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序文 

北 悲 深 (て 、 加 み 過 て アッ ラー の 御名 に いて 。 
聖 ク シル アーン は イス ラー ム 教 の 悪 典 で ある 。 過 そ を 1400 年 前 、 アラ ビア に お いて 、 全 能 な る 
則 ア ッ ラー が その 便 穫 て ある ムハンマド ( 彼 に 平安 あれ ) に 瑞 示 し た も の で ある 。 

この 落 示 は 、 ム ハン マ ド ド が 四 士 才 の 時 に 始ま り 、 鈴 来 23 年 間断 続 的 に 授け られ だ た 。 これ 等 
一 連 の 啓示 は 、 そ の 都度 、 使 徒 側近 の 者 た ちの 手 に よっ て 記録 きれ 、 後 に 聖典 と し て 編 英 き 
れ だ の で ある 。 筆記 者 と し て 、 こ の 聖なる 仕事 に 従事 し た 者 た ちの 中 に は 、 ア ブー、 バ クル 
や アリ 、 ザ イド ・ ビ ン ・ サ ー ベ ッ ド 、 ズ ベー ル ・ ビ ン ・ ア ル ア リ ワッ ツ ム ( 役 等 に 恵 あ あれ ) た 
ちがい る 。 こ の 外 、 多 て の 弟子 た ち が 使 徒 に 啓示 ほれ た な 通り 、 亜 意 節 を 一 学 一 句 違 を る こと 
な く 暗 論 し て いた の で ある 。 ち な み に 、 当 時 の アラ ビア 人 は 、 卓 越 し た 記憶 力 の 持 主 ぞろい 
で 、 ア ラブ の 詩 を 十 万 節 以 上 も 暗 府 し て いる 者 も 稿 で は な か っ た と いう 。 こ の よう に 回 クル 
アー ン は 、 口 述 筆記 と 暗 凌 ほ と いう 二 つ の 方 法 の 集積 に よっ て 、 使 徒 に 啓示 る れ た 通り 、 一 語 
た り と も 代 漏 な く 記 載る され て いる 。 欧米 の 学者 た ち は 、 これ まで に きま ざま な る 角度 か ら 
副 ク ルー アン の 改 鶴 を 立証 すべ (試み て みた が 、 休 ぐ と の ちく 内 胡 し だ 。 

ウイ リア ム ・ ム イー ル 卿 (Sir William Muir) は を の 著書 「 ム ハン マ ド の 生涯 」( ロ ンド ン 、 
1912 年 、 第 1 巻 ) の 中 で 、 次 の よう に 述 べ て いる 。 

ムハンマド の 死後 、 二 十 数 年 後に オス マン の 吐 殺 に 端 を 発し て 興 っ た 諸 未 派 は 、 争 い を 
旨 り 返し 、 互 に 敵意 を つの ら せ た 結果 、 ム ハン マ ド が 苦労 し て うち 建て た だ た イスラーム 共 同体 
を 分 下 き せ て し まっ た 。 し か し 、 彼 等 は 、 常 に 一 つの クル アー ン を 用 いた 。 今 日 に 毛 る まで 、 
どの 時 代 の 人 々 も 同じ クル アー ン を 用 いた と いう こと は 、 不運 な カリ フ の 命 の も と に 編 暴 3 
れ た 応 典 と 全く 同じ 聖典 が 、 今 日 まで 伝え られ て いる と いう 動か し が だ い 証 拠 で ある 。 12 世 
紀 も の 長き に わ だ た っ て 、 こ れ は ほど 紐 絆 に 伝え られ て いる 文献 は 、 他 に 例 を みな い 。 

また 、E・M・ ウ エー リーE・M・Wherry) は 、 を の 著書 「 ク ルアー ン に つい て の 総合 的 考 
肛 ] (ロン ドン 、1986 年 、 第 一 状 P 3499 の 中 で 、 次 の よう に 書い て いる 。 

クル アー ン の 文章 は 、 古 和典 の 中 で も 最も 純粋 な も の で ある 。 

レー ン ・ ゲ ー レ (Lane Poole) も その 著書 「 精 選 ク ルアー ン 」 (ター ン バ ー、 ロ ンド ン 、1879 
年 、 序 意 じ ペー ジ ) の 中 で 述べ て いる 。 

クル アー ン が 本 物 で ある と いう こと は 、 疑念 の 余地 な き 事 実 で ある 。 (中略 )》 す べ て の 言葉 
は 、1300 年 経た 念 で も 、 全 〈 く 変ら 6 ぎり し か 、 と の 雑 信 を も っ て 読む こと が で きる 。 

ボス ワー ス ・ ス ミス (Bosworth Smith) ま た 然 り 。 その 著書 「 ム ハン マ ド E イ スラ ー ム ゅ 教 」 
(ロン ドン 、1974 年 、 P 22) の 中 で 書い て いる 。 

クル アー ン の 中 に ある も の は 、 ま き し く ムハンマド の 言葉 を その も の で あり 、 全 (加筆 も 削 
除 も きれ て いな い 。 

最後 に 、 エ ・W・ ア ー ノ ルド (T・W・Arnold) 教 授 が その 著書 「 イ スラ ー ム 教 の 信仰 」(n 
ンド ン 、P 9) の 中 で 以下 の よう に 可 べ て いる こと を 紹介 する 。 

この 改訂 版 の テキ スト に は 、 ム ハン マ ド 自 身 が 実際 に 云っ だ 言葉 が 書か れ て いる 。 こ の 人 奇 
跡 的 な 聖典 に つい て 、 そ の 特徴 を すべ て 詳細 に 説明 する こと は 不可 能 で ある が 、 イ スラ ー ふ ム 


教 に つい て の 知識 を ほとん と ど 持 ちあ わせ て いな ぃ 読者 の た ゆめ に 、 い くつ か の 注目 すべ き 上 志 を 
挙げ て みた だ いと 思う 。 す な わ ち 、 聖 クル アー ン は アラ ブ だ け を 対象 に し だ た も の で は な く 、 人 人 
類 す べ て を 対象 に し て いる 。 そ し て 、 使 徒 ム ハン マ ド は 人 金 人 類 の た め の 了 預言 者 で ある と し て 
いる 。 

聖 ク ルアー ン は 神 の 控 の 最後 の 言葉 で あり 、 人 類 の 指針 と な る 完全 無欠 の 聖 で ある 。 
まだ 、 ク ルアー ン は 、 項 言 と いう 現象 が 日 常 的 な 事柄 で ある と 認め る 唯一 の 聖典 で ある 。 
きま ざま なる 人 種 、 る ま ぎ ざま な る 国 に 属す る 人 々 が 、 人 間 の 歴史 の 中 で 半 度 も $ 神 の 嘱 示 を 授 
けら れ て 来 だ 、 と 繰り 返し 述べ て いる 。 す な わ ち 、 聖 クル アー ン は 次 の よう に 明白 に 説く 。 

原文 (警告 者 が 人 壮 わ きれ ぎり し 民 は な し 。) [35 : 25] 
原文 (われ われ は それ ぞ れ の 民 の 中 か ら 一 人 の 使徒 を 選び 、 説 か し め た だ たり 、「 ア ッ ラ ー を 上 岩 拓 

し 、 那 神 を 避け よ 」 と 。) 【16 : 37〕 

つま り 、 ク グル アデ アーン は 、 預 言 の 現象 が 、 新 約 並び に 旧約 聖書 に 書か れ て いる 項 言 に と ど ま 
る も の で は な いと し て いる 。 ま だ 、 加 ク ルアー ン は 、 公 正 で 、 慈 悲 深く 、 恵 み 深 い 並 思 の 神 
と いう 概念 を 主張 し 、 す べ て の 人 間 を 人 種 、 国籍 に か か わり な く 公 平 に 扱っ て いる 。 そ し て 、 
繰り 返し 強調 し て いる こと は 、 神 は 分 か つこ と も 、 併 せ 祀 る こと も で き な い その 独 一 性 で あ 
る 。 

聖 ク ルアー ン に よれ ば 、 神 と 生き と し 生け る も の と の 間 に は 、 た だ 一 つの 関係 し か 存在 し 
な い 。 すなわち 、 創 造 主 と 創造 物 と の 関係 で ある 。 ど ん な 形 に 披 造 きれ る と も 、 神 の 栄光 と 
邊 大 き 並 びに その 永遠 さき を 讃え る 書 は 、 ク ルアー ン を 惜 い て 他 に あろ うか 。 まだ た 、 ク ルアー 
ン は 、 二 位 一 体 の 考え を 明確 に 否定 する 。 和 神 に は 配信 者 $ 子 も いな い の で ある 。 
原文 (云え を 、「 彼 こ を は アッ ラー、 独 一 者 に し て 自 存 者 、 も ろ 人 の 依り 絶 る 御 方 な り 。 彼 は 産 
み 給 わ ず 、 また 産ま れ 給 わ ず 。 役 と 比肩 し 得る 者 、 個 笛 に も 非 ず 。」 と 。[ 112 1: 2 一 5] 

回 ク ルアー ン は 、 六 つの 蒸 本 的 な 理念 を 信ずる こと を 説い て いる 。 す な わ ち 、 神 の 存在 を 
信ずる こと 、 天 使 の 存在 を 信ずる こと 、 神 の 啓示 され だ すべ て の 聖典 を 信ずる こと 、 す べ て 
の 傾 言 者 を 信ずる こと 、 復 活 の 日 と 審 刊 の 日 を 合 ず る こと 、 す べ て を 包括 する 神 の 経 給 を 信 
ずる こと で ある 。 

まだ 、 回 ク ルアー ン は 性 悪 説 を 否定 する 。 人 間 は すべ て 汚れ な 〈 く 生ま れ 出 で 来 た と の 性 療 
店 を 採る 。 を し て 、 神 は 公正 で あり 、 部 深 く 、 宮 容 で あり 、 情 け 深 てく 、 方 物 の 主 で あり 、 
須 起 者 で あら せら れる 。 故 に 、 も し 神 が 僕 た ちの 必 域 を 受容 する な 6 ば 、 を の 罪 は 悔 惜 の 涙 
に よっ て 洗い 流 き れる の で ある 。 時 語 了 

回 ク ルアー ン の 説く と ころ に よれ ば 、 障 罪 と は 、 己 が 所 業 を 悔い 改め 、 長 琶 な 心 で 神 に 総 
ろう と し た 瞬間 に を たれ は な さる れる と きれ て いる 。 人 間 は 過去 に 犯し た 罪 の 如何 に か か わら 
ず 、 こ の 瞬間 、 ES 

まだ 、 紐 クル チー ン は 、 イ エス ・ キ リス ト を 、 高 貴 し て 音 散 せら る べき 傾 言 者 な 9 は 
2 ペグ 人 神 の 御子 で あり 、 人 類 の 購 固 の た め 
に 直 字 梨 の 上 で 死ん だ と いう 考え 方 は 否定 する 。 キ リス ト に 敵対 する 者 ども は 、 十 字 埋 上 で 
仮死 状態 に あっ た キリ スト を 見 て 、 す で に 死 せ り と 判断 し た の で あ る 。 事実 テ ダ ヤ 人 た ち は 、 
為政者 ボン ティ ウス ・ ピ ビラ ト に キリ スト の 租 を 引き 渡し て ほし いと 懇 請 し 、 許 され て 引き 


取っ だ 時 、 わ き 腹 の 傷 か ら 新 た に 血 が 吐き 出 で る の を 見 て 、 死に 皇 ら ぎる こと を 確認 し て い 
る の で ある 。 ま だ た 、 ク ルアー ン は 、 マ リア の 処女 受胎 に よっ て キリ スト は 生ま れ た と し 、 マ 
リア の 処女 性 を 疑う 主張 を 否 * 空 し て いる 。 

この 他 、 聖 クル アー ン は 、 諸 聖典 の 中 で も 、 他 の 宗教 に 対す る 見 解 の 点 で 、 独 特 な $ の が 
ある 。 す な わ ち 、 聖 書 に お ける 預言 を 認め て いる ば か りか 、 何 処 に 降っ た 預言 で あろ うと 、 
信 仲 の 共 本 と し て 信じ る よう イス ラー ー ム 教徒 に 説い て いる 。 
太秦 の 手 が が その 中 に ある 各 邊 を 。) (98 4 】 

聖 ク ルアー ン に よれ ば 、 す で て の 宗 未 教 の 根幹 と な る 神託 は も と も と 同じ ゃ の で あっ た 。 す 
な わ ち 、 独 一 の 神 を 信じ る こと は 、 避 率 の 吉 を 尽 し 、 神 の 嘉 賞 を 得 ん た め に 謙 っ て 、 管 信 た 

る こと で ある 。 し か る に 、 イ スラ ー ム 以外 の 宗教 に ょ れ ば 、 その 道義 的 、 社 会 的 教え は 、 時 
代 と 共に 、 ま た 状況 に 応じ て 書き 換え られ て いる 。 由 約 聖 書 並 びに 福音 書 は 、 他 の 聖典 同様 
宰 の 啓 ボ せる も の と きれ て いる が 、 完 全 に も と の まま で ある と は 云い 難い 。 そ れ 等 は 不幸 に 
$ 、 歴 史 の 流れ の 中 で 、 加 筆 改 穴 が な きれ て いる 。 ク ルアー ン は を の 証拠 に 、 こ れ 等 聖典 の 
中 に は ぉ る ま ぎ ま な 不一致 や 矛盾 が 多 す ぎる と 看破 する 。 

クル アー ン は 、 入 間 創 造 の 究極 の 日 的 は 神 を 崇拝 する こと で ある と 説く 。 そ し て 、 神 を 上 系 
捧 す る と いう こと は 、 単 に 叩 頭 礼 拓 する だ け で な く 、 神 の 特質 を 体得 し ょ うと 診 力 し 、 神 の 
啓 寮 の 光 と 美徳 を 具現 化し 、 地 上 に お いて 神 の 代理 者 し な ろう と する こと で ある 。 

確か に 、 人 間 は 宇宙 に お ける 神 の 最も ぅ 高山 な 創造 物 で ある 。 す べ て の 創造 物 の 中 で も 、 三 
厳 と 名 準 あ る 地位 を 占め て いる 。 人 間 は 他 の 生物 に 優る 地位 を 与 を た られ て いる けれ ども 、 人 人 
間 同 志 の 間 に は いる る か も 優劣 は 存在 し な い 、 と クル アー ン は 教え る 。 創造 王 の 目 か ら 6 見 れ 
ば 、 身 分 の 上 下 と は 、 人 格 が 示す 人 徳 の 有る 無し 、 高 潔 か 否 か に よっ て 決ま る の だ 、 と 更に 説 
Ga 

回 クル デー ン の 教え は 、 普 過 的 に 行え る 、 款 教 的 、 社 会 的 、 経 済 的 、 道 徳 的 体系 と し て 、 
人 間 の すべ て の 典 味 と 活動 の 領域 を 包括 し て いる 。 し か し 、 如 何 に 素晴らし い 体系 で あろ うぅ 
と も 、 絶 対 的 な 道徳 的 価値 感 を 違 守 する こと な し に は 、 う まく 働き 得 な いと 茂 命 す る 。 
更に 回 ク ル ア デー ン は 、 社 会 の 様々 な 階層 の 人 々 の 権利 と 義務 を 説き 、 0 
S だ らし 、 人 人 間 ど うし の 摩擦 の ぉ と を すべ て 取り 除い て くれ る 。 従っ て 、 ク ルアー ン は 、 階 
級 開 当 や 人 人間 が 人 間 を 搾取 する と いう 考え 方 を 退け る 。 

まだ 、 回 ク シル デ ー ン は 、 す べ て の 了 典 の 中 で も 、 特 に 女性 の 権利 を 確立 し 、 女 性 に 対し 、 
社会 の 中 で 尊敬 され る べき 高い 地位 を 号 を た た と いう 卓越 性 を 持っ て いる 。 だ た と えば 、 女性 が 
相続 する 権利 を 保護 し 、 そ の 相続 法 を 明示 し て いる 

また 、 信仰 の 自由 は 、 ク ルアー ン の 教え の 中 で も 特に 重要 な 項目 で ある 。 人 間 は 、 神 に よっ 
了 信ずる か 拒否 する か の 意志 の 選択 を ま か る れ て いる 。 従っ て 、 信 仰 を 無理 強い する こと 

、 何 人 だ り と も これ は 認め られ な い 。 そ れ ば か りか 、 如 何 な る イデ オロ ギー も ぅ 無理 に 押し 
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方 に 変化 を も たらす 方 法 が 許 き れる と し た な ら 、 そ れ は 説得 し 、 役 を 納得 きせ る こと の みな 
の で ある 。 
原文 ( 款 教 は 強制 する も の に 非 ず 。) [2 : 257〕 


原文 (死ぬ 者 に アッ ラー 0 SRI2 還 和 
生き 残ら し めん が だ た だめ な り 。) [8 : 43] 「 本 

世 ク レル アーン に よれ ば 、 人 間 は 死後 、 を の 魂 は 復活 せしめ られ 、 そ れ か ら の 運命 は 生前 の 
所 業 に よっ て 決定 さる きれ る と いう 。 す な わ ち 、 人 の 巻 行 、 悪 行 に よっ て 、 死 後 の 新しい 生命 の 
状態 が 決ま る の で ある 。 

回 クル アー ン の 説く と ころ に よれ ば 、 イ スラ ー ム 教 は 長い 科 い の 末 、 必ず 喧 閣 を 打ち 破り 、 
勝利 を むる め 、 如 何 な る 宗教 や イデ オロ ギー に も 増し て 世界 的 に 理解 きれ 、 全 人 類 の 指針 兆 
明 と な る で あろ う 。 旭 預 言 莉 ム ハン マ ド の 伝承 に よれ ば 、「 我 が 弟子 と 目 さ れる マハ ディ ー す 
な わ ち メシ ア に よっ て 、 論 理 、 道 理 、 説 得 を 通し て イス ラー ム の 使命 は 大 願 成 就き れる で あ 
ろう 」 と 諾 り 伝 えら れ て 来 た 。 

1935 年 、 イ ンド の カー ディ アン に 生ま れ だ た ハズ ダラ ト ・ ミ ル ザ ・ グ ラー ム ・ ア ハマ は 1889 
年 神 の 啓示 に より 、 沈 洪 腐 履 す る イス ラー ム 教 を 改革 すべ し と 命ぜ られ た だ 。 彼 は 資 ち に 神 命 
E 有 し [グラ レヒ オー シッ アハ タマ ディア | の 名 の も と だ 、 Sririeerfipwora 
を し て 、 目 ら は 、「 メ シア 」 (救世 主 ) で あり 、[「 マ ハデ ィ ー」 ( 神 に より 正しく 〈 導 か れ だ 者) 
で ある と 定 言 し た 。 今日 、 イ スラ ー ょ 教 ア ハマ ディ ア 派 し し て 、 広 〈 拉 界 に その 名 を 知 6 れ 
て いる の は 、 こ の 運動 の 名 称 に 由来 する 。 

アハ マデ ィ ア 運動 は 、 当 初 よ り 、 平 和 的 に 説得 する こと 、 納得 る せる こと 、 世界 の 各地 で 
ムスリム 上 兄 尼 だ ち に 奉仕 する こと を 通し て 、 イ スラ ー ム の 神 証 を 太く 世界 に 知ら し めん と 審 
闘 支 力 し た 結果 、 今 日 の 隆盛 を みた の で ある 。 現在 世界 100 ケ 国 に 直 動 の 換 点 を 持つ 。 

比 の 度 、 日 本 語 に よる 加 ク ルアー ン 翻 訳 と いう 俸 業 が 成 し 得 た の も 、 偏 に 、 日 本 に お ける 
アハ マデ ィ ア 先 汗 た ちの 勢力 の 結 品 の だ まる の に 外 な ら な い 。 

神 よ 、 これ 等 僕ら に 一 層 の 御 加護 と 、 お 恵み を 降 し 葛 わ らん こと を 。 


1988 年 6 月 24 日 
アハ マデ ィ ア 出版 局 事業 部 長 ム バ パー ラク ・ ア ハマ ド ・ サ ー キ 





アル ・ フ プチ テー テイ バハ 
(メッ カ 世 示 ) 


あま ね み な 
1 灯 悲 深 て 、 恵 み 違 く ( 注 1) ア ッ ラ ー の 御名 5 
に お いて 。( 注 2 ) 〇 みっ っ gn し らき 
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ID| アゲ ラフ マン 人 ( 慈 庄 了 く 」) 及び アッ ラ セ ー ム 人員 み 山 《」) の 二 語 は 共に 、 彼 は 落 悲 や 示し 給 う た 、 
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アラ フ マ ン と は すべ で て の 創造 物 に 対し 、 そ の 努力 の 如何 に か か わら 6 ず 、 隅 々 まで 与え られ る 無償 の 慈悲 を 意 
味 す る の に 対し 、 も う 一 方 の アッ ラ ヒ ー ム は 人 間 の 行動 に 対す る 見 返り と し て 与え られ る 鷲 びあ る た め 、 す 
べ で て の も の に 与 を た られ る わけ で は な い が 、 こ れ を 亭 受 する 者 に は 、 く 5 ぅ 返し 、 2 
前 者 は 神 の み が 示 る れる 美徳 で ある が 、 後 者 は 人 間 も 持 ち 得 る こと の で きる 美徳 で ある 。 前 者 の 慈愛 は 信 : 
し 大 に 4 を し て あま ね (全て の 9 引 牧 に えら かも か 人 の 導 有 2 香 する の は 、 大体 に お て を の 人 
者 達 で ある 。 聖なる 預言 者 の 言葉 に 従 が えば 、 陣 者 の 美徳 は 一 般 的 に 現世 に 関し て で あり 、 神 が 6 与 えら 和 る 
後者 の 美徳 は 来世 に 関し て いる 。 即ち 、 現 世 は 、 ほ ば ぼ 行 動 の 世界 で あり 、 米 世 は 行動 に 対し て の 報い の 世界 で 
ある 人 為 、 神 の 美徳 の アラ フ マ ン は 人 に 現世 に お いて 恵み を 与え 、 軍 の 美徳 の アッ ラ ヒ ー ム は 人 に 来 だ る べき 世 
に お いて その 報い を 惜しみ な くも だ ら す の で ある 。 我 等 が 必要 と し 、 生 活 の 基盤 と する 全て は 、 神 の 思 軸 に 他 
な ら ず 、 我 等 が それ に 値 せ ず と も 、 又 、 我 等 が 生ま れる 以前 より 、 有 難く も 吉 ま れ だ も ぉ ぁ の で あり 、 来 世に 約束 
る れる 思 上 恵 は 、 我 等 の 行い の 報い に ほし し て 与え られ る も の な の で ある 。 この 事 か が ら ア ラフ マン は 生ま れる より 前 
より 号 え られ る 皿 恵 で あり 、 デ チッ ラ セ モーム は 行為 の 結果 と し て 与え られ る 皿 恵 で ある 事 が 解る 。 9 章 以 外 の ク 
ルアー ン の 全て の 草 は 第 一 節 の | 慈悲 深く 、 上 恵み 人 遍 く …」 で 始め られ る が 、 こ れ は 、9 童 は 独立 し た 将 で は な 
〈 8 次 の 続き と な っ て いる だ めで ある 。 イ ブン ・ ア ッ パ バス に 依 れ ば 、 新 し ぃ が 始め られ る 時 は 必ず 第 一 飾 】 間 
悲 深く …」 で 始め られ 、 そ れ な し で は 、 下 な る 畠 言 者 は 章 を 始め る 事 は な か っ た と いう 事 を 志 味 する 言い 伝え 
が ある 。 こ の 言い 伝え か ら 判 る 事 は (1) 落 悲 深く …」 ほ と い う 知 は クル アー ン の 一 部 で あり 何ら 余分 な 部 分 で は 
な いと いう 志 、 そ し て (2)9 前 は 独立 し た 前 で は な いと いう 事 で ある 。 ま だ 、 こ の いわ れ は 、「 蓄 悲 深 てく …」 は 、 
アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ の 章 (上 第 一 凍 ) の 一 部 の み を 形成 し 全て の クル アー ン の 章 の 一 部 を 形成 する も の で は な い 
と 信じ こん で いる 一 部 の 人 々 の 思い 込み に 対す る 反証 と も な る 。 革 な る 預 言 者 は 、 更 に 「 慈 悲 深 く …」 の 節 は 
全て の クル アー ン 中 の 草 の -… 部 を 成す も の で ある と 言っ た と 伝え られ て いる 。( プ ハリ と クッ トッ ニ ) 全て の 
次 の 最初 に この 節 が 存在 する と いう 事 に は 以下 の 様 な 意味 を 持つ 。 

クル アデ アーン は 聖なる 知識 の 宝典 で あり 、 神 の 特別 な 御 加 識 な くし て は 、 手 を ふれ る 事 は 出来 な い 。 [清め られ 
し 者 以外 、 触 れる 事 な か れ 」| (56 : 80) その 和 人為 、 ビ スミ ッ ラ ー (([ 慈 深 《… ア ッ ラ ー の 御名 に ない て]」) が 全て 
の 癌 の 始 ゆ に 置か れ 、 イ スラ ム 教 徒 に 、 グ ルアー ン 中 の 神 の 知識 の 宝庫 に 近づく 人 為 に 又 そ の 和 益 を 受け る 為 に は 、 
純粋 な 心 で クル ナーン に 近づく だ け で な く 、 神 の 助け を 常に 祈念 せ ね ば な ら な い 事 を 思い 起きる せる 。 道徳 や 精 
神 困 事 抽 に 関し た 全て の 問題 は 何ら か の 形 で 基本 的 な 神 の 美徳 で ある 「 誠 悲 ] と 「 恵 み ] じ 関 係 し て いる 導 、 
各々 の 独立 し た 交 の 持つ 芝 味 へ の 鍵 ほ とも な る 。 実際 に 訟 て 、 こ の 人 節 に 述べ られ る 神 の 美 念 の 北 つ か の 面 を 詳細 
に 疲 っ て 示し て いる の が 各 章 ほな の で ある 。 この 決ま り 文 句 の 「 慈 砺 深 く …| は 環 典 に 先立つ 樺 書 より 取ら れ だ 
と いう 論争 が ある 。 セ ー ル は Zend Avesta を 出典 と し て いる と 主張 し 、 ロ ッ ド ウェ ル は イス ラム 以前 の アラ ブ 
人 達 が ユダ ヤ 人 の 真似 を し 、 そ れ が 最 将 的 に クル アー ン に 紐 み 込ま れ だ た と の 意見 を 主 張 し て いる が 、 両 者 の 見 
解 共 、 明 ら か に 正 し 《 な い 。 先ず 第 一 に イス ラム 教徒 達 は 、 こ の 形式 、 或 じ は 類似 の 形式 中 の 文句 が クル アー 
ン の 北 示 以前 に 知ら れ て いな か っ だ と は 、 王 虹 し て いな いし 第 二 に 、 そ の 淀 と う 句 が 、 同 一 或いは 類似 の 形式 
で 、 イ スラ ム 以 前 の アラ ブ 人 達 に 、 た と え ク ルアー ン 中 に 示 き れる 以前 に 使わ れ だ た と し て も 、 そ の 事 が 理由 で 、 
神 よ り 出 で し 言葉 で ある 事 を 和 定 する 事 は 出来 な い の で ある 。 実際 に クル アー ン 中 で も 、 ソ ロモ ン が シバ の 女 
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4. 審判 の 日 の 主宰 者 。( 注 4 ) @ み wl as gs 


王 宛 に 送っ た 手紙 の 中 に 、 こ の 文句 が 使わ れ て いる 。(27 | 30 イスラム 孝 徒 が 王 張 する の は 、 ク ルアー ン こ を 、 
その 言葉 を を う あ る べき 形 で 合用 し た 、 初 め て の 啓示 され た 細 和典 で ある と いう 事 で この 主張 は 未だ か つて 部 破 
「 きれ た だ 事 が な い 。 ま だ 、 イ スラ ム 以 前 の アラ ブ グ 人 人 の 間 に 、 こ の 言葉 が 流布 し て いた だ と よ という の も 正しく な い 。 何 
故 な ら 、 ア ラブ 人 達 が 神 に 対し アラ フ マ ャ ン の 名 称 を 使用 する の を 嫌っ て いた 事 は 周知 の 事実 だ か ら で あ る 。 再 
度 絆 反 す が 、 も し この 言葉 が 以前 より 知ら れ て い だ た と し て も 、 を その 事実 は 、 ど ん な 民 に も 必 ら ず 指 導 者 が 看 わ 
きれ だ と いう 帯 (35i 25) を と 、 ク グル アー ン こ そ 、 そ れ 以 前 の 啓示 され た 半 に 包括 き 和 れる 全て の 永遠 に 変わ ら 6 
ぬ ぬ 真実 が 網 給 され て いる 書 で ある (98: 5) と いう クルアーン の 教え の 真実 を 確証 する に すぎ な い の で ある 。 


注 2 アッ ラー と は 、 完 全 な 美徳 を 有 し 、 何 ら 誤 もち を 持た 史 唯 一 無比 の 存在 で ある 。 ア ラビ ア 語 で アッ ラー 
が 他 の 意味 で 使用 きれ る 事 は な い 。 他 の 言語 で これ に 該当 する 言葉 は 全て 修飾 的 量 つ 説明 的 で あり 、 生 々 に し 
て 複数 の 形 を 取る が 、 ブ アラ ビア 語 の † ア ッ ラ ー」 が 複数 形 を 取る 事 は 絶対 に な い 。 ア ッ ラ ー と は 、 日 一 の 実存 
で あり 、 派 生 し た も の で は な く 、 資 格 を 示す 言葉 で も ない 。 日 本 語 で は アッ ラー に 匹敵 する 言葉 が な い 導 、 ア 
ラビ ア 語 の 専門 家 に 従い 、 翻訳 で は その まま アッ ラー の 訳 が あて られ る 。 ア ッ ラ ー の 最も 正確 な 解 覗 と し て は 、 
テル と は 切り 離す 事 が 出来 ず 、 全 て の 完全 な る 美徳 を 有する 必然 の 結果 た し て 何 に も 依存 し な い 在 在 に 対し 与 
ぇ られ た 名 称 と いう こと で ある 。 


注 3 この 節 は 現世 の 進化 の 法則 を 指し て いる 。 即ち 、 全 て の 事物 は 発達 を 続け 、 こ の 発達 は 潤 進 釣 で 段階 
を 経て も だ 6 さる れ 、「 万物 の 王 」] こ そ 吾 物 を 披 嗜 向 に 発達 、 進 化 き せる 存在 で ある と の 記 味 を 富 わ し て いる 。 こ 
の 行 は 又 、 進 化 の 法則 は 神 へ の 信仰 と 考 盾 し な い 事 を も 指摘 し て いる 。 し か し 、 こ こ で 言及 きれ て いる 進化 の 
過程 は 、 一 般 に 理解 る され て いる 進化 論 と 同一 ほ 上 いう 訳 で は な い 。 進化 た いう 言葉 は 一 般 論 的 な 意味 で 使わ れれ て 
いる の で ある 。 更に この 斉 葉 か ら 解 か る の は 、 人 は 限り な く (前 進 する 為 に 創造 きれ だ と いう 事実 で ある 。 何故 
な ら 「 ア ッ ラ ー、 万 物 の 主 】 と いう 表現 は 、 神 は 森 中 万 象 を 低い 段階 か ら 高い 長 凌 へ と 発 頂 させ る と いう 吾 を 
意味 し て お り 、 こ 和 れ は 全て の 段階 が 終わ っ た 後に 、 米 て る 事 の な いも う 一 つの 段階 が ある 場合 りみ に 可能 な の 
大 の 


注 4 神 の 四 つ の 美徳 、 即 もち 、“ 全 世界 の 王 た る 事 "、“" 愛 に 満ち て いる 事 "、" 慈 悲 深 き 事 、 そ し て “終末 の 
の 、 主 宰 者 た る 事 " は 、 神 の 神 た る 礁 の 美徳 で ある 。 その 他 の 美徳 は これ ら 6 中 つ の 美徳 の 説明 葉 に は 注 邊 に す 
ぎ ず 、 四 つの 美徳 こそ 、 全 能 の 玉座 が まし ます 四 本 往 な の で ある 。 

これ ら の 四 つ の 美徳 が 述べ られ る 順序 で 、 人 間 に 与 えら れる 神 の 美徳 が 明らか に され る 。 即ち 、「 万物 の 主 、 
アッ ラー」 と は 、 神 が 人 間 を 造ら れ だ の と 同時 に 、 人 人 間 が 精神 的 に 前 進 し 発 着 す る の に 必要 な 環境 を も 創 られ 
た 事 を 意味 し 、 ア ラフ マン (慈悲 溢 る る 神 ) た る 美徳 は 次 に 来る 段階 で あっ て 、 慈 愛 に 満ち た 美徳 を 通し て 神 
は 、 い わ ば 、 人 間 に 対 し その 道徳 的 駐 精 神 的 前 進 に 必要 E と きれ る 手段 と 材料 を 手渡 きれ る の で ある 。 そし て 人 
が 手渡 る れ た 手段 を 正しく (使う 事 が 出来 れ ば 、 ア ッ ラ ヒー ム の 美徳 が 人 の 為 し た 事 に 対す る 報い を 与え を て くれ 
る 。 そ し て 最後 に 「 審 判 の 日 の 主宰 者 ] が 人 の 為 し た 事 に 対す る 最終 の を し て 集団 と し て の 結果 を 生み だ し 、 
然 る で くし て を の 過程 が 完結 する の で ある 。 最後 の 完全 な る 報い は 最後 の 審判 の 日 に 下る られ る の で ある が 、-- 
時 的 な 緩い は 現世 で も 与え られ る 。 但 し 現世 で の 人 間 の 行動 は し ば し ば 、 他 の 人 則 、 干 、 支 配 者 等 に よっ て 判 
断る きれ 、 報 い に が 与 を られ る と いう 違い が ある が 故に 、 常 に 間違い の 起こ る 可能 性 が ある 。 最 後 の 審 判 の 日 に 、 
神 が 裁 き に 出 で ま す 事 は 絶対 の 事 で あり 、 全 て は 神 の 手 に 和 要 ね られ る 。 そこ で は 価 の 間違い も 、 不 当 な 凍 も 、 
小 当 な 詩 い も な い 。 又 、 | 主宰 者 ] と いう 語 を 使う の も 神 が 上 き を 与え られ る 時 は 、 定 ゆら れ た 法律 に 従っ て 審 
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5. 我 等 は 流 に の み 仕え 、 液 に の み 救 い を 希 2 。 OYKYGIGMTYWKI1 
( 注 5) の 2 eS 

6. 正しい 道 に 導き 給え 、( 注 6) hPa693 


履 の 把 り を 寄り し 人 々 や 踏み 迷 え し 人 々 の 2 人 を (フン タン イン 2 < 
着 で は な く 、 流 が 忠 み を 垂れ 給え し ( ま 7) 。 ツク 


人 々 の 道 に 。( 注 8) る: 5 62 と 


判 や 下す 裁判 礼 の 如く で は な いと いう 直 を 示す 為 で ある 。 神 は 主宰 者 で ある が 故に 許し 給 い 神 の 望ま れる 方 法 
で 望ま れる 所 に 甘 を お 示し に な る 。 ディー ン と いう 語 を 信仰 を 意味 する 語 と 考え れ ば 、[ 審 判 の 日 の 主宰 者 」 
は 、 藤 実 の 信仰 が 示さ る れる 時 に は 、 信 類 は 類 い まれ な る 神 の 力 の 顕現 を 目のあたり に する が 、 信仰 が が 杜 え る と 、 
まる で 、 字 宙 が その 創造 者 で ある 主 の 手 を や はなれ 何 の きま り も な くだ だ 機械 的 に 動く だ け に な っ て し まう と い 
う 事 を 意味 する 。 


注 5 「 我 等 は 流 に の み 仕え 」 と いう 言葉 は 、 人 が 神 の 偉大 な 美徳 に 気付 いた 後に 第 一 に 心 を 動か きる れる の は 
神 へ の 礼 捧 で ある と いう 事 を 示す 谷 「 流 に の み 救 いじ を 希 い ね が う 」| と いう 言葉 の 前 に 寺 か れ て いる 。 神 の 助け 
を 祈 合 する の は 信仰 の 衛 動 の 後に 来る も の で 、 人 人 は 神 を 礼拝 する 事 を 記せ が 、 そ うす る 為 に は 神 の 助け が 必要 
で ある 事 に 気付 て く の で ある 。 又 、 こ の 言い ま は わし の 中 の アラ ビア 語 に 複数 形 が 用 いら れ て いる の に は 二 つ の 重 
要 な ポイ ント が ある 。 即ち 1) 和信 は こ の 世に 具 一 人 の 存在 で は な 《 自分 を 取り 巻く 社会 の 一 部 で ある 、 を その 為 、 
人 が 宰 へ の 條 を 歩む 時 に は 、 己 の み で は て 他 の 者 と も 連れ 立つ さき で ある 事 。 そ し て (2) 人 は 自分 を 取り 巻く 
環境 を 改革 し な い 限 り 安 全 で は な いと いう 事 で ある 。 

、 神 が 季 初 の 四 行 で は 三人称 で 表 わ お きれ て いる が 、 こ の 行 で 突然 二人称 に な っ て いる 事 は 注目 に 値する 。 
これ は 、 神 の 四 つ の 美和 袖 を SE 0 生 BA 心から 神 に 柚 
自 し だ いと 強 ( 願 う が 為 、 を し て その 心 の 満足 を 得 ん が 人為 に 、 最 初 の 思 行 で の 三人称 が この 行 で は 二人称 と な 
る の で ある 。 


注 6 祈り は 人 人 の 物質 的 、 精 神 的 、 また 現在 及び 未来 の 必然 の 全て の 分 野 に 渡っ て いる 。 信者 は 、 長 直 な 道 
一 最も 近い 道 を 示し て くれ る 様 祈る 。 時々 、 人 は 真直 で 正しい 道 を 示 き れ て も 、 そ の 道 ま で 導 び か れる 事 が な 
か っ だ り 5 り 、 導 びび か れ て も 、 正 し い 道 を 仙 り 最後 まで 行き つ 〈《 事 が 出来 な か っ だ りす る 。 祈り は 人 に 、 道 示さ る 
れ だ 事 で 、 或 い は 道 ま で 導 び か れ た と し て も それ だ け で 満足 せ ず 、 最 後 の 目 的 地 に 到達 する まで 従い 続け る 訓 
を 要求 する 。 こ れこ そ 、 正 し き 道 を 示し 給え (90 : 11)、 正 し き 送 に 導き 給え (29:70) そし て 正しき 道 を 歩 ま 
せ 給 え (7 :44) と いう 意味 や 表わす ヒダ や の 人 税 義 で ある 。 実際 和信 は あら 6 ゆる 段階 で 神 の 還 け を 必要 と し て お 

り 、 い か な る 時 に あっ て も 、 こ の 節 に 長 体 的 に 表 わ る れ て いる 六 願 を 神 に きき げ 統 け な け れ ば な ら な い の で あ 
る 。 履 に 常に 祈る 事 が 必要 で ある 。 望む 事 が 成就 も れず 、 必 要 が 満足 され ず 、 目 標 が 達成 きれ な い 限 り 、 我 々 
- に は 祈り が 必要 な の で ある 。 


注 7 真 の 信者 は 、 止 し き 道 に 導 び か れ 、 幾 つか の 方 正 な る 行為 を 為す だ け で 、 満 足す る も の で は な い 。 真 
の 信者 は 、 目 標 や より 高く 掲げ 、 神 が その ド 僕 に 、 際 和 RESEHE 
の 信仰 首 は 、 神 が 選ば れ し 者 に 与え 給 う た だ 拓 の 恩 多 の 例 、 彼 等 に Me られ る 。 し か し 単に それ だ せ け 
に 停 ま きらず - 清和 お の の は 彼 等 の 内 の -- 人 と な る 様 、 祈 る の で 
ある 。 こ れ ら の 「 思 袖 を 賜 わ っ た 者 達 ] に つい て は 4 : 70 で 触れ られ て いる 。 又 、 祈り は 一 般 的 で あり 何ら 特 
定 の 加 苑 に 対し 祈 ら れる も の で は て いし 。 信男 者 は 、 神 が 彼 に 最高 の 神聖 な る 恩人 も サ え て 下さ る 事 を 懇願 し 、 
袖 は 、 適 切 と 思わ れ え その 信者 が それ に 値する だ け の 思 苑 を 、 神 の 御 意志 に より 与え を られ る の で ある 。 


一 草 アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ 
se 
注 8 アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ の 昔 (第 一 童 ) の 言葉 と 文 誤 の 配列 の 順序 は 実に 美しい 。 前 半 は 神 に つい て 、 後 
半 は 人 人 に つい て で ある が 、 互 い の 色 々 な 部 分 が 和 嘆 すべ き 形 式 で 関わ も り 合 っ て いる 。 削 半 に 秋 か れ て いる 全て 
の 高 中 な 美徳 を 有する 存在 を 追 味 する “アッラー” に 対応 し 、 後 半 に は 、 我 等 は 、[ 流 に の み 仕 え 」 と いう 文章 
が 配る され て いる 。 問 心 な 信者 は 神 を 何 の 欠 点 も な く 〈 全 て の 完全 な 美徳 を 所 有する 存在 ほ 思 を ば 、 直 ち に 、 心 の 
庶 底 か ら 肖 ず か ら 6、“ 御 身 の み を 崇拝 し ます " と いう 叫び が わき 出る の で ある 。 又 、“ 全 世界 の 主 " と いう 神 の 
美徳 に 対し て は 、「 流 に の み 救い を 希 い 弧 う 】 と いう 文章 が 対応 し て いる 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 神 こそ 、 世 界 の 創 
造 王 に し て 支持 者 、 を し て 全て の 発展 の 源 で ある 事 を 知れ ば 、 " 御 身 の み に 助 け を 也 い ます "と 言い 、 神 の 底 護 
を 直ちに 求め ゆる の で ある 。 数 知れ ぬ 程 の 恵み と 我 等 の 日 の 糧 を 惜しみ な く 与 を えて 下 き る 主 で ある 、 ア ラフ マン 
の 美徳 に 対応 し て “ 我 等 を 正しき 道 に 導 び き 給 え ” の 語句 が 配 き れ て いる 。 何故 な ら 人 に 与え られ る 神 よ り の 
吉 大 の 御 恵み は 、 神 の 使者 達 を 通し て の 天 啓 に よる 導き に 他 な ら な いか ら で あ る 。 人 の 為 し た 事 へ の 最上 の 報 
い を 人 号 え る デッラ ヒー ム の 美徳 に 対応 する の は 、“ 御 身 が 恩 管 を 与え 給 い し 者 達 の 道 " と いう 語句 で 、 こ れ は 、 
宰 が 加 郊 を 号 え 給 い し 下僕 に 報い の ある 祝福 を 授け られ る の は アッ ラ ヒ ー ム だ か ら で あ る 。 そ し て 、「 審判 の H 
の 主宰 者 ] と 対 を 為す の は 、“ 御 身 の 即 り に ふれ ざる 者 、 そ し て 迷い を 生じ な か っ た 者 " の 行 で ある 。 人 は 行為 
を 為す 時 失敗 を 黄 れ る 者 で ある 。 故に 人 は 、「 審 刊 の 日 の 主宰 者 ] た る 美徳 に 考え を めぐ らし 、 神 の 怒り に ふれ 
様 、 又 、 正 し い 道 を ふみ は ず き め 様 、 袖 に 祈り 始め る の で ある 。 

この 草 の 祈 り の ぉ もう 一 つの 特徴 は 、 祈 り が 人 の 内 な る 本 能 に 、 全 く 自 然 な 形 で 訴 を る と いう 事 で ある 。 人 に 
は 、 即 、 徒 が わざ ぎる を 香 な い 、 愛 と 恐怖 と いう 二 っ つの 基本 的 な 動機 が ある 。 あ る 人 は 受 に 心 を 動か きれ 、 又 、 
ある 人 は 恋 類 に つき 動か る れる 。 愛 に 依っ て 行動 を する 事 は 高 次 な 事 で ある が 、 実 際 に は 、 愛 が 何 の 影響 ぁ 与 
えな い 信 々 も いる の で ある 。 そ うい っ だ 人 々 は 芝 れ か ら 6 行動 を 起こ す の で ある 。 第 一 立 で は 両方 の 人 の 心 の 動 
き に 訴え て いる 。 即ち 、 先 ず 最 初 に 「 万 能 の 主 」 で あり 「 慈 悲 深 き 」「 恵 み 偏 く 」 愛 を 心 に ふき こむ 神 の 美徳 が 
迎 べ られ 、 打 る で き 後 に 、| 審判 の 日 の 主宰 者 ]」 が 続き 、 こ れ が 人 に 悔い 改め 愛 に こたえ な けれ ば 、 神 の 前 で 、 
の 行 分 の 報い を 受け ね ば な ら な い 事 を 思い 起こ きる せ て いる 。 こ の 様 に 、 到 怖 の 動機 づけ が 、 愛 の 動機 づけ と 
並べ て 導入 きれ る の で ある 。 し か し 、 神 の 慈 悲 は 、 神 の 怒り より 、 は る か に 抜き ん 出 た 美徳 で ある 為 、 唯 一 所 
需 を 呼び 起こ す 様 意図 きれ だ この 届 性 で すら 6、 神 の 悲 に つい て の 言及 を 伴っ て いる の で ある 。 実際 、 こ こ で 
sS 区 、 神 の 悲 は 、 神 の 把 り を 超越 し て いる 。 何 逆 な ら 、 こ の 美 鼻 に は 、 我 々 人 間 は 裁き 王 の 前 で は な 〈、 絶 
対 的 な 六 の 必要 な 場合 の み に 削 を 与え る 、 許 す 力 を 持つ 主宰 者 の 前 に 身 を 委ね る の で ある と いう こと が 黙示 き 
れ て いる 。 

手短 か に 言え ば 、 第 一 章 は 、 展 市 上 的 知識 の 素晴らし い 宝 庫 で ある 。 簡単 な 七 つ の 節 か ら な る 短い 恋 で は あっ 
て も 、 実 の 知識 と 知恵 が つま っ て いる 。「 経 典 の 母 」 ほ 呼ば れる の も 、 こ の 章 が タル アー ン の 集大成 だ か ら で 
ある 。 全て の 過 苑 の 源 京 で ある アッ ラー の 名 前 で 始ま る この 章 は 、 神 の 神 た る 四 つ の 美徳 の 説明 へ と 移っ て ゆ 
*。 即ち 、 介 電界 の 創造 主 で 支持 者 た る 、(2⑫) 人 の 友 力 に か か わり な く 、 信 が 生ま れる 以前 より 、 人 の 求め る 全 
て を 与え る 慈愛 に 満ち た 、(3) 人 の 行動 へ の 一 番 よ い 結 果 を 決定 し 分 け 隔て な く 報 い を 与え る 慈 乾 深 き 、(④) 我 等 
が 我 土 の 為 し た 事 や その 目前 に きら る な けれ ば な ら て て な い 。 まだ た 、 を の 被 造物 に 対し 単なる 裁き 手 で は な く 、 
主宰 者 と し て 接 せ られ 、 甚 想 や も っ て 義 き 、 許 す 事 が 良い 結果 と な る 場合 に は 常に 許し を 与 た えて 下 き る 審判 の 
日 の 主 堂 者 で ある 、 と いう 四 つ の 美徳 ど びあ る 。 こ れ が クル アー ン の 一 番 始 め に 描か れ た だ た 、 無 限 の 力 と 王国 を 持 
ち 、 限 りな い 北 演 と 皿 功 を 与 を て 下る る 、 イ スラ ム の 神 の 像 な の で ある 。 を そし て その 後に 、 神 は 以上 に 述 べ だ 
高 避 な 美 飽 や 有する が 故に 、 人 は 今や 、 心 より 未 望 し 神 を 崇拝 し 、 絶 対 の 服従 を 約束 し て 足許 に ひれ ふ す と の 
入間 の 側 か ら の 言明 が 続く の で ある 。 し か し 、 慈 涯 深き 神 は が い 存在 で 間違い を 犯し や すい 事 を 、 御 存 知 
の 人 為 、 神 の 御 国 に 近づく 途中 の あら ゆる 段階 で 人 の 直面 する 困難 の 全て に 押 の 助け を 願う 様 熱心 に 説 わ れる の 
で ある 。 そし て 最後 に 、 統 合 的 で 尊大 な 祈り が 示 き れる 。 こ の 祈り は 、 信 が 合造 主 に 、 精 神 的 で あれ 世俗 的 で 
あれ ズ 、 四 在 で あこ れ 、 未 来 で あれ 、 全 て の 事柄 に つき 、 正 し い 道 を お 導き 下さ きい と 嘆願 する 祈り で ある 。 人 
は 試練 に 首尾 よく 耐え を る の み で な く (、 神 に 選ば れ し 者 達 と 同様 に 、 神 より の 洪 し みな い 忠 窟 に 授 か れ る 様 に と 
心から 願う 祈り な の で ある 。 一生 間違わ ず に 正しい 道 を 歩 ゆ る 様 、 先 信達 同 様 、 主 で ある 神 に 途中 で つま づか 
すず に 神 に より 近づけ る 和 様 、 人 人 は 神 に 祈る の で ある 。 これが 、 第 一 章 の 主題 で あり 、 型 クル アー ン の 中 で 色々 形 
を 変え な が ら 5 も 、 常 に 繰り 返さ き 和 れる 二 題 な の で ある 。 





アル ィ フ パグ ラ 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


あま ね みみ な 
1. 慈 悲 深 く 、 恵 み 旭 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 
。 
2 
2、 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) - 8 


共 の こっ り と ラ る ク 9。 8 
さぞ cecrs る 経典 な り 、( 生 2) の CS (るる 25 そこ の 9 5 
正しい 者 へ の 維 導 、( 注 3) 


の アス 1 る 1 アウ の 5 アァ AI ンタ 2 グン ぅ 
4. 見 る あ た わ ざる も の を 信じ 、( 注 4.) 礼拝 7 人生 し ンタ ol 


導 守 し 、( 注 5) われ ら が 人 々 に 降 せ し も の ザク 5 が:2 た 2 の 6 
を ( 注 6) 信ずる 人 々 へ の 。 ②⑥ 〇 so の うう 





注 ] わ ゎ われ は デッラ ー、 全 知 者 な り 。 

アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム の よう な 略 語 は アル ・ ム カッ ター ト (分 か ち 書 ほ き し て 切っ て 読む ) と し て 知ら 和 れれ て 
E 邊 。 時 時 の お IO まだ た この 遇 語 は アラ ビア 文字 め 一 語 か ら 五 語 ま で の 語数 か ら 成 っ て い 
る 。 こ の よう な 略語 を 作る 語 は 次 の 十 画 語 で ある 。 ア リフ 、 ラ ー ム ふ 、 ミ ー ム 、 サー ド 、 ラ ー、 カ ー ブ 、 ハ ー マ ヤー、 
アイン 、 タ ー、 シ ー ン 、 ハ ァ ー、 ク ァ ー フ ブフ 、 ヌ ー ン 、 こ の うち ク ァ ー フ と ヌー ン は 50 草 と 68 剖 の 伯 め に だ け 
書か が れ て いる 。 その 他 の 語 は それ ぞ れ 決ま っ た 吉 の 初め ゆ に 二 つ ま だ は それ 以上 の 組合 せ で 書か が 線 て いる 。 ア ラ 
ビア 人 の で ムカ ッ タ ー ト の 使用 が 流行 し て いる 。 詩 や 会 話 に 使用 きれ て いる 。 ム カッ タート は 宙 の 美徳 に 対 
する 略 語 で あり 、 各 草 の 初 め に 普 か れ て いて その 主題 を あら わす と と も に 神 の 美徳 に 深い か か わり や も っ て い 
る 。 早 語 は 無 意 味 に 各 将 つけ て いな いし 、 略 語 の 組合 せ に も 迄 味 が ある 。 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム は ここ に 書 
か れ て いる が 、 ア タル デーン の 3、29、30、31、32 の 各 章 で は 「 私 は 全 の の 22E の この 味 で ある 。 


注 2 1 和 NN 攻 念 、 苦 悩 、 不 幸 、 如 意 、 責 任 転嫁 、 中 傷 を 意味 する 。 こ の 文 童 は 今 ま で に ク 
ルアー ン に 医 念 も っ た 人 入 が ひと り も いな いと いっ て いる わけ で は な い 。 た だ この 教え は 道理 に か な っ て いる 
の で 曲解 せ ず に に 確か な 指針 と な り 、 平 客 が 与 を られ る と 言っ て いる 。 


注 3 ムッ タキ 人 正しい 者 ]) は ワカ ー と いう 語源 か ら 出 た 言葉 で 、 和 災 区 か ら 6 守る 意味 が ある 。 「 正 し い 者 へ 
の 税 違 な り ] と いう の は グル アデ アーン に 記 る れ だ 導き は 際限 の な い 中 きき で ある こと を 含 著 す る 。 クル アー ン は 、 
入 々 に 無限 の 精神 的 向上 へ の 導き を 与え 、 神 の 思 能 に より ふき わし い 者 と な る よう 性 て 。 


注 : 4 [見 る あ だ た わ ぎる も の | と いう の は 人 人 知 を 越え て いる が 、 そ れ に も か か わら ず 理 性 や 区 過 で 確 計る れ 
得る ぉ の で ある 。 認知 で き な い も の 、 知 賞 で き な い も の が 必ず し も 非合理 ほ は 限ら な い 。 イ スラ ム 教 徒 が 信じ 
る で き 「 見 る あ た わ ぎる も の 」 の 何一つ と し て 理 に 反する も の は な い 。 世界 に は 知 賞 で き な く と も を その 人 存在 を 
谷 定 で き な い 未知 な る も の が だ くき ん ある 。 


注 5 [所 捧 を 居 守 し 】 は 定め られ た 法則 に すべ て 従っ て 祈 詳 式 を 行う と いう 意味 で ある 。 礼拝 は 入間 の 神 
に 対す る 内 な る 関係 を 外 に 向っ て 表現 する こと で ある 。 それ 雪上 に 提 の 恩 軍 が 心 ば か り で な く 身 体 を も 包む こ 
と で ある 。 だ か ら 心 身 租 儲 っ て 完全 な る 礼拝 が 可能 と な る 。 心身 な くし て 真 の 辻 的 礼拝 は 年 和 れ な い 。 圭 魂 に よ 
る 礼 拓 は 中 身 で あり 、 肉 体 に よる 礼拝 は その 器 で ある 。 中 身 は その 器 な くし て は 保存 きれ 得 な い 。 人 器 が 壊 き れ 
れ ば その 中 身 ぅ 同様 の 道 を 辿る 。 
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5. また 、 液 に 啓示 せ し も の 、( 注 7 ) 並び に 液 2 る 8 る 
ーー ゃ ヽ き ポ 5 ロ こ アー * = 

以前 に 啓示 せる も の を 信じ 、( 注 8) 上 っ 来 ピン ラウ ジウ 
ヽ さ : ーー + さ 2 ち プラ アック ヶ ョ ン 。 は? 〆 を ンプ 0 
る 世 ( 注 9) を 固く 信ずる 人 人 々 へ の 徐 導 な ② の め 2p A ら の うり しょ 5 

り 。 9 〆 ます ど も し 
es 3 ロー 2 コロ ケア の! 定 2 
っ る の 3 すら る どい (を 
6. 主 の 導き に 従う 人 々 、 そ は 必ず 成功 せん 。 2 
| ① の AA 

3 の みっ 1 ーー 2 クア タタ 2 ダラ クン ズン イン ンー っ タン レン ッ の 
7 。 信 ぜ き ざる 者 ども は 、 六 之 を 讐 告 す る も る 、 せ AI の いる Ac slye ly 491OJ 
ざる も 、 役 等 は 信 ザ ぎる で し 。( 注 10) 62 玖 2 お あか 
② の we 9 > めい 

お お い 
8. アッ ラー は 彼 等 の 心 と 耳 を 封 C 眠 に は 底 呈 イン レン!2。 ラン クン ラッ 才 る ョ ン 多 レン ン 
2 の の ue ( ゅ と ラウ っ る ァ Pi プ さ に さ 
を は ほどこ せり 。( 注 11) 彼 等 に は 重き 后 あ フツ 2 G と ン ルル 


と 2 デー の, る っ し 。 う ゥ グー 「『 
0、。 ②2ABE GOz 2 Cg 22 8 


注 6 この 節 で は 三 つ の 事柄 を 人 人間 の 吉 的 幸福 の 三 つ の 面 か 6 ら 次 の よう に 述べ て いる 。(1) 人 は 目 に 見 えな い 
真実 一 五感 で は わか ら な い 真 実 が ある こと を 信じ る べき で ある 。 た と えば 、 人 間 は 正装 感 も ちっ て いる と 信じ 
られ る こと で も わか る 。(2) 天 地 創造 を 考え て も すばらし い 腺 序 と 計画 が ある 。 を の 思い が 創造 主 の 存在 を 確信 
きせ 、 人 間 を 制 し て いる 神 と の 監 実 の 交わ り を 切望 きせ る 。 こ の 交わ り は 祈 中 の 成就 に よっ て な きれ る 。(3) 最 
後に 信者 が 自ら の 全 造 主 と 長 の ふれ あい を 確立 どき た な ら 、 を の 人 は 進ん で 同胞 に 仕 を た く て な る で あろ る う 。 





注 : 7 モハ ッ マ ド 預 言 者 を 信じ る こと が 、 こ の 中 心 に な っ て いる 。 (2 : 1 4 :66。137) 
注 8 梁 一 神 は すべ て の 人 々 に その 使者 を 送ら れ た の だ か ら 5 今 は で すべ て の 預言 者 の 救え の 型 な る 涼 で ある 
モハ ッ マ ド 陣 言 者 を 後に 続く 省 は 信じ ゐる で さき で ある 。 (13: 8, 35:25) 


注 9 d) 最 終 地 すなわち あの 世 ま だ (⑫) 従う べき 世 示 の こと 、 を 意味 する 。 第 (2) の 意味 で は グ クルアーン 
62・ 3。 4 に 記述 る れ て いる 型 な る 岳 言 者 の Il 過 に わた る 降 際 に つい て の 箇所 で 詳 述 きれ て いる 。 …- 度 目 は 7 
世紀 お ける モハ ッ マ ド の 到来 で あおり 、 そ の 時 クル アー ン が 神 か ら 構 な る 聞 言 者 (モハ ッ マ ド ) に 秦 示 きれ た 。 
一 度 日 は 、 近 年 に お ける 役 の 第 子 の ・- 人 の 到来 を 指す 。 即 ち ア ハマ ディ ア 連 動 の 創設 者 で あり 約束 きれ だ た メシ 
ア で ある アハ マ ド そ の 人 で ある 。 


注 10 。 この節 は 真 告 を 受け よう が 受け まい が 気 に ち と め な い 真 実に 対し て 無関心 な 信仰 を 持た な い 者 に つ 
いて 語っ て いる 。 現状 が 続く 拓 り 彼ら は 信じ な い だ ろ うと 言明 し て いる 。 


種 11 人 家 は 長い 問 使 わ ず に いる と 養 え て 使い も の に な ら 6 なく な る 。 信仰 を 持た な い 者 は 真実 を 理解 し よう 
と する 心 と 耳 や も つこ と を 反 ん で いる 。 その 結果 彼ら 6 の 聞い た り 、 理解 し た りす る 力 は 失わ れる と 遠 べ て いる 。 
| アッ ラー は 封印 を な る れ た だ 」 の 句 で 述べ られ て いる よう に わ ぎ と 無関心 に な れ ば 当然 それ だ け の 結果 に な る 。 
すべ て の 法 は 神 に 由来 し 、 す べ て の 理由 は 当然 神 の 記 志 に 従 必 す る の て 信仰 を 持た ね 者 の 心 上 耳 を 閉ざす の も 
神 に 帰す る 。 
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10. 


間 上 


12. 


13, 


14. 





15. 彼 等 は 信者 た ち に 会 を えば 「 我 等 は 信 ず 】 と ⑨⑩ の yu 
の その 実 不 圭 な 仲間 だ け に な れ ば 「| 我 1 の 59 ノ 1 レッ 
等 は 前 た ちの 仲間 な り 。 我 等 は 信者 た ち CU FBAEAIHIRI OAD 3 
を た だ 馴 玩 し た まで 」 と 法 う 。 プン ウタ トノ 2 の ン > っ Ns71 1 
(② 〇 < っ LoGU 信和 
注 12 神 と 終末 の 日 が 来る こと だ け を 信じ て その 他 の イス ラム の 信仰 を 忘れ て いる こと を 意味 し て いる 。 イ 
スラ ム の 信仰 形式 で は 神 を 信じ る こと が 最初 に 出 て くる 事柄 で あり 、 終 洲 を 信じ る こと は 最後 に 出 て くる 事柄 
で ある 。 そ の 両者 を 信仰 告白 すれ ば 、 そ の こと 自体 で すでに イス ラム の 他 の 事柄 を 信仰 各 各 し た な こと に な る 。 


ここ 以外 で も 終末 を 信じ る こと は 理 環 を 信じ る こと 同様 、 天 使 も も 信じ る こと で ある と クル アー ン は 述べ て い 


第 二 項 

まだ た 人 々 の 中 に は 「 我 等 は アッ ラー と 末日 
を 信 ず 」 と 云う が 、 その実 彼 等 は 全く 信者 
に 非 ず 。( 注 12) 

役 等 は アッ ラー と 信者 を 頑 か ん と し て 、 
は 己 れ 自身 を 其 《 て に すぎ ず 。 し か も 自ら 
に 気づか ざる な り 。 

彼 等 の 心 に は 病 あ り 。 ジー は その 病 を 
重 か ら し むせ 。( 注 13) 面 し て を の 嘘 ゆ え に 、 
條 等 は 感 し い 削 を 受け ん 。 


史 


「 世 を 察 す な か れ ] と 云え ば 、 彼 等 は 

| 我 等 は 秩序 を 正 き 8 ん と す 」 と 

人 彼 等 こ を 又 乱 者 に 電 ざ る か 。 し 
も 自 6 逐 に 気づか ぎる な り 。 

PD 


茹 く 」 と 云え ば 、 彼 等 は 云う 、「 愚 か 者 の 如 
( 我 等 に 信 ザ ぜ よ と な ?」 と 。 げ に 遇 か な る 
著 は 、 役 等 な り 。 されど 役 等 は それ を 知ら 6 
ず 。( 注 14) 


る 。 (6 :93) 


注 13 


| 見 5 の 


交 り 吉 286Id 


ゥ ン ン 
め の euUUO2 う 
の アラ 『 3 の デア 

つの 22 う 9 いら 5 
2 タ アラン IGP る ン まあ / 


4 
〇 % と ひら の 2 人 0 の っ 
ちら ン ゥ > ュ フゥ クン タク ラン 
Oo し 5 3 当 
2 で の 多 0 の) 58 
ッ タ る dblo の っ うら > の の? 
アッ タン 


IGG1O4 を MAO 


SE Si は DoS 49 056)5 
の 〇 Mas つっ 

の Gas 9 | 

HI 得 451192IAIKOPMIIOI 


あら 2 の 


1 ささ 
\ 
ーー 


SN ] 


て 


GT 


ルル 


ァ ア 2 9 アッ ン る 


入 は イス ラム 教徒 を 守っ て いる と いう 御 印 を た くき ん 示 ぉ れ て いる 。 その 御 印 は 次 第 に 力 を 増し て き 


た だ の で 人 入 普 者 た ち は 次 第 に イ スラ ム 教 徒 や 乏 れ は じ め て きた だ た 。 を の 結果 彼ら は ほ ます ます 偽善 の 度 を 増し た 。 


注 14 
げ る こと は 無 意 味 た 考え て いる 。 し か し 、 


確か で あ る 。 


彼ら こそ を が 怠 者 で あり 、 


偽 秋 攻 は イス ラム 教徒 を と り 遇 かれ た だ た 吉 者 の 一 団 E み な し て いる 。 道理 の な いも の に 生命 と 財産 を 捧 
イス ラム の 道理 が 繁栄 へ の 握 で ある こと は 


どり こっ 59 





第 二 曹 デル ・ バ クラ 
16. は 彼 等 の 咽 り を 前 し 、 . し ば し 役 等 5 ょ 。。「 ン 2 の っ * 5 ゅ の アン ぅ アッ ァ タ リン 
誤 の 中 に 留め し めん 、 賭 闇 を きま よう EE き 24 さ 2 85 人 
ンプ ウタ ンタ ラッ 
( 注 15) ① 〇 ye 
^ ろ と 1 プス 人 lr 。 
17. 彼 等 は 御 導き の 代り に 関 違い を 甘え し 者 、 Gu し < UIIW ま IGTGWI 
その 取引 は 役人 等 を 何 $ 益 する こと な く 、 ま ン 2 アレ > の 2 タレ の 2 タウ タン ルレ ざ ッッ レン ン 
た 決し て 正しく 導 か れる こと な し 。( 注 16) ⑤croCes の 6 し > っ 6 る ころ 
ン ン アイ ノロ の アア ン ッ ラン 5 アデ クノ の イップ 
18. 彼 等 の こと を た と うれ ば 、 火 を 灯 し ( 注 17) MGME WRC 朋 パプ 
辺り が 明る く 《 く な 5 た る 時 、 を その 火 を アッ 4 2 ぁ * すす 9 アイ ン ぁ タ アン イレ イッ ン 
ー に 奪い 取ら れ 、 暗 闇 に 取り 残 き れ し 者 の らら は は の 2 あめ あて) 4J み じ 
の 如 し 。 6 ンタ 5 2 て 
上 ②⑨ の As ぎ 
19. 彼 等 は 、 狗 で 路 で 宜 な り 。 き れ ば 引き 返 5 の 20022 の 
う デ ィ の 2 タ る 2 
こと か な わ ず 。 プッ (22 の 
eo ウッ ン ゥ ノン 6 の 了 ン クラ ン 
20、 ま だ だ と うれ ば 、 鹿 千 た れこ ゆめ 、 雷 、 妖 妻 Gy50 の 5eA の し SC ンー 
を と も な いて 降り し きる 奈 雨 に も 似 た り 。 レレ に 5 つの かー 
彼 等 は 死 を 怖 れ て 、 雷 鳴 に お の の き 、 思 わ Judy の IC RI 8。esLo の る 
ず 両 本 に 指 を 差し 込む 。 き れ ど アッ ラー は 2 えら ょ の 
不信 心 者 F $ を 取り 囲む 。 の の 衝 人 
21. 稲妻 は 目 を 骸 ま す ば か り 。 関 く た び に 歩み デン の hr 
を 進め も 、 開 に た ち 戻 れ ざ る を こ に 立ち ょ 失い 
まる 。 も し アッ ラー 欲し な ば 、 必 ず 彼 等 の 了 8 2 2 人 9 
生日 を 鈴 わ ん 。 げ に アッ ラー は 万 能 に まし の 2 の 922 リン 
5 AH 
和 三 項 クィ ン 2? ン 2 | % セ 
22、 流 等 人 々 よ 、 お 前 た ち 主 を 崇拝 せよ 。 ぉ 前 OAIMKG* あ AO ば BI 
た ち を 剣 り 、 お 前 た ちの 前 に 人 々 を 創り 給 Pr の 7 3 
え し 圭 を 、 評 し い 人 た らん だ め に 。 ン シン 
注 15 ここ て で て は 、 神 が 猫 子 を 与え て 僧 普 者 の 罪 が 深まっ て ゆく の を 許し て いる と いっ て いる の で は な い 。 も 


し その よう に 計っ て 解 秋 す れ ば 35 章 38 節 と 予 盾 し て し まう 。 そこで は 神 は 信仰 を 持た な い 者 に 改心 する 猫 巴 


を 許し て いる 。 


と 述べ られ て いる 。 


注 16 1) よ き 財 きき を 捨て て 代わ り に 誤り を と る 
50 ょ よき 導き や 拒む 。 と の 意味 で ある 。 
注 17 


ぬ ぬ 者 達 と 共 護 し て イス ラム 教 偽 に 対し て 戦争 を し か は け 


る 所 言 省 が 神 の 舘 に より 更 な る 光 を 灯す と いう 意味 で 使わ れ て いる 箇所 $ あ る 。 
場合 は 火 を 燃やす 人 の よう で ある 。! ( フ 


プ ハ リ ) 


。 と の 記 味 で ある 。(2⑫) よ き 導 き と 誤 り の 両方 が 与え を られ る が 、 


人 SR 
る と いう 吉 味 で 使わ れ て いる 。 「 火 を 灯す 」 は 、 


他 に 避 な 
次 の よう な 箇所 が ある 。『 私 の 


第 | 査 ーー こ ー 
ーー は アフ レニ ェ ッ バ ク ラテ 





23. 主 は 前 た ちの た め に 唄 所 と し て 大 地 を っ ウル ンタ CT 条 スン 23 
と しゅ と ゆり ウ のり AN Oss の Ai 
く 5、 恒 根 ほ と し て 大 空 を お き 、( 注 18) - 水 を の 時 2 AN 6 


雲 より 降ら せ 、 か くし て 前 た ちの 糧 な る lo や で テル Oo2 り と 


来 実 を や 実ら せ 給 え ぇ し 御方 な り 。 され ば 、 4 32 の ブダ 9 ンク ン レン ッ ン 2 レ ョ ン SI 
共に テッ ラー に 同位 者 を 配 す る な か れ 。 @Cyuia SSL2 Leo 5 0 め ) 


24 も し 直前 たち が 、 われ ら の 僕 に 降 せ し 啓示 タイン レー タン リン レッ セン ェ ン ーッ > タッ シシ 。 ノラ 
| 人 e < pn 還 。| 

を 芝 わ ば 、 お 前 た ちえ 1 - 類 する 一 童 を 作り 、 ICH SS らい 

Ex ア ゥ グ 


Wh すい の 55 2 の 
うぅ っ の | っ の ゅ 9 
こ に 喚 べ 、 も し お 抽 だ ちの 言葉 が の 肖 32) 


0 ( 注 19) の OGA 信 MP 


25、 そ れ が な し 得 ず ば 、 絶対 に 出来 は し ま いか ヵ *、 ンタ 1 2 っ 22 タメ タラップ る レシ 
MMG6 SM 


めい ら SO の コグ 


を の 時 は 不信 心 者 F も に 用 意 せ ら る る 人 と あめ ツ 


石 と を 燃料 と する 業火 1 に 対し て その 人 31 
れ da) ②⑨C いら と で 92 ご 
ゞ た ) エ ラー. 5 - = N リン 2 タン 2 
26. され と 信じ て 、 書生 を 科せ 者 に は 、 河川 流 cSe4O に ABULE2bLalC の う 
れる 楽園 あり と の 朗報 を 伝え よ 。 彼 等 を こ 2 
て 泉 実 を 賜 わ る た びに 、「 こ れ は 我 等 が 以前 の VM ま の る 85 
に 葛 わ れる も の な り 」| と 云う 。 等 は 之 に レッ タック ンタ 。 の 性 絆 ュ ブ クノ る 
類する も の を 賜 わ る な り 。 ま た を こ で は 、 う ひ 3 ら 5 うら JOA 区 りう の 


清浄 無垢 な る 配偶 者 に 癌 れ 深 あれ 、 ( 注 20) ルル か る め 」 ノン エン っ 。 2 タグ ング テク > タタ 
末 久 し (楽園 に 住み 留まら ん 。(2 の 5 2 の っ Ss も 


@ ら Ok 


注 18 この 表現 は 建物 や 屋根 の よう な も の で その 中 や 下 に いる 生き も の が 保護 きれ て いる こし を 意味 する 。 
同様 に 宇 市 の 見 れ た 部 分 が 私 達 の 惑星 を 保護 し て くれ て いる 。 蜂 、 雲 を の 他 宇 宙 の 現象 を 科学 的 に 研究 し て い 

太 は 他 の 天体 が いか に 恵 いじ か 、 ま た 地球 の すべ て の 側が か ら 5 高 く 上 が っ て 、 玉 て し な い 広 が り を も っ て 軌道 を 
通っ て 、 し か も いか に 安全 に 安定 し て いる か を 知っ て いる 。 こ こ で は また 天地 の 力 の 均 り 合い に より 5 物資 所 
界 が 完全 に な っ て いる こと を 暗示 し て いる 。 


泊 19 クル アー ン の 比類 な に すばらし き に つい て の 事柄 が エ ヶ 所 で と りあ げ れ ら て いる 。 それは 2 :24 

10: 39、11114117 89、52 に 34、35 で ある 。 これら 6 五 つ の 節 の 内 2 つ で は 、 問 いか け は 同一 で あり 、 残 9 三 
つの 区 で は 、 信 仰 を 持 だ 内 者 か ら の 三 つ の 別個 の 問い か け (要求 ) が 出さ きれ て いる 。 それぞれ に 異な っ た 科 所 
で 、 間 いか け の 形 を と っ たこ の 相 異 は 、 一 見 つじ つま が 合わ ぬ 様 に 思わ れる が そう で は な い 。 実際 に 、 こ れ ら 
の 節 に は いつ の 時 を も 人 象 薇 する 要求 が 含ま れ て お おり 、 そ れ ら の 問い か け は 型 な る 頂 言 者 の 時 代 と 同様 に 、 今 日 
に 在 て も クル アー ン 中 に それ ぞ れ 違っ た だ た 形 で 提示 る れ て いる の で ある 。 詳 しく は 、 英 版 参 照 。 


注 20 クル デー ン で は 、 全 て の 撤 造 物 に は 、 そ の 完全 な 発展 の 為 に 連れ 合い が 必要 で ある と 教え て いる 。 楽 
園 で は 、 品 行方 目 な 男子 と 女子 は 、 汚 れ の な ぃ い 連 れ 合 いと な り 精 神 的 に 発達 し 、 誤 福 を 全う する の で ある 。 ど 
の 様 な 連れ 合い に な る か は 、 米 世 で の みわ か る 事 な の で ある 。 


注 : 21 この で は 、 信 者 が 座 世 に 報 わ れる 事 が 簡単 に 説明 きれ て いる 。 イ スラ ム 教 を 批判 する 人 々 は この 説 
明 に 対し あら ゆる 反対 を 喝 え て いる の で ある が 、 そ れ は 役人 等 が 、 天 か ら 6 の 御 恵 み に つ いて の イス ラム の 教え を 


ー 9 一 


ーー ーー トラ 。 一 
喝 一 斉 アル ・ バ グラ 





27. アッ ラー は 、 必 は どの 小さ いも の 、 ま た を 44 テン 
Mo の 5 で | | 
和 れ よ り 更 に 小さき いも の で も 例証 し て は ば か 2 只 99 

3 ゅ プン 2 タイ ラック 29 レラ ずれ 5 し 6 

ら ず 。 信 ずる 者 は 、 そ れ が 主 の 降 せ し 真理 YEE PSW CO 

な る こと を 知る も 、 不 信心 者 は 云う 、「 か か 

9 ン ウェ ン LM 人 (510 a 和 も 
る 例証 を みせ て 、 ア ッ ラ ー は 何事 を 教え ん %%5b5O3 5 いけ ろう 


と する か ? 」 と 。( 注 22) か くし て 主 は 、 多 シノ チク 2 の る な 2 ツク ク と 6 
上 
〈 の 人 人 々 を 迷わ せ 、 ま だ た だ 多く の 人 々 を 導き | いひ の 5 LA も ひい 
給 う 。 き れ ど 主 は 、 不 信心 者 以外 は 何人 も 前 
CA o MA y 
迷わ せ 給 わ ず 。 @ りり 


ゅ 、 ブラ ュ ン と 39 2 レイ 


これ デ ゅ の 」 い の レコ 
28. アッ ラー と 契約 し て お き ながら ah 4862 出 を oo CM 


破り 、 デ アッラー が * 捉 携 せ よ と て 命 も の か * 5? タレ イ ? ク グン 9 99 レン 
ら 離 上 角 し 、 世 を 宗 す 者 ども 、 2 CT FOMIV 〇 ぬら 
DS0 の と 22 GU つか) 3 


先 全 に 誤解 し て いる 京 に 敵 を 発する 。 クルアーン で は 、 神 の 恩 苑 の 本 資 を 把握 する 事 は 人 の 力 の 及ば ぬ 所 で あ 


る 上 強 ( 王 張 し て お り (32・18)、 型 な る 頂 言 者 も 以下 の 如く 語っ だ と 伝え を られ て いる 。 中 も 、「 目 で 見 た 者 5 、 
耳 で 開い だ 者 も いな い 、 ま し て 大 の 心 の は る か 及ぶ 所 で は な い 。| ( ブ ハ リ ) 上 。 神 の 四角 に 、 富 夏 現 世 の 只 体 
的 な 事物 名 を は ぬる の か 疑問 は 当然 生じ る が 、 こ れ は クル アー ン を 読む 者 が 必ず し も ち も 知 的 に 高い レベ ル の 人 人 々 
ば か り で は な い 為 で ある 。 誰 に で も ぅ 判る 平 明 な 言葉 が クル アー ン で は 使わ れ て いる の で ある 。 神 の 思 和 を 説明 
する に あたり 、 ク グ クルアーン で は 、 現 世 で 一 般 的 に 番 い じ と みな る れる 事物 名 を 用 い 、 信 央 に 米 電 に 広 て より よい 
形 で これ ら の 物 を 全て 得る 事 が 出来 る と 説 《 の で ある 。 映 近 な 言葉 が 使わ れ て いる の は 、 こ の 重要 な 対比 を も 
だ ら す 為 で あり 、 そ う で な けれ ば 、 現 世 の 喜 びと 来世 の 軸 六 と の 間 に 共 通 物 な ど 何 も な い の で ある 。 更に イス 
ラム に 依 れ ば 、 米 世 が 精 軍 缶 状 態 の み で 成り 立っ て いる と いう 誤 味 で な ら 、 需 的 で ある と は いえ な い 。 来世 に 
訟 て で も 、 信 問 の 張 は 、 一 種 の 肉体 は 持つ が 、 そ の 肉体 を 物質 的 な ちる の で は な い 。 こ 和 れ は 功 を 想い 起こ せ ば 互 
い 当 る 事 で 、 信 が 憂 で 見 る 場面 は 、 有 遊 状態 で は 人 の 肉体 を 持ち 、 小 川 の 流れ る 園 に いた り 果 実 を 食し た り 乳 
を 飲ん だ り し て い だ り する と いう 意味 か ら 、 純 粋 に 精神 的 或いは 吉 的 で ある に と は いえ な い の で ある 。 夢 の 中 の 
は まぎれ も な く 実 際 の 経験 な の で ある が 、 誰 $ こ れ を 現世 で 人 和信 が 実際 に 飲ん で いる 本 当 の 乳 で ある 上 は いわ 
な い 。 来 世に 診る 剛 的 思 鶴 と は 現世 で 神 が 我 々 に お 与え 下る る 御 恵 み が 、 単 に 主 鈴 的 に 実現 きれ る も の で は な 
い 。 訪 々 が 今 こ こ で 手 に し て いる 物 は 、 来 世 で 人 が 気付 く 神 の 真実 の 天 四 の - - 例 に すぎ な い 。 又 、" 園 " は 信仰 
を 表わし 、“ 小 川 " は 、 善 行 を 表わす 。 それで 人 々 は 、 信 仰 や 巻 行 が 無駄 に な から な い 事 を 知る の で ある 。 故に ク 
ルアー ン の 中 の “これ は 前 世 で 我々 に 与え られ て い だ 物 で ある ” と いう 語句 か ら 、 天 上 で は 、 信 仰 深き 者 達 に 
は 、 こ の 世 で 手 に し た 果実 等 が 与え られ る と いう 結論 ひき 出す 事 は 間違い で ある 。 何故 な ら 、 説 明 の あっ た 
通り 、 こ の 二 つ は 同一 の 物 で は な いか ら で あ る 。 来世 で 手 に する 果実 と は 、 自 分 達 の 信仰 の あか し な の で ある 。 
入 が それ を 日 に する 時 、 即 座 に を の 果実 は 申 盾 で の 彼 等 の 信仰 の 実り で ある 事 に 気付 て ので ある 。 この 喜び の 
為 、“ こ れ は 以前 、 我 等 に 与え られ し 物 で ある " と 言う の で ある 。 この 表現 は 又 、“ 我 等 に 約束 きれ し 物 " と の 
京 味 を も 有する 。 


生 22 神 は クル デー ン 中 で 天国 地獄 を 賭 足 と 直 距 を 用 いて 説明 きれ て いる 。 直 明 と 暗 隊 を 用 いな けれ ば 、 
深い 意味 を 適 確 に 表わす 事 が 出来 ず 、 愛 的 な 事柄 に つい て は 、 こ の 方 法 に よら ね ば 的 を 得 て 伝 わら ず 、 そ れ 以 
外 で 天 を 形容 すれ ば 、 明 の よう に 取る に 足ら な く な っ て し まう 。 又 、 こ の 場合 に 骨 の 合え を 使う の は アラ ブ 人 
の 間 で は 、 幅 は ひど く 明 いい 生き 者 考え られ る か ら で あ る 。 し か し な が ら 、 比 衣 か ら 天 の 像 を 浮か びあ が ら す 
事 も で きる 。 信者 は クル アー ン の 語句 が 喧 忠 に すぎ ず そ の 深い 意味 を 技 え る 為 に 使わ れ て いる 事 を 知っ て いる 
が 、 信 仰 を 持た ぬ 者 は その 事 が 間違っ て いる と 言っ て 、 誤 9 りや 則 達 っ た 導き を 増長 きせ る の で ある 。 


つり に 9 


第 二 章 アル ・ バ クラ 


29. お 前 た ち ど う し て アッ ラー を 信 ぜ ず に いら 4 の 本 5 タタ シ グー ニン ッ ク 
れ よ うか ? 彼 は 命 な き お 前 だ ち に 生命 を 6 宮 A06 PA 





与え 、( 注 23) 次 いで いつ か は 死に 至ら し 2 と で 0C を UI 2 の eo ウタ ク 
め 、 再 び 難 ら せ 、 や が て お 前 た ち を 己 が 衝 ay の アー 
に 連れ 戻 き ん 。 ( 注 24) たい いう oiab 交 2 9 の っ 
30, 前 だ 5 の だ め に SS SE 2 2 ググ Se イン 。 
せる は 彼 な り 。 狼 る 後に 及び 之 を らっこ の の Sh の 
剛 の 天 と な せり 。 0 彼 は 万 事 を と の > クジ る w 9 
( 注 26) 知る 。 陸 
i 由 項 クム / フグ 2 に ウン スン 7 ノ 
31、 疲 の 主 は 天使 な ち に 方 えり 、( 注 27) | わし る op9l ug に 8 33 J うぅ 


ー み 


は 地上 に 代理 者 を 置か ん と す 」 。 天使 た ち PP 2 2 2 クレ BOAG1RIE 
は 云え り 、 「 世 を 率 し 、 流血 の 災 を ( 注 28) 1 の ら 39 も 5 の リ 


浴 き 起す 如き 者 を 填 か ん と する か ? 我 等 8 人 コン 6 の 


は 液 の 神聖 き を 賞 揚 し 、 計 美 し て や まず ( 注 52 
29) と いう に 」 と 。 主 は 答え て 法 え り 、「『 わ の Oowus ダ し 
し は お 前 だ ちの 知ら ざる こと を 知る | と 。 
( 注 30) 
注 23 この で は 信 の 生命 が 物質 的 肉体 め 消 減 補 届 遇 で 終わ る も の で は な く 、 生 命 に は 余り に も 重要 な 意 装 


が ある 狗 、 和 肉体 の 消滅 で 終わ る 事 な く 、 物 質 的 消 減 後 $ き 育ま れる 事 を 表わし て いる 。 生生 
が な けれ ば 、 神 は 生 舎 な ど 信 人 造 な さら な か っ だ は ず で ある し 、 来 世 が な けれ ば 死す で べき も の と きれ な い は ず で 
ある 。 も し 死 が 全て の 生命 の 終り と すれ ば 、 人 人 間 の 創造 と は 、“ 単 な る 娯楽 と 時 間 つ ぶし "で 宰 の 知恵 の 午 大 き 
を 示す も の に すぎ な く な っ て し まう 。 全て の 知恵 と 英知 の 源 で ある 神 が 人 間 を お 創り 9 に な っ だ と いう 事 は 取り 
も 直る きず 、 人 人 が た だ っ だ 60 年 や 70 年 生き だ 後に 忠 に 退 る べく 創 ら れ て いる の で は な いと いう 事 で ある 。 それ ど 
ころ か 、 人 人 は 、 そ の 霊 苗 の 借り の 窒 で ある 肉 挫 か ら 抜 け 出 だ 後に 生き な けれ ば な ら な い 、 よ り 良 い 、 よ り 充 実 
し だ 氷 違 の 生命 の 為 に 創造 きれ だ の で ある 。 


注 24 和信 の 玩 は 死 の 後に す で 天 国 や 地 笑 へ 行 く の て は な く 、 バル ザン フ と いう 中 間 地 点 で 自分 の 行い の 良い 結 
果 と 加 い 結果 の 幾 つか を 味 きせ られ る 。 釣る 後 、 完 全 な 報い の 前 ぶれ と な る 復活 に 到 る の で ある 。 


注 25 アラ ビア 語 で は 7 は 通常 、 完 全 で ある 事 の 旬 微 上 し て 使わ れ "70" と か “MD NN 
数 を 味 し て いる 。 で MBC の 3 数 的 に 大 きい と いう 芯 味 で クル アーン の 中 に 使わ れ て いる 。(9 : 
5・45) 他 の 箇所 で は 23 昔 18 節 に も 記 る れ て いる 。 


注 26 一 大 陽 や 月 、 及 びそ の 他 の 天体 は 入間 に 多大 な 人 益 を も だ ら 5 す も の で あり 、 近代 科 学 は を うい っ た 札 味 で 
の 発見 や し て きだ し 現在 も 更に 解明 きれ て いる 。 こ 和 ら 全て は 、 タ ルアー ン の 数 え の 表 実 と 普 遇 性 を 年 期す る 

に 他 な ら な い 。 科学 は また 、 了 地球 の 特性 に つい て も より 多く の 発 兄 を し 続け て お り 、 以 前 は 不用 と 思わ れ て 
いた 事物 が 今 で は 人 人 にとり 、 非 常に 有用 で ある と 気付 か れ て きた 。 


注 27 神 と 天使 の 会 話 の 描出 は 実際 に 並 か れ て いる 言葉 通り に 理解 され る 必要 は な い 。 ここ に 使 れ て いる 
「 去 を た り 」| は 、 実 際 の 文字 通り で は な く 、 比 隊 的 な 表現 で あり 、 言 葉 で 表わさ る れ て いる の と 等 し い 状 態 や 里 度 
を 示す に すぎ な い 。 拓 し て この 節 は 単に 、 そ の 明 度 や 状態 で 天使 遅 は 、 こ こ に 言葉 で 示 き され て いる 返答 を 暗 庄 
の 内 に 示し た 事 を 意味 し て いる 


ュ (5 や 





主 は アダ ム に 万 物 の 名 前 を 教え 、( 注 31) し 4 し P プ 0 合馬 移 2 2 

か る 後に 天使 た も の 前 に それ 等 を 示し 、「 も 2 っ 
・ 号 - 半ば こ っ ュ ッ タ 3 ク Ne ッ ャ ラク タタ ング ェ ン ン 

し 目 分 だ た ちの 言葉 が 正しい と 思わ ば 、 こ れ われ @O 6 放 1 分 LA も 651 


等 の も の の 名 を 告げ ば ょ 」 と 云え 5。 





注 28 天使 達 は 、 神 の 為 き ん と する 事 に 反対 し た 5 ュ ア ダム より 自分 達 の 方 が 僕 れ て いる と 主張 し た 訳 で は 
な い 。 こ の 問い か け は 神 が 代 理 者 を 指名 する と 仰せ られ た 閣 、 促さ れ た 結果 で ある 。 秋 序 を 維持 し 、 法 を 実生 
する の に は 地 二 の 代理 者 が 必要 で ある 。 天使 達 の 反対 は 、 地 上 に 無 秩 座 を 生み 、 血 を 流す 省 達 が 出現 する 事 へ 
の 光 師 か ら 出 だ も の で ある 。 人 は 、 事 の 若 と 悪 を 施す 大 き な 力 を 与え られ て いる の で 、 天 使 は その 現 い 面 に つ 
いて 語っ た の で ある が 、 神 は 人 は 軍 の 美 値 の 映し 系 た る べき 高い 所 徳 に 走 し 得る 事 を 御 存 多 "っ た の で あろ . 
この 入 問 の 素 時 らし い 特 性 に つい て は 、 神 が “ 衝 は お 前 達 の 知ら な い 事 を 知っ て いる "で 言及 きれ て いる 。 


注 29 天使 二 の 費 問 は 神 の 御 業 に 異議 を 唱え る ぉ ぁ の で は な てく 、 そ の 指名 の 本 質 と 英知 に つい て より よく 解る 
2 うと する 為 に 、 投 げ か けら れ た の で ある 。57: 2 も 参照 の 事 。 


注 30 は ば ぼ 6000 年 前 に 生存 し た アダ ム は 、 神 が 地上 に 創 ら れ た 最初 の 人 間 で ある と 世間 で は 信じ られ て い 
る 。 し か し 、 ク ルアー ン で は 、 こ の 考え を 確証 し て は いな い 。 世 界 は 何 度 $ 創造 と 文明 の 輪 環 を 繰り 返し 、 現 
ES 現在 の 輪 環 の 最初 の つなぎ め に すぎ ず 、 神 の 創造 し た 最初 の 人 間 で は な い 
の で ある 。 国 が 遇 5 り 、 そ し て 亡 び 、 文明 も 駐 希 り で あっ た 。 何人 も の 輪 環 に アダ ム が 存在 し 、 今 の アダ ム に 到 っ 
6 以外 の 種族 が 繁 貯 し 清 減 し 、 を し て 培っ た 輪 環 の 文明 が 起こ り 亡 び た か も しれ な い の で あ 
。 保 大 な イス ラム 教徒 の 神秘 学者 で ある ム ヒ ユ ッ デ イー ン ・ イ プン ・ ア ラビ は か つて 、 カー バ の 人 巡礼 を 演 で 
の 日 ER と 語っ だ 事 が ある 。 そ の 愛 の 中 で 、 彼 の 祖先 の 一 人 で ある と いう 男 が 彼 の 
前 に 現われ だ 。 イ ブン ・ ア ラビ が “次 方 が 死ん で か ら 6 どの 位 に な る の か " と 吾 ね だ ら 、 そ の 男 は “5 万 年 以上 
に も な る と 答え だ 。“ し か し この 期間 は 、 我 々 た と ア ダム の 隔たり より も 長い 。" と イプ ン ・ プ アラ ビ が 言う と 、『 ど 
の デ ダ ム の 再 を お 洒 は 話し て いる の だ 。 お 前 に 一 番 近 い ア ダム な の か 、 そ れ と も 5、 他 の 誰か に 一 番 近 い ア ダム 
な の が か? と 答え だ 。 “そこ で 私 は 思い 出し た の で す 。 型 な る 預言 者 が 、 神 は 少な く と も 何 |- 万 も の アダ ム を お 
別 り に な っ た と 言っ た 事 を 。 を し て 私 は 、 分 自 自 に つぶ や いた の で す 。 多 分 こ の 男 は 私 の 祖先 た 上 いっ て いる が 、 
今 の アダ ム よ り 以 前 の アダ ム の 一 人 な の だ ろう と "と イブ ン ・ ア ラビ は 語っ た の で ある 。( フ トッ ハー ト 2 巻 ) 
アダ ム 以 前 に 生き た 種族 が 、 ア ダム が 生ま れる 以前 に 、 條 て 絶え て し まっ た と は 主張 きれ て いな い 。 最も 可 
態 性 が ある の は 、 以 前 の 種族 が 喜 退 し て し まい 、 僅 か に 生き 残っ た 者 の 内 の -- 人 が アダ ム と な っ た の で あろ うぅ 
と いう 事 で ある 。 神 は 然 る 後 に 、 役 を 新しい 種族 の 先祖 、 を し て 新しい 文明 の 先駆 者 に 選ば れ た の で ある 。 彼 
は 、 2 0 生命 の 新しい 時 代 の 夜明け を 表わし て いる 。 カ リフ テ ァ ー は 後 恋 
莉 と いう 意味 を や 表わす 事 か ら も 、 彼 が 引き 継い だ アダ ム 以前 に 地下 に 存在 し 生き た だ た 人々 が いた 事 は 明確 で あり 、 
アメ リカ や オー ー ス トラ リ デ 、 区 その 他 の 国 の 元々 の 居住 民 が 、 一 番 近 い ア ダム か 、 念 の アダ ム 以 前 の アダ ム の 
移 補 か どう か 、 確 信 を も っ て 言う 事 は 出来 な い 。 
アダ ム ふ が と どこ で て 生まれ 、 改 革 者 と し て どこ で 育て られ た か に つい て は 、 諸 説 が ある が 、 最 5 受け 入れ られ て 
る の は 、 彼 は 元々 葉 園 に いた が 、 後 に を こ か ら 出 きれ 、 地 上 の どこ か に 置か れ た と いう 説 で も る 。 し か し “ 地 
(ODMMN この 見 解 に 地 盾 し 、 明 ら か に アダ ム は 地上 で 暮らし 、 改 革 者 ほし て 育て られ だ た の は 
地球 で あっ た だ 事 を 示し て いる 。 可能 性 よし て は 彼 は 先ず イラ ク に 住ま わ さ れ 、 然 る 後に 、 近 陸 の 土地 に 移 き れ 
だ た と 考え ん る の が 最も 妥当 で あろ う 。 


邊 31 神 は アダ ム に 言葉 の 仕組 み を お 教え に な っ た 。 人 が 文明 化 き れる の に 言語 は 不可 欠 で あり 、 神 が アダ 
ム に 言語 の 仕組 み を 教え られ た 事 は まぎれ も る ない が 、 グ クル アー ン に は 、 人 が 、 そ の 道徳 を 完全 な 物 と する 考 に 
学 は ね ば な ら ぬ アス マー (名 前 或いは 属性 ) が ある と 7 :18 に 訳 き れ て いる 。 こ の た め 、 人 は 神 の 美徳 を 正 し 
* 訟 識 し 理解 し な けれ ば 、 神 の 知識 に 達する 事 が 出来 ず 、 是 つ 、 神 の 美徳 は 神 に よっ て の み 教 えら 6 れ 得 る 事 が 


第 二 次 2 の 


99. 大 倍 だ ち は だ えり | 湊 に 案 湖 あれ 1 坊 侍 本 が 1 にゃ 9 2 TL パパ 2 | < 
は 液 に 教え られ た る も の 以外 は 如何 な る 知 5ESKC 98AI 


上 湿 も な し 。 げ に 液 は 、 全 知 、 全 能 に まし ま の 2 に 0 


95l sp 届 ま 92) 

34 主 は 云え か EE た 0 の ま 。 彼 等 に それ 等 商 CR ML タロ ン ン 
の 名 を 告げ け よ 」 と 。 そ を そこ で アダ ム が 彼 等 に ea IO 2 テア の bd 
その 名 前 を 告 1 ずる と 、( 注 33) 主 は 云え り 、 3 CTM3 ン ラ イマ 3 て る | 凍 


(3 う ル 

「 わ し は お 前 に . 和 地 の 秘密 を 知り つく し 、 
ノン 229 レ タッ タ アッ ッ 
お ぉ 前 た ち が 密 に 見 せる こと も 隠す こと も 、 eo26 236 つ ? OO 2 り 


すべ て を 知る 者 ぞ と 告げ ぎり し か ?」 と 。 
35.。 われ ら 6 が 天使 た な ち に 向っ て 、 [アダム に 眼 従 アス オル (2022 2 クダ タタ ォ ン R 記 
( AULN be Ni As RW AU 
せよ 」 ( 注 34) と 命ぜ し 時 の こと を 思い 起 9 9 2 IP 


せ 。 天使 な ち は 皆 従い し し が 、 イ プリ ー ス の ョ ンジ 。 
の らち 5 Oo? 9 5 
み は 人 従わ ざり き 。( 注 35) 彼 は 人 償 に も る @ 00 


れ を 拒み 、 不 信心 者 の 仲間 ほな れ り 。 


解る 。 それ 義 に 、 そ の 一 番 最 初 に 、 ア ダム が 神 を 知り 、 認 識 し 、 神 に 岳 づ く 様 、 そ し て 神 か らら 見 れ て いっ て し 
まわ Aj 様 、 ア ダム (人 ) に 神 の 英徳 に つい て の 知識 も お 与え を に な る こと 上 が 必 要 だ っ だ の で ある 。 クル アー ン に 
依 れ ば 、 人 と 天使 の 遅い に は 、 人 人 は 、 全 て の 完全 な 神 の 美徳 びあ る アス マー (名 前 )、 フ スナ ー ( 甘 ) の 形象 、 或 
い は 反映 で ある の に 対し 、 天 后 は 神 の 美徳 の 内 の つ か を 表わし て いる に すぎ な い 点 に ある 。 天使 立 は 自分 産 
の 忘 志 を 持た ず 、 受 動 的 に 、 神 の 与え られ た 機能 を 果す だ け で ある が (66 : 7)、 そ れ に 反し 、 人 人 は 自由 意志 と 

目 由 な 選択 の 権利 や 与え を られ て お り 、 自 分 を 神 の 美徳 の 完全 な 頭 現 と し うる 衣 力 を や 有 し て いる と いう 上 京 に 於 て 
天使 と 違っ て いる 。 簡 深 に 言え ば 、 この 節 の 意味 し て いる の は 、 神 は 先ず アダ ム に 、 色 々 な 押 の 美徳 を 理解 す 
る の に 必要 な 、 自 由 意 志 と 必要 な 能力 を 西 え つけ ら 5 れ 、 釣 る 後に これ ら 美 箱 が 何たる 物 で ある か の 知識 を 与え 
られ だ と いう 事 な の で ある 。 ま だ 、 ア スマ ー と は 、 前 HG 
カカ を 剤 用 する べく 遅 舎 づ けら れ て いる 為 、 神 は 人 に 自然 の 性 質 と 特性 を 知る 能力 と 力 を 与え られ だ の で ある 。 


注 32 天使 上 送 は 自分 達 の 限界 を 認 誠 し て いた の で 、 月 分 産 が 和信 の 様 に 神 の 全て の 業 徳 を 反映 する 事 が 出来 な 
いと 率直 に 告 日 し て いる 。 即ち 役 等 は 、 神 が 、 押 の 水 遠 の 英知 に 訟 て 、 天 使 達 に 定め られ だ た だ 神 の 美徳 を 反 虹 で す 
る 力 や 賜 わ っ た の で ある 。 


注 33 大使 遂 が アダ ム の 共 現 出来 うる 神 の 全て の 美徳 を 、 彼 等 自身 の 内 に は 頸 現 出 来 な いと 告げ た 時 、 ア ダ 

ふ は 、 神 の 御 意志 に 従い 自分 の 中 に 生得 の 興 な っ た 自然 の 能力 を 表わし 、 天 使 達 に を の 広大 な 特質 を 政 示 し た 
の で ある 。 を それ に より アダ ム は 、 自 由 癌 志 と 決断 する 力 を 与え られ 、 そ を それ ら を 使う 事 で 、 神 の 栄光 と 僅 大 き を 
啓示 する 事 の 山 来 うる 人 間 の 創造 の 必要 性 を 証明 し だ た の で ある 。 


注 34 / ダ る は 神 の 美 値 の 象徴 と な り 、 預 言 『 者 の 位 を 得 た の で 、 神 は 大 使 圧 に アダ ム に 服従 せよ と 命じ られ 
だ 。 ア ラビ ア 語 の ウス ジュ ドゥ ッ ー は “アダム の 前 に 平伏 せよ " と いう 記 を 意味 する も る の で は な い 、 何 著 な ら ク 
ル テ ー ン て は 、 は っ き 5 と 神 以 外 の 閉じ 平伏 する 事 を 禁じ て いる し (41: 38)、 を うい う 計 味 で の 命 全 は 天使 人 
に 下る され て いな いか ら で あ る 。 命令 は “私 が アダ ム を 剣 造 し な 事 へ の 感謝 の し る し と し て 、 液 ら 自 身 を 神 の 前 
に 、 平 伏せ し め ょ "と の 意味 な の で ある 。 


注 35 イブ リー ス は し ば し ば 、 サ タン と 同一 に 考え られ る が 、 幾つ か の 場合 そ RNNIOR 先ず 、 
イブ リー ス は 天 重 で は な か っ た 事 が 理解 きれ ね ば な ら な い 。 天使 六 は 、 ず っ と "従順 "で “忠実 " で ある と 夷 
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36. われ ら 6 は 云え り 、「 ア ダム よ 、 液 は 妻 と 共に とる 0 0 の op ルレ レジ ラン 
染 園 に 住み 、( 86) い ず こ な り ょ 好 き な 99 Sal うっ ol CA 256 し 8 
2a ろ で 腹いっぱい 食す が よい 。 ( 注 37) Sdlsda ea 
る され と ど 、 罪 人 と な ら ぎ ざら ん が だ め に 、 こ の 
木 ( 注 38) に 近づく な か れ ] と 。 ou の 





現 き れ て いる の に (66・7)、 イ プリ ー ス は 神 に そ む い だ と 書か が れ て いる か ら 6 で あ る 。 役 も アダ ム に つて くす 様 合 
ぜ ら れ て いた の に 、 そ れ に そい た だ (7 : 13) の で 神 が お 5 イプ リー ス へ の 別 


個 の 式 あ が な か っ だ た と し て も ぅ 、 天 使 は 宇宙 の 色々 な 場所 で の 保護 者 で ある 為 、 天 使 に 号 と られ た 戒め は 、 全 て 
の 生き と 和 0 旨 AR の RM イプ リー ス と は 、 実 際 
に は その 語 員 折 に 基づき 、 天使 に 計 し は むか っ た 悪し き 精 品 に と 9 与え られ た 名 前 で ある 。 彼 は 、 タ iC き 


時 IRCSRR に に まま お う 名 付け られ 
だ 0 だ あき 。 クル アー ン で は 、 ア ゲ ム の 語 の ある 所 常に ご つの 名 前 が 葵 ん で 入 べ も れる 9r オプ リー ス が 
2 ・37 て 言わ れ て いる 様 に サタ ン で は な いと いう 事 は どの 場合 に ぉ この 二 っ の 名 前 に は 明確 を 区 別 が み ら 
れる 癌 か ら も わか る 。 天 使 と 異な り 、 ア ダム に 仕え る 事 を 拒否 し た 者 を 指す 時 は 常に オプ リー ス で 、 ア ダム を 來 
き 、 園 "を 出る れる 原因 と な っ た 者 を 指す 時 は 常に "サタン" と いう 名 が 示 き れる 。 非常 に 重要 で 、 タ ルアー 
ン を 通し て 帝 に 変ら ち 婦 この 区 別 は 、 少 な 《 と も 10 ヶ所 に 現われ (2 135 37: 7 112。21115:32117!62・ 
18: 51: 20: 届 ,1138175)、 は っ きり と 、 イ ブリ ー ス と サタ ダ タン と E は 別個 で あり 、 ア ダム 自身 と 同様 の 和信 々 の …- 
入 で あっ だ サタ ン が アダ ム を 頑 い だ た 事 が 明らか で ある 。 クル アーン の 他 の 箇所 で は 、 イ ブリ ー ス は 神 の 秘密 な 
る 創造 で あり 、 天 使 と 可 っ て 、 神 に 仕え る 事 も そ む く 事 を 出来 る と 示 る れ て いる 。 (7 【12 1 13) 


注 36 この 節 に 現われ る 「 貯 内 ]」 と いう 言葉 は 、 天 或いは 天国 で は な く 、 単 に 、 ア ダム が 最初 に 住ま わき れ 
だ 園 の 様 な 場所 を 意味 し て いる 。 こ の 言葉 が 天 を 表 わ き な い 理 巾 は 、 先 ず ぜ ア ダム が 最初 に 住ま わき れ た の は 地 
上 で あっ た 事 (2 1 37)、 第 2 に 、 天 と は 、 一 日 を こ に 入る と 決し て 出 き れる 事 の な い 場 所 で ある 事 (15 : 49) 
で ある 。 何 夏 な ら 、 ア ダム は この 節 で 楽 彫 を 出さ きれ だ た と 言っ て いる か ら 6 で あ る 。 こ れ は 、 ア ダム ふ が 最 初 に 住ん 
だ 園 は 、 そ の 土地 の 肥 湊 さと 、 溢 れる ば か り の 新緑 の 草木 故に を そう 呼ば れ た 事 を 表わし て いる 。 最 近 の 研究 で 
は 、 イ ラク か アデ アッシ リア の バビ ロン の 近く の エデン の 細 で ある 言わ れ て いる 。(Enc. Brit “Ur" を 参照) 


注 37 "好き な 所 で 存 分 に 食べ よ " と の 表現 か ら 、 の の 合 AG だ 場所 は 誰が 治め て い る 所 て で! Di て 、 
言わ ば 、 自 分 の 検分 し た 所 全て の 領主 し な る べく 剣 人 ム に えら れ た だ 神 の 土地 " と 言え よう 。 


征 38 正 壮 に 修 れ ば 、 禁 断 の 木 は 登 悪 の 知識 の 木 で あっ た ( 創 生 記 2 : 17)9。 し か し クル アー ン で は 、 禁 断 の 

実 を 食べ て し まっ た アダム と イブ は 拉 と な っ だ と いう 事 か ら 、 こ の 本 は 若 の 泊 で ある 知識 で は な く 、 ア ダム に 
その 弱 8 を 禁 鷺 きせ た 悪 の 本 で あっ た 吉 を 意味 し て いる 。 クル アー ン の 見 解 は 明らか に 正しい 。 何 胡 な ら 、 人 人 
か ら 知 蔵 を 取り 去っ て し まう よい う 事 は 人 が 存在 する に いた る 、 ま きる に を の 目的 を 駄 日 に する 事 で ある 事 に 他 
な ら な いか ら で あ る 。 し か し な が ら ク ルアー ン と 聖書 は この 木 が 実際 の 木 で は な か っ た と いう 上 声 で は 同一 の 見 
解 の 様 で ある 。 人 を 裸 に し た り 、 信 に 普 と 得 を 教え た りす る 特徴 を 持っ た 木 な ぼ 、 こ の 地上 に は 存在 し て いな 
い の だ か ら 、 こ れ は 何 か を 象徴 し て いる と 考え られ る 。 シャ ジャ ラ ( 木 と いう アラ ゼア 語 ) は 日 論 や いき か い 
を も 意味 し て いる 。 そ し て クル アー ン の 他 の 箇所 で は 二 姓 類 の シャ ジャ ラ ( 木 ) の 事 が 述べ られ て いる 中 わ ち (1) 
美しく 純粋 な 善 の 木 と ⑫) 汚 れ だ 悪 の 木 で ある 。 これ に 関し て は 、14 : 25 と 27 を 参照 する と よい 。 純粋 な 事 と 純 
粋 な 教え は 拘 者 に な ぞ ら れ 、 不 順 な 事柄 や 考え は 後者 に な ぞ ら 6 えら れる 。 こ れ ら の 説明 か ら 6 考え ん 、 こ の 人 節 の 意 
味 し て いる の は 1) ア ダム は 日 論 (けん か ) を きけ る 様 命ぜ られ た (》⑫) 彼 は 惑 に 対し 、 注 意 を 促さ きれ だ と いう 下 
で ある 。 


0 
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37. し か る に 、 悪 廃 が 彼 等 両 人 を 只 踏み は ず き せ 、 の ッ ェ レグ 2 (ンタ ンタ イン ( ン ラ ン ンタ タ ノン ン 
を の 住め る と ころ より 遊 われ る 身 に 至ら し EAR calCe 
め り 。( 注 39) きれ ば われ ら は 云え り 、「 軸 823 260 uaS) ga 
て 行け 。 お 前 た ち 互 に 敵 と な れ 。 地上 に 20 
( 注 40) か り を そめ の ed も ALea の |! 
楽し み の た め に 」 に と 。 2 
. その 時 アダ ム は 、 主 よ り 逝 の 辞 を 聞け りり 。 9451 2 の 3 5 22261 
大 し て 主 は 、 ア ダム に 情け を 垂れ 給え り 。 


W タ 64 
げ 【 に 主 は だ び だ た び 憐 れ み に 転じ 、 癌 器 了 深き の SA に 誠 
御方 に まし ます 。 46 で 7 (っ クッ プイ 人 ン 5 
| 
39、 われ ら は 云え り 、 「 お 前 だ ちこ こ か ら 出 て 行 Ga 2 2 寺 人 te 月 人 (AE 


け 。 他 日 わが 窒 導 が お 前 た ち に 隆 る 時 、 eo の 4 の 65 
に 従う 者 は 花 怖 も 悲嘆 も 0 ea 


40. され ど 信 ぜ ず し て 、 わ れ ら の 神 死 を 庶 偽 な MURACTGKKIGYOAN OGAUP 


D と 云う 者 は 、 業 火 の 住人 と なり て 、 を その CS 
中 に 久しく 住み 留まら ん 。( 注 41) の osus 9 28 
第 五 項 


41. イス ラ エ ル の 子孫 ょ 、( 注 42) わし が お 前 た AA タッ ンク 2 ン 2 る フュ ンタ ェ 際 
こい 1 (の (ua 【 敵 の FMW 
も に 授 け し 恩恵 を 思い 起 し 、 わ し と の 契約 の 5 
WE ど ヵ ゥ ン う タ ョ ン 


を 履行 せよ 。( 注 43) きす れ ば ゎ し も ぉ 前 Ge 2 
た ちと の 契約 を 果 さ ん 。 わ し の み を 長 れ 


え 。 


い ② 


注 39 この 節 の 最初 の 二 つ の 文 は サタ ン の 存在 が アダ ム と その 妻 を 彼 等 が それ まで 住ん で いた だ 場所 か ら 謎 


肌 し 、 そ れ に よっ て 二 人 が 今 ま で 楽し ん で いた 心地 よき る を 失わ きれ だ 率 を 迄 味 し て いる 。 2 ・35 で 説 喉 る れ て 
いる 様 に 、 ア ダム を 抱き 、 若 悩 や も だ らし だ の は 、 サ タン で あっ て 、 ア ダム に 仕え る 帯 に 従わ な か っ だ と 語 わ 
れ て いる イブ リー ス で は ほな い 。 故に ここ で は イブ リー ス を 指す の で は な く 、 ア ダム の 時 代 に いた 人 々 の 中 で ア 
ダム の 敵 で あっ た だ た 他 の 誹 か を 指し て いる 。 こ の 推論 は 、 イ ブリ ー ス が アダ ム に 対し て は 何 の 力 も 持た に な か っ だ 
ょ いう 事 を 示す 17:66 で も 支持 さき れる 。 サ タン と いう 言葉 は イプ リー ス ょ より 、 ず っ と 広い 意味 を 持つ 。 と いう 

の は イブ リー ス は 神 寺 に 属し 、 ア ダム に 仕 を る 事 に 従わ な か っ だ 、 悪 の 電 に 与え られ だ 名 前 で あり 、 そ の 為 、 
宇 市 の 悪 の 力 の 旗頭 で 代表 し な っ た 省 で ある 。 し か し サタ ン は 、 そ 和 れ が 滞 で あろ うと 、 人 、 動 物 、 病 気 、 或 い 
は その 他 の どん な も の で あっ て も あら ゆる 電 又 は 凌 の ある 存在 或いは 事物 に 対し 使わ れる の で ある 。 故に イプ 
リー ス は "サタン" で あり 、 イ ブリ ー ス の 仲間 や 結託 省 は "サタ ン 達 で あり 、 真 実 の 敵 、 有 害 な 動物 、 有 害 な 洒 
気 $ 全 て "サタン 達 " な の で ある 。 ク ルアー ン 、 ハ ディ ー ス を し て アラ ビア の 文学 で は 、 サ タン "と いう 言葉 が 、 
これ ら 5 の 一 の 又は 全て に つい て 自由 に 使わ れ て いる 例 が 、 至 る 所 に み ら れ る 。 


注 40 クル アー ン で は 生き だ た まま 天 に .1- る 者 は いな いと 王 張 きれ て いる 。 この節 で 、 は っ きり と 、 地 上 を 人 
の 生涯 の 住家 と 定め ゆめ 、 イ エス 収 い は 、 そ の 他 の 誰 $、 生 きだ た まま で 天 に 只 っ て は いな いと 主張 し て いる 


注 41 イス ラム で は 、 地 獄 が 水 遠 に 続く と は 信じ て お ら ず 、 地 氏 を 、 罪 人 が 、 定 ゆめ られ た 期間 、 精 神 を 治 穴 
し 回 和 き させ る 為 に 居る 一 種 の 侯 悟 の 場 と みな し て いる 。 (11 : 109) 


注 42 “イス ラ エ ル " と は 、 イ サク の 上 忠 子 ど で あ る ヤ ュ ブ の 別名 で ある 。 イ スラ エル と は 神 が 後 に ヤ コ グ に 与 
えら れ た 名 で ある ( 全 生 記 32・ 28)。 元 々 の ヘブライ 語 で は イス ラー と エイ ル か ら 成 る 複合 語 で 、(3) 神 の 王子 、 


っ に や っ 


ト 
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くだ 
42. お 前 だ たち 、 聖 書 の 確証 の た ゆめ に わし が 隆 せ 1 8 24 IL クッ ンタ RC が 
の う 2 jaxa 
し も の を 信じ 、 これ を 芝 う 最初 の 者 と な る テ 2 ルン 


な か れ 。 ま た わずか な 価 で ゎ し の 神 光 を 売 GUSC3GbUB 作る も 


る な が かれ 。 この わ し の み を 守 謗 者 と せよ 。 


43. 庶 信 を 以 っ て 真理 を 混乱 きせ 、 故意 民 回 真理 クン 79 グン スン ン 
を 届 す な か れ 。 562685yUbCU 約 も る 5 5 
ディ プイ 5 
⑮ Outy 


44. 礼拝 を 居 守 し 、 喜 捨 を 惜しま ず 、 胸 拝 す る ZZ と 4 
人 々 と 共に 中 拝 せよ 。 の 29 外 ど 2 


45. 経典 を 読み て 、( 注 44) 他人 に 善行 を 勧め 22915 SIM の 


な が ら 、 目 ら ! は 之 を 行う こと を 忘れ た る ノン 29 2 ン ン ノン ロレ レイ ッ ン 
か 7 それ と も 、 理 解 し 得 ざ る か ? ⑬ の Ao | Co 刀 : 

46. 忍耐 と 礼拝 し に よっ て 佑 助 を 求め ょ 。 さ れ AG 2 alDASL SUS 

と 謙虚 者 な ら で は 、 そ は 得 難 し 、 の 

⑨ Ca ら 3 

47. や が て その 主 に 見 え 主 の 御 許 に 帰り 行く > 42 255 る る 2526 os の 

と を 周 く 信ずる 人 々 な ら で は 。 区 

⑯⑲ 〇 史 和 つう 





盟 士 琉 は 兵 上 を 芝 味 し て いる 。(Concordance by Cruden 届 Hebrew- 了 Lexicon: 著者 W. の 紅 
ラ エ ル と いう 言葉 は 1) ヤ ュ ブ 自身 (創世 記 32 1 28)、(2) ヤ ュ ブ の 後 育 (中 命 記 6 : 3、 4) そし て 、(3) 全 て の 方 
止 で 神明 れる 人 々 と いう 、 そ と それぞれ 異な っ だ 三 つ の 意味 を 表し て し る 。(Hebrew-English RE 


征 43 。 アブ プラ ハム 以降 、 “契約 "は 、 ユ エダ ヤ や 人達 に よっ て 更新 きれ だ た 。 こ こ で の "契約 "は 更 書 の 数 ケ所 で ( 出 
エジプト 記 20 吾 、 申 命 記 5 、18、26 次 ) 触れ られ て いる 。 " 尻 約 " が 放さ きれ シナ イ 山 に 補 の 栄光 が 患 現し た 叶 、 
ユダ マヤ 傍 は これ に 併 な っ た “ 箇 と 稲妻 と ラン ペッ ト の 埋 に 、 山 か ら 煙 が 立つ "( 出 エ エジプト 記 20 : 18) の を 
見 て 、 償 り に も 恐 れ を お ば ぼ え だ た の で 、 モ ー ゼ に 「 賞 方 が 話し て くれ れ ば 開き ます が 、 我 々 が 死な 様 、 神 が 我々 
に 話さ ない よう に し て 下 き い 。| 上 時 ん だ 。( 出 エジプト 記 20 1 19) これ ら の 無 分 別 な 神 へ の 言葉 は 彼 等 の 層 命 
を 母 出 し て し まい 、 そ の 為 神 は モー ゼ に 、 こ れ よ り 後 に は 、 ユ ダ ヤ 人 の 中 か ら は モー ゼ の 様 な 、 律 法 を 与え る 
岳 言 用 は 現れ な い 事 を 告げ られ た の で ある 。 その 様 な 預言 者 は 、 後 1 玉生 
商 か ら 出 現す る の で ある 。 この 様 に 、 こ の 節 で は 、 神 は イス ラ エ ル の 子供 達 に 、 神 が イサ ク ヒ E “" 在 約 ”" を し 、 
イサ タク の 子孫 が 、 軍 と の "契約 "を 果たし 、 神 の 十 形 に 従う の な ら 、 神 は 役 等 に 1 も し 果 た る 
な い の で あれ ば 、 四 恵 や は 〈 鶴 る れる 事 を 思い 起き せ て いる の で ある 。 分 で は 、 ユ ダ ヤ や 人 達 は 、 "契約 ” を 守っ 
て いな い 為 、 神 は 、 刀 に 約 東 きれ だ 通り イシ ュ マ エル の 後 座 よ り 約 束 き れ た 預言 者 を 出現 きせ だ た の で 、“ 契 約 " 
は 、 新 し い 了 預言 者 に 従う 人 々 に 謙 渡 きれ だ た の で ある 。 


注 44 こと デ 却 遇 2 て いる 。 し か し 総則 を 読み て 」 と いう 文 は 、 晶 書 の 全て の 内 容 が 藤 実 で 
ある と 認め られ て いる 事 を 芝 味 する も の で は な い 。 
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ざ ル |) 
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上 第 六 項 ィ ァ 9 2 プン っ 。 タク | アン 二 の の 

に ー 62 JI | | ul 
ロロ Ha ュー ュー ココ ュー が = @ 〇 び デュ う どど デ ッッ タン ン プッ 
けし 因 目 と お 前 た ち を 万 氏 に 優 り て 高め し ーー ek も 交 386 


こと を 思い 起こ せ 。 ( 注 45) ン 
y $ クン うん っ ど 伯 22 ぅ J 4 FE 
49. 何人 も 、 他 人 の 身 代 り に は な り 得 ず 、 執 9 の と ひざ のり 
46 穴 て いい カ ゝ 1 も ZZ の 〆 3 LT 
成 し も ( 注 ) 容 られ ず 、 購 も きか ず 、 1 2 NM 


い N 
如何 な る 助け も 得 ら 5 られ ざる を その 日 を 雇 ou 2 と りう 8 
上 1 
50. 7 われ ら が ファ ラオ の 民 よ ょ より ( 注 47) ui の 2 う タッ タン ウン ぅ 5 、 0 人 まり ン 
お 前 だ ち を 救い だ る 時 の こ と を 思い せ 。 ンド Oc UI 弘人 


役 等 は お 前 た ち を 奇 酷 な 中 市 て 吉 し め 、 お 6 ノック っ 6 プラ クッ ンタ の イイ とう 9 9》 

前 た ちの 息子 を 殺害 し 、 女 た ち を 克 め た り 。 ろ ら 2 っ っ 2CLOpSOu 
の 2 し 22 し 

6 な る 試 の Us で う 

7 よ ご 


注 45 この 節 の 意味 する の は 、 ユ ダ ヤ 人 が 優 っ て いた の は 、 役 等 の 時 代 の 他 の 和信 々 に 対し て だ け で あり 、 ク 
ルアー ン で は 、 全て の 民 の 中 で 永久 的 に 俊 越 で ある 民 を 伝え よう と する 人 為 、3 : 111 の 様 に 、 イ スラ ム 教 徒 が " 最 
も 入れ だ た 人々 " で ある と の 表現 を し て いる 。 


潤 46 吾 り 成 し は 次 の 条件 で と り 行 な われ る 。 先 づ 1) と りな し を する 人 は 、 人 
特別 な が つなが D り が な く て は な ら ず 、 そ の 人 人 か ら 特 別 の 直 恵 を 受け て いる 事 そ う で な いと 、 と りな し を する 

あえ て と りな し を する こと は せ ず 、 と りな し 自体 も 容 り 多き も の と な りえ な いか ら で あ る 。 人 
ける 人 は 、 と りな し て くれ る 人 人 と 真実 の 関係 を 有 し て いな けれ ば ぼ な ら な い 。 後者 が 、 前 者 と 藤 実 の 関係 に な け 
れ ば 、 誰 6 も 他 の 人 の 為 に し D り な し を し よう な ど と 思わ な いか ら で あ る 。 (3 と りな し を 施 こ し て も ら 5 う 人 は 、 菩 
遂 神 の 喜び を 勝ち える の に 正直 な 和 努力 を し だ な 人 で な く て は な ら な い (21: 29) (4) と た りな し は 、 神 の 明白 な 許可 
な し に は 為 きれ な い 。(2 : 沼 10: 4) イス ラム 教 で 表現 ふれ る 「 執 り 成 し ] と は 、 実 際 に は 、 つ ぐ でない の 
形 を 変え た た も の に すぎ な い 。 何故 な ら 「 つ ぐ でない | と 上 は 、 こ われ だ 絆 を 直す と か 、 ほ どけ か か っ だ 絆 を し め る 
ょ の 送 味 を 表わす か ら で あ る 。 それ 故 、 僅 い の 扉 が 死に よっ て 閉 ざ ば きれ て も 、「 半 り 成 し ] の 誠 は 開か れ て いる 
の で ある 。 そ し て 「 執 り 成 し ] は 神 の 甚 悲 の 顕現 の 方 法 ど あり 、 神 は 裁き 手 で は な く 主 宰 者 で ある 人 為 、 神 が を 
ぅ され よう は 也 わ れ た 当 に 、 聞 起 の 手 を 指し の べら れる の を 上 明 む 物 は 何 も な い の で ある 。 


注 7 ファ ラオ と は 特定 の 王 の 名 前 で は な く 、 ナ イル 有川 流域 し アレ キサ ンド リア を 治め る 者 が 、 フ ァ ラ オ と 
呼ば れ て いた の で ある 。 モ ー ゼ は ファ ラオ で ある ラム セス IL 揚 の 統治 する 時 代 に 生ま れ 、 彼 の 息子 メ ンク フェ タ 
II 世 の 台 臨時 に 、 ユ エダ や ヤ 人 達 を 連れ て 、 エ ジグ プ ト を 出 な けれ ば な ら な か っ だ た 。 ラムセス ル 志 は 圧 0 
L 只 ば れ 、 彼 の 後継 者 で ある メン フェ タ IHi 提 が 「 出 テ ジ グ プ ト の ファ ラオ 」 と し て 知ら 和 折 て いる ファ ラオ で 

(Enc. Bib と ピー ク に よる Commentary on [he Bible を 参 ) 


演 48 ファ ラオ は 、 ユ ダ ヤ 人 に 、 つ らく 屈 尾 的 な 芝 働 を させ て 、 藻 除 な 苦 役 を 課 し た 上 、 ユ ダ ヤ 人 の 息子 は 


虐殺 し 、 娘 達 は 生か し て お 〈 く と の 命令 $ ドド し だ 。 こ うい っ た 方 法 で 彼 は ユダ ヤ 人 の 人 間 性 を 破壊 きせ よう と し 
た だ け で な てく 、 役 等 の 気高く 明 壮 な 特質 の 抹殺 まで 企 て だ の で ある 。 


ーー ュー ーー" ょ あー 
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9 由 。 あの 詩 われ 5 は 海 を 分 け て お 前 た ち を 救 ラン 2 ェ 1 2 プ う プン の イ 0 スン 
い 、 前 た ちの 目前 に て ファ ラ ォ の 民 を 湧 0 MGG り AKA は 3 る. う 


っ Na タン ( 新 
死 せ し め だ り 5。 ( 注 49) の 85 2 トッ が っ 
52. が か われ ら が モー ー ゼ と ( 症 50) 1 四 十 日 に どう 2 フッ ンス, ンク ミク イン レッ プン ラプ イタ? アッ ノン 1 9 
軸 
わた る ( 注 51) 契約 を 結び し 時 の こと を 皿 ひ 光 ooo Jool eee9 bugs 3 ゅ 
い 起 せ 。 を の 間 、 モ ー ぜ の 不在 に 乗じ 、 ぢ お SoyMeEDf2 


時 だ ち は 惣 を ( 注 52) 拝 し 、 罪 を 犯し だ う 。 


593、 それ で も われ ら は その 時 、 お 前 た ち を 填 し 5 く G 人 
2 1 
た る は 、 お 前 た ち を し て 感 調 せ し ゅ ん が た 。 らら い O22S と 


め な り 。 
邊 49 この 事件 は 、 モ ー ゼ が 神 の 命 に より ユダ ヤ 人 を エジプト か ら カ ナン の 地 へ 脱出 きせ た 時 の 事 で ある 
ユダ ヤ 人 達 は 秘密 表 に 夜 脱出 し 、 ア ァ ラ オ が これ を 知り 家 米 達 と 後 を 追っ た 時 、 紅海 で 海 に の まれ だ た の で ある 。 
この 像 大 な 神 の 各 志 の 持つ 本 質 人 的 意味 を 理解 す る に は 、 類 似 し た 人 節 で ある 20: 78:2616264:44125 を も 併 
せ て 読む 必要 が ある 。 これら の 記述 か ら 特 る 事 は 、 ク ルアー ン が 述べ る 様 に け ) モ ー ゼ が 枯 で 海 を うっ た 時 い 
は 昔 が 述べ る 様 に モー ゼ が 海 に 隆 を か ざし た 時 、 丁 度 引 き 導 で あり 、 肖 は その 海 麻 を 求 あし 、 後 当て の く 
時 で あっ た 。(2⑫) モ ー ゼ は 神 に 、 向 か う 岸 まで 急い で 渡る 様 、 神 に 命じ られ だ た 。(3) し か し ファ ラオ の 一 族 が 洛 に 
答 い た 時 は 丁度 満潮 時 に あたっ て お り 、 彼 等 は メダ ヤ 人 に 追い つく 事 に 夢中 で 、 何 の 考え も な く 海 に と び こ ん 
4 度 車 の 重 装 備 や 、 重 い 武 具 等 を つけ て いた 為 、 フ ァ ラ オ の 軍隊 の 進み 具合 が 非常 に 遅く 、 ま だ 海中 に い 
る 岳 、 適 測 と な っ て 、 企 員 、 滑 れ て し まっ た らし い 。 と いう 事 で ある 。 モ ー ゼ が で 海 の 水 を うっ た 事 と 海 が 
分 が かれ だ た 事 に は 何 の 囚 洒 関 係 も ない の で ある 。 ひ き 測 時 で あっ た 事 と 、 ユダ ヤ 人 人達 は 大 急ぎ で 海渡 れ と いう 
事 が 、 モ ー ゼ へ の 神 兆 、 或 は 神 か ら の お 告げ びあ っ た か ら に すぎ な い 、 神 が そう な る べく 図ら われ た か ら 、 
モー ゼ 達 が 紅海 に 着い た 時 、 洋 が 引き 潮 と な り 、 神 が 命じ られ た 遂 り モー ゼ が 、 枯 で 海 も うつ と 、 潮 が 引き 始 
め ユ ダ ヤ 人 達 が 渡る 為 の 道 が 出来 た の で ある 。 引き 潮 た モー ゼ の 打ち ぉ ろ し た 杖 は 偶然 曹 な っ た の で あり 、 補 
の み が り 引き 潮 と な る 事 を 御存知 で モー ゼ に 丁度 を の 時 水 を うつ 様 命ぜ どら れ て いた 人 為 、 奇 蹴 し な っ た の で ある 、。 
モー ー ゼ が エジプト か ら 6 カナ ン に 脱出 する 為 に 渡っ た 、 紅 海 の 正確 な 地点 に つい て は 、 麻 史家 達 の 意 喝 は 異な っ 
て いる 。 あ る 歴史 学 若 は 、 そ の 場所 が タム スィ イラ ー ト の 谷 或 い は トゥ ミラ ー ト の 和 谷 と も 呼ば れ た 、 フ ァ ラ オ 族 
の 首都 りあ っ た 全曲 付 評 典 、 和 4 壮 4012 項 ラムセス " の 項 ) プシ ェ ン 地域 で ある 指摘 し て いる し 、 他 
の 学者 は 、 モ ー ぜ は も っ と 北 へ 上 Eb、 地 上 中海 の 近く の カナ ン と 向かい あっ だ ゾ ヅ ヴ ア デン の まわ り を まわ っ て いっ た 
と 考え て いる 。( 理 書 百科 辞典 、1438 項 ) し か し 一 番 高 い 可 能 性 し し て は 、 モ ー ゼ の 時 代 の ファ ラオ 族 の 部 の あっ 
だ タル ・ ア ビー・ ス レイ マー ン か ら 出 て ユダ ヤ 人 達 は 先ず ティ ム サ ハ 湾 の 北西 部 まで 行っ た が 、 湾 が 綱 の 目 状 
に 行 手 を 軸 ん で し た だ 人為 南 に 戻り 、 幅 が 2 一 3 マイ ル し か な い ス エズ の 街 の 近く の 紅海 を 渡り 、 カ ダス へ 向かっ 
だ と 央 え ら 6 和 る 。( 悪 若 百 科 辞 典 、1437 項 ) 


生 50 ユダヤ 教 の 始 福 で ある モー ゼ は 、 ユ ダ ヤ の 民 を ファ ラオ の 独裁 か ら 逃 ん れき せ た 、 ユ ダ ヤ 人 の 最も 俺 大 
な 押 言 用 で ある 。 弄 半 の 記載 に 依 れ ば 、 ア プラ ハム の 死後 3 年 程 の 後 、 を し て イエ ス に 先 だ つ 事 1400 年 の 頃 生 
きた と 言わ れ て いる 。 役 は 律 法 や 与え た 李 言 者 び で あり 、 そ の 他 の ユダ ヤ の 預言 者 は 彼 の 確立 し た シス テム の 後 
弥 者 に すぎ な い 。 


注 51 7:143 を 雪 照 の 事 


邊 52 人 は 上 分 の まわ り を 取り 巻く 環境 に 隷属 し て いる 、 こ れ は 特に 、 支配 を うけ る 人 々 に 特有 で 、 彼 等 は 
目 分 達 の 文 配 者 の や り 方 や 習慣 を 大 体 に 訟 いて 真似 る 。 エ ユエ ダ や ヤ 人 達 は 長い 間 、 フ ァ ラ オォ 族 の 奴隷 で あっ た 為 、 

自 鈴 に エジプト 人 達 の 偶像 連 理 を 受け 入れ て いた 。 彼 等 は 、 モ ー ゼ に 連れ られ て エジプト を 出 て か ら 途 中 で 個 
像 人 拓 やす る 信 々 に 出会っ た 時 、 モ ー ゼ に 、 似 た 様 な 礼 拓 を する 事 を 許し て くれ と 、 頼ん だ の で ある 。(7 :139) 


喝 、 っ 昔 アル ・ フ コミ タラ 


94. まり すわ MLb が モー に 。 経典 と ( 注 53) 譲 ⑨C5US KOE 別 FN あり の AO 2CEI3 
〆. 


別 の 基準 を 授与 し た る は 、 お 前 た ち が 正 し 
く 癌 か ん が だ め な り 5。 

00。 その 時 、 2 で は その 民 に あたり 、 | 的 が と 3 に ラグ クー 5 タグ の ン 
問 胸 よ 、p 前 た ちせ 積 を 拝 し 、 自 ら に 罪 を 6) の の 人 8 eeOB 


犯し た り 。 き れ ば 悔い 改め て お 前 た ちの 剣 』 AN CS 人 
2 

り 主 に 藻 悲 を 請 い 、 そ の 邪 欲 を 断 て 。 そ の 2 の の 2 ッ が ロ 

方 が お 前 た ちの 創り 主 の 御 心 に か な う 」 ほ 。 3391 3 に の CO お と 2 すう 人 

その 後 主 は 、 お 前 た ち へ 憐れみ の 顔 を 向け - 


昌 の る 
たり 。 げ に 主 は た ぴた だ たび 憐れみ に 転じ 、 慈 半 抽 1 
卓 深 くま し ます 。 
56. その 時 、 お 前 た だ た ち は 云 えり 、| モ ー ゼ よ 、 和 る ンプ ノン ロン の タプ 4 2 る タン 
等 は アッ ラー を この 目 で 見 ず ば 、 液 を 信 ぜ  * 之 ⑳ の な の の の け 有 
ご っ 呈 生 ネ ュ EY ュ > る 厨 人 ロー 2232 5 の 2 アン クン の の Pe 
ず 」 と 上 。 す る と 、 お 前 た ち が 見 て いる 前 で 、 KA (る の 


落雷 が お 前 た ち を 襲い た り 。 9 の 
57. われ ら が 前 た ち を 死 ( 注 54) か 6 難 ら し Os 役人 全 
め だ た る は 、 お 前 た ち を し て 感謝 せしめ ん が の Cp AOR の 2 
た め な り 。 。 
58、 面 し て われ ら は 、 お 前 た ちの 頭上 を 雲 で 2 る J) 入 2 5 0 AU 
( 注 55) 用 い 、 マ ン ナ ( 生 56) と サル ワ を 


よ AA アア ン 」 
( 注 57) 降 し 、「 ゎ われ ら が 用 意 せ る 住 き $ の 3 (KOT いら 陳 朋 半 
を 喰 へ 」 と 云え り 。 彼 等 は われ ら を 害し た ンタ アレ 
に 非 ず 、 害 し た る は 、 彼 等 自ら な り 。 の 〇 6 人 


注 53 モー ゼ に 与え を られ た 十戒 の 書か が れ て いた " 牌 "。 7 : 16、151、155 を 参照 の 事 。 この節 で は 、 神 は モー ゼ 
に 経典 或いは 石碑 に 書か れ た 十戒 を 与え を られ だ た のみ で な く 、 2 を し 
て 規 午 を お 与え を に な っ だ 事 が 述べ ら 管 て いる 。 


注 54 この 節 は 、 不 進 に 示さ れ た 不当 な ユダ ヤ 人 達 の 要求 が 、 彼 等 の 肉体 的 な 死 で は な 精神 的 な 死 を も た 
らし た 帯 を 意味 し て いる 。 この 意 味 は 次 の 節 で 神 か 抑 せ られ る 、 "一旦 死 ん だ 流 ら を よみ が えら せ だ " 好 ち 、 自 
2 

、、(57・ 18) : 感じ る 力 の 損失 (9 : 24) : 解 胃 する 力 の 据 失 (6 :123) ! 人 人 間 の 生活 を みじめ に する 甘 し み 
人 ン に よる 語 い 誠 典 ) を 意味 し て いる 。 


注 : 55 出 エ ジグ ト 記 、40 1: 34 一 38 を 参照 の 事 


生 56 「 マ ン ナ 」』 と は 好意 或いは 贈り 物 、 何 の 苦労 や 問題 も な 《 手 に 人 る 物 、 は ち み つ 或 い は 名 を 意味 し て 
いる 。 


沖 : 57 [サル ワ 」 上 と は (1) 1) ア ラビ ア の 地域 や 近隣 の 国々 に いる うず ら に 似 た 白色 の 知 、 (⑫② そ を それ が 何で あれ 、 信 
を 洞 邊 る きせ せ に する 物 ! は ち み つ な ど を 表し て いる 。 マ ン ナ と サル ワ を 天 か ら 授 か っ だ と の 表現 は クル アー 


第 二 喜 アル ・ バ クラ 


人 





5 タタ 、 アッ ン [レッ カタ フッ ン ッ 
59. われ ら は 云え り 、「 お 前 た ちこ の 苔 に PD he 


、( 注 563) い ず こ な り と 好き な と ころ で 寺 2 222 
0 っ ぱい 食 せよ 。 頭 を た れ て 円 を 入り GE OS の EBI も 
| 我 等 の 罪 を 許し 給え を | と 唱え を ょ よ 。 わ れ ら っ 22 タッ 0 ン 
は お 前 た ちの 罪 を 洲 し 、 善 行者 に は 報 滋 を @ Ceeulluo 
増 きん 」 と 。 


j ア 、 プ し Lf 


60. し か る に 不義 な す 徒 暮 が 、 自 分 た ち に 告げ クイン フッ ェ NN 
られ し 言葉 を 他 の 言葉 に 変え ん だ り 。 き れ ば OR GE ぁ 5 
われ ら は 、 鋳 を 犯 せ し 者 ども に 天 間 を 加え CoCo OO 4 
だ り 、 合 に 背 き し 故に 。 2 5 
第 七 項 ⑨ ら ab 1 の 5 
61. まだ モー ゼ が 己 が 民 の だ ため に 水 を 状 め て 社 の 22。 12 の さ ッ クッ 
5 し 時 、 わ れ ら は 云え り 、「 液 の 枯 で その 岩 US yetS ン だ の) 
を う て 」 と 。 す る と 、 を こよ ょ より 二 二 の 泉 が us の 42 失 FE 
清き 出 で 、 各 支族 は 自分 の 飲む べき 場所 を 順 
知り た り 。( 注 59) 「 ア ッ ラ ー が 腸 え る も の の の 855P ま 5282 人 4 
を 食い 且つ 飲め ゆめ 。 る れ ど 地上 に 騒乱 を 起 し 、 
邪悪 な 行い を する なかれ]」。 の CA oo | 5? 
62、 思い 起す が よい 、 お 前 だ ちの 言葉 を 。「 モー 2 zr ン ン ノラ タラップ 139 いう ダ 5 タッ レン 
ゼ よ 、 我 等 は 唯一 種 の 食物 で は 満足 びき ぬ 。 ue 2 の ゆみ pe みる 


ae ン ノ 4 間 4 ン ノ 
大 地 で 育つ も の を 我 等 に 授け 賜 わ ら ん こと 55 oN に: 2 と PNG 
を 、 主 に 祈 れ 。 す な わ ち 、 青 楽 、 胡瓜 、 衣 、 


み ゆ デ デ デア ww 
< ら 豆 、 玉 恋 な ど 」 モ ー ぞ は それ に 答え て 、 C8JS31O 0 『 イン 頃 





ン で は ニケ 所 に 兄 う けら れる 。 当 人 節 は その 一 つ で ある 。 (7 :1 も 参照) その 三 つ の 館 全 て に 「 我 等 が 授け た よ 
き 物 を 食べよ] と の 訓令 が 続い て いる 。 こ の 事 か ら シ ナイ 山 の 荒地 で 混 穂 類 か の 健康 に 良く 美味 な 食べ 物 が ユ 
ダ ヤ 人 送 に 授け 6 れ た 事 が わか る が 、 そ を それ は 二 と た し て マン ナ と サル ワ で あっ た だ 。 出 エジプト 記 の 16 : 13 一 15 を 
委 昭 の 麗 


泊 : 58 「 豆 | は 特定 の 街 を 指す 必要 は な い 。 シ ナイ 由 か ら カ ナン に 向かう 途中 に あっ た 近く の 街 、 或 じ は 最 
5 近く に あっ だ た どの 街 で びあ っ て も よい 。 ユダヤ 人達 は 自分 達 の 送っ て いた 生活 レベ ル に 達する 施設 や や 快 造 な 環 
堪 や 、 以 前 の 生活 様式 を 持つ 街 に 住み た いと いう 稚 望 が 強かっ た の で 、 私 和 有 権 の な い 砂 漠 で は ご く 当 り 前 な 、 
好き な 所 て 食べ る 事 が で き 、 住 宅地 の 生活 と 砂 測 の 生活 と を 融合 し た 様 を どこ か 近隣 の 村 に 入る 事 を 試み た 。 
し か し この 変化 は 6 ei る 事 よ と な り 、 ひ いて は 自分 達 の 志 徳 律 に も 影響 が 生じ る 為 、 自 
分 送 ] 身 に 関し て 注意 深 《、 又 神 に 対し て も る 従 順 で あろ うと 努力 し た 。 


i: 59 この 場合 の モー ゼ の 奇跡 は 、 自然 の 法則 に きか ら っ た 事 を し た と いう の で は な く SSSRtSS IE 
で た たけ ば す で 溢 れ で る 様 に な か っ て いる 特定 の 位置 を 啓示 な きっ た と いう 事 な を な の で ある 。 了 地質 学者 に 知ら れ て 
いる 刺 で ある が 、 時 々 、 小 高い 土地 や 岩のり 下 の 浅い 所 か ら 水 が 滴 き 、 党 か 何 か 重 い 物 で 、 PE 
だ りす る と 時 時 に 水 が が ほとばしる 事 が ある の で ある 。 


Ph 
に 
+ 


デ 
由 


云 メ 前 | た 避 て り に 3 る {< 
云え り 、「 お 前 た ち は 優れ る ぉ も の の 代り に 劣 OB じ 2> 


93 ァ ②? ノ ンタ う < ュ ラ グン 7 っ > 
由 ど ] 9 1 ょ 人 し m 1 
れる も の を 求む る か ? な ら ば 、 エ ジ プ ト ) 2 
に 了 り 行け 。 し か ら ば ぉ 前 た ち が 求む る も 科 の 2 打 和 0 に し 層 


の を 得 ん 」 と 。 ( 生 60) か く て 役 等 は 屈辱 と 


あぁ 5 ン 1 メ 5 9(Z/ 
困 独 を 第 9、 ま た ア ケッ ラー の 激 稀 に 遵 え  。 CO 901 Wo 季 
こ は 彼 等 が アッ ラー の 神 兆 を 拒否 し 、 預 言 タグ っ タン 
者 た ち を 不当 に も 殺せ る が 数 な り 。 こ は 彼 2 OO 二 あ うる ol 0 
ュ > て ルル アア 2 と オ の 陵 6 
笛 が 衣 い て 、 罪 を 犯し た る が 胡 な 30083 2GI82 
第 八 項 


し 


69、 げ に 信ずる 人 々 、 ユ ダマ ヤ 教徒 、 キ リス ト 教 うと 2 人 MVSAIITCWIGAUIIEI 


の 


徒 、 並 びに サー ビア 人 だ ち 、( 注 61) その い ぃ い 


デア プー は うー 5 プ こ て ど 〆 ン 2 e 
ずれ た る を 間 わ ず 、 ア ッ ラ ー を 信じ 、 最 後 か 
の 審判 の H を 信じ 、 半 行 を 積む 人 々 は 、 ギ と ン の みみ ン ラ 1 ぅ 9 て し 
ょ り 必 ず 報 肖 を 賜 わ ら ん 。 面 し て 役 等 に は いう で の つ ひみ っ か っ 
プア ラク アップ 2 グー アレ 
KAK の し きこ と 窟 し きこ と 起 6 ぎ る し 。 8 


潤 60 長い 則 の 奴隷 生活 と 、 隷 属 の H 々 が 続い た 為 、 5 * 情 と な っ て し まっ て い だ た 。 神 は 、 
ユダ ヤ や ヤ 人達 が 自分 達 の 鐘 病 さき と 区 指 さき を うち す て る 事 が 出来 る 様 に と し 、 し ば らく の 間 、 砂 漢 で 野草 と 猟 貞 に 頼 
で PR 
スチ ナ の 統治 者 ヒ な っ だ の で ある 。 し か し ユダ や 人 達 は 神 の 本 当 の 御 心 を 理解 で きず え メ 、 理 解 し た と し て も る る 
の 意味 を 深く て 考え る 事 を せ ず 、 街 に 住む 事 を 王 張 し た 。 神 は 彼 等 が 約束 き 和 れ た 土地 を 支配 出来 る 様 に 似 偽 させ 
た か っ た の に 、 こ れ ら の 御 心 を 損ね た 不 軍 な 人 人 々 は いろ いろ か 作物 を 耕作 する 事 に 回 球 し た 為 、 望 む も る の の 答 
られ る 街 へ 戻る 様 に 告げ られ た だ 。 


注 61 サビ と いう 言葉 は $ と も と 自分 の 信 爺 を 新しい 信仰 の 為 に 捨て る 者 を 指す 。 し か し ここ で の サー ビア 
人 と いう の は サビ 教 徒 を 指し 、 ア ラビ ア の 一 部 の 地域 上 その 周辺 の 拓 々 に 存在 する 特定 の 宗教 グル ー プ を 意味 
し て いる 。 を その 名 称 は 、(1) メ ソン ポタ ミア に 住ん で いた 星 を 拝む 人 々 (ギボン の “ロー で 帝国 '" ムル ー ジ ュ ・ ア 
ル ・ ザ ハー ブ と 倫理 宗教 百科 辞典 、 8 巻 の "MIandaeans" の 項 参照 ) (2) イ ラク のみ ム サー ル の 近 て (に 住み 単 …- 神 と 
人 金 て の 神 の 預言 者 を 信じ て いた が 、 経 典 を 所 有 し な か っ だ た 人々 に 対し て 用 いら れる 、 彼 等 は ノア の 信 抑 に 従 が 
うと 主 し て いる 。 し か し 彼 等 と 、 聖 書 の 注釈 者 が 、 古 代 イ エメ ン に 住ん を で いた だ と し て 説明 する サー ビア 人 と 
を 況 同 し な い 事 。 こ の 秘 は 、 神 と 終末 の 日 を 信じ る 事 の み で 救 わ れる 、 と 間 赴 えて 理解 され て いる こと が ある 
が 、 そ うい う 事 を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 クル アー ン が 強く 主張 し て いる の は 、 加 な る 預言 者 を 天 く 信ずる 
事 が 本 質 的 な 必須 の 事 で あり (4: 直 、]18) 6 : 93)、 そ の 信 多 が 神 へ この 信仰 の 肝要 を 導 し 、 来 る べき 世 を 信 ず 
る と いう 事 は 、 神 の 啓示 を 併せ 信ずる 事 を も 意味 し て いる (4 本 、2) 6 193)。 提 で も る 、 イ スラ ム こ そ が 錠 
いも な く 、 款 教 と し て 神 に 認め られ て いる と た 其 言 きれ て いる (3 : 20、86)。 こ こ で 、 ク ルアー ン は 、 神 と 終末 . 
の 日 を 信じ る 吾 の 言明 に 局 婦 し て いる 。 これ は 啓示 と 出 な る 預言 者 も 信じ る 事 が 必須 で は な いと いう 理由 で は 
な 〈 く 、 神 と 終末 の 日 を 信じ る 事 に は 神 の 啓示 と 聖なる 預言 省 を 信じ る 事 が 内 錠 さ れ て いる か ら で あ る 。 こ の 4 
つ は 本 的 に 切 離す 事 が 出来 な い の で ある 。 実際 に は 、 こ の 節 は ユダ ヤ 人 の 「『 我 等 こそ 神 に 選ば れ し 者 達 で あ 
る “" て それ 故 救い の 対象 と な る 選 良 で ある 、 と いう 間違っ た 信仰 を うち こわ す 様 意図 きれ て いる 。 こ の 節 
BPS の RS の いけ 2 に UP ま EPRIP2 の 0 
ろう と 播 わ な いと いう 事 な の で ある 。 信仰 が 口 ビ だ け の も の で ある の な ら 、 そ れ は 生命 や 人 を つき 動か す 力 の な 
い 死 し た も の と な っ て し まう 。 そ を し て この 人 節 は 、 頂 言 を 具体 的 に 表わす 為 、 イ スラ ム の 真実 を 試す 安全 な 規準 


区 アル ・ バ クラ 


ょ で や ょ 


ーー ユー 


2 アル ・ バ クラ 
64. まだ われ ら が 、 前 だ ち と 契約 を 結び 、 お 1 ノ >,2 5 タグ レル レ アァ ンプ 2 

ュ 子 ー ー ユ キュ AA > 』 4 

前 だ ちの 前 に 山 を 笑え 立た だ せ 、( 注 62) 「 ゎ bos う 居 AG SR 5 


れ ら が お 前 だ ち に 授け し も の を 府 持 し 、 を 9 内 2 化 
の 中 に 記さ る れ だ た る こと を 銘 記 せよ 」 と 云い OX 1 EE かこ 39 2 し 


し 言葉 を 思い 起 せ 。 
65,。 し か る に その 後 、 お 前 た ち は ま た 背け り 。 47 プン 0 ノン 
* 9Yjs 『 
も し アッ ラー の 思 恵 看 な か り せ ば 、 AL PD 3 EN びり め の) 
ユイ ー っ 入 ご こ テ 6 1 2 グロ 。 (32 アイ 
前 だ た ち は 必 ず 失 敗者 の うち に 入り し な り ② の と 8 の KG く 6 
66.。 お 前 た ち は 、 セ 前 た ちの うち 安息 日 の 控 を SS CAIS GT 
[ 5 pt OO3 
破り し 者 ある を 知 1 る 。 さ きれ は われ ら は その 婦 

= - 暗 2 人 US3 

者 ども に 告げ て 、 到 えり 、 [ 猿 に 墜ち よ 人 よら う 55 2 ン 


( 注 63)、 蔵 まれ よ 」 と 。 


ュ っ ら MM ルリ 上 ノイ ルン ノン ア う アマ アラ ノブ Mu グレ バフ ッ ク 
67、 かく 〈《 し て われ ら は 、 彼 等 並び に 彼 等 の 後 ! 3 2 ツ cd6396 


来る 人 人 々 の た だ ため に 、 神 を 思 れ る 和信 々 へ の 戒 0。 
プッ て の 9 


め と な せり 。 ⑫ ONS2 Me 


68、 モ ー ゼ が 己 れ の 民 に 「 ア ッ ラ テー が 婦 前 た ち 人 PA ピン る プー ラン 3 タ フロン 
時 “ 5) 
に 秘 千 を 一 蘭 帳 に 供え ん こと を 剣 ず 」 と OIDS 90 oOk 
告げ た る 時 、 彼 等 は 云え り 、[ 流 は 修 等 を か GolabslU5 AA 語る 
ら か うか ? 」 と 。 モ ー ゼ は 云え り 、「 ア ッ ラ ー “ 
プッ と 

よ 我 を 守り 給え 、 我 を 吉 者 の 一 人 た らし せ の oesd152 
る な か れ ] 


と し て も ぅ 取り 上 げ ば られ て いる 。 預言 は 、 即 ち イ スラ ム が 真実 の 信仰 (宗教) と し て 勝利 を 符 る と の 預言 で ある 。 
規準 は 、 預 言 が 、 イ スラ ム が まる に を その 生存 や か け て 戦っ て いる 時 に 為 き れ だ と いう 事実 に 甘 づ いて いる 。 こ 
の 節 の 言わ ん と し て いる 事 は , ユダ ヤ 人 、 キ リス ト 示 徒 、 す 信徒 等 、 宗 教 に 関し て は それ が どの 宗教 で あろ 
うと 、 役 等 が 神 と 終 来 の 日 へ の 、 深 て 正直 な 信仰 を 持つ の な ら 6、 そ し て 、 真 の 宗教 ( 信 仲 ) 聞 ち 、 絶 対 的 な 帰 
依 二 「 イ スラ ム 」 の 真 税 で ある 敬い 行ない を 為す の で あれ ば 、 彼 等 が 嘆く 事 も 、 彼 等 に 花 居 が 訪れ る 事 も な い 。 
と た いひ ご も で カカ る 。 


注 62 この 座 旬 は シナ イ 山 が 実際 に ユダ ヤ 人 の 顕 上 に そそ り 立 っ た 事 を 味 し て いる 訳 で は な い 。 これ は ユ 
ゲ ヤ 人 が シナ イ 山 の ふも ほ も に たたずん で いた 時 、 避 約 が 起こ っ た 事 を 意味 し て いる に すぎ な い 。 駐 、 ユ ダ ヤ 人 
が ふも と で 野営 し て いた 時 、 シ ナイ 山 に 地震 が 起こ っ た 情 早 上 とも 考 た られ る ( 出 エ ジ プ ト 記 19: 2) そう いう 
場合 に は 、 高 い 山 の 申 頂 が ゆれ る と 頭上 に まる で か ぶる っ て いる 様 に も みえ る で あろ 2 う 。 


注 63 [ 提 | と いう 言葉 が 比 只 的 に イス ラ エ ル 人 の 卑 尾 き る と 醒 き を 表わす 為 に 使わ あれ て いる が 、 こ れ は 形状 
拘 な も の で は な く 性 格 と 精神 の 構造 が 療 の よう で ある と の 意味 びあ る 。 彼ら の 心 が 外 の 様 に な っ て し まっ た の 
で ある 。 それ を 示す の に 神 は 比 陰 了 向 な 表現 を お 使い に な る の で ある 。 も し クル アー ン て 浴 体 的 な 張 へ の 変形 を 
意味 し て いる の で あれ ば アラ ビア 語 で ハセ や ヒ 上 いう 言葉 を 使う は ず で あり 、 合 理 的 な 存在 に 対し て の ハモ イン 
と いう 語 は 使用 し な い の で ある 。 こ の 言葉 を 使う 和束 で 、 イ スラ エル 人 が いて ら 富 や 教育 が あっ て も 搬 同様 世 軸 
で きる げす まれ 、、 地 上 で 強大 な 力 を 得る 事 が な い 事 が 指摘 きる れ て いる 。「 揚 ] と いう 語 の 持つ 原義 は 、 ご み の 中 
に 屈 伏 する と いう 内 容 の 他 に 、 卑 必 き と き げ すみ と いう 味 が ある 。 5 豆 61 節 も 参照 の 事 。 

又 す べ て の ユダ ヤ 人 を 指す の で は な いと いう 点 て で 当 意 75 節 ( 注 68) 参照 の こと 。 


1 
| | 
FE 


69. 彼 等 は 云え り 、「 お 前 の 主 に 祈り 、 如 何 な る 
北 牛 な の か 我 人 等 に 明示 せしめ よ 」] と 。 モー 
ゼ は 答 ぇ を て 、 云 えり 、[ 神 は 仰せ られ だ り 。 
老い 過ぎ て も 、 若 過ぎ て も い ず 、 そ の 中 間 
で 丁度 年 頃 の 牝 邊 な り と 。 き れ ば お 前 た ち 、 
伺 ぜ 565 れ し こと を な せ 」 と 。 

70、 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の た め に 主 に 祈り 、 牝 
生 が 如何 な る 色 か を 我 等 に 明示 せしめ よ ょ 」 
と 。 モ ー ゼ は 答え て 、 云 えり 、[ 神 は 仰せ 6 
れ た だ たり 、 そ は 焦げ 余 色 で 、 鮮明 に 研 え 、 見 
る 人 を ば 喜ば し むる 牝 邊 な り | と 。 

71. 彼 等 は 更に 云え り 、「 我 等 の た め に 主 に 祝 り 、 
如何 な る 牝 和牛 な る か を 我 等 に 明示 せしめ 
2 
故に 。 アッラー の 御 意 志 な ら ば 、 我 等 
ず 兵 し 当て ん 」 と 。 

72.、 モー ゼ は 答え て 、 云 えり 、「 神 の 仰せ は 、 大 
地 を 耕し 、 作 物 ! - 水 を 洪 ぎ て 疲れ ぎる 牝 和牛 。 
完全 無傷 の 一 色 の 牝 生 な り 」 と 。 彼 等 は 去 

[いま ょ よう や やく 〈 液 は 真実 を 告げ だ なり 」 

と 。 そこ で 役 等 は 心 な ら ず も その 牝 生 を 犠 
牲 に 供 を だ り 。( 注 634) 
第 九 項 

73、 思 い 起 せ 、 お 衣 だ ち が 人 を 殺し 、( 注 65) そ 
の 加 守 者 に つい て 相 い 省 え る 時 、 ア デッラ ー 
は ゼ お 前 た ち が 隠 せ し こ と を ( 注 66) 明白 に 
せり 。 

f 区 ラ エ ルル 雇 
の 恋人 スラ エル 人 の 上 に 
時 上 員 ジ デ ドド 記 8 
る れ た ( 民 数 紀 19:1 一 9 は 

0 べき 補 命 が ある と の 誤解 を も て! 

作付 詳し て 指定 を する よう 1 

導 の 、 交 ら か の 和楽 件 が 加え られ た 。 


すみ つい 


こり 。 


注 : 65 
と し た 最大 の 罪 が 述べ られ て お り 、 
て て いる (中 和合 記 21 
まる て 死人 の 様 で は あっ だ が 、 
の 事 。 


まだ 生き 


は 邊 を 非 淀 に 将 散 する エジプト 人 に 混じっ て 藤 〈 音 5 
彼ら が が 憎 像 を 造っ た 際 、 
4)。 心から る NM す 旋 、 
リー 5 0 


ーー 」、 ま ュ リー 
ga 上 に 6 


OO 民 才 あ 


前 途 の 剖 で 、 ユ ダ ヤ 人 の 邪悪 な 風 容 や や 罪悪 が 述べ られ だ が 、 
その 2、 聖 普 に 依 れ ば 、 
: 23)。 こ の 季 悪 な ユダ ヤ 人 の 計画 は 、 全 て の 央 敗 に 奏し た の で ある 。 
て いる 状態 で お る され だ 。 こ の 歴史 的 事実 に 関し て は 、23 5] を 参照 
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4426621 395 
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呈 の 2・ ッ タ プリ 細 利 り ク ング り 


EE Cj 22 5 
ルン 二 と 人 と 
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本 ミ イヤ ・ 下 に 生 ! 6 
生 の 形 を 用 いた 理由 で ある 
年 を いけ に え に す る 冬 に と 邊 5 
、 富 が ん 用 結 人 失 の て い 
モー ゼ に 、 神 が いけ に えた に せ 
モー ゼ = か ら 動 物 を 指定 す る 


計 す る 


ら は 、 何 度 S 、 
の 質 間 の 結 素 にし て 、 


この 章 で は 、 十字架 上 で イエ ス を 組 そ う 
その ユダ や ヤ 人 は 、 1 の 舞 言 首 で あっ た 下 が 志 さき 


イエ ス は 十字 架 か ら 、 


bu 


計 
1 


1 
ト 
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7 箇 し て われ ら は 云え り 、「 そ れ の 一 部 を 以 て ッッ ング クィ アン 、 ゥ ンタ 2 タダ ラー ェ ン 22 ン 
どい 人 販 
死体 を 打 て 」 と 。 か くし て アッ ラー は 死者 Gy CU プン 


を 吾 ら せ 、 お 前 た ち が 納得 の ゆく よう に その KN 析 
神 光 を 示し た り 。 
75. し か る に その 後 、 お 前 だ ちの 心 は 岩 の 如 く \ レ MM あの bo 章夫 2 る 健 
ン エン ここ 
硬く な り 、 い や 岩石 より も 古く て な れ り 。( 注 ク e ダ く 90 
ao ( く ン レプ タン ノッ ラン 
67) その 岩石 の 中 に は 河川 が 湧き 出 で る も 2 各店 し eko8y 89s3 AI 61 


の も あり 、 ま た 娠 が 絢 け て 水 が 溢 和 れ 出 る も 5。 (の タ ど る ン 9! 2 
の も あり 。 ま た アッ ラー を 記 れ て 自ら 秦 議 NooCoasoLhUio 6 ちら の | 


と 
する も の も あり 。( 注 68) アッ ラー は 決し て 3 エア アル ルコ ラッ ン 2 タラ ェクト レッ る レレ 
ET 本 1 レ 。 い | 
前 た ちの 所 業 を 見 過 し 給 わ ず 。 の 2 2 の 2 
ノラ クエ グ ンー 上 て ン 
の OSE JA 


76. お 前 た 科 彼 等 ユダ ヤ 人 に 、 お 前 た 組 を 信 2 の 9. 2 ス ど クウ る 。 シン 。 人 の 1 エア 3 と 
5 ps2 | DAS3! 
ずる こと を 期待 する の か ? 彼 等 の 或 る 者 





は すでに アッ ラー の あお 言葉 を 聴き 、 そ れ を 82 所 ジル る ルン 
理解 し な が ら 、 し か も を の 大 切な こ と を 知 52020 
り p 後 て 改 せ り 。 ( 〇 ⑨ の 2 の ゆう 
77. 彼 等 は 信者 に 会 えば 、 云 う 、「 和 等 も また 休 全 2 イン 2 
ず 」 と 。 き れ ど 促 間 同士 に な る や 、「 ア ッ ラ ー eg 6 BOOICNUIAODE 
が お 鏡 た ち に 打ち 明け し こと を 彼 等 に 教区 oe My 
え ぇ 、 主 の 前 で 彼 等 と 論争 する つも りか ? (2 の 9 
な 前 た ち 、 そ れ が わか ら ざ る か ?」 と 云う 。 の G 久 3981 220 も の 
( 注 69) 


注 66 この節 は 、 イ エス の 死に 関す る 其 実 が 明る み に 出 て 、 こ の 事件 を 長く 隠し 続け て きた 紋 い が 取り は ら 
われ る 時 が くる 事 を 示し て いる 。 


67 前節 で 言及 きれ て いる 無実 の イス ラム 教徒 の 殺人 は 、 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 舌 の 運命 を 雨 叩 する 所 と 
な っ た 。 役 ら の 心 は 後に は どん どん 季 軟 性 を 失い 、 ま る で 行か 、 も っ と ひど く か だ く な に な っ て し まう の で あ 
る 。 この節 で は 、 大 の 様 に 生命 の な いも の で も 、 ま だ 、 何 ら か の 役 に だ た つの に 、 有 徳 な 事 を し よう と する 心 か 
5 遼 く は な れ て し まっ だ ユダ ヤ 人 人 は 、 あ まり に も 限 落し て し まい 、 高 潔 な 所 楽 な ど 、 命 ぜ ら れ て も し な く な っ 
て き て いる の で ある 。 石 で すら 、 そ こ か ら 水 が 消 じ て 人 の 為 に な る 事 が ある の に 、 彼 ら は 右 以 下 で ある と いえ る 。 


注 68 ユダヤ 人 に 関す る 比 明 的 表現 で 「 猟 ( 当 間 66 節 ) や 、「 岩 石 よ り 硬 く 」 ( 当 節 ) と いう の は 、 ユ ダ ヤ 
入 全 体 に あて は め ら れる も の で は な い 。 例 故 な ら 、 ユ ダ ヤ 人 の 比 ら か は 、 紀和 $ な く 、 神 の 國 散 に 心 が ゆ れ 動 
く か ら で あ る 。 これ に つい て この 節 で "彼ら (ユダ や 人 ) の 中 に は 、 ア ブッ ラ ー を 思 れ て 誰 る 者 も いる " ょ 素 項 きれ 
て いる 。 

注 : 69 この 節 で は 、 常 に 偽善 者 ぶっ た 行動 も する 他 の 階層 の ユダ ヤ 人 に つい て 述べ て いる 。 彼ら は イス ラム 
教徒 と 淫 じ る と 、 世 倫 的 な 日 的 か ら 和 し 、 自 分 達 の 給 典 中 の 束 な る 疾 言 省 に 関す る 預言 を 確認 する の で ある 。 
し か し 自分 と 同種 の 者 達 と 変わ る 時 は 、 自 分 達 の 共同 社会 中 の 他 の 者 達 め ら 、 神 が 彼ら に 啓示 し た 事 に つい 
て 、 イ スラ ム 教 徒 達 啓 壮 す る 事 を 叱 貞 きれ る の で ある 。 則 ち 型 難 の 中 の 聖なる 振 言 者 に つい て の 預言 を イス 
ラム 教徒 に 知ら せる 事 に つい て の 叱責 で ある 。 


80. 


81. 


6Z。 


6J、 


. 彼 等 は チッ ラー が *、 


、 彼 等 の 中 に は 無知 文盲 な 徒 勤 あ 5。 


彼 等 の 隠す こと も 、 表 
わす こと も 併せ 知る こと を 知ら ぎる か ? 
その 者 


だ た ち は 経 典 も 知り も せ ず 、 た だ た だ 誤っ た 概念 


で 憶測 する に すぎ ず 。 


目 ら の 手 て 符 典 や 好 も 、| こ は アデ ッ ラー ょ うり 
降 き れる も の な り ] と 称し 、 . 注 70) 僅か ば 
か り の 人 金子 を 得る 者 ども に 災い あれ 。 5 
手 で 記し た る が 故に 、 ま だ 利益 を 得る が 故 
に 彼 等 に 災い ` あ れ 。 

彼 等 は 云う 、「 業 火 が 我 等 に 触れ る は 、 数 日 
に も かず すぎ ず 」. と 。( 入 7 元 え 、| お 前 だ 
ち ア ッ ラ ー と 約束 を 結び た る か ? 時 し て 
釣ら ば 、 ア デア ッ ラー は 約束 を 破 ら ざる で し 。 
それ と も お 前 たち は 、 ア ッ ラ ー に つい て お 
前 た ち が 知 ら ぎ る こと を 語る に 非 ず か ?」 
Ea 

加 行 を 重ね 、 を の 罪 に 閉 ま れ て 身動き で き 
首 、 彼 等 は 業火 の 住人 と な り て 、 永 元 に 
その 中 に 住み 留まら ん 。 


され ど 信 じ て 税 行 を 積む 者 、 彼 等 は 楽園 の 
住人 と な り て 、 永 元 に を の 中 に 住み 留まら 
6 

則 十 項 


84 われ ら が イス ラ エ ル の 子孫 : 契約 を 結び し 


アル ・ バ クラ 


9 ルオ 4 3 じ 


9 ブッ ン プラ タイ ッ 2 プー ズブ ァ 
の の 3 の 2 oy 2 の LO 
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〇 > 


と ネー ルン 4 の し 34 0 グン ニン ノノ 時 の の 
デ 


半生 こめ 
で ン ン 2 し アテ デン う 9。 2 ュ 
RWSONK ENWEIIRWW4KA1 2 


RE 3 
の Eee 15 
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iH 70 


ユダ や 人 の 中 に は 、 神 の 言葉 と 称し て 本 を 作っ た り 、 
為 は ユダヤ 人 傍 に より 、 
し て いる 数 民 の 本 が ある た だ た め ゆめ 


し ば し ば 行わ れ 、 そ の .[、 


王 ァ 
ささ 


く て いる 程 で ある 。 


注 71 
本 了 的 辻 因 や 

(Jewr、 
な 罰 で ある と いう 誤解 に 

上 続く まい と 購 
所 、 エ ユダ ヤ 人 が あま える ね てく 信じ 
神 論者 で な い 限 9、 
PR 人 人 に 


ある 


ュ ユダ や ヤ 人 の 幾つ か の 直 習 を 述べ だ た 後に 、 ク タル ア 
Enc・Gehenna 参 照 ) 或いは 、 
起因 し て いる 。 
いっ て いだく らい で ある 。 あ る 者 達 な ど は 、 
11 ケ月 、 

半 は 地 弥 で 、 


中 いじ は 、 い くら 反 《 と も 、 


正統 な 理 壮 の 他 に 、 
れ な か っ た 本 と 啓示 る れ だ 本 と の 区 列 を する 事 が 今 で は 不可 


も し 前 せら れる 様 な 事 が あっ て 5 、 


を れ ら の 一 部 を 作っ た 者 達 が い だ 。 こ の 様 な 行 
ユダ や 人 達 が 、 寿 示さ きれ だ た 本 で ある と 
工 に な っ て 


ー ン は ほ は 、 ユ ダ ヤ 人 の ご うま ん る と 、 心 の が ん 迷 さ の 根 
説明 し て いる 。 クル アー ン の 指摘 する 所 に よれ ば 


これ ら は 叶う け な い と いう 間違っ た 一 般 枢 念 、 
を の 期間 は 極端 に 短く 、 極 くき きい 


る 限 言 者 の 時 代 に は 、 一 部 の ユダ ヤ 人 は 、 自 分 達 の 前 は 40 H 間 以 
KT 32 
し 和 9 の グル ー ダ に 避 し て いよ ょ う 5 
1 ヶ年 捧 上 、 
一 生 抽 苦 を 負う も の で ある が 。 


、 い か に ひび どい 人 人間 で あっ て も ぅ 、 舞 
Mi と め お か れる 事 は な いと いう 央 で 


光 。 








是 を 忌 い 起 せ 。 計 お 前 だ ち ア デッラ ー 以 外 何者 1 よ ン 12 本 3 3 に RIE 
> < 

5 水 拝 する な か れ 。 面 し て 、 両 親 、 親 成 、 ば 22d8 りう 信 
ry PPPPSM RM 1 ae ーー マ oo 
Je で リナ UM MR し 、 可 捨 多 惜 志 だ 6 上 スン る リノ 
し か る に お 前 た ち は 、 僅 か な 一 部 の 者 を 欠 22308 さる REIUAIM 
いて 、 他 は 顔 を を そむけ た り 。 の 
《⑨ 〇 ゅ ら ょ 9 


85 また 0 は 、 お 前 だ ちと 契約 を 結び し 時 、 w ン レッ タ 2 2833 ッ ン HH 
ぅ | (3 の T AA1 9.5 
か 、「 お 前 た ち 、 己 が 血 を 流す な か れれ の の 2 )3 28 
ョ ブ ジッ デン ァ ン 2 
人 の 家 より 追放 する な か れ 」 スグリ 人 ン 4CCO12 に ち 
隔 を の 時 お 前 た もち は ヽ これ を と 時 認 し 、 日 9 の と 2 
ら その 証人 だ り し な り 。 >1OCI の 2PN 
86、 し か る に お 前 た ち は 、 が 同胞 を 殺し の ンタ 22 ン テク 9 ッ 95 ン の る 
りう 〇 免 用 9 0 133 
つ 同 胸 の 一 部 を その 住居 か ら 導 い 、 ii 「 
we 1 ウ ど デル 」 の が ウロ 
きえ 相 い 謀っ て 、 悪 と 憎しみ と を 以 て 彼 等 こつ 9b AOD655 めじ > ら 2 
に 敵対 せり 。 彼 等 が 人 囚 と な 9 て ひか れ て の が 2 クウ ン ョ ンタ 
くる と 、 追 放 を の も の が 培 法 な る に も か か ka レセ 
わら ず 、 映 代金 や 要求 せり 。 お 前 だ ち は 経 ラン ジッ 3 2 イッ タタ シン 51 と ン ン タン ン の 
典 の 一 部 を 信じ 、 他 を 拒む 気 か ? お 前 た gs チー アルン シン グーン 
ルイ か ィ う と し 
ちの うち か か る 行為 を な せる 者 の 報い は 、 MS 92 半 SO 2 放っ NN( 
現任 に お いて は 恥辱 、 響 刊 の H に は 極刑 に 「 2 
処せ られ る べし 。 げ に アッ ラー は お 前 た ち %al の 8 JA) 
所 業 を 見 過 し 給 わ ず 。( 注 7 の 
の 所 業 を 見 過 し 給 わ ず 。( 注 72) 2 間 DCOPIV は DWRGJRIIC 9 


ン ウラ ョ ン 


GO 


ゝ ジリ は ! は の 1 ト わ 中 な - Z ノ ) 1 9 ン 3 る R 

87 ーー や 拉 選 より 現世 を 選ぶ 者 593 が 24AUEGWE 
2 條 等 は 多 六 を 軽減 せら れず 、 ま た 加 と の ラタン クタ ダン 。 の スン る タタ ッ ン 0 の 
何 な る 佑 助 も 得 ざ る べし 。 ② 〇 2 の の > あり 5 IA 69 な よ コ 


征 72 亜 な る 預 音 者 の 時 代り メディナ に は 、 二 つの ユダ ヤ 人 の 部 族 、 バ ヌー・ ケ ー ヌ カ 、 バ ヌー・ ナ ズ イ ー 
ル ょ よ バ ヌー・ ク レー ザ ヒ 、 二 つの 旭 教 徒 の 部 族 ア ウス と カズ ラッ ジュ が 住ん で いた 。 ア ウス の 陸 に バ メ ヌー・ ケ ー 
スカ と バス ヌー・ ク レー ザ の 二 つ の ユダ ヤマ 人 の 部 族 が 、 又 カズ ラッ ジュ に は 、 バ ヌー・ ナ ズィー ル が 際 接 し て い 
だ た 。 この 人為 、 凌 赦 徒 間 の 戦争 が 始ま る と ユダ ヤ 人 達 は 自動 釣 に まき こま れ て し まう 。 し か し 戦争 中 に 、 異 数 徒 
が ユダ ヤ 入 を 打上 に する と ユダ や 人 達 は 寄付 を 集め 身代金 を 支払 っ な 。 ユダヤ や 人達 は 界 教 徒 の 捕虜 と し て 拘束 
され る 吾 は 不当 で ある と 考え ん だ た の で ある 。 クル アーン は この 風習 に は 反対 で 、 彼 5 の 信仰 が 、 ユ ダ ヤ 人 の 払 吉 
化 を 茜 止 する の み で な く 、 相 互 の 戦争 関係 し あか らき る まな 殺 入 を 禁じ て お り 、 現 書 ( 叉 は 経典 ) の 部 だ け を 


受け 入れ て 、 残 り を 耕 定 する 程 趣 い 事 は な 《、 こ の よう に 、 一 部 を 受け 入れ な いと いう の は 、 中 落 し た や の 証 
0902 る と し て いる 。 ユダ ヤ 人 の 奴 蘭 化 桂 止 に 関し て は 、 レビ 記 25 : 39 一 43、47 一 49、54、55 ネ ヘ ミア 記 
1 8 委 昭 。 


* 


tm 


寺 己 半 アル ・ フ ミク ラ 
第 -ーー 項 Lu し の ッ そ ン ン ッ タン ッ の ッ ク ン マ 
6 * 。 に II 際 Sg じ AA ( AN の いじ! 
88. げに われ ら は モー で ゼ に 経典 を 与え 、 彼 の 後 IE Ms C2 5 て (9" AS う 
の し ゥ 9 912 


に 北 多 の 使徒 を 秋 が し め だ た り 。 ま だ われ ら の の 282 SOLOZoleg CB 
は 、 マ リア の 子 の イエ ス に 明 証 を 与 ぇ 、 型 


2 し 人 す マデ 
霊 に ( 注 73) よっ て 彼 を 強固 な らし め り 。 ACBis8 う し Oo 2 
し か る に お 前 た ちば ぼ 、 使 徒 が お 前 た ちの 意 2 の 5 (5 32 SS くく 
こそ まめ 啓示 も だ ら す だ びに 、 お 前 だ ち ぐら お し つめ うう oO) いう 


は 柄 柄 に 振る 舞い 、 或 る 使徒 ば 嘘つき と 
の の し りり 、 ま た 疎 る 使徒 を ば 和 殺害 せる に 非 


89. 彼 等 は 云う 、| 我 等 の 心 は 家 わ 所 て いる な NE ン 0 7 PC 

り |」 と 。 然 6 ず ! ラー は その 人 不信 心 還 只 
筐 を 呪 記 せり 。 信 ず る 入 々 の .⑬ 〇 pg し 
に 


6 


90. き て 、 彼 等 の 手許 に ある 聖 若 を 完全 な らし AIGO22 2 8 の 5。 
め る 経典 が アデ ッ ラー ょ 5 彼 等 に 降 き れる 


と 、 か つて 彼 等 は 不信 心 者 ども に 対す る 勝 0 の 


利 | を 祈願 し な が ト 、 来る ト ) の が 米 る だ 信 の る 、 72 の ッ る ン ン ン プン ノ 

ずる こと を 折 み た り 。( 注 74) され ば 、 ア ッ PE も と らら 5 

ラー の 呪 組 、 不 信心 者 ども の 上 に あれ 。 の 〇 8 I 
91. 災い は 、 彼 等 が 自分 の 殊 を 買 り 羽 度 せ し こと の ムク シ イン ン ェ レン テ 

な り 。 つ まり 、 彼 等 が アッ ラー の 降 せ し 経 9 Ole も し こも 

虹 を 信 ぜ る は 、 サタ の の coo リル 僕ら の 中 で お 外 ス タデ いら 565 P』 み 2? 

に 入り の 者 に 思 容 を 垂れ 給 う こと を 巡 な 0 ン と あの みか 0 迄 の 


1 る 


が 数 な り 。 か てく て 人 彼 等 は 、 主 の 和 り の . 上 に 2 0 uo dE Ab っ 拓 5 9 うい しら 
更に 怒り を 招 け り 。 不 信心 者 ども に は 恥ず 
べき 懲 還 あり 。 」 ScA63 

92 彼 等 に 所 っ て 「 ア ッ ラ ー の 降 せ し も の を 信 の 全 し 222 グマ レー 2 うい 5 タイ イー ノン ン 
ぜ よ ] と 云う と 、 彼 等 は 答え て 云う 、「 我 等 HPORPIICOIN2 ま の 用 
は 我 等 に 隆 き れ た る も の を 信 ず ] と 。 さ れ 


肖 : 73 | 聖霊 ] ほ E は 天使 長 ガ プリ エル の 別名 と し て 誠 く 知ら れ て いる 。 ル フル ・ ク ドゥス 件 聖 寺 と は 神 
の 坦 な る 又は 、 祝 祈 き れ た だ 言葉 と の 意味 ぅ 表す 。 


注 74 。 この 節 で は 、 ユ ダ ヤ や 人 人達 は 、 尋 数 徒 の アラ ブ 傍 に は 、 邊 分 達 の 経典 で ある 弄 壮 中 に 、 肛 界 中 に 藤 実 
を ひろ め る 事 と な る で ある う 頂 革 者 の 到 米 に つい て 、 和 知らせ な い 様 に し て いた だ と いう こと が 表 き る れ て いる 。 履 
い は 、 そ の 解決 の 仕方 と し て は 、 柱 な る 預言 者 の 合 来 以 曽 に 、 ユ ダ ヤ や 人 達 は 、 神 に 熱烈 に 、 ま ちがっ た 信 作 に 
うぅ も 勝つ 真実 の 信仰 を も た ら 6 す 貧 言 者 を 出現 きせ る よう 祈 匠 し て いむ だ の で ある と いえ る 。 し か し 、 自 分 達 の 白 
願 し て いな 李 言 者 が 実際 に 出現 し 、 虚 偽 に うち か つ 真 実 の 擬 勢 (支配 ) が は っ きり する と 、 ユ ダ ギ ヤ 人達 は 、 六 
言 者 を 受け 入れ る 事 を 拒否 し た 。 その 結果 、 自 分 二 の 上 に 、 神 の 呪い あう ける 事 と な っ だ の で ある 。 


寺 ー.『 吉 


93. 


94、 


95. 


96、 
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注 75 


注 76 
言 者 の 主張 が さき 


I 
ゴー 


ば 、 そ の 後に 降れ る も の は 、 た と いそ れ が 
すでに 授かり し 総 典 を 完全 な らし め る 真理 
で の の め う と 、 役人 等 は 之 を 信 ず ぎ ざる な り 。 ム 
え 、|「 お 前 だ ち も し 信者 な ら ば 、 何 故 ア ッ 
ラー の 預言 者 た ち を 殺害 し た る か ?」 と 。 
か つて モー ゼ が 、 お 前 だ ちの と ころ へ 数 々 
の 奇跡 や も た ら せ し 時 、 お 的 たち は モー ゼ 
の 留守 に 、 積 を 拝 し て 罪人 と な れ 5 。 


思い 起 せ 、 わ れ ら が お 前 だ ちと 契約 を 結 


SEE 
「 わ れ ら が お 前 だ たち に 与え し も の を 墜 持 
し 、 耳 傾け ょ 」 と 云え る 時 の こと を 。 す 
る と 彼 等 は 、「 我 等 は 聴い て 、 る きれ ど 従 わ ず 」 
と 谷 え た 9.。 彼 等 は 信仰 心 を 持た ぬ が 閣 に 
と の 心 は 策 の 受 に 依 ば まれ た り 。 云え 、「 
前 だ ちの 信仰 の 命ずる も の は 、 を それ が 信仰 
だ と いう な ら 、 言 散 道 断 な り 」 と 。 
云え 、「 ア ッ ラ ー と 御 一 緒 で きる 来世 の 住処 
が 、 す べ て 他 の 人 々 を 排除 し て 、 お 前 た ち 
だ け の も の と する な ら 、 本 当 に そう 思う な 
ら 、 死 を 望め ] と 。( 注 76) 

し か し 彼 等 は 、 決 し て 死 を 望ま ざる で し 、 
すでに 送り し 己 が 罪 故 に 。 アッラー は 不義 
な す 者 ども を よ ( 知 り 給 う 。 
流 は 、 役 等 が 、 多 神 教徒 に も ( 注 77) 増し 
て 生 に 執着 する こと 最も は な は だ し き 民 な 
る こと を 必ず 知る ご し 。 千年 $ 生 き 長 6 ら ぇ 

うと 望む 者 あり 。 き され ど 、 だ と い 長 寿 を 
授かる ろう と 、 そ は 和 汚 前 を 免れ ぎる で し 。 ア ッ 
ー は 彼 等 が な せる こと を すべ て 知り 給 
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2 ・64 を 参照 の 事 。 
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22229AN0 ご 


セル ンプ 生生 と アン 5 エイ ン ン 証 還 と 
Ao の 05 lo 


⑱ の Juo 
9 の アト 9 うー 5 アタ ンタ る イン ゃ クン ンタ ある 。 アン 
652 の ouled5 10A つ 1 953 
誰 に 
こ 5 921 アグ 
@ ou: AE 


の ど プア Ph pap 1 デ ロ ブ る 2 

プッ ン ング うそ すみ Jose 

プイ クン で バン ンー ンタ ブタ ン ン か っ イタ タダ タン ンタ レノ 5 ノ 
いっ DA 20o1 う の る 92 

ルル ンプ 5 レン グラン スン 2 レ 2 

PA AX9ololAsl1O タ と 


と アタ フッ ン [ レ 
⑨ ら ss 


この 迄 味 は 、 も し ユダ ヤ 人 人 が 、 神 が 彼ら の み に 神 の 恵み を サ え られ だ と いう 王 張 が 正当 で 、 聖 な る 李 
6 ら 、 役 ら は うそ を つい だ こと に より 死 上 破 減 を 求 ゆ る べき だ と の 


= に や = 


デル ・ バ クラ 
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第 十 項 

ん えん 、「 ガ ブリ エル に ( 注 78) 敵対 する 者 は 
誰が か? カク グリ Ms を は アッ ラー の 合 を 
奉じ 、 以前 に 隆 され た る 経典 を 完全 な らし 
め 、 ま た 信者 へ の 御 導 普 びに 半 報 と し て 浴 
の 心 に 乏 示 を 降 す 者 な り 。 


アッ ラー、 諸 天使 、 諸 使徒 並び に ガブ リエ 
ルミ カエ ル に ( 注 79) 敵対 する 者 は 、 対 
れ で あれ 、 そ の よう な 不信 心 者 に 対し て は 、 
人 0 は 敵 と な る 」 と 。 (807 

に われ ら は 、 数 々 の 明 操 な る 神 光 を 液 に 
| 不 依 心 者 
ば がかり なり 。 


な ん だ る こと か が か が! 契約 を 結ぶ た びに 、 何 
改 彼 等 の 中 の 或 る 者 は る れ を 硫 業 する の 
か ? 然 ら ず 、 彼 等 の 大 方 は も と も と 信 ぜ 
ざる な り 。 

を れ 故 この 度 、 彼 等 の 経典 や 完成 すべ く 
アッ ラー より 使徒 が 遺 むき れる と 、 継 暴 を 


9 タン ノ レス ルン アア エナン に ク 。 ン AM 
7 すし VRMG'OC1AW 錠 (SLK 
Sc 

トン レン 1 の ゅ デン 

40 の うと go 

5 ノ ン ゃ ^ ! ン 


の アデ 


CN 2UUOEDWH als 

9 ( 1 

引 み 」 ェ 人 ラ うう イン 内 

2 お 88031A6c 69k2g 
2 タ 2 タン 9292 グ 

っ 1 


し 2 


BU20oo 20544K2 





1 アツ /1 デラ 人 っ て 
賜り た る 入 々 の 一 部 は 、 な に も 知ら ぬ げ に CGIRHTOANU と EE と と 
2 い 、 ア ヅ ジ トピ ー の 経典 を 薄 『 後 に 投げ げ 捨 て だ う アデ う 9 ア ウブ グプタ 9 そ / みろ タ 9 
b 。 OSA の 2 めのう 約 
注 77 "ユダ ヤ 人 と 比べ 、 多 神 教徒 の 方 が 、 現 世 の 生 活 に 屈 従 的 で は な い 、 何 故 な ら 、 ユ ダ ヤ 人 と 違っ て 異教 


徒 騰 は 、 死 後 の 人 生 の 存在 を 信じ て い ず , 
生 78 


[ガブ リエ テル | と は ガブ ルイ ル の 合成 放 で 、 


2 
プ 


を の 為 、 死 後 の 沼 


神 の 男 か ん な 下僕 、 
へ プラ イ 語 の ガブ ル は 、' 吾 使い "を 意味 し 、 イ ル は "強大 な "力強い "の 意味 を 表す 。 


を 和 恐れ る 正 も な いか ら で あ る 。 


己 い は 、 神 の 台 使 い の 意 味 を も つ 。 
イプ ブン ・ ア ッ パ バス に 依 れ ば 、 


が ブリ エル の も う 一 つの 名 前 は アブ ドゥ ウッ ラー で ある 。 大 使 の 内 に あっ て 中 心 的 存在 で ある ガブ プリ エル は ク 


ルアー ン の 大 啓 の 提 い で あっ た 。 瑞 書 で も 、 
し て いる 。 (ダニエル 書 8 16 
ブリ エル に 同じ 役 
て いる 。 苗 な る 預言 者 の 時 代 に 


・9 1:21 と ルカ に よる 福音 書 
害 り を 課 し て いる 。 し か し 後に 


使 上 みな し て いた 。 


注 79 
る 者 は な い " 
と 豊か きる 、 
注 80 

精神 シス テム の だ っ た ーー つの 曲 位 に 対し て で も 趣意 
り を 自ら 断つ 事 ほ な る の で ある 。 こ うい っ た 者 は 、 神 の 真実 の 下僕 に け 


ミカ エル も 王 要 な 天使 の 内 の 一 人 で ある 。 これ! 


天使 考 


きれ 、 罪 人 に 下 き れる 司 に 値する と ころ と な る の で ある 。 


ョ クウ ぱー: 


90 
は 、 エ ダ や ヤ 人 は 、 が ガブ プリ エル を 、 


ミー ク と イル の 合 ) 
ょ の 意味 を 表し て いる 。 ユダヤ 人 は ミカ エル を 、 好 まし い 天 使 と みな し て お り 、 
蓄 雨 と 牧草 の 天使 し し て と ら え ぇ 、 世 界 を 支え る 仕事 を 主として な し て いる と 考え て い だ 。 
は 、 灯 神 的 つながり の 中 で 重要 な 輪 で あり 。 精 坦 的 つなが の 輸 の 一 ー つ で すら 、 
を 明らか に する 者 は 、 実 質 上 、 全 て の シス テム と の つなが 


5 ル 0 の 80N の RS 


1 ・ 19) 現 節 で 指摘 きれ る 様 に 。 グル アー ン で も が 
人 時 MO 2 3 きま 
彼ら の 英 で あり 、 戦 争 、 秋 いそ し て 承 苦 の 天 


語 と 考え られ 、 何 $ の も 神 に 似 
ミカ エル は 、 平 和 


所 io 


- え られ る 思 み や いつ くし み を 、 は く 鶴 


"一 テ 


邊 一 所 アル ・ バ クラ 


L か 

103、 し て 彼 等 は 、 ソ ロモ ン の 統治 に 反逆 せる 2 M2 5L131 アア | ィ 
者 ども が 従い し 行動 を 追う 。 ソ ロモ ン は 不 。 ウツ 2 eb 
信心 者 に 非 ず 。 不 信心 者 は 、 人 々 に 虚偽 や の 
上 噌 を 教え し 反逆 者 ども な り 。 彼 等 は バビ 2 
RES Oo に 8 ゆび 6 っ 95 Deal AM 


ym が - ( 注 82) 降 き 和 れ し た る も る ン 1 や ノウ エ ィ ノン ラン タタ ビン ン ニン タタ テン 
人 々 1 - 教 えた り 。 き されど POT を eo85 22 らい 


方 術 は 読 剖 な り 。 さ れ ば 、 不 信じ 者 と な る し の の 5 
75 内 、 な ん と 9 (PO oe 
な が かれ] と 了 置 きせ ず に は 何人 に も 教え ざ が 





和 ィ ン 2? WW 2 る ン 
りき 。 か て し て 反逆 者 ども は 両 天 使 より 、 の IO も o あ 5 
大 と 妻 の 仲 を き 《 術 を 習い し が 、 人 。 ぬく (ンス 叶 ィ アア テア g を ーー クノ プ 。 
者 と て アッ ラー の 許し な し に は 何人 を も DC TSH VPS の 


に よっ て 害する こと は な か りき 1 は 305 2 クィ レ 人 り 5 
1 NO 
項 言 者 に 敵対 する 者 ども は 、 自 分 を 害し 、 0 8 うぅ 
し kn 9 プク 


益 な きこ と ば か り を 学べ る な り 。( 注 83) PE ンタ の) 
を ん な も の を 購 え る 者 に 来世 の 福 が 分 け 与 


ンプ 39 イッ ン み PS 
えら れ ぎ る こと を 知り ながら 。 げ に 秋 い は 、 の os 18 レ る 
彼 等 が 自分 の 魂 を 売り 濃 し た る こと な り 。 
彼 等 、$ ぉ しゅ この 事 を 知り た り せ ば ! 





注 81 ここ で の 1 人 の 天使 」 と いう 表現 は 、 王 人 人 の 弄 人 人 を 指す 、 何 牙 な ら 、 こ こ で の 二 人 の 天使 は 人 々 に 
人 か を 教え る と 述べ られ て お な おり 、 天 使 は 和信 々 に 混じっ て 暮 ら さ な い 衝 、 人 人 問 E 抽 用 に 往来 する 事 は な いか ら で 
ある 。(17・95:211 8) 
潤 : 82 これ ら の 名 前 は 、 こ の 人 の 理 大 が 出 志 す る 人生 銘 が 、 イ スラ エル 大 の 敵 で ある RE ょ 威光 を 打 
ち 下り 、 バ パラ バラ に 死 く 事 に ある と いう 事 を 祭 徴 し て いる 。 これら の 型 人 は 、 始 め て 出会う 場合 の 相手 に ば 。 
明 分 達 は 普 電 の 区 別 や つけ る せる 為 に 神 か ら の 試練 と し て 下 き れ た 存在 な の で ある と 語り 、 SR ジ み 
すす の み に 市 限 し た 。 多 る に この 節 の 言わ ん と する 所 は 型 な る 橋 滞 者 の 時 代 の ユダ や ヤ 人達 は 、 ソ ロモ ン の 時 代 の 
彼ら の 宜 先 が し て いた だ の と 同様 に 、 有 有害 な 習 財 に ふけ っ て いた だ と いう 事 で ある 。 四 に 言わ ん と し て いる の は 、 
ソロ モン の 時 代 の 害悪 も を えき ちら し た 者 産 ほ 上 し いう の は 、 ソ ロモ ン を 不信 者 で ある と 決め つけ た 無法 な 首 達 で あ 
) ここ て シロ モン が 培 HR を 持た 省 次 ゆら れる 事 に 反 座 し 、 事実 は を う で は な いと いう 事 を 明確 に 記し て い 
る 。 ま た 人 役 の 時 代 の こう いっ た 人 華 は 人 々 を だ さま し 自分 達 の 意 凶 する 所 を 拓 塗 する 為 、 一 般 に 理解 きれ て いる の 
ASIA ES NE "ある 。 この 節 で は 、 ソ ロ 
に 敵対 する 者 達 が 、 披 に 対し て 、 仕 掛け た ワナ と 、 そ う 5 0 こと で 、 ソ ジロ モン の 王国 を つぶ そう と し か た 陰 
人 RS て いる 。 ソロモン の 時 代 の 状況 を 語る 事 に メデ ィ ナ の ユダ ヤ 人 も 、 そ れ と 全く 同様 の 下 
劣 な 来 を 坦 な る 怖 言 者 ! 還 介 80NINIHIIRBDSZHS EE に 
素 し て いる の で ある 。 


種 89 。 ユダ ヤ 人 信達 は 、 イ スラ ム の 三 光 が 着実 に 拡がり 、 ア ラビ ア に 夫 け る 、 反 イス ラム が 完全 に 杉 が えさ きれ ね 、 
イス ラム の 発展 を 自分 達 で 止め ゆめ たり 縮め ゆめ だ た りす る Ei 気付 いて か ら は 、 部 外 者 達 を 反 イ スラ ム へ 
と 扇動 し 始 ゆ だ 。 キリスト教徒 の 支配 者 に 抑 庄 、 追 寄 き れ だ 彼ら は ペル シア に 亡命 し 、 由 分 達 の 信人 の 拠 京 を 
ユダ カ か らら バビロニア へ と 移し だ た (UIutchinson 16 一 3 著 、 Fistory of the Nations、 5 9 次 に ペル 
の 帝王 達 の 宮廷 に 影 響 力 を ふる い 始 め た ユダ や ヤ 人 は 、 イ スラ ム へ の 陰 斉 を 企 て 始 め だ の で ある 。 彼ら の 扇 
間 人 : し 、 チ ョ スロ ス 所 が 、 イ スラ ム を 受け 入れ る 様 に と の 加 な る 頂 言 者 か ら の 手 % を 受け 取っ た | き 、 





104. 


地 . 


106. 


l', 


109. 





チョ スロ ス 1L 提 は 、 
メン の 総監 バー ド ハー ム に 、 
る に 剥 っ ただ 。 こ の 痕 が 言及 し て いる の は 、 
彼ら が 注目 し た の は 、 
号 を 伝え あう 結社 を 全 っ て 、 
26、 歴 代 下 10: 2ー4)。 
ビ ロ ン で 捕虜 と な っ て いた 時 で ある 。 こ の 盆 で 語 及 きれ て いる 
リヤ で ある (エス ラロ 2 
ら は 自分 産 ぞ 神 あ 
泊 : 64 
る 。 彼 ら は 宗 


23、 


5 し 彼 等 が 信じ て 、 農 も 和 い だ も は アッ 
ek 更に 佳 き 塊 美 を 得 た り し も の を 。 


5 この 事 を 知り だ り せ ば ! 
第 十 三 項 

湊 等 信徒 な ちょ 、 ラ ー イ ナー ※ と うな か 
ウン ズル ナー※ と 云え 。 面 し て 耳 を 傾 

け よ 。 不 信心 者 ども は 酷 域 あら ん 。 

※ ラ ー イ ナー と は 「 我 ら を 見 よ ] の 意 。 し か し 、 

ちょ っ と アク セン ト が 変る と 、「 遇 か 者 ]、「 う 内 ぼ れれ 

屋 ] と な る 

※ ウ ンズ ルナ ー と は 、「 我 ら や 見 つめ ょ よ 」 の 遍 。 

経典 の 民 の 中 の 不信 心 考 ども や 多神教 徒 た 


彼 等 、 も し 


ち は 、 王 より お ぢ お 有 前 だ ち に 下す も の は 、 加 何 
な る 良き も の で も 、 2 Ci 
アッ ラー は 、 誰 ん れ に も せよ 、 お お供 る ば 、 


慈 窟 を 垂れ 給 う 。 
首 に まし ます 。 
以前 に 啓示 せる も の を 廃 研 し 、 ま た 忘 趣 せ 
hh 
くれ に 等 し きも の を 授 《。 アッ ラー が 
まし ます こ 凍 和 0 和 

人 
を 知ら ぎる か ? アッ ラー を 措 い て 、 お 前 
だ ち に は 如何 な る 守護 者 $、 佑 助 者 $ な し 。 


か つて モー ゼ が 問わ れ し 如 く 、 お 前 た ち 、 
己 が 使徒 を 語 団 する 気 か の? 信仰 の 代り ! 


8 


全能 【 


不信 心 を 選ぶ 者 は 、 上 し い 門 より 迷い 去れ 
る 者 な りー ( 注 84) 


な ぜ 自 分 が イス ラ 


ュ ダ ヤ 人 が 秘 


* ら の 試練 で 
ME 
に 関係 な い ば か げた 皿 問 を し た 。 


ム を 受け 入れ る 必要 が ある 
弄 か る 所 人 滞 者 を 捕らえ 人 に つない で ペル シア 宮 延 に 連れ て 来い と の 命令 を 出 き せ 
遇 な る 后 省 の 時 代 の ユダ や 入 達 の こう いっ た 、 
昌 分 帯 の 欧 達 $ 同 様 に 見 ず ソ ロモ ン に 対し 、 ユ ダマ ヤ 社 
斉 り 事 を めで らし た と いう 事実 で あ 


これ ら の 革 和 人 人達 は 秘密 結社 の 会 只 を 


る と 言っ だ が イス ラ エ ル 伏 は 、 
る 下 語 者 の 使命 や くつ が ぇ えす た だ た め に ユダ ヤマ 人 人 が 用 いた 七 妙 な 計 員 ! 
そ 員 は イス ラ 


匠 | 


う 9 み プリ ゥ 2 る アン グン 


る oo 33 5 902 
ooAA518W3 


211MACIRKYDIK 人 TAUIPG 
AMO 233 


夫人 IOAU OSI 


あど 5025) り ゥ ウロ ゥ の み ど プ 


うら の 2 の 2 


用“ 


MK 呈 


アイ 


GA すま 5 2 人生 


(232 AX ッ ノ 


2 


ED と 
e66 5 の 8 ゆあ 人 58028 PA 必 
ko の yoEN826 46088 8 
の の 95 5 とい | の め に c 交 に 
2 介 AWK く NRCKYUTGTY リグ 
6 才 は ACID の 1 
@③ | 


ee 





の か と 、 当 時 は ペル シア の 領地 で あっ た イエ 
索 庄 や 除 謗 で ある 
会 の 数 名 が 、 秘 密 の 吐 号 や や 記 
る 。( 列 上 上 11『 1 


嘩 入 は 、 ハ ガイ 、 そ し 
> 男子 に 限り 、 新 し い 会 員 の 入会 詩 に は 、 彼 
信 の いう こと 送信 じじ が か つの た 。 

こつ いて 述べ て い 
ム ふ 教 徒 に 遇 問 の 精神 を 盾 えつ ける だ めで あり 、 


と の た め に 信仰 の 査 成 は 作 つ けら れ 、 不 信 の し りこ に な る の で ある 。 


ノッ エグ ウツ 


23、 26、 29 一 32、11 : 14、 
杜 あ 一 度 め に 作っ だ の は ネ ブ カ ド ネ ザル 上 の 時 人 氏 に 
て イッ ド の 息子 で ある ゼ ガ が 


Y 


只 二 - 音 


アル ・ バ クラ 





]10. 


]H1, 


17. 


113, 


IEW 


油 85 


注 86 
( 末 和 E) 、 


経典 の 民 の 多く の 者 は 、 真 理 が 証明 きれ た 
後 で も 、 た だ 自ら 6 の 災 婦 心 故に 、 す で に 州 
信 せ る お 前 た ち を 再び 不信 心 者 た らし めん 
と 願う 。 き れ ど 許し て や れ 、 願 みる な 、 ア ッ 
ラー の 判決 が 下る まで は 。 げ に アッ ラー は 
全能 に まし ます 。 


礼拝 を 大 守 し 、 喜 捨 を せよ 。 む お 前 だ ち が 自 
ら 5 の だ た め に な し だ る 普 行 は 、 す べ て アッ 
ラー の 御 許 に 届か ん 。 げ に アッ ラー は お 前 
だ ちの 所 業 を みみ を な わし 給 う 。 


彼 等 は 去 う 、 ト ユダヤ 教徒 又は キリ スト 教 
徒 以外 は 何人 も 楽園 に 入る を 得 ず ] と 。 を 
は 彼 等 の 虚 し い 希 望 な り 。( 注 85) 云 ん え 、「 お 


前 だ ちの 云う こと が 本 当 な ら 、 そ の 証拠 を 
示せ 」 と 。 
舎 、 ア ッ ラ ー に 全く 服従 し 、 善 行 を な す 莉 


は 、 必 ず 王 より 報奨 を 受け ん 。 か か る 人 人 々 
NR 恐 休 る 悲し み も 起 ら ぎる で し 。 
( 注 86) “ 


索 「- 四 項 
ュ ユダ マヤ 教徒 は 云う | キリ スト 教 生 に は 損 り 
所 な し 」 と 。 キ リス ト 教 筆 は 文 う 、] ユ ダ ヤ ギヤ 


NHAO2SU RI 

を 読 講 す る 者 な り 。 ま た だ 知識 を 持た ざ 
PP こと を 云う 。 い ずれ 復活 の 日 
に 、 ア ッ ラ ー が 後 等 の 論争 に 判決 を 下す べ 
に 


ユダ で 救 徒 も キリ スト 数 徒 


この 第 で は 、 完 全 止 に 芋 


を の 他 す べ て が 完全 に 神 に 屈服 し 、 神 の 泰 値 に 捧げ られ 


スラ ム 教 徒 が 自分 に 課す 死 の こと で ある 。 第 二 節 の 「 彼 は 普 
の 状態 や 指し て いる 。 それ は 、 人 人 が 神 の 愛 の 中 で 館 い 、 
が 与え られ だ よう に 感じ 、 
に 生き る よう に な 


それ が バカ ー (即ち 再生 ) 


玉 る 重要 な 二 段 階 の こと E を ほのめかし て いる 。 有 即ち 、 フ ァ ナ ー( 死 ) 、 
リカ ー ( 神 と の 一 致 ) で ある 。「 ア ッ ラ テー に 完全 に 服従 する } と いう 曹 
る と いう 事 で ある 。 こ の 状態 が ファ の 
f の 実行 者 で ある 」 と いう 言葉 は パカ ー、 
世間 的 な 計画 や 鈴 望 が 消 を る と 
と 呼ば れる 。 
る 。 結び の 言葉 は 止 王 の 第 三 に し て 上 赤 高 の 段階 を 描写 し て いる 。 ち リカー の 状態 、 神 と の 
ー… 至 の 状態 で 「 休 足し て いる 魂 ] と いわ れる 状態 で ある 。 


ゥ ン 2 タタ ン あん 17? > 
4C ン 3 人 人 い 2 を 
し を て う 9 デ ゆ っ 
人 re 
2 タン > レル る ン 
| タ | 氏 &ol51Sc る 貞 デュ 407 で 2 oS らい 5 人 寺 


ウッ ン ち う る 


@ め の 68 Pd 


タッ ン 本 
9 た の 

2 る M アデ ラテ ラ ング 

Cd 生れ 5 各 と あと 


・ ン 


(⑩ ee う 
の DUMP 
CV や 4 介 の る 28Pld な 所 1 る 


ァ ョ ンジ イ 。 タ アタ ラン と アン ラン ン アッ ン ンク 
較 あ 248 


9 


タラ アップ うぅ の デン 1 I 
の 3 入信 りう 0 に GZ524 Oog 8 
た ル ヴ tITCE2ITOIW 


1 ンタ レグ プン クル 2 中 タラ う タ ノ 11 包 
KG O た めく と っ 20 cro 
62980 ち ox 7 

3025 人 


も 、 目 分 産 だ けが 救い や を 手 に し て いる と いう 思い 人 違い や し て いる 。 


バカ ー 
、 我 々 の カ 、 全 官 
則 ち 真 の イ 
叩 ち 再生 
き 、 あ だ か も 新しい 命 
それ か らら 大 は 神 の だ た め 又 、 人 人 の 府 仕 の だ め 


旨 葉 の 意味 は 


(89 次 28 節 ) 


11 


彰一 アル バグ - 


ン 1 プン 2 セッ ン ン ン 


IS アッ ラー の 礼拝 所 で その 名 を 讃 た を る こと を レ ュ 982 ッ Z 。 の 
拒み 、 あ まつ きえ ぇ 之 を 壊さ ん と する 者 、 こ MO 生生 | の 2 う 


れ 以 上 の 不届き が あろ る うか? ( 生 87) か か GL4YOWE パン ン / の 
G テ こり 『 い 8@" | 
る 者 は 本 米 、 区 怖 な し に は 礼拝 所 に 入る こ 時 縛 了 6 ヴ " フ 
ほ を 許さ れ の 管 な り 。 彼 等 は 現世 で は 取 寿 2039 タ GOG20 8COAM 25 
を 、 来 世 で は 酷い 久 を 受け ん 。 


14 


ceo 
9 


三 ー レ と * ユ ] Aa RAM H 
1 生き 5 に 銘 
5. 秒 も 四 も アッ ク の 所 有 な b 。( 注 88) 区 に し て 1 りえ JI2G。 内 Ph 
前 だ ちい ず こ に 転じ よう と も 、 そ こ に 必 の 
oe e 2 
ET ー の 慈 顔 あ り 。 げ に アッ ラー は 慈 と とう OO 
、 す べ て を 知り 給 う 2。 
デュ 人 ?/ の プ ュ ッ タ プク ンク の 。 


17. met 「 ア ッ ラ ー に 御子 あり 」 と 。 ( 往 354 ル COORCUUE 
89) 障 な る か な 、 ア ブッ ラー ! 断じて 然 ら 6 6 


ず 。 天地 に 在 る すべ て の も の は 、 ア ッ ラ ー 1 夫 まう い 
の 所 用 な り 。 皆 こと ご と く ア ッ ラ ー に 服従 
9 


あめ つ 据 
il 彼 こ を は 天地 の 創始 者 な り 。 彼 も の ご と を 3 缶 イン ( 
2 el の 
決め 、 た だ 「 在 れ 1 と 評 を ば 、 す な わ ち CI【 go92 だ 93 
まい タ ジ メ 2 レン タッ タン 


を の 通り に な る な り 。( 注 90) ⑲⑭ う 人 0 4 の 





汗 : 87 この 節 は 、 他 の 守 教 の 祈り 場 に 禁 行 を 加え を る こと まで する 包 j 骨 な 行い に 対す る 強い 交 り や 表し て い 
る 。 彼ら は 吉 な る 場所 で 神 を 礼 拓 す る こと を 炉 げ 、 寺 詩 を 破壊 する こと まで する 。 そ の よう な 装 行 は 強い 言 集 
で 乾 難 され 、 泥 耐 と 寛大 る の 教 調 が 読 か れ て いる 。 クル アー ン は すべ て の 人 に 白 り の 場 で 神 を 礼拝 する 自由 で 
制限 きれ な い 権 刊 を 認め て いる 。 なぜなら 寺院 や モス ク は 視 を 礼 捧 す る た だ ため に 捧げ られ た 場所 で あり 、 他 の 人 
が 軍 を 礼 押す る の を 妨げ る 和信 は その 破壊 荒廃 に 手 や 貸し て いる の で ある か ら 。 


注 88 この 節 は 、 イ スラ ム が は ビ じ め 東 洋 に 広 ゆ られ ね 現代 に な っ て 西洋 に 普及 し て いく と いう 頂 言 を 包含 し て 
いる 。 


中 89 「 テ アッ ラー に 御子 あり ] 上 いう 語 は ユダ ヤ 教 の 宗 著 文学 に お いて 「 神 の 妥 す る し も べ 」 あるいは 「 頂 
言 者 ] の 意味 で 比 員 的 に 使わ れ て いる 。( ル カ 20 章 36 飾 マ タイ 5 章 9 和 伺 、43 節 、48 節 巾 命 記 14 童 1 節 出 エ ジ 
グ ト 記 4 章 22 飽 、 ガ ラテ ア 革 3 意 26 節 等 ) 神 に 足 子 が ある な ら ば 、 本 は 侍 的 稚 来 に 支 記さ い 天 を 必要 も し る 
の 美徳 を 皿 子 と 共有 し うる も の に な る 。 なぜなら 島 子 は 父親 の 体 の 一 部 だ か ら で あ る 。 神 は 死に 交 配る され ね ば 
な ら な い 、 な ぜ な ら 種 の 和牛 交 は 減 び ゆく ぉ の の 特徴 だ か ら で あ る 。 イ スラ ム は 、 こ の よう な 演 え すべ て を 拒 耕 
する 。 イ スラ ム の 教え に よれ ば 神 は 吾 な る 方 で どん な 欠 釣 る 持た な い 方 だか ら で あ る 。 

注 90 この 特質 は キリ スト の 神 性 という キリ スト 教 の 教義 に 也 盾 する ば か り で な て (、 匠 と 物質 は 大 占 か ら あ 
5 永遠 に 存在 する と いう ヒン ズー 示 の 理論 を も 拒否 し て いる 。 (1) 簡 は 天 と 地 の 創 造 者 で 、 神 は 忠 子 や 他 の いか 
な る 央 の 助力 も 守 宙 の 信 造 に 際 し て 必要 と し な か っ た 事 を 意味 し て いる 。 (2) 纏 は 宇宙 の 創造 者 で ある 、 即 ち 神 
は 無 か ら すべ て の 物 を 創造 し た の で あっ て 既存 の モデ ル ぅ 既存 の 物質 も 必要 と し な か っ た 。(3) 神 は 全能 で ある 、 
邑 ち ある 物 に 「 存 在 せ よ 」 と 命ぜ られ る と 、 芝 に 提 の 命令 と 計画 に 調和 する 形 で 存在 する よう に な る 。 この 
で は 、 時 々 癌 違っ て 理 角 きれ て いる が , 神 が 存 在 せ よ と 命ぜ られ だ 時 、 す ぐに 存在 する よう に な る と 必ず し $ 
意味 し て いる わけ で は な い 。 ここ で 言わ れ て いる の は 、 神 が 命ぜ られ る 何者 も その 命令 を 妨げ る こと が て き 
な いと いう 事 で ある 。 


ーー 
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1 は 9. 


120. 
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124. 


知識 を 持 だ ぎる 者 ども は 云う 、「 ア ッ ラ ー は 
何故 に 我 等 に 話し か け ぎ る か 、 ま た 神 兆 を 
( 生 91) 授け ざる が か? 上 と 。 以前 に もぉ 役 等 
と 同じ こと を 均 え る 者 ども あり 。 役 等 の 心 
は 同じ な 5 > われ ら は すでに 、 人 確固 た る 信 
爺 を 持つ 民 に は ささき 『 ま な る 神 兆 を 明 ら か 
に せり 。 
われ ら は 液 を 、 期 報 の 伝達 者 と し て 、 ま た 
将 告 者 と し て 、 長 理 を 持 だ せ て 派遣 せ 9。 
故に 地獄 に 臣 ち る 者 ど $ に つい て 、 液 に 次 
任 な し 
ュ ダ マヤ 教 俸 は 、 六 が 彼 等 の 宗旨 に 従わ ぎる 
限り 、 滴 足せ ざる べし 。 キリ スト 教徒 も ま 
た 希 5。 云え 「 ア ッ ラー の 疹 閣 こ そ が 長 の 

等 き な り 」 と 。 も し 溢 、 知 識 を 授け られ な 
生生 守ら 
ラー の 把 り の 前 で 、 友 も 援助 者 $ 持 だ ざる 
9 
われ ら か ら 経 典 を 投 け られ 、 正 し く 之 に 従 
う これ 等 SOS 
され ど 之 を 信 ぜ ぎる 者 ども 、 彼 等 * は 人 敗者 
がり 。 

. 補 十 所 項 

イ スラ エル の 子 ょ 、 わ ゎ わし が お 前 た ち に 棄 
れ た る 因 龍 を 刀 い 起 せ 、 ま だ ただ 万民 の 上 に お 
前 た ち を 高め だ る その こと を 。 
何人 も 他人 の 身 代 り に な れず 、 吉 何 な る 中 
員 も 受入 れ ら れず 、 ま だ どん な 導 り 成 し も 
粗 益 で 、 誰 の 助け も 得 ら れ ぎ ざる その 日 を 、 
景 れ 慎 め 。 
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ぅ 9 ニー デン 6 ノッ ン グン 2 の デ 
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プク タン タタ 

(の 〇 うし の 2 

FE 91 司 じ な い 沖 が 「 し る し 」 を 求め る 上 言わ れる 時 は いつ で も 「 し し ] は 自分 だ ち て 演 案 し だ 「 し る し ] 
か 沖の | しるし] の こと で ある 。(21 章 6 節 、6 普 38 節 、 9 20 症 ] 前 往 、15 節 、29 年 骨 


生 92 この 言葉 は ムスリム に つい て 述べ て い 人 


< 
彼ら ! 


な ぜ な ら グ クルアーン の 長 に 設 実 な 信奉 者 は ムスリム 


て 、 エダ マヤ 教 往 や キリ スト 教徒 の こと で は な いで あ 
で あっ て 、 ユ ダマ ヤ 数 徒 や キリ スト 教徒 の こと で は な い 。 


クル デー ン を 信ずる 事 を 折 谷 し 、 ク ルアー ン を で っ ちあ ば げ の 作品 と し て 所 ん で いる 。 


I7. 


詩 93 
ダム 【 
人 々 活 々 の 小 ヽ 生 会 に 分 か * #1、 


を 建 


せ ゝ 
すこ ロ 


注 94 
政 あ 3 滞 ま っ て 肘 来 は じ め て 広い 地域 が 訪れ 


|ー キ げ 
宗教 


が だ を の 町 よし て と ど ま 


ーー ュ 


区 ー* 


アプ ラ ハ ム が 主 の 命 に よっ て 試 め きれ 、 面 
し て 彼 が それ を 層 し た と きのこ と を 思い 起 
せ 。 EN 
らし めん ] と 。 を そこ で アブラハム は 、 [願わ 
く は 我 が 子 燥 か ら も 導 記 を 」 と 率 上 せり 。 
主 は 云 を り 、「[ わ ゎ し の 世 約 は 罪 入 に は 及ば 
2 る 
まだ われ ら 6 が 、 玉 典 を ( 注 93) 人 類 の 集合 
の 場所 、 並 びに 安全 地域 ( 注 94) と 定め 、 
アブ プ ブラ ハム の 立て る 処 を 礼 捧 の 場所 と せよ 
と 告げ だ と きのこ と を 思い 起 せ 。 わ れ ら は 
アプ プラハ いら と ょ イルマ エル に 才 2 で 、 記 を りり 、 
ここ に 遊 する 人 々 や 、 お 生 り 1 8 
人 々 、 弊 拝 叩 串 し に くる 人 々 の た め に 、 わ 
し の 避 典 を 掃き 清め よ 」 と 。 
を の 時 、 ア ブラ ハム が 祈っ て 、 云 えり 、「 主 
ょ 、 こ こ を 平安 の 地 ほ と な し 、 ア デッラ ー と 未 
SS 
主 は 云え 9 、「 不 信心 者 ど も に も ぉ し ば し 韻 
(の た yoenfei Je hr 
き 沙 きん 。 そ は 悲惨 な 行き 先 な り | と 。 
本 ( 注 95) イシ マエ ル が 型 
中 の 共 錠 を 置き 、 補 り し と きのこ と を 思い 
RI の HH 2RSSRD の 
給え を 。 げ に 液 は すべ で て を 了 務 き 、 す べ で て を 知 
り 給 2。 
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は 伝説 で われ て いる よう に 
て 妹 て られ (3 前 9 節 ) 、 
礼 捧 の た に は 
て 役 の 子 祭 ( 


カー ババ ( 晶 帆 ) 


に よっ 


役 の 上 息子 人 イシュ マエ ル を 通 


て 表し 、 


つれ て 、 を そこ は 偽 損 水 拝 り 家 に か を られ て いっ だ 。 そ の 数 は 敵 に ちる な っ て 、 
る 直 W びす べ て の 国 の 礼拝 の 中 心 に 


型 な る 頂 言 者 の 到 米 で 、 そ こ ! 
* だ 人 人 才 や 1 つの 人 


メッ カ の 町 で 


し まつ の ' 世 る 上 同体 に まとめ る 
ある カー バ は 、 
0 0 
の 信 仲 の 中 心地 は 、 危 険 叶 に この ょ うな 』 
っ た 。 外国 大 の 公 入 も 


立 者 で あっ た の か 、 


な カー た 


ハム ほ カ ー バ の 信 
7 が v 半 


、 又 、 グ ルアー ン 月 体 が 語 示 し で いる よう に 、 は 
ある 期間 彼 の 子 攻 の 礼 才 の 中 心地 で あっ た 。 それ か ら 時 が 絆 つ に つれ て 、 
ま 別 々 の 中 心地 を 用 いる よう に な っ た 。 
に 代々 礼 押 の 中 心地 と し て 残さ れ た だ 。 


SG 


平和 と と 全 の 載 女 し ある 


が その 場 の 旬 立 才 で ある と いう 上 人 も いる し 、 


じ め ア 
その後 ア ブラ ハム が それ 
し か し 時 が 経つ に 
ほとん どど] 年 の 数 と 同じ 位 に な っ 
る れ だ 。 埋 な る 頂 計 者 は 、 ア ダム 以後 分 区 
正 言 者 と し て 追わ きれ だ 。 


メ ッ カ の 平和 は 物 所 6 は 環 き れ な か っ た 。 他 の 
自由 を 手 に 
メッ カ は 常に 在庫 な る 方 の 手 の 中 に 


を れ と も た だ だ の 芋 残 者 に 


し か し 、 メ ッ カ は に 保 談 と 
の の だ に 。 

ぎ な い の か は 多く の 議論 を 引 
NMR 5 に まで 人 逆 の ぼる 1 


じ 守 きり 


は な か っ げ 『 


第 二 共 アル ・ バ クラ 


] 交 、 王 、 な に と ぞ 我 等 を 液 に 服従 帰依 せしめ 、 名 フタ イン ン 。 タ 2 の [アリン MG 
ロ 
の lee 作 す sR た らし ゅ ょ 。 ICO290o み つい 


ノン で 


我 等 に 祭儀 を 教え 給え 。 慈 顔 を 向け 給え 。 lg Ne 


げに 液 は し ば し ば 憐れみ に 転じ 、 悲 深く 





タ 
ま も に ます 。 (OSI 
お こ ィ 者 タ プ 
130. 主 よ 、 彼 等 の 中 か ら 一 人 の 使徒 を 財 し 、 液 の 上 2 人 0 
竣 示 を 役 等 に 読 語 せ し め 、 経典 と 知恵 を 教 の る と ルン 1 の 2 っ タタ 1 
タ 〆 タダ タン の 1 
ぇ 、 彼 等 を 光 め し め ょ 。 げ に 液 は 偉大 に し 01 の 5 る | 
て 、 覧 折 に まし ます 」。( 注 96) の IT 
肖 十 六 項 

ラタン フン や ー ク 12 タッ プー タン うと ラン と 


131、 その 心 思 か に 非 ぎ れ ば 、 誰 か アブ プラ ハム の 548 くっ) 0 あら と CE の っ う 
宗教 を 棄 つ る も の ぞ 。 彼 こ を は われ ら が こ 


の 世 で 選び し 者 、 米 世に お いて も 必ず 義 し 8% ぅ 9 6! 93 CE る OS 
き 人 の 仲間 と な きん 。 5 
の ce ら 


132. 主 が 彼 に 向っ て | 服従 せ ょ 」 と 告げ る と 、 彼 ⑯ こ JA Mu IL す 2 グッ ン |( 補 の イィ と 
は 「 我 は 服従 す 、 方 物 の 主 に 」 と 答え た り 。 KW 6 びと Wi 





いう 人 人 も いる 。 クル アデ アーン (3 章 9 節 ) と 信頼 で きる モハ ッ マ ド 言 者 の 丘 承 は 、 ア ブラ ハム に よっ て こ 
に 建物 が て られ る 前 に 、 何 か 建物 が 存在 し て いた が 、 そ を れ は 麻理 に な っ て そ を の 跡 だ けが 残っ て いた と いう 元 

解 を や 文 持 し て いる 。 こ の 和 に ある 「 基 礎 ] と いう 調 は 、 ア ブラ ハム と イシ ュ マ エル が 建て だ た 宗 の 基礎 は すでに 
あっ た 疑 を 示し て いる 。、 きら に 、 メ ッ カ で 子 信 の り イ シュ マエ ル と 母 E 別 和 れ だ 時 の アブ ラ ハ ム の 祈り 、 半 もち 、 [ 主 
よ 、 私 は あな だ の 型 な る 家 の 近 てく の 荒 れ だ た 谷 に 、 我 が すら を 定住 きせ だ まえ ぇ (14 間 38 節 )] は 、 カ ー バ が 、 ア 
プラ ハム が メッ カ の 谷 で 一 家 も か まえ る 前 に すでに 存在 し て い だ 事 を 尿 し て いじる 。 ハ ディ ス も この 見 解 を 支持 
し て いる ( ブ ハ リ )。 歴 の 記録 6、 カ ー バ の 超 泊 は 市 代 に る か の ぼる と いう 見 解 や 支持 し て いる 。 権威 の ある 
麻 史 家 や イス ラム に 敵意 を 持つ 批評 家 の う ち で すら 、 カ ー バ が 古代 か ら あ る 場所 で あり 、 大 昔 か ら 聖 な る 場 上 
きれ て いた だ た 事 を 認め て いる 。 上 本 し ジ ャ ー ズ よし て 知れ て いる 地 民 の ポ を ディ オド ッ ル スネ 、 シ クルス シシ 


か (60 人 SC 、「 堂 い 石 で 建て られ だ と て も 古い 祭 志 
0 な 2 の りら 近隣 の 式 族 が 四方 か ら 鐘 が っ て きだ 」 と つけ 加え て いる 。(C. MM. オー ルド ファ ー ザ ー に よ 


る 禄 訳 、 ロ ンド ン 、1935、BooklII、 芝 2 若 42 共 、2 名 ペー ジ か 6 213 ペー ジ ) また だ 他 の 革 物 に よ 紀 ば 、「 こ の 文 
22 の 拓 る 家 の りこ と に ちがい な い 、 デ ラビ ア 全 o ゥ ⑨ か ら こ の よう に 尊 作 きれ て いる 地 は 他 に 知ら れ て いな 
いか ら だ 。… 伝 共に よる と カー バ は 大 革 か ら ア ラビ ア 中 か ら の 巡礼 地 に な っ て いる |] と ある 。 


汗 : 96 この 節 で は 当 間 全体 の ギ キ 症 の 要約 を し て いる 。 当 交 で は この 節 で 束 べ られ て いる 順 座 で 種々 の 主題 を 


扱っ て いる 。 即ち 、 最 初 に 上 し る し |」 に つい て 、 次 に 『 坦 典 ] に つい て 、 そ を それ か ら 「 法 の 知恵 ]、 最 後に | 国家 
の 進歩 の 手段 |] と いう 順 で ある 。( 詳 細 は 英 版 大 嘩 ) - 


! ふ 


き 


第 二 貞 アル ・ バ クラ 
半 。 デジタ ハム は お が よう に する こと を 自分 Z ョ イク の トゥ ッ タ ラン ン FAT ン ュ レ ン 
OKA CO 589 9 4 っ め を 

の 子供 た ち も に 命じ た り 、 「 匠 が iR ち 病 58 2 っ 4 (ao の 
アッ ラー は お 前 だ た ちの だ め この 宗教 を 選 (IO よ ここ IS53 NN 9940D は 2 

び だ た だ たり 。 き され ば お 前 た ち 、 帰依 者 に な ら ず 

し て は 死ぬ な か れ ] と 。 す る と ヤコブ は 之 

に 僚 い た り 。( 注 97) 

j34. 3 ヤコブ が 了 臨終 の 時 に 、 その 場 に 在 | | ノッ ネッ クン イン 3 デン ノラ っ タッ シン ン 
5 1 の wie eASD Ka っ 1 2 る 
り し か 7 その 時 ヤ ュ コグ は 思 子 だ ち に 、| 我 寺 『 の 


NN ン ェ ノ ) ン レト 2 ro ンタ 9 グ [ ン っ 。 
が 亡き 後 、 お 前 だ た ち は 何 を 拝む か ?] と 誤 = E AS は Pr 


けり 。 候 子 た も は 答え て 、 云 た えり 、[ 我 等 は 銘 フル 1 コ ョ ンス > ュ 。 
湊 の 神 、 流 の 父祖 の 神 。( 注 98) ア プラ ハム 、 ve CMV YMTCTOKIU 


イシ マエ ル 、 イ ス ア ー ク の 神 な る 唯一 の 神 ン うっ タン ML 
を 拝 きん 。 我 等 は を の 神 に 絶対 服従 す 」 と 。 @ ら Os 
( 注 99) 
135. これら の こと は 過ぎ 去り し 民族 の こと な り 。 (3 58 1 CSE 3%1d6 
彼 等 は 彼 等 が 稼ぎ し ぁ ぉ の の 報い を 受け 、 お 
5 SE ま 5 タレ ョ ン * ン ン アン 2 と で イン タタ ゥ アン 
前 た もち はお 前 た ち が 稼 ぐも の の 報い を 受け ⑨oUS DP EE O っ 326 


ん 。 役 等 の 所 業 に 対し て 、 お 前 だ ち が 問 い 
質 き れる こと な か る べし 。 

6. 彼 等 は 一 2 、「 流 等 ユダヤ 孝和 侍 カ キリ スト 才 2 る 1 スッ イク ッ タ 5 
徒 と な れ 。 然 ら ば 正しく 導 か れん 」 と 。 去 Ob の 5 0 
え 、「 否 、 我 等 は 常に 神 の み を 中 う 、 偶 像 水 の @o ひ elo タ ob ZA21 4 し 
洋 者 の 類 に 非 ぎ り し アブラハム の 実 教 を 替 
ず 」 と 。 _ 

聞 、 溢 等 え 、「 我 等 は アッ ラー を 信じ 、 我 等 に 引 39480 
啓示 され だ も の を 信じ 、 ア ブラ ハム と イシ に 


NN 





注 97 いつ 死 婦 か 分 か ら な い の だ だ から 、 SPP な けれ ば な ら な い 。 この 節 は 、 
又 、 真 の 信徒 は 常に 完全 に 神 の 志 志 に 徒 う で き で あり 、 又 完全 に 神 の 報い を 勝ち 取る べき な の で 、 補 は 舞 限 の 
共 大 き で 人 が 神 の 意志 に 全く 従っ だ 時 に 死 が も だ た だら 寺 よう に 配慮 き 和 れ だ の か も 知れ な いと いう 事 を 記 味 し 

に しゃ 。 


1 


iT 98 イシ ジュ マエ ル は ヤギ コグ の お じ で あっ だ 。 し か し ここ に 出 て くる ヤコブ の 子 供 達 は 、 イ シュ マエ ル を 第 
0 
の 息子 た ち 、 天 も ち 、 イ スラ エル 旋 は イシ ュ マ エル を 非常 に 章 敬 し て い 


注 99 我々 の 父 ヤ ュ ユ ブ が この 世 を 去る 時 、 彼 は 12 人 の 息子 を 召集 し て 彼ら に 、 彼 ら の 父 イ スラ エル の 言う 事 
を 沖 意 し て 開く よう に と 言っ た (創世 記 49 章 2 節 )。 心 の 中 で 加 な る お 方 に 関し て 疑問 を 持た な いか 。 彼ら は 
言っ た 、 我 ら の 父 イ スラ エル よ 、 聞 け 、 液 の 心 の 中 に も 、 我 々 の 心 の 中 に $ 医 い は な い 。 主 は 我ら の 父 だ か がら 
で あり 、 神 は 一 人 だ か 6 で ある 。 


沈 二 - 和 の キン 


0 る 5 13 る る 銘 





マエ テル と イサ アー ク と ヤ ュ ブ と その子 偽 
注 10) に 啓示 きれ だ る も の を 信じ 、 モ ー 


SS \ に 


の ぅ 2 タン シル 9 ノレ オー 
ゼ と イエ ス に 賜 わ れ る も の を 信じ 、 ま た だ た す IO の 人 
べ で て の 人 聞 言 者 た ち に 神 か ら 与 えら れ だ る も 2 5。 フン タン ン 
の を 信 ず 。 我 等 は それ 等 の 間 に 差 別 を つけ の の の 0 9 uel ov Gy 


ず 、 だ た だ アッ ラー に 肛 従 帰 全 し 夫 る | と 。 の ウイ 。 
138. 面 し て 、 彼 等 も 5 し ち お 前 た ち が 信 ずる 如く 信 hp MLCCRIIK XelOV 
じ な ば 、 彼 等 は 正 し 〈 導 か 0 きれ どる の ノ る 1 36: a EK る ン ン 
音 を 操 け な ば 、 す な ね わ ち 彼 等 は 分 裂 を 策 
し だ こと に な る 。 アッ ラー は 彼 等 に 対し て 「 ん AA 1 
光 を 護る に 足り 給 う 、 す べ て を 聞き 、 す べ 計 7 の の 
て を 知り 給 う 御 方 な る ヵ が 麗 に 。( 注 10) ン 1 ウン ライ ッ ン ン でろ ィ ・ 
9 云え 、「 我 等 は アッ ラー (和義 誰か 924Auo gt タッ we し 2 っ 0 し Au の 


あら 65 ん 、 信 仰 の 教 を で アッ ラー に 人 節 る 者 は 。 9 し 4 
我 等 は アッ ラー 旨 和 s3 キ し 汰 る] と 。 の くう us 
是 腕 ッ ラ ー に つい て 我 等 (< / 2% い 
0 云え ん | お 親 た ち 、 ア ッ ラ つい て 我 等 と PD の 29 6 EC いび 


論 事 せん と する か ? 役 は 我 等 の 主 で あ 22 クタ ンス で クン (993 
り 、 且 つ お 前 だ ちの 王 に 非 ざ る か ? 我 等 サビ ザッ 1 
- は 我 等 の 事 あ り 、 お 前 だ も に は お 前 た だ ち 

の 事 あ り 。 我 等 は た だ 彼 の み に 誠 を 尽く し 
る よ 。 

軸 . お 前 だ ち は 、 ア プラ ハム 、 イ で Pk イス 02 AL213 24257 1 1 
ニン ヤ ュ コブ 並び に を の 子 奈 が 、 ユダ や ヤ タ 和み 2 の 2 2 02 クウ 0 
萩 徒 か キリ スト 教徒 な り し し と 云う の か ? 55 Seo 5 ECI の 多 

( 注 102) 云え 、! 最 も 良く 知る 者 は 、 お 前 た 4 ゲ 人 
ちか 、 な は デッラ ラー が か? 」 と 。 アッ ラー カ が * 2 すら 3 5 oe 0 し eS 人 

降 せ る 証拠 を 有 し な が ら 、 芝 を 隠 きん と す る ノ 提 ノン レル %」 プ と ン ッ ニーノ ンク る 
る 者 、 これ は 上 の 不 箱 き 独 は MEAN た デ ッ に 001 61 の ク 0 こら 0 





ン グン タッ る 

ラー は お 前 た ちの 所 業 を 看過 せ ず 。 (OO VS 
注 借 こ こ で 了 す 供 達 ほ た 語 わ れ て いる 語 は 、 ヤ ュ コブ の 12 人 の 子供 片 に も ちな ん で 名 づけ られ た イス ラ エ ル の 12 の 
族 の こと で ある 、 邑 ち 、 ル ー ペ ン 、 シ メオ ン 、 レ ビ 、 ユ ダ 、 イ ッ サ ー カ ル 、 ゼ ブル ン 、 ヨ セ フ 、 ベ ペン ジャ ミン 
ダン 、 ナ フタ リ 、 ガ ッ ド 、 ア シェル (信任 記 35 草 23 節 一 26 節 、49 章 28 節 )。 
注 ムスリム は ここ NR 。 ユ ダマ 教徒 上 キリ スト 教徒 が 、 守 教 は 攻 上 能 の も の で ほな く 嘱 
示 き 和 れ だ 導き や 受け いれ る 再 に ある と いう 考え に 同意 する な ら 、 役 ら の 間 に 根 本 条 な 遠い は な い 。 そう で な は け 
れ ば 、 人 彼ら は 別々 で 深い 潮 が 02 ES 
スト 教徒 に あり 、 ム スリ ム に ある の で は な い 。 


注 108 ユダ や ヤ 教 人 千 上 とし キ リス ト 数 徒 は 、 周 接 的 に 次 の よう に 言わ れ て いる 。 披 6 が 主 誠 す る よう に 救い が 彼ら だ 
前 TPE RS の PE の 
時 代 に 生き て いた の だ か ら 、 ど う や っ て 和 所 か れ だ の だ る う 。 


143. 人々 の うち の 惑 者 は 誤 ね ん 、 「 何 故に 


注 1 前 
られ る 際 に 午 本 きれ る こと は な いと 和合 告 き れ て いる 。 役 ら は 四 分 の 和 十字架 を 背 
肩 が わり で きる 央 は いな い の だ か ら 


守 1 
イシ ジュマ エル と 共に 住ん だ 上 実 に 注目 し て い 
け を 得 て カ ー バ を 再 球 し た 。 そ の 間 に ア ラブ 族 の 問 か ら 僚 央 な 頂 理 者 、 叩 ち 、 


則 の 00 時 の 0 カー バ は 入 類 全 
な る 聞 言 者 は 古い 習慣 と 神 の 命令 
し 152 人 
人 バ の 方 に 回 け た だ 。 こ の こと は ユダ ヤマ 教徒 に 反対 る され だ 。 この 節 は 彼ら の 非難 に 対す る 答 で あり 、 
- 光 を あて て いる 。 し か し 、 ク ルアー ン は 決し て 2 
。 好ま し い 議 褒 や 起こ すこ と で 受け 入れ られ る 下地 を 準 敵 し 始め 、 反 対 忘 
この 反 で は 礼 捧 す る 時 に 特別 の 方 向 を や 選ぶ お こと は 東 . 
ー 投 移 な 見解 を 信 べ る こと て 下地 を 地代 し て いる 。 具 に 重要 な 事 は 神 へ の 従順 
デッラ ー の 所 有る 」 と いう 節 は 、 東 か 還 か の 選択 は る し て 重要 
を 示し て いる 。 真 の 目的 は 補 だ け な の だ か ら 、 特 定 の 方 沿 を 選ぶ 事 は 一 致 の 精神 を つく 5 出す 目的 
ム ふ の 所 有 に な る こと を 告げ ば て いる 。 


る だ た め の 命 令 の 内 面 ! 


要 で は な いと いう 点 に 関し て 、 
の 精神 で あり 信徒 の 前 の 一 至 で ある 。 |「 東 も 西 も 7 
で は ない 事 
が 負 一 な の で ある 。 この節 は 双 、 


由 


2. これ ら の こと は 過ぎ 法 り し 民族 の こと な り 。 


彼 等 は 彼 等 が 稼ぎ し 報い を 受け 、 お 前 だ ち 
は お 前 た ち が 稼 で 報い を 受け ん 。 お 前 た ち 
は 、 役 等 の な せる こと に 対し て 問わ れ ぎ る 
べし 。( 注 0) 
喝 十 七 項 

彼 等 は 
か つて 守れ る 礼拝 の 方 角 を 変え だ る か ? 」 
と 。 答 えよ 、「 東 も 西 も る アッ ラー の 所 有 な り 。 
彼 は 御 心 の まま に 誰 で も 正しい 道 に 尊 き 給 
う 2 う 」 と 。( 注 1 


14. か く て われ ら は 、 お 前 だ ち を 立派 な 工 と な せ 


5 り 。 そ は お 前 た ち を し て すべ で て の 信 々 の 証 
入 と な し 、( 注 15) 使徒 を し て お 前 だ ちの 証 
人 と な きん が だ た だめ な り 。 わ れ ら は 前 に 、 液 
が 以前 に 守れ る と こ ろ の 礼拝 の 方 角 を 定め 
だ る ( 注 10) は 、 誰が 使徒 に 従い 、 誰 が 


を 返す か を 知ら ん が だ た だめ な り 。( 注 1W) こ は 
アッ ラー に 導 か れ し 著 以外 に は 、 一大事 な 


0。 きれ ど ア ッ ラ ー は お 入 た ちの 借 爺 を 葉 
し くせ ず 。 げ に アッ ラー は 人 入間 に 対 し て あ 
わ ゎ われ み 深 く 、 慈 圧 深 くま し ます 。 


ユダ ヤ 教 人 往 し キリ スト 教徒 は メ 、 
(6 童 15 節 )。 


この 区 の 数 人 往 で は 、 


彼ら が 補 の 質 言 省 の 子 到 で ある か ら と いっ て 、 


デル 


を 2 の SG 53 
@ フッ ラン 5 レス る ン ン 
GR GO いり 


・ フ ババ クラ 





HIU 
5 


5 Ed 吉 こ 2 
6 も の CEA 
アリ! の 
HI KU を CI 
< SA4 を て 62 し WE 
多 本 の ノイ ッ ン IL の 12 
9 1 941 5 の 
2 の 
の ) UL 4250! 


レア 
ーー 
US 2 


その こと を 拉 い が 決め 


貞 う べ でき で ある 。 他人 人 の 重荷 を 


アプ ラバ ハム が 押 の 計画 を 模索 し な が ら 、 人 の 0 \ で 委 ハ ガー と 子 
る 。 イ シュ マエ ル が 大 きく な っ た 時 、 7 


プラ ハム は イシ ュ マ エル 
15 


の 導き 手 で 王 導 首 と な る べき 預言 者 を 人 育て て くれ る よう に 祈っ た 。 し か し 、 時 が 満ち 僅 大 な 頂 苫 者 が 現れ た 、 


: 体 の り キ ブラ 


$ 彼 は 顔 を エル サレ ム に 生け 続 


E け だ 。 


5 命 信 は ある 人 々 の 祖神 を 不安 定 に する こ ほ が ある の で 、 


いつ か カー バ が テム スリ 


( 礼 捧 の 方 河 ) に る き 
に 従っ て イス ラ エ ル の 橋 言 攻 の ひ り キ ブラ で ある エル サレ 
に の グ 。 


し か し メッ カ に いる 間 、 葉 
ム ふ の 寺 院 で 世 っ て い 
役 は 神 の 嘱 示 に 谷 じ られ て 顔 を カー 
キ ブ ラ の 方 向 
突然 新しい 命令 を 与え を る の で は な 
見 に 答 ん る 。 キ ブラ の 変化 に 関す 


れ た だ 。 


3 か 月 後 、 


3 





弟 二 次 アル ・ バ クラ 
D は 六 が 、 し ば し ば その 顔 を や 天 に 向け 487 343 2 2 
直 . われ ら 95 N に I ロ アタ イン で CI ee 


を 見 る 。( 注 16) で は ここ で 、 NO 
拝 の 方 角 ( 注 1) を 液 に 示さ ん 。 溢 の 顔 を ョ の 65 シン タ 0 PA 3 
に 3 うい の の の 
型 典 に 向け よ 。 お 前 た ちい ず こ に 在り た も 、 クー クシ ーー 際 
だ プン ュ 2 の 2 リグ ブ ォ メ プラ 0 
その 方 角 に 顔 を 向け よ 。 経 典 を 授け られ た bB 人 CYP GL 人 K4 
る 人 人 々 な ら 、 こ れ 主 より の 真理 な る こと を 1 セイ 
知る 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 所 業 を 看過 せ ず 。 の PE MICAI 


の 2 の 1 


1025 
6 





征 志 ムスリム は ここ で それぞれ の 呼 代 に 生き る 入 は 、 湊 の 世代 の 人 々 を 保 座 し 守ら な けれ ば いけ な いと 言わ 
れ て いる 。 最長 の 民族 で ある だ た め に 、 彼 ら に 期待 せれ て いる 高い 生活 水準 か ら 落 ちな いよ うに 常に 称 戒 する 資 
任 が あり 、 次 の 世代 の 人 々 が 亜 な る 拓 言 者 の 高 癌 な 交わ り を 楽し ん だ 人 々 に よっ て 探求 きれ た 道 に 従う よう に 
する 均 任 が ある 。 こ の よう に 、 現 な る 預言 者 は 彼 に 直接 従う 人 々 の 保護 者 で な けれ ば な ら 6 ず 、 提 代 か ら 世 代 へ 
と それ は 続い て いく で き な の だ 。 命ぜ ら れ だ よう に 、 ム スム り は 人 類 の 指導 才 に な る べき で あり 、 彼 らら の す ば 
らし き 行 い に よ っ て 神 の 特別 な 恩恵 の 記 受 者 し な る さき で ある 。 こ の よう に し て 他 の 人 人 々 ぅ 黄 の 宗教 に 従っ て 
いる と いう 結論 に な ら ぎ ざる を 得 な く な る の で ある 。 こ の よう に し て 、 彼 ら (ムスリム ) は 、 人 地 の 人 人 々 に 対し て 
イス ラム が 正 突 で ある と いう 証人 に な る の で ある 。 それ は 環 な る 預言 者 が 彼ら に 対し て 真実 の 証人 で あっ た の 
と 同じ 事 で ある 。 


注 般 この 節 の 言葉 で 坦 な る 換言 者 が 神 の 人 鈴 令 に よっ て エル サレ ム の 寺院 を 彼 の キ ブ ラ に: Ge ん だ 理 が 分 か る 。 
し か し 、 そ れ は 許し の ぎの キ プ ブラ で あっ て 、 水 久 に 人 類 の キ プ ブラ に な る の は カー バ で ある と 神 は 言わ れ て い 
3.。 


注 昌 ケア ラブ 族 は メッ カ に ある 古代 の 祈り の 家 カ ー バ に 多く の 攻撃 を 加 を られ た 。 カー バ は アブ プラハ ム の 時 代 
に ま て る か 戻る 国立 寺院 で あっ た 。 それ 故に 、 イ スラ ム の 非常 に 初期 の 段階 か ら 、 斑 典 ( ブ ハ リ ) に 出 て くる 
民族 の ウキ ブラ で ある エル サレ ム の 寺院 に 味方 し て 、 カ ー バ を 捨て る よう に 言わ れ た の は 、 困 本 な 試練 で あっ だ た 。 
を し て 後に 、 メ ジ ナ で エル サレ ム の 寺院 か ら カ ー バ へ と キ プ ブラ を 変え た た こと は ユダ ヤ 教 徒 に た っ て も キリ スト 
雪 合 に た っ て も 大 き な 試 練 と な っ た 。 こ の よう に 、 こ の 変化 が 「 経 典 の 民 】 ほ と ムスリム の 両方 に 双 、 メ ッ カ の 
信 像 逐 拝 者 に と っ て も 試練 と な っ だ た 。 


邊 1 届 メッ カ に いる 間 に 、 神 の 命令 に よっ て 型 な る 預言 者 は エル サレ ム の 寺院 の 方 へ 祈り の 際 顔 を 向け た 。 し 
か し 心 の 底 か ら 、 カ ー バ を 自分 の り キ グラ に し た いと 選 ん だ 、 し か ちる 人 彼 は ある 竹 の 直観 で 遂に は 彼 の 望み が か な 
えら れる で あろ うと 思い 、 條 は エル サレ ム の 聖なる 寺院 上 彼 の 前 に ある カー バ の 両方 を 保つ こと の で きる 場所 
を 礼拝 の 地 に 選ん で いた 。 し か し 、 彼 が メジ ナ ヒ 移 住 し た も き 、 町 の 位置 を 考え て エル サレ ム の 寺院 の 方 に だ 
け 顔 を 向け た 。 キ プラ の 変化 に 伴っ て 彼 の 内 的 移 求 は 強く な っ た 。 神 の 命令 に 服従 し て 後 は 実際 に は その 変化 
の た だ ため に 祈 ら な か っ た が 、 そ の だ め の 天 か 5 の 命令 を 款 心 に 待ち 望ん で い 人 ま っ 


主 18 この 語 は 、 普 通 の 状況 で は 、 ム スリ ム は 祈り を 唱え る 時 に カー バ に 顔 を 向け る が 、 し か し 方 向 が 一 番 重 


雪が な わけ で は な いこ と を 意味 し て いる 。 こ こ で の 、 方 向 の 変化 は ムスリム の 兄弟 た ちの 間 の 一 致 と 回 一 性 を 保 
つた だめ に も た ら され だ た だ 。 


アル ャ グラ 
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EN 
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注 


に 定 ゆ る べき で ある 。 
る せ 、 


と す 


注 1 


) た と い 液 が 経典 を 授け られ た る 人 々 に 


一 切 
の 神 兆 を 示す と も 、 彼 等 は 決し て 液 の 礼拝 
の 方 角 に 従わ ぎる で し 。 ま だ か た 液 ぅ 彼 等 の 礼 
拓 の 方 角 に は 従わ ず 。 役 等 は 仲 問う ち で す 
人 訟 2 l2 
知識 を 授け られ な が ら 、 5 し 彼 等 の 鈴 す る 
と ころ に 従わ ば 、 必ず 液 は 罪 人 の 仲間 た る 
S じ し 。 
われ ら が 経典 を 授け し あの 者 ども は 、 自 分 
だ ちの 足 子 だ ちの 顔 を 認め る 如く 、 こ の 事 
を 承認 す 。 され と 彼 等 の 一 部 の 者 は 、 承知 
し つつ 真理 を 朋 す 。 
太 理 は 流 の 王 よ り 出 で だ な る も の な れ ば 、 疑 
避 者 の 仲 問 と な る な か れ 。 
第 十 八 殴 

人 に は それ ぞ れ 自分 の 目 提 絹 あ り 。 ( 注 10) 互 
に 居 行 を 競い 合え 。 何処 に 在 ろ うと も 、 ア ッ 
ラー は いずれ お 前 たち を こと ご と く 召 集 す 
SL。 げに グ ウラ ター 人 人 朋 まし ます 。 


流 い ず か だ より 出 で 来 る と も 、 流 の 世 を 耕 
eS アッ 
ー は お ぉ 前 た ちの 所 業 を 看過 せ ず 。 ( 注 1H) 


液 い ず か だ より 出 で 来 る と も 、 次 の 顔 を 思 
典 に 向け よ 。 ( 注 2) また ぉ 前 た ち 側 処 に 在 
ろう と も 、 顔 を を た を こ に 向け よ 。 る すれ ば 人 々 


ぅ タン アア ブッ ルン w タ ス ン ッ ンプ 5 ア 
| 2d り 間 イ CK NAIKI 


ン ら 


W 


バイ す w ゅ デス 2 人 ゆり 
る AS UM じ 2 IGG 
シッ ノン タン る ン AU 
半 計 還 の の 5462 
し ] La ク グ 」 AN 3 
HP に 3 
と こ 
? ンプ レン ッ ク ダック フッ タ レア 人 還 の ム ン 
の 4CWIOOEIW を ER Aoi 
ンタ の フゥ タン る 6 と 29 タ の イ っ すう 。 2 々 イー クシ 
⑫ 〇 ws Ayul に 012 5 
の 94| イン イン ン クラン | る 
ONI と 8 婦 和 5 | 6 
どう マージー 15 グ ん の 2(Z [フュ マン タン タ >g \ タ ラン 
DE ジス 46 お 2 3 
4 2a」 クイ ら を 。 も 
か 0 すい KOKtG 計 


Aa は e PP 
CTITLVP 5 みあ 6513 
Je 
5 る の 『 ン イー ジン ンプ タッ ン 


eo し 5 は ウン いと の 
の 0 で 9 レン 3 と 


2 2 ン ン ム ズバ 


um ラ Da 


この 節 は 、 短 い 言 葉 の 中 に 成功 する 人 生 の 要素 を 含ん で いる 。 誰 で も 最 切 に 確 な ゴー ル を 回 分 の だ め 


婦 全 な 謎 年 の 捕 神 で 他 の ムスリム と 和 省 い 、 彼 ら よ さよ 


こと で ある 。 


この 文 は メッ カ は いずれ ムスリム の 和平 に 有 る と いう 章 


それ か ら 、 細 心 の 注意 を 払っ て その だ め に 献 心 し 、 全 神経 や そ 和 を 保持 す る た め に 覧 張 
り 舌 上 うと 努め ゆる ば か り で な く 、 
いた 時 、 立 ち 上 が ら せ レ ー ス を 続け きせ る よう に 助け る べき で ある 。 ここ 
BS 配 す る よう に きせ て いる も の | 則 ち 、 入 が 最初 に 日 的 を 立て 、 


自分 の 仲間 が つま ず 
で 目標 も いう 語 の ぁ ふう ひと つの 意味 
を それから それ を 人 人生 に お ける 抑制 


意味 で ある 。 ム スリ ム に よる メッ カ の 征服 は クル 


アー ン の 17 草 81 節 、28 章 86 節 に も 斑 言 る きれ れれ て いる 。 中 命 記 33 章 2 節 に 含ま 紀 て いる 拍 言 は 、 表 な る 預言 首 
が ] 万 人 の ムスリム の 頭上 し て メッ カ に 入っ た と き 成 就き れ だ 。 


ナル ャ クラ 





192. 


思 を 忘れ ま KA ( 注 115) 
0 
154 液 等 使徒 た ちょ 、 耐 と 礼拝 に よっ て 佑 助 
放り 
倍 に あり 。 ( 生 16) 
生 12 ふ ムスリム は 征服 し だ メッ カ の 正高 の 目的 を 決し て 
下 18 | 人々 は 液 に 対し て 異論 や 持た だ た ない だ ろう 」 と いう 文 は 、 


スラ ム の 頂 か ら 
うこ と を 吉 味 し て いる (2 交 
し か も る 、 
像 で て ・ - 杯 で あっ ただ 。 偶像 が カー ン パ 
貴一 の 神 を 礼 捧 する だ ゆ に 捧げ られ た 型 7 


は お 耳 た ち に 反 以 対 する 放 曽 換 を や 有 すま い 、( 
PA Ne 
ず 、 わし を れ よー そ は お 前 た ちの 上 に わ 
し の 愛 願 を 全う せん が だめ な り 5。 面 し て お 
前 た ち を 正 し 《 閣 か ん が た め な り 。( 注 13) 
すなわち われ ら は 、 お 前 た ちの 中 か ら 一 人 
の 使徒 を 蛋 わし 、 お 前 た ち に 我 が 神 兆 を 読 
店 し 、 お 前 だ ち を 洛 め 、 お 前 た ち に 経典 と 

障 知 と 教え 、 お 前 だ たち が 知ら ぎり し こと 
を 教え し む 。 


故に わし を 次 れ る な 、 る すれ ば わし も お 前 
だ ち を 宮 和 所 まい 。 わ し に 感謝 せよ 。 わ し の 


r]3 飾 ) そ し て 、 
* が 入り の 時 に 顔 を 向け る 
2 Fe 


ム ふ ス リッ 


2 タブ ア レン ゥ も Pa タン ン 

Bo Ase 2 AU 6 宙 
5" の ラッ の コス ンー ランタ ? re KA 
(ツジ なつ つり 5 うと me うら あ る やら っ 5222 


gc 
9 め 称 >E3 
の を 2 
5 

の oy 852 の 51 


則 AR) 31 区 る bi AH 


0 デ 


@oukall の 2 


昌 類 が に よう に 旨い GO り けら た 。 


ムスリム が メッ カ を 人 征服 し そこ な っ だ なら 、 イ 


畔 な る 語 若 は アプ ラバ ハム の 祈り を 成就 で き な か っ た と いう 反対 意見 が 当然 起き た だ ろう と い 
それ 六 に 、 彼 は 約束 きれ た 陣 言 者 と 手 媒 する こと は 出 
。 NN 上 寺院 は 、 教 徒 の メッ カ 人 に 支配 きせ て いて 、 偶 
リ り ふ は それ ら を 礼拝 する こと を 非難 きれ た だ た 。 し か し 、 
2 


共 な か っ だ た 。 


た 。 キ プラ トト し て エル サレ ム の 寺院 お カー バ に 収 り か える と いう 和合 令 は メ ッ カ の 任 且 に 関す る 命 偽 に よっ て CC 当 
麺 な し 遂げ 5 れ だ た だ 。 


注 1 


な ぜ な ら 、 
アラ ブ 人 が イス ラ 
者 の 弟子 に は 征 虹 さ る されない と いう 7 
知っ て いた か ら 


メッ カ を 儲 上 す る 事 で 、 神 の ムスリム へ の 四 起 は 完全 に な だ る だ ろう 5、 
徒 と 何 手 和信 も の 入 が イス ラム の 信仰 に 入信 する 葉 味 に な る の だ か ら 。 結 果 は | 分 に 上 
- 何 千 和 人 も る の アラ グ 人 の 改 二 が あっ た か ら で あ る 。 
アラ ブ 人 人 は どん か 弄 』 
メッ カ 征 所 を 試み る 者 は 破 減 す る だ ろ 
アデ ビシ ニア 人 の 侵 路 者 、 ア 


メッ カ の 征服 の すぐ 後 ! 
ラム の 教え に 役 到 し た の は 、 
アプ ブ プラハ ム の 聞 言 や 、 


何 下 英 な 破 減 の うち に 見 た 。 


注 5 


くに 引き 寄せ る 市 、 皿 恵 を 大 に 与 
注 116 


ば な ら な い 。 


この 節 は 、 成 功 の 秘訣 を 述べ て いる 。 


は 叶 々 軽 べ つき れ 、 


で ある 。 彼ら は すばらし い 預 言 の 成就 を 、 


入間 の 側 か ら の 神 を 「 宮 れ な い | と は 、 愛 と 献 心 を 持っ て 神 を 想い 、 
を 心 に 曽 め る 事 、 神 を 替 美 し 折り を 捧げ る こと で ある 。 神 の 側 か ら の 人 人 問 を [忘れ な 
- え 、 和 前 が 準 福 に な る よう に 物 を 与え を る 事 で ある 。 
ふ ムスリム は 、 
する だ ゆめ の 勢力 を お こ た ら ず 、 決 し て 落胆 せ ず 、 同 時に 有害 な も の を 遠 ぎ け 、 
神 だ けが すべ て の 闘 の 源 で ある か ら で あ る 。 
と いう 語 を 進め だ た も の で ある 。 それ 
めで ある 。 祈り は 、 神 に よっ て 定め ゆれ た 捧 


妨 山 」 (ササ ブル) 
無視 きれ る 抽 の 法 を 遵守 する 事 の 重要 き を 強調 する た 
に 従う 時 に の み 、 神 に きき と どけ ら 


その 事 が 、 す べ で て の アラ ブ 人 の 則 
計 全 Mi る 。 
メッ カ の 征服 に 続い 

ジ 」 0 に の 
うと いう 聞 言 は 
ブラ ハム や 強力 な 軍隊 の 


に る 従わ な か っ た が 、 


を 遂行 する 事 、 神 の 恩恵 
い | と は 、 神 が 人 間 を 近 


神 の 合 令 


芋 抱 強く 努力 を 続け か けれ ば なら な い 。 日 的 を 達成 
半 い も の に の み 、 従 っ て いか ね 


と いう 語 は 、 「 礼 捧 」 (サラ ヌ テート) 


れる 。 


5 





で て を 取り 上 上げ る 事 が 正しい と E: 
信 々 に ふり か か る どの 不 半 に も 我々 は 、 
の 努力 を する で き で あ 


考え られ れれ ば 、 抽 々 に 


お ご WE つま 


《 、 齋 い 甚 昔 と 商 時 の 人 合 で ある 。 


注 118 「 サ ファ ー| と 「 マ ル ワ |」 は メッ カ に ある 
カー バ に 近い 。 こ の 二 つ の 丘 は ハ ガ ル の 傘 大 な 錠 耐 と 神 へ の 特別 な 皿 
E 中 子 イ シュ マエ ル に 対し て の 特別 な 愛情 を 記念 する 傾 と な か っ て いる 。 これら の 丘 を お と ずれ る と 、 


神 の 愛 、 神 へ の , 


は 119 


思 誠 選 、 祥 の 力 に 深く 心 打 た だれ る 。 


の ら よ 
落胆 し な いで 、 信 生 に お いて も っ と いい 結果 や 香る だ め に 、 よ りう も 多く 
この 節 に ふく まれ る 信条 は 、 単 に 日 移 で 決ま り 文 句 を 中 える 事 で は な 


球 ー デル ・ バ クラ 
155 まだ アッ ラー の 道 の だ め に 尊 る れ た る 者 レ ァ ょ 9 CU ッ ン 8 KS の タップ 252 る 2 アン 
Sn ーー と *。 了 の lsl d | な ウ W の 【 ヽ 
を 、 役 等 は 死 せ り 、 と 云う な か れ 。 否 、 彼 3 
PR 229 タ の の っ の る 
等 は 生き て いる 。 た だ お 前 た ち は そ れ を 理 96 タタ 9 る て 24 
解 し 得 ぎ ざる な り 。 
6.。 われ ら は お 前 だ たち を 、 恐 需 や 餅 館 で 、 ま だ た レン 2 ダン ント た 4| ノッ 多 ? る ニタ ン レ の シン 
・ FI で | 駅 
財産 や 生命 六 び に 農作物 の 収穫 の 提 央 に ツ ゆ " らら ゆ 員 63 9 っ 
タ ア 9 と シア) 
よっ て 試 め き ん 。 る れ ど 耐え 忍ぶ 者 に は 、 9 た EYE Bdl29I 
央 報 を 伝え よ 。 
7. 和 炎 難 に 中 い て [げに 我 午 は ッ ラ ー の 所 有 656 Gi 4 人 ンー ン > 、 そ 
IO が | 
な り 。 面 し て 我 等 は いずれ アッ ラー の 御 許 ン 7 MC: G 
= デ うう? し 
へ 州 9 行く 者 な り 」 ほ 云 う 者 。( 注 1) 4 @ の as っ 和 
ォ 和 ドカ タレ ョ ラン 2 ョ る 2g の ロク ンタ イン アタ 
8. か く の 如 き 者 の 上 に こ を 主 の 祝福 と 慈 悲 が 35 AAe つ う で の うら うつ 9uo Ao UI 
隊 る 。 彼 等 こそ は 正しく 導 か れ て い る 者 な 3 200 Sa の es 
り 。 の cosO3eJLA っ の 
159. サブ アァ アー と マル リリ 人 は ( 注 15) アッ ラー の ゥ アン ア : ネン ノ , アラ っ アウ ラテ ィ ン ン る 
| P す 1 9 ゅ 
跡 の うち な り 。 夏 に 聖典 に 巡礼 する 者 や 、 0 と In & る 1 
加地 語り を する 人 々 が 両 丘 を 周遊 する 5 て る 353 AR MO 
0 自ら 進ん で 善行 や を な さん と する 者 に と 還 
、 げ に アッ ラー は 之 を 認め 、 知 基 者 な 5。 (る 2 9 の 355 ら の うう 4 に 6 
タ 。 
⑲ 2cJ 
9 ー ン ェ シッ ン デン 5 ぅ 992 語る 
100 われ ら は る まさ "まな る 神 光 や 稚 導 を 降 し 、 CC CU らく て Nd od 中 
之 を 経典 は t の 中 で 人 々 に 明日 な らし め だ に も 時 四 和 “ 2 の 202 ン 
か か わら ず 、 之 を 包み 隠す 者 ども 、( 注 1 etAAG ueEM AS 
“。 才 レン フー アデン デン ね" ン " ャ アン 
彼 等 は アッ ラー の 品 い に 遭い 、 呪 唱 者 の 品 コン っ タ 了 の タタ シンシン 
いも 受け る べし 。 の 〇 3 2 | 
注 117 袖 は 我々 の 持ち ンド SN 神 の 無限 の 知恵 を も っ て 、 神 が 我々 か ら す 


に 不平 や だ め ら い を 示す 模 拠 は な い 。 そ れ 覆 、 


カー バ の 近く に ある 二 つ の 丘 の 名 前 で ある 。 サ ファ ー の 方 が 


ええ 、 一 方 で は 神 の 彼女 
巡礼 者 は 


誠心 や 記念 し て 


この 文 は 、 型 な る 頂 言 者 に 関し て 自分 な ちの 聖書 に 出 て くる 舌 言 を 了 工 し た な ユダヤ 教徒 に 昔 わ 所 て いる 。 


| 1 
層 
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161. 但し 、 悔 載 し て その 身 を 修め 、 真 理 を 明堂 タタ アン レッ ン で 5 光 5 と す ンジ レノ 2 る 
する 者 は 別 な 9。 わ し は 後 侍 を 許 き ん 。 ゎ "190DSbed21256 の 委 


し は た ぴた び 許 す 者 、 意 記 示 い 者 な り 。 半 IEAFCUINt プ 31 
2、 不 信心 者 で 、 不 信心 者 の まま 死ぬ る 者 、 彼 の | ) 1 の る 218(2 Fi 5 CN 9 


等 の 上 に は アッ ラー と 天使 と 万 民 の 呪い が 暫 
デ し アロ デビ 1」 が バ 
か か る べし 。 @cAse loa52 を ma 2 


の 全 ^ ん み R 
8、 彼 等 は 呪い の 中 に 取り 残さ れん 。 刑 再 は 軽 2 つ OGA を Es る 347es る は の いみ 
減 き れず 、 ま た 猫 子 も 与 を られ ぎる で し 。 


の の 5 才 7 る 
]64. お 前 た ちの 神 は 唯一 な る 神 な り 。 役 の 外 に 212 ノ イイ ンタ 1。 ジ 。! 
神 な て 、 彼 は 仁 慈 者 、 慈 砺 者 な り 。 ( 注 19) 4 caJI4UY Je 4 5 “ 
「 第 二 十 項 


5. 天地 の 創造 、 恒 夜 の 交替 、 人 々 に 利益 を も 2 っ el まき 
た ら す 人 荷 を 暫 び て 海原 を 渡る 船 、 まだ アッ と 5 8 ノ 。 る ン ィ 
ラー が 空 か ら 水 を 降 し 死 せ る 大 地 を 生き 返 こら 9 の 35 ⑳|glSi 5 ) di 


ら せ 、 そ こ に あら ゆる 種類 の 動物 を まき 4 し 3 て ント プン 。 ク ss [クッ ー グ (る 
ら す その 了 、 販 向き の 変化 、 天地 の 間 に 未 K 抽 の 6 ル 21o2 91J じ 2 


仕 する 守 、 こ れ 等 は 管 最 褒 ある 人 々 へ の 刀 が 9 語 332 の SI 
神 兆 な り 。( 先 ) 1 の 3 
lOU の 


ランタ ど ぅ る の 
ル lo る ie53 
te の 2 の 9 11 フ KT 
(⑲ 〇 6592 演 5 co95 
166. し か る に 人 々 の 中 に は 、 ア ッ ラ ラー 以外 に 党 ノン タン 2 NN タ ae 
本題 PVPOTOYE Cu 
拝 の 対象 を 持ち 、 ア ッ ラ ー を 泡 する 如 《 之 志 の yy 2 
8 " 松 : ク n 5 ダ タッ! ウ ズラ 2 
を 愛す る 者 ども あり 。 さ れ ど 信者 の アッ ーー AS 所 (555 


アン 


ラー に 対す る 愛 は 、 彼 等 より は る か に 強し 。 





和 半 10 すべ で て の 罪 は 信仰 の 弱き か ら 出 る の で 、 こ の 節 は 神 の 唯一 性 に 言及 し て いる 。 も し 人 人 人 々 が 神 が 誰 一 で あ 
る こと を 周 く 信じ て 、 に せ の 神々 を 作り 出し だ り し な けれ ば 、 決 し て 正しい 道 を ふみ は ず す は な い だ ろ うと 


注 吊 クル デア ー ン は 宇 向 を 全体 と し て その 王 題 を 直 明 する あか し と し て いる ・ 個々 に と ら え られ た 場合 に は 、 
神 の 存在 を 結論 づけ る あか し と は な ら な い 。 地球 の は じ ま り は 偶然 に 壇 子 が 集合 し だ た と 言え る か も 回 
太陽 の 起 涼 も 月 の 起 党 も を その他 の ちの の 起源 3 同様 の 理由 か も し れ な い 。 し か し 、 一 つの 統合 体 し し て の 宇 

を こ に 広がる 深い 此 狼 と し て 秩序 を 三 え る 時 、 こ の 宇宙 が 偶然 に 存在 し は じ め た と 結 論 づけ る こと の で きる 所 
は いな い 。 本当 に 、 宇 宙 に みな ぎる 完全 な 調和 と 全 秩 序 は 、 全 治 全 能 の 唯一 の 覧 明 な 存在 に よっ て 創造 きれ 、 
誠 きる れ て いる 再 を 力強く 指摘 し て いる 。 し か も 、 然 現象 の 研究 を 特別 に 強調 する こと で 、 不 信 の 使 の 注意 
は メ 、 輸 な る 頂 言 者 に 反し た 計画 に 成功 する 可能 性 が な いと いう 事実 が 引き 出 き れる 。 全 宇宙 は 神 に よっ て 制 
御 3 れ 、 神 の お 心 に 浅 う よう 、 メ 、 神 の 理想 を 実 吉 す る よう 働い て いる 。 


]6. 


169. 


169. 


1. 
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( 注 2) 軍 し て こ れ ら 罪人 が や が て 天罰 を 
日 の 当 だ た り に 見 る 時 、 皿 い 知 る べし 、 す べ 
て の 力 が アッ ラー に 属し 、 ア ッ ラ ー の 有罪 が 
いか に 汰 列 仮 供 な きも の か を 。 

を の 時 到 ら ば 、 追 随 者 を 有 せ る 者 は 、 そ の 
追随 者 と の 関係 を 否認 し 、 彼 等 は 大 前 を 目 


豆 | 、 彼 等 を 結べ る 絆 は 寸断 せら る で し 。 
mi 
和 追 随 者 F ぉ は 云わ ん 、「 も し 我 等 が 今 一 


PP 彼 等 が 舟 等 と の 関係 を 否認 
し た 如く 、 我 等 も 了 と の 関 人 を 否認 せん ] 
と 。 かく の 名 人 く 、 ー は 彼 等 に を の な 
旨 和 NPG SGP 
ょ り 逃 れ 得 ぎる べし 。 


第 一 項 
湊 等 人 々 よ 、 大 地 に ある 人 合法 に 上 て 佳 き 物 
を 食 せ よ 。( 注 ) ) 悪魔 の 足跡 に 人 従う な か 


れ 、 役 は お 前 た ち に 公然 と 仙 な す 故 に 。 


亜麻 は た だ 、 悪 事 と 醸 行 を お 前 た ち に 御 め 
NSP の ジラ ら 22ESHCMHP St る の 
を 云わ し め る 。 


彼 等 に 向っ て 、「 ア ッ ラ ー が 降 せ し も の に 従 
え 」 と 云う と 、 役 等 は 云う 、「 否 、 我 等 は 父 


神 の 愛 は すべ て の 宗教 的 教え の 上 真 英 で ある が 、 


イス ラメ 
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スン なき 2 る ノッ て プ る 
の WIOYE1ALOATCPR 
イフ ッ タッ ス フュ ニー ン ン る (ラン  g ング 2 
⑨oul dos20 613 Ke 和 O 8981 
ノノ ォ 町 22 人 る ノン の だ 
の Mb ss lymuy (192KTGT7 GU) ば っ) 
の の 2 し Ag に の ら 28355 


の? ECE13AI 2 ン MIA 人 2 
345 は る 0 2 る の 【f 


2 62 の っ の の 
〆 ノ レク リレー タン クー ャ レン の ンク し 
で! 人 は 4HVGD 


の 人 1 PH ます 2 タダ 全 ノ 


| PS 1 
は Ed の 


デラ ウッ ラン 


の 


MNTPIIOCAP く MED 


* ほ ど 神 の 愛 を 強調 し て きた 宗教 は 他 に な い 。 亜 


な る 聞 言 者 は 非常 に 神 に 没頭 し て いた の で , 異教 徒 の アラ ブ 人 か ら 神 に 恋し て いる と いわ れ だ 。 グ ルアー ン で 、 
神 の 愛 や 四 各 を れ に 斑 高 な 神 に 対す る 人 人 間 の 民 の 抗 し が た い 愛 や あこ が れ を うえ つけ る よう な 神 の 思 意 が 、 く 《 
り 返 し 吉 べ られ る 最も 大 切な 王 題 で ある 。 
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この 節 で は 、 指 導 才 に 人 盲目 的 に 徒 い 、 


与え て いる 。 


注 124 普 行 は 真 の 信 爺 を 伴っ て いる 。 この節 か 
員 教え る 事 、 


6 食物 に 
可 き る れ て いる も の ) か つ ⑫) タ イヤ ブ (お いし く 、 
和 れれ て いる 。(1) で 認め らら て いて も 場合 に だこ 


和 れる 。 


与え られ 、 又 、 社 会 的 な 事 馬 に 関係 する 法律 も サ な えら 


を 暗 み は ず ぞ し 、 神 の 伝 意 師 や し り ぞ ける 


ら 、 約 束 き れ た 拭 若 者 の 仕事 、 即 ち 、 律 法 
に 関す る アグ ラ ハ ム の 祈り の 第 二 部 の 議論 に 入る 。 祈り 、 須 食 、 


関す る 規則 が 最初 に 述べ ら 6 れ て いる 。 イ スラ ム 教 で は 、 す で て の 食物 は 、 
隊 D の CORGPUOK の GDP 
その 人 の 健康 に ふき わし 《 な いも の な ど は 、 


人 人 々 に き び し い 和 義直 を 


と その 根底 に ある 委 
巡礼 、 ザ カー ト に 関す る 儀式 


られ た だ 。 食物 は 人 問 の 性 格 を 形成 する 上 で 非常 に 重 妥 な 


① ハ ラー ル (法律 で 誕 


(2②) に より 禁じ ら 


FC 


# 


が トメ も か ラ 








福 の な せる 民 例 に 従う ] と た と 。 な ん な! 彼 2 ソン ンタ ンタ ンー ン の ペン 
Ao 2 に と っ vn 0 ^ の うい 9 PB ECSIC 6 こ 
寺 の 先 折 は 全く 無知 蒙 味 に し て 、 導 か れき 
1 ーー ヨゴ カ ) 7 人 | 195 プラ タフ ッ プ プン レッ プ ニン 29 時 
り し に 非 ず か ? ( 注 15) Carex 
2. 不信 心 者 ども を 璧 うれ ば 、 喚 声 と 叫 声 の 外 クン シッ ッ ン 「 
EC9eo 1 前 CK0I6S し 
( こ 何 $ 聴 き 符 m ざ る 省 に 同 っ て 叫ぶ 者 の 加 2 
し 。 彼 等 は 強 で 、 本 で "な り 。 る れ ば 役 5.23 2 > る ぁ ダ め 
妖 記 中 4 と ご の MO の 
等 は 惜 ら ちず 。 
ディ 1 ツブ 
TOR 
173. 液 等 信徒 な ちょ よ 、 わ れ ら 6 が お 前 だ たち に 賜 2 タイ ラン エン ノー ロロ 。 タタ っ 9 シン 1 レン 5 で リン 9 そし 
る 佳 き 物 を 食い 、( 注 1%) 相 し て アッ ラー に ン 2 
ニコ 7。 5 プラ 2 タタ ラグ 9 デン 2 ダウ 4 し 
感謝 を 捧げ よ 、 も し お 前 た ち が ア ッ ラ ー を の 〇 Os 5(5) WW 
宗 拝 する な ら 。 
ーー 大 アイ イン アア ルレ 2 
4 デッラ ー カ ち 肝 だ ち に 殺 し 食物 は 、 死 肉 、 ある 2231 り ECW K よこ 
血 、 豚 肉 、( 注 19) アッ ラー 以外 の 名 が 唱え 2 
1 タ ャ と 
られ た る も の の みな り 。 さ きれ と 必 要 に せま 。 3 名 【 曲っ ls 32003 も 化 ッ 
ら 季 、 改 意 に 違反 せ ず 、 限度 を 越え さ る 場 92 グン 95 タン レン 5 Z ン 
| し 『T] 1 F』 に 
合 は 罪 に 非 ず 。 ( 注 1) げに アッ ラー は 定 大 ⑨ 44 ヶ どう と 4 る 22308 の ) 
に し て 、 慈 自 梁 くま し ます 。 
和正 ] 協 永遠 の 生命 に と て も 深い 関係 の ある 宗教 に 関し て 、 人 が 年 長者 に 盲 日 的 に 人 従う の は 奇妙 で は ある 。 こ の 
00 追う こ k に つい て は 、 表 大 な 本 も みな し て 、 他 人 に 靖 目 的 に 伴わ も 、 自 分 て 所 を 選 
ぶ の に 、 本 当 は も っ と 大 切 で 本 質 的 な 宗教 に つい て 、 自 分 で 道 を 選ば ず 、 年 長者 に 碧 目 的 に 従う と いう の は 残 
の の こも 3 
征 ]8 |[ 侍 き 物 を 食い | と いう の は 演 14 に ある よう に 、「[ 法 律 で 許 き れ 」 か つ [甘い ぁゃ の で 、 汰 の ある 5 の 
を 食 せ よ ] と いう こと で ある 。 ムスリム は 、 ど の ょ よう な 形 で あれ 、 た と え ぇ 法律 で 許可 きれ て いて も 5、 身 体 的 、 
精神 的 、 霊 的 な 健康 を 寄 す る も の を 食べ る 事 は 許さ きれ て いな い 事 を 示し て いる 
注 】 3 の 名 町 は 、 人 UE 


ビア 語 で ヒン ズ と プア 


アル 
る 」 


の 粘 合 で ある 。 最初 の 部 


と いう 名 で 知ら れ て いる が 、 こ れ は アラ ビア 
と 全く 《 同じ 各 味 で ある 。 ヒンディー 語 で は 、 


分 は [大 変 不 源 な 」 の 意味 で あり 、 
NSRNNIIHEPOEEEN あ の の 
語 の ヒン ズィー ル 有 即ち 、[ 私 は 
この 動物 は バッ ド 


次 の 部 分 は 「 私 は 見る] の 
FM 0 一 諸 で は 、 この 動物 は スー 
そ 和 れ が 大 変 不潔 で ある 事 が 分 か 


( 湯 い る ちの) と し て 知ら 入 て いる 、 即 ち 、 


5 と の アラ ビア 店 の 拠 訳 と 思わ れる 「 悪 い ] と か 「 不 潔 な 」 の 意味 で ある 。 


詩 388 


か に 有害 で あっ て 


康 に 


いる 再 は 知ら 


この 部 で 乾 合 法 的 で ある と 伺 言 


ぁ る 有 定 で あ 


きれ て いる も の の うち で 、 死ん だ 動物 の 帳 や 内 を 食べ る と いう 事 は 明 6 
、 多 く の 誓 威 者 や 医学 者 に よっ て その よう に 認識 され て きた 。 プ ブタ 和 肉 は 、 太 両 の 肉体 的 な 健 
る と 証 明 き れ た 。 ブタ は 汚物 を 食べ 、 不 潔 な 場所 に 住む 事 を 喜ぶ 。 ブタ は 下品 な 習慣 を 持ち 、 
性 倒錯 まい う 邪 悪 な 特徴 も や 持っ て いる 。 回 虫 、 腺 病 、 癌 、 施 握 虫 が 、 
れ て いる 。 ブタ 阿 を 食べ る と 施 毛 是 病 の 原因 に も な る 


ブタ 内 を 食べ る 民族 に より 多発 生 し て 


第 ご 嘉 


ト 


17. 


-1 誠 


If6 


]76. 


アッ ラー が 降 せ し 経典 を 隠し 、 之 を 安値 で 
売り 飛ば す 者 ども 、 彼 等 は 腹 中 を 燃え 息 る 
炎 で 満た す 。 ( 注 19) 復活 の 日 、 ア ッ ラ ー は 
彼 等 に 話し か けず 、 ま た 準 め ざる べし 。 面 
し て 酷 同 が 彼 等 に あり 。 


補導 と 引き 替え に 輝 誤 を 取り 、 散 免 の 代り 
に の 2 彼 等 な り 。 針 火 の 中 
に お ける 彼 等 の 辛抱 は 、 如 何 に 甚だ し いこ 
に 

きれ ば こ を アッ ラー は 真理 を 以 て 経典 を 降 


SD この 経典 に つい て 暴論 を 唱 う る 
者 ども は 、 信 か に 遠く 離れ 去り た る 者 な り 。 
第 二 十 二 項 

正義 と は 、 お 前 た ちの 顔 を 東 に 向け 、 ま た 
西 に 向け た な りす る こと に 非 ず 。 胡 の 正義 と 
は 、 ア ッ ラ ー と 末日 と 諸 天 使 と 経典 と 預言 
者 た ち を 信じ 、 ア ッ ラ ー を 愛す る が 故に 自 
分 の 金 を 、 親 族 、 坂 児 、 満 者 、 旅路 に ある 
者 、 物 を い 、 並び に 抽 謀 を 購 う た め に 費 し 、 
礼拝 を 用 守 し 、 宮 捨 を 展 し し ま ぬ 者 を 云い 、 

また 約束 を 結 さ で ば 之 を 必ず 履行 Se 果 負 、 

絹 難 に 耐え 妨 ぶ 者 に し て 、 戦 い の 時 は 坊 然 
た る 風 を 云う 。 か く の 吉 き 人 々 こそ を 誠実 な 
者 、 神 を 思 れ る 者 な り 。( 往 130) 


この 節 の 意味 は 、 火 は 湯 き を 満足 させ る どこ ろか 大 き 〈 す る の し 同じ ょ うに 、 
と いう 事 で ある 。 


注 1 

満足 を サ え る こと な く 、 そ を その 逆 の も の お も だ ら す 、 

注 130 この 委 に ! 

まっ て いる 。 人 ER も の で あり 、 


まな ね も 、 放 を 信じ る さる 、 
て 次 に 人 間 の 行為 に 関す る 


量 後 の 秋 判 を 信じ る こと 、 天 使 、 経 典 、 思 な る 拭 言 者 を 信じ 
と て も 大 切な 事 岳 に つい て 人 述べ て いる 。 
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この 世 の 事 は 選 の 半 和 と 


は イス ラム の 教え の 要点 が 連 べ られ て いる 。 さ はず 、 共 本 的 な イス ラム の 入念 上 著 理 か ら 5 始 
人 人 聞 の も つ 相 来 の 壮 や より どこ る と し た 正装 で ある 。 


る こと で ある 。 そし 


SO 


ーー - アア グラ 
員 一 号 アッ ルレ ャ ラマ グラ 


79. 液 等 信徒 な ちょ 、 殺 人 に 対す る 報復 は 、 自 2 タン セン ン ルル リッ ・ タッ 
由 民 に は 自由 民 、 奴 隷 に は 奴 震 、 女 子 に は 0 GNU 








女子 と 公正 な 報復 を 規定 す 。 ( 注 国 ) 但し 加 。 ざ 3 9 PCIEDVI 5 41 
害 者 が 被害 者 の 見 弟 に = よっ て 散 免れ る 場 ラジ 2 9 クン ルイ っ 
合 は 、 慣例 に よっ て 芝 に 骨 血 金 を 課 し 、 加 多め と 95 の ・ の 4 (まま 
容 者 に 穏 ろ に を 支 挽 ちあ し むべ し 。 こ は お の 2 の ター タン ン 
レ 」 ga る クロース 内 っ ど の 
前 た ちの 主 よ り の 減 天 に し て 、 且 つ 慈 悲 な 。 めい 2 ee9 ら の 34558 っ 
り 。 る れ は ば 今後 この 探 に 培 犯 する 者 は 、 酷 人 4 22 2 
間 ⑲4J 1。 Cee Alo 
MM 思 成 ある 人 々 ょ 、 報復 の 近 に は ぉ 前 た ちの 損 希 CI と ogatoi は 巡る 
だ め の 救 いあ り 、 む お 前 た ちの 安全 を 保 了 嘩 す あの: 
る ため の 。( 注 3) ⑫ い 9O 
生 131 この 第 は 一 般 市 民 に と っ て 大 切な 法 の 所 本 精神 を 述べ て いる 。 すなわち 、 平等 で 公平 な 裁き の 必要 性 


で ある 。 罪 を 償い 、 誠 癌 を 見 せ て 柱 害 者 の 灯 類 が 許 き な い 限 り .、 0 ここ で は 、 殺 人 人 
才 は 相当 に 報復 され る 必要 が が ある と 言っ て いる 。 犯罪 者 を 法 に よっ て 名 し な いと いう こと は 神 の 命 に 藻 く こと 
で ある 。 し か し な が ら 、 犯 罪 者 を 前 す る の は 殺さ れ た 人 の 後継 者 で な 〈、 法 秩序 を 資 任 持 っ て 守っ て いる 和 
威 者 で ある 。 し か し な が ら 、 Jen と も で きる 。 よっ て 拘 威 者 は 法 の も と に 法 に 従っ て 裁 か な け 
れ ば な ら な い 。 だ か ら 自 分 の 判断 で 0 1402U Aie た 9 科 還 9248 誠 BMCDG 46 
Fe6 処 間 は 誰 に も 平等 に 課 せら れる と この 節 で の べら れ て いる 。 こ の 詩 葉 
は 普通 的 で ある 。 地位 、 身 分 、 宗 教 の いか ん に か か わら 6 ず 、 殺 人 の 罪 を 犯し た 人 は すべ て 同様 に 処 周 され る 。 
4 非 戦闘 の 一 般 市 民 で 未 信徒 で ある 
者 を 回 教徒 が 和 図 槍 に 殺し た 場合 、 死 刑 た な る と いう 見 解 が 誠 計 者 の 印 間 の 中 で 一 致し て いる 。 麗 な る 舞 言 者 
5 頑 イ スラ メ 教 使 で 非 戦 斗 の 者 を 上 図 的 に 条 し た イス ラム 教徒 は 死刑 で ある と 述べ て いる 。 自 由 民 に は 自由 民 . 
奴隷 に は 奴隷 、 尋 人 に は 婦人 と いう 言葉 は 自由 民 は 奴隷 を 殺し て も ぅ 死刑 に は な ら な いと か 、 婦 人 は 婁 性 を 殺し 
て も ぁ 死 刑 に な が な ら な いと 言っ て いる の で は な い 。 社会 的 地位 や 性 の いか ん に か か わら ず こ の 法 は 適用 ふれ る 。 本 自 
員 は 自由 民 …。」 ほ と いう 言葉 を 独特 に 解釈 し て アラ ブ の 特有 の 慣習 が で きた 。 それ は 性 蔵 や 社会 拘 地位 に よ 

9 尊 入 省 の 処罰 を 決め る 方 款 で ある 。 し か し 、 そ の 独特 の 慣習 は 今 は 廃止 らき れ て いる 。 この節 の 戒律 に は 皆 に 
嫌がら れ て いる 習慣 を 廃止 し ょ うと し て いる 姿勢 が ある 。 実 際 、 前 に も 述べ た 報復 に つい て の 法 は 「 和 殺害 に は 
同 光 の 境 役 の ひみ を する こと が 規定 され て いる 。| と いう 文 で 制限 きれ て いる 。 この 文 は 必要 年 分 な 意味 も や も ち 
王 血 を 完全 に 言い つく し て いる を れ に 部 (「 自 由 民 に は 自由 民 、 友 隷 に は 到 隷 、 婦 人 に は 姫 人 法 の 番 朗 素 
で は な い 。 た だ 上 記 の 三 例 を 揚げ て この よう な ケラ ブ の 前 慣 は 折 符 すべ き で ある は 2 べ て ちり 、 え 、 法 を と の 
よう に 施行 すべ きか を 吉 べ て いる だ け で ある 。 聖なる 頒 言 者 は 「 自 分 の 奴隷 や 級 し た 者 は 誰 で も 死 が 与 を た られ 
る 。』 と 言っ だ 上 E 伝 えら れ て いる 。( マ ジャ ) 他 の と ころ で まだ た 「 イ スラ ム 疫 徒 の 命 は すべ て 報 徴 の 法 の もぉ と に 
邊 で ある 。| と 述べ て いる 。( ナ サイ ) 


注 132 イス ラム の 半 役 法 の お か げ で 、 殺人 が 押 き えら れ 、 人 間 の 生命 へ の 安全 が 守ら れる の に 多大 な 効 が 
ある 。 人間 の 生命 の 尊厳 を 全く (無視 し て し まう 様 な 人 間 は 、 人 韻 社 会 の - 共 も し て 生き る 50 
され 、 其 免 や 容 表 を うけ られ る の は 、 赦 免 な ど に よっ て 事態 が 好転 し 、 AN 28 結 果 が も だ ら さ れる と 用 
えら れる 状況 の み で ある 。 こ の 様 に イス ラム は 一 方 で は 犯罪 を 抑 括 する の に 妥当 な 手段 を 講じ に 、 ズ 一方 で は 慈 
悲 と 数 済 の 高 催 な 特 臣 を 示す の に や ぶる か で は な い の で ある 。 努力 に 反し 、 は よん ば の 団 に ・ 展 式 は る そ 
れ ぞ れ 異 な っ て る も 死 制 が 斉 S れ て いる と いう 事実 は イス ラム の 規定 の 覧 明 き を 充分! 区 する も の で の る 。 和 
刑 廃 赴 の 熱心 な 推進 者 で る えも それ に か わる 良い 拉 軒 を みつ け 出 せな いで いる 。 死刑 に ほし っ て か わり 終身 刑 を 
康 す の は 酷 で あり 、 理 想 的 な 代行 刑 と は 言い 難い 事 を 認 ゆめ ゆ ざ る を 符 な い の で ある 。 (Roy Caluert 著 20 世紀 に 
訟 る 極刑 、 合 .P. Putnmum、 ロ ンド ン 、1930) 


方 還 プア ァ レ * ノ ヾ グ の 


1 お前 た ち に 規定 する 、 str 2 イン 22 イン の 
に 臨ん で 、 も し 財産 や 人 和 す よう な 場合 は 、 yl が と 
両親 及び 親族 に 2 ウル を する こ ほ に bob ペル 4 
を 。 こ は 神 を 詞 れ る 者 の 義務 な り 。( 注 13) 22 

ees 交 攻 


半生 


li 、 の 和 5 ぅ る グ 宮 9%? 人 セレ る レ の アッ ン も ン テア 4 
2 中 言 を 開き た る 後 、 之 を rk 罪 は CZOMMASUU564K2 GS 953 
変更 する 者 の 上 に あり 。 げ に アッ ラー は す る ダン ダン ン J 
べ て を 聴き 、 he ( 注 0 で ・ 6 る 382 


8、 但し 言 才 側 の を こ ひ いき や 間違い を 懸念 シン 人 1 の 
し て 、 当 時 者 た ちの 間 に 入っ て 之 を 調停 す で 2 ポン らら oO" 

ンク レ 

6 


る こと は 、 罪 に 非 ず 。 げ に アッ ラー は 寛 大 2 人 8 Ac 。 う 
に し て 、 慈 悲 深 (まし ます 。( 往 了 )) 「 
第 二 十 三 項 
1 液 等 信徒 た ちよ 、 先 人 に 規定 せ し 吉 く 、 断 の 人 Cal 
食 を な 前 た も に 規定 す 。 こ は お 前 た ち を 閉 
し い 人 だ らし めん が た め な り 。 ee 3 1 の の 2 の 





生 133 4 草 12 間 13 節 で 死者 の 財産 を 相続 す る 場合 の 全て の 人 の 収 り 分 が 決め られ て いる 。 これら 5 の 和 は 
計 釈 才 達 の 何人 か に は 語 解 され て 当年 の 施 こ る れれ て いる 節 を 取り 消す も の と 考 た ん られ て いる が 、 実 際 に は この 
征 で 、 RE は ば はい ない が 、 追 産 を 認め られ る 対象 と な る 個人 へ の 、 

攻 い は 慈 状 の 目的 の 、 勤 い は 、 戦 星 の 、 RI ^ 追 加 条 項 と な っ て いる の 
で ある 。 こ こ で は 4 章 12 節 と 13 節 で 扱っ て いる 、 法 定 相 続 人 の 受け つ で 遺産 に つい て 何ら 6 規定 する も の で は 
な が く 、 そ の め 4 帝 12 節 、13 部 に よっ て こ の 二条 ら 入 る 規定 が 取り 消 き れる 事 な ど 論外 な の で ある 。 答 々 
が 各 和 領分 を 取り し きる の で ある 。 し か し この 様 に し て 譲ら れる 忠 産 は 、 サ ー ド ・ ビ ン ・ ア ビー・ ワ カー ス に 関 
し て 加 な る 頂 言 者 が 言っ た 様 に 、 枕 まれ る べき 衝 座 の 』 ン 3 を 起 え て は を 6 な い ( プ ハリ ジャ ナー イズ 和 ) 
これ が 追 言 填 の 自由 裁量 を なる 限度 で 、 そ れ も 和 遺言 者 が 呈 額 の 富 を 残し た 場合 の み に あ て は まる の で ある 。 死 
に ゆく て イス ラム 教徒 が それ に 従っ て 追 言 で き 、 一般 的 な 理解 と し て は 4 :12 と 13 の 後に 、 啓示 きれ た 5 意 107 
人 で こ の 分 4 :12 一 13 が ある 狗 に 取り 消 き れる と いう 事 は な いと いう 点 が 詳し く 支 持 き れ て いる 。 実際 、 廃 
引 論 に は 何 の 根 拠 $ も な い の で ある 。 


注 134 ここ で は 、 前 節 に は 、 従 わ ね ば な ら な く 、 又 達 反 する と E 典 と な る 幾つ か の 指示 が 包括 きれ て いる 。 そ 
れ は 財産 と は 相続 の 法 に の っ と っ て 管轄 きれ な けれ ば な ら な いと いう 指示 で あり 、 人 遺言 首 が 、 残 し た 指示 を 破 
る も の は 、 違 反 の 罪 と な る の で ある 。 


注 135 子 、 配 偶 者 、 両親 は 、 道 言 が な く と も 遺産 を 受け と る 権利 が 保証 きれ て いる だ め 、 特 に これ ら の 人 人 々 
に つい て 記述 それ た だ 追 言 は 必要 で は な い 。 遺言 が 必要 と る の は 、 そ ね 以外 の 人 に 対し 遺産 や 生 を だ いと 遂 言 
者 が 望む 場合 で ある 。 し か し この 限度 額 は 遺産 の 1/ 3 まで と きれ て いる 。 を の 配分 に 関す る 遺言 状 が 法 的 条 
件 を 満た し て いて も 、 あ る 条項 で は 不 公平 を な る 場合 も る 。 例 えば 、 死 者 の 相続 人 が 非常 に 多い に も か か わ 
6 す 、 死者 が 追 告 で 遺産 の 最大 限 の 1 / 3 を 療 行為 や 、 そ の 他 の 法 に か な っ た 日 的 の 訪 、 和 寄付 し た り し て し 
ぅ ょ 、 相 続 和 人 達 は 還っ た 事 ほ な る 。 或いは 、 そ の 1/ 3 に つい て 追 言 者 が 、 正 当 な 請求 を 無視 し た 形 で 、 不 
BB 相続 人 と 息 言 に よっ て 貴 産 を 相続 する 入 と の 問 で 
公正 な 調整 を 行なう こと が 許 き れる が 、 こ れ は むし ろ 賞 貸さ れる べき 行為 で ある ' 


ー49 一 


2 
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5. 定め の 断食 に は 、 一 定 の 日 数 あり 。 但 し お (223 ? 5 
ーー と ュ ュ ョ ー ュ チュ eo 1 ト 
前 だ た ちの うち 病める 者 、 ま た 旅路 に ある 者 あう ま CO に ら っ 2 ひい 


は 、 同 じ 日 数 を 別 の 日 に 断食 せよ 。 ま た 断 2 を 53.3 ン ン 
の ( ゆ メー NPD AS 

同 所 08089 宅 難 な る 者 は 、 2 あと 855 ノン の 本 

人 引掛 和 自発 的 es65 ( CO パル 4 ラス し P 3O8 





に 服役 赴 の 気持 ち で 半 行 "や な す は 、 選 和 れ の た 〆 う 22 グッ ン に 人 . 入 の 29 ぅ タグ っ 2 ン ン ノン F 条 
Ni 2 AN | 924 
め に 最も 良し 。 断 食 は お 前 た ちの た な め な り 、 ⑲ 〇 っ lbesey の | っ) 


も し お 前 た ち わ か りき えす れ ば 。 注 18) 


上 。 ラマ ダー ン 月 こ を は 、( 沖 的 ) 人 類 の 答 導 。 c24 (IEM 村 WC の IE 人 
1 E RRB 


の 識別 と し て クル アー ン の ( 注 13) 隆 5 らら (8 人 で J41 6 うと 2 
だ る 月 な り 。 ( 注 139) 中 に お 前 だ ち 、 2 ン 0202 ワウ の 

に 家 に い 在 る 者 は 、 有 断食 せよ 。 但 し 病める KS G に 49 ン っ Aca っ る 1 
-- 8 Po の ! の 日 に 司 ゞ た ン ン 2 ッ ン し 
者 、 旅 路 に ある も の は 別 の 同じ H 数 を (の 有 ( 94 た 3 のりたま る て 各 


断食 せよ 。( 注 1 アッ ラー は お 前 た ち に 便 
いら 由 _- っ か テ 4 

宜 を 与え 、 難 位 を 求め" ず 。 こ は お 前 た ち が の KK<P ジ スプ | 

: 人 デー ッッ ラーー お ミキ > 子 * 記 
で の 日 数 を 3 2 し 、 2 が お 胃 だ ち に 2 人 Y 史生 人 プン 
賠 え る 箇 導 に 対し て アッ ラー を 識 美 し 、 量 @osn8 80243 ASC 叶 例 誠 3 

つ お 前 だ た もち を し て 感謝 せしめ ん が た め な 

り 。 

136 志 教 了 催 式 と し て の 断食 は 、、 詳細 や 形 表 に 閥 異 は あっ て も 、 全 て の 宗教 に 存在 し て いる " 文 徐 水準 の 
庫 低 に か か わら ず 、 多 大 な 数 の 宗教 に 欠い て 、 断 食 が みう けら れる 。 宗 数 で 要求 きれ て いな く て も 、 自 分 の 体 
の 妥 求 に 応じ て 或 る 幼 囲 まで 個人 に よっ て も 遂行 きれ る " 内 カ 百 科 立 典 より ) 了 肉体 的 、 或 い は 肛 俗 の 関 





係 事 か ら 、 或 る 程度 まで 、 厳 し く 征 を 律する 事 は 精神 の 在 品 に は 必 狐 で あり 心 や 求道 沖の 政 通 の 体験 で ある 。 
し か し イス ラム で は 、 この 上 過 食道 に 新しい 方 針 と 貫入 的 写 味 を 導入 し て いる 。 それ に よる と 断食 と は 完全 な る 


任 の 痕 微 で ある 。 有 断食 を する 者 は 、 人 の 生命 を 支え を る キ む る も の で それ な し で は 生き て ゆく 事 の で き な い 人 
み 物 と 食べ 物 を 口 に し な い だ け で な て く 、 自 分 達 の - 子 始 を は らむ こと が で きる 妻 の も と に ゆく 事 も 断つ の で ある 。 
この 様 に 断食 する 者 は 、 自 分 の 神 で あり 信 造 者 で あら せら れる 存在 に 対し 、 自 分 が 必要 と する 全て を 犠 販 に す 
る 用 の りあ る 事 を 、 実 際 に 中 折 に する の で ある 。 


注 137 「 ラ マダ ー ン 」 と は 大 陰 騰 の 9 月 で ある 。 こ れ は 、 了 断食 を する 人 の 内 騰 が 乾き の 為 、 大 変 執 く な る 為 
ラマ ダ が ・ 00 の NR Go の 2 イペ NSR 9 月 が ラマ ダ と 呼ば れ た だ 理由 は 、(1) こ 
の 月 の 断食 が 乾き の 人 為 、 熱 と 燃え る よう な 感 党 を 生み だ すか ら 、(2) こ の 月 の 礼 振 が 人 の 中 の 罪 の 廊 跡 を 焼き つ 
くす か ら 6、(3③ に この 月 の 人 人 の 献身 が 人 の 心 に 創造 者 と 自分 の 生 の まわ り の 仲間 達 へ の 必要 と され る 愛 の 温か る を 
うみ だ すか ら 、 と 言わ れ て いる 。 


生 138 クル アーン と は 、(1) 読 まれ る で き 本 、 ク ルアー ン と は 有紀 界 で 最 8 広 範 に 渡り 読ま きれ て いる 本 で ある ( ブ 
リタ ニカ 百科 辞典 ) (2) 惑 界 へ ひろ あめ られ 伝え られ る で き 本 或いは ち 千 。 クル アー ン こ そそ の 神 ょ り の お 告げ 
に 何 の 制 眼 も な い 唯 -- の 経 豊 で ある 。 その 他 の 経典 は 、 の 時 
0 兵科 R02202 
クル ナー ンジ こ そ 、 ク ルアー ン 失 有 前 の 経典 に 包含 きれ た 、 全 て の 永遠 の 貧 実 を 包含 する 知識 の 宝庫 の みな ら ず (98 
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〆 アプレ 


も で り 、 る ンタ ン の 5 の 2 の っ マイ うぅ コ 
7. わし の 僕たち が 、 わ し に つい て 液 に 問う 時 oute26U の LE 届 C12 


\ 


は 、 答 えよ 、「 わ し は 常に 近く に あり 。 ( 往 9 の 訟 09222520 ブ ウロ 二 
呈 わし に 折ら ば 、 わ し は を の 事 願 に 応え Gb203 Geo ら CS 131 を 1 
ん 。 故に わし の 呼び か がけ に 耳 を 傾け 、 わ し ン ラ 9 5 ン 
を 信 ぜ よ 、。 ( 注 19) さす れ ば 彼 等 は 正しい 道 ルル ウフ 
を 歩 ま ん 。 


山 ば * 【 人 Zni15t 2K4 ヶ 
は 許さ れる 。 委 は 前 た ちの 着物 で あり 、 の 〇 き MK PU IKIKIY 有 所 
さ ャ ユ コ - ーJ ~ 人 < し 〆 み ん 
( 注 143) お 前 だ ち は 妻 の 着物 な り 。 ア > る ( 爺 ン 5J 4 4 5 いじ 2 を し | 


し ん し や 
ラー は ぢ ぉ 前 た ち が 無 理 し て いる の を 操 醒 アニ リル アテ 


憐れみ に 転 ぜ られ 、 軽 減 を 与え た り 。 入間 (6 し 
5 れ 前 た ち 美 の そば に 行き て 、 ア ッ ーッ レン タン ンタ っ 
ーーyrmrbEaw た と を Ke3- 交 dCODS522od6 
よし 、 食 べ る も Ni。 、 虹 糸目 糸 の 見 8 120 ミン ョ グン 8 
人 その後 は 日 左 で 32 


れ ま で 了 勝 食 せ よ 。 ( 注 提 ) 礼拝 堂 で 勤行 中 は を 1 | アア 
ン の の ちら = 
概 の そば に 通う な か れ 。( 注 145) こ は ア ッ (< ピン の 62 1 12 
ラー の 立て た る 探 な れ ば 、 彼 女 た ち に 近 づ Add 441 時 Ye も まい 
く な か れ 。 ア デッラ ー は か く の 如 くそ の 玉 律 


弄 きく 


4) 人 が いか な る 時 、 い か な る 状況 で も 頼る 事 の で きる 真実 か ら 成 っ て いる の で ある 。 と いう 三 点 の 集大成 で 
ある と いえ る 。 (18: 50) 


139 再 な る 聞 言 者 が 最初 に 神 の お 告げ を 受け だ の が ラマ ダー ン の 24 日 で ある 。 を し て 全て の ち お 告げ は 、 毎 
年 この 月 に 、 大 天使 ガ が ゲ リ エ ル に よっ て 理 な る 預言 者 に 復唱 る れ た 。 これ は 蛋 な る 聞 言 省 の 先 ん だ 年 まで 続き 、 
に く な っ だ 年 の この 月 に 、 大 天使 が プリ エル に より 、 全 グル アー ン が 預言 者 に 対し 復 旭 る きれ だ の で ある ( ブ ハ 
リ )。 こ の 様 に 、 ク タル アー ン の 全て が ラマ ダー ン の 月 に 啓示 る れ た と 言え る の で ある 。 


注 140 この 文章 は 不 必要 な 反 彼 で は な い 。 と いう の も 、 こ の 文 次 は 前 節 に 訟 いて 、 世 食 の 戒律 へ の 基盤 や な 
し て いた の が 、 この節 で は 、 実 際 の 戒律 ほし な っ て いる か ら で あ る 。 し か し クル アデ アーン で は 杉 萌 に 8 "病気" と 
"旅行 の りつ を 特に 定義 せ ず それ ら 5 用 語 の 和信 々 の 一 般 的 使用 法 ほ 上 、 お か 和 れ た 状況 次 第 の 解 秋 に 委ね て いる 。 


注 141 信仰 心 上 き 基 が ラマ ダー ン の 月 の 御 恵 み と 断食 の 御 恵 み に 気 づけ ば 、 そ れ か ら 、 で きる だ け 多 く の 和 親 
神 的 思 恵 を 徒 よ うと 雪 旋 に な る の は 当 だ り 前 の 事 で ある 。 この 節 は 、 人 告 者 の この 現 の 賜 望 へ の 答え な の で ある 。 


注 142 私 を 信じ る (「 わ し を 信 ゼ ぜ よ ] の 部 分 ) は 、 神 の 存在 を 信じ る と いう 意味 で は な い 。 何故 な ら 、 す ぐ 前 
の 文 の “彼ら は 私 の 言う 事 に 目 を 傾け る ” (「 わ し の 呼び か け に 耳 を 手 け 」 の 部 分 ) と いう 文 そ の も の が 、 神 の 
存在 を 信じ る 事 を 前 民 に し な けれ ば 意味 が な いか ら で あ る 。 神 の 存在 を 信 ぜ ず し て 傾聴 し 、 神 の 戒律 に 従う 事 
な ど で き な い 事 を 意味 し て いる か ら で あ る 。 


注 143 EER 女性 の 権利 と 地 倍 、 結婚 と 媒 燃 関係 の 日 的 と 意義 が 奏 き れ て いる 当て で あ 
ろう 。 この 節 が 言 と し て いる 結婚 の 本 当 の 日 約 と は 、 大 と 妻 の 二 人 の 為 の 快適 さき 、 保 護 、 を そし て 装飾 で あ 
時 5 の (7:27 と 16: 8) 滞 婚 と は 、 当 然 の 事 な が ら 性 的 欲 密 の は け 日 だ 
け で は な く 、 大 と 委 の 両方 が 、 邪悪 や 醒 半 か ら 互い を 補 だ りあ う も の な の で ある 。 





を 人 々 に 明示 し 給 う 、 彼 等 あし て 愚 より を 
の 身 を 識 ら し めん が た だ た め に 。 


2 すい の ゥ の の 
2 OU5( の CK し 98 絢 あ だ Me 


の 





で 隔 に 


に 、 呆 路 の 受け 渡し を 強く 非難 し て いる 。 


注 - 147 


流 148 


を そうい 


る けれ ば な ら 6 な いと いう 事 や 入 々 に 思い お こき せる 持 は 他 に 


目 治 体 、 或いは 国家 的 団結 を 強調 する 為 に クル アー ン で は 、 し ば し ば 、 


な た 達 の 財産 " と 表 上 中 す る 。 こ こ で も ぅ 、 う 菅 味 で 語ら 


《⑲ 〇 ゅ Ao 2 の 
8 お 前 た だ ち 、 無 益 な こと に ( 注 16) 互 に を の (る ssdbkib と: 1 ちり 5 
財産 を ( 注 7) 浪 引 する な か れ 。 ま た 裁判 
7 が ? ン (2) 負 [ に 2 2 レン 
邊 に 呈 賠 を つか っ て 、 他 人 の 財産 の 一 部 を 、 oo di 
承知 の りう ぇ で 不法 に むき る ぼり 食う な か れ ジッ クッ ン 2 
第 二 十 四 項 @62 人 5 
190. 彼 等 は 新 月 に つい て 液 に 問わ ん 。 云 を 、「 を ョ リン 9 る る 4 
1 wl es と 2 
は 人 商 の 便 視 の た め に 、 ま た 巡礼 の た め に ウ U CS Co の ゆび 2 と 
Ss 6 坦 ょ ふ . な % バ ク 。 の て ン ラ ブン ち 
所 NO の 28 二 9 と 。( ま 10) また ゆ 放 み ら PP5ob N を 25 
朋 だ ち 、 理 日 か ら 家 に 入る こと は ( 注 ]9) “ レン 
正 し か ら ず 。 真 の 正義 者 と は 神 を 暴れ る 者 PIGI6 と PeIIKIP Io の 1383 
な り 。 る れ ば お 前 だ ち 、 正 面 か ら 家 に 入る ンク 3 の 2 
べし 。 面 し て アッ ラー を 胡 れ よ 、 き れ ば 成 TOPAGASG の II RI 
功 せ ん 。 
注 144 夜 と 昼 が 極端 に 評 く な る よう な 地 で は (例え を ば 極地 )、 夜 と 基 は 1 2 時間 の 単位 で 考え られ る ( ム ス 
リム )。 
注 145 いわ ば 有 断食 の 精神 を 完全 に する と いえ る エ テ ィ カ フ で は 、 妻 と の 変わ り や 前 虎 は 、 夜 で あっ て も 祭 止 
きれ る 。 
年 146 遍 食 に 関し た 導 律 で は 、 信 心 と 公明 正大 き を 獲得 する と いう 観点 か ら 、 定 め ゆら れ た 期間 中 は 飲食 を が 
まん する 上 事 を 命じ て いる 。 こ の 時 期 程 、 控 に か な わ 史 食事 (即ち 、 搾 に か な わ め ぬ 富 の 獲得 の 事 ) は 何 に も まし 


な い の で ある 。 ま だ 、 こ の 遂 で は その 他 


他 の イス ラム 教徒 の 財産 和 を" あ 


られ て いる 。 


イス ラム で は 、 大 陰 有 歴 と 大 陽 歴 を 併用 し て いる 。 日 中 の 5 回 の 白 り や 、 ラ マダ ー ン の 日 の 生日 の 断食 


の 初め と 終わ り を 決め る の は 日 の 出 の 和信 り に 従う 。 ま た 断食 の 月 の 選択 や 巡礼 時 の 指定 と いた 場合 に は 大 除 歴 


が 使用 きれ る 。 イ スラ ム は 、 
注 149 


阿 方 の 膝 を 使用 する が 、 
ここ で は 、 礼 捧 の 色々 な 様式 を 指示 する 本 当 


は な てく 回 か 


どちら か と いえ ば 太 了 慢 歴 を 多用 す る 。 


の 是 的 は 
う 重要 な 原 購 が 指 岳 き れ て いる 。 礼 押す る こと と 時 間 の うち 皇 
も の で ある 。 し か し 玄関 か ら で 


それ ら の 行為 が 本 質 的 に 有用 だ か ら で あ る と い 
人 先 る れる で き は 礼拝 で あり 、 時 間 は 二 次 的 な 


ら ” 家 に 入る と いっ た 類 の 問題 を 提出 する 者 は 時 間 を 第 一 閉 、 


礼 拝 を だ ただ の 付随 的 な る の に し た い の で ある 。 こ れ で は まる で 朋 車 を 衣 の 前 に 置く よう な も の で ある 。 ま だ た だこ 


こ で の 言及 は 、 
理由 で 帰宅 せ ね ば な ら 史 時 に は 、 
で は 、 こ の よう な 因 習 を 、 

は な ら な いと 指摘 し て 非難 し て いる 。 を 


の 第 


る 。 


吉 教 徒 の アラ ブ 人 の 習慣 を る す 様 に も 


( プ ハ リ 、 タ フシ ー ル 書 ) 


の 


思わ お 和 れ る 。 

條 らし は 、 壁 に は し ご を か け 裏 品 か ら 家 に 入る 習 層 を 持っ て いた の で ある 
條 けん と は 精神 的 な 多門 で ある か らし て 、 
し て 又 、 人 の 日 的 を 達 記 する に は 適切 な 土 段 を 講じ る 欄 、 


ー だ た ん メッ カ へ の 連 礼 に 出 た 者 が 、 何 ら か の 


そん な 事 を し て も 族 け ん で ある 宝 に 
示唆 し て い 


時 いた: 


アル ・ バ クラ 
9.。 お 前 た ち に 対し て 戦い を 挑む 者 あら ば 、 ン ン ッ ン 0 ビン 4 
ゃ LITET 
SS され ど 正 義 を う YO: ピン lOAA は 1 仙 5 
逸脱 する な か れ 。 げ に アッ ラー は 不義 者 を (OGAKSVIK を (10GUDITCK 
愛さ ず 。( 注 吉 ) 
197. が が る 挑戦 者 に 出 道 わ ば 、 どこ で も か まわ 2 ロタ の うみ の か ルナ し 人 0 (24 


ず 之 を 殺せ 。 ( 注 l) 布 し て お 前 た ち が 追 放 
きれ だ る と ころ か ら 、( 注 朝 ) 彼 等 を 追い 出 


びら の の | うら の へ S の 
3 


者? 


911 3 


は 灯 害 より も 回 し 。 伯 し 、 相 手 が 

聖典 の 中 まで 戦い を 仕掛 け て こない か ぎ 
り 、 聖 典 の 内 部 や や 近く て 戦う な か れ 。 きれ 

ぼ 相 手 が も し 戦い を 挑 ま ば 、 之 と 戦え 。 る 
は 不信 心 者 ども へ の 応報 な 5 

193. され ど 、 彼 等 が 戦 を 止め な ば 、 ア ッ ラ ー は 
覧 大 に し て 、 情 け 栄 くま し ます 。 

9. 追 害 が な く な り 、 宗 教 が アッラー の だ め に WUTG 
自由 に 信仰 で きる よう に な る まで 、 戦 え 。 MM 

きれ と ど 彼 等 が 戦い を や め だ 際 は 、 ( 注 5) 不 

義 者 に 対し て の 外 は 敵意 を ( 注 更 ) 抱く こ 

と は 許 き れ ざ る こと を 忘れ る な 。 


せ 。 追 震 


09E あ を PT kt 
@ の Au 1 3 MHR SG 24358 


イイ 


0 AN (つと bio eSlo6 


レン 5 の ダ 


多 3 すま に の め つ 3 


アプ うり の ニー デ デ ニー ラ っ ン ノ うぅ う 


Obogz 5 もの 


23 
3 


し ヤヤ ン 


は < 


CM 導く 


N 


注 150 " これ は イス ラム 教徒 に 戦い の 許可 が サ え られ て いる 初期 の 時 代 の 節 の 一 つ で あり 、 こ の 有 関連 で 、 一 番 
衣 は 生 HE 際 2220E の 65 の 0 は 合肥 銀 2 き E 反 全 人 の 所 だ CRSS IP 
を うい っ た 戦い は 、 ア ッ ラ ー の 神 の 人 道 の 障害 を 取り 除く 日 的 の 為 で ある 事 、 叩 ち 、 2 
確立 の 為 で ある 事 、(2 肖 手 方 が 先 に イス ラム に 対し て 攻撃 を し か けた 場合 の み 行 な わ 和 れる 事 、(3) イ スラ ム は 敵 
が 戦 いや を 止め た ら す ぐに 武器 を 赴く 事 、 の 三 つ で ある 。 


注 151 この 第 は 実際 に 戦い が 、 勃発 し だ 時 の 事 に つい て で あり 、 
け て き た 不信 者 達 に 対し て の み 戦 う よ う 指 示さ きれ て いる 。 


明らか に 、 イ スラ ム 軍 は 、 先 に 攻撃 を し か 


守 152 この 語句 は 。 メ ッ カ こそ て で 、 
ど ま っ て いて は いけ な い 記 を 


イス ラム の 中 心 で 最も 査 な る 場所 で あり 、 
意味 し て いる 。 


ィ イス ラム 教徒 以外 が 、 


を そこ に しょ 


注 1539 ここ で も イス ラム ふ が 汰 う の は 相 手 が 仕 掛け て きた 時 の 自衛 の 場合 の み で 、 完全 な 宗教 の 自由 を 確立 す 
る まで 戦い 3 る 。 も し 、 全 て の 不信 者 が イス ラム を 受け いれ る まで 戦い を 続け よ と い 


5 事 が 神 の 律 法 で あっ た な ら 6 瑞 な る 預言 者 が 不信 者 達 と の 幾つ も の 平和 条約 を 結ぶ こと な ど で き な か っ だ は ず 
で ある 。 ジハード ( 型 戦 ) に つい 0 22 立 39 節 一 42 節 を 参照 の 事 。 


注 154 「 蔽 意 」( ウ ドッ ゥ ワー ン ) と は 、( は 立 意 ②) 悪 し き 行 為 、 
義生 

述べ る 戦い に つい て の 取り 決め の 基本 原理 ほし な っ て いる 。 (1 戦い は 神 の 為 の み で 、 い か な る 利己 的 動 機 、 力 や 
富 の 増強 、 或 い は 、 国 家 や その 他 の 利益 の 発展 の 為 で あっ て は な ら な い (2》) イ スラ ム 軍 は 先 に 攻撃 を し か けら れ 
た 場合 の み に 戦 争 に 突入 で き る 。(3) 英 が 攻撃 を 仕掛 けた 後 も 、 限 度 内 で 変 戦 し 、 当 面 の 目標 以外 は 戦線 を 拡大 
せめ ぬ 事 (3) 正規軍 の み を 攻撃 し 、 戦 っ て いな い 者 を 攻撃 し た り 苦 色 を 与 を た り せ ぬ 事 。(5) 戯 争 中 で も 、 人 人 々 の 示 


(3③ 患 し き 行 為 べ の 身 六 、 (4 相手 に 対す る 
る 。 これら 中 つ の 節 0 ー194 和信) が 、 以 下 に 


ス ア デー 
テーー…- 


ーー 


に 


アル ・ バ クラ 
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196. 


197. 


遇 月 に は 回 月 に ( 注 5) 報復 すべ し 。 ま た 
すべ て の 聖 事 の た め に 報 仙 の 反 あ  。 され 
ば 何人 に せよ 、 お 前 た ち に 罪 を 犯す 者 あら 


ば 、 相 手 が お 前 たち に な 人 その 
者 を 懲らしめ よ 。 デ アッ ラー を 異 れ よ 。 面 し 


て アッ ラー は 、 アッ ラー を 避 NE 
第 に ある こと を 知れ 。 

アッ ラー の 道 の た め に 費 や せ 。 ( 注 6) きれ 
と 昌 ら の 手 で 、 自 分 自身 を 破 減 に 投げ 込む 
な か れ 。 普 行 を せよ 。 ア ッ ラ ー は 韻 行 を な 
す も の を 愛し 給 う 。 
NM 
全う せよ 。( 注 158) されど 、 も し お 前 た ち が 
それ を な すこ と を 奄 害 き れ な ば 、 何 ん で も 
よい 、 手 に 入り 易い も の を 捧げ よ 。 面 し て 、 
その 供物 が 生 閉 を 捧げ る 場所 に 達する ま 
で 、 頭 を 剃る こと な か れ 。 お 前 た ちの うち 
病める 者 、 ま だ た は 頭 に 病 い ある 者 は 、 その 
償い と し て 、 断 食 、 ま た は 施し 、 ま た は 生 誤 
を 捧げ よ 。 き されど お 前 た ち が 0 状態 


5 の 9 oeLo3 ご 
GeiK よ 42 


(Cc ン ン 
アプ | タン 。 ノ 


アナ で | ニー る ノ oo エン イチ 
eg る 8 人 の 


当 U68C 2 人 


2ocet 記 Pe 


学 み っ ノ タン の WT グ あッ さき っ ンプ 5) 9 ダウ 2 ン ッ 
OUAUSb 572 紹 EE 


ぅ み う ア レン 


(G7OCWEGMIICP TPE1LdR 人 AS 


こつ 


で ンプ 。 PIG 5 ちら を 
アデ 


アル うみ 9 2 ター ッ ン 5 て う ン 
語 3 9 の 41 の 
ゅ ーー グッ ゥ ンプ / で 
og38> 42 らく Oo 
ay ぅ の 3 ンチ E- ア っ 


3 
うう タテ CI CS を! ab E す の る ぅ ゥ グン 





に あり 、 大 巡 % 礼 と 一 縮 に 小 巡 礼 も し て お き 

雪 上 の 憶 例 や 儀式 を 妨げ な いこ と 。 ⑯) 信 外 の 地 、 或 い は を そこ に 、 い か な る 害 を 与え る 事 も 許 き 和 れ な い 。 る その 人 為 、 
その 地 の 近 時 て 戦い を する ボ も 許さ れ な い 。 (7 も し 敵 が 、 礼 捧 の 場所 を 攻 責 の 中 心 す る 場合 は 、 そ の 時 に 限 
りり 、。 イ オス テラ ム 6 8) 宗教 上 の 自由 が 妨害 きれ て いる 問 の み , 戦 
開 を 続け る 事 が で きる 。(8:40!9:4-6:20:40、: その 他 を 委 照 の 事 

注 155 型 月 | と は ズル ・ カ ー ダ 、 ズ ル ・ セ モッ ジ ャ ー、 ム ハッ ラー ム 肪 び ラ ジャ ブ で ある 。 これ ら の 月 に は 
濾 問 行為 は 僅 じ 5 れ て いる 。 こ の 戒律 は 、 カ ー バ の 神殿 と E 型 な る 月 の 型 徳 を 守る 為 の も の で ある 。 

注 156 戦争 に 勝つ 為 に は 、 金 銭 を 必要 と する 。 出 加 を だ め ら うと 国家 の 破滅 に つなが る 人 為 、 信 省 は アッ ラー 


の 大 義 の 為 に は 惜しま すず 金銭 的 協力 を する 事 が 望 


注 157 
画 央 共 、 
形態 て 

で のり 、 て これ まや に 。 


注 158 
まわ り 。 
年 の 内 、 


7 る し い 。 


"ある よい える 。 2 ・178 か ら 説 胃 の 続い 


| ウム ラー」( 小 巡礼 ) 
サフ ァ と マル ワ の 明 を 龍 け 、 
いつ 行なっ て も よい が 、 


度合 


この 館 か ら 包 礼 (ハジ) の 内 容 の 叙述 も と な る 。 ジハード ( 理 隊 ) と ハジ (人選 礼 ) は 互い | 、 
デッラ ー の 神 の 直 の 大 人 義 の 為 に は 、 真 実 の 執心 な 信者 が らく で ぐら な けれ ば な ら な いり 犠牲 ( 献 生 ) の 一 
て いる アッ ラー の 大 装 の 内 、 
入 り 、 断 食 、 ジハード は 攻 に 説明 きれ て い 


ょ は 上 記 の 方 法 で エ ヘ ラ ー ム 
を 捧げ る 事 で ある が 、 
ハジ (巡礼 ) は ズル ・ 


に 関係 が あり 


刀 礼 が 人 人 の 精神 的 発展 の 最終 段階 
る 上 ころ で ある 。 


で 、 こ れ は カー バ の 神 唆 の まわ り を 7 回 
これ は 強 油 の 壮 務 で は な い 。 小 名 礼 は 一 


に 入る 事 


ヒッ ジャ ー の 月 の み に 行 な われ る 。 


計 


= ナル ・ バ クラ 


た いと 思う な ら 6、( 注 1 な ん で も よい か ら た 20 の 2 2 
3 PE 2 し ua5 い 
容 元 に 手 に 入る も の を 供え よ 。 何 @AId の ひみ の の ggd| 


も 捧げ る も の が 見 つか ら な い 場 合 は 、 We MI 2 に 3 3 572 Glb* AN oO Ao 5 
店 に 三 日 間 、 2 時 0 の 

て 十 日 間 断食 せよ 。 ( 注 0) こ は 聖 殿 近 が に 1 計 b25a| al (の らい IN 
を の 家族 が 住ま ざる 者 の 場合 に 限る 。( 往 


る 7 クラー プレ 。 アン 9 て 。 し 
0) アッラー を 異 れ よ 。 ア ッ ラ ー の 懲罰 は 苦 @ め colo る 01658 
酷 な こと を 銘 記 せよ 。 
第 二 十 五 項 


貧 。 巡礼 月 は 周知 の 事実 な り 。 き れ ば 座 で あれ 、 人 各 219e8058 の 3 セ 3 9 を 
これ 等 の 月 に 巡礼 を な る ん と し た 者 は 、 巡 旨 量 有人 
礼 中 に みだら な 言葉 を 叫 いた り 、 罪 を 犯し し の 18 Joe の っ 人 ち 半 26 め 8 98 
だ り 、 吐 嘩 曲 諭 な どす る な か れ 、 忘 れ ま い 
ぞ 。 お 前 たち が 療 行 を なせ ば 、 ア ッ ラ ー は 
と れ を 知る 。 さ きれ ば 旅 の た め の 必 要 な る 食 の 
橋 を 準備 せよ 。 最 上 の 食糧 は 正義 な り 。 思 - 

上 あ る 人 々 よ 、 わ し の み を 太 れ 欧 え 。 

9 お 前 た ち が 主 の 恵み を 求む る は 罪 に 非 。 3 22 WO RPM CC 
( 志 ) る れれ と お 且 だ た ち 、 ア ラフ ァ ー ト が レシ: SR 
6 ( 注 18) 降り 来 て 、 壁 跡 マ シュ アル ・ ア 信人 36 oco ジ AST36 


22 マン マン 5 る ! 


和正 159 ウム ラー と ハジ は こつ の 方 法 で つ な で 帯 が で きる 。 (1 ウム ラー を 行なう 世 定 の 巡礼 者 は 、 一 人 で エ ヘ へ 
ラー ふ の 状 馬 に 入り 、 位 式 や 取り 行い 終了 きせ る 。 そ し て ズル ・ ヒ ッ ジ ャ ー の 8 め に 、 もう一度 エヘヘ ラー ム 
0 の の 7 文字 則 り 

に 解 秋 す れ ば "物事 を 利用 する "の 意味 ほな る 。 (2 巡礼 時 に ウム ラー と ハジ を 同時 に 行う 事 で ある 。 こ の 場合 、 
芝 礼 者 は その つも 59 で エ ヘ ラ ー ム の 状態 に 入り 、 人 巡礼 が 終わ る まで その 状態 を 続け る 。 こ れ は キラ ー ン と 呼ば 
れ 、 文 字 通 5 で は つの 物事 を 弓 み 合わ せる ” の 世 味 で ある 。 タ マッ ト と キラ ー ン で は 、 供 え 物 を し な けれ 


0 が \ う な い で 


160 刀 礼 中 に 日 の 断 食 "と いう 文中 で 言わ れ て いる 有 断食 は 別個 の ちの で 、 同 節 上 記 の 断食 と は 同一 で は 
0 人 き な い 者 の 人為 で あり ・ ここ て 述べ られ る 食 は ダマ ッ ト の 際 
に 和仁 え 物 を 出せ な い 著 の 為 で あ ここ UE お わ 和 れる 三川 も は え ル ッ 和 290 の 11、12、13 昌 で ある 事 が 望 
50 の の に 5 近 行 3 科 PD 中 還 


下 101 ハジ と ウム ラー を 一 緒 に 行なう 事 は メッ カ の 居住 用 の み で な く 外 部 の 者 に ぉ 誕 き れ て いる の 意味 で 
ある が 、 な か に は 、 聖 な る モス クハ ラム 全体 、 即 もち メッ カ の 内 と まわ り の 加 な る 領 起 と 拡大 解釈 する 著 $ い 
る 。 


注 162 李 礼 の 目的 は で きる だ け 多 て の 数 徒 の 参加 で ある 2 、 ク ルアー ン は 巡礼 達 に 商売 を 行う 事 を 許し て い 
る 。 現金 を 持っ て 胡 に で もち れ な いび 者 は 商品 を 持っ て き て 商売 し 、 ち うけ た お金 を 旅 の 費用 に あて る 事 が で きる 。 
163 アラ ファ ー ト と は 、 館 礼 達 が ズル ・ ヒ ッ ジ ャ ー の 9 日 め の 後半 、 体 和 皿 する 平地 で あり 、 メ ッ カ か ら 約 
13 km の 所 に ある 。 ヴ ゥ クー フ と し て し られ て いる この 休息 は 、 包 礼 の 重要 な 僕 式 の 一 つ で ある 。 ア ラフ ァ ー 
ト と は 、 芸 な る 場所 は 知識 の 察知 手段 と 上 い に う 意味 の 合成 誤 で ある 。 


SS 


ン ュ ブ < の ラ ぅ ア 2 ズ う 
ス 人 8 |229 アラ 004LAS AS C2 Re 了 
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錠 一 - アル ・ フ バグ クラ 








ル ハ ラー ム みて アッ ラー を 念 ぜ よさ 。 ( 注 1 カ 2 ロ 5 ダラ タン 。 1 アー レン ッッ ン 1 
る w し ] 
Re アッ ラー が 導き た “ デ ら ) 比 js 人 2 


こと を 思い な が ら 。 @C0Uo3 4 
1 アプ * 


0. か くし て 、 人 々 が 急ぎ 進み な し ころ か ら 、 お お 1. 久 42 ン 導く 
前 た も も 急ぎ 進み 、 ア ッ ラー に 敷 し を 請 え 。 ers 
げに アッ ラー は 寛大 に し て 、 情 け 深 くま し の 2525131 雪 
ます 。( 注 5) 

名 お 前 た ち 定 め の 儀礼 を 終え な ば 、 自 分 た な ちっ 66 26 3 し 2 23 6 
の 父祖 を 賞 護 せ し 如 く 、 い や も っ と 心 を こ の 
め ゅ て 、 ア ッ ラ ー を 貸 護 せよ 。 人 々 の うち に 。 0583。 eeO づ 5 
は 云う 者 あり 、「 主 よ 、 我 等 に この 世 で も ろ > 
も ろ の 佳 き 物 を 与え 給え 1 と 。 か か る 者 は 
来世 で は な ん の 分 け 前 も 得 ざ る べし 。 

%. また 彼 等 の うち に 法 う 者 あり 、「 主 よ 、 我 等 レフ クー ニレ リン ンタ セラ スラ タン 
に この 世 で 率い を 与え 給え 、 来 世に お いて う CS CB CD J 計 の 4695 


ん 2 レス 4 


Ni 


10 Re 
JA 51 4『2【 


ーーー ーー 


ー デ 


EICAIIEUG IGR 


も また だ た 然 5。 面 し て 我 等 を 、 業火 の 責 苦 か (の 調 旨 肝 ンス レン ン いい Pr】 
ン Cc に 二 ミー を 上 
ら 護り 給え を | と 。( 注 0) Sa 5 ク 
3. これ 若 の 人 々 は 、 和 白 分 で 稼い だ も の に 相当 の od めこ 27 公 41 9 
する 分 け 前 を 得る べし 。 ア デッラ ー は 清算 に と 
迅速 な り 。 


204. 定め られ ただ る 日 数 の 間 ( 注 I) アッ ラー を た 拓 に (0096 23281 315 
念 ぜ よ 。 但 し 二 日 間 に 短縮 し て も 、 を その 者 





生 1604 マシ ュ ア デル ・ ア ル ハ ラー ム と は 、 メ ッ カ と アラ ファ ー ト の 間 の ムズ ダリ ファ に ある 小 き な 丘 で ある 。 
ここ て で て 聖なる 聞 言 攻 は ダ ベ と 夜 の 祈り を し 、 日 の 出 ま で 祈り 続け た 。 メッカ か ら 約 9 km 離れ た だ ここ は 、 礼 
時 の めい 息 と 鶴 り に あて られ る 拝 所 で ある 。 


注 105 イス ラム が 到来 する 以前 の クラ イシ ュ 部 族 ん た フ ム ス と し て 知ら れる バ ヌ ー・ キ ナー ナ は アラ ファ ー ト 

へ は 、 他 の 久礼 に つい て いか ず 、 マ シュ アル ・ ア デル ハラ ー ム の 近く に 留まり 、 他 の 人 巡礼 が アラ ファ ー ト か ら 戻 

る の を 待っ て 合流 し た 。 当 人 節 と 前 節 で は マシ ュ ア ル ・ ア ル ハ ラー ム の 近 て に 留まら ず 、 他 の 巡礼 同様 、 ア ラフ ァ ー 

0 EE と し て 、 ア ラフ ァ ー ト か ら マ シュ ブル ・ ア デル ハ ラー ム ま で 戻っ だ 巡礼 達 
、 供 え 物 や きる げ る ミナ ー ま で 行き 、 エ ヘラ ー ム の 状 態 が 終わ る の で ある 。 


注 166 ここ で は を の 努力 や や 向上心 が 下 凡 の み に 限 ら AM 現世 と 来世 、 両方 に 於 ける 普 を 求 剖 す る 種 
類 の 人 々 に つい て 述べ て いる 。 ハ サナ と は 成功 も 意味 し て 、 加 な る 聞 言 者 も 何 度 $ 使 っ だ 、 間 淀 に 総括 的 
な 祈り 5 で ある 。 (ムスリム ) 


牌 107 これ ら の 日 は 、 可 能 な 限り 9、 可 礼 が ミナ ー に 滞在 し 、 神 を 設 美 し な が 6 時 間 を や すご すべ で き と き れ て い 


る ズル ・ ヒ ッ ジ ャ ー の 11、12、13 を る ね す 。 それ ら の 日 は 、 閣 き と 美 の ロ 々 と いう 癌 味 の ア ヤー ムッ タ シ リ ー 
ク と 呼ば れ て いる 。 


一 交 アル ・ バ クラ 

は 罪 な く 、 ま た 授 《 留 まる も 罪 な し 。 こ は リル イン フル フン る クニ ラン ン そ で イフ ン ル レ ーッ ンク ン 
AE SNS みせ に っ っ に の 1) に 

神 を 思 れ る 省 の だ ため な た 間 才 は アッ ルス で" 内 ら の っ の TK 
を 表 れ よ 。 ( 注 6) 耐 し て いずれ 必ず アッ KM は 

の ー テ 44 AB 人 50 誠 け lo 
ラー の 御 許 へ 召集 せら る べき こと を ( 注 ) 半 い ず 


的 ) 銘 記 せよ 。 
25. まだ 人 々 の 中 に は 、 現 世に 関す る こと を 語 2 上 5 ACE 
て 、 液 を 感心 きせ 、 ア ッ ラ ー を 呼び て ロ 1 還 
れ の 胸中 に ある も の の 証人 だ らし ゅ ん ほす 6@2 Le と あ も 
る 者 あり 。 き され ど 彼 こそ は 最も 日 論 好 き な 8 
者 な り 。( 注 MM) 


\ 


6, か か る 者 が ー た び 権 カ を 所 る と 、 四 方 に 発 っ 5 の の JI は の ds513 
走 し て ! の 帝 物 や 人 類 を 括 器 す 。 が 前 上 

イノ スタ ター の タイ 多 ユ ノイ マッ ンク 
ンー 7 の 1110 Py CIK2TCS1 

7。 が か り 1 が 必 ラ テー タ 明 さり 5 ん ば 、 スク ある タラ クン クン も る ゥ ンス タン 
レア っ に TE 内 1 ン 
引っ て 計 介 が 吊 肖 きれ 、 更に 罪 に まる 、( は で テ タ Ioel 5 の | 3 
17) きれ ば 彼 に は 、 地獄 こそ そ が その 応報 な る の JI は 73 る < 


べし 。 そ は 電 眉 な る 條 床 な り 。( 注 1 

8. また 人 々 の うち に は アッ ラー の 意 び を 婦 う 2 知 c( 光 人 引 に お ある 旨 あみ 25 
あま り 、 我 と 我が身 を 次 る 者 あり 。 ア ッ ラ ー 
は その 僕 を あわ れ み 給 う 。( 注 19) の いら 5 


注 168 人 包 礼 の 根本 と な る 目的 は 、 ク ルアー ン で 2 ・198 に 診 い て ナジ に つい て の 不 律 が 説き 始め られ る 言葉 
で ある タク ワー (公明 正大 き ) の 達成 で ある 。 こ こ で は た だ た だ 外 的 に 特定 の 儀式 や 典礼 を と り 行 うだ け で 公正 き 
の 精神 が 伴わ な いも の は 無 意 味 で あり 、 タ クワ ー こ を そ 人 の 行動 の 全て の 根底 を な す もの で ある 事 が 強調 きれ て 
いる 。 


注 169 何 千 も の 巡礼 が を の まわ り を 巡 還 し 、 を う で きる 時 は いつ も その 方 角 を 向い て 祈り を 棒 げ る ガー バ の 
神 員 は イス ラ ょ ゥ 教徒 の 心 に 、 神 の 確 一 性 上 、 を の 尊 成 を 思い 起こ きせ る の で ある 。 


当 :170 世の中 に は その 雄弁 き と 、 に せ の 隣人 愛 と で 開き 手 も を だ まし お お す 者 も いる 。 彼ら は 本 当 の 人 間 の 発 
展 に は 不可 欠 で ある 拉 手 の 精神 を 何ら 証明 する 事 な く 、 出 分 自身 の 利益 の み を 追求 し 、 細 か い 権 利 に 関し 他人 
E 逢 烈 に 争う の で ある 。 

注 171 彼ら 6 の 努力 は 、 他 の 人 々 の 利益 を 傷つけ 自分 の 利益 を ふやす 事 に 全て むけ られ て いる の で ある 。 


注 172 草 飛 と 威信 を 間違っ て 理解 する 事 が 、 を そう いっ だ た 人 の 主たる つま づき の も と で あり 、 彼 の 志 し きゃ が 更 
に 罪 を 束ね る せ 、 あ ら ゆ る 面 で 止 し い 道 か ら 外 れる の で ある 。 こ うい う 者 は 地獄 に 落ち て ゆ (《 の で ある 


注 173 これ は 前 節 に 述 べ られ だ 人 と 対象 的 に 、 ま る で 自分 達 の 紅 を 、 ア ッ ラ ー の 喜び を 求道 する 事 に 与え て 
し まっ だ か の よう に 、 を の 事 の み に 没 題する 種類 の 人 も いる 事 を 述べ て いる 。 





0. 


ルート 


流 等 信徒 た ちょ 、 完 全 服 従 せよ 。 証し て サ 
タン の 足跡 を 追う な か れ 。 サ タン こそ を は お 


アル ッッ フケ クラ 


1 ルン 1 ・ イタ ッ ー タン | ノン 2 ブタ イン 
WV ? の MMW 9 MO 





ウッ る ② タン 凡 も 29 る 
前 た ちの 公 敵 な り 。 ol る 
くだ ど 
20、 明 証 が 降り た る 後に 、 う っ か り 朋 る が 如き 1 較 2 1。 人 EC Oo2 和 5 
こと あら ば 、 デ アッ ラー は 強大 に し て 、 腎 折 0 
う 了 デ ン 』 
に まま すこ と 知生 。 OS が PIG1 
1. 彼 等 は 、 記 5 ラー が 室 の 天 著 の 下 、 天使 た で 5 
ち を 引き 連れ 、 ( 注 1 彼 等 の と ころ へ 職 臣 3 びあ 8 公 る 368 9 ら め あ っ 
する と で も 刀 う の か ?( 生 本) 事 は すでに 2 な ミイ トン ぃ ン 
まり の いま 2 し Ai 
決 せ られ だ り 。 す で て は アッ ラー に 帰属 す 。 ーッ d の ろ ク 
@ ど とめ 9 
ニニ 7 
一 十 環 
9. イスラ エル の 子 押 に 問 え 、 わ 和 れ ら が 如何 に 99212 を 5 て ゆ II の 人 0 
多く の 明 証 を 役 等 ! に 返 け だ る か を 。 さ と 、 吉 レア アー タグ P ッ 2 H 衝 ア 5。 ?/5 < 2 
ゲッ ラー の 皿 F が 隆 り た る 修 、 こ れ を 改 有 の 2 し ら ク au As 00 
こ 2 
( 注 
2 の のみ eg 
213、 この 世 は 、 不 信心 者 ども に は 抄 惑 的 に 映る いう LOUk | 本 の 〇 の 
だ た め 、 彼 等 は 信徒 た ち を 員 潮 す 。 る れ ど 神 0 の の 9 の の 9 の の レス ルン 。 る 
を 異 れ る 人 々 は 、 復 活 の 日 に は 不信 心 者 2 yl 
も より . 上 位 を 占め ん 。 リ ッ ラ ー は その 喜 し Oo ウン 4 ゥ ン イア か ノ 
(1 1 ? 
給 フ 火 友 民 柱 、 計算 を 度外視 し て 思 龍 を 授 K ツ ン グフ ペッ 8 O2 の る クノ 
け 給 う 。 アン ンク レー マン ター タン ニー レ レン 
人 AE 120.853Oe Ar y1IOB 
計 174 これ は バド ル の 戦い の 時 の 事 で 、 こ の 時 に は 25 音 26 節 で 約束 きれ たよ うに 、 信 者 を 助け る 為 に 内 と 


雲 を 降ら せ ( プ ハ リ )、 


計 者 の 心 に は 了 気 を 


を 、 不 信者 に は 帝 怖 を 与え を る で て 天使 や つか わき され だ ただ (8 : 13)。 イ 


信者 の 中 に ぅ その 日 、 実 際 に 天使 を 見 た 者 が いた と 言わ 和 れ て で いる 。 


注 : 175 [降臨 」 


邊 176 これ は 伸 が 成 し い 懲 賠 を 下さ きれ る と いう 事 を 必ず し も 帝 味 し て い 
じ に られ る と いう 意味 で ある 。 
生 177 預言 省 の 到来 する 以前 は 、 彼 ら 全 員 が 不信 者 で ある 


し か し 一 だ ん 玉 言 者 が 現れ る と 、 王 い に 遠 い は あっ て 
か つて 一 体 な りき 】 と いう 表現 は 、 国家 釣 一 致 団結 と いう 意 味 で は 、 
ス 当 計 の 施 こ きれ た だ 節 で 使わ も れ 
94:42・9, 


と いう 語句 は 16 : 27、 


で あの 穫 


343334 に あられ る 。 


529:・3 に ある よう に 、 


と い 2 意味 で 
い 不 信者 連 は 一 つ に 団結 し て 放 生 者 に 対 近 し だ 。「 人 振 は 


、 考 え が 同 一 な と いう 意味 で は 、 当 節 2 


入 の 懲 剖 も いう 選 味 で 使わ ね れる こと も ある 。 


る 訳 で は 、 神 の 懲 肖 は 巧 し 〈 感 


、 全 て の 信 問 は つの の 民族 で あっ た 。 


は と 2 は 5 091 に 
・214 の 他 に 5 :49i16: 


クル デー ン 10 (20 


『 み 


Cd83 


お 


アリ ルレ ュ 





46. 


され ど ア ッ ラ ー は 、 思 し 吾 し を 以 て 、 不 信 
心 者 ども が 異論 を 唱え だ る 真理 へ と 、 信 徒 
に ち を 示 き た り 、 か く の く ブッ ラー は 、 
その 吉 し 給 う 者 は 誰 で あれ 、 正 し い 道 に 導 
き 給 う 。 

ぉ 前 た ち 、 お 前 た ち 以 前 に 世 を 泊り し 人 々 
が 味 い だ る 状態 を 体験 する こと な く 〈(、 朱 周 
に 入り 得る と 思う か ? 困 苦 明 難 が 彼 等 に 
降り か か り 、 不 安 に 英和 れ お の の 《 余 5、 使 
午 並 びに その 信 牽 者 た ち は 、 | アッ ラー の 
佑 助 は い つの 日 か ?」 と 嘆い だ た り 。 ア ブッ ラー 
の 佑 助 は 近づけ り 。( 注 的) 

役 等 は 全 に 費 す べき か と 、 流 に 問わ ん 。 坪 
ぇ 、| 舌 いこ と は 和 皆 、 両 親 、 親類 緒 者 、 了 殆 児 、 
貧者 、 並 びに 旅行 才 の た め に お 前 だ ちの 代 
か な 滞 を 費 す べし 。 お 前 た ち が な す 善 行 は 、 


すべ て アッ ラー 之 を 知り 給 う 5」 と 。 ( 注 ] 部 ) 
江 う こと を お 前 だ たち に 定 ゆ る 、 を は いや で 


され ども セ 前 だ た ち が 好 まざる こと 
また 好む こと が 
前 だ ち は 知 | 


あろ う が 。 
が 案外 身 の だ め と な り 、 
却って 密 と な る こと も あり 5。 


補 一 芝 バク ラ 
時 。 5 -T- 安 に こい 要 グ ノ ンー ププ ブッ p ン レン 。 9 の アプ フク タン 
は 傾 言 者 た ち を 挙げ て 、 期 報 ほ 警告 の 伝達 LN eb の 0 
に な し 、 を の 利 い を 判断 すべ き 真 理 の 経典 。 ME 2 
を 彼 等 と 共に 陸 し た り 。 し か る に 今 、 経 典 ED2 人 8 敵 CS oe 委 あ る < 
を 賜わり た る 者 の み が 、 . 符 内 に 関し て 民 91。 ノ 3 82 2 プ P2 。 の 9 タダ 2 タル > 
た だ 見解 を 抱き 上 RW この (12 
に 、 互 に 怒 如 し て 相 争 うに 至れ り 。( 注 18) 


抽 IAU MATPP の yi1 
So2 の 9 ああ も 邊 的 ls2 天 


ッ タ 
ルリ 
AG1 3 | イル の 9 イ ヶ 2 ン 
ds KG 1 1 


32 CU て と の 4 
アン 2 タン る レン クゥ 9 ae 
Ao 24 て 2 人 た 
の 3 し 55 81 雪 5 
っ 2 が し ぅ か 


9 ノ ? 2 トラ っ る タタ し 部 レア チア 


ec2 Cs51U5 egoseso 6 員 発 ら 
eS の 9591 3 時 
も 1 あら 55 OS 
et 
0 の JE 


を 2 る 2 6 
和み 5 人 あ 


っ デア 


oOI eeE う 2 


計 178 押 は 、 斑 な る 李 言 首 上 最後 の 経典 を つか わき れ 、 1 RE 
世界 的 伝 壮 を 佐 を られ だ の で ある 。 こ の 様 に 、 輪 回 の 輪 が 完結 し 、 団 結 で 始ま っ た 世界 は 団結 に 帰す る べく 設 
定 き れれ て いる の で ある 。 

生 I79 イス ラム の お つげ を 受け 入れ る の は 、 生 易しい ぉ の で は な く 、 雪 徒 犬 は 、 成 し い 試 練 や 苦 共 を 通過 し 


た 後に や っ と 上 崇 沿 な 理想 


注 181) 
手 が 受 


(を 達成 する の で ある 。 


この 節 は 湯 や きれ る 5 の は 正直 に 和 f 
より 及 い よう で な (て 民 な すず 。 を 


れ だ け の 令 値 が ある も の で な 《 く て は な ら が な い 。 


生き れる で き で ある と の 意 
の 人 人 の 必要 を 充 た し 


意味 を 持ち 、 婦 もち 、 お 金 を 使う 場合 ば 相 
し 、 使 っ た 目的 が 称 直 に 値する も の で あり 、 を る 


第 二 誠 アル ・ バ クラ 


ら ね ども 、 ア ッ ラ ー は すべ で て を 知る な り 5。 5 りり 0 寺 2 2223 る 
ゅ 二 
( 注 ら の ジル ルル み 





第 一 十 七 項 


8. 彼 等 は 聖 月 の 期間 に お ける 戦争 に つい て の し のち 。。 レー レフ ター ターン クレ タン レン 
y 、 - cs , 5 9 に | あま 1 いら る いと う 
流 に 問わ ん 。( 注 半 え ん 、「 を の 期間 に 戦 ピア ああ 


6 : 9 と ン ェ 1 
うこ と は 、 大 いな る 罪 な り 。 き され ど 人 々 を う も のち 和 0 の ら と 2 5 


アッ ラー の 道 より 阻 み 、 ア ッ ラ ー に 忘 恩 的 - 
2 ス 2 リン 家人 | バン 内 
で あり 、 人 の 聖典 に 諸 で る を 妨げ 、 会 衆 を いこ と 1 al と | り CIS 


豊 典 より 追い 払う こと の 方 が 、 クラ ー の ンタ レン クレ 5 41 具 レ ラッ ター 
4 ょ り 重 き 罪 な り 。 し て 辿り 992 っ タス 1 01 で 4 
、 殺害 よ り も 悪し 」 と 。 彼 等 は 、 も し 交 MZ lx: (2 侍 そ (GR 

F 」 キ ゅ e し コ 
hh 1 PE SUR デ CS いと 2 ララ ま 約 ああ 
か し も て W い を めも で し 2 仙人 
ちの うち 信仰 に 背 き 、 不 信心 者 と し て 死ぬ 


ど ゃ デカ で / * う タ ダレ レル ラ ァ レン 
者 あら ば 、 そ の 者 た ちの な せる こと は 、 現 CNEKSIN UI [GEz dL 
世に お いて も 来世 に お いて も 空 無 に 州 すべ の の レッ 。 の る 
の 
し 。 人 彼 等 は 業火 の 住 和信 な り 。 箇 し て そこ に ⑥ O5OAA 2 BI 


水 効 に 住ま ん 。 

29. 信ずる 者 、 並 びに 迫害 を きけ て 移住 し アッ 作り Ah 22 を は の 8) 
クー の 追 の ため に 次 開 券 力 す る 者 、 こ れ 等 の トー ラン タン ンタ タン ノン 6 - 
の 者 は アッ ラー の 思 忠 に 浴 き ん 。 ア デッラ ー eg019 』 be ら め ァ Chi1MCC 
は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 (まし ます 。 5 2 の リク 

らい うっ Ag 


20. 彼 等 は 流 に 、 酒 と ( 注 183) 賭博 に ( 注 iM) 9 トン 2。 の シン 1 外交 
つい て 間 わ ん 。 0 [両者 と 5 大 罪 な 5 。 ぷう! の 5 と しま こつ っ ー 遇 Mg 


プン 2 タン リノ レ る 





邊 181 イス ラム ュ 雪 徒 は 、 お それから では な く 、 人 人 の 枯 を 流す 事 を 好ま な いと いう 理由 か ら 戦 争 を 嫌っ た 。 ま 
だ 彼ら は 賊 省 の 状態 より も 、 平 和 的 受 囲 気 に あ る 方 が イス ラム も ひろ め 並 及 き せる の に は 、 よ り 伝 達し や すい 
と も 考え た だ の で ある 。 


生 182 も し 不信 者 達 が 弄 な る 月 の 神 型 き を 犯し た 場合 に は 、 た なめ ゆら わ ず 麗 な る 月 で も 彼ら を 岡 せ よ と 命ぜ 6 
れ て いる 。 そう する 事 以 外 に 型 な る も の の 神聖 き は 守れ な いか ら で あ る (2 :195)。 証 邊 者 が 一 般 的 に 述べ る 
と ご ろ て は 、 了 了 人 8 要 2 人 色 光ら BEO28 ウ の に の らら た の に の 
に 関す る 情報 や 持っ て くる よう に 命じ た 。 ア プ ド ッ ゥ ラ と ェ と 彼 の 仲間 が ナク ラー と いう 地点 で 小隊 と 出会い 、 を こ 
で 一 人 を 殺し 二 人 を 捕 護 に し た 。 こ れ が 起こ っ た だ 日 時 は 定か で は な い が 、 る 者 は これ を 吾 な る 月 で あっ た と 
みな し 、 叉 ある 捉 は そう で は な いと いっ た 。 し か し その 報せ が メッ カ に 届い た 時 、 ク ライ シュ 族 は その 医 が い ( 理 
な る 月 に 武 告 を と っ た 事 ) を 利用 し て 、 イ スラ ッ * 境 徒 に 抵抗 し 、 型 な る 月 を 汚し た の で ある 。 こ の 計 の ある 節 
は その 時 、 啓 示 き れ だ も 5 の で ある 。 


邊 183 ハマ ル と いう の は 、 あ る も の に 響い を か け だ 或いは は ある も の を 隠し た と の 志 味 で ある 。 酒 は 、 知 性 や 
感光 を 給 い ま ど わ し 、 影 響 を 与え る 為 、 己 い は 、 頭 脳 を 典 准 き せ 、 析 制 心 を 失 な わせ る 為 、 ハ マル 上 呼ば れ て 


9 アル ・ バ クラ 





上 麺 る 】 と 。 ( 注 柄 ) また 彼 等 は 液 に 、 何  。 上 
9』 り g グ ン 3/3 イタ ン 
を 費 す べき か と 問わ ん 。 去 え 、「 余 分 の も の PP の 生 


CA と 


を ( 注 185)1 と 。 か く の 如 《、 ア デッラ ー は お コレ 5 性 イィ 4 ルン アル Ju る 
前 た ち を 熟 庵 せしめ ゆん が だ ゆめ に 、 る ま ざ ま ⑨ の 2 ぅ 2 6 
な る 戒 視 を 明示 し 給 う 。 - 

291、 現世 並び に 来世 に つい て 。 ま た 役 等 は 、 撤 22 は 1 BE 
児 に つい て ( 注 17) 流 に 問わ ん 。 云 え 、 | 彼 We 95OWg 
等 の 幸福 を 増進 する こし は 甘い 行為 な り 。 2 人 8 068 ば 5 の 2 
面 し て ち お前 た ち も が 彼 等 と 親 し 《 混 り 合 わ 
ば 、 彼 等 は お 前 た ちの 兄弟 な り 。 ア ッ ラ ヌー 





いる の で ある 。 こ の 酒 と は 特に ぶどう か ら 作 る ワイ ン の 事 で ある が 、 全 て の 隊 親 物 が あて は まる 。" ア ルコ ー ル 
中 毒 は 病気 の 原因 の 重要 な 因子 で あり 、 ア ル 中 加 者 は 病 入 の 中 で も 悪い 晶 者 で ある 。 伝染 病 の 死亡 率 $ 高 く 、 
疲労 へ の 抵抗 力も 低く 、 生 和合 を 人 イギリス の 保険 会 社 で は 飲酒 者 と 非 飲 遂 用 の 推定 
春 命 は 約 2 借 違う と の 統計 光 当 し て いる 。 余 尊 と 罪 の 関係 も よく 知ら 入る と こ る で ある 。 又 、 統計 に よれ ば 、 
較 昌 5 の の の の EPC 、 二 て ん か ん 、 精 神 豊 常 、 精神 普 弱 や 、 肉体 、 
精神 、 倫 理 面 で の 色々 な 形 で の 退廃 が 、 (SI 頭 品 け て 極 ど っ て いる の で ある 。(」eW,. 
nc.) "アル コー ル 消 費 効 果 は を その まま 神経 紅 織 に 六 響 を 、 功 重 状 態 り 度 が 進む E、 判 断 と 旧制 の 知多 グ 
ロモ ス が 傍 止 し て し まう 。( ブ リタ ニカ) ” 度 を すぎ た 0 道徳 律 や 法律 の 違反 と の 間 に は 密接 な 関係 が あ 
る と いう 下 は 世界 中 で 認め る と こ 2 ある つが は 昌 大 上 家人 科 の 委 り 0 の は 李 の 村 電 で の り 
時 NPBPES る の の る (人 百科 辞典 ) 


注 184 賭 り 忌 む べき 傾向 は 含ま で 問題 に きれ た 事 が な か っ た が 、-- 生 史 命 働い て 収入 を や 得 よ うと し な い 賭 事 
は 本 質 的 に 反 社 会 的 行為 で あり 、 同 情 心 を し ぼ ま せ 、 利 己 主 義 を は び こ ら せ 、 人 人格 の 沈 化 を 招く $ る の で ある 。 
暗 は 本 質 的 に 野付 で あり 、 を の 動 朋 は 巧妙 に 隠 き れ て いて も 損 欲 き に 他 な ら 5 な い 。 嗜 は 代価 を 支払 わ ず に 財産 
を 手 に する 事 で ある か ら 、 平 等 の 法則 に 反する し 、 丁 段 、 決 と う が 相 互 の 同意 に よる 殺人 で ある 様 に 、 賭 は -- 
竹 の 物 盗 行為 し $ ゃ いえ る 。 質 欲 が 、 無 気力 に つなが り 、 連 を 頼む な ちの で ある か ら 、 る その 行為 を な す 者 は 、 人 道徳 
秩序 や 人 生 の 安定 性 を 矢 っ て し まう 。 賭 は も うけ る 事 の み に 注 意 を 集中 させ る 事 で ある か ら 6、 人 生 の ょ りう 価 位 
ある 是 的 へ の 注意 を むけ る を し な く な っ て し まう の で ある 。 


注 185 陣 還 に 陣 全 少し で も よい 所 が あれ ば 、 素直 に 認め る と いう の が イス ラム の 特徴 で あ 
る 。 イ スラ ム が 、 特 定 の も の を 禁止 する の は 、 そ れ ら が 全く 美 く な いと いう 事 か ら で は な く 、 そ れ ら の 邪 相 な 
面 が 普 い 8 昌 き 528 具 の 電 に な だ の の で 3 まで の 6 もの は 人 (6 江 の の 
を の 多大 な 害 の 為 に 飲酒 た 賭 事 を 袋 じ に て は いて も 、 そ れ ら の も つ 利 点 を 全然 理解 し な い 訳 で は な い の で ある 。 


注 186 普通 一 般 の 信者 は 自分 達 が 必要 と する 分 を 充 た し た 後 で 残っ た 分 を 臣 や す よ う 命 じ ら れ て いる 。 そし 
て 墓 ら し の 楽 な 信 省 達 は 、 上 | 分 達 の 財産 の うち 、 可 能 な 限り を 費やす よう 望ま れ て いる 。 し か し この 藻 可 を 全 
て の 信 省 全体 に あて は ゆる の で あれ ば 、 戦 時 に は 、 帳 分 送 の 最低 必要 限 分 どけ を 残し 大 義 の 宙 、 費 や すべ き で 
ある 事 を 意味 する と ころ と な る 


注 187 孤 喝 の 養育 は 大 変 微妙 な 問題 で あり 、 是 つ 重 要 な 社会 的 装 務 で ある 。 押 児 は 陶 体 的 、 精 神 的 、 道徳 的 
な 福祉 が 最も 得 や すい 様 に 家族 の 一 員 ほ し て 育成 きれ ね ば な ら な い 。「 彼 ら は あな た 達 の 史 弟 (同胞) で ある 本 
と いう 喜 共 に その 勧め が こめ られ て いる 。 


= 





rtotaWaeet、 est る 8 人 5 和 ち る 2 の 
と する 者 と を 素史 す . らし デッラ 0 を 2 


っ と の 5 ン 
ば 、 ち 前 た ち を 困難 に 際 ち し せ べ し 。 げ に の 6 
テッ ラー は 強大 に し て 、 皿 哲 に まし ます ] 
と 。 


に つつ 
に ゝ 、 コ 
ト ヽ つ 
ロ 


人 休 拓 者 の 女性 し は 、 彼 女 が 信徒 と な る 282028 を と と 当 み 衝 す る 
まで 結婚 する な か れ 。 ( 注 ) た と い 彼 女 が 2 
む 前 た ち を いか は ほど 愛 墓 する と も 、 偶 像 リッ 9 と 3 62 る 
拝 の 女性 より は 女 奴隷 の 信徒 の 方 が は る か ッ イ ン 2 2 の ラン の 2 の っ ン ン ン ま ッ の 29 る 
に 良し 。 ま た 、 信 使 の 女性 を 彼 等 偶像 償 拓 つう の OOo > も 
落 に 、 相 手 が 信 徒 に な る まで 嫁 が せる な か タ タン 名, ン ンタ タッ ッ ン ンタ タクシ シン pc 
れ 。 だ と い 役 が 彼女 を いか は ほど 愛 間 する と と この ED CIS CN 
$、 偶 像 連 拝 の 男性 より も 功 奴 隷 の 信徒 の Me AI の ル ys EL 
方 が は る か に 良し 。 こ れ 等 の 者 は ぉ 前 た ち 
を 楽 火 に 謗 う 。 き され と ナッ ラー は 、 ぉ 前 た の 26622 
ち を 楽園 に 誘い 、 思 し 名 し を 以 て 散 免 し 給 
う 。 ア ッ ラ ー は 人 々 を 反省 せしめ ん が た め 
に 、 そ の 神 兆 を 明示 し 給 う 。 

系 一 寺 八 項 ぁ の クン レノ 29 に っ レル 2 アン ンタ ン ン 
8. 彼 等 は 月 経 に つい て 流 に 問わ ん 。 王 [を 還 科 00 8 Cage と 中 仙 95 
は 不 沼 な り 。 き れ ば 月 経 中 は 、 女 を 避け 、 タン ミン の タタ タン 2 の レジ 。 ッ ンタ 
浄 ま る まで ( 注 10) 近づく な か れ 。 清 き 身 の 向 とら の め 0 3 人 拓 


に 戻り た れ ば 、 ア ッ ラー が 命じ た る 如く ( ま 2 多 イ 8 。 2 
1⑳) 彼女 た ちの そば に 行け 。 ア ッ ラ ー ほ 悔い 的 し 921802 2685 35 55 

デ 3 は 
区 め る 著 並 びに に 清 源 な らん と する 者 を 愛し の らら 5 2 る 放 3 OUK 多 2 2 


結 フ ブリ 」 ep 





188  「 倫 像 崇 拓 者 の 女性 ] と の 結婚 問題 は 、 戦 争 と 深く か か わり が ある 。 何故 な 6、 戦 争 の 問 長く 家 を 避 E 
れ て いる 谷 首 達 は 、 こ うい っ た 女性 達 と の 結婚 に 陥り が ち だ か ら で あ る 。 こ の 件 は 、 多 神 数 徒 の 男 耶 と 信者 の 
女子 の 結婚 同様 、 タ ル テ ー ン で は 固く 袋 じ られ て いる 。 こ れ は 倫理 的 、 社 会 対向 か ら だ け で な くく 宗教 上 の 賠 是 
に $ 根 ざし て いる 。 多神教 徒 の 夫 は 、 到 に 対し て だ け で な (、 二 人 の 間 に 生ま れ た 子 作 に 8 極 敵 に 有 審 な ジン 
を サ え ぎる を 得 ず 、 又 多 押 教 徒 の 表 は 、 必 ず 了 子孫 の 有 有 成 を めちゃ て も ゃ に し て し まう の で ある 。 更に 、 多神教 
人 徒 の 要 や 内 が 、 信 省 を 配偶 者 と すれ ば 、 打 者 の 考え 、 信 仰 、 人 生 の 兄 か に 友 き な ひら 5 き が あり すぎ る 旭 、 不 調 
和 や 不 - 数 が 生じ 、 ひ いて は 、 63 イス ラム で は 奴隷 制 は 何 の 劣等 の 
半 0 $ も の で は な (、 自 由 民 の イス ラム 教徒 の 男子 に と っ て は 、 多 神 教 侍 の 女子 より イス ラム 教徒 の 

奴隷 の 方 が あら ゆる 面 で 、 ょ い 配 作者 ほな り 、 そ の 逆 る また を うな の で ある 。 イ スラ ム 入 会 に 欠い て は 、 到 
NRA の Gt 人 た は の が を 20 て ちり 、 和 と も 3 のか 人 0 の 
ル 、 サ ル マ ー ン 、 そ し て サー リム は 條 て 解 放 き れ た 奴隷 達 で あっ か た 。 


潤 189 信者 と 多神教 徒 の 結婚 の 法 を 簡単 に まとめ た 後 で 、 婚 鋼 関係 や 夫婦 問 の 装 務 に つい て の 言及 が 必要 と 


が っ ら た だ 。 
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224. お 前 た ちの 委 は 、 お 前 た ちの 耕地 な り 。 きる が タッ ン 13 の ん る タッ ン 
の る 往く SB る いじ) 
れ ば 意 の まま に 己 が 畑 に お も むけ 。( 注 吉 ) と る 


面 し て 己 れ 自身 の た め に な る よう に 、 何 か し yk 

敬い こと を し て ぉ くべ し 。 ア ッ ラ ー を 胃 れ 、 0 の 

や が て アッ ラー に 会 うべ きこ と を 知れ 。 ⑯ 29 し 当 う 
5。 お 前 だ ち が 秋 行 を な し 、 正 し く 振 舞い 、 人 々 36525 9 フ 22 アロ ムレ ゥ クン ノ 2 ン ピン 

の 間 に 入 っ て 仲良 (きせ る こと た 、 こ れ 等 を PWR 

妨げ る よう な 碧 い の 対象 に ( 注 下 ) テッ と もっ 4 Ye EMEA 

ラー を 使う な か れ 。 


95 アッ ラー は ち ぉ 前 た ちの 空 し き 二 捧 を 谷 め 500.6c9525C6806 ug り 
SU MM 


っ テー 』 牙 5 の 92 タ る 2 2 1 人 21 で [ ン 

HU SI4 ES 2 は 寛大 に し の うち 1 の の 1 
て 、 寛 容 に まし ます 。 

297. 時 の で ょ を 胡 う 者 は 、 四 ヵ月 間 で 2 シイ ン スシ タン ン ノン 2 タタ AU 


ひる が え の し Ip 
人 待つ べし 。 きれ どる その間 に 、 も し 凌い を 繰 き っ 6 旬 l oO に 3 らら 9 
の 2 る 9 の タン ン 1 る し 


ば 、 ア ッ ラ ー は 党 大 に し て 、 情 け 深 くま し の ZEROSDUBC 
直す ( 注 199 還 


| 
モ 


この 
E、 ン 
ュ 


注 190 「 テ アッ ラー が 命 選 た る 如く ] と いう 文 に 示唆 きれ る 命 と 上 は 、 妻 と の 変 接 は 生 残 に 通ずる 行 公 と し て と 
らん る と の 意味 で ある 。 (2 : 18S も 参照 ) 


注 191 この節 は クル アー ン の 純 律 で 成 茂 の ある 家中 の 雄弁 な 舌 証 で ある 。 最も 微妙 な 話題 が 、 一 番 上 品 で 思 
感 深 く 取 り 扱 われ 、 結婚 の 哲学 と 婚 映 肉 係 全体 が 、“ 流 の 妻 は お 前 に と っ て 地 の 様 な も の "と いう 簡明 な 一 文 
で 述べ つく きれ て いる 。 女性 ょ は 実際 、 子 公 と いう 種 の ま か 和 れる 加 の 様 で あり 、 賢明 な 大 は 最 $ よ い 土 を 選び 、 
地目 の 畑 を 用 意 し 、 最 良い 種 を 大 事 に し て お き 、 衝 まさ SI 
れ ば 、 子供 と いう 形 で の 収税 が 得 ら れる が 、 そ れ は 信者 の みな ら ず 、 民族 の 全 将 来 に ちか か っ て いる の で ある 。 
婦人 を 画 に 例え る 事 は 、 俊 考 学 と 性 の 人 稚 理 性 に 浴び ば る は どの 光り も あて る 事 と な る の で ある 


注 199 ここ で の [対象 } と は 物 失 い の 種 貴 い は 障害 と の 高 味 を 表し 、 人 が 全て の 普 行 の 商 れる ば か り の 避 て で 

ある アッ ラー の 名 を 、 和 次 行 を 行なわ な いよ うに する 為 便 うと いう 事 は 、 ま こと に 、 讃 神 の 行為 で ある 。 端 や 
日 的 も な い 凌 い の 対 銀 や 笑い 物 と し て アッ ラー の 名 を に する 帯 は アッ ラー の 神 引 さき の 了 鶴 に は か な ら な い 。 
0 は 、 人 人 の 半 か ら を 速 ぎ け て お くく 碧 い に つ いて 述べ られ て いる 2 227 へ の 導入 部 の 役割 を 楽 た し 
年 人 


i 直 193 EC いい や Ja に L ば は 呈 険 な 事 で て あの る の ) (に 0 か か に は 1 ル 、 [3 剖 味 衝 る 事 な 。 、 ( 不 敏 の 意味 で ) 神 の 名 を ロ 
00 間 9 00 臣 い は 怒り の 、 と っ き に 日 に で だ と か 、H で せ に な っ て いる 準 い は 、 局 


i 194 2 立ち 戻っ て い 
る 。 ここ て は 、 実 際 に は 見 財 を し な 左 と 謎 を 切 あ うと 思っ て いる 協 達 に つい て 途 べ て い る 。 こ の 義 婚 の 
問題 に すす む 前 に 、 タ ル ブ ー ン は 人 陸 いこ の D ある 月 経 (2 :223 ) 
に つい て 述べ て いる の は まこ と に 有 筐 味 深い と ころ で ある 。 そし て 当 節 で は 、 本 当 の 、 た だ し 漢 然 と し た 離別 が 


補 一 アル ・ バ クラ 





28. され と 彼 等 が 離婚 を 決意 し な ば 、 げ に アッ タッ ング ウッ ン クン 8 る 
ラー は すべ で て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 2 で 2 
( 注 電 ) 

29. 本 続 る れ た だ る 康 性 は 、 用 心 の た め に 、 三 か の 7 符 タタ る ン | 42 は タ っ ら る そる WS 
び 月 経 を 待つ べし 。 面 し て 彼女 た ち が も し ゾ タ CN ら > 
アッ ラー と 炒 日 を 信ずる な ば 、 ア ッ ラ ー が 6 も ゆ 99ECog 1 いら ” 5 
彼女 た ちの 胎内 に 創造 せ する も の を 隠す は 、 シン ウス タン 09 
違法 な り 。 面 し て この 期間 中 に 、 夫 の 側 か 。 (ずっ ル EaL38 y の! 
ら 妻 と 利 解 を 望み 、 ( 注 196) 委 を 復帰 せ し む 5 る ST 5 2 タフ クッ の! 2s る ュ ョ ン 
る な ら ば 、 そ の 夫 は 最も 正 し 。 公平 に みて 、 OU の 0 boblol うらら 多 う 
婦 侍 は 男性 と 同等 の 利 を 有 す よ いえ 25ekJky2 6 Se は 3 

男性 は 女性 よ 計 す 。( 注 1⑳) 間 の 





と の 2 クン の > レン 
アッ ラー は 俸 大 に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 eco op 5 
品 ら 和 れ 、 そ し て これ に 続く 分 で 、 実 際 の し か し 取り 消し 可能 な 酢 婚 が 、 を そし て 2 1 に 231 で は 最終 的 に 取り 消す 


手 の で き な い 離婚 が 語 65 和 れ て いる の で ある 。 こ れ は イス ラム が 必要 悪 ほ みなす 静 婚 で 、 を の 手続 き 中 に 出 きる 
限り 多く の 質 拍 を 課す べ で ( 央 た られ た 本 当 に 素晴らし い 秩 庁 と 命令 びあ る 。 イ スラ ム で は 、 雪 に 近 よ ら な いと 
答 う 名 に 4 ヶ月 の 期間 を 許し て いる 。 こ の 問 に 、 彼 は 凌 と 仲直り 5 し て 婚 魚 関係 を 修復 する か 、 両 省 の 岡 で 別 編 
る 再 に する か 、 に し な けれ ば な ら な い 。 イ スラ ム で は いか な る 場合 も 、 女 性 を まる で 舎 止 状態 に し て な なく よ う 
な 洪 棋 と し た 離別 は 許さ きれ な い 。 イ ー ラ と は 本 別 の 区 い の 事 で 、 こ の 枚 い に よっ て 大 か ら 無 視 き 和 れ て いる 去 性 


は ば は 、 そ の まま の 状 問 で いる 事 と な る 。 その 聞 役 女 は 他 の 男性 と 結婚 する 事 も 8 できない し 、 自 分 の 大 と と も ぅ 開 敵 


関係 や 持つ 事 は で びき ない の で 、 最 長 4 ケ 月 まで と きれ て いる 。 


革 195 この 前 か ら イ スラ ム の 衣 婚 に 関す る 法 の 説 加 が 始ま る 。 この 法律 に よれ ば 法 的 必要 性 が 生 で た 場合 
は 夫 側 に 委 を 見 婚 す る 権限 が ある 。 し か し 、 こ の 権利 が 行使 きれ る 事 は めった に な く 、 12000 
で ある 。 


注 196 離 時 と は 軍 の 日 に 映 る 全て の 法 的 事項 の 内 、 営む で きも の で ある と いう 事実 か ら 5、 離婚 に 関し て 


べき 
は 、 多 (の 和 審 簿 と 制限 が 付帯 きれ て いる 。 先ず (1 明和 US の EE2U 計 が 96 前 本 訂 開 内 < 
は る 、 


の も て る 期間 で あり な が ら 、 夫 が 何ら 性 的 行 海 を し て いな い 寺 (2 次 婚 が 官 せ られ て か ら 、 妻 は 、 約 3 ヶ月 
に 該当 する 三 回 の 昨 経 を 待 だ な な けれ ば な ら な い 。 こ れ は イッ ダ ( 持 機 期間 ) と 呼ば れる 。 こ れ だ け の 時 間 を も 夫 
に 写 え 自分 の し た 行動 や 二 を える せ 、 も し どこ か に 妻 へ の 浴 在 的 愛情 が て くす ぶっ て いる の な ら 、 も ぅ も う 一 - 度 それ に 
和 づ か せる 旋 の 期間 で ある 。(3) 避 既 る れ た 女性 が も SU この 事実 を 夫 に 隠し て は な 65 ない 。 
何故 な 6 子供 の 先 の 誕生 は 面 者 の 仲直り 5 の 一 助 と し な る か ら で あ る 。 な 取り 消し 不能 な 離別 に は 三 細 まで 
の 財 和 f が ある 2 友 び 争 1 の 間宮 言 の 後 て 拓 陣 が きれ て し まう より 前 な ら 、 大 が る うし だ た いし 門 

だ た だら 、 妻 や 元 に 戻す 特権 を 持つ 。 だ た と を ぇ 儲 機 央 間 が が 終わ っ て じき 9 宙 の ちな に 計 の 市 の 
1 回 め よ び 摘 2 回 の 離 絡 で あれ ば 、 殖 び 一 色 に を る 事 が で 2。 


注 197 個 入 的 権利 に 関し て は 、 夫 と 委 の 権利 は 同格 で ある が 、4 : 35 で も 指摘 きる れる 通り 、 男 の 方 が 際 体 的 
優越 と 家計 を 支え る 経済 的 次 任 か ら 監 督 者 的 権威 を も つ 。 





第 十 九 項 

. 離婚 の 宣言 は 二 回 まで 許す 。 そ の 後 は 、 ふ 9 の 5 うい IMA の GNUB| 
きわ し い 待遇 を 以 て 之 を 留 せる か 、 破 い : る が 2 の 9 と を 
鍛 ろ に し て 之 を 出せ 。( 注 9) が 人 KVNCOTICIINK お CYP や と 
アッ ラー に よっ て 定め られ た だ る 近 を 守 9 得 (4. 0K 全 レラ ルト フッ タタ レラ タク イセ レン ラッ ン 
ざる こと を 恐れ る に 非 ず ば 、 お 前 た ち は 等 CETPYRAK 人 IGP 人 
に 与え た る も の を 取り 戻す こと は 違法 な jp 2 ング 3 イレ 5。『 ン イン ST ノ ぅ 9 
り 。 ( 注 19) され ども し お 前 た ち が 、 彼 等 は Gbspo3lcsKeiz て に 0 
テッ ラー に よっ て 定め られ た る 探 を 守り 得 db 320e い He 6 あな 
じ と 癒 る る 場合 は 、 彼 女 が を の 自由 を 得る 0 
た め に うる こと は 、 両 人 と も 罪 な し 。 こ eo 3 
は アッ ラー の 定め た る 搾 な れ ば 、 違 犯す る - 
な か れ 。( 注 希 ) の ッ ラ ー の 定め た る 擁 に 違 
犯す る 者 は 、 罪人 な り 。 

2 三 回 目 の 離 婚前 言 に よっ て 正式 に 別れ だ る 人 2 6 経 0 Js3 53y ag 


後 は 、 彼 女 が 他 の 天 と 結婚 する まで は 之 を 





注 198 ここ で 離婚 に つい て の 5 番 め の 審査 が ある 。 節 を 離別 し た い 男 は 、 離婚 を 二 度 、 列 個 の 機会 に 家計 
な けれ ば な ら な い 。 第 2、 弟 3 の 離婚 宜 苫 を 一度 め の 離婚 宮 言 で 同時 に すま せ て し まう 事 は で き な い 。 例え 、 
- 攻め に くり か えん し 三 訟 述べ て も 意味 は な い 。「 上 婚 の 宣言 は 二 回 まで 許す 』 と いう の は 加 な る 押 言 革 は 、 そ の 
回 数 だ どれ だ け で あれ 、 こ うい っ た 集合 きれ た 宮 言 を 、 た だ … 2 
惑 る 日 、 一 人 の 男 が 三 つ の 離婚 の 宜 言 を 一 時 に 同時 に 行い “ 神 の 経典 を 私 が まだ ここ に る 間 に 、 舞 効 に 
な いも の だ る うか 7 と 言っ だ と いう 事 を 聞き 了 型 な る 人 拓 言 者 は 非常 に 立 骨 し だ た とい う 事 で ある 。 元 初 の 二 の の 
交 婚 家 苫 を し て も 、 凌 の 同意 の ある な し に か か わら ず 、 イ ッ ダ ー ー 待 機 期 間 中 で あれ ば 美 を 元 の 状態 に 戻す 事 が 
で きる 。 た と える その 期間 が 終わ っ て いて も ぅ 、 彼 女 の 同 意 が あれ ば 再婚 する 押 が で きる 。 し か し 二 度 め の 上 離婚 の 
後 で は 、 夫 の この 権利 を の と ころ と な る 。 坦 な る 舌 言 省 の 同胞 が 一 度 、“" ク ルナ ー 
eS 典 興 の 事 だ け を 語っ て いま す が 、 三 度 ゆ は どう な っ て い る の で すか が か?” と 天 言 者 に 必 ね だ ら 6、 彼 
半生 E に の 主人 の も 、 彼 女 が 同意 する の な ら 夫 は 妻 を 青 ゆ て お き 再 婚 
る 事 を 意味 する 言葉 が 明 っ て きた の て ある 。 し か し 夫 が 、 ど うし て も 離婚 し だ た いと 望む 場合 は 、 彼 は 三 度 
め の 誤 婚 宮 言 の 後 、" 彼 女 を 目 由 に "し な けれ ば な 6 な い 。 以上 の ょ うな 、 男 性 の 側 か ら 刻 まれ る 離 嬉 は タラ ー 
ク と ょ よ ば れる 。 


注 199 天 が 志 を 見 婚 す る 場合 、 夫 は 妻 に 与え た 婚 資 を と りあ げ る 事 は で き な い 。 婚 資 を 与 を て いな い 場 合 は 、 
貴 婚 が 法 的 に 正式 の も の と な る 前 に 支払 わな てく て は な ら な い 。 双 、 天 は 、 賠 り 物 と いう 形 で 彼女 に サ ぇ だ も の 
は どん な も の で あっ て も 取り 戻す 再 は 許さ きれ な い 。 


注 200 し か し 、 素 の 方 が 琴 別 を 望む ホッ ラ ( 此 婚 ) で あれ ば 彼女 は 流 ら が お を それ る な らし と いう 言葉 中 、 流 5 
が 複数 形 クタ を と っ て いる と いう 事 か ら わ か る よう に 調 佑 又 は 雪 判 の 手続 き を ふま な けれ ば な ら な い 。 こ の 場合 
両者 が 同意 する か 、 裁 判官 が 過 ゆ る か に より 全額 で あれ 一 部 で あれ 、 表 は 夫 か ら も ら っ た も の に と 尋 資 を 下 離 る 
な けれ ば な ら な い 。 ケ ー ス の 詩 ジ ャ ミラ の 場合 が 、 女 性 に よる ホッ ラ の 権利 の 行使 の 良い 例 で ある 。 彼女 は 一 
人 の 性格 が あわ ね 為 うま くい か ず 彼 を や きらい に な っ た と いう 事 を 理由 に 夫 で ある ケー ス と の 本 別当 し だ 。 
彼女 は 、 聖 な る 預言 者 より 離婚 の 許可 を 与え られ だ が 、 大 か ら も ら っ た 果樹 園 を や 夫 に 帰 き な けれ ば な ら な が っ 
だ (79 


5 アル ャ ババ クラ 





復 線 き せる こと は 違法 な り 5。 も し 第 二 の 大 弱 人 6 シン の 2 を (S5 (kai ? Me 
が 彼女 を 離婚 す 叶 画 人 が アッ ラー 


の 定め だ たる 近 を 守り 得る 白 信 が あら ば 、 お お 2 う タタ ンク レ ち ぁ ぁ レッ タタ シッ シッ ンク 
AA0528231 CA 
間 IBRDIEEgO 2 6 


* 9 直 
ラー の 定め だ る 控 な り 。 ア 92 の hi OO の /AC 
識 あ る 人 々 に 明示 し 給 う 。( 注 沿 ) 

2 ン ?。 AA 状 22 イ 2 ン [ y 。 の の 9 各 。 ン 
3 ッ 本 テ 々 を 〆 人 アデ 
22. お 前 た ち を の 妻 を 離縁 し 、 定 め ゆら れ だ る 期 3 て 26 38< の 直し 13 
間 が 宙 了 0 ば 、 癌 京 を 以 て 之 を 留 むる か 、 ) 
1 これ ーー の ? み ウン る クッ タン 2 プ 
又は 算 ろ に し て 之 を 出せ 。 彼女 だ な ち を 不当 28593 に の プー 


に | き Ph お 本 た だ ち 誹 を 犯す な か れ 。 人 Ss | し 
に 2 の アム ゅ 
を の よう な こと を する 者 は 、 必 ず 己 れ 自信 9bJ8o の SBzs M 
を 害 う 。 ア ッ RS 6。 ュー ンク 2 2 タタ > ンク 5 タ 1 タン 
dj es ER 0 く 
れ 。 硬 し て アッ ラー が 前 た ち に 与え た る 4 は NEO 95 
ゥ ラノ クン テ ッ ア 
皿 補 と 、 論 し 攻め ん が た め に し 2 和み 62 2 yi 
と 知恵 と を 念 た ん 。 ア ッ ラ ー を 胃 れ 、 是 つ ア 6 2 32 
ラー が 万事 を 見 申し 給 う こと を 銘 記 せよ 。 Se (の * EEC 
( 注 政 ) 


電導 


233、 お 前 た ち 妻 を 離縁 し 、 そ の 定め られ た る 期 る 2 AN の 2 放 3 外 移 2 人 131 3 
同 が 満了 し な ば 、 4 合 切 の 上 に て 合法 に 
8 3 9 2 タン タン ゥ クン クン どの ン Rd タン ッ ク 
彼女 が 望む 者 し 結婚 する こよ を 妨げ る な か CU 2 を Sb6 人 7 WW 
れ 。 こ は お 朋 だ ちの うち 、 ア ッ ラ ー を 信じ 、 z 誠 RF 
末日 を 信ずる 者 へ の 訓 戒 な り 。 こ は お 前 た 。 の % し og 556 ぼら 2 39691 
ちの だ め に 最も 靖 簿 な り 。 お 前 だ ち は 知 E 9 ライ ノ 9 の 7 の 94 シン 1 し 19 
1 205 54512 を N) 
ね ども 、 ア ッ ラ ー は 之 を 知り 給 う 。( 注 0) 
| の Os 
注 201 この節 で は 、 第 3 9 つい て 述べ て お り 、 こ の 場合 大 は 、 離 婚 し た 妻 が 、 他 の 男 結婚 し 
婚 絶 関係 を 確立 し 、 彼 女 が 四半 4 て ざる 拉 に な ら な い 限り 、 離 婚 し た 雪 と 再 び 結 ば れる 権利 を 全て と 天 う 。 
この 項目 を 法律 の 中 に 紅 み こむ 事 で 、 ィ スラ ム は 方 で は 粗末 に 取り 抽 う 事 は 話 き むれ な い 結 婚 の 神 型 さき を 次 め 、 
も う 一 方 で は 、 非 常に 了 入 的 で は ある が ー 度 は 天 と と し て 慕 6 ら し た 一 人 が 、 も し そう 草 め ば 再婚 で きる 指 
会 を 許可 し て いる の で ある 





注 202 文 江 か ら ! 明 ら か な よう に 、 こ こ で 述べ られ て いる 上 離婚 ほ 、 取 り 清 す 束 の で て きる 相 婚 で ある 。 こ の 次 婚 
湯 言 の 後 で 内 に 残る れ た 選択 は 安 を ょ と め お い て その 人 と また 天 如 と し て 其 ら すか 正当 に 離別 す 06 0 7 
け で ある 。 候 に は 天 を 志 待 し た り 、 不 安定 な 状態 に し て お 〈 事 は 許 き れ な い の で ある 。 


注 203 0 “和美 を 離婚 する 場合 " 

と いう 文 は 第 1 又は 第 2 の 離婚 を ご 生 孝 か 和 SN 第 3 の 、 最 終 的 離婚 を 芝 味 する 。 苑 婚 

し た 女性 の 後 兄 人 は 、 本 る お や 、 そ 、 閑 夫 は 彼女 が 新しい 夫 と 結婚 する 事 を 止め る 事 は 
き な い 。 


ー66 一 


234. 


な ら な い 。 


E205 ここ で は 父親 の 子供 に 


207 子供 の 枯 基 に NE の と きれ る が 父 


生母 は その 子供 に 満 二 年 間 授乳 すべ し 。 こ 
EE 

父親 は 、 慣 例 に 従っ て 、 呈 乳 者 の 放 
すす ar 何人 5 を の 能 
以上 の 負担 は 課せ られ る こと な し 。 生 圭 は 
を その子 ゆ え に 、( 注 弄 ) 食 親 $ ま だ た その子 ゆ 
ぇ え に ( 注 第 ) 不当 に 強制 せら る る こと な し 
また だ 相続 人 の 場合 同様 な 義務 を 有 す 。( 注 
0) 双方 が 相談 の 上 、 合 意 に も と づい て ( 注 
7) 離乳 を 決定 する な ら ば 、 両 者 に は 罪 な 
し 。 ま だ も し 子供 の た め に 乳母 を つけ る な 
ら 、 そ の 乳母 に 約束 せる ぉ の を 公正 に 支給 
せ ば 、 お 前 た ち に は な し 。 ア デッラ ー を 尽 
和 れ 、 ア ッ ラ ー が お 前 た ちの 行為 を 妥 覧 し 給 
うこ と を 知れ 。 


お 前 だ た ちの うち 、 を その 妻 を 残し て 死す る 者 
あら ば 、 その 妻 は 自分 の 計ら いで 、 四 カ 月 
と 十 日 間 待 つべ し 。 面 し て を の 期間 満了 の 
後 は 、 ( 注 20) 彼女 だ たち が 相応 に 身 を 処す る 
こと に 対し て 、 ( 往 鑑 ) お 前 ただちに は 何 の 罪 
も な し 。 ア デッラ ー は ち ぢ お 前 だ ちの 所 業 を 承知 
し 給 2 


に 


ロ 


この 文 は 、 
と いう 札 味 を 表し 画 方 款 ここ で は 適者 で きる 


対す る 本 米 の 所 有 権 と 、 


死ん だ 入 の 時刻 を 相続 する 用 は 、 


て 8 導 呈 を 盾 ち 切 る 事 が で きる 。 これ は 丈 、 対 親 の 同意 な 
* け な い 理 を る 5 間 了 し て いる 。 

注 208 妥 如 の 場合 ウイ ッ ダ (待機 期間 ) 

イス ラム で ! 


間 を 長く し 、 


FE 209 
人 人 傍 の 為 に 結婚 を 用 旧 し て や れ " 


[彼女 達 が 相応 に 身 や 処す る 」 と は 


(24 33) 


は 計 親 は 我 が 子 の 為 に 父親 を 苦し め て 


収入 の 残し た 導 喝 


親 と 母親 の 双方 が 同 誤 
(6! 


は 4 ケ月 と 10 HH で これ は 、 
、 彼 女 の 亡くな っ た 大 へ の 感情 へ の 韻 頒 の し る し EE し て ふつ う の 離 別 期間 で ある 3 ケ月 より も 期 
結 夏 生活 の き づ な の 尊 成 と 神聖 き に 対す る 散 意 を 払っ て いる の で ある 。 


、 明 らら か に 再 圧 の 意味 で ある 
と の 記載 が ある 。 


ャ ] 


デル ・ バ クラ 


の 


AO と 929 Os らら AU 
2J Pe 5 ルー の LSD 
の 1 の 52 6 (た 
9 の Cu 553L ち ye<53 
| GMOIEUZTENRI 衝 3 Jo 
の (265(GW 3 し を 27 os 
も COFHIECK の 7 だ SET 
CITEUKMHICKCTH れ も 
es る 


の っ 3 人 し 、 22 プレ ラッ 9 ン ン プイ プッ ング タル ェ 


GL あ T9U 0 の めん で 


ノン る タタ 2 


っ う Cy69 うっ 


デ 


ャ ーー 


ーー 


3 


ce Ke コ 


/ て ン 2 ン プン タウ ンク フン ン 


る の し | タグ ノ ン 2 う で 
Poo oe 
UM | 23 83 る に ス Ni 
の ッ ン ニー ン イ ンズ 2 39 
og 


は な ら な い 、(⑫) 届 親 は 我 が 子 の 和信 に 苦し ゆら れ て は 


耳 拭 の 保全 に 対す る 当 閑 の 衣 任 を 指摘 し て 


ky 
正 を 発育 する 義務 が ある 。 


『 す る の で あれ ば 一 年 を まだ な ず し 
E 生 ( 


二 年 が すぎ ぎる より 以前 に 赤 ん 示 を 8 | きせ ぜ て は 


四 回 の 月 光 期 意 や 合わ せ だ も の で ある 。 


クル チー ン は 他 の 舎 所 て も 、 2 le 


ーー つた 


マー 所 し 


ん ン 2 





236. 


まだ お 前 だ ち が こ れ 等 の 女 に 、 結 婚 の 申し 
出 を は の めか し た だ たり 、 胸 の 中 に その 思い を 
秘め る こと は 、 お 前 た ち に 蛋 な し 。 ア ッ ラ ー 
は お 所 だ ち が 、 彼 女 た ち に な きん と する こ 
と を 知り 給 う 。 さ れ ど 公明 正大 な る 言葉 を 
云う 以外 は 、 彼 女 た ち と 秘密 に 約束 する な 
夫 また だ 定め られ た だ る 期間 が 満了 する ま 

は 、 結 婚 の 結び 目 を 固め る 決意 を する な 
CC 


2 3 の (も て バン (46 アン 
ブー ( ぴ ン ーー 
6 2? ジッ ン し タ 
AO 2 002 入 。 92 0 
の っ る 29292 と 5 ン 宮 。 ク 4 ラク フー ルク る 
りら 5 っ らち 2 5 
ろ る ラン ュ う の ウデ oe 


で を と SAGE 25 り 58 


Asl3bAo 551 IXEI2 ATC 


アル 
AU CE ら タ 





を 知生 し 給 う こと を 心得 よ 。 き され ば その こ 人 け 巴 1ETIR 00 
と に 用 心 せ よ 。 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 、 定 
容 に まし ます 。( 注 0) 
第 三 ト ー 項 

2 前 た ち 女 に 触れ ず 、 婚 次 る 決め ぎる うち で 342 I を 区 
に 離婚 する は 、 ( 注 負 ) 罪 な し 。 さ れ ど 富 者 2 0 
ょ その 人 次 力 に 応じ て 、 貧 者 も その 資力 に 応 CySosXo 9 3 
じ て 彼 女 だ ち に 贈 号 せよ 、 妥 当 な 里 与 を 。 区 < の レ ウン ン 
これ 高 源 な 人 に 課せ られ る 義務 な の 1CCIMGCZDPCPIYI う 1 

@Cbssi 

28. も し お 前 だ ち 女 の 体 に 触れ ぎる も 、 す で に {を の と 8 る ( 間 W] PC 1< 
婚 倫 を 決め た る 後に 之 を 離婚 する 場合 は 、 電 時 0 『 
決め た 額 の 半分 を ( 注 %) 支払 うべ し 。 価 WI も し 253 23463 3 CE 
し 先方 が 辞退 する か 、 結 婚 の 絆 を 握る 者 が 人 ンタ ラン ラン と ラ ダッ る 
( 注 28) 辞退 する 場合 は 別 な が り 。 い ずれ に うぅ を ASE wo みる 0535 っ 引 いら 
せよ 、 辞 退 す る 方 が 、 公 正 に より 近 し 。 ま 

注 210 土 期 の 待機 期間 に 、 公 に 未亡人 に 対し 結婚 の 中 し 込み を する 事 は で びき な い 。 た だ 、 そ を それとなく わから 


せる 様 に する 帯 は で きる が 、 決 し て 公 に 、 
を し て 
た 配信 者 の 思い 出 に 散 意 を 払い 、 


ls が 
は な ら な い 。 
その 開 に 妊娠 し 


或いは 、 秘 密 の 内 に で あっ て で る 
未亡人 ぅ ぁ 当 期間 中 に こう いっ た 申し 込み に 承諾 を 与え を て は な ら な い 。 
て いな いか どう か を 加 ら か に する 為 、4 ケ 月 は 


ヽ 結婚 ! - 帳 する 中 に 。 周 k 
浅 選 内 は 。、 記 で か っ 
1G 日 待つ の で 


あぁ る 。 姓 娠 し て いる 未亡人 人 は 、 子 供 を 産む まで は 結婚 する 事 が 許 き れ な い の で ある 。 


下 211 これ は 例外 と いえ た る 。 し か し ぇ ぁ 『 二 の 約 求 が 売 了 し た 後に 、 結 の 完 遂 と 継続 が 、 難 しい 下 いじ は 望ま し 
く な いと わか っ だ た りす る 帯 は 、 ま まあ る 事 で ある 。 次 節 と 現 和 似 に 、 を うい う 場 合 の 取り 決め が 述べ ら れ て いる 。 


注 212 


に 支払 わ 和 ね ば な ら な い 。 


濾 213 


[結婚 の 絆 を 握る 者 」 は 、 


Te 


婚 資 が 決め られ て か ら の 離婚 の 場合 に は 天 が 妻 に ふれ て いな い の な ら 決 め た 閑 容 の 1 プッ を 大 は 事 


前 に は 女性 の 後見 人 で あり 引 婚 後 の 契 約 取 り 扱 い 入 は 大 と な る 。 


時 


て 


だ 互 に 恩 情 を か け 合 うこ と を ( 注 214) 忘れ 0463 ラン り ? と 2 る MK に る 2< ンク 
こら 
る な か れ 。! 7 メー な あの だ 
本 2 5 衝 8 
旧 の 守れ 。 ( 注 6) とりわけ まん 
891 


5) 茶 散 を 満 し て アッ ラー 2 うす) IL けら 上 


中 の 礼拝 を 。 
の 御前 に 立て 。 nc・5 の 
の 御前 に だ ⑨C ら っ 5 の 
20. 危険 の 恐れ ある 場合 は 、 徒 歩 ま た は 騎乗 の 孤 人 の 3 ae6C9 09 に 3 ち 66 


WP nsh PA 
は 、 お 前 た ち が 知 ら ざ ぎり し こと を アッ ラー JP AM の 4 
が 教え だ る 如く 、 ア ッ テ ラー を 全 ぜ よ 。 

Se 5 ED 3 ノ る っ タン レン う 9 2 タン ンク 

お 前 た ちの うち 妻 を 到 し て 死す る 者 は 、 役 43 し 51 O め 0 人 2O8 ら の 
女 た ち が 追 出さ れず に 一 年 間 兵 養 を ( 注 の の の 2 922 
0 受 けら れる よう に 己 言 すべ し 。 き れ と 彼 の ee 層 りり 叶い EGSTA4559 
女 た ち が 自ら 家 を 出る 場合 は 、 彼 女 た ち が ン 人 CWC 

ら kS19os6 じ 8 SE の 


人 N< ン ラ ン ン 


自ら 合法 に 行動 する こと に 対し て 、 セ 前 た し a 95 = 
- ッ ラ ー は 舎 大 に き 折 ッ の タッ ン 2 2 
ち に 罪 な し 。 ア ッ ラ ー は 僚 大 に し て 、 賢 哲 の る 所 還 と も 2 22 


1 人 


注 214 [風情 を か け 合 う | と は 節 ( 或 に は 彼女 の 後見 人 ) は 、 彼 女 の 取 り 分 の 全て 疎 い は 一 部 を 免除 し て や 
、 天 が 分 の 支払 うべ き 額 より ぅ ぁ 多 く 支 払う 事 を 味 し て いる 。 し か し 当 氏 な が ら 、 大 の 方 が 覚 容 きわ 示 
すず 方 が 空 ま し い 。 


汗 215 結婚 後 、 人 は 祈り を いて くら か は 怠り が ち に な る 。 そ ね 以外 に も 、 家 庭 生活 は 男女 共に 世話 する 事 が 倍 
に な る 旭 、 結 婚 し た 和信 々 を 、 も っ と 祈り を 定期 的 に 時 間 正 し く 行 う 様 きせ る 必要 が 生じ て くる の で ある 。 


注 216 「 ア スル の 祈り ] (まん 中 の 礼 押 ) が 聖なる 預言 者 の 言葉 の 内 に 支持 きれ て いる と いう 見 解 で ある 。 こ 
の 祈り は 人 人 が が 前 か らち と りか か っ て いる 仕事 に 没頭 する 最も 忙し い 時 間 の 祈り と な る が 、 あ る 世 味 で は 、 和 り は 
全て 、 真 中 の 礼拝 で ある 。 


滞 :217 定め られ だ 日 の 五 財 の 礼拝 を 守る 事 は 、 最 も 重要 な 戒律 で も ある 。 イ スラ ム 教 徒 が 正常 な 神 符 を 持ち 
喜 識 の ある 限り 、 礼 拝 を 欠か し て は な ら な い 。 教徒 が 卓 常 な 懲 居 下 に あっ て も 、 礼 拝 を 禄 っ て は な ら な い 。 世 
上 に あっ て も 徒歩 で わあ っ て も 、 走 っ て いよ う が 、 目 っ て いよ う が 概 た わっ て いよ う が 、 と どう いう 状態 に あっ て 
5 礼拝 すべ き で ある 。 


注 218 木 亡 人 が 狐 り で いな けれ ば な ら な い 2 :235 で 示さ れる 4 ケ月 と 10H の 問 は 、 故 大 の 相続 人 か ら 、 目 . 
分 の 権利 し し て 、 住 居 と 生活 面 で の 保障 を 村 炒 びき る 。 ここ で 言わ れ て いる 一 年 間 ほ 上 は 、 2 : 235 で の 権利 に 
加え て 、 未 亡 人 に 与え られ る 好意 に すぎ な い の で ある 。 この 半 に 与 を られ る も の は 相続 で の 彼女 の 取り 分 で も 
な けれ ば 、 引 制 的 命令 で も な い の で ある 。 


3. 


2 


っ > 


アフ レー バク アラ 





雌 別 せら 和 れ た な る 女 も 公 止 に 兵 付 きれ る で き 
な り 。( 注 20) これ 神 を 異 れ る 者 の 義務 な 
り :。 
か く の 如 く ア デア ッ ラー は 、 お 前 た ち が わ か る 
よう に 形 律 を 説き 明 し 給 う 。 

第 三 十 二 項 


4) 家 が か ら 出 て 行き たる 事実 を ( 注 22) 久 

ら ざ る か? アッ ラー は 役 圭 に 「 死 せよ 」 

と 寺 い 、( 注 28) 後に 之 を 時 6 せ り 5。 げに 

ゲッ ラー は 入間 に 対し 率 悲 深き 御方 な れ 
世 人 の 多く は 感謝 せ ず 。 


液 は 数 千 の 人 々 が ( 注 絢 ) 死 を 需 れ て 、( 注 


の 2 


の 1 誠に 62C 呈 4 


トン シン ン 
の 5 の | 


ン 4 タプ タン Pl 
ytlokselo7 と 


2 の 
人 ある 92 


る と し イス の ンー の て 13 る ラタン! と 
8035 458 


1 
ン 





ー 、。 Ss 3 攻 2 ) プン ンー タン ) 
25. アッ ラー の 人 道 の た め に 戦え 。( 注 光 ) ア > 1 1 レレ lu 了 ( 
AE め 時 え ( 注 約 ) の PP 2 ト | 13 紹 | いい る 1 2 っ 5 ? 
ラー は すべ で て を 聴き 、 す べ で て を 知り 給 う こ 上 タ 
- 紗 み ィ プン 
し を 知れ 。 (9 eg 
Na と プー 122( ク ンク 2 クレ リタ 2 タ 9 。 る と 
9 ミ 9 り 由 の 員 す a 由 * ウデ 
人 5 アッ ラー に 秋 き 貸付 け を する 者 は 凍 か 1 Aouo9 oo しら 4 し の 99115 82 
26) アッ ラー は その 者 の た め に 之 を 倍加 すす 
往 219 測 所 で は 木 亡 人 に 追加 的 好意 が 号 を られ て いた が 、 当 節 で は 、 護 婚 し た 女性 に 追 包 加 光 好 誤 を 与 を て で てい 
る 。 こ の 命令 は 本 婚 女性 の 場合 に は 、 離 婚 彼 に 必然 的 に 生じる 困 名 な 時 間 に 、 人 は 時 明 婦 に 対し 不当 に 残酷 


と な り が ちな 為 、 特 に 不可 欠 の の で ある 。 


テ 
で" 


\ 回 


し だ の で ある 。 パロ 族 は あら ゆる 手段 を 講じ に 、 ユ ダ ヤ 民 族 を 根絶 し よう 


中 
2 


注 


り 、 人 彼ら は 死 し て 荒野 に 


20 加 書 で は エジプト を 選 れ だ た だ イスラエル 人 の 数 を 60 万 人 と し て 
(アー ネス ト 0 イス ラ エ ル 人 民 の 礎 更 、P 145 、 及 び ジ ど ジョ ン キ ョ 


f: 2 
と り 、 約 数 和 ギ 人 と 挫 定 し て いる 


ト 音 、 パ レス チ ナ と ユダ ヤ 人 の 歴史 PD 174) 。 2 : 6] も 訟 


221 


222 パロ 族 に 迫 寺 きれ 


と し た 時 、 彼 ら は そこ に 住ん で いる 人 々 を 恐れ 、 


223 これ は 、 
埋め られ 、 新 し 


イス ラ エ ル 人 人 は それ ね 以上 エジプト に 届 ま る 自分 達 が 根 だ や し に 


て いる 。 近年 の 研究 で は クル アー ン の 説 


する 事 。 


され る を 妃 
と し ただ の で ある 。 


※ れ て エジプト を 股 沖 


て 、 イ スラ エル 人 人 は エジプト を 逃れ 、 ア ジア へ 渡り 、 モ ー ゼ が 約束 きれ た 土地 に 入る 
前 進 す る 事 を 拒ん だ 。 


モー ゼ と 共に カナ ン の 地 に 入る 事 を 拒ん だ イス ラ エ ル 人 が シナ イ 山 の 荒野 で 流浪 し た 事 で あ 
い 征 命 の 息 吹 きき に ぶれ だ 、 新 し い 扶 代 の 洗 達 が ジョ シフ 


アゲ に 必 か まれ 基 り 末 


され た 土地 に 入っ だ の で ある 。 タル アー ン の 他 の 箇所 に も “そし て 液 が 死 し た 後 、 液 を 復活 きせ る " と いう 5 表 
現 が ある 

i 二 224 これ は ほ は イス ラム 教 儲 に あて られ だ も の で ある 。 死 を 芝 れ て 、 血 を 流す 事 を せ ず 、 分 遂 の 国家 の 
名 準 を 守る 為 に 自分 達 の 持つ なら 細 作れ Pd5 の RE の 本 ここ で は 詩 紅 き 
和紀 て いる 。 こ れこ そ 、 ク グル デーン が 教え 説く 国家 発展 の 秘訣 な の で ある 。 

邊 225 クル デー ン で は 、 ア ッ ラ ー の 大 義 の 為 に お 金 を 使う 事 は 、 神 に 金 を 人 策 す よう な も の で ある と 言っ て い 
る 。 これ は 、 公 期 正 大 な 理由 で 湯 や きれ た 金銭 ほ 、 無駄 使い と し は みな され な い 事 を 意味 し て いる 。 


第 


2. 


240。 


ら 


注 227 


、 お 前 は お 
うし て 我々 が 神 の 道 の 為 に 戦わ な い 


LM 


べし 。 テ アッ ラー は その 党 を 閉 お 、 ま た 之 を 
間 く 。 し て お 前 た ち は 、 い ずれ アッ ラー 


の 許 へ 帰ら し ぬら る 。 


液 、 モ ー ゼ の 後 の イ スラ エル の 子 次 の 族長 
だ ち に つい て 、 何 も 開か ざり し か ? その 
時 彼 等 は 預言 RSS 
だ め に 王 を 任命 せよ 。 る れ ば 我 等 は アッ 
ー の wth の 2] と 。 頂 言 者 は 去 
えり 、|[ い ぎ 戦 うこ と を 命ぜ られ る と 、 お 前 
1 RE 
。 彼 等 は 均 を り 、「 い づく ん ぞ 我 等 は アッ 
ウー の た め ! = 戦わ ざら ん や ? すでに 宗 を や 
逐 わ れ 、 子女 と も 離さ れ だ る 身 な れ ば 」E。 
る れ と どい さき 戦い を 命ぜ られ る と 、 彼 等 の う 
ち 少 数 を 除い て 、 皆 背 き 去れ 5。 
は その 遅 反 者 ど も を 
預 言 者 は 役 等 に 
ルー ト を や を 
ぜ り 」 と 。 す る と 役人 等 は 云 た 0 り 、| 彼 が と どう 
し て 我 等 を 統治 する こと が 吊 米 得 よ うか 2? 
彼 よ り 5 も 5 も 我 等 の 方 が 統 浴 莉 た る に ふる わし 
く 、 そ 和 れ に 役 は 裕福 に あら ざる な り 」| と 。 
そこ で 預言 者 は 頑 を り 、| ア ッ ラ ー は お 前 だ 
ちの 上 に 彼 を 選び 、 そ の 知識 と 肉体 を 豊か 
に 増 き し ゆ だ り | と 。 アッ ラー は 御 心 に か 
な えば 誰 な り と 、 統 治 権 を 与え 給 う 。 ア ッ 
ラー は 慈 甘 深 てく 、 す べ て を 知り 給 う 。 


た の トー 
各 知 し 給 う 。( 注 残 ) 


云 た えり 、| ア ッ ラ ー は 、 タ ー 


られ 和 れれ て い る 出 米 導 は 、 
の で は 、 モー で ゼ が 自分 の 信 卒 
の キキ と 二 
と っ だ 上 伝 を 5 れ て いる 。 


て いる の で ある 。 


[ター ルー ト 」 は 、 ダ ビデ より 200 


〈 く は 敵 誠 大 時 


( 注 7) お 前 た ちの 王 と し て 在 命 


モー で ぞ の 時 代 に 比べ れ ば 改 券 きれ た イス ラ エ ル 人 の 状 哲 
省 正 に ナッ ラー の 犬 王 の 公 に 
で っ て て 幅 え 。 改 々 は ここ に 風 っ て いよ 人 うす 


っ 6 の 
いら タル 2 コグ 疾 
ンプ q 2 る 9? 2 
8 2 の あり 06 6 
クマ 
イィ ノン シッ ゅ タタ ラン フー タフ ルレ ュ ョ 4 2* 
et Lesee ひ a US 201 AO 
* の は る イレ タ ? の 人 ( 合 着 1 ジン 
EDIIOIVYTHGEOG お ) 前 1 
2 ゥ レン 1 


CC に 83 082 
2)UIREICO 時 
@GMMNL を / 癌 


デア 


ン ラン ノラ 2 タウン イエ レン ン 
3260 29 し 68 so 4 の 6 


6585 5 ノイ ン 用 2 
昌 ン ス アー し 〆 ?o2r を レレ 
UMi63 衝 ン と Pe 1 


8 975522 212 は 


2 
e の 


ia1416106 
う ダ ae う タ 
580 っ al2 ul 
ハン の 1 
@ を らん 0 
で ある 。 ク グ 


う 様 、 説き 勤め た 所 、 彼 ら は "モー 
"と 言っ た が 、 弄 飼 で は これ に 反し 、“ ど 


で いら れ よ う 。 我々 は 既に 家 と 子供 達 を 後に し て か り だ され て きだ た だ の だ か 
し か し この 改 凌 も だ け で 実際 は る 程 変 わっ て お ら ず 
な く な っ た だ 時 、 彼 ら は 軟弱 に な けり 戦う 事 を 拒ん だ の で ある 。 こ の 様 に 、 
同じ て つ を ふま ぬ 様 に 管 告 し 


、 戦 か わな けれ ば な ら 
この 出来 帯 は 、 イ スラ ム 教 徒 に と っ て 、 


年 程 仙 に 生存 し だ た イスラエル 人 の 王 に 与え た られ だ 名 で ある 。 詳し 


補 9 際 


和 


こら > ー ュ 
ーー 時 - 





2 面 し て 聞 言 者 は 彼 等 に え り 、[ 統 治 者 た る OTN Pte Ce 
べき 瑞光 と し て 、 前 た ち に も だ たら され る だ で ra 
竹 の ( 注 2 交 ) 中 に 、 主 より の 平安 と 、 モ ー 4 2 る 2 
ぜ と アロ ン 一 家 の 追 物 が ( 注 29) 納め られ 、 ィ タン ーッ 2。 の ai ン 1 32 ym ノ 
それ を 天使 た ち が 担い 来る べし 。 も し 前 9 る 2Ce2 お 3 


だ ち 真 の 信者 な ら ば 、 げ に そこ に お 前 た ち と ク 3 。 る もっ る と ん を ダン レン 1 as 
へ の 瑞 兆 あ る な り 」 と 。 @Ooe2 2C1GO0 2 
則 二 十 三 項 

5L ター ルー ト が 軍 を 率い て 出庫 する に 席 み 、 59 人 08163280 る 53 名 
云え り 、「 げ に アッ ラー は 川 に よっ て お 前 た 本 0 0 “ 

ッ 2 や タンク プ で 2 ター グ タ イタ ラー ンー る タク ンス ン ァ 

ち を 試 め ゆる ん と す 。 さ れ ば 、 川 の 水 を 飲む の の 2 (の 2 ON 2 て つか の うる 

莉 は 味方 に 非 ず 。 飲ま ざる も の | は 味方 な が り 。 。 で / る 2 ッ タ ラン の ターン タン eg イン レレ カッ ショ ン 

但し 手 で 一 拘 の 水 を ( 注 2) 飲む 者 時 Pl oe | (2 59 as 

ン イル レラ 522 ッ の の の の っ ーー 2 の デン 

限り に 非 ず ] と 。 さ れ ど 少数 の 者 を 除 ンタ AA も 2 も MEICC4 り 22 


昌光 の 6 の の 
信 作 を と も に する 人々 が 有川 や を 濾 り お える 





注 228 「 棋 | (ター ブー ト ) と は (1 物入れ は 箱 (2) 中 に 心臓 等 の 入っ て いる 、 胸 部 、 胸 或いは も き 腹 (3 泡 | 識 、 
知 起 を し て 平和 を と ど め お く 心 。 

ター プ ブート の 解 才 は 和信 に よっ て まち もち ま 8 理 で 2 * は 殺 で ある と し て いる が クル アー ン は こ 
こ て は 完全 に “ 胸 ) 或 に は “ 心 厳 王 心 " の 意味 で 使っ て い 神 か ら の 平安 の 胸 寿 する "と いう 文中 の ター ブー 
ト の 誠 明 は 、 物 入れ と いう 解 息 だ け で 前 な い 。 人 婦 を 他 の 人 々 に 与 を る どこ ろか 、 班 書 で 語ら れる 
和希 は 、 届 に 持ち る られ て し まっ だ た の で ある か ら 、 イ スラ エル 人 を 戦い で 守る どこ ろか 、 自 分 自身 きえ 守る 事 が 
で き な か っ だ の で ある 。 自 56 箱 を も っ て 従軍 し て いた サウ ル は 、 立ち 直紀 な い 程 の 敗北 を 喫し 、 あ まり に も る を 
の 度合 い が 、 ひ どか っ た 為 蔽 も あわ れん だ 程 で 、 彼 は 恥ず べき 死 を 遂げ た の で ある 。 だ と すれ ば 、 6 
と イス ラ エ ル 人 人 に と っ て 何 の 平安 の 源 と は な ら な い の で ある 。 神 が 彼ら に 与え を 答 う た の は 、 幼 気 と 奴 耐 力 に 
ち だ 「[ 心 」 で あっ た 。 その 為 、 を こ で いわ れ て いる 平安 が 彼ら の も と に 下っ た 呼 、 イ ス RS 
り 、 相 手 に 多大 な 故 北 を 款 6 ら せ だ た の で あっ た 。 


計 229 神 が イ スラ エル 人 に 下 し 給 う た 御 恵 み が ぉ うぅ う 一 つ 、 こ こ で 「 遺 物 ]」 と いう 言葉 で 示 き れ て いる 。 神 は 、 
彼 6 の 揚 先 の 特長 で あっ た 崇高 な 性 質 で 、 モ ー ぜ や アー ロン の 子孫 達 を 泊 ゆ め あ げ ら れ だ た の で ある 。 モ ー で ゼ で や アー 
ロン の 子孫 達 に 残さ れ た 道 物 は 何ら 物質 的 な 物 で は な (て 、 拓 先 か ら の 代 産 上 し て 彼ら の サケ えら れ た すぐ で れれ た 道 
箱 的 盗 質 な の で ある 。 


230 一 すく い の 水 だ け は 例外 に する と いう 事 に は 二 つ の 日 的 が あっ た の で ある 。 先ず 品行 軍 中 の 天上 の か 
ら か ら に ひか ら び だ た のど を 混 ら せ て 、 最 低 必要 限 の 肉体 的 負担 か ら 解 放 す る 事 、 但 し 同時 に 、 ガ グ ブ ガブ 飲ま せ 
な いよ うに し だ と いう 事 は 、 彼 6 の 士気 を 宏 失 きせ 瑞 の 訓 を や お る を そ か に し て し まう 事 を 防 で た だ めで あっ た 。(2) 
試練 を より 成 し い も の と する 導 で あり 、 多 てく の 場 合 、 人 に と っ て 何 $ も し な い 事 より 板 敵 に 限ら れ た だ 範 陸 内 で の 
が まん の 方 が ずっ ょ 苦しい から で あ る 。 土師 記 7 5 一 6 を 委 照 の 事 。 又 「 川 」 と いう 語 に は “多く て の" と い 
5 意味 6 ある 。 こ の 意味 も すれ ば 、 こ の 節 は 、 彼 ら は 川 (多く の 水 ) に よっ て 哉 き れ た 、 旭 ち 、 そ の 読 悪 に 財 
ei ET 行 する 資格 は 最 叶 な く 、 多 耐 強く こら えて 、 そ れ を 使っ た 者 は 功 を 為す で ある うと の 
意味 に 


1 





1. 


ea] 
ドー ョ | 
に ラン 
ゃ 


5). 


や 、 半 を り 、[ 我 等 は 今日 、 ジャー ルー ト と 
( 注 絢 ) を の 車 に 立ち 向う 力 な し ] と 。 る 
れ ど いつ の 日 か アッ ラー に 見 えん こと を 確 
員 ~ る 人 々 は 、 際 NNN 寺 隊 A 揮 の 
ぁ 5 と に 、 如 何 に 幾度 も 内 兵 を も っ て 大 軍 を 
も 寺 りな も ミト アッ ラー は 
不屈 な る 者 と 傘 に まし ます 」 と 。 
1 
竹 遇 すべ くく 前進 を 始め だ と き 、 彼 等 は 祈り 
て 、 云 えり 、「 我 等 の 主 よ ょ 、 我 等 ま に 不 拉 不 必 
の 精神 を 注ぎ 込み 給え 。 我 等 の 足 を 毅然 
立た し め 、 不 信心 者 に 対し 我 等 を 助け 給 ぇ 」 
ie 
か く て 彼 等 は アッ ラー の 指揮 の も と に 、 敵 
を 敗走 せしめ ゅ だ り 。( 注 23) ダビ デ は ジャ ー 
ルー ト を 殺し 、 ア デッラ ー は ダビ デ に 統治 権 


と 知恵 と を 授け 、 ダ ビデ に 自分 が 何 を 合 ぶ 
か を 教え だ 9。 も し アッ ラー が 人 間 に 、 太 


に 水 制 諾 絆 し 合う さい し 向け ざり せ ば 、 こ 
の 地上 は 混乱 に 満た され た り 5。( 注 2 き れ 
ど デ アッ ラー は すべ で て の 人 々 へ の 慈 半 の 主 な 
5 。 

これ 等 は ア アー ー の 神 兆 な われ ら は 契 
理 を 以 て 之 を 液 に 読 放 す 。 すげ に 液 は 使徒 の 
8 


デル ・ バ クラ 


12SU5y BB 42 の 2 AUE 
Ss 6 計る っ 多 
2 錠 /2 、 2 グイン ルイ 5 の 4 
Le NIME は と を 
の ン 和 8 
SCO うら 2 205 
の 人 55 も 


3201( 


99 0 イン 


503(G353 KK ン バ イン 


lasleo ら 3 uo 
8 


2 の う タ ング ス 


の 2 と 0 9 
うら 3 に りき う 入 っ 
うめ の 」 
1CWC い EYEIWLITFG3 
< 、 タン ン ン 
の ひこ 8 も っ 2 る 2 BI AA 
ッ ーー アレ タプ 5 タレ ン タク プク 


ら GA 人 185 oo 


ゅ 。 ラグ 9? の 2 デー デジ 


』 り プス 


od し KC 人 6 
@ いら > 


み 


ーー 





注 231 


注 : 232 


注 223 


[ジャ ー ル ー ト と は 、 歯 修め ゆな て 人 に 攻撃 を 仕掛 け 、 


この 節 で 話 き れ て いる 「 ジ ャ ー ル ー ト 」 は 一 人 の 人 人 間 で は な く 人 々 を 指し [軍勢 ] と は 
の 助力 者 や 仲間 を 指し て いる 。 型 で は 、 
け 、 彼 ら の 土地 を 月 解る きせ た ( 士 和 師 記 6 : 
助け ( 士 師 記 6 : 


ミディ アン 人 と 呼び 、 
1 一 6) アマ リフ 人 及び 全て 
3) この 節 で 述べ られ て いる 「 軍 勢 ] を 形成 し た の で ある 。 


ター ルー ト 好 もち ギデオン は 、 ジ ャ ー ル ー ト 及び ミディ アン 人 に 打ち 勝つ 事 が 出来 た が 、 


他 を 攻め ゆめ きい な む 者 を 味 する 呼び 方 で ある 。 


これ ら の 人 人 々 
彼ら は 数 年 に わ だ り イス ラ エ ル 人 に 攻撃 を か 
の 東部 の 部 族 が ミディ アン 人 の 侵入 を 


彼ら の 圧倒 的 


勝利 で ある ジャ ー ル ー ト の 殺りく は 、 約 200 年 後 の ダ ビデ の 時 代 に 成就 きれ だ も の で ある 。 型 で は ダビ デ に 


倒さ きれ だ の は ゴリ アテ (サム エル 記 上 上 巻 177 4) ヒ な っ て いる が 、 
ン の 与え て いる 
注 234 
長 実 と 正義 の 戦い は 、 


泥 乱 を 生じ る せ た だ り 平 和 を 乱 し た 


和 と 再興 する 為 の み に 戦わ れる で べき な の で ある 。 


これ は ジャ ー ル ー ト の 同類 で ある 。 ク ルアー 


る 別名 は 多分 、 ダ ビデ の 時 代 の 岳 揮 者 の 名 に 由来 し て いる と 上 思わ れる 。 


この 側 党 な 表現 に こめ ゆら れ だ これら 6 の 言葉 が 全て の 真実 と 正装 の 戦い の 生 哲 学 を 述べ つて し て いる 。 
b、 弱 少 国家 の 自由 を 故 う 人為 で は な く 


、 混 乱 を 正 し 


Lt 宮 昌 irー と に = 
時貞 だ MM も 2 の 


51. われ ら は これ ら 使 徒 た ちの 或 る 者 を ば 、 他 。 222 2. タン ASo に (る 1 ,s 
より 上 位 に 置き た だ たり 。 ア ッ ラ ー は 和 視 等 の うぅ [2 い め と を am SUG 
2 リー 2 二 埋 Tag ょ し た リン フン う タ の タク グイ ダン の 9 ンタ クタ ス 
90208 お So、 机 83 計 の け 給 え 7 7 91 う で の の 2629 の うし Po 

或 る 者 に は 、 庫 い 位階 を 授け だ り 。 ( 注 35) 』 992 9 うめ タ い ょ の メ ツウ 9 
また われ ら は 、 マ リア の 子 イ エス に きま ぎ MI みう 01 2 の 2 ol 
まな る 明 訪 を 与え ぇ 、 崇 吉 に よっ て 彼 を 強く も も 0 グ 3・ デン の ン 
せり 。 も し アッ ラー 欲し た り せ ば 、 後 の 世 ロン オン ンー AMGIVY 本 


の 人 々 は 有朋 証 が 降り た る 後 、 互 に 相 い 争 - う うる 222 9 PT タタ シン 
ペン プリ に し いあ 
こと な か り し な り 。 し か る に 彼 等 は 意見 を パタ be 





藤 に せり 。 政 る 者 は 信じ 、 或 る 者 は 信 ぜ ざ CT は 1 PP プン 
りき 。 も し アッ ラー 欲し た り せ ば 、 彼 等 は 4 セイ 
相 い 争う こと な か り し な り 。 されど アッ らし 350893 る 
ラー は 己 れ の 欲す る こと を な し 給 う 。 

第 二 十 四 項 


5 液 6 信徒 た ちょ 、 取 引 も 、( 注 綴 ) 友情 き 、 6 う 介 に KHRPTTAUUPSI 
の KOEO7) 
( 注 光 ) 執り 成 し も な い ( 注 引 ) を の が 。 時 
来る 前 に 、 わ れ ら が お 前 た ち に 賜 え し も の 22 りう 30893 58 8 AZ 
を 費 や せ 。 白 分 自身 に 不正 を な すこ と は 、 2 
不信 心 者 な 5。 の OAI る る IE 
2556. アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 永生 者 、 自 存  @。 zz て で 7252 タン を そ レ タッ る し レ 1 4 
PU 
者 な り 。 ま どろ み も 眠り も 彼 を 捕え ず 。 天 っ sue りり 


デ 


に ある も の 地 に ある も の 、 す べ て 彼 の 所 有 タプ 5 ・2 ズ て に る ルイ 
EE Sulf た 4 レザ 1 うめ ハ 

な り 。 役 の 許し な し に 、 彼 に 執 9 成 し を な ”" デ 
2 和み 2 の 人 ン ッ ン 1 ィ 
し 得る 者 は 誰 ぞ ? 彼 は 、 人 々 の 前 に ある MK 才 Ye 
知り 給 う 。 彼 が 欲す に 非 ず ば 、 人 々 は 彼 の 9 の 5 みう 48262 ら うる のり 


ー テ 


知恵 を い ee と な し 。 役 の 玉座 ノン る ン ? 
は 天地 に 広がり 、 之 を 謎 持 し て 重荷 上 な る 2 し 
スル 6 ビン 


こと な し 。 彼 こ と は 至高 に し て 、 至 大 な る Eo 5 め りう 
御方 に まし ます 。 四 


NN 


リラ 





注 235 この 表現 は 、 ア ッ ラ ー が 語り か け な い 頂 計 者 達 が いる と か 、 精神 的 に 卓越 し て いな い 頂 言 者 が いる と 
いう 意 味 で は な い 。 た だ た だ 、 頂 言 者 に は 二 種 類 あ る と いう 5 事 を 述べ て いる だ け で ある 、 即 ち 、] 新 し い 邊 法 を 5 
たらす 預 斉 者 、 彼 ら は ムカ ラム ( 律 計 を 得 た 預 言 者 ) と 0 そし て 人 ⑫ 預 言 者 の 地位 が 、 彼 ら の 精神 の 高 
拓 き に 出来 する 首 、 彼 ら は が ガイル ・ ム カラ ム な 類 言 者 ((]) 以 外 の 預言 者 ) で ある 。 型 な る 預言 者 は アダ ム を ふ ム 
カラ ム な 預言 者 と みな すし と 言っ た 上 られ て いる 。 


注 236 復活 の HH は 、、 取 引 な ど な く 、 人 の 行い の 悪 と 神 の 御 慈悲 次 第 な の で ある 。 
正 237 その 日 に は 、 新 し い 友 情 の きず な を 生み 出す 機会 な ぼ な い の で ある 。 
注 238 2 門 49 節 を 参 昭 の 事 。 


0 


し 0 に ちあ タ 


稼 一 - 下 アル ・ バ クラ 


守 剖 モ 中 ェ ゴ ヒー ギド ャ yy ドー で アテ ルル アイ ンス で 2 ゥ グ ッ 2 
27 宗教 は 強制 する も の に 非 ず 。 正 道 は すでに SCO OS の の は 4KOD) 


迷 誤 より 区 別 き れ だ り 。 ( 注 29) きれ ば 邪神 ウー - 者 れ の 
を し り ぞ け て アッ ラー を 信ずる 者 は 、 決 し JA HH 
て 壊れ ざる 把手 を 掴み た る 者 な り 。 ア ッ 


ア に 3 狗 で 4 ング グ 3 ン ッ 
ジー は すべ て を 政 き 、 す べ て を 知り 給 う 。 し の 2 し co99 (の 旨 員 2 
っ を と た っ ゆ ぅ ve 


= ーー ES SE の 7 あと w ラチ 2 く 民 う に 9! 
江 , ブッ ラー は 信徒 た ちの 守護 者 な り 。 人 々 を JoA1O2A6> Po yellow 95 の 
議 間 より 刀 和 れ 出 し 、 光 明 へ 導き 給 う 。 不信 コタ タカ の の クタ スプ マ タン アン ン 2 る 
心 者 ども は 、 を の 守護 者 は 絡 神 で 、 彼 等 を の DITA9) ly の 22 あり 
光明 よ 9 時 間 へ 導く o 彼 等 は 楽 火 の 住人 な タロ クン の デ タ ち 。 クリ プ ブッ クタ 2 タ の 
ON | WO 
り 。 永 却 に 彼 等 を の 中 に 住ま ん 。 [eb d 122 ウン た ピン ンー 


と ノン ッ タ 2 2 で (5 ン 
@ ら osous 3 655 は 


第 三 十 五 項 
別 アッ ラー が 主権 を 授け た る が 故に 、 ア ブラー すし 2262 引 の a ロ | を し る 知人 害 
ハム に 対し て を その 主 に つい て 論争 せる あの 1 
ルル 放 し 壮 き も フ 0 
男 の こ と 、 液 閉 の ざり し か ? を の 時 アブ 2 る 63 852108 831 
し か Y] が ど I こ ア 
ラ ハ ム は ぶる えり 、[ 我 が 主 は 、 生 を 与え 、 死 ッ 


yu る ンー ター 5、 ん と らち 22 フン 5 タレ レン イレ 
に 素 ら し め る 御方 な り 」 ほ 。 彼 は 云え 9、「 表 862195 46405Colbe1CIJ6 


We アデ ィ 
5S まだ 生 を サ え 、 死 に 手 ら し せる 」 と 。 る そ 2 ZZ 向 2 人 し 
0 | よろ し い 、 ア ッ co ao の 1O タ oe の 


ー は 太 際 を 東 か ら 虹 ら し お 。 液 、 西 か 6 人 レッ on アク クー タク タリ ラング の 。 る ン を 
w き | まま * エ m 
の らし め よ 」 と 。 かく て 不全 心 者 は あ 9 Cu8 581 10 Ge 


きれ て も の も 均 ん を ざり き 。( 王 2) アッラー 
は 不義 な る 者 ども を 導き 給 わ ず 。 


注 239 宗教 の 為 に 特別 な 時 を 払い 、 イ スラ ム の 英 に 対し て 戦う と いう 感 令 は 、 ア ッ ラ ー は イ の 2 
軸 分 達 の 宗教 を 人 教 す る 人 多 に 臣 力 を 行使 する 束 を 晶 ん で いら っ し ゃ る とい う 銀 釘 を 生じ 用 肥 い が 、 こ の 節 で その 
記 通 が 取り 除 か れ 、 イス ラム 教生 に 、 も っ と も 双 百 きれ た 言葉 で 、 電 イス ラム 教徒 を 数 徒 化す る 族 に 絶対 邊 力 
を 行使 し て は な ら な いと 告げ 、 叉 何 夏 行使 し て は な ら な いか と よい う 理 和 由 も 併せ て ダ 述べ て いる 。『 正 道 は すでに 迷 
誤 よ り 区 別 ] きれ て いる の で 、 強 前 する 必要 は な い 。 


注 240 アブ プラ ハム は 僅 大 な 偶像 酸 壊 者 で あっ た 。 役 の 時 代 の 人 々 は マ ド ル グ ( 朝 の 神 、 春 の 太陽 ) を 王 な る 
神 と し 、 大 腸 や 星 を 礼拝 し た ( 坦 壮 百科 辞典 と 宗教 倫理 百科 、P.296)。 彼ら は 、 全 て の 生命 が 、 太 勝 に 依存 
SS に に 言う よう に 生 と 死 を コン トロ ー 
ル し て いる の で あれ ば 、 全 て の 生命 の 依存 し て いる 太陽 の 勤 き を 逆 に し て みな きい と 頼ん だ 。 彼 は 何 も 倫 えら 
025 ジウ 0 の の 宙 還 IPP の OR EGO の EC 妥 け 人 れれ ば 有 目 分 
0 『 理 首 で ある 事 も ぶち こわ すし 、 も し で きる と いえ を ば 、 大 陽 を 礼 拓 し て いた 人 人 々 の 目 に は 、 大 変 な 
思 深 と うつ っ て し まう か ら で あ る 。 こ うし て 彼 は 完全 に 混乱 し 、 何 と 昔 っ て よい の か 途方 に くれ だ の で ある 。 


ve 


の ご 23 





200、 ま た 麻 城 に 帰し た る 都 を 通り か か り 、( 注 2 っ っ し ン る さっ 2 る 1 フン ンー クッ イレ ンク 
1)「 ア ッ ラ ー は いつ この 死 せ る 都 を 時 らし びと 4o25 (の うっ AP 


りり か ? | と 云 える 男 あ りき 。 そ こ で アッ 2 ひる 26050 2 夫人 | り 4 

ー は を の 男 を 百年 の 間 死 な し め 、( 注 29  ,。 匠 9 2 
再び 得 も せ て 、 云え り 、[ 液 は どれ 程 留まり 。 で 86J6XASS Go Ac し AU 
だ る か 7? | と 。 役 は 答え て 、 2 No es 回 る ちあ タン の ラブ ラク ェ ラ タッ ン ウタ アア レレ 
か 、 否 、 数 刻 な り 」 と 。( 注 26) アッ ラー は co OU 人 MayGyeydW 


= 舘 フ アレ レン プン レレ ウッ ョ ダラー アン 
ん の 。 「 然 6 ず 、 0 で 百年 滞 溜 2 FTOA: 午 1 55 し 多 


せる な り 。( 注 2 それ 、 8 ク ン 

を 見 よ 。 そ は 未だ 腐ら 6 ず 。 き る れ ど 液 の 騙 馬 UK IMG の Ui を 1 
アデ の 円 っ ン の ン 〆 う 

見 。 ( 生 交 ) われ ら 6 が を な せる は 、 潜 ン ン g り らら 


を し て 人 々 へ の 徴 た らし めん が だ た め な り 。 





征 241 ここ で 「 廃 堪 に 帰し だ る 都 】 と 言わ れ て いる の は 、 記 元 所 599 年 に バビ ロン ア の ネプ ブ カ ド ネ ザ ル に 
破壊 きれ た エル サレ ム の 事 で ある 。 頂 言 首 エモ ゼ キ エル は バビ ロン の 捕虜 と な か っ た だ ユダヤ 人 の 一 人 で あっ た が 、 
街 の 側 を 通ら され 、 荒 廃し 遇 光導 ム ふ の 廃 壇 と 化し だ た 光 芝 を 日 毅 き せら れ だ た の で ある ゐる 。 

iF242 エエ ゼ キ エ ル は この 街 の 衣 壊 の 楼 子 に 選 を 導 め ゆめ 神 に 悲哀 に 満ち 溢 乱 た 言葉 で 、 エ ル サ レ ュ ム ふ の 復 暴 を 祈っ 
だ た 。 人 彼 の 祈り が 届き 、 祈 り を きる きる げ だ エル サレ ム の 彼 典 が 100 年 後に 成る と いう 須 を みた だ の で ある 。 こ れ け は 別 
に エ ゼ キ エ ル が 100) 年 間 死 し て いた だ た 革 を 芝 昧 する も の で は な い 。 ク グル アーン で は 時 々 、 夢 の 中 で み ら 5 れ だ ふぅ の 


で ある と いう 事 を 言 5 すい 記 て の 区 長 が 実際 に 起こ っ た と いう 表 更 を する 事 が ある 。 (12 5) エ ゼ キ エル も 
その 意 業 を 人 憶 っ だ と いう 愛 は イス ラ エ ル の 子 等 が 撤 勘 の 状態 に あっ て 約 100 年 間 、 民族 と し て の 完全 な 屈 蜂 を 


経た 後 新しい 生命 を 受け と り 下 な る 街 に 直っ て くる と いう 事 る 意味 し て いた 。 を そし て エ ゼ キ エ ル の 芝 は 実 妃 し 
だ の で ある 。 エルサレム は 紀 元 親 399 年 に ネプ ブ カ ド ネ ザ ル が 上 右 領 し ( 列 上 下 24 : 10)、 エ ゼ キ エル の 受 は 紀元 
内 586 年 頃 の は ず で ある 。 そ し て エル サレ ム は 誠 壊 後 、 約 一 世紀 後に 再 下 き れ だ 。 エルサ レム 建設 は 、 ベ ル シ ャ 
と ミディ イア の 上 で あっ だ た だ サイ ラス の 主 可 と 助力 に ょ 5 紀 元 前 537 年 に 始め 65 れ 、 紀 元 前 515 年 に 完成 を みた 
が 、 イ スラ エル 人 が エル サレ ム に 戻り 藩 茶 くま で に 更に 15 年 が 必要 と きれ た 為 、 結 昌 と し て 崩壊 か 5 再建 まで 
実際 に は 100 年 を 縮 し た の で ある 。 伸 が 100 年 の 問 エ ゼ キ エ ル を 死者 ほし て お き 100 年 後に よみ が えら し だ 
と する の は 他愛 も な い 事 が 、 こ れ は 人身 和信 の 生死 で は な く 、 民 族 全体 を 表す 街 の 生死 に 関し て 折っ だ た エ ゼ キ エ ル 
の 祈り へ の 答 と な ら な いか ら で あ る 。 


守 243 この 言葉 は | 時間 の 確認 の 為 で (118: 20 と 23 114)、 ク グル デー ン で の 用 法 に 従え を ば 、 エ ゼ キ エル は どれ 
だ け の 間 、 自 分 が を その 状 遂に あっ だ か は わか ら な い 事 を 意味 し て いる 。 こ こ で の 「H」 は 24 時間 で 答 き れる 一 
日 の 意味 で は な く 、 絶 対 的 な 時 間 な の で ある (1 : 4 参照 の 事 )。 [一 還 か 、 富 、 数 刻 な り 」 と いう 文 は エキ エ 
ル の 眠っ て い だ 時 間 か 、 妥 を みて いた だ 時間 を や も 指し て いる 。 エ ゼ キ エル は 棚 ら か に 夢 の 続 いた 時間 を 聞か れ た だ 
を 思っ だ の で ある 。 


注 244 し か し お 前 は 100 1 この 状 胡 に あっ な の だ と いう の は 、 あ る 意味 で は エ ゼ キ エ ル が 、 そ の 状態 に 
100 年 と ど ま っ て い だ と いう 記 味 に も な る 。 ( 彼 は 自分 が 100 年 死 し て いた 事 を 夢 に みた の で ある か ら ) また 彼 
が 日 か そこら 待っ た と い 9 いる 持 間 は ふつ う 非 常に 短い も の で ある か らら それ も 止 し いと 
言え る 。 

注 245 この 事実 を エ ゼ キ エ ル に わか ら せ る 為 、 神 は 彼 の 関心 を 邊 の 食事 と 飲み物 と ろば に 向け た の で ある 
飲み 物 や 食べ 物 が 座ら ず 、 ろ ば が 生き て いる と いう 事 は 、 彼 が 眠っ て いた の が 一 日 程度 で あっ た 事 を 示し て い 
る 。 | の み ば を みよ 」 と いう 文 は 、 抽 虜 で いた 時 野原 で エ ゼ キ エ ル が ろば を 横 に し て 妥 て いた 時に 、 間 を みた 
束 を が し て いる 。 当時 イス テラ エ ル 人 は 、 農 大 と し て 畑 で 働か る きれ て いた の で ある 


現 ー 3 アル ・ バ クラ 


っ きり る シェ クィ タ 3 
あの 円 呈 を 見 よ 、 わ も れ ら 5 が 如何 に その 和信 を SO % 3 6 の が 人 の のり 才 ( 


合せ 、 了 肉 の 衣 を 着せ る か を 」 と 。 面 し て も ャ クーン 
れ が 彼 に 明示 きれ る と 、 彼 は 云え り 、「 我 は @2J3 の の の ME 
アッ ター が 全能 に まし ます こと る 知る 1 た 。 
( 牌 弟 ) 

着 。 ア プラ ハム が 、|[ 主 よ 、 各 何 に し て 死 有 に 生 4 ば (568J Cp 


命 を や 与 う る か を 我 に 見 せ 給 を] と 云え る 時 時 
の こと を 思い 起 せ 。 ア ッ ラ ー は 云え り 、「 流 1 bc 5 2 お 2 
は だ 信 ぜ ざ る か と o アグ の SN は 人 ンタ し アン ノッ クン ノック る ダラ 
。 り 、「 我 は 信 ず 。 た だ 我 が か を 安心 き せん 。 US 中 る る の 
が だめ がり | と 。 ( 邊 人 9 アッ ラー は えり 、 人 と ら る 2 〆 ン 1 
[なら ば 四 装 の 鳥 を 取れ 。 を 液 に 馴れ き GUO6 6 し る | ゴン の ああ 
せ て か ら 、 丘 の 上 に を の - ー 部 ずつ を ( 注 紅 ) と 2 2618 2 8 MY タン 
二 き 、 面 し て 之 を 呼べ 。 役 等 は 次 の と ころ g 
へ 急ぎ 飛び 来る べし 。 

か くく て アッ ラー の 停 力 と を の 賢 折 さき を 知れ 」 と 。 


沈 三 十 六 項 
ー ミ アン ノン ッ の 22 の ウタ アブ プッ ア グン 2 ち 2 タン 2 タン ノ 
262. 人 ッ ラ ー の 道 の た ゆめ に 巳 が 財 を 費やす 者 を の MK 69 し 2| の sy OO 52 
灘 うれ ば 、 一 邊 の 穀物 に 七 つ の 重 が つき 、 の - 2 2 
を の 各 々 の 穏 に 百 の 尊 粒 が つく が 吉 し 。 Us 2 5 (UE ん で 1 2 
アッ ラー は 思 し 台 す 者 に は 、 倍 加 し て 与え 





守 246 エエ ゼ キ エル は を の 射 に 全 ユ エダ ヤ 民族 を 代表 し て いる 。 彼 の 象徴 的 な 100 年 間 の 死 は 、 個人 の こと で は 
な く 、 民 族 全 体 の 抽 護 た し て の 100 年 間 の 屈辱 上 悲し み を 象徴 し て い だ の で ある 。 これが エ ゼ キ エ ル が 補 の み 
し る し と な っ た と いう 意味 で ある 。37 草 の エ ゼ キ エル も 参照 する 事 。 


注 247 イー マー ン ( 千 銘 ) と イト ゥ ミナ ー ン (人 ( 安 と の 違い は 、 イ ー マ ー ン の 状態 で は 、 人 人 は 単に 神 が 
事 を 成 し う る 事 を 信じ る だ け で ある が 、 イ トゥ ミオ ー ム の 状態 で は 、 破 の 血 合 に も 事 が 六 る と いう 確信 を 受 け 
取る とい うこ と で ある 。 2 の の 0 神 が 死 者 を 生き か えら す 事 が で きる 事 を 信じ て いた が 、 彼 が ん 
だ の は 、 神 が 目 分 の 子 丈 の 場合 に も そう な きっ て 下 き る か を 知り 5 る だ っ た の で お ia 


注 248 これ は 、 物 事 の 一 部 又は 区 分 を 区 味 し て いる 。 ア ラビ 7 ほ で は 、 ジ ュ ズ と いう 。 こ の 様 に 、 も し 物事 
が - つ の 集団 を な し て いれ ば 、 一 部 "或いは 区 分 ' と いう 語 は 、 そ を の 各 構 成員 を きす 事 と な る 。 こ れれ は アブ ラ ハ 
ム の 夢 で ある 。 鳥 四 羽 を つか まえ る と いう 事 で 、 役 の 子孫 が 四 回 の 則 亡 を みる 事 が 時 に 示 き れ て いる 。 こ れ は 、 
イィ スラ エル 人 に 二 回 、 そ し て イシ ュ マ エル を 通し て アプ ブラ ハム の 子孫 と な っ だ た イス ラム の 斑 な る 項 言 著 の 信 府 
者 (ある い は 後継 首 ) に 二 回 、 繰 り 返 きれ だ の で ある 。 イ サク を 通 し だ ア ee 
国力 は 、 最 初 は 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル に 、 次 に は タイ タス (17・ 5 一 8 ブリ タニ カ 百 科 辞 典 、 ユ ダ ヤ 人 人 の 項 ) に 

て 二 回 、 か いい 減る きせ られ だ 。 そ し て 回 と る 軍 は 、 彼 ら の 没落 の 後 、 旨 0 2 

キリ スト 数 を 受け 入れ だ ロー マ の 朱 益 コン スタ ンチ ヌス に よっ て 為 し ほげ られ だ の で ある 。 イスラム の 国力 
- 同様 に 、 先 ず 、 タ ルター ン の 遊牧 民 の 手 に バク ダッ ド が 落ち た 時 、 は げ し い ゆ る ぶり を 受け だ が 、 間 も な く を 
の 打撃 か ら 回 邊 し た 。 勝 利 者 は 宗教 を の りこ ぇ を 、 バ グ ダ ッ ド の 叶 害 者 で あっ だ ハラ タク の 老 は 、 イ スラ ム 訓 徒 に 
改 示し た の で ある 。 沈 2 の 授 秒 は を その後 青 宰 的 氏 つ 政治 的 に イス ラム の 詞 退 の み ら れ た 時期 に や っ て きだ た の で 
あり 、 第 2 の 復 典 は 約束 きれ だ 救世 に より ぉ た らき れ だ た の で ある 。 


F み 


本 さ ーー ー 上 こ ーー ュ 回 
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< ス 


給 う 。 アッ ラー は 下 容 に Nu すべ て に / の ンタ リ On ノ 
通 暁 し 給 う 。( 注 29) 6 人 M あ 4 3 の あ 品 銘 29 セ 「 
8 アッ ラー の 道 の た め に 選 が 財 を 衣 や し 、 を WS 3ZS 2 の 882 の 2 
の 施し に 過 り や 悔 辱 を 伴わ し め ゅ ざる 者 は 、 7 
2 の 人 グ 2 タダ ッ クマ る と 人 巴 / うみ 
主 の 御 許 に 報 装 あ り 。 彼 等 に は 頂 れ も 悲嘆 le の 3 うう 人 
S ゃ 足ら さる で し 。( 注 光 ) る 多 ゥ タン ノッ 。 


g〆 グッ 
当 。 親切 な 言葉 や 宮 大 き の 方 が 、 悔 辱 を 伴う 宮 De9 放 295 し 92 の oe 
捨 に 優る 。 アッラー は 自足 者 に し て 、 夫 化 2Z マン ン ン in の タフ タン る 92 る 外 る 
者 に まし ます 。( 注 史 ) お Aoc グ の ロン A つっ 2 5 る 


み ッ ェ ン ダン 5?4 ッ クン 

の Sp つと 45 (93| 

3 ェ ーー タン! 5 タバ レッ レネ イン 

等 信人 た ちよ 、 萌 り と 悔 辱 と に ょ っ て ゎぉ 。 ひる 5 580650b29 4135 


抽 た ちの 施し を 空 無 に 帰せ し むる な か れ 。 2 の We oe 
- 見 せ び ぴら か す た め に 自 2 1 Se を 3 
( 注 弄 ) 人 々 に 見 せ び がら か す た め に 自分 の SS ud2G) 0 Ge な の 5 

選 を や 費 せ ど 、 デ アッラー も 末日 も $ 信 ぜ ぎ る 者 ノ タン 3 ンス し リッ ーッ ンク クレ 7 タ 29 
に に | 
ども が する が 如く 。 か か る 者 は 、 泥 を か ぶ ら [A ONY アン アア: 中 う bb 


【 ヽ コ 
と デュ 
で 1 


り た る 平ら な 央 に 似 て 、 大 雨 そ の 上 に 隆 VC 226 の ば 2 


を を そ が ば 、 色 ち 裸 と な り て 、 元 の 平ら な 喉 
ェ ロ ュー ュ 定 ) ・ さこ 4 9 ア 9 セナ アン る と ト 骨 
い 岩 に 戻る 。 役 等 は 己 が 稼ぎ か らい きき か GA 2013 1 し C の "(うと の 2 っ US) 


em し 上 導 し 2 
5 利益 を 得 ぎ る べし 。 デ アッラー は 信仰 せ ぎ フッ レッ ニッ ンタ 
る 徒 琲 を 導き 給 わ ず 。 224141) 





和正 249 。 削 委 で は 、 あ る 国家 が 死 し 、 を し て その 国家 が 再 晶 する に 値する 民族 で あれ ば 、 神 が 新しい 生命 を 
えて 下る る の は 抽 の 法 で 4 
際 学 時 は イス 時 イシ ュ マ エル 人 2 と ちる 吉 で られ て いる 。 イ スラ 
ム 0 むり け て 準 偽る させ る 洛 、 神 は 、 国 家 発 展 の 手段 に 立ち 返り 、 偽 仰 簿 き 者 達 に 心 お な き な 
HE 夫役 きす う 昌和 お 


邊 250 全て の 送 行 は 上 用 きれ る 事 が あり 、 ア ッ ラ 維人 に 財産 を 使う 事 の 世 用 は 、 そ れ に マン ( 将 行 
を 自 ま ん げに 話す ・ 思 を きせ る ) と アザ ー (迷惑 を 及ば すす ) を する 事 で ある 。 ア ッ ラ テラ ー の 大 座 の 為 に 財産 を 使っ 
だ り 委 央 の 為 率 仕 を し た 者 は 、 0 2 20 (00EJGe する は 思 き せ 
が まし く な っ て し まう か 5 で ある 。 同様 に 、 彼 らら は 自分 達 の 交 献 に 対し 見 返り を 要求 し て は な だ が t'。 


注 251 DO 喜 捨 に 勝る 、 疎 に は 、 革 け を 求め て 
きた 者 に 葉 を か い だ と 感じ きせ な い 為 に 、 彼 ら の 貧 初 を 咽 っ て いて や り 、 他 人 に その 事 が も れれ 中 様 に すべ き で 
ある 。 と いう の が マグ フラ ト の 意味 する 所 で ある 。 


邊 252 他 の 箇所 で も イス ラム 教徒 は 包み 隠 きず 財産 を 使う よう 命ぜ られ て いる (2 : 275)。 そ の 意図 する 目的 


は 、 他 の イス ラム 教徒 も その 例 に な ら う 様 に に いう 事 で ある 。 し か し 信仰 を 持た ぬ 者 は 、 公 の 評価 を 勝ち し る 
人 為 の み に 公 然 と 金 を 使う の で ある 。 そう いう 者 は 神 の 報酬 を 受け 取る 資格 を 全て 失う の で ある 。 


第 二 


2606. 


5. 


注 253 アッ ラー の 大 義 の 人 為 に 冨 を 使う 事 は 、 自 分 が 一 生 暑 命 稼 い だ 宇 
(確固 た なる も の と する 息 荷 を 自分 に 負わ せる と いう 事 か ら 、 


注 254 
8 1 
- も 5 み と た な る の で ある 。 


235 この 比 剛 に よっ て 、 佑 者 達 は 、 
すれ ば 、 自 分 の 牧 や し た 全て が 無味 と な っ て し まう と 生 生 
人 

。 何故 な ら 合 法 的 に 手 に 入れ た 財産 の 中 に も 悪し 


0 波 さ る れる 事 は あっ て も 


。 液 等 信徒 な も よさ 、 


アッ ラー を 喜ば さる ん と し て 、 且 つつ 己 が 精神 
を 強め ん と し て ( 注 2853) 財 を 費やす 人 は 

丘 の 上 の 果 樹 彫 に ( 注 854) 拡 た り 。 大雨 降 
ら ば 、 果 実 の 収穫 は 二 倍 と な る 。 よ し まだ た 
了 ら 6 ず と も 、 お 混 り 程度 で こと 足り る 。 ア ッ 


ラー は お 前 た ちの 所 業 を 照 起 し 給 う 。 


お 前 た ちの う も 、 斉 郡 子 や 蘭 釣 の 巣 樹 園 を 
持ち 、 小 川 そ の 下 を 流れ 、 あ ら ゆ る 種類 の 
果物 が 採れ 二 と ころ が すでに 年 老い 、 き され 
ど 跡継ぎ た ち は 未 だ 幼 弱 一 お り し も 旋風 鐵 
火 を 伴い て 果樹 園 を 襲い 、 松 《 焼 き 払う 。 
そん な 日 に 誰が 章 い たい と 望む か ?( 注 洛 ) 
か く の 如 てく アッ ラー は 、 お ぉ 前 ち を 反省 せ し 
めん が た め に 、 き ま ざ ま な る 神 兆 を 説き 明 
し 給 う 。 
第 三 - ト 七 項 剛昌 
ぉ 前 た ち が 稼 ぎ た る 佳 物 
と 、 わ れ ら が お 前 た ちの だ め に 大 地 よ る 産 
し だ た も の と を 施し に 器 や せ 。 目 分 で も 目 を 
つぶ ら ず に は 受け 得 ぎ る 如き 悪し きも の を 
選び て 施す な か れ 。 ( 生 50) ッ ラ ー は 自足 
に し て 、 護 美 せ られ る で き 御 方 な る を 知 
し 。 


補 の 大 の ダ 5 /- 
よっ て は 低い 寸 地 に は 代 険 で ある 


< 包み 届き ず 財 若 を 買 や す 信者 の 心 は 、 大 が 


邊 分 産 の 財 族 を みせ びら か し に 使っ た b、 
きれ て いる 。 


、 使 い 千 し の も の だ け を その 日 的 の 為 に き 
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eri22eeaas 

AMI 

脆 委 BODYeb 0 6 人 WAN 
6 862 和 


2 タッ ノノ タ クン ラタン 1 ンク 9 イン 
gi SA 
III ez 交 ec 

Ia ッ ク ッ アン ン ッ 5 ウ 2 タ の 


5 の 1 リウ の 9 
っ 2 


je 


を 使う 再 で 、 自 ら 、 
人 の 現 を 到 く する の で ある 。 


て 信仰 を 固 


し リ 空 し 


国 の 恵み を 降り 注 で 庫 至 の 上 地 の 様 な も の 
が 、 商 古 に は 多 か ろ あう が 少な か あう が いづ れ の 場合 


を 及ぼ す よ うな 癌 捨 を 


この 節 で は 信 省 は 神 の 大 義 り 為 に は 並 き も の と し て 純粋 な も の を 費やす 事 が 必要 で ある と 説 か れれ て 
きも の が 泥 ざ っ て いる か ら で あ る 。 作者 に 古く な っ た 使 


る し 出す 至 は 許さ きれ な い の で ある 。 


了 


Dy 細 細 7 デル ・ バ クラ 





8 悪魔 は 貸 乏 を 以 て お 前 た ち を 較 し 、 前 た 22E お し が る 46 人 K 伯 AoES 
条 記 恥じ 知ら ず な 行動 を 勧 む 。 ( 注 7) し か 2 2 し 5 る ラン タタ 。 る クス 
る に アッ ラー は 、 寛 容 と 恵み 深き を お 前 た に 0 池 し IOPW キ て と いそ が エ た 0 
ち に 約束 し 給 う 。 ア ッ ラ ー は 光 容 に し て 、 
SN 


上 披 は 皿 召す 者 に 穫 恵 を 授 ! け 給 う 。 HI 叫 を ラグ ノ e ノ ンタ タラン ン で 5 5 レク 1 ゃ 28 
"9 聞 看 か な る 幸福 を 賜わり か た 84 の お の いっ AI お 


= ナチュ ゞ 7 ュ ラ 
生生 の INDIA1POG 23 

、 何 人 も 之 に 気づか ざる な り 。 
CAhoseme また だ 知 何 な る 准 い 
人 Te 


0 と ルン イス エレ し 6 


968 ee り DA 引 A5 225 


と ポ ュ に ノッ ゃ 05 0) 
な か る べし 。 
20. お 前 だ たち 、 施 し を 公然 と する も 良い が 、 ひ 2 し 88 7 の eb 489 
を か に 輝 を 貸 者 に 与 うる な ら ば 、 その 方 が を 
う ラン 9 / みる の 2 イン ダス デーン ンタ 2 ジャ ルル を 。 
日 分 の だ め に 更に 良し 。( 注 名) アッ ラー は の 2 の っ - 6 タ 21、&6| MYWt タ 
お 前 だ た ち が 攻 せ し 悪 業 の いく つか を 容赦 せ な (し 
な っ 包 る S 
ん 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 所 業 を 知り 給 う 。 CD 〇 % い の の 25 
23。 役人 等 を 正しい 道 に 徒 わ せる こと は 、 溢 の 資 人 ュ ン 2 クレ リン ダン 3 う タ 3 1 タ 9 で ン 2 ン 


ャ ー 


に 非 ず 。 ア ッ ラ ー は 思 し 召 す 者 は 誰 で あれ 、 1C4 9 20 ジラ ゃ の ひら の Lc 


癌 き 給 う 。 お 前 た ち が 施 す 良 きも の は 、 つ IE 3339 じ 002122 > っ し レ ィ 
sp。 0 が 6 う 
まり は 自分 の た め に な る 、 ア ッ ラ ー を 喜ば と ンプ 55 の 


\ 字 





注 257 神 の 人 大義 の 為 、 と めど な (財産 を 帆 や し て いる と 人 は 島 之 に な っ て し まう と いう サタ ン が 人 人 々 に 上 攻 い 
の 念 を 起こ きせ る の を この 前 で は 取り 去っ て いる 。 駐 逆 に 、 も し 富める 人々 が 、 半 な る 理由 ・ 目 的 の 旋 に 自由 
に 財産 を 費 や き な けれ ば 、 国 家 の 質 遍 が 生じ て し まう 即ち も 、 共 同社 会 の 中 で ょ より 恵まれ な い 人 人 々 の 経済 的 必 
陸生 
は 経済 的 に 因 窟 し 月 つ 道 徳 的 に 量 庭 す る の で ある 。 


注 258 后 を 到 半 に 使う 事 は 、 国 家 発 展 と 繁 染 の 秘訣 で あり 、 知 恵 に 基づく と いう こと を この 条 で は 意味 し て 
いる 。 


注 259 。 草 な る 拍 着 者 は 、 閉 務 付 けら れ て いな い 乱 を 必ず 行う と いう 鶴 い を た て YR 人 し を 
れ で 5 和信 が 義務 付け ら 0 の P 2 次 細 や た て る の な ら 、 を その 碧 い を 実行 する 蘭 務 を 負う 事 と な 
る 。 
壮 260 イス ラム は 晶 ち 覧 明 に 、 公 け と 秘密 裏 の 一 種類 の 施し の 方 法 を 勧め ゆ て いる 。 施 こし や を あ か らき ま に 行 
う 事 は 、 普 い 例 を 設定 する 意 、 他 の 入 が 見 習う と いう 事 も 生じ る 。 場合 に よっ て は こっ そり と 施 こ す 方 が 、 施 
こし を 受け た 喝 弟 送 の 貸 角 を 他人 の 朋 に ふれ る せな い 、 そ し て 施 こ し を 上 四 に か ける 事 が ほとん ど な い と いう 事 
か ら 、 い っ そう よい と いえ る 。 


or 一 - 


ト 二 謗 Mt 


MCW 


トー 
1 
に | 
ロ 


20. 


注 261 
縮 時 80083 の 5 を 


注 262 
特に 値する の で ある 。 
た だ ため に 励ん を で いる 人 人 人 々 、 叉 》 


注 263 
い を する 玉 品 き 
注 264 
族 を 持っ て いる 全て の イス ラム 著 徒 か ら 国 家 が 徴収 し 、 国 家 が 、 
者 等 の 為 に 使う も の で あり 、 
な い 。 


すこ と の み を 願っ て ( 注 刀 ) な し た れ ば 。 
お 前 だ ち が 施 し に 費 や せ る も の は 、 存 分 に 
返済 せら 衝 、 不 当 に 過 せ られ る こと な か る 
9 
これ ら の 施し 者 は 、 ア ッ ラ ー の 据 の だ め に 
We の が Ph 
き 得 ざる 者 に 与え を ら る 。 彼 等 は 慎み 
WWMisDP 和 の bai 
稚 福 な り と 飼う 。 六 彼 等 の を の 特徴 を 鋭 て 、 
邊 等 を 識 る べし 、 彼 等 は うる る 〈 物 と わざ 
る が 故に 。 ( 注 2) 何で あれ お 前 だ ち が 施し 
に 費やす も の は 、 アッラー を 正確 に 知り 
給 2。( 注 264) 

寂 三 十 八 項 
夜 と な 〈 凡 と な く 《 く 、 ひ を か に また 公然 と 
0 eta 
に は 恐 人 も 悲嘆 も 起 5 ぎ ざる べ で し 。 


利息 を むき ば り 食 う 徒 非 は 、 ( 注 6) 亜麻 の 
狂気 に 襲わ れ た る 者 が する 如き 立ち 上 5 方 
し か で き 得 ず 。( 注 28) そ は 彼 告 が 、「 商 売 


NN 


ここ は 、 物 の い 


を 説い て いる 。 


結 寺 に 


NT トー ュ 


に は 援助 作 へ の 感謝 を 生じ ふせ る も の な の で ある 。 


注 265 
高利 倫 し と 利 選 の 環 方 の 問 
定義 に あて は まる 。 


文字 通り で は 、 
床や 持ち 、 
リバ ー の 実際 に 意味 する 所 は 上 茂 


状況 は 時 に し て 、 人 を 拡 証 きせ て し まう 場合 が が ある 。 こ うい う 人 人 々 が よ 
この 範 ちゅ うに 寿 す る 人 々 に は 二 種 類 あ り 、 
ぅ う 一 つ は (2) 成 しい 環 遼 か ら ぬ A け だ せな い 為 、 日 常 の 必要 に も る 事 欠 く 者 達 、 で ある 。 


を し な い 自 意 心 の ある 人 々 と その 「 民 み 深き 」 を 賞 識 し 、 そ れ に 対し し つこ 
回 な る 預言 洗 は 、 物 と い を 罪 あ り と 答 め た 。 


義務 的 な ザ カ ー ト と 余 功 -( す サダ カ ) の 二 種 類 が あ 


皿 ま れ た 裕福 な 人 々 に は 質 し い 上 兄弟 へ の 同情 旋 を 、 


人 間 又 は 追加 を 表す リバ ー は 本 来 の 
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ンタ ッ ン 


り we 。 
は 5 あじ う 直し 2 


2 の リ 41 3 

@ 〇 が 0539 を: 
ノ 39 ッ ンー ン ッ レン 2812 タ ダー タン 2 て クン スタ 
owablJe sl ou る 約 


Ja 人 0 と いう う (95 る 


ララ ュ ン 2 タタ ーッ 2 と 


3 て E 
@ を Es 人 065 あと RAIVYWMP) 


SN 3 の ノレ ぅ っ ズン 


の の な 〆 * 

3 25 AO プ A| 
ノ の 5 フン ン そ ャ ンー ン 2 う の タ ダッ 

CS りう OS AS 65 4 


ーー ン あみ フッ ン の 0 


②⑨ 〇 め ぅ eu A の う ゅ 


2 ん 22 タン で ニン ぅ タラ タン の の っ 


と OPD PTY1OAtU 
し SW の GE の の SEI 


で は な い が 自 発 向 に アッ ラー の 喜び の だ た だ め に 自分 の 財 


り 恵 まれ た だ 人々 か らら の 二 力 に 、 
ー つ は 1) 神 の 使者 と 革 に 精神 仙 思 恵 を 得る 
〈 物 と を 


る 。 ず カー ト は 、 或 る 一 定額 の 金銭 又は 時 
貧者 、 因 容 者 、 撤 児 、 未 亡 人 そし て 人 徒歩 旅行 


を その間 捨 が どこ か ら 米 た の か 知ら な い 受 取手 は 、 何 6 特定 の 個人 に は 過 義 を うけ 
ザ が カー ト と は 国家 の 福祉 な の で ある 。 サ ダ カ と は 自発 的 で あり 、 
が 生 え る も の で ある 。 サ ダ カ は 、 


各 包 者 を 助け た いと いう 願い か ら 6 個人 人 
そし て 又 和 島 し い 人 々 の 間 


合計 額 以 上 の 追加 額 と 上 の 意味 で ある 。 リ バー と は 


ハデ ィ ス に 信 れ ば 、 0 
密 に いえ ば 遂 常 考え られ て い 


" 利 各 "と 全く 同一 で は な 


も!F 


アー 


ae 
ォ 


半 了 D ら 


イツ ーー ーー* ょ ーー 
ーー が Mo っ の ダラ 








em 


も まだ た だ 利 中 を 取る が 放し | と 云う が 改 な ) アス プン ング 
アッ ラー は 商 完 は 許し た れ ど 、 利 皿 や 取る 9 つろ やう で Je 
ON きれ ビ 、 主 より 沖 成 が 降 03292822 セ っ 8 
、 止 め る 者 は 、 0 て は 許さ る 。 る 0 ンション 
か 記 り ば 彼 等 は 業火 の 住人 なり 、 っ JIc OM CI か 
氷 元 に その 中 に 生 の 人 
0 


に ヽ う 
kT1 
ーー ュ 
ロ 


アッ ラー は 利息 を 廃止 し 、 施 し に は 利 を 生 e294012 EAIWCIT la 2 名 3 


まし めん 。 ( 生 釣 ) ア タッ アデ は 誰 て あれ 、 不 Ei い 
計 心 者 や 罪深い 者 を 愛し 給 わ ず 。 (の アン) 


に] 
ーー+ 
1 デー 
年 


きれ ど 信 じ て 知行 を な し 、 礼 捧 を 遵守 し 、 誠 色 | CE)INW る KTNIIO 
定め の 豆 捨 を 払う 者 は 、 必 ず 主 よ 5 報 湊 を の の 


ゆ ウォン ッ グ ンー ラー タダ タタ 2 グラ ぅ ン 
受け ん 。 彼 等 に は 、 恐 怖 も 悲嘆 も 起こ ら ざ PTPO4Sb6D0 
る で し 。 だ を 


光 ら 信徒 た ちょ よ 、 ア ッ ラ ー を 左 れ 、 残 れる 27 抽 じ | PageRo 
利 各 を 放棄 せよ 、 も し お 前 た ち 信者 な ら ば 。 


1 に 
ーー- ュ 
* 


St 人 の 
ンー 
い が 、 そ れ 以 上 に うま (言い 容 せ る 若 革 が な い 為 、“" 利 息 " を 持っ て あて て いる の で ある 。 実際 、 人 が 貸し た ( 金 
鉛 ) より 多く を うけ と っ だ たり 、 倍 り だ た (金額) より 多く を 支払 うと いう こと は 、 取 引き が 、 個 人 、 銀 行 、 社 会 、 
郵便 語 、 を その他 どん な 組織 で あれ 、" 利 息 " な の で ある 。 "利息 "と は 金銭 に 限ら れ て ちな 6 ず 、 ど の ょ よう か を 物品 
で あれ 、 同 意 を 得 た 余 講 分 と 共に 返 知 きれ る と いう 条 拍 で 貸付 けた し て 与え られ る 全て の 物品 に あて は め ら られ 
る の で ある 。 


邊 266 ここ で は 、 企 貸し は 、 丁 度 頭 の 廷 っ た 者 が 自分 の 行動 の 結果 を 考 虚 し な い の と 同様 に 、 彼 ら が 無 惑 草 
に も 自信 や 社会 、 大 き な 意 味 で は 世界 全体 に 与 を る 、 道 値 上 の 経済 上 の 迷 惑 に 気づい て いな いと いう 下 を 意 
味 し て いる 。 リ バー は 、 講和 事 に と りつ か れ て いる 事 が 、 彼 を し て あら ゆる 問 な る 大 装 に 対し 制 分 別 
と な っ て いる と いう 意味 に 訟 いて 、 金 を 貸す 者 に 、 い きき か の 狂気 を もたらす の で ある 。 イ スラ ム で は 
の 集団 の み に 岳 を 集中 させ 、 そ の 為 、 軸 ERP 提 8 - え る と の 理由 で 、 リ バー は 禁 で られ て 
る 。 リ バー は 人 金 傘 し を より 名 憎 に し 、 彼 の 中 に ある 他人 を 助け る と いう 心 を つぶ し 、 同 情 的 行動 の . 税 iD 
活 ら し て し まう 。 彼 ら は 他人 の 必需 や 負 抽 を 利用 し 利潤 を 得 て い る の で ある 。 リ バー は 人 金 供し に 他 の 人 々 の 欠 
乏 に つけ こま せ 、 借 人 金 を する 者 達 に は 、 返 す あ て の ある な し に か か わら ず 借 人 金 を きせ 、 不 注意 に せい て 事 を 訪 
す よ いう 傾向 を うみ だ させ 、 結 果 的 に は 自分 自身 と 借り 手 の 両 方 に 取り 返し の つか な い 首 徳 的 傷 を 負わ せ て し 
まう の で ある 。 リ バー は 叉 戦争 に 通じ る 。 戦争 が 長 び く と どう し て る も 食 付 金 に 頼る 所 に なり 、 そ れ に 併 な う 利 
息 が 最終 的 に は 、 勝 利 者 、 敗 者 共々 に 経済 的 破たん を きた す 所 と な る の で ある 。 手 肖 な 借金 の シス テム が 、 直 
接 の 課税 に 頼る 事 な く 、 戦 釘 の 資力 を 得る 事 が 、 で きる た だ ため 、 政 府 に 破壊 的 な 争い の 実行 を 可能 に し て し まう 
の で ある 。 イ スラ ム は 全て の 種類 の 利 思 を 禁じ て し まっ た 。 近代 業務 は 利 皿 と 密接 に 関係 し て いる 為 、 利 上 を 
全面 的 に 茜 止 す る の は 、 ほ と ん ど 不 可能 で ある が 、 環 境 や 状況 そし て シス テム の 変化 が 、 ぅ た らき れれ ば 、 利 
息 な し の 事業 は 、 イ スラ ム が 主 橋 を 持っ て いた 日 々 が そう で あっ た 様 に 、 必 ず や 実現 で きる の で ある 。 


_ 注 267 これ は 利息 に 基づく 経済 は 、 最 終 的 に は 、 消 内 する 、 又 は 、 KUAC の の うい 23 読 の 欄 は 
われ る 。 


ンー ンジ っ 


ター アル ・ バ クラ 


2 ダノン 


0 お 前 た ち そ れ を 放 楽 せ ず ば 、 ア ッ ラ ー 並 び POYPK St 1 上 
FU ご yy 
に その 使徒 より 戦い を 布告 せら る で し 。 る 


ie 5 ョ アン イタ に る ゥ プ ひみ うめ シン 了 9 
れ ど 悔い 改め な ば 、 お 前 だ ち は 元 金 を 回 収 530 の の 


し 得る 。 か く の 如 て 、 悪 いじ こと を な さざれ “ 3 ン ン 
ば 、 ぉ 前 た ち も る 悪い こと を され ぎる な り 。 症 導 の 
マル ーー さ 日 ヽ 、* っ ノン w プラ 9 う 
28 も し 信 務 者 が 田 多 す る 場合 は 、 余 裕 が 出来 122232015 6 3 
る まで 猪 也 せよ 。 ( 注 8) 喜 捨 と し て 借金 を シン ッッ を る 
0 5 し 2 る 2 デン 
棒 引 き に する こと は 、 お 前 た ちの た め に 更 ⑨ 〇 wsy 19Juo) 


に 良し 、 も し お 前 た ち そ れ が わか ら ば 。 


も と ・ 
299 宮前 だ が ち 、 ア ッ ラ ー の 許 に 帰る れる その 日 タル タン OS ID13 
| 光っ の 1 
を 恐れ よ 。 その 日 各 人 は 、 自分 が 稼い だ る ぴく 7 
アプ う タ イ ン 
も の を 消 党 され 、 不 当 に 過 せ られ る こと な 0 の 
か る べし 。 
此 二 十 九 項 
23 液 ら 信徒 だ ちょ 、 期 限 を 定め て 借り る 場合 宮 ンプ イィ KO 
200。 『 負 3 0 の _ OR ク dlgA AS ルン / AG5U 
は 、 それ を 記録 に と ど め よ 。 記録 者 に な 前 2 8 の 
っ 5 9 の 3 ノア ? と グン ち り 2 を 
だ ちの 前 で 公正 に 記録 きせ ょ 。 記録 者 は 2 ・ っ は スー 
アッ ラー が 教え だ る 如 て (記録 し 、 記 録 を 拒 2 
倒 ず gr アノ ンタ 4 1 MM デ 
ザ な か Ye され は ば 記録 者 に 帯 か し め よ ょ 。 負 9 8 人 4 し で: < じ 9 


僅 者 に ー 述 さ せ て し を 記録 き せよ 。 負債 者 の ど る ンタ 
半生 いき きか な り と 5 を れ 22602 の IP 


リッ 必 く する な か ヵ か すし 。 ( 注 20) も し 負債 者 クッ アン ! 和 る と 区 5 シス に 
・ は ボコ エイ らら 〇 
が 、 低 能 ま だ は 虚弱 、 牙 は 自ら 口述 し 得 前 


2 ヶ タビ ンマ と ルアン 9 ィ ( ク ュ ン グ 
ざる 場合 は 、 そ の 後見 人 に 公正 に 口述 し て ひ に 52 OU 0 | 


項 う べし 。 お 前 た ちの 内 か ら 二 人 人 の 証人 を 2 の の ki の っ 

呼べ 。 も し 一 名 の 男子 な き 場 合 は 、 証 人 | 255o2g pe 

し て 頼み に SRIG II 名 の 女子 ブタ クタ ブラン ロア プラ ュ マ る SI 5 の の 1 
Ma 6 yo el みる の 4 


を 選 ざ べ 。 る すれ ば 二 名 の 女子 の うち いずれ 
か が 記憶 を 誤る と も 、 他 が 之 を 正す べし 。 03 1 大 Ag2 


証人 ば 如何なる 場合 で 5 喚問 を 拒む べ か ら の ヤン 1 タッ 
ず 。 企 額 の 多少 に か か わら ず 、 を の 返済 若 32956 る 20hGb93e 交 


注 268 イス ラム は 伺 付 け を 勧め る が これ は 天 を 行う 慈悲 の 貸付 け で あり 利息 は と ら な い 。 も し 借 が 送 済 時 
に 半 密 な 状態 に あれ ば 、 よ り 楽 な 条件 と な る まで 、 返 済 を 才 期 し て も ら う 事 が で きる 。 

注 269 (1 喜作 が 生じ る の は 借手 で あり 、 人 正 に 考え れ ば 、 責 任 を 規定 する 言葉 は 借手 が 選択 すべ で き で ある し 、 
(2j 呈 述 文 書 は 借手 で は な く 代 手 が 保 管 す る も 5 の で ある か ら 、 貸 手 で は な く 僅 二 の 方 が 呈 途 し な けれ ば な ら な い 
の で ある 。 故 に 倍 手 は 、 自 分 が 日 述 し た と いう 事実 を 以 て 金額 の 正確 8 と 返済 条件 の 詐 打 と する 為 、 日 速 する 
糸 、 頼 まれ る の で あっ て 、 借 手 に は それ を 償 定 する 理由 、 根 拠 は な い の で ある 。 


に コト 


第 一 草 





204. 


260. 


限 を 認め る こと を 礎 う な か れ 。 そ うす る こ 
と が アッ ラー の 目 に は より 正しく 〈、 ま た 確 
か な 証拠 と な り 、 疑 惑 を きけ る だ め に も 最 
適 な り 。 され ば 記録 を 避 る べから ず 。 仙 し 、 
商品 が その 場 に あり 、 手 か ら 手 へ や り 取 り 
する 場合 は その 限り に 非 ず 。 そ の 場合 は 記 
録 せ ず と も お 前 た だ た ち に 罪 な し 。 ( 注 240) お 前 
だ ち 、 取引 を する 際 は 、 証 人 を 立て よ 。( 注 
21) 硬 し て 記録 者 並び に 証人 を 害する こと 
な か れ 。 の ぢ 前 た ちの 側 

に 反則 あり 。 ア デッラ ー を 胃 れ よ 。 ア ッ ラ ー 
は お 前 だ ち に 人 3 アッ ラー は す 
9 骨 暁 し 給 う 。 

5 し 旅路 に あり て 、 記 録 者 を 求め 得 ざ る 場 
谷 は 、 担 保 品 を 手 に 入れ て お け 。 ( 注 2) ま 
だ ぢ お 打 だ ちの 間 で 、 誰 か に 何 か を 舞 け る 場 
合 は 、 委 任 き れ だ た る 者 は その 委託 物 を 元 通 
り 引 き 渡 すべ し 。 そ の 者 を し て 主 な る アッ 
ラー を 胃 れ し め よ 。 証 拠 を 隠す こと な か 和 れ 。 
証拠 を 隠す 者 は 、 そ の 心 が 罪 深い 者 な り 。 
アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を 熟知 し 給 う 5。 

染 四 -|- 項 
に 在 る も の 、 地 に 在 る も 5 の 、 す べ で て は アッ 
FPW ぢ 前 だ ち が 胸 中 に 抱く も の を 
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Po の 2 に se 
SS てら 


作 ?9/ ア の の の の の 2 の 


G% 6 5 9| 0e0 が うう の 


クタ 4 の 
ガイ U | ゅ ぁ 23 統 3513 
の に 


ルン っ 」 ン 
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ルン AA 
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の 7 0 


ンプ ど ン 


8360 
ees 入 25 ooB*4 る 
PTE Cc 名 
CI 2 公 名 4 
陸 

0 放 32 Oo99CzoAS0 9 し 





きら り 出 を うと 、 ま た 隠 を うと も 、 アッ ラー な 人 交 リ 0 5 (8 3 
SN べ で 2 る ーッ ク テン ン 4 ー ン 
CHOYO 語 PB 
ァ ッ ラー WE Sa 
症 270 暗 に 言わ ん と し て いる 事 は こう いっ た 場合 で も 、 放 人 が 記録 を 王 し た 旋 が より よい と いう 事 で あ 
注 271 これ は 大 き な 取 引き の 場合 を きす 。 
邊 272 貸付 け は 把 保 を 取っ て の 前 貸し の 場合 も ある 。 これ は - 方 が 金銭 を 貸付 け て も ら う か わり に 担保 を 入 
れる と いう 有 展 表 で ある 。 提 保 に よっ て 貸付 け を 確認 する 事 で 、 貸 付け が 、 舞 一 の 配 感 を や も ちっ て 、 又 担 作 に あて 


られ た 財産 が 請求 次 第 で 正直 に 返 邊 る れる 事 が 示 き れ て いる の で ある 。 


生 273 


“ 神 の み 心 の まま に "と いう 表現 は 、 む し ろ 、 


に ORCHKaTsOG1W の 2 (お ちゃ に 


用 いて いる の で ある 。 有 申 ち 、 
補 は 完全 


- な 美徳 や 有 き れる か ら 、 神 の 意志 は 、 


日 然 法 の 存在 を 示す も の で ある が 、 
タク ル ア デーン で は 以下 の 事 を 指摘 する 為 に この 表現 を 
(1 は 森 殺 万 象 に 奉る 最終 親権 成 で ある 。 ( 
公正 時 つ 落 愛 に みち だ た 方法 で 、 


アッ ラー の 場合 に 


こそ 法 で ある (3) 
(17 : 111) 


2) 補 の 意 豆 、 滞 ま (みみ: [ り 
明 FH に 示 き 和 れ る 。 





の 


256. この 使徒 は 、 主 ヵ * 償 示 きれ だ る も の を 信 ず 。 2 の 9579 ルレ イス 22 レー 52 レン! 
と た US 1541 
信徒 た ち も また 然 り 。 彼 等 は 皆 、 アッ ツラ デ 、 6 は 錠 が ウツ し 

諸 天 使 、 詳 経 典 、 並び に 使徒 た ち を 信じ て 、 0 おり 4ー 2 ルー つう 30 う So うら 2 
( 注 24) 「 我 等 は 使徒 た ちの 間 に 差 別 を 設 2 3 eg 6 上 
ける こと な し と 法 う 。 面 し て 彼 等 は 云 2、 eRPWOEIEPIWO れ と 2 ク ゅ ele 

「 玖 等 は 振 聴 し 、 我 等 は 従う 。 な に し を 我 の クン 


@ う ei! う 3 


等 に 赦し を 乗れ 給え を 。 壮 よ 、 我 等 は 流 の 許 
の 上 と 。 
287. ー は 何人 ! に も その 能力 以上 の 荷 を 負 
生身 と な し 。 ( 注 2 和信 は その 稼ぎ し ゃ ぁ 
の で 報 拒 を 受け 、 そ の 招き し 故に 加 を 愛 く 。 
( 注 26) 主 よ 、 我 等 $ し 忘 線 、 ま だ 過ち を 
犯す と も 、 浪 す な か れ 。 ( 注 7 主 よ 、 我 等 
以前 の 人 々 に 負わ せ だ る 如き 重荷 や 、 我 等 
に 背負 わし むる な か れ 。 主 よ 、 我 等 の カ で 
は 担う に 面 え ざ る 重 某 を 我 桂 に 負わ し むる 
な か れ 。 ( 生 278) 我 等 の 罪 障 を 消滅 きれ 、 
我 等 を 攻 し 、 憐 剛 を 垂れ 給え 。 六 は 我 等 
愛護 者 な り 。 され ば 不信 心 者 どぉ に 対 
て 、 我 侍 を 助け 給え 。 


y プ PGW11OMC0 で 112 

HI AR る あッ ンス 4 

oe CI 2202 十 2 も 0 

う 

Ei SOCS5 っ 
CA SE 53E17 と | PAH き 31 

8 ke ま 

旋 

精神 の 締 化 を 達成 する 主 半 な 手段 で は ある が 、 を その 泊 は 心 の 純 粋 さき に あり 、 心 の 


この 節 で は クル アデ ー ン が 今 ま で に 数 
経典 と 使者 達 、 を それ ら の 自然 の 秩 庁 


注 274 普 き 行い は 、 確 か に 
的 和 が 9 正しい 信仰 を 持つ 事 に よっ て し か 得 ら れ な い の で ある 。 政 に 、 
Lu 、 相 本 的 な 信仰 の 詳細 を 述べ て いる の で ある 。 有 即ち 、 神 と 天使 、 
0 C あ る 。 


注 275 この 文 は 、 5 衝 00S ) 神 の 律 法 は 和 に 人 人 間 の 力 と 本 
人 の 自然 の 界 を 正しく 把握 し て 与 を られ る 、 そ し ME て OM はず しい 全て の 大 和 Y 和 か 
ら 定 全 に 解放 きれ る 事 を 意味 する 訳 で は な い 、 ed 眼 体 化 き れ て いる 。 人 人 が そう すべ べく 


期待 きれ て いる 事 と は 、 心 か ら 普 を 求め ゆる 努力 を し 、 全 力 を 挙げ て 単 を 犯 きめ 様 努 め る 事 で 、 そ の あと は 融 
人 控 き 神 が お 赦し に な る の で ある 。 故に 、 あ が な いな ど は 必要 な い の で ある 。 

注 276 恋 行 は 、 き り げ な く 何 ら 京 誠 せ ず に 狗 き れ た の で あっ て も る 報 われ 、 悪 行 は 、 意 識 し て 、 わ ざと 行っ た 
場合 の み に 、 再 せら れる の で ある 。 

注 277 普通 の 状況 に あっ て は 、「 忘 れ 」 だ たり 、「 過 ち 」 も お か し だ りす る こと は 、 答 削 の 対象 と な りう る 意図 


や 耐 陸 を 持た な いた め 、 肖 せら れ な い の で ある が 、 こ こ で は 、 も し 適切 な 注意 が 払わ れ て いれ ば きる ける 貞 の 出 


来る 忘却 や 、 過 ち を 表し て いる 。 


" 科 達 より 先 に あっ だ 人 々 に 負わ せ だ も うだ よう な 重荷 を 私 達 に 負わ せな いで 下 き るい" 
肖 和 EI 意味 し て いる 
を し て 、 私 達 以前 の 首 達 が 、 従 順 で な か っ 
合 を と いう 事 を 意味 し て いる の で 
ら な い 様 、 自 分 達 を 守る 為 の 


注 : 278 と いう 表現 は 、 
自分 達 に 負わ る れる 負担 が 、 
訳 で は な く 、 宰 ょ 次 方 と の 契約 を 私 達 が 破 ら な い 様 お 守り 下 き い 。 
た だ た だめ に 生じ きせ だ 重い 貴 任 が 、 私 達 が 生じ る せる 事 の な い 様 に 我ら を 救い # 
ある 。 こ れ は イス ラム の 保護 維持 の 為 、 を し て 、 神 が イス ラム 散 徒 に 立腹 な る 
集約 的 な 折 5 (礼拝 ) な の で ある 。 





人 人 5 


あき ね 2 の し 間 WT 本 ・ > 

1. 慈悲 深 、 恵 み 暫 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い の ター みこ | 6 し らき 
て 。 スン 11 

2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) の 

3. アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な く 、 そ は 永遠 に 生 圭二 人 5 

っ | 3 4 

き 、 自 存 者 な り 。( 注 2) 9 の 9 

4 役 は 流 に 黄 理 の 綴 典 を 降 し 、 そ れ 以前 に 降 4 る 5 し 2 5 
し た る も の の 不足 を 満た し た 5 。 邊 は 先 に 、 て ar 
人 類 の 容 導 は し て 、 入 法 : ( 注 3) 福 りら 38 5 
人 E4) を 散 Le。 本 し て いま また 剛 
を ( 注 5) 降 し た り 。 

注 1 われ は デッラ ー、 全 知 導 な り 

注 ? この 委 は 、 イ エス の 神 性 とい う 誤 っ た 教義 を 、 強 く 論破 する も の で ある 。 こ の 教義 の 詩 り を 指摘 する 


事 が この 立 の 主題 で ある が 、 そ の 人為 この 教義 を 根底 か ら 断 ち 切 る 神 の 諸々 の 美徳 が 、 第 3 地 の 慎 頭 部 分 で 述べ 
られ て いる の で ある 。 即ち 、 唯 一 の 生け る 氷 人 の 存在 よい う 美 徳 は その 所 有 省 で ある 神 が 、 提 携 者 や や 助力 者 を 
必要 と し な い 人 存在 で ある 事 を 証明 する 一 方 、 生 と 死 の 法 の 男 ち も ゅ う の 存 企 で あり 、 それ 故 永遠 に 生き る 存在 で 
sb な い イ エス は 神 で は な い 事 を 証 半 し て いる の で ある 。 これら の 神 の 茨 徳 は 、1- 記 の 教義 の 当 釣 の 帰 寺 で ある 
生 罪 の 教理 の 中 身 ひ な い 束 を も 証明 し て いる 。 キ キリ スト 教徒 の 圭 張 に 依 れ ば 、 イ エス は 、 人 類 の 罪 を あ が な う 
旋 、 死 ん だ と いう 事 で ある が それ な ら ば 、 尚 更 、 イ エス は 神 で は な い 。 何故 な ら ば 、 神 は 、 氷 遠 の 生命 で あり 、 
一 時 的 で あろ うと 永遠 で ある ろう と 、 死 に 給 う 事 は な いか ら 6 で ある 。 イ エス の 死 は 、 役 の 内 体 的 存在 が から 、 神 一 
イエ ス が 分 離し た だ け で ある と いう の は 和 無益 で ある 。 キ リス ト 教 の 信仰 に 従え ば 、 神 一 イ エス と イエ ス の 肉体 
と の 聞 の 関 傘 は 、 イ エス が 上 上 宇 人 上 で 死な な か っ だ と し て も る 、 本 換 に 訟 て 一 時 的 な ちる の で あっ だ の で 、 い つか 
は 分 離す る 定め で あっ だ 。 で ある か らし て 、 こ の 関係 を た だ 断ち も きる と いう 事 は 何ら 意味 の ある 目的 を 果 き な 
い 。 彼 の 罪 深 き 信奉 者 この 、 あ が な い を も だ 6 す の は 何 か 他 の 死 で な が く て は な ら な い 。 そし て 、 そ の 死 は 、 キ 
リス ト 数 徒 達 中 映 に よれ ば 、 イ エス が 上 字 人 架 に か け 65 れ た 後 、 天 国 或いは 地獄 (使徒 行 逢 2 : 31) へ 下っ た 時 、 
訪れ た の で ある 。 こ の 様 に 、 押 の み の 特 権 で ある 、" 死 する 事 が な い " と いう 事 が あり えな か っ だ イエ ス は 、 文 
デ 通 り 、 そ し て 比 職 的 意味 か ら も 、 死 を 免れ れん な か っ だ の で ある 。 同時 に 、 唯 一 無比 の 永 太 の 存在 と いう 美徳 
は 、 キ リス ト 教 教理 の 誤 を 証明 し て いる 。 上 存 し 永 棚 で あら れる 神 は 、 他 の 存在 の 助け を か り ず に 自 存する 
の みな ら ず 、 他 の 全て の 存在 を 支え を る も の で ある 。 し か し イエ ス は 、 こ れ ら の 美徳 を 有 せ ず 、 他 の 死す べき 者 
と 同様 に 、 女 性 か 6 生ま れ 、 食 物 と 水 と で 生活 し 、 苦 疾 や 痛み を 感じ 、 彼 の 苦悩 を や わら げ る 人 為 、 祈 っ て くれ 
と 他人 入 に 頼み 、 そ し て 最後 に は 、 キ リス ト 教 徒 が 言う 様 に 、 十 字 架 の 上 で 死ん だ の で あぁ る 。 新約 型 書 に は 、 こ 
れ ら 全て の 事実 を 証明 する に 足る 、 数 多く の 記述 が み ら れ る 。 し か し 、 提 が 唯一 自 存 の 永遠 の 存在 で ある と よい 
う 事 は 、 こ れ ら 全て の 肉体 的 弱き を 超越 し た も の な の で ある 。 


注 3 律 法 (トー ラ ) と は モー で ゼ の 五 書 、 即 も 、 剣 生 記 、 出 エジプト 記 、 レ ビ 記 、 民 数 志 嗜 と 、 忠 命 記 を 指 
し 、 ト ー ラ は 又 、 場 合 に よっ て 征 工 を 指す 場合 $ あ る 。 


で 
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し oo 清和 Ri と! ー、 だ ば 計 ン / 9 ササ デア ウフ ノレ グ み 9 
5. アッ ラー の 神 兆 を 否定 する 者 は 、 必 ず 基 し 2 OS etW どい ゆめ あの 
い 語 を 受け ん 。 ア ッ ラ ー は 強大 に し て 、 応 


92 スス ②⑫。 ス レッ 

報 の 主 な 9。 OO 1229 cb Al の! 
和 。: み 。 

25 5 る 郊 1 
6. げに 天地 に お ける 一 切 は 、 一 つ し し て アッ ウッ ウン! を の あ 383) 
ラー に 隠し 得る も の な し 。 OPC 
みこ ころ 2 5 の MG ラン yr ッ ク 
7. 彼 こ を は 御 心 の まま に 、 ぉ 前 た ち を 胎内 に 93 0E ま の (ul ya 
形 造 り た る 件 方 な り 。( 注 6) 彼 以外 に 神 な な 4242 
、 雄大 に し て 緊 析 に まし ます 。 フッ) 


ト ・] 


8. 彼 こ そ は 溢 に 経典 を 降 し た る 御方 な り 。 を と 6 の の NII 

の 経典 の 中 に は 断固 と し て 決定 的 な 人 が あ 2 の チッ ン タン 0 

る ーー これ ら は 経典 の 根幹 な り 一 一 他 の 節 は) UCS GE 1 ら 信 

に は 解釈 を 異 に する こと が 可能 な る も の も の 凍 2 の る ノン 9 ッ ン 9 
ある 。( 注 7 ) 心 邪悪 な る 者 は 、 そ れ か 6 異 。 LAS2 CGCo24 ら 6 


な っ だ 解決 を 下 し 、 仲 だ が い を 謀 り 、 ま た 


ここ 





邊 4 福音 章 が 共 い 報せ の 書 と 呼ば れる 訳 は 、 イ エス の 教え を 受け 入れ だ た 人達 の た め の 吉 報 を 記述 し て ある 
こり て 人 さく 、4 キス が 、 視 自身 の 到来 て ある 上 表層 し た 、 成 も 保 大 な 預 革 者 の 到来 に つい て の 括 千 が 
記述 きれ て い る か ら で あ る 。 (マタ イ 21 : 40) また 、 福 音 書 ほ た は 、 イ エス の は りつ け 後 、 ず っ と 後に な っ て 、 イ 
エス の 教え の 信 替 者 達 の し た た め た 現在 言わ れる と ころ の 、 イ エス の 生涯 と その 教え を 毒 き 記し た に すぎ な い 
四 つ の 福音 書 で は な く 、 イ エス の 受け た 実際 の 啓示 の 事 を 指し て いる 。 


注 5 「 剛 胃 ] と は 、 ク ルアー ン 、 或 じい は 、 型 な る 預言 者 が 、 そ の 真実 を うち た て る 為 に 賜っ た 、 天 か ら の 
啓示 を 指す 。 


6 耳 供 の 成長 は 母親 の 脱 内 で 促 が さる れる 為 、 そ の 生ま れ 出 で し 者 は 、 母 親 の 肉体 的 隔 つ 道徳 的 条件 に 左 

右 さ れる 。 それ 故 、 そ の 肉体 が 他 の 人 間 同 様 に 、 母 の 胎内 で 育成 きれ た イエ ス は 、 女 性 に 固有 の 眼 界 や 劣 挫 に 

2 符 る れ ざ る を 得 な か っ だ た 。 こ の 事 が 、 ナ ジラ ー ン の キリ スト 教徒 上 の 論 征 で 、 革 な る 預言 者 が 、 イ エス の い 

わ ゆ る 神 性 が 、 庄 り で ある 事 を 証明 する 為 に 、 イ エス の 族 生 に つい て 言い 及 ん だ 理由 な の で ある 。 型 な る 毅 言 

者 は 、 か く の 吉 (話し た と 伝え られ て いる 。 即ち 、[ イ エス を は らん だ の は 女性 だ と いう 事 を 知っ て いま すか 。 
て 、 人 彼女 が 、 普 通 の 女性 が 子供 を 産む じょう に イエ ス を 産ん だ と いう ぅ 事 も 6? と 。 


注 7 問題 と な る 争点 を 証明 する 為 に は 、 経 典 の 瞭 然し し た 部 分 を 考 虐 す べき で あり 、 を それ ら が ある 曖昧 な 
区 の 構成 に 反する と 考え られ る 場合 は 、 曖 味 な 箇所 を 瞭 然 と 語ら れ て いる 箇所 と 調 利 す る 様 に 解 邊 すべ き で あ 
る と の 鉄則 を この 節 は 述べ て いる 。 この節 に 依る と 、 ク ルアー ン に は 二 種 類 の 表記 が あり 、 あ る も の は 、 モ フ 
タン ( 京 味 が 岩 殺 と し て いる ) で 、 叉 ある も の は ムタ シャ ー ペ (色々 な 人 解釈 が 可能 、 即 ち 意 味 が 曖昧 で ある ) 
で ある 。39:24 で は クル アー ン 全 体 が ムタ シャ ー ベ で ある と きれ 、11 : 2 で の クル アー ン の 諸 節 は モ フ カ ン と 
され て いる 。 ムタ シャ ー で を 正しく 解釈 する に は 、 モ フカ ン に 才 盾 し な い ぃ 解 息 を 採択 すべ き で あろ う 。 


清二 草 ゲー ル ・ イ ムラ ー ン 





間違っ だ 解釈 を 求 ゆ ん と す 。 の 0 の の 以 人 ゅ イッ ン pp 。 2 きる 
外 、 何 人 も その 正しい 解 駅 を 知る 者 な し 2 3 
知識 の 堅 彫 な る 者 は 到 う 、「 我 等 は これ を 人 タン コン イイ ニュ の ン 3 の 1 AN 
ず 、 す べ て は 我 等 の 主 より 出 で た る も の な りー 和 lO あら ll は らく 33 
タン レン る で : 
れ ば ] と 。 さ れ ど 理解 を 投 けら れ た る 者 の | au 4 肌 の W と き 


外 は 、 価 入 も 之 を 注意 や 
9. 「 主 よ 、 ひ と だ び 我 等 を 導き だ る か ら に は 、 の CS06 5 区 介 の 
我 等 の 心 を 邪悪 に 迷わ し むる な か れ 。 液 の 引 凍 
落 庄 を 我 等 に 授け 給え 。 げ に 液 は 素晴らし の の le 8 

き 授 与 者 が り 。( 注 8) 2 


1 ン る ァ ン ン 

10. 主 よ 、 げ に 液 こそ は 疑う 余地 な き 日 に すべ 3⑳18145 の yB9 El 51 
て の 人 を 召集 する 御方 な り 。 ア ッ ラ ー は 決 を レレ ッッ タク 29 
し て その 約束 を 破 ら ず 」 の っ lg 遇 が 

5 2 タブ ぁ ク ンー ケン 29 タラ 2 ブッ タッ ノア 2 タッ クッ タング ント る の 

の os 9 を eo ポ の AG) 
11. あの 不信 者 も 、( 注 9) 彼 等 時 産地 婦 2 の 
し ブッ ター に 遂 し て 何 ん の 催 - も 立た ぎる DEIEYO プ 120 と 


の 業火 の 新 は 彼 等 間 U ン 2 介し コン ラグ 2 1 ラノ レン 
12. 彼 等 は 、 ン ァ ラオ の 外 そ 本 の 民 の GO KC 


N_ 4 2 の アブ 
合 と 同じ な り 。 彼 等 は われ ら 6 の 神 兆 を 拒 耕 0 の う 分 の の 45122 9WB 


し たり 。 き る きれ ば アッ ラー は 、 彼 等 を その 時 


故に 過 し た り 。 ア ッ ラ ー の 懲 同 は 若 酷 な り 。 ⑨ い Mi 
13. あの 不信 心 者 ども に 云え 、「 お 前 た ち は 打 ち タネ 1 2 タン 42 tt 4 


負 か る れ だ あげ て 、 地 獄 に 集め られ る べし 。 本 
ー デ 
を は 各 し き 安息 所 な り ] と 。 @361 う 


14. 本 軍 相 会 さる 時 、 確 か に お前 だ ち へ 神 光 あお 353 Lo き | ん 2 
りき 。( 注 10) す な わ ち 、 一 方 は アッ ラー の - 





注 8 クル デー ン の 正しい 銘 誠 は 、 心 が 純粋 な 者 の み に 与 えら れる 。(56 : 80) 


注 9 これ ら 全 て の 節 は 特に キリ スト 教徒 に つい て 述べ られ て いる 為 、 こ の 場合 の 「 不 信心 者 】 と い 5 言葉 
は 、 キ リス ト 教 徒 を 指し て いる と 思わ れる 。 


注 10 ここ で 述べ られ て いる の は 、 装 貸 ・ 和 守備 と も 万 全 で あっ た 1000 和信 の メッ カ 軍 に 対し 、 RI 
に 持っ て いな か っ だ 、 だ っ た 3 名 の イス ラム 教徒 が 、 見 事 な ま で の 勝利 を お きめ た 、 バ ドル の 戦い で ある 。 こ 
の バド ル の 戦い で は 二 つ の 預言 が 成 奈 き れ た 。 そ の 一 つ は クル アー ン の 初期 の 啓示 に ある も の で 、(54 : 45 一 49) 
も う 一 つ は 、 民 書 に 示 ぉ る れ て いた 聞 言 で ある 。 (イザ ヤ 21 : 13 一 17) 型 書 の 頂 結 に 従 を ば 、 聖 な る 預言 者 の メッ 
カ か ら 6 の (夜間) 飛行 の 約 一 年 の 後に 、 メ ッ カ 人 達 の 祖先 が バド ル で 攻 れ 、 か れ ら の 栄光 が 没落 する と の 事 で 
あっ た だ た 。 異教 使 達 の 敗北 は 、 イ スラ ム 教 徒 の 勝利 同様 に 、 子 息 ビ に きれ な か っ た が 、 を それ は 完璧 な まで の 勝利 
と 到 北 で あっ だ た 。 実に 、 バ ドル の 戦い と は 、 歴 史上 の 、 人 大 な 戦 病 の 一 つ に 数 を えら れ て いる の で ある 。 そ し て 、 
この 戦い こそ アラ ビア の 芝 命 を 決定 し 、 真 に 牙 財 な の 下 に イス ラム を 定着 きせ た も の な の で ある 。 


っ PC - 


15. 


16、 


1 


18. 


由 


注 11 
は 自分 達 の 三代 に あ だ っ て いた の が 、 
甘 備 も も だ ぬ 微 少な イス ラム 教 徒 科 が 、 敵 の 強大 な 力 を みて 、 


道 の だ め に 戦い 、 相 手 側 は 不信 選者 ども な 
り し が 、 彼 等 は を の 眼 で 敵 の 己 れ に 倍 す る 
2 
ば 誰 で も 、 を の 加護 を 以 て 之 を 強く す 。 
に を の 中 に ある も の は 、 了 お AO 
の 教訓 な り 9 

さま る まな る 欲望 は 人 間 の 眠 に は 美しく 兄 
える も の な り 。 す な わ ち 、 女 性 、 子女 、 金 
銀 の 著 積 、 血 統 の 正しい 焼印 きれ た る 馬 . 
家畜 、 並び に 作物 な ど 。 こ れ ら は 現世 の 楽 
し み に す ぎ ず 。 きれ ど 素 晴らし き 住 処 は 、 
アッ ラー の 許 に に あり 。( 注 12) 


云え | 我 は お 前 だ ち に それ に 優る ぉ の を 教 
を ん 」 と 。 神 を 選 れ る 者 の た め に は 、 主 の 
御 許 に 河川 流れ る 楽園 あり 。 彼 等 は を こ に 
永 中 に 住み 、 純潔 な 配偶 者 ほし アッ ラー の 御 
満悦 と を 賜 わ ら ん 。 アッ ラー は 己 れ の 僕 た 
ち を 昭 覧 し 給 う 。 


「 主 ょ 、 我 等 は 信 ず 。 され ば 我 等 の 罪 を 落し 、 
業火 の 吊 か ら 6 救い 給え | と 云う 人 々 は 、 


Ne 誠実 者 、 謙 虚 者 、 並び に 神 の 道 の 
め に 喜 捨 を 惜しま ず 、 表 明 に 赦し を 希 う 
CM 


アッ ラー は 、 己 れ の 外 に 神 な きこ と を 証言 
す 。 諸 天使 並び に 正義 を 謎 持 す る ( 注 13) 


ここ で は 、 イ スラ ム 教 徒 達 の 日 に は メッ カ 昌 が 、 
二 倍 に し か 見 えな か っ た 事 が 記さ きれ て いる 。 これ は 、 何 6 軍隊 と いっ た だ 


ゲー ル ・ イ ムラ ー ン 
イイ クラ 2 。 ッ タイ 9 ググ の ノ 、 ェ レン イン ! 
の AA ee っ 25 の みう DS 
て - 才 イ ン 4 人 の 5 が 外 ょ ラン ? 
3 は らし 欠 2 say a っ 0 40 al 

ゥ ッ グ 2 タ 。 の ラッ ン 

@JL2y1J う 9 
の OAI 7 の ENG ン ぃ る 
民 HI Cy2 5 、 の BbE3 
\ ラテ タ ェ ィング る 1 すう どの バン アア ン の う 
ed を 0 W 9 
うう 2 タイン /] 59 
5 Cl 
る 8 ョ ウン ゅ ど 

OCSg 53 の 2 SI 


9 の OU 放 交 本 5365 う 


の? ンタ ョ ン 22 25 くる の と リン 
負 る 的.228 し 3 ス eb? 
$⑤ 兆 

49934G ンタ 。 BE る | 1 アプ < 名 9 らら あの 
と 、 の る グ 

(ODN 


介 


。 う 9 


sa アッ 。 95 COMBO で プッ 
Se 


(⑫J 9 
る 2 ン 22 723 9 6 多 くる 
ゆれ 許 だ もり 9 451 20 し Ag の 


その 実際 の 戦力 の 半分 以下 に み ぇ だ た 。 即ち 、 実 際 に 


意気 が ド ら ぬ 様 に と の 神 の 意図 に 合致 する と こ 


ろ る で ある 。 (8 : 45) その 時 の 状況 は どう で あっ だ か と いう と 、 メ ッ カ 軍 の エグ 3 は 小高 いじ 丘 の 向う 側 に お り 
自分 達 の 人 数 の 約 2 倍 に あ だ る 如 で ある メッ カ 軍 の 2 プ 3 し か イス ラム 軍 は 見 て いな か っ だ と いう の が 実際 
な の で ある 。 


注 12 
それ の み に 波 題し た 9 り 、 


注 13 


この 言葉 は 、 正 義 に 見 合っ た 、 


正義 に 共 づ いて いる 、 


イス ラム は 、 上 現世 で 良き と きれ る 物 を 求め た り 使用 し た りす る 事 を 何ら 禁ず る も の で は な い 。 但し 、 
を そう いっ た 事 を 人 生 の 目 和 的 に する 者 達 は 、 当 釣 、 責 ゆら れる で き な の で ある 。 


と も 解釈 で きる 。 





中 ーー 構 アデ アール ・ イ ムラ ー ン 
知識 を 授け られ だ る 人 々 も また 希 り 。 彼 の SIMAIPO)FIDVWINGE 
外 に 神 な し 。 ( 注 14) そ は 偉 力 者 、 覧 哲 な り 。 ルン 

20. アッ ラー の 見 る よこ ろ で は 、 黄 正 の 宗教 は Cl に と 
イス ラー ム な り 。 ( 注 15) し か る に 経典 を 授 2 字 oe 7 
か り し 人 々 が 、 知識 が 降り だ る 後 仲たがい る 外 ) CI 


せる ( は 、 互 に 相 始 む が 故 な が り 。 ア デッラ ー の の 2 。 っ! 6 あう 9 2 
1 を 滞 定 する 者 か ら は 、 アッ テー の 演算 7 際 た 4 


は 迅速 Q (し 提 

21. も し 彼 等 が 液 と 相 争 わ ば 、 云 ん 、「 我 は アッ 1 2 ノン タラン 123d ? タ エン 9 
し か 9 る (2 で ン 

ラー に 央 徒 す 。 我 に 従う 者 た ち も ま た 然 り 」 ピン ひらい 

8 面 し て 経典 を 授け られ だ た る 人 々 ( 注 16) OSIDYOAI 

並び に 無知 な る 和信 々 に 問 え 、( 注 17) 「 ぉ 前 4 ッッ 5 ッ の る 2 

だ た ちゃ も 服従 し た る か ? |] と 。 も し 彼 等 が 服 届 MMAKIGRIS 〇 J 5 bAXAI AS5 い S5 と 

従 せ ば 、 彼 等 は 必ず 癌 か れん 。( 注 18) き れ 5 ンタ は レ 

と 、 だ と い 彼 等 が 音 を 向け る と も 、 液 の 義 6 多 。 42 

務 は た た 提 誌 の 伝達 な 5 。 ブッ ラー は 己 和 れ 

の 僕たち を 申 覧 に の 





年 14 自然 と 全て の 算 実 の 信仰 ( 款 教 ) の 基本 原理 に 訟 る 、 唯 一 の 中 心 的 、 議 論 め 余地 の な い 事 実は 、 神 の 貴 
一 性 で ある 。 全 て の 創造 と 、 そ の 創造 全般 に 行き 渡っ て いる 完全 な る 秩序 が この 基本 的 事実 の 、 ま ぎれ も な い 
定規 で ある 。 聞 言 者 達 に 真実 の 伝言 を 与え る 天使 達 、 そ の 伝言 を 世界 に ひろ め る 神 の 使者 達 、 を し て 神 の 使者 
達 より の 真実 の 知識 を 受け E り 、 自 分 達 の も の と する 良き 人 々 、 そ れ ら 全て が 、 神 の 証明 に 対し 、 自 分 達 の 証 
拠 を 付け 加え て いる 。 同様 に 、 全 て の も の が 一 致し て 、 ア テッ ラー と いっ し ょ に 他 の 神々 を 信じ る よい う 間 違い 
を 、 そ し て それ が 、 複 数 の 形態 で あれ 、 三 位 、 成 い は 二 位 -… 体 で ある ぅ と 虚偽 で ある 事 を 立証 し て いる 。 


生 15 全て の 宗教 は 、 神 の 家 大 き と 、 神 の 芝 志 へ の 恭順 を 信ずる 事 を 説き 、 そ うす べく 勧め る が 、 そ の 中 で 
神 の 意志 へ の 恭順 が 完全 な 帰依 と いう 形 を と っ て いる の は イス ラム だ け で ある 。 完全 な る 帰 偽 と は 、 提 の 美徳 
へ の 完全 な 顕示 を 必要 と し 、 こ の 様 な 顕示 を 合 むせ の は イス ラム の み で ある 。 そ れ 政 、 あら 6 ゆる 宗教 (信仰) の 
内 で 、 イ スラ ム の み が 、 信 仰 (宗教 ) と いう 言葉 の 実際 の 芝 味 に 於 て 、 神 自 号 の 宗教 と 呼ば れる に 足る ぉ の な 
の で ある 。 全て の 真実 の 宗教 は 、 そ の 原型 と 文字 通り の 、 ム スリ ム (イス ラム 信仰 者 ) と いう 意味 に 訟 て 、 多 
か れ 、 少 な か れ イ スラ ム (絶対 の 帰依 ) な の で ある 。 し か し 信仰 (宗教 ) が 、 あ ら 6 ゆる 局面 に 於 ける 完全 き を 
有 し な けれ ば 、 ア ル ・ イ スラ ー ム の 名 は 与え られ る に 到 ら な い 。 そ し て アル ・ イ スラ ー ム こそ クル アー ン で て 最 
終 的 に 完全 化 き れ た 律 法 の 為 へ の 準備 な の で ある 。 この節 は 更に 2 :63 の 説明 と も な っ て いる 。 


守 16 経典 を 与え られ だ 民 と 経典 を 持 だ 史 民 と で 人 間 の 世界 は 成り 立っ て いる 。 

注 17 2 革 77 所 及び 7 章 朝 節 を 参照 の 事 。 

邊 18 経典 や 持つ 民 と 経典 を 持た だ ぬ 民 が も し 自分 達 を 神 の 御前 に た なげ だ す な ら 、 彼 ら は 必 ら ず や 革 な る 預言 
莉 を 受け 入れ 正しく 《 導 か れる 事 と な る 。 何 故 な ら 6 経典 を 持つ 民 に は その 継 典 中 に 聖なる 預言 者 に 関す る 預言 が 、 


明 礁 に 示さ きれ て いる し 、 経 典 を 持た だ ぬ 民 は 自然 や 人 間 の 良心 を し て 常識 に より 避 びび か れる 。 


らい 


ーー イ ラー ツ 





し る ぁ る し 系 二 項 
22. アッ ラー の 神 兆 を 知 定 し 、 SNetoyl 
を 殺し 、 正 義 を 勧め る 人 々 を 殺す 者 に 
必ず 痛 凡 あら ん こと を 告知 せよ 。 es 


23. 彼 等 は を の 所 業 が 、 現 革 に いて も 来世 に 
お いて も 、 舞 に 帰す べき 者 な 
何 な る 援助 者 も 得 ざ る べし 。( 注 20) 

24. 液 は 、 経 典 の 一 部 を ( 注 21) 授け られ た る 
人 々 を 見 ざる か ? 彼 等 の 異同 を 質 す べ 
0 

一 部 は これ を 嫌っ て 導き 去れ り 。 


25. こ は 彼 等 が 、 [業火 に 触れ る は 限ら れ た る 日 
数 に すぎ ず 」 と 云う が た め な り 。 彼 等 は る 
の 宗教 に 関し て 自分 が 日 張 提 造 せ する も の 
に 、 上 次 か れる な り 。( 注 22) 


26.、 いざ われ ら が 、 疑 余地 な き その 日 、 彼 等 
を 召集 する と 、 役 等 は 果して 如 条 に せん 9? 


り Q 彼 等 は 如 


ンタ タッ ン レ 1 5 アメ ナル ナン の だ 


の ァ 

の IO 多め う 中 PUICNVCY す YO 

ン の セン oy 
の ラプ らち 8 シロ 2 o う 


に 3 g グ ノヽ 
の oO 32 
ュ ン 。 い 3 9 タール ノル ノン 2 る デア ぁ 
ICUYII4K ス スス こと る らら JleuM 
ボ g クタ ン レコ 
@ ら Cy の と グ sg 5 ぅ 
ECRW ゲ 
し 」 9? ン 近 23 29 ノ タン ンク の 
ジム 92G2 2 2 の の の す 
ン 2 ダ ぁ タ 2 
《 の の ゅ ウント 
みり ッ ブ ン ン ラップ ルン 2 ア る で ーー 1 
EN 3 5 の SU 
2 9 ゥ タン ググ 


29 ノ 2 ン タン 
OO が Xo 66 は Ao 495 る 3 


ター ッ タン ぅ 。 0 ゥ ン 1 42 ッ ン ノ 時 


2 マン セ 


その 時 各 人 は 、 稼 ぎし も の を 存 分 に 支払 わ 時 2 と 8 
%、 濯 し て 不当 に 過 せ られ る こと な か る で 
Be ( 注 23) 
注 19 神 の 舞 言 者 は 皆 、 ど の 様 な 状況 に きら きれ よう と も 、 自 分 の 使 舎 や 全う し た 。 聞 言 者 達 を 殺 を うと す 


る 企 て や 、 人 迫害 が だ れ だ け あ ろう と も 、 
た 。 宗教 (信仰) の 歴史 と は この 事実 へ の 紛れ も 


注 20 
事 の 証拠 と し 
中 分 達 の 行動 は 何 の 益 と も な ら な い 事 の 証 拒 と な る 上 


注 21 品 郊 典 の 一 部 を 形成 する 、 
さん る れず に 折 文 の まま で 残っ なの は 極 て 一 部 で あり 、 


し た 経典 で ある クル デー ン と 比較 すれ ば 、 型 書 は 経典 の -- 部 に すぎ な い 、 


ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 達 は 来世 の 懲 前 自分 達 は 受け な い 上 自ら 信じ る せよ うと し て いる 。 ユダヤ 
思う 事 で 、 又 、 キ リス ト 教 徒 は 、 自 分 達 が 言う 所 の 神 の 息子 で ある イエ ス が 、 
負っ た 為 と 自分 達 や あざ せい て いる の で ある 。 


どん な 人 で あれ 人 韻 の 枯 が 、 救済 を も た だ たらす と いう 教義 の 矛盾 を 


注 22 
人 は 自分 達 が 選ば れれ だ た 民 で ある と. 
十字 架 上 の あ が な い の 死 に より 5 自分 達 の 罪 を 一 和 に 背 


注 - 23 この 条 で は 、 人 間 の 療 行 で は な く 、 
強く 《、 き ゅ う 紅 し て いる 。 


彼ら の 信仰 を 止 ゆ きせ だ 5、 
な い 証 拠 を 提供 し て いる の で ある 。 
小 信 者 達 は 来世 に お ける 圭 い を 信じ て お ら ず 、 自 分 達 の 行動 が 、 
て 、 現 世に 訟 て 、 イ スラ ム を 打ち 破る と いう 役 ら の 努力 も 無駄 で あり 、 
告げ られ て いる 。 


回 な る 預言 者 に 関す る 、 聖 書 中 の 預言 、 
を の 部 分 の み が 真 実 の 聖書 ほ い える 。) 或 い は 、⑬) 京 越 


その 発展 を 途切れ きせ る 事 は で き な か っ 


復活 の 日 に 全く 役 に た た な いと いう 
それ こそ を 来世 に 珍 て も 、 


2) 加 書 の 純粋 な 部 分 (し か し 、 改 


の 意味 。 


第 三吉 

27. 唱 を よ 、「 ア ッ ラ テー、 統 治 権 の 主 、 流 は 御 心 
の まま に 議 に で 1 多聞 析 を すん 、 ま た 入 
の まま に み を 取り 上 上 げ 給 う 。 御 心 の まま に 
誰 で も 貴 め 、 御 心 の まま gr 
う 。 次 福 は すべ で て 液 の 常 中 に あり 。 ば げに 液 
は 全 能 に ま し ます び 。 ( 注 24) 

28. 液 は 夜 を 骨 の 中 に 入ら せ 、 生 を 夜 の 中 に 入 
ら せ 給 う 。( 注 25) また 死 より 生 を 生み 、 生 
ょ り 死 を 生み 給 う 。 流 は 御 心 の まま 誰 に で 
ゎぁ 際限 な く 与 ぇ 給 う |] と 。( 注 26) 

29. 信徒 な ち に 、 信 徒 む な ち も を 差し 置い て 不信 心 


者 どぉ も を 友 だ ら し め る な か れ 。( 注 27) を の 
まま の が さと を なす 着 央 。、 アプ ラー と は (ん 
の 関係 も な し 。 但し 、 お 前 た ち が 不 信心 者 
ども の 危害 を 怖 れ る 場合 は 別 な り 。( 注 28) 
アッ ラー は 前 たち に その 徐 凡 を 警告 し 給 
Tie の タク ーー あゆ 


30. 云え 、「 お 前 た ち 胸 中 に 隠す と も 、 ま た 顕 す 


汗 : 24 


注 25 


注 26 


2 
は 、 天 !( 
を 知り 給 う 。 ア ッ ラ ー は 全能 
と 。 


アッ ラー は それ を 知り 給 う 。 ま た 役 
9 その 一 切 
まし ます 」 


当 節 の 説明 の 意 に 、 次 節 を 参照 の 事 。 


“日 ( 入 )" と は ここ 


当 草 及び 前 音 で は 、 国 家 が 、 


で は 信 々 の 傾 索 権力 を 指 


全て の 力 と 栄光 の 源 で ある 宰 の 意志 に を で うか 、 


アーMKn TA ラー ジ 


の タ ャ ーー う 
ォ プ 9 2 0 レン 0E エコ 9? 
の で AO うと こい の > 9 の 
デ 


し 


っ る 2 アン タタ ュ ン ン 


の AS 人 の の ジラ 


ウ う っ こう CHO か 1235 
プラ イノ 


の 
0222 


ん だ が Lc 
ン cas 多 


の ん っ リラ 229 る ンー ラッ ン ズ と R 


2 
| 癌 3244 く 8 8 


ラウ 3 の 


23 ず 59 2 ン ラ 名 
の oo の 8 156105 
2 のり |3 ら 3 に し ア 1 


(20 の 8 が 


し 、“ 夜 と は 記 退 と 限 落 を 指す 。 


反する か 次 第 で 、 発 展 


胡 い は 没落 し て し まう 、 不 変 の 神聖 な る 牙 律 の 存在 を 指摘 し て いる 。 


27 


前 前 で 約束 きれ た 様 に 、 


イス ラム の 、 政 治 的 稚 力 の 達成 と 共に 、 ム スリ ム (イス ラメ 
政治 同盟 を 形成 する 事 が 必要 と な っ だ 。 当 注 の 施 こ きれ て いる 文 で は 、 ど うい っ た だ 形 で あれ 、 


* 吉 徒 ) 国家 韻 に 
その 季 の イス ラ 


ぃ 教徒 国家 の 利益 を 害し た 5 組 反し た りす る 為 、 イ スラ ム 国 家 は 非 イ スラ ム 国 家 と 、 同 盟 、 は 打 約 を 結ぶ べ 


き で は な いと の 指導 原則 が 掲げ られ て いる 。 イ スラ ム の 利益 は 、 


注 28 
力 や 車 全力 で は な て 、 


イス ラム 教 委 が 常に 人 頼 に 置き 、 


を の 他 全 て の 利益 より も 優先 る れる 。 


イス ラム 教徒 は 、 不 信者 達 の 、 ワ ナ や 陰謀 に 対し 身 を 護る よう に と の 注意 を 喚起 きれ て いる 。 英 の 権 
用 心 す べき 英 の 七緒 な わな ( 


- 関 し て 言及 し て いる 。 


ー92 一 


・ で と 


アー ル ・ イ 








第 二 並 ムラ ー ン 
31. 用 心 せ よ 、 す べ て の 現 が 現世 で な せる 己 が 上 る 2 半 タ ンク ッ ぅ ライ ンス 2 それ 2 る セン ッ ン 
で yo を EE 2 euc 5.。 6) 
半 事 と 悪事 に 対決 きせ られ る その 日 を 。 瑛 52 ク びり ラメ 
“ レン アジ ョ ャ ブス も プン と テグ ダク 2 タイ レン エン 
は 、 己 れ と その 下 事 と の 間 に 、 力量 の 隔 た CV 0 
り が あら ん こと を 記 サ 。 人 2 
5? ノ 9 バイ テス ルン 衝 2 ゥ MT 
ち に 鐵 還 を 警告 し 給 う 。 る きれ ど ア ッ ラ ー pa022 こ お 人 で っ うら うう いこ su ue! 
Oi ン {1 
す 。 も Eib 
第 四 項 
32. の 「 お 前 た もち アッラー を 愛し な ば 、 我 に て OB ン ッ 4009 人 の 人 計 に 
症 え 。 ( 注 29) る すれ ば ア ッ ラ ー は お 前 だ たち 則 
9 の の 2 の.2 『 
を 変 て を の 追 失 を 赦 さ ん 。 ブ ッ ラ ー は 定 oo らい ン 1 な おう 多 | 
大 に し て 、 慈 圧 深 《 ま し ます | と 。 
本 ッ ラ ー 並 びに 使徒 に 従え 」] と 。 る の ノリ マン インプ っ 2 1 
こる 9 人 4 6 OO53 2 
し 彼 等 背 き 去ら ちら ば 、 ア デッラ ー は 不信 9 ご > ッッ “ 
も を 愛さ ぎる こと を 忘れ る な 。 ーe9 
ー 上 5 上 いら ュ ン 5 ノ 3 る 
34. の 22 ケ ダ ム と ノア 並び に アフ 220 IS 2 ( け 和 9( は ピ 人 58 
ム 一 家 と イム ラー ン 一 家 を ( 生 30) すべ て 2 
の 民 の 上 に 選び た り 。 凍 2 〇 うら 
35. 彼 等 は 互 に 他 の 子孫 な り 。 ア デッラ ー は すべ で の ッ の 95」 ン ル 。 2 (ンタ タン ん と 2 
⑬ 2 っ k ha 2 っ お どう 
て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 2 で ジ 408 
5 デン の 3 プン は ノン っ 。 サン プン 5 て 
36. イム ラー ン の が 、( 注 31) 「 主 よ 、 区 が 有 cs ご うい 1 ごう ad 
内 に - 宿 れる ぉ $ の を 、 流 へ の 奉仕 の た め に 半 2 アン レン クン ンタ > 1 ツア ョ 有 
は 献 げ ん こと を 故 う 。 頭 わく 1 生生 け よ 。 た CI ie の 2 553 りら パウ 
で て を 吊 き 、 (上 を 知 | 給 う に っ 」 2 
生き 、 す 知り 給 う は 、 ば げ 時 2 | 
流 の みな り 」 と 云え る 時 の こ Pa “ プ < 
注 29 この 人 節 で は 、 神 の 愛 を 手 に する に は 、 聖 な る 預言 者 に 従う 他 な いと いう 事 を 強調 し て いる 。 又 ここ で 
は 2 :63 よ り 生 ずる 可能 性 の ある 、 神 の 存在 と 来世 の 存在 を 信じ きえ すれ ば 、 復 活 す る に 足る と いう 誤解 が 取 
り 除 か れ て いる 。 
注 30 詳し く は 、 英 版 参照 の こと 。 
注 31 ム ハ ラ ラ ヒ は 、 解 放 き れ だ た と の 意味 で あり 全て の 世俗 の 事柄 か ら 離 れ 、 を の 両親 に より 教会 へ の 奉仕 


の 為 、 捧 げ 6 れ だ 子供 の 事 を 意味 し て いる 。 そし て 、 
スラ エル 入 の 問 の 慣習 で あっ だ た 。( マ リア の 福音 、5 : 
ハン ナ と いう 婦人 ( 惑 潮 辞典 ) が イム ラー ト ・ イ ムラ 

リア 器 身 は 、 ア ー ロ ン の 婦 ( 妹 ) と る れ て いる 


まゆ 、 ミリ アム と いう 名 の 姉 ( 妹 ) が いた 。 


ーー や P に 9 。 


ー ン (イム ラー ン の 女性 の 意 ) と し て 語ら 5 れ て お り 、 
。 イ ムラ ー ン と アー ロン は 、 各 由 、 


これ ら 教 会 に き 8 る げ ら 6 られ た 子供 ら は 、 未 婚 で いる 時 が イ 
6 層 Bayan :36 項 ) この 節 で は 、 マ リア の 母 で ある 


> 


モー ゼ の 父 、 を そし て 見 に あ 


上 1 


=ー 


P] 


ーー 


第 三 曹 アゲ アール ・ イ ゴム ラー ン 








37. 箇 し て 分 稀 す る に 及び 、 彼女 は 云え り 、「 王 1 ノル ツイン タッ ン ン ランバ ノ トク 
au み ! 中 の 3 65 
ょ 、 半 は 女児 を 産め ゆり ( 注 32) 一 アッ ラー は っ の な の 9) EAI 5 
彼女 が 産め る も の を よく 承知 す 、 彼 女 が 望 3 を る 2 WAM 
みた る も の は 女史 に 非 ず 男 児 た な る こと を 一 ンー 
は この 子 を マリ ア と 名 づけ た り 。( 注 33) 人 
姜 は この 子 と 、 こ の 子 の 子孫 を 流 の 御 加護 02 5 
に ゆだね ます 故 、 な に と を 石 に て 届 た れ し AsoBSHIO2 
悪魔 か ら 守り 給え] と 。( 注 34) 
SW RE ュ ク ビ En 二 す る ッ > ュ ぶ ンク の 1 3 ン レン 292 プ ニー ェ レ タレ CZ 
ene と 6 3 っ ッ と いあ ES 
E こ や か に 育て 給 い 、 ザ 
、 MA の 才 の よ ン イタ ン ン 
て ( 注 35) その 子 の 保護 者 た らし ゅ り 。 ず ザ 1 の SA 6 作 
カ リ や は その 子 の 部 屋 を 訪れ る だ た びに 、 彼 ョ ノ の ノ フォノ | プン 人 アン ノン 
ょ ぉ 
女 の を ば に 食物 が ある の を 見 た 5。 彼 は 訳 は みあ dp OS 半 和 の 


たり 、 ド マリ よ 、 波 は い ず と より で れ あ を 8 。 時 
」 ウ う ァ ab らい! の 65 ぁ eJi 
得 た る か ? 」 と 。 役 女 は 答え て 、 法 えり 、 ご > の 


ee 


陸前 にょ > る 
アッ ラー は 御 心 の まま 誰 に で も 限り な く 賜 6 - 
の 





注 32 マリ ア の 母 は 、 彼女 が 神 へ の 泰 仕上 に きき げ る つも 0 の 息子 に 坦 ま れ ま す 様 に と の 期待 の 内 に 右 い を た 
て た だ 。 し か し 男子 の か わり に 女児 が 生ま れ た 為 、 役 女 は 困 世 し た の で ある 。 


注 33 マリ ア (ミリ アム ) が イエ ス の 母 で あっ た 。 彼女 は 多分 、 モ ー ゼ と アー ロン の 妹 ( 姉 ) の り マ リア テム に 
ちな ん で 名 付け られ だ た と 思わ れる 。 (後に な っ て ミリ アム と 発音 きれ た だ 。) 


注 34 これ ら の 言葉 の 解 生 は か な り 如 し いも の で ある 。 も し マリ ア の 母 が 自分 の 子供 を 、 神 へ の 奉仕 に きき 
げ る つも り で あっ だ の な ら 、 彼 女 は 、 そ の 子供 は 、 終 生 、 未 婚 で ある 事 を 、 知 っ て いる で きだ し 知っ て い だ に 
違い な い 。 そ うな れ ば 、 そ の 子 の 子孫 に 祈り も きき ば げ ば る 追 味 が 一 体 ど こ に ある の で ある うぅ 。 最 も 納得 の ゆく 〈 説 
明 は 、 神 が 、% の 中 で ハン ナ に 、 彼 女 の 娘 は 、 婦 入 の 域 に 達 す れ ば 、 子 供 を 持つ と お 告げ に な り 、 そ の 礼 マリ 
ア と その 子供 に 神 の 御 加 護 を 賜る で く 彼 女 が 祈っ だ の で ある 。 し か し 、 こ の 白 り に も か か わら ず 、 彼 女 は 、 
最初 に 自分 が 意図 し た 通り 、 マ リア の 将来 を 神 に 委ね 、 彼 女 を きる きる げ だ の で ある 。(3 : 36: マリ ア の 誕生 の 福 
音 ) これ は 、 貢 に 例外 的 な 事 で あっ だ に 違い な い 。 何故 な ら 、 神 へ の 替 仕 に 献 げ られ る 資格 は 通常 は 男子 の み 
だ か ら で あ る 。 マ リア の 母 が 紀 を 見 、 役 女 の 娘 が 、 男 子 あ も うけ る 8 る 事 を 知っ た と いう 推 穴 は 、 林 ら か 着 っ た 形 
で は あっ て も マリ ア の 福音 (3 : 5) 中 に 示 き 8 きれ て いる 。 それ 故 、 マ リア の 母 が 、 マ リア と と その子 が サタ ン の 
先 時 9 の に 所 の は な の の だ の る ご 全 生 拓 5 の 本 
し こう いっ た 望み を 持ち 、 将 米 、 汚 れ の な い 良 き 人 人 生 あ お くる よう 祈る も る の な の で ある 。 又 も う 一 つ 表 意 すべ 
き は 、 イ スラ ム は 、 全 て の 神 の 頂 言 者 は サタ ン の 誘惑 かな ら 守 られ る と 宮 言 し て いる の に 対し 、 勤 書 で は 、 こ の 
加護 あ イ エス に 帰し て は いな い の で ある 。 (マル コ 、 1 : 12、13) 


注 35 ず ザ カ リヤ や は タル アーン で は 預言 者 た る れ て いる 、 イ スラ エル 人 の 聖人 の 名 前 で ある が 、 型 壮 で は 、 単 
に 環 職 者 (司祭 ) で あっ た と し か 述べ られ て いな い 。( ル カ 、 1 ・ 5 ) 理 潮 で 預言 者 と され て いる 人 物 は ぞ ガ リ 





39. そこ で ザ カ リヤ は 主 に 祈り 9 て 、 云 えり 、[ 主 29 
ょ 、 願 わく は 我 に 流 の 御 許 よ り 汚 れ な き 子 。 
を 賜 え 。 ば げに 液 は 祈り を よく お 開き と どけ ⑨ ょ em の し 
くだ さる 御方 に まし ます 」 と 。( 注 37) 


し か 2 と ン ント ン ッ ッ ン ェ ノ ン 
40. 面 し て ず ザ カ リヤ が な お ぉ 部 屋 に あり て 、 立 ち MM 52 る IPEAN 
て 祈り つつ あり し 時 、 天 使 た な ち が 彼 に 呼び 3 
ンタ ーー 1 ラン タリ クラン ルー る ン 
か け て 、 光 を た り 、「[ ア ッ ラ ー は 液 に ヨハ ネ の 旬 の る 2 ろ と 5 
( 注 38) 朗報 を 賜 う 。 ョ ハネ は アッ ラー か 5 12 3 人 53 る ラン そ 」 る > ン 
ら の 御 言葉 が 真理 な る こ は を 証明 せん 。 ヨ Cabalo3 IA2316 
ハネ は 高 黄 な る 者 、 純 潔 な る 者 、 導 し き 人 々 
の 中 か ら 6 選ば れ た だ る 預言 者 た る べし 」 と 。 
( 注 39) 
41。 ザ カ リヤ は 云え り 、「 主 よ 、 et シ hG 4 誠 7 人 6 
do 
挫 は 石 女 な れ ば 、 如 何 に し て 子 を 得 ら れ 2 用 PT に - 
うか ? | と 。( 注 40) 主 は 答え て 、 WS 5 いる 4 知人 MG 2 3213 
「 そ れ を な す の が アッ ラー な り 。 デ アッ ラー 
は 欲す る こと を な し 給 う 5] と 。 


yh 





や (上記 の ザ カ リヤ と は つづ り が 培う ) で あり 、 こ れ に つい て は 、 グ ルアー ン で は 全て 触れ られ て いな い 。 ク 
ルアー ン 中 の ザ カ リヤ や は 、 イ エス の 徒弟 で ある ヨハ ネ の 父 で あっ た 。 


注 36 贈り 物 は その 場所 を 訪れ た だ 礼 拓 者 が 明 6 か に 持っ て きだ も の で あっ だ た が 、 マ リア が アッ ラー ょ より 5 の 
贈り 物 で ある と 答え る 事 は 尋常 な 再 で ある 。 何故 な ら 、 人 人 に 与え た られ る 全て の 普 き も の は 、 最 終 的 な 鏡 り 手 で 
ある 神 よ り 来 る か ら で あ る 。 実際 、 マ リア の よう な 信 選 深い 育て られ 方 を し た 少女 か あら 、 そ れ 以 外 の 答 が で る 
ほう が 和 く べき な の で ある 。 


注 37 その 子供 の 信心 深い 受け 答え は 、 い だ くず ザ カ リヤ の 心 を うち 、 彼 の 心 の 身 深 て に 、 彼 自身 の 、 似 た よさ 
2 な 信心 い 子供 を 持ち た いと いう 自然 で 深 在 的 な 欲求 を 目覚 め ゆる きせ た の で ある 。 彼 は 神 に マリ ア の よう な 子 
を 授かる 様 祈っ だ 。 そ の 入り は 、 ク ルアー ン の 様々 な 個所 で 、 そ れ ぞ れ 人 送っ た 言葉 で 述べ られ て いる 事 か ら 5 
長い 期間 に 渡り 、 何 度 を 繰り 返る れ た も の と 思わ れる 。 (3 :39:19: 4 一 7 :21: 90) 


注 38 ヨハ ネ (ある い は や ヤ や ヒヤ) と は 、 3 イエ ス よ り 了 町 に 、 イ エス の 先 能 者 と し て 
現われ だ 、 六 言 者 の 名 前 で ある 。 ヨハ ネ よ いう 名 は 、 神 御 自身 より 、 与 を られ た も の で ある 。( マ ラキ 3 : 1 
15) 


注 39 ヨハ ネ は マラ キ の 見よ 、 私 は 、 神 の 停 大 に し て 多 難 な 日 の 前 に 、 預言 者 で ある 、 エ リヤ を つか わす 。" 
と いう 聞 言 の 成就 と し て 現われ だ 。( マ ラキ 4 ・5) 


注 40 ず カ リヤ の 寿 問 は 、 神 の 約束 に 対す る 、 純 粋 な 邪 きか ら の 自然 な 表現 で あり 、 そ の 問い か け に は 、 自 
分 が 永 ら え て 、 自 分 の 息子 が 生ま れ 、 立 派 な 青年 に 成長 する の を 見 られ る 様 に に の 析 り も こめ られ て いた 。 


em 
叶 


呈 草 





42. 


43. 


44. 


45. 


注 4 


詩 42 


る 場合 


沖 - 43 
色々 な 局面 に 影響 あ 与 える 意図 が な あり に な っ だ た 為 、 
出向 か せ 、 


そこ で ザ カ リヤ は 云え り 、 主 さよ 、 我 に 証 提 
を 示し 給え を 」 と 。 ( 生 41) 主 は 舎 え て 、 云 
り 、「 そ の 証拠 は 、 液 は 三 日 の 間 、 他人 と 手 
まね を 以 て する 以外 は 六 す こ ほ 能 わ ず 。( 注 
42) 主 の 御名 を ひたすら 唱え 、 朝 な 夕 な 主 
を 度 美 し 泰 れ | と 。 

各 五 項 
天使 た ち が ( 注 43) か く 云 える 時 を 思え 
「 マ リア ょ 、 アッ ラー は 液 を 選 E び 、 液 を 洗 
め 、 箇 し て すべ て の 女性 の 上 に 液 を 選び た 
り 。( 注 44) 
マリ ア よ さよ 、 主 に 従順 で あれ 。 神 を 敬い て ひ 
れ 伏 せよ 。 押 を 崇め まつ る 者 と 共に 神 の み 
を 崇 拓 せよ 」 


NIING SO 
事 の 消息 な り 。 液 は 矢 を 投げ て 、 誰 が マリ 
ah 
に 居合 せ す 、 ま だ な 役 等 が 互 に 相当 い し 時 も 
居合 せ ぎ りき 。( 生 45) 


ザ カ リヤ は 三 日 間 、 口 を 開か な いで いれ ば 、 


約 東 が 成就 する 言わ あれ だ の で あり 、 
に 、 神 の 御 言葉 を 信じ な か っ た だ 罪 と し て お し に され だ の で は な い 。 


沈黙 を 守る と いう 戒律 は 、 ザ カリ ヤ に 、 め い 想 と 祈り に 自 
あっ た だ 。 凶 もち 神 の 御 慈 悲 と 御 慈 


中 4 才 レク > ァ ル ン H クォン 2 る 
90 9 も や る 


@2 の 95 


Pt 0 3 1? 
の 35 し CuI22 


の 

pn 
アタ 2 の 4 ぁ タ レア イイ ン ! 
らし 221 しめ し SI ぃ こう 員 3 


レコ 


アッ ラン レン 


02 Io 2 w ダ っ リプ 541 
2 og 
480C も 1 


福音 革 が 述べ る 様 


⑯OAgsso 3) 


2 の 20ー 2) 


失 0 PO の 


愛 を 受け る に は 、 上 も 適切 な 機会 で ある 。 双 し ゃ べら ず に いる と いう 事 は 、 


に は 、 8 た の に を の 生 
ヤ 人 人 の 間 で 流行 っ て いた だ も の と 思わ 和紀 る 。 


クル アー ン の 慣用 的 表現 に 訟 て 、 


伝言 を 伝え る 役割 や 末 た る せ 、 神 の 塵 


味 し て いる の で ある 。 


注 44 


代 の 他 の 女性 達 と 比較 し た 形 


この 節 で は “人選 ばれ た だ た“ 


天使 に 捧 数 有形 を 使う と いう 草 は 、 神 は マリ 
神 が を それ ぞ れ 係り の ある 場所 に 全て の 異な っ た 天使 療 を 
まれ た 変革 を 成 し と げ る で 〈 吾 集 を か け 、 


と いう 言葉 が 二 回 使わ れ て いる 。 最初 は 、 マ リア 
肪 も な い 為 、 こ れ は 彼女 の 抜き ん で た だ 絶対 の 地位 を 意味 し て いる 。 然るに ご 加 ゆ に 使わ れる 時 は 、 マ リア 


で 、 彼 女 の 高い 地位 を 示す 作 、 使 われ て いる 。 


ア の 忠 子 を 通し 生命 の 


命令 され だ 事 を 意 
に つい だ る 他 の 誰 へ の 言 


の 時 
クル アー ン で の 語 の 使い 方 に 従え 


ば 、 [すべ て の 女性 の 上 に 」 と いう 表現 は 、 全 て の 時 代 、 を し て 全て の 年 代 の 女性 に あて は め ぬら れる も の で は な 


も 


注 - 45 
9 


マリ ア の 生き た 特定 の 時 代 の 女性 の 


本 に 。、 だ 
いる 期間 に 


-、 妊 娠 し た の で ある 。 


に 使わ れ て いる も の で ある 。 


タク ルアー ン 中 で マリ ア に 関し て 明らか に る れ て いる 事実 の 多く は 、 そ れ 以 朋 の 聖なる 書 に は 載っ て い 
こ で は それ ら の 事 は 、 見 えな い 事 と し て 語ら れ て いる 。 以下 に 
リア は 寺院 で 神 に 身 を 責 げ た 生活 を 上 臣 っ て 


之 く 節 で 述べ られ て いる 様 に 、 
当然 な が ら 神 父 達 は 、 育 天 の へ 


アー ル ・ イ ムラ ー ン 


46. 天使 た も が か く 云 ん る こと を 思い 4Z し の 20 らし 22 2 > 
せ 。 | マリア よ 、 ア ッ ラ ー は じき じき の 御 と の ジッ 2 1 
ee ( 注 46) 流 に 凌 報 を 授け 給 う 。 彼 の る 22252 の の ei( 
名 は メシ ア 、( 注 47) マリ ア の 子 イ エス な ノッ 2 
り 。( 注 48) 彼 は 、 現世 並び に 来世 に いて ⑯Cu541 22 Lucia 
高い 栄誉 を 得 、 神 の を ば 近く 寄れ る 者 の ( 注 
49) 一 人 た る べし 。 


47. 役 は 挿 息 の 中 に お いて も 、( 注 im 27 も は 442 の 
に な っ て か ら も 信 々 に 語り か 1 、 必 ず 義 し 5 ちっ 6 ぐら ゆ ご ウー 
き 信 だ らん 」 


ON 人 夫 09900L 04 EN 協議 し た 活 果 、 マ リア の 処分 を 決定 する 人 韻 
を 決め 、 結 婚 と いう 形 で 落着 か せる 事 と な っ た 。 福音 壮 で 述べ られ て いる 様 に 、 一 人 の ヨゼフ と いう 大 工 が 、 
際 の 共 も 泊 史 だ る に きむ 、 こ の な 汰 天 け 入 れ て くれ る 様 に と 説得 され た だ た 。 これら 全て は 当然 
の 事 な が ら 秘 密 禅 に 行なわ れ た だ た 力 、 ク グル ナー ン で 人 々 に 多 [ ら し め た 事 は 、 見 えな い 事 で あっ だ の で ある 。 


3 ーー 
中 一 本 


注 46 この 「[ 御 言語 ] ほ は 命令 、 律 法 を 癌 味 す る 語 で ある 。 4 :172 で み ら 5 れる 様 に 「 霊 」 と いう 語 と 一 緒 に 
使用 する 事 で 、 イ エス の 神 の 息子 で ある と いう 神 性 を 、 破 砕 、 否 定 す る 為 に 使わ れ た 事 は 疑い る な い 。 その 中 
で イエ ス は 、 を その 言葉 が 、 真 実 の 大 装 に と っ て 有用 で あっ た 為 、 カ リマ ・ ト ッ ゥ ッ ラ ー と 呼ば れ て いる 。 武男 に よっ 
て 真実 の 大 義 を 助 く る 著 は 神 の 剣 、 又 は 神 の 卿 子 と 呼ば れる 様 に 、 イ エス も 、 彼 の 生誕 が 、 父 親 の 介在 な し に 、 
神 の 直接 の “命令 "で も だ 6 きれ だ た 為 、 カ リマ ・ ト ゥ ッ ラ ー と 呼ば れ だ の で ある 。 イ エス が クル アー ン 中 で カリ 
マー (言葉 ) と 呼ば れる の な ら 、 甘 な る 項 言 医 は 、 ズ ィ ク ル 、 邑 ち 、 本 、 或 い は 良き 話し と 呼ば れる 。 (65 : 11、 
12) そし て これ は 明らか に 多く の カリ マー (言葉 ) で 成り だ っ て いる も の で ある 。 実際 に 、 ぉ も し カリ マ ・ ト ッ 
ラー を “ 神 の 言葉 " と いう 芝 味 に 理解 すれ ば 、 我 々 が 最大 限 に 言え る 事 は 、 神 は 丁度 他 の 預言 者 達 を 通し て 現 
わき され だ よう に イエ ス を 通し て 、 御 自身 を 表現 な さっ だ の で ある 。 語 葉 は 思考 を 表わす 手段 に すぎ ず 、 言 葉 が 
我々 の 存在 の 一 部 を 形成 し た り 喉 体 化し た りす る 事 は な い の で ある 。 
時 観光 者 と いう 斉 を 持つ アル ・ マ シー と は ヘブライ 語 の 塗 油 きれ た 者 と いう 意味 の メシ アデ に あたる アラ 
ア 語 で ある 和香 、BSIR 宗教 倫理 百科 )。 イエ ス は 長く 〈 多 く の 旅 を する 夢 命 に あっ た 為 、 こ う 名 
明 計 RS2SRSSIRON2R 放 の どの 5 仙人 選 の の RE の の 
レス チ ナ 或 い は シリ アナ の 町 々 し か 尋ね て お ら 5 ず 、 メ シア の 称号 に は そ で わな く な る 。 し か し 近年 の 歴史 上 の 調 
査 で は 、 は りつ け の 衝撃 ょ 傷 が に えた 後 、 イ エス は 東洋 まで の く と 広 き に わた だり 旅 を し 、 喜 後に は カシ ミー 
ル に 辿り 基き 、 そ の 地域 に 住ん を で いた だ 、 イ スラ エル の 落ち の びな た 支族 へ の 伝言 を 伝え だ と いう 事実 が 判 罰 し て 
る 。 小 高い 丘 の 空地 に イエ ス は 家 を 与え を られ た と 述べ られ て いる 23 章 51 侵 も 傍 せ て 参照 する 事 。 上記 の メ 
シア と は ' 塗 油 き れ し 者 ' と の 意味 も 併せ も つ 。 イ エス の 生誕 が 常軌 を いっ し て お り 婚 出 で あ る と みな る れ が ちの 
為 、 こ の 人 々 の 抱き うる 非難 を 取り 除く 為 、 全 て の 神 の 預言 者 上 送 は 正 に 塗 油 き れ て いる 莉 達 の 為 、 イ エス は 神 
御 自身 の 塗 油 に より “ 塗 油 き れ た ”" と 言わ れ て いる の で ある 。 


注 48 "イー サ と は ヘブライ 語 の ヤス ー の 変形 と 思わ れる 。 イ エス と は ジョ シュ ア と イェ シュ ア の ギリ シア 語 
に あたる 。 (聖書 百科 ) 

注 49 この 表現 か ら も 、 イ エス は 神 の 公正 な る 召使 い 以 上 の 存在 で は な か っ た 事 が わか る 。 グ ルアー ン 中 で 
は 、 全 て の 、 人 並み 秀 れ だ 公正 な 人 々 は 、 神 の お 側近 くに ある 人 と 語ら れ て いる 。《(56 : 11、12) 

注 50 マハ ド (1 ゆり か ご 」]) の も と も と の 意味 は 、 和 人 が 熟年 と な っ た 時 に 為 き ね ば な ら 6 ぬ 仕 事 へ の 準備 期間 に 
ある と いう 事 で ある 。 カ ハラ と マハ ド の 二 つ の 期 問 が 一 緒 に 述べ られ て いる と いう 事実 は 、 こ の ご つの 炊 間 は 
続い て いる と いう 吾 を 表わす 。 カ ハラ (壮年 ) の 前 の 全て の 期間 は マハ ド な の で ある 。 


系 三 各 アー ル ・ イ ムラ ー ン 





48、 マ リア は 云え り 、「 主 よ 、 誰 5 男 が 共 に 触れ ラン 2 みっ の 58 5 人 ya る し 1 
ぎる に 、 楽 は 如何 に し て 子 を 産ま ん ?」 と 。 の ご 天 
こっ - 、 et ミア 、 ョ [ ン 1 る 9 の の 
( 注 51) 主 は 云え り 、 bh ドッ 0 導 央 人 銘 85 本 
500 アン タテ ま 欲 する る の を 創り 給 
0 8 必 り PB 
(が ir の AS の 68 
云う だ け で 、 そ は す な も 
49. 面 し て 主 は 、 そ の 子 に 、 経 典 と 知恵 と 律 法 OS59 り も) 多く 233 < 
福音 と を 教え 、 
_ こども ら 3 リー クス タッ ーッ フレ マイ ッッ ンプ 守 ン (の タタ ンク 
区 へ ) 2 で タ * ク 【 
50.、 イ スラ エル の 子 老 へ の 使徒 と し て 、( 注 52) KC32C 1 8 (の の) ee) 5 


か く な る 神託 を 持た せ て 派遣 せん 。『 我 は 主 半 d 290978282 
ンー の て 2 プラ ミン 2 。 る ? ヶ o 
の 奇跡 や た ず き え て お 前 た ち に 来 た れ り 。 2 OO20 | 8 つら グ 
まう 
コー 


人 演 


NM 


9 ? 


すなわち 、 粘土 を ( 注 53) も っ て 鳥 の 形 を 
造り 、( 注 54) それ に 息 を 吹き 込め ば 、 ア ッ 
ラー の お 許し に より 空 に 舞い 上 る 上 鳥 と な ら 





注 : 51 いか に 潤 せ な 報せ で あっ た と し て も ぅ 、 普 通 の 状況 で は 、 未 婚 で あり 、 一 生 結 婚 し な いも の と 決め ら 6 
も 4 に と っ て 、 協 の 子 の 母 に な る と いう 事 は 、 非常 に 困 避 に みち だ た 事 で あっ た に 違い な い 。 1 
マリ ア の 当然 な が ら の 混乱 を 映し 出し て いる 。 又 、 マ リア の 、 男 の 人 は 誰 も 私 に ふれ て いな い 、 と いう 言葉 か 
上 前 に 7 の ま な に に 
こと か ら も 、 結 婚 す る 事 は で き な か っ た だ 。 も し 彼女 が 、 正 当 な 手順 で 結婚 し 子供 を も うけ る 下 と な っ て いれ ば 、 
夢 で 天使 に 子供 の 誕生 を 告げ られ て も 稀 く 事 は な か っ た だ 。 普 通り の 女の子 な ら 見 子 が で きる と 夢 で 告げ られ て も 、 
普通 に 結婚 すれ ば 子供 は で き 2 ER マリ ア の 福音 革 で は 、 独 身 の 碧 じい を た て た 事 が 
及 る きれ て いる 。 マ リア デ の 福音 書 の 芝 5 間 に 、 寺院 に 居住 する 全て の 処女 達 で 14 才 の 年 令 に 達し た 者 吉 は 、 高 
僧 が 、 自 分 の 家 に 帰宅 する 様 に と の ・ 沈滞 020 神 の 処女 で ある マリ ア 以 外 は 全員 従っ た が 、 マ リア 
だ け は 、 自 分 自身 と 自分 の 両親 が マリ ア を 神 に 委ね だ の で ある か ら 、 そ し て 自分 も 神 に 処女 で いる 事 を 誓っ た 
の で その 命 に は 従え な い と 倫 え だ 。 叉 その 処 女 の 状 い は 、 マリ デア が 絶 洒 に 守り 通す と 決心 し な 夫 じ で あっ た 。【 マ 
リア の 福音 半 、5: 4、5、6) 結果 向 に ヨゼフ と 結婚 し た 事 は 、 マ リア 回 身 の 願 いと 碧 い に 反する 事 で あっ 
だ た が 、 子 供 が いる と 上 わ か っ だ 為 、 を うい っ た 状況 か ら 6 余儀 な く 為 きれ だ も の で ある 。 聖職 者 達 は スキ ャ ンダ ル 
を る ける 為 に 結婚 の 配 や し な けれ ば な ら な か っ だ の で ある 。 又 、 福音書 か が ら は 何故 、 ヨ ゼ フ に 向 装 の 矢 が た っ 
だ か は 基 ら か で は な く 、 彼 は 当然 の 事 な が ら 結 婚 し た 時 に は マリ ア の 懐妊 を 知ら きん て いな か っ だ 。( マ タイ 要 
福音 壮 1 : 18、19) 多分 、 圧 い を 破る 事 が 正当 化 で きる 、 も っ と も 6 らし い 理 由 を つけ だ の で あろ う 。 イ エス の 
症 生 に つい て の 詳細 は 、19 間 19 節 一 27 節 を 参照 する 事 。 


直 52 | イス ラ エ ル の 子 6 へ の 使 従 ] と いう 言葉 は 、 イ エス の 使命 FORIZSS 有 2(MaM CS 
だ 事 を 示し て いる 。 彼 は 全 世 界 に 向け られ た 使者 で は な か っ だ の で ある 。( マ タイ 型 福音 者 10:5ー6,15 
24i19: 28、 使 徒 行 伝 3 : 25、26 : 13 : 46、 ル カ 型 福音 吾 19 : 10 ! 22 : 28 一 30) 


注 53 | 粘土] 上 は 、 比 隊 的 に 色々 な 形 の と れる 粘土 の 様 に 、 あ ら ゆ る 若 い 形 に 造ら れる の に 適し た 従順 な 
本 性 を 有 し て いる 人 と の 意味 を 表わす 。 


注 54 暗 隊 と し て 、 丁 度 ア サド (文字 通り の 意味 は 響 子 ) が 細 者 に 、 又 ダー バ が 地 を は う 、 う じ 下 の 様 に 
る に 和 足ら な い 人 入間 や を 表わす 様 に 、 こ の 語 は 、 精 神 的 な 高み に 飛 式 す る 、 精 神 的 に 高 次 な 人 を 指す 。(34 : 2 





SS BB 二 計 大 ンタ レン の 2 シレ ン ン を: 
ん 。 まだ 才 第 人 や ( 注 55) 蒲 病 人 を 癒 や 0 っ 5UG ue15 らら 915 4 Al 
し 、( 注 50) アッラー の お 許し に より 死者 を 。 。 サ 0 9 9? 9 
生き 返ら きん 。( 注 57) また 我 は 、 ぉ 前 た ち 。 228 で 9 な Go5C 51 
PT 何 を 家 に 甘え る べき か を 告げ で 9 22052 の クレ 22i kg 

ん 。( 注 58) お 前 た だ ち 信 徒 な ら ば 、 げ に その の Ce 婦 SO > らい 
中 に お 前 だ ち へ の 神 兆 あり 。 


51、 また 我 は 、 以 前 に 降 き れ た る ( 注 59) 律 法 Ua9 591O タ Oo IOOULUUIBO2G2 
を 確証 し 、 お 前 た ち に 禁じ られ て いる も の 





注 55 ここ で の 「 家 人 」] よ は 、 夜 、 四 の みえ な い 者 、 生 まれ つき の 記 人 、 後に な っ て 目 の み えな く な っ た 者 、 
を し て 理解 し た り 考 ん だ りす る 力 を や 稚 われ た だ 者 を 芯 球 する 。 


注 56 「 我 は 癒 や す 」 と は 、' 私 は 、 そ の 人 が その 人 を 加 ら わし て いた 疾 気 い は 穫 陥 か ら 生じ る 社会 的 東 夫 
か ら 解 放 き れ だ 事 を 宮 言 する の 意味 で ある 。 


注 57 イエ ス が 鳥 を 剣 造 し た と いう 一 般 に あき ね く 〈 く 知れ 渡っ て いる 人 厨 跡 に つい て の 記載 は 回 書 に は み 6 れ 
な い 。 世 の 合造 な ど と いう 、 今 まで どの 預言 省 も 為 し を な か っ た 事 を 、 も し 本 当 に イエ テス が し だ の で あれ ば 、 
を れ を 記載 し な いと いう 理由 は どこに も ふも なく 、 を その 人 奇跡 を 連 べ る 事 は 、 イ エス を 季 の いか な る 聞 言 者 より も 硬 
載 し た 地位 に お き 、 後 の 彼 の 信奉 者 達 が 、 彼 に 夫 っ た 例 の 神 性 を 王 苦 する 良い 根拠 と が る は ず で ある 。 め くら 
09 を 下 王 か ら 判 る の は 、 あ , る 種 の 病気 を 惑う 人 々 は ( 例 、 ラ イ 病 ) 
イス メラ エル 人 の 間 で は 不潔 で ある と 考え られ 、 他 の 入間 と の 社会 的 接触 を 袋 じ られ て いた と いう 洗 で ある 。 私 
は 彼ら は いえ た 者 で ある 事 を 宮 言 する と いう 表現 は 、 上 記 の 様 な 悪 療 に 悩 せ 人 々 が 、 彼 ら の お か れ て いた だ 法 律 
上 の 或いは 社会 的 に 不利 、 不 都合 きも イエ ス に 取り 除い て も ら っ た 事 を 意味 する 。 疎 い は イエス は 常に こう いっ 
た 疾病 恵 者 を 、 直 し て いた と 考え られ る 。 神 の 導 菩 者 各 は 精神 的 在 基 省 て あう り 、 心 が や み と な っ た だ 首 の 目 を ひ 
らき 、 民家 陣 に 6 末 和 米 具 者 0 N2 700 で し まる た る る 電 3 の き ふき こむ の で ある (マタ イ 型 福音 書 
13 : 15)。 こ の 場合 に は マク マ ( 表 和 人 人) と は 、 信 伽 の 灯 は も っ て いて い 、 決 が 腰 て 、 試 績 を も ちこ た えら れ な 
い 者 を 意味 し て いる 。 そう いう 人 は 、 日 中 は 物 が みえ を 、 即 ち 、 何 の 試練 も な く 信 爺 の 太陽 が 、 か げ ば りな (語ら 6 
し て いる 問 は の 意味 で ある が 、 し か し 一 時 、 試 練 が あっ た り 犠牲 まな は ら わ ね ば な ら 6 な い 夜 に な る と 、 精 神 的 な 
日 要 を 失い ぼう 然 上 立ち つく 〈 す の で ある (2 : 21 を 参照 )。 ア プラス (ライ 病 ) と いう 語 も 同様 に 、 精 神 和 的 味 
に 訟 て 、 健 康 な 皮ふ の と ころ どこ ろ に 病気 の 皮ふ が 点 在 す る 信仰 の 不 完 全 な 基部 SIGE 死者 を さ 
OM イエ ス が 本 当 に 死人 を 生き 返ら せ た 事 を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 実際 に 死ん だ 者 
が この 世に 生き 返る 事 な ど な いし 、 0 人 020 
(2 :29! 23:100、1 21196139159、60140112145 : 27) 自分 達 の 信奉 者 の 生命 (人 生 ) に 、 神 の 使者 吉 
が も た ら す 、 目 を みはる 様 な 、 追 徳 的 変革 は 、 精 神 的 言葉 の 用 語法 か ら す る と 、 死 する 者 に 忠 吹 を あたえ る E 
名 付け られ る べ で きも の な の で ある 。 


注 58 この 全文 は 、 イ エス が を の 弟子 達 に 、 何 を 食べ る べき か 、 叩 ち 、 肉 体 の 欲求 に みあ うに は 、 何 を 身体 
に た くわ える べき か 、 そ し て 天 に 心 の 宝 と し て 、 何 を 貯え る で きか 、 語 っ だ 事 を 芝 味 し て いる 。 言い 換え れ ば 、 
自分 達 の 手 に する 所 得 は 正直 に 法律 に か な っ て 獲得 SI 
RE 罰 福 音 半 6 : 25、26) 


注 59 イエ ス は トー ラ に 述べ られ て いる 、 イ エス 以前 の 頂 言 者 達 の 預言 の 成就 よし て 到来 し だ の で あっ た だ 
が 、 モ ー ゼ の 後 災 者 と いう 意味 か ら み れ ば 、 何 の 惑 筆 5 示 $ な か っ た 。 彼 自身 、 員 分 の 権能 の 限界 を 誠 知 し て 
ぃ いた の で ある 。 (マタ イ 江 福音 和書 5 17、18) 
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の うち いく つか を 許可 すべ く 来 だ たれ り 。( 注 し る 5 0082 
60) 我 は お 前 た ち に 主 より の 奇跡 を 携え て 移ら 5 


来 た れ り 。 さ れ ば 前 た ち 、 ア ッ ラ ー を 表 の og3512261 に の 
れ か し こみ 、 我 に 従え 。 

52.、 げ に アッ ラー は 我 が 主 な り 。 ま た ぉ 前 た ち 血 と olA ぁ kpAB 3228523 
の 主 な り 。 さ きれ ば 彼 を 貯め 秦 れ 。 これぞ 正 5 
し き 道 な り 』] AR 


53.、 イ エス は 役 等 の 信 ぜ ぎる を 知り て 、 云 ぇ D 、 P 朋 の 。 ルン 5 クイ っ 2 ンー ン ン イン ン ン 
の ②) ! いら AE 
「 ア ッ ラ ー の 道 に お いて 、 誰 が 我 が 援助 者 PP 
た らん ? 」 と 。 弟 子 た ち は 答え て 、 云 えり 、 OK け PP 
| 我 等 は アッ ラー の 援助 者 な り 。 我 等 は 





ンプ 9 の 2 タ ァ ー 13 に 
テッ ラー を 信 ず 。 な に と を 我 等 が 忠 順 な る @owks も も A231 う 35 
こと を 証言 きれ よ 。 ' 
54. 主 よ 、 我 等 は 汐 が 隆 し 賜わり た る も の を 信  【AGJ22E 許 KIMICR EMIGS 
じ 、 こ の 使徒 に 従う 。 ほ され ば な に と ぞ を 我 等 PP 
を 証言 者 た ちの 列 に 書き 加え 給え 」 と 。 9 
55. イエ ス に 信 な す 彼 等 は 策 斉 せ り 。( 注 61) を っ 4 | 衝 導 5 交 移 人 名 7 人 
由 6 6 | の IP ご 3 
テッ ラー も 策謀 せり 。 ア デッラ ー こ を は 最良 ol 合う 22252 
の 業 謗 者 な り 。 
第 次 項 31c H の の oe 00 
56。 アッ ラー が か 〈 云え る 時 を 思え ぇ 。 了 人 お 美玉 ン を り ン 
よ 、 わ し は 液 を 死に 至ら し め ( 注 62)、 わ し が の 円 の 2 うち So LO タ の 0B2 う 


許 に 挙げ 、 不 信 選 者 の 罪 か ら 流 を 光 め ん 。 


注 60 この 表現 は モー で ゼ の 律 法 を 何ら 6 変更 し た り 改 訂 し だ りす る 事 を 意味 し て いる も の で は な く 、 ユダヤ 人 
送 旧 号 が 、 を それ が 原因 で 悦 法 上 な っ て し まっ た よう な 事柄 を 指し て いる だ け で ある (4 :1I 43:64)9。 これ 
ら 二 つの 厩 で は 、 ユ ダ ヤ や 人 達 の 中 で も 、 合 法 性 や ある 種 の 事項 に 関し て は 意見 が 分 か れ て いた 事 と 、 ユ ダ ヤ 人 
は 不正 や 吉 反 を する 事 で 、 神 の 祝福 を 失っ て し まっ て いた 事 が わか る 。 こ の よう に 、 イ エス は ユダ や ヤ 人達 が 、 
どん な 事 が 原因 で 正しい 道 を 踏み 外し て し まっ た の か を 決め る 表 き 手 と し て 到来 し 、 彼 に 従い きえ すれ ば 
取り 上 げ ら れ て し まっ た 神 の 恵み を 取り 戻す 事 が で きる 事 を 告げ に 来 た の で ある 。 


邊 61 。 ユダ ヤ 人 達 は イエ ス が 十字 架 上 で 、 呪 われ た 死 を 凶 え る 様 な 計画 を も くろ ん で いた が 、( 申 命 記 21 : 
0 
は りつ け の 場所 か ら 5 遠 く 了 れ だ カシ ミー ル で 大 者 を 全う し だ か ら 、 ユ ユダ ヤ 人 の 計画 は 破れ 、 神 の 御 計 環 通り と 
な っ だ の で ある 。 

注 62 名 な アラ ブ の 言語 学者 で ある ザマ クシ ャ リ は 、" モ タワ フィ ー カ (ここ で は 「『 死 に らし め 1) と は 、 
者 URIBPIPODEH 流 に 定め ゆら れ た 者 命 を 約束 し 、 太 の 手 に か か る の で は な く 天 者 を 全う さき 
せる も の で ある 。 と の 解釈 を 下 し て いる 。 実際 、 ア ラビ ア 語 の 辞 江 編 集 者 人 は 、 な し な で て 、 タ ワッ ファ とい 


= 引 科 = 


アー ル ・ イ ムラ ー 


中 
補 


また 液 に 従い し 人 々 を 復活 の 日 まで 、 不 信 の 6 
| 3 
心 者 の 上 に 圭 く べし 。 る 名 もち は ね PGI が り Pe | 


Ri 


8 アン ラン 
記 の 
57. 不信 心 着 ども を わし は 、 この 世 で も まき た 次 8 る SG CM 4 od 由 
の 仙 で も NLM0G 人 0 面 し て 彼 ウー 
スロ ノン ヾ トチ 1 に 19 ゥ の 
等 は 如何 な る 助け 手 も 得 ざる で し 。 (oO 5 SA 
四 ぅ ン メ 1 る 
58. きれ ど 信 じ て 善 行 を 積む 者 に は 、 ア ッ ラ ー 2 NSK1OAUIP 
は 存 分 な 報 溢 を 賜 わ ん 。 ア ッ ラ ー は 不義 な 2 タタ ン の | 
it ア 
す 者 ども を 好ま ず ]」 SuG まり 0 
2 に 2 の と 9 9 ン ゅ ヶ ア アノ タ タレ 
59. 以上 が 、 わ れ ら が 液 に 物語 る 神 光 に し て 、 電 と の OWNCTGI 
日 つ 知恵 に 満ち た 警告 な 5 。 5 1 5 
| 1? 


60. げに イエ ス は 、 ア ッ ラ ー か ら 見 れ ば 、 ア ダ 
ム と 似 た だ り 。 ( 64) ア ッ ラ ー は アダ ム を 肖 の レタ みり 
ッ ブ < 2 の 74 
土 で 創り 、( 注 65) 之 に 「 在 れ ] と いい た れ 回 学 り 2 4 UM 5 (の ! 
ば 、 ア ダム は 存 し けり 5。 
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う 語 が 前 述 の 様 な 形態 で 使わ れ た 場合 に は 、 を それ 以外 の 解 違 は な く 、 い か な る アラ ビア 語 の 文字 に $ 他 の 記 味 
で 使わ れ た だ た 例 は -- つ も な いと いう 点 で 、 演 見 が 一 致し て いる 。 こ の 言葉 は 、 グ ルアー 0 25 ヶ 所 の 、 半 な っ 
た 筒 所 で 使わ れ 、23 の 箇所 で 、 こ ぞ っ て 、 死 する 時 に 魂 を 取り きる と の 意味 た な っ て いる 。 た だ だ 二 計 所 で 、 過 
り に つく (時 魂 を 取り 去る と の 意味 で 使わ れ て いる が 、 そ の 場合 に は 、 RA 
る 。(6 :61:39:43) イエ ス が 死 し た と いう 事実 は 償 定 すべ で く も ない 。 そし て 世 な る 預言 者 は 、 次 の 様 に 言っ 
た も t 令 た られ て いる 。 も し 、 エ ー ゼ ミイ エス が 、 今 、 生存 し て いる の で あれ ば 、 科 に 従わ ぎる や を えな か っ だ で 
あろ る ろう 。」 と (カシ ー ル )。 柚 な る 預言 考 は 、 イ エス の 年 令 を 1 多才 で ある と 確信 し て いる (ウン マー ル )。 誠 、 

クル アー ン で は 、30 に も 及ぶ 節 で 、 イ エス の 内 体 が 昇天 し 、 天 上 で 生き て いる と いう 不条理 な 信仰 は 、 完 全 に 
- 粉砕 し て いる 。 


注 63 ラー フィ オカ ・ エ レイ ヤ (ここ で は 「 わ し の も と へ 帰る ]) は クル アー ン 中 で は を の 人 人 の 地位 を あげ 、 下 
ん じ に る よい う 和 で 使わ れ て いる 。 (24: 37 及び 35 : 11) イエ ス が 召さ れ 云 々 と 述べ られ て いる の は 、 イ エス が 、 
十字 架 上 で 呪 わ れ て 死 ん え だ と いう ユダ ヤギ 人 人 の 間違っ た 主張 に 応じ て の 返答 で ある 。 


注 64 アダ ム と は 、 も と も と 、 一 般 的 に アダ ム の 皿 子 達 で ある 人 間 を 代表 する も の で ある 。 イ エス は この 様 
に 、 ち りか ら 創 られ だ 、 そ の 他 の 死す べき 者 上 同じ で ある と 宣 せ られ 、 役 に つい て の 神 性 は 存在 し な いも の と 
な っ た だ 。 し か し 、" ア ダム "上 いう 言葉 が 、 人 間 の 祖 沈 を 表わす と すれ ば 、 こ の 節 は 、 父 親 な くし て 誕 生 し た と 
いう 意味 で の 、 イ エス と アダ ム の 相似 性 を 指摘 し て いる と 考え られ る 。 こ の 場合 、 イ エス に は 母 が あっ た が 
そこ まで 完璧 に 考え る 必要 は な く 、 そ の 事実 が 二 人 の 類似 性 に 影響 を 及ぼ す も の で は な い 。 
涼 65 他 の 箇所 で は 、 人 は 粘 十 から 創 られ た と 述べ られ て いる 。 ち も ちりとり 邊 上 を 使う 際 の 違い は 、 ち り と い 
う 語 を 使う と 、 天 啓 と いう 概念 (大 の 水 ) が 黙示 きれ な い が 、" 和 粘土 "と いう 言葉 が ら は 表明 で きる と いう 点 に あ 
る 。 

りー 


ゲー ル ・ イ ムラ ー ン 





62。 


53, 


64. 


69。 


注 66 
いる の は 、60 名 か ら 成 り ア 


性 に つい て 、 
教義 を キ 吾 し て ゆず ら 5 ぬ 為 、 
ラ と し て 知ら れ て いる 、 
いる 者 の 上 に 神 の 呪い わ を 呼ば せる 祈り で ある 。 
て な か っ た た だめ 


も 


こ は 液 の 主 よ り の 東 理 な り 、 さ れ ば 液 、 疑 


5 徒 足 の 仲間 し な る な か れ 。 


知 誠 が 液 に 降 さ きれ だ る 徐 、 ま だ 次 に イエ ス 
に 関す る こと で 論 駿 す る 者 あら ば 、 っ 
「 我 等 の 息子 た ち と お 前 た ちの 息子 た ち 、 
我 等 の 妻たち と お 前 だ た ちの 妻たち 、 0 の 
集団 と お 前 た ちの 集団 を 台 集 し 、 郊 烈 に 
祈 叶 し 、 アッ ラー の 呪い が 里 つ きど も の 上 
に 降ら ん こ と を 求 ゆ よう で は な いか 」 と 。 
( 注 66) 


こ は 間 違い な く 長 実 の 話 な り 0。 アッラー の 
痢 SI 全 
で 、 匠 哲 に まし ます 。 


さ 季 と ども し 役 等 背 を 向け な ば 、 党 和 れ ま い ぞ 、 
ァ ッ ラー は 離 問 者 を 英知 し 給 う 。 
第 世 項 

云え 、「 経 典 の 民 よ 、 我 等 と お 前 た ちの 間 に 
ある 共通 の 言葉 の と ころ へ 来れ 。 す な わら ち 、 
我 等 は アッ ラー 以外 何 $ も の も 祭 拝 せ ず 、 
アッ ラー に 何 $ も の も 配 せ す 、 また 救 等 の 
何人 と いえ ども 、 ア ッ ラ ー 以 外 の も の を 主 
と 柴 め まつ る こと な し 」] と 。 き されど も し 彼 
等 背 を 本 け な ば 、 去 えん 、 | 我 等 が 神 に 帰依 し 
た る こと を 証言 せよ 」 と 。( 注 67) 


この 草 で 論じ られ て い 


し ば ら く の 出 、 討 請 が * 之 【 
現 節 
一 策 の 、 祈 5 の 戦い ! 


、 こ の 挑戦 や 受け ず 、 は か ら ず 5 


る キリ スト 教 の 教義 に 関す る 検討 は 、 
ル ・ ア ゲー キ ブ と し て 知ら 6 れ て いる 
NG 者 を 会 い 、 
られ た 。 同 題 点 が - 
2 る 神 の 命 に 従い 、 加 な る 


る 、 主 任 ひ アブ ドッ プア 


分 に 


の た 導 265 8 io 


Ad 和 セ 【o56225 9 に 93 
LE WE 


1 ノッ ン ン Os る の | 11 ン ン ンク タン レル レ * 


3 ーー グ ァ 


OO G 衣 あ Wo 9 


2! る 1 ン と 2 イプ る 1 の 
的 引 夕 oe の 2 % 多 42 仙 2 QAG! 
の ど ン タ う の の な 〆 

の 00290 616815 

と ノレ 2 エム 。 タク フロ る [イロ タク タレ ピ 
Grus AA c IO\ と デン 
CAC くら 4 9U3 AI 韻 PH 2 グ 

L ws グン デ シン デ Hi 

タプ スタ ン ン ン ン 25 ン 1 才 ッ グ ッ 
SH EC 


ラッ ン 


96IURHHRUUKTIP12 人 11 


この 節 が 最後 し な る 。 こ こ で 言及 され て 
ル ・ マ シー が 統 還 する ナジ ラー 
いわ ゆる イエ ス の 神 
に 論 ぜ られ 、 面 る 後に も 代表 団 は を の 問 信 っ た 
頂 若 者 は 最後 の 手段 と し て 、 


アデ 、 フ フュ 


- 代 表 団 を 誘う 事 よ と し だ た 。 ム バハ ラ と は 、 間 違っ た 信 抑 を 持っ て 
RY 財 NN 人 
、 癌 接 拘 に 自分 達 の 教義 の 間違い を 

の 時 の 調 で ある が 、 聖なる 預言 者 は 、 キ リス ト 攻 人 補 独自 の 方 法 て 、 モ スク で 祈り を きき 
彼ら は 東 を 軸 い て 礼 奉 し た 。 こ れ は 全て の 宗教 の 歴史 に 診 て 比類 の な い 、 


吾 め る と ころ と 上 な っ た だ 。 
げ る 事 を 許 呈し た 。 
まこ と に 営 容 に 満ち た 宗教 的 行為 で 


あっ 3 
注 67 この 節 は 、 一 方 に イス ラム 、 も う 一 方 に 、 キ リス ト 教 し ユダ ヤ 教 や お し 頂い て の 、 両 者 問 の 芝 協 の 根 
底 を 提供 し て いる も の で ある と 一 部 で は 問 違 っ て と 6 えら れ て いる ゐる 。 こ こ で は 、 も し これ ら の 宗教 も 、 宰 の 唯 


一 性 の 教義 を 教 を ん 、 説 る き ひ る ゅ ゆる の で あれ ば 、 比 較 的 、 


る 中 放 =ー 


重要 性 の な いと 考え られ る イス ラム の 教え の 部 分 は 、 


第 一 章 アー ル ・ イ ムラ ー ン 





66. 経典 の 民 よ 、 お 前 だ ち 何 故に アブ プラハ ム の ン ノン ンタ q[ レ ペン 」 1 Ua 
こと で 論争 する の か 、 律 法 と 福音 と は 彼 以 2 22999 の みろ lO 


レス 


で 
る ミ 


3 ラプ タ 


後に 啓示 され た る に 非 ざ る か ? お 前 だ の ポン) 
ち 、 そ れ が 解ら ざる か ? es os (OL は うり 人) 


67、 見 よ ! お 前 だ た ち は 知 識 を 有 せ る 事柄 に つ 3 も NCSA 別人 MR 
論争 し て きた 者 ども な る ぞ 。 それ が い 
ま 何 故 、 皆 目 知識 を 有 せ ぎる 事 抽 に つい て 2 人 交 し る ポ Cse 克 5 
論争 する か ? アッ ラー は 御存知 な れ ど 、 2 の 
知ら ぬ は お 前 た ちな り 。( 注 68) OAD ちの の 


68、 ア プラ ハム は ユダ ヤ 教 徒 に 非 ず 、 ま た キリ の NE の る ランタ ト 91 の 区 に 
いら に ジラ 時 っ 6 oy の 
スト 教徒 に も 圧 ざ りき 。 彼 は 常に 神 に お す っ 23 の 


2 


ン ぅ 2 ン に ク ぅ と 
が り し て 、 従 順に し て 、 多 神 教徒 に 非 ざ 9 の CO lo の oo を じ うし は と 
ト 妖 

69. げに アプ ブラ ハム に 最も 近い 人 々 と は 、 彼 の 92 の 名 ニン タン レッ 

99 いつ | し R し いい ) 
追従 者 た ち 並 びに この 預言 才 と その 信徒 た IA 3 ビン アン シレ ンジ do 
ちな り 。 面 し て アッ ラー は 、 信 待た ちの 愛 OAIGNUUIM こ 1 
座 者 に 』 に まま 上 1 


うち す て て お いて も いい の で は な いか と いう 事 が 、 論 じ ら れ て いる の で ある 。 信仰 と いう 事柄 に 診 て て 、 す で こ 
の 前 の 節 で は その 間 吉 っ た 信念 の 為 、 非 難 を うけ 、 そ の 間 達 っ た 信仰 べ へ の 患い が 落ち る の を あみ きわ め る 人為 の 祈 
り の 戦い の 挑戦 や 強制 的 に 受け だ 人 々 に 対し 、 妥 協 を 認め る と いう 考え が 、 勧 め ら れ て いる な ど と は 考え られ 
な い 事 で ある 。 加 な る 預言 者 は 、 ヘ ラク リウ ス 王 に 伝道 の 信書 を 書い て いた 際 に 、 こ の 節 を の も の を 使っ て 、 
ヘラ クリ ウス 王 に 強く イス ラム を 受け 入れ る よう 勧め 、 も し そう し な けれ ば 、 神 の 懲罰 が ある と 琴 告 し た の で 
ある ( ブ ハ リ )。 この 吾 は 、 単 な る 預言 洗 に よれ ば 、 た だ だ 単に 神 の 貴一 性 を 信じ る と いう だ け で は 、 ヘ ラグ クリ ツウ 
ス 王 を 神 の 給 加 か 6 ら 救う 事 は で き な い と いう 事 を 明らか に 示し て いる 。 実 際 、 こ の 節 や 理解 すれ ば 、 エ ユダヤ 人 
や キリ スト 教 侍 が 、 イ スラ ム の 長 実 に 関し て 正しい 結論 に 到達 する 事 の で きる 、 簡 単 で 単純 な 方 法 に 気がつく 
は ず な の で ある 。 キ リス ト 教 徒 は 、 神 の 唯一 性 を 信じ る と 明言 し て いな が ら 、 イ エス の 神 性 を 固く 信じ て お り 、 
ユダ や ヤ 人 は ユダ ヤ 人 で 、 江 密 な -- 神 教 信 奉 者 で ある に も か か わら 6 ず 、 型 職 者 や 神学 者 に 官 目的 に 恵 誠 を 大 い 、 
ke 神 と 同格 の 位置 に お いて し まっ て いる 。 この 節 で は 、 両 者 に 、 神 の 宮 大 き を 信仰 し た 信仰 の 原 

に 下り 、 イ スラ ム (絶対 の 帰 令 ) を 受け 入れ る 障害 と な っ て いる 間 赴 っ た 神格 を 礼拝 す る 事 や や ゆめ る よう に 
科 し て いる の で ある 。 こ の 様 に 、 こ れ ら の 信仰 し いた ずら に 妥協 する 代り に 、 こ こ で は 、 そ れ ら の 信仰 の 
信奉 者 達 に 神 の 宮 大 き の 教 理 に 注目 する 事 に より 、 絶 対 の 帰依 で ある イス ラム を 受け いれ る よう 、 す すめ て い 
る の で ある 。 そし て 神 の 窟 大 の 教義 ほし は 、 少 な て と も その 外部 に 訟 て 、 全 て に 共 通 する 基本 井 理 (教理 ) で 
あり 、 更 に 歩み よる 為 の 基本 的 接点 し な る も の な の で ある 。 又 、 こ こ で 、 プ ハリ や 、 そ の 他 の イス ラム 教徒 の 
伝統 支持 者 が 発表 し て いる 、 聖 な る 預言 者 が 、 ヘ ラク リウ ス 王 や 、 そ の 他 の 何 名 か の 、 エ ビブ プ ト 王 の マコ ー キ 
ス $ 合 め た 支配 者 達 へ 送っ た 、 こ の 節 の 言葉 に 含ま れ だ 、 イ スラ ム に 読 う 内容 の 手紙 が 最近 発見 きれ 、 ブ ハリ 
が 、 引 用 し た の と 多く 同じ 言葉 が 述べ られ て いる 事 が 判っ た 事 を 併せ て 特記 し て お くべ で き で あろ う 。 こ の 事実 
か ら も 、 そ の 件 に 関し て の 、 又 、 そ の 他 の 認め られ て いる ハデ ィ ー ス の 業績 に つい て も 、 ブ ハリ の 確実 性 が 証 
明る れる の で ある 。 


注 68 述べ られ て いる 内 容 は 、 前 了 込 の 人 節 の アブ ラ ハ ム に 関す る ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 の 主張 或いは 、 ク タル 
アー ン で の 教え の いずれ か を 指す 。 


ご SUGem 





素 二 章 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
70. 経典 の 民 の 或 る 一 派 は 、 お 前 だ ち を 邪道 に ン ン スン し 。 96233 生 科 
誘 其 せん と す 。 さ きれ と ど 彼 等 は 、 己 れ 自 身 を い CSJ Ep 
有 菅 わ す の み 。 し か も ゃ 彼 等 は を それ を 悟ら ず OOTOY だ レノ ノン 59? た 
1 CC311 | り 
( 注 69) on DK 
あッ ン 「 ちあ ル オンス ヒデ ェ > スッ イン 
71. 1 お 前 た ち は そ の 証人 で あり な 62 (eb OS て Ja tt 
、 価 故 ア ッ ラ テラー の 神 兆 を 容認 する の 
プン うり の デラ タン 
( 注 70) ② い ぅ ue< う 
72、 経 典 の 民 よ 、 お 前 だ たち 何故 胡 理 E 虚 偽 と を 8%3JbCL ッッ 
! o5A ぐ うめ し ッ (本 昌 
混同 し 、 知 め つ つ 真 理 を 隠蔽 する の か ? ( 注 se Soda 
ン ラク イッ ン っ の 2 ング ン る ン ぅ 
71) _ AKA 才 2 
第 八 項 
73. 経典 の 民 の 或 る 一 派 は 一 う 、[ 突 明 に 信者 に スタ ディ Se 
啓示 され だ る も の を 信じ 、 夕 べ に ラ を 信 ぜ の JR lidaicz CIIEE 
和光 然 6 ら ば 恐 ら く 、 彼 等 中 を 返 肥 さ ん 。 ( 注 72) 2 な ン ・ 1 の CKAK2I4 GUl 
に 二 人 アタ タ 96 
2 フン うち ン ュー ンジ 。 ぅ 
74. 面 し て s 前 た ちの 宗教 を 牽 ずる 者 の 外 は geA81S 2 り 3 
何人 を も 信ずる な か れ ] また 。 云え 、「 真 の の 2 あの 5 
守道 は アッ ラー の 敵 違 な り 。 お お前 た ち に ここ ーー ル 2 el は お 1 01 (AA 
賜わり だ る も の と 同じ 如 きも の が 、 他 に も 
賜 わ る で し | と 、「 或 い は その 人 々 が 主 の 
注 69 イス ラム の 信 宛 の 簡明 き 、 率 人 赴き と 完成 度 が 、 64 オラ ああ 選 個 


く 心 を 湧き 導 だ せる の で ある が 、 
従え を ず に 遂に 、 


注 70 神 の 族 示 を 認め 和 ぬ と いう 事 は 、 誰 が そう 5 
認め 内 者 は 、 貞 る きら 極 可 で ある 。 
注 71 経典 の 民 は 自分 達 の 


の 御 恵み と 平安 あれ ) 


注 72 


と し て て ある 。 


ユダ ヤ 人 は 虹 教 徒 の アラ ブ 人 か ら は 宗教 的 知識 故に 高く 評価 され て いた 。 ユダ や 人 達 
に 利用 し 、 イ メラ ム 教 徒 達 を 信 衝 か ら 譜 ぎ け る 方 法 を 考え て いた 。 即ち 、 外 画 的 に は イス ラム 
始め に は 信じ 、 日 の 終り に は 介 信 の 度 を と る 事 で 、 
に も 早く イス ラム の 宗教 か ら 離 れる と いう 事 は 、 イ スラ ム に は 何 か 重 大 な 欠陥 が ある に 
これ ら の 思 か な 人 々 は 、 加 な る I 言 者 を 取り 巻く 同 胸 者 の 何 $ の に も 打ち 砕 かれ な い 
信仰 の きず な を 完全 に 間違っ て 評価 し て し まっ た の で ある 。 


kN 


ーー UE 


彼ら の 道徳 的 高み に 対し 、 峡 六 心 を 持ち 、 妙 な 心理 が 側 
WNW 


が 、 約 東 き れ た 救世主 で ある 事 が 目 る の に 、 
純粋 な 紛れ も な い 真 実 を 受け 入れ ず に 成 偽 と 長 実 を ご も ちゃ まぜ に し 続け 


箇 知 文盲 の アラ ブ グ 人 に 、 


、 評 価 し て いて も 


し て も 季 下 非道 な 事 で ある が 、 天 啓 を 日 の あたり に し な が ら 


聖 寺 中 に 聖なる 頂 言 者 の 事 が 調 示 きれ て いる 事 か ら 、 簡 単に モハ ッ マ ド ( 彼 に 神 


責 意 と 鱗 始 心から 、 彼 を 認め よう と せ ず 、 


ける の で ある 。 


ほ き は この 事 を 不当 


あれ 程 教 若 深 い 人 義 が 、 こ ん な 
違い な いと 思わ せよ う 3 


を 許容 し 、 日 の 


で ek 


gr ェ ル 
りー 


デア デール * イム ラー ン 


3 う デラ ご 


みみ まえ の 
御前 で て 、 お 前 だ ちと 論争 する や も 知れ ず 」 


6 


765. 


過 才 


78. 


宇 78 


t 。 《( 注 73) 云 を 、 「 す べ て の 賜物 は アッ ラー 
の 区 中 に あ あり 。 ア ッ ラ ー は 逐 を 御 心 の まま 
- 誰 に で も 与え 給 う 。 ア ッ ラ ー は 慈 圧 深 く 、 


すべ て に 通 暁 し 給 う 。( 注 74) 

アッ ラー は る その 慈悲 を 垂れ る た め に 、 御 心 
の まま に 誰 れ を も 選ぶ 。 アッラー は 素 晴 ら 
し い 施 是 の 主 な り | と 。 

経典 の 民 の 中 に は 、 だ と い 液 が 財 定 を も 詫 


する と も 、 を 液 に 返還 する 者 あり 。 か と 
Et 
催促 せ ず ば 、 を 液 に 返さ ぎる 者 あり 。 る 
は 抽 各 、「 各 は 無知 な る に 対し て ( 注 
75) 何 を し て 5 符 め られ る 筋 な に U ああ 索 
人 人 6 和 D 。 彼 等 は 知り つつ アッ ラー に 対 
し て 虚偽 を 述べ る な り 。 


舎 、 己 れ の 約束 を 腹 行 し 、 ア デッラ テー を 療 れ 


も し 我々 が こう いう 兄 解 を 持つ の が 間 太 っ て いる の な ら 、 


て の 議論 で 論 酸 すべ き な の で ある 。 


注 74 
る 。 そ し て を の 後に 、 
う 言葉 で 始ま る 文 が を う 入 きれ 、 然 る 後 に 、 
ょ の 文 が 続き 


(17 を そし て 、 お 前 達 の 宗教 に 


、 最 後に 全て 広 に 


この 場合 訳 る れる 言葉 りみ を 、 


Pu 
セレ あ と と らら 釣人 5 の 


か ん 0 2 JFCp ウン ッ ン タン 2 る 
al うう 201 2 る ーー ーー 


の HAI 
6 /2.、 タッ ン 
33 USBc Mo2 IlJaT 5 


ン 

ンー、 ン る で ィ ッ タッ ンク ン っ 22 ラッ タラ アン る イア 
と と 一 か ビン 6 いら 1 っ 2 oe っ UUI 
イン 2 タタ で ニン 【 ン 人 レ 4 る 
半 EEAc38C IMG 


1 ど う グ ノノ 


グ デ の 2 
あの 50 GyISE 5 
の 5 48 うら 01 ' 
で 2153、 記 12so449 92 の 2 の ご 


る 者 一 - げ に アッ ラー は 神 を 虹 れ る 莉 を 愛 る の 
し 給 う 。 の CAS 
アッ ラー と の 契約 や 己 れ へ の 次 い を 売っ 6 1 い 32 ブ タン クン 2 の 

が と っ 2 2 の 7) 
て 、 わ ず か な 利益 を 購 う 者 、 彼 等 は 来世 に 2 


彼ら こそ を 、 こ の 誤解 や 、 何 ら か の 神 に つい 


従う 首 以外 は 誰 を も 信じ る な ' と いう 文 は 前 節 の 結び の 文 か ら の 続き で 
導き と は 神 の お 導き で ある 。 お 前 達 が 授かっ た と 同様 の も の を 他 の 誰か が 授かっ て "とい 
ユダ や 人 人 の "その 人 が 主 の 御 も と で お 前 達 と 
し て 云々 "と いう 神 の 疲 律 ( 律 法 ) で 文 が し ゆく て られ る の で ある 。 こういう 形 
式 は クル ア ー ン 独 得 の も の で 、 心 理 的 な 効果 を 生み だ す 為 の 工夫 で ある 。 
お 導き で ある と 、 


言い 等 うか も し れ な い " 


⑫ 他 の 解釈 で は 、 長 に 導き と は 神 の 


を う 入 和 句 と 考え 、 以下 の ' お 前 達 が 授かっ だ の と 同様 の …… 神 


の み も と で 言い 争う の く 《 く だり を や ユダヤ 人 の 発言 と と 6 える 解 秋 も ある 。 


3) 第 3 の 解釈 で は 、* お 所 達 の 款 教 に 従う 者 以外 は 誰 を も 呈 る な の み を 、 ユ ダ ヤ 人 の 発言 と 考 ぇ 、 


は 全て 神 の 御 言葉 と 考え て いる 。 


注 75 


思 な る 人 質 言 者 の 時 代 に は 、 ユ ダ ヤ 入 の 間 で 


ー ゴ 05 一 


それ に 続 


は 、 ユ ダマ ヤ 人 以外 の アラ ブ 人 人 か ら 、 財 産 や 所 有 物 を 橋 っ て 
も 、 ア ラグ 人 は 間違っ た 宗教 の 信者 な の で 、 何 の 罪 に も な ら な いと いう 考え が 信じ られ て いた だ た 。 多分 、 
利子 の や り と り に 関し 、 ユ ダ ヤ 人 と ユダ ギヤ 人 以外 で は 、 
殖 し て いる と 思わ れる 。( 出 エピ ビ プ ト 記 22 : 25、 


それ は 


不快 な 程 の 区 別 を する ユダ や ヤ の 高利 貸 の 法 に その 端 を 
レビ 記 25: 36、 申 命 記 23 : 20) 





(9 


6U. 


6]1, 


も せ ず 、 ま た 浄 め ざ る で し 
彼 等 に 


し 。( 注 76) 布 し て 
は 必ず 上 茂 し い 六 ある べし 。 


彼 等 の 中 に は 、 経 典 を 読 語 し て いる うち 
2 
典 の 中 に な いも の を 経典 に ある が 如 ( 思 
い 、 込 ませ ん ほす る 一 匠 あ 。 ( 注 77) 役 等 は 
2 ルン ょ り 降 る れ だ る も の に 非 ざ る も ぉ の 
ドア フー ょ り 降 し 賜わり た る も の な 
り | と 云う 。 彼 等 は 承知 の 上 で アッ ラー に 
対し 奉り 嘘 を 云う な 5 
アッ ラー より 経典 と 、 統 治 権 と 、 預 言 者 の 
資質 と 上 を 与え を られ た だ る 者 が 、 後に な っ て 
人 々 に 向い 、「 ア ッ ラ ー で は な く 、 我 が ' 像 た 
生計 ララ が 如き は 人間 5 て ある きじ 
だ た 0 の し あはは に 全て 選ん な 
る べ で し 、 ぢ お 有 だ ち は 経 典 を 教え ん 、 目 ら も を 
れ を 学ぶ が 故に 」 と 云う で き な り 。( 注 78) 


彼 は また 、 
め よ と 物 め る 者 に 非 ず 。 
神 に 帰依 し だ たる 後 、 如 何 に し て お 前 だ た ち に 
再び 不信 心 を 勧め 得 ざ ご きか? 


諸 天 使 並び に 諸 預 言 者 を 王 と 潮 
彼 は 、 ゼ 前 だ ち が 


補 一 常 デア デール ・ イ ムラ ー ン 
ュ ドッ テ F1 ms で ノ ゞ アー ュー イト に クタ ンク 。 の の の の グーン 
お いて 9 る べし 。 ッ ラ ー は 役 汗 0559 9 GND SU ME 
に 物 云 わ ず 、 復 活 の 日 に 彼 等 を 願 み る こ あ 剛 アン と 


の 2 の) おり 部 1 
の と) ド の く う ビ 


1 4 〆 


し 1 マテ TD) 
og 50L 22 っ 9 


タ ィ タン て 」 2 


の CEOS ギン 
OO 23 52 ら て G ag し し 


が 1 


うる ォ グ ズン 
0 15 CNIPIEK が EN 4 い 
の っ ラル ログ 1 ンー 」 っ = う た 人 人 の スク る 
の 560 史 き 名 


COW MORACTGC PP 97244 
@ の OO AE 3 


3 う ブ プー リロ アデ ン の デラ の る ン レデ タク 内 
Ob VICS で el52Ey5 
MM 656 3 





注 76 


神 は 彼ら に 規 切な 告 葉 $ か けら れず 、 


で ある と 御 判断 な さる 吾 も な い 。 


注 77 


を 衣 詠 し た の で ある 。 こ の 基 で 三 回 使わ れ て いる 
2 こま 


彼ら の 事 を 慈 甘 と 憐 倒 の 情 を も っ て 見 ま 


も る 市 も 、 彼 6 を 純粋 


これ は 、 聖 な る 拓 言 者 の 時 代 に ある ユダ や 人 達 の 問 で 行なわ れ て いた 邪 壮 な 行為 へ の 隠 障 で ある 。 彼 
ら は へ ブライ 語 で 、 閉 き 手 に 朗 叶 る きれ て いる の は 、 あ た か も トー ラ で ある と 思わ せ て し まう 様 な 方 法 で 、 文 理 


て いる 。 
注 78 | 総 典 を 
を 人 に 分 け 号 え 、 


xD 


"経典" と は 一 番地 初 に 使わ れ た 部 分 で は “へ ブラ イ 問 の 文 " 
“トー ラ ” を 指し て いる 。 朗 詠 る れ だ 文 は 、 ユ ダ ヤ 人 が そう みせ か けた 為 、 


" 経 穫 "と きれ 


教え 、 自 ら も 学ん で 」 と いう 文 は 、 神 型 月 つ 高 源 な 知識 を 有する 者 達 は お し な べ で て その 知識 
人 々 を 無 誠 な まま 賭 中 模索 きせ て お か な いよ うに する の が 義務 で ある 吉 を 央 わし て いる 。 


っ ED 





呈 章 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
艇 九 項 
82. アッ ラー が 預言 者 を 介し て 人 々 契約 を IO DUO 3 ら 
ウ 0 
( 注 79) 結 び 、 か く 云 ん る こと を 思い 起 せ 。 , の - 
「 わ し は お 招 だ ち に 経典 と 知恵 を 授 く 。 面 
し て 後に 、 お 前 た ちの 持て る 経典 を 完成 す 1 


GO。 


64. 


ik 79 
し て 人 信 々 と 結ん だ 契約 を 意 
お 前 達 の 持っ て いる も の を 確証 する 一 人 の 使徒 が 現われ る で あろ う " 
で は な く て 大人 々 の も と だ か ら で あ る 。 


件 結 
何故 な ら ば 、 神 の 使 首 が 到 米 する の は 預言 者 吉 へ 
注 80 
使わ れれ て いる 。 ここ で は 、 こ の 語 


注 8] この 節 も 、 一 明 的 に は 他 の 坂 言 者 送 に 、 そ 
を の 両方 共 正 し く 、 こ の 節 は 一 般 銘 な 法則 を 述べ て いる の で あり 、 


の 頂 言 の 成就 で あり 、 
命ずる の で ある 。 
きれ た 経典 の 書 中 の 環 言 の 成就 と 上 し て 出現 する な ら ば 、 を の 民族 の み が 、 
ば な ら な て (《 な る 。 し か し 麗 な る 玉 言 者 の 場合 0 
全て の 民放 が 彼 を 受 
て 到来 し た 訳 で は な く 、 
13)、 ア ー リ ア 人 人 の 問 言 者 や や 、 
る 。 


82 
いる 。 人 人 間 に あ る 程度 の 目 由 が 許さ れ て いる 精神 的 事柄 に 訟 て も 、 人 が ア 


で あり 、 そ うす る 指 で 人 人 は 神 に めで られ 恩恵 を 受け る 事 と な る の で ある 。 


さく 一 大 の 使徒 が お 前 た ちの と ころ ム 来 
る 。 ( 注 80) お 前 だ ち 役 を 信じ 、 彼 を 助け よ 」 
面 し て 更に 云え り 、「 お 前 た ちこ れ を 承諾 す 
る か 、 こ の 件 に 関し て お 前 た ち に 課す る 次 
任 を 受諾 する か 7? 1 と 。 彼 等 は 答え て 、 云 
6 「 我 等 は 受 諸 す ] と 上 。 ア ッ ラ ー は 云え 
、「 な ら ば 証 入 だ た れ 、 わ し も また だ お 前 た ち 
yo と 。( 注 S1) 


きれ ば こ の 後背 を 向け る 者 は 、 
罪人 な り 。 


N に 在 る も の 地 に 在 る も の 一 切 が 、 好 むと 
好ま ざる に か か わら ず 、 こと ごとく ア 
フー に 収 邦 し 、 や が て 御 許 へ 且 SS 
彼 等 は アッ ラー 以外 の 宗教 を 求め ん と する 
か ? ( 82) 
ンー の 


げに 彼 等 は 


ここ で は ふ サ す ディー ク (確認 す 


を の 頂 言 に 訟 て 頂 言 填 は 、 
も し 病 言 者 が 丁 記 イ エス や そ 


け 入 れる 事 と な る の で ある 。 
(イザ マ 21 : 13 一 15、 中 命 


(シャ フラ ン ・ ダ サー ティ ー ル 19) 


と 


アル ・ ナ ビジ ー ン と いう 表現 は 、 預 言 者 基 神 と 結ん だ 契約 、 
味 し て いる 。 ここ で は 後者 の 喜 味 で 使わ れ て いる 。 こ の 訳 は 更に 後に 続く 、“ 


信奉 者 産 に 次 の 預言 者 が 出現 する 
その 他 の イス ラ エ ル の 預言 者 送り 場合 の よう に 、 


内 体 の 世界 で は 人 は 自然 の 法則 に 従わ ね ば な ら ず 、 人 人 は 経験 か ら そ うす る 事 が 分 に 


も 1 う SL。 ピン レン 


凍 の の 0 
26GZ 誠 


4 
64 PC 
@ の ue に 


ぅ クタ ) み みのり 


ン ルン 1 
OO)PPYOINEYPIETYY 


2 う ア アン ブラン 


PBNIAPUTOKYP い IP プ が 
同和 かー 


6 


或いは 、 神 の その 折 言 者 を 遂 
その 後 


と いう 文 草 に よっ て も 支持 きれ る 。 


る ) と いう 語 は 、 真 実 の 妥 求 者 が 偽 の 者 と 区 別 き れる 規 卒 を 示す 今 、 
告 は 』 完 成す る 」 と 翻訳 され て 


ki 。 


し て 特に 聖なる 預言 用 に あて は まる と 考え られ る 。 そ し て 


屯 言 者 の 到来 と は 、 彼 以前 の 質 言 者 の 特定 
時 、 彼 を 受け 入れ る 様 に と 
一 民族 の み に 下 


預言 著 を 芝 け 入れ 、 彼 を 助け な けれ 


全て の 宗教 の 経典 の 書 由 に その 到来 が 子 知 き れ て いる と 、 
環 な る 預言 省 は イス ラ エ ル の 預 者 達 の み の 和 預言 
記 18・18、33 ・ 
仏教 徒 や ゲロ アス ター 教 の 賢者 達 $、 


の 成就 と し 
2 、 ヨ ハネ 型 福音 並 14 : 25、26 : 16:7ー 
斉 な る 預言 5 者 の 到来 を 頂 詩 し て い だ の で あ 


役立つ 事 を 知っ て 
0 た ラチ ョ ー の 戒律 と ata 事 が 安 当 


第 三 jr アー ル ・ イ ムラ 





し 


85. 云え 、「 我 等 は アッ ラー 並び に 我 等 に 逆 示 き 2 往 レ の CZ 2 
れ だ る も の を 信じ 、 ま だ た アプ ブラ ハム 、 お ea JJ し 38 ike 
ad Mo2329 ら ら ME 
8 5 5 
の 預言 者 た ち に 主 よ り 降 し 賜わり た る も の の る る oNe2e293 


W 


を 信 ず 。 ( 注 83) 我 等 ! よこ れ 等 の 人 々 の 韻 に @⑯6 ゅ タ 介 9 2 プー ンプ コク 2 あう グフ ン ッ ノ 
如何 な る 差別 $ 設 けず 、( 注 84) た だ 主 の み ⑨ 〇 yyes 4) の っ の う 26 Jo に C ウ 
に 帰依 す 」 
店 還 2 スプ タタ で 作 ッ グ 。 ン シッ ン 
86. イ スラ ーッ 以 外 の 宗教 を 求め る 者 は 、 受 入 au の ob し っ の ま の 
れ ら れ ざ る べし 。 面 し て 来世 で は 、 か か る 
者 は 失敗 者 の 仲間 た る べし 。 と oN 人 23 


97 , 一 明信 仰 を 受入 れ 、 し か も 使徒 の 胡 実 な る CI アラン 4 タリ アン 
eS 10 と 2 と | Aso | 

を 誕 詩 し い 、 敗 NO 再び 不信 心 に の 258261 9 の ck 
し タレ 


は は レ 5 グ 1 ゥ イン 人 
戻る 徒 融 を 、 アッ ラー が どう し て 刀 き 給 う AWC (かい 21515Oe 
や ? ( 注 85) 際 の に 22 3 の 
給 わ ず 、 | IONGIPCS い わ 


5 の 還 eo ュ ク トン タレ グッ ン ぅ に す あ ルン アゴ ント ルーゴ. 
88. か か る 者 ども の 受 く べき 応報 は 、 一 斉 に 彼 7 561 435 
等 に 注 が れる アッ ラー 並び に 諸 湊 使 と 万 民 


ッ 
の 呪 識 な る べし 。 
89、 彼 等 は 水 各 に を の 中 に 宿り 、 罪 は 軽減 せら 2 ウ 1QLA22 De2 る の 
C ア JA 


に 3 相 二 も 5 さる いい ) さ 
れず 、 猫 子 も きれ ぎる べし 。 時 の 和 を 


ys 人 る 


90. 但し 、 必 い 改 め 身 を 修め ゆる 者 は 別 な り 。 ば げ る レ 529 イ ッッ ンプ スリ ーッ ラン っ 
ら の 5 Io 5 05A5 に lo LN 
に アッ ラー は 寛大 に 4 則 5 7 5 
ゞ + の 92 の の 2 プン 
す 。( 注 86) ⑨ SA うう 5 と | 


注 83  ' ち お前 達 の 宗教 に 従う 者 以外 、 誰 を も 信じ る な (3 :7 わ と いう 文 が 示す 様 に 、 エ ユダ ヤ や 人 は 、 イ スラ エ 
ル 人 以外 の 預言 着 を 決し て 正しい と 信じ る 事 は な か っ た 。 

注 84 ここ で は 、 色 々 な 天 言 者 の 問 の 地位 や 格 の 違い は な い 事 を 意味 し て いる 訳 で は な い が 、 こ の 見 解 は 
2 : 列 に 反し て いる 。 実際 に 言わ ん と し て いる 事 は 、 頂 言 者 人 着 の 問 に は 、 神 より の 使者 と し て 何ら 区 別 き れる 
も の な ど な い と いう 事 で ある 。 

注 85 上 PH 
人 人 を や を 芝 れ だ り 世 間 の 還 惑 を 気 に し て 頂 言 者 に 痛く 者 達 は 正しい 道 へ 再び 導 か れる に 休 す る も の を 全て 失う 事 と 
な る 。 又 この 節 は 、 以 前 の 預言 者 達 や 信じ て いた だ が 聖 な る 預言 者 に 背 い た 者 達 を 指し て いる と も 央 え 6 れる 。 


iE 86 た だ 過去 の あや まち を 悔い て 、 庄 し むだ け で は 神 の 許し を 得 ら れ な い 。 そ の 為 に 必要 と る れる の は 、 
著 悪 な 方 法 を 慎 し むと いう 正直 な 約束 と 他 の 人 々 を も 改革 する と いう 強い 決心 な の で ある 。 


US 


し に 


姫 こ り 


リク 。 


90. 


94. 


95、 


注 87 
に 対 


沖 : 88g 


全て を 投げ うぅ 


UE 
その 


1 


. 一 昌信 仰 を 受入 れ だ た る 後 、 再 び 不 信心 に 過 
り 、 そ の 不信 心 る を 増す の で あれ ば 、 た と 
い 悔 尼 し よう と も 、 受 け 容 れ ら れ ぎ ざる で し 。 
役人 等 は 邪道 に 波 り た る 者 ども な り 。( 注 87) 
信仰 を 拒み 、 不 信心 者 と し て 死す る 者 は 、 
0 犬 地 を 埋め つ く す 程 の 黄金 の 身代金 
を を以て し て も る 、 受 納 さ れ ぎ る で し 。 彼 等 に 
は 必ず 棚 前 ある で し 。 彼 等 に は 如何 な る 且 
け 手 も な か る で し 。 
和 十 項 

お 箱 た ち 、 己 れ が 愛す る も の を 捨 する に 
非 ず ば 、 上 義 を 全う する を 答 ず 。 お 前 た もち 

が 書 拾 する も の は 、 アッ ラー 之 を 熟知 し 給 
う 。 ( 注 88) 
律 法 が 降 き れ た る 以前 に は 、 イ スラ エル が 
自ら 6 禁じ だ る ぅ ぉ ぁ の 以外 は 、 (年 99) すべ て の 
食物 は イス ラ エ ル の ( 注 90) 子孫 に 許 され 
だ り し な り 。 云え 、] お 前 だ た ちの 言葉 が 長 
実 な ら ば 、 律 法 を 持ち 来 り て 、 そ れ を 読め ] 
ig 
る れ ば こ の 後 、 ア ッ ラ ー に 対し て 護 信 を 


提 造 する 者 は 、 不 義 な す 徒 革 な 5 。 


ー か らし た 3 
背信 者 の 人 必 條 に つい て 、3 9 


ぎ よ うし 中 く 
全て の 公正 き の 縮 で 、 次 の 最も 高い 形 で 


で ある 。 


注 89 


に 述べ られ て いる 。 
内 


注 90 


ユダ ヤ 人 に 禁じ 65 れ て いる 食物 の 漢 つ か は イス ラム で は 許さ きれ て いる 。 そ の 
神経 双 を 病 ん で お り 、 治 療 の 日 的 で 彼 は 6 て 《 だ の 内 を 食す る こと を 自 6 桂 じ 
ユダ ヤマ 人 は 腫 の 内 を 食す る 過 を 禁 選 と し た 。 


ヤ ュ ブ は 座 消 
彼 の 個人 的 な 事 で あっ だ た の だ が 、 


オズ スラ 上 ゅ いう 者 層 


ー 江 09 一 


に ある よう に 悔 惨 は どう いっ た 段階 で 
時 守 EE に に な DD 
事 を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 こ こ で 言及 る れ て いる 
実際 の 実費 的 変化 を 期す 事 で 悔い 改め を 実行 


る 人々 と は 、 悔 以 を 公言 し て お き な が ら 、 
に だ ws だ は て が て 、 


"ある 真実 の 信 側 を 稚 
っ 賞 司 が な く て は な ら な い 。 公明 正大 き の 李 み は 、 神 の 為 に 人 資 財 を 使う と いう 刺 に よっ て の み 達 
成 き れる の で ある 。 滴 い 道徳 (ビル ) は 、 真 の 犠牲 の 精神 を 吸収 する 事 な し に : 


タバ る 


965 2 CuJ の) 
kp イン る 
oN6uuaaat 
アノ タタ ラン の る シン レン タタ ン ン 3 い や る 
So5 の 23382 crAJte1 
CA の JO の lo2 
アッ 。 ラロ ク 人 めす 1 電 
遇 和 5 


ンタ 
ゆ 
に メア こ 


チイ アア レル 
2 ass 人 る @s は 
| 人 億 の 285 


ぱし 2 6 
MK 芝 c きめる 5 あ の 3 


CS ひら Gu 交 L 56 


3 プ ェ 


2U6 os 


5 受け 入れ られ る と いう こと 
いか な る 場合 に も 受け 入れ ら 入 な いと いう 
自分 産 の 生活 に 、 
不信 仰 の 度合 や 増し き ぇ す 6 者 達 で あ る 。 


# る 為 に は 、 人 は 自分 が 大 事 に し て いる 


傍 成 する 事 な ど で き は し な い の 


の 内 の - つ は 食 提 記 32 : 32 


用 の 中 で ヤマ ュ ブ に 与え られ だ 。 (創世 記 32 : 28) 


siaJl で (る 


ルン ーッ 


1 ステ 


第 


マー 
f 


ナー ルン 四 イ * ふ ラー< 


k い 





6 2 まめ ア 


ー は 真実 を 語り だ り 。 る れ ば 

常に 神 に 従順 な り し アブ プラ ハム の 宗教 に 従 
え 。 ア ブラ ハム は 多神教 徒 に 非 ざ りき 」 と 。 
( 注 91) 


か 


en 了 SGAe 


ゥ デア ー デ レゾ プン 





je 。 ー に 太 ュ 耳 ロ 選 池 ) 3 タプ る 、 る グ 9 

97. 人 類 の た め に 最初 に 建立 し だ る 型 典 は 、 2 4 と 。 の ) CU を 2 CV @! 

バッ カ ※ に あり 。 そ は 祝福 きれ た る 家 に し の 50 8 
し 」 [.」 

二 万 民 へ の 響 導 な 上 る We 

※ メ ッ カ の 谷 。 

98、 その 内 部 に は 幾多 の 明 白 な 奇跡 あり 。 た と レイ クン タン グン 3 ン ン CR 1 
えば 、 ア ブラ ハム の 御立 処 な ど 。 一 だ び を GA の の 92A あ ン ) 2 Cu「 ん 9 
ん 雇 に 入れ ば 、 何人 る 平安 を 得 際 り 。 ま と (EE2L 2 と 1 た uh 
た 聖典 へ ( 注 92) 巡礼 する こと は 、 を こ へ 。 ご フル ュ ラン 2 っ 
行き 得る すべ て の 人 々 に 課せ られ だ た る アッ 人 音 人 0 が 2 の 23 Cc4 交 
ラー へ の 義務 な り 。 信 ぜ ぎ る 者 を し て 、 げ 
に アッ ラー が 一 切 か ら 弟 越し て 自足 し 給 う 
御方 な る こと を 覚え せしめ よ 。 

99. 云え 、「 経 典 の 民 よ 、 溢 等 何故 に アッ ラー の 。 し れ に し る 人 多 る 2 ABB 

2 IS ぎ 届 CU Op の CUOeV 5 
神 兆 を 否認 する の か 、 ア ッ ラ テー は ぉ 前 た ち りう て ッ EK 了 二 「 
の 7 タク 
の 所 業 を 胎 覧 する に 非 ず や ? 」 と 。 WV 
100. 云え 、 [経典 の 民 よ 、 液 等 何故 に アッ ラー ooosAS る) CUAU 
っ ンー の と の UMo) 
の 道 より 信徒 な ち も を 阻 み 、 ア ッ ラ ー の 遣 を ) 作 ef 9 
P アグ 7。、 か サダ タグ 5 アデ な 
曲 ん と 欲す る か 、( 注 93) ぉ 前 た ち そ の 証人 上 9 つっ ら 2 
で あり な が 67 アッ ラー は お 前 た ちの 所 02020 0 
業 を 看過 せ ず ] と 。 olOCWAO9 い 1 
注 91 アブ プラ ハム が 常に 神 に 従順 で あっ た と 革 う 事 で 、 彼 が 、 イ スラ エル 人 人 が し だ た 様 に 、 自 分 如 自 の 意志 で 


SS 
スラ ム は イス ラ エ ル 人 と 異な り 、 
う 事 を 言わ ん と し て い 


邊 92 
5 アプ クム が きら CO も き SL 


る の で ある 。 


カー バ に 好意 的 な 歴史 的 証拠 に 言及 し た 後に タル アー ン は 、 何故 カー バ が 、 い つの 場合 に 
CINII の 2 を 2 当 の の 092R SGS 
、(2) カ ー バ は 平和 と 安心 を 与え 、( 


この 件 に つい て は 、 イ 


、 特 に アブ ラ ハ ム の 例 に 、 加 らら う 事 を し な いと い 


も 、 キ プラ 、 
(1) 入 大 な 長 (おき ) で あ 
1 


が 館 礼 に お も せく (中心 と し て 未来 氷 却 も とどまる で あろ うか ら 。 


生 93 
ら せ だ が っ て いる 。“ 


意味 し て いる 。 


は お 前 達 は イス ラム に 不正 が 生 ド る の を 期待 する 。" 


或いは 、“" お 前 達 は イス ラム の 教義 を 邪道 に 陥 い 


ーー 


常 二 章 あみ ー ッ ツジ 


101. 液 等 信徒 た ちよ 、 お 前 だ ちゃ も し 経典 を 拉 < うっ a(S3 少し 2 
か り た る 緊 る 集団 に 従わ ば 、 彼 等 は 人 徒 。 ウツ 2 9 JGR 
な り た る お 前 た ち を 、 再 び 不 信心 者 た らし 1 の 2 い NL 
むべ し 。 

102. アッ ラー の 神 光 だ が お 前 た ち に 読 語 せ 6 GUY 95 2 の 85 73 
れ 、 且 つ お 前 た ちの 中 に 使徒 が 居る と いう の 生 00 才 5 22 千 92 の 
の に 、 ぉ 前 た ち 如 何 に し て 信 爺 を 秦 て 得る eK IP の AG 


W 


の が 必 錠 に 堅く 絶 る 者 は 、 ( 注 9) 必 くし レン 1 h 
ず 正 し い 道 に 導 か る 。 AE2 らち! の! を 
第 十 一 項 
103. 等 信徒 な も よ 、 相応 し き 長 散 の 念 を 以 グン に る クン ルー タ 信 タン リラ レッ レタ イン 
4A こ 85 8311&21c い 
て アッ ラー を 呉れ 散 え 。 敵 依 者 に な ら 6 ず し を て Py 
て 、 死 ぬ な か れ 。( 注 95) の OU は あら ちゃ 降 


104 . 皆 ア ッ ラ ー の 網 に 堅く 和 り 、 分 裂 する な 人 | 
か れ 。 お 前 だ たち が 互 に 仙 敵 な り し 時 、 お 前 を 2 いっち イ 
た ち に 央 え る アッ ラー の 皿 褐 を 思い 起 せ 。 0 02 と る と 
アッ ラー は お 前 だ ちの 心 を 愛情 で 結ぶ 。 ( 注 2 2 タッ ン ラッ 御 AV 
96) ぉ 前 た ち は そ の 軸 下 に よっ て 兄弟 と な つの 2 CE の SETOY 
れる な り 。 ま た ち お 前 だ たち が 業火 の 抗 の 緑 に 2 イン [る ロン リョ ンタ ァ ト スス 「」 
( 注 97) あり し を 、 ア ッ ラ ー が を こよ り 救 PO が EE2 5 
いた り 。 お 前 た ち を 導 か ん が た め に 、 ア ッ ー 2 らら 3 ao9 人 GA の 323 
ラー は か く の 如 くそ の 控 を 明示 し 給 う 。 


ンプ ラタン レラ 


(⑰ 〇 ぅ 2 の へ め の 


ーー に ー = デニ テー ュー 三 、 う ② レタ 
105. まだ お 前 だ ちの 中 に 、 凌 行 に 誘い 、 公 正 5 6 ンタ? 03 本 KG 
を 勧め 、 邪 悪 を 覇 ず る 集団 を あら し め よ 。 2 の ルン 0 
ン 2 プラ ブタ ブル 。 う の 2 ンプ 
29 の 1 うと 6593 5 


注 94 (1) 欄 の 披 律 に 徒 っ て 行動 する 事 で 自分 自身 上 罪 を 日 : 
か た て く て アッ ラー に 忠実 な る 者 。 

注 95 死 が いつ 訪れ る か わか ら な い の で 、 人 は ほ は 、 い つも 持続 的 に その 状態 に な けれ ば 、 神 に 身 を 当 ね た 状態 
で 死ね る と は 限ら ちら な い 。 故に 、 こ の 表現 は 人 人 は 常に 神 に 従順 で な けれ ば な ら な い 事 を 教え て いる 。 

注 96 馬 な る 預言 者 が 出現 する 以前 の アラ ブ の 分 裂 は 他 に 類 あ みな い ほ ど ひ どか っ た だ 。 又 、 一 方 、 彼ら の 僅 
大 な 師 の 模 籠 と 高潔 な 教 を に より 、 結 束 し た 、 ア ラブ 人 の 同胞 愛 の きず な の 強 き は 他 に 区 敵 す る も の が 人 人 間 の 
歴史 上 な い 程 固かっ た だ 。 

注 97 『 楽 火 の 実 の ふち" と は 、 ア ラブ 人 達 が いつ も し て いた だ 、 人 人 間 の 命 を 多大 に 失 な わせ だ 、 破 壊 的 な 戦 
い の 事 を 意味 し て いる 。 


NE 


106. 


107 . 


108. 


109. 


110. 


注 98 
て 客 ち いい の けら ぬれ ね ほぼ 、: 
れれ な いと し た だ たら 、 


比 二 草 


か か る 人 々 は 繁栄 すべ し 。( 注 98) 


明 証 来れ る 後 、 分 裂 し て 互い に 論争 する 
が 如き 者 ども と な る な か れ 。 役 等 に は 量刑 
ある で し 。( 注 99) 


その 日 、 或 る 者 の 顔 は 折 く 、 ま た 惑 る 者 
は その 顔 黒く (な らん 。(《( 注 100) を の 顔 消 く 
な る 莉 は 云わ れん 。「 お 前 た ち 一 旦 信じ て お 
き な が ら 、 信 仰 を 翻 し た な ? る れ ば 、 不 
信心 逆 の 箇 罰 を 味わえ | と 。 

イー 居り 1 


その 顔 日 く な る 者 は 、 アッ ラー の 御 起 に 
浴 し 、 永 久 に を の 中 に 住ま ん 。 


こ は 長 理 を ( 注 101) 包 含 す る アッ ラー の 
宰 兆 な り 。 われ ら 之 を 液 に 読 語 す 。 ア ッ ラ ー 
は 信 間 に 如何 な る 不正 を も 望ま ず 。 


犬 に 在 る も の 、 地 に 在 る も の 、 こ と ご と 


く 〈 く アッ ラー の 所 有 な り 。 面 し て す で て の 事 
柄 は 、 裁 決 の だ た め 必 ず ア ッ ラ ー に 帰る 。 


少な く と も 心 の 中 で それ を 憎 ま せ よ 。 


伝 を られ て いる 。 (ムスリム ) 


注 99 
和 に 
注 100 
i、108 1 75 1239 一 25 : 80 1: 
同 共 


注 1] 
到来 し だ 一 即ち 、 
る に は 絶好 の 時 で ある 、 


IO 
つい て 述べ て いる 。 


クル アー ン で は 「 円 る 」 と [時 る 」 を 、 


な る | と いっ た 表現 を し 、 


ょ の 意味 を 表わし て いる 。 


ーー 


ふ 教 徒 に 不一致 と 不調 和 の 危険 を 


[真理 | は 先ず 、 神 の これ ら の 啓示 叉 は 御 言 華 は 真実 に 充ち 溢れ て 
お 骨 だ ち は そ れ ら を 受け と る 権利 を 持っ て いた 。 る 


メデ ルオ あみ ラー シン 


c79CSHW 
dEGGTOANL4RRCLP 
GO2 2 813 で 222E 


と ウッ タタ シル ナイス の の 29 9 ん アン 2 の 打 


3 55 2 
タッ タン /5 ニン ッ ン ラダ タッ ン の c59 タタ タ ぁ ュ ン ノレ 
0 の 9 の 
oo525 な 0 っ 和 II 
あみ みう 99 2 プッ ー ン 2 る ン レ 
の ani 
6 は esa 
トメ え 」 1 ピア デア グズ ラン M 
Mi AMi 


⑨ の し 全 1 ou 


と Ce は 3 1 2 


EGG が エ 


と 92? タウ 


⑯ っ ゅ oe| 


崇 な ER 0 の が 邪悪 な 事物 を みつ け だ たら 、 手 で それ を 払い の け よ 。 も し 
それ や 禁止 せよ 。 
に し か 上 。 


了 ず く で も 、 言 葉 を 介し て で も 、 止 めき る せら 
を それは 最も 弱い 形 の 信仰 で ある 。] と 語っ た と 


$ だ ら そ うと し た 隙 の 総 典 の 民 の 混乱 と 意見 の 不 


それぞれ 辛 せ と 起 し あみ を 箇 和 薇 する ぉ もぉ の と し て 用 いて いる 。(3 | 
39 一 41) 人 人 が 賞 設 き れる べき 行為 を 為す 時 、 
逆 の 場合 に は 、[ 彼 の 顔 は まっ 時 に 


アラ ブ 人 は 人 彼 の 上 を 2 放 の 32 
BN の お 


いる 。 第 2 に 、 そ れ ら は 権利 と し て 
し て 最後 に 、 こ れ は 、 そ れ ら を 明 折 に す 


<fe 


日 


電 還 際 


112 . 


113. 


114 . 


民 


第 十 二 項 

お 前 た ち は 、 人 間 の た め に 集め られ だ る 
最良 の 人 々 な り 。( 注 102) お 前 だ がち は 災 事 
を 科 め 、 邪悪 を 禁じ 、 ア ッ ラ ー を 信じ 奉る 。 
も し 経典 の 民 も 信じ た だ た り せ ば 、 そ は 役 等 の 
だ め に よ か り だ る も の を 。 役 等 の 中 に は 信 
者 $ い る が 、 大 方 は 不信 選者 な り 。 

役 等 は お 前 た ち に 、 わ ず か ば か り の 損害 
し か 加え 得 ざ る な り 。 だ と い 役 等 が お 前 た 
ち に 戦い を 挑む と も 、 彼 等 は 必ず 敗走 すべ 
| 半 箇 し て 彼 等 は 援助 きれ ぎる べし 。 

役 等 は 、 アッラー まだ は 人 間 と の 契約 に 
よっ て 保護 きれ ざる 限り 、 何 処 へ 行こ うと 

、 必 ず 屈 辱 を 被る べし 。 役 等 は アッ ラー 
の 尿 を 抱き 、 不 補 に 身 わ れる 。 ( 注 103) 
は 役 等 が 神 光 を 拒否 し 、 天 言 0 0 
に 殺せ る が 故 な り 。 そ は 彼 等 が 常に 反抗 し 、 
RDC 


彼 等 と て 資 問 じ に 非 ず 。 給 典 ほ の 民 の 中 に 
は 義 し い ぃ 一団 あり 。 彼 等 は 夜中 に ルン が 
の 御 言葉 を 謗 語 し 、 ア ッ ラ ター の 御前 に 軸 ! 
3 

彼 等 は アッ ラー と 最後 の 日 を 信じ 、 正 義 
を 御 め 、 著 二 を 禁じ 、 互 い に 善 行 を 競う 。 
これ 等 は 正義 者 な } 


(992 


ET の 
22| 9 1 スク CA4I ンー ン ッ クン 2 マン ン 
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注 (W この 厩 で は イス ラム 教徒 が 最も 良き 人 和信 々 で ある と 主張 きれ て いる の み で な く 〈《、 Se 入 べ られ て 
いる 。 は 3) 彼ら は 全 人 人 類 の 普 き 者 と し て 取り あげ 6 れ た 。 そし て 、(2) 美 を 行使 し 、 宮 を 侍 じ 、 そ し て 貴一 無比 の 


神 の 存在 を 信じ る 事 が 彼ら の 義務 な の で ある 。 イ スラ ム 教 徒 の 栄光 は 、 


で あ 


注 10 


し め 
現在 


の 国 に 
あら ゆる 種類 の 不 名 准 と 、 


る 。 


られ る 連 似 に あり 、 
に 到 る まで 、 ユ ダ ヤ 人 の 歴史 は 、 
訟 て 、 そ し て それ は 啓 宜 と 


面 に すぎ な い の で ある 。 


5 も 


ここ に は ユダ ヤギ 人 に 関す る 重要 上 且つ 遠 大 な 預言 が 包括 きれ て いる 。 そ の 預言 と は 、 
他 の 民族 に 款 従 し て 生き て ゆく 《 事 と な る と いう も の で ある 。 
この 索 し い 頂 店 の 正実 を 雄弁 に 物語 っ て いる 。 全て の 時 代 に わ ヵ 
許容 の 現代 に 於 て すら 例外 で は な く 〈、 
は づか し め に あっ て きた 。 イ スラ エル 押 家 の 建設 は 、 ユ ダマ ヤ 民 族 の 人 生 の 一 時 的 局 


HL 00 つの 条 作 深 第 で 右 さ れる の 


彼ら は 永遠 に 恥 づ か 
更 な る 頒 言 者 の 時 代 か ら 
『 貞 弄 / di 
ユダ や 人 は ほ は ひどい 括 寄 の 貫 牲 首 で あり 、 


ツーーー - ゆ っ 
| し 
サー コ E 





116. 何事 に せよ 普 を な る ば 、 そ の 報 導 を 拒 ま 
れる こと な ヵ か る べし 。 
神 を 胃 れ る 者 を よく 《 知 り 給 う 。 


こども ら 


117. きれ ど 不 信心 者 どぉ は 、 を の 財産 ぅ 子女 
SE ざる べし 。 役 等 
業火 の 住人 な 5 。 彼 等 は その 中 に 永久 に 


ん 。 


118. 彼 等 が 現世 で 爆 や せる こと を 違う れ ば 、 
厳し い 突 き が 吹き よせ て 、 己 れ 自 身 に 害 な 
せる 人 々 の 収穫 を 潰 減 せ し むる が 如 し 。( 注 
105) ア ッ ラ ー が 役 等 を 害し た に 非 ず 、 彼 等 
目 ら 己 れ を 害する な り 。 


119. 液 等 信徒 な ちょ 、 お 前 たち の 仲間 以外 の 
着 と 親 安 を 千 ぶ な か れ 。 彼 等 は お 前 た ち を 
破 江 きせ る だ め に 苦 タ な を いと わざ る で し 。 
役 等 は お 前 だ ち が 災 難 に 壮 う こと を 喜ぶ 。 
( 注 106) 憎 悪 は すでに を の 稼 よ り 吊 だ り 5。 

きれ と 彼 等 の 胸中 に 蔵 せ る も の は 更に は な 
は 。 われ ら は すでに 数 々 の 神 光 を お 前 
だ たち に 明らか に せり 、 も し お 前 た ち 理 解す 
る な ら 。 


( 注 104) ア デッラ ー は 


の と の ざき 2 れる 32 タン ぅ 
7ocJe 2h の OS る e2 sb (2 う 
2 
ec も 


の 人 IIMG19AN(PUI 
Esi912 22859 

es 
COOA 06585 しさ 


GA と 


PB 人 め EC 和 の 
KEK っ と 列 21 じ 2 だ 第 
(CGIT 
CCCkK の IOANIIVGH 
ゅ ひっ 855 と MS りあ ( の 
2 る sea 所 る 
いら)1 い て 8 次 
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注 100 イス ラム は 国家 或いは 部 族 レ ベル の 宗教 で は な い 。 イ スラ ム に 加わ る 省 は 、 そ の 所 属 社会 や 信条 が 何で 


あれ 、 当 釣 の 事 な が な ら 2 
が どう こう で ある と いっ た 理由 の 貸 見 
る 人 も 、 一 イス ラム に 帰依 すれ | 


に みち た 不当 


公明 正雄 に ふる まえ ば 、 信 人 の を その他 の 信奉 者 同様 、 同 ビ 報 酬 を 受取 る の で ある 。 還 称 
な 扱い な どう け な い の で ある 。 ユダヤ 人 も ふ 、 
の 7 の 


駐 他 の いか な 


注 3 この 節 の 根底 む な す 考え と は 、 イ スラ ム に 敵対 する 不信 者 の 努力 は 自分 達 に は ね か える と いう 事 で あ 
る 。 不 信者 が イス ラム を 傷つけ よう と し て 為す 事 全 て は 結果 と し て 帳 分 達 を 傷つけ る 事 と な る の で ある 。 


注 則 彼ら が 待ち 望ん を で いる の は 婦 前 達 が 不 夢 や 災難 に み ま わ れる こと 、 
公明 正大 な 道 を 時 み 外 すこ と 、 罪 深き 生活 を お く 


する こと 、 或 い は 、 


1 一 


減 び る こと 或いは 、 級 《 な っ て 月 壊 
る よう に な る こと な の で ある 。 


ーー ーー 
了 前 | 


ーー ーー 


アデ アール ・ イ ムラ ヲ ラーン 





120 . 


121 , 


2 


123. 


注 症 


見 よ 、 お 前 だ ち は 彼 等 を 愛す れ ど 、 彼 等 
は お 前 だ た ち を 愛せ ず 。 お 前 た ち は 経 堪 を 信 
本 その 全部 を 信 ず 。 人 然るに 彼 等 は 、 ぢ 前 
だ た ち に 会 えば 云う 、( 注 107) 「 我 等 は 信 ず 」 
と 。 されど 自分 たち だ け に な れ ば 、 民 怒 の 
乏 り その 指先 を 噛む 。 云 ぇ 、「 慣 死な せよ 。 ( 往 
108) げ に アッ ラー は お ぢ お 前 た ち が 胸 中 に 隠す 
も の を 熟知 し 給 う 」 と 。 

お 前 た ち に 好い こと が 起 ら ば 彼 等 は 悲し 
み 、 悪 いじ こと が 降り か か ら ば 、 を そこ で 役人 等 
は 喜ぶ 。 る れ ど お 前 だ ち が 信 全 帳 回 に し て 、 


正義 な ら ば 、 彼 等 の 妊 策 \ は 決し て お 前 た ち 
を 害 す る こと 能 わ ず 。 1 げに アッ ラー は 彼 等 


が が すこ と の すべ て Ag ( 注 
109) 
喝 十 三 項 

流 早 朝 に 家 を 出 で 、 信 徒 な ち を 戦闘 配 軒 
に つか せ し 時 の こと を ( 注 110 ) 思い 超 せ 。 
アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 
の 

まだ お 争 だ ちの 二 還 が 、( 注 111) 勝 病 か 
ぜ に 吹か れ て 勇気 を 失い か けし あの 時 、 
アッ ラー は 役 等 の 守護 者 な りき 。 さ る れ ば 信 
徒 に ちょ 、 ア デッラ ー を 皿 み と すべ き な り 。 


文脈 か ら す る と 、 | お 前 だ たち に 


が 下 い は それ に 類似 し た 語句 を 捕 な うと よい 。 


注 1 


「 慎 死 せ よ 」E は 、 イ スラ ム に 敵意 を 抱き 、 イ ス 


で ある 。 


注 0 
全て の イス ラム の 英 で ある 者 


る の で ある 。 


注 110 
め に 、 
望ま き な い まま に 、 斑 な る 預言 填 は 、 
め た 1000 名 の 戦 カ で 、 敵 と 戦 する 為 、 メ ディ ナ を 後に し た の で ある 。 戦闘 は 、 ウ ハ ド で 行 


ウス に 所 属す る バ ヌ ー・ サ リー で て と バ メ ヌ ー・ 
が 実際 に は 、 ひ る ん だ の で は な てく 、 
小隊 で あっ た イス ラム 軍 が 更に か い 減 状態 た 上 な っ た 為 、 イ スラ ム 軍 を 見 す て よ うと の 思 
実際 に は みす て た り は し な か っ た 事 を 示し 


go 


生 111 
部 衣 で あっ た 。( ブ ハリ 、 
に 門 月 ⑳ あ た りり に ル 。 
いか いわ か すめ だ た の が 、 


それ ぞ れ ハズ ラジ ュ と 上 ア 
マガ ジ 書 ) こ こ で は 、 彼 6 


ー つ の 隊 と は 、 


会 えば 云う ] の 文 の 後に 、 


ンタ タタ クン ジッタ タン アル 2 タス 2 ダ る 人 RI 


の ジ め の 仙 計っ うし っ 
PR INRRIRMI の ウマ 
除き 05 人 ち 3oe059U&S 3 

⑯ っ 20ual ら > と 2 AE 


レン る 2 2 タッ 9 と る アプ ン 4 イ アン * ス る の 
7 1 う て A る 3 2 2 WM 


@ ウ 
シレン 


9) こっ 
4 
ゅ っ 2 


2 る 29 ゥ ブ 


eo 
うい 25081 民 信 23 


アン ゥ デン ン う 


3 の 0 うう 
リタ ッッ ンダ ッ クン 2 [7 
の を し だ と 455 JC30 


デブ 


2 の 


QAoooe5 


32 外 て と を し ン 3 マン ^ 
ES LSE) 5 人 5 さら 3 

と ゥ タ 299 < パ 
@ の oe を 5 の 凍り 
理解 の た め に “ 彼 6 は 一 切 経 暴 を 信じ て いな い 
ム を つ うと し て いる ユダ ヤ 人 人 に 向け 65 れ だ も の 


神 が 彼ら の 行為 を 無 に し て 彼ら を 破 減 き せ て 下 $ る か ら 、 イ スラ メ ム 教 従 は 彼ら を 恐れ る さき で は な い 。 
達 の た くら み は 神 の 曽 に 著 ら か で あり 、 


神 が 彼 ら の 計画 を 実現 で き な く し て 下る 


ここ で 述べ られ て いる の は ウ ハ ド の 戦い で ある 。 バド ル で の 敗北 の 屈 硫 を は らき ん と し て ヒジ ラ の 三 年 
メッ カ の クラ イシ ュ は 、 3000 名 の 精鋭 か ら 成 る 武装 軍 も ひき つれ 、 メ ディ ォ ナ へ の りこ ん で きだ た の で ある 。 
後に な っ て 逃亡 し て し まう アブ ドッ ラ ・ ビ ン ・ ウ バイ の 0 和信 の 信奉 者 を 含 


な お わ 入 だ 。 


ハリ ー サ の 二 つ の 
アプ ドッ ラ の 3 人 人 の 逃 


て いる 。 


て に 


局 
遇 | 
と + 


アー ル ・ イ ムラ ー ン 





124.。 アッ ラー は バド ル に お いて 、( 注 112) お 36 人 0 ン ER HP ルル 2 2 
前 た ち が 劣 勢 で あり し 時 、 お 前 た ち を 助け と と し Ko) 人 GJ 
だ たり 。 る れ ば アッ ラー を お 前 た ちの 守護 者 es 何と の 


と し て 長 れ 散 を 。 き すれ ば お 前 た ち 、 感 許 
の 気持 $ 痛い て こよ ょ よう 。 
125. を の 時 、 液 は 信徒 な ち に 云え り 、「 主 が 天 ルス K 9 
2 っ LC53 に 
ょ り 三 千 の 天使 を 降 し 、 溢 等 を 助け 給 う 。 PT みみ 3 0 
( 注 113) お 前 た ち そ を れ で も 足ら ぎる か ? 」 0 MA 
と > 
126. 然 り 、 お ぉ 的 だ た ち が 信 念 墜 固 に し て 、 正 義 の 1 2 563 じ 5 323 2 る 
っ lO うと の ) 
な ら ば 、 敵 が 急 志 す る と も 主 が 五 千 の 天使 9 


を も っ て ( 注 114) 猛攻 し 、( 注 115) お 前 た る IA (0 8) 5 CC 80 で 人 


ちや を 助 《 く べし 。 5 2 
(ピッ ンー 


2 た だ ジー は だ だ 之 に ょ っ て お 前 た ちの 心 も 人 人 8 る 9 CE 1 シグ 
を 安心 きせ ん が た め 、 倒 報 と し て 逐 を お ぉ 前 5C DPtLIEE4V 


し / 作 


だ た ち も に 伝え だ る の み 。( 注 116) 助け は た だ 、 の 2 
刊 大 に し て 賢 哲 に まし ます アッ ラー より 至 2 
お 。 


注 11) バド ボル と は メッ カ ヒ と メデ ィ ナ の 問 に ある 道 千 い の 也 名 で ある 。 そ の 地名 は 、 バ ドル と いう 男 が 持っ て い 
た 朱 に 由来 し て いる 。 こ こ で 述べ られ て いる バド ル の 戦い は 、 と の 地 の 近 く で 聞 わ れ だ 。 


潤 113 バド ル の 戦い の こと で ある と まち が っ て 解 息 き れ て いる が 、 前 節 で 、 だ たま たま 、 確 回 た る イス ラッ 教徒 
が 危険 に 陥っ た 時 、 神 が いか に 助け られ だ か を 示す 為 に 述べ られ た バド ル の 戦い わき し て いる も の で は な い 。 
8 :10 に よれ ば 、 バ ドル の 戦い 時 に つか わき れ だ 天使 の 数 は 、 敵 の 1000 名 に 対し 、 同 数 の 1000 名 で あっ た 。 
ウ ハ ド の 戦い の 叶 の 敵 の 数 は 3000 名 で あっ た だ 為 、 こ の 時 つか わき され だ 天使 の 数 は 3000 で ある 。 こ の 約束 の 成 
就 に つい て は 3 :1 に その 説明 が ある 。 


注 Il も し 不信 者 達 が 、 イ スラ ム 軍 が 軍勢 を だ て 直す 間もなく 《 く 、 火 急 に 攻め て きだ た ら 、 神 は イス ラム に 5000 の 
天使 を 送り こん で 下さ きる と の 意 味 で ある 。 前 述 の 3000 に 比 し 5000 と 天使 の 数 が 増え て いる の は 、 ウ ハ ド で は 
イス ラム 軍 は 手 成 し く 攻め られ 、 多大 な 被害 を こう むり 級 体 化し て いた だ た から で ある 。 メッカ の 近 ( く まで て 来 だ 時 、 
クラ イシ ュ は 戻 っ て も う 一 度 イ スラ ム 軍 を 攻撃 する 事 に し た 。 戦い の 一 日 後に 、 丹 な る 預言 者 が 、 こ の 事 を 知 
る に 至っ た 時 、 直ちに 行軍 せよ と の 命 を 出し 、 ウ ハ ド の 戦い で 彼 と 共に 戦っ た 者 だ け 後 に 続く 様 に と 指揮 し た 。 
を し て イス ラム 吾 は メデ ィ ナ か ら 8 マイル 離れ た ハム ラ ・ ア デル ・ ア サド ま て 出向 いた の で ある 。 こ の 茶 敢 な 壁 
な る 人 拓 言 者 と その 信奉 者 の 了 予期 せ ぬ 出現 に 、 威 上 き れ だ メッ カ 軍 は 、 大 急ぎ で メッ カ に 退却 し だ の で ある 。 こ 
- れ は 天 便 達 が 彼ら 6 の 心 に 投げ か けた 恐怖 の せい で あっ た だ た 。 を そう で な けれ ば 、 削 日 の 了 戦い で 数 も 減り 、 慢 つき 、 
消耗 し きっ て いる イス ラム 軍 を 前 に 退 加 する 訳 が な いか ら で あ る 。 


注 15 彼 は 突然 、 果 惑 に 彼ら を 角 い 、 役 ら が 大 能 壊 する 様 な 働き を し た と 言っ て いる の で ある 。 


注 16 天使 遅 は イス ラム 軍 の 心 を くじ ビ け な いよ うに する 一方 で 、 瑞 の 心 に 威 と 恐怖 を 送り こん だ 。 も し 神 が 
そう 召さ れ た だ たら 、 天使 が だ たっ た 一 人 で あっ て も 、 ウ ハ ド で の イス ラム 軍 を 助け る に 充分 ど で あ っ だ た が 、 神 は S000 
の 天使 を 送る 事 を 約束 きれ た の で ある 。 こ の 事 は 、 そ の 時 、 多 大 な 自然 の 力 が イス ラム 軍 に 好都合 に 働い だ 事 


Sb 


LM 


3 メーーー 
半 マ 


デール ・ イ ムラ ー ン 


ゞ 本 いい = 近 ば に AV エン イア の ー ノ ックス ルフ レラ レン 
128. こ は ア ッ ラ ー が 、 不 信心 者 ども の 一 部 を MAG うま NM 14323 
デー 


忌 


切り くず し 、 或 い は 内 墜 きせ て 失望 し て 退 ッッ 
去 せ し ゅ ん が だ め な り 5。( 注 117) oss は 


29 ノッ ノダ ォ ノ え ィ アプ ニー とう 2 デ 


129. アッ ラー が 彼 等 を 容赦 し よう と 、 は た は ンタ 2 る ニッ 
記 
に ネ 計 な す 委 人 に 剖 し ょ う ょ 、 流 eu 2 と の 1 の の 2062 


きか も 関与 せ ず 。 ⑨⑩ 〇 AB > の 


130. 犬 に 在 る も の 、 地 に 在 る も の すべ て は タン も の 、 タ 2 ン あく 2 の タ クー ネ レ テレ レー いれ の ロ ち 人 レッ 
グー ー の 所 有 な 9 。 の ッ ラ テー は 御 心 の ま の っ タ 5 のり は 2 es 
ま 誰 で も 攻 い 御 選 の まま 鞭 で も 剖 し 給 う 。 2 と 3 を 20022U5 22 の 83 3 多 
アッ ラー は 嘉 大 に し て 、 慈 悲 深 《 ま し ます 。 
第 十 四 項 
131. 液 等 信徒 な ちょ 、 倍 を また だ 倍 に する 利息 CCSaW 1 狗 Io の 40 


を 商 る な か れ 。 お 前 だ ぢ 栄え ん が だ た め に は 。 
ロ う の レン と パイ 
アッ ラー を 叶 れ よ 。 ( 注 118) の OR 0 18635 
132. 面 し て 不信 心 者 ども に 準備 きれ た る 4 業火 を ン 
中 の 08 WS ⑩CSMU の | MSBUUS15 
を 居れ よ 。( 生 119) ^ 
= ュ ホモ - 主 に as ュー ニー 主 他 た ュー 人 婦 し タ ルン 〆 ど 39? ノン 1 ぅ , 
133。 お 情け を 戴く だ め に 、 ア ッ ラ ー ト 使徒 に OS set92Ub 
人 征 え 。 
134. 主 の 因 息 を 得る た め 、 し て 天地 の 知 く と だ 2 に うら 2 が 2 あめ ド 穫 
広大 な る 楽園 に 入る だ め に 急げ 。 を は 神 を ッ ン , 0 2 
呉れ る 者 の た だ め に 潤 : 120) ⑯CASEU dg ) っ ら 1 3 つい 





を ほのめかし て いる 。 更に は 信者 の 中 に ぉ 不信 者 の 中 に も 、 バ ドル の 戦い 時 に 、 実 際 に 天使 送り 次 や みた も の 
が いた と 伝え を られ て いる 。 8 : 10 も 償 せ 読む 事 。 


注 17 聖なる 預言 者 は 、 メ ッ カ 人 達 の メデ ィ ナ へ の 急襲 を 予定 し て いる 帯 を 知る 殆 、 メ ディ ナ に 回 っ て 、 行 車 
し た の で ある 。 メッカ 軍 は 、 み っ と も な くも 防 し げ も な く 逃 げ だ し た の で ある 。 


洋 118 キリ スト 教 国家 に 診 て 、 今 で は 法律 的 に 認め ゆら れ て いる 、 利 皿 を 斉 す と いう 事 は 、 モ ー ゼ は 禁じ て いた 。 
( 出 テ ジグ プ ト 記 22! 25、 レ ビ 記 25 : 36、37 : 申 命 記 23 : 19、20) こ こ で は 、 妥 当 な 利息 な ら 6 許 る れる が 、 地 利 
0 容 当 て あろ 2 ょ 極 誤 て あろ う と 、 利息 を 課す と いう 事 自 体 
が 禁じ られ て いる の で ある 。 そし て ' 北 倍 に も な る と いう 記 味 に 解 息 き れる 語句 が 、 実際 に 聖 な る 預言 者 の 時 代 
に 、 流 行っ て いた 慣習 を 指摘 する 。 2 : 納 一 別 参照 。 
注 19 2:26 で も 、 戦 火 の 警 告 を 後に 述べ て 、 利 所 の 禁止 が 説 か れ て いる 。 一般 的 な 意味 の 他 に 、 こ こ で 「 不 
信者 "と る れる の は 、 利 所 に 関す る 律 を 守 LGA ぬ 者 で ある 。 
注 I 人 0 この 箇 は 、 商 売 や 売買 が 利 選 な し で は 動か せな いと 現在 の 状況 か 6 信じ こま る れ て いる 者 達 へ の 答 を 人 旋 
し て いる 。 そ し て イス ラム 救 徒 は イス ラム の 教え に 徒 い きら えす れ ば 全て の 利益 を 受け られ る で あろ うと ここ 
は 述べ られ て いる 。 又 、 楽 園 と は 天上 と 地上 の 両方 に ある と 書か が れ て いる の は 、 信 者 で あれ ば 、 現 世 と 来世 に 
楽園 を 持つ 事 を 意味 し て いる 。 聖なる 預言 者 の 肌 名 な 言葉 が 楽園 と 地 麺 に つい て 興味 ある 光明 を な げ か けり て い 
ー117 一 


っ 


アー ルレ * イ ふ ムラ ー ン シン 





135. 連 な と き 5 不 連 な と きも 喜 捨 を 行い 、 
篤 り を 抑え 、 他 人 人 に 宮 容 な 人 々 の た め に 準 
備 さ きれ る 。( 注 121) ア ッ ラ ー は 区 事 を 行う 
人 々 を 愛し 給 う 。 

136. 面 し て 卑屈 な 行為 や 、 過 失 を 犯 せる 時 、 
ゲッ ラー を 想い 、 罪 の 容赦 を 請う 人 々 ー 
アッ ラー 以外 誰が 罪 を 赦し た り 5 り 出来 よう ぞ ? 
ー ま た 、 し て 米 だ こと を 下 い と 知り つつ や 5 
続け な い 人 々 。( 注 122) 

137. こ 航 等 の 者 へ の 報 決 は 、 主 より 2 と 
河川 元 和 れる 楽園 な り 。( 注 123) そ こ に 彼 等 
は 永久 に 住ま ん 。 善 ? 行者 の 報 湊 は な ん と 和 
晴らし きか な 1} 


138. お前 た ちの 以前 に 幾多 の 処 同 の 例 あ り - 
地上 を 旅 し て 、 頒 言 者 た ち を 路 つ き と し て 
過 せ る 者 ども の 未 路 が 如何 な る も の な り し 
か を や を 屋 よ 

139. こ は 人 々 へ の 宮 言 な り . 
着 へ の 潜 導 並び に 訓 戒 な り 

140. 列 気 に な る な か 和 抽 、 ee お 


まだ 神 を 思 れ る 


0 上 る 519 06588 40 
dE G 才 AA5OENIC と と OU 1 


ア / 


シン 。 タン 人 ウイ クィ フン 2 る 
他 2 06 凍 は 時 FRAOHIOAIY 
2 て ラン ン の ッ タ ク 
多 3 彰 独 光 の POUR 

ン 22 64029 し 【 ン 

⑥ 〇 yASD 2 AA 耳 

ッ る の 4 ンク 。 ゃ て 。。 タン ラッ ン 科 べ の 
Soft 
深 とる 4 レ 0 の PC ら 2 
Ai 
3 2 ン J 人 ンタ 2 マン 5 

の と 9 こ ag 


CoA2143 レ AG 


9 の も ッ ラグ w ウル ノ を 
EE 96O ぁ う oU ら し 


2 タン ゥ ン 


2 5585 な 
うえ ド に ゃ 
前 た ち 真 の 信者 な ら ば 、 必 ず 勝 利 を 得 ん 。 ン ン ン う ゆ ン 9 
( 注 124) 1 キ プ 

好 ち 、 楽 園 が 天上 と 地上 と よ に ある と いう の な ら 、 一 体 地獄 は ば こ に ある の か ? と いう 問い に 対し 、 下 な る 
頂 店 者 は 、 答 えて “それ で は 恒 が や っ て くれ ば 、 夜 は どこ に 行く て と いう の か ?" 上 語っ た 。 そし て 更に 、 楽 賠 
の 報酬 は 天地 の 問 の 空間 程 に 俸 大 な も の な の で ある と 語っ た と も 伝え られ て いる 。 こ の 事 は 、 楽園 上 は 心 の 
状態 で あり 、 決 し て 物理 的 場所 を きす 訳 で は な い 事 を 示し て いる 。 

「 

年 14 人 人 は 他人 人 が 自分 に し か けた いやがらせ や 罪 を 完全 に 忘れ る 、 或 い は 、 選 に 全く 何 の ひ の あ と も な く と 5 払っ 


て し まう と いう こと は 、 最 庫 の “許し "寛容 さき " な の で ある 。 それ は 、 罪 の 抹消 だ け で な 〈、 を の 痕 跡 す 6 あ 


と か だ た も な く 消 し 去り 、 忘 れる 麗 を 意味 し て いる 。 


邊 122 普 人 が 換 然 、 追 徳 的 に 堕落 し て も 、 自 分 の 行動 を 正当 化し た り せ ず 、 諦 直 に 罪 を 告白 し 改め る よう に す 


ti ば よい 。 


羽 か ら そ の 行為 を 悔い て 和信 が が 神 に 本 当 に 帰依 し た 場合 は 、 彼 は 神 に 許さ きれ る だ け で な 


さき 下 き り 、 天 国 を 約束 し て 下 き る 。 


注 199 罪 を 犯し た 後に 、 
く 、 神 が 彼 を より 高い 精神 の 極み に お 導 


呈 装 ここ て は 、 一 国家 或いは 一 個人 が いか に 、 強 《 な り 強 る を 維持 する か と いう 重要 な 原則 が 具体 化 さ れ て 
いる 。 そし て ゆるめ る な か れ と は 、 将 来 の 危険 に 関し て で あり 、“" な げ く な か れ " と は 、 人 包 去 の 誤り や 不運 


ルル 沿 一 


玉 
遇 | 
革 


アー ル ・ イ ムラ ー ン 





141. お 前 だ ち 負 者 を 受け た れ ど 、 敵 側 $ も す で 73。 の イス フッ る 7 ンプ ーッ ンプ の ラン る 4 
k 1 うー ン デ み る 
に 同 程度 の 損傷 を 人 12 所 りり た 5。 も を 2 の の の の の た つの 
ら が 人 間 の た め に この よう に 幸運 の 日 と 不 ART Ge の 6 59 人 う 
運 の 日 を 与 う る は 、 Reef し イン 8 
2 な が す た め で あり 、 こ れ に よっ て アッ 2 5 な うば 4loo 
ー が 真 の 信者 を 識別 し 、( 注 127) お 前 た ンタ ET 
ちの 内 より 真理 の 証人 を ( 注 128) 作 り 給 5 の っ 
だ め な り 。 ア デッラ ー は 不義 者 を 愛し 給 わ ず 。 
142. そ は まだ アッ ラー が 信徒 た もち を 浴 め 、 不 ノッ アイ メア アソ アス ョ ンタ カン 
者 を 興 流せ ん が た ら な り 。 (mp) OLGKA24IGAMdbroe03 
143. お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー の 道 の た め に 誰が 表 ンタ る 兄 、 イ アイ ブフ る ンタ ラン ラン クタ ッ ニン ッ ン 
2 られ PI0 ま で 1 | ou 
敢 に 収 い 、 誰 が 耐え 娘 び た る か を アッ ラー 7 9 Re ン 
- が 区 別 せ ぬう ち に 、 楽 圏 に 入れ る と で も ぁ る ua スッ 2 6 2 る > 
思っ て いる の か ? ( 注 130) 
144. お 前 た ち は 死に 直 硬 する 前 は 死 を 望み た 3 な ( ン 内 の 0270 の 6.780 の 2 の 
5 ごろ ol ら 8 いひ 3 
5 。( 注 131) る きれ ど 、 い ぎ 面 と 向 を えば 、 お 前 DO 5 
タ ノ う プ イー 
た ちの 或 る 者 は 死 か ら 逃 れん と す 。 の 22512 かる けい 





に つい て で ある 。 国家 の 状 退 は ひと え に 、 そ の 責任 の 正しい 認識 の 気 を ね いて し まう か 大 か と 、 過 誠に 思い を 
めで ぐらす か 滞 か に か か っ て お り 、 そ の 二 つ を 人 怠っ た 国家 は 次 退 す る の で ある 。 この節 で は これ 6 二 つ の 人 危険 に 
対す る 入 千 が な さる れ て いる 。 


注 15 他 の 箇所 (3 : 1 人 5) も 参 妥 。 
生 16 “ 栄 の 日 々 "と “ 不 過 の 日 々 " 


注 層 全 知 全能 で あら れる 神 は 、 何 ら 自 分 の 知識 に 付け 加え を る も の な ど 必 要 で は な い 為 、 こ こ で 意 味 き れ て い 
る の は 、 二 者 間 の 識別 に つい て の み で ある 。 知識 (イル ム ) に は 二 種 類 あ り 、 一 つ は 、 存 在 が 分 か る 前 か ら 認 
誠 す る 知識 で あり 、 も う 一 つ は 、 実 際 に 存在 する 様 に な っ て か ら 認 識 する 知 涯 で ある 。 こ こ で は 、 後 者 の 知識 
の 事 を 指す 。 


年 18 信心 深い 者 達 は 、 不 通 の 時 に 自分 達 が 築い た 高潔 な 模範 と 、 確 回 た る 信念 に より 、 イ スラ ム の 太 実 の 証 
人 と な る の で ある 。 


注 199 ウ ハ ド の 戦い は 幾ら か の 不信 者 達 に イス ラム こそ を 宙 の 真実 の 守 教 で ある と の 認識 を 与え た 。 


秋 10 人 の 男 所 を 試す の は 試練 で あり 苦悩 びあ る 。 そ し て それ 6 な く (し て は 精神 の 発達 や 純化 は あり えな い の 
で ある 。 


征 ここ で て の“ 死 は 戦い の 意味 で ある 。 何故 な ら 戦 争 の 結果 が 死 で も る か ら 。 戦い と は 、 装 備 や 人 員数 
に 珍 て 敵 軍 と 比 し 極端 に 弱体 で あっ だ イス ラム 軍 に と っ て 、 死 を 意味 し て いた だ た 。 ウ ハ ド の 戦い の 時 に 、 聖 な る 
需 言 信 は メデ ィ ナ 市 中 で 敵 と 対戦 する 事 を 提案 し た が 、 役 の 同胞 の 内 、 特 に バド ル の 戦い に 参加 で き な か っ た 
痢 は “我々 は この 日 を 待っ て いた だ の です 。 うっ て 出 て 瑞 と 戦わ せ て 下さ きい 、 を そう で な けれ ば 、 連 中 は 我々 を 香 
令 者 ほ い に う で し ょ う 、 と 訴え だ の で ある 。“" 流 は この 死 を ずっ と 待ち 望ん で いた "と の 表現 は この イス ラム ュ 教 
徒 の 願い を る し て いる の で ある 。 


SL 


了 ーー 
芝 三 章 ゲー ル ・ イ ムラ ー ン 


第 十 五 項 
145. ムハンマド は 一 使徒 に 骨 ぎ ず 。 使徒 だ ち US? スィ の 29 ン bt 
は 皆 彼 に 先だって 逝け り 。 $ し 彼 移 す が 、 63 舌 aCE の 
成 い は 科 害 きれ な ば 、 お 前 た ち 腫 を 返さ ん 2 の 2 る (人 短 の 





と する か ? (人 注 132) 誰が 中 を 返 を 2 5 る の:。 。 ン ノ ルン ラッ 1 ビッ ノン 
アッ ラー を いる る か も 害する こと な し 。 と っ 補う し 2 SE AG 
アッ ラー は 必ず 感謝 する 者 を 報 差 し 給 う 。 レッ の (の 
⑲ cw 46| 

146. 何人 も アッ ラー の 許し な し に 死ぬ こと か 。 Lablg 元 ) 39 OL Ce OO し 5 
な ゎ ず MSN な yh 3 あの 8 の ググ に の ウジ ウン フ 2 

り 。 面 し て この 世 の 報 差 を 欲す る 者 に seo や め CO は うう 2 0846 

わ 季 らら は 之 を 与え 、 来世 の 報奨 2 。 タン アン レン 上 ル く 2 ティ イト 生 アオ ン 

に は 、 わ れ ら は 之 を 与 う 。 わ れ ら は 必ず 感 ee つう 2 の あめ うり op っ 2 の の う 
放す る 者 を 報奨 し 給 う 。 ea 
147、 吉 何 に 多 て の 括 言 者 が 付き 随 う 信徒 た ち 3 を KCL 42 ン OS の の 2 3 


ほ 共 に 戦い た る こと か 。 彼 等 は アッ ラー の 

道 に お いて 間 遇 せる こと の た め に 隅 可 せ の 2 03 る 8 3 の 12 さ 9 
ず 、 明 気 に な ら ず 、 敵 を 前 に し て 選 せ ぎり (0 2 
き 。 ア ッ ラ ー は 断固 と し て 信 信 を 貫き 通す の の とく る 0295 
者 を 愛し 給 う 。 


注 199 ウ ハ ド の 戦い の 最 中 に 再 な る 貧 言 者 が 殺 き れ た よい う 噂 が 流れ た 。 こ こ で は 、 そ の 事 に ふれ 、 だ た と える を 
の 報 村 が 真実 で あっ た と し て も 、 を その 事 で 、 信 仰 強 き 者 の 心 が ゆ れ 動 か みき れ て し まう 事 は な か っ だ た で あろ うと 
いう 事 を 言わ ん と し て いる 。 モ ハッ マ ド は 、 た だ の 項 言 者 に すぎ な い 。 彼 以前 に 存在 し た 頂 言 者 達 $ し た 様 
に 彼 も 又 死 すべ きも の で ある 。 し か し イス ラム の 神 は 不 減 で ある 。 亜 な る 聞 言 者 が 死ん だ 時 、 以下 の 様 で あっ 
た と の 記録 が ある 。 オ マル は ほ は メ ディナ の モス ク で 、 抜 いた 剣 を 手 に し て こう いっ た だ 。“ 神 の 括 言 者 が 死 し だ と い 
ぅ 者 は 誰 で あれ 、 私 が 生か し て お か な い 。 役 は 死ん だ の で は な く 、 あ の モー ゼ で きえ ぇ 神 の 御 許 に いっ た 様 に 、 
神 に 告 き れ た だ の で ある 。( 天 に 具 っ た の で ある ) そし て 、 次 に は 偽 普 省 達 を し に 戻っ て て る の で ある 。 その 
垢 に 局 あ わせ た だ で ブー・ バ クル は 、 毅 然し し て オマ ル に 邊 る 和 様 に いい 、 モ スク に 集結 し て いた 教徒 大 に 、 当 室 
を 期 喝 し 、 預 言 者 の 死 を 伝え を た の で ある 。 当 然 な が ら 彼ら は 大 き な 悲 し み に 包 まれ だ た 。 この 秀 で は 信 然 、 聖 な 
る 預言 省 以前 の 預言 者 達 ぁ 死ん で いる 事 に ふれ て いる が 、 も し 生存 し て いる 填 が 一 人 で も いれ ば 、 斑 な る 預言 

者 の 死 を 証明 する 為 に 、 こ の 節 が 引用 きれ る 事 は な か っ た 。 

実際 、 イ スラ ム と は 、 い か に を その 個人 が 失 天 で あろ うと 、 を その 生命 の 火 を 、 一 入 の 人 間 の 人 存 儲 に 頼っ て いる 訳 

で は な い 。 神 こそ イス ラム の 啓示 者 で あり 保護 首 時 つ 守 80 の 節 を 読み 、 誤 な る 頂 言 者 

が 暗殺 と いう 形 で 戦い に で 死ん だ ko 。 彼 は 目 分 の 生命 を 神 か ら 6 保護 きれ て い だ の で ある 。 
(5 :68) 当然 を な がら 疫 は この 誤報 に 狂喜 し な が 、『 し ろ こ れ は イス ラム 教徒 に と っ て 形 を 変え だ 上 恵み と な っ 

た 。 後 に な か っ て 聖なる 頂 言 者 が 実際 に 死 し だ 時 の 、 ま る で 胸 が は り る け て し まき う 様 な 思い へ の 心 の 準 除 と な っ 

た か ら で あ る 。 この 経験 が な か っ だ た だら 、 彼 6 は 端 え られ な か っ だ は ず で ある 。 


マル 20 一 


6 一 間 ンー 





148. 彼 等 は た だ か 《 く 云え り 、「 主 よ 、 我 等 の 罪 ン ン > ン ン ン ィ ヶ る り 93 
ー こ エ ツ 。 1 る の 
を 赦し 給え 。 我 等 の 行き 過ぎ た 行為 を 赦し 5 3 人 84 らら う 


給え 。 願 わく は 我 等 の 足許 を 世 固 な らし め 、 イン 7 人 28(G325 る MI ッ ン 
こう 1 
不信 心 者 ども に 対し て 我 等 を 助け 給え 」 と 。 ぴ も 5 が の ラウ SelOA うら 隊 遇 
うど? 
⑲Cb9- リク 史 
149. きれ ば アッ ラー は 役人 等 に 、 現 世 の 報 漆 と 、 る ンタ タン ルレ クタ スク タタ 3 レ 
1 す テ 
来世 の 素晴らし い 報 肖 と を 与え た り 。( 注 EAN Pr 
133) アッラー は 状 事 を 行う 者 を 愛し 給 う 。 で 時 | に と 

第 '- 六 項 
150. 液 等 信徒 た ちょ 、 お 前 た ち も し 不信 心 者 ッ タ イン タバ る 。 の ンタ 
の Ab 
と も に 従わ ば 、( 往 134) 彼 等 は お 前 た ちの 2 ca Gelgd JI 
人 の 3 2 バン タタ シク タッ ン 
暗 を 返さ し め 、 よ っ て お ぉ 前 た ち は 央 敗者 と @O ゥ は CS 9 
な らん 。 M 
151. 否 、 ア ッ ラ ー こ そ は お 前 た ちの 守 設 者 な の の ee な る 2 02 人 


D、 最 上 の 向 助 者 な り 
152. われ ら は 信 ぜ ぎる 者 ども の 心 に 恐 居 を 投 CS 1 けれ 2 s 2 1 
9 N 
0 ( 注 135) を は 役 等 が 、 ア ッ ラ ー が 如何 の y 人 8 
る 権 成 $ 降 さ ざ る 者 を 、 ア ッ ラ ー と 同位 2 を る し GrardiPoa 
に 民 (が 抽 な )。 役 和仁)。 202 
不義 な す 者 の 住居 こ を 悲惨 な り 。 @ ら ouUSN る を 
153. お 凍 た な もち が ア ッ ラ ー の お 許し を 得 て 第 等 9 1982 7298 の 2 の の 
尊し 、 減 ぼ せ る 時 、 ア ッ ラー は お 前 た だ たち 人 (た まり) 0e う 1 の い et 1 
と の 約束 を 果 し た り 。 ア ッ ラ ー が お 前 た ち 28 422 人 (7 ET 
2 ッ 2Ayac 5 >2 り 1G 2 いい ン 2 
に 、 ぉ 前 た ちの 望み し も の を 見 せ た る 後 、 - 
お 前 た ち は 勇 気 を 裏 失 し て 、( 注 136) 仲間 





注 13 来世 で の 報 本 に は 色々 な 段階 が あり 、 上 に 述べ られ た だ 様 な 信者 な ら 一 番 良 い 報せ を 受け る 。“" 訓 越 "し た 
と 解 駅 きれ る フス ナー と いう 言葉 は 必ず し る 押上 の 段階 を 指す わけ で は な く 強 意 の 意味 で 使わ れる 場合 も あ 
る 。 


注 1】 イス ラム 教徒 が 非 イ スラ ム 教 徒 上 易 行なっ て は な ら な いと 命じ られ て いる 訳 で は な い 。 た だ 、 イ ス 
ラム に は っ きり 酸 対 し て いる 不信 者 に は 従わ 史 様 に と 警告 きれ て いる の で ある 。 


注 15 倫 像 受 拓 が 生じ る 原因 は 遂 信 と 恐怖 に ある 。 英 怖 と 迷信 に と ら わ れる 者 は 勇者 と な りえ た ない の で ある 。 
注 16 ここ で は ウ ハ ド で イス ラム 澤 の 後 陣 に 位置 し て いた 弓矢 部 隊 の 事 を 、 実際 の 戦い へ の 参加 や 戦利 品 の 略 


鶴 を 押え きれ ず 、 自 分 達 の 役割 を 巣 た きず 脱 病 で 卑 伝 な 事 を し た と 言 強 し て いる 。 真 の 勇気 と 勇敢 き が 存在 す 
る の は まさ る に 心 の 中 な の で ある 。 
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ぼ う し で 命令 に つい て 相 省 い 、( ま 130 送 ある YA 
0 / すき て らい 1 
に は 背 き た り 。( 注 138) お 前 た ちの 中 に は ンコ アー ン ミ ブン あう みゆ 


5 タ る で 9 9 
現世 の み を 和 欲求 せ し 者 も ( 注 139) あれ ば 、 06 と ス 37 ら 052 632 4 く 


また 来世 を 望み し 者 も あり き 。 そ を こ で アッ hi る 
クタ ンク ンス クン で イン 1 と * 
ラー は お 前 た ち を 試 き ん が た め に 、 お 前 だ 32002 56 と OS) っ か 2 


ち を 役 等 か ら 敗 走 せ し め ゅ だり 。 面 し て アッ ンタ 、 99 ブン 
ラー は お 前 だ もち を 攻 し だ た だ り 。 な ん と な れ ば 、 の cz 
アッ ラー は 信徒 に 対し て 慈悲 深き 御方 に ま 
し ます 故に 。 
> 朋子 > st 才 ) ず = た “ ロイ タッ タン いる Z ノ ヘン に アン ンタ る s の ? 
154 . お 前 た ちか カ の 7 9 し 時 、 便 全 放す や は 時 5 Gos て 1 
は お 前 だ た ちの 背後 か ら お 前 だ た ち を 呼び だ P 


り 。 さ れ ど 誰 $ も 振り向か が ざり き 。( 注 140) を 
こ で アッ ラー は 、 苦 難 の 上 の 苦難 で お 前 た 
ち に 報い た り 。( 注 141) そ は お 前 た ち を し 
て その 上 拓 え る も の を 悲し まず 、 ま た 和英 に 障 





注 17 命令 上 は 、 聖 な る 頂 言 者 が 丘 の 上 の 弓矢 部 隊 に 、 彼 の 許可 な し に 持 場 を 見 れる な に と 言 っ だ 命令 、 或 い は 、 
を の 趣旨 と 意味 か の いづ れ か を 指す 。 有 即ち も 、 避 な る 傾 言 者 が 戦い の 終わ っ た 後 も 、 そ こ に と ど ま る 様 に と 考え 
て いた か 否 か に つい て は 、 あ る 者 は 、 彼 が 誰か に その つも り で あっ た だ と いい 、 双 ある 者 は 操っ て を う で は な か っ 
た よ と いってい だ た の で ある 。 


注 138 丘 に 駐車 し た イス ラム 軍 は 、 自分 達 の 指揮 者 で ある アラ ドゥ ッ ラ ・ ビ ン ・ ジ ュ ベ ペー ル が 回 な る 聞 斉 者 に 従っ 
て [勝利 が 目前 に あっ て も 、 持 ち 場 を 離れ る な ] と 命令 し 、 指 揮 し ょ うと し だ 。 し か し 、 多く の 部 下 は それ に 
延 わ ず 、 郊 れ て し ま ょ っ た 。 彼 6 が 自分 達 自 身 を 制す る 事 を 出来 な か っ た 事 が イス ラ ょ 車 に 甚大 な 被害 を こう むせ 
ら せ だ の で ある 。 


注 19 これ は 、 持ち場 を 離れ た 戸 矢部 隊 の 事 を 指し て いる 。 ア ラビ ア 語 の 文 で は 、 部 隊 の 内 の 何 名 か は 現世 を 
選 み 、 一 争 も 、 戦 い に 加 わり 、 戦 利 品 を か き 集 ゆめ る の 迄 、 一 他 の 何 名 か は (アブ ドゥ ラ ・ ビ ン ・ ジ ェ ベ ペー ル ほ と 
持ち 場 を 離れ な か っ た 彼 の 仲間 た も)、 来 世 を 望ん だ 。 一 胎 もち 、 避 な る 項 言 者 の 命令 に 音 いた 場合 の 最終 的 な 結 
果 を 考え た 一 と の 意味 も 示 き れ て いる 。 或 る 者 は 日 先 の 事 だ け を 考え 、 他 の 者 は 先 の 事 を 読ん を どの で ある 。 


注 10 これ は 、 ウ ハ ド の 戦い で 、 前 方 上 後 旋 か がら は きま れ だ た イス ラム 軍 の 隊列 が 律 け 、 多 (の 者 着 が 、 そ れれ ぞ 
れ 違 っ た 方 向 に 逃げ だ し て し まっ た 吾 を 指し て いる 。 最初 に 後方 か ら 敵 が 出る と の 報せ に 、 後 向き に な っ て 
攻撃 の 次 勢 を と り 5 待機 し て いた イス ラム 軍 に 、 向 か っ て きた の は 大 車 団 の イス ラム 軍 で 、 彼 ら を 敵 で ある と 諾 
認 し た 待機 軍 は 同士 うち を 始 た の で あっ た 。 ひ どい 混乱 と 狂乱 の 為 、 胃 な る 預言 者 の 声 に 注意 を 払う 者 $ い 
な か ヵ っ ただ 程 で あっ た 。 


注 MI 聖なる 預言 者 は 号 矢 部 隊 に 丘陵 地 へ の 狂 屯 を 命じ た が 、 戦い が 勝利 に 終わ っ だ と 早合点 し た 彼ら 5 は 守る 
べき 位置 を 放棄 し て し まっ た 福 、 手 の 内 に あっ だ イス ラム 軍 の 勝利 は 、 ほ と ん ど 敗 北 の 欠 を 時 し て し まっ た だ の 
で ある 。 こ れ が 第 一 の 悲 史 で ある 。 湊 の 悲し み と は 、 不 確定 な が ら 回 な る 預言 者 の 死 が 伝わっ た 時 の 彼ら の 世 
持ち で あっ た 。 神 は 、 聖 な る 項 言 者 の 死 の 報せ を 、 敗 北 の 悲 し なの 後に 意図 的 に ち だ た らき れ だ 。 そ うす る 事 て 、 
型 な る 預言 者 が 区 ん で いな か っ た 立 び で 最初 の 悲し み が い や る れる か ら で あ る 。 


一 2 


呈 二 革 アー ル ・ イ ムラ ー ン 


りか か れる こと を 悲し ま ざ ら し めん が た だ ため sz 宮 デン 

な り 。( 注 142) ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 所 業 SW CA66C ぴ まあ 85 

を 知 茸 し 給 う 。 1 に 。 

155. 靖 し て 番 難 の 後に 、 ケッ ター は お 前 た ち 28 人 6 は 2 30 っ る の 2 人 セ は 遥 付 
に 平安 を 降 し 給え りー お 前 た ちの 一 部 の 者 2 0 Er の し ン ッ シ る ノ の 

は 睦 気 に ( 注 143) 襲わ れ た り 一 他 の 或 る 者 ro 52281 O3 Ab っ 2 る 43 AaU5 (5 

( 注 144) は 自分 自身 が 心配 に な っ て 、 の 





ウ 13 1 2z ン あ と 
無知 買 味 の 考え を 以 て アッ ラー に つい て 間 6 愉 癌 誰 送 品 し o85 


違っ た 憶測 を めぐ ら せ り 。 役 等 は 云え 0、 ノッ プ 3 る ダム 
「 我 等 に 如何 な る 関係 が ある の か ?」 に と 。 PO の ) 59 の みみ 
え 「 事 は すべ て テッ ラー の 所 有 な り 」 と 。 HO yo 8 
彼 等 は 流 に 明らか に せ ぎ る も の を 胸中 に 隠 2 2 の 

T 2 う プアール 
す 。 役 等 は 云う 、「 も し 我 等 が この 事 に 関係 色 AE26CEESG 21o2 6W 
が あり も が は 、 我 人 等 は こ こ で 殺 き れ ざ り し 1 4U の 2 の ら ょ 9 タッ ク 
な る べし 」 と 。 こ は アッ ラー が 、 お 前 た ち deAees。 タウ 9 9 
が 胸中 に 蔵 す る も の を 試み 、 お 前 た ちの 胸 ッ タ タッ レ レク ォ ュ の 2 フェン Wi 
中 に 抱け る NR 2 の 50 8 の 


アッ ラー は 胸中 に 抱け る も の を 有 康 知 し 給 P の 9 タプ タ ミ ェ レン 21s う アロ ョ アン 
らら 人 お Co 


う 。( 注 145) 講和 
っ uuall 
156. の ま きん の 会 せる あの 日 、 1 ヽ 0 クーン ョ ン の る 


和 n の WrNRrthr 





邊 12 「 和 失 え る も の 」 と は イス ラム 軍 が 目前 に し て いた 勝利 を も 、 を そし て 、「[ 降 りか か る こと 】 と は 、 逆 に 自分 達 
が こう むっ た 政 北 と 、 イ スラ ム 軍 の 和 拓 な われ た 戦士 達 の 事 を 指し て いる 。 


生 13 ウ ハ ド の 戦い で の 事 で ある が 、 ア ブー・ タ ル ハ は 、 ウ ハ ド の 戦い の 日 に 私 は 顔 を あげ 、 ま わり を みわ た 
す と 、 過 気 に お を われ 、 う と うと し て いる 者 ば か り で あっ た 。 ま どろ み は 心 の 平安 の し る し で ある 。 クル アー 
ン は この 事 を 神 の 恵み と 、 と られ て いる 。 こ の 事件 は 、 戦 い が ほ と ん ど 終 結 に 近づき 、 イ スラ ム 軍 が 近 て の 丘 
陵 地 に 戻っ な 時 の 事 で ある 。 


邊 14 これ は メデ イィ ナ の 後方 に いた 徐 善 者 達 の 事 を 指し て いる 。 彼ら の 関心 は イス ラム の 名 誉 や 聖なる 預言 央 
と イス ラム 軍 の 安全 より も 、 自 分 達 の 安全 に あっ だ た 。 クル アー ン の 常 上 う 匂 た し て 、 自 分 自身 を 殺す と いう 表 
現 は 自分 の 仲間 或いは 同 脇 を 条 す と いう 意味 たよ も な る 。 (2 : 55、8S6) 


注 ] 提 この 節 は 信者 達 の 確固 よし た 献 信 を 指 玉 し て いる 。 確固 た る 信仰 を 持つ 者 に ほ よっ て は 、 だ た だ と よ と え を そ 入 が 考 
えら れ だ よう に 死す べき 場所 で あっ て も 、 喜 ん で 死地 に 赴 い た 事 を 思い だ きせ る 事 と な る の で ある 。 これ ら 金 
て は 、 神 が 、 信 仰 厚 き 者 を 純化 す ぉ ぁ 為 に な る っ だ 事 な の で ある 。 


注 1 これ も 5 ウ ハ ド の 戦い の 事 で ある 。 


ae 2 


り 。 を は 彼 等 の 犯 せ し 罪 の た め に ( 注 147) ン ン ラ ア ン ン で 5 タン ーッ ラン の 1 っ で 9 タン ン 
ゃ 1 | の sb プ 
サタ ン が 役 等 を つま ず か し め た る ( 注 148) GO leo oRSHLo > 


に ーー SW を 。 ウッ タン ルリ ー ンー」 う タッ グン 9』 
履 な り 。 る されど アッ ラー は すでに 彼 等 を 落 ⑱.2cA っ AE 201OL Saye 0 を 
し 給 を えり 。 げ に アッ ラー は 福 者 、 泡 容 者 “ < 
1 


第 二 せ 項 M ン ノ 29 ン の ンタ の ジジ すし オス ンタ ンタ イー 
157. 汐 等 信 佳 た ちょ 、 自 分 た ちの 兄弟 が 人 MP を OAI 
へ 旅 し 、( 注 149) 或 い は 戦場 に 赴き て た ぉ 外 。 E あ 3 ILS DLA ぶり 
れ し 時 、「 も し 彼 等 が 我 等 共に 家 に 在り し し し を 2 タレ し タレ し レレレ っ の 
な ば 、 死 ね こと も 、 殺 る れる こと も な か り 。 200scUS5C3AA GAe 5 
し も の を 」 と 云う 不信 心 者 ども の 胡 似 を す 9 と レン 592 9 レル 22 5 ン う タタ ッッ を レッ ュ ン 
2 た か れ 。 こ は テッ ラー が 彼 等 の 心 に 悲 叫  g40b oe タ te の りゃ の 人 ③ ちゃ 
を 惹き 起す べく ( 注 150) 計 9 給え し こと な 本位 1 
. り 。 生 を 与え 死 を 賜 う は アッ ラー に し て 、 IN 
アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を みそ な は し 給 
5 。 
158、 た と い お 前 た ち が ア ッ ラ ー の 道 の だ た め に る 
殺さ れ 、 吾 は 死す と 5、( 注 159 テ アッ ラー ue Jr 
の 害 超 と 慈悲 と は 彼 等 が 蓄積 せる 財宝 より の の smao い 2 Lo 441 
は る か に 優る べし 。( 注 152) 


し か し 
159. 硬 し て た と い ぉ 前 た ち 死 し 、 或 い は 殺 き の 223 35 
ノン ン デ シ 


れる と も 、 お 前 た ちば は 必ず アッ ラー の 御 傍 
に 百 集 せ ら 5 る 。 ( 注 153) 
注 1 聖なる 和 預言 者 の 命令 を 誤解 し て 持ち 場 を は な れ て し まっ た が 、 そ れ を 除け ば 忠実 で あっ た 者 の こ と 。 
注 4N この 節 で の “つま づく "は 、 丘 の 姓 屯 地 を 無断 で 区 れ て し まっ た だ 号 矢 部 隊 と 了 戦場 を や みす て て 佐 げ 帰っ た 
教徒 達 を きす 。 
注 列 神 の 大 義 で 遠 国 へ 旅 を する の で ある 。 
注 10 不信 省 の 目的 は イス ラム 軍 を 戦わ せな いよ うに する 人 為 、 威 貴 す る 事 で あっ た が 、 そ ん な 登 告 に 腕 す 事 の 
な い イ スラ ム 軍 は 、 不 信 者 人達 相手 に 戦う 決意 も ょ り 強 くし た の で ある 。 自分 達 の 意図 し は うら は 6 ら に 他 の 効 間 
を 与え を て し まっ た 為 、 不 信者 達 は 途 旋 に くれ だ の で ある 。 
注 ]l 真実 の 大 義 の 為 に 戦い 命 を な お と す 者 は 、 死 ん だ と みな きれ な い 。 彼 は 全て の 生 合 の 統率 者 で 居 ら れる 神 
に 命 や を きき げ だ か ら で あ る 。 
彼 は 肉体 的 に は 滅び て も 、 捕 神 了 的 に 永 速 に 生き る の で ある 。(2 ・]55) 
注 152 偽 次 者 は 自分 が 残し て いか ね ば な ら ぬ 、 富 和 や 繁 栄 の 為 、 死 を 興 れる が 、 ア ッ ラ ー の 大 義 に 死す る 真 の 信 
作 を 持つ 者 は 、 偽 善 者 の 卑しい 貯え や 、 成 に は 教徒 達 自 身 の 富 或いは その 他 の 世俗 釣 な 形 で 貯え だ も の な ど ほ と 
は 比べ も の に な ら な いも の や を 手 に する の で ある 。 
注 19 「 お 前 た ち ] と いう 代名詞 は 偽善 者 と 信者 、 両 方 に 向け られ て いる 。 案件 は 違っ て も 両者 共 、 報 醐 と 稀 
呈 の 為 に 神 の も と に 集結 きせ られ る か ら で あ る 。 


キー 


ae アー ル ・ イ ムラ ー ン 


160. 液 が 彼 等 に 対し て 優し い の は 、 ア ッ ラ ー ES 2 る う タ イン ンー レッ レン 
。 、 ES 、 し] に と 人 【 
の 慈 直 に よる 。( 注 154) も し 液 が 手 荒 く 冷 の で 92 35 


酷 な り し な ら ば 、 彼 等 は 必ず 液 の 周囲 か DP tg 才 は ig 
Re る べし 。 る れ ば 彼 等 を 表 し 、 彼 等 ルッ 22 260 3 2 の と 
の た め し 時 jr | NO の の 

彼 等 と 相談 し 、( 注 155) 一 耳 決 すれ ば の の ン 1 
人 7 の つい の ルン ITO) を! 
を 信頼 する 人 々 を 愛し 給 う 。 


161. も し アッ ラー が お 前 た ち を 助け な ば 、 $ 2Z 5 3 の ン E Z%1 94 2088 8 
な ん びと 6 SE いひ 55 の ) 「 今 AU au | 
何人 も お 前 た ち に 打ち 勝つ こと を 得 ず 。 き cg 





Ca 
っ ま 
cos # 
代 
e\ 


EN SN 昭和 は 2 クタ し イン ン ち ラン f2 らら ッ ン ぁ 2 クタ 
れ ど アッ ラー も し お 前 だ ち を 見 捨て な ば 、 65540 っ OhO2 eosgo5 3 
アッ ラー 以外 に 誰が お 前 た ち を 助 く る か ? レッ タラ 
きれ ば 信徒 な ち を し て 、 た だ アッ ラー に 頼 ⑩7C エ バル 
らし め よ 。 


162. 項 言 者 た る 者 不正 を 働く 筐 な し 。 誰 で あ RU 0 し 25 
れれ 不正 を 働く 者 は 、 復 活 の 日 に 、 白 分 と 一 3300 ッ ン 0 の 2 
引 に 不正 を や も だ ら す で し 。 その 日 各 人 は 、 EKGKGv 生 人 め る う MC 
目 分 が 稼ぎ し も の を 存 分 に 支払 われ 、 Aa アプ う タ の 2 ダン 
て 不当 に 山 せら 5 れる こと な か る で し 。( 注 ⑥ の we2 の 
156) 


注 M ここ で の 革 葉 は 、 そ の 明白 で 入 の 日 に きれ る 特質 が 、 全 て の も の に あま ね わく 慈 遷 深 てく あ られ だ 型 な る 拓 
言 者 の 美しい 性 格 に あて られ て いる 。 彼 こそ を 、 浴 れる ば か り の 人 問 的 な 親身 き を や 有 し て お り 、 そ の 相手 の 立場 
を 思う や き し い 気持 ち は 、 仲 間 だ け で な く 、 折 あら ば 、 彼 を 刺 を た うと つけ ね ら っ て いた 敵 の 上 に も そそ が れ て 
いた の で ある 。 記録 に よる と 、 ウ ハ ド の 戦い で 、 彼 を みす て て 逃げ 帰っ た 偽 矢 者 達 の 処分 を し な か っ だ た だ だけ で 
な く 、 国 勢 の 相談 も 、 も ぉ ちか けた 程 で あっ た 。 

注 ] 拓 イス ラム 独 符 の り も の は 多々 ある が 、 そ の 一 つ は 、 ム シャ ー ワ ラ ( 協 識 ) 制度 で あり 、 こ れ は イス ラム の 
根本 原理 に 組み 入れ られ て いる 。 イ スラ ム 国 家 の 元 首 は 、 大 事 な 国 事 に つい て は イス ラム 教徒 に 計る 事 が 義務 
づけ 6 れ て いる の で ある 。 志 な る 健 言 者 は 、 バ ドル 、 ウ ハ ド 、 そ し て 堀 の 戦 い の 前 や 、 邊 の 高濱 な る 音 で ある 
アイ シャ に あら 6 ぬ 双 じい が か けら れ だ 時 で る えも そう し た だ 様 に 、 全 て の 重要 な 事項 に 関し て は 、 信 奉 者 達 に 意見 
を 求め だ の で あっ た だ た 。 ア ブー・ フ ライ ラ は 、“ 理 な る 類 言 者 は 重要 な 件 を 他 の 人 人 々 と 協議 する 時 に は 、 最 も 気 を 
つか っ て い た と 言う 。 弓 なる 傾 言 者 の 第 二 代 の 後継 者 で あっ た オォ マル は 、“" 協 識 な くし て は フィ ラブ ファ ト は 
あり えな い 。 ご と 各 っ だ と 伝え を られ て いる 。 イ スラ ム 国 家 の 庄 長 、 或 い は カリ ファ ー は 、 最 終 決 定 権 は 自分 に あっ 
て も 、 教 徒 の 代表 者 の 意見 に 征 を 傾け な けれ ば な ら な い 。 を そし て 、 イ スラ ム の シュ ー ラ 、 又 は ムシ ャ ー ワ ラ ヒ と 
は 西洋 で いう 所 の 議会 を 表わし て いる 訳 で は な い 。 イ スラ ム 国 家 元 首 は 、 自 分 に 具申 きれ だ 次 見 を 、 は ね つけ 
る 、 至 る 種 の 特権 を ちっ て は いる が 、 こ の 出 裁断 を 軽々 し (使う で き で は な く 《、 大 多数 の 意見 を 齋 重 し な く 
て は な ら だ な い 。 

注 1 型 な る 預言 者 に 軍 の 後方 を 守る 人為 に 、 丘陵 へ の 駐屯 を 命ぜ られ て いた 号 矢部 隊 は (全員 で は な い が ) メ ッ 
カ 軍 が 全員 攻 戦 し て いる の を みて 持ち 場 を 離れ た 。 駐屯 地 を 離れ た 時 点 で 彼 5 は 斑 な る 預言 者 の 命令 の 意志 に 
反し て いる と は 思っ て いな か っ だ が 、 結 果たし て は を の 場合 、 離 れる べき で は な か っ だ た の で ある 。 ま だ 、 デ アラ 
ブ の 習慣 で は 、 戦 い に の き 中 に 、 自 分 が 手 を や つけ た 物 は 取り 分 と な る 為 、 そ の まま その 場所 に 居 つ づけ れ ば 戦利 
品 を 手 に する 事 が て きぬ と 考え ん だ の で ある 。 


2 


串 三 区 5 デア デール ・ オ イム ラー ン 





ぎ よ い の 
163. アッ ラー の 御 意 に 従う 者 が 、 ア ッ ラ ー の w。 ン と 1 クン IO の レン 2 ニー ン ン の 
[ 5 うち えっ 51 | 1 ea 

怒り を 招き 地獄 を 住居 する 者 と 同じ で あっ 2 ク oy の で os 


績 か る 4 ュー クッ ーー と 2 と テ る 
て な る も の か 。 そ は 甘 惨 な る 帰 処 な り 『!( 注 edO う 39522 
157) 
.。 ブッ ラー る と ころ で 役人 等 に ンタ アレ の と し 記 の ィ ン ン 5 タ 
164 ゲッ ラー の 見 と みろ て は 、 彼 等 に は ec Mos il2 人 0 ら ろ っ 四 


種々 の 段階 あり 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 所 業 を 
みそ を な は し 給 う 。 


165. げに アッ ラー は 彼 等 の 中 よさ 5 一 人 の 使徒 0 9 タプ グッ ンク か 3 る ン ッッ ン 
4 5 
を 立て て 信徒 だ も に 員 ) 患 を 施し 、 その 使徒 ント 


を し て 彼 等 に 神 光 を 褒 み きか せ し ゅ 、 彼 等 シボ 02e4E に 2625162 
を 汐 め 、 以前 明らか に ー 玉 誤 の 中 に あり と 彼 で 。 M ク ぅ 0 ン 「 本 ンタ 
等 に 経典 と 知恵 と を 教え し め た り 。( 注 3 ら 255o り 2<402J12 | 


158) 


@ ら ous は di 了 
1660. な ん と な 「『 前 ただちに 災 次 が 降 ! カ * カ ュ っ? rg 2 クッ ン ン ッ ンター 人 ゲ 人 
と と な 前 だ ち に 災難 が 降り )【 2 の 2 2 CXe る 人 KG 


る と 一 この 前 は 二 倍 も の 損害 を ( 注 159) 加 陀 和 0 6 
えた る に も か か わら ず ザー 前 た ち は 云 5、 ウス 5 Ao1225 
「 こ は どう し た わけ か ? 」 と 。 云 ん 、「 そ は 02 

3 ゞ 日 > ー 志 ー * Na 3 5 (と < ! 
前 た ち 自 身 よ り 出 で し こと な り 」 と 。( 往 ⑲22O5 (の " 

160) げ に アッ ラー は 高 事 を 支配 し 給 う 。 


167. AS おぉ 前 た ち に 超 lo 3 SS1 PAiC 
ン プー アシ グー * 


に く 


り た る こと は 、 ア ッ ラ ー の 思 し 台 し な 9 
上 ー. 3 「 の 圧 - 区 ン 2 、 クタ ライ ラン 」 ン 
IE か * 近 生 の hm の な 9 の Ce! eeJ 3 





注 17 イス ラム 車 を 一 損 に 弱体 化 せ し ゅ た ウ ハ ド で の 僧 療 者 達 の 裏切り に 、 不 刷 の 闘志 を か きた て られ た 茸 な 
る 李 言 省 は 、 イ スラ ム の 英 と 戦う 為 、 前 線 に 進み で た 。 こ れ に 反し 偽善 者 騰 は 、 自 分 達 の 裏切り に より 神 の 怒 
り を か っ だ の で ある 。 


下 186 この 言葉 は イス ラム 教徒 の 世に 、 彼 ら と 似 て な り 、 彼 ら の 内 の -- 人 で あっ た 聖なる 預 言 者 の 例 に 習い た 
いと いう 望み を 日 常 ゆ る せる で 〈 意 図 き れ て いる 。 


注 19 これ は メッ カ 軍 の 死者 70 名 及び 捕 護 70 名 で あっ だ た バド ル の 間 い の 事 を 言っ て いる 。 ウ ハ ド の 戦い で は 
イス ラム 軍 に 70 名 の 死者 が 出 た が 、 捕虜 は 一 人 も で な か っ た だ 。 故に 、 イ スラ ム は 既に メ ッ カ 旧 に 倍 の 打 設 を 与 
えて いた 事 と な る の で ある 。 


生 ] 間 人 間 の 実際 の 行動 は 、 を の 原因 の 善悪 の 両国 を 本 人 が 持っ て いる の で ある が 、 を その 行動 の 結果 を も た 6 


す 、 最 終 的 な 裁き 手 は 神 で ある 。 その 結果 の 良否 は 、 共 に 神 よ り 生 ずる の で ある 。 (4 : 79) この 意味 で 、 人 の 
行動 の 結果 の 善悪 は 神 に 帰す る ぉ もぉ の と な る の で ある 。 


26 


168. 


169. 


170. 


また 


8 


また 偽善 者 ども を 毅 b ん が た め な り 。( 注 
161) 「 液 等 アッ ラー の 道 の た め に 戦え 、 敵 
を 上 退 せよ ょ 」 と 彼 等 一 われ し 時 、 彼 等 は 去 
ぇ り 、「[ も し 我 等 戦 の 仕方 を 知る な ら ば 、 お 
前 だ ち に 従う も の を 」 と 。( 注 162) 彼 等 は あ 
の 日 、 ど ちら か と いえ ぇ ば 不信 心 者 に 近 か り 5 
に 0 
り 。 さ れ ど アッ ラー は 、 彼 等 が 隠せ る こと 
を 熟知 し 給 う 。 

自分 自身 は 後方 に 居残り な が ら 、 自 分 の 
和伸 間 に つい て 述べ る 者 あり 、( 注 163)「 も し 
役 等 が 我 等 に 従い たり せ ば 、 殺 され ぎり し 
も の を 」 な ど と 上 。 寺 ん 、「 も し お 前 だ た ちの 言 
葉 が 真実 な ら 6 ば 、 ま ず 自 分 自身 より 死 を 防 
倍 」 。 


アッ ラー の 追 の た め に 殺 る れ た だ た る 者 た ち 
を 、 死 せる 者 と 考え る な か れ 。 氏 6 ず 、 彼 
等 は 主 よ 5 贈り物 を 朋 わ り 、 主 の 傍 近 く で 
生存 す 。 

彼 等 は アッ ラー が 授け だ る その 賜物 に 歓 

彼 等 の 後 か ら 、 未 だ 一 緒 に は な 65 ぎり 
従い 来る 人 々 の だ た だめ に も 歓喜 に 満 き 
れ て いる 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 の 身 に は 状 
れ も 悲哀 ちな か る で し 。( 注 164) 


so ター ジジ 


WRC:KSHOIUC 


こ ヽ 


グレ 。 2 7 ゥ タプ ぅ 

05 全 6 Be 
で レク 72929 = ン ッ グ 2 2 ヶ と タ ッ グ 名 る 
2 2 2 る 2319 
る czee55 GMT 


で 2 イッ 

@ossss 2 

ノノ 2 タ 〆 ン っ ンク 
が ENPGeO プ の PS 物 里 8 
rp 2 ゥ ンタ 52 ァ ラン RE 2 る ちる の 
た UKTWIDW1 さ 人 「 介 に 5 CS 
プター 1 

⑳ CA2Vuo 

ぅ クレ ラック リー ラル > シン 22 な アン 
dE221201U2 SOdN So9 
の 6 人 
の 入 5 の 826) 
ァ レ ぅ の の 旨 59 タッシ 
290 とら と | 0 ので の P3 の 
プン ネン シン 


(OA こ た 





注 1 
会 っ た 事 は 、 形 を 変え だ 御 意 みろ で あっ た 事 が わか る 。 ウ ハ ド の 戦い の 行動 で 


具 の 信仰 を 持つ 者 と 挫 普 莉 を 電 別 する 為 に 試練 や 困難 が 下る れる 旋 、 ウ ハバ ド で イス ラム 車 が 困難 に 出 


識別 きれ た の で ある 。 


注 162 


注 - 153 


この 節 で 暗 に 言及 あれ て いる の は 、 ウ ハ ド の 戦い で イス ラム 軍 も みす て て 、 メ ディ イナ に 帰っ 】 
失い る と ころ の 3 名 の 偽善 者 傍 の こと で ある 。 


ン ・ オ バイ 


仲間 の 麗 を 語る と は “仲間 の 事 に つい て 


0 の 意味 で あ る 。 


注 ] 側 壮烈 な 死 で 列 教 し だ 者 達 は 、 ま だ 現 提 に 生き て は いて 後に 彼ら の も と に 
ベー ル が 取り 除 か れ 、 列 教 者 達 に は 、 イ スラ ム 軍 に 予定 され て いる 勝利 の 
味 で ある 。 役 6 は 仲間 に つい て の ょ い 幸 せ を 受 


事 で 、 
事 が 知ら され る と いう 意 


次 ぶ で あろ う 。 即ち 、 死 後 、 


話し だ た"、 即 も イス ラム 軍 の 事 に 関し 、 


混 然 と し て いた だ 、 信 者 達 の 真 偽 が 


の 27: 


由 分 達 の 間 で 、 話 し を 


くる 仲間 が 毅 に 勝利 を お お る め る 


「『 け と る と は 、 神 の 天使 が イス ラム 車 


の 後 の 成功 や 勝利 を 彼ら に いつ も 教え て くれ る と の 意 味 で ある 。 


YA 


イン は ご ng う 


江 二 草 


アー ルレ ・ イム ラー ン 
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17J. 


174. 


お 


176. 


た 


178. 


彼 等 は アッ ラー の 恩恵 と を その 恵み 深き に 
喜び 、 ア ッ ラ ー が 信徒 た な ち へ の 報 洋 を 無効 
に せ ぎ る こと を 喜ぶ 。 

第 十 敗 項 

損害 を 被り た る 後 、 ア ッ ラ ー と 使徒 の 呼 
び か け に 応え し 人 だ ち 一 一 中 で も その 人 た 
ちの うち も 立 事 を 行い 、 公 正 に 振る 舞う 人 々 
は 、 必 ず 立 派 な 報 龍 を 授け られ る で し 。 

人 々 は 彼 等 に 面 っ て 云え り 、「 お 前 た ち に 
英 対 すべ 大 軍 が 集結 むせ り 。 き され ば 等 敵 
を 恐れ よ 」 と 。( 注 165) る きれ どこ の 事 、 孝 っ 
て 彼 等 の 信仰 心 を 強め た り 。 彼 等 は 云え り 、 
「 ア ッ ラ ー い ませ ば 、 我 等 は 満足 な 9。 彼 


こそ は 素晴らし き 守 護 者 な が り 」 と 。 

か 〈 て 彼 等 は ア ッ ラ ー の 過 意 と 恵み 深き 
5 生ま 
来 9、( 注 166) ア ー が 率 nm し 給 う と ころ 
NED20E の の 2 の に お 

悪魔 が 名 か し 得る 者 は 、 た だ 己 が 仲間 の 


み 。 ( 生 167) る され ば 、 お 前 だ ち 信 徒 な ら ば 、 
役 等 悪 雇 を 恐れ ず 、 わ し を 景 れ よ 。 

不信 心 に 急ぐ 徒 開 を 、 汐 悲し むこ と な か 
れ 。 彼 等 は いきる る か も アッ ラー を 害する こ 
と 能 わ ず 。 ( 注 168) ア ッ ラ ー は 来世 に お い 
て 、 如 何 な る 幸せ $ 彼 等 に 割り 当て る こと 
を 望ま ず 。 役 等 は 必ず 滅 凡 を 受 く で し 。 


信仰 を 売っ て 不信 を 買う 者 は 、 0 
を いき さか も 害する こし を E わ ず 。 彼 等 
必ず 酷 呈 を 受 く べし 。 
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0 の くん ひ as 01 うた る 56 

2 トキ 2 92 ン 人 る 
⑨ み ABE55 う OPTOIP つ 1 に 
ヶ タ が アン ッッ ラプ クー ンタ ol デア で ーー タン) レレ る 
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の 3 人 31 

うみ ジノ 

ER 
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アコ 
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開催 きれ て いた 年 毎 


に だ つ 市 で 、 多 大 な 利益 を 手 に し て 帰国 


注 人 ヌー アイ ム ・ ビ ン ・ マ スー ド が ひろ め ゅ た だ 半 違 っ だ た 噂 の 事 を る す 。 
注 1 他 イス ラム 教徒 産 は バド ル ・ ア ル ・ ス グラ ゼイ 提 

に Ko 

注 1677 この 語句 は 、 


タン は 自 NNE “で きだ た の は 不信 莉 の み で あっ た 。 


注 168 


イス ラム 或いは 斑 な る 頂 言 斉 と その 信 府 


者 を 迫害 し よう と する 者 は 


1) サ タン は サタ ン の 友 で ある 不信 才 達 の 事 を 、 信 者 達 ! 9 2 し だ 。 ②⑫⑳ し か し ササ 


、 実際 に は 神 を 置 と くし て いる の で 


ある 。 何故 な ら 型 な る 預言 者 の 大 著 は 、 神 件 吊 身 の 大 義 だ か ら 6 で ある 。 


ーー 


利 二 章 


179. 


180. 


eiL。 


182 . 


守 1 


不信 心 者 ども に 、 わ れ ら が 彼 等 に 与え る 
執行 釘 子 は 、 彼 等 に 幸い し て いる と 思わ し 
め る な か れ 。 わ れ ら が 役 等 に 氏 子 を 与え る 
は 、 た だ だ 役 等 に 罪 を 重ね せしめ ん が だ め な 
5 。 彼 等 は 必ず 屈辱 的 な 銘 信 を 受 く べし 。 


アッ ラー は 半 人 と 悪人 を 区 別 する 時 ま 
で 、 信 徒 た ち を 今 或 る 状態 に 拾 て 置き 給 わ 
ず 。( 注 169) ま た 不可 見 な こと を お お 前 だ ち 
に 啓示 し 給 わ ず 。 き れ ど アッ ラー は 人 鈴 す る 


に る 太 、 ニテ 


者 を 使徒 に 選び 給 う 。( 注 170) る れ ば デ テッ 
ラー 並び に 使徒 を 信 ず よ ょ 。 お 前 だ た ち 、 信 じ 


て 分 止 で あら ば 
し 。 


、 必 ず 立 派 な 報 溢 を 受 く で 


アッ ラー が 授け た る 賜物 を 喜 捨 する に あ 
た だり 、 物 惜しみ する 物 に 、 を そう し だ 方 が 得 
だ と 思わ し むる な か れ 。 然 ら ず 、 そ は 彼 等 
の た だ ため に 不利 益 な り 。 復活 の 日 に 彼 等 の 
首 の まわ り に 物 惜 し みせ し も の を 首 委 9 
の 如く 付け られ る べし 。 天地 の 遺産 は ( 注 
7 リア タタ クー の 所 有 な り 。 さ きれ ば アッ ラー 
は お 前 だ ちの 所 業 を 惑 知 し 給 う 。 

系 十 九 項 時 

げに アッ ラー は か く の 如 て 発言 する 徒 医 
の 言葉 を 聞け り 。「 ア ッ ラ ー は 所 し 〈、 我 等 
は 宮 め り 」 われ ら は 彼 等 が 云え る こと ( 注 
172) 並 びに 彼 等 の 企 て が 項 言 者 た ちの 不当 
な 殺害 な る こと を 記録 し 、 且つ 云わ ん 、 「 液 
等 火炎 り の 刑 を 味わえ ] と 。 
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ここ で は 、 イ スラ ム 教 徒 が く で っ て きか た 試練 や 困難 が 人 すぐ に は 終わ ら 史 事 を 意味 し て いる 。 試練 は 、 


真 の 信者 と 偽善 者 や 信仰 低 き 者 と が 完全 に 識別 きれ る まで 続く の で ある 。 


注 1 

神 の 使者 と 定め ゆら 6 れ た の 内 か ら 、 そ の 特定 の 時 代 に 最も 
な の で ある 。 

注 I 和 1 「 門 産 」 と 訳 き れれ て いる ミラ ター 


これ は 、 使 者 の 内 、 あ る 者 は 選ば れ 、 あ る 者 は 選ば れ な いと いう 事 を 意味 し て いる の で は な く 、 
適し た と 思わ れる 使者 を 、 


神 が 、 
な ぉ な 決め に な る と いう 意味 


ス は 、 こ こ で は 所 有 権 の 意味 を 持つ 。 こ れ は 又 、 人 人 に 割り あて 65 れ だ 分 


ょ の 意味 で も ある 。 楽園 を つぐ 者 送 ' と 述べ られ て いる 23 : 12 を 参照 し て みる 吾 。 楽 彫 は 誰 で も つ で 訳 で は な 
く 、 神 か ら の 因 り 当て と し て 受け 取る も の な の で ある 。 


2 の 


と を 65 レン ンジ ラ と み 
⑳ 和 どら 引き る 


ーD「 心 


* 
に ] 
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183. こ は お 前 た ちの 手 が 先 に 己 れ 自身 の 前 に 才 Z ンタ イン ンー ルッ ン 
1 と 1 
1 7 る こと の だ め 、 また アッ ラー は 決し 5928 スジ ム co05 ら 8) 


て その 僕たち を 不当 に 通せ ぎ る だ た だめ な b り 。 の: < 
デー ン デ 





184. 彼 等 は 云 を り 、「 ア ッ ラ ー は 我 等 に 、 炎 衝 29 ノ 。 ン 穫 人 UI グ ン 邊 1 る 1 ン ッ の 
全 し ンー 動 「】 1 
で 食い 尽き れる 供物 も たら す 物 に 非 ず タツ ンク タツ 「 ウン OM MA 


W 2 _ る ぁ 29 9 
ば 、 如 何 な る 使徒 信ずる な か れ と 訓 め た 42 に 58 地 も Pf 
り 」 と 。( 注 173) 云 えん 、「 す で に お 前 た ちの クン ララァ タス 
aa an ア 1 ュ の elLee w テン 上 いら 
と ころ へ 、 我 より 以前 に 、 使 徒 た ち が 明 赴 1 の がい 7 2 5 りあ の 


を 携え て 、 お 前 た ち が 求 め る と ころ の も の の Gu ら ワウ ルン 
を 持っ て 来 た れ り 。 ち お 前 た ちの 言葉 が 真実 から 
な ら ば 、 を の 時 、 何 故 使徒 た ち を 殺害 し た 
な が 7 | 6。 

185. も し 彼 等 が 液 を 嘘つき 呼ば わり せる と ラク 物 Zs ダン Gt 
し 、 泊 聞 の 作 作 た ち も 品 っ 時 ば ゎ っ > つう ク を 802 ひら oO08 do 
れ て いる 、 種 々 な る 明 証 と 主 編 光り 輝く eS 3 ちら 
経典 を 携え て 来 た あ の 使徒 た な ち も 。( 注 
174) 

186。 人 は 和 皆 必 ず 死 を ( 注 175) 味 ゎ う べし 0 る の oO32503 る 9 55 oe5 
し て 復活 の 日 に お いて の み 存 分 に 報い ら る の 際 


マン) 1 _ 
べし 。 火 か ら 吉 ざけ られ 、 楽園 に 入ら し 紀 9 ET Aa 2 
め ら れる 者 は 、 げ に 本 題 成 応 せ る 者 な 5。 9 ダ ン 誠に ン タン ノ 
1 
現世 の 生活 は 、 た だ 空 し き 学 楽に 過ぎ ず 。 の JC 2 ssl 555J85 





邊 1 ユダ や ヤ 人 が 、 デ アッラー の 大 義 の 人為 、 語 を 提供 する よう 要請 きれ た 時 (3 :18)、 イス ラム 教徒 達 を あ ぎ 
けっ て アッ ラー は 貧 和 で 我々 は 金持ち と いう の か ?" と 言っ だ 。 こ の 言葉 は 、 新 し い 軍 動 に 大 加 し て も 8、 支 
払わ ね ば な ら な い 金 銭 的 負担 が 診 す に 徒 い 、 そ の 事 を 快 よ く 思 わな いこ の 様 な けち な 人 々 の 心 の 中 を ぅ 表わし 
て いる の で ある 。 


注 I73 この 盆 は 「 火 次 で 食い 尽き され る 供物 ] に つい て の 臣 律 を 守る こと は 、 誕 欺 師 に だ っ て で きる 事 で ある か 
ら 、 預 言 者 の 真実 を 試す 資格 し は な ら な いと いう こと を 、 ユ ダ ヤ 人 に 示し て いる 。 ユ ダ や ギ 人 は を そう いう 供物 に 
関す る 戒律 や 守る こと が 地 言 者 の 証 と 考え て いた の で 、 そ の 誤 ち を 指摘 し だ の で ある 。 要 求 者 の 真実 を 示し 確 
立 す る の は "明快 な し る し (人 ( 明 証 )" の みな の で ある 。 し か し 、 だ と え 焼 きつ て す 供 物 を する こと を 短 守 す る 
の が 、 真 の 項 言 者 の 資格 で ど あ っ た と し て も 、 ユ ダ ヤ 人 に 反論 を 述べ る 権利 な ど な い の で ある 。 それ に 関し て の 
詩 弾 が 、“ 何 故 、 お 前 送 は 決 然 と この 戒律 を 守っ た 拓 言 者 達 を 受け いれ な か っ た の だ 7?" と いう 言葉 に よっ て 、 
ユダ や ヤ 人 に 向け られ て いる 。 


邊 174 自分 達 に も それ ぞ れ の 稀 告 と 智恵 の 浴 和 れる 言葉 の 書か れ て いる 啓示 (黙示 ) 銀 が ある の に か か わら ず 、 
イスラ エル の 預言 者 達 が 全員 、 従 っ た トー ラ の 事 。 

注 Hf5 死 と は 自然 の 中 で 最も 確実 で ある 現象 な の に 、 人 人 々 の 死に 対し て 、 全 く 舞 視 す る か 非常 に 冷淡 な 態度 を 
と っ て いる 、 こ こ で て は 俗 世 間 の 生活 を 、 表 面 は 廿 〈 く 魅力 的 に みえ て も 、 一 芋 人 が その 喜び と 利益 を 求め ゆる 事 に 
執着 し だ す と 、 に が て 人 を あざ むく も の で ある 人 為 、 幻 影 で あり 大 無 で ある と 言っ て いる 。 


ー130 一 


157 . 


188. 


169. 


190 . 


191 . 


9 5 で な 、 委 っ て 5、 て 0 
も ず ア ッ ラ ー を 念じ 、 天 地 の 剣 造 に つい て 
注 1 試練 と 試行 に は 四 短 の 目的 が ある 。 (1) そ れ ら 6 に より 、 


ら っ た 5 信 仰 が 薄かっ だ りす る 者 と が 譜 別 きれ る 。 
試練 を や か いく で る 者 は 、 
可能 に な る 。 (4 


年 17 


注 178 天地 創造 と 慎 夜 の 入れ か わり に 潜在 する 教訓 は 、 人 人 に 精神 的 な 面 と 世俗 的 な 面 と の 発展 を 目 憶 に 


れ だ た 暗中 み と 苦 し み の 期 間 の 後に 、 


ぢ 前 た ち は 必 ず そ の 財産 や 人 格 に お いて 
試み られ る で し 。 ( 注 176) また お 前 た ち は 
以前 に 経典 を 授け られ だ た る 人 々 や 、 多神教 
義 0 0 
ん 。 さ きれ ど ぉ 前 た ち が 殻 然 と し て 公正 に 振 
る 舞 わ ば 、 を れこ EN D 。 


アッ ラー が か つて 、 経 典 を 授け られ た る 
人 々 と 契約 を 結び 、( 注 177)「 お 前 だ ちこ れ 
を 人 々 に 説明 し 、 隠 す な か れ ] と 云え る 時 
の こと を 思い 超 せ 。 し か る に 彼 等 は 稼 を 背 
後に 投げ 捨て 、 し か も わずか な 代価 で を 
売れ り 。 彼 等 が 買え る も の は 災い な る が か な 。 


ピピ れ の な せる こと を 喜び 、 まだ な ささ ざる 
に と で 賞 誠 き れる こと を 好む 人 徒 共 ー か か る 
者 ども が 筐 六 を 逃れ られ 得る と 思う な か 
れ 。 彼 等 は 茜 酷 な 懲らしめ を 受け ん 。 


天地 の 大 権 は アッ ラー の 所 有 に し 
アッ ラー 日 全 た 特 の 


ー 第 二 十 項 

天地 の 創造 、 信 夜 の 交替 、 を の 中 に 在 る 
ぁ の は 思 成 ある 人 々 へ の きま ぎ ま な る 神 兆 
な り 。( 注 178) 
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で ある 。 


1 ニー 


られ て いる の は 、 何 6 特定 の 契約 の 事 で は な く 、 
それ に か な う 様 生き る と いう 一 般 的 な 契 
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心から の 確固 た る 信仰 を 持つ 夫 心 な 信者 と 、 た め 


(2) 信 仰 に 吉 心 な 者 に と っ て は 精神 的 発展 の 手 角 と な る 。(3) 
自分 自身 の 信人 の 強 き 或いは 弱き を 知り 、 
る 者 に と っ て は 、 報 一 へ の 資格 を 確立 し て 《 れ る も の と な る 。 


それ に より 自ら の 行 為 を 正す 事 が 


全て の 預言 者 の 信奉 者 が 負う 、 自 分 坪 は 神 


約 の 事 で ある 。 


全 造 き 
陽光 と 壮 せ が や っ て くる と いう 事 
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199、 


194 . 


195. 


196. 


案 す る 者 ば 二 う 、「 二 よ 、 払 は これ を 本 
に 創造 せる に 非 ず 。 償 、 液 至 勤 者 よ 、 我 等 
を 業火 の 刑 よ り 救い 給え 。( 注 179) 


主 よ 、 液 が 業火 の 中 に に 入ら し めん と する 
者 は 、 湊 必 ず 之 を 圧し め 給 う 。 面 し て 不義 
な す 者 に は 如何 な る 救 巧 者 も な か る で し 。 


主 よ 、 我 等 は 、「 湊 等 の 主 を 信 ぜ よ 」 と 我 
等 を 信仰 に 招く その 呼び 掛け を 聴い て 信者 
ほ と な れ り 。 さ れ ば 主 よ 、 我 等 の 罪 を 落し 、 
犯 せ し 数 々 の 悪事 を 免除 し 、 曽 し て 我 等 を 
正義 者 と 共に 死な し ゅ 給え 。 


ギ よ 、 液 の 使 午 た ち を 通し て 我 等 に 約束 
せる も の を 与え 給え 。 し て 復活 の 日 に お 


ぃ いて 、 我 等 を 辱 し ゆめ る な か れ 。 ば げに 液 は 約 
末 を 破 ら ず 」 
を こ で 主 は 、 彼 等 の 祈り に 記 を て 、 云 ぇ 


り 、| わ し は お 前 だ ちの うち 、 男 女 を 間 わ ず 、 
働き 者 の その 働き を 空しく せ ぎ ざる で し 。 
前 だ た ち は お 互い 同士 、 男 も $ 女 も 了 て な し 。 
( 注 180) 役 等 家 閣 を 追わ れ 移住 し だ る 者 、 
わし の た め に 追 害 あ うけ 、 奮戦 し 久 科 れ た る 
人 人 々 、 わ し は 役 等 より その 罪 を 消 減 し て 

河川 流れ る 楽 園 に 入ら し めん 。 これぞ アッ 
ンー ょ うり の 報 奨 な り 。【 げに 最も 素晴らし き 
報 拭 は 、 ア ッ ラ ー の 許 に あり | と 。 
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守 139 
で ある 。 全 宇宙 が 人 間 の 人為 に 創造 きれ て いる の だ か ら 
入 が 宇宙 創造 の 物理 的 現象 中 に 存在 する 精神 |- の 早 示 や 、 
な る 秩 庁 に 思い を めで ら す 時 、 人 は 神 の 佑 大 な 、 え い 智 に 深く 印象 づけ られ 、 己 れ の 最も 下 深 い 底 か ら 、 
の 宇宙 を お つく り に な っ た の で は あり ませ ん " と の 叫び が わき お こる の で ある 。 


い の で ある 。 


お あか が Km だ ずら に と 


生 18 


前 徹 で 暗 藤 の 施 き れ て いる 僅 大 な る 秩 庁 


当 語 て で は キリ スト 教 の 教理 や 理想 、 


位 の 内 容 を 強調 する 人 為 の ぁゃ の で ある 。 


し 9 


そし て その 生活 様式 を 語っ て お り 、 
と 主張 し て いる に も か か わら ず 、 キ リス ト 教 で は 女性 の 地位 が 男性 の 地位 に 比 し 完全 
部 の 女性 の 地位 の 内 容 ぉ それ に 準ずる 結果 と な っ て いる 。[ お 前 た ち は お 互い 同 :| 


は 当然 な が ら は っ きり と し だ 日 的 な し に 存在 する 事 は な い の 
、 そ の 人 間 自 身 の 創 造 に は 佑 大 な 日 的 が な く て は な ら な 


宇宙 に あま ね く ゆ きわ た っ て いる 完全 
2 


キリ スト 教 教会 は そう で は な い 
に に 下位 で ある 人 為 、 赤 会 囚 
1 と いう 言葉 は 、 男女 両方 の 地 


人 
ァ ーーー に 


197. 液 、 不 信心 者 ども が 我 が も の 顔 に 地上 を 
開 歩 する 様 を 見 て 、 こ れ に 天 か れる な か れ 。 
( 注 181) 

198. それ は し ば し の 優越 に 過ぎ ず 。 い ずれ 地 
獄 が 彼 等 の 住居 と な らん 。 を は お ぞ ま し き 


麗 所 な 5 。 ( 注 182) 
199. され ど 計 を 明 れ 倶 う 若 に : は 、 河川 流れ 
楽園 あり 。 3 


だ の ーー より の 歓待 な り 。 正義 者 の だ ため 
に アッ ラー の 許 に ある も の は 、 最も 素 晴 ら 
し き ざ も の が り O 


に 1 


200. また 経典 の 民 の 中 に 、 ア ッ ラ ー を 信じ 、 
た も に 計れ た る も の 半 び に 自分 た 5 
に 降 き れ た だ る も の を 信じ 、 ア ッ ラ ー の 御前 
月 (5 《 だ る 者 あり 。 彼 等 は アッ ラー 


デー ル ・ イ ムラ ー ン 


ン 2 ピー 計 ゅ 。 アン イイ ア 
仙人 ANMCE の 


ン 


レク イン ン ゥ ク の ンタ 人 メン の アン 


の 2 の 2 2632 の う Oc っ ら とい 


? タ 』 ン 9 の か ノラ ぃ 
ゲ み E テ の が の KS12 が 1 
ce22251 っ を の 359 の うう 


アラ グラ い 


oe の 衝 和 を 導 : 


いい ト り 


? は 4 LC ヶ ダグ ア ョ イト グ 
の の あまの SuA み 8 
た 人 0 リ 


06e 光 論外 E2 公 1 


陸 スム る イクス 
の 神 光 を わずか な 代価 で 売り 渡 き ず 。 これ 3 VS は Ao 
等 の 人 々 は 必ず 主 の 御 許 で 報奨 を 受け ん 。 タン の る ルッ シン 
げに アッ ラー の 清算 は 敏速 な り 。( 注 183) っ ec)8 っ 08 C, で 多 つ 


201. 六 等 信徒 た ちょ 、 記 財 強く あれ 。 妃 耐 を シッ レン 1 っ 3 生じ 郡 
| ゅ 包 2 う yolb KGRIIGD 
互い に 競い 合え を 。 前 用心 せ 2 内 い な た る sb ょ 
PC4 


085 


現在 の 、 上 月 が くら 5 も む 程 の 生活 の あら ゆる 面 に 
一 時 の うつ ろう 発展 の ま ば ゆ る 


ため に アッ ラー を 胃 れ 艇 え を 。( 注 184) 





注 181 聖なる 痕 言 者 の 時 代 に あて は まる だ け で な (て 、 こ の 北 は 、 
訟 る キリ スト 教 国家 の 物質 的 沼 栄 に ちあ て は まる 。 そ し て イス ラム 教 侍 に は 、 
に 、 だ まき る れ だ り 、 心 が 弱 〈 な っ だ た だ り せ 史 様 、 和 警告 が 為 き れ て いる 。 

う 始 まり かけ て お り 、 更 に 彼ら に 


注 19 キリ スト 教 国家 の 繁栄 は 一 時 的 な ちの に すぎ ず 、 こ の 節 で は 、 実 際 $ 


与え られ る で あろ う 、 し い 懲 前 が は の ゆめ か る れ て いる 。 


注 183 不信 着 に 対し て 、「 神 の 清 濾 は 敏速 な り ] と いう 表現 が 使わ れる 場合 は 、 神 は 判断 を 下 し 懲 太 を 号 え る の 
が 早い ょ の 意味 で あり 、 信 者 に 対し て 使わ れる 場合 は 、 決 若 を つけ 、 報 酬 を 与え を られ る の が 早い と の 意味 で あ 
る 。 

注 194 この 節 で 述べ られ て いる 成功 に 必要 な 五 項目 は 以下 の 人 遂 り で ある 。 

(1) 礼 耐力 と 心 の ゆる ぎ な る さ を 鍛 練 す る 、 

(2) よ り も 、 EEE 

(3) 骨 分 の 所 属す る 社会 宗教 に 、 だ た ゆみ な く 勤 箇 に 奉仕 する 、 

(4) 辺 境地 に 、 攻 撃 と 防御 の 両方 に 備え を る だ ただ め 、 常 時 用 心 深く 見 張り を 置い て お く 事 、 

(5) 玉 明正 大 な 生活 を 送る 事 、 [用心 」 ほ 上 は 、 ま た だ 人間 の 心 の 事 を 意味 し て おり 、 信 仰 を 持つ 者 は 、 常 に 、 

る 状態 に に いな けれ ば な ら な い 、 と いう こと で ある 。 


心 の 内 
な る 英 と 外 な る 和英 の 画 方 し と いつ で も 戦え 
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アル ・ ニ サー 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


sy な > を 7 に 2 
1. 慈悲 深く 、 恵 名 く ア ッ ラ ー の 御名 に ち おい の ター oe 6 し 8 
の 
2. 溢 等 人 々 よ 、 お 前 た ちの 主 を 時 れ 区 え 。 主 。 計 3 隊 
は 一 人 の 入間 か 6 ( 注 1) お 前 た ち を 創造 に 
0 0 2 ク , ペ ング 2 る 2 人 2 33 ン 
し 、 を の 一 部 より ( 注 2) 配 介 者 を 制 造 し 4 っ っ 6> 人 


その 役 等 両 名 より 多く の 男女 を 殖やし た の 
り 。 前 た ち そ の 御名 に よっ て 互 に 頼み ご 2 先 33 
と を 請 い 求め る アッ ラー を 異 れ 散 を 。 と り の Kss? kr。 ン 2 る 
わけ 血族 関係 の 絆 を 重 ん ず る ( 注 3) アッ 0 6W3 
ラー を 哨 れ 散 を 。 げ に アッ ラー は 常に お 前 
た ち を 監視 し 給 う 。 
3. 拡 喝 に ( 注 4) を の 財産 を 与 えよ 。 ぉ 前 た 本 る て 9 24 作 8 
か * うる 内 記 
ちの 問 い も ゃ の を 以 て 、 彼 等 の 良 じ も の と 換 
える な か れ 。 彼 等 の 財産 を ぉ 前 た ちの に 合 か の ら 和 5 科す る 
せ て むる ば ぼり 食う な か れ 。 そ は 大 罪 な り 。 ク ク 
@ 上 8 


守 : ] | 一 人 の 人 間 」 (又は 一 つの 魂 ) の 意味 する も の は 、(1) ア ダム 0⑫) 男 と 女 を 一 体 と みな し た 意 。 こ れ は 、 
一 省 が 共に -- つ の 業 を 行う 時 、 二 体 は 一 体 と し て 語ら れる か ら で あ る 。 (3) 男 と 女 を 別物 た みな し た 意 。 個 々 の 
和信 間 は すべ て 。 一 和信 の 人 人間 で ある 男 の 種 か ら 創 6 れ 、 又 同様 に 一 人 の 人 間 で ある 女 か ら 生 まれ る と いう 意味 に 
お いて 、 人間 は 「 一 入 の 人 間 」 か 6 人 旬 ら れ だ 、 と 言え る か ら で あ る 。 


6 


本 NN WV 
eK 


6 この 言葉 は 、 女 が 男 の 肉体 か ら 造 られ だ た 言っ て いる の で は な く 、 女 も 男 と 同じ 種 に 尾 す る 8 の で あ 

、 長 き に つけ 惑 し き に つけ 同じ 傾向 を 持っ て いる と 言っ て いる の で ある 。 イ ブ が 、 ア ダム の 助 か ら 造 5 和 れ 
DP 
られ だ 。 それ 夏 、 確 か に 助 辿 の 最も 曲がっ て いる 部 分 が 最高 の 部 分 な の で ある 。 も し 、 を そこ を 自分 で 長 っ 直ぐ 
に 伸ばそ を うと すれ ば 、 折 れ て し まう だ ろう 。」 と いう も の で ある 。( ブ ハリ 、 ニ カー 洛 ) この 聖なる な る 預言 者 
の 言葉 は 、 比 員 的 に 用 いら れ て いる 。 なぜなら 、 こ こ で は イブ の 名 を あげ る こと な く 、 す で て 女 と いう も の に 
つい て 述べ られ て いる か ら で あ る 。 そ し て すべ で て の 女 が 助 辿 か ら 造 られ だ わけ で は な いこ と は 白 だ か 6 で あ 
る 。 


注 3 この 疲 は 「 軍 へ の 回 散 ] 上 「 親 族 の 絆 の 意 重 ] を 並列 に 置い て いる 。 こ うし て , 親族 を 大 事 に する こ 
と の 重要 性 を 強調 し て いる の で ある 。 親族 と の 関係 は 、 ク グル アーン も 大 い に 強 調 し て いる と ころ で ある 。 悪 な 
る 質 言 者 は 、 婚 式 の 説教 に は 、 家 手 に 対す る 装 務 を 双方 に 思い 起こ きせ る た め に 、 こ の 委 を 引用 する の で あっ 
0 

注 4 前 節 で 、 神 の 二 つ の 思 恵 、 即 も 一 つの 魂 か ら 多 く の 男 と 女 を 生み 殖やし た こと 、 親 族 の 絆 を 強く する 
こと に より 減 亡 し な いよ う 和 保護 し て くれ る こと の 二 つ を 語っ た 後に 、 ク ルアー ン は 更に 孤児 の 権利 と 利益 を 保 
謗 する こと に より 、 子孫 を 守る 必要 性 を 強調 し て いる 。 
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4 も し お ぉ 前 た も 孤児 を 公正 に 扱い 得 ぎ ざる 恐 ら PXK 4 1 ミン Ua < 9 2 る 2 。 > の 2 
ある 場合 、 良し と 思う 女 を 概 る が さい 、( 注 

= = 、 Mt 1 知る 4 2 

5 ) 二 人 な り 、 三 人 な り 、 四 人 な り 。 さ れ 8 の 8 お 32 北 聞 の 敵 

の も し 公平 に 扱い 筐 ざ る を 札 れ な ば 、 だ 2 プク ブラ アン ン [レタ グン ンプ 2 ン る ノン 

だ 一 人 の 女 か 、 或 い は お 前 た ちの 右手 が 所 の JPESE) 

有する も の を 交 れ 。 ( 注 6) こ は 不 公平 を 避 クィ 

ける た め の 一 番 の 近道 な り 。 CU プ だ あり 


注 5 この 節 は 、 あ る 特定 の 状況 の も と で 、 一 夫 多 妻 を 許し て いる 点 で 重要 で ある 。 イ スラ ム 教 は 、 一 人 の 
演 が 女 を 一 度 に 四 人 まで 持つ こと を 許し て いる 。( そ うす る よう 指示 し た り 、 興 励 し て いる の で は 決し て な い 。) 
に に 
まず その 源 が ある と 理解 すべ き で ある 。 状 況 に よっ て は 、 特 に 女 捕 腐 や 、 他 の 薄 通 の 女性 と 結婚 する こと に ょ っ 
て の みみ 、 拡 先 の 利益 が 守ら れる 場合 も ある の だ 。 この 節 で は 、 一 夫 多妻 を 孤児 の 問題 と の 関連 で 語っ て いる が 、 
これ が 、 社 会 的 、 道 徳 的 な 悪 に 対し 必要 な 処方 し な りう る 場合 も 起こ っ て くる で あろ う 。 も し 、 結 婚 を の $ の 
の 日 的 の み を 考え て も 、 こ うし た 事 が 許さ れる の は 正当 で ある ば か り で な く 〈、 時 に は 望ま し いこ まで あり 、 必 
CO の の 20W926 それ と ころ か 、 こ うし た 場合 、 一 失 多 妻 を 拒否 し て し ま ょ うと 、 個 人 や 拍 会 の 最良 の 
利益 に 本 当 に 反する こと に な る が か も 2 クル デー ン に よれ ば 、 結 婚 の 目的 は 四 つ あ る と いう 。 即 も 、(1) 





肉体 的 、 道徳 的 0 才 か > 4・25) (②) 和 の 平和 と 愛す る 相手 が いる と いう こ = ょ の 大 切 き 、 
(30 :22) ⑬ 子 供 を 生む こと 、 の こと 、(4 ・ 2) で ある 。 さ て 、 間 が 一 人 の 場合 、 


上 に 述べ た 結婚 の 四 つ の 目的 の う も 、 6 箇 F50ES の だ 
の 病 や 伝染 病 に か か っ た 場合 、 も し 妻 が 一 人 で あれ ば 、 結 婚 の 日 的 は 確か に 打ち 砕 か れ て し まう 。 実 際 、 を の 
2 に は 、 も う 一 つ 合 法 的 な 結婚 や する か 、 鈴 情 に 負け 不道徳 な 生活 を 送る 以外 、 残 きれ た 道 は た ない の で ある 。 
そし て 、 病 を 下 う 妻 は 、 良 き 伴 介 で は あり 得 な い 。 な ぜ な ら 、 彼 女 が いか に 心 に 懸け 同情 する に 値 し ょ うと も 、 
條 女 と 一 納 の 生活 は 、 天 に 、 あ ら ゆ る 点 に お いて 心 の 平和 を 与え る こと は で き な い か ら 6 で ある 。 同様 に 、 ぉ し 
雪が 産ま ず 女 で あっ た 場合 に は 、 自 分 の 後 を 継ぎ 、 自 分 の 名 を 受け 継い で いく 子孫 を 欲す る 夫 の 自然 で 全く 正 
当 な 剛 望 は 、 一 夫 多 妻 制 な いし し て は か な えら れ な い の で ある 。 イ スラ ム 教 が 、 複 数 の 婚 畑 関係 を 許し て いる の 
は 、 こ うし た 事情 に 対処 する た め な の で ある 。 し か し 、 上 の どの 場合 で も 、 も し 央 が 最初 の 凌 と 苑 婚 する と す 
れ ば 、 そ れ は 役 の 恥じ で あり 不 名 準 と な る の で ある 。 実際 の と ころ 、 一 夫 多 表 制 の 目的 は 、 あ る 程度 、-- 夫 一 
妻 制 の 目的 と 同じ で ある 。 一 大 一 妻 の 結婚 の 目的 の うち の 一 つ 、 あ る い は すべ て が 満た よき されない い 時 に の ら み 初 め 
て 一 天 多 環 が 必要 と な る の で ある 。 し か し 、 時 に は 、 男 が 一 人 の 妻 を 本 当 に 愛し 、 そ れ で 結婚 の 日 的 が 十分 満 
だ され て いる 場合 で も 、 も う 一 人 ある い は それ 以上 の 妻 を 持つ こと が 必要 と な る よう な 理由 が 他 に ある の だ 。 
その 理由 と は 、) 父 の な い 和 孤児 の 底 護 、(2) ま だ 年 若く し て 未亡人 に な っ て し まっ た 女 に 再婚 の 道 を 開く こと 、 
(3 家族 、 社 会 の 中 で 少な て な っ て し まっ た 男 を 補う こよ と 、 で ある 。 こ こ に 述べ られ て いる 節 か ら 、-- 夫 多 姜 制 
は 、 特 に 、 何 の 保護 も な (残さ きれ た 父 の な い 子 を 底 護 す る た め に 必要 と きれ て いる こと が 明白 で ある 。 こ うし 
だ 父 の な い 子 の 母 は 、 あ る 男 の 底 護 の も と に いる の で あれ ば 、 OO の の 2 20d 作 MKS 
の 子 や 母 と 直接 に 結び つき 、 も っ と 密接 な 親戚 関係 し な っ て 、 結 婚 し て いな い 時 より も 、 も っ と 彼ら の 幸福 に 
心 を 砕く よう に な る で あろ う 、 と この 節 は 示唆 し て いる 。 未亡人 人 を 再婚 きせ る こし と (2 4 ・ 3 3) は 、 一 夫 多 
妻 制 が 果たす も うぅ 一 つの 目的 で ある 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 聖 な る 預言 者 の 時 代 に は 、 戦 い に 明 け て れ て いた 。 多 
〈 の 人 が 職 省 で 倒れ 、 後 に 、 面 倒 を 見 て て れる 近い 規 疾 も いな い 未 亡 人 と 父 の な い 子 が 残る きれ た 。 了 戦争 の 必 伏 
の 結 洒 で ある が 、 男 より 女 の 数 が 多く 、 ま だ 、 面 倒 を みる 人 ちな い 父 の な い 子 が 非常 に 多く て な っ た こと か ら 、 
イス ラム 社会 を 道徳 的 魔 か ら 守 る た め 、-- 夫 多妻 制 を 差 承 す る こと が 必要 と だっ た の で ある 。 一 夫 多 朗 制 は 、 
佑 い 未 亡 人 を 再 嬉 き せる と いう 付随 的 な 理由 の 外 に 、 戦 争 勃 発 後 、 種 々 の 曽 の 哀 弱 と 共に 国内 の 男 の 数 が 激減 
し 、 国 の 存亡 が 危ぶま れる ほど に な る と いう 深刻 な 状況 に 対処 する た め の 策 で も あっ た 。 民 族 妄 徴 の 大 き な 原 
因 と な る 出生 率 の 低下 が 生じ た だ 場合 は 、 一 夫 多妻 制 や 取り 入れ る こと に よっ て 、 効 果 的 に 出生 率 の 低下 を くい 
止め る こと が で て きる の で ある 。 一夫 多 委 制 は 、 誤 解る きれ て いる よう な 性 的 欲情 の は け 曲 で は な い 。 男 に も 女 に 
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5 同様 に 犠牲 を 要求 し て いる の で ある 。 男 も 女 も 、 個 人 的 また 当座 の 感情 より 、 も っ と 広い 社会 的 ある い は 国 
家 的 利益 を 優 光 きせ る よう 要求 され て いる の で ある 。 


注 6 「 ぢ 前 達 の 右手 が 所 有する も の ] と いう 表現 は 、 一 般 釣 に は 、 イ スラ ム 教 減 亡 を 謀る 戦い に 参加 し て 、 
イス ラム 教徒 に 捕 を られ 、 結 局 、 自 ら 自 分 の 自由 を 失っ て し まっ な 女 捕 益 、 身 代金 も 支払 われ な い 女 の 戦争 捕 
府 の 意 で ある 。 こ の 言葉 は 、 ク ルアー ン の 中 で は 「 イ バー ド や イマ ー」( 男 の 吾 し 使い と 女 の 召 し 使い ) と いう 
旨 葉 より よく 用 いら れ 、 ミ ルク ・ ヤ ミー ン (右手 が 所 有する も の ) と いう 言葉 は 男女 両方 を 意味 する 。 こ の 言 
葉 は 、 奴 隷 や 召し 使い の 意 も 含ん だ 言葉 で あり 、 あ る 特定 の 場合 、 こ の 言葉 が 何 を 意味 し て いる か は 、 有 文脈 か 
ら の み 判 断 で きる の で ある 。「 彼 ら の 右手 が 持っ て いる 」 と いう 表現 が 、 何 を 芯 味 し て いる の か 、 ま だ た 、 こ れ が 
適用 きれ る 人 人 の 権利 和 や 資 格 に つい て は 、 多 く の 調 解 が 床 ま っ て いる 。 イ スラ ム 孝 は 、 基 確 な 言葉 で 奴隷 制 を 非 
難 し て いる 。 それ に よれ ば 、 人 間 か ら 自 由 を 槍 う こと は 、 そ の 人 間 が イス ラム 教 や イス ラメ 教 国 を 滅亡 きせ ょ 
うと する 了 戦い に 加わ っ て 、 自 ら 自 分 の 自由 を 失う こと に な る の で な けれ ば 、 それは 、 道 徳 的 罪 な の で ある 。 奴 
議 の 売買 も また 重大 な 罪 で ある 。 クルアーン は ば 、 奴 隷 制 を 速やか に 完全 廃止 する だ なめ に 、 次 の よう な 非常 に 厳 
し い 規 制 や 定め て いる 。 1 正規 の 戦闘 の 後に の み 、 敵 を 捕虜 に し うる 。 (2 捕虜 は 戦争 が 終結 し た 後 は 解放 し な 
けれ ば な ら な い 。 し か し 、(3) 友 好 の 証 と し て 、 あ る い は 捕 謀 の 換 に より 自由 の 生 に すべ き で ある 。 (47: 5) 
し か し 、 こ れ ら の どちら の 方 法 で も 解放 きれ な か っ だ た 不運 な 人 々 と 、 あ る い は イス ラム 教徒 の 主人 の も と に 留 
まる こと を 望ん だ もの は 、 そ の 主人 と ムカ ー タ バ と 呼ば れる 契約 を 結ぶ こと に より 、 自 由 を 獲得 する こと が で 
きる 。 (24:34) る て 、 も し ある 女 が 、 上 に 言う よう な 戦争 中 に 捕 磨 し な り 、 自 由 を 答 わ れ て ミル ク ・ ヤ ミー ン 
と な っ だ と する 。 そ し て 、 捕 虜 の 変換 で 解放 きれ る こと も な ら ず 、 政 府 の 事情 $、 友 好 の あか し と し て 彼女 を 
好 、 解 放す る こと を 許 る ず 、 彼 女 の 同 期 $ 政 府 も 彼女 の た め に 身代金 や 払っ て は くれ ず 、 彼 女 も ムカ ー タ バ を 
結ん で 、 自 分 の 自由 を 手 に 入れ よう と 上 きえ し な いと する 。 そう し て 、 彼 女 を 捕虜 し し て いる 者 が 、 知 徳 的 理由 
か ら 、 秩 庫 や 守る だ た め 彼 女 の 事 前 の 承諾 な し で 、 彼女 と 結婚 する と いう こと に な る と 上 すれ ば 、 こ の 成り 行き は 、 
どう し て 好ま し 《 な いも の と 言え る だ ろう か 。 戦争 で 捕 謀 と な っ だ た 女 や 、 仏 隷 の 女 と 、 結 婚 は し な いま ま 性 関 
係 を 持つ こと に つい て は 、 こ の 拓 で も クル アー ン の 他 の どの 節 で も 認め ゆ て は いな い 。 クル アデ アーン は 、 隊 光 搬 記 
の 女 を 、 正 式 に 婚 商 関係 を 結ん を で いな い 状 態 で 妻 の よう に 扱う こと を 許し て いな い ば か り で な く 、 こ うし た 戦 
省 抽 虜 と 3 ぉ 自由 な 女 と 同様 、 半 の よう な 関係 を 持つ だ め に は 、 結 婚 し な けれ ば な ら な いと 明確 に 述べ て いる 。 
二 者 の 唯一 の 遠い は 、 社 会 的 地位 が を その 時 点 で は 異な っ て いる と いう こと で ある 。 つ まり 、 戦 争 捕虜 の 女 の 、 
結婚 に 対す る 事前 の 承諾 は 、 自 由 な 女 の 場合 の り の よ うに は 必要 が な いと きる れ だ の で ある 。 彼女 達 は 、 反 イス ラム 
の 了 温和 究 に 加わ っ だ こと に より 、 こ うし た 権利 は 失っ て し まっ て いる の で ある 。 女 捕 慮 に つい て 「 笑 手 が 所 有 」 
し て いる と いう の は イス ラム 教 が 内 緑 関 係 を 認め て いる と いう 見 解 と 上 は 全く 異な っ て いる と グル アデ アーン は 述べ 
て いる 。 この節 寺 外 に も 少な く と も 四 つ の 節 に な いて 、 明 肛 明 白 な 言葉 で 、 了 戦争 捕虜 の 女 は 結婚 する でき で あ 
る と 指示 され て いる 。(2・ 六 4141 4 126:24:33) 聖なる 預言 者 も この 点 に つい て 非常 に 明確 に 述べ て 
いる 。[ 到 隷 の 少女 や 所 有 し て いる 者 、 彼 女 に 適切 な 教育 を 与え 、 う まく 《 育 て あげ 、 そ れ か ら 役 女 に 卓 出 を 与え 
て 結婚 する 者 、 を の 者 は 二 重 に 報 わ れる 。|] ( プ ハ リ ・ ア ルイ ルム 番 ) この 聖なる 李 言 者 の 言葉 は 、「 も し イス ラ 
ム 教 徒 が 奴隷 の 少女 を 妻 に し た いと 思う な ら 、 彼 は まず 彼女 を 自由 の 身 に し 、 そ れ か ら 結 婚 す べき で ある 。] と 
言っ て いる の で ある 。 型 な る 了 預 言 者 自身 の 行動 も 、 こ の 教え に すっ か り 一 致し て いる 。 聖なる 畠 言 者 の 委 の 5 
ち ジ ュ ベ リヤ E サ フィ ヤ の 二 人 は 戦争 捕虜 と 上 し て 役 の も ふと へ や っ て 来 だ 。 彼ら は 、 型 な る 預 言 者 の ミル ク ・ マ ヤ 
ミー ム で あっ た 。 し か し 、 彼 は イス ラム 教 の 法 に 従っ て 、 彼 女 ら と 結婚 し た の で ある 。 彼 は また 、 エ ジ プ ト 王 
か ら 役 の と ころ に 送ら れ て きだ マー リヤ ヒ も る 結婚 し て いる 。 を し て 、 彼 女 も 、 頂 言 者 の 他 の 妻たち と 同様 に 、 
息 由 な 妻 の 立場 を 満喫 し た の で ある 。 彼女 は ヴェ ー ル の 落 用 を 守り 「 措 者 大 の 母 」 の 一 人 と きれ だ 。 クル アー 
ン は 結婚 に 叔父 、 叔 母 の 娘 た ち に 適用 きれ る の と 同様 に 、「 流 ら の 右 が 所 有する 者 」 に も 適用 きれ る こと を 軌 
ら か に し て いる 。 両省 共 、 結 婚 し た 後に 、 雪 と し て 過 せ られ る で き で ある 。 先 に あげ た 三 人 の 場合 共 、 結 婚 す 
る こと に よっ て 型 な る 預言 者 に 対し 正式 の も の と な っ だ の で ある (33・51)。 更 に 「 そ し て 『 液 の 右 す が 所 有 す 
る 者 以外 は 、 既 婚 の 女 は 、 液 に 許さ きれ て は いな い ] (4 : 25) と いう 人 句 は 、 前 節 と 共に 、 男 が どう いう 女 と 結 
研 する と 悦 法 を と な る か に つい て 語っ て お り 、 既 婚 の 女 は 、 こ うし た 例 の - つ だ と いう の で ある 。 し か し 、 例 外 
が 一 つ 設 け て ある 。 それは 、 既 婚 で あっ て も 、※ 宗 教 戦争 で 捕 慮 EL な り 、 そ の 後 イ スラ ム 教 徒 の 中 に 残る こと を 
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し か の wー デ の 
"・ 還 し て 婦 だ ち に は 縮 を 快く えよ 。 きれ ob obo る 902 先 Sly 

ぼ 、 も し 彼女 た ち 自 ら を の 一 部 を 返す な ら 2 

ュ こす ェ い re Ts レン ルル 6 レン し 4 し アリ クッ ン る > ある うー 

ば 、 実 ん で 有 夷 く 頂 芝 せ よ 。 の も みて い 4 553 し 5 む 2 (の こと 


6. アッ ラー が 扶養 の た め に お 前 だ ち に 託し た 0 イン ンタ クション ッ ン ン ンマ タ 38 シン 
AK あて て こ AG | As お りう 
る 財産 を 、( 注 7) 悪 か 者 に 与 を る な か れ 。 


を の 財産 で 彼 等 に 衣食 を 給 し 、 隔 っ 優し い 。 る 衝 朋 人 7 
言葉 で 彼 等 に 語 Oo も 2 る 


7. 婚 期 に 達する まで 孤児 を 試み よ 。 も し 健全 ライ し me ンク ao タン ミン ルン シン 
な 判断 を ( 注 8) 彼 等 に 認め な ば 、 る の 若 の by を の SbSD 
産 を 彼 等 に 渡す べし 。 拡 児 が 成長 せ ざ る う 負っ ら 9 UKCNITY 
ち に 、 急 いで 之 を 浪費 する な か れ 。( 注 9 ) レン セタ を 「 
後見 人 が 宮 者 な ら ば 之 に 手 を 角 れ きせ ず 、 か mh eg の CC 人 3 
委 し き 者 な れ ば 公正 を 以 っ て 芝 を 利用 せ し 





選ん だ 女 は 、 そ の 主人 人 と 結婚 で きる と いう の で ある 。 彼女 達 が 、 前 夫 の ぉ ぁ と に 戻ら な いと 決心 し た こと は 、 前 
の 結 如 は 無効 と な っ た と みな る れ だ の で ある 。 つ いで な が ら 、 結 婚 が 禁止 きれ て いる 間柄 の 自由 な 女 の 親族 と 
同じ よう に 、( に こう し た ) 吾 し 使い 女 の 親 族 と は 、 結 婚 す る こと が 許 き れ て いな い 。 だ と えば 、 奴 隷 で あっ た 雲 
の 紀 ほや 姉妹 、 娘 な だ ど と は 結婚 で き な い 。 き さらに 、 そ の 当時 の 状況 を 考 虐 し て 、 ク グル アーン で は 、 女 の 二 つ っ の 哨 
級 の 礼 会 的 地位 を それ ぞ れ 区 別 し な けれ ば な ら な か っ だ 。 その 区 別 は ザウ ジュ (結婚 し た 自由 な 女 ) た ミル ク ・ 

ミー ン ( ぁ と 捕 磨 で あっ た が 結婚 し た 女 ) の 二 つ の 言葉 で 表現 きれ だ た 。 前 者 は 夫婦 が 平等 で あり 、 後 者 は 豪 
が いて くら か 劣っ た 地位 に ある こと を 示唆 し て いる 。 し か し 、 そ れ は 時 的 な 面 で あっ た 。 クル デー ン も 型 な る 
頂 言 者 も 、 捕 雇 の 女 に 、 丁 度 聖なる 預言 者 が 実行 し た よう に 、 ま ず 完 全 な 自由 と 十分 な 地位 を 与え 、 し か る 後 
に 結婚 すべ き で ある と 強 《 失 告 し て いる 。 ま だ 、 イ スラ ム 教 は 通常 の 戦い で 女 を 捕虜 と する こと を 許し て は い 
な い 。 そ し て 、 捕 具 と の 結婚 が 、 彼 女 の 事 前 の 承諾 な し で 許 き れる の は 次 の よう な 時 の み で ある 。 聖なる 預言 
者 の 頃 、 敵 国 が イス ラム 教 を 減 亡き せよ ょ うと 、 ま だ た 剣 の カ で イス ラム 教徒 に その 信仰 を 捨て きせ よう と 、 反 イ 
スラ ム の 宗教 戦 争 を し か け 、 イ スラ ム の 男 や 女 を 捕虜 に し て 連れ 去り 、 友 隷 と し て 扱っ た こと が あり 、 を その 時 
は 、 イ スラ ム 側 も 一 時 向 に 報 委 を ゆる され だ た 。 し か し イス ラム 教 の こう し た 指示 は 、 単 な る 報復 で あり 、 本 米 、 
一 時 的 な も の で ある 。 それ に は また だ 、 捕 虜 と な っ た 女 の 映 $ も ち を 守る と いう 補足 的 な 目的 も あっ た 。 こ うし た 
状況 は 、 現 在 は 、 ぉ は や 存在 し な い 。 現在 は 、 宗 教 戦争 は な て な っ て いる 。 従っ て 、 戦 争 捕 膚 が 奴隷 や 召使 E 
し て 扱わ れる と いう こと も な い の で ある 。 


注 7 この 節 に お いて は 、 拡 児 の 保護 者 は 彼ら の 財産 を 使う に 当たっ て は 、 注 意 深く 自分 自身 の 財 彦 の よう 
IIIO IOO 0OR | お 前 た ち に 託し な る 財産 」 と いう 言葉 は 、「 彼 ら の 管理 下 に ある 

児 の 財産 |]」 と いう 意 で も ある 。 ま だ た 、 こ の 節 に お いて は 、 を その 財産 が 孤児 の ちの で あろ う が 、 阪 更 の 保護 者 
の の で あろ る ろう が 、 財 産 す べ て の 意 で 使わ れ て いる と いう 解釈 も 可能 で ある 。 


注 8 孤児 が 、 相応 の 年 今 と な 5、 知 的 に 十分 成長 し て 自分 の 財産 を 管理 し 、 運用 で きる よう に な る まで は 、 
いか な る 場合 も 、 彼 ら の 財産 が 彼ら に 任 る きれ る こと は な い 。 


注 9 この 節 は 、 保 護 者 だ たち に 、 阪 児 が 財産 を 管理 どき る よう に な る まで に 、 拡 児 た ちの 財産 を 、 軽 は ずみ 
に 浪費 し て し まわ な いよ う 警 告 し て いる 。 し か し 、 も し 保護 者 が 貸し けれ ば 、 適 当 額 を 賃金 と し て も ら う こと , 
は 話 き れ て いる 。 その 額 は 彼 の 仕事 の 量 に 比例 する 。 
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ょ 。 曽 し て 彼 等 の 財産 を 返 宮 する 時 は 、 。 ? る 2 に ESs > も CSS5og の 5 
た で て て っ いら らい LA の 9 

必ず 証人 を 立て よ 。( 注 10) ア ッ ラ ー は 清算 2 
者 た る に 十分 な り 。 COA 学 0 WE 

3 0 3 Sa 本 ノ 白 co>2 ク デ * YY4 ャ グゥ 
8. 男 す は 、 両 親 及 び 近親 の 道産 部 を 得る 。 9 092 の 0 co 

女子 も また 、 両 親 及 び 近 親 の 遺産 の 一 部 を 了 シッ ン 

得る 。 遺 産 の 多少 を 問わ ず 一 定め られ た る (PO 本 


分 与 を 得る な り 。( 注 11) 

9. 遺産 の 分 配 に 際 し て 、 需 い 親戚 や 孤児 並 び 。 8 2 あお 部 4 し > 人 5 
に 笛 者 が その 場 ! es その 中 か ら 
何 が し か を 彼 等 に 与え 、 且 つ 優 し い 言 葉 で 
彼 等 に 語れ 。 ( 注 12) 


タッ プク 22 9 タン ダッ 。 クタ 2 ちり 5 レ 
⑥6 う 532 RE 


6195 2 っ の 9 


10. も 上 2 の の 8 に の の 生生 し 。 (&> 2 る 22 の BIO 43C13 
その た め に 気 暑 り で ある な ら ば 、 生 時 和 
て アッ ラー を 連れ 人 散 い 、 正 し い 言 葉 を 語 ンカ WE 2 2 


せしめ よ 。( 注 13) 


11. 不当 に 孤児 の 財産 を 食 り 食う 徒 募 は 、 自 分 @ 計 5 の MP 


の 腹の中 に 火 を 呑み 込む が 如 し 。 や が て 役 時 た し の 2 の 
に う 4| ラ デン ク 人 
等 は 燃え 盛る 火 に 焼 か れる で し 。 ① IAS らら や > う DA65 ら 8 


第 二 項 
ッ ラ ラー NN ー に プリ こ 、 > る 42299 レン タラ ク と 1 ッ ン 今 ! る と 
Ceecc り 。 rear 人 or 6026o 
当 す る 分 を 受 も し 女子 の み で 、 ニ VCOEYTHSCO 3 人 8 
人 以上 の 場合 は 、 故 人 の 遺産 の 三 分 の 二 を 2 と と 
受 く 。 女 子 が 一 人 な ら 、 そ の 半分 を 受 く 。 ひら 8 りす りり 
また 彼 の 両親 は 、( 注 14) 彼 に 遺児 ある 場合 


注 10 財産 は 、 信 頼 で きる 証人 の 立ち 会 い の も と で 、 撤 児 が 大 きく な っ た とき 、 科 に 渡さ きれ る でき で ある 。 


き 


*t 


C 


tp \ 


注 11 この 委 は 、 相続 に つい て の イス ラム 教 の 法 の 基本 E な っ て いる 。 こ れ は 、 男 女 の 社 会 的 平等 の 一 般 原 
則 を 示し て いる の で ある 。 両者 共 、 各 々 に ふる きわ しい 財 産 の 分 配 を 受け る 資格 や 有 し て いる の で ある 。 詳細 な 
規則 は 次 の 分 で 述べ られ て いる 。 


注 12 字 の 親戚 、 孤 児 、 仙 し い 人 々 と いう 言葉 は 、 こ こ で は 、 故 人 の 合法 的 な 相続 人 で は な 《、 故 入 の 財産 
分 与 を 受け る 資格 の な い 遠 い 親 戚 、 孤 喝 、 貧 逐 人 の こと を いっ て いる 。 この節 で は 、 彼 ら に 合法 的 な 相続 権 を 
与え を て は いな い が 、 財 産 分 与 の 遺言 書 を 作る 時 に 、 財 産 の 一 部 を こう し だ 和信 々 の だ な ゆめ ゆ に と っ て お 《 よ う イ スラ 
ム 教 徒 達 に 強く 説い て いる の で ある 。 


天 8 この は 、 撤 児 た ちの だ た め の 、 説 得 力 ある 非常 に 強力 な 呼び か が け と な っ て いる 。 
注 14 父母 の 両方 


ーー 山 語 9 


= ミ (S0 = 


沈 四 意 アッ ルー ニ サ ー 





ゃ Srh. で た ーー キー テ ーー 記 の ィ ン 〆 アレ 4 ダイ ン アザ ラロ ココ 

は 、 そ れ ぞ れ 和 蔵 の 大 分 の ー ず っ を 受 く 。 Ao6 の dE は OCS Je 
る れ ど 遺児 な く 両親 が を の 相続 者 で ある 場  。。 。 財 「 

タイ ジャ ルン イィ ー ン る タル と タタ の タ ( 

合 は 、 坪 親 は 三 を 受 く 。 も し 彼 に CA 4205 81 423 9 5 OS 

兄弟 姉妹 が ある 場合 、 二 は 親 は 、 彼 が 選 導 言 アー ンー ラ ウン 向 タ タタ ョ タ タッ イン ン ンコ ルレ 6 

し て 遺贈 し た て あろ 5 分 ま 負 人 を 支 払い ososo2eos4238 8)46656 

ャ ーー 


る 後 、 六 分 の 一 を 受 〈。 父母 と 子女 、 前 ン と 5 タッ クア タ シイ ノン が と ュ ラ ッッ と イ て 区 
2 CD の っ 


た ち は 彼 等 の だ ちら が 自分 に と っ て 、 よ り 6 
有 欠 か を 知ら ざる な り 。 こ の 分 配 の 決り 9 は 、 CSL200o245 6 お 和 ら 2 導 
ゲッ ラー より 出す 7 アッ シー は すぐ て 0 M 520 
を 知り 、 臣 守 に まし ます 。( 注 15) OoACACSv4 


事 リ イミ か な) っ 坦 る 、 さ に 、 = タタ ッ ジ る ぅ 。 2 アラ ント 。 うっ 、 タ 
13. も し に 子 が な い 場合 は 、 お 前 だ ち は 委 の <241 2: EEE に は きら 5 3 
遺 せ る も の の 半分 を 受 く 。 さ る れ ど も し 子 が タル シン 多 レ レル レレ ッ ン o9 ァ 
ン ン ン アン ヶ 
ある 場合 は 、 彼 女 が 選 言 し て 遮 噌 し た で あ の 2 ご d 0 
ろう 分 と 負債 を 支払 いた る 後 、 彼 女 が 遺 せ リル ン ち タン 
る も の の 男 分 の 一 を 受 く 《。 も し お 前 た ち に AG りら 3 多 ee る 娠 ら 


子 が な い 場 合 は 、 雪 は お 前 た ち が 遣 し た も 内 6) 衝 誠 お ee 


の の 四 分 の 一 を や 受 く 。 きれ ど 、 も し お 前 た 


AA39 いう 


ち に 子 が ある 場合 は 、 妻 は 、 ゎ 前 た ち が 造 計っ 3 る 53 1 

し て 店 賠 し た で あろ う 分 と 負債 を 支払 いた タレ シッ レッ 
る 後 、 お 前 た ち が 遺 せる も の の 和 狼 分 の 一 を Pro 0 の Oo らい 
受 く 。 も し 男 で も 女 で も る の 所 産 が 分 配 き zzezz ンタ クタ ッ ンタ ンク ン ン 
いる 場合 、 彼 また 彼女 に 両親 6 も な く 、 CMOoSC6229e yg 


( 注 16) 人 の 見 か 第 、 ま だ は 一 人 人 の 姉 か 





宇 15 この 節 で は 、 性 別 や 生ま れ た だ 順に 関係 な 〈、 SE 
し て いる 。 子供 達 、 両 親 、 天 、 妻 が 、 生 存 し て いれ ば 、 ど ん な 場合 に も 相応 の 配分 を 受け る 主要 な 相 統 者 で あ 
り 、 そ の 他 の 親族 は 、 特 別 な 場合 の みそ の 資格 を 有する の で ある 。 男 は 家族 を 支え る 次 任 を 持つ 故に 、 男 の 相 
続 分 は 女 の 二 倍 で ある 。 こ の 茹で は 、 ま ず 、 記子 と 娘 の 相 締 の 割合 を 定め て いる 。 足 子 は 娘 の 二 信 分 を 相続 す 
る の で ある 。 息子 と 娘 、 両 方 いる 時 に は 、 こ の 規定 が 有効 と な る 。 し か し 、 娘 たち だ け で 息子 が いな い 場 合 、 
娘 が 一 信 上 で あれ ば 、 遺 産 の 2 3 を 彼女 だ な ち に 、 も し 娠 が -- 人 人 で あれ ば 、1 グ 2 を 割り 当て て いる 。 こ の 
急 て は 、 了 策 親 の 相続 分 に つい て は 三 つ の 場合 を 述べ て いる 。(1) あ る 人 が 、 ーー 人 ある い は 複数 の 子供 を 残し て 死 
ん だ 場合 、 を の 人 の 両親 は 各々 1 5 の 配分 や 受け る 。(2) も し 亡くな っ だ た 人 人 に 子供 が な く 、 両 親 の み が 相 続 人 
の 場合 (死者 に 妻 あ る い は 大 が いな い 場 合 ) に は 、 母 親 が 財産 の 1 3 を 相続 し 、 あ と の 2/3 は 交 親 の も の 
と な る 。 (3) 弟 三 の 場 合 は 第 二 の 例 の 例外 で ある 。 死 し た 人 に 子 が な 〈 両親 の み が 相 読者 ど あ る が 、 そ の 死者 に 
見 北 姉 球 が いる 場合 で ある 。 こ の 時 、 彼 の 兄 弟 だ た ち が 、 彼 か ら 相 続 す る こと は な い が 、 両 親 へ の 配分 に 昧 響 を 
号 を える こと に な る 。 と いう の は 、 こ の 場合 、 紅 親 は 1 の 6 を 相続 し (第 2 の 場合 に 1 ププ 3 で あっ た の と 異な る ) 
あと の 5 6 は 父親 の り も の と な る 。 この 場合 に 、 父 親 が 和 続 する 割合 が 多い の は 、 父 親 が 死者 の 兄弟 姉妹 も 扶 
導 し な けれ ば な ら な いか ら 6 で ある 。 相続 に つい て は 次 の 節 で も 述べ られ て いる 。 


注 16 カラ ー ク ラ (両親 $ 子 も な い 信 ) は 介 ) 男 で あれ 女 で あれ 、 死 し た 後 、 親 も 子 も ね どちら も いな い 人 大 、(⑫) 父 
と 息子 が いな い 人 和信 の こと で ある 。 イ ブン ・ ア ッ パ ス に よれ ば 、 カ ラー ラ は 、 を その 人 の 父 は 生き て いて も いな い 


ピー 





妹 が ある 場合 は 、 各 自 邊 産 の 六 分 の 一 を 愛 rs 。 6 。9 人 を 520 。 ダ 邊 2 
ご ん トー 重 衝 て コ 人 |] 『。 和 
く 。 き れ ぼ それ 以上 の 人 数 に な ら ば 、 遺 言 ら ク と の 2 の 2 っ c の の 11 


し て 遮 剛 し た で あろ う 分 と 貧 債 を 支払 いた る 2 523 2 るい 5 
ーー し JA と に デ つ 91 63 (の の の こら う つり 

る 後 、 彼 等 は 均等 に 三 分 の 一 の 分 配 を 受 く 。 7 8 是 の li 

みな これ は 何人 に も 損害 を 与え ざる べし 。 の 22 っ 6 01 う 0162 

ググ ダー より の 男 だ だ な る 人生 机 人 がり 。、 ゲ デ ッ 

ー は 賢 千 に し て 、 息 容 者 に まし ます 。 

ェ ーー 用 = 定 ォ タタ MRZ し クタ ター グッ 
14. これ 等 は アッ ラー に より て 立て られ た る 和み ひ っ 2 人 do の 向っ 

律 な り 。 誰 で あれ アッ ラー と を の 使徒 に 科 2 の は 2 

う 填 は 、 ア ッ ラ ー が 河川 流れ る 楽園 へ 入ら 2463 の eGOIS を の 5 

し ゅ ん 。 その 中 に 永久 に 彼 等 は 住ま ん 。 を ルアン イリ 

は 大 成功 な 5 。 CI 


15. られ ど 誰 で あれ アッ ラー と その 使徒 に 背 タリ 。 タ クア ンタ タタ る フッ ノア イラ タン クン コー うる ゥ ン ン 
き 、 その 定 律 を 破る 者 は 、 業 火 に 投 ぜ られ 、 依 貞 Oe Oo っ 4 の う 41oe 和 の 2 


ト 


永 元 に その 中 に 住み 、 屈 辱 的 な 懲 本 を 受け @eAeS43 3 eo5AE 5 
の 
間 二 項 
ユ っ 、 ミ ー 1 4 ロ ゅ る も の ン う 5 
16. な 前 たち の 妻 が けし か ら ぬ 行い を ( 注 17) 遍 人 の CM くる の たと 3 SO MP 


し た る 場合 は 、 四 名 の 証人 を 喚 べ 。 も し 役 る 2 う 4 で 
等 立証 し な ば 、 彼 女 が 死に 玉 る まで 、 ま た 2 so 334 4 


・ { | bsdl J] 
を 家 に 軟禁 せよ 。 4105S9 Ma 3 
(KikY 


oe の の 


と し て も 、 人 息子 が いない 入 で ある と いう 。 この 解釈 は 、 こ の 言葉 の 二 つ っ 日 の 意味 と 考え て よい だ ろう 。 カ ラー 


ラ の 上 兄弟 姉 妹 は 三 つ の 項目 に 分 か れる 。 第 一 は 、 本 当 の 兄弟 姉妹 、 即 もち 、 両 親 が 同じ 者 (こう し た 兄弟 姉妹 は 
専門 的 に は アヤ ー ニ ー と 呼ば れる ) 第 二 は 、 父 方 だ け の 兄弟 姉妹 で ある 。 (専門 的 に は アプ アラー ティー と 呼ぶ )、 

第 三 に 母方 だ け の 上 兄弟 病 味 で 、 父 親 が 死者 の 父 と は 異な る 場合 で ある 。 (専門 向 に は アハ ヤー フィ ー と 呼ぶ )。 

この 節 中 の 規定 が 関係 する の は 、 こ の 最後 の 項 で ある 。 前 の 二 つ の 項 の 見 弟 姉 妹 に 関す る 規定 は 、 当 草 の 最後 
の 節 の 中 に 示 き れ て いる 。 この 第 三 の 項 の 上 兄弟 姉 妹 へ の 配分 は 、 第 一 、 第 二 の 項 の 喝 弟 た ち へ の 配分 より 少な 
い 。 その 理由 は 、 第 三 の 兄 弟 だ た ち は 母 方 の み の 関 係 で あり 、 他 の 二 つ の 項 の 兄弟 た ち も は 、 死 者 と 同じ 父 の 子供 
産 だ どか 6 で ある 。 カ ラー ラ と し て 死ん だ 人 の 財産 は 、 上 兄弟 と 姉妹 と に は 同じ 配分 で ある 。 通例 の 二 対 一 の 割合 
は 、 こ の 場合 適用 きれ な い 。 


注 17 クル アー ン の 中 で (7 129133131i1651: 2) 用 いら れ て いる よう か な 益 通 と か 不義 の 各 で は な い 。 こ 

2 『 葉 は 社会 関係 を 侵 寺 し 、 半 和 を 乱す も と に な る よう な 明らか に 誤っ た 行為 すべ て を 指し て いる 。 決 の 節 で 

、 同様 の 罪 が は っ きり と 芋 が 規定 きれ な いま ま 語 剖 ら れ て いる が 、 こ の 次 の 節 中 の 男 達 と 同様 に 、 こ の 節 中 の 

た 電 は 、 不義 や 密通 と まで は いか な い が 不 正 な 、 不 道徳 な 罪 を 犯し な 女 達 で ある 。 こ れ も や は り 、 デ アプ ブー・z 

スリ ム と ムジ ど ジャー ヒド の 見 解 で ある 。 こ うし た 女 達 は 、 改 旋 す る か 、 結 婚 す る まで は 、 他 の 女 達 と 一 結 に し て 

は な ら な い 。 結婚 は 、 ア ッ ラ ー に よっ て 彼女 た ち に 開か れ て いる 道 な の で ある 。 こ こ に 言う 罪 は 重大 で ある の 
で 、 訴 えら 6 られ だ 女 に 対し 不当 と な ら な いよ う 、 有 目撃 著 が 四 人 必要 と きれ て いる 。 


ー140 一 


1 ピ 


第 四 意 / 2 ワー 


17. また お 前 だ た ちの うち 男 同 士 が 同じ 罪 を 犯 き 2 ( 二 W な を う RG る ン 
上 、 c 2 は の | 
ば 、 両 名 と も 処 賠 せよ 。( 注 9 まれ の 0 


ノ : ゥ ン ノ っ 
し て 行状 を 改め る な ら ば 、 か まわ ず に る ok の og SL 結 放 と 2 
まま に し て お け MWh 
情け 深く まし ま す 。 
vm デ 
18. アッ ラー が 悔 悟 を 落す は 、 知 ら ず に ( 注 19) 3 2 の? 1 1 衝 の | 
も テ ュ ラ ーー = TLL な みる マウ Ch イッ 合っ * 

悪事 を 行う も 、 直 ち に 改 懐 する 者 の みな りく ラシン も ーッ < ッ ー ン タンク る 
アッ ラー は これ 等 の 者 に は 憐れみ を か けり 給 る 電 Me2m ら 多 2 ンー バア 
う 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 賢 哲 に まし の レッ クン 多 レレ ン 
ます 。 OAM le 251OV 3 


19, 悪事 を し 統 け た 挙 名 、 死 に 臨ん で 、 | 我 今後 調 で kW アナ ンタ マレ 
ご 三 (の 「 れ こ アム し | 
悔 す 」 と 云う 者 、 ま た 不信 心 者 と し て 死ぬ 人 エピ 
者 は その 履 悟 を 落 さ れ ざ る な り 。 わ れ ら 5 は 。 当っ う SS8105 ら 0 は る 62 85 
アア ラグ 


か か る 徒 器 に 痛 還 を 用 意 せ り 。 に 3 る 7 4 あ 多 2 OK4 
う 
(GAIN 


20. 等 信徒 た ちよ 、 本 人 の 意志 を 無 規 し て 女 イネ メン ダン 1 フッ 人 
を 相 款 する は 、 食 法 に た 到 ず 。 GE200 また > や クッ NODM ッ 35 
前 た ち が 彼 女 た ち に 与 を た る も の の 一 部 を AT ちら に KC か 和 ル る 人 5 りう 
取り 戻す べく 、 彼 女 た ち を 不当 に 拘禁 す る 


注 18 ここ き は 、「 両 名 ] と 上 し て ある が 必ず し も 二 人 の 男 の こ 上 と は 限ら な い 。 ま だ た 、 こ こ で いう 沿 が どう いう 
形式 を と る でき か は 、 関 係 当 局 の 判断 に ま か る きる 和 て いる の で ある 。 この 節 も 前 節 も 、 法 律 で 罰 が 規定 きれ て むい 
な い 罪 に つい て 語っ て いる 。 事件 は 当局 の 判断 に ま か き れ 、 を その 時 の 状況 に 応じ て 決定 きれ る の で ある 。 更に 
この 節 は 、 極 悪 非 牛 の 罪 まだ は それ に 近い よう な 罪 を 犯し だ 二 人 人 の 男 に つい て も ぅ る 語っ て いる よう で ある 。 


注 19  「 知 ら ず に 」 と いう 言葉 は 、 罪 人 が 悪 と は 知ら ず に 悪 を な し た よい う 雇 味 で は な い 。 実 際 、 人 の な す 
如 行 し いう も の は すべ て 悪 と 知ら ず 行 っ た 行為 で あり 、 正 し く 適 切な 知識 が 不足 し て いる た ゆめ に 生じ だ た こと な 
の で ある 。「 本 当 に 無知 と 同義 と な る よう な 知識 と いう も の が ある 。 即ち 、 知 る こと が か えっ て 人 間 に 害 に な る 
知識 が ある 。] と 上 モハ ッ マ ド は 言っ た と きれ て いる 。 従っ て 「 知 ら ず に 」 と いう 言葉 が つけ 加え を られ て いる の は 、 
罪 の 本 質 、 原 理 を 示し 、 罪 を 宛 き ね だめ 、 有 益 な 知識 を 身 に つけ る よう 、 人 々 に 強く 勧 生 す る た めで ある 。 


注 20 死者 の 親族 は 、 未 亡 人 の 財産 を 握っ て お こう と まし て 、 役 女 が 新しい 結婚 や する こと を 妨げ て は な ら 6 な 

ぃ い ので ある 。 し か し 、 も し 彼女 が 明らか に 好ま し く な い 人 物 と 結婚 し よう と し て いる の で あれ ば 、 親 族 達 は 彼 
女 の 結婚 を 妨げ る こと が で きる 。 この 節 の 言葉 が 夫 に 向かっ て 言わ れ て いる と すれ ば 、 次 の よう に 鮮 息 で きる 
で あろ う 。 邑 ち 、 も し 妻 が 夫 と 共に 生活 する の を 欲 せ ず 、 夫 と の 離別 を 求め て いる の で あれ ば 、 そ れ は 「 女 性 
か ら の 離婚 」 の 手続 き を 経 れ ば 可能 で あり 、 夫 は 妻 の 金銭 日 当て で これ を 妨げ て は な ら な いと いう こと で ある 。 
し か し 、 も し 事 が 明らか に 邪悪 な 行為 を 郡 そ を うと し て いる の で あれ ば 、 夫 は その 本 婚 を 妨げ る こと が で きる の 
で ある 。 
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> 和 謙 - に * る 大 有 る 場合 ダラ g、 の ッ 
な カ 所 但 寺 兵隊 固 有 る 場 人 は 別 LO (の ME 3 Go 午 
な り 。 彼女 た ちと 優し く 変 われ 。( 注 21) セ ン 


朋 た ち も し 彼女 た ち を 嫌 あ ば 、 テ ッ ラ ー が 直 1 5 スプ 26 
沢山 の 幸福 を を の 中 に 主 き 給 うた も の を 、 

で エ ュ 4 r. 丘 し 
お 前 た ち が 嫌う こと に な る や も 知 6 ず 。 OCGtS 学 の 


> 9 


21. お 前 だ ち 妻 を 換え ん と する 場合 、 だ と い 役 る? く ス びる 1 タプ スズ ュ ロイ ラ 。、 2 を ルン 。 1 < 
93( ど 〇 PD7SIULWW0 さと XTC 
婦 に 巨額 の 室 を サ ん たり と 6、 を の 中 か 。 プ の 2 と OS3 る 0 29 


クッ 2 タ アン クエ 3 タラ 1 
何 も 取り 戻す な か れ 。 ( 注 22) お 前 た ち は 到 9 と 同人 MC MI で 4 


い が か り を つけ 、 明 白 な 央 を 犯し 、 そ れ を EE 
取り 戻 きん 欲す る か ? osC556G& 6 


用 どう し て 取り 戻し た り 出 来 よ う ヵ 、 共に 幕 ・ タ ラン 1 っ で タラン し る マッ ラン ン 2 タタ を ィ ッ クン の 
2 シン ! に 
ら せ し 仲 な れ ば 。 し か も 彼女 は 堅い 碑 約 を と の や Q5 5 も 50Oe 


お 前 た ちか ら 受 けた 身 ぞ 。 US ん 2 
内 の 、 め と 時 深 ぬ め と RC トー = g アー アノ 上 タン ン 
23. お 前 た ち 、 父 が 丘 り た る 女 を 本 る な か れ 、 8 の ICOLSSDE 
すでに 起き だ る こと は 除外 す 。 ( 注 23) は 際 了 半 
不潔 で 、 憎 むべ き 罪 悪 な り 。 @< 光っ 3 dEobo 45 し 人 ら 
第 四 項 
24, お 所 だ た ち が 楽 っ て な ら ぬ 相手 は 、 自 分 の 母 CR タリ レレ を クコ スタ を ン イ ン 2 る 
親 ( 注 24) 自分 の 娘 、 姉 線 、 父 方 の 伯 析 うか 242 し 
母 、 古 方 の 伯 叔 坪 、 兄 弟 の 閥 、 姉 灯 の 旭 、 移る 2 に 2 ン の 2 くっ 
CE と 1 に 3 
母 ( 注 25) 、 乳 病 妹 、 雪 の 母親 、 お 前 た も と 


* 


う 





注 21 「 最 ぅ 善き 者 は 、 妻 を 最も 大 切 に する 者 で ある 。」 上 聖なる 傾 言 SI 
アー シャ ルフ ナ と いう 表現 は 、 草間 お OF 夫 ぅ ぉ 夷 も 共に 仲良 く 、 お 互い 相手 の 愛 に 報い る よう 命 
じ て い る 。 


注 22 $ し 、 何 か 特別 の 理由 に より 、 あ る 人 が 一 人 の 妻 と 離婚 し 、 別 の 女 と 結婚 し た いと 思っ て も 、 彼 は 今 
まで に 前 の 委 に 号 を た も の を 、 た と を え を と ん な に その 額 が 大 きか ろう と 、 と り 戻 すこ と は 許さ きれ な い 。 


注 23 この 言葉 は 、 こ の 節 が 明らか に る れる 以前 に 、 浅 を 表 と し て し まっ た 場合 まだ は 姉妹 二 人 が 同時 に 
ある 一 人 の 協 性 結婚 し て いた 場合 、 そ を それ を その まま に し て お いて よい と いう こと で は な い 。 ここ で 言う の は 、 
こう し た 労 だ たち が 悔い 改め 、 行 い を 正す な ら ば 、 過 去 に 犯し た どん な 遠 法 な 行為 に 対し て も 罰せ 5 れる こと は 
な いと いう こと で ある 。 過去 の 罪 は 許さ れる が 、 法 に 反し て 結婚 し た 女 は 、 た だ ち に 上 離婚 し な けれ ば な ら な い 。 


邊 24 装 母 の 親族 も 、 実 丼 の 拓 緑 で 結婚 が 禁止 きれ て いる 関係 の 者 た ちと 同様 、 結 婚 が 制限 きれ て いる 。 装 
母 の 姉妹 や 養母 の 娘 と の 結婚 は 達 法 な の で ある 。 


25 どの 程度 の 乳 を 与え た 者 が 、 乳 母 と し て 、 こ の 惣 に あて は まる の か は 、 神 学者 の 意見 の 分 か れる と こ 
ろ で ある 。 
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弟 四 草 


20、 


26. 


注 26 


ま 27 


の 和 妻 が 産み た る 禄 後見 人 の 連れ 娘 一 きれ ど 
未だ 妻 と 肉体 関係 を 持た に さる な ら ば 、 罪 な 
し 一 並び に 自分 の 息子 の 雪 な り 。 ま た 同時 
に 二 人 の 姉妹 を 頻 る べから ず 、 但 し すでに 
0 ( 注 26) げに アッ 
ー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 て まし ます 。 


また お 前 た ち が 楽 っ て な ら ぬ 相手 は 、 既 婚 
の 婦人 な り 、 但 し お 前 た ちの 右手 が 所 有 す 
る も の は 除く 《。 ( 注 27) こ は アッ ラー が お 前 
だ た ち に 命じ た る こと な り 。 こ れ むれ 以外 な 65 ば 、 
お 前 た ち は そ の 財力 に よっ て 、 私 通 な ど で 
は な く 、 正式 に 結婚 し て 朗 を 求め る こと は 
許 き れる 。 押し て 彼女 た ちか ら 得 た 利益 に 
対し て 、 定 ゆら れ た 婚 資 を 与え よ 。 ま た 如 
次 が 決ま っ た 後 、 相 互 の 合意 に よる な ら ば 、 
な に を し て も 差し 支え な し 。 げ に アッ ラー 
は すべ て を 知り 、 牙 哲 に まし ます 。 

お 前 た ちの うち 、 信 徒 の 自由 女子 を 上 る 次 
力 な き 者 に は 、 お ぉ 前 だ ちの 右手 が 所 有する 
者 、 す な わ ち 信徒 で ある 女 中 を 朗 ら し ゅ よ 。 

アッ ラー は お 前 だ ちの 信仰 を 熟知 し 給 う 。 
ぢ 前 た ち は 皆 一 体 な り 。 き され ば 彼女 な ちの 
主人 の 承諾 を 得 て 結 婚 し 、 彼女 な たち が 貞 節 
で 姦 津 を 犯 きず 、 また だ 密 浴 と 通ずる こと な 
〈 ば 、 公 明正 大 に 婚 容 を 与 う べし 。 き されど 
も し 結婚 後 、 不 貞 を は た らき た る 場合 は 、 

肖 由 婦 人 に 規定 きれ た だ 刑 前 の 半ば を 科す べ 


注 23 参照 


既に 結婚 し て いる 女 は 、 別 の 男 と 結婚 する こと は 出来 な い が 、 
例外 と E は 、 非 イス ラム 教 国 が イス ラム 教 国 に 対し て し か けた 戦争 で 拉 護 と な っ た 女 の 場 
尋 の 女 は も し イス ラム 教 に 改 未 し 、 


アル ・ ニ サー 
る 2 負 約 RY 
0 ッ ク ン 92 6 ある の 
80 交 65 る 25 く が 
の ee 
3 じ JoEe9ieA1 ンタ ン 4 yh 


eo3 8 3031 GL 


CC あの 28 0 2 
2 デ ン ン シ / ノン ン レ 
5 あ 55 交 DEC 


グズ ンク 1 移 3 。 oe 5655 3323 
ks C パ ツー て 9 

必 み 

IA ン と ゥ と アタ ンタ 2 タレ る タタ 93 アン ラ 

し ら ) < Kg も 

」 

アレ MA の アン ェ レ アノ ン 

% あ 吊 AgC ジ 03232 の CS 
ン 


ee KA 6620| 6 
1 。 ぁ ?2 アプ う 5 O25 
ご 4 3 あん 
Ac ゥ 人 シレ りか 


9 と ( 才 の タタ ラン もう [。 7? イイ 多 3 の 
が の 114 Mi 人 0 うと 3 


ンタ ッ タ アン ょ 。 う ン 
る る の 】 2 りき 1 gb 8 ら あ 5 いみ 
み N ] タン タタ 
SE ct っ 2 し 2 の 2 
rtL み う タ 


eo o eS6OOSl go) 


ここ で 一 つの 例外 を 認 ゆ て いる 。 そ の 
合 で ある 。 こ うし た 上 既 


それ 改 、 教 徒 で な い 大 の も E に 帰れ な 《 く な っ だ の で あれ ば 、 イ スラ ム 才 


徒 と 結婚 し て も よい の で ある 。『 流 の 右 導 に 持つ も の 」 に つい て の 更に 詳し い 説 時 は 当 芝 注 6 を 見 よ 。 
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30. 


5 


32. 


99. 


注 28 
半 EESS お の 0 征 の お の PD 
きっ ぱり や め る と すれ ば 、 を その 人 は 他 の 居 か ら も 許さ きれ る で あろ うと 、 

後 の 段 階 の 忘 ょ 解釈 し て いる 。 


だ と 選 
で あろ う 。 あ る 学者 た ち は 、 大 罪 と いう 語 を 、 罪 を 犯す 最 衝 


し 。 こ は お 前 た ちの うち 罪 を 犯す 恐れ の あ 
る 者 の た め に 定 む る な り 5。 自分 自身 を 抑制 
する こと が 、 自 分 の た め に は 一 層 よ し 。 ア ッ 
ラー は 下 大 に し て 、 慈 眉 深 (まし ます 。 


第 万 項 
アッ ラー は お 前 た ちの だ た だめ に 、 い ろ い ろ ょ 
説き 明か し 、 お 前 た ち を 先 人 の 道 ! に 導 か ん 
こと を 望む 。 面 し て お 前 た ち に 慈 顔 を 向け 
ん こと を 望む 。 アッラー は すべ て を 知り 、 
賢 折 に まし ます 。 
ケッ ラー は 前 だ ち に 慈 昨 を 向け ん こと を 
望む 。 る 和 れ どれ の 下劣 な 稚 望 に 従う 莉 は 、 
お 前 た ち が 大 い に 道 を 踏み は ずきん こと を 
憲 む 。 
アッ ラー は お 前 だ ちの 荷 を 軽 か ら し めん と 
望む 、 人 間 は 弱き も の に 創 ら れ だ る が 故に 。 
湊 等 信徒 な ちよ 、 相 互 の 同意 に よる 商売 で 
得る も の に 非 ず ば 、 自 分 た ちの 開 で 不正 に 
むる ば ぼり 食う な か れ 。 ま た だ 己 が 民 を 灯す な 
か れ 。 げ に アデ ッ ラー は お 前 た ち に 慈悲 深く 
まし も ます 。 


何人 で あれ 悪意 を 以 て 不当 に 之 を な さば 、 
われ ら は その 者 を 業火 の 中 に 投 込ま ん 。 る 
は アッ ラー に と り て いと 有 き こと な り 

お 前 た ち 禁 ぜ ら れ た る 大 罪 を 避け る な ば 、 
( 注 28) われ ら は お 前 だ ちの 難 細 な 諸悪 を 
抹消 し 、 楽 営 の 場所 に 入場 せしめ ん 。 


アッ ラー が お 前 だ ちの 誰か を 、 他 の 莉 よ り 
優 り て 創れ る と も 、 そ れ を 羨む な か れ 。 男 
は 自分 の 稼ぎ の 中 か ら 分 け 前 を 得 、 女 も ま 


クル アー ン で は 、 因 の 大 きき の 度合 い ! 


っ て も 、 


う の を や め 紀 ば 、 そ れ 以 前 の 行動 は 許 き れる で ある 3 
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の Aa と うと 2513 が 3 25 
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の SC る 
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L か デ - es アデ 


(ペペ プレ 


3 5 ノン 5 シタ ン ン 2 プン ゥ ン 。 
CysOUllOy っ 交 っ 浴 GG4 
* ジ ー デ 
し アン ン を 
6 0 Sol 5 
グッ ン # スク 2 プ wZ 知 ラン グル ニー タタ タク 
Cs 生 の | 51 
アッ ン ぅ クイ 2Z[ ィ ン ラタン ルン の る ンタ イン 
PIE 人 DK 人 IOA4 の 9 


生 


才 2 っ 6 宮 の 41 
eKWGIFCG 
CWU を 1GTY ダ IMGS 
es 居 あ の 2 必 

に を 説 8 邊 人 ン 25 に 5 クッ ン 3] 


ン ピン 


9 と 3 


C25 2 (すれ 1 


ン ン ン 


KT 


る と み ? 


ーー デ 


る 分 類 は し て いな い 。 こ の 言葉 は 相対 的 に 用 いて いる の で 


や め る の ば は 大変 
この 節 は 言っ て いる の 
も し 和 最後 の 行動 を 行 


は 40<AUPKGISK 時 


ー に で る 


3 筑 
回 
Ei 
に 
1 
j 


た 自分 の 稼ぎ の 中 か ら 分 け 前 を 得 ん 。( 注 0 に 導 ノッ レラ ン タン と 2 
5 OL 4L ろ 5 で 人 1 人 
29) され ば アッ ラー に を その 叫 み を 請 を 。 げ 2 と 
ー ュー)Y 曽 * 慎 と 入 、 ニ 2 を あん 
は 高 事 の 知識 を も も 給 う 。 《⑥ り ん 


ER に フェ 上 さ の ンス プ タレ の 。 プン エレ レン ゅ の 
34. われ ら は すべ て の 人 々 に 対し て 、 父 母 及び 625yoA3258 Cy め 
親戚 が 造 す も の の 相 統 者 を 定め た り 。 ま た ルレ ッッ 20 
同様 に ち お 前 た ちの 奪 約 を 批 準 せ る 人 々 に  @@ CA っ 4 を 3 
も 。 故に 彼 等 に も その 分 け 前 を 与 を よ 。 げ あう? 5 レバ 
に アッ ラー は 一切 を 膨 覧 し 給 う 。 @IGes の ゆび Al 
第 べ 項 20 イ る ン 291 ン アグ 
35. 男 は 女 の 保護 者 な り 。( 注 30) そ を は アッ ラー ひい UNI2 2 di 
が ある も の を 他 よ り 5 優れ る も の と し 、 ま だ ヶ タ ンタ グ 
4 gl2 まあ 4 tt ee て 。 9 デア 
男 は 女 の た め ゆめ に 避 が 財 を 費やす が 故 な り 。 PE ID3 ッッ 


る れ ば 貞 波 な 女 は 従順 に し て 、 ア デッラ ー の ME 3 
時 1 
加護 の も と に 夫 の 秘密 を 守る 。 不 徒 順 の ゅ 22 40 Bs て SS 30 GA 558 


れ あ る 女 は 訓 式 し 、 ま た は 由 所 に 独り 置き [2< 1 ュ ン タ 4 レン ンタ ン 229 
ニン の の vb[ う 0 
去り に し 、( 注 31) 向 ら し め よ 。 か く て お 前 時 の の 


〆 


SS 


守 


2 プア ンー クション ぅ の っ の 
た ち に 従う よう に な れ ば 、 そ れ 以 上 の 手 彼 Ac SV5 36516 の の 3 
を 講ず る な か れ 。 ( 注 32) げ に アッ ラー は い 
と 高く 、 偉 天 に まし ます 。 egc 人 の 8 移っ 


36,. も し 、 お 前 だ ち 大 婦 間 の 破局 を 黄 れ な ば 、( 往 。 3? * 5 ッ ン レレ ュ ッ タッ 
33) 男 の 親族 か ら 調 信人 を 一 人 と 、 女 の 親 ら う じ を Cex. 9 2 8 


注 29 この 人 節 で は 、 男 女 は 仕事 と 報 縛 に 関し て は 平等 で ある こと を 明確 に し て いる 。 


注 30 アラ ビア 語 本 文 に ある ヤッ ヴァ ー ム は 、 女性 に と っ て 支 を ほし な る 人 と いう 竜 で ある 。 こ の 反 で は 何故 
男 が 家長 と なる の か 、 二 つの 理由 を あげ て いる 。 1) 男 が 精神 的 、 肉 体 的 に 優 っ て いる こと 、 そ し て (?⑫) 男 が 生活 
の 米 を か せ ぎ 、 家 族 を 扶養 する 者 で ある こと の ご 点 で ある 。 従っ て 、 当 然 家族 の 生活 の 費用 も か せ ぎ 、 扶 養 す 
る 男 が 、 家 族 の こと に つい て は 自由 に 管理 する 立場 に ある の で ある 。 

31 この 名 の 意 は (1) 大 婦 半 係 を 眉 し む (⑫) 床 を 別々 に 離す 3③ 話 し か け な い 、 で ある 。 こ うし だ 方 法 は 、 い つ 
まで も 続け られ る わけ で は な い 。 なぜなら 、 宙 に 浮か ぶる の の 如く て 、 委 を 放っ て お く こ と は で き な い か ら で あ 
る (4:130)。 天 婦 関 係 を 持た な い 、 つ まり 実質 的 な 別記 の 限度 は 4 ヵ月 で ある と クル アー ン は 言う (2 :297)。 
ぁ し 、 事 態 が 非常 に 深刻 だ と 思え ば 、 大 は 4 : 16 に 書か れ て いる 条件 を 守ら な けれ ば なら な いで あろ う 5。 

注 32 イス ラム 教徒 た る 夫 は 、 音 や 殴打 せき ぎる や 得 な いこ と が ある と し て も 、 事 の 体 に 陵 打 の 跡 が 残る ば 
ぴ に 打っ て は な ら な い (チイ ル マ デ ィ と ふ ス ムリ )。 そ し て 、 妻 を 殴打 する よう な 大 は 、 最 良 の 男 と 上 は 言え な い 
と いう 電 な る 季 言 者 の 言葉 が ある 。 

潤 323 。 ここ で 「 お 前 た ち 」 と は イス ラム 教 国 、 あ る い は 社会 全体 を 統合 的 に 指す か 、 あ る い は 一 般 的 に 入 々 
を 指す 。 
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こ に の の 


MOE 





9/, 


38. 


29。 


40. 


41, 


注 34 


族 か ら 調 信人 を 一 人 任命 せよ 。( 注 34) も し 


役 等 調停 人 が 和解 を 望 ほ き ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 
等 や 利 解せ し むべ し 。 げに アッ ラー は すべ 
て を 知り 、 すべ て に 通 時 し 給 う 。 

ケッ ラー を 崇 散 せよ 。 何 者 も アッ ラー と 億 


せ 祀 る な か れ 。 し て 父母 に 優し くせ よ 。 
親戚 や 拡 児 や 気 し い 人 に も 、 血 族 の 隣人 や 
近 〈 に 住む 他人 に も 、 ま た 
に いる 仲間 や 旅行 者 に も 、( 注 35) 更 に お 前 
た ちの 右手 が 所 有する 者 に ( 注 36) また 
然 り 。 げ に アデ アッラー は 租 慢 不 朋 な る 者 を 愛 
し 給 わ ず 。 


自ら 癌 間 で 他人 に 5 各 昔 を 勧め 、 アッ ラー 
が 与え だ る も の を 隙 項 す る 者 、 わ れ ら は か 
《 く の 如 き 不 信心 者 ど ド も に は 届 辱 的 な 刑 同 を 
用 昔 せり 。 


また 他人 に 見 せ び がら か す た め に その 財 を 和 費 
や し 、 ケッ ラー も 最後 の 日 も 信 ぜ ぎる 者 ど 
も も また 然 り 。 誰 で あれ 可 魔 を 仲間 に 持つ 
攻 に は 、 悪 いや つる を 仲間 に し た も る の よ と 思 
わし め よ 。 

アッ ラー と 最後 の 日 を 信じ 、 ア ッ ラ ー が 賜 
える も の の 中 か ら な に が し か を 費やし た と 
し て も 、 彼 等 に は 如何 程 の 負担 と な り だ る 
か ? アッ ラー は 彼 等 を 熟知 し 給 う 。 
げに アッ ラー は 一 微 府 の 重き だ に 何人 を も 
不当 に 過 せ ず 。 も し 一 療 あ ら ば 、 アッ ラー 
は を を 倍加 し 、 大 な る 報 美 を 御 許 より 与え 


アニ 
ロブ 。 


調停 者 は 、 相 争っ て いる 両者 の 親族 か ら 選 ば れる で き で ある 。 


お 前 だ ちの そば 


ンタ 31 


2 し UO ゅ いう 


と スン と AS3CE342 


クン レシ レ ョ ン ン ウン さる タン タン の 1 
ok み Co る 1 


ネン ュ ュ ン ャ ーー レッ 4 ぅ ク る レ 1 み 
20363 ル きる 420 を 

ラディ ン 1 1 っ いっ の 9 = アグ 内 
AR いい eeleo Sa] 
びる b、 2 2 分 


2 る そ 


| 販 KW の? CK 

5 る 
0 電 間 4CIPG1024(T ら の AU 
の 交 Ce 1 CT ルル 2 


9 と イン っ タン ン ッ ピン > クタ ンタ 


54 人 ン ゥ ング うう 9 拉 の 


人 


@3 和 て 3 
ッ る タプ 2 タン ルン 1 241| ゥ タン ノン 
AD っ 04525 PP 


タッ タン ン ン 


の Cg406 の あし 0835 に 。 


むい 


に 06o 約 6 も 
の ン ? 19 


の 52 14 3500 の る > 


で 


な ぜ な ら 、 調 偽者 に た ち は 、 争 い の 本 当 


の 理由 を 知っ て いる べき で ある し 、 双 双方 共 、 親 族 に 彼ら の 食い 違い を 訴え る ほう が 楽 で ある 故 で ある 。 


注 35 


前 人 節 で 、 妻 に 優し くせ よ と 述べ た 後 、 


この 節 で クル アー ン は 、 そ の 優し き を 最も 自 近 な 両親 か ら 、 最 


も 億 い 見 ず 知 ら ず の 季 入 まで 、 入 間 企 体 に 広げ て いく よう イス ラム 教徒 た もち に 命じ て いる 。 


注 35 


当 前 注 6 参照 
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第 四 章 アル ・ ニ サー 


42. われ ら 各 族 より 一 人 の 証人 を 召喚 し 、 ま た GLC も 9 っ ちあ oeSLG 宙 
の とう クハ デン ア 


液 を 彼 等 に 対す る 証人 だ た らし むる な ら ば 、 ー 0 と 
は た し て 彼 等 いか が せん 。 9 : 
43、 を の 日 至ら ば 、 信 ぜ ず し て 使徒 に 背 き た る 2 2 の 多 の 移 み 2 2? 
者 ども は 、 大 地 が 彼 等 し と と も に 平 に な らん シン 
こと を 望ま ん 。 さ る されど 役 等 は 何一つ アッ 2 
ラー に 隠す こと を 得 ず 。 上 | 5 
第 七 項 


44. 流 等 信徒 た に ちょ 、 お 前 だ ち 酔 っ て いる 時 は 、 タ 2 283) 1% 人 89 2 タン リン ァ 1 イ ピ 
自分 が 何 を 云っ て い る の か 解る まで 礼拝 に と て の IIC GA (36 


近づく 〈 く な か れ 、 ま だ 汚れ て い る 時 も 身 を 洗 まい ET YS1V C52 

い 浄 め る まで は 。 ( 注 37) 但し 旅行 中 は 別 だ こし し ポ の cb 

り 。( 注 38) また 病 ん で いた り 、 旅 路 に ある HFP が ジ 2 92y2 005 の りう 人 ま ン 

ほか 、 財 か ら 出 て 来 だ と か 、 yhn る の る 符 g タッ ラン み ン 
デ | ど っ 2 て う ゅ 

RG 本 SNStP の 入ら 。 ELeS の 

て 顔 と 手 を こす れ 。 Na 0 さ 2 2 の 1 ンク ン ン 22 人 

し て 、 次 容 に まし ます 。 の の の つら マテ 


ろ ら QAI 


の に 2 003) 208) 


プッ る 2 タ レッ > ン ン ッ ン ピン 


_ 人 5. 流 は 経典 の 一 部 を 場 わ り た る 者 ども を 見 ぎ OS Co2 2 5 は プ 衣 
る か ? 役 等 は 迷 誤 を 購 い 、j お 前 た ち を 道 ライ フッ タッ タン グイ 
に 迷 ち し めん と 欲す 。 da La 


注 37 | 汚れ て いる 時 に ぉ 行っ て は な ら な い 」 と いう 表現 は 次 の よう な 意味 で ある 。 人 は 完全 に 正気 で 
な けれ ば 礼 捧 び できない の と 同様 に 、 も し 汚れ て いる の な ら 6 ば 、 涼 浴 に よっ て 全身 を 漆 め だ た 後 で な けれ ば 礼 捧 で 
き な い 。 性 変 は 体内 に 汚れ を 生じ る せる 。 涼 浴 に よっ て この 汚れ を 潔 め て 、 販 振 に 不可 欠 な 条件 と し て 、 汚 れ 
な くく 明るい 、 生 き 生 き し た 身 と し な けれ ば な ら な い 。 


注 38 | 旅 を し て いる 時 を 除い て | と いう 句 は 次 の よう な 意味 で ある 。 即ち 、 通 常 は 汚れ だ 状態 に ある 
者 は 、 き もち もん と 洒 浴 する まで は 礼拝 で き な い が 、 洒 浴 は 強制 きれ て は いな い 。 この 場合 、 こ の 第 の 最 科 で 指示 
され て いる よう に 、 こ すり つけ る 動作 に より 汚れ を と る こと が 認め ゆら れる 。 


注 399 凶 つの 分 類 は 、 叩 ち 、 病 入 、 旅 行者 、 便 所 か ら 出 て きた 者 、 そ し て 節 の も と へ 行っ て きた 者 で ある 。 
この 内 、 後 の 二 つ が けが れ て いる の で 、 場 合 に 応じ 床 浴 す る か 洗う こと が 必要 で ある 。 そ し て 、 も し 水 が 見 つ 
か ら な けれ ば 、44 節 の 最後 に 示 ぉ れ た 動作 を 行う こと が で きる 。 前 の 一 者 に 関し て は 、 水 に つい て の 和楽 件 は 不 
要 で ある 。 だ と える 水 が な く て も よい の で ある 。 それ 故 、[「 け が れ て いる 時 』」 と いう 言葉 が 「 も し 病気 で あっ だ り 、 
旅行 中 の 場合 ] と いう 言葉 の 後に つけ 加え られ て いる の で ある 。 ボボ の 代わ り は 土 上 られ だ 。、 と いう の は 、 水 が 
人 に 自分 の 起源 を 思い お こき せ (77:21) そう し て 人 間 に 造 り 出 すもう 一 つの る る や か な 物質 を 思い 起こ る 
せる か ら で あ る (30:21) 。 
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和 四 章 デル レン ェ ニ サ ザー 
46. され ど ア ッ ラ ー は お 前 だ ちの 敵 を よく 知 5 る る 作 ン *[、 「 ン イ 4M41P 
_ う op うぅ 5 4 juey Ac 
給 う 。 ア ッ ラ ー は 愛護 者 た る に 足り 、 佑 壇 の | 2 
者 た る に 足る 。 @ 区 内 
47. ユダ ヤ 教 徒 の 中 に は 経典 ER 4 Ao る 4105855883 の 員 o2 


える 徒 輩 あり 。 彼 等 は 、 PR 
と 合 ち ず 」 ま た 、「 聞 か ふれ ざる こよ を 開 
と 云い 、 そ の 知 を 容 め て 、[ ラ ー イ ナー」 と 


な いい 、 信 仰 を 中 傷 す 。 さ る れ ど 役 等 が も し 、 


1 の 
UMey 


ンプ シ 





「 我 等 は 開き 、 且 つ 従 う 」 と か 、[ 流 義 り ] 次 る 区 5 必 NONEKAHE 
まだ た 、「 ウ ンズ ルナ ー」 と: 均 わ ば 、 彼 等 の た リン 2 
め に 一 層 よ ょ く 、 更 に 正 し 。 き れ ど アデ アッ ラー の 。 0 うう の | 
彼 等 を を の 不信 心 履 に 呪 衣 せ り 。 き れ 0 
ば 彼 等 は 、 少 数 の 者 を 除い て 、 不 信心 者 な @3816 ly 
り 。 
* ゃ ーー ビュ アタ プッ ん ん ンタ イー 
48. 光 等 経典 の 民 よ 、 わ れ ら が お ぉ 前 た ちの 指導 SAAo2C 宙 し 。 02 c3 
者 の 或 る 者 ども を 滅ぼし 、 お 前 た ち を うし の 
セナ レ し る ^ う デ アア 
訪 : 選 択 じ まわ す 前 に 、 まだ われ 5 が サッ ミト SAS luSc とれ CA 
の 民 を 呪 氏 せる 如 お 前 た ち を 呪 衣 す る 前 衣 ン ィ ン ン ち 2 ノレ ラン も レン ッ タ ンス フォン リン と 
(ja われ ら が お 前 た ちの 手許 に ある も の を 53 ac EC の を 55 
完成 すべ く 降 し 賜わり た る も の ( 注 40) を クレ の 1 
信 ぜ よ 。 ア デッラ ー の 命令 は 必ず 行わ る 。 @⑥9 ピル 
49。 げに アデ ッ ラー は 何者 も 己 れ に 併せ 祀る こと OU ンプ 222 を 5 ン テン ン 1) ン 
9 1 つ FT に PIG 
陸 eS ( 注 41) る され どこ の 事 を 除け 2 っ ぷり の % ツ 6) 
ば 、 テ ッ ラ ー は 御 心 の まま に 誰 を も 数 し 給 AINS 0 し あお の 多重 ら う @! 
の ッ ラ テー に 他 神 を 併せ 祀る 者 は 、 大 罪 
を 犯す 者 な り 。 @ CE) 
に 2 と ヶ の ! グル ラタン タタ の ンチ 2 の イ し 
50. 液 は 自ら 清浄 で ある と 思う 徒 暮 を 見 ぎる 0 タマ TTPGYkCY221P UI が 
か ? 堂 、 御 心 の まま に 誰 で も 浄 め られ る 本 ジン ho 
は 、 ア ッ ラ テー な り 。 彼 等 は いき さか も 不当 OS OAD りう 計ら < 
に 過 せ ら 和 る こと な か る で し 。 
注 40 この 言葉 は 次 の こと を 旧 味 し て いる 。 (1 二 つ の 還 の どちら か が 、 ユ エダ や 人 に 下さ れる で あろ う 5。 ⑫) ユ 


ダ ヤ 人 の ある 者 に は 一 方 の 嘆 が 、 


注 41 
逃げ た 偽り の 神 を 信じ た まま 死ん だ 者 は 、 


他 の 者 に は も 5 う 一 方 の 六 が 降り か か 


る で あろ う 。 


神 以外 に 他 の も の を 信じ 、 愛 する こと は 反逆 に 価 す る 。 この 役 は 死後 の こと の み 述 べ て いる 。 つま う 、 


ー148 一 


決し て 許 き れる こと が な いと いう の で ある 。 


北上 四葉 デル レル レー ニ サ ー 


51. 兄 ま 、 如 1 何 に 彼 等 が アッ ラー に 対し 庶 損 を ン ル ン の スレ ンタ シシ ン 
提 造 する か を 。 ( 注 42) この 一 事 だ け で も も ぎる AI 紹 の 5 る の 


十分 に 明 自 な 罪 な り 。 LA る 2 

第 八 項 2 

52、 液 は 経典 の 一 部 を 賜わり た る 者 ども を 見 ぎ | [ RW うそ 1 ぞ 
る か ? 役 等 は 邪神 を 信仰 し 、 罪 を 犯す 者 So AU レア の 


\ 


IN 人 本 0 02gs3 
り 正 し く 導 か れ て いる な 5] など と 不 信心 人 デン 


M ーー At ン ッ ン 
者 ども を 指し て 云う 。( 注 43) (GMCK 1 の タ (yui 
53. 彼 等 こそ を は アッ ラー が 『 呪 謀 せ る 者 な り 。 冶 oe5 の 2 9 の Wi 
アッ ラー が 呪 識 す る 者 に は 如何 な る 佑 助 者 和 0 の 
も な か る べし 。 の 605 
54. 彼 等 は 天国 に 入れ 得る と で も 思う か ? も の REI の 2 
し 然 り と て 、 彼 等 は 他人 に 斉 柳 子 の 核 - つ 1 
だ に 与え ざる べし 。 @ !A の 
55. それ と も 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー が 恩 富 を 垂れ た ms クタ スラ 
ひこ m 用 っ 
る が に その 民 を 如 むか ? われ ら は す で 4 る 8 あの 是 3 
に アブ ラ ハ ム の 子 駒 に 経典 と 知恵 を 与え 、 いと ルル 1 5 996 


且つ 偉大 な る 王 国 を 与え た り 。 
2 有 2 ーー ) ゃ よ > 硬 な し ナン 抽 で みう し 2 る 2 人 全 
56、 し か る に 彼 等 の 或 る 者 は 彼 を 信じ 、 ま な た 或 うろ 2 と びろ の る る る 2 5 も | の 6 こめ 
る 者 は 役 よ り 背 き 去 れ り 9。 さ る れ ど 地 獄 の 燃 あみ ツジ 1 ン 
え ぇ 盛る 炎 は 、 役 等 を 懲らしめ る に 十分 な り 。 9 


57、 わ れ ら の 神 光 を 信 ざ ざる 者 は 、 ゎ れ ら 6 必ず 5 員 (PAY の 前 る 
を 業火 に 投 ぜ ん 。 彼 等 の 皮膚 が ( 注 44) 。 ,。 2 
境 け な ちる ご と に 、 わ れ ら は 之 を 新 ら し き 。 ゆ 50C0 ゆ gl 94 03 4820e ら 2 


注 42 項 言 者 を 誰 も 必要 ほし な い の で 、 神 は も は や 預言 者 を お 人 壮 し に は な ら な い だ ろ うな ど ょ 言う の は 、 ユ 
ダ や 人 が 言っ て いる 虚偽 で ある 。 民衆 が 基 落 し た 時 に 、 項 言 震 は 必ず 現われ だ た 。 そし て 、 現 実に 預言 者 は イス 
ラ ょ 教 の 聖なる 預言 者 に 只 現 8 きれ だ の で ある 。 

注 43 ィ ス ラム 教徒 上 は 、 聖 書 に 記さ る れ て いる すべ て の 預言 者 $ ぁ 、 モ ー ゼ に 与え られ だ 法 の 世 な る 原理 も 信 
に て いた だ た 。 し か し 、 こ れ ら 6 に 対す る ユダ ヤ 人 の 憎悪 は 非常 に 毅 し く 、 ユ ダ ヤ や 人 だ た だ ち も は 、 聖 書 も る 預言 者 も 認め な 
い ア ラビ ア の 僧 像 水 拓 者 の ほう が 、 イ スラ ム ュ 教徒 よ り ま し だ と 断言 し て いじ だ の で ある 。 

注 44 今日 、 肉 より 皮膚 の ほう が 多く の 神経 が 集まっ て いる の で 、 将 人 み に 対 し て 和 人 感 で ど あ る こと が 了 医 学 的 に 
立証 きれ て いる 。 ク ルアー ン は この 大 事実 を 1400 年 $ 前 に 明らか に し て い だ 。 ク ルアー ン は 、 地獄 の 受刑 者 は 
寺 か れ た 後 皮 席 が 再生 し 、 ま た 焼 か れる こと に より 痛み が 続く と 述べ て いる の で ある 。 
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皮膚 に 取り 替え 、 彼 等 を し て を の 六 を いつ 3 アン 
の 1 いら 1 
まで も 味 わ し めん 。 げ に アッ ラー は 億 大 に KG IX ゴ い 
し て 、 長 折 に まし ます 。 
KW" 


58、 さ れ ど 信徒 に し て 善行 を 積む 者 は 、 われ ら プッ 29 ーッ ルン 395 
VC 邊 1 e 
彼 等 を 河川 流れ る 楽園 に 入ら し め 、 永久 に ラ の こる FRAKAG: 


その 中 に 住ま し めん 。 彼 等 は そこ に て 洛 れ TOICOEAG MI で 26 2 


な き 配 偶 者 を 要ら ん 。 和布 し て われ ら は 、 彼 電 ば 2 則 ノシ イン 。。 
等 気持 ちょ い 樹 共に 導 か ん 。 @DLB 2 46a 
ーー きっ 3 すゞ 朋 [ アテ ラミ TV) RT 主 WT プ 」 う ラン リャ アテ 946 し 

59、 ア デッラ ー は お 有 盾 だ ち に 、 姿 託 物 は 元 の 所 有 タ ダ (Af OIDS の し 0131 


者 に 返 避 すべ きこ と を 命じ 給 う 。 ( 注 45) ま 


! 2 由 隊 テッ プ > 
た 人 を 融 て 時 は 、 公 正 を 細 ほ する よう 命じ ML と を ) 
給 う 。 《( 注 46) ア ッ ラ ー が お 前 た だ たち に 訓 戒 す 


グッ ンク ウッ ン ンク 5 る BS 
る こと は 、 な ん と 素晴らし きこ と か な 1 (PS 4 の EC そい 
プッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を みそ な 
は し 給 う 。 


前 だ ちの 中 の 権限 を 委ね られ た る 者 に 従 


5 

3 
3 5 二 タッ 『 2 * ダテ ウッ 5 る ? 
え 。 ( 注 47) も し 何事 に な いて か 互 に 意見 を 593 っ > PT 5 2 
吉 に する 場合 、 お 前 た ち ア ッ ラ ー と 最後 の 2 の みあ みみ の の レコ 
日 を 信ずる な ら ば 、 そ れ を アッ ラー と 使徒 0 ンプ 1 計 KL の 0 放 ) 


に 委ね よ 。 それ が 最善 か つも っ と も 倫 め る EN 4 人 3 守る 1) ち こ o 
1 
に 価 す る 結 洒 に 至る 。 た っ な の っ 8 


系 九 項 

N ッ ル ュー 王 ーー 3 ローマ ルド 人 ノ 2 ダ で ラン レラ ン ノン ョ ブン 

61. ep 液 に 啓示 され た る も の 並び に 液 以前 1 ペタ 7 半 ま す 
に 啓示 ぉ れ た る も の を 信じ て いる ふり を し 8 

注 45 支配 する 権威 、 権 力 は 民衆 の 委託] に よる も の で ある と ここ で 記さ れ て いる 。 を し て 、 を の 権威 
権力 は 民 具 の も の で あり 、 誰 か 個人 また は 王家 の 生得 の も の で は な いと 朋 言 し て いる の で ある 。 タル アーン は 、 
土 制 や 世襲 制 を 認め ず 、 代 表 制 の 政治 形態 を 定め て いる 。 長 は 選挙 に よっ て 選ば れる べき で あり 、 藤 を 選ぶ 時 
6 人 020 
注 46 イス ラム 教 国 の 音 長 と 、 行 政 の 仕事 を 委ね られ て いる 者 だ た ち は 、 各 々 の 権限 を 公正 に 適切 に 使う よう ぅ 
命じ られ て いる 。 
注 47 「 ア ッ ラ ー と 使徒 並び に 」 と いう 言葉 で 表現 きれ て いる 命令 は 、 支 配 者 と 被 支 配 者 と の 問 の 意見 の 租 
違 、 あ る い は 被 支配 者 の 間 の 食い 違い の いずれ か に 係 っ て いる だ ろう 。 前 者 に お いて 重要 な の は 、 も し 支配 者 
と 披 支 配 者 と の 間 に 不 一 致 の 生ずる 問題 が あれ ば 、 そ を それは クル アー ン の 教え に 岸 6 し て 決定 きれ る べき で あり 5.、 
も し それ が で き な け れ ば 、 ス ン ナ と ハデ ィ ス に 照ら し て 決め ゆな けれ ば な ら な いと いう こよ で ある 。 し か し な が 
ら 、 も し クル アー ン も スン ナ も ハデ ィ ス も その 問題 に つい て 何 ぉ も 述べ て いな けれ ば 、 そ れ は 、 イ スラ ッ メ 教 徒 の 
北 事 を 監督 する 権限 を 任 さ れ だ 者 に 委ね られ る べき で ある 。 この節 は 特に 国家 的 な 問題 に つい て 述べ て いる よ 
2 う て あ る が 、 こ の 点 に お ける 基本 的 な 控 は 、 神 と 軍 の 使 首 へ の 服従 が 、 あ ら ゆ る 権威 に 対す る 服従 に 優先 する 
と いう こと で ある 。 し か し 、 (一 般 の ) 入 々 の 閣 に 意見 の 相違 が 生じ て いる 社会 的 な 問題 に 関し て の 意見 の 食い 
倍 い や 紛争 の 場合 、、 イ スラ ム 教 徒 は イス ラム 教 の 戒律 に 従う べき で あり 、 他 の 法律 に 従っ て は な ら な い 。 


ー150 一 





第 皿 草 の 2 アー 
て いる 者 ども を 見 ざる か 7? 彼 等 は 邪神 に タク イン 2 タン シッ タッ アン MT 
| | c 
従う な か れ と 命 B ぜ られ て いた だ に も か か わら 攻 vo 52 
すず 、 審 判 を 政 神 に 求め ん と す 。 悪 魔 は 彼 侍 Me 98 2 


62. 


63. 


64. 


66. 


を 和 逝か 遠く 邪道 に 導 か ん と 鈴 す 。 


和 彼 等 に 向っ て 、 なあ 2 ー が 降 

給 を る も の 、 並び に 使徒 の 許 へ 来 た れ 」 
二 人 生 Ye が 嫌悪 の 情 を 表 
わし て 決 から 顔 を を そむけ る の を 見 ん 。 


條 等 は 己 が 手 で 前 に 送れ る も の の た だめ に 秋 
難 に 候 わ ば 、 一 体 如 何 が せん ? 役 等 は 液 
に 来 た り 、 ア ッ ラ ー に 折 っ て 云う 、 「 我 等 は 
だ だ 好意 を 示し 、 和 解 を 図ら ん と せる の み 」 
回 


アッ ラー は 彼 等 の 胸中 の 秘密 を よく 知り 給 
2 。 さ る れ ば 彼 等 を 遠ざけ 、 役 等 を 訓 戒 し 、 
彼 等 自身 に 関わ る 効果 的 な 言葉 を 以 て 彼 等 
に 

われ ら が 使徒 を 人 造 わ せる は 、 ア ッ ラ ー の 許 
し の も ぉ も と に 人 人 々 を し て アッ ラー に 従わ せ し 
めん が だ た め な り 。 も し 彼 等 が 過ち を 犯し 、 
の と ころ に 来 て アッ ラー の 赦し を 請 い 、 
使 舗 $ 彼 等 の た め に 赦し を 請 わ ば 、 彼 等 は 
アッ ラー が だ び た だ た び 憐れみ に 転 ぜ られ 、 慈 
宮 控 て まし ます こと を 知ら ん 。 

否 、 主 に 維 っ て 均 う 、 彼 等 間 の 争い に 液 を 
審判 者 し し て 立て 、 六 が 下 せ る 判決 に 如何 
な る 異議 も 唱え ず 絶 対 服従 する まで は 、 彼 
等 は 信徒 に 非 ず 。 


$ し われ ら が 役人 等 に 「 神 の だ ため に 生活 を 犠 
牲 に せよ ] と か 「 家 を 楽 て よ 」 と 命じ て も 、 
彼 等 の 中 の 僅か な 者 し か これ に 従わ ずる ペ 
し 。 も し 役 等 が 勧告 通り に 行わ ば 、 そ は 役 
等 の だ め に は な は だ よく 、 信 仰 を 強力 な 6 
し め る 二 け た と な り だ る も の を 。 
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eSlol eeCS 19 3 
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曳 四 間 


58. 


69. 


06 


ま 遇 


72。 


79. 


74、 


社 49 


軍 一 団 ほ な っ て 前 進 


狼 ら ば われ ら は 必ず 大 な る 報 状 を 彼 
%、 
正しき 道 


圭三 


首 に 性 か ん 。 


誰 で あれ アッ ラー と その 使徒 に 従う 者 は 、 
アッ ラー の 祝福 を 受け し 人 人 々 、 す な わ ち 預 
言 者 た ち 、 誠 実 者 た ち 、 痢 教 者 た ち 、 並 び 
に 正義 者 た ちの 仲間 に 加わ らん 。 彼 等 は 素 
肝 ら ちら しい 針 間 な り 。( 注 48) 

こ 宴 こそ は アッ ラー より の 恩恵 な が り 。 ア ッ 
ラー は すべ て を 知る 者 と し て 万 全 な り 。 

第 て 拓 

湊 等 信徒 た ちょ 、 姿 全 の た め に 用 心 せ よ 。 
( 注 49) 隊 を あい くつ か に 分 け て 進む か 、 全 
と 


お 前 だ ちの 中 に は 後に 残る 者 あり 。j』 し て 
お 前 だ ち に 炎 難 が ふり か が か る に 8 
2 5 「 我 彼 等 と 催 な ら ざ り し は 、 アッ 
PD の PDF P 
きれ ども し お 前 だ ち に 何 か 幸 い が ア ッ ラ テー 
ょ り 玉 り な は 、 お 剖 だ ちと 彼 の 問 に 何 ん の 
交 還 も 無 か り し も の の 如く 、「 我 も し 役 等 と 
倍 な り せ ば 、 大 成功 を な し 稚 きだ も の を | な 


と と 彼 は 云う な り 。 


この 節 に は 、 イ スラ ム 教 徒 が : 


つの どの 精神 的 段階 一 傾 言 者 、 誠 実 者 、 列 教 者 、 正 義 才 一 


て の み 到 達 


て 語っ て いる 。 を し て 、 


アル ・* 
階 を 定め て 


00 人 大 昔 者 の 地位 に も 上 る こと が で きる と いう の で ある 。 
ー ギ ブ の 次 の 言葉 を や 引用 し て いる 。[ こ の 節 に お いて 、 神 は 信者 た ち を 四 つ の 段階 に 分 け 
て いる 。 隔 PER の 


アル ・ ニ サー 

クラン 2 る る 
WS (6 oN 5 5 
2 2 ププ ノ ィ マズ 


2 

の アプ ブッ ね 9 と ァ 
2 の 5 人 の 届 の 
BOA の っ 0 ほそ 2 

IVRYOME K 打 4 46000Le 


レン タ ュ ン ッ 
8 品 あ 委 の 3 


2 ッ タン 2 9 スタア ニーク タレ > る エン タイ ン 
の 5 923eboe OAD 
(ON ター アデ 人 和 4 
タ し > の KC 9 
レル ルン (1 2 フゥ ン プ 
eo 3 9 人 223 人 


NG 


っ 


アイ イミ アア 拓 


2 リス ぅ 2 選 タタ ァ ゥ プア 
る A6308 81 
ゥ タン ン イク 2 5 の 4 る ッ ン WM 
es 338 


進み うる 、 灯 神 的 発展 の あら ゆる 道 が 示さ きれ て いる の で 重要 で ある 。 四 
に も 、 今 は 、 聖 な る 務 言 者 に 従っ て いく こと に よっ 
し うる の で ある 。 こ うし だ た こと は 、 柚 な る 預言 者 の み の 特 権 で あり 、 
特権 を 型 な る 預言 者 と 分 か つこ と は な い 。 この 考え 方 は 、 
預言 者 全般 に つい 


他 の 頂 言 莉 は 誰 も 、 こ うし だ 


この 節 に よっ て 東 に 細 づ けら れ て いる 。 この 節 は 、 
57・20 で は 「 ア ッ ラ ー と ア 
と 列 教 者 で ある 。」] ほ 言っ て いる 。 これ ら 二 つの 節 を 合わ せ 読ん で みる と 、 
者 入 外 の 預言 者 に 従う 者 は 、 誠 実 者 と 狗 教 者 と 正美 者 の 地位 まで て 
対し 、 加 な る 
iii P287) は 、 


ッ ラ ー の 使者 を 信ずる 者 、 そ れ は 誠実 攻 
次 の よう に な る 。 牛 ち 、 班 な る 了 言 
で 、 を それ 以 上 の 地位 を 得る こと は で き な い の に 

バハ ルル ・ ム セー トト (vol. 
あき 素 だ 、 


神 は 長 の 信者 は 、 こ れ ら の 段階 の どれ 


より b も 低い 所 に 止ま っ て いて は な ら な いと 強く 読 い て いる 。| そし て 、 き ら に 付け 加え て 言う 。「 預 言 才 の 地位 


に も 普 瑞 の も の と 特別 な も の と 二 種 類 あ る 。 特別 な 預言 者 は 法 を 作り 出す 頂 言 者 で あり 、 今 は 誰 も な 


放り いつ で も な る こと が で き 


注 
LM 


2 
JR 


0 の Tb 


し か し 、 普 通 の 預言 者 に は 、 
この 語 は 、 防 術 の な ため に 必要 な あら ゆる 
思わ れる 。 
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引 戒 、 準 備 に も 広げ 


る こと は 
る 。]」 


て 解析 で き 、 ま た 防衛 り た だ ため の 武器 の 増 
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され ば 来世 を 願っ て 現世 を 犠牲 に する 者 
に 、 ア ッ ラ ー の 人 道 の た め に 戦わ し め ょ よ 。 ア ッ 
ラー の 道 の だ め に 戦う 者 は 、 戦 死者 で あれ 
勝利 者 で あれ 、 わ れ ら は 必ず 大 な る 報奨 を 
与え ん 。 


お 前 だ ち 、 何 故に アッ ラー の 道 の だ め に 、 

まだ 弱い 着 一 協 や 女 や 子供 た ちの だ た め に 戦 
わざ る か ? ( 往 50) 彼 等 は 云う 、 「 主 よ 、 ld 
の 人 迫害 の 町 か ら 等 を 連れ 出 し 給 を 。 面 し 
て 我 等 の た め に 液 の 許 より 味方 を 遣わ し 給 
え ぇ 。 佑 助 者 を 追わ し 給え を] と 。( 注 51) 


信ずる 者 は アッ ラー の 道 の た め に 戦い 、 信 
ぜ き さぁ る 莉 # ょ 邪神 の た め に 骸 う 。 され ば 没 等 


悪魔 の 仲間 に 対し て 戦い を 挑め 。 げに 亜麻 
の 策略 は 弱 し 。 
。. 第 十 一 項 
78. 六 、「 手 を 制止 め ょ 。 礼拝 を 遵守 し 喜 捨 を 納 


注 50 


注 51 
教徒 は 、 


め よ | と 告げ られ だ る 人 人 々 を 見 ざる か 7? 
し か る に 戦闘 が 命ぜ られ る と 、 見 よ 、 彼 等 
の 一 部 は アッ ラー を 恐れ る が 如く 〈《 人々 を 机 
れ 、 い や それ 以上 大 な る 恐怖 を 以 っ て 、 [ 主 
ょ 、 条 故に 液 は 我 等 に 戦い を 命じ 給 う か ? 

し ば し の 獲 予 $ 我 等 に 与え を ざる お つも り 5 
か ?」 と 云う 。 云え 、「 現 世 の 歓 楽 は 無き に 
等 し い 。 神 を 思 れ る 者 に と り て は 、 来 世 こ 
を が より 勝る な り 。 し て お 前 た ち は い さき 
きか も 不当 に 過 せ られ る こと な か る で し ] 
5 


この 言葉 も 、 


自分 達 の 示 教 を 守り 、 


な い 。 


5 は 一 


7 の ョ ル ィ ン 227 グ レラ 5 る 『 2 と う * 
EUC19 dy き ゆ 9 


し う 9 プ 人 に 
SU528 US | 
edoos 


しい アー 
っ クゥ > レン 本 < 
ぐ ⑨⑬Duoi 

が 考 
ルプ もい しい 2 9 と ッ タ ン ン 2 タン 
1 Pu レコ 1 udl 
3 の (る る 【 鉛 2 フン 5。 ンス ェ ン タ 
呈 rrh Ah 

Sg 


KW プリ 3 93 5 


OM 生 4 AEGIS) 


アッ ク ラノ ゥ タウ 2 ョ ウッ 


の 3 1 


> 


の の の 時 
POSTd) 1 JE 
146 た CO 


8 


「 液 が 戦わ な い の は 一 体 ど うし た の か の 意 で ある 。 


この 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 の ほう か ら 敵対 行為 を 始め た こと は な いと いう 胃 確 な 十 拠 で ある 。 イ スラ ム 
より 航 者 で 宗教 を 同じ に くす る 者 を 援助 する た め の 自 己 防 衛 戦 し か 戦っ た こと は 


Aa の を 


80. 


瑞 


お 前 た ち 何 先 に 在 ろ うと も 、 だ た とい 堅固 な 
高楼 の う ち に こも ろう と も 、 死 は 必ず 追い 
つく で し 。 ( 注 52) も し 彼 等 に 何 か が よい こと 
5 直ら ば 、 彼 半 は 云う 、| こ は デッラ ー よ ょ より 
賜 わ る 」 と 。 ま だ も し 悪し きこ と が 身 に 降 
りか か ら ば 、 彼 等 は 云う 、「 こ は 液 の 所 為 な 
り 」 と 。 云 ん を 、[「 す で て は アッ ラー が 賜 わ る 
も の な り 」 と 。( 注 53) 彼 等 が 何 も 理 解 し 得 
は mo 本 だ うし だ 言 も で 7? 
液 に 起こ る すべ て の 諦 運 は アッ ラー が 下 贈 
RE 
る 災難 は 、 湊 自 身 が 因 を な す 。 わ れ ら は 
Pe し て 人 類 に 信 わ し た り 。 面 し て 


の 0 は 2 2 MK 


ゅ 6 


9 あら らし り uu 

。 1 タッ クン る PE 229 タダ 。。 と 。 くる るる 
ンク 0 1 
2 ラ PC 1 
の プッ い AA (店 め 9 2 oss 


ぅ 9 テン シッ 


4 引 史 ぬ JUs2 は 
9fe Os5285 の 5 菩 


LLP デ 】 


を 


1 う 2 1 の マン ン ン CIA1 ロ 
の の 記 技 e 交 2 


IA ぎる 


8AL2I 
ン シ っ 


員 め う 





アッ ラー は 証人 だ る に 足る 。 
81 誰 で 徒 に 従う 者 は 、 紛 れ $ も な く ア スー * ン ラン ン と ニン ^ 3 4% ん 
1. 了 の 940 全 人 従う 者 1 9 6 な く ブ ッ 人 人 222 261 人 あら 2 
ラー に 従う 者 な り 。 き され ど 背 き 去 る 者 あら 6 スヤ 
ば 、 わ れ ら は を の 者 ども の 番 人 と し て 液 を 失 晴 時 1 し 
壮 わし た に 非 ず 。 
82. 彼 等 は 云う 、「 央 従 こそ 我 等 の 根本 理 念 な レン シン 0 / 2 ス トレ ノレ タッ タ ンク 
NACS Kokdo を の 人 の の る 
み の ) 主 キマ テカ ミン ーッ テ 計 で を の う タ 。 レ タレ タタ クン ルレ も 2 タン 2 る ン 2 o 
と の 下る 者 は 次 が 大 える こと に 対し て 夜 っ 2 し の 30 な る 1 科 262 
す が ら 杭 謀 を めで ら す 。 ( 汗 55) ア チッ ラー は に コン 
上 。 っ 2 タタ ン 3 : 人 お 
導 に 夫 れ た 彼 等 の 陰謀 を すべ て 記録 し 給 bb.& つ 5 銘 | 人 交 6 
う 。 さ れ ば 彼 等 か ら 元 し て 、 た だ アッ ラー 
ょ ゃ - キテ. 回 る 
を 頼れ 。 事 の 成敗 を 決め る 者 と し て 、 ア ッ @ ゅ SC る 
ー は 万 全 な り 
注 52 一 般 的 な 自然 の 法則 に つい て 述べ て いる か 、 あ る い は 、 偽 並 省 た も が 死 を まね が れる こと が で きる と 


考え 、 自 然 の 型 な る 所 に を そ む い だ と し て 、 


注 53 
も 悪い じ こ と も 、 人 入間 に 降り か か る こと すべ て 、 


[すべ て は アッ ラー が 場 わ る も の な り 】 と いう 5 


と いう 迄 味 に お いて 真実 で ある 。 


注 54 
Py 上 開 


因 し て いる と 、 こ こ で は 言っ て いる の で ある 。 


注 55 * る 
る の で 、 交 を 隠 し て て くれ る 義 で あり 、 


人 人 目 に つか な い 


一 般 的 な 自然 の 法則 か ある い は 何 か 神 の 特別 な 命 


神 は 人 問 に 生ま れ な が ら の 力 と 才能 を 授け だ 。 人 間 は その 力 や 才能 
送 に 誤っ て 用 いれ ば 限 難 に 巻き 込 き 入る の で ある 。 つ るり 、 


ここ で 言 肪 し て いる の は 、 夜 で あれ 呈 で あれ 、 密 護 の こと で ある 。 通例 、 
「 夜 ] とい う 語 が ここ で 用 いら れ て いる の で ある 。 


彼ら に 対し 特に 発せ られ だ と 考え る か どちら か で ある 。 


う 表現 は 、 神 は 宇宙 に お ける 最終 統制 力 で あり 、 良 いこ と 


に 超 因 する 


正しく 用 いれ ば 人 生 に お いて 成 


すべ て の 普 は 神 に 、 す で て の 直 は 入間 に 起 


絆 を だ くら か の は 夜 で あ 


ー154 一 


系 四 章 デル ・ ニ サー 


83. 彼 等 は クル アー ン に つい て 深 《 思 わ ぎ ざる w(? ンタ イン 

か ? も し クル アー ン が アッ ラー 以外 より eo2659 う も IO の io 
出 で だ たる も の な ら ば 、 必 ず そ の 中 に は 幾多 の ECC 人 0 
の 矛盾 が ( 注 56) 見 つか る 管 な り 。 2 

84. 安全 な こと に せよ ょ 心配 ざと に せよ さ 、( 注 57) 22 
何等 か の 通報 が 彼 等 に 来る と 、 彼 等 は それ タ 
を 吹聴 す 。 さ れ ど と 彼 等 も し それ を 使徒 また 46 23 お 35 る も 
は 役 等 の うち な る 権威 者 に 住 せな ば 、 通 報  」 タレ レル と 。。 ラ ララ る ィ ッ タン 
ょ り 真 相 を 引き 出し 得る 人 々 が 、 必 ず そ れ 。 区 SO95 ら が 2 お 生み 4 


ク ザン 
を 理解 せ り 。 た ツゲ ュー の 加 恵 と 北 悲 な か 5 イン の レロ の っ ン 
い 1 Ai 2 1 クラ ンー タフ ラン フイ クイ ン 
せ は ば 、 お 前 だ ち は だ だ 少数 を 除い て 、 み な @L5) “ / 2 っ 22 
悪魔 に に 従い し な り 。 


85. され ば アッ ラー の 道 の た め に 戦え 一 一 液 は 2 | の 91 る 8 ンズ 
己 れ 自身 に の み 責 め を 負う 者 な りー 一 まれ の Eo 

『] 〆 mm エッ デ 〆 を ヒレ M | 
ば 信徒 た ち を 、 戦 い に 豆 舞 激 励 きせ よ 。( 注 CA GS 2 の ECS01os を 





58) 鞍 ら 《 く アッ ラー が 不信 心 者 ども の 力 を ク タン フン レイ チタン ン | レラ ッッ ンク 
2 ゃ て の タク 5 コン ュ ク アス 
制圧 すん 。 ア ッ ラ ー は 力 に お いて 強大 、 劉 CA CCO 


を 科す る に 狐 烈 な ? り 


86. 公正 な 執り 成 し を する 者 は それ に 応 ビ た 報 ンタ 2 ス る タク 名 ン レン 名 ノン フラ 2 る っ ン 
敵 を 得 、 悪 意 の 執り 成 し を する 者 は それ に se od こん 3 So 


応じ た 報い を 受け ん 。( 注 599 ア ッ ラ ー は 韻 kz4i73 j%3 4 MG お ね ッ ン ン 
事 を 文 配 し 給 う 。 2 YE か gy 
こみ まり 


注 56 クル アデ アーン の 中 の 一 節 と 、 そ の 中 の 教訓 と の 「[ 予 酒 」 あるいは 預言 者 と し て 語ら れ て いる クル アー ン 
の 中 の 言葉 E、 そ の 結 、 成 果 の 不一致 は 、 な いこ と や を 示し て いる 。 も し 神 か ら の 啓示 で な けれ ば 多く の 守 牛 
が あお "ウス た だ う ロ 


注 57 不安 情報 の ほう が 平和 に つい て の 情報 より 後に 出 き れ て いる の は 、 ク ルアー ン が ここ で は 戦い に つい 
て 述べ て いる か ら 5 で ある 。 了 い の 最 中 に は 、 応 々 に し て 良い 結果 た な り そ う な 事柄 を 発表 する の は 、 不 安 な 事 
柄 を 公表 する より 危険 な こと な の で ある 。 平時 に お いて も 、 こ こ に 示 る れ て いる 指示 は 、 社 会 の 安富 や 規則 に 
中 接 の 影響 を 及ぼ す の で 、 重 要 で ある 。「 権 成 あ る 人 々 」 と いう 言葉 は 聖なる 預言 者 か 彼 の 後継 者 ある い は 彼ら 
に 指名 され た 指導 者 た ちの こと で ある 。 


牌 58 この 節 で 言わ ん と し て いる の は 、 型 な る 預言 者 も 含め て イ Si 一 人 一 人 宰 に 対し て 青年 を 
負う と いう こと で ある 。 し か し 、 王 な る 預言 者 の な すべ き 仕 事 は 二 つ あ る 。(1) 自 分 自身 戦う こと 、 及 び (2) 止 む 
を 符 な い 場 合 に 、 信 省 達 に 戦う よう 促す こと で ある 。 


生 59 この 節 は 、 他 和信 の だ ため に 為す 嘆願 や 推薦 と いう 行為 を 軽く て 考 を て は な ら な いと 述べ て いる 。 他人 人 の た 
め に 嘆 す る 者 は 、 を うし た 折 分 の 行為 に 責任 を た ら な けれ ば な ら な いか ら で あ る 。 も し その 嘆願 、 推 誰が 正 
し (公正 で あれ ば 、 彼 は 十分 に 報 わ れる で あろ る う 。 逆 に それ ら 6 が 正当 で な けれ ば 、 そ こ か ら 生 じ る 直 い 結 迷 に 
好 し 資 任 を た ら な けれ ば な ら な いで あろ 2 う 2。 


0 


涼 四 草 


67。 


86. 


89. 


90。 


91. 


92. 


注 60 


お 前 た ち 挨 拶 き れれ だ な ら 、 更 に 良き 挨拶 す 
る か 、 少 な く と も 同じ 程度 の 挨拶 を 返せ 。 
( 注 60) げに アッ ラー は 一 切 を 清算 し 給 
ッ ラ ー の 外 に 澤 毅 に 価 す る 者 な し 。 ア ッ 
は 復活 の 日 に 必ず お 前 た ち を 召集 すべ 
し る は 疑う 余地 な し 。 誰が アッ ラー の 
[言葉 に 勝る 真実 を 語る か ? 
第 十 二 項 

一 体 ど うし た と いう の か 、 お お 前 た もち 偽善 者 
の こと で 二 派 に 分 れる と は ? アッ ラー は 
彼 等 が ぎ し も の の 故に 彼 等 を 打ち 倒せ 
り 。 液 等 は アッ ラー が 迷わ し め た る 者 を 導 


IC?* 


lo N き NJy 


RS 放 と いえ を ど 、 ア ッ ラ ー が 
迷わ す 者 に 道 を 示す こと 、 を は 態 わ ぎる で 
析 。 


彼 等 は 自分 が 信 ぜ ぎる 如く 、 お 前 だ ち に も 
信 ぜ ざら ん こと や を 望み 、 お 前 だ ち が 回 類 の 
者 が か らん こと を 望む 。 る れ は 人 彼 等 が アッ 
ラー の 道 の た め に 家 帰 を 後に する まで は 、 

彼 等 の 誰 を も 友 と する な か れ 。 されど と 彼 等 
が 背 を 向け な ば 、 何 処 な り と も 彼 等 を 捕え 、 
2 

選ぶ な か れ 。 

但 内 と 協定 を 結ん で いる 部 
族 と 関係 が ある 人 々 、 ま だ は お 前 た ちゃ 品 
れ の 民 と 戦う の を 避 人 め に お 前 た ち に 
投降 せる 者 は 除く 。 も し アッ ラー が その 気 


に な り 給 えば 、 eS - お 前 だ ち 
を 制す る 力 を 与え 、 彼 等 は 必ず お 前 だ ちと 


戦 に し な り 。 き れ ば 彼 等 も し 授 き て 江 わ ず 、 
和平 を 提議 す る 場合 は 、 ア ッ ラ ー は お 前 た 
ち に 役人 等 を 攻撃 する こと を 許 き ず 。 

お 前 た ち は 、 お 前 だ ちや 、 己 れ の 民 と 平和 
に あり た いと 望ん で いる 他 の 徒 輩 を 見 出 き 


この 節 は 社会 的 義務 を 示し て いる 。 
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ー ャ ル ニ ェ 


ん 。 さ きれ と 役 等 は 騒動 が 再発 すれ ば 、 た ち Y 8 4 人 PGI 53 じ 2 タン タク 
まち 之 に 器 倒 す 。 きれ ば 、 彼 等 も し 肖 か ず 、 ゾー ゆり の 
和平 も 提議 せ ず 、 翌 い の 手 る 制止 ず ば 、 何 の MA 2 AH ちの 
処 な り と も 役 等 を 捕らえ 、 を 殺せ 。 その 44 抹 あッ ン 0 282 2 


ょ うな 者 ども に 対し て は 、 わ れ ら は お 前 た で プク ウタ AD の oo 15 o あ ららら 
ち に 明 な る 権能 を 与 う 。 @ じ 3 6 生 * 02 を 


索 十 三 項 
93. 過失 に よる に 非 ず ば 、 信 者 が 信者 を 殺す の ? ン 才 守 2YIG 92 22 39 ンク [レラ 
は ふる わし か ら ず 。 ( 注 61) 過 っ て 一 人 の 信 っ らい めい Solo2 o6C2 
者 を 殺し た も の は 、 中 を 5 4 5 
し 、 且 つ 被 害 者 の 相続 人 に 血 の 周 償 金 を 支 Jo 
払う べし 、 但 し 相手 方 が それ を 嘉 捨 と し て ジ 886 33 あ 2 (0432 
免除 する 場合 は 別 な 5 。 さ 和 と ども し 殺さ る れ ょ ッ ン 9 58 3 タン 8966 


た 者 が 前 た ちょ 敵対 する 民 で 、 し か も 信 あめ 5 の eg 
者 な ら 5 ば ( 生 62 を の は 一 人 を 際 ッッ 
( 注 62) 、 を の 科料 は 一 人 の 奴 閑 信 uo 215 


者 を 解放 する だ け で よし 。 ま た も し 披 害 者 

が 前 た ちと 協定 を 結べ る 部 族 で あら ば 、 ンジ 2123 
タ の 

を の 料 料 は 血 の 周 償 金 を 相手 相続 人 に 支 3 JP 昌 

払っ た 上 、 一 人 の 奴隷 信者 を 解放 すべ し 。 COA9OUME2o の うる の 2 っ 2 OO Go 全 

され ども その 姿 力 な き 者 は 二 ヵ 月 間 連 続 し て 


11 ン ム ょ ゅ 
断食 せよ ーー こ は ア ッ ラ ー よ り の 慈悲 な AA: を の 
り 。 が ツク ーー は すず す で て や 知り 。 抽 千 に まし 
まあ ね 
思 メ み が ン 2 し 31 ろ ク タタ クイ タレ ン 
94、 誰 て あれ 、 故意 に 信徒 を 殺 害する 者 は と 044 か 


の 応報 は 地獄 な り 。 彼 は を の 中 に 氷 久 に > 年 
まん 。 アッラー は 彼 に 激怒 し 、 役 を 呪い 、 
彼 に 芝 ろ る しい 宙 を 準備 せん 。 


U ィ ア oy 


lee 


95.。 流 等 信徒 な ちよ 、 ぢ お 前 だ た ち ア デッラ ー の 人 門 の 3 UP ん る 15 タル ノッ < なれ 
だ め に 出 で 革 つ 時 は 、 正 し い 調 人 査 を せ ょ 。 PO も GUbAloJei5 
血 し て 平和 を 求め て お 前 だ た ち に 反 反 する 者 


注 61 実際 の 戦闘 に な いて は 、 イ スラ ム 教 徒 が 、 同 じ イ スラ ム 教 徒 に 誤っ て 殺 る れる こと も あり 得る 。 そ 和 れ 
故 、 こ の 人 節 で は こう し た 万 ー の 実態 に 備え 常に 自分 を 守る よう 普 告 を 発し て いる 。 

注 62 殺 き れ た だ 人 が イス ラム 教徒 で あっ て も 、 だ た さま た だま 敵 代 で あっ た 場合 に は 、 殺 し た 人 は 信徒 で ある 。 充 
隷 を 一 人 解放 すれ ば よく 、 血 の 代償 人 金 は 取り 立て られ な い 。 な ぜ な ら 、 瑞 に 金銭 を 支払 えば 、 反 イス ラム 勢力 
の 軍事 力 を 強化 する こと に な る か ら で あ る 。「( そ し て ) も し 殺 る きれ だ 人 が 女 と 協定 を 結ん だ 癌 柄 で ある な ら ] 
ょ いう 表現 中 に は 、[ 彼 が 信徒 で あれ ば 」 と いう 言葉 は 繰り 返る れ て いな い が 、 こ れ は 、 イ 4 スラ ム ょ 国家 に 住ん で 
いる イス ラム 数 徒 で は な い 者 、 あ る い は イス ラッ 教徒 と 協定 を 結ん で いる 国 の 中 の 信徒 で な い 者 に つい て $、 
この 法律 が イス ラム 教徒 に 対し て と 同じ で ある こと を 示し て いる の で ある 。 


co 7 


を 刊 っ ES る 


必 


に 向っ て 、「 液 は 信徒 に 非 ず ] ( 注 63) と 到 軸 の 302 ッ ン 
《 い 。 2 | が 
2 な か れ 。 お 前 た ち は 現世 の 品々 を 求め る DS DP 
が 、 ア ッ ラ ー の 許 に は 募 大 な る 戦利 品 あ り 。 02 し ちら て 65 人 3 
お 前 た ちゃ 以前 は 不信 心 者 な が り し が 、 ア ッ 9 る 4 PA 
ラー は 特別 な る 恩恵 を お 前 た ち ! HP 人 た 交 82 N (2 いのら 6 
り 。 され ば 正しい 調査 を せよ 。( 注 64) け 区 5 ジャク シン シン 
アッ ラー は お ぉ 前 6 KO ルー の JO 3 劇 S5 
96. 不具 者 は 別 と し て 、 家 に 居 残 る 信徒 と 、 ア ッ ー 41242 グン 3 8 
0d 2 1 の 28 2 
ラー の 道 の た ゅ に 財産 も 生命 も 捧げ て 戦う の 2 bo 際 が 
人 は 同じ か ら ず 。 ( 注 65) ア ッ ラ ー は 財産 の ゆる) 佐 AG634 
生命 も 捧げ て 戦う 者 に 、 家 に 居 残 る 者 よ ウン ン 0P あら 
年 位階 を 授け た り 。 ア ッ ラ ー は どちら 6 ee 0 い CeMIAIOS2 





の 億 徒 に も 良き 報 親 を 約束 せり 。 き されど 家 イタ ンプ 129 アゴ ィ ノノ ノン ぅ 
和 ヵ 

に 居 残 る 者 より も 、 戦 う 者 に 高い 位階 を 授 NO も 人 4222 で aa 

け 、 大 な る 報奨 “ の を の ua2 多 
97. すなわち は る か に す で れ た 位階 と 表 先 し 思 のみ 2 多 ラウ ン 放 ン フッ ンス ク ノッ ン ン タッ 

み と を 授け 給 を り 。 ア ッ ラ ー は 党 大 に し て 、 PNG62 2 

到 悲 深 ( ま し ます 。 %2。3 

_ 第 十 四 9C 

98、 己 れ の 魂 に 害 な し て いる うち に 天使 ら に 吾 oe お る NGWC 和 計る 

され し 莉 、 彼 等 に 天使 は 質 き ん 、 「 セ 前 たち % の 8 


の 境 涯 や 如何 に が | 彼 等 は 答え ん 、 [ 我 本 つい 性 3 クシ 2 ジン 2・ 
の | ao2 で 包 2 
等 は 地上 で 前 い 者 な りき 」 と 。 す る と 天使 PO MIDXG あ の 





注 63 ある 国民 が 和平 を 提案 し て きだ り 、 友 好 的 態度 を 示す 時 に は 、 イ スラ ム 教 徒 は 、 そ の 吉 度 に 敵 各 を 払 
い 、 英 間 を 抱く てこ と を 慎 ま な けれ ば な ら な い 。 更に 、 メ ジ ナ の イス ラム 教 社会 は 南 対 する 部 族 に 囲ま れ て いた 
の で 、 そ こ で は 、 イ スラ ム 教 の 挨拶 を する 人 は 、 調 さて みて 信徒 で は な いと わか っ た 時 以外 に は 、 イ スラ ム 数 
徒 上 と みな す よ ょ う 岳 示 る れ て いた 。 


注 64 つま り 、 も し 正当 な 調査 も せ ず 、 こ うし た だ 人 を 信徒 で は な いと 考え る な ら 、 こ れ は 液 が 相手 を 殺害 し 
た い 、 そ し て 相手 の 所 有 物 を 手 に 入れ だ いと 思っ て いる こと に な る で あろ う 。 


邊 55 この 節 で は 、 信者 の 二 つ の 種類 に つい て 述べ て い る 。 (1) 真 面目 に イス ラム 教 を 信じ に 、 教 義 に 従っ て 生 
きよ うと する が 、 信 仰 を 外 か ら の 攻撃 か ら 守 り 広 ゆ て いく 努力 に まで は 加わ ら な い 人 々 、 つ まり 受動 的 な 信者 
で あり 、 こ の 節 で は 「 家 に 居 残 る 信徒 」 と 呼ば れ て いる 。(⑫) イ スラ ム 教 の 教義 に 則っ て 生き る の は 勿論 、 そ の 
普及 活動 に 精力 的 に 参加 する 人 々 で ある 。 こ の 人 々 は 積極 的 な 信者 で あり 、 ム ジャ ヒド と 呼ば れ て いる 。 し か 
し な が ら 、 ち も う 一 つの 種類 の 信者 が いる 。 実 際 の 非 信 徒 ほ の 戦い に に は 加わ り は し な い が 、 戦 い に 参 加 し た 者 と 
同じ 報 本 を 受け る 者 達 で ある 。 彼ら は 心底 は ムジ ャ ヒド た る イス ラム 教徒 と 同じ な の で ある 。 ム ジャ ヒド は 神 
の だ た だ め の 戦 い に ど こ へ で も 出 て いく が 、 彼 6 は 特別 な 事情 の た ゆめ 、 病 穫 和 や 貧困 な どの ため に 、 李 入 目 ら は 遠征 
に 委 加 で き な い の で ある 。 


の の 


第 四 草 


デア デル ・ ニ サー 
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100. 


101 . 


102 . 


ら は 詞 わ ん 、 [アッラー の 大 地 は 何処 な り と 
も 移り 住め る 程 広大 で は な か り し か ?.」 と 。 
( 注 66) これ 等 の 者 ども の 住居 は 地獄 な 
り 。 そ は 悲惨 な る 行く 先 な り 。 

但し か か る 紅 才 の うち 、 避 難 の 途 を 見 出せ 


ず 、 ま だ た どう すべ きか を その 手段 を 構 ずる 能 


力も な い 男 や 女 や 子供 は 除外 す 。 (年 67) 


NE RE 
の 罪 を 寄 邊 。 な ん と な れ ば 、 ア デッラ ー 
中 


誰 で あれ アッ ラー の 道 の た め に 家 帰 を 径 
て る 者 は 、 こ の 地上 の いた る と ころ に 怖 難 


場所 と 豊か き が ある こと を 知る で し 。 ま だ ・ 


誰 で あれ 家 を 後に し て 、 ア ッ ラ ー の 人 道 並 び 
に 使徒 の た め に 移住 し 、( 注 68) 面 し て 死に 
襲わ れ だ る 者 、 そ の 者 の 報 半 は アッ ラー の 
責任 な り 。 ア ッ ラ ー は 営 大 に し て 、 慈 悲 深 
Rb まま 0 。 
第 十 所 項 
旅行 中 に も し ゎ 信心 者 ども か ら 人 危害 を 胃 
ご Potiah 
5 ( 注 69) お 前 た ち に 罪 な し 。 げ に 不 
2 は お 前 だ ちの 公然 の 敵 な り 。 


11 り レ 。 で 。 と ノ 
86NOOIE 4 PO 


2 202 504 


Yo は た 2Je か oeCe 
ッ ン 2 ン ジッ タン 2 ン アン 用 グラ グ 21 る が 
@⑥ い oO5022693 22 〇 あう 
プク タン レ ェ ラッ タラ の ノ タッ イッ ンタ 1 を 
ed0O62A6 の ceoO1 42012 を 3 


クス 
539 


3289es AZ8) 23 
d! 入 26 を と っ 56 
NO0P 


ゥ ン の トン シン レンタ < ラク タッ ンプ ニン 
8 あき 計 旬 3 
0 和 0 に Io と ル ジブ コ 
クッ >? 4 の 
CKW 人 RA 49 が | 3 全 46 AI 





注 : 66 
の で あれ ば 、 


イス ラム 教 は 弱い 受 


と は みな きれ な いで あろ う 。 


注 : 67 


注 68 


注 69 


行う 祈り を 扱っ て いる 。 


初 ゆ か ら 、 宗 より 遠 


移 件 で き な い 信 者 は 、 
イス ラム 教 は 、 


危険 時 の 祈り に つい て は 、 グ ルアー ン は 三 つ の 別々 の 節 で 扱っ て いる 。 叩 ち 、 (1)2 
危険 で 正式 に 祈る こと が 不可 能 な 時 の 祈り に つい て 述べ て いる 。(⑫) こ 
(3) 次 の 節 で は 、 人 危険 な 時 、 集 団 で 行う 祈り に つい て 述べ て いる 。 
し て この 息 で 言う [祈り の 短縮 |] と は ラ カ ー ト (礼拝 の 単位 ) の 数 を 減ら す と いう 意味 で は な い 。 
〈 離れ て いる 時 に は 二 回 と 定め られ て いる 。 敵 襲 の 危険 が ある 時 に は 、 定 あめ られ だ 祈り を 


妥 陳 本 な 信仰 で は 十分 と 言え ない 
信仰 に より 適し た 場所 に 移住 すべ き で ある 。 


。 も し 信者 の 周囲 の 環境 が 、 信 仰 に 適し て いな い 


5 し 移 住 し な けれ ば 、 そ の 信者 の 信仰 は 真史 な も の 


前 節 の 種類 分 け か ら は 除外 きれ る 。 
信仰 に 対し 敵 各 に 満ち た 環境 か ら 移 住 び で きる に も か か わら ず 、 移 佳 せ ず 、 そ こ に 留 ま 


ろう と する こと に 対し て は 、 信 者 が どの よう な 言い 訳 を し よう と 、 


そ 和 れ を 受け 入れ な だい 。 


: 2H で は 、 非 常に 
の 節 で は 、 通 常 の 危険 の 時 に 個人 個人 が 
個々 に 行う 祈り に 関 
ラ カ ー ト は 


急い で 行う と いう 意 味 で ある 。 ( 家 か ら 遠 く 離 れ て いる 場合 ラ カ ー ト は 二 回 と 定まっ て いる の で ) 危険 が 追っ て 


いる 時 に は 、 


この 二 困 の ラ カ ー ト る きえ ぇ 


DE 


ぁ 一 人 一 人 大 急ぎ で すま せ て よい の で ある 。 


クッ タン 4J デ ノレ ちゃ アデ 
709 Ac を 


弦 四 曹 


内 ニ サ ザー 





103. 


104. 


ェ ー 
こつ 
1 


六 投 等 と 共に あり 、 彼 等 の た め に 礼拝 を 
先導 せ ん と する 際 は 、 彼 等 の 一 部 の 者 に 臣 
替 を と ら せ て 液 と 共 に DD だ し め よ 。 箇 し も て 
彼 等 が 忠 拝 叩 頭 を 終ら ば ば 、 彼 等 を し て お 前 
た ちの 背後 に 退 か し め 、 ま だ 礼 押 を 済ま せ 
ざる 一 団 を 前 に 進ま せ て 液 と 共に 礼拝 せ し 
め よ 。( 注 70) を その 際 も 彼 等 を し て 警戒 せ し 
め 、 時 SN 


Na を 部 み 、 時 朋 た だ たち を 襲う に と を 
望む 。 も し 隊 雨 に 邪 磨き れ 、 或 に は 病める 
な ら ば 、 武 問 を 下 に 置く と も 、 お 前 だ たち に 罪 
な し 。 きれ ど 帝 1 - 警 下 を 忌 る べから ず 。 ( 注 
71) げに アッ ラー は 不信 心 者 どぉ に 恥ず べ 
き 身 肖 準備 せり 。 


念 振 が 終ら ば 、 ア デッラ ー を 唱 念 せよ ょ 、 立 
ちな が ら 、 邊 りな が ら 、 横 に な りな が ら 。 
まだ 安全 な る 時 は 、 規 定 き され た 形式 で 礼拝 
を 遵守 せよ 。 礼 振 は 、 定 ゆら れ た る 時 刻 に 
捧げ る こと を 信徒 に 命ぜ られ る 。 ( 注 72) 

半 過 (9 NSP20 (0982 の 3 まだ KU め 
な か れ 。 お 前 だ た ち が 苦 し む 時 、 彼 等 5 また 


苦し む わな り 。 されど お 前 た ち に は 、 彼 等 が 


望み 得 ぎ る アッ ラー より の 希望 あり 。 ア ッ 
ラー は すべ て を 知り 、 引 哲 に まし ます 。 
第 十 六 み ヽ 項 


スス る る 1 ン 2 る 36 ッッ ンタ シン 
4 外人 2 6 2 る 5 


ICMe リク 0 RF 
ーッ ASo IGP の の 
NR OCR の 
の 46 半 も な 


KC ば の 4 くし 1MM も (QA 
PA 9 れい の o『! 
30 50 っ 2 
guesbI0e 
bs93K520 36 22KS8(8 
$ る 1< 謝 争 2 8 錠 認 

222 5 
IGR 2 MGM52 
Yo 9 


r 」 る ノン ノンリ 


7 MY218!55 


し 1C し AI40 りあ と % 





106. われ が: 理 J る 欠 四 眉 ルチア レン トル 1 の スィ ー ン ラグ ラン テイ 
ら が 真理 を 包 合 する 経 を 液 降 し oe 5 
だ る は 、 ア ッ ラ ー が 液 に 教え だ る も の に 2 導 し 。 ン 
の っ と っ て 、 液 が 人 々 の 韻 を 審判 1] く だ め な 
邊 70 前節 が 、 危険 吐 の 個人 個人 の 祈り に つい て 述べ て いる の に 対し 、 この 節 で は 、 信仰 葉 い 人々 の 集団 が 、 
… 結 に 術 る 時 の 仕方 が 詳細 に 示 き れ て お り 、 種 々 の 場合 に 応じ た 11 ぉ の 形式 の 祈り が ハデ ィ ス の 中 で 説明 きれ 
宙 。 
注 71 この 節 は 、 武 器 と 堂 永 の 違い を 示し て いる 。 前 者 は 比較 的 安全 な 時 に は 片付け られ る で あろ う が 、 後 


着 は いつ も 連 っ て は な ら な い の で ある 。 4 : 72 も 5 大 咽 せ よ 。 


注 72 障 闘 の 最 中 は 2 つの ラ カ ー ト を 急い で 済ま きせ る ヵ 
め 、 こ の 鼻 で は 、 イ スラ ム 教 徒 達 は 足り 


で も 神 に 祈 ら な けれ ば な ら な いと 定め て いる 。 


= 由 00 一 


か 、 1 つの ララ カー ト だ け を 行う か どちら か で ある た 
SS や る べき 事 が 終わ っ た 後に は 神 を 思い 出し 、 早 式 
これ は 、 祈 り を 短く て し だ こと の 埋め 合わ せ を する た めで ある 。 


PUUD 


0 。 


108. 


109 


110. 


1 四 交 遇 


112. 


D 。 き され ば 液 背 信者 の た め の 弁 護 人 と な る 
な か れ 。( 注 73) 
アッ ラー の 数 免 を 請 い 泰 れ 。 け に アッ 
ラー は 害 大 に し て 、 藩 悲 深 くま し ます 。 
自ら を 炊く 者 どぉ も の だめ に 弁護 する な か 
れ 。 げ に アッ ラー は 裏 切 者 や 罪深い 者 を 愛 
し 給 わ ず 。 


彼 等 は 人 の 日 は ご まかせ て も 、 ア ッ ラ ー 
か ら 身 を 隠す こと 能 わ ず 。 彼 等 が 夜 陰 に 乗 
EE ア ルク SN 
アッ ラー は 彼 等 と 倍 に 在り 。 ア ラー は 彼 
等 の 所 業 を 取り 囲み 給 う 。 


見 よ 、 お 前 たち は 、 現 世に お いて 彼 等 を 
弁護 する 者 な り 。 し か れ ど も 復活 の 日 に 、 
誰が アッ ラー を 相手 に 彼 等 を 弁護 で きよ う 
ぞ 、 ま た 誰が 彼 等 の 底 護 者 と な り 得 よう ぞ 。 


され と 、 五 事 を 行い 、 己 が 魂 に 寄 な し て 
も 、 テッ ラー に 落 免 を 請 わ ば 、 アッ ラー カ ヵ ) 
定 大 に し て 慈 慈 深く まし ます こと が わか る 
2 穫 し 。 

誰 で あれ 罪 を 犯す 者 は 、 だ だ 己 れ 自身 に 
上 罪 を 犯す に 過ぎ ず 。 ア ッ ラ ー は すべ で て を 知 
り 、 賢 所 に まし ます 。 


 U 史 062e > OS 
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Cg 1 コン ゥ タラ ン 2 ン 」 6 で ラク ョ ン 
ん が AS 
ら 交 2 2 外出 2 ン の 26 461 人 E の ラ ア ズ 
282 を 
552 よる どう 
(OIVOCSS の 訟 0 と 


の 82 SSLe る の 
しら 電電 
2。 飲 人 3 人 3 ま あの 





113. 誰 で あれ 過ち ゃ 罪 を 犯し て 之 を 湊 白 な 人 
の せい に する 者 は 、 謀 放 と 明白 な 罪 を を の 4 
と [レッ ua グ ョ 【 る 2 ダ コン ン * 
身 に 負う 者 な り 。 ASIReia る 
第 士 七 項 4 と 
Si 、 ュ ニー ゞ 。 2 が 2 プア po アデ 」 3 ブレ て 
H4. も し 液 に アッ ラー の 師 愚 と 慈 正 が な か 9 4c 42 こう 5 セパ い 55342 
ば 、 彼 等 の 一 派 は 湊 を や 枯 わ し めん と 企み 2 0 
ュ イィ ュ よ で * ヽ 、 ッ クッ グ tu 且 Fu 
たり 。 oN 迷わ し め る DP の 人 GR 
の み に し て 、 い ささ か 害 う こと 能 イン スイ タ ンタ る 。 ニス 
し タ き 
ず 。 ア ッ ラ ー は 液 に 経典 と 知恵 を 降 し 給 pp ldyl 6 〈② の "うら 2 
注 73 この 言葉 は 、 す べ て の イス ラム 教徒 に 宛て だ も の で ある 。 


cr 


哨 草 





い 、 液 が 知ら ぎり し こと を 教え た 5。 液 に 
垂れ 給 う アッ ラー の 恩恵 こそ 大 な る か な 。 
( 注 74) 


115. 癌 捨 や 僚 行 を 勧め 、 或 い は 人 々 を 仲裁 す 
る 相談 を ( 注 75) 除い て 、 後 圭 の 多く の 相 
王 は 無益 な り り 。 誰 で あれ アッ ラー ー を 悦 ば き 
ん と し て 之 を な す 者 あら ば 、 わ 和 れ ら は その 
者 に 大 な る 報 肖 を 与え ん 。 


116. きれ ど 交 導 が 月 示さ れ た だ る 後 、 使徒 に 背 
き 、 信 人 徒 の 道 に 非 ざ る 道 を : 辿る 者 は 、 われ 
ら そ の 基 を し て 、 AB の 2426 2o 
0 来 て は 地獄 に 投げ 込ま ん 。 
そ を は 薄 惨 な る 行き 著 く 先 よ 。 

第 十 八 項 

117. アデ ッ ラー は 御 自 分 に 如何 な る 者 $ 併せ 礼 
SR され ど そ を の 他 の こ と 
は 、 誰 て あれ 御 心 に か な えば 、 之 を 許し 給 
う 。 き る れ ど ア ッ ラ ー に 他 押 を 併せ 祀 る 者 
は 、 は る か に 大 (正道 を 路 み は ず せ し 者 な 
り 。 


1I18. 役 等 は アッ ラー を る し お いて 、 だ た だ 慢 像 
_ を 祈る の み 、 ポ 音 六 の 悪魔 を 折る の み 、 


119. を そ は アッ ラー が 呪 記せ る 者 な 1 。 悪 魔 は 
云う 、「 我 必ず 波 の 僕ら ょ り 制 当て 6 れ し 
者 ども を 連れ 去ら ん 。 

120. 我 必 ず 彼 等 を 迷わ ちせ 、 空 し い 欲 望 に ふけ 
ら せ 、 彼 等 を 場 っ て 家 寺 の 耳 を 切ら せ て 
アッ ラー の 創造 物 を 変え きせ ん | と 。 ア ッ 


mLS536 585 で 8392 み 和 2 和 C) ろう 
9Saz az 


ス 2 タン 


CAC 61 
sosz 


ンプ ブタン ン る 


Ke2 ら 23 うう au@3 を 
IW 


MI 6 3 も る 全 が 介 99 2018 
2 ン 


1 と PP2E 3 の の BU 


ゃ ーー 


ィ タ 。 アッ イン 3 っ ッ ク タブ 。 クタ マン 22 ノ - タ ン ン 
の 2 252 る の らら 5 1 っ 5 
3 Pi アク アラー レタ プー レル グ 】 

LSE 66 の 29 ぅ 509IO)S| 





注 74 偽 登 者 達 


つい て 、 農 な る 預言 者 が 誤っ た 決定 を 下す よう に 策 を めで ぐら し て いた だ 。 し か 
な ぜ な ら 、 再 な る 預言 者 は イス ラム 教 の 将来 に 影 用 を 及ぼ す よ うな 問題 に 関し て は 、 神 に よっ て 


わっ て いる 。 
常に 正しい 方 沿 へ と 導 か れ て いた だから で あ る 。 


は 様々 な 手 設 を 用 いて 、 モ ハッ マ ド を 落と し 入れ よう と し た 。 彼ら は 、 非 常に 重大 な 事柄 に 


し 、 彼 ら の 計画 は いつ も 失敗 に 終 


邊 75 二 人 以 上 の 人 で 変わ きれ た 税 密 の 話 、 ま た は 他 の 人 に 秘密 を 江 ら すこ と 、 ま た は 秘密 の 相談 を する こ 


と の 意 で ある 。 こ の 言葉 は 、 秘 富 の 相談 に 限っ て 用 いら れる の で は な く 
ゆる 会 議 に : 


項 を 討議 する た め に 、 特 別に 人 々 を 召集 する あら 


ID の ーー 


、 秘 密 で あろ う が な か ろう が 、 重 要 事 


適用 る れる の で ある 。 


第 四 草 


12] . 


122 . 


123。 


ラー を さ し お いて 悪魔 を 友 と する 者 は 、 必 
ず 明 特 な る 損失 を 被る べし 。 


悪魔 は 彼 等 に いろ いろ 約束 を な し 、 空 
し い 欲望 を 生 ぜ し せ 。 さ る れ ど j』 悪魔 は た た 彼 
等 を 欺 か ん が だ た だめ に 約束 する の み 。 


これ 等 の 者 ども の 住居 は 地獄 な り 。 し か 


も 彼 等 は を こよ り 逃 れる 術 を 知ら ず 。 


され ど 信 じ て 敬 行 を 積む 人々 に は 、 われ 
5 乏 を 河川 流れ る 楽園 に 入る を 許し 、 そ の 
中 に 永久 に 住ま し ゅ ん 。 とこ は チッ ラー 9 


約 な り 。 ア ッ ラ ー ー の 御 言 葉 よ り 勝 り て 真 
に も の 云え る 著 は 誰か ? 
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Ce 5 二 ュ う ラプ ・ レ レク バン ン ッ グ 

124. mh 4 5 の SSjidA(8A の 前 ペ 

た 経典 の 民 の 希望 に 列 っ て な ら ず 。 誰 で あ 
し か ク ゅ ラダ ーッ アア ラル ンー マフ コー の 2 ル ん ュ グ クタ 
いれ 悪事 を な き ば 、 そ の 報い を 受 く べし 。 ほう 邊 g っ の の 0 ひる リッ も eo 

し て アッ ラー の 外 に は 味方 も 佑 助 痢 も な き ee 
こと を 悟る べし 。 上 Ao の ツタ 

っ アァ タプ ょ 2 タダ ょ トン アル ルイ アン 

125. されど 善 行 を 積む 者 は 、 男 女 に か か わら と Al KS の 3 
ず 、( 注 76) し か も 信徒 で あれ ば 、 生還 41 は の イレ タタ ッ ン 9 

に 入り 、 衝 子 の 種 の へ ころ 程 も 不当 に GMA も CGC GL66 と 
ざる で し 。 クズ 
せら れ ざ る で し ⑲AS 
う アップ ラン 。 ゥ アグ 
126. アッ ラー に 全く 服従 族 低 し 、 善 事 に い を の aerlo つ ら ン > 25 
し み 、 ア ブラ ハム の 正しい 宗教 に 従う 者 よ ン 
( タ 。 デ ンタ る ンプ や 

5 勝 れ る 信仰 を も つ 者 は 誰か ? アッ ラー QA59 0 
2 を 特別 の 友 と せり 5。 ( 注 77) ⑯ CS 2 アッ 郊 | 
注 76 この節 で は 、 仕 事 と 報酬 に 関す る 限り 、 男 も 女 も 同等 の 立場 に いて いる 。 ど ちら ふも 良 い 仕事 を すれ 


ば 、 平 等 に 十分 な 報酬 を 受け ら 入 る と いう こと が 示さ る され て いる 。 


注 77 この 節 は 、 イ スラ ム 教 の 長 全 を や 示し て いる 。 そ の 人 真 千 と は 、 神 の 意志 へ の 完全 な 服従 、 
の 能力 、 力 を 神 へ の 泰 仕 に 浴 げ る こと で あり 、 


き 真 の 模範 よし て い 


つる 渋 に 止め て な なく こと で ある 。 


UM 


また デア ブラ ハム を イス ラム 教徒 が 栖 條 すべ き 、 


中 分 の す ざ さて 
また 後に 徒 う で 


沈 四 剖 





1 レツ 選 


128. 


129. 


130. 


天 に 在 る も の 地 に 在 る も の 、 挙 げ て アッ 
ラー の 有 な り 。 ア デッラ ー は すべ て を 取り 囲 
み 給 う 。 

第 |- 九 項 

役 等 は 女 の こ と で 液 に 見 解 を 求む 。 云 え 、 
「 ブ アッラー は お 前 た ち に 、 彼 女 た ち に 関し 
て 判定 を ( 注 78) 与え 給 う 。 面 し て お 前 だ 
ち が 規 定 さ る され だ も の を 与え ず 、 し か も 朱 6 
ん と 望ん で いる 孤児 の 女 に 関す る こと や 、 
また 無力 な 喝 童 ら に 関す る こと な ど を 経典 
の 中 で も 語 述 き れ て いる な り 。 ( 注 79) ま 


だ た アッ ラー は 拡 児 を 公正 に 扱う べき こと を 
お 前 た だ たち に に 命じ 給 う 。 お 前 た ち が 行 2 立 事 
は ゲッ シー は 常に 之 を SI た 。 


も し 女 が その 夫 よ り 誠 待 る きれ 、 ま た 嫌 わ 
れる 巡 れ が ある 場合 で も 、 天 婦 の 間 に 和 解 
な れ ば 罪 な し 。 ( 注 80) 和解 こそ 最善 な 5。 
人 間 は と も すれ ば 強 銘 に な り が ちな れ ど 、 
( 注 81) も し お 前 だ ち 善 事 を 行い 公正 で あ 
ら 5 ば 、 ア デッラ ー は 必ず お 前 た ちの な せる こ 
と に 気づく な り 5。 

お 前 だ ち 加 何 に 努 む る と も 、 妻 た ち を 完 
全 に 平等 に 過 し 得 ず 。 き る れ ば と て 、 他 の 妻 
だ ち を 和 宙 に つる す が 如 《 放置 し 、 た だ 一 人 
を 偏愛 する な か れ 。( 注 82) お 前 た ち が 行 状 
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78 
注 79 
分 に 守れ な い 孤 児 の 少女 と 結婚 す 


この 「 判 定 ] に つい て は 次 の 三 つ の 節 で 触れ られ て いる 。 


[経典 の 中 で も ぅ 診 述 きれ て いる | と いう 言葉 は 、 


この 意 の 第 四 節 や 
る こと は 、 イ スラ ム 教 迷 に は 禁止 きれ て いる 


暗 に 示し て いる 。 自分 の 権利 を 十 
上 020 の SSD 


挫 福 て 美しい 孤児 の 少女 の 保護 者 が その 少女 と 結婚 する こと を 許 を うと せ ず 、 彼 女 達 の た め に 他 の も っ と よい 


天 を 見 つけ る よう 強く 要求 し て いた 。 女 に 関す る いく つか の 教え は 、 
る し 、 


注 80 


この 後に も まだ 述べ られ て いる 。 


彼ら が お 互い に 和解 し 合 


を 持つ クル アー ン 特 有 の 表現 で も る 。 これ は 次 の よう に 


与 い に 和 解す れ ば 、 罪 を 犯す こと に な る と 上 想っ て いる の だ ろう か 。 


9 

注 81 夫婦 賠 に 応 々 に し て 不 衝 を りき 起こ す 真 の 原因 ほな る 
注 82 男 が 表 た ちと の 間 に 、 あ ら ゆ る 

例え ば 、 


ー164 一 


2 の は 決し て 罪 し は な ら な い 。 
解釈 する と よい だ ろう 。 相 争っ て い 


これ まで の グル アー ン の 中 に 示 き れ て い 


'「 と いう この 簡 所 は 、 勧 告 と 叱責 両方 の 意味 
る 人 々 は 、 も し お 
和解 は 罪 で は な い 。 導 に 好ま し いこ と で あ 


も の 、 そ れ は 夫 の けち と 妻 の 稚 欲 で ある 。 


所 で 完全 な 調和 を 保っ て いく こと は 、 人 人 間 の 能力 で は 不可 能 で ある 。 
愛 は 人 間 が 統 御 で き な い 心 に 関わ る こと で ある だ め 、 夫 は 妻 全 員 に 平等 な 愛 を 求 ゆ られ て も ぅ 、 


それ は 


補 四 剖 


ーー ト 
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131 . 


132。 


133. 


134 . 


185 . 


136. 


を 改め 、 公 正 に 振舞 うな ら ば 、 ア ッ ラ ー は 
寛大 に し て 落 甘 梁 くま し ます 。 

まだ た たとい 夫 婦 が 別れ る と も 、 ア ッ ラ ー 
は その 心 の 牌 か る を以て 二 人 を 世話 すべ 
し 。( 注 83) ア ッ ラ ー は 恵み 深く て 、 覧 白 に ま 
2Nghs 

hy る も の 、 挙 げ て アッ 

ー の 有 な 5 。 われ ら は お 前 た ちの 以前 に 

還付 IED の 
ラー を 詞 れ よ と 確か に 命じ た り 。 さ れれ ば だ 
と いな 前 だ ち が 信 ぜ すず と も 、 天 地 閑 の 一 切 
は アッ ラー の 有 な り 。 アッ ラー は 自足 者 、 
詩 美 すべ き 御 方 な 5 


犬 に 在 る ぁ の 地 に 在 る も の 、 挙げ て アッ 
ラー の 有 な り 。 面 し て アッ ラー は 守護 者 と 
し て 万全 な り 

人 々 よ 、 も し アッ ラー 銘 し な ば 、 彼 は お 


前 だ ち を 滅ぼし 、 代 り に 他 の 信 々 や を 刈 造 す 。 
グッ ツア デー8) と を な す 権 能 を 持ち 給 う 。 


現世 の 報奨 を 請 む 者 に は 、 アッ ラー の 
御 許 に 現 電 と 来世 の 報 遂 が ある こと を 知ら 
し め よ ょ 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 す べ て 
を みそ な は し 給 う 。 
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次 等 信徒 た ちょ 、 証 人 と し て アッ ラー の 
前 に 立つ 時 は 、 だ たとい お前 たち 自身 、 ま た 
は 両親 、 ま た は 親族 に 逆らっ て も 、( 注 84) 
必ず 公正 を 六 守 せ よ 。 冨 者 で あろ う が 気 者 


(025 の (の も NSK ンス 
Sa と 6 51918 は 41 
マク タ 3 


2 2 際 和 NG の 
MP 


な ぶさ 


) に リ 
0510 oko 92 


アル ルツ 3 ププ ノ ェ 。 う アッ 


0 M 


5 ヽ 


ー デ 


GPU PAC を | 


の ee し ある 669 4 を ら !3 
の 02 AA16P る 


て 


eb し 2 も 0 は し っ US あう 


1 
デ 
し 】 


中 


ed 
(入る う 
| う 上 み 
bokd60693G8。 
を きき 『 ] 古 
ちと もら 6 う OSNSU2 ゅ os 5 


テン ン っ 2 ンク 1 の ラック 多 ョ 9 の ッ ン ュ る イタ 
JPYYBPM)HGWTUFRRIKWTAIIVHIU 





不可 能 な こと で ある 。 
到 た 


と 


83 


目 か ら 兄 れ ば 、 


注 84 


し か し 、 
ち に 対し 公平 に どき る の は 、 夫 が 自分 で 統制 で 
この よう な 解 邊 を 下 し て いる の で ある 。 


| 液 自身 に 反 


[両親 E 親類 ] と いう 言葉 が つけ 加え られ て いる の は 、 


= ャ DO 一 


他 の 京 で 確か に 公平 に 対処 で きる 
きる 行為 に お いて の み で ある 。 聖なる 預 言 者 は この 節 に 対 


夫 と 委 が 仲良 く や っ て いこ うと 最大 限 の 努力 を し て も 、 
その 時 は 神 は 双方 に より ふる わし い 相 手 を 見 つけ る こと を 約束 し て いる 。 
許さ きれ る すべ て の 行為 の 中 で 最も 憎む べき こと で ある 。 


し て 」 と いう 表現 は 「 流 の 家族 や 弟 類 縁者 に 反し て | と いう 意味 に 
この こと を 強調 する だ めで ある 。 


し 、 ま だ そう し な けれ ば ぼ ば ならない 。 つ まり 、 


一 結 に や っ て いけ な てく なり 、 区 婚 と な れ ば 、 
し か し イス ラム 雪 で は 、 離 婚 は 神 の 


も な る だ ろう 。 後 に 


は 


円 
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6 アッ ラー は お ゎぉ 前 た ちょ り 以 上 ? 信 る RT 人 メン 
bo PCgd dLAN6XS eo 


に 役 等 両者 を 気 に か け 給 う 。 き れれ ば 公正 に 
本 失う で (に 半 すす か か 。 また 、 2 IRO gs 2! 
実 を 了 組 し 、 証 言 を 忌 途 する な ら ば 、 2 
FPW は ち ぢ 前 た ちの 所 業 を 知 落し 給 う こ 6 ほら AS og 
は 忘れ まい ぞ 。 
を な? アデ 


137. 流 等 信徒 た ちよ 、 ア ッ ラ テー ほ と を その 全 徒 普 Giz ンク 1 ウシ インタ (Ce 

PKK の IO 1 

びに 使徒 に 了 せ る 経典 と 、 以 前 に 陸 せ る 経 MM 和 っ 
典 を 信 ぜ よ 。( 注 85) 誰 で あれ アッ ラー、 諸 の 0 プ に の) 2 


天 便 、 諸 和典 、 使 作 た ち 、 並 びに 最後 の ロッ 。 。。 
を 信 ぜ ざる 者 は 、 正 し き 道 より は る か 遠く 生生 


た 、 
つつ ・】 


寺 


へ 踏み 迷い た る 者 な り 。 クッ レン ウッ ン る 
⑲IoOus Lo っ いる 


138. 一 だ び 信 じ て 共 信 し 、 青 び 信じ て また も 交 6 2 の 人 る っ タス ンー ョ ッッ クン を ルン る ン 
背信 し 、 し か も その 曹 信 の 度 合 を 強め る ae PPb 区 !) 


2 な 者 は 、 ( 注 860) ア ッ ラ ー は か ヵ る 徒 居 の 34 ン 2 る 5A2 レイ wi^ 2 ラノ る 
決し て 許さ きず 、 ま た 導き も せ ず 。 @ 9 ちら os 
139. 偽 登 者 どぉ $ に 伝え て や れ 、 彼 等 に は 悲惨 WU イン ノラ タ ンー 
eS 1 ug 8bc AG 
な 和 鋼 前 が ある こ と を 。 グ っ 9 く プー* 
に ュー ト 却 *[ ヽ N 信 小 ーー < 2 298 * ぁ の る 1 


者 あり 。 彼 等 は 自分 た ちの 手 に て 栄誉 を 求 


2 る て ビス クッ タン ラ うー ュ タ ン ッ ラン ン ル ン > 2 

むる か ? すべ て の 栄 準 は アッ ラー の 所 有 9685 2 1 cs 

が 0 。 ちと 。 1 

@ 拘 品 

141、 アッ ラー は すでに 経典 の 中 で 、( 注 87) リッ ネッ ン の が 
0 和 8 とき コ 1 GO WO た AR 2 


アッ ラー の 神 兆 が 否定 され 、 ま た m 笑 せら 

る る を 聞か ば 、 彼 等 が 話題 を 変 た ん ざる か ぎ DA (の 作 作 6 2 旬 
り 、 お 前 た ち 彼 等 と 同席 する な か れ 、 と 耕 ょ の 2 
示せ り 。 然 ら ず ん ば 、 ち 前 た ちる も 彼 等 と 同 リン 26! の ル Os 


注 85 液 、 信 徒 ほ 称す る 者 、 行 い ょ 行動 に よっ て 、 液 の 信仰 が 真実 で 強固 な も の で ある こと を 示せ 。 


注 86 この 表現 の つい で に 、 イ スラ ム 教 で は 背 教 は 死 を も ちっ て 則 せ られ る と いう 主 が 根拠 の な いも の で あ 
り 、 訓 りり で ある こと を 明らか に し て いる 。 死ん で し まう な ら 、 背 信 し た 0 信じ たり 5 を く りか えす 者 な ど 存 在 し 
待 な いか 6 で ある 。 


注 87 「 す で に 経典 の 中 で 流 に 次 や 示 き れ て いる 」 と いう 言葉 は 、6 :69 か ら 6 引用 きれ て いる 。 

6 ・69 は 、 信 語ら ちら れ て いる この 節 よ り 以 前 に 、 メ ッ カ で 啓示 きれ だ の で ある が 、 現 在 の クル デー ン の 中 で は 、 
この 館 よ り 後に 恒 か れ て いる 。 つ まり 、 外 在 の クル アー ン の 順 座 は 、 初 あめ に 得 か れ た 順 座 の まま で は な い の ぞ 
ある 。 
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り 訂 げに アデ ツ ラー は 徐 善 者 と 不信 心 者 911ET DA Ji az に 人 ン さ 18! 
も 5 を や が て 皆 地 獄 に 集め ん 。( 注 88) > の 
(ペラ 


142. 彼 等 は お前 た ちの 敗戦 を 期待 せる 者 ども レッ の 5 ンタ 本 
な り 。 も し お前 た ち が ア ッ ラ テー の 加護 に ょ lc ク 5320o oc MISCH 〆 由 


yh ム も か 彼 等 は 広 うぅ 、「 我 等 は ぉ 前 > る スン 9 0 ポ う ンー タン ME 
だ た ち に 協力 せる に 非 や ?」 上 。 き れ と 6 フーン 


8 や we 有利 な 場合 は 、 役 等 は 不 1 の EE 


信心 者 ども に 向っ て 云う 、「 我 等 は お 前 た ち の の メメ っ フッ ジン 
うる さ ラン タリ レ る 
を 優勢 に な る ざり し か ? 信徒 に 対し て お い 2 EGG GA そ 20 


肌 だ ち を 守れ る に 非 ず や ?」 と 。 アッラー 9 9 と クタ 名 ィ タ 
は 復活 の 日 に 、 お 前 た ちの 問 を 審判 すべ し 。 ウッ 1 を で かり 
アッ ラー せ は 不信 心 者 ども に 信徒 を 打ち 負 か 
す 方 法 を 授け ぎる で し 。 
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143. 偽 療 者 ども は デッラ テー を 頑 か ん と する で 7 クタ トイ マフ タン ン の 2 タ プラ ュ ・ jo 
が 、 ア ッ ラ ー は 役 等 の 歌 財 を 租 ら し めん 。 52 199 ら っ 20 と 2 W 
( 注 89) 彼 等 礼拝 に 立つ 時 は 、 き も 大 儀 る 94 W 作 4 4E 
うに 立ち 、 人 に 見 せる だ け の こと 、 し か も - 

2 が ウー を (る とよだ し 。 の 人 6 衝 3 


提 を <- 


> で 


144. こち ら で も な けれ ば あちら で も な く 、( 注 ンプ フラ フン ッ 08 
90) 何処 に も 属 き ざる 者 ども 、 ア レン が * 


迷わ し むる 者 に は 、 流 た り と も 救う 術 な し 。 248 謗 絡 ldMS582 2 9 
145. 流 等 信徒 た ちょ 、 信 舗 た ち を さ し お いて る シュン る 
の 996580GO9541 の 委 35 

不信 心 者 ども を 友 と する な か れ 。 前 た も 、 。 4 5 が 時 GAS 
自ら を 紐 弾 する 明白 な 証拠 や アッ ラー に 。 2 00 


差し 出す つも 5 か ? 


: 88 PR 命令 の 底流 に は 、 三 つの 基本 的 な 考え 方 が ある 。 1) 宗教 釣 事 岳 の 重大 性 、 重 要 性 を 
強調 し て いる 。⑫) 症 律 を 乱 を た うと する 非 信徒 の 集団 の 影響 か ら 信徒 た も を 守る こと 、 及 び (3) イ スラ メ ム 教徒 の 心 
の 内 に 示 教 に 対す る 散 記 な 気持 ち を 生ま れる せ 育 て る こと で ある 。 





生 89 神 の 代理 が 預言 者 で ある の で 、 実 際 に 偽善 者 達 が 央 こ うと し た の は 型 な る 聞 言 者 で あっ て 神 で は な 
型 な る 舞 言 者 を 耳 れ よう と 企 て ら れ た 多く の 陰 誠 は 、 神 の 図 を 実現 きせ な いた だ た め に 計画 きれ た だ 誰 縮 て あっ 
0 それ 故 、 彼 ら の 人 人 を 燃 く 行為 に 対し て は 、 神 自身 が 彼ら の 剖 を 下す で あろ うぅ 。 


注 90 この 表現 は 、|[ 信 仰 : 不 信仰 の 間 ] 又は 「 信 徒 と 非 信徒 の 半 ] の 意 で ある 。 


YA 


ヤ ゅ 


な 
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146. 人 医者 ども は 必ず 業火 の 一 番 深 み に 望 ち 。 cJ25ElozJgibSSGAss0 る ) 
る べし 。 面 し て 彼 等 に は 如何 な る 佑 且 者 も 近 2 
な か る べし 。( 注 91) ⑯b し とう 9 の 0s5 
147. 但し 、 悔 惜 し て 改心 し 、 アタ シー に し っ 242 き ( 2 ラン ンタ アン タイ 2 GE シン ッ / る 2 る 
TP とい Aa Lo1 91 (IN 
か りお 絶 り に 。 ゲッ ラー 0 ピ MP 6 
aw po アタ テラ テ 9.2 タ 
ら 服 従 する 者 は 除く 。 こ れ 等 の 者 は 信徒 の 3 タン を > 0 と 3 の 
仲間 な り 。 ア ッ ラ ー は や が て 信徒 た な ち も に 大 マグ シン 直上 
SE 21。 2 プン タッ 1 p 
な る 報 半 を 授与 すべ し 。 Ts 講 銘 
148. お 前 だ たち もし 感謝 の 気持 ち で 信仰 し な 2156 プッ ン ) 提 。 < ン 2 ルル に レ 
ば に pf が 6 4 Os 
や 。 ア ッ ラ ー は 感 軸 者 に すべ て を 知 | (1 玩 」 と 
て 、 8A は 人 
り 給 う 。( 注 92) @ ぴ 導 1oW 
149. NN 1 5 し < 外 ーー 
則 0| Geo pt 
好ま ず 。 但 し 、 不 当 に 過 せ られ た 者 の 場合 52 プン 9 3 


150. 


151 . 


は 別 な り 。 ( 注 93) げ に アッ ラー は すべ て を 


聴き 、 す べ て を 知り 絵 う 。 
お 前 た ち が 等 行 を 公然 と し ょ う が 、 中 れ 
提 細 1 
ー は 確か に 罪 業 を 寛 想 し 能 莉 に 

ls 

アッ テー と 使 筆 た もち を 信 ぜ ず 、 ア ッ ラ ー 
: 使徒 た ちの 仲 を 裂 か ん と し て 、「 我 等 に は 
信じ られ る も の も あれ ば 、 信 じ ら れ ざる も 
の も あり | と 均 い 、 ど ちら つか ず の 道 を 追 
う 者 ども ぁ 、( 注 94 


6 区 < 私 いい 


サン ラー ラン 2 タ 22 の ォ ン ダッ タラ クッ ラグ ク ョ ン 」5 タ 22 クタ 


る の の E SS9 5| 99 3 は UGC 


\ 


の の 5626186 


ノ フタ ノン 5 アク の の 


の の クタ あり の 5 9 と りう っ 5 し ab も.43 


アラ ノン 22 全 フ タッ ンク う タ ッ タ る イッ 。 2 ンタ タク ニレ ンー 
CA っ ゆい まい 1 の うつ % う た うう 
す イ ッ ング ( は 
②⑨ つ トッ 





91 
クル アー ン は 明確 に 反論 し 、 偽 善 者 達 を 強 て 告 


剣 や も っ て イス ラム 教 や 広 ゆ る よう クル アー が 0 NON の 


告 玩 し て いる 。 


も し 人 が 、 そ の 人 の 次 志 に 反し て イス ラム 教 を 信 


卒 し かな かく て は な ら な いと し た だ た ら 6、 を の 人 は 決し て 真 の 信 徒 と は な ら な いで あろ うぅ 。 


注 : 92 
を も っ て 好意 的 に 評価 する こと で あり 、 
注 93 
実際 の その 時 に 大 声 で 叶 ぶ の は か まわ な い 。 
廷 に 訴え て 不正 を や 正 そ うと し て も よい 。 し か し 、 
守 94 
者 を 信じ て も 字 の 畠 言 省 は 信じ な 


宰 の 側 の シュ クル ( 恩 】 


イス ラム 教 は 、 教徒 達 が 公然 と 人 の 悪口 を 言う こと を 許 き な い 。 
そう すれ ば 、 他 の 人 々 が 彼 を 助け に 米 る で あろ う 。 彼 は また だ 、 法 
護 か れ 構 わ ず 不 平 を 述べ だ て る こと は し て は な ら 6 な い 。 


この 分 は 、 役 ら は 神 を 受け 入れ る が 、 神 の 抜 言 者 達 を 拒絶 し て いる と いう 意味 か 、 
* ヽ 、 あ る い は 質 言 者 の 主 娠 は 拒絶 する と いう 意味 の いずれ か で ある 。 中 間 の 


道 は どん な も の も 許さ きれ な い の で ある 。 
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皿 ) は 、 人 人 を 許す こと 、 あ る い は 人 を ゃ を 質 替 する こと 、 あ る い は 人 を 十分 に 普 意 
そう し て 必ず 彼 を ね ぎら い 彼 に 報い る こと で ある 。 


し か し 、 ひ どい 目 に 合わ きれ だ 者 は 、 


ある い は 一 部 の 預言 





9MUE0 連 呈 二 に = 
152.。 これ ら の 徒 華 は 紛れ も な き 不信 心 者 な Ooa06G ダ に 8 導 る 88 
: ジル 
り 。 され ば われ ら は 、 役 等 の た め に 恥ず べ 2 あら > 
き 簿 古 を 用 意 せ り 。 es 
153. され ど ア ッ ラ ー と すべ て の 使徒 た ち を 信 2 スン いつ 隊 人 あう 5 導 【 IS 和 3 
じ 、 使 徒 た ちの 間 に 何 の 差別 を も つけ ぎる 2 の の 
人 々 に は 、 ア デッラ ー は や が て 報奨 を 与 うべ の Eco eu 28 ue 
し 。 ア ッ ラ テー は 定 大 に し て 、 慈 悲 深 て まし る る 元 
ます 。 @ 2 DA 251 5 
第 一 十 一 項 くだ アク 9 ノレ し ルアー ラン ン 
154. 経典 の 民 は 液 に 、 天 か ら 6 経典 を 降 し て み の の 3e4cd 光 の い Jl al 
せよ とら 妥 求 す 。 條 等 は か つて 、 モ ー ゼ に を 。 し 。 レシ ーッ ル 2 
れ 以 上 の 大 な る も の を 要求 せり 。 彼 等 は 云 15US 3 201obe8 じ AS5 し る 
えり 、「 我 等 に アッ ラー を 目のあたり 見せ 3 の アン タタ 2 スン イン 用 タン ン ン 
よ ょ 」 と 。 す る と その 時 、 そ の 罪 故 に 、 壊 減 人 “ CS も な 
人 されど そ の 後 


し る し 


6 彼 等 は 、 基 々 の 明日 な 神 区 を 戴 い て お き 
な が ら 、 崇拝 の 対象 に 牧 を 遅 び た り 。 る れ 
と わ 和 ら は それ を も 薇 し た り 。 前 し て われ 
ら は モー ゼ に 有明 中 な 権能 あや 与え だ り 。( 注 
95) 

われ ら は 役 等 と 契約 する に 当り 、 役 等 の 
上 に 山 を 起 し 、 彼 等 に 区 を り 9、「 う や う や し 
く 礼 を し て この 門 に 入れ 」 と 。 ま た 、「 安 息 
日 の 控 に 違 犯 する な か れ |」 と 。 か く て われ 
ら は 彼 等 より 堅い 契約 を 取れ り 。( 注 96) 

し か る に 役 等 は その 契約 を 破り 、 ア ッ 
ラー の 神 兆 を 拒否 し 、 不 当 に も 預言 者 た ち 
を 殺害 せん と 謀 り 、 且 つ 云 えり 、「 我 等 の 心 
は 蔽 われ て いる な 5] と 。 然 ら ず 、 彼 等 が 
信 ぜ ぎる が 故に アッ ラー が 彼 等 の 心 を 封じ 
だ り 。 きれ ば 役 等 は 、 僅 か の 者 を 除い て 、 
不信 心 者 な り 。( 注 97) 
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注 95 2 :58 も 和 了 虹 せ よ 。 
注 96 4:48 も 参照 せよ 。 
- 注 97 2 18 も 参照 せ ょ 。 
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157. 面 し て 彼 等 信 ぜ ざる が 故に マリ ア に 対す いい の の 2 2 の 


る 軍 大 な 謎 言 を 告 ! げ て 、 ( 注 98) 


レン 3 
に ょ 人 ュ ッ ラーー 中 玉 )- 1 ン タデ ン く (る ヶ ん 
158. 「 我 等 は メッ ラー の 使徒 に し て 救世 主 な 2 ンタ の CSG1 553 


る マリ ア の 子 イ エス を 殺し た り 」| と 云う 。 ァ ン の の 
され と 事実 は 、 彼 等 は イエ ス を 殺せ る に 非 24683 5 


ば 」 ど ノ 

35 っ 0 

3 また 十字 架 に 名 感 1 け て 殺 せる 1 に 非 ず v の サン グゥ っ の の ヶ の 
KJ - か * 1*e 4 0 ぁ 

Rd に は を その よう に 映 じ た り 。 げ 63 71) ケレ マト 


デア 


IO に する も の は 、 ルン オク / 8 の 
皆 之 を 疑問 と す 。 役 等 は 之 に 関す る 明確 な  “ UTA いり 記 人 和 と * い 


知 湯 な て 、 た だ MR は 呈 の あ 。 彼 人 等 | る 
は 決し て イエ ス を 殺し は せ じ 。( 注 99) 


〆 ラ タン 


注 98 ユダ ギヤ ギ 人 達 は 、 型 母 マ リア を 密通 し た と し て 非 雌 し だ の で ある 。(Panther 書 「jewish Life of Jesus」 ) 
ユダ ヤ 人 が マリ ア を 誹謗 し た の は 、 父 な し の 子 イ エス を 生ん だ こと を 杖 確 な 証拠 と し て いる 。 なぜなら 5、 も し 
イエ ス に 父 が いる と すれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 が マリ ア を 誹謗 し た の は 何 に 対し て で あっ だ の か と いう こと に な る 。 単 
に イエ ス を 生ん だ か ら と 彼女 を あざ けっ て も 、 こ れ は 決し て 中 傷 と し は な り 符 ない 。 ク グル アー ン は 他 の 所 で 、 イ 
エス の 母 は 商 徳 な 女性 で あっ た と 述べ 、 こ の 非難 は 誤り で ある と 明言 し て いる 。 


注 99 マー・ カ タル ー フ ・ ヤ キー ナン ( 彼 6 は 決し て イエ ス を 殺し て いな い 。) と いう 言葉 は 次 の こと を 意味 
し て いる 。 3) 彼 ら は イエ ス を 確か に 殺し た の で は な い 。(②⑫ 彼 ら は その こと を (イエス は 死ん だ と いう 推測 ) を 
磁 信 と た まで は し て いな か っ だ 。 即ち 、 自 分 達 が イエ ス を し た こと に 疑い の 余地 な ど 御 無 だ 、 と 言え る 程 、 
字 架 上 上 で の イエ ス の 死 を 確信 し て いる わけ で は な か っ た だ 。 即ち 自分 達 が イエ ス を 殺し だ と いう の は 推測 の 域 を 
出 て な ら ず 十字 架 二 で の イエ ス の 死 が 全て (確実 ど だ だ は いえ な い 。 イ エス が 十字 可 上 上 で 死ん だ の で は な く 《、 天 者 
を 全う し た の だ と いう 事実 は に 、 グル アーン が 明らか に し て いる 。 礼音 壮 に 書か れ て いる 遂 り の 湊 に あげ る 事実 
が グル アー ン の この 解釈 を し っ か り と 根拠 づけ て いる 。 1. イエ ス は 神 の 括 言 者 で ある の で 、 十 字 旬 の 上 で 死 
ん だ は ず が な い 。 なぜなら 、 二 Go ま の SSN の 4K の 2 SUNG92 ある 」』( 申 
命 記 21 : 23) か ら だ 。 2, イエ ス は 非常 な 昔 し み の 中 で 「 私 を この (十字架 の 上 の 死 の ) 苦し みか ら お 救い 下 
きい 。」 と 軍 に 祈っ だ な の だ っ だ 。( マ ルコ 14:36! マタ イ 26! 29・ ル カ 22 42) そし て 、 彼 の 祈り は きき と どけ 
られ だ の で ある (へ ブル 5 : 7)。 3、 イ エス は 、 生 きだ た まま クジ ラ の 腹 に 飲み 込ま れ 、 生 き て 戻っ だ た ヨ ナ の よ 
うに (マタ イ 12 : 40)、 彼 $ ま だ 墓 に 入っ て 三 日 の 後に 生き て 戻る で あろ うと 預言 し て いた 。 4 . 彼 は まだ 、 自 
分 が イエ ラ エ ル の 失わ れ た 十 の 部 族 を 提 し に 行く だ ろう と 人 預 昔 し て いた (ヨハネ 10: 16)。、 イ エス の 時 代 に は 、 
ュ ユダヤ 人 る えも 、 イ スラ エル の 上 失わ れ た だ | の 部 族 は 、 各 々 異な っ た 場所 に 散っ て いる と 信じ て いた の で ある 。( ヨ 
ハネ 7 (34、35)5、 イ エス が 十字 人 梨 に 区 け られ だ い だ の は 、 僅 か 三 時 間 ほ ど で あ っ だ ただ (ヨハネ 19: 14)。 そ し 
て 、 並 通 の 人 間 で あれ ば 、 そ の よう に 短 時 間 で 死ぬ は ず は な い 。 6. 彼 は 十字 架 か ら 降ろ る れ て すでに 脇腹 を 
突 か れ だ 。 す る と 血 と 水 が 吹 き 出 し た が 、 こ れ は 生 あ る 確か の 証 び あっ だ 。( ヨ ハネ 19:34) 7、 ユダヤ 人 自 
映 $ イ エス の 死 を 確信 し て いた だ わけ で は な か っ だ た 。 なぜなら 、 ユ ダ ヤ や 人達 は [ 彼 の 弟子 達 が 夜中 に 彼 を 盗み 出 
し 、 そ し て 人 々 に 向かっ て 『 租 は 死 か ら 里 っ だ 』 上 言っ な りす る こと が な いよ うに 」 彼 の 墓 に 衛兵 を 一 人 部 沿 
する よう ピラ ト に 頼ん どの で ある 。( マ タイ 27:64) 8. どの 福音 書 に も ぉ 、 十 字 架 か ら 降 あろ る れ だ 時 、 あ る い 
は 墓 に 安置 きれ だ 時 に 、 イ エス は 死ん で いた こと を を その 目 で 確か に 見 た と いう 話 は 一 つも 壮 か れ て いな い 。 更 
に 、 弟 子 達 は ー 人 も 、 は りつ け の 現場 に は いな か っ だ の で ある 。 皆 、 イ エス が カル バリ に 遅れ て いか れ た だ 時 に 、 
何処 か へ 行っ て し まっ て いた だ た 。 こ の 場合 の 真相 は 次 の よう で あっ だ らし い 。 回ら 6 て 「 そ の 央 の な い 協 に 何 の 禄 
も 与 を な いよ うに 。] と いう 妻 の 強い 願い の た な た ゆ に 、 ビ ピラ トト は イエ ス が 無実 で ある と 信じ 、 そ し て 、 イ エス 自身 


0 


159. の アッ ラー は イエ ス を 己 れ の 修 に 召 の と ルン は ン クレ と し アイ ンス タレ 

と 多く (hl As9 

寄せ だ り 。( 注 100) ア ッ ラ ー は 強大 に し て 、 @ 二 あ と 280o65 ンマ ーー | 5 
賢 哲 に まし ます 。 


マ ー ぅ ュ ナ デ 二 本 ぶ ュ ンー で ンズ ン / ゥ タプ て 1 な み ア EH の 
160. 経典 の 民 の 中 に は た だ の 和信 だ に 、 死 5 の 8 の 釣 CA 22813 
前 に 、( 注 101) を の こと を 信 ゼ ぜ ざ る 者 な か > シ ク 


2 “ で クッ スッ ンク ルン ュー 
る べし 。 復 活 の 日 に は 、 イ エス は 彼 等 に 反 De ee ら 科 し 2 ダ 3 


対す る 証人 だ る で し 。 





聞 言 者 と な る 以前 に 所 属し て いた エ シ ニ 協会 の 信望 管 い 会 員 で ある アリ メ テ ィ ア の ヨゼフ た 協力 し て 、 イ エス 
の 和合 を 助け よう と し だ た の で ある 。 イ エス の 玉 判 は 金曜 日 に 行なわ れ た だ た 。 次 の 日 が サバ ト ( 安 和 足 日 ) で ある だ め 、 
受刑 者 は 日 没 に は 必ず 十字 架 か ら 降る きれ る こと が わか っ て いた だ か ら で あ り 、 ピ ビラ ト は 意図 的 に 裁判 を 遅らせ 
だ の で ある 。 とうとう イ エス に 有罪 の 詞 天 を 下 $ ゐ ね ば な ら な く な っ た だ 時 、 ピ ビラ ト は 提 没 の わずか 三 時 間 前 に 判 
決 や 下 し だ の で ある 。 こ うす れ ば 、 普 通 の 健康 な 入 び で あれ ば 、 を その 程度 の 短い 時 間 、 十 字 架 に か けら 6 れれ て $ 死 
ぬこ と は な いと 役 は 確信 し て い だ の で ある 。 ピラ ト は 更に 、 痛 み に 対し て 少し は 鈍感 に な る よう に 、 没 薬 に 泥 
ぜ て ワイ ン と 本 を イエ ス に 飲ま せる よう 気 を 配っ た 。 三 時 間 後 、 気 を 失っ た 状態 で (多分 、 与 えら れ た 帯 の 作 
用 で ) 十字 契 か ら 降 ろ き れる と 、 ビ ピラ ト は アリ メ テ ィ ア の ヨゼフ の 願い を すぐ で きま 半 き 入れ 、 彼 に イエ ス の 体 
を り 「 き 渡し た の で ある 。 イ エス と 共に 、| 宇 保 に か け 6 れ た 二 人 の 犯罪 者 と 異な り 、 イ エス の 骨 は 折ら れ て は 
な てく 、 ヨ ゼ フ は 彼 を 岩 の 横 を 空 ち 作っ た 広い 部 屋 に 寝かせ た 。 医学 的 な 検死 $、 最 後に 一 緒 に いた 省 の 証言 に 
ょ る 死因 審 間 も な か っ だ 。(H.、 ス ペン サー ルイ ス 著 [Mystical Life of jesus]) 9、 ある 衣 薬 、 有 名 な マル ハ 
ム ・ イ サ (イエ ス の 育 薬 ) が 用 斉 き れ 、 イ エス の 傷 に 梁 ら れ だ 。 ア リ メ テ ィ ア の ヨゼフ と 、 や は り エ シン 壇 会 
の 仲 問 で 、 学 識 高 く 人 望 あ る 会 員 で ある ニュ デム ス の 二 入 が イエ ス の 介抱 を し 、 世 話 を し た 。10. 揚 が -- 分 に 
癒え て か ら 、 イ エス は 慕 を 出 て 、 数 人 の 弟子 達 と 会 い 、 食事 や 共に し だ た 後 、 エ ル ん サレ ム か ら ガ リリ サー まで 、 ずっ 
と 歩い て 行っ た の で ある (ルカ 24 : 50) 。 11. 1873 年 に アメ リカ で 第 一 版 が 出 き れ だ [The Crucificion by an 
Eye Witness (日 足し た 十字 梨 )] と いう 本 は 、 イ エス が は りつ け に な っ た 年 後 、 エ ル ん サレ ム の 一 人 の エ シ ン 
の 仲間 が アレ キサ ンド リア の 同じ 人 神 間 に 宛て て 潮 い た 古人 氏 ラ テン 語 の 手紙 の 写し を 英語 に 翻 訳し た も る の で ある 
が 、 こ れ は 、 イ エス が 十字 保 か ら 隊 る され た 時 に は 生き て いた と いう 央 え に 、 強 力 な 根拠 あや 与え て いる 。 こ の 
本 に は 、 は りつ け の 原因 と な っ だ 事 々 、 カ リバ リ の 光景 、 を それ に その後 の 事 が 詳細 に 壮 か れ て いる 。 

イエ ス が は りつ け で 死ん だ か どう か ユダ ヤ 人 人 の 間 に も 二 つ の 異な っ た 意見 が ある 。 あ る 者 達 は 、 イ エス は 
稼 る 息 た 後 十字 架 に 悪 け ら れ だ と 言い 、 他 の 者 達 は イエ ス は 十字 梨 に 懸け られ て 死ん だ と 言う 。 使徒 行 伝 5 : 
30 に は 、 前 者 の 考え が 示 ぉ きれ て お り 、「[ 湊 らち ら は それ を 条 し 木 に は りつ け に し た 。] と 購 か が れ て いる 。 グル アー ン 
は この どちら 65 の 意見 も と 6 ず 、 次 の 様 に 言う 。「 彼 ら は イエ ス を 殺害 し て は いな いし 、 十 字 損 の 上 で 死に 至ら し 
め だ の で も な い 。」 ク ルアー ン は 初め に 、 イ エス が いか な る 形 で も 殺 る れ だ の で は な いと し 、 次 に 十字 名 に は り 
つけ に する と い 32 特 別 な 殺 寺 の 方 法 を 否定 し て いる の で ある 。 クル アー ン は 、 イ エス が | 字 架 に 避 け られ だ と 
いう 事 を 否定 し て は いな い が 十 字 梨 の 上 で 死ん だ と いう こと は 知 定 し て いる の で ある 。 


注 100 ユダ ヤ 人 た ち は 、 イ エス を 十字 架 に 避 け て 殺し だ 、 そ うし て 神 の 括 言 者 ど と いう イエ ス の 主張 が 嘘 で 
ある こと を 証明 し た の だ と 意 気 盛ん に 主 尋 し た 。 前 節 と 同じ くく この節 に お いて ぁ る 、 こ うし た 非 黄 に 対し 強く 反 ・ 
論 し て 、 イ エス に きせ られ た 名 を 時 らし 、 そ し て イエ ス の 霊 斑 は ( 天 に ) 昇り 、 イ エス は 神 の 前 で 祝福 きれ 
た と 述べ て いる 。 こ こ で は 、 イ エス の 肉体 が 昇天 し だ か どう か に は 、 全 (触れ て な く 、 た だ 神 は イエ ス を 神 の 
近く まで 中 5 せ た だ た と 述べ て いる の み で ある 。 こ れ は 月 ら か に 霊魂 が 天 に 申 る 上 で ある 。 なぜ な ら 物 理 的 な も の 
は 神 り も と へ は いじ か な いか ら で あ る 。 

注 101 「 彼 が 死 員 前 ] と いう 表現 中 の 「 彼 」 とい う の は 、 イ エス の 死 以 前 の 経典 の 民 の こと 皆 を 指し て いる 
の で ある 。 ユ エダ ヤ 人 達 は 、 イ エス が 真 の 頂 言 者 で は な いこ と を 証明 し だ た だい が だ め に 、 自 分 達 が イエ ス を 十字 名 
に 避 け て 殺し だ た と 信じ て いる の で ある 。 キリ スト 教徒 達 が 、 イ エス は - 字 更 上 で 死ん だ と 信じ て いる の は 、 彼 
ら が 暑 卓 の 思想 を 持っ て いる か ら で あ る 。 


AR ェ 


形 四 評 アル ニ サ ザー 





161. ユダ ヤ 教 徒 の 罪 履 に 、 ま た 彼 等 が アッ ーー こ Axz ecEK ン 1 て 2 R 
ラー の 人 六 に い を し 多く の 人 々 を 妨害 せ し 。 アン GPC 2 の 2 。 
理由 で 、 わ れ ら は 以前 と 役 等 に 許可 せ し い  ⑯US 2508 と る ゅ ひろ) の ら し cl 
《 つか の 佳 き 食 物 を 禁止 せり 。( 注 102) - 

162. を は また 彼 等 が 禁 を 犯し て 利息 を 取り 、 MA Me 

( 注 103) 信 々 の 財産 を 不正 に 信 り 食らう ッ ク 3 の タン 
た め な り 。 き され ば われ ら は Sp る CM 前 


信心 者 ども に 、 痛 還 を 用 意 せ AH 
OIL 
は フッ タタ ン クッ ミン タタ 1 
163、 きれ と 、 彼 等 の 中 で 知識 曳 較 を る 者 、( 入 6% ダ < ジッ ld ら 8 


104) つ ま 5 信 爺 する 人 人 々 て 、 梁 に 降 き れ た 
る も の 並び に 液 以前 に 降 き れ た る も の を 信 ou233 ら 03 の の 1 MD の 


9 アァ ャ デ 


じ 、 特 に 礼拝 を 遵守 し 、 療 捨 を よく し 、 デ ッ し (し 5 い 

ラー と 最後 の を 信ずる 者 、 こ れ 等 の 人 々 う 欠 Kg 記 守 9 人 る 

- こ は われ ら は 必ず 大 な る 報 閥 を 与え ん 。 SL 2 2 こと ヶ 
第 二 十 三 項 の CE ba ば 2 MPIeSI ば 


デック 


164. げに われ ら は ノア と を その後 の 預言 者 た ち Zs UE IE ピン レッ バン 
に 啓示 せる 如 《、 液 に 災 示 せり 。 す な わ ち し 5! Usa 
ゝ の * の 1 た 。 アオ アコ み 
われ ら は 、 2 ム 、 イ スマ エル 、 MA Os99225999 引 3 99 は 9 ( う タ 
ク 、 ヤ コブ と 基 の 文 族 、 イ エス 、 ヨ プ 、 紀 


ン 
ナ 、 ア ロン 、 並 びに ソロ モン に 啓示 し 、 ダ 。 て うめ 0 の いと CASI 1 


つめ ル 
ビデ に 詩 訪 を 与え だ り 。 ィ 

由緒 の 

で クッ タン 

⑳ り めど 

征 102 この節 は 、 ユ ダマ 人 に 対し 以前 は 許さ きれ て いた だ が 後に 禁止 る され だ 何 か 重 要 な こと に つい て 言っ て いる 

の で は な い 。 なぜなら モー ゼ で ゼ 以後 エダ ヤ 人 の 中 に は 、 徒 法 が 彼ら に 対し て 認 ゆ て いた こと や を 新た に 禁ず る よう 

な 法 を 発する 預言 者 は 一 人 も 出現 し て は いな か っ だ か ら で あ る 。 この節 は 、 ユ ダ や 人 達 が 失っ だ 精神 的 な 神 の 

加 恵 に つい て 述べ て いる の で ある 。 イ エス が 『「 我 、 流 ら に 禁じ られ し 事 々 を 認め ん が だ め に 米 だ り 、」 (3 :15) 

過ち も 、 過 ちゃ を 犯し た だ め に 液 ら に 失わ れ て いた 神 の 所 福 を 再び 液 ら に 与え る た め に 日 分 が 来 だ の だ と 語っ て い 
る の も 、 ユ ダ ヤ 人 が 失っ て いた 精神 的 な 神 の 如 恵 に つい て だ っ た の で ある 。 


注 103 ユダ ヤ 人 は 、 他 の ユダ ギヤ 人 人 に 対し て 、 利 区 を 取っ て 金 を 谷 す こと を 禁じ られ て いた が 、 ユ ユダヤ 人 人 で は な 
い 者 か ら は 、 利 品 や 取る こと を 許 る れ て いなだ の で ある 。 ( 出 テ エジプト 記 22 1 25) レビ 記 25 : 36、37、 申 命 記 23 : 
19、20) し か し 彼ら は この 法 を 破り 、 ユ ダ ヤ や 人 か ら 6 も 利 昌 や 取る よう に な っ だ (ネネ ヘ シ ヤ 記 5 : 7)。 後に 彼ら 
は こう し た 下 行 は 二 度 上 し な いと ネ ヘ シヤ に 約束 し だ た ( ネ ヘ シヤ 記 5 :12)。 し か し 彼ら は 再び 約束 を 酸 っ た だ 
の で ある 。 結 果 、 エ ザキ エル の 天 言 通り ( エ ザ キ エ ル 壮 8:13) 彼ら は 、 一 つの 国家 の 民 と し て は 減 亡 し 、 
地上 あちこち に 航 ら ば っ て 、 敵 の 手 で 人 迫害 さき され る こと に な っ だ の で ある 。 


注 104 こ 和 れ は イス ラム 教徒 上 な っ だ ユダ や 人 の 中 の 学識 ある 人 々 の こと で ある 。「 信 徒 達 ] よ いう 語 が わざ わ 
ざ つ け 加 を 5 れ て いる の は 、 こ こ で は イス ラム 教徒 し な っ だ この よう な ユダ ヤ 人 の み を 指し て いる こと を 皿 確 
に する だ た めで ある 。 
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169. 
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172. 


を の 他 、 す で に 液 に 告げ た る 使徒 な ち も 
あれ ば 、 未 だ 液 に 告げ ぎる 使徒 な ち も あ り 。 
特に モー ゼ に は 、 ア ッ ラ ー は 長 々 と 物 云 を 
り 。 

朗報 と 千 告 の 運び 手 で ある 使徒 の 派遣 

は 、 使 徒 が 来 た か ら に は 誰 $ も アッ ラー に 対 
し て 加 和 何 な る 抗弁 も な し 得 ぎ る よう に する 
た め な り 。 アッラー は 強大 に し て 、 覧 折 に 
まし ます 9 

アッ ラー は 液 に 降 せ る も の に つい て 、 自 
6 二 人 よ な る 。 を の 臨 示 は 御 表 ら の 知識 に 
お いて 降 せ る も の に し て 、 天 使 な ちゃ その 


征 人 な り 。 面 し て ア ッ ラ ー は 立証 者 と し て 
万全 な り 。 

信仰 を 拒み 、 ウー の 道 閣 へ 進ま ん と す 
る 人 々 を 妨げ る 徒 避 正道 か ら は る か 達 


く 〈 へ 踏み は ず 2 5。 


げに 信 ぜ ず し て 不義 を 行う 者 ども は 、 
テッ ラー は 断じて 赤き ず 、 ま た だ 如何 な る 道 
も 教え ぎる べし 、 


地獄 へ の 道 以 外 は 。 そ を そこ に 彼 等 は 未 長 く 
住ま ほん 。 を は アッ ラー に は いと 易 き こと な 
リ M 

人 々 よ 、 使 徒 が 主 の 御 許 より 真理 を 携え 
て 来 だ たれ り 。 さ る れ ば 信 ぜ よ ょ 。 信ずる こと は 
お 前 た ちの た な め に な る な り 。 ま だ 、 む も 前 だ 
ち だ と い 信 ぜ ず と も 、 天 に 在 る も の 地 1 - 在 
6 も の すべ て は アッ ラー の 所有 なり アッ 
ラー は すべ て を 向 | b 、 回 ま も まず 。 


経典 の 民 よ 、 前 
て 短 を 越え る な か れ 。 ま た 英 箇 外 は アッ 
ラー に つい 語る な か れ 。 救 世 主 、 す な わ 
ち も ち マ リア オガ に 2 2 の の 使 使 に 
瑞生 応 ツタ ンー ー が マサ ア に 降 せ る 御 言 『 葉 


ポー 


デル ・ ニ サー 

る の イフ 5 タッ ンス 和合 ク タン 
レ 』 

9 が の 99 9 

02 


レ 提 拉 と 4 クチ 


や だ ノン. る ン 2 sw ラタン 
OCN ば 1 OCS ラ の み の うし 
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252 の ャ ンタ 
3 が SI 


SU 6 の 
Ag8 


タン ュ 2 レン で 
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NOaZ OF bo の IO 


2 
の 2 痢 82 lo 引 | ッ イ 2 の の ノ っ 向 ⑧ 
CN サラ 00 


T と デン 


@56 の Cs ン ラ 2 1 ノン ン を る と 次 
 e 放 3 2 


SUO。 ンプ 穫 2 ッ ン の Mi 
し 4 VPI 4 M れ の 
SW を (0 oi 


2 のり 3 2 スタン ン ダー ニー アプ 2 の 
あり 585 
2 つう 2 > と ン う 3 WIEID い 


2 クッ ラン る タン 0 ン 
2 た UI る の (2 
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は: 


174. 


17O. 


176. 


まま 


の ( 注 105) 履行 で あり 、 ア ッ ラ ー よ り 出 で 
だ る 圭 な り 。 され ば アッ ラー と その 使徒 を 
信じ 、| 三 和 位 】 と 云う な か れ 。 止め る の だ 、 
その ほう が お 前 た ちの だ め に な る で し 。 ば げ 
に デッラ ー は 痢 一 の 神 な り 。 亜 な 時 
い * プ くん ぞ で ある ズ で 【 けん や 。 ア ッ ラ ー 
天地 の 一 切 1 3 族 属 す 。 さ れ ば アッ ラー 
護 独 と し て 万 全 な り 。 
第 二 十 四 項 

救世 主 は アッ ラー ー の 僕 た る こと を 恥じ 
4 神 の 側近 く 何 候 す る 天使 だ ち も また 然 
だ 2 を 上 時 拝 す る こ と を 潔 し と せ ず 、 
高慢 な 徒 作 は 、 ア ッ ラ ー を 己 が 許 に 召 押し 
寄せ ん 。 


NR 行 を 積 せ 人 々 に は 、 ア ッ 
ー は - 上 分 な 報奨 を 与え 、 その 上 沢山 な 庫 
0 る れ ど と 水 具 拓 する こと を 党 し ょ 
せ ず 、 高慢 な 徒 琴 は 、 アッ ラー 痛 六 を 以 て 
を 名 ら し めん 。 面 し て 彼 等 は 、 ア デッラ ー 
を 持て 如何 な る 味方 5 救助 者 ちな きこ と ょ を 


計ら ん 。 


梁 等 人 々 よ 、 吸 証 す で に 王 よ りお 前 た ち 
に 来 だ (もう 。 われ ら は お 前 た ち に 明らか な 
る 光明 を 降 し た り 。 


され ば アッ ラー を 信じ て 之 を 護持 する 
0 本 は 慈悲 と 皿 恵 と を 居れ 給 
^ 直 き 道 こよ っ て 彼 等 を 己 が 誕 へ 避 か ん 。 


彼 等 は 液 に 裁断 を 請う 。 云え ん 、「 ア ッ ラ ー 
は お 前 ただちに 、 十 系 相続 者 を 遣 きず 死亡 せ 
る 者 に 関す る 裁断 を 下す 。 人 人 も し 死 し て 子 
な 唯一 人 の 姉妹 が ある 場合 は 、 故 入 の 
遺産 の 学 分 が 彼女 の も の だ た る で し 。 反 対 に 、 


ゥ アダ 4 な rr 9 タ 
120CAG PS っ Ab 226 
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注 105 


3 :46 委 参照 せよ 。 


ー174 一 


て ツ < Ce 





壮 に 子 な 《 死 せる 場合 は 、 決 が 妻 の 相続 者 イン タン ラロ ン ョ イン ( ィ ンー る エン タン 
9 しら 。 9 っ 54 LUeU5 

だ る べし 。 き れ ど 二 人 の 姉妹 が ある 場合 は 、 ルル 2 Re 
彼 の 遺産 の 三 分 の 二 が ・ の タンク ルック 2 np ン イシ て タリ スラ トン < る 
彼 の 遺産 の 三 分 の 二 が 彼女 た ちの も の た る Me oSoI 5 2 ) 5 外 2.5 
で し 。 も し 多数 の 相続 者 が ある 場合 、 つ ま 2 の 

グン タ る ?e られ る タイ シ 
! 見 北 姉 妹 の 両方 一 その 場合 は 、 男 チー 2 がめ 5 L5 8 
人 の 取り 分 は 女子 二 人 の 取り 分 と な る 。 


8 
アデ ッ ラー は お 前 だ た ち が 誤 ら 史 よう 、 之 を 明示 
し 給 う 3。 ア ッ ラ タラ ー は 一 切 を 熟知 し 給 う 。( 注 
106) 


106 4・13 て 言及 し て い だ の は 、 カ ラー ラ の 内 で 死 の 時 に 親 も $ 子 も な く 、 し か も 母方 の 見 弟 姉妹 し か し な 
い 者 に つい て で あっ た 。 この節 で は 、 父 方 母方 、 双 方 に 兄弟 姉妹 が いる カラ ー ラ ある い は 父方 の み の 上 兄弟 姉妹 
が いる カラ ー ラ に つい て 述べ て いる 。 4 :13 と この 節 を 比べ て みる と 、 世 者 の 上 兄弟 委 妹 た ちの 追放 配 分 は 、 後 
者 の 見 弟 姉 妹 た だ ちの 遺産 配分 より も 少な いこ と が 明らか で あり 、 を の 理由 も 明 各 で ある 。 相続 法 の 中 の この 部 
分 は 、 4 ・12、13 で 扱わ れ て いる 法 と は 意図 的 に 分 け て 扱わ れ て いる の で ある 。 ク ルアー ン は 、 ユ ダ ヤ 人 が イ 
エス に 対し て 行っ た 非難 に つい て 暫く 語っ た 後 、 再 び こ の 章 の 終わ り で 、 再度 、 カ ラー ラ の 問題 に 戻っ て いる 。 
そう し て (カラ ー ラ に 関す る 法 を 完成 きせ る の と 共に ) イエ ス に 精神 的 相続 人 が いな いこ と に 注目 きせ ょ うと 
し て いる の で ある 。 あ る 意味 で は イエ ス も まだ カラー ラ だ っ だ た 。 イ エス は 、 父 な くし て 生ま れ 、 き ら に 彼 は 精 
神 的 後継 者 を 残し て いな い 。 イ ブン ・ ア ッ パ ス は カラ ー ラ を 子 を 残さ ぬ 著 と 規定 し て いる が 、 イ エス は 後に 村 
神 的 後 泡 省 や 残さ き な か っ た 故に 、 精 神 的 カラ ー ラ だ っ た の で ある 。 
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アル ・ マ ー エ ダ 
(メデ ィ ナ 交 示 ) 


あま ね 2 1 ラン 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 刀 てく アッ ラー の 御名 に お い OS 
て 。 
ー ukyz ッ う 人 ッ タ ョ ンプ タル 1 レッ ター 
2. 液 等 信徒 た ちょ 、 お 前 た ちの 契約 を 履行 せ AIA 400 き 
よ 。 お 前 だ た ち に 告げ られ る も の 以外 の ( 注 P 22) 23 1 の 
1) 四 つ 足 の 家 装 は 食す る こと を 許さ る 。 Wal, 緒 ゆい) 5 
伯 し 回 地 館 礼 中 は 狩 獲 す る こと を 禁ず OCW ン タク ダス | タン 
アッ ラー は 御 心 の まま に 探 を 定め 給 う 。 ビー 「 の シン の 1 
3 ン 4 た み プレ 1 
3・ 浴 等 信徒 た ちよ 、 ア ッ ラ ー の 重なる 儀礼 を の 5 和 952 5 K2IOANVGHO 
や ME の LCTC。 
( 注 2 ) 汚す な か れ 。 ま た 神聖 月 や ( 注 3) 抽 了 の 2 0 
機 性 の 捧げ 物 、 そ を れ に か ける 首輪 を 汚す な | 892095097G @Agl93 2 
か れ 。 また 主 の 恩恵 と 喜 倍 を 求め て 型 典 に 。 ノルン レッ 。 ン 。 る 53 の を シン レン 
語 で る 人 々 を 坊 げ る な か れ 。 さ きれ と 亜 強 を 。 5 匠 あう それ と YOK CN ys bad| 
2 。 選 礼 着 を 脱い v だ が らち | 凶 猟 する も う ぐ 。 の 2 タン 0 プラ イン ッ タ ウン ン 
可 な り 。 (4) ま た 、 か つて お 前 だ た ち を 型 9 9 欠 つう ゆっ 9 1 
コテ プン ンプ タン 2 の ョ ン し 
農 より 男 め る 者 を 恨み て 、 敵 意 を 彼 等 に 拘 joe oeo 3 


く な が か が れ 。 む し ろ る 相 助 け て 正義 を 行い 、 神 上 
1 se 3 納 プア に キー IT 
電電 罪 と 悪事 の た め に 相 助 ける こと な 2 の ( ea31 5 30 し 
。 ( 注 5) ア ッ ラ ー を 虹 co リナ ルニア ッ 
問 "人 し 有 f み 』 タ る アデ 
es 酷 な り 。 ら egos Alol ablb55 
注 1 波 ら に 告知 きれ た だ 物 以 外 ' ほ の 表現 は 、 以下 の 人 節 で 述べ られ て いる 動物 を 指し て いる 。 し か し これ ら に 
は 、 自 然 死 し た 動物 の 肉 、 血 、 腔 の 内 は あて は ま ら な い 。 懇 は 家畜 と は みな る れ な いし 、 こ こ で 例外 と きれ る 
の は 家畜 に つい て で あっ て 、 全 て の 動物 を 対象 と し て いる 訳 で は な いか ら で あ る 。 又 、 こ の 件 に 関し て は 既に 
2 :14 で 収 り 上 げ ら れ て いる か ら で も ある 。 
注 2 神 の 認識 と 神 に つい て の 知識 に 通じ る あら ゆる 物 を 指す 。 


9 聖なる 月 を 互 潰し な い 様 貸し むと いう 所 は 、 そ の 月 間 に 9005 作 0 正当 な 配 虎 を する 事 も 意味 
し て いる 。 


泊 : 4 巡礼 者 が 、 述 礼 の 旅 や 維 え 、 可 礼 の 衣服 を 最 共 的 に 脱い で し まい 加 な る 痕 域 の 外 へ 足 を 貴 み 出せ ば 、 
狩り を する 事 が 許さ れる と いう 吾 。 


注 5 何と この 個人 人 的 日 つ 全 世界 的 行動 の 教義 は 気 高 じ ちる の で あろ る ろう 。 も し この 教義 通り に 人 人 が 行為 や 為 し 
だ た なら 6、 世 の 中 の 中 恨 や 憎しみ 、 互 いのり の い が み 合い な ど 消 減 し て し まう で あろ うに 。 


トー 


の | 
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4 . 3 ち に 禁じ 5 れれ だ た も の は 、 死 骨 の 肉 、 フー クラ 。? サッ ン ン タン 4 6 イン ラッ ン 9 
ラメ ev! る っ | 
血 、 豚 肉 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 名 を 唱え られ だ プ 4ECW ご 2 


ルー / タ タレ ッ タン 9 ノラ ンジ 


S の 、 殺 る れ だ る も の 、 打 ち 入 され た て 時 衣 NII し 
る も の 、 墜 死な る も の 、 角 で 突き 殺 る れ た 


ァ ノ ンー 
る も の 、 時 駅 が 食い 移し た る 1 ry 但し お の 生 の 6 1 し 40535 
前 た ち が 正 式 に 殺し た も の は 除く 、 偶 像 の の) St 了 わ ッ ン レン 
供物 台 に 捧げ られ た る Wa 1 PKGTOET の IP 
た 倫 矢 を も っ て 分 配 せ る も の も 禁 ぜ ら る 。 て て 介し 。 2 て ンマ ンク クン 
こ は 不 表 な る 行い な り 。 今 で は 不信 心 者 。 の 2 ング 
も は 前 た ちの 宗教 を 打 琶 する こと を 断 信 人 ys 人生 2 も 13 
せり 。 され ば 彼 等 を 頂 れず 、 わ し を 居れ よ 。 し を 9 是 
今日 わし は ぉ 前 た ちの 宗教 を 完成 し 、 お 前 8 の 1 っ CUE 3 の 
だ ちの 上 に わが 思 恵 を 満た し 、 お 前 た ちの の ン 免 の フ リ ンダ 2y エグ タン ラン トン ン ラ ン 
未 教 し し て イス ラー ム を 選び だ り 、 さ きれ と (OpEblOS 2 2 えっ 
罪 を 犯す 意志 、 ひ も じ る 故に 多 儀 な 
く な せる 者 に は 、 げ に アッ ラー は 寛大 に て 、 
慈 惑 深く ま We 


上 ぁ ァ ッ シ る 2 タ ノ タ レン 
5. 彼 等 は 流 に 、 何 が 自分 た ち に 放 き れ て いる 3 めく 全 還 介 じ ッ 人 5 し 尼 半 9 
か を 問う 。 云 え 、「 す べ て 佳 き 物 は ( 注 6) 時 の お の 


時 タン > の っ ヤン タグ 〆 es 
お 前 た ち に 許 3 き る 。 ま だ アッ ラー が お 前 だ 2 CC バン 
に 教え し 如く 訓練 せ る 催 獣 が 捕え し 獲物 _ ノ > CE タタ) タク 
、( 注 7 ) 食 べ て よし 。 その 際 、 シン lb ゆ ら 63 25022 


トー 
の 面 し て ア ッ ラ ー を 退 れ よ 。 あら 226025535 2 じ 4 
げに アッ ラー は 清算 する に 迅速 な り | と 。 隊 村 


2 9 ン タン アタ ン 
6. 今日 す べ て の 佳 き 物 は ( 注 8) お 前 た ち に SS の 4 
許 き る 。 ま た 経典 の 民 の 人 々 の 食物 は お前 


ター の 29 る パン 2 
に 許 きれ 、 お 前 だ たち の 食物 は 彼 等 に ンス 1 の も 必 C の 和 ん 


注 6 禁 事 は 前 節 で 述べ られ て お り 、 残 り 0 の 事 は ここ で 、 も し それ ら が タイ ヤグ ( 半 で あり 純粋 で ある ) で 
あり 、 人 の 健康 も 倫理 に 有 補 で な けれ ば 合法 で あり 、 自 分 自身 の 環境 や 健康 条 作 を 考え 合わ せ て 、 何 が 本 人 に 
と っ て 天 し と きれ る 、 或 い は 普 て な いと る れる か を 決定 する 事 は 各個 人 に 委ね られ る と きれ て いる 。 表 な る 預 
言 者 は 当然 の 事 な が ら 、 肉 食 呉 と 上 つゆ ゅ を 持つ 島 貴 類 は 、 現 律 に か な っ た 食物 の 範 ち ゆう に は 入れ て いな い 。 


注 7 訓練 きれ た 肉食 鳥 獣 の 捕らえ た だ 尋 物 は 、 人 が 訓練 し た 代行 者 が 負 し た の で ある か ら 、 適 切 に 律 法 に か 
な っ て 殺 きる れ だ の で ある と みな され る 。 し か し 、 を その 狼 物 に 対し て それ を 食す る 事 が 律 法 に か な っ だ も の と す 
る 為 、 神 の 名 を 唱え る 事 が 必要 で ある 。 


注 8 これ は 、 ト ラー の 臣 律 に 従っ て 民 殺 る れ た 動物 の 肉 は 、 ト ラー の 戒律 下 で 許さ きれ る 全て の 食物 は イス 
ラム の 戒律 で 、 許 容 き れる の で 、 イ スラ ム 教 律 に と っ て 食し て よい ぉ もの と な る と いう 意味 で ある 。 し か し 、 用 
心 の 為 を うい っ た 食物 に は アッ ラー の 名 を 日 に 出し て 祈願 する と よい 。 イ プ ニ ア ッ パ ス に よる と 、 こ こ で の 食 
物 と は 、“ 口 に し て も よい 食べ 物 " (ザビ ー ハ ー) 或いは 、 正 し い 手 続き で 居 灯 きれ た 動物 の 肉 を 指す と の 事 で 
ある 。 


りー 


浅 
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さる 。 ま だ 信徒 で 貞 人 節 な 女 、 並 びに ぢ 前 た 
ちの 前 に 経典 を ( 注 9) 喝 わ れる 貞 節 な 女 、 


2 タク 
っ 


ぶら MAt 1 の 2G ル 2sMI2 Co 


崎 区 を 全 え 正当 な 手続き を 帳 ん で 結婚 を 和 9 Cooae の 
定 せ し 女 、 私 通す る に 非 ず 秘 密 の 愛人 と す 05222 の ウン 開 
る に 非 ず ば お 前 た ち に 許 きる 。 信仰 を 朱 時 2 
する 徒 豆 は 、 その 行為 は 無 に に 帰し 、 来 世 で 5 ャ ンチ レプ ク レン フー レン ーッ ング 2 う 
は 失敗 者 の 類 し な らん 。 C2529(9 2 3.4kr ちら いひ oo も 
を レン 。 12 
( 〇 ① の > っ 
第 一 項 3 の 2 1 ッ タン 1 
7. 人 人 ちょ 、 礼 拝 に 起 つと き は 顔 を 沈 p IMEKPRVGH 
、 両 手 を 肘 ま で 洗い 、 . 緒 れ だ 手 で 髪 を 控 52 タニー ョ タン ラノ ? 6 2 
5 両足 を ( 注 10) 中 ま で 洗 ぇ 。 ま た 2 OU る 


1 全 め 02G る と き ! は 装 拾 し て 身 を 洗 め ド 8 多胡 ちり 3 5 し 


ょ 。 ま だ 病む か 、 旅 路 に あり て 治 れ だ た る 状 


レ グン ン 
態 、 ま た は 便所 か ら 出 で 来 た 場合 、 も し く の 4 セル と の 衣 65 
は 女 に 豚 れ た だ RA 2 き 場合 は 、 き いい ラン ン ィ 


な 土 を 以 て の 代り と な し 、 顔 や を ( 生 IASC3 移 半 2 2P40 Ad| PP 


11) 拭う さ べし 。 ア ッ ラ ー は ぉ 前 た ち に 難し イン と クロ ラン レセ 
き や を 刻み 結 わ ず 。 だ た だ お 前 た ち を 浄 め 、 ぢ お 上 We の 0 le5 KCso 
前 たち が 感謝 の 念 を 抱く よう 己 が 思 恵 を お 5 る と 2 38C イセ シ 2。4 は に 


出 だ ち に 満 き ん こと を 欲し 給 う 。 の 2 
2 で * を 2 イン ムン デン 2。 イダ の 5295 6 アタ 
OGK と 5 だ 
本 ン 


8. お 前 た ち に 自 れ た る アッ ラー ee 6 る 25 っ.035232 


デッラ ー が お 凍 だ ちと 結べ る 約 を 念 え 


その 時 、 お 前 た ち は 云 えり 、「 我 等 は 聴き 且 AOP AUS は 512 し で 4 AH 「 る 
つ 従 わん 」 と 。 面 し て アッ ラー を 明 れ よ 。 
に アデ アッラー は 人 が 胸中 に 懐く も の を 熟知 (OPT 
し 給 う 。 
9 . 六 等 信徒 た ちよ 、 正 義 に 基づい て 門 証 し 、 人 0 者 人 の KKULCH 
アッ ラー の た だ た め に 潤 妨 不 抜 た れ 。 人 々 へ の タタ ジジ As 人 8 の 2 Je 
PE 1 (2 る ん る を ン イン ン 


敵意 を か り た て て 正義 に 層 る 行い を する な 18u2iH3 
か れ 。 常に 公正 で あれ 。 か くす る は 真 の 泡 


注 9 "イス ラム で は イス ラム 教徒 の 男性 が 経典 を 与 を られ た 民族 の イス ラム 教徒 で は な い 女 性 と 結婚 する 事 
を 許し て は いる が 、 や は り 通 常 は 、 イ スラ ム 教 徒 の 女性 と 結婚 する 事 が 望ま し い 。 





注 10 ここ て は 頭 の 次 に 足 と いう 言葉 が 表 る れ て いる 。 これ は 頭 の 様 に 足 も ね ふか れる か ら と いう 理由 で は な 
《 、 洒 浴 の 最後 の 順序 が 足 だ か ら で あ る 。 
注 11 4 意 44 節 を 参 昭 の 事 。 

ー]78 一 


S に ヤー 





第 れ 記 アル ・ マ ー エ ダ 
信 な り 。 アッ ラク ラー を 選 れ よ 。 げに アッ ラー アコ な 3 性 レロ し 4 と! ヵ る みう 1 2 で る デ 2 アンタ 
ポッ ンプ い JI ID 


は 宮前 た ちの 所 業 を 熟知 し 絵 う 。 


ン タン ッ ン 


OTCIVSY 





還 js My ジー 人 ゆう じ よ タレ 59 レ 1 り 
10. アッ ラー は 信じ て 知 行 を 積む 人 々 を 容 姓 2 代 ) > CSIINYSNK の OAI 
し 、 大 いな る 報 差 を 与え ん こ と を 約束 せり 。 旬 の イン 3 ン 
( 〇 AA と 15 8 し 4 
11. され ど 信 ぜ ず 、 わ れ ら の 神 光 を 拒否 する 者 461 OGKEIRMNE KNG6AUT 
SUN Sb の AU5 
ども 、 彼 等 は 地獄 の 音 な り 。 9 8 
12. 液 等 信徒 な ちよ ょ 、 お 前 た ち に 垂れ た る アッ WV 名 (GO PE Id 
ラー の 恩恵 を 思い 起 せ 。 人 々 が お 前 た ち に 
ッ 1 還 2 えッ YR くそ 1 「 バ ュ GO ン 4 
向っ て 手 を 伸 き ん と せ し 時 、 ア デア ッ ラー は す | 10 
Ro アッ ラー を 長 れ 20 の 22 タン クン ニー イン ン 2 ン 
。 信徒 た な ぁ る も の 皆 ア ッ ラ ー に こ を る 信頼 を の 2 人 4015 
者 
第 二 項 
9 本 が みみ デ アー は ノイ スラ エル の 子 人 銘 とう 契約 を の ます で ンタ | 124 っ 
結び た り 。 そ の 時 われ ら は 、 彼 等 の うち ょ OCG の CET 
隊 細 人 の 首長 を ( 注 12) 典 し た り 。 面 し 03 と 2 タ 5 2 ン る ン 2 も 
あか 全 >E (の | 
陸 導 6 は 云え た り 、| げ に わし は お 前 た もち 0 の 2 レ 2 
と 僅 に 在り 。 前 た ち が 礼 拝 を 遵守 し 、 定 3 ジッ の CI レン 8sL2l| 
め の 辿 捨 を な | わが 項 言 者 た ち を 信じ 2 グン レッ クタ 5 シレ レ ェ クン レ し 5 タタ ラン 3 ンク 
之 を 助け 、 ア ッ ラ ー に 立派 な 貸付 を な き ば 、 so に っ いら 55 Moe 
わし は 必ず お 前 だ ちの 罪 業 を 消 減 し 、 お 前 2 クン 2 グラ エン ッ タ ン レ 
JI 人 2 CS 
た ち を 河川 流れ る 楽園 に 導き 入れ ん 。 さ れ ちの JI を の 3 こら うぅ 
と 前 た ちの 癌 人 に せよ 、 こ の 後 信 ぜ ざる (bc 4k 御 34S 059 
者 は 、 正 し い 道 より 迷い 出る 者 な り 」 と 。 と 
14. され ど 彼 等 その 契約 を 破れ る が 故に 、 わ St YE すま VM 
ら は 役 等 を 呪い 、 且 つ を の 心 を 頑 迷 な ら ウンコ レン ェ ッッ を 生 
め た り 。 役 等 は 経典 中 の 字句 を 正しい 場所 2 の と 2 1 Oo< 4 3 
MP 2 23 タラ ン ン で 」 っ の ピタ ィ ン 
ー 部 を 忘却 せり 。 液 は 、 僅 か な 者 を 2 お 3 5 人 * 
除け ば 、 に 表 切 を < th でる 217 2 タッ ン Gt 2622 
らら! Co | 
Meat み を 看過 せよ 。 げに と 2 5 
アッ ラー は 善行 を 策 (むり 基 を 愛し 給 う 。 So 
注 12 "12 人 の 首長 と は 、 モ ー ゼ の 死後 、 現 れ だ た イスラ エル の 12 人 の 聞 言 者 を 指す 、 専 門 学 者 に よれ ば 、 こ 


れれ ら の 人 人 々 は モー で ゼ の 任命 し た 12 人 の" 宇 子 達 ' と 呼ば れ て いた と の 事 で ある 。 
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0: 


MA 


1 邊 叶 


18, 


EEM 


まだ われ ら は 、| 我 等 は キリ スト 部 徒 な り 」 
と 云う 者 ども と も 契約 を 結べ り 。( 注 13) る 
れ ど と 彼 等 6 まだ 与え られ だ る 訓 戒 の 一 
忘却 せり 。 きれ ば われ ら は 、 復活 の 日 まで 、 
彼 等 の 問 に 敵意 と 憎悪 と を か き 立 て だ り 。 
や が て アッ ラー は 彼 等 に 向っ て 、 そ の な せ 
る こと を 告げ 知ら し めん 。 


経典 の 民 よ 、 わ れ ら の 使徒 は 、 お 前 た ち が 


給 典 の 中 で 隠し て きだ 幾多 の こ と を 解明 す 
る た め に 、 ま た 幾多 の こと を 上 黙 過す る た め 

に お 前 た ちの と ころ へ 来れ り 。 ア ッ ラ ー よ 
0 に 
た ち に 隆 り た り 。 - 


吉 a 肖 
これ に よっ て アッ ラー は 、 御 心 に か な う 者 


を 平安 の 道 に 導き 、 思 し 台 し に よっ て 役 等 
と RM ら 中 を 出し て こま 送 い し 
い 追 中 導き 給 う 。 

[テッ ラー ー は 何人 に も 非 ず マリ ア の 子 


救世 主 な り ] と 云う 者 ども は 、 まぎれ も な 
不信 の 徒 萬 な り 。 云 え 、「 も し アッ ラー が 
マリ ア の 了 メ シア 、 を その 母 並 びに 地上 の す 
べ で て の 人 々 を 減 ぼ きん と すれ ば 、 誰 が アッ 
ラー を 抑止 し 得 よ う ぞ ?.」 と 。 ( 生 15) 天 も 


地 も 、 まだ その 間 に 奉る も の 、 挙げ て アッ 
人 - の 統 べ 給 う と ころ な り 。 アッラー は 
御 心 の まま ! 創造 し 、 万 能 に まし ます 。 


ユダ マヤ 施 徒 や キリ スト 教徒 は 云う 、「 我 等 は 
/ 以 み の 二 が り 。 崩 児 だ がり | 6。 世 え 。 
「 し か ら ら ば 何 牙 に アッ ラー は 前 た ちの 罪 
を 剖 す る か ? 然 6 ず 、 前 た ち は ア ッ ラ ー 


が 剣 造 せ る 人 間 に す ぎ ず 」| と 。 ア ッ ラ ー は 


上 


これ は 、 固 な る 頂 言 者 の 到来 に 関す る イエ ス の 預言 に つい て の 様 に 思わ れる が (ヨハ ネ 、 


eo ぅ 29(6、 
Re 


Pump 


eo OWN 


ラン 
移 : KW 2。 プッ 暫 也 グレ 8 SG 
AA で Ce か 
oss 5159 


04 


し 2 っ アン ロッ タタ ン 
も IOloADIo26 る の う 
⑨ sz の 


ググ “ 


32 2 2 プン 2 ンタ アー タン ン ン ン ッ ン ン 
PS2200( を (OCNIII は GU 誠人 
デー タグ 5 を ん 


8 G! NOUI26P0K7OI い 夫人 


グン ノノ ラン クン > グゥ 


DSO の 4 の の くん 
? タン アラン 
3 Me っ oO の 201GU2 の 


の ッ ン ぁ ? る ャ クタ * ピ デン ン 
の 205 が ああ 2556 


5 届 隊 AI 人 22 PIE 
が た る タッ ン し 84 條 4『 移 
っ ME 


16 : 12 一 13) 


この 預 言 は イエ ス の 後継 者 達 が 故 に 無視 し た り 、 価 と か 送っ た 味 に と ろう と 無駄 な 努力 を し た 頂 昔 て ある の 。 


注 - 14 


注 15 
壮 に 焦点 を あて 、 と が め る 作 で ある 。 同様 に 、 


型 な る 預言 者 を 指す (33 : 46、47) 
ここ で 計ら 5 ず も 非常 


に 強い 語調 が 使わ れ て いる の は 、 イ エス が 神 の 息子 で ある 等 と いう 述 
19 : 89 一 92 で も 強く と が ゆめ る 


GU 一 


祭 方 も ない 教 
g 調 が 使わ れ て いる 。 
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みこ ころ kb る る みこ ころ | クン ノレ 9 ゅ ノ 9/ he ゥ ノン デー デー 
入 員 い ミ 中 議 ] = < Pn 
御 心 の まま に 落し 、 御 心 の まま に 開 し 給 う 。 3 先 PO 
天 も 地 も 、 ま た を の 間 に 在 る も の は 、 挙げ 5 2 シン ロン 
て アッ ラー の 統 べ 給 う と ころ 、 面 し て すべ Sao もっ のり! うら 
て ! は その 御 j 許 へ 話 り 行く 。 ' 
20. 経典 の 民 よ 、 使 徒 だ ちの 派遣 が 中 断 き れ た だ 9 の 4 区 6 GSjIUA6 
る 後 、 わ れ ら の 使 委 が な 前 だ た ちの と ころ へ つつ ベ な CVE 
た ーー qa ー グ 2 
造 わ きる れ た る は 、 お 前 た ち に 物事 を 解明 し 、 62 925 3 Mg 
| 期 尊 の 伝達 者 も 和 告 者 も 来 ら ず ] と お 前 。 。 
| ウラ ュ の ン ウッ いい ぅ タ ププ う ? ゅ SS 
た ち に 云わ し め ざ ら ん が た だ ため な り 。 きれ ば っ 02 に ひ 85 AB アツ 
今 、 こ うし て 朗報 の 伝達 者 で あり 警告 者 が き くる 
お ぉ 前 だ ちの と ころ へ 来れ る な り 。 アッラー み 
は 万 能 に まし ます 。 
第 四 項 
ー ゼ が 詞 が 民 に 上 > く ぇ る 時 の で ぅ 。 22 ン ぅ スス ? 
21 、 モーゼ が 己 が 民 に 向っ て が か 《 く 云え る 時 の こ PT 555 28 の 2506 9 う 


22. 


2 


24. 


Z。 


と を 思い 起 せ 。 「 我 が 民 草 よ ょ 、 お 前 た ち に 垂 
れ 賜 える アッ ラー の 恩恵 を 思 い 超 せ 。 彼 は 
ぉ 前 た ちの 中 か ら 預 言 者 た ち を 興し 、 お 前 
た ちゃ 王者 た らし め 、 他 の 如何 な る 民 に も 
与 を ざり し も の を お 前 た ち に 与え を た り 。 
入 が 民 草 ょ 、 ア ッ ラ ー が お 前 た ち に 定め だ 
る 聖地 に 入れ 。 引き返す な か れ 。 すき 返さ る 
ば 、 失 敗者 と な らん 」 


役人 等 は 云 を ん り 、「 モ ー ゼ よ 、 を そこ に は 狂 凌 耳 
つっ 強力 な 民 あ り 。 彼 等 が 出 で 行か ぎる 限り 、 
我 等 は そこ に 入る を 得 ず 。 る れ と 彼 等 $ し 
出 て 行か ば 、 我 等 は を こ に 入る で し 」 と 。 


主 を 良 れ 、 そ の 恩恵 に 浴 せ る 二 人 の 男 あ り 
て 、 云え り 、「 門 か 6 入り 、 役 等 に 向っ て 進 
典 せ よ 。 一 た だ び 入ら ば 、 お 前 た ち は 必 ず 勝 
利 を 得 ん 。 お 前 た ち 信徒 な ら ば 、 ア ッ ラ ー 
を 信頼 せよ | と 。 

きれ と ど 役 等 は 寺 を えり 、「 モ ー ゼ よ 、 区 等 は 彼 
箋 が を こ に 居る 限り 、 決 し て 入る を 得 ず 。 
され ば 液 と 液 の 主 が 行き て 戦え 。 我 等 は こ 
こ に て 邊 せん 』 と 。 


ー181 一 


KC ノッ て ッ ルポ ん ライ ン 
に 0 いり 1 2 A 
Pe AI る 
こう | ある 
2 プッ スマ ン 
ON 
8 る 雪 本 


ン ラ 3 ピタ シュ ン ン イ タ い 3 


ーーー 


LuE6 
ノ イノ 9 タ ! ンタ ラン ン ラ タル グン ぅ 1 タン スレ 
CIoeE oo oe 06 


デコ 


\p kN 


ヽ NO 


に 


ン 9』 ンク 。 る ニー スン ンタ タッ KT 
6 の て Go ら うい 
クタ ン ン 2 タ 


の Mi 


了 は 0 


ら っ り 〇 し て 


GE 


2 


32 タイン プン レア ン イン 1 ラッ 
PP 


プン アァ ン 


の 電 
5 NH 人 ゥ ア EE 


2 あい 本 LN 設 近 26 デジ フレ 
の o5O5 aaBU お GHC 人 


ぃ に で や て 


系 五 各 


26. 


2 


26、 


し 放 ル アン ン ノン レイ る, ン ン ン ロッ ン ラ 
ん 」 と 。 前 者 は 答え て 去 え た り 、[ ア ッ ラ ー は の 16 多 5 
義 し い 人 か ら の 供物 の み を 受 納 す 。 
29. た と い 液 が 我 を 殺 る ん と し て 手 を 仲 す と JOE Sg る 
5 、 我 は 液 を 殺 る ん と し て 手 を 伸ばす つも 。 "。 ン 2 2 
りな し 。 我 は 森 羅 万 象 の 主 ア ッ ラ ー を 異 る 。 KEI eK9@3) 
30. 我 は 流 が 、 記 が 罪 同様 、 我 に 犯 せる 罪 を も 263 8 し 31 2 の 5 の 543 
も ちら ol OX 

背負 いて 、 藤 火 の 住人 に 加わ らん こ と を 望 アン 0 
む 。 そ は 悪事 を 行う 者 の 応報 な り ] と 。 93 と 029 
LA に アイ ル ィ スク る ズ と 4 プン ブタ ラン プ の みう ズン タグ る 1 ンス 
3 人 は その 北 を 殺す ( 誠 8 の 6 Coo 428 AS 1 に 5 5 2) dl wesR5 

、 彼 は 導 に 弟 を 殺し 、 衣 し て 到着 の 一 2 
3 ⑨⑲ osyeeUIO2 

っ 2 の 2 ん タ 
32. その 時 、 ア ッ ラ ー は 一 羽 の 独 を 造 わ し 、( 注 も の Ge は 823 
17) 二 - 容 を 掘ら し 、 如 何 に 弟 の 死骸 を シー 
レン テア 2 ノ アプ ブッ ラン 

隠す か を 彼 に 教え た り 。 彼 は 嘆い て 云 を た り 、 9 (dl の 和 し あの ds* AS の の ゆ 
[情けな や 、 我 第 の 死骸 を 衝 す の に 、 こ の ン ン % 色 ez< イ ィ ン ン ッ ン ン コン 3 
消 は どの こと きえ も し 得 ぎる と は !」 と 。 で き ウ 2 の 56gbSOA Ob 
か く て 役 は 後悔 せり 9。 ぎ oo 3 92 
注 16 "アダ ム の 二 人 の 下 子 ' と は 比較 陶 に 誰 で あれ 人 類 か ら 選 ば れ た 、 二 人 の 個人 を 指し て いる 。 又 その た と 
え 話 は 、 振 言 者 の 地位 が 上 自分 達 か ら 型 な る 傾 言 者 を 通し イシ ュ マ エル 人 に 移っ て し まっ た だ 為 、 イ スラ エル 人 人達 


モー ー ゼ は 云え り 、 「 主 よ 、 玉 は 形 が 映 と 攻 が 
兄 の 外 は 何人 も 支配 し 呈 ず 。 る れ ば 主 よ 、 
我 人 等 と 逆 心 の 民 と の 間 を 分 け 給 え を | と 。 


神 は 云 を り 、「 し か ら ば 今後 四 -[ 年 間 、 彼 等 
に 対し て この 地 を 禁断 と な す 。 その 間 彼 等 
は 狂気 の 如く 取り 乱 し て 地上 を 初 往 せ ん 。 
放心 の 民 に 心 燃 わ す な か れ 」 と 。 

第 五 項 
4 
彼 等 に 語れ 。 役 等 互 に 供物 を 捧げ し 時 、 

人 は 受 約 る れ し が 、 他 は 納 れ られ ぎ り 
を こ で 後者 は 云 4 り 、「 我 必ず お 前 を 殺 き 


CS 2eyiS48tO び 


Os ン ァ 2 GT 5 バ (7 4 ) WE ン 4, 


ぅ ンジ 2 ニー プン ン c 


ge 


も MI 


いい 


1 
De 


し 2 


Es 
GCC!) 


Us(A CU 祭 315 
アタ タン 


の 2 よら 32Eaoe1G2JESS 


が イシ ュ マ エル の 末 ぇ えい に 対し て と っ た 敵意 に みち た 吉 度 を も 表現 し て いる 。 


注 17 
見 の 分 か れる と ころ で ある が 
記 4 : 1 一 15 を 委 照 の 事 。 


内 2 が 6 お の 上 作 和 際 に お の: 直人 OU08 誠 の 則 旧 軸 和 MG の INOUT 硬 お の 


ーJH62 一 


、 詞 類 の 仕事 や くせ を 観察 する と 、 多 く の 役 に た つ 発 見る する 事 が で きる 。 創 世 


トー 
』 
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こと も ら 
33. この だ め に 、 わ れ ら は イス ラ エ ル の 子 拘 に 人 の 9 ダン ョ ン レラ ンク で の ーッ ン 
1 シン + る に 
所 を 定め 、 人 殺し の 罪 ある 者 が 国 中 に 麟 乱 5 We う あ OK ESX 92 
イイ W ぅ ん 


クイ 2 の スン タプ 2 タン し 3 る アン る 
を 起 せる 廉 に よる 処刑 に 非 ぎる 限り 、 一 人 の の ylg 2C5o eS Ao し 8 
殺す は 万民 を 殺す が 如 4 ヽ ま だ 一 人 を を 生 と す て ン ン の Z イ レン 人 0 2 アン ン 
か す は 万 民 を 生か す が 如 し と 規定 きり 。 MUSEUUSAEZ Pk 本 
っ 
ジ 


IM 全て 


し て われ ら 6 の 使徒 た な ち は 明 証 を 携え て 彼 等 る ュ ク ) 2 
の と ころ へ 至り し が 、 な お 彼 等 の 多く は を 6 うう も | 
の 後 + + ャ 壮 を ラー テ 5 ぅ タ 29 の ツー 2 * デ M ン 9 92。 の 
後 も 地上 で 非 間 を 行う oO co の VI は 505 7 


ンプ ゥ クウ ん 


34。 ケッ ラー や 便 徒 に 向っ て 戦い を 挑み 、 地 上 422202229 全 (O め の の 交 時 し 
5 博打 る 者 の 応報 は 、 殺 され る の 50 2 

、 秦 に きれ る か 、 手 と 足 を 三 い 時 25S う (の 人 E0 持 うい 319 
0 又は 国外 に 追放 る れる か それ 」 ル レル タ タン ンー 。。 う 9 の 
以外 に な し 。 ( 注 18) こ は 彼 等 が 現世 で 受け の 162 oO みっ 2 で る | 


和 H 上 ュー *= ュ 、 = っ で る ょ ⑳ ダク 19 e ょ か 2 
る 等 め 、 来 世に お いて は 重 刑 を 受け ん 。 Ge 5209 4308 990 


9 の 21. と 

の ⑫ っ と 

35. 但し 、 お 前 た ち が 役 等 を 制圧 せる 以前 に 悔 タン レッ クッ ノッ る る 
い 改 めし 者 は 除く 。( 注 19) きれ ば 、 ア ッ MGC26 KC の MK 


を 
ゃ ーー 


いい 


に 


ラー が 定 大 に し て 蓄 課 くま し ます こと を . と の 2 ニー イ の 2 タッ レル 】 ニン 
有 ⑨ > どっ うめ と 201 の | 
電導 項 
36. 放 等 信徒 だ ちょ 、 アッ ラー を 明 れ 散 い 、 ア ッ ニー ンク 5 ンタ ンク タン 5 ンタ ンー 
9 | ぅ を 人 ン 2 9 
ラー に 近づか ん こと を 求め 、 ア ッ ラ ー の 門 UPP PT の Ii 
oc 春闘 せよ 。 然 ら ば ぉ 前 た 成功 す (oOPAK Ad かる 8 92Aa に 3 





中 18 本 
悪 な 存在 を 根絶 せよ と 要求 する 場合 に 、 極 端 な 平 段 で あっ て も 、 積 極 的 に と っ て 戦う も の で ある 。 イ スラ ム と 
態 情 的 な 空想 の 情 束 的 断面 に 癒 わ きれ る 事 な く 、 理 性 と 健全 な 判断 の 命 に 従い 、 公 の 攻撃 に 対す る 筑 則 も 用 交 
する 。 こ こ て 準 人 笠 る れる 席 の 彩 明 に は 四 種 類 あり 、 特殊 な 場合 に は 、 課 きれ る 久 は 、 周 囲 の 状況 次 第 よ も な る 
X 凡 を 課す る の は 個人 で は な く 統 治 政府 の 次 任 で あり 、" 上 上 地 払い し よい う 語 は 、 イ マー ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ 
に 人 入る と 付 回 を 表す 。 


注 19 本 RUN も 
か ら も 功 ら か な 様 に 、 た だ の 造 ず で く や や か っ ぱら いで は な く 、 イ スラ ム 教 国 に 戦い を し か け て くる 反乱 者 や 極悪 
非道 な 者 遂 へ の 前 に つい て で ある 。 ま た 当 節 で 、 罪 を 犯し た 者 達 は 悔い 時 る と いう 
定 実 が らち も 、 そ の 推論 は 止 し いと 考え 5 れる 。 し か し 強盗 、 か っ ぱら い 、 補 次 者 の 様 に 、 明 ら 5 か に 個人 や 社会 
に 対し て 極 明 非 道 な 罪 を 犯し た 者 達 は 、 並 通 の 状況 で は 、 ど れ だ け 悔 い 改 め て も 、 表 国 か ら は 許 $ き れず 、 律 法 


LO いで 
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97。 だ たとい 不信 心 者 が 、 地上 に ある すべ で て の も $ レッ ンク 322 タン ン ン ンー。 タ ン ン レッ る と 
は る 8959 の 8 
の びに 之 に 倍 す る も の を 以 て 、 復 活 の 筐  “^  ~ か 


加 を 周 わ ん と する も 、 を は 受 納 さ れ ざ る べ た ozoet る 
し 。 彼 等 に は た だ 痛 還 ある の み 。 er 
(の YR 5 SC 


2 アン ラク タ 29 


38. 5 等 は 業火 よ り 脱出 せん と 欲す れ ど 、 を こ 人 yh 
簡便 2 ン 





人 の 2 4 6. ン ノ ゅ プレ イレ ぅ 
⑥ st54 GOe se の うら 
39、 盗み を し た る 者 は 、 男 女 を 問わ ず 、 を の 手 3 se 
4 ' 6 
を 斬り 落 せ 。( 注 20) そ は 己 が 所 業 の 報い に AI PASWeJaoe 
し て 、 ア ッ ラ ー の 見 せ し ゆ なり 。 ア デア ッ ラー 計っ ッ ラル 1 い っ 2 区 じ 6 


者 


』] 千 \。 F」 2 タ ュー (アン イ 12 ラウ ラッ プ ァ レッ の 13 
する 者 ! - は 、 ア ッ ラー は 容赦 に 陸 時 Be 4 0 
? 人 
げに アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし 2 
ます ' ' 


あめ つも ち も の 届 
41、 液 は 天地 の 大 権 が アッ ラー の 所 有 な る こと 全う の LAIPIVYIPOTSIE す 1 
を 知ら ざる か ? ( 注 21) アッ ラー は 御 心 

で 定め られ た 悪 業 に 対す る 罰 肥 を うけ ね ば な ら な い の で ある 。 彼 等 が 悔 後 す れ ば 、 神 は 無 座 、 赦 る され る が 、 敦 
国 の 力 は 限ら れ て ぉ おり 、 そ こま で の 権限 は 有 し て いな い 。 し か し な が ら 政 治 犯 は 、 反 省 し を れ 以 上 の 反 志 行為 
や 、 国 家 へ た て つく 者 を し な けれ ば 氷 き れる 。 

注 20 この節 で 、 盗 み を する 女 ' と いう 表現 より 前 に (盗み を する 男 ' が 置か れ て いる の は 、 女性 より 男性 の 方 
が 次 み を 犯し や すい か ら で あ り 、24: 3 で 、 亡 淫 を 犯す 女 と いう 言葉 が 恋 征 する 男 よ り 前 に 置か れ て いる の は 、 
次 津 の 罪 が 男 よ り 女 の 場合 の 方 が 立 放し や すい か ら で あ る 。 こ の 各 節 の 配列 、 駐 その 言葉 の 配列 の 妙 か ら も ク ク 
ルアー ン の 知 的 水準 の 高き が わか る の で ある 。 私 通 に 関し て 男子 に 課せ られ る 注 は 厳し すぎ る 様 に も 思わ れる 
、 人 人 間 の 今 ま で の 経験 か ら 、 還 を 厳し て し て 、 も し を の 様 な 罪 を 犯 せ ば どの 様 な 日 に 会 うか 示せ ば 、 人 人 を ぞ し 
て その 様 な 行動 を 翌 し ませ る 効果 が ある の で ある 。 一 人 の 人 間 を 茂 し く 六 する 事 で 、 そ れ を みせ し め と し 、 回 
様 の 罪 を 犯す か も しれ な い 多 く の 男 達 を 救う 方 が 臣 明 な の で ある 。 映 体 全体 を を こ な っ て し まう 事 な 《、 席 9 
きっ た 町 股 を 切断 で きる の は 名 医 ほ と いえ る 。 イ スラ ム が 、 灯 神 的 に 貧し か っ た 時 代 に 、 定 め ゆら れ た 浪 則 が 人 人 の 
行動 を 規制 する も の と な る 導 、 実際 に 遂行 きれ 、 衝 で く 達 の 手 を 切断 する と いう 極め て まれ な 事 が 行なわ れ だ 。 
全日 に 診 い て も 、 グ ルアー ン で 定め られ る 盗み へ の 還 が 効力 を 持っ て いる 為 、 ア ラビ ア で は 補 千 は 極 ゆ て まれ 
で ある 。 ま だ 、 こ の 節 で 使わ れ て いる アラ ビア 語 の 二 つ の 語 の 記 味 は 、“ 彼 ら か ら 盗 む 力 を 取り 志 る 、 或 じ は 、 
彼ら 5 が 盗む 事 を し な く な る と 考え られ る 実際 的 な 手段 を とる" と いう 事 を 表し て いる 。 この節 を 文字 通り の 副 
と 考え られ る 。 し か し こう いっ た 最大 級 の 六 が う - え られ る の は 極端 な 場合 の み で あり 、 を そ 箇 外 は 傘 入 か ら 6 座 
せ 力 を 失 て くす 或 い は 盗ま な くき せる 実際 的 方 法 が 考え られ 、 より 数 い 罰 弄 が あて は ゆら れる 。 当然 の 事 な が ら 6 
距 を 与え る 場合 に は 、 あ ら ゆ る 面 か ら か ん が みた 状況 判断 が 下さ れる 。 人 
ぅ 事 は 、 と り も 凸 き ず 、 玉 則 の 形態 や 軽重 に 関し て は 、 そ れ を 下す 裁判 宮 の 判断 に 委ね られ る と いう 潮 を 菅 

し て いる 。 

注 21 これ ら 5 に 類似 し た 表現 は 、 宇宙 の 神 の 統治 が 任意 で あり 、 何 ら 法 的 シス チム に 基づい て いな いと いう 
事 を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 こ れ ら の 表現 は 全て 、 神 こそ 宇宙 に 徐 け る 最終 的 な 権 成 で あり 、 神 の 言 業 が 法 
で あり 、 神 の 律令 に 対し て の 訴え や 償い な ど 人 存在 し な いと いう 事 を 指摘 する 人 為 、 用 いら れ て いる の て ある 。 
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2 みこ こう ろ 人 の に うる w の ョ 9 ャ ピン マン ッ ン デン ン 2 ン 
の まま に 前 し 、 御 心 の まま に 薇 し 給 う 。 ア ッ (の 人" プ 0 きら りう 3 AN の 
ラー は 全能 に まし ます 。 1 
る 
幅 も し 
42、 使 徒 よ 、 競 いて 不信 心 に 春 る 者 ども に 心 を GS ld 回 
' ' の め う WC ! 
痛め る な か れ 。 彼 等 は 口 で は 、「 我 等 は 信 ず 」 の Pa 9 
と 云う が 、 心 で は 信 ぜ ぎる な り 。 ま た ユダ 人 お 2 人 る LGA 人 時 mi 
や 教徒 の 中 に は . 好 ん で 虚言 に 耳 を 傾け 、( 注 LN 
22) 液 の と ころ へ 寄り 9 つか ぎる 者 ども の 言 〇 ys… で | っ の ho の る 


43. 


44, 


45. 


注 22 


楽に 耳 を 傾け る 者 あり 。 彼 等 は 勝手 に 経典 
の 字句 を 歪曲 し て 云う 、「 も し これ が お 前 
だ ち に 与え られ だ る も の な ら ば 、 す な わ ち 
受け よ 。 き る れ ど 与 えら れ だ る も の に 非 ず ば 、 
すなわち 人 記 け よ 」 と 。 アッラー が 試さ ん と 
する 者 あら ば 、 液 と て アッ ラー に 抗 し て を 
の 者 の た め に 何事 を も し 得 ざ る べし 。 こ れ 
等 の 者 ども は 、 ア ッ ラ ー が その 心 を 浄 む る 
を 欲 せ ざる 莉 な 5。 彼 等 は 現世 で 了 辱 を 受 
け 、 来 世 で は 上 誠 し い 懲 前 を 受け ん 。 


役 等 は 好 ん で 虚偽 に 耳 を 傾け 、 禁 ぜ ら れ だ た 
る も の を むさ る ば ぼ ばり 食らう 。 も し 彼 等 が 裁定 
を 求め て 六 の と ころ へ 来 な ば 、 裁 いて や る 
か 役 等 か ら 顔 を 転じ て 脇 を 向け 。 た と よい 液 
が 彼 等 か ら 顔 を そむけ る と も 、 役 等 は 液 を 
害する 能 わ ず 。 ま た 毅 く な ら 6、 公 正 に 裁く 
べし 。 げ に アッ ラー は 公正 な る 者 を 愛し 給 
か 。 

され ど ア ッ ラ ー の 判決 を 載せ た る 入 法 を す 
で に 持つ 役 等 が 、 如 何 に し て 液 を 裁判 者 
な すべ き や ? し か る に 彼 等 は 律 法 を 無視 し 
如き 去る 。 げ に 後 等 は 信徒 に 非 ず 。 

多 七 項 

げ に われ ら は 、 裕 導 と 光明 と を 内 含 す る 
律 法 を 降 し た り 。 われ ら に 帰依 せる 項 言 者 
た ち は 、( 注 23) 之 に 拠っ て 、 加 職 者 た ちや 


この 表現 は 1) 彼 6 は 路 を つく 為 に 耳 を 人 峰 け る 、(2 


実 と し て 受け 入れ る の 意味 を 持つ 。 


Ne 
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み タ クタ イン タ 、 > プッ ン ン 
の 6 の 35863 6) 移 (E) 1 
2 、 4 し ン ? ク る 
OCN 74044 
2 彼ら は 他 の 者 達 が 聖なる 頂 言 者 に 関 し て いう 嘘 を 真 


00 


ェ 「S の っ 


引 れ . 計 


律 法学 者 が な せる 如く ユダ ヤマ ヤ 教徒 を 裁き た 
り 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 は アッ ラー の 経典 
の 謎 持 を 託 き れ 、 そ の 守護 者 がり せ ば 。 故 
に 人 々 を 疾 れ る な か れ 、 だ だ わし の み を 札 
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MP 6OIP 


3 アッ WS 2 AZ 


ge 1 も 3) 株 


く ッ ン ンス 6 ン Na 5 
れ よ ょ 。 前 し て わずか な 代価 で 神 光 を 売る な C 學 ピン 3 ap 
了 2 が 降 し 給 を る も の に 拠 6 ず ン ノレ ッ ン 
て ( 注 24) 夕刊 する 者 ども $、 こ れ 等 の 者 @ の 58 392 40 
NR 
46. われ ら は 律 法 の 中 で 、 rt 生命 IVC すず と 
に は 生命 を 、 目 に は 日 を 、 界 に は 虐 を 、 耳 導 森 レン 
に は 耳 を 、 赤 に は 歯 を 、 の 2 けた 傷害 So oy2 の 96 く 2992 
6 され ど 報 復 の 権利 を 30 づ 8986Uos の 別 近 
放棄 する 者 は 、( 注 25) 己 が 還 の 代 と な る Guo うし 2L22 の 5 ゅ 


47. 


48. 


49. 


で し 。 アッラー ー が 降 し 給え sb の に 換 5 ず 
し て 裁く 者 、 こ れ 等 は 攻 0 


われ ら は 彼 等 の 跡 を 踏ま せ て マリ ア の 子 イ 
エス を 壮 わ し 、 を れ 以前 に 律 法 の 中 に 砂 示 
せる も の を 実証 せ ) 。 まだ われ ら ! ょ 、 換 導 
光明 と を 内 含 する 福 斉 書 を イエ ス に 授け 


3 人 2 2 2 2 
っ gh 

6A ろ ? もい DE 

45 US59| 5! 35851O2 も ou 


タダ 
て 
eU 
タン 


たり 。 そ は 以前 に 律 法 の 中 に 意 が せ る 5 の orouO6 は 2 分 の 9 0 
の 実証 で あ り 、 宰 を 長 和 れる 着 へ 物 導 で あり ノン > る 9?26 必 ン ゅ ンマ 7 
且つ 警告 な り 。 6 の ) Ao (のみ 


きれ ば 福音 の 民 を し て 、 ア デッラ ー が その 中 

の 006 
。 何 人 で あれ アッ ラー が 啓示 せる も の に 

Pe の 徒 開 

0 

われ ら が 液 に 真理 か ら 成 る 給 典 を 啓示 せる 

は 、 そ れ 以 前 に 啓示 せる 経典 を 実証 し 、 そ 


? ヶ 


の を に 和 人 の 電 1 生 約 の 
の の 5219 JAM3 
ノン ラダ 1 3 y テ 9 レン 9! ィ ク で 。 シ > 

e6 あ 23 導 di 


5 8 て 


60258 し G35 


UM 人 凍 





生 24 この 節 に い て 、 ク グル アーン は 前 節 で 述べ られ だ ユダ や ヤ 人 に 対す る 非難 を 再び 持ち 出し て いる 。 時 ち 
モー で ゼ 以 後 の 神 の 頂 言 者 で すら 、 ト ラー に 従っ て 裁く よう 命ぜ られ て いる の に 、 誰 か 一 体 、 ト ラー に 依 6 ず 、 
臣 く 事 が 出来 る と いう の で あろ うか と の 配 味 で ある 。 


注 25 出 エ ジ プ ト 記 21:23 一 25、 及 び レ ビ 記 24 : 19 一 21 を 参照 の 事 。 ま た “これ を 自ら 楽 権 す る 者 達 * と 
いう 言葉 が 、 キ リス ト 教 徒 が 多大 に 自 憎 する 許し に つい て の 教え が 、 信 育 答 に し か 述べ られ て は いな いて とい? 


の は 事実 で な いと いう 立証 と な る 。 ま だ た モー で の 教え は 、 イ エス の 許し と 無 抵 抗 に 主眼 を 置く 教え に 対し 補 復 


に 主眼 を 詩 い て は いる も の の 、 赤 し は 、 モ ー ゼ の 教え の 一 部 を 形成 し て いる 。 
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50. 


の 守護 者 た らし めん が だ め な り 。( 注 26) る 
4 れ ば アッ ラー が 啓示 せる も の に 拠り て 彼 等 
の 間 を 裁 くべ し 。 彼 等 の 邪悪 な 性 攻 に 従い 、 
波 に 瘍 われ る 真理 に 背く て な か れ 。 わ れ ら は 
お 前 た ちの それ ぞ れ に 、 明 日 な る 款 寺 上 の 
控 と 俗 事 に お ける 明 路 と を 定め だ り 。 も し 
アッ ラー が 欲し た り せ ば 、 お 前 だ た ち を 一 つ 
2 
有 前 た ち を 、 お 前 た ち に 授け 賜 え る も の で 試 
めさん と す 。 き され ば 互 に に 礁 行 を 競 ほう べし 。 
いずれ お 前 た ち は 皆 アッ ラー の 許 へ 帰り 行 
か ん 。 その 時 アッ ラー は 、 お 前 た ち が 和 争 え 
る と を を ん ん な 。 
され ば アッ ラー が 啓示 せる も の に 拠り て 、 
彼 等 の 間 を 裁く べし 。 彼 等 の 邪悪 な 性 獲 に 
従う な か れ 。 ア デッラ ー が 液 に 啓示 せる も の 
で 液 を 惑わ きん と する 彼 等 に 用 心 せ よ 。 き 
れ ど 彼 等 が 背 き 決 ら ば 、 を は アッ ラー が ' 彼 
等 の 犯 せ し きま ぎ ま な る 居 故 に 、 彼 等 を 一 
立 せ ん と する こと を 知れ 。 げ に 多く の 人 韻 
は 不 従順 な 5 り 。 


中 彼 寺 は 無明 時 代 の ( 注 27) 裁 判 を 求む る 


9 


注 26 
ン は 不滅 で ある ぉ の と し て 語ら れ て いる 。 
の 必 鐘 に か な わ ぬ も の は 全て 合 ま れ て いな い 上 いう 意味 に 座 い て 、 
壮 が ある と いう 意味 に 訟 いて 、 


きれ ど 信 仰 答 き 人 々 に と り て 、 テッ ラー に 
勝る 裁判 官 が あり 得る か ? 

第 八 項 
光 等 信徒 な ちょ 、 ユ ダマ ヤ 教 徒 や キリ スト 教 
徒 を 友 と する な か れ 。 ( 注 28) 彼 等 は 互 に 友 
人 な り 。( 注 29) お 前 た ちの 中 で 彼 等 と 仲良 


アッ レ 


2 Je 

の の 
ikogt 2 KC< 
93650 
ee adLo 
@o 吉 語 さ 


+ ン ルン 人 る ノ グプタ 9 ノノ タッ ンプ" 


の 
so251 | 1 2 る っ 0 ( 4 っ | う 


4 寺 うる 2 アッ ゥ タッ ン ゥ 。 ノン 


了 y の に 
居 和 Ad し 3882 が 人 25 


。 ョ ン ぅ (PO 4IH ン 
つの AO1 2 lo みい 9 ol 


5 る の hai 了 イタ 
Oo 凍 UP 1 


アル アン イン ルル ュ ぁ 2 ン 


le2oloo 6 


デュ ンー 


ンタ スィ 


で る アノ 5 ダン う 信 る ン アス 2 


0 もり | ae 2 し 


ン い デ 


MAR K の 2 導 5865 北 アッ タタ ッ ン 


ここ で は み クル アーン と は 、 0 JNES も の 上 し て 語 5 れ て いる 。 克 それ は 、 ク ルアー 


そし て 水 遠 の 価 値 を 有する も の 全て を 包括 する 。、 永遠 で は な く 信 類 


そし て 、 不 正 な 変更 が な る れず 、 神 の 御 加 


コー ラン は 今 まで に 存在 し た 経典 を 保護 する 存在 と 呼ば れる の て ある 。 


注 27 無明 時 代 一 即ち 神 の 啓示 の 下っ て いな い イ スラ ム 以 前 の 事 
注 28、 この 節 は ユダ や ヤ 人 や キリ スト 救 徒 、 を し て 信仰 を 持た 者 達 へ の 公正 な 、 或 い は 慈悲 深い 扱い や 禁じ 
た り 押 制 し た りす る 意 に 述べ られ て いる の で は な い 。 ここ で 取り あげ て いる の は ほ は 、 イ スラ ム と 戦闘 状態 に ある 、 


YES 2 0 グ 本 し 。 
注 29 

頂 言 者 が 
全て 、 だ と え 互 い に 貞 意 を 換 い て いて も 、 


わな を 仕 拝 け て くる ユダ ヤ 人 或いは キリ スト 教徒 に つい て で ある 。 


ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 は 、 お 互い の 相 異 を 忘れ 、 イ スラ ム に 敵対 する 時 に は 、 従 党 を 組む 。 回 な る 


“全て の 不信 仰 は 、 一 つの 共同 体 を 形成 する " 


と 言っ た 事 は 真 に 真実 で ある 。 即ち 信 仰 を 持た 者 は 
イス ラム 教徒 に 対 撤 する 時 に は 、 仲 間 と し て 行動 する の で ある 。 
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0 その 者 は 同類 な 5。 ン ぅ 31| 2 アン レ ! <」 ちっ タタ 
ー は 不 迷 の 徒 革 を 間 か (に @@ 届 し es ば 6 の al らし s62 


53. 液 は 、 心 に 病 ある 者 が 彼 等 の と ころ へ 走り 9 。 2e86 と し 3 0 
行き て 、「 我 等 は 災難 に 性 い は せ ぬ か と 攻 。 レッ レン 6 と 52830 セン 。 
る 」 と 云う を 見 ん 。 こ と に よる と 、 ア ッ ラ ー AP Lv 1 る 


【 


ば は 御 自ら 勝利 か 、( 注 30) き も な くば 何 か 結 
未 を や も だ た だら さん 。 その 時 彼 等 は 、 胸 中 に 秘 


に し 」 アー 


アン タ 1 31 中 タッ ン う 
So を 21 し 


7 


め だ る こと に つい て 後悔 すべ し 。 レン 。 1 アァ ン 
の Ge 


99 フ 9 フレ 5 所 ャ ンタ イン 2 ン ) ン 2 る タタ シレ 


54. 面 し て 信ずる 者 は 云わ ん 、「 こ れ 等 の 者 は 、 AA31 2 イイ タン リン 
ed る 112elOO 53 
お 前 たち に 協力 する と アッ ラー に か け て 大 5 ン 2 
か に 凌い だ る 徒 華 な る か ? 」 と 。 彼 等 の 所 1 康 <2822CSSE 2 22 
業 は 無 に 帰し 、 失 敗者 と な れ り 。 


らら 当 
95. 液 等 信徒 た ちよ 、 お 前 だ た ちの う 5 ち も し その タデ ズー ゥ うう デ ブッ 5 ン ゥ アン シュ ンタ て ンタ イン 
" ttVE1D 
教え に 背く 者 あら ば 、 ア ッ ラ ー は を の 者 の 2 たい つの の 
性 に 、 2 002 と 愛 と し 、 ア デッラ ー に 愛 き 9 の あお 6 っ 9 Gb 
れる 民 を 興す べし 。( 注 31) 彼 等 は 、 信徒 に セン 。 b 
は 誠 成 で 心 伝 し く 、 不 信心 者 に は 意志 中 較 ダ う 00Je2895594 ほ ら Ag まう 
ee 彼 等 は アッ ラー の 道 の た め に 奪 闘 災 2 セッ ン Aa っ ああ 間 あ 52222 タレ 
力 し 、 非 難 者 の 非難 を 恐れ ざる べし 。 こ は DO 595294929 
ア 2 の 則 恵 な り 。 ア ッ ラ ー は を それ を の ンタ コン が 
69 2 こし に An 
御 心 に か な う 攻 に 与え 給 う 。 ア ッ ラ ー は 恵 9 スン 
み 深 〈、 すべ て を 知り 給 う 。 
56. お 前 た な ちの 友 と は 、 ア デッラ ー と その 使徒 ンタ フッ ンー タイ レッ る し て 5 タン クタ ン < 
紀 Wh a0! ン 
交 び に 笠 を 人 し 、 を ら の を 旨 ら 、 OMRoONbdloJ う 4 の 98 
た だ 神 の み を 崇拝 する 信徒 た な ち なり 。 の 9 かう 8 
57. アッ ラー と を の 使徒 、 並 びに 信徒 を 友 と す の 5 SE と 州 4 ヤン マッ ン ン 
Mb | 
る 者 、 こ うい う ア ッ ラ ー の 一 死 こそ 勝利 。 で ウ ウ 8 だ が の 
保証 きれ ん 。 で FRHI4W ロ 吉 
@ 958 し 23 放 G 


loo 
注 30 ここ て 芝 ざ られ て いる 勝利 と は 、 メ ッ カ の 区 落 の こと 、 は 一 般 的 な 勝利 の どちら に も ゎ 理 解 で きる 。 
勝利 の 後に 来る 出来事 と は 、 明 ら か に 勝利 以上 の 何 か を 指す 。 そ を それは アラ ビア 半島 全体 及び アラ ビア 半島 に あ 
る 組織 が イス ラム に 入信 する こと を 指す 様 に 考え られ る 。 


注 31 ある 款 款 (信仰 ) の 信者 数 が 、 何 ら 回 復 の 見 込み の 立た な いま ま 、 着 実に 、 持 統 的 に 減少 する 場合 に 
は 、 そ の 宗教 は 、 絶 を だ と 考 を ね ば な ら か な い 。 


= 


第 所 表 アル ・ マ ー エ ダ 


第 九 項 
と チーー ビ 0 さい NE の ンス る ヶ し る タン 
58. 流 等 信徒 た ちよ 、 ち 前 た ちょ り 昼 前 に 経 穫 。 s 補 pbAG8lo batOul6 
を 授 ! ) ら れ な が ら 、 お 前 た ちの 宗教 を 嘱 弄 シン ンク タタ 
笑 軸 する 徒 募 や 不信 心 者 ども を 友 と する な 人 人 Me の 3 の 6 っ bb う ゅ 
か れ 。( 注 32) お 打ち 信徒 な ら ば 、 ア ッ 5? る で て ン じ 1 
テー を 景 れ よ 。 の 2 の 76) OU 2 
= に 拓 コー と ょ さ ィ ィ テ さ 錠 た su 
59. お 前 だ ち が 礼拝 に 人 を 喚 ぶ 時 、 彼 等 は それ 31 AV の UL ASS5513 
を 嘱 弄 笑 國 す 。 そ は 彼 等 が 思 虐 な き 民 な る レタ ーッ ラン る の ン 22 る で 
っ 1 こつ 2 プ の 2 を 語 ン 1 
が 故 な り 。 の OB 28 っ も ン ルレ 


する は 、 我 等 が アッ ラー を 信じ 、 我 等 に 降 和 

され た る も の と 、 を それ 以前 に 隆 さ きれ た る も 義 2 の 7 っ セン 5 
の と を 信ずる が 故 な る か ? それ と も 、 お 前 

た ちの 大 部 分 の 者 が 神 に 対し 奉り 不 従順 な 

る が 故 な る か ?」 と 。 


+ まま 典 ち ろ 22 プン 。 1 アン ラン る 6 9 2 ン 半 ョ ンク ブウ イー 9 
60. ぶん 、 | 経典 の 民 よ 、 お 前 た ち が 我 等 を 非難 Ag | 65JaU 


大 え 、「 お 前 た ち 1 ルー フック クシ レス! og の クィ ン 1 
61. 一 え 、 「 お 前 た ち に こ これ より 更に 悪い アッ 6 っ 2610ue も の らら 21Ue 
ラー の 報 半 を 教え よう か ? 彼 等 は アッ ラー の ログ グフ ン イ 、 2922 イフ フン ク ブレン グン タ 
に 呪 われ 、 そ の 既 り を 被り 、 導 や 膝 に され Ag 人 APoeod14 
た る 者 、( 注 33) 並 びに 邪神 を 栄 拝 する 徒 全 生け 1 の kW 
な り 。 こ れ 等 の 者 ども は 最 境 財 に あり 、 HbeordeU3 96 io) 

正しい 道 よ り は る か 遠く へ 迷い 出 た 者 ども 


| 5 


62. 彼 等 は お 前 た ちの と ころ へ 来れ ば 、「 我 等 は る MI 甘 有人 明 3 
SIN2S2EERR IE ' JA5 お ぅ SS 5 3 
信 ず 」 と 天 う 。( 注 34) され ど 彼 等 は 無 信仰 『 AND の 6 


を 抱い て 入り た れ ば 、 志 る と きも 無 信仰 の OPTCAA AAEY 


まま な り 。 アッラー は 彼 等 が 隠す も の を 就 や 
知 し 給 う 。 “ 


注 32 5 : 52 で は 、 信仰 を 持た ぬ 省 の 、 イ スラ ム 数 徒 に 対す る 敵意 に みち た 好戦 的 な 趣 度 の 故に 、 彼 等 と 克 
肥 関 係 を 、 結 ぶ 事 が 禁じ られ て いる 。 こ こ で は 、 を その 戒律 に 関す る 理由 が 述べ られ て いる が だ 、 こ れ は 、 イ スラ 
ょ 教徒 が 彼ら と 友好 的 な 取り 引き を し た り 、 半 を 施し た り 親 切な 応対 を する 事 を 禁じ る も の で は な い 。 


注 33 ここ で は ' 猿 "や ' 豚 "は 北 只 的 な 意味 で 使わ れ て いる 。 特定 の 動物 に は 、 一 定 の 特徴 が あり 、 そ の 持 徴 は 、 
それ を 有する 特定 の 動物 を 明示 し な い 限 り 、 充 分 に 説 胃 で きる も の で は な い 。 猿 は 物真似 を 得意 と し 、 除 は 
不 源 き 、 取 知ら ず を 行 独 、 を し て を の か き に 特徴 が ある 。 結 神 を 拝む 者 "いう 表現 で は 、 交 "や " 了 よ いう 計 
葉 が 、 比 只 的 に 用 いら 6 ら 和 れれ て いる 。 2 章 66 箇 参 照 の 事 。 


注 34 ュ ダ ヤ 人 は 偽 療 的 に 、 我 は 信 ず 、 と いう 語句 を つぶ や くだ け で 、 単 に 信者 の ふり を し 、 実 際 に は 、 そ 
の 本 当 の 意 壮 を 理解 し た り 気 づい だ り は し て いな い の で ある 。 湊 節 も 参照 の 事 。 


ー き サー 


選 
Et 
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63、 流 は 、 役 等 の 多く が 争っ て 罪 章 と 基 送 に 春の OO 9 はら 3 8 衝角 
り 、 禁 ずら れ た る も の を 食す 8 げ の 
に 彼 等 の 行為 は 邪悪 な 5。 の OS Mk の 


64. 何故 に 聖職 者 た ちや 入 法 学者 は 、 役 等 が 大 Se5or っ Sys 5 0 
偽 を 日 に し 、 禁 ぜ ら れ だ た る も の を 食す る を を 6 


杖 で ざる が か? げに 彼 等 の な せる こと は 邪魔 の 6575 レ じ ン 2 
0 

65.「 ア ッ ラ ー の 手 は 縛ら れ て いる な り 」 と ユダ ッッッ プン うる タッ 信 タ ッ ン ユニ タン タッ タン 2 ニン レー 
ャ 数 徒 は 云う 。 彼 等 の 手 こ を 引 ら 4 呈し ele 1 っ 1Og sedlcl52 
て を の 云え る こと の た め に 彼 等 こ を 呪 われ 人 WAV 人 タン wt ン の 
る べし 。 然 ら ず 、 ア ッ ラ ー の 両手 は 大 きく 0 の 
開か れ て いる な り 。( 注 35) ア ッ ラ ー は 御 心 DOG205 5 


の まま に 施し 給 う 。 主 が 流 に 降 し 賜わり だ CGI の 

る も の は 、 役 等 の 多く に 反抗 と 不信 いと を 3821 いし je 6Us5 5 

増大 せ し む べし 。 面 し て われ ら が 役人 等 の 開 2 タッ 生 レク ーー ュー ョ 、 デニ タン シン 
0851 じ 9 Aa 7 1 

に 投 ぜ し 敵意 と 憎悪 し は 、 復 活 の まで 続 ES クタ % sd 


《 べし 。 彼 等 が 如何 に 戦 に 火 を つけ ん と し 2 PMMA っ 5 
て も 、( 注 36) その 度 に アッ ラー は それ を 消 


し 止め ん 。 彼 等 は 地上 に 双 乱 を 惹き 起き ん の ue る 9 元 5 


と 労 わ も 。 き され ど デ アッラー は 上 乱 者 を 好ま ず 。 


66. され ど と 経典 の 民 が 六 当 に 信仰 し 、 義 し ぃ 者 みる CYS12aio 当 
な ら ば 、 わ れ ら は 役 等 の 罪 陸 を 消滅 し 、 必 隊 泊 0225 
ず や 至福 の 楽園 へ 入ら し めん 。 た IO きん と りう な の 
67、 も し 彼 等 が 、 神 法 と 振 斉 並び に 主 が 降 し 葛 MV (59 ea 
わり た る も の を 進 守 する な ら 5 ば 、 頭 上 の 6 。 ” 3020 " 
時 . が 2 の ウー ペ う の っ EZ 2 所 2 ロ 5 0 
6 、 脚 下 か ら も 必ず 美味 いも の を 賜 わ ら ん 。 oo るり ら タ る 
( 注 37) 役人 等 の う ち に も 節度 空 わ きま えた 2 9 の 2 クン の 5 あお 4 ゥ ダッ つ 。 
る 者 あり 。 き れ ど その 多く の 者 の な せ 4 こ 。 2 OO Cs2431 4 とう) 


と は 、 邪 悪 な 5。 9 記し 
年 35 手 は 祝福 と 仁愛 を 与え る 手段 ほし て 、 又 、 犯 罪 者 を 捕らえ を 、 前 する 為 の 力 と 権力 の 象徴 と し て 使わ れ 
る 。 神 の 両手 は 大 きく ひろ げ ば られ て お り 、 片 手 は 信じ る 省 に 多く の 物 あ サ え る 為 、 又 、 も う 一 方 の 手 は 、 ユ ダ 
ヤ 人 の ご う 慢 る を 罰する 人 為 、 き し 出 き れ て いる の で ある 。 

注 36 ここ で は 、 エダ ヤ 人 達 の 、 イス ラム に 対し て の 彼ら 6 自身 の 憎しみ に 満 も た 活動 の み で な く 、 ア ラビ ア 
の 多神教 徒 (偶像 崇拝 者 ) 傍 が イス ラム 教徒 に 対し 、 戦 い を し か ける 様 、 画 策 す る ユダ ヤ 人 の 企 て に つい て 言 
及 し て いる 。 
注 37 1) 算 ら は 世俗 的 な 富 の 他 に 神 の 啓示 や 聖体 畠 受 [いっ た 、 天 の 祝福 を も 受け る の で あろ る ろう 。@⑫) 彼 ら は 
天 か ら の 時 を 得 だ た 藻 困 を 受け る だ け で な く 、 地 上 で も 、 だ た くき ん の 収穫 を 得る 。(⑬) 述 は 、 大 が 6 も 地 か ら る 、 
彼ら の 人 寺 歩 の 為 の 手段 を 与え られ る の で ある 。 

ー190 一 
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68、 


69. 


70. 


72、 


宇 38 
吾 に つい て 非 難 る れ て いる が 、 

いる 。 し か し この 回 一 表現 に は 、 
いな い が 、 当 人 節 で の 表現 は 、* 流 が トラ 


湖 十 天 
使徒 よ 、 主 より 記 示 られ だ る も の を 人 々 に 
伝達 せよ 。 液 それ を な る ず ば 、 液 は 主 の 使 


命 を 果 だ き ぎ ざる こと な り 。 デ ッ ラ ー は 人 々 
か ら 液 を 護る べし 。 げ に アッ ラー は 信 ぜ ざ 
る 民 を 導 か ず 。 


云え 、「 経 典 の 民 よ 、 ( 注 8) 律 法 福 普 
並び に 主 が お 前 た ち ! に 降 し 賜 え る も の を 用 
守 せ 避 限 9 り 、 お 前 た ち は 立 つべ き 拠 り 所 な 
RS きれ ど 主 より 液 に 降 し 賜わり た る 
5 の は 、 彼 等 の 多く に 反抗 と 不信 心 と を 増 
大 せ し む で し 。 きれ ど 不信 心 者 ども の こと 
で 心 を 色 め る な か れ 。 


げに 信ずる 人 々 、 ユ ダマ ヤ 教徒 、 サ ー ビ 教 徒 、 


( 注 39) 並び に キリ スト 雪 徒 上 を 問わ ず 、 
誰 で あれ アッ ラー と 最後 の 日 を 信じ 、 闘 行 
を な す 者 に は 、 恐 怖 も 愛 え た も な か る で し 。 


げに われ ら は 、 か つて イス ラ エ ル の 予 陀 と 
契約 を 結び 、 彼 等 の と ころ へ 幾多 の 使徒 を 
( 注 40) 造 わせ り 。 し か る に 使徒 が 彼 等 の 
似せ ざる も の を も だ ら す 度 に 、 彼 等 6 
は 之 を 嘘つき 呼ば わり し 政 い は 之 を 殺 
た り 。 

めく ら 


彼 等 は 宙 せ られ ざる も の と 思 い だ れ ば 、 家 
ほな り 交 と な れ り 。 さ れ ど アッ ラー は 第 等 
を 容赦 し 給え り 。 役 等 等 の 多く は 再び 盲 と な 
り 孝 し な れ り 。 ブ ッ ラ ー は 彼 等 の 所 業 を 照 
に: 放 ツ 


2 : 14 で 、 ユ ダ ヤ や 人 と キリ スト 教徒 は 互い に 、 
この 節 で は 


注 39 2 ・63 を 参照 の 事 。 
注 40 この 区 と 5 1138 る 比較 し て みる と 、 


の 使徒 に あたる と 考え られ る 。 


5 


お 与 い に 関し て 何ら 独立 し て いな い 

クル アー ン 自 身 が 経典 を 持つ 入 々 に つい て 、 全 くく 同一 
明らか な 相 異 が ある 。 何故 な ら 52 
ー を 違 守 し な けれ ば "と いう 節 に よっ て 計 質 も 与え た られ て いる か ら で あ る 。 


: 13 で “指導 者 達 リー ダー スズ)" 


人 ン アッ 還 052 の 
foge53ozaild が 2 
od 2 らく 和 G さ 5 

AR 


1 
タッ 。 ろ に の "る 


IO が ルプ UE MM 半 に 
CORAOEP | JC2 OS59 
ク 


CGC69 た と 9 MG 


う 
21 イラ ニレ ルーン ン 


AA の 本 CE 


の 2O め 3 は PGI KW ASS 8! 
4 2 
OS 892 6 se 


前 


唄 此 し MEG tt4 バイ MT 

08 5 細 の おり CO の ラタン レレ ビッ 
いら ン タタ ッ マ ィ ク ! ノ 
OUGECEHTNGRNSMG 人 RE 


ーッ 人 セン 5 レン ラ se 克 


do 51oas 


ヶ 
し 交 ン タン ぁ 2 タ 2。 の 2. の レン が 2 ピン 
9 の 5 つる うう 12 5 we 2 6 


言い 合っ て いる 
* の 表現 を し て 
・114 に 述べ られ だ 内 容 は 言 綿 を 与え 5 和 て 


と きれ て いる の は 、 こ の 立 
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7 1 ゲル グー マリ デア の 首 、 救世 主 な リ 基 Pa クッ プ 22 タッ ンス ンタ /』 る ンタ を レノ クィ ンク 
ウ の Ce| 1 1 = | > ul 
う 者 ども 、 彼 等 は まる し バ 不 信心 者 な り 。 IE 2 リ ン 


救世 主 自 身 云 え 9 、 「 イ スラ エル の 子孫 よ 、 9 レ lbO へ と ちい て の は Ce に 
我 が 主 で あり お 前 だ た ちの 主 な る アッ ラー を 2 ジン 2 の と eb 
な ん びと 7 < フッ クィ w[ 2 る の 
栄 め 泰 れ 」 と 。 ( 注 41) 何人 に せ ょ アッ ラー 的 425 dss db 紋 っ 2 351 56533 
Bb う 


に 他 神 を 配 する 者 あら ば 、 アッ ラー は その フフ フタ レッ ョ イン ン ン rg イコン ンプ る る ンタ 
者 に 楽園 に 入る を 許さ ず 。 そ の 者 の 行き 先 aosAC3ENHOD Ca 


は 業火 な る べし 。 不義 な す 徒 悲 に は 吉 何 な 
る 救助 者 も な か る で し 。 


74、「 ア ッ ラ ー と は 三 位 の ー っ な り ] ほ 嘉 う 者 ee3BedE2508U AN い 多 省 3 
BMCUEIG4ISS3 仙 1 

も 、( 注 42) 彼 等 は まさ し て 不信 心 者 な 9 。 22 ee 229028 0 
唯一 の 神 の 外 に 神 な し 。 も し 彼 等 が を の 言 RY 人 be gl oe 9 


葉 を 止め ず ば 、 彼 等 の うち 信 ぜ ぎる 者 は 厳 
2 と 27 
し い 久 を 必ず 受け ん 。 @2 GOe 2 で A 


ゆる し 
彼 等 ッ ラ ー に 明 を EE その 容赦 を な の ぅ タマ が! アラタ マン 1 本 ング の ッ シ マ イン 
75. 條 圭 は アッ ク に 謡 を Ia け 、 そ の 人 容 散 を な ソン SA と 2 22355 so の AO み 計 Nal 
ぜ に 請 わ ぎる か 、 ア ッ ラ ー は 下 大 に し て 慈 


培 深 て まし ます の に ? ( 注 43) の 5 


76. や リ の 子 孝 世 主 は 一 人 の 使徒 に 過ぎ ず 。 ノー 5 ン の ぅ ゅ ノ ン ン タン 22 し 
と は ! 1 

彼 以 前 に も 幾多 の 使徒 あり て 逝け 5 。 彼 の の 2 ツ ひめ う ) ピー に で の 

区 は 誠実 な る 女 な りき 。 母子 と 5 常に 食事 2 に Mil CPMASao 2 や [ 
を 揃 れ り 。( 注 44) われ ら は 彼 等 * ま の だ た だ ため に る 連 W PE 


1 L」 の ンタ レン 
まき まな が る 神 兆 を 明示 する も 、 見 ょ 邊 等 は る の 昭 
背 き 法 る な り 。 


eK 1 お 半 だ ち は ア ッ ラ ー の 外 に 、 お 前 た 5 2 MC 2 クッ ーー プッ タク 
りー の の ぅ っ 2 の Jeso 1 
も に 迫 も 役立た ぎる も の を 皇 気 2 」 は 。 39 う ( あ 
すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 御方 、 そ の At Ad28 人 の 12(23 9 


は デッラ ラー だ な だり 。【( 征 ) 
注 41 イエス が 、 神 の み を 礼拝 せ よ と 教え た と いう 事 は 、 現 在 で は ゆがめ ゆら れ た 形 と な っ て は いて も 、 福 音 
書か ら は 明らか で ある (マタ ダイ 4 :10: ル カカ 4 : 8)。 


注 42 この 節 で は 三位一体 の 教理 、 即 ち 型 人 婦 と 理子 と 了 霊 が 全て の 面 で 共存 し 同等 の 存在 で あり 、 が 合 
わき さっ て 一 つの 神 を 形成 する が 各々 独立 し て いる と いう 、 時 
の 三位一体 の 孝義 に 、 は っ きり と し た 形 を 与え を た の は 、 ニ ケア 公会 議 と 特に アテ ネ 人 信条 で あっ た 。 

注 43 人 間 の 救済 の 為 に は 、 何 ら 身 代わ り と な る 犠牲 は 必要 で は な い 。 

注 44 この節 で は 、 色 々 言わ れ て いる イエ ス の 神 人 性 に つい て 数 々 の 論 論 が 進め られ て いる 。 即ち イエ ス は 
あら ゆる 面 に 診 い て 、 他 の 神 の 使い 達 に 劣っ て いる 。(》) 彼 は 女性 か ら 生 まれ だ 、(3) 他 の 人 人 間 同 様 、 彼 は 餅 え と 
潟 き の 自 然 の 控 に 従わ ぎる を 得 ず 、 そ れ に 続い て 起こ る 現象 を や 蜂 す る の を 免 か れ え な か っ だ た だ 。 
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78、 云 え 、「 絆 典 の 民 よ 、 不 正 に お 前 だ ちの 教え Ss の 1 2 5 
比 1 * い 

の 短 を 越え る な か れ 。 ま た 、 以前 に 道 を 踏 夫 ゆ ダル プク 99SIO5J 

る 4 


み 迷 いて 多く の 人 々 を 迷わ せ 、 自 ら も 正道 Re 寺 Ch BobURoei 5 ある 1 
を 踏み は ず せ る 者 ども の 悪 訂 に 従う な か 
れ 」 と 。 @ び 2A 光 と G 
「 , 第 十 一 項 の 
79. イ スラ エル の 子 擦 の う ち で 信 ぜ ぎる ぁ 従 僕 は 、 og し JE y eo 
ダビ デ や マリ ア の 子 イエ ス の 舌 に て 呪 わ れ 9 





タタ エレン の に し フフ ッ プー ラー の 2 ニー ン の 
た り 。 を そ は 彼 等 が 従わ ず 、 常 に 控 を 破れ る boss 3 の め ツ (の w う 395 
が 故 な り 。 「 ン ッ タン シ と 
<⑨0 〇 ぅ CO 
上 5 5 ン と すう ルス テッ ウン CS ルン Mi な 
80. 彼 等 は 犯 せ し 不正 を 互 に 抑止 し ぎり き 。 役 。 商 GuO3 3 9 2 4 oe ふり 5E 
等 の な せる こと は 大 悪 な り 。( 注 46) 2 交 
② の >s5 
81. 液 は 、 彼 等 の 多く の 者 が 不信 心 者 を 友 と す OAM は 
で ず し 8 olo8 。 > 2 の 2 1 (るり 


る を 見 ん 。 彼 等 が 己 れ の だ た だ ため に 先 に 送る ぅ 


の は 災い な り 。 アッラー は 彼 等 に 立腹 す 。 9 ポジ 3 多 2 2 220 2 ン と 
彼 等 は 永 示 の 罪 の 中 に と と ど ま ら A。 


レア オッ 


の 9 は 23 Gy 


82. 彼 等 も 5 し アッ ラー を 信じ 、 預 言 才 と その 啓 イグ ンー 。 る ンー は Fr と 2 タラ タ タレ 
0 に MYSI を の い 
きれ た る も の を 信じ な ば 、 友 と し て か か 時 う 2 oO 必 3 
ー セ た で aa ふ に と ェ ン に 2 ルー 1 222p Z じ 1 本 ッ ス プン る, エラ 
る 者 ども を 選び は せ ざ りき 。 され ど 彼 等 の あう 655S93 2 ます 1 [2 
多く は 罪人 な り 。 
BA 9 アウ タン クー タン トン 2 うく 。 レン フク クノ マン ン ン 
83. 液 は 、 人 々 の 中 で 最も 激しく 信徒 を 英 祝 す SellOA eoEUL | 1 の Ao 
る 者 が 、 ユ ダマ 教 舗 と 多神教 徒 な る を 知る プッ る 。 クン ング ラタン /2 ン ン ン 


べし 。 ま た 流 は 、「 我 等 は キリ スト 教徒 な り ] CFM 59LIOS3 3 05 


と 云う 者 が 、 信 徒 と 友情 最 ぅ 親近 な る を 知 3L3 と を いら タク 1 
eo ゝ ふ (の 1 1 1 

る で し 。 を は ば は 彼 等 の 中 に は 多く の 学者 や ゃ 修 cre 8 の 

ヽ マ 小 ロ い - に ユ ュ 。 ぶ ぴ ゞ アラ う ア デア アン レ 』 

道士 が いて 、 人 慢 な 心 を 持た ざる が 故 な り 。 の ONS 2 。 3 低 あ 5 


84. 彼 等 は この 使徒 に 啓示 され た る 6 の を 聞く る 
と 、 真理 を 認め 、 そ の 目 に 涙 を 満た す 。( 注 と lO の が (0 と 


注 45 イエ ス は 誰 に 対し て も 何 の 善 悪 を な す 力 を 持た な か っ た だ 。 彼 は 祈り を 導く 事 も で きず , 人 人 間 の 必要 を 
詳し 知る 事 が で きぬ 為 、 彼 ら の 心 を 満た し て や る 事 が で き な か っ た 。 これら が 可能 で ある と いう 特権 こる 
神 性 を 持つ 企 て の 存在 の 特権 な の で ある 。 

注 46 神 の 燃 り を 最も 強く 蒙っ た ユダ ヤ 人 の 罪 の 一 つ は 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で 、 ひ ん ば ん に 行なわ れ て い だ 和 悪 百 
を 王 い に 覇 じ よう と し な か っ た 事 で ある 。 


wl 
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Fe 


に 1 


80. 


87. 


60, 


69. 


90、 


注 47 


徒 の 亡命 者 送り の 代表 で あっ だ た ジャ ファ ル が 19 斉 (マリ アム ) の 最初 の 節 
目 に 明らか な 程 、 感 動 あ や うけ 、 役 の ほお を 伝っ て 涙 が こぼれ 沙 ち 、 
自 穫 が イオ エス に つい て 信じ て いた と 


im 


47) 役 等 は 均 う 、「 主 ょ 、 
さ れ ば 我 等 を 証人 の うち に 


攻 等 は 信じ 率 る 。 


書き 添え 給え 。 


どう し て 我 等 は アッ ラー と 、 我 等 に 降 し 骨 
わり だ る 長 埋 を 信 ぜ ず に いら 和 れ は さよ うか 9 面 
し て また 主 が 我 等 を 義 し い 人 々 の 中 ! - 入 れ 
給 わ ん こと を 希求 せ ず に は いら 6 られ よう 
2 で を 。 
きれ ば アッ ラー は 彼 等 の 祈り に 応え を 、 河 川 
流れ る 楽園 を も っ て 賞 し 給え り 。 彼 等 は 
氷 久 に その な か に 住ま ん 。 そ は 善 事 を 行う 
者 へ の 報 壮 な り 。 
きれ ど 信 ぜ ぎ ざる 者 ども や われ ら の 福 兆 を 所 
合せ る 者 ども 、 役 等 は みな 地 狼 の 住人 な り 。 
第 十 二 項 
対等 信徒 な ちょ 、 ア ッ ラ ー が お 前 た ち に 評 
せる 佳 い 食物 を 禁制 と する な か れ 。 ま た 控 
に 遥 犯 する な か れ 。 ア デッラ ー は 悦 犯 者 を 好 
昧 CSh 
アッ ラー が お 前 た ち に 許し を 与え だ る 住い 
も の を 食 せ ょ 。 し て お 前 た ち が 信 ずる 
ナッ ター や 計れ よ 。 


アッ ラー は お 所 だ た ちの 墓 約 に お ける 空しい 
言葉 に 対し て 、( 注 48) お 前 た ち を 答 め ぎる 
間 2 2 それ を 破 


の 15 め 前 た ち が 家 族 を 閥 琶 
の 食物 を 十 人 の 質 者 に 供する か 、 彼 等 に 衣 
服 や 支給 する か 、 或 い は 一 人 の 奴隷 を 解放 
する こと な り 。 きれ ど 、 を その 資力 な き 場 合 
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2 アプ ァ ョ ンタ 5 タ ン ン 


人 
ら 3 (lo2 あ eo os 
eoueeEEI5 


3S3126 先 し の 1 に 3 
@ の ee291 の らい Ce 


の SHI を IE 


OS 多く 3 3 の Aa 
の 2 PUNICVNROE1YGETAIP 


プリ 2 タン クープ 2 ター) レラ 々 


Co ゆめ 5 時 に 90 
oh 呈す 

本 縮 クレ 9 タク ン ン ン ン メタ 
POOIEI で: る 1602 
デ 2 アタ タ ? 1 

⑨ ら 2 ちあ 


本 ああ FTP4RE 
22 ノン 2 Cu 96 83 


2 スッ プッ タク レッ っ ウ ン 2 プ Z ゥ z 
ア PToo ヒル 
る る プリマ 5 っ ヤッ ン < アン の 

MoE5 放 7 いる 5 旧 め の 


この 送 は 特に ナジ ャ シ に も あて は まる と いえ る 。 聖なる 預言 者 の 従兄 で あり アビ シニア の イス ラッ ムッ 教 


お り の 事 で あり 、 


で ある 。 


注 48 


イス ラム の 律 法 に 
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径 は 人 の 
を 和 全く 彼 


ni を ナジ ャ シ に た 読み か けた だ 時 、 
情感 に みち あふ れ だ 声 で 、 そ れこ 


それ 以上 に は 小枝 一 本 分 きえ も 考え ん な か っ だ と 述べ だ の 


反する 回 い は 、 た だ の 無益 な 言葉 に すぎ な い 。 


ニー デ 


計 
に H 


アル ・ マ ーー エダ" 





9 小 。 


92。 


は 、 三 日 間断 食 せよ 。 こ ( は 砂 約 を 破り し と 
き の 購 いな り 。 が 胡 約 を 守れ 。 が か 《 の 如 
く 〈 く アッラー が お 前 た ち に その 神 兆 を 説き 明 


す は 、 む お 前 だ ち に 感謝 の 念 を 抱か し めん が 


た だ ため な り 。 


潜 等 信徒 な ちょ 、 注 賭 志 、 偶 像 、 占 欠 は 
忌 む べき 韻 の 仕業 な り 。 お 前 だ ち 栄 えん 
用 寺 ら こ れ 等 に 近寄る な か れ 。 


悪 訂 の 望み は だ 尊 と 賭 茸 に よっ て ( 注 
49) ぉ 前 だ ちの 間 に 敵 意 と 憎悪 と を 煽り 立 
て 、 ア ッ ラ ー を 忘れ きせ 、 礼 拝 を 捧 る や 旭 


KG PTE PAOMM1 


ン ッ ジン イン ンタ 28 EN 
⑨ い 9 た AI 2 銘 


> る (レッ セー ピタ イン 
MAIDA1F94IIetNK2AULPT 
クン ? 2 2 タプ タグ ッッ 
AN ol そら 8 あこ ウ ア つり まり 
ン タタ 2 る 

⑬ 〇 史 

ルン イア アナ オミ メ ん 2 タン の 

すう US 8 て OTN 2 32 Ax し 8 


ャ me アデ 


9 で 2 2 ン ン で ン レン 〆 す > ノレ の ア 
2 Ye eaU1(3 5 2 し らく りう 





げ る と ころ に D り 。 を それ で も お 前 だ ち 、 こ 9282 アズ ィ - ン 
@656S2 Ch の の 
れ 等 を 断ち 得 ぎ る カ ヵ : ? 
Gr OS 2 ニン jn を 2 ン を 29 プ の 5, クン 1 
93. アッ ラー に 従い 、 使 徒 に 従い 、 前 し て 用 心 obJsa U 記 の い ( 
せよ 。 た だ と い お 打 だ ち が 背 き 示 あみ うと も 、 5 ロン ジウ 
わが 使徒 の 鞭 務 は た だ ピ 明 操 な 神族 を 伝え る @cLi 志 INKY MW 間 
に ある こと を 知れ 。 
ノ 本 s ー デ ゥ アデ 
94. 信じ て 知事 を 行う 者 は 、 神 を 長 れ 、 信 じ て 近 e 
装 し いこ と を 行い 、 を その 上 に も 提 を 思 れ て 2 oy 
3 タタ の タク ォ 
合 心 を 深め 、 ま だ た その 上 に も ぅ 神 を 明 れ て 短 egILe っ 1 IOHICP 
事 を 行う か ぎ 9 ( 注 50) を を の 食す る こ こ こ et っ Me 5 | MIE y R ン る 
つい て 罪 な か る べし 。 デ アッ ラー は 僚 事 を 行 4202boe け 55 し 3 le bo し 2 う 
う 者 を 和 愛 し 給 う 。 6 [| 
注 49 3 
酒 と 賭 に 限定 し て 、 何 故 嫌 忌 で ある の か と いう 理由 を 付記 し て いる 。“ 蔽 意 と 憎しみ 、 そ し て 、 神 を 倒 じ 、 礼 拝 
を 守る 妨げ ” と の 言葉 が 意味 する に 、 2 


に 共 づ いて いる の で ある 。 


注 : 50 
用 に 供する 人 為 作ら れ だ も の は 、 


この 節 か ら は 以下 の 二 つ の 回 交 


だ た この 茹で は 、 精 神 人 発達 の 三 邊 紅 が 設定 され て いる 。 第 


行う 。 第 二 惨 階 で は 、 神 を 
が まる で 自分 産 の 信仰 の 一 部 し な っ て くる 。 
を 日 の ゆあ だり に し て い 


胃 枯 し 信ずる も の の 、 
と し て 】 
る か の 吉 


0 紗 ーー 


2 
一 般 的 に 全て 純粋 で 清 導 で あり 、 
で 純粋 な 食物 は 、 人 の 道徳 的 発 選 に 良い 聞 を 及ぼ し 、 企 縮 て 胡 を 食物 は を の 反対 の 効果 が ある 。 


この の 中 の も の で , 人 人間 の 利益 と な り 利 


900 いる も の は 例外 に すぎ な い 。(2) 清 浄 
を そし て まる 
ー… 段 階 で は 信 省 は 神 を 異人 怖 し 、 信 じ に 、 を し て 可 行 を 


この 段階 で の 信者 の 信 爺 は あま り に も 強い 井 、 半 行 や 行う 事 
第 三 の 把 階 で は 、 信 者 は 神 を 
《、 友 だ る 人 に 佑 を 行う の で ある 。 


胃 怖 し 、 ま る で 実際 に 神 の 次 


| 


ーッ 


補 用 


ーー 


アル ・ マ ー エ ダグ 





95, 


第 十 二 項 
湊 等 信徒 な ちょ 、 ア ッ ラ ー は 誰が 密か に 
アッ ラー を 思 れ 散 う か を 知ら ん が た だめ に 、 
お 前 だ ちの 手 や 槍 に て 捕え ぇ し 獲物 に よっ 
て 、 お 前 た ち を 試す べし し 。 NE5D る れ ば 
何人 に せよ 、 こ の 後 控 に 避 犯 する 者 は 、 厳 
し い 狼 を 受 ( で し 。 


2 7 * る 9 を ST 2 ン ッッ ウズ 
際 ォ ン 950 め る の 
と Pa の 


人 [ 


@⑯⑮eMlO】 


に も PIE アウン 』 ンタ 
の 


アノ で ッ ン や 
い As) (らら と | 9 RI 


いこ 





96. お 巡礼 中 は 獲物 を 殺す な か 』 ウ タク タタ イン と ッ る CS5JlicAi ンク タク 
1 に TRILT 8 を 
れ 。 誰 で あれ 故意 に 獲物 を 殺せ る 者 は 、 そ 4 lg MO 
の 償い と し て 、 お 前 た ちの うち 公正 な る 二 625 じ CO は 5 きい る を 人 と 95 
名 の 者 の 判定 に 基き 、 そ の 殺せ る も の と 等 の 
アバ ww グラ (1 3 ン 人 ウブ レン ン 
し い 価 の 四 足 択 を 宮 工 に 捧げ 物 と し て 届け 。 多 30 仙 6 2 
よ 。 ま だ は 罪滅ぼし と し て 貧者 に 給食 を 施 し クォン タン シュ グン レン ンク 
ま それ に 相当 する 日 数 を 断食 せよ 、 還 OPC 5 JJe ez2E5 DU 
和 れ が * な せる 報い を 味わう た め に 。 アッラー 2 レレ ot KC2 スン し 2 る ネン 
うい の CS ある | 9 (②95 
は 過ぎ た る こと は 赦し 給 う が 、 再 びそ れ を Id 
綿 反 さば 、 そ の 違反 を 紀 す べし 。 ア デッラ ー 和信 02 ン ? ン 
は 僅 大 に し て 、 応 報 の 主 な 5。 

97. 魚 獲 物 を ( 注 52) 食す る こと は 、 お 前 だ た ち 。 々 ?? EE 4 レン te し 1 
や 旅人 の 食料 と し て 許 き れ て いる 。 さ きれ ど と 2 2 つが 
芝 礼 中 の 陸上 の 狩 任 は 桂 ず ぜ ら る 。 ア ッ ラ ー か ee oS2 2 2 2 とう め は sl 
を 異 れ よ 、 い ずれ お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 許 
へ 召し 寄せ られ ん 。 「 の Oo は る 1 2011 仙 3 

98. の 0 は 万 民 の 擁護 と 回 上 の た め に 、 神 YOUIK に 9 4 りく イン ノン 
聖 で 則 し が た い 翠 典 を 作り 、 ま た 神聖 月 と 0 

レ 』 タ レ 
供物 に その 犠牲 に か ける 頸 輸 と を 定め た 届 放 語 30032 0 2 の る 
り 。 こ は お 前 だ た ち に 、 ア ッ ラ ー が 天地 間 の ン 0 の 2 の 了 
ーー 切 の こと を 知り 、 万 に 通 暁 し 給 う こと を 。 QU5g Ri 22 ら 2 
教え ん が た め な り 。 の 。 
(の の W' 衝 の 人 
ラ ーー 呈 i| に 刻 っ い の タン し ルン 衣 ゥ 9 ン ン づつ タ て 

99. アッ は 前 す る に 成 し く て ぉ る 、 ま だ 寛大 て っ ED 513 NO 5325 い let 
慈悲 深 て まし ます こと を 知れ 。 を 10 

⑯⑲ ee 

注 51 狩猟 は 通常 は 、 人 人 が: 人 で ぉ り 、 神 の 戒律 を 破る の を 見 る 者 が 誰 $ い な い 密 林地 帯 で 行わ れる 為 、 こ 


の 征 で は 、 神 へ の 有明 怖 を 示す 為 、 


べ で ら 和 れる 戒律 この 導入 と も な っ て いる 。 


注 52 


その 例 に 似つか わし い 狩 多 に つい て 述べ られ て いる 。 又 この 節 は 、 


ここ で の 和 獲物 は 海 び だけ で な く 川 (JI) の 流れ 、 湖 、 


次 節 て 述 


旭 等 に いる も の を 合 ・ 139 を 参照 の 事 。 


9N 


で 
呈 


100. 


101 . 


102 . 


103. 


104 . 


105. 


注 : 53 
る 預言 者 の 実践 或いは スン ナ 、 
これ ら の イス ラム の 戒 和 偽り の 二 つ の 源 が 、 


+ 
思潮 
Ei 


ピコ 
トト 


『 


使徒 の 務め ゆめ は た だ 神託 を 伝え を る こと に あ 
り 。 アッラー は お 前 た ち が 外 に 表わす も の 
も 、 内 に 隠す も の もぉ る 知り 給 う 。 


云 を 、「 だ た とい 悪 の 多き る が 液 を 党 か そう 
hy 
人 々 よ 、 ア ッ ラ ー に 対し 替り 品 が 務め を 志 
れ ま い ぞ ど 。 さ すれ ば お 前 だ たち 成功 すべ し 。 

和 

洪 等 信徒 な ちょ 、 も し 知ら 6 され な ば 郊 っ 
て 苦悩 する が 如き こと に つい て 誠 ね る な か 
和 れ 。 ( 注 59) る きれ ど ク ルアー ン が 降 き れつ つ 
ある と き 、 そ れ を わ ば 、 を は お 前 だ ち に 
知ら る る で し 。 ア デッラ ー は この 事 を 赦 し 給 
う 。 な ん と な れ ば 、 ア ッ ラ ー は 大 に し て 


我慢 強く まし ます 故に 。 
ぉ 前 た ち 以 前 の 民 も こ の 事 に 関し て 訪 ね 
た りり 。 き されど それ が \ 肉 で 、 役 等 は 不信 心 者 


と な れ り 。( 注 54) 


が の デー は 2 パイ セージ の の 2 めで 
ラ 並 びに ハー ミ な ど を 定め だ る こと な し 。 
され ど 不 信心 者 と る が 、 アッ ラー に つい て 
偽り を 提 造 す 。 彼 等 の 多く は 理解 し 得 な い 
者 ども な り 。 


NNGMU IRO 
並び - 使 徒 の 許 へ 来れ ] と 云う と 、 役 等 
の 「 我 等 は 3 父 宜 が 見 い だ せ る 信仰 で yy 
な り | と 。 な ん だ る こと ぞ 1 彼 等 の 父祖 は 


ーー* 


アル ・ 


者 


og 3 じ 3 


人 92 うら Al 
ED る 貞 


59 5 
| 


つい に ユア 


タタ シン の 2 タン 91 し (22 ン 0 レレ シン ッ タ 
2 AE 4 Me 部 | な AA 


(2 DA25I ろう 和久 2 る vs 22 28 0C 3 タン 
@6 ら うみ 
生き 


の に ン 5 


9520 5 ぢ eo と ク 


2 タフ タン っ の プク ン ン 
9 ASo 15 363 6 に 


て 1? 


@C 2 うこ ん 
60 US 2 の 33 3 
(CA4 る Ko 


の 


9!5 8 
PITPD 


イス ラム の シャ リヤ (戒律 ) の 基礎 は 三 つ か らら 成っ て いる 。 中 クルアーン で 具現 化 き れ た 牙 律 (2) 型 な 


そし て (3) 革 な る 類 言 者 の 本 当 に 言っ た 言葉 の 中 の 命 信 や 教訓 。 
人 人 間 の 全て の 根本 的 問題 を 処理 する が 、 


より さる いな 細部 に 疲 る 開 


題 は 、 神 より 与 た られ た 自分 自身 の 知力 と 能力 の 助け も か り て 上 記 の 三 つ の 輝 導き の 光明 の 中 で 解決 すべ く 、 


本 人 の 自由 意志 に 委ね られ て いる の で ある 。 この 節 で 言及 きれ て いる の は , 


6 な い 。 


注 34 
体 に 訟 いて 換 問 者 自身 の 提 害 ほな る 。 
で 厄介 な 法 的 処置 に 東 績 し て し まう 。 イ スラ エル 人 達 は モー ゼ に 、 
結果 、 不 用 に 枝 茶 末 節 に 茂 し いし て し まい 、 
て し まっ だ (2 


取る に 足ら 四 事 を 必要 も な い の に 根 掘り 葉 掘り 義 い た り 、 
を うす る 吾 は 、 六 人 の 自由 記 志 を 限定 し 、 


・109) 。 


基本 で ある 神 の 十戒 すら も 守 


る さい な 詳細 に 関す る 事 栖 に 他 な 


それ ら に と 不用 な 法 的 出 款 を 求め る の は 、 大 
判断 に 足かせ を は め 、 不 必要 
と る に 足ら 不 必要 な 質問 を し だ 人 為 、 そ の 
: れ な く な り 、 そ れ を 破る 結末 を 招い 


72 


マー エダ " 


空 れれ. 証 


106. 


108. 


注 55 


よい 


- 拒絶 し て も 、 何 ら 我 々 に 
その 教義 に 妥協 写 を て は な ら な い 。 


銘 表 を 持た だ た ず 、 ま だ 正しく 導 か れ ざ り し に 


非 ず や ? 


浴 等 信 舗 た ちょ 、 己 れ 自身 に 注意 せ さ 。 
光 の 徒 は 、 お 前 た ち が 正しく 導 か れ な ば 、 
凍り 
は いずれ 皆 ア ッ ラ ー に 帰着 す 。 そ の 時 アッ 

ラー は 、 セ 前 だ ち に その な せる こと を 稿 げ 
知ら せん 。 

流 等 信徒 な ちよ 、 お 前 た だ ちの 誰か が 申 終 
に 際 し 追 言 状 を 作る と き は 、 ち お 前 た ちの 中 
が か がら 公 正 な る 古 人 人 や 証人 て よ 。 まだ た 旅 
先 で 不幸 に も 死に み ま わ れ た る 場合 は 、 お 
前 た ち 以 外 の 他 の 部 族 か ら 二 名 の 証 入 を 立 
て ょ 。 礼拝 の 後 彼 等 両 名 を 引き 止め 、 証 吾 
する こと を 頼め 。 も し 芝 い あら ば 、 ア ッ ラ ー 
に か け て か 〈《 故 わし め よ 、[ 我 等 は た と い 近 
親 の だ た め な り と も 、 旭 何 な る 価 に て も 証言 
の 5 らら ゅ まだ グッ メタ アビ の 証言 を 砂 般 せ ず 。 
万 一 と の よう な 場合 は 、 我 等 は 罪人 た る べ 
に 

きれ ど 、 二 人 の 託 人 が 偽証 の 罪 を 外せ る 
こと 判明 せる 場合 は 、 先 の 二 人 の 証言 に 反 

対 せ る 者 の 中 か ら 、 地 も 藤内 の 証言 ます る 
に ふる わし い 莉 を 二名 選び 、 之 に 代え よ 。 
( 注 56) 暫し て 後者 の 両 証人 に 、 か 〈《 的 わ 

せしめ よ 、| 我 等 の 証言 は 前 の 二 人 の 証言 
り 確か な る こと を 敬う 。 ま た 救 等 は 如何 な る 
小 正 も な し だ る こと な し 。 これ に = つい て い 
つわり あら ば 、 我 等 は 確 め に 不義 者 な り 」 
Na 


真実 を 他 の 人 々 に 説く 事 だ けが 我々 に 課せ られ た 義務 で ある 。 
6 し なか る 相 ま う と しない 


背 の 努力 に も か か わら ず 、 
宅 は 及ぼ き な い 。 


彼ら が 、 
いか な る 場合 


し 、 我 々 の 最 普 


か ら で あ る 。 


注 56 
彼ら の 立ち 会 
真実 の 証言 を する の に より よい 立場 に ある と いえ る 。 他 の 二 人 人 の 証人 着 は 、 


き て ある 。 


ー196 一 


の CR 


アウ ラ ヤ ー ン と いう 語 は 最初 の 二 人 の 証人 の 事 を 表し 、 こ れ 6 二 人 の 証人 
ょ っ て いる 時 に 人 遺 言 が 作成 きれ 、 財 産 を 相続 人 に 渡し て て れる よう に と 委託 きれ た の で ある か ら 


デル ・ マ ーー エダ 


の タタ ンタ ンプ プン 区 3 


の oo 3 oN 95 6W 
2 る タタ タン ン 1 プン 2 タフ 1 レン 6 る レア 
る と 3 スン KA 2 g 委 6 
RS し 人 ん のり 23515 る 
イン 才 ア ルン 
の OS な 2 


PS の HKICAUCH 
所 す ue 03 c gSl 人 ES る 2 の 


2? 2 ん ヶ ン ン ラタン ラン 1 


ンド デプス ピル ンス ブロ 
6 2f9O) 0 20 し 6 


ッ の タイ アタ 


人 9 信 佑 の AL し 寺 認 
AS 56 99953o53363 
GO や NRIE1 
隔 2H1UE を MAT 仙 あ 
や 2 ンク 
2 の の 


和 WP 


レコ 


NE 
度 ら が 上 共 実 を 
者 

自分 達 目 身 の 魂 を 亡 ぽ し て し まう 事 と な る 


ぉ し 役 ら が 真実 を 受 


は 、 故 入 の 死に 立ち 会 い 、 


故 入 の 相続 人 の 内 か ら 選 ば れる で 


第 .J- 


109. 


110. 


本 1 . 


正 57 
れれ 夫 er WS 本 E 


事実 に 則 し て 証言 きせ る に は 、 か くす る 
RS 
- 別 の 証言 に よっ て 圧 け られ る 怒れ あり 。 
2 を 長 れ 、 了 征 を 傾け よ 。 ア ッ ラ ー は 

不 従順 な 徒 唱 を 導 か ず 
第 二天 
アッ ラー が 使徒 た ち を 召喚 する 日 、 ア ッ 
ラー は 彼 等 に 計 う 、「 お 前 だ ち 如 何 な る 返答 
を 得 だ か ? 」 と 。 使徒 た に もち は 答 えて 、 ( 注 57) 
云わ ん 、「[ 我 等 は 何 $ も わか ら ず 。 忠和 れ て 見 え 
さき ざる も の を 知る 者 は 、 だ た だ 液 独り な り 」 と 。 
アッ クー が か く 〈 く 云わ ん その 日 を 思え を 。「 マ 
リア の 子 イ エス よ 、 液 と 液 の 母 に 垂れ だ る 
わし の 癌 能 を 思い 起 せ 。 わし は 加 寺 に よっ 
て 液 を 強め だ れ ば 、 液 は 揺 を の 中 で も 、 ま 
だ 成人 人 せ し 後 $ 人 々 に 語り た 5 り 。( 注 58) わ 
し は 液 に 、 経典 と 知恵 と 律 法 と 福音 と を 教 
え を: だり り 。 流 は まだ わし の 許し に ょ り て 淫 で 
島 の 末 を 作り 、 に 抽 を 吹き 込 入 む と 、 そ は 
わし の 許し に より て 実 か ける 生き 物 と な れ 
り 。 ま だ 液 は わし の 許し に より て ( 注 59) 
2 死者 を 敵 ら 6 し め ゅ た り 。 
- わ し は 、 液 が 明らか な 神 兆 を 携え て 
1 0 の し 時 、 液 を 殺害 せ 
ん と せ し 役 等 を 抑止 せり 。( 注 60) 彼 等 の 5 
ちの 不信 選者 ども は 云え り 、『 こ は 明らか に 


よう すじ ゆっ 


妖 術 な り 5] 


預言 者 の 舎 え に よる と 、 神 の 質問 の 日 的 


る 事 を 忘 味 し て いる 。 


注 58 


ゆ 5 りか ご の 中 か ら 語 りか ける と は 、 効 児 期 に 、 


の こう いっ た 語り か け は 、 本 人 自身 が 賢明 で 信心 深く て 、 


負う と ころ で ある 。 成人 人 に な っ て か ら 芋 き 言葉 を 語る こと は 、 マ リ 
イエ ス 自 身 も 公 止 な 人 人物 で あっ た 為 、 彼 上 自身 成長 し 、 
葉 を 語 9 か け だ の で ある 。 3 意 46 委 も 参照 の 事 。 


は な い 。 
も 、 母 の 教育 の 結 


注 59 


汗 : 60 


時 で ある 信 直 てく 賢 明 な 計 業 


ら 降 あき れ 助 けら れ た 。 


eS りー 


は 、 役 6 ら か ら 情 報 を ひき 出し た り 、 


4 -42 から も 明快 な よう に 、 役 ら が 信吉 を も だ 史 者 に 対し 証言 を 信 


アル ・ マ ー エ ダ 


PD あび 6 拓 代 3Y33 
5 29」 ノ (3 ア 3 アプ アン ゲッ ン 
IAM2 介 交 6549 POP 1 ) 〇 し JI ダン 


og す 衝 


ント 1 て のり ろ % 
の PP の 


の a グ ラオ プン 5 1 9。 の 
522 の ば 史 抽 0W』 


了 導 1e み 9 3 ル 9535 あう 
3 5 CB Se13 う 6 3 
の 2 O29 ら も 届け 4 

61 く 5 人 ksA 2 8 私 Ar 


いっ し アル ン う 


GS ンチ 63 Coy905 CI の 


32 も ルル うる の 3263 


5 そえ 和 (GAME や 210 
5 タ タッ 


| 


ey シン だ つ 


RE 
る こと で あ 


賢明 で 信心 深い 言葉 を 語る 事 を 間 味 し て いる 。 イ エス 
且つ 、 イ エス を 管 く 信心 厚い 子供 に 育て た 母 に 多大 に 


ア が 信心 深い 婦人 で あっ た 事 を 示す だ け で 
最早 母親 の 直接 の 影響 を 受け な い 成 人 に な っ て 


これ は 、 ユ ダ ヤ 人 達 が イエ ス を 十字 架 の 上 で 殺 そ うと し た 企 て や る す 。 し か し 神 は イエ ス を 十字 寄 か 


Sa 


の 


: 財 = 
時 


第 毛 章 





112、 


113. 
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116. 


その 時 わし は 、 イ エス の 弟子 た ち を 激励 
り 、「 わ し と 使徒 と を 信 ぜ よ 」 と 。 彼 等 は 
云え り 、| 我 等 は 信 ず 。 きれ ば 液 、 我 等 の 帰 
依 せ る こと の 証人 だ れ 」 

その 弟子 た ち が か く 云 える 時 の こと を 思 
ん マリ チア の イー ス は 。 主 は 天 か ら 6 ( 往 
61) 御馳走 を 並べ た 食 点 を ( 注 62) 降 し 賜 
える こと が 可能 な りや ? 1 イエ ス は 答え り 、 
「 お 凍 た ち 信 徒 な ら ば 、 ア ッ ラ ー を 時 れ 敬 
し 人 壮 2 

彼 等 は 云え り 、「 我 等 は その 食卓 に て 食 
い 、 我 等 の 心 を 安 ん じ 、 液 が 我 等 に 語り た 
る こと の 真実 な る を 知り 、 そ の 証人 だ らん 
こと を 願う 」 と 。 


マル アア の チイ エス は 肝 え ゆり 。 [| アッ ラー 
昌 蘇 等 の 主 ま 、 天上 か ら 我 等 に 御馳走 を 
並べ た 食卓 ョ を 降 し 、 我 等 の た め に 、 我 等 の 
最初 の 者 並び に 最後 の 者 の 響 語 た らし め 、 


( 注 63) H つ っ 液 よ り の 神 兆 た らし め よ 。 我 
等 に 食物 を 与え 給え 。 流 こそ は 最上 の 巻い 


主 な お り | 上 。 


アッ ラー は 云え り 、 1 げに わし は それ を お 
前 た ち に 抑 さ ん 。 な れ ぼ ど 、 お 前 だ ちの うち 
何人 に せ ょ 後に な っ て 不信 心 者 と な る 者 あ 
ら ば 、 わ し は を その 者 に 必ず 、 他 の 何人 に も 
加え ざる 過 を ( 注 64) 以 て 、 有 之 を 答 ら し め 


ん 」 と 


アル ・ マ ー エ タダ 

で (2 タフ レタ 5 の 1 る クン レン 5 ニー レンタ ン グゥ ッ ン うう 
と 】 ど 〆 る ス ア 
CTA3ROIOIC こ PS1EUC き 1 
ンタ 2 クイ ラン タン 人 その ンタ ン 
OM461hYHP152TH 


2ー る [ ン ぅ 1! タ 〆 
oo 6 2 | held 6 H 


るる ラン で レン 計 ア 2 ノア ノー イズ ョ ンチ ッ ン 5< 
me か も な 。 上 アン る 2 デ 人 レ 回 
jl と 2 ・ ア ウ Cc 8 MEO 守 | | 時 


る っ 2 う 。 
6Ce2 2 61 26! 


ノ SS の 5 5 も (et ッ > タ うり ンク 


バ . デア 

⑯⑩ び PP 5 
ング タッ ノン ンタ ン タラ 

yk の 2400 32 の le 
255 | 13 じ J5 39103e G 導 2 

@eo59 を の 59 

の タッ ンク s ン と で イン ン ン ノン タプ 9 みき ヶ イン 
0 AS ら 9 22c 7 2u1J6 


ッ 2 ルレ 


PCE2ELI グ 2 


も デア 





泊 : 61 


注 62 


大 か ら の "と いう 言葉 は 、 多 く の 手 間 な て 〈 大 実 に 


イエ ス の 弟子 が 頼ん だ の は 、 一 食 の 糧 で は な 


で あっ Je 


注 63 


する 


0 
人 々 の 時 代 の 及 史 に は 区 英 する も の が な い 税 、 


注 64 


ー つ の 期間 (また は 時 期 ) が 、 


イー ド ( 旋 宴 ) と いう 言葉 が 文字 通り ' ゆ で りく 


mr 導 時 唱 が な 、 ー この 世 の 有 財産 が 、 


ここ て 言及 きれ て いる 還 と は 19 : 91 で 述べ られ て いる 抽 と 全て 同一 の も の を 指す 、 
大 戦 が この 聞 言 の 成就 で あり 西側 諸国 の 国民 に 


所 な の で ある 。 


ー200 一 


永久 的 に の 


る 日 を 表す よう に 、 

約 東 さき れ て いた だ 。 キリ スト 教徒 は 、 
ズ そ れ か ら 後 で は 18 世紀 及び 19 世紀 に 物 
約束 きれ て いた の で ある 。 


よっ て どん な 麗し い 前 が 用 意 き れ て い 


の 意味 や 表し て いる 。 


*、 何 の 和 力 や 購 難 も な ( 得 6 れ る 永久 的 な 生計 の 意味 


キリ スト 救 徒 に は 、 向 栄 是 つ 発情 
コン スタ ンチ ヌス 天帝 の 最初 期 の 時 代 
質 的 繁栄 と 、 政 治 的 権勢 が 、 他 の 


合 ま で の 二 過 の 
る か は 、 神 の みぞ 知る 
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第 十 六 項 
117. アッ ラー が か く 〈 云わ ん 時 を 思え 。「 マ リア る 、、 の スタ ラッ クン レフ > ン ン > 2 イン ョ ュ ン 
いこ at ら 4| 1 Jul 紅 1 
の 子 イ エス よ 、 液 は 人 々 に 、『 我 と 我 が 母 を 人 と 2 の 本 ee 3 
アッ ラー の 外 に 二 柱 の 神 と し て 崇め よ 』 と Ao の 18 の 3 5 ひ eii 


ング ン " 


告げ た る か ? ]( 生 65) 0 は 答 えん 、 | 液 を で の 4 1 了 2 レ 
到 加 者 よ 、 我 何 す れ ぞ 云う べから 6 ぎる こ ほ 5 ちの 39O9Ud あ ag 8g% 


00 ( 注 66) 我 も し それ を 云い た 5 
ば 、 波 は すでに それ を 知る な り 。 液 は 我 


NO 

S 
は 
\ 


っ ンク タプ っ * タイ 2 の タ アン ョ ン ッ プ ノ (の 5 
1 3 AA OGs 425 
5. く 


が 心 に 在 る も の を 知れ ども 、 我 は 次 の 心 に 1 シバ ヤン ン フラン つて 5 イー 3 イッ ャ ルン 
CaseU1 っ Wo に dheu8 8 し 
在 る も の を 知ら ず 。 隠 れ た こと を 知る 者 は 、 りつ クーン 
独り 湊 の みな り 5 
我 と た ュ ミチ に 」ー = る アン タタ プン 2 ラン ン ルン る > タン タッ クタ 
118. ま 、 液 が 我 に 命じ に た る こと の み を 彼 等 G) 305 3TCI も (の | ら 量 
Ace すなわち 、『 我 が 主 に し て 、 お 前 た 5 
んで タ み テ み トッ イッ 今 ンタ クン を を 
ちの 主 な る アッ ラー を 此 迷 せよ 」 と 。( 注 02eecoy6Uue30Ae eS う 


67) 我 生き て 彼 等 の 間 に あ り し と き は 、( 注 内 

ンク フィン 2633 
65) 和 は 役 等 の 証人 な り し が 、 流 が 入 を 全 ぴの と Gi2 タ gk 
し 寄せ だ る 後 は 、( 生 69) 液 こそ が 彼 等 の 息 


注 65 この 節 は 回 な る 力 を マリ ア よ り 帰 する キリ スト 教会 の 原 習 に つい て 述べ て いる 。 マ リア の 助け は 遷 

中 に 祈り 求め られ て お り 、 ロ ー マ 数 会 の 公 教 要 理 中 に も 、 役 女 が 神 の 母 で ある と いう 主張 が 説 か れ て いる 。 数 

会 の 神父 達 は 過去 に 訟 いて 、 彼女 を 革 な る ちる の と みな し 、 や っ と 数 年 前 に 、 教 時 パイ ウス 12 世 が 、 教 会 の 教 装 

中 に 、 マ リア テア の 肉体 的 算 天 を 組み こん だ の で ある 。 これ ら 全 て は 彼女 を 聖なる 地位 へ 押し 上 ば げ る 事 よ な り 、 こ 
こそ 、 新 教徒 大 が 迷信 的 な 聖母 マリ ア 栄 捧 で ちる と 紺 理 す る と ころ な の で ある 。 





注 66 NN の 香 表 現 の その 他 の 解 邊 の 仕 方 は 、' 私 に は 
ふさ わし くい な い 葉 い は 、 私 に は 、 不 可能 で あっ た ' 世 い ee RG する 権利 が な い ' 等 と な る 。 よ っ て 、 こ こ 
で の 「 云 う で か ら ぎ ざる 」 は 、 私 が 言う に ふき わし く な いと い 還 


注 67 イエ ス は 喉 一 の 神 を 礼拝 せよ と 教え た (マタ イ 4 :10、 ル カ 4 : 8)。 


注 68 イエ ス が 生き て いる 間 は 、 彼 は 大 変 注意 深く 《 自分 の 弟子 達 を 見 守り 、 正 し い 道 か ら 外 れ ぬ 様 気 を つけ 
て い だ 。 し か し 彼 は その 死後 、 剤 PIE の GND で に の 
し て し まっ だ 人 為 、 こ の 節 の 指摘 する 様 に 、 イ エス の 死後 、 彼 は 神 と し て 礼 拓 き れる と ころ と な っ て し まっ た 。 
同様 に 、 こ の 節 で イエ ス が 、 自 分 の 後継 者 が 自分 と 自分 の 母親 と を 二 人 の 神 と し て 取り 扱っ て いる 無知 き を 表 
明 し て いる 事実 は 、 彼 が この 所 に は 戻っ て こない 事 を 証明 し て いる 。 何故 な ら 、 も し 彼 が この 世に 復活 し 、 自 
分 の 弟子 達 が 座 敗 し 、 彼 を 神 と し て 崇拝 し て いる 事 を 自分 自身 の 目 で 知っ だ なら 6、 神 の 前 で この よう な こと を 
言う は ず は な い 。 弟子 回 に よる 三位一体 を も し 抗弁 し よう と すれ ば 、 こ の 言葉 は 中 に か っ て し まう 。 故に この 
即 は は っ きり と 、 イ エス が 死に 、 彼 は 復活 し な い 事 を 述べ て いる の で ある 。 更に 、 聖 な る 聞 言 者 の 有名 な 言 に 
ょ れ ば 、 亜 な る 聞 言 者 は ここ で イエ ス の 日 に し た の と 同様 の 言葉 を 復活 の 日 に 口 に し 、 その 時 、 イ エス の 弟子 
の 何人 か が 地獄 へ 導 か れる の を 見 る の で ある 。 こ の 事 は 又 、 イ エス も 聖なる 預言 者 剛 に 死ん で いる と いう 事 
実 を 確認 し て いる の で ある 。 


注 69 3 : 56 を 次 購 の 事 。 
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滑石 ゲル ・ マ ー エ み 
視 者 な 5 こ を 一 切 の 証人 な り (ON の 
119. 液 だ と い 彼 等 を 凍 き ん と も 、 彼 等 は 流 の BHA タッ ュ ン る 4 レー 2 ので ンー う の ク ポン クー 
し も 51! ロ 王 い て 
僕 な れ ば 。 ま た もし 彼 等 を 赦 す な ば 、 そ は 99 の は DUg ee の っ る は 5 の ) 
還 (本 レラ ウ 
偉大 に し て 覧 哲 な る 液 な れ ば こ を と 。 (ACB 61 
120. アッ ラー は 云わ ん 、「 こ は 誠実 な る 人 問 ン ラ - る 3 レブ ッ ン 21 5 ス 人 
の 25Cuo | 
が 、 その 正直 さき 故 に 利益 を 得る 日 な 〉 。 . 條 Cya ペン ee 8 
円 レ tf 

等 に は 河川 流れ る 楽園 あり て 、 を こ に 永久 3 の の 9 入ら っ 1 ウ ァ ン Co 2 の 
に 住ま ん 。 ア ッ ラ ー は 役人 等 に 満足 し 、 役 等 2 っ ウタ ンー ラタン ン レ エ クン イン 
も また アッ ラー に 満悦 し 夫 る 。 こ れこ を 大 。 針 SYAEs 201: 
成功 な り 」 と 。 る 5 e 
の 2 528 

あめ つ ち ラ 

121. 天地 の 主権 と し その 中 に 存する 一 切 の $ ぁ の  , 時 劣 be し うめ り 2 の 2 dL 
は 、 ア ッ ラ ー に ビ 帰 属す 。 ア ッ ラ ー は 万 物 を 958 
支配 し 給 う 。( 注 70) ⑨⑩ プ 5 9" 5 





邊 70 


この 節 は 、 キ リス ト 雪 徒 の 間違い を 効果 的 に 指摘 し て いる 当 剖 に お ける 引 論 を 適切 に 述べ て いる 。 キ 


リス ト 施 徒 の 染 光 は 続か め ず 、 神 は 最終 的 に は 、 神 の 王国 を や より 王国 に ふる わし い 者 達 に 移す と いう 宣言 が な さき 


れれ て いる 。 
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家畜 アル アン アー ム 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね y 人 

1. 慈 躍 了 く 、 恵み 遺 く アッ ラー の 御名 と に お い 〇 ターー テ | の の 0 し 
夫 くら や 2 ノン ラン > 2 2 に イー さき み ョ ュ ン クン 

2. 天地 を 創造 し 、 暗 開 と 光明 を 生み 出せ る eo のり 135 ye AUt 5 ad 
アッ ラー を 讃え 奉る 。 し か る に 不信 心 者 ど . の ダック タグ クン ッ る の を あっ る レー 1 るる 
も は 、 そ の 主 に 対等 する 者 を 設け た り 。 MOAD っ うい 
> 計 か 絡 い 、 レン レン クレ コッ ンタ % ーー ダン イン 。 今 ンタ 

9 人 と そ を は は 土塊 より お 前 だ 0 | CD 央 人 め の AN 計る 2 
か る 後に に 期限 を 定め 結 え と の 外 に 5、 2 2 の あッ 
彼 ( 注 1) の 許 に は 、 = る 期限 ( 注 〇 の ぁ 和 の と し る う su 


2) あ り 。 し か る に お 前 た ち は 、 ま だ 疑う 。 
4. 彼 こ を は 天地 ( 注 3) に お ける 神 、 ア ッ ラ テー ブン 2 は so は 3 
7 彼 は お 前 だ 秘め ご と も 、 顕 すこ 6 
し 地 り 維 う 。 ま た 前 た ちあ 隊 で も の 1 olOKAGVAKYKC2 
知り 給 う 。 
5. 王 の 神 兆 ( 注 4) が 米 る 度 に 、 彼 等 は を れ と 人 計 Ai 有 
ょ り 背 を や そむけ る 。 OO 


部 彼 筐 に 理 が 3 か E > る NH 衝 、2 っ 2 イン ニン ラン ちら タ s プ ] 3 
6 以前 、 役 等 に 長 理 が $ ゃ だら き れ た る 時 、 人 ee うい 232 に 2 呈 ( 全 人 
等 は それ を 拒否 せり 。 き され ど は ほど な く (、 役 - 


慣 が 笑 せる 知ら せ が 彼 等 の 身 に 起 らん 。. (OCT02VF の あじ 5 
り 和 0 幾多 の 世代 を 減 ぼ せ っ の 1 ウン ーー 5Z5a っ ョ ン ン プン 
o 後 等 は 之 を 見 ざる か ? われ ら が 役 等 の パプ ンー AME っ | 


> 。 ラ レラ ノン っ を っ 
nnh ぢ お前 だ ち に sw 人 30 じ AL 


角 り だ た る 如き も の に 非 ず 。( 注 5) わ れ ら は 


注 人 類 の 創造 し を の 死 (大 が 定め だ 期限 ) の 両方 が 、 神 の あわ れ み の 行為 と し て 述べ られ て いる 。 





ら 最初 の 「 期 眼 ]」 は 個人 の 非 命 を 意味 し 、 も 5 一 方 の [期限] は 字 笛 の 生命 を 意味 する 。 


注 3 この 節 は 神 の 人 人 格 が 大 と 地 に 広まっ て いて 〈 事 を 意味 する の で は な い 。 それ は 、 神 の 英知 が 、 宇 宙 全 体 
を 名 合 す る 事 る 意味 する 。 


注 4 神 の 知恵 & 力 の 重要 な 証拠 は 、 神 が 神 の 使い に 明か す 要 詩 と 、 圧 倒 的 に 不利 な 条件 の 中 で の 使 名 達 へ 
け え る 、 支 えと 援助 で ある 。 


これ は 、 提 界 が 衣 退 し て いる 上 言っ て いる の で は な い 。 全体 と し て 見 れ ば 、 発 展 し て いる に 遅い な い 
、 過去 に 文明 の 項 点 に 達し た いく つか の 橋 代 国家 は 芸術 と 科学 の 一 定 の 分 野 に 訟 いて あま り に も 進歩 し て い 


0 





9 才 アル ・ ア ン ア ー ょ 
彼 等 の 上 に 党 を 送り 、 充 分 な る 雨 を 降ら せ の 2 ラー タン レ 2 そ ター ンタ シン プン 
- J じ US 5! 
た り 。 ま た その 足許 に は いく つも の 河川 を 8 うい の 35 うう ぅ り bo> 
ラプ 


きれ ど 彼 等 の 罪 逆 に 、 わ 穫 
- 別 の 世代 を 興し 


流れ し め た だ たり 。 
ら は 彼 等 を 減 ぼ し 、 代 り ! 
0 


C た だ 31 和み YNW6 の HG1 計 2 


ピン 





こ いい ら 回 有 2 24 92 ン 9 。 は 記 の 

8. た と いわ れ ら が 羊 友 紙 の 上 に し た だ めし も ts 9 科 ISC し KGKW 
の を 液 に 降 し 、 彼 等 それ に 自分 の 手 を 触れ 。! ツ の の 
る と も 、( 注 6) 不 信心 者 ども は か 云わ ん 、 〇 ou2 光 3U0C 人 
「 こ は 明らか に 妖術 以外 の 何 も の に も 非 
09 3 地 p 

9 と フェ ンプ ン ン ェ ウ タン ン ンー タッ ン ン 

9. また 彼 等 は 云う 、「 何 故 彼 の 許 へ 天使 ( 注 7 ) GWSCI そ M 衝 PH 
が 派遣 きれ ざる か ?」 と 。 されど も し われ 陸 
ら が 天使 を 降 せ り と すれ ば 、 事 は すでに 決 ③④ の 必 s ダ 5 5225 
定 せ られ 、 彼 等 は 鎖 子 せら れ ざ り し な る べ 
凍 

10. また 、 も し われ ら が 天使 を 使徒 に 任命 し た CC 335 すら 2 と すく 
と し て も 、 わ れ ら 6 は 天使 に 人 間 の 形 を と ら 
し ゅ た れ ば 、 今 彼 等 が 迷う 問題 を 、 そ の 時 0 
も 迷 は し め だ る な り ( 注 8)。 

11. 流 以前 に も 、 実 に 多 《 の 便 徒 た ち が 咽 笑 せ GAJUSKS SB る NT 
られ だ り 。 さ れ ど それ ね 等 咽 笑 者 は 、 そ の 喘 ピッ 59 
笑 せ る も の に 包囲 され た り 。 OO し 4 と 5 

第 二 項 
タン ン ィ テン ング 2 アデ う 

12. 云え 、「 地 上 を 歩き 廻り 、 預 言 者 た ち を 貴 っ SCGMSB2B33) oe 

き 呼 ば わり せる 者 ども の 末路 を 見 よ ]」 と 。 の 
「 ゅ cu 人 
0 : 語 寺 Lc ME - 在 る も の 、 地 に 在 る も の 、 す で の 分 65 1 る (る ッ ン Y 2 

人 6 あら らら 9 は C 

て は 誰 の 所 有 な る か ? 1 と 。 云 え 、 IZ 用 デ 1 1 りら? 
の 所 有 な り 」 と 。 彼 は 慈悲 を 自ら の 務め と の 29 4 の る 人 9 入る 
0 その 分 野 で は 、 あ と に 続く 世代 で 匹 散 する ぉ ぁ の が な か っ だ の で ある 。 例 えば 、 科 学 の 領域 に いて 和弥 
実 を も だ らし だ に も ゃ か か わら ず 、 現 代 は 今 だ に 古代 エジプト 文明 の な し と げた 業 の いて つか を 衣 嘆 の 思い で みみ 

人 て いる 。 

斑 6 彼ら は それ が 傘 界 の も の で な く 、 天 の も の で ある 事 を 確か ゆめ た 。 

注 7 「 天 使 の 公 来 ] は 天 の 滞 の 切迫 し た 接近 を 示す 。 

注 8 この 節 は 、 大 使 が 案内 も する だ め に 米 る べき で あっ た だ と いう 不信 仰 者 の 要求 の 台 か き を きら け だ し て 

し と 。 
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AM アル ・ ア ン ア ー ム 


な す 。 ( 注 9) 彼 は お 前 た ち を 必ず 復活 の 日 ンタ 3 タッ タ イッ タ ン タラ イッ ンー ン テ る ン P 
に 喚 び 集め ん 。 を は 疑惑 の 余地 な し 。 さ れ @ 〇 ye2oe-1b ん と ON 4 
PE PPE 
上 」 
14. お よる 何で あれ 、 夜 の 中 に 住む も の 、 其 の OGKe コ PMS YR 
中 に 住む も の 、 す べ て は アッ ラー の 所 有 な 
り 。 役 は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 2。 
あめ つ ち ぁ レン み ゥ ププ 3 
15. 云え 、「 天 地 の 創始 者 で ある アッ ラー の 外 。 592ouUW Ah の 
に 、 我 誰 を 守護 者 に 求め ん や ? 役 は 一 切 を 。 。 性 ッ 」 
ボ | 2 4 う * js 4 ュ 5 うる 
装い は すれ と 、 自 ら は 状 わ れる を 記せ ず ] oyiol ら 219) 5 255) 2s55 58 
2 は 場 人 才 の 計れ 6 第 ぜ ら れ ン ぅ ン アン フグ ブ 5 ン ュ ン プン ン 
いも 1 とう 
た だ たり 」 と 。 き れ ば 液 、 ア ッ ラ ー に 他 神 を 併 ⑲cA り 9 が CA 
せ 祀 る 者 どぉ の 仲間 と な る な か れれ 。 
16. 志 え 、「 我 も し 主 に 背 か ば 、 我 は 斑 厳 な 日 の QA YS タイ レン う * 
SODc の つう ん る と WE 1 
を の 政 交 を 臣 る 4] と 。( 和 10 2 ldEIO) 5 
17. その 日 懲 視 を 免れ る 者 は 、 神 が まき し く 慈 59852 4 の う ひ SS PF 
悲 を 垂れ た まい し 者 な り 。 を は 胃 ら か な る 時 
成功 な り 。 (の IGPe 1 


デ 


18. 和 h 2 PR グー 一 が くい を 持っ て 六 に 角 れ な ば 、 る 1 4 色 ) 4b18 WMAT 8 
の ー を 措 い て 何人 それ を 取り 除く こ 


P 
し 月 E わ ず ま た も し 壮 連 を 持っ て 液 に 触れ な の 70 人 ン 83 
ば 、 を は その 支配 力 が 万物 に に 及ぶ が 故 な り 。 


19. 彼 は その 僕ら の 上 に まし ま [0 0 を し 3 衝 る の る 
.( 入 11 ) な り Q 彼 は 賢 折 に し に 一 攻 時 の トレ d ト デ * か 
軸 B 距 し 給 2。 


20. 均 を 、「 和 証言 ( 注 12) に な いて 最も 重 要 な こ > ンー クッ ン タク ンー ンス 5 ノッ タ 
' ーー ッ デ いし ah 2 っ 1 
し は 休ん を や ?」 よ 。 云え 、[ ア ッ ラテ ー は 、 63 


注 9 天 と 地 の 全て の も の が アッ ラー の 宰 の 所 有する も の な の て で 、 信仰 に 反する も の で きえ も ぅ 神 の も の で あ 

人 4 
"は 慈悲 深く 、 不 信仰 者 達 が 後悔 し 、 あ われ み を か けら れる よう に 、 彼 ら に 獲 子 を 授け られ る の で ある 。 

注 10 。 この節 は 、 人 間 に 神 に 対し 不 従順 に な ら な いよ う 身 を 守る 事 に つい て 強く 勧 千 し て いる の で あっ て 崇 

な る 預言 者 が 神 に を そ むく (こと が ある と 言っ て いる わけ で は な い 。 

注 11 11240 の 物体 と 魂 は 、 神 と 共存 し 、 徒 っ て 神 に よっ て 創 ら れ だ も の で は な いと 

いう 理論 に 反 駿 する 。 5 し 神 に よっ て 創り だ きれ だ も の で な いな ら ば 、 神 は それ ら を 征服 、 ズ は 支配 する 利 

LPC お RE で の 

注 12 神 は 証 結 を 3 つの 違っ た 方 法 で 有 し て な られ る 。 一 タル アー ン に よる 啓示 、 こ れ が 第 一 の 証言 で ある 。 

第 二 、 第 三 の 証言 は 、 次 に 続く 節 で 述べ られ て いる 。 


os 


ロコ 1 


ーッ 
リラ ァ ュ 本 も 





秋 と お 前 だ ちの 間 の 証 和 な り 。 頁 し て クル タン ・ ぅ 2 タ 9 12 タ ラー ント ング ッ ゥ タン て ム う の 
も 1 * wtt ジ っ て ブッ ン ン 
テー ン が 我 に 啓示 きれ だ る は 、 我 を し て 之 0 つの ラウ bS Ia OL っ 2 う 
アン 


に よっ て 、 お 前 だ ち 並 びに 及ぶ 限り の 人 々 


を 攻め し め ゆん が た め な り 。 何 ん と な 1 お 前 ファ マー レフ 
たち 本 当 に テッ ラー の 外 に 神 あり と 証言 す 30a5240285515 45I YUs み は | 
る か が ?」 と 。 云え 、「 我 は 証言 せ すず 」 と 。 デ ブレ シタ タレ レン の ビレ ュ ン と 
ぇ 、「 彼 は 独 一 な る 神 な り 。 お 前 た ち が 條 ⑤ の の 2 つら (の) 
に 併せ 祀る 他 神 と 、 我 は 関わ りな し 」 ほ 。 
21. われ ら が 経典 を 授け し 人 々 は 、 己 が 息子 を 。 <% し そ 。、 4523 SI 0 の 
の な る や ) 
識 る 如く 役 を 認 む 。 ( 注 13) る れ ど 己 が 魂 を ON 6 AU 
デア 9 ダウ 9 バム マッ タン タク 。 ィング 
NIR ES その 
ー 了 


2 み 。 


23. われ ら が 彼 等 を 背 作 喚 す る 日 、 わ れ ら は 神 1 と CO 詩人 お 29236 25 る 
に 他 神 を 礼 り し (に 問わ ん 、「 お 前 た ち 本 タッ シン ッ ・ ェ し 21 
が 主張 せる 優 神 は 今 何処 に 在り や ? 1 と 。 ⑯ り の と ア 06 

24, その 時 彼 等 は 、 [ 我 等 の 主 ア ッ ラ ー に か け て し 、e< ュー ンス (と ラプ 和 て 2 タタ 2 を る 

HHIEBTDIW ま AG 

確 う 、 我 等 は 偶像 崇 拓 者 に 非 ぎ りき ] と 去 0 っ ゆ ッ 3 
う 以外 、 如何 な る 云い 訳 も な か る べし 。( 注 @⑳CA の 2 ビ 
15) - 

25. 見 よ 、 彼 等 が 如何 に 自分 を 欺く か を 。 ま た 3554 と 5746 前 MG 


26. 彼 等 の 中 に は 、 液 に 耳 傾け る 者 あり 。 


WM クリー つい て 虚偽 を 撮 造 し 、 を の 神 兆 
を 虚 記 しみ なす 者 に も 勝る 不義 者 は 誰か ? 
げに 不義 者 は 栄え ざる で ご し 。( 注 14) 


彼 等 の 押 造 せ する $ の が 彼 等 を 見 捨て た る か 
を 。 
We 


の 1 学 プ (H 


し 


@o2A5I 59 


ン ラタン 2 ン 


(⑫ の 9 8 


タン る っ 2 22 っ 2 


る 仙 KC ン GU | 1 ピ 
CI と 





ど わ 和 れ ら 5 は 彼 等 の 心 を 狂い て 理解 し 符 る 
を 。 ! 3 アノ ー 2 クウ タプ マス 5 ア 
る 少 だ し 、 まだ の 耳 も 弱 と な せり 。 さ る 2 
注 13 預言 者 ( 多 は 、 信 仰 (教義 ) に 関す る 事 は すべ て ) は 最初 は 認め ゆら れ な い 。 彼 は 、 父 親 が 上 息子 を 認め 


る が ご と くく 認め られ る の み で あり 、 


往く の 雄 実 性 E い う ょ より どちら か EE いえ ば 、 可 


を 性 と し て で ある 。 信 抑 は 


いつ も 目 に 見 えな い 所 か らら 始め ら れる で き で ある 。 


注 14 3 つ 目 の 教え は 、 人 人 間 の 道理 に 基づい だ た も の で ある 。 正気 な 人 間 な 6 誰 も が 、 も し 人 人 が 神 に 大 っ て 話 
す ょ 言い な が ら 、 神 に 対し て うそ を つく 様 な 事 あ すれ ば 、 自 分 が 完全 な 失敗 と 破 減 の ぉ と で 人 生 を 終わ る で あ 
ろう 事 を 認め る で あろ う 。-- 方 、 神 の 使い に 反対 する も の は 、 決 し て 息 栄 を 許さ きれ る 事 な く 、 彼 5 の 新しい 信 


人 の 発展 を は ば ん だ 5 阻止 し よう と する 共 力 は 完全 な 失敗 に 終わ る で ある う 。 
この 異教 徒 側 の 否定 は 、 本 当 は 、 自 分 達 の 無力 き の 、 又 神 の 落 悲 へ 祈願 の 形 で も ある 。 


9 告 奄 で あり 、 
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の 


い へ) > 


> に や っ 


9 ご ps3 


こら き に か し 


党 


は 


れ ば 彼 等 た と い 神 兆 を 目の当たり に 見 て 
も 、 そ れ を 信 ぜ ぎる べし 。 彼 等 が 流 の と こ 
ろ へ 来る の は 、 議 論 す る た め な り 。 か か る 
不信 心 者 ども は 云う 、「 こ は 生生 の 物語 に す 
ぎ ず 」 と 。 

彼 等 は 、 他 人 が る 


アル ・ デ ン ア デー ム 
ノン 2 イン ミン 29 2 る | 伴 
を の ちり 称 


eS 28 所 1 あ 


ンタ ッ ン アラ イッ アレン テッ ン デア 2 ラフ ラン タタ ルレ 





の 6 れ を 信ずる こと を 禁じ 、 お の う を と xc の 5 Cc 〇 56 て ら る う 
自ら 55 それ より 遠ざかる 。 彼 等 は 誰 $ 減 ぼ 23 の 
きず 、 だ だ 自ら を 減 ぼ す の み 。 な れ ど それ ⑯ooaS っ oc 
に 気付 か ず 。 

ご うか 
) お 3 た の 前 | に 立 た エ た る タン ン イ [る る ノリ タック 3 を 
28、 液 も し 彼 等 が 業火 の 前 に 立 だ され る 時 を 見 っ 和 0 ずり ez 
る なら 、 彼 等 は 云わ ん 、 「 我 午 を 今 - ー 度 世に 2 ン 
2 ィ (の st 
戻し な ば 、 我 等 は 主 の 神 兆 を 虚偽 と みな き 4 22eb OSS 
ぎる で し 。 交 し て 我 等 は 、 信 人 徒 の 一 人 と な 
らん | と 。 
29、 藻 、 彼 等 が 日 頃 隠せ る も の が 、 つ い に と 彼 等 に 70 ッ タ ン プン コッ 
5 6 3 91 の 
の 前 に 明らか に せら れ だ り 。 だ と い 役 等 を ゆめ いび 2 の 
ーー メド る ) 6 クン る ぅ ?2 久 3 う ダ リン < 
世に 戻 し 2 9 5 、 等 は 必殺 び 人 ⑨999 くる > の りう Ace いり 愉 四 
られ だ る こと を 結 り 返さ ん 。 げ に 彼 等 は 嘘 
5 ' 

30. 役 等 は 云う 、「 在 る も ぁ の は た だ 現世 の み 。 我 Os な し し 還 人 1 MM じ 委 ある 2 
符 徳 る 箸 な し ] と 。 上 

31. 流し 彼 等 が 王 の 御前 に 立た され る 時 を 見 計 ブ [1 K( 半 E は り ッ | し まり の 
る な ら ! 主 は 云わ ん 、「 こ の 二 度 目 の 命 は 、 の USUPIC ウ と うに ば 1C ッ ナル 
真実 に 非 ざ る か ? ] と 。 彼 等 は 云わ ん 、「 舌 GCCPARRIUIY 人間 IE 3 用 衣 
り 、 導 にかけ て 」E。 主 は 云わ ん 、「 し か ら 錠 53 
ば 信仰 を 拒み し 報い た と し て 、 久 を 味わえ ぇ 」 ⑯ り の >? > 
と 。 

第 四 項 _ 
32. アッ ラー と の 対面 を 谷 認 せる 者 ども は 、 確 を 多 2 
・ PR KC0U < 才 
2 その 時 が 突 映 至れ ば 、 彼 上 
等 は 云わ ん 、 痛恨 な る か な 、 こ の 導 を 無視 Va35 CDS5 (っ 全 の る MI る 32【S 
せる こと は 1 と 。 西 し て 彼 等 は 、 そ の 背 > 0 202 
ン て ィ ? WT ン 2 2? ブ ュ タ 
に 重荷 を 背負 うべ し 。( 注 16) げ に 彼 等 の 背 ある NOS 
負う 荷物 は 災い な り 5。 62 ィ 
注 16 。 この節 は 、 彼 ら の 背負 うぅ 重荷 が こと の ほか 重い こと を 意味 し て いる 。 
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第 六 章 デア ルッ アン シン テー ニム 


人 





ee に 送 陣 か 気 遇 5 し に すぎ すず 。 IE の 2 る 9 て レミ 人 オ ー 
義 し い 人 々 に は 、 来 世 の 住居 こそ が 騰 れ る 5 と Lu 5905 JNI 1 


う ン ン ちっ る ノレ デ 
も の な り 。 お 前 た ち ま だ 解ら ぎる か ? 56 の 守 


34. わ 和 らら は 役 等 の 言葉 が 液 を 悲 * し ませ る こ し 07 (2 2 ぅ 2 ノ 2 る 2 タタ グイ タン タン ラン 
っ ぐつ \ と 

を よく 承知 す 。 彼 等 が 嘘つき と 誘 る は 液 に を だ 5 ン の tp 
夫 ず 。 悪 人 ども が 拒否 する は 、 ア ッ ラ ー の  @922 る AmebouMWS2 あ 2 
提 光 を の も の な り 。( 注 17) 

35. 液 ( 注 18) 以前 に も 、 多 く の 使 徒 た な ち が 拒 3 し が 25363 2 クタ ゥ ノマク ッ ョ ンプ し 
否 る され だ り 。 きれ ど 拒 否や 人 迫 寄 に も かかわ PAN 02 全 人 8 
ら ず 、 Me が 至る まで 、 使 徒 た ち 0 際 の BE 
は 軸 え 錠 べ 7 ツ と 人 ( 注 19) の 言 業 は 、 


本 を 委 る こ 作 E わ ず 。 面 し て 過去 oOCI7」 ン た と 7 の に 1 
の 使徒 だ ちの 消 品 は すでに 液 に 伝え られ た 
5 。 

36. も し 彼 等 の 雌 反 が 流 を 悲し まし せる な 6 JGAEESlo6 24662 し し 6315 


ば 、 梁 地 中 に 抜け PP 大 に 様 を か っ タン ェ ン ン M 2 ン う ン 
け て 神 兆 を 彼 等 に も た ら 6 すべ し 、 液 それ が OPC の PIECE 


で き 得 る な ら 。 ッ タ テー る あし 傘 し だ り ぜ ば 、 2 ラジ 前 
彼 等 を 集め て 之 を 導き 給え り 。 さ れ ば 液 、 202 各 介 5 % し 


ぺい 


無銘 組 昧 の 徒 上 な る な か れ 。 て て ッ 
ー editie 9 
よ 上 

き 。 」 和 了 み 喚 び か け に 能 く jp すず 。 の プ Ne て EIDG りつ SS ウ ア ン ノ ゃ ン 0 タラ ーー グラン ScKG 1 * 仙 
能 く 死者 を 難 ら し めん 。 し か る 後に さび 0 
財 4 2 2 て 
dP ー の 許 に 帰ら し め ゅ ら る 。( 注 @ ら の つう で ル る う AU 
20) 信 

注 17 曹 な る 李 言 省 は 、( 心 の ) 優 し き に あふ れ て いた 。 役 は 自分 に 関し て 不信 仰 首 産 が 言っ な 事 に は 必 * を 乱 


る な か っ た 。 彼 は 、 不 信仰 者 達 が 自分 を うそ つき と し て 喜 ゆめ だ た から では な く 、 ア ッ ラ ー の ち ぢ お 滞 げ を 退け る 事 に 
ょ り 、 彼 ら が 自分 自 中 へ の 神 の 慈 半 の 入口 を 閉 ぎ し て し まっ た 事 に 深い 悲し みかみ を お ば えた 。 


斑 18 神 は 、 安 楽 と 慰め の これ ら の 言葉 で も っ て 、 坦 な る 頂 苫 者 に 愛情 や こめ て 話し か ける 。 据 言 省 は 彼 よ 
5 前 の 預言 難 達 $ やはり 拒 絶 る きれ 、 あ ぎ け られ 笑い も の に され た を 事 を 記 ら きれ て いる 。 

注 19 神 の 救 い は 神 の 頂 苫 者 達 の 上 に も だ た だら きれ 、 を その 敵対 する 者 達 ほ 、 災 次 に あう と いう 神 の お き て は 不 
変り めも の で ある 。 


注 20 この 節 は 、2 種類 の 人 問 の 事 を 連 べ て いる 。 それ は 、1 泌 底 は 普 く 、 真実 を 聞く 且 を も ち 、 ち ゅ うち ょ 


な 〈 く 受け入れ る 者 達 、 そ し て (2 死ん で いる よう に みえ る が 、 精 神 的 な 再生 に ふき わし い 者 逢 で あ 5 。 神 は 厨 吸 
に よっ て 役 ら の 再生 を 早め 、 彼 らし は きら に イス ラム 教 に 耳 を 傾け 、 泰 ずる 現 と な る の で ある 。 
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に 
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に し の タク 。 る zu の 1 | か 全て 衝 や 1 の 
38. また 彼 等 は 云う 、「 何 故に 主 より 彼 の 許 に 2 6 845 o2 も 04 しら 99 5 る 
和 放さ れ ざ る が か ? 1 と 。 云 ん え | げに アッ 


ー は 神 光 を 降 す 力 あり 。 さ れ ド 役 等 の 多 28X6 ら 13933431J35 が 5 
(は 、 解ら 3 "る な り 」 


②OyuS 

39. 地上 を 逢う 動物 も 、 双 票 で 飛翔 する 鳥 21 る 
みな お 前 た ちの よう に 集団 を な す 。 1 寺谷 間 め 92 の Jl9 和 ら 2 ピ 3 
は 経典 の 中 で 、 一 つと し て 遺漏 きせ し も の は 人 Sd EPS UCOM の 22 交 
な し 。 さ きれ ば 彼 等 も また 、 い ずれ その 主 の - の 0252 マ 
許 に 召し 寄せ られ ん 。( 注 21) ⑨ の = みつ | 


40、 わ れ ら の 神 光 を 拒否 せる 者 ども は 、 叶 前 の kcuUBNS 22 KOAU 
中 に いる 宜 で あり 、 骨 な り 。 hi 2 の 0 
れ の 欲す る 者 を 迷 ゎ しめ ゅ 、 ま た 欲す る 者 を 。 肌 多 845 導 5 っ 22 Mo 0 5 の 2 


PP ae 


W 


正しい 道 の 上 に 置き 給 う 。 4 
( 〇 ① AS と oe 


41。 な え 、[ 我 に 答え よ 。 も し アッ ラー の 箇 出 が ょ に の 5 
お 前 た ち に 降り か か る と か 、 復 活 の 日 ( 注 ee 0 1 COW 仙 に 
22) が 到来 し た ら 、 も し お 陳 だ ちの 言葉 が 2 を ラタン 。 そ ン シッ タッ ン ノッ ン ン 
まこ と な ら 、 お 前 た ち は アッ ラー 以外 の 者 G! 95 弘和 
を 喚 び て 祈る か ? 


42. 然 ら ず 、 お 前 だ たち は 必ず アッ ラー を 喚 び て 2 し つう タウン (ンタ レン ィ ンク タッ ン タイ で 
祈 ら ん 。 曽 し て アッ ラー も し 欲し な ば 、 お 。 「 94300 ま So sd 
前 た ちの 祈り に 応え て その 人 秋 厄 を 除き 給 う @⑳ ら ざ 5 
が 故に 、 お 前 た ち は ア ッ ラ ー に 併せ 祀 り し 
神々 を 忘れ 寺 ら ん 」 と 。( 注 23) 


注 21 この 節 は 、 昌 や 昆虫 、 例 えば 虹 で きえ も 、 大 気 中 の 変化 か ら 民 が る し 迫っ て いる 所 を 理解 し 、 犬 な ど 
の 動物 は 飼い 主 の 命令 を 理解 す る の に 、 興 か な 不信 仰 寺 達 は 、 災 い の 前 兆 も 上 兄 を え ず 、 整 な る 預言 訓 を 拒絶 する 
事 に より 、 柱 の 反り を 招い て いる 事 に 気付 か な いよ いう 事 を 指摘 し て いる 。 彼 ら は 、 彼ら の 行動 の 全て が 記録 
され 、 そ れ に 対す る 償い を し な けれ ば な ら な いと 千 告 きれ て いる 。 

この 徹 は 、 さ る ら に 2 種類 の 人 間 を 示唆 し て いる よう で ある 。 それ は (1) 野 足 を 好む 者 は 完全 に 世俗 に 心 が 領 け 
られ 、 彼 ら の 人 生 の 全て が 肉体 的 鉄 望 を 満た す 事 に 限ら れ て いる 、(2) 島 を 好む 者 は 、 神 聖 な 感 へ と 高く 多い あ 
が る 一 非常 に 崇高 な 者 傍 は 、 タ ルアー ン (3 立 50 節 ) で は 馬 に だ と えら れ て いる 。 


注 22 アッ サー ア 「 復 活 の 日 ] は 、 イ スラ ム 教 の 決定 的 な 勝利 の 時 、 又 は メッ カ の 陥落 を さす 。 
注 23 [神々 を 忘れ 去ら ん 」 と いう 言葉 は 、 メ ッ カ の 也 落 の 日 に 、 文 字 通 り 恨 行き れ だ た 。 そ の 日 、 メ ッ カ の 


和信 々 は 、 ア プ ・ ス フキ ヤー ン と 彼 の 妻 ヒ ンダ を 始め と し た 他 の 人 々 が 理 な る 預言 者 の 目前 で 、 素 直 に 認め た 様 に 
彼ら の 神々 へ の 信仰 を す て だ 。 つ い に 、 ア ラビ ア か ら 偶 像 崇拝 は 完全 に 消え だ た の で ある 。 
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汗 24 


9 「 お 前 だ ち 我 に 答え 


五 項 
げに われ ら は 流 以 前 の 賠 々 の 民 に 多く の 使 
徒 を 伺 わせ り 。 語 し て 彼 等 を 議 雇 な らし め 
ん が た だめ に 、 わ れ ら は 彼 等 を 気 と 災難 で 
告 し め ゅ だ り 。( 注 24) 
し か る に われ ら の 徐 信 が 降り し と き 、 
彼 等 は 謙虚 に な らき が 7 SC6 
の 心 は 却って 頑 な と な り 、 ui 
8382 PEN の お 
は 。 
か てく て 彼 等 が を の 与え られ だ る 訓 戒 を 忘れ 
まり し 時 、 わ れ ら は 万物 の 門 を 彼 等 に 開き 、 
投 け られ だ る も の に 彼 等 が 狂 加 し て いる 時 
に 、 わ れ ら は 突 希 彼 等 を 朋 い た だり 。 見 ょ 、 
彼 等 の 絶望 に 落ち 入り た る 様 を 。 


半 


か くし て 不義 な す 虹 は 根絶 や し に せら れ だ 
り 。 力 物 の 士 ア ッ ラ ー に 謗 を あれ 。 


EZ の グー 
が お ぢ 前 だ ちの 耳 日 を 稔 い 、 そ の 選 を 封じ な 
ば 、 そ れ を お 前 だ た ち に 返還 し 得る は 、 ア ッ 
ラー に 非 ず し て 加 何 な る 神 ぞ や た 6 

ょ 、 わ れ ら が きま ぎざぎざ まな る 方 法 で 神 兆 を 説 
明 す る こと を 。 さ きれ ど 役 等 は 痛 き 去る 。 
云え 、「 お 前 だ たち 我 に 答え ん えよ 。 も し アッ ラー 
の 懲 六 が お 前 た だ ち に 突然 、 又 は 公然 と 下 ら 
ば 、 不 義 な る 民 以 外 に 、 誰 が 滅 ぼ き れん 
や イプ | ま 。 

わ ゎ れ ら は 朗報 と 警告 の 使者 以外 は 使徒 を 派 
人 造 せ すず 。 きれ ば 、 信じ て 身 を 修 ゆ る 者 に は 、 
怖 れ も な 《 く 、 ま た だ 悲しみ も な か らん 。 


きれ ど わ れ ら の 神 光 を 拒否 する 者 は 、 そ の 
不服 従 故 に 、 身 車 が 下 ら ん 


前 述 の 節 は 、 一 般 に 天 削 を 意味 し て お り 、 
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この 節 で は 、 そ の 多様 な 形式 が 連 べ ら 和 て いる 。 
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55. 


56. 


注 25 


だ で ある こと を 示す 。 


. か くし て われ ら は 、 


TWIN 


雲 え 、「 我 は お 前 た も ち に 向っ て 、 ア ッ ラ ー の 
宝 宝 を 所 有 す と は 云わ ず 。 ま だ 、 我 不可 神 な 
る も の を 知る と も 、 救 は 天使 な り と も 云わ 
ず 。 我 は た だ 我 に 啓示 きれ た る も の に 従う 
の み 」 と 。 甘え 、[ 官 人 と 目 あ き が 同等 な 5 
や ? を それ で も お 前 だ ち ま だ 反省 せ ぎ ざる 
か ? | と 。 

第 導 項 
Sb が PP 
警告 せよ 、 彼 等 に は 主 を 描い て 外 に 、 
な けれ ば 執り 成す も の も な し に 。 Me 
彼 等 も 、 装 し い 人 に な る や も 知れ め 。 


王 の 愛 願 を や 求め て 、 朝 な 夕 な 壮 を 喚 び て 補 
る 者 を 追い 払う な か れ 。 液 は 彼 等 の こと に 
は 全く 貢 任 な し 、 役 等 も まだ 流 の こと に は 
資 任 な し 。 き され ば 液 、 も し 役 等 を 追い 払わ 
ば 、 液 は 不義 者 の 仲間 と な らん 。 


役 等 の 或 る 者 を も っ て 、 
他 を 試み た り 。 そ は 彼 等 あし て 、| アッラー 
が 財 忘 を 垂れ る は 、 我 等 ゆり うち の これ 等 の 
者 な る か ?」 と 云わ し ゆん が だ め な り 。 感 
謝 す る 者 を 最も よく 知る 者 は 、 ア ッ ラ ー に 
非 ぎ る か ? ( 注 25) 

われ ら の 神 兆 を 信ずる 者 が 液 の と ころ へ 来 
な ば 、 云え ん 、「 お 前 た ちの 上 に 平安 あれ 。 お 
捉 だ ちの 主 は 慈悲 を 自ら の 務め と な せり b り 。 
る れ ば お 前 た ちの うち 知ら ず に 罪 を 犯す 者 
は 、 し か も その 後 改 届 し て 行状 を 改め な ば 、 
主 は 寛大 に し て 慈悲 深く て まし ます | と 

か く の 如 く 、 わ れ ら は る まき まな る 神 兆 を 
説き 明 す 。 そ は お 前 た | - 敷 し を 請 い 易く 
まあ だ の 0 のり 。 きだ 罪人 た も の 道 を 明貴 
な らし むる だ め な り 。 


一 般 的 に 、 信 仰 者 の 社会 に 
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注 26 


素 七 項 


テン 「 我 は お 凍 だ ち が ア ッ ラ ー 以 外 に 祈る 


も の を 則 め る こと を 、3 禁 ぜ られ て いる な り 」 
と 。 云 を 、「 我 は お 前 た ちの 堕落 し た 鈴 望 に 
従わ きる で し 。 も し 従わ ば 、 我 は 邪道 に 陥 
り て 、 正 し 〈 導 かれ た だ 者 の 仲間 に な ら ぎ ざる 
で し 」 と 。 


、 云え 、 「 我 は 主 の 明 証 の 上 に 立つ 。 し か る に 


ぉ 本 だ た ち は 、 そ れ を 拒否 す 。 お 前 だ ち が 人 慌 
促す る こと は 、 我 が 権限 の 外 の こと な り 。 
を の 決定 は 唯 だ アッ ラー 次 な り 。 人 彼 は 真 
理 を 説き 給 い 、 最 ぉ 優れ た る 判断 者 な 5] 
a 
云 を ん 、「 お 前 だ たち が 傘 促す る こと が 我 が 堂 中 
に あり と すれ ば 、 事 は 我 と お 前 た ちの 間 で 
決定 せら れん 。 き されど アッ ラー は 最も よく 
不義 者 を 知り 給 う ] と 。 
選 に デ だ テ ー の 許 に は 不可 視 な る も の の 鮮 
2 の アー ケタ ウー の 外 は 何人 も シ を 知ら ず 、 
アデ ッ ラー は 院 上 の も の 、 ま た 海上 の も の 、 
一 切 を 知り 給 う 。 木の葉 一 枚 落 つる と 
も 、 ア ッ ラ ー は 之 を 知り 給 う 。 ま た 地 中 深 
い 暗 導 に 横たわる 一 迷 の 穀物 も $、 青 きも の 、 
村 れ だ る も の 、 一 つと し て 明 操 な 経典 に 記 
載せ られ ざる は な し 。 
夜 お 前 だ ちの 魂 を 召し 寄せ る 者 は 、 ア ッ 
ラー な り 。 彼 は お 前 た ち が 号 肖 行う こと ( 注 
26) を 知り 給 う 。 証 し て 彼 は 、 再 び ぉ 前 た 
ち を 居 の 中 に 日 営め る せ 、 定め の 期間 ( 注 
27) を 條 うき せ 給 う 。 面 し て お 前 た ちの 帰 
(人 o. 二 中 2 は 彼 の 許 な り 。 その 時 彼 は お 前 
だ たち に 、 お 前 た ちの 現世 で の 所 業 を 語り 聞 
の だ ん 。 


神 の み が 、 


る 立場 に ある わけ で ある 。 
ここ で 言わ れ て いる 「 期 間 ] は 、 人 間 が 生ま れ な が ら 6 に し て 敗 呈 きれ て いる 才能 や 力 に よっ て 決定 き 


注 27 


れ て お 5. 


を の 使わ れ 方 が 正しい か 党 か に 従っ て 、 


ここ で は 、 宙 の 水 拉 の 知識 へ の 言及 は な い 。 
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人 人 間 の 夜 の 状態 と 日 中 の 行動 を 知っ て お り 、 
て 、 散 諾 な 者 と 邪悪 な 者 の 本 綿 を 知っ て いる の も 神 の み で あり 5、 
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いつ 何時 で も 神 の 支配 下 に 収め ゆら れる 、 使 っ 
を の 結果 と し て 軍 の み が 前 を 下す こと の で き 
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は 


に 
に 


52. 


63、 


64. 


55、 


6. 


67. 


8. 


69、 


注 28 
従っ て 、 具 理 の 拒 和 す る 莉 達 に 





第 入 項 

アッ ラー は を の 僕ら の 上 に 主 高 に 君 昭 す 。 
死 が お 前 だ ちの うち の 誰か に 訪れ 、 わ れ ら 
の 使者 が その 到 を 手 ぬ ね か りな く 〈 く 迎え 入れ る 
まで 、 ア ッ ラ ー は ぢ お前 た ちの 上 に 監視 者 を 
追わ す 。 

し か る 後に 、 役 等 は 真 の た る アッ ラー の 
許 に 帰ら し しゅ ら 6 る 。 げに 判決 は 彼 の も の な 

り 。 役 は 最も 迅速 な 清算 者 な 5。 


云え 、| 陸 や 海 の ※ 災 難 か ら お 前 だ たち を 救う 者 
は 誰か が ? か か る 時 お 前 だ ち は 、 心 密か に 
議 っ て 、 アッ ラー に 祈っ て 、『 も し 我 等 を 
この 事 よ り 救 わ ば 、 我 等 は 必ず 感謝 する 者 
だ らん | が ど ぁ 云う の で は な いかが か?」| と 。 
云 ん 、「 ア ッ ラ ー は ぉ お 前 た ち を 之 よ り 救 い 、 
ま だ … 切 の 災難 か ら 救 いじ 給 う 。 し か る に お 
前 た ち は 、 ア ッ ラ ー に 他 神 を 併せ 祀る 
人 E を 

均 ん 、| ア ッ ラ ー は お 前 だ ち に 、 頭 上 か ら 6 も 、 
脚下 か ら も 鍛 罰 を 科す 力 あ り 。 ま た だ お 前 た 
ち を 多く (の 派閥 に 分 有 像 混乱 せしめ 、 お 互 に 
禁 虐 を 味 わ せ し め る 力 を 有 す 」 と 。 見 よ 、 
候 等 を 苑 る ん が だ め に 、 わ れ ら は 如何 に き 
ま ざ ま な る 方 法 で 神 兆 を 説き 明か すか を 1 


し か る に 流 の 民 は 、 真 実 な る も の を 合 認 せ 
り 。 云え 、「 我 は お 前 た ちの 守護 者 に 非 ず 」 
と 。 


を そもそも それ ぞ れ の お 告げ に は 、 一 定 の 時 
期 あ り 。 や が て お 前 た ち に も わか る 時 が 来 
よう 。( 注 28) 

液 、 わ れ ら の 神 兆 に つい て 空しく 談 論 す る 
者 を 見 な ば 、 彼 等 が 話題 を 転ずる ま て 彼 等 
か ら 遠 ぎ か れ 。 た と い 悪 魔 が 液 を 忘却 せ し 


ーー の 1 き 一 


る 写 と を と し の 人 の 
ら 9 ラ 

36 の 条 2 完 
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む 
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ある の 記 51Ca5 ラン 2 (CI 人 


9828 る 5 285 の 8) こり Af 
タン ン タン ンタ 5 4 ご 
AO 42 MS もら 83 


ぁ ー デ 

の) ペー 

ン ラタン ン ラン る ウン ン 2 み 

の の うっ 38 He 介 


う 、 ン 2 の ラタン 61 
3 OPRO 


タ 2 ダン し レッ シ タン あう 


312 の とき りら 用 び と 


この 弟 は 、 神 が その 全 床 議 り の な い 知 識 を も っ て 、 全 て の 預言 の 成就 の 時 を 定め た 事 を 意味 し て いる 。 
約束 る れ た だ 両 も 星 が 来 れ ば 実現 する の で ある 。 


70. 


71. 


72. 


0 


74. 


注 29 


KW 5 


びる こと ある と も 、 そ れれ に 穫 付 に だ な ら 、 


不義 な る 徒 中 と 回 系 する な か れ 。 


義 し い 人 々 は 彼 等 ( - 対 し て 如何 な る 責 企 も 
有 せ ず 。 さ きれ ど 彼 等 に 四 告 すべ し 。 き る すれ 
ば 役 等 も 神 を 思 れ 人 芝 う よう に な る や も 知れ 
\J 。 

款 教 を 娯楽 か 気 晴 し と 考え ん 、 こ の 世 の 生 活 
に 其 か れ て いる 者 ども は 、 う ち 捨 て て お け 。 
和信 は 己 が 稼ぎ の だ た め に 地獄 に 送ら れる と い 
うこ と を 、 こ れ に よっ て 信 々 に 形式 せよ 。 
アッ ラー の 外 に は 、 助 ける 者 も 執り 成す 者 
$s な か る べし 。 だ と い 加 何 な る 賭 償 を 以 て 
し て も 、 受 納 せ られ ざる で し 。 役 等 は ロロ れ 
の 行状 の だめ に 、 破 減 へ と 引き 渡る きれ だ る 
者 ども な り 。 役 等 は 信 ぜ ぎる が 故に 、 難 湯 


を 飲ま きる 衝 、 区 膳 な 懲 世 を 受け ん 。 
沈 JL 頂 
雲 え 、「 我 等 は アッ ラー 以外 に 、 毒 に も 薬 に 


も な ら ざ る も の を 析 れ よう か 。 ま だ 、-- だ 
びび アッラー に か れ て お りな が ら 、 亜 府 の 
誘惑 に ま ど わ きれ で て 、 地 上 で 当て ど な く 途 
方 た くれ る 者 の 如く 、 後 で 映 を 返せ よう が か 。 
彼 に は 、『 我 等 の 誕 へ 来れ 人 
いて くれ る 仲間 が い る と い 2 の に 骨 6 

え 、 [アッ ラー の 稔 導 こ そ 真 の 稚 導 な り 
穫 鶴 は 万 物 の 主 に 服従 せよ と 命 や られ た 

。( 注 29) 

また 我 等 は 、 [礼拝 を 遂 守 し 、 主 を 長 れれ 散 ぇ 』 
と る 命ぜ られ だ り 。 耐 し て ぉ 前 た も は 、 必 ず 
主 の 御 許 へ 召し 寄せ られ ん 』】 と 。 


4: せる 莉 は 彼 な り 。 そ を 
、 彼 「 在 れ 」 と 宣 え ば 、 そ は 在 る べし 
0 の の に 


この 節 は 、 偶 像 崇拝 者 の 場合 を 


進む べき 決ま っ た 方 所 の な い 遂 え た る 人 に 
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II の 0 586 人 3 の 55 2 


た と えて いる 。 し か し 衣 の 


信仰 者 は 、 人 生 の 定まっ だ 目的 と 目標 を も っ て いる 。 役 は いつ も 根深い 信念 の も と に 唯一 の 神 に 祈り を 捧げ 、 
偶像 朱 捧 者 の 様 に 取り 乱 し て きま よい 歩く 事 は な い 。 
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75、 


は (ルカ 3 次 3 茹 )、 


れる その 日 、 主 権 は 彼 の 所 有 な り 。 彼 は 見 
人 RS ひと し く 知 り 
給 う 。 彼 は 覧 特に ー 切 を 知 革 し 給 う 。 
( 注 30) 

アブ プラハ ム が 父 ア ー ザ ル ( 注 31) に 「 液 は 
休 像 を や 神 と 見 な すか ? 我 思う に 、 父 上 も を そ 


サラ と な っ て いる 。 タル ムード は 、 


は 、 ク ルアー ン で アプ ブラ ハム の 低 も を アザー ル 名 で 呼ぶ 事 


注 : 32 この 節 は 、 神 が アプ ブラ ハム に 、 
配 へ の 知識 た 洞察 力 を 授け た 事 を 述べ て いる 。 
注 33 。 写 節 か ら 5 79 節 ま で は 、 

醒 。 


し か し これ ら の 朗 か ら 、 


の 


ルカ と ーー 致し て 
に 関し て 尋 議 を 唱え を る 拓 理 は な い は ず で ある 。 


プア ブラ ハム が その 他 像 崇拝 者 達 に 時 示し た 。 彼ら の 太陽 、 月 、 
を の まま 彼ら 6 が 法 翌 す る 神 (の 数 ) で ある (Jew Enc.) と いう 彼ら の 信心 の バカ バカ し きる を 論じ て いる 。 
、 自 号 が 暗中 模索 し 自分 の 神 が 誰 で ある か を 知ら ず 、 そ 


2 ま 5 一 


TNG の か そう 34 
6 を ぁ ぅ ピン ? | 


PIARSJD1 じ りく 1 


M 6 2 る プー グ | 1 の 2 っ さ 
の 御 一 党 も 、 串 ら か に 迷 誤 の 中 に あり 」] と @oudLS 8d2 負 1681 
云え る 時 の こと を 思え 。 
76. を こ で われ ら は 、 ア プラ ハム を 信心 牙 財 な co る と 2 550 る Gt を 
る 者 た らし めん が た め に 、 天 地 の 王国 を 示 レタ 2 
し 】 の 
し だ ひ り 、 (32 の の 5341 22O2 う うら 35 
と ば り 
ミー ミタ イレ = = ティエ ーー 了 。E 0 クノ プン グ スン に アン 
77. 夜 の 帳 ヵ 條 を 概 え る 時 、 彼 は 一 つの 時 を 見 と los OCG15 AE の 
だ り 。 彼 は 云え り 、「 こ は 我 が 王 な 0| と 。 
し か る に 、 星 が 沈む に 臨み 、「 我 は 流す る も OCSSyOG GS 
の を 好ま ず 」 ほ 去り 。 - 
っ 0 イン ブン ル で > " グ の 3 ブテン ウー プン (グイ ッ 
78. 次 いで 彼 は 、 煙 々 と 輝 《 月 の 昇る の を 見 て 、 uslG5GZAsJ6E て 8 レン 
云 を り 、「 こ は 我 が 主 な り 」 き れ ど 月 が 淡 す 1 の の 
々 アヤ クン ぅ 
る や 、 彼 は 云 た り 「 も し 主 が 我 を 導 か ず ば 、 劣 史 1O2C め め 6 G ひ : > が 9 6 
我 は 必ず 迷 ぇ える 者 ども の 人 家 間 と な らん 」] と 。 eo86C 
2 し SM 
ま ば ゆ 
NM NN NR シル を 1 2 ゃ レン 1 半生 7/ 
W 
「 こ は 我 が 下 な り 。 こ は 俺 大 な り 」 と 。 902 INeJS も 5 つも 
れ ど これ また 没 す る に 及び 、 後 は 云え り 、 oo 人 28 IRM 
「 我 が 民 よ 、 我 は お 前 た ち が 神 と 併せ 祀 る 2 
休 像 を 避け る 。 ( 注 33) 
注 30 。 神 の 拓 言 者 は 実際 、 宰 の 記 を 通す 員 入 で あり 、 又 その 音 は 、 神 の 教え の 幅広 い 普 及 と 彼 の 人 々 の 人 生 
の 中 に 役 に よ っ て も だ た らき れる で き 大 いな る 革命 の 介 微 で ある 
この 節 は 、 更 を る 季 計 者 の 数 え が 世 界 に 幅広 (発表 きれ 受け 入れ られ 、 を し て イス ラム 教 肝 利 を 香 、 支 本 
を する 時 、 そ れ か ら 神 の ( 干 ) 国 は この 革 に は っ きり 示 き れる 様 に 槍 立 し 、 を そし て その HH、 偶 像 は 粉々 に 破 載 
きれ る 事 と な る の で ある 。 還 
注 31 則 約 曹 書 に は 、 ア ブラ ハム の 父 の 名 は 、 テ ラ E ヒ し て サ え られ て お り (創世 記 11 章 26 徹 ) 新 術 壁 書 で 


いる 。 従っ て キリ スト 教 の 著述 家達 


天地 万 物 で 働く 自然 の お き て と 、 全 て に ゆき わ だ っ て いる 神 の 力 と 支 


そし て 延 の 数 々 


し て 夜 の 星 、 月 、 


引っ い草 の た 





80. 我 は 天地 を 創造 せる 主 の 方 に 我 が 顔 を 向け 1 0 の 
の りら Gu ( 旧 > 
まる 。 我 は 常に 神 に 本 を 傾け 奉る 。 我 は 多 CE こう 


神 教徒 の 類 い に 非 ず 」 と ee6SoC) p 
81. され と ど 彼 の 民 は 、 彼 に 異 存 を 唱え たり 。 を タン レン ル 250 ン ランス (cz の タッ アンシン 
こ で 役 は 、「 お 前 た ち 、 我 を 正しく 導き た る ee 1 JGA23 2 に っ 
アッ ラー に つい て 、 我 と 議論 する つも 5 JNI っ 5 し SG19 す 3 て yuA2 


が ? 主 が 何事 か を 人 鈴 す に 非 す ば 、 我 は お 前 シシ ン ン 2 5 
た ち が 主 と 神 せ 妨 る も の を 居れ ず 。 主 は を 。 QA NM 二手 aa と ふき う 
の 知識 の 中 に 、 す べ で て を 包含 し 給 う 。 お 前 
だ ち ま だ 悟ら ざる か ? 
0 ゃ ュー た ュ 、 さ . 2 + に も ッ タ ィ ン アズ レン 
82. 我 安 ん ぞ お 前 だ ち が 神 と 併せ 祀る も の を 必 AA 22 3 の 5 1 し さく 
れん や 。 お 前 だ た ち は ア ッ ラ ー よ り 如 和 価 な る タ Z。 っ 。 1 ッ ン * 
クウ せ 1 の イン 人 ッ タ ンク スズ 
権限 も 授け られ ざる に 、 怖 れ 気 も な く 、 ア ッ DAIIRAAIY も の 1 
ズー だ 偶像 を 併せ 祀る 1 半 の る ピン ルン RS 2 フッ プス スタ を 
両者 の どちら 6 が より 安泰 な り 得 べき か 、 お @ の oojo の 6 
前 たち に も わか る 筐 な り 。 


83. 信徒 で あり 、 そ の 信仰 を 不義 と 混同 せ ぎ る 店 14 選 し 3 下 OAI 
Je ば ui 
者 、 彼 等 こそ は 平安 ど あ り 、 正 し 〈 導 か れ なの 記 必 3 


に ] 


と プッ タン 5 る ゅ の ン 2 グ 3 


る 著 な り 。 eid 
中 項 
84. これ が 、 ア プラ ハム に 与え て を の 民 に 抗 せ 。 # タ 2 アロ セル 
1 11 se 生 
し ゅ た る われ ら の 論旨 な り 。 わ れ ら な は 評 す こ て SL Cs 9 


そし て 太陽 を 次 か ら 次 へ と 神 に し て 迎え ん 、 そ し て それ ぞ 和 が 各々 の 見 力 に 可 か っ た 時 、 彼 6 の 神威 へ の 信心 を 
あき ら め 、 天 地 の 創 造 省 で ある 准 一 の 神 に 向き な お っ だ 、 と 推定 する の は 問 違 いで ある 。 

事実 、 こ の - 節 は 、 ア ブラ ハム が こう いう 天体 を 神 と みな し た どこ ろか 、 彼 の 人 々 に 彼 6 の 信心 の 空 し き を 
一 歩 一 歩 証明 し ょ うと 勢 ゆ た こと を 示す た め 、 色 々 な 向 か ら 論じ られ て いる の で ある 。75 一 76 節 は 、 ア プラハ 
RNN 従っ て 、 諸 中 楼 索 し て い だ り 、・- よ つの 神 か ら 又 
違う 神 へ と る ま よ っ た と みな る れる 事 な ど あり 得 な い 。 

の 言葉 は 、 是 を 崇 捧 する 人 に 対す る 反 弓 で ある 。 人 破 は 、 彼 の 人 々 の 星 が 役 ら 5 
の 神 で ある と いう 信仰 やあ ば くだ た め に これ ら の 言 革 を 述べ た の で ある 。 その 上 上 に 彼 は 、 星 が 沈ん で し まう も の 
で ある 事 を も う 知 っ て いた だ た 。 従っ て 彼 の 「 私 は 沈ん で し まわ な いも の が 好き で ある と いう 言葉 に 含ま れ た 議 
諸 は 既に 彼 の 中 に は 存在 し て い だ に ちがい な い 。 RI 彼 は 自分 の 議論 を 最 ぅ 効果 的 な 形 で 使い た か っ た 。 

従っ て 、 彼 は 最初 に 星 が 自 分 の 神 で ある と 仮定 し そし て それ が 消 を だ 時 、「 私 は 沈ん で し まわ な い 物 を 好 
季 。] と 人 急い で 宣言 上 だ 。 

月 と 太陽 の 沈む 事 に 関し て も 同様 で あっ た 。 太 了 喝 の 場合 は 、 彼 は 彼 の 人 々 の 遇 か る を あざ ける だ め に 、「 よ 5) 
停 大 な 」 区 は [最も 僅 大 な 」 と いう 言葉 を 皮肉 に 使っ た 。 こ れ は 、 彼 が と り 入 れ た 議論 の ひと くだ り に よっ て 、 
アブ ラ ハ ム が 徐々 に 神 へ 彼 の 人 々 を 引く つも り で あっ た 事 を 示す 。 

80 一 82 節 に 、 ざ っ と 日 を 通す だ け で 、 ア ブラ ハム が 神 に 断 天 だ た る 信仰 ひみ を 持っ て いた だ け で な く 、 神 の 特 
質 に 関す る 深い 知識 も 持っ て いた 事 は 、 非 常に 明白 で ある 。 


2 


FL 9 まま ャ アー* 
て アル ・ 


る 者 は 誰 で あれ 位階 を 高 む 。 げ に 流 の 主 は の PCI は 作 IN の 
賢 折 に し て 、 す べ て を 知り 給 う 。( 注 34) Co ca 


85. また われ ら は 、 彼 に イサ ク と ヤ ュ ブ を 与え 、 の eo シン 





と れ ぞ れ 正 し く 導 きた り 。 ま だ た これ より 前 CWUIK 
0 導き た り 。 ア ブラ ハム 33905 ee 
の 子孫 で は 、 ダ ビデ 、 MD 92 ヨブ 、 ヨ 多く ヶ > す 9「 . 12 タ ン ンタ 5 チン ンタ ン 。 
セ フ 、 モ ー ゼ 、 ア ロン を 導き た り 。 わ れ ら う の の の うう Co の らい り 
は か て く の 如 く 敬 行 に 励む し 人 々 を 報 溢 す 。( 注 の 

25) ⑳ の みり の 


86. まだ た われ ら は 、 ザ カリ ヤ や 、 ヨ ハネ 、 イ エス 、 っ 3) と) z じ 2 ge うみ の 5005 


並び に イリ アス を 導き だ た り 。 皆 それ ぞ れ 高 


縮 な 者 な りき 。 ay 


87、 ま た われ ら は 、 イ スマ イル 、 エ リヤ 、 ヨ ナ NX レー ニラ タン レン あう タン クン ン 3 
人 \ きゃ \ いっ 1 に じ 
並び に ロト を 性 き 、 そ の 各々 を 世に 秀 で た だ っ 0 IP CT 


者 と な せり 。 の 

8G、 ま 『 わ すし ら は 、 彼 等 の 人 冬 揚 、 子孫 、 兄 第 の ?91 で > グーテ = ノン し 』 イレ デ 
な | 1 >51 2 

中 か ら 、 或 る 者 た ち を 選び て 正しい 道 へ し や 守っ 74222 122 う 


加 


0 。 G⑳^ AA らち ら dU か DEV 
89、 こ は アッ ラー の 汗 導 な り 。 ア ッ ラ ー は 己 が ICP 3 の もの 9 るる 癌 lg 

僕ら の 中 か ら 、 吉 す る 者 を 導き 給 う 。 る れ レッ ン る レ ッ ダ タン イェ クン タン ン レ 

ど 彼 等 も し アッ ラー 以外 の も の を 涯 拝 し な ⑨O 人 お 62) 1 1 5 

ば 、 彼 等 の 所 業 は すべ て 無益 な も の に 帰す 

べし 。 


tz・ー 


に 





注 34 この 節 は 、 ア ブラ ハム が 彼 の 主として 次 か らら 次 へ と 天体 を 選び 、 徐 々 に 神 へ の 信仰 を 持ち 始め た の か 、 
0 こう いっ た 天体 を 神々 と し て 拝 する こと に よっ て 彼 の 人 々 の 誤り を 証 期 し ょ う は 努め る る こと に 用 い 
、7 生 み で 洒 進 的 な 論証 で 、 あ る か の 問題 を 明和 調 に 解決 する 。 
1 前 5 (GE * の 神 へ の 明らか な 、 確 固 と し た 信念 を 、 も っ て いた 志 を 表し 、 そ し て 太 
陽 や 月 等 に 関し て 彼 が 言っ た な 事 は 、 神 が 彼 に 教え た 論証 の 一 部 で あっ た 。 


注 35 アッ ユー ブ も しく は ヨブ は ヨブ グ プ 記 の 王 要 人物 で ある 。 彼 は 聖書 の 中 で ウジ 地 に 住ん を で いる と 述べ られ 
寂 y あ 

専門 : 首 の 中 に は 、 こ れ は イド ゥ ミア 又は アラ ビア 地方 で ある と いう 省 達 が いる 。 又 他 に は 、 メ ソ ポ タ ミ ア 
を 役 の 出生 地 E と し て 定め て いる 者 達 も いる 。 

ウジ は どう や ら ど こ か アラ ビア の 北 に あっ た よう で ある 。 イ スラ エル 人 の エジプト か ら 6 の 脱出 以前 に ヨブ は 
その 地 に 住ん を で いた と 言わ れ て いる 。 
彼 は 、 徒 っ て 、 モ ー ゼ より も 前 に 生ま れ て お り 、 又 一 部 で は モー ゼ よ り 約 20 年 前 に も 問 言 者 と し て の 使命 を 
受け だ 、 モ ー ゼ の 同国 人 で ある と 言わ れ て いる 。 


クイ ーー 


ビジ や 


ユー 
| 





90、 わ れ ら が 経典 と 統治 権 と 預言 の 資格 を 授け 


91。 


9 の 、 


93. 


し 人 々 は 、 こ れれ 等 の 者 な 5 
寺 : 願 に 吾 か ば 、 わ れ ら は 忘 恩 に 非 
る 人 々 に 之 を 委 ぬ べし 。 


1 
ずぶ 、 液 は 彼 等 の 簡 導 に 従え 。 云え ん 、 「 我 は こ 
ef の 
ず 。 こ は た だ だ 全 入 類 へ の 訓 疲 な り 」 と 。 
第 十 一 項 
「 ア ッ ラ ー は 如何 な る 人 間 に も 何一つ 啓示 
せ ず 」( 注 36) と 寺 う 者 ども が いる が 、 彼 等 
は / ツ ター の カカ を 正しく 測 | れる 者 に 非 ず 。 
MJR ー ゼ が 人 々 の 
だ た め に も だ た だら せる 経典 は 、 誰 が 北沢 し た る 
や ゃ ーー お 前 だ ち は そ れ を 紙 に に 等 き 、 その いく 
ら か を 見せ て 、 大 部 分 は 陣 項 する も 、 お 前 
だ た ち も お 前 た ちの hHH 先 も 知ら ざり し こと を 
それ に よっ て 教え られ だ る に 非 ず や ?.」 と 。 
云 ん 、「 ア ッ ラ ー な り 」 と 。 を その 後 は 役 等 を 
放置 し て 、 空 訟 に ふけ 5 し め よ 。( 注 37) 
こ は わ れ ら が 啓示 せる 祝福 せら れ た る 経 
同 届 2 以前 に 降 さ きれ だ る も の を 満た し 、 
また 液 を し て 諸 邑 の 母 並び に . そ の 周囲 の 
人 々 ! - 共 告 せしめ ゆん が た め に 降 き れ た る も 
の な り 。 され ば 来世 を 信ずる 人 々 は 之 を 信 
じ 、 茂 し 礼拝 を 遵守 す 。 


。 され と ど 役 等 が 


ググ の ぽ 


sl2 の の っ の OO 6 
4692 電 tt 的 31 ば 族 16 


\ 
【 
いら 


@⑤ の の 
で タタ 2 レン ン る ンジ タ 
て 088 人 和 03240 Lt 


て ン ぅ プッ 2 2 
(ONI 


う ング ノン デン レン る ク 。 
ci Go33g 2 


タタ ンプ 2 ン 1 
5 JJ 


の 2 の 3 と ゥ の 2 ランプ 


1 アク ン ゥ の ラン 
ロン WO 


ン ラッ タ 5 ダン 


つう 


し 人 ル 2 1 2 


Oo 91623 2 82C00 は 3 
0 HG 111k て tt 
Po 22 あ も ら め ち る の 29 もら 少 多 

@6 久 記 





役 は イス ラ エ ル 人 で は な く 、 


及び PEPnc. of TSlam) 。 


生 36 


この 言葉 は | も し クル デー ン が 神 に よっ て 啓示 きれ だ の で な いな ら ば 、 


MM 非常 に 
り 、 神 に 多様 な 方 法 で 「 た だ ため きれ だ 」。 し か ks 
ぅ 巡 耐 強く し っ か り と し て いた だ 為 、 彼 は 久 面 の 手 本 と し て 、 


に 変化 に 富ん だ 生涯 を 送 


P 間 4 人目 で あ る 事 を 立証 計 非常 な 館 志 に ぢ いい 
今 な な お 人類 の 記憶 に と ど め られ て いる (Jewish Enc. 


一 体 護 が その な か に 、 あ な だ た 


や そし て あな だ の 祖先 の どちら に も 知ら れ て いな いそ の よう な 覧 明 で 広い 教え 一 その 教え を 生ずる 事 は あな た 


の 力 を は る か に 越 を て いる が 一 を 鞭 体 的 に 湊 現 し だ たよ いう の か 。 


で ある 。』 と いう 事 を 意味 し て いる 。 


37 


ユダ ヤ 人 達 は 、 モ ー ゼ の 互 書 の ある 箇所 を 明らか に し 、 聖 な る 預言 者 の 出現 に 関す る 預言 と 
含む 他 の 箇所 を 隠し て ゎぉ 


* い た 紀 を ここ で 電 雑 きれ て いる 。 


ー218 一 


神 め み が そ の 様 な 才 ん や を 下す こと が で きる の 


お な つげ やわ 


旧 


アル ャ * アン アー ム 


演 
kg] 
さ L 
デ 

で 


『 グレ 


94. アッ ラー に つい て 庶 信 を 押 知 し 、 ま た 意 示 963Ku が ho どの 
を 受 1 けず し て | 我 は 啓示 を 受 1 # だ リコ な と アッ 0 ッ ン クン の 2 る 43 アッ タッ ゥ プン レン 
と 公 う 者 、 ま た 「 我 は アッ ラー が 降 せ る 5 US CEoS を の 4 そら の 5 
の と 類似 な も の を 降 し て 見 せん 」 な が と と 去 2 ァ ン な ンタ ン ン ン 
5 者 、 こ れ 以 上 の 性 悪 を 不 装 者 が あろ う 5 の 0 ら ば きら kg 郊 (d iC 
か が か? あの 不義 者 ども が 死 の 苦痛 に も だ ぇ える の ン ン イブ ター ラン の 2 タ 6 229 レ る の と 2 
1 じ っ 1 1? 
最 中 、 天 使 た ち が 手 を さ し 仲 べ て [前 た ププ 1 の ビン 


ちの 魂 を 渡せ 。 ア ッ ラ ー に つい て 庶 偽 を 述 よい (21 の 3 
べた て 、 普 大 に も を の 神 光 か ら 顔 を を むけ 

2 ン : Je る うち 2 タク 1 
だ た る 報い と し て 、 今 お 前 た ち は 屈 辱 的 な 徐 1 0 あな 絢 


軸 に 処せ ら る で ご し | ょ 云う 有 有 様 あ 、 液 が 見 
る を 得 な は 
95. 今 お 前 だ たち は 、 わ れ ら が お 前 た ち に 授け し ング イイ し 衝 イ 0 レン の ルン レジ タタ ーー 2 イイ ン 
5yo 3 ss し 5 (e 0 we と いひ 
ゅ の は すべ て 背後 に 残し 、 最 初 われ ら が 促 2 2 
5 Ai ン ッ ル ゥ リシン ン ン 
れる 世 く 、 一 人 ずつ われ ら の 前 に 来 た る 。 絡 人 ス 20 


われ ら は 、 お 前 だ ち が 押 の 仲間 な と 王 張 クモ イッ タッ ンス ンー 
せる 仲介 者 ども が お 前 だ ちと 一 緒 な る を 兄 る 2 こう 1/ 2 し as 


ず 。 今 お 前 た ちの 聞 の 絆 は 断 た れ 、 お 前 た ぁ 2292 ン タッ シレ クノ ラン ノン ン 5 1 
ち が 主 岩 せ る も の が お 前 たち を 見 捨て た Ox 47632 
り 。 ' 
第 十 一 項 ン レン 2 9 529 ちょ ュ ン > タ b 
96. 殻 粒 や 裏 格 子 の 種 に 華 ば を きせ る 者 は 、 1 っ YEUEYCY4ITCJEY(0TO 
アッ ラー な り 。 役 は 死 よ り 生 を も だ らし 、 レン て 了 タン ラク 
また 生け る も の に 死 を 与え る 者 な り 。 こ れ UI で と とう ンジ AI! 
が アッ ラー な り 。 し か る に お 前 だ たち 、 何 故 る 2 
に 背 き 示 る の か ? ( 注 38) es 


あけ ば の も 人 う 

97. 彼 は 唱 を 出現 きせ 、 休 上 息 の た め に 夜 を 設け 、 3 生 %RIEIG の HONRVS いく 。 の eC2yiG 

 ( 注 39) まだ 時 を 計る だめ に 太 了 喝 と 月 と を 了 e 

設け た り 。 こ は 偉大 に し て 腎 哲 な る 彼 の 処 @。20 MA 区 じ ふ 

赴 な り 。( 注 40) 
注 38 草木 が 非 を 出す 、 も と に な る その 種 に ここ で は 注意 が せ け られ て いる 。 種 体 は 、 ほ ん の と る に 和 中 6 
な いも の で ある の に 、 成 長 し 、 の 202 2 * け られ て いる 
同様 に 、 種 の 様 に 入間 は 、 神 の 啓示 を 受け 入れ る 者 、 そ し て 神 の 大 いな る 特質 を 反映 する も る の と し て 成長 す 
る 事 が 可能 な の で ある 。 
注 39 ちょ うど 、 人 人 が 日 中 働い て 疲れ て 夜 眼 り 元 気 を 回 復 す る の と 同様 に 、 型 な る 預言 者 が その 次 を 現し だ 
人 々 は 、 藤 い 体 点 の 夜 を お くっ て い だ が 、 NRN 人 精神 的 エネ ルギー に 満ち あふ 
れる 所 と な り 、 頂 言 者 の 導き の も と に 精神 的 発展 の 項 二 を 極め て いく (登っ て いく) の に 著しく ふる わし い 状 
態 に な か っ た の で ある 。 
注 40 ちょ うど 自然 下 で 、 時間 の 計測 と 光 の 源 と し て 太陽 と 月 が 欠く こと の で き な い も の で ある 様 に 、 親 神 
の 世界 で は 、 神 の 頂 言 者 は 絶対 必要 な も の で ある 

ー219 一 


# 
紅 
| 
n9 
| 





98. また 彼 は 、 ゎ 前 た ちの た め に 是 辰 を 設け 3) 2 IAS 1 Ni て 
陵 で も 海 で も 吐 間 の 中 を 行く と き の 半 し る 人 


べ と な せり 。 わ れ ら は 思 感 ある 人 々 に 神 兆 プ タ 9 い か aw 330UsAB 


を 詳 述 せ 5。( 注 41) 02 
⑬ ら wk5 
99、 また 役 は 、 一 入 の 人 間 ょ より お 前 だ ち を 作り 5 あゆ ン ノッ 9 イレ ンー ンー 2 人 る っ 近 
くさ く っ りこ っ C2 4 放 eX 
出し 、 住 居 と 人 宿る も と ころ を 与え た り 。 わ れ 時 0 グ ゅ et の 
5 は 理 稼 し 得る 人 々 に 神 光 を 詳 送 せり 。( oO 午 eS の 2 
42) 
100. 雨 を 雲 よ り 降 ら せ る の も また 彼 な り 。 わ CC 4 アレ 江 人 と イス 227 ダ る ンタ ン 
ち ぁ し に 5 8 記 1 
0 寺 を か 攻 92 陸 
せ 、 次 いで その 芽 か ら 青 葉 を 出 き せ 、 市 し 42。 4 っ る 64 EE あら 
て 鈴なり の 殺 粒 を 実ら し む 。 また 失 都 子 の ん 多 の と と 
散 衣 か ら 枝 も た だ わ わ に 房 な す 柳 子 の 実 を 乗 4295 の yes 
らし せ む 。 まだ われ ら は 、 衛 六 園 と と 5 に 、 ク る 3 タン ャ 53 ンタ ン ヶ ゅ ら グ る 。 
入 首 、 欄 な 一 似 た も の も あれ ば 、 似 ざ ee2OG22O め oo2 gs3 


の - 訂 、 ーー 2: カカ) み ア + デス ク ニー デン ノ を 
る も の も あり 、 を 育成 す 。 と の 果物 に 実 が FT PP よい ょ Le 


18 
な り 、 そ 衝 が 刺す る や 見 よ 。 げ に この 中 に HDP クン っ あう 
は 、 信 ずる 人 々 へ の る ま ざ ま な る 神 兆 あ 9。 OGA の る 08 ああ 18 


( 注 43) 
i 1 夜 の 間 の 中 で 旅行 者 を 導く 星 の 様 に 、 神 と 神学 者 六 は 、 精 神 的 な 闘 の 中 を 手探り し な が ら 、 過 ち を お 
か し て いる 人 々 に 導き を 与え る 。 


注 42 この節 は 、 神 が 「1 つの 魂 ] か ら 人 間 を 増やし た 時 に 、 意 図 な し に 行っ た は ず は な い 事 を 示し て いる 。 
神 が 人 類 を 信 り 、 増 や し だ 大 いな る 目的 は 、 神 は 彼ら に この 世 の 住人 よ な る 期間 だ け で な く 、 さ きら に 正しい 人 
は 、 午 対面 で きる 死 の 向こう に ある 永遠 の 命 を 約束 きれ だ 一 そ を それ は 、 神 の 使い の SO と で の みろ 昇 っ 
* け る 、 実 に 高尚 な 日 標 な の で ある 

注 43 啓示 は ここ で は 、 十 水 に た と えら れ て お り 、 こ の 節 は 、 世 示 は 実際 に 天 恵 で ある な ら ば 、 何 故 、 預 言 
者 が 出現 する と 必ず 不 和 や 委 じい が 起こ る の か と いう 緒 問 に 答え て いる 。 ちょ うど 還 降 り の あと に 大 地 の 内 に 隠 
れ て 肛 っ て いる 種 に 応じ て 、 普 きも 悪し き あ ら ゆ る 種類 の 草木 が は える の と 、 同 様 に 、 稀 若者 の 出現 に より 
を れ ま で 提 ぎ さり あっ た 状態 で いた 人 間 は 、 普 と 悪 に 分 けら れる 。「 似 た も の も あれ ば 、 似 ざる も の も あり 」 と い 
う 言 葉 は し か る に 、 似 か よっ て いる 果物 $ ぁ あれ ば 全て 〈 て 異な る 果物 も ある 王 を 意味 し て いる 。 

これ は 、 種 類 を 畑 に し て 、 あ る 点 で は 劉 か よっ て お り 、 又 他 の 点 で は 似 て いな い 果 物 と 、 同 種 の ぁ あの で 、 王 
た る 上 京 で は 人 通 っ て いる が 、 大 し て 重要 で な い 細 部 に お いて は 、 ど ちら か の 方 が 甘み が 強かっ だ り ど ちら か の 
方 が 色 や 大 きき に 多様 性 が あっ たり と いう 風 に 似 て いな いよ いう 米 物 の どちら の 場合 に お いて も 適用 きれ 得 
る 。 頂 言 者 を 受け 入れ 神 の 章 き に 従う よう な 人 々 の 場合 は これ と 同様 で ある 。 し か る に ある 点 で は お 互い に 非 
常に 類似 点 を 持ち 、 又 他 の 点 で は 異な り 、 あ る も の は 他 よ り ち 道徳 的 に 、 か つ 精 神 的 に よ 9 進歩 し て いる 。 双 
同じ 様 に 、 あ る も の は 精神 的 成長 の 1 つの 段階 に な いて より 進歩 し て な おり 、 他 の も の は 達 う 所 で より 進歩 し て 
いる 。 彼ら は 、 寅 神 的 完成 の 遮 っ た 杉 階 に 到達 し 、 を それ ぞ れ の 生ま れ な が ら の 能力 や 性 質 に より 、 異 な っ た 特 
性 を 作り 出す 。「 を それ の 誤 す こと ] と いう 言葉 は 、 果 物 が 成 悪 する こと と の 笑 似 に 当て は まる 。 ちょ うど まだ が 部 
し て いな い 見 本 で 迷 物 の 評価 や する の が 不 公平 で ある の と 同様 に 、 信 仰 首 の 中 に は まだ 精神 的 発達 の 過程 で あ 
る 完成 の 城 に 到達 し て いな いか ら 犬 身 の 結果 の 欠 点 を 捜す の は 不 公 平 で ある 。 
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102 . 


103. 


104. 


注 44 


科 示 を 拒絶 し 自ら の 将 断 と 理 ! 
も 5 の と 考え だ た りす る の は あや まり で ある こと を が ぶし て いる 。 


注 45 


に 、 神 は 全て の 全 造 者 で あり 、 


注 46 
神 は | 


注 47 
注 48 
注 49 


向 限 で は 見 られ な い が 、 


役 等 は 妖 填 を 、 ア ッ ラ ー が 創り た る に も 
か が わら ず 、 ア ッ ラ ター 2 
それ ば か りか が 、 知 識 も な し に 、 実り に 

よみ href あや 
な る か な アッ ラー、 彼 は 彼 等 が 彼 に 在り と 


する も の の 上 に 超 在 す ! ( 注 44) 

PR 旨 十 三 環 

天地 の 創始 者 よ 、 彼 は 一 切 を 創造 し 、 あ 
ら ゆ る こと を 知り 給 い 、 配偶 者 も 持 だ ず し 


隊 安 ん ぞ 子 を 持ち 得 ん や ( 注 45) ? 


それ が お 前 だ ちの モア ッ ラ ー な り 5。 彼 の 
外 に 神 な し 。 万 物 の 創造 者 な り 。 る れ ば 役 
を 凡 捧 せよ 。 彼 は 一 切 を 監視 す 。 


衆目 は 彼 を 見 ず 、 さ され ど 役 は 村 日 を 見 る 。 
邊 は 土 妙 に し て 、 一 切 を 知 李 し 給 う 。( 注 
46) 


げに 証拠 が 、 すでに 主 よ りお 前 た ち に 職 
れ り 。 さ きれ ば 、 眼 を あけ て 見 る 者 は ( 注 47) 
巳 が だ た だ め に 率い し 、 を 閉 す 者 ( 注 48) 
は 己 れ を 損 な う 。 面 し て 我 は お 前 た ちの 監 
視 者 に 非 ず 。( 注 49) 

一 般 の 信達 か ら 隠 れ た 、 
従っ つっ だり 、 


ジン は 、 


人 は 和 妻 を も つこ と に よ 


この 節 は 、 神 の 啓示 の 援助 な く 、 


道理 を やう まく 利用 する 事 。 
真理 に 月 を つむ る た め 据 目 ぅ 同然 で ある 。 


神 の 血 言 攻 の 義務 は 、 神 が 彼 に 明らか に する 事 を 伝達 する 事 に 限ら れ て いる 。 


る 様 強要 する 事 は 邊 の 関与 すべ きこ と で は な い 。 
付随 的 に 、 こ の 節 は イス ラム 敷 は 、 > の 救 え の 問 及 の た め の 「 力 」 の 使用 を 壮 励 又は 映 認 する とい う 問 次 へ 
の 反 双 と た な っ て いる 。 


又は 離れ た まま で いる そ 
ジン と 天使 達 を 神 の 協同 首 と 関連 づけ て 考え だ り 神 が 息子 や 娘 を 


D 康子 を 、 持 つ 事 が で き る 。 神 に は 妻 が いな い の で 、 ゼ すこ 
完全 な 知恵 を 持つ の で 援助 し た り 跡 を 継い どり する だ ため の 虹 子 や 必要 と し な い 。 
人 間 の 思 庶 の み で は 、 神 を 理解 する 事 は で びき ない 事 を 表し て お り 、 
彼 の 考 言 者 達 を 通し て 、 又 は 彼 の 美徳 の 働き や 通し て 、 
ら か に され る 。 神 は きら に 心 の 眠 で 知 葉 する 事 が で きる 。 
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を ん な 存在 で ある 。 この節 は 、 人 間 が 、 


は も て な い 。 さら 


自ら の 湊 を 人 間 の 前 に 明 


人 人 々 に それ を 受け 入 
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106. か く の 如 く 、 わ れ ら が 多く の 神 兆 を きま 

ざま な る 方 法 で 説明 する は 、 役 等 に 「 液 は 
深く 学 さり 」 ほ 云 わし ゆき せ 、 ま た 知識 
る 人 々 に 神 兆 を 明 瞭 な らし ゅ ん が た め な が 


り 。 


107. 主 よ 5 液 ! 
の 外 に 神 な し 。 仙 像 崇拝 者 を 避け よ 

108. 0 條 幸 と て 
アッ ラー に 他 神 を 配 し た り は せ じ 。( 注 50) 
と も あれ 、 わ れ ら は 液 を 役 等 の 監視 者 に 年 
命 せ る に 非 ざ ぎれ ば 、 液 ぅ 役 等 に 対し て 貴 め 
を 負う こと な し 。( 注 51) 

109、 彼 等 が アッ ラー 以外 に 崇 拓 する も の を 委 
る な か 和 れ 。 ( ま 52) 彼 等 は 無知 ゆえ に 、 恨み 
の アッ ラー を 遇 る や 5 知れ ぬ 。 か 〈 の 
如 く し て 、 わ れ ら は どの 民族 に も が 行為 
を 公 目 な も の と 人 思わ し め だ り 。 耐 し て 彼 等 

の 帰 所 は を の 主 の 許 な り 。 その 叶 主 は 、 役 
等 に 向っ て を その な せる こと を 告げ 知ら せ 
ん 。( 注 53) 「 

110 0 
い 、 も し 我 等 に 神 光 が 隆 る な ら 、 を 必ず 
信 ず と 云え り 。 な を 、「 神 兆 は すべ て アッ 
ラー の 掌中 に あり 。 き る れ ど 、 神 光 が 降る と 


注 50 神 は 、 そ の 無限 の 知恵 の 内 に 、 
に だ ら ば 、 
足 を 党 を えら れ な か っ だ の で ある 。 


注 51 
処置 者 と いう 言葉 は 、 


注 52 


注 53 


見 解 で は 良 く 見 え る 様 に だ あと いう よう な 人 同 の 本 奄 ( 


に が る れれ だ る も の に 従え 。 役 


クル アデ アーン の 中 で 昌 な る 換言 者 の 呼び 名 と し て 使わ れ て いる 
彼 が 他 の 人 々 の 行動 に 責任 は 持た な いい 


この 節 で は 、 層 像 貯 拝 者 達 の 感情 で きえ ぇ も ぅ 門 重 する 事 を 説き 聞か せる だ け で な く 、 き ら に 
国 や 社会 の 間 に 親 時 を 作り 出す 事 へ の 希望 も 示さ る れ て いる 。 


これ は 、 あ る 特定 の 動作 を する 0 MR 


ンタ 。 レー プク ン ン クッ タン 2 の クタ 1 ンク 
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Peer 
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の の) Pt 0 
4 の 1PCE2UILC1 朋 は ' 人 の 


人 人 山 を 自由 な 行為 者 上 る れ だ 。 も し 神 が 少 し で も 人 々 を 強 計 し よう と 
彼 は 確か に 真理 に 従う 様 強要 し て いた だ ろう 。 し か し 、 人 問 征 身 の り ため に 


5 神 は 強制 する 事 に 滴 


“守護 者 "“ 番 人 "又は 、“ 佐 々 な 事 岳 の 
う 抽 を 意味 する だ め に 使わ れ て いる 。 
、 現 な っ だ 


を 抱く 様 に な り 5、 そ の 勤 作 は 自分 の 
て 、 こ の 神 の りお き て に 人 間 の 全般 に わ だ る 進歩 の 


秘密 が 婦 る れ て いる ) を 神 が つ くり 出る 人 潮 02 る 。 こ の 一 般 的 な 神 の お なき て に 従っ て 、 偶 


像 崇拝 莉 達 は 目 分 達 に は 良く 、 
ある 。 


価値 の ある も の に 思わ れる 、 


価 像 を 系 拝 する と いう 行為 や を 好む ょ うに な る の で 


イン パー 


導い 計 





まま 、 


1 当時 


113. 





注 54 


| 
ぁ 彼 等 は 之 を 信じ ぎる べ で きこ と を 、 加 何 に 
お 前 だ ち に わか らし め ょ よう ぞ を ?」1 と 。( 注 
54) 


われ ら な は 、 彼 等 が 最初 に 之 を 信 ぜ ざり し 
時 の 如く 、 役 等 の 心 ほ 目 を 混乱 せ し ゅ 、 Bi 
を 犯す まま に し て 迷 誤 の 中 に 彼 等 を きま よさ 
わせ し むせ で し 。( 注 55) 

第 十 四 項 

だ と いわ れ ら が 役 等 に 諸 天 使 を 造 わ し 、 
死者 が 彼 等 に 語り か け 、 ま だ た 万物 を 役 等 の 
面前 に 集 む る と も 、 ア デア ッ ラー が 欲 せ ぎれ ば 、 
彼 等 は 決し て 信 ぜ ざる で し 。 されど 彼 等 の 
多く は 無知 な り 。( 注 56) 「 

eedt を en 者 に も 或 る 敵 を 設け た 

。 す な わ ち 人 間 や 妖 吉 中 の 中 の 邪悪 な る 者 
呈 和 候 圭 は 互 に 燃 き 合う た め に 革 美 
な 談 諭 や 人 わ す 一 も し 主 が 欲し た り せ ば 
役 等 5 それ を せ ざ り し も の を 。 され ば 虚言 
を も て あそぶ ま ま に 、 彼 等 を 捨て 置け ( 注 
57) 


勤 名 で 与え られ て いる 内 容 以 外 に 、 節 の 後半 部 は 、 以 下 の 様 に 表現 する 事 が で き 
は アッ ラー 上 も に ある 、 そ し て きら 5 に 彼ら は 信じ な い だ ろ う が 、 


の も アッ ラー と 共に ある 。 


生 55 


注 56 


が 彼ら の 交 言 者 の 数 を に より 、 


神 が 忘 れず に 心 に 留め て 6 
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ら * ら 2 め 


る 。 それは 、 お つげ 
いつ その お つげ が 米 る か 知ら し め る その も 


る 毅 示 の 不信 仰 者 達 の 行為 は 、 彼ら が 位 像 持 拝 約 な 礼 捧 わ あきらめ な 
い 限 り 、 だ た と え お つげ が あっ て か らら でも 真理 を 受け 入れ る 邪魔 と な る で あろ う の 意 。 


天使 の 役目 の - つ は 、 人 ER 500 時 人 
彼ら は これ ら 半量 通し て 巣 た だ 3 も う 多 ん で 
に 人 人 々 の 有 の 中 に 現われ る 。 死 ん だ 者 が 人 話す に は も う 一 つの 方 法 が ある 。 共 神 f! - 死 ん て し 


呼び が か け 、 その 王 正 の 真理 を 立証 する 事 と な る 


ここ で の 言葉 は 、 地 城 、 疫病 、 角 笠 、 戦 衝 そ し て 他 の 人 災 


日 然 独 の 種々 の 事 岳 の 考証 な の で ある 。 こ の ょ うに 自然 
うけ られ る 。 ま き に を その 帳 然 力 は 彼ら に 対し 反 放 を 散 し て いる の で ある 。 


ER2Y6 


新しい 精神 的 生活 に 促さ る れる と 、 


いる 止 し い 人 人 々 は 、 


彼ら の 精神 的 復活 は 、 


1 る 人 


回 高 わ は 。 不信 仰 央 各 六 1 こ 


い の 形 で 、 聞 言 者 の 真理 に 対す る 証 挽 と し な っ て いる 。 


その も の が 、 不 信仰 者 


「 人 間 や ジン 」 と いう 言葉 は 、 グ クルアーン の 多く の 節 に 登場 する が 、 
だ 種族 で は な く 、 人 人 人間 の 内 の 2 つの 部 類 を 示す : “人 人 間 " は 大 泰 又は -- 般 の 人 々 わ を 示し "ジン" 
了 OOOO 
を 表わす 。 


ー ク 23 


に 対し 怒り を もっ て 


これ は 神 の 創造 4 


いる 様 に 見 


は 、 し ば し ば 


As っ の ミ 
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注 59 


ex 


見解 と 信仰 に 
計 な 心 を も つ 人 人 々 は 、 


を は 来世 を 信 ぜ ぎる 者 の 心 を それ に 傾 か 
し め 、 そ れ で 喜 ば し め 、 今 棚 に で いる も の 
を いつ まで も 稼が せる だ た だめ な り 。( 注 58) 


我 滞 ア ッ ラー 以外 に 普 刊 を 求む べ け ん 
や 。 明 白 ! - 説 か われ た る 経典 を お 前 た ち に 降 
し だ た る は アッ ラー な り 。 われ ら が 経典 を 全 
え ぇ だ る 者 は 、 そ れ が 真 理 を 以 て 主 より 降 き 
れ た る こと を 知る 。 きれ ば 液 、 疑 う 徒 問 の 

伸 間 と な る な か れ 。( 注 59) 


の 件 言葉 は 、 真 実 と 2 公 政 と に お いて 衣 
た oo の な も し 。 ( 注 60) 何 人 も その 御 言 業 を 
変え る を 得 ず 。 彼 は すべ て を 聴き 、 す べべ て 
を 到 | り 給 う 。( 注 61) 

流 も し 地上 の 多数 の 者 に 従わ ば 、 彼 等 は 
流 を アッ ラー の 道 か ら 迷 わし めん 。 役 等 は 
だ だ 憶測 に まかせ て 、 庶 言 あ や こと と する に 
すぎ す 。 


げに 液 の 主 は 、 彼 の 道 か ら 迷 い 頑 る 者 を 
一 番 よ 〈 く 知り 、 ま た だ 正しく 〈 導 か れ て いる 者 
を 一 番 よ (知り 給 う 。(《( 注 62) 


役 ら は 分 達 の 邪悪 な : 
結果 を 経験 する 事 ぅ 意味 する 。 


クル アー ン そ の も の も 


反する に も か か わら ず 、 グ クル アーン 


道 を 持続 する と いう 串 で ある 。 こ の 言葉 は きら ! 


[経典 | と は 、 ク ルアー ン の 事 を も 位 味 し て いる 。 
弄 な る 預言 者 の 真理 に 対す る 証明 と な っ て いる か ら で あ る 。 グル アー ン は 、 近 来 の 
に こう いう 教え が 詳細 に 物語 られ 、 
その 教え の 正当 性 を 認め ぎる を 得 な いよ うな 内 容 を 包括 し て いる の で ある 。 


Tj9 2 の ブッ ンプ 


1 る し 1y31 い ( 生 | 
只 2 2 ん Ad の 5 る スタ < 
90 ン 5 あし 282 新 


メラ ン ン ン 


ンク ョ ンス ン こう る 


りみ * PO 人 CA 
2 4 


と しほ の あら 


BI に 4P イ EPR 


(の ゅ og 9) 
人 と 94 還 る ュ ン タイ ラン レタ ンス 
0 が の ATCT) 


@ou39L 2 


に 、 彼 ら が 自分 療 が 、 符 だ も の 


な ぜ な ら 6 ば 、 前 の 神 の 麗 典 ( 帯 得 な ど ) の み で な 


説明 きれ る 対象 と な る 公 


注 60 メッ カ が 陥落 し た 時 、 聖 な る 預言 省 が 、 そ の 頃 偶 像 で あふ れ て いた カー バ に 入り 、 偶 像 を あと か ら あ 
と か ら 杖 で な で り 、 ま る し く こ の 人 頂 言 の 「 王 の 御 言葉 と 黄 実 と 公 甘 ほ と に お いて 鉄 く と ころ な し 」] と いう 言葉 を 
唱え を だ 。 こ の よう に 、 メ ッ カ の 陥 閉 に よっ て 神 の 言葉 は 実際 に 満た され だ た と いう 事実 が ここ で は 中 に 菅 味 き れ 
自 貞 うる 

征 61 神 の 尊 告 、 メ は 神 の 律 法 が 神 の 項 言 者 達 の 利益 の 為 に 基 く 方 法 或いは 手 返 。 

注 62 信男 に 関し て は 、 何 が 正しい か 張っ て いる か の 審判 と し て 受け 入れ られ る の は 、 多 数 派 と 、 少 数 派 の 
どちら 6 で も な い 。 神 の み が 「 絶 対 的 に 確実 な 審判 ] で ある 。 神 は 天 の お つげ ば を 見 せ 、 其 理 の 道 を 追い 求め る 集 
団 を 助け る こと に よっ て ロロ れ の 審判 を 下す 。 


ー224 一 


ゃ 


ト 
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1 上 


120 . 


121 . 


122 . 


人 9 


な 前 だ ち ア ッ ラ ー の 神 兆 を 信じ な ば 、 
が 7 ー の 御名 が その 上 に 唱え られ だ た る も 
の を 食 せ よ 。 ( 注 53) 


ぉ 前 た ち 何 故に アッ ラー の 御名 が その 上 
に 唱え を られ だ る も の を 食わ ざる か 一 強い ら 
れ た る 場合 を 除い て 、 ア ッ ラ ー は お前 たち 
に 食う で か ら ざ る ぉ の を すでに 明示 せる に 
上 非 ず や ? げに 多く の 人 々 が 知識 の 不足 に 因 
する 邪 欲 か ら 他 人 を 誤り 導く 。 確 か に 、 液 
の 主 は 、 違 犯 者 を 一 番 よ く 知 り 給 う 。 


公然 の 罪 も 、 内 密 の 罪 $ 芝 を 避け よ 。 げ 
に 罪 を 積む 者 は 、 必ず その 犯 せ る 行為 に 
6 受け ん 。 


か か 
を 食う な か れ 。 そ は 膝 然 た る 培 犯 な り 。 
me は 仲間 を そそ の か し て 、 和 

論争 せしめ ん と す 。 お 前 だ ちち も し 役 等 
Me 前 だ ち は 多 神 教徒 上 し な る べし 
( 注 6。 
第 十 五 項 

死 せ る 者 に われ 6 生 を 与え 、 面 し て 光 功 
を 与え て 人 々 の 間 を 歩か し め た る 者 と 、 吐 
導 の 中 に 在り て を そこ より 抽 で 得 ぎる 者 と 、 
同じ な りや ? か く の 如 く 不 信心 者 ども は 、 
己 が 行為 を 正しい も の と 思わ し め ら れ だ 
り 。( 注 65) 


Ab AGLA と 絡 し 33。 585 


ap 


テ 
2 。 そう 


⑲⑨ い ひら み タ 9 
2 と AG 巡 じ 2 
有 1235 3 
クレ ある る 035 名 3 


MX CA 3 あう 
2 8 本 か) We 


Gx RE 


53 人 を 239 


S」 レ ン 人 う ルル の 人 
1! 者 9 GbMG タ 3 
っ 1 2 ア ノリ の グリ ャ アッ ge 12 ょ の 。. ン 
2 の 032 うー 


の て SS 64ft2YO が と | 
PUHURWIC0% 人 0GIRE 計 いく 
の 6 (4 お = 

@ の デー パン ッ ン 


63 章 173 節 と 23 章 52 人 節 に お 、 よ い 純 粋 な 食物 を 食す こと は 、 人 間 の 動作 と 直接 に 関係 を 持つ こ 
と 3 従っ て 信 宛 者 上 療 は 、 こ こ 和泊 が 自分 達 の 不純 な 心 を 洗い 清め ゆる だ め 、 純 粋 で 杭 に 


よい 食べ 物 を 食べ る よう に と 、 


注 64 


この 節 ! 


だ 中 も くけ らい る 。 


ょ 、 何故 自然 に 区 ん だ 動物 や 神 の 名 に お いて の 祈り を も も っ て 正当 に 殺 る れ た 動物 で な い ぉ の を 


食す る 事 が 袋 止 きれ て いる か を 説 明 し て いる 。 神 の 名 を 唱え る の は 、 動 物 の 殺 害 に よっ て うみ だ きれ が ちな 無 
北 悲 の 影響 を 取り 消し 、 人 間 の 心 に 神 惑 化 さ れる 効果 を うみ だ す 為 て ある 。 


注 55 


前 述 の 節 で は 、 人 人 間 の 手 に よっ て 作ら れ だ お き て は 、 


いつ ち ぅ 欠陥 が ある 事 が 指摘 きれ て いた 。 今 、 こ 


の 節 で は 、 人 問 の 手 で 作ら れ た 教え は 、 神 の 教え に 対抗 で き な い 事 が 述べ られ て いる 。 人 人 間 の 思考 力 の み を 助 
け と し て 法 を 考案 する 者 と は 、 決 し て 出 て こら れ な い 暗 闇 の 中 で 手探り で 何 か を 提 し 求め て いる 者 の よう て あ 


る 。 


= ドク の の 


デル レビュ 


124. また われ ら は 、 そ れ ぞ れ の 双 の 有力 者 だ 了 AA SCz eu の 


ち を 罪人 と な し 、 喧 間 の よう な 中 で せな し 
(策謀 せ し む 。 さ きれ と 彼 等 は 自ら 識 ら 6 ず し 667232 oyAS2AS3 
て 、 だ た だ 品 れ に 対し て 策謀 する の み 、。 2 
125. 奇跡 が 起 る と 、 役 等 は 云う 、[ ア ッ ラ ー の 。 ! 8 イン クレ 1 っ 23 ピン 
使 値 たち に 賜わり た る も の と 同じ も の を 我 0 おま とら 1 3 の 
等 に 賜 わ る まで は 、 我 等 は 信ずる 気持 な し 」 は らら っ LT 人 0 の IVE 
ほし 。 ブ ッ ラー ば は 誰が を の 使徒 た ち に ふき わし レレ レニ レレ < 。。 アン ン 
し いか を 一 番 よ く 知り 給 う 。 罪 を 犯 せ し 者 go CALCAa の に) 


と も は 、 そ の 柄 謀 せる こと の だ ため に 、 い ず タン . 006itk クン 
れ ア ッ ラ ー の 御前 で 屈辱 と 厳し い 息 割 を 受 の 3 5 し Oo つら gz 5 ab 
くべ し 。( 注 66) 
126. アッ ラー も し 人 を 必 か ん と すれ ば 、 彼 は 1 アン 
Ll5Ao の 4 oo 5 っ はら 3 
イス ラー ム の だ め に 、 そ の 人 の 胸 を 抜 げ 給 に 


クノ プッ ター タ 


「 ン ラン ッ 2 ン ( る で る 
う 。 されど 人 迷わ し めん と すれ ば 、 愉 も 天 に し っ GS ら め KS 1 つつ 1 の 2 う 
ガキ らん と する 者 の 如く 、 そ の 胸 を 締め せ ば 


0 ノッ ン レン 1 ン ン ン る イ 
ゅ 給 う 。 か (の 如く 、 ア ッ ラ ー は 信 ぜ ぎる ん を (NO CS S&S 56 


莉 ど も の 上 に 名 を 課 し 給 う 。( 注 67) ン ぅ アッ タン 2 ン ン 
⑳Oye ち が JJI 


127. これ を ぞ 液 の 主 の 首 御 許 に 真直 に 導く 道 eiN ICU KAEM4C 2 の 当 の 2 
な り 。 わ れ ら は こう し て 、 反 省 する 人 々 の  “ 


* ンダ アー ば 、 





ES まな の 0 人 和 は 66 
I 
26 1 スン スン * ョ デン ぅ クレ プア タグ アア 
128. 主 の 御 許 に 、 役 等 の た の 平安 な 住居 あ UM うっ あう かのう 70 2 うい 2 
の 面 し て 王 1 は 役人 等 の 愛護 者 な り 、 彼 等 の レッ ンク タレ 
な せる 報い 故に 。 ⑨oXss ly 
1 る アデ チイ と 
129. 彼 等 を 皆 一 斉 に 招集 する 日 、 主 は 云わ ん 、 2 2 う 


「 妖 起 の 徒 華 よ 、 お 前 た ち は 多 く の 人 間 を 5 っ ラシン 。 
食い も の に せり 」 と 。( 注 68) 人 間 の 中 の PP 


注 66 アッ ラー の 神 は 、 彼 の 使い と し て 誰が ふき わし く 、 駐 誰が ふき わし く な いか 番 よ く 知 っ て ちな られ る 。 


注 67 神 が 迷 わ そ うと 欲し た 者 は 神 の お き て を 重荷 上 みな し 、 そ れ を 実行 する の に 肉体 的 な 困 難 と 精神 的 な 
苦悩 を 感じ る 。 彼 の 胸中 は 、 い わ ば 急 勾 配 の 丘 を 登っ て いる 人 の よう に 切迫 し て いく の で ある 。 


注 68 を その デラ ビア 語 の 言葉 の ふつ 可能 性 は 以下 の 様 で ある 。(1) 液 は 一 般 の 大 徐 の 中 か ら 多 く の 者 達 を 味方 
に 引き 入れ 、 そ ば に 呼び 、 液 に 従わ せる よう に し た 。(2) 液 は 彼ら を 食い 物 に し た 。(3) 流 は 大 容 に 大 いな る 重要 性 
が ある と みな し た 、 す な わ ち 、 大 衆 が 液 に 従わ な く な る の で は と いう 迄 れ か ら 真 理 を 受け 入れ な か っ た だ 。 

ちょ うと 圭 省 が 、 大 いな る 者 へ の 計れ か ら 6 真理 を 受け 入れ な い ょ うに 、 同 様 に 、 大 いな る 者 も 時 に は その 信 
突 者 達 を 麗 れ 、 彼 ら が 披 を 置き 去り に する の で は 、 と いう 迄 れ の た め に 真理 を 受 : け 入れ な か っ だ りす る の で あ 
る 。 


ーー ク 225 一 


絹 導 草 


130. 


131 . 


妖 霊 の 友 は 云わ ん 、「 主 よ 、 我 等 は 相互 に 利 
用 合え? され ど 今 、 信 が 栽 涯 の た なめ に 
和 定め だ る 期限 が 到来 せ 9」 と 。 主 は 云わ ん 、 
[業火 が な 前 た ちの 永 勃 の 住居 な り 。 但 し 、 
アッ ラー が 欲す れ ば 、 を その 限り に 非 ず 」 と 。 
げに 液 の 主 は 賢 折 に し て 、 す べ て を 知り 給 
ジュ 

か くく の 如 〈 く 、 我 等 は 不義 者 ども を 互 に 親 
し くせ し む 、 そ の な せる 悪事 の だめ に 。( 注 
69) 

第 十 六 項 

「 妖 器 と 人 間 の 徒 半 E よ 、 お 前 た ちの と こ 
も LA 
が 来 て 、 わ れ ら の 神 兆 を お 前 た ち に 物語 
Pia 
する と 、 彼 等 は 去 わ ん 、「 我 等 は 自ら に 逆 っ 
て 証言 す ] と 。 要 する に 現世 の 生活 が 彼 等 
を 歌 け り 。 彼 等 は 己 れ に 背 い て 、 不 信心 者 


な り し こと を 白 ら 正 証 す 。 


由 の 2 
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134. 


族 使徒 が 造 わ きれ る の は 、 主 が 警告 も な 
し に 亡 り に 諸 市 府 を 滅ぼす こと な き が た め 
な り 。( 注 70) 


人 は すべ て 、 その 行為 に 応じ て 授 階 あり 。 
下 は 彼 等 の な せる こと を 等 困 に せ ず 。 


主 は 月 立 晶 足し 、 悲 に 満ち あふ 妨 給 う 。 
彼 も し 欲し な ば 、 ぢ お 前 だ ち を 追い 払い 、 鈴 
する も の を お 前 だ ちの 漁 承 者 だ たら しむ 、 倫 


ーー テ 


oe アン アデ アーム 


人 <* 2 イッ アン oeto Ca でろ 3 ン ノン ウン 2 SA) | 
の 5dK Mc る 6 


5 る の 委 介 しり GS 

⑬2ce 
タレ テラ ラン ン 2 り 了 ラン フタ ンー ュ ン の 
CS COMO8S の ゅ 60003 


と と 2 タ 9 と 
⑨ 〇 
3 作 。 シ じ 軸 ター ンス タン 1 
々 * バ | 
0 の 25 2 の 5 
ジ ッ ン テン 2 。 う グン ぅ al! っ シィ ン ンタ タッ 
PS っ 9 つ ひっ う (% の ゅ 9 


人 23 MA 
トク s \, 3 を 2 ぅ 2 ラン レタ? 
ら の 392ess1 A As っ CA 
クー 1 の 9 スタ ダン タフ ッ タン タタ 5 クン ロ ! 
3 あの ages 3 の so) の 5 
ター し ニレ レタ ダァ レン 
(ofORY3P1P 
る ュ ン ン タラ 
NE 作ら 
ン ララ ラッ ン 
⑯ Os) 
6 っ 5 1 MAP 
ラノ 0 レレ ン ノ ュ ン (の いさ K 3 アン 
CGC の ICSCK 人 TK 人 t と RYP デ セ 





$ 列 の 民 の 子 格 より お 前 た ち を 出現 せしめ 合計 2 5 
た る 如く 。 ⑯ い op! タ め 久 の つ う 2 
注 69 この 言葉 は 、 を し て この よう に 族 王 な 者 の いく て くら か を 他 の 邪悪 な も の 起り 上 に お (と の 芯 味 を 併せ ぅ 
フェ 
注 70 。 神 は 警告 者 を た て て さき し 迫っ た 災い に 対し 、 ま ず 最 初 に 人 々 に 和 警 告 し な い 限 り は 、 決 し て - 一 般 的 な 炎 


難 を 下 $ き れ な い 。 災難 は ここ で は 


は 、 地 城 、 甘 惨 な 戦 作 、 


ーー 


伝染 病 、 等 の 全て の 人 を 吉 


うー 般 的 な 災 吉 を 味 する 。 


2 


べべ > 


叱 証 アル ・ ア ン ア ー ム 





135. お 前 だ ち に 約束 き れる こ と は 、 必ず 実現 ア ィ 29 5 しく と At の 02 析 
す 。 きれ ど と お 前 た ち は 、 そ れ を 阻止 し 得 ず 。 | タ Ss oo うつ けら Opus 6! 


136.、 云え を 、「 人 々 よ ょ よ 、 お お 前 た ちの 仕方 で 行え 。 3 人 LE て スレ る 2 1 La) MK 
玉 も まだ 我 が 務 め を 行う 。 や が て お 前 だ たち 時間 0 了 0 と お 5 
は 、 終 の 報奨 の 住居 が 誰 れ の も の と な る か 59S い SC SG 始 Cy 
を 知ら ん 」 と 。 げ に 不義 な す 徒 伏 は 決し て リ 
栄え ず 。( 注 71) ⑨ ら %B| 
137. 彼 等 は アッ ラー が 創れ る 穀物 や 家 喜 の 一 > ス ン ン ン 
kT 1 
部 を 割 い て 、「 こ れ を アッ ラー に 」 と 自分 勝 595 162 PA 
手 に きめ ゅ こみ 、「 面 し て これ は 我 等 の 偶像 神 COMO 42INW A 53 
JA う Ao と > 2 AA1 
に |」 など と 云う 。 役 等 の 偶像 神 に 供え を た る 9 
も の は アッ ラー に 人 達せ ず 、 ア ッ ラ ー に 供え ogC 32950 てる gc 
た る も の は 彼 等 の 偶像 神 に 達 す 。 彼 等 の 己 タ を っ 3 
断 は 悪し 。( 生 72) CHA クス 6 』 As 8 


138. 同様 に ミ き 役 箋 の 神々 .( 生 73) 環 多 〈 ST し アフ ノ ぅ う タ $ 5 る 5 。 ノン る ン 1 ン 
の 多神教 徒 に 自分 た ちの 子女 を 殺す を 王 し めす 63 し ン 5 ai 
ヶ タ 


L 思 わし め た り 。 こ は 神々 が 彼 等 を 滅 ぎ し 、 5: 2 うっ 082 
を の 宗教 を 混乱 きせ ん が た め な り 。 さ れ ぼ ど 、 プラン レレ ンタ 9 ダン レン レッ ミン ン 
も し アッ ラー 欲し た り せ ば 、 彼 等 も これ を (⑫ 〇 し りょう 09 su し? 1 
せ ざ り し な り 。 され ば 役 等 を 、 そ の 提 造 せ 
る も の と と も に 捨て 置け 。( 注 74 

139、 彼 等 は また な 、「 こ れこ れ の 家畜 と 尊 物 は 禁 CD あ と 3 しい 4 5 


に 3 


ぜ ら れ て いる 。 ( 注 75) 何 人 も ぁ 彼 等 の 許し な 





注 71 この 言葉 は る ら に 、 1) 訪 の 方 法 に 基づい て 行動 せよ (2) ど ん な こと で も や る な ら や っ て みよ と いう 意 
味 を もつ 。 この節 は 偶像 崇 捧 的 な メッ カ の 和信 々 に どう で も 勝手 に し て 、 イ スラ ム 数 を 絶 減 き させ 、 当 時 の 小さ な 
イス ラム 侍 会 や 破壊 する た め に 自分 達 の 力 と 方 策 の 最大 限 を 尽く す 努 力 を する 様 挑 戦 を し て いる が 、 引 ら の ふ 
らち な 計画 と 和 力 は 全く 失敗 に 終わ る の で ある 。 

注 72 900 の の の 0 條 本 付 仙 2 お 骨 婦 紹 和 GWS 人 暫 自分 達 の 土地 の 産物 を 「 神 ] と 彼ら の 
神々 の 間 で 分 ける 。 490 0 [ 神 』 の だ め に 
と っ て お いた 分 ほ 、 役 ら の 神々 の 名 に お いて 慈悲 ( 北 療 ) 心 と し て 手 放 き れる が 、 も し 「[ 神 】 の た め に と っ て 
お い だ も の が 他 の 日 的 に 使わ れ だ 時 は 、 神 々 の だ た ゆめ に と っ て お いた だ 分量 が 、 5 の 2 
ある 。 

注 73 ここ で いう 「 彼 6 の 神々 」 と は 預言 者 や 占 量 家人 等 の 了 型 職 者 を 意味 する 。 

注 : 74 ここ で は 、 目 然 の 災害 を 防ぐ た め に 、 女 の 子 を 殺 寄 し た だ たり 生き だ まま 埋 ゆ た り 、 彼 ら の 神々 の 供物 召 
に 、 い け に えと し て 捧げ だ り と いう 、 特 定 の アラ ブ の 部 族 が 行う 最も 残虐 な 描 例 に つい て 言及 し て いる 。 又は 
何人 か 特定 の 子供 の 数 が いれ ば 一 人 を 神 の いけ に えと し て 捧げ る と いう 彼ら の 迷信 的 な 祈願 を 友 お し て いる と 
も いえ る 。 5 

注 75 禁じ 5 れ だ 穀物] と いう の は 、 偶 像 に 捧げ られ た だ た 、 収 生 を 得る 為 の 畑 と いう 意味 で ある 。 これら の 
葉 物 を 使え を る の は 、 彼 ら の 寺 話 を する 聖職 沖の み で ある 。 
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第 六 章 
し に 食す べから すず 」 と 自分 勝手 に きめ こ ん 
で 寺 う 。 面 し て を の 背 が 侍 じ られ だ る 家斉 
( 注 76) や 、 アッ ラー の 御名 を を その 上 に 唱 
え ざ る 家畜 ( 注 77) を 作る 。 これ すべ で て アッ 
ラー に 対し て 虚偽 の 提 造 な り 。 を の うち 
アッ ラー は 、 彼 等 の 提 造 せ する こと に 返 報 す 
の 

140. 彼 等 は まだ た 、「 こ れこ れ の 家 音 の 胎内 に あ 
る も の は 、 も っ ぱら 男子 だ け に 限ら れ 、 妻 
女 に は 禁 ぜ ら る 。 但 し 死産 の 場合 は みん な 
一 緒 に 粗 億 する こと を 得 」 な ど と 云う 。 
アッ ラー は その うち 、 役 等 の 独断 に 対し て 
応報 すべ し 。 げ に アッ ラー は 覧 哲 に し て 、 
すべ て を 知り 給 う 。( 注 78) 

141. 無知 ゆえ に 、 趣 か に も 自分 の 子女 を 殺す 
者 、 ま た アッ ラー に 対し て 忠 を つき 、 ア ッ 
ラー が 役 等 に 与 を だ る も の を 禁ず る 者 は 
本 当 に 失敗 者 な り 。 彼 等 は 紛れ も な く 迷 誤 
に 陥り し 者 に し て 、 正 し 〈 く 導 か れる こと な 


第 寸 項 
142. 棚 を 備え た 果樹 園 、 杜 の な い 果樹 園 、 
楽 格子 、 き ま ぎ ざま な る 作物 を 産 する 畑 、 
杉村 、 括 格 、 を の 他 似 た る も の 、 仏 ぎ る も 
の 、 こ れ ら すべ て を 生じ し め た る は 、 ア ッ 
ラー な り 。 実 を 結ば ば 、 食 べ よ 。 る れ ど 収 
稚 の 日 に は 税 を 納め 、 浪 器 す る な か れ 。 げ 


に アッ ラー は 浪費 する 者 を 好ま ず 。 ( 注 79) 


注 76 5 剖 104 節 で 述べ られ て いる 和牛 の 事 で ある 。 
な か っ た 。 


注 77 メッ カ の 偶像 栄 畠 者 達 の 「 彼 ら の 神々 」 に 
に 関し て は ここ で は 何 も 言 放さ きれ て いな い 。 


汗 : 76 アラ ブ 人 の も う -- つ の 計 謝 げた 民 習 を 指す 。 


注 79 前 述 の 節 で は 、 


や お き て が 言及 る れ て お り 、 
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泰 納 る れ た だ た 征 の 事 を きす 。 


偶像 持 拓 者 の アラ ブ 人 が 自分 透 の た め に 考案 し た 、 
この 節 に な っ て か ら 、 神 の 律 法 が 示 き れ て いる 。 


ーー ヽ て ーー 


アル ・ ア デン アデ アー ょ 


デブ / 


bt45 ら の 2U513 不 と 5 の 
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2 の 255E 癌 206553 
タタ ン 9 タ 
osxp 6 いい 


ンジ 。。 る レタ プラ  。1 う * ト エレ フェン ン の 
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ン の っ の 29 ア ラッ ン 明 
og で っ プー と っ ンー 


の 0 


タッ ン 攻 ク ッ ン フー ゥ タク に S 
タン 導 HFCOAUE 
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を 2 
@ の Jse25 じ 2 ミ 


テ 
トラ タッ クノ 2 プン っ タ 2 ン グイ ンタ ン 


半 
の 2 うじ QMS9 5 
ン ィング 放 
oO CIM 
ンタ ネン ジニー ンズ ンス タレ 2 アイ 
po 5 の 2 


プー の タグ 


9C 29 どる 
45IGCa と 5 Ja 
る に 3 


2 9 ちょ タッ タ 2 の で る ンー 5 タ エン 
29 Ab ルル 2 スク As | の しゅ 
⑬ の 8 っ 


を それ ら は 、 和 工 り 物 と し て も 、 荷物 連 搬 用 ほ に し て も 使わ れ 


殺 吉 の 時 に 、 神 の 名 


多 述 べ で だこ ご 


位 像 水 捧 的 な 慣習 、 春 げた 借 例 


引い 





143. 


144. 


146. 


iE 80 


アッ ラー は 家畜 を 、 或 る ある の は 荷 を 負う 
また 或 る も の は 食用 に と 創り た り 。 
アッ ラー が お 前 だ ち に 昌 え る も の を 食し 、 
悪魔 の 足跡 に 追 際 する な か れ 。 ば げに 悪魔 は 
ぢ 前 だ た ちの 公然 の 敵 な り 。( 注 80) 


Ns 


hl 


アッ ラー は 入 隻 を 創り た り 。 すなわち 壮 
が 二 対 、 山 羊 が 二 対 一 云 ん 、「 ア ッ ラ ー が 禁 
じ だ る は 、 牡 二 匹 な の か 、 そ れ と も ぁ 牝 二 匹 
な の か 、 は だ また 脱 内 に ある 牝 二 匹 な の 
か ? お 前 だ ちの 云う こと が 長 実 な ら 6 ば 、 
確実 に 我 に 告げ ば よ ょ 」 と 。 


路 膨 が 二 頭 、 牡 邊 が 二 頭 。 祭 え 、「 ア ッ ラ ー 
が 侍 じ だ る は 、 牡 二 頭 な の か 、 牝 二 頭 な の 
か 、 は た また 胎内 に ある 牝 二 頭 な の か ? 
アッ ラー が を 命じ た る 時 、 お 前 だ 0 
の 場 に 在り し か ?」 と 。 アッラー に 対し 
貴 や つき 、 名 識 IDR 


rm アッ ラー は 
不 装 な る 奴 還 を 導 。 ( 注 81) 

云え 、「 我 に 啓示 され た る も の の 中 で 、 食 
べた い の に 食べ る こと を 禁じ られ だ も の を 


我 は 知ら 6 ず 、 死 肉 、 流 和 れ 出る 重 、 腔 の 肉 一 こ 
れ は 不浄 な る が 故に 一 を れ に アッ ラー 以外 
の 名 が 唱え られ る 故に 告 れ だ る も の を 除 
き 。 き されど 、 遅 犯 の 意 忘 な が く 、 ま だ 規則 に 
そ む 〈《 に 非 ず 、 必 要 に 人 迫 られ や むせ を 答 ぎ ざり 
し 場合 は 、 流 の 主 は 覚 大 に し て 、 情 け 深 く 
まし ます 」 と 。( 注 82) 


その 第 の 意味 以外 に 、 こ の 節 は 、 き さら に 、 


自ら を 守る 手段 で ある こと を 示唆 し て いる 。 


i 誠 81 
時 に 居 あ わせ だ の か 、 
する 記 を 女 求 きれ て お り 、 
一 和牛 は ヒン ズー 雪 徒 達 が 、 
ある 。 
注 82 
寺 は 、 何 の 知識 も 理由 も 基 瑞 も 


人 憎 像 漂 拝 者 達 は も し 神 が 生 と らく だ 
時 s 純 る ) ヒ 


それ は 何故 な ら 6 ば 、 邊 や 5 


この 人 は 、 許 きれ る 食物 と 禁止 され て い 


な く 、 随 薦 的 で ある ・ 


一 390. 一 
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班 殴 の 攻 内 か ら 


れ を 伝え だ と いう 


いく て くら 5 か の 、 理 潮 重 視 の 人 々 


る 食物 に 関し て 、 偶像 乏 拝 者 の アラ ブ 人 達 に よっ て 作ら 所 た 
それ に ひき か え 、 イ スラ ム 教 徒 に よっ て 規定 きれ た 供物 
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147. 


148. 


149. 


150. 


の 規律 は 知恵 と 理由 に 基づい て いる 、 
る 一 3 つ は それ ら が 不 滞 で 不 若 で ある こと か ら 、 
2 こと か ら で あ る 。 最初 に 述べ だ 3 つの も の は 、 腐 肉 、 動 物 が 殺 富 きれ だ 時 、 又 は 傷も 負っ た 呼 ! 


袋 赴 し 0 \ 5 


され ビュ ダマ ヤ 教 徒 に は 、 わ れ 5 は 爪 邊 を 
持つ すべ て の 動物 を 禁じ た り 。 ま た われ ら 6 
は 、 背 中 や 腸 や 崩 に 付き だ る も の を 除い て 、 
( 注 83) 牛 や 羊 や 山羊 の 脂 を 禁じ た er 
は 役 等 の 達 犯 に 対す る 応報 な り 。( 注 84) げ 
PS 


彼 等 も し 液 を 路 つ き と 責 め ぬ め な ば 、 云 え 、 
「 主 は 一 切 を 抱擁 する 慈悲 を 持ち 給 う 。 さき 
れ ど 罪深い 民 は 、 主 の 激怒 を 押し 戻す こと 
し 得 ぎ る で し 」 と 。 


あ だ し が み 


アッ ラー に 他 神 を 配 する 彼 等 は 云わ ん 、 
人 し 欲し た り せ ば 、 我 等 も 我 等 

父祖 も 、 アッ ラー に 他 神 を 配 す る こと ば は 
まだ 何 も 禁 忌 を 作ら ざり し な らん 」 
と 。 回 様 に 、 彼 等 以前 の 者 も 、 わ れ ら の 激 
私 を 味わう まで は 、 神 の 使徒 な もち を 貴 つ き 
よ ば わり せり 。 云 えん 、「 お 前 た ち 確 た る 知識 
を 有する か 7?7 有 る な ら そ れれ を われ ら に 示 
せ 。 お 前 た ち は だ だ 憶測 に 従い 、 虚 言 を 事 
と する に すぎ ず 」| と 


云 を ん 、「[ 後 の 論 搬 は アッ ラー の も の な 


り 。 ア デッラ ー も し 欲し た り せ ば 、 ア ッ ラ ー. 


は お 前 た ちあ を 皆 導 きた り し な らん 」 と 。 
85) 


( 注 


を し て 懇 周 で ある 。 


この 箇 で 述べ られ て いる 様 に 、 
に と っ て 有害 で ある 。 ここ で 注意 すべ き 事 ば は 、 0 の 4 葉 初 に 述べ られ だ 3 つの 茜 
と も に 読み と る 必要 が ある 。 
食べ も の で ある 。 
食す 抽 は 、 人 人間 の 精神 面 の 健康 を 害 
注 83 昭 。 ー ド の 中 で は 、 あ ば ら 5 に つい て い 
泊 : 84 


潤 : 85 
と を 強制 する 
正しく 〈、 


こ 惣 ら 全 


4 つ 昌 の 袋 止ま れ て 
それ は 神 現 を 滞 す 、 電導 9 
彼 の 神 に 対す る 


と いう 事 を 記 味 し て い 


全て は 不 光 で 不潔 す な わ も 、 


る も の は 、 
日 対す る 不 従 順 、 反 抗 の も と な の で ある 。 
党 を 目 ら 内 うこ と と な っ "hy i 0 


62 うち 5 の 2 の 34 CAU 見 

し 3 AP 2 各 9G OB ン る 
95EEBKS ei 
だ 

の は の すれ うる 0585 666 
RT CC32 


( フッ ター カッタ レン 
0029 OUIISPY 
0 ンタ イッ ン 
SoCos す うじ 光 1y 

デー Le 呈 ン クン の 2 、12 る っ 
Ao に と と 


次 の 2 の る ダン 
3 


Py 


の Ri 
KC で 生 い 
人 0H1K2 IO 5 の 


ン ン テン ィ バン ンプ エン 2 し 由 
の (EEIIPC41P( 電 5 


デ 


ンプ アラー デ タ ズ 


⑯⑭) yus 


る 。 根 本 的 に 、 イ スラ ょ ム 教 ( 徒 ) は # つ の ぉ の を 


し て 1 つ は それ が 神 環 を 汚し 信心 深く な いと い 
- 流 れれ 出る 血 、 


を れ ら は 人 人 間 の 肉体 と 靖 神 の 両方 の 健康 
茜 止 き て いる 物 
アッ ラー 以外 の も の の 名 を と な ぇ て 加工 きれ た 
そう いう 食物 を 


る 脂肪 に 関し て は 、 例 外 ほ と きれ て いる 。 


これ ら の も の は ほ は 、 ユ ユダヤ 人 の 人 達 の 罪 に 対す る 呈 よ し て 禁止 きれ た 。 


も し 神 が 彼 の 人 々 !i 


価 が 誤っ て いる か を 説明 し 、 


-「 神 の 意 」 に 従う 様 強 制す る な ら ば 、 軍 は 確実 に 、 
は すず で ああ 放 。 NE 神 は 人 人 同 を 自由 な 取次 人 と し た 。 神 は 人 人 央 に 、 
そし て どちら で も 、 選 び だ い 道 に 進め る 様 、 選 択 を 自由 に まかせ た 。 


スリ 


| 時 
何 が 


っ だ 事 で は な く 、 


まい 
ド テ ュ 計 


アル " デン アプ ナー ム 
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と い 


自体 に 、 
可能 で ある 。 最 切 の 文 は 、「 王 が 球 


9 メー ング ー の これが 酸 が び 、 を 
証する 証人 を 出せ ] と 。 た だ とい 役 等 証言 す 
る と も 、 光 は 彼 等 と と も に 証言 する な か れ 。 
hptkedft に hd 

に 来世 を 信 ぜ ず 、 主 に 同位 者 を 配 する 
= の 邪悪 な 性 向 に 追随 する なかれ 。 
第 十 九 項 

云え 、 [来れ 、 匠 は 主 が 禁じ た る こと を お 
前 た ち に 復 衣 せ ん 。 同位 者 と し て 如何 な る 
も の も 主 に に 配 す る な か れ 。 両親 に 親切 を 尽 
2 貸 財 を 恐れ て 子女 を 受 す なかれ お 
前 た ち も 子 女 ち われ ら が 養っ て や る ほぼ に 
一 外 に 現われ だ る こと で も 、 心 の 内 に 屋 き 
れ だ た る こと で も 、 不 潔 な 行為 に 近づく な か 
れ 。 ま た 正 凌 の だ め ゅ 以外 は 、 ア ッ ラ テー が 禁 
じ た る 殺害 を する な か れ 。 こ は アッ ラー が 
NNN SG 

- 命 じ だ る $ も の な り 。 ( 注 86) 


pe 
、 彼 が 成年 に 達する ま て 、 近寄る べから 
PP 十分 に し 、 目 方 は 公正 に 


せよ 。 ( 注 87) わ れ ら は 何人 に も その g 力 以 
上 の も の は 課せ ず 。 意 見 を 述べ る 時 は 、 た 
と い 近 親 に 関係 せる こと で も 公 半 を 守 旨 。 
まだ ツジ ー と の 処 条 を 全う せよ 。 こ 選 
アッ ラー が お 前 だ ち を 注意 きせ る だ め に お 
前 だ たち に 命じ だ る も の な り 」| と 。( 注 88) 


65181 ら AA の りみ 和 
2 9 プア フ ラグ 2 く 


ン ン ン で デュ 0 の 
9 と oo AS AS "ya の 


どう 3 5 ノ の 2 
! e め リツ AUGNK 950 ba| 
の 3 昌 oN 


M 
に ] 


Cs 
ユ ヽ \ 
ヽ 
ト も 1 


の Sc 522 を 
395CS36C< の 
RS OK 
tc 51 の 2 と 
ん の 8 いあ 2 kj 
OHtKSGLN 


2 ブレ っ る っ 。 ン 2 の 
ce KS bP 
MS2OIYEAIIYIL 5 


7 


bo 53 Pe We ME 


時 


て ア か w ノ タン 
ーー 


る ん ッ ン グン る 
46 Je ablA49 う 6 
リン ぅ 2 マン 
の の 〇 め こり 


「 休 止 」 と いう 言葉 に あと に 続く 訓令 は 、 神 が 実行 する 様 命 信 し て いる 事 で ある 。 一 方 で は 、「 茜 止 」 


う 記 華 や 使う こと に よっ て て 、 ま だ 一 方 で 、 


直接 的 な 舎 令 と 、 


し つけ 6 られれ て いる ) と いう 昔 味 を や も つ 言 葉 で 始ま っ て 


は 以下 の 様 ! 


に 読み と られ る 。| き あ 、 あ な た 方 の 王 が 才 


胃 確 に 定め だ 上 政 律 や すぐ 後に 統 け る 事 に より 、 
を の 逆 の 両方 が 組み 合わ きれ て いる 。 

* じ た る こと 上 」 と いう 癌 2 
、 と ら え ら 和 折る で き 
0NN 0 の の 0 


この 人 招 は 、 そ れ 
この 節 は 、 更 に 條 っ だ 出 に 、 餅 怠 す る こと も 

火 の 文華 が 、 こ の 場合 "を 和 れ は あな た に 申 
で ある 。 そ うす る と 、 こ の 朗 
生み ろう 。 神 の パー トナ ー と し て 、 関 連 


づけ る も の は 、 何 で も いい と いう わけ で は な い 事 が 申し つけ られ て お り ……」 


注 87 生命 の 探 護 に つい て の 訓令 の 次 に 、 財 産 を 守る た め の 形 律 に つい て 述べ られ て いる 

注 88 言葉 を 守る だ た め の 訓 令 の あと に 、 心 を 守る だ た だ め の 訓 令 が あり 、 を それ は 、「 ア ッ ラ ー と の 契約 を せよ | 
と いう 語句 の 中 に 合 著 き れ て いる 。 な ぜ ら ば 、 技 前 の 訓令 が 和信 間 と の 契約 に 還 夫 の BR の 
訓 谷 は 、 神 と の 契約 に 関係 し て いる か ら で あ る 。 


一 0 一 


へ よ コ 


156. 


158. 


159. 
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住ん で いた だ ゾ ゲロ アス タタ 


水 5 , 友 え 、 1 これ こそ わが 趣き 道 な り 。 
きれ ば 之 に 従え 。 お 前 だ た ち を アッ ラー の 道 
か ら 離 れ し む る 如き 他 の 道 に 従う な か れ 。 

こ は ア ッ ラ ー が お 前 だ た ち を し て 悪 に 対し て 
身 を 守ら し めん が た め に 、 も お 前 た ち に 命じ 
だ た る も の な り 」 と 。 

更に われ ら が モー で ゼ に 経典 を 与 を だ る は 
一 普 行 や な せる 莉 に 対す る 皿 孔 の 完遂 で あ 
5 、 一 切 の 解明 で あり 、 維 導 に し て 慈悲 な 
り 一 彼 等 は 恐 ら ( 主 と の 対面 を 信 ぜ ん 。 

系 一 - 十 項 
に は われ ら が 降 せ る 有難 い 経 典 な り 。 き 
れ ば 芝 に 従い 、 
ぢ 前 だ ち 慈 庄 に 浴 せ ん 。 


お 前 た ち に 、[ 総 典 ? ょ 我 等 以前 に た だ 二 っ つっ 

の 宗派 に の み 降 き れ た り 。 さ きれ ど 我 等 は 彼 
等 の 語 め る も の を 知ら ざり き 」 と 、 去 わし 
め ぎ ざる だめ に 。( 注 89) 

また ぉ 前 た もち に 、「 も し 我 等 に 経典 が 降 き 
れ て いな ば 、 我 等 は 必ず 彼 等 よ 9 り 善く 導 か 
れ だ る な り 」| と 、 云わ し ゅ ざる た め に 。 今 
モモ より の 明 証 が 、 す な わ ち 宰 導 と 慈悲 が お 
前 だ ちの と こ みろ へ 来れ 9。 き れれ ば アッ ラー 
の 神 兆 を 拒否 し 、 より 机 き 去る 着 、 こ 
SN NG わ 
れ ら の 神 光 を 選 避 する 者 ども - は 、 そ の 
PP 
て 報 ゆ べし 。 

彼 等 は た だ 、 諸 天使 が 彼 等 の と ころ へ 現 
わ 和 る を 待ち 、( 注 90) 主 が 来 臨 する ( 注 91) 


この 節 で 述べ ら 乱 て いる | ニ 


罪 か ら 身 や 守れ 。 る すれ ば 


ン 
- つ の 款 派 」 は 、 モ ー ゼ の 5 和書 が 与え た られ 、 ア ラビ 
の 宗教 が 起こ っ だ ユダ や ヤ 人 と (ゾロ アス ター 救 の 経 供 で ある ) ゼン ドア ベス タ が 与え C 
ーー 教徒 の こと だ と も 言え る し 、 双 は 、 


Ao タン の 
2 や マス 、 ク レン で タ 22 リン 29 ぅ ン ン 
た eo am 


4 % 1 ン 。 ィ ! あぁ ょ ン 03 SS に 
| ン と と と 5 4 に い ン ぶん ん 
の の q ン の 本 
_% い ご "Wa 


フュ ア っ る ろ っ 。 ン 1 タ 
いい Ye テイ Gy 
2 タダ る る を 4 な 5 みみ タッ る タグ タ ュ ク 。 し 
本 AGEVG4 AA 3 5 Co 
と ン ッ タッ ク Z 19 
⑲ 〇 ッ ツ 5 る り を 
RI 人 CTWPU 20 
サーン ゥ タン 2 の 
(の トピ た た ニン 
2 ン ィ ン 2! の イン イプ タン の 
getzE の 0 511955 の 1 


〆 ど 3 2 ブー アク 人 し 
記 2h の と い 6jkEAAC 
と ンプ うぅ ター クラフ ョ プン タッ タン ッッ 
AS GS 6 BS 拓 | 


和 スィ 5 の も いい で く 214 
ん 0 る タマ 因 8 * ア ッ プ 
AL くも 2 る 人 2 


19 5 ぅ ン アッ ュ 


38 
CoS 


アナ 


⑫ の 9 uuas 15 


ン レレ 


々 じ > (CI る @ ツ 2EU 


1 4 


か ッ ン ゥ =[ ン フッ ント プリ ョ ン 2 PP 5 
つら Clay は 5 の の 


ビア の 北 の 地 域 か がら 、 そ 
れ 、 ア ラビ ア の 東側 ! 
ラフ 


の ) 還 
アタ ビア に 合 ん で いて 。 大 が 出会っ だ 、 二 


派 の 人 々 で ある 、 ユ ダ ヤ 人 と キリ スト 教 徒 の 事 を る し て いる の か も しれ な い 。 


注 90 


ここ で は 、「 天 重 が 現われ る 」 は 、 戦 争 を 使っ た 、 
と その 英 と の 間 で 行わ れ だ 戦い に 関連 し て 、 天使 の 到来 が 、 述べ られ て いる か ら で あ る 


8 章 10 節 )。 


人 人間 へ の 罰 を 世 味 する 。 何 故 な ら ば 、 イ スラ ッ 教 徒 


(3 剖 125 節 、 126 館 、 


ー289 一 


Se エー ーー ーッ = 
第 大 癌 人 衝 Eo 





を 待ち も 、 ま ただ 主 の 何 ヵ 特 別 な る 奇 踏 が 超 る ッ ン ノン 5IS 2 の の も 
を 待つ の み 。 葬 し て 主 の 何 か の 舎 踏 が 起 0 0682 1 で ぷ ッ ズ 
る ( 注 92) 日 に は 、 それ まで 信じ も せ ず 、 2 ES 3 | 2 
5 "る 者 が 信じ て 


ンタ ウェン 
る も と の が か し 。 志ん 、 | 全て で て 放 等 。 1 うら 51 
わ ゎ われ ら も まだ 待つ 』 と 。 


ー] っ ミー 時 7 メラ アテ と に 区 し ア ュ ゥ タウ し の 8 典 て で > の る 
160. 己 が 宗教 を 分 裂き せ て 、( 注 GE よ ec 4 ンタ クン >1535 WO) 
せる 者 ども に 対し て 、 流 は いき さか も 関わ の 半 

9 電 は レレレ 2 タタ レタ ン 4 る 1 2。 2 
りな し 。 げ に 彼 等 の こと は アッ ラー の も ょ 人 の Cc も 
に あり 。 や が て アッ ラー は 役 等 に 、 そ の が ノ タン ッ ン 
せる こと を 告げ 知ら すべ し 。 (⑯ 〇 Se) 
161. 一 善 を 行う 者 は 、 之 に 十 倍 す る 報奨 を 受 人 と 2 レプ 衣 と 
《 べし 。 されど 一 悪 を 行え ば 、 NM Peer 5 2 な の 
\ を 受 【 S ン 2 タ し あみ アン AI ズック の コン 
応報 を 受け る の み 。 彼 等 は 不当 に 遂 2 JIo45 2 
和 れる こと な か る で し 。( 注 94) 
162. 雲 え 、[ 主 は 我 を 直 き 追 に 導き 給え り 一 正 WS ts22 放 て 338A2(85L は 
の ご おしえ yu こっ づ ろり し プ (9 と み プ 2 
し い 宗 教 高潔 な アブ に ば og レセ レン ン ノ フタ 15 どる ターン 
が み 昭 ヶ ク 。* 今 [の < 
プラ ハム は 、 ア ッ ラ ター に 他 神 を 併せ 祀 る @ く lO2OVC。 oy 5 し 9 


徒 募 に 痢 ざり る | と 
/ 還 寺 ドア 1 呈 日 Es な ゴミ アド 6 フン レン の る Ja ン ン と 4 
163. 云え 、 「 我 が 礼拝 、 我 が 獣 映 、 我 が 生 も 死 ぐう 5 ab5 7 5 5 e じ a5 必 5%28! 





あ 
8 、 挙 げ て 万 物 の 主 な る アッ ラー の だめ な ンー の っ 
、 | アロ し 
り 。( 注 95) の い | 
164. に は 如何 な る 同位 者 も な し 。 親 し て 匠 ゥ うぅ タク 1S 0 アン ゴックン 
RHINO Ad365 人 の (ET 
は か 〈 命ぜ られ た だ た り 、 我 は 服従 帰依 する ン ” シ ー ン 
人 々 の 秋 な り 」 と 。 
征 91  「 キ が 来 陣 す る 」 と いう 表現 は 、 真 実 の 琶 の 完全 な 破 減 を 意味 する 。 
演 92 着 味 が 起こ る ] と は 、 負 傍 、 導 病 、 秋 害 の 様 な 、 こ の 世 の 剛 を 意味 する 。 
if 93 「 選 が 宗教 を 分 裂き せる 」 と いう 庄 句 は 、 人 人 が 自分 の 気まぐれ や 空 - 従 う ょ よう に な る と E、 境 いと い 


う も の が 人 間 同 土 に 生じ 、 考 え ぇ 方 の 合 が 消え 失せ る こと を 示し て いる 。 


注 : 94 ょ い 行 為 は 、 10 倍 に も 、 双 それ 以上 に も 増え て い よい 種 の よう で ある が (2 次 262 節 、4 意 4 節 、 
10 章 27・28 節 及び ディ ル マ デ ィ の 断食 午 )、 を それ に 反し て 悪 は 、 悪 いじ 種 の よう に 1 つの まま で ある 。 


注 - 95 祈り 、 犠 牲 、 生 と 死 は 人 間 の 行動 の 全て の 分 野 に か か わり 、 そ し て 型 な る 聞 言 者 は 、 彼 の 人 人生 の 全て 
の 局面 は 、 神 に 捧げ られ て いる と 宣言 する 様 に 命じ られ て いた 。 人 彼 の 祈り の 全て は 、 神 に 捧げ ら 管 、 彼 の 犠牲 


トー 


ie 
第 アル ・ ア ン ア ー 


De 「 我 司 万 物 の 芋 に ま し ます アゲ ウジ ビ ? の て 3) (1 キー ンタ グン 
の 外 に 主 を 求む さけ ん や ? 」 と 。 何 入 も 6 選 が ずら PE 
れ 自 身 に 稼ぐ の み 。 他 人 の 荷物 まで 背負 う  e ぃ ン 2。5 Pr 
し か て の > う やう うぅ NI 
こと な し 。 面 し て お 前 た ち は 、 や が て 主 に と ッ 


<g に Co 。。 ッ クッ ク ンタ ン ュ ク の レル 
日 き れる べし 。 そ の 時 主 は 、 お 前 た ち が 間 3 ぶり し 


げ 知 ら す べし 。( 注 96) eo ん 
166. な 前 た て 地上 に 於 ける 代理 者 と な レッ ン フ マン ンー 2 プッ ーー キン イク ン ン っ る レタ ン 
耳 だ ち を し て 地上 に 訟 ける 代理 者 と な Ph 3 


し 、 お 前 た ちの 政 る 者 の 位階 を 他 の 者 よ 
高 か ら し め た る は 、 ア ッ ラ ー な り 。 を は dL も は 32 し To oeS 6 


彼 が お 前 た ち に 与え た る も の に よっ て 、 お 共 あ な : 光 の 2 の 2 9 了 2 
月 リャ 特 委 時 (1 3 うっ ば 1 才 
前 だ ち を 試み ん が た だ ため な り 。 ば げに 王 は 答 六 (③ 2Ae う の > うい Rs Ge G 


に 迅 速 な れん ど 、 ま た だ 有 大 に し て 、 情 け 深 く 
まし ます 。( 注 97) 


5 全て 、 神 の た の も の で あり 、 彼 の 人 人 生 の 全て は 神 へ の 率 仕 で お あおり 、 そ し て も し 、 宗 教 了 山 原因 か ら 、 彼 が 死 
を 求 ゆ る 所 に な ろう と も 、 そ れ ぅ ちや は り 神 の 喜び を 得 ん が だ た だ め の 行 為 と いう 事 に 他 な ら な い 。 


注 - 96 この 節 は 、 17 凍 16 節 、 53 章 40、 41 節 E 同 様 、 キ リス ト の 贈 罪 の 教義 この 激しい 合 認 を 含み 、 誰 も が 、 
自ら の 十字 梨 を 背負 に 、 ロ れ の 行 凍 に 上 二 任 や も だ な けれ ば な ら な いと いう 内 実に 断固 と し て 注目 きせ て いる 。 


注 97 この 節 は 、 イ スラ ム 雪 徒 に 対す る 、 制 告 生 告 の 両方 か ら 同 時に 構成 きれ て いる 。 彼ら は 、 力 と 権 成 


を 抽 け 6 られ 、 国 事 を 流 制 する 義務 を 、 信 まき る に ゆだね られ る と 告げ られ て いる 。 彼ら 6 は 、 創 造 主 に 対し 、 多 分 
達 の 革 務 遂行 の 結果 を 明 6 か に し な けれ ば な ら な い の で 、 豆 任 を 公正 と 正義 に よっ て 果 だ き な け れ ば な ら な い 。 


0 





(1 


、。 わ れ ら 6 は 、 必 ず 使 徒 を 遺 わ き 


か た 2 つの 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね 
次 悲 深く 、 恵 み 台 く ア ッ ラ ー の 御名 に も Un 
生 
アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ ザ ー ド 。( 注 1) 


これ 
こ は 液 に 啓示 きれ だ る 経典 な り 、 液 が 之 に 
ょ っ て 警告 を 与え 、 ま た 信徒 た ち へ の 訓 工 
だ た らし めん が だ た だめ に 一 きれ ば これ が だ た だめ に 


湊 の 胸 を 狭め る な か れ 。( 注 2 ) 


くだ 
二 よ りお 前 た もち に 降 き れ だ た る も の に 従い 、 
主 以外 の 等 護 者 に 追随 する な か れ 。 挟 前 だ 
ち は め っ だ に 訓 戒 に 従わ ず 。 


われ ら 6 は 如何 に 多く の 邑 を 減 ぼ せる こと 
か 『 われ ら の 鉛 削 は 夜間 に 、 ま た 彼 等 が 号 
絆 の 最 中 に 降れ り 。( 注 3) 


し か 


- 机 し て われ ら の 答 還 が 彼 等 に 降れ る 時 、 彼 


は 不義 者 な りき 『 | 
( 注 4 ) 

和 れ だ る 人 人 々 を 詩 
問 し 、 ま た 使徒 た もち も 必 ず 尋 間 す べし 。 ( 注 
5 ) 


は だ だ 、「 げ に 我 等 
全 誠 する の みな りき. 


ン らら 3 at 4 
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OPT 
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と 記 
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邊 2 


斑 3 
人 々 が 大 抵 限 っ て いる か 、 


潤 : 4 
こも だ 5 の し いい | 科 に 


邊 5 
は すべ て 、 
それ に 対す る 民衆 の 反応 が どう 


表 は 全 知 全能 に て 、 下 理 な 9。 


この は 、 特 に モハ ッ マ ドド のみ で 


特に 夜間 (明け方 ) と 真 尽 が 、 だ た いて い 押 の 玉 
ぼん や り し て いる 時 間 で ある 


還 が 下さ れ た 時 、 確固 と し た 無神論 者 きえ も 、 
は 日 分 目 喘 の 無力 き ば か り で な く 、 


すべ て の 人 々 は 、 ど ん な 彩 で あれ 神 に 対し て 
神 の 使 莉 を どの よう に 受け 入れ だ た か 
て あっ だ か を 問わ れる 


] が 下る 時 則 で 


星 と し て 神 の 助け を 求め ゆ て 叫び声 あ を あげ ば る が 『、 
より 5 高い 存在 の 強力 な 力 を 実成 


上 雇 任 を 負う と いう 折 還 を この節 で は 、 
を 問わ れる で あろ る ろう 。 又 、 使 首 達 は 神 の 言葉 を いか に 伝道 し 、 
で あろ う 。 


な て すべ て の 和信 徒 に 向け て 話さ きれ て いる 。 


る と ここ で は 述べ て いる 。 こ の 時 間 は 


それ は 、 
する か ら で あ る 。 


述べ で て いる 。 人々 


(ーー 


第 七 間 


10. 


。 衣 し て 、 わ れ ら 6 は 彼 等 に 、 


を の 所 業 を 確実 
な 知識 に も と づい て 話さ ん 。 な ん と な れ ば 、 
われ ら は 決し て 不在 な る こと な し 
と の 日 の 衝 は 正確 な り 。 衝 重き 者 は 
6 ) 必ず 成功 すべ し 。 


( 注 


されど 衝 軽 き 填 は 、 わ れ ら の 神 兆 を 軽 ろ ん 
じ た だ た が だ た だ め に 、 そ の 身 を 減 ぼ せ る 者 な る で 
し 。 


宙 し 


・ ア ラー フ 


の の CE ゥ > アン ン アタ クン 
らい CK 


内 アッ ノ タラ ブッ 


22、 ュ ノノ 572 ッ ノ ン 
6 6) 6 WT 
③63 | 1 9 ク 


050 タン る 


ノッ て タッ ー ン フ ラ うる イラ タン ン 
と ン 9 が CIGS の 
oob ら 


恒 由 


PA 
と レ 22 タ 2 
oxS ら 5 

ンタ レク タ ン る ショ ン レン の 5 の 

2 る LC お あう とお いひ 9 

oo の 60323 


CC 


13 ャ アア アゴ 2 ん 


い 生 ど らら ツ 


9 < て る ン 


の ププ イィ ン SD 2 マ ンー イレ ビ 
WW の 2 MscCoi 
edb 4 うう 5c ジ 


ーーー* ペ ーー マデ ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー マ ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー アー サー アーーーーーーーーー ナ ーー シー シー シー ワー ワー ワー うう うう) うう うう) 


金属 や 木 で 作ら れ た 科 り 9 で その 生 さぞや 避 
真価 、 還 党 性 を 明確 に する と いう こと 


、 目 分 の 征 補 的 存在 を 様々 に 形 


成す る こと が で きる の で 


犬 使 は 神 の 命令 の 神 革 な る 只 


す は すべ で て の 人 視 造 物 に 適用 きれ る も の で あっ た 。 


11. われ ら は お 前 た ち を 地上 に 安住 きせ 、 

て 生計 の 手段 や を 与 を た り 。 し か る に お 前 た 
ち は 殆 ん ど 感 謝 せ ず 。 
第 二 項 

12、 わ れ ら は お 前 だ も を 創造 し 、 し が る 後に お 
前 だ た ち に 形 を 与え た り 5。 ( 注 7) 古 し て も ゎ れ 
ら は 天使 た もち に 向っ て [アダ ム に 服従 せよ 」 
( 注 8 ) と 命じ だ た と ころ 、 イ ブ プリー ス を 除 

( 注 9 ) 役 等 は すべ て 服従 せり 。 イ プ 
リー ス だ けが 服従 者 の うち に 加わ ら ざ り 5 
き 。 

13. 神 は 云 を り 、「 わ し が 命じ た る に 、 液 何故 に 
服従 せ ざ る か が ?」 と 。 す る と 、 イ ブリ ー ス 
は 云え り 、「[ 我 は アダ ム に 勝る 。 液 は 我 や 火 
で 創 9 の た る が 、 ア ダム は 粘土 で ( 生 10) 創 
ら 季 だ り 」 と 。( 注 11) 

注 6 この 言葉 は 比 只 的 に 用 いら れ て いる 。 物質 は 、 

な いも の の 重き を 計る と いう こと は 、 そ の 本 来 の 価値 、 

生 7 人 人間 は 、 粘 土 を いろ いろ の 彩 に で きる よう に 

ある 。 

汁 : 8 アダム に 志 せ よ と いう 命令 は 、 天 使 に 向かっ て 発せ ら 和 だ の で ある が 、 

現 省 で ある が 故に 、 こ の 命 人 Q 

注 り 9 イブ リー ス は 天使 で は な か っ だ (18 :31) 。 


の 揚 先 ) の み で ある 。 


i 10 
注 11 
いう わけ で は な てく 、 
状況 な の で ある 。 


[ 相 土 ]】 と いう 語 に つい て の 説明 は 、 
この 節 は 、 神 と イブ リー ス の 間 の 


2 斉 31 節 も 参照 せよ 。 


の 大 地 に 6000 年 前 に 住み 、 ノ ア や アブ ラ ハ 


ガブ リエ ル が 天使 長 で ある の に 対し 、 イ ブリ ー ス は 班 培 の 
長 で ある 。 こ こ に 述べ られれ て いる こと は 、 人 人 間 の 最初 の 祖先 で ある 最初 の アダ ム 
ここ に か か わっ て いる の は 、 後 の アダ ょ ム ( こ 


E は 何 の か か わり 合い ちな い 。 
ム や 彼ら の 子孫 の 直接 


3 章 50 私 を 参照 。 
会 話 た し て 表現 きれ て いる が 、 
状況 を 言葉 で 表現 し た と いう こと で ある 。 イ ブリ ー ス が アダ ム に 服 き な か っ た だ 結 が この 


こう し だ た やり 取り が あっ た と 


実際 に 


Ye 


> っ = で ー 


2 に じ 草 アル ・ ア ラー フ 





14. 神 は 去り 、 「 な ら ば ここ より 落ち て 行け 。 (2 を ランラン タン レッ ュ ッ レイ レ 
に は 溢 如き 父 慢 な 者 の 居る べき ょ ころ に eSsoidioSGbEa5d6 

ず 。 出 て 行け 。 げ に 液 は 見 下げ は て た だ る 01G 全 41 の 
対 な り 」 と 。 0 < 
MR (COOKCK 人 ゲ 欠 711 


ら る その 日 まで 、( 注 12) な に と ぞ 我 に 獲 予 
を 授け た だ まえ | と 。 


16. 神 は 云え り 、「 液 は 猫 予 きれ る 者 の うち に 加 OO の 省 の 6 
えら 5 れん | と 。 


17. イプ リー ス は 云え り 、「 湊 が 我 に 身 を 誤 ら せ 。 GLBIZoA980359 GNUS 6 
だ の で 、 我 は 液 の 直 き 道 に て 役 等 人 間 を 待 ゴン ァ シッ タタ 
た ん 。 の アス バン ンー 
18. 硬 し て 我 は 、 前 後 左右 か 6 ( 注 13) 彼 等 を た 290AoR 0 っ 
角 わ ん 。 さ れ ば 流 は 、 役 等 の 多く が 忘 思 の RG 
徒 な る を 知る べし | と 。 66 し 3 の と うる の し l とう 


9 


さき げす お い ー ン ぅ アス ユン ク こく [2 みう タウ ン っ 。 の っ 
19. 神 は 法 え り 、「 蔵 ま され 、 逐 い 立 て られ て こ Phi2 で 4 oo る SU 
こよ ょ より 去れ 。 も し 彼 等 の うち 液 に 追随 する 


③⑬ デ う る ャ グン LSW 8958 
者 あら ば 、 わ し は お 前 た ち 一 回 で 地獄 を 満 ou 2 SC 285 
さん 。 i 
0 2 の 32 タッ マン ン ッ ン が 1 
20. ア ダム よ 、 液 と 液 の 妻 は 庭園 に ( 注 14) 住 て も 1 922323| 9 コ 
人 、 好き な と ころ て 供 う が よい 。( 注 15) な 果 ン ン ン ン ン へ の ン ン ラン ン 
8 
いと 不義 者 の 用 に な ら ぎ ざら ん が た ゅ に 、 こ の 2G と つう も ゃ | Ab うい 
の 樹 に は ( 注 16) 近寄る な か れ 」| と 。 ⑤ っ 下 





注 12 この 二 に いう 復 告 と は 来世 に 約束 き 乱 た 万 人 の 大 復活 の こと E で は な い 。 人 人 間 の 等 現 の 復活 ある い は 人 
周 の 精神 的 記 識 が 最も 商 め られ た だ 状態 の こと を 言っ て いる の で ある 。 精神 的 復活 が な い 限 り 、 イ プ ブリー ス が 人 
に 迫 を 庄 ら せる こと も ある で あろ みう 。 し か し 、 人 人 間 が が 一旦 バカ ター (再生 ) と 呼ば れる 精神 の 高い 段階 に 到達 す 
れ ば 、 ち も は や イプ リー ス は その 人 問 に 対し 何 の 害 を 為す こと も 5 で きか ない の で ある (17 : 66)。 

注 13 サタ ン が り めで らし て いる 誘 豆 の 網 に 注意 せよ 。 

注 14 2 ・36 る 参照 

注 15 これ は 、 肉体 的 、 精神 的 に 有 岩 で ある と し て 融 じ られ る こと 以外 は すべ て 合法 で ど あ る こと を 示し て い 
る 。 

注 16 | 禁断 の め 本] 上 は 、 ア ダム と その 妻 に 、 あ る 特定 の 事柄 を 禁じ て いる 戒律 の こ ほ も ぅ 意味 し て いる よう 
で ある 。 クル アー ン の 中 で は 、「 良 い 苔 葉 ] は 「 良 い 木 ] と 関連 し て な り (14: 25)、 邪 悪 な 言葉 は 「 悪 い 本 」 
と 関連 づけ 5 れ て いる (14 : 27)。 


一 299 


2 ビ 殖 デル ・ ア デア ラー フ 


21. し か る に 悪魔 が 彼 等 に 路 い て 、 彼 等 に 見 を プア HMV る 打 2500 ん AU1V 全 の 9 
ざり し 取 部 を 彼 等 に 知ら し め 、 面 し て 云 レジ リョ グン 5 
り 、「 主 が お 前 た ち に この 樹 を 禁じ た る は 、 MM WIE4C の に の の 1 
お 前 だ ち を 天使 きだ は 不老 不死 者 た らし め ッ ュ ン ッ ク ン レレ レア エム ン 証 還 還 ウレ アイ 
ざら ん が た め な り 」 と 。( 注 17 DXSOICKYI ly 


0 凍 し て 悪魔 は 二 人 に を 本 っ て 均 え り 、 | げに 我 の ジ 。* ィ ン シン ン 2 
は お 前 た ちの 真実 の 助言 者 な り 」 と 。 @oee3ioJCGSUC2C6 う 


に 1 タン タ を ィ ン タネ ブン. ッ タ タ [ノア ャ ンク 
23、 こ うし て 悪魔 は 二 人 を 粗 き て 晴 落 せしめ た 1 旨 し 2303 


り 。 彼 等 を の 樹 の 実 を 味わう や や 、 だ ち ま ち ン る ン 2 和 SE25022 
恥ず か し き を 自覚 し 、 庭 章 の 木の葉 で 己 が ウレ ラ の 5 
身 を 末 い た り 。( 注 18) す る と 、 半 は 二 人 に し 人 522 4 の 2 が 2 0 


呼び か け て 、 云 えり 、 人 し は 前 た な ち に を 。 。。 レ シリ ニッ 2 
の 樹 を 禁ず ざり し か 、 ま た 悪魔 は お 前 だ ち と を っ 2 5 員 | 
NE の 3 


- 罰 
の) 


24. 彼 等 は 云 を り 、[ 主 ょ 、 我 人 等 は 誤 れ り 。 流 我 CT 2 る 2 を 6 ( EE 
等 を 許 き ず 、 慈 半 を 垂れ ざれ ば 、 我 等 は 必 つっ 2 の の ら う 


ず 失 敗者 と な らん 」 と 。( 注 19) (の 2 っ の) ン ッ ン 


注 17 閉 悪 な 考え が 蘭 後 に 和信 を 酸 減 に 追い や る 時 、 同 時 に 、 そ の 信 自 身 、 自 分 の 弱点 を は つき り と 日 党 す る 
の で ある 。 ア ダム が 住む こと に な っ た 場所 は 、 ク ルアー ン の 中 で は 比 員 的 に 「 庭 園 ] と 表現 きれ て いる 。 そ し 
て 、 決 に 続く て 文 に お いて も 比 隊 が 続け て 用 いら 和紀 、 ア ダム は ある 特定 の [本] に 近づく こと を 芋 止 きれ て いこ 
と か れ て いる が 、 こ の 「 木 』 と は 、 文 字 通 り の 物 と し て の 本 で は な く 、 ア ダム が 近づい て は な ら な いあ る 特 
定 の ・- 族 、 部 族 の こと で あっ だ た 。 ア ダム が 近づい て は な ら な いと され だ の は 、 こ の 一 族 が 彼 の 疫 で あり 、 彼 に 
危 守 を 加え を よう と も 何 の 痛み も 感じ な い 人 々 で あっ た か ら で あ る 。 


注 18 サタ ン の た め 、 ア ダム の 共同 体 に 凶 裂 が 入り 、 中 の 弱い 人 々 が 共同 体 の 絆 か 6 典 れ て いっ だ 時 に 、 デ アデ 
ダム が 「 攻 園 」 の 木の葉 すなわち 共同 体 の 若者 達 を 集め 、 彼 ら の 協力 を 得 て 、 披 に 従う 人 々 を 再 統 一 、 再 編成 
し は じ め た よい うこ と を し めし て いる の で ある 。 菅 者 は ] 昌 思想 や 偽 見 に ほとん ど とらわれ な い の で 、 神 の 預言 
者 達 に 従い 彼ら を 助け る の は 、… 般 に 若者 た も で ある (10 : 84)。 ア ダム に 人 衛 う こと を 拒 舎 し た 首 と し て クル デー 
ン に 描か れ て いる の は イブ リー ス と 呼ば れ 、 役 を そそ の か す 者 が サタ ン と 呼ば れ て いる 。 この 区 別 は 、 こ の 節 
の み で な て 、 ク ルアー ン 人 金 体 を 通し て 、 関 連 す る 節 す べ て に お いて 、 胃 確 で ある 。 す な わ ち サタ ン と イブ リー 
ス は 別人 な の で ある 。 ア ダム や を そそ を の か し 、 開 違い を 犯 る きせ だ シャ イタ ー BA 日 に 見 ぇ Q 亜 圭 で は な く 、 自 
も 肉 $ ぁ ある 邪悪 を な 人間 で あっ て 、 人 々 の 中 に いる 可 記 び で あり 、 サ タン の 愉 現 で あり 、 イ ブリ ー ス の 代理 人 で あっ 
か 。 そ し て 、 ア ダム が 近づい て は な ら な いと る れ むれ た だ 一族 の ・ 2 モハ ッ マ ド は 、 彼 の 名 前 は ハリ 
ス (人 名 ) で ある と 言っ た と きれ て いる が 、 こ の こと は 、 彼 が 人 間 で あっ て 悪 震 で は な いこ と を 示す も う 一 つ 
の 証 損 で ある 。 ' 

注 19 間もなく (アダム は 自分 の 誤 ち も に 気づき 、 後 必 し つつ 、 急 いで 神 の も と へ 刀 っ だ 。 そ $ 
もち と は 、 こ の 人 韻 悪 魔 を 、 神 が か か わり 合わ な いよ う 秒 告 し た に も か か わら ず 、 支 援 者 と 間違え 
だ の で ある 。 


そ も ア ダム の 計 
だ だ と に お る 


ーー 


系 に 章 アル ・ ア ラー フ 


25. 主 は 云え り 、「 出 て 行け 、 前 た ち は 互 に 数 ンタ ラン ーー ント っ を シュ ッッ 」 フン 
間 “ yla40 53 と oe ろく BA1 6 


と な らん 。 地 上 に は お 前 だ ちの 仮 の 宿 と 、 





ひと 時 の 楽し みあ り ] と 。( 注 20) | 1 


し か の う 2.9 。 2 ン う 。 
26. 面 し て 主 は また 云え り 、「 そ こ で 前 た ち は (も ら う oO523 し 3 5 っ Oyeo 85 
生き 、 そ を こ で 死に 、 面 し て を こよ ょ り 路 らし 了 の 0 
3 9 アラ 
め ら る べし 」 と 。( 注 21) ⑩ 〇 ど の 
第 二 項 
27. ア ダム の 子 ら よ 、 げ に われ ら は お 前 た だ ち に 、 人 Co8EC CCITS 2 
lew つゆ ] 回 
取 部 を 覆い 、 ま た 節 る た め の 衣服 を 投 け た ーー 9 828 
り 。 さ きれ と 、 正 義 の 衣 愛 こそ が 最高 な り 。( 注 2 d) ら と の の うう 
22) こ は 役 等 に 忘れ る せ ぎ る だ た め の 、 ア ッ の 2 の 2 
ラー の 神 光 の 一 つ な 5 。 eo 2 PO 
28. アダ ム の 子 ら よ 、 和 亜麻 が か つて 、 ぉ 前 た EK YR 
の 先祖 に その 恥部 を 知ら し めん が た だめ に 、 っ リン 
と サン の の ラプ ンー の ノラ 
その 衣 を 閉 ぎ 春 っ て 彼 等 を 許 則 よ 5 放送 せ ご と 2 
0 2 に 、。 湯 詩 に た ぶら か る れる な か 2 ウ み 多 8 5 2 か (の 51* し 31 
。 事実 、 悪 魔 と その 一 族 は 、 お 前 た ち に 
人 と ころ か ら お 前 た ち を 見 る 。 げ 2 Yi 095 
に われ 6 は 、 悪 庭 を し て 信 ぜ ざ - る 者 ども の 昌 





と あ 。 
友よ と な せり 。( 入 23) “ ドー 
注 20 この 節 で は 、 ア ダム か 自分 の 生地 か 6 人 他 の 地 へ 移住 する よう 命令 きれ だ こと を 明らか に し て いる 。 を 


うな っ だ の は 、 彼 の 共同 体 の 中 に 様々 に 異な っ た だ 人達 の 間 に 、 人 0 章 Ne 
この 事実 は 、 ア ダム が 出 て 行く よう 谷 令 され た 「 放 園 ] が 楽 賠 で は な か っ た こと の も う - つの 証拠 と な っ て い 
る 。 ア 婦 ム は 、 彼 の 生地 メンボ タ ミ ア か ら 出 て 、 近 隣 の 地 に 移っ た な よう で ある 。 こ の 移住 は 、 多 分 -- 星 的 な こ 
と て あり 、 ず っ と 後に 彼 は 自分 の 故 卿 に 戻っ た で あろ う 。 吉 実 、「 時 へ の 備え を ] と いう 言葉 は 、 移 仁 が 一 時 的 な 
も の で ある こと を 、 僅 か に ほ は の ゆか し て いる 。 ア ダム は ・ こ の 節 で 、 こ れ か ら 先 、 注 意 深く し て いる よう 昧 合 
を 受け て いる の で ある 。 それ も 、 今 や 彼 は 水 遠 に 分 の 生地 に こそ 住む べき で ある か ら な の で ある 。 


邊 21 ・… 最 的 な 忘 に 解釈 すれ ば 、 こ の 節 は 、 人 間 は 誰 $ 物 に し て の 陰 体 を 持っ た だ まま 深 園 に 時 る こと は で き 
な いと 示唆 し て いる の で ある 。 入 は 地上 で 生き 、 地 上 で 死な な けれ ば な ら な い の で ある 。 

和正 22 。 アダ ム が 「 放 園 ] に お いて 自己 の 「 裸 身 ] に 纏っ た の は 、 殴 度 な る 信仰 と いう 衣 撮 で あっ た 。 

注 23 シャ イタ ー ン と 呼ば れる 悪 圭 と その 人 針 問 達 は 、 普 通 は 日 に は 見 えな い 。 彼ら は 、 宙 か に 力 を ふる い 、 


人 人 間 の 亡 れ た 弱点 を 近 し 出 し て は 、 人 問 が る の 邪悪 な 心 を ます ます 強く する よう 仕向 ける の で ある 。 利 は た だ 


人 人 間 の 試練 と し て 、 サ タン を ぢ 人 同 り 9 に な っ だ の で あり 、 サ タン は 、 人 人 間 が 辿っ て いく 靖 神 の 旅路 の 途中 に ある 

障害 物 と し て の 役割 や 果たす の で ある 。 障 守 物 た と は 、 妨 害する た め の も の で は な い 。 人生 と いう 競技 の 中 で 、 
巡 才 者 達 が $ っ と 用 心 深 てく な り 、 そ れ ま で 以上 に 努力 す る よう に な る た め の ぉ の な の で ある 。 障 実物 に 暗 き 
EPR 宮 愉 な 者 は 、] 分 自身 を 上 ゆる で き で あっ て 、 役 6 の 気 換 を 試す た め 、 役 ら を 試練 
に 向かわ お せ だ 人 人 ある い は 人 人 々 を 責め ゆる べ でき で は な い 。 
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29. 彼 等 は みだら な 行為 を する 度 に 、 云 う 、「 我 


0 多 福 た ち が る れ を 行 


ー が を 我 等 に 


う を 見 だ り 。 ア ッ 
人 だり | ん | ゲッ 
AP な 行為 を 命ぜ ず 。 お 前 
だ た だ ち 、 ア ッ ラ ー に つい て 己 れ の 知ら ぎる こ 
Re は パイ | を 。 


Mn で の 


E 多 1 2 Ooe う 60 ES 3131 う 
US 2 し 392 1 
@o%59 じ あら 3。 約 





30. 云え 、「 主 は 正義 を 命じ 給え 4 り 。 きれ ば 礼拝 42 ウシ の 全 ピ 
の 場所 で は 、( 注 24) 常 に を の 顔 を 主 に 正 し ぱあ う ウジ ター ジン el 
《 向け て 祈り 、 誠 を 尽 し て 信 ぜ よ 。 王 が お KG 2 の ラン ッ < 3 が AM ン 
前 た ち に 生 を も た らし た る 如く 、 お 前 た ち SI4oe お あー 
は いずれ 主 の 許 へ 帰り 行く ] よ 。( 注 25) の の 5555 
| 1 と ? ン レン ( ク ョ クン 
31. 主 は 或 る 者 は 導き 、 ま た 送 亮 する 者 は うち 2eAlLUAeE 22c08 5 
捨て た り 。 彼 等 は アッ ラー やき し お いて 前 
悪魔 ども を 仲間 し な し 、 し か も 自ら は 正 し の 2 クル osBibo58 
〈 癌 か れ て いる と 思う 。 2? タン マテ ーッ タマ イン 
⑫ 〇 OSe2 。e51 
ーー っ みさ アデ : 宇 石 亡 」ー 玉 A 』| 上 モ 還 3 アッ マシ ルレ ルン ズ * > 9 す レレ 
32. アダ ム の 了 ら よ 、 礼拝 所 に 迷 け る 礼拝 時 に どっ おい PE 
は 、 服装 に 気 を つけ よ 。 ( 注 26) 飲 む も よ し 、 
、 ヽ アグ 5 。 プー 7 タプ アック 
食べ る も よし 、 な れ ど 度 を 過ごす な か れ 。 の の も 1 る る 451 MDIIOOP 8 
げに 主 は 度 を 過ごす 者 を 好ま ず 。 
第 四 項 
は 3 プ ミ ンズ 、 「 ア ッ ラ ー が を その 僕 の た め に 作り た る | 半 し ン フ タング ジー ンク 5、 ン ブフ ブッ タン 7 み 
っ し で と 1 31251 の ろ な で 
邊 内 や 、 そ の 賜 え る 清 湊 な 人 物 を 式 C た フラ で の 2 クー の 
る は 誰か ? |] と 。 云 ん 、「 こ れ ら の も の は 、 前 か ら 
復活 の 日 に な いて 、 現 世に て 信徒 な り し 隊 久 計 晴 0 
人 々 に の み 限 ら る ] ほ 。 ( 注 27)7 か く の 如く 、 名 8 cis5 2 講 人 EAI 
われ ら は 知識 ある 人 々 に きま ざま な る 神 兆 ン 2 の 
を 説明 す 。 ぬら 
注 24 折り の 時 間 が 近づき 、 寺 院 に 出かけ る 時 に は 、 イ スラ ムッ 教徒 達 は 、 世 俗 の こと を 忘れ て 、 神 に 注意 を 
集中 し な けれ ば な ら な い 。 す べ て の 祈り の 前 に 行う 洒 浴 は 、 信 徒 の 心 を 神 に 向け る せ 、 祈 り を 行う に ふき わし 


い 状 態 に きせ る こと を 日 的 と し て いる の で ある 


注 25 


「 王 が お 前 だ ち に 生 や も だ らし だ た る 加 《、 


お 骸 だ ち は い ずれ 主 の 許 へ 帰り 行く ] と いう 言葉 は 、」 度 


我々 の 肉体 が 母 の 子宮 の 内 で 次 第 に 成長 する よう に 、 我 々 の 魂 も 、 死 後 、 同 様 な 成長 過程 を 辿る で あみ うと 言っ 
て いる の で ある 。 


注 26 


美しく 装う こと は 身体 的 に も 精神 的 に も 必要 な こと で ある 。 了 体 的 な 観点 で は 、 信徒 達 は 祈り の 場 へ 


行く て 時 に は 、 で きる だ け 清 潔 で きち ん と し た 服 訂 を する こと と きれ て いる の で ある 。 


宇 27 
米 は 信徒 な ちの だ め の も の で ある 。 将 米 に は 、 不 信徒 を 除き 、 
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神 が 用意 な きっ た 素晴らし い 汚れ な き 物 は 、 実際 の 生活 に お いて は 不信 徒 と も 分 か つの で ある が 、 本 


信徒 むち も のみ 恩恵 を 号 - を られ る で あろ う 。 


34 . 


雲 え 、[ 主 が 禁じ だ る こと は 、 み だ ら な 行為 、 
を は 外 に 現われ だ る も の で も 内 に 秘め だ る 


アル ・ デ ラー ブフ 


は の HI アキ うら) 


も の で も 、 ま た 罪 と 邪悪 な 直 犯 (アッ ラー 5 AL 1 で ライン ER うー ンタ フロ スグ: 
リー の の う 5 

が 何 の 権能 も 授 り ぎる 6 の を お 前 た ちか が プク ウー 昌和 

パッ ラー 旨 本 し 2 さも 、 アッ ラー の RI いり He ん 1 sd 


に つい て 己 れ の 知ら ぎる こと を 云う こと か な 


り 誠に 
中 2 EN ッ 。 タン フッ ンタ 2 
35、 い ずれ の 民 に も 一 定 の 期限 あり 。 そ の 期限 93 39 2 に 1 2 32 82141 全う 
至れ ば 、 本 な り と ゃ 人 騰 肖 速 する 能 わ ず 。 ( 注 ラク の タレ 5 レン ンク クレ 
28) ⑬ 〇 yoaz う 5 Ac し 
36. アダ ム の 子 ら よ 、( 注 29) も し お 前 た ちの 中 


あ 2 イン ブック カタン ぁ の ② * ヵ タン ん ン レア ネ ミ ザヤ 
た と 39 りこ SR3ELSI223ICS 


ょ り 選 ば れ し 使 徒 が お 前 た ちの と こ る に 来 


て 、 わ が 神 光 を 前 た ち に 物語 る 場合 、 を 340oG を 8 2 3 に 2 
れ で 神 を 異 れ 、 若 事 を 行う 者 に は 、 恐 れ も 9226 
悲哀 ちな か る べし 。 ie 
37. され ぼ わ れ ら の 神 兆 を 拒否 し 、 尊 大 に も 之 eS MOMACwIWt6 4 
ょ り 顔 を そ ひ ける 者 ども 、 彼 等 は 業火 の 住 LO 
人 ほな り 、 を その 中 に 氷 協 に 住ま ん 。 @Osus SS 22 うい 多 | 


タプ ゥ フゥ アノ 


Yo も 
ポン EN と 665 ン PIDYOWPE クタ お 6 


38. アッ ラー に 対し て 偽り を 提 造 し 、 そ の 神 上 
を 虚偽 な り と する 者 以上 に 不義 な る 者 は 誰 
か ? か か る 徒 回 は 定め られ た 通り の 運命 を 
持つ で し 。 《 注 30) や が て われ ら の 使者 た ち 


が 破 等 を 訪れ て その 命 を 召す 時 、 使 者 た ち 太 す し Gi 2 6 あの る 
は 去 わ ん 、 「 ア ッ ラ ー の 外 に 、 日 頃 お 前 た ち 2 タ テン アン ン ム 」 ン ラ タッ ン 
が 祈 れ る 者 は 、 今 何処 に あり や ? | と 。 後 2 の 653 


等 は 答え ん 、[ 我 等 は 彼 等 を 見 出せ ず 」 と 。 
か 〈 て 彼 等 は 自ら 不信 心 者 だ た り し こと を 立 


2 ラン PT 


の の の 3 >51 


証 す べし 。 
宇 28 ある 民族 に 員 が 下る と 定め られ だ 時 が せま っ て くる と 、 も うそ を それ を 回 避 す る こと も 、 遅 ら せ る こと も 


別 の 時 期 に 延期 する こと も 不可 能 で ある 。 

注 29 "この 点 に つい て は 、 特別 な 注 を 加え る に 値する 。 ち も 、 既出 の いく つか の 節 と 同様 、「 ア ダム の 子供 達 
よ ょ 」 と いう 斉 葉 は 、 モ ハッ マ ド の 時 代 の 入 々 に 向かっ て 、 ま だ た まだ こ 届 か ら 生 まれ て くる 代 代 の 人 々 に 向かっ 
て 呼び か が け て いる の で ある 。 式 い 過去 の 人 々 や 、 ア ダム の す で 決 の 世代 に 向かっ て 呼び か が け て いる の で な い 。 
この 言葉 は 、 神 の 使者 を 拒絶 する 者 た も は 、 彼 ら は 敗北 し 、 挫 折 す る よい う 杭 言 が 実現 する の を 、 昌 
神 の 使者 に 逆らっ た 上 罪 で 、 彼 ら に 下 き れる 肖 を 員 み し ゆる こと に な る で 


注 30 
ら の 目 で し か EL 見 る で あろ う 。 ま た 、 
あろ うと 述べ て いる の で ある 。 


ご 肖 條 人 


39. 


40 . 


41 . 


43. 


44 . 


31 


汗 : 32 


0 


注 33 


こ か ら 逃 げ 出 すこ と は で き な い “ 


主 は 云わ ん 、 「 液 等 、 お 前 だ ち 以 前 に 逝き だ 
る きま る "まな る 民族 、 妖 霊 と 人 間 の 集団 に 
90 で 二 に 入れ | と 。 一 つの 集団 が 入る 
びに 、 必 ず 姉 妹 集団 を 呪い 、 人 逐 次 を こ に 
ren rh APR 
いて 嘉 わ ん 、( 注 31) 「 主 ょ 、 我 等 を 逃 わ し 
3 
藤 火 の 罪 を 二 門司 を よ 」 と 。 主 は 云わ ん 、 
「 誰 れ に も 次 一 倍 の 刑 六 を ( 生 32) 訪 えん 。 
きれ と ど お 前 た ち 、 を 知ら ぎる の み 」 と 


2 人 矯 の 者 ども に 向っ て 、 記 

、「 お 前 た ち は 我 等 に 勝る と ころ な し 
Cee ち が な せる こと に 対す る 徐 前 
を 味わえ | と 。 

し る し 第 五 項 これ 

わ ゎ われ ら の 神 兆 を 拒否 し 、 尊 大 に も 之 よ り 顔 
を そむけ る 者 ども 、 役 等 に は 天門 断じて 開 
の だら まだ 店 務 が 針 の 孔 を 通ら ぬ 限 り 、 
彼 等 は 楽園 に 入る を 得 ぎ る ざさ し 。 かく の 旨 
《、 わ れ ら は 正 人 ども に 報 W ゆ 。 


. 彼 等 の 寝床 は 地獄 な り 。 上 も まだ 同じ 地獄 


で 、 彼 等 を 本 う 。 わ 和 れ らら は か く の 如 〈 不義 
若 に 報 ゆ 。 


る れ ど 信じ て 、 善行 を 積み 人々 は 一 われ ら 

は 何人 に も 、 能 力 以 上 の も の ( 注 
33) 一 楽園 の 住人 で あり 、 そ こ に 永久 に 住 

まん 。 

われ ら は 各 何 な る 犯 恨 も 彼 等 の 胸中 より 取 
り 除く で し 。 彼 等 の 足許 に は 河川 流れ る で 

し 。 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 を ここ に 性 き し 

アッ ラー に 護 を あれ 。 も し アッ ラー 我 等 を 
指導 者 達 (最初 の 集団 ) と 彼ら に 従う 者 達 


苦 導 と 苦悩 は 、 


挿入 名 の 「 何 人 も 
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能力 以上 の も の を 課せ ず 」 と いう 旬 は 、 
ょ いう キリ スト 教 の 敦 衣 と 反し て いく 


* プ ラー フ 


ュ ブ ンー タン レタ トー タタ ょ っ 


SGS の CE 5 1806 
si ES 1 3 
NO SH まろ 

ENV と HG 的 YYNG 


⑨OA5 2 3 ss 6 
連 2 9 Ke 


74 まま 
4 OAIUO8US ま 


* 


ドコ 


こう 


タ る ンタ | 3 IMA 


ャ ンー 
0 タタ ッ ョ レン レン 


の な や okaIe ン P 宮 
⑥⑩ 〇 Jl と 55 dLz8 ュ ン クタ も ク 


ンー 3 
ピー 


し 922 が の | 
ゴン フル ド ンチ ロン アー 


WU)PSTUS 


SGS 3 の 
eS54M OS 3 


( 錠 み 計っ o Eo ザラ 
AEAS 4 は CMK9 


(最後 の 集団 ) Q 


それ が 続い て いる 聞 は 激しく 感じ られ る で あろ う 、 神 の 苦悩 は 弁 え 難い $ の で ある だ 


罪 は 人 間 の 本 質 に 根 し て お り 、 太 間 は そ 


る 向 所 で ある 。 


第 章 


45. 


40 . 


47 . 


49 . 


49. 


注 : 34 
彼ら 自身 邪悪 な だ け で は な く 、 


導 か ざり せ ば 、 我 等 は 正しい 道 を 得る 能 わ 
じ 。 げ に 主 の 使徒 た ち は 真理 を も た らし た 
り 」 と 。 面 し て 彼 等 は か く 告 げ ら る べし 、 
「 こ は お 前 た ちの 行い 故に 、 報 肖 と し て 授 
けら れ た だ た る 楽園 な り 」 と 。 


楽園 の 住人 た だ ち は 地 獄 の 住人 だ たち に 向っ て 


云わ ん 、「 我 等 は 主 の 約束 が 真実 な る を 見 た 
り 。 お 前 だ ちる 主 の 約束 が 真実 な る を 見 た 
る か ? | と 。 彼 等 は 答え ん 、「[ 然 り ] と 。 る 
の 時 、 一 和信 の 布 樹 者 が 両者 の 間 に あ り て 、 

云わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 呪い 、 不 毅 者 の 上 に 降 


る 一 一 


備 等 は アッ ラー の 道 か ら 人 々 を 背 か し め 、 
之 を 傘 め ゆん と し だ た ば か りか 、( 注 34) 来 世 も 
信 ぜ ざる 者 ども な り 0| と 。 


画 才 の 間 に 隔 壁 あ り 。 面 し て その 高 避 の 上 
に 人 々 あり て 、 記 号 に よっ て すべ て の 者 を 
識別 す 。 役 等 は 楽 彫 へ 行く て 人 々 に 声 を か け 
て 、 な わん 、「 あ な だ た が た に 平安 あれ 」 と 
後 等 は 未だ 楽園 に 入ら ね と 、 そこ に 入る を 
希望 せん 。 


次 に 彼 等 の 目 は 業 炎 の 徒 湊 に 転じ て 云わ 区 
ん 、「 王 よ 、 我 等 を 不義 な る 徒 藻 と 一 結 に す 
る なかれ] と 。 
第 六 項 
高 区 に 居る 人 々 は 記号 に よっ て 人 を 識別 
人 SS 
、「 お 前 だ ちの 多く の 癌 も 、 人 慢 きも る 、 も 

0 午 Mk 


この 表現 は 、 
他人 を も 役 ら 6 の 如く ! 


変え よう と る え し て いる の で ある 。 


注 35 
為 に : 
言 者 達 に 敵対 すれ ば 、 


深 上 に いる 人 人 邑 ち 預 言 者 達 は 、 
派遣 きれ た の で あり 5、 
話し か べき 結 木 に な る こと を 、 


下行 な う 者 達 は 、 真 の 宗教 な ど 了 芝 落 きせ だ た いと 也 っ て いる と いう 上 避 味 で ある 
に 条 て 


人 人 々 の 中 の ある 特定 の 著 達 に 
頂 言 者 上 豆 は こう し だ 人 々 を 彼ら の 特別 な 特徴 に よっ て 見 分 け 、 
今 こ そ 理 解す る 必要 が ある と 上 告げ る で あろ う 。 


ィ ー 代 


ゲル ・ ア ラー ブフ ブ 


レア 


VLS 


4、2 イ イッ タカ ン ょ ュ ン er 1 
あし 5) 


3 aol326 


ー タ クッ 3 タク ン / ッ 2 


3 9 し 


eo 


Ga rdjRce6ehowkdh 


レ ど 才 の (2 
い O 0 お 8 区 Oc 
の し 4 の 05 9 加 


〆 


6 UI 
ゥ ヶ ウィ っ ぁみ ゃ ダ 
OO 
アン 

6929 55 223 3 

で ヤク ンタ グ 2 アン レン 2 ン 
月 8339 ら っ 5 を と 5 
CD ッ イラ イン 2 ブ ゅ マン | 32E 60 
22 の に ee 
OS か 2 仙人 

⑫⑲ 〇 5) 


2 る 4 る 
UolCs 1 


ら る う Gilogo Ao| 2 EL2SS 


あ 下 の 引 ど CE5359 8 


55 ae 
ご っ = 当 8 
。 彼ら は 、 


し まお うと し 、 更 に 未 教 の 教義 を ゆがめ 、 勝 手 に 


る で あろ う 。 頂 言 者 達 は 彼ら の 
彼ら に 向かっ て 、 頂 


呼び か け 
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の ゆっ 22 


0 . 


2 


9 の は 、 


4 


DO . 


注 36 


[ 五 力 年 」 か も し れれ な い (70!: 5)。 
の ある 時 代 は - - 子 年 以上 で あ り 、 

の 形態 に まで 発展 し て る 
ブッ! 


半 ] の 


変 比 の ある ぉ の は 、 


_ 楽 火 の 住人 だ ち は 楽 彫 の 住人 だ ち 


お 前 た ち が 、 ア ッ ラ ー は 思 恵 を 施 きず と 招 
える は 、 こ れ 等 の 人 々 な る か ? ] と 。 神 は 


役 等 に 向っ て 云わ ん 、「 朱 圏 に 入れ 。 お 前 た 
ち は 恐 れ も 悲 哀 も な か る で し | と 。 


に 呼び か 
け て 、 均 わ ん 、『 ア ッ ラ ー が お 前 だ た ち に 与 え 
た る も の 、 水 な りな ん な り 5 我 等 に 注 げ 」 と E。 
役 等 は 和 客 を て 去 わ ん 、| ア ッ ラ ー は 不信 心 者 
ども に を その 両方 を 禁じ た 5 一 
宗教 を 気 晴 し か 娯楽 と 考え 、 現 世 の 生 活 
NR に は 」] と 。 され ば 、 Pe 
この 日 の 対面 を 起 如 、 われ ら の 神 兆 を 認 
2 今日 われ ら る 役 等 を 忘れ 寺 
らん 。 
げに われ ら は 彼 等 に 経典 を も だ た らし 、 茹 識 
に 基 い て それ を 記述 せ 9 。 こ は 信ずる 人 々 
へ の 手 導 に し て 、 か つ 落 悲 な り 。 


今 彼 等 は 、 た だ 警告 の 結果 、 を それ 以外 何 を 
全 つ が かり を の 結果 が 到来 する 日 、 以 前 に 
を 忘 : れ て い だ 人 々 は 「 王 の 使徒 た ち は 確 
か に 真実 を も ゃ だら せり 。 我 等 の た め に 執り 
成 し て て れる 仲 半 者 は いざ る か ? それ と も 
我 等 を 再び 現世 に 返し て くれ る な ら 、 こ れれ 
まで し て 来 た だ た こと と 違っ た 行為 を な すべ で き 
$ の を 」 と 去 わ ん 。 け 【 に 彼 等 は 自ら を 減 ば 
りら 耐 し て その 提 造 せる も の は 、 役 等 を 


見 捨て た り 。 

第 七 項 
げに お 前 た ちの 王 は アッ ラー に し て 、 六 日 
の 間 に ( 注 36) 天地 を 創り め 、 し か る 後に 


この 期間 の 長き を 推測 し た り 、 


アラ ビゼー の 上 兄 解 も 同じ 結論 を 引き 出し て い 
長き を 胃 確 に する こと は で き な い の で ある 。 神 は 、 
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決定 する こと は 不可 能 で ある 。 
神 は 、 神 の 時 代 の すべ て を 我々 に 明 ら 56 か! 
また だ 別 め 時代 は 五 万 年 、 殺 米 年 と 続く か も 

る の に 何 百 万 年 ちか か っ て いる こと を 明らか に し て いる 。 イ スラ ム 吉 の 高 名 な 学者 イ 
る 。 こ の と お り 、 
それ ぞ れ の 期間 に 、 
一 千年 、 あ る も の は 五 万 年 、 ま だ ある も の は も っ と 兵 い 歳 月 を 必要 と する で あろ う 。 攻 々 


の 207 
ぁ . し 」 い ハス うつ 9 アン りこ 3 3 アフ て ャ ー ン タイ ィ イン 
ひつ 0 の の IO OUP る 


ルン 」 アラ クン Red タッ て イク る ント パク ォ 
@o3 之 を 4 た うり し 1 


トコ] 


アデン 2 ひっ デア ラン ヶ !3 


CSSIO JavM WAM ど 
アプ タッ マン ン 。 グ 
の es 


と を 6 
3 み 、 


〇 の > 2 


ら ) 4 生 和 し 2 タン ッ 
565bG は 1S 癌 


1 34236CAI 
0 計 23 

3 の 5 ME EL23 SO li 
の 

4 ts NKK 放 あ の g204 
gk 54 作 4 き C0GYTAIO4 


ッ タ ン デア 


プ プッ ンタ レン タラ ョ ン アン ンタ 
も (LO1 イ シオ PE 1 用 で 


イス ンタ タク イブ タン CO スン 全 オ イン ミス 
1 ルコ いい うじ と Mg 


ど ヴ 


JC はら 26 
55 の 2 の うす タン 
OHcITCKN(IAODT 


68 記 1 人 


[一 千年 | か も し れ な いし (20 1: 48) 
- こ な きっ て いる わけ で は な い 。 神 
し れ な い 。 科学 が 、 天 や 地 が 現在 


我々 は 、 天 地 の 創 造 が 完成 し て い 《』 基 日 
それ ぞ れ の 変化 を も だ らき れる 。 


も で っ 





第 七 剖 アル ・ ア ラー フ 

玉座 に 登れ り 。( 注 37) 彼 は 夜 を て 人 を 橋 て 放 あの レン レン の 人 ec 2 
この 1 

ゎ わし め た だ たれ ば 、 夜 は すみ や か に 叶 を 追跡 す 。 の 7 

リー イ 3 展 す べべ 『 ェ 上 2 も ー ィ 

更に 彼 は 、 日 月 晶 情 す べ て を 創り め 、 こ れ 6 す 。 呈 と 施 い 3 2 も 

べ て を 己 が 命 に 服 き せ 給 う 。 げ に 剣 造 と 支 _ 
- 配 は 彼 の 所 有 な り 。 謎 え を あれ 、 方 物 の 主 アッ @⑯cAxsl! 
ラー。 

3 0 9 の て レタ タイ レタ ンス ッ タン ンタ 

56. や を 庶 し くし て 、 宙 か に 主 に 折れ 。 げ に oo 15 2 

は 罪人 を 好ま ず 。 二 間 

の IO ご 1 

57. 秩序 が ( 注 38) 定まり た る 後 、 地 上 に 砂 乱 555 イッ タ 

6 oe と っ | uo っ! 

を 起す なかれ 。 時 項 し 、 希 べ 望 を 抱い て 主 に 。 ぞ ^ So め り ( は Oo きき 

に ! に ュ ァ ーー 慈悲 庄 行 ra 老 ン 3 | ン = 條 ぅ ま アン ッ ン る ちと シン 」 ン ンズ ク ュ ン 

祈 れ 。 げ に アッ ラー の 悲 は 善行 も な す 者 の < の 2 どの | Co っ の) 2 


近く に あり 。 


の 慈悲 に 先立ち 、 朗 報 と し て 過 を 送り 出 
hh . 彼 な り 。 風 が 重い 告 を 運べ は 、 


5 タ っ る アァ タン 


グラン 2 1 ン 、 
なめ ee よ 分 


4 し 8 語 。 タン て 
ゎ ち れ 6 は 之 を 不毛 の 地 に 送り 、 そ れ よ り 水 6 eS Ass JULGDUUe CIt1IEJ と こ ーー 
を 降ら せ 、 き ま ぎ ざま な る 果実 を 生 ぜ し ゃ 。 2 ッ ス ン 
同様 に 、 わ れ ら は 死者 を 時 らし むる な り 。 に の 0 
( 注 39) お 前 た ち 恐 らく 教訓 を 受け ん 。 っ 43 ・ (WI 了 
59、 決 土 は 主 の 許し に より て 音 木 委 茂 すれ ど 、 な 届 3c455 ME 較 


悪 土 は 気 表 な も の 以外 育た ず 。 同様 に 、 わ 





の わか る こと は 、 天 地 の 創 造 は 、 完 全 な 完結 し た 形態 に な る だ ゆめ に は 、 藤 い 六 つの 期間 が 必要 て "ある と いう こ 
と の み で ある 。 

汗 : 37 [ 神 は 下 座 に 登れ 5] と いう 誌 葉 は 、 物 換 的 な 宇宙 の 創造 の 後 、 神 の 京 越し た 届 性 と を れ に 類する 特 
性 が 発揮 きれ て 、 世 界 の すべ て の 上 事 々 が 、 一 連 の 自然 法 に ょ っ て 統率 きれ る よう に な っ だ た 上 と いう こと を 意味 す 
の 

注 38 この 表現 は 次 の よう な 意 で ある 。 ク ルアー ン が 胃 ら か に きれ る 以 靖 は 、 不 信徒 上 産 は 、 止 北 に そ む く 生 
活 を し て いて も 、 そ 届 【( 0 し て きだ た 。 し か し 、 完 全 な 導き の 等 が 共 き れ だ から に は 、 彼 
ら は 、 も は や 悪 を 為 し 続け 、 罪 悪 上 不正 に 屈し 、 名 も 受け る こと な く 正 義 に 反する 生活 続け て いて こと は 許 


NISIIEE 光 の は この の た お りお の 0 の 3 の 
和正 に 行わ れる よさ オー AA 届き 規則 止 し い ぃ 生活 を 表し 


注 39 単なる 爾 水 で も 、 死 の 凸 地 に 新しい 生命 を 与え 、 野 業 、 巣 物 や 穀物 を その 地 か ら 生 まれ る せる 。 それ 
} 同様 に 、 天 の 啓示 の 水 が 粘 神 的 な 命 の な か っ た だ 人間 に 新しい 命 を 吹き 込む の だ と 、 こ の 節 は 語っ て いる の で 


ある 。 この節 は 、 ク ルアー ン と いう 形 と な っ て 降っ て きた 天 の 水 の お か げ ば で 、 荒 涼 と し て 乾燥 し た 不毛 の 地 ア 


レン や が て 昌 物 の た わ わ に な っ た 本 々 や 、 香 り 高 い 花 だ つけ た 草々 で 満ち ゃ で あろ うと 約 東 し て いる の で 
ある 。 当 天 、 こ れ ま で 人 人 間 の か す 、 尾 と 言わ れ て きた アラ ブ の 人 々 が 、 こ れ 以 後 突 然 、 教 館 と し て 指導 落と し 
て 学 か よび 上 が っ て に 全 の で ある 。 
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販 ) 


ル ・ ア ラー フ 





れ ら 6 は 感謝 の 念 を 抱 て 人 々 に いろ いろ と 形 AO も クチン リンク る タ 92 ン と ンタ ン 
プ 中 し る し に し いい | る ら 25 yi こ ゅ * 1 ト 円 
を 変え て きま ざま な る 神 兆 を 詳し く 説 明 デポ ッ COIRYO の 
アル ナン セー し の 

す 。 の の の ある 

第 作 項 ン 「 ー ェ ン ン ン 上 タク 2 ( ン ン 

60. わ れ ら 5 は ノア を その 民 に 人 遺 わ せり 。 そ の 時 、 bOGglPsS2 Os ある Ca) 
ノア は 云え り 、「 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー を 消 拝 せ 


タタ 。 レー タレ ン う も の ウタ ンー ドー うー タン ルリ! 

ょ 。 彼 の 外 に 神 な し 。 げ に 我 は ぉ 前 た ちの 。 の 光 GEOU pe 者 の 約 じ 人 

た め に 大 変 な 日 の 懲 前 を 恐る ] だ 。 2 1。 デ タン と タン 
人 ら とろ の て | 


61. 部 族 の 長老 だ た ち は 云 えり 、「 我 等 は 、 流 こそ を の 3 (きれ 
コ アー 四 | 

迷 誤 の 中 に あり と 思う 」 と 。 プン IN 
。 る = 旬 ラダ ッ CO る タイ レ ーッ 2 アー ゥ ント デレ ン 
62. ノア は 云え り 5、「 人 々 よ 、 我 は 迷 え る 者 に 非 320 め の 85 3 402G ゆら E 
ず 。 我 は 万 物 の 主 より の 使徒 な り 。( 注 40) 2 
ce 
63. 我 は 主 の 神託 を 刀 前 た ち に 伝え 、 療 き 助 言 ンタ イン タン タン 5 スィ レラ ンー し ーッ タ 
か AEO ン アル ル ! WSSAWHV 
を 与え る 者 な り 。 布 し て 我 は 、 ぉ 前 た ちがう ン 付く の ら の らら 公記 
知ら ぎる こと を アッ ラー より 知ら きれ て い OO233C 

る な り 。 


64. お 前 た ち は 、 お 前 た ちの 中 の 一 人 を 通し て 0 こく っ 人 ッ タ ンー ラン ラ タ ッ ン ン ン 
2 3 ' 9 つ 952 FPP 
王 の 訓 戒 が お 前 だ た ち に 来 だ る こと を 和 多く チ ン と て の の つの な う 


さ - つ ユエ ュ コテ コナ テー うす タ タイ レン タ * クウ 
か ? 役 が お 林 た ち に 警告 し 、 お 前 た もち を し OGK の 1 の AI の 0(] 
ど アデ 4W 
て 正義 な らし め 、 慈 宗 に 浴 せ し めん と する 
の を 」 と 。 


65. し か る に 彼 等 は 、 ノ ア を 貴 つ き 呼 ば わり せ RE8 人 0BIRI 計 2 2 アタ イン 4 
60 ノア 並び に ノア と 箱 と 1 ン 半 タレ うと も 2 の 
用 や と も に する 人 々 を 救い 、 わ れ ら の 神 兆 の の すら IGRKAKGG4 ( 


0 デ 


PF 
を 拒否 せる 者 ども を 湧 死 せ し め ゅ だり 5。 げ に 人 
彼 等 は 上 目 の 民 な りき 。 
第 九 項 
に w N ち 
66. われ ら は まだ た 、 アー ド の 民 に ( 注 41) その ン 』 タッ 2 る 1 イイ クタ うる [フイ ーー レレ ロン 
0 プー 6015 の OS 6 56323 >E 2 
兄弟 フー ド を 人 造 わ せり 。 その 時 、 フ ー ド は ク 
注 40 ノア は 、 彼 が 誤り を 犯し て いる と いう 非 黄 に 対し 反論 し て いる 。 実際 に は 、 彼 は 、 あ る 場所 に これ か 
ら 行 こう と する 者 は 、 を そこ へ 通じ る 道 を 知ら な いか 、 あ る い は 、 そ こ へ の 道 を 以前 に 通っ た こと が な いた だ ため に 、 
道 に 迷 っ た と きれ る か も し れ な い が 、 あ る 場所 か ら 戻 っ て こよ うと いう 者 が 、 ど うし て 道 を 知ら な いこ と が あ 
ろう か 、 ど うし て 世 に 上 天 う こと が ある だ ろう か と 言っ て いる 。 ノ ア は 、 自 分 が 間 吉 い を する は ず が な いと いう 。 
な ぜ な ら 、 人 役 は 神 の も と か ら や っ て 米 た の で あり 、 そ れ 故 、 彼 が 神 の も と へ 通じ る 道 か ら は ずれ て る 迷う こと 
は の のり 4E が Ye Y う の て あう 。 
は 』 引 1 ゲー ド と は 、 ア ラビ ア に は る か 昔 に 住ん を で いた 部 族 の 名 称 で ある 。 あ る 時 期 、 鍼 ら は 広義 の アラ ビア 
の 最も 肥 決 な 地域 、 特 に イエ メン や シリ ア 、 メ ソ ポ タ ミ ア を 支配 し て お り 、 ア ラビ ア 全 土 を 支配 し た 最初 の 民 
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( 注 42) 云 を えり 、「 人 々 よ 、 ア デッラ テラー を 上 拓 
せよ 。 彼 の 外 に 神 な し 。 お 前 だ たち 神 を 思 れ 
ざる 気 か ? |」 と 。 


ノン ラッ クマン の セイ タン 


⑲ の 史 め 5) yg 上 


っ Wi グッ 
AI 


67、 こ の 民 の うち 信 ぜ ぎる 長老 ども は 云え 5、 GNU 人 らい NE 
R ゃ PF 1 ン エン 只 
「 我 等 は 、 液 が 確か に 愚 朗 の 中 に ある を 見 の 
る 。 我 等 は 液 を 嘘つき の 一 人 と 見 な す 」 と 。 の 9 SuSAoz di) 9 に << 
ー ド は 答え り 、 々 よ 、 我 は 愚か 者 に っ 7 32 4 ン ン 922 2 1 
68. フー ド は え ) AN よ 、 我 は 愚か 者 に 非 320 軸 MFP 
ず 。 万 物 の 主 の 使徒 な り 。 ' 
ee 
69. 我 は お 前 だ ち に 主 の 神託 る 伝え る 者 に し 作っ アグ 
て 、 お 前 だ ちの 正直 か つ 誠 実 な 相談 相 半 な ⑨oxil II 9 っ M 
り 。 
sp 有 1 ラ / 2 グゥ ぅ ダーン ン ン 
70、 お 前 た ち は 、 お 前 た ちの 中 の 一 人 を 通し て PE 
主 の 訓 戒 が お 前 た ち に 来 だ た る こと を 稀 く ピラ 氏 の 4 の 移 
か ? 主 は お 前 た ち に ノア の 民 の 後 を 継が 93 
せ 、 面 し て お前 た ちの 体格 を 強大 な らし め 3 2 る 
M か | しめ | 
7 こ 全 た を 思い 起 せ 。 硬 し て 繁栄 を 願わ ば 、 6 る Mg 
アッ ラー の 恩恵 を 忌 れ まい ぞ 」 と 。 の PA NG 612 2 
が 役 等 は 均 え り 、| 液 は 我 人 等 に アッ ラー の み を デイン ッ ス プン の みみ アァ ュ ン 9 ラン ンス タ ン ケン 
9 の 『 ら 61 
崇拝 し 、 我 等 の 父祖 が 凛 拝 せる も の を や め の 
させ ん が だ め に 我 等 に 来 だ る か 7? も し 液 の 1 ペー 35A3 RC も 1HIVVAC ヶ の 9 ン 
言葉 が 本 当 な ら 、 我 等 を 落 迫 する 事実 を 今 際 
ここ に も だ ら せ 」 と O7G べ も | 
72. フー ド は 答え り 、「 主 より の 懲罰 と 慣 怒 は す る る 2 だ 3 ら 3 Cc23733 ほ 
で に ぢ 前 だ た がち に ふり か か り だ た だ り 。 お 前 だ ち ッシュ ラン / タ 
は 、 お 前 た ち が 命名 せる 名 前 に つい て 我 と 。 312 SG MP 
論争 する つも りか 一 お 前 和 や お 前 た ちの 父祖 IdU6 角 HE 
た ち が 命 名 せる 一 アッ ラー は それ 等 に 如何 28! りあ SU 5 に ウ る の 
な る 権能 も 与え ず 。 さ きれ ば 待て 、 我 も また ノッ 、 ン 05 。。 
トト 1 
お 前 た ちと 共に 待つ ほど に ] と 。 〇 ⑨ oO2 
73。 が か て て わら 1 は 落 悲 を 垂れ 、 彼 並 びに 役 と が 2 > Pd レノ フン アン? て ン 
し ろ し し < Ao AH に MI で 
共に あり し 者 を 救い た れ ど 、 わ れ ら の 神 兆 2 と だ ン と 4 の 2 
族 で あっ だ 。 そし て 、 一 番 ゆ の アー ド と し て 知ら れ て いる 。11 章 中 節 も 参照 せよ 。 
注 42 フー ド は ノア か ら 数 えて 七 代 旧 の 世代 の 人 で あっ た 。 
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74. 


75. 


が 


76. 


の 


80. 


を 拒否 し 、 信 ぜ ぎ ざり し 者 ども は 最後 の 一 人 
まで 生命 を 人 符 い 示 り た り 。 
十 項 

われ ら は まだ た 、 サ ムー ド の 民 に を の 上 兄弟 
サー リフ を 造 わ せり 。 その 時 、 サ ー リ フ は 
均 え り 、「[ 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー を 崇拝 せ よ 。 彼 
の 外 に 神 な し 。 今 主 よさ 》 明 征 が お 前 た ち に 
来 だ た れ り 一 こ は アッ ラー の 牝 路 上 に し て 、 
jp 前 た ち へ の 神 兆 な り 。 さ れ ば 之 を アッ 
ラー ー の 大 地 に 食 む が まま 1 に 放牧 せよ ょ 。 面 し 
て 痛 罰 に あわ ね よう 、 之 を 寄 す る な か れ 。 


. アッ ラー が お 前 だ ち に アー ド の 民 の あと を 


継が せ 、 そ の 地 に 安住 せしめ だ 時 の こと を 
志 い 起 せ 。 お 前 た だ ち は 平野 に 館 を 建て 、 ま 
Ai きれ ば アッ 
ー の 軸 恵 を 思い 出し て 、 地 上 に 騒乱 を 引 
SN 


この 民 の 中 の 人 短 慢 な 長老 た もち は 、 弱 者 と 見 
な だ きれ て いる 人 人 々 、 す な わ ち も 信徒 た ち も に 
向っ て 、 云 を えり 、「 お 前 だ た ち は サ ー リ フ が 確 
か に 主 よ り 條 わる きれ だ る 者 な が る こと を 知る 
か ? |] と 。 彼 等 は 答え り 、「 我 等 は サー リフ 
が 條 わ きれ た る 使命 を 信 ず 」 と 。 

信 慢 な る 者 ども は 云え り 、「 我 等 は お 前 た ち 
が 信ずる も の を 信 ぜ ず 」 と 。 “ 
面 し て 彼 等 は 雌 双 愛 の 右 を 切り 、 主 の 命 に 
斑 き て 、 云 た り 、[ サ ー リ フ よ 、 も し 湊 が 本 
当 に 使徒 の 一 人 な ら ば 、 我 等 を 着 迫 する 事 
実 を 今 こ こ で 起 し て 見 せよ 」 と 。 

する と 、 に わか に 地震 が 彼 等 を 筐 いた れ ば 、 
役 等 は こ と ご と く 自 ら の 家 の 中 で 上 敵 れ 伏し 
7 の 。 


を そこ で サー リフ は 役 等 に 
5 えり 、 [ 火 々 よ 、 我 は 主 の お 告 ! 
ち に 伝え 、 長 心 を も っ て 妃 告 せり 。 


了 ず を お た だ 
し か る 
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921 WI 制 RA 
400bAEtPS (6 23 は 5 の 13 
タン ン シン る を ちの ュ ン ち / 3 0 っ マッ イン 
5 の 3 に 65 補 才 あ 交 
OM6G265 2 哲 436 jo 


(RM 時 21 ャ YK 
くり aN al % 島 弦 yo 93 | 


イル 3 ゆい 


2 タン 


スン 人 タタ シ ク 
RY と が に KG II 31.5 
時 前 アク る レン ュ 2 クタ ぅ 


の め 5bye5 4154 ゅ の GS u の 9!8 
と 539 別人 eW2dC) 
半生 


ラノ ブン) アッ の タン ノ > JW 


AU も る の 21 の OE21CO0I SLJId 
Ro 


GO の 2 OU 53 922 


/ 15.5 っ に 


テ / 


WDMGCM AN 


アー 
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COCP 
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に お 了 だ ち は 、 誠実 な 忠告 省 を 好ま ず 」 と 。 まみ 22 ン タッ ンス レノ 
( 注 43) の OO す 5 は 81 うっ 
81. われ ら は まだ ロト を ( 注 44) 門 わ せり 。 を 9 庁 佑 は 人 ME “ スイ 2 て クック 
| 19 AI GE ) JN 1 5 
ya ロト は を その 民 に 向っ て 云え 9、「 お 前 0 - りか サル 
ち は 、 何 人 も 未だ か つて 行わ ぎり し ( 注 (O7OW EK と の と 1 
9 の 四 
リー ラディ 
82. ぉ 前 た ち 、 女 の 代り に 男 に 欲情 を も よし に 3 の うう 2 360 ou ら 1 
て 近づく と は 。 お 前 だ た ち は な ん と いう 放 走 る っ るる の タッ ン 
どう 3 7 で のび ン 
な 民 な の だ 」 と 。 ⑨ 〇 の る め oi D 
ュ ザ アマ あ > 和え か 下記 っ 日生 > 5 タッ タッ ンタ レン 2 る アーッ る グー ンー SM 
69、 そ の 民 は た だ か (答え たり 、「 役 等 を 前 た 2 記 沿 BoO19U4e ま つの 人 6 る 
ちの 邑 か ら 追 い 出せ 。 彼 等 は 清純 を 装う 者 
ァ ノ 、 ク ン 條 ンク っ タス 1P ンタ る っ 
な り | と 。 ( 注 46) の OL2BS be の し か の の 2 
84 . か くく て われ ら 6 は 、 ロ ト の 妻 を 除い て 、 ロ ト アレ 。 1 4 ク ェ っ 1 デア ラウ し プイ ッ ン レタ 1 ラン ライ ン 
に の 家族 を 救い た り 。 彼 女 は あと に ょ と Oo2 6 学 お ol 442 4 
まり た る 者 の 類 な りき 。 
し か 。 _ 上 る レー レン レ ンク 2 タレ ちろ ンプ ッ イン (ラッ レラ イレ 
85. 面 し て われ ら は 彼 等 の 上 に 雨 を 降ら せ た 43KoV 553 で AE GbE2f 
り 。 ( 注 47) 見 よ 。 罪人 ども の 末路 が 如何 3 
な る も の な り し か を ! ( 注 48) (の 】 ウ デラ こ の 
十 一 項 
SD . わ 和 れ ら 5 まま 6 や ジグ の 民 に ( 注 49) を 9 9 ヶ 3 ぅ 〆! ィ レ レンタ ッ タ エア ッ プ ジン ーッ クン ルン 
の 児 弟 シ ュ ア イプ を 造 わ せり 。 ( 注 50) を AbovelP 見 US Seal GrO2O ク 
演 43 6 (サー レン ) は 悲し み に 打ち ひし が れ た 町 や を 、 を の まま に し て た ち 二 Mi まこ れ 以 上 を の 
2 に 内 えな か っ た だ の で あり 、 丁 度 バ ドル に お ける モハ ッ マ ド の ょ よう に 、 甘 し み ょ 有 中 に 満ち 
た NT 半生 紀 葉 を 口 に し た の で ある 。 
注 - 44 ロト は アブ プラ ハム の 坦 で あり 、 同 世代 で あっ た 。 
注 35 この 言葉 は 、 を その 思 ま わし ぃ い 卓 が 、 今 まで に な か っ た 新た な 悪 で ある と いう こと 、 あ る い は 、、 を の 程 


度 が 以前 と 比べ くも な い 程 重大 で あっ た と いう こと を 言っ 


生 46 。 ロト に 敵対 する 人 々 は 、 彼 に 徒 う 人 々 を 特別 に 高潔 
注 47 大 地震 の 時 に は 、 岩 や 表 共 が 喧 き 出 し 、 高 く て 上 っ て 


で 混 こ り 、1965 年 に は カン グラ (イン ド ) で 起こ 


の っ 


て る 。 


り 


2 や 気 ど り 、 そ れ を 誇示 し て いる と 軽 蔵 し た 。 


また 大 地 に 落ち て くる こと が よく ある 。 ボ ンマ ペイ 


注 48 ある 人 人 々 に よれ ば 、 死海 の 問 時 の 地 は 街 が 廃 璃 し な っ て いる と いう 。 し か し 、 グ クル アーン は ここ を 
ディ ナ か ら シ リア へ の 道 に 定 ゆ て いる よう で ある (35: 80)。 

注 49 マ ド ヤ ギン は ケト ゥ ラ と と アブラハム の 問 に 生ま れ た 息 用 で あっ た (創世 記 25:1 、2)。 

注 50 シュ アイ ブ は モー ゼ 以 前 の 旧 イ スラ ム 人 の 預言 者 の 名 で あっ た 。 型 秋 に 彼 の 名 は 見 当ら な い が 、 一 般 


に 役 は モー で の 義父 と し て 、 尊 人 敬 さ きれ て いる 。 


一 290-" 


2 


67 . 


8 . 


6U。 


90 . 


91 . 


の 上 必 コア イア は 之 え 09、I 人 人 ん よ 、 ア ッ 
ー を 崇拝 せよ 。 彼 の 外 に 神 な し 。 主 より 
明 証 が お 前 だ た ち に 米 だ れ り 。 られ ば 量 目 や 
目 方 や だ た っ ぷり と 与え 、 人 人 の 財産 を 減ら す 
な か れ 。 ま だ た 秩序 が 定 り た る 後 、 地 上 に 塵 
乱 を ひき 起す な か れ 。 お 前 た だ ち 信 徒 な ら ば 、 
こう する の が 映 の だ ため な る ぞ 。 


また 路頭 に 和貴 し て 痢 人 迫 し 、 ア ッ ラ ー を 信 ず 
る 人 々 を アッ ラー の 道 より 背 『 か し むる な か 
人 ま に それ を 至 申せ ん と する な か れ 。 お 
前 だ た ち は か つて 少数 な り し が 、 ア ッ ラ ー が 
前 だ た ち を 載 加 せ し め だ る こと を 思い 起 
せ 。 見 よ 、 騒 乱 を 引き 起 し た る 者 ども の 末 
路 が 如何 な る も の な り し か を ! 

5 し お 前 た ちの うち 、 我 が 人 道 わ きゃ れ だ る 使 
命 を 信ずる 一 団 と 、 ラ を 信 ぜ ぎる 一 団 と あ 
ら ば 、 ア ッ ラ ー が 我 等 の 間 を 審判 する まで 
暫く 半 抱 し て 待て 。 ア ッ ラ ー こ を 最上 の 審 
判 者 に まし ます 」 と 。 


を の 展 の 中 の 人 慢 な る 長老 た ち は 云 えり 、 
「 シ ュ ア イブ よ ょ 、 我 等 は 流 並 びに 液 と 共に 
ある 信者 た もち を この 邑 よ り 追 放せ ん 。 そ 衝 
が いや な ら 、 我 等 の 宗教 に 戻 所 ] と 。 シ ュ 
アイ ブ は 云え り 、「 我 等 不 本 意 で も か ? 


アッ ラー が そこ より 我 等 を お 救い くだ さき 多 
た と いう に 、 今 また お 前 だ ちの 宗教 に 帳 ら 
ば 、 我 等 は アッ ラー に 対し 奉り 愉 る 者 と な 
らん 。 我 等 の 主 ア ッ ラ ー の 御 意 記 に 非 ぎ れ 
ば 、 を そこ に 戻ら ざる こと が 我 等 の 義務 な り 。 
主 は その 知識 の 中 に 一 切 を 包含 す 。 我 等 は 
アッ ラー を 信頼 し 泰 る 。 さ れ ば 主 は 、 長 理 
を も っ て 我 等 と この 人 々 の 間 を 裁き 給え 。 
流 こ を は 最上 の 判決 者 に まし ます 」 と 
その 民 の 中 の 信 ぜ ざる 長老 た ち は 云 ぇ り 、 
[お 前 た ちゃ も し シュ アイ ブ に 徒 わ ば 、 必 ず 
失敗 者 と な らん 」 と 。 
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92. する と 、 に わか に 地震 が 彼 等 を 襲い た れ ば 、 坦 ラ ェ ロ ラッ 、 シ レッ タン レフ ッ ン 明 
H 1 待 1 
彼 等 は こと ご と く 自 ら の 家 の 中 で 占 れ 伏し (DIG シェ タ レン 991 546 っ し 

だ り 。 


93. シュ アイ ブ を 貴 つ き 呼ば わり せる 人 々 は (の 344 

1 1 2 人 を に は きい 1 交 A 

倫 6 を こ に 未だ か つて 住め る こ が の けし タタ 29 ャ アオ 4 

如く な れる な り 。 シ ュ ア イブ を 嘘つき 呼ば 半生 拉 夫 の 
わり せる 人 々 一 彼 等 こ を 失敗 者 な り け り 


リネ タス ー オ イ ッ ブ ッ ン プー ゅ ン ン の HI っ ン ン 
94. そこ で 、 シ ュ ア イブ は 彼 等 に 背 を 向け 、 硬 G う c い , ACT 前 を ッ タ 3 4 夫 


し て 球 え り 、「 人 々 よ 、 我 は 主 の ぉ 告げ を 確 泊 の 
2 2 の イン > こく 
か に お 前 だ ち に 伝え 、 真 心 を も っ て 上 忠告 せ @ 〇 らち ポン ラル 虹 み ウ 


り 。 る れ ば 、 信 ぜ ぎ る 人 々 の だ た だめ に と どう し 
て 我 が 心 を 痛め ゆ よ うか 」 と 。 
第 二 二 項 

95. われ ら は 如何 な る 邑 に も 、 そこ に 住む 人 々 ノン ェ ン i yr ド 0 (0 し ィ 
に 災 次 と 苦し み を ふり か けず に 玉 言 者 を 痢 CINII | 人 WI 
わき ざり き 。 を は 彼 等 を 議 記 な らし ゅ ん が 1 
だ め な り 5。 

96. し か る 後 、 わ れ ら 彼 等 の 不幸 を 転じ て 幸福 MM の :1244PGCIIT ス 104 
を 全 うれ ば 、 役 等 は 裕福 に 2 な えり 、 レレ レラ タッ ン 0 
「 我 等 の 父祖 も また 苦楽 を 合せ 営め た り 」 SO 人 5 負 6L と Ke US 
ES 6 で の 7 を 
突然 懲罰 を 加え た り 。 osa Y 


97、 も し これ 等 の 邑 々 の 住民 が 信じ て 義 し く あ YR 
ms し を 5。 sm と 時 eakc、 81G93o め うし 31 
II と に 対し て 懲 時 

EK 
いら れる の か 7 


99. これ 等 の 邑 々 の 人 々 は 、 征 日 中 遊び 戯れ る 2 4 の H 生 
最 中 に 降る われ ら の 懲罰 に 対し て 果して 平 SON を eoleaJalo2 
てい られ る の か ? 

上 ンタ スズ 1 2 ェ レ ラン ン ァ い イン ン 

100. 彼 等 は アッ ラー の 計 路 に 対し て 巣 し て 平 み * 計 1 2 62 じ 581 
気 で いら れる の か ? 減 ぶ べき も の ども の 人 外 
は 、 何 人 も アッ ラー の 計略 に 対し て 心配 せ 〇 か ol 
ぎる 者 は な し 。 
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108. 


祉 : 51 
精神 的 日 的 に か な う も の で あり 、 


芝 三 項 
6 の 住民 の 後 を 承 1 # す て その 地 を 継げ る 
者 に こ は 徐 必 を 与 を ぎる か ? す な わ 


人 ば 、 彼 等 の 罪 故に 
われ ら は 彼 等 を 減 ず ぎす こと も 、 ま た 彼 等 の 
心 を 封印 し て 漠 え な く 《 す る こと も 可能 な れ 
ば 。 

われ 6 ら は これ 等 の 品々 に つい て 、 い くつ 
か の 消息 を 液 に 語れ り 。 使徒 た ち は 確 か に 
明 証 を 携え て 彼 等 の と ころ へ 来れ り 。 し か 
る に 彼 等 は 、 以 前 信 ぜ ぎる も の を 信ずる こ 
と を 欲 せ きり き 。 ア ッ ラ ー は が か が く の 如 〈 不 
AI 


彼 等 の 大 半 は 契約 を 守ら ず 。 ば に 向 等 の 
大 半 は 邪悪 な 者 ども な 5 
そこ で われ ら は 、 彼 等 の 後に 、 モ ー ゼ に 


われ ら の 奇 踏 を 持た せ て ファ ラオ 並び に を 
の 長老 だ ちの と ころ へ 追わ し だ り 。 し か る 
に 彼 等 は 不当 に も 之 を 拒 天 せ り 。 る れ ば 見 
ょ 、 央 乱 を ひき 起 せ る 者 ども の 末路 が 如何 
な る も の な り し か を ! 


モー ゼ は 云え り 、| ファ ラオ よ 、 
万 物 の 主 よ り 遺 わき る きれ だ る 者 な 5 り 
我 は アッ ラー に つい て 、 契 実 の 外 は 何事 
も 詰 る を 許さ きれ ざる 身なり 。 我 は 主 よ り ピ 明 
証 を 携え て お 前 た ち に 来れ り 。 さ れ ば 我 と 
イス ラ エ ル の 子 ら を 放免 せよ 」 と 。 
ファ ラオ は 云え り 、| も し 液 が 証拠 を 失 え 
て 来 だ たり な ば 、 面 し て 液 の 言葉 が 事実 な 6 
ば 、 そ の 証拠 を 見 せよ と 。 
され ば モー ゼ 、 そ の 枕 を 投げ だ たり 。 見 よさ 、 
を は 多 ち 一 條 の 蛇 と な れ り 。 ( 注 51) 
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神 の 預言 者 達 が 示し た 厨 跡 は 、 合 術 師 の 手先 の 芸当 と は 遠 う ぁ もの で ある 。 それ ら 6 ら は 、 大 いな る 示 教 的 、 


それ を 日 表 し た 人 々 の 心 に 、 


信仰 へ の 確信 、 神 へ の 散 農 な 感情 と 居れ を 生じ 


00 王 





第 七 章 ゲル ・ ア ラー ラフ 
109. また を だ 彼 そ の 手 を 前 に 央 せ 1 ば 、 見よ 、 そ の と レ ぅ 。 ゅ 欠 る タン ノ KK ノン ン る 
手 は 誰 れ の 目 に も 真白 に 映 れ り 。 ( 注 52) ③o 間 人 2 の 55 pos の っ 
第 直交 
110. ファ ラオ の 民 の 長老 た ち は 云 え 5、「 こ の ける 9 の 1 作 る 1 < 2 る 2 5 
⑥% 1O と うじ 6 
省 は 確か に 技量 優れ た る 魔術 師 な り ジ いう ) 2 ら 2 21J 
旧 頒 旨 此 広 は お前 た ちや を この 国 よ り 追 い 了 を の 和 Aa の * ョ アタ タダ 
と する 者 な が り 。 き さて そこ で 、 お 前 た ちの 意 GRVE lc で) 


見 や 名 何 に ?」 と 。 ( 注 53) 


る も の で ある 。 も し 実際 に 小 杖 が へ びに 変わ っ た と したら 、 を その 動作 の 全 - て が 李 言 者 の 奇跡 し いう より 、 手 品 
師 の 芸当 の よう に 見 え だ た で あろ う 。 こ の 奇跡 に つい て 、 亜 午 に 何と 書い て ある か に か か わら 6 ず ず 、 ク タル デー ン は 
小 杖 が 実際 に 生き て いる へ びに PT お 現実 に 
は 起こ ら な か っ だ よう で ある 。 小 杖 が だ た だ 単に すばやく 動い で て いる へ び ぴの よう に みえ だ の で ある 。 奇跡 は 、 神 
0 ER 様 に 見 物 人 の 視覚 に 、 何 か 特別 な 配 を 施し た か 、 小 枯 ( を の も の を へ びに 見 える 
よう に 変え られ だ か どちら か の 、 紀 で あり 、 こ の 幻 を 、 モ ー ゼ に 加え て 、 パ パロ よる その 下 四 達 一 - 緒 に 見 た の で 
あ る 。 小 枯 は 小 杖 の まま で あっ た の だ が 、 た だ モー で ゼ や 人 他 の 者 達 に は へ びに みえ た の で あっ た 。 幻 早 の 内 に 、 
入 が 邪魔 物 で ある 肉体 の 域 を 越え 、 一 時 的 に 精神 的 な 範囲 に 移動 きれ る 時 、 人 は その 認知 以外 で 又 肉 体 の 一 部 
で ある 日 で は 見 えな いも の が 見 える こと は 、 普通 の 党 的 な 現象 で ある 。 同 欄 な 神 層 的 現象 は 、 聖 な る 預言 者 の 
時 代 に 、 月 が まる で バラ バラ に 剣 れ た か の 様 に 、 環 な る 預言 者 の み で な (て 、 を その 信者 達し 、 そ の 敵対 する 者 達 
に も 目 整 され た 時 に も み ら れ だ た ( プ ハ リ ・ タ フシ ー ル 涯 ) 。 
KR その 仲 周 達 に よっ 
て も 日 掌 さ れ だ 、 と 言い 伝え られ て いる ( プ ハ リ ・ イ ー マ ー ン 書 )。 同様 に 、 バ ドル の 戦い に 於 て 、 天 使 産 が 、 
不信 仰 衝 に で きえ ぇ も 日 員 る きれ だ た 。 同じ よう な 実例 は 、 若 名 な イス ラム の 軍司 令 官 で わあ る サー リヤ の 率い る イス 
ラム の 陸軍 が 、 イ ラク て イ 敵 と 戦っ て いた 時 に も 起こ っ て いる 。 二 代 カ リフ で ある オマ ル が メデ ィ ナ で 金曜 日 の 
説 救 を し て いる 最 中 に 、 イ スラ ム の 陸軍 が 絶対 多数 の 英 に 上 圧倒 きれ 此 惨 な 到 北 が さき し 人 迫っ て いる の を 幻 の 中 に 
見 な 。 そこ て 突然 、 彼 は 説教 を 途中 で や め 説 教 培 か ら 「 サ ー リ ヤ よ 、 山 へ 逃げ る 、 山 へ 逃げ ろ 。| と 叫ん だ 。 何 
日 マイ ル も 了 れ だ 所 で 、 ま た 耳 が 購 こ を な く な る 程 の 戦争 の ご う 査 の まっ 只 中 で 、 サ ー リ ヤ は オマ ル の 声 を 聞 
き 、 そ の 指示 に 従い (、 イ スラ ム の 陸軍 は 確実 な 敗北 か 6 救 わ れ た の で ある 。 

モー で ぞ の 荷 跡 は 、 大 いな る 鼻 要 性 を 持っ て いる 。 それ は 、 こ ん な 原 に 解 息 す る 事 が で きる 。 神 は モー ゼ に 、 を 
の 叶 彼 に は へ び の よう に 見 えた 小 校 を 投げ 捨て る 様 言 っ た り 、 そ し て 、 神 の 命ずる まま に 拾い あげ る と 、 そ れ 
は だ だ の 木 で あっ た 。 こ こ で 、 幻 と 夢 の 言 葉 を 借り て 言 を ば 、 へ び は 敵 を 人 象徴 し 、 小 枢 は 公衆 を 表象 し て いる 。 
使っ て 、 こ の を 手段 と し て 、 神 は モー ゼ に 、 も し 神 が モ ー ゼ の 人 人 々 を 彼 か ら 退 ける せ た ら 、 人 々 は まぎれ ちる 
な い へ び (の よう な か な 除 険 な 人 々 ) に な る だ ろう 志 を 知ら せよ うと し た 。 し か し 、 も し 人 々 を 彼 の いつ て し みか 深 
い 世 庄 の 下 に 置い て お く な ら 6 ば 、 彼 ら は 公正 な 、 信 心 深 い 人 人々 か ら な る 強力 堅固 な 社会 へ 成長 し て いく だ ろ 
うと 悟ら せ た の で ある 。 





52 神 は モー ゼ に こう 言っ だ 「 液 の 手 を その 胸 に 突き る し て みよ 。 それ は 、 病 舟 も な く 、 ま っ 自 な まま 現 
われ て 米 る で あろ う 」 (28・33)。 こ れ は 象徴 的 な 言葉 で 、 モ ー ゼ に も し 彼 が 信仰 岩 達 を いつ て し ぁみ 深い 世話 の 
も と で て 近 《 に 置け ば 、 人 人 々 は 知性 に あふ れ た 者 達 に な る だ け で な く 、 他 の 才 達 へ その 骨 知 を 伝え る こと に な る 
が 、 そ う で な けれ ば 、 02405 
て いた 。 従 っ て 褒 呈 は 、 魔 術 師 に よ る 演技 で は な く 、 深 い 精 神 的 意味 に 満ち た お 告げ だ どっ た の で ある 。 


注 53 これ ら の 言葉 は 、 モ ー ゼ に 対す る エジプト 人 達 の 気持 を 徐々 に 組立 て る 意図 を も っ て いた の だ が 、 
モー ゼ は 彼ら を 追い 出す 事 な ど 望ん で いな か っ た 。 役 の 使命 は 、 自 分 の 人 々 を エジプト か ら 朋 出 き せる こと に 
限ら れ て い だ た の で ある 。 
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注 54 
い に 向 いあ っ て 土 ぞ る ろ い し て い 


注 55 字 の 峰 言 者 達 は 決し て 最初 に 攻撃 あ を し な い 。 彼ら は 、 
手 側 の 攻撃 を 待つ 。 
注 56 それ は 、 小 枯 か 6 で きだ た 「 へ ば び |」 で は な て く 、 


し を あ ば き 、 


彼 等 は 迅 を えり 、| し ば し 彼 と その 見 弟 を 待 
だ た せ 、 を その 半 に 召喚 者 を 国 中 に 走ら せ 、 

を それぞれ の 技 基 に 秀 で た る 魔術 師 を 液 の 
前 に 連行 きせ る が よろ し か ろう 」| と 。 

か く て 魔術 師 た な ち は フ ァ ラ オ の 前 に 参上 
し 、「 我 等 首尾 よく 勝ち た る 時 は 、 も ちろ ん 
租 美 を い だ だ け ま し うな 」] 上 云え り 5。 

ワウ アラ ナオ MA が た 上 1 さき よう 。 で の 上 、 
前 だ た ち を 余 が そば 近く 取り 立て ん | と 。 

を こ で 彼 等 は 、「 モ ー ゼ よ 、 液 が 先 に 投げ 
る か 、 そ れ と も 我 人 等 が 先 に 投げ よう か | と 
均 えり 。 ( 注 54) 


モー ゼ は 答え り 、| 液 等 投げ ょ 」 と 。( 注 
55) 役 等 投げ る に 当り 、 先 づ 人 々 の 目 に 魔 
法 を か け 、 暴 舌 の 念 に うた だ せ て お いて か ら 、 
光 嘆 する 魔術 を 披露 せり 。 

われ ら は モー で ゼ を か く 激 励 せ り 、「 液 の 和 
を 投げ よ 」 と 。 す る と 見 よ 、 を の 枯 は 彼 人 等 
が 妃 出 せしめ だ る も の を 節 ち 呑 み 込 みた 
り 。 ( 注 56) 

か 〈 て 真理 は 確立 きれ 、 役 等 の な せる こ 
と の 空 し る が 証明 せら れ た だ り 。 

か く の 如 く 彼 等 は を こ で 打ち 負 か さ れ 、 

面 日 を 失っ て 退き き が り た り 。 ( 注 57) 
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oO うま GIGL 届 0 
oo 

2 を 46 


ン ノ 2 タラ タン タグ 9 
Ge ら 2 ヒ 2 2892 


の JFC も IM) 4 UK 
eo36t じ 8 記 


ファン る プッ ニン グン ン 


を アラ レッ スレ 
Oo DO っ 1 
(o19 寺 ACBYONGOIAEE 


タン イン 


その 場面 の 緊張 盛 に 注目 せよ 。 関係 者 達 両 方 共 が 、 決 定 的 な 試 島 に 取り 組む 心 構 を を 持ち な が ら お 万 


る の で ある 。 


手品 師 達 の 歴 術 を と よい だ た の は 、 
大 いな る 預言 首 の 精神 力 に 支配 きれ 、 神 の 命令 に より 投げ 捨て られ だ モー ゼ の 小 枕 は 、 
を し て 彼ら の 魔術 に よっ て 人 人 々 に 本 当 の へ び だ と 思い 込ま せ て いた だ も の を 、 粉 々 に こわ し た 。 


肪 御 を し 、 神 の 救い を 求め ゆる の を 好む の で 、 相 


小 枯 そ の も の で あっ た 。 
見物 者 達 の 前 で まや か 


[彼ら が 幻 出せ し め だ た る も の を 和 急 ち 合 み 込み た り 。] と いう 語句 は 、 手 品 師 透 に よっ て つく られ た 弓 わ し を 小 入 


が すでに は あ ば い た だ 事 を 示し 「 呑 み 込む ] は 「 つ くり 出さ れ た だ 凡 響 も 


2 パロ 族 の 一 団 を 指し 、 魔 術 師 達 の こと を 
ほん の 少し 前 に 戦い の 場面 に 、 誠 
今 で は 境 護 が ち で 控え を めで 元気 が な いと の 事 で ある 。 


注 57 
頑 で 語ら れる 。「 洒 日 や 和 失 う 」 は 、 
持っ て いた 彼ら 


この 人 郊 は 、 


(パロ と その 一 団 ) は 、 


ント 


し く は 名 象 を 破壊 し た ] こと を 示す 。 


言っ て いる の で は な る そう で ある 。 後 省 は 、 次 の 
きり 高く 、 横 岳 な 態度 で 現れ 、 成 功 に 目 信 を 


素 七 


ンク 








こう よう 
121. 魔術 師 た な ち は ひ れ 伏 し て ( 注 58) 叩 頭 2 の 
き 。 の Je cl (82 
122. 面 し て 役 等 は 云え り 、「 我 等 は 万 物 の 主 を @ouli 9 
信 ず 、 
2 デー ゼ た アロ ン の 半 を | と 。 @ 〇 29 2 ems の う 
ー ー = ロロ n*> 平 。 人 る ルン ン ン 1 て 4 な 5 を 2 ン ッ タッ ン 2・ イレ 
SO (人 ある 人 lgsohd 
本 守 ァ グ 99 a っ 7 6 
民 を ( 注 59) 邑 か ら 追 い 出 きん と し て 、 お 際 朋 les Cy VAIk 
前 た もち が 企 ら みた る 陰謀 な り 。 余 は いま に 、 ンタ イッ ン の 
ぢ 骨 だ ち を 思い 知ら し て や や る ほど に 。 ⑯ 〇 PA 
125. 必ず や お 前 た ちの 手足 を 交互 に 切 5 落 CN < ee メン 345339 
ロ つ ンプ て Au1 
し 、 し か る 後に 一 紳 め に し て 確 に ( 注 60) (。 9 ちの 間 還 ~ 
処せ ん 」 と 。 (②CAas| 
126. 彼 等 は 答え り 、「 我 等 は 我 が 主 の 許 へ 帰る @OsAs2 5! (6 
べし 。 
Ac ユミ ゴト と E の の ェ ッ ププッ ン 9 レ ィ 
127. 話 下 は 、 我 等 が 才 等 に 降る きれ た る 主 の も Bs UID ASS し 5 
神 兆 を 信じ た と いう 理由 で 、 報 復 せ ん と す 2 
6 その ン ン 3 イイ クン ン 
る か 。 主 よ 、 確 固 不 抜 な 信念 を 我 等 に 注 き beU5 お DA を 5 第 
給え 。 我 等 あ を ば 流 に 身 を 任せ て 、 死 な せ 給 
la 
0 イノ 1 っ タ 9 イン フン レン っ > タン ノッ 
128. ファ ラオ の 民 の 長老 た ち は 云 えり 、 ( 注 の まで シン 抽 | 
61) ・「 隊 下 は モー ゼ と その 一 党 を 放置 し て も し ンス スプ スン ン 
むく おつもり か ? 役 等 は 国 中 に 騒乱 を まき 0 os う o の は 55。 交 
注 58 魔術 師 達 の 敗北 は あま り に も 完全 な ちの だ っ た の で 、 何 か 隠 きれ た 力 が 足元 を すく っ た よう で あっ 


だ 。 そし て 彼ら は 宰 の 御前 に て 祈り と 議 そ ん の 紫 度 で 、 地 面 に ひれ 供 す 事 を 余 催 を なく きせ られ だ た 。 


注 59 5 UN 9 [住民 」 と いう 諸 ? は 、 
く 、 引 夫 培 か ら 国 を 無理 に と より あげ た 導入 で あっ が だ 。 


パロ 目 征 の 人 人民 を 指す が 、 


苦 導 な 死 を 意味 し て いた に も か か わら ず 、 刑 前 に よ ょ 


彼ら は 、 エ ジ プ ト の 本 当 の 住人 で は な 


りみ せしめ の 効果 を 加え 、 死 を より 
この 節 は 、 モ ー ゼ の 時 代 の 芋 


パロ に 且 言 し た の で ある が (17 | 112) し か 


に 人 徒 っ て モー ぜ ゼ と アデ アロン に 与え た 時 間 に 対 し * ロ を 非難 し て いる 。 こ 


計 : 50 民 が っ つ 好 粒 、 

昔 聞 な も の と する た だ ため に 、 手 足 を 切り 落と す 凡 が それ に 加え を られ た 。 付随 的 に 、 

か ら で き る え も 、 は りつ け に よる 死刑 は 、 行 われ て いた 革 を 示し て いる 。 

邊 6] 了 重臣 達 日生 が 、 モ ー ぜ と その 兄 に 、 和 氏子 を 与え る 様 、 

し 今 、 そ の 同じ 重 下 達 が 、 折 分 達 の 助言 ! 

の ょ よう に し て 、 不 名 准 と 屈 を 散 諾 する 者 は 、 道 俺 釣 品位 を 落と し て いて の で ある 。 


90 一 


競 - に mr アル ・ ア ラー フラ 





起 し 、 あ まつ きえ を 液 と を の 神々 を な い が し 2222o し フウ タク ルレ 2 2 タ タ 。 ン タン 
ろ に する な り 」 と 。( 注 62) ファ ラオ は 管 (の S9 1 う 4 6 と 
えり 、「 我 等 は 彼 等 の 息子 た ち を こと ご と く @ ら Ge 
殺し 、 婦 女 の み を 生か し て お こう 。 我 等 は 
彼 等 を 支配 す 」 と 。 

129. モー ゼ は を の 民 に 云え り 、[ ア ッ ラ ー に 助 So 人 0 し UE21 4 移 0 玉 y 作 (E 
けり を. 求め 、 辛抱 せよ 。 げ に 大 地 は アッ ラー 」 2 
の 所 有 な 9 。 アッ ッ ー は を の 供 ら の 中 で 計 も 4 いく 2 っ 
する 者 に 遺産 と し て 之 を 授 く 。 和書 果 は 神 を 


プッ を w ト ンタ 

良 散 する 者 に 帰す る | と 。 ⑨ oO 29 は 
130. 彼 等 は 云え 5、「 我 等 は 、 流 が 我 等 の と こ ッ ン ン ン ッッ タレ 
彼 1 | に が 我 等 の と uiE 光 ug WE 


ろ へ 米 る 前 も 、 そ の 後 で すら 、 常 に 追 害 


受 く 」 と 。 モ ー ゼ は 云え り 、「 主 は お前 た ち うろ? PP Ag 6 


の 敵 を 減 ぼ し 、 お 前 だ た ち に この 地 を ( 注 


63) 統治 せしめ ん が た め に 、 主 は ぉ 前 た ち GL ESooI は 23 を 

が 如何 に 行動 する か を 御覧 に な る か も る 知れ 

ぬ | と 。 

第 十 六 項 aa 

131. われ ら は ファ ラオ の 民 を 、 う ち 続 く 早 能 KTCC り PC 症 LHSTC1g 

と 果実 類 の 催 を 以 て 懲らしめ 、 彼 等 を 反 - 

省 せ し めん と せり 。 ] ham 5 
132. し か る に 彼 等 は 、 卒 天 至 れ ば 、「 こ は 我 等 。 * 0 内 の ん ん 

の も の な り 」 支え り 9。 され ど 身 い が 降 っ で OMf ひ ゅ TEE 56 


か か れ ば 、 彼 等 は その 凶 運 を モーセ 並び に し る 計時 
彼 と 倍 に ある 者 た ちの せい に な せり 。 然 6 0 り ィ 
ず 、 彼 等 の 凶 遥 は アッ ラー の 定め 給え る 8 ②O%A8 い 2 委 > スス ら 
の な り 。 さ れ と 彼 等 の 多く は 之 を 知ら ず 。 「 


ンプ て Y AI ンク イン タン エス (ビン 
133。 彼 等 は 云え り 、「 光 が 如何 な る 衝 咽 を 示し 8 ら 谷 obEGC2 の 競う 3 
て 我 等 を 野 了 せしめ ん と する も 、 我 等 は 断 7 9 フフ タッ ン レレ 
6 @ の oo 当ら の 8 
じ て 液 を 信ずる も の に 非 ず | と 。 ン ン 
注 62 2 パロ 自身 、 彼 の 人 民 に よっ て 神 と し て 掌 捧 さ れ て いた (28 : 39)。 を し て 、 彼 は 、 代 わっ て 、 他 の 神々 
を 崇 捧 し た 。 こ の ゆえ に 、 鼻 臣 達 は 、 パ パロ と その 神々 の 崇拝 を 非難 し だ た こと に 対し 、 モ ー ゼ と アデ アロン を 机 め だ 
の で ある 。 ' 
注 63 "この節 は パロ の 絶滅 の 後 、 イ スラ エル 人 が エジプト を 継 条 きせ られ る で きだ と いう 事 を 必ず し ちゃ 意味 
し な い 。 こ れ は 、 単 に 、2 パ ロ の 力 は 、 断 た れる さき も る の で あっ だ ただ 、 そ し て 他 の 者 達 が 彼 の 王国 を 所 有する こと 
に な っ て いる こと を 意味 する 。 フ パロ の 絶 減 と その 王国 の 崩壊 の 後 、 イ スラ エル 人 を 支持 する 王朝 が を の 地 を 右 
有 し た こと を 我々 は 知っ て いる 。 この節 で 述べ られ て いる 「 こ の 地 」 は エジプト で は な (、 イ スラ エル 大 に 約 
束 き れ 、 を その 約束 に 従っ て 彼ら が 受け 継い だ 聖なる 国 の こと 上 を きる し て いる 。 


= っ 2407 や 


Mc ーー 


選 
間 
革 


いな ご 


134. に で われ ら は 彼 等 に 、 履 嵐 、 旭 、 彼 、 星 、 04 う 35595655L2EC56 
中 な ど 一 明 証 を 降 し た り 。( 注 64) されど 4 量り 1 
彼 等 依然 と し て 短 慢 に し て 、 罪 深い 民 な り 1 CCKT cLAS2 | 2 の IP 
さき 。 ン > (73 レ し 

OCS 交 


和伸 3 等 は ン 3 し アイン ョ レン 
135. し か る に 懲 前 が 隆 る と 、 彼 等 は 去 え り 、 (2 PP 3 253 


「 モ ー ゼ ょ さよ 、 我 等 の た め に 液 の 主 に 懇 顕 し 


て て くれ 史 か 、 主 が 液 に 約束 せる こと に 従っ 人 Pa。 和 0 1] 
8 区 も し この 和 鍋 凡 を 除 ヵ ば 、 役 守 は 必 す 2 に 22 ン マン ピ イ 4 
液 を 信じ 、 イ スラ エル の 子 ら を 液 と 共に 放 @ び ルル っ 
免 す べし 」 と 。 

136. か く て われ ら が 、 式 る 期間 、 鍛 還 を 彼 等 4 GGYGAS 
ょ り 除 いて や る と 、 見 ょ 、 彼 等 は その 約束 

ッ ン う ダ 

を 破り た り 。 2 3) 


27 。 され ば われ ら は 彼 等 に 報復 し 、 こ と ご と タッ タ で で うる 3 フラ イン > の 2 ジッ ラン フッ ィ ン 
We 
( 之 を 海中 に - 湧 れ せ し た り 。 そ は 役 等 が KK の も 史 は ee 662 IE 


われ ら の 神 兆 を 嘘 よ ば わり し 、 こ れ を 軽 失 (74 の 1 
せる が だ め な り 。 


138. 凍 し て われ ら は 、 者 視 せ られ た る 人 々 92 の 2c223 VO)2ME ジ 3 
に 、 わ れ ら が 祝福 せる 土地 の ( 注 65) 束 も と すい と 2 
西 $ ( 注 66) 継が し め た り 。 イ スラ エル の 3 AU 2 の 622 のり | 
子 ら の 忍耐 故に 、 流 の 主 の 有難 い 言 葉 は 彼 MI 2 ン らち 外 2 ト ィ 2 

つと < の 1 る = 
等 の 上 に 完 う せら れ た り 。 わ れ ら は ファ ラ びら 0 や 学 JCO 
オ と その 民 が 策 け る も の 並び に 建て た る も ZI4 5 の たら OU2222 
の 、 そ の こと ご と てく を 破壊 せ 9 。 2 
(⑨ 〇 > 

139. か く て われ ら は イス ラ エ ル の 子 ら を し て ン ノッ ン の 4Z ー ン 
5 1 | うし 9 
放 を 溢 6 し め る は 、 彼 等 は 多く の 信介 を 委 の ひ そい 2 


心 に 奉 ず る 人 々 に 出会い 9 り 。 役 等 は 鬼 を アラ (の の ン み 2 ずる ノッ タン 」 アン 
り 、「 モ ー ゼ よ 、 彼 等 に は 多く の 神々 あり 、 OShiey 562 の 


2 一 柱 の 神 を 作れ 」 と 。 モ ー で は 評 の oO39 を 29 816 人 四 


、「 げ に お 前 た ち は 貞 か な ぁ 徒 斐 な 5 。 


ォ タ タン ス る 


宇 64 理 書 で は 、 小 枯 と 各 い 手 の りお つげ 以外 に 10 の お 告げ が 加 べ られ て いる ( 出 エ ジグ ト 記 7 一 11 意 )。 弄 


書 の 記述 は 、 お 告げ を 相当 誇 し て し まっ だ よう で ある 


注 65 アデ アブラハム と ヤコブ の 子孫 達 に 約束 きれ だ 聖なる 地 (5 : 22)。 イ スラ エル 人 が 成功 し 、 緊 栄 し 、 大 い 
な る 国家 に 成長 する こと に な っ て いる 土地 ご だ っ た の で 清め られ た 。 


注 66 [土地 の 東 $ 西 も ] と いう 語句 は 、 ア ラビ ゼア 語 の 尼 用 名 に よる と 、 国 全体 を 迄 味 す る 。 
ー258 一 


時 


染 七 


140. 


141. 


142. 


143. 


144 . 


注 : 57 
が 、 特 別 の 好意 
EE ー ゼ の それ より 下 (従属 し た もの) だ っ た 事 を 示す 。 
に 彼 の 代わ り 5 に 行動 し て 


注 58 


エル 


に 役 の 代わ り に 投 
下 69 


ため 


- サ ニ 
EE 


これ 等 の 人 々 が 携わる も の は こと ご と < 
破壊 る され 、 彼 等 の な すこ と は 必ず 無 に 帰す 
2 LE。 


モー で ゼ は 更に 法 を えり 、| 我 に アッ ラー の 外 
に 神 を 探せ と な 、 お 前 だ ち を 選び て すべ て 
の 民族 の 上 に 置き 給え し 御方 の 外 に ? 」 と 。 


われ ら が お 前 だ た ち を ファ ラオ の 民 か ら 救 
える 時 の こと を 思い 起 せ 。 彼 等 は お 前 だ たち 
を 上 央 し い 次 苦 で 苦し ゆめ た り 。 お 前 だ ちの 息 
子 だ ち は 殺 きれ 、 女 た ち は 辱 め ゆら れ た だ た り 。 
を の 中 に お 前 た ちの 主 よ り の 重大 な 試練 あ 
りき 。 

規 十 七 項 

わ ゎ われ ら は モー ゼ に 三 十 夜 を 命じ たり し 
が 、 更 に 十 夜 を 追加 せり 。( 注 67) 従っ て 
= の 命じ だ る 期間 は 四 十 夜 を も っ て 完了 せ 
り 。 そ こ で モー ゼ は その 見 アロ ン に 向っ て 
云え り 、| 我 が 留守 中 に 、( 注 68) 我 に 代り 
て 我 が 民 を 治め 、 役 等 や うま 統御 し 、 悪 
を な す 者 ども の 道 に 従う な か れ 」| と 。 

モー ゼ が われ ら の 命じ だ る 時 に 来 だ の 
で 、 主 は モー ゼ に 向っ て 云う と 、 モ ー ゼ は 
云え り 、「 主 よ 、 お 姿 を 現 わ し 、 我 に 液 を 仰 
ぎ 見 きせ だ た まえ | と 。 王 は 答え て 云え 5、 
[ 流 は われ を 見 る さか ら ず 。 な れ ど あの 山 
を 見 よ 。 も し あの 山 が を の 場 に 残る な ら 、 
すなわち 液 は われ を 見 ん 」 と 。 き されど 、 主 
が 山の上 に 御 自 身 を 頭 わ す や 、 王 は 銘 ち 山 

を 科 々 に 粉砕 せり 。( 注 69) な た め に モー ゼ 
は 気 を 失っ て 例 れ た り 。 や が て 正気 に 戻る 
と 、 モ ー ゼ は 云え り 、「 加 な る か な 。 我 は 改 
居 し て 流 に 帰依 し 、 信者 の 算 ほ な らん ] と 。 


で あっ た だ 。 


信達 を 「 私 の 民 ] と 呼び 、 ア ロ 
日 を 動 ゆ る と いう こ 昌 で ある 。 

山 は 実際 に 粉々 に 破壊 きれ た わけ で は な い 。 
に 使わ れ だ 。 


= 強 = 


神 の モー ゼ と の 親 変 は 約束 る れ た 三 十 夜 に 完成 きれ た だ 。 


この 語句 は 地震 の る 
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っ の 3 6[ 
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ST る 1 


Ob52 29 


2 63253 中 紀 沼 


ン の 2 の 19? 

⑲⑨ essdl 

中 を タク サタ ン ン 9 ブラ ュ 還 0 1 に 
0401 れ と が OK る 4 
7 2 > ウレ ッ ン しれ の スン 3 

ば の 22FCSMW 全 の (631 ME 


ャ テン レ っ * ア 


5 っ 


み 2 うる 5 
2 あお 8 な の な 2 

@ 昌和 あ 
EE けい 454) 
つの IEIGKIWH2 
26623 多 86 yid 
6 っ ンジ 55 9 よめ 

3 AUGS Sd 


2222 


3 克 
の の 1 


年 夜 の 期間 の 延長 は 約束 の 一 部 分 で は な い 


くれ る 様 に 指示 し た 、 す な わ ち 、 引 が 不在 の 同 


の すご い 渡 烈 な 様子 を 比 隊 的 に 表す 


モー ゼ は イス ラ 
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145. アッ ラー は 云え り 、「 モ ー ぜ よ 、 わ れ は 液 >sui 軸 と イク ウス 6 
を 、 わ が 神託 と わが 言葉 に よっ て 人 々 の 上 (ンジ 0 づく の * 


に 選び た り 。 さ れ ば わが 葛 え る も の を 座 持  @ の 2022 2eEiLO55 う 2 の う 
し 、 感 謝 す る 者 と な れ ] と 。 ( 注 70) - | 
146. われ ら は 石 の 平板 の 上 に あら ゆる こと に 千 2222 ン は が E 4 345? 
つい て 一 あら ゆる こと に つい て の 訓 江 と 解 も どの 91 3 
釈 と を 記せ り 。「 る きれ ば 、 こ れ を し っ か り と し 363 ME た 
beUe 558 A 
護持 し 、 ま た 流 の 民 に この 中 に 記さ れ て い どの 


い 
G 
を 


る 如く 、 最 善 の 道 に 従う よう 命ぜ よ 。( 注 開 PE 
71) われ ら は を その 中 、 ぉ 前 た ち に 罪人 と も 
の 住居 を 見 せん 」] 


メカ き の 2 ン ノ ンク セレ トッ ンー ダーク グレ 
147. この 地上 に 雇う に 人 慢 に ふる まう 者 ど (の oo の 1 あら 
も 5、 わ し は 役 等 を わが 神 兆 よ り 拓 ぎ ざ ! けん 。 31 ン mn ノリ タク ラフ ン 1 すす アル 0 ま ア ス 
され ば は 彼 等 は 、 た と いる ま ぎ ざ まな る 神 兆 を 本 RE だ ざり AS 
ッ っ ュ レ と ク 。 レタ 5 る ッッ ン 
見 る も 之 を 信 ぜ ず 、 ま た 正 追 を 日 の あたり 13 る < の 86 あり os <63 
に し て も 之 を 己 れ の 道 と は せ ず 。 さ れ ど 邪 


る る ン ン ッ 29 る ネ ク 。 2 の の ン ぅ ン 
陣 の 道 を 見 な ば 、 こ れ ぞ 己 が 道 な り と 思う 1204 Sb を 
べし 。 こ は 後 等 が われ ら の 神 兆 を 偽り と 見 2 の 2 5 
な し 、 之 を 軽視 せる が 政 な り 。 則っ CSU 


さこ 


148、 われ ら の 神 兆 並 びに 来世 で の 対 南 を 信 ぜ 向 の 人 2 (の 
る 者 ど 了 od 
ざる 者 ども 一 役 等 の 所 業 は 無 に 州 き ん 。 彼 2 ブタ タラ 


2 9 2 ター ニレ ン ッ ンク う 
等 は た だ を の な せる こと に 対し て 応報 せら Jeetse 5 
る る の み に 非 ざる か ? 
第 十 信 項 
149、 モー で の 民 は 、 モ ー で の 留守 中 、 自 分 た ey グン まで ンコ は 
0 て 一 命 な き 叫 える 積 を 作り た 1 2 
レ 』 グー ラン ン Ma 
、 彼 等 その 慎 が 役 等 に 物 伝 わ ず 、( 注 72) の 1 40KU UP と 4 


注 70 この 節 は 、 神 が 、 モ ー ゼ は イ 1 之 成 する 様 に 連合 づけ られ て いる 高い 精神 的 
段階 に は 達する 事 は で びき な い 、 と いう 事 を 気付 か せ だ あと に 、 モ ー ゼ を 慰 め る 方 法 ほ と し て 彼 に むけ て 話し か け 
られ た も の の 様 で ある ・ 化 「 あ の 人 者] の た め に 提 定 さ れ た い 半 護 を 切 弄 ャ す 、 神 が 巡 に 彼 に 授け た 披 
階 に 滴 足 し 続け 、 感 謝 す る 様 求 ゆら れ た だ 。 


3 モー ゼ は ここ で は 、 彼 の 人 々 に 、 徳 の ょ り 高 い 挨 を 実行 する 様 努 力 し 、 単 に 信仰 の 弱い 省 向 け の 指令 
上 で 行動 する 事 で 満足 し 続け がい 様 に 熱心 に 説く 様 求め られ て いる 。 
i: 72 袖 は 、 彼 の し も で 産 に 話し か け な け れ ば 、 生 きた 神 と は 証明 きれ な い 。 


補 が その 選ば れ た だ し も ち も で 達 に 過去 に 話 を も なの に 、 分 > 言 を や ゆめ る で きだ っ た だ の に と 論じ る の は 、 SL ky 
神 の いか な る 特質 も 機能 を や め る べき だ っ た と 仮 定 き れる 事 は で き ない 。 神 の 刻 示 の 辿り 物 は 過 示 に 獲得 で き 


た だ た 様 に 、 今 で も 得る 事 が で きる 。 啓示 は 必ず し も 新しい お き て を 合 ん で いる 上 は 限ら な い 。 それは 、 さ ら に 精 


神 阿 生 活 に 新鮮 味 も 与え 、 人 々 を その 神 に 近づか せる 意味 や も っ だ 。 


= の DU 


記 


さき は ユ 
に 畔 人 
二 


3 


150. 


9 


2 、 


153. 


まだ 如何 な る 道 に も 彼 等 を 導 か ざる を 知ら 
きり し か り ? 彼 等 は それ を 拝み だ れ ば 、 す 
な わ ち 罪人 な りき 。 

きれ ど 役 等 後悔 し て 、 そ を の 迷 え る こと を 
情 り て 、 均 え り 、 「 主 が 我 等 に 慈悲 を 垂れ 給 
の まだ 我 等 : を 赤き ざれ ば 、 我 等 は 必ず 
失敗 者 の 上 類 と な らん 」 と 。 


モー ゼ を その 民 に 帰る や 、 慣 りか つ 悲 し み 
て 云 た えり 、「 お 前 た ち は 、 我 が 留 守 中 に な ん 
た る 著 悪 を な し た る か 。 ち お 前 た ち は 主 の 命 
SR 
る の CC も 面 し て 彼 は 石 の 平板 を 下 に 

0RSNCOSSSEP に PS 
( 注 73) アロ ン は 云え り 、「 我 が 母 の 子 さ 、 
人 々 は 我 を あな どり 、 今 に も 殺 る ん と せり 。 
され ば 我 を 罰 し て 敵 を 剖 ば し せる な か れ 。 
また 我 を 不義 な る 徒 問 の 民 の 中 に 加え る な 
か れ 」 と 。 ( 注 74) 

モー ゼ は 均 え り 、「 主 よ 、 我 と 兄 と を 赦し 、 
液 の 慈 忠 に 浴 せ し め 給 え 。 液 は 鷲 悲 を 与え 
る 者 の 中 で も 最も 慈 悲 深 き 御 方 な が なり 」 と 。 

有 1 

邊 を 拝 せ る 者 ども は ( 注 75) 主 の 汰 怒 に 
触れ 、 ょ た この の 生活 に めい て に 
章 う べし 。 われ ら は 嘘 いつ わり を 提 造 する 
基 に か く の 如く 報 @。 


154. きれ ど 、 悪 事 あ な せ ど も 後に 改 載 し て 信 
仰 に 入る 者 に は 、 げ に は その 後 は 寛大 に 
し て 素 悲 深く まし ます 。 

73 モー ゼ は 、 


持 $ も し く は 援助 し た か ら と いう 理由 か ら で は な く 、 
アロ ン の 頭 を や つか まえ を だ の で ある 。 モー で の 燃 り は 、 
彼 が 不在 の 時 に 物事 を 正しく 継 持 で き な か っ だ た だ 自分 の 失敗 に 


よい 
る 宗教 的 、 
対し て 当 玖 の ぁゃ の で あっ た 。 その 色 り は 怒る に だ る 正当 な 理由 が ある と みな る 和 れれ だ 。 なぜなら 
7 か され 、 モ ー で ゼ の 人 人 生 の 全て の 業績 が 危う くる せら れ た か ら で あ る 。 

に 訴え だ 。 

仔 邊 水 捧 に 其 護 し た と し て アロ ン を 非難 し て いる 亜 書 の 記述 は 、 実に 誤っ た 印象 や を る も の て ある 


う 事 に 対し て 、 須 を 立て 、 
また は 規則 的 遠 反 に 対し て で は な く 《、 


深 罪 が お 
注 74 アロ ン は 、 モ ー で の 優し き と 喝 弟 愛 の 感情 
注 75 

(Enc, Bib 1 汰 : 2)。 
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グラ? ン の ン 2 ン 3 1 
の ee とう % り は ds の OU 


アロ ン が 隈 天 の 中 で ( 出 エ ジグ ト 32: 2 一 4) そう し た と 描か れ て いる 様 に 仔牛 貞 拝 を 支 
彼 が 人 々 が 仔牛 を 栄 拝 する 市 や 、 ち ゃ ん と 止め る せな か っ 


アロ ン の お か し た だ いか な 


ば 非常 な 神 轄 旨 


ーー 
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36 ンー の 





還 科 レ リャ マ レジ タン 2 ニン ン ン 2 グー う ン ン ノレ 
155.、 き て 、 モ ー ゼ の 慎 怒 静 ま る や 、 役 は 落ち 2 2 て FC 


上 10 たり 。 そ の 上 に は 、 主 Go と 
長 れ る 者 へ の 竹 導 と 慈 直 と が 認め られ ②OyAy で CADJOANEIR 42 に < 


156、 面 し て モー では 、 わ れ ら と の 会 兄 の 約束 IGGKGAMI4 シン 2 る 2 
の た め に 、 を その 民 の 中 より 七 二 人 を 選び た 
り 。 し か る に を の 時 、 地 震 彼 等 を 后 い し か CXPN 人 
ば 、(《 注 76) モー ゼ は 云え り 、「 主 よ 、 液 も と ア チオ 
し 欲し た り せ ば 、 液 は 彼 等 を すでに 滅ぼし 、 BPR 33 3 
我 も また 減 ぼ し 得 た 答 。 い ま 液 は 、 我 等 の ジョン ちと 
2 ちの 事 か 者 が な せる こ ょ の た め に 区 等 を は 6 が 82 電 CEG で (| 
8 ん と する か ? た だ これ 流 の 試練 な 2 0 RCC 人 の 

、 湊 は 光 に ょ っ て 己 れ の 欲す る 者 を 迷 わ 1 

また 欲す る 者 を 導き 給 う 。 液 は 我 等 の の の 3 
守 計 者 な り 。 さ れ ば 我 等 を 落 し て 慈 直 を 算 - 
れ 給 え 、 液 は 最上 の 寄 類 者 な れ ば 。 


157. この 世に お いて も 、 ま た だ 光 の 世に お いて < レン レク ゃ 1 2 て ッ タ アン 
も 、 我 等 に 幸福 を 授け 給え 。 我 等 は 悔い 改 ECRUECEYUIGNETE 


ルイ 


2 2222 ア 
て 浴 に 帰依 す 」 と 。 ア ッ ラ ー は 答え り 、 用 品 必 ex dgtAEAAE! 
「 ゎ われ は 欲す る 者 に わが 答 包 を 加 う 。 さ れ 508 ング の 322 - 
ン 。 グー サン アラ コッ ュ ン ラン テン 
わが 慈悲 は 一 切 を 包容 す 。 き れ ば われ は 、 ら 多 CODCSCS (の の で 2 の の うう 
止 姜 に 振舞 い 、 嘉 捨 を な し 、 わ れ ら 6 の 神 兆 で レッ タ 2 タレ っ タラ っ る レフ レン レッ タラ タン 
を 信ずる 人 々 に は を る の 慈悲 を 授け ん 一 の cs ラ 久 RU 28 の 央 O の う 


ウン ミー 
158. すなわち 文 定 の ( 注 77) 預言 者 に 追従 "422? タン 
する 者 たち に は 。 こ の 者 に つい て は 、 邊 等 て 





注 76 地 城 は 息 然 な 現象 で あっ だ が 、 モ ー ゼ は それ が 彼 の 入 々 の 犯し た 罪 に 対す る 神 の 中 で は な いか と お る 
7 


注 77 ウン ミー は 、 母親 に 所 属 、 又 は 付属 する 、 す な わ ち 母 の 胸 の 中 の 子供 の 様 に 純 砕 無 二 で ある こと : 特 
に アラ ブ 人 の よう に 天 啓 草 典 の な いも の : 読み 書き の で き な い も ぅ の: 思 々 の 紀 と し て 知ら れ て いる メッ カ に 成 
00 が 8 二 iP33HB ウ ので の 
る 屯 言 者 が 、 い か な る 教育 も 受け ず 、 学 回る VRE 289 彼 に 、 学 間 和 や 刻 発 に 
も 進歩 約 と され て いる 人 人 々 に きえ も 光 と 案内 を 分 け 与 える 知恵 を お 与え に な っ だ こと を 意味 し て いる 。 

も し 型 な る 和 頂 言 者 が 文 育 で 読み 書き が で き な か っ た と し た ら 、 彼 が 現実 に を うぅ で あっ た よう な 、 す で れ た 商 完 
人 で は あり 香 な か っ だ で あろ うと いう 反対 意見 は 、 型 な る 頂 言 者 の 時 代 の 、 普 良 な 成功 を お きめ だ た アラ ビア 人 
の 商 完 人 に 対す る 誤っ た 概念 か の ら う まれ だ も の で ある 。 ウェ リー (人 名 ) は 、 ア ジア に は 、20 世紀 の 現代 に き 
えも 、 初 等 教育 で きえ 受け て いな い 、 非 常に 成功 を お る め た 商売 人 が いる 事 を 知っ て いた な ら ば 、 そ ん な 殿 議 
は と な えな か っ た で あろ う 。 聖なる 頂 言 者 の 時 代 、 メ ッ カ で は 、 教 育 は あま り 好 まれ な か っ た 。 読み 書き が で 
きる 人 は 非常 に 少 が か っ だ が 、 多 てく の 人 々 が 非常 に 成功 し 、 繁 栄 し た 商売 を 経営 し て いた 。 教 育 は 、 そ の 頃 ア 


ー262 一 


- 生 デル ・ ア ラー フ 


所 失せ る 人 並び に ( 注 78) の 中 0595 め 狗 8 ン 和 の 
に 記さ れ た る な り 。 彼 は 正義 を 彼 等 に 命じ 、 2 2 02002 

時 また すべ て の 清潔 な も の を 許 gg 抽 0 (を 信 14 
ik 不 汐 な る も の を 禁じ 、 か つ 彼 等 か ら を っ ン ぅ 02 の アノ タレ ツレ 
の 背負 いし 重荷 や 束縛 を 取り 除く 。 さ れ ば > の eK と この うし ee 45 う 


ココ 


の 


條 を 信じ 、 役 を 尊 蔽 し 、 彼 を 支持 し 、 彼 を ヶ シッ ンタ や 252 イフ タン クッ TL 2 
wa は 1 
援 巧 し 、 彼 と 共に 陸 き れ た る 交 明 に 従 2 う 生 りり の rp 
2 必ず 成功 すべ 上 アン 因 し と る ノ タク タン る ンタ 2 タク 


順 


02K 
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159. 法 え 、「 人 々 よ 、 げに 我 は 天地 の 主権 を 堂  s 和 アク セン も えッ ンタ rg [スズ 仁和 
培 す る アァ ラー より 前 た ち に 造 も る た 2 あり クウ Jo 
る 使徒 な り 。( 注 79) アッ ラー の 外 に 神 な う ( の 2223L409 5555 Sd 
し 。 ア デッラ ー は 生 を 与え 、 死 を 賜 う 。 さ れ の 
ば アッ ラー 並び に その 使徒 、 す な わ ち ア ッ 間 


革 を 僧 よ 。 情 し て 後に 追 胡 せ よ ょ 。 し か 。 GbOA9? 
ぱお 前 た ち 正しく 絡 か れん | し と 。 


ラー 並び に を の 御 言葉 を 信ずる 文 定 の 台 言 レラ ン ル 4 の 3 


ア で は 必須 条件 と は みな る れれ て いな か っ た だ の で ある 。 き さら に 、 型 な る 預言 汗 が 読み き で き な か っ た と い 
う 考 え ぇ が 、 彼 の 何 度 も くり か えき れ だ 「 文 育 の 押 言 者 ] と いう 主張 に 対す る 誤解 に 泊 を 発する る の で ある と い 
うい くら か の キリ スト 教徒 達 の 主張 は 、 異 様 で あり 、、 根 本 和 的 に まち が っ て いる 。 披 ( 質 言 者 ) と 何 年 も 寝 
食 を 共に し 、 毎 日 彼 が 読ん だり 書い た り し て いる 次 を 見 た 者 達 が 彼 が 文 計 で ある か そう で な いか 確認 する 事 が 
0 と 
で ある 。 役 の (聖なる 打 言 者 の ) 筆記 者 の 利用 は 、 最 も 学問 の ある 者 達 の 間 で ぉ 、 倒 記者 の 利用 は その 時 代 に 
お の お 生け に 利和 レン 
スラ エル の 歴史 に 対す る ウェ リー の 和 梱 知 き を うっ か り 示 す 結 果たし な っ て いる 。 事実 は 、 墓 な る 頂 言 者 の 時 代 に 
は 、 ア ラブ 人 の 間 に は 、 今 その 言葉 が 理解 る きれ て いる 様 な 意味 び で び の ウラ マー、 す な わ ち 宗教 学者 は 存在 せ ず 、 
また 注記 者 や 書記 も も つ 理 に も 慣れ 親しん で いな いと いう 事 で ある 。 ア ラブ 人 に よっ て 筆記 者 が 使わ れ て いた だ 
を いう 事実 の 記録 は 全く 残っ て いな い 。 型 な る 了 預言 者 が 、 啓 示 が 彼 の ぉ と へ 与え られ る 以前 は 書く こと も 読む 
1 な か っ た と いう 深 着 遂に よ る 完 壁 な 意見 の 合意 が 為 き れ て いる 。 ク ルアー ン は 、 少 な く と も る 宰 赤 ら 
啓示 も うけ る 以前 の 聖なる 押 言 者 は 、 読み 壮 き は で き な か っ だ と い ) 点 で は 、 か な り は っ きり と し て いる 。(29 
49)。 し か し な が ら 、 彼 は 、 晩 年 に は 、 少 し は 判読 で きる よう に な っ て い だ の で ある 。 


注 78 剖 な る 掴 若 者 に 関す る 悪 並 の 預言 の いく つか に つい て は マタ イ 23j39、 ヨ ハネ 14 : 16、26i16: 7 一 
14 申 命 記 18: 18 と 33122 イザ や ヤ 書 21 : 13 一 17 と 20:62、 外 了 歌 1 : 5 一 6 そし て ハバ タク 革 3 一 7 を 参 
昭 す る 事 

注 79 イス ラム 教 の 預言 者 以前 に 現れ だ 神 の 頂 言 才 遂 の 全て は 、 彼 ら が る し 向け られ だ た 人々 、 そ し て 彼ら が 
出現 し た 特定 の 時 代 に あう よう に 教え が 定め られ て いた 役 ら が 特定 の 国 の 預言 者 で あっ だ の に 反し て 、 理 な る 
生 は 人 人 類 全 体 に 向け て 、 時 の 終わ り ま で の だ め に 出現 し だ た の で ある 。 彼 の 到 米 は 、 人類 の 歴史 に と っ て す ば ら 
し い 独 特 な 出来 事 で あっ た 。 それ は 全て の 異な っ た 国家 と 社会 を 1 つの 友愛 団体 に 結合 きせ る 様 勤 いた ー そ を れ 
は 、( 員 の ) 色 、 風 土 、 信 念 の 違い が 完全 に 林 栓 きれ る 人 入 類 の 見 弟 愛 な の で ある 。 
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160. モー で の 民 の 中 に も 、 真 理 を も っ て 他人 
を 導き 、 ま た 自ら も それ に よっ て 正義 を 行 
う 集団 あり 。 ( 注 80) 

161. われ ら 6 は 役 等 を 、 士 二 の 支 族 、 すなわち 
異な る 集団 に 分 ち た り 。 モ ー ー ゼ の 民 が 渦 を 
誠 え だ る 時 、 わ れ ら は モー ゼ に 、「 液 の 杖 で 
その 因 を 打 て 」 と ( 注 81) 頻 示 し て 教え た 
り 。 す る と 、 委 ち を そこ より 5- 二 の 泉 が 吐出 
し 。 人 各 文 族 は 己 が 飲む 場所 を 知れ り 。 まり 
われ ら は 、 鶏 を 降 し て 、 | われ ら が お 前 た M 
に 用 意 せる 清潔 な も の を 食べ よ 」 と 告げ 
yan 才 Ri 
き 。 彼 等 は た だ 己 れ を 害し た る の み 。 ( 注 
82) 


162 . 條 等 が が く 云 われ だ 時 の こと を 思い 起 
せ 。[「 こ の 邑 に 住み 、 芝 処 で 好む 物 を 食べ 、 
た だ 、『 敷 し 給え 4』 と 貴 え 、 頭 を 低 う し て 門 
を 入れ 。 われ ら は お 町 だ ちの 罪 を 散 し 、 ま 
た 芋 事 を 行う 者 に 益々 報奨 を 加増 せん | 


163. し か る に 彼 等 の うち の 罪人 ども は 、 自 分 
た ち に 説 か れ だ る も の を 他 の 言葉 に 変え た 
り 。 さ れ ば われ ら は 、 彼 等 の 罪 に 対し て 天 
計 を 降 し た り 。 


第 一 十 一 項 まち 
164. か つて 海浜 に あり し あの 邑 に つい て 彼 等 
に 誠 ね よ 。 彼 等 が 安息 日 を 汚 せ し 時 の こと 
を 。 安 忠 日 に は 水面 に 次 を 見 せ て いた だ 魚 た 
ち が 、 彼 等 が 安息 日 を 守ら ぎり し 時 、 魚 だ 
ち は そ の 次 を 見 せ ざ りき 。 わ れ ら は か くく の 


OU 3 ノア ョ ント ニン 322 る ウン タ イ 
し の. 21 er se イン こら う 


2 いじ B52 


に ッ く の 2 を 人 失 だ る フタ ン 2 も 


ov 85 誠 際 叶 


セレ タン 2 GS314 ら の ご 人 っ で ンー 


1 
da の: 生 ア 
関野 65 
868262EC2 入 記 

og 
は 財 れ の 欠 人 IP の PA う 四 5313 
CB っ 
d5ee352 SMG 


競 じ 3 ろだ e EC の 


5c95 5 

AD と りこ プン 0 全 
ミ 

yeE Sc 
MY 9 OS 5E 出 46 





注 80 
だ け で は な く 、 き ら に 他 の 者 達 を ぅ 真理 に 導き 、 公 正 
と か ら げ で 租 差 別に と が る 亡 は な か っ た の で ある 


2 ・61 を 参照 の 事 。 
彼ら は 、 


GS1 
82 


モー で ゼ の 信 省 の 全員 が 委 落 し て いた 訳 で は な い 。 彼ら の うち の いく 
に 行動 し た の で ある 。 


ら か は 、 彼 6 自 が 普 長 で あっ た 
クル アデ アーン は 決し て 人 信 々 を 生 ば び 


自分 達 1 身 を 中 傷 し だ に すぎ ず 、 和 真理 の 起こ り を 傷つけ る 事 は で き な か っ た 。 
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165. 


166. 


1 。 


168 . 


109. 


如く 、 彼 等 が 違 犯 する た め に 第 等 
だ り 。 ( 注 83) 


役 等 の 中 の 一 団 が * 他 の 一 団 に 、「 何故 お 前 
だ ち は ア ッ ラ ー ー が 之 を 減 ぼ きん と し 、 yi 
蔵前 を 以 て 向 ら し めん と する 者 ども を 訓 式 
する か ?」 と 去 え る 時 、 彼 等 は 云 を 0、「[ 我 
寺 が そう する の は 、 主 の 御前 で 弁明 せん が 
た め な り 。 ま た 彼 等 を し て 義 し い 人 た らし 
めん が だ め な り | と 。 


彼 等 が 訓 戒 きれ て いた も の を すべ で て 忘 
に 7 . わ れ ら は 加 や を 祭 じ だ る 者 た ち を 救 
、 罪 人 ども は その 店 犯 め え に 誠 出 を 以 て 
り 。 


吉 し め 


彼 等 が 禁じ られ だ る こと に 対し て 生意気 
に も 首 # き し 時 、 われ ら は 役 等 に 云え り 、「[ 流 


等 中 典 な る 旬 に ( 注 84) な れ !」 と .。 


主 が 、 視 活 の 日 まで 、 酷 い 資 昔 に よっ て 
彼 等 を 苦し め ゅ る 者 を 彼 等 に 遣わ きん と 、 宣 
言 せ る 時 の こと を 思い 起 せ 。( 注 85) ば に 
王 は 応報 に 速め か な り 。( 注 86) まな だ 宮 大 に 
し て 慈 慕 深く $ も まし ます 。 

われ ら は 地上 で 彼 等 を 北 多 の 支族 に 
せり 。 或 る 者 は 正しく 、 ま た 或 る 者 は そう 
で は だ ない 。 
らせん が だ め に 、 幸 いと 災い と を 以 て 彼 等 
を 試み だ り 


分 割 


る れ ば 、 わ れ ら は 役人 等 を た ち 記 


アル ・ デ ラー フ 


電 2。 メ ノ 


ン 2 タ 1 本 yo 


の の め お 


T タ 1 


ンチ っ 人 の 2 dE 
0 Ce ぁ O 必 っ)A63 45| oy 3 


タレ 5 クッ IO 人 22 テン の クタ 
ID6 IOooS UIOe な の Os 
ブッ 2 で we ノン 0 

@ 〇 AS の 2 あ 5 


oe OUUIESZA AN 
OOo AG の IKOST う 用 


ン ッ クタ タン ラダ レン 
⑨ 〇 る y6 
を の > 2 ?9 タッ ン クタ タ 【z( 2 IS ノノ ァ 
うら by CS acc ly は IER 
ン 2 
⑨C ラ テ 

人 リグ る る フタ ン イ の CSJ( 
ん 2 Se IGR 中 5 

アー アプレ 


レ 5 9 ッッ タク タッ タ る ゥ ブ ノ 


ーー う ンジ 3 ご の 


の の ② ぅ タン ノン る 


の ea うり 5 うそ っ 3 


57 9 アン ai1 2 ゥ デ ク 生ま サ マノン 


2 る 4 月 の o の 1 3 。 
te っ El2c に 2 2 の る 2 


デア タウ うぅ ブ 


2 





邊 83 安 皿 日 に は 魚 は と られ な か っ だ の で 、 魚 は 、 本 


能 的 に 安全 な 時 を 知る よう に な り 、 


の 人 に 科 光 70 お 、: 鐘 C な し で に 后 に まだ の で お る の 
ダ ヤ 人 に と っ て あま り に も 強い 誘 表 で あり 、 安息日 に 捕獲 する 手 は ず を 整え 、 神 型 を 汚し て し まっ た の で ある 。 


実際 に 揚 に 変 号 きせ られ た わけ で は な てく 人 間 ょ し て 人 存在 


注 84 2 ・ 66 良昭 
注 85 先 の 節 で 「 卑 双 な る ] と 言わ れ た 人 々 が 、 
し 続け た の で ある が みじめ に 生存 し 、 他 の 者 達 に 軽 べ つき れ た 事 を 示し て いる 。 


注 86 


クル アー ン の いく つか の 簡 か ら 、 


神 が 罪 人 を き ば 〈 く の に 時 間 を か ける こと が 明らか と な っ で いる 。 神 


は 何 度 も 何 度 も 氏子 を 授け る 。 こ の 語句 が 意味 する の は つい に 且 が 人 々 に 下さ れる と 命ぜ られ た 時 に は 、 そ れ 


は 即座 に 来 て 、 


それ が 来る の を 退け る 事 は 何 も も っ て し て も で き な い 事 を 意味 し て いる 。 
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173. 


174. 


注 87 


その 後 、 邪 悪 な 子 丈 が 彼 等 の 後 を 継い で 


経典 を 継 系 せり 。 彼 等 は この 下劣 な 世界 の 
全 い 利得 を 取り 、「 こ は 我 等 に 許 き る べし ] 
と 云う 。 再 び 同 じょう な 利得 が 彼 等 に 至ら 
ば 、 彼 等 は それ 等 を 取る べし 。 ア テッ ラー 

つい て は 真実 以外 な に も 日 に せ ぎ ざる こと 
た 0 と り し 契約 に 非 
ら ぎ ざる か ? 彼 等 は そこ - 記 され だ る こと を 
読み 、 3 
肉 世 の 住居 の 方 が か が を っ て よし 。 お 前 た ち 
これ で も 解ら 6 ざる か ? 


箇 し て 経典 に 潤う だ た 己 が 生活 を 尚 持 し 、 
礼拝 を 避 守 する 人 々 、 を の よう な 義 し い 
人 々 へ の 報 差 は われ 6 は 空く せ ず 。 


われ ら が あの 山 を 天 斗 の 如く ( 注 87) 
彼 等 の 頭上 で 揺り 動か す や 、 役 等 は それ が 
ピ れ の 頭上 に 落下 せん と 思い た り 。 時 に わ 
れ ら は 云う 、「 わ れ ら 6 が お 前 た ち に 授け た る 
も の を 了 敬 持 し 、 救 わ れん た め に を の 中 に 記 
され だ る こと を 銘 記 せよ 」 と 。 

系 二 - に 二 項 

夜 の 主 が アダ ム の 子 ら ーー すなわち 彼 等 の 
腰部 か ら 一 子孫 を 取り 出し 、 彼 等 に 己 れ 自 
身 の 証人 た らし め だ た る 時 、 か く 均 えり 、 | わ 


れ ら 1 は お 前 だ ちの 主 に に 非 ぎ る か ? 」 と 。 役 


等 は 云う 、「 然 り 、 我 等 は 之 を 証言 2 人 aa 
こ は 復 活 の 日 に あ た り 、 お 前 だ た ち に 「 奥 等 
は こ の 事 を 閑 却 せ 5 1 と 云わ ぎら し めん が 

だ め な り 。 


まだ 、| か つて アッ ラー に 神々 を 配 し た る 
は 坊 等 が 父祖 に し て 、 我 等 は た だ 後 等 以降 
の 孝夫 に すぎ ず 。 液 は 偽り を 云う 者 が な せ 
る こと の た だめ に 我 等 を 減 ぼ きん と する 
か が か? と お 前 た ち に 云わ ぎら し めん が た め 
直 わ 。 


イス ラ エ ル の 指導 者 達 は 、 山 の ふも と に 集め られ た ( 出 エ ジ プ ト 19 : 17)。 


アル ・ ア ラー フ 
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の GU 10 ゅ 
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RM 夫人 ほ 和 011RS 所 


いい 4 | 8 ぁ oS ラ 
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@6 負 2 邊 38 
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山 は 彼ら に と っ て は 、 い 


つ 何 時 落ち も る か も し れ な い 天 蓋 の よう に 高く を ば ぇ て いる 様 に 時 われ た 。 
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175. 


MD。 


を 


6 


10 


180. 


わ ゎ ち れ 6 が か てく の 吉 く 神 兆 を 中 示す る は 、 
彼 等 を き と し 、 正 道 に た も 大 ら せん が た だ ため 
AP: っ 


また 、 わ れ ら が 提 光 を 与 を だ る も 、 そ を 乱 
を 脱ぎ 乗 て た る が 故に 、: 加 魔 が 彼 に 浅 き 、 
邪 伺 ! = 陥 ち た る 者 の 物語 を 彼 等 に 告げ ょ 。 
われ ら も し 欲し た り せ ば 、 そ の 福光 に 
ょ っ て 役 を 向上 せしめ 得 だ た り 。 き 息 ど 彼 は 
地上 に ( 注 88) 執着 し 、 己 れ の 欲望 に 従え 
り 。 避 うれ ば 泡 し た る 犬 の 如 し 。 追い 払え 
ど S 古 や だ らし 、 放 半 する も 舌 を だ ら す 。 
われ ら の 神 兆 を 信 ぜ ぎる 者 ども は か て の 如 
し 。 さ きれ ば 、 役 等 に 反省 きせ る た め に 、 こ 
の 物語 を 彼 等 に 只 れ 。 


悪い の は 、 われ ら の 補 光 を 庶 偽 と 見 な す 
者 な り 。 さ きれ と 彼 等 が 損 う も の 、 を は 己 れ 
自身 な り 。 

アッ ラー が 導き 給 う 者 は 正しき 道 の 上 に 
あり 。 ア ッ ラ ー が 迷わ し むる 者 は 失敗 者 と 
2 

げに われ ら 5 は 地獄 に 入る べき 多く の 妖 辻 


と 人 人 間 と を 剣 り た り 。 .( 注 89) 彼 等 は 心 あ 
れ ど それ も て 悟ら ず 、 眼 あ れ ど それ も て 見 
ず 、 耳 あれ ど そ れ も て 聴 か ざる な り 。 役 等 
は 愉 も 家畜 の 如 し 。 否 、 家 普 よ り も る ら に 
迷う 。 彼 等 は 全 《 無 思 盛 な り 。 


7 ツェ ュー テ ター デア 


2 レタ 1 プ 
MM sm グ プア デ 
(3 < 
レコ デア 


の ラク ー ュ ン 2 ダノン 。 1119 


② 〇 を ゃ や 0 うう | 


ーー 
し 


2 4446 人 る 
2 ( Nai IKUZ* 


イレ ラノ 5 2 アン 0 
ンー 
の 3 


@ の aoeo の の 00435 


人 9 1 ラプ ノイ 2 ュ 3 
ez93QA ES と 3 
AU Ca は クノ ク 0 2 〆 ノ て OK 


1 


で ョ アナ ヵ ン ノン 


の ee 
CKuzaeorehgi 


時 41MCTWEKY24 れ (PGI 


00 

965 の の ue hu6 2 
oo 

3 の 2 en 
bo 54 
ICOEEENR 0962 


OHGHPHTPCMP の 人 


t 


181. 極め て 美しき 名 称 は すべ て アッ ラー の も る 2 も 2 ま ッ 2 知 。 
の な り 。( 注 90) きれ ば 逐 を 以 て 役 を 呼び “AZ けり 86 ea| 人 の う 

注 88 物質 的 な 物 、 特 に 金銭 へ の 哉 符 

注 89 この 節 は 、 征 っ て 、 人 入間 の 語 壮 の 目的 と は 何 6 関 係 が な く 、 、 多 く てく の 人 や ジン (後者 の 語 は 、 本 

別 な 頑 級 の 和信 、 す な ね わ ち 指導 者 又は 重 店 惑 に は 次 名 な 大 を る 4 2 命 の 眉 ま し い 終 わり を 計 る だ け で 

ある 。 彼ら が その 日 々 を 固 と 諸 悪 の 中 で 過ごす 様子 か ら 、 彼 ら は 、 地 獄 の た め に 介 り 出る きれ だ た の で ば な いか と 

わ れる 。 

E 90 神 の 正式 な 名 は アッ ラー で ある ! 他 の 呼び 名 の 全て は 、 茂 密 に 言え ば 、 彼 の 美 儲 で ある 。 祈り の 間 、 


人 人 は 、 そ うい う 神 の 美徳 


を 、 そ の 祈り の 日 了 拘 に 直接 関連 が ある と し て 念 ず する べき で ある 。 


ーー267 一 





較 アル ・ ア ラー フ 
奉 れ 。 その 名 称 に つい て 正しい 方 法 ょ り 先 の Cs 党 作 322 ノン 9719 
。 役 等 は れ が な せる 1 まこ 1 ろ " 3 の ジー 


182 . 


183. 


184 . 


185. 


186 . 


187 . 


脱 す る 者 は 捨て 置け 
こと に 対し て 報じ ら る で し 。 ( 注 91) 

まだ 、 わ れ ら が 創れ る 者 の 中 に は 、 真 理 
を 以 て 人 を 違 き 、 そ れ に 基づき 正義 を 行う 
一 団 あり 。 

[ 第 一 十 三 項 

きれ ど わ れ ら の 神 兆 を 拒否 する 者 ども 
は 、 わ れ ら は 役人 等 の 知ら ぎる 方 法 で 少し ず 
つっ 役人 等 を 破 減 に 引き 込ま ん 。 


われ は ば 彼 太 等 に 針 二 を 今 う る も 、 わ が 計略 
は 必ず や 効 を 奏 せ ん 。 


彼 等 は 、 彼 等 の 仲間 は 精神 異状 者 に 非 ず 、 
と 考え ぎり し か ? 彼 は 明白 な る 警 告 者 に 他 
な ら ぬ 。 ( 注 92) 


彼 等 は 天地 の 下 国 に ( 注 93) 目 を 向け 
ゲッ ラー が 全 り だ た る 万 物 を 観 祭 せ ざ る か ? 
* だ 己 れ の 期限 が 真 近 に 近づく を 知ら ぎる 
か ? な ら ば この 後 、 如 何 な る ぉ もの を 信 ぜ ん 
と する か 7? ( 注 94) 


- Se 、 な ん が と 
アッラー が 一 だ び 有 送 わ し むれ ば 、 何 人 と 
いえ ども そこ に 導き は な し 。 アッラー は 役 


まい か いい ュ っ 


等 を し て 円 を 犯す に まかせ 、 気 まま に 従 御 
せ ぜ し ゃ で 。 


ゃ ラ ッ ラン う 1 29 タク クレ る 
まそ 944CHRIYON 


ーー  @os 


e8 oo る 2 


1 2 人 3 の 人 eK44 イン ン 


の 2 る の 2 クン 


も らら タン 


攻 


②⑨( の づり 

し os らい SN の CM タン AN 
アン ブッ 凍 1 ae. a 
oO が 2 』 
2 ク 2 アア ノ 2 ノ g ゅ トス ャ ッ タタ レノ 

⑨ ら 5 50 ゅ の Oo ない | 

ン 2 49 ダ タン レレ ルン ー レ ェ レ ン ノ 9 る ュ ン 
5S ら os GA8 人 U8 め の 
ど ィ て か レッ 5 ン 

(《9 の Cy6 





] 
る 


注 91 
最 $ 素 晴らし い 美 徳 り 全て の 所 有 王 な の で 、 


神 の 美徳 に 関し て 、 正 し い 門 か ら そ れる と いう 事 は 、 神 は クル アー ン ま 
彼 の 感 茂 、 尊 刻 、 


を 神 の だ め に 考え 出す 必要 は な い 事 を 意味 し て いる 。 


注 92 
そし て 彼ら は も う 何 年 も 彼 の 事 を 知っ て お り 、 
簡単 に 理解 出来 、 事 実 心 の 中 で は 確信 し て いる の で ある 。 
注 93 
な い の で あろ うか 。 


僚 ら は 、 漠 な る 頂 言 者 は 彼ら の 仲間 で ある と] 


Rs 新しい 時 代 の 到 米 を 告げ る 、 


て の 敏 候 が 、 


人 られ て で て 
征 っ て 彼 の どこ を と っ て 


自分 産 の 周 団 で 起 を て いる 大 き な 、 
偶像 演 拝 が 国 か ら 消 減 し 、 イ スラ ム 教 に と っ て 代わ ら 衝 る と いう 事実 を 示 


ほ だ た に は ハデ イィ イス に 可 べ られ て い 


を し て 全能 の 慈悲 と 務 盾 する 様 な 、 他 の 括 徳 


な り 、 預言 者 は 、 彼 ら の 中 で 年 活 し 、 行 和久 し 、 
も 狂気 の きた で は な い 事 は 、 彼 ら に は 


多様 な 変化 が 児 え 


人 ER 生還 2 


注 94 


不 何 仰 者 達 が 、 完 璧 で 完成 され た 戒律 で ある ク 


信じ る 物 は 、 他 に 何 が ある の だ ろう か 、 


ー ン を 、 拒絶 し 続け て いる と する と 、 一 体 彼ら が 


6 


に 


188. 


189. 


190. 


Mi 。 


192。 


注 95 


第 が 液 に [いつ 起 ら ん や ? | と を の 時 
に いそ 問 お ば 、 示 え 。 | それ を 知り 給 う は 
独り 我 が 主 の み 。 主 を 持 い て 何人 も それ を 
明示 す る 人 E わ ず 。 を は 天 と 地 を 苦し め る な り 5。 
( 注 95) そ は 突如 襲い か か らん 」 と 。 役 等 は 
液 に 愉 も 流 が それ を 就 知 せる か の 如く 〈 開 
2。 な えん | それ を 知り 給 う は 、 独 り 9 アッラー 
の み 。 きれ ど 大 多数 の 者 は 之 を 知ら ず ] と 。 


Eo ドウ グー が 人 鈴 す に 非 ず ば 、 我 は ロ 
れ の 利害 すら 左右 する 能力 な し 。 我 も し 不 
可 見 の も の の 知識 を 有 し た り せ ば 、 天 な る 
幸せ を 得 て 、 笑 い に 菩 う こと も な か り し も 
の を 。 我 は た だ 一 介 の 警告 者 に し て 、 信 徒 
も へ 朋 報 を 伝 寺 す る 者 に すぎ すず] 

_ 第 一 上 四 項 

アッ ラー こそ は 単 一 の 人 間 か ら お 前 だ たち 
を 創造 せり 。 ま だ た アッ ラー は 、 男 が 女 に 安 
ら ぎ を 見 い だ す べく 、( 注 96) 男 の 助 骨 よ 
り 妻 を 創り 給え を り 9。 彼 が 彼女 を 知る や 、 役 

女 は 軽 き 困 を 負い て を その 荷 と 共に 和 視 来 せ 
り 。 き ど 次 第 に 重く な り だ れ ば 、 彼 等 画 
名 その 主 ア ッ ラ ー に 祈り て 、 云 う 、「 も し 息 
等 に 良い 子 を 授け な ば 、 我 等 は 必ず 感謝 を 
捧げ ん 」 と 。 

主 が 彼 等 に 良い 子 を 授け る と 、 彼 等 は 主 
が 目 分 た ち ! - 授 けた る こと を 顧 護 し て 、 主 
( こ 他 神 を 配 し た し の 5 乱 を も アッ テー 
は 、 役 等 が 配 せ る 者 の 上 に いと 高く いま し 
給 う 。 

彼 等 自身 が 造ら れ た る も の に し て 、 己 れ 
和 RI 

は 何 ん た る こと か ? 


人 問 に と っ て 沖 を 受け る 事 が : 


の で ある 。 


結婚 の 本 来 の 日 的 の 一 つ は 、 男女 が お 互い に と っ て の 、 安 楽 と 愉 ゆ の より どこ ろ と な る 事 で ある 。 人 
親しい 伴 公 へ の 自然 な 切望 が 結婚 と いう も の に よっ て 満 だ され る 


の で ある 。 


苦痛 で ある の と 同様 、 神 に 
は 大 と 地 を 苦し ぬ め る な り 」 と い FT jJ の 忘 味 す る と ころ で ある 
は 人 問 を や 表 3 
注 96 
間 は 、 本 質 的 に 社会 生活 を 営む も の で あり 、 


に は ECI 
すき 833 グ P/ タ 。 コレラ アン ュ 
る 2 9 り G わ 9cg 

レラ レン レン ンス 
UCSE り 9 る ら AS 


は VCIV4 肌 1 人 8 


3 
了 


ン OOauoyCuNL ス 5 


イィ ン 々 る クン ン 
ACES93ES る 9 部 1 
許 うと 1 ン スン ッ ーー フラン 5 クッ ン タッ クン ン 

35 た いま GII いと 
cc の て 21 ん ウッ 
OLMAV1IGIC1k4 げ た も 5 5 
と ンタ タ 2 る 


⑨ 〇 ゅ ラ 55 


/ アン プン デン 2 


2 りう op 人 直る 
2 イン > アン ン 655 26<G3 ノッ ア Cc23 
(2 の 2823 才 7 

oc 


と ンー デ ャ ンー 


ンク て し 。。 ラク ンス (アイ レラ (クリン レタ 18 人 イィ 
いこ 1 と 1 AM 
ンク ン タタ エレン 9 ニー ディ ン 
ょ 12 &v lu we b 
(OO が 4 じ 1 隔 
プッ クン ッ タッ タマ る イク タク ョ レン 


3 人 SAo りら] 


と っ て 、 六 の 裁定 は 苦痛 で あり 、 を それ が 、 | を 
・ す な わ ち 「 大 」 は 神 と 天使 達 を 表わし 、「 地 」 


00 Ms 


Y 


1 
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193. それ 等 神々 は 彼 等 を 助け 信 生 す 、 詞 れ 月 身 
さき えも 恒 く る 能 わ ず 。 
194. だ と い ぢ お 前 た ち 披 等 を 正道 に 招く と も 、 


彼 等 は お 前 た ち に 従わ ざる で し 。 彼 等 を 招 
〈 も 、 沈 黙 を 守る も 、 し ょ せん お 前 だ ち に 
と り て は 同じ こと な り 。 

に アッ ラー の 外 に お 前 た ち が 祈る る 
等 神々 は 、 ぢ 前 だ ちと 同じ く 主 の 僕 に すぎ 
ず 。 も し お 前 だ ちの 言葉 が 真実 な ら ば 、 そ 
れ 等 神々 を 呼び て お 前 た ちの 祈り に 応え き 
せよ 。 ( 往 97) 

それ 等 神々 に は 歩む 足 あ りや 、 握 る 手 あ 
りや 、 見 る 有 限 あり や 、 聴 く 耳 あり や 7 云え 、 
「 お 前 た ち が ア ッ ラ ー に 配 す る ぉ の を 呼び 
て 、 湊 等 みな 我 に 謀 ら みあ を も しかけ よ 、 遠 庶 
する こと な か れ 。 ( 注 98) 


495、 


196. 


げに 我 が 守護 者 は 経典 を 降 し 賜わり た る 
アッ ラー な り 。 彼 は 正義 を 行う 者 を 守 座 し 


み 、 と 
ポロ ブ 。 


197 . 


198. お 后 だ ち が 祈 る も の は 、 お 前 た だ ち を 助 く 


る 能力 な く 、 己 れ 自 身 す ら 助 て る 能 わ ず ] 
5 


199. SSR 
も 、 彼 等 は 聴か ざる で し 。 液 は 彼 等 が 溢 の 
方 を 見 る を 知る が 、 彼 等 は 見 ざる な り 。 

200. 預言 者 よ 、 常 に 覧 容 を 旨 と し 、 親 切 を す 

すめ 、 無 知 な る 者 か ら 遠 ざか れ 。 


注 97 
決し て 彼ら の 祈り に 窒 を られ な いと いう 趣意 で あり 、 
が 、 生 き 給 う 神 は 、 
注 98 これ と この 次 の 節 で は 、 
と の 戦闘 に お いて 、 
し 、 才 ちこ わす だ め に あら 
か 


の 繁栄 と 成功 を 約束 きれ た ・68 58:22)。 


この 役 は 、 偶像 は そう する 力 を も っ て いな い の で 、 
偶像 索 拝 者 産 に 対す の と な っ て いる 。 と ころ 
彼 の 熱愛 者 の 祈り に お 答 を に な る の で ある 。 


どう いう 危 辻 を 2 すこ ミミ が て きた を あえ て 半 0 る 神 は 、 


ーー 
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ッ タ 2 イッ ン クタ 2 タタ ララ ン ン 
の ossto レレ On 


タン アタ ド 


00 blo23926 き 着る 


し デア ゴー コ 


品 ルプ Ne イッ ン ダラ タ は 
NIC 


の の タマ イッ フン イン ンタ クタ の の 5 ン ラタン ぅ 
OSol51 44 2| 5) 


* と る を タ 2 12 
@ ら の 計ら 602 5 の 005 人 る 
レン ン ン タ 


びる 人 3 ちる 敵 


ッ タ ンマ ン 29 っ 1 ンタ ン ャ クン プッ タッ ン の ラ セン 
の の 計 5E3 もめ らら 反 5 25 

ン 29 タッ ンー っ みう ンタ 3 ンー ン ン 
⑲ 〇 5 い の 8 Am の 1 マッ 


Gy の 22 と びら 1 う 


ンプ 2 み 2 0 る 、 ク ラン 


> フン スン 
⑳ Ce メ eA っ 6 の ら 5 


っ うり ゅ タン シン 


* 9 み 2 1 ・ の 
⑥QNM5 タ 0 5 3 1 A み 
彼ら が 求め ゆる 、 ア ッッ ラー 以外 の 生物 は 無生物 は 、 


前 館 で 、 不 信仰 者 達 に 掲げ られ た 挑戦 が 拡大 きれ て いる 。 彼ら は イス ラム 赤 
820 82 陸 寺 9 


2 生ま 0 
こう し た 試み 
邊 の 傾 韻 者 を 助け 、 その 根源 


ーー クー 


滑 - 姦 アル ・ デ アデ ラーク 


PS フッ ン 


サタ シン 時 ei ドッ 
201. も し 悪 麻 の 誘 豆 に 壮 わ れ た る 場合 は 、 5 し USES。 EE 
アッ ラー に 加護 を 求め よ ょ 。 げ に アッ ラー は  " 


すべ て を 時 き 、 す べ で て を 知り 給 う 。 OZ Ao 51 
202. 義 し い 人 々 は 悪 麻 の 誘 悪 に 尋 わ れ た る cbS づら 131 31 の 191 
時 、 アツ ワー を 会 う 。 ( 注 99) する と 見よ 、 上 を ン ぅ 6 っ 9 1 2 ン ン 
物事 は 正しく 見 え 来 る な り 。 op っ 25 


203. 上 兄弟 で も 無 信心 者 は 役 等 を 館 誤 の 中 に 引 


えっ 5 ン 全 の 04 の 


の の るり の 92 が 


き 込 み 、 手 を ゆる め る こと な し 
し る し ュ ン 。 ャ o よ 1 

204. 液 が 彼 等 に 新た な 神 兆 を も だ 6 き ざれ 人 届 醒 6 ALIPIE の 本 とり MLH レ 

ー ご レブ 

ば 、 役 等 は 「 何 故 流 は 自ら それ を 作 6 ぎ ざぁ る シン MM 艇 2 EE 

か ? 1 と 問う 。 云え 、「 我 は た だ 我 が 主 より 和 5 と 多 5 は 護 は うこ 2 2 も 

刻 示 さき れる こと に 従う の み 。 これ 等 は お 前 っ タ 22 アピ じ 。 ノラ ンク クタ ン 
た ちの 主 より の 明 証 に し て 、 信 ずる 者 た ち の あり Lo の うら 0 みう 


へ の 和 勧 性 並び に 慈悲 SR 0 | を 。 
の 15 タ 2 


205. され ば クル アー ン が 読 格 せ やら る る 時 は 、 2 の の もっ 相 1 IE 欠 0 中 
oe うう の 1 る 3 りう 
学 に 耳 を 傾け 、 静 府 に せよ 、 き すれ ば お 前 2 ヴ 


た ち 慈 起 に 浴 き ん 。 ( 注 100) 9 
206. 彰 な 夕 な 、 心 を 席 し くし て 異 れ か し こみ 、 oo2S8c3K523 GLSS 79 
声 を 低く し て 流 の 3 を 沈 の 心 に 念 ぜ よ 。 曽 っ > 5 
で 放 7 こい e 表 ] 
RTP レ ナミ の 4 ッ グ 2 
し て 層 意 者 の 類 と し な る な か れ 。 ro 1 とり 対 162 
207. げに 主 の 側近 く あ る 者 は 、 慢 心して 涯 W が プ VC も GH Os の 辻 8 - 
を 宮 る 者 に 電 ず 。 彼 等 は 主 を 識 美 し 、 そ の レッ メラン 20 『 コ 
御前 に 平伏 叩 頭 す 。 Cedar っ も うるう 


注 99 これ 65 の 語句 は 、 公 正 な 人 々 が 、 サ タン に よっ て 怒り に 電動 きれ る 時 、 区 は 班 和 信達 に よっ て 、 彼 6 に 対 
し 、 何 ら か の 炎 い が 引き 超 こ され る 時 、 彼ら は 、 ア ッ ラ ー を 思い 出す 事 を 芝 味 し て いる 。 


生 100 新しい お 告げ へ の 要求 に 対す る 返答 と し て 、 洒 信仰 首 達 は 、 こ こ に 、 あ り 人 余る ほど の お つげ や 証し 
含ん で いる 事 か ら 、 ク ルアー ン に 注意 し て 耳 を 傾け る 様 に と 言わ れ た 。 


2 





あま ね ok 

1. 慈 甘 深 てく 、 恵 み 負 てく ア ッ ラ ー の 御名 に お い 
qa 

2. 彼 等 戦利 品 ( 注 1) に つい て 液 に 問う 。 云 


え ぇ 、 和 | 戦利 品 は アッ ラー と 使徒 に 属す 。 きれ 
ば アッ ラー を 胃 れ か し こみ 、 お 互い の 関係 
を 正しく し 、 ア ッ ラ ー と 使徒 に も し 
ぢ 前 だ ち 信 者 な ら ば | と 。 

真 の 信者 と は 、 し 2 ンク の 御名 が 守 及 る きれ 
た だ け で その 心 が え 戦 き 、 そ の 神 兆 が 読 
謗 され る や 、 そ の 信心 を 益々 深め 、 主 を 信 


\ メ 


側 : え 、 


示 ) 
の 0 まい 
+」29 ン リッ ーー スト エン レッグ > 9 の 0 ン 2 の の 5 
doJUSyIS OSI 1 
59. ン ょ いら 9 し が 。 
PUTP の ン 1eko13 人 る 2 パコ 
2 9 5 9 ン ン イ ラッ タン 
〇 Cs22 ふう の 1 と の 


29 2 タ MG - 
5831 と の 雪 SC も 
際 間 の 





頼 し 、 室 ノラ タン ン ン ン 。 
⑤ ら 5 の う 
4 . 礼拝 を 違 守 し 、 わ れ ら が 授け し も の か ら 情 の 5 ク っ タッ ラン フエ ンク そい ンー ン ラク 5 ェ タン ッ る 
5 つう じゃう すめ る 1 つの 
みな く 施 す 者 を いう な り 。 いら ピ 
これ 等 は 真 の 信者 な り 。 彼 等 は 主 の 御 許 に Ce 4 作 く らら 欠 
5 、 0 1 9 ー WM ひ 役 等 5 ( こ の の とら の WE 
て 高い 位階 を 答 、 ま た 容 赤 と 高 次 な 給 養 を 時 < 
ン ウ 9 っ グン 。 ラン レン 
喝 わ らん 。 @ の ァ ら め ぅ う 8 SAS 9 
ゴー さす a ク ぅ ン アロ ァ * デア 2 う ァ F? ラグ 
6. 主 が 正義 の た め に 液 を 家 郷 より 出 で し め た OMPEJITOCNWA の ) 7 に る (人 V 
る 時 、 一 部 の 信者 が 芝 に 財 選 0 過 作 。 9 
ン 今 う 3 
は 流 を 助け て 敵 に あたら せ た だり 。( 注 2) ⑦① の つと 2 うり 1 62 
8 アン ファ ー ル と は ば は 、 宰 の り 物 と し て 、 労 な が くし て イス ラム 数 徒 が 手 に 入れ た 戦利 品 で ある 。 こ の 人 節 
、 戦 利 品 の 分 配 に つい て 遠 べ て いる の で は な い 。 それに つい て は 、8 : 42 を 参照 する 事 。 こ こ で は 、 バ ドル 
2 イィ スラ ム 教 徒 は 戦利 上 品 を 子 に 入れ だ た こと の み 語 っ て いる 。 
注 2 イス ラム 教徒 達 は 、 メ ジ ナ か ' ら 行軍 し て きた 時 、 自 分 達 が 十分 に 武装 し た メッカ 軍 と 了 戦う こと に な る 
と は 思っ て も いな か っ た 。 彼ら は 戦う 準備 も る くに し て いな か っ た の で ある 。 途 中 、 メ ッ カ 軍 と 戦わ な けれ ば 


な らら な いと わか っ た 時 、 人 彼ら は 型 な る 
か っ だ の か 、 知 っ て いれ ば 、 敵 を 迎え 打つ 準備 も 十分 に 
だ の で は な (聖なる 預言 省 の 与 を 心配 し だ なの だ 。 覚寺 
の で ある 。 
は し て お か な いこ と が 明らか で ある 。 イ スラ ム 教 徒 達 は 、 

それ は 、 彼 ら は 流血 や 嫌う し 、 ま だ な 、 加 な る 預言 者 が 危険 に 


6 で き て 


2 


( 二 は ) 「 流 ら を 進ま せ た 」 言わ ず 、「 液 を 進ま せ 
NE 
や られ る こと に 


折 言 者 に 心配 そう に 司 ね た 。 何故 、 自 分 達 に 本 当 の 状況 を 教え て くれ な 
撃 え て きだ は ず だ と 。 彼ら は 自分 た ちの こと を 心 陳 し 


て いな いま ま 茸 言 者 を 凶 険 に きら し だ た く な か っ だ 
<」 と 言う この節 か ら 6、 神 は 和 預 言 者 を 防備 人 し に 
好み は し な か っ た 。 
る か ら だ っ た だ 。 


1 


は ラ 八 天 


アン ファ ー ル 





生 彼 等 は 愉 る 死 を 目 の 当 り に し な が らら それに os CO く II アラ フッ ン ジ 2 + アンタ 了 
yt 9 み 
追い 立て られ て いる か の 如く 、 真 理 が 明日 づい OL 
に な っ た 後 も 、 な お 液 と 真理 に つい て 給 争 2 こう 
ボ 。 2 
8. まだ アッ ラー ー が 、 二 隊 ( 注 3) の うち い ず CVSSUI 
P LU と みる | SI 
れ か 一 隊 は お 前 た ちの 所 有 た る べし と 約束 人 ペ らい 。 
ラテ グン プ ma い ルアン 」 ァ ン 
せ し 時 、 前 だ ち は 起 装 せ ざる 一 隊 ( ま 4) の 22 の 84623 移 819338 
を 巳 れ の 所 有 と 望み し あの 時 を 念 え 。 だ が 計 2 0 
アッ ラー は その 湯 き 葉 の 真実 を 立証 し 、 不 信 3 CR 洗 と 和 
心 者 の 根 を 絶やさ きん と 欲し た り 。 
9 これ は 罪人 人 が た と を それ を 嬢 うと も 、 彼 は ノッ クッ 販 2 タン る ン ッ 
| KTUMIHUY UGC 
真実 を 立証 し 、 虎 偽 は 無 な り と 惜 ら し めん リジン りう 
と 傘 し だ る が 故 な 5 
10. お 前 た ち が 主 に 援助 を 嘆願 せ し 時 、 彼 は お 9 8 ルン レン ッッ レン る ッ 
前 た ち に 応え て 、 云 を り 、「 わ れ は 次 々 ( 注 の いう メ びに SI ーー 
5) に 一 寺 ( 注 6) の 天使 を 繰り 出し て お oO や (IIE す 8 
前 だ ち を 助け ん 」 と 。 
11. アッ ラー が 朗報 あな が せる は 、 ひ だ た すら 6 お 前 。 < 宮 りら 
う 9 し ww 。 ブ 痢 名 記 
だ たち の 心 を を れ で 安 ん じき せん が た だ た め な も 36 の bs レ 
b り 。( 注 7) 援助 は ひと た とり アッ ラー の みよ さり OKUPUP い と CI 
来る 。 げ に 、 デ アッ ラー は 偉大 に し て 、 賢 哲 - 5 
に まし ます 。 
系 二 項 
12. その 時 、 アッ ラー は 安心 の し る し と し て お ン ノッ ニン ィ ンタ 内 人 せ PMS ンタ ラウ 
2 また 天 < 3 
洋 3 二 隊 は 、(1) 初 め ゆか ら イ スラ ム 数 徒 上 戦う つも 0 で 来 て いる 装備 十分 な メッ カ 車 。(2J 擬 か ら メ ッ カ ヘ 


戻っ て い 〈 途中 の 軽 武装 の メッ カ の 隊商 、 


注 4 


ィ ス ラッ 教徒 達 は 、 当 然 の こと な が ら 、 軽 武装 


を 指し て いる 。 


症 の 隊商 と 出 
を し っ か り 武 装 し だ た メッカ 軍 と 出合 わせ だ の で 遇 あの お IE 本 の 上 半 | 神 の 命令 に 


し か し 、 宰 は 、 彼 ら 
ょ っ て 真実 を 確 


谷 う ほう が よ か: っ た だ 。 


立 し 、 令 爺 し な いい 者 の 根 を だ ち 切 る こと で あっ た (3 立 14 節 と 8 剖 42 餅 一 45 節 参 照 ) 。 


往 5 
生 6 
7 


注 8 


次 々 と 並ん を で いる の 意 。 
6 嘉 159 節 参照 。 
3 前 127 節 参 照 。 


ここ で は 、 バ ドル の 戦い に つい て 述べ て いる 。 


っ ーー 


sfEm- 


第 八草 アン ファ ー ル 





より 水 を 注ぎ か け こ れ に よっ て お 前 た も を を レン タタ レー ンー を デン 
人 の AEC ぁ Oo う も 2 化し に る 
浄 め 、 悪 魔 ( 注 9) の 治 れ を い 、 ぉ 前 た の リ め ント イン 2 多 。 


ちの 心 を 引き 締め 、 ま た これ に よっ て ぉ 前 OB 
だ ちの 脚 を 墜 め ん と せり 。( 注 10) " 
1 0 は 諸 天 子 に 啓示 し て 、 云 い 給 22 た 2 ンー の シン の 20 
、「 わ れ は お 前 た ちと 僅 に あり 。 きれ ば OR 「ddbes3 
人 ず を たち を 昌和 らし め よ ょ よ 。 われ MC いと 3 Ws 交 地 | 
00 に 交 休 を 投 補 ん 。 を の 時 ょ 2 6 > 2 
き の 音 ( 注 11) を 名 ね 、 す べ て の 指先 を らし 48 らら GEeYIS め 
ee と 。 


ルン 
14. これ は 彼 等 が アッ ラー 並び に その 使徒 に 抗 3L 侍 と タン ン 虹 5 の 5 
auI | 
せる が 故 な り 。 誰 で あれ アッ ター 並び に る 5 
の 使徒 に 抗 す る 者 に は 、 ま こと に アッ ラー (OTCRIRVW MM の 92 人 る 
は 応報 に 厳し くま し ます 。 


EN 


d 


と 


ーー テ ャ <ー 


15. お 前 た ちの 懲 剛 は これ な り 、 さ きれ ば 交 を 味 わ (CUUR RS の EEIYTKYE 
いて 、 不 信心 者 の た め に 業火 の 刑 科 ある を 
知れ 。 

16. あお 、 溢 等 信ずる 者 よ ! 溢 等 不信 心 者 と SCOAMCIIRUKAFO4(HPS10 
5 の 進軍 し て 来る に 出会う と も 、 彼 等 に 1 
前 た ちの 背 を 向け る な か れ 。 ( 注 12) GL23286 

17. 誰 で あれ 作戦 上 か 、 他 の 隊 に 合流 ( 注 13) て NT ブタ て フラン ラー ュ フミ ラン ン 
する た め 以 外 、 その 日 の 敵 に 背 を 向け る 者 りあ の 2 で ププ 
は 、 ア ッ ラ ー の 激怒 を 蒙 む 5、 そ の 住居 は 222 ッ 25 0 る 和 ぬ IS2 AS22 


地獄 な る べし 。 を は 悪し き 行 先 な 5 


@ 移 2 に ツラ AA る 








注 9 敵 が 水源 を 訓 拠 し て し まっ た の で ある 。 イ スラ ム 教 徒 騰 は 、 当 然 、 水 不足 で 非常 に 還る だ ろう と 心配 
し だ の で ある 。 ま だ た 、 サ タン と いう の は 、 亜 魔 の 友達 や 仲間 の こと も 上 臣 味 し て いる 。 


注 10 イス ラム 教徒 は 砂地 で 、 メ ッ カ 軍 は 固い 土 の 上 で 野営 し た 。 折 よ て 雨 が 降り 、 砂地 は 固まり 、 固 い - 上 
の と ころ は 沿 り や すく な っ た 。 


注 II 中 の す で 下 の 首 の 上 部 、 こ こ は 最 も 弱い と ころ と され て いる 。 
注 12 イス ラム 教徒 は 、 最後 の 取 後 まで 戦わ な けれ ば な ら な い 。 勝利 が 死 か で ある 。 彼ら に 第 三 の 道 は な い 。 


注 : 13 この 第 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 退却 し て も よい 場合 を 規定 し 、 説 明 し て いる 。 す な わ ち 、(a) 敵 を 爽 く 作 
戦 と し て 、 NN は 、 よ り よ い 戦 岡 位 置 に 移動 する 時 。(b ) 隊 が 纏 3 の 拓 隊 は 人 演 か きた 人 


ー み 7 


第 挨 章 


ゲン ファ ー ル 





18. お 朋 だ ち が 役 等 を 組 し だ に 非 ず アッ ラー ノッ タン フェン ンー の クタ イン 隊 タラ ンー ニア / 
RC 2 う の いい 

が 彼 等 を 殺せ り 。 ま た 液 が 投げ た だ る 時 、 を っ 5 

れ を 投げ た る は 液 に 非 ず し て アッ ラー な 6 前 PR 52002 人 3 で 2 


1 


20. 


り 。(《( 注 14) そ は 不信 心 者 どぉ を 打ち 倒さ 
ん が た め 並 びに 彼 御 自身 より 思 恵 を 信者 に 

賜 わ あら ん が た め な り 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は す 
べ で て を 聴き 、 す べ て を 深 知 し 給 う 。 

生じ た る 事 は か く の 如 し 。 る 和 れ ば 、 ンー 
は 不信 心 者 ども の 好 策 を 無 に - 帰 せしめ ん 御 
方 な る を 知れ 。 


不信 心 者 よ 、 も し お 前 た ち 審 判る 紀 せ な ら 


ペン 9 と 人 95 


の る 52 釣 3 


23 1 タン 2 ング 。 1 


0 3 4 ンプ ター クン ズラ ッ 
で OS 


す で ! に 迷 決 ( 注 15) は 降 き 和 れ た り 。 も 本 ジジ タ MA っ 602 の: 
前 だ ち 敵 対 を 止め ゆる な ら 、 そ は お 前 だ ちの 到 < TYP K ) うみ 


だ ため に 和 益 と な らん 。 だ が も し 敵対 T 了 為 に 戻 
る な ら 、 われ ら も また る べし 。 ち お 前 た も 
の 単 勢 が 如何 に 多く と も 、 役 立つ こと な か 


と ン ぅ > デブ ノン 。 4 


6 の 5 拓 の 85 も 5 較 


る "で じ 。 ブタ ラー が 信者 と 倍 に ある こと を 
知 和 れ 。 
第 三 項 
て Ar た ニー お ラー Be Ra まっ ー ン フイ る ンク ン 上 ンタ 1 レッ て イン 
21. 流 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラ ー 並 びに を の 合馬 12 る 2 前 56 
に 従え 。 彼 の 命 を 皿 き 、 同 時 に 天 く な か れ 。 陸 22302 の 
(で D( 〇 ーー の と の 5 の と 
の また 、 聴き も せ で 、| 我 等 は 聴く 」 と 云う 如 


29 


き 徒 に な る な か れ 。 

アッ ラー の 見 解 に お 【 ける 最 問 の 入 非 人 と 
は 、 $ も の ご と の 道理 を 解せ ぎ ざ る 表 者 並び に 
中 者 な り 。 


の 695 


と テウ 人 ぁ ャ ン ン ニー アン ン 
の JI を る | 「 人 eb 1 
eS 


の の 完 329233oz の 大 


14 ダバ ドル の 戦い に 勝っ た の は 、 イ スラ ム 教 徒 達 が 巧み に 戦い 、 表 豪 だ っ た か ら で は な い 。 彼ら は あお まり 
に 少数 で ど あ り 、 あ まり に 届く 、 装 徐 は 粗末 すぎ だ の で 、 数 の り の 上 で は は る か に 優勢 で 疲 備 5 ずっ と 整い 、 ま た 、 


は る か に よく 訓練 きれ て いる 軍隊 と 戦っ て 勝て る と は 考え られ な か っ だ 。 蛋 な る 聞 言 者 が ひと つか み の 小 石 や 
砂 を 投げ た 行為 は 、 モ ー ゼ が 杖 で 海 の 水 を 打っ だ の と 全て よく 似 て いる 。 モ ー で の 行為 を 合図 に 、 風 が 吹き 、 
潮 が 満ち て き て 、 フ ァ ラ ト と その 大 軍 は 海 の 若く ず と な っ た の で ある 。 同様 に 、 型 な る 押 言 者 が 小石 を ひと つ 
か み 投 げた の は 、 強 風 が 吹く 合 較 で あっ た 。 その 強風 の た め に アプ ・ ジ ャ ハル (聖なる 預言 省 は 彼 を 、 自 分 に 
従う 人 々 の ファ ラオ だ と みな し て いた だ 。) と その 大 証 は 砂漠 で 壊 減 し た の で ある 。 ど ちら の 場合 も 、 神 の 特別 な 
誤 図 の 下 で 、 二 人 の 預言 者 の 行為 と 回 時 に 、 自 然 の 威力 が 発揮 きれ た の だ っ た 。 

神 の 銘 判 は 彼ら 6 が 記 


理 J5 信仰 し な い 者 達 は 、 聖 な る 聞 言 者 に 、 神 の 審判 と し て 勝利 を 要求 し た 。 彼 ら は 、 


む 通 り に な る と 聞か きれ て いる の で ある 。 


7 の で 


て 


ー デ 


ビビ 


3 こら うこ 補い 
沈 八 草 ァ ン ファ ー ル 





24. アッ ラー も し 彼 等 に 何 か 療 きこ と ある を 認 0200 0222 る 抑 し 2 し 
め だ れ ば 、 必 ず 彼 等 を 開か し た る な り 。 リタ の の PE 
W 5 アタック ーッ チッ タン 2 
( 注 10) る れ ど 、 今 仮に 聴 ん る よう に な き og3 2 
ば 、 役 等 これ を 凌 っ て 背 き 去ら ん 。 

25. 液 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラ ー 並 びに その 使徒 ッ 
が お 前 た ち に 生命 を 与 を る ( 注 17) た ぁ ゅ  "“" 
に 呼び 給 う 時 は 、 応 を よ 。、 ア ッ ラ ー は 人 と 7 


ーー 


\ 。 ペーー 


う 9 ン 


J が 50 る SEUEIg 剖 6 


0 ETIDLMAYAE4 AIP 


の ed 須 6| 
その や と の 間 に 入 り 給 い 、( 注 18) また お 
Fl 三 た うー ラテ 】 < ン ラプ 2 タ EMIW 1 る 1 
前 た ちはや が て 彼 の 御 許 に 召し 寄せ られ る ⑨ ら の で oo CU も 5 
を 知れ 。 


26. 衝 難 に 対し て 油 新 する な 、 る は お 前 の 中 の GA の 052 きす 人 (12 
不義 を 為 せる 者 折 の み 襲 う に 非 ず 。 6 2 


各 し て 、 ア ッ ラ ー は 艇 還 する に 厳し て まし oOwPt EUCU2PS る と 
ます と 知れ 。 


2 な 前 だ も 地上 - に お い 0 、 の 半 と 、 う の 2 。 ン ッ タ ン ぅ ンタ る ン ッ ク ン っ ンー ル アス 5 
は 3 3Lb 312 


レス 


ゅ ぁ っ ”? 芝 
0 の の oO の | Cy 
の 時 彼 は 、 お 前 た ち を 助け て か くま い 、 甘 
い ンタ < タン シン 
か tr es 
お 所 た ち 恐 ら 《 感 謝 せ ん 。 ( 注 20) 


28、 液 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラ ー 並 びに 使徒 を 裏 タッ タイ スン ン ぅ 9 | ] 1 M 
4 
切る な か れ 。 ま た 邊 分 連 へ の 全額 を 知り っ ラジ ウ ゆ 3 4 めい 





注 16 「 必 ず 役 等 を 開か し め だ る な り 。|] と いう 言葉 は 、 次 の ょ うな 意味 で ある 。 も し 、 神 が 今 の 状態 
の まま で 彼ら に 真理 や 受け 入れ る よう 強い て も 、 役 6 の 心 の 底 は 変わ ら ず 、 決し て 真 の イ スラ ム 教 侍 に は 
穫 5 生 は だ あう 。 


年 17 。 神 の 打 言 有 が 死 放 へ の 舎 を 号 え る と いう 表現 は 、 比 除 的 、 精 神 的 な 意味 で ど と ら え た る べき で ある 。 


注 18 | アッ ラー は 、 人 人 と その 心 と の 閉 に 入り 給 う ] よい う 言 葉 は 、 人 人 (また は 人 の 自我 ) は 有 自 分 の 心 を 統 
天 す る こと は で き な い 、 心 を 自分 の 思う まま に する こと は で き な い と いう 疫 味 で ある 。 この 冶 薫 は 、 る きら に 、 
入 は すでに 神 の 声 に 耳 を 傾け 、 す で に それ に 応じ な けれ ば な ら な い 、 と も 言 お うと し て いる 。 なぜなら 、 も し 
入 が すでに そう し な けれ ば 、 子 期し な か っ た 事柄 が 人 人 の 心 を か だ く な に し 、 錆 つか せ て し まう か も し れ な い 。 

そう な れ ば 、 人 人 は 神 の 声 に 耳 を か だ むけ な く な っ て し まう か も し れ な いか ら で あ る 。 


邊 19 帳 分 自身 を や 正 し 《 律 する だ け で は 十分 で は な い 。 我々 は 、 周 囲 も 変 を て いか な けれ ば 安全 で は い 6 れ 
な い 。 喘 えき か る 奥 に 時 まれ だ 宗 は 、 い つ 何 時 、 を の 穫 に 燃え を 尽く きれ て し まう か も し れ な い の で ある 。 


注 20 ここ で て は 、 イ スラ ム 教 律 な も に 、 彼 ら が 国 の 中 で 級 い 立場 に あっ て 、 強 い 敵 鞍 あ る 人 人 々 に 囲ま れ て い 
だ 時 、 神 が 二 け て て れ だ よう に 、 彼 ら は 、 権力 を 持っ た 時 に は 、 弱者 を 守る よう 努力 し な けれ ば な ら な いと 言っ 
て いる 。 この 厩 は 、 イ スラ ム 数 徒 が 、 す ぐに 政治 的 権力 を 得る で あろ うと いう 本 苫 を 暗示 し て いる 。 
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常 八 章 
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29. 


93U . 


31 . 


gi 


う O。 


注 21 

る 神 (そし て 神 の 使 考 も ) に 対す る 忠誠 で あり 、 も う 一 つ は 、 
ある 。 

注 22 


ある 。 町 の 長老 た ち は 、 
カカ か ら 移 る こと の で きる イス ラム 教 従 は ほとん ど 皆 、 


阿 OR2N2052 科 の 四 押 お の 5 の 6 の 2 まで お 


つ 、 裏 切る な か れ 。 ( 注 21) 

富 と 子女 達 は 一 つの 験 し に すぎ ぬこ と を 知 
れ 、 ま だ た アッ ラー の 御 許 に こそ 僅 大 な 報奨 
ある を 知れ 。 

洪 等 信ずる 者 よ 、 お 前 た ちる も し デッラ ー を 
詞 れ 散 わ ば 、 彼 は お 前 だ た ち に 救援 を 授け 

お 前 だ ちの 諸悪 を 消 減 し 、 容 赦 せ ん 。 ア ッ 
ラー は 僅 大 な る 由恵 の 主 に ま し ます 。 


不信 者 ども が 液 に 対し て 好 策 を めで ぐら し 、 
疲 を 監 侍 し 、 或 い は 角 き ん と し 、 或 い は 放 
遂 せ ん と せ し 時 の こと を 信 い 起 せ 。 彼 等 
半 策 し た れ ど も 、 アッ ラー も また 選 午 策 せり 。 
( 注 22) アッ ラー は 一 番 の 策 申 家 に まし ま 
す 。 

われ ら の 神 兆 が 彼 等 に 読 語 き WM る や 、 彼 等 
は 云う 、「 我 等 は すでに 開け 。 5 し 匠 等 欲 
じ な は 、 こ れ と 同じ じ て と 時 呈 べ し 。( 注 
23) これ は だ だ 古人 の 物語 に すぎ ず ] と 。 
彼 等 が 、「 ア ッ ラ ー よ 、 も し これ が 液 より の 
真理 な ら ば 、 我 等 の 上 に 大 より 石 を 降ら せ 
給え 、 或 いじ は 我 等 の 上 に 奇 酷 な ? 懲 古 を 蒙 ら 


この 節 は 、 人 問 の 二 つ の 忠誠 に つい て 述べ て いる 。 一 つ は 、 我 々 の 創造 者 で ある が 故に 絶対 で 


この 節 で 述べ られ て いる の は 、 メ ッ カ の ダー ルン ・ ナ ドウ (自治 会 館 ) で 行わ れ た 秘密 
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メジ ナ へ 移り 、ff 
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MMIC 2 人 RIE FUGG31PZ:V 寺 CH 
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7 のり TUF 
oo に SO の 5CeC う 完 


氷 可 な 


仲間 へ の 義務 か ら 生 じ る 、 仲 間 に 対す る 皿 誠 で 


iR の 
SEMIR ED  : だ 。 

お の 
る ん ざん 討議 し た 後に 、 彼 ら 


は ある 計 央 を 考え つい だ 。 そ れ は クラ イシ ュ の いろ いろ な 部族 な から 、 た くさ ん の 若者 を 集め 、 共 同 し て 型 な る 


殖 言 者 を 葛 繋 き せ 、 灯 き 
ESEC お の 


ぜ る と い 


行き つい だ の で ある 。 


注 23 
らい ば り で ある 。 実際 に 、 


信仰 し な い 者 達 は 、 ク ルアー ン の よう な 話 な ど 、 自 分 達 も 作れ る と 奉 語 し て いた が 、 
彼ら は 何 $ も 作り は し な か っ た だ し 、 今 だ に 、 


導 9 


うち も の だ っ た だ 。 面 な る 地 言 首 は 、 
・ バ クル と 共に 、 


真夜 中 、 見 張り が 眠 りこ ん で いる 則 に 、 密 


ッ ツール の 淵 く つ に 爺 難 し た 。 を し て 、 無 事 メ ジ ナ に 


商人 0 ゆす 
短い 一 記す 5 で き て は いない 。 


ィ 


ーー 


1 で 


空 八 1 yi 


ゲン ファ ー ル 





34 . 


1 


36 . 


せ 給 え を] と 云え る 時 を 培い 起 せ 。 ( 注 24) 


きれ ど ア ッ ラ ー は 流 が 彼 等 の 中 に いる 間 は 
彼 等 を 前 せ ず 、( 注 25) また 彼 等 が 散 罪 を 
を う 間 は 彼 等 を 処 太 せ ぎ りき 。 


彼 等 聖 礼拝 所 の 真 の 守護 者 に 非 らち ざ 
を こ に 人 の 箸 づる を 妨害 する に 及 ん で は 、 
も は や アデ アッ ラー と て 役 等 を 罰せ ぎる 理由 何 
も 2 が し 。 夏 の 守護 者 は 正義 の 人 の みな り 、 
し か る に 彼 等 の 多く は 之 を 知ら ず 。 

剛 典 に お ける 役 圭 の 礼拝 は 、 た だ 日 苗 を 史 
き 手 を 拍 ち な ら す に すぎ ず 。 され ば 、 徐 罰 
を 味わえ 、 信 ぜ ぎ ざり し が 族 に 。 
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97 . まこ と 、 不信 選者 ども は 人 あや アッ ラー ー の 人 タン 」 タタ フラ ラン ン ッ ター うり ーッ タン グ 
ょ り 陸 まん と し て 己 が 富 を 才 や す 。 こ れ か bo A の も 51O な po の) 
らち も 費やし 続 と けん 。 されど と ど 、 や が て それ が シン E 5 ノイ 2 タダ ラタン まっ 

る っ 45 
後悔 の 竹 し な らん 、( 和 26) 打ち 負 か る きれ 、 リョ 2 人 2 
ん 時 至る らん 。 不 信心 者 ども は 地獄 に 集め 90 び アグ そお 6 
られ ん 。 

38. それ は アッ ラー が 暑 人 を 警 人 よ り 分 ち 、 る 1 CGI て の GA te 
人 人 を 他 の 上 に 講 い て 順次 彼 等 を 一 緒 に 積み 商用 8 上 
重ね 、 し か る 後に 之 を 地獄 に 投げ 込み 給 う 。 は CKIN こ CS つら AE らち 
彼 等 : は 紛れ も な い 失 敗者 な り 。 2 9 タタ スタ 

第 五 項 ②⑥ 〇 ッッ 14 
39 . 不信 心 者 ど 5 に - ム え 、 | も し 止め る な ら ば 、 2 の 2 9 ブッ クノ 297 っ タプ 2 ンク 2 タグ さい で 。 
過去 の こ と は 落 き れん 。 され じ 、 も し そこ 1 の 2t)1T 
* ノン 2 う グフ ッ 2 の 6 。 ッ ン ン っ の 2 る ラ ノ る ググ ン 
な 違 る な ら ば 、 往 古 の 人 々 が 途 い か る 先 接 ⑨c259I に で PT 
あり | と 。 5 
注 24・ バド ル の 戦場 で の アプ ブ ・ ジ ャ ハル の 祈り は 、 ほ と ん どの 言葉 の 通り で あっ た 。 を し て 、 こ の 撤 り は 、 


その と お り 実 現し だ の で ある 。 ア プ ブ ・ 


げ 込 まれ だ 。 


注 : 25 


する 桶 に な っ て て くれ て いた だ の で ある 。 


注 26 
後に を それ を 非常 
結局 、 Mg する て の ろう し 、 彼 ら の 忠 子 達 は 、 イ スラ ム 教 を 受け 入れ 、 イ スラ ム 教 を 更に 広め ゆる だ た め に 、 富 
を 費やす こと に 


この 言葉 が 頂 言 し て いる の は 、 信仰 し な い 者 達 
に 後悔 し 、 電 嘆 に 


る の で ある 。 


ジャ ハル は 、 多く の クラ イシ ュ の 指導 者 と 共に 死に 、 


メッ カ の 人 信 々 は 、 麗 な る 稀 言 者 が メッ カ を 志 っ た 後に 、 


彼ら の 上 尾 は 穴 に 投 


前 を 受け た の で ある 。 神 の 使 若 は 、 大 前 に 対 


Es は イス ラム 教 と の 陽 い に 多く の 軍 を 乾 や し て いる が 、 
くれ る だ ろう と いう こと で ある 。 イスラム 数 を 江 ぼ そう と する 彼ら 6 の 努力 は 、 


ィ ーー ャ 


ー278 一 


ト す た に 


で # 
か 
評 


アン ファ ー ル 


40. 追 害 が な く な り 、 宗 教 が 皆 く アッ ラー の | it 
3 らく 
も の と な る まで て 彼 等 と 戦え 。( 注 27) きれ UEYGE 56 炎 りう 庄 23 


ぼ 、 彼 等 も し 敵対 を 止め る な ら ば 、 ま こと の OK 2286638 い に 湯 紹 和 
に アッ ラー は 彼 等 の 行動 を 監視 し 給 う 。 中 - 2 
41. も し 彼 等 背く な ら 6 ば 、( 注 28) その 時 アッ くち z UE りら 1? 
ろ UMe6 9 の oO1 5 
ラー は お 前 た ちの 守護 者 に まし ます こと を 
知れ 。 な ん と 素晴らし い 守 座 者 な り 、 擁 護 の eS う 
者 な り 5! 
42. も し お 前 だ た ち ア ッ ラ ー を 信じ 、 ま た 判別 の 06 宣夫 ン が VCAIITNI 
日 ( 注 29) 一 一 すなわち 両 還 相 会 せる 日 、 「 


われ ら が 僕 に 了 せ し も も の を 信じ る な ら ば 、 NG 5 は 301yd)3 計 3 
ぉ 前 た ち が 戦利 品 と し て 獲 た る も の は 何 物 - 





ッ ク ン ジン を 称 0 1 っ の 2 多 。 2 4 ュ 」 ノ 
に せよ 、 そ の 五 分 の 一 は 、 ア ッ ラ ー 並 びに 4 SU 
その 使徒 、 親 戚 、 拡 児 、 貧 者 、 及 び 旅 行者 1 リョン ゥ ン ノラ アノ [ンー ラン ルン 
名 2 
( 注 300 の も ぁ も の で ある こと を 知れ 。 げ に 22 周 2 NN 
い ー は 能 に ま ② ッ > のち うる らら ュ 」 レ 
アグ デア 全 朋 し ます ⑨⑲ アァ 5 (⑳* ぴ ゆ し 
43. お 解 だ ち が 谷 の 手前 岸 に 庫 取 り 、 彼 等 は 山 2 ッ タ ッ ン う 


うぅ 岸 に あり 、 を の 下 を 隊商 が 在り た り し 時 SpO2 83 ら U50U (3 


の こよ 。 た と を お 前 た ち 下 に 合 肖 を 約 し た は 生 記 人 お 3 AI ご 衝 
した の そり と う Ac タッ | 
り と 5、 必 ず を の 約束 を 違え た で あろ う 。 0 3 


ょ ユ 2 ク s ノ 5 と 1 みう 2 
( 注 3D きれ ど 、 了 戦闘 は 行わ れ た り 。 そ は AM22 WaseO し っ! 0UCe28J CN? Jl 
アッ ラー が 定め だ る こと を 成し遂げ ん が だ 
注 - 27 イス ラム 教徒 は 、 宗 教 上 の 迫 寄 が な く な り 、 人 々 が 自分 の 選ん だ 宗教 を 自由 に 信仰 で きる よう に な 
る まで 、 戦 わな けれ ば な 障 8 と 定め られ て いた だ 。 勿論 、 イ スラ ム 孝 は 、 良 心 の 自由 の 径 大 の 支持 者 で ある (2 
章 194 節 参 照 ) 。 
注 28 この 言葉 は ほ は 、「[ も し 、 彼 6 が 利 平 の 提案 を 受け 入れ ず 、 再 び 敵 対す る の で あれ ば | と いう 意味 で ある 。 
注 29 バド ル の 日 の こと 。 


計 : 30 この 委 は 、 蘭 利 品 の 分 配 剛 の 上 いる (8 意 2 招 ち 参 照 の 許 )。 戦利 品 の 五 分 の 一 は イマ ー ム か 
カリ ファ に ゆだね 、 彼 の 判断 に 従っ て 、 こ こ に あげ た 五 者 の 問 で 分 配る れる べき も の で ある 。 な る 頂 言 者 に 


分 配 き れ だ た も の は ば 、 貧し い イ スラ ム 教 健 た も の た め に 電 や きれ た 。 預 千 者 自身 は 、 全く 簡素 な 生活 も し て い だ 
か ら で あ る 。 イ マー ム ・ マ リク に よれ ば 、 分 配 は 必ず し ゃ 平等 に 行 な SR イマ ー ム の 吉 功 に ま 
か る れ 、 イ マー ム は 、 そ の 時 の 状況 や 必要 性 に 応じ て 分 配 す る の で ある 。 こ うし だ た こと も 、 革 な る 了 言 省 と 、 

止 し ( 彼 を 踏 距 す る 町 大 の 後 継 釧 の 仕事 で あっ だ 。 婚 り の 所 分 の 皿 は 、 捧 士 た ち に 分 配 き れ だ 。 兵士 たち は 、 

給料 も な く 、 だ た だい てい の 場合 、 戦 争 に 行く 費用 き ぇ 自分 達 で 四 わ な けれ ば な ら な か っ だ の だ っ だ 。 当 時 、 正 規 
車 も 国家 財 攻 と 上 いう も の ぉ な い 時 で あっ だ たから 、 こ れ は 、 そ の 当時 の 状況 に 見 合う よう 考え られ だ 、 緊 急 の 分 
本 方 法 で あっ た 。 「 親 戚 」 と は 、 ず カー ト ( 宮 捨 ) か ら 何 の 利益 も 得る こと が で き な か っ だ ハシ ム と 、 ア ブドウ 
レ ・ ム ッ タ ダー リブ の 子 反 す べ て の こと で ある 。 

ま 31 20 0 の 0 イィ スラ ム 教 徒 送 は メジ 
ナ に 近い 側 に 、 メ ッ カ 上 汗 は メジ ナ か ら 離 れ た 側 に 、 し て シリ ア か ら 来 だ た メッ カ の 隊商 は 、 海 の 方 へ 耐 っ てい 


ー279 一 


空 八草 


デン ファ ー ル レ 





44 . 


45. 


4 . 


47 . 


だ の で ある 
の なら 。 


8 


注 32 
注 - 33 に 
の て ある 。 こ れ は 、 メ ッ カ 軍 は 、 数 


注 34 
実際 の 陣容 に つい 


昨 、 


と し て は ほ は 、 こ の よう に し た の は 、 イ スラ タム 教生 達 が 記 
を 用 ける だ めで あっ だ 。 こ うし た 両 軍 の 考え は 、 
旧 り 、 


Pe 


り 茶 跡 わ 強く が す の が 日 的 で あっ だ か ヵ 


め 、( 注 32) また 死ぬ 者 に アッ ラー の 明 証 
を 見 させ て 死な せ 、 和 生き残る 者 に アッ ラー 
の 明 証 を 見 きせ て 生き 残ら し めん が だ め だ な 
り 。 ま こと に アッ ラー は すべ て を 了 団 き 、 す 
べ で て を 深 〈 知 けり 給 う 。 
アッ ラー は 液 の 夢 の 中 で 、 敵 を 輩 少 に 見 せ 
し め だ り 。( 注 33) も し 彼 が 敵 の 人 数 を 大 
SN お 前 た ち は 必 
ず 気 後 れ し 、 そ の 事 に つい て 論じ 争っ た に 
失 科 され ど 、 ア デッラ ー は お 前 た だ ち を 
救い 給え を り 。 彼 は 確か に 、 人 人 が 胸 奥 に 秘め 
だ た る も の を 深 知 し 給 う 。 
画 車 が 遵 山 せ し 時 を 念 え 。 彼 は お 前 た ちの 
眼 に 、 彼 等 を 少数 と 喘 ぜ し め 、 彼 等 の 眼 に は 
お 古 だ ち を 少数 と 喘 ぜ し め だ た る は 、( 注 
34) アッ ラー が その 定め だ る こと を 成 し 送 
げん と せん が だ た め な りき 。 万 事 最後 の 決定 
は アッ ラー に 帰着 す 。 

叱 項 5 
次 等 信ずる 者 よ 、 合戦 に 附 し て は 導 代 し 
2 アッ ラー を 競 度 5 唱 念 せよ 、 さす れ れ ば 
座 あ らん 。 
面 し て 、 ア ッ ラ ー と 便 徒 に 従い 、 意 気 消沈 
し て 力 を 杏 失 する こと の な いよ うに 三 に 喧 
只 口 論 な どす る な か れ 。 設 飼 不 抜 た の 
ラー は 墜 忍 不 抜 な る 者 と 倍 に あり 。 
る 。 この 人 節 で は 、 次 の よう に も ぅ 述べ て いる 。 


は る か に 強力 で 、 装 備 も は る か 


神 は 、 メ ッ カ 軍 の 下北 や 定 


の て 公 っ て 


骨 節 が 、 
る 。 上 央 は 、 兵 の 三 分 の - ・ 


て 述べ て い 


イス ラム 教徒 は 、 


すなわち 、 メ ッ カ 時 の 布屋 本 な さん る 8 


ち も し 、 イ スラ ム 救 徒 達 が 5、 

彼ら は きっ と 、 吉 初 の 衝突 の 日 や 、 も っ と 先 に 延ばし だ か っ だ で ある ろう 。 

0945 
彼ら を 敵 に 出合 わせ だ の で ある 。 


告 し て いた の で ある 。 


で は 、 メ ッ カ 軍 の 人 数 は 、 実 際 の 数 より 5 
- い て も 、 


3 人 AS 
上 上 手 の 後 に 隠れ きせ て いた 。 人 徒 っ て 、 
実際 の 三 分 の 二 EPS に 
作れ を な し て 戦場 か ら 逃 げ 出 し 、 帳 年 

それ ぞ れ に 二 の 戦意 あや ちり | げ て いた だ 。 結 上 時 は 、 視 が 凍 苦 し 
ん な 北 E な っ だ の で ある 。 


ノン ノイ 2 ブイ アン ラン タン ニス ク フッ ン 


OPC だ 
の 2 0) 

ラ ュ ン ン ラグ * 2 1 タッ 

AP っ 6 ME2G 8 

の 2 CPK Pr 

oo 


AT タン ?》 、 2 


@⑬ っ yo 放 ど 6 


し 


少 タ 3 2 て 
SI の 

シン る グ 。 。 グ ノレ 
ok 

り ラ ォ ョ ン ン 2 どっ の レン ノロ ゥ クン 
PP が 40522 

4 うみ ンタ 。 

間 二 の bx らら 2 サ 


自分 で 衝突 の 時 を 決め ゆら れる 
を の 時 、 彼 ら は 吊 分 達 の カ 
し か し 、 軍 は ば 、 神 


少な が なく 見 えた 


必ず 敗北 する と いう 意味 で あっ た 。 


この 節 で は 戦場 に お ける 敵 の 
本 軍 が 相対 する 
づけ た 。 英名 
- こ なら な て な る 市 冶 


1 


200 


遂 
史 


49. 


91 


0Z 。 


川 


. 是 然 と し て 己 が 家 よ り 現 われ 出 で 、 大 を 


アッ ラー の 追 か ら 意 \ き 去ら し め る 徒 競 の 如 
く な る な か れ 。 アッラー は 彼 等 の 行動 の す 
べ で て を 取り 囲み 給 う 。 


(人 35) が 過 が 和 行為 や 正しい た 彼 等 

忠 わし め あて いた 時 、 云 えり 、 [今日 、 何 人 
も 前 ち ! - 打 ち 騰 る を 得 ず 。 玉 は お 前 だ 
ちの 擁護 者 な 9 り ] と 。 し か る に 、 両 軍 相 対 時 
する や 、 彼 は 放 を 回 し て 、 云え り 、「 我 は お 
前 た ちと は 関 り な し 。 我 は お 前 だ た ちの 見 ぇ 
ざる も の を 見 る 。 我 は アッ ラー を 恐る 。( 和 注 
36) アッ ラー は 加 す る に 厳し て まし ます 」 
e 

策 七 項 


. 偽善 者 並び に 世に 病 の ある 者 が 「 彼 等 の 款 


教 は こ - れ 等 の 人 々 も だ りり と えん 小 
時 を 念 え 。 誰 で あれ アッ ラー に 信頼 を よせ 
る 者 は …… 然 り 、 ま こと に アッ ラー は 併 大 
選 だ CC。 避 伯 に まし まゆ 5 


湊 も し 見 得る な ら ば 、 諸 天使 が 不信 心 者 ど 
も の 生命 を 持ち 去る 時 、 彼 等 の 顔 や 背 を 打 
ち て 云う 、[ 液 等 火 知 の 刑 を 味わえ ! 


この 足 苦 は お 前 だ ちの 手 が 自 分 の 前 た 送り 
し も の の だ た め な り 。 ま だ デッラ ー は その 儀 


の 7 た リー ジ M 


て ュ ク ェ ン タン プン ラ ンク アン ノレ 

3 2 の AA6 っ Oo2 | さ CV ゆ 千 3 

25」 ノ ちさ かみ フグ どう も 9 み 9 打 の 

4 21 OAI の と の 5Ouo う て い 1 そら 
@② 9 レタ ノ 。 

⑨ き GS の 


5 2 し e 婦 っ 9 92 
639 et os MIK( 
る レセ アプ ャ オバ イン イア の 2 と る と 
巡 5 多 106 う so 


kNE AET は ! ら ジ 3 が 8 g1 


@$ っ sl 
多 あく so 和 5 き く 26 ン ュ タ RI 
2 の の 
の 
os es KO 1 あ 6634 誕 の で 93 
NO KS 22 8 


の MCM EMI 


9 ー ター と?w 





等 に 占 か も 不正 不義 に まし まる ぬこ と を 知 GO びっ 
3 シン 
れ 」 と 
注 35 この節 で 語ら れ て いる 人 は 、 メ ッ カ の 人 々 の 反 イ スラ ム 感 展 あ めか が きだ て だ スラ カ ・ ビ ン ・ マ リク ・ ビ 
ン ・ ジ ュ シ ャ ム だ と 言わ れ て いる 。 し か し 、 彼 は 後に に イス ラム 教 徒 に な が っ て いる 。 メッカ 軍 が まだ メッ カ に 
浴 玉 し て いる 時 に 、 何 人 か の クラ イシ ュ 部 族 の 指導 者 の 心配 は 、 バ ヌー・ カ ナー ナ の 一 派 で クラ イシ ュ 部 族 に 
虎 意 や 持つ バス ヌス ・ バ クル が 、 メッカ 定 が だ がい なくなっ た 時 に 、 メ ッ カ を 急襲 する か も し れ な いし 、 メ ッ カ 軍 を 後 


か ら 攻 撃 す る か も し れ な いと いう こと だ っ だ 。 バ ヌー・ カ ナー ナ の 長 、 
み カ の 人 人 々 に 何 の 危 害 も 加え る こと は な いと 保証 し た の で 、 
注 36 
を 見 


て 、 彼 ら に は 勝利 か 死 か 、 
は バド ル の 戦い の 日 に 感じ 、 メ ッ カ の 人 々 に 、 


スラ カ は 、 イ スラ ム 教 徒 義 が 也 回 よし た 決意 を 固め て いる の を 上 兄 て 、 
ども ちら 5 かー つ な の だ と 確信 し た の で ある 。 
イス ラム ょ ュ 教 徒 は 皆 、 


(Tabari) 。 


スラ カ が バ ヌ ー・ カ ナー ナ の 部 族 は メッ 


彼ら の 心配 は お きま っ だ た だ 。 


造 ろ しく て な っ ただ の で ある 。 彼ら 6 
丁度 同じ 様 に 、 ウ ッ ト バ と ウメ ー ル 
死 べ 向っ て 行 《 様 に 見 え だ と 語っ て いる 


ーッ 29 よ 一 


5] と 1 


和 八 模 プア ーッ ルル 


53 . 彼 等 の 場合 ee ジア ラオ の 氏 並 びに その 以 ン ラ や レコ リン タン タラ 。 リー ラン ン 
の の は 衣 AUJI 1 
前 の も の ども と 同じ な り 。 彼 等 は アッ ラー ン ソ ピン ルン この) っ の らし ゅ lo 


の 神 兆 を 信 ぜ ざり き 。 さ れ ば アッ ラー は る を 251 81 2 aa 


の 罪 故 に 彼 等 を 息 ら し め た り 。 ま こと に 、 半 
アッ ラー は 強力 に し て 、 凛 する に 威 し くま OutelOiy ら 6 
し ます 哉 。 


54. こ は ア ッ ラ ー が 一 度 或 る 民 に 恩 外 を 授 く れ 41KCttKtY( ポ う 308 
ば 、 を の 氏 が 先 に 自ら の 心神 を 交え ざる 限 レレ ュー 
り ( 注 37) 変え ぎる が た ゆめ な り 、 曽 し て 、 の IS52es5 し じい 8 
テッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 深 知 す 


る を 知れ 。 

55. 彼 等 の 場合 は ファ ラオ ォ の 民 並 びに その 以前 3 。 や ノッ プッ ンタ ン ィ 2 
の も の ども と 同じ な り 。 彼 等 は その 主 の 2 褒 の で Msgdiolo 
神 兆 を 拓 否 せり 。 さ れ ば 、 わ れ ら は その 罪 イイ (7 折 24 2 と 037 に し 

ば ょ > He の 
故に 役 等 を 減 ぼ せ り 。 わ れ ら は ファ ラオ の IO な 0 0 
民 を 装 れ し ゅ た り 、 な ん と な れ ば 彼 等 基く OH 人 4313 
不義 な す 徒 募 な り し が 故に 。 

56. アッ ラー の 立場 か ら 見 た 最低 の 人 非 人 と の の CAP で IEMT 
は 、 記 思 の 徒 研 な り 。 さ きれ ば 彼 等 は 信 ぜ ぎ 2 の 
る べし 。 ⑥⑬ い ゃ う 


P 
り タダ ンジ 2 ン ンタ タン 2 タ 2 3 う レ 1 ー ン レラ も 


< の 都度 ジ を 破 約 し 、( 注 38) 神 を 思 れ 20202 の の の 
者 ども な り 。 oe AA わる の ③ 


ンコ 
58 . され ば 、 江 場 に て 彼 等 を 打ち 破り し 時 は イル て 人 アン 衝 アル イィ オ ィ ゴン 人 
ゴ ヒ スム = R SG Ald en 
百科 に 従う 者 ども を 近い 度 ら せ 。 ( 注 99) 
由 く ど 
さす れ ば 、 彼 等 6 反省 する や も 知ら ず 。 の 995 2 6 
59、 ま だ 、 或 る 民 が 液 を 殿 切 る 恐れ ある 場合 1 ン 2 アス [ノン , な | 2 
和 和 8 時 5 6353G 
お | 前 j の 方 カ ら 公 導 に ( 注 40) 盟約 We 6 
注 37 この 疫 は 、 神 は 、 玩 に 入 々 が 了 い 方 に 変っ て いか な い 限 り 、 神 が 民族 に 与え た 恩恵 を 取り | げ な いと 
いう 、 一 毅 的 な 補 の 控 を 述べ て いる 。 
注 38 彼ら は 、 三 約束 を 破り 、 茂 媒 に 行なわ れ か た 合意 も 踏み に じ る 。 
注 39 信徒 は 、 は っ きり し か た 理 和 抽 が な い 限 り 、 決 し て 武器 を と っ て は な ら な いと 定め られ て いる 。 し か し 、 
いっ た ん 武器 を 取れ ば 、 敵 に 恐 信 心 を 抱か せる ほど に 、 和 田地 に 戦い 、 相 手 に 致命 的 な 打撃 や サ ぇ えな けれ ば な ら 
な い の で ある 。 和 気力 に 欠け 、 優 委 不 断 な 戦い は 決し て 巧み な 戦術 で は な い 。 戦う と な れ ば 、 和 失速 で 撤 底 的 で な 
けれ ば な ら な い の で ある 。 
注 30 も し 、 あ る 民族 が 、 イ スラ ム 教 徒 と 変 し た 咽 約 を 破れ ば 、 イス ラム 教徒 は 、 盟 約 は 破 業 する と は っ き 
り 相 種 に 布告 し 、 も し 攻撃 きれ れ ば 、 全 力 で 反撃 する で あろ る ろう 。 し か し 、 い か な る 場合 も ね 、 こ の 事前 の 布 符 な 
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第 八草 アン ファ ー ル 
に 投げ 返せ 。 げ に 、 ア デッラ ー は 六 者 を る 1 Fe 
eobig4 う 4083 


し 給 わ 兄 。 
第 人 天 し 
かれ Mei: 1 は て If IG の の 
る な が かれ 。 彼 等 は 神 の 目的 を 挫折 する 征 


ンプ 2 クタ 2 が 
ず 。 GO 
61. 可能 な 限り の 軍勢 と つない だ 馬 を 彼 等 に 対 3 os に 0 
し て 備え を よ 、 そ れ に よっ て アッ ラー 並び に シン トス タン 。 ン ッ 
おぉ 前 だ た ちの 敵 、 それ か ら お 前 だ ち は 知 ら ぬ 5 5u 邊 う 〇 みあ メ ll 
が 、 ア ッ ラ ー が 知る 敵 に 恐怖 を 与え よ 。( 注 2 クタ イッ ンタ フッ 052 と 。 
ぉ 前 た ち も が アッ ラー の 道 に 臣 す も の AE 


、 必ず 存 分 に 返済 きれ ん 。 決し て 不当 に 5 し 4032381d528 め 2 
0 前 
〇 ① 避 ーー 
62. も し 彼 等 和平 に 傾 か ば 、 液 も また それ に 傾 M ンプ [フィラ イッ ( イ イン し 
け 、( 注 42) 面 し て アッ ラー を 信頼 せよ 。 紹 を 3 で = FAN 
彼 こ を は すべ て を 聴き 、 す べ て を 深 て 知り Co 
給 う 御方 に まし ます 。 


3 


63. た ほえ 彼 等 が 流 を 迷 か ん ほす る も 、 ア ックス 先 て ン 5 る 1 ィ 
SE AZ OO の 
ラー いま す 昌 り 液 は 万 全 な り 。 彼 こ を は る 2 1 ENTRCRNI 半 

の 助 り に より 、 省 っ 多く の 信者 に よっ て 法 22936 5U 


の 地歩 を 回 め た り し 御方 な る ぞ 。 


し に 奇襲 する こ と は 許 き れ な い 。「 公 平 に 】 と は 平等 な 立場 で 、 つ まり 、 両 軍 共 知っ た 上 で 、 各 人々 盟約 の 義務 を 
負う こと は な いと いう 意味 で ある 。 


注 41 この 節 で は 、 イ スラ ム 教 徒 に 、 戦 欠 を 回 避 す る 最 凌 の 方 法 は 十分 な 準備 を し て お く こ と だ と いう こと 
が 述べ られ て いる 。 国 内 に 十分 な 軍隊 を 持つ だ け で な く 、 国 境 に も 分 な 軍隊 を 配 軒 す べき で ある 。 そし て 、 
知恵 誠 実 と 気 力 を 持っ て 自ら を 律 す れ ば 、 戦 場 か ら 境 く 離 れ た 敵 ぉ 、 イ スラ ム 教 徒 則 うこ と を あき ら ゆ る 
で あろ う 。 ま た 、 戦 う 時 に は 、 人 金銭 を 惜しみ な く 使 うこ と も 大 切 だ と も 述べ られ て いる 。 更 に 、 信 徒 な たち へ の 
向 告 と 預言 も 含ん で いる よう で ある 。 その 預言 と は 、 尋 教徒 の アラ ブ 人 だ けが 彼ら の 敵 な の で は な て く 、 近 い 将 
来 、 彼 ら を 攻撃 し て くる 民族 が 、 他 に いる と いう の で ある 。 これ は 、 ビザ ンチ ン 希 国 と ペル シャ 宮 国 の こ と を 
指し 、 聖 な る 預言 者 の 死後 問 も な く 、 イ スラ ム ゥ 教徒 は この 国々 と 戦わ な けれ ば な ら な く な る で て あろ うと いう 5 
の で ある 。 

注 42 この節 は 、 和 平 条 約 を 結ぶ に 当っ て の 、 重 要 な 原則 を 其 休 的 に 述べ て いる だ け で な 《 く 、 イ スラ ム 教 の 
戦争 の 性 格 に つい て も 典 味 深い 指摘 を し て いる 。 イス ラム 教徒 は 、 イ スラ ム 教 や 受け 入れ る せる だ め に 戦 当 に 
訴え を た の で は な く 、 平 和 を 確立 し 、 継 持 す る た め に 戦 節 を し た と 上 いう の で ある 。 た と え 相 平 が 仕掛 け て きた 戦 
争 で も 、 相 手 が 和 平 を 求め て くれ ば 、 イ スラ ム 教 委 は 、 こ れ を 拒ん で は な ら な いと 定 ゆ て いた 。 だ た と え そ れ が 、 
彼ら を 馬 き 、 時 を か せ で た だめ の 和平 で あっ て も で ある 。 こ の こと は 、 イ スラ ム が 、 国 家 間 の 平和 を 確立 する た 
め に 、 ど れ ほ どの こと を する か が を 志 が し て いる 。 





ー283 一 


や ャ 


第 八 聞 


ゲン ファ ー ル 





64. 


65. 


66. 


7 . 


568. 


また 彼 は 、 信 者 の 心 を あー つ に 結集 し 給 う # 
御方 な り 。 た と を ぇ 六 が 地上 に 在 る すべ て の 
$ の を 費やす と も 、 信 者 等 の 心 を 一 つ に に な 
す 能 わ ず 、 SH 

つ に 結集 せり 。 げ に 、 彼 は 僅 天 に し て 、 覧 
格 に まし ます 。 

十 九 項 

預言 者 よ 、 次 は アッ ラー と 液 に 従う 信者 あ 
れ ば 十分 な り 


預言 者 よ 、 戦 い に 際 し て は 信者 た ち を 激励 
和枝 の 。 お 前 た ちの うち 二 上 人 ( 注 43) の 許 
忍 不 抜 の 者 あら ば 、 能 て 二 吾 の 敵 を 打ち 破 
らん 。 も し 前 た ちの 一 碧 あ ら ば 、 一 午 の 
不信 者 どぉ を 打ち 破 ら ん 。 な ん と な れ ば 、 
彼 等 は 事 の な ん た る か を 解せ ざる 人 人々 故 。 
( 注 44) 
いま アッラー は お 前 た だ た ち に 層 気 ある を 知 
り 。 お 前 だ ちの 負担 を 軽減 せ 0 り 。 きれ ば 、 
0 碧 の 堅 刀 不 抜 の 者 あら 
能 〈 二 百 の 敵 を 打ち 破 ら ん 。 また だ も し 
の アッ ラー の 支配 力 の 許 に 二 千 
( 生 45) を 茜 ち 破 らん 。 ア デア ッ ラー は 可 忍 不 
抜 の 人 々 と 倍 に まし ます 。 


正規 の 戦い で 打ち 負かし た 誠 に 非 ざ れ ば 、 
捕 虎 と 上 する は 頂 言 『 者 に は 相応 し か ら ず 。 
( 注 46) お 前 たち は 現世 の 幸せ を 望め ど 
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SEIGEGE Rd 


23 @ ッ と ント 


⑨ 〇 ゅ 69 の う っ め な の も 


IA “ 1 に みれ 6 > と 1 は は 8 
Ao し 2 ちら 5 


テ タ 2 ン ウッ ッ 


の の AI の 5 OTR Gi 


とら の に 6 誠 le99WC 


9 いい 


デー ン ン 2 アル 


5 Ab2 ぎ 1 と ら の sOoy っ の | 





注 43 
注 44 


この 節 は 、 一 隊 賠 部 隊 の 最小 限 の 人 数 を 20 人 と 言っ て いる よう で ある 。 
な ぜ な ら 6、 彼 ら は 克 い 兵 で あり 5、 白 分 達 の 戦い の 目的 が 正当 か どう か 理解 し て は いな いし 、 そ れ に 興 


味 も 持っ て いな いか ら で あ る 。 それと も 、 彼 ら は 、 自 ら 追 
谷 わ せ て いな いし 結っ て いる の か も し れ な い 。 


この 節 を 、 前 節 を 破 挟 する も の と 理解 すべ き で は な い 。 二 つの 節 は 各々 、 イ スラ ム 教 徒 社会 の 二 つ の 


生 5 


典 っ た 状況 の 時 の こと を 述べ て いる の で ある 。 初め の うち 
5 十分 身 に つけ て いな か っ だ 。 し か し 、 時 が 経つ に つれ て 、 
彼ら は 十 倍 の 敵 も 打ち 仙 か すこ と が で きる よう に な っ だ の で ある 。 バ ドル 、 オ ハ ド 


求 し 、 身 を 貢 げ る よう な 、 


より 沿 尚 な 理想 な ど 持 ち 


彼ら は 、 表 少 で 、 装 備 も 不 和 十分 で あり 、 峨 う 技 術 
全般 的 な 状況 、 戦 争 験 、 兵 力 は 大 い に 和 同上 し 、 


、 堀 の 戦い と 、 両 車 の 兵力 


の 基 は ます ます 広がっ て いっ ただ 。 し か し 、 イ スラ ム ゥ 教徒 は 自分 達 の 勢力 を 見 事 に 守 と うと よう ヤル ムー ク の 


戦い で は 、 


注 46 


この 六 で は 、 戦 い が 正 堪 戦 で 、 を し て 敵 を 完全 


だ っ だ 六 カ の イス ラム 教徒 が 百 万 以上 の 疫 を 破っ た の で ある 。 


に 制圧 し た 場合 以外 に は 、 


本や 捕 應 に し て は な ら な い 


と いう 原則 を 定 ゆ て いる 。 こ れ は 、 破 隷 制度 を 廃止 する 原則 で ある 。 イ スラ ム 教 を 減 ぼ す た め に 戦争 に 参加 し 、 
そし て 負け た も の の み が 、 描 と な る と いう の で ある (47 立 5 盆 参照 )。 
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第 八 章 クツ ンー 


も 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ち に 来世 を 望む 。 ア ッ の の タッ ン 5 し 
うと | 
ラー は 倍 大 に し て 、 忠 拘 に まし ます 。 (Oo ル ペ と Y11 
69. すでに 発令 きれ し アッ ラー の 控 な か り せ ? スス イ (ント ッ て イダ イィ ン ン っ の 7 
つい >! ッ ymw du 。 My 

ば 、( 注 47) ぉ 前 た ち は を の 取り し も の 故 * ルン ン ルン 


ヽ ②21。 . 六 アァ 
に 大 な る 災難 に 環 わ れ た 管 。 ( 注 48) ⑬⑲2 違 る の IOc 
70. お 前 た ち は 戦 利 品 の 中 より 合法 に し て 清 漆 プル る ルッ る る 衝 ン レ ッッ イィ ン 
PIAIO1U スハ Io 
な る も の を 食し 、 ア ッ ラ ー を 明 れ 散 を 。 ば げ PE の 
に 、 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし 8 うう 
ま : か 。 上 
第 十 項 
71. 預言 者 よ 、 お 前 の 導 中 に ある 捕 府 に 云え 、 イラ ンタ クレ ョ を ニク ンー 3 8230 
「 も し アッ ラー 前 た ちの 心中 に 何 ん ら 6 か 。 の つっ" うに 寺 oe NOD 
の 良き も の 在 る を 知ら ば 、 お 有 前 だ た ち が 奪 わ イン クン Ni 
6 Ca| Ss 
れ し も の より 優る も の を お 前 た ち に 与え 、 ンジ 合計 さる こ / 
容 ッッ ラー は 錦 二 に @? 672 M クラ ラン ン 
( 注 49) 且つ 容赦 せん 。 ア ッ ラ ー は 守 大 に 時 


し て 、 帝 自 深く まし ます 」 と 。 


『 ポ 人 され と 彼 等 も し 流 を 香 切 らん と 意図 する な UE AS3 2 じじ ュ 
US3 の に: TWO ら の りう 
ら ば 、 彼 等 は すでに アッ ラー を 裏切り し 者 So 4 


な れ ば 、 ア ッ ラ ー は 流 に 彼 等 を 制す る 力 を あら 225 2 の 6 
与 を た り 。 ア ッ ラ ー は すべ で て を 聴き 、 躍 哲 
に まし ます 。 「 

ノ > 2U1 ラッ タ ノラ ン 人 KW SGD | 

73. 信仰 を 受け 容れ 、 家 郷 を 棄て 、 財 産 ぅ 生命 う e の lo | yaes う ゆ 人 ゆう otoyoNt 1 


を も な げ う っ て アッ ラー の だめ に じ 衝 闘 努力 が at っ タッ ン 
せる 者 、 普 びに 彼 等 に 住居 と 援助 を 与え し の の 3 じき 
= 計 う 9 レ 1 ン ラ て 2585 ぅ > グゥ タタ ッ ン ング 
人 々 ーー これ 等 は 互 に 仲間 な り 。 されど 、 AKIOA 5 贅 )5 4625 

信仰 を 受け 容れ ど 、 家 郷 を や 出 で ざ る 人 々 を 、 2 
彼 等 が 家 郷 を 出 で ざ る 限り 、 お 前 た ち は 彼 2 apa 2 


を 保 設 する 資 務 な し 。 されど 、 役 等 が 宗 の 205 02802 クタ 
教 上 の 間 題 で な 前 た ち に 援助 を 請 わ ば 、 彼 の 50d to! 20 た 


デ 


注 47 この 言葉 は 、 所 助 に つい て の 提 の 約束 を 指し て いる 。 
注 48 身代金 を と っ て 、 捕虜 を 秋 放 する こと は 、 既 に 、 よ く 行 われ て い だ こ と で あっ だ た だ 。 こ こ で 強調 し て い 
る こと は ば は 、 正 規 戦 以外 で は 、 相 手 を 捕 上 應 に し て は いけ な いと いう こと で ある 。 


注 49 預 言 者 の 叔父 アバ ー ス が 、 バ ドル で 敵 の 捕 記 と な っ ただ 。 その後 、 彼 は イス ラム 教 に 改 未 し 、 加 な る 需 
言 者 の も と に や っ て 来 た 。 そ し て 、 神 は 捕虜 に は 身代金 以上 の も ぁ る の を 与え る と この 節 に 約束 きれ て いる 様 に 、 
自分 の 場合 ち 、 こ の 約束 を 実行 し て 欲し いと 叔 例 アバ ー ス は 頼ん だ 。 加 な る 預言 音 は 、 彼 の 妥 求 を きき 入れ た 
の で ある (Jarir, XX, 31)。 
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7D・ 


等 を 助 く る は お 前 た ちの 義務 な り 。 但し お 
前 た ちと 協定 の ある 民 ! 
(で 。 ( 生 50) アッ ラー 
化し 給 う 。 


は お 前 た ちの 所 業 を 


5 互 に 仲間 な り 

2 ち 命 1 る こ し を 導 き ぎれ 
ば 、 地 上 に 災害 と 大 混乱 が 到来 せん 。( 注 
51) 


電 家 郷 を 棄て 、 ア ッ ラ ー の 








- 敵 対す る 場合 は 除 


Np 


1 ょ タン う プ ブタン レン ン ッ ン 
52 GCS とき る 
の 5 or 
ヶ 死 | ら ろ . ら sb 
の 259ie を 5 誠 


タラ ノック し 
2 


アル 


ラー プン 2* 02 と すう の ノ プ 
AU は bo02> う ちかい 5 テツ AIP 





め に 問 益 力 する 者 、 並び に 彼 等 に 住居 [マン フッ タク 5 。 2 2 
これ 等 の 人 々 こそ を 0 EIGA 
上 修 の 信者 な 5。 容赦 と 給 養 は 彼 等 の た め に ンタ > ンタ レン タン ーッ タク 
こそ あり 。 プ うう ちろ 2 
76. 後 れ て 信仰 を 受け 容れ 、 家 導 を 茎 て 、 ア ッ Ph ラタン リン ラ ・ 
半 9 2 
ラー の た だ ため に お 前 た ち と 一 緒 に 客 闘 努力 せ 5 
レア 2 の クッ ラン (< 
し 者 一 こ れ 等 は 前 た ちの 促 間 な り 。 な og9IAoS に SN OPROKSACWM 
れ ど だ 、 ア ッ ラ ー の 経典 に よれ ば 、 血 緑 者 は 5 レイ 2 
役 等 より も 更に 相 い 近 し 。( 注 52) げに ぐみ (どい 2 ACN 
アッ ラー は 万 事 を 深 知 し 給 う 。 
注 50 この 部 は 、 同 国内 、 同 じ 政 府 の 下 に 住む せ を スラ ム 教 徒 達 は 、 移 民 で あろ う が 、 ぉ と も と の 市 民 で あろ 
2 が 、 ぢ お 互い 必要 な 時 に は 助け 合わ な けれ ば な ら な いと 和 定 ゆ て いる 。 し か し 、 イ スラ ム 教 国 に 移 任 し な い 数 徒 


首 は 、 世 愉 的 な こと で は イス ラム 教 の 国 か ら 、 授 助 を 求め る こと は で き な い 。 
彼ら 5 を 二 け な けれ ば な ら な い 。 
、 イ スラ ム ふと 和平 休 約 を 結ん え で いる 国 に 住ん を で いる の で あれ ば 、 た と を 宗教 上 の 問題 で 5、 


ば 、 
ふ 教 国 で る 


を の | 財 は 、 イ スラ ム 教 国 の 人 々 は 、 


5 し 乏 教 上 の 理由 で 迫害 きれ れ 
S し 、 彼 6 が 具 イ スラ 
援 助 は 


し か し な が ら 、 


で き な い 。 こ の 場合 の イス ラム 教徒 が と れる 唯一 の 方 法 は 、 非 イス ラム 数 国 か 6 移民 し て くる こと で ある 


ep 


注 52 
言 者 が メジ ナ で 、 亡 命 者 と 救援 者 達 の 間 に 上 兄弟 の 関係 を 結 
解 さ れ だ た か も し れ な い 。 ここ で は 、 血 関 係 の み が 相 続 の 資格 が あり 、 
と 明言 し て い 


| イス ラム 教徒 が も 


る の で ある 。 


ne の 一 


し 、 こ の 原則 や 守ら な けれ ば 、 国 内 に は 、 圧 制 と 禁 虐 と 間 乱 が 起き る で あろ う 。 


73 節 で 、 す さて の イス ラム 教徒 は お 互い に 兄弟 で ある と は っ きり 5 述べ て いる と いう こと と 、 加 な る 聞 
ば せ だ と いう こと か ら 、 財 産ま で が 相続 きれ る し 誤 


他 の 教徒 達 は 信仰 上 の み の 上 兄弟 で ある 


を る 


第 九 音 


ユ ・ 


と 





(メデ ィ ナ 啓示 ) 


これ は アッ ラー 並び に その 使徒 より 、 お 前 
だ ち が 協 約 を 結び し 多神教 徒 に 対す る 義務 
の 先 除 の 宣言 な り 。 ( 注 1) 


され ば 、 四 ヵ月 間 は 自由 に 地上 を 往来 せよ 。 
ぢ な 前 だ た ち は ア ッ ラ ー の 計画 を 挫折 さき し 得 
ず 、( 注 2) また アッ ラー が 不信 心 者 に 屈 
を 与 う る 莉 な る こと を 知れ 。 

アッ ラー 並び に その 使徒 より 大 巡礼 の 日 に 
人 々 に 発せ られ る 布告 は 次 の 如 し 、( 注 3) 
「 ア ッ ラ ー は 多神教 徒 と は 何 ん の 関係 も な 
し 。 そ の 使徒 も まだ 同じ な り 。 き され ば 、 も 
し お 前 だ ち 改 届 す る な ら 、 そ は お 前 だ ちの 
だ め に 圭 い な 65 ん 。 な れ ど 、 も し 背 き 示 ら 
ば 、 し 2 の 計画 を 挫折 し 得 ざ る こと を 
知れ | 面 し て 、 
告 せ さ 。 


. 但し お 前 だ が ち が 壇 定 を 結び し 多 信教 徒 で そ 


の 後 破 約 せ ず 、 まだ お 所 だ ただちに 敵対 する 
何人 を も 援助 せ ざ り し 人 々 は 除く 。( 注 4) 


信 ぜ ざる 者 ども に 靖 還 を 通 


スン 
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詩 1 
て いる 。 預 言 者 は 賞金 付き の お 民 ね 者 と を な っ て きび し てく メッ カ を 追放 きれ た が 、 彼 は 再び 栄 
て 永 る と 宜 言 きれ て いた だ (28 控 86 節 参 照 )|。 こ こ に メッ カ の 区 落 、 
つの 預言 が 成 基 き れ た 。 こ の よう に メッ カ は 人 頂 言 者 の も の で ある と いう 李 言 を 果たす た め 、 ま だ メッ 
も この 聖なる 預言 は 完全 ! 


立 と いう 
カ の 人 々 の 同様 の 太い を 成就 する だめ に 


注 2 


この 役 で は 、 イ スラ ム と 型 な る 頂 言 者 の 正当 性 が メッ カ の 陥落 に よっ て 完全 に 証明 きれ だ た と 宮 言 され 


< 光 と 勝利 を 得 て 帰 っ 
そし て アラ ビア に お ける イス ラム 疲 律 の 和樹 


に 正しい と 立証 きれ た 。 


メッ カ 請 落と フナ イン の 戦い に お ける ハ ワ ズ ィ ン の 敗北 を 通し て イス ラム の 疲 律 権威 が 確立 され 


だ た 。 武器 を 捨て 回 教徒 た ちと 和平 を 結ん だ 地方 も あり 、 


庁 が 守ら 入 て いる こと が 確か で ある の に 、 
徒 上 いか な る 和平 も 結ば な い 地 方 も あり 、 
び て い っ た が 、 
与え 、 そ を その間 は 車 事 行動 は し ら な か っ だ の で 、 
と 思え ば 国 中 FE こ へ も 行く て こと が で きた だ 。 彼 等 は 、 


由 北 を 認め も し な けれ ば 、 


で ある 。 こ の 和 仙 は こう いう 人々 に つい て 罰 べ られ て いる 。 


注 4 


イス ラム 教徒 の 指導 


これ ら の 部 族 は パネ ヌー・ タ ザー、 


和平 は 完全 に 
止 式 な 和平 べ へ の 提示 も し な けれ ば 、 武 器 も 捨て ず 、 ま だ イス ラム 教 
こう いう 入 々 は イス ラム 教徒 に 敵意 を 
回 教徒 上 共に 平和 に 募 
彼ら は も うこ れ 以 上 の 抵抗 は 無 意 味 [思っ て いた だ の で 、 
その 時 隆 服 する 


ババ ヌー・ ム ドリ ュ ジ ュ 、 


5 れ だ た 。 し か し 、 平 和 が 続き 、 法 と 秩 
示し た 。 結果 的 に は 彼ら は 減 
し な か っ た だ 。 四 ヶ月 の 僚 戦 期間 を 
4 
こと も る で きれ ば 和平 を 結ぶ こと も で きだ の 


ら そ うと も 


攻 の も と に 最初 に 行わ れ だ 尋 教 徒 の 移動 で わ っ だ の で 、 大 錠 礼 と 呼ば れ だ 。 


バス ヌー・ バ クル 、 バ スー・ ダ ムラ ー、 バ メー・ 


rr の 7ー 


第 志 症 


れ ば 、 期 限 が 満了 する ま て 役 等 と の 協定 
を 全う せ よさ 。 デッラ ー は 全備 な る 者 を 据 し 
給 う 。 


5. 殺 止 の 月 過ぎ な ば 、( 注 5 ) 何処 な り 多神教 
徒 ( 注 6) は 見 つけ 次 第 これ を 殺し 、 皇 虜 
と な し 、 旬 囲 し 、 い だ る と ころ に 伏兵 を 置 
いて 待 伏せ よ 。 な れ ど 、 も し 彼 等 が 改 惨 し 、 
礼拝 を 作 守 し 、 可 捨 を 払う な ら 、 そ の 時 は 
釈 放せ よ 。( 注 7) げに アッ ラー は 実 大 に し 
て 、 慈 悲 深く まし ます 。 
6. も し 誰か 多神教 徒 が 液 に 保護 を 請 わ ば 、 之 
を 保護 し て アッ ラー の 言葉 を 開か し め 、 し 
に 後に 役 を 安全 な 場所 に 送り 届け よ 。 
( 注 8) そ は 役 等 が 無知 の 民 な る が 故 な り 。 


スレ ー ム の 一 族 で ある 。 この 委 は イス ラム が 愛 を や も っ て 和平 や 人 


表 ゎ し て いる 。 


注 5 侍 下 の 月 ] と いう の は ズル ・ ガ ー ダ 、 ズ ル ・ ヒ ッ 
て いる 。 最初 の 三 ヶ 月 は 大 人 巡礼 の 期間 で あっ て 、 後 の ー ヶ 


ダ ウノ ヾ 
ンー の 2 クタ レッ は る 1 5 う as る すず ララ ン ッ ラノ 
⑨OSIC る も 1 いら の ひっ はしら ゅ いと 


レン イン 


AIN 5 の oeJUes う LLS 


2 タッ リング 929 ッ 、 ン 2 タ う 2 カ アン 29 タッ レレ タ ィ ン 
9 そい を うら > 5 の うい みう っ の みつ いう に 


生野 AUPAGRROBI の 9 電 プ の 

の 3 る SUSz は 2) 
3 の 所 みあ 人 a 
い 錠 が 2 げ 05 に 6 半 人 4 


の 2 


〇 ① 〇 wu 


合意 を し だ の で 、 計 ら ず も イス ラム の 神聖 き を 


ジャ ー、 モ ハッ ラム 、 ラ ジャ グ ブ の 四 ヶ 月 間 を 指し 
月 に アラ ブ 人 は 一 般 的 に 小吉 礼 ま だ た は ウム ラー を 


行なう (2 可 195 節 、2 将 218 節 参照 )。 デ テア シホ ルル ・ ホ ロム と いう 語 は [聖なる 月 | を あら わす の で は な く 、 
上 記 の 9 音 2 節 の 戦闘 行為 の 「 禁 上 正 の 期間 ] の 四 ヶ 月 間 を 意味 し て いる 。 こ の 期間 に は 、 異 教徒 は 国 中 を 安全 


に 旅 す る こと を 許 き れ だ の で 、 イ スラ ム が 勝利 を 納め て いる 
自分 の 目 で 確か が め 上 め る こと が で きだ 。 

この 期 商 中 は 敵意 を も だ た な いこ と に NN it この 期 
争 に する こと も で きだ 。 それ は 彼ら が 敵 忘 を 示し 、 線 9 返し 
に 対 する 判断 が 9 症 8 季 一 13 第 に 記さ れ て いる 。 不 大 実 や 5 
4 前 7 争 参 暴 )。 


注 6 イス ラム 数 徒 上 戦っ て いる が まだ 利 平 が 結ば れ て い 


ES イスラム 教徒 に 受 う べき 損失 を 与 を た これ ら イ スラ 
ム ふ を 受け 入れ だ な ら ば 許さ きれ る で き で ある 。 実は 、 異 教徒 の 


か どう か ヵ か:、 神 の 言葉 が 成 蹴 き れ て いる か どう か を 
間 が 終る E、 公 黙 上 イス ラム に 敵対 する も の ょ と 戦 


扶 い を 破っ た か 6 で ある 。 こ の 導 い の 最後 の 条件 
ら ぎ り の 罪 の な い 商 教徒 は 保護 きれ て いた (9 意 


な い 多 神 教 徒 の こと 。 


ム ふ の 敵 で あっ て も 昼 い 改め ゆ 、 自 ら の 意志 で イス ラ 
中 に は 心 の 底 か ら イ スラ ム が 青 理 で ある こと を 確 


信 し て いる 人 が ただ て くき ん いた が 、 眉間 心 や 迫 定 きれ は し まい か と た いう 恐れ や 思惑 か ら 、 信仰 告 貼 を 控え を て いた 。 


この 節 で は た と ぇ 戦争 中 で あろ うと も 、 イ スラ ム の 信仰 を 
逃れ と は 考 ん な いと いう 事 を 保障 し て いる 。 


注 8 異教 徒 上 の 戦争 は イス ラム の 信仰 を 強い る た め の ぅ る 
真理 を 確か め た いと 思え ば 、 本 
ら は イス ラム の 教え に 触れ る 事 が で きだ な 。 し か し 、 も し 新た 
時 馬 織 YS お P 店 52 お 1 の の 1 
て イス ラム を 非難 す る 調 は 不 止 の 極み で あり 、 す な わ ち そ 


ー288 一 


円 する 大 が いれ ば 、 そ の 吾 白 は 決し て 拉 普 や 言い 


の で は な か っ た 。 戦争 中 で も 興 教 徒 が イス タム ふ の 
る れ て いる 。 そこで イス ラム の 真理 を 説 か れ 、 彼 
に 信仰 する 気 に な ら な い 場 合 で も 、 も と の 安全 な 
工 の 狭 き か ら 真 理 を 連 手 に と っ だ り 庄 入 し だ り し 


れ は 異教 徒 の 反 イ スラ ム の 宣伝 達 動 な の で ある 。 


ルル ェ タウ ラフ 


シー: 
Ys 
1 
拉 





第 二 項 
ce 19 U @ の ED と アデ 
7. SPYe 和 hr Oce う 勾 104c AAc 04 も NEUO5 CR 
て 、 こ れ 等 多神教 徒 が アッ ラー 並び に を 凍 の の を 
使徒 と 協定 を 結 さ よう か ? され ば に グ 2 


が お 前 だ ち に 誠実 で ある 限り 、 お 前 だ ち も 本 
ち 2 クタ ラッ ス クラ [ く プイ イア クア ンタ? 
誠実 で あれ 。( 注 9) げに アッ ラー は 公正 な こる 018122 多 BE 稀 必 (398 


る 者 を 愛 し 給 う 。 OGAGS 

8. どう し て 彼 巻 と 協定 な ど 結 べ よ うか ( 往 CTZ4 の 1 と 
10) ? 彼 等 も し お 前 た ちよ り 5 優位 に 立た 名 5159 う 2 9IO は いき 
ば 、 如何 な る 血縁 も 青 約 も 願 み ぎる べし 。 人 る EE と ッッ クン < 
條 等 は 日 先 て は お 前 だ ち を 喜ば せ ど も 、 を ろ @295 0 は る あい ゆい 時 0 \ 5 

い の で と ] 1 ぁ ジン 

の 実 心 て は 把 絶 す る 。 彼 等 の 多く は 二 選 OO 22015 
ある 徒 則 な り : 


L 8 し > レニ タン 3 を ン っ シス ! 2 
0. 人 は あず か な 代 畠 ア ッ ラ ー の 提 を IVCVV に お PIE 


、 人 人 々 を アッ ラー ー の 道 か ら 背 『 か し せ 。 役 の 5 
了 * 邪 構 な る 喜 。 GOC eg じ 2 に 851 
| - 時 
10. 役 等 は 血縁 も 契約 も 、 信 者 の 場合 に は 願 み Po 42 っ りう 2 の GO のり 
ず 。( 注 11) 彼 等 こそ は 罪人 な り 。 PACO441 
( 〇 の OLJ 


11. きれ ぼ ど 、 も し 役人 等 悔 悟 し 、 礼 拝 を 遥 守 し 本 間 
喜 捨 を 払う なら 、 彼 等 と て お 前 た ちの 信 仲 MG EK1EAGIAG 抽 KM 
に お ける 多 弟 な り 。 わ れ ら は 事 理 を 解す る 082 2 の by あみ ンク クル 。  、 
人 々 に 柱 兆 を 明示 す 。 Da 寺 らい の 3o6 か 9 


12. され ど 、 壮 約 の 後 を の 傘 い を 彼 り 、 お 前 た 2 フン ン 2 ひひ ク 2 いし | 
ちの 宗教 を 誹謗 する が 如き こと あら ば 、 る う U45 OS あら 


注 9 この 簿 で は 大 事 な 和 平和 を 繰り 返し 破 共 し た 5 り 、 イ スラ ム 教 徒 を 衰 切っ て 攻撃 し た りす る 非 イ スラ ム 示 
徒 に 対し て だ け 戦 うこ と が 許さ きれ て いる 上 べ て いる 。 更に 、 和 和平 を 結ん で いる 人 々 に 対し て 、 イ スラ ム 教 徒 
は 、 和 彼ら が 和平 を きち ん と 誠実 に 守っ て いる か どう か を 見 守ら な けれ ば いけ な いと 述べ て いる 。 9 意 4 節 に も 
同様 の こと が 普 か が れ て いる 。 ク タル アーン に は 、 繰 り 返し 和平 に 誠実 で あれ と 吉 心 に 説 か れ て いる 。 


注 10 イス ラム に 対し て 一 度 な ら ず 敵対 し た 不信 心 者 や 、 和平 を 締結 する こと に 一 際 関 心 を や 示 き な い 不 誠実 
な 青 切 り 者 に 対し て に の み 、 戦 争 を 行う こと を 命じ る 、 と と この節 に 詳し く 記 きれ て いる 。 


詩 11 8、9、10 人 節 て は な ぜ イ スラ ム 教 徒 が こう い ぃ 3 に 訓 し て 戦 省 を 行う こと を 命じ られ る が か と 
いう 理由 が 記さ る れ て いる (9 草 5 節 参照 )。 そ の 理由 は 、1) 彼 5 は 不誠実 な 裏 切 者 で あり 、 彼 ら は イス ラム 教徒 
と 友 入 で ある と 公言 し な が ら 、 す で 中 傷 す る 機会 を ね らい 、 約 東 を 破り 、 イ スラ ム 教 徒 の 信頼 を 裏切っ て きた だ 。 
②) 彼 5 は 親族 関係 の 絆 さき ぇ 押 視 し 、 親 族 の 者 が イス ラム を 信じ た だ け で 殺し て し まっ た (9 音 8 節 参照 )。(3) 彼 
ら が 拉 を する 目的 は イス ラム を 信仰 きせ な いよ うに する だ めで あっ た (9 草 9 仙 参照 )。(4) 科 6 が 最初 に イス 
ラム 敷 徒 を 攻撃 し た の で ある (9 章 13 節 参照 )。 


09 


喝 九 芝 テル ・ タ ウメ 


リリ よう し ゆう 

の 時 は 不信 心 者 の 領袖 ら と 戦え ( 注 12) DA1F 名 タン ンプ レン と 。 

9 し 1 う 4 8 
ーー げに 、 彼 等 は 自ら の 暫 い を 尊重 せ ず FORKGM21 
ーー さす れ ば 彼 等 の 方 か ら 止 め る や も 知ら の OO < 1 は 0 倒れ ッ タイ 
7 が 。 

13. お 前 た ち 、 己 れ の 碑 約 を 破り 、 使 徒 を 放 友 で | 〔( Me248 し 1 の [る タンタン 

うと の ら 和 5 Ni 

せん と 企 て 、( 注 13) 最初 に お 前 た ち を 攻 9 SEC 衝 


、 De セ み タップ グ プロ 。。 デン どど みう ノ 
寺 せ し 者 ども ( 注 14) と 戦わ ぎる 気 か ? の と ンー と 
ぢ 前 だ ち 彼 等 を 和 恐る る が か? 吾 、 ぢ 前 だ ち タク の 2 W る レン ン 
信者 な ら ば 、 怒 る る に 最も 相応 し い 御方 は @6 の 2 ECI 


アッ ラー な る ぞ 。 


14. 役 等 と 戦え を 。 し か ら は アッ ラー は お 前 だ ち 2 シッ ン ラク MG 
の 手 で 彼 等 を 懲らしめ 、 役 等 を 辱 し め 、 ぉ 償う uu 20 ei は の る 
| ア * 符 衝 に 時 た = ツク? の 2< ン 329 う タ 。2 1 
明 た も を 助け て 彼 等 に 勝た し ゅ 、 信 ずる 9ck2 る ュ 指 っ 
和信 々 の 心 を 和らげ 


15. 耳 つ 心 中 の 慎 り を 伯 び よら ん 。 アッ ラー は 名 
ee 
ヌ お ロ の 2 ピン の タン タレ 
は すべ て を 深 知 し 、 賢 折 に まし ます 。 移 
16. お 前 た ちの うち アッ ラー の だめ に 奮闘 努力 ? タ ン イッ ン レン イプ イグ ラッ タ 6 の ン 
、 二 0 2 の こ OL25UeL5 1! 
する 者 、 並 びに アッ ラー と を の 依 徒 信者 の CDPCCO ア ご ジラ 
ww 1 記 ろ アン 2 
の 外 は 何者 も 親しい 友 と せ ざ る 者 を 、 ( 注 2 つめ の 202b0 の の 
15) アッ ラー が 知ら ざる まま に 放置 する と っ 直 
we 四 ie pe ア プア ョ テ 
で も 思う の か ? アッ ラー は お 前 た ちの 所 (OO の 3 2 2 の oe 
業 を 就 知 に 耳 あ プ a 
第 二 項 ' 
17. アッ ラー の 斑 殿 を 採 守 管 理 す る は 、 自 6 不 。 2 。 あ 8、 プ リン 2 の ある タン ノ ぅ 
1 の JaAeb2SolG0/E0 6 
信 を 立証 する 多神教 徒 に 非 ず 。( 注 16) 彼 ルス 放し 
注 12 * 不 信 促 の 指導 者 達 * と いう 言葉 は ここ で は 少数 の 個人 の 指導 者 を 指す の で は な く 、 戦 うこ と を 命じ 
だ すべ で て の 人 人 々 を 指し て いる 。 役 ら は 最初 に イス ラム 教徒 上 衝突 し た の で 、 他 の 者 に 男 抽 を 与え る 結果 ょ な っ 
だ 為 、' 久 胡 者 'E 呼 ば れる よう に な っ だ 。 ま だ 、 彼 ら の イス ラム に 対す る 敵意 は 根強く 、 執 念 深 いも の で あっ 
た の で まる で 、 各 魔 そ の も の で あっ た と いえ る 。 
注 13 聖なる 預言 者 が タグ ー ク へ 境 征 し た と き 、 メ ジ ナ 周辺 の 部 族 は アラ ビア の きま ぎ ま な 部 族 を 塩 動 し て 
彼 を 滅ぼそ を うと た くら ん だ 。 
注 14 これ ら 6 の 言葉 は 、 メ ッ カ 人 の 上 因 教 徒 を 指す の で は な い 。 こ れ は メジ ナゼ お よび その 周辺 に 住む 異教 徒 を 
指し て いる 。 同 時 の 状況 を 考察 する と イス ラム は 禄 害 者 で あっ て こそ あれ 、 加 害 者 で ある と いう の は 見 当 培 い 
な ば は だ し い 。 
注 15 イス ラム 教徒 の 歩む べき 和 は まだ 続き 、 も っ と 愛 う べき 危機 に 直面 する だ ろう と と この節 で 暗示 る れ て 
に る る 。 
注 16 この 節 は 偶像 崇拝 者 の 巡礼 に 関す る も の で あり 、 下 記 の 9 章 28 節 に ある 告知 の 訂 文 に あだな っ て いる 。 
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昌 Se , レ っ の の 人 ? ダ クエ レッ 2 プラ ョ レン 2 アァ ン 
等 の 所 業 は 虚しく 、 業 火 の う ち に 永久 に 住 うじ 1 こ 2 に 、 と タ 人 


まん 。 
② ら 300e Pf 3 


18. アッラー を 信じ 、 灯 日 を 信じ , 礼拝 を 何 守 Pr 1 際 和 1 
し 、 喜 捨 を 払い 、 NSR は 何人 5 


3 ン ゥ ブン ン ン ! リン | 〆 ノ 
恐れ お 者 、( 注 2 う 者 の み が ア ッ に 移 6 TAGIMHP 
の 彼 等 は 正しく 導 25 リカグ 7 の KK 
か れん 。 YO PE 

19. ぉ 前 た ち は 、 巡 礼 者 に 水 を や 与え 、 避 典 を 管 の 5 2 る 3 で に jiS2E。 4 0 


理 す る 者 を 、 ア ッ ラ ー と 末日 を 信じ 、 ア ッ ii 

ラー の 道 の た め に 春闘 努力 する 者 と 同じ な zip の 1 
り 考え る か が? アッ ラー の 見 地 か ら す すれ 2320 クン ルレ ょ レラ ッ ニン レン ょ 

ば 、 彼 等 は 到底 比較 に な ら ず 。( 注 18) PIG AP 2500e ら 人 3945 
アッ ラー は 不正 な る 人 々 を 導き 給 わ の 。 


6 の AS 


い ュ 『 ノ ?* 2 タ ノ / クタ の 6 NT 
20. 信仰 を 受け 容れ 、 神 の た め に 家 卿 を 業 て 、 ldb0 う ! iC4KYSK 


財産 と 生命 を アッ ラー の だ め に 献 げ ば て 恋 閲 ャ ラン ンタ ログ タ クツ 
努力 する 者 は 、 ア ッ ラ ー の 見 地 に お いて 最 0 も 5 おら 0 
上 位 だ た る で し 。 彼 等 こ を は 勝利 を 得 ん @ ら 9 加 5 
ぷう 
21. 主 は 彼 等 に 慈悲 と 豆 悦 の 期 報 を 賜 い 、 ま た り 証 る 生 5 


永遠 の 玉 福 昌 に 満ち だ る 楽園 も 彼 等 の も ゃ の な NN 
"Wa ラス エト アタ ェ 
NII OS 2 (63 

の 彼 等 は 永遠 に ル ニ 住ま ん 。 げに 、 ア ッ ラ ー @ 旬 1 HI IO 
の 御 許 に は 大 な る 報 差 あ りり ロ MA 


これ 以後 アリ ー が へ ジュ ラ 次 9 年 の 大 巡礼 の 時 に 告知 し た よう に 、 依 像 叶 押 者 は 誰 も カー バ に 近 づ てく こと E が 許 
る れ な か っ た 。 その 禁止 の 理由 が この 節 に 述べ られ て いる 。 カ ー バ は 唯一 の 神 を 礼 捧 す る だ ため に 献堂 きれ た だ 寺 
院 で あり 、 拠 像 央 拝 者 達 は 唯一 の 神 の 敵 で ある こと を 宮 言 し 、 神 を 非 難 し て いる と 自ら 告 暫 し て いる の で ある 
か ら 、 役 等 は まる で 関係 が が ながい の で ある 。 


注 17 聖なる モス ク ま だ た は カー バ は 所 界 中 の モス ク を 代表 する イス ラム の 中 心 全 モス ク で ある 為 、 ア ッ ラ ー 
の モス ク と いう 語句 は 19 節 の 型 な る モス ク を 指し て いる 。 


注 18 カー バ を 外面 的 に 末 の 上 か ら 礼 挫 す る こと は 、 そ れ 自 体 価値 ある こと で ある 。 し か し 真 の 1 イス ラム 教 
徒 の み が 行 い 得る 精神 な 礼拝 と 比べ る べき も な い 事 で ある 。 イ スラ ム は 伝 式 の 彩 式 よ り も その も と と な る 精神 
な も の を 重んじ る の で ある 。 そし て 信徒 の 生活 は カー バ よ り も っ と 神 豆 で ある 、 と 聖なる 限 若者 は 述べ だ 上記 
る れ て いる (MA TH)。 


ー291 一 


1 プーp7 9 
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23. 液 等 信ずる 者 ょ 、 


24 . 


0 


26. 


み 7 。 


の 9。 


汗 : 19 


も し お 前 た ちの 父 や 兄弟 
PMPehe 友 と する な か 

。 ( 注 19) お 前 だ ちの うち 彼 等 を 友 と す 
HE それ こく 不義 の 徒 器 な る ぞ を 。 


云 ん 、[ も し お 前 だ ちの 親 、 子供 、 兄弟 、 妻 、 
親戚 、 を それから お 前 た ち が 手 に 入れ た だ 財産 
や 不況 を 黄 れ る 商売 、 意 に か な っ た 住居 な 
と が 、 ア ッ ラ ー と を その 使徒 並び に アッ ラー 
の 人 着 の た め に ( 注 20) 奮闘 努力 する ょ より 
お 所 た ち に と っ て 大 事 な ら まあ も 

アッ ラー の 裁断 が 降る まで 待 3 の ES。 

アッ ラー は ば は 不 従順 な 人 は 導き 給 わ ぬ | と 。 


系 四 項 

ケッ ラー は これ まで に 幾多 の 戦場 で 前 た 
ち を 援助 せり 、 フ ナイ ン の 合戦 の と きも 然 
り 。 あ の 時 お 前 た ち は 多 勢 を だ の ん で 得意 
に な り だ れ ど 、 そ れ は お 前 だ た ち に な ん の 役 
に も 立た ず 、 却 っ て 広大 な 大 地 が お 前 た ち 
全体 の せい で 狭く な り 、 遂 に お 前 た ち は 退 
却 せ り 。 

そこ て アッ ラー は 、 彼 の 使徒 と 信者 等 の 上 
に 沈着 き を 降 し 、 まだ お 打 た ち に 見 え ぎ ざり 
し 軍勢 を 壮 わ し て 不信 心 者 ども を 懲らしめ 
だ り 。 こ れこ を そ は 不信 心 者 ども の 応報 な 5 


この 後 ア ッ ラ ー は 意 に か な う 者 に は 憐れみ 
に 転 ぜ られ 給 う 。 ア ッ ラ ー は 寛 大 に し て 、 
慈悲 深 《 ま し ます 。 


流 等 信ずる 者 よ ょ 、 多 宰 教 徒 は 真 に 不浄 な り 。 
故に 本 年 以降 彼 等 が 聖典 に 近づく こと を 禁 


この 人 節 は 、 イ スラ ム に 正面 か ら 敵 対し 激しく 戦い 、 


いて 書か が れ て いる 。 


注 20 


冬 牲 に すべ き と 判 断 し た と き に は 、 


親類 や 友人 と の 愛 の 絆 や を の 他 世間 体 、 財 産 、 商 売 、 
そう きれ て し か る で き で ある 。 
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PR 
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lo 
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25) 。 aa 
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9 AN) つう 9 ポ と 


アン 


し か 


ラッ 2 ン > つの パン ラッ な レン タン し 
人 衝 衝 介 CNKIOUUVGE 


疲 し に し よう と する 木 信徒 な もち に つ 


語 な ど は より 次 い 、 よ り 高 河 な 理由 の た め に 


っ や る 


第 九 章 アル ・ ダ ウ : 


ず 。 ぉ 前 た ち 困 用 が 心配 な ら 6、( 注 2 2 2 人 ス トッ レス シン | 本 
半生 1 
デッラ ー の 意 に か な えば 、 を その 賜物 に よっ レ し ゅ うろ QA52 じ 9 


ks る テグ 14L55 3 タン 5 っ 用 イン 
て お 前 だ た ち を 冨 ま る ん 。 デ アッラー は すべ で て WTO1l 5 っ 2 1 つっ 5 4 し と 


し レア らい し ウ 


を 知り 、 覧 哲 に まし ます 。 2 
の > の じ 2618) 


29. 経典 の 民 で あり な が ら 、 デ アッ ラー も 林 量 も ター て プー は エー ンタ タラ タン フッ る 
| し ヽ IE ょ 
言 ゼ ず 、 アッ ラー と その 合 舗 が 禁 じ だ る も う 22 ぎ c eu 


ン ッ タッ プラ レダ ッッ ン ン 間 ノン ラッ タレ クタ フレ 
の を 守ら ず 、 " 剰 え 中 5 理 の 宗教 を 替 ぜ ざる 者 Ooo り 3 de 41 ろか らら め う 2 う 3 
に 対し て 、 彼 等 が 屈服 し て 、 自 ら 進 ん で 机 税 の 00 Pe Br 
を 差し 出す まで 戦え 。 ( 往 22) Ng の JO2 2 に と っ 


第 五 項 

30. ユダヤ 教 委 は エニ ズラ を ( 注 23) アッ ラー の の MIE 20 の 4 
の 子 な り と 去 い 、 キ リス トト 教徒 は メシ ア を ご 2 8 S 
ケッ ラー の 子 な りほ 云う 。 こ れ 彼 等 の 日 よ ゆみ Ca 2 0 
5 出る 言葉 な り 。 彼 等 は それ 以前 の 不信 心 二 0 02 の コッ クン ッ る 
者 も の 言葉 を 真似 る に 追 ぎ ず 。 彼 等 に  ⑥G389OI200WC3 OS の 9 
アッ ラー の 呪い あれ ! な ん と 迷 避 せ る も 
の ども よ !| 

31. 彼 等 は アッ ラー の 他 に 、 法 学者 や 修道 士 を 392328 じ 23 化 の 誠 
己 れ の 主 と な せり 。 ま だ た マリ ア の 子 メ シア 6 ンジ る 
も 然 り 。 彼 等 は た だ 唯一 な る 神 を 栄 拝 す る BC 処 引 Bb の 3 
こと の み を 命ぜ られ た り 。 彼 の 外 に 神 な し 


で 


注 21 メッ カ は 商業 の 一 大 中 心地 で あっ だ の で 、 錠 礼 の 季節 に な る と 大 変 上 誠 わ っ だ 。 だ か 5 メッカ 人 人 は と て 
5 経済 的 に 潤っ て な お り 、 こ の 禁令 は 経済 的 豊か き が か えっ て 悪影響 を 及ぼ す の で は な いか と 懸念 し て 出る れれ だ 
有 う に で あ る 。 


注 22 この 委 は アラ ビア に 住ん で いる 契約 し た 人 々 に 関す る も の で 、 彼 た ち は 、 偶 像 崇拝 者 の ょ うに あか ら 
きま に イス ラム に 敵対 し 、 イ スラ ム を 減 ぼ そう と 企 て 、 策 略 を めで らし て きた 。 そ の だ た だめ 、 イ スラ ム 教 徒 は 彼 
ら が 忠実 で 利 や か な 僕 と し な ら な いか ぎり 、 戦 わざ ぎる を 得 な か っ た の で ある 。 ジ ズ ヤ や と は これ ら 非 イス ラム 教徒 
が 払う 税金 の こと で あり 、 彼 ら は 税金 を 払う 事 で 自由 に 安全 に イス ラム 教 国 の 区 民 と し て 生活 で きる の で ある 。 
電 イ スラ ム 教 徒 に 課せ られ た 税 ジ ズ ヤ より も っ と 重い 税 ザ カー ト が 、 イ スラ ム 教 徒 に 課せ られ て いた こと は 特 
記す べき こと で ある 。 そ の!-、 非 イス ラム 教徒 に は 免除 きれ て いた 微 革 の 義務 も イス ラム 教徒 に は 課せ られ て 
いた だ 。 こ の よう に 非 イ スラ ム 教 徒 の ほう が 、 安 い 税 金 を 払い 、 徴 兵 義務 も な く 、 こ の 意味 で は 楽 な 暮らし を し 
て いた の で ある 。「 屈 服 」E い う 語 は 彼ら が 政治 因 に は 下位 の 立場 に ある こと を 表わし て お り 、 を の 他 は イス ラ 
> 教徒 と 同等 の 社会 的 権利 を 有 し て いた の で ある 。 ア ラビ ア の 偶像 貯 拝 者 や を の 近隣 に 住む ユダ 人 、 キ リス ト 
教徒 は イス ラム の 宿敵 で あっ た 。 


注 23 ウザ イル まだ た は エズ ラ は 紀元 前 五 世紀 の 入 で 、 彼 は モラ イヤ と いう 高 悩 の 子 で 僧 信 階級 に 属し 、 僧 
エガ デラ と も て 別刷 か だ 。 


2 みゆ 


第 志 章 


きみ 


9 


34 . 


30: 


Sb . 


24 
呼 、 彼 の 額 は 野 り 、 
さ マッ 2 宮 、 
- 注 25 


後に 他 神 を 配 す る と は な ん と 明 EL れ 多い こと 
か 、! 
彼 等 は を の 口 に よっ て アッ ラー の 光 を 消 る 
ん と 人 鉱 す 。 され ど 不 信心 者 ども が 之 を 嫌う 
と も 、 ア デッラ ー は を その 光 を 完璧 な らし め る 
の みみ 。 


彼 こ を は 簡 j 導 と 真理 の 宗教 し を も た せ て 
使徒 を 遺 わ し 給 い し 御方 がり 。 だ とい 多 信 
教 侍 が 嬢 うと も 彼 は 之 を 以 っ て 方 の 宗教 
ょ り 優れ る も の と な す 。 


液 等 信ずる 者 よ 、 げ に 、 型 職 者 や 、 修 道士 
の 多く は 、 偽 っ て 人 々 の 財産 を 貧 り 、 ア ッ 
ジー の 道 より 人 々 を 半 『 か し む 。 ま か た 金銀 を 
符 め 込み 、 区 を アッ ラー の 道 の た め に 使 

うぅ と せめ ぬ 徒 募 彼 等 に 獲 刑 ある を 知ら せ 
BT 





を の 日 、 地 獄 の 火 の 中 で 財宝 は 和 熱 せ 6 
れ 、 そ れ が 彼 等 の 額 や 脇腹 や 背中 に 焼印 を 
押し 、 ( 注 24) 「 こ れ は お 前 だ ち が 己 れ の 
た め に 貯め た る も の な り 。 きら ば 己 れ の 時 
め だ る も の を 味 わ ぇ 」 と 云わ れん 。 


あめ ゆめ つ ち 


アッ ラー の 布告 に よれ ば 、 デ アッラー が 天地 
を 創造 せ し 以来 、 月 の 数 は 十 二 な り 。( 注 
25) その うち 四 ヵ 月 が 神 回 月 な り 。 それ が 
正しい 信 経 な り 。 き れ ば この 期間 中 は 前 
た もち も 互 に 害し 合う な か れ 。 だ が 多神教 徒 が 
皆 一 緒 に な っ て お 前 た ち と 滴 う 如く 、 お前 
だ ち も 皆 一 緒 に な っ て 彼 等 戦え 。 面 し て 、 
アッ ラー は 主 を 思 れ 散 う 者 と 位 『 に ある こと 
を 知遇 。 


これ は 比 曜 的 な 表現 で ある 。 ひ と 


山 腸 、 背 が 
太陰 麻 で も 太陽 礎 で も 十 二 ヶ 月 で ある 。 


そし て 目 を を むけ 、 つ い に は 明 散 の 色 を あら わし 
と の 場 の 状況 や 心 の 動き を 印象 的 に 物語 っ て いる 。 
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り の 金持ち が 強欲 上 高 怪 か ら 人 損 し い 入 々 を 助け よう と し な か っ た だ 


、 助 け を 求め る 男 に 背 を 向け て 行っ て し 
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神聖 月 の 延期 は だ だ 不信 を 増す だ け な り 。 
( 注 26) 信 ぜ ぎる 人 々 は これ に よっ て 邪 道 
に 導 か れる 。 彼 等 或 る 年 は これ を 犯し 、 次 
の 年 に は これ を 守り 、 ア ッ ラ ー が 神 表 と 定 
め 給 うた だ 月 数 に 符合 きせ 、 か 《 く し て アッ 
ラー が 禁じ 給 う だ こと を 合法 ほな す 。 彼 等 
その 己 が 加 行 を 自ら は 正しい と 思う 。 き され 
ど ア ッ ラ ー は 信 ぜ ざる も の ども を 導き 給 わ 


9J。 


90 . 


39. 


40. 


注 26 


第 公 項 
液 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラ ー の 道 の た ゅ に 出 
陣 せ よ と 云わ れる と 、 地 べ だ に 重く 身 を 沈 
め る と は 、 一 体 如 何 な る こと ぞ ? ( 注 27) 
お 前 だ ち 来 世 は より も 現世 に 満足 する か ? 
る れ ど 、 来 世に 連 ぶ れ ば 現世 の 享 薬 は 無き 
に 等 し い 。 


も し お 前 だ ち が 出 陣 せ ぬ の な ら 、 ア ッ ラ ー 
は 痛 刑 や を も っ て お 前 だ た ち を 懲らしめ 、 お 前 


だ た ちの 代り 5 に 他 の 民 を 選ば ん 。 る れ と お 朋 


たち アッ プー を 害する 能 2 わ ず 。 ア ッ ラ ー は 
万 事 に 全能 な り 
だ と い お 前 た ち 役 を 助け ず と も 、 彼 が 不信 
心 者 ども に だ っ た 一 人 人 の 同 優 と と も に 追い 
詰め られ し 時 、 ア ッ ラ ー 役 を 助け し こと を 
知れ 。 そ の 時 彼 等 は 二 人 で 洞窟 に ひそ み 、 
彼 は 同僚 に 向っ て 云 えり 、 悲しむ な か れ 、 
クン ロ は 我 等 と 倍 に あり 」 と 。 する と 、 
旨 ー は 彼 に 安心 を 降 し 賜 い 、 む 前 た ち 
に は 見 え ぎ る 軍勢 を 以 て 邊 を 人 加 し 、 信 ゼ ぜ 
ざる も の ども の 言葉 を 中 し め ゅ 、 証 し て アッ 
ラー の 言葉 こ を のみ 至高 と な す 。 ア ッ ラ ー 
は 偉大 に し て 、 覧 折 に まし ます 。( 注 28) 


この 節 で は アラ ブ の 長年 の 習 埋 に 言及 し て お 5}、 


る 三 ヶ 月 間 は 肉食 を 断つ に は 長 過ぎ る 導 で 時 々 敬 通 の 月 


生 27 


これ は タプ ブー ク へ の 遠征 の 事 に つい て で あり 5、 
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ズル ・ カ ー タ 、 ズ ル ・ ヒ モッ ジャ ー・ ム ハラ ム の 紅 な 
と 入れ 符 え る こと が あっ た 。 


いい 


この 町 は メジ ナ と ダマ スカ ス の ちょ うど 中 間 に あ る 。 


ロー マ 人 人 と し て 一 般 に 知ら れ て いる 東 ロ ーママ 帝国 の ギリ シャ 人 達 が シリ や ヤ 国 境 に 集まっ て いる と いう 報 せ が 選 
き 男色 な 還 隊 、 そ の 数 お よそ を 二 力 、 ヒ ジラ 九 年 に 曹 な る 預言 者 は メジ ナ を 後に し た 。 大きな 苦難 の 末 、 イ スラ 


ム 教 徒 の 岬 隊 は 長く つら い 行 進 を 続け た 為 、 
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後に この 遠征 は 苦 商 の 行軍 E 言 われ た 。 
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第 九 章 ル ・ タ ウ バ 
41. 或いは 和 軽く 或いは 重く 備え て 出陣 せよ ょ 。 お * 8 ンス を と ュ る ウェン 
時 。 AA ICE 
角 だ ちの 財産 や 生命 ua ッ ラ ー の た め に 庶 好 に ef の 
と IA 5 Mi 2 ノ を と 。 タ 内 Ss 
げ て 春 癌 努力 せよ 。 も し 前 た ち 之 を 解き 1 0 ル の う 3> 5 よこ 
ば 、 セ 前 た ちの た だ ため に は それ が 最善 な り 。 il 
42. 利益 限 前 に あり 、 し か も 旅程 短 か け れ ば 、 32 を 3 IOue Vs っ 1 し RG So 
彼 等 も また 流 に 従え 4 り 。 さ れ ど 苦し い 旅 は 凍 の 
彼 等 に は 余り に も 遠 し と 喘 ず 。 し か も 彼 人 等 あし の os GA 
は アッ ラー に か け て 碑 っ て 去 う 、| 出 来 得 た イン け ) ッ ン グン 
* ア アン どう 1 ププ ブラ 
な ら ば 、 我 等 も 諸君 し と も に 出陣 せ し ぉ の 8 oe EsE25| 
を 」 と 。 彼 等 は 自ら を 減 ぼ す 者 な り 。 ア ッ 」 6 クタ タイ ッ ン 98 
(9 アデ 
ー# は 役 等 が 嘘つき な る を 知る 。 の の ゅ ウツ ツ だ 0 と 
第 七 項 
43. アッ ラー は 液 の 心配 事 を 取り 除き 給 う 。 何 。 人 ( ン る クン ョ ン P4 の 1 スプ オレ シセ オイ iL24 
〇 いら tl 201 Ge 
夏 に 液 は 、 真 実 を 告げ る は 誰 で 、 嘘 を つく 8 ご 
は 誰か を 知る 前 に 彼 等 に 背後 に 留まる こと の 23382 く 2 部 
を 許し だ る が か? “ 
44. アッ ラー と 末日 を 信ずる 者 は 、 財 産 と 生命 っ 導 し の 4 し 人 NI2HEICGKG) 
を 貢 げ て 著 戦 する こと を 免除 きれ ん とし て の フク 
液 に 許し を 請 い は せ ぁ ッ ラ < の 欠 フッ フッ トブ イタ クタ と な ッ ン 
了 # い は せ ぜ 中 。 デッラ テラー は 王 に 対 Sad 522eygo bb bAs 芝 1 
する 義務 を 果たす 者 を 深 知 し 給 う 。 レ 。 
323 も 
⑥cA29 も 
『 ア 
45. アッ ラー と 末日 を 信 ぜ ぎる 者 の み 液 に 免除 0 ンク レッ る 
8 了 51.5 09 dE し 51 
の 許し を 請 わ ん 。 役 等 の 心 は 双 惑 に 充ち 、 6 0 
本 2 グッ サイ プン ぅ 2 みり ノ の 
革 惑 の 中 に 揺れ 動く e (955 OGA の Ax CPP DI 
46. も し 役人 等 貞 に 出 古 する 気持 あり だ たれ ば 、 を ン 1 ダイ レン ダダ 
8 51」| 
の た め の 準 備 を な せ し 和 。 き れ ど アッ ラー い 拓 Se DOW 
グッ 
は 彼 等 の 出陣 に 反対 せ 9。 才 に 彼 は 、 彼 等 2S >) 2 
を 背後 に 劉 め 置き 、『 液 等 居残り 者 と 一 緒 に 
家 に 居 残 れ ] と 仰せ られ た り 。 @cez 2 
社 28 この 節 で は 型 な る 預言 用 は アグ プー・ バ クル を 伴っ て メッ カ か ら メ ジ ナ へ 移 錠 し た こと を 述べ て で いる 。 
その 時 思 な る 押 言 者 は ソー ル と い 本 結 09 の で ある が 、 こ の 役 で は アプ ブー・ バ クル の 極め て 霊 的 に 


10 り 、 
。 記録 に 依 れ ば 、 油 閑 の 中 で ア プー・ バ エク 


候 は 神 と 共に お 


、 軍 と 恐れ を 分 か ちあ う 者 達 “ 二 入 の 内 の - 
0 出し 、 型 な る 質店 者 が な ぜ 潤 く の か と 聞く と 、 ア ブー・ 


大 ” と 説 明る れ て い 


2 の の の 


死ん で も それ は 世に 私 個人 の 問題 で す 。 で も も し あな た が お 亡くな り に な っ だ ら …… そ を 


は 区 当 あじ 、 


すべ で て の イス ラム 社会 滅亡 を 意味 し ます 。」| 上 言っ た と 伝え られ て いる 。 
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48. 


49. 


50 . 


まっ) 
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9. 


94 . 


も し 彼 等 お 前 た ちと と も に 出 障 せ ば 、 い た 
ずら に 難儀 を 増す ば か り 。 お 前 だ ちの 間 を 
あ ち こ ち 走 り 句 っ て 砂 動 を 惹き 起こ そう と 
謀 ら ん 。 る すれ ば お 前 だ ちの 中 に は 彼 等 に 
耳 を 傾け る 者 も 出 て こ ょ う 。 る 和 れ と アッ 
ラー は 不義 な す 徒 輩 を 深 知 し 給 5 。 


邊 等 は 以前 に も 有 動 を 起 し 、 湊 を 陥れ ん と 


企み し が 、 、 其 理 が 吾 | 来 し て アッ ラー の 御 意 
志 が 打ち も 勝 り た りき 、 も つと も 彼 等 それ を 
好ま ぎり し が 。 


彼 等 の 中 に は 「 背 『 後 に 留まる こと を 許せ 、 

我 を 試練 に 遣わ し むる な 」 と 云う 者 あり 。 
彼 等 は すでに 試練 に 陥 に けり 。 地 絡 は 不信 
心 著 を 包囲 せん 。 

5 し 液 福 を 得 れ ば それ は 役 等 を 悩ま し 、 秋 
将 降 りか か れ ば 、「 我 等 は 以前 よ 5 警戒 せ 
り 」 と 彼 等 は 均 う 。 彼 等 鈴 喜 し て 背 き 去る 。 


云 を ん を 「 ア ッ ラ ー が 我 侍 に 定め ゆ だ る こと の 外 
は 、 何 事 $ 我 等 に 降り か か る こと な か る で 
し 。 アッラー は 我 等 の 守護 者 な り 。 さ きれ ば 
信者 た る も の その 信頼 を アッ ラー に 寄せ る 
2 人 が か 導 。 

云え 、「 お 前 た ち は 匠 等 に 、 二 つ の 光栄 の 一 
つ 以 外 に に 何事 も 期待 する 能 わ ず 。 我 等 は 、 
アッ ラー 御 自ら 又は 我 等 の 手 を 通じ て お 
前 だ た ち を 懲 ら し ゆ ん こと を 期待 す 、 る れ ば 
待て 、 我 等 $ ま だ た お 前 た ちと と も に 待た ん 」 
as 


を | だ たとい 人 ん て 大 付 し よう が 、 有 出し し 
ぶろ う が 、 お 前 だ た ちか ら の も の は 御 嘉 納 せ 
られ ざる で し 。 お 前 だ ち は 実 に 不 従順 な 人 
間 な り 」 と 。 


彼 等 の 寄付 が 御 玄 納 さ れ ぎ る は 、 偏 に 彼 等 


EN アス セタ 
09UE0235 5 562 る 3 


の の っ 所 7 公 誠人 メン 
ou 05 
2 タタ ウニ プー スタ ン ン < の? ぅ 5 タ グン > 
II SI 
の の a232 0225 3856 光生 
Leraed 35453 


の ィ る 
2 状 し ら 4 2 生 CUMW FC 


L の 計れ の イン 
の 662 ESW 
OO 

2 くじ 3 る きき 
odK 和 3: た 1 
541 EAIKOAP 有 し 
eV Sraio SO5 


の の GOALS 人 4 H 間 
の Os っ ぶす 


ルイ ルス ぅ タタ | ン ン 2 グッ 2 0 0 ぅ タン ググ 1 


っ の 1 リル SR の みる 


ント 


第 乾 音 


が アッ ラー 並び に その 使徒 を 信 ぜ ぎる が 故 





タン る フル ラー ンタ 2 ーッ る 1 レン 
りす 3 UPGIT し Ns アプ 癌 6 
な り 。 ま た 、 彼 等 は 礼拝 を 怠り 、 し ぶし ぶ 2 か 2 フジ う 3 ラウ 
寄付 する が 導 な り 0 
。 こども ら 5 タレ る まう 2 ダ ぅ 2 タレ 9 ング 。 4 い 
55、 さ れ ば 彼 等 の 定 や 子女 を 半 望 する な か れ 。 ACBL タ 2 9 55 
デッラ ー は それ に よっ て 現世 で 彼 等 を 后 クン タン レレ 2 サン で ノ クタ 9 
し 、 ま た 不信 心 者 と し て 死な し ゅ ん と 意図 ヴ ア う CA IS る の いり 6 
する の み 。 タレ ララ クタ タン 
@⑨ ら め 3 の の うる | 
5 に ) 
56 . 94 2 NE 2 ACE 2 る し る ? 2 は o28 
方 な り と 約 い し も 、 味 方 に 非 ず 、 だ だ 肝 病 
3 SCS し 人 ん ルイ 
攻 な り 。 ひめ > の 2 5 
レン 人 の う 
57. も し 彼 和 難所 や 洞窟 、 ま た は 潜り 込む さ け 229 の 2 に らら 設 9 
NMR ざ 、 を こ へ 向っ て 一 謗 00 カン 
目 散 に 造 げ 去 6 ん 。 の ゅ ueu 全う 1 
レ 1 デ * 
58. 彼 等 の 中 に は 音 捨 の こと に 関し て 液 を 非難 125elGUcsolGd の の 3289 
する 者 あり 。 そ れ を 与 えら れ た る 者 は 喜び 、 内 アア キチン 
ん フー ョ ] ア 2 2 タン 
与 を られ ぎる 者 は 、 兄 よ 、 彼 等 は 慣 る 。 DC CMES 計ら 7 
59. 彼 等 $ し アッ ラー 並び に その 使徒 が 与え し | ほ ィ や タタ イン ーッ タン っ タ る ン アン 
9 >9* II 
も の に 満足 し て 、「 我 等 は アッ ラー きえ まし に の jp の 1 95 
ます れ ば 十分 な り 。 ア ッ ラ ー は その 恵み を 2 の NIC 人 AUC6 
我 人 等 に 垂れ ん 、 同 様 に 使徒 $ また 。 我 等 は 際 の 
アッ ラー に 嘆願 し 奉る ] と 云い た れ ば 、 役 @9 計 5 の ) ぁ 
等 の た め ゆめ に は よ か り し も の を 。 
昌和 八 項 の レン テン ンタ 2 タル ンク ン る 
い 5 ふつ 還 ] ーー 5| 
60. 喜 捨 の 用 途 は 、( 注 29) 気 者 に 困窮 者 、 喜 091E6ACILMIETI GA る ) USI 
捨 の 業務 に 携わる 人 、 心 を 和らげ る 人 々 、 2 に 2 タタ アタ 241P 
」 ( こ ご 9 る J15 
奴隷 の 身 の 代金 、 負 合 者 の 救済 、 ア ッ ラ ー bold う re295 
ゃ っ う 6 
の 道 、 並 びに 旅人 の た め に あり 一 一 これ の 3202 も Sm 部 らく 
アッ ラー の 探 な り 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知  “ 0 計 Mla 
タッ イン グラ ロブ プラ ェ ン 
り 、 覧 折 に まし ます 。 の と と の レル 
注 29 この 節 で は ザ カ ー ト が 施 き れる 人 人 と E 物 に つい て 規定 し て いる 。(1) フ カラ ー ( 笛 し る や 病 で 打 も ひし が 
れ だ 人 々 の 意 。) (2⑫) マ サー キー ン (働く 能力 が ある の に その 法 を 知ら な い 人 人 々 の 意 ) (3) デ カート を 集め た り 、 
教え た り 、 そ の 他 こ れ に 類する 仕事 を する 人 々 。(4) 新 し て 改 款 し た 、 ち 金 に 困っ て いる 人 々 。(⑤) 巡 隷 、 捕 虜 


その 他 自 由 に な る た めじ に 保証金 を 要求 きれ た 人 々 。(6)f 
派 な 理由 が ある 場合 。(8) 旅 の 途中 で お 金 が な く な っ た だ 人 、 


- だ め に 旅 し 


て いる 大 。 


音 狂 や 払え を がく な っ だ 人 人 々 や 事業 に 失敗 し た 人 々 。 
知識 を 求め て 旅 を し て いる 人 、 社 会 約 関 係 を 広げ る 


(7) サ 。 


299ー 


第 刀 章 


ルレ ・ ダ ウフ 
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51 . 彼 等 の 中 に は 預言 者 を 燃 ら せん と て [ 彼 は PA の KW 0 の UI 
耳 に 過ぎ ず 」 と 先 う 者 あり 。 云 を 「 お 前 た た っ の つう GL2622 
ちの た め に な る 良い こと を 聴く 耳 な り 。( ンタ 5 2 タン プク タク な 

2 のみ め A【 Cc つめ 

注 30) 彼 は アッ ラー を 信じ 、 信者 の 信 評 や 人 の か 3 
ラ ンー 3 アァ レ フク Wu や * ア 
信じ 、 且 つ 信 者 へ の 皿 管 を 信ずる 者 な り ] ゆら 9 le 2 
6 アッ ラー の 使徒 を 怒ら せる 者 は いずれ イン 5 
痛 軸 を 受け ん 。 39 MV プ の 0 

62. 彼 等 は お 前 た ち を 喜ば し めん と し て アッ a る る (RMA 44 届 A 2 ン 
ラー の 御名 に か け て 宜 可 す 。 き れ ど 、 も し っ の っ 0 Ab0O8 
彼 等 信者 な ら ば 、 ア ッ ラ ー 並 びに その 使徒 る バレ ァ 」 ブ プラ タッ る ァ ン 

いと 93 し の 1 sy ら ァ の | っ 
を 喜ば し せる こと こる を 正しけれ 。 Oo ら 2 のり 6OU > ら と の |: 

63. 2 ン イッ タン ン ン ゅ ら 2 ゥ ン NYA 
る 者 は 、 を こ に 永 遠 に 留め 置か る る 地獄 の 52 9 の 2 人 0 は する 451 Ap 
業火 ある を 、 6 "る か ? そ は 大 い 内 IP の OIUY ゲ 3 や レン 40( 
な る 届 辱 な 5 ^ 

タク タッ スマ ンタ 3 アン タタ 1 ォ ス 2 ン 

54 . 傘 信 者 は 脚 忠 に 柳 め る の の の は 80 科 2 6 0 ) 5 の の びす DA 用 
る 一 剖 が 啓示 きれ は し な いか と 恐る 。( 注 
31) 云え 、「 液 等 蜂 せよ 1 アッ ラー は ち お で デ ら 13175 人 Is35 8 し 
前 た ち が 恐 る る も の を 明る み に 出 きん 」 と 。 2 の 

⑲ ら の ひ so は 

65. 液 も し 彼 等 に 敵 わ ば 、 彼 等 必ず 云わ ん 、| 我 AI Z ン EUC 1 

等 は だ だ 無駄 話 あ し て ふ ざ ( NE 2 Je 2 

に プラ タダ 9 プア の 2 の U の 

と 。 ぶ え 、 1 お 前 だ ち が 商 笑 せ る は アッ プー ⑨ の 2 びり の う 9 ら 1 2 AUd8 
SUR 

PP ココ か っ ロナ ュ 度 クマ ォ ン 3? ぁみ アク 。 ブラン 0 ラダ ゥ ン の 

.66. 下 は する *。 お 前 だ ち は 一 度 信 じ た 後 soleo1As 2 13 962 59 
ま か た 不信 心 者 に 戻れ り 。 だ と いわ れ ら が お し 
TI : 人 用 し ッ 7 4 
前 た ちの 一 部 は 赦 せ ども 、 他 の 一 部 は 懲 ら の の あき ko 8 表し を 
し めん 。 な ん と な れ ば 役 等 の 犯 せ し 罪 故に ] M 
と 。 3 

規 九 融 や 

67. 偽 信 者 ど 5 は 、 男 も 女 も $ 皆 同じ よう な も の 。 6 区 2 6 2 フン 2 を コタ 

1 1 
用 等 は 悪 を 勧め 、 否 を 妨げ 、 ア ッ ラ ー の 道 ウジ 50 内 チン ACT 

30 。 オゾン (意味 は 「 本 」) は 他人 か ら 聞 いた こと を 何で 5 信じ る 人 の 意味 で あり 、 吉 な る 預言 者 を 中 介 す 

ぁ る 人 入 々 が 、 和 預言 者 を 軽 茂 し 、 見 て く び ぴっ て 話す の を 聞き その 語 が 正しい と すぐ 信じ に 、 単 に 閉 くだ け の 人 道具 と 化し 

て いる 人 の 事 を 指し て いる 。 

涯 31 実際 に は 偽 其 者 は 、 型 な る 傾 言 者 を 神 の 啓示 を 受け た 者 し 信じ て いな か っ だ た の で 、 を その よう な 送れ の 念 

は も だ な か っ 0 この 第 で は 偽 普 首 の 冗談 や 咽 笑 の 皮肉 な 面 を 示し て いる 。 





第 九 交 誠 計 湊 
の だ た だ め に 避 す こと に を の 手 を 閉 づ 。 彼 等 ッッ ダー タン レー 。 ラ ダラ ンク ンー ン ョ ンタ ン ン KM 
アッ ラー を 忘れ た る が 故に アッ ラー も また No 6 『 
條 等 を 無視 せり 。( 注 32) げに 偽 信 者 は 9 ea 時 41 11 
罪人 な り 2 

68. アッラー PPT 不信 者 に ス < で 人 AI 4 

Pe つい KTEHSAIPTCES(I の AO 
業火 を 約束 し 、 役 等 を を こ に 水 吉 に 留め ん 。 0 前 
業火 は 彼 等 に は 十分 な り 。 そ の 上 アッ ラー 0 と の YCO 
は 彼 等 を 呪 衣 せ り 。 彼 等 は 永 元 の 刑 本 を 受 9 の 2 る る 
けん 、 DA の Ge 

69. お 后 だ ち 以 前 の 民 の 如く 。 條 等 は 力 に お い ンチ 4 2 ん なら 1 
て お 前 た だ たち に 優 り 、 財産 と 子女 に いて も うき 2 Oi の の 26 
ょ り 了 か な りき 。 彼 等 は 己 が 定 命 を し ば し MM 2 る 255 MC CC TO の | 
の 間 楽 し め り 、 お 前 た ち も ま た お 前 た ち 以 馬 
前 の これ 等 の 民 が 楽し ん だ 如く 己 が 定 命 を し AI sw 
楽し め ゅ り 。 ま た だ ぉ 前 た ち は 彼 等 が 無駄 話 に 。, 時 6 
紀 し た 知 く 無駄 語 に うつ つ を 抜か せり 。 AI ET CH ay2E 3 店 

彼 等 の 所 業 は 現世 に お いて も 来世 に な いて に 1 
1 拒 益 に 帰 き ん 。 役 等 こそ は 失政 者 な り 4 14 CNS ルレ cd は 
70. 彼 等 以前 の 人 ターーー ノ ア の 民 、 ブ アー ド 、 サ し 3 2 才 く LU HI アン 
回 っ の と み 2 CM ピー ニア 
ムー ド 、 ア ブラ ハム の 民 、 ミ ディ アン の 住 の ンー 中 
民 、 普 びに 減 亡 せ る 幾多 の 葛 の 消 包 が 彼 等 GU 65 
に 達せ ざり し か ?( 注 33) 彼 等 の 許 に Ei ンタ 
は それ ぞ れ の 便 徒 た ち が 明 証 を 携え て れろ を 堪 44h(oBCSCSA AL 
り 。 る れ ば アッ ラー 人 彼 等 を 虐待 する に 非 ず 、 ン ラウ ン ンス 2 て 
、 彼 等 自ら 己 れ を 赴 待 せり 。 の 6 2 
71. 男 大 の 信者 は 妃 同士 助け まな る 仲間 な て ュ SS 多 50 24487 あし 釣 2 6 る 釣 
) 。 彼 等 は 善 を 勧め 、 悪 を 禁じ 、 礼 拝 を 遊 2 の 
? タン アラ タタ レン 
二 了 持 を 払い 且つ アッ ラー 並び に を の Je ら 56235 も 625 
使徒 に 従う 。 アッ ラー は 新 か る 人 々 に 慈悲 2 アラ っ 92 タン イル レク タッ タン ン 1 ン ン 2 の 。 モダ 
を 生 れ 給 わ ん 。 げ に アッ ラー は 信 大 に し て 、 の 0 を IF 洗い 
尽 % 寺下 ン 1 グ う し ヤ と の アー 
濾 折 に まさ に 990 る っ 2 と 608 0PC36WPWE の 
> デ 
「 ⑨⑥ 2 
注 32 ニス ヤー ン の 一 般 的 な 意味 は 「 忘 れる こと ] で ある が 、 実 際 に は 人 や や 物 に 関し て 考え る こと を 止め た 


り 、 記 悦 し て いな か っ た り 、 
この 言葉 は 入 問 に 前 を 号 を て 神 と の 関係 を 絶っ た り 、 


は 、 


宮 乙 だ っ なり 、 


る 斉 味 と な る 


中 9 


ツ ド ム と ゴモラ (創世 記 19・24、25) の 事 。 


物事 の 処理 が の ろ い こと を 意味 す る 。 神 に 関し て 用 に も れ る たき 


神 が 当 と 思い や り の 心 で 人 間 の こと を 考え る の を 止 


= デ 9 和 りり 一 


つり いじ ゅ 92 





第 九 間 0 の 
72. アッ ラー は 男女 の 信者 に 、 永吉 に 住む べき 2 が コタン し る 狗 ノン フッ 、 う 2 (6 
と ・ ru と 2 タツ の びら 2 1 
河川 流 る る 楽園 と 、 ま た 永 中 の 園 の 中 に 楽 で 村 和 5 
二 4 本 し ン ン 全う 6 
し い 住 居 と を 約束 せり 。 る れ ど 一 番 素 哨 6 5 と ちの とっ 2 人 SO の os の 
し いも の は 、 ア ッ ラ ー の 御 満悦 。 を は まし レノ め ア アン 
の 成 就 な 9。 OPTO ン IO 83 りう らい 
2 2Z2 9 
の 2 1 i 
第 十 項 。 9 
祖 三 - = ミド ュ ゴ を に 三 - y ト き 錠 TVM ゅ 2 グッ ノ 
79. 概 言 者 よ 、 不 信心 者 ども や 伯 信 者 と 戦え 。( の CONE Ja に oN 
注 34) 彼 等 に 対し て 茂 し て あ れ 。 彼 等 の 住 イン ッッ レン 
居 は 地 狂 に し て 、 行 きつ く 先 の 大 凶 な る か の ge O や う う 2 が 25 4 し >: 
内 ー 
AP ャ アッ ュー 2 時 ン タン プン ン ラ タン 
74. 彼 等 は アッ ラー の 御名 に か け て 何 も 悪 いこ IPW 40 う MEA iL: j 
ほ は 云わ ず と 次 いし も 、 事 実は 傘 か に 較 当 の の 
1 る る レ 』 アラ タン 円 
た りな 言葉 を 吐き 、 一 且 イ スラ ー ム に 帰依 し ら ぅ IGE eeD1 OS が 
し だ 後 ま た 不信 心 者 と な れ り 。 また 彼 等 は 2 タン ノン 9 タ 6 ょ の 1 1 3 レン ラン の "ラタン ノ 
志 し 得 ぎ る こと を 窟 む 。 徹 等 が 信者 に 侵 。 伯 の めのう 人 40128lo1 う )b5 
み を 抱 く の は 、 所 6 7 0 ラー 並び に その 使 る ラン ン っ る 7 タ 2 や クシ 2 タッ タグ ゥ 
徒 が を の 恵み に よっ て 信者 た ち を 富 ま し め NRRKOMOZOIPGCHRYC2OIE 
9 きら ふわ ェ ィ る 所 4 タイ ルン で 。 ーッ アク 
だ た が だ め な 2o【 注 35) され と 彼 等 $ し 改 Ce は 2 くう 3295Clg Sie 
ey 2 
結構 な こと 。 さ れ と ど 彼 等 も し 背 き 去ら ば 、 の の と ルン 
3953 「 
いて も 猪 刑 や も っ て 懲らしめ ん 。 地 上 に お 
いて 彼 等 は 如何 な る 友 も 救い 手 も な か る で 
じい 
75. 役 等 の 中 に は アッ ラー と 契約 を 結び し 者 あ グ る マフ ノン ーッ テラ レン 1! ノッ ン ノ フィ 2 る っ タ ラーン 
ULS5o2 じ So 2 A る ら 
り て 、 云 た えり 、[ も し アッ ラー が その 和 患 み を OAI 6 の CPAPUP 0 
人 全 = 中 ポ 4 いい LU ir ン イ ノ 
我 等 に 垂れ 給 わ ば 、 我 等 は 必ず 施し を 行い 、 @Oeba162 の 記 5 
義 2 財 ら 
76. と ころ が アッ ラー が 彼 等 に 思 み を 垂 る る 2 し 2 2 ッ ラリ イン 
っ 425 52 251 CU 
で や 、 旭 われ る も の を 憎み 、 雄 っ て 背 き 去る 。 2 や ンー 
注 34 人質 言 者 は どの よう に 偽 普 者 相手 に 戦う の か の 記載 は な い が 、 少な く と も る 臣 器 を 取っ て 戦う こと は ど 
こ に も 普 い て いな い 。 事実 項 言 者 は 偽 半 者 に 戦い を し か ける よう な こと は な か っ だ の で ある 。 
注 35 。 理 な る 預言 省 お メディナ に 来 て か ら 町 は 岩 わ い 、 商 売 は 繁盛 し 、 市 民 は 豊か に な っ だ ので ある 。 


UL 一 


系 九 剖 アル ・ タ ウパ バ 





77. そこ で アッ ラー は 、 彼 等 が アッ ラー と 会 うぅ ・ ルン 2 レア 4 
AU 
日 まで 彼 等 の 心 の 中 に 偽善 を 抱か し め た の 8 は 人 
"2k 和 Es ュ ニ ュー と ン 22 。2 2 9 か 
D り 。 な ん と な 和 れ ば 、 彼 等 が アッ ラー と の 約 In | 


求 を 破り 、 躍 を つい た 報い な る が 故に 。 


78. 彼 等 は 、 と が 彼 等 の 秘密 も 密談 も 、 ノラ う タ ロス 2 283 2 | タラ ン イル 
の 15 リッ os 4 PITU1 lo | 

いな 、 見 る 能 わ ぎ る も の まで よく 〈 御存知 な 了 22 “ 

る こと を 知ら ざる か ? の の sl ak 1| 

79. 進ん で 剖 捨 を 行う 信者 並び に 己 れ の 労力 で 1 ン 時 軸 タイ ン ン ン ? NM 
得 た も の 以外 に 喜 捨 する も の を 持た ぎる 信 9 うり いひ の 1K 2 Cr Co 


_ 、 ュ ん と は 82 
者 を 非難 し 、( 注 36) 咽 和 括 す る 者 ども あ の 4) が 0 お Gedo3 
り 。 ア ッ ラ ー は その 呈 笑 を 彼 等 に 返 報せ ん 。 シッ 2 っ と 2 


役 等 に は 痛 刑 ある で し 。 の OO 222。 41 2 っ る っ 


QU) . 流 、 彼 等 の た だ め に 表し を 請 邊 おう が 請 う まい MK タン 人 2 ランズ マイ ッ タ イッ 。 ュ ン 
G! 
が 、 た と い 七 上 度 彼 等 の た め に 赦し を 請う の レザ 


ょ も 、( 注 37) アッ ラー は 決し て 彼 等 を 落 と お 私 っ 5 5 52 の この 
る ざる べし 。 こ れ 彼 等 が アッラー と その 使 。 。 」。 し 。 レン 5 
徒 を 信 ざ ざり し が 故 な り 。 ア ッ ラ ー は 不実 の > の 91eu9 者 記 りら と 
な 人 間 を 導き 給 わ め 。 
第 十 一 天 

81. 残留 組 の 人 々 は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 が 出陣 し Z w ? ツ る 2 7727 フス 
た る ぁ る 役 、 3 己 が 財産 と の の 30el て 
生命 を アッ ラー の 道 の た め に 献 げ て 戦う こ ORPdryD ae ん る りあ 7 
を 媒 い た 9。 彼 等 は 云え 、「 敵 暮 の 時 に る ン ネン 1 
出陣 する な 」 と 。 云え 、「 地 獄 の 火 は 更に 強 OR 3995 人 と 022 ちら 多 | 


烈 な る ぞ | と 。 彼 等 これ し きのこ と が 理解 1 
し 得 ぎ る か 1! の OOo タテ 


82. 彼 等 は 賢く の 間 笑 い 、 し か る 後 沢山 泣く が し っ る "ACBDSN 
いい 。 ( 生 38) これ 役 等 が 稼ぎ し も の に 対 ン ッ タン ロレ 
する 応報 な り 。 Gereslp6 





注 36 損 し い イ スラ ム 教 徒 ア グー・ ア キー ル は 、 一 日 の 棚 ぎ すべ て を 神 に 捧げ た が 、 そ の 人 額 が 、 少 な か っ た 
の で 信 将 者 に あざ けり を 受け た 。 

注 37 「 著 二 と いう 数 に は 特別 な 意味 は な い が 、 減 びる こと が 運命 づけ られ て いる よう な 偽 佑 者 は 、 何 度 
天 言 者 に 許し を 請う て も 決し て 許 き れ な いこ と る を 強調 する 人 為 に 使わ れ て いる 。 

注 38 この 節 で は 命令 的 な 意味 が な いこ と は 町 ら か で ある 。 た だ 偽善 者 は 剖 か ら ず 、 潤 か な けれ ば な ら な い 
H が 来る と 頂 告 し て いる だ け で ある 。 
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が い 革 ん 
66 5 の み 1 


る せる と 、 役 等 は 液 に 出陣 の 許可 を 願い 出 
ん 、 き る れ ば 法 え 、 PR ち は 決 し て 我 と 共 


ノノ イレ っ Z 2 2o・ アテ 
3 っ (PCGS 
し , アフ タ ? 


(上 (0 と る の ^ ラル 4 
区 VH の が 





に 出陣 する こと 叶わ ず 、 ま た 決し て 我 と 共 56o 2 1 2 
に 英 と 戦う こと 時 ちず 。 最 初 に な 前 た ち は 。 32 引っ ab の) 5 と の 
居残り を 選び た れ ば 、 今回 も 残留 組 と 共に ン ッ > | 12。 ン ノン っ 9 ウェン 
第 せ 」 と 。 の Pi ト が 
84. また 彼 等 の うち 誰か が 死す と も 、 溢 決し て の 821 AA220 と 60 
析 る な か れ 、 ま た 課 に 調 で る な か れ 。 彼 等 る 
分 6 s トッ タン 22 る ち ウン 
は アッ ラー 並び に その 使徒 を 信 ぜ ず 不 従順 3I9(23。 の ゅ の ぅ も しめ ト りら Jp 
の うち に 残し た る が 故に 。 ンタ トッ タ 
の 
85. 液 、 彼 等 の 財産 や 子女 に 好奇 心 を そそ る な 0 US いる 3 間 和 CV も を 
か れ 。 ア ッ ラ ー は だ た だ これ に よっ て 現世 で 2 錠 
邊 等 を 仙 し 、 彼 等 が 不信 心 者 で いる 間 に そ を neelay っ し idl| は (52 の ひ s5 で 銘 
の 魂 を 離れ 去ら し めん と 意図 する の み 、。 の 2 っ 
⑨ 〇 19 > あう 
86. | アッラー を 信じ 、 ア デッラ ー の 道 の だ ため に 214 0 0 22 の 222 2 
スー テラ も 1『O1 8) デー CU 
使徒 と 一 緒 に 奮戦 せよ ] と の 一 意 が 啓示 き ーー 了 0 
れる や 、 彼 等 の うち の 富裕 な る 者 は 流 に 放 あ 人 3 プ の 月 N3IPTTGHICYE の 4 5 
本 を 願い 出 て 、 云 う 、 我 等 に 家 に 邊 せる 者 1 ンス 
と共に 居 ら れる こと を 許せ 」 と 。( 注 39) ② ツ aa 
87. 彼 等 は 女 ども と 共に 留まる こと を 好む 。 後 482 くば ィ る 22 で 5 始め 
プン hr 1 Ad CO 「 み の ) 
等 の 心 は 封 ぜ られ た り 。( 注 40) され ば 彼 し こ プ た 9 0 の 
等 理解 し 難し 。 ② 0598 oe 
S8. され ど 、 使 並び に 役 と 共に 信ずる 者 は 、 ml2 fe 
アッ ラー の 人 道 の た め に 己 が 財産 と 生命 を 献 4 フ 2 
げ て 礎 戦 す 。 こ れ 等 の 者 は きま ざま な る 幸 る 本 
福 を 得 ん 。 こ れ 等 の 者 は 成就 者 た らん 。 0 
89. アッ ラー は 彼 等 に 河川 流 る る 薬 園 を 用 意 せ 00 9 2 の 59 Mi 
り 。 彼 等 役 処 に 永吉 に 住ま ん 。 そ は 下 高 の 2 
ーー ?1。 き アグ ァ ッ デ タ 3 
幸福 な り 。 9A8331 5 190 っ 03 の の iu 
注 39 この 言葉 が 必ず し も ぁ 実 際 に 偽善 者 に よっ て 話 き れ だ 上 よ と る 必要 は な く 、 だ た だ 色々 な 言い 訳 け を し て 笑 し て 預 


結 者 の ぉ と へ な か な か 来 な い 様子 を 表わす 為 に 使わ れ だ だ け で ある 。 


注 40 


28 婦 や 参照 の 事 。 
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さま : の 


2 先 2 2 あの 0 の 
注 41) 免除 を 願い 出 て 来 た る 者 あり 。 彼 等 MP っ AH 0 


は アッ ラー 並び その 使徒 に 帳 を つき 家 に 居 の セラ 2 
残り た り 。 不 信心 者 の あの 者 8 に や が て @⑥29 し いつ IOz ae つゆ うめ 
少 刑 が 隆 き れん 。 に 
や ノ アン ン る レン ッ ン 
1. 暗 き 者 、 疾 め る 者 、 並 びに 費 す も の を 持た 。 92eo12 す 2 と 
ざる 者 は 、 役 等 が アッ ラー 並び に その 使徒 の の ウレ レン クラ 22 32 タ [ノン 5 タダ レン ン ラ っ 
1 トル 6 Au う 6 
に 誠実 で あり な ば 、 罪 は な し 。 秋 事 を 行う MY の Yo の の 
者 に 非難 の 理由 な し 。 ア ッ ラ ー は 宮 大 に し う ひら と Oo タ OC JP 4 の 5 2 の 
て 、 慈 就 深 くま し ます 。 20092 
る っ う うと 和 


92. また 液 の と ころ へ 来 て 、 液 に 乗る も の を 求 マレ レイ タッ タン コン ラッ ン ン レノ 
め た る 者 に 、 液 が 呈 で Se 21 BL の 地 ま あう 5 


や る も ぁ の を 都合 出来 ず ] と 云う と 、 役 等 の ング で RE ども 2 し イン タン 
目 か ら 涙 を こぼし て 、 自 分 た ち が 電 居 し 提 COs9oee 3 IO 
ざる こと を 悲し みて 去り 行く 。 こ れ 等 の 者 PF と 


も また 罪 な し 。( 注 42) 


スク フッ クレ レン ゥ ン ン ぅ ィ ン 9? 。 ノ 
93. 次 ゆら れる べき は 、 稚 福 に も か か わら 6 ず 免 。 ろ $ っ あの 5E あ の di あび る wie 
PURE 2 32 】 ッ ン < 
も と 共に 残る を 喜ぶ 。 ア ッ ラ ー は 役 等 の 心 で つう いい IRC ou る 
を 封じ だ た れ ば 、 彼 等 は も の の 道理 を 知 |5 ず 。 OR VS ッ タ クス っ 4 


94. お 前 だ ち が 彼 等 の と ころ へ 帰 還 する や 、 彼 5 
等 は きま ざま な 弁解 を お 前 た ち に な さん 。 〇 5 て いい OUWGLBTV の ) 
云え 、 「 借 解 は 止め よ 。 彼 等 は 断じて お 前 た の 2 ン ン ラン ラク タッ タン フッ ン る ズ 
Su 0 4 ぃ 1 5 GTT 

ち を 信 ぜ ず 。 ア ッ ラ ー は すでに お 前 た ちの BE 20 の ダヴ ッ 

容態 を 彼 等 に 教え を た り 。 ア ッ ラ ー は お 前 た 0 ラン シン レ ンタ 1 フン ン ン (3 
0 0 必 0 し か 0 し か 〇 55 アジ ウリ 中 2 e-) | 

ちの 行状 を 臣 梓 せん 。 使徒 $ も まだ り 。 然 


ゥ タッ み ンタ ンプ レラ う ン テ F 
る 後に お 前 た ち は 見 え ぎ る も の と 見 える も OO ASS て 3 の 


の を 知る 御方 の 許 に 召 し せら で そこ て ンタ ン と 。 
ぢ 前 だ もち は 己 が 為 せ し こと を すべ で て 告げ ら 6 OL 
れん 」 と 。( 注 43) 

を 指し て いる 。 


注 42 この 節 に か れ て いる こと は 誰 に で も あて は まる こと で ある が 、 こ こ で は 特に 供し い 世 和信 の イス ラム 

教 入 に つい て 述べ られ て いる 。 彼ら は と て も ジ ハ ー ト へ 行き た が っ て いた だ の で ある が 望み を 送 成 する 手段 も 資 

力も な か っ た だ の で ある 。 

注 43 この節 は 纏 な る 頂 言 者 が タグ ブー ク へ の 誤 征 へ 行っ て まだ メデ ィ ナ に 戻っ て いな か っ た 時 砂 示 きれ た 。 
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95. お 前 だ ち が 役 等 の の みろ へ 帰還 する や 、 彼 陸 人 | 29 9 | タニ ンプ ンタ ンタ 
8 1 ? し 
等 は 、 お 前 た ち が 彼 等 を 無視 する こと を UsAS31 科 Ao と 


ケッ ラー に か け て 秩 言 せん 。 きれ ば 役人 等 を 2 2 2 る の 13 1 革 
無 祝 せ よ 。 げ に 、 彼 等 は 不 光 な り 、 彼 等 の 隔 計 2 

は の あき 、 5 に, プア ュ ュ トン 必 1 く < タグ デン 
居住 は 地獄 な り これ 役 等 が 棚 ぎ し も ゃ の し クン 1o 
に 対す る ふさ わし き 報 いな り 。( 注 44) 

96. 彼 等 は お 前 た ち を 療 ば せよ うと 矯 寺 せん 。 2 の 人 0 o 向 
され ど だ た とい お 前 た ち が 役 等 に 満足 し よう の 
と 、 ア ッ ラ ー は 邪悪 な 民 は 喜ば ず 。 (GO で 二 11P) づ わ ゆ レ 人 (SE 

97. 砂 沿 の 民 の 不信 と 偽善 たる や 更に 甚だ し CoOA1SS ク 2 る アン タフィ シ 

PO 15 9 
く 、 ア ッ ラ ー が 使徒 に 啓示 せ し 近 を 知 ろ う 5 Joe1 う 3 に 
と 欲 せ ず 。 き されど アッ ラー は すべ て を 聴き 、 OK 外 24 0 ン 多 ラン シンセ レン ッッ タタ 
2 251 し 5O> 
臣 折 に まし ます 。 錠 ii 
ュ ょ に 昔 - キ アッ ラー の 道 6 Cox 3 の 生れ の る る ョ ン 

98. また 砂 河 の 民 の 中 に は アッ ラー の 道 の た め 肌 のり 02 oe ol 623 
に 費 す こと を 、 六 人 金 と で も 考え 、 お 前 た ち 5 の の 2 
に 災難 が 降り か か らん こと を 期待 する 者 あ 1 生 の 414 
り 。 されど 不幸 は 役人 等 の 上 に こそ を 降り か か 3 
らん 。 アック ラー は すべ で て を 聴き 、 す べ て を ⑯ 2 
知り 給 う 。 

99. され ど 砂 漢 の 民 の 中 に も テッ ラー と 未 H を = 3 2212 2 
時 。 〇 2 テ JI 
信じ 、( 注 45) 自分 の 茎 し 出す も の に よっ 8 2 2 の 
て テッ ラー に 近づき 、 旦 つ 預 言 者 の 祝福 に あら 22g510Ge の 
お の クリ 
り ! そ は 確か に 彼 等 に と り て 神 に 近づく て の の 1 の 2 








届 。 ら 
手段 な り 。 ア ッ ラ ー は や が て 彼 等 を その 四 の 2 
. 69 Aa 1 の) 
龍 に 浴 せ し めん 。 げに 、 テッ ラー は 完 大 に So つう AND) 
し て 、 慈 就 深 くま し ます 。 
第 十 三 項 
100. 信者 の 一 番 先 に 位 を 占 む る 者 は 、 最 初 の ン ン ? 
: 二 RSSNEN N hp 
者 洲 び に 拉 者 、 及 び 入 に 合 っ て 基 つら DOb ぁ Alo2o9999 あ 213 
い 振舞 を し た 者 な り 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 を 者 2 包 21 【 の OM め の 2 ん ら od 
び 、 彼 等 $ も まだ た アッ ラー を 喜ぶ 。( 注 46) 
注 44 これ ら 6 「 信 伽 に 遅れ を と る 者 ] は 異 っ た 概念 に 属す る の で 、 人 彼ら は 別に 扱わ れる 。 
注 45 クル デー ン は 決し て 無 差 別に すべ て の 人 人 々 を 人 非 黄 し は し な い 。 この 節 で は 砂漠 に 住 『 せ アラブ 人 は すべ 


て 悪人 で ある と いう 避 静 を とり 除 こ うと し て いる 。 
注 46 この 招 で は 型 な る 頂 言 者 の 最初 の 3 代 の 後継 者 や 彼 の 主 だ っ た 仲間 を 非 区 し て いる シー ア 派 に つい 
て 触れ て いる 。 彼 等 に 対し て は 、 強 行 な 論 江 が な きれ て いる 。 こ の シー ア 派 と いう の は イス ラム 教 の ご 大 分 派 
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衝 九 豆 ノレ ・ ダ ウラ 
ケッ ラー は 役 等 の た め に 河川 流 る る 3 上 楽 園 を (223 ゥ ロン ィ タ クイ で プア ダブ タッ レン っ アン ノ 
用 意 せ り 。 彼 等 は 永 授 に を こ に 住ま ん 。 こ CS の > ugl leo うう 

* 二 声 ロナ ラン 2 スク ン ン テン 。。 ュ 3 
れ ぞ 至高 の 幸福 な り gi 1 19051GIKS の AA 2 引 ? S 
2 グラン ゅ ン > ン 

101. お 前 だ ちの まわ 5 の 砂漠 の 民 の 中 に ぅ 偽 に ETCOIC お な の うう 
信者 あり 、( 注 47) まだ メディナ の 住民 の IRC 
中 に も 然 り 。 役 等 は 偽善 に 賠 執 す 。 溢 等 PE りゃ 。| AI 


102。 


103. 


104.. 


105. 


の 一 派 で 、 モ ハッ マ 下 の 友 
・ 一 派 の と p 

加 な る 預 言 者 の 死後 彼ら の 種族 の 中 の 偽善 者 が 結集 し て 、 メ ジ ナ を 組 っ だ た だ 。 メ ジ ナ の 近く の 砂漠 に 住 
ゲフェ ル に つい て て 特に 言及 し て い 


な し 


生 47 
む 五 つの 種族 -- ジ デュ ヘナ 、 
66) 。 


注 49 


れ を 知る まい が 、 わ れ ら は それ を 知る 。 わ 
れ ら は 役 等 を 再度 筐 らし め 、 然 る 後に 重 刑 
に 知 せん 。( 注 48) 


た その他 に 、 目 ら の 罪 を 認 ゆめ た る の 
あり 。 彼 等 の 所 業 は 善 悪 相 混 り だ り 。( 注 
49) か か る 人 々 に は 恐らく アッ ラー は 憐 れ 
み の 顔 を 向け 給 う 。 げ に ブッ ラー は 宮 大 に 
し て 、 落 甘 深 くま し ます 。 

彼 等 の 財産 か ら 喜 捨 を させ 、 乏 に よっ て 


彼 等 を 清め 且つ 浄化 せよ 。 ま た 彼 等 の た め 
に 鶴 和 。 液 の 祈 英 は 彼 等 の た め ゆめ に 安 ら ぎ の 
源泉 な が なり 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 す べ 
て を 知り 給 う 。 


し 、 そ の 走 捨 を 
に 立ち 戻り 、 
ら ざ る か ? 

云え 、 | 働き 続け よ ょ 。 ア ッ ラ ー は 必ず お 前 
だ ちの 所 業 を 監 入 せ ん 、 使 徒 並び に 信者 も 


受 欠 し 、 ま た 幾度 も 憐れみ 
慈悲 深く まし ます こと を 、 知 


ム ゼ ナ 、 ア シ ジ ャ 、 


し しゃべ 
彼 等 は 、 ア ッ ラ ー が その 僕 の 改 惨 を 容認 


アリ を 正 流 の 後 恋 者 と し て 初 三代 の カリ フ を 救 王 と 認め ず 、 ス ン ナ を 正統 


PA 科 ン 


(9 :16 に 説明 きれ だ 様 に そ 
PH 


「 二 回 は 注 の 方 式 を 意味 し て いる の で は な く 、 
。 徐 善 者 は 一 年 に 二 回 の 罰 が 課せ られ る な ら 一 年 の 、 又 、 


| プク ルン タン る rr ああ ャ ンタ ン 
LO らら 630oc 


2 タッ ン 
D * < 還 
グー デー マツ "eg 


トン イン タレ ッッ タタ ター ラン 
9 


| デ ュ アコ を 。 
516 し 8eA と の 2 の 名 くい 
人 ぅ の 
DA うう 59 ら 


人 0 の 80 る gl し 21 0 
ヶ ン る 1 し 0 
4 08823502 AL っ 82 
の ぅ アン み ピー 
の 2 


ッ プ マン る カフ タン クタ レル キーン ンス 3 タ アッ ン アン 
2 0 いら el ol 
は な ん ュ ン ン て 佑 
仙人 2085osG20)Oab 
と シル y(4f を メア アル レン ア ン の ンス 
ジン ルム し こり レア PKGRV4RN 
と 認め 


る (Khaldun, ii 


) 期間 を 意味 し て い 


、 一 年 か 6 二 年 の 期間 に 渡っ て 罰せ られ る こと を 意味 し て いる 。 


を そこ に 下 て られ だ た モ スグ で ある 。 
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106. 


107 . 


108. 


1U9. 


110. 


111 . 


また 然 り 。 や が て お 前 た ち は 見 え ず る も の 
見 える も の と を 知 舌 し 給 う 御方 の 誕 に 


和 人 28N2R 
この 他 に 、 ア ッ ラ ー の 裁定 が 延期 きれ た 
者 あり 。 彼 等 は 仙 せ ら れる の か 、 は た だ まだ た 
落 悲 の 顔 を 向け て も ら え る も の や ら 。 アッ 
ー は すべ て を 知り 、 覧 指 に まし ます 。 


偽善 者 ども る の 中 に は 、 イ スラ ー ム の 妨害 
と 不信 心 を 助け る だ た め に 、 ま た 信者 の 仲 を 
離反 さる せる だ め に 、 並 びに 以前 アッ ラー と 
その 使徒 に 戦っ た 人 の 待 伏 の 場所 た らし め 
兵 の 人 22RERRCNGBS2 
市 し て 彼 等 | は 必ず 大 っ て 云う 、| 我 等 は た だ 
交 事 を 行う の み 」 上 。 き れ ど アッ ラー は 断 
回 と し て その 虚偽 な る こと を 立証 す 。 


断じて その よう な 場所 で 礼拝 する な か 
れ 。 到 初 の 日 より 克 諾 に 基づい て 建立 きれ 
だ る 礼拝 堂 こ そ を 、 そ の 中 で 液 が 礼拝 する に 
Mt は どぶ さき お わし いこ と か 。 あず こち は 。 
映 を 清め る こと を 好む 人 々 あり 。 ア デア ッ ラー 
は 自ら を 清め る 者 を 愛し 給 う 。 

ア ッ ラ ー を 芯 れ 、 且つ 宮 ば し なる だ た め に 
建物 の 礁 を 定め た 者 と 、 水 に 侵 触 きれ て 崩 
れ 落 ちる 断 岸 の 緑 に 建物 の 難 を 定め 、 建物 
と も と も 地獄 の 火 中 に 転落 し だ 者 と 、 洒 し 
て いずれ が 勝 れ る か ? アッ ラー は 不義 な 
す 徒 硬 を 導き 給 わ ず 。 


後 等 の 作れ る 建物 は 、 そ の 心 千 々 に 引き 
裂 か れ な い 限 り 、 い つま で も 心 の 不安 の 竹 
と な らん 。 ア ッッ ラー は すべ で て を 知り 、 皿 哲 
に まし ます 。 


第 -| 四 項 
まま 0 因 ッ ラ ー は 楽 園 と 引換 え に 、 
信者 た ちの 生命 と 財産 を 購 え り 。 彼 等 は 


アッ ラー の 道 の だ め に 戦い 、 殺 し 殺さ れる 


07 


アウ クレ タレ ルン 


* タン ブ / 9 ン イス ん 
の MCE 5 USR 
6 の AI 


の アン 33221 ン 


〇 の の 2 にゃ り う 


プン ルン 
遇 り の レン う 2 
= アプ we ど dM と ァ ” 

ラン ぅ の な っ る て レ 


Ao2bOS3LOS2 


イッ タン ン /」、 レン ノノ ラン イン 2 2 ンプ 
の nANYATGYYITO 
う デ アメ 


ン ミア の 12 る ぁ 
RGMOISO 1 OC2 


ン ルイ 


人 52553 


タ ノ 5 41 ッ 急 
GA 


どう クタ 


(9 の ゅ oO 


2 ノ 。 12 る UE 町 
の oo あと 20g つ 1 Oil 5 のり 
らち 2 ス クック ン う タ みゆ ア あ る 5 ンス フン ゅ デ 


P ioloyU だ 428 の か クタ 
の GOuaENG 2515 


2 の 「 全 アオ メ 。 | の 
が の CU 


ウ グー デア 


EGGS 5 


デー テ 


25 eo る 9 4 あ 2 36 yk 
2 あい 


70 


っ 2 の 2 5 の レレ ーッ ン 。 る クウ 
トド る ゅ みう 93dyDeev db う 


2 を E お 22 の あま お の) 


we 和合 8 
タタ ッ ン ン 1 
Pe プイ MG ば 


(3) る ブ 


アリ C] 


2 


92 が る し 「 


叶 
で す 
骨 


和信 


6 依 


114. 


1 四 近 


116. 


117. 


注 5) 


注 51 


ー これ は アッ ラー が 律 法 、 福音 、( 注 50) 
並び に クル アー ン に お いて 記 れ 自身 に 義務 
と し て か か る 約束 な り 。 誰が アッ ラー より 
約束 に 皿 実 な る も の が あろ うか ? きれ ば 
ぢ 前 だ た ち ア ッ レン と 結び し 契約 を 埋 べ 。 
し ぞ 至高 の 幸福 成 吉 な り 

彼 等 は 、 悔 い 改 め る 者 、 ア チッ ラー を 県 散 
する 者 、 護 美 する 者 、 断 食す る 者 、 神 前 に 
踊 (者 、 ひ 役 伏し て 祈る 者 、 若 を 勧め 和 悪 を 
許 き ぬ 者 、 ア ッ ラ ー の 制限 を 守 る 者 な ど な 
り 。 こ れ 等 の 信者 に 期 報 を 伝え よ 。 


に に] 
ーー 


多神教 徒 の た だ め に 、 だ た と い 血 締 の 者 た り 5 
と も 、 地 獄 に 陥 ち る こと が 明 自 と な れる 後 
は 、 神 の 落 し を 請う よう な こと は 、 問 言 者 
並び に 信者 の 為す べき こと に 非 ず 。 


アブ ラ ハ ム が 自分 の 父 の ため に 薇 し を 請 
える は 、 作 と な せ し 約 束 の た め な り 。( 注 
51) され ど 、 父 が アッ ラー の 英 な る こと が 
明貴 な る に 及び 、 役 は 父 と 絶縁 せり 。 げに 、 
アプ ブラ ハム は 心 優し く 、 寛 容 な りき 。 


アッ ラー は >, 修 等 が 守る べき こと を 明示 
せ ぬ 限り 、 ー 度 導い た 人 々 を 束 ち し わる こ 
と な し 。 げ に アッ ラー は 高 事 を 深 知 し 給 
プ 。 

、 あめ つる 

げに 、 天 地 の 主 権 は アッ ラー に 属す 。 生 
を 与 ぇ 、 死 を 賜 う 御方 。 お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー 
の 他 に は 味方 も な けれ ば 、 救 還 者 も な し 。 


た レン は 状 言 者 並び に 振 難 な 時 代 に 彼 
に 従っ た 須 移 者 と 援助 者 に に 慈悲 の 顔 を 向け 


給え を えり 、 一 部 の 者 の 心 は ほとん ど 本 分 を 踏 
み は ず し か け て い だ が 。 それ で も な お 慈悲 
律 法 ( 申 合 記 56: 3 一 5) と 福音 凍 (マタ イ 19 ・: 


19 青 48 節 や 参照 の 事 。 


ノレ ・ ダ ウノ 


グッ スン タン ウタ ン 


IAg5 Os に SD 5 
CO E0EV す で た の TOI HI 


ン 2 グッ ン ランタン 


Ok ん 


OO ン ッ タイ, 
の 2 


びわ が 鉛 は AP 


! 3 ン 


グプタ クタ 1 90 の 2 タダ 5 ニー ン ゥ タ 


OTCWAIETWHUPYWEI 


の の FN 
2 コン 5。 2 Pe 

DCE2PPTPTKCA PORAIP 人 KC 
PRKYHHATGAt) OH 

っ ッ タ て の る な 


9 2 9。 2 アン ッ ン タレ リン ラッ の ン 
CKOCP PH 
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92 に 5 AO| 
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と と AA 当っ 2328181 


陸 
9395 


2 の う ^ 9 ラク ュー イン タル 。 ン [で ッッ ン ン 
の か 


し 9 1A2C。 3 8 つら 1 Cr 


P 放 27 一 29) 。 
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3] 是 mi アデ ルー・ タ ウン 
な メ ュー ー rr の に 2 * ぁ | プ ア ふう タウ 。 ッ ン チタ クル 6 デン [ ン 
の 顔 を 向け 給 げに アッ ラー は 、 彼 等 6 CS の 3 ら 3 や ちら 
に 同情 伏 で 基 5 くま し ます 。 1 
半生 
118. 後に 居残り し 三 人 の 者 に も ( 注 52) KR ょ 29 タ レッ る 1 る ビン ン 
| は 
ケッ ラー は また 慈悲 の 顔 を 向け た り 。 広 大 uaDeyGGbE 0 あう 
な 大 地 が 彼 等 に は 狭 き も る の と な り 、 、 彼 等 の CSA 友 ザ 2441 [る っ ンタ 
殊 も また 輝 に よっ て 苦し め ら れ 、 送 に アッ 0 
PS ーー 5 1L2 KK ン 4 
に 救い を 求め る 以外 に 、 ノッ プー か カ か: ら abc で Az の の ULMIt 
ヽ さ > アァ 
ehdo 2 
は 慈悲 の 顔 を 彼 等 に 向け 、 彼 等 が アッ ラー まき IEEIIV 


119. 


120. 


12] . 


に 頼れ る よう 回 馬 SE の 
アッ ラー は 、 北 た びと な く 落 し 給 い 、 慈 悲 
深く まし ます 。 
第 十 五 項 
次 等 『 信 する 莉 よ 、 アッ ター を 景 れ 、 真 を 
説く 人 と 2 了 を 僅 に せよ 。 


メデ ィ ナ の 住民 や その 周辺 の 砂漠 の 民 
が 、 ア デッラ ー の 使徒 の 後に 居 残 っ て 、 彼 の 
生命 より ロ れ 等 の 命 を 重 ず る の は 正 し か ら 
ず 。 な ん と な 所 ば 、 彼 等 は アッ ラー ー の 道 に 
お いて 、 湯 き に も 疲れ に も 央 え に も 円 わ ず 、 
り 和 
また だ 敵 に な ん の 損害 $ 生 ぜ せ し め ず 、 に も 
か か わら ず 彼 等 の た め に 善行 
い る 所 以 な り 。 ア デッラ ー は 善行 者 へ の 報奨 
を 酒 減 ず 。 


彼 等 は 多かれ 少な か れ 如 何 な る 金額 $ 引 
る ず 、 ま た 一 つの 谷 も 越 き ず と も る 、 ア ッ ラ ー 
は 彼 等 が 為 せ る 行為 に 対し て 最善 の 報 濾 を 
与え ん と 記録 せら れ た だ た り 5。 


イレ 


OOEICJEYYGIGIK2KOHII 


プリ 2 ダイ ラン ラフ フッ / リン 
ご 向上 に o ク の たら Au 69 08 
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(GE すう 1 
の プン クレ ッ ン くく ノ 。 名 レン > グ 2 の 
は 95 Abo en 


りこ 7 し 


タラ ラン 
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注 52 
こと で ある 。 彼ら は 数 選 な イス ラム 教徒 で あっ た が 、 
ディ ナ に 戻っ だ 時 、 


うこ と な いく 自ら の 罪 を 告白 し 、 
ら 漆 受 
じ ら 6 られ だ は ほぼ ま 、 


カー ビン ・ マ ー リ グ 。 ヒラ ー ル ・* 


三信 共 徹 底 的 な 社会 


け 入 れ だ た 。 大 地 は こん な に も 広大 な の に 、 


mW 

タプ ブー 
追放 を うけ だ た 。 その 人 彼ら 6 は 妻 と 別居 し な けれ ば な ら ず 、 
寺泊 産 者 と し て の 状態 が 五 十 日 間 $ 続 いた 。 その 間 彼 ら は 深く 悔い 改め た の で 許し を 与え を られ た が 、 
高い 訳 が まし いこ と は 言わ ず 率 直 
その 時 の 彼ら に と っ て は 、 
彼ら 5 は 心 色 の なだめ や つれ 果て た の で ある ( ブ ハ リ 


ムラ ウー アラ ア * ゼ ピシッ テ ビ ピー ヤ 9.: 106) の 三 炎 の 
ク の 行 車 に 参加 し そびれ た だ 為 、 杜 な る 李 言 者 が メ 
の まう な 
彼ら は 迷 
で 正直 な 信徒 で あっ た 為 、 展 の 前 を や 心 の 研 か 


・ マ ガー ズ ィ { 青 )。 


ー309 一 


この 世 は 條 の つま る は ほど 狭 ( 感 


ィ な で モミ 


比 次 
第 九 将 


122. 信者 全員 は 一 斎 に 出陣 すべ き に 非 ず 。 各 
団 の 一 部 を 出陣 か ら 6 外し 、 そ の 者 た ち に 款 
教 上 の 知識 ( 注 53) に 習 吾 せ し め 、 み な が 
帰 病 し た る 時 彼 等 に 訓 戒 を 与え を 、 悪 か ら 身 


を 守れ る よう に し て や る べき で は な い 
06 
十 六 項 


123. 液 等 信ずる 者 よ 、 お 前 た ちの 傍 近 くに い 
る 不信 心 者 ども と 戦え 。( 注 54) 彼 等 に お 
前 た ち が 手 強い 相手 で ある こと を 悟ら し め 
あさ アッ ラー は 義 し い 者 と 倍 に ある こと を 
穫れ 。 

124. 啓示 が 隆 る 度 に 、 彼 等 の 中 に は 「 こ の 章 
に よっ て 信心 を 深め る の か ? 」 と 云う 者 あ 
り 。 お よる 信仰 する 者 は 之 に よっ て 信心 を 
人 容 め 、 且つ 喜ぶ 。 


125. され と で に 絢 あ る 考 は 、 生 れ の 上 に き 
に 機 れ が 加わ り 、 送 に 信心 者 の まま 多 3 


126. 彼 等 は 各 
と を 悟ら ざる か ? 
こと も な く 、 ま だ た だ 質 


年 一 度 下 二 度 蔵 み ら れ て いる こ 
る れ ど 彼 等 は 改 接 する 
夫人 さ と も が し 


くだ 
127. 啓示 が 降る 度 に 彼 等 は 互 に 願 み て 、 云 う 、 
「 誰 か に 見 られ て は いま いか ? 1 と 。 然 る 


後に 彼 等 1 10 
を 薄 か し め だ る は 、 彼 等 が 理解 せ ぎ ざる 徒 琴 


な る が 故 な り 。 
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注 53 敬い 信仰 や 療 行 ヵ 
を 取り 除く 方 法 に つい て 和信 べ て いる 。 砂漠 に 住む ア 
97) 、 彼 ら を 指 導 


注 54 イス ラム 教徒 の 中 に あり 、 
彼ら 個人 に 対し て で は な く 、 
的 な 行為 や 訴え 出る 事 で 、 


sv 


『 で き な い の は 真 の 知識 が 欠如 し て いる 事 が 折 因 で あり 、 
ラビ ア 人 は ほ イ スラ ム の 教義 に は 全く 無知 で あっ た だ 為 (9 : 
する 際 の 実際 的 な 方 法 を ここ で は 論じ て いる 。 


この 第 で は こう いっ だ 時 る 


共に 否 ら し て いた 信夫 直 の 誠に つい て の 言及 て ある 。 イ スラ ム 教 人 は 
偽 療 者 という 階級 に 対し 戦う よう 命 
彼ら に 対抗 する 事 が 課せ ら 妃 て いた 。 


命ぜ られ 、 避 な る 頂 言 者 に 彼ら の 悪 習 や 、 偽 療 


第 刀 


革 





ノル ・ ダ ウノ 

128. いま お 前 た ちの 中 か ら 一 人 の 使徒 が お 前 (> リィ ンダ タッ ン タン ラン 。 タッ ラン ン 
AZ 81c に 3! 
た ちの と ころ へ 遣わ きれ た だり 。 彼 は お 前 た クロ め 外 . 

ち が 災 将 に 唱え ば 心 を 痛め 、 熱 心 に お 前 た (請う も スピ 
= ee ン 1 ャ ンー ン デコ 

ちの 幸福 を 若 い 、 信 者 に 対し て 情け 深く 2 

半 庄 探 に 。 ⑯ Aay 

129. きれ ども し 役人 等 背 き 去ら ば 、 云 え 、「[ 我 は 。 ょ ン 22 Wo を 


アッ ラー いま せ ば 充分 な り 


し 。 役 こそ 


な り 」 と 。 


。 彼 の 他 に 神 な 


は 我 が 頼り 、 居 大 な る 玉座 の 主 


se 


SKK 





(メッ カ 基 示 ) 


5 


1. 慈悲 深く 、 恵 中 記 く アッ ラー の 御名 に お い ター ジテ の og し っ 


2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。( 注 1) これ こそ は の eS 3 
点 に 満ち た 経典 の 諸 節 な り 。( 注 2) 2 


い 2 クタ 3p (タン 00 ? ア ィ ン クン ン ン <。 アル レグ 
3. われ ら が 役 等 の う 5 「 人 レ ら の いう し ee の の し いい CloUCE GEM OS 


類 に 警告 せよ 。 ま た 信ずる 者 に は 、 人 彼 等 が ンー デス NSP LU マン ー ン [ZZ Ke 
主 の ぉ 傍 で 名 誉 ある 地位 を 得 べ E と の 期 報 つい うっ の の el ON うり | 
を 伝え よ ] と 云 を る こと が 、 信 々 に は 不 思 NIIDGYNI 間 lk 仙 ai 

9 EE ゆい ゅ の 1 の 2 し JS な の う ひと らき OOo 
議 な こと な る か 7? 不信 心 者 ども は 云う 、 2 0 内 
「 こ は 明らか に 魔術 な り 」 と 。( 注 3) 〇 の こ 


4。 げに 、 お 前 だ ちの 主 は 六 日 の うち に ( 生 4 2 プン フュ マイン 。 で 221 
の Do ほる 2558 


天地 を 創造 9 給 い 、 然 る 後 に 玉 庫 に 登 まり 給 ン 2 
1 2 クイン ン 2。 ブタ ン ン ノッ て 
ん し / フ ー な を り s 彼 は 一 切 を 統治 し 給 う 遇 い 。 っ 1 0 0 MG ウン 


( 注 5) 彼 の 許し を 得 だ 後 で な け 紀 ば 何者 タラ 
6 仲裁 徐 た る を 得 ず 。 これが アッ ラー、 お 9 
前 だ ちの 主 な り 。 き され ば 役 を 崇拝 せよ 。 お 


の 5 の と エン ユル ま 。 4 に 
前 た も ち ま だ 日 が る きめ ぎる か ? の 6 多 


CS 51 55OO と 


、 





注 1 [アリ フ ・ ラ ム ・ ラ ー」 2 将 2 節 を 参照 


生 2 「 知 恵 に 満ち た ] と いう 言葉 は クル アー ン の 三 つ の 顕著 な 特質 を 毒 あし て いる 。 ち クル アー ン は 、 
(4) あら ゆる 精神 的 知識 の 土台 を 包含 し 、 全 て の 真実 や 教 え 込 ん で いる 故に 、 知 恵 に 満 あ て いる の で ある 。(⑪) 光 
に 、 そ の 教え は あら ゆる 場合 や 、 あ ら ゆ る 環境 に 適合 する よう に 夷 わ きれ て いる 。 (で) そし て それ は 、 全 て の 款 
教 上 の 違い に 正しい 判断 を 下 し て くれ る の で ある 。 


注 3 この 節 は 次 の 様 な 重要 な 事実 を 明らか に する 。 即ち 、 赴 徳 的 に 堕落 し 、 自 分 を 大 切 に し た 自信 や 持 
つと いう あら ゆる 感覚 を 失 く し て し まっ て いる 人 大 達 、 つ まり ここ で は 不信 仰 者 人 達 の こと で ある が 、 あ まり に も ぅ 
晴 落 し て いる 更 に 、 彼 ら の 中 か ら 誰 か が 現れ て 、 彼 ら が 落ち 込ん で し まっ て いる 堕落 の 泥沼 の 中 か ら 彼 ら を 助 
ける こと が 出来 る な ど と は 想像 8 出来 な か っ だ 。 た だ だ 、 外 部 か ら 現 和 れ だ 誰か に し か 彼ら の 境 過 を 改善 す る こと 
は 出来 な いと 思っ て いい だ 。 


注 4 7 草 55 節 参 照 。 
注 : 5 「 彼 は 一 切 を 統治 し 給 う ] と いう 言葉 は 、 宇 宙 の 働き と 、 神 が 神 の 命令 や 果たし 神 の 意 記 を 明示 する 
の に 使う 手段 と を 表わし て いる の で ある 。 


md 


SA 


上 上 紀 ず 





5. お 前 た ち 皆 と も に デッラ ー の お 傍 に 帰る な フッ ン イマ たる 1 レッ ン ュ レラ ッ ン 9 
KW し 8> ablOg 9 でき ッ イ い 
り 。 ア ッ ラ ー の お 約束 は 入 う こ た な し 。 げ に NG 
彼 は 伸 造 の 源 を 起 し 、 然 後に 之 を 復 想 る IA と う ICAO こり 1 
せ 結 う 、 こ れ 信 じ て 普 事 を 行え る 者 を 公平 の る 2 イッ 
に 賞 せ ん が た だ た め な り 。 然 れ ど も 、 不 信心 者 ど の の し 220 の IS 
も に 対し て は 煮え た < る 名 駿 と 冶 刑 ある で アチャ ルル EAIy の ダグ ーッ 。 
し 、 な ん と な れ は ば 役 等 信 ザ ぎる が 故に 。 ( 注 OO ウ Olue 2 クン 
6 ) 
に ー 昌 Tn ュ ア ュ 、 下 四 レイ クラ アン フィ シマ イン 2 イフ ノン っ る ンタ ォ 
6. 彼 こ を は 大 陽 を 迷 商 た る 輝き だ た らし ゅ 、 月 と お 803 US る 
を 太 射 の 明鏡 た らし め 、 年 数 と 時 刻 の 計算 し Ah ッッ 2 
SUN し せる た め に ( 注 ?) の IE SoloebA er 
の 問 然 た る 軌道 を 定め た る 御方 な 2 1 人 
2 AN で ゃ We 
ケッ ラー が 輝 を 合造 せる は た だ 真理 の た ゅ ぞ ESPN 5%8 905 人 6 
に 他 な ら ず 。 役 は 理解 する 人 々 の た め に さる の 
〇 wu 
ま ぎ ざま な る 神 兆 を 詳 送 し 給 う 。 OO 
3 1 ン ノ ン ん 6 。 デ ラ 2 9 
7. ま こと 、 夜 と 午 の 交替 の 中 に 、 に アッ ラー 84616& GS JGI 8 8 
が 天地 の 間 に 9Reg 少 6 の ょ の の まぁ RE 
に 、 神 を 胡 れ る 人 々 へ の さま ざま な 神 兆 あ ONEt ポ 1 半 bk 1 
り 。( 注 8) し 





注 6 現世 で の 行 勤 に 審判 が 下 $ れ 、 報 いら れ 、 新 し い 人 生 が 与え を られ る の は 死後 だ け で は な いと いえ る 。 
現世 も 多 、… つ の 世代 ほ いう の は 商 の 世代 へ 引き 継が れ て いく 〈 為 、 前 世代 の 人 々 の 良い 行い し いう も の は 無 
駄 に は な ら 6 な いし 、 商 世代 の 人 々 に と ED 有益 と な りう る 。 ま た だ た 、 サ リハ ー ト は 、 正 し く 高 潔 な 所 業 を 缶 味 する 
他 に 、 特 殊 な 場合 と 環境 で 緊急 事態 の 為 に な され た 所 業 を も 意味 し て いる 。 


0 この は 、 非 常に 覧 明 な 自然 の 法則 を 指摘 し て いる 。 我々 は 一 つの 天体 が 横切っ た 宇 宙 の 大 きき を 知 | 

人 直 の 変化 の 関係 に よっ て 判断 出来 る 。 神 は 、 我 々 が 歳 月 の 計算 を する こと が で きる よ 
う 時 0 の られ だ の で ある 。 云い か えれ ば 神 は これ ら の 天体 に 動き を 与え を 、 そ の 運 
行 や 定め られ だ の で 、 そ の 動き を 鶴 察 する こと に よっ て 我々 は 一 定 の 歳 月 が 流れ 、 元 の 位置 か ら 和 勤 き 続 けた こ 
と を 知る こと が で きる の で ある 。 あらゆる 計算 と あら ゆる 歴 は 、 大 陽 と 月 の 動き に た よっ て いる 。 月 は 地球 の 
回 9 り を 回 る の で 、 我 々 は 月 と いう 尺度 を 知る こと が で きる 。 地球 は 地軸 上 を 回 転 し な が ら 6 太陽 の 回 り を 回 っ て 
いる の で 、 我 々 は 日 上 年 を 計る こと が 出来 る の で ある 。 


注 8 この 節 の 中 の 「 神 を 選 れ る 人 々 | よい う 言 葉 は 、 前 節 の 「 理 解す る 人 々 | と いう 表現 の か わり に 用 い 
られ て いる 。 な ぜ な ら 人 第 夜 の 交替 と いう 自然 現象 は 、 無 知 な 人 で き ぇ 知っ て いた が 、 神 へ の 明 毅 の あみ が 散 けん 
な 研究 か ら 、 真 の 精神 的 思 恵 や 生み 出す か ら で あ る 。 ま た 、 先 の 節 で 言及 し た 月 と 太陽 の きま ざま な 連行 の 定 
め と いう の は 、 一 個人 や あら ゆる 人 が 感知 し 理解 で きる ほど 容易 な こと で は な か っ た 。 それ 故 、 知 識 を 授かっ 
だ 信 々 の みみ が 、 そ れ に よっ て 思 専 や こう むる こと が で きだ た 。 その 二 、 写 夜 が 府 する 現象 は 、 民 族 の 由 志 に 似 
0 注 穫 栄 の 恒 の 後に は 衣 退 と 了 番 の 衣 が 来る 。 氷 遠 の 栄 研 を 満 戻し た 民 は 一 つも な か っ だ し 、 豚 
と 較 落 の 嗜 闇 の 中 で 永 各 に も が き 手 探り し 続け た 民 も な か っ た 。 あ る 民 は 、 繁 栄 の 凡 を 長く 、 房 退 の 夜 を 短 
EPSDRESG に ます まお どの の の 


ーー デ 


第 | ョ ナ 





この 2 っ る 


8. われ ら と の 会 見 を 待ち 望ま ず 、 現 世 の 生活 Cp 負い 5 江 OZ うく UPG 


に 満足 し 、 之 に 安 ん ずる 者 、 並 びに われ ら の の 
の 神 兆 を 柳 視 す る 者 ( 生 9) 一 一 OPEC は ラプ の OADIH 
9. 彼 等 の 住居 は 業火 な り 、 巳 が 稼ぎ し 報い 夏 OUP ま CRON 


人 
0 りう ーー ラグ デ 2 ノ ぅ る て し 用 
10. され 信じ て 警 行 に 勤しむ 者 は 一 一 彼 等 の 3 お 
信仰 の 故 を も っ て 主 が 之 を 正しく 導 か ん 。 ッ ン ッッ ーッ [クッ 
に N 2 っ ょ バ いて 
講 福 の 彫 に お いて 、 河 川 彼 等 の 脚 下 を 流 る し まり の 9 9 り 
べし 。 た そい 


か し に こ 
11. 役 処 に て 彼 等 は Pi アッ ラー に 栄え あ 2 240 イン 2 タ エ ン > っ 。 29 ) ッ ク 
4 ー じ 3 8 の っ と う 


れ !」 に 祈り 、 孔 に 「 平 安 あ れ 」 上 挨拶 を 
ーー きび は 、「 万 物 の 主 た Bosch 
る デッラ テー に 讃 美 あれ |] と な る べし 。 ( 注 
10) 
第 二 項 

12. も し アッ ラー が 、 人 人 々 が 富 の 獲得 に 狂 券 す タラ タイ レッ 7 で ので タッ ンク アン 
る 如く 役 等 の 上 に 災厄 を 急ぎ 早め な ば 、 彼 ea 
等 の 命 数 は すでに 終ら きれ た る ざし 。 きれ 和 の の 928 
ど わ れ ら は 、 わ れ ら と の 会 見 を 待ち 望ま ね 0 
者 ども を 放置 し , その 迷路 の 中 に 狂気 の よ OO の Ua5 3 
ぅ に 徒 価 せ し む 。 ( 注 11) 

注 り 人間 性 の 研究 は 次 の よう な 重要 な 事実 を や 明らか に する 。 即ち 、 全 て の 人 間 の 進歩 は 、 希 望 &、 頁 艇 と 


いう 本 能 に 富 接 に 結び つい て いる と いう こと で ある 。 我々 の 最高 の 努力 は 、 こ の 二 つ の 本 能 の どちら か に 喜 吹 
きれ て いる 。 あ る 人 人々 の 労働 と 填 は 、 利 益 と 権力 増 大 と いう 5 希望 の 為 で あり 、 他 の 人 々 の 作業 は 芝 れ の 為 で あ 
る 。 こ の 和 侵 で は 、 こ れ 6 の 二 つ の 階級 の 人 々 に 「 ラ ジャ ー」| と いう 言葉 で 訴 を て いる 。「 ラ ジャ ー」 と は 、「 望 
む 者 、 和 恐れ る 攻 」 の 意味 で ある (Lane) 。 


注 10 神 を 崇 理 する こと は 、 自 発 的 で あり 本 能 に よる ぉ の で ある と いえ る 。 なぜなら 、 天 上 で は 物事 の 真実 
が 人 聞 を 導く も の と なり 、 人 々 は あら ゆる 生生 og 
こと を 理解 する と 、 彼 ら は 本 能 的 日 発 的 に 、「 ア ッ ラ ー に 楽 光 あ れ 」 と 唱え を る よう に な る の で ある 。 この節 は ま 

信ずる 者 達 の 行き つ 〈《 先 は 、 い つも 卒 福 で ある こと を 示し て いる 。 彼ら は 神 の 光 を 唱え を る こと で 、 彼 5 
の 喜び を 表現 する の で ある 。 


注 11 不信 仰 者 達 の 行為 は 、 舞 が 彼ら に より か か っ て くる の を 求め て いる よう な も の で ある 。 し か し 神 は 
ゆっ くり 剖 せ らら 入る 。 も し 神 が 不 信仰 才 達 の 行為 が 受け る に 値する 程 急い で 彼ら を 出し て いた だ な ら 、 彼 ら は と 
う の 昔 に 滅び て し まっ て いた だ た こと で あろ う 。 も し 、「 ハ イー ル 」 と いう 単語 を 、 憶 名 の 中 に ある よう に 「[ 登 」 の 
意味 に と る な ら 、 こ の 節 は 次 の 様 な 芝 味 に な る と 思わ れる 、 も し 拓 が 不信 仰 者 達 を 、 彼 ら の 悪い 行い の ゆえ に 
剖 す る の を 、 神 が 善 を 授け る の と 同じ 程 の 早 き で な る れる な ら 、 不 信仰 者 達 は 、 と っ に 減 亡 し て し まっ て い 
だ で あろ うに 。 


sm ュー 


ェ に " ーー 
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13. 人 は 災難 に 造 え ば 、 或 い は 側 映し 、 束 い は Mule と 3 JSCGU 多 各 く 
し 或いは 起立 し て われ ら に 祈る 。 き 

や ン ァ ンタ タタ ン [フラ イク [ンク ン ン 2 ン 

れ ど われ ら が を の 秋 難 を 彼 より 取り 除く ES 5356cCGGCGS 

や や 、 倫 も 災難 に 際 し て われ 6 に 白 ら 5 ぎり し ウレ レン 4 。 0 

還 の um g 1 

が 如く 、 まま 道 条 て 。 この よさ うに MVYO こ うっ.<3 > 5 0! 

則 を 越え た る 者 は 己 れ の 所 業 を 正しい と 思 っ 

わし め ら る 。 ap 


14. 昔 わ れ ら は 、 お 前 た ちょ り 前 に 尊 多 の 世代 15 Ao oy 人 | EG4T38? 
を 流し た り 。 使徒 ち が 明 旗 を 携え て 後 。 ょ 。。。 の 5207002 20 の 
等 の と ころ へ 行け ども 、 彼 等 之 を 信 ぜ ざり 人 2 

し が 故 な り 。 こ の よう に われ ら は 罪人 に 報 2 


ゆ 。 ( 注 12) Cs 5 0 
4 ' レア 9 ン 人 る 
15、 然 る 後に われ ら は お 前 た ち を し て 彼 等 の 後 dE 
に 地上 を 継が し め だ た り 、 こ れ お ぢ お 前 だ た ち が 如 085 
何 に 分 すか を 見 ん が だ め な り 。 っ 2 
生生 の CKCSEHTP ああ 
ーー ュー . 沖 の x9 び が SUS ググ j1 LT だ いう 
と 会 見 や 待ち 望ま 史 者 どる 2 雪 Po 
Pen ン も 6 な 38 Eo oh 
くば これ を 改 訪 せよ] と 。 云え 、「 我 は 自分 の 遇 
の 9 イア て の を > 。 いっ プロ っ ャ プク ュ ン で 
勝手 に 改 谷 す る を 得 ず 。 我 は た だ 己 れ に 秒 IOL 8 を bt 
示 き され だ る も の に 従う の み 。 も し 臣 主 に 背 128802 2 0 222 
か ば 、 某 厳 な 日 の 刑 六 を 我 は 悪 る る ] と 。 ezzzolueG う CAE olLSE1GS 
( 注 13) 
17. 云え 、「 も る し アッ ラー 欲し た り せ ば 、 我 は お AE SEC 和 025: RM 
前 定 ち 所 之 と を 計 せ す 、 に Sg ッ ラ ー は 逐 を 2 9 
お 前 だ ち に 部 ぇ ざ ' り し な り 。 こ の 刻 示 が 降 
注 12 箕 前 は 二 種類 ある 。(1) 自 然 の 法則 に 人 反 する 結果 で ある 衛 六 と 、(2)「 シ ャ リヤ 」 の 控 が 億 胡 さぁ れる 時 


に 生ずる 般 且 と で ある 。 0 Em の 又は 、 彼 ら の 中 か ら 預 言 者 が 現れ 
る の に 人 々 は 役 を 拒み 、 彼 の 前 に あら ゆる 種類 の 妨 寄 を な す 時 、 一 民族 の 上 に より か か る 。 この 種 の 給 前 は 、 
ある 種 の 特徴 に よっ て 解り 、 他 の 第 罰 の 方 は 、 た と ぇ ば 、 民 族 の 上 筐 亡 の 様 な も の で ある が 、 こ れ ら は 中 然 の 通 
常 の 法則 に 対す る 倍 反 行為 の 結果 と し て 生ずる の で ある 。 「 


注 13 [荘厳 な 日 の 刑 廊 」 は 、-- 国 家 の 火 褐 を 暗示 し て いる 。 


5 この 節 は 、 李 言 者 の 地位 を 王 張 する 者 の 真実 性 を 調べ る 為 の 確実 な 基 塗 を 具体 的 に 表わし て いる 。 
当然 の めこ と な が ら 、 あ る 行為 の 中 で 、 習 慣 や 気質 を 帝 し て 確信 を 得 た 入間 が 、 療 かめ 悪 か ども ち 5 か に 大 きく 変化 
する に は 、 非 常に 長い 時 間 が か か る 。 それで は イス ラム の 預言 者 は 意 示 を 受け る 前 、 全 く 公正 な 人 間 で あっ た だ 
の に 、 い か に し て 突然 さて ん 師 に 変わ る こと が で きた の で あろ うか 。 そ ん な 事 は あり えな い の で ある 。 


は ンー 


第 十 芝 時 





る 以前 に 我 は お 前 た ち と 僅 に 過ごし た り ia 31 92 (py 2 ション ン 
に (の 7 NEWI い うい ひ Ap 

お 前 だ ち ま だ 理解 せ ぎ ざる か ?| と 。 ( 注 

14) 


18. アッ ラー に 反対 し て 虚偽 を 作り 出し 、 式 い oo 8 の シィ 

| は る の 計 を 放 島 な うし す る 者 より 科 す る 上 上 目 旧 目 上 2 
不義 な る 者 が あろ うか ? げに 罪人 は 決し (OO た いり | 
て 栄え を ざる で し 。 ( 注 15) 

19. 彼 等 は アッ ラー の 代 5 に 、 寺 に も 益 9 の あん る yy 3 の っ ーー プ っ タタ 2 プレ 

入っ pu 1 レ 和 1 PGI 

ら ざ る も 還 曽 し て 云う 、 1 これ 等 ea サビ 2020 
神々 は アッ ラー に 叶 す 6 表 符 の 者 な 9 ば 負 eESES の は 
り 」 と 。 去 え 、「 お 前 た もち は 天 地 に 在 る アッ 間 2 に 
ラー の 知 6 ぎ る 何者 か を アッ ラー に 否 げ ん OPEC 
ほす る か 7? 」 と 。 聖なる か な 、 ア デッラ ー は 2 
彼 等 が ア ッ ラ ー と 併せ 祀 る 神々 の 上 に 高く @ ら あめ ち MP 
いま し 給 う 。 ( 注 16) 

20. 人 類 は 初め ー つ の 生活 共同 体 な り し が 、 MG ES4FE 5uel5 時 四 仙 4 Al 5 
0 2 人 の 


2 。 アキ て み 1 デ ゆみ 
せり 。 も し 以前 に 光 の 主 よ り 降 き れ た る 言 Ao5C9 2 を oo GO っ CO AM 
葉 な か り せ ば 、 彼 等 の 争論 は すでに 判決 き 2 
れ て いた で あろ う 。 ( 注 18) (⑥① の ぁみ > の 


L る と くだ 
21. 彼 等 は 云う 、「 何 故に 主 よ り 畠 兆 が 役 に 降 き 由 HE の 3 バ ィ ン ED 65 
れ ざ る か ? 」 と 。 云え 、「 不 可視 な も の は た を NO 





肖 : 15 この 節 は 、 二 つの 永遠 の 真実 を 中 らし 出し て いる 。 (8) 軍 に つい て 嘘 を 作り 9 上げ だ た り 、 神 の 使者 達 を 排 
床 し た り 反 対し だ た りす る 者 達 は 、 神 の 懲罰 か ら 決 し て 逃れ る こと は 出来 な い 。 (5b) て ん 師 や 偽り の 預言 者 達 は 、 
彼 6 の 伝道 に 成功 する こと は 出来 な い 。 


注 16 偶 像 崇拝 の 真 の 原因 は 、 彼 ら の 創り 出し た 偶像 の 日 的 を 問 違 えて 理解 し て し まっ た 所 に ある 。 偶像 崇 
拓 者 は 、 人 人 間 と 神 の 美徳 駐 、 彼 自 自 の 生ま れ な が ら に し て 神 か ら 授 か っ た 人 筆 大 な 収容 力 と 素質 と 間違っ た 概念 
を 持っ て いる 。 彼 は 、 仲 介 物 の 助け な し で は 神 へ の 道 が な い 、 と か 、 神 は 、 す で に 神 に 近づい た 者 の 仲介 を 通 
し て で な けれ ば 人 人間 の 所 に 降り た も うこ と は な い 、 と いう 加 か な 信人 金 や いだい て いる の で ある 。 イ スラ ム 教 は 
これ ら の 観 令 に 両方 と も 極度 に 反対 する も の で ある 。 


注 17 彼ら は よこ し まな 考え で 、 補 の 才 理 者 達 に 反対 し て 一 牙 団 村 し た の で あっ た (2 次 214 節 る 


汐 


肖 ) 


まま トト 2 


注 18 この 言葉 は 、 次 の 意味 の りう ちの - - つ ある い は 全て を 示す 可能 性 が ある 。 即 もち 、 人 (34) は 、 正 し い 道 を 見 
つけ る 能力 を 人 に 与え 、 嘱 示 る れ た 折 導 を 帝 し て そこ へ の 方 操 を 示さ れ だ た が 、 彼 ら は その 道 を 捨て 、 訓 っ た 方 
向 に 落ち こん で し まっ た だ 。 (b) 和 人 は 、 神 の 使者 達 や 通し て 正しい 道 や を いつ も 示 き れ て いる の だ が 、 人 間 達 の 中 で 、 
意見 を 典 に し 続け て いる の で ある 。 (で) 箇 よ り の 使者 達 に 反対 し て 、 不 信仰 者 傍 は いつ も 同道 を た どり 、 こ う 
し て 一 つの 共同 体 を 形成 する の で ある 。 古来 ずっ と 、 彼 ら は 神 よ り の 使者 達 に 反対 し 、 記 見 や 異 に し て いた の 
で ある 。(2 草 214 節 需 ) 
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注 19 
モハ ッ マ ド 預 言 攻 は 、 


乙 
ー キ ーー 


だ アッ ラー に の み 属 す 。 さ る れ ば 待て 、 我 も 
生生 おれ な 
19) 

上 第 二 項 
拓 難 に 道 いた る 後に われ ら が に 総 奄 を 
に 対し て よ か ら ぬ 企 み を な す 。 ( 注 20) 去 
え 、 2 の 2 の 方 が 全 計 に お いて は より 
迅速 な り 」。 げに われ ら の 使徒 な ち は お 
前 た ちの 企み を すべ て 記録 す 。 
彼 こ を そ は 前 だ ち を 陸 に 海 に 旅 せ し せ も 方 
な り 。 お 前 だ ち 船 た 乗る や 、 和風 彼 等 を 夢 
び 、 彼 等 之 を 喜ぶ 。 然 れ ど も 双 風 色 ち 船 を 
用 い 、 濾 浪 四方 より 追 り 来 た れ ば も は や こ 
れ ま で と 思い 、 條 等 は 月 ら の 宗教 を 浄化 し 
て アッ ラー に 新 っ て 云う 、[ 流 も し 我 等 を 之 
ょ り 救 わ ば 、 我 等 必ず 感謝 を 捧げ る 者 た ら 
ll お 。 ( ま 21) 


然 れ ども 彼 等 数 い 出 き れる や 、 見 よ 、 彼 等 
は 地上 に お い て 不法 に も 不 行 跡 を 行 う 。 浴 
等 よく 聞け 、 ゎぉ 前 た ちの 不 行 蹴 は 現 玉 の 計 
楽 を 求め て 己 れ 自身 を 害する に 過ぎ ず 。 然 
る 後に お 前 だ ち は わ れ ら が 許 に 帰る 。 その 
時 われ ら は お 前 だ た ち に 、 お 前 だ ちの 人 為 せ し 
こと を 語り 聞か せん 。 


彼ら 


いか が な る こと か と 。 


ヨナ 


と レッ 2200 と ャ ン ン * q 92 ノ 
(GE の 香 411 
うと EAC 作 4EICHRGEY 


る 1302 て ン 
ウン 


の bdeg 多 2 
oy し o885 
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移す る る 癌 る 
と イン TI 
と 2 33E653 北 

ON 


5CS8 あの 255o 区 


KGWE あ の 1 YA 
の oO 


アッ アッ 2 ン 2 グー プ ケタ 1。 


放つ IF と 4 

5 を oe 

PS もなか 人 5 の UM 
@6 和 3 


この 節 は 、 不 信仰 者 達 が 、 早 〈 懲 劉 が 来 な い の か と 要求 する の に 対し て の 効果 ある 回 答 を や 合 ん で いる 。 
に 次 の よう に 法 う よう に お 告げ を 受け だ 。 
背 立 つべ き は 、 彼 ら 5 で は な く 、 モ ハッ マ ド 預 言 莉 自身 で ある 。 と いう の は 、 
きれ て いる の は モハ ッ マ ド 括 言 者 で あっ て 、. モ ハッ マ ド 頂 言 者 が 神 の 命令 を 辛抱 強く 待っ て いる 
待て な いと いう の は 、 


恐る で き 懲 且 の 到 米 が 遅れ て いる こと に 
この 遅れ に よっ て あざ けり に る ら 
の に 、 披 ら が 


注 20 慈悲 は 神 か ら も だ らき され る が 、 不 過 は 己 和 れ の 邪悪 な 行為 の 結果 で ある 。 
注 21 心地 良い 風 が 時 に 激しい 強風 し な っ て 、 広 爺 囲 の 破壊 を 招く よう に 、 不 信仰 者 達 に 許 き れ て いる 一 時 
の 休息 は 、 彼 ら の 破壊 へ の 前 奏 曲 を な る か も し れ な い 。 


の 安 深 と 希 険 に 彼ら の 注意 を 引く の で ある 。 


0 アー 


この 明白 な 真実 を 不信 仰 者 達 に 色 感 きせ る 旋 に 、 


航海 


ャ 
C 
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沈 ヨナ 


25. げに 現世 の 生活 は 、 肖 伴う れ ば われ ら が 天上 244 当 Cl の 間 CC 
ビ 多 





ょ り 降 す 雨 の 如 し 。 人 や 家 が 食す る 地上 の 5 2 2 の 22 の 

産物 は 雨 ほ よく 混 り 、 FN 生か っ ISU sos >)| らい は る 5 

に まとい 美しく 装い を こら す や 、 そこ に 住 レイ ンス タラ 2 ア ニーク ラン ぅ っ OS1 TS 廷 タ 人 

む 人 間 は 大 地 を 支配 せり 思う 。 然 れ ど も うい ooJl ら oei SL 2 

われ ら の 命令 が 居 夜 の 別 な く -- た び ] レ ! の アイン ニッ ター トッ タン イン ラン ン る 
和 和 2 ED 


ば 、 昨 日 まで の も の は な き が 如く 刈り 入れ ン 。 
の 中 挫 ざ させ しむ 。 わ れ ら は か く の 如 く 反 CNSdog 
省 す る 人 々 の た め に も ろ も ろ の 神 光 を 説き 


に 


レ 1 〆 ノ ス 8 届 UM 
Oct 5 


、 9 に 3〆 19 る 。 どら 
あか す 。 ( 注 22) 2 陳 和 PC 
26. ア ッ ラー は 平安 の 住居 に 千 し 給 い 、 お 気 に 所 人 829 ふ 2 人 050 者 
召す も の を 正しき 道 に 導き 給 う 。 し スナ 
の にゃ 


27、 敬 行 を 為 せ る 者 に は 、 こ よ な た き 報 奨 と 、 この 22 タ ラン ッッ ン ン の 4 トッ タタ フタ イン 2 
2 光 98 5 っ いう 5 ed こっ 1 ら AU 
加 う る に 祝福 ある で し 。 彼 人 等 の 面 に 結 Mg の * ン ル 


叱 き も 届 氏 の 座る な し 。 彼 等 こ を は 楽園 の 【 和 ス な ムタ IOMPEA ま ME 
住人 、 その 中 に 永 造 に 住ま ん 。 


ン み ン 


②⑨630M 
28. る る に 悪事 を 約 せ る 者 に は 、 そ の 意 事 に 兄 ME AZ CI bd の 5 
谷 う 応報 あり て 屈辱 に 覆 わ れる で し 。 何人 5 


レン ma 。 ぅ アン 
も アッ ラー の 郊 り か ら 彼 等 を 守ら ざる べ Eu あの 0 649? 
し 。 $ れ は 人 彼 等 の 面 は る ながら 夜 の 暗 脚 に 


ヤレ フ 。 タタ タラ タタ タン ェ 1 
李 わ れ た る 如く な る べし 。 彼 等 こそ は 業火 GPU2 導く うこ 


ぁ ン 


を の 中 に 永遠 に 留まら ん 。 ( 注 MV 
29. わ れ ら が 彼 等 を 皆 と も に 集め ん その 日 を 忘 ば 4 le 3 ラッ ン タタ タッ ン ション 

れ ま い ぞ 、 わ れ ら は そこ で 神 に 入 押 を 配 し ラダ ツ ぱ ンー アー アン 

た る 徒 汎 1 に 夫 わん 、 「 己 が 場所 に 控え お れ 、 2 る 2 2 てい 1653 る OO 2 

な 前 た ち 並 びに 入 神 た ち は 」 と 。 状 る 後に 0 

われ ら は 両者 の 間 を 隔 つ べし 。 す る と 他 多 Deo66 和 の 

た ち は 去 わん 、「 お 前 た ち が 農 拝 せ し は 我 等 

に 非 ら ぎり し か ? 








生 22- だ と え 話 の 中 の 教訓 で は 、 民 族 が お ご り 、 空 と な り 、 命 を 軽々 し く 取 る よう に な る と 、 役 ら 5 の 天 退 は 
始ま り 、 ち ゅ う 沙 し て ゆく の で ある 。 

注 23 この 新 は いく つか の 重要 な 真実 を 表わし て いる 。 (83) 善 の 報い は いろ いろ ある (前 の 盆 参 照 ) が 、 悪 の 
引い は 、 悪 と 人 通 っ た も ぁ もの だ け で ある 。(⑪) 神 の 探 を 破る 者 達 は 、 0 
《 く なり 、 あ ら ゆ る 宣 導 力 を 失 く し 、 決 し て 指導 者 に な る こと を 紀 ま きず 、 単 に 他人 の 模 條 者 と な る の で ある 
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家 十 


っ テ ニ 


夢 ・ 
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95. 


我 等 とお 前 だ た ちの 関係 は ナッ ラー ー の 御 証言 
で 充分 な 5。 我 等 は お 前 た ちの 紫 拝 を 誤 も 
気づか ざり き | と 。 


を こ に て 各 人 は 先 に 総 験 せ し # 『 人 の 何 ん だ 
る か を 悟ら ん 。 醒 し て 彼 等 の 正 の 主たる 
アッ ラー の 許 に 引 戻さ れ 、 彼 等 が 提 造 せる 
すべ て は 消 減 サ ん 。 ( 注 24) 

第 四 項 
云 ん 、「 お 前 だ たち の だ め に 天地 より 食物 を 供 
給 す る は 誰 ぞ ? また 、 誰 が 耳 や 目 ! に 権能 
を 授け 給 う た る や ? 死 か ら 生 を し 、 生 
に 死 も も だ ら す 者 は 誰 ぞ ? 万 物 を 摂理 す 

る は 誰 ぞ 『 役 等 は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー な 
り | を 。 然 ら ば 云え [お 前 た もち アッ ラー ー の 
保護 を 請 わ ぎ ざ な 反 K が か がり 」 た を 。 
この よう な 御方 こ を ぉ 前 た ちの 契 正 の 主 
グー が りり 。 真理 を 捨て だ る 後に 残る も 
の は 迷 誤 に 非 ず し て 何で ? 然るに ぉ 前 た 
ち は 何 故に 真理 か ら 顔 を 背け る の か ? 


か くし て 、 反 逆 の 徒 勤 は 信 ぜ ざる べし と 丈 
ぇ る 主 の 言葉 は 真実 と な れ り 。 


云え 、「 お 前 た ちの 偶像 神 の 中 で 、 誰 が 創造 
を 起 し 、 然 る 後に 之 を 繁殖 させ 得 る か? 」 
と 。 云え 、「 創 造 を 起 し 、 然 る 後 に 芝 を 策 殖 
きせ 得る は 、 た だ アッ ラー の み 。 然るに ぉ 
朋 だ ち 何 故に 背 き 去る の か 7? ま 。 ( 注 
25) 「 
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@o655NIOS7 多 5923 


KS 1 6 lE RI て AR 4 


プッ タン 2 タ ゅ ど 
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クン タタ ュ ン 
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3 う も ンス ラッ て アー し ンー タン レン > レン リア 
Soon と 
プン 22 うす タ 、 プ ッッ 9 る 


の Cy ち の) 
る ン ッ ン 32 も 
人 35338。 AE は の 0 


る 3 SG 


了 3589562251d8 に 生 9 1 
ンプ バン る 
es 胡 





この 様 に 了 数 落 し 、 神 の 怒り を 所 いて し まう と 、 
為 と 罪 は 、 
注 24 

完全 に 取り 除 か れ 、 
注 25 
擬 四 は 重大 な 反対 と な 
の 節 は 信 像 崇拝 者 達 に 尋ね る 。 役 ら が 神 と 呼ん で いる 省 達 の 中 で 、 


この 肝 で 、 完 全 に 物 の 哀 実 を 理解 し 、 


惜 る こと は 人 に は 与 た られ て いな い 。 あ 
を の 物 の 真 の 次 が 明らか に きれ る の は 、 


彼ら は 神 の 救い を 内 く し て し まう 。 (悪事 を 行う 者 達 の 不正 行 
長く 隠し て お く こ と は で き な い し 、 遅 か れ 早 か れ あ ば か れる の で ある 。 


ら ⑳ る 物 か 6 ら お お おい が 
次 の 世に な お いて の み で ある 。 


創造 主 の 黄 の 試練 は 、 神 が すでに 作り た も うた 物 を 、 再 び 作 る こと が で きる 能力 で ある 。 る きも な くば 


け て いる 再生 の シス テム の 創り 主 で ある の か と 。 


り 、 と ん な べ て ん に も ゃ も する こと が で き て し まう 。 こ の 神 性 の 試練 を 規定 し た 後 で 、 こ 


誰が この 創造 と 、 こ の 所 の 初め から 働 き 続 


で ーー 





第 十 章 思 
36. 云え ん 、「 お 前 だ ちの 偶像 神 の 中 で 、 誰が 真理 82 2 る の 
に 導く か 7 と 。 云え 、# 長 理 に 導く 者 は アッ IdIGu3 は ゃ 2 6 
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38 , 


39 . 


40. 


41. 


42 . 


注 26 
が いわゆる 神 と よん で いる 者 達 は 、 
この 節 は 、 不 信 宛 者 達 に 挑戦 し て いる 。 ク ルアー ン が 持っ て いる よう な か 優秀 き を 備 を た だ た 本 が 、 
な ぜ 彼 6 ら は 暫 分 達 で 同様 の も の を 作成 し な い の か 。 


注 27 
が 提 造 で きる よう な 物 で ある な ら は ば は 、 
時 代 に ある 


ラー な り 。 然 ら ば 真 生理 に 導き 給 う 御 方 の 方 
が 追従 う に 値する の か 、 それ と も 避 れ 自身 
が 導 か れず ば 道 を 知ら ざる 者 | に 追従 うべ き 
な の か ? どう し た の か? 液 等 如何 に 判 
断 す る や ?1 と 。 

彼 等 の 多く は た だ 層 測 に 従う の み 。 真理 の 
前 に は 憶測 は 断じて 何 ん の 役 に も 立 だ すず 。 
げに アッ ラー は 彼 等 の 所 業 : を 知生 し 給 う 。 
( 注 26) 

この クル アー ン は アッ ラー 以外 の 者 に よっ 
て 案 出 きれ だ た る も の に 非 ず 。 そ れ ど ころ か 、 
それ 押 前 に 古 み し 啓示 の 不足 を 満た だ た し 、 完 
全 な る 法 の 隊 明 な そ は う 余地 な きも る 
の を 。 万 物 の 主 ま より 下 し 過 わ れる も の な り 。 


彼 等 が 「 彼 之 を 程 造 し た る か 2? 1 と 云う な 
ば 、 云 え 、[ 然 ら ば こ れ に 上 類する 一 意 を 作 
り 、 ア ッ ラ ー 以 外 に お 前 た ち が 見 い だ し 得 
る 者 に 助け を 求め ゆ よ 、 も し お 前 だ ちの 言葉 
が 真実 な ら ば | と 。 ( 注 27) 


いや 彼 圭 は 、 - 目 分 だ た ち が 理 解 し 得 ざり し も 
の 、 並び に 未だ を の 深い 意味 を 示 $ れ ぎる 4 
故 を も っ て 拒否 けた り 。 だ が 見 よ 不 義 者 の 
末路 が 如何 な る も の な り し か を ! 


彼 等 の 中 の 或 る 者 | は 之 を 信じ 、 まだ 他 の 者 
は 之 を 信 ぜ ず 、 る れ ど 主 は 害悪 を な せる 者 
を 妥 知 し 給 う 。 
紫 五 項 
5 し 彼 等 が 液 を や 嘘つき よ ば わり する な ら 
ば 、 云え 、 | 我 が 所 楽 は 我 が た め 、 お 前 た ち 


1 Ei 3 BAURC0 
る る ォ ン 


5 32081 G い の Cl oO こ ) 
egs 


だ EIDUIB 66 スッ 


タン タン 作っ ン ラリ ン 員 グ 2 
(の TK 5 なじ 08) 牙 りこ ラ 
Ao2 eS06 SWG5 


M レ 」 グ っ ah 3? アプ プン う う る し 人 うる 3 りり デ 
SAICe5340o oe 583 
= アッ ンジ ュ ッ デア ッ ン アン 


@ oull oe 8 こう 


内 8 う 2 の 


時 ゆ ひめ 


kt ン タッ タン 。 ン 


了 U oO あ る 

の ⑨Gu5A31 lo ら め の っ ク し 1 

タク PC 人 っ 19 2 2》 る ン 

bt 12 LA 人 ン 1 (6 

OB 83 の IGGY 
レイ ま 和 RE の プ y 

@ ら ouM5l SC 


あー 2 2 2 タラ る ラッ ラ タ 2 と ター タタ ラズ ァ タ 2 
子 テ ゃ デ 
じ の 263 すら 2062 う も の う お の うる 
と レッ 、 2 人 タイ クン ンタ ン / 
9 yuu ビ 念 


KA ン レ ラロ グン 55 SIN 
TOPYK 人 ED 


アッ ラー 雪 外 の 神々 を 信じ る 者 達 が 持つ 信念 上 と 見解 は 、 単 に 空 起 と 推測 か ら 生 じ た も の で ある 。 彼ら 


(4 も 委 早 )。 


ー32U 一 


彼ら に 何ら 5 指針 を 明示 し だ た こと が な か っ だ か ら で あ る 。 


$ し 人 人 
この 挑戦 は あら 5 ゆる 


っ 信和 ず さ 


第 十 芝 





ヨナ 
の 所 業 は お 前 た も の た だ め 。 お 前 だ ち は 科 が タン タン ( ン ッ ン ン タラ ン ン ンー し っ タン 
所 業 に 関係 な く 、 我 は お 前 た ちの 所 業 に の ou の ON 
関係 な じ 』 。 

43. 彼 等 の 中 に は 流 に 耳 を 傾け る 者 あり 。 然 れ AIP の CFGKR MK 9 な 29) 
ども 理 解 し 得 ぬ 却 者 を し て 聴か し めん と す 5 5 
2 の 6 りあ 93 

44. また 、 彼 等 の 中 に は 流 に 目 を 向け る 者 あり 9。 YA の 5 る も う 
然 れ ども よし や 彼 等 見 え ず と も 、 そ の を 助 デュ ウン 6 ジ う 
け 導 か ん と する か ? 9 者 


46 . 


48 . 


注 28 
きた 。 そ れ ら の 節 の 中 で は 全て 、 そ の 事 は 文字 通り この 世に 実際 に 
名 け だ 仕事 に 費やし た 時 間 の こと で ある 。 彼 ら は 仕事 を 怠け て 人 人 生 を 無駄 に 使っ 
彼ら 6 は この 世に だ っ た だ 一 日 し か 生き て いな か っ だ と いわ 


め ら れ て いる 世俗 的 な 用 吾 や 、 避 
だ の で 、 だ と ぇ 役 ら が 


げに アッ ラー は 決し て 人 を 害 $ る ず 、 害 する 
は 、 伺 れ 自ら 5 な り 。 


アッ ラー が 彼 等 を 召し 寄せ 給 う 日 、 役 等 は 
ES 
如く 思わ ん 。 彼 等 は 互 に 相 い 誰 め アッ 
ラー と の 会 見 を 和 否 定 し 、 暫 導 に 科 り し 
者 は 確か に 失敗 者 な り 。 ( 注 28) 


. われ ら が 彼 等 に 契 蹴 せる こと の つ か の 履 


行 を 液 の 生 着 の うち に 元 せ よう と も まだ 
見 せる 前 に 液 を われ ら 6 が 許 に 台 し 寄せ よう 
が?、 ど の みち 役 等 1 は われ りら が と ころ へ 謝る 
な り 。 され ば 液 、 来 世に お いて も 予言 の 履 
行 を 知る べし 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 が 為 せ る す 
で て に つい て 立証 す 。 ( 注 29) 
どの 民族 に も 一 人 人 の 使徒 あり 。 さ れ ば 使徒 
が 現れ 出れ ば 彼 等 は 公正 に 裁 か れ 、 不 当 に 
過 せ られ る こと な し 。 ( 注 30) 


[< 8 区 る っ MI 
に デ 503 ゃ っ GEAUDN25 


9 2 プー ぁみ ンタ ラン 
9 〇 の る ーー 


| 
3 32 し | 4 人 タタ アスラン レッ ン ン 
ある 2 の の る の う 


( 埋 代 の タン ン クレ リン アイ, 
時 と OS の の Gu 
の Oo し う 


ES スス 3 アッ ン ろ ン 


ゆい っ ル 2 つら や 5 は 3 


タル レ ョ ン ん る 外 ラオ 。 


の OO 0 し お 26 っ う 2 


ミア メア 2 ア 04 22229 ン テン ンタ g タ 了 
242193 


の ie 
の ンプ 56 IO レン ル > ン 
ン 297 2 の レン ウゥ 


(の TOTWUT に (休ま パ 3 ちこ 3 


不信 仰 者 達 の こと は 、 ク ルアー ン の 中 で 、 た だ 居間 の 一 時 間 だ け こ の 世界 に いた と 何 回 も 述べ られ て 


実際 は 何 年 も 生き た と し て も 、 


れる の は 正当 で あろ う 。 


注 : 29 
取り 消 る きれ る こと が ある 。 一 方 、 
て (まだ さて 。 
ぃ い 。 この節 は 、 
注 30 


この 節 は 、 番 要 な 原則 を 定め て いる 。 迫り 来る 


周 に 。 


この は 律 法 を 定め る 預言 者 に 関係 し て いる と 人 え られ る 。 


を 制定 する 預言 者 が 陵 を 築い て いる か ら で あ る 。 


いた だ 時 間 の こと で は な (、 周 黙 の うち に 定 


盤 六 に つい て の お ど し と 警告 か ら 成 っ て いる 了 根 言 は 、 
一 毅 的 な 特性 を 持っ た 約束 を 含ん で いる 預言 で 、 特 定 の 預言 者 に 依頼 する の 
全て の 預言 者 達 に 依頼 す る 一 般 的 所 を 具体 化し て いる 頂 言 は 、 取 り 消 る れ だ た り 無 効 に なか っ だ た り し な 
全て の 項 言 が 実現 きれ る まで に 時 間 制 限 が 必要 の な いこ 上 を 示唆 する の で ある 。 


な ぜ な ら 、 全 て の 款 教 上 の 律 法 は 、 律 法 
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紅 1 FE ヨナ 
49. 彼 等 は 云う 、 「 お 前 た ちの 言葉 が 真実 な ら の の る を タッ 22 ブイ ユン レラ タッ タ ン 
7 CAS JULO AL 』 2 
ば 、 こ の 威 蹴 は 何時 履行 きれ ん や ?」 と 。 リン ン OUOe ひ ぁ の っ らら う 
50. 反 を | アッ ラー 欲 せ ぎれ ば 、 我 は 選 れ の 利 LEI9S 2 2 MI の 時 
害 を 挙 所 する を 有 せ ず 。 ( 注 31) それ ぞ ドン 
人 と どう エレ クン て ッ ダ タン ンー ン ュ ウ レン ニン 2 。9 
れ の 民 に 定め られ た 期限 あり 。 その 期限 玉 Op み caOB eoAe し に 8) 人 
れ ば 、 彼 等 瞬 時 た り と も 遅 ら す こと 能 わ ず 、 92 2 
また 早め る こと も 態 わ ず 」 と 。 の 6 め uo つり 5 に 
51. | 用 に 款 えよ 、 し 彼 の 3 銘 副 が 或いは ^ 人 し ン Z を アノ リン っ 。 2 ダ 上 32 
| て | 
夜 に 、 或 い は 其 ! 0 れ た る と き 、 居 人 に DS の IP 
は それ か ら 如 何 に し て 逃げ 出さ ん? ( 注 og か 42 Os 9 
32) 
52. それ が お 朋 た だ ち に 隊 り 9 か か る に 及 ん で 初め 0 ッ ア ノン ニー ン ! 人 52 06 
て お 前 た ち は 逐 を 信 ぜ ん と する か ? 何事 0 っ も 21 !3 
ぞ 、 合 に な っ て 信ずる と は ! お 前 だ ち は ンス オー タン の 
2 
以前 、 を の 到来 の 速 か な らん こと を 要求 し Ooceo 
た で は な いか が か? 1 と 。 
53. その 時 不正 を 為 し た る 者 ども は 、「 永 却 の 酒 JAXA30OIOCU5325 < る 箇 全 8 
前 を 味わえ 。 お 前 た ち は 自ら 稼ぎ し も の に 対 
アッ 9 の うる の ーッ ング 2 の 
し て の み 返 報 き れる に 非 ず や 」 上 云わ れん 。 ee 3, IO53sS 
54. 彼 等 は 次 に 問わ ん 、「 を は 真実 な る か ? 」 と 。 を 3 ン イ (人 ッ っ 2 
か 二 、 う ンタ る ン アグ > トン タン ン 
ぶ え 、「 然 り 、 主 に か け て ! これ は 実 な CE ) 9 う 3 9 ば み OKAC 
0 り 。 お 前 た ち は そ れ か ら 逃 ぐ る 能 わ ず 」 と 。 ルン 
の ゆっ HIVY 
( 注 33) @ 1 9 
上 第 六 項 
55. も し 不義 不正 を 行う 者 が 地上 の 一 切 の も の クツワ コア 
を 所 有 し た な ら 、 必 ず そ れ を 以 て 罪 を 贈 わ っ ら osISbeb ら きめ らら 2 
ん と せん 。 ま た 刑 六 を 日 の あたり に すれ ば 、 OO bo 42u0b8 3 FeW 
良心 の 昔 次 を 表明 せん 。 な れ ど 審判 は 公正 0 2 
に 下さ れ 、 彼 等 は 決し て 不当 に 出 せら 6 れる OO 32528 計ら 
こと な か る で し 。 
注 31 この 節 は 、 不 信仰 者 達 の (前 の 節 で 述べ た ) 向 凡 に つい て の 要求 に 対す る 隔 答 を 表わし て いる 。 モ ハッ 
マ ド は 、 彼 6 に 次 の 様 に 質問 する 様 命じ られ る 。 役 が 、 彼 自身 に 普 を な し たり 、 彼 か ら 邪 可 を を らし た りす る 


力 を 一 切 持 だ な ぃ い 時 に 、 


注 32 
ど 、 無 駄 な 議論 に ふけ る べき で は な く 、 


様 替 力 すべ き で ある 。 


33 


あな た 達 は 、 それ か ら 逃 れる こと は 出来 な い 。 


と の ょ うに し て 彼ら の 傾 前 の 要求 を 満 よ すこ と が 出来 る の か と 。 


この 節 は 、 不 信仰 者 達 に 対す る 非 黄 に な っ て いる 。 彼ら は 、 懲 凡 が いつ 来 る の か と か 、 
彼ら の 人 生 に 健全 な 変化 を 与え を る こと に よっ て 、 を その 徐 凡 か ら 逃 れる 


どん な 形 か な 


と の 上 味 。 


ー3 の の ーー 


ES は 


Pi 
5 
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ET 





50 . 


9 . 


60. 


61 . 


62 . 


計 34 


な が ら 、 


流 等 知れ 、 お よる 天地 の 間 に 存 在 す る も の 
は アッ ラー ー の 所 有 な り 0 ン 2 の 約束 は 
護 突 な る こま を 知れ し 然るに 大 多数 の 者 
は 之 を 知ら ず 。 


900 お 前 だ ち 


皆 い ずれ は 彼 の 許 に : 連れ 戻る きれ ん 。 


お お 人 々 よ ! 主 よ りお 前 た ち に 訓 戒 が 降 
いり 、 ま た 心中 の 病 い を 癒す 良 薬 と 、 信 者 
へ の 箸 導 と 慈 卓 と が 。 


云え 、「 師 に アッ ラー ー の 思 恵 ほ 上 その 慈悲 ! 
ょ より て 。 を そこ に 、 そ れ に よっ て 、 役 等 を 居 
ば し め よ 。 それ は 役 等 が 秘蔵 し た も の より 5 
優 る ] と 。 
云え ん 、 | アッ ラー が お 前 だ もち に ドド し 賜 え だ た る 
食物 の うち 、 お 前 たち は 惑 る も の を 禁じ 、 
或 る る の を 合法 ほな せり 5、 こ の こと を お 前 
たち 考 ん だ こと が ある の か 7? 」 と 。 云え 、 
[アッ ラー が お 前 だ た ち に を れ を 許し 給 う 
や 、 そ れ と も アッ ラー に 対し て 成 偽 を 叶 え 
る 気 か ? 」 と 。 ( 注 34) 
Dieukskhdk み ta 
活 の 日 を 吉 何 に 恩 案 する や や? アッ ラー は 
SRC な 
等 の 大 多数 は 感謝 せ ず 。 
第 七 項 

次 が 何 か に 失 わ り 、 ク ルアー ン の い ず こ か 
を 千 い まだ お 包 だ た ち が ど ん な 仕事 を し よ 
うと 、 お 前 だ ち が そ れ に 愛 中 に な っ て いる 
こと を われ ら は 生計 す 。 また 地 取 に 在り 、 天 
に 在 る も の は 、 た と い 艇 呆 の 重き で も 液 の 
王 の 日 より 逃れ る こと E わ ず 。 それ より も 


次 食 は 入間 が 第 一 に 必要 と する 物 で あり 、 
ある 物 は 律 : 寺 に か な い 、 


3 1 


この 点 で 人 を 導く こと は 宗教 の 最初 の 義務 で あ 
他 の 物 は 律 法 に か な わな いと 宣言 する の に 
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CN JE 和 SO と の 52 


も し に か し 
は 、 医 学 的 、 道 徳 的 、 款 教 的 な 根 


拠 が 当然 で ある 。 イ スラ ム 教 は この 点 必要 な 教訓 を 規定 し て いる の で ある 。 
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第 | 0 
小 な る も の も 、 或 い は 大 な る も の も 逃れ 5 295 の スク 北 Sm 395 
れず 、 共 く 載せ て 明 典 の 中 に あり 。 ( 注 - 上 
35) の てる て うら 


6J. 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


見 よ 、 アッ ラー が 居 脱 護 する 者 は 、 恐 需 も 
けれ ば : 悲哀 も な か らん ( 注 36) 


信仰 する 者 並び に 正義 を 守る 者 は ーー 一 





役 等 に は 、 現 世に お いて も 来世 に お いて も 
期末 あ り 。 ア ッ ラ ー の おぉ お 言葉 に は 変更 な し 。 


そ を は 大 成功 ぞ か し 


彼 等 の 言葉 に 炊 心 を 痛め る こと な か れ 。 権 
能 貯 党 は 工 く ア ッ ラ ー 所 有 な り 。 彼 は すべ 
て を 聴き 、 す べ で て を 知り 給 う 。( 注 37) 


見 よ 、 大 に 在 る 5S の 地 に 在 る も の 背 ア ッ 


ラー の 所 有 な り 人 以外 に 他 の 神々 
を 祈る 者 は 、 実 に 併せ 祀り し 神々 に 従う に 
非 ず 。 彼 等 は た だ 憶測 に 従う に 過ぎ ず 、 推 
介する の み 。 

彼 こ そ は お 前 た ちの 休息 の た め に 夜 を 設 


け 、 まだ た 仕事 に 従事 する だ め の 光 5 輝く 呈 

設け 給 う だ 御方 な り 。 此 の 中 に は 神託 に 
耳 を 傾け る 人 々 へ の る ま ぎ ざま な る 神 兆 あ 
り 。 ( 注 38) 
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注 35 ある 物 は 、 小 さい が ゆえ ぇ に 隠れ だ た まま に な っ て いる 
も ある 。 神 の 視力 は 、 非 常に 鋭く 見 抜く 為 に 、 ど ん な 物 も 、 
な いし 、 神 の 視力 は 非常 に 理解 力 が ある 為 に 、 


れる こと は 出来 な い の で ある 。 


計 36 | 慈 


37 


いる 。 吾 実 、 モ ハッ マ ド の 直し み は 、 息 分 の 為 で は な く 、 


浜 を 流し だ の も 人 類 の 為 で あっ た (18 章 7 


注 38 
る の と 同様 に 、 
り 、 人 人 々 は 気持 ち を 新た に し 、 


朗 参 照 )。 
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6 貢 で は 神 の 友 は 決し て 悲し まな いと 寺 わ れ だ が 、 こ 
他 の 人 人 の 為 で あっ た だ 。 彼 は 悲し み の 声 や あげ だ の も 


夜 は 、 人 人 の 疲れ きっ た 身体 が 回 復 す る の に 必要 な 時 間 で あり 、 
民族 の 生活 の 中 で 、 不 愛 気 で 停滞 し て いる 期間 を いう の は 、 彼 6 ら の 体 息 と 
新た な 活力 を 喘 き 込む こと に よっ て 未来 の 仕事 の 水 備 を 整え る の で ある 。 


一 方 、 大 きい ぃ い 為 に 、 一 部 分 が 隠れ て いる よう な 物 


いか に 小さ く と も 、 神 か ら 憧 れ て いる こと は 出来 
大 きい 物 で あっ て も 、 


を の 物 の 一 部 分 た り と も 神 の 視野 か ら 逃 


れ 」 は 人 人 の 未来 の 行動 に 、[ 圧 し み ] は 入 の 過去 の 行動 に 関連 し て いる の で ある 。 


こ で は モハ ッ マ ド は 沸 し まな いよ う 人 命ぜ ら れ て 


次 の 日 の 仕事 に 備え る だ め の も の で あ 
と 回 復 の 為 の 時 間 と な 


Lt m | 訂 か am 
ヶ 1 


ヨナ 





69. 


70. 


ん 。 


2. 


(3。 


注 39 
て ある 。( 
の で ある 。 に) 


彼 等 は 云う 、「 ア ッ ラ ー は 子 を 生み 給 う た 」 
と 。 役 に 護 え あれ 『! 彼 は 折ら 満ち 足り 給 
う 。 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の 洒 く アッ 
ラー に 属す 。 お 前 だ た ち は こ の 件 に 関し て な 
ん の 権 成 も 有 せ ず 。 お 前 た ち 知 ら ざ る 《 せ 
に 、 ブ デッラ ー に つい て 語る 気 か ? ( 注 39) 
云え 、「 ア ッ ラ ー に つい て 虚偽 を 案 出す 者 
ども は 、 有 断じて 圭 い な か る で し | と 。 


彼 等 は 此 の 世 で 束の間 の 享楽 に 浴 き ん 。 な 
4 し ど その 後 わ れ ら 6 が 許 に 帰る 。 そ の 時 われ 
ら は 役 等 に 威 刑 酷 占 を 味 わ し めん 、 信 ぜ ざ 
り し が 政 に 。 
第 八 項 

抜 等 に ノア の 物語 を 詰 ん で 閉 か せよ 。 す な 
わ ち 役 が その 民 に 向っ て 均 え り 、| お お 我 が 
民 よ 、 も し も わし が 神 と と も に い る こと が 
気 に る わる な ら 、 また アッ ラー の 神 光 に 基 
づい て お 前 だ ち に 義務 を 喚起 する こと が 気 
に さわ る な ら 6 一 一 わし は アッ ラー に 一 切 を 
任せ る され ば お 前 た ち を の 併せ 祀 る 
神々 と と も に その 陰 謎 を 倫 い 起こ せ 。 お 所 
だ ちの { + 動 を 跡 端 する な か れ 。 わ ゎ わし に 対し 
て お 前 た ちの 陰謀 を 断行 し 、 猫 耶 を 与え る 
な か れ 。 ( 注 40) 


だ と い お 剖 だ ち が 背 
吾 前 だ ちか ら 報 本 を 請 
本 は アッ ラー の 許 に あり 。 





を 本 ける と も 、 わ し は 
うう 独 に 非 ず 。 我 が 報 
面 し て 我 は アッ 


(&) 神 は 、 衰 えと 死 と いう 法則 を 免れ て いる 。 そ 和 れ 故 、 
宇宙 の 事柄 を な す 時 の 助け た な る 息子 を 必要 と し な い 
いか な る 確証 に 


5) 神 は 、 自 ら 満 ち 足り た お 方 で ある 故に 、 神 が 生 


"ブッ ラー は 子 を 生み 給 


学 的 推量 や 悦 測 は る か に 越え を る る の で も な い 。 


注 40 


0 和 る 物語 で は な く 、 


あと の 節 で 述べ られ る ノア と モー ゼ と ヨナ の 三 預 言 者 達 の 
話 は モハ ッ マ ド の 人 生 に 集約 きれ て いる こと が わか る 。 モ ハッ マ ド は メッ カ で ノア の 、 
の 、 を し て 再び 戻っ た メッ カ で は ヨナ の 役 を 勤め ただ ので ある 。 こ の こと は 、 ク グル アー ン で 述べ られ て いる 預言 
モハ ッ マ ド の 人 生 に 起こ る 了 予定 で あっ た 重大 な ! 


こ 上 を 中 分 に 表わし て いる 。 
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神 の 仕事 を 引き 継ぐ べき 呈 子 を 必要 と し な い の 


も も と づい て いな いし 、 意 か な 哲 


記述 を 注意 深く 精読 する と 、 役 ら の 和信 生 の 
イナ て 5 デ 


来 事 に つい て の 人 厨 大 な 預 





ー に 喘 を 任せ る 莉 た る で きこ と を 命ぜ ら 6⑤ 〇 KAI デ プン 3 人 が イン 
放 WI ら の い ) 1* | 
れ だ た だ り 」 と 。 (入れ 1) ンプ の API < 
ト ッ ク アッ 79 プー ゥ デン ゥ デン ン 作 
74. 然るに 彼 等 は 彼 を 拒み し 故に 、 ゎ れ ら は 役 KENSTFPN 


ほ 、 彼 と 儲 に ある 人 人 々 を 箱 渦 に 救い た り 。 ノレ 2 
われ ら は 役 等 を われ ら が 籠 愛 の 相 読者 た ら 3 お SLI Ndt MUCH YR 


し め 、 ゎ れ ら の 神 兆 を 否認 に 7 が 者 ど も は 背 スス ュ ッ 加 
満 れ し め た り 。 さ る れ ば 見 よ 、 きき れ た る っ 3h を 放 gg 


者 の 末路 が 如何 に 反 た る か を 


誠 加 た 新 く て 彼 の 後に ー ヽ CN ( Eee の すめ so WS 『 ッ 2 つじ: 5 
便 徒 た も を 人 造 わ し 、 彼 等 に 明 証紙 せ し 
人 れ とも 人生 は 以 前 に それ を 拓 奉 し た が タン 80 


に 、 そ れ を 信じ よ ょ うと 欲 せ きり き 。 か く の 2 2 ンコ ョ レン 
如く われ ら は 罪人 の 心 を 堅く 閉ざす 。 ( 注 @ の os お 3 
42) 

76. 新 く て われ ら は 彼 等 の 後に 、 モー で ゼ 並 びに ン ラ ン っ 。 る 


う プ ロッ ウン ン 
い OO つうじ AoO る う 
アロ ン に われ ら の 神 兆 を 託し て ファ ラオ 普 GOO の 82o の 229 ゃ 2 


びに その 長老 た ちの と ころ へ 人 道 わ し た り 。 PTPWtCNRCN Wo 
所 れ ど も 彼 等 尊大 に 振舞 いた り 。 彼 等 は 罪 2 遇 
(失い 民 な りき 。 


ミエ 。 ん た に の ぅ 生 / ー メ ン 0 9 

77. わ 和 ら より 真理 が 役 等 に 至 に 彼 等 は う ェ jal K も 2 的 5 
う 、「 こ は 胃 白 な る 魔術 な り ] と 。 ( 注 43) 内 

⑨ 〇 いう 


78. モー ゼ は 云 を り 、「 真 理 が お 前 た ち に 至る る < の ンー マタ タス レ 
や 、 か て の 如き 言葉 を 云う か ? 魔術 と 2 区 eeu5 


な ? 魔術 師 は 栄え ぎる べし 」 と 。 の 620 5 


注 社 神 の 預言 首 達 に 対し て 、 い つも 出 き れる 意義 は 、 彼 ら は 、 自 分 達 の 指導 権 の 下 に 新しい 政治 制度 を 確 
立 し よう ょ 、 す で に 和 企 在 し て いる 政治 制度 に 対す る 反逆 の 基準 を 引き 上 ば げ 、 彼 ら の 同胞 を 支配 し よう と も くろ 
むと いう も の で ある 。 こ の 根拠 の な いと が め は 、 こ の 節 の 中 で 反 ば くさ れ て いる 。 神 の 子 言 者 達 は 決し て 自己 
の 権力 増大 を 求め いし な い 。 それどころ か 、 苦 し み と 泰 仕 の 道 を 選ぶ の で ある 。 


注 42 神 は 、 独 断 的 に 不信 爺 者 義 の 心 を 封 還 し た り は な きら な い 。 が ん こ て で 不正 に 神 の 言葉 に 耳 を 傾け る こ 
ょ を 拒ん で 、 真 実 を 見 て 受け 入れ る 能力 を 捨て 去 る の は 不信 仰 者 達 自 自 で ある 。 彼ら 6 は 自分 自 彼 で 邪 瑛 の 達 命 
を 作り 上 げ て いる の で ある 。 


注 43 明日 な る 魔術 (シイ フル と ょ ム ピ ビー ン ) と いう 二 つ の 筒 単 な 単語 の 中 に は 、 神 の 預言 者 達 の 敵 が 、 彼 ら 6 を 
敗北 きせ 、 て くじ か せる の に 使う 、 殆 ん ど 全 て の 策略 と 陰謀 が 必 さ きれ て いる 。 真実 の 敵 可 は 、 款 教 必 の 篤い 人 々 
に 新しい 教え は その 土地 の 宗教 を 腐敗 きせ る よう な 度 術 や ご ま か し 以外 の 何 も の で も な いと 云う 。 一 方 心 の 底 
で は 国 の 物質 的 利益 を 求め る と 告 折 する 愛国 者 達 に は 、 新 し い 教 え を 受け 入れ る と 、 国 の 中 の 異な る 共同 体 め 
間 で 紛争 や 不 協 和 が 生じ 、 国 の 団結 に 致命 的 な 打撃 を 与え る と 云う の で 、 彼 ら は 恐れ て 新しい 教え か ら 逃 げ 去 
る の で ある 。 
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社 44 
と いう 5 言葉 は 、 神 の 拓 言 者 達 と た 彼ら 5 の 上 臭 の 後継 者 達 の 説法 で は な か っ た 。 


っ て 広まり 、 勝 利 を や 収め ゆる の で あっ て 、 閥 偽 に よる の で は な い 。 


が 前 


. 彼 等 は 云 を り 、「 流 が 来 た る は 、 我 等 の 父祖 
の 率 ぜ し 信仰 か ら 我 等 を 肖 1 か し めん が た だ め 
な る か 、 面 し て ぉ 前 た も 上 兄弟 は この 国 を 支 
配 せ ん と 欲す る か ? され ど 我 等 は お 前 た ち 
両 名 を 信じ は せめ ぬ 」 と 。 


ファ ラオ は 云え り 、| 魔術 の 達人 た ち を 和 皆 我 
に 連れ 来れ 」 と 。 

魔術 師 た ち が 来 る や 、 モ ー ゼ は 彼 等 に 向っ 
て 云え り 、「[ 液 等 投げ だ た いも の を 投げ よ 」 と 。 


彼 等 投げ る や 、 モー ゼ は 云え り 、「 お 前 た ち 
が 弥 せ る も の は 、 単 な る 魔法 に 過ぎ ず 。 ア ッ 
ラー は それ を 無力 に せん ん 。 アッラー は 加 事 

を な せる 者 の 仕業 を 許さ きず 。 

たとい 悪人 ども が それ を 嫌う と も 、 ア ッ 
ー は 自ら の 言葉 に よっ て 真理 を 確証 す 」 
と 。 ( 注 44) 

第 九 項 

る されど 、 モ ー で の 展 の 中 の 少数 の 若者 た ち 

を 除い て 、 モ ー ゼ に 従う 者 は が か りき 、 フ ァ 

ラオ 並び に 長老 た ちの 追 害 や 恐る る が 故 

1 げに ファ ラオ は 地上 に お ける 禁 君 に し 

3 罪人 な りき 。 


モー ゼ は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 も し ち お 前 だ ち 

ァ ッ ラー を 信ずる な ら ば 、 面 し て 神 の 御 旨 

に 服従 する な ら ば 、 お 前 た ちの 信頼 を アッ 

ラー に 置き 夫 れ | と 

彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 信頼 を アッ ラー に 連 

ey 我 等 の 主 よ 、 我 等 を し て 不義 な す 
の 人 炎 郊 に 間 わ し むる な か れ ね 。 


お 慈悲 も て 、 我 等 を か の 不信 心 の 民 の 凌 虐 
より 救い 出し 給え を 」 と 。 


正 閉 は 、 


ーー 


その 普及 の 為 に 正しく な い 手 段 に よる 支援 を 必要 と し な い 。 


記 /5 
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の ICM01200 あ 33 8 
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ーー 


2 だ タプ うう ゃ マタ | う 9 ン ン イン ン 

ピン スン の 2 て の うう !②Y ッ ツ で い 

ノブ 2・ る レン 。 2 る アック 9 eS の 

と 6 
か 下 。 ョ ンプ 2 


es 2163 83565 JO 
33 MA NIS 2 グ | 。 19 
PB の rm 


2 ぅ 3 9 ジ プク る タレ 


⑨ 〇 間 


っ 沙 じい 2 アン 
ン つう 


7 


アデ 


9 2 っ う 


[終り は 手段 を 正当 化す 


真実 は 、 そ れ 自 体 が 持つ 強 る に よ 








補填 斉 ヨナ 
88. そこ で われ ら は モー ゼ と その 見 弟 に 告示 し ンー っ る リグ ノン っ デレ ーー 2 タ 2 ジッ ンプ 
本 いと 9 1 上 L と 3 の | | 
PO 1 稚 寺 両 名 、 お 前 だ ち が 率 い る 員 g 負 2 Se 
ye め 、 邑 中 に 住ま い を 定め 、( 注 45) IGE さら し 。 ICAO REN あっ 
家 も 同じ 方 向 に 面 し て 建て 、 礼 拝 を 遵 9 旨 
了 e デ 2 1 
RM 半 PP ec 導き 5 
と 。 ( 注 46) 
89 する と 、 モー ゼ は 云え 5、 「 我 等 の 王 ょ 、 液 (スイ フン 5 ン ュー ン 1 つる 匂 ン ノ 9 人 IHP 
SLS 5 の うら 51 IE めも 必 
は ファ ラオ た その 長老 た ち に 現世 の 楽 落と 00 II 
ん C < | プ 。 ラフ 2 アン グレ 。 
高 時 し を 賜 え り 。 主 よ 、 そ れ 故に 彼 等 は 人 々 Io MI た AIP を KO 
を 液 の 道 か ら 迷 わ に ぜ 。 に と 彼 等 の 富 財 2 2 レッ ン ン その SE 
Lu その D を 脆 間 に な し 給え 一 1 と CU 区 
ー 三 が グッ アデ う ン ャ 
っ グマ 時 2。。 ブッ アグ で タラ 2 イ ニー マン ラテ タッ ゥ プン プレン 
90.、 彼 は 区 た り 、「 お 前 た ちの 祈 某 は 聴き 容れ ら iss 
る 。 され は ば 液 等 両 名 診 愛 不 抜 た れ 、 無 知 な 2 
る 者 ども の 道 に 従う な か れ ] と 。 OONNEITOGTUPB 
91. か くし て われ ら は イス ラ エ ル の 子 ら を し て 3 ATG イラ タレ ャ ン 
海 を 渡ら し め だ り 。 フ ァ ラ オ と その 運勢 は 前 了 放電 ゆー 
が ぷ ぶ ゃ +、 ト HH = $ 。 mr ブダ ン ノ ? ン 〆 ン P クッ クイ トラ クン と 92 タ 5 し 
ぐ と ば か り 果 に 追 中 で し が 、 湧 死 を 533303023 ES 5 さら 
の 半 に 織る 752 ファ ラオ は 去 2 の あの パラ ウッ ンク 5 
えり 、「 イ スラ エル の 子 ら が 信ずる 方 の 外 eS 14098 Ac の 
に 神無 き を 信 ず 。 我 は 彼 に 服従 する 人 々 の レッ 226 レー レン 
一 人 な り 」 と 。 ( 注 47) OO8 AI 
92 . 何事 を 、 今 と な っ て 1 以前 流 は 服従 せ ず 、 ノ * の クック ウシ 
OO CN を ご いら と いい 3 
作 悪 者 の 一 人 な り し に 非 ず や 。 ⑨ ジ 8 @? 
注 45 町 に 住め ゆ ょ た いう 命令 は 、 イ スラ エル 人 が を その 前 に 荒野 に 住ん で いた ゆえ 出 き れ た と いう こと で は な 
い 。 この 人 節 は 、 た だ 、 文 其 化 し た 共同 生活 の 必要 性 と 有益 性 を 強調 し て いる に すぎ な い 。 弱い 少数 派 社 会 の 人 々 


は 、 大 都会 で は 集団 生活 を する と いう 一 般 的 な 傾向 が ある 


注 46 
時 に お 互い に 助け 谷 
近く か 又は お 互い 向かい 
けれ ば な ら 6 ない 。 そ の こと は 、 
(3}) 全 て の 家 は 同じ ょ うに 建っ て いな け 和 ば な ら な い 。 
皆 が ー つ の 集団 と し て 協力 する と いう こと が 諸 示さ れ て いる 。 
住み 、 あ る 者 は ひど いあ ば ら 6 家 に 住む も と いう よう な と ころ に は 、 


「 ど の 家 も 同じ 方 向 に 面 し て 建て る 」 と いう 言葉 は 次 の こと を 意味 する 。{1 
一 浅 に 住む よう 命じ られ だ 。 と いう の は 、 
合っ て 建て る 時 に の み 達 成 き れる か ら で あ る 。(2) 彼 ら は 全員 家 を 一 方 に 向け て 建て な 
比 @ 的 に 、 彼 ら が 共通 の 目的 又は 理想 を 持 だ な ね ば な ら な いこ と を 意味 し て いる 。 
そこ で は 冨 者 と 貧者 と の 間 に 真 の 同胞 愛 が 得 ら れる の で 


2 右 . よ うつ (は - 非 常に EAI5 


ある 。 


生 47 


これ ら の 言葉 は 、 


の で ある 。 


) イ スラ エル 人 は 、 必 要 な 
この 日 的 は 人 々 が 家 を 


な ぜ な ら 、 一 祉 会 の ある 者 は 宮殿 の 様 な 住宅 に 
真 の 同胞 愛 は 存在 する こと が で き な い か ら で 


誇り 高い ファ ラオ の 失墜 の 深き を 物語 っ て いる 。 


> 


D 計 w ヨナ 





93. され と 今日 われ ら は 液 を その 肉体 と 間 に 救 4 誰 K ッ ン 」 ン イン ンー レン フッ クタ ョ の ッ 
2 42 * * 5 時 1 る Mu ーm ア る 
わん 。 を は 次 を し て 液 の 後に 来る 人 々 へ の に ら ッ の ! で し J5 


人 た らし めん が た め な り 。 さ れ ど まこ は OGLEIPKKIKGE 
多く の 人 々 が われ ら の 神 兆 を 軽視 す 。 ii 3 
6 
第 十 項 2 う の 13 ン ンプ > ン ン クタ イッ シン: ンタ ン ン ラン クレ 
94. わ れ ら は イス ラ エ ル の 子 ら に 立派 な 住ま い dd の ME 介 R 


を 当て がい 、 いろ いろ と 佳 物 を 与え た り 。 の 鍋 衝 22 先 


陸 4 ee 
耐 し て 知恵 ゴ く まで は 彼 等 ほ 互 に 相 い 争う こ AUSIS CSS 63 


と な か りき 。 げに 主 は 、 復活 の 日 に な いて 、 IL 2 3 


〆 


彼 等 が 争い し 事柄 に 関し て 彼 等 を 審判 せ 
江 。 DIG 


くだ プッ や コン ラッ プイ る ろ ア レッ クィ ン レオ テン 
95. も し 湊 われ ら の 降 せ し も の に 疑い あら ば 、 CMAES UIE 必 EzeEScYGE 
流 細 前 に 経 暴 を 読 ゆ る 人 々 に 寺 ね よ 。 真理 


の フフ バン 2・ ラッ 。 の 1 の ンタ ン 2 
が 主 より 液 に 来 た れ り 、 き れ ば 断じて 疑う 9 gd2eo SO の IO うらら 


者 の 一 人 と な る な か れ 。 ( 注 49) CuC1C ラ る 旭 の あ 5 


96. また アッ ラー の 神 兆 を 拒否 する な か れ 。 き CC 名 0 EAN oolo み 8 う 3 


も な くば 、 流 内 敗者 の つ ご 人 と な らん 。 内 際 
⑨ooel ら 2 


97 . げに 主 の 前 が 決定 き れ た 者 は 、 信 ぜ ざ る で ン ?2 2 CK る 全 に こき アン うる る 
1 oy29 り 8) eS 1 81 
も ろ も みろ し る し 四 内 3 | りー デ 
98. た と い 諸々 の 神 兆 が 彼 等 に 玉 る と も 、 導 弄 OZ る イ 性 / の 94 結 必 
を 目のあたり 見 ぬ 限 5 は 。 2 な 





注 48 あら ゆる 杜 典 と 歴史 の 本 の 中 で タル アー ン だ げ が この 事実 を 述べ て いる の は 注目 すべ きこ と で ある 。 
皇 書 は この こと に つい て ふれ て いな いし 、 ど ん な 歴史 書 も そう で ある 。 し か し 、 神 の 言葉 は 何と し いう すばらし 
い 手 法 で 長 実 を 証明 きれ だ た こと か 。3000 年 以上 の 経過 の 後に 、 フ ァ ラ オ の 人 遺 体 は 発見 され 、 現 在 カ イロ の 博物 
館 に 保存 きれ て いる 。 ミ イラ は 、 フ ァ ラ オ が 燃 り と 超 か る を うか が わせ る 顔つき を し た だ やせ た 背 の 低い 男 で あっ 
た こと を 示し て いる 。 モ ー ゼ は ラメ ス 2 世 (Rameses I ほ ) の 時 代 に 生ま れ 、 彼 に 育て られ た ( 出 エ ジ プ ト 記 2 
の 2 -10)。 し か し 、 モ ー ゼ が 人 李 言 者 と し て の 使命 を 託 き れ た の は 、 ラ メス 2 世 の 息 子 の メ ネ プ ブタ (Meneptah) 
の 治世 の 時 で あっ た (Jew.Enc. 9 巻 P 500 と 、Enc. Bib.「 パ ロロ | 上 「 エ ジブ プ ト 」 の 個所 )。 


注 49 この 演説 は 、 モ ハッ マ ド に 対し て で は な く 、 グ ルアー ン の あら ゆる 読者 に 対し て の も の で ある 。 を その 
事 に つい て は 、「 流 われ ら が 降 せ し 」 と いう 言葉 も 5 まだ た 、 こ の 話 が モハ ッ マ ド に きれ て いな いこ と を 示し て いる 。 
と いう の は 、 ク ルアー ン の 数 個所 で 、 そ を それは 全て の 民 に 示 き れ だ と 述べ られ て いる か ら で あ る (2 の 137、21 
の 11)。 ま る に 次 の 節 が 、 こ の 見 方 を 支持 し て いる 。 何故 から ば 、 マ ホメ ッ ト は どう あっ て も 5「 ア ラー の み し る 
し を 疑う 1 人 人 々 の うち の 一 人 で は あり 得 な いか ら で あ る 。 


2 


に Y 








中 - 革 と ヨナ 
90 . ヨナ の 太 を 除い Ti 信 促 に 入り 、 そ の 信仰 フック ん ンタ イン ン ン ンー ラン ン ウレ 。 ン 井 2 の 
の なか げ ば を 被 む り た る 邑 ( 注 50) な か り CC4OIVR 4 も ゅ oi6) 
し は 価 交 ぞ ? ョ ナ の 民 が 信 佑 に 入り た る 二 P 6 ナル CI MG 了 
時 、 わ れ ら は 彼 等 か ら こ の 世に お ける 恥辱 
の 還 を 除き 、 し ば し の 給 状 を 与え た り 。 ( 注 (OO な DTM 0 
' 
100. も し 主 が 欲し た り せ ば 、 地 上 の すべ て の セスク ol は の の 9 8225 す 5 
人 々 は 笑 と も に 信者 と な らん 。 液 は 人 々 に 2 の か 二 と と 
路 災 し て 信者 た らし めん と する か ? ( 注 41 を と 4 EAI 
52) - 
101 MM アッ ラー の 許可 な くし て 信仰 に 入 に 委 22 誠 2 お 4 
9 5 ご * る る CM go o% し ぅ 
能 わ ず 。 和 面 し て 理解 せ ぎ る 者 ども に は 鶴 
0 ( 注 53) の Sb29g SA うり 
102. 云え 、「 天 地 に 生ずる も の を よく 考え て み た IM1kYPNEIEIHVROHR 
ょ 」 と 。 然 れ ど も 、 祖 兆 も 入 圭 も 信 ぜ ざる 3 
、 う 4。 う デ % ア 1 9 
人 々 に は 役立た だ ず 。 ( 注 54) の ちり GO 
103. 彼 等 は 、 彼 等 以前 に 逝け る 者 が 被っ た 懲  。 . ン ノ フ る ニン ン ンク > アア 
和 ei w QN コ 
前 の 日 々 以外 に 、 何 を 期待 し 得る か ? 去 2 SLIO!6 2 
え 、「 待 て 。 わ し も お 前 だ た ちと と も に 待つ 者 5 ) こと タッ ンス 1 OHt 拓 っ まう AS 
アン 05 は アン ェ ュ 
な り | と 。 8 6 
104. その 時 われ ら は 使徒 た な ち 並 びに 信者 た ち EAC 15 な 5 る 
3 Ng 
を 救う べし 。 か て く の 如 く 信者 を 救う は われ POEAE 時 と 
ら が 義務 な り 。 @Cba34I で ぶ を 
注 30 町 に 住む 人 々 の 事 。 
注 51 ョ ヨナ に つい て は 、 ク ルアー ン の 6 個所 で 述べ られ て お り 、(4 章 164 節 、6 章 87 節 、21 章 88 節 、37 


章 140 節 、68 前 49 節 ) 革 の 中 で は 、 
彼 は ニ ネ で に 行き を そこ で ニ ネ で の 人 々 に の ろ い を か ける よう 命じ られ た 。 
入 人 BE わる れ だ と な っ て いる 。 彼 は イス ラ エ ル 人 で も な けれ ば 、 


彼 は "イス ラ エ ル の 預言 者 "と 述べ られ て いる (2 列 王 紀 、14 立 25 節 ) 。 


そこ で 、 ク タル アー ン に よる と 、 彼 は 
ホ に つか わる きれ 人 た の で も か 


、 だ だ 役 日 身 の 民 の 区 域 に 行っ た だ け で あっ た 。 選書 研究 者 達 自 ら ゃ ヨナ の こと を や イスラ エル 人 と は 認め な 
いい 96 ey p 


注 52 


この 節 に より 、 イ スラ タム 教 は その 軸 教 の 為 に 武力 の 行使 を 許し た り 支 持 し た 5 


し が いま いう こと が 


いき きる か の 疑い も な 〈《 明 6 か と な っ て いる (2 意 257 節 ぉ 大 昭 。)。 


> 53 


注 54 
成功 と 業 夫 に 如く よう 運命 づけ て いる 数 々 の 要因 は 、 天 と 地 の 両 方 で すでに 明らか で ある 。 


単に 日 先 で 、 あ る 教義 を 述べ る だ け で 、 真 の 信仰 を 得る こと は 不可 能 で ある 。 
「 天 地 に 生ずる も の を よく 考え て みよ 」] と いう 言葉 は 次 の よう な 意味 びあ る 。 モ ハッ マッ ド の 主張 を 


それ で 、 そ の 王 天 


は それ 自体 の 美しい 救 訓 の 力 で 繁栄 し て いく の で 、 そ の 主張 を 助け る の に どん な 絢 制 も 必要 と し な い の て ある 。 
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第 十 一 項 
云 を 、 「 液 等 人 々 よ 、 だ た とい お 前 だ た ち が 我 
が 款 教 に 芝 い を 抱く と も 、 我 は お 前 た ち が 
アッ ラー 以外 に 拝 する ぃ の を 振 ょ ず 。 我 は 
お 打 だ ち に 死 を 賜 う アッ ラー の み を 拝 す 。 
に 我 は 信者 た る べき こと を 命ぜ られ た 
Ui 


また だ 我 は 神 の 言い つけ を お 前 ただちに 伝達 
する こと も 命ぜ られ だ た り 、『 常 に 神 に 心 を 向 


ける 者 と し て 宗教 に 導 念 し 、 ア ッ ラ ー に 
他 神 を 併せ 祀る 者 ども の ウール か る な か 
WE 


アッ ラー の 外 に 、 液 を 益 する こと も 損 な 
2 こと も な し 得 ざ る 者 に 、 析 る な か れ 。 も 
し 液 之 を 為 き ば 、 液 は 必ず 不義 者 の 一 人 と 
な らん | と 。 

も し アッ ラー が が 福 い に よっ て 流 を 苦し め 
な は ば 、 後 以外 に 何人 だ りほ 上 も 5 之 を 除く こと 
能 わ ず 。 さだ も し 者 い を 授け よう と 思え ば 、 


何人 も を の 思 全 を 阻む こ と 龍 わ ず 。 役 は 偽 
筐 の 中 か ら AP の Ke 


2。 役 は 亮 大 に し て 、 慈 悲 深 (くま し ます 。 


な え 、 | 液 等 人 々 よ 、 、. 主 ょ 5 真理 が お 
キザ hrY 
選 れ の 利益 の だ め に 導 か れ れ 、 誤 る 者 は た だ 

己 れ を 損なう だ ため に 誤る 。 我 は お 前 だ ちの 
付き 添い 人 に 非 ず 」 と 。 


7 が に 護 示 きれ だ る も の に 使い 、 デ ッ ラ ー 


が 審判 する まで 耐え 忍 べ 。 彼 は 最も 優れ た 
る 審判 者 な り 。 
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フー ド 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね み な 
慈 班 深 車 み : ッ ラ ー の 御名 に お い > ン て] ッ 
上 。 9 く 〈 く 、 恵 み く アッラー の 御名 に お > SITO っ | 5 し っ ) 
9 し の 0 タ う デ 
2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。( 注 1) こ は そ の 諸 oOJ ら っ oL5 27 4 1 CEAYCA い WI 
節 が 確定 せら れ 、 欠 陥 が な く 、 細 部 に わた っ 中 
2 本 4 
て 説明 きれ た る 経典 な り 。( 注 2) アン と 
3. そ は お前 た ち に 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 何者 を も CVDUU 2 の 
崇拝 すべ か ら ず 上 教え 給 う 。 我 は 警告 者 普 EOID) 


びに 期 報 伝 達者 と し て アッ ラー より 人 店 わ る 

れ た る 者 な り 。 2 
ぎん ッッ ョ ンター ン 2 タ 2 ia 

4、 ぉ 前 た ち 主 の 攻 し を 求め て 、 性 手 せ ょ 。 き の U の 2 232zlol3 


すれ ば 定 ゆ の 時 至る まで 、 主 は お 前 だ た ち に 2 る 2。 タン 名 2 
NIR III EE の の Ye の 全 お dE 
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は 四 恵 を 授け ん 。 さ れ ど 、 も し お 前 た だ ち 背 向 2 ライン し 1 導 。 アッ ン 
Ag 4 MI 
き 去 ら ば 、 我 は お 前 た ちの た め に あの 近 ろ 1 wm に ジラ 
し ぃ 日 の 肌 前 を 稔 る 。( 往 3) @ 上 A イ っ 5 
5. や だ ち が 帰 り 春 と eo の プチ ツタ アー な も 1 クノ ン タン で を クー ュ ン 
常 り 着 く 放 2 ②93 の あう っ と 軸 


、 面 し て 彼 は 高 事 に お いて 全能 な り 。 


6. 今 彼 等 は 彼 に 見 られ まい と し て 、 を の 胸 を 1 2 の る 史 
折り たたむ 。 彼 等 その 衣 で 体 を すっ か り 包 際 N 
み 隠 きん と し て も 、 彼 は 彼 等 が 何 を 穏 し 、 (つろ Oo ス の 623 の 
また 何 を 頭 すか を 知り 給 う 。 げ に 彼 は 、 彼 の 2 
等 の 胸 身 に 抱く も の を 深 知 し 給 う 。( 注 4) (OPLWCUPYPAA6 PON 

注 1 われ は 一 切 を 見 る ブッ ラー な り 。 

生 2 イス ラム 教 の 根本 と な る 教え に は 反論 の 余地 が 全く な い の で 、 そ れ ら に 異議 を 中 し 立て る の は 難し い 。 


し か し イス ラム 教 に つい て の あら ゆる 真実 を 知る 為 に は 、 根 本 と 上 な る 数 を と 、 を それ ら の 交 日 の 瑞 方 を 学ぶ 必要 
が ある 。 それで も 、 根 本 の も の を 細目 より 5 優先 すべ き で ある 。 


注 3 。 この節 は 、 人 の 精神 の 発達 で は 、 給 状 の 段階 が 、 ざ ん げ ば の あと に 来 て 、 そ れ よ り も 価値 が 高い こと を 
示し て いる 。 給 養 は 過 二 の 罪 に る 邪 夷 な 玉 捧 に 対し て 神 の 保護 を 肌 い 求め た あ も 、 設 実 で か ら 神 に 狂信 
る 行動 の こと で ある 。 神 に 近づく の に 、 こ れ 以 上 の どん な 良い 手段 を 想像 する こと が 出来 る で あろ うか 。 

注 4 不信 仰 者 達 は 、 疑 悪 と 反対 の 念 を 心 に 隠し 持っ て お り 、 そ れ ら を あら わ に 出 き な いし 、 取 り 除 いた り 

し な い 。 彼 ら が 其 実 を 受け 入れ る の を 妨げ て いる 理由 は 、 彼 ら が 心 の 内 を 開き 、 茎 い を 量 ら す の を 彼ら 自身 で 
拒ん で いる 為 で ある 。 


ー う 9 スー 


第 一斉 る で 


7 . 地上 に お ける 生き と し 生け る も の 、 み な を ンク っ 1 アン イマ 2 っ 本 の 
] 由 和 も ン 
の 食物 を アッ ラー に 頼ら ぎる も の は な し 。 2 の APP 


彼 は その し ば し の 演 在 場所 も 、 常住 所 も 知 
り 給 う 。 百 事 は せ て 胃 快 な る 経典 に あ 
り 。(《 注 5) 〇 で よめ 


AP よう る うぅ の ンジ デイン ゥ 。 ン 
8. 玉座 が 水上 に 在り し 頃 、 の ( ま 6) yo の 9 ec AL23 う 
天地 を 創造 し た る は 彼 な り 。 こ れ は 役 が 、 の ククル ク スレ の ソン 2/ 2 ン レン 
前 た ちの うち 誰が 一 番 立 派 か 振舞い を す な 51 62 の | 多 作っ 36 

る か 試さ る ん が だ め な り 。 されど 液 も 導 | お レア ブリコ ン % み ゥ ご タン レン 7? タク ュ アン ンク 
っ 2 ク 20 2 て そ ト ン 1 い ? マン ン うみ ルッ ラン 
前 た ち は 死後 に 必ず 上 台 ら し ゅ られ ん 」 と 坪 9 の oO9w8 51 68 っ や しょ っ て | 
わ ば 、 きず ざる 者 と も は 必ず 云わ ん 、 これ タッ る 衝 の ンク シッ マン レフ タン ーッ 
信 0 Se)IA あ OO oO ら 2 


\ い 
は ] 
ふ 
OS 
トド 日 
ヽ 
ヽ 
\ 
半 La 
記 
EK 
いい ヽ 
いい 
誰 
1 
い ] 
誰 
NG 
N 
に 4 
ヽ 
ぃ \ 


藩 わ し 以外 の 何 $ も の に も 非 ず 」 ュ ン ン 
8 ( ま ?) OS 
9. まだ われ ら が も し 彼 等 の 父 前 を 一 定時 期 延 ぃ フッ ター ライ リン タタ ッ ン の る 7 > プン 
に 1 | ョ ラク アデ 
ば せ ば 、 彼 等 は 必ず 云わ ん 、 「 何 が それ を 制 23895 GA を Eb の 胡 
アデ クッ 5 タ の 


止 す る の か ?] と 。 后 彼 人 等 に 下る 日 は 、 を 2 際 4 の 2 9 も (VM は ス 
れ を 放 け る 術 $ な く 、 日 頃 咽 笑 し て だ も の 


と レッ 5 タン 2 ンー ララ タラ ン 
に 彼 等 は 包囲 さ れん 。 3 の DE eS 3 に う 2 が と 


第 二 項 
10. も し われ ら が 人 間 を し て われ ら の 慈 圧 を 味 避 2 ンタ ング の ん を レッ ン ェ の ン ッ ンプ 。 ン 
了 むっ いと SNS | 
わし ゅ 、 然 る 後に これ を 彼 か ら 取 り 上 ば た に あつ に Geo9 5 ぴり う 
の ラッ タン タッ クン / る 
な ら 、 彼 は 絶望 し 、 因 忘 る 。 の 『 し 9 451 


注 S 押 は 、 神 の あら ゆる 創造 物 の 旋 に 、 食 物 を 用 斉 な され だ 。 地 の 底 深 《 に 住む 虫 や は 忠 類 の 人 対 に 、 生 活 


の 手段 を 与 を きえ し た の で ある 。 人間 の 理性 は 、 こ の 様 に 地上 や 地 中 の 無制限 に 存在 する 下 や 終 申 達 が 、 ど の 
様 に 、 ど こ か ら 食 物 を 得る の か を 知っ て 当 県 する 。 人間 は 宇宙 の 神秘 を 解明 し た と 考え て いる が 、 自 分 達 が 食 
で て いる いろ いろ な 種類 の 食物 は 言う に 及ば ず 、 全て の 生命 体 を まだ 完全 に 知り つく し だ た 訳 で は な い 。 し か し 、 
神 は それ ら 全 て の も の に 対し て 十分 な 用 意 を な きれ だ た 。 この節 は 、 軍 が 創造 物 の 中 で も 最も 卑しい 物 を 自然 学 
上 の 必要 性 か ら 6 供給 され た 様 に 、 叫 徳 的 精神 的 な 必要 物 と し て 同様 の 供給 を する の を 確か に 名 る こと が 出来 な 
か っ だ し 、 そ れ が 人 人 聞 で あり 、 神 の 伸 造 物 の 極致 で ある こと を 示し て いる 。 こ の 飾 は 、 あら ゆる 生き 物 の 一 時 
的 氷 久 的 すみ か だけ で は な く 、 そ の 力 が 発展 する こと が 出来 る 最大 の 限界 に つい て も 信 べ て いる 。 


注 6 7 章 55 節 参照 。 


Ci 水 の こ と は 全て の 生命 の 源 と し て クル アー ン の 中 で 繰り 返し 述べ られ て きだ (21 章 31 節 、25 章 55 部 、 
77 童 21 節 、86 斉 7 節 )。「 玉 座 が 水上 に 在り し ] と いう 言 茶 は 、 僅 大 な る 恩恵 の 表示 は 生き 物 、 よ と り わ け 全 創 
造物 の 中 で 最高 の ぁ る の で ある 人 人 間 を 通し て 見 られ る こと を 表し て いる 。 こ の 言葉 は 又 、 神 の 美徳 は 思 恵 の 表示 
の 為 に 、 ク ルアー ン の 数 箇所 で 水 に た と えら れ て きた 神 の 啓示 の こと を 意味 し て いる の か も し れ な い 。「 お まえ 
た ち は 死 後 、 必 ず 時 6 しめ られ ん 。」] と いう 言葉 に は 次 の こと が 示さ れ て いる 。 こ の 創造 の シス テム 目 体 、 入 は 
死後 生命 を 持つ こと を 表わし て いる 。 と いう の は 、 意 志 と 独立 心 を 持っ た 生物 が その 中 で 生き な けれ ば な ら な 
いこ の 広大 な 宇宙 と いう 創造 物 は 、 そ の 生物 の 創造 が 偉大 な る 目的 に か な う 様 芝 図 きれ て いる こと を 明 ら か に 


の dm 





第 | - 章 フード 
11. だ が も し 秋 苑 に み ま わ れ た 後 、 わ れ ら が 彼 で 227 で クコ イメ 5325 ンタ ン に 2 4 。 
に 幸福 を 味 わ せ て や る と 、 彼 は 自信 を も っ と SC 2 
て 云わ ん 、 「 不 幸 は 我 より 去れ り 」 と 。 見 よ 、 08254BD ら 5 に 3 6 
) っ >) の の と の 1 いか 
役 は 大 喜び し て 自慢 す 、 プン ( ラ 
2 9 アン すう ォ 9 ン ン と ッ 
12. 耐え 妨 び 券 い 行い を な す 者 は 別 と し て 。 JI に PE] (eauaL2 う Bo CON 
彼 等 に は 赦 し と 素晴らし い 報 奨 が 与 を た られ 7 了 
ん 。 「 ( ゆ x X2 
13. 英 ら 《 液 は 、 液 に 啓示 る うれ だ る も の の 一 部 も ン ン 8 る ン ン ン 
を 放 楽 し た い 人 気持 ち に な り 、 そ の た め に 己 GL2C い の 3 cf 
RT の W 人生 お [大 ン タッ 4 MK ん 
が 胸 を 苦し あら れる 。 を は 仙 夫 か 「 何 故に SIG BEHDEILKSIP31 
宝物 が 彼 に 降 き れ ざ る か 、 ま た 何故 に 天使 。 , 人 RGM 
2 本 * ンタ 2 2 ン ン 
が 彼 と 共に 至ら ぎる か ? ] 云う が た め な な りら ポ 和 う 51 812 UL 4<2 
り 。 液 は た だ 警告 者 に 過ぎ ず 、 高 事 の 監視 MM 
者 は アッ ラー な り 。 ⑨ ゆ いひ. う 
14. 役 等 は 云う 、「 彼 が これ を 偽造 し た の で は な ンタ ーッ ン レー タタ 』 タ ョ ン 2 レタ 29 ン ゥ ン 
い の 26 6 | も し お y 朋 た ら の 言葉 が ) アン る うめ 1 5 U5 の 81 1O9。5 。! 
真実 な ら 、 然 ら ば これ に 類する 意 節 を 十 ほ 0O2 信人 
GIANI 9 う 2 AI っ 21 1 うい Ao 
打つ 電光 > デラ クー お < 補 
デラ ュ 1 る e 
頼れ る 神 に ぉ 願い し て みる が いい ] と 。 (CGNWMK 6 
15. も し 彼 等 神々 が お 前 だ ちの 挑戦 に 応え 5 れ し ジィ ン 9 > タッ タッ ン レン 
ぬ ぬ の な ら 、 そ は ブッ ラー の 御 知 恵 に て 北 示 移 ンジ 8 WAN jk lx っ や UE 
きれ だ た る も の に し て 、 役 の 他 に 神 な きこ と の OM 1 (2 あん の 
の ゃ 3 1 6 Py 13J ざら 1 う 
を 知れ 。 き れ ば おち 前 た ち 服 従 す る や ? 
16. 誰 で あれ 現世 の 生活 と その 栄華 を 望む 者 に = PO ク や とら ) 2 あく) ュー 6 の 2 
は 、 彼 等 の 行い に 対し て 、 わ も れ ら は 現世 に デ 
お ぉ いて 充分 に 報 ゆ べし 。 決 し て 不当 に 骨 せ Pr 
ちあ あこ よ : が 上 。 ii 
17. る れ ど これ 等 の 者 ども は 、 来 世に お いて 火 2 て 1 ッ ン 3 5 タイ ンク て スッ 
、 ロ 1 sl 【 
獄 の 外 に 何 $ も な き 者 な り 。 彼 等 が 現世 で な レ は 61S め 2 う | っ の O\ | 
せる こと は 無 と な り 、 す べ て の 振舞 い は 徒 レン ン ( 5 ン ッ ウタ ン ン Ez2 
人 9 「 ⑨o し s 156 352 ゆ 
世 し し ン 4 
18. 主 よ り の 明白 な 証 換 に 基づい て 、 主 の 神 兆 250OuU53 を と 5 を Wo | 
人 する 彼 に 従い し 、 し か も 抽 和 2 の D 
ょ アン ッ う いう 
導 に し て 慈 圧 な る モー ゼ の 経典 に よっ 3 和香 ) ks 
する の で ある 。 し か し この 世界 で の 導 命 は 短く 、 試 し と 試練 の 一 時 的 存在 で ある の で 、 こ の 試し と 試練 の 一 時 


の すみ か の 後 、 入 間 は 報酬 の 永続 的 な 水 遂 の すみ か に 進ま な けれ ば な ら な い 2 
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生 8 


. 彼 等 は 己 が 身 を 減 ぼ せり 、 


て 予言 る され て いた だ 者 が どう し て 証 欺 師 て あ 
べき か ? これ を 信ずる 人 々 は 、 真 の 信者 な 
り 。 箇 し て こ れ を 信 ぜ ず 反 対す る 徒 右 は 、 


火 獄 が 約束 の 地 と な らん 。 さ る れ ば 、 液 これ 
を 疑う な か れ 。 ま こと に これ は 、 信 の 主 * 
り の 真理 な り 。 さ れ ど 、 人 々 の 多 て は 之 を 
信 ぜ ず 。 ( 往 8) 


アッ ラー に 対し て 座 偽 を 案 出 て る 者 より 更 
に 大 な る 不義 者 は あろ うか ? か か る 者 ども 
は 主 の 御前 に 引き 立て られ 、 十 人 た ち に 、 
[これ 等 の 者 は 王 E に 対し て 虚偽 を な し だ 
り 」 と 云わ れん 。 あれ 。 アッ クー の 中 記 不 
義 な す 器 の 上 に 降る 。 ( 注 9 ) 


彼 等 は チッ ラー の 道 か ら 人 々 を 背 か し め 、 
を 曲げ ん と 謀る 。 その. 上 、 来 世 を 信 ぜ ぬ 
着 ど も な り 。 


か か る 徒 佐 は 、 地上 に お いて 神 の 計画 を 控 
0 E わ ず 、 まだ アッ テー 以外 に 如何 な 

愛護 独 も 持つ ほ わ じ 。 彼 等 の 型 骨 は 倍 
入り また だ 見 る 能 わ 
じ 。 ( 注 10) 


面 し て 彼 等 が 案 
出せ る 神々 は 彼 等 を 見 捨て る べし 。 


この 節 で は モハ ッ マ ド も 支持 し て 三 つ の 主張 が 言葉 で 示 る れ だ 。(a) 「 彼 
「 彼 に 従う よう に 主 か が 6 下る れ た 証人 人 が 真 で ある こと 


な み し る し の 上 に し っ か り と 立っ て いる 者 で あり 」(b) 


を 証明 する 妨 に ] を し て 、(C) 
し る し 」 と 上 いう の は 、 モ ハッ マ ド が 、 
TA 
者 だ た ちの こと で あっ た だ 。 1 
て いっ た だ 。 一 段 と 秀 で た 証人 と いう の は 、 
ゼ の 経典 に よっ て 予言 きれ て いた 』】 上 と いう 言葉 は 、 


彼 の 真 容 性 を 証明 する 証人 達し いう の は 、 
炎 弥 者 達 は 教訓 と 慣 摘 に 


tu 


予言 を 示す も の で ある (26 章 197 科 参 照 ) 。 


ン | 
に て みう ゴイ オイ クッ グ 5 みさ タン マン レチン 
ロ ee 
2 タ 2 レン 


9 人 Aa あ っ (os 351 〇 2 う 
0 の 2 も スイ の 
1 人 t 人 330 zo 

9 


wa デビ デ 


Se ン の 2 も タン ン ぅ 


いく とら 5 ちの 
og: の 4 52 433 
アイ ラン ンー ・ い 722 クー タン クー 7 CM 
6 レ じじ 2oo9I3 の Ss >) で | 
ィ レン ! っ う ク 
る 条 eealg8 2 が 
アア イン ルル 1 る? 2 し ビッ ン 29 ェ ィ ン ま 直 ( 

隔 14 っ で の の (の し GS) 


ん (の ク 絡 


⑥ 〇 5 
2 952 ン イン ン ぅ 0 ン 2 
は の と 2 2 4651 2 ん ミ AIGWR 
ノン 29 ラン の 
@osx5 55 


は 、 主 か ら 下 され た 明らか 


[モー ゼ の 聖書 に 彼 の 出現 は 子 滞 き れ て い だ 」 と 。「 王 か ら 5 下る れ た 明らか な が なみ 
際 落 し 追 廃し た 入 々 の 和牛 活 に 引き 起こ し た 僅 大 な 道徳 的 革命 の こと で あっ 
彼 の 後 戴 者 送 の 
よっ て 時 代 を 通し て イス ラム 教 の 真理 し クル アー ン を 確立 し 
約束 きれ た メシ アア ハマ ディ ア 運 動 の 剣 立 者 で あっ だ 。 次 の 、「 モ ー 
旧 紹 草書 の 中 に 見 い 出 きれ る モハ ッ マ ド に つい て の 数 々 の 


中 か ら 現 われ た 神 に 支持 きれ だ る 指導 


嘩 っ て 導い た 者 産 の 罪 の 両方 の 為 に 邑 せ られ 


注 9 この 証人 壮 は 、 神 の 子 苫 者 傍 の こと で ある と いえ る 。 
注 10 不信 宛 に 導い た 指導 者 達 は 、 披 ら 自 身 の 罪 と 、 彼 ら 6 が 記 
る て の め あ う 。 


9 








第 一意 = 
23. 彼 等 こそ は 、 疑 いも な く 、 来 世に お いて 最 ン ッ タン > ー ン 1 クー ュ ッ クタ る ン レ レン レン 
大 の 失敗 者 な oO を も (し ずり と の 
ー ン ラ ン kN 済 アス デオ 8 いと 
24. 然し な が ら 、 信 じ て 警 行 を 為 し 、 主 の 御前 9 人 MP 
で 府 虚 る 者 一 - こ れ 等 は 楽園 の 住人 に Ei3EA 1 ン ッッ クラ の ンプ 1 2 1 
を の 中 に 永遠 に 滞在 せん 。 ( 注 11) ⑥⑯ の 5ue- AE Az Sc 守 al い old る 
ー - 本 人 まる ょ ゅ ^ 2 デラ ラ デ ッ アン ウー 9 レン 
25。 者 を 党 う れ は 、 上 の 半 6N 日 6 甘え 部 は 2。 へー 3122 3 
耳 $ 聞 える 者 と の 違い の 如 し 。 両者 の 状態 
等 し か らん や 7 これ で も まだ お 前 た ち 理 能 あの っ 205051S 多 2 た SU5 2 る 
せ さ ざる か ? ( 注 12) ご ーー ャ 
第 三 項 - ② ぅ >・ フ ラッ クーン 5“ ィ ン ッ プ ゥ ン フ ン 
26、 わ れ ら は ノア を その 民 に 伺わ し て 、 半 わし ある と 8)4e タ ECAS 
め だ た 、「 実 に 我 は お 前 た ちの た だ た め の 、 平凡 な りみ の? 9? 
一 介 の 特 告 者 に 過ぎ ず OCN 
は か ンジ ッ い っ ン 
27. お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 外 に 何者 を も 柴 提 すっ し ん セ さ GTGLhU9UAS 
る なかれ 。 げ に 我 は 、 お 前 た ちの た め に 、 - 上 
悲惨 な 日 の 刑 出 を 恐る 」 と 。 ( 注 13) @。2 (2 
28. その 民 の うち の 信 ぜ ざる 長老 た ち は 去 を 。 る , ス レレ タン シン レッ タン ノッ 
“ Nite し も らく 
り 、[ 折 傘 は 流 を 見 る に 、 季 和 自身 と C 人 。 UPPCgo25S gl 
間 に す ぎ ず 。 ま だ た 衝 等 が 見 る に 、 だ だ 我 等 スタ ら と 331 ak5 じ ust し 
の 中 で 最も 挿し い 連 中 が 考え な し に 液 に 1 
ーー ュ ュ ャ ペー ーー 」 ュ ゴイ いあ ムー う 9 ン どど ビ アグ ィ ュ ェ ュ ブ 
合っ た に すぎ ず 。 ま た 我 等 は 、 お 前 が 我 等 (Loso2Ee 和 Ye る 負 る YY 
ょ り 何 も 優れ て いる と は 思わ れず 。 を それ ど 2 本 t の 0 
こ ろか 、 PR SR は 
29. ノア は 均 え り 、 「 我 が 民 よ 、 我 に 言 げ ば よ 。 も 8 と > PS クック WS ぅ ダス 
ルン と と タプ た AE と ざし らち | E 
し 我 、 王 の 明 証 に 基づい て 、 Mr 3 2 の ご の だ 
慈 菅 を 賜わり て も 、 を それ が お 前 た ち に 解 し os の set 
が だ い の な ら 、 を 鐘 悪 う お 前 た ち に 、 我 2 じ i が レッ タン ョ ッ ン 
等 之 を 強い 得 さ けん や ? @6s47) ご VNKCAUT 
注 11 精神 的 発展 で より 高い 授 階 に 上 る 為 に は 、 正 し い 信 人 と 普 な る 所 業 に 加え て 、 神 へ の 完全 な 確信 と 服 
従 、 を し て 神 に 対す る 完全 な 信仰 が 不可 欠 で ある 
注 12 "ここ で は 、 信 仰 と 不信 仰 と の 間 が 美しい 対比 で 示 き れ て いる 。 信仰 者 は 視 党 と 聴覚 を 完全 に 所 有する 


者 と し て 表 わ る れ 、 不 信 仲 者 の こと は 、 め ぐら 65 で つん ぼ の 人 入間 に だ た と えら 6 られ て いる の で ある 。 


注 13 


[悲惨 な 鍼 前 ] と 「 悲 眉 な 日 の 懲 前 ] は 異な る も の で ある 
し て いる 。 あ る 種 の 懲 削 は 非常 に 悲 條 な も の で ある 。 し か し 、 
が 絢 え ず 付 きま と い 苦 痛 を 与 を 続 
に だ け 苦 冶 を 与え を る の だ が 、 


ー336 一 


Er ける 様 な 「 特 定 の 日 々 | が ある 。 現実 の 「 懲 久 | は 、 
| 甘 惨 な 懲 多 の H 々 | の 記憶 は それ 以後 の 人 々 も る た おび えき せる も の で ある 。 


。 後者 の 表現 は 、 よ り 大 き な 激 烈 き を 暗示 
何 百 年 も 経過 し だ あと で きえ 、 を その 日 々 の 記憶 
それ が 降り か か る 人 々 


乏 十 一 問 フー ド 


30. 我 が 民 よ 、 我 は その 報酬 と し て 、 ぢ お 前 たち 
に 如何 な る 財貨 も 求む る に 非 ず 。 我 が 報 酬 と 
は アッ ラー か ら の みな り 。 正 し て 我 は これ ラリ モタ 層 
1 yl 1E っ OO 和 ! 
ず 恒 する 者 を 追い 払う 気 は な し 。 彼 等 は 必 bA2) ウッ じ > ゅ 
ず 皇 に 見 えん 。 さ れ ど 我 は 、 お 前 た ち が 無 ogsC の 。 の RS 
天 ( な る 民 だ と 考え る 。 


WP ンク クタ 錠 2 ン レル 
31. 我 が 民 よ 、 我 も し 彼 等 信 省 を 遂 わ ば 、 ア ッ も lee らら AIO2GCeS 3 
ラー の 怒 り に 対し て 我 を 助 く る は 誰 ぞ ? お 


4 る dv し 22 ンジ 。 8 る 


前 た ちこ れ で も まだ 気がつか ぬ の か ? の 6 
32. 我 は お 前 だ た ち に 、『 我 が 手 に アッ ラー の 宝 あ ライ ッ ン ー ン ン 紅 人 べ 仙 タン / 
り 1 と か 、「 不 可視 な も の を 知る 』 と か 、 ま AD を は dg 00031 

『 ア 9 こ ご 我 は 、 "クン タン ン が 2 al 

た 『 我 は 天使 な り 」 と も 云わ ず 。 ま た 救 の UEGDECIPYEURAKTK 


お 前 だ もち が 歳 視 し て いる 人 々 に 関し て 002022 _ 2 
「 ア ッ ラ ー が 彼 等 に 如何 な る 幸福 も 授け ぎ ざ も な 8 UVS 
る べし に とも 云わ ず 一 彼 等 の 胸中 に 何 が あ ン 
る か を 一 番 御存知 な の は 、 ア ッ ラ ー な り 。 @ ら SuG NE (4 2 
それ 等 を 云い し 場合 は 、 我 は 不義 者 の 列 に 
加わ らん 」 と 。 

33. 彼 等 は 云え り 、|「 ノ ア よ 、 液 は 我 等 と 論 当 せ ン [ ン レン 0 ン ン ッ ン 5 
り 、 し か も 、 し ば し ば 長き に 下り 。 も し 滋 25Ce ら GEG56 5 て 肝 遇 
の 言葉 が 真実 を 語 呈 る な ら 、 液 が 我 等 に 威 頻 
する こと を 今 ここ に 交 せ 」 と 。 


34. ノ ア は 云え り 、[ も し アッ ラー 欲し な ば 、 お っ イ レン ディ PP の 
前 た ち に それ を 引 す は 彼 の み 、 曽 し て 前 と CURVE7O) ど IL て IGE 


っ SE 


た ち は 神 の 御 意志 を 妨げ る こと 能 わ ず 。 の 1 と 

( 注 14) シン を 
35. も し アッ ター が お 前 た ち を 流さ ん と 人 K し 2 衝 る 2(O( あ あう 層 科す 

な ば 、 た だ た とい 我 お 前 た ち に 思 告 せん と 欲し ょ う “ 

て も 、 我 四 告 は 前 た ち を 益 せ ぎる べし 。 2 る の 38 の OCR 

彼 は お 前 た ちの 主 に し て 、 お 前 た ちや が て 022 

彼 の 御 許 に 召し 寄せ られ ん 1 と 。 ( 注 15) (JO 


潤 : 14 この 節 は 、 沿 骨 の 予言 に つい て 湊 の 三 つ の 重要 な 規則 を 具体 化し て いる 。(a) 身 罰 が 現実 に いつ 起き 
る か と いう こと は 、 一 般 に は 明らか に されない 。(b) 予 言 は 条件 付き で あり 、 神 が 欲す る まま に 延期 きむ だ り 
取り 消 き れ だ ただ り し 得る も の で ある 。 (Cc) 秒 貞 の 子 言 に 関し て 、 ど ん な 変更 が 起き よう と も 、 押 の 不変 の 日 的 は 
決し て 変わ る こと は な い 。 なぜなら 、 不 信仰 者 達 に は 「 神 の 月 的 も くじ か せる こと が 出来 な い ] か ら で あ る 。 
注 15 この 節 は 、 ノ ア が 、 役 の 民 が 彼 を 信じ な か っ た 人 為 に 非常 に 怒り 、 彼 ら の 減 亡 の 人 為 に 析 っ だ (71 章 27 疲 、 
28 節 ) と いう 一 般 に 持た れ て いた 誤っ た 観念 を 取り 去る も る の で ある 。 と いう の は 、 こ の 節 は 、 ノ ア が 自発 的 に 


gp イー 





- 彼 等 は な うか 、「 役 が を 創作 し た る か ? 」 の ゅ 人 る 邊 線 は 4 73 ン 遇 半 W 


Me ・ AI りり 。5 
に Aa 2 「 我 も し 乏 を 創作 せり も すう 索 ぼ ば. づか レン 昌和 際 2 
罪 は 我 に あり 。 然 れ ど も 、 我 は お前 た ち が | ⑨6 め > 5 うう 
犯す 因 に は 関 り な し |] と 。 
第 皿 項 


37. ノ ア に が く 記 示 きれ き 、「 す で に 信者 上 な }》 
し 者 以外 は 、 流 の 民 の 何人 も 信 ぜ ざ る で し 。 
夏 に 彼 等 が 行動 に つい て 、 流 組 う る な か れ 。 交 っ の LU 
( 注 16) 

38. され ば 液 、 わ れ ら が 監視 の も と に 、 秒 示 に 885292Ee255g( 8 人 9 スン 

二 ググ う * 2 し 
従っ て 方 電 を 造れ 。 悪行 を な せる 者 ど も の Si ” 6 ah 
こと で われ に 天 願 する な か れ 。 彼 等 は 湯 れ の の 935 2 の 1 3 
死ぬ 定め ゆな り 」 と 。 

は ほ は こぶ ね グ の ノレ アラ デン 

39. か 《 て ノア は 方 舟 を 造り ぬ 。 を の 民 の 長老 4 らし っ La 4 52 に じ PITECYP 
だ ち を ば を 通り 過ぎ る る 毎 に 、 彼 を 咽 弄 せ り 。 う タプ (も [レレ ッ ク タン ライ 2 タッ ン 
人 彼 は 云え り 、| 今 お 前 だ ち 我 等 を り 笑う と IN と old6 2 | の 空 


JAN 


も 、 時 守 りな ば 、 お 前 だ たち が 今 喘 り 笑う 5 如 ee 
〈、 我 等 は な 前 た ち を 笑う べし 。 ⑨ 〇 うぅ と 


2 グ プ リン う ク ブッ ン アッ ンス 


も ウー タプ 
40. その 時 前 た ち は 、 誰が 上 に 恥 尋 の 刑 が 、 うっ AS oO っ じ め の MO こち こう 
永 却 の 刑 が か を 和み で 上 し | と 。 の. マン ニク ンタ 


の ss の Gc Ak OL つう 


41 . 導 に われ ら の 命令 は 下り 、 大 地 よ り 夫 299 包 る ン ン レタ テン レン で し 
ば し り 出る 時 、 ( 注 17) われ 65 は 0 全 419EEII HE 


、「 各 種類 の 番 、 雄 と 蝶 、 半 び に 法 の 家 本 ん EIC4 衝 2 
の 艇 に 乗り 込ま せよ 。 但 し 、 す で に 重 刑 Ge の aao と 


が 隆 され た 者 を 除き 、 信 者 も と 只 2 





民 の 減 亡 を 神 に 祈っ た の で は な 《、 神 自ら が 役 に そ うき せる こと を 望ま れ だ か ら で あ っ た こと を 示す か ら で あ 
る 。 

生 16 71 草 27 節 、28 節 に 関す る 祈り は 、 こ の 節 が 明 活 きれ た あと に 、 唱 えら れ だ も の と 思わ れる 。 こ の 館 
に よる と 、 ノ ア は 役 の 民 の 中 か ら 誰 も 彼 を 信ずる 者 が 出 な いで あろ うと いう 神 の 決定 を 知ら きれ て いた 。 を それ 
故 ノ テ の 補 り ⑰1 章 27 節 、28 節 ) は 、 神 の 意志 と 定め に 対す る 服従 以上 の 何 も の で も な か っ た 。 を その 折り が 
意味 し た こと は 全て 、 ノ ア の 民 の 減 亡 に つい て の 神 の 定め を 神 が 実 行 し て で も よい と いう こと で あっ た 。 


注 17 ノア の 洪水 は 、 だ だ 単に 果 か ら 水 が 湧き 出 た 為 だ け で は な か っ た 。54 章 12 節 一 13 節 で 明 6 か な 様 に 、 
それ の 本 当 の 原因 は 、 に わか に 大 了 雨 が 降り 出し た と いう こと で あっ た 。 雨 は 降っ て 激流 し な り 、 下 る 所 水 び だ 
し と な り 、 概 し て 大 雨 の 時 み ら れ る 様 に 、 水 も 又 、 地 球 の 漆 部 か ら わ き 上 が り 始 め た 。 そ し て 朱 と いう 朱 は わ 
き 上 が り 始 め 、 こ の 和 様 に し て 、 水 は 天 か ら と 地 か ら の 両方 で 、 全 で の 土地 に 洪水 を 5 た らし た の で あっ た 。 ノ 
ア は 、 胡 が 非常 に 沢山 発見 きれ だ た 山 の 多い 上 上 地 に 住ん を で いた の で ある 。 


03 は 一 








第 十 一 記 フー ド 
、 借 少 を 除い て 、 彼 と 共に 信 ぜ し 者 @isy) と ンク ン し 2 
フ よ て に プー ヽ バ ーー 1 ロ As>。、 9 (の 1 9 
EK ( 注 13) の 
2 。 大 祭 寺 売 0 。 1 の 中 1 に 乗り 込め 。 航行 $ ML2 う の ・ ノ < CS に ん [アァ 
ゃ けり タカ の ら S No り て いま 1 
停泊 も アッ ラー の 御名 に ぉ いて な せ 。 我 が 人 マ 
1 東大 に し て 、 慈 唱 深 まし ます ] SAe つ っ A30 つら! 
Eo 
2 人 に で 7 MP ン ノレ ン 2 プッ タタ 2 プー ジン 
43. か くし て 方 舟 は 彼 等 を 乗せ 、 山 の 如き 波浪 gb う JP る 2 る の の 5 (あう 
の 中 へ 進め 行け り 。 ノ ア は 離れ て 立て る 我 5 
] っ sp よさ クノ ノア クン 。 
に 向っ て 呼び が けり | 務 が 息子 よ 、 我 2 に 作 説 Juz86 たい | | の 
筆 と 倍 1 に 芽 に 乗れ 、 不信 心 者 と 供 に いる な が ン ぅ 2 。「 グン 
か 和 れ |」 と 。 ea な あす 
44. する 上 息子 は 答え たり 、「 我 は 山 に 逃げ て 避難 スン 』 2 の あん 
1 ン ae 
PPT 日 は JC な ee 2SuSdlecdG 
アッ ラー が 炒 悲 を 垂れ る 者 以外 は 、 何 人 も 1 て N あ 2 クン 
' se の の | ho1 22591 くら し う 
アッ ラー の 神護 か ら 無事 で いら れる 者 は な 9 の の ツ Ii " 
うー ルッ フラ うど う アッ 
し と 。 そ の 時 、 波 浪 二 人 の 間 に 寄せ 来 り 、 の COLO2 OU を 5 
遂に 息子 は 湧 死者 の 一 人 と な れ 5。 ( 注 
19) 
45. の 2 の 「 大 地 よ 、 和 流 の 水 。 。 タン シン スレ シン ライ セ 、 タ イン イン 
を 吸い 込め 。 大 空 よ 、 雨 隆 ら すこ と を 止め みつ の 3 人 2 (Ao2U 8 
ょ 」 と 。 8 と 洪水 は 引き 、 事 慈 は 治 W を (CH と 
6 の と の み lo (oo っ 1 つら: と う 
お 演 は ジュ ー デ ィ ー 山 の 上 に 洲 着 せり 。 とら みゆ メリ 96 9 
レ し 】 1 ク 。。 
る と まだ 声 あ り て 、「 減 亡 せ よ 、 悪 人 ど 」 の Cu 届 2 Ocb85 
と 云え り 。 ( 注 20) 
注 18 [各種 類 の 」 と いう 言葉 は 、 こ こ で は あら ゆる 動物 た ちの こと で は な (て 、 ノ アテ ア が 必要 と し た 全て の 動 
物 の こと を 意味 する の で ある 。 確 か に 、 箱 舟 は 世界 中 に いる 全 種 類 の 動物 の つが い を 運ぶ の に 十分 な 人 きき で 


は な か っ だ 。 [つがい (各種 類 ほ 2 つの み )| と いう 言葉 を つけ 加え て いる こと も ふ 、 


の 動物 が 取り 上 げ ら れ だ こと を 示す の で ある 。 


潤 : 19 
ジャ バル ( 山 ) と いう 単語 は 


浅 20 ヤク ー ト ゥ ル 、 ハ ム ワ イ に よる と 、 
一 連 の 山々 で ある 。 サ ッ レ に よれ ば 「 ア ル ・ 
ん て いた アッ シリ サリ ア の 地方 と が 6 分 け 


ルド ウ と いう 名 を と っ だ の だ が 、 ギ リ シ ャ 人 が それ を Gordyoei と 変え 
これ ら の 山の上 に 止ま っ だ と 断言 し て いる 言 伝 え は 、 か な り 十 代 の も の で あっ た に 培い な い 。 
れ は キャ ルディ ー ン 上 自 路 の 言 伝え を だ か ら で あ る (HBerosusapud Joseph.Antid……・ )。 


ア の 所 は 所 を 求め た の か も し れ な い 。 
大 二 の 時 すぐ に 洪水 に 


この 節 は 、 ノ ア が 住ん で いた 場所 が 山々 に 囲 え れ て いた こと を 示し て いる 
一 連 の 山々 が あっ た と いう 事実 を 表わし て いる 。 そ 
事実 、 を の 場所 は 高い 山々 で 半 ま れれ だ 谷 で あっ た と 思わ れる 。 
が っ て し ぶさ うと いう こ 上 は 英 《 す で さき こと で は を な い に 。 

アル ・ ジ ュ デ ィ 山 は 、 


ジュ ディ は 、 南 側 の アル メニ ア を 、 メ ッ ポ ミア と カー ド 人 が 仁 
る 山々 の うち の … つ で ある 。 その 遇 は 、 カ ー ド 人 か ら カ ルド ウメ は 、 ガ が 


文 絶 対 に 必要 で あっ た だ 数 だ け 


a 宇 普通 名 詞 と し で 使わ れる 
し て その 山 の ゆう ちの 一 つ に 、 


モ す ル 地 方 の チ グ リ ス 河 の 東側 に ある 長い 


て し まっ だ の で ある …… 。 ノア の 箱 艇 が 
と いう の は 、 そ 
ノア の 釘 舟 の 名 残り は 、 


= つつ 939 に 一 


eu 


第 十 一 事 


フー ド 





46. ノア は を その 主 を 呼び て 、 云 えり 、「 我 が 主 よ 


47 . 


48. 


49. 


息子 は 我が家 族 の 一 員 な り 。 液 の 約束 は 真 
実 で あり 、 液 は 審判 者 の 中 で 最も 公明 正大 
な る 御方 に まし ます 」 

主 は 云 を り 、「 ノ ア よ 、 彼 は 流 の 家族 の 一 員 
に 非 ず 。 彼 は 不 行 跡 な 人 間 な り 。 さ れ ば 次 
が 知ら ぎる こと に つい て 、 わ れ に 求め を 請 
うな か れ 。 わ れ は 警告 す 、 流 が 無知 な る 者 
の 一 人 と な ら ぬ よう | と 。 ( 注 21) 


RS | 主 よ 、 液 の お 加護 に * うま 
、 敬 、 自ら 知ら ざる こと を 流 に 請 い 求 


0 と を 。 流 が 我 を 雪 し 、 党 悲 を 垂 
れ 給 わざ れ ば 、 我 は 失敗 者 の 列 に 加わ らん 4』 
と 。 ( 注 22) 


2 のり みり ト ノア よ 、 隊 全 0 
平安 と 共に 上 陸 せ よ 。 液 並び に 液 と 倍 | 

る 入 々 か ら 生 まれ る 民族 に 祝福 あれ 。 5 
し の 還 来る 民族 も あみ う が 、 拓 4 後 
に 彼 等 - は われ ら の 閣 刑 が 降 きれ ん ] 3 
本 


し 


21 て の 。 2x う ンプ ン ン アン ン の 29 6 
GeIG) ご JG 45 て ぷう 
eS 00342305 


TP 
6 と 8 


Oc 5UGMA1o2O3 仙 る 


iL に 


タ 2 多 


O5 
ング ヶ b の >@9 し 2 
ン 5 し ン 。 2 グ Z グ ン 
TWO 


アレ ン 1 ゥ ク ウゥ フュ ae 
うい の も 31 の Ma 


w の 





5 に 
ノア の 箱 舟 の 場所 を 見 た と いわ れ て いる 。 叉 、 以 前 に は 
ば れ た だ 有名 な 修道 院 が あっ だ ただ 。 ネ スト リア 人 は 、 


ジュ デイ | 日 に 


辿っ て 行き 、 


ト 証 ま 」 


3 タタ グッ の ゅ ンタ ン タフ イフ トン 」 ン る 938 
る や wa.| 5 
る の > ゆ 0 也 
そし て 、 ヘ ラク レス 王 は タマ ニー ン 町 か ら ア ル ・ 


"ノア の 箱 及 修道院" と 呼 


これ ら の 山々 の 上 の ノア の 箱 舟 が 止ま っ た だ と みな きれ た 場所 


て 、 祝 祭日 を 祝っ た も の で あっ た 。 し か し 、 西 歴 776 年 に を の 修道 院 は 、 い な ず ま に よっ て 破壊 きれ た の で あっ 


た 」 (サン Sele P 179. 
北 紳 37 度 30 分 、 プ タン 地方 の を び ぇ 立つ 山 の 一 群 で ある 
9 と ころ に し て いる 。 この 言 伝え は 、 ノ ア の 釘 舟 が 止ま っ た 山 は 、 
と を 玲 証 する の で ある ……-。 
キリ スト 教 当局 に よれ ば 、Gordyene の 山 が ノア の 避 台 所 に きれ だ と いう こと で ある 
1059)。 バビ ロニ ア の 言 伝え も 、 
旧約 聖書 は 


注 21 


180) 


古い 班 書 の 注 怠 書 は 、 


この 節 に よれ ば 、 


確立 し だ た の で あ の 」 ia 


守 22 


必ず し も 


ノ チ は 、 役 の 息子 が 彼 の 家族 の 中 に 含ま れ て いた で は な いか と 言っ た こと は 、 罪 で は な か っ た 。 
は 単に 人 問 ら ちら しぃ い 誤っ た 判断 どっ た の で ある 。 し か も 役 は ぎん げ を し た 。 その こと は 、 ぎ ん ば げ を する 
人 の 罪 深 き こと の 征 胃 と は な ら な いこ と を 示す の で ある 。 ざん げ は 又 、 人 人 間 の 前 きか ら 6 て る 悪 や 、 誤 っ 


だ 判断 の 結末 に よる 悪 か ら 自分 を 守っ て くれ る こと も ある 


23 


この 疲 は 、 ノ アデ の 子 炊 と は 切り 離し て 、 ノ ア の 箱 角 で 彼 と 一 緒 に いた 信仰 者 達 の - 孫 ぅ 、 
か ら 救 われ 、 節 栄 し 、 増 加 し た こ ょ と を 示す も の で ある 。 


ー9340 一 


ーー 。 ジュ ディ (Djudi) は 、 ジ ャ ズ ィ ラ ・ イ ブン ・ オ マル の 北西 約 25 マイ ル 、 
Sp 。 ジュ ディ の 名 声 は メッ ポタ ミア の 言 伝 え を さよ 


アァ ララ フラッド 山 て は ほな て 、 ジュ デル で ある と こ 


現在 ジュ ディ イミ 呼ば れ て いる 山 を を それ と みな し 、 あ る い は 


1 次 


(Enc. of Jslam, 


アル メニ ア の アル ・ ジ ュ デ ィ 山 や その 場所 と し (Jew. Enc.“Ararat" 参 照 ) 、 
、 バビ ロン が ノア の 子孫 の 住ん だ 場所 で ある こと を 認め る の で ある (創世 紀 11 次 9 節 ) 。 


これ ら の 人 人 々 だ けが ノア の 家族 の 一 員 と みな され 、 彼 を 通じ て 、 神 と 真実 の 関係 を 


を れ 
9 6。 


る の だ 。 


ノ デ の 洪水 


現在 、 学 者 舌 は 、 今 地上 に 住ん を で いる 者 の 殆ど が ノア 
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50. これ は われ ら が 潜 に 傾 示 する 、 知 られ ぎる っ 2e2 れ Zs の コラ 
消 所 なり 。 以 前 は 液 之 を 知ら ず 、 液 も 流 の こじ GU oSICSl 2 al 


氏 も 30 され ば 液 、 妃 机 せよ 。 人 美果 は 神 5u2Eb ゅ e い 2? の 2 タン ッ ン 
を 異 れ 散 う 人 々 の も の な り 。 ( 注 24) 0 きら 8 タ ら 


と ン う 2 る 29 チ 9 

第 五 項 間 @cxAuU SI 
51. わ 和 折ら は アー ド の 民 に 、 そ の 同胞 フー ド を うそ スレ アク 22 タン クィ ョ ロン 
追わ せ り 。 彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 唯 アッ NUDEHKY す に 折衝 


ラー を 祭 拝 せよ 。 お 前 た ち は 7 ス : フ ー 以外 SG ぅ 2 2 寺 スン 99 ン Na 。 と こし 
| | い | 2 
に 神 を 有 せ ず 。 彼 に 配 し た る 他 神 は 、 ぉ 前 の かりに NTO]5 Alo2 和 5 


た ち が 作 り 出 し た も の に すぎ ず 。 ( 注 25) 


の 子 格 で ある と の 上 兄 方 に 替 成 する の で ある 。 

ノア の 洪水 の 話 は 、 き ま ざ ま な 国 の 言 伝え と 文学 の 中 に 見 る こと が 出来 、 そ れ ら は 少し ずつ 異な っ て いる 
(Enc. Rel. 層 Eth.: Enc. Bib Enc. Brit. “Deluge" 参 昭 )。 こ の 悲劇 の 結末 は 、 人 人 類 の 文明 が 起こ り 始 た 
頃 、 ど こ か で 起こ っ た と 推測 きれ る 。 比較 的 文化 と 文 基 が 進ん だ 一 民族 が 、 あ る 国 に 定住 する よう に な る 時 は 、 
常に その 革 地 に 以前 か らい た 文明 の 人 騰 れ た 住民 産 を 抹殺 し て し まっ だ か 、 彼 ら を 非常 に 弱体 化 き せ だ た か の ど ち 
ら か で あっ だ こと は 、 歴 喝 的 に よく 知ら れ た だ 事実 で ある 。 この 様 に 入 類 文明 の 墓 明 け 役 で あっ だ た ノア の 子 反 E 
彼 の 仲間 達 は 、 他 の 土地 に 散ら ば っ て 行っ な の で ある 。 と いう の は 、 彼 ら は すでに その 土地 に 住ん で いた だ 展 府 
さり 強力 で あっ ただ 為 に 、 その 民族 を 減 ぼ ば し て し まっ だ か 、 自 分 達 の 中 に 明 収 し て し まっ だ か で あっ だ 。 こ の 様 
に し て 、 役 ら は 征服 し て 全て の 国 に 彼 6 月 号 の 伝統 と 習 憎 を と り 入 れれ て いっ た に 違い な い の で ある 。 そし て を 
の 結果 、 ノ ア の 箱 圭 に つい て の 言 伝え も 又 、 他 の 土 に 紹介 きれ て いっ た に 違い な い 。 し か し 、 時 の 経過 と 共 
に 、 移 住 者 倍 は 、 元 の 土地 と の つなが り を 持 だ な く な り 、 そ の 結 落 、 悲 江 の 結末 は どこ か の 土地 で の 出来 事 と 
みな され る 様 に な り 、 人 や 場所 の その 地方 で の 呼び 方 が 、 元 の 名 前 に と っ て か わる 様 に な っ た の で あっ た 。 ノ 
ア の 洪水 は 全 入 類 へ の 天 表 と いう こと で も な か っ だ し 、 い ろ い ろ な 上 上 地 の 種 々 の 言 伝え が 別 の 洪水 の こと を 指 
す と と られ て いた 訳 で も な か っ だ の で ある 。 





注 24 いろいろ な 子 言 者 達 に つい て の クル アー ン の 放 明 は 、 単 な る 物語 と し て 、 も くろ まれ て いる の で は な 
い 。 それ ら の 話 は クル アー ン の 中 に 与え られ て いる が 、 そ の 理由 は 、 そ れ ら が 、 モ ハッ マ ド 自 自 の 人 人 生 に 起こ 
る 子 定 で あっ た 似通っ た 出来 事 に つい て の 言 拘 暗示 を 含ん え で いる か ら で あ る 。 


注 25 いくら か の ヨー ロッ プ パパ の 批評 家達 は アー ド 人 その も の の 存在 を 否定 し た 。 今 迄 アラ ビア で 発見 きれ た 
本 

ー ン は マ ホ メ ッ ト の 時 代 に 、 ア ラブ 人 の 問 に 広く いき わ も だっ て い だ 人 人 気 の あ る 伝説 の 中 の - つ を 引用 し な に 
1 の で ある 。 こ の 反論 は 誤解 の 上 に 成り 立っ て いる 。 吾 実 、 人 人 種 の 区 分 に は 、 二 通 
りあ る こと が 一 般 に 知ら れれ て いる 。 一 つ は 人 和信 種 全体 を 表わす 名 前 で あり 、 も う 一 つ は 、 そ の 人 入 種 の うち の ある 
特定 の グル ー プ を 表わす も の で ある 。 ア ー ド は 単 一 種族 の 名 で は な く 、 幾 つか の 種族 の 集まり の 名 で あり 、 そ 
れ ら の 中 の 異な る 種族 が 時 を 変え て 権力 を あふ る っ だ の で あっ た だ 。 彼ら は 、 特 定 の 集まり の 名 を 携え る 碑文 を 後 
に 残し た の で あっ た 。 し か し 彼ら は 全て 、 中 心 と な る アー ド 族 に 属し て いた 。 こ の 名 が 、 古 代 の 地理 の 本 の 中 
に ある 、 と いう 事実 6 も ま た アード と いう 名 の 民族 が 確か な に 住ん を で いた こと も 示す の で ある 。 クル アー ン の 中 で 
述べ られ て いる アー ド 種 府 は 、 イ ラー ム と 呼ば れ て いた だ た 。 ア ー ド の 中 の この イラ ー ム 派 は 、 紀 元 前 500 午 迄 続 
いた 強大 な 王国 を 築い て いた 。 彼ら の 言語 は アラ ミ 語 で 、 へ ブラ イ 語 と 同族 で ある 。 ア ラッ 王国 は 、 セ ム 王 国 
の 減 亡 後 築 か れ 、 そ の 境界 の 中 に 、 メ ソン ポタ ミア 、 パ パレ スチ ナ 、 シ リア 、 カ ルディ ア の 全て を 含ん で いた 。 考 
古 学 の 調査 で 、 こ の 王 冊 の 跡 が 発見 され だ の で ある 。 

アー ド 種 族 は 、 ノ ア の 民 の すぐ あと に 生活 し て いた (7 章 70 節 )。 彼ら は 高い 場所 に 記念 物 を 染 い た (26 曹 


つや 34 ルー 
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52. 我 が 民 よ 、 我 は 之 が た め に 如何 な る 報 醐 3 1 ンー 
テーKOJ に コト リン 
計上 ち に 求め ず 。 我 が 報 酬 は 、 我 を 創 } いと 2 に ルン 和 9 


給 うた 彼 の 御 許 に の みあ り 。 こ れ で も お 前 OHOREIK も RI CPU 
に ち 理 解 し 得 ざ る か ? 


D る 
53. 我 が 民 よ 、 お 前 た ちの 主 に 赦し を 請 い 、 お っ 
の 2 記し 多 
りす れ ば 、 彼 は お 前 た ちの 上 に 雲 を 送 ・ ブッ 


5 油 然 た る 雨 を 陸 ら し 、 お 前 た ちの 力 に PU MP Ka 
ryvy され ば 不信 心 者 と な っ 
て 、 彼 か ら 顔 を を むけ る こと な か れ ] と 。 の の " 
( 注 26) [ 
性 、 令 等 は 云え り 、 | フード よさ 、 液 失 0 角 CA ンス 223 と る ッ か うめ 1 
な る 確証 も き ぎ りき 。 され ば 役人 等 6 の に CS AS2CS っ 人 FI 
の 言葉 だ け で は 、 役 等 の 神々 Nchydih @ の 2 名品 の 02 83 ER ッ ン Si1 


な し 。 ま た 液 を 信ずる 気 も な し 。 
た ゎ ね お ざわ れい 
55. 我 等 は 唯 、 我 等 の 神々 の 或 る 者 が 流 に 補 を > MA タッ ンプ ロ 65 の 222 る ぅ 
QlO6X play 1 e! 
な せり 、 と う 得る の み 」 と 。 フ ー ド は 衝 。 ご 
0 時 の ラル レッ クジ? 夫 
えて 、 去 えり 、「 我 は アッ ラー に 立証 を 願う 、 人 EK ed う 241 の Le 
られ ば 液 等 $ ま だ 、 我 は 彼 以 外 に 、 液 等 の 
神々 に 関 り な きこ と を 証 斉 せよ 。 


56. され ば お 前 た ち み な で 、 我 に 刃 英 か う 誕 画 72 イプ [ラッ ン バラ 225 邦 っ 2 。 
-。 ルー う 0 LVL よ よー 
を 工大 せよ 。 我 に 鑑 子 を 与え を る な か れ 。 ② ら めのう 5 な の 200 う 5 の) つう 


57.、 げ に 我 は 、 我 が 主 に し て お 前 だ た ちの 王 な る ハレ ンタ ゃ レッ ュー イン の の る スン ャ 
っ 7 ab ーgS 1 

アァ アッラー を 信頼 し 奉る 。 生 き と し 生け る 者 、 2 ツバ と 

と 。 エス sk。 ke ォ ッ マッ ン ァ ン ー レ レー ) る 

ー と し て アッ ラー が その 前 上 を 捕え ぇ ざる は PP つう の じい % OU2 る | 
な し ゅ (E げに 主 は 、 彼 を 頼る 人 々 を - 「 ob 
救う べく 、 正 道 の 上 に 立ち 給 う 。 「 GA 





129 節 )。 ア ラビ ア に は 、 今 も 半 、 大 建造 物 の 遺跡 が 残っ て いる 。 こ れ ら の 民 の 歴史 は 今 、 漆 呂 が り に お お われ 
て し まい 、 具 、 い くら か の 3 0 
アフ カー フク (46 意 22 節 ) と 呼ば れ て いる 。 それは 、 文 字 上 は 、 ゆ る や か に 曲がり くね っ た Z 字 形 の 砂丘 を 次 味 
する が 、 ア ラビ ア の 二 つ の 場所 に 与 を た られ だ 名 で ある 。 一 つ は 南部 で 、 南 アフ カー フ と し て 知ら れ て お り 、 る ぁ 
うー つ は 北部 で 、 北 アフ カー フ と 呼ば れ て いる 。 こ れ ら 6 の 広大 な 地域 は よく 肥え た 地 で ある が 、 砂 漠 の 近く で 
ある 為 に 、 砂 漢 の 砂 が 風 で 積み 上 げ ば られ て 、 そ を こ に 砂丘 を 作り 上 げ ば る 。 ア ー ド が 砂 に よっ て 華 せら れ た 時 、 
これ ら 5 の 砂丘 が 出 米 上 が っ だ の か も し れ な い 。 彼ら の 減 亡 は 吹き つけ る 激しい 風 に よっ て 引き 起こ きれ 、 彼 ら 
の 王 要 都市 や 山 の よ うな 砂 と 鹿 の 下 に 理 ゆ つく し て いっ だ た の で あっ た (69 立 7、8 節 )。 
汗 26 。 アー ド の 信 々 の 主要 な 職業 は 農業 で あり 、 邊 6 の 凸 地 に は 井戸 も 洪 漢 用 水 も な か っ た 為 、 耕作 の 人 為 に 
は 雨水 に だ よっ て い だ と 想わ れる の で ある 。 
生 27 前 髪 を 捕え る と いう の は 、 ア ラブ 人 の 古い 習慣 に 関係 し て いる 。 征服 る れ だ 民族 が 捕虜 と し て 征服 者 
の 前 に 連れ て 来 られ た 時 、 征 服 者 は 彼 の 前 貞 を し っ か り と 捕 を て いた か 、 勝 利 の し る し に 彼ら の 前 髪 を を 6 せ 
だ の で あっ た 。 
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第 -| 一 次 フー ド 
Rg 然 れ ども な お 、 た 基 ぉ 前 た ち 音 語る と ょ を る 1 ン ン 902 の ラン Re 
6 らし MI AS 9 ゅ のり 
も 、 我 は すでに 我 が 使命 を お 前 だ たち に 倒 達 65 ルン 5 
せり 。 主 は お 前 た ちの 代り に 、 ee の は も) る ハレ 42 お っ AS う 
き 替 えん 。 お 前 た ち は 彼 を 吉 も 害する イン 
ず 。 げ に 主 は 、 一 切 を 監視 し 給 う 」 上 。 の se の 5 ツジ 
リア ッ グ 和 ン ァ 
59. か く て われ ら の 命 ot ち れ ら は As222105120C22 ク 2 
フー ド 並 びに 彼 と 共に 信 ぜ し 人 々 を 救え 2 
り 。 わ れ ら は 茂 凍 か 6 彼 等 を 一 せ @j 光 っ O の 
60. アード と は この よう な 者 な りき 。 彼 等 は を 4 ei EE 部: 
の 主 の 徴 を 拒 庫 し 、 その 使徒 た ち に 背 き 、 5 
真理 の 敵 の 令 慢 な 命令 に 従え り 。 WM に 和 941VE1E 
61. か く て 彼 等 は 、 こ の 世に な お いて 、 ま だ 復活 je ュ シラ ランク 負 レ ン 2 が 2 
の 日 に お いて 、 呪い の 言葉 に つき ま と われ Ca 以 折 
だ り 5。 見 よ 、 ア デー ド の 手合 い は その 主 に 対 る レク 2 ププ トゥ タダ る ン 2 タン の 
うら 5 211Asy MI 
し て 息 知 ら ず な 振舞 を なせ り 。 見 よ 、 フ ー 9 の JAs ツ ICSC) 
ド の 氏 ア ー ド は 遠 く へ 放逐 る れ た て "は な い 
か が ! 
第 項 は ら か ら 
62. まだ た われ ら は 、 サ ムー ド 族 に は その 同胞 の ンタ タ の 572 し 2 トッ タン イン 2 る 
boueteb JE 
サー リフ を 追わ し た り 。 役 は 云え り 、「 我 が 0 ゆり 4 2 
民 よ ょ 、 ア ッ ラ ー を 崇拝 せよ 。 お前 た ち は 彼 あう 121 ば そ が ( 光 と KK 
以外 に 神 を 有 せ ず 。 彼 は お 前 た ち を 地 よ り NR 人 6 す 人 セン 
興し 、 を こ に お 前 だ ち を 住ま し め 絵 うた 。 内 AI の の お の と 
され ば 彼 に 落し を 請 い 、 帰依 し まつ ね 。 に の 5 ター る 5 る 5 タン マン 
⑨ て ae の あう | 
PR 〈 に まし まし て 、 祈 願 oe ウフ の) 
に 応え 給 う 。 
63. 彼 等 は 云え り 、「 サ ー リ フ ょ 、 液 は 衝 等 の 韻 Eau 5222 2 La 
eg ーー」 リシン レ 了 大 
し も の を 、 我 等 0 と 志 う か ? な れ ど 、 っ 3983 3 31 OK 
液 が 勧め る 教え に 、 我 等 は 対し み 妖 > プレ ゥ の 2 ア 
ぅ う 」 と 。 ou 
64. サー リフ は 云え り 5、「 我 が 民 よ 、 云 っ て みよ 、 共 ッッ た あら 1) の まで 回 
選抜 うぃ いう ちり | 
も し 我 主 よ り の 吸 証 の 上 に 立ち 、 じ き ビ き 半 9 の 人 
に 特別 な る 慈 圧 を 賜 わ っ て いな が ら 、 も し な 


我 主 に 背 か ば 、 誰 が 我 を アッ ラー か ら 衛 る 
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65. 


66、 


た 


66. 


69. 


\U。 


を 得 べ 【 ) ん や 『 され ば お 前 だ もち は 、 た だ だ 我 
が 徹 減 を 促 き ん と する も の な り 。 


騙 が 民 よ 、 これ な る は アッ ラー が お 前 だ ち 
へ の 敏 ほ し て 賜 わ れる 牝 著 膨 な 9 。 きれ ば 
彼女 を アッ ラー ー の 大 地 に 放牧 し 、 身近 な 懲 
還 を 被 ら ぬ よ う に 謗 に 危害 を 加え る こと な 
9 / ら 。 

然るに 彼 等 は その 中 蛇 の 有 を 切れ り 。 る 
で サー リフ は 云え 9、[ 三 日 の 聞 お 前 だ ち は 
自分 の 家 で 楽し む が よい 。 これ は 知 う こ 
な き 約 束 な る ぞ ] と 。 ( 往 28) 

か く 〈《 て われ ら の 命令 が 下る や 、 わ れ ら は 特 
別 な 慈 圧 に よっ て 、 サ ー リ ラフ 普 びに 條 と 共 
に 信 ぜ し 人 々 を 救い 、 また 該 の 日 に お ける 
恥 大 か ら も 救い だ た り 。 げ に 液 の 主 は 、 強 力 
に し て 倍 大 な る 者 に まし ます 。 


ーー 
ュー 


筑 措 が 不義 を 行い し 者 ども に 襲 いか か る 
や 、 役 等 は 家 の 中 で 伏し 丁 た わる 、 


さき ながら 5 彼 等 は その 中 に 絶 て 住ま な か っ た 
者 の 如く 。 見 よ 、 サ ムー ド は を その 主 に 対し 
て 恩 知 ら ず な 振舞 を な せり 。 見 よ 、 サ ムー 

は 遠く へ 放逐 きれ だ た で は な いか 1! ( 注 
29) 

第 七 項 

われ ら の 使徒 た ち ( 注 30) は 朗報 を 携え 
て アプ ラ ハ ム に 注 れ り 。: 彼 等 | 平安 あれ 」 


68 43 55 9 あら 5 3 
遇 5 92 38 
で 


よ 51 4 て を ル ン っ 8 2 タ 2 る ンス イ の 9 2859 
ク 5IG5 SD5S5SSJGSG5 


> ラク 3 ィ 1 

⑨e う 2 Ass 

に ig09eeas の 6 
クー の 2 の る みく 2 プー ム ア 。 っ る 。 ュ クン ウン 

2A GO1 OL2 の の 且 の 2 うぅ だら う 
の 2 プア 2 カー ルッ 

⑲ ym る | 

を 4 52 人 イア プーレ ぅ 人 る スン ン レ 

8 4 の AUS CZoJGAI 5 
ゴブ 3 ぁ 1 

9 CA や 


0 


2 ズ 2 クノ ク 6 ノッ タイプ クイ ck ン 

ろう | ECIO)J ゆ ) MG 5g 
と ンタ イッ グッ タン ンプ 
22354 8 


OM 生え の 004 作 43 





注 28 三 日 の 釘 子 と いう の は 多分 、 

民 は それ を 利用 し な か っ だ の で ある 。 

注 29 61 節 で は 、「 フ ー ド の 民 」 と いう 言葉 が 、 

いた だ た 。 と いう の は 、 実 際 ア ー ド は 、 二 つの 種族 の 名 前 、 
て 「 フ ー ド の 民 」 と いう 言葉 が つけ 加え を られ て いた だ の は 、 
あっ て 、 2 番目 の 方 で は な いこ と を 示す 為 で あっ た 。 


わな か っ た だ で あろ うか ら で あ る 。 


注 30 
は 彼ら は 天使 びと 央 える 。 


| 使徒 達 ] が 誰 で あっ だ た か! 


後 梅 の 為 の 最後 の チャ ンス と し て の 意味 が あっ た の で あろ う が 、 


腔 史上 の 理由 の 為 に 
1 番 日 の アー ド 人 と 2 番目 の アー ド 人 人 と が ある 。 そし 


し か し 、 タ ムー ド は 、 
「 和 予言 者 サン の 民 」 と いう 言葉 は 釧 貼 きれ いて だ 。 理由 は 、 そ れ を つ 村 加え て も 、 


に 関し て は 、 理 な っ た 意見 が ある 。 あ る 首 は 、 
前 填 の 見 方 は 、 真 実 と 現実 に より 近い と 思わ れる 。 ア ブラ ハ 
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不 夢 な 


アー ド と いう 単語 に つけ 加え られ て 


を こ で 意味 し て いる の が 1 番目 の アー ド 人 の こと で 
一 種族 の み の 名 前 で あっ た だ の で 、 
どん な 有人 益 な 日 的 に も か な 


彼ら を 人 間 と えん え 、 あ る 首 
ム ふと ロト の 二 人 人 は 、 を 


第 上 一 章 い フー ド 





と 挨拶 する と 、 彼 も | 平安 だ あれ 」 導 rG 8 グレ タン イイ レス 外 ン ニス (と 
OO の 

た だ ち に 焼い た 惣 を 供し た り 。 ( 注 31) の ② い ひみ ピア に OCN RIE 
1. 禁 る に 、 ア プラ ハム は 彼 等 の 隆 が 邊 に 角 む 知り っ eS1bCR 

ざる の を 見 て 、 彼 之 を 怪し み 、 彼 等 に に 居れ 0 

を 抱き だ り 。 す る と 役 等 は 云え り 、「 怖 れる EGG> 毅 Ye テ と た 

な か れ 、 我 等 は ロト の 民 へ 遣わ きれ だ 者 な 2 

り ] と 。 ( 注 32) ② ち サク 


72. その 時 、 彼 の 妻 と ば に 居合 わせ た れ ば 、 彼 LGS CS ンク の タン ノッ 
ッ ・ MY 1 っ 1 
女 も また 抽 居 を 覚え を だ たり 。 を そこ で 、 わ れ ら 5 の 5 5 も ba 
は 彼 に イサ ク ほ 、 イ サク の 後に ヤ ュ ブ が は 
全う ルル すい の 

産ま れる 朗報 を 伝え た り 。 


73. 彼女 は 云え り 、「 情 け な や 、 論 は すでに いた 」 芝 る ラン コピ 人 才 U 4 人 EAR 
し ん 
《 老 い 、 我 が 夫 も ぉ 老人 な る に 、 我 如何 に し Ua うう 絆 い > は 5 る 


の ラン の っ マン 1 ン 


て 子 を 産む で けん や ? こ れ は まこ と に と 不 忠 の 64 選 
議 な こと な り 」| と 。 

74. する と 彼 等 は 云え り 、「 流 は アッ ラー の 御 決  / 少 ン 』。 林 本 FE 
定 を 不思議 に 思う か ? アッラー の 慈悲 と 祝 0 うら ER 
得 が この 家 の 人 々 の 上 に あれ か し 。 ば げに 彼 の OCS 2 際 の 
は 、 講 美 と 栄光 を 受け 給 う べき 御方 な 5」 

8 MHDGU 


る 前 に 、 ロ トト を 安全 な 場所 に 連れ て 行く よう 命じ 了 と いう 可能 性 が か な りあ る 。 ロト の 民 は すでに 第 同 
に お どき さ 和 れれ て い だ (15 昔 65 節 )。「 使 徒 達 } は 、 だ た だ 彼 に 約束 きれ た 恐る べき 懲罰 の 時 が 来 た こ と を 知ら せる 為 
に の み 来 だ の で あっ た 。 


注 31 アブラハム の 本 当 の 名 前 は アブ ラム で あっ だ た 。 イ シュ マエ ル の 誕生 の 後 、 神 御 自身 の 命令 に よっ て 、 

彼 は 「『 民 族 の 父 ] ほか 「 多 く の 民 族 の 父 ] も 村人 
ラ エ ル 人 は カ み カナ ン に 住み 、 他 の 一 派 は イシ ュ マ エル の 民 で 、 ア ラビ ア に 住ん で いた 。 

注 32 アブラハム は 最初 、「 使 徒 達 } を 普通 の 旅人 と 思っ て いた が 、 彼 ら が 焼い た 子 和牛 を 食べ る の を 控え た 時 、 
彼 は 彼ら が 特別 の 使命 や 帯び て いる の に 気がつい だ た の で あっ た だ た 。 それ を 彼 は 理解 する こと が 出来 な か っ た の で 
あっ た だ 。「 彼 等 に 休 れ を 抱き だ り 」 と いう 言葉 は 、 ア プラ ハム が 見 知ら 下 旅 人 を 恐れ る と いう 意味 で は な く 、 彼 
6 が その 食物 を に し な か っ た 時 、 彼 は も て な し の 作法 に 反する こと を 何 か し だ た の で は な いか と 世 れ だ の で 
あっ た だ た 。 客 は アデ ブラ ハム の 沙 ち 着 か な い 表 情 か ら 6 彼 の 心 の 不安 な 状態 を 読み 取っ だ と 思わ れる 。 それ で 、 彼 ら 
は すでに アプ ブラ ハム に 、 自 分 達 は 気分 を 害し て いる 訳 で は 全く な く 、 食 べ 物 を ご ち そ うに な ら な い 理 由 は 、 自 
分 達 の 恐ろし い 使命 が 食べ る 気 あ な くる せ て いる の だ 、 と 言っ て 、 役 の 心配 を 取り 除い た の で あっ た 。 客 は こ 
の 返答 も また 、 彼 ら が 天使 で は な か っ た こと を 表わし て いる 。 も し 彼ら 6 が 天使 で あっ た な ら 、 彼 ら は 白 分 達 は 
人 前 で は な いか ら 食 べ 物 に 手 や つけ る こと が 出来 な い の だ と 言っ た こと で あろ う 。 ロト は 、 ハ ラン の 島 子 、 テ 
ラー フク の 示 で あり 、 パ レス チ ナ 人 信 、 モ アデ アープ ブ と アン モー ン の 福 先 で あっ た 。 彼 は アプ ブラ ハム の お いで あり 、 カ 
ナン で アブ プラ ハム に 加わ っ た だ の で ある 。 

注 33 この 節 で は 、「 こ の 家 の 人 々 」 と いう 言葉 は 、 明 ら 5 か に アプ ラ ハ ム の に 当て は まる の で ある 。 理由 は 
彼女 は 子供 を 一 人 も る 座 ん で は いな か っ だ た だから で あ る 。 吾 実 、 子 言 者 sa Prophet に 関し て クル アー ン の 中 で 家 
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75. アプ アブラハム か ら 芝 怖 が 去 り 、 期 報 が 彼 に 伝 WM バス ンタ タン 2 タン ニー ン ン スィ イン 
と られ る と 、 彼 は p ト の 人 々 の た ゅ に ち れ 。 の US うと うし ay) の と ea うじ 


ら に 対し て 弁護 せり 。 ( 生 34 ょ と 」 2 2 る 5 く イン クーン タ 
76. げに アプ ブラ ハム は 、 温 厚 で 心 侯 し く 、 幾 た た 導 の 2 の いみ の 2 
びと な く 改 惨 せ 9。 ②⑨Cu>5 3 し SCeU AA あっ し 


アデ ラメ L アン 2 ィ る に と 押 ョ ンプ 。 る 人 

77. 17 の の Ne と と まれ 。 キ の 御 湊 512 に OS 5UAA とい の > と よめ らい 
定 は すでに 下り 、 避 け 難 き 懲 罰 が 彼 等 の 上 具 
に 来 り つつ あり 」 暫 Nr 
78. われ ら の 使徒 等 が ロト に 至る や 、 彼 は 役 等 
の だ た だめ に 心 を 導 め 、 彼 等 の た め に 無力 な る 


や 感 Rg M ゝ ア の っ ン 人 ゆめ? ン クッ ン 
感じ ど 、[ こ は 若 難 の 日 な る か な 」 と 云 ぇ を 5。 知生 る 人 公 

79. 人 々 は あわ て よ ふた だ めい て 役 に 来 だ れ り 。 ッ タ ィ ン る ン 。 22220252 02[2 
US ら 2 う 3 FCS 539 とら う 


SR 彼 等 は これ 以前 に も 悪事 を 重ね た 


。 役 は 云 た えり 、「 我 が 民 よ 、 こ こ に 我 が GE 軸 ッ ン ! 思 GFK 
1 5 。 彼女 等 は 、 ぢ お 前 た ち に は 潔 き 31 衣 CT 


に 過ぎ る 。 き され ば アッ ラー を 忌 れ 、 我 が 客 7 


S 


人 た ちの 前 で 我 を 辱 し か る な か れ 。 お た だ た と 
ちの 中 に は 一 人 も 正義 の 心 の 者 が 在 ら ぎる の 


か 7? と 。 ( 生 36) 


の 人 々 と いう 表現 が 使わ れ て いる 時 、 要 し て それ は 、 徹 の 雲 又は 凌 達 を 指し て いる の で ある (28 音 13 節 、33 章 
34 錠 )。 


注 34 創世紀 18 草 21 節 一 33 節 参 照 。 


53 ソドム と ゴブ モラ の 二 つ の 町 の 住人 は 、 街 道 で 旅人 人達 か ら 金品 を 略 稚 し た も の で あっ た だ 。 (Jew. Enc. 
“Sodom" 参 照 )。 当 然 彼ら は 常に 報復 を 菅 れ て いた 。 特に ソドム の 住人 は 、 実 際 勝 国 E 戦 争 状 態 に あっ た 和 
紀 14 章 )。 彼ら は よる そ 着 が 町 に 入る こと を 歓迎 し が か か っ だ の で ある 。 ロト は 、 20 省 達 の 様 に 、 
然 に 旅人 の 世話 あし 、 も て な し だ も の で あっ た (15 章 71 委 )。 彼 の 民 は 、 い つも ふ 不 安 が っ て 、 ae 3 
の 習慣 を 捨て る よう 等 告 し て いた の で 、 彼 が 旅人 で ある [使徒 達 ] を 家 に 招き 入れ た だ 時 、 党 本 怒っ 
た 顔つき で 役 の 家 に と ん で 来 だ 。 な ぜ な ら 、 彼 ら 6 が 何 度 も 抗議 し て いる の を 無視 し て 彼 が よそ 者 に 宿 を か す 為 
に 、 介 度 こ を 彼 を 避 す る 良い 機会 や を 得 た と 思っ た の で あっ た (15 意 68 節 一 71 症 )。 


注 36 ロト は 、 彼 ら の 今 迄 の 思い 行い か ら 考 えて 、 何 か 悪い こと を し て 客 の 逢 で 彼 や は ず か し め は し な いか 
NN その 悪い 行い が どん な も の か に つい て は 特に 言 肪 し て いな 

、 彼 ら は 邪 な 民 で あっ た の て 、 ロト は 彼ら 5 が 彼 に 何 か 害 を や 与え を る か も し れ な いこ と を 、 当 然 理 腔 し て いた だ 。 
を 人 
の 娘 達 を 拘留 し 彼女 達 を 六 す る こと に よっ て 彼 へ の 怒り を ぶち まけ る こと が で きる で あろ う 、 と 言っ だ 。 そ 宛 
は 彼ら 6 が 取り 上 ば げ る の に 、 よ り 良 く よ り 清浄 な 道 で あっ た 。 なぜなら 、 を る を の 方 法 な ら 、 彼 6 は 彼 の 客 を 修 辱 す 
る と いう 取 ず べき 行動 を 避け る こと も し た で あろ うか ら で あ る 。 あ る い は 、 を その 意味 は 次 の 位 で ある か も し れ 
な い 。 ロト は 町 の 黄 六 べき 高齢 首 と し て 人 民 自 身 の 毒 倍 の こと を 我 が 娘 達し 呼 ん だ の か も しれ な い 。 役 女 達 は 
その 町 の 人 た だ たち に と っ て 清 常 だ と 言っ た 。 
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80 . 


6] . 


6Z 、 


8 . 


@4 . 


9D 


注 37 
性 を 人 人 質 ほ 上 し て と る こと は 彼ら の 習 償 に 
の 娘 た ち に 対し て 何 も 求 ゆめ る こと な き | と いう 言葉 は 、 


彼 等 は 答え ん り 、[ 液 は 、 我 等 が 湊 の 娘 た ち に 
対し て 何 も 求 ゆる こと な きこ と を 知り 、 ま 
た 我 等 が 何 を 欲す る か を 知る | と 。( 注 
37) 

彼 は 云え り 、「 我 に お 前 た ち を 処理 する 力 あ 
らん こと を 、 或 い は 、 我 を 擁護 し て くれ る 
強力 な 支え を 得 ん こと を | と 。 ( 注 38) 
する と 使徒 た な ち は 云 を り 、「 ロ ト よ 、 我 等 は 
流 の 主 の 使徒 な 9 り 。( 注 39) 彼 等 は 決し て 
光 を 害する を わ ず 。 され ば 夜 の 間 に 次 の 家 
族 と 共に 立ち 計れ 。 箇 し て ぉ 前 た ち 家 族 の 
何人 を も 後 を 振り 向 か し め る な 、 伯 し 流 の 
妻 は 除く 。 彼 等 の 身 に 降り か か る こと が 、 
彼女 に も 起 ら ん 。 彼 等 の 定め の 刻 限 は 朝 な 
D り 。 彰 は すでに 近 き に 非 ず や ?」 と 。 


か 〈 く て われ ら の 命令 が 下る や 、 わ れ ら は を 


の 邑 を 転覆 し 、 泥 石 を を の 上 に 雨 と 注ぎ 策 
ら せ だ り 、 ( 注 40) 


流 の 主 の 決定 を 印 し た 泥 石 を 。 か か る 刑 前 


は 今日 の 不義 者 を 隔て る こと 遠から ざる も 
の な り 。 


第 八 項 
それ か ら ま だ ミディ アン の 民 に われ ら は る 
の 同胞 シェ アイ ブ を 人 遺 わ し た り 。 彼 は 云え 


ロト が で すでに 結婚 し て いる 彼 の 娘 達 (創世紀 19 交 15 節 ) を 人 人 次 と し て 提案 し だ 時 、 
- 反 する の で 、 そ の 提案 を 受け る の を 拒否 し だ (Enc. Brit.)。「 我 等 が 液 
彼ら が 多く の 注解 者 が いっ て いる 様 な 娘 達 の せい だ と 


二 

2 を MSG 上 
⑳0 9 2 クタ ン の 

os PRE 


レイ スイ | て 5 て ロッ ン 人 11 rf 
お 


プラ ョ アデ ノ し 人 アレン 5 る 
際 SE し s5Dsf |) 
2 プ し と 


の きい 


0 で こら) ぅ み 


欠い HAAIAHGSHA 人 MCH 
Ga うめ (2 
AM の あら 37 422 
952 の 


053GTGA123 


彼 の 氏 は 女 


する 動機 を や 持っ て や っ て 来 だ た の で は な か っ だ こと を 示し て いる 。 と いう の は 、 ロ ト の 民 の 様 に 道徳 的 に 基 落 し 、 


腐敗 し た 民 は 、 


み は 


注 38 


肉欲 の 情 圭 を 満足 させ る こと に 関し て 、 権 利 が ある 
いう 様 な 双 間 は い だ か な いも の で ある か ら で あ っ だ 。 救 等 が 何 や を 欲す る か を 知る 


正しい と か 正しく な いと か 
"と いう 言葉 は 、『「 我 々 の 望 


と か な いと か 、 


ょ そる 者 を 我々 に 引き 渡す こと だ と お 前 は 知っ て いる は ず | と 上 いう こと を 意味 する の で ある 。 


な 前 天 は 、 


その 屈辱 か ら 救 われ る 様 神 に 祈る で あろ う 。 


生 39 


[使徒 達 』 は 、 ロ ト に 和敬 舎 を 


で あ 2 


注 40 
下 に ひっ くり 5 返 


ロト の 民 は 恐ろし いい 地震 に よっ て 減 亡 し だ と 思わ れる 。 
を し て 落ち る の で ある 。 
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し 、 土 の 破片 が 空中 に 吹き 飛び 、 


私 が 客 を 追い 払う さき だ と 主張 し て 、 私 の 上 に 屈辱 が ふり か か る の を 望ん で いる が 、 


号 を 、 と どこ へ 行く か を 導く よう 宰 か ら 


和 、 は 
5 信 令 きれ て いた 隊 国 の 高 締 な 佐 


激しい 地 恩 は 、 し ば し ば 地球 の ある 部 分 上 





第 十 一 草 フー ド 
り 、 | 我 が 民 よ 、 アッ ラー を ぞ 款 皇 せ よ 。 お 前 プ アン どど 92 ン の シン 8 
1 "人 | に? 
た ち は 彼 以外 に 神 を 有 せ ず 。 度 量 衡 を 不足 JOIboS の の 1 0 
する な か れ 。 お 前 た ち は 繁栄 し て いる よう 2CC っ SA 2 YaLoAAI2 
で ある が 、 我 は お 前 た ちの た め に 減 亡 の 日 0 
の その 刑 軸 を 恐る 。 ( 注 41) ② 了 ラ タッ IOe 


GO . 


9 が 


66 . 


89. 


注 41 
は 答 マ デイ 7 
ロロ 入り込ん だ ア 


我 が 民 よ 、 度 時 衡 は 公正 に 十分 に 計れ 、 他人 
の も の を 誕 取 する な か れ 、 不 正 を 行っ て 地 
上 に 騒乱 を 引き 起す な か 和 れ 。 


アッ ラー が お 前 た ちの 手許 に 遣 す も の の は 
う が お 前 た ちの た め に は 一 層 よ い 、 も し お 
前 だ ち 信 者 な ら ば 。 きれ ど 我 は お 前 た ちの 
監守 莉 だ る 身 に 非 ず 」 と 。 
役 等 は 云 を た り 、| シ ュ ア イブ よ ょ 、 液 の 教え は 、 
我 等 が 父 福 の 柴 め し も の を 捨 つ る べし と 命 
じ 、 耳 つ 我 等 の 財産 を 己 が 意 ひ まま に すべ 
か ら ず と 人 千 ずる の か ? 液 は は ん と に 、 自 分 
が 聡明 で あり 、 公 正 な 者 だ と 思い 込ん で い 
る 者 よ 」 と 。 
彼 は 去 え たり 、「 我 が 民 よ 、 我 に 告げ ば ょ 、 も し 
我 主 か ら 葛 われ る SD の 
王 は 我 に 手 旧 いい * 全 養 を じき じき に 賜 わ れ 
り 、 ツ 明 た も を に 何 は 回 符 すん? 
お 前 だ ち に 禁じ だ る こと を 、 か げ で を 行 
わん と 欲 せ ず 。 我 は 出来 得る 限り 世の中 の 
物事 を 上 正しく せん と 願う の み 。 ア デッラ ー に 
ょ る 以外 に は 、 玉 は 何事 成し遂げ る 力 を 
有 さ きず 。 我 は 彼 を 頼り 、 面 し て 彼 の ち 傍 に 
帰り 行く 《。 ( 注 42) 


Cg 0 
アァ ン と 呼ば れ だ 。 彼ら の 首部 も まだ マデ ィ ア 
クノ で 傘 に あっ だ た だ 。 ra 


了 和 RS3223SRi 和 の 


和信 と 共に いた だ の は マデ ィ イアン の 近く で あっ た 。 
沖 : 42 


シュ エー に 反対 する 者 産 は 、 


る と 圧 っ だ の で ある 。 


ー348 一 


アデ アブラハム の 三 番 日 の 寺 ケ トラ の 皿 子 で あっ た 。 (創世 紀 25 音節 、2 節 )。 
ァ アン と 呼ば れ た 。 この 町 は アラ ゼア 海岸 上 、 
アン の 子 谷 が へ ジャ ー ズ の 北 に 住 ろ 、 彼 ら が この 町 を 作り 上 げ だ の で 
な し 。 
7 章 86 節 も 委 照 。 


彼 は 彼ら 5 が 証 甘 を 働く の を 押 き る えて 、 


きも OAI3 II 10 


CVI9 際 39 ぅ 22 Co 


し ァ ン 35 の た レロ Sa NT 
の CNM と 
の ee 2 ン 
53 条 16 軸 導 | タ 
し 3 沿 * 4 る 」 シレ RI 
タリ ン ンプ ノ 2 全 っ いみ タタ 
Br を 9 1 


50 お DIP4APSIKO 系 


と ン た ee s あ oo (ME 


2 ググ 。 アン Ra 2 2。 ア インプ る 
9 っ | (1 の 5 Co うり う て う 


の 053 と を KK の 


記 ン ん ダー 。 っ グ ちゅ ノン レッ デー ゆ 
ab も 91 あう 5 
イク ンズ スン 
@ い 1 1431 う うこ Cg 6 


彼 の 子孫 
海 か ら 10 キ 
役 が 紅海 あわ だっ だ あと 、 イ スラ エル 


日 分 の 仕事 を 進め よう と し て い 


第 - ー 一 葉 ド 


90. 我 が 氏 よ 、 我 に 反 拓 し て 、 ノ ア の 民 や フー れれ 。 ッ を っ ンーs(: 。 前 
ド の 民 、 ま た サー リフ の 民 が 遭遇 し た 如き り 人 es 果 5 克 る る うるう 
運命 に 自分 自身 を 導き 行か し むる な 。 0 PC ンタ クン 2 を クッ る っ に 1 人 レ 
ロト の 民 は 前 た ちと 胸 た る こと 避 か 6 の の 42991 で スタ し 


ず 。 ( 生 43) の あり 2 5 当 の る し 


ゆる 

91. され ば お た ちの 王 に 攻 し を 諸 い 、 誠 意 を み ッ ン 。w ノ ぐる 1 し 21 て へ っ で ッッ 5 3 
も っ て お すがり せよ 。 主 は まこ と に 慈悲 深 トウ O) た MR 0 に が トト 

筐 に 滴 > お 方 で いと を gn 

く 、 愛 に 満ち だ お 方 で いら せら れる | と 。 ee 

92 . 彼 等 は 云え り 、 | シュ アイ 、。 我 等 、 潜 の る み 5 タン レポ タン 2 ン ェ レ タッ ンタ ン 
「 ' ( > < 
うこ と を 解せ ず 、 表 は 流 yc 生 の 中 の りう Os GSCGsSg 
ロゴ ュ や ーー 才 に 思 か * ゞ 9 の の リウ プア 。 ノ ァ クッ っ ン 3 
引 者 と 見 た り 。 液 の 一 族 の だ た め な ら ぎ ざり せ CXGHKGN の り 9 Cs U 器 
ば 、 百 は 液 を 石 に て た ん 。 液 は 我 等 


中 で 革 か の 権威 $ も 有 せ ず 」 と 。 ⑨ yo じ 応 CI 
93. 彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 お 前 だ た ち は ア ッ の く 2 (0( 電 生 人 の 47( 0 
0 境 93 所 還る の か の 紹 中 208920NO2 ある Ps 0 


に も お 前 た ちの 背後 に 彼 を 投げ 捨て り 。 げ eS 2 人 (2 の 
の) 2 つの ル 
に 我 が 主 は お 前 た ちの 所 業 を 刀 て くみ を な は の の の 


に 清和 ぁ 


0 自分 が 思う が まま に 振舞 ぇ え 、 我 る 。 s ン 
ント 2 デム アデ ウッ の ウ ! 
思う まま に 行わ ん 。 お 前 だ ち は 程 な く 思 MESUSM 届 2 レ 83 


い 知る で し 誰が 上 に 恥ず べき 電 前 が 下る めこ エク リク ーッ ンプ 」 2、 2 9 ゥ ン ツン 2? フッ ンク 
2 9 いい より 
、 雛 が 貴 つ き で ある か を 。 さ きれ ば 待て 、 ダヴ フジタ マロ 02 
用 も また 前 た ち は 碧 に 香 た ん 」 上 。( 時 28US う 2 
44) 
95. われ ら 6 の 命令 が 実施 きれ る に 及 ん で 、 わ 和 れ 2 る 2 レル アル R (2 に (っ 
ら は ば は シュ アイ プ ブ 並び に 彼 と 共に 信じ た る ll の AN Ss フ 


て ンプ ノン 


人 々 を 特別 な 北 半 に よっ て 救い た り 。 然 る 50AB Oio6226s 2 の 
に 、 感 軸 は 意 人 ども を 捕え だ れ ば 、 彼 等 は の 2 im 2 
皆 自 分 の 家 の 中 で 條 れ 供 す 、 ⑥⑲ 〇 いと と の うら 2 ( う 


注 43 この 人 鼻 は 次 の こと を 示す 。 シ ュ エ ー ブ は ノア 、 フ ー ド 、 サ ー レ 、 ロ ト 、 ア プラ ハム の 後に 現れ た の で 
ある が 、 モ ー ゼ の 時 代 ょ より は 前 で あっ た 。 だ か ら モ ー ゼ と その 民 は 、 ま ミ き に シュ エー ブ の 民 の 区 域内 に 住ん で 
いた に も か か わら ず 、 彼 は ここ で モー ゼ の 民 に つい て ふれ て いな いか ら で あ る 。 


注 44 彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 知識 と 計画 に 応じ て 、 働 き 続 け ね ば な ら ず 、 彼 は 役 の 信仰 Faith) に 導 か れ て 働 


陸生 
に 人 送ら っ て 失敗 きせ よう と 企 て て いただか を 示し だ の で あっ た 。 
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96 . き 


97 . 


9 音 伯 


99、 


100. 


101 . 


102 . 


103. 


邊 45 


さ 
03 


を 地獄 へ つき 落と す だ け で な く 、 
注 46 


き で ある 、 
げ る と いう 見 解 や も 否定 する の で ある 。 


な が ら 彼 等 は 絶え て その 家 に 住め る こと 
な か り し 如く な りき 。 滅 亡 せ よ ミ ディ アン 、 
か つて サム ー ド が 滅び し 如く 〈。 

第 刀 項 る L 
われ ら は まだ 、 数 々 の 神 兆 と 明瞭 な る 権能 
を 授け て モー ゼ を 、 


ファ ラオ と を の 族長 た ちの も と に 追わ し た 
b。 麹 る に 、 役 等 は ファ ラオ の 命令 に 従え 
り 。 き され ど を の 命令 は 全く 正しい も の 1 に 非 
ざり き 。 

復活 の 日 に は 、 ファ ラオ は 人 氏 を 率い 、 彼 
を 火 多 び の 中 へ 導き 行か ん 、 愉 も 家 家斉 が 
水 鍋 場 に 導 か れる 如く 。 行 き 着け る 水 飼 場 
こ を 掲 な る か な 。 


彼 等 は 現世 で 呪 謀 に つき ま と わ れ 、 復活 
の 日 に 於 て 、 賜 わ る も の は 宰 な 9 り 。( 注 45) 


これ は 、 わ れ ら 6 が 液 に 語る 、 減 亡 せ し 曲 々 
の 消 な り 。 或 る も る の は 今 も 立っ て いる が 、 
中 に は すでに 刈り 入れ 時 の 如く な ぎ 倒 きれ 
だ る も を の も あり 。 


われ ら は 役 等 を 害 せ ざり き 、 害 せ し は 己 
れ 自 ら な り 。 ア デア ッ ラー 以外 に 彼 等 が 祈り し 
い 主 の 命令 が 実施 きれ る に 及 ん で 、 

5 役 等 を 益 す る こと な か りき 。 い た ずら 
isp に すぎ ず 。 ( 注 46) 


か く の 如 き は 、 壮 が 悪事 を な せる 邑 々 を 
捕え る 、 そ の 掴み 方 な り 。 げ に 、 を の 摺 み 
方 は 、 痛 烈 に し て 若杉 な 5 


この 委 は 、 次 の こと を 示す 。 フ ァ ラ オ は 、 


彼 の 民 か ら 補 に : 


の た ーー 

.2 アノ レン クン ノ フラ レロ 之 ク の はち ン 2。 2 グラン る っ と ン 
の Ag の AU IO Pl に 5 お りら 
と タッ タダ 

( ゅ た よこ フ 


ブッ クジ タタ レレ 基 ン 仙 人 
⑨oAyo ら し う CatOG8b 


2 と る 36 も 


ノン タグ ラ ょ 
と ある | aoSb も 3 っ のみ 
⑫⑬ り AX ル の yE う 9 2 


タン ンプ 2 と ンプ 


AI や と HI の KEI 


プ ム ブタ ラン 


> 2 
⑲395% 


0 も 203 254 68 層 放 3 
5841 

ル 昌 は 月 HI の FE 5 の し (ho 
レジ の 

(ゆい ue みう 


ャ re き 


9 アッ フク ec15J の 0 ンプ 
? ン US (< 手錠 4KE 91 
5 み ッ 2 ュ * タン 信 
loorre2 2 2 る と 
ここ の ? プ と る 
0 腕 あ ) 35 し セレ 人 Y を 5 多 ? 


cl 


2 GO の 


由 1 ン ノ レス ラン ンク 
ea NRIGOYSKGUN 
タッ ズ タグ ン 


クン と 
⑥⑯Oaus Jl goglO 


運 ら う 彼ら の る る えと みな きれ て いた だ た の だ 


ーー 


復 汗 の 日 に 、 彼 は 彼ら に と っ て 袖 の る る え で あっ だ こと を 証明 する こと に な ろう 。 と いう の は 、 彼 は 彼ら 


彼 自 身 彼ら と 共に そこ へ 入っ て 行く て で あろ うか ら で あ る 。 
神 は 決し て 不正 に 民 を 加 す る こと は な いし 、 彼 ら の 上 に 徐 六 を も たらす の は 、 彼 ら 自 身 の 悪事 で ある 、 
と いう 事実 を クル アー ン は 繰り 返し 強調 する の で ある 。 その こと は 、 運 命 と か 、 
と いう 理論 を 否定 する も の で ある 。 1 
そう いう 訳 で 、 徐 骨 の こと を 述べ る 箇所 で は どこで も 、 


人 は 先 の 解 6 な い 宿 命 の え じ 


人 筑 骨 と か 報復 


は 人 人 間 自 身 の 行 い の 結果 で ある こと を 付け 加え ず に は ほ は おけ な い の で ある 。 
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104. げに その 中 に は 、 来世 の 税 前 を 直 れ る 者 ン NN 2 グン 1 58 る 
へ の 神 兆 ( 注 47) あり 。 を の 日 こ を 人 類 す も 時 うり}8 ら 
べ て が 召集 せら れ 、 一 切 秒 生 に その 処分 が 4 の ンタ を 22 る 2 て 

生き ン トル 7 すり いり 

目 繋 きれ ん 日 な 5。 ( 注 48) 4 ッ O り 

105. われ ら は 之 を 、 一 定期 限 だ け 延 期す る に OS な ちら る 
すぎ す 。 ( 生 49) 

106. を の 日 来れ ば 、 何人 も 二 の 許し な し に 発 3223 人 6 
言 する 能 わ ず 。 面 し て 或 る 者 は 不幸 に 、 ま 
た 或 る 者 は 幸福 を 得 ん 。 Oo 


107.。 不幸 に な 6 ん 徒 本 は 寺 火 の 中 に 入れ ら 6 et 2 2 MA 抽 EI 隊 ンタ スーン > る ンス ン 
」 5 4 上 こう EPSAUMIK 
れ 、 そ こ に て 嘆き 、 泌 に か な せ ぶ ば か りな る 


リッ る 
の SL。 。 (② (9 いる 
、 、 あっ ち し っ 1 ン レレ レラ タン 2 1 
108. 主 の 思 し 吾 し が な けれ ば 、 天 地 が 存続 す 1os oe UCS ou は 
Mg そこ に 住み と ど ま SN げに 流 の 主 に の 2 
は 、 欲 する こと を 成し遂げ 給 う 。( 注 50) kt Cd ウタ 
〆 


109. 然るに 、 幸 福 に な る べき 者 は 楽園 に 入り 、 内 の の かよ 5 請 和 6 人 っ の AUG 
主 の 思 し 如 し が な けれ ば 、 天 地 が 存続 する 。 , タ ぁ . ャ ン 2 
限り を こ に 住み しぼ ま と ん ー つ ょ うり 絡 ps 。 人 U の 発 CWC らら lo213 


こと な き 息 賞 を 。 ( 注 51) の 53502 の 2 包 
レン し 』 き な お デ 


注 47 ここ で の 「 神 兆 」 と は 、「 形 め ] を 意味 する 。 


注 38 人 は 完全 に 独立 し て いる 誤 で は な い 。 人 人 は 、 環 境 と 教育 と 章 伝 に 影 疾 さ きれ て いる 。 そ れ で 人 の 特別 な 
行動 を 正しく 判定 する 為 に は 、 そ の 行動 や 導き 影響 を 与え を る まわ り の 全て の 状況 と 環境 を 考 席 に 入れ る 必要 が 
ある 。 


注 49 猫 子 で きる 「 時 期 】 ほ も は 、 す で に わか っ て いる 箇 囲 の 中 で 動く の で あり 、 そ れ は その 範囲 の 中 で 環境 
に よっ て 容易 に 変わ る の で ある 。 だ と えば 、 人 の 者 命 に は ある 限 独 が ある 。 つ まり 、 そ れ は 、 そ の 限 狗 の 中 で 
短く な っ だ り 長 て く な っ だ たり 出来 る の で ある 。 し か し 廃 棄 る れる こと が 出 米 ず 、 取 り 消 し も 出来 な に この 「 叶 期 」 
と は 、 全 て の 氏 の 減 亡 に 関係 する の で ある 。 


注 50 クル アー ン の この 表現 は 、 非 常に 延長 きれ た だ 時期 を 表わす 慣用 語句 で ある 。 グ ルアー ン は 、 地 獄 の 稀 
紳 が 水 遠 に 続く も の で は な いこ と を 啓示 する の で ある 。 


51 0 Em 天国 も 地獄 も ( 叩 ち 、 報 償 と 懲 凡 ) 誠 間 が 限ら ちら れ て いる 。 そし て 午 を 受け だ 
、 彼 の 行い の 冷 償 を 受け だ 後 、 入 は 再び この 世に 送り 返さ れる の で ある 。 セム 族 の 宗教 の うち ユダ ヤ や 攻 は 、 
の ら 多 ん と 解放 し て いる 一 方 、 ユ ダ や 人 以外 に は 江 園 を 否定 する も る の で ある 。 キリ スト 
教 に よれ ば 、 そ の 数 派 の も の は 、 天 国 は 最終 的 に は 結末 を 迎え た る (Hafsir Kabir) と いう 信念 を 持っ て いる け 
れ ど 、 天 国 $ 地 獄 も 永 束 で ある 。 イ スラ ム 教 は 、 こ の 点 に つい て は こ 生 らら 全て の 宗教 と は 根本 的 に 異な る も の 
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110、 され ば 役 等 が 崇拝 する も の に つい て 思い の の クン ン レ 人 の お タン (る e オ ンク 人 外 く の 
貧 う こと な か れ 。 役 等 は た だ 以前 父祖 が 貞 』 AU 
拝 し た 如く 、 拝 し て いる に 過ぎ ず 。 わ ゎ われ >25990513 0 きら 6250S 人 
ら は 彼 等 に 、 そ の 取り 分 を 減ら すこ と な く は 2 
支給 せん 。 " (① い クッ 2 AP Ayuo う 

第 十 項 

111. 昔 、 われ ら は モー で ゼ に 経典 を 与え し が 、 93 EE の と ン 29 4 MO 
これ に 関し て 異論 生じ た り 。 も し 液 の 詩 さ 0 
りす で に 発せ られ た る 言葉 な か り せ ば 、 問 4 記 2 682 
是 は 速い 以前 に 彼 等 の 間 で すでに 解決 済 な 


プ 


. う タ し | 
吾 。 陳 Pr つい て 今 だ に 不安 ⑨co 3 の 
な る 獲 惑 を Q ( 注 52) 
ょ ュ ン EE リー に ド 上 ン いる ゥ タイ ノレ ゥ ン ン タン ッ タ る ブン タン ンタ る 
112. 次 の 主 は 彼 等 の 所 業 に 応じ て 、 十 分 に 幸 52 し 5 eo る! う 
い 給 う ・ げ に 彼 は 、 役 等 の な せる こと を 知 天 の 
し 給 う 。 ぐみ 〇 3 


※ 。 さ で ゴト 」 こ サド HI 

MM RE lsx55N 1 の (K 多 tt に 

者 は 、 命 ぜ ら れ だ 通り 真直 に 進み 行け 。 ま の 0 の らい 2 と 

2 =*| デ 由 

た 流 等 則 を 越え ん る な か れ 、 信 ずる 者 よ 、 彼 @ 和 の 5 し 451 

は お 前 だ ちの な せる こと を みそ な わし 給 う 5 
で ある 。 それ に よる と 、 の 3 る 。… 方 、 地 獄 は 一 時 的 で あり 、 期 間 に 限り が ある 。 イ マム ・ ア 
ハマ ド ・ ビ ン ・ ハ ン バ ル は 、 そ の 影響 に つい て アグ ドゥ ラ ・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ア デル ・ ア ー ス に よっ て 報告 
きれ て いる と し て 、 モ ハッ マ は 即ち 、 の の ろ るい 戸 が お 互い に ぶつ か り 合 う 
で あろ う H が 来 て 、 そ の 中 に は 何 $ 残 ら な いで あろ う 。 それ は 、 地 狼 の 仲間 達 が 何 世 紀 も そこ で 過ごし た 後 、 
起こ る で あみ う 。」 (Miusnad む 。 こ の 革 伝 れ を に よれ ば 、 地 獄 に 関し て 使わ れ て いる ハリ ディ ー ン ( 了 水 統 向 ) と い 
う 単語 は 、「 幾 竹 紀 も の 則 続 く ] と いう こと を 意味 し て いる だ け で ある 。 ア ブ ド ッ ラ ・ ビ ン ・ ウ マル と ジャ ビル 
は 、 イ マム ・ ハ ン バ ル の 意見 に 備 成 し て いる 。 ア プ ・ サ イド ・ ア ルフ ドゥ リサ も ぅ 同様 の ハデ ィ ー ス ( プ ブ ハリ) を 
引用 し て いる 。 し か し な が ら 、 い くら か の 著名 な 宗教 権威 者 達 一 その 中 で も イプ ブン ・ テ ミヤ エ と イブ ン ・ カ イエ 
ム ふ は 次 の 様 に 王 苦 する 。 邪 まな 不信 促 者 吉 は 、 好 銚 に 永久 に と ど め られ て し か る べき 者 で ある が 、 地 獄 そ の も 
の が 、 あ る 日 、 神 の 負 玉 悲 に よっ て 消 減 す る で あろ うし 、 地 獄 が な く な っ た 時 に は 当然 地獄 の 中 の 住 入 は いな 
て な る で あろ うと (Faith)。 クルアーン は 、 天 国 に つい て は 、 地 獄 に 関し て 使っ た 揉 な 表現 で は な く 、 決 し て 
終る こと の な い 疹 償 (41 章 9 節 、84 意 26 節 、95 章 7 節 ) と いう 言葉 を や 使っ た 。 更 に 101 章 10 節 一 12 節 の 中 
で は 、 地 獄 は に だ と を 65 れ 、 違 児 は 子供 の 体 が 形作ら れ 、 き ま ざ ま な 器官 が 完成 する 迄 母親 の - 子 記 の 中 に 習 
まる と 述べ られ て いる 。 同じ 様 に 、 地 獄 に 落と きれ て いく よう な 不 申 な 人 々 は 、 役 ら の 諸 器 官 の 機能 が 完全 な 
発達 を 遂げ て 、 主 の 美しい 御 頼 を 見 る こと が 出来 る 様 に な る 迄 と こ に 玉 ま る で ある ろう 。 


注 52 人 間 の 罪 は あま り に も ひど か っ た の で 、 も し も ち も 、 人 人類 は 精神 的 に 発達 し て いて よう 折ら れ て 、 そ の 結 
本 、 神 の 折 慈 妃 を う ける 省 に な る て あろ うと いう 出 も っ て 定 ゆ られ だ 命令 が な か っ だ な ら 、 人 間 は と っ く の 菩 
に 減 亡き せら れ て し まっ て いた で ある ろう (7 吾 157 節 、LI 章 120 節 、51 章 57 和 盆 参照 ) 。 

注 53 モハ ッ マ ド だ け は 、 神 の 意志 に 従っ て 、 彼 自生 の 人 生 を 形作る よう 要求 8 きれ て は いな か っ た だ 。 彼 は 役 
を 信ずる 全て の の 人達 $、 彼 の 例 に な ら う の を 見 な けれ ば な ら 5 な か っ だ た だ 。 そ 選 は この 注 重 な 一 . 重 の 次 任 を 理解 す 


9 あー 


季 - こ NE と 





デ 


14. 協 火 を 免れ ん と する な ら E 。 悪事 を する 人 て る 2 AU6 和 (1 5 る 
者 ども に 心 を 傾け る な か れ 。 お 前 た ち は 、 2 


2 ヶ 9 アンノ 1 
アッ ラー の 外 に 、 愛 護 者 も な く 、 ま だ 助け アビ の GO お 光 ato25 56 
る 者 と て な か る ご し 。 ( 注 54) 


る 入 ンク フタ ンー レ る 。 そ ノン アリ ンー ュ ン し 
115. 慎 間 の 両 講 に 、 並 びに 以 に 近い 夜 の 時 刻 GluHto2D IS や Le313 
に 、 礼 拝 を 虐 守 せよ 。 ne 5 NNU し ンク の ラリ リック 
す 。 こ れ は 主 を 例 ず る 人 々 へ の 訓 戒 な 9 り 。 つう ぅ 05 kooOx tee 
を レッ 2 上 
ら の 0 
116. 溢 辛抱 強く あれ 。 げに アッ ラー は 義 人 303U 和 15 
の CI)PIO OU 
へ の 報 装 は 酒 号 す る に 妨 び 難し 。 Cc う sulo) レン 


17. お 前 た ちの 前 の 世代 の 者 の 中 に は 、 あ むれ AS ASGeo231oeog9 人 
ら が 救い た る 僅か な 者 を 除い て 、 何 故に 地 


山 Wa アオ 6 〆 こい サ 
上 に ける 疾 廃 行為 を 禁ず er 3 人 5ylo の 9)G2 じ 3 ら 5 


ッ デ 


か 5 し か 「 不義 を 行う 有 有 と ども は 安 逸 を 追い ゥ ュ 52 2 イレ 522 スン ノン 2 ン ッ ンク ン 
求め て 、 罪 人 と な れ り 。 AL の AO es uao) 


29 ィ 55 ト クン 
SG 8 ぽち 


118. 流 の 主 は 、 を こ に 住む 住民 が 正義 く あり ンタ ラッ ンズ の 
さえ すれ ば 、 そ の 邑 を 次 り に 漠 減 する も の 1 3 98 56\ じ 2 


に 非 ず 。 ⑨ 〇 %b22 
ノン 誠二 
119. また 、 も し 主 欲し 給 わ ば 、 彼 は 全 人 類 を 654SI ZNEO 552 0 


ーー つの 民族 と な す 。 さ きれ と 役 等 は 常に 争い - AE od 
を 超す 、 ⑨COGE っ CS に 

120 . 主 が 慈 0 そ アグ が 5 この AS し アレ ラー イラン 人 る 
が 放 に こそ 主 は 彼 等 を 合 れ り 。「 わ れ は 従わ 4 ん Pc の 2 4 時 
是 ず 和 褒 民 ども で 地獄 を 満た さん 」 2 24 ジ 02 2 ンタ 人 る 98 
と の 王 の 言葉 は 、 履 行き れん 。 


121. われ ら が 液 に 使徒 た ちの 重要 な 消 曲 を 物 225( ン の 4 る 8 2 と と 
諸 る の は 、 そ れ に よっ て 液 の 信念 を 強固 た も の め Wi 肌 GHP こ 


る こと で あり 、 そ の こと は 、 彼 を 早く 老い こま せ た 程 に 、 彼 の 上 に あま り に も 重く の し か か っ て い だ の で あっ 
た {Baihaqut) 。 


54 人 は まわ り の 環境 に 影響 る れる の で 、 も し 役 の まわ り が 墜落 し て いれ ば 、 そ の 堕落 は 遅かれ 早かれ 彼 


に 彫 響 を 与え を る の は 確か で ある 。 そ れ で 、 こ の 節 で は 、 信仰 者 達 は 、 た と え そ れ が 彼ら の 友人 人 款 者 で あっ て も 、 
邪 ま で 上 正しく て な い 人 人 々 と の 全て の つなが り を 断ち 切る よう 命じ る の で ある 。 
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コト ーー = 





6 し めん が た め な り 。 耐 し て この 中 に 真理 移る タッ ラン ン を ター 。」 > ニッ シン セン ンプ タ 
(⑳5# < ぎ い ゆ (3 | 3 23348 
並び に 信 省 へ の 訓 攻 と 注意 が 液 に 授け 6 られ 。 の ジッ G 和 ly ひら きら 2 


0 の Cos る 


L か 
122. 然し な が ら 、 信 ぜ ね ぬ 者 ども に は 云え 、「 セ リン 。 クン ロレ ノ 。 ノッ タッ タン レッ 。 
前 た ち 思 う が ま ま に 振舞 え 、 我 等 も 思う # OOYHPSK の NGIO220GG 
ま に 行 わん 。 ( 注 55) 


123. 液 等 待っ て ぉ れ 、 我 等 $ 待 た ん 」 と @G9 人 IEHP 
0: ば ん じ 
124 . 天地 の 秘 事 は 林 く ア ッ ラ ー に 属し 、 高 事 2 の 2 7/27 の <2 グ タク フー 1 タタ ン さ し 
NIS らら 
は 彼 に 帰し 率 る 。 き れ ば 彼 を 水 拝 し 、 光 の の に の 
信頼 を た だ 彼 の み に 赴き 牽 れ 。 主 は お 前 た の OL3( を SD) の (063 か 
ちの 所 業 を 関 却 せ ず 。 2 





注 55 この 節 は 次 の こと を 交 味 する 。 イ スラ ム 教 の 最終 的 な 勝利 と 、 不 信仰 者 達 の 政 北 と 挫折 に つい て 、 こ 
の 草 の 中 で 述べ られ た 偉大 な 子 言 は 、 現 在 で は 成就 不可 能 で 信じ られ な いこ と の 様 に 見 を る が 、 神 に ちな いて 不 
可能 な こと は 何 も な く 、 こ れ ら の 子 言 は 、 必 ず 実 志 す る で あろ う 。 


2 





ニー スプ 
(メッ カ 世 示 ) 


あま ね う 。 〆 119 の うり 
1. 数 中 深く 、 恵 み 四 て アッ ラー の 御名 に い ーー テリ oeyl タツ 
て 。 
2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。( 注 1) これ は 隊 


さ う 3 し le2 。 クィ リア kg 
は の で * し し にゃ し に 1 VTL 
な 経典 の 諸 節 な り 9。 OWNIRONEONEHI 


9 。 われ ら は お 有朋 だ ち に 理解 せしめ ん が だ た だ め に 、 3 の ぅ あみ 〆 54 ロン GE 
SN Oo 穫 ) JJ は) 
2 


4 われ ら は ば は こ の クル ズー ィ ン を 流 に 盛 示 する に っ 1 ir. 
IS こっ ら 1 ここ ーー UL 9 
あたり も 、 以 前 光 が 閑 却 に し て い だ 最 も 美 し 


い 物 語 を 語り 聞か せよ う を 。 ( 注 3) EIC 2 と 12 ば ぎの 8 luAdCi 
1 

念 え 。 | 我 が 父 よ 、 が 2 お DE 時 722 の ン ン 

が 、 栽 に 拝 人 す る を 夢 に 見 た り ] ( 注 5) ea ンタ レン の 


注 1 2 章 2 節 を 委 照 の 事 。 


注 2 数 を きれ な い 宜 多 量 で 多様 な 意味 の 語 涼 を 持ち 、 言 語 折 体 が 叫 快 、 雄 借 、 を し て わか り まり ん 
ア 語 は 「 ア ラビ ー」 と 呼ば れ 、 豊 か 、 全 体 的 、 明 確 と いう 癌 味 を や 表わし て いる 。 ア ラビ ア 語 の 筐 冨 な 語句 は 、 
多 酸 に わた る 思想 を 充分 に 表現 し 、 な お か つ 、 微 妙 な 言 外 の 意味 も 伝え る 事 が 出 米 、 他 の 言語 を よせ つけ な い 
正 能 き と 豊 冨 き で 以 っ て あ 0 8 材 ぞ 員 ずる 事 が 出来 る 。、 ヨ ー ロ ッ プ パ の 言語 学者 は 、 ア ラビ ア 語 は 根 
六 が 完璧 な 言語 で ある 志 を 認め ぎる を 得 ず 、 そ の 豊か な 何 十 万 も の 語源 か ら は 、 ば う 大 な 合 種類 $ ぁ の 派生 語 が 
洲 じ て いる 。 


注 3 ョ ヨセフ の 話 が な る 務 言 者 に か くも 詳細 に 渡っ て 啓示 きれ て いる の は 、 そ の 話 の 内 容 に 言 着目 身 の 
生涯 に 頂 言 的 な 喧 示 と な る 部 分 が 多く ある か ら で あ る 


注 4 ヨセフ は 、 イ スラ エル と し て も 知ら れる 根 言 者 ヤコブ の 12 人 の 忠 子 の 一 人 で ある 。 ヨ セ モ フ は ラケル の 
二 人 の 皿 子 の 長男 の 方 で ある 。 彼 の 名 前 は 「 加 える 」 即 わ ち 、「 神 は 私 に も ぅ 一 人 息子 や お 加え に な る と いう 
意味 を 表わし て いる (創世 紀 30 昔 24 所 )。 


注 5 「 我 に 拝 賀 する を 夢 に みた だ 5」 型 書 で は 、 太陽 と 月 を 抽 初 に 、 そ れ か ら 11 個 の 是 の 記述 が 後に 鞍 い て い 
る が ( 剣 世 紀 37 章 9 節 )、 こ の ヨセフ に 拝 賀 する 者 達 の 順 誰 が 、 ク ルアー ン で は 人 逆 に な っ て いる 。 こ 旨 は クル 
アァ アーン の 方 が 史実 に 叫 実 で わり 、 ま ず 最 初 に ヨ モ フ に 出会い 拝 賀 し た の は 彼 の 見 達 (11 個 の 星 ) それ か ら 了 央 親 
の 順 訂 で あっ た か ら で あ る 。 この節 は ヨセフ の 両親 と 兄弟 達 が 彼 に 帰 人 し た 事 を 味 し て いる 。 
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十 二 奄 Se 
6 彼 は 友 ぇ ぅ > よ エト ュ ゴ うま 碧 y 誠 ウィ スレ レラ 4 ネズ WW ン 
。 彼 は 云え り 、「 か わい い 我 が 息子 よ 、 波 が 兄 CCGdb2 人 っ 28 se. US 
eo ルル 」 
る 斉 を 企 た せ ね た め に も 。 げ に 避 廃 は 人 間 っ 34 セ JP 
こと っ て 公 妹 の 敵 な り 。 - 
7. 湊 が か か る 夢 を 見 た の で あれ ば は 、 Fe GE Ss 6TCGTGWCS4 人 GUN 


0 


』 に 


堪 び 諸事 の 解釈 を 教え 、 液 の 二 祖 一 アフ 
ハム と イサ ク に 皿 箇 を 完 2 し だ た 如く 、 テ ャ 
液 を ヤコブ 一 家 ( 注 6) に 完 う せん 。 げに 


疲 の 主 は 、 すべ て を 知り 、 腎 折 に まし ます 。 


第 二 項 
げに 旨 セ フト その 兄 弟 の 物語 の 中 に 、 放 
潮間 信人 ペ の の の に 


「 確 か に 、 数 に お いて 優 
る 我 等 より も 、 我 等 の 父 は ヨセフ と を その 弟 
を 我 等 より 秀 愛 す 。 父 は 明らか に 誤 れ 5。 
( 注 7) 

ヨセフ を 殺せ ( 注 8)、 或 に は 、 ど こ か 境 い 
国 に 追い 払え 、 さ れ ば 父 の 顔 は も っ ぱら お 
前 た ち に 向け られ ん 。 娠 る 後に 装 し い 人 と 
な る を 得 べ し 」 と 。( 注 9) 


する と を の 中 の 一 人 が 云え り 、「 ヨ セ フ を 殺 


す な か れ 。 やむ な くば 、 役 を 深い 井戸 の 底 
に 置き 去り に せよ 。 誰 か 旅人 が 彼 を 拾い 去 
らん 」 。 


で の し ンプ? 


2 ング 2 。 
の PICSLCRT こっ る の う どら っ J| 
GS ぞ 22Aa SiE RC 
Oc を し 52 る | 


ぅ デブ プ 


OO る の 238 く の っ 3) 


アゴ ンス ン ろ 2 ア ンー し 2 タテ ン 
うこ と AE お ) 
9 ッ ン 


学 。 を ンー ラ ェ スレ レン ン 2 
の よる SC 


ジョ イタ 2 の 」 >。 ブーン 9592 


< 人 を 
4 6 eo の PPE 
(OO だ SW し RINY を 。 
ュー の ま の で アア うず 2 ラク クッ ン プン 
人 DIMMTOKI HE Je 
ッッ タ ァ ィ ドア リン ン 2 ンタ ラン アン 
AES1OAS が る 5 と leo 


〇 OU 


ば 





注 6 


坦 書 で は 、 こ の 名 前 ( ヤ ュ コブ) 


) は 「 取 っ て 代わ る 者 ] と の 説明 が ある (創世 紀 27 音 36 節 ) 
と は | 神 が 後 る の に お わし ます 」、 或 じい は 「 神 が 報い を サ え られ る 」 と いっ た 様 な 意味 


定本 2 
味 合 い の Be] の 3 旨 


籍 され て 作ら れ た 名 前 だ と いう の が 、 一 般 的 な 批評 家達 の 記 見 で ある 。 ヤ ュ ブ は イサ ク ほ レベッカ の 思 子 で 、 


アプ ブラ ハム の 係 に あたり イス ラ エ ル 人 の 祖先 に され て お り 、 


Fnc.) 。 


注 : 7 
を 勝ち 符 、 


中 分 騰 の 方 が あら ゆる 点 で ずっ と 化 れ て いる と 四 
常に その 


ー- ル テナー ン は メッ カ と タイ フ の 町 の 偉大 な 者 達 の 中 の 誰か ! 


何 区 な ら 、 人 彼 乱 は 、 罰 な る 預言 者 は 、 丘 言 省 と いう 高い 地位 に 計 


だ か ら で あ る 。 


注 : 8 


ヨ セ ブ を 灯 を そう と 計画 し た ヨセフ の 上 弟 達 


(8 並 31 節 ) 


宇 9 


で 80 ミー 


いつ て いる の に 、 
関心 の 的 と な っ た だ た ヨ モ フ に 立腹 し だ ヨセフ の 上 兄弟 達 の 様 に 、 ク ライ シュ の 指 
に 示さ き 紀 る で き で あっ た と よ と 王 苦 し た (43 畜 


まま の 様 に クラ イシ ュ の 人 人 々 も 斑 な る 聞 言 者 を 殺 


第 二 の 族長 と し て 知ら 礼 て いる (Pnc. Bib. Jew. 


中 分 達 に 取っ て か わっ て 父親 の 愛情 
呈 者 達 $、 ク 
r 32 所 ) 。 


選ば れる に は 値 し な い 存 在 で ある と みな し て い 


芝 て うと 企 て た 。 


第 上 二 吾 ユー ス フ 
アロエ 。 ーー > テ ュ - 了 イエ 〆 59 ャ ンプ アメ 
12. 彼 等 は 云え り 、 「 我 等 の 父 よ 、 我 等 は ヨセフ 263 MG25Y3 RW 天 RN 
の 幸い を 祈る 省 だ と いう に 、 液 は 何故 に ヨ 31102 
ャ フ を 我 等 に 信託 ぎる か ? ⑤ 〇 ue 4 
13. 明 日 、 彼 を 我 等 と 共に 行か し ゆ ょ 、 き すれ Ga り 57 を セン 
ば 彼 は 自ら 楽し み 遊 び 、 我 等 は 必ず 彼 を 設 ツィ 9 eo ES 4 
らん 」 と 
14. や アツ は た ん え り 、 | お 前 た ち が 役 を 連れ 去る W が 本 前 と 癌 時 # ノ 2 ン 2Z う アン SL し 條 
の は 、 我 を 深 て 悲し ませ る 。 お 前 た ちがう っ 。 ツ P で 7 PRS 
か り し て いる 間 に 、 狼 が 彼 を 取り 食い は し の 4 る 1 2 ゃ 2 ンク と 
Oz Ac AU! 
な いか と 我 は 恐る | ほ と 。 ( 注 10) 5 
15. 彼 等 は 去 え り 、「 我 等 は 大 勢い る と いう の HUKCW4 タッ スン 5 ゃ タン フッ ン タン 
」 、 6 っ の っ の うし | yiIE 
に 、 狼 が 彼 や 取り 食らう よう で あれ ば 、 我 MI45loyM 
等 も 紛れ も な く 身 の 破 減 な り 」 と 。 OLOP 
16. か て て 後 等 は 彼 を 連れ 去り 、 深 い 井 戸 の 底 < ッッ レレ レッ シス クラ シッ シン 
に 彼 を 置き 去り に すべ く 衆 議 一 致し 、 ま き ウ ら lo を O 5 人 2 OUbaesl の 25 い I 
に その 意地 悪い 企 て や な きん と する 宅 、 わ ね 2 タテ 2 タ 1 > (, ? タ る な ィ ア チイ バレ タク 3 
| い 内 
本 と | 液 は 箱 っ 951A ぁ うめ 和 a 此 と 
この 事 を 彼 等 に 語り 告げ ん 、 然 れ ども gi 
〇 29 
KM 流 を 識 ら ぎ る べし | と 。 

7 5 守 の カイ 敏信 は 潤 き がら を の 分 = ブッ ン ン (っ 2 ンマ イン ン 
17. 日 が 甘 れ て 、 彼 等 は 泣き な が ら そ の 父 の と ら oc (2 玩 6 
ころ へ 帰り だ り 。 2 

18. |「 我 土 の 父 ょ 、 玖 等 は 互 に 競走 し て いて 、 2 の CGCSR 1 
ョ セ フ を 我 等 の 荷物 と 一 緒 に 残し 置き た る も ) 区 誤 
ほこ ろ 、 狼 来 り て 彼 を 食らう 。 表 和 真 実 を 加 。 る 2 1 mg 2 Oc 
語る と も 、 液 は 我 等 を 信じ ぎる べし ] と 彼 = 
等 は 云え り 。 ( 注 11) ② 〇 Ju っ 2 軸 
19. 彼 等 は ヨ モ フ の 下着 に 偽り の 血 を つけ て 持 3 ン 8 0 ン (0 の 24 
ち 来 だ た れ り 。 ヤコブ は 詞 た えり 、「 そ う で は あ の 9 
rl ノッ ク Mu ンス 4 り 
る まい 、 お 前 だ ちの 目 に は これ し きのこ と CE (AOP C よ る っ 3 02 才 441 の 
ほ 思 を し が 、 己 れ 自 身 に 重大 な 事 を な し た 
る な り 。 ( 注 12) され ど 今 は 、 貞 え 怒 ぶ こ 
注 10 この節 の 叙述 か ら 、 ヤ コブ は 、 上 兄弟 達 が ヨ モ フ を 殺 そ を うと し て いる だ くら み に つ いて 神 よ り 寺 に 知ら 


る れ て いた 記 が わか る 。 そ の 為 あ だ た か も 皆 発 する が 如く に 、 彼 等 が 自分 達 の 凶悪 な 犯罪 を 醒 量 し て も ら う 為 に 
後に な っ て 使う 事 に な る の と 同一 の 語句 を 使っ た の で ある 。 


注 11 この 言葉 は 、 上 弟 達 の 心 の イライラ を わ し 、 自 分 達 の 罪 の 意識 を 禁 路 し て いる 。 
注 12 これ ら の 言葉 は 、 ヤ コブ が 上 息子 達 の 報告 を 作り 話 と た 考 を て いた 事 を 示し て いる 。 
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と こそ が だ め な り 。 お 前 た ち が 主 張 す る 
こと に 対し て 、 我 は 偽 に アッ ラー に 助け を 
求め ん 」 


ユー ス フ 


(DO に 





20. や が て 隊 南 が 通り か か り 、 水流 む 者 が 井戸 2 の 2 タン ン 
、 1 アデ デデデ 
に 候 わ きれ だ り 。 男 釣 開 を 井戸 に Ne 5 ob は 63 っ ら う 
や 、 叫 び た り 、「 吉 な る か な ! ここ に 章子 あ 2 320 の 2 カス 
ル 28 DAI OU 
り ! | そこ で 彼 等 は こ の 章子 を 資 り $ の に だ つ " ら d6 
し ょ うと 思い 、 ひ を か に 隠し た り 。( 注 13) OOKSDUS TSC 
され ど ア ッ ラ ー は 、 彼 等 の な せる こと を 部 oi 
穫 せ り 。 
21. 彼 等 は ヨセフ を 、 欲 し が り ぎ り し か ば 、 僅 避 多 る の シッ ラン クッ グッ 
WII 522Oe 2 あり っ oe っ ぴの う 
か な 銀貨 で 彼 を 売り 払え り 。 
と ン ぅ 
の uaD 2 4 
第 三 項 
22.、 ヨ モエ フ を 購 い た る は 天 及 人 ( 注 14) に し の が と た PF が 1) 半 | 
て 、 男 その 妻 に SS 朋 3 「 家 に 人 過 せ よ 。 彼 1 ンー グン ノ アノ る ン ンプ ノ ノラ フゥ レン ンジ ラン 
が 彼 等 を 益 す る こと ある や も し れず 、 ま た 31O の SO A 4 ーッ 
彼 を 我 等 の 養子 し する も よし | と 。 か く て ナッ メル ピア 
| ON 
He き Js402530p98 る 52 
ざま な 事象 の 解釈 を 教 を だ た り 。 ア ッ ラ ー 0322 人 交 1 うり 5 じ S) 
2 は うし 給 う 、 0 も 
され ど 世 人 の 多く は 之 を 知ら ず 。 (の ION 
23. さて 、 役 が 成人 に 達し だ 時 、 わ れ ら は 役 に の AAM 5 2」 っ アリ イィ る (< 
- 1 MG AS 
識見 と 知識 と を 授け だ た だり 。 か く の 如 くわ 和 CR ン 1 ら > 
ら は 正しい 行い を な す 者 に 報 ゆ 。 ⑨ の いら > っ と Jl の )2 の 
24 . ヨ セ プ か カ か: 大 せる 劣 の 妻 、 彼 の 意志 に 反し ge マ ぅ ンー ラン 2* ンク SM 
て 彼 を 謎 惑 せ ん と 護る 。 彼 女 は 戸 を 閉じ て 、 PH は の 馬 58 1 663253 
云え り 、「 き あ 、 来れ ] と 。 ヨ セフン は 云え り 、 0 レン 僅 5 クン ッ 
CAIE CN 
「 我 は アッ ラー に 保 座 ま を 求む 。 彼 は 我 が ご マダ フ 
ュ 1 イト * の 022 
主 な り 。 ( 注 15) 伝 が あな た が だ に 、 の OIDS」( く らら 18 う 
我 を 穏 に 過 る し め だ ただ た り 。 げ に 、 悪 事 を な せ 
る 者 は 決し て 栄え ず 」 と 。 
注 13 隊商 の 面々 は 、 ヨ モ フ を よい ぅ も うけ の 対象 と 考 を て いた 。 
注 14 ヨセフ を 買い 取っ た エジプト 人 は 、 ユ ダ ヤ の 文字 で は 、 ポ テバ パル で ある と る れ て いる (PEnc. Bib. 放 


び 合 世紀 39 前 1 人 節 )。 彼 は 古代 エジプト で は 高 宜 と きれ だ 、 近 衛兵 の 隊長 で あっ た 。 
注 15 この 節 で は 、 婦人 が ヨセフ を 読 惑 し を こない 、 ヨ セ フ が この 殿 を 逃れ た だ 事 が 述べ られ て いる 。 [ 彼 は 我 
が 主 な り 」 と は 神 の 事 で ある 。 一 部 評 訳 者 が [主人] 上 解 息 し て いる の は 誤り で ある 。 こ こ は ヨ モ フ の エ ジ プ 
ト 人 の 主人 を きる し て い る わけ で は な い 。 神 を 表わし て いる の で ある 。 
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彼女 は 彼 を 診 惑 せん と 思え ども 、 彼 は 誘惑 





もち ロラ ンチ テグ 2 の コン ゥ ン ゥ ン ン ュ ン ノン 
に 負け じ と 決意 せり 。 ( 注 16) も し 役 主 の  " ィ ロ o 電電 2 も AS 
明 証 ( 注 17) を 見 ざり せ ば 、 か か る 決心 を 。 34851 了 2 ma 
示す こと 熊 わ じ 。 か く の 如 く 、 わ れ ら は 彼 5 
より 罪 悪 と 醒 行 ほ を 遠ざけ た り 。 げ に 彼 は 、 See 
われ ら の 選 ば れ た 僕 の 一 人 人 な りき 。 ( 注 
18) 
うし ちろ 」 2 エデン ン 
26. そこで 人 彼 等 は た も に 戸 日 に 走り 、 女 は 背後 か 27 
より ョ ヨセフ の 上 着 を 引き 裂け り 、 面 し て 彼 人 1 MM 
002 彼女 は 23 ば IA Joo Cl 
、】 液 の 妻 に 悪事 を な る ん と し た 者 メン 326 2 
al その 租 罰 如何 eiGlyo28olU2 2 
に せん ? | と 。 
2 2 グフ アン エレ 
27. ヨセフ は 均 え り 、「 彼 女 の 方 が 我 が 意志 に 逆 OoWor bb ゆい 
ら っ て 我 を 訪 唆 せん と 謀る ] と 。 時 に 家人 。 。 レ レン 2 の の 
の 中 の 一 目 酸 者 証言 し て 、 云 う 、「 も し 彼 の G025J83 La Oolc4Ua! 
上 央 が 前 か ら 裂 け て いる な ら 6 ば 、 彼 女 の 言 
葉 は 真実 で 、 嘘 つき は 彼 な り 。 ら Gu0 3 
し か | 0 0 5? タッ る 2 
28. 然し な が ら 、 そ の 上 着 が 後ろ か ら 裂 け て いう 83509 PO2U8 Ao OO! う 
る な ら ば 、 彼 女 は 噛 つ き で 、 彼 の 言葉 は 真 - 内 | 
実 が も 。 (の TOYON WI と 
29. そこ で 、 彼 女 の 夫 は 上 着 が 脊 後 か ら 引き 裂 oO の 3510E お の ds 42.37 に KS 
か れ て いる の を 見 て 、 ぶ メ 5 「 こ れ は お 前 に 2 の 
た ち 女 ども の 企み な り 。 実に お 前 た ちの 企 5 の 8 
み は 基 る で し 。 ( 注 19) ' 
注 16 ヨ モ フ の 主人 の 委 は 、 ヨ モ フ に 商 し て ある 事 一 男女 の 交 合 一 を 企 て た 。 同 様 に 、 ヨ モ フ 5 彼 女 に つい 
て ある 考え を 持っ た 。 即ち 彼女 の 邪悪 な 目的 に 抗 す る 事 で ある 。 ヨセフ が 何ら や まし い 心 を 持 だ な な か っ た 事 は 


前節 か ら せ 明 雄 で あり 、 
泊 : 17 


破 は だ だ 、 


| 王 の 其 証 ] ょ は 、 
この 時 の 愛 で は 、 


まれ だ 乾 戸 か 6 無事 に 葬 け だ きれ る 事 も 指摘 きれ て いた 。 


注 18 
メッ カカ の 信 像 休 拝 者 達 に 、 


ヨ エ ブフ が 既に 目のあたり に 見 た 井戸 に 投げ こま れ だ 時 に 


米 を 預言 し た 芝 晴 らし い 芝 を や きす 。 條 の 後々 の 卓越 性 や や 栄光 ( 当 剖 16 節 ) 及び 、 


條 女 ず その 那 悪 な 目的 か ら 思 い 止 ま ら せよ うと し た だ け で あっ た 。 


受け た 紗 示 で ある 役 の 将 
投げ ば こ 


丁度 ヨセフ が 自分 の 敬 諾 き と 謙 直 き の 道 を ふみ は ず す 様 に 誘惑 きれ た の と 同様 に 、 理 な る 預言 者 5、 


神 の 唯一 


拒絶 の 際 の 「 私 の 右手 に 太陽 を 、 そ 


性 に つい て 説教 する の を 止め れ ば 、 彼 等 の 王 に する と か 、 
る 、 ーー フ ビ 7 て いち ば ん 典 し い 去 作 と 純 訂 させ る と 競 剖 され た 。 当 然 な が 5 碧 
出 を 退け た が 、 


箕 大 な 富 を 了 サ え 
紀 な る 頂 言 者 は 、 こ の 甲 し 


そし て 左手 に 月 を 置い た と し て も 、 私 が 唯一 な る 神 に つい て 


の 説教 を 止め る 事 は 有り 得 な い 」 と の 返 答 は 歴史 に 残る 言葉 で ある . 


守 19 


出 米 る 限り 雪 
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* ぞ を か は お うと し た ポテ パル は 、 ず る か し こく 、 よ こし まな る 全て の 女性 を 紅 弾 し て いる 。 
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30. ヨセフ よ ょ 、 こ の 人 危害 を 見 の が し て や れ 。 し 。 る < 8 ・ 5 リン な くっ 2 2 イ る 7< タ 5 
タン ウツ うい 1 Se 
か し 、 妻 よ 、 液 は その 央 の 散 し を 請 え 。 液 0 oo と 3 


は 間 培 いな く 罪 を 犯 せ し 者 な る ぞ ] と 。 @GAbAIG2 edi1 8 
いと どの ra 欄 ー アー ツア jjP 


“ 人 3 2 9 4 ・ 80 
31. と ころ で 、 市 非 の 婦人 た ち は 評 せり 、[ ア azyodl ら oo46 2885 
ズィー ズ ( 注 20) 1 に 反し 


1 フン ク ン ン ス KK 革 00 ッ ン ュ ン 
て 診 閣 せ ん ほす 。 従 僕 が 奥方 を 恋 に 迷わ し UGCA ASS3 05 AuO oe (Sc 


め た り 。( 注 21) 我 等 は 明らか に 幅 方 の 骨 ' と 
ちな る を 知る ] と 。 の ous 
32. 典 方 は 彼女 だ ちの 陰口 を 閉 く と 、 人 を 遺 わ る Ose12 の 564 1 IO くに 


し て 彼女 た な ち も を 招き 、 究 を 設け て を の 一 人 5 02 
一 人 に ナイ フ を 与え た 後 、 ヨ セ フ を 呼ん で 、 5\ こ し る 59 の 
へ え う 2、 Ese 才 来 て 、 彼女 た も の 前 に 出 よ 」 ン 22 0 / ン ノン イン の 
と 。 然るに 、 婦人 た ち 彼 を 見 る な り 、 余 程 いら -55 う 4 2 くら 6 sl 
高 帝 な 御方 に 怖い な いと 思い 、( 注 22) 驚 
喋 の 作り を その 手 を 作 つ け て 、( 注 23) 去 え 
り 、「 ア ッ ラ ー に 放 美 あれ ! こ は 信 間 に 非 2 と IM 
。 < 宣 は 邊 き 天 合 に 電 ず し て 何ぞ ] と 。 
r ビ K る っ の ・ 2 や ンク レレ AE 
33. 典 方 は 云え 9、 | 皆様 が 溢 を 非難 し た 、 を の 435b い 0 う 9 0 
相手 ほ と い う の が この 才 な り 。 其 は 彼 の 意 に 


グン フー ご 1 


lOa ら SSAC あ の に oe W 


反し て 謗 臣 せ ん と そし が 、 彼 は 罪 よ り 己 れ 82 ee 
を 謎 り た り 。 引 今度 要 の 命ずる こと LE 条 ス 2 と 
に 従わ ず ば 、 は 彼 を 投獄 し 、 彼 は 若き @ の sallo25 記 
時 1 
2 づ 。 ン し 1 ン 2 イナ テッ 
34. を こ で 、 ヨ モ ャ フ は 祈り て 云え 9、「 我 が おま よ 、 44 ISSOas ed 


入 は 彼女 だ ちの 読 い に 従う より は 年 狂 を 選 セン < イ 2 る る の っ 
ぶ 。 され ど 、 液 、 彼 女 だ ちの 策 員 を 取り 除 o1563 olCuo 207 AE らい の うき!) 


か ず ば 、 我 が 心 彼女 た ち に 傾き て 遂に 閣 人 の 
の 一 人 と な 6 ん 」 と 。 ⑯ CAesd1 2 


計 20 「 ア ル ・ ア ズィー ズ 」 と は ポテ パル の 事 を 指す 。 人 彼 は 王 の 稀 護 に 当る 兵 の 隊長 で あっ だ た が 、 環 な る 了 預 


言 者 の 時 代 に は 、 エ ジ プ ト の 長 や 高位 に ある 者 達 は 「 ア ル ・ ア ズィー ズ 」| の 称号 で 呼ば れ て いた 。 


注 21 「 恋 に 迷わ せ む D り | と いう アラ ビア 的 表現 は 、 彼 女 の ヨ モ セ フ に 対す る 愛 は 彼女 の 心 の 奥底 まで 入り こ 
ん だ 、 或 じ は 、 彼 へ の 愛 が 彼女 を は げ し くう っ た 、 又 は 、 彼 女 の 心 が 奪わ れ だ た だ と いう 意味 合い で ある 。 


注 : 22 彼女 た もち は 彼 の 事 を 気 高 い 存在 ほ 感 じ た の で ある 。 


注 23 「 手 を 傷つけ だ 」 と いう 表現 は 、 女 性 達 が ヨセフ を 見 だ 時 、 そ の あま り の 気高く 、 美 し い 容 ぼう に 心 
を 奪わ れ 、 0 或いは 、 
彼女 等 の 管 き と 敬 嘆 を 比較 的 に 表わし た も の と も 考え ん られ る 。「 指 先 を か 玉 」] と た いう アラ ビア 語 の 表現 は 、 稀 き 
を 示す 時 に 使わ れる 。 そ の 一 還 の 0 e の SNPS 古 お 宣 CD の この 
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も 、 手 が 指先 の 代わ ゎ わり に 使わ れ だ と も 考え られ る 。 タ ルム ー ド に 依 れ ば 、 
て お り 、 役 女 達 は ヨセフ や ー- 目 みて 心 を 奪わ れ だ た 為 、 う っ か り 手 を 切っ て し まっ た だ と いう 解釈 に 


それ ゆえ ぇ 、 主 E は 役 の 祈願 に 応え 、 ヨ ヨセフ か 
de の け だ り 。 ば げに 彼 
、 す べ で て を 聴き 、 す べ で て を 深 知 し 給 う 。 


然 る に 長老 た もち は 、 ヨ セ フ の 潔 息 の 証拠 を 
見 た に も か か わら ず 、 自 分 た ちの 名 避 を 継 
持 せ ん が た め に 、 役 を 革 く 投獄 せ し む る こ 
と に せり 。 (24) 
第 五 項 

を の 時 、 二 人 の 若者 が ヨセフ と 共に 入 年 せ 
り 。 そ の 一 人 は 云え り 、「 我 は 夢 に 笑 を 控 
る を 上 所 だ り | と 。 す る よ 上 、 も 6 ラー 人 が デ え > 
り 、| 我 は 夢 に 、 目 分 の 頭 の 上 に バン ン を の せ 
て 運び つつ ある と 、 烏 来 り て 之 を 中 を 見 
た り 。( 注 25) 我 等 に 教え 給え 、 この 愛 の 
解 羽 を 。 お 見 か けし た と ころ 、 液 は 義 し い 
2 と 所 う | だ 。 


ヨセフ は 人 答え り 、| お 前 だ ち に 支給 され る 食 
事 は 無く な る る べし 、 然 れ ど も 我 は そう な る 
前 に その 各 味 を 告げ 知ら せん 。 こ れ は 我 が 
が 我 に 教え を ん だ る が 故 な り 。 我 は アッ ラー 
を 信 ゼ ぜ ず 且つ 来世 を 信 ぜ ぎる 人 々 の 宗教 を 
放棄 せり 。 


面 し て 我 は 、 我 が 父 祖 、 ア ブラ ハム 、 イ サ 


ク 及 び ヤ コブ の 宗教 を 牽 ず 。 我 等 は 何者 る 
テッ ラー と 併せ 祀る こと 能 わ ず 。 これ こそ を 


0 全 人 類 に 葵 5 だ る アッ 
ー の 恩恵 な り 、 然 る に 世 人 の 大 半 は 感 。 
の の ら ず 。 
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AN 59 を lu 2 


ら ge も 
タン プー の エア リン アス レッ タ レン ズン ン ン 
JetUU OCS ら a1452 OS 3 う 
人 65 すら 


12 る 2 る 


。 ら 9 ぅ 5」 グ 
の の ES 


2 ィ ン ェ タク / ツ る 1 ア レ ェ ブン アア レン 
CE 和 


6 クノ デ る 
アン 


タタ め 0 PU) 


ン 2 


(9 の 5 


いき 
る 
NX 
SA 
い 学 で 
どい 
* き 
1 
\ 
て 
を =- 


タン ン し 1 ン ノ 2 ン ャ デ プ 


2 の CE 
9 ン 』 こ らい 2 いす おく CioWG 
PE 


ノッ タタ きり 


⑨ ら 》 


ちな 客 の 女性 遂に は オレ ンジ が 出さ きれ 
な る (Jew.FEnc. 


邊 女 の まわ り の 者 達 ほ は 、 ス キャ ンダ ル の も み け し に は 、 ヨ セ モ 
と 思い 、 


人 人 々 の 非難 が 彼 に むけ られ る で あみ ろう と 考 え 


と タル ムー ド )。 

注 24 ボテ バル の 系 の 悪い 只 が は ろ ま っ た 為 、 

フ * を 投獄 すれ ば 、 世 間 が 彼 の 方 が 悪い 事 を し か けた の だ 

Si 

注 25 吾 使い 頭上 パン 職人 の 受 に つい て は 、 創 世紀 の 第 40 章 を 参照 の 事 。 
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47 . 


. 彼 等 は 仁 え 9、| 雑 3 


異 っ た 神々 か 、 そ れ と 
いずれ が 優る や ? 


我 が 同 囚 の 両 名 よ 、 
5 唯一 全能 の 主 か 、 


アッ ラー の 外 に お 前 だ た ち が 崇 拝 す る も の 
は 、 お 前 た ちや 父 福 た ち が 名 づけ た る 名 移 
に すぎ ず 、 アッ ラー は それ 等 に 如何 な る 権 
成 も 降 し 賜 わ ぎ る な り 。 決定 は 独り アッ 
ラー 次 第 な り 。 彼 は お 前 た もち に 、 役 以外 に 
休 導 も 崇拝 する な か し と 命じ だ た り 。 これ こ 
を 正しき 攻 え な り 、 然るに 世 人 の 大 半 は え 
を 知ら ず 。 
我 が 同 囚 の 両 名 よ 、 お 前 だ ちの 一 人 に つい 
枝 、 0 
ん 。 他 の 一 人 は 、 陰 け に きれ 、 数 多 の 伺 
ieWPADRNS 
すでに 決定 を みた だ る な り 」 と 。 


面 し て ヨセフ は 、 両 名 の 中 釈放 せら る べし 
と 思っ だ 方 に 、 去 えり 、 「 我 が 主 人 に 我 が こ 
に が 舎人 然るに 悪魔 が 男 に 之 を 忘 
れ せ し め た れ ば 、 ヨ セ フ は な お 数 年 富屋 に 
貢 が れ た り 
第 六 項 

時 に 王 所 えり 、1 余 は 夢 て で 、 七 頭 の 肥え だ 牝 
生 が - 生 頭 の 痩せ た の に 食わ れ 、 ま た だ 写 つ の 
青 穂 と 七 つ の 枯 れ 穂 を 見 た り 。 液 等 長老 た 
ちょ 、 も し 夢 判 断 が 出来 る な ら 、 余 の 夢 の 
意味 を 解け 」 と 。 


な り 、 我 等 は か か る 雑 
夢 を 解く 術 を 知ら ず 」 と 。 


ほこ ろ で 、 例 の 両 名 の 中 釈放 さき れ だ 男 が 、 
を の 後 し ば らく し て 門 Pe の 7 か 
の 解説 を 御 一 同 に 告げ 知ら せん 、 故に 
派遣 し 給え | と 。 


| ヨセフ よ 、 誠 実 な る 人 よ 、 七 頭 の 肥え た 
牝 牛 が 写 頭 の 痩せ た の に 食わ れ 、 ま だ た だ 七 つ 
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ーー デ 
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gleB so2 PE 

05 55055 導電 
っ 2 


で クン ルン ン っ wm コブ プン レタ ヶ ノン 


の GII oil 
と 1 仙 1WCKKGI15 

の で とじ れ 1021TC 

0 Mr 


CT の 遇 45 の ET 


* グ し ます 


3 ノン クダ タタ 9 
EIC CDWCILPAIY 


で # 


48 . 


49. 


50. 


9 。 


OZ 


注 26 
が 腐 肉 で も 日 に せ ぎ る を 得 な か っ た 程 で あっ た と いう 
EE 27 
6 の 潔 各 を は っ きり 証明 する 


用 
あっ た だ と の 印象 を 持ち 続け て 人 狼 し く て な か っ だ から で ある 。 


注 - 28 
ば 、 ヨ モブ フ が を 


回 で で 
ーー すこ 





ユエ ユース ブ 
の 青 穂 と 七 つ の 枯 れ 穂 の 愛 の 意 ! 味 を 我 圭 の レン タン ロク ター タン ン の 2 ノン ンタ タッ ジン 
だ た め に 解け 。 我 は 帰り て 人 々 に を 知ら き 3 co MC で ら WE 
ん 」 アオ ナル アア ミル ーッ ヤ アン 2 クン ャ ツ 4 
0 @ ら oss 8 BdL el いら 
IE は 倫 え り 、 「 お 前 た ち - E 年 間 今 ま て 通 2 の タン ソン ン レ 2c 作 (< アア チ ナ ア アナ ナ アル ンチ E 
り 竹 を 播き 、 勤 勉 に 働け 。 耐 し て 自分 た ち めで の の ア の 
が 食べ る 少量 を 除い て 、 刈り 入れ だ る も の Es @ の 

の NOS* 1 し ん 

は 穂 の まま 蓄え よさ 。 の 58 ロー り WW 
する と 、 そ を その後 、 七 年 に 表 っ て 苦し いと き 性 人 0 4 5 の 
来 り 9、 お 前 だ た ち が 貯 蔵 す る 少量 を 除い て 、 し oc Po9K2 
療 め 和 災害? に 備 を て お きしも の まで すべ て を ⑨ Ah も WE MS1S 252 
食い 尽く る ん 。 ( 往 26) の 
を の 後に 米 る 一 年 は 、 慈 十 を 得 て 、 果 汁 を ゆ ElloGbg2E5oSC 1 


搾 る べし 」 と 


第 七 項 開 
王 は 云え り 、「 そ の 者 を 連れ て 参 れ 」 と 。 然 
る に 使者 が ヨセフ の と ころ へ 来る と 、 ヨ セ ャ 
フ は 云え り 、 | 帰り て 液 の 主人 に 誠 ね さ 、 
の 手 を 傷つけ し 女 ま も は ぼう する の か ょ 。 
玉 が 主 は 彼女 等 の 読 計 を よく 知り 給 う j」 
と 。 ( 注 27) 
王 は 婦人 た ち に 誠 ね り 、「 お 前 だ たち が ヨセフ 
の 意 に 反し て 誘惑 せ し 時 、 ど う で あっ た 


ヨセフ が 並々 な ら 吹 人 人 則 で ある 事 を 知っ た だ 王 は 、 


彼 を 放 し よう と し た が 『、 
査 同 が 終わ ら な いう ち は 統 放 る れる 事 を 拒ん だ 。 ヨ モブ フ が 取調 べ を 望ん だ 日 前 


ドイ イヤ イン 


和夫 


②⑥ ら 2 う e 83 を 
IGPKOI2LCCTOVINI 
はかり MM 1 


デア ャ シン 


\\ 


2 ゥ ンー ンタ 22 る ミン 


ちの) (いとい Se ダ (っ 9 RI ES 人 


1 の 2eE 2 MEIU あ は に 2 お 8 
を 英和 れ 、 外 に 近寄ら ざり き 一 私 だ ち は 、 彼 
が い EE ジー 31IOe 和 と aa と で 8 
ズ の 妻 評 えり 、「 こ れ で 、 事実 が 明らか PD/< 7 る 
れ り 。 彼 を 誘惑 せな し は 和美 な れ ど 、 彼 は まこ @ の CuallC 5 
と に 誠実 な る 者 な か り ! と 。 ( 注 28) 
型 な る 需 言 者 の 時 代 に 、 ア ラビ ゼア は 七 年 に も 渡る 錠 き ん に 襲わ れ 、 そ の 大 人 錠 き ん の する まじ き は 、 人 人 々 


と よる 二 半 


ヨ セ フ が 自分 に 科 き れ た 


ー つ あっ だ た 。- つ は 、 土 に 後々 に な っ て 彼 を 閉じ こめ た 信達 の 邪悪 な 目的 に 惑わ きれ 役 に 悪 芝 を やる た 中 様 、 


MM の 節 の 語句 か b 、 


の 事 に 言及 は し な いか ら 6 で あ る 


女 達 が 手 を 傷つけ た と いう の は 実際 に 起こ 
。 光 嘆 か ら か > 会 話 に 受 題し た ヵ 


ー363 一 


う ・‥ つ に は 彼 の 思 人 で ある ポテ パル に ヨセフ が 思 知 ら ず で 


こっ た だ た 事 で ある 事 が わか る 。 き も な けれ 
* の いづ れ か の 理由 で 、 何 人 か の 
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99. ヨセフ は ズ え り 、 ve 、 れ は 我 が 主 人 に 、 軸 (2 ノン の ン ン 0 デア 0 の に 
不在 中 、 我 彼 を 理 切 る 者 に 非 ず 、 ま た ア が DPOMNIECGNTTMPAES 

演 人 は 軸 が の 補 ' ま EUD け な も の に ouE13 

ら ざ る こと を 知ら し ゆめ る だ め な り 。 ャ プ ち の 

54. 然 れ ども 、 人 間 の 心 は 悪 に 傾き や すい も の プン くる セン シ ン ン 
て ある が 洲 に 、 二 が 泊 を 還る 名 を 陣 い CD loo > し 


、 我 は 自ら 潔 臼 な り と は 考え ず 。 ば げに 我 gw 022381O525 
6 大 に し て 、 落 悲 梁 くま し ます 」 と 。 の 2 の 
. 王 は 云え り 、「 そ の 者 を 連れ て 参 れ 。 余 は を 。 イス CE 半 4 の 
の 者 を 格別 に 取り 立て ん 」 と 。 王 は ヨセフ RG oy も 史 iadW3 


と 語り て 、 云 えり 、「 今 日 より 液 は 地位 と 信 16 32 衣 則 E 
任 を 授け られ て 、 了 和 ょ 伴 に 違 る べし ] ほ 。 USCY24Ld8 56 


92b、 モジ シ 【 スン の 「 我 を こ の 国 の 倉庫 時 の ラン の 1 で ・ アプ ゥ コンラン 
者 に 任命 きれ よ 、 我 有 能 な る 管理 者 な る AE IOoMlgEdeGASI3V 


大 に 1 【 生 29) 
び / . か く の 如 く 、 わ 季 ら は ヨセフ に この 国 に お る フリ レッ タン ング グー ァ 。 人 *・ ジウ 
いて 地位 を 与え を 、 役 の 好む と ころ に 何処 な の うい ャ あつ 8 lo 
り と む こ と を 答 せしめ だ 剛 プッ 2 タ 41 レン ア アブ アッ ン Tr ン ン 
仁 で り わら! わ の 6 1 ee の の 6 いう 


れ ら の 欲 する 者 に 恩恵 を 垂れ 、 義 し い 人 の ピン 
報 半 は 決し て 空しく せ ず 。 


の 1 
ZI 


「58. 神 を 信じ 神 を 思 れ る 者 に は 、 来 世 の 報 濾 こ 6 2 タン トン 2 そ 。 の ッ ン ーッ ン KOP 
OO る 2 | 8 
そ を 勝 り だ る は な し 。 リド g 届 を 褒 う 3 
第 八 項 
59. ヨセフ の 上 兄たち 来 た り て 、 ヨ セ フ に 日 通り が の の そい FR は 3 Mr 
せり 。 ヨ セブ は 兄たち を 認め だ れ ど 、 役 等 2 
は ヨセフ を 認め ざり き 。 | 
60. ヨセフ は 兄たち に 食料 を 供給 し て 、 均 えり 、 / 4 ン ン 。 2 タン る レ ェ テンプレ 
| お 前 た ちの 腹 遅い の 弟 を 連れ て 委 れ 。 本 CHI の の 3 
( 注 30) お 前 た ち 、 我 充分 に 材 目 を 満 す を ? ぐ 3 の 
BPS FE 
見 ず や 、 我 は 最 普 の 招 客 者 に 非 ざ る か ? 2 
婦 入 が 気づか ず に 手 を 傷つけ た の で ある 。 或いは 、 ヨ セ フ に 、 胡 実は な い ? 時 手 を 作 つ け - 


な けれ ば な ら な か っ た だ 、 即 ち 、 自 分 達 を 虚偽 の 立場 に 落と し こん だ と いう 意味 た も 考え ん られ る 。 し か し 実際 に 
は 価 も お こら な か っ た の だ と すれ ば 、 ヨ セ フ が “ 隆 を 切っ だ 事 " に つい て 言 攻 る は ず が な い の で ある 。 
注 29 "ヨセフ は 、 財 務 係 と な る 吾 を 菩 ん だ 。 彼 は 土 の 爵 の 実現 に 深く か か わる 部 回 の 寺 任 を 持つ と いう 強い 
願い か ら 5、-… 途 に 望ん ども の と 思わ れる 。 

注 - 30 ヤ コ グ に は 12 人 の 息子 が いな 。 ヨ セ フ と ベニ ヤミ ン は 委 ラ ケル の 子 で 、 残 り の 10 大 は 他 の 雲 達 の 子 
供 で あっ た 。 
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宇 31 
生ん で も 、 


然し な が ら 、 そ の 弟 を 我 が 前 に 連れ 光 れ ね 
の な ら 、 PWM8crsht 
ち も ら えま い 。 ま だ た わし に 近 づ ( こ と も 

居 | と 。 


彼 等 は 答え り 、| 彼 を 手放す よう 、 我 等 は 父 
を 説き 伏せ ん 。 我 等 必ず 之 を な きん ] と 。 


ョ ャ フ は る の 家 僕 等 に 命じ た り 、】 彼 等 の 
金子 を る の 寺 袋 の 中 に 入れ て ち け 、 る すれ 
ば 家 に 帰り て これ を 認め 、 多 分 まだ 話 り 来 
だ らん 」 と 。 


彼 等 その 父 の 許 に 帰る や 、 法 えり 、「 我 等 の 
父 よ 、 我 等 は 今後 帝 物 の 販売 を 拒 千 る れ だ 
ウ 。 る きれ ば 売っ て 貰う た だ め に 、 第 を 我 等 
仙 に 遣わ きれ よ 。 我 等 は 必ず 弟 を 保護 せん 」 
ヤコブ は 去 え り 、「 あ の 了 を お 前 た ち に は 項 
けら れ 只 。 先 に あの 子 の 兄 を お 所 だ ち に 据 
け だ 時 と 同じ 結果 たと な らん 。 き されど 一 番 の 
保護 者 は アッ ラー に し て 、 彼 こそ は 慈悲 を 
垂れ 給 う 者 の 中 で 最 ぅ 慈悲 深き 御方 に まし 
ま 2 / 四 


と ころ て 、 彼 等 その 荷 を 解く と 、 彼 等 の 金子 
が 返還 され て ある を 見 た り 。 彼 等 は 云え り 、 


「 我 等 の 父 よ 、 . 我 圭 は こ RB 


きゃ や? 我 等 の 金子 は 返還 き に て し こら 回 
り 。 此 の 分 な ら 家 族 の 食料 $ 黄 え 得 ペ 

また だ 弟 を 護り 、 
て 帰る べし 。 そ れ く らい わけ も が なく 得 
る な り 」 と 。 ( 注 31) 


ヤコブ は 云え り 、「 お 前 た ち が 避 け 難 いい 障害 
に と り 半 まれ た 場合 に 非 ざ れ ば 、 必 ず 役 を 
Me ょ アッ ラー の 御名 に が 【 # け て 響 わ ぬ 

、 我 は 彼 を お 前 だ ち と 倍 ! - 行 か し め 
か Hr 


「5 く だ 一 頭 分 の 荷物 」 と は 必ず し ゃ 、 
らく だ が 普通 有 伯 ぶ 分 の 荷物 の 量 や 表わす 。 


ら 


更 【 に 貼 膨 一 頭 2 Ak 得 


らく だ の 音 に 載せ る 荷物 を 指す の で は な く 、 
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68. 


69. 


70. 


ヤコブ は 云え り 、「 ア ッ ラ ー は 我 等 が 誓い し 


こと を 監視 し 給 う 」 と 。 

更に ヤコブ は 云え り 、「 我 が 息子 た ちょ 、 一 
つの 門 よ り 入 る な か れ 、 必 ず 別 々 の 門 よ り 
入れ 。 され と 玉 は アッ ラー に 対し て 無力 な 
り 、 決 定 は 独 アッ ラー 次 第 な り 。 我 は アッ 
ラー を 信頼 し 率 る 。 信頼 は 独り アッ ラー に 
直 き 浴 れ | と 。 


彼 等 は 父 の 言葉 に 従い て 入 う 9 だれ ど 、 2 の 
ラー の 定め た る 何事 を も 回 避 す る 能 わ じ 、 

だ だ ヤ ュ ブ の 気持 を 満足 きせ た る の み 。 わ 
れ ら は 役 ! に 教え た れ ば 、 役 は 博 誠 な れ ど 、 
世 人 の 大 半 は 稼 を 知 6 ず 。 ( 注 32) 


第 九 項 
條 等 が ヨ モ フ を 訪ね る と 、 ヨ セ フ は を その 弟 
を 月 分 の 許 に 泊 ら せり 。 市 し て ヨセフ は 去 
を り 、「 我 は 浴 の 見 な り 。 され と ど 彼 等 の な し 


タ っ サン 


KK と (に 


NISE ve 0 ed59639 ES 


bo222 の Cy230T 
22 で AE 元 没 ol 培 の 
@8 六 人 8 1 才 CE 

fa タク 2 グ ブ ゥ パン ン 
グー で TYACC 和 と IRt を 


ンク 2 タッ ンー 3 の 。・ の ント ウタ 2 ン 


2 


(838 区 ん 和 約 移 6 
6 

4GELUPOIPG の RG の 

っ 3 4 





だ る こと に 、 悲 し む わな か れ 」| と 。 
7] . RE 食料 を 供給 Nr る 時 、 の どう る ア ン ン 。 ゥ タグ そ レ ルン [アン ン 
2 @ wl'* 
wt いり 
も な ん 大 声 で 喚 び か ける 者 の 声 あり 、「 液 湊 RO 和 の の 
等 旅行 者 よ 、 お 前 だ ち は 盗 過 な り ] と 。( 注 
33) 
72、 役 等 は 振り 返っ て 誤 ね り 、「 お 前 た ち が 失 え の イン 
GOS5 33 US13135 
る 物 は 何ぞ ?」 と 。 ジン Bi 
注 - 32 ヤコブ は 、 神 の 啓示 で 既に 知ら きれ る か し の ト に いる 男 が ヨセフ だ と 気がつい て いた 。 その 為 、 


ヨセフ が 実 の 弟 で ある ベニ ヤミ ン に 二 人 だ け で 会 える 様 、 


注 33 


ヨ モ フ 自身 が 器 を 第 の 袋 に 入れ る 下 を 最初 に 命令 し 、 


時 子 上 に 列 々 に 町 に 入る 様 、 頼 ん だ の で ある 。 


その 後 で 彼 を 、 憲 盗 の 罪 で 告発 し た と いう の は 


呪っ た 解釈 で ある 。 彼 の 成 茂 か ら 考 えて 、 そ の 様 な こと を する こと は あり 得 な い の で ある 。 実際 、 第 の 袋 に 入 


れる 様 に ヨセフ が 命令 し た の は セカ マヤ ( 水 を 飲む 器 ) で あり 、 


失 く な っ た 王 の 器 と いう の は スワ ー ( 計 虹 の 問 ) 


の 事 で あっ た 。 兄弟 達 の 復路 の 準備 の 納 稚 の た ゆ と 、 弟 ベニ ヤミ ン と の 別れ が 近づい た た め 、 ヨ セ フ は の ば の 
潟 き を お ぼ え 水 を 持っ て くる 様 に 頼ん だ 。 水 は 上 の 計量 の 器 に 入っ て 析 ば れ て きか た 。 当 時 は 、 計 量 の 器 は 飲む 


簿 と し て も 使わ れ て いた の で ある 。 忠 の 賜 き を いや し た 後 、 ヨ セ フ は 、 
誰 も 気づか ず に 兄 の せい で 荷物 に まき 
いか に し て この 油 違 い が 起 こっ た の か 気づい た が 、 


物 の 中 に 置い て し まい 、 


うっ か り と その 器 を ベニ ヤミ ン の 持ち 
『 れ こん で し まっ だ の で ある 。 ヨ モ フ は すでに 、 


これ は ベニ ギヤ ギ ミ ン を 拘束 する 為 の 神 自身 の 計画 だ と 気づき 、 


隊商 が 出 て いっ て し まう まで 、 分 別 を も っ て 何 も 言 わ ず に お いた の で ある 。 
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73. 追手 の 人 た ち は 云 えり 、「[ 国 王 の 器 を 失 え を イタ 、ー コイ レラ イン 衝 用 ロン タタ 。3 る 
は ひ ee も 2 ら う 3eNE | と IAo Ass) 1 

0 。 誰 で あれ 、 を それ を 届け 出る 者 に は 、 一 スム コン て とう の い 3 KEI 

中 計 分 の 荷 を 取ら せん 、 我 その 保証 人 た 5 oo346 25 
ん | と 0 


74. 彼 等 は 窒 を ん り 、[ ア ッ ラ ー に か け て 、 あ な た アン (る ノッ ン ン 
方 よく 御存知 の よ ょ う に 、 我 等 は この 国 で 悪 ed PU 2 OM 2 GRI 


事 を 働く だ め に 来 だ に 非 ず 、 我 等 は 盗賊 に の Os も 3 
非 ず 」 
75. する し と 、 追 手 の 和 た ち は 光 えり 、[ な ら ば 、 0 Re 
り 志 へ よ らい Cu 1 895 っ WIE 


も し お 前 たち が 嘘 を つい た こと が 判っ た だ な 
ら 、 そ の 処 因 は 如何 が せん ?」 と 。 


76. 彼 等 は 答え り 、「 そ の 凛 は 、 器 が 誰か の 鞍 袋 の シン ン 2 に ンタ ンー を ラッ ンダ アウン 
2 中 に 在り た る 場合 、 を の 和 の 導 を を NO 守れ 2 
Me す 。 か の 如 《 我 等 は 悪事 を 行う ⑨Cy NN 


を 前 す 】」 と 。 ( 往 34) 


77. そこ て 役 ( 注 35) は 弟 の 袋 の 前 に 、 役 等 の ププ ブ の 2 イッ 4 ラー ョ ン イイ ィ イン を 
令 を 調べ 、 然 る 後 器 を 弟 の 袋 より 取り 出 だ 5 1 208 の 14 
せり 。 (GE36) か くわ れ ら は ヨセフ の た だ ため は の FM4fOUNNE25 け の 
に 策 し た り 。 ( 注 37) アッ ラー の 思 し 召 し 2 の - 
が な か り せ ば 、 国 王 の 法律 の 下 で 、 ョ モ フ 衝 aMiuuS Qe じ 


は その 弟 を 取り 上 げ る こと 叶わ ざる が 散 な ラッ イン も レン セッ ー ョ ン レ ラ スッ ン 
り 。 わ れ ら は 欲す る まま に その 者 の 位 訂 を みのり ひら 53 ょ Co いひ の うたう の 
高 む 。 面 し て 一 切 の 知識 ある 者 の 上 に 、 絢 ゆっ トン 
一 な る 最高 の 識者 あり 。 2 


78. 後 等 は 云え り 、「 彼 が 盗み た る か 、 以 前 彼 の 4 > (る レン レ レッ ンプ 2 
兄 も 盗み た な る こと あり き ] と 。 ( 注 38) き US 93 の OS る 618 





34 藻 き あわ て ふ だ め いた だ ヨセフ の 児 弟 達 は 、 袋 か ら 器 の 見 つか っ た 者 は 目 分 産 自 身 で 拘 東 きれ 身 の 赴 を 
た て る べき だ と 提 委 し た 。 その 為 、 自 分 の 第 以外 の 残り の 兄弟 は 、 補 傘 の 現 を きせ られ ず に 、 弟 だ け を 残さ きせ 
て お 〈 く 事 が で きだ の で ある 。 


注 35 器 が な く な っ た だ と 公表 し た 役人 人 。 
i: 36 これ は ヨ モ フ が ベニ ヤミ ン に 示し た 特別 の 配 虚 か ら で あ る 。 
潤 37 全て の 得 は 神 の 思 し 台 し で あっ だ 。 即ち もち ヨ モ フ は 、 価 も 手 を 出 き な か っ だ の で ある 。 ヨ モ フ は 水飲み 


に 使っ た 干 の 計量 の 策 を 全身 付か ず に ベニ ヤミ ン の 荷物 に 入れ て し まい 、 偶 然 に 兄弟 達 が ベニ ヤミ ン を ヨ 
セ フ の と ころ に 残す 様 に する 意見 や 述べ た だ 。 その だ ため 、 ヨ セ フ は 満足 の ゆ 〈 幸 軍 や 手 に し た の で ある 。 


注 38 ーー つの 有罪 は $ ぉ う 一 つの 罪 を 呼 。 ヨセフ の 上 晃 弟 達 は 、 最 初 は 彼 を 死に 追い や ろう と よし 、 今 史 、 恥 も 知 
ら ず に 、 役 の 事 を 次 っ 人 呼ば わり し だ た だ の で ある 。 


2 アー 





還 に に ユー スラ フラ 
れ ど と ヨセフ は それ を 心 に 秘め 、 と を 彼 等 に PPTIY 2 タ ライノ 3 ん 。 582 て 
明 き ぎり き 。 ヨセフ は た だ 云え 5、 「 お 前 だ 2 0 

ッ タ ニス イン タイ 2 イア 0 る (クン と の る ッ タ ッ ン 
ち は 酷 い 状 態 に な る べし 。 ア ッ ラ ー は お 前 @6% の し 21213 3 3 2 
だ た ち が 申 し 立て る こと を 最も よく 知り 給 
2 SE 

79. 彼 等 は 云え り 、[ 侯 に 申し 上 げ る 、 彼 に は 年 ラス SS 4 6 折 0 2 SU MS 

6 ( 注 きれ ば 彼 の 代 5 の oo 6 

[る で イン [イン ン ン 

に 我 等 の 中 か ら 一 人 を 選び 給え 、 流 を 修 し CAzosulO タ ey 31 35 と 
い お 方 ほ 上 お 見 う 【 導電 。 

860 . ヨセフ は 答え り 、 肢 ッ ク ー は は 、 我 等 の 財 物 ン ノ {ノブ イマ 2 ノン ニョ ン や タイ る タッ ン 1 ン ン ン スレ 

NIS < 

を 所 持 せ し 者 以外 は 、 何 人 も 捕え る こと を ACN oo9UoaSo(aE2 6 

> か る , と ノン 2990 そ クイ グン > 

侍 じ た だ た り 9 Q を な さば 、 入 圭 不義 者 と ば ら の UE 1 いこ 

ん 」 また 
索 |- 項 

61 . 彼 等 は 弟 を 諦め 、 刀 き て て 、 宮 議 せ り 。 一 同 211 24 99 ン 2A は 2 。 094CC の 2 
の 指導 者 ( 注 40) は 云え 5、 NM ッ の 06 2 MAGC0C 
ラー の 御名 に お いて 厳 則 な る 誓約 を 父 662( 人 8 の: 多き 区 0 
も で も 、 2 びに 昼前 当 モ セク に つい ch 5222 の 0 

ゥ スズ の ン 
ら の 取 分 を 怠っ た こと を 忘れ た る か ? され の 2 Cd 
ば 、 我 が 父 が 我 を 許す か 、 或 い は アッ ラー ピン クン 3 テー 
が 判決 を 下す まで は 、 我 は この 地 を 離れ ま OO 人 9 006 光 上 
じ 。 彼 こそ は 最も 優れ た る 審判 者 な り 。 

82. 溢 等 は 父 の 許 に 帰り て 、 告 げ ょ 、「 匠 等 の 父 5 る 8 ONGEN WU 計 

ょ 、 液 の 息子 は 盗み を し た り 。 我 等 は た だ 5 
4 ぁ クー (ング [ワッ ェ ン の 3。 
自分 た ち が 見 た こと を 中 し 述べ る に 過ぎ LE CKze ito 
ず 。 な れれ ど 、 見 え ぎ る こと に 対し て は 、 臣 林 遇 
視 者 た る 能 3 わ じ 。 の ペン ン 
注 39 ベニヤ ミン に 盗み の 罪 を 着せ た だ け で な て 、 彼 を 元 放し 、 そ の 上 、「 彼 に は 年 老い た る 父 あり 」 と 言っ 


て 息 分 達 の 尼 で ある 事 を 認め 様 上 し な か っ た 。 


注 40 
は な て 、 
と いう 誤 味 を 表わし 、「 年 長 の ] ほ い 
る ユダ は 、 ヨ セ フ よ り 5 年 上 の 見 の -・ 
尊 感 に 診 い て 偉 大 で ある 」 或 じ は [統率 者 ] の 喜 味 を も 併せ 持ち 、 
で あれ ば ル ベ ン より は ユダ に あて は まる 。 ユ ダ は ヤコブ に と っ て は ル ペ ベン 


な く 、 
味 で 使わ れ て お り 、 
より る 重要 な 存在 で あっ た だ 


人 人 で ある 。 又 更に 、 
[査定 、 地 位 、 
そう いう 札 味 
( 創 拉 紀 43 章 8 一 10 節 ) 。 


避 書 に よれ ば 、 ベ ニヤ ミン を 置き 去り に Pd と 言っ な の は 長男 の ル ベ ン で 
四 番 め の 見 の ユエ ダ で あっ だ 。 グル アー ン に 用 いら れ て い 
5 意味 を や 持つ 「 ア ク バ ル ]」 較 陳 お の 
「 カ ビー ル 」 は 単に [大 きい ]、 生年 上 」] で ある だ け で は 


る 「 カ ロー ル 」 は | 大 きい 』 と か | 年 上 の 」 
ヤコブ の 四 番 ゆ の 息 了 で で あ 


ここ で は むし ろ そ の 意 
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83. 我 等 が 在り し 苔 の 人 々 に 訳 ね 給え 、 又 は 我 軸 が AI は 人 の IEd 際 は 
「 ど wa アー 


等 と 僅 に 帰り だ る 隊 商 に 対 ね 給え 。 我 等 の 
言葉 は 真実 な り 』] と 。 ⑤ 〇 3 の 


8 の は うえ り 。 「 そ う て で て は ある まい 、 お 前 1 ラタン 。 と ン ライ < っ 
た ち は 自 分 た ちの た め に よ か ら の 事件 を 潤 と で 532 くす 5 





- 色 し た り 。 な れ ど 、 分 の 我 は 耐え 災 ぶ こと 人 [ラッ ン ラプ 1 欠 っ ろ 
こそ を 有人 益 な り 。 芝 らち 《、 デ アッラー が あの 子 CR ソー 2 
た ち を すべ て ( 注 41) 我 に 返し 給 わ ん 。 彼 の を 1 る 
こそ は すべ て を 知り 、 覧 折 に まし ます が 故 回 
に ます ル 。 

85. ヤコブ は 彼 等 か ら 顔 を そむけ て 、 云 えり 、 Go の 52336 
「 あ あ 、 ヨ セ フ を 思い 7 ug こ ン 
と 。 彼 の 目 は 悲嘆 の だ め に 涙 で 満た され 、 (の 0 うす が 541K で よい 


胸 は 類 問 で 締め つけ られ た り 。 ( 注 4⑫) 
6 . 彼 等 は 云 を り 、| ア ブッ ラー に か 【 け て 申し 上 ! MM 9 之 』 ン ノラ ァ ッ タク の 2 の /2 フ 
と KK を GR 


る 、 溢 ヨ ャ フ に つい て 語る を 止め ず は 、 ピー 
弱 す る か 、 果 2 ン > の る の 
NR 、 果て は 亡き 人 の 中 に 入ら 6 ん 」 と 。 oc 6 
“ 

87. ヤ ュ ブ は 答え り 、「 我 は た だ 我 が 類 問 と ント 用 ン ッ ャ ン 22 人 Ps 
畠 頑 を ア ッ ラ ー に 訴え る の み 。 所 し て 、 我 2eeb 2 テッ あい )9 

し ッ タ ア ら 

は 、 お 前 だ ち が 知 ら ざ る こと を 、 デ アッラー ' の KM 5 紹 
より 聴き 知る 者 な り 。 ( 注 44) 

88. 我 が 息 子 た ちょ 、 行 き て 、 ヨ セ フ 並 びに を CME 33221 Ob 


0 生ま 200 ジス 2 旨 陸 し る 2221 
する な か れ 、 不 信者 医 の 外 は 何人 も アッ の 22938! 1 の ee る 


ラー の 慈悲 に 絶望 せ ず ] と 。 ( 注 45) の 326t ああ 


注 41 ヨセフ と ベニ ヤミ ン と ユダ の こと 。 
注 42 この 節 に は ヤコブ の 目 に は 甘 し み の 涙 が 浴 れ 日 の 前 が まっ 暗 に な っ だ と いう 事 が 述べ られ て いる 。 


注 43 [衰弱 ] と は 、 肉 体 及 び 知 性 の 暗 落 し た 、 心 の 多大 な 不安 と 病 に 悩む 、 虚 弱 や 天 労 で 死に か け て いる 、 
避 い は 、 過 度 の 悲し みや 愛情 で や せ 衰 え 背 商 し て し まっ だ 人 間 を 芝 味 し て いる 。 

注 44 ヤ ャ コグ が 、 神 に より D り 、 ヨ ヨセフ と ベニ ヤミ ン そ し て ユダ が 生き て いる 刺 を 知ら きれ て いる 事 を 暗示 し て 
E* あ 、。 


注 45 この 節 も 、 ヤ コブ が 、 ヨ モ フ と ベニ ヤミ ン と ユダ が エジプト で 生き て いる 事 を 確信 し て いた 事 や 示し 
を いる 。 


0 サー 


中 に ー- 辻 


ーー スズ ス フ 





89. 


9 


彼 等 は 再び ヨセフ の 前 に 米 て 、 云 えり 、[ 侯 
ょ 、 我 等 並び に 我が家 族 は 災難 に 見 舞 わ れ 
が UI ポ 、 . 区 等 が 持ち 来 だ る 金 少し な れ ど 、 

内 分 な 概 目 を 我 等 に 与え 、 慈 善 と し て 施し 


- 給 を 。 必ずや アッ ラー は 、 慈 悲 梁 い お 方 を 


賞 し 給 う 。 ( 注 46) 

を い 
ヨセフ は 云え り 、「 お 前 た ち が 遇 昧 で あり し 
時 、 ヨ セ フ 並 びに その 弟 に 、 何 を 行い た る 
か わか っ て お る の か 7?7| と 。 ( 注 47) 


CAL ey 
MT1O 人 は 
っ eds 


「 て で 


の ロ っ 1 ン * 
ADaAa eo5G 2 02 JS 
CIG iv I 1 





91 . 條 等 は ぇ の NM VN 「- 絆 RA 6 の 9 っ BEIG 
ヨセフ は 云え り 、[ き よう 、 我 は ヨ モ フ 、 こ と 
は 我 が 訓 な り 。 ア ッ ラ ー は 我 等 に 慈悲 深く クー ラン プン る タプ で 5 エグ バ ン ン ウン ナン 
は っ) ua いく | oO5 (を 
あら せら れ た だ り 。 誰 で あれ 、 ア ッ ラ ー を 壁 人 2 つき ゃ の や し 0 
有 rp よこ 区 ゃ テー い ふ 2 。 2 の?。、 ア ジッ ラグ ダッ タン る [ ン 
れ 餅 い 、 甘 つ 耐 え 妨 ぶ 者 で ある な ら は ば eee 人 8 
ー デ アッ ラー は 決し て 登 行者 へ の 報 導 を 空 
し ゅ う は せ ず | と 。 
ゥ 2 夏 筐 は 三 本 に ヶ 22 イン 21 人 > アン ョ レン 
92. 役 等 は 喜 、| ア ッ ラ ー に か け て 、 げ ! * らら 1 る じ 0G 生 CGI 
アッ ラー 散 を 表 和 の 上 に 導 さ なり. 「 
1 罪人 に て あり き ] と 。 CA るり 
放り レタ ブルン 。 4 イノ フッ ポン ンス と 
較 計 RG 〈 く アッ ラー も 人 5 移 公 人 いう 9 2 の 3 gd 
ぢ 前 た 008 彼 は 慈悲 者 の 中 で も ぅ 、 クン ん 
最 3 慈悲 深い 者 詞 に まし ます か 数 に 。 レン シン ンー 
注 46 この 場合 の ヨセフ の 見 弟 達 の 行動 は 説 加 し 難い 。 役 等 は 、 自 分 達 の 現在 の エジプト へ の 旅 の 真 の 目的 


で ある ヨセフ と ベニ ヤミ ン ヒ ユダ を 捜し 出す も た いう こと を 反 視 し 、 


食物 の 席 し を と を う 様 に な っ た 。 


注 47 
3 と を 役 等 に た つ の 
注 48 
処置 に つい て の 兄弟 の 志 怖 と 愛 虐 を 取り 除い て や っ た 。 この 兄弟 を 許し た 心 の 広 き 、 


目 分 の 元夫 が 身 を 次 と し て ゆく の を 、 こ れ 以 上 兄 る に 耐え な く な っ だ ヨセフ は 、 
に 持ち 出し た 。 


ヨセフ は 兄弟 に 疑 合 を 持 だ せ ず 、 即座 に 自分 の 散 免 は 腹 蔵 の な い 無 制限 な も の で ある と 告げ 、 


に 3 し 誌 の 内 容 に つい て は 闘 接 和 抽 1 


余り に も 道徳 的 に 低 次 元 と な っ て し まい 、 


FI 分 が ヨセフ で ある 


彼 等 の 


旬 大 る が 、 回 な る 拓 言 者 


に 重 も 類似 し て いる 点 で ある 。 晶 な る 傾 店 者 も ヨセフ の 様 に 脱出 追放 の 中 に あっ て 、 名 谷 と 力 を 勝ち 符 、 何 


年 も の 流刑 の 第 
に ひれ 伏し 、 

答え た 。 
クラ イシ ュ は この 聖なる 預言 者 の 死 を 計る 為 に 、 


、 生 まれ 故郷 に 征服 者 と し て 一 万 人 の 支持 者 の 統率 者 と し て 骨 旋 し た 時 に 、 
個 告 者 は 彼 等 に どの 様 な 措置 を 望む か か 尋ね た 。「 ヨ エフ が 自分 の 見 弟 達 に 取っ た 措 胃 を 」 彼 人 
思 な る 頂 若 者 は 即座 に MM は 何 の と が めも な い 事 よし ょ う | と 答え だ 。 メ 0 
そし て イス ラム を 根絶 する 為 に は 、 何 も の や も 辞 る な か っ た だ 


メッ カ 0 の 


1 凍 の dE13 和 WPS の の の に ISRIEGE に 科 当 の た ら は BS 


処置 は 人 人 間 の 歴史 の 全 記 録 中 に 並ぶ 


Ao 


も 5 の が な い 程 、 志 大 で あっ た 。 


rr 較 ーッ ユー スプ ブフ 
94. る れ ば 我 が 上 着 を 持ち 帰り て 、 我 が 父 の 前 ン ッッ 9 ウイ ン 1292 3 
に 横 た え よ 。 さ すれ は 彼 一 部 始終 を 丁 解せ db JoJ0o0S552 
ん 。 然 る 後に お 前 た ち 、 全 家 を 挙げ て 我 を き の も Aab8S 3 時 で 3 を 
訪ね よさ | 上 。 
第 十 一 項 
95. 彼 等 の 層 商 が 出発 し た 項 、 を の 父 は 云え り 、 の と 4 2 2 UBA1 = の る 
「 セ 前 た ち 我 を 老 著 せ り と 思う だ ” ろ う が 、 スン ルン 5 2 
我 は ヨセフ の 匂い を 感 ず ] と 。 ( 注 49) (CTOPRO 3 人 ベ 2 
96. 彼 等 皆 坪 た えり 、「 ア ッ ラ ー に か け て 、 を は い iW6 う 
つも な が ら の 老い の 鑑 誤 な り 」 と 。 ⑨% の 9 ot6 も 8 (46 6 ふう 
97. る れ ど 、 須 報 の 伝達 者 来 り て 、 ヨ セ フ の 上 ルレ ンー アン プア 
着 を ヤコブ の 前 に 横 た え る と 、 ヤ ュ ブ は 啓 知り 
発 き れ だ た り 。( 注 500 そこ で 、 ヤ コブ は 云 レ し (6 を 全品 人 。 
、 0 ング Aa? 
ぇ えり 、[ 我 は お 前 た ち に 、 お 前 だ ち が 知 5 さき の 2 2 
アラ る 


る こと を アッ ラー より 聴き 和 っ て お る と 云 
わ ぎ り し か 7? と 。 


⑫ 〇 wts 9 


98. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 父 よ 、 我 等 の 罪 の ほ と っ も (CS3C3 s33 ROWEIG 
散 免 を 請 い 給え 。 我 等 は 紛れ も な く 罪 深い し 」 
者 な りき 1 と 。 @⑥ 〇 ゆる 

99、 ヤ ュ ブ は 云え り 、「 我 は 、 我 が に 関連 いな 2 る 45 の 和 な 3 と 36 

も 間 還 1 ! っ Sel (9 
前 た ちの 赦し を 請 わ ん 。 げ に 彼 は 、 寛 の 2 1 
大 に し て 慈悲 深く まし ます 」 と 。 ⑲ As 

100. か く て 役 等 一 同 ヨ セ フ を 訪れ る と 、 ヨ セ 。 スレ レッ ン ン 1 2 

フ は 父母 ( 注 51) を 抱き し め て 、 去 えり 、 G1DVKILUJIHTK 2 2 CM 
IT て 球 に 人 
人 ッ ラ ー も し 鉱 し な ! 安 じ 肥 人 入 CPK も 1 の HE 

計 : 49 兄弟 達 の 隊商 が 帰宅 する 以前 に 、 ヤ コブ は 家内 の 人 人 々 に 、「 あ ら ゆ る 状況 は それ に 反し た 様相 を 呈 

いる に も か か わら ず 、 ヨ セ フ に 間もなく 会 える 様 に 思う 」 と 述べ て いる 。 この 確信 を 強調 する 為 、 ヤ コグ は 、 

「 ョ セ フ に 会 う 事 は 不可 能 だ と 皆 は 思っ て いる だ ろう が 、 夢 で も な けれ ば 、 年 寄り の 思い 入れ で も な い 。」| と い 

ぅ 語句 で 表わし て いる 。 

注 50 ヨセフ の シャ ツ が ヤコブ の 晶 の 前 に 置か れ た だ 時 、 信仰 に 根ざし た 啓示 に 過ぎ な か っ だ ヨセフ が 生き て 


いる と いう 確信 が 事実 と し て 、 把 所 きれ た の で ある 。 これ が 、[ 啓 発 き され だ 」 と いう 言葉 の 意味 する と ころ て あ 
る 。 クル アーン で は 、 ヤ コブ が 青 に な っ た と いう 解 息 は 全然 取っ て いな い の で ある 。 盲 に な っ だ と いう 事 が 、 
彼 の 僅 大 な 神 の 預言 省 で ある と いう 茜 成 と 一致 し な いし 、 そ の 他 の 数 節 に も 青 に な っ だ た と いう 上 晃 解 に は 反する 
叙 束 が み ふみ られ る 。 ヤ ュ コブ に 手渡 きる れ だ シャ ツ は 、 ヨ セン フ が 井戸 に 投げ 込ま きれ だ 時 着 て いた だ シ ャ ツ と 思わ れる 。 
注 - 51 ヨセフ の 実 の 母親 で ある ラケル は 既に 死ん で な むり 、 こ の 節 の [両親 1』 ほ いう 語 の 使用 法 は 、 訂 母 で あっ 
て も 、 そ の 人 の 実 の 親 と し て の 近 と 尊敬 に 値する 事 を 示し て いる 。 


の 


| ュー ス フ 





101 . 面 し て ヨセフ は 両親 を 玉座 ( 注 - 52) 本 IO 只 の ve 1a3 う う 
2 し ジ 
し め だ れ ば 、 役 等 一 同 地 に 償 供 し て 神 > 0 ポ 
感謝 の Ph は ( 注 53) ョ モ フ は 去 03 USoeo6 ラ EIGA 
え し り 、 「 我 が 父 これ は 意 、 我 が 見 し 有功 の 2。 グ プン ラン ゅ ヶ デ ン 


ン っ ゥ リン イグ プレン 

成就 な り 。 he oni の の 16 の ST らい SS 
政 魔 が 我 と 我 が 兄弟 と の 問 に 仲たがい を す 1 る 22 ンー タン ェ ッ タン 2 

き 起 こき せ た る 時 、 後 で 我 を 宇多 よ 出し 、 ウゥ ゆ O ク い Cs 刀 人 ok 


( 注 54) また あな た 方 を 砂漠 より 寺 れ 米 る CTOA42809 和 0 Oc0 
Gb) 816296o365 避 人 
は 、 我 に 賜 え る アッ ラ の 思 肪 な り 。 げ に 、 


我 が 主 は 、 気 に 召し た る 莉 に は 慈悲 深く 23 51 包 5 
まし ます 。 彼 は すべ て を 知り 、 皿 哲 に ま 
ます 。 


102. 二 お 、 王 よ 、 洪 は 栽 ! - 権 能 を 授け 『 上 有 の noL7 の アラ ン 1 タン 
解 秋 を 教え ん た り 。 お お 、 天 地 の 創造 者 よ 、 5 の は 3 ALo2NIS こり 


液 は 現 握 に お いて も 来世 に お いて も 我 が 守 を の の iopVboSLb EAT 


護 者 な り 。 有 願わ て ば 我 を 、 次 の 意思 に 2 
半 心 層 服 し て 死な し ゅ よ 、 耐 し て 義 し き の AU RM すじ 


wm ア アー ジン ご 
人 人 々 の 別に 加え 給え を 】 と 。 
ーー 


103. これ は 、 わ れ ら が 液 に 記 示 する 秘 典 な る < KW GU > PUB 
消息 な り 。 流 は 、 ヨ セ フ の 兄弟 た ち が 計 計 Ne 


テア 


MIE 


を な さん と せ し 叶 、 彼 等 と 笛 に 居 ら ざり き 。 の る 2 説き) 

( 注 55) 
104. た と い 溢 が 熱望 する と も 、 世 人 の 多く は レッ ン ィ ン と シン 

ツ を 信 ぜ ぎる べし . の ooescooe り yeEND( に 2 


105. 液 は この だ め に 如何 な る 報酬 ぅ 彼 等 に 3 タ ゅ 四 ィ ン ン [レノ 
プ ?1 ち Ne 
ウゥ ず 。 そ は た だ 人 人 疾 の た ゅ の 各 攻 に 通 。 GOOuU5 っ 北 人 8 っ 


すず 。 
ーー エ ュ ャ ュ ィ エ ュ ャ ヤヤ アザ B ア BB サヤ や マーヤ ーー 
52 | 玉座 」 の 意味 は 、 ヨ セ フ が 阿 親 を や 王 に ひき あわ せ た ( 全 世 紀 47 音 2 節 、7 節 )、 或 に は 王 の 許可 を 


受け 、 自 分 の 主 座 に 中 ちら せ た 事 を 意味 し て いる 。 古代 に 於 いて は 、 王 の 大 臣 や 代理 人 は 、 王 と 同様 に 自分 の 玉 
座 を 持っ て い だ た の で ある 。 


注 53 ヨセフ の 見 第 と 両親 は 、 ヨ セ エフ が こん な に も 高い 地位 に つか せ て 頂け た 束 を 、 ひ れ 供し て 神 に 感謝 し 
だ の で ある 。 ヨセフ に ひ ぎ ざま づい て 拝 し た の で は な く 、 ヨ セ ネ フ の 事 で 踊 拓 し た の で ある 。 


注 54 ヨセフ は 、 神 の 恩恵 に つい て は 、 年 庫 か ら 解 放し て も 6 っ た 事 だ け を 玉 べ 、 井 戸 か ら 6 助け 出 きれ た 事 
に は 触れ な か っ だ 。 こ れ は 多 弟 産 に 旧 分 達 の 行為 を 恥じ きせ た く な か っ た か ら で あ る 。 


注 55 この 年 モ ブフ の 次 第 は 単なる 話 で は な く 、 可 な る 預言 者 と イス ラム の 持 来 に つい て の 力強い 務 苫 の 核 を 
ル し て ゆあ 。 


ーー クー 


に で = 


106. 


107 . 


108. 


109。 


110. 


引 。 


2 


注 56 
し で も 神 よ り の 導 が か り が あれ ば 、 つ か も うと 心 の 準備 が が な され て いる が 、 


第 十 一 項 
天地 剛 に は : の 神 兆 あり 、 され ど 役 等 
は 逐 を 見 過 し 、 通り す で 。( 注 56) 


彼 等 の 多く は 、 ア ッ ラ ー に 他 神 を 併せ 写 
ら ず ば 、 ア ッ ラ ー を 信 ぜ ず 。 

な ら ば 彼 等 は 、 抵 抗 し 難い ブッ ラー の 身 
呈 か ら 、 ま だ 知ら ぬ 間 に 突然 到 米 する 死期 
か ら 安全 で いら れる と で も 思っ て いる の 
の か * 

ぶん 、「 こ れ ぞ 我 が 道 な り 。 我 と 我 に 従う 
者 は 、 確 実 な る 証拠 に 基 い て 、 ア ッ ラ ー に 
呼び か ける 。 アッ ラー に 光栄 あれ 、 我 は アッ 
ラー に 他 神 を 配 す る 者 に 非 ず ] と 。( 注 


97) 


われ ら が 洲 前 に 使徒 と し て 門 わし た 基 
は 、 すべ て 邑 の 住民 の 中 か ら 選 び て こ れ に 
盛 示 を 与え し 者 ば か り 。 彼 等 地上 を 店 く 旅 
し て 、 彼 等 以前 の 人 々 の 末路 が 如何 な る も 
の な り し か を 見 ざり し か ? 宰 を 思 れ 交 う 者 
に と っ て は 、 来世 の 住居 こそ 最上 な り 。 お 
IE ちち これ も 理解 ざる か 7 
RSERRRRSE 世間 

ら 嘘 つき 呼ば わ M きれ だ る 時 、 わ れ ら の 
1 8 = 降り 、 われ ら が 欲す る 者 
を 救い だ 9。 る れ と 、 悪人 ども は 、 わ 和 れ ら 
の 懲 k 面 か ら 先 れ 得 ず 。 

確か に 、 こ れ 等 の 物語 の 中 に は 理 仁 ある 
和信 々 へ の 教訓 あり 。 そ は 作り 話 に 非 ず 、 以 
前 に 在り し も の の 証明 で あり 、 高 事 の 詳細 
な 解説 で あり 、 且 つま た 信仰 する 徒 七 へ の 
狼 導 に し て 、 慈 悲 な り 。 
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この 節 で は 、 信 者 と 不信 者 の 根本 的 な 甘 度 の 遅い が 指摘 きれ て いる 。 信 ずる 者 は 、 心 の 目 を 開き 、 2 1 


不信 者 達 は 、 明 確 な 究極 の 神 兆 が 


現れ て いる 際 も 恩 思 を うけ る 吾 を 拒否 する 盲 の 人 問 の 様 に ふる まう 。 


注 57 


健やか な 理由 と 確固 だ る 信 】 


京 味 や も 持た な い の で ある 。 


一 


念 を 持た な い 弄 目的 で 思 盛 の な い 信 仰 は 、 神 の 日 に は 届い た と し て も 何 の 





あま ね 


1. 慈悲 深 《、 恵 み 思 て アッ ラー の 御名 に な い ①s IoeGS 
に ピコ デ ン シン 
人 2 1 2 edyIGHiS て 21 し の 2 et 
リン | 1 ee IN a い 2 <】 。 
) 波 に し MD りな る 呈す き の 68 he 
れ ど 世 人 の 多く は .: ツン を 信 ゼ ぜ ず 。 
9 お 前 た ち ! 6 し て 大 空 を 高く 準 の Ao 7 アン 2 デ 
ひと | 
げた る は アッ ラー な 5。 (2) 名 4 後 、 彼 で の PPEYYYSNIPA 


が の 


は 玉座 に 登れ り 。 Yi 日 月 を る 人 20063I『 全 GE まう を 信 :1DH 


の 任務 に 服 せ し め 給 を ば 、 両 者 は 定め の 時 時 の の po 内 
まで その 皿 道 を 運行 す 。 彼 は 高 事 を 総 轄 す 。 2 る 2 
お 前 た ち に 主 に に 見 えん こと を 確信 せしめ ん 2 

が た め 、 彼 は さま ぎ ま 神 兆 を 明 に し 給 う 。 の うめ の や う 


4. 大 地 を 拡げ 、 山 々 や 河川 を を こ に 配 し た る ノン 2 る 委 る る 
し か ' 5 の 5 う Us っ > will 1 
は 彼 な り 。 証し て 彼 は 、 一 切 の 果実 を 雌 雑 っ oo は 2 23 


一 計 と な せ り 須 ( 生 4) 彼 は ま だ 夜 を し て 和 朋 C こ 1 提 た NT 
を 複 わせ 給 う 2。 ま こと に この 中 に は 、 思 案 - 





に : 和 *b 2 の 2 9 る パー トリ アン | ぅ る 1 ン ノン く スタ 。9 う 

する 人 信 々 へ の きま ざま な る 神 兆 あ り 。 らら 居 を > と っ 338) 移 和 0W。 肌 

注 : ] われ は 一 切 を 知り 一 切 を 見 る アッ ラー な り 。10、11、12 訣 は アリ フ ・ ラ ー ム ふ ・ ラ ー と いう 句 で は じ ま っ 
て いる が 、 須 番 で いう と 13 番目 当 理 は アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ ラ ー と いう 和 旬 で は じ ま っ て いる 。 こ の よう に 


. 短縮 形 で 異な っ て いる の は 、 当 誤 の 主題 が 10、11、12 草 と は 少し 直っ て いる と いう 事 で ある 。 こ の 4 語 か ら 成 
る 短 痛 勾 の 可 味 は 、「 我 は アッ ラー で あり 、 全 知 の 神 、 一 切 を 知り 一 切 を 見 る 神 で ある }」 と いう こと で ある 。 


注 2 この 文 の 意味 は 、17 天 は 柱 が な て て も 落ち な い 事 が 分 か る 。(2) 大 は 目 に は 見 えな い 柱 の 上 上 に ある 、 即 
ち 天 に は 支え を が ある が 、 そ れれ を 見 る こと が で き な い 。 この節 の 意味 を 文字 通り に 取れ ば 、 天 は 柱 の 支 を な し で 
存在 し て いる と いう 忘 味 で ある 。 比 只 的 に は 、 天 は 、 実 際 に は 、 支 え の 上 に ある の だ が 、 人 間 の 目 に は こ 
え は 見 えな いと いう の で ある 。 こ 和 れ は 、 だ と えば 、 今 まで に 科学 に よっ て 発見 きれ た だ た 目 に は 見え な い 重 力 、 
力 、 惑 星 の 動き な ど や 、 将 来 発見 され る だ ろう も の ご と で ある 。 


注 : 3 | 座 ] と いう 語 は クル アー ン で は 、 精 神 的 、 了 肉体 的 法則 の 完成 も を も だ た ら す こと を 意味 する だ め に 使 
われ て いる 。 こ の 表現 の 使い 方 は 、 世 界 の 君主 の な ら わ し に 人 選 て いる 。 


注 : 4 この 節 で は 果物 の こと に だ け 触 れ て いる けれ ども 、 ク ル デ アーン の 他 の 個所 で は 、 神 が すべ て の も の に 
一 雄 と 雌 一 を 作ら れ だ と 未 べ て いる (36 章 37 節 、51 童 50 節 )。 こ れれ は 実に 、 すべ て の 宗教 的 回 典 の 中 で 
クル アー ン が 最初 に 言い 出し だ た こと で ある 。 科 学者 は 、 無 機 物 の 中 に すら 「 対 」 を 発見 し よう と し 始め た 。 こ 
の 節 で は すべ て の も の は 対 に な っ て いる と いう 法 財 が 人 人 間 の 知性 に も 応用 で きる こと に 注意 を 向け て いる 。 天 
の 光 が 知 性 を 了 時 ら る な けれ ば 、 人 人 は 神 の 啓示 を 人 人間 の 理性 の 結合 か ら 生 まれ る 真 の 知識 を 得る こと は で きか な い 。 
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ME 地上 に は 、 相 い 接し て 、 弄っ だ 区 域 あ り 。 2 ンタ フク っ eo ジョ ンプ の ウォ レイ ンタ の 2 ュー 2 プラ ー ェ 
。 い 1 

衝 術 の 園 、 毅 物 の 区 、 歌 い は 一 つの 根 より こと 

に や UE ッ ー タック の /> (の ン ィ の ッ ン 

類 に 肥 っ た 表 考 子 の 千 も あれ ば 、 独 9 立 2 og 人 325lo 4 っ 9 


つも の も あり 。 それ 等 は 皆 同 じ 水 を 瀧 が れ 0 2 
ば も 、 わ れ ら が 或 る 果物 を 特に 他 ょ り も 8lAG ら VIGo25 SS 5 


1 
に 


て 


藻 味 な 6 し め た り 。 こ の 中 に は 、 理 作 あ る 0 の ay 2 
入 々 へ の きま ざま な 軍 光 あり 。( 注 5) ② ら 仙 凶 史 ら う ea 


6. も し 准 盤 くべ きこ と あら ば 、 彼 等 の 言葉 こ 2 ンタ ルン ラダ イッ ズ タン ンス ーッ ン 2 ッ ュ ン 
を 比 く さき こと な り 、「 何 ん と な ! 彼 等 土 8 DE1DL チ 2 ド KTS で ポル 
化し た る 後 、 再 び 新しい 剣 造 の 状態 に きせ GL の 331 GU 33o を る 
られ る と な ?」 0 これ 等 の 者 は その 0 
主 を 信 ざ ざる 者 ども な り 。 役 等 は その 頸 に 9? ECU2 2o5EET 3 
柳 を か けら れ 、( 注 6 ) Pr 2 


ン ラ タ 。 1 

永 効 に 彼 処 に 留まら ん 。 〇 Co 

。 遂 二 に お いて 、 ペ ま ざま エ な みせ し め が 起 ッ イン ッッ ン ン ン う 。 ブッ ン 3 くし スプ 5 ッ ン ラン 
っ て いる に も か か わら ず 、 役 等 は 液 に 福 よ ご 22 ! ひ う 2 シ Oo こう 


り も 袖 い の 速やか な らん こと を 求む 。 ば げ 5 を GA 7 
し と とい うら! CU AAC5 ・ 
に 主 は 、 を の 程 行 に も か か わら ず 、 人 開 に ピン 


寛大 で あり 、 同 時 に 懲 還 に も 厳格 に まし ま 〇 ② い の SA 3375!2<4c5 (06 
浅 。 上 
8. 信 ぜ ぎる 者 ども ! は 丈 う 、 [何故 に 主 よ り 奇 踏 > ウッ イン スク タク ンー ラン クン ラ る タッ タン 
( 滞 7) が 彼 に 竣 6 き り し か っ 」 と 。 湊 は IASO13 の の JO5 う 
た だ 革 千 者 に すぎ ず 。 そ れ ぞ れ 各 民族 と も 、 の PD 
一 人 の 師 導 者 あ 5 。 コレ > 
第 二 項 


9 . アッ ラー は それ ぞ れ の 女性 が 身 ご も ちる こと て りん ぁ 9 2 ノ タリ 
0 ] 2 タン 
を 知り 、 ま た 侍 妊 期限 の 増減 を 知る 。 一 切 Pe)los ss 6 AA | 
プア ーッ ラーー の の ) 往 手 - 康 > マダ ロビ 訪 5 グプタ 2 アプ ゥ る レア 

の SAS 2 ッ ー の 御手 許 で 正しく 計量 OJT t 人 人 21 
る 乱 る 。( 注 8) 半 

注 5 この 表現 の 味 は 、 木 々 に 同じ 水 を や っ て も 実る 果実 は 味 や 色 が 大 変 に 違う 、 そ れ な ら 、 何 故 聖 な る 

預言 首 が 同じ 町 、 同 じ 民 族 の 中 に 住ん を で いて ふぅ 、 彼 が 特に 天 刻 と いう 秘薬 に 養 わ れ て いて 、 彼 の が サタ ン の 

休 計 の 下 で 育て 6 れ て いる な ら 、 彼 - 人 抜き えん で て いな いわ けが あり 香 よ うか と いう 意味 で ある 。 

注 6 間違っ た 信仰 と 悪行 たと に う 手 か せ 足 か せ 。 

注 7 「 奇 踏 】 と いう の は 、 他 の 忘 味 が 示 き れ て いな いい 時 は 、 い つ で も 「 こ らし め の 奇 踏 ] の 意味 で ある 。 





注 8 4 色 て 字 宙 の すべ て の 物 は 対 に な っ て いる と 語ら れ だ が 、 霊 的 世界 で も 男 の よ うに 振る まう 人 も あれ 
ば 女 の よ うに 振る まう 人 も いる 。 前 省 は 影 才 を 与え 、 後 者 は 影響 を 受け る 。 この節 で は 型 な る 預言 者 の 人 格 に 
お いて は 、 圭 的 に は 肌 を 与え を る 男 で あっ て も 、 だ れ も 役 の 刻 叩 を 受け な けれ ば 、 起 的 な 身分 を 得る 事 が 出来 
な い 、 と いう 事 が 指摘 き 和 れれ て いる 。 更に 、 神 は 聖なる 預言 者 の 時 代 の 人 々 の 生ま れつ き の 才 能 や 素質 を よく 知っ 


PT 


nfs>mー 
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10. 彼 は 見 え ぎ ざる 世界 も 、 見 える 世界 も 知 項 し 、 OAICCIGERVGIET SD4 じ 
比類 な い 僅 大 者 、 至 高 者 な 5。 - 

11. 前 た ちの 中 で 、 そ の 言葉 を そっ と 胸 に し フシ ッ ン 。 ン クラン ン 26 ン ン ラン ちか っ 
ょ っ て ちく 者 も 、 ま た 之 を あか らき ま に 吹 ブウ 292 人 らい 2 
聴 する 者 も 、 ア ッ ラ ー に と り て は 同じ な り 。 ⑤ AL の) CO 
ha 
る 者 も また 然 り 。( 注 9) 


12、 使 者 の 前 後に は 諸 天 使 ( 注 10) が 随伴 し 、 アテ レレ ラン ちの 1 ョ フン 
0 0 サシ た いい 2 っ の 8 2 CA 2 
テッ ラー の 命 を 奉じ て 彼 を 誰 衛 す 。 ア ッ ピン 


ラー は 、 人 々 が 己 れ の 心中 に ある も の を 次 ID と イオ の は 59 081 
え ぬ 限り 、 決 し て 人 々 の 境遇 を 変え る こと 同 ピ 0 
な し 。 曽 し て 、 . ア ッ ラ ー 人 々 を 懲らしめ ゅ ん 7 の っ ceob し 
と 欲 き ば 、 何 人 も 有 之 を 払い の ける こと 能 わ レン 


2 ター u ノ 
ず 、 ま た 人 々 は アッ ラー 以外 に 如何 な る 和 守 ②⑨J り bo もめ sg ら 3 
護 者 も 有 せ ず 。 


13. 和 を は 稲 麦 を 見 せ て 、 お 前 た も に 希望 と SS 256 クッ プ たれ 1 
ン あこ JI ゆめ 
紀和 他 を 抱か しめ 、 ま た だ 重い 耳 雲 を 起 し 給 う 。 の 9 


(1 CR 


14. 雷鳴 し どろ いて その 栄光 を 護 え た れ ば 、 諸 天 。 ノ ち 。2。、。 アン レー コレ ラン 。 タク 
5 .9 ・ トド う 
使 $ 彼 を 亡 れ て また 然 り 。 彼 は 雪 喘 を 放ち 、 っ OOCJ 5OA OAI て 


彼 等 が アッラー に つい て 論争 し て いる 章 を も 6 
に 、 之 を も っ て を の 欲す る 者 を 林 ち 給 う 、 be Bee 
面 し て 、 還 する に 成 し く まし ます 。 @⑨JDOO ス 2 2 お 6 に 2 


15、 II の みみ 祈る こと な 2 フッ タン フッ 2 の 2 
。( 注 12) 彼 等 が アッ ラー 以外 に 祈る ドー ルト ソン メン だ うい ひじ JI 32 41 


て お られ 、 神 の 凛 響 を 受け 入れ よう と 悪 騰 の 影響 を 受け 入れ よう と に 関係 な く 、 ど ち も 65 が 栄 え 、 ど ちら が 誠 退 
する か は 神 に と っ て は わか りき っ た だ た 事 な の で ある 。 聖なる 舌 言 莉 を 受け 入れ 、 彼 の 刻印 を や 受 ける 者 は 、 成長 し 、 
カ ・ 影 響 力 ・ 数 も 増し 、 役 の 敵 は 衰退 し 渋 少 す る の で ある 。 

注 9 時 な る 頂 言 者 の 英 の 、 あ か らき る まな 、 破 い は 秘密 の 計画 は 、 神 の 日 に は 兄 通 きる れ て いる し 、 そ の 神 が 
環 な る 預言 者 の 助力 者 で あり 保護 者 で ある 才 、 成 功 す る は ず が な い の で ある 。 

注 10 「 諸 天使 か ほこ こ で 言わ れ て いる の は 、 天国 に 住む 天使 と も 取れ る し 、 命 を や かけ て 聖なる 頂 言 者 を 守っ 
た 献呈 的 な 仲間 の こと と も 理解 で きる 。 

注 11 雷 は 、 恐 舌 と 希望 と を 想起 きせ る 。 電 が 到 怖 を 租 起き せる の は 、 人 人 が その だ め に 死ん だ り 、 慌 韻 や あ 
5 は い め 衝 を テリ た リナ サミ. ら て の ス 、 澤 は 希望 を も も だ ら す 。 な ぜ な ら 、 雷 は か な 十 の 訪 
れ を 告げ 、 色 々 な 病原 菌 を 破壊 し て 、 伝 病 を お きえ る 役割 も 果す か ら で あ る 。 

注 12 ie う に 解釈 で き る 。 1) 神 だ 6 生 に 2) 人 間 に 役 に 立ち 利益 に な る の は 、 神 
に 折る こと だ け で ある 。 (3) 神 の 声 だ けが 真実 を 支持 する も の で ある 。(⑭) 神 の 声 こ を 、 何 も の に も 勝 り 優先 され 
な け 衝 ば な ら な い 。 
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神々 は 、 何 ん の 応え も 与え は せ ず 。: 評 う れ 





人 SH 3 2 
グ 2 タラ レン 2 ン 
水 に さ し 伸 べ し が 、 水 は 決し て 達せ ざる が EE っ 345 40 じ 。 人 いう の 
知 し 。 ( 注 13) 不信 心 者 ども の 祈り は 、 無 ン る 
駄 骨 折り に すぎ ず 。 @ よ る を 
16 9 好む と TS うろ る タッ ン 1 
時 が BI うら 59 らら eoeo5 6 3 
好ま ぎる に か か わら 6 ず 、 ア ッ ラ ー に 服従 す 、 eb 3 に あい 
を れ 等 の 影 が 朝 な 夕 な 地 に 湯 う 拓く 。( @dto9 2530 ASAb3 人 
14) 
ルー の と プン あま 
]。 5 ニ ぇ 、 [天地 の 主 は 誰 ぞ le As Le 人 
ラー な り 」 と 。 云え 、「 然 ら ば お 前 た ち 何 故 3 2 8 
、 3 し 2 ター ラ っ o ク : くる 
に デッラ ー の 代り に 、 自 分 自身 で すら 益 す 9 2 22 323 
hy 0 の の 2 
る か ? 」 と 。 云 え 、「 盲 と 目 あ き は 同等 な dsc 
や 7 また 、 人 13 ン ン の 20 な ポ 
UE を | 3 
や ? 或いは 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー の 創造 す る (の わ 列 ら まつ びろ 
の と 似 た よう な も の を 伸 造 し た 神々 を 彼 に 1 ん ES aa AE 2 
配 し た れ ば 、 両 者 の 剣 造 が 彼 等 に は 相似 た 和 
0 フュ エン 0 5 ャ クタ ルレ ルータ 5 
も の と 思わ れる か ? ] と 。 坪 え ん 、「 ア ッ ラ ー (の OLPERI YS た: 代り に (0 
こ を 高 物 の 創造 主 、 衝 一 に し て 至高 者 な り 」 
と 。 
プン ノン ン リン グ っ ン 2 デ プッ ン 
18. 彼 、 空 より 雨 を 降ら せ 給 を ば 、 水 は その 容 OS っ oJ し うる WO1K の TART 
量 に 応じ て 谷 々 を 流れ 下り 、 発 流 は 泡 注 を 5 CE ン ェ クロ る 」 ク ンプ ニス ッ ン イフ ン ッ 
学べ て 運び 行く 。 装身具 や 吾 所 道具 を 造る みう 199 っ いひ WION ら E 
ゅ に 火 に 溶 か き れ た 金属 か ら も 、 ま た 賠 4 2 ン 。 2 
Cx り を Ce Ao ED 3 2 
様 な 泡 を 生 ず 。 ア ッ ラ ー は か く の 如 く 真 奉 と ルン と 
さ 人 ン ノ る っ ) ン 
を 抽 写し 給 う 。 渦 涼 は 多 ち も に 消え 去れ ども 、 AOBCD GLAD つの 5 0 
注 13 人 生 で 成功 する 正しい 方 法 は 、 0700 凶 も ち 、 神 に 
は 神 が あ っ て 釣る べき 地位 を 与え 、 創 造物 は 、 を そう あ る で べき 位 置 を 与え る 。 こ れこ を 、 成 功 し 真 に 幸福 に な る 
方 法 で ある 。 
注 14 この 節 は 僅 大 な 真実 を 具体 的 に 述べ て いる 。 則 ち 、 す べ で て の 創造 物 は 、 い や ゃ で も 応 で も 神 が つ くら 6 れ 


だ 日 然 法 に 従う 義務 が ある 。 舌 は 味 党 を 司 ら ね ば な ら な いし 、 耳 は 聴か ぎ 
強制 と 呼ば れる 。 し か し 、 人 人 は ある 程度 行動 の 自由 が 与 を た られ て いて 、 信 は 自由 意志 を 働か あせ 自分 で 判断 する 
か 、 
と に か か わら 5 ず 、 何 を する に し て 


る を 得 な い 。 この 自然 法 へ の 服従 が 


目 由 を 与え られ て いる と 思わ れる 分 野 で の 行動 に な いて すら 6、 一 定量 の 義務 が ある 。 又 、 好 むと 好ま ぎる 


5 神 の 法則 に 従わ な けれ ば な ら な い 。「 好 むと 好ま ざる と に か か わら ず 」 と い 


う 語 は 、 喜 ん で 神 に 服従 する 信徒 不 承 不 系 神 の 法 に 従っ て いる 不信 人 徒 の 二 種 類 の 人 々 に つい て も あて は まる 。 
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人 間 に 役 立つ も の は 地上 に 残る 。 か な 〈 の 如 も CC3 NACS 多 え 2 ご 3 
〈 ア ッ ラ ー は きま ぎ ざ ま な 比 只 で 説き 明か し 2 ン 
給 う 。 ( 注 15) dy 名 9 


19. 主 の 召 に 応ずる 人 々 に は 永 衝 の の 人 っ 1 
持 に 応 ず 水 吉 の 幸 福 あ To 59 


り 。 狼 し な が ら そ の 管 に 誠 え 者 と 5 は 、 

た と い 地 上 に ある すべ て の も の 並び に に 2 の 所 OIL 
倍 する も の を 持っ て いた と て 、 麻 踏 うこ と の 820022 0 
な て 区 を 投げ 出し て 罪 を 忠 わ ん と する に 素 25ao に ad ちあ 2 く の GUbl る も の 


ャ デー 


\ 


らん 。 そ れ ら の 者 ども は 基 酷 な 六 を 受け ん 。 スラ < 
を の 住居 は 地 狼 な り 。 な ん と 悲惨 な る 死な ⑳3&i 
る か な | 

第 三 項 


20. 主 よ り 流 に 啓示 き れ だ る も の が 胡 理 な 2 0 2 1 2 タイ ン ン ンプ タン ニョ レン ン 
全 。 4 
と を 知る 者 を 、 碧 と 同一 捉 で きよ うか? さき OCG5 う 2 lO | 


れ ど 思 庶 ある 和信 々 だ けが 注意 する 。 人 1 の NAO2 れ の 1 
21. を は アッ ラー と の 約束 を 履行 し 、 原 約 を 破 


ッ ン イッ セー ララ タブ 

お 八大 か がり 。 の EAIO292 46 の O の AN 

ら め 。 ミ だ た アッ ラー が 結合 きれ ん こと を 和 命 じ 給 う 和 4321 レロ プラ る し 
た 者 し 冶 ば ね 、 主 を 暴 夏 し 、 あ の 半 本 な 加 。 う ウ その | も 人 DoIC Mg 

エ 員 KG 7 プッ タ る ン ン 2 ゥ 2 イー ン の 

を 恐れ る 人 人 人々 。 ( 注 16) uc。 AT 本 る 

23. また 主 の 愛 額 を 求め て 耐え 妨 び 、 礼 拝 を 知 ls2313.463292 る 2 221 ゅ ン の AU 
こ : 中 を 人 び 、 ly る 13 ee うら lb う uo ツア -9 

守 し 、 わ れ ら が 施し た も の の 中 か ら 、 公 私 レク ー レン レク カッ ン ン 人 

に 古っ て 喜 捨 を 行 い 、 普 を 以 て 悪 を 避 退 す 。 う へ こう Oe を 286。 の) 

る 人 々 。 これ 等 の 人 々 に は 終 の 住処 の 王 果 と イル re ん マン クン アラ タン ラン 
ある ベ し 一 ( 注 17) より arkg55 
@JMG) 

注 15 。 この節 に は 、2 つ の 圧 常 に 適切 な 比 只 が 使わ れ て いる 。 一 つ は 、 真 理 は 水 に た と えら れ 、 庶 偽 は 泡 に 


だ と えら れ て いる 。 上 座 換 は 、 は じ め 真 理 も おおい 隠す よう に 世 わ れる が 、 最 終 向 に は 、 ゴ ミ が 強力 な 水流 に 流 
る れる よう に 、 真 理 に よっ て 近 し 流 き れ て し まう 。 二 番 日 の 比 骨 で は 、 真 実は 金 駐 は 銀 に 例え られ る 。 何故 な 
ら 金 や 銀 は 溶 か が きれ だ とき 、 不 純 物 を 捨て 去り 、 混 じ り け の な い 純 粋 で 光 く 金属 だけ を 残す か ら で あ る 。 


注 16 信心 深 て 神 に 対す る 義務 を 栄 す 事 で 、 信徒 は 神 の 創造 物 で ある 事 に 対す る 義務 を まっ し うす る 。 こ の 
っ の 義務 を 守る こと が 、 信 仰 の 土 吾 ほ な る の で ある 。 


注 17 信者 は 、 悪 を 絶 式 する の に 最も ふき わし い 道 に 従う 。 信 者 は 凡 が 役に立つ 目的 の 役割 や 果す な ら 、 一 
に 頼る し 、 融 し が 望ま し い 結 果 を も だ た ら す 場合 な ら 、 赦 し に 頼る 。 簡単 に 言う な ら 6 ば 、 信 者 は 球 境 に 応じ て ど 
の 方 法 で あれ 最も 適切 な 方 法 を 使っ て 癌 の 根源 その も の を 切り 捨て る の で ある 。 


9 


こり て 


と 2 っ 


トラ 
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24. PP 彼 等 は 彼 処 に 入る 、 le の eS 
父 福 、 を の 委 女 、 を の 子孫 ( 注 18) の 6 


OSA 2 アルン 
ちゃ の 生 また 然 り 。 面 し て 諸 天 使 は CA 〇 9 2 る 5 りら > うみ る > 55 
答 門 より 入り 5 て 役 等 を 迎え 、 ( 注 19) で レー ポタ 。。 
@oC ぴら 3 

20 。 宮前 だ ち 供 2 よ だ る が 『 こ ー 宏 を 2 7 ーー KA ン の 
| お 前 叶え 忍 O 夏 得 OU の 3 2 


9 見 は 、 この 終 の 住処 の 彼 賞 の な ん と 応 
1 も 本科 っ 生還 2 
E 1 
26. し か る に 、 ア ッ ラ ー に 碧 約 し た 後 、 之 を 不 5 いっ JA ( う 2 68 た O2 と の 013 
2 、 村 MSN SN の っ 2 292/ も タク が ノン イン っ 62 る う 
絶縁 し 、 地 上 に お いて 畑 業 を 犯す 者 ども の の 人 衝 の 伯 


ーー これ 等 の 汗 は アッ ラー の 呪い が 降り 、 記 | の ダク 2 タ て ノラ タン る タタ ノ ァ EE 8 
ナ に 入る べし の っ LaMiog e lO の | 9 
酸 住処 入 ピ 
27. アッ ラー は その 欲す る 者 に 、 そ の 給 養 を 惑 ント タラン ッ タン 、 る, う 2 ン 
6 ・ 250852 外人 5 3 の 3 


ぃ い は 豊か に 、 或 い は 乏しく 授け 給 う 。 彼 等 
は 現世 を 吉 ん で いる が 、 米 る べき 生活 に 比 IM は 3008 Ag 
すれ ば 、 こ れ た だ 束の間 の 誤 楽 に すぎ ず 。 内 


の レン 

⑯⑮ て ご 

第 四 項 こ 

28. 信 ず ぎる 者 ども は 云う 、「 何 故に より 者 天 2 人 キ シ っ 
N LSERTIO2ISRTE 

が 彼 に 降ら ざり し か ? と 。 去 ckZ グー 3 2 タ SO 
は その 欲す る 者 を 迷わ し ゅ 、 彼 に 頼る 者 を 436ue22 下 5 の Lo 01815 3 
ぉ 倍 に 導き 給 う 。 ( 注 20) ] 問 
CCC 
29. 信ずる 琴 は 、 Si ら か カ * N 4 は と CPP 

0 > る : 

な り 。 然 り ! 心 に 安らぎ ぎる に は ば は 、 ア ッ j| PD 衣 る lo 
ラー を 唱 念 する に 如 か が 8 6 いら 委 。 あけ 


注 18 この 節 で は 秋 要 な 原理 が 述べ られ て いる 。 大 の 行う 療 行 は 、 意 図 し た も の で あろ る うと な か ろう と 、 親 
戚 縁者 の 助け や 協力 が あっ て 為 き れる 。 だ か ら 、 人 人 の 有 隊 ち と た と る ほう び は 、 親 肢 者 すべ て が 、 そ の 級 い に あず 
か る べき な の で ある 。 


注 19 信者 の 為 し た 善行 の 種々 の 範 噂 は 、 米 る べき 世に お いて 、 天 国 の 数 多く の 門 に し て 表わさ れる 。 


注 20 神 が 、 神 の 方 に 向う 者 を 上 き 、 神 か ら 背 いて 神 の 導き を 拒む 者 が 道 を 迷っ て も 、 を の まま に し て ぢ か 
れる と いう の は 、 神 の 不変 の 法 で ある 。 


注 21 神 を 控 究 する の は 、 人 間 の 魂 の 心から の 馴 望 で あっ て 、 人 生 の 真 の 日 的 で ある 。 そ の 目的 が 達成 きれ 
る と 、 人 人 は 丁度 まる で 神 の ひざ の 上 で 安 6 か に 眠っ て いる 様 な 心 の や すら ぎ を 得る の で ある 。 
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っ た で で て 
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30. 信仰 に 入り 、 善 行 に いそ し む 者 は 一 幸福 を は し ンド 1 っ 
とれ 1CESWUIP | 
手 に し 、 素 晴 し い 処 に 州 り 行 か ん 」 と 。 つう ICs 


31 . が か が く て われ ら は 、 液 に 啓示 し だ た こと を 彼 等 の ン っ OCTBNI6 タッ ノア 
に 諭 み 聞か せん が た め に 、 蘭 幾多 の 民族 が MO ca 082SIG し 0N 
滅び っ た こと の ある 民 の 中 に 液 を 進 わ せ の が KO 人 必 3 
り 。 然 る に 彼 等 は 慈 昌 深い 神 を 信 ぜ ず 。 去 02 の 2 IP る ょ い 
え 、「 後 は 我 が 主 な り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 我 eS Az 9121 2 ば ee 
は 彼 に 頼り 、 彼 に 帰る ] と 。 3 

@ ら os 22413 


32.、 も し ここ に グル アー ン が あっ て 、 そ れ に 4 535 りあ ET で AG 回 認 
ょ っ て 山 が 動か きれ 、( 注 22) 大 地 が 製 か : 。 
ちょ ッ ゲ ウッ デラ 
い 、( 注 28) 死者 が 物 云 うと し て も 、 (まち | の 出せ 30 る 人 ち 系 5 
24) 彼 等 は それ を 信じ は すま い 。 否 、 物 事 が シン ン る ンタ タレル ノッ 、 
は すべ で て アッ ラー し だ いな り 。 アッラー も すす 
し 欲し た り せ ば 、 全 人 類 を 必ず 導き 得 た 箸 、 ヶ タ ァ ッ 5 っ 9 の ン ン マン [2 2 あの 
1 
信者 だ た る も の これ に 気がつか ぬか ? な れ 2 の Sd yo 
ー デ 2 うい 2 ん ぁ ン タプ ゥ タプ グン 
は 信 ぜ ざる 者 ども に は 、 そ の 所 業 ゆ え に 、 oo の coJ ASbeo 
災難 が つき まとい 、 疎 い は 家 の 近 くに 尼 ピ 0 Pe 6 
座っ て 、( 注 25) アッ ラー の 約束 が 実現 き @sEics う 34815 1 uc 3 ③ 
れる まで は 絶え る こと な か らん 。 アッラー 
は 必ず その 約束 を 守り 給 う 。 
中 . 遇 項 
33. 使徒 だ も は 液 以前 に も 過 笑 され り 。 し か し ノッ る タッ いる | Kg 
われ ら は 信 ぜ ぬ 者 ども に 猫 予 を 与え を だ り 。 Co 0932 る ? 
phN 9 了 わが 筐 缶 の 如何 に 恐 eutie 0g 6 の) セン 21 人 半 


w 


3 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…ーーーーーーーーーーーーーーーーーー…ーーーーーーーーーー 一 キミ ニュ バエ ヤヤ OO ハ ね ね 《rtIEI† げ 【『[? げ ? ぼ 〔([ に け | け 00W0 ハ 0 ハ n ハ nR〔C0 WW 
注 22 「 それ に よっ て 山 が 動か あさ れる 」 と いう の は 、 ク グル アー ン は 人 人 に より か か る すべ て の 見 問 を すべ て 人 解 


決する 、 或 い に は 、 タ クル アーン が 古い 規則 を 廃止 し て 人 間 の 直 末 す る 種々 の 問題 へ の 新しい 解決 法 を 教え 込む 、 
と いう 避 味 を 表わし て いる 。 

注 23 | 大 地 が 娠 か れ 」 と いう の は 、 ク グル アデ アーン は 地球 全 地 に すみ や か に 広がる だ ろう と いう 事 で あり 、 文 
子 退 り に 解 配 すれ ば 、 土 地 の 一 部 が 敵 の 領土 か ら 6 切り 末 き れ 、 信 徒 の 所 有 地 に な っ て いく 事 を 意味 し て いる 。 
注 24 「 死 者 が も の 云う と し て も 」 と いう の は 、 ク ルアー ン に よっ て 、 鼓 的 に 死ん で いる 人 々 が 、 新 し い 生 
丘 に ゆめ ざめ る だ け で な (、 失 割 ある 言葉 を 話し 、 世 界 に クル アー ン の メッ セー ジ を 説く 様 に な が る と いう こ ょ で 
ある 。 

注 25 「 炎 難 が つき まとい 、 号 い は 近く に 居座っ て 」 と いう の は 、 不 信者 の 上 に 災害 が 次 か ら 6 次 へ と 降り 続 


け 、 不 連 の 波 に 見 狂わ れ 続 ける こと と な り 、 然 る 後 、 彼 6 の 権力 の 完全 な 破 減 に 関す る 預言 が 成就 し て 、 彼 6 
の 都 で あり 主要 察 で ある メッ カ が 月 記す る こと を 示し て いる 。 
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94. を 監視 する 者 は 誰か ? 然 CCW(2 の 0 8 % 宅 る 2 
5 プッ ザー 者 和 2 0 人 
の 「 彼 等 の 名 を 挙げ ょ 」( 注 26) と 。 と 209 いる あら 02005 2 と 
iR らら の ら さ ざる こと を アッ 2 て ン ラク (KK ノー ゥ グン 2 
ラー に 教 ん ん と する か ? それ と も 、 た だ だ の AU 59ko ます al 
空しい 名 稀 な りや 7 を 2 で は な い 、 不信 心 史 NL 2 もら 31 タン 222 
| ど 
者 の 目 に は 、 自 分 た ちの 企み が 立派 な も の adkaio の OS 02 2 
に 喘 じ 、( 注 27) た め に 彼 等 は 正しい 道 か ルレ 愉 ル ( 
ググ ど 


ら 閉 め 出 きれ て い る な り 。 アッラー が 邪道 
例 陥 し 入れ た 者 に は 、 如 何 な る 導き も な か 


ZS 上 。 
35. か か る 者 と ども 0 ける が 、 来 世 メン NI し スィ イン 3 ンタ 
め み JI いい 5) う IEPAIPEMANY 
前 は 更に 訂 、 何 人 も ア ッ ラ ー の 怒り に の 2 Ag 
対し て 彼 等 の て くれ は せめ 。 0 6 の 28528 
36. 敬 謀 な る 信者 に 約束 $ れ だ る 楽園 を た と う {を MS ンタ 5 先 っ る ンク 、 イン 
れ ば 、 か く の 如 し 。 河 川 の 中 を 流れ て 、 か Ogg 231052 


癌 時 果物 が 実り 、( 注 28) され ば 和樹 下 に H 際 ば hG 2 
共 あ り 。 こ は 正義 者 この 奏 供 な り 、 され ど 了 
信 ぜ ぎる 者 ども へ の 応 柄 は 、 業火 な り DI の - NAS と 


れ だ こと を 喜ぶ 。 き れ ど 多く の 異 っ た 集団 
ン に ミ 一 . > 2 る 。 4 アン ッ ン 

の 中 に は を の 一 部 を 害 認 する 者 あり 。 王 えん 、 る し SLI ee3 

「 我 は な だ だ アッ ラー を 代 拝 せよ 、 何 物 る 彼 2 間 

に 併せ 祀る さか ら ず 、 と 命ぜ られ て る の み 。 CULLGK ス ECUETGEIDE 2 の 8 

救 は 彼 に 祈り 、 彼 に 帰る ] と 。 


ン 


37. われ ら が 経典 を 授け た 人々 は 、 液 に 啓示 さき 2 クー レッ タン 2 プイ の 」 ア 13 タン キン ッ る 
和 11 Cs AN 


@uC 


注 26 偽 像 乏 拝 省 は 、 彼 ら の 神 が ど ん な 儀式 を 語っ て いた か を 述べ る よう に 要求 きれ て いる 。 この節 で 使わ 
れる 「 名 を 芋 げ よ 」 は いう 語 は 、 個 人 の 名 前 で は な 〈 く 特性 を 表わす 名 前 の こと で ある 。 なぜなら 神々 の 個人 際 
な 名 の うち の いく つか は 、 ク ルアー ン 自 体 の 中 に 述べ られ て いる か ら で あ る (71 意 24 節 )。「 邊 等 の 名 を 挙げ よ 」 
と いう 意味 は 軽 蔵 の 意味 で も あり 得る 。 即ち 、 不 信 の 人 徒 の 神々 は ある り に も 価値 が な が ない の で 、 そ の 名 を 口 に す 
る だ け で 恥 し い 事 と な る 。 


注 27 人 が 利益 を 得る だ た だめ に 、 誕 欺 や 燃 暑 を 働く 時 、 自 分 の 行う 詐欺 行為 が だ ん だ ん 暑 力 的 に 思わ れ て き て 、 
自分 が 秋 牲 に な る と いう こと は よく ある こと で ある 。 


注 : 28 「 芝 時 洲 物 が 実り 」 の 意味 は 天上 の 洒 実 に は 秋 は な く 、 腐 る 季節 や 休止 期 も な いと いう 事 で 、 天 国 の 


恩恵 や 祝福 は 絶え る 事 が な い を 意味 し て いる 。「 果 物 ] と [日 喉 ] は それ ぞ れ 内 的 な 祝福 と 外 的 な 祝福 を 表 わ 
し て いて 、 信 徒 は 天国 に お いて 、 内 的 に も 外 的 に も すべ で て の 竹 類 の 視 福 を 受け る で あろ うと いう 意味 で ある 。 


sl 
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38 . 従っ て 、 われ ら は それ を 評 細 な 、 拉 也 の 基 し こる 0 4G 較 クタ ぁ タン ッ ン 〆 「 ン 
失 と し て 啓示 し だ た り 。 さ れ ば 液 に 知識 が っ iA ンー CDOIEIN 


降っ だ 人 彼 等 の 邪悪 な 傘 望 に 流 も し 従う る ? 245 レイ ン [レン ラノ 
選 と dL OS 
な ら ば 、 液 を アッ ラー の 怒り か ら 助 ける 者 ウラ ら ク 2 の 


5 防ぐ 者 も な か る べし 。 PE 
第 六 項 


39、 げ に われ ら は 潜 以 前 に も 幾多 の 使徒 を 遺 わ の 2 SO2S う 13 
し 、 秋 子 を 彼 等 に 呈 を えた り 。 な れ ど 、 ア ッ 
ラー の 許し な くば 、 如 何 な る 使徒 奇 昧 を %1% し < 作 。 れ J め 65 3452 
現 わ す こと を 得 ず 。 各 時 代 ご と に 一 つの 啓 


人 の ご ン ノノ マタ ュ ! ? 
示 購 あり 。 @ の CU1、 衝 30lo 和 
40. アッ ラー は その 人 鉱 す る も の を 取り 消し 、 て は 9 イタ ノレ タッ トラ ッ ン 
| (ONCE を 1211 


( 注 29) 0 IE . すべ て の 式 筆 
の 拠り 所 は アッ ラー の 御 許 に あり 。 ( 注 


30) | 

人 1 われ ら が 彼 等 に 成 蹴 する こと の 一 節 を 実現 つる ク レッ タ ァ ィ スッ ンク ント マッ 
し て に 見 せよ う が 、 ま た は 法 を 死な しゅ し aog ol 5 
よう ト よ 、 そ れ は 問題 に な 6 ず 。 な ん と な れ ゅ acoJEE2 ALLACUSG 


ば 、 液 の 役目 は だ だ 神託 の 伝達 に し て 、 清 
算 は われ ら の 務め な り 。 


42 . 彼 等 は われ ら が その 地 を 襲っ て 、 端 の * ら を と ゃ 時 プン み タ ッ ン ン 3 どう ぃ イノ ン ン ニョ ン ン 
の 地 を 次 第 に 衰え を きせ つつ ある を 見 ぎる RT 


が か? ( 注 31) / グズ が 判定 を や 下 せ ば 、 [| ダス スン 2 の 3 の 
な AD も は) と 2 ) ab 
何人 も を の 裁定 を 柄 し 得 ず 。 面 し て 彼 は 清 で の ウパ う ワ 

算 す る に 迅速 な 5? 


43. 彼 等 以前 の 者 ぼ も も いろ いろ と 企み を 斉 4 (やく KG4U い の 8 る 
2 お FT ン レア デ の 
る 。 る 和 れ ど 一 切 の 有効 な 企み は アッ ラー に 





注 29 この 節 で は 、 神 の 名 に 交 す る 二 つ の 搾 を 述べ て いる 。 &) 神 が 罰 を 取消 きる れる の は 、 全 体 か 一 部 か の 
いづ れ か で ある 。 5b) 神 は 還 を 命ぜ られ だ まま に し て お か 和 れる 。 


財 30 。 4) 神 だ けが すべ て の 放 律 や を の 源 に な っ て いる 才 衝 の 根 泊 を 知っ て ぉ られ る 。 ) 律 法 の すべ て の 
臣 律 は 神 の 思 恵 に 基づい て いる 作 、 筆 法 の 根源 は 神 と 共に ある 。 [拠り 所 」 と は 源 、 基礎 、 起源 、 あ る い は 滞 苦 、 
支持 を 意味 する 。 


注 31 この 節 は 、|「 端 か ら そ の 地 を 次 紫 に 哀 を きせ つつ ある を 兄 ぎ る か ?」 と いう の は 以下 の 様 な 意味 で ある 


こと を 示し て いる 。 イ スラ ム は アラ ビア 中 に 広がり 、 す べ て の 家 、 す な わ ち 身分 の 高じ 人 に も 低い 人 に も 、 金 
持ち に も 健 者 に も 、 友 款 に も 主人 に も 、 社 会 の すべ て の 機関 に 食い 込ん どい る と いう こと で ある 。 


三 0 の ー 


ー[ ェ や も 





属す 。 條 は 各 入 が 稼ぎ ざし も の を 知る 。 面 し 2 クン AE る し AO 
て 不信 心 者 も は 、 終 の 住居 の 褒 近 が 何人 ら マ い 20 ぎ 。 


の も の な る か を は ほど な く 〈《 知 らん ( 注 32) 。 @y 多 の 
44. 信 ぜ ざる 者 と $5 は ぶ う 、「 液 は 使徒 に 非 ず 」 放 ン 1 タン 2 タ ノッ ン > タン て ニタ ラッ ン 
索 。 グッ ラー ー は 我 と お 前 た ちの 証人 8 UMZ 人 KIMNTOA1 JJ 5 
に 十分 な り 。 し て 経典 の 知識 を 有 す AM OOg い ン の 。 タン ン シン Ole か 
1 う ( の AD 
0 また 和 然 り 」 G ぁ 。 【 征 38) | 





注 32 イス ラム の すべ て の 敵 の 意図 は 、 神 に 知ら れ て いる の で 、 を その どん な 計画 も 戦略 5 神 の 日 的 一 イ スラ 


ふ の 究 極 の 勝利 一 を 邪魔 する こと は で きか な い 。 


- 注 33 「 継 典 の 知識 ] と いう 語 の 選 味 は 、 天 国 か ら の 鮮 加 な 、 神 兆し 、 型 な る 預言 者 に 関し て の 以前 か ら 6 あ 
る 経典 の 預言 の 事 を 指す 。 


ンコ im 
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イプ ラ セ ー ム 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 選 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い olgh し っ 3 


クウ ーー ペデ 


い アツ ルプ ャ ラー ムラ ー。 ( 注 1) これ は われ SerBle あ LES 5 


6 が 六 に 啓示 し た 経典 な り 。 液 が 、 主 の 命 
に よっ て 、 人 類 を 嘱 尋 の 中 か ら 光 明 へ 、 合 。 OOo の o 和 も 負 3 
大 に し て 、 詩 美 き れる べき 御方 の 道 に 導く 
た 0 
3 1 区 1 と GE7( 所 UP 
3. アッ ラー、 を その 御方 に 天地 に ある 8 の 一 切 。 soopo は きのう oe いし 4 な 0g6 
は 属す 。 き れ ば 災い な る か な 不信 心 者 ども 0 の の 1 
麗 ろ し い 刑 嗣 を 受け ね ば な ら ぬ 。 @939 う oOe Go あり 


eo ヶ タ 2 ン 4 る 2 て の 25 
4 彼 等 は 米 世 より も 現世 を 愛し 、 人 々 を アッ 29 ひ FESbMOIoseS 3 の Al 
ラー の 人 道 か ら 妨 げ 、 え を 短 曲 せ ん と 詩 る 。 トラ < の る 4 っ テー タン うめ 72 
これ 等 は 甚だ し く 迷 える 者 な り 。 うと の の と の うい uc つ 


Ji0B99I 


5. われ ら は 未だ か つて 、 そ の 民 の 言葉 ( 注 2) 。 /w ン %』 2 を レレ U き 226 。 レレ 
で な る ざる 如何 な る 使徒 $ 造 わし た こと な 2 ば ob) Js9o2EC じ 2 
し 。 それ は 人 々 に 解る よう に 説明 きせ ん が 葉 552 213 所 の 分 2 8 め 名 
た め な り 。 然 る 後 、 ア ッ ラ ー は 己 れ の 欲す - 

る 者 を 迷わ し め 、 ま た 品 れ の 欲す る 者 を 導 の 40283 
き 給 う 。 彼 は 停 大 に し て 、 覧 所 に まし ます 。 


⑨ ひ = 





視 1 われ は 一 切 を 見 る アッ ラー な り 。 


注 2 この 人 筒 は 、 加 な る 項 言 者 の 御 告 げ が アラ ブ 民 族 の み に 宛 て られ て いる と いう 事 を 意味 し て いる の で は 
な い 。 その 様 な 考え は 、 聖 な る 舌 言 者 が は っ きり と 自分 は 全 世 界 に 、 つ か わき され だ 神 よ り の 使者 で ある と 宣言 
し て いる クル アー ン 中 の 他 の 節 で も (7 |: 159:34:29) と が め ゆら れ て お り 、 タ ルアー ン が 回 な る 項 言 者 の 全 
世界 へ の 使命 を 説く の みな ら 6 ず 、 頂 言 者 自身 も 人類 全て に と いう 意味 で “私 は 黒い 人 に も 法 い 人 に も 、 つ か わ 
きれ た (Binan)、 そ を し て 私 は 全て の 人 類 の 為 に 選ば れ た (Buphan)" と 語っ だ と 伝え を られ て いる 。 クル デー ン 
は アラ ブ 民 族 が 最初 の め 受け 取り 手 で あっ た 為 に アラ ビア 語 で 啓示 る され (を し て 又 、 ア ラビ ア 語 が 、 最 も 叫 据 で 
雄弁 且つ 意味 の 広い 言語 で ある 為 、 タ ルアー ン の 御 告 げ を 伝達 する の に は 最も 卓越 し て 適切 な 手段 で ある 為 )、 
テラ ビア 語 を 通し て 、 全 世界 へ 説 か れる 事 に な っ て いた の で あり 、 神 より の 御 告げ が アラ ブ 民 族 の み に あ て ら 
れ て いた だ と いう 訳 で は な い 。 


ー384 一 





第 十 四 章 イ ウツ セー ム 
ai た * ? ン タテ イン * ゃ の ン ェ ン デ 2 アン 

6. 昔 わ れ ら は 、 モ ー ゼ に きま ざま な 神 光 を 持 2 で みい っ CSU の etJ33 
だ せ て 追わ し だ 時 、 | 流 の 民 を 暗黒 の 中 か ら 5 ぁ 1 ア の タ ノレ み P 
* * ラ Ta 2 き 5 る Q 届 ラ > て ン S すり 1 トリ 

光明 へ 導き 、 ア ッ ラ ー の 日 々 を 彼 等 に 民 い 689120 し 3 し 2593 の 8 し AB 


起 る せよ 」 と ぶよ えり 。 げ に その 中 に は 、 . 処 
え 妃 び 皿 に 感ずる 者 へ の きま ざま な 神 兆 あ 
り 。 


時 お も 
。 モー ゼ が その 民 に か 〈《 寺 い た なる 時 を 念 え 。 


| ファ ラオ の 民 が お 前 た ち に 残酷 な 刑 同 を 
加え 、 お 削 だ ちの 易 児 を 殺し て 女子 の み を 
容赦 し だ 時 、 ア ッ ラ ー が お 前 だ ち を 救い 出 
し た その 思 願 を 忘 れ ま い ぞ 。 を そ は 主 の 下 し 


ペン クッ 、 
CEA 5 428 29 (の 58! 
ウタ グッ タッ クン ン ッ ン ぅ 。 アッ 
II PP 了 
! 24 ブ フック て ン の 2 ク ランラン ン ッ ク アラ 2 ッ スズ 
SRCSK6 を 0 の CK 


給 う た 試 希 な りき 」 の 6 ae し 
第 一 項 トー 二 朋 委 
8. その 時 、 主 は 宣言 せり 、「 お 前 た ち ぁ し 有難 ュ イ ンス 6 ラク 
No コ な ら 、 、 わ 衝 は 必ず お 章 だ ち へ の 恵 SGD の So 9 1 
み を 増 き さん 。 然 れ ど も 、 お 前 た ち も し 恩 に の イイ タスク る 1 22 の 
0 | 
感 ぜ ザ ず ば 、 わ が 渦 財 は 実に 和 み し い ぞ | と 。 ヴー" 
( 注 3 ) 
9. 更に モー ゼ は 均 え り 、| だ たとい お 前 だ ち が 信 こう ペタ 8 2 アン ラク クン 7 タタ ンジ ンー。 イッ タイ ン ン 
ぜ ず と も 、 い や 地上 の 尽く の 人 々 が 信 ぜ ず の SG の IS ご ) の 2 d6 
と も 、 神 は お 前 た ち に 損なわ れる こと な し 。 ON 3 
げに アッ ラー は 自ら 満ち 足り て 、 護 美 に 値 0 4 
し 給 う 。 
5 NR 6 2 し 
10. ga ノア や アー ド や サナ Cy AA3 の 2 の Myers 
ムー ド の 、 並 びに 彼 等 以後 の 民 の 消息 を < ルン の 了 
伝え を 開か ざり し か # 以後 の 民 に ゆい 直 は 、 DUR が 4 っ > 
テッ ラー 以外 何人 も 知らず 。 使徒 だ ち が そ ンタ * ラッ ン ンタ ン ン 8 2 タタ タ の 5 92 
人 明 証 を 携え て 来 た れ ども 、 PR だ る lbysoiU っ の うら 
注 3 「 有 次 く 〈 思 う 」 と いう の は 、 三 種類 あり 、 そ れ ら は 、(1) 心 勤 い は 精神 に より 、 受 けた 皿 吊 が どん な も 
の で ある か を 正しく 理解 する 「 感 謝 ] (2 知 (言葉 ) を 使っ て 、 思 人 を 賞 析 、 推 龍 す る 「 感 謝 )」 そし て (3 手足 
を 使い 、 そ の 六 績 ・ 価 値 に 従い 、 受 けた 思 恵 に 報い る 「 感 謝 j で ある 。 ま た 感謝 に は 五 つの 基本 が ある 。 即 ち 、 
(a) 自分 に 何 か を し て くれ た 思 人 に 対し て する 返礼 を 望む 気持 もち 、 意 散 の 念 (b) 思 人 へ の 愛 (c) 受 
けた 思 恵 へ の 認識 (d) 受け た 思 恵 に 対し 思 人 を 賞 替 する 事 、 及 び (e) 彼 ( 思 を 与 を て くれ だ 人 ) の 望 


き 当方 法 で その 加 恵 を 使わ な い 記 、 と いう 五 つ の 基本 で ある 。 これが 人 山 の 側 か ら 6 
捉え られ た 感謝 と は 、 人 を 許し 、 受 け 入 れ 、 
後 、 


当 希 彼 に 、 


感謝 する こと が で きる の で ある 。 


= 


或 い は 安らぎ を 与え 短 意 と 四 恵 や も っ て 人 を 葛 ぶ と 、 
応じ る 或いは 尊 い る と いう 事 で ある 。 人 は 、 人 人 が 神 よ り 昌 わ っ た 物 を 正しく 使う 時 の み 、 神 に 


の 感謝 で ある 。 神 の 側 か ら 
そし て 湘 る 
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6 は を その子 を 己 が 日 に 当て ( 注 4)、 云 ぇ は IRM Li 部 


5 り 、[ 我 等 は お 前 た ち が 遺 わき る れ た 使命 を 信 
ぜ ず 、 ま た だ た お 前 た ち が 我 等 を 招く 教え に つ oe 
いて も 不安 な る 芝 い を 持つ 」 と 。 


i1. 彼 等 の 使徒 た ち は 云 えり 、「 ぉ 前 た ち 天 地 の と 212 >112t る 1 パワ) RE 
創造 主 ( 注 5)、 ア ッ ラー に 医 必 を 抱 て か ? 2boAdL9 は 和 は し る の ご 6 
彼 が 前 た ち を 召し 給 う は 、 お 前 た ちの 草 の の 人 29 8 
を 表し 、 定 め られ た 期限 まで お 前 た ち に 獲 2 の 0028 の 2 ve の 
子 を 手 え ん が た め な り 」 と 。 す る と 、 彼 侍 。 OIOSOSEEA 259 loll 計 人 


は 云え り 、「 お 前 たち は 我 等 同様 た だ だ の 人 間 の ンタ レッ る タ 2 ン ンス トン ン レラ る る タン 
に すぎ ず 。 お 前 た ち は 我 等 の 父祖 が 上 拝 し TAIIKC わ Ce 
て いた だ も の か ら 、 我 等 を 昔 か し めん と な す 。 2 る 
な ら ば 、 明 確 な る 証拠 を 我 等 に 示せ 」 と 。 の os 
12. 使徒 だ ち は 云 ぇ り 、「 我 等 1 # 確 か に Yes も フッ イク タリ 。 の ンク る 2 人 る 2 タタ っ タン ライ レ 
う AS Ga 
同様 た だ の 人 間 な り 、 ( 注 6 ) 然 れ ぼ も と Go もら eS 
ラー は る その 僕 千 の 中 か ら 朋 し 給 う 者 に 目 ogCZ な っ 2 氏 8 の 8 中 189 


を 施し 給 う 。 ア ッ ラ ー の 命 に 非 ぎ れ ば ぼ 、 我 の 
等 は ち 前 た ち に 証拠 を 示す 立場 に 非 ず 。 信 兄 ひ とう 5lg3b) Lu 


者 た ち は だ た だ アッ ラー に の みそ の 信頼 を 託 フック タタ 2 


すべ き な り 5。 oe391 5 


9 アッ ラー が 我 等 に 歩む べき 道 を 導き 給 う た EC 9 タ 12 0 AI の 
と いう に 、 何 故に 我 等 は 自ら の 信頼 を アッ 5 1 う 
ーー リー ミエ さ > の ふ いな ュー レノ スン 9 ン 99 タッ ン 1 ン レ 
ラー に 放 き ぎる か 1 を れ は 、 科 は ら す キー 8062K3IEE 6892 
前 だ ち が 我 等 に 加え る 迫害 を 耐え 妨 ば ん 。 。 間 
る れ ば 、 頼 る 者 を し て 、 ア ッ ラ ー に 頼ら し コン 2 
め 給 え を 」 と 。 


注 4 「 手 を 己 が 日 に 当 て 」 と いう の は 、 信 促 な き 者 達 は 、 据 言 者 達 の 高らか な 主張 に 、 和 驚き の あま り 自 分 


達 の 手 で 口 を ふさ で 、 或 い は 、 強 い 怒 り の 為 預 言 者 の 苫 っ た 事 に 対し 、 自 分 達 の 手 を か むと の 意味 を 表わし て 
いる 。 或いは も う 一 つの 解釈 と し て は 、 不 信者 達 は 、 預言 者 達 や を だま ら せ 、 そ の 主張 を 話す 事 を 止め る せる 為 、 
問 言 者 達 の 口 に 手 を 置く と の 味 に も と れる 。 


注 5 項 言 者 に 与え ぇ られ だ た 御 教 え は 神 を 源泉 と し て いる 事 を 証 只 する 為 に 天 と 地 の 剣 造 が 引用 きれ て いる 。 
神 は 、 天 地 の 創 造 主 で 、 人 を 造り 賜 う だ た の で ある か ら 6、 神 が その 被 造物 で ある 入間 に 何 の 導き も 与え られ な い 
と 考え る の は 、 理 に か な っ て いな い の で ある 。 それ と 末 等 に 、 神 は 天地 を 創造 する 事 に よっ て 、 人 間 の 進歩 と 
物質 的 繁栄 の 為 に 豊富 な 準備 を 為 き っ だ な の で ある か ら 、 人 の 精神 的 繁栄 へ の 準備 を 怠 た られ る 訳 が な い の で あ 
る 。 


注 6 人 ゃ 導く 為 に 叉 、 人 人 の 模 郊 と な る 為 、 つ か わき れる 神 よ り の 使 考 は 、 人 間 達 自 自 に 似 た 人 で な く て は 
な ら な い 。 何故 な ら 、 人 彼 等 自身 に 似 た 入間 で な くし て は 模範 を は な りえ な いか ら で あ る 。 
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替 二 項 
14. する と 、 不 信心 者 ども は 使徒 た もち に 向っ て らら 9 CZ001 OU 
sa ュ ュ 。 ーー。 アン ルッ cui づ う 
云え り 、 お 前 た ち が 我 等 の 宗教 に 戻ら ず ン ee 
ば 、 我 等 は 必ず お 前 た ち を 追放 せん 」 と 。 を CI 義 CI 
そこ で 主 は 使徒 た ち に 啓示 し 給 う 。「 わ れ ら 
は 必ず 悪人 ども を 絶滅 せん 。 @OuMISNA 


の う プ ウタ 


15. 面 し て 、 その後 、 必ず お 前 だ ち を この 国 に ら う 9 ゥ ン 2 人 る リタン 
ょ ぁみ ひ ss の O ら ( う 
住ま わし めん 。 こ は わが 判 を 思 れ 、 わ が i クタ 6< く 3 


向 告 を 恐れ る 者 の た め な り 」]。( 注 7) (③⑬⑨9 と あう に 
16. 使徒 た もち が 勝 利 を 祈る と 、 そ の お 共 で 、 長 ゥ ニン (ノン ン 1 
% ⑨ み べら と 1 NR 
理 に 対す る すべ て の 人 公 な 敵 の 野望 は 水泡 作 ぎ く っ CA 
に 帰せ り 。 
し か 
17. 役 の 前 に は 地獄 あり 、 病 し て 彼 は 孝 え だ ぎ ②uxA の る っ 42 ク の する レン テン フ |。 
さ ソ いら こ グ ー 生 アー ニーーー 5 っ 
る 湯 を 飲ま され よう 。 2 リラ フ ラベ ダグ 


ヽ Eoa こ 9 た ウ アナ 6 ング ェ レン 才 . ア し 
18. 彼 は 煮え 湯 を 一 秋 合 めど 6、 里 み 下 す 能 2 の 20149E2 23 35298525 
。 わあ ず 。 面 し て 、 死 四方 より 師 る も 、( 生 8) 。 


る タン タン る イッ ン ち ュ ン ララ ロン スー ルン ジレ 

死す る 能 わ ず 。 そ の 他 に も 、 苦 酷 な 刑罰 あ ee OO 2 うら うら 2 2 

る べ で し 。 の み 。 ク 

②⑭ ち A ぁ 

19. 己 が 主 を 信 ぜ ざる 者 ども の 有人 様 は 、( 注 9) (スン る っ 2 カエ レップ っ ニー ョ ン 2 タン ン ン 5 タイ ン 
ーーー) の の SN 

風吹 きす る ぶ 人 属 の 日 の 大 燃 に る も 似 た り 。 み の Ucl タ る クダ アタ 0 

の ma ふ っ 下 コテ ー アラ 2? 2 グー プラ 2* 5 2 る プス 
條 等 は ピカ 株 ぎし も の を 支配 し 得 す 。 こ は 還 の 人 和 もら CA 
実に 甚だ し き 迷 誤 な り 。 の と 43 2 2 セン 6。 

選 寺 は 2 あら ょ ク 1 山 

UcarJ D の 

あめ つ ち 

20. 液 は アッ ラー が 真理 に 基づい て 、 天 地 を 剣 凍ら ノッ デア アア チア 

ょ ラン の 2 志 2 の 1 3 
り 給 い だ る こと を 知ら ざる か ? ブ プッ ラー も GSUU Oo so PITOIW す 4 
し 欲し な ば 、 たち を マン じ ? 22 る っ 
7 な 創造 を 以 て 之 に 代え を る こと 可能 6 み iu を あら ンー ンー " ) 


注 7 クル デー ン で は 、 最 高 の 存 在 に 対し て 代名詞 を 使う 場合 、 単 数 形 ほ 複数 彩 の 両方 を 用 いて いる 。 神 の 
力 と 尊厳 を 表わす 場合 に は 複数 形 が 、 を し て 自足 性 と 独立 性 を 表わす 場合 に は 単数 有形 が 用 いら れる 。 有 、 一 部 
の イス ラム 教徒 の 神学 者 の 説 に よる と 、 犬 使 を 通し て 、 結 果 を ぉ た だ たら す 場 合 に は 複数 が 、 そ し て ある 特別 な 神 
の 律令 (命令 ) で 事 を 為す 場合 に は 単数 表 が あて 6 れる と の 事 で ある 。 現行 の 節 で は 両方 使用 きれ て いる 。 


注 : 8 「 胃 方 か 6 死 が 飼 る ) と は 、 信 爺 を 持た ぬ 者 上 産 の 多く の 四 や 諸悪 に は 、 色 々 な 形態 で の 死 が 待ち うけ 
て いる 。 と いう 意味 で ある 。 


注 9 この 「 有 様 ] と は 、 神 の 頂 言 者 に 音 い て 為 し た 行為 を 指す 。 
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21、 そ は 、 ア デッラ ー に は いと 欠 き こ 


ZZ . 


29. 


24 . 


の 9。 


な り 。 


彼 等 に だっ て アッ ラー の 御前 に まかり 出る 
時 、( 注 10) 弱者 と 見 な る され て いた 者 は 人 
慢 な りら し 人 人 々 に 向っ て 云わ ん 、「 げ に 我 等 は 
お 前 だ た ちの 追随 者 な り 。 き れ ば 、 お 前 た ち 
は アッ ラー の 和 緒 六 に 対し て 何 か 我 等 の た め 
に な し 得る か ?」 と 上 。 彼 等 は 答え ん 、「 ア ッ 
ラー も し 救 等 を 導き たり せ ば 、 我 等 必ず 
町 た だ ち を 可 き し な り 。 きれ ど 、 今 と な り て 
は 、 忍 庫 する も る せ ず と も 、 我 等 が た め に は 


同じ こと 、 逃 れる 術 は な し ] と 。 ( 注 11) 
沈 四 項 


面 し て 、 事 決 せ られ る や 、 悪 魔 は 云わ ん 、 
| アッ ラー は 真実 の 約束 を お 前 た ちと 結び 
だ れ ど 、 わ し は お 前 た ち を 次 き だ り 。 わ し 
は お 前 だ た ちの 上 に 如何 な る 権能 も 有 せ ず 、 
だ だ お 還 たち を 誘 悪 し 、 お 前 た ち が そ れ に 
従い だ なる な り 。 き れ ば 、 わ し を 責 ゆめ る な か 
し 、 真 め る は 己 れ 日 身 な る ぞ 。 わし は お 前 
たち を 助 く る 能 わ ず 。 お 前 だ ちゃ も まだ わし 
を 助 く る 能 わ ず 。 お 前 た ち は わ し を 神 と 併 
せ 祖 りな だ な り し が 、 わ し は すでに その こ と は 
店 め ざ り 5 りき 。 吉 人 ども は 必ず 酷 罰 に 仁 わ ん 」 
昌 

然 れ ども 、 信 仰 に 入り 、 藻 行 に いそ し や 者 
は 、 河 川 流 る る 楽園 に 入る を 許さ きれ 、 圭 の 
命 に よっ て 、 そ を そこ に 末永 《〈 住む で し 。 そこ 
で の お 互い の 挨拶 は 「 平 安 あ れ 」 な り 。 


流 は アッ ラー が 如何 に 適当 な 言葉 で 父 え を 
述べ られ て いる か を 解ら ざる か ? それ は 倫 


アー ンー 


ジン 2 4 だ 
0 る 
ある 和み の し 
タン ジ 。 レッ る ッッ ン 


APC00BADI GS 放 3 る > 


8 / ャ タ タッ ンプ ララ クノ 9 

92 た OAIUe AG も] 
2 2 ノノ 〆 91 プー タレ あり る 5 * 
20S 6 お 2 


〆 ァ ご 


ヒ 2 。 ズレ [ ァ ッ 8 ゥ 。 ン イン 
の 26o2EoS も 人 8 


タタ シレ レル ルーン 。 タ 2 の フラー ンタ レン ンタ g 。 スイレン 
KYIM の SI『 の CPKNSR 


4 を 14GKS 才 は て 人 41Pt 
れれ) 内 は 
に で)C1 い CIETR6 イ tb 
GCC つま 1 
CAU CO 学 21 は CINIIK5 
TPAWI1NKS1K『GA EAI 
osa あじ SS 
(oOAVA の d 


ン 
スッ 


この を レー ンク メラ クン 5! ニン ン ン ン ノ アノ 
do No いつ 5 プ が 





注 10 


人 > が 
ュー を 


注 1 


紀 る の 表 われ と し て の 堅 落 を や もたらす の は 、 人 々 が 実際 に と っ た 間違っ た 行動 ば か り が 原因 し は いえ を 
な い 。 自分 達 の 弱き が 人 日 に きら きれ る と 、 業 績 以上 に 成功 の 頼み の 網 で ある 評判 と 威信 が 致命 的 な 打撃 を う 
け 、 敵 対す る 社会 で の 自分 達 の 評価 が 下がり 、 は っ きり と 棄 退 と 追 廃 を 感じ きせ られ る の で ある 。 これが 「 彼 


っ て アッ ラー の 御前 に まかり 出る 時 |] と いう 節 の 喜 味 する と 上 ころ で ある 。 


| 脱 れ る 術 は な し 」 と いう の は 、 減 ぶ 加 命 に ある 者 達 は 、 絶 望 に うち ひし が れ 、 自 分 達 の お か れる 低 
い 状 問 に 了 學 に 甘え を じ て い る の で ある 。 
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6 良樹 の 如 《、 根 は し っ か り と し て 、 枝 葉 の 中 3 CCA AL 
を 著 容 ! に 伸 す 。 ( 注 12) の 
26. 主 の 命 に よっ て 春 夏 秋冬 を の 実 を 結ぶ 。 0 4 [ンス タタ 人 タタ 
の つら の 
アッ ラー は 人 々 に 反省 も を うながす た め に 比 TS 3 おら ン Me 5IGS 
LA = グン ノーラ タン る アン) 
暴 を 用 う 。 の 8 
2 の 然 れ と 1 5 、 悪 言 は 草 樹 の 如く 、 根 は 大 地 か きる 1 る 0 隔 あ 3 82 
ら 根 こと を ぎ に さる れ 、 堅 固 さ を 欠く 〈 く 。( 注 9 
る 2 フ 。 ・ うそ ター ルク 2 ダ 
13) 953 2 Cu の SUS る 8 
28. アッ ラー は 墜 固 な る 言葉 を 以 て 、 信 仰 す る mwZ*: 3 2 の 2 タン リン クーw 9 ンタ 
~ CHITSKIGKYATOAUPIGKC 
者 た ちの 意志 を 、 現 世 並 びに 来世 に お いて IO 沈 り JIE2IOJ 
も 強 回 な らし ゆ 。 き れ ど 、 悪 人 ば も は 迷わ AE 37 な 93 し 
し め る 。 アッラー は 己 れ の 欲す る こと を な 昌 2 の 1 の 
し 給 う 。 (oN 8 
29. 湊 は 記 四 を や 以 て アッ ラー の 加 - 報 い 、 そ を レラ ン クタ タン 、 ン ンプ 5。 タメ マン レン ぅ 2 る 3 
し 5 AA に Ao | | 
の 民 を 破滅 の 住居 へ と 陥ら 0 be は 1 ン CAN 8 ンプ 
を CPIO と の 5 
30. す な わ ち 地獄 に ? 役 等 は その 中 で 焼 か れる ン て シィ ン ン 
べし 。 憐 れれ な る か な 役 等 の 住居 やや 。 (の UEONY oo 
31. iron を 迷わ せる た ゥ る 人 の 5 
め に 、 ア ッ ラ ー に 対す る 同位 者 等 を 立て り 。 zi6 PEG 
上 時 し め 、 し た が 、 お 前 だ ちの 行先 は @ 需 ] 4 人 の 2 8 
業火 な り 」 本 02 
和 12 神 の 言 業 は 、 か れ 6 の 節 で は 以下 の 4 つの 基本 的 性 質 を 有する 木 に な ぞ ら えら れ て いる 。 そ の 木 の 4 


つの 人 性質 と は (a) それ は 普 で ある 、 
障 RE 


SR 


と いう 意味 で あり 、 
品 を 持ち 、 を その 源 か 新鮮 な 生命 と 糧 を 受け 取り 、 


即 も 、 NE 
(b) ま る で 良好 な 根 の 深 【 
NN お 


あら ゆる 属 に 耐え て し っ か り と 立っ て いる 川 一 の 源 よ り 生 合 


イプ ブラ ヒー ム 


強 ( 安定 し 
一 撃 に あっ 


、 夫 の た くる ん な る 木 の 様 に 、 


特質 で ある 。 その 木 は 、 


と 糧 を 答 『 て いる 為 、 そ の 原 弄 と 教え に は 、 不 調和 や 放 人 茎 が な い の で ある 。 (Cc) を の 技 は 天 に も 届き 、 即 ち 、 を 


れ に 従っ て 行動 すれ ば 、 人 人 は 精神 的 卓 絶 の 頂上 を も 極め られ る 市 を 意味 し 、(d 
后 で ある と いう 特質 で 、 こ れ は 、 そ の 思 恵 は いつ も み ら れ 、 い つの 時 も 生み だ きれ 続け 、 そ の 教え に 従っ 
高河 き と 行 動 の 純粋 き で 、 同 時 代 の 人 々 の 上 に 高く を ぴ え る 事 が 出来 


通じ 豊 
て 行動 する 人 々 は 神 と 変わ る 事 が 出来 、 


る と の 意味 で ある 。 クル アー ン は これ ら の 特質 を 隅 々 まで 有 し て いる の で ある 。 


注 13 
日 自 法 に も 支え られ て お ら ず 
ころ ころ 変わ っ て し まう の で ある 。 
が で き な い 。 


奏 い 木 と は 違っ て 、 ね つ 造 者 達 の 作り 出し た 本 は 、 悪 い 木 の 様 な も る の で ある 。 を その 教え は 、 理 知 に も 


、 提 判 に 耐え る 事 も 出来 ず 、 
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を の 原則 と し て 理 起 は 人 人間 の 条件 や 環境 が 変わ る と 、 
え そ の 教え は 、 神 と 真実 の 関係 を 持ち えた と 主張 で きる 人 達 を 生み だ す 事 
軍 の 源泉 か 6 新鮮 な 生命 や 得 る 事 の 出来 な い 教 え は 、 衰退 と 師 化 を 免れ る 事 が で き な い の で ある 。 





牙 い は 人 間 的 感 捕 や 感受 性 を 害する 事 


d) それ が 生み だ す 事 実は 一 年 を 


ェ で っ 


喝 十 下草 


ィ イプ ブラ ヒー ム 





32. 信ずる わが 僕 等 に 
も 役立た 史 日 が 到来 する 前 に 、 礼 拝 を 人 遵守 


告げ ょ 、 取 り 引 きも 友情 


し 、 わ れ ら が 賜 え し も の の 中 か ら 、 
と 、 或 い は 公 和希 と 施し を 行え 。 


こっ そ 


2? 2 クラ る ァ ォ ォ ツ 221 
MNOINPAKKCNIUICNCS 肌 


8 gldC5 62 23403 人 2e5 う は 。 
@ い 8 殺す 258 





33. アッ ラー、 彼 こ を は 天地 を 創造 し 、 千 か ら の 2 人 2 
ンジ 1.9 っ 1 うつ の dm 
規 を 降ら せ 、 に よっ て お ぉ 前 だ ちの 食物 た の G な ン 
6? 1 Me 1 プッ ン と うじ っ ど ン 
ei 3 また 、 般 Neo も 65 多 上 30 
H に 命じ 、 大 洋 を 濾 っ て お 前 だ ちの 用 に 服 。 。 。 々 ッ ン 2 。 レー ラン ン の 25 タン ン る 
せしめ 、 河 川 や も お 前 だ ちの 用 に 服 せしめ らっし 8 CU po う 
だ り 。 を フタ クン 2 タタ 。 ン ン る 
で D 1 の ニー 
34。 ま だ 彼 は 、 絶え ず そ の 人 役 日 を 楽 だ す 日 月 を ンタ レン レセ ッ ン テン ルン る ウレ クン > 3< < 
ぉ 前 た ちの 用 に 服 せ し め た り 。 面 し て 彼 は 、 っ 3OC2 93 人 
の AX と ント ? ヵ 9 
夜 も 慎 も お 前 た ちの 用 に 服 せ し ゅ だり 。 @D 2 作 
9 役 は 、 お 前 た ち が 彼 に 請 い 承 う も の は 、 ( 注 グン タ 。 アス ん ( の タ ri 
ヶ m ぁ | プ 
14) すべ て 与え 給 う 2。 たとい お 前 だ た ち が OL さい IO で と 15 
アッ ラー の 幾多 の 恩恵 を 数 を 上 げ よ ょ うと 稚 の 時 本 < し 2 1 ae 
*N 
する も 、 数 うる 能 わ じ 。 げ に 人 人 間 と いう ぅ ク 29! の IS1& eo0 90 を 
の は 、 不 義 不 止 に し て 、 因 知ら ず で ある こ 
に 
弟 六 項 
36。 アグ ッッ タン クト が が か がく ッ こえ る 時 を 思い 起 せ 。 | 王 AI Et の タッ 5。 イ (レタ ノラ 
o の | 
NB 6 果物 OMQA 1 ak 10635 
プー ルル < テス ナー アア キチ 
、 我 と 我 が 子 塚 等 を 休 像 演 拝 か ら 遠 gcE2I IO 30 OL 2 ee 15 
NN ( 注 15) 
37. 主 よ 、 彼 等 は すでに 幾多 の 人 々 を 迷わ し め *.2 る 42 る で クン レイ イッ ン と 2 る 
(の メジ の boALS ゆう 
だ り 。 されど 、 誰 で あれ 我 に 従う 者 は 、 確 ol) 1 ら eS 
か に 我 が 仲 間 で あり 、 我 に 従わ ぎる 者 は 3 2 2G 2 2 85 
ー い や 、 今 は 云う まい 。 次 は まこ と に 覚 大 
に し て 、 蓄 悲 深く まし ます 。 
注 14 「 ち ぢ 前 た ち が 彼 に 請 い 願う も の ]」 と いう の は 、 全 て か な えら れ て きた だ 人間 の 本 質 的 な 、 要 求 の 事 を る 


す 。 神 は 今 ま で 入間 が 本 資 的 に 切望 し 妥 求 する 全て を 満足 きせ る 為 に 完 2< 
注 15 


この 節 で の アブ プラ ハム の 祈り は 、 但 像 


侍 拓 が メッ カ や その 周辺 の 国々 に 、 


全 な 準備 を し て 下る ふっ だ の で ある 。 


いつ か 広がり 、 浸 透 し て い 


て で あろ うぅ 事 を 知っ て いた 事 を 示し て いる 。 何 年 $ も 前 に 祈り が きき げ ば られ ただ 時 の 、 子 玉 達 を 偶像 水 捧 か ら 守 5 
給 ぇ を と いう 危 尻 が 示 き れ て いる の で ある 。 


呈 890 三 
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38. Pe 我 は 、 我 が 子 客 等 の 一 部 を 光 


39. 


40. 


斑 典 の 近く の 不毛 の 谷間 に 住ま わせ だり 5 
er 
ょ 。( 注 17) きれ ば 、 人 人 々 の 心 を 役 等 に 向 
ける せ 、 ま た 役 等 に 果実 を 供給 し 給え 、( 注 
18) さす れ ば 、 役 等 和 ら て 感謝 せん 。 


我 等 の 主 よ 、 液 は 我 等 が 隠す こと も 、 あ ら 6 
に する こと も 知り 給 う 。 過 た 天 に ある も 
の 地 に ある も の 、 何 一 つと し し て アッ ラー よ 
り 隠れ た る は 無し 。 


老齢 に も か か わら ず 、 我 に イ ER 
サク を 授 【 け 給 え し アッ ラー に 護 美 あれ 。 


の ゆあ 才 Znoe AO 
OAIPARIG3 タ うこ IFOPKt 
アウ ラッ タ シタ レデ ミィ 1 
2 
oN 2 る ラン 

は る YO し 2 5 26 CS 

。 ン 5 プク ィ あ 2 る うさ イル 
0 26 


UPLSN OOCS3 み 出る 52 





の ミノ タク アブ ョ ッ レ し すす デ 
に 主 は 祈願 を よく 聴き と どけ 下る き NN @ 上 > 1638 い 3 
に まし ます 。 
41 . 主 は 、 常に 玉 を し て 礼拝 を 守 5 しめ よ 、 我 レン 2。 の 2。 | グラ う 
が 子 採 等 に も また 然 り 。 - 主 よ ょ 、 流 の 慈悲 を DP うつ 2 う CUSA52 (| とう 
い ロ の る る ンク 
我 に 垂れ 、 我 が 祈り に 応え 給え ⑨ ey よぎり 
受 1 3 クン タク フック 9 ロレ る 内 21 う 。 る [ンプ プン 
42. 主 よ 、 清 算 を 受け る 日 、 我 と 我 が 両親 並び 9 Ac を 0 2 012 0 は 3) 
に 信者 た ち を 毅 し 給え を | ( 注 19) の お 
第 七 項 の ⑨ い し ad る 
43. アッ ラー が 加 人 ども ぁ る の 所 業 を うか つ に 見 過 ンー スン ン て を ls 
す と 思う な か れ 。 彼 は た だ 、 彼 等 が 恐 休 の の OKITAWGKAIBAY らい こなす 5 
余り 嘩 目 す る 日 き で て 、 匠 し 役 等 に 獲 也 を 与 ノ ?5 を ア 2 ンタ 
えて いる の み 。 LAYY1938 の 2 
注 16 ここ で て で 述 ざ られ て いる の は 、 ア ラビ ア の 荒野 で の 、 我 が 邊 子 イ シュ マエ ル と と 委 ハ ガル に つい て の アプ 


ラ ハ ム の 決心 で ある 。 


注 17 


ら ゆ る 信人 々 が 訪れ る 事 と な っ だ た だから 5 で あ る 。 


注 18 


この アブ プラ ハム の 祈り は 要 な る 預言 者 に 訟 いて 完全 に 成就 きれ た 。 何故 な ら 6 預言 者 以前 は 、 神 前 に 供 
物 を 捧げ る 為 メ ッ カ を 訪れ た の は アラ ブ 人 達 だ け で あっ た が 、 


交 言 者 そ ハ ッ マ ド の 出現 の 後 は 、 全 世界 か ら あ 


この 祈り は 、 メ ッ カ の まわ り に 草 の 葉 一 枚 兄 られ な か っ た だ た 叶 に 捧げ られ だ も の で あっ た が 、 和 預言 が 画 


期 的 に 成就 し 、 メッ カ で は 最も 望ま し い 擬 実 が 一 年 を 敵 じ 手 に 入る 様 に な が っ だ の で ある 。 


生 19 目 分 送 が サタン か ら 守 られ て いる に も か か わら ず 、 神 の 頂 言 者 大 が 神 に 赦し を と を う 祈 り を る る げ る の 
は 、 預 言 者 が 、 神 の 芋 大 と 神 亜 き を や 、 そ し て 自分 達 の 弱る を 知っ て いる か ら で あ る 。 自 分 産 の 自我 や 私 欲 が 、 
ぬ で いる られ 、 神 と 完全 に 併合 で きる 事 を 願い 神 が 彼 等 を 神 の 慈悲 と 慈愛 で 杏 っ て 下る る 様 神 に 譲 炭 ! 


に 人 寺 寺 が の 


m39 一 


この 能 き の 認識 に 他 な を なら な い の で ある 。 


= 祈り を 


に 
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44 . その 日 彼 等 は 、 館 怖 の 余り 頭 を 振 9 立て て 52 に CUCINC の シッ 2 の の ゥ * ぷ クン ッ 1 サ 


走り 回 り 、 眼 は 転じ 鞭 み 、 心 は 空 あ な 5。 つま ンー ョ は ご ょ 
ょ の ン ン の Oi 


て だ 

45 . 約 東 の 懲 詞 が 隆 る 日 の こと や を 人々 ! に 讐 昔 せ 0 バン 1 9 放 レ レッ ン アイ る ゃ クン 

GIOSey ldS1 
ょ 。 時 に 悪人 ども は 云わ ん 、 「 主 ょ 、 暫し 我 1 の Pe うつ! う 

か 3 (4 ノノ 29 グ ノン っ > 

fa を 与え 給え 。 我 等 は 必ず 流 の 呼び eo5 SUe1 06 な be 2 1 

か け に 応え 、 使 徒 に 従わ あん 」] ほ と 。「 お 前 た ち 。 。「 の 還 
スス 3 アイ ティ ン ょ と の る と 2 

は 以前 、 自 ら 響 わざ り し か 、 自 分 た ち に は っ 9 UI 627 の 


大 し て 没 沙 な し と ? MI 和 422 っ 
時 移 


きき 


いま 


46. お 前 た ち は 、 自 ら を 減 ぼ せる 者 ども が 住居 名 ノッ タン タ 32 プ タン フン ッ ェ る 2426 と る 
の 2 oe ie 
し た 跡 に 住み 、 向 し て 、 ゎ れ ら が 如何 に 彼 ドク の elbW 
等 を 処 通 し た る か を お 前 た ちと 明示 せり 。 ed9PSNE 人 る 22C8 75 


まだ 多く の 警 え 話 を 述べ だ る な り 」 


47、 彼 等 は すでに 企み を 謀 れ り 。 な れ ど 、 を の っ クン ゃ 」 ク 2 3 ン ノ 
d5) Sg | 
企み は アッ ラー の 手許 に あり 。( 注 21) る 222 人 05e 二 253 
の 企み が た と い 山 を も 動か す 如 きも の で @JCJIAA 30 842 8g 
あっ て も 。 
48. され ば 、 7 が グー が を の 使徒 に な る オ 4 し 7 に ※J ノ J ィ タタ よみ の ゃ の る ノン ッ ン アン 
東 を 、 記 る な と と 上 思う な か れ 。 げ に アッ ラー (fo)k91: Co bo55 
は 強大 に し て 、 応 報 の 主 な る ぞ 。 る 2 ある 。。 ン 
@⑥2A の いら ) 呈 舌 
49. 大 地変 じ て 他 の 地 に 変わ り 、 天 また 変じ て zz ンタ ・2 ク レッ ン クタ る フタ レッ 
他 の 天 に 変わ る その 日 、( 注 22) 人 は 皆 、 ゆめ AI2o の US ひめ う | 02 
軍 7 くる 
5 玉 高 な る アッ ラー の 御前 に 出 で 来 6 @ 90oe 細 品 


50. 流 は その 日 、 加 人 ども が 人 鎖 で 一 緒 に 繋が れ 526 8 ン 3 の 68 の 2 の の 
て いる の を 見 る べし 。 6 JI 3 Ob92 oooy OSA ダッ 


51. 役 等 の 着物 は 、 夫 も 漆 青 の 如く に し て 、 火 が 0 で 。 タ タン 2 タタ リッ ンク る っ ゃ 2 タイ 。 レン 
は 役 等 の 顔面 を 包む 。 ⑨JO0LAe み を う お っ Ob5o2 Al 





注 20 この 節 と 打 節 に は 、 予想 で びに し な か っ た … 万 の 精鋭 軍 を 連れ た 型 な る 聞 言 者 の メッ カ の 門 へ の 突 多 の 
所 現 に 対す る 、 メ ッ カ の 人 人 々 の 当 感 と 和敬 倒 が 、 ま ざま ざと 描写 きれ て いる 。 


注 21 神 は 彼 等 の 雅刀 な 計画 を 全て 御存知 で 彼 等 の 計画 を 徒労 に 終ら せら れる の で ある 。 
- 注 22 メッ カ の 陥落 ほ た ア ラビ ア に 診 い て の イス ラム の 樹立 は 、 詩 わ ば 、 新しい 宇 宙 か 新天地 に 出現 し た 様 な 
ぉ も の で あっ た 。 古い 秩序 は 一 描 きれ 、 全 く 以 前 と は 異な っ だ 新しい 秩序 が それら に 取っ て か わっ た の で ある 。 


ーー39 有 グー 


系 十 思 立 





52. 


9J. 


これ アッ ラー が 各 人 人 の な せる こと に 応じ て 
報い 給 う と ころ な り D。 げ に アッ ラー は 、 消 
算 す る に 迅速 な . り 

こ は 志和 人 へ の 訓 戒 な り 。 之 に よっ て 彼 等 が 
皿 恵 に 浴 し 、 和 警 戒 し 、 彼 こそ 唯一 な る 神 で 
ある こと を 悟り 、 思 鹿 あ る 人 々 に 注意 せ し 
めん が た だめ に 。 


ー393 一 





ヒジ ル 
(メッ カ 臨 示 ) 


1 慈 間 深 く 、 恵 み 之 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い CO 大生 交 た CI と 1 の (まき 1 
26 
2。 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。 ( 注 1) これ 等 は 経 NT 人 
典 の 諸 節 に し て 、 事 理 を 解明 する クル アー "ジン 引 う 3 9 
ン の 諸 節 な り 。 
三 -* ぶ で と に る うい 1 ょ る 4 ゥ っ 9 ン ン る タレ レビ アン の 一 
3. 信 ぜ ぎる 者 ども は 幾度 も 鈴 が わん 、 我 等 0 
スリ ム で あり た れ ば 、 と 。( 生 2) ど 
4 、 彼 等 を し て 好き な よう に 食べ 且つ 楽し ませ 222 CC を 1 の 
9 21 2 | りう 
て お 《 が よい 。 ま た 空しい 希望 を 抱い て 自 2 人 5 PE 
ら 静 か し め ょ 。 や が て 彼 等 は 思い 知ら ん 。 oO 
( 注 3 ) 
5. われ ら は 決し て 、 如何なる 邑 る 一 定期 限 ( ま の 2K3 の CCI eS 知 じ う 
4 ) を 置か ず に 、( 注 5) 減 せ し ゅ た る こ 
La 
ナ 運命 の 鞭 アデ 2 う ター タン [レン ン [ビジ イ ノン ンタ 内 ま 2 ン 
6. 如何 な る 民 も 己 れ の 運命 の 期限 を 早め る 能 ①@9 流 2 し 2 る お し 
わ ず 、 ま た を 延期 する 能 わ ず 。 
7. 彼 等 は 云え り 、[ 液 、 訓 戒 を 降 き れ た る 者 よ 、 KG 9 3 CS6 る 2 
げに 液 は 狂人 な り 。 ヴ ee38P 
8. も し 液 の 言葉 真理 も あら ば 、 何 才 我 等 に 頻 ZsuaNC CU 才 じ す 
天使 を 四 れ 来 ら ぎる か ?」 と 。 022 レッ 


ii 科 | われ は 一 切 を 知る アッ ラー な り 
注 2 この ょ うな 望み は 、 型 な る 聞 言 者 の 時 代 に 実際 に 不信 者 に よっ て 表現 きれ た と 記録 に ある 。 
注 3 0 招 の 最後 で 述べ ら 息 て いる 不信 の 人 徒 の 望み ーー イス ラム 教徒 びあ っ た な ら ば よかっ 


が 0 に 望み は か な えら れ な い 望 み で ある と いう 事 で ある 。 即ち 、 そ れ は 単なる 一 時 的 な 望み で あっ 
て 役 6 の 頒 の 欠 望 は 世間 的 な 楽し み と 物 質 の 獲得 で ある 。 





泊 : 4 ここ て で 言わ れれ て いる 「 一 定期 限 ] と は 、 預 言 者 が 預言 し た よう に 敵 が 破滅 すべ く 定 め ら れ た 時 機 の こ 
と で ある 。 


注 5 「 邑 」 と は 預言 者 が つか わき され だ 人々 を 人 象徴 し て いる 。 也 な る 人 頂 言 者 モハ ッ マ ド の 「 邑 】 は 、 ク ルアー 
ン (6 :93) で 「 玉 な る 品 | と 呼ば れ て きた 。 
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10. 


11 . 


2 


13. 


14. 


15. 


0D 


注 6 
事 に な る だ ろう 。 天使 が 彼ら の 上 に 降り て き て 一 鹿 


征 7 


われ ら は 正義 の 必要 の た め 以 外 は 天使 を 降 


し は せま ぬ が 、 降 し た る 時 は 、 不 信心 者 ども 
は 猫 子 せら れ ぎ ざる で し 。( 注 6) 


げに 訓 戒 を 降 せ し は われ ら 自 ら な り 、 証 し 
て 、 わ れ ら は る その 守護 者 と な らん 。 ( 注 7) 
われ ら は 液 以前 に も 、 古 の 民 の きま ぎ ま な 
集団 に 幾多 の 使徒 を 造 わせ り 。 


し か 
然 れ ども 、 便 徒 等 彼 等 に 至る や 、 一 人 と し 


て 彼 等 の た め に 喘 笑 せら れ ぎ ざる は な か り 
に 
か 〈 く の 如く 、 わ れ ら は 罪深い 者 の 心中 に 、 


いこ この 嗣 り の 習 包 を 忍ばせ り Oo 


故に 彼 等 は 、 昔 の 人 々 の 欧 例 が あり た れ ど 、 
この クル アー ン を 信 ぜ ず 。 


また 、 た と いわ れ ら が 彼 等 の た め に 天門 を 
猪 き 、 自 由 に 登ら し ゆん と する も 。( 注 8) 
彼 等 は 必ず 均 わ ん 、「 た だ 我 等 の 日 が 肢 京 き 
和 れれ だ に 過ぎ すず 。 償 な 、 我 等 は 魔法 に か けら 
れ だ り 」 と 。( 注 9) 

ここ で 不信 者 は 、 


し 」 


①⑨@ の 2 8 YIO 
(O7OA を し 多 LU プ AUN9E 全 あ 3 
OO 多き 6 人 な 2 CA33 


M 
も OS 


へ 


アデ タグ 。 ラン ッ ン 
(ひら うら ぐら 


2 


@9 Ge ら 介 9838 


oo ン ッ タン 6 


4 2 


ッ アン リル ルレ アコ 


ネン ン ッ ン ン の プン ロン 
(の OLIES IO ろ 2 


3 アニタ ノ 


COEyre 


2 タタ の @②2 プ 93 


いる DIG は 


次 の よう に 告げ られ る 。 真理 、 正 義 、 知 恵 の 必要 に 従っ て 、 彼 ら は 神 の 前 を 受け る 
] の 獲 予 も 


この 節 で な きれ た タル アーン の 保護 と 保存 に 関す る 約束 が 兄 事 に 達成 きれ だ の で 、 他 に 証拠 が な か っ 


〈 れ な いい だろ う 。 


だ た と し て も 、 こ の 事実 だ け で これ が 神 か ら の も の で ある と 証明 する に 充分 で ある 。 当 将 は メッ カ で 啓示 され た 。 


その 時 、 型 な る 頂 言 者 と を の 信奉 者 の 命 
で きる か が の よう に みえ た 。 


は 容 刻 な 危険 に る 


神 朋 ら が その 保護 者 で ある か ら 、 不 信者 の 計画 を 送 し と き 


的 な も の で あっ て 、 敵 が 強く 、 


る さら 6 され て いて 、 
し か し 、 を の 時 、 不 信者 は その 新しい 信仰 を 破壊 する よう 挑 きれ た 。 
れ な い 理 、 谷 和樹 きれ だ 。 神 か ら の 挑戦 は 明白 で 絶対 
箱 茶 苦 茶 な 事 を し か け て き に も か か わら ず 、 
れ さ れず に 残っ た 。 を そし て を を れ 以来 いつ も 完全 に 安全 に 等 られ きた 。 


な る 書 と も 共有 さる れる も ぉ の で は な い 。 イ スラ ム に 対し て 敵意 を 持つ こと で 名 高い 批評 家 ウ ィ イリア 


机 は 簡単 に 新しい 信仰 を や つぶ す 事 が 
そし て 神 は 、 


クル アー ン は 改悪 る さき れず 、 書 き 和 人 
クル アー ン の この 特質 は 、 ど の よう な 
ム ・ ミ ュ ア 用 


は 次 の よう に 述 さ て いる 。 [クル アーン の すべ て の 節 が モハ ッ マ ド 自 身 の 手 に よる も の で 、 全 く 〈 く 変え られ て いな 


いと は と ん ど 確 信 し て も よい 。 
Mi も の で ある と 保証 で 
だ な い 莉 を 比較 する 


SN 00 
0 この 純粋 な 


手 に し て いる クル アー ン は 、 完 全 に モハ ッ マ ド 自 身 が 使っ だ 
の ルチア チーン と 、 
RDNS ドイ ツ の 僅 大 な 東洋 学者 で ある ノル デ ク 教 
近 は 次 の よう に 書い て いる | グル デー ン に 後世 の 書き 込み が ある 


他 の 経典 を 比較 する こと は 、 共 通 点 を 持 


と 証明 し よう と し だ ヨー ロッ フク プ パ の 学者 の 試み 


は 失敗 し た (Enc. Brit)。 二 、 三 年 後 、 ク タル アー ン の 純粋 性 に 誤り を 見 出す 事 に 完全 に 失敗 し だ た ミン が ナ 博 士 は 、 


反対 に 、 
注 8 
で 、 物 質 的 繁栄 や 楽し み を 得 


すべ て の 経典 の 中 で クル アー ン だ けが 、 


全く 半 き 込み も 改変 もち きれ て いな いと いう 主張 を 容認 し た 。 


この 節 は 、 も し 神 が 神 の あわ れ み の 門 を 開け て 前 を 与 を な いと し だ ら 、 不 信者 は 、 神 の 方 に 還 か な い 


る の に 


一 生 暑 命 に な る で あろ うと の 意味 で ある 。 


ーー395ー 


玄 ト 擬 立 ヒジ ル 





系 一 項 サン ラッ 1 0555 る (人 ン ン ノン ン 2 
17. われ ら は 天上 に 星座 を 設け 、 仰 ぎ 見 る 者 の ②C aol 
た め に 之 を 飾り 装 え り 。 ( 注 10) 
18. 和 恒 し て われ ら は 、 各 も て 追わ れ た る すべ て ② 5 稼 ん し is っ 
en の) (・ は け ァ 
の 剖 度 か ら 之 を 護り た り 。 ( 注 11) 1 ゆ 2 ン 2 
19、 盗み 聞 き し 、 之 を 歪 曲 する 者 あら ば 、( 3 の 衝 2203 和 6 
を の の 
12) その 攻 は は 流星 に 追い か けら れる 。 29 ーー 
20. まだ 098 ( 注 19) で る の じゃ る ッ ン ン ニン ッ ン ぅ 
KYO WI 
を こ に 援 が ざる 山々 を 据え 、 を そこ で すべ て ウ め te 39 入 あ 3 
も の を 相応 な 割合 の も と に 生 ぜ し め た OCG: 朋 - 欠 のり) 
り 。 ( 注 14) 「- 


21. われ ら は そこ で 、 お 前 た ちの だ た め に 生活 の 4 1 の る 3 UCAVCK<1OC の 


道 を 与え 、 お 前 だ ち が 扶 壮 せ ぎる も の に も 
を 与え た 0 の のり 


あの 


注 9 不信 の 徒 は 、 精 神 的 な 事柄 か ら あ まり に も か け 護 れ て し まっ て いる の で 、 た と え 型 な る 頂 言 作 が 給 
し た 寺 的 体験 や 、 彼 が 到達 し た 圭 的 視野 が 多少 な り と も 得 ら れ だ と し て も 、 不 信 の 徒 は これ を 信 ぜ す 魔 法 や 妖 
術 の 犠 牡 に な っ だ と 言っ な こと で あろ 2。 


党 10 SR RNNRMKGM お の ER 
の で ある 。 


注 11 この 節 で は 、 物理 的 世界 で は 、 悪 意 を 持ち が ちな 人 が ある 種 の 影響 力 や 力 を 行使 し て 他人 や ある 程度 
得 つ ける こと は で き て も ぅ 、 天 の 祝福 、 即 ち 、 星 の 健全 な 影響 を 完全 に 巻 う こと は で き な い と 述べ て いる 。 同様 
に 、 霊 的 世界 に おい て 「 サ タン 』 は 聞 言 者 や 他 の 信奉 者 を 支配 する 事 が で き な い の で ある ( 当 音 E 43 館 )。 こ の 
分 で 述べ られ る | サ タン | と は 、 預 言 者 か がら 6 雌 むれ て 神 と 連結 し よう と する よう なか 不信 の 徒 の こと で ある (14 一 
16 人 節 )。 こ の よう な 人 に 対し て 、 鼓 的 天界 は 真 に 守ら れ て いて 、 天 国 の 門 は 閉じ られ て いる 。 


注 12 [盗み 閉 き し 」 と は 、 預 言 省 の 教え を 自分 の 教え の ふり を し て 提言 する よう な サギ 行為 の こと で ある 。 
彼ら は 、 務 言 者 の 教え に 何ら 新しい も の は な 〈、 彼 6 ら 四 身 が 預言 攻 の 持っ て いる 知識 へ の 入口 や 知っ て いる と 
人 々 を 信じ きせ る よう に する こと で 人 を 上 頑 て の で ある 。 又 、 当 節 で は 、 彼ら が 一 文脈 か ら 一 節 を な し り 取 っ て 、 
間違っ た 解説 を つけ て 、 そ の 人 誤 味 を 曲解 する こと で 未 朴 な 民衆 を 欺 こ うと し て いる と いう 意味 で も ある 。 ま ただ 
「 之 を 外 曲 する 者 ] と いう 言葉 か ら 、17 節 の 「 天 上 ] と は 鼓 的 秩 訟 を 代表 し て いる の で あっ て 物理 的 な 天上 を 
指し て いる 訳 で は な い 事 が は っ つき り わ か る 。 


注 13 二 つ の 意味 が ここ で は 考え られ る 。 即 も 、 神 は 地球 を 非常 に 大 きく 側 ら れ だ の で 、 地 球 が 丸い の に 人 人 々 
人 神 は 肥料 で 二 を 肥 を きせ だ 、 の 名 味 で ある 。 天 文学 の 研究 ヵ 
ら 、 地 球 は 限 石 や 区 石 の か けら と し て 地球 に ふり そそ で 星 の か けら か ら 新 し い 力 と 肥料 を 得 続け て いる と いう 
事 が 明らか に な っ て いる 。 


注 14 地球 は 食物 を 育て る の に 充分 な 水 を 必要 と し て いる 。 この 日 的 の た め に 神 は 水 の 貯 蔵 席 と し て の 山 
信 造 きれ て 、 寄 の 形 で 水 を 連 え 、 河 の 形 で 地上 に 水 を 分 配る れ た 。 


9 はり = デニ 


鶴 十 古 曹 ヒジ ル 


22. われ ら の 手許 に は 、 無限 の 財 室 の 如く 、 


いも の と て な し 。 硬 し て われ ら は 、 5 、 の 
定 の 分 量 ず つっ 授け 与 う 。 ( 注 15) メッ ズン ニン ン で 
還 6 (22 つり ン 


239 われ ら は 雨雲 を 座 ん だ 風 を 送り 、 生か ら 雨 ーー 計 6 22 レッ ン ン 
4 叶 【 a ュ 内 3 う 1 デ 
を 降ら せ 、 お 前 た ち に 之 を 飲ま し む 。 お 前 2 の CE ec じい 9 


お @6 の 5 呈 4 2 レン 人 


24. 生 を 与え 、 死 を 生 ぜ し むる は げに われ ら な @ 4 人 る 衣 た IE を 
り 。 面 し て われ ら は 、 高 物 の 唯一 な る 相続 〇 め う 放つ う Cg うく (の 13 
者 な り 。 ( 注 16) 

0 われ ら は お 前 だ ちの 中 で 率先 垂 功 す る 者 を ン ? っ 32 アポ P ラン ラ タ ン 2, ン ス 多 っ 
知り 、 ま た 誰が 落 後 者 か を も 知る 。 8 ao As9SEI Co 

っ gkai 

26. 流 の 主 は 、 い ずれ 役 等 を 一 斉 に 台 喚 せん 。 プン ん ネン ペル ンプ ナル ルイ イア ィ 

2 し の パブ リタ 1 2 ああ ゅ の 4 ン 
げに 彼 は 覧 哲 に し て 、 一 切 を 知る ろ し めし 給 グン より た に IO と 
2 
第 三 項 開 

27、 わ れ ら は 、 黒 泥 で 形 ど っ た 乾 ける 陶土 で 人 。 じ <22 3JCA1o の 6(GWE 放 0 

間 を 創れ 9。 ( 注 17) 陸 20kap 


注 15 神 は すべ て の も の を 無限 に 所 有 き れ て いる 。 し か し 神 は 限り な い 慈 葵 の 心 で 、 入 が 共に その 物 を 求め 


る 時 に だ け 特 定 の 物 に 心 を 向け きせ る よう に きれ た 。 物質 的 な 宇宙 と 同様 に 、 ク ルアー ン は 霊 的 宇宙 で あっ て 、 
を の 中 に 時 の 要求 に 従っ て あら われ て くる 圭 的 知識 の 隠さ る れ た だ 室 庫 が ある 。 


注 16 大 き な 改 革 が クル アー ン の 教え を 遂 し て も だ た ら さ れる 。 古い 規律 が 死に 、 真 の 信徒 が 地 を 継 で 事 と な 
る の で ある 。 


注 17 [ 乾 け る 陶土 ] か ら 人 が 創造 きれ だ た という 事 の 意味 は 、 人 人 が 言語 の 資質 と 思 恵 が ひ を ん で いる 物質 か 
6 創造 きれ た と いう 油 で ある 。 こ の 事 は 、 人 は 天 の 声 に 応答 する カカ を 与え られ て いる と いう 事 で も ある 。 し か 
し 、 乾 ける 陶土 は 、 異 質 の 何 か に 打 た れ た 時 に だ け 音 を 発する の で 、 こ の 語 の 菅 味 は 人 が 応答 する 力 は 、 神 の 
呼び か け を 受け る こと を 条件 に し て いる 事 を 示し て いる 。 こ の 資質 が 人 間 を すべ て の 餅 造 物 の うち で 最も 優れ 
た 存在 に し て いる 。 異 泥 と いう 族 は 、 人 が 黒い 泥 兄 ち 、 土 上 水 か が ら 人 前 られ だ と いう 事 を 意味 する 。 土 は 身体 の 
源 で あり 、 水 は 魂 の 源 で ある 。 他 の 場所 で クル アー ン は 、 土 と 水 を 別々 に 、 太 が 創造 きれ た 物質 と し て 述べ て 
いる (3 :60:21: 31)。「 乾 ける 陶土 ] よい う 語 と 「 黒 泥 】』 と いう 語 を 連結 する こと で 、 ク ルアー ン は 、 他 の 
生物 が 時 い ぃ 泥 、 即 ち 土 上 水 だ だけ か ら 創 られ た (それ ら も 未開 発 の 魂 を 持っ て いる の で ) の に 対し 、 人 人 は 乾い だ 
ap 人 軸 較 2 間 店 MSA 2 る 事 を 指摘 し て いる 。 人間 は 又 完全 な 形 に 「 形 どら れ 」 
て いる (95: 5)。 当 節 の 意味 は 神 が 土 に 息 を 吹き か けら れ た だ 時 、 土 が すぐ で きま 生 きる 物質 に な っ だ と いう 事 で 
は な い 。 クル アー コジ が 0 近 じ や NSG や に あの は 守 旨 の 利 半 の 2.D と 本 お れれ だ と いう まで ある: この節 


で は 、 人間 の 創造 の 第 一 段階 や 述べ て いる だ け で あり 、 信 間 の 創造 の 他 の 段階 は 30 : 21、35 : 12、22 16 、23 15、 


rm 


昌 十 五 章 と ジル 





28、 し た が る その 前 に 、 燃 えき か る 秋 か ら 妖 圭 を 。 yu 8 負 人 作 
W DUO2 00 の 2 SS の 1 
蟹 れ り 。 ( 注 18) の の ゆり 1.9 
29. 流 の 主 が 諸 天 使 に か く 云 を る 時 を 思い 起 282 0 32 集 3 
せ 。「 わ れ は 黒 泥 で 形 ど っ た 昌 け る 陶土 で 人 1 9 
ク 9 デー グ ロ 
間 を 創 ら ん と す 。 (OIGP4IC 寺 人 


30. され ば 、 わ れ 之 を 完成 し 、 わ が 盤 を 彼 に 吹 の 128 と 54925 る 6222KE 
き 込 みた らん 時 、 流 等 地 に 平伏 し て 彼 を 振 上 和 ^ 


せよ 』】 ②G で で ニ 
こう と どう 陸 の 了 2 
31. され ば 諸 天 使 、 す な わ ゎ ち 一 埋 に 叩 頭 せり 。 | の の え て GiPe 


IN 


の 。 し が か る に 、 イィ イプ ブリ ー ス だ け は な る ざさ 3 本 に の ン 2 1 デン 0 2 
0 と 9) 


彼 は 叩 頭 者 の 仲間 に 加わ る こと を 拒み た 
り 。 ( 注 19) 


こう と う 


33.、 神 は 芸 を り 、「 イ ブリ ー ス よ 、 皆 と 倍 に 中 頭 ue (の 2 8 44MU 
せ ぬ と は 如何 な る こと ぞ 71 と 。 ( 注 20) " ン ン ーッ ン 5d 


34. act 「 我 は 、 暴 泥 で 形 ど っ ンス 
= 乾 け る 陶土 で 剣 ら れ し 人 間 如 き に 平伏 し JCAL2 32 SS y8W3d6 


19 か Tr 2 半 二 だ の 


40: 68 に 述べ られ て いる 。 人間 が 土 か ら 創 られ た と よい う ク タル アーン の 説明 は (この 事 は 、 人 間 創 造 の 長い 
過程 は 土 か ら 始 まっ た と いう 世 味 で ある )、 現在 で も 人 の 食物 が 土 か ら 直 接 に 、 岡 接 に 生み 出 き れる と いう 事実 
か ら る 確証 きれ る 。 こ の 事 は 上 に 含ま れる 物質 が 和信 の も と を 形成 し て いる 事 を 示し て いる 。 何故 か が ら 、 こ の よ 
う な 事 が 起こ ら な か っ だ な ら ば 、 人 は 土 か ら 栄 発 を 取る こと が な か っ だ た で あろ うか ら で あ る 。 を それ は 、 生 物 を 
形成 し て いる も の だ けが 栄養 を 与 を る こと が で きる か が ら で 、 そ の 他 の も の で は 消費 し た 分 を 補給 する 事 は で き 
な い 。 


注 18 同じ よう な クル アー ン の 表現 で ある 、「 人 は あわ た だ し き (性 急 き ) か 6 創 ら れ て いる 」 (21 : 38) ヵ 
実際 に 人 人 が 性 急 き か ら 6 でき て いる わけ で は な いこ と を 示し て いる の と 同様 に 、 こ の 節 で も ジン が 秋 の よう な 性 
質 を 持っ て いる が 、 実 際 に 秋 で で き て いる わけ で は な いこ と を 示し て いる 。 こ の よう に 土 か ら の 創 造 、 あ る い 
は 笑 か ら の 創造 と いう の は 比 記 で あっ て 、 それぞれ に 、 お と な し く て 従順 な 性 質 、 烈 し く て 燃え を る か る 所 質 を 
表し て いる 。 

注 19 。 神 が サタ ン を 名 せら れ だ た だ ( 当 章 35、36 節 ) の は 、 天 使 に だ け 命 じ ら れ た 命令 を 実行 し な か っ だ か ら ( 当 
章 29、30 節 ) で あり 、 天 使 に 与え られ だ た 命令 は 、 自 動 的 に 天使 の 権威 に 服 す る すべ て の 被 造物 に 適用 きれ る か ら 
で ある 。 ク グル デー ン の 他 の 箇所 で て 、 天 使 な も へ の 命令 が イプ リー ス に も ふる 適用 きれ る 事 が 加 昔 され て いる (7 : 
2 130。 


注 20 アラ ビア 語 の 表現 で は 次 の 意味 に 取る こと も で きる 。 |「 何 を 迷っ て いる の か 。」 1 なぜ 、 従 わな い の か 。」 
1 いっ だ い ど うし だ と いう の か 。」 
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35. 神 は 云え り 、「 き れ ば ここ より 出 で 寺 れ 。 ば 9 っ EL2SE 6 
アー ピル ニ 
に 次 は 拒否 る れ だ た 9 の と 
EN 記 R 由 三 半 ス 1z っ ペン 2 る ン ン 4 
36. る れ ば わが 呪い を 、 液 は 最後 の 審判 の 日 ま OU ゃ の た MAC る 13 
で 背負 わき る れん 」 と 。 プン ピ 
37. イブ リー ス は 云え り 、「 主 よ 、 な ら ば 我 を イン タッ ン (に ャ ンス 
6 の の ma 6 避 9 
人 々 が 吐 ら きれ る 日 まで 獲 子 し た まえ ] と 。 Oo の 505 
( 注 21) | 
38、 神 は 云え り 、「 液 は 鑑 子 を 与え を られ だ 人々 の リン 人 
中 に 加え ら る 。 ⑨ 2 2 \0 
. 定め C た 時 上 日 。 ( 注 了 2 ン ウ タンス 
40. イプ リース は 答え り 、| 主 は よ 、 液 は 我 を 迷わ 。 2 の 7 て っ タイ ンス ンタ ンク る 2 ンタ ンド レー 。 ン イン 
wl1 い と [ こう 
せ だ が 故に 、 我 は 必ず 地上 に お いて 、 正 道 較 の ジッ ツ ら と 0 り 
ュ し う セン 2 タン 
か ら 踏 み は ず すこ と を 人 間 の 目 に 美しく 映 OSA う 
ぜ し め 、 花 〈 彼 等 を 迷わ し めん 。 
41. 人 々 の 中 か ら 液 が 特に 選び た る 僕 等 を 除い の も 3 らき 
電 た は 
42. 神 は 云 を た り 、「 こ は われ に 訟 る 正しき 道 な タッ ンタ ス 2」 ィ 
D 四 ⑯⑩2 2k。54 JS 


43. 流 は 、 液 に 従う こと を 選び た る 身 を 誤 れ る 2 の の の ee 
TN 『 」 内 
着 以 外 は 、 わ が 僕 告 の 上 に 支配 力 を 有 せ ず 」 ウツ" を 生 2He8 


っ 「? 2 の 3 
と 。 ( 注 23) な の た トン 色 
44. げに 地獄 は 、 彼 等 一 同 へ の 約束 の 場所 な り 。 Co ン ッ 3 っ の ター ュ ン アン イン レジ 
Aa > の ひと y り の 0 〇 1 
45. 地獄 に は 七 つ の 門 あり 。 その 答 々 に 割 5 当 2922 2 レ ゅ タ ょ フン チア レッ レ  、 
. いう に) で 3 
て られ た 役 等 の 一 部 あり 。 ( 注 24) の 52 な 2 YU ll sw MJ 8 
注 2 1 「 人 々 が 時 らき れる 日 まで 」 と いう 文 の 意味 は 、 神 の 安らぎ を 体得 し た 状態 に 達し た 時 、 人 が 寺 的 に 


生ま れ か わる 事 を 指す 。 そ の 時 に は 、 人 人 は サタ ン の 誘惑 や 霊 的 堕落 か 5 まぬがれ る 。 神 と サタ ン の 問 の この 会 
話 は 、 こ こ で 示 き れれ て いる よう に 、 比 職 に すぎ な い 。 


注 22 [定め られ だ 時 限 」 と は 、37 節 で 認 明 きれ て いる よう に 、 頂 言 者 と その 信 替 者 が 最終 向 に 敵 に 打ち 勝 
つっ 日 の こと で あり 、 虚言 と を の 成 言 に 従う 者 が つい に 打ち 江 き れる 叶 の こと で ある 。 


注 23 当 人 節 で は 、 人 の 性 質 は 本 質 的 に 純粋 で ある 事 を 暗示 し て いる よう で ある 。 自分 目 英 の 人 性質 を 乱 し サダ 
ン に 従う こと を 選ん だ 者 だ けが 正しい 道 を 見 失う 。 こ の 考え は 91: 11 で より 深く 説明 きれ て いる 。 


注 24 アラ ビア 語 で は 、70 と 同様 7 と いう 数 字 は 特定 の 数 で は な て 、 完全 る や 豊富 きる を 表わす だ ため に 用 い 6 
れる 事 が 多い 。 この節 は 、 地 獄 の 門 の 数 は 、 罪 を 犯し た 者 の 罪 の 数 や 穂 類 に 対応 する だ け あ る と い 2 意味 で あ 
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規 四 項 
46. されど 、 公 正 な る 人 は 、 花 園 や 泉 の ある と ちっ タタ ンー リン ラッ ン ッ る 22 ン 
〇 e と うら (CAS 
ころ に 住ま ん 。 (⑨ の > と うら 了 NatG! 
息 富 ら か に 、 安息 - 当 ン イ タッ クタ 
47. 「 心 安らか に 、 安 心して を その 中 に 入れ ] ( 注 Cu し し Ri K 


25) 


48. われ ら は 彼 等 の 胸中 より すべ て の 往 恨 を と uibtek 
り 除 か ん 。 き すれ ば 、 彼 等 は 兄弟 の 如く な ii 2 の 
り て 、( 注 26) 僅 に 相対 し て 味 に 邊 る ん 。 の OU 


49. 彼 等 は を こ で 如何 な る 労苦 も 知ら ず 、 ま だ と と アン ン 中 レ を 放 (3 LM KS ノン 
に @oe ZS 
を そこ を 追わ れる こと も な か る で し 。( 往 な og 4 CS 42 





27) 
し も べら ノー ウン う 
50. 預言 者 よ 、 わ が 僕 等 に 告げ ょ 、 わ 和 れ は 実に の か 315283 じ 1 51 > Le 
定 大 に し て 、 基 悲 深い 者 な る こと を 。 の 4N246 
51. また 、 わ が 比 罰 は 実に 獲 列 で ある こと も 。 @ ら A20yI3313 810283 
52. し て 、 彼 等 に アプ ブラ ハム の 寅 客 に つい て lk つと AS 
計れ 。 エア アレジ 


53. 客 だ ち 彼 を 訪れ て 云え り 、「 平 安 あ れ 」1 と 。 ッ タ ー > IMMREUG を MP f 
"ラバ ハム は 云 】 等 か を 近 の て タ ピッ こよ 


アブ プラハ ム は 云え り 5、| 我 等 は 次 方 が た を 芝 


覧 き 男 子 の 嬉し い 知 ら せ を も だ ら せ り と 。 


る | と 。 ( 注 28) 6 
54. 彼 等 は 云え り 、「 恐 る る な か れ 、 我 等 は 液 に の の 0 凍 KEIEIE 


る 。 7 と いう 数 は 外人 下 に 対応 する 7 つの 感 党 、 即 ち 、 視 覚 、 聴 覚 、 喫 党 、 味 党 、 触 党 、 そ し て 閣 み を 感じ る 感 
党 と 気温 を 感じ る 感覚 の こと で も ある 。 それ に よっ て 人 人 は 外界 を 感受 する 。 


注 25 [ 心 安 ら か に 」 安 全 に 入れ と いう こ こと は それぞれ 人 人 の 心 の 中 に 食い 込む 内 的 心配 か が ら の 自由 、 外 的 
世 痛 と 前 か ら の 自由 と いう 再 を 表わす 。 


注 26 区 に 天国 の 生活 を 楽し ん で いる と 言え る 人 は 、 を の 心 の 中 に 児 弟 に 対す る 敵意 や や 悪 齋 が 全く な い 者 だ 
け で ある 。 


邊 27 。 この節 は 、 天 国 と は 絶え ず 働 き 続 ける 場所 で ある 事 を 意味 し て いる 。 し か し 、 を それ に も か か わら ず 、 
信徒 は 漁 し い 仕事 に つき も の の 疲れ を 全 ( 感 ぜ す 、 従 っ て 外 れ の 結 生 ずる 消耗 や 吾 弱 $ な い の で ある 。 


注 28 使い の 者 達 は 差し 迫っ た 大 惨事 の 報せ を も だ らし だ た 為 、 村 し み と 直 嘆 が 、 は っ きり と 表情 に 凌 わ れ て 


いた の で あろ う 。 ア ブラ ハム は 彼ら の 困惑 し た 表情 か 6、 駐 、 役 5 が 差し 出 き れ た 食事 を 日 に する 事 を 拒 邊 し 
た 事 か ら 6 それ を 悟っ た の で ある (11 : 71)。 
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「 我 具 す で に 上 い た る に も か 
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呈 。 役 は 云え り 、 90 5 2 アプ 。 て る ゥ の っ ャ ィ う タグ ィ ペン ンー と 
JoSolAz は US 
か わら 子 、 嬉 し い 知 ら せ を 表 に 号 う ぁ か 7 の ol の | 
価 故 貴方 が だ た は か か る 知ら せ を 我 に 与 う る 
が 7 | と 。。 
o6 . 彼 等 は 所 えり 、 [ 我 寺 : ぃ 本 当 ! に 流 1 - 尋 し い 知 アァ 1 12。 し しゃ ラン ルン クト る 1 る レタ 
ょ 4 8 wl・ さ ン の 
ら せ を も た ら せ り 。 き れ ば 絶望 る 者 の 一 人 の の の 38 あし 届 六 う PAE 
と な る な か れれ | と 
57.、 彼 は 云 た えり 、[ 迷 える 者 に 非 ず ば 、 誰が 主 の ン レッ ン 92292 フン ン 
INI 
比 悲 を 諦め 得 よ うか ?」 と 。 の LIN 6 うま お の Sossd5 
58, 更に 語 あ や つい で 、|「 と ころ で 、 便 者 た ちよ 、 バフ 2 多 1C91 AOL ア 
RI と は そ も 如 何 な る も の の OL の dE 
ぞ ? | と 訪 け 
59.「 我 等 は 罪深い 民 の と ころ へ 赴 《 途 中 な り 61G と た (UN 本 夫人 NE 1MW 
50. 人 1m ト の 一 家 は 除く Oo 邊 等 は あの 一 家 0 アッ ブン うめ ッ ア タンタン 2 ち M ン ビ る 
* | ヒ 4 NN 
は 全員 救 わ ん と 欲す れ ど 、 ⑤C で As の ー2T3Ib) 
61. ロト の 妻 だ け は 例外 な り 。 我 等 は 、 彼 女 が の C 2 1 ブイ (マウ ツレ る スン ン っ る 
Cu GA5 43121W 
後に 居 残 る 者 ども の 神 開 に 加わ らん こと を 9) ジ ブーン ッ 
定め だ り | と 彼 等 は 云え り 。 
五 項 
ミ リン プラ タ スル ン ン 
62. 使者 た ち が ロ ト の 家 を 訪ね る や 、 GOIGTOI 放 d 多 
63. ロト は 云え 、| 次 方 が た は 見 な れ ぬ 人 た だ ち も ンタ の る タン 鐵 ニン ン 
サケ っ 1 ド ] 
じゃ 」 と 。 ( 注 29) ⑨6* 34516 
64. 彼 等 は 云 を り 、『 き ょ よう 、 し か し 我 等 は 人 人々 PP い や ッッ ン 作 
- の 〇 9 AD 5 | 8 ド 
が 芝 い を 抱く こと に 関し て 、 天 削 の 知ら せ っ ウタ 届 な いび UE 
を 液 に 持ち 米 た る な 5 
65. 我 等 は 湊 に 確実 な 知ら せ を も だ ら 5 せり 。 我 @⑳ ン 5 GE 32[ スッ ン ! キレ 
0 9 て う 4 る 
等 の 言葉 は 真実 な 9 ool5 う eo 
66、 き れ ば 、 夜 の 明け ぬ 問 に 、 家 族 と 共に 出 で CS うる 8 る の っ 
_ 遇 め ) | 間 21 る ス 
立ち 、 液 は 家族 の 最後 尾 に 従え 。 お 前 た ち Ye ae ad 
の うち 誰 も 後ろ を 振り 向 か せ ず 、( 注 30) の の お らら 
た だ 命ぜ られ な た 方 向 に 進め ] と 。 
注 29 ロト は この 人 人 だ ち も は 単なる 旅人 で 、 た まだ た まそ の 場所 を 訪ね だ に すぎ な いし ょ 思っ か た 。 
注 30 「 誰 ぅ 後ろ を 振り 向 か せ ず 」 と いう 言 薬 は 比 員 的 に 使わ れ て いて 、 


親身 き に 進ん で いく よう に と いう 誠 味 で ある 。 
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後に 残さ きれ だ た 和信 々 に 気 を と られ ず 、 


第 五 意 





67 . 


69 . 


69. 


70. 


7} . 


7Z。 


73. 腔 


4 . 


7 り . 


76. 


導 


76. 


注 31 


パャ 
に ・ 


生 32 


汗 33 


か くし て われ ら は 、 こ の 民 が 朝 ま で に 根絶 
る れん こと を 、 そ の 決定 や ロト に は っ きり 
と 伝え だ り 9 

都 の 人 々 は 稚 喜 し て 集まり 米 だ れ り 。( 注 
31) 

ロト は 云え り 、| こ れ な る 方 々 は 我 が 客人 な 
り 。 され ば 我 に 恥 を か か せる な か れ 。 

アッ ラー を 罰 れ よ 、 我 を 作 辱 する な か れ 」 

た 

彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 液 に 如何 な る 民 も 
化 待 すこ この SE も Co な に 非 きる か り けり | と 。 

ロト は 云え り 、「 お 前 た ち が 起 非 と いう な 
ら 、 こ こ に 十分 な る 保障 、 我 が 娘 ら あり 」 

ほ 。 ( 注 32) 

告 っ て 云 う 、 彼 等 は 狂乱 し て 迷 誤 の 中 に 
簡 個 す 。 

か く て 、 彼 等 は 笛 月 に 天罰 に 見 舞 わ れ だ り 。 


われ ら は あの 都 を 眼 牧 し 、 住民 の 上 に 焼い 
た 胡 石 を 雨 と 降ら せ た り 。 


げに この 中 に は 、 物事 に 関す る 人 々 へ の き 
ま ざ ま な 神 兆 あ 0 


し か も 、 こ の 都 の 跡 は 、 今 な お を その まま 貞 


傍 に 横 だ われ り 。 ( 注 33) 


この 中 に は 、 信 ずる 者 へ の 一 種 の 表 微 
0 


セ モジ ル 
612 の 2 2222 

の UIOr と UNWCE 
デラ 5 所 
⑨⑳C で 誠人 らく 

グ ぅ 2? 。 ラブ ュー * 2 ッ 2 レン 
(の CLAYCKCUVI 有 Pt の う 
の 先 ら 9 う ィ タグ 27 ン バン 
先 2 め 95 8 る 別 約 9046 


タ る 
の o2595 人 6 8 2 
の uu イ 」 ce8I 4 人 RG 
Oo 1 ラクター ッ シン 0 ャ クタ イス 
⑨OAs5 AG) < 列 約 


6 


の ⑨ 〇 904 ゥ まう の 9 2) ぅ 2 1 2 人 4 
9 の 8 の 2 ドン ラン COIT 


MyPGC6CKOzGke 


@Ou220 ー Je 3 


ン デア 


pj 用 レ 


の IO の CE ya 88| 


ロト は 人 人 々 か ら 、 上 兄 知 ら ぬ 和信 を 町 に 人 れる な と 言わ れ て いた だ た の で 、 ロ トト の も と へ お 客 が 来 た と き 、 ロ 
ト が 彼ら の 警告 に も か か わら ず お 客 を も て な し て いる の を 非 黄 し て や ろう と 思っ て 、 人 人 々 は 意 ん で 集まっ て き 


11 章 79 節 参 照 


ここ て 言及 る 和 て いる 人 道 、 半 もち も 、 デ アラ ビア エ と シリア を 詰 ぶ 道 は 今 な お 使わ れ て いる 。 こ の 所 は 死海 に 
倫 っ て 通じ て いて 、 地 方 の 人 むち に ロト の 海 (The Sea of Lot) よし て 知ら れ て いる 。 
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79. 柄 し て 、 森 に 住む 民 も また 不義 な す 従 洪 な Sou if6g 
5 き 。 


80. され ば 、 わ れ ら は 役 等 を 懲らしめ だ り 。 こ 
れ 等 の 二 都 市 の 蹴 は 、 今 な お 天下 の 公道 沿 
い に 在 り 。 ( 注 34) 


第 太 項 
1 エ ジ ル ( 往 35) の 住民 も 便 科 た ち を So 衝 A0A 包 6 多 人 
誠 家 と し て 過 せ り 。 の oe RG 
82.、 わ れ ら が 数 々 の 神 兆 を 隆 し た る も 、 彼 等 は の Gu SCIKS 
之 に 注意 を 向け ざり き 。 2E ル 
し か 
83. 彼 等 は 岩石 を 空 っ て 家 と な し 、 し て 油断 oo の azo あ る 
の せり ウオン ルッ タリ ゆう 
せり 。 ( 往 36) ッ 
84. 然るに 或 る 朝 、 彼 等 は 天 同 に 見 舞 ち れ た 5。 の 2 クス 2 で 人 
( 注 37 」 2 
85. 面 し て 、 彼 等 が 信 ま で 築け し ぁ 等 マン ッッ ンタ ント スッ タッ ン トイ ジス 
人 の は 、 彼 当 oo G 須 化 


の だ た だめ に な ん の 役 に も 立た ぎり き 。 


86. わ れ ら は 天 も 地 も 、 そ の 間 に あ る 一 切 の も も 代 人 る シ ロン ンス < の シッ イン レ 
WAS | に しく 
の を 長 理 に 基づか ぎる 以外 は 創造 せ すぎ 5 ダッ ン ン つい の うう SAS 


に 3 げに 審判 の 時 刻 は 近づけ り 。 きれ ば 、 ぐ イ ぅ ー デ | の 衝 4 3 タロ (5 し 
ee デ 2 こし 
光 宣 大 な 心 を も っ て 容赦 せよ 。 ( 注 38) Get2535 り を 


は 
き 





注 34 ロト の 町 の 場合 、 街 壮 は 「 全 な お その まま 路傍 に 横 た な われ り 。」 上記 きれ て いる ( 当 次 77 節 )。 こ れ は 
林 来 も 存在 し 続け る だ ろう と いう 根 言 を 意味 し て いる 。「 森 の 人 」 (The Peopleof the Wood) の 住居 の 場合 、 
人 道 は | 開か れ た だ た 瘍 ] と 呼ば れ て いた 。 ア ジア と エジプト を 結ぶ 古い 道 は (「 開 か れ だ た 】 と いう 語 は 、 そ の 送 が 隊 
商 に よっ て 使わ れ な く な っ た 今 で も な お 存在 し て いる こと を 合 著 し て いる 。) 最 近 、 隊 商 に は 使わ れ な く な っ だ た 。 


注 35 ヒジ ル ( 石 の 意 ) は タブ ー ク と メデ ィ ナ の 間 に あ り 、 こ こ に 住ん で いた タム ー ド 族 に 彼ら に 克 告 を 与 
える 者 と し て サレ ー が 條 わ きれ た 。 そ の 町 は 大 き な 石 造り の 町 、 石 の 壁 と 城壁 で 胃 ま れ て いた 為 、 こ の 名 前 で 
呼ば れる 様 に な っ た 。 

注 36 この節 で は タム ー ド 族 は 文明 化 き され た だ 強力 で 裕福 な 集団 で あっ た 事 を 示し て いる 。 彼ら は 夏 と 冬 に 
別々 の 保 華 地 を 持ち 、 安 全 で 快適 な 生活 を 送っ て いた 。 夏 、 高 原 に 保養 と 転地 の た ゆめ に 出かけ て 冬 の 住居 を 衣 
れる 時 で きえ も 、 他 の 地区 の 住民 か ら 攻 撃 き れる と いう 心配 は 全て な か っ た 。 この 節 で は 又 、 彼 ら の 建築 が 非 
常に 発達 し て い だ こ と が 、 示 きれ て いる 。 

注 37 この節 で 言及 され て いる 大 挫 事 は 地震 で あっ た 事 が 7 :79 に 明らか に きれ て いる 。 

注 38 字 宙 の 創造 と を こ に 行き 濾 っ て いる 素 叶 5 し い 設 計 と 秩序 は 、 入 生 が この 地上 だ け の か り そ め の 短い 


存在 に 限定 され て は お ら ず 、 僅 大 な 目的 を 有 し て お り 、 人 人 は だ だ は ん の し ば ら 6 の 間食 べ て 飲ん で 薬 し く 過 ご 
し それ か ら 氷 譜 に 死す る だ め に 創造 きれ だ 訳 で は な いと いう 、 紛 れる も な い 結 論 へ と 導い て ゆく 。 
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87. げに 流 の 主 こ を 至 尊 者 、 全 知 者 な り 。 


68 . 


89. 


90. 


し 


92 . 


9 の 


94 . 


90. 


96 . 


9 が 。 


968. 


注 39 


即ち 、 


われ ら は 液 に 不断 に 繰り 返し て 唱え る で き 
セ つ の 節 と 、 偉 大 な る クル アー ン を すでに 
授け だ り 。 

液 、 わ れ ら が 或 る 類 い の 者 に 授け た る か 5 
そめ の 楽し み に 、 目 を 見 張り 、 ま た 役人 等 の 
た だ ため に 心 を 悩ま きす な か れ 。 それ より も る 液 の 
北 甘 の 細 を 信徒 だ な ち に 低く 垂れ よ 。( 注 
39) 

面 し て 云え 、「 我 は 疑う 余地 な き 和 警告 者 な 
り | と 。 

な ん と な れ ば 、 わ れ ら は 液 に 逆 っ て 幾つ も 
の 集団 に 分 れ だ 者 ども に 訓 を 科せ ん と 決意 
せり 。 ( 往 40) 

彼 等 は 、 ク ルアー ン に は 幾 多 の 虚偽 あ り と 
言明 せり 5。 

きれ ば 交 っ て 云う 、 わ れ ら は 必ず 彼 等 一 同 
を 組 明 せ ん 、 

彼 等 が 現世 で 何 し て いた だか と 。 

きれ ば 液 は 、 伝 達 を 命ぜ られ た こと を 富 揚 
し 、 多 宰 教 徒 ど $ か ら 遠 ざか れ 。 

われ ら は 必ず 喘 笑 する 者 ども に 対し 液 を 満 
足 き せん 。 


彼 等 は アッ ラー と 倍 に 他 の 神々 を 並べ 立て 
る が 、 そ の うち 必ず 思い し らき れん 。 


われ ら は 、 液 の 胸 が 彼 等 の 云う こと の だ め 
に 雌 儀 き せら れ て いる こと を 知る 。( 注 
41) 
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タル レン ン ゥ 2』 


@CAo ok この) 


⑲ QuELcA 


〆 う ラ ア る 


5 っ うそ で て 


サンス メン 
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9 る G5223 
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衣 
ヶ の Co と いい 


こと い ら と! うっ 
9 6 と 0 (38 
才 (42792 


レナ ルオ の 


@ ら eS 


2 レン タ 2 デノン * の タン us 


Ao dee 届 | 


この 箇 で 真 に 重要 な こと は 、 聖 な る 季 言 者 が 次 の よう に 告げ られ た と いう 事 で ある 。 


不信 の 徒 が 間もなく 《 六 せら 5 れ て 、 彼 ら が 遂 っ て い だ す べ で て の 富 、 


る と いう 事実 を 嘆き 悲し むこ と の な いよ うに と 。 


邊 40 


ey AS 


吉江 、 楽 光 は 彼ら 5 に 続 の な いも の に な 


メッ カ の 住民 は 、 数 組 の 集団 を 形成 し て いて 聖なる 掴 言 者 を 妨害 し て 邪魔 を する た め の 様 々 な 任務 を 
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99. 主 の 計 美 を 称え 、 主 の 御前 に 平伏 者 の 仲間 ⑳⑲ の Je 2 の 73o る 2 ン 。 タッ ン ク 
た れ 。 らら で の っ 

100. 面 し て 死 が 液 に 到来 する まで 、 主 を 農 拝 6w 2 WCGP 
し 続け ょ 。 ( 注 42) 2 


* 





それ ぞ れ に 負っ て い だ 。 XX、 そ の 集団 は 避 な る 聞 言 者 を 殺す こと に 決め た 時 、 種 々 の 役割 を 割り 当て 6 れ だ た 。 
「 つ も の 集団 に 分 れ た 者 」 と いう の は | お 互い に 種々 の 義務 を 割り 当て だ 人々 | の 意味 で も ある 。 


注 41 回 な る 項 言 者 が 嘆い た の は 、 不 信者 が 、 彼 を あざ 笑っ た か ら で は な く 、 彼 6 が アッ ラー の 神 と 地 の 神 々 
と を 結び つけ た か ら で あ る 。 屯 言 者 の 嘆き は 一 方 で は 神 へ の ね た まし い 程 の 愛 で あ り 、 又 、 他 方 で は 彼 の 同胞 
に 対し て の 心から の 心配 で あっ た 。 


注 42 この 招 で は 、 斑 な る 預言 者 の 使命 の 主 な 目的 、 即 も 、 神 の 調和 を 確立 する こと 、 に 関す る 限り 、 そ を れ 


は 成就 きれ つつ ある と いう こと を 主張 し て いる 。 彼 は 喜び に 満ち て 感謝 し な が ら 、 神 を 疹 ゆめ た た え 、 神 に 心 か 
ら の 責 身 あど ある る げ て ひれ 伏 す の で ある 。 
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アン ナハ ル 
(メッ カ 落 示 ) 


あ 


まね な ラ 
慈悲 深く 、 恵 み 通 く ア ッ ラ ー の 御名 に こ お い 0 た で) ュー っ 3 人 あし と 


ロ 


2. アッ ラー の 仰せ や られ し こと は 近い 将来 に 必 人 ん 0 の (人生 426CF 全 4 間 
ず 起 る で し 00 れ ば 、 を 急ぎ 求む CE ひ う う や pos2395 の 41 


い 中 


る な か れ 。 理 な る か な 、 彼 こそ は 人 々 が 役 oe 4 

人 旨 20 の HP 証 CSU | 

Pi . " 宮 っ と は ー ラロ イェ 『 谷 じ に 19 (<3 ッ ン アン と] d 当 
8 彼 は 僕ら の 中 て 只 し た る 者 に 、 彼 ヵ の の 光 人 KM 0 


1 
Pet - 神 な し 。 9 (の 
ば た だ われ の み を 、 主 工 者 と 持 め よ と 人 々 OK303 46 DE の い 

1 生 7RHBD 
レン 1 る mg ン 10 る 2<3 2 る 
4. 彼 は 真理 に 基づい て 天地 を 創造 せり 。 ( 注 は くう 5 6 に 
2) 役 こ を は 人 々 が 彼 と 併せ 祀る 神々 の 上 上 2 
に 高く まし ます 。 の ⑤ ら と つ ょ り 


し か 
。 彼 は 一 滴 の 液体 よ り 人 人間 を 創造 せ り 然 る の 2 ク 2 こう ン タン レン し ン の デア 
の 2 上 | 
に 見 よ 、 人 間 は 天然 た る 反抗 填 な る か な !  (②⑯Q 〇 AP 人 AE aoeoCSJI GE 


と C ク 


( 注 3) 
ラーン グ ェ 2 タイ 3 ン と ョ の レン ン 
6. 面 し て 、 彼 ま だ た 家畜 も 創造 せり 。 お 前 だ ち 27 ご 6 Cs 2C59|2 
が 之 に 依っ て 明か い 着 物 と 便宜 を 得る の み 5o3% 
な ら ず 、 を の 際 を 食す る た め に 。 ご 
あし た 
『 タタ に 家斉 ら を 小屋 に : 連 紀 帰る と き 、 又 朝 に ツン タタ ン 。 モ ン ッ ニン ン の 6 ン ? の Eo 科 2 
の の みう の の か の みり いら 
牧場 へ 用 い 行 く と き 、 家 畜 ら の な ん た だ る 美 〇 OO" 
し さよ 。 





注 1 この 文 の 遮 味 は 、 不 信者 を 罰する 時 期 、 色 ち 新しい 時 代 の 到来 を 告げ る 時 期 が 既に 玉 て いる と いう 事 
で ある 。 


注 2  「 真 理 に 基づい て 」 と いう 意味 は 、 人 間 が 寧 的 に 改心 する 時 、 天 と 地 は 鬼 力 し て 望ま し い 結果 を 生み 
出す よう に 、 そ れ ぞ れ 決 まっ た 役割 を 持っ て いる と 考 を て も いい し 、 又 は 神 が 天 地 を 創っ だ の は 人 間 の 関心 を 
神 の 方 に 向け る よう に 働か せる だ めで あり 、 人 間 に 神 を な いて 完全 な も の は 何 も な い 事 を 知ら せる だ めで ある ・ 
と 考え て も いい 。 


注 3 神 は 明確 な 法則 に 従っ て 天地 を 創造 きれ だ 後に 人 間 を 人 蟹 ゅ 、 そ の 導き 手 ほ 上 し て の 啓示 を 下 ふ 和 れ だ た 。 神 
は と る に 足ら な いも ぉ も の か ら 人 間 を 創造 きれ だ に ふか か わら ず 、 人 間 に 最 高 の 資 費 を 与 た られ だ が 、 人間 は 神 か 
ら 賜っ た 導き に よっ て 行動 し な いで 、 神 の 力 や 権力 を 紙 い 始 め た だ 。 
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10. 


1 上 


12. 


和 


14. 


注 4 
注 5 
言 は 鉄道 、 蒸 和 船 


エ 
あき 


8 . 


剰 え 、 お 前 だ ち が 苦 労 せ ず に 達し 得 ぬ 遠い 
所 に まで 前 た ちの 下 共 を 志 ボ 。 げ に 
た ちの 主 は 憐 枯 に し て 、 慈 悲 深 て まし ます 。 


まだ た 、 彼 は 、 腺 馬 、 馬 馬 を お前 た ちの 乗 
用 に 、 そ れ か ら 和 飾り と な す だ め に と 剣 り 給 
えり 。( 注 4) きら 6 に 彼 は 、 お 前 たち が いま 
だ 知ら ぎる も の を 創造 せん 。( 定 5) 
正しい 道 を 示す は アッ ラー 次 第 な り 。 逸脱 
する 道 も あり 。 然し な が ら 、 も し アッ ラー 
欲し た り せ ば 、 お 前 た ち す で て を 導き 得 た 
り し 管 。 

第 一 項 
彼 こ を そ は 膨 か 6 水 を 降ら せ 給 える 御方 。 お 
前 だ た ち は そ れ を 飲み 、 まだ お 前 た ち が 家 畜 
を 育て る 評 林 も ラ に よっ て 成育 す 。 


の ルル な つ あ 直し 
この 雨 に よっ て 、 彼 は 帝 物 、 概 概 、 東都 子 、 
入荷 な ど 種 々 の 果実 を 生 ぜ し な 。 げ に 、 こ 


し る し 
の 中 に 含む $ の こそ 、 思 應 深い 者 へ の 神 兆 
な り 。( 注 6) 


また だ 彼 は 、 夜 と 書 と を お 打ち の だ め に 役 
立 だ な せしめ 、 太 陽 も 月 も 群生 も $ ま た 彼 の 命 
令 に よっ て ぢ お 前 たち に 役立た せしめ だ り 。 
げに この 中 に 念 nr ぜ も の こる 理解 ある 省 へ の 
きま ざま な 神 兆 な り 。 
また 彼 が 地上 に 創り けし きま ざま な 色合い 
も 、 ぢ お 前 だ た ちの だ た め に 役立た せ し む 。( 注 7 ) 
神 は 人 人間 に 必要 な 物資 を 号 を られ る 時 、 


いつ で も 箱 神 的 に 必要 な も の に も 


アン ナハ ル 


ECR の 


の 4 ン ② っ ンタ る 7 


の ee ゆとり 
0 の 2 の ン の 2 ス イッ ンク ロン 
Mi 
①g59 に 
デレ ンダ レレ s ッ ン シタ ラッ る ュー イン ン 
る の Eo2US20AS5 人 6 び う 
5 ん 6) 


AN 導 半 免 北 s の 8 る 癌 


OGK そい と AA 5 
29 デブ し 9 2 の 
CC MC の りり 1 


3 合 42995888 め 人 る (ちら 
oo 


人 


po oe う 


pa 88) ち の 
ie し rr。 
@G3 セン ン デ 

の US の 9I 82 3 


心 を 配っ て お られ る 。 


この 文 は 、 軍 は 入間 に まだ 知ら れ て いな い 新 し い 交 通 機 関 や も だ らき る れる と いう 意味 で ある 。 この 所 


て お ら 包 る 。 


注 6 


抽 物 を 成長 きせ る エネ ルギー は 土 の 中 に 万 れ て いる の か も 知れ な い が 、 


貞 動 車 、 飛 行 機 ほ と いう 形 で 実現 きれ た 。 神 だ けが これ か ら 先 に 発明 きる れる 交通 手段 を 知っ 


土 が 天 か ら ボ を も ら わ な けれ 


ば その エネ ルギー は 働く こと が で き な い 。 人 間 も 同 様 に す ば 5 し い 素 資 を 受け 継い どい て も 神 の 詩 が の 助け な 


し に は 向上 で き な い 。 


る こと が で きる と 言う の に 等 し い 。 


注 7 
この 多様 性 が な か っ 


神 の 創造 で 最も すばらし い ぃ い 事 の 1 つ は 、 


9 


入間 の 精神 的 加 上 の 基礎 を 知性 どけ に 赴く こと は 、 土 が 水 の 助 けなし に 植物 を 成長 させ 


2 つの 物 あ る い は 和信 で 全く 同じ も の が な いと いう 事 で ある 。 
だ な ら ば 世界 中 で 数 を 切 れ な い 程 の 混乱 が 起き だ で あろ う 。 


1 つの も の を 別 の も の と 区 別 


Fo や 一 
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ここ の 中 に 含む も の は 、 注 意 が か い 人 へ ーッ ンー 2 る ゃ クラン < 
= 匠 る 
の 押 光 なり 。( 往 8) oy03 あり 4999 
_- 2 い / ン イ ンス タ っ グ タ で s ジ ュ ン イレ 。。 タレ 
15. 面 し て 、 - 海 を お 前 た ち に 服従 せしめ ゅ 、 お 前 因 4 ルル 【 負 に KRW SS く いく 
た ち が 海 か ら 新 鮮 な 魚 を 生 て 食し 、 ま た 身 2 
に 付け る 装飾 を 得 さ し ゅ 給 うた は 彼 な り 0。 みろ ろ 2c( の 5 220> 4 っ る) 
液 は 見 た り 、 波 を 昧 立 て て 進み 行く 舟 の 姿 シン 
ノー ロタ ン 2 タン ッ ン と 1 ンプ プイ タタ 
を 。 こ は お 前 たち に 、 旅 行 を 可 な らし め 、 3032 Ao5 の 2 so9 う 5 っ GU gl 
月 つ 主 の 四 恵 を 求め 、 以 て 感謝 を 捧げ し め ンタ タ シラン 
ん が だめ な 上 ( 注 9 ) ⑨ 〇 > 


16 . 0 と と も に 搬 れ 動 か ぎる クタ イン タジン ラ ョ ンス, ラン 2 インク 0 
5 、 彼 は 地上 に 育 岡 な る 山 獲 を 据え たり 。 じ の ウジ っ (の Co の)3。83 


人 ち が 正 し 〈 く 進め る よ リラ ラタン クッ る を る る クッ タン 

OO223 2 SL 
う 、 河 川 移 道 路 あ や 設け だ た り 。 ( 注 11) の Ca 
17. その ほか に も 、 道 要 を 設置 せり 。 そ れ ら に (OTCY1V ス 人 UTC 2 


まあ 穫 。 また 星 辰 に よっ て 、 人 々 は 正しい 
方 角 を 知る 。 ( 注 12) 


し た り 、 1 人 の 人 を 別 の 人 上 見 分 ける の が 見 し か っ だ こと だ ろう 。 同様 に 、 人 人 間 は 気 克 や 体質 が 多様 な の で 、 
色んな 性 軟 の 人 に 同じ よう に ぴっ だ りす る 教え を 工夫 する こと は 信 聞 の 能力 を 超え て いる 。 自然 界 に 存在 する 
相 遠 点 を 全部 知っ て いる 人 人 はだれ もい な い 。 宰 だ けが この きま ぎざぎざ ま か な 遅い を 把握 きれ て いて 、 そ れ 故 に 、 神 だ -・ 
けが すべ で て の 人 を 満 走る させ 、 す べ で て の 人 人 に 有 益 な 教 を も 与え る こと が で きる 。 


注 8 思 庶 深い 省 (12 節 )、 理 解 あ る 者 (13 節 )、 注 巡 ぶ か い 者 (14 節 ) と いう 三 語 は それぞれ の 節 の 終わ 5 
に 別々 に 記 き れ て いて 、 を の 語 が 使わ れ て いる の 主題 に 特に 疾 切 で ある と 考え られ る 。 又 この 3 つの 節 で きま 
ょ まり は と し て 扱わ れ て いる は 主題 に も 応用 で きる と 考え られ る 。 どの 語 を どの 場所 で 使う か は その 語 の 重要 き の 
度合 に よっ て 決め ゆら れ て いる 。「 思 盛 】 と た いう 語 が 最初 に 使わ れ て いる の は 、 を それ が 人 間 が 道 値 的 に 改心 する 過 
程 で 最初 に 行う こと で あり 、 メ すべ で て の 道徳 的 性 換 の 中 で 最初 に 目 党 ゆ る も の で ある か ら で あ る 。 | 思慮 深く 
な れ ば 、「 理 解 力 ] が 一 し 理 手 を 使う ょ うに な る 。 第 二 段 階 で 和信 は 道徳 的 改革 を 遂げ る 。 その 次 に 来る 弟 三 段階 
で は 誌 剖 は 完全 に 克服 きれ 道徳 的 高藤 は 消え を 、[ 沖 意 僚 か て (」 目 戒 し 秋 行 を 行う こと は 自分 の 性 質 の 一 部 ほな る 。 


潤 9 海 は 人 問 の 益 に な る と て も ぅ 重要 な も の で ある 。 それ は 水 の 室 庫 で あり そこ か ら 大 陽 は 我々 に 了 困 を 号 え 
る 。 海 は 又 、 旅 行 や 質 易 の 交通 路 で あり 、 人 問 に 食物 資源 を 与え て いる 。 


注 10 地 綿 学 で は 山脈 が 地 寺 の 時 に 地面 を 守る の に 大 い に 役立っ て いる 事実 を 立証 し た だ 。 


注 11 ここ で 使わ れ て いる 道路] と いう 語 は 人 聞 の 手 に よっ て 入 為 的 に 作ら れ た だ 道 で は な 《 大 昔 か ら 公 道 
と し て 使わ れ て きた 自 釣 に で きた だ 山 措 、 川 首 、 谷 道 の こ と で ある 。 


注 12 この 節 は 、 地球 が 、 谷 も 山 $ 川 も な いで こ ぼ こ の な ぃ 平ら な 表面 を し て いた な ら 5 ば 人 人 が ある 場所 か ら 
他 の 場所 へ 行 《 道 を 見 つけ る こと が ほとん と 不可 能 で あっ だ ろう と いう 事 を 物語 っ て いる 。 地球 の 表面 に ある 
物理 的 な 特徴 が 道 を 探す の に 役立っ て いる 。 分 日 で も こう いう 日 柄 が 空路 で 非常 に 役立っ て いる 。 旭 も 陸 や 海 
を 旅 す る 人 の 役に立っ て いる 。 
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18. され ば 、 萬 物 を 創造 せ し 者 を 、 何 一 つ 創造 
せ ざ る 者 と 同一 視 で きよ うか ? お 前 だ ち ま 
だ 気がつか ぬか ? 


ai hm さて エン ぅ の 4 の る ゃ スプ ッ ェ 人 を タッ トン 
OO1EA ど で で と と さも LAso AS 1 
は まこ と に お や き し く 、 0 の の kg 
より が き お 放 だ まし ます る ぞ 。 
ぅ ま ッ ラ テー は 、 前 だ ち が を 放し 、 ンタ タッグ ンタ る アン ao! 
20。 し が も アッ クー は お 前 7 ち が 何 を # OYK AKI 


何 を 表わす か を 知り し 給 う 。 
ン タタ ッ レン ン し 
21. 然るに 、 彼 等 が アッ ラー の 他 に 拝 する 神々 6 衣 導 9200o2 32 CV ひる 


は 、 何 一 つ 創 造 せ ず 、 却 っ て 自ら 剣 ら れ た ・ 


ンタ クイック っ の の 
5 。 の の AS AA 5 
し ぶつ いのら 
22. 彼 等 は 死 物 に し て 、 生 命 な し 。 き れ ば 、 い OCSH42421 レ で セン 002 1 『 
つ 難 らき れる の か 、 を その 時 を 知ら ず 。 9 う 鍵 : 2 人 
第 三 項 


23. お 前 た ちの 神 は 狐 一 な る 神 な り 。 る れ ど 、 うし 6 の 2AUUG 仙 5 負 2 
来世 を 信 ぜ ぎる 徒 募 は 、 そ の 心 が 真 理 に 素 2 あら あの J92 
まず 、 全 て 人 乙 な 者 ども な り 。 の GE25 33 3 ん > 2 


E そ ュ = へ 。 ッ ラ ー! 4 補 こ ミ オー が rt 2 6 2 タ 9 ゥ ン NM 
24 如 う 余地 な 《、 チ ッ ラ ー は 彼 等 が 何 を 由 し 、 ちの 84 し 7 人 82 
何 を や 表わす か を 知り 給 う 。 げ に 彼 は 、 高 慢 


な る 者 を 愛 で 給 わ ず 。 - っ の 
く 旭 アティ タル サタン ッ ン ニブ ノッ タン (る ッ タ サブ アラ ェ ュ エン 
25. 彼 等 に 向っ て NR ふも CA oz 1 2 5131 う 
は 何ぞ や ? ] と 問わ ば 、 彼 等 は 去 う 、「 古 人 ウッ グ ウ ッ 
の 富 語 な り 」 と 。 @eU5y 


26. 邊 潮 の 日 ら ば 、 己 が 世 を すべ で て 背負 い 、 2 と 人 名 の 
剰 ぇ 彼 等 が を の 無知 ゆえ に 迷わ し め た る お ら 2 う 23 の は 


者 の 重荷 の 一 部 まで 負わ きる べし 。 あ か 、 24617C1A 叶 人 才 6 和 ET 
9 の い いり | 2 の 2 の 
役 等 が 担う ちの こ を 悲 桶 し きか な 1! 6 2 りう ン 2020 を 

第 四 項 ! アァ ン ゥ イン ン デン 

27. 矯 等 前 に も 悪 りみ を 策 て た る 徒 避 あり 。 9 の hld620 す 2 2J8 


欠 れ ども 、 ア デア ッ ラー 人 彼 等 の 建物 を 土台 か 6 め タ コン 


泌 し 、 る の 屋根 彼 等 の 頭上 に 落下 し 、 思 い DA28 92382 る あらう 8 
も よら ぬ と ころ か ら 絡 罰 を 革 り ぬ 。( 注 リク シレン チン 
13) が 0 


13 過去 の 預言 考 達 に 反対 する 者 達 に ふり か か っ た だ の は 通常 の 破 壊 で は な か っ た 。 彼ら は 根こそぎ 破壊 き 
れ 、 役 ら が 建て た 建物 の 上 合 や を その 上 の 避 只 屋根 は 彼ら の 上 に 倒れ か か っ た だ た 。 す な わ ち 対立 し た 者 達 の 指導 者 
も 追従 者 も 容赦 きれ な か っ た の で ある 。 
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調 T 


人 Pr し 
28. きら に まだ た だ 、 復 活 の 日 至ら ば 、 彼 は 彼 等 を ンタ ンタ ン ン ッ クタ ュ アイン 1 ェ 引 2 る 谷 
矢 し め て 云わ ん 、 「 お 前 だ ち が 預 言 者 に 反抗 の ジロ 2 っ Te 3 ティ 
し て 、 わ れ に 併せ 祀 り し 神々 は 果して 何処 53 谷 信 6 
に あり や ?」 と 。 隊 され だ 人 々 ば は 580 の 
な わん 、「 げ に 今 、 恥 辱 と 災難 が 不信 の の 20520 る 0 に 
りす 
29. 己 れ の 形 を 自ら を こ な っ て いる 間 に 天 使 6  。 (2 8 5 の 品 
0 生 で ry を こ で 初め て 服従 申し 2 
、「 我 等 は 如何 な る 悪事 も 行わ ず 」 と 去 と 人 る 人 作 の 電 9 て SG セ AI 
( 生 14) 和 否 が 、 ア ッ ラ ー は 前 た だ ち タン レン っ っ 9 
の 所 業 を 知 徐 し 給 < らぶ うい 
30. され ば 地獄 の 門 を 入り 、 そ の 中 に 住め 。 高 ce 人 の 3 0 あえ 2 01FESMG 
慢 な る 者 の 住居 は 補 な る か な 。 
ン ? ぅ 3 
ol ば GA) 
31. 然 れ ども 、 二 を 罰 れ 奉り し 者 は 灯 問 われ ん 、 で ンス レ る の 
| 主 が 啓示 る れ だ た る も の を 液 等 いか に 思う PD 5JzIGCIS160 03 
や ? 」 上 。 彼 等 は 云う 、「 最 上 な り 」 と 。 療 Zr と CGIsaA 8 ea 
事 を な す 者 は この 現世 で 報 状 あり 。 し か も 2 0 ン ン 
米 世 の 住居 は 更に 良し 。 げ に 主 を 國 れ 奉る NSJ 2 うど と 
者 の 住居 は 素晴らし きか な 一 - 
と こし え 22 う NM ッ ン 
32. を は 河川 流 る る 永遠 の 楽園 な り 。 彼 等 が 欲 っ の UM 人 gc 
する 6 の は すべ て を そこ に あり 。 ( 注 15) 7 か 。 ぅ ロン 5 ーー 『 ア ゥ 。 タグ 
〈 の 如く 、 ア ッ ラ ー は 己 れ を 長 れ 奉る 者 に re ie oe] 
報い 給 う 。 MI 
33. 彼 等 は 汚れ な きま 3 天使 ら が 命 を 名 42 ョ ン ッ ーー ュ ン グ の ) タタ ョ ン ン ン ンタ KN 
VO eS Os っ ・ 1 
げた 者 。 天使 ら は 、「 あ な た が た だ に 平 放 あれ My と 
0 も 3 あな が だ が た が な し だ る こと の 秩 な れ 区 肌色 絡 EAC 
ば 、 い き ぎ 楽 園 に 入れ か し 」 と 云う 。 
34. これ に 反し て 、 不 信心 者 ども は 天使 ら が 役 し 2 て 人 の 22 ン 
AL 
等 - 臨 まん と する を 待つ か 、 或いは 液 の 主 陣 み O!) 1OpEy JA 
注 14 不信 者 は 、 自 分 達 の し た 事 は 良い 意図 と 純粋 な 動機 に 基 い て むり 、 神 の 美徳 に 想念 を 集中 きせ る 導 、 


ーー 


りー 


リ 


に せ の 神々 を 礼拝 し た に すぎ な いと 抗議 する 。 


邊 15 。 正 し 《、 敬 け ん な 意志 の 望む 市 は 神 の 意志 と 一 致す る 。 
よう に 敬 け ん な る 着 は 願う の で ある 。 


それ 故 、 神 の 意図 する も の だ けが 与え られ る 
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ー』-- ヤー 
系 | 六 豆 


30 . 


36. 


37 。 


9 . 


99)。 


生 16 
る 。 


注 17 


の 命 が 下 る を 待つ 以外 に 、 何 を か 期待 せ 
ん ? ( 注 16) 二 (振舞 いた る 者 は 、 彼 等 以 
前 に - も 存 し た り 。 アッ ラー は 彼 等 を 害し た 
に 非 ず 、 害 え る は 彼 等 自ら な り 。 
か くし て 、 な せる 如 事 は 自ら に 跳ね 返り 
( 注 17) か つて 喘 笑 せ し ち の に 彼 等 は 包囲 
KG Ui 

第 五 項 
多神教 徒 ど $ は 云う | アッ ラー も し 欲し た 
り せ ば 、 我 等 $、 我 等 の 父祖 も 、 役 以外 に 
何 物 を も 崇拝 せ ざ ぎり し も の を 。 ま だ た 我 等 は 
主 の 命令 な く し て 、 何 物 も 3 侍 ぜ ざり き 」 と 。 
新 く 云う は 、 役 等 以前 の 者 も 又 氏 り 。 し か 
れ ど も 、 便 徒 の 責務 は 神託 を 明 瞭 に 宮 達 す 
る 以外 、 他 事なき に 非 ず や ? 


われ ら は それ ぞ れ の 民 の 中 か ら 一 和信 の 使徒 
を 選び 、 説 の かしめ だり 、[ ア ッ ラ ー を 崇拝 し 、 
邪神 を 避 け よ 」 と 。 彼 等 の 或 る 者 を アッ ラー 
は 性 き 給 い 、 他 の 者 を 迷う が まま に 和 任 し 
た り 。 さ きれ ば 各地 を 経 巡 り て 、 項 言 莉 だ ち 
を 偽る 者 と 過 し た 徒 回 の 末路 や 如何 ん 、 と 
見 る が よい 『! 


た と い 液 が 彼 等 を 導 か ん と 切望 し て も 、 知 
る が よい 、 ア ッ ラ ー は 迷わ し めん と し た 者 
は 断じて 導 か ず 。 あ の 莉 ど も は 如何 な る 救 
け 手 も な し 。 
彼 等 は ケッ ラー の 御名 に か け て 、[「 ア ッ ラ ー 
は 一 だ び 死 し た な る 者 を 難 ら せ 給 わ ず 」 と 葉 
1 否 、 ア デッラ ー は 必ず 死者 を 時 ら せ 
こ は 彼 自ら を 締り た る 約束 な り 。 され 
WO 


9 ノイ ルン う 


まどっ a ア スワ 


き eOJNO5 Ah と 包 


5 CA 


UBA る この 3 い 1 
@⑫6 ヶ 3 ノー 2 サン タク 6 


2 ダン (スッ イク ノノ スン レ トー 3 タン ェ ン イン 
PaoGC5BLEE ら EC2AeL26 


2 


と レラ ぅ ラッ 


(の! どら ルリ ゴ アーム 1 


ラッ ン 


すま 


MFIHKS2T24UWAIP 


らっし 2 っ CD 52 る みう 
に 


 o48HSE 


ンー グ ュ タン 内 24 
2 も 00298 SE 


0 生 と 


は 554LS gk 


DP 


や さ 


デフ 


SS 


5 や ン うる レナ ン 


CS っ ひら る 42 う 


間 HI 


ラン ー デン ュ 


2 983 32806 2 あ o ぁ ポ 


っ 20 08 の 


wi 史 人 


っ フー ラン タ 


0 


の の の の 久 28 


タフ ッ ン ンコ っ る | アラン 「 ユ 


1A4S 6 


の て 


3 う 


CI ER 


2 


* 天 使 を 待つ : は 個人 の 不信 仰 者 の 大 壊 を 次 味 し 、「 主 の 命 が 下 る を 待つ |] は 国家 の 減 亡 を 芝 味 し て い 


加 行 が 前 せら れる と いう 吾 は 、 外 か ら 6 発生 する の で は な く 、 


その 行為 の 度合 い に 応 じ な もの で ある 。 


2 休ま 


その 行為 その も の の 忠 然 の 結果 で あり 、 


ー の や ペ 


9 | 





40. 彼 等 の 論争 の 問題 を 役 等 に 明示 し 、 是 つ 信 





> アク イ ブック 人 や 2 ンス ア ィ レノ タン ェ ン ン 
41. われ ら 何事 か を 欲す る と き は 、 た だ [ 在 和 れ | の 40 oL 55115 ROOM 
と 去 う の み 。 面 し て 、 作 ち 存 す 。 ( 注 19) oo33 
- ' 0 oe フッ ンタ 2 ン ィ 」 時 
42. アッ ラー の 道 の た め 故 に 迫害 を 守家 郷 を MA so oe8095 を は の 
氷 わ れ た る 莉 は 、 役 等 は 知る べく も な い が 、 の 2 0 2 5 
" SIRS 2 
OiEMFm る と ジロ ル ルール 1T1 
え 、 来 世に お いて も 更に 大 な る 報 拉 を 与 ぇ ッ ツレ ラン ッ ン 
ん 一 ⑮ 〇 
43. すなわち 役人 等 は 応 忍 不 抜 に し て 、 を その 二 を ン イ シン ン っ 2 アッ て 
8 〇 ゅ 9 ヶ ッ いい 
は ずる な り ⑯ 3 る 6 うと うう oo AN 
44. わ れ ら は 、 啓 示 を 援 け た る 人 々 を 除い て 、 ノン 旬 ク / 
2 とう NZ WU rs? 
何者 を も 液 以前 に 遺 わ し た り は せ じ 。 液 69soePIP2 
や 信和 の 聖典 リア プラタ ブッ ン ッ ク 2 1 K ォ ン 
yk を 持て る 民 に 之 を @⑫Ow 人 URI 
HIl え 。 
45. われ ら は 明 年 と 総 典 を 授け て 使徒 ら を 僅 わ 人 レッ ンク 59 ん し 生 
し た り 。 わ れ ら が 液 に 警告 の 聖典 を 授け だ CCI( 二 WTOMIIOGETPI ま PA こり 
る は 、 全 迄 に 降 き れ た も の を 人 々 に 解明 せ の イィ る 外 R 
ん が た め 、 き すれ ば 役人 等 も 熟 記 せ ん 。 9 光っ ン 
46. 悪事 を た くら あの 者 ど : も 、 ア アッラー の 交 アプ うる 5 ン CGIDKC 
り に 触れ て 大 地 に 企み こま れ た り 、 又 は 思 る 0 う 6 が Do26 
い が け な いこ と で 大 前 を 隷 る こと な ど な し マン ッ クタ 5 ブラッ ラン 。 れる 多く し セル 
い Ge の 2 の 1 oN| 
確信 する や ? 9 の eS PA で OIulos 
47.、 或いは 、 あ ちこ ち 動 きま わっ て い る 除 に 、 野生 光 み ー02 ド の の 
神 の お 考え を 遅く べき 和 途 な き と き に 、 彼 等 の の 2223 44 かき 2905 
を アッ ラー は 捉え 給 わ じ と 信ずる や ? ( 注 
20) 
注 18 復活 の 日 に 悟る 真理 が 、 あ まり に も 完璧 な 、 不 信者 は 復活 を 否定 し た 事 は 超 か で あっ た と 認め る 事 


ーー キュ ニ 
ぶ 草 


ぜ ぎ る 者 に 自分 だ た ち が 嘘 つき な る を 思い 知 
らし めん が だ め に 、 役 は 死者 を 睦 ら せん 。 
( 注 18) 


0 た yi 


の AA) る 5 Ooa2 み る 2 や 122 ンコ ッ タ 91 
半 結 の VA の 


アン 


と な る 。 ま こと に 復活 の 日 の 長 実 の 実現 は 完全 無欠 な の で ある 。 


注 19 
に 望み に つい て の 表現 に 
注 20 

に 彼ら と 共に ある の だ と 、 信 仰 を 持つ 者 が 考え て は な ら な い 。 


「 在 れ 」 と いう 語 は 、 神 が 既に 存在 し て いる も の に 対し 、 命 令 
すぎ ず 、 神 が 望み を 表明 すれ ば 直ちに それ は 成 呪 きれ る 事 を 意味 す る 。 

、 彼 5 ら の 力 は 租 敵 で 栄光 が 党 
間もなく こう いう 活動 は その 政治 力 の 酸 減 を 拓 


不信 の 徒 が 、 


だ 2 の の 


度々 の 旅行 や 、 そ の 活動 が 自由 で 制限 きれ て いな い 事 か ら 


選 引 一 


を 下す と いう 意味 で は な い 。 それ は 上 単 
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二 『-g 


て らら 


27 
引け 
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48. 


49. 


9U . 
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りき 。 


99: 


は だ まだ 、 少 し ずつ 消耗 きせ て 破 減 に 尊 く 
促 な し と 信ずる や 7 ともかく 、 お 所 た ちの 
主 は 実に お や る し く 、 蓄 悲 深き お 方 に まし 
ます 。 ( 注 21) 
邊 等 は 、 ア ッ ラ ー が 創り 給 い し すべ て の も 
の が 、 か し こま っ て アッ ラー に と 平伏 し な が 
ら 、 右 か ら 左 に その 影 を 移動 する を 観 ざ り 
し の カ * ツ 
ああ ふみ な こと ご ざ ごと 

犬 に 在 る ぁ も の 、 地 に 在 る も の 、 資 松 く アッ 
ラー に 和 額 づ く 。 庄 天使 も また 然 り 。 彼 等 は 
高 憎 に 上 非 ず 。 

まし ま * 
すなわち 、 役 等 は 己 れ ら の 上 に 在 す 主 を 胃 
れ 、 そ の 命ぜ が られ だ る こと を 行う 。 


第 七 項 

アッ ラー は 云え り 、「 二 神 を 拝 な な か れ 。 神 
は 唯 だ 御 一 柱 。 きれ ば 、 わ も れ ら の み 胃 れ 散 
ぇ | と 。 ( 注 22) 

大 に 在 る も の 、 地 に 在 る も の 、 す べ て は アッ 
ラー の 所 旋 に し て 、 彼 に こそ を 永久 に 服従 す 。 
然るに 、 お 前 た ち ア デッラ ー 以 外 に 何者 を 時 
る る か ? 


すべ て の 思 恵 は アッ ラー より 授かり 給 う 。 


な れ ど 、 お 前 た ち 和 災難 に 遅 え ば 、 彼 に 政 け 
を 求め て 嘆願 す 。 


か く の 
て 、 彼 は お 前 た だ たち から を その 災難 を 取り 除 


の うる ウッ タン ン タン レレ ュ 、 タ ンマ ロン ムタ トレ ン 
2 うつ 0 の OU Os 1 


プク 


『 タ ) タデ アンノ ン と よう > っ アン ラブ プン ン 


エン し 。 し の と の 〆 ァ ! 
ぃ JA SRC の oe 0 ぴゃ | 


2 み 。! ゥ タン ゅ グ ノ タ ィ ノ マッ 5 
(COPY と スプ ENTS IVISWAITEO 


と まで まさ の の 1 学 ・( レ タタ 9 マー ョ レン 

ら 6 っ の と 9 はら うら 1 うじ AS 05 

ン 297 と と アッ レン プア ュ ン ュ ン 

OK も USIVIEEOK 

フレ ョ ン ュ ゥ ズー ゥ ua 22 る 2 タイ アン 

し の か うら うる 352 ら 2 の うつ めい 
ya 


に アッ タン タタ 


(0 〇 ゅ > の る っ 

アイ て ッ ラグ タ ッ ン リ て 2 の 2 を る ン ュ 。 レレ 
036CSKASUoA9U5A め すき 部 083 
22 ン ッ (2 フス る の 1 る 

os 66SO 


の 2? タイ レレ = ウフ が 。 ia e イプ し 
SoboA903o の 350 3533 


ンタ る は 1 
《⑯⑩ 〇 yo 201 っ 1 


る 2 タン フン ルプ を リーン イッ ン 29 ロジ レ 
て AO 362 る 0 じ ぅ 
で レラ 9 フン イン 
の の の らら 456 


> ら レ タク 。 タ ダッ ン レ 2 レグ クン 。 ン る 
AGE 2 人 2 At 33 
ゝ アレ 2 
@9 め うき 


この 節 は 、 不信 の 徒 の カ は し だ い に 弱 く な る と いう こと で 、 信 仰 を 持た ぬ 者 は 徹底 的 に 打倒 きれ る 前 
イス ラム の 力 が 二 大 し 続け て 最終 的 に は 勝利 を や 収 ゆ る と いう 懲 地 に と りつ か れる 事 ほ な る と いう 意味 で あ 


DD . 
ける と 、 な ん と 、 お 前 だ ちの 或 る 者 は 主 に 
傍 せ 祀る 者 を 配 し て 、 

注 21 

w 抽 

る 。 

注 : 22 


に 一 人 の 軍 は も う 一 人 の 神 に 従わ ちな けれ ば な ら 5 な か っ た で あろ う 。 この 場合 、 
紅 を 及ば し 統制 する 宇 責 を 持っ て い だ こ と と な る 。 


宇宙 の し て み を 研究 すれ ば 、 宇 宙 に 存在 する その 素晴らし い 一 芯 性 が 明らか に な る 。 も し 神 が 一 人 で 
な か っ だ な ら ば 、 こ の 秩序 は 消え て し まっ た で ある ろう し 、 そ を の 上 、 も し 二 人 人 の 神 が い だ たら 命令 を 実行 する だ め 


ミル メラ 


あっ た ろう 。 も し 二 人 共 、 同等 で あっ た な ら ば それ ぞ れ が 


人 人 の うち 一 和信 の 神 は 不 必要 で 


そん な 事 に な れ ば 、 お 戸 い の 間 で きっ と 意見 の 相違 が で た こと で あろ う 。 し か し その 様 な 仮定 は 不条理 で ある 。 
それ 故に 、 全 宇宙 を 創造 し た の は 唯一 の 神 で な けれ ば な ら な い の で ある 。 
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56 . 


り 6 . 


99. 


60. 


B ま 。 


2 。 


われ ら が 彼 等 に 垂れ たる 恩恵 を 否定 す 。 る 
れ ば 、 し ば し 楽 し む が よい 。 や が て お ぢ お 前 た 
ち 思 い 知 らん 。 


. 役 等 は 、 わ 和 れ ら が 授け し も の の 一 部 を 偽り 


の 神々 の た め に 用 意 す 。 ア ッ ラ ー に 碧 っ て 
了 
必ず 紺 明 せら る B。 
Ii 
と ぶ う 一 胃 れ 多き か な 「 一 と ころ が 、 自 ら 
は 所 望 す る も の を 然し が る 。 ( 注 23) 


現に 、 彼 等 の だ れ 5 が 女史 誕生 の 報せ を 聞 
け ば 、 公 ち 失 意 落 胆 の 余 り その 顔 は く 3 4。 


彼 は その 宮 い 報せ の た め に 人 目 を 避け 「 恥 
を 妃 ん で 及 を 育つ べき か ヵ 、 それ と も 土 中 に 
埋め る べべ きか] と 思い 右 う 。 ( 注 24) げに 、 
彼 等 の 判断 た る や 邪悪 な り 。 


来世 を 信 ぜ ぎる 徒 斐 の 地位 は 不 率 な り 、 こ 
れ に 反し て 、 す べ て の 高尚 な 属性 は アッ 
ラー に 属す 。 そ は 雄大 に し て 、 覧 哲 に まし 
ます 。 
第 八 項 

も し 仮に 、 ア ッ ラ ー が その 悪 業 故 に 人 を 同 
BN 
じ 。( 注 25) 然 れ ど も 、 彼 は 定め ゆめ られ た だ る 
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生 23 


この 節 で は 、 信 仰 を 持た 中 者 の つま ず き の も と は 、 


(息子 で は な く ) 娘 の 出生 が 神 の せい だ と する こと 


に ある と 言っ て いる 訳 で は な い 。 し か し な が ら グ クル デー ン で は 上 生子 の 出生 を 神 の せい に する 事 も 、 強 く 非 外 し 
て いる ⑪9 益 91、92 節 )。 当 節 で は 単に 、 不 信者 が 娘 の 出生 に ょ より 面目 が つぶ れる と 信じ に こん で いる の で 、 神 


の せい に し て し まう 引 6 の 趣 か きる に つい て 述べ られ て いる 。 


注 24 


いて で ある 。 彼ら は 女性 に 対し て 非常 に 低い 認識 し か 持っ て お ら ず 、 を その 社 全 で 極端 に 


ここ て 言及 され て いる の は ある アラ グ ブ の 種族 で 流行 し て いた 女児 や 生き 埋 ゆ に する 野 窒 な 習慣 に つ 


- 低 い 地 位 し か 与え て い 


な か っ だ 。 クル デー ン は 女性 の 名 蒼 を 強く 支持 し 、 す べ て の 合法 的 な 権利 を 認め て きだ た 。 この 点 で クル アー ン 
は 世界 中 の 加 典 の 中 で 独特 な も の と いえ る 。 
神 に よっ て す で て の 罪 が 一 度 に 前 せら れ だ と し た ら 、 世 の 終り が 米 て 地上 の 生物 が すべ て 死に 絶え て 
し まう 為 、 温 の 下さ れる 時 が 遅 ら き れ て いる の で ある 。 人 人 は 罪 の 結果 と し て 減 ぼ きれ 、 人 の 減 亡 後 は 動物 や 余 
な ど は 生存 する 徐 の 目的 が な く な る 。 動物 等 は 、 人 闇 の 役に立ち 、 人 間 の 利益 に な る た め に 創 6 ら れ だ の だ か ら 、 
入間 と 共に 減 び る の で ある 。 「 


邊 25 
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3. 


期限 まで 彼 等 を 獲 像 す 。 面 し て 、 と の 時 
ら ば 、 彼 等 之 を 寸 時 も 延 し 、 又 早 ゆる こと ょ 
能 わ ず 。 

然し な が ら 、 彼 等 は 己 れ の 好ま ざる も の を 
アッ ラー に 振り 当て 、 し か も 、 最 上 な も の 


ン ィ 9 フフ ブッ ン プ Z 


G り o ァ Jo 5 MP の め み に 


[ブッ ン プン う の ウタ レル デビ 


っ 9 。AAI 2 は 


ROY 人 ORPTOG 


っ 9 や プン ゥ クタ イイ クイ レン ンプ ルル! ぅ ァ タ ン ン ン 
は 自分 た ちの た め に ある べし と 偽り を 巡 べ っ 5 う B0L22 の る 2 りな て 8 
る 。 疑い も ゃ な く 、 cho も の を の os 届 2 
中 に 彼 等 は 見 捨て られ ん 。 つの 
9 イブ イア イン ロン 。 92 ン 避 伯 ン っ 
64. 神 か け て 云う が 、 わ れ ら は 液 以前 に も 語 々 900S92221 ECS 6 
の 民 に 使徒 ら を 己 わ せり 。 然るに 、 悪魔 は レン シッ 99292 2 9 タプ ゥ 9 ン ET て 
を れ ら の 民 を し て 己 れ の 所 業 を 正しい ょ 思 。 ClA2 29 う 2202602288 CE 2 測 
わし め た だ た り 。 され ば 、 Pe 
い 時 
悪魔 な れ ど 、 何れ 彼 等 も 閣 削 を 宜 シン 
65. kcnb 流 に 、 彼 等 2? 99 イン ロン ター で フュ 6 31 (WW 
EoiW2O GNUEU 
縮 池 する 同 題 に つい て 彼 等 に 、 、 解 明 せ し GU 上 
あ 、 思 ァ 2 ジン プラ 。 
0 だ た だ め 、 ま た 信ずる 者 の 徐 導 並 びに の お あ 9 と の 0 る あう 5 
慈 電 た らし めん が 故 な り 。 
くだ これ し ッッ 
66. アッ ラー は 天 よ り 水 を 降 し 、 有 之 に よっ て 死 ASiaCEE 交 素 WS2 放 名 
せる 大 地 を 難 ら し む 。 げに この 中 に は 也 傾 る 』 
9 の 0 2 プロ ダフ ルプ ブン レト ラップ [レン ェ ラッ ン 
ける 者 へ の 神 光 あり 。 らい タク 29) も AB 
名 九 項 
b7 . また 、 家畜 の 場合 【 こ も 、 お 前 だ ち へ の 教え 2 グラ ョ ンー レッ プラ ー・ ? 
うし っ ッッ e 2 る る 〆 
あり 。 わ れ ら は 、 彼 等 の 腹 中 に ある も の 、 MNO ol3 08 
すなわち 排 世 物 と 地 液 の 中 間 に ある 清らか の IGE ルオ アナ) 
1 ウラ 9 こつ の 
な も の 、 飲む 者 を し て 快 き を 得 き し むる 乳 9 の 
を お 前 だ ち に 与 う 。 
内 に さち HH コー くさ た >、 較 7 ウ う レン ぅ 5 多 、 そ ン ララ アテ 2、 る る アス 恋 ら ご 
68. ま た 、 理 格子 御 荷 の 全容 We 4 OO oteys らら 23 
に て 酒 や 体 に よい 食べ 物 を 得る 。( 注 26) 3 セン (7 ィ 
この 中 に 含ま れる も の は 、 道理 を わき まえ (の VREHYOGM の MI PIEUMESCSEIC の 
た 者 へ の 確か な 神 兆 な り 。 
69. また 、 流 の 主 は 蜜蜂 に 牙 示 し て ほ 20 BROSo5tgeidS33y 品 3 
「 丘 や や 樹 間 や 、 又 は 人 が 作り し 李 に 、 お 前 サリ レ > タ ニン 
時 ン ラ 9 <。? デン Ri ン の 
だ ちの 巣 を 営め 。 ⑲⑨ 〇 > ン ル あこ CTC ン た 
注 26 。 神 に よっ て 信 造 きれ た もの が 自然 で 純粋 な 形 の まま で あれ ば 、 純 で 健全 で 活力 の も と と な る 食物 に な 
る 。 し か し 人 が それ ら を 自然 の まま 用 いな い の で あれ ば 、 畠 われ て し まう 。 同 じ に 様 に 神 の 教え も 完全 な まま で 
ある 限り 、 精 神 的 に 非常 に 有益 な も の と な る が 、 を その 完全 き が 損 わ れれ ば 全く 役に立た な く な る 。 
注 27 ここ で の 啓示 は 、 神 が すべ て の 視 造 物 に 生ま れつ き の 本 能 を 与え られ だ た と いう 事 を 意味 し て いる 。 こ 
の 節 に は 、 全 宇 二 は 、 明 ら か で あっ だ りり 隠 き る れ て いた だ りす る 啓示 (直観 ) に ょ よっ て 円 滑 に 首尾 よ て 動じ て いる 
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が に かさ 





し か 
70. 面 し て 、 あ ら め ゆる 選 実 を 食し 、 主 に よっ て 5 放 MG シン タ 
語 6 0 うめ | 2 
教え られ た 分 り 易 い 道 を と っ て 謝 巣 せよ 」 M 6 の Ca 3 ある 
[る ( 5 の 


と 仰せ ら 衝 給 う 。 か く て 蜜蜂 の 体内 か ら 多 
様 な る 色彩 の 薬効 ある 飲物 出 づ 。 こ の 中 に 
含ま れる も の は 、 思 維 する 者 た ち へ の 確か 
な 光 な り 。 


人 5 823( の 雪 6 
OCROETGIH 2 


ある ャ フン ンプ 凡 ン ン ン 5) 


6 の メア 0 ッ ノン い 2 ノ 
Us が ッ ラ ー は ぉ 前 だ ち を 創り 、 い つか また 死 3 る 9 9 yu 8 2 る Ni 
な し む 。 市 し て 、 お 前 た ちの 或 る 者 を 、 知 の 2 
り だ た る こと を こと ざと て ( 忘 刀 果て る ま て 長 3 る 2 
生き せ し む 。 げ に アッ ラー は 、 全 知 全能 に Sec 
まし ます 。 イッ 
す 
人 が ッ ラ ー は 、 お 前 だ ちの 或 る 者 を 宮 アス て > 1 ラン ンダ ニッ ン る の 2 し レ 
いう っ 5 OL5 人 | 
な らし め た り 。 然るに 、 こ れ ら の 思 屯 を 施 we Gap io 9 
きれ た る 者 、 己 れ の 話 手 が 所 有 す 者 に その SEORteD な 2 g 
財産 を 頒 ち て 、 を 等 し (配分 する こと を 8 ーッ 
ププ ラン う 
せ ず 。 然 ら ば 、 彼 等 は アッ ラー の 恩 忠 を 非 の の Ao 放 1 用 の の 5 
認 ぜ ん と する か ? 
3. まう 、 プッ 2 ーー は お 前 だ ちの 中 か ら お 前 ッ イ ン レン ンタ ン 。 タ ッッ る スン ン 9』 の 
た ち に 配偶 者 を 与え 、 そ の 配偶 者 か ら お 前 Os zolo ク JOSS 人 の 
り ち に 子供 や 孫 を 投 【 7 寺 の 6* らい みろ ょ と 結 ン ン ノンノ 之 ラン レン 
CHIM | 
構 な も の を 供給 し 給 う 。( 注 28) 嬉 る に 、 9 5365 と 2oka あ も 
ミ リノ レッ 5 9 
條 等 は くだ ら ぬ も の を 信じ て 、 ア ッ ラ ー の Goo る Ame22056 あ る JBUU 
恩恵 を 認め ぎる か ? ン 
74. アッ ラー を さる し 捨て 彼 等 が 人 め る 如き も ジー る 9 5 し lo 65 う 
の は 、 天 地 か ら 如 何 な る 賜物 も 彼 等 に 時 2 が 2 トー 
ず 、 の みな ら ず か か る 能力 を 所 有 せ ず 。 ⑭6E っ JCG oo9G ゅ 5062 
75. きれ ば 、 ア ッ ラ ー に 類似 せる も の を 造り 出 イス イン タイ ッ ン 21 と リン ッ ン 
1 。 GS NG ある PE)IG)IP い It ゆっ 98 


と いう ほのめかし が 了 き る きれ て いる 。 


す な か れ 。 げ に アッ ラー は 知り 給 う が 、 お 
前 た ち は 知 ら ず 。 ( 注 29) 


②5205) 


言い 換え 衝 ば 、 す べ で て の 創造 物 は 天 の 本 能 と 生ま 和 れ つき の 夫 質 に 従っ て 


と いう 事 で ある 。 憲 峰 が 優れ だ 例 と し て 人 ば れ た 。 
も 見 る こと が で きる の で 素 入 の 観察 者 を も 感動 き 


行動 する 時 に だ け そ の も の が 存在 する 日 的 に か な っ て いる 
な ぜ な ら ば 密 蜂 の すばらし い 紺 織 と 仕事 ぶり は 操 限 に よっ て 
せる 上 事 が で きる か ら で あ る 。 


注 28 この 節 は 人 神 の 唯一 性 を 、 支 持 す る 葵 点 と し て 、 私 有 の 本 能 に つい て 述べ て いる 。 
小 29 人間 は 神 の 借 大 で 限り な い 力 に つい て 何 $ 知 ら な い の に 、 神 に 関す る 法則 を 考察 する な ど と いう の 
は 、 厚 か まし いい 限り で ある 。 
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第 人 べ 普 Y テバ 
ある に 
い ァ こう ーー + 上 3 ー リャ で 4 ぅ ンプ イル クタ ィ 2 クー ノ 
76. アッ ラー は 、 二 の 持ち も ぉ の i に し て 目 ら は 如 OO もう us ? ove 61 こう る 
何 な る 力も も だ ぬ 奴 隷 ほ 、( 注 30) Na 202 
2 ウン タイ ェ ク ン レ ェ クラ 19 イ る ラン る 
が 許 か ら 佳 き 供給 物 を 喝 わ り た る 者 が 、 LC 3)) Cy 
を か に 、 又 公然 と を れ ら を 施し に 使う 0 ッ タ タイ シレ タン ッ ン 
ぁ ルル シン ッ ン ES 
人 と を 比較 し 給 う 。( 注 31) この 両者 朱 し 。 \eAATK 本 0 kV31ZF3 
て 同等 な る か ? アッ ラー に 讃 美 あれ 「 さ き ン ラク イッ ン 
os 
ど 、 彼 等 の 大 半 は : と を 知ら 6 ず 。 
て て ンタ ウン ンー ランタ ン (まで eo 信 
77. まだ た 、 ア ッ ラ ー は 、 二 人 の 男 の 比 了 を 説く 。 2MD9X 2 Sel od Lo 0 し つと ら う 
本 は 路 に EE 何事 も な す E わ ず 、 何処 ks っ 員 和 | 負 ンタ ン ジイ 
に 造っ て も 役に立た ず 、 主 人 の 電荷 と な る ウ 59SSC 5 
ば か り 。 か か る 者 が 、 正義 を 勧め 、 直 き 道 2 ッ ノ ンー ンター ラッ アッ ン 6 
を 踏む 者 と 同等 と し な り 得 さ べき や? の AG JA 
ウ ン ァ ク ノン } 
9 プッ & 
あめ つっ ち 昌 に 一 項 [で] ッッ イン ン * 1 タッ る 
78. 大 地 の 中 秘 ( 注 32) は ア ッ ラ ー の 語り 給 。 と に DIC3O の 12 SU 
うと こ み 、 面 し て 、 約 末 の 時 起 る ば また 4 "る か Pl アン 2 
し 1 1 Ko っ Jl 
< 間 に 似 だ り 。 机 、 それ より も 速やか な り 。 の ゆ d と 34531 う 当 人 Le 
然 り 、 アッ ラー は 高 事 に 証 っ て 力 を 有 す 。 
79. まだ 、 ア デッラ ー は お 前 た ち に 感謝 せしめ ん ンク イプ タン ンタ ァ ァ ョ イン 外 」 
So 4 3 
が た > め に 、 ぢ 前 だ ち を 母 の 胎内 か ら 何 も 解 の os PO 22 や 
記 ど ィ | 2 る イラ フン の 
ら ぎ 4 うち に 表 出 だ し 、 呈 と 月 と 心 上 を 4 GL る 9 る 253 << 
生え 給え ( 邊 33) ン ァ タ タン ラン 
⑨ い の 5 
80. ゲッ ネー ンド 衣 み 2 島 を 観 ぎ きる 。 し と 本 
5【 ノ イル s ン 3 やす メグ マッ 3 ププ ィ 
か ? アッラー に 非 ず し て 誰が 飛鳥 を 制す る いつ lo なら AB) | 
ぞ 。 OPT この 中 に 合 ま れ て い 1)EEWETSUEIUMUIP い 二 
の e9 の 入 と びり DO! 人 5605 る 
る も の は 、 信仰 する 人 々 へ の きる きま ぎ まな (あめ 2 2 
神 兆 な り 
注 30 不信 心 な 者 は まる で 意志 と 行動 の 自由 を 挫 っ て 、 引 分 の 低い 讐 望 と 快楽 の 奴 雪 に な っ た 者 の ょ う で あ 
る 。 
注 31 ここ て 湊 考 た きれ て いる の は 加 な る 預言 者 一 神 の 最高 の し ちゃ べ の 事 と 思わ れる 。 (1) 彼 は ( 夜 に 人 閣 の 
た め に 祈る こと に より 5) 人 に 知ら れる 事 な く 人 類 に 仕 ん 、 又 (日 に 見 える 奉仕 活動 に よって) 常々 と 入 類 の 為 
に 記 て くし た だ 。 (2) 彼 は 人 昼夜 絶え ん 間 な (人 類 の 人 為 に つく し た 。 
注 32 [天地 の 奥 秘 】 と は 即ち 、 信 じ な い 者 の 最終 的 な 敗北 と 当惑 、 を れ に イス ラム の 勝利 を 意味 する 。 
注 33 聞い た り 見 た 5 理解 し た りす る 能力 は 、 こ の 順序 で 人 が 知識 を 得る の を 助け て きた 。 生ま れ だ ば か り 


の 子 代 は まず 、 隊 力 を 使う 。 祝 力 が 次 に 発達 し 、 
この で は 間もなく メッ カ の 不信 の 徒 に ふり か か る 部 
う 意味 は 、 信 じ な い 者 の た め に 用 意 し て ある 玉 を 保留 し て いる と いう 事 で ある 。 ア 


注 34 


そし て 成長 の 最終 段階 5 し て 理解 が 発達 する 。 


に つい て だ け 述 べ て いる 。 島 を 近づけ な いと い 
ラブ の 詩 に は 鳥 が 勝 辛 の 後 
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81 . 


82 . 


6J. 


84 . 


GO . 


80 . 


87 . 


に つい て 行っ て 戦場 で 倒 き る れ だ きま に な っ て いる 英 の 死体 を つい ば むこ と が 述 さ られ て いる 


まだ 、 ア ッ ラ ー は 、 お 前 た ち に 安息 の 場所 
と し て 家 を 与え 、 ま た 家畜 の 皮革 に よっ て 
天幕 を 与え 、 旅 略 に あっ て も 、 和 宿営 に 際 
て も ゃ も 、 そ の 軽便 きる を お 打 た だ ち に 分 らし め た だ 
り 。 ま た 役 は 、 家 講 か ら と れる 羊毛 や 毛皮 
や 獣 毛 で 世帯 道具 や 時 期 に 』 応 7 に 必需 品 を 
ぢ な 前 だ ち に 与え た り 。 
まだ 、 ア デッラ ー は 、 創 造 せ る 樹木 で な 前 た 
に 日 陰 を 作り 、 山 中 に 遊 難所 を 設け 、 著 
誤 を 防 で 衣服 と 戦場 で その 身 を 護る 青 
と 写 え た だり 。 か く の 如 く 、 役 は お 前 た ち 
を 服従 帰 伏 き せん が た め に 、 そ の 恵み を 全 
すね 
され ど 、 も し 彼 等 背 を [回 
神託 を 伝え よ 。 
彼 等 は アッ ラー の 恵み を 認め つつ も 、 之 を 


宇 語 * す 。 世 人 人 の 大 半 は 凝り 固まっ た 不信 心 
者 難 な り 。 


ゆ が 詩 、 入 人 だ だ 


第 十 二 
ゎ れ ら が それ ぞ れ の 民 よ り 一 人 の 証人 を 立 
て る を の 日 を 記 れ まい ぞ 。( 注 35) を の 日 
不信 心 者 ども は 犯し た 行為 の 修正 は 許さ きれ 
ボ 。 また 弁解 6 許 き れ ぎ る べし 。 


非行 を 為 せ る 省 ど も が 徐 同 を 目のあたり に 


見 ん 時 は 、 そ は 役 等 の た め に 軽減 な せら れず 、 
92 SOSSS 


アッ ラー に 他 神 を 併せ 祀 し 彼 等 が 、 を の 
他 神 を 見 て 、 云わ ん 、「 わ れ ら の 主 よ 、 彼 等 


デン ナハ ル 


KS の 02 
ア ラン ンジ / _9 23522 ュ ン < 5 ルル 59 
yu 補 


ノダ < 


AA レシ: KC4G 


デ 


ogedi23GW 


と INS ばく 
Se と < 才 く と 3GKJEaj 
EK だ る とう 
Eo 
CMAUEHWITGMACIHNRYTE 
て AS あ 1 で 3 ン ン > 3 失 マ 2 ン 


2 W 


C の の っ > を 


タラ 2 フレ ラン ノン 


タプ っ タデ アンダ 
〇 うり 30Ae3451 05 の 8255 
と マッ ンク 2 グ タ ぅ クン ぅ る 
(の IGPCCtC 和 人 ま と 1 
あの 連 も 3 っ 
SG 
ET1C を イレ の 
325 2 上 AU 


も の が 沢山 ある 。 


を の みる セン クタ タ デン 


eecuss 称 5 の GIIAE 


アラ ブ の 読 に よれ ば 鳥 が 空中 を 舞う と いう 事 は 、 部 族 の 下 北 と 破壊 を 象 租 し て いる (67 : 20 参照 )。 こ の 節 で は 、 


神 は イス ラム 教徒 が 信仰 を 持た 内 首 に 対し て 戦い を 挑む 事 を 差 し 控え る せ た だ と 言明 し て いる 。 し か し 、 
ん 戦う 許可 が 与 を られ る や 償 や 、 不 信 の 徒 は 、 打 ち 人 負 か る され 破 減る せら 5 れ 、 


ん で いる 鳥 に 食わ 礼 る と ころ と な る の で ある 。 


注 35 


この 節 で は 神 よ り の 使者 が 世界 の すべ て の 民族 と 国々 に : 


いっ た 


信仰 を 持た ぬ 者 達 の 死体 は 空 を 飛 


送ら れ た 事 が 述べ られ て いる 。 この 主張 は す 


べ て の 符 典 の 中 で クル デー ン に だ け 述 べら れ て いる ぉ る の で ある 。 そ し て クル アー ン に よっ て 約 1400 年 前 に 明 ら 


か (に きれ だ この 主張 の 真理 が 、 


人 や 人 類 の 上 を 照ら し 始め た の で ある 。 
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SQ 、 


89. 


こそ は 、 我 等 が 日 頃 主 の 代り に 崇め た る 

合 祭 視 な り | と 。 す る と 、 彼 等 は 直ちに 反 

朋 せ ん 、「 お 前 た ちこ る を 虚言 者 な り 」 と 。( 注 

36) 

その 日 彼 等 も 初め て アッ ラー に 落 順 を 申 
し 出 で A。 耐 し て 、 彼 等 が 提 造 せ し 神々 は 

彼 等 を 見 捨て ん 。 

自 6 不信 心 者 に し て 、 人 を アッ ラー 
ら 背 か し め る 者 に は その 害 毒 故に 、 

の 上 に 更に 懲罰 を 加え ん 。 


の 道 か 
筑前 


た ーッ ツ 


Az 1 fy ue 
06 う EIRS4S い UE 


ン ゥ タン ラン 


いら ぅ 入選 
56 6 よく 562 8 の 31 
ER 


90. われ ら が る 9 ち に 同族 の 一 人 2 タン ラン フッ ン ン 
せる 日 を 、 0 請 し て 、 わ れ ら は he 5 も 人 
SteUAe は アテ 3 
湊 を この 徒 華 に 対す る 証人 た ou め 09 
う いう ? 2 アデ し レ 1 電 
され は こそ 、 わ れ ら は 一 切 を 解明 する 経 の 0 おう 4 5 (の ひめ 5 だめ & 
を 液 に 降 し 、 本 に 衝 科 す る 者 の 了 
補導 と 慈 悲 と 朗報 た らし め だ た だ る な り 。 
第 - 十 三 項 ャ ニン 
91. げに アッ テー は 、 正義 と 善行 並び に 親族 に 5 55JSLL 多 人 8 
計 す る 贈 号 を 命じ 給 い 、 酸 行 と 外 悪 並び に RG | っ クラ 
背 逆 を 禁じ 給 う 。 か た 人 Sm ン と 22G 光 
も に 留意 せしめ ん が た だ た め な り 。 の 9 の ・ AB る 
92. お 前 た ち ア ッ ラ ー と 約束 し た な ら ば 、 を の NNGG 
0 11 0 訪 11 1 
約束 を 全う せよ ょ 。 容 約 を 確認 し 、( 注 37) ~ の 0C 5 
アッ ラー を 証人 と し た る 後に 之 を 破る こと Ao の Cc 人 0 2 3 っ 仙 る 5 
な か れ 。 アッラー は ぢ お 前 だ ちの 行為 を 確実 2 
電 エア オナ 
に 知り 給 う 。 OO OO 
SE 語 の ーー) 5 、 ン ァ 。 (レン イ 2 2 。 多 ン 
Nch 9 AO の 
いか に ーー 硬 の) 人 年 5 他方 D 優 吉 に 2 
ョ リン を ュ ノ ッ > タ る ノラ ゥ グ 
な っ た か ら と いっ て 、 状 約 を 策 路 の 手段 に e 忌 。 了 の 2 5 際 8 Ge 
使う な か れ 。( 注 38) アッ ラー は 逐 に よっ 
注 36 偽り 9 の 神 と その 信奉 者 と の 間 の 論 衝 が 、 示 唆 し て いる 事 は 、 罪 と 、 真 理 の 否定 に 基く 友情 は 決し て 長 
続き し な いと いう 事 で ある 。 ' 
注 37 信徒 が 神 に 負っ て いる 恩 装 は アッ ラー の 約束 と いう 語 で 表 わ き れ 、 仲 韻 に 負っ て いる 装 務 は 胡 約 と い 
う 語 で 表 わ き れ て いる 。 
38 この 節 と 次 の 節 で は 、 ど ん な 事 を し て も 守ら な けれ ば な ら な い 百 い の 死守 に つい て 最大 級 の 強調 が な 
に 3: 兆 0 
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十 六 章 アン ナハ ル 





し 放 


て お 前 た ち を 試み ん と す 。 き れ ば 復活 の 日 Oo 2 SO の Id 
に 訟 て 、 彼 は お 前 た ち が 意 見 を 異 に する 事 


アッ タ だ の の っ ゃ 2 タ 9 
柄 を 必ず お 前 た ち に 明確 に せん 。 の OS5 45 50 KA る 25 
94. アッ ラー も し 欲し た り せ ば 、 彼 は 必ず お 前 る ウジ ラク 0 の: ク 
9 1 ri ょ う 1 イ グ 
だ ち を 一団 と な し 得 た 管 。 き されど 、 彼 は る は 8 KCSP し は うう 
の 欲す る 省 を 迷わ し め 、 7 欲す る 者 を ド に 有朋 いく の の 
導き 給 う 。 面 し て 、 お 前 た ち は そ の 為 せ る 錠 
こと に つい て 必ず や 誠 問 きれ ん 。 (の 7GY 5 て 


95. お 前 たち 、 響 約 を お 互い の 間 の 策略 の 手段 る 人 3 It Ke 、 守 22 ス る る ャ ン 
2 SD 2 lb や ダ う 
に 使う こと な か れ 。( 注 39) 然 ら ず ば 、 喘 


み し め ゅ た 脚 は 潜り 、 人 々 を アッ ラー の 道 か WT 26prS 
ら 背 か し め だ る こと の だ め に 、 不運 を 営め 
プ 由 
きせ られ 、 二 つ 重 刑 を 受け ん 。 の る と 移っ 2 和 ら っ 
9G . 0 oe の 3 うぅ 契約 を わ づ か な 代価 で 売る な か い デラ グ AA23) 
MC 0 
4t。 2 デッラ ー で C2P ウル 393 
の 許 に ある も の こそ 前 た ち に と り て 最 5 っ 8 る % 深 光る 


優れ る を 知ら 1 ( 注 40) 


う デ ルン っ ン 

97. 前 た ちの 有する も の は 消 小 すれ ど 、 テ アッ 68 っ: 人 2GE 直 8208 OS 
ー の 話 に ある も の は 永 存 す 。 凍 し て 、 卒 の っ の 

2 人 NO の Ip いと っ と この > し 2 マ AJ1 


る 最 療 の 行為 に 対し て 報 差 を 与え ん 。 og ノン 

で 馬 2 た だ メス ア 2 も を 152 2 ンー タン 
98. 男 で も 女 で も 、( 注 41) 信者 に し て 義 し い の DU32 ひ I の 

行い を する 者 は 、 わ れ ら 必ず 清らか な 人 生 時 2 ク チイ まま 

を 授 く 。 ま た われ ら は 、 彼 等 が 為 せ る 最 普 PFLe@* < IA 

の 行為 に 対し て 、 必 ず や 報 半 を 授け ん 。 ⑳G し 索 。 っ こし 


99. 流 ク ルアー ン を 読 衣 す る 時 は 、 排 床 さ れ た だ 152 し As 6) ュ レン fi 
りー つ ーー ッ っ プ の (つい つの) っ > 

悪魔 に 対し て アッ ラー の 加護 を 求め ょ 。 ウー の Dalot5 
G⑨⑲ >* テ | 


注 39 その よう な 行い は 、 帳 分 の 力 を 弱め る 事 に な る 。 


注 40 人 々 は 力 を 持つ よう に な る と 、 大 体 に 診 い て 、 色 々 な 誘 唆 に か られ て し まう 。 覆 に 彼ら の 敵 は 人 々 の 
中 か ら ス パイ や 情報 提供 者 を 雇い 、 そ の 国家 の 秘密 を 知る た だめ に 多 谷 の ワイ ロ を 噌 る 。 イ スラ ム 数 徒 達 は 次 の 
ょ うな 言 防 で て 、 こ の よう な 読 悪 に 負け な いよ うに 生 告 きれ て いる 。「 ア ブッ ラー の 契約 を わずか な 代価 で 売る な か 
6 」 


注 41 この 綴 で は 協 女 同 権 が 認め られ 、 宰 の 思 恵 は 男女 に 等 し く 分 け 与え られ る 事 が 約束 きれ て いる 。 
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rm YUy 
100. 悪 麻 は 、 信 じ て そ の 主 に 頼る 者 に 対し て 4&633 まう の 555 鉛 
休ん の 支配 か も 持た ず 。 計 の 
6 

101. 彼 の カ は だ だ 、 . 彼 を 味方 2 る 者 並び に ンク ン ッ ー ャ 5 る の 入 と 8 
アプ uU 5 AO9 2 し 3」 
アッ ラー に 他 神 等 を 併せ 訪 る 徒 問 の 上 に の っ cp ミン ッ シン タッ 
み 及ぶ 。 (ひい の の 

第 征 四 項 
102. われ ら が 或 る 御 告 を 他 の 御 告 に 代え る 時 し TE の を CIHH| 
ーー アッ ラー こそ は も その 酒 \ ボ する も の を ン 有 
マ 。 う デア 3 2 ンジ タン イィ 

知り 給 う に 一 彼 等 は う 、「 流 は た だ 揚 千 者 1 FOMEA& 
に すぎ ず 」 ほ と 。 然 ら ず 、 彼 等 の 大 半 は 知識 2 
を 有 せ ぎる な り 5。 oss 
103. 所 を 、「 主 より 聖 寺 が 液 に 、 真理 を 携え て バッ 2 の の 2 の う タ イス タン うろ タ 
降 せ る は 、 信 者 の 信念 を 強 圏 な らし ゅ 、 且 > 9 いわ od 交 の 4 


104 . 


106. 


107. 


つた スス リム へ の 維 導 章 並 びに 計 報 た らし め 


ん か : た め な り 」 eiH 


われ ら は 彼 等 が 、| 彼 ム ハ マ ン ド に 教え る 
は 、 だ だ の 人 間 に す ぎ ず ] と 志 う を 知る 。 
RCG Pr WatIRI22 上 本 2 
国語 な り 。 これ に 反し 、 こ は 平易 明瞭 な る 
アラ ビア 語 な り 。 


4 の 神 兆 を 信 ぜ ぎ る 徒 中 アッ 
ー を 導 か ず 、 ie 
けん 。 


上 の 神 兆 を 信 ぜ ざる 徒 回 は 、 庶 偽 
を 提 造 し て る に すぎ ず 、 彼 等 こ を 貴 つ き な 
り 。 


誰 で あれ 一 旦 ア ッ ラ ー を 信じ た 後 、 再 び 
英 っ た だ 者 一 但し 無理 じい る れ て や む な く 不 
信 を 家 明 し た 者 で 、( 生 42) その 心 が 全く 
平安 な る 者 は 除く が 一 自 失 
向っ て 開け る 者 は 、 アッ ラー の 激 療 を の 


? り ン 1 る 


の 3 3 人 331849 向 


ィ デ 


9 有 2 35813 癌 の 94 ッ ン プレ 


の ンタ レッ ン 


ONWCSECUTGTRCIIMCBNIFAICA 
@ み すら る 

AD lo 6 少 SYO) 
を GU の 23 
OAI 
ICOPSNIPCSNTIT 
556o1 の の 9) 6C31ASG2 aa 2 62 


AS02 COL SB2 


OAD ン 2 g ss 





に 降る 。 き の 
注 42 この 節 で は 、 心 の 中 で は イス ラム の 教え に 満足 し て いる けれ ども 、 大 し い 取 調べ で に 会 っ て 不信 仰 を 夷 
明 す る 言葉 を 述べ て し まっ だ 太 が 袖 か ら ど の よう に 扱わ れる か に つい て は 述べ られ て いな い 。 こ の 束 は 、 こ う 


いう 者 に つい て の 最後 の 秋 判 は 保 廊 さき れ て い 
事 が 直ら れ て いる 。 


いう 
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て 、 今 後 の 行動 に よっ て 神 が ど の よう に 扱わ れる か を 決定 する と 


アデ ー ーー = りこ 
寂 に 導 草 


2 


2 スン ノ タ る 人 る 1 ン ン ン ゥ 
' - 5 め slJeGGNSAEUI LESS し 8 





108. こ は 彼 等 が 来世 より も 現世 を 愛し だ が た 
め 、 ま た アッ ラー が 不信 心 者 ども を 導 か ざ 
る が 故 な り war lees92518) 

メグ 1 ア ーー 

3 有 3 プン ッ アー タ ョ プイ 1 イア ラッ の の て 

じ た る 徒 浴 な り 。 不 注意 葉 な 人 間 と は 彼 等 の 5: 
こと な り 。 oe の めい っ 
= 来 : 必 に 於 イー = 役者 た ン ゞ ご アァ 4 ト 半 まい 2 る ン ン 一 

110. 彼 等 は 来世 に 訟 て 必ず 失敗 者 た る べし 。 (OTCGYG Pe 2 

111. され ど 、 流 の 主 は 一 迫害 を 受け て 家 卿 を ecoSG25 移 は マ 届 3 29135 
全 し か みさ に 証 開 攻 すぅ 
員 NG 6 な お 音 問答 康 し 、 呈 つ 内 え の 531(2 員 人 1 0 ン る 3 タン ノン 2 02 スス 
丸 び し 者 に は ( 注 43) 一 これ か ら は 寛大 の!2o う bAe テ の 
に し て 、 基 編 湊 くま し ます 。 を み ぅ > ン 

(の ゃ AD 
第 十 五 項 。 

112. 各自 が 自分 自身 を 弁護 す 日 王 れ ば 、 誰 れ HAY 電 1 2 ata 0 
も が 巴 れ の 所 業 に 応じ て 報い られ 、 決 し て 2 の の 2 か の 2 2 
不当 に 過 せ られ る こと な か る べし 。 の の 05 YA う eSEU > 人 

113、 アッ ラー は 一 比 職 を 説く 。 平 隙 無 事 な 式 5 っ 弱 65082 201265 
る 邑 あ り 。 還 方 か 豊か に 物質 が 至 5 た る 2 の 
が 、 ア ッ ラ ー の 恵み を 感謝 すぎ る に より 、 SOSg の eoG め 【 Cs 
彼 は 角 位 と 恐怖 の 長 衣 を 被せ 、 以 て 彼 等 が 2 ロン っ 9 レン 

層 し 1 條 1 し 4 
為 せ る 悪事 の 報い を 味 わ せ り 。 ( 注 44) レーブ MNOP ま いり し 
ン ラン ョ タク 
@ ら 35 6 し じゃ 

114. 同族 か 6 選ば れ し 使 徒 が 彼 等 に 蛋 わき 遇 7 タグ ZERO 02 ラン 3) 2 

た り 。 き れ ど 、 彼 等 は を の 者 を 嘘つき 呼ば で の e9 8 

とこ ゃ メ 今 スン 2 
ゎ り し だ れ は 0 彼 等 が 不義 を 行い つつ ある @6 史 23 つ 16311 
と き 天 品 之 に 降り た り 。 

注 43 109 人 節 、110 節 で は 、 信仰 か ら は な れ 、 不 信仰 を 支持 し 、 イ スラ ム の 敵 に 加わ る 者 に つい て 、 語 られ 

て いる が 、 こ の 節 で は 審判 が 保留 きれ て いる 者 に つい て 述べ られ て いる 。 この 場合 に 下 き れる 審判 は 、 次 の 通 

り で ある 。 も し 彼ら が 家 を 離れ 、 神 の た め に 岡 い 、 イ スラ ム へ の 途上 で ふり か か る すべ て の 苦し み を 耐え 忍ぶ 

な ら ば 、 神 は 、 そ を の 時 に な っ て は じ め て 過 直 の 罪 を 赦 さ れる 事 ほ な ろう 。 双 、 当 節 は 、 メ ッ カ に 啓示 ぉ れ た も 

の で 、 こ の 人 節 で 丸 べ られ て いる ジハード (聖戦) は 、 剣 で 戦う こと で は な く 、 イ スラ ム の 理想 を 実現 する た だめ 


に 努 る と いう だ け の 意味 で ある 。 


注 44 


「 色 」 ーー メ ッ カ の こと 


、[ 人 鋼 僚 」 一 区 ろ し い 負 きん が 和 写 年 も の 間 メ ッ カ を 旧 っ た だ (44 章 11 節 参 照 ) 。 


「 肌 怖 の 長 衣 」 一 メッ カ 市 民 が イス ラム 教徒 に 巻き 込ま れ て 敗れ た 戦争 の 恐怖 の 事 を 意味 し て いる 。 彼ら は 澤 


箸 の 恐怖 が すっ か 


2 」 


を 料理 し て あげ まし ょ うか と 言わ れ だ か ら 、 


5 彼ら を お お っ て いる か の よう に 非 韻 


と いう 語 は し ば し ば 「 長 衣 】 と し て 使わ 


な 記 中 の 中 で 、 生 活 し て い 
れ 、 決 の 様 な 良く 知ら れ だ アラ ブ の 詩 が ある 。 あ な だ た のだめ に 価 
長い 上 衣 と シャ ツ を 料理 し て 下 き いと 私 が 答え だ 。 


た 。 アラ ブ グ の 誠 で は 、「 味 わ 


ー42Z2 一 


っ 


ーー リー 
mn 


ヶ ヽ . 申 - 


ナチ アザ ナッ ァ ャ 7 





115. 


116. 


1 


118. 


119. 


120. 


121 . 


122 . 


アッ ラー が お 前 た ち に 賜わり た る 合法 に 
し て 且つ 清潔 な る も の を 食し 、 ア ッ ラ ー を 
崇拝 する な ら 、 ア ッ ラ ー の 恵み に 感謝 せよ 。 
( 注 45) 

アッ ラー が ぢ 前 だ ち に 禁じ 給 う た も 5 の 
は 、 死 肉 と 血液 と 懇 の 肉 、 並び に アッ ラー 
以外 の 名 を 唱え を られ な る も の な り 。 然し な 
が ら 、 不 服従 する に 非 ず 、 控 に を むく 〈 に 大 
ず 、 や む な く 食わ され た 場合 は 、、 ア ッ ラ ー 
は 宮 大 ! に 毅 し 給 う 。 

p 前 た ち 、 口 か ら 出 まかせ に 虚偽 を 云う 
な が かれ 一 | こ は 合 法 、 を は 禁 ゲ られ て いる 」 
な ど と 。 これ 等 の 者 は アッ ラー に 対し 替 5 
虚偽 を 企てる 者 な り 。 ア ッ ラ ー に 対し り 
虚偽 を 企てる 省 は 決し て 栄 え ず 。 

此 の 世 は し ば し の 享楽 な れ ど 、 や が て 彼 
きき は 悲惨 な 誤 を 受 く べし 。 


ユダ で マヤ 教 徒 に も 、 わ れ ら は 先 に 液 に 告げ 
だ る 如く 〈、 6 さ 衝 と 、 
われ ら は 披 等 に 不 : RE だ の 7 2 お 、 
彼 等 自ら 選 れ を 害 え る な り 。 


流 の 主 は 一 無知 故に 悪事 を 行い 、 後 に 改 
居 し て 身 を 修 ゆ る 者 に は 一 寛 居 に し て 、 就 
悲 深 くま し ます 。 


第 十 六 項 
げに アデ ブラ ハム は 美徳 の 模 徹 、 ア ン 本 0 
に 意 実 で 、 常に 信心 深 (、 ア ッ ラ ー に 他 神 
を 併せ 祀る 者 に 非 ぎり き 。 
吊 に その 恵み に 感謝 の 念 を 抱き し 故に 、 
アッ ラー は 彼 を 選び て 正しい 道 に 導き 給え 
2 


ンション の ルレ タミー タン ン る 。 
3 ye 
(oeAAi ・ タ ッ タ フタ ン フラ 。 
軸 6) AS の 1 1 = 
ンー 


2 る フッ ン 2 


2 
9 3 82! 


(Ns) ) 55E 251 の 


24。 


ひつ の 


CCIE: 
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69 し 
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CPP 
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も あ %G 


10 2 
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PP 


に SAIE 


5 ます いこ 
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3 EK 
CRE を Ye 0 
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ぁ ゥ ンタ ラン AS 3 委 放 ッ タ イイ 
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の YWE の 
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の 0 2 に の 6504 8 


Mi 
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BBO ば 6 人 


CEEEI 


AS) 8 55 
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生 45 


2 章 169 委 、 174 節 、5 音 4 節 、6 章 119 節 、 


ー423 一 


120 招 、 


146 節 参 照 


第 大 章 
123. われ ら は 役 に 現 世に 珍 け る 幸福 を 与え 、 


124 . 


128. 


来世 に 訟 て も 義 し き 人 々 の 仲間 に 入れ ん 。 


くだ 


会 、 わ れ ら は 液 に 啓示 を 降 し て 云 
E の JA 還 上 志 7 タブー に 心 を 捧げ まつ る アブ 
ラ ハ ム の 流 肢 に 使え ぇ 、 彼 は アッ ラー に 他 神 
を 併せ 祀る 者 に 非 ざ りき | と 。 

安息 日 は 、( 注 46) それ に つい て 意見 を 
異 に する 者 と ども に 対し て 定め られ だ 5 の に 
すぎ ず 。 箇 し て 、 復 活 の に は 、 液 の 主 は 
必ず 彼 等 が 論争 し た こと に 対し て 判決 を 下 
5 あの ぶ も 。 

知恵 と 熱心 な 勧め ゆ に よっ て 人 人 々 を 主 の 道 
に 招き 、 最 善 な 方 法 で 人 々 を 説得 せよ 。 王 
は 、 道 を 踏み は ず し た 者 、 ま た だ 正 し バ 性 か 
れる 者 を 最も よ ( 知 り 給 う 。 


面 し て 人 


な 前 だ ち 授 害 者 を 向 し めん と 飲 す る な 
ら 、 蒙っ た 被害 と 同じ 程度 E に 輝 を な せ 。 
し な が ら 6、 も し 堪忍 し うる な ら 、 壇 妨 す る 
SLG 0 6 


預言 者 よ 、 液 、 我 慢 強 く あ れ 。 さ きれ ど 、 
流 の 妨 舎 は アッ ラー の 加護 に て の み 可 能 な 
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」 
) 。 役 等 の こと を 悲し む な か れ 、 ま た 彼 千 Os 2 3 あす る 

人 レコ グ " デ 

の 悪 計 に 心 を 痛め る る な か れ 。 

ーー 謀 行 を 積 1 1 倒す 2 ンプ 
129.。 け に 7 の 2 ティ ik、 義 し 省 、 居 行 を 積む と 11 で これ きす ID)) 
者 と 借 に いま し 給 う 。 20p 
《⑲ 〇 タッ eo 
E46 ユダヤ 人 は 、 自 国 の 哀 退 占 惨 は 、 安 息 日 を 軒 濱 し た か ら だ と 信じ て いた 。 し か し 彼ら は 今 、 安 皿 日 
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イス ラ エ ル 
(メッ カ 啓 年 ) 


あま ね 


落 悲 深 て 、 恵 届く アッ ラー の 御名 に おぉ い 〇 ター に oe 外人 あし っ 


2. 夜 に 科 じ て 、 を の 僕 を 型 殿 か ら 、 わ れ ら が PCIT ン UE で YKNITU 79 
辺り を 浄 め し 進 か 吉 き 吾 典 に 遥 び た る 彼 に て 人 
米光 あれ 。 こ は われ ら の 神 光 の いく っ か を 0C 衝 る CO5Stus223LSY 
人 彼 ム ハン マッ ド に 見 せん が ため な り 。 げ に の 2 が 0 の PD 
全て を 聴き 、 全 て を 見 逃す 者 は 、 彼 の み に の ei 51CSL oe も 
まし ます 。( 注 1) 
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中 1 この 曹 な る 大 言 者 の 啓示 と し て の 幻 に つい て 語っ て いる 節 は 多く の クル アー ン 注 秋 者 に は ミラ ー ジ 
( 守 的 昨 天 ) 上 解 刀 られ て いる が 当番 で は 、 こ れ は 聖なる 頂 言 者 の メッ カ か ら エ ル サ レ ム へ の 幻 の 中 で の イス 
ラ ( 丹 な る 夜間 飛行 ) で ある と 解釈 し て いる 。 型 な る 預言 首 の ミラ ー ジ に つい て は 、 か な り の 行間 を きい て 53 
草 で 語ら れ て いる 。 53 韻 で (8 一 18 節 ) 語 られ て いる 全て の 事実 は 、 項 言 者 出現 の 5 年 後 の ウラ ジ ヤ ブ の 月 に 起 っ 
だ アビ シニア へ の 移動 に 引き 続き 直ちに 啓示 $ ぉ れ た の で ある が 、 こ れ は 聖なる 傾 言 者 の ミラ ー ジ に つい て の 伝 
陰 中 で 詳細 に 渡っ て 述べ られ て いる 。 この 節 で 述べ られ て いる 表 な る 預 計 者 の メッ カ か ら 6 エルサレム へ の 霊 的 
夜間 飛行 或いは イス ラ は 、 ズ ルカ ー ニ に 依 れ ば 預言 者 出現 の 11 年 後に 起 っ た 調 で あり 、 ミ ョ ー ル や 数 人 の キリ 
スト 教 著 加 家 の 意見 で は 預言 者 出現 の 12 年 後 と いう 事 に な っ て いる 。 し か し メル ダ べ と 、 イ ブ ネ ・ サ ー ド の 説 
で は 、 ヒ ジラ に ビー 年 先立つ ラビ ウル ・ ア ウ ヴ ァ ー ル の 月 の 17 日 に 起 っ た と きれ て いる (Al 一 Khasais, Al 一 
Kubia)。 ベー キ も イス ラ は ヒジ ラ の 一 年 か 半年 前 に 起 っ た と し て いる 。 この 様 に 全て の 伝承 か 6 解る 事 は 預言 
NINE の 
ジャ が 亡くな っ た 後 、 惑 な る 預言 者 が 、 役 の 従姉 で も ある ウン ム ・ ハ ニ と 葵 し て いた の が ヒジ ラ の 時 で ある 。 し 
か し 大 勢 を や め る 学術 的 意見 で は 、 ミラ ー ジ は 第 5 芋 め の 年 に 超 っ て いる の て ある 。 か て の 好 く この っ の 
折 は 、6 一 7 年 の 間隔 の あい た 全く 別個 の 事件 で あり 、 同 一 の ぁ の で は な い の で ある 。 各 々 の 事件 は 全く 別個 
で ある と 考え な けれ ば な ら な い 。 そし て 柚 な る 預言 省 の ミラ ー ジ で 起 っ た と され る 言い 伝え の な か の 色々 な 事 
岳 は 、 イ スラ で の 事柄 と は 、 全 く 人 性質 を 異 に する も の な の で ある 。 和 叙述 中 に は 、 こ れ ら 6 二 っ の 事件 は 、 精 神 的 
現 銀 で あっ た に すぎ ず 可 な る 預言 者 が 物理 的 に 中 天 し た り 、 エ ル サ レ ム ま で 旅 し た 訳 で は な いと も 述べ られ て 
いる 。 「 歴 更 的 に 弟 力 な 事実 の 他 に も 、 そ の 他 の 関連 状況 が この 二 つ の 事件 は 全く 別個 の 物 で ある 事 を 主張 する 
助け と た な る 。 叩 ち (@) ク ルアー ン で は 聖なる 預言 者 の ミラ ー ジ ( 電 的 昇天 ) に つい て は 53 記 で 説明 が ある が 、 イ 
スラ に つい て は 何 の 言及 も る れ て いな い ( エ ル サ レ ム の 夜間 和 飛行 )。 を そし て 当 喜 で は 、 イ スラ に つい て は 述べ ら 
れ て いて も ミラ ー ジ へ の 引 除 は な い 。 (イス ラ が 起 っ た 時 、 回 な る 預言 者 が 宿泊 先 に し て いた 彼 の 従姉 で ある 
ウン ム ・ ハ ニ は 、 回 な る 預言 者 が デル サレ ム へ 旅 し た 事 に つい て は 語っ て いる が 、 天 へ 旅 し た 事 に つい て は 何 
5 語っ て いな い 。 彼女 こ を 加 な る 預言 者 が 、 エ ル サ レ ム へ の 夜 問 飛 行 を 話し た 、 初 め て の 人 で あり 、 彼 女 か ら 
の 報告 や うけ て 、 そ の 事件 を 書き と め た 四 名 の 違っ た 報告 者 の 権威 に 基づき 、 少 な て と も 5、 数 人 の 伝承 話 の 収 
集 者 が 、 彼 女 の 話 を 裏づけ て いる 。 四 人 の 報告 者 全員 が 、 環 な る 預言 者 が エル サレ ム に 行き 、 同 じ 夜 に メッ カ 
へ 帰っ て きだ いう 記 見 を 同じ くし て いる 。 又 加 な る 預言 者 が 昇天 の 事 を も 5 ウン ニ ・ ハ ニ に 話し て いた な ら 、 
彼女 が を その 事 を 書き も ら す は ず が な い の で ある 。 し か し 彼女 が を そう し て いな い 事 か ら 考 え 合 せ 、 結 果 的 に は 、 
問題 の 夜 に 、 聖 な る 預言 考 は エル サレ ム へ の 夜 問 飛行 或いは イス ラ を 行なっ た の み で 、 そ の 時 に 昇天 の ミラ ー 
ジ は 起 ら な か っ だ の で ある 。 伝承 話 を 編さん する 信達 が イス ラ と ミラ ー ジ を 泥 同 し て し まっ た 様 に 思わ れる 。 
この 混乱 は イス ラ (夜間 和 飛行 ) と いう 言葉 が イス ラ と ミラ ー ジ の 両方 の 意味 で 使わ れ た 吾 に 起因 する 様 で ある 。 
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第 士 七 剖 ' イス ラ エ ル 


う わ ゎ われ ら は モー ゼ に 経 箕 え 、 これ を 以 て の アア ン ント ン ぅ タ ? アッ っ ブレ 
- き , う 還 5 「」 1 
イメ ラテ ル の 子 も へ の 背 補 たら し ゅ て うー03 AS 3 ce じ 21 う 


えり 、「 液 等 、 わ れ を 描い て 他 に 守護 者 を つ 3 
( る なかれ 。 
4 。 方 舟 に 科せ た 2 中 [いら 2 2 の じい < の 353 
Mo の 念 厚 き 傑 な り こ ン 
5. まだ 、 わ れ ら は 絆 典 の 中 で オス ラ エ ル の 子 グー ラッ ン 。 2 
6 ら に 「 お 前 た ち は 必ず 二 度 地 上 に 族 て 悪事 OTTO 
を 犯し 、 面 し て 非常 横柄 な 琵 度 ! - 出 づ 」 22 oyt3 


言明 す 。( 邊 2) 
ーー 


6 . 上 1 の ち 到 初 の 等 告 が 実現 きれ る や 、 わ 化 4 谷 メ バン プッ タン クノ 1 タッ ン レ ロン 記 〆 
に ) ES る 中 Ac ト 
れ ら は 、 わ れ ら の 僕 の 中 で 笑 ろ し い 腕 力 を とし た 


備え を だ る 者 た ち を お 前 た ち に 誤 わ し だ 9。 le2O63 Ag So 8 は 
彼 等 は 前 た ちの 家 の 最 典 部 まで も 診 索 し 5 
た れ ば 、 待 千 は かく し て 全う され 5。( 注 3) (① ツ ya32 


を し て 、 イ スラ と ミラ ー ジ の 説明 中 の 、 幾 つか の 詳細 の 類似 性 が 、 こ の 混乱 を 大 きく し 定規 き せ て し まっ た 。(<) 先 
ず 最 初 に 、 聖 な る 預言 者 が エル サレ ム へ 行き 、 そ の 後 エ ル サ レ ム か ら 天 へ 昇っ た 上 言わ あれ る 言い 伝え で は 、 エ 
ル サ ザ サレ ム で 聖なる 預言 者 は 彼 史 前 の アダ ム 、 ア プラ ハム 、 モ ー ゼ 、 を そし て イエ ス ・ キ リス ト と いう 交 言 者 達 に 
出会い 、 を し て 天 で も 、 再 び 同 一 の 預言 者 大 に あっ だ の に 、 聖 な る 預言 者 は 、 彼 等 だ と た は わか ら な か っ だ た と も 
述べ られ て いる 。 し か し 環 な る 預言 者 が エル サレ ム で 会 っ た 預言 者 傍 は ぼう や っ て 彼 以 前 に 天 に 行っ た の で あ 
ろう 。 そ し て 何故 、 同 夜 の 夜 隊 飛行 中 に 、 ほ ん の 少し 前 に 出会っ た 彼 等 に 、 加 な る 本 洗 者 が 気づか な か っ だ の 
で ある ろう 。 そ ん な 事 は 考え られ な い で ある 。 み し る し “ 各 隔 の モス ク (礼拝 堂 )) と は エル サレ ム に ある 拓 
言 者 ウロ モン の 神殿 を きす 。 


注 2 モー ゼ の 経典 中 に 述べ られ て いる ユダ ヤ 人 達 の ご つの 約束 達 反 が 、 こ の 節 で 言及 きれ て いる (中 命 直 28 
幸 15 節 、439 一 53 節 、63 節 、64 第 、30 章 15 節 ) オス ラ エ ル の 民 の 中 か ら 6 不信 者 に な っ だ た 人達 に 、 ダ ビデ と イ 
エス ・ キ リス ト に より の ろ い が 2 度 与 を ら 季 (5 斉 79 節 ) 彼ら は 2 度 も 前 せら れ た 。 


注 3 ダビ デ の 死後 神 よ り 第 一 の 前 が 、 そ し て イエ ス ・ キ リス ト の 死後 第 二 の 罰 が ユダ や 人 達 に 下さ れ た だ 。 
加 書 に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 、 モ ー ゼ 以後 強大 な 民族 と なり 、 ダ ビデ の 時 代 に 強力 な 王国 の 土台 を 押 き 、 ダ ビ 
デ の 死後 、 し ば らく の 問 、 そ の 繁 栄 を 保ち 続け た と ある 。 その後 、 衰 退 の - 一 途 を た どり 、 紀 元 前 733 年 頃 に 、 
サマ リア は アッ シリ ア 人 に 占 仮 きれ 、 イ スラ ム 全 土 は 、 ジ エズ リー ル の 北部 に 併合 きれ て し まっ た 。 紀 元 前 608 
年 に は ネコ ・ フ ァ ラ オ 引 きい る エジプト 軍 が パレ スチ ナ を 侵攻 し 、 イ スラ エル 人 人 は エジプト 人 の 支配 する 所 と 
な っ た (Jew. Enc. 巻 P 665)。 し か し 一 時 の 権力 の 消 矢 と 破壊 、 荒 廃 と いっ 内 様式 を 変え る 事 
は な か っ だ た 。 ユダヤ 人 達 は 以前 の まま の 邪悪 な 生活 態度 の まま で 、 預 言 者 エレ ミア が 、 役 等 の 悪し き 生 活 方 法 
日 の 本 HPSIB 人 生じ だ SRC は ー キ ン の 在 位 時 、 
バビ ロー ニア の ネ ホブ カ ド ネ ザル は パレ スチ ナ へ の 第 一 次 侵攻 を 行ない 、 神 典 の 器 を 持ち 去っ た が 、 街 を 普 本 に 名 
囲 す る 事 は な か っ た だ た 。 し か し 、 ゼ デ キア の 反乱 が 紀元 前 87 年 し に ネ ホブ カド ネ ザ ル に 第 2 次 パレ スチ ナ 侵 攻 を 許す 
所 と な り 、 一 年 半 の 包囲 の 後 、 街 は で 落ち て し まい 、 街 から 逃げ だ し た ゼ で デキ ア 王 は と ら わ れ の 身 と な っ た 。 
王 の 息子 達 は 虐殺 る され 、 壮 の 目 は くり ぬか れ 、 足 か が せ を は ゆめ られ て 、 バ パ バビロン へ と 連れ 寺 ら れ た だ 。 神殿 や や 王宮 、 
を の 他 の 人 大 な 建築 物 は 焼き うち る れ 、 大 司祭 や 指導 者 達 は 灯る され 、 多 く の 人 々 が 捕 亡 と な っ て 外れ られ て いっ 
た (Jew. Enc. 第 6 巻 P 665、 第 7 巻 P 122、"Jerusalem" 参 照 )。 
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第 す - 七 華 イス ラ エ ル 
り その 後 、 われ ら は お 前 た もち に 彼 等 を 打ち も 負 J! 2[、 2 て 」 KW Td LA 人 の 
か す 力 を 与え 、 加 えて 、 富 と 子 室 で 前 た アッ っ うう 


助け 、 以 前 よさ 進 か に 優勢 な め グ の イン イル ン リャ ンプ アク ぅ レディ 
RI ・ 上 前 り も 和信 か に 優勢 な らし 針 の の な る 
8. と ころ で 、 も し お 前 だ たち 善 事 を 行わ ば 、 を WMHWW 抽 ッ ク ラ ン ョ ン 。 

の BS まや 2 か に 

を 行わ ば 、 を は れれ の 所 な らん 。 る て 、 IA 3428 4046 こさ IMVSYALAR 
後者 の 黄 告 その 実現 の 時 到 る や 、 わ れ ら は の の 

人 SE ま 3 ログ る と 

な 前 た ちの 放 を 蘭 痛 で 逆 う べく 英軍 を 差し EDAS3535 dLsoUYSau 

向け り 。 彼 等 は 最初 の 時 の 如く 聖典 に 踏み タ 

入り 、 分 捕っ た 全て の も の を 破 培 せ ん 。( 注 の P ご と 


4 ) 

或いは 、 主 も お 前 た ちの 上 に あわ れ み を 思 
し 召す や も し ら ず 。 き 息 ど 、 お 前 た ち も 再 び 
以前 の 状態 に 遂 も どり する な ら 、 わ れ ら も 
必ず 返 報せ ん 。 き され ば 、 わ れ ら は 地獄 を 、 

不信 心 者 忠 の 守 狂 と し て 設け た り 。 


GE 人 引 
に う を 


っ) と 


に し 


いう 


ンス ログ デー 


0 の の No へ る や 


志和 四 き 5 あん の 『 
10.、 げに この クル アーン は 人 を 最も 正しい 道 に の 0 る る 品 IoAA の ) 
導き 、 ま た 、 善 行 を 積む 信徒 は 大 いな る 報 ” 。 レ レノ 」 22 
美 を 授け ら る べし と の 誠 報 を 伝 う 。( 注 5) GeeoS0OKS の NO! 
ッ みみ ン 
づら 要 
注 4 この 節 は ユダ ヤ や ヤ 人達 の 第 2 の 邪 守 へ の 帰 低 に よる 邪悪 な 生活 と 、 を その 結果 とし て 彼 等 に もち た らき され だ 


削 に 


的 を 、 


こつ いて 語っ て いる 。 彼 等 は イエ ス ・ キ リス ト を 人 迫害 し 、 彼 を 寺 字 人 架 に は りつ け て 条 そ うし 、 又 、 彼 の 目 


は ば も うほ 上 し だ 。 それ 


楓 、 神 は ユダ ギヤ 人達 に 前 の 苦し み と し て 、 還暦 70 年 に 、 


タダ イタ ス 率 いる と ころ の 


ロー マ 軍 を 侵攻 きせ て 国 を 破壊 きせ だ 。 そ し て 比べ よう の な い 麗 居り 中 で 、 エ ル サ レ ム は 破壊 きれ 、 ソ ジロ モン 
の 神 殴 は 焼き つく きれ だ た の で ある 。 (Enc. Bib. “Jerusalem” 参照) この 大 き な 不 幸 は 、 イ エス ・ キ リス ト が カ 
シミ ー ル で まだ 生存 し て いた 時 に 起こ っ だ た 。 こ の 事 は 、 モ ー ぜ に よっ て 頂 填 き れ だ こと で ある 。( 申 命 記 32 次 18 
盆 一 26 節 ) ここ で は 、 第 2 の 出 に つい て の 項 言 が 憧 害 で は 、 第 1 の 罰 に つい て の 頂 言 の 後に 述べ られ て いる 点 
に 注目 すべ で き で あろ う ( 申 命 記 28 童 )。 ユダ ギ 人 達 が 再び エル サレ ム に 戻る と いう 了 李 言 の 後に も この 預言 が 為 
る れ て いる (中 命 記 30 章 1 一 5 節 )。 こ の 事 か ら わ か る の は この 預言 (中 命 記 32 章 18 一 26 節 ) が 、 タ ルアー 
ン で は 、“ お 前 達 は 必ず や 二 度 地上 に 診 て 悪事 を 犯す と の 言及 の ある 、 第 2 の 前 を 指し て いる "と いう 事 で ある 。 
この 節 は イス ラム 教 徒 に 対し て も 、 ユ ダ ヤ や 人 達 接 に 邪 則 な 生活 を 止め な け 和 れ ば 二 度 蘭 せ 65 れ る で あろ うと の 普 
告 の 意味 を 持っ て いる 。 最初 の 還 は 西暦 1258 年 に 、 バグ ダー ド が 侵攻 きれ た 時 、 下 きれ た だ 。 野 徐 な 遊牧 民 で あ 
る ハラ ク が 、 完 璧 な 力 を 誇り 、 か つ 知 識 に 富む 町 を うち の めし 、 180 万 も の イス ラム 教徒 の 間 を は ね だ と 言わ 
れ て いる 。 し か し イス ラム は この 恐る で べき ちょ う 落 か ら 輝 し く 立 ち 直 り 、 ハ ラク の 玉 と 多く の モン ゴル 人 を そし 
て 、 タ タル 人 も イス ラム を 受け 入れ た の で ある 。 第 2 の 削 は 、 末 日 に 下 $ れ る で く 天 に より 定 ゆ られ る 。 


生 5 クル アー ン が 信 替 者 達 の 為 に 設定 する 究極 の 日 標 は クル アー ン 以 前 の 人 々 の 利 標 に 比 し 、 よ り 高 項 で 
向 て ある 。 そし て 由 の 何 失 才 に は 、 精 神 的 日 つ 現世 の 所 福 を 約束 し て い 8。 故に 入 々 は 、 そ の 祝福 を 得 ん が 
為 に 多大 な 努力 を し 、 だ らし な く 規 律 の ゅ ゆる ん だ 生活 に 落ち いら ぬ 様 身 を 守り 、 あ ら ゆ る 場合 に 診 て 、 約 束 き 
れ た だ た 神 の 思 恵 に 価 い する 者 で あり 徒 な けれ ば な ら な い 。 
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第 十 上 音 


。 


の 


せき 、 


14 . 


EN。 


6 


注 6 夜 も 基 $ 共 に 人 間 に 益 を も だ 6 す 。 し か し 夜 の も だ たら す 人 益 が 微妙 で 隠れ て いる の に 対し 、 呈 の 益 は は っ 


また 、 来 世 を 信 ぜ ぎる 徒 器 に 、 わ れ ら が 酷 
博 を 用意 し て いる こと を 警告 


第 一 項 
人 間 は 幸福 の た め に 祈る べき な の に 、 
を も 祈る 。 人間 と は 軽 は ずみ な り 


不 


われ ら は 夜 と 苦 を 一 っ の 徴 と し て 設 0 
に 夜 の 微 を 中 人 和 Eo 
こ は お 前 た ち を し て 主 の 恵み を 求 ゆ し め 、 
また 年 の 計算 を 知り 、 計 算 の 方 法 を わき ま 
NR われ ら は すべ て の 
こと を 詳細 に 説き 明か せり 。 ( 注 6) 


われ ら は それ ぞ 和 れ の 入間 の 辻 命 を その 者 の 
類 に 結び た り 。 面 し て 、 復活 の 日 に 、 わ れ 
ら は 役 に 大 きく 開い た 帳 徐 を 提示 せん 。( 注 
リリ 
[ 液 の 帳 筐 を 読む が よい 。 今日 こそ 液 、 自 
分 自身 に 十分 な る 清算 者 た れ ] 
止 道 を 守る 者 は だ た だ 選 れ 日 身 を 益 す る 
に 守り 、 迷 う 者 は だ だ 己 れ 自身 が 捧 he 
の み 。(《 注 8) ま た 重荷 を 背負 う は 、 他 人 の 
還 荷 を 音 負 うに 非 ず 。 ( 注 9) われ ら は 使徒 
を 派遣 せ ず し て 、 前 する こと な し 。( 注 10) 


GAShs259 し < 


AUG る GyF2 を 

9 

RIYY 人 究 3 CH ンス 5 ン レ < っ 

Pr の 6 
JA KJ に Me ン 

JAN 

て つう Se 3825 825 あう 

幸生 で INK 


@ の < あど 
3 2 の 5 


1 


の ゆい OCAlo 


ゥ クタ ノッ デー デン デン アイ 
を 4 らい U5b 
od る 


きり と 町 和 回 で ある 。 この節 で は 、 昼 と 夜 の 交替 する 事 の 自然 現象 が 一 年 の 日 附 を 決め 、 暦 を 作る 助け た な る 


帯 が 述べ ら 入 て いる 。 この 現象 が 、 
注 7 
意味 し 、 タ ー イ ル ( 鳥 ) 
や り 直 す 事 は 出 
けら 5 れ だ まる で 拭い 去る 事 は 』 
注 8 
本 は 、 療 で あろ うと 悪 で あろ う と 、 
巡 で は 人 は 運 
注 9 
人 に は 何 の 利 益 に も 
年 : 10 


で で 
の 淡 害 


入 問 の 可 命 を その 貿 に 結 


4 来 な い の で ある 。 
徴 太 は 外部 か ら 来 る も の で は な 


運命 や 創り 出し 米 財 で 、 い わ ば 、 


く 、 人 自身 の 中 より 生ま れる ぉ の で ある 。. 実際 
人 が 現世 で 為 し た 行為 を 形態 化し 、 代 表す る も $ も の な の で ある 。 
遇 分 日 号 の 報 本 を 束 い は 六 を や うけ る 者 な の で ある 。 


池上 数 学 の 発達 と 発展 に も 寄与 し だ の で ある 


び た り と いう 事 は 、 行 動 と 努力 は 人 が 生き て いる 眼 り 永 遠 に つい て まわ る 事 
ょ は 鳥 で 吉 共 を 占う アラ ブ の 占い 習慣 を 表わし て いる 。 和信 は 、 
来 ず 、 そ の 行 勤 は よ た て つも な い 効 力 を 持ち 、 人 の 日 に は 見 え ず と ふぅ 、 行 為 を 為 し た 者 の 首 に つ 


ーー た だ ん 人 為 し た 行為 を 


- 天 と 地獄 の 沿 前 と 報 
この 様 に 現 


誰 も が 自分 自身 の 十字 加 を 背負 わな けれ ば ぼ な ら な いし 、 ま た 誰か が 代わ っ て 欄 牡 に な っ て くれ て も 本 


遇 告 者 を 派遣 する こと に な っ て いる の だ 。 
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な ら な い 。 この 押 は 賠 罪 の 原則 の 根本 を 取り 去る も の で ある 。 


所 界 は 、 か つて な い 程 の 成 し き と 比べ よう の な い 強 大 き の 加 病 (ペスト )})、 
を 次 々 に 経験 し 、 人 間 の 生活 は 苦 酷 な も る の で あっ だ た 。 これ ら の 炎 害 や 破局 が 友 球 を お そう 以前 に 、 


毅 餅 、 戦 争 、 地 茂 や を その他 
神 が 


し 


イス ラ エ ル 





17. われ ら 或 る 苔 を 減 ば る ん と 欲す る や 、 まず 25256 の 1 CE 前 
人 命令 を 下す 。 然 る クッ ョ ノラ ノリ ノブ クッ ン 3 イン る ラッ 昧 ンマ 
に 、 彼 等 は な ち お も 罪 を 犯す が 故に 、 に 上 対 _@MS5 PoUA0CA Sb 5 
し て 当然 の 処刑 を な し 、 わ れ ら を の 綴 を 
填 滅 す 。 」 
ウン > 2 タグ 2 ン ンク ジュン ルン ン 
18. ノア 以後 われ ら は 如何 に 多く の 世代 を 亡 ば 2 セ yusoeolo2 の 2 
し た る こ と か 1 六 の 王 は 、 その後 等 の 罪 業 際 42122 (< 9 の 
を 知 筐 し 、 且 つ 余 す 所 な くみ を な わし 給 う 。 ⑨ の と ゃ 2 お OoG 
19. 誰 で あれ 、 東 の 間 の 現世 を 刻む も の に は 、 yr ACG 年 EN 
われ ら は 気 の 向く まま に 、 気 の 向い た 者 に 2 82 レン レン る 
現世 で 事 楽 を 急 が す 。 凍る 後 、 わ れ ら は 役 SA っ Ao 34 Cas 2 
に 地 獄 を 指定 す 。 そ こ で 彼 は 焼 か れ 、 呪 わ の 0 
れ 、 把 否 き れる べし 。 ⑨ り めい 3 
ーー ーー" 日 - あま アプ ラップ フラ ブリン ン ア ノレ ラブ ノン 
20. され ど 、 信 者 で あり 、 来 世 を 紀 み 、 を の た の っ ね 225wao (の 58291 30「 の 2 
め に 努力 する 者 一 が く の 如 き 者 の 努 力 は 、 50002 2 クウ ウ 2 
神 に 癌 納 せ られ ん 。 ObS seo690 
21. われ ら は すべ て の 者 に 一 この 者 に も 、 ま だ レレ ュ ン レン レ ヤ レン > 愉 ンタ も る 
わか 4 ^ OAD 5 ちり る 9 AD N 
あの 者 に も ーー あまねく 昌 物 を 希 ゃ 反 、 キ ご 3 Eo みのり 2 
の 援 け も の に は 限界 な し 。 ( 注 11) Op Gs22EE CE 
22. 見 よ 、 如 何 に われ ら が 現世 で 或 る 者 を 他 の タス さ レ トー ラン 0 レタ タイ ラン エン ツ る 22 タ 
1 8 EL 3 (| 
填 よ り 出 世 き せ た か を 。 き され と 、 来 世に 落 知 202OP 
て は 、 之 に 優る 地位 と 栄誉 あり 。 っ 人 35 
23. 流 辱 し ゆら れ 、 見 捨て られ る こと な きよ う 、 2 が 0 32 と の 1 る 
アッ ラー に 他 視 を 併せ 祀る な か れ 。 レキ ン ポン で ea 2 
クゥ 2 ひる 
第 三 項 @ う ぁ Oe2 
24. 流 の 主 は 命じ た り 、「 彼 以外 に 何者 を も 崇拝 IAIYAHI KT1 ) で 
- SI あう う 
8 な か れ 。 3 た 頂 に 導 且 を つっ ( ャ 。 計 の ウッ ジ 99U0D 8 りこ 
親 、 或 い は 両親 と も 光 の と ころ で 年 老い た 1 じ ち 3 32 も SG に) 
場合 、 い や み を 云っ だり 、 圧 難 する こと な の 
ズ 。 2 (る 225355 タマ 隔て オフ 
く 、 丁 寧 な 言葉 で 話す が よい 。 ( ま 12) UGCAo6793GC8 SC5 
ク ァ 必 クズ の 
⑨ い と っ め 
注 11 神 の 賜物 に は 二 種 類 ある 。(1) イ スラ ム 教 侍 、 ユ ダ ヤ 人 、 ヒ ンズ ー 教 徒 、 2 
類 の 人 人 々 の 善行 と 努力 が 、 そ の 程度 に 応じ 身 を 結ぶ 結果 と し て の 一 般 的 な 賜物 、⑫) 靖 神 的 事 岳 の み に 限 られ 、 


神 の 真実 の 下僕 の み に 与 えら 和 れ 、 不 信者 に は 与え られ る 事 の な い 特 別 の 慈愛 と 救い 。 


注 12 


この 所 よ り 、 


行動 の 原則 の 説明 が 始ま る 。 人 は この 行動 の 上 原則 を 居 守 する 事 で 、 日 分 


達 の 組織 の 保全 


が 出 米 、 衰 退 と 分 像 か 6 組織 を 安全 に 守る 事 が 出来 る 。 神 の 単 一 性 を 信ずる 事 が 全て の 美徳 が 夏生 える 種 と な 
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第 十 生 次 イス ラ エ ル 


も 


し か 
25. 面 し て 、 散 愛 の 情 あ こめ 、 楽 順 の 翼 を 低く も を ラッ ラン ロン 。 き マセ クン 2 516 
加 8 2 5 5 5 CZ * 吉 ニニン 19 
垂れ 、 か 〈 く 云え 、『 主 よ 、 候 等 に 浴 甘 を 垂れ 本 > ( 『 
給え 、 幼 い 時 彼 等 が 我 を 癌 し み 育て た 如 2WCYCDNKGC る 1 
《』】 と 。 ( 注 13) の 5 ^ 
た だ 2 バン ラス の ォ み グイ 2 プ み 
26、 も し お 前 た ち 義 し か ら ば 、 主 は ぉ 前 た ちの 2 OKWY た LOAN 


心中 を 熟知 に ま 生 の げに 役 は 、 悔い 改め て クッ タン レッ グプタ ライ る レレ 
で LT いい 

帰順 する 者 に は 寛大 に まし ます 。 ⑥bee ou5066 459 

ー ン ミ き ノン ご 5 っ の デラ ど ュ | る 1 っ みう 0 

27. それ か ら 、 親族 に は や る 5 2 SR (SSTA つい Ji3 AS っ ! 5 
し 、 ま だ 気 者 や 旅人 に も 。 但 し むやみ に 浪 の 
殊 す る な か れ 。 ⑥⑯Lro ぷ AS 


上 サタ ン は ら か ら サタ ン ノ ぉ ? る 1022 イノ し 1 リナ プイ 
28 浪費 家 は 悪魔 の 同胞 な り 。 悪魔 は 主 に 対し OU ら 3 OBIOIZUpP oO の いひ 1 8) 
四 知 ら ず な り 。 ( 往 14) 2 みみ る 
Ob やう Oo 


29. な れ ど 、 主 の 恵み を 液 が 求む な る が 故に 、 浪 ど と イ の う 22 ア ンマ ン ン 5?。 ググ ィ デメ 
6 Fr 有 CM a ? に 5 

が も し 彼 等 か ら 顔 を を そむけ ざる を 得 な い 場 CO と 2 た AA と の らら) う 

合 で # 、 少 〈 と も 優し い 言葉 で 役 等 に 語れ 。 レル ルル クゥ ィ ス ッ タ イ イ タフ どうよ の 

0 の DS の 2 OS ゆな と 


( 注 15) 
り 、 そ の 信心 が な けれ ば 、 全 て の 罪 が は び こ る 。 神 の 唯 … 性 を 信じ る こと は ば は 、 信 仰 の 中心 で あり 、 ま た だ シルク 
( 唯 -- の 神 以 外 に 他 の も の を 辿 拓 する こと ) を 非難 する こと も 、 信 人 の 中 心 と な っ て いる 。 なぜなら ば 、 唯 一 
性 を 信じ る こと は 全て の 矢 の も と に な り 、 シ ルク は 全て の 罪 の 根 で ある か ら で あ る 。 この 原則 は 、 自 然 の 法則 
と 律 法 の 法則 両者 の 基盤 と 礎 と 上 な る 。 ま た だ 、 律 法 の 全て の 法 刀 が 神 の 唯一 性 へ の 信仰 を 基 ほ 上 し て いる と いう 現 
実は あま り に も 基 各 な の で 、 説 明 も 必要 と し な い が 、 自 然 下 の 法則 や 全て の 科学 の 発 立 も る 、 全 て この 信念 に 起 
因 し て いる 。 何故 な ら 、 も し 神 が 複 数 で 存在 する の な ら 、 自 然 の 法則 ぉ 一 つ で は な 《 な る か ら 6 で あ る 。 洗 て の 
科学 上 の 発明 や 発見 は 、 秩 序 あ る 一 定 の 変わ る 事 の な い シ ステ ム が 全 宇 宙 を 支配 する と いう 信念 に 従っ て いる 
為 、 一 つの 一 定 で 一 系 乱れ ね 自然 界 の 法則 が 欠 除 し て いて は 、 全 て の 科学 多発 展 が 終結 し て し まう の で ある 。 
この 節 の 表わす 第 2 の 重要 な 戒律 は 、 人 間 の 道徳 行動 に 関し て で ある 。 つ まり 、 人 間 の 自分 の 親 に 対し て の 義 
務 が 道徳 的 行為 の 最も 重要 な 部 分 を 形成 する る の で あり 、 こ れ は 何故 な 6 自分 の 神 へ の 関心 を 一 番 最初 に 向け 
させ て て くれ る の が 両親 で あり 、 両 親 が 鏡 と な っ て 神 の 美徳 を うつ し て 〈 れ る か ら で あ る 。 神 の 美徳 を 具体 的 に 
人 人 間 の 例 を 出し て 計 明 し よう と する な ら 、 両 親 の 例 が 一 番 ふ きる わし いで あろ う 。 し か し 、 神 に 関す る 能 度 に は 、 
不可 能 で あっ て も 、 両 親 の 場合 は 可能 で ある こと が ある 。 だ と えば 、 神 の 思 恵 に お 返し を する 事 は 不可 能 で あ 
る か ら 、 大 は 少な てく と も シル ク か ら 遠 ざか る 事 を 心がけ る で き で ある と 教え られ る が 、 両 親 の 場合 は 、 与 えて 
くれ た だ た 愛 と 思い や り に 報じ いる こと が は ほとん ど 可 能 な の で ある 。 
注 13 美しい 直 足 を 用 いて この 節 で は 、 両 親 へ の 思い や り が 教え こま れ て いる 。 凌 の 愛 は 報い る 吾 の 出来 
程 深い $ ゃ の で ある 為 、 こ の 返せ 史 分 は 祈り が 補 な っ て くれ る 。 祈り に は 、 年 老い た 両親 は 、 自 分 達 が 子供 の 時 、 
親 に し て も ら っ た だ の と 同様 に 、 心 を 配っ て 愛情 豊か に 接する 様 と の 思い が こめ 6 れ て いる 。 
注 14 神 か 6 与 た られ た だ 旭 物 を 正しく 使わ な い 和 人 間 は 神 か ら う と まれ る 。 そ し て 自分 の 富 を 浪費 し 、 正 し く 
曲 を 使わ ね ば な ら な いと いう 均 任 や きけ よう と する 者 も 了 同様 で ある 。 
注 15 見 た 所 は 慈悲 を 与え た 方 が 良き さそ うに みえ る と も それ を 与え る と 逆 効果 ょ と な る 場合 も ある 。 例え ば 、 
を 食 を 職業 し し た り 、 金 を よく な い 使 い 道 に 器 や す い 習慣 か 6 ぬけ られ な いり 者 達 が そう で ある 。 そ うい っ た 
人 人 ただちに は 人 金 を 与え る より も る はげ ま し の 言葉 を や か ける 方 が 救い と な る の だ 。 
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30. 湊 の 手 を 己 れ の 吾 に 縛り つけ る な か れ 。 る ン ッッ る ぶ ノ ンス * グ 2 (1 32 る | 1 ブッ な イン 
MA か GfKIREYTORVS 

り と て 全て 《 手 を 差し 伸 べ 放 姜 に する な か の 遇 
れ 、 非 難 $ れ た あげ て 無 一 文 に な ら ぬ た め の ら の 569662838 1 ダ 
に も 。 ( 注 16) - 

31. 主 は 己 れ の 欲す る 者 に Na いも 15A3 Eo る ) 
に 。 また 己 れ の 欲す る 者 に 之 を 制限 す 。 ク スィ クス の 
に 彼 は 己 れ の 人 後 等 を 知 凶 し 、 rh の 上 の 民 る soy 6 
し 給 う 。 

第 四 項 
32. 貧困 を 恐れ て 自分 の 子女 を 殺す な か れれ 六 入 ES りり 3 
還 M り ァ CO らし っ \9 | り 5 

MAA る ィ 6 
れ ら な り 。 げ に 子女 を 殺す は 大 罪 な り 。 ( 注 ot SV 5 ら 5!56! う 
18) 

33. また 、 女 通 を 床 け ょ 。 を は 醒 悪 な り 、 罪 宮 2 区 ルン 人 2 AM 31d 外 | あ 2 人 5 する 
な り 。 ( 注 19) 

34. 布 し て 、 正 当 な 理由 な し に アッ ラー 本 の 332 し 5」 ノ フン ン っ る レン 2 タラン 
た る 者 を 殺す な か れ 。 和 何人 に せ ょ 不当 に % JO の づら EUC と 
害 き れ だ る 電 合 は 、 その 相続 人 に RE 本 人 人 4 い H ai2 じ に < 2B2 (As 
報復 の 権利 を 認め たり 。 然 れ ど も 、 を の 報 。 と" 昌 220 の ZS 
複 殺害 は 規定 きれ た 限度 を 越え ん る な か れ 、 @bz22 の 451 CK 8 
な ん と な れ ば 、 法 に よっ て 擁護 きれ る が 政 
に 。 

注 16 真 の 必要 が あっ て の 施し を 惜しん だ り 、 無 分 別に 浪 嘩 し て は な ら な い 。 宮 を 沢 費 し て し まっ た 結 時 、 


本 当 に 条 附 が 必要 と な る 時 に 施し が で き な 《 な っ て し まう か ら が だ 。 


宇 17 
に 肉体 的 紅 つ 精神 的 な 死 を 与え を て いる に 等 し い 。 
RM 
て いる 。 子供 を 殺す 事 と は 又 、 近 項 世 間 で 押 励 きれ て いる 、 不 必要 で 問題 の 多い 、 


る 。 


滞 18 


子供 に 対し 適切 な 教育 や 食事 を し て 衣類 を サ ぇ た ぬ し みっ た だ たれ た だ ( 欲 深 
の こ ー も ャ ウ た 教育 や 、 


ここ で は 大 罪 を 用 い 、 


) 親 達 は 、 実 質 的 に は 子 僕達 

き 状 態 に な る 機会 を 与え ら 
この 節 で は 強 て 非難 し 
受 脱 調節 の 事 を も 意味 し て い 


NE 


子供 を 殺す と いう 事 は 、 人 間 の 本 質 が 不快 を 感じ 、 ひ る み を お ば え 、 人 間 の 感 


悟 を 持た ぬ 者 だ ご けが 出来 うる 事 で ある と いう 事 を 王 張 し て いる 。 


注 19 
な 表 で 数 えき れ ぬ 程 の 字 供 を 死な せ て し まう と いう 意味 に 訟 て 、 重 要 な 戒律 な の で ある 。 
5 と 効果 的 で わか りや すい 表現 で “ 豪 通 や 民 け よ ” と 言っ て 
婦 淫 の 具体 的 行為 を 禁じ 、 と が め る の みな ら ず 、 如 洋 に 通じ る 道 を 全て 閉じ よう と し 


る な か れ " と 違い 、 
いる 。 クル アー ン で は 、 


子供 を 条 す 事 を 禁じ た 戒律 に 続く の は 、 そ れ と 同じ 位 重い 如 洲 に つい て の 戒告 で ある 。 如 注 は 、 色 々 


クル アー ン で は も っ ヒ 上 は っ き 


て いる の で ある 。 
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元 が 成年 に 達する まで は 、 その 財産 を 殖 4 0 3 ji IS ン ン 
| けれ ば 、 ラ に 手 を 触れ る な か れ 。 了 バン ウー 
病 し て 契約 を 全う せよ 。 契約 は 必ず 紅 明 せ GMA2666406 0 多く 


ら る NB ( 注 20) 
FL] 5 寺 き 隊 ュー テウ り デ ンク ゥ 
36. ぉ 前 た ち 量 る 場合 は 、 桂 目 を 十分 に な え 、 の 00 ゆり 6132 


レン し だ 4 


また 正確 い 天 笑 を 以 て 基 れ 。 を の 方 が 立派 と > 人 欠く 
で あり 、 結 局 は 得 と な る 。 ( 注 21) @ 昌夫 と < を 


37. 2 と に 従う な か れ 。 げ に 王 、 2%242S808 し も あの ⑳ じ 3 
、 心 一 皆 こ れ 等 は 必ず 釈明 を 求め ら る る Mc 5 
( 注 22) @9 放 2 ce 
38. 横柄 に 地 を 歩 な なかれ 、 な ん と な れ ば 、 流 IS ある 55 り 5 
大 地 を 引き 裂く 能 ゎ ず 、 ま た 山 の 高き に の 2 の 
達する 能 わ ず 。 ( 注 23) @%dk 記 ああ 
39. これ 等 すべ て は 、 液 の 主 か ら 見 れ ば 、 憎 も * く スッ を レン レウス 5 
0 GO の の 仙人 OS 


べき 有罪 加 な り 。 
40. こ は 主 が 液 に 啓示 せる 知恵 の 一 一 部 な り 。 さ な プン イッ クシ ブ うー レー プア レン ン 、 イン イン プリ 
J 1C G は 四 rs 
れ ば 、 如何なる 他 神 も アッ ラー と 倍 に 祀る の か OPC の ICO 
用 


な か れ 、 然 ら ず ば 、 呪 われ 、 揚 否 され て 、 の @P 先 科 342 CCI 人 UP て 
液 地獄 に 投 ぜ られ ん 。 
41. な ん と な 1! 主 は 男子 を お 前 た ち に 援 サ 給 それ と ek っ を に 人 
し 、 自ら は 天使 等 の 中 より 女子 を 採れ り と の IO ク Vo0 の べ 6 
1 


去 う か ? お 前 た ち は ま こと に 罪深い こと を TKCA 


ーー テテ ど 
バナ 。 


デン 





邊 20 結 栄 的 に は 、 芝 人 者 と 条 る れ だ 者 と の 二 つ の 家族 に 孤児 を 残し て し ま の 4402 関す る 法 を 、 定め 
に クル アー ン で は 撤 児 達 の 権利 に つい て 指示 を 与え を て いる 。 最 も 重要 な 点 は 、 彼 等 の 財産 に つい て で あ 
り 、 こ こ て は 義務 と いう 基 中 を 表わす " 家 約 " ! い う 合 丘 が 和 免 の 時 交 の 世 話 を する いう 事 は 、 を うす る 
因 で の 何 の 軸 な い が 、 誠実 に を し て 十分 に 履行 すべ き 資 任 で あり 義務 て ある 事 を 強 謗 える 為 に 、 使 われ 
て いる 。 

生 21 商 完 を 順調 に 運び 、 高 を 展 成す る 秘訣 は 、 商 売上 の 取引 き に 府 て 、 公 正 且 つつ 誠実 で ある 事 で ある 。 
邊 22 自然 の 順 訂 で ゆけ ば 、“ 号 "日 そして“ 心 ” に よる 攻 い の 源 を この 節 で は 非難 し て いる 。 人 の 心 に 
芝 い が 、 生 じ る の は 先ず 耳 を 通し て で ある 。 意 地 の 悪い 告げ ロ や 噂 で 疑い が 生じ る の で ある 。 その 次 が 目 英 す 
る 事 で ある 。 人 は 他人 の 行動 を 見 て 誤解 し 、 そ の 動機 や 意図 を 疑っ た りす る 。 し か し 一 番 忌 むべ き は 、 悪 い 只 
の 結果 や 、 勝 手 な 解釈 を し だ た 他 の 人 の 行動 が 原因 で は な く 《、 病 ん だ 骨 分 日 英 の 心 が 作り あげ て し まう 疑い の 念 
で ある 。 (前 述 の 節 で 言及 $ れ て いる ) 神 聖 に し て 犯す べから ざる 人 則 の 生命 や 財 導 の み で な てく 、 人 間 の 名 準 も 、 
神 回 に し て 犯す べから ざる も の で あり 、 こ れ を 攻撃 する 事 も 資 任 を 持っ て 向かわ 和 ね ば な ら な い 。 


注 23 目 分 の 業績 を 自慢 し たり 、 上 見せびらかし だ りす る 事 は 、 軽 壮 き を 吹聴 する の みな ら ず 、 道 徳 的 に も ぁ 欠 
明生 じき せる 。 何故 な ら 、 そ も うい う 態 度 は 、 既 に 自分 の 達成 し た 楽 績 に 満足 を 党 を る の あみ で 、 結 果 的 に は を 
の 人 人 の 道徳 的 向上 の 妨げ に な る だ け で ある 。 
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第 所 項 
42. われ ら は 彼 等 を 諭 さ きん と し て 、 グ クル アー ン MI 6 
の 中 で 真理 を いろ いろ な 方 法 で 説明 せり 。 AA 
る されど 、 そ は た だ 役 等 の 嫌悪 を 増し た る に “ の 8 
すぎ ず 。 ( 注 24) / 





の 
43. 云え 、 彼 等 が 云う 如く 、 彼 と 倍 に 他 神 等 が を 4 Ac2 く og 
あっ た な ら ば 、 偶 像 崇拝 者 ども は 必ず 玉座 し 
主 に 抗 する 道 を 捜し 求め ん 。 ⑨ 和 ば の! の 
44. 清 沼 な る か な 、 彼 は 彼 等 が 云う が 如き も の @ ゅ 6 倍 る 5 AS 992 
と は 較べ も の に な ら ぬ 進 か 高み に お わし ま 
す 。 
2 う * う グッ マイ デ 
45. 七 つ の 天 も 大地 、 ま た その 中 に ある すべ で 9 
て の も の で 、 彼 の 栄光 を 詳 を ざる は な し 。 の 2 2 
か Ed い ス 之 以 クム 2 う タ 
角 し な が ら 、 ち 前 た ち は そ れ 等 の 誠 美 の 意 。 CO9e8SYC RY どう) 〈 ぐ oo!5 
味 を 解せ ず 。 ば に 彼 は 妃 耐 強く 、 害 大 に ま っ Ezd を ラタン: と 
し ます 。 ( 注 25) be 55 や しゃ で oo 
46. 流 クル アー ン を 読 語 す る と き 、 わ れ ら 6 は 流 62000G52GKSCI く の 2 の 3 
と 、 来 世 を 信 ぜ A ぬ 著 と の 間 に 見 を ぇ ぎる 墓 を っ oga 
み ク 9 
垂らす 。 2 し 6 あ 


47. 並び に われ ら は 、 彼 等 に クル アー ン を 理解 12 2 ょ ンタ クタ クッ る ッ ン ク ン ル ン る 
_ 51395688 1230149 
る させ ぜ な いよ うに 、 を その 心 に 姜 い を か け 、 耳 デン ウ DE > 9 
〆 ヶ ラ 


2 『 デ 5 に 
も 閉 け な くす 。 さ れ ば 、 液 が クル アー ン の 19380 gl 9755 3 83 
中 で 主 の こと の み 語 れ ば 、 彼 等 : > を 嫌い 背 る 
を 向け る な り 。 ( 注 26) (ol と 
48. われ ら は 彼 等 が 液 に 耳 傾け る 時 、 彼 等 が ど スス ンク る の 2 イン ッッ イン ニス ッ ン タス 
8 彼 等 が 流 に 耳 傾 か eS の ウ OS33 | 
ん な こと を 開く の か 、 ま た だ 、 彼 等 が 内 証 で 人 
ヨミ ュ ず レル タク や の クタ セン 。 レ ュ タ wi。 カタ ダン 2 
脇 議 す る 時 、: 加 人 ども は 「 お 前 た ち は だ だ ⑯b 朗 * の | OSA 5 い | 
半 か れ た 男 に 従っ て いる に すぎ ず 」 と 云う 
を 束 知 す 。 
注 24 重 要 な 事柄 全て を 論じ な けれ ば な ら 6 な い 経 典 で は 、 時 に 応じ 、 主題 に か か れる 要点 に 立ち 戻る 事 は 、 
極 く 当り 前 で あり 必要 で も ある 。 何 度 も 言及 する の は 、 を その 事柄 に つき 、 新 し い 角 度 か ら と ら え て みた だ り 、 新 
し い 反論 を 論破 し た りす る 人 為 で あり 、 そ の 目的 で 反復 する と 正常 な 神経 を 有する 教養 ある 人 な ら そ れ に 対し 異 
議 を 唱え る 事 は で どき な い の で ある 。 
注 25 [ 世 つ の 天 ょ 大 地 も まだ その 中 に ある すべ て の も の は 、 神 を 讃え た を る | と いう 語句 は 、 全 宇宙 が 神 の 唯 
一 性 に 関わ り を 持つ と いう 事 を 、 双 「 神 の 朱 光 を 讃 を ぎる は な し | の 語 匂 は 、 全 て の 事物 は 神 の 存在 の 克 大 き 
に 、 そ れ ぞ れ われ 各々 に 係り 合い が ある と いう 事 を 所 味 し て いる 。 
注 26 心 の 器 い と は 、 加 意 や ね だ た み 、 ま ちがっ た 優越 感 や 人 種 的 偏見 、 社 会 的 地位 や 収入 の 可 夫 に 対し て 心 
を 被 う 事 、 或 に は 、 不 信者 が 真実 あや 受け 入れ る の を 拒む 為 に 、 強 く 都合 よく 信じ て きた 丘 い 習慣 や 信仰 べ の 心 
の 覆い を 指す 。 ー433 一 
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遇 る レン う ア デラ 
49 見 よ 、 彼 等 が 如何 に 数 々 の 警 え を 流 に 向っ 2 の る 2 凡人 OH 
て 並べ で 隊 ぜ て る か を 。 し か し 、 稿 局 輝 える な 


り 。 さ れ ば 、 道 を 見出す こ わ ず 。 (oy や 


50. 彼 等 は 云う 、「 我 等 が 骨 と な り 、 粉々 の 粒子 65 1044K4A シ 253 ン ッ ( 
と な り 果 て た 後 、 ま た 新しく 生ま れ か える 2653EU5eEYS じ 3 


と な ?」 と 。 og 
51. 云え 、[ 溢 等 石 な り と も 鉄 な り と も 、 ECS 


52. は だ また 、 お 前 だ ち が 思 う 一 番 墜 い 茹 何 な の で 382 > メ 
る 物質 に な ろう と も 、 前 た ち は 怠 らし ゅ 。 Re の 3Ouo ウ 
ら る べし と 。 Me と 、 役 等 は 問わ ん 、「 我 24 伯 と を スタ を 計 放 る ッ ン 
' し あこ 51 の ミーー ド る 18 て いし) 
等 を 生き 返ら す は 誰 ぞ ?」 と 。 法 え 、「 を は クレ ーー レレレ ーー シク クー 
お 前 だ ち を 最初 に 創り 給 う た 御方 な り 」 と 。 (ふる ら の 02 36 で の で Mo5 os 
彼 等 頭 を 振り 5 て 更に 問わ ん 、「 そ れ は 何時 起 


クッ る ン ル る 2 フー ダレ ーー タル レ s 
る や !?」 と 。 云え | 鍛 5(、 近 か ら 6 ん 、( 注 し め の の 1 の 
27) 


彼 が お 前 た 2 NT 、 有 前 だ 『 を ン GvG イク タッ タン ラック 
23. 彼 が お お 前 た ちる 喚 び 出し 前 だ ち が そ を れ 83 負 i2o る 2 5EOO の か 
に 応え て 彼 を 褒美 し 座 る その 日 は 。 面 し て 、 
EN 


お 前 だ た ち は 、 共 中 に と どまり だ た る は 暫し の あし) 
間 に す ぎ ず と 思う らむ 」 と 。 


2 ン 1 条 
54. わが 僕 等 に 告 事 に 丁寧 に 語り か け よ 。 OSIO) っ ! の UNEW の CA 介 を 
た し か に 、 Me う も の は 人 々 の 問 に 仙人 鐘 し 
〇 
た が い を 扇動 す 。 げ に 悪魔 は 入 問 に と っ て 。 ^ 1 NAS らら 
公然 の 敵 な り 。 9 


55. お 前 た ち を 一 番 よ く 御存知 な の は 、 セ 前 た  ? ン ン 。 ラフ ライ イン る っ 2 
ちの 主 な り 。 彼 も し 欲し な ば 、 慈 悲 を ち お前 SOSS の KG 3 0 まき 94 は が 
た も に 蛋 れ 、 また 欲し な ば 、 ぉ 前 た ち を 禄 @ 05 6 MV 洗 CI (Of 
し も し よう 。 耐 し て 、 わ れ ら は あの 者 と ども 6 
の 番 人 た る べく 液 を 人 遺 わ し た に 非 ず 。 


注 27 この 節 は 二 通 り に 解 息 で きる 。 先ず 不信 者 に 対し 、 彼 等 の 心 が 鉄 や 石 、 或 い は を その他 の 似 た 様 な 物質 
の 志 て か だ た てく な に な ろう と も 、 SNS 
も だ ら そ うと 思っ て いら っ し ゃ る と いう 解釈 。 を し て も う 一 つ は 、 前 人 節 で 述べ られ だ 、 復 活 に つい て の 彼 等 の 
疑い に 対し て 答え る と いう 形 で 、 彼 等 が 、 鉄 や 石 、 或いは その他 の 物質 に 形 を 変え て も 、 神 の 懲罰 は 免れ 得 な 
いと 語っ て いる と いう 解 息 で ある 。 
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56. 光 の 主 は 、 天 地図 の すべ て の も の を よく 知 操っ 5 人 9 の 
うい つう 1 
り 給 う 。 ま た われ ら は 問 言 者 の 或 る 者 を 他 は oeMfeD3 
より も 賞 揚 し 、 ダ ビデ に 詩 簿 を 授け た り 。 時 5o29 OLIOSS GUSS 
の りら 3 
57. 云え 「 ア ッ ラ ー 以 外 に お 前 た ち が 神 々 と 信 レン 、 ン 02 
人 電 1 どう ・ を . 細 。 sy 
じ て いる 者 に 旗 え よ 。 きれ ば 、 あ 前 た ぁ は 、 ご PR5o3o あ も GONlbSSIJS 
彼 等 が お 前 た ちの 災難 を 除き 、 まだ それ を 5 る 5 2 る 3 ? ? 記 2 グ u | ズ * て 
転ずる 力も な いこ と を 思い 知ら ん 」 と 。 ' 
58. 彼 等 が 拝ん で いる 者 と も 自身 、 主 に 近づか 3 っ の 32 2 
ん こ と を 望む 一 だ と い な 側近 近 バ 議 し て い タン デー クタ ェ ン アノ Ac - う デ タッ 
る 者 た ち で すら 一 アッ ラー の 慈悲 を 期待 AoO2224233 の ジジ うう 
し 、 そ の 懲 六 を 各 る 。 げ に 恐る べき は 、 没 クッ セ 
の 主 の 徳 罰 な り 。 ( 注 28) @ ら Ds ひま OS5 う GA2 8 


59. 如何 な る 都 で も 、 われ ら は 復活 の 日 の 来る 
前 に 之 を 減 ぼ し 、 まだ は 上 茂 し い 懲罰 を 加え 
ん 。 此 の 事 は 経典 の 中 に 銘 記 せら る 。( 注 


9 GPC4P く 1 らく づら 1 う 
Ga38ee MBC 62022 四 


= 


kN 半 ら 
寺 了 


29) (9 みう ラン 
⑨⑬ り 
60. 礎 早 を 降 す に われ ら の 妨げ た な る も の は 合 と る っ 
も な し 。 た だ し 、 往 古 の 民 が 之 を 認め ざり あら の olE5 じ < 
き 。 されど 、 紀 の 事 は 妨害 た は な ら ず 。 わ AUS る っ TA 
れ ら 6 は サム ー ド の 民 に 明白 な 神 兆 と し て 牝 _ 
外 蛇 を サ え た り 、 し か る に 彼 等 は 不当 に も o 59) ら 7 る ぬ 


を 目 げ た り 。 わ れ ら は 警告 の だ た ゆ に の ろ 
奇 正 を 隆 す 。 ( 注 30) 

61. われ ら が か つて 、 液 に 向っ て 、「 げ に 、 主 CAC2 OGLE SU90CS32 
は 人 間 を と り 囲 み 給 う ] 上 云い し 時 の こ 2 02 計 
と を 思い 起 せ 。 わ れ ら が 液 に 見 せ た る 幻 は 、 | GS 
タル アー ン に 記さ れ だ あの 呪 わ れ た 樹 と 同 7 62 
じ く 、 人 間 を 試 き ん が た め な り 。 わ れ ら は Oo し 5 。652 う う 〇 KEOI 


注 28 この 郊 は 、 或 る 人 々 が 神 と し て 礼拝 する 天使 、 預 言 者 そし て 聖人 達 に つい て 言及 し て いる 


注 29 神 の 預言 者 大 や クル アー ン が 予言 し た 宇 征 的 な 惨 袖 と 一 轄 の 災害 の 前 兆 と な る 色 中 の 事 に つい て の 
言及 で ある 。 

注 30 以下 の 欄 に も 解 息 出 来 う る 。 則 ち 、 以 前 の 人 々 が 、 預 苫 者 達 の 言 を 嘘 び と いっ た 事 が 原因 で 、 こ れ 以 
上 神 の し る し を 送ら れ な いよ いう よう な こと が あろ うか 、 つ まり 、 そ れ が 、 天 より の し る し を 与え 内 理由 に は 
な りえ な いと いう 解釈 と な る 。 
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62 . 


彼 等 に 継続 し て 警告 せん と する も 、 を は 徒 
に 彼 等 に 大 罪 を 増 る き し め る ば か りな 5 
( 注 31) 

第 七 項 
われ ら が 、 天 使 な もち に 、「 ア ダム に 対し て 平 
伏せ よ 」 と 命じ だ た 叶 の こと を 思い 起 せ 。 イ 


@ 眉 5E じ CE 
デ 


ニー で で エ 


5 どの) とう 4EUSICTOE ME 





ブリ ー ス の 外 は 役 等 みな 平伏 せ り 。 イ プ ブ 8 の 2 と 341 
ー ス は 「 流 が 泥 に て 創れ し も の に 対し て 、 旧 1 

我 い か で 拝 伏 す べき や ? | と 云え り ' 
63. 更に 彼 は 、| 液 が 我 よ り 上 の 者 と し て 礼 遇 し の 20202 アッ ング ラン ン ン 

た る は 此 の 者 な る か ? 液 も し 復 漂 の H ま で 。 マデ 1 で GIIAa GE Id6 

釈 を 鉛 子 し た まえ ば 、 我 は 必ず この 者 の 子 。 ゐ ふ U59U GEKGCOELGRICYK 人 1 

丈 を 、 わ ず か の 者 を 除き 、 我 が 支配 下 に す 」 Ii 

と 云え り 。 ( 注 32) 

二 に な ん ひと > タン ン る ンプ マ ィ ン っ タッ ぅ ッ ン ンー ゥ ン っ 2 

IGR ACTOI う SOS CA 

座 に 従う 者 は 、 必 ず 地 獄 や 返 報 し ょ う の の 

一 返 報 と あたっ ぷり と な 。 の ⑫ り 3 2 

し か 2 0 SA 2 ショ イン ン * 2 2 ン 2 
BN ST 2 この ル これ 衣 と 0 

声 で 誘惑 し 、 流 の 歩兵 や 騎兵 を 以 て 彼 等 を 

攻め た て よ 。 ま た 、 財 室 と 子女 た ち を 頒 ち ME 

て 、 彼 等 と 約束 を 結べ で ] と 。 さ れ ど 、 亜 席 の と 

の 約束 は 、 た だ 役人 等 を 炊く の み 。 ( 注 33) 多角 SI Ob AOg う 295913 
66、 さ れ ど 、 わ が 僕 等 に 対し て は 、 げ に 法 は 彼 ko の っ ReE あ くる 

等 の 上 に 如何 な る 支配 力 $ 有 せ ず 。 彼 等 の DI 

守 調 は 流 の 主 の み で こよ 足り る 。 ( 注 34) O り K を 
注 31 間 和 EE NHSE 更 な る 所 結 首 は 、 ユ ダ ヤ 人 達 
の キ ブ ラ (祈り の 方 向 ) で ある エル サレ ム の 神殿 0 和 拉 科 め 2 
幻 は 、 い つか 将来 に 訟 て 、 0 清き 当 の イス ラム の 輪 に 加わ SS る 。 


これ が 主 は す で て の 人 人 間 を や とり かこ 


際 A 0 の 1 較 の 事 遇 すら 3 き の デ の 


引 中 23、 イス ラム か ヵ ぢ j 全 体 に 当 透 


する の は 、59 節 に 述べ られ だ た だ 厄 袖 が 世界 的 に 始ま り だ し た 後 な の で ある 。 


i モ 32 
及ぼ せな (な っ た 時 に 、 信 者 の 誰 で も が 経験 する 営 
了 この 笛 で は 、 問 魔 の 仲間 達 ヵ 


け な い 者 達 に 対し 


"復活 "と いう 言葉 は ここ で は 信者 の 信仰 が 完全 な も の と な り サ タン が 、 
立 的 復活 を 握 し て いる 

2 
1 吉 し い 人 人 間 や 弱い 人 間 を 人 彼 等 に 対す る 帝 力 の 恐 舌 を 持続 きせ る 事 で 威 踊 す る 。 
徒党 を 組み 、 更 に あく どい や り 方 で 双 計 画 的 な 攻撃 を し か け 、 
を 行なう 。 3) 真 実り の 大義 を 守る 事 を 止 ゆ る えす れ ば 、 指 導 者 に し て や る と 言っ て 、 力 強く 、 影 響 


を 謎 問 する 。 


征 34 


人 人 は 、 病 神 了 向 に “復活 "し 、 信 爺 ヵ 


一 90 一 


座 か な も る の と た と ならない 限り 、 サ タン の 読 惑 


その 信者 に 対し 何 の 遇 絡 も 


2 言葉 で の 標 力 へ の 恐 帆 に 負 
本 人 迫害 、 弾 圧 
E 力 の ある 者 達 


に 最 2 穫 さき 和 れる 。 
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67. お 前 だ ちの 主 は 、 お 前 た ちの だ め に 海上 を 2 3 る クタ 
船 で 航行 きせ 、 お 前 た ち に 彼 の 由恵 を 求め まま 
ュー ト ァ 「 ギ 」 レン マ 
きせ ん と する お 方 な り 。 げ に 彼 は お 前 た ち 5 25 WT 4514L53 
- 慈 唱 栄 くま し ます 。 
68. お 前 たち 海 で 災難 に 人 遵 う や 、 日 頃 お 前 た ち ズラ ラッ ッ ン ゥ ン イン ジフ 
・ 1 9 
が 拝む 神々 は みな 消え 、 和 独り ア 2 に 3 u 迷 おら の ひら Na 13 


す の み 。 然 る に 、 彼 が お 前 だ ち を 無事 陸 に Pe gi よ A の AE タン ュ ン スン フ で タレ 
の OM4G 
届け て や れ ば 、 お 前 た ち は 色 ちょ そ を 向く 。 CEORPe 


人 間 と いう 奴 は まこ と に 思 知 ら ず な 者 な の ME 5 に 39| 
り 。 ( 注 35) 
69. お 前 た ち 、 彼 が 、 深 に な いて 、 お 前 た の 1 の 2 
人 UL に ん る 255( 


沈め る と か 、 物 凄い 砂嵐 を 見 狂わ せる こと 
な し 、 と 安心 し 得る か ? そう な っ て は 、 ぉ @922 6 Ao5933Ko に CS 
遇 たち 吉 何 な る 守護 者 も 見つかり は せめ ぬ 

の 


70. それ と も 、 彼 が 再び お 前 た ち を 海 に 連れ 戻 ター スレ っ る っ 
し 、 突 購 を 見 多 っ て 、 お 前 だ ち を その 不信 2 JOROIA っ | 
仰 の た め に 湧 れ きせ る こと な し 、 と 安心 し っ 8 の 63 人 JE 
得る か ? そう な り た る 時 は 、 お 前 た ちの た yr 0 oe 
め に 、 わ れ ら に 刃 向っ て 助け て や ろう と い の SEAc0 DS3933 
う 者 な ど 見 つか り は せ ぬ 。 

71. げに われ ら は 、 ア ダム の 子孫 を 優遇 し 、 22251 の 25G9 う 
( 注 36) 役 等 を 陸 や 海 に 運び 、( 注 37) いろ 5 
いろ 結構 な 品々 を 与え 、 理 に 、 わ れ ら が 食 CASO6A Io 
り し 多く の 人 々 の 上 に 彼 等 の 身分 を 高め た 
り 。 ( 注 38) 


2 ン ッ 2? マン 


に >』 


es ト 


注 35 苦悩 困 欠 の 中 に いる 時 、 謙 虚 に な り 神 に 祈り 捉 み 深い 生活 を 送る 様 に と 誓う の が 人 間 の 本 質 で あ 
る 。 


注 36 神 は アダ ム の 子 等 全て に 同等 に は まれ を 与 を た られ 特定 の 民族 や 穂 族 の み に 特 権 を サ え られ だ 訳 で は 
な い 。 更に 、 発 展 E 委 栄 へ の 送 は 誰 に で も ぅ 平等 に ひら か れ て お り 、 海 の み で な く 陸 に も 同様 に 運ば れる の で あ 
る 。 

注 37 クル アー ン 中 に 海 に 重点 が お か れ て いる の は 珍し い 。 クル デー ン が アラ ブ グ 人 達 に 与え られ た 経典 で あ 
り 、 生 涯 を 通し て 航海 に よる 旅 を 経験 し だ た 事 の な い 全 て の アラ ブ 人 や 聖なる 根 言 者 が 、 海 路 の 旅路 を 強調 する 
事 は まず 有り 得 な い 事 か ら ク ルアー ン が 型 な る 預言 者 が 書い た だ も の で は な い 事 が 解る 。 聖なる 預言 者 は 、 海 略 
の 海 の 多大 な 利点 に つい て は 知り 得 な か っ だ の で ある 。 

注 38 人 間 で ある と いう 等 級 は 、 地 上 に 訟 ける 神 の 代理 者 と いう 喜 味 で 他 の 全て の 創 造 物 に 、 ま る っ て いる 
の で ある 。 
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第 八 項 
72、 或 る 日 、 わ れ ら は すべ て の 人 人間 を その レー ラタン で 。 r 2 2 ン レッ ン 
叩 必 者 と 共に 召集 せん 、 を の こと を 忘れ ま の Go ゅ se C 5 
い ぞ 。 その 日 、 右 手 に 己 れ の 記録 を 渡さ れ の Ab) COME 
る 者 は 一 その 記録 を 心 に 読み 、 是 つい き 0 4 
きか も 不当 に 過 せ ら る る こと な か る べし 。 
( 注 39) 
し か ノン 誠 和 0 プ 974 62 ブルン ンーs ュ うき ディ ング ン 
73. 然し な が ら 、 此 の 世に 訟 て 盲目 な る 者 は UDG 98120A 98622 
来世 に 訟 いて も 守 目 な る で し 。 面 し て 、 』 っ 
すま す 正 道 か ら 迷 い 去 らん 。 ( 注 40) ⑤ う As 


74. 時 われ ら が 液 に 啓示 し た こと の た め スッ イレ ッッ シテ ニン MGFR シイ ン 
。 商 に ひと いし う 5 を し 、 入 ( 光 に 、 わ ね CWU 人 ERU 26G! う 
nb : 対 挑 し て 硝 示 し た も の と は 別 な も の の MR と 7 
を 提 造 せしめ ん と せり 5。 も し を うなり だ る 
場合 、 彼 等 は 流 を 親友 と し て 過 し た る べし 。 
( 注 41) 


75. も し わ 和 ら が クル アー ン を 以 て 液 を 墜 固 た を 9 っ 8 る 5 131 6 の 3 る 
らし め ぎ ざり せ ば 、 液 は いき きか ヵ 彼 等 に 傾 か の 2 上 


ん と し た る な り 5。 ( 注 42) @8 


76. その 場合 は 、 わ れ ら は 液 に 此 の 世 で 重 刑 を 、 eu 2 
また 死後 に 訟 て も 重 刑 を 味 わ き せん と す 。 9 なら CGIGss ine 


$ も し そう な り だ る 場合 、 流 の だ た め に 、 わ れ OS を える 
ら に 刃 向っ て 助け て やや ろう な ど と いう 者 は 
何処 に も 見 つか り は せ ぬ 。 


注 39 左手 は 後 凍 の 、 を し て 布 手 は 祝福 の 象 箇 で ある 。 を し て 又 、 人 の 身体 の 右 半 分 は 、 左 に 比べ 筋力 が 強い 
為 、 或 る 種 の 優越 性 を 帯び て いる 。 この節 で 述べ られ る 人 の 行い の 記録 を は 恋い 方 の 祝福 きれ た 記録 を 意味 す 
る 。 訓 手 は ここ で も 強 き と 力 を 意味 し て お り (69 章 46 節 )、 右 手 に 信者 達 が 各々 の 記録 を 持つ と は 、 力 上 決意 
を も つて 美徳 を 有する 事 を 表わし 、 不 信者 達 が 左手 に 記録 を 持つ と いう 事 は 、 必 要 と きれ る 強 さ と 熱意 を 持っ 
て 英徳 へ の 努力 を し な か っ た 事 を 表わし て いる 。 


注 40 現世 で 心 の (精神 の ) 過 を 開い て 物 を 見 な い 者 は 、 来 世 で ぅ 65 枯 和 の 錠 上 の 要 RNN 
る 。 クル アーン で は 神 の み 印 や よく 考え ず 、 そ れ を 役立て な い 者 は “盲目 "で ある と し て いる 。 こ うい う 信 々 
は 来世 で も 精神 的 に “ 盲 田 " な の で ある 。 


注 41 不信 者 達 は 加 な る 預言 者 を 彼 に 啓示 され た 教義 が 原因 で 、 彼 に 強制 的 に を それ を 変え きせ だ り 、 ク タル 
アー ン て で 体現 きれ て いる 教義 以外 を 教義 を し よう と し た り し て 、 聖 な る 預言 者 を 非常 な 苦境 に 落と し 入れ よう 
と し た だ た 。 これら の 不信 者 の 邪 正 な 計画 や 、 そ れ を 実行 し た 事 が 、 彼 等 の 全く の 失敗 で あっ た 事 に つい て この 節 
で は 言及 し て いる の で ある 。 

注 42 預言 者 の 根本 的 性 質 は 余り に る 純粋 で あっ た 人 為 、 ク ルアー ン が 役 に 啓 示 ふ れ て いな か っ だ た と し て も 、 
を し て 、 神 が 彼 に 関し て 意図 し 給 う た 事 を 知ら な か っ だ と し て も 、 預 言 者 は シル ク (唯一 の 神 以外 の ぉ ぁ の を 崇 
振 す る こと ) を 行なう 事 に 過す る 事 は は と ん ど あ りえ な か っ だ の で ある 。。 
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4 式 了 エエ 必 








77. げに 彼 等 は 、 液 を 国外 に 放逐 せん と し 、 液 が 
を この 地 よ 9 正 に 追い 払わ ん と せり 。 し か の eo 0 
し 、 そ の 場合 は 、 彼 等 と て 液 が 去れ る 後 、 DEPGMR AR ンダ バン 
> の Au > 
長く は 罰 ま り 得 ざり き 。 ( 注 43) の %6 2 
ミ タラ ムイ 2 。 イン プリ ン 5 アッ ン ン る る 
78. 0" た は 、 疲 以前 に われ ら が 使徒 た ち OON2EUD 2 eS の の 
に 降 せ し われ ら の 造り か た な り り 。 さ 息 の 
MR われ ら の 進 り 方 に は 如何 な る 変更 も の 6 C ぶ る 
な きこ と を 悟る で し 。 
弟 九 項 
79. 太陽 が 傾き 、 落 只 く な っ た ころ か ら 夜 の 吐 ノコ 
開 に 至る まで て 礼拝 を 行い 、 面 し て 、 勾 明 に ゅ その PP 抽 ] 
由 みう の 3 アン 2 ン イ 
クル アーン を 読 訂 せよ 。 げ ば に 表明 の クル oc 人 
アー ン 計 計 は 、 と り わ け 神 に 御 嘉 納 あ ら せ 
ら 和 れ 給 う 。 ( 注 44) 
80. また 、 液 、 光 に は 規定 外 ( 注 45) の 勤行 し セタ セッ ンジ. レ 」 ュ る レン 
の DI 人 1 こ 
し て クル ア ー ン の 読 語 の た め に 、 深 夜 に 起 2 人 SA ンチ 
きよ 。 恐らく 主 は 、 液 を 光栄 ある 地位 に 登 Oc EE 
ら し めん 。 ( 注 46) 
スミ ャ ー ュ リ ーー 電 トー ー ュ アプ フタ リッ タン > イン 2 の 5。1 2 る の 
0 ( 主 ま 、 我 に 正しい 入り で 入ら せ 、 の GOOEuu の うう っ 
遇 ENY 貞 方 で 由 し 答え 。 布 も て 、 栽 加代 の 
ど ぞ ぉ 手 ず か ら お 手助け の 力 を 授け 給え 」 os 3T 29J2GSo 
と 。( 注 47) 
注 43 購 な る 預言 者 の 敵 達 は 、 彼 が その 信奉 者 達 の 間 の 尊大 を 失 な っ て し まう 様 に 、 法 的 追放 の 洛 太 に まみ 
れる せよ うと し た 。 し か し 神 自身 が 、 彼 に メッ カ を 去る 様 に と 命ぜ られ だ た 、 メ ッ カ の 市 民権 を 失う 吾 合 
だ 渦 辱 か ら 、 聖 な る 預言 者 は 救 わ れ だ の で ある 。 
潤 : 44 この 節 で は 、 イ スラ ム の 5 回 の 日 々 の 祈り の 時 間 に つ いて 説明 し て いる 。' 太 勝 が 傾き "と は 年 後 の 祈 


り 、 夕 方 の 禄 り 、 
筆 に 夜 の 祈り を 雇 味 し 、 
注 45 
る も の で は な く 
注 46 
2 
は 、 ダ タダ ハッ ジュ ー ド の 祈り が 信ずる 者 の 精神 了 向 な 意気 の 高まり に 最も 似合い 、 
の 特別 な 辻 
注 47 

僕 を 達 れ て 旅 し た も うた お 方 に 栄光 あれ (17 
いか れる 福音 を 授け られ だ 。 この 也 言 
場 が ま 


そし て 日 渡 の 祈り の 三 つ の 意味 を 持つ 、 衣 の 踏 闘 と いう 表現 に は 日 没 時 の 祈り も 全 ま れる が 
豆 明 の と いう 語句 は 、 導 の 祈り の 時 間 を 示し て いる 。 


本 文中 に 与 を られ だ 意味 に 加え 2 フィ ラ と は 特別 の 皿 吉 と の 意味 や 持ち 、 祈 り は 肉体 に 負担 を か け 


、 神 か ら の 特典 と 特別 の 恩 
イス ラム の 聖なる 項 言 莉 程 、 ひ どい を 
彼 程 、 神 の 賞 庄 や うけ 、 


gHJ 交 わり を か わす の で ある 。 


祈り と 嘆 也 が か な えら れ 甘 な る 
章 2 節 ) の 
の 成就 を 了 予期 し 

きれ も な く (祝福 る れ だ も の で ある 事 を 祈る よう 6 
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需 言 者 は この 節 で 加 な る 礼 拓 堂 か 6 遠隔 の 礼拝 党 
] で 為 さ きれ だ た 了 搬 言 の 成就 も と し て 、 メ ディ イナ へ 連れ て 
し 、 彼 は 今 住ん えび で いる メッ カ か ら の 脱出 上 メデ ィ ナ へ の 入 
命ぜ られ だ 。 


の 誕 和 4 
ロロ 


で ある 事 を 教え を て いる 。 
し ゅ り を うけ 坦 日 もやい われ だ 人 人 は お そら 〈( 他 に 類 を 放 みな いで あろ 
多 て の 神 の 捉 福 と 思 員 の 対象 と し な っ だ た 人 も いな いと いえ る 。 夜 の 静 け き の 中 で 


創造 王寺 に だ だ 人 で 、 神 と 


まき で 夜 の 間 に 、 そ の 


EN 


6J . 


64 . 


GO . 


60. 


ッ 


96 . 


注 48 
の ヨガ 行者 の 様 に オカ ルト が 流行 し た 。 
を する 痢 達 が むり 、 


. 面 し て 、 宣言 せよ 、 [真理 は 隆 り 、 虚偽 は 消 


減 せ り 。 げ に 歳 偽 は 消滅 す る 定め ゆな り [ に 。 


ち れ 6 が 少し ずつ 降 す タル アー ン は 、 信 者 
に と っ て は 治療 で あり 慈 門 な れ ど 、 そ は た 
だ 不義 な す 徒 華 の 損 を 増す ば か りな り 5。 


われ ら 人 に 軸 恵 を 施す や 、 彼 は 顔 を そむけ 
て 憶 ぎ か り 、 面 し て 和 災 次 に 見 狂わ れれ ば 
役 は 色 ち 絶望 す 。 


ぶん [人 は だ れ で も 己 が 流儀 に 従っ て 行動 
す 。 き れ ど 、 主 は 、 一 番 正 し く 導 か が か れ た だ た る 
者 は 誰 な る か を 熱 知 し 給 う | と 。 
此 十 項 

和 Io BPSIO2 0 「 壮 は 

主 の 命 に より 創 ら れ り 。 お 朱 だ ち が こ 
に 関し て 授かり し 知識 は 、 辿 少な が も の に す 
ぎ ず 」 と 。 ( 生 48) 

も し われ ら 欲 る ば 、 われ ら は 流 に 紗 が せ し 
も の を 取り 去る こと も 可能 な り 。 然 る 時 は 


液 、 流 の だ た め に われ ら に 刃 向う 如何 な る 守 


護 者 も 見 出せ まい ぞ 、 ( 注 49) 
人 主 が 慈悲 を 垂れ る 場合 を 除い て 。 実 に 、 
流 に 対す る 主 の 因 電 は 広大 無辺 な り 。 


ユダ ヤ 人 舌 の 精神 的 衰退 と 退 閥 の 時 期 に 


の 件 


スタ ELJy 

ン 2 レー メタ て し 5 ン ン クン タ 
oy Ch に 3 
OK 

多 ン ッ ン 39 AP 9 5 3 
OAM の 1 の 4 


ACEIC 介 4 仙人 A1 
rw | 4.3。 
0 イ 7 の ンタ ノン っ グラ うる 
2 も 人 242 45 5 じ ME ぴる 2 


て の 1 2 ブ 
なり bt の 1Y 
し クラ るい 人 
は の yo て あと に と CMA 2 
人 居 ロッタ 2. 2 タグ で ン 
ぐり KC か 且つ っ ワン 6 へ 9 5| し っ う 
の イラ クン ッ プ クー る イン ン ラン ン 8 5 ー 
に たき KOMUMCESKGUYOCCNCHSTO 
っ グ ン 
な の セン る A23 
3 に 区 イッ ン ン ふ 00 
の MeMEOPLSS1 55 ら 2 3 むう 


は 、 多 て の 近代 の 心 党 王 装 者 や 見 神 論者 、 を し て と ンズ ー 孝 
メッ カ の 偶 像 栄 拓 者 達 が 王 な る 預言 者 を 論 駿 する 人 為 オ カル ト 信 替 者 達 に 助力 を 求め だ 時 、 


彼 等 は 、 型 な る 預言 者 に 入間 の 魂 に つい て 質問 する 様 、 メ ッ カ の 偶像 崇拝 者 達 や も そそ の か し だ た 。 クル アー ン で 


は 、 殊 は 神 の 命令 
や か し で ある と いう 人 迄 見 を 述べ た だ た 節 で この 問い か け に 答え を て いる 。 人 間 の の 本 質 に 関す る 
は クラ イシ ュ 旋 で アプ ブ ト ウラ ・ ビ ン 
こ で は 、 神 の 直接 の 命 


カ で 型 な る 預言 者 に 問い か け だ の 
の 質問 あや ユダ ヤ 人 達 に きれ た と 言う こと で ある 。 


に より その 力 を 得る の で あり 、 


魂 は こ 


魔術 や 心 炭 後 式 で 得 た よさ れる 神 の 命令 以外 の 物 は 、 全 て ま 


質 間 を 最初 に メッ 
・ マ スー ド に よる と メデ ィ ナ で も 、 同 様 
に よっ て 創 ら れ だ た も の と 説明 


きれ て いる 。 クル アー ン で は 、 全 て の 創造 は 、 以 下 に 述べ る ご つの カテ ゴリ ー に 分 けら れる 。 11) 先 に 食 葉 きれ 


だ 物質 や 事柄 の 助け や 全く 借り ず 、 直 接 も だ らき れ だ 創造 
第 二 次 的 に 生じ た 創造 。 前 者 の 種類 の 刈 造 は アム ル (2 章 118 節 参照 ) の カテ ゴリ ー に 司 し 、 


2 唱 】 に 創造 きれ て いる 方 法 や 事物 の 助け を や か り て 、 
後者 は ハル グ 


(創造 ) (命令 ) と し て 知ら れ て いる 。 人 入間 の 魂 は 第 一 の カテ ゴリ ー に 属す る 。 


注 49 


この 節 で は 地上 か ら 


クル アデ アーン の 教え が 消え 去る 時 が 来る と いう 預言 を 吐 示 し て い 


る 様 に 思わ れる 。 


クル アー ン の 精神 や 核心 が 地 .[ よ り 姿 を 消し 、 そ の 他 の 教義 の 、 ユ ダ ヤ を 原型 と する 、 超 目 氏 の 力 を 持つ 、 そ 


の 時 代 に は ス フ ィ と いわ れ だ いわ ゆる 秘法 な ど は 、 


関係 者 の 努力 で 全部 が 全部 消 渋 し て し ま 


う 訳 で は な い が 、 


どちら に し て も そう いっ た 時 が 来る で あろ うと いう 豆 な る 拓 言 者 の 似通っ た 人 頂 言 が 全 え られ て いる 。 
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で [や 





系 上 1 メラ エル 
89. 云え ん 、「 た と い 人 間 と 妖 直 が 力 を 合わ せ 、 互 du 二 あの 8Nie2 gd 


90 . 


9 。 


92 . 


99. 


94 、 


に 助け 合っ て 、 此 の クル アー ン に 似 た も の 
を 作ら ん と し て も 、 彼 等 は 断じて 之 に 類 す 
る も の を 作る を 得 ず 」 と 。 ( 注 50) 


げに われ ら は 此 の クル アー ン の 中 で 、 一 
の 比 隊 を あげ 、 い ろ い みな 人 違 りか だ た で 人 肖 
に 解明 し た けれ ど 、 大 多数 の 人 間 は 不信 爺 
ゆえ に 一 切 を 拒否 せり 。 ( 注 51) 

面 し て 、 彼 等 は 云 う 、「 我 等 は 流 が 大 地 より 
泉 を 員 き 出 き せ て 見 せ て くれ る まで は 、 絶 
対 に 液 を 信 ぜ ず 。 

或いは 、 液 が 吾 都 子 園 や 衝 閣 圏 を 持ち 、 を 
の 中 に 織 す じ も の 豊か に 流れ る 川 を 生じ せ 
し め る まで は 。 ( 注 52) 
或いは 液 が 主張 する 如く 、 液 が 大 空 を ば ら 
ば ら に し て 我 等 の 頭上 に 落し て 見 せる まで 
は 。 それ と も 、 ア デッラ ー と 天使 た ち を 我 等 
が 面 肌 に 伴い 来る まで は 。 
或いは 液 が 苗 金 の 家 を 持つ か 、 昇 天 し て 見 
せる まで は 。 我 等 は 、 我 等 が 読み 得る よう 
な 経典 を 持っ て 話 る に 井 ざ れ ば 、 有 断じて 液 
の 是 天 を 信 ぜ ず 」 と 。 云え 、 「 我 が 主 に 護 え 
あれ ! 我 は ただ 使者 と し て 人 遣わ きれ た 一個 
の 人 人 間 に す ぎ ざ る に 非 ず や 」 と 。 ( 注 53) 


2 の 32 


グ 


ヶ ン 
2 6 
の 5 を の お の 時 2 


ツレ 9 


アン レク 


プー スイス る る ? や アッ な 
っ 8 し うら 2 2 6 守 人 


の 2 と アン MM 人 


9 人 二 2 エン ノイ ドー ン 12 ブ ッ 


> っ の | 
の 4 の 人 181K 衣 ァ グ 
う @9C8 0 らし 


アン 1 し ます っ ロ ウッ ン ろ プ クン ッ ン 
Col だ 30 ン TCKKOOKY 


8 ノ ) EC の ICEIG 


L グゥ 9 ン クノ ンプ 


9 ツ ッ ジ > 


光り 95 2 
We8da の OX 8 





注 50 


定 す る 


注 51 


ここ て は 、 そ の 霊 能 力 を 得る 対象 で わる 、 や み に 隠 れ た 填 を 呼び 出し 、 助 力 を 太 う と いう オカ ルト 位 
式 に ふけ る 者 達 に 対す る 挑戦 が 為 き れ て いる 。 挑 戦は 下 な る クル アー ン の 字 の 起源 (origin) (聖なる 源 ) を 融 


全て の 人 々 に 対し 、 為 きれ て いる の で ある 。 


人 入 問 の 能力 に は 限り が ある 為 、 人 は 、 ど ん な に が ん ば っ て も 、 


限ら れ だ 数 の 間 題 し か 解決 で き な い 。 


し か が し クル アデ アーン は 人 間 の 道 値 や 精神 的 発 恨 に 関す る あら ゆる 事柄 を 今 ま で に 処理 し て き て いる の で ある 。 


汗 : 52 


に 同 き 直り 、' も し クル デー ン が 全て の 知識 に 精通 し て い 
園 を 造り 出し だ 5 


注 53 


メッ カ の 人 々 が 、 自 分 達 の 損 問 や 反対 に 対し て タル アー ン の 答え に 戸惑っ た 時 、 彼 等 は 聖なる 預言 者 


る の な ら 、 


購 な る 預言 者 は 地 か ら 朱 を 削 か め せ だ 5、 府 
自分 考 に 金 で 出来 た 家 を 建て る と いっ た 奇跡 が 行え を る は ず だ 、 


不信 者 達 の 思 應 分 別 の な い 要 求 に 対し これ ら の 要求 は 神 或いは 預言 者 の いずれ か に つい て の 事 で あ 


と つめ よ の a 


る と の 人 答 が 出さ れ 、 第 一 の カテ ゴリ ー の 要求 は 、 そ の 件 格 に 訟 て 軽 兆 浮 び あり 、 神 は を うい っ た 法 外 き の 及 


ば ぬ 所 に まし ます の で 論外 で あり 、 
て な り 、 
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過 な る 項 言 者 に 関し て の 要求 に つい て は 、 役 は 人 間 で ある 更 能 力 は 限ら れ 
一 方 神 の 預 斉 者 で ある と いう 使命 を る 有する 為 、 相 矛盾 し て し まう と いう 事 に な る 。 


中 時 近 イス ラ エ ル 


系 一 | イジ の クレ タラ クラ を コク ァ の アブ ェ エレ ン 

ンー 1 SM 1 を 3 包 
95 . 半 導 が 役 等 に 降 さ れ た 早 、「 ア ッ ラ ー は 使 へ 6 We 
人 道 > る カ > の タン クィ ンタ | ニン ンタ レー ッ ン る 


生計 PSR こと を 除け ば 生 / の 
信仰 を 妨げ る も の は 何 $ も な か りき 。 
アン 


96. 云え 、「 も し 地上 を 悠々 と し て 歩き 頑 っ て い CC の y 人 0 の HK 2 疫 多 穫 MC ui(8 8669 
る の が 天使 た ちな ら 、 わ れ ら は 確か に 天 か 


ら 天 使 を 使者 と し て 造 わ せり 」 と 。( 注 の クラ C 区 he チ ら IO[A1 
54) 


Sg 3 が 2 人 ポ ン 

97、 云え ん 、| 条 と お 前 た ちの こと は 、 グズ 5 の 451 KEI の 80 が 8 
証言 で -- 分 な り 。 げ に アッ ラー は を の 僕 等 の 6 っ 
を 知り 尽く し 、 ょ くみ を な わし 給 う 1 } 。 IA ん じゅ 


と アデ 


ゥ ズン 2 2 


908 アッ ラー が 導く 者 の み が 、 正 し い 道 を 油 る 。 し っ ン で 2 
' の 2 28 51 が の 5 
さき されど アッ ラー が 迷わ し むる 者 は 、 液 は らら の) 
の う デ 2 タタ 2 プン 


20 っ ー 以 外 に その 者 ども に は 助け 手 が な 6 
いこ と を 知る べし 。 面 し て 、 復 活 の 日 に 、 
われ ら は 彼 等 を うつ 伏せ に し 、 盲 に し 、 忠 ok 1 ん 全 ア の ラン 0) " 
に し 、 才 に し て 召し 寄せ ん 。 役 等 の 住 拓 は の る ンス 
地獄 な り 。 火 勢 が 詞 え る だ びに 、 わ れ ら は の ze Pe 1 
彼 等 の た め に 火炎 を 加 う で し 。 ( 生 55) 


99. こ は 、 彼 等 が われ ら の 神 光 を 拒否 し 、 [ 何 ん 移 ? 化 SL 5 の 5 し u 225> 
と な 1 我 人 等 が 死ん で 骨 と 鹿 堪 に 帰し た る 有 2 
後 、 再 び 新た な 被 造物 と し て 生き 返る と 4 の 63 UE 7 
うか 7? 」 な ど と 云い し が 故 の 報い な り 。( 注 
56) 
プー 2〆9 ゥ デン 


100. 役 等 は 、 天 地 を 創造 し 給 うた アッ ラー が 、 の ob と e9AI95 ス 2 
また 役 等 の 如き 攻 を 創る カカ を 有する こと を 


グ の 22 タ 0 ンタ タ の 


る グレ ン 2》 ン ブン ンプ う タ ン ッ 2 GE いら 町 全 | 


知ら ぎり し か ? され ば 、 彼 は 、 彼 等 の た め MI le の de eS の 9 2 55 
に 芝 う で か ら ぎ ざる 期限 を 定め ゆめ だり 。 學 れ ど 
注 54 この 第 に は 以下 の つの 半 が を ぇ られ る 。 G⑫) 天 使 達 は 天使 の 様 な 人 間 の 上 に 降 臣 し 、 彼 等 に 反対 す 


る 者 達 に は 降臨 し な い 。 そし て 反対 する 者 達 も 生活 面 で 天使 の 様 に な れ ば 、 天 使 が 隆 臨 する 。⑪) 同 種類 の 生き 
閉 の み が 、 互 い の 換 範 と な 5 う る 。 散 に 、 人 間 以 外 は 、 他 の 入間 の ひな 型 し は な り 得 中 放 、 人 類 に 対す る 神 の 
伝言 を 帯び る 者 は 人 間 で し か あり 得 な い 。 

注 55 長い 疾 、 秋 に 焼 か れ て 不信 者 達 の 意識 が 薄れ る と 、 神 は 再び 彼 等 の 意識 を 日 覚め ゆる せ 以 前 と 同じ 位 、 
茂 し く 焼 か れる 若 色 を 感じ きせ る の で ある 。 

注 56 来世 を 否定 し た 結果 が 、 実 際 に は 、 信 仰 と 長 実 の 拒否 と な る の で ある 。 そ し て この 事 が 、 ク ル ア デーン 
が 多大 な 重点 を 死後 の 世界 に な き 、 全 て の 重要 な 問題 点 を 価 度 も 折 に よ ふれ 、 死 後 の 世 界 に 帰す る の で ある 。 
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第 十 





101., 


上 間 


も 、 不 義 な す 徒 琴 は 一 切 を 拒 各 し 、 

つの ら せ る ば か りな り 。 

云え 、「 た と い お ぉ 前 た ち 、 主 の 無限 の 財宝 

を 挙 中 に し て も 、 お 前 た ち は 東 すこ と を 恐 

れ て 之 を 隠 き ん 。 人 間 と は 難 益 な り 」 と 。 
第 十 二 項 


普 信 を 


4 スラ エル カル 


タル る イーノ 22 


み こ 59 
oo G5 5 の 
レン ピン ン レン アン 2 2 タプ る うる 9 


ンク う タ マン ッ ン K< 
りあ あめ の と 65 


と 用 テン [ ン に ンク 
(1122 





コー ーー ュ さ 」ー ビ く イッ クッ ン アン アコ 1 二 WW 4 2 [ブラン | ゥ ン ン ン 
102. は われ ら は 、 モ で に 九 つ の 明 証 を 授 の と CI うっ 避 103) 5 
けた だ た り 。 きれ ば 、 イ スラ エル の 子孫 に この  " 0 
ェ ふ ュ ミノ 6 1 2? ラン ラッ 。 アグ プー アン 
事 を 問 え 。 モ ー ゼ が 彼 等 に 来る や 、 フ ァ ラ 寺 の 5 3 和 包 
オ は 役 に 対し て 云え り 、「 モ ー ゼ よ 、 我 は 波 Pe 
を 感 か れ た 者 と みな す 」 と 。 (57) り 
103. モー ゼ は 云え り 、「 こ れ 等 の 礎 帳 を 明 証 と 1 し と > レ に 127 1 
2 53 OCS)dW 
hm 外 で も ない 、 天地 の 主 な 2 の) 3 
3 クダ 39221 w タ ン ン 1 ノン イレ レン 。 う ンタ? 
"PP 疲 は 減 び る 運命 時 SD お 
昌 Eo cc HH 
104。 そこ て 、 フ ァ ラ オ は 、 役 等 を 国外 に 追及 we ぅ 5 0 
せん と せり 。 き されど 、 わ れ ら は 、 フ ァ ラ オ ッッ ン セン 
並び に 彼 の 仲間 を 惹く 湧 れ し ゅ た り 。 sw 人 Ax 
ュ ン P っ (441 
105. 面 し て 、 を その後 、 わ れ ら は イス ラ エ ル の UI 1 りな yo いう 2 5 8 
子 駒 に 云え 9、| 溢 等 この 地 に 住め 。 き きれ ど 、 
ZZ ィ 。 2 あう * を アデ ョ 
後世 に な っ て 、 約 束 の 時 至れ ば 、 わ れ ら は dE ん 6L yo2 元 6 
お 前 た ち す べ て を きま ぎ ざ ま な る 民族 か ら 連 
れれ 戻る さん | と 。 ( 注 58) 
ら 真 リン ルン レン 人 (2 ョ ン 22T ※ ン 1[ 
106. われ ら は これ を 真理 を 以 て 降 し た れ ば 、 光貞 2622 を 拘 (る 
これ は 真理 に よっ て 降れ り 。 硬 し て 、 わ れ の 間 8 
ク 。 、 ン ょ 
ら が 流 を 追わ し た る は 、 た だ 報 を 伝え 、 9 3 う 
克 告 を 与え を る た め に すぎ ず 。 
注 57 クル アー ン の 他 の 仙 所 で ふれ られ て いる 、 こ れ ら 九 つ の 神 兆 と は (34) 械 (7 章 108 節 )、(⑪) 和 白い 手 (7 
立 109 節 )、(c)、(G ひ で り 及 び 果 物 が 平 に 入ら な く な る 事 (7 章 13 節 )、(e) 写 、() い な ご 、(55 し 6 み の 遅 れ 、(⑪) 
か える の 和 群れ 、 そ し て () 血 の 懲 六 で ある (7 盗 134 節 ) 。 
注 58 HAS 


の 秋 必 は ハラ ク ・ カ ー ン の い る 


纏 を 受け だ 如く 、 
だ 。 こ の 抜 言 は バル フォ ア 宮 言 の 下 に ユダ や 人 達 が パレ スチ ナ に 
で 明白 に 成就 きれ て いる の で ある 。 
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タタ ル 人 人 の 手 に パグ ダッ ド が 落ち た 時 に 訪れ た だ 。 る そ 
H に 訪れ る 事 が ここ で は 語ら れ て いる 。 丁度 エダ ヤ 人 達 が 第 番目 の 救世 王 で ある イエ ス ・ 
約 則 る れ だ メシ テア の 時 代 の 末日 に 於 エイ スラ ム 教 徒 は 神 久 あや うけ る の で ある 。 
の 成就 を 意味 する この 第 二 の 神 前 で 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 世界 の 各地 か ら 聖 な る 地 に 戻る きれ る 刺 に な っ て い 


そし て 第 2 の 神 の 懲 凡 は 末 
キリ スト の 時 に 神 
そし て "末日 


も どり 、 イ スラ ム と 呼ば れる 国 を 建設 し た 事 


"本 日 の 約束 ” は 約束 きれ だ メシ ヤ の 時 代 に あて は め ら れる の が だ 。 


て 


3 


第 十 七 将 イス ラ エ ル 





107. 市 し て 、 わ れ ら が クル アー ン を ば ら 6 ば ら 6 KO 生 間 4 53 53 う 


に 啓示 せる は 、 次 が それ を 人 人々 !【! に 折々 に 読 ッ ン の ウイ レン 
み 聞 か せる た め な り 。 さ きれ ば 、 わ れ ら は 之 っ oO 4 うら う 
を 断片 的 に 中 示せ り 。 . 
108. 云え 、「 ぉ 前 た ち 之 を 信ずる も 、 ま た 信 ゼ ぜ PIAIGANIICUIK の GDAEUIKOWE 
ざる も 、 こ れ 以 前 に 知識 を 投 け 6 れ だ 莉 は ッ ン ノッ ノレ っ の の の の ント 
と の 読 褒 き れる を 聞く や 、 と の 宙 を 伏し て ogB う りら うう 39 ある チー ウッ ピン 


拝 す 」 と 。 ッ 


②1 ひ & ス 

L か 
109. 面 し て 計 う 、| 清吾 な る か な 主 よ 。 ついに ク ぅ 9 シン (レン フラ タダ 5 レレ レン ノコ 5 タン 22 タン ン 
Ga252026V つの"O の 8 う 


主 の 約束 は 果 た だ たき る れ た だ た り 」 と 。 
110. 彼 等 は を の 顔 を 地 に 伏し て 漂 き ね 。 そ は きじ ンタ 2 タラン レ ンタ 3 の ッ ンタ 
彼 等 を ます ます 謙虚 な らし む 。 ( 注 59) 人 EOID 
角 < 2 る う ノ クン 5 
111. 云え 、| ア ッ ラ ー に 鶴 穫 、 ま だ は ラフ マー NB leoo BUO9 (DP 3 び 
ン に 祈 れ 。 前 た ち が 彼 に 析 る 御名 は 、 ど ンス て 。 2 る 。 
ちら を 唱え て も 、 つ まり 最高 の 美 称 は 彼 の PP すぅ 
も の な り 5| と 。 礼 拓 は 声高 く な る な か 息 、 


の レン ロキ レッ ン の 
きり と て 低 て 過ぎ て も な ら ぬ 。 を の 中 頃 に efzd ce 
道 を 求め よ 。 

112. 曽 し て 云え 、 | 半 ん あれ 、 ど ソック ー。 を 層 8 交 CSUPYCGIR 


持 だ ぎ る 御方 、 を の 王権 を 共に 分 つ 者 と て も の の 
な く 、 ま た を の 欠陥 の 故に 提 助 者 を 必要 と AIC2 2 ego 
する こと な き 御 方 ] と 。 その 僚 大 き を 賞 揚 E クセ と 
し 、 彼 を 詩 美 し 奉 れ 。 の 39 8 





注 : 59 この 節 で は 、 平 供する 吐 に 、 神 の 僅 天 き を そし て 自分 HI 身 の 釣 $ を は っ きり 誠 識 す る 事 が 入間 の 精神 
を 謙 庶 に する と いう イス ラム 教徒 の 心 の 状態 を 表わし て いる 。 信者 は 平伏 の 姿 束 で ひれ 伏 す と いう 命 が 包 括る 
れ て いる これ ら の 人 節 を 診 じ た 後 で ひれ 伏 き な けれ ば な ら 6 な い 。 
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第 信 主 i 問 礼 


| の に ニコ 











ーーー ニーー ュ ーー ーー マーー ーー メーー う ニーナ ーー ャ ーー ーー ャ ィ ーー マー エー 


アル ・ カ ハフ 
(メッ カ 茂 示 ) 


あま れ ね あみ な M 
1. 慈 慈 深 て 、 恵 み 遍 く 、 ア ッ ラ ー の 御名 に お ゎ この し ムー 
いて 


2 すべ て の 賞 謎 は アッ ラー の も の 、 彼 こそ は 32 の の の AU 
その 僕 に 経典 を 降 し 、 い きき か も その 中 に 2 


クン どう ラン 
不正 を 入れ ざり き 。( 注 1) さも る 4 Oszo 
3、 彼 は 経典 を 以 っ て 監視 者 し な し 、 そ れ に と を (人 れ EtMK4W 553 
ょ っ て 御手 ず か ら 音 酷 な 刑罰 を 加え 給 う こ っ 2 
を 警告 きせ 、 ま た 状 行 を 積む 信徒 た ち は 08 SG oe 


や が て 結構 な 報 所 あ る べし と の 衣 報 を 伝え 22 
ん ト に メ い Ne う クッ フー 。。 ン っ 。 人 誠 イ 
4. 彼 等 を を の 中 で 末永 て 住ま わせ ん と の 。 ci et 
5.、 ま た 、「 ア ッ ラ ー は 御子 を も ち 絵 う ] と 云う TMR ON TDM 
2 AU 恒 の CS 5 
に 称 告 し 給 う 。( 注 2) 2 丘 2 
ペー う 
6. 彼 等 並び に 彼 等 の 父 福 た ち は この 事 に つい 人 を っ 2Ey 393 に あ ゃ 2 凶 に 
0 ンク ェ ン ン 人 2 


て 如何 な る 知識 も 持た ず 。 彼 等 の 口 よ り 出 
ブ づる この 言葉 は 実に 重大 な り 。 彼 等 の 云う 1O9sO ら PSe9 り 1 2 の eo 4 
に と は 農 僧 以外 の 何 も の に も 非 ず 。 2 

GO 


7. 彼 等 も し この 説教 を 信 ザ ぜ ず ば 、 巡 らく 〈 彼 は lets 4 3 史 2 さと し 26 
彼 等 の た め に 心 多 冶 め 、 詞 れ の 身 を 殺す に ン ン | ン し 3 > 5 
至ら ん 。 ( 注 3) OM4IC CAI 169 


注 1 監視 者 上 し て 、 ク ルアー ン は 2 つの 役 日 を 果たす 。 ク ルアー ン は 、 以 前 の 聖典 に 見 受け られ た 誤り を 
訂正 し 、 消 去 する と いう 意味 に お いて 、 そ うい っ た 以前 の 経典 の 監視 者 上 な る 。 そ し て また だ 、 来 る べき 世代 の 
人 々 の 精神 的 教育 の 責任 を 担い 、 入 間 生 活 の 崇高 な 日 的 の 実現 へ と 至ら し め る 道のり に 彼ら を 導く こと に より 、 
クル アー ン は 彼ら に 対す る 監視 者 で も ある 。 

注 2 クル アー ン は 最初 、 頑 告 を 与え を る も る の ' と し て 、 を し て を の 湊 に は 、' 喜 ば し きだ より を 与え る も の (3 
分 ) 、 < し て 再び 本 節 に 見 られ る よう に ' 材 知 を 与え る も の 上 し て 語ら れ て いる 。 不信 着 は 、 2 度 頑 告 を 婦 け 、 
を の 2 度 に わた る 警告 の 問 に 、 信 者 は 、 喜 ば し きた より を 与 を た られ て きだ の で ある 。 イ スラ ムッ 教徒 に た っ て の 
喜ば し きた より が 間 に 入 る 形 と な っ て の 2 重 の 富 告 は 、 3 つの 預言 を 暗示 し て いた だ 。(1) 加 な る 聞 言 者 の 時 代 に 
お ける 加 な る 預言 者 の 反対 者 の 敗北 、 破 減 (2)2 イ スラ ム 教 徒 に ょ る 和弥 異 的 な 権力 と 栄光 の 獲得 (3) イ スラ ム 教 
徒 の 栄光 の の ち 、“" ア ッ ラ ー ( 宰 ) は 御子 を も もち 給 う " と 主 震 する キリ スト 教 国家 に ふり か か らん と する 漠 
注 3 本 和 盆 で は 、 己 の 人 々 の 精神 的 幸福 に 対す る 加 な る 預言 者 の 不安 と 愛 大 が 大 い に 証 き れ て いる 。 更 な る 
預言 者 は 、 神 の お 告げ の 拒否 や 反対 を 深く 悲し か あま り 、 す ん で の と ころ で 亡くな っ て し まう と ころ で あっ た 。 
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8. げに われ ら は 、 地 上 に ある す で て の も の を 名 の.、 こる? の 2 
地 の 飾 り し し て 設け た り 、 彼 等 の うち 誰が RM Oo Je (CK ら 1 
菩 も 立派 な 行状 や 示す か を 試さ きん が だ め の SC 2 スン ッ ク タイン 
つい (の や | 
に 。( 注 4) 
9. されど 、 わ れ ら は 、 地 上 に ある すべ で て の も し 0 
の を 潰 減 し 、 不 毛 の 荒野 に 帰せ し めん 。( 注 01246A し II っ っ 513 
5 ) 


10、 液 は 思う や 、 あ の 洞穴 の 人 た ちと その 旬 文 352AS202 MICO ん る 久 


の さそ に あ 、 われ ら の 神 光 の 中 で $ 特に 不 思 ee 
議 な は な し だ と 7 ( 注 6) OU まじ 5 っ 


神 の 使者 、 を し て 神 の 天 言 者 た ち は 、 生 まれ な が ら の 信博 の 深き に あふ れ て いる 。 彼ら は 、 信 類 の た め に 叫び 、 
沢 を 流し 、 深 く 甘 し むれ の で ある 。 し か し な が ら 、 人間 と は 恩 知ら ず の も の で 、 彼 ら が 深く 同情 の 気持 ち を 向け 
て いる 、 ま る に その 人 々 が 彼ら 6 を 処刑 し 、 殺 害し よう と する の で ある 。 

注 4 神 が 創 造 し な 数 えき れ な い 全 て の も の の 中 に は 、 特 定 の 用 途 が な いと か 、 利 益 に 欠け る と いっ た よう 
な も の は だ だ ひと つと し て 存在 し な い 。 そ れ ら 全て が 、 人 問 生活 の 美 を 高め て いる の で ある 。 イ スラ ュ 教 徒 は 、 
吊 に これ ら の 簡単 な 言葉 の 根底 に ある 僅 大 な る 藤 実 を 心 に 留め お き 、 自 然 の 人 大 な る 神秘 を 探究 し 、 ま た 自然 
力 の 限り な き 特 性 を 調査 する た め 、 そ の 時 間 と 労力 を 捧げ る よう 命じ に られ て きた の だ っ た 。 

注 5 本 節 は 、 西 洋 の キリ スト 教 国家 が 、 冨 、 権力 、 支 配 を 獲得 し 、 僚 大 な る 発見 、 発 明 を 成し遂げ た の ち 、 
理 書 で 述べ られ て いる よう に 、 神 の 地上 を 罪 と 邪悪 で みだし て し まう で あろ 2 と いう 陣 言 を 吐 示 し て いる 。 神 
の 天 削 が 引き 起こ きれ 、 昌 約 、 お よび 新約 型 書 、 ク ルアー ン 、 ハ ディ ス の 神 の 偉大 な る 預言 潮 の 口 か ら 出 きれ 
な 直言 の ご と く 、 広 範囲 に わた る 人 火 難 が 地 二 に 下り 、 彼 ら が 成し遂げ る で あろ う 全 て の 進歩 、 全 て の 作品 、 高 
同 か つ 荘 戚 な 建築 物 、 土 地 の 美 し る 、 全 て の は な や か さき 、 栄 光 、 そ し て 壮大 き は 完全 に 硫 壊 きれ る こと で あみ 
フュ 

注 6 本 節 で は 、 ほ ら 容 の 住人 が な ん ら 不 可 解 な も の で は な か っ た こと が 、 断 言 き れ て いる 。 普通 の 自然 法 
か ら の 逸脱 と 見 人 区 きれ る も の は 、 彼 ら に 関し て は 価 も な か っ た だ の だ 。 だ が 、 不 思 議 な こと に 、 多 く の 風 変わ り 
な 伝説 が 、 邊 ら を 中 心 に し て 作り 上 げ ら 5 られ て きだ の だ 。 ギ ボン が 、 自 ら の “ローマ帝国 の 中 落 と 没落 ” の 中 で 
語っ たよ うに 、 記 憶 す べき 物語 、“" 7 人 の 眠れ る 者 た ち も ち "が 、 は ほら 6 実 の 住人 和信 た もち を 取り 巻く 神秘 の 解決 へ の 重大 
な 手がかり を 提供 し て いる 。 ギボン は 次 の よう に 語っ て いる 。" デ キ ウ ス 左 帝 が キリ スト 教徒 を 処刑 し た 際 、 エ 
フェ ッ ス の 7 人 人 の 高 帝 な 若者 は 、 陸 の 山腹 の 広々 と し た 洞窟 に 港 伏し た 。 彼 ら は 、 村 用 に より 5 減 びる 巡 命 だ っ 
だ た の だ 。 酸 台 は 、 洞窟 の 入り 口 を 巨大 な 石 を 積み 重ね て し っ か り 閉 ざす よう 命令 し た 。 初期 の キリ スト 数 従 が 、 
神 の 唯一 性 を 信じ て い だ た だめ 、 偶 像 有 拓 者 で ある ロー マ 呈 帝 の 手 に よる 数 えき れ な い ほ どの 処刑 を 受け ね ば な 
ら な か っ だ と いう こと は 、 今 や 有名 な 麻 史 的 事実 で あ る 。 この 処刑 は . ロー マ に 火 を つけ た と 言わ れる 悪名 高 
き ネ ロ 呈 帝 の 時 工 に 早く も 、 始 まっ だ の だ 。 僅 大 な る 学問 お よび 文明 の 府 が 燃え を た 際 に 、 彼 は ぶら ぶら し て い 
だ の で ある 。 こ の 処刑 は 、 約 40 年 間 の 短い 休止 期間 の 後 き で 断続 的 に 続い た の ち 、 古代 ロー マ の 宗教 記 組 織 を 
復活 きせ だ いと 承っ た デモ ウス 呈 交 の も と で 新た な な る 把 り と 共に 再開 され だ た 。 そ し て 、 こ の 目的 を 考 庶 し 、 キ 
リス ト 教 徒 の 系 統 的 絶滅 を 始め た の だ 。 し か し な が ら 、 全 て の 反 キ リス ト 教 徒 法 を し の い だ の は 、 西 歴 0 年 
の ディ オク レティ アヌ ス の 布告 で あっ た だ 。 これら 6 の 布告 に より 、 帝 国 の 全 地 方 の キリ スト 教 教会 は 破壊 きれ 、 
彼ら の 神 思 な る 書物 は 公 に 燃やさ きれ 、 教 倒 の 所 有 物 は 没収 きれ 、 キ リス ト 教 徒 は 、 填 地 の 保 護 か ら 除 外さ きれ て 
し まっ だ の だ 。" (キボン 著 ロ ー マ 帝 国 。 Enc. Brit, Story of Rome) 。 こ の 残 路 で 非 人 間 的 な 処刑 か ら の が れる 
だ た め 、 無 力 な 犠牲 者 た ち は 、 ロ ー マ の カタ コン ベ へ 逃げ 込み 、 隠 れ た の だ っ た 。 こ の よう な 目的 の だ ゆめ に 、 こ 
れ ら の カタ コン で は 、 迷 路 の りょう な 通り 道 の 複雑 き 、 遇 や み の 中 で も 追跡 省 に 発見 きれ な いと 思わ れる 多く の 
小 部 屋 、 い ろ ん な 高き に ある 隠れ 場所 に より 、 み ご と に 改造 きれ だ ただ 。 カ タコ ン べ ベ の 墓石 上 の 碑 銘 か ら 、 初 期 の 
キリ スト 教徒 は 三 格 な 一 神 教 信者 で あっ だ な こと が うか が われ る 。 イ エス は 、 壮 飼い 、 ま た は 神 の 預言 者 と し て 
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11、 あ の 若者 た ち が 洞窟 の 中 に 逃れ て 、 云 た 9、 [zi | 明 
「 ょ 、 件 手 ず か ら 明信 に 惑 間 を 舟 EPRIE で RIP 





等 の 仕事 に 正しい 導き を 授け 給え ] と 。 ON) の と AS5 を 583 と 


クノ ッ レ ン 


12. か く て われ ら は 、 洞 窒 の 中 で 、 長 年 に わ だ 
EN ( 注 7 ) 


13. 然 る 後 、 わ れ ら と 彼 等 を 喚 び 覚まし 、 両 者 ee go GAG29 8 は 7 人 8 
の どちら が よく 彼 等 の 滞在 期間 を 計算 する es 
か を 知ら ん と せり 5。( 注 8) @1 届 
第 二 項 
14. われ ら 真 実 を 以 て 、 役 等 の 話 を 液 に 語ら Et OM 7 の 2 
彼 等 は 主 を 信ずる 若者 な ちな ら ば 、 0 Oi 
ち れ らち も 彼 等 の 導き を 倍加 せり 。 @GO3 2 の うう 83 る の | 


か 2 
の み 言 及 さ れ て きた し 、 彼 の 母 マリ ア も 、 信 心 深い 女性 と し て 舎 及 る れ て いる の み で ある 。 ま た だ た 、 カ タコ ュ ン ペ 


に 避 し だ キリ スト 教徒 は 、 見 知ら ぬ 人 人 の 接近 を は ほえ 声 で 知ら せ て て れる 大 を 入り 口 に 回 いて いた よう に 思わ 
れる 。 こ の よう に 、 は ほら 穴 の 住人 の 説明 は 実際 初期 の キリ スト 教徒 の 歴史 を 素 す も る の で あり 、 彼 ら が 、 神 の 川 
ーー 性 る 信じ て いる が ため に 、 い か に 多く の 処刑 を 受け な けれ ば な ら 6 な か っ た か を 示す も の で ある 。 は ほら 実 の 場 
所 と 抽 写 は 、18 節 で 見 られ る よう に 弟 2 次 的 に 重要 な る の な の だ 。 そ し て を その 場所 と 描写 は 、 他 の どの 場所 よ ょ 
り も 完全 に 、 よ り 組 か な 詳細 、 正 和 き に お いて ロー マ の カタ コン に 当て は まる の で ある 。 

ほら 穴 の 任 入 の 物語 は また 、 ア リ ミ テ ィ ヤ の ヨセフ や 役 の 仲 癌 た も に も 当て は まる と 考え られ 得る 。 ア ー ム 
ズ ベ リー の ウィ イリ アム に よれ ば 、 ヨ ヨセフ は 、 直 ビリ ポ に より イギリス に 派遣 きれ 、 サ マー セッ トシ ャ ー の 小 き 
な 島 を 号 を られ 、 を そし て を そこ に 、 よ じ れ た 小枝 イギリス で 初め ゆめ て の キリ スト 教 教会 を 建設 し た が 、 そ の 教会 
は の ち に 、 グ ラン スト ン ベ ペリ ー の 人 修道院 し な っ た と いう こと で ある 。 ま た 別 の 説明 に よる と 、 ヨ セ フ は 模 歴 63 
年 に イギリス に きま よい 込ん だ と いう こと に な っ て いる 。 伝説 に よれ ば 、 グ ラス トン ベリ ー の 最初 の 教会 は 、 
品 ビ リボ に より 、 ガ リア か ら イ ギリ ス へ 上 派遣 きれ だ 12 使徒 の 指導 者 で ある アリ ミ 0 2 
編み 核 で つく 6 れ た 小 き な 建物 で あっ た らし い (Bnc. Brit., 第 10 版 、13 版 “" ア リ ミ テ ィ ヤ の ヨセフ "および" ク 
ラス トン ベリ ー" 参照 )。 最 新 の 理論 $ ま た 、" 死 海 文書 " の 研究 か ら 強 力 な 支持 が 得 ら れる の だ が 、 そ の 理論 
で は 、 初 期 の キリ スト 教徒 が 、 人 記 区 し 自ら の 信 信 や 教 証 を 午 き つけ た は ほら 穴 の 場所 を 死海 付近 た の 会 だ よし て い 

"は ほら 5 穴 "と “ 碑 銘 "が 、 キ リス トト 数 徒 の 信 爺 の 2 つの 最も 顕 苦 な 側面 を 表し て いる 。 す な わ ち 、 キ リス ト 
教 は 、 拒 絶 の 款 教 、 世界 か ら 身 あ ひ そ め る 宗教 と し て 始ま り 、 最後 に は 世の中 の 事 打 に 完全 に 没 題 する 宗教 、 
著作 や 竹 銘 の 世界 に お いて は ビジ ネス お よび 気 易 の 宗教 し な る に 至っ た な と いう こと な の だ 。 


注 7 文字 どおり 、 本 人 節 は "我々 は 、 い か な る 音 で あれ 、 役 ら の 耳 に 入り 込ま きせ は し な か っ だ た '「 ほ いう こと を 意 
味 す る 。 すなわち 、 長 年 に わた り 、 披 ら は 外界 の 出来 事 か ら は 完全 に 孤立 し た まま で 、 外 界 で 何 が 起こ っ て い 
る か な ど 、 知 る よし も な か っ た だ の だ 。 


注 8 初期 の キリ スト 教徒 の 間 に は 、 派 が 2 つ 存 在 し だ た よう で あっ た 。 1 し ら ば くれ だ 5 偽り 隠し だ た りす る 
0 Rs 不信 作 や 僧 像 持 拝 と 妥協 する すべ も 知ら な い 人 和信 だ ただ ち は 自ら の 信仰 の た め 、 妨 耐 強く 毅然 と し 
て 、 迫 害 を 受け た 。 こ の 人 人 だ た だ ち は 、 ほら 穴 へ 枯 げ 館 ま ね ば な ら 6 な か っ だ 。(2) 思 万分 別 も 勇気 の 重要 な 一 部 で あ 
る と 考え だ た 人 だ たち は 、 上 由 ら の 信仰 を 隠し 、 人 迫害 か ら の が れ た 。“" 2 派 "と いう 苔 葉 は また 、 迫 害 者 と 迫害 され た 
る 者 も も 指す 。 

注 9 本 節 は 、 多 く の 異 様 な 話 が 、 王 な る 預言 者 の 時 代 に ほら 6 究 の 住人 に 関し て 流 き れ て いた こと を 示し て 
いる 。 し か し な が ら 、 役 ら は 目 ら の 主 の た め に 全て を 投げ うち 、 自 ら の 信仰 ゆえ に 着実 に 迫害 へ の 途 を たどっ 
だ と いう 高 賞 な ふる まい の 持ち 主たる 若者 ビ だ っ た と いう と ころ が 、 彼 ら に 関す る 真実 な の で ある 。 
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15. 


16. 


1 


18. 


注 10 


注 11 
注 12 


押し て 、 われ ら 、 彼 等 の 心 を 区 間 な らし め 
る や 、( 注 10) # 彼 等 起ち て 、 云 ん 9、「 我 等 
の 王 は 、 舌 地 の 主 な り 。 我 等 断じて 彼 の 外 
に 如何 な る 神 も $ 祈 ら ず 。 も し 祝 ら ば 、 途 方 
も しない こと よわ 晶 し だ た て し が も 。 


れ 等 我 が 民 は 、 テ アッラー 以外 に 他 神 を 涯 
拝 す 。 ( 注 11) 何故 彼 等 は 、 一 つの 明 証 だ 
に 無き に も か か わら ず 、 柴 拝 する や ? ア 

了 2 05 生 E 
な 者 が 上 果たし て あろ うか ? 

と ころ で 、 お 前 だ ち 、 役 等 や 彼 等 が アッ ラー 
以外 に 崇め る 者 か ら 身 を 退 いた な ら 6、 洞 癒 
へ 人 遊 見 せよ 。( 注 12) 主 は を その 慈悲 を お 前 
た ち に 広げ 、 こ の お ぉ 前 た ちの 事態 を 善処 せ 
| ES 

液 は 、 日 が その 昇る 時 は 洞窟 の 右 方 に 移動 
し 、 を その 没 す る 時 は 彼 等 か ら 左 に 大 ざかり 


行く を 見 だ り 6 
( 注 13) これ 、 ア ッ ラ ー ー の 神 兆 の 一 つ な り 。 


アッ ラー Wa 栓 者 の み 正しい を 滑れ 
ども る 、 人 迷う に まかせ た 者 に は 、 液 、 如 司 な 
る 助け 手 $ も 5 な いこ と を 知る で し 。 


人 人 々 は 、 彼 ら に 反対 し 、 
ほら 容 の 住 入 は 、 偶 像 


本 節 で は 、 一 神 教 の 若者 た ち は 、 


! 浴 酷 に $ 彼 ら を 迫 寄 し だ が 、 ほ ら 容 の 住人 は 、 お どる れ 、 自 ら の 款 教 を 捨て 


る な ど と いう こと は あり 得 な か っ だ 。 神 は 、 彼 ら の 心 和 を 強 園 な も の に し 、 
束 捧 を し て い だ た ローマ 人 に より 飼 
個人 個人 が 離れ 見 れ に な っ て いる の で は な く 、 
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US126 ee 仁史 5 の 
(9163 Eo) の の | うら 
US る Se 誠 


り 角 才 あ 822 boG3LE233 別 鈴 
2 の 2 ks 
の し 
(0DIIOHTCAM 42 3I2 
は な ah 
ら S 21 822 
の Be 


プー ラ のみ ター 入 ラン ング ン 


3 2 る の とる 1502 getG13 


ャ プラン ラド 


PP PF 


骨 2 っ ツー ニュ レ ン ン で て ン っ 235 アァ ン レル 


の US っ 2 う Asd1565 250A2 の の 多 
と 用 


⑭ IA つう : 回 う 0 


彼ら に 墜 固 た 
補 き る れ て い だ 。 


る 信仰 を 反 け た 。 


を の 構成 員 が し ば し 


ば 私 生活 に お いて 頭 を 合わ す よ うな 組織 化 が きれ 、 統 制 さ れ た 款 教 社会 の 一 部 も な っ て いる の だ と いう 事実 が 、 


町 る み に 出 きれ て いる 。 これら の 若者 た ち が 、 
留め て いた だ た と いう こと 
だ 折 に 、 


と 証 と を 物語 っ て い 5 


注 13 


ほら 穴 は 、 北 西向 き に 位置 し て いた だ た と 思わ れる 。 
通過 する か ら で あ る 。 広々 と し だ 究 (とい 
現存 する ロー マ の カタ コン で が 
km) に まで も 及ぶ と 推定 きれ て きだ (PBnc. Brit) 。 
きじ 生 。 


また 、 


ほら 6 容 は 、 人 隠れ 場所 と し て の 設 
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ほら 穴 に 償 難 する こと を 話す 際 に 、 
、 ロ ー マ の 到 隷 が 
< 
自ら の 別個 の 集団 で び 信 々 か ら 6 見 れ て 生活 し て い だ と い 


を 、 本 節 は 示し て いる 。 こ の ほら 6 穴 は 
避難 場所 と し て 常に 便 有 用 し て い だ も の と 思わ れる 。 
語 は 、 彼 ら が すでに 大 し い 社 会 的 排 慰 の 犠牲 才 と な り 、 


と いう の る も 、 
う 語 が 示す よう に 、 ほ ら 究 は 、 広 い 領域 に わ だ っ て い だ よ う で あっ た 。 
、 こ の 説 を 確証 し て いる 。 カ タユ ン で は 広い 領域 を う が 、 
カタ コン で に は は ほとんど 光 は 入ら な か っ だ よう に 思わ 
制 を 巣 な す よ うに つて くら 5 だ 。 芋 


彼ら は 特定 の は 6 容 を 心 に 
の 残酷 な 主人 か ら 6 逃亡 し て き 


な ん じ ら は 彼ら か ら 逃 れ た 今や と いう 


大 陽 が 、 北 向き の 場所 を 有 有 か ら 6 左 へ と 
80 マイ ル ( 約 1400 
4 世紀 に カタ コン ベ を 


遇 ジェ ロー ム ! ミ 
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第 三 項 
19. 液 、 役 等 が 目 常 め て いる と 思う だ ろう が 、 2 の る の を の 2 る TS ン 
に)4 さ 1 作っ ま す - ガ カス eoO ぅ 
( 生 1 き 細く 眠り お る 。 わ れ ら は 役 寺 2 
等 に 、 右 と 左 に 寝返り を 打 た せ 、( 注 15) 54 に EBIO5 3ou3 ら 513 
大 も を の 入口 て 前 聞 を 促し 中 す 。( の AR 。 者 
16) 人 も し 人 彼 等 を 見 な ば 、 仰 天 し て 彼 等 か NAKAPCNE 5l Jo | 


うら 
ょ ヽ 、 用 et し 小 い こ ) 29 4。g 2 う の 
6 に 満 さ きれ ん 。 の ⑨ う る る 5 6 と 記 2 
1 


20. か く て われ ら は 、 彼 等 を 目覚 めき せる と 、 タッ シン 
ち タン ッ ン 聞か っ ダ ャ アン ン 
彼 等 王 に 粗い 尋ね だ た だり 。 中 の 一 人 が 「 お 前 US HP まる も IE( を 
し 


だ ちと どれ ほど ここ に と どまり し か ?1 と 問 R レン レン の の あの 
MS る 
えり 。 彼 等 は 答え り 、「 我 等 が 屈 た の は 日 ダー oe 1 


か 、 或 い は 数 刻 な り 」 と 。 他 の 者 は 云え り 、 256 いじ , 内 の 1EIE 
「 ど 和 れ は ど 居 だ の か 、 最 も 良く 知る 者 は 王 
も ググ 3 ン ルン 

な り 。 と も か く 、 誰 か に 、 こ の 銀貨 を 持た eo oO 入る 

せ て 町 に 條 り 、 最 も 清 湊 な る 食物 を ( 注 イイ ン フ ラン タッ 

18) 売る 住民 を 探 き せ て 、 彼 に そこ か ら 食 AB 3 2 の AoC5 5 

柱 を 運ば せよ 。 役 に 慎重 に 振 鏡 わき せ 、( 注 19) 
訪れ た だが この ょ うに 語っ て いる 。 “まっ て くら な の で 、 ダ ビデ 預言 者 の “生け る まま 地獄 に 下 ら ん こと を " (詩篇 
55 草 15 節 ) と いう 言葉 が 洒 た きれ を そう で と 。 ほん の 時 折 、 薄 暗がり の 恐怖 を 和らげ る べく 、 区 が 入れ られ る 
が 、 そ れ も 窓 を 通し て と いう より は 、 容 を 通し て な の で ある (Enc. Brit., 第 11 版 より の 引用 ) 。 


いい 


注 14 北方 の キリ スト 教 国家 は 、 休 止 状態 に ある が 、 ま も な く 何 世紀 に も 及ぶ 深い 眠り か ら 目 覚め 、 世 界 じ ゅ 
う に 分 散 し 、 世界 を 支配 する よう に な る で ある うと 、 束 な る 頂 言 者 の 時 代 に 、 イ スラ メ ム 教徒 た ち は 頑 告 き れ た 。 


注 15 "我々 は 彼ら や を し て 、 右 に 左 に 寝返り を 打 だ た だ せる" と いう 語 は 、 彼 ら が 世界 を 歩き 回 り 、 新 た な 市 場 
を 求め て あら ゆる 方 向 に 分 散 し 、 新 た な 征服 を 成し遂げ る こと を る し て いる よう に 思わ れる 。 


注 16 この 語 は 、 西 六 の キリ スト 教 国 家 で は 犬 が この 上 な く 〈 く 好ま れ た と いう こと を 示す の に 回 を ん 、 マ ル モ ラ 
海 の 両側 で ヨー ロッ パ を 等 戒 し 、 そ の 姿 が 、 大 が 前 肘 を 前 方 に 伸ばし て 、 両 作 を 見 張っ て いる よう な 様相 の ば 
ザン チン 帝国 を る し て いる と も と れる 。 


注 17 この 語 は 、 西 洋 の キリ スト 教 国 家 が 、 強 大 な 政治 権力 を 獲得 せん と する 時代 を き し て いる 。 ク ルアー 
ン で は 、 キ リス ト 教 国家 が まだ 何 世 紀 に も 及ぶ 深い 過 り に 史 り 、 い か に 想像 力 を 駆使 し ょ うと も 5、 彼 6 が 、 を 
の 後手 に し た 権力 や 栄光 を 予知 する こと は 不可 能 に 思わ れ た 何 百年 も 甘 に 、 こ の 事実 を 預言 し て いた の だ 。 本 
委 て は 、 西 洋 国家 の 東方 、 南 方 の 上 地 に 及ぶ 支配 の 特徴 的 な 像 、 彼 ら 特 有 の 生活 様式 、 彼 ら が そう いっ た 地域 
の 人 々 の 間 に 引 き 起 こし た 門 僚 敬 の 念 、 す べ て が 述べ られ て いる 。 


注 18 は ほら 6 容 の 住人 は 、 自 分 た ち へ の 迫 寄 の 波 が 和らい だ の を 見 、 食 料 を 買い 、 帳 分 た ち に 対す る 状況 を 把 
探す る た め 、 促 間 の ひと り に 古い コイ ン を 何 枚 か 持た せ て 、 町 に 向かわ せ だ 。 こ こ で の 「 食 品 ] は 、 小 麦 、 大 
夫 、 き び 、 な つめ や し 等 の 食料 品 を 意味 する 。 こ の こと は 、 画 洋 国家 に よる 世界 の あら ゆる 地域 へ の 商 楽 的 遠 
征 に 言及 し て いる の で ある 。 
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第 人 電 〔 アル ・ カ ハフ 


誰 に も 我 等 の こと は 気づか せる な 。 クン ィ クィ ン ン 3 タン 
(8 @1921 8 Ga 2 
20) シ 

21. も し 彼 等 が お 前 た ち を 和 銘 [ ら ば 、 彼 等 は お 前 っ る タッ ンタ ラッ ン ルン イン ラタン ロラ る っ うる 
た ち を 石持 らち に する か 、 彼 等 の 宗教 に 引き ge つつ 0 らら の 1 
戻 きん と す 。 然 る 時 は 、 前 た ち 決 し て 栄 1 クロ 38 2 2 しき 

OO1 は 1 先 5 

え ぇ ざる で し | と 。 | 

22. か く の 如 くく 、 わ も 衝 ら 6 彼 等 に この 5 4 4 の っ クイ 2 タイ タン ーッ イン ンタ アッ クン ロエン クン 
と を 明らか に せり 。 そ は 、 之 に よっ て 、 aoolbud EE の 2 

5 うー た 2 て アブ ャ 2。 クッ ング アン 人 ン 

ラー の 約束 が 真実 な る こと を 役 等 に 知ら し SE ) 3 を eS し つり otS1 515 
め 、 月 つ 該 の 時 に つい て 、 必 い な きこ と を 2 還 了 
知ら し ゆん が た め な りき 。 思 い 起 せ 、 そ の Sa の の と くう 4 
時 役 等 は 互 に 論争 し て 、「 彼 等 の 上 に 一 常 を る ンタ ン ン 交 6 スン > タイ ラン 
建て ん 」 と 云い し こ ほ を 。 主 は 彼 等 を 最も 罰 RP19 OAITSI ジ うり 
良く 知り 給 う 。 この 諾 に 腔 利 せ る 人 々 は 9 テン 
| > 
な えり 、「 我 等 は 必ず 彼 等 の 上 に 礼拝 堂 を 建 の Is eeye 
5] と 。 


23. 或 る 者 は 云う 、「 彼 等 は 三 人 な りき 、 四 番目 4 265 スン る フン 
は 犬 な り | と 。 ま た 、 他 の 者 は 当て 推 早 で 3 う っ る 9 D AS の タ 5Se 


| 役 等 は 古人 な りき 、 六 番 日 は 犬 な り |] と う て 1 ンス 
云う 。 面 し て 、 2 9 


タブ タン ちの 3 2 の 5 ツル っ うみ タ FM ンク タン 
七 人 な りき 、 人 番目 は 犬 な り ] と 。 云え 、 lO 2 っ AG う 5 の の 


「 我 が 主 が 最も 良く その 数 を 知る 。 0 29 人 

い 和 1 = て の ) まほ ョ ュ 【 

着 を 除い て 、 彼 等 を 知る 者 は な し 」 と 。 き 。 うろ や 82059) 
れ ば 、 彼 等 に 科 生 NE 反 朋 し 得 ざ る 論議 以 う 。 う ょ と で まま の 1 タク の リン る ぅ ろう 。 
外 は 、 議 論 す る な か れ 。 ま た 、 彼 等 の 誰 に ピ 


ns て 


上 ゞ ゴ Le ンズ イ うめ 2 
も ここ \ し 紀 つ し NM ( 注 21) @1oe 22 う 
中 項 
呈 ( に 本 ヶ 明日 7 ーー ブ クン ント ュ ツレ っ パ ちる 」 る イッ タン ン ン 
24 . 2 [ 我 そ れ を 明日 な さん と 去 @ DO を のり 5 
フ な が" さと 、 


注 19 ヨー ロッ ノ パ の 商売 人 は 、 商業 取引 に お いて 、 各 や か る さや 礼儀 正しき を 保つ 特別 な こつ を 身 に つけ て い 
る 。 この 彼ら の 特 綿 に つい て は 、 こ こ で の 表現 を “ 彼 を 礼儀 正しく てる せ て お け ” と 解 息 する こと に より 、-| 分 
言及 る れ て いる こと が わか る 。 そ し て 、 こ の 表現 は ' 彼 に 注 餅 深い ふる まい を きせ よ ' と いう 立 味 で も ある 。 

注 20 「 誰 に も ぉ 匠 等 の ゆこ E は 気づか せる な 」 と いう 語 は 東洋 に お いて 西洋 の 影響 が 、 静 か に そっ と 浸 穫 し て 

いく こと や 意味 し て いる 。 

注 21 これ ら 6 の 推 半 は 、 カ タコ ン で の 小 部 屋 の 束 の 視 銘 に 基づい て いる よう で ある 。 し か し 、 各 々 の 旭 銘 は 
特定 の 家族 、 派 、 集 団 に つい て の み の 言 及 が ある に すぎ な い 。 き る ま ざ ま な 折り に 、 カ タコ ユ コン で に 誕 難 し た 人 々 
の 総数 は 、 知 られ て いな い 。 旭 銘 か ら 、 大 が 常に 、 放 雌 民 の 一 派 に 同 件 し た と 思わ れる 。 
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店: 


第 十 入 章 2 





25. も し アッ ラー の 思 し 召 し な ら ば 、 と 附 加 せ 52635 1 る バ 引地 3 紗 
ず し て 。 液 も し これ を 忘れ た る 時 は 、 主 を ウム ニン s の 


念じ て 云え 、「 主 よ 、 昭 わ く は 我 を これ より POAoe ら お 720 AE 
も 正しい 道 に 近づけ だ た まえ ぇ 』 と 。 ング 吉 


本 
26. き て 、 生か 大 の 中 居 た の は 、 三 百年 3 の みう ッ あし 9 J3 


2 ナ 。 ンド [アッ ラー は 彼 等 が 如何 に 長く 沙 在 し 1 る し の 生 て ル 作 < 当 。 ゅ し M 4 
た か 最も 良く 知り 給 う 」 と 。( 注 23) 天地 Co9Bok2SE ズリ 0 CI と 


の 神秘 は 、 すべ て 彼 に 属す 。 な ん と 役 は す 3 沿 令 > 85 ィ ラク イレ タイン 」。 > と 
べ て を 見 途 し 、 月 つ 凍 こし ゅ すこ し と よ ! みう の タ や ゆら うじ て と 0 
( 注 24) 彼 等 は アッ ラー 以外 に 季 何 な る 助 oO 8 あお 93 
け 手 も 持た ず 、 ま た 彼 は 、 何 人 に 5 その 審 
判 を 分 担 さ せる こと な し 。 
28. 液 に 啓示 ぉ れ た る 主 の 経典 を 読 語 せ よ 。 2 人 6 の 2E1PCIP 和 HP 
人 その 言 言葉 を 変え る 能 わ ず 。 だ 、 2 AO 4 3 
ょ 、 彼 以外 に 遊 難所 を 見 出せ ぎる べし 。 @16285 お お の 20 2 いう < PO 
29。 基 が が 、 考 に 析 る 人 人 だ ち に な ら つ て 、 導 2 る レン ッ タ ッ ン ン 2 5 ン ン イン ッッ ュ ン 
6 役 の 喜 抑 を 求め 続け よ 。 現 世 の 栄 礁 を 氷 4 の 4 0 
め て 、 彼 等 か ら 6 目 を を そらす な か れ 。 ま た 、 keekieos55 3 う C の oo の みり 13 
われ ら が 、 そ の 選 に われ ら を 念 ず る こと を nA の 22 2 アレ ッ 。 タッ 


ゝ ど 2 ゆ 1 ブン Di 
軽視 きせ た 者 、 並 びに 下劣 な 欲望 を 追い 下 ひつ と つう ラジ MISS 凍 og 


め る 者 に 従う な か れ 。 か か る 者 ば は 、 搾 に を 。 タコ レン 用 し し レー 、 ラン と ンプ イン (レイ イッ ン 
むけ り 。 ここ らし 、 ら っ ) ら と 2 を 45 CASg1 


ぁ 2 
@⑬U う 3 5 る 





注 22 初期 の キリ スト 教徒 が 人 迫害 や 受け 、 し ぼ ば し ば 、 は ほら 6 実 や 他 の 隠れ 場所 に 作 暴 し て いた 期間 は 、 お よる 
3⑳9 年 に も 及び 、 歴史 的 資料 に より 、 こ の 数 字 は 確証 され て きた 。 一 般 に 信じ られ て いる よう に 、 キ リス メト 数 徒 
の 追 宜 は 、 西暦 28 年 の イエ ス の は りつ け に 始ま り 、 約 釧 年 を 経た 西 歴 337 年 に に コン スタ ンチ ヌス 大 帝 が キリ 
スト 教 に 改 款 し だ こと に より 幕 を 閉じ だ た の で あっ た だ 。 (Enc. Brit)l コ ンス タン チヌ ス 大 が 、 改 款 し だ なの は 月 訂 
337 年 で は な 〈《、 西 歴 39 年 で あっ た 。 は りつ け の 慈 劇 を 、 一 般 に 信じ 5 れ て いる より も 28 年 お そく お こっ 
だ の だ (Chronologh: 此 rchbishop Ushers 閉 と Daily Bible IHustrations: Dr. Kitto 基 )。 


汗 23 初期 の キリ スト 敷 徒 は 、 い ろ ん な 時 代 に 多く の 場所 、 た と えば ロー マ 、 ア レク サン ドリ ア 等 で 、 迫 寺 
8 れ て きだ 。 彼ら は 、 き まさ ぎ ざま な 時 に 、 る ま ざ ま な 期間 に わた だり 、 は ほら 6 究 や カタ コン で に 信 黄 する こと を 余儀 
な くさ れ だ た 。 カ タコ ン ベ で に お ける 役 ら 6 の 滞在 が 、 唯 一 の 不断 の エピ ソー ド だ と いう わけ で は な か っ た だ 。 その よ 
うな 滞在 の 期間 全て の 正確 な 長き は 、 ア デッラ ー の み が 知 を と ころ で ある 。 ' 


注 24 この 語 は まだ た 次 の よう な 世 味 を も つ 。 神 の 神 際 は 、 よどみ な く 、 神 の 聴覚 は 鋭い "つま り 、' 神 は 全て 
だ 知 。 全て を 上 て の で ある と いう こと か の が だ 。 


9 ふ 1 1 


有 第 八草 デル ・ カ ハフ 





30. 云え 、「 真 理 は 主 より 来 た る 。 きれ ば 、 信 ずっ に 所 2 タン バ 5 
も 、 信 ぜ き ぎる も 、 を その 者 の 意志 な り 」 と 。 92 づら う の 
げに われ ら は 、 悪 人 ども に 、 燃 えき か る 天 史 8 3 pitot bas ッ ン < 
リド す の サパ hr PR 2 ポッ の 
を 求め て 叫ぶ れ ば 、 ど ろ ど ろ に 溶け た 鉛 が も EEGE3 Gb か の 
生 9 を の 顔 を 焼 か ん 。 0 と 芝 ろ る 4 の ンタ 他 4( 2 

s か な その 飲物 た る や 、 な ん と 不 笠 な る 。 II 3 
夫人 ーー e 全 2 


ッ > タイ 


e 症 1 る ぅ 9 レゴ レン っ て 
29BteaLst も LE 26( ZAI6【 
ee ン ン ラン 夫 


さん 
いみ 


31. 信じ て 善行 を 積む 者 に は 一 われ ら は 善行 を 
積む 者 の 報 壮 は 決し て 記 れ は せめ ぬ 。 


32. それ 等 の 者 に は 永遠 の 楽 岡 あり て 、 河 川 っ 7 
の 下 を 流 る 。 和 等 を の 中 に 在り て 次 [ 金 の 0 
。【 グ 

硫 環 で 館 ら れ 、 絹 や 錦 の 緑 衣 を まとい 、 寝 う で うう 5 と 4 
SR らん 。 な ん と 素晴らし き 2422 は 6 シレ 
束 控 な る か な 、 な ん し と 結構 な 休み 処 ょ ! いこ ウツ ハス に Ph 
レス ラ 。 グゥ と る ウデ ラン っ 
5 の LU9IE SA 925) 
3 ター ゥ ーッ ン ン ちの ンマ 
OU CA 9 いつ 1o 
第 五 項 っ ob 


ゅ リア ニー ウン ン 


33. 彼 等 に 二 人 の 男 の 比 座 を 芝 べ よ 。 (25) し eooyEGS oNe5555 2 の の 313 
われ ら は その 一 人 に 、 衛 区 園 を 写 え 、 を の 


アン 」 ン ノン アタ リッ ラン ンズ る タン る レ 

まわ り に 東 都 子 を 植え ゅ で らし 、 そ を その間 に CS JC に 5 be つら こ 
喧 物 の 畑 を 設け だ り 。 うぅ ンタ ン シ ン 
《⑨⑲ gy 


り 
{| ょ 1Bi ュ ア ・ に 2 ヽ ゝ ミ るる ツタ 1 ee 355 eS1 6 CE 
cr SS EE RY NR ER 仙人 0 た 55405) 35 oeSJI EZ 
之 す ずる こら な が りき 。 箇 し で 。 の あれ ら 5 は 面 


の し の 2 ン 2 マン ン 

彫 の 問 に 川 も 流し た り 。 ( 注 26) ck 9 3 

、 役 は 豊か な 収穫 を 秋 た り 。 或 る 日 、 2 2 <2 グン UL 入 

35. され ば 、 な が 収穫 を 獲 た り 。 政 る め ) 本 る 4 の 5 


彼 は 自慢 し て 、 友 に 向っ て 云え り 、「 我 は 液 


注 25 本 所 は 、 だ と え 話 の 形 で 、 2 種類 の 人 々 ーー キリスト教徒 ほ 上 イス ラム 教徒 の 状態 を 語っ て いる が 、2 

人 の 男 ~ と いう の は 、 こ れ ら 6 2 種類 の 人 間 を 表し 、“ 2 つの 庭 " は キリ スト 教徒 国家 繁 栄 の 2 時 代 を 表し て いる 。 

最初 の 時 代 は 、 イ スラ ム 教 の 出現 に 先立ち 、 2 度目 の 時 代 は 、 ヨ ー ロ ッッ パパ の キリ スト 教 国家 が 、 大 い に 進 歩 を 

遂げ 、19 世紀 に 頂点 に 達し た 先例 の な い 権力 と 名 声 を 獲得 し 始め た 西 歴 17 世紀 の 墓 あ けし たと と も に 始ま っ た 

の が だ 。 

注 26 川 の 流れ は 、 聖 な る 預言 者 の 時 代 を 表し て いる 。 環 な る 預言 者 を 通し て 、 モ ー ゼ や イエ ス の 真 の 教訓 
一 部 が 、 保 存 き れ た 。 
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ょ り 容 福 に し て 、 午 族 $ 流 より 多数 な り 」 @ し ぶ 2 2 39 じ 回 
四 。 ee 
eK と 3 し いて ロ ュ 8 国 た に: 彼 は 云 1 レン 陸生 人 (2 スク イン る ンー イン ン レ 
36. 彼 は 狼 心 を 抱い て 己 が 園 に 入れ り 。 役 は = odG 005 35 403 うう 
えり 、[ 我 は この 園 が いつ か 荒廃 に 帰す べし 


リ クラ ィ スーパ 1 マッ タン タッ ク 
と は 思わ ず 。 ( 注 28) の lool suA ぁ AAS 1 ら 5| 
レン アプ 


37. 毅 し て 、 ま た 、 訪 の 時 が 来る べし と も 思わ の あ s5o 3y426 3 
ず 。 た と い 主 の 許 に 連れ 戻さ れる と も 、 救 


ン イ アッ タ プク 守 2 デン っ り 
は 必ず これ れ に 優る 良い 場所 を 名 ぎん | と 。 es いみ ジ 
み 人 ー。 ょ ょ コタ っ ッ ン タン と ソイ イレ 
38. 本 SD を り 、 人 世 初 寺 と し しら, 1 め ッ 2 2 る 5 
ょ り 流 を 剣 り 、 決 いで 一 満 の 精液 より 、 更 し し て ク レー と プッ 2 の 
に 完全 な 人 間 の 形 に 仕上 げ 給 う た 御方 を 信 eusw254A55co2 つけ 32 es 
ぜ ざ る か ? 5 
NAS・ 
(の か どう 
39. な れ ど 、 我 に 関す る か ぎり で は 、 ア ッ ラ ー クン プン タタ タン クー eg 5 し ンタ イン ン 
の み が 我 が 主 な り 。 さ れ ば 、 我 、 主 と 借 に Oo 9 みう の の 1 けっ 20 ゆで 
如何 な る 者 も 併せ 祀 ら ず 。 
1 c と 1 クー アア マン タレ レン ゥ プン ン レ し 
40. 液 が 、 己 れ の 答 殴 園 に 入り し 時 、 何 故 す ツ 8512C5CGB ek に GS 09 す 3 
べ て は アッ ラー の 御 意 忘 の まま 。 権能 は だ レレ スラ る レレ ェ レン な ) テ アー レン 5 と 
だ アッ ラー に 存 す 。 と 計 わざ ぎり し か ? た に etc 0 
い 液 、 我 を 財力 と 子孫 と に 訟 て 、 液 より 劣 る クン ンス 
る と 見 る と し て も 。 の le うう 


4u グ プ 。 


中 が FT ッ ン ョ ン 
41. 恐らく 主 は 、 我 に 何時 か 光 の 園 に 優る 何 か yi 2E 8835 5 
を 授け 給 わん 。 ( 注 29) 衣 し て 、 液 の 園 に の 2 
6 9052 So2 6C2 補 
は 天 か ら 雪 を 投じ 、 不 毛 の 荒野 に 帰せ し め ン て っ ララ 〇 2 らし 
ん 。 ( 注 30) ッ ィ クン ン 
(@) L の ) 
注 27 強力 で 高 裕 な キリ スト 教 国家 は 、 貧 し く 力 の な い イ スラ ム 数 徒 や 、 委 国 、 お よび 、 物 質 盗 源 の 矢 衝 の 
だ た だめ に 、 肖 茂 し 、 あ ざけ っ た 。 
注 28 自ら の 物質 的 進歩 に 誇り や 抱き 、 西 洋 キ リス ト 教 国家 は 、 楽 で ぜ い だ (な 生活 に ふけ っ て いる の で あ 
る 。 そ し て 、 う ぬ ぬ ば ぼれ と 機 柄 る か ら 、 自 分 だ ちの 権力 、 進 歩 、 繁 栄 が 永久 に 続く の だ と 誤解 し て いる 。 ま た 、 
だ まさ る され て 、 安 心 、 且 己 満 足し て いる だ め 、 役 ら は 罪 と 邪悪 の 生活 に 全く 可 い 込ん を で し まう こと に な る の で あ 
る 。 
注 29 本 節 な お よび 36、40 節 で は 2 つの 庭 (33 節 ) の うち も 、1 つ は イス ラム 以前 に 実際 、 消 減 し た だめ 、 ひ 
と つの 庭 の み に つ いて 述べ られ て いる 。 キリ スト 教徒 に と っ て 最大 の 詩 り の 湖 と な っ た 庭 は 、 オス ラム ょ 後に 和 
ぇ た 笑 一 一 彼ら の 現在 の 大 いな る 物質 的 進歩 ほ 択 力 な の で ある 。 
注 30 天 か が から と いう 語 は 、 い か な る 地上 の 力も 、 西洋 の キリ スト 教 国家 の 軍事 力 に 実際 上 、 抵抗 し 戦う こと 
が で き な い こと を 示し て いる 。 神 由 号 が 、 彼 ら の 破 減 を 引き 起こ す よ うか な 状況 を 生み 出す の で ある 。 
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40. 


47 . 


48. 


注 31 
の 源 は 、 こ れ ま で 役 ら の 物質 的 進歩 を 支え を て きた が 、 
SA 
注 - 32 
た だ く 凍 に 突然 、 
に は を そうい うこ 上 と は な がい だ め 、 


何者 も 、 彼 ら と 則 う カカ は な いで あろ う ' (ムスリム 
及 し た の は 、 キ リス ト 教 の 物質 的 栄 
タル デー ン の 言葉 で は 、 彼 ら の 臣 を 新 絆 で 緑 に 保つ と 表現 きれ て いる 、 
や が て ルト ル が り 
る 。 役 6 の 釘 神 的 な 新 災 る の 源 も また 同様 に 寺 上 上 が っ て し まう だ ろう 5。 
ら の 全て の 有 支 力 は 、 煙 の ご と く 消 ぇ 権力 や 名 声 は 、 ま 
本 節 で は 、 國 は 棚 も ろ と も "倒れる" と 示さ る れ て ある が 現実 
" 園 と いう 語 は 


. 或いは 、 園 内 の 水 が 地 面 深 て 浸透 し 


( 注 31) 地下 水 を 見 出し 得 ぎ る べし 」 と 。 


. 来 せ る か な 、 彼 の 漆 実 は 絶滅 せり 。 役 は 衝 


箇 園 に つぎ 込ん だ ども の を 想い 、 両 手 を 堅く 


握っ て 嘆き 寂し め り 。 科 箇 園 は 衛 答 杉 も ろ 
に も 失せ り 。 (人 茜 し て 、 錠 は ぇ 

、「 我 も し 我 が 主 と 僅 に 、 何者 を も 配 せ ぎ 
PP 吉 ' 

. 彼 に は アッ ラー に 人 っ て 助け そく れる 艇 と 
て な く 、 ま だ れ 月 身 $ 謎 り 得 ざり き 。 

. か か る 場合 に 訟 ける 加護 は 、 真 実 夫 アッ 
ラー HHTTTHH 
て 、 眼 療 の 結果 を 降 し 給 う 

玉 ハ 世 


また 、 彼 等 に 、 現 世 の 生活 を 稿 え 話 で 述べ 

まぁ 。 : 算 械 。 われ ら が 空 か ら 降 す 水 の 如 し 

大 地 の 草 木 は それ を 混 ド て 成育 する も 、 や 

が て 風 に 吹き 散ら る れん 枯れ 草 の 破 片 と な 
( 注 33) げに アッ ラー は 、 妃 事 を 支配 

9 


党 や 子女 は この 世 の 生活 の 飾り な り 。 な れ 
と ど 、 水 続 す る 善行 こそ を 、 ア ッ ラ ー の 目 に は 、 
即座 の 報 装 の 故に 、 ま た 将来 の 希望 が 故 に 
逝か ' に 優る な り 。 

IS 
は る さま ざま な 民族 が 互 に 前 に 進 


2 えよ 。 六 
むか を 見 ん 。 


光 を 銀 徴 する ゴク 


に な る だ ろう 。 と この は 示し て い 


物質 的 高 挫 を 継 持 し ょ うと する キリ スト 数 徒 な ゃ # 
個 く で ある ろう 。 つ いで な が ら 、 
これ ら の 節 で 


は な いこ と を 示し て いる 


宇 33 


な ん と 、 適 切 で 力強い 、 


ジャ ー ル 潮 ) と 述べ だ た と 伝え と 
"と マ ゴ グ の この 抵抗 不可 能 な 力 で ある 。 


使わ れれ て いる 


『 ア ファイ ズン 3 ンー う タ ョ ン 
eSPOoS5 は GE 


の 1 る タン ン 2 プン ン ン 


Ce8 8 で 5。 


0 


クン ノイ ッ ルー っ 。 クッ 
@luelG ろ の の し る 


デ 


pe と らい 


の ル ) ッッ クレ る タン ョ ン レ 
WOOD5 ら 2 の CE 


2 Cg 
2 の 359 643 
NMHCKUEPIIG 学 05 


一 


26 oy る ら es EE 換 > 


りら (62 で 18 お 5383 


すう デ 
@C 5 


ン ッ ン 


KENRIE 5 12 


デア グゥ ウッ ン 


GCC AE らら | 


の SKYG 


(の ゆり の ます 


の ラブラ 


バン ン ン ツン ン 間 
Ole うり し 4 っ 2 


と つり う 
られ 、 避 な る 樹 者 が 言 


彼ら の 偉大 な 王 受 や 知 的 才能 


、 役 ら の “ 彫 " は 完全 に 荒 庭 し て し まう 


、 文 字 通 り の 芝 味 で 使わ れ た の で 


世俗 生活 の は か な る の 表現 な の だ ろう か 『! 
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50. 








注 34 
きま ざま な 場所 で 負 鮭 、 疫 病 、 地 圭 が 起こ る と き (マタ イ 24 意 7 節 ) 


前 し て 、 ち れ ら は 彼 等 を 集め 、 
の 一 人 人 だ に 残し は せめ ぬ 。 
彼 等 並ん で 主 の 御前 に 拝 論 き せら れん 。[ い 
まお 前 た ち は 、 わ れ ら 6 が 最初 角 り し 如く 、 
( 注 35) われ ら が 前 に 来 た れ り 。 な れ ど 、 お 
前 た ち は 、 わ れ ら が お 前 だ ち に 対す る 約束 
を 上 用 行 する と は 思わ ざり き 」| と 彼 等 は 云わ 
和 れん 。 
押し て 、 行 状 の 記録 が 記 き れ た 帳 筐 が 彼 人 等 
の 前 に 提示 きれ 、 液 は 、 悪 人 ども が その 中 
に 記さ る れ だ こと に つい て 恐れ お の の 〈 姿 を 
見 ん 。 面 し て 、 彼 等 は 云わ ん 、「 あ あ 、 こ は 
さん だ る 出 簿 ぞ 1 細 大 光ら る ず 記 録 し て 、 

の この が | まあ 。 面 し て 、 役 等 は 、 己 
6 せる 所 業 の すべ て を 願 前 に - 突 きつ けら 
れん 。 き され ば 主 は 、 何 人 も 不 公平 に は 処遇 
せ ず 。 

喧 七 項 


・ われ ら が 諸 天 使 に 向っ て 、「 ア ダム に 対し て 


平伏 せよ 」 と 云い し 時 の こと を 思い 起 せ 。 
1 ブリ ー ス を 除い て 、 彼 等 は みな 従え り 。 
イプ リー ス は 妖 電 の 仲間 に し て 、 主 の 命令 
に 衣 き だ た り 。 釣る に 、 お 前 た ち 、 イ プリ ー 
ス や その 子 到 を お 前 だ ちの 敵 だ と いう に 、 
わし の 代り に 仲間 と せん と する か ? 不義 者 
ども 、 そ の 交換 は 災い な る ぞ 。 


われ は 天地 の 創造 並び に 彼 等 自身 の 合造 


も 、 算 符 を 多 り せしめ ぎり 8。( 計 36) ま 
CS ば は 、 人 々 を 迷わ せる 徒 器 の 助け は 
音 り は せ ぬ 。 

本 節 で は 、 





聖 壮 の 言葉 に より 5、 


( 注 34) た だ 


し 上 ぁ 用 
PCK 8) は 22 上 
「pA つ ye 9 


国家 が 国家 に 反抗 し て 立ち 上 が り 、 


ン 


アァ テッ ゥ デン 2 る っ ン ン で ょ レン ニン ン ン 
As SE 引 
・ タッ リマ 9 


之 


ー デ 
レッ 2 科 


⑨Ae め 7 


9 9 スィ 2 コン ン 
OS 6 es 
うぅ ISVICD2KNS て の 
CFG NIC の が シク 


と 用 ラン レン 2 
8a あ 人 55ka 1 


Ki 02323952 ス る か っ 3 UCS 3 


や eloE 2 ら a1 526 レ 


』 グ タ | 
we アデ ャ ! 


タ 2 タン っ * て 7 その 


に つけ NG 
@9 の の 民 も 放 交 


デビ ー ア 


7 フュ ライ ン 228 ララ ッッ ン ン 
0 の 13 の GE の Ai し 
9 INUae oe As 620 て 2 2 5 





抗 し て 立 上 が 5 
す な 6 


王国 が 王国 に 


、 移 の 数 倒 で 述べ ら 昌 局 の 力 、 


ち ゴ グ と マ ゴ グ の 完全 な る 破 減 に 関す る 預言 が 、 果 た きれ る で あろ うと いう こと が 示 き れ て い る 。「 彼 ら を 集め 」 


と いう 表現 は 、 
泊 : 35 


注 36 
いわ ゆる 政治 的 、 社 会 的 思考 の 指導 者 た ち は 、 


彼ら が お 互い に 向き あっ て 、 料 同 隊形 を 


と っ て 集まり 、 


あく ま て 戦う こと を 意味 し て いる 。 


この 言葉 は 、 彼 ら が 全て の 権力 、 権 成 を 奪わ れ 、 以 前 の ご と く 最 従 と 恥辱 の 状 能 に 戻る こと を 余儀 な 
くる れ て し まう こと を 意味 し て いる 。 
本 節 は 、 そ の と き 世 界 の 博久 的 平和 と 調和 の 時 代 を 布告 する 新た な 世界 秩序 に つい て 、 一 般 に 語ら れ 、 


その 磁 立 や 求め 、 主 張 す る が 、 


神 が 、 こ の 宮 高 な る 任務 の 成就 


ぎ 且 ら の 仕事 と し た た め 、 彼 ら は 、 努 力 を 容 ら せる こと は で き な い で あろ うこ と を 意味 し て いる 。 
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し 胡 ア アノ タッ ン アラ ウェ で 


ン タッ タダ ノレ ッ タン ン レ 
03 nf9 が 1 の IA り s9 2 う 
の ゆめ 3 A を に 2 人 , ど 1 MEW 


ly 


53. 「 お 前 た ち が わ し の 同位 者 と 考え し 神々 を 
喚 べ | と 主 が 計 わ ん 、 そ の 昌 を 想 え を 。 そ の 
HH、 彼 等 、 い くら 6 神々 を 喚 べ ども 、 神 々 は 
彼 等 に 応 を ざる で し 、 わ れ ら 6 が 両者 の 問 に 
障 避 を 置い た な が だ め に 。 ( 注 37) 


54. 罪 を 犯 せ し 省 は 業火 を 見 、 を の 中 に 投 i ぜ ら 
れん こと を 悟る も 、 を こ か ら 逃 れ 去 る 術 な 


ノッ クタ ュー ンプ っ タタ イン イィ プン う ク の 292 アレン 
IE 0 GU) う 


ee と DA る を 


きこ と を 知る で し 。 ( 注 38) 
第 八 項 
55. ば に われ ら は 、 人 間 に 良 か れ か し と 、 こ の 1 タ 。 Cu る 7 9 2 3 る 
00 ン の 中 で 、 き まき ざま に 、 あ ら ゆ る グ ウタ ツー ウツ ら ! IA ゅ 9 
壁 を 引い て 詳 述 せり 。 ( 注 39) 然るに 、 人 OM Gi 
問 と は 、 な ん と 議論 好き な こと よ 。 6 8 


6 会 紋 衝 彼 等 に 至れ り 。 往 古 の 民 が 被 む ! 人 イィ ラン 
1 1 る ( 

し 先 例 が 彼 等 の 身 に 起 る を 球 む か 、 それ と blo で くじ ぅ 
b、 懲 古 の 急襲 に 直面 する を 望む に 非 ず ば 、 OM Vee ol 263 Ft2K 
何者 も 、 人 々 が 信仰 し 、 和 モ の 央 妨 を 求め る 2080 erg 

WP タス で タタ プレ 
こと を 妨げ る を 得 ず 。 @⑳DL5 の os 2 55 


57. われ ら は 、 朗 報 伝達 落と し て 、 まだ 警告 : 


う タ デン クタ 


に 非 ず ば 、 使 徒 た ち を 條 わる ず 。 然るに 、 


の oe サッ 3 


アメ ン タ 
メ タデ デラ う 。 ツ ず 
信 ざ ざる 者 ども は 庶 偽 を 以 て 論争 し 、 真理 bdAbCUOS ANd23 
を し り ぞ けん と す 。 面 し て 彼 等 E は 、 わ が 神 兆 内 
を た ME 
と 彼 等 へ の 警告 を 盟 笑 す 。 の 8 の | elboasol っ ゆり 
し さる し これ 
PU 1 = 7 お 5 み : に ンタ ン ング ダ [ で タ ウン 2 
5&8。 を の 主 の 神 兆 を 気づか せら れ な が ら 5、 之 に の 作 sokt 3 る AU 2 ッ ン 
背 き 、 ま た 己 が 手 が 先 に 送り し も の を 忘れ 
Ei ? 219 オア アン あめ) レー ッ ク ング マン ン 
る より 5 更に 上 宮 し き 者 ある や ? げに われ ら se25e EEZ OU ue03 し (2 5 
97 本 節 は 、 こ れ ら の 国家 が 高い 関税 職 睦 、 釣 の カー テン を 天 り ゆ ぐ ら せ 、 お 互い に 経済 ボイコット を な 
すこ と を 誤 味 し て いる 。 ま た は 、 彼 ら が 破滅 に 下る 致命 的 な 戦争 に まき こま れる こ と を 嘉 味 し て いる と も と れ 
る 。 
注 38 西洋 の 不信 仰 国家 は 、 多 大 な 王 壊 力 を 誇る 戦争 の 接近 に 過 財 する で あろ う 。 彼 ら は 、 あ ら ゆ る 手段 に 
誕 を て 、 そ れ を 避け よう と と する が 、 そ の た め の 彼 ら の 計 両 や 努力 は 全て 、 む だ に な る で あろ うう 。 西 洋 は す て 


に 、 世 界 に お ける 西洋 の 政治 的 支配 、 名 声 を 破壊 きれ る と ころ で あり 、 また 西洋 文明 を その 基盤 まで ゆる が し 
た 2 度 に ゎ た る 最も 破 請 的 な 戦争 の きび し い 試 練 を くぐり 抜け て き な の だ 。 第 3 の 大 虐殺 が 西洋 を 々 、 い や お を 
らく は 全 世 界 の ぞ き 込ん で 入る 。 


注 39 本 節 は 、 以 下 の こ と を 乱 味 する 。 (1) 全 て の 神 の 創造 物 の 中 で 、 人 間 は 、 理性 と 知 的 能力 を 授け ら 妃 て 
、)。 し か し な が 8C 多 信 な こし に 、 人 間 は 、 を の 真実 を 拒否 し 、 他 の 夏 悪 な 目的 を 遂行 する た め に 使っ て いる 
の だ 。 (2 また 、 人 間 は 、 慢 性 的 な 不安 と 疑い の 犠牲 者 で あり 、 め っ た に 満足 する こと が な い 。 そし て 、 常に 疑 


い 深 いた め 、 最 も 確信 の も て る 答 議 に お いて さえ 、 逃 げ 造 を 見 つけ だ を うと する と いう 意味 だ と も と れる 。 
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は 、 彼 等 の 心 に 覆い を か けた だれ ば 、 彼 等 は 。 。」 ン 11 3 フク タタ 2 る ッ イ クィ 
神 光 を 理解 せ ず 、 そ の 了 本 も つん ぼ な り 。 さ し う アン 1 93 5685 oO 4 
CH、 た と いみ が 和 を 間 き の た めで び の IM 和光 6 は を 
"ける と も 、 彼 等 は 決し て 之 を 容認 ぎる べ 8 

了 ( 注 40) 
し か お か た 

59. 然るに 、 液 の 主 は 赴 大 に し て 、 情 け 深 い 御方 人 拓く ムイ も の ルン ン 

9 > ちり 5 くう うう 3 

に まし ます 。 彼 も し 彼 等 の 積め し 所 業 を 以 9 


て 床 せ ん ま 欲 き ば 、 役 等 は た ち ど こ ろ に 古 OS びら 3302 3 みる 
せら れる べし 。 然 し な が ら 、 彼 等 に は 定め に oe 
られ た 一 期 あり て 、 そ れ よ り 逃れ 得る 休 上 6 も ちら も め ぶら 5 は 


所 を 見 出 き ざる で し 。 


まち まち 9 ファ アン シン ッ ン の 5 と ラ 
60. こ れ 等 の 語 々 を 一 われ ら は 彼 等 が 外相 を 多 に JaA 3 AA eSD 抽 る 
し た が た め に 減 ぼ せり 。 し か し 、 を その 減 亡 
と 5 で っ で いと 
- は 、 丈 め ゆ を の 時 を 定め だ 5。 の 10 る め 4 
湖 九 項 
61. モー ゼ が を その 従者 に 向っ て 「 わ し は 二 つ の 24。 ン で レー シン ンタ レー ュ ッ ッ 
海 が 出会う と ころ に 行 きつ くま て 、 休 年 。 で や! ぱそ の 9 み 253 


か ろう と 旅 を 止め る 気 は な し | を sk 人 t 282 アッ う ズ 2O4 と <A15 こ と の 


を 思い 起 せ 。 
し か 

62. 鈴 る に 、 彼 等 二 つ の 海 が 出会い し と ころ に CH の 4 3 に じ 、 タン ノッ ン 人 イィ 
だ と りつ (や 、 携 え 来 だ り し 役 等 の 魚の こ Ce 間 0 
: を 忘れ た れ ば 、 魚 は ( 注 41) 速やか に 海 時 と は 
中 へ と 逃げ 去り 史 。 

59 耐 し て 、 彼 等 更に 旅 を 続 t キ け 、 ま た モー で ゼ 、 ン > イッ ン ン バ 人 3 14 1 ン 429 0655C く イ ン 
使者 に 云え り 。「 彰 飯 を ( 注 42) これ へ 持 2 2 02 の 
て 。 い や は や この 旅 に は 疲れ た り 」 ea ポン 


2 完 





注 40 不信 仰 者 は 、 道 理 を 理 餅 し 、 神 か ら 授 けら れ た 能力 を 活用 する の を し つこ (拒否 する 。 そ の 結果 、 を 
の 磁 力 や 才能 は る び つ き 、 放 し 、 彼 ら は 罪 と 邪 甘 の 中 で 、 も 5 が きつ づけ る の で ある 。 


注 41 フー ト ( 魚 ) は 、 妃 と な っ て 見 られ る と 、 正 し き 人 々 の 崇拝 の 家 を 示す 。 こ の 語 の この 意味 に な いて 、 


"2 つの 海 が 出 会 0 彼ら が 到達 する と 、 彼 ら は 魚の こと は 忘れ て し まっ た " と いう 素 現 は 、 モ ー ゼ と イ 4 
スラ ム ふ の 摂 理 が 出 会 き 、 す な わ ち 、 モ ー で の 摂 理 が その 機能 を 停止 させ 、 イ スラ ム の 採 理 が 効力 を 発生 す 

潤 。 oh ィ エ ス の 従者 た ちの 商 よ り 出 で 、 を その と きよ り 、 新 た な 摂理 の 従者 た ちの 特別 な 
印 た 上 な る の で ある 。 (48 章 30 節 ) 尚 、 前 節 ( 当 章 61 節 ) の 詳し い 説明 は 英 版 大 品 の こと 。 


注 42 幻 で 「 朝 秋 ( 朝 の 食事 、 朝 食 を 頼む こと )」 は 、 疲 労 を 表す 。 そ し て 本 節 で は 、' 2 つの 海 の つ な が 57 
を 過ぎ 、 藤 い 半 、 そ れ ぞ れ の 旅 に 出 、 む な し 約束 き れ た る 預言 者 を 待つ こと に あき あき し た の ち (中 命 記 18 
斉 18 節 ) モ ー ゼ と 彼 の 若き 仲間 は 、 預 言 者 は 既に 現れ た の だ が 、 自 分 た ち が 彼 に 気づか な か っ た か も し れ な い 
と いわ ん と し て いる 。 本 節 で は 、 モ ー ゼ と 彼 の 若き 仲間 (イエ ス ) は 、 そ れ ぞ れ ユ ダ ヤ 教 と キリ スト 教 を 象徴 
し いる 。 
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第 十 入 次 プル ・ カ ハバ ブフ 
. 従者 は 答え た り 、「 流 見 ざり し か 、 救 等 介 の 上 タッ 人 ビ ドン 2 る 1 イレ クン イ 32。 クッ ン グイ 
に て 休め し 時 、 手 前 は 魚の こと を 忘れ た り ペダ 8 らら | 1J6 


ーー この 事 を 六 に 音 ば げ ばる こ トー : を 忘れ させ た だ る で / レ ンタ 導 > ど の 1 9 る ルン ン が 
2 8 Na 1 1 
ょ 、 悪 魔 に 非 ず し て 誰 ぞ 一 魚 は 海 へ 泳ぎ 去 ーー) kN 


3 な 4 @ss9s は 移ら 人 86 
( 注 43) 
65. モー ゼ は 云え り 、「 そ れこ を 我 等 が 求め た る WO に 2 7 恒 ) JE 
ORG RS - 
た どり 、 も と 来 た 道 を 引き 返せ り 。 の いる 
66. 面 し て 、 彼 等 は 、 Mt 024257 4K6I5、Ee 5310CE に 2 
守 の ( 注 44) 一 人 に 会 た えり 。 を の 僕 に は ゎ の 
れ ら じき じき に 知識 を 授 ! り 。 SL めも 玩 2EA を 


67. モー ー ぞ は 彼 1 経 向 の: て 2 た か が 、 | 液 が 教 えら 衝 っ gd 4 pu5104 (0205 


た る 拘 避 の いく つか を 教え て て くれ る な ら 


我流 に 従う で べき や ?1 と 。 ( 和 注 45) の Ab ei Sa 
68. 彼 は 答 ぇ た り 、「 流 は 我 と 共に 妨 計 する を 得 2 の 2 の グン 2 の 2 

和 o2 と の 8539 95 
69. 液 、 を の 意味 を 解せ 事柄 に つい て 、 ど 5 ポン 

し て 辛抱 し きれ よう ぞ を ?」| と 。 9 も 人 し 23 7 う 


70. モー ゼ は 云 ん り 、[ も し アッ ラー 欲し な ば 、 2 9 の ( 色 258 2 4 
ン Cr 
液 、 我 が 耐え 泡 ぶ を 移 ん 。 面 し て 、 我 は 液 

の 如何 な る 命令 に も 背く まじ ] と 。 9 も 55 


71、 彼 は 去 え た り 、[ な ら ば 、 我 に 従う と も 、 我 を 53 ンダ る ッ ン 93 2 oed| 回 他 
いい J き 
の 意味 を 湊 に 所 うま で は 、 何 事 $ 我 に 問う 学 の の と ン 2 
な か 和 れ 」 と 。 ⑥! 1 
第 十 項 
72. か く て 、 彼 等 と も ! に 出発 し 、 や が て 船 に 和 スレ イン ンプ サッ ュ ン グン 2 UE 
り 込む や 、 彼 その 船 1 に 孔 を 容 ち た り 。 モー dk 5 と 入っ 52013 C の 3 
ゼ は 云え 5、「 船 に 所 を 空 ち た る は 、 乗客 を 


注 43 ここ で 表し て いる こと は 、 真 の 信心 と 神 の 崇 捧 は 、 こ の よう な 人 々 の も と を 上 離れ る の だ と いう こと で 
ある 。 

注 44 この “" 視 の し も で "(アブ ド ) と は 誰 な の だ ろう か 。 神 は 誰 に 慈 意 を 授け た の で ある うか 。 神 は 誰 に 知 
識 を 与 を た の で あろ うか 、 モ ー ゼ は 誰 を 求め て 、 神 の 命令 を 履行 し 、 あ の よう な 長い 困難 な 旅 に 出 た の で ある 
うか 、 誰 が 全て の 話 の 中 心 人 物 で あり 、 英 雄 で ある の だ ろう か 。 聖なる 預言 者 モハ ッ マ ド 以 外 に は 央 た られ な 
ぃ い の だ 。 役 の 魂 は 、 モ ー ゼ の 幻 に な いて 、 肉 体 を 与え を られ だ の で ある 。 

注 45 モー ゼ は 、 惨 な る 舌 言 者 が 成し遂げ た 最高 の 精神 的 知 蔵 を 与え を られ な か っ た 。 
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痛 れる せん と する 気 か ? 流 は は ん と に 罪 な 
こと を な せる か な 「『 | と 。 

73. する と 、 役 は 答え ん えり 、「 我 は 液 に 、 我 と 共に 
妨 谷 し 得る 者 に 非 ず 、 と 云わ ぎり し か ? 1 
と 。 ( 注 46) 

2474. モー ゼ は 志 え り 、「 我 が 失念 を 資 め る な 
か れ 、 まだ た し くじ ら す べく 、 息 を むず か し 
い 目 に 過 せ る な か れ | と 。 

75. か 〈 く て 、 彼 等 は と も に 旅 を し 、 や が て 一 人 
の 谷 者 に 出会う や 、 彼 を の 其 者 を 殺し た り 。 
モー ゼ は 云え り 、「 液 は 、 誰 も 殺さ る ぬ ぬ 罪 な き 
者 を 殺し た り 。 液 、 な ん だ た る 恐ろし いこ と 
を な せる や !」 と 。 ( 生 49) 


2476. 役 は 云え 0、[ 我 は 液 に 、 我 と 共に 液 は 忍 
耐 し 得る 者 に 非 ず 、 と 志 わ ざり し か ? 1 と 。 

77. モー ぜ ゼ は ぶ え り 、「 我 も し 、 こ の 後 、 何 事 か 
を 流 に 問わ ば 、 我 を 伴う な か れ 。 いま は 我 
が 詫び を 容れ よ 」 と 。 


78. か て て 、 後 等 は 更に 多 を )、 或 る 邑 に た 
どり つき 、 の 

然るに 、 旧 の 人 々 は 役 和 を を 客 と し て も て な 
す を 拒み だ たり 。( 注 48) と こ ろ が 、 富 
崩れ か か り し あ る を 見 て 、 彼 之 を 修理 せ 
り 。 モーゼ は 云え り 、「[ 流 も し 欲し な ば 、 之 
に 対す る 報酬 を 得 た だ たり し も の を 」| と 。 

79. 役 は 去 え り 、「 こ れ で 、 流 と 誤 別 す 。 今 我 は 、 
六 が 巡 耐 し 得 ざ ぎり し 事 本 の 、 その 理由 を 告 
げん 。 





* タプ タラ スエ ン 
0 ン メ ニン プン tk し G す た 4 


の ig: 


プラ アン ンプ 


SPIE 


3 71 3 9 ノン 〆 
COHWO 衣 は 


ッ ン ら を ペイ 


US (uo) 5 は 


Si 1 


注 - 46 公 目 な る モー ゼ の 幻 に な ける “ 神 の し ぉ べべ "(聖なる 拍 宮 者 ) は 、 


の で 、 そ れ ゆ え に 、 彼 (モーゼ) は 、 彼 に 同 作 で き な い 、 


受け 入れ な いで あろ うと 、 モ ー ゼ に 人 述べ だ た と し て ここ に 表 き れ て いる 。 


注 47 紀 の 言 葉 の 中 で 、 若 者 は と り わ け 、 無 知 、 強 き 、 そ し て 、 野 性 的 衛 動 を 示す 。 モ ー ゼ の 怒 に お ける 正 
し き 神 の し $ ゃ べ で "に よる を の 青年 の 殺 寄 は 、 イ スラ ム 教 で は 、 そ の 従 才 に 、 肉 欲 、 情 欲 を 真 に 絶つ こと を 要 


求 す る の だ と いう こと を 意味 し た 。 


レン シク る 6 ス が で 


ク ? が .。%2 る 2 。 ラッ ン 
oe 


アア デ ゥ アデ ー ン ロア ー ィ ら 
軸 Pe 416 


アラ 9 の る る 2 で ウン 


の は | 
ぞ ン 3 ラ ュ ウン ッ 。 3 
oo 9 (の AS の う Me 06 


デ 


oJPW 生 に た 


2 者 の 問 に は 大 き な 違 い が 存 在 し た 
すなわち モー で の 信者 た ち は 彼 (聖なる 地 言 者 ) を 


定 48 本 節 は 、 モ ー ゼ と 聖なる 項 言 者 が 神 の た め に ユダ マヤ 教徒 ほし キリ スト 教徒 の 協力 を 求め る が 、 そ れ は 、 


両者 に 拒 ま れる と いう こと を 示し て いる 。 


ー459 一 


沈 十 八 芋 アル ・ カ ハブ フ 


60) . 先 づ 船 の 0 と Py 上 あ 和 れん は 海 で 働 〈 鉱 ト いい 2 っ 3 の ほ で 4 ブラ ンプ と ゥ で 」 に の > ペン ラ 。 ン ン ン 
人 々 の 5 の 。( 注 49) それ を 我 壊 き ん と し 本 VI 

た る は 、 彼 等 の 背後 に すべ て の 船 を 強制 微 386 GA2 う の CT る 5 
用 せん と す 国 王 あ る が 故 な り 。 の 
〇 いじっ s AA いみ AA っ 5 


8] , 次 ! ( こ 、 若 莉 の ( 注 50) 場合 は 、 その 若 用 の BC ゥ ャ アン タン 3 の 0(o の 5 1| (S15 
〇 で 2 Mt う 


両親 は 信者 な れ ど 、 役 が 背 迎 と 不信 を 以 て トン 
人 及ば きん こと を 我 は 恐れ だ が ol る 芝 虹 ンタ ン ろう 
AM が Go 


82. され ば 、 我 等 は 主 に 、 彼 より も 清純 且つ 林 と て る (る ンタ ィ 和 M 
学 行 な 息 子 を 取 換 て くだ し 昌 わ らん こと を 2 ッ ー ン VONR ざ oU6 っ 6 


欠 えり 。 「 @ の し じ う ) つ 315 
63. さて 、 あの 明 諸 の こ か ルト 上 あれ は も と も と | タン っ パグ ッ ノ き デリ ン 。 の 1 

計 ea 1 

邑 に 住む 二 人 の 拡 児 の ( 生 51) 所 有 な り 。 | の ジュ ンコ ン 5 ig ME 


を の 中 に は 二 人 の た め の 財 宝 あ り 。 し て eSJCo し CA 
彼 等 の 鐘 (は 義 し い 人 な りゃ 。 きれ ば 、 役 和 イク の 
人 5 (3J タン 和 セレ (4 タン レン レン 


人 と を みた だ り 。 8 ど 2 の ッ ン クィ 仙人 る し で 人 ンー eV 
ら 

ば 、 修理 を し た る は 、 我 が 意向 に 非 ず 。( 注 _ * の ず ) と の o2 ey2 As) 

52) 以上 が 、 液 が 刀 耐 し 得 ざ り し 事柄 の 説 @ 必 っ 42 53 じ < V 寺 W に 


明 な り | と 。 ( 注 5S3) 


注 49 * 答 し き 人 々 "と いう 語 は 、 こ こ で は 、" イ スラ ム 教 徒 " を 表し て いる と 思わ れる 。 ボ ー ト に 穴 を あけ 


る と は 、 イ スラ ム で は 、 イ スラ ム 数 徒 に アッ ラー の だ め に 、 ザ カー ト 、 施 し と し て 昌 ら の お 金 を 使う よう 勧め 
られ て いる こと を 意味 し た 。 こ れ は 、 強 き 、 真 の 繁栄 た いう より は むし ろ る 、 経 済 的 弱 $ の より どこ ろ で ある よさ 
うに 思わ れる が 、 実 除 は 、 る を う で は た な い の で ある 。 イスラム の 時 君 の 最 だ る も の は 、 ビザ ンチ テイ ン ゼ よび イラ 
ン 帝 国 で あり 、 ア ラビ ア が 彼ら に 貧し く 不 毛 の 土地 で 、 わ ぎわ ぎ 作 服 する 価値 は な いと 思わ れ て いな か っ だ と 
し た ら 5、 そ れ ら の 帝国 が アラ ビア を 吸い 上 げ て し まっ た だ で あろ う 。 そ うい うわ け で 、 こ の 地 は 、 聖 な る 人 頂 言 者 
の た だ ため に その まま の 形 で 保 た れ だ の だ 。 

注 50 グラ ー ム ( 著 首 ) は 、 上 記 に 述べ られ だ よう に 、 夢 や 幻 の 中 で は 、 無 知 、 強 る 、 野 性 的 衝動 を 示す 。 

本 節 で の “ 彼 の 両親 " と は 、 人 和則 の 体 と 現 で ある 。 と いう の は 、 全 て の 道徳 的 特質 が 湧き 上 が る 源 (両親 ) は 

イス ラム 教 で 教え られ る よう に 人 間 は 本 米 、 療 を 好 ひ た だ た め 、 こ こ で は "信者" と し て 表 る れる 人 間 の 体 と 魂 め 
結合 だ か ら な の で ある 。 これら の 信者 " は "若者" と 称 る れる 街 動 に より 惑 に 引き 込ま れる の だ 。 イ スラ ム 
教 は 、 こ れ ら の 衝動 を 根絶 し 、 人 人 問 、 つ まり 結合 し た 人 間 の 体 と 魂 を 、 慈 善 心 に 富む 方 沿 に 発達 きせ 、 ま た 、 

人 人間 生活 の 高い 日 向 を 達成 きせ る の で ある 。 

注 51 孤児 は 、 モ ー ゼ と イエ ス で あり 、 公 正 な る 父 は アブ プラ ハム で ある 。 彼ら の 室 物 は 、 彼 ら に より 入 々 に 
残 き れ た 真 の 教訓 で ある 。 その 救 訓 は 、 人 々 の 不信 心 に より 失わ れ て し まう 危 険 性 が あっ た の で は ある が 。 こ 
の 室 物 の 、 人 人 々 が 、 ク ルアー ン の 教訓 の 真実 の 悟り に 日 覚め ゆる と き に は 、 そ れ を 受け 入れ る だ ろう と いう 5 日 的 
で 、 ク ルアー ン の 中 で 守ら 5 れ だ た の だ 。 

注 52 を れ は 拓 の 命令 の も と に な る され た だ 。 

注 53 イス ラム 教 の 教え は 、 根本 的 に モー で の 律 法 の 原理 の ある も の と は 農 な る 法律 や 原理 に 基 づ いて いた 
た め 、 ユ ダマ 教徒 し イス ラム 教徒 の 真実 で あり 本 物 の 協力 は 不可 能 で あっ た と いう 事実 を モー ゼ の 幻 は 指摘 し 
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第 十 一 項 
* ヽ アア み うみ アカ ラ 
64. 彼 等 は ズル ・ ク アル ナイ ン に ( 生 59 つい 565 拓本 昆 る 


て 液 に 問わ ん 。 云え 、「 我 は 彼 の 物語 の いく - 。 
つか を お 前 た ち に 語り 開か せん ] と 。 の 5 4 お 2 
85. 56 の 上 に 確立 し 、 す べ て の ひら っ 8 8 の 91 4 2 51 
を 成し遂げ る 方 途 を 彼 に 与え た り 。 導 
で 
86. 然 る 後 、 彼 は 或 る 道 を 進め り 、 Oo ey 


KO 


87. 大 陽 が 疫 する 国 に 室 る まで 。 彼 は を こ で 、 235 スィ ン ン を 
Ua 2 au 1 
太陽 が 員 黒 の 水 に 沈む を 見 、 ま た だ 海辺 に 民 人 ウツ の 定 1 
ーー ぅ Y る デッラ デン や ら 
の 住む を 見 た り 。 われ ら は 云え り 、「 ズ ルー 105 KC38GOe 6022 32 と 
ク ァ ル ナイ ン よ 、 彼 等 を 懲らしめ る も よし 、 SF 細 に 


また 優し (し て や る も よし 』 に 。 2 いひ デ o1GU う の AI GLgS2 


の 1 の 3 


88. 彼 は テ よ え 9 、 | 不義 な す 者 は 、 先ず 我 等 が 必 し 2 い ョ ン フ デア ブー ョ ア エデン ズ み 
ム あ プ 且 16 IS 9 Ao 


ず 紅 し 、 然 る 後 、 主 の 御 許 に 連れ 行か れ 、 


計 ろ し い 懲 前 を 味 わ き れん 」 と 。 CA Ao 4 
し カ Ac っ ビー メー ュー MC オプ 46 ン 4 
89. 然 じ か な か がら 、 信仰 心 舌 く 、 書 行 を 積む 者 は 、 は ゆう | 2 侍 MC4IIA 8 ッ ン Si 
結構 な 報 装 を 得 べ し 。 2 
が 容易 に 行い 得る こと を 命ぜ ん 。 ( 注 55) @ じ SU 2 ら 2 3 
90. 次 いで 彼 は 他 の 道 を 進め り 、 の 2 放 


注 54 ズル ・ グ クル ナイ ン は ダニ ー エ ル の 有名 な 間 の 雄 生 の 2 本 の 角 を 集 役 す る メド ・ ET 
土 だ と 思わ れる 。 “私 は 、 雄 午 が 西方 、 北 方 、 を し て 南方 に 前 進 す る の を 見 た 。 だ か ら 6 どん な 動物 も 雄 和 牛 の 前 に 
は 立つ こと が で き な い で あろ うし 、 雄 中 の 手 か ら 解 放 き れる も の も な か っ た の で ある 。 し か し 、 座 牛 は 、 記 の 
記 志 で 行動 し 、 偉 大 に な っ ただ の だ "(ダニ エル ん 革 8 和音 4 分 、20 節 、21 節 ) ダニ エル の 夢 の こ の 部 分 と 完全 に 調 
利 し て 、 ク ルアー ン は ダル ・ ク ルナ イン (87、91、94 節 ) の 3 つの 旅 に 言及 し て いる 。 こ の 重 実 は い 、 デ ル ・ ク 
ルナ イル が メデ イア と ペル シテ ァ の 王 の 記述 的 な 名 前 だ と いう 推論 に 対す る 大 き な 根 拠 し な る 。 メ ディ ア と ペル 
ジテ の 全て の 王 の 中 で 、 クル アー ン に お いて 与え られ た 記述 が 最も よく あて は まる の は サイ ラス で ある 。 クル 
アー ン は 、 ズ ル ・ ク ルナ イン の 4 つの 特有 の 性 質 に 言及 し た 。 け ) 引 は 力強い 君主 で あり 、 1 
で あっ た (85 節 、89 節 )。(2) 彼 は 、 神 の 有人 徳 な し も で で あり 、 神 の 嘱 示 も うけ た (92 招 、99 節 )。(3) 彼 は 西方 
に 向かっ て 行進 し 、 い ゎ ば 、 い 水 の 海 に 太陽 が 沈む の に 気がつい た と ころ に 至る まで 、 征 服 を 続け た 。 そ を し 
て その 後 、 東 方 に 向かい 、 FE (87 節 、88 節 )。(4) 彼 は 、 野 変 な 人 たち が 住み 、 
と マ ゴ グ が 侵略 を し た 中 ほど の 好 域 へ 行っ た 、 そ し て を その 侵略 を 押 き える だ た め に 、 柳 を 築い た (94 一 98 節 ) 二 

代 の 僅 大 な 統治 者 、 有 名 な 陸軍 大 尉 の 中 で 、 ナイ ラス 上 記 の 4 つの 特性 を 大 部 分 、 所 有 し て いる の だ 。 それ ゆ 
0 900 クル ナイ ン だ と 見 MR 価値 が の エズ ラ 書 1 、 


55 20 肖 人 時 乱 2 の ニ ー23 節 参 昭 
ー46』 一 
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91 . 


92。 


9 


94 . 


90 . 


注 56 
東方 へ の サイ ラス の 可視 に 言及 し て いる 。 ま だ シー スタ ン や ヘラ ト の 東方 まき で 、 そ を 
ズ タ ブ の 北方 まで 何 百 マ イル 5 ぅ 広がっ た 平野 に 幕 ら す 入 々 に も あて は まる 


生 S7 本節 は 、 カ スピ 海 と コー カサ ス 山 暫 の 問 の 領土 、 ペ リシア 北方 まで の サイ ラス の 3 


. 役人 等 は 云え り 、 


太陽 が 狂 る 国 に 至る ま て 。 ( 注 56) 役 は を 
こ で 、 な ん の 日 約 い を 持た ぬ 住 民 の 上 に 太 
陽 が 昇り 来る を 見 だ り 。 

事実 は か く の 如 し 。 げ に われ ら は 、 彼 が 持 
て る も の の すべ で て を 束 知 せり 。 
次 いで 彼 は 更に 他 の 道 を 進め 5 


k た みね 


遂に 二 峰 が 衝 え 立つ 山間 に ( 注 58) 入 ぅ 
米 る まで 。 見 れ ば 錠 に 住民 あり て 、 役 等 は 
一 言 も 解せ ぷり き 。 (年 59) 


[ルー バツ グ デ ルナ オン よ 、 ご 
グ と マ ゴ グ が ( 注 60) この 地 を 荒 す 。 我 等 
は 液 【 - 税 駒 を 納め る 故 、 我 等 と 彼 等 の 闘 に 
防 可 を 築き た まえ ?」 と 。 ' 


( 注 57) 


彼 は 答え り 、「 主 が 我 に 典 与 せる 能力 は 、 流 
等 の 走 駄 より 更に 勝る 。 さ れ ど 、 お 前 た ち 
奴 め て 我 に 手 を 貸 せ 。 き すれ ば 我 は 、 お 前 
た ちと 彼 等 の 間 に 防 長 を 築 か ん 。 


し ・ カ ハブ 


と CO 80 82 人 る 各 
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PC え 1CONS 5 


の フイ 8 


yest 
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ア 


2 ノラ ブイ イノ と ゅ ン 
WAYONtIEG' LE 
クッ ンー レン ラ 9 る タン レン Gu 
G9 り 2685 655 多 
どう の うり の > の ノン 29 2 ブッ ンク 
1 全 4240 イ 1 OL SU 問 
ン ン ン Se 


と か ン 5 ン M6 ノッ > 5 
用 人 Js 25 つの | 3 
し タタ ンク レレ プン ラン 

いひ 2 AeAu うし と 


ネクタイ る クタ 人 レル レア に ュー * ウ 
US SG 移 あ 48 82CO6 


シ 


の 


シビ デ し T マ ン 


ag GA イン ン 


本 節 は 、 太陽 が 渡し く 表 りつ ける 樹木 の な い 不 衝 地 帯 で わる アフ ガニ スタ ン や バル チ ス タン と いっ た 


條 る 


注 58 


“2 つの 山 " は 、2 つの 潤 壁 を 意味 する 。 


方 の 便 が コー カサ ス 出 上 脈 に 接し て い だ 。 こ れ ら 2 つが 、 
こう いっ だ た だ 地域 の 人 々 は 、 サ イラ ス と は 異な る 言葉 を 話し た 。 し か し ペル シテ の す で 近 隣 に 任 み 、 ペ 


潤 : 59 
ルシア 人 人 や メデ ィ ア 人 と 、 常 に 接し て いた だ だめ 、 彼 ら は 、 非 党 
彼ら の 言葉 を 理解 し 、 


の 一 部 と な っ らら 


注 60 
は それ は 敵 え 立つ 火 と な っ た と いう 意味 の 
(Pnc、Brit. 層 jewish Ency. 
エ ザ キ エ ル 38 斉 2 一 6 節 、39 意 6 節 )。 
まだ 、 
で ある ゆえ ぇ に 
家 が 新た な 征服 を 試み る だ め 常 に 、 


し か し 今 で は 、 ロ シア 傾 土 に 


ヤジ ュー ジュ と マジ ュー ジュ (ゴク と マ ゴ グ ) と いう 言 薬 は 共に 、 
剖 泊 アッ ジャ に 由 米 し 、 最 も 可 い 東方 の スキ タイ 人 に 関連 が ある 
Historians' History of the world 第 2 巻 2 ペー ジ 、 


1】 ゴー グ " 骨 に ゴブ ダグ " 


* 


彼ら の 物質 的 進歩 、 僅 大 な 発見 や 発明 は 、 


5 科 の 、 


行動 を 含 著 し て いる と も 考え られ る 。 


西洋 の キリ スト 救国 家 も 、 燃 えた る 火 や 、 煮 を 湯 を 大 い に 利用 
こう いっ だ も の の 正しく 非常 に 広範 囲 に わた る 使用 の な お か ば げ 
、 こ の 言葉 は 西洋 の キリ スト 教 国家 に も あて は まる の で ある 。 ま だ は 、 
いら いら し て 見 張り の 体制 あく ずる きま ぬ ゆえ 、 


し て メシ ェ ド まで つづ くく ドゥ 
の で ある 。 


度 め の 世 征 に 言及 


吐 が 築 か れ た デル ベン ト の 道 は 、 片 個 が カス ピ ビ 海 、 も うぅ 一 
2 つの 大 難 の 役目 を 上 だ た し て い だ 。 


に 不 寺 分 で あり 、 ま た 非常 な 困難 を 伴っ た が 、 


話せ る よう に な っ た の だ 。 紅 が 築 か れれ た 地域 は 、 ペル シ ァ に 隣接 し 、 の ち に は 、 ベ ペル ジア 
含ま れ て し まっ て いる 。 


彼 は ペー ス が は や か っ た だ た 、 彼 まだ 


用 する し 、 


この 言葉 は 、 こ れ ら の 還 
を の 落ち 着 か な い 
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- 


90 . 


9 


100. 


101 . 


102. 


103. 


106. 


我 に 沢山 の 鉄 塊 を 運び 来 た れ よ 」 と 。 や が 


て 、 両 山腹 の 間 の 空地 が 鉄 塊 で 滴 だ され る 

や ゃ 、 彼 は 「 今 だ 、 縮 に て を 吹け ] と 命じ 

た り 。 彼 等 それ を 火 の 如 く 喜 し て 法 く な る 

まで 喘 く と 、 役 は 云え り 、「 溶 か し た 銅 を こ 

れ へ 持て 。 訪 そ れ を この 上 に 注 が ん 」 と 。 

1 之 に よじ 登 
、 之 を 究 つ こと も し 得 ぎ りき 


を こ で 、 彼 は 云え り 、「 こ れ 我 が 主 の 慈悲 な 
る ぞ 。 な れ ど 、 主 の 約束 が 実現 せら る る 時 、 
彼 は 之 を 微風 に 打ち 砕 か ん 。 主 の 約束 は 必 
すず や 装 違 いな し | と 。 

を の 日 、 わ れ ら は 、 押 し 寄せ る 波 の 如く 
彼 等 を 相打ち 砕 か し ゅ ん 。 訂 し て 、 咽 娘 が 


吹き 鳴ら きれ 、 わ れ ら すべ で て の 人 々 を 喚 び 


島 め ん 。 

その 日 、 わ れ ら は 不信 心 者 ども に 地獄 を 
目のあたり に 表示 せん ーー 

電 半 Se 


聴く こと さる 7 
2 
不信 心 者 ども は 、 NR わ 
が 僕 等 を 守護 者 と な し 得 べ し と する か ? ば ぱげ 


に われ ら は 、 不 信心 者 まち も を も て な す た だ め 
に と 地 答 を 備え た り 。 


云 を 、「 そ を の 所 業 故 に 誰が 一 番 損 する か 
を 、 わ れ ら は お 前 だ ち に 教え よう か ? 一 

つま 9、 自分 で は 療 行 を し て いる つも り 
が 、 現 世 の 生活 を 追う 余り その 努力 が すべ 
て 徒労 に 帰し た る 者 ども な り | 上 。 

彼 等 は 、 主 の 神 光 も 、 主 と の 会 見 も 信 ぜ 
ざる 者 ども な り 。 き る れ ば 、 彼 等 の 努力 は 無 
に 帰し 、 復 活 の 日 に は 、 わ れ ら 6 彼 等 に な ん 
ら の 重み も 与え を ざる で し 。 
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と | は 9 半日 P(GFE 2 516 


の らし 

UIC の BITEUCI GS 
9 と の 5 人 86392 も 5 
人 
8 る すし 2425 の 


リ 。 
csc 
OU IE の フク sa も ルン 4823 


ある 6 088 る | と | CB CO | 
と と と ICO SOK0 和 


と と こす ア 


人 411 
Mc M 3( れ C3I 4 の 8 

る が 

サッ 


』 用 2 クン ン う ォ ど う 2 レ う 
の YSS9U AS2 3 
2 ダグ に 導 . 】 ョ プン る る ン 
人 を ee ひる の 


の の ーッ タ > の ^2 も GPC 
1 


ャ ーー 
ei 8 3 


〆 


ALsl1 5 まし し 503 2 し しら に < ス アン ン 
し 4 で 2 の ふる まこ て 

0 

o65 


虹 十 八鹿 アル ・ カ ハブ 


タン ク ウデ アン ラ 2 ア 
107. こ は 彼 等 の 応報 な り 一 すなわち 地獄 こ Ob (っ 5 と 4 交 1H 
を 。 信 仰 を 拒み 、 わ が 神 兆 と わ が 使 午 た ち 
を 過 笑 し た る が 故に 。 人 りう 


5 2 アー ラプ レン 、 タレ ン ン > う る 
108. 信じ て 善行 を 征 む 者 は 、 か な ら ず や 六 福 ふる ) ALall LE3021 の 人 る) 
の 園 に 入居 せん 。 


う ク ァ ッ 。 
のみ 21 と 
うお と 生生 
109、 彼 等 を の 押 に 永遠 に 住み 、 決 し て 他 に 移 9 っ 23 su 
る こと を 欲 せ ざる べし 。 - 8 
ニク 、 ユ っ さだ ュ ささ の 2 Sa ュ ズ イラ ヤ ンー ロク トル と 41 ン 2 
110.。 云え 、「 た と い 大 海 が 主 の 御 言葉 の た め に の の の 昌 人 か っ うに 2%3 JJ3 
時 な り と も 、 主 の 御 言 葉 が 洒 て る 前 に 、 海 1 ? マ ノ ぅ ググ の 5 の コア 
水 必ず 洞 れ ん 、 た と いわ れ ら 同じ も の を も ムー テラ は oO OS 
た らし みえ を 補う とも 」 と 。 ( 注 61) に 6 
⑨l9e の っ 


111. 云え 、「 我 は お 前 た ち 同 様 だ だ の 人 間 に す 作っ 2NCY 和 AG11 届 ビ 
ぎ ず 。 な れ ど 我 は 、 ぢ お 前 た ちの 神 が 唯 一 な Ao の UI O CK 
る 神 な る こと を 啓示 され た り 。 き れ ば 、 る (er 2 の 3 2 の 8 15 
の 主 に 会 わん こと を 望む 者 に は 、 守 行 を 積 ー ン 
まし め ょ 。 ま た 、 彼 を し て その 主 と 共 に 何 あ IAe1Ae う お Ca るり 3 
者 を 5 拝 せ し せる な か れ ] と 。 ( 注 62) 


注 61 呈 洋 の キリ スト 教 国家 は 、FI 分 た ちの 停 大 な 発明 や 料 学 的 発見 を 、 誇 り に し 、 創 造物 自体 の 神秘 を 見 


抜く て こと に 成功 し た と いう 思い 遅い の も と で 、 和 替 力 を し て いる よう に 思わ れる 。 これ は 、 空 虎 な お ご り に すぎ 
な い 。 神 の 軍 秘 は 、 無 が 蔵 で 底 知 れ な い だ め 、 こ れ ら の 人 人 間 が 発見 し な こと や 、 今 後 あ ら ゆ る 努力 を し て 発見 
する で あろ うこ と は 、 大 洋 の 中 の 水滴 1 滴 に も 及ば な い の で ある 。 


注 62 この 章 の 最初 と 最後 の 10 節 の 其 唱 を すれ ば 、 ダ ッ ジ ャ ー ル の 精神 的 猛攻 撃 か ら 守 られ る と る 預 
言 省 が 述べ だ と 伝え られ て いる 。 こ の こと は 、 ダ ッ ジ ャ ー ル と ゴゴ グ エマ ゴ グ が 1 つの も の で あり 、 同 -… 人 物 
ー 一 西洋 の キリ スト 教 国家 の 人 間 で ある こと を 示し て いる 。 ダ ッ ジ ャ ー ル が 、 半 和 か 20 
布教 や 表し 、 ゴ グ と マ ゴ グ は 、 彼 ら の 物質 的 、 政 治 的 権力 と 攻 配 を 表す の で ある 。 
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「 記 





1 


注 1 
注 2 
虚 に 心から の 熱情 を こめ て 祈 ら な けれ ば な ら な い 。 
注 3 
だ れ で あっ て も 、 


0 呈 科 本 か 、 


マリ ヤム 
(メッ カ 啓 


ルン や ーー N 0 


こ は 液 の 主 が その 僕 が カリ ヤ に 垂れ た る 花 
窪 の 話し な 5 


人 お e の E ee 
。 去 えり 、「 主 よ 、 玉 が 体 の 芝 


は 弱まり 、 頭 は 
痛 の 如く きら めき 輝く て 。 然 れ ど も 、 我 が 主 
ょ 、 我 は 決 に 祈り て 未だ 祝福 る れ ぎ る こと 
ば な か りき 。 

ュ ま ず 
攻 が 表 は 石 大 な れ ば 、 表 が じき 後 


き 惣 と 、 
科 き を 授 け 給 え 。 (年 2) 
我 が 後 を 赤 ず 、 ヤ コブ の 家 を 継ぐ 者 を 。 凍 


し て その 者 を 、 液 の 意 に 適う 者 た らし め 


よ 。」 と 。 


、 神 は 云え り 、「 ザ カリ ヤ よ 、 わ れ ら は 、 そ の 
の ヤン マッ と 呼ぶ 息子 の 婦 報 を 液 に 伝 う 。 


われ ら は これ まで 何人 に も 
りき 」 と 。 


この 名 を 与え を ざ 


「 我 が 妻 は 石 女 に E 補 。 
航 $ ま た 老齢 に 和 達 す 、 い か で 子 を 持て る 
や 7 ほ と 。( 注 3) 


2) 


(O ア PCSIFO 


+ー ャ ンー] 1 


〇 Ooxe と っ 


テン 


31 名 
OO る っ 


座 42 422 1 * み 
で Yy 0 っ シシ 


IsC Pu 〆Z^ ら 


KSPl6 の 52008 ie50 


ン 


CN 


タウ アプ ーッ グン 


OU: い 1 


液 は すべ て を 満た す 真 の 導き 手 、 す べ て を 知り 給 う 真 の 神 。 
ザ カ リヤ の 補 り は 、 祈 り が 必要 ほ と す る すべ て の 要 素 や 兼ね 備え を て い だ た 。 神 に きき 届け られ る に は 、 譲 


す サガ リヤ の 鶴 り は これ 6 すべ て の 条件 を 満た し て いた だ 。 


この 節 で は 、 ザ カリ ヤ が 神 か ら 息 子 が 授け ら 和 れる と いう 思 本 に 純粋 に 和 敬 いて いる 様子 が 示さ れ て いる 。 


ザ カ リヤ ヒ と 同様 、 突 寺 こ の よう な 和敬 ら せ を 受 


けた な ら ば 自然 に 胞 き を 示す は ず で ある 。 
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引 | 九 章 マリ ヤッ 
10. 啓示 を 伝達 せる 天使 は 云 た りき も あり な  ? ス っ る の ズレ ンタ 3 ンス (ce は を 人 (2 
g【 串 3 ] る 『) ] 
ん 。 る され ど 、 液 の 斑 は 詞 を り 、『 わ れ は 以前 、 の ぴ POT 0 6 
* 失 ( 用 。 ス クン タ ぞ ラン 1 2 る イノ 
6 区 て あ り し 時 に 液 を 剣 造 せ り 。 き れ ば (の だ る は 5 いらっ 8 は き 
ほ 易 きこ 1 
ゞ ] ーー ヽ 刀 / さい 、 クンクン シェ ス と 名 1 の タッ レッ > の 
11 . 隊 リ MC 9 | 主 さ 、 本 2J AI1 折 UMS ょ 21 ES れつ es 
証 失 を 示し だ まえ 」 と 。 朱 は 「 そ の 四 ン 
証拠 は 、 光 に 三重 夜 の 間 座 と も 語ら せ ず ] 9 (38 CE 
を a ( 注 4) 
12. か く て 彼 は 加 農 より その 民 の と ころ へ 出 で 5 os らら 
米 だ り 、 そ れ と な く 身 振り で 、 朝 な 夕 な 補 2 2 
を 讃え 赤 る こと を 役 等 に 頼み た なり 。 5 も 1 
13.、 神 は 云 た えり 、| ヤ フ ヤ ー よ 、 経 現 を 包 守 せよ ん の ッ 2 ダリ ルレ ュ ッ イタ し | ッ ク 
し か 1313 ハ 
と 。 面 し て 、 わ れ ら は 未だ 効い な が ら も 役 2 ID ニス で 
- を 直 者 3 ca 
に 知恵 や 授け 、 (⑯⑨)+ こ 
14. まだ われ 6 手 ず か ら 炒 愛 と 無垢 の : を 授け リス ン ぁ 人 る ッ ャ [ブン 
だ れ ば 、 後 は 散 謀 に し て 、 ツジ o 2 の 25 の 
と 二 9 なれ ュ ー ゴ トド さい クー ルク (レック タン イィ Sr ey トク グ デ 放 
15. 父母 に 幸 、 焦 揚 か つ 反 抗 的 に 非 ざ りき 。 @ に az < 9 の 13 4 も lo23 
3 る ネ - 汗 ー の フタ ンタ ンプ タッ > アン トク アレ ュ ョ ン イン の ! 
2 3 志 タ ン 
16 . 1200 ま W 近 き し 日 に 、 ま た だ 復活 ブー ア で < つう の J ぅ 2 の 4c 隊 
らん 日 に 平安 彼 の 上 に あれ か し 
)E< 
第 二 項 9 
ュ アア ァ 」 2 み スッ ンプ う 2 
1 NINE と を 物 諾 CS に 2 らい S い 1 22 NE 地 ( 
れ 。 その 時 彼女 は 、 家 人 を 人 記 け て 東 の 方 へ り 
引 籠 、 OS 区 
18. 彼 等 の 目 か ら 己 れ を 基 い 隠し た る 時 、 わ れ 2 2 。 ゥ ンプ タン 
ら 天使 を 彼女 の も と へ 造 わし た れ ば 、 天 便 31 ME の Se 2 の うら うら い 2 
! 中 ン 9 クマ < ン ンプ タン ン 
は 完璧 き 人 間 の 形 を 以 て 彼女 の 章 に 出現 せ @BZ し) は は す 
り 。 ( 汗 5) 
圭 4 ザ カ リヤ は 、 日 を きか ず 、 た だ だ 神 を 想い 、 催 美 す る こと に 専心 する よう に と いう 命令 を 中 し 渡る れ だ 
が 、 こ れ は 老い だ ザ カ リヤ の 体力 を 回 復 き せる だ ため に 老 庶 きれ た 気 高 い 方 策 な の で ある 。 福音 者 で は 、 彼 が お 
し に な っ だ の は 神 の 言葉 を 信じ な か っ た だ 硝 え に 与え られ た だ た 六 な の だ と きる れ て いる が 、 正 し く な い 。( ル カ 1 : 
20 一 21) 
注 5 偉大 な る 選 子 の 族 生 と いう 大 ば し い お 告 げ が マリ ヤ に 伝え られ た の だ が 、 そ の お 告げ は 、 直 接 そ リヤ 


に 聞き と れる よう に 音声 と し て 語ら れ だ の で は な い 。 


夢 か 嫌 影 


と いう 形 を と っ て 伝達 きれ た の で ある 。 夢 の 中 


に 現れ た 天使 は 、 氏康 な 男子 の 次 を し て お り 、 彼女 に 息子 が 生ま れる と いう 押 か ら の お 告げ を 伝え を た の で ある 。 


それ ゆえ ぇ え 、 岩 震 が 彼女 の 体 に 入り 込む こと な ど あ り 5 得 ず 、 


使 が 男性 の 姿 で 現れ た と いう こと で ある 。 


ここ で 示 き 和 て いる の は 単に 彼女 の ゆめ の 中 に 大 天 
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19. マリ ア は 云え り 、 珠 、 流 より 離れ て 慈 庄 深 (9 ? 
⑨CS CS Ole 
い 神 の 御 許 ( - 逃 れ だ り 、 液 $ し 提 を 異 る る ⑨CS CO) Uso 
な ば ] ip 
当 軸 2 タン レレ ン ィ ン ン 

20. 彼 は 答え り 、「[ 我 は た だ 液 に 、 純潔 な る 上 男 の は 35 2d め ゅ い ! いし 5[ JE 
子 を 授け ん が た め に 来 し 使者 に すぎ ず 」 と 。 とみ 

」 〇 いら うう 

21. マリ ア は 云え り 、「『 功 未だ 我 に 和 ー れ ぎれ ば 、 。 る の る ィ っ 。 > レ ョ ン 5 イ る 2 っ 9 ジミ ン ラ ン レ 
うつ て (5 ec 

し か も 、 不 自 持 ち で な い 身 が 、 加 何 に 3286 光ら 
子供 を 持ち 得 よう ぞ ?」 と 。 OS 衣 名 


ロナ 


3 し 32848te6 


22. 彼 は 答え り 、1| さ る も あり な ん 。 な れれ ど 、 液 の 2 


バイ イクッ ン 」 ン と 本 コン 人 2e。 ! ク スレ 
主 は 云う 、「 こ れ わ れ に は 容易 し 。 われ ら が SMO Co の 3 る OS 


か てく す る は 、 を その子 を 以 て 人 間 へ の 神 兆 と @E。 2 の 同 る 
な し 、 わ れ ら か ら の 藩 悲 た らし めん が だ め boio も 2 
な り 。 こ は 命 定 さ れ だ こと な り 」| と 


テー ュー ナ た 。 コ ゞ ユ レ = ン デ プッ? ら 
23 . NON 了 (の 1 し 3 る ら の 2 QOS SCo 
と 共に 遼陽 の と ころ へ 引 凶 れ 
注 6 すす る て どの よう に イエ ス を 身ごもっ だ の か 、 と いう こと は 、 現 在 の と ころ 
入間 の 基 性 で は 押し 遡る こと の で き な い 神 の 押 秘 で ある と みな る され て いる 。 こ の 謎 は 、 今 の 穫 々 の 知力 の 及ぶ 
間 叶 内 で の 自然 法 を 超越 し た も の な の で ある 。 今 の 我々 は 知ら じ ず と も この 区 解 明 で きる よう に な る で あろ る ろう 、 
な ど と は 言え まい 。 入間 の 知 載 に は 、 所 せん 限り が あり 、 神 の 神秘 を や すべ て 解き 明か すこ と な ど 、 と とうてい 無 
理 な こと で ある 。 自然 の 神秘 で 、 人 人 間 が いま だ 解明 で き な い も の は 山 と ある し 、 多 分 それ ら は これ か ら も わか 
ら ぬ まま 誌 と し て 残っ て いく の で は な いか と 思わ れる 。 解き 明か せな い 神 秘 の 一 つが 、 父 を 介 き な い イ エス の 
誕生 に つい て で ある 。 神 が お で き に な る こと は 際限 が な く 、 一 方 、 人 間 の カカ に は 限り が ある 。 彼 は “" 存 れ " と 
一 言 お っ し ゃ っ て この 宇宙 を 創造 きれ だ 方 な の で 、 我 々 に は 起こ り 得 な いよ うに 思わ れる 再 も すべ で て お 出来 に 
な る の だ と いう こと は 明らか で ある 。 ま た 医学 的 に も 、 女 性 - 人 で 子供 を は らむ と いう 可能 性 を 完全 に 排除 す 
みる ら と よ が で で : き な いい 。 IE EN ミ す る と 、 処 女 生殖 ( 単 為 生殖 一 一 すなわち 、 
連 性 と の 関係 を 持た ず し て 子供 を つく る と いう こと ) が 、 何 ら か の 条件 下 で は 起こ り 得 る と 考え られ て いる 。 
計量 介 の 2 の IE に し 得る と 見 て いる 医学 関 
係 者 が いる 。 こ の 種 務 は 男性 化 細胞 種 揚 と し て 知ら れ 、 男 性 の 精子 を つく 《 る こと が で きる 。 ち もし 、 女 性 の 体内 
で 、 男 性 化 細胞 租 瘍 に より 生存 精子 が 製造 で きる と すれ ば 、 女 性 の 単 為 生殖 の 可能 性 、 き さらに 言え ば 処女 生殖 
の 可能 性 は 合 定 で きま い 。 すなわち 、 女 性 自身 の 体内 に な いて 男性 が 彼女 の 体内 に 通常 の 方 法 で も し く は 外科 
史 処 置 に より 精子 を 送り 込ん だ と 同様 の 結果 を 生み 出す こと が 可能 で ある うと いう こと で ある 。 最近 に な っ て 
ヨー ロッ パ で 、 あ る 婦人 人 科 グ ルー プ が 、 男 性 と の 接触 な く 出 産 し た 女性 の 例 を 公表 し た (ラン モット)。 イエ 
え ス の 話 生 は 、 父 を 介 る な か っ だ た と いう 点 に お いて 全く 他 に 接 を 見 な いも の と きれ て きた が 、 こ うな っ て て る と 
人 
0 と イエ ス は 私 生 児 と し て うま れ た など と と ん で も な い 帰 結 を 各 き だ し て し まう か も し れ な 
。 キリ スト 教 、 時 PRSP 通常 、 人 人 が 生ま れる の と は 赴 っ だ 特殊 性 を 有する と いう 点 で 
9 の お の GSG の に 
な の だ と 解 邊 し て いる (Jew Enc.)。 実 際 、 戸 籍 筐 に も イエ ス を 私 生 児 と し て 記載 し て いる (タル ム ド )。 マリ 
ア の 夫 、 ヨ モ フ は 、 イ エス が 生ま れる まで マリ ア ヒ と 大 婦 関 係 を 持た な か っ た と 福音 書 で 述べ られ て お り 、 こ の 
事実 の み が イ エス の 誕生 の 特 筐 性 を 成 し て いる (マタ イ 1 : 25)。 こ の 「 彼 女 は その 子 を 卒 み ] と いう 表現 に 
は 、 マ リア が 男性 を 介 き ず に を そう な っ だ と いう 特別 の 概念 を 含む 。 
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24. 分 焼 の 苦痛 の 余り 、 彼 女 は 素 抑 子 の 埋 に 取 1( 他 は 人 ET AE 
りす が り た り 。 彼女 は 云え り 、「 ち お お ! 我 か ^ を な oe 
《 な る 以前 に 死に 、 忘 れ 去 られ し 者 な り せ  @u2 人 おら (WC た 旦 0 
25. する と 、 Le EE 計 2 ト 選 ATIECCO ま し UIC 
tree wotu、 oett こ 守 20SO8855V(G5 み 5 
一 筋 の 小川 を 備え た り 。 @ と g 2 


な つめ や し ろ っ イラ の ァ デ 
26. 齋 覆 子 の 幹 を 自分 の 方 に 援 り 動か せ 。 き す AGM 中 PIE ME (の る 3 

れ ば 、 熟 れ た 新鮮 な 実 が 液 の 上 に 落ち ん 。 の 

( 注 7) ⑨⑮E< 





も 


2 され ば 、 食い 且つ 飲み 、 流 の 日 を 静め CI る 2【 タ ン で セッ ンー 2 る ンタ ンタ ュ ン っ タ < 
ヽ MI に の に 5 」* (3 ] 

か や WP 0 0 

_ 6 Y エラ ラン 2 クッ イン っ 『。 う トラ 2 ィ ツ クン ン 

る 神 に 斉 式 を 碑 い た り 。 さ る れ ば 、 我 どなた 1 に 652 の CO 8 叶う | 

と る も 今日 は 物 云 を ず 』 と 云え | と 。( 注 8) 人 

(ジー) 

28、 か て て 、 彼 女 は 、 髪 見 を 抱い て 一 族 の 6 と co 交わ 8 能 委 ま 23 も の 

に 帰り 来 た れ り 。 彼 等 は 云え り 、「 マ リア よ 、 lp 

液 は まこ と に けし か ら ぬ こと を な せり 。 (の CM 





守 7 この 記述 に よる と 、 イ エス の 有 世 生 は 、 ナ ツメ ヤシ が ユダ や 地方 で 新た に 実る 季節 の で き 事 と わか る 。 
ナツ メ ヤ シ の 芋 節 と いう と 、 粉 れれ も な く 8 月 か ら 9 月 で ある 。-- 毅 に キリ スト 教徒 に 受け と られ て いる 見 解 で 
は 、 イ エス は 12 月 25 日 生ま れ と る れ て お り 、 毎 年 、 キ リス ト 教 国 で は この HH を クリ スマ ス と し て 熱情 的 に 祝っ 
て いる 。 し か し 、 こ の 12 月 25 日 生ま れ と いう 見 解 は クル アー ン の 記述 と 矛盾 する だ け で な く 、 歴 史 的 に も 反 
する し 、 る ら に は 新約 聖書 の 記述 に も 合致 せ ず 孝 盾 し て し まっ て いる 。 イ エス 誕生 に つい て 、 ル カ に よる 福音 
吉 で は 「 こ の 地方 で (ユダヤ 地方 ) で 羊 飼い た ち が 、 夜 、 野 宿 し な が ら 羊 の 群れ の 番 を し て いた (ルカ 2 ・: 
7, 8 参照 )、 と ある 。 こ の ルカ の 記述 に つい て キリ スト 教 の 司教 で ある バー ンズ 氏 も [The Rise of Chris- 
ianity] と いう 有名 な 本 の 79 ペー ジ で こう 述べ て いる 。[12 月 25H が イエ ス の 実際 の 誕生 の 日 で ある と * う てこ 
と は 何 の 根 拠 も な いこ と で ある 。 も し 、 イ エス の 誕生 に まつ わる ルカ の 福音 を 信じ る よ と す る と を こ に は ベッ シン 
へ ふ 近 (て 半 飼 い が 野 答 し て い だ と ある 。 イ エス の ぢ 生まれ に な っ た だ ベツ レ へ ム 周 辺 で 冬 と いう と 夜 の 気温 は 
だ い へ ん 低く 、 ユダヤ 地方 の 山 合 地 域 で は 、、 雪 も 珍し て な い 。 どう や 6 西 麻 3 年 ご ら ろ 、 あ れこ れ 議論 の 末 、 イ 
ーー ス の 上 生 を 詰 し 合い の 上 て 決定 し た よう で ある 。 パー ンス 司教 の 見 解 に つい て 以下 に 少し 引用 する 。 9 用 
文 貢 に つい て は 英 版 参照 。) 

キリ スト の 生年 月 日 は 含 だ 明白 に な っ て は いな い 。 し か し 、 西 礎 3 年 に 教会 の 神父 が キリ スト 誠 生 を 祝う 日 
と し て 、 あ る 一 日 を 選ん だ 際 、 彼 6 は 覧 くも 冬至 を 選ん だ と いえ よう 。 冬至 で あれ ば 人 々 は し っ か り 足 に 入れ 、 
乗 も 大 切な 祝祭 日 と し て 心 に 留め る こと が で きる か ら で あ る 。 も ちろ ん 、 人 入間 が つく っ た だ 歴 の 形式 の ずれ に よ 
り 、 キ リス ト 生 誕 の 日 づけ も 冬 皇 を 2 一 3 日 前 後 す る と いう こと は ある 。(Enc. Brit.15 版 5 巻 P 682)…… 中 
略 …… 第 2 に 、 冬 至 は 、 そ の 当時 太陽 の 誕生 し た HH と 上 みな きれ て お り 、 ロ ー マ 歴 12 月 25 日 は 多 押 教徒 に と り 
太陽 神 生誕 の 祝日 し な っ て いた だ た 。 キ リス ト 教 会 は この 一 般 に 広まっ て いた 祝日 を 踏み に じ る こと が で きず 、 を 
の 操 日 を キリ スト の 生 開 の 日 と し て 精神 的 和 味 を な サ を た の で ある (Ch. Enc.) 。 
注 8 マリ ア が 無駄 な 話 を も し な いよ う 命 ぜ や られ た の は 、 一 つ に は 彼女 の 体力 を 保持 す る た め に で あり 、 も 3 
ー つ に は 彼女 が 心 を 集中 きせ て 神 を 想い 、 神 に 祈る 時 間 を より 多く と 入る よう に と いう 御 は か らい な の で あっ 


だ 。 
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2 0 id 





29. アブ ロン の 姉 よ 、 液 の 父 


は 悪人 に 非 ず 、 母 も 
また 年 5 ら な 女 に 非 ぎ ざり し に !| と 。 


と 1 dp1og し の め ART ' 
Fs 之 っ 9 
| 





30. す る と 、 マリ ア は 己 が 子 を 指 さ きせ り 。 役 等 うー ン (< ッ ン クサ 2 の の スレ ち ンー ニッ レン イレ 
2 提 YKSHIEEIRON 
は 広 え り 、「 私 等 、 握 筑 の 中 な る 敵 児 如何 2 と OIL 
に し て 語り 得る か ?」 と 。 ⑥ 2 A2J| 
31. する と 、 を の 子 は 云え り 、「 我 は アッ ラー の の 1 す の AP の WUTCAPMC 入 411 
に し 」 こ きま ーー 1 や 
僕 な り 。 彼 経典 を 我 に 授け 、 我 を 頂 言 者 と O 沈 ン 2 多 5 96 
ば せり < 
し ッ ア ン の の ッ ク と シレ レ ンチ As 
32. し て 、 彼 は 、 我 い ず こ に 居 よ うと も 祝福 SU oi っ こい っ の 2 SS 
し 賜 い 、 我 が 生 あ る 限り 礼拝 と 区 状 を 怠ら 育 多 ラッ クレ と 生 
ぬ よ う 命 じ た り 。 ⑩G> eo っ っ ぎの 引 1 
33. まだ た 、 坪 に 許 養 を つく すこ と を 命じ た り 5。 クセス 3 イロ の 8 
3 罰 コ | u 
市 し て 、 我 音 欄 に し て 、 不 率 を る 者 た 。。 の 3 ツ つ の つら りら ゆう 
し め ぎ りき 。 
二 語 DO YE 5 ノッ ン ン と 4 タ 2 ン ッ クイ イン 5 
34、 我 が 生ま れ し 日 に 我 が 上 に 平安 あり し が 、 2 うら 22 う の 325 0 と 負 る 2 
入 が 死な ん 日 に 、 ま た 、 再 び 各 らん 日 に ぅ 2 ン 2 
我 が 上 に 平安 あら ん 」 と 。 9 じ z 85 
35. これ が マリ ア の 子 ( 生 9) イ エス な けり 。 人 々 AS 32 セン フン タプ タタ ーッ サーン ロ ュ 
入っ 9 (01 Ge ek 8 
が 半 心 を 抱く と ころ の 真相 と は 、 こ れ な り 。 ーー 」 5 
ーー アラ う サ イッ ラン 
(の (OL ます 】 
は D が 0: ま デ 寺 が る は ず な と 2 寺 も 9 ( 注 する ィ 、 ク タン ン ) 5 タ リン っ Ta 5 アロ レン レ デ 
10) アッ ラー の 威厳 に ふき わ し か ら ず 。 彼 (ゆい) くっ は づ ら 2 いひ の ) の 6 ら 
を ラッ ジィ ラン 2 タン レン る イク > 
に 讃え あれ 。 彼 こと を 決し て 「 在 れ | と 友 oo48 の SCSE 名 
えば 、 す な わ ち 、 存 す 。 
注 9 「 イ プン ・ マ リヤ ム 」 (マリ ア の 息子 ) まい う 表 現 は イエ ス を 指し 示す 名 前 で ある 。 こ れ は 、 父 を 介 き 


な い 誠 生 で ある (その た だめ 低 の 名 前 を 入れ られ な い ) 
この 入所 で |「 マ リア の 息子 」 と 表現 きれ た もう 一 つ の 理由 は ば 、 


こと を 暗 志 が する も の で ある 。 それ と 同時 に クル アー ン の 


他 の 者 と の 混合 を 避け る こと が で きる と いう 点 


財 9 福音 書 で は イエ ス の 通称 と し し て 「 人 人 の 子 (イエ ス )| (アラ ビア 語 で 「 イ プン ・ ア ダム 」) を 用 いて いる 


*、】 入 の 子 」 と いう 表現 は 加 書 の 中 で 他 の 人 々 を 指し 示す の に も ふぅ 使わ れ て いる 。「 マ リア 


の 呈 子 」 と 言え ば 誰 


BSHE 衝 だ の EE 生生 
の 生子] と 称し て いる 。 


注 10 
御子 ] と 称 き れ て いる こと に ある の だ が 、 
え ス の み が | 神 の 御子 と し て 他 の 人 々 と 区 別して 呼ば れ だ わけ で は な い の で 、 
ち で な い の と 同様 、 イ エス も 押 の 実 の 息子 で は な い の で ある (ルカ 20:36: 
・9: 当 ハ ネ 


6 


キリ スト 教 の 人 々 は 、 


は PS ポロ WM。 
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イィ イエス を 神 の 息子 と 信じ 電電  。 
坦 書 で は 他 の 人 々 に 対し て も 「 神 の 御子 」 上 呼び か が け て いる 。 イ エ 


その 根拠 と し て は 、 回 書 中 で ゼイ エス が 「 神 の 


これ ら 5 の 人 人 々 が 神 の 実 の 忠 子 た 
エン ミヤ 31:9!) マタ ダイ 
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っ ーッ 1 ま ッ ラ ー 計 入 お 王 テ | 
SKK (04 BIO 55385283201813 1 ン 
り 。 暫し て 、 お だ ちの 王 な り 。 さき ば 、 
彼 の み を 上 抹 め よ 。 こ は 正しき 道 な り | と 。 の の の 9 を 
の (② AS て 3 


し か ga の 2 ッ ン ンプ 2 ター アイ フラ トン 
38. 狼 る に 、 諸 索 派 は イエ ス に 関し て 互 に 論争 の 32 ひ U CU eo 2 昌和 
導 a 信 ざ ぎる 者 ども は 補い な る か な 、 重 大 ンク 
な 日 に 臨む が 故に 。 (の ア ンジ ナー れき と 
39. 彼 等 が われ ら の 前 に まかり 出 づる 日 、 彼 等 ?mu の レク タレ レッ ン ツ ッッ ィ クッ 
MDIPSNIOGAT GE 1 うる 6 と | 
は な ん と よく 開 こ え 、 っ M 2 2 ッ の の ド フ 
然るに 、 ば 日  w ea 
現世 で は 、 不 義 者 ども は 明らか に の goes る 8 230 
館 誤 の 中 に あ り 。 2 
み ズラ ッ ン タ っ:| wa ケレ ゥ ン ラ っ の 1 
40. 一切 が 決定 され ん 嘆き の を の 日 に つい て 、 29 の 2 りら > の ON12 
彼 等 に 偽 告 せよ 。 な れ ど 、 今 は の ん 気 に か あう タッ タン 。 フ タン 
まえ て いる の で 、 彼 等 は 信 ぜ ず 。 (OO6 う ング 3 の 


4 ん 


志 EE に に べ フイ ュ ン 2 に 3 
人 々 を 相 締 す る は ゎ れ ら な 5。 る れ ば 、 役 


と 2 デン グ う 
等 は 皆 わ れ ら が 許 に 連れ 戻 き れん 。 ( 注 MG 
11) 
第 二 項 
宅 5 ゅ デン の の 」 ちあ ンタ ー!+ 
42. 経典 の 中 で アプ ブラ ハム の 物語 を 話せ 。 彼 は UMbuue og 4 も 5122 loo8 9332 
誠実 な 男 で あり 、 質 言 莉 な りき 。 3 
43. 彼 が 父 に 向かっ て 云い し 時 の こと を 念 ぇ 。 99 Oc 953 
っ nA / ど 
「 我 が 父 よ 、 何 胡 液 は 、 閉 きも $ せ ず 見 も せ の 2 の 0 
ず 、 ま た 少し ぁ も 役 立た ぬ も の を 崇拝 す る 3 


が ? 
44. 8 父 よ 、 溢 が 授かり し こと な き 知 識 が 今 es uno28 移 ああ cg 
に 隆 れ り 。 さ きれ ば 、 我 に 従え 。 我 は 液 を る 


に に 導 か ん 。 @5 と (Mo 1 の 

1 〆 

45。 我 が 父 よ 、 悪魔 を 拝む な か し 。 『 02A 和 516BlooSyeb 
落 窟 な る 神 に 逆らう 反逆 者 な 5 ②⑨ っ < 

注 11 この 節 は 、 次 の 2 つの 要 言 を 表し て いる 。 1) キ リス ト 教 の 人 々 が 、 ま ず 、 多 く の 信 者 に 凛 を られ て 世 


界 中 で 優勢 を ふる い 、 世 界 を 支配 する で あろ う 。 (2⑫ し か し 、 彼 ら は 真 の 神 を 信じ な か っ た が 故に 、 支 配 権 を 刷 奪 
きれ 、 そ れ は 究極 的 に は イス ラム の 人 々 の 手 に 与え を られ る で あろ う 。 


ーー470 一 


9 





第 十 九 恋 人 
う uu イン イップ ニーダ ェ ン 、 ッ ツン 
46. 我 が 父 よ 、 我 は 誠 乾 な る 神 の 割 が 流 に 降り は 2 の Oo US る 1 die 
は すま いか 、 ま た 液 が 悪 放 の 仲間 た らん こ ノ ンー 
を 和 恐る | @E!2 っ つつ > の ン 
47. 父 は 答 ぇ えり 、 トド メグ タツ の の みよ 、 洪 ( は 我 が 神 々 4 2 ンタ ブン ブタン の 、 
43 
を 揚 否 する か ? も し 流 思 いと ど ま ら ず ば 、 の の AM Did 
光 と の 一 切 の 関係 を 断ち 切ら ん 。 暫く 我 さ ea GECGC と MG 
り 角 ざか れ 」| と 。 8 ee 暗 
5 、 1 で ちゅ ン が ve Py 衝 。 スン 
48.、 ア プラ ハム は 云え 5、 PRIN GO6 351 っ COV き 4 
我 は 湊 の た め に 我 が 主 に 散 し を 請 わ ん 。 彼 の 
は 我 に 実に 慈悲 深 て まし ます 。 ②⑭ じ sz 
49. る され ば 、 我 は あな だ た が た 並び に あな た 方 2 タン ン 1i 52 ぅ シラ タッ ン タタ 、 バイ 
ッ ー | み こ 8 0 の 
が アッ ラー 以外 に 析 る 者 か ら 離 れ て 去 9 行 デパ 0 フッ 
か ん 。 面 し て 、 我 が 主 の み に 祈 らん 。 我 お (es あめ 上 丈 る の と ^3 こと 
主 に 祈 ら ば 、 我 は 失望 る きせ られ ぎる べし] ーー 6 
ee ン う タ タッ ラン ッ タ アン ン 。 [ブイ ン 
ッ 
5 攻 ら う ぅ Us し WM 
50. か て て 彼 が 、 彼 等 並び に 彼 等 が アッラー 以 の” ン ei うう 
外 に 崇拝 せる 神々 か ら 別 れ た れ ば 、 わ れ ら CT の くう 
は 役 に イ サク と ヤコブ を 授け 、 彼 等 各々 を 2 
預言 者 た らし め だ り 。 WW 
か GOES の 
51. 面 し て 、 わ れ ら な 彼 等 に 恵み を 与え 、 ま た 。 の 6CJ AUS SGSS は 7 
まこ と の 名 声 を 授け だ た り 。 2 
還 第 四 項 Jet: G 
52. 硬 し て 、 こ の 経典 の 中 で 、 モ ー ゼ の 物語 を レレ る (クイ タン ン 6 の イタ ロン 。 
oOP 5Uaue OZ 351 本 を だい RA 
述べ よ 。 役 は 特に 選ば れ た 者 で 、 使 者 で あ プ の な っ ン 9 
2 ニッ ルー グン アン 
り 、 項 言 者 な りき ざっ o の EAN 2 
み ェ 。 ン ろ 1 6 負 
53. われ ら は 山 の 右側 より 彼 に 呼び か け 、 赴 的 2355 ATGIESL と ゆい 
交渉 の た め に 傍 近 くに 彼 を 招き 寄せ り 。 
FT で や 有る マン 591 タン スレ の る 2 ッ ー 7 イ [ ン タンニン 
54. 親 し て 、 わ れ ら は 恩恵 に よっ て 、 彼 の 兄 7 の 8522 放 人 gz 
ロン を 順 言 者 と し て 彼 に 授け た り 。 
55. ま た 、 こ の 経 答 の 中 で 、 イ スマ エル の 物語 ut3(ooW 451CEa2loI は がら 
を 述べ よ 。 彼 は 実に 信義 に 厚い 男 で 、 使 徒 62 の の 22 とっ 
で あり 、 預 言 者 な りき 。 の CM の ら ぽ うぅ 


YO 


り 7 . 


60. 


61 . 


02 。 


63. 


4 . 


65. 


. され ば 、 わ れ ら は 彼 を 、 


その 民 に 礼 振 と 慈善 を 命じ た 和 れ 


距 せ られ た 9 。 


. 彼 は 常に 、 
ぼ 。E に い だ て (上 


この 経典 の 中 で 、 イ ドリ ー ス の 物語 
彼 は 正直 な 男 で 、 預言 者 な りき 。 
品 き 地位 に 登ら し 


WE 
を 述べ よ 。 


め だ り 。 


。 以上 の 人 々 は 、 ア ッ ラ ー が 特に 祝福 を 与え 


じ 押 講 閉 に に で 、 アダ ム の 後 間 に し て 、 わ 
れ ら が ノア と 共に 方 東 で 運び し 者 だ た ちの 子 
孫 で 、 ア ブラ ハム と イス ラ エ ル の 子 爺 な り 。 
彼 等 は 、 わ れ ら が 導き 選び 出し た 者 ば か り 
な り 。 世 な る 補 の 仙 投 和 読 傍 き れる 
や 、 彼 等 | * 神 の 御前 に 平伏 し て 叩 豆 析 

刀 に むせ ぶ 。 

然るに 、 彼 等 の 後 を つい だ 子 人 た ち は 、 礼 1 
拝 を 怠り 、 私 欲 に 受け り た り 。 さ きれ ば 、 彼 
の せん 、 

改 往 し 、 信 仰 に 入り 、 行 を 積む 者 を 除い 
半生 の 228 間 に 先 か 1 S 不 
当 に 過 せ ら る る こと な か る で し 一 


すなわち 慈 半 な る 神 カ が 、 月 に 見 た え ぬ も の を 
が 
5 。 彼 の 約束 は 必ず や 水 た な る 


彼 等 は を そこ で 一 切 く だ ら な ぬこ と は 開か 
へ た だ 「 平 安 あ れ 」 と 云う を 逆 く 。 面 し 
て 、 軸 な 夕 な 食物 を 与え られ ん 。 


か > 〈 の 如き が 楽 彫 に し て 、 われ ら は 、 義 し 
いわ れ ら の 僕 等 に 之 を 継が せしめ ん 。 


20 - ぶ わん 、 | 我 等 は 流 の 主 の 合 
に 非 ず ば 、 天 よ り 隆 ら ず 。 我 等 以前 の も の 、 

我 等 以後 の も の 、 並 びに を の 周 に - あ る も の 、 
RT の 統 べ 給 うと ころ 。 面 し 
て 、 液 の 主 は 決し て 飼 却 せ ず 」 と 。 


suk2W 


coo っ 9 お US1U 4 IM 
ef も う 


デア 
RT デラ 


yi インタ 』 町 
2 の lO で 201 2531 CAUICWI 
Gi 則 和 イフ うみ イフ ルン レレ レン うる て ン シ ン ! っ 
05 の る 9 で くう 214333 
5 2 ン ン 。 2 アフ クゥ る ンス グン ン う 
らき CU に 5 SA あと 1 


ン み プイ タラ 1 2 2 れろ 
2 克 品 


RAKIMK 生 の CK 
OL 3 
EdKEAo ひ は の We 
OJTOFAIH と 


CU SC ASIA の gc 
エレ て タラン テレ エン ア る 

の 54228 を 和牛 

の as 29 アン っ 。 グン 29 ン 2 プン 
あじ る 次 WOTCY9W 


の 32 
の っ あと の 
で 2 で うぶ (31 2 に) CEAMIEOI 


oo ちら 2 


ES 
1G 人 TVW(2 け 2 DC 


の の ら Se 5 HE 


aa プ 


一 潤一 





66. 彼 は 天地 と 、 そ の 間 に あ る 一 切 の も の の 電 25ACeb Ce oo0 は っ り 名 
な り 。 Pe の 0202 
公 を せよ 。 液 は 彼 の 外 に 、 比 財 し 得る 者 あ 9 4253 Eul を 
る を 知る や ? 

洒 提 項 
67、 人 は 云う 、「 な ん と な ! 我 死 し た る 後 、 再 び っ に は CI23CsyIU る 
9 1、? | 
星 ら せら れる と な ?」 と 。 so いい 3 
8 どど ッ クレ 2 っ 2 リッ ン ン デン が 1 
68. 人 は 、 わ ゎ れ ら が 曽 っ て 彼 が 無 で あり し 時 、 5820832 斉 証 思 。 1 


役 を 創造 し た な る 事実 を 、 忘 れ だ る か ? 9 
(の MA 


69. な ら ば 、 流 の 主 に か け て 云う 、「 わ れ ら は 彼 ララ スン る と まう ナジ / アア チン 
| u アデ 由 
等 並び に 悪魔 も も 一 緒 に 、 必 ず 吾 集 せん 。 AGEIEK の で aol 


然 る 後 、 彼 等 を 踏 か せ 、 地 狂 の まわ り 多 虹 で 履 。 る ン ン ン 
き 句 き ん 。 ⑨ の っ パテ りな 


70、 次 い 9 わ 旨 5 は 人 各 款 派 の 中 か ら 、 慈 悲 な イン る イプ フッタ ンー ン ン 、 3 
に | 1442 5 
る 神 に 反 枯 する こ と 最も 基 だ し か り し 者 を ゅ の 121 oz 

必ず 人 や 選び 出さ きん 。 計 
71. げに われ ら は 、 誰 が そこ で 焼 か れる に 最 3 KU 2 の 多 

ふる さわ し いか を 熟知 す 。 ( 注 12) ざ da の 9 2 
72. お 前 だ ちの 一 人 と し て 、 そ れ が 起 ら ざる は し で た CK7 ン と SG359) 58 
な し 。 こ れ ね 主 の 決定 済み の 判決 な 5 22 
の sa 2 拓 」 


73. われ ら は 義 し い 者 を 救い 、 不 義 者 ども は 忠 し 4 け OWRHUMNKWM GIF し 
か せ た ま ま 地 獄 に 放置 せん 。 


し か し る し 9 タイ の ルッ イン 1。 ン レレ あす 。 イン 12 クン 
74. 硬 し て 、 わ れ ら の 基 白 な る 徴 が ( 注 13) 後 5 の BeOG5LE は 3 
本 ーー 本 と の ン ゃ ゃ ンー 〆 
等 に 読 諭 さ れる と 、 不 信心 者 共 は 信者 に 


人 。 NN タン タイ る クリ ンタ ッ ン ーー 2 イッ マロ アン ツタ レト ノレ ゥ 2 る 
向っ て 詞 う [両派 の いずれ が 地位 に 訟 て 優 ら ー=13 し US2 に (の JPIO 7 
り 、 ま た 付き 合う 仲間 も より 印象 的 な る か 中 ン 
っ で の | よ 。 の ゆ や と 


人 々 の こと 。(2⑫) 他 の 人 々 と 比較 し た 際 、 他 の 人 々 より も 火 の 中 に 入れ られ る 必要 が ある 人 々 。(3) 他 の 手段 を 用 
いる より は 、 火 を 用 いて 前 せら れ だ 方 が よい 人 々 。 

下 13 。 単に | し る し ] と いう と E 何 か に まつ わる 証拠 で ある と か 、 論 損 の ある 主 岩 の こと を 意味 する 。 の る も 
の の 存在 、 目 的 を 示し 、 そ れ を 確立 する こと の で きる 論理 、 知 性 ある い は 経験 に 基づい て いれ ば 、 それ は [「 微 ] 
595g 3 2 ある よう な | 明白 な る 徴 」 と 言う と 、 こ れ は 、 単 に その 存在 を 示し 、 証 明 す る と いう 
に 留まら ず 四面 し 、 解 決し よう と し て いる 問題 や を の 状況 に 応じ た 適切 な 主張 や 論理 の こと を 示す 。 を 
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7O 、 


7 


た 


79. 


り ie 


80 . 


6] . 


82 . 


6J . 


84 . 


8o . 


86 . 


の 微 に より 私 た ち は 、 何 が 正しい の か 、 
る 微 」 の み が 持 て る 高 賞 で 昧 高 


お と し 
減 に 陥 い れ だ こと か 、 


彼 等 以前 に 如何 に 多く の 世代 を 胡 
の ト 。 中 に 訟 て も 見 か け に 
訟 て も 彼 等 に 優 4 徒 回 な り し 者 を ! 


云え を 、 [慈雲 な る 神 は 、 迷 誤 の 中 に いる 者 に 
暫し の 猫 也 を 与 う 。 彼 等 が 威 貴 き れ た こ 

に 出会う まで 一 天罰 か 、 そ れ と も 容 判 の 時 
到 り て 一 その 時 彼 等 は 、 状 態 に 診 い て より 
患 く 、 力 に 座 て より 弱き も の は 誰 な る か を 
知ら ん 。 

面 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 簡 導 に 従う 者 に は る を 
の 指導 を 増し 絵 う 。 末 永く 残る 善行 は 、 六 
の 王 の 目 に は 、 報 奨 に 訟 て 勝 り 、 ま た 終局 
に 於 て も 勝る 。] と 。 「 

入 は 、 われ ら の 神 兆 を 信 ぜ ず 、 [ 我 は 必ず 宮 
と 子女 に 屯 ま れん 」 と 云う 者 を 見 た る か ? 


われ ら は 


あな 


彼 は 見 る 能 わ ぎる も の の 知識 を 得 だ る か 、 
それ と も 、 慈 悲 な る 神 と 約束 を 結べ る か ? 
断じて 然 ら ず ! ゎ れ ら は 彼 の 言 『 葉 を 記録 
し 、 面 し て 、 を その 比 罰 を 延長 せん 。 

われ ら 、 役 が 自慢 する も の を すべ で て 相続 せ 
ん 。 され ば 、 彼 は 独り われ ら の 前 に 出 で 来 
ら ん 。 

彼 等 は アッ ラー 以外 に も 神々 を 立て 、 逐 を 
力 の より どこ ろ と し て 拝 す 。 


然 ら ず 【 その 神々 は 彼 等 の 栄 振 を 担 み 、 か 


えっ て 役 等 の 英 と な らん 。 

旨 ハ 項 
われ ら { は あの 不信 心 省 と も に 違 犯行 為 を 扇 
動 せ ん が た め に 悪魔 ど 5 を 追わ し だ り 。 六 、 
之 を 知ら ず や ? 
敵 に 液 は 、 彼 等 に 関し て 性 急 に な る な か れ 。 
われ ら が 議 し い 役 等 の 混 行 を 記録 す 。 
われ ら が * 義 し い 人 人 々 を 名 人 準 あ る 客 と し て 慈 
悲 な る 神 の 御前 に 如 集 せん 、 その 日 を 門 え 。 


マリ ヤム 
の Sao きら 2 る 8 る 

@⑨ ら りら 3 
AKI を WE に 


の ラッ タン ウタ エレ ッ デ テ , ど 所 


FMWKEUGYYKY1ARYREE 
クタ プイ る ッ ン ーー ン ツイ ラン ン ン 
作る の の AA 


う 


AM 


る の ? ン アン 3 の 2 っ 
Me テス テ 


人 
クタ ン ン ノン う 


buSA1 部 


デ 


之 イン ン ゥ アン ン ン 2 ン ン グン 。 る ニレ ッ ン ンマ ン 
UVStYO IGG が 115C99 1 
GA53 


グー ラー 


OUNCO れ C1] MINI 


の oo20 ぴ うう あし る 2 っ y 


う し 本 
の Ksk298 8 し っ くつ ァ ゅ 


ダン る ン 


(の の | な, dtio5o2boao15 


と る タッ カン 2 クン ン ッ タタ シン 5 
の の 5 の 3 OK IO 


アオ デン 


85 に YR の 1 


8 の | 
の 0 CRE Js 
CITE の こり 


その 場 に 必要 な 解答 を 得る こと が で きる 。 ち きら に それ は その 「 明 吉 な 
な 目的 を 有 し て いる と いう 点 で 普通 の 敏 と は 典 な る 。 
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87. 損し て 、 罪 人 を ば 、 沼 し た 路 牙 の 群 の 如く 、 ⑧5 ち と 6 し Ah82 の 3 


ゎ れ 6 之 を 地 狼 ? に 駆り だ て ん 。 
88. 慈 半 な る 朱 と 契約 を 結び た る 者 の 外 は 、 EGO 示さ 1 と 1 
何人 も 執り 成す 力 を 有 せ ぎる べし 。 


の ュ ン 
AS 
89. 彼 等 は 云う 、「 慈 甘 な る 神 は 子 を 設け た }] も クイ ラフ タコ 2 る いろ の や いえ 人 スン 
6 云う 、「 慈 癒 な る 神 1 2 の 221023U45 っ 
90. まこ と に お 前 た ち は 和 麗 ろ し いこ と を 口 に BMW 失 1 
た も の ょ ! 。 - 
し 4 2 ネン レグ ュ 51 ンマ イン ン 
91. た め に 天 は 裂け 、 大 地 は ちり お ぢ り に 割れ 、 32O591SES242o Oo お 計ら 3 
山々 も 粉々 に 朋 れ 落ち ん 。 ( 注 13) ッ ノレ レッ タク レン 
IdAJUJ1 5 
92. 彼 等 が 慈 疲 な る 神 に 子 あり と 云い し が た め SS 
な り 。 デー・ 
7。 だ 慈 斐 た る ち ラン ン ご ズバ な ゥ ン ッ 。 ブ ウン 
93. 有 圧 な る 神 の 身 に は ふる @Io も d 補 の っ ip 


1 “ ウ ゥ どう ノレ * 2 デ ^ の 
94. 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 一 人 と し て ua 
紗 圧 な る 神 の 許 に 僕 し し て 衣 り 出 で ぎ る 者 


は な し 。 ( 注 15) ⑯IOus 
92o. げに 役 は その 知恵 に よっ て 彼 等 を 理解 し る 衝 し っ う タ る インフ ラダ ュ コラン ッ ン ス 
b uz > ゆい と 83 

すべ て 完全 に 数 えた り 。 ⑲1 い > いとう Yues 
96. 耐 し て 、 復 活 の 日 に は 、 み な を それぞれ 単独 の Ia 2 セラ ィ 


で 彼 の 御前 に 態 り 出 で ん 。 





注 14 イエ ス が 神 の 実子 ど あ る と いう 教義 は だ い へ ん に 忌 む べき も の で ある の で 、 山 も 地 も ご う 埋 を 響かせ 
て 粉々 に 砕け 散る で あろ うと いう の で ある 。 神 の 息子 で ある と 信じ る 教義 は 、[ 天 」 一 天 の 摂 理 ほ 矛盾 する 。 な 
ぜ な ら 、 神 が 息子 や も あつ ょ いう の は 神 の 属性 に 反する ME 
に も そ む く も の で ある 。 なぜなら それ は 人 間 の 本 性 の 命ぜ すめ と ころ で は な く 、 自 然 に 従え ば 、 人間 の 知性 も 論 
更 析 束 穫 を 示 も Wi れ 妥 人 天 0 ま の 13 の は 人 ま やあ 肖 注 人 細 半 し な 、 す お 生 の の 
や 神 に 選ば れ だ た 人 々 ター「 山 も まだ た 、 そ れ を 耕 定 し て いる 。 なぜなら 、 人 入 が 自ら の 救済 の た め に 、 誰 か を 身 代 
わり と し て の 代償 的 受難 者 が 必要 で ある と いう こと は お か し いし 、 道 徳 的 に 高い 地位 に 自ら を なく こま と が で き 
る か どう か は 自ら の 精神 的 努力 、 経 験 の 帰結 し し て 決め ゅ られ る こと な の だ か ら 。 


生 15 慈 悲 深 き 気 高き 神 に は 御 自身 の 助け と し て 息子 を 必要 と し た り 、 継承 者 と し て 息子 を 必要 と する こと 


は あり 符 な い 。 なぜなら 神 は 天地 創造 の 神 で あら れ 、 彼 の 王国 は 宇宙 すべ て に 渡り 、 人 入間 は すべ て 、 その 神 の 
し も で で あり 、 イ エス も 我々 同様 に 神 の し も ゃ べ な の で ある か ら 。 
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第 十 九 草 


UP 





97. 信じ て 立 行 を 積 な 人 々 に は 一 慈悲 な る 神 は 


慈しみ を 賜 わ ら 4 ん 。 ( 注 16) 


MI 


E 経 。 


98. か く の 如 く 、 わ れ ら が クル テー ン を 液 の 言 
葉 で 容易 か らし め た は 、 液 を し て 義 し い 者 
に 朗報 を 技 え 、 論 争 好 き な 徒 募 に は 克 告 を 
与え を し めん が た め な り 。 

99. 彼 等 より 以前 に 、 わ れ ら は 如 条 に 多く の 世 
代 を 打ち 減 ぼ ば し た る こと か 1 液 は いま 役人 等 
の うち の だ た だ の 一 人 で も 残存 する を 見 る 
か 、 ま だ は その 路 き すら 聴く か ? ( 注 17) 


レア 2 タン カン ノッ ン ン と アプ エ 2 グル レビ どう Am 
PINGK2 が 311 


CA 
ミー 一 


セレ e さ 
Ms 、。 


の て 2 人 ン ンタ る 90、」 ニー の ミタ レン に [し し タリ ッ ン ン [ん しく 

と 9 ひつ 5OS2M 移 GbEL SU 
や クタ 

⑲] JJ 9 


2 タ 5 ん ブラ タン 5 うる 


AG 0 らら うら 24S 0512 る 


と クタ 2 アア タン 。 る 5 プー ンプ 。 ゅ 。 すさ 
' 1 人 にし 1 
⑨⑮ > で の ぐう 1 ゅ elO2 . 





生 16 


この 切 は 、 次 の 3 通り に 解 航 で きる 。 1) 神 は 、 御 自身 の 愛 を キリ スト の 心 の 中 に 託さ れる で あろ う 5。 


(2②) 伸 は 、 キ リス ト を 深 《 愛 きれ る で あろ う 。(3) 神 は 、 キ リス ト の 心 の 中 に 人 人 々 へ の 深い 愛 を 与え られ る で あろ 
2 。⑬) 析 は 、 人 和信 々 の 心 の 中 に キリ スト へ の 深い 愛 を 育ま れる で あろ う 。 


注 17 


西洋 の キリ スト 教 諸国 家 に 対す る きび し い 辻 告 が この 節 で 示 き れ て いる 。 も し 彼ら が 自分 た ちの 誤っ 


だ 考え を 捨て て 、 下 実 を 受け 人 れる と いう こと を 実際 に し な い の で あれ ば 、 役 ら の 上 に 迄 しい 運命 が ふり か 
か る こと に な る と いう 将 舎 で ある 。 彼ら は 今 、 物 綿 的 な 力 を 誇り 、 物 換 的 な も の を 損 り どこ ろ と し 、 世 界 的 な 
楽 宝 、 発 展 を と げ だ と 診 り に し て いる が 、 ち し この まま 誤っ た 信仰 を 持ち 、 罪 深 き 生活 を 悔い 改め な いな ら ば 、 
破 減 に 皇 る 他 、 道 は な いと いう 明 折 な 事実 に 気がつい て いな い の で ある 。 
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御方 の 啓 
. 彼 は 玉座 に 鎮座 し 給 う 慈悲 
、 央 に ある も の 、 地 に ある も の 、 を その 間 に あ 


(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね み Ln 
次 圧 深 てく 、 恵 み 錦 く デ アッ ラー の 御名 に お い 


ダー ハー。 ( 注 ] ) 
われ 6 が 液 に クル アー ン を 了 攻 し た る は 、 法 
を 苦し めん が た だ ため に 非 ず 、 


。 神 を 選 和 れる 者 へ の 訓 形 と し て な り も 。 


そ は 、 大 地 と 崇高 な る 諸 天 と を 創り 給 う 
示 な り 。 
5 ミ な る 神 な り 。 


る も の 、 並 びに 湿っ た 底 土 の 下 に ある も の 、 
すべ て は 彼 が 銃 べ 給 う 。 


も し 液 が 声高 に 物 云 うと も 、 ま た 低い 声 で 
る きる や こう と 、 彼 は 差異 な く 聴 きた まい 、 


人 人 則 の 秘め た る 思案 や 、 更 に 隠 き れ た こと 
も 知り 給 う 。 


Oo うう 6 し っ 
と い 
も WELOG3GIIC 
の の 56 2 

OUBNGI 2 も W 
MO 
2 し So5 着 を じゃ ゅ 2319 し る 
の と 1 


の 人 も 5J 和 きら 2 





ュー 、 光 ー ネス 由 ア p 世 、 3 = 哲 、 4 タン ンタ イレ ノリ ーッ ク 51 ン 
9 . 4 s 彼 の 外 に 神 な し 。 最も 美しい 相 タイ IM の 4 1 2 4 51 
号 は 彼 の も の な り 5。 の 
10. と ころ で 、 モ ー ゼ の 物語 は 液 の 耳 に 達し 7 の プス ッ クノ の 17 ( ァ 
りや ? Os ue GLAS 5 
ッ ア ェ ブ ャ シン ラグ デー アデ ェ ン アン 1 。 みう 
11. 彼 、 火 を 見 て 、 家族 に 云え り 、[ 流 等 ここ に 1 を ら 31GUASUAA9d 人 W 人 放ち 
と と まれ 、 我 は 火 を 認め だ り 。 我 、 お 前 た ス 
し イン ターン ラン 2 る [グッ 。 。 Mg 。 
0 し を 特 ち か えら の Aero Mg 1 は 
ん 。 下 いじ は 、 あ の 火 で 正しい 道 に 導 か れる 4 3 P 
か も 知ら ね 」 と 。( 入 2) < 
注 1 珠 、 愛 し きしも で よ 。 完全 な 人 則 、 理 想 的 な 人 人 物 よ 。 
注 2 この 節 に は 、 モ ー ゼ の 2 種類 の 幻影 に つい て 番 か れ て いる 。 (1) こ の 様 な る の が 、 預 言 者 に し か 見 えな 


い 場 合 、 こ の よう な 状況 で は 、 


ば 、 子 第 た ち に 新しい シャ リヤ が 与え られ る だ ろう が 、 


の 導き と 


受け る で ある ろう 。 
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項 言 者 し か 神 の 出現 を 見 る こと は で な い 。 (2 
を 見 る こと が で きる 場合 。 こ こ で 、 モ ー ゼ が 言 宮 うと し た の は 、 
も し 前 者 で ある な 


j 拓 言 者 の 子弟 だ ち も 、 神 の 出現 
人 彼 が 見 た 光 江 が 後者 の よう な 出現 で ある な ら 
ら ば 、 自 分 自身 の 精神 の 向 . 上 の ため 


計 


sai 


還 
六 
| 
1 


12. き て 、 役 が 火 の 傍 に 来る と 、 声 あり て 、 云 ター イッ タン ーッ クエ コン (イイ 2 
う 、「[ モ ー ゼ よ 、 (の " ゅ の (マウ PE 
ンー 4 くそ ン イン ッ イ 5 レス ウレ 2 
13. げに われ は 液 の 主 # り 。 さ れ ば 、 液 の 靴 を us9MMeBieC ASE da5G81 
脱げ 。 次 は 今 、 ト レレ ワー の 回 な る 谷 に あ り 。 
と 
( 注 3) ] ⑤⑮c 編 
em きび た だ たり 。 き る れ ば 、 啓 示さ れる イッ レッ クッ し の の プッ ュ レン 
ょ に 耳 を 傾け よ ょ 。 (⑲⑩ め . り 4 
9 ニテ ンク m 1 ンー アン 
15. げに わ 所 は アッ ラー な り 。 われ の 外 に 神 な こ イ 5AESK( ャ レン 11 イク た 
31 う 380uee 1) 9 6061 (w) 
し 。 され ば 、 わ れ に 仕 を ん 、 わ れ を 念じ て 礼 | 
ーー っ の ュ る る 
拝 を 遵守 せよ 。 ⑨ は 200 81| 


か こ 
16. げに 該 の は 近づけ り 。 わ れ 芝 を 隠 きん と Us eS 4 っ 31 IS1 
する は 、 各 人 が その 夫 力 に 応じ て 返 報 き れ 


ん が た め な り 。 ⑨ ゅ ぐい っ 

昌和 2 る (っ し 5 2 oN シッ ン (2 くそ タン る 

17. され ば 、 之 を 信 ぜ ず 、 己 れ の 下劣 な 欲望 に で つの 1 うい 2 O25 9 で 350uoo 
従う 者 に 妨げ られ 、 流 を それ より 背 を 向け な 2 と チョン 

ば 、 流 滅亡 せん 。 「 CS088 
18. と ころ で 、 モ ー ゼ よ 、 液 の 右手 に ある も の (の 7 の 42WCTGIrIVS 


は 、 そ を は 何ぞ や ?] と 。 


を デ ン アレ ンプ ブン ア ン プレン 
19. モー セ は 答え り 、「 こ れ は 杖 な り 。 我 これ に Look は と 12C そ の あ 5 
廷 れ 、 ま だ 我 が 羊 の た め に 木の葉 を 打 落 し 、 


ン フェ ノッ ン < ィ | 

その 他 い ろ い ろ 利 用 す 」 と 。 ⑨ っ な | 「 あ cG382 (と ( ゆ e 
20. 時 [モー ゼ よ 、 を の 棒 を 拉 げ ょ ] Sa is 
21. を こ で 、 モ ー ゼ が 杖 を 投げ る と 、 見 よ 、 を の お 人 生 7E RM 全 I 

02 人 RE2S0s 52) に 5 全 @ CREMS リッ us ui 
22. 神 は 云え り 、「 それ を 提 め 、 怖 が る な か れ 。 2 

われ ら は それ を も と の 形 に 戻る きん 。 @8591 
注 3 上 述 し た よう に 、 こ れ は モー ゼ が 見 た 光景 で ある 。 こ こ で 「《 つ 」 は 、 妻 、 子 供 、 友 人 な ど 世 俗 の 関 


係 を 表し て いる 。 |[ 液 の くつ を 脱げ 」 と いう の は 、 HRP る 。 従 っ て 、 神 と 
の 圭 的 交 感 の 時 モー ゼ は 、 妻 、 子 供 や 他 の 拉 俗 向 関係 に つい て この 考え を 払い の け な け れ ば いけ な か っ た だ た 。 こ 
の 節 を 文字 通り 解 息 すれ ば 、 モ ー ゼ は 聖なる 場所 に いる の で 、 て くつ を 脱 で よう に 命令 きれ だ た と いう こと に な る 
た お な 
注 4 校 が 実際 に へ びに な っ た の で は な く て 、 単 に へ ぴの よう に 見 え を だ だ け で ある の で 、 自 然 の 法則 と な ん ら 6 
才 盾 する こと は 無い 。 こ の 種 跡 は 、 モ ー ゼ を 福 持 する 強力 な 証拠 で ある ば か り で な く 、 人 人 々 が 氷 遠 に 偶像 崇拝 
や 他 の 邪 王 な 習慣 を 信じ て いた だ りす る 訳 で は な いと 、 モ ー ゼ を な で きめ る も の で ある 。 モー で ゼ の 旋 謗 を 受け た 
瞬 間 に 、 人 々 は 善良 で 神 を 異 毅 する 仲間 と な る の で ある 。 7 章 電 人 節 も 誠 照 の こと 。 
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23. 今度 は 液 の 手 を ( 注 5) 懇 の 下 に きる し 込 め 。 いう 2C5 で 2 ら eS は 1 
病気 に 非 ざ る に その 手 は 曰く な らん 一 つま 


ーー 1 9 し ィ 
り 第 二 の 奇 踏 な 5。 ② っ と 3 あめ > 
24、 か く の 如 き は 、 われ ら が 液 に 更に 大 な る で KO cr 。 し 
奇 踏 の いく つか を 示 ぉ ん が た め な り 。( 注 ⑲ と AT Ca つろ ご と 
6 ) 
、 呈 = 2 を リ レ し ェ ルン ラーラ う ょ 。 1 ッ ン > 
25. 流 フ ァ ラ オ の と ころ へ 行け 。 彼 は あら ゆる (の た と 生計 と きき 
面 で 控 を 破り た 5] と 。 
第 一 項 ブー タン タラ フシ ョ ンス イレ 
26. モー ゼ は 云え り 、「 主 よ 、 我 が 胸 を 拡げ 給え 。 @⑥euAo ら dO*IG の 6 
ブラ ラン 。 ン 
27. 我 が 仕事 を 容易 な らし め 給 え 。 ② マ 1 ひ の 3 
28. 我 が 震 の 結び 目 を 解き 、 な 1 と まれ 9481F4 
29. 彼 等 に 我 が 言葉 を 理解 せしめ 給え 。 ⑨ 兄 5653 
+ \ 実 千 す て ーー 『 う ブリ 9 ン っ ゃ っ 。 ノ っ ャ の ッ ュ ン 
30 . まだ が 、 科 家族 より 我 に 一 人 の 補佐 を 与え OAI93 の 55 ひ Jas! 
給え - 一 ( 注 7 ) 
サー 。 デ と ぅ ?! 
31. すなわち 、 我 が 兄 、 ア ロン を 。 (の 1 と 5 こと 
フッ ーッ ルイ ニー タタ る 
32. 彼 に よっ て 我 が 力 を 増大 し 、 (の 1 全 こま りす 
ーッ タイ ダリ ラン ネン ルレ 
33. 彼 を し て 我 が 仕事 を 分 担 せ し め 給 え 、 の ⑨ ぱ は の 記 5 
ンー ン ンス ュ ン 
34. 我 等 大 い に 液 を 詩 美 し 奉り 、 SL g 
35。 ま だ 大 い に 次 を 人 じ 替 る ほ に 。 IA 0653 
36. げに 液 は 、 我 等 を 常に 見 守り 給 う 」 と 。 @ 愉 SE で て 5 





注 5 マヤ ャ ド ( 手 ) は 、 地 域 ・ 人 々 も 意味 する の で 、 こ の 鼻 の 表現 は 、 モ ー ゼ が 人 々 を 底 護 し な けれ ば いけ な 
いと いう 命令 を 意味 し て いる 。 ち も し を うす れ ば 、 モ ー ゼ は 精神 的 な 光 を 放つ 高 源 な 人 と な り 、 世 界 に は 、 道 基 
的 邪悪 が 無く な る で ある ろう 。 ヤ ドバイ ダ ( 息 い 牛 ) は 明確 で 強力 な 議論 も 意味 する 。 モ ー ゼ は ら を 証明 する 
強 瑞 な 議論 を 授かっ て い だ 。 
注 6 杖 は 、 モ ー ゼ に 与え られ た 神 人 の うち で も 最も 偉大 な も の の 1 つ で ある 。 モ ー ゼ が 、 預 言 者 と な っ だ 
時 に 8、 枯 の 神 光 が 現れ た (20 近 19 節 )。 モ ー ゼ が ファ ラオ ( 王 ) に 説教 を し に 行っ た 時 に も 、 フ ァ ラ オ ヒ 麻 
法 使 いた も に 、 枕 の 奇跡 が 示 き れ た だ (20 斉 70 節 一 74 節 )。 イ スラ エル 人 だ ち が 、 水 を 欲し が っ だ 叶 、 モ ー ゼ は 、 
岩 を 杖 で た た だく 様 に 命じ られ だ た (2 章 61 衛 ) また 、 モ ー ゼ が 海 を 渡 ろ うと し た 時 、 神 は モー ゼ に 対し 、 海 る 槍 
で だ だく 様 命じ た 。 
注 7 モー で ゼ は 、 自 分 に 与え られ た 僅 大 な 仕事 を 遂行 する の に は 、 力 不足 で ある と 考え 、 援 助 者 に 助け を 求 
め た 。 聖なる 預言 者 に は 、 も ふっ と 重大 な 足 任 の 仕事 が 任 き れ て いた が 、 決 し て 援助 を 求め だり は し な か っ だ 。 
彼 は 、 道 徳 的 退廃 の 深淵 か ら 、 精 神 的 光 の 頂点 へ と 人 々 を 高め る と いう 走 任 を 、 独 力 で 、 全 幸助 け も 無し 
で 、 完 全 に 遂行 し だ 。 
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9 . 


39. 


40 . 


41 . 


42 . 
49. 


44 . 


. きど 、 優 し い 言 


. 両 名 は 答え り 、「 主 は 、 


神 は 云え り 、 


神 は 云 を たり 、「 モ ー ゼ よ 、 液 の 願い ご と を 承 
誠 す 。 


われ ら は 以前 に も 液 に 恩恵 を 施せ り 。 


その 時 、 わ れ ら は 、 液 の 母 に 重要 な 啓示 に 
つい て 黙示 し て 、 云 ぇ 5、 

1 こ の 子 を 箱 舟 に 入れ て 、 川 に 投げ 

然 ら ば 後に 、 川 が WAY 
て 、 わ が 英 で あり 、 そ の 子 の 敵 で も ある 者 
が 役 を 拾い 上 げん 」 と 。 わ れ は 手 ず か ら 愛 
を こめ て 液 を 包み だ た だり 。 わ れこ れ を な せる 
は 、 わ が 目 の 前 に て 液 が 育て あげ 5 れん が 
だ め が な り 。 

泊 の 姉 が 歩き 廻っ だ 沙 、「 あ な た 方 を この 子 
を 世話 する 者 の と ころ へ 案内 すべ きか ? 」 
と 云い だ る 時 。 き れ ば 、 わ れ ら は 液 を 母 の 
と ころ へ 戻し た り 、 を は 液 の 母 を 安心 きせ 、 
癒 し み を 消 る ん が だ た だめ な り 。 まだ 、 流 が 人 
を 殺し だ 時 も 、 わ れ ら 1 は 液 を 窮地 よ り 救 え 
り 。 こ の 外 に も 、 わ れ ら は 液 や いろ いろ な 
方 法 で 試み た り 。 液 は 数 年 前 マ ド ッ ヤン の 
民 の 中 に と どまり だ た だり 5。 を その後 、 液 は われ 
ら の 命 に よっ て ここ に 来 た り ぬ A、 モ ー ゼ よ 。 
「 わ れ は 、 わが だ た め に 流 を 選び だ り 。 

液 、 名 と : に 、 わが 吉 踏 を た ず き え て 行 け 。 
面 し て 、 われ を 念 ず る こと を 怠る な か れ 。 
お 前 だ ち 両 名 ファ ラオ の と ころ へ 行け 、 彼 
は すべ て の 則 を 越え て 罪 を 犯し た れ ば 。 

葉 で 彼 に 語れ 。 き すれ ば 
彼 和 気がつき 、 字 を 暴れ る か も 知ら ぬ ] 
彼 が 我 人 等 に 対し て 乱 
禁 せ か 、 ま た 閑 記 な らん こと を 恐る 」 と 。 
| 粘る る な か れ 。 われ は セ お 前 た 
ち 両 名 と 税 に あり 。 われ は 聞き 、 見 守ら ん 。 
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リー 
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ーー 


EE 3 茹 
(の た 

@ ら eg2 と CC2 co5U6ESY6 

( な 20L36 お UMWEtM エ 85 Ac は 


48. 


49. 


ゃ 】 


52、 


9 。 


4. 


9 ひ り ・ 


o6 . 


注 8 
し だ 。 す な わ ち もち 、 


ー 調 
ーー キー 


る れ ば 、 液 等 両 名 彼 の と ころ へ 行き て 、 云 
ぇ 、「 我 等 は 流 の 主 の 使徒 な り 。 き れ ば 、 屯 
等 た 共に イス ラ エ ル の 子 ら を 去ら し め よ 。 
彼 等 を 苦し ゆる こと な か れ 。 今 我 等 は 主 は 
り 奇 踏 を 湊 に も た ら せ り 。 この 短 導 に 従う 
著 に 平安 あれ か し 

を は 我 等 に 啓示 され だ り 。 交 を 据 否 し 、 
2 らん た こと を と 。 


. ファ ラオ は 云え 0 り 、「 な ら ば 、 モ ー ゼ よさ 、 お 


前 ら 両 名 の 主 と は 誰 ぞ や ?」 と 。 
モー ー ゼ は 区 えり 、| 我 等 の 主 と は 、 すべ で て の 


も の に 正しい 形 を 与え 、 然 る 後に を の 本 来 ・ 


の 目的 に 導き 給 う た 御方 な 9」 と 。 

ファ ラオ は 云え り 、「 然 ら ば 、 前 代 の 者 の 成 
行き や 如何 に ?」 と 。( 注 8) 

モー ぞ ゼ は 云え り 、|「 そ れ に 関す る 知識 は 、 記 

録 き れ て 王 の 許 に あり 。 我 が 主 は 誤る こと 

な く 、 ま た だ 忘 る る こと も な し |] と 。( 注 9) 


貴方 が た の た め に 大 地 を 揺 塩 と な し た る は 
人 彼 に し て 、 を の 中 に 幾多 の 半 を 敷き 連ね た 
り 。 両 し て 、 天 より 雨 を 隆 し 、 そ れ に よっ 
て われ ら は きま ざま な る 雌雄 の 植物 を 生 ぜ 
し ゃ 。 

湊 等 之 を 食い 、 家 畜 を 放牧 せよ 。 げ に この 
中 に ! ょ 、 思 感 ある 者 へ の 幾多 の 神 兆 あり 。 


第 三 項 則 
われ ら は 、 大 地 より 前 た ち を 促 り 、 面 し 
て 、 学 に 帰ら し ゅ 、 再び を れ よ り 束 前 た ち 
を 式 らせん 。 


ター・ ラ ュー 
っ 1 y 
2 o ッッ DE 0 92 0 2 Mo 


oeam PP G3 


eS 定 詳 抽 は 癌 6 


っ >222 スレ ィ レ ン イン 

@ ゅ dylo%91JESJG 

っ ンク ンプ < ! ゥ ロア と ぅ 7 スイ ン 
2 の ひ S 598Z Gee JG 


の eS ざり 
52 デー グゥ ッ ン デラ う 
2 の SS 3 き 計 


91 と 人 aloedPB es 
の さと 1 

J ダ ey 8682C3feS5W 

@ 

に FC で 


の e1 55 


ファ ラオ の 問 に 対す る モー ゼ の 返答 に 、 フ ァ ラ オ は 了 還 惑 し 、 自 ら の 賢 問 を 退け 、 モ ー ゼ に 別 の 資 問 を 


押し で 、 以 前 の 世代 の 人 々 は 、 ど の よう に や っ て いた だ の か と 明らか に し よう と し た 。 ee 
神 の 導き が 無く 、 神 の 凡 を 受け て 欠 る さき で ある と モー で ゼ に 遠回し に 言わ せる こと に 、 テラ タオ は 。 大 々 


が モー ゼ に 対し 反感 を 抱く よう に 、 
注 9 


号 妙 に 仕組 を だ の で あっ だ た だ 。 


モー ゼ は 、 フ ァ ラ オ の 次 任 の が れ 的 な 策略 に 対し 、 相 手 を へ こま す よ うな 答 を し て いる 。 彼 は ファ ラ 
ォ に 対し 、 押 先 の こと は 気 に か け な い と 言っ た 。 神 は 彼ら の こと を すべ て 知り 、 彼 ら に 関す る 詳細 は 神 の 記憶 
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れれ て 


中 上 草 ダー ハー 





57. われ ら は ファ ラオ に きま ぎ ま な る 神 兆 を 見 ン テ PO の 
せ た だ た れ ど 、 そ れ 等 を 彼 は 認め ず 、 信 ずる こ edb こ 3 RES 
ほ を 拒否 し た り 。 

598. ファ ラオ は 云え り 、|「 モーゼ よ 、 液 は 妖 術 を Es らっこ ここ Std 
以 て 我 等 を この 国土 か ら 追い 出す べく 来 た が 
る か ? ( 注 10) の の みや 


59. な ら ば 我 等 $、 同 じ 妖 術 を 以 て 液 に 対抗 せ GCC1C4N 全 AP や KEKOGK 
ん 。 さ る れ ば 、 我 等 と 液 と 約束 を 結び 、 下 方 隊 
に 都合 の いい 場所 で 、 必 ず 約束 に 苫 ち ざれ 、 AG の 1 9 うら 2 55 04 


救 等 $ 液 も 」 記 ッ ンタ 
⑨ て うい 


ーー >ー > y ee ン ん 57 3 2w 層 和 500 が 
60. モ は 去り 、[ そ の 約束 は 無 ち の 日 上宮 し きら | っ 2 2 
めん 。 日 が 空 高く 星 る 頃 、 ( 注 11) 人 々 を 


6 用 タ 
呼び 集め よ 」 と 。 
51 . そこ で し ファ ラオ は 退き と 、。 計画 を 灯 り 、 二 アン ング の 、 2 8 


然 る 後 災 ) 東 の 場 に 現れ だ り 。 
わざ わ い 
ET ニーー = ょ 、ー ち | ゥ ウデ アデ 
62. モー ゼ は 人 々 に 云え り 、[ 袖 な る か な お 前 し 人 の の 5 Ko 

た ち 。 ブ アッラー に 対し 奉り 偽り を 云う な か 了 
れ 、 因 を 5 け て 滋 ぼ きれ ぬ た だ め に 。 け に 。 Ge51o2 ら は 8 2 

信 は 1 谷 る 泊 2 必 の 八 ほ See 人 ゆ 1 

ノーラ 2 ブッ ンー ラタン タプ の こ ぁ ン 


63. を こ で 、 彼 等 た 計 夏 に つい て 互い と 論 謝 ovgk3llb ン | 2 Se eo| ly 
。 し 、 ま だ ひそ か に 協 識 せ り 。 - 


64. 彼 等 は 云 た 9、「 こ の 両 名 は 確か に 妖術 使い 本 UM イン 
了 較 の Ole 陳 ea oi 
に し て 、 そ の 妖術 を 使っ て お 前 た ち を その 5 Wo 9 
ー = 1 の 34 | う iM 
国 上 上 か ら 放 和 逐 し 、 も っ て お 前 だ ちの 優れ だ DGG や 94 の 2 
に あー アス 2 〆 デ 
伝統 を 減 ぼ きん と する 者 な り 5 

の 中 に 蓄え られ て お り 、 復 活 の 日 に は 、 神 が 彼ら の 状況 、 環 境 を 考 虚 に 入れ 、 彼 ら の 行ない に 従っ て 、 報 いる 

で あろ う 、 と 答え だ の で ある 。 

注 10 この 節 は 、 フ ァ ラ オ の 殺生 な た くら み に つ いて 言及 し て いる よう で ある 。 エジプト で は 外人 で ある 

モー ゼ は 、 覧 い 人 策 略 に より 、 エ ジグ ト 王 朝 を 級 そ を うと し て いる 、 と ファ ラオ は 人 々 に 述べ た 。 

注 11 モー ゼ と 型 な る 頂 言 者 と の 問 に は 、 間 白い 類 侯 点 が ある 様 だ 。 十分 に 準備 きれ た だ モーゼ と 際 術 師 と の 

コン テス ト が ズ ハ ー (午前 中 ) に 行なわ れ だ の に 対し 、 型 な る 人 項 言 者 が 征服 者 し 上 し て 、 メ ッ カ 入り し た の も 、 

デラ ビア に お ける 不信 仰 と 多神教 の 敗退 を 示す ズ ハ ー の 時 で あっ な 。 

注 12 この 節 に は 押 の 啓示 の 要求 者 の 真 偽 を 武 す た め の 確実 な 基準 が 定 ゆ られ て いる 。 す な わ ち 、 神 に 対し 

て うそ を つく 者 は 、 つ か の 間 繁 栄 す る か も し れ な い が 、 究 極 的 に は 減 び 、 み じ め な 終り や とげ る で あろ う 。 こ 

れ は 、 す で て の 宗教 の 歴史 の ペー ジ に 大 きく 書か れ て いる 真理 で ある 。 
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稼 二 十 芝 ダー・ ハー 
ーー キュ 年 ず テ 本 4 > ノイ タイ ーッ ン CT セン 2 っ ッ > シン 22 ヶ lE 
65. され ば 、 お 前 だ ちの 計 路 を 中 し 合せ 、 勢 る TAKOESKRVG (人 4 
る いし て 進 み 出 で よ 。 げに 今日 勝利 を 答 た 1 2 そっ ンプ ノラ ンジ 2 
者 は 必ず 栄え ん 」 と 。 SM る | 
っ ヽ ゃ ー よし ) ソ ッ ア イン を ぞ で gr タ 
66. 彼 千 は 去 え り 、「 モ ー ゼ よ 、 液 が 先 に 投げ る oO8oLM5 (Se の 886 
# 。 それ と も 我 等 が 移 に が そう か | と 。 12 ン レレ 
⑨ め りら < 
67. モー ゼ は 応え り 、「 い や 、 液 等 先 に 投げ よ 」 タンス 1 2 タタ し HI 1 ノ 敵 
と 。 ( 注 13) する と 、 見 ょ ! 彼 等 の 費 や 栓 
は 、 そ の 魔術 に よっ て 、 モ ー ゼ に は 、 ふ な OS た 
が ら 6 走り 廻る が 如く に 見 た だ たり 。 ( 注 14) 
68. され ば 、 モ ー ゼ は 心中 に 居れ を い だ け 5 2 る を ンー 2 そっ ニー ンプ うし 2 
( 注 15) ーー で グー ウリ で 
に ェ ロタ 2 ア 2 うど ノ る ど 
69. わ れ ら 6 は 云え り 、「 怖 る る な か れ 、 液 必ず 勝 9 380、 褒 KU 
を 得 ん 。 
70. 液 の 右手 に ある 和 きす れ ば を 2 の 2o ら は Sh NG 68 し 2 
れ は 、 彼 等 が 造れ る も の を 谷 み 込ま ん 、 役 の 6 
あい ぅ ンク 
等 が 造り し 物 は た だ th " ま か し に 2 ちあ タ っ っ 
すぎ ぬ 故 。 魔術 師 な ど 、 何 を も くろ も うと 、 
決し て 栄え ず 〕」 4 0 レラ 1 る 8 り 226 5 
1. かく て 、 庄 箱 師 だ ち は 屈服 し 、 平 伏せ 5 り 。 OsaozEot 9 3221 
彼 等 は 云え り 、|「 我 等 は アロ ン と モー ゼ の 王 っ ジッ 
を 信 ず 」 と 。 ' 
SE 本 人 妥 の st ぁ る クン アフ トゥ ュ ン 51 1 
72. ファ ラオ は 去 え り 、「 お 前 た ち は 余 の 許可 な が 381 IOIOSAU AI 
し に 彼 を 信ずる か ? 役 は お 前 た ち に 魔術 を な 移 oP の ラ ン 
教え た 音 邊 だ っ た 答 。 き され ば 、 余 は お ぉ 前 た 2 2 
ちの 両手 両 邊 を 互い 有 い に 切 浴 し 、 必ず GA 6 
Ga で 
衝 子 の 幹 に お 前 だ ち を 確 け に し て くれ 04G2 PWM 
ん 。、 き すれ ば 前 た ち 、 い ずれ の 閉 が 酷 し の の OAI < 人 83 
く 、 い つ を そう 永続 きす る か 、 思 い 知 らき る れ 
の 
注 13 神 の 話 言 者 た ち は 、 決 し て 自ら 5 攻撃 を し か ける こと は な か っ た だ 。 攻撃 きれ て 始め て 、 防 衛 し た 。 
注 14 モー ゼ に は 麻 術 師 の 縄 と 株 は 、 動 き l っ て いる か の 様 に 見 えた 。 悪 の 力 は 、 は じ め 、 短 い 問 勝利 を 得 
る 様 に みえ を る が 、 す ぐに 減 び る の だ 。 
注 15 モー で ゼ は 、 磨 術 導 の 線 や 棒 を 芝 れ だ り は し な か っ た だ 。 神 の 預言 者 た ち は 、 確 回 だ る 岩の上 に 立っ て ぢ 


り 、 何 も の を る 
か ょ た いう こと だ け で あっ た 。 


館 れ な かっ た だ 。 
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星 -- モ ー ゼ が 和 抽 れ だ の は 、 人 々 が 麻 術 師 の 告 砂 な 行動 に 惑わ きれ る の で は な い 





7 は, 


74。 げに 


7 り . 


70. 


76 . 


79. 


80 . 


8] . 


注 16 
9 の 28 ま 
に は それ が 号 え 65 和 れ な い の だ 。 あ る い は 、 
り 、 こ の 様 な 状況 は 、 死 より ぅ 


2 ま 條 お 全 。 


役 等 は 答え り 、1 我 等 は 流 よ り 、 我 等 に 示 る 
れ た る 明白 な る 禅 区 、 並び に 我 等 を 創造 せ 
る 彼 の 方 を 選ぶ べし 。 る れ ば 、 湊 欲す る が 
に 判決 せよ 。 液 は た 
定 し 得る に すぎ ず 。 
我 等 が 主 を 信ずる は 、 我 等 が 外 せ し 罪 
の 落 し を 請 い 、 ま た だ 液 が 我 等 に 強要 し た 魔 
術 の 赦し を 請 わ ん が だ た だめ な 5 り 。 な ん と な れ 
ば 、 ア ッ ラ ー は 液 よ り も は る か に 優 り て 、 
最も 長続き し 給 う 」 と 。 
罪人 と し て 主 の 前 に 出る 者 に は 一 地獄 あ 
り 。 彼 は その 中 で 死に も せ ず 、 ま た 生き ちる 
せ ざ らん 。 ( 注 16) 


され ど 、 開 行 を 積み し 信者 と し て 彼 の 前 に 
出る 者 、 か か る 者 に は 最上 の 位階 あり 一 


下 に 河川 流 る る 氷 達 の 楽 岡 な 5。 
彼 等 は を こ に 永久 に 住み つか ん 。 を は を その 
映 を 深く 保つ 者 へ の 報奨 な り 。 
艇 氏 項 

われ ら は モー ゼ に 啓示 を 降 し 、「 夜 に 乗じ て 
ゎ が 僕 等 を 連れ 出し 、 海中 に 彼 等 の た め に 
乾い だ 道 を 打ち 開け 。 流 追い つか れる こと 
を 穫れ る な か れ 、 また 何 も 怖 が る こと な か 
れ 」 と 命 ず 。 


ファ ラオ は その 軍勢 を 率い て 人 人 々 を 追跡 し 
が 、 海 水 は 彼 等 を 完全 に 邊 み 沈め たり 。 
ファ ラオ は を の 氏 を 邪道 導き 、 逐 を 正 し 
旨 SH 
1 イスラエル の 子 ら よ 、 わ れ ら は お 前 だ ち 
を その 敵 か ら 5 救い 出し 、 あ の 山 の 右 側 で お 
死に より 、 
罪人 は 地 頑 で 生き る こと も る で き な い 。 


つら い 、 


だ 現世 の 命 の み 決 


人 は 苦し みか ら 解 き 放 きれ る 。 そ の た だ ため 、 罪 人 は 地獄 で は 死な 

中 実り の 生 と は 、 神 の 思 館 に より 成り 立つ も の で あり 、 彼 

この 節 の 芝 味 する も の は 、 罪 人 か ら 93 で の 凍 k 
を いう こち も か もし 上 し れ な いら 。 


婦 一 ・ ハー 
ン ey ン バ イン レア ヤナ ヒレ ャ 1 時 0 と 1 の 
2 eS21o26E じ 2 328 5 


(996l の 


時 ly 電 の アノ 
の の ちと 02162 Me 

ピタ セン ン の る 4 {る 2 フアン 
JA3S 06 OU au 5 っ の 
タン と ッ [アッ っ 。 クウ アン 

の eo らい っ ゅ っ 


レ 


db esaldES し GE とう 
OS 


ヶ 1 


ぞ 


っ のみ の SE で 5 


の の 28536s 


2 プ 2 デア 


TAGSHI ま た 人 oO う 
2 し と っ 75 5 CZ fa 人 提 ど 2 


アン 


② い や り 


タ ゥ アッ ゥ + 人 


ea (レン ラック フン ェ イ マイ 
1602 So いたり る る 


⑨28258 に 

リフィ ノラ 4 タッ プク 2 、 マ レン し 

の cuA も 465 の らい る | う 
0 の 99 ッ ン ウイ 1 LM な デリ 
332 人 bfG3 に (の ら 


ず 、 苦 し み に 敬 まる れる で 


府 福 が 栓 われ 
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タタ 2 ド ( マン レ > タ 本 

前 た ちと 約束 を 結び 、 生 し て 、 ェ ン ナ と 次 20 で 9) 肖 Pa 

を お ぢ 前 た ち に 降 し た 5。 2 

82. われ ら が お 前 た ちの た め に 用 意 し た る 侍 物 baseis2eiowryg 

を 食 せよ 、 な れ ど 、 度 を 過ごす こと な か れ 、 し 2 っ 2 
も し わが 激 稀 が お 前 た ちの 上 に 降る を 恐 eS adASS の 

な ば 。 わ が 激怒 に 触れ た る 者 は 、 必 ず や 減 必 

66。 ざと 

83. され ど 、 悔 い 改 め て 信仰 に 入り 、 癌 行 を 策 PIPE22 ブ PCUGRM6 21 
二条 げに 

し デ う 
われ は 寛大 な り 169 

84. と ころ で 、 モ ー ゼ よ 、 液 を その 民 か ら 急 き CWCMIVSIV 
離れ させ た る は 、 何 を や ? 」 32 上 

85. モー ゼ は 答え り 、「 み な 我 が 足 中 を 厳密 に 追 と 中 て を 2 の 51 de 23 UE 
の 妥 面 し て 玖 、 液 主 の 許 に 選 ぎ だ た る は 、》 - 1 ラノ 
だ 流 を 喜ば せん が だ め な り 」 と 。 ②③ < 錠 

86. 神 は 云え り 、「 わ れ ら 、 湊 の 不在 の 間 に 人 々 2223o562d 085JG 

を 試し た る に 、 サ ー ミ リー が ( 注 17) 皆 を 0 
邪道 に 導き ぬ ] と 。 @ あ ts 

8 さ ゃ さ アン レッ ァ マン クッ ン ッ ラブ > タ 9 デン プン 

87. る れ ば 、 モ ー ゼ は 怒り か つ 悲 し みつ つ 己 が 1 し 拓 tt の 1 
民 の も と に 帰り て 、 云 を り 、「 お 前 た ちの 主 1 

グ プ ノ みみ ゥ プ う > アプ ーー ゥ アン 
は 有難 い 約 束 を 前 た ちと 結ば ぎり 6 d 放 の 62 記 区 Op 紹 
その 約束 の 期限 が お 前 た ち は 長 すぎ る も る イイ 
5 云う の か 、 そ れ と も 、 Ph CECEGS と の の リー 
りか か らん こと を 望み て 、 我 と の 約束 を 破 っ る 2 の 2 ブタ イン イン 
5 ぐ ② びり g 2 235 な 2 
り し か ?| と 。 

88. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 自ら 進ん で 流 と の 約 CAcgGM2ESS 3 くる Sere 
束 を 破れ る に 非 ず 。 なれ ど 、 匠 等 は 人 々 の ッッ レ ノ ! ッ マン ン 2 8 る ン 
装飾 品 の 重荷 を 背負 わき され た の で 、 之 を 打 果 内 VIEIY の > 
もち 捨て り 、 あ の サー ミリ ー 人 が 投げ た る 女 20 

っ 4 

で よら フ 
注 17 ー ミ リー と は 、 サ ー マ リ ヤ (サマ リア 人 ) の 形容 詞 で ある 。 サ マリ ア 人 は 、 イ スラ エル の 子供 の 種 
峰 の 一 つ で あり 、 ユ ダマ ヤ 教 の 一 宗派 で ある が 、 彼 ら と は 、 慣 習 が 異な っ て いた 。 正確 に いん ば 、 サ マリ ア 人 と 


は 、 サ マリ ア の 住民 で ある 。 こ の サマ リア 人 と は 、 


現在 、 ナ ブラ ス に 住み 、 自 ら を ベネ ー・ 


間 了 


ぶ 小 部 族 の こと を 指す 。 役 ら の 地域 と 上 し て の 歴史 は 紀元 前 722 年 に デ ッ シ リア 人 が サマ リア を 丘 拠 し た 時 に 
る (jew、 Enc.) 。 
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第 一 丁 草 7 
@9. カ * 4 て サー 葉 リ ー 人 人 は 彼 等 に 、 生 の 形 を し 2 る スン NE ? タ ン ン フッ イン 
た 、 中 え る 物 を 造り た り 。 す る と 、 彼 等 は PUNHNS 5 っ あと 
云え り 、| こ は お 前 だ ちの 神 に し て 、 モ ー ゼ っ ンズ スイ 1 ィ 
み 
の 入 な り し が 、 彼 は それ を 忘れ た る な り 」 OPCEUE 
還 
ーー 22 プ 9 2 ee 2 セン レラ ン ン レン ルン 
90. 彼 等 は を れ が -- 言 5 答え ず 、 ま た に も 氷 aaels3298 CUGExJI oy 抽 
こも な ら ぬ も の だ と いう こと が 解ら 6 ぎり し と [ラッ ン ン ンク レラ 
か 9? ⑤ き 8951.2 
第 五 項 
3 ン ・ 2 る 12 て 2 2?) 9 タイ イレ ーッ ンプ 
91. これ 以前 6 アロ ン が 人 々 に 云え り 、 E5le38 (びき つう > JGA3) る 
「 我 が 民 よ 、 お 前 た ち は 積 像 に よっ て 試 き ' 
3 2 は 2 パン スン 2 
れ た る に すき ず 。 な れ ど 、 げ に s 前 た ちの 05562 放 20o282 る 放 5 
主 は 慈悲 深い 神 な 9 り 。 き され ば 、 我 に 従い 、 Ja 
我 が 命 に 服 せ 」 と 。 〈①7 く メニ J 
2 プ ュ 計 の る っ ゥ ア タ ン 
92. 役 等 は 答え り 、 [ 我 等 は モー ゼ が 我 等 に 還る 21 2 ンー に けい そし | 6 cy』 18 四 
まで は 、 決 し て 之 を 敵 拝 する こと を 止め ず ] 了 
と 。 (ゆこ [と 
SI 上 で マー ス 2 クラー ンク ン ン 
93. モー ゼ は 尋ね り 、[ ア ロン よ 、 彼 等 が 迷う の 121 と の 人 まき 因 
aeD east ら め の 
を 見 た る 時 、 何 が 液 を 妨げ だ る か 、 | 
2 se 5 ャ か 2 ゥ アニ ン ッ ンク ンマ ょ ン そ ン る ッ 
94. 我 に 従う こと か 67 液 、 何 故に 我 が 命 に 背 @⑫ ぱ | で へ uo>9 W テン の NII 
きだ る や ? 1 と 。 
95、 ア ロン は 答え り 、「 我 が 母 の 子 よ 、 我 が 衣 NN の 7 の 
4 ' えり 、| 我 2 区 中 や 3 93 GE9 2 2 (1 
愛 の 毛 を 掴む な か れ 。 我 は 湊 が 「 イ スラ エー プレーン 2 3 
ル の 子 ら を 分 裂 せ し ゅ 、 我 が 言葉 を 守ら ぎ 。 CSC の OO 5 5 の | CE 
りき と メル し う は すま いか と 恐れ ただ る な り | 2 る 2 タッ ン ッ ン 
と 。 ⑲G め こう どう 
し か - タ P ノ 
96. モー ぜ は 云え り 、[ 鈴 ら ば 、 サ ー ミ リー 人 ょ 、 の Gu っ) ESG JE 
湊 の 存 念 や 如何 に ?」 と 。 
NE RS る 谷 2 222 る ッ ン ライ 2 2 タ プク (る 
97. 彼 は 云え 2 、「 我 は 彼 等 入 づ か きる も の を AS CA.85 は 
気づけ り 。 我 は 使徒 が 教え を し こと の 一 部 を 、 
ュー 14 0 ッ ン POA の の 2 
擦っ つっ だ に すぎ ず 。 し か し 、 そ れ す ら 6 も 打ち 8 か 6) AS 3 こう 
捨て り 。 か 〈 く し だ る は 、 栽 が 心 が 我 に 命じ 
だ る が 故 な り 」 と 。 ( 注 18) 
注 18 "この 言葉 に は 、「[ 私 た ちの 理解 力 は 、 イ スラ エル 人 より 8 すぐ れ て いる 。] と いう 意味 も ある か も し れ 
か い 。 サ ー ミ リー が 言 お うと し た の は 、 志 目 的 に モー ゼ の 教え を 信じ た の で は な く 、 モ ー ゼ に 従い 、 教 え を 理 
解 し て 信じ た 、 と いう こと で ある 。 し か し 、 モ ー ゼ が シナ イ 有 に 行っ だ 時 、 彼 は 便宜 の 仮面 を 取り 去り 、 今 ま 
で 受け 入れ て きた 教え ( 先 担 か ら 受 け 継 が れ て きた 知識 ) を すべ て 捨て て し まっ た だ た 。 こ れ が 、 彼 の 心 の 中 か ら 


の 行動 で ある 。 
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29 


100. 


101 . 


102. 


て いひ 


103. 


104 . 


105、 


生 19 


注 20 この 比 明 は 、 青 い 日 を 持ち 、 精 神 的 に 謀 上 日 で 、 
国 を 指し て いる 様 で ある 
注 21 ここ で の [10 日 間 ] ほ と は 、 全 部 で 1000 年 間 を 意味 し て いる 。 


寺 


. モー ゼ は 云え を り 、「 る れ ば 、 立ち 去れ ! この 


世に ある 限り 、 液 は 誰 に も 『 我 に 態々 な か 
れ 」 に ( 注 19) 云わ し ゅ られ ん 。 面 し て 、 
いずれ は 多 れ 難 き 懲 机 の 約束 あり 。 さ あ 、 
光 が 財 拝 せ し 神 を 見 よ 。 我 等 は 必ず 之 を 医 
き 灰 と 化し 、 病 る 後に 之 を 海中 に 撤 き 散ら 
きん 。 


お ぉ 前 だ ちの 神 は 、 独 り ア ッ ラ ー に し て 、 る を 
れ 以 外 に は 神 な し 。 彼 は その 御 知識 て で 一切 
を 包含 す 」 と 。 
0 
こと の 消息 を 語り 開か す 。 面 し て 、 わ れ ら 
は 液 に われ ら が も と より 注意 を 与え だ り 。 


に 疹 いた る 者 は 、 復 活 の 日 に 訟 て 、 必 
ず 宣 荷 を 背負 わる れ 、 

を の 下 に 甘 ん ぜ ん 。 復活 の 日 に 訟 ける 彼 
等 に と り て 、 その 重荷 は 補い な る べし 、 
喘 唄 が 吹き 鳴ら きれ ん その 日 。 を の 日 こ 
を そ 、 わ れ ら は 耐 眼 の 罪 ぶ か い 者 ども を ( 注 
20) 一 人 の こら ず 吾 集 せ ん 。 

彼 等 は 互い に 声 を ひそめ て 、 き る る さや か ん 
「 ぉ 前 た ちの 澤 在 は 、 ほ ん の 十 日 程 に ( 注 
21) し か すぎ ざり き 」 一 
地引 0 
す 一 すなわち も 、 彼 等 の 中 で 最も 世 故 に 
た 者 は 云わ ん 、「 お 前 た ち は 、 MP 6 
か 滞在 せな ん だ 」 と 。 


この “ 我 に 角 る な か れ ” と いう 言葉 の 意 


呆 と し て 、 
エル 人 を 和牛 信仰 へ 導い だ だ め 、 社 会 か ら 拒 絶 き れ 、 罰 せき れ だ 。 
彼 と の 接 和 ー を 拒ん だ 。 (3) 彼 は 、 心 気 症 に か か * 5 、 


EEEIK OECD 
59 と 258 て に > 
GIVEBGCRUEY JRD 
(OK を 4 ま | は 項 

る 7 yL4UY AU ded 
8\ ら 369 の dEIS5 


ドン タッ プン ンプ ゥ と 


ツ W みう 2 "デメ 2 ア 
PHI 人 04 人 入 3 ン 


ァ 2 フ クズ 


OO 2 > る 」 2 (MG の ue 

アッ プン ぅ 2 2 ン ・ スス 5 タン る 
yos も 6 うっ ya で 入 

3 明 2 

@ い っ ) 
アッ ン ン う タン 

2 の 5 

休 ン 2 グ クタ ン ン タ せ 電 9 ンス ンタ ン イッ プク タタ ン 

SPA ゅ 5! 685 し 。 8 1 oeO 


60) あべ 


次 の 3 つが 考え られ る 。 1) サー ミリ ー は 、 イ スラ 
(②) 彼 は 友 上 府 の 伝 玉 病 に か か っ だ の で 、 人 人 々 は 


人 人 々 を: 人選 けた だ 。 


常に イス ラム へ の 憎み を 持っ て いる 西洋 キリ スト 教 諸 


ヒジ ラ 後 、 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 が 休 過 し て 


いた 10 世紀 (1000 年 間 ) の こと を 指し て いる 。 型 な る 頂 言 者 が 紀元 7 世紀 初頭 に 説教 を 始め た 1000 年 後 の 17 


世紀 始め に 、 


ョ ヨー ロッ プ パ 諸国 は 冬眠 か らら 日 ぎ め 、 


征服 の ため に 人 志 界 中 へ と 広がっ て いっ た 。 
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第 六 項 Neo 
106. 彼 等 は 山 に つい て ( 注 22) ん 。 5 も SUS JE と 員 更 7 
云え 、「 我 が 主 之 を 粉々 に 打ち 砕き 、 謀 列 の 1 
如く 四散 せん 。 
し か これ ブ ェ ク ラッ ン [と トン タイ ン ン 
107. 面 し て 、 之 を 平坦 な る 不毛 の 荒野 と な し 、 G&sso KB 
108. 液 は を そこ に 、 何 ん の 鈴 み も 突起 する と こ OH 3 が チル) 


ろ も 見 る べし |] と 。 ( 注 23) 


了 ァ ン し で / フ ィ る <z ・ 
109. その 日 彼 等 は 、 真 直 に 行く 召集 者 に ( 注 wa2& う 65 1 の ひめ 
24) 従い b、 そ れ か ら 逸 脱し 得 ざ る べし 。 慈 レン ィ ン 
ターン グー リラ アプ タン ョ ュ グッ 
悲 深い 神 の 御前 で は すべ て の 声 は 静 ま り 、 こ ル | と 人 おら りら lo 


か を そ け き 足 音 の 外 、 液 な に も 聴か ぎる べし 。 


110. その 日 、 慈 悲 深い 神 が 許 林 を 与え 、 誠 実 1 GTo291 の 
な る その 言葉 が 先 納 せら れる 者 の 外 は 、 誰 


グッ ン / イ レレ レン ン の 。 

の 執 成 も 益 せ ぎる べし 。 WV 4 (225 うら と 旨 

111. アッ ラー は 、 役 等 の 前 に ある も の 後ろ に の 2 の 2 レ 2 で 52 

ある も の 、( 注 25) その すべ て を 知り 給 っ 6 人 | 

う 。 さ る されど 、 彼 等 は を その 知識 を 以 て 之 を 理 ⑩M し ぁ っ 5 
解 し 得 ぎ ざる な り 。 

ラン [フラ マレ ルッ タン ゥ ロト 2225 と ニン シン 

112. すべ て の 顔 は 、 永 生 者 、 自 存 者 の 御前 で Woo OS 2 2 計ら 2 う 

議 らん 。 面 し て 、 邪 悪 の 重荷 を 背負 っ た 者 時 

は 、 必 ず 和 や 減 ぶ らん 。 @ ゅ い CB 


I19、 され ど 、 信 者 に し て 、 療 行 を 積む 者 は 、 2 の 32cAU0 2 US 2 の 5 
不当 に 過 せ られ る 心配 も な けれ ば 、 ま た 頂 
害 を 受け る 心配 も な か る べし 。 @ 





注 22 ここ で アル ・ ジ バ ー ル ( 山 ) と いう の は 、 強 力 な 西洋 キリ スト 教 諸 民 の こと で ある 。 この節 の 預言 は 、 
西洋 諸国 を 完 計 な きま で に 破 史 する と いう こと で ある 。 西洋 の 次 退 は ぉ うす で に 始ま っ て いる 。2 つの 大 戦 が 、 
西 潤 を 大 い に 弱 体 化 きせ だ た 。18 斉 9 節 も 参照 の こと 。 


注 23 これ は 、 停 大 で 強 方 な 帝国 が 減 び 、 人 間 社 会 の 様々 な 分 野 に お ける 社会 了 向 経 済 的 地位 が 向上 する で あ 
ろう 時 に 、 社 会 主義 と 民主 主義 が 典 隆 する こと を 示し て いる 。 


自 24 回 な る 預言 者 の こと 。 
太 25 「 後 み の に ある も の 」 と いう 言葉 は 、 す で に 成し遂げ た 停 業 を 指し 、[ 前 に ある も の 」 と は 、 将 来 、 成 し 


遂げ よう と し て いる 侍 業 を 示す 。 
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よ 14、 が の 如く 、 われ ら は アラ ビア 語 で クル ue 1C444E を MEG (の 
アーン を 降 し 、 そ の 中 で きま ざま な る 合 告 ン 
を 明示 せり 、 こ は 彼 等 を し て 神 を 暴れ せ し の 0 ちい る 2 2 の se 
め 、 ま た 神 を 思い 出 $ き しめる 原因 を 生 ぜ し 3 


めん が だ た め な り 。 

115. 涯 高 な る か な 、 ア ッ ラー、 真 の 王者 な り 1 旨 NIS 
液 へ の 牙 さか J す せ 内 前 に クノ ル ア 一 ン の 読 0 2 の の ぞ ッ 5 2 クン 。 
請 を 催促 する こと な か れ 。 むし ろ 云 えん 、「 主  @ め ジマ う 34 を AGYCMI め さい OS つが ン 
ょ 、 我 に 知識 を ( 注 26) 増し 給え ぇ | と 。 g じ し 

116. 昔 、 わ れ ら は 、 ア ダム と 約 束 を 結び し が 、 1 う イィ ン 3 4 ン > ンー ニッ ン ン ノ 

こい UE 8 
彼 は 之 を 忘れ たり 。 き れ ど われ ら は 、 彼 に ププ ピグ のり 時 6 
不服 従 の 決心 あり と は 思わ ぎり き 。( 注 CV4 
27) 
旬 七 項 

117. われ ら 5 が 、 天 使 だ た も に 向かっ て アダ ム に 版 に 寺 人 re 4 の の 
従 せ よ 」 と 雲 い し 時 、 人 々 は 匠 従い た り 。 あり INC こ かり サラ 9 の か の シ ぅ 
な れ ど 、 イ ブリ ー ス は 服 さ る ざり き 。 彼 は 所 の dl 
みた り 。 

118. そこ で 、 わ れ ら は 云 を たり 、「 ア ダム よ 、 こ Ve す 2W き で 20030 0 
の 者 は 、 流 並 びに 液 の 妻 の 敵 な り 。 され ば 、 FN 
お 前 た ち 両 人 、 こ の 者 に 楽園 か ら 逐 い 出る の Sh os OM 
れ て 失敗 せ ぬ よう 気 を つけ よ 。 ( 注 28) 

119. 此 の 園 で は 、 流 は 負え ず 、 ま た 裸 な ら ず 。 の ei593 89 

120. 渦 き を 覚え ず 、 ま た 陽 に $ ら され る こと の eu の 52559 8 あ 5 


も な か らん 」 と 。 ( 注 29) 


注 26 。 型 な る 預言 者 は 、「 知 識 は 中 国 の 様 な 遠い 国 に ある 。 き され ど 、 知 識 を 求 ゆ よ 。」 E 言 っ な 上 伝 を えら て い 


る 。 グ ルアー ン の 他 の 人 入所 で も 、 知 識 は 「 神 の 僅 大 な る 思 薄 と さる れ て いる (2 章 兄 節 、4 音 1 節 参 照 ) 知識 

に は 2 種類 ある 。 (1) 諸 示 に よっ て 与 を たら れる 知識 。 ク ルアー ン に は 、 完 全 な 顕 が と し て 書か れ て いる 。(2) 人 間 

2 生む 笛 お の の 。 

注 27 この 節 に は 、 ア ダム の 過失 は 、 判 断 の 過ち で あっ た こと が 示 ち おれ て いる 。 そ れ は うか つ に 心 な ら ず $ 
し たこ ょ と で あり 5、 意 識 的 、 故 意 に し た こと で は な か っ た 。 過ち を 犯す の め は 、 人 人 の 常 で ある 。 

注 28 も し 、 ア ダム が イプ リース の 廿 言 に 惑 きれ 、 彼 の 忠告 を 受け 入れ だ な ら 5 ば 、 ジ ャ ン ナ 、 す な わ ち もち 、 

まで 半 受 し て きた だ 「 楽 山 ] に いる よう な 至福 の 生 、 縛 神 的 満足 を 失う で あろ う 、 と 警告 きれ た だ 。 

注 29 還 和 2 文明 社会 の 快適 ふき 、 安 楽 き に つい て 言及 し て いる も の と 思わ れる 。 こ の 2 つの 節 が 示 
し て いる の は 、 生 活 に 基本 的 に 必要 で ある 衣 ・ 食 ・ 住 を 供給 する こと が 文明 的 政府 の 第 一 の 義務 で あり 、 桂 会 
和 和 RG の あはは P の の 理 人 の EPR 

一 方 、 冨 を た めこ 人 々 が いる 、 と いう 様 な 深刻 な 経済 的 不平 等 が 無く て ならない 限り 、 人 類 は 社会 の 混乱 に 苦 
し み 続 け 、 人 間 社 会 の 道徳 は 向上 し な いで あろ う 。 こ こ で アダ ム は 、 す べ て の 住民 に 、 生 活 の 快適 きる と 必 吉 品 
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ーF 


い 』 


蛇 3 6 ge 


121 . 


122。 


123. 


# 


に 


然るに 、 悪 魔 は アダ ム に 教 叶 し て 、 云 ぇ 
り 、| ア ダム よ 、 我 は 液 に 氷 境 の 樹 & 不滅 の 
王権 と を 教え を よう か ?」| と 。 ( 注 30) 
か く 〈 く て 、 役 等 両 人 それ を 食し だ れ ば 、 自 
分 だ た ち が 裸 な る こと に 気づき 、 楽 彫 の 木 の 
葉 を 綴り て その 遇 を 蔽 い 始 ゆめ だり 。 か く て 、 
アダ ム は 主 の 命 に 背 き だ たれ ば 、 を その 生涯 は 
みじめ な も の と と なり 8 ぬ 。 

その 後 主 は 、 慈 悲 ゆ え に 再 び 彼 を 選び 、 
條 を 容 雪 し て 正道 こと 導き た り 


アタ ーー 


婦 一 

の る ラン [ディ ン て ン ゥ ンズ 
だ Js656 JE の (0 の 558 
@ め 3352 

we に Cy ob 


1724 プ イラ タン 人 グ 2 ン イン 


の 5 の laE う う Jl35322 


| デン 


の Gu32 だ じ ら ば 35 AR1 9 


PS ン レ グッ 〆 ゥ アプ グ 2 ア クゥ ッ デ ン うぅ 
124. 神 は 云え り 、[ お 前 た ち 、 倍 に ここ か ら 次 Oo Je 
ち て 行け 、 相 互 に 敵 ほ と な り て 。 症 し て 、 人 内 
し お 前 た ち に 94 の AMVS 5 1232 3 ふい ひく 2 


に 従う 者 は 迷う こと な 《、 ま た 炎上 難 に 遭 と 
ぎる べし 。 @ ら 32 ひる 
125. されど 、 わ が 訓 戒 に 背く 者 は 、 を の 生涯 SEA206B る 5 を の の う 


126. 


2 


126 . 


129. 


が 十分 に 与え を られ て いる 場所 に 住む びあ ろう 、 と 告 
で も (2 章 36 節 ) 示 $ る れ て いる 。 


は 難 科 さ せら れ 、 また だ 復活 の 日 に は 、 わ 和 れ 
ら を 盲 者 と し て 避 ら さん] と 

彼 は 云わ ん 、|「 主 よ 、 上 何 友 に 表 を 志 者 
し て 貴 ら し め だ た る か 、 我 以前 視力 を 持ち た 
る も の を 7」 と 。 

神 は 云え 9 、 「 わ れ ら の 神 光 が 液 に 降 9 も 


時 、 液 は 之 を な ちや ぎり に せり 。 今 日 は 、 同 2 
様 に 液 が な お ざり に きれ る 日 な り | と 。 (さこ 


われ ら は この ょ 2 に し て 、 規 則 に 悦 犯し 、 
を の 主 の 神 光 を 信 ぜ ざる 者 に 報 ゆ 。 な れ ど 、 
来世 の 懲 凡 は 更に 厳し (、 更に 長 し 。 


われ ら が 彼 等 以前 に 吉 何 に 多く の 世代 を 減 


ノッ ンプ (の を ラス 


1425 6 5 


5 ノ タク 2 アプ フー コラ ンダ ン ョ ン ン どー 


Je (どっ の 


ー テ 


1 


の POKEGMV3AGOIGEKTIKRI 


ぁ 
1* 


す アブ プラ アァ アップ ッ 2 


ン り イレ の 
2obo22 の うい oe ら so 03 


2 イラ ルン プン 1 ヶ ン ン ノン 
⑫8 じ Al の 2 の 15813 
っ クウ タタ 


の の Ca の が 人 


ぼ し た る か 、 今 後 等 は それ 等 の 廃寺 を 往き ep の 
来 し な が ら 6、 之 に よっ て 導 か れる こと な き つつ ダ タン SGS しら きら 
か 7? げに この 中 に は 、 理 性 を 備え を た 者 へ の 12 
きま ざま な る 神 兆 あ り 。 1 


この 節 は 、 ま だ た 、 


げ ら れ て いる 。 こ の よう な 状態 は 、 ク ルアー ン の 他 の 部 分 
アダ ム に よっ て 、 新 し い 社 会 秩序 が 始ま り 、 


人 人 間 の 社会 的 


発 庶 の 時 代 の 先がけ と な る 王国 の 基盤 を 築 か れる 、 
注 30 


Si こ Op も も て いる ある 。 
1 節 一 14 節 ま で に つい て の 説明 は 2 立 36 節 一 39 節 参 照 。 
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130 . 


上 


132 . 


133. 


134 . 


1 


136 . 


第 八 項 

5 し すでに 主 か ら 発 布 せ られ た る 言葉 
( 注 31) な か り せ ば 、 町 し て 期限 が 定め ら 
れ だ る に 非 ざ り せ ば 、 有 即 削 は 選 け 得 ぎ ざり し 
な り 。 

彼 等 が 休ん ほ と い お うと も 耐え 忍び 、 日 の 
出前 、 日 没 前 に 主 の 栄光 を 讃え まつ れ 。 ま 
た 夜間 の 一 時 、 < 旨 の 有三 回 の 極 に 訟 て も 之 
を な せ 。 きす れ ば 液 本 当 の 辛 福 を 見 い だ す 
や も 知れ 史 。 


われ ら が 彼 等 の 或 る 種 の 者 に 、 束 の 間 の 
楽し み ー す な わ ち 現世 の 栄 鞍 一 を 与 を た こ 
と に 液 目 あみ は る な か れ 一 あれ は 要する 
に 、 そ れ に よっ て 彼 等 を 試 き ん が ため な り 。 
( 注 32) 

疲 の 家族 に 礼拝 を 命じ 、 旦 つ そ れ を 絶え 
ず 続 ける せよ 。 わ れ ら は 液 に 養 わ れん こと 
を 求め ず 、 液 を 養う は われ ら な り 。 果報 は 
琲 加 に 抗 し て 身 を 護る 者 に あり 。 

彼 等 は 云う 、「 何 履 役 は 主 か ら 奇 踏 を 我 等 
に も だ ら 8 る ざる か ? ] と 。 先 の 諸 経 典 の 中 
に ある 明白 な 証拠 が 、 い ま 彼 等 に 来 だ れる 
に 非 ぎ る か ? 

も し われ ら が 、 使 徒 の 到 来 以前 に 天 六 に 
ょ っ て 彼 等 を 減 ぼ し だ た れ ば 、 彼 等 は 必ず 云 
わん 、「 何 故 液 は 我 等 に 使徒 を 遺 わ る ざり 
さき? さす れ ば 、 息 等 は 、 卑 し ゆめ られ 、 慣 し 
め ら 衝 る 前 に 液 の 戒律 に 従い たり し も の 
を | 6 


云え ん 、『 誰 も みな 待つ 。 さ れ ば 、 潜 等 も 待 


て 。 や が て 前 た ち は 、 正 道 を 進む は 誰か 、 
また 正しい 簡 導 に 徒 う は 誰か 、 を れ を 知る 
さ し ] 上 。 

注 31 


注 : 32 


ダー・ っ 一 

MAOE ン レ イン 1 ん 5 2 の 
DO の うら 2 ここ 25 
っ クン も 

@ ぱ ば で 


CET2HYK そこ ン YO か うじ 


と 4 


83 て Se 所 
の oe ab51 う で 3 
292E の lbCECOMMCE も AS り 3 
52 お うう 5 Ce 2 し 8 る あめ め 
の 132 る 


GICb) 62 TAV4IOIK2 
の eS 905 asEi2 3 開 


タタ ッ ン み し 


> で や 


141 35 で づ mu ン ィ フッ イン アブ タレ 
HIE と OHIE を 


eakaS じゃ 


NGEI おら づい AKI 
Sa dzES の 


| ウデ アデ ^ 
6e289.3d05 
Ca レン ICAOW 1 の 5 7 の 電 2 


アデ ロ 


(GTCYCO ン っ BI) 2 


これ は 、7 草 157 節 の 神 の 言葉 に つい て 言及 し て いる 。 これから も 神 の 慈 卓 が 、 他 の 特性 より 優る で あ 
ろう 、 と 押 は 全 割 に お いて 定め た 。 


戦 外 、 


を し て ひい て は 人 間 の 悲惨 ・ 流 血 に つなが る 国家 間 の ね た み ・ 対 立 は 、 信 間 が 物質 的 豊 る ・ 快 


適さ を 倉 欲 に 求め た だこ と に よる 直接 的 ・ 開 接 的 な 結果 で ある 。 イ スラ ム 教 信者 は 、 他 人 の 高 を うら や ん で は い 
け な い 。 
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2 で グン ビ Y 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 恵 み 遥 てく アッラー の 御名 に お い (た あり PC ここ う リ IP の] 
0 
2 の カ デ アア 2 
2. 邊 分 た ちの 清算 が 近づい て いる に も か か ゎ 。 多 放 は る る 53 2 当 に 。 み EU (GA 
ら ず 、 人 々 は 無頼 着 に 願 み ぎる な り 。 2 2 
(① ひ の 〇 ぁ ら >ao 
9 ルン 5 る 2 ター っ g うお ら ぁ レレ 
3、 主 より 降る 新た な 警告 を ば 、( 注 1) 彼 等 は eel9icbAe ろ ろう 。 ダッ の クタ マッ 
いずれ も 、 ば か に し て 聞き 流す ば か り 。 ツン レッ シシ ッ タ 
〇 ⑥ 〇 ぁ sU A2 3 


し か の 3 2 92 タック の 
4、 彼 等 の や は 飼 り が ちな り 。 面 し て 、 不 義 を 前 51KeAD 2 ラス の 8 和 ン り 
行う 者 ども は 密か に 相 語り て 云う 、「 こ の 男 


2 アタ クラ ウレ レノ ノ そ イタ 。 ら ア ンプ で う 
は 、 我 等 同様 た だ だ の 人 間 に 非 ざる か 人 % 注 2 ) 5 og < 9 い 1| ju ぁ ed4 
ぉ 前 だ ち そ の 目 を 開い て いな が ら 6、 磨 術 に ん 
位 う の か ?」 よ 。 (ゆい の 


全う ゃ 一. 。 ょ ふさ て 2 1 ン ン レン * の タン ター の ブラ ブ 。p 
が 。 6 答え て 、 頒 言 者 は 云え り 、「 我 が 主 は 、 ィ < 20 の 12。 じ る JI は た 11 3 
天地 の 間 で 語ら れる こと は すべ て 知り 給 間 
う 。 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ て を 深 知 し 給 O ル SUS 
ai0 当 3 す ) 





注 1 モハ ッ マ ド 預 言 者 が も た ら す 啓示 は 、 人 人 々 に 初め て 伝え られ る 新しい 文句 や 新鮮 な 形 で 提示 きれ て い 
る が 、 伝 達 す べ き 内 容 、 そ の 本 質 は 既存 の 啓示 と 変わ ら ね も の で ある 。 その こと は 、 ク ルアー ン の 中 で モハ ッ 
マ ド 預 言 者 自身 が 、 卸 自 自 ひこ と を 、 新 た な 啓示 も も た ら す 使者 で は な いと 自 述 し て いる こと か ら わ か る 。(46 : 
10) 


注 2 各々 の 預言 者 に 対し 不信 者 が 反 ば て の 対象 な し て いつ で も 言及 する こと は 、" 前 だ っ て 我々 と 変わら 
内 人 問 で あり 、 我 々 同様 いつ か は 死 邑 運命 に ある で は な いか "、 と いう 点 で ある (14 : 11、23 ! 25、34、26 : 155 、 
26・16、64: 7 )。 この こと に 対し て は 幾度 も 答え が 与え られ て いる (12 : 110 、14 : 12、16:44 と 45、 17 :96)。 
ここ で は 8 節 で 容 え が 述べ られ て いる 。 それ は 、 不 信者 た ち も が 一方 で は 預言 者 の こと を 問 通 の 人 と 何 6 変わ 9 
は な いと 言い つつ も 、 そ の 一 方 で 彼 が 麻 術 師 で ある と 言う こと に より モハ ッ マ ド 預 店 者 が 人 並み で な い 知力 を 
有 有 し て いる こと を 認め て いる と ころ に ある 。 型 な る 預言 者 は 、 聞 き 手 に 、 不 思 議 な 影響 を 及ぼ し た が ゆえ に 不 
信者 た ち に 魔術 記 と 呼ば れ た の で ある 。 そ し て この 節 で は 、 ク ルアー ン の 有する 力 は 、 す ば らし く 、 人 を 引き 
つけ る も の で ある か ら 、 傷 上 兄 の な い 公平 な 判断 力 を 持つ 人 で あれ ば 、 だ れ で も 、 タ ルアー ン を 受け 入れ ず に は 
いら れ な い の だ と いう こと に 言及 し て いる 。 


注 3 神 は 不信 莉 が イス ラム に し か ける すべ て の 悪 だ くみ や 彼ら 6 の 秘密 を 御存知 な の で ある 。 神 は 、 モ ハッ 
マ ド 玉 言 著 や 神 に 選ば れ た し も で た ち の 祈り を 聞き と どけ られ .、 不信 者 た な ちの すべ て の 亜 だ くみ を くじ くく ので 
ある 。 
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10. 


1 邊 隊 


切 人 


18。 


14 . 


15 . 


注 4 
に 従う も の は 発展 し 、 茹 栄 を 遂げ 、 
の うと いう と や ある 。 
集成 で も なく 


彼 之 を 提 造 せ 5 。 人 否 、 彼 は 詩 和信 に すぎ ず 。 
な ら ば 、 『f た 525 まち sn 
の 如く 〈、 彼 に も 私 等 に 奇 申 を も た らき 

より ea 


。 彼 等 以前 に われ ら が 減 ぼ せ し 邑 の 住民 は 、 


いずれ も 信仰 せ ぎ りき 。 さ れ ば 、 彼 等 は 信 
ず べ きか ? 


・ 疲 以 前 に われ ら が 使徒 と し て 道 わ し た る 者 


は すべ で て 、 われ ら が 管 示 を 降 せ し た だ の 人 
間 に す ぎ ず 。 前 た ち 之 を 知ら ず ば ば 、 警 告 
を 受け た 民 に 逐 を 問 ぇ 。 


われ ら は 使徒 た ち を 食物 を 的 ら ざ る 魅 に 造 


ら ず 、 ま た 彼 等 は 永 避 に 生 く べき 身 で も な 
か りき 。 
か く て 、 わ れ ら は 約束 を 全う し 、 音 せ し 者 


た ち を 救い 、 YR 
人 われ ら は 前 た ち に 、 そ の 品位 の 組 と な 
る 経典 を 降 し た り 。 お 前 た ち そ れ が 解ら ぎ 
る が か? ( 注 4) 

第 二 項 
われ ら は 如何 に 多く 罪 深 き 邑 の 住民 を 減 ぼ 
し 、 を の 後に 別 の 民 を 興し た り ぞ や ! 


彼 等 は われ ら の 後 罰 に 気づく や 、 見よ 、 を 
こ か ら 光 【 げ 出 し 始め り 。 

そこ で 、 わ れ ら は 云え り 、[ 逃 れる な か 和 れ 、 お 
前 た ち が 楽 し ゅ し 快楽 の 場 、 お 前 た ちの 住 
大 へ 帰れ 。 お 前 だ たち は その 行状 に RU 
紅 問 せ ら る で し 」 と 

彼 午 は 云 を 4 り 、[ 剖 し に いか な 、 げに 我 人 等 は 不 
義 者 な が りき | と 。 


この 筋 で 意味 し て いる こと は 、 ク タル デーン を 拒否 する も の は 深い 圧し み の 光 に 落ち 入 5、 
は し ご 段 の 一 番 下 か ら 、 
この 事実 か ら 、 ク ルアー ン が 作り ご と や 詩 和 人 の た わせ れ で な く 、 
葉 の 集大成 で ある と わか る 。 


、 ま る に 真 の 神 、 天 地 の 創 造 主 の 言 


第 二 二 一 立 た 20 ャ ナン ヤ 
6 . 巡 *、 彼 等 は > 0 すぎ ず 。 否 、 


人 NHN は の KEKHPIE く 


の GHC 上 


ンプ 


ンタ タ 29 タン ブリ アア ラッ アリ レップ っ p タタ ン 9 
② ら 92 31 うう つや るい 5 ふっ 


る ク 


1 0 衝 えい IIGICG OU 
PP 


CM る に < ヒ 3 
⑨ の JA 


ーー ご レン 


GT 


ン タタミ ラッ ンク 者 も 名 人 25 タタ リラ ラン る る 
ぶ ン の し 』 の う 


OO CAS | 5 


アア アナ ン ラノ ター ラン フン 
ae yu3) 8 


4 86 きみ る 
⑩ の | CAy も を て デッラ 
@S 2。 


YAEICW GRANIE 


Kast5 人 Be 
3 4 


eeuBfWiEt 慈 


レン 
症 神 的 栄光 を 香る で 
混乱 し だ 夢 物語 の 


いと 高き 所 に 昨 り 、 物 質 的 、 
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第 トー 聞 2 
16. 衣 し て 、 彼 等 の 泣き 声 は 、 わ れ ら が な ぎ 困 oz 2 に 2 は 9S 人 BS 
せ し 畑 の 如く 〈 絶 減 せ し むる まで は 止ま ざ 5 ぅ 

き 。 ⑨ ツウ 
17 . われ ら は 天 と 地 、 並び に その 間 ! に ある すべ ン ぅ 2 ぅ レン ンジ 2 イン 
N ZZ 人 [フン 
て の 5 の を 、 戯 れ に 創造 せる に 罪 ず 、( キ 5)  ②CNS ァ 1 香り) RCC 
18. も し 気 博 し を 見 出 き ん と 欲し な ば 、 わ ゎ われ ら 6 持っ 中 る て ラッ ンス 7 
ら ゆ JJUC 5 As っ 
は 之 を 自ら の 内 に 見 出さ ん 。 わ れ ら 6 は 断 じ Go タ J389!0) の 1SDy 
て その よう な こと は せ じ 。( 注 6) ② ous5 る 1 
内 レタ アン ニー ョ ン 2 。2 ン 
19. 否 、 わ れ ら 、 真 理 を 虚偽 に 投げ つけ れ ば 、 の usubOIAE 唄 8。 0 間 G 
を は その 頭 を 砕き 、 見 よ 、 消 滅 す 。 袖 な る 1 
2 タニ ン 1 コ ゆあ アン タ 
か な 、 ぉ 前 た ち が 神 の せい に し た る こと が 。 oe Et の 
20. 天 に ある も の 地 に ある も の 、 す べ て は アッ MOSgo2 8 
ラー に 属す 。 面 し て 、 彼 の お 傍 に ある 者 た ララ フッ 科 
ち は 、 彼 に 仕え て 購 ら ず 、 ま た 傘 み も せ ぬ 。 の OS93 59 
21. 彼 等 は 夜 も 征 も 彼 を 護 美 し 泰 り め 、 た ゆ む こ っ ッ クト 六 る TGCS9W 
と な し 。( 注 7 ) 090 
22. 彼 等 は 死者 を 悪 ら し 得る 神々 を 地上 で 取り ⑥OU 5 oO242J133) の 
得 た る や ? ( 注 8) 
23. も し 天地 の 間 に ア ッ ラ ー ー 以 外 に 神々 が あり 人 1 ン 440 イプ スィ る! Esc 0) 
と すれ ば 、 天 地 は 必ず 荒廃 せん 。( 注 9) き “ の 
れ ば 、 役 等 が 唱え る も の の 上 に いや きか に の OS お 541 の 5 
穴 え ます 王座 の 主 ア ッ ラ ー を 講 美 し 泰 れ 。 
注 5 字 宙 が 単なる な で きみ に 創 造る きれ た の で な く 、 を その 創造 に は 、 神 の 僅 大 な る 知性 が 秘め られ て いる と 


いう こと を 考え れ ば 、 神 が 創造 物 の と し て 創り 給 


ョ ョ フ だ 信 間 は 、 壮 大 で 崇高 な 目的 に 仕 を る べく 創 6 れ だ こと 


は 吸 ら か で ある 。 この 節 で は 、 人 間 は 地球 上 に 神 の 代理 人 と し て 人 造 わ され 、 人 間 は 神 の 美徳 を 映し 出す 鏡 と し 
て 仕 を を る べく 創 ら れ て いる と いう こと が 示 る れ て いる 。 (2 :31) 


注 6 


$ し 、 神 が 何 の 壮 大 な 目的 $ なく 単 な 


や 栄 知 に 才 計 する こと で ある 。 
この 節 で は 、 神 の 真 の し も さと は いか な る も の か が 述べ られ て いる 。 彼ら は ただ た ゆ む こと な く 神 や 人 類 
に 仕え て いる の で ある 。 


注 7 


彼ら は 一 旦 神 の 真理 を 受け 入れ れ ば 、 ど ん な 状況 に あろ うと それ を 捨て る こと は な い 。 
衰え る こと が な い 。 神 を 礼 捧 す る こと は 彼ら の 喜び の 源 で あり 5、 
(13 : 29) 


うと する 熱意 は 、 
みか ら 解 き 放 だ れ 、 


心 の 安らぎ を お ば ぼ ば え る の で ある 。 


中 に 存 る 」 と 述べ た と きれ て いる 。 


注 8 
つ カ は 持ち 得 な い 。 こ の 神 の 属性 に 言及 する こと で イエ ス の 神 性 を 論破 する の が こ 


使者 を 時 6 ら せる こと は 、 神 の み が 成 し 得る ぁ る こと で ある 。 イ エス に し ろ る 他 の 人 に し ろ 、 


大 切な 主題 し な っ て いる 。 


注 9 


この 節 で は 、 多 神 論者 に 対す る 効果 的 で 得 心 の いく 


る な で きみ に この 宇宙 を 創造 きれ た と し た ら 、 


それ は 宰 の 韻 大 


彼ら の 、 邊 理 に 仕え さ 
それ に より 5 彼ら は 不安 や 悩 
モハ ッ マ ド 項 言 省 は 「 私 の 日 の 輝き は 祈り の 


この 神 の 必 が も 
の 節 と その 前 後 や 通じ て の 


《 議論 が な きれ て いる 。 無神論 者 で あろ うと も この 


全 宇 宙 に 行き わ だ っ て いる 完全 な 秩序 を 否定 する こと は で きま い 。 こ の すばらし い 秩 序 を 見 れ ば 、 唯 一 の 法 に 
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20. 


27 . 


26 . 


29. 


30 . 


従っ て それ が 形成 きれ て いる と いう 事実 は 明らか で ある 。 を そし て 法 
の 創造 主 で あり 監視 首 で あら れる 軍 の 唯 


. 彼 は を その な すこ と に つい て 問わ れる こ 


2 
し 、 関 われ る は 彼 等 な る で し 。 


. 彼 等 は チッ ラー 以外 に 袖 々 あり と する か ? 


云え 、「 な ら ば その 証 損 や 示せ 。 こ は 、 我 に 
従う 者 た ち 並び に 我 が 以 前 の 者 た ち へ の 経 

典 な り ] と 。 生 、 彼 等 の 多く は 真理 を 知ら 
ず 、 故に 彼 等 は 之 を 忌避 す 。 


われ ら 6 は 「 わ 所以 外 に 神 な し 、 き る れ ば 、 わ 
れ の み を 往 捧 せ よ 」 と 啓示 する こと な く 、 


液 以 前 に 使徒 を 遺 わ る ざり き 。 
彼 等 は 婦 う 、「 慈 砺 深い 神 は 子 を 設け 給え 
り 」 と 。 ア ッ ラ ー に 讃え あれ 。 厨 、 彼 等 は 


8 3021 5 。 

役 等 は アッ ラー より 先 に 物 云 わ ず 、 だ だ 
アッ ラー の 命 を 奉じ て 行 ug 

アッ ラー 役 等 以前 に ある も の 並び に 彼 
\ 以 後に ある も の を 知る 。 彼 等 は 、 ア デッラ ー 
が 滴 足 の 意 を 表せ ざる 者 は 才 り 放さ ず 。 彼 
寺 は アッ ラー に 上 嘩 れ て 震え を 戦 く 。 

彼 等 天使 の 中 に |「 我 は 彼 と は 別 の 神 な 5] 
と 云う 者 あら ば 、( 注 10) われ ら は その 者 
に 地獄 を 以 て 報じ ん 。 われ ら は が かく の 如く 
不義 な 華 に 報 ゆ 。 


音 に 拓 


ら 宇 宙 を 制御 し て いる 法 も 複数 存在 する こと に な る 。 


な ぜ な ら ー つ の 神 に 
の 神 が 存 在 す る と すれ ば 当然 、 


それぞれ 、 


- 性 が 証明 で きる 。 も し 神 が 複 


宇宙 を 創る 々 だ ゅ に 有 の 法 が 必要 と きれ る か ら で あ る 。 それ ゆえ に 、 
淫乱 が 生じ る の は 人 避け られ ず 、 宇 宙 は ぶつ か り 人 台 


ン イン っ 9 ぅ プ タ プ デラ クウ デン 
⑯ ら L3 283 Uab SEO339 

プン レタ み ン の 6 の Ne 2 タプ ャ ャ 
GAL イ ECIEC の 2 2501 
の の 瘍 2 の の 人 


(OIOW 科 ぐま 人 コ 1GTAK) 
0 の oeSoeG じ > 

eeeEW 肖 4 交 移 
NPCOYTPTCCUWIEGIIID 


リ レラ うり レ 
oe 
⑯ 9 し 58 Op 
dh 9 プッ 8 ゥ ノン ゅ イッ レ 
we し 3 3Jo1 CS らん 
っ る 電 ai 


お 人 8 は もの 
と レッ > F」 3 リン ミン ン 
2 


が 唯一 で ある と いう こと か ら 角 然 に 、 宇 宙 
複数 存在 する と し た ら 、 当 然 の こと な が 


の 


も し 複数 
合っ て 粉々 に 律 け 散っ て し まう 


こと で あろ う 。 以上 の こと か ら 6、 す で て の 点 で 同等 の 3 入 の 神 が 存 在 し 、 共 に 宇宙 を 創り 9、 制 御 し て いる な ど 


と いう の は 全く て ば か げた あり 得 な い 話 だ と わか る 。 
注 10 神 性 を 要求 する 者 が 、 そ の 謀っ た 要求 ゆえ 前 せら れる の は 、 来 世に お いて の み で ある が 、 不 実に も 預 
言 者 性 を 主張 する 詐称 省 、 い か る ま 師 は まる に この 世 で 、 副 せら れる の で ある 。 彼ら は 、 死 、 破 減 に 章 過 し 


彼ら の 組織 は 全て 、 ま る に 
扱い が 胡 う の は 、 神 性 を 主張 する こと の 思 か きる は 昌明 で ある と いう 事実 ゆえ で あり 、 
る 者 は 、 あ えて この 世 で 前 せら れる に は お よ ば な いか ら 5 で ある 。 し か し な が ら 、 
め ら 6 られ だ と し た な ら ば 、 罪 な き 人 々 を や を だ まし て 、 己 の 虚偽 な る 主 娠 を 受け 入 礼 る せる 
を の よう な 者 は まる に この 世 で 、 
又 、 を の 使命 が 果 た だ きれ る こと も 許さ きれ な い の で ある 。 


著 は 、 も し 無罪 放免 を 認 
こと に 成功 する 可能 性 も あり える 。 そ 和 れ ゆ え に 、 
壊 を 経験 きせ られ 、 長 生き は 許 き れず 、 


この 世 で むだ に な っ て し まう の だ (69 章 45 一 48 節 )。 こ の ょ うな 2 種類 の 証 称 者 の 


その よう な こと や を 主 明 す 
項 言 者 性 を 不実 に も 主張 する 


最終 向 に 、 敗 北 、 到 走 、 破 
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第 二 十 一 章 アル ・ ア ン ビ マヤ 
系 三 項 ア と 

31. 不信 心 才 撃 は 、 天 と 地 が 相 い 寄り た る 一 個 攻 多 9 CPKIPOTITG3PC 1 

の 義介 な り し を ゎ れ ら が 2 82222 
る こと を 、 解 ら ぎ ざる か ? 面 し て 、 われ ら は 、 ぽ の ぴょ ClogUkz3 NRGG 

水 よ りす べ て の 生物 を 創造 せり 。 それで も 2 が 
役 等 は 信 ぜ ざる か ? ( 注 11) Oo ウ あう | 

32. また 、 わ れ ら は 、 大 地 に 診 岡 な る 山々 を 据 KC2 4 NPCPrP 122 
な 、 は て 犬 地 が 描 れ 動か ぎる よう に し 、 る で 〇 9 ゥ 陸 っ の mm 0 タタ ン 

上 、 彼 等 が 正しく 導 か れん が た め に そこ KC 人 プ 046 W9 和 CH お 

に 広い 道 を 造り た り 5。 

33. 更に われ ら は 、 天 を も っ て 、 し っ か りほ 支 時 4 
え 座る 屋根 し な し ぬ 。 然 る に 彼 等 は 、 そ の 
神 光 を 願 み ず 。 ( 注 12) つ ⑰ 〇 ゅ ら ょ っ ら 人 

34. 彼 こそ は 、 居 夜 を 創り 、 そ の 軌道 に 沿っ て うこ て 計 2 ROWC 
迅速 に 走る 太陽 と 月 と を 創り 給え し 御方 な 222 の 0 の 2 
り 。 ( 注 13) AIt 半 2263 

35. わ れ ら は 次 以前 の 何人 に も 、 不 死 の 命 を 反 る @ ss? り EAIEC US 49 ヒ ィ 
けた だ る こと な し 。 それ で は 、 液 は 死す と も 、 

注 11 本節 は 、 舎 大 な る 科学 的 真実 を 指摘 し て い る 。 宇 古 の 前 物質 的 段階 に 店 及 し 、 全 宇 宙 、 特に 太陽 系 が 、 


非 結 高 質 、 是 雲 状 集団 か ら 6 発達 し た と いう こと を 主張 し て いる よう に 思わ 届 
し ゅ た 法則 に 応じ 、 物質 の 固まり を 分 死 る せ だ ただ 。 


F 市 と 同様 に 、 


使 し 、 至 高 な る 計画 に 従事 し 、 物 質 の 央 まり を 分 裂き せ 、 
だ の と 同様 の 方 法 で 神 は 混乱 し た 考え の 窮地 に 浸っ た 世界 に 新しい 精神 了 向 秩序 を もぉ 5 たらす の で ある 。 人 類 が 、 


道徳 的 誠 落 の まっ や み に 防 り 、 精 神 的 ふん 凍 気 が 濃厚 
み を 揺 き ぶる 天 の 使者 を 違わ し て 御山 身 の 美徳 を や 表 き れる た め 


失神 的 宇宙 も また 、 


3 


る 。 神 は 、 神 自身 の 手 に より 動か 


その まばら と な っ た 小片 が 、 太陽系 の 単位 と な っ た の で ある 。 

(Harold Richards 著 "The Universe Surveyed" 及 び Fred Hoyle 著 “The Nature of Uniyerse") 
神 は ホホ か ら 全 て の 生命 を 創造 し た 。 物 抱 的 字 
だ 定形 の 集団 か ら 6 発達 する の だ と 、 本 節 は 合意 し て いる よう に 思わ れる 。 神 が 、 
その 結 : 


その 後 、 
淫乱 し だ た 考え 、 超 か な 信念 と いっ 
神 の 絶対 的 に 確実 な 知恵 を 駆 
: こ な ご な と な っ た だ 小片 が 太陽 系 の 単位 と な っ 


… 面 に 広がる 精神 的 賠 や 
> 地名 起こ す の だ 。 人 する と 、 マ てこ の 混 老 し 、 生 


命 の な い 人 道徳 的 牙 沙 と 精神 的 退廃 の 固まり か ら 、 精 神 的 宇宙 が 7 ミ れ る の で ある 。 を の 精神 的 字 宙 は 、 中 央 か 


ら 広 が り 始 め 、 最 終 的 に は 全 地 球 を 包 合 


注 12 

で あり 、 
の 天 の 組 織 体 は 、 地 球 及 びそ の 住民 に 、 非 常 1 
赴き る 、 箸 る か ら の 保護 手段 で ある 


太陽 、 
これ ら 組 織 体 の 動き に お いて は 、 


ょ 同様 に 、 


な 影響 を 及 ぼ す の で ある 。 


し 、 そ の 刺激 か ら 6 生命 お よび 進む べき 方 向 を 受け 入管 る の だ 。 


月 、 惑 星 、 星 や 伴う 太陽 系 は 、 倍 百 万 年 も の 問 存在 し 続け た 秩 謀 の と れ 、 よ てく 統制 きれ た 組織 
な ん ら の 無 秋 庁 も 、 
に 有人 益 な 影響 を 与え を る の で ある 
大 は 、 好 球 に 対し て の 保護 の 役割 を 昌 た し 、 天 体 は 、 人 人 類 に 有 僧 


電 脱 も 締 験 し た この が な い の で あっ だ 。 これら 6 
。 硫 根 が 、 家 の 住民 に 対し て 、 雨 、 





注 13 


上 で の 人 間 の 存在 に と っ て は 不可 欠 な も の で ある 。 


夜 と 午 、 太 陽 と 月 は 全て 、 神 に よっ て 創造 きれ 、 そ れ ら 全て が 人 間 の 必要 性 を 満た す の で あり 、 地 球 
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リップ ズ ツ セ イヤ 
彼 等 は 永 中 に この 世 で 生き る と 云う か ? の AM る 
( 注 14) 1 
SI フン ルイ と コン あと の の 99 
36. 人 は みな 死 を 味 わ る れん 。 わ れ ら は 補 福 の っ て 計 U 2j 引 AS > り 5 
試練 を 用 いて 、 jp 前 た ち を 試す な り 。 還 し 二 
て 、 お 前 た ち 、 必ず わが 許 に 連れ 戻 きれ ん 。 @ ら 6 だ 42 人 AA 
クタ 2 る ii る < 
AKGb 
に 立 二 の も の 才 な の が も 320 を ai 
深い 神 の 訓 戒 を 拒否 する 者 、 を は 彼 等 自身 2 
な り 。 ②⑨ ら 2824 
『 こ ゝ ー『 中 エミ ヽ バグ ッ ッ イ っ ey 
38、 人 間 と いう も の は せっ か ち に 出来 て いる 。  S5 ぷら 1 らら Us Gi SM 
わが 挫 兆 を 必ず お 前 だ た ち に 見 せ て や る か 
ら 、 わ れ を せき 立て る こと な か れ 。 (OO CCO 
39. する と 、 彼 等 は 云う 、「 お 前 の 言葉 が 本 当 な ⑨⑲ 〇 ゅ 2 スレ ュー 下島 ン ン 
Juo AO OL し UE dl1AA の っ の yy 5 
ら 、 そ の 約束 は 何時 実行 きれ る か を まあ ッ 8 
2 の ン 5 て 、 2 ブッ ンプ 
40. も し 不信 心 者 だ も が 、 を その 顔 や 背 を 業火 か を 2 と OCS 5 0 の JA 
ら ( 注 15) 防ぎ 得 ず 、 ま た 救 わ れ ざ らん こ ノッ アン アッ ク 
と を 知る な ら ば ! My 
41. 否 、 を は 彼 等 を 不意 に 襲い 、 毅 き う うた ん し 2 2 
う 〇 らら いい る こる 5 くら) 
せ し せ べし 。 さ れ ば 、 彼 等 は 之 を 押し 戻す の の 
- 能 わ ず 、 ま た 猫 子 せら る こま とも な か る eo 
べし 。 ( 注 16) 時 
> い VF フェ バア の ぅ 9 
42. げに 潜 以 前 の 使徒 た ち は 天 弄 せら れ た だり 。 CAUUSBS 0 ンタ の 6 う 
きれ ど 、 役 等 を 発 せ し 者 ども は 、 そ の 咽 に 8 
うす 9。 ラ ブウ る 5 122・ 
発し た も の で 包 閉 きれ り 。 ご 〇 うち 6 4 2 
注 14 斑 な る 根 言 者 以前 の め る まる ざ まな 法律 や 宗教 的 組織 は 全て 、 精神 的 腐敗 、 破 減 に 下る 夢 命 どっ だ の だ 。 


時 の 果て まで 生き 下 び る の は 、 回 な る 預言 者 の 法律 - イ スラム 教 筆 法 の み で あっ た 。 本 人 節 が また 合意 し て いる 


es と は 、 


遠 ・ 永 久 と は 神 自身 りみ に 見 られ る 特性 な の だ 。 


注 15 
燃え 尽き て し まっ た 。 彼ら は イス ラム 教 に 向かっ て 、 剣 を 抜き 、 


顔 や や 」 と い 四 分 だ た ちの 前 で 目 に する こと に な る 浪 を 意味 する 。 す な わ ち その き ぎ ざし が 、 明 ら 5 


[業火 | と は ここ で は “戦争 の 火 " 


2 う の は 、 彼 ら が 、 


いか な る 人 人間 も 、 腐 改 や 死 か ら 免 和 れ な いし 、 聖 な る 大 言 者 で すら 6 も ぅ 同様 で ある 


を 意味 する 。 不 信者 た も は 、 火 を つけ 、 


と いう こと で ある 。 氷 


自分 た ち 自 身 が その 中 で 、 


その 剣 に よっ て 、 減 び て し まっ ただ の だ 。「 そ の 


か に 判然 ほす る だ ろう と いう こと で ある 。「 そ を その 背 を 」 と た いう の は 、 を の 前 が 彼ら に 突然 、 だ し ぬけ に 襲い か か 


る で あろ うと いう こと を 意味 し て いる 。 


倒す る こと に な る で あろ う 。 
本 節 で の 言及 は 、 お を らく は 、 ク ライ シュ が 完全 に 不意 打ち を 食わ る れ 、 す っ か りう ろだ えて し まっ 
た 際 の メッ カ の 陥落 に つい て の こと で あろ う 。 


注 16 


きる ら に は 、 そ の 六 は 彼ら 全て 一 指導 者 た ち 、 そ し て 一 般 の 人 間 - 一 を 圧 
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豆 


43、 


44 . 


4 . 


47 . 


48. 


49. 


50 . 


注 17 
あろ うと の 誤っ た 認 
室 時 代 が 長 び く こ と が 、 


. 耕 、 わ れ ら は こ 


第 四 項 
云え 、 「 信 夜 あ を と わ ず 、 慈 竜 深い 神 の 起り に 
対し て お 前 だ た ち を 護る 者 は 誰 ぞ ?」 と 。 然 
る に 彼 等 は 、 そ の テ 壮 を 信ずる こと を 願 み ず 。 
それ と も る 彼 等 は 、 わ れ ら 以外 に 、 自 分 を 議 
り 得 る 神々 を 有する や ? それ 等 の 神々 は 
己 れ 自身 を も 護る こと 0 また bo 
の 攻撃 を 防ぐ こと 能 わ ず 。 
これ 等 の 者 並び に 、 そ の 仙 祖 た 
ち に この 世 の 昔 楽 を 与え 、 そ の 命 を 永 が ら 
し め た だ た り 。 彼 等 は 、 わ れ ら が この 地 を 訪れ 、 
外 郵 か ら 縮 小 し つつ ある を 見 ざる か ? ( 注 
17) 彼 等 は 果して 勝利 者 た り 得 る や ? 
云え 、「 我 は た だ 天 啓 に 従っ て お 前 た ち に 警 
告 す る の み ] と 。 さ れ ど 、 志 者 は 、 警 告 き 
れ て も その 呼び か け の 声 が 聞け ず 。 


狼 し な が ら 、 主 の 罰 の 気配 すら 感じ た だ け 
で 、 彼 等 は 必ず 悲 唱 を 上 げ る 。「 あ あ 、 情け 
な や 「 げに 我 等 は 不義 者 な りき ] 


われ ら は 公正 に し て 正 稚 な る 衝 を 最後 の 審 
判 の 日 の た め に 設け ん 、 さ れ れ ば 何人 も 不当 
に 過 せ ら る る こと な し 。 た と い 共 子 茶 の 竹 
子 の 一 粒 の 重き な り と も 、 わ れ ら 5 は 之 を 
ら か に せん 。 わ れ ら は 清算 者 と し て 万 全 な 
5 。 ' 

われ ら は モー ゼ と アロ ン に 、 義 し い 者 に 
と っ て は 識別 と も 光明 と も 、 ま た 訓 戒 と も 
な る も の を 与え を だ り 5。 

Peh ゆ あか md 

て 恐れ お の の く 〈 く 者 た ちな り 。 


アル * ア ンド マヤ 


1 う ン で 2 の (5 4 
っ od も 2 


の 甘 す し 
| eo も っ 和 あら 
220 フン イン っ タク 。。 ラッ タタ ンマ の 
om りら oO 人 


タタ ン レン 


⑳ の ぶら し っ ) の > 24593 | の の 
APJe と 9 gi 
4 タル タン いみ "NG3 SI 641 


1 の うと 
7 290 5 2 


る 5 N UM じ ら 1 山 
@O わ いう じ 131 AU 
SI 
@oubY LE 
At 信 MBU チ 2B ス 4IEGPWITS つ し 
び ば の > dU 67 63 2 0 
oe も お 32CS1 


NIR 


51 3 


5o6541O 2! | う タ 
うう ゆう (の っ の じ 


AO し うら | 
ン 27 ふも 9 
⑥ の 562 2 


ある 国民 の 国家 の 繁栄 の 時 代 が 長く な る と 、 そ の 国民 は 、 自 分 ら の 繁栄 や 進歩 が 次 を る こと は な いで 


識 を する よう に な り 、 を の 結 時 、 


横柄 に な 
没落 の 原因 ほな る の で ある 。 本節 で は 、 不 信者 た ち に 、 
と いう 物欲 し げ な 考え 、 感 偽 の 自記 満足 を 特に 持 だ ぬ ぬ よう 警告 


向 か ら その 土地 を 減ら し 、 縮 小 し つつ ある の だ 、 つ まり 、 


り 、 心 は か だ た だく な に な る の で ある 。 従っ て 、 肖 
進歩 や 繁栄 が 無限 に 続く て の だ 


イス ラム 教 は 、 あ ら ゆ る 家 、 全 て の 社会 阿 地 域 や 階 


局 に 侵入 し て いく の だ と いう 事実 に 日 を 閉じ て いま わな いよ うに と 言っ て いる の だ 。 
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第 一 トー 間 


51. 布 し て 、 こ の クル アー ン は 、 わ れ ら が 降 し 
だ る 有難 い 訓 疲 な り 。 然るに お 前 だ た ち 、 な 
ぉ 之 を 拒む か ? 

第 五 項 

52. その 昔 、 わ れ ら は アブ プラハ ム を 指導 せり 、 
彼 が を の 器 で ある を 知り た れ 層 と で そ 。 

53. 彼 が その 父 並 びに を の 民 に 向っ て 、| 貴方 が 
た が か 程 夢中 に な る 、 こ れ 等 の 偶像 は 何者 
ぞ ?】 と え し 時 、 

54. 彼 等 は 答え り 、「 我 等 は 、 先祖 た ち が 彼 等 を 
捧 す る を 見 だ た り | と 。 

55. アブ ラ ハ ム は 云え り 、「 費 方 が だ 自身 並び に 
商 方 が た の 先祖 た ちち る 明 ら 5 か に 誤 れ り 」 と 。 

56. 彼 等 は 云え り 、「 液 は 本 当 に 我 等 に 真理 を も 
た らし た る か 、 そ れ と も 冗談 を 云う の か ? ]」 
。 

57. ア プラ ハム は 答え り 、 「 否 、 貴方 が た の 壮 は 
天地 の 主 、 そ れ を 創り 給 う た 御方 な り 。 布 
し て 、 我 は 、 を その 証人 の 一 人 な り 。 ( 注 18) 

58. アッ ラー に 的 っ て 云う 、 條 方 が た が 背 を 回 
け て 去り し 後 、 我 は 必ず 貫 方 が た の 往 像 に 
対し て 策 を 施 き ん 」 と 。 

59. そこ で 彼 は 、 巨像 一 体 、 2 

し ょ 思い 、 を 残し 、 他 の 朱 く 打ち 砕き 
り 。 

60. 彼 等 は 云 b 、[ 我 等 の 神々 に 対し て 誰が 之 
を な し た る か ? げ に を その 者 こそ を 不義 者 な 
pl 潜 g 

61. 他 の 者 は 云え り 、「 我 等 は 、 グン の と 呼 
ば れる 若者 が 、 侍 々 を 悪し 様 に 云う を 開け 
ボ 3 

注 18 

岳 し て いる 。 神 の 使者 た もち は 、 単 に 、 

招 て の で は な く 、 


アル ・ ア ン ビ マヤ 


9 征 PE CT 。 ジョ 
の Oz 1351 うう 
る レタス 、 8 aa ッ ン | ュ ン プン 
ちの の 62921KSS9 3 
で ンプ 2 ij 
@⑨ oy も 


ピコ 


デ デン 


の OBCSUoaGeS225905 間 
の oe 叶 時 

ue じ > 40 和 HI 
ai 3 内 SEG 人 


@os1Ogci2tSb IST 本 5 


> o、。 。 っ の 2 ルレ 1 ン フイ クィ イン イレ 
Ge elSSA53 び 6 
@ の Je AA3E 人 25 どら あら 


ん ラ タ 


23337 KC2E2SGAesYAb63 
② 〇 っ ァ ひっ 


29 2 が の 1 グ の s ン グー ニーズ の 5 タ プレ ンプ る 
@5 誠 | の MAKIIRNE 


ooo23E5bS の 呪 


5 グン か 


2A あ | 1 5 1 IOM 32 


本 人 節 で は 、 神 の 使者 た ち は 、 神 に つい て 語る 際 に は 、 個 人 的 経験 か ら 話 す の だ と いう 主 高 の 真実 を 指 


入間 の 理性 が 神 の 存在 を 信じ る こと を 妥 状 する だ め に 人 人間 を 神 の も と に 
| 分 な 確信 と 、 確 回 た る 信念 や も っ て 、 人 間 を 神 の も と に 招く て の で ある 。 12 章 109 盆 ) 


ー 499 一 


還 
> 
うさ き る 


稚 一 一 京 アル ・ ア ン ビ ど ヤ 





62、 彼 等 は 云え り 、「 き れ ば 役 を 公衆 の 面前 に 由 も 人 を ン za」15E 
き 出 せ 、 ( 注 19) 恐らく 皆 が 証人 と な ら 6 llc も MM6 
ん 」 


63. 彼 等 は アプ フラ ハム に 向っ て 云え り 、「 お お 、 2 LAC SNR ? 
アブ ラ ハ ム よ 、 我 等 の 神々 に 之 を 為 せる は 2 MS タッ 


炊 な さる が か が? と 。 
0 


64. 6 ラ ハ ム 縮 8 「 然 り 、 確か に 何者 か 223 は か ラグ 453 ぴ 回 
が 之 を な せり 。 こ に 偶像 等 : の 頭 あ り 。 も つ ジ 3 の 3 


し 怖 像 等 物 云 わ ば 、 芝 を 偶像 等 に 閉 ぇ 」 と 。 の ら の 
( 注 20) 


65. か く て 役 等 は 自ら 放 み て 、 云 えり 、「 誤 り し 2 2 る 7 る 24【 る < IN 
! の OM え 81 1 ao 5 
は 、 げ に 我 等 自身 な り | と 。 上 


66、 し か る に 、 役 等 は や が て 、 邪 亜 な 以前 の 状 りう 別 約 じ ら A2 2 AS) 8 7 ぶ 
感 に た ち 返 り て 、 云 えり 、「[ 湾 これ 等 の 神々 ン ッ クシ 
が 物 云 わ ね こと を 確か に 知り ね ] と 。 ⑨ 


67. アブラ ハム は 云 ん り 「 な ら ば 貴方 が た は 、 > を ラン ン [ ン 205 
| 
アッ ラー の 代り に 、 少 し も 毒 に も 薬 に も な CT PR AS 人 


ら 兄 神 々 を 和 祭 め 夫 る か ? Go 965 作る 


68、 い や は 中 、 情 け な や 次 方 が だ 、 並 びに アッ ステ [」 ッ ク 2 ン ぅ タ 92 ン に 
の 〇 2 うと ど 〇 5ous5 じ 1 2 人 
ラー の 代り に 貴方 が た が 県 め る 神々 は 。 こ に レン ン 』 ビ ンー ル う eJ に] 


れ で も 貴方 が た まだ 理解 し 得 い か ?] 症 OGA 


69. 役 等 は 云え り 、「 彼 を 火炎 に し 、 我 等 の ント ラテ クタ ョ ョ ン クス カン 
0 (IGP の SIPCE1 3 な ES コ FLE 


神々 を 救え ん 、 い や し くぅ 何事 か を な さん と 
ずる な ら 』 と 。 


70. を そこ で 、 わ れ ら は 云え り 、「[ 火 よ 、 冷た く な 2 の IAW 2 MOE 
] 
れ 、 ア プラ ハム は 安泰 な れ 」 と 。 ( 注 21) ⑨2 め の ゆ jzG め DU 


注 19 リフ ラバ がい 大衆 の 衣 に 召喚 る れ た 理由 は 、 彼 が 但 像 を 非 名 す る の を 開い た 才 が 彼 に 不利 な 証言 を 
する だ めか 、 彼 に 不利 な 証拠 を 征 に し 、 ど ん な 神 を 彼 に 与 た る べき か を 決定 する た めか 、 又 は 、 彼 に 課 き る こ 
と に な っ て いる 罰 を 、 彼 ら が 日 可 す る た めか の どれ か で ある 。 
注 20 本文 で 与 を えら れ た だ 忘 味 の 他 に 、 5200IR CAD 
に 、 削 慣 と し て 皮肉 的 に 話 き れ て きだ も の で も ある 。 こ の 地 合 、 の 語 の 意味 は 、 次 の よう で ある 。" な ぜ 私 が 
これ を 人 為 し て し まう で きだ っ だ の で あろ うか 。 條 6 の 支配 者 が これ を あし た か 6 し れ な い の に "これ に よっ て 、 
事実 が あま り に 明らか で ある $ の で 、 私 が これ を 人 為 し た こと を 双 うう 余 地 ち な けれ ば な ん ら の 説明 も 必要 な い の だ 
と いう こと を 意味 し て いる 、 ア プラ ハム は 、 ま ず 偶 像 を 破壊 し 、 そ し て も し も 話せ る の な ら ば 、 偶像 に 誰が 、 
偽 像 を 破壊 し た の か 共 げ る よう 妥 求 せよ と 信者 に いぼ むこ と に より 、 人 々 を 発 難 し 、 役 の 偶像 崩 捧 の 慣習 の 空 
成 さ き を し み じ み と 誕 え だ よう で ある 。 
注 21 火 が いか に し て お きま っ た か に つい て は 、 語 られ て いな い 。 折 よい 陳 、 ま た は 激しい ハリ ケー ン に よっ 
て 、 打 きま れ だ の か も し れ な い 。 い ずれ に せよ 、 神 が 、 ア プラ ハム の 解放 に 至っ た 状況 もそ ひき 起こ し た こと に 変 
ご 500. 
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71. 彼 等 は アブ グラハム に 危害 を 加え ん と 護り し 


が 、 わ れ ら は 役人 等 を 最悪 の 失敗 者 た らし め 
PA 

し か 

町 し て 、 わ れ ら は アグ ブラ ハム と ロト を 救い 、 


の ざい う り | る 226 IS る 555 


の 2212 





72. 
われ ら が 万 民 の た め に 祝福 せ し 土 地 へ 彼 等 2 
を 導き た り 。 ok 
し か g イ クン 
9 9 ノ 2 タラ ン ン ょ る 1 で 
73. 面 し て 、 2 - イ サク を 授け 、 ま た AS22055 て の 5 てら 思 E う 
老 し し て ヤ ュ ブ も 授け 、 彼 等 を 皆 義 し い 人 MM 義 WI 
と な せり 。 の GLJu 
74、 耐 し て 、 わ れ ら は 彼 等 を し て 、 わ れ ら が 命 ラン の の し 4 を 2 
を 泰 じ て 人 々 を 導く 指導 者 た らし め 、 ま た " 
g ュ ン 2 プター プア 。。 5 。 デ 
放 示 を 降 し て 、 斗 行 を 積み 、 礼拝 を 信 守 し 、 EL 251 ち AO 6 
施し を 惜しま ぬこ と を 彼 等 に 命じ た り 。 る し 2 
れ ば 、 彼 等 は 、 わ れ ら の み を 崇拝 せり 。 @ の ug 92 還 
ブッ ン 2 タ 1 2 マン ンプ HI 
75. まだ ロト に は 、 わ れ ら は 知恵 と 知識 と を 免 0O2 CO 3 し 5CS 人 8 
し の 面 し て 、 われ ら は 忌まわしい る 了 放 に っ プア ブイ ーッ クン ウン 1 ゲッ タイ レク ッ こ 1 
よ け る あの 曲 か ら 、 彼 を 救出 せり 、 げ に 彼 。 "の め め どっ の Ss PA 
等 は 邪悪 に し て 、 反 逆 的 民 な りき 。 @ の Ms 
76. な れ ど 、 わ れ ら は ロト を われ ら が 慈 悲 の 中 ② ら ue Ua 1 1 ピュ ン タン 28 AN 
に 入る を 許し た り 、 彼 が 本 当 に 装 し い 人 間 MOI つり ウ oo 
な り し が 故に 。 
第 六 項 
77. ノア が 、 声 を あげ て われ ら を 喚 び し 時 101 MR 和み ッ 。 コ [ イ し る 83 
内 ョ + 由 人 
と を 思い 起 せ 。 わ れ ら は その 祈り を 開 see “ 0 KP) 
9 大 災害 か ら 彼 と その 家族 と を 救 の Ab っ oy 2 4041 
出せ り 。 | 
78. 証し て 、 われ ら は 、 時 4 合 認 せ su | ドド NIS う 
る 者 ども に 対抗 し 、 彼 を 助け り 。 ば げに 彼 等 De 人 6 > レック る 
は 邪悪 な 民 な り し 導 、 生計 『 湯 死 の CNT の の 1 
せしめ た り 。 
わり は な い 。 天 の 信 跡 に は 、 常 に 神秘 的 要因 が 存在 する 。 ア ブラ ハム が 火 か ら 6 救い 出 き れ だ その 方 法 $、 本 当 


に すばらし き 何 跡 で あっ だ 。 ア プラ ハム が 火 の 中 に 投げ 込ま れ だ た こと は 、 ユ ダ ヤ 人 の みな ら ず 、 束 方 の キリ ス 
ト 教 徒 に も ぁ 信 じ ら る て いる 。1 月 25 日 は 、 こ の 事件 を 記念 し て 、 シ リア カレ ンダ ー で 特別 扱い の 日 と きれ て い 


る (Hyde, Te Rel. Vet Pers., P73)。 また 、 


IMfdr. Rabbah on Gen. Par. 17, Schalacheleth Hakabala 2, 


な 


(で 


ゃ も! て さ 


アル ・ ア ン ビ マヤ 


。 ラン ター < パイ クン タ アリイ タン レロ ン ン 
0 は oo 06 うう 





79. まだ 、 ダ ビデ と ソロ モン が 、 或 る 者 の 羊 が 
夜間 迷い 出 て 作物 を 荒し た る 時 、 ( 注 22) 


も と 


き を な し た る こと を い は ラン る 2 ライ 2 る 
そい ぞ れ 独 自 の 裁き を な し た る こと を いる 2 し 03 8 


起 せ 。 わ れ ら は その 肖 判 の 証人 な りき 。 
ぃ ee 了 較 本 1 ラ ラ 之 ン 
80. われ ら は ツ ロ モン に 、 その 事件 に 対す る 正 ATCf4CO WV EE 人 F 
し い 知 力 を 与え を た り 。 わ れ ら は 両 名 の それ の 
Ku ー ェ #ー ー ニ 本 > ー や や MM / 上 タ 2 4 ? グ ノッ で 
で れ に 知恵 と 知識 と を 与え た り 。 特に ダビ ES oe JCaU 5 の し 込 2 
デ に は 、 わ れ ら 山々 と 鳥 だ た ち を 従わ せしめ ゅ 、 前 
われ ら の 護 美 に ダビ デ と 倍 に 協和 せ し ゅ た OXO や ここ 
り 。 こ は すべ て われ ら が な せる 技 な り 。 
9 Ke ーッ ンー を グイン ルン 59 る 
1. まだ 、 わ れ ら は 、 お 前 た ちの た め に 鎧 を 迄 (ちろ 2。 居 ゆみ AEo 2 う 
る 術 を 役 に 教 を ん たり 、 ( 注 23) そ は 人 々 に 


お 互い の 聞 力 か ら そ の 身 を 防ぎ 衛 ら し めん の 0 る も 
が た だ め な り 。 こ れ で も お 前 た ち 感 謝 の 念 が 
湧か ぬか ? 

82. また 、 わ れ ら は 、 烈風 を ( 注 24) ソロ モン 1 45 482 じ る おう 80 と 
に 従わ せしめ だ り 。 典 は ソロ モン の 意 の ま 0 の で 2 


と ? ァ の 寺 / > エッ タン 」 ぅ る うっ ン > 
ま に 、 わ れ ら が 祝福 し た る 国 に 向い て 吹き 30ーau 32S じ の Go の | 
つけ り 。 わ れ ら は すべ て の こと を 知る 者 な - 


5 。 ②CyuJe 


LIP 


83. まだ 、 わ れ ら は 、 彼 の だ め に 洪水 し 、 か た の じゃ ン 鐘 2 ク 2 タ る ラン ABL 6 


わら 他 の 仕事 も な す 潜 水夫 を 彼 に 従わ せ し 放 5 8 
め た り 。 面 し て 、 彼 等 を 見 張る は 、 わ れ ら の の Os 2 の 30565 で 
な り 。 ーー - 





邊 22 表現 の 美しき を 増す た め に 、 本 節 お よび 後続 の 数 人 節 に お いて 、 隠 貴 的 言語 が 用 いら れ た だ 。「 作 物 ] は 、 
ソロ モン の 国 を 意味 し 、「 或 る 者 の 羊 は 、 ソ ロモ ン の 国 に 攻め 入っ た 野性 的 で 、 略奪 に よっ て 生き て いる 近隣 の 
部 族 の こと を 表す 。 こ こ で は 、 ダ ビデ と ヒ ソ ロ モン が 、 そ うい っ た 野谷 な 部 族 の 腐敗 を 一 掃 し 、 打 ち も 砕 くだ め に 
採っ た 政策 に つい て の 言及 が な ぁ る れ て いる 。 ダ ビデ は 、 偉 大 な る 戦士 で わっ た た め 、 強 硬 な 政策 を と る こと を 
文 持 し た 。 し か し な が ら 、 ソ ロモ ン は 、 各 健 な 政策 を 追求 し それ ら 部 族 と 友好 条約 を 結ぶ こと に ょ より 、 味 方 
に ひき 入れ だ いと 考え た 。 

邊 23 本 分 で は また だ た 、 ダ ビデ 軍事 力 お よび 彼 の 戦闘 壮 具 、《 き りか た びら を つく る 技術 の すばらし き に つい 
て 、 萬 用 きれ て いる 。 ダビ デ は 、 僅 大 な 征服 を 成し遂げ て きた 手段 に より 、 き ま ぎ ざま な よろ いか ぷと を 発明 し 、 
発展 る させ だ 。 彼 の 代 に お いて 、 イ スラ エル 王国 は 、 その 権力 の 頂点 に 達し た 。 それは 、 イ スラ エル の 歴史 に な 
ける 音 金 時 代 だ っ た 。 

邊 24 ソロ モン の 毅 は 、 ペ ル シ ァ 溢 、 紅 海 、 地 中 海 を 往復 し 、 そ し て 、 定 期 的 な 貿易 が 、 パ レス チ ナ と ペル 
シ ァ 浴 、 お よび これ ら 2 海 の ま わり に 位置 する 国 と の 問 で 行わ れ て いた よう だ ( 列 王 紀 第 1 巻 、10 章 27 一 29 節 )。 


"チュ ロス の ヒラ ム と 協力 し 、 役 は 、 一 定 の 間隔 を お いて 地中海 の 港 で 質 易 を 行い 、 金 、 銀 、 集 牙 、 き る 、〈 
じゃ く ぞ 持ち 込む 外洋 航行 の 船団 を 維持 し た の だ ( 別 王 紀 第 1 巻 10 章 22 餅 、10 章 2 ダ 一 29 菜 代 史 賠 弟 2 巻 


ーー902 





64 . 


9O. 


60 . 


87 . 


68. 


69 . 


まだ た 、 ヨ ブ が 、 声 を あげ て その 主 を 喚 び 、 
| 我 は 災難 に み ま わ れ た だ た り 、 液 は 蓄 悲 を 垂 
和 れ 給 う 者 の 中 で 最も 落 甘 深 き お 方 に まし ま 
す 」】 と 云い し 時 の こと を 思い 起 せ 。 

われ ら は 彼 の 祈り を 開き た だ たれ ば 、 身 に ふり 
か か り た る 災 将 を 除き 、 その 家族 を も と に 
戻し た の みか 、 准 族 を 倍加 し て 之 を 彼 に 賜 
わ ちり だ り 。 す な わ ち 、 こ は われ ら よ ょ より の 慈 
宗 に し て 、 且 つ 裳 拝 者 た ち へ の 訓 戒 な り 

イス マエ ル 、 イ ドリ ス 、 ズ ー ル ・ キ フル た 
ち ( 注 25) を 思い 起 せ 。 皆 堅 忍 不 抜 の 者 な 
りき 。 


され は ば は 、 わ れ ら 6 は 彼 等 を 、 われ ら が 慈 甘 の 
中 に 入る を 許し た り 。 げ に 彼 等 は 義 し い 者 


7 
まだ た 、 ズ ル ・ ヌ ー ン が 立腹 し て 出 で 去 り し 
時 を 思い 起 せ 。 ( 注 26) 彼 は 、 われ ら が 決 


し て 彼 を 苦し ませ な いと 考え 、 暗 時 の 最 下 
に 和 在り て 、 声 を あげ て 評 う 、 「 流 の 外 に 神 な 
し 。 故に 栄光 あれ 。 ば げに 我 は は 誤 れ り 」 と 。 
ゎ われ ら 6 彼 の 祈り を 開き た れ ば 、 を その 不幸 か 
5 役 を 救い たり 。 か く の 如 く 、 わ れ ら は 信 
仰 す る 者 を 救い だ す 。 


ン ン ッ ジ 
ンス イン の る ンマ ン 37 ol 


で ASS GO 5 (の 


4aUASU3 も いら の EE 


wm アラ タグ ウタ ンス ぅ の 


と へ つっ =) な る ふう っ 2 


(の 9 や WI 
レ 。 先 あい ろ レラ クン 2 > 人 49 4 ぁ 
ら う os)5 3 とう 5 13 
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プン ォ ン う ・ う 291 ルッ グ 


つき AAeoI う 


ン ン セラ 5 


852 て 25。 和 3 
CN PE 3 giE3 2 
の RG 


の ン 5 タ 2 る ン ン ツ ルン ン アン 
GU 3 3 人 162 55 PAGE 
の っ タ 3 


フッ し し レッ ョ クタ 
eo 51 


8 斉 18 節 、Enc. Brit "ソロモン" 参照 ) ここ で は 風 に つい て 使わ れ て いる 形容 詞 が アシ ファ ( 烈 し い ) で ある 
eS 38 草 37 節 で は 、 ル カー( 租 や か な ) と いう 形容 詞 が 使わ れ て いる 。 こ の こ と は 、 風 は 、 王 て 〈 贅 い 
、 和 様 定 か で 、 ツ ロ モン の 船 に は な ん ら 損 害 を 加 を な か っ たこ と を 示し て いる 


注 25 


注 26 


4 


ズー ル ・ キ フル の 正体 は 、 不 確定 き に 名 


後者 は “ 神 は 力 を 与え る " と いう 意味 


本 節 で は 、 ズ ル ・ ヌ ー ン の 到 り の 原因 は 細か に 記さ きれ て いな い 。 
は し な か っ た し 、 
だ く な に 拒否 し て きだ に ちがい か なかい 。 


見 まれ て いる 。 イ スラ ム 教 の クル ー ア ン 注 夕 者 は 、 彼 を 数 和信 の 
0 主 に 型 書 の 預言 者 た ちと 同一 祝 し て いる 。 し か し な が ら 
・ キ フル と 呼ば れ て いる エ ゼ キ エ ル で ある と 思わ れる 。 ズ ー ル ・ 
に 類 付 し て いる よう で ある 。 前 者 の 語 は 、 
を 持つ 。 


、 こ の 名 前 で 知ら れる 預言 者 は 、 デ ラブ 人 に ズー 
RSE 形 に お い 
" 思 堂 な 分 け 前 を 所 有 し て いる "と いう 札 


明らか に 彼 は 、 神 に 対し て 腹 を た て 


腹 を な て る は ず も な か っ た の だ 。 彼 を 立腹 きせ た メッ セー ジ を 受け 入れ る こと は 、 人 人 々 が か 
な ぜ な ら は ば 人 頂 言 者 が 神 に 対し て 怒り を 抱 て な ど と は 、 思 いも よら ぬこ と 


だ か ら 6 な の だ 。 神 の 選民 は 神 の 命令 が 与え たら れる まで は 、 話 し す 68 も し な けれ ば 、 行 動 も し な い の で ある (21 


昔 28 節 )。 


ーー903 一 


| 役 は われ ら が 決し て 彼 を 苦し まる な いま 考え 」 と いう の は 、 
まだ た は 我々 は 、 役 に いか な る 悩み を も 与え る こと は な いで あろ う " 


"我々 は 、 彼 を 苦し め ゅ は し な い だ ろ う " 
と いう 意味 で ある 。 


= デーー 


策 一 


90. 


91 . 


9 。 


9 


94 . 


注 27 
活 を 営む 人 に な ら 6 誰 に で も 、 
と えら れ て いる 。 その よう な 有 舘 な 信者 は 全て 、 


吹 き 込む と 、 リア の 皿 子 し と な る の で ある 。 すなわち もち 、 


. る れ ど 、 善 行 を 積み 且つ 信者 な れ ば 、 


ーー 
清 還 3 「 


また 、 ザ カリ ヤ が その 主 に 声 を あげ て 「 主 
ょ 、 我 を 独り で 捨て 置き 給 う な 、 液 は 最も 
Mc 
時 を 思い 超 

われ ら 役 の 祈り を 聞き だ た れ ば 、 ヨハ ネ を 授 
け 、 ま た 彼 の た め に その 奏 の 不妊 症 を 治療 


し だ た り 。 . 彼 等 お 序 UY 人 だ 計っ て 各 行 を 積み 、 
希望 と 棄 但 と を 以 て われ ら に 祈り 、 われ ら 
が 前 に 帯 に 謙 り ぬ 。 

布 し て 、 條 女 を の 純 深 を 守り た れ れ ば 、 わ れ 


ら は 彼女 の 体内 に 福音 を 吹き 入れ 、 彼 女 と 


前 症 に の の 
27) 
げに お 前 だ ちの こ の 宗派 は 、 一 つの 完 派 な 


われ は お 前 た ちの 主 な れ ば 、 
( 注 28) 


5 。 
わ 和 れ を 宗 5 の 


、 役 等 は 、 RE 
像 せり 。 され と 、 皆 い ずれ は われ ら の 許 に 
帰る べし 。 ( 注 29) 

第 七 項 か で と 
何人 
で あれ 、 を の 益 力 は 決し て な お ぎり に せら 
る る こと な し 。 わ れ ら は それ を 必ず 記録 せ 
ん 。 


本 節 で は 、 ユ ダ ヤ 人 人 が マリ ア に 沿 け た だ 中 個 的 な 非難 に 反 駿 し て いる 。 本節 は また 、 
KS 
言わ ば 、 マ リア な の で ある 。 


その 信者 は “ マ 


する の で ある 。 


注 28 


移行 の 数 所 に お いて 、 宰 の 聞 言 者 数 人 と 、 


他 の 有人 徳 な る 人物 数 人 に つい て が 同時 に 


だ AMT- デ WE 宇 


A ら く 1 ダミ る E 
(S ぅ RE 2 9 
党 1 し タック グッ ン ン 


うみ 5 
EAA 用 4652 人 EE 
ン ぅ 2 1 


YR 
ES 


ーー 


本 MESCYCK Ma 
ィ 5 の 3K<1 


アン 5 ア レン < る 
(OXG で < 24 


@ の 5 
の の 2 る 
ノッ イータ ンス 


ん うり 6D が 


公正 か つ 正 直 な 生 


そし て 、 神 が 信者 に 振 の 精神 を 


條 は イ エス が 所 有 す る 神 の 特質 を 獲得 


述べ られ て きた だ 。 


これ は 単なる 偶 希 で は な い 。 これら の 預言 者 に つい て 同時 に 述べ られれ る と いう こと は 、 あ る 明確 な 目的 に か な 


2 の で ある 。 役 ら は 全て 、 あ る 事 摘 を 共有 し て いた の だ 。 彼ら は 管 、 


の 上 厳 し い 試 練 の も と で 彼ら は 、 最高 の 立派 な 巡 面 、 我 乙 を 示し た の だ 。 彼ら は また 、 


つま り 神 の 唯一 性 を 教 を た の で ある 。 


注 - 29 
wi 間 ト 
で も まい ゆい 。 琴 』 


ある 隆 翌 の 人 々 、 


も う ひ と つの 階層 、 つ まり 、 神 の 預言 者 を 拒否 し 、 を の 結 
に 、 相 いれ な い 信 念 や 教 装 を 持つ に 下る 和信 だ も の こと に 、 


な ん ら 6 か の 形 の 困難 、 災 難 を 経 内 し 、 そ 
全て の 宗教 の 基本 的 原 基 、 


すなわち 神 の 有人 徳 な る し も で だ ち に つい て は 、 先 行 の 数 節 で 述べ られ て きた 。 本 節 


貯 、 自 分 た ちの 間 で の 不 和 、 座 沼 の 和 牲 し な っ 
言及 し て いる 。 


90 を 


ーー 一 草 た グン 





96. わ れ ら が 絶滅 せ し 邑 の 住民 に は 胃 し が た い 6 る の 7 > 
侍 局 あり 、 す な わ ち 、 役 等 世に 戻る こと な 
か る べし 、 ( 注 30) 

97. ゴ グ ト マ ゴ グ が ( 注 31) 解き 放 た れ て 、 語 32463 で あ ら うと 2 し で 
丘 より 発 り 下り 来る その 時 まで は 。( 注 ン か あっ 
32) ⑩ の udS (の ら 

レン の ろ うす ォ ン う ン 3 

98. 箇 し て 、 そ の 間 信 いな い 約 束 が 近づく と 、 PMP し 06 

( 注 33) 見 よ 、 不 信心 者 ども は 剛 目 し て 0 


4 る る じじ 1 2 の の 

( 注 34) 云わ ん 、「 悲 し いか な ! げに 我 等 は 貞 ぁ c az ③ じ 7 届 329 
この 事 を 軽視 せり 。 知 、 我 等 は 調 り た り ] 2 HG 
ら 。 「 時 WP 
99.「 げ に お 前 た ち 、 並 びに お 前 た ち が ア ッ ラ ー 細 衝 タン 22 3 。 ン う タ を レン ルン 
CI0『C エ KYO ン よ LT6VSI ビ すべ 

の 外 に 岩 め る も の は 、 地 獄 の 新 な り 。 そ の (リン の う 
地獄 に 、 お 前 た ち は 皆 落ち 行か ん 」 ⑨ の 23 5 人 1 


の 。 タ 


100. お 前 た ち が 支 い 桂 る 如く 、 も し 後 等 が CS う うる 2225 1 交 計る 
うれ ゆう っ 1 絢 お 6 
神々 な ら ば 、 彼 等 は 地獄 に は 落ち ざる べし 。 ンジ ルト へ メン に ま / 


然るに 、 彼 等 は 皆 を の 中 に 永久 に 住ま ん 。 らら 5AE 
101. その 中 で う ご め き 苦し むこ と は 、 彼 箋 の の 6 負 <2965 46596 絢 ッッ 


運命 と な らん 。 然 れ ども 、 彼 等 は を その 中 で 
何事 ぉ 聞か ざる で し 。 ( 注 35) 





邊 30 死者 は 、2 度 と この 世に 送り 変 た ん き 8 れる こと は な いと いう こと は 、 犯 し が だ い 神 の 法 で ある 。 

生 31 18 章 95 節 参 照 

福 32 和光 の 数 節 に 関連 し て 読む と 、 こ の 節 で は 、 成 戚 と 栄光 の 全盛 の の も ち 、 ひ と だ び 、 死 や 破 減 の 犠牲 と な 
れ ば 、 再 度 、 和 欠 わ れ だ た 栄光 を 取り 戻す こと が で き な い と いう 具合 に 、 自 然 法 は 作用 する と 言わ ん と よし て いる 。 
ゴ グ と マ ゴ グ で すら 、 そ の 偉大 な る 物質 的 崎 高 、 栄 光 に も か か わら ず 、 同 ビ 法 の 生 牲 た な る こと で ある ろう 。 第 
ら は 将 退 し 、 再 び 共 える こと は な い だ ろ う 。 ゴ ク と マ ゴ ク 、 つ まり 西洋 の キリ スト 教 国家 の 民 は すでに 、 政 治 
的 権力 の 全て の 高み に 昇り 、 世 界 じ ゅ うに 広がっ だ の だ 。 クル アー ン の 表現 は 、 彼 ら が 全て の 有利 な 点 を 独占 
し 、 全 世界 を 支配 する だ ろう と いう こと を 意味 し て いる 。 

福 33 ゴ グ と マ ゴ グ の 支配 り の ち に は 、 破 減 釣 な で き ご と が 世界 に 起こ る で あろ う 。 そ し て その 結果 、 最 終 
的 に は イス ラム の 勝利 が 到来 し 、 ゴ グ ヒ マ ゴ グ に より 代表 きれ た 庶 偽 の 力 、 物 質 主義 の 敗北 に 終わ る こと で あ 
あま 

邊 34 。 ゴ グ と マ ゴ グ の 完全 な る 破滅 の の ち 、 イ スラ ム が 、 以 前 の 偉大 き 、 栄 光 を 再び 取り 戻す も き は 、 イ ス 
ラム の 再生 の 望み を 全く 和央 し て し まっ て い だ た 人 だ た ち は 、 自 分 の 日 が 信じ られ な いこ と で あろ う 。 

注 35 彼ら は 、 交 NO うな も の を 耳 に する こと は な いで あろ う 。 つ まり 、 地獄 で は 、 

時 び 声 、 悲 鳴 、 泣 き 叫 ぶ 声 の 壮絶 き ゆ え に 、 そ こ に 収容 きれ だ 人 だ ち は 、 お 互い の 声 を 聞く こと は な いで あろ 
うと いう こと で ある 。 


ーー は = 


9 ニー ミド ー が ur デ だ RT 





102. 然 れ と も 、 す で に われ ら か ら 良 い 論 美 を GL AGs を の 1 る | 
賜り た る 者 は 、 地 獄 か ら 選 か 遠く へ 移 き れ 上 


み 2 か レッ し アフ 
PEa っ oc 
103 彼 等 は 地 釣 か ら の か すか な 物 壮 す ら 鞭 か SSC GA222CAS Ox て うり 
ぎる べし 。 ( 注 36) 面 し て 、 自 分 た ちの 現 生 2 が の 2 の 
が 人 金 願 す る と ころ に 、 永 久 に 留まら A。 @ の 350 は 26 ご 81 
104. 季 大 な 恐 害 も 彼 等 を 悩ま きき $ ぎ る べし 、 2 も シン タン ンー る クン 21 スク タ ィ ン 
し て 、 天 使 た ち は 彼 等 を 出迎え て 云わ ん 、 の CE AA つう の 
「 こ は 約束 せら れ た る 、 お 前 だ ちの 日 な り ] 0202 | 35 は 
寺 8 
事 - メン EE ミ も タ シ を と レン の 
105. 走り 書き し た 巻物 を 巻き 上 げ る 如く 〈、 し と ら て 0 りさ AWCIE さ 8 
( 注 37) われ ら 諸 天 を 巻き 上 げ る その 日 を 2 


上 g われ ら 近 初 の 創造 を な に MRR 。、 EC 攻 MA EE 暫 る 
れ ら は 再び 之 を 繰り 返さ きん 一 ( 注 38) ゎ に 
れ ら が 履行 すべ き 約 束 や 。 ゎ れ ら は 必ず の 7 レン こ 
を 果 き ん 。 


106、 われ 6 は すでに 、 各 戒 を 与 を た る 人 後 、 詩 と っ 0oS OGA3 3 
編 の 中 に か く 記 せり 、「 わ が 義 し い 僕 等 は 必 0 の ジン の 
ず や その 地 を ( 注 39) 継が ん 」 と 。 (OCSWITCDV5 た の TO 


注 : 36 本 節 お よび 次 節 で は 、 神 の 有 徳 な る し も で が 、 地 獄 か ら 逐 ざけ られ 、 な ん ら そ を の 聞 を 耳 に する こと も 
な く 、 ま し て や 、19 音 72 節 か ら 一 般 に 訓 解 きれ て いる よう に 、 地獄 へ 入る ね など と いう こと は 決し て な いこ と を 
EN 

注 37 [巻物 を 巻き あげ ば る | と は 、 偉 大 な る 帝国 が 押さ きれ 、 強 大 な 国家 が 倒 壊 き れ 、 別 の 民 が 、 そ の 代わ 
り に 、 勢 力 を 得る よう に な る こと を 意味 する 。 ま だ た 、 聖 な る 預言 者 を 通じ て 、 大 いな る 変 頂 が も だ らき され 、 古 
い 天 が 巻き 上 げ ら 6 られ 、 そ の 代わ り に 新しい 天 、 新 し い 地 上 が 人 錠 造 きれ る で あろ うと いう 意味 し も と れる 。 古き 
秩 座 が くず れ 、 そ の 代わ り に 、 新 し き 、 よ り 良 き 秩 序 が 生ま れる の だ 。 型 な る 振 言 者 の 時 代 に お ける ほど の 完 
全 な る 変化 を 、 か つて 世界 は 、 目 の あ だ り に し た こと は な か っ だ の だ 。 

注 38 「 我 々 は 再び これ を 繰り 返 き ん ] と いう 表現 は 、 型 な る 預言 者 に より 生み 出る れ た 秩 度 が 、 不 信心 で 
機械 主義 の 棚 洋 文明 に より 剣 造 き れ だ イス ラム 敷 徒 の 生活 に 対す る 物質 的 な 見 方 や 通じ て 、 妨 げ を 受け る で あ 
ろう こと を 合意 し て いる 。 し か し 、 こ の 妨げ は 一 時 的 な も の で あり 、 イ スラ ム は 、 新 し い 精 神 的 日 覚め を 経験 
し 、 再 び 科 ち 誇っ て 現れ る の で ある 。 

注 39 "を の 地 " た は 、 パ レス チ ナ を 意味 する 。 を の 地 は 、 我 々 の 時 代 に 、 い わ ゆ る 民主 主義 キリ ス ト 教 強 
国 の 台 の も くろ み に よ り 、 パ レス チ ナ と いう 名 の 国 が 、 在 在 を や ゆめ 、 そ の 荒れ 跡 に 、 ィ ス ラ エ ル 共 和 国 が 築 か 
れる まで 、 十 字 軍 に その 所 権 が 移っ た .92 年 の 短い 期間 を 除い て 、 約 1350 年 間 、 イ スラ ム の 所 有 の も と に あっ 
た の だ 。 ユ ダ ヤ 人 は 、 約 2000 年 間 、 荒 和 れ 地 を きま よっ だ た だ のち に 、 本 領 を 発揮 する よう に な っ だ の だ 。 し か し 、 
この 大 き な 歴 史 的 で き ご と も 、 ク ルアー ン の 据 言 の 成就 と し て 、 起 こっ た も の な の で ある (17 章 105 節 )。 し 
か し な が 6、 こ れ は 単なる 一 時 的 な 形勢 に すぎ な い の だ 。 イ スラ ッ ぁ 教 徒 が 、 勝 利 を 礁 国 す る 夢 命 と な っ て いる 
の で ある 。 遅かれ 早かれ 一 遅かれ と いう より は むし ろ る 早かれ 一 パレ スチ ナ は 、 イ スラ ム の 手中 に 戻る こと て あ 
ろう 。 これ は 神 の 天命 で あり 、 誰 $ 神 命 を 変え る こと は で き な い の で ある 。 
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利 一 サー 吾 プア 2 ゃ デン ロキ 





107. げに この 中 に は 、 神 を 岩 拝 す る 者 へ の 御 2 ッ ン ェ (レン る 1 っ > ン 
CI っ | 
李 託 あり 。 ンー Az ら 590 UIIAAG 6 
108. われ ら は だ だ 万 民 へ の 慕 と し て 液 を 看 ⑲CA イ 1 2e タラ ラン (っ < 
わし た る の み 。 ( 注 40) ば KN を SG CU 3 


109. 云え 、「 我 に 啓示 され た る は 、 お 前 た ちの 1 8 し 2 8 し SId5 
神 は 狐 一 な る 神 な り と いう こと 。 然 ら ば 、 


ング う 》 2 > ウッ ラン テンプ 


お 前 た ち 帰 依 し 率 る か ?」 と 。 ⑲⑨ い の pu5 > の | 65 
110. 然し な が 6、 も し 彼 等 音 を 向け な ば 、 云 の 322 ぁ 12 ス ON 9 
え ぇ 、「 我 は お 前 た ち す べ て に 等 し 警告 し た 。 「 2 ンー 
れ ど も 、 お 前 た ち が 約 束 き れ し こ と が 、 果 DXGP いう 3) 


し て 近 き に ある か 、 簡 き に ある か 、 我 それ 
を 知ら ず 。 ( 往 41) 


111. げに 神 は 、 声 高 に 云う こと も 、 お 前 だ ち > OS 3 ULo262 2 { 5 1 
が 室 に 隠す こ と も 知り 給 う 3。 Ss 9 

112. また 、 我 は 、 こ の 鎖 耶 が ぉ 前 た ち へ の 試練 g1 と に 。3 導く の lo13 
な の か 、 だ だ 東 の 周 の 亭 楽 に 過ぎ ぬ ぬ の か 、 に 
それ を 知ら ず 」| と 。 (の CA 


テン 


113. 預言 者 は 更に 云え り 、「 主 よ 、 真 理 を 以 て MRACIUG な WCS を 4 OS 
吉 き 給え 。 才 等 の 主 は 慈悲 の 神 な り 、 お 前 きる 43 。 る 
だ たち が 王 張 する こと に 対し て 、 お 助け が 期 so 2 (と | 
待 で きる | と 。 


1 





40 聖なる 預言 者 は 、 を の メッ セー ジ が 特定 の 国 や 人 間 に 限 定 き れ て いな い が ゆ え に 人 類 全 体 に と っ て の 
思 み だ っ だ の だ 。 彼 を 通じ て 、 世 界 の 国家 が 、 か つて な か っ だ た は どの 祝福 を 与え られ て きた の で ある 。 


邊 41 神 は 、 そ の 約束 の 成就 の た め 、 日 毎 、 時 間 毎 に 東 纏 きれ て いる わけ で は ほな い 。 神 は ある 預言 が 成就 き 
れる べき 場合 と 時 を 最も よく 心得 て いる の で ある 。 


王 907 一 
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(メデ ィ ナ 啓示 ): 


9 


あま ね 


. 慈悲 深く 、 恵 み 寅 


に ] 


ーー 
し 


周 


《 く アッ ラー の 御名 に お い > > の SO1 (あし 必 


2. 人 々 よ 、 主 を 異 れ よ 。 審 判 の 日 の 地震 は び Me 2183 2EV9E 
に 恐ろし きか な 一 一 6 - の 

の ヶ ィ 。 グ を うる 

の (の 

2 と の 2 グイ レン ォ 

3. を の 日 至ら ば 、 す べ て の 乳 飲み 子 を 抱え た Ir 2305 ジン 


女 は を の 員 乳 を 宮 れ 、 す べ て の 妊婦 は その っ 
荷 を 早産 せん 。 ま た 、 液 は 、 人 々 が 酔う に 二 の と テッ 5 
非 ざ る に 、 酔 える が 如く な る を 見 ん 。 を は  $ 

0 本 と 11 2 二 物 2 


アッ ラー の 徳 凡 が 激烈 な れ ば こそ 。( 注 1) 


4 入 々 の 中 に は 、 知 識 も る な し に 、 デ アッ ラー に 3 し Add の oo 
つい て 反 駿 し 、 反 逆 心 を 抱く 悪魔 に 従う 者 


ヅ う ea CO 
あり 。 の っ ちゃ > (の とめ) 
es 220 り 9 2 化 タ イマ タッ ン 人 る の スン ンク 

5 亜麻 と 親 し K が る 藻 は 、 ( 注 2 ) 邪 竹 に 導 か AS 5 しら 4 5 の の の 1 4Ac * ジ 


れ 、 以 て 業火 の 刑 に 読 われ / 8 
- OPEC) っ lO び 


6. お お 、 人 人 々 よ 、 復 活 に つい て 疑う な ら ば 、 MR と) IS 
考え て 見 よ 。、 わ れ ら は お 前 だ た ち を 上 か ら 創 ン アン ン ン る 2 中 1 イン 
り 、 次 に 一 滴 の 精液 、 次 に 工 結 し た 血 、 次 0 
に 少し は 形 を な し た も の 、 ま た 少し も 形 を 


届 センタ 29 ノ る 
人 放 ま 人 れ お 。 前 な ち に も CC て 


注 1 この 盆 で は 前 第 で 示さ れ た 「 審 判 の 日 の 地震 」 が いか に 厳し いち ぁ の で ある か を 3 つの 比 際 を 用 いて 表 
し て いる 。 紀 親 に と っ て 自分 の 乳 を 吸う 赤ん坊 ほど か わい いも の は な い 。 それだけに 母親 が 乳 飲み 子 を 見 捨て 
る ほど の 世 ろ し き と い う の が いか に する まじ いも の か は 、 起 像 を 絶する ほど で ある 。 この 完 極 の 座る ろ し る が 、 
あま り に も 突然 に 容赦 な 《 く 人々 に 降り か か る だ め に 、 了 飲 み 児 を 胸 に 抱い た 母 は その子 を 捨て 、 妊 婦 は その 和 荷 
を 早産 し 、 人 は 恐ろし きる の あま り 、 泥 酔 し て いる か の ご と く 、 邊 分 を 見 失い 、 何 を し て いる の か わか ら な い 乱 
心 状態 に な っ て し まう と 述べ られ て いる 。 

2 これ は 、 サ タン ヒ と 親しく て な り 、 そ 和 れ に 従っ て し まっ だ だ ゆめ に 、 正 し い 道 を 踏み は ず し だ た 人々 の こと の 
み を 指す 。 ク ルアー ン の 他 の 箇所 で 述べ られ て いる よう に 、 サ タン は 、 高 源 な 人 々 に 対し て は 無力 で ある 。 サ タ 
ン が 随 落 きせ る こと が で きる の は 、 彼 の 邪悪 の 誘い に 自ら 応じ る 人 々 の みな の で ある (16 : 100 一 101 、17 :66)。 


ーS08 一 


ga。- ーー > 
* て 
局 

形 時 - 二 芋 
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れ ら が 枢 能 を 証明 せん が た め な り 。 面 し て 、 
われ ら は 、 欲す る 者 を 或 る 期 上 胎内 に 留 ま 
らし め 、 然 る 後 、 湿 更 と し て お 前 た ち を 出 
生 せ し め 、 次 いで 成年 に 着 す る ま て 養育 す 。 
され ど 、 ち 前 た ちの 中 に は 天 折 する 者 $ あ 
れ ば 、 ま た 或 る 者 は 、 知 り だ る こと を 恭 く 
忘却 する ほど に 年 老い る ま て 習 め お か れる 
者 も る ある 。 まだ 、 六 、 枯 渦 し た 大 地 を 見 さ 。 
る されど 、 わ れ ら が 一 た び 水 を 降 り 注 ば ば 、 
大 地 は 委 ち 生き 返り 、 膨 張 み て 、 あ ら ゆ る 
種類 の 美しい 草木 が え 出 づる 。 


を 0 レン ン デ の ぁ 。 ンタ 
づい al ウタ の DI 3 っ 2 
3 ど 


生き 


と タン ノン 9 ン ろ 99 ンタ 3 2 タニ ン ンタ 
し as! aa お 2 0 2 


は 


KA 全 R っ か 3 作 3 
PT 中 sa25 
ECR(CY0YbttMMIIY2IHIOIEE 

Oo は た 


7. こ は 、 ア ッ ラ ー が 真理 に し て 、 死 者 を 丈 生 29sl eo 4515 0225 し 85 し 3 
ら せ 、 万 物 の 上 ! に 権能 を 持ち 給 う が 故 な 3 79 ? ン あり る mp の 1 ア を イン 
② の 5 ("の の と AS1 
1 2 アプ ウ 
6 そ は 、 ま た 、 審 料 の 日 が 芝 い の 余 地 な て 必 6181 35 の 404285 
ず 来 る べき 故 な り 。 を は 、 ま た 、 :、 攻 中 の 徒 和 
0 ーッ ンー タラ ッ ン 
を 覚醒 きせ 給 う が 政 な り 。 OL と 24 こ て うり 
し か どり 9 
9 . 然るに 、 人 々 の 中 に は 、 知 識 ぉ な けれ ば 稚 導 3 と メ 518d 向 の oc 軸 2 う 
5 な く 、 ま た 光明 を 投 ず る 経典 も 持 だ ず し N の の イク ク クラ 
て 、 ア ッ ラ ー に つい て 反 駿 し 、 の プン 6 ウッ す (⑦ い ゆっ 
Es 。 2 記 
10. 人 き 大 に その 脇 用 を 向け 、 人 々 を アッ ラー の 2 351 Oo の っ と 22.4se 6 
道 か ら 迷 わし めん と する 者 あり 。 を の よう ン 
上 5 5 の 3 どの っ ょ タン の > 区 * 
な 者 は 、 現 世に 放 て 山 克 あり 。 し て 、 復 C つ log 125 AS g 六 じ | 
洛 の 日 に 誰 て は 、 わ れ ら 友 に 火炎 り の 刑 を 3 レッ 
和合 めき せ ん 。( 注 3) ツウ! 
スズ ディ! アグ リン 
11. こ は 液 の 手 が 先 に 送り し も の に 対す eee CO ルド Seo じい 
に し て 、 ア ッ ラ ー は を の 儀 等 を 不当 2 
する 者 に 非 ず 。 (0⑩ As 
第 一 項 さか いみ デ 
12. まだ 、 人 人 々 の 中 に は 、 い わ ば 境 日 で アッ ラー 5 てい ゅ を 051625 6 0 JI 625 
に 仕え る 者 あり 。( 注 4 幸運 来れ ば 満足 し 、 ぁ し 。 ッッ の 
2 ラン ェ ン ング 2 ぅ > 2」 タタ 2 ン ど ン ェ エン 
試練 に 章 遇 すれ ば 元 の 流 短 に 戻る 。 こ の ょ iAEPtg SKI 4U2| 
注 3 真実 を 拒む 人 々 に は 、 2 種類 の 禄 が 用 意 き れ て いる 。 一 つ は 、 現 世に お ける 由 北 、 挫 折 、 そ し て 6 


ー つ は 、 来 世に お ける 取 辱 、 


不 名 誉 で ある 。 


2 2 


現世 に お いて 癌 を 受け る 者 は 、 来 世に お いて も る 確 実に 剤 や 受け る 


ここ SM 


> た で 一 


ーー 


う な 者 は 現世 る 来世 ぉ 失う 者 な り 。 そ は 明 
日 な る 損失 な り 。 


アル ハッ ジ 


の 交 ACE 3435 上ル て 8 


ゅ 


ひ タミー ンタ 1 
(CI の Ak に 52 
デー ン アタ タン Ll タ し 】 導 ア 
13、 こ の ょ うな 者 は 、 ア ッ ラ ー の 外 に 、 毒 に も の 
藻 に も な ら 史 者 を 祈る 。 そ を は 甚だ し き 迷 誤 で - ゥ ッ ン ? ヶ 1 ッ ン ッ ン 
な り 。 ぐ ⑤ OcaJ1 LA 
14. この よう な 者 は 、 己 れ を 利 す る より も 、 己 1: J > お 5 の 2 の うる 2) の と ひい 
れ を 寄せ ん と する 者 を 祈る 。! げに 悪し き タッ 。 レッ ? ン テ イン 二 
護 者 な り 、 げ に 悪し き 仲間 な り 。( 注 5) の DOAy う っ | 
う これ | 92 ン フ 2 2 ゃ 
15. 信 全 し 、 療 積む 者 は 、 テ アッ ラー デ を 河 bllbbE2b5IANlOsO 48461 
川 る る 朱 園 に 入ら し めん 。 げ に デッラ ー イル シグ | 4 2 
1 を 
は 欲す る こと を 為 し 給 う 。 0 1 とく 
0 
16. 現世 に 訟 て も 来世 に 於 て も 、 ア ッ ラ ー は 聞 Ad255229988 記 6 
言 者 を 助け ぎる べし と 思う 者 あら ば 、 を の レ ぇ ン 
これ ア う デ 
者 を し て 天 ま で 網 を 張ら しめ ゅ 、 面 し て 、 之 ES WOIYEUUSCE yo 
を 断ら 切ら 6 し め よ ょ 。 市 し て 、 巳 れ の 計画 が 、 2 ラン ?9 ? レ ルッ ピル 
由 分 を 色 ら し て いる も の を 除去 し 得る か ど の ⑨ エ ぶ い 5 で AO > 作ら 
うか が 、 そ の 攻 に 見 せしめ よ ょ よ 。( 注 6) 
注 4 [境目 で アッ ラー に 仕 を る 」 と いう ぅ 表現 で 示 き れ て いる の は 、 神 に 仕 を えて いな が ら 宗 教 心 が 間 く 、 敵 
陣 の 場末 に いる よう に 、 気 持ち が で ら ぐ らし て いる 人 の こと で ある 。 戦っ て いて 勝ち を うだ と 確信 する と そこ 
に 居 す わり 、 負 け そ うだ と 思う と 大 げ て し まう 人 人 の よう だ と だ と えて いる 。 こ の 「 境 目 で アッ ラー に 仕え る 」 
と いう 表現 は す で あ と の 「 辛 達 来 れ ば 満足 し 、 試 練 に 遵 遇 すれ ば 元 の 流 億 に 戻る ] と いう 表現 で 説明 きれ て い 
る 。 ま た この 表現 は 、 信 仰 が 薄い 人 が いつ も 疑心 を 捨て られ な い 状 態 に ちる と いう こと を 象徴 し て いる 。 真 の 
神 を 受け 入れ る こと で 物質 的 恩恵 に あず か る こと が で きる と 思っ て いる 時 に は 信者 と し て 行動 し 、 一 旦 、 何 ら 


か の 試練 を 与 を られ る と くる り と きび す を か え し て 信人 を 捨て て し まう と いう 人 々 の こと で ある 。 


宮 


偽り の 神 を あがめ る 信 素 者 た ち は 、 時 を 縦 ず し て 明らか に 了 沙 し て いき 、 
ど ( 害 し て し まう こと に な る 。 彼ら は 記 分 の 信仰 か ら 6 恩恵 や 受け た いと 望ん で いる が 、 


対す る も の で ある 限り 、 無 理 な 望み で ある 。 
この 表現 は 、 モ ハッ マ ド 馳 言 者 に 対し て で きる 限り の 悪 行 を し か ける 不信 者 に 挑み か ける も の で ある 。 


注 6 
モハ ッ マ ドド 預言 者 は 常に 、 
で ある お 前 た もち が 妨げ る こと な ど で き る も の か 。 


も * 


る 紛れ も な い 天 意 で あり 、 


自分 自身 の 尊 戚 と 帳 信 を ひ 
その 信仰 が 偽り の 神 に 


神 に 助け られ て いる し 、 今 後 も 変わ る こと な く 救 われ る も の で ある 。 それ を 不信 者 
イス ラム が 着実 に 発展 し 続け る と 上 いう こと は 神 よ り 定 ゆら れ 
な ん びと も 押 の 命 を 変え る こと は で き な い 。 


イス ラム の めざまし い 発 展 を 目 に 


する 不信 者 た ち は 白 ら を 恥じ 、 つ らい 思い に る いな まれ る で あろ う が 、 死 より 他 に 彼ら を この つら る か ら 逃 が 
れる させ て くれ る も の は な い 。 


「 天 まで 幼 を ] の 「 天 ] と いう 語 
る 。 その 場合 「 も し 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 敵対 す る 不信 者 た ち が 、 


を 「 屋 根 」 ある い は 「 天 井 」 と 解 和 収 する と 、 


この 節 は 次 の よう な 意味 に と れ 
彼 の 使命 が 果たさ きれ て イス ラム が 繁栄 し て 


いて の を 目 に し て 激 し 《 怒 っ て いる の な ら 、 彼 を 天井 に 綱 で つる し 、 そ の あと で 綱 を 切っ て 見 よ 。 そ ん な 時 も 


ao 


系 一 二 二 草 アデ アルノ ツ ジ 





17. 故に われ ら は 、 明 百 な 神 光 と し て クル アー の の る 260805 夫 el EZ do05 
ン を 降 し た り 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 己 れ 岬 0 


の 欲す る 者 を 必ず 導き 給 う 。 04 
18. 信ずる 人 々 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 サ ー ビ 教 徒 、 キ 3Ouy535A マ 36883 和 081 


リス ト 教 徒 、 振 火 教 徒 、 並 びに 偶像 崇拝 者 9 si 凍り 0 
だ ち に つい て は 、 復 活 の 日 に 訟 て 、 ア ッ ラ ー 1 0 oh 


は 必ず 彼 等 に 判 】 べし 。 げ に アッ > ラン の 2 
す 彼 等 に 判決 を 下す べし 。 げ に アッ あい 人 1 し < ) 1233 2 


ー は 一 切 を みそ な わし 給 う 。 8 テー 
スッ る る 
っ 93 
19. 液 、 天 に ある も の 地 に ある も の 、 日 月 星 展 、 3 は < ig アプ 


群 山 、 樹 木 、 高 獣 並び に 沢山 の 人 間 が 、 ア ッ ー 2 し レ 2 5 交 2 グ 21 ィ は 11 本 に KT 
ラー に wiiicveedenh 見 ぎ 5 し か ? 然 れ RT つう 19 
ぼ も 、 秒 因 に 値する 者 も また だ 多 し 。 曽 し て 、 も の 科 の る 2 和 12 
テッ ラー が 徹 め 給 う 者 は 、 何人 も 之 を 尊 散 パル コン 6 

し 得 ず 。 ( 邊 7 ) げ に アッ ラー は 己 れ の 鈴 す こ ヴ っ log やう て つう 1 GE 


る こと を 為 し 給 う 。 タン レロ 
4 用 人 の 人 っ 26181 の 
_ ンク ルッ や レン う 。 コレ っ > うみ ン ン ぅ 1 ゥ ン ェ ょ 1 
20. こ れ 等 は 、 主 に つい て 争う 二 派 の ( 生 8) は OM6233 は 3 っ し 23 JA 
論争 者 た ちな 5 。 信 ぜ ぎ る 者 ども に は 業火 凍ら 


ee タン タ ク タ jfe っ uu し 
の 衣 党 が 仕立 て られ 、 を の 頭上 に は 者 え 注 55 うっ の やら 2 Ci fcb5 
る 湯 が 浴び せ ら しん 。 GE : 放 うり のみ 
LA うり 

彼 は 必ず 神 に より 助け られ る の だ 。| よい う 意 味 に な る 。 


3 斉 120 紹 で も 、 不 信者 た ち は 次 の よう に けん 次 きれ て いる 。「 怒 り の うち も に 減 び よ 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は すべ て 
波 ら の 胸中 を 和 色 | 5 給 ふ 。」 

注 7 神 は 、 自 然 界 の る ま ぎ ざま な 法 を 定め ゆら れ た お 方 で あり 、 神 に より 創造 きれ だ 森北 万 象 の ぁ の 、 す べ て 、 
生物 で あれ 無生物 で あれ 、 そ の 法 に 従わ ね ば な ら ない 。 誰 -- 人 、 何 一 つた り と も 法 に 従わ ず し て 存在 する こと 
は で き な い 。 す べ て の 秩序 を 定 ゆ て いる この 根本 的 な 法 に 加え 、 神 が 人 々 を 導く も の と し て 顕示 る れ た 法 一 シャ 
リヤ ( 玉 律 ) が 存在 する 。 人 は この 法 一 戒律 に 従う こと も そ む く こと も で きる 。( こ の 点 が 上 記 の 法 と 異な る 。) 
し か し 、 当 欠 、 式 律 に 従わ な けれ ば 自 業 自得 で 、 そ の 報い を 受け 、 苦 し むこ と と な る 。 この節 は 、 き ら に 偶像 
代 拓 者 た ち に 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 自然 物 を 崇拝 、 信 仲の 対象 た し て いる こと が いか に わな し 愚か な こと で ある 
か を は っ きり 捧 ら せる も の で ある 。 ここ で 述べ られ て いる よう に 、 万 物 は 、 皆 、 ま る に を その 存在 自体 を 神 に 依 
存 し て いる の で ある 。 す べ て は 神 が 、 万 物 、 万 民 の た ゆめ に 定め られ た だ 法 に 従っ て 存在 し 、 機 能 し て いる の で あ 
5、 一 時 だり と も 神 な くし て は 存在 すら し 得 な い の で ある 。 

を それ ゆえ に 、 神 が 定め られ た 法 に 従う こと に より 初め て 存在 し 得る も の を 崇拝 の 対象 し と する こと は 、 悪 か で 浅 
は か な こと な の で ある 。 


注 8 この す 二 派 ] が 示し て いる の は 、 信 者 と 不信 者 と 上 いう 2 つ に 分 類 き れ て いる 人 々 の こと で ある 。 
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で アル ハッ ジ 
21. それ に よっ て 須 購 も 皮膚 も 深 か き れん 。 ⑨ っ 9ed12 ょ 6 8 し も を ら の 
ラーン は 3 2 の っ 
22. 更に 彼 等 は 、 鉄 孝 を み ま わ れん 。 ⑨J3o の 2 の 2 
の の ァ タ ク 2 て 4 ずれ 
23. 苦 問 よ り 逃 れん と する 度 に 、 ま だ も や や 火 の らい 当 ば の es eaOlbsbIC 
中 に - 突 き 落 きれ 、「 湾 等 火炎 り の 宮 を 味 わ タッ タク 
NN2DD2。 6 の 0 し つ 0 52 
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ー ー っ 衝 リア デラ ェ し 
24. され ビア ッ ラ ー は 、 信 じ て 敬 行 を 積 せ 人々 っ LE22| (Clds の 
に は 河川 流 る る 薬 園 に 入ら し ゅ ん 。 役 等 は JI の る 2 
を こ で 、 黄 金 の 腕 環 や 真珠 で 身 を 飾ら れ 、 MG の CS あら 3 Wo 


紅 の 衣 受 を ま と わん 。 アッ ゥ ェ デ FIET kt ん うー グン 内 
eg 導 放 3 の 2 


タッ > ン 
⑯ 史 
ie LT と 
25. 彼 等 は 純 源 な 言葉 に 導 か れ 、 讃 美 し 奉る 神 JJbA23 ULO タ SS ba3 
の 道 に 性 か れん 。 2 し 
っ ノン ゥ tu 9 デ 層 アン ン レ 2 
26. 人 々 を アッ ラー の 追 か ら 誘惑 し 、 を この 居 の 650 ち 31 の 
ゃ = デン 


住 者 た る と 砂 滞 か ら の 来訪 者 た る と を 闘わ 
ず 、 わ れ ら が 高 人 の た め に 設け た る 避 典 に 


アデ ゅ 1 9 


99 め OKCCKAU チ 121P ど IP 


w ヽ 


参 肌 に 来る 人 を 妨害 する 者 、 ま た 聖 股 内 で [レット 」。。 ッ を 。 ラ レト し セン ュ 、 タ と 

正しい 道 か ら 不 法 に 用 脱 せん と する 不信 心 db 2 っ の 2 う UCS 

者 ど も に つい て は 一 われ ら は 必 ら ず 之 に 導 PHB 層 

刑 を 営め きせ ん 。 クー 多 32 肖 
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27 わ 和 ら が アデ ブラ ハム に 斑 民 の 位置 選定 359 eo41 Oz 分 ぁ ゅ 2 りら 35 


し 、( 注 9) か く 均 いた る 時 の こと を 思い 起 の の 2 
せ 。「 何 者 も われ に 配 する な か れ 。 語 し て 、 Out 記 2CApU5NG 3 KA41 
巡 周 する 者 、 ( 注 10) 立 礼 する 者 、 矢 儀 す 


注 : 9 この 節 か ら わ か る よう に 、 カ ー バ は アブ ラ ハ ム の 時 代 よ り ず っ と 以前 に すでに 存在 し て いた の で ある 。 
事 夫 、 カ ー バ は アダ ム に より 建設 され た 。 3 次 97 節 に ある よう に 、 そ れ は 有 有史 初 の 型 な る 神 骨 で あっ た 。 ア ブ 
ラ ハ ム の 時 代 ま で に 、 基 肛 し て し まっ て い だ が 、 神 の お 告げ に より アデ アブラハム は 、 そ の 型 典 の 位置 を 知り 、 モ 
ハッ マ ド 括 苫 者 の 仲 大 な る 担 先 で ある 彼 (アプ ラ ハ ム ) と を の 息子 の イシ ュ マ エル が 、 カ ー バ 神殿 を 再建 し た 
の で ある 。 2 嘉 128 節 参 照 。 

注 10 この 節 は 、 当 章 (第 22 童 ) の 中 心 と な る 主題 一 巡礼 に つい て の 導入 部 を 成 し て いる 。 聖なる モス ク 
(カー ババ 神殿 ) の まわ り を 回る こと が 巡礼 の 儀式 で の 一 番 の 要 で ある 。 そ の だ ため 、 カ ー バ 神 典 の 神聖 き 、 普 茂 
性 を 簡潔 に 述べ る こと は 、 メ ッ カ 巡礼 (ハジ ) の 主題 へ の ふき わし い 導 入部 と な り 5 得る 。 
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ン r ーー ーー - こ 


人 2 の が 


る 者 、 平 伏 す 者 の た め に 、 わ が 聖典 を 常に 20) 
玲 め ょ 。( 注 1) 


2 訪 し て 、 人 々 に っ て 芝 を きき \ ょ (まひ 2396u 280UzEnSoih 
12) 彼 等 は 流 の と ころ へ 歩い て 来る も あ 時 に me の 0 是 ee 
0 また それ ぞ れ 遠路 痩せ た 路 蓄 1 乗っ て 
来る も あり 、 4 ン 


29. こ は 彼 等 の た め に を の 功徳 を 体得 きせ 、 定 gl も 822 が SE25ae55 
め ら れ だ た 日 数 の 間 、 授 けけ 賜り だ る 中 足 天 の る プン の 3 パレ ォ と ち g 2 の る メン レン 人 ンー で 
上 に アッ ラー の 御名 を 唱え る せん が た め な AO 5 うり 1 れ 5 時 
り 。 然 る 後 、 湊 等 は それ を 食い 、 且 つ 困 夫 3 の ッ [ ノ 2 7 2 
者 普 び に 人 者 を 差 え 。 @2SA0Plbb52bb 
し か し 4 の すま 2 レノ タタ る イイ グッ タ 3 33 

30. 然 後 、 彼 等 に を の 欠く べから ざる 浄化 の ゆめ 59 5 kW の 3 
行為 を 終ら し め 、 そ の 敬い を 全う きせ 、 面 


we タン に 
し て この 由緒 古い 聖典 を 巡 周 せしめ ゅ よ 」 Seieih 
31. こ は 神 の 控 な 9。 ア ッ ラー の 神 加 な る 儀礼 Oo の EAA 計 の う 名 


を 韻 重 す る 者 は 、 圭 の 見 る と ころ で は 高 し 22 5 
と せら れん 。 クル アー ン の 中 で 、 お 前 だ ち 衝 肥 C% の た YO 
に すでに 告げ られ だ も の を 除い て 、 家 畜 の 1 KM (5 SUG 
wue ら の らい っ | Le と 
OM と AP い > ビン 2 
れ を 避け 、 嘘 作 の 語 葉 を 局 「 っ 5 


22 お 前 た ちの 崇拝 と 服従 を アッ ラー に 捧げ ま コ お 22 も の 2 て 2 の 2 アイ 
つり 、 役 に 如何 な る も の も 配 す る な か れ 。 9 2 2 


4 た ン る * 
アッ ラー と 供 に 他 神 を 併せ 祀る 者 は 、 . 答 も IM2E ノ SO っ 5 必 し 
高き より 氷 下 せ る 者 の 如 し 。 伺 之 を 近 め 去 間 紀 
る か 、 ま た 風 之 を きら っ て 迄 か 彼方 へ 吹き の ゆ ゆ の oe 8 る 9 ん の 9 
飛ば す 。 ( 注 13) 
注 11 「 わ が 型 山 を 常に 浄 め よ ] と いう の は 、 命 令 と 預言 の 両方 を 兼ね 備 を て いる 。 向 人 令 た し て は 、 カ ー バ 
神殿 は 唯一 の 真 の 神 を 常 捧 す る べく 建立 され た の で 、 偶 像 演 拓 に より 汚し て は な ら な い 、 と いう も の 。 玉 言 と 
し て は 、 こ の 命 が 無 祝 き る れ て 型 な る 神殿 が 偶像 近 拝 の 館 と 化す る こと が あろ う が 、 そ れ ら は 結局 の と ころ 、3 
で て 一 掃き る れる で あろ う 、 を い う も の で ある 。 
注 12 巡礼 の 百 償 が 設け られ た の は アブ ラ ハ ム 舞 言 者 の 時 で あ 0 、 「 人 々 に 人 巡礼 する よう 告げ ば よ 」 と いう 言葉 
で 示 ぉ れ た だ 。 錠 礼 は 、 決し て 偶像 上 拓 約 な も の で は な い 。 キ リス ト 教 の 著者 の 中 に は 、 偶 像 索 拓 を 習慣 と し て 
= こ ア ラブ 人 を 懐 著 す る ただ め に モハ ッ マ ド 預 言 者 が イス ラム に 組み 入れ だ も の だ と いう よう に 考え て いる 者 が 
いる が 、 そ れ は 明らか に 誤っ て いる 。 ア プラ ハム 項 言 首 の 時 代 か ら 、 巡礼 は 休み な く 今 日 まで 続け られ て いる 。 
遠 員 の 地 か 6 なび た だ し い 数 の ムスリム が 毎年 メッ カ 巡 礼 の だ め に 集まっ て き て いる と いう 事実 は この 頂 言 が 
成 競 る きれ て いる と いう 反 ば てく 不 可能 な 証 と な っ て いる 。 
注 13 "人 は 、 最 も 高 党 な 神 の 創造 物 で ある 。 宇宙 、 全 世界 に 存在 する すさ て の も の 一 太陽 ・ 月 ・ 是 ・ 地 球 ・ 
大 洋 ・ 山 々 な ど は 皆 、 人 間 に 役 立つ よう 、 人 間 の ため に 存在 し て いる 。 人 間 は 、 神 の 属 性 を 自ら に 反映 で きる 


1 
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し る し 〆 【 ャ デ 1 + 

実は か く の 】 ッ ラ ー の 聖なる 補 : ルン ンス 。 本 の を タン フレ (|。 

33 事実 は か く の 如 し 。 ア ッ ラ ー の 聖なる 神 区 フン 訂 SatoC3 2 の の 5 の 
を 尊重 する と いう こと は 、 要 する に 、 心 の 2 
義 し きか ら 出 る も の な り 。 ( 注 14) @o%| 


34、 お 前 た ち は 定 め ら れ た 期限 まで 、 こ れ 6 の (し 3 えき 21 9 2 し る 
家 喜 か ら 幾 多 の 利益 を 受 1 け 、 然 る 後 、 彼 等 Oo の | GSX 
家畜 は 由緒 古い 聖典 に 犠牲 と し て 供え ら の ol cd 
る 。 ( 注 15) 5 
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35. わ れ ら は 、 人 々 に 授け た る 四 足 獣 の 上 に 、 ol と EK 5 EKz る 
アッ ラー の 御名 を 唱 を きせ ん が だ た だ め 、 す べべ 
て の 人 々 に . 牲 の 偽 礼 を 定め た り 。( 生 私 AUSSI な イー 
16) NMM 1 3 2 4 2 
17) され ば 、 汐 等 みな 彼 に 帰依 し 奉 れ 。 次 @ つ CS し が う 5 5) 
は 『 に 朗報 を 伝え よ 。 


ほど に 道徳 的 、 精 神 的 に 向上 する こと が で きる 。 も し 、 人 人 問 が 、 生 命 な きも の を 崇拝 の 対象 と し て し まう は ほ 
自ら を 堕落 きせ る な ら 、 旧 越し た 精神 の 高み か ら 、 一 気 に 道徳 的 、 知 的 退廃 の 深み へ まっ きか きま に 洛 ち て 
に まう みよ うな が も の ある 。 
注 14 イス ラム 教 で 、 心 の 正しき や 清らか る を や を 人々 に 教え こむ だ ゆめ に 定め ゆら れ て いる きま り D 定 恒例 の 儀式 が 
も つ 日 的 に つい て 、 こ の 節 で 述べ られ て いる 。 イ スラ ム の 儀式 や 礼拝 の きま り は それ 自生 が “目的 な の で は 
な く 、 正 し 清らか な 心 を 鍛練 する だ ため の “ 王 自 に すぎ な い 。 
王 15 メッ カ に 捧げ 物 を し て 持ち 込ま れる 動物 は 、 南 上 きれ る まで に 、 荷 を 夢 抜 し た り 、 き て ( 了 乳 し だ た りす る 
の に 用 いて も よい 。 その 他 に も いろ ん な 形 で 人 間 の た め に 役立て る こと が で きれ ば 、 捧 げ ば る 表 に 利用 する こと 
が 許さ きれ て いる 。 
注 16 この 節 か ら 、 捧 げ も の に 関し て の 議 題 に 移る 。 そ れ は 、 ハ ジ (人 礼 ) と ジハード ( 柚 江 ) と 並び 、 こ 
の 章 の 3 つの 重要 な テー マ を 成 し て いる 。 この節 で は きら に 、 貢 上 が 定め ゆら れ て いる の は イス ラム に 限っ だ こ 
と で は な い 、 と 述べ られ て いる 。 す で て の 宗教 は 、 き か の ぼれ ば 皆 同 じ 神 に 端 を 発し て いる の で 、 こ の よう な 
斑 通 部 分 を 有 し て いる の で ある 。 ま だ 、 こ の 節 で 示 き れ て いる よう に 、 も と も と 、 捧 げ 攻 と し て 信者 に 中 し つ 
けら れ だ の は 、" 動 物 " ( 四 足 獣 ) な の で あり 、 人 人 間 を いけ に え に す る な ど と いう 残 融 な 行為 は 決し て 定め られ 
て い は いな い 。 そういう 残虐 行為 は 、 後 に な っ て 改変 8 れ て イス ラム 以外 の 宗教 で 勝手 に 行わ れ た も の で ある 。 
「 冬 牲 |] の 語源 と な っ て いる アラ ゼア 語 の ナ サ カ に は 、 い くつ か の 管 味 が ある こと か ら 、 真 の 貢 上 は 次 の 3 つ 
を 本 質 的 特質 し し て 有 し て いる と いえ る 。 本 
(1) 自発 的 に 行わ れる ぉ の で ある こと 。(2) 純 粋 な 動 委 か らき る げ ら れる も ぁ の で ある こと 。 (3 物質 的 豆 醒 か ら 、 
さき げ ら 5 れる も の で は な いこ と 。 
注 17 この節 は 、2 重 に 重要 な 意味 を 持つ 。 (1) 宗 教 に よっ て その 場所 や 時 は 大 きく 異な ぁ も の の 、 す べ て の 
人 
ら 端 を 発し て お り 、 ど の 国家 に お いて も 、 実 は 神 は 唯一 な の で ある と いう こと を 示し て いる 。⑫ 参 上 の も つ 目 
的 は 、 人 が 自分 の 大 志 、 了 願望 、 す べ て の 考え や 理想 、 を そし て 命 $ 誇 り も 、 神 の だ め に ぉ る きる げ る こと に より 、 神 
の 唯一 性 を 公然 と 示す 、 と いう こと で ある 。 イ スラ ム に お いて 龍 上 の 入念 は 、 他 の 宗 数 に 見 りら れる よう に 、 乱 っ 
て いる 神 を な だ め る と か 、 自 分 の 罪 の 償い と し て 行う と いう も の で は な く 、 自 分 の 有する すべ て を 神 に ゆだね 
る と いう 概念 な の で ある 。 


ー514 一 


= に で っ 


第 


96 . 候 等 の 心 は アッ ラー ー の 名 を 耳 に する や 、 


97 . 


SO . 


注 18 


異 休 に 満 つ 。 面 し て 、 彼 等 は 何 が 起こ ろう 5 
と 机 を 忍び 、 礼 拝 を 居 守 し 、 わ れ ら が 授け 
し も の を 惜しみ な 〈 く 費やす 。 


われ ら は 特に 、 ア ッ ラ ー の 聖なる 神 兆 と し 
て 、 お 前 だ ち ! 犠牲 の 駒 上 を 定め た り 。 彼 
3 
り 。 る 、 並 び 立て る 時 に 、 彼 等 の 上 に 
ルン MP 面 し て 、 彼 等 が 
横 に 骨 れ た な ら ば 、 こ れ を 食い 、 また 貧困 
者 な が ら 満 足し て る 者 や 、 哀 匠 す る 者 に も 
食わ し め よ 。 ( 注 18) か く の 如 く 、 わ れ ら 
が 役 等 を お 印 だ ちの 用 に 供 せ し は 、 お 前 だ 
ち に 感謝 の 気持 を 抱か せしめ ん が た め な 
り 。 

それ ら の 肉 は アッ ラー に 送 せ すず 、 を の 血 $ 
また 人 然 5 。 0 生 "PRGRK4t 
ラー に 達せ ん 。 ( 注 19) か く の 如 〈、 
6 を 藤 た ちの 用 に 供 を し は 、* 前 た ち に 、 
その 摘 導 に 対し て 、 アッ ラー を 讃 美 せしめ 
ん が た め な り 。 き れ ば 、 状 行 を 積む 人々 に 
期 報 を 伝え よ 。 
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の METIK 王 1 HIGAU 


ーー 


5 っ Slys92 2621 し 
ン ッ タ 2? 
(の TOL いし 


の 032 あ YE SW 
II MO の 人 上 
1 52 さら る う 
3505 あと 


293GE っ 95 し 2 0 
ROCKIPYP2RGIR 2 


9 = ゅ ? ッ ン 。 ちの 1 レッ 「 ン レル デ 
@ の Ce し お AS し 


メッ カ に 連れ て いっ た ラク ダ を 捧げ 物 と し て 居 条 し た の は 、 丁度 ラク ダ が 主人 の ため に 命 を 投げ 出す 


の と 同様 に 人 が 自分 の 創造 王 で あり 主 で ある 神 の た め に 目 分 の 命 や も 投げ うつ つも り で ある と いう 意志 を 、 象 


徴 し た の に すぎ な い 。 


注 19 
うわ べ で で は な く 、 
神 に は 直接 届か な い 。 
すべ て 、 


誇り 、 


貢 上 の 究極 的 な 目的 は 、 そ こ に あり 、 
1200RMoM 90 RBREANE OAI 


この 節 に 示 き る れ て いる 他 の 目的 は 、 付 随 的 な も の 
心 に 刻む の で ある 。 ま だ この 委 で は 、 届 殺さ 
ら な いと 述べ られ て いる 。 


この 節 で は 、 献 上 の 本 質 、 真 の 日 的 に 光 を 浴び せ か け て いる 。 神 が 喜ば れる の は 、 献 上 と いう 行為 の 
を の 献上 を 行う 人 の 動機 や 南 上 を する 時 の 心 の 中 味 な の で ある 。 届 条 る れる 動物 の 肉 や 血 は 、 
し か し 、 献 土 者 の 心 の ] 周 は 神 に 受け も た られ る の で ある 。 我々 に と っ て 身近 で 大 切な も の 
を それ を 机 上 する よう に 要 水 され 、 神 は を その すべ で て を お 受け と り に な る 。 物質 的 所 有 物 、 
そし て 命 そ の も の 。 実際 、 神 が 要求 し て いる の は 、 動 物 の 血 や 内 で な く 


索 庫 な 理想 、 
それ を 献じ る 入 の 心 な の で あ 


る 。 し か し 、 重 要 な の は 心 で あり 、 外 部 か ら 見 る こと の で きる 献上 よい う 行 為 で は な い の だ か ら と いっ て 、 濁 


上 が 重要 で な いと いう 誤解 を し て は な ら な い 。 
る 湊 の よう な も の で あり 、 


柚 上 の 行為 は 、 精 神 と い 
貢 上 する 人 の 心 と いう 本 買 と 共に 殻 で ある 喜 上 の 行為 も 大 切な も の な の で ある 。 肉 


うぅ 本質 で ある 中 味 を と りか こん で い 


体 な くし て 精神 は 窒 る こと が で き な い の と 同様 、 訂 な くし て 中 味 が 存在 する こと 上 は で き な い か ら で あ る 。 


お 
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39. げに アッ ラー は 信じ る 人 々 を 守護 し 給 う 。 タン 和 タッ の クレ リン タン グ *。 1 タン g 和 
CPU だ YO 上 MFPYYJEC/ る 1 いこ 池 こも さす ZItU EC 
( 注 20) げに アッ ラー は 恩 知ら ず の 裏切り ぞ M バン ルン リ 
へ と 4 タン 〆 ン て 9 
者 を 愛 で 給 わ ず 。 @ っ 5 の 
テ ュ 


いく き iD る ン 内 SN PA っ て 
40、 戦 を 仕掛 けた 者 へ の 戦い は 許可 す 。( 注 TI も oN 拉 d GAYGE 
21) な ん と な れ ば 、 人 彼 等 の 方 が 間違っ て い 


プッ 9 ェ ョ 
る 一 げに アッ ラー は 彼 等 を 助け る 力 あ り 一 の と AS くみ この 
41. 「 我 等 4 と 云い に し が 故 。 ゅ うと 之 。 ョ ン ョ ン じ 22 レッ 
5 ・ 入 3) | 1 
に 不当 た 家 郷 を 遂 わ れ た 人 々 を 一 ET の の 


ケッ ラー HP りす SPA か を 放 PS PNGRRMT 
PA 
人 肪 せ ぎれ ば 、 修道 院 、 キ リス ト 教会 、 猪 太 に 2 


ド ツ 0YHPwPheRRhs 不断 

に そこ 2 ot 内 
人 る ンタ タン で ン 愉 グ 2・ ・ 9 

と ころ は 、 必 ず や 共 く 破壊 きれ だり 。 ア Oo 2h 2 LOS と 


ン 
ー は 必ず 、 御 自分 に 手伝う 者 を 助け 給 う 。 る イイ ノレ る 5 ち / の 22 る ラン の a 
( 注 22) げに アッ ラー は 強大 に し て 、 信人 @ め る な 史 人 72 の 2 郊 
だま 
80 の SESDE で 0 まず 、 12 DER 由 衛 戦 を する こよ 
RI 献身 の 大 切 さ を 教え られ だ た 。 そし て 今 こ の 節 で は イス ラム の ジハード と いう 概念 に 光 が あ て 
られ て いる 。 ジ ハー ド と いう の は この 節 で 述べ られ て いる よう に 真実 を 字 る た め の 戦 い の こ と し で ある 。 イ スラ 
2 次 26 お は し か し 、 日 分 の 尊大 、 国 家 、 信 仰 を 守る た めで あれ ば 、 美 徳 ほ きれ る 。 
人 は 地 も 商 深 な 神 の 創造 物 で ある 。 人 は 神 の 創造 の 頂点 に 位置 し 、 神 は すべ て を 人 入 の た だ ため に 創 ら 和 れ た 。 人 は 、 
地球 に お いて 神 の 代理 人 と し て の 役 わ り を 任 さ きれ 、 す べ て の 神 の 創造 物 に と っ て の 王 ほ と きれ た だ (2:31)。 こ 
れ が 、 人 は 宝 宙 の 中 で 高き 所 に 存在 する と いう イス ラム の 概念 な の で ある 。 


② ン 2 レ レタ ぁ う プ ーッ 


い Us EN 


注 21 学者 た ちの 意見 が 一 数 し て いる と ころ で は 、 こ の 人 節 が 秒 示 きれ て 初め て 、 ム スリ ム は 自衛 の だ ため に 起 
吾 を と る こと が 許さ れる よう に な っ た の だ よい うこ と で ある 。 商人 節 に も 続い て いく が 、 武 器 も 持た ず に メッ カ 
で の 追 害 に 耐え 、 自 ら を 守る べく 戦っ て いた 一 握り の ムスリム に 武 問 を と る こと が 許さ きれ た 理由 も あわ せ て 述 
べら れ て いる 。 ま ず 最 初 の 理由 ・ 前 提 た し て ムスリム が 不当 に 取り 扱わ れ て いた と いう こと が あげ られ て いる 。 


注 22 ふ ムスリム が 武器 を 手 に し て も よい と いう 理由 を 述べ られ だ あと 、 当 人 節 で イス ラム の 戦い の 日 向 が 述べ 
られ て いる 。 それ は 決し て 他人 の 家 や 所 有 物 を 准 う こと で は な い 。 また 彼ら の 国家 の 痢 由 を 奪い 、 他 国 の 支 
配下 に 服従 る せる と いう も の で も な い 。 また 西洋 の 大 国 が し て いる よう に 、 を その 国 を 新た な 市 場 と し て 利用 し 
た り 柄 民 地 化す る こと で も な い 。 それ は 、 自 衛 の なめ に 、 イ スラ ム を 撲滅 か ら 救 うた だめ に 、 そ し て 良心 の 自由 
と 思想 の 自由 を 確立 する だ め に 戦わ れる も の な の で ある 。 ま ただ 、 他 の 宗教 に 属す る 祈り の 場 、 教 会 や 寺 な ど は 
守ら れ な けれ ば は ならない 。 だ と え ぇ 戦っ て いる 敵 で あっ て も を その 人 だ ちの 宗教 の 自由 を 妨げ て は な ら な いこ と に 
な っ て いる 。 相 手 の 祈 り の 場 を 章 重 し 、 決 し て 破 障 し た り 攻 山 し た り し な いと いう こと は 他 の 宗教 に 見 る 戦い 
と は 異な り 、 持 に ジハード に お いて み ら 5 れる イス ラム の 特長 で ある 。 他国 の 礼拝 堂 び で あっ て も 、 イ スラ ム 教 徒 
は それ を 守る の で ある (2 :194 、2 :257 、8 :40、8 :73)、 イ スラ ム の 戦い の 最も 重要 な 日 的 は 、 信 仰 と 
礼拝 の 自由 を 確立 する こと で あり 、 国 や 誇り や 自由 を 不当 な 攻撃 か ら 守 る こと に ある 。 こ れ に 公 る 戦い の 理由 
な ど 存 在 す る で あろ うか 。 


= の 


ご: CO 


人 ひ , 


&: 


| 


ここ 「 計 1 


『【 





あい アル ハッ ジ 
42 これ ら の 人 々 は 、 も し われ ら が 彼 等 に この る る mt の ・2 ズ ? ざれ 
時 * 時 れ を れ 1C 
国 に 安住 せ し む る と 、 礼 拝 を 遊 守 し 、 豆 失 7 9 
を 惜しま ず 、 正 し く あ る こと を 命じ 、 頻 し 84682 うめ 入 う 
く あ る こと を 禁 ぜ ん 。 ( 注 23) 何事 に ょ ら 2 
ず 、 最 後 の 断 は アッ ラー 次 第 な 9 WP 3 
スイ < ゞ = JEFrr に る ご っ る ゥ クタ プ ブン 9 の ッ ン ズ 
43. 彼 等 は 次 を 路 つ き と 非 台 す る が 、 役 等 以前 あめ うろ 。A に 5 て 才 ( 仙 も S ら 2 
に も 、 ノ ア の 民 も 、 ア ー ド 並び に サム ー ド リッ ムン の [ ン ン 
ーー 5 2 ふる | 
族 も 、 を の 預言 者 た ち を 嘘つき と 非難 せり 。 《⑰ っ ッ ツ うう っ とう 
NR コ ヶ < クン ング 入 ン 
44. アブ ラ ハ ム の 民 や 、 ロ ト の 民 も また 狼 9 の あろ あう うう 
ビグ 
グッ ルン ン イ ゅ クン ャ ンプ ラン レ ィ ン 
45. マ ド ヤ ン の 住民 も 然 め 。 モ ー で の 氏 も また 2 っ 2 5 
然 り 。 さ れ ど 、 わ れ せ 不信 心 者 ども に 欠 子 。 の ラジ ンク シッ クタ 
を 与え 、 然 る 後 、 彼 等 を 氏 い た り 。 わ れ を di OS で 2 の Ao 2 つう 
否定 すれ ば 、 そ の 結果 や 縮み し ぞ か し ! 
46. わ れ ら は 如何 に 多く の 邑 を 、 悪 事 を な せる の AS 
間 に 減 ぽ せ る こと か 。 そ は 屋根 の 上 に 落ち 33 (3 8 た 
Sa いい テレ 【 ン ヶ 〆 
月 れ た り 。 ま た 、 見 捨て られ し 井戸 、 廃 城 AB3S うっ のび IM 
と 化 せ る 高楼 の 数 々 ッ の 
⑥⑩ ウ ひ ^ ッ < 
47. 物 が わか る 心 上 聴く 耳 を 持つ べく 、 役 等 は の 33 40 の NG 2 ルン 
o29| 8 5 っ 261 
譜 国 を 過 歴 せ ぎ り し か ? 至 な る は その 昌 に こっ の 3 
非 ず 、 そ の 胸 に ある 心 な り 。 ( 注 24) 4 の DP 11838 人 5 
。。 ぁ ス 2 が 。 グッ ぅ の 。 
時 II 計 CHYEG1 の の) の 
' し 
「 (⑫ あ と と ペリ 
48. それ 故に 、 彼 等 は 液 に 懲 前 を 急 が す 。 デ ブッ ルレ ルレ スン 3 て コン イー ニッ ニシン 
ラー は その 約束 を 決し て 破り は せ ぬ 。 た だ 、  ?oed1 5 の 3 oo 52Aoot う う 
時 に は 、 主 の 一 日 は な 前 だ た ちの 勘定 で 生年 98 レン 2 
いう uu 6 る 942 
こも 相当 す 。 ( 注 25) ②C2 
汗 23 。 この節 で 示さ きれ て いる よう に 、 ム スリ サム は 武力 を 手 に し て も 、 そ れ を 利己 的 な 目的 に 用 いる べき で は 


NARO 生 。 
り 、 礼 拝 の 場 を 尊重 し 、 寺 る だ ため に 用 い 
計 24 


注 25 
その後 、 


られ る でき で ある 。 


所 領 の 平和 と 安全 を 確立 し た 


この 第 か ら 、 ク ル デ ー ン の こ の 箇所 及び 他 の 箇所 で 述べ られ て いる 死人 人 、 定信 、 ろ う あ 者 と いう の は 、 
精神 的 に 死ん で いる 人 、 見 えな い 人 、 閉 こえ な い 人 人 、 話 せな い 人 の こと を 指し て いる と いう こと は 町 ら か で ある 。 


モハ ッ マ ド 李 言 者 は 次 の よう に 
誤っ た 考え が 広まる だ め に 、 暗 里 時 代 に 入り 、 


告げ だ と 記録 さき 所 て いる 。 今 
それ は 千年 に も 及ぶ で あろ う 。 こ の 長い 暗黒 時 代 は 一 


含 後 の 3 世紀 は 、 イ スラ ム の 最 縮 期 で あり 、 


sg) 7 





リト ゲル ハバ ハッジ 
、 人 まう ウ ン 〆 
49. わ れ は どれ ほど 多く の 艇 事 に 碗 する 品 を EAC る 1 あ は レ っ 
っ 。 いい 2 CO う 
し だ ご と が > 然 後 、 われ それ を 急 に の 3 
租 い た れ ば 、 帰 する と ころ は わが 許 な り 。 ' ⑬e91 913 SAS 


り U . 


9J 


9022 


09. 


りり . 


日 に だ と えら れ て いる (392: 6)。 こ の 時 代 に 、 
104)。 物 質 的 守 栄 と 政治 力 に う 
著 へ の 挑戦 、 ム スリ サッ 


系 七 項 
云 を ん を 、|「 人 々 よ 、 我 は だ た だ お 前 た ちの 公然 た 
る 警告 者 に すぎ ず 」 と 。 


信じ て 舗 行 を 積 ひ 人 々 に は 、 寛 多 と 光栄 あ 
る 給 差 あ り 。 


Jr g 2 われ ら 6 の 神 兆 。 に 逆らっ て 、 われ ら 
の 目的 を 挫折 せん と 謀る 者 ども は 一 楽 火 の 
住 和信 た らん 。 


われ ら が 違わ し た 使徒 や 預言 者 
、 何 か を 得 よ うと 欲す る と 、 量 魔 は 彼 が 
鈴 し が ぇ ゎ も の で 妨害 せ り 。 る れ ど アッ ラー 
は 、 下 魔 が 妨害 せる も の を 取り 除く 。 その 
Po の の の デ は 己 が 神 兆 を 堅 因 に 9 の 
ァ ー は すべ て や 知り 、 区 格 に まし ます 。 


サタ ーー 
. これ デッラ ー が 悪魔 に 妨害 きせ て 、 を の 心 


に 病 あ る 者 、 ( 注 26) 並び に を の 心 が 意 固 
な 者 を 試み ん が た だめ な り り 。 げ に 不評 な る 
従 則 は 反抗 し て 知 か 遠く に 隔たり 存 す 。 


すでに 知識 を 賜り た る 者 は 、 こ は 主 より の 
真理 な る こと を 知り 、 5 その 
心 を 謙虚 な らし めん 。 げ に アッ ラー は 、 信 
の 1 


室 が 到来 する で あろ う 。 


注 26 
い 話 は 取る に 足ら な い 。 こ の 和 化 が 意味 し て いる の は 、 
- て いこ うと する に 対し 、 あ り と あら ゆる 障害 を 設 
心 に 病 あ る 着 ]」 が 誤っ た 方 向 へ 痢 かれ て 行く よう に 、 
の よう な 悪 ど て み を な す の で ある 。 し か し 神 は その よう な 障害 を すべ て 取り 除い て 下 き り 、 真 実 


この 節 で まだ 、 我々 が 前 節 で 施し た 解釈 が 支持 きれ て いる 。 無知 な 注 秋 者 が こ 
不信 者 た もち が モハ ッ マ ド 預 言 者 の 使命 が 普及 し 果 だ きれ 
及 け て 妨げ よう と し て いる 、 と いう こと で ある 。 彼ら は 、「 そ の 
ある い は 、 イ スラ ム の 発展 が 選 らき れる よう に 望ん で こ 


ぬ 8 ぼれ 、 横 へ い に な っ て いる これ ら 6 の 青い 目 の 人 人 々 の こと が 、 
ふ の 人 人 々 へ の 試練 と し て 描か われ て いる が 、 約 東 の 時 が くれ ば 、 彼 ら は 例 き れ イ スラ ム の 毎 
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9euSrS 5 し od の 


青い 目 の 人 人 々 が 藤 隆 し 、 世界 中 に 広がる で あろ うぅ (20:108 - 
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の 招 に 加え た 根拠 の な 


は 一 時 仮 を め 


に 妨げ られ 勢い あ を が れる か の ご と く 見 えて も 、 か な ら ず や 発展 の 途 を た どる の だ と 主張 る れ て いる 。 
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56. 然るに 、 信 ぜ ぎ る 従 偶 は 、 審 判 の 日 が 突如 まこ 43258 382 CN る 
X> 4 こ 55 4 っ COUIS1D) 
と し て 役 等 を 襲う か 、 演 減 の 日 の 尋 が を の ッ タン イレ ッ ンク 
5 レコ 人 そ 1 ンタ ン の 
身 に 降り か か る まで は 、 そ れ に つい て 医 う 2 AS 
こと を 止め ざる べし 。 


As と 
57. その 日 、 ( 注 27) 大 権 は アッ ラー の 掌中 に 人 ウ ダン の 2 gg MI 
あり 。 彼 は 役 等 の 間 を 裁き 給 わ ん 。 きれ ば 、 "マッ 2 5 
言 に て 王 行 を 積む 玉 福 の 園 に 入る べ 2 る マレ ン ン 
0 毛 福 の 園 に 入る RMIICY 8 > Ms 
ナイ ンプ 
59. 然 れ ど も 、 不 信心 者 に し て 、 あ れ ら の 神 兆 Ao Get CE の 9 
を 拒否 する 者 は 、 恥 ず べき 朗 を 受け ん 。 2 の の 
第 信 項 に の As の 0 
59.、 ま だ 、 ア ッ ラ ー の 道 の た め に 家 郷 を 捨て 、 。 ク マタ EE ラ 2 る と の 人 る 
その 後 敵 に 殺 る れ た り 、 又 は 死ん だ 者 は 、 HIECG3 の 0 ペイ 


2 


28) アッ ター 必ず 之 に 立派 な 給 差 を 財 2p る 」 ブ (クン ン (名 3 5 1 
! じい っ 1 AS 
ちら ん 。 げ に アッ ラー は 最上 の 給 義 者 な り 。 IO2 つう 4 し Lo る の の 
の へ ちな 
60. アッ ラー は 必ず 彼 等 が 喜ぶ と ころ に 彼 等 を る リン の る 22 るる ンス る 22 る 
入ら し めん 。 げ に デッラ ー は すべ て を 知り 、 ー グ ! ン うめ ら OS AO) 


芽 容 に まし ます 。 っ 和 を に 


61. そ は 必ず か く の 如 く あ る べし 。 誰 で あれ 自 了 し は 
分 が 被 む り だ る も の と 同様 の 報復 を し た の ン 
に 、 規 型 達 犯 る きれ た 場合 に は 、 ア ッ ラ ー は る 2 
必ず その 者 を 助け 給 わ ん 。 ( 注 29) げに FIOYCJIUELCIY いら 
アッ ラー は 敷 免 者 に し て 、 規 大 な り 
注 27 [その HH」 が 意味 する の は 、 イ スラ ム の 最後 の 勝利 の こと で ある 。 それは また 同時 に 不信 者 の クラ イ 
ジュ 族 の 勢力 が つい に 完全 に 例 き れる メッ カ 了 臨 落 を も 言及 し て いる 。 メッカ 陥落 の 時 、 ク ライシュ は ムスリム 
の 軍隊 が まる に す で ぐ 近 (へ 攻め 入っ て くる まで 、 全 くそ れ に 気づい て いな か っ た の だ 。 
宇 28 自分 の 心 、 家 、 そ し て 大 切 に し て いる すべ て の も の を 神 に きき る げ 、 神 の た だ め に 一 生 を 費 や し 、 死 ん で 
いっ た だ 者 は 、 神 の た め に 実際 に 戦っ て 命 を 落と し た 者 た ちと 同様 に 分 類 き れる に 価 す る 。 な ぜ な ら ば 、 彼 6 の 
神 へ の 献身 は 、 実 際 の 列 教 者 の 献身 と 同様 に 倍 大 な も の で ある か ら で あ る 。 
ここ で の 「[ 死 ん だ 者 」 は 、 神 へ の 献身 に 一 生 を 捧げ て いっ た 価値 ある 人 人 たち も を 指す 。 
注 29 この 和 招 は 2 重 に 重要 性 を 有する 。… つ は 、 ム スリ ム が 救 わ れる と いう 約束 、 ぉ う 一 つ は 、 ム スリ サム が 
究極 的 に は 勝利 や お る め 繁 栄 す る と いう 人 拓 言 が 合 著 る れ て いる 。 前 者 の 意味 に お いて 、 実 際 ム スリ ム が 圧迫 き 
- 所 、 披 害 を うけ て き て いる こと が 明白 で あり 、 枝 害 に 対し 報復 が 許 き れ て いる が 、 自 分 の 受け だ 以上 に 相手 に 
宜 を 及ぼ し て は な ら な いと され て いる 。 後者 の 意味 に お いて 、 ム スリ ム は 、 英 を 自分 の 支配 下 に お きめ る で あ 
ろう が 、 そ の 時 で も 受け だ 以上 の 守 を 与え を て は な ら ず 、 さ きら に 寛容 に も 、 神 が 鹿 と 許し と いう 美徳 を 備 ぇ て 
いら っ しゃ る よう に 、 ム スリ サム が 敵 の 人 々 を 許し 、 謝 罪 し て あげ る こと が より 良い こと で ある と 告げ ば られ て い 
Sa 
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62. そ は アッ ラー が 、 夜 を 苦 の 中 に 入ら し め 、 タレ の * スタ の 29 ノロ そ 。 1 
また 号 を 夜 の 中 に 入ら し め る が 故 な り 。 (の PCIUMIEAIKIT TORI 


( 注 30)0 な ん と な れ ば 、 ア ッ ラ ー は すべ て ae ウッ ンプ も る イン (人 免 ・ ン ン る 
と で の" らら OS 41 
を 聴き 、 す べ て を みそ な わし 給 う が 故 な り 。 9 5 う ピ ウマ の つ 
ノレ ) 。 〆 ィ 了 
63. そ は アッ ラー が 真理 に し て 、 彼 等 が アッ ー 62owuu ら の 2 300232518 し お 
ラー 以外 に 祈る も の は 偽り の 軍 な る が 故 、 ググ 0 
し み ノレ 』 アイ ンク 2 し 
アッ ラー は 吾 尊 者 、 至 大 者 に まし ます 麗 な の 22 lo db! 分 あ % 


り 。 
くだ 
64. 流 、 ア ッ ラ ー が 天 か ら 水 を 降 せ ば 大 地 が 結ん セイ て る 0 っ 525181 そ 績 
と な る を 、 ( 注 31) 02 人 2 CIUIOI/ こ 
1 で 62 ン の ウ グー ラン ンジ ラッ 
ラー は の ン さ % 公 タ * w す グロ 記 ょ ru ・ a 
細か に 気 を 配り 、 す べ て を 承知 し # ⑩ フ と テ て の ら ) 2 OUP AA の の | 
65. 天 に ある も の 地 に ある も の 、 一 切 は アッ 
ラー に 属す 。 げ に アッ ラー は 自立 自 存 し 、 


計 美 に 値する 御方 な b。 $ い いろ ICU 
第 九 項 


66. 液 、 ア ッ ラ ー が 地上 に ある すべ て の も の を AM2 ASt/i 3 知人 る ダッ イ 
お 了 だ ち に 従属 きせ だ る を 見 ざる か 、 ま た JI9 い 「 
アッ ラー の 命 に 依っ て 海 を 渡る 船 を 見 ざる MKAIf と 2 so えら 7 
か ? 更に 役 は 、 天 を 引き 止め 、 己 が 許し な ラッ ルン ン 8 - 
し に 地上 に 落ち ぎら し め 給 う 。 げ に アッ ぱぁ y IOGILCEJSW (ゆあ 
ラー は 人 入間 に 哀れ み 深 て 、 情 け 深 くま し ま 


2② ぅ 2 る 
す 。 ⑨ 2 つっ っ う 
し か 0 ち み ンタ < 
67. 面 し て 、 ぉ 前 た ち に 生命 を 与え を 、 次 いで 死 2%2 53 全 入 化 < と る っ 
な せ 、 再 び 吾 らし むる は 彼 な り 。 ( 注 32) 0 2 2 
念 デ 
まこ と に 、 人 間 と いう も の は 恩 知 ら ず の 最 1 18) 


だ た る も の な り 。 


注 30 この 委 で は 、 前 節 で ほのか きる れ て いる 事実 が 比 隊 を 用 いて 示 き れ て いる 。 ム スリ サム が 砺 惨 な 状況 で 
庄 政 下 に ある 長い 期間 は 「 夜 ] に た た えら れ 、 そ を それ が 今や 終わ り を 告げ 、 ム スリ ム の 栄光 の H 々 で ある 「 征 」 
が 訪れ よう と し て いる こと が 示 き れ て いる 。 


注 31 この 節 は 不信 者 た ちの 注 忘 を 彼ら の の 前 で 展開 きる れる 自然 現象 に 向け よう と し て いる 。 前 ただちに 
は 見 を な い の か が? 神 が 天 か ら 還 を 降ら せ 、 荒 涼 と し た 不毛 の 地 、 精 神 的 に 死ん だ 状態 に ある アラ ブ の 土地 に 
水 の 恵 み を 与え る の を 。 そし て 新しい 生命 が 芽生 を 、 新 縁 が あ だ り いっ ぱい に 広がる の を 。 を し て 全 紀 界 が 本 
神 的 に 目覚 め 、 イ スラ ム が 深く て 根 を お る し て いく の を 。 以 上 の こと が この 節 で 述べ られ て いる 。 


注 32 生死 の 現象 は 同時 に 起こ る も の で ある 。 死す る た びに 新しい 生命 が 望 き れる 。 バド ル の 戦い や ウ ハ 
ド の 戦い の 戦場 で 殺 る れ む な ムスリム は 、 ア ラグ ブ 全土 に 精神 的 復 催 を ぉ た らし た の で ある 。 
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『 の 人 
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注 33 
ム が あら ゆる 款 教 の 中 で 最も 早く に 、 


われ ら は すべ で て の 人 々 に を その 守る で き 位 礼 


を 定め だり 。 ( 注 33) きれ ば 、 彼 等 に イス 
3 
。 唯 だ 彼 等 を 流 の 王 に 招 け げに 液 は 


を 


も し 役 等 が 液 に 論争 を 起 し な ば 、 云 ぇ 、 
[アッ ラー は お 前 たち が な せる こと を 最も 
よく 知り 給 う 。 

復活 の 日 に は 、 お 前 だ た ち が 意 見 を 異 に し だ 
こと に つい て 、 ア ッ ラ ー は お ぢ お前 た ち を 審判 
すべ し 」| と 。 


アッ ラー が 天地 間 の 一 切 を 知り 給 う こと 
を 、 液 知ら ぎる か ? そ は 、 す べ て 記帳 され 


も 全 ま 。 まだ 、 で は 、 グ ウラ ラー に 6 り 9 て 休 
努 な り 。 


彼 等 は 、 ア ッ ラ ー が 如何 な る 権威 も 降 し た 
まわ ざる 者 、 ま だ た これ に つい て 如何 な る 知 
職 も 有 せ ぬ ぬ 者 を 、 メラ 5 以外 に 崇敬 す 。 
然 れ ど も 、 得 事 を 人 ら 《 従 綱 に は 、 助 け 手 
は な し 。 ( 注 34) 


われ ら の 明 評 な 神 兆 が 彼 等 に 読 語る れる 
な 流 は それ ら 信 ぜ ぎ ざる 者 ども の 顔 画 に 拒 
天 の 色 が 笠 か ぶ を 認め ん 。 役 等 は 、 わ 和 れ ら 
の 神 兆 を 褒 え る 者 に に 向っ て 、 攻 撃 を 加え ん 
と す 。 云え 、「 我 は お 前 だ ち に 、 こ れ ょ り 
更に 悪し きこ と を 告げ よう か ? そ は 業火 な 


り 「 ア ッ ラ ー は 信 ぜ ぎる 者 ども に それ を 約 
束 せ 9。 そ は 恥ず べき 行き 先 な る か な ! 」 
と 。 


EBMa > 3 導 ば 
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の) 


神 へ の 礼 挫 は 、 す べ て の 国家 や その 国民 の うち も に いろ ん な 形 て 見 うけ られ る 。 こ の こと か ら 、 イス メラ 


ろう し と 宣言 し た こと が 偉大 な 事実 ど で あ る と わか る 。 


注 34 
に 韻 換 を サ え を それ を 認め て いる 
を 示す の が 当然 で あり 、 偶 像 崇拝 者 た ち は 偶像 上 拝 を 支持 する 個人 的 経験 や 考 
但 像 崇拝 者 と 信者 が 反日 し あっ て いた 時 代 に 、 
勝利 を 定 ゆ た 歴史 上 の 評決 、 


を する こと が 全く で き が な がい 。 3 
2 に 神 の 啓示 、 


こ で は 偶像 栄 捧 に 対し 3 つの 議論 が 提示 きれ て いる 。(1) 
も の は 何一つ と ょ し て な い 。 


人 間 の 理性 、 


人 々 の うち に 神 の 使者 が 降り 、 人 々 に いろ ん な 形 競 


ほ の 礼 振 を 教え る で あ 


今 まで に 著 さ れ た 神 の 本 の 中 で 偶像 崇拝 


(2) 人 間 の 理性 や 良心 に 従 を ば 、 偶 像 貯 捧 に は 抵抗 


察 に 基づく よう な まとも な 譜 論 
便 者 は 大 勝利 を 得 た だ た 。 以 上 の 
すべ て が 神像 遇 拝 は 正しく て な いと し て いる 。 


ne =ー 


74 . 


79. 


0 


人 訂 


79. 


79. 


注 35 
と い 


注 : 3 


第 十 項 
人 々 よ 、 ー っ の を 述べ る が 故に 、 え を 聞 
け 。 お 前 た ち が ア ッ ラ ー の 代わ り に 捧 す る 
者 ども は 、 よ し や その 目的 の た め に 相 竹 5 
協力 し ょ うと も 、 騙 一 匹 だ に 創造 し 得 ず 
1 た その 半 か ち 介 和 かるい 
、 彼 等 は 之 を 取り 戻す 能 わ ず 。 縄 る 者 も 、 
PT ああ 、 無 力 な る か な 。( 注 
35) 
彼 等 は アッ ラー の 権能 に つい て 正しい 概念 
を 形成 し 得 ず 。 ( 注 36) アッ ラー は 強力 に 
まま の 
アッ ラー は 、 諸 天使 並び に 人 間 の 中 よ ? 使 
徒 を 選ぶ 。 げ に アッ ラー は すべ で て を 聴き 、 
すべ て を みそ を な わし 給 う 。 


彼 は 次 の 前 に ある も ゃ の を 知 、 また る その後 
に ある も の を 知る 。 面 し て 、 万 事 は アッラー 
の 決定 に 帰着 す 。 


液 等 信ずる 者 よ 、 礼拝 に 放 て は 頭 を だれ 、 
叩 頭 し て 主 を 書 ゆ まつ り 、 栄 えん た め に 各 
行 を 積め 。 
お 前 だ ち 、 ア デッラ ー の 道 の た め に 、 本 分 を 
尽 し て 戦え 。 彼 は お 前 た ち を 選び た れ ど 、 
教 に 関し て は 、 お 前 た ち に 如何 な る 天 茸 
も 課せ ざり き 。 き され ば 、 お 前 た ちの 父祖 ア 
プラ ハム の 信仰 に 従え 。 役 は 寺前 に も 、 ま 
た この 経典 の 中 で も 、 ( 注 37) お 前 た ち を 
この 基 は 不信 閉 だ な ち に 彼ら が 完 
の 


6 窒 像 時 拝 基 が 、 


彼ら が 、 


アル ハッ ジ 


ea1 に MK 有 ら 人 し 電 4 1 の ul 
5S せ 寺 6 の うう 5 の 9 47OA 
IRM (042 2 CSU5 


アデ 


りみ マン ョ ン る 


UTA WM そえ の) 


タッ ンタ ン ン ュ 


グ も 
(の 3 を で ロジ IN OIL 


2 ン セン 


四 9 ン ン 
AS alb)SS し 


ちの る 22 2 で 2 と ハレ ラン ラ 
ooz39 の LLS2( 申 
で み ? の っ の 


の の 518 


22A ら じ う ゃ の 


ぅ 2 MC 


GPCG] 


の ぅ タタ っ 

< つ ゅ o ツ | 

0 人 IAOIV1 
2 27 ゥ の 。 る フン ノ 2 ン 2 


5 20 
RGM ku 
し ジン 

メ 1 UN みみ ちら 


19 っ で 2 
Aa し 2 


: 全 に 無力 で あり 、 決 し て 彼ら の 偽り の 神 に よっ て は 救い は 得 ら れ な い 
そし て 、 彼 ら が 信 り の 神 を 崇 捧 し て いる こと は いか に 超 ヵ 


か な こと で ある か を 明示 し て いる 。 


本 や 石 で 作ら れ た 神 を 偶像 と し て 拝む は ど 自 ら を 沙 と し め て し まう と いう 事実 か ら 、 
真 の 神 の 属性 に 関す る 彼ら の 概念 の 貸 困 きだ が うか が われ る 。 
夫 像 崇拝 者 が 僧 像 を 拝ん だ りす る の は 、 


事実 、 多 神 教徒 が あれ これ 擦 数 の 神 を 拓 ん だ り 


長 の 神 の 御 力 に 限り が あり その 属性 が 人 間 の も の の よう に 不 


完全 だ と 考え て いる 、 そ の 概念 の 気 還 き に 起因 し て いる の で ある 。 


注 37 
の めか し て いる (2 章 129 節 参 


「 こ の 経 穫 の 中 で 」 と いう 表現 は 、 暗 に 、 
昭 ) 。 


クル アーン こ の 中 で 引用 きれ て いる アブ ラ ハ ム の 白 り を は 


某 . 士 二 頁 ' アル ハッ ジ 


ムスリム と 名 づけ だ り 。 ( 注 38) これ 使徒 シン ン > の タッ ン ンタ くん 1 うっ ラフ タッ ン 
< ょ の mt バン 

を し て お 前 だ ちの 証人 だら しめ 、 お 前 た ち ゆめ ント の う ひ ゃ 

を し て 人 類 の 証人 た らし めん が た め な り 。 Pu 23 4 る 

故に 、 礼 拝 を 尊 守 し 、 寺 捨 を 惜しま ず 、 し っ 





ンジ 3 も ICO ンス 
か り と デッラ ー に お 縁 り 申せ 。 役 こそ は お が に 6 D9M 
前 た ちの 愛 調 者 な り 。 な ん と 素晴らし い 愛 As る に 8 
讃 者 、 な ん と 素晴らし い 援助 者 に まし ます 2 8 
か な ! 





邊 38 「 彼 は 以前 に も 、 ま だ この 経 穫 の 中 で も お 前 た ち ム スリ ム 上 名 づけ だ たり 」 と いう の は 、 イ ザヤ の 預 
癌 に ふれ た 表現 で ある (イザ ヤ 書 62 : 2 、65 : 15 参照 )。 
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] 信者 た ち 


アデ アルル ・ モ ー メ ヌー< 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね i 

慈悲 深く 、 忠 み 遇 く アッ ラー の 御名 に お い っ る 1 2 る ? 

1 の タテ 人 0 し ター 
2. 信 者 た ち は 必 ず 幸 運 を 得る 。( 注 1) の の め 205108 
へ りく だ アルノ ッ ー ニュ ク ン 5< 2 の の っ で 
3. 彼 等 は 、 礼 拝 の 時 は 譲り 、( 注 2) 〇 の らら なる の Co う ょ CN 
4. 下 ら ぬ こと は 一 切 避 け 、( 注 3) LE 45 の OO 
5、 進 ん で 喜 捨 を 行い 、( 注 4) の の 3 8 移 ご 3 
ee ュー リプ う ュ 1 タ っ s ツ ン 2 5 
6. 貞 節 を 守る の の と る る と うう 2 (の AP 
に 2 の KW ン ? ク イン る 
7. 但し 、 そ の 委 た ち 並 びに その 右手 が 所 有 す 5 は 2es 
る も の は 除く 。 その 場合 は 罪 な し 。( 注 5) る っ 多 如 
ピョン ルー あー 


| ャ ン ン リラ ァ 


8 な れ ど 、 こ れ ら を 超え て 何 か が を 求め る 者 は 、 OTCUUP を YOKKC 5 
罪人 な り 


上 。 ェ さ ッ う し ラ デ アデン 2 が に ラマ 
9. 信託 や 約束 に 妃 実 で 、 ⑦① 〇 2 か Je た う eo する の 00 
3 0 の の > 
10. 礼拝 を 厳守 する 者 。 ( 注 6) Oo 4 の 6 2 か の oN う 


注 1 この 節 で は 、 高 い 精 神力 を 備 を た 信者 に つい て 述べ られ て お り 、 そ の 特質 は 後 節 に 書か が れ て ある 。 こ 
の 様 な 信者 た ち は 神 の 救い の みな ら ず 、 幸 運 を 得る で あろ う が 、 そ れ は 幸 連 を 得る こと が 救い を 得る こと より 5 
も 伯 か に 高い 精神 過程 の も の だ か ら で あ る 。 

注 2 人 生 で 成功 を 治め ゆ 、 人 聞 を 前 り 賜 うた だ た 神 の 崇高 な 御 意 志 を 成就 し た い ょ 区 う な ら 、 信 者 者 は まず 様々 な 
条件 を 満 む る き な け れ ば な ら ず 、 そ れ に つい て の 記述 が この 節 よ り 始 まる 。 こ の 楽 件 5 は 、 幾 重 に も 重なる 人 間 
の 精神 的 発達 段階 の 事 で ある う 。 第 一 に 、 信 者 は 悔い 改め 、 謙 庶 な 気持 もち で 神 を 崇め な けれ ば な ら な い 。 

注 3 第 二 に 、 全 て の 無駄 な 言葉 ・ 思 考 ・ 行 動 を 層 ま な けれ ば な ら な い 。 大生 は 茂 し いも の で あり 、 指 者 は 
上 記 の 教え を 守ら ね ば な ら な い 。 常に 人 人 生 を 有 渦 義 に 過 し 、 無 用 な こと を 途 け ね ば な ら な い の で ある 。 


注 4 内 捨 の 日 的 は 、 苦 し み を 取り 除き 、 あ る い は 社会 の 貧民 層 を 救い 上 に 上げ る の みな ら ず 、 金 鍼 ほ 物 質 を 貯 
え 、 そ れ を 盛ん に 循環 きせ る 事 で 、 健 全 な 経済 調整 を 計る ぁ も ぁ の で ある 。 


注 5 4 音 4 所 参照 


6 この 彼 で は 、 信 者 の 精神 的 に 最 ぉ 成長 し た 状態 に つい て 述べ られ て いる 。 神 の 記憶 は 信者 に と り 北 二 
の 天性 と な り 、 我 身 の 一 部 と 化し 、 魂 の 救 いと な る 。 こ の 段階 に 至れ ば 、 信 者 は 集団 へ の 州 属 心 が 強 まり 、 個 
より 地域 ・ 国 家 の 利 益 を 重んじ る 為 集団 で の 礼拝 を 持 に 心掛け る 様 に な る 。 
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Ia ょ ey1 


ヤー サー 芝 アル ルッ セー メス ペー ン シン 


11. か か る 人 々 こそ を 相続 人 、 Oc3 央 品 GUN3| 


ノビ 
リロ 


と こし え 1 [ノッ 5。 2 タラ シュ ン ンー レン ン 
12. 楽園 を 継ぐ 者 な り 。 彼 等 は そこ に 永久 に 住 の GyOAa 5 2 5 っ 891 の め ァ Qt 
み 留 ま ら ん 。 ( 注 ?) 


13. われ ら は 沈 の 精 粋 か ら 人 間 を 創り 、 の cbC2 2 eoCSI 思 AS 31 1 る? 
14. 次 いで われ ら は 之 を 一 滴 の 精液 と し て 安全 だ (の 8 本 の きる 


な 保管 所 に お きめ た だ た り 。 
15. 次 いで われ ら は 、 を の 精液 か ら 涯 血 を 伸 り 、 了 る 才 NM 3 や 
炊い で その 党 邊 から 無 形 の 撮 を 名 り 、 を の 


塊 か ら 骨 を 創り 、 更 に その 骨 に 肉 を ま と わ CU を イン 衝 人 3) ント IA 


せ 、 然 る 後 に われ ら は 之 を 新た な 創造 物 に 


発達 させ り 。 さ れ ば 、 最 も 優れ た 創造 主 アッ @osiI は 1 仙 3 論 
ー を 詩 料 し 奉 和 れ 。 
16. こう し て その後 、 お 前 たち は 必ず 朽ち 生 て ンク レン ン ンコ フッ ング 」 の 
OAIOIE ペ ! 8) 
ん 。 ( 注 8) ら 
し か 5 _ Sr 5 アチャ アリ SS ノ と チ ィ 
7 0 復活 の 日 に 、 再 び 時 らし め ら る 。 ② 〇 Su5 4 az 2 SU 
注 


18. われ ら は お 前 た ちの 頭上 に 七 居 の 天 を 和伸 れ 1 を OS AE おう 
9 。 ( 注 10) 敵 し て 、 わ れ ら は 、 を の 創造 し 。 
を 等 開 に は せ ず 。 ( ② ou 


の し 党 、 ゥ ブウ 』 タ 1 ノ イン と 2 ブ プ ゥ っ ン 
19、 ま た われ ら は 、 適 量 の ホ を 空 か 65 隆 し 、 を ColG45SDOS 多 此 Sio2E25 
1 ー 呈 人 そ 子 ュ 

れ を 地 中 に 劉 ま きら し ゆり 一 われ ら 6 は また の の 衝 く も 4 

を の 水 を 運び 去る カ も 有 す 一 ( 注 11) ⑲ 〇 めい 5) や いつ ! 5 
注 7 前 節 に 述べ だ 信者 達 は あら ゆる 徳生 に 付け 、 野 に ある 物 全 て を 備え た 楽園 に 住む 様 に な る 。 死 を 望 
め ば 、 む し ろ 神 より 水 遠 の 命 を 賜わり 、 詞 み は 全て か な えら れる で あろ う 5650 36) 。 
注 8 人 は 成長 を 終え た 後 、 妄 え 死に 致 る 。 生 き と し 生け る も の 全て が 死 を 迎 ん る の は 、 不変 の 摂理 で ある 。 
神 の み が 不 減 な の で ある 。 
注 9 死後 人 が 時 る の は 、 魂 の 成長 を 続け 永遠 を 知る 為 で ある 。 現 世に お ける 歩み は を の 前 段階 で あり 、 言 
ゎ ば 母親 の 胎内 に 宿る 赤子 の 様 な も の で ある 。 死後 に 新た な 世に 生ま れ 変 わり 、 終 りな き 成 長 を 始め る の で あ 
る 。 
注 10 "この 交 の 初め 10 節 で 述べ た 6 段階 の 精 押 的 成長 は 、 天 国 (当所 12 飾 参照 ) $ 含め る と 7 段階 し な る 
同様 に 、 精 子 形成 の 前 段階 (13 節 ) を 胎児 成長 過程 に 加え れ ば 、 7 段階 し な る 。 こ の 様 に 、 こ の 音 で 述べ て 来 
た 精神 的 成長 の 7 向 隆 し いう 数 は 、13 節 一 15 節 で 述べ だ た 人間 の 肉体 的 成長 の 7 段階 し 奇しくも 一 致す る 。 
注 11 "この 和 盆 で は 、 人 が 肉体 的 、 精 神 的 に 要する 物 を 如何 に 神 よ り 賜 わっ た か 、 を の 一 - 例 が 示 き れ て いる 。 
全て の 命 は 、 雨 ・ 雪 ・ 角 と し て 空 か 6 降り 落ち る 水 無 く し て は 生存 で き な い 。 同じ く 、 殊 も 又 、 神 の 啓示 と い 
5 精神 的 恵 無く し て は 存在 し 得 な い 。 


ca 


pH( アル ・ モ ー メ ヌー ン 


20、 われ ら は その 水 で お 前 た ちの だ め に 電 覆 子 52 KCAE > 5 の づら だ る MA 
や ゃ 御 罰 賠 を 設 を いた り 。 園内 に は 沢山 の 果物 “< 


oo グ * う 。 
あり て 、 お 前 た もち それ を 食す 。 e 帝 3273 





' > を 2 ッッ で 5 ン 
21. また 、 シ ナイ 山中 に 生え る 一 樹 あり 。 油 を 。 ぁ ULCG5 MI の 
産 し 、 食 者 の た め に 調味 料 に も な る 。 ( 注 - 
12) ⑥ Co どら う 


22.、 古 し て 、 家畜 に 訟 て も また 、 前 た ち へ 軸 47HCOPKCEOE お の IE 
の 教 記 あり 。 わ れれ ら は 彼 等 の 腹の中 の も の 


リン 2 ゃ て ュ グ 2・ ン ン ン プッ 。」 
を お 前 た ち に 飲ま し め 、 お 前 た ち は 多 (の 。 6@o 補 BC23 8 る 2 
利益 を 彼 等 か ら 得る 上 に 、 を の 肉 を も 食す 。 
( 注 13 
23. ぉ 前 た ち は 彼 等 の 背 に 乗っ て 、 ま た 船 に ンタ セン 
来 っ て 個 ば れる 。 @6 II 
第 二 項 


24. われ ら は ノア を を の 民 に 違 わし た り 。 彼 は 1281 We 生 ( 仙 の 
云え り 、「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー に 仕え まつ れ 。 Me よ も o 
アッ ラー 以外 に 神 な し 。 お 前 だ ち 、 ア ッ ラ ー 2351 MG る 1 の 千 じ 25) 
の 加護 を 求め ぎる か ?」 と 。 

25、 す る と 、 そ の 民 の 中 の 信仰 な き 長 老 た ち は 


タイプ る ェ レ レ 。 る タイ ンタ 
ー VO 150 SBLJ1OUUSS 
云え り 、「 役 は 我 等 同様 た だ だ の 人 間 に す ぎ プッ ob 


9 ち ッ タン ン レ る アン ノノ 2 ン の > 回 
ず 。 後 は 我 等 上 に 立た ん と す 。 も し アッ ー の 5 和 人 E お は 富 が 
ラー 欲し な ば 、 彼 と 共に 必ず 天使 ら を 和仁 わ ン ン っ っ く の ゥ レレ 
きん 。 我 等 は いま だ か つて 、 遠 い 先祖 に か dE 遇 


く の 如 きこ と あり し を 開か ず 。 ( 注 14) 


) ノ 
26. 役 は た だ 狂気 に 病 ん で いる に すぎ ず 。 き れ ある 人 和 ら ! 全 の 
ば 、 待 て し ば し 、 彼 に 関し て は 」 





注 12 シナ イ 山 中 上 言う 言葉 か 6、 我々 は 聖書 の 偉大 な 預言 を 思い 起こ す 。「 主 は シナ イ か ら 来 られ 、 セ イル 
か ら 彼 等 を 朋 ら し 、 パ ラン の 山 か ら 区 を 放ち 、 一 万 の 避 者 ら と と も に 来 ら れ だ 。 その 右手 か ら 6 は 、 邊 等 に 稲 雪 
が きら めい て いた ( 申 命 記 33 章 2 節 )。H.F. プ レス コッ ト に よる "Once to Sinai" も 参照 の 事 。 


注 13 「 無 知 か ら 知 へ と 人 を 変え る 証し と いう 意味 や ちる つ 、「 教 訓 】 は 、 動 物 の 内 蔵 で 牧草 が ミル グ ク に 変わ 
る 彼 妙 な 過 租 を 暗示 し て いる 。 この 事 を 深く 掘り 下げ て 考え れ ば 、 神 の 偉大 な る 力 及 び 神 の 啓示 の 力 き れる る を 
の 巧み な 方 法 に 、 人 人 は 気 付く て の で ある 。 


注 14 不信 者 達 は 優越 感 に 捕 ゎ れ 、「 我 々 同様 た どの 人 間 に す ぎ 」 な い 指 導 者 を 受け 入れ る 訳 に は いか な いと 


いう 2 理由 て 、 神 の 使者 を 拒む 。 天 使 の 存在 が 大 昔 か ら 信じ 6 れ て 来 た 事 を 、 こ の 節 は 偶然 に も 示し て いる 。 各 
か 遡る ノア の 時 代 に 、 彼 に 力 向 か う 者 達 は 、 天 使 が 自分 た ちの も と へ 降り て 来る の を 見 た いと 願っ た 。 
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、 彼 は 云え り 、「 我 が 壮 よ 、 助け 給え 、 彼 等 は ツル 2 


27 H H ョ アデ の 1 
我 を 嘘つき 見 な す 」 と ⑨gxu ち CiGxete5OB 

28. る れ ば 、 わ れ ら は 啓示 に ょ っ て 彼 に 命じ た 2 CSLeISI と 21gi43C と 発 
り 。「 わ れ ら の 世 示 に 従っ て 、 わ れ ら の 眼前 。 * 」 と 
で 箱 舟 を 造れ 。 わ れ ら が 命 下り て 地 中 か ら 32U69eCG っ 交 天 人 作 光 先 部 
沢山 の 長 が 噴出 する 時 、 あ ら ゆ る 生き も の 5222 の の 2 
を 雄 肉 一 向 ず っ 、 並 びに 流 の 家族 を を の 舟 先 MES Ge!8055 AU ちび 
の 中 に 乗り 込ま せよ 、 但 し すでに 裁断 が 下 2 0 022 
され た 者 ども は 除く 。 し て 、 不 義 を な せ IA の 38 ほす 2 も d 品 
る 者 ど も の こと で 、 わ れ に 請 願 す る な か れ 。 YE 
彼 等 は 必ず 湧 死 せん 。 ( 注 15) タプ 

29. 面 し て 洲 、 す な わ ち 、 中 は II HATE : 

うこ! ツマ の 
省 た ち が 箱 穫 の 中 に 落ち つい た な ら 、 2 
ょ 、『 悪 人 ども か ら 我 等 を 救い 給 うた 3 Ok)。 CS る 51 
ラー に 慎 え あれ 』 と 。 に 

30. また 云え 、「 主 よ 、 恵 まれ た 地点 に 上 陸 き せ 入る C136 人 2 3255 入 の Ted 3 
給え 、 液 ほど 最善 に 上 陸 き せ 給 う お 方 は あ 2 
6 ぎる ほど に と 。 (o1C ま ざり 
PID 2 の 359 フェ ンタ シュ ュ る フン エリ しゅ ゅ る 

31. げに この 中 に は 種々 な 神 兆 あ り 。 わ れ ら は 70CKA1K 人 NEYCNGEWY4TD] 
ノア の 民 を 試み た る な り 。 

そ ノ フッ レル ルク と ン テ フ 2 ン ン る 

32. 然 る 後 、 彼 等 の 後に 、 わ れ ら は 別 の 一 族 を (の まとも WE と NET 
興し た り 。 ( 注 16) 

33. 面 し て 、 わ れ ら は 彼 等 の 中 より 選べ る 一 人 Sb の Io が 2 4 多 AM 
の 使徒 を 彼 等 に 造 わ し 、 寺 わし め た り 5、 生生 “ 
ゲラ ンー に 和仁 を まう れれ 。 アッ クー リ 欠 6 ら o ら SS1se0 52 
神 な し 。 お 前 た ち 神 を 異 散 せ ざる か ? 」 と 。 

此 二 順 マン アア 2 ー デ 

34. する と 、 その 民 の 長老 で 、 信 仰 を も た ず 、 SU SA と WIPIEP 人 
来世 で の 対面 を 否定 し 、 し か も われ ら が 2 と る | スピ ラン ェ ン 
人 生 て 安楽 を 与 を た る 者 が 云え り 、「 こ れ RED 
な る 者 は 、 我 等 同様 た だ だ の 人 間 に す ぎ ず 。 ン 。。 ぁ ン タン ン シタ ラー 
彼 は 我 等 が 食べ る も の を 食べ 、 飲 む も の を の お うらら 55 も 人 

ーー ンタ アラ う タン う る 
SN 6 あら る 7 

注 15 11 章 41 節 参 照 。 
注 16 「 別 の 一 族 ] アー ド 族 、 つ まり フー ド の 一 族 を 指す 。 を それ は この 第 及び 次 の 数 節 に 香 か れ た “次 の 世 


代 " の 置か れる 状況 が 、 7 音 66 一 70 節 の アー ド 族 に 関す る 記述 と 実に 良く 似通っ て いる か ら で あ る 。 
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35. お 親 だ ち 、 自 分 自身 と 向 じ 人 間 に 従 わ ば 、 リン っ 1 る る 名 を と >。 タイ 
95As 1 51 》 
おち 前 た ち 必 ず 損 失 者 と な らん 。 ⑨Gx の は !※ 2 
36. 彼 は お 前 た ち が 死 ん で 土 と 骨 に な り た る 2 AG 全て 
後 、 お 前 た ち は 再び 鞭 ら し め ら る 、 と 云う 990 の の の 
の 6 の 移 め る 
37. ば か ば か し い 、 お 前 だ た ち が 約 束 き れ た こと ーッ (し ン (ンク ン レレレ ッ ン 
は 真実 か ら ほ ど 遠 い 。 ② 〇 うり と の この いつ の い U6rs 
レン > ダー レタ レン る し 
38. 我 等 に は た だ 現世 の 生活 ある の み 。 我 等 は らし KEY1KUUIG1WS 
死に 、 我 等 は 生 く 。 き れ ど 、 我 等 は 断じて ラン 。 . 
再び 難 ら し め ら る こと な か る で し 。 (OTO や YY 
ュ つ や う タバ 人 ンス スウ! 生き ンタ 5 
39、 彼 は アッ ラー に 対し て 嘘 を 提 造 する た だ の で ぼ 364blgoS10 め 3 51 
人 間 に す ぎ ず 。 き れ ば 、 我 等 は 彼 を 信じ た レッ ラッ ィ ン 
り は せ ぬ | と 。 ⑨O ジ 2 タッ の 
40. 彼 は 云え り 、「 主 よ 、 我 を 助け 給え 。 彼 等 は @e8C。8 紀 se 
我 を 貴 つ き と 見 な す 」 と ン 
41. 神 は 云え り 、「 や が て 、 役 等 は 必ず 後悔 せん ] 6CuS 5 2 SSC 6 
と 。 
42. まき に その 時 、 天 出 が 下り 、 わ れ ら 6 は 役付 EimeizsadkAcz86 
を 激流 に 池 べ 池 き か す の 如 く が し だ た り 。 洗 ッッ クッ タン 
義 な す 従 束 ょ 半 り あれ ! | 26u リ CS 
2 4 さる 人 うー TI 0 っ リク ッ タ 5. GY 5 ンク 


代 を 興し た り 5。 


44. 如何 な る 民 も 、 そ の 定め の 期限 を 早め る 能 MM ac1AS1 SO に 
わ ず また 層 ら す 能 わ ず 。 ( 注 17) 

45. 然 る 後 、 われ ら は 合 委 等 を あい つい て 店 わ 2461 に し いら ECS 1 
し だ り 。 なれ ど 、 い ずれ の 民 も 彼 等 の 使徒 2 の 0 シラ スン あの 2 カク 52P22 の 7 92 セラ 
が 登場 する や 、 彼 等 は 使徒 を 嘘つき と し て GetAas 3 了 の 
過 し た り 。 き れ ば 、 わ れ ら は 次 々 に 役人 等 を 


4 レン 和 人 
減 記 へ と 党 ら せ 、 以 て すべ て を 伝説 た らし (の Pt と ちあ 122 
め た だり 。 信 ぜ ぎる 従 状 よ 、 症 り あれ 「 ( 注 
18) 





滞 17 誰 も 神 の 定め ゆら れ た 運命 を 変え る 事 は で き な い 。 神 の 預言 者 を 拒 ゆ ば 、 必 ず や 還 せ られ る 。 神 を 信じ 
な い 者 に つい て と どの 様 な 形 で 六 を 御 号 え に な る か は 、 押 御 自身 が お 決 め に な る 。 

定 18 彼 等 は 圭 減 し た 為 、 後生 の 人 々 は 、 彼 等 を も 、 か つて この 世に あっ た が 、 今 や その 存在 の 跡形 も 拭い 人 々 
と 表現 し た 。 
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46. 然 る 後 、 われ ら は モー 職 Pe 上 々 (KU いい CeyECS 


アン 


の われ ら の 奇跡 と 明白 な る 権能 に 誤 わ 9 ぅ ぁみ ルン 
し た り 、 ウロ 
47. ファ ラオ と その 長老 た ちの と ころ へ 。 拓 る 。 攻 35 EID と os 


に 彼 等 は 横柄 な 民 な れ ば 、 章 大 に 振 導い た ノレ 。 
b 。 @oJE 


48 . 役 等 は 云え り 、「 我 等 と 等 し いた だ の 人 間 二 に 1 ン サタ ュ ン ン ン ン レト アン の ン 
し か 1 
人 を 、 我 等 に 信 ず よ と な 、 面 も 彼 等 の 同族 1 EER 


セン ぅ 2 1 


は 我 等 の 奴隷 に 非 ぎ る か ?』 と 。 ⑯ 〇 %O こ と 

49. そこ で 、 彼 等 は 二 人 を 嘘つき 呼ば わり し だ ピン ノ タ 2 る 
れ ば 、 彼 等 も また 減 ぼ きれ た 者 ども の 仲間 《⑲ ぃ 1 こ の 区 いふ め WC 
に 入り だ りり)。 


oU. 耐 し て われ ら は 、 モー ゼ に 彼 等 を 導 か し め OO 92 (RG 1 の こら ン ッ ン 1 AS 2 
ん と 、 経 典 を 授け た り 。 


51. わ れ ら 6 は また 、 マ リア の 子 と を の 母 を ー つ WC な 2212 の の EE スタ 
の 神 兆 と な し 、 二 人 の 安全 の た だ め の 隠 れ 場 d1CS5 と ) た たこ ) に も) しま ー メ ンー メ ひ A 


と し て 、 泉 が 湧き 出る 緑 の 谷 半 の 小高 いと の oe っ 5 らち の 
ころ を 、 与 を だ り 。 ( 注 19) 


注 19 イエ ス ・ キ リス ト の 死 は 、 彼 の 出生 と 同様 に 論議 の 的 し な っ て いる 。 役 が 亡くな られ る 頃 、 ど こ で す 
ご し た か 、 今 まで も 論じ られ て きだ た 。 ク ルアー ン や 型 壮 は 歴史 的 な 確か な 則 付 ける 持ち も 、 イ エス ・ キ リス ト は 
十字 介 に よっ て な (て な られ だ の で は な いこ と を 明らか に する 。 こ の 論点 を 支持 する 学説 を 以下 に 記す 。 

( 1 ) 1877 年 ころ 中 東 を 旅 し た ロシア の 旅行 家 ニ コラ ス ・ ノラ トビ ピッチ は 、 著 溝 オイ エス の 知ら れ ぎ ざる 生活 | の 
中 で 、「 イ エス は カシ ミー ル と アフ ガニ スタ ン を 訪れ だ 。| と 書い て いる 。 ニ ュ コラ ス ・ ノ トピ ビッ チ が カシ ミー ル 

を 訪れ た 当時 、 カ シミ ー ル の マハ ラジ ャ 宮 典 に 起 娠 し て いた イギリス 人 サー・ フ ラン シス ・ ヤ ング ハズ バン ド 
は 、 ゾ ジラ 吐 近 てく で ノ ト ピッチ ヒ 会 っ た 。 イ エス の 東洋 へ の 旅 に 関す る 最近 の 研究 は ノ ト ビッ チ の 著作 を 強力 
に 裏付け て いる 。「 イ エス に よる 東洋 訪問 と いう 珍し い 話 あ スリ ナガ ー ル に 見 つけ だ の は 栽 々 が 初 ゆ て だ 。」 と 、 
ニコ ラス ・ ロ ー リ ッ チ 博士 は 著書 「Heart of Asia (アジ ア の 心 )] に 潮 i い て いる 。 ロ ー リ サッチ 博士 は 更に 続 人 
る [イエス が 、 イ ンド 、 ラ ダッ ク 、 中 央 アジ ア に ま て 足跡 を 残し て いる 事 を 我々 は 後に 知っ だ 。 カ シミ ー ル 、 
ラダ ッ ク 、 チ ベッ ト 、 更 に を の 北部 地域 も 含め 、 中 央 アジ ア 全 域 で 、 イィ エス 来訪 は 未だ 信じ 6 れ て いる 。」] (Jawa- 
har Lai Nehru 著 "Giimpses of Worid History”) 

学 才 の 中 に は 、 ノ トビ ッ チ の 作品 に ある あい まい な 菩 所 を 指し て 、 イ エス が 神 の 頒 言 者 に な る 前 に イン ド を 
訪れ た と する 説 に 異 を 唱 を る 者 も ある 。 イ エス が イン ド を 該 れ だ と 言わ れ て い る の は 彼 が まだ 13 オ か 14 才 の 
項 で あり 、 遠 隔 地 こ の 長く 苦し い 旅 、 し か ち も 道 中 我 身 を 死 の 危険 に きら すか も し れ な い 旅 を を の 様 な 若者 が 考 
ぇ た は ず が な い 。 で は 、 何 が 若き H の イエ ス を イン ド へ 駆り 立て た の か ? も し イエ ス が 当時 イン ド を 訪れ だ 
と すれ ば 何故 イン ド や カシ ミー ル の 和信 々 が 13 才 か 14 才 の 少年 の 行動 も わざ わざ ぎ 記 録 に 残し た の で あす ろう 
か ? 史実 で は 、 ユ ダ ヤ 人 に 追わ れ 、 パ レス チ ナ で の 甘 し も 旬 な (て な っ た だ イエス は 、 パ レス チ ナ を 去り 9、" イ ス 
ラ エ ル の 失わ れ た 10 支族 "の 為 に 、 上 旧約 型 書 に 書か れ た 預言 成就 を 求め て 旅 に 出 た 。 そ し て 長 《 危 険 な 旅 の 後 
イン ド 及 び カ シミ ー ル に 着き 、 そ の 地 で 120 才 の 高齢 に ま る まで 波 潤 に 満ち た 人 生 を 送っ た イエ ス の 行動 が 記 
され て いる の は を こま で で ある (Kanzal-Ummal, 6 斉 参 照 )。 アッシリア 人 や バビ ロニ ア 人 に 追わ れ だ "イス ラ 
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第 三 項 ( 
52. 流 等 使徒 た ちょ 清潔 な も の を 食し 、 立 行 を 』 ウ liE7 RIP 人 64ILVD 


な せ 。 げ に われ は お 前 た ちの 所 業 を 熟知 す 。 
ち の ハン プン えッ ン し 
ez ら 上 5 1 


ェ ァ グ 
きす 


が うい つ ょ ふじ 
53 画 し て 、* 耐 た ちの 教団 は 賠 ーー ヒ し て 、 6 6632 し SA 6 
われ は お 前 た ちの 主 な る こと を 知れ 。 さ れ 8 


や ネ ッ タレ 
ば 、 わ れ を お 前 た ちの 守護 者 と し て 燈 え 。 @⑤o%O 
( 注 20) | 


エル の 失わ れ だ 支族 "は 、 イ ラン 及び イラ ク に 住み 益 い た 。 後 に 、 ダ リウ ス 、 サ イラ ス の 元 に イラ ン 人 か アフ 
ガニ スタ ン や イン ド ま て 領土 を 拡大 し た 時 、 こ れ 等 の 支族 は 共に イン ド 、 ア フ ガ ニス タン に 入植 し た の で あっ 
だ た 。 (2) カシ ミー ル 人 、 ア フ ガ ニス タン 人 は “イスラエル の 失わ れ た 支族 " の 未 座 で ある 。 こ の 事 は 両 種族 の 
沸 民 ・ 歴 史 ・ 記 録 か ら も ら か で ある 。 町 名 ・ 種 族 名 ・ 習 慣 ・ 生 活 様式 ・ 服 装 ・ 身 体 的 特徴 等 あら ゆる 点 で 、 
カシミール 人 人 ・ ア フ ガ ニス タン 人 は イス ラ エ ル 人 と 茜 人 し て いる 。 古代 の 碑文 も 又 、 そ れ を 示し て いる 。 両 種 
妖 の 民話 に は イス ラ エ ル の 話 が 多 て 合 き れる 。 カ シミ ー ル と いう 名 それ 自体 、 実 は "シリ ア の 様 な " と いう 応 
味 の 語 が カシ ミー ル に 由来 し て いる 。 又 、 ノ ア の 球 で ある カッ シュ ある い は クッ シュ に ちな ん で 名 付け られ だ 

と も 考え られ る 。 これら の 直実 か の ら す れ ば 、 ア フ ガ ニス タン 人 及び カシ ミー ル 人 が “イスラ エル の 失わ れ た 支 
妖 の 未 商 で ある と いう 見 解 は 間違い な い 。(3) イエ ス が カシ ミー ル に 来 た 事 、 カ シミ ー ル 人 が “イスラエル 
の 和 失わ れ た 10 文 族 ' の 末 育 で ある 事 は 上 記 の 事実 で 十分 に 証明 し て いる が 、 イ エス が カシ ミー ル を 訪れ 、 役 の 
地 で 暮し 、 没 し た 事柄 の 最大 の 証し は 、 カ シミ ー ル 地方 に ある スリ ナガ ー ル 市 カン ヤー ル 町 に 現存 する イエ ス 
の 人 甘 で ある 。 ラ ウザ バル と 呼ば れる この 慕 に 葛 ら れ て いる 人 物 と し て は 、 ユ ー ズ ・ ア シフ 、 ナ ビー・ サ ヘ ブ 、 
シャ ハ ザ ー ダ ー・ ナ ビー、 イ サー・ サ ー ヘ ブ 等 様々 な 名 が 挙 っ て いる 。 信頼 で き 得る 歴史 的 記述 に よれ ば 、 ユ ー 
スズ ス ・ ア シフ は 1900 年 余り 前 に カシ ミー ル に 米 て 、 福 埋 書 に 書か れ た 比 喉 を 多 ( 用 いて 説教 し た らし い 。 歴 史 蘭 
て は 、 ユ ー ズ ・ ア シフ は 、 ナ ビー ( 項 言 者 ) と 記さ る れ て いる 。 一 方 聖 革 に は "人 人 を 集め る 人 人 "を 応 味 する ヤス ー 
と いう 名 で 記さ きれ て いる が 、 こ の ヤス ー は イエ ス の 記述 名 で ある 。 イ エス の 使者 が イス ラ エ ル の 失わ れ た 十 支 
族 を 主 の 囲い に 集め た 時 、 イ エス 自身 が こう 語っ た 。 「 私 に は また 、 こ の 阻 い に 悦 き な い 他 の 羊 が あり ます 。 私 
は それ も 導 か な けれ ば な り ま せん 。 役 等 は 私 の 声 に 閉 き 従い 、 一 の 牧 風 、 ー つ の 群れ と な る の で す 。」 (ヨハ 
ネ 10 草 6 節 ) 

次 の 史 夫 も この 問題 ああ る 程度 解明 し て いる 。 その 墓 は ある 預言 者 の も の と し て 良く 知ら れ て いる 。 彼 は 皇 
子 で あり 外国 か ら 6 カシミール に 来 て 、 カ シミ ー ル の 人 々 に 説教 を 閉 か せ た 。 そ の 名 を ユー ズ ・ ア シフ 言っ た 。 
(Tarikh 偽 zami, pp82- 85)。 ユ ー ズ ・ ア シフ は カシ ミー ル と 呼ば れる 国 に 来る まで 幾つ か の 地 を 秘 筆 っ た 。 を 
し て 逢 か 遠い 彼 の 地 を 訪れ 、 死 ぬ ぬ まで そこ で 過ごし た 。(Ikmat al-Din, pp358-359)。 前 述 の 如く てく 、 カ シミ ー ル 
伝説 に は ある 拓 言 者 を 語っ た 件 り が ある 。 彼 は カシ ミー ル に 住み 、 イ エス の 科 に 比 踊 、 小 話 を 用 いて 人 々 に 説 
いて 義 か せ だ た 。 それ 等 の 比 除 小話 は 念 $ も カシミール に 伝わっ て いる (John Noel's article in Asia, Oct. 1930)。 
だ か ら 、 イ エス が イン ド に 行き スリ ナガ ー ル で 没 し た の は 合理 的 、 歴 史 的 観点 か らし て 真実 と 見 て 間 避 い ある 
まい 。 

この 問題 を 更に 詳し く 調 べ る に は 、 救 世 主 アハ マ ド に よる 書 "Masih Hindustan Main で (イン ド の イエ ス )" 
を 繕 く の が 良い 。 又 、“"Nazarene Gospel Restored" も 湖 考 に な ろう 。 こ の 書 の 著者 速 は 、 西 歴 30 年 に 十字 架 
に か けら 6 られ た イエ ス が 復活 後 数 年 生存 し た と 土 張 し て いる 。 十字 架 か ら 救出 され た 後 、 イ エス は どこ で 坪 と 
共に 平穏 に 暮し 、 永遠 の 眠り に 就 に だ た の か 。 そ れ に 関す る 最 $ 詳 しい 記 述 は クル アー ン に 見 られ る 。 [ 緑 と 谷 と 
泉 の ある 高地 ] これ は 美しい カシ ミー ル 渓 谷 を 語っ た も の で ある 。 ニ コラ ス ・ ノ トピ ビッチ は カシ ミー ル を “ 水 
遠 の 楽 園 の 谷 " と 呼ん だ 。 

邊 20 神 の 使者 は 、 人 々 を 同一 不 二 ほ 成 し た 。 を それ は 、 彼 等 が 同じ 神 を 栄 め 、 同 教え に 従い 、 こ の 世に 慈 
愛 に 満ち だ た 提 の 国 を 造る と いう 同じ 目的 を 以 て いた か ら で あ る 。 
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うう プ 


し み 9 
タ っ a が ク ぁ 》 > タン タン タン 2 ? 9 ブン ン ン 
54. 然るに 、 人 々 は 自ら の 都合 で 分 裂 し 、 上 の 60 4 
い の 2 お の 


る も の に 歓 者 す 。 ( 注 21) (GOIOYC き に 
55. され ば 、 斬 らく 、 役 等 を 混乱 の まま に 捨て @⑨c 5 se は 94365 
ぜ け 。 
サン ぅ ノン し 大 タ 3 ァ ッ ゥ ンプ 
56. 彼 等 は 、 富 と 子宝 を われ ら が 授け る だ め に 、 OO SE も る さ う WWOI4GRGT 
57、 わ れ ら が 進ん で 彼 等 に 好い こと を な す と で SOMA SI 2 る し 
(② が ご As る as) を う 
も 考え て い る の か ? 然 6 ず 、 きれ ど 、 役 等 の SYO も C 
は 之 を 悟ら ず 。 ( 注 22) 「 
* ツウ な う 3 ロン キン ーッ ン ぅ いう ン と 5 て し 
58. げに 主 を 異 れ て 章 散 する 攻 、 の OK うた 導 あ る) 
し る ぁ る し リッ ぅ 9 クタ > ーー デ _ 1 う ンプ ュ る 」 
59. 主 の きま ぎ ざ ま な る 神 兆 を 信ずる 者 、 @⑨ の タジマ yp っ ol 
あぁ だし が み まつ う ン っ 2 タク ンー ラーン レ み グン > の 
60. 主 と なら べ て 如何 な る 他 神 も 祀 ら ね 者 、 OO の お りー の っ あの UI 
も と 251 タン し 。 ィ 2 9 二 3 誠に 隊 ン 229 の 際 
61. 主 の 許 に 帰る べき こと を 想う て その 胸 を 異 っ う ょ の 5 5 の | いら Co ぷち ON 
散 に 満た し 、 施 すべ きも の は 惜しみ な く 施 ED 3 
す 者 、 ha ダ う d 


0 ーー ちっ 5 人 柱 " 主 4 El ゝ に ン 上 ] デ kT 
頭 を 争う 者 な り 。 ろ 


63. われ ら は 如何 な る 者 に も を の 能力 以上 に 仙 3 
揚 を 課せ ず 。 ( 注 23) まだ われ ら の 許 に 0 の の 
真実 を 語る 帳 和 演 ある な れ ば 、( 注 24) 人 々 ooA0D25 う さり し 


は 不当 に 過 せ られ る こと な か る で し 。 。 
プッ イラ っ タイン る り ブック っ ・ 7 
64. な れ ど 、 彼 等 の 心 は この 帳簿 に 全く 《 うか つ JSL92NA の の 
な れ ば 、 そ の 所 業 は 悪事 ば か りな り 。 3 
(⑳⑩C okK1 22 3o23 63 


注 21 すべ て の 預言 者 の 死後 、 彼 の 弟子 達 は 分 裂 し 、 そ れ ぞ れ に 自ら こそ 真 の 後継 者 で ある と 主張 し 、 他 者 
を 真実 を 持た ぎる 着 と 非難 する 。 

注 22 何 を も っ て 成功 し た と 見 な し 、 又 何 も も っ て 神 の 御 慈 愛 を 得 た と 見 な す の か 。 人 は それ を 冨 ・ 権 力 ・ 
名 声 で 時 ろう と する が 、 こ れ は 誰 も が 犯し 易い 庄 り で あり 、 前 節 及 び こ の 節 で は この 誤り を 正す 様 求め て いる 。 
注 23 人 の 道 俺 和 精 神 向 成長 の 為 に 神 が ク ルアー ン に 示 き れ た 律 法 は 、 力 の 及ぶ 範囲 で これ に 従わ ね ば な ら 6 
な い 。 を その 律 法 は どの 科 な 状況 に も 、 又 どの 様 な 気質 の 人 々 に も 適し た も 6 の で ある 。 

注 24 クル アー ン に 示 る れ た 教え は 英知 に 基づく も の で あり 、 あ ら 6 ゆる 状況 、 あ ら め る 人 々 に 適し て お り 、 
正義 ・ 公 正 ・ 敵 知 の 求 ゆ に 応じ て いる 。 この 事 が 「 長 実 を 語る 帳 答 ) と いう 言葉 の 意味 する 処 で ある 。 





MD よー 


アル ・ モ ー メ ヌー ン 


只 ニ - ト 二 夢 
ON っ 2 タフ トー ュー ンジ レッ ング う 
65. われ ら 6 彼 等 の 中 の 賭 り に ふけ る 者 を 箸 らし 295Uo0U 49 THE に 
めん と 捕え る と 、 見 よ 、 彼 等 は を の 時 に な っ 
5 Si 上 2 32 て 
て 、 助 け を 求め て 泣き 叫ぶ 。 So の 
66. 「 今 た と な っ て 、 泣 き 叫ぶ な 。 お 前 た ち 断 じ 3 交 も 、 フッ ン れ て タッ 
で 5 の ら ざ う YE 4 
て わが 助け を 受け ざる べし 。 ざ の の 
し る し ラグ テア ォ 
67. 数 々 の ゎ が 神 光 は すでに 前 た ち に 謗 語る Asae 2 本 
いた る も の を 、 を の 都度 お 前 た ち は 是 を 因 
らし て 去り 、 552 
いさ 全 ら 人 7 1 グ 2 
68. 令 慢 に も 、 0 90000R02 の の 5 うる 8 こん ぎの ッ ク 
種 と な せり 5」 ( 注 25) 
69. 彼 等 は 神 の 言葉 を あと く と 思案 せ ぎ ざる か 、 る CAL と 作 d88b PGW 
れ と も 、 若 の 祖先 に 起 ら ぎり し も の が 彼 等 "“ 
_- 1 生 フン タ ャ マイ? タタ ン 
- は 生じ た と で も いう の か ? OO 人 
これ ン ぅ うみ グゥ 2 | う 2 ア ゥ デア ュ アン 
70. 或いは 、 己 が 使徒 を 悟ら ず 、 之 を 拒む や ? oo 25 555 分 
( 注 26) 
71. は た また 、 彼 は 狂人 な り と 云う の か ? 然 5 了 褒 し 2 ES も 
ず 、 役 は 人 々 に 真理 を 携え り 。 な れ と 、 世 の 8 る 
人 の 多く は 真理 を 足 避 す 。 0 
72. も し 真理 が 彼 等 の 望み 通り に 従っ た な な らら Ao の O ン 記 の 0 2 1 3 
と 
ば 、 天 も 地 も 、 ま た を その間 に ある も の は 項 er ee 時 
, 喧 落 せり 。 然 6 ず 、 わ れ ら は 役 等 に 訓 戒 の 2 を seo OS9 の 9205913 
を ぉ も だ らし た れ ど 、 彼 等 は それ か ら 脇 へ そ ン ラ 2 ター 2 の 
れ た だ たり 。 OO くま 
ゝ ME ュ 29 ア ング る っ ン で タン ン プン 
73. それ と も 、 流 は 彼 等 に 報 義 を 求む る か ? 流 PA9 52 で 2 っ は AS 1 
の 王 の 報酬 こそ 最上 な り 。 彼 こそ は 最上 の 
と うぅ 。、! 
供給 者 な り 。 ( 注 27) の ( 〇 や うか り 
注 25 散 慢 と いう 語 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 意志 の 静 い 軸 か な 者 に と り 、 グ ルアー ン の 啓示 が 余り に も 僅 大 
過ぎ る と 不信 心 者 は 考え える 。、 彼 等 は 、 ク ルアー ン 巻 唱 を 耳 に すれ ば 、 人 徴 操 な 夏 度 で その 場 を や 立ち 去る 。 
注 26 この 節 で は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 良識 た 、 彼 に 敵対 する 者 達 の 無 分 別 が 示 $ れ て 来 だ た 。 モ ハッ マ ド 手 


言 者 の 生活 は 彼 等 の 前 に 開か れ た 本 の 様 な も の で あり 、 彼 等 は 預言 者 の 生活 が 如何 な る 物 か 良く 心 符 て いる 。 


を れ は 非の打ち所 の 無い も の で ある 。 モ ハッ マ ド 人 頂 言 者 の 誠実 で 高 紀 な 人 と 成り を 熱 知 し て い 


る に も か か わら 


ず 、 彼 等 は 預言 者 に 修 り 有 り と 言い る (10 意 17 徹 参 照 )。 

注 27 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 行い は 全て の 表記 に 基づく も の で 、 自 ら の 無 私 無欲 の 奉仕 党 動 に 如何 な る 翌 本 を も 
求め な か っ だ が 、 そ れ を 敵 向 に 示す 事柄 が ある 。 モ ハッ マ ド 玉 言 考 は 、 心 優し い 伯 父 ア ブ ・ タ リブ に 、 偶 像 祭 
排 者 へ の 説教 を 諦め て 彼 等 と 妥協 し て は どう か と 勧め られ だ 時 、 次 の 様 に 容 ぇ えた 。 「 も し 彼 等 が 私 の 有 有 に 太陽 を 
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74. 確か に 、 


75. 


5. 


『 き 


7 . 


9 


6U . 


9 。 


62 . 


左 に 月 を 置い て 、 偶 像 崇拝 者 へ の 説教 を 諦め る 様 人 し た と し て も 、 


応じ な い 。 ある い は 使命 の た ゆめ に 人 生 を る る げ て 終わ る か どちら か だ 。」 こ の 頒 言 者 の 言葉 は 


液 は 彼 等 を 正しい 道 に 導く 。 


され と ど 、 来 世 を 信 ぜ ぎる 者 ども は 、 そ の 道 
か ら 逸 脱 す 。 


だ たとい われ ら が 彼 等 に 
災難 を 取り 除く と も 、 彼 等 
よい 、 な お 因 を 重ね ん 。 


に 慈悲 を 垂れ 、 役 等 の 
は 百 目 的 に きま 


われ ら す で に 彼 等 に 罰 を 加え し も 、 役 等 は 
その 主 の 御前 で て りく 《 だ る こと な く 、 ま だ た 


謙虚 に 衣 匠 す る こと も な か りき 。 


きれ ど 、 わ れ ら が 箕 ろ し い 六 の 扉 を 彼 等 の 
前 に 開く と き 、 見 ょ 、 彼 等 は その 時 初め て 
綴 望 す 。 ( 注 28) 

「 肖 五 項 
彼 こ を は お 前 た ち に 、 
うだ お 方 な り 。 氏 る に 、 
謝 ぜ ず 。 ( 注 29) 
まだ 。 お 前 だ ち を 地上 に 殖やし 給 う 2 だ お 方 
は 、 人 彼 な り 。 面 し て 、 お 前 だ ちい ず 届 は 彼 
の 許 へ 召し 寄せ られ ん 。 
生死 を 与 う る も 彼 な り 。 号 夜 の 交替 を 支配 
する も また 彼 な り 。 お 前 た ちまき だ わか ら ぎ 
る が か? ( 注 30) 
然るに 、 彼 等 は 昔 の 人 々 が 革 え た る と 同じ こ 
と みう 。 


耳 や 過 や 心 を 創り 給 
お 前 だ ち は 殆 ど 感 


使命 を 果 だ すか 、 


忘れ て は な ら な い (Taioari 巻 )。 


2 うみ 0 人 の イィ アー 
の At うち し 1 u84 上 12 

ン 2 アタ ラタン レン っ て ン 
j じ ーー oss しく の と うろ の SouS 
の 7GTWG 


2 ッッ クンクン 。 ッ タ ト 。 と テン 
みる Lo うる つ テ うう 
の の 38200 4 * ャ イン 24 サ ら 。 


の ゅ ey トン ca (3 


AU 


の クノ > ンス ネス クト タン ン ン ン 
OO 2 の TS) 3 
ゥ マン ン ン 
⑨ の の らら う 


CSF 


oOCAY や で を と 
ラス ン (4 アデ 
5 Co の し 


ー デ 
デラ タ る 
eSG35 
デー 52 ンタ ィ 


(② い ぅ た ir olg うぅ 23 


ンー 


に 


3 の 2 らら 3 う Go OAI 2 る 3 
の 6 る 5 


タン ン ゥ 


DEUIFSIEHVW8E 和 IE 


私 は 使命 や 果たす まで は 決し て その 要求 に 


注 28 事 が 順調 に 運ん で いる 時 、 人 人 の 気持 ち は 四 方 に 散り 、 悪 事 に ふけ る 様 に な る 。 し か し 自ら の 遇 か な 行 
為 の 末 不 幸 な 結末 を 迎え た 時 、 人 は 絶望 に 陥る 。 
注 - 29 [感謝] と いう 語 の 持つ 意味 の 一 つ に り 物 の 正しい 使い 方 と いう 


は 神 か 6 の 賜 り 物 に つい て 述べ られ て ある 。 我々 は 神 よ り 授 けら れ た 日 、 耳 、 
。 れれ 選 つ いで 休 ( 考 と ね ば な か ならない 。 
一 度 権 旋 の 座 に 


補 的 に 神 の し る し を 見 、 
生 30 


神 の 言葉 に 耳 を 傾け 
この で は 国家 の 栄 杭 盛 衣 が 早 示 る され て いる 。 


結果 記 授 し 、 死 に 窒 る の で ある 。 


も の が ある が (14・ 8)、 こ の 節 で 
心 を 正しく 用 いて 、 映 体 的 、 靖 


付き 栄華 を 極め た 人 々 は 、 そ の 悪 業 の 


Ode 一 


2 に コト ドニ 
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64 . 


85. 


86 , 


87 . 


88 . 
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90 . 


91 . 


92. 


注 31 
する 際 息 子 の 手 助 を 必要 と する が 、 神 は 天地 の 創造 主 で あり 、 
息子 の 助力 は 不要 で ある 。 又 、 全 宇宙 は 一 定 の 法則 に 支配 され て お り 、 


彼 等 は 云 た えり 、「 な ん と な 『! 我 等 死ん で 、 土 
と 骨 と に 帰し だ る 後 、 再 び 難 らし め ら れる 
と な ? 


5 我 等 や 我 等 が 父祖 た ち が 約 束 き れ 
、 こ れ な り 。 こ は 古 の 伝説 に す 


以前 に 
だ 統 
きす 」 と 


云え 、「 大 地 ほ と そこ に ある 一 切 は 誰 の 所 有 な 
る か 、 お 前 た ち 逐 を 知る や ? | と 。 

彼 等 は 云わ ん 、! ア ッ ラ ー な り 」| と 。 云え ぇ 、 
| お 前 だ た ち ま だ 留意 せ ざ る か ? 1 と 。 

坪 え 、「 七 つの 天 の 主 、 僅 大 な る 玉座 の 主 は 
誰 ぞ 」 と 。 


彼 等 は 云わ ん 、「 そ は アッ ラー な り 」 と 。 云 
え 、| お 前 だ ち を それで も 彼 を 目 分 た ちの 守 談 
者 と 散 う ざる か ?」 と 。 
云え 、[ 一 切 の 支配 権 を 掌握 し 、 他 を 底 護 す 
れ ど 、 自 ら は 謗 きれ ざる 莉 は 誰 ぞ 、 妃 前 
た ち 之 を 知る や ? | と 。 


後 等 は 云わ ん 、「 す べ て は アッ ラー の 所 有 な 
り 」 と 。 を 、「 な ら ば 、 何 夏 に お 前 た ち は 
惑わ きれ る か ?」 と 。 

それ どこ ろか 、 わ れ ら は 彼 等 に 真理 あ も た だ 
らし だ たれ ど 、 彼 等 は 確か に 嘘つき な り 。 
アッ ラー は 子 を 設け ず 、 ま た 彼 の 外 に 如何 
な る 神 も な し 。 も し を の よう な 場合 は 、 を 
れ ぞ で れ の 神 が 己 が 創り し も の を 運び 去 5、 
と の 或 る 者 は 必ず 他 の 者 を 支配 せん 。 彼 等 
が 王 張 する も の より 5 和 か 高く まし ます アッ 
ラー に 讃え を あれ! ( 注 31) 


イエ ス が 神 の 子 で ある と いう キリ スト 教義 が 偽り で ある 事 を 、 


2 (5。 3 MM 


ン 。 る ッッッ ン 


の の ヶ ッ RU 


ン シィ ォ ン 人 2 ク 


y ン し 条 具 開 に 
②o305 人 Es の 2 の ご 


ン アノン ン 2?9 2 ょ 44 し タ 
@o2 ち 3 53582 
ICOYYSKO ド うに 
2 1。 5 
の 


ン 

プン う 2 で 5Z 2 タダ 2 レタ ン ゥ 
〈⑨9C OTCIKOt と MR Me4 
うめ ゅ デ プ メグ 。 る 和 


* イ し ス よ 主 ング 本 
⑥ 〇 SG 5 6 6 あらっ 


がら あま 6 8 
> セン ン レン リン る ーッ? る スン る 
42 の Cg し 3 262 人 61 0331 に 


ンク 


8 の あら 負 36 IEU 上 


N 


レス 


アン リラ ゥ う タダ 5 


ッ ン イ アン 
の Oo (5 し oe て も っ 5 


この 英 で 論証 し て いる 。 人 人 が 事 を 成就 
全 宇 宙 の 唯一 の 支配 者 で ある 。 神 に 、 他 の 者 や 
宇 宙 の 創造 ・ 日 的 ・ 支 配 の 統一 は 創造 


王 と 支配 者 の 一 致 を 示し て いる 。 支配 の 二 元 性 は 混乱 を 無 秩 庁 を 示す も の で ある 。 
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党 二 十 齋 アル ・ モ ー メ メー ン 
93. 見 えさ ざる も の も 、 見 える も の も 知り 給 う (人 24 2 ラン 
方 ! 故に 彼 は 、 彼 等 が 彼 に 配 す 夫 和 和 の OS Ge VI (1 まい 
高く いま し 給 う 。 
第 六 項 “ 
94. 云え 、 「 主 よ 、 液 我 に 、 彼 等 が 約束 きれ だ こ の 35 し は 2 っ 2517 
と を 、 示 し 給 う な ら 6 ば 。 3 ン 
95. 主 よ 、 我 を 不義 者 の 仲間 に 加え 給 う な |E。 ン ぅ eS ら 3 
( 注 32) eouMBIe8lS GSS ジン 
96. げに われ ら は 、 彼 等 に 約束 せ し こ と を 湊 に 。。 スン フッ クリ イッ タ 5 
0 RS らら 50 363 ああ る 呈 ら 
97. 善行 で 悪 を 渦 遂 せよ 。 わ れ ら は 、 彼 等 の TSSASx5 うく > 70【 る 8 
6 の SOー (あめ もみ 5 
2 ( 注 33) っ 1 ら の て シッ ピ 6 00 
デュ の デ 
DTCO と ーッ 
68 に こ 光 こま 。 得 ども の そそ の か 2 1 0 る 
を B [ 山 
し に 乗せ られ ぬ よ う 、 我 を 読 り 給 を 。 ( 注 の ツテ の の 2 の っ こり の 5 う 
34) 
1F ミ * 3222 2 プ oe ゥ の アンノ 
か tt 我 が 王 よ 、 我 を DCESTOIITC ま た う P 
R $ え o 


100. 死 が 彼 等 の 一 人 に 臨む 時 、 その 著 は 胃 願 GO タッ ン ン 
oyJE る 81 計 
し でぶ うう 、 | 手 よ 。 我 を 避 も の SN 50148 oe に 


101. 正しい 行為 を する た め に 、 計 きま まり し 我 ZS09e 全 に so 届 
が 和合 に | と 。 決し て 然 ら ず 。 を は 日 先 だ け に の レ ゥ ン - 
の 出 ま か が せ に すぎ ず 。 彼 等 の 背後 に は 、 再 あの の 23226 2 

び 各 らし め ら れる まで 障壁 が 立ち 案 で 。 ンタ ン 29 

( 注 35) い 〇 as 





沖 32 この 剖 は メッ カ 時 代 木 期 に 現れ た 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は メッ カ を 去 あ うと し て いた だ た 。 ク ライ シュ は モ 
ハッ マ 下 括 昔 者 を 迫 守 し 、 メ ッ カ より 追放 し た 為 、 役 等 に 樽 に 天久 が 下ろ うと し て いた だ 。 天 前 の 下る 時 モハ ッ 
マ ド 拓 言 者 は メッ カ 退 示 の 許し を 得る 為 提 に 祈る 様 教 を を 受け て いる 。 


征 33 メッ カ て 不信 心 才 と 共に 有る 限り 、 あ ら ゆ る 追 害 に 前 え 、 惑 に 秋 で 報い な けれ ば な ら な いと 、 モ ハッ 
マ ド 拓 言 者 は 此処 で 中 し 渡さ きれ て いる 。 

注 34 | 悪党 ども 5」 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 敵対 する 者 の 内 、 指 導 的 役割 を 果たす 者 を 指す 。「 を その か し ] 
と は 、 モ ハッ マ ド 項 言 如 を 中 得 し 、 そ の 実像 を 歪め て 伝え る 事 に より 、 人 々 の 間 に 項 言 者 へ の 反感 を 育む 動 き 
の 事 で ある 。 

注 35 「 隊 壁 」 と は 二 者 間 の 隊 害 物 と い ぅ 意味 や 持つ が 、 教 義 上 は 死亡 し た 日 か ら 復 活 し だ た 日 まで の 中 間 期 
問 を 指す 。 大 較 て いけ る の か 地 鍼 に 落ち て 則 を 受け る の か が まだ 定まっ て な い 状態 を 表わす 。 ク ルアー ン で は 
これ を 未 発 達 の 状態 と し 、 一 方 復活 を 完全 に 発達 し た 魂 の 誕生 と 位置 付け て いる 。 
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『 全 
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102. 面 し て を の 日 、 負 史 が 吹き 鳴ら きれ れ ば 、 JO し SN は SE 
役人 等 の 聞 の 血縁 の 絆 は 絶た れ 、 互 に 安否 を 0 と ーー IT の ン 


問う こと も な か る べし 。 ( 注 36) の 63? 條 S9 

は か ン ぅ 9 2》 う 3 み の ン い ディ ど み ンー ッ グ タプ ーー ぅ ング 

103. その 時 、 燃 》 重い 人々 ー こ れ 等 は 栄え ん 。 OkJleB dE 52 AS3 の 

3 半 困 6 っ 、 ト ダッ スン ン ラ 1 スヤ を 55。 ン ン > る ン ゥ グン ン 

104. され ど 、 衝 り 軽 い 者 ども は 、 そ の 魂 は 滅 1 Eu 
び 、 地 獄 が 彼 等 の 住居 ほな らん 。 を ン 。? と 


ご うか お も て = た に ン > っ 。 う 2 ィ 1 る 
105 業火 は 彼 等 の 面 を 焦がし 、 そ の 中 で 着 問 Go Su Mg 
ES 出さ ん 。 


106. 「 わ が 神 光 は 前 た ち に 、 読 語 せ られ ざ AA を Ed き kloe 
り し か 、 面 し て おぉ 前 た ち 之 を 央 偽 な りほ 5 
看 徴 さき ざり し か ? ] (⑤ ら と も 


107. する は 、 役 等 は 云わ ん 、 「 主 ょ 、 悲運 に 我 区 25 EEC 


等 は 打ち も の めき され り 。 我 等 は 迷 誤 の 民 な り 


き 。 ②⑨o り し る 
108. 我 等 の 王 よ 、 和 こ か ら 我 等 を 出し 給え 。 ン 52 1 ぅ タダ ゥ ッ ン レッ ン 
5 し 再び 違 犯 を 繰り 返さ ば 、 そ の 時 こる を 本 GosA5GBGoeo6o Ce や 

当 の 下 人 た る で し ] と 。 
109. 神 は 寺 わ ん 、 「 火 の 中 へ 立ち 法 し 2 イ し に ⑨ い ら ゅ 4 う Pc 3 る 15 


物 云 うこ と な か れ 。 ( 注 37) 
110. ゎ が 僕 等 の 中 に は 、『 主 よ 、 我 等 は 信 ず 。 yo ある 3 暫 
故に 、 我 等 の 罪 を 赦し 給え 。 面 し て 、 我 等 ぎ 。 の ビン ッ レ 人 
に 慈 悲 を 垂れ 給え を 。 液 は いと 沙 間 深 き 御 方 (上 1G ン フ / De ei EY5se 
に まし ます 故に 』 と 云い し 一 団 あ り 。 


か タク タ ン ン レッ て ー 之 5 うり 52 クラ ン イ エン 
111. 然るに 、 お 前 た ち は 彼 等 を あざ 笑い 、 員 1 EL っ 2 
笑 し 続け て る 間 に わ れ を 令 ず る こと を 忘 


3 2 る 。 2 アラ e 
だ り 。 ( 注 38) DOES 42 


注 36 ある 人 物 に 罰 が 下さ れる 時 、 彼 の 家系 ・ 家 柄 は 全く 考慮 きれ な い 。 裁き の 日 評価 きれ る の は その 人 物 の 
善行 で あっ て 、 血 締 及 び 変 友 関 係 は 何 の 役 に ぉ 立 だ な い 。 

注 37 神 の 使者 を 見 下 し 、 否 定 す る 者 は 、 六 き の 日 に 地獄 へ 落ち 、 憎 し み と 軽 茂 を 受け る 。 生 前 の 悪事 に 対 
する 弁解 は 許さ きれ な い 。 神 は 全て を 御存知 な の だ か ら 。 

注 38 この 節 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 信心 者 は 貧し く 弱 い の で 、 不信 心 汗 は 信者 の 意 に か か わら す 彼 等 を 履 
い 、 挫 取 し 、 報 酬 無し に 労働 を 強 細 す る 。 





デ D25 一 





に ' アル ・ モ ー メ ヌー ン 
112. われ は 今日 、 役 等 が 耐え 巡 び し こと に 対 ンタ タ シン > タタ 7 る ン フ ラン ンク ラジー ン 2 
じょう じ 」 の 2yujlea oy > | > 71 
し 蘭 い た 9。 率 福 を 成 誤 せる は 、 け と 彼 低 の OAICe 和 The の) 

な り 」 と 。 
骨 わ ん 、「 お 前 だ ち 、 地上 に 何 年 劉 フタ ーー プイ フー 2 522 ト で 2 の 4 
113. 神 は 問わ ん 、「 お 前 た ち 、 地上 に 何 年 辻 ま ⑤ Cu 5Oco の う 919 MuJ 5 08 


り た る か カ :? | 
114. 彼 等 は 答え ん 、「 一 か 、 否 、 そ の 何 分 の の の 3 ン < GSG ンド 1 る 
' 21 yoap2102ESU 9 
ー か に すぎ す 。 ( 注 39) な れ と 、 数 を て い OS 9 リリ 
た 者 に 之 を 問い 給え と 。 「 「 
115. 神 は 云わ ん 、「 お 前 た ち が 地 上 に 留まり た OHONAK 的 IRIS り の に 
本 “ の ye 5 DLS SG) 
る は 、 僅 か な り 。 も し お 前 だ ち 此 の を 知 ング 8 
ら ば 1 
116. な ら ば お前 た ち 、 わ れ ら は 意味 も な 〈 吾 イン ンタ クン て バク ン ン アッ ン ン ン る ン ぅ ダダ ぅ 。 ン ン ン 
UK と 人 3 ら 1 CO 5 
前 だ た ち を 創れ り と 思え を る か ? まだ 、 わ れ ら Jo の うい っ や! 二 
3F リー ゝ ーー = ぅ > み し E クッ タン ッ る 
が 許 に 連れ 戻る れる こと な か る で し 、 と 思 ⑩ の と ア 
える か 7?」 と 。 ( 注 40) 
ュ 補 テロ 吾 宝 の ーー 985 ON ュ ブ ター タン ンプ 9 る し リン クッ も ン 2 の の 2 6 す グロ ョ ン ン 
117. 媒 高 な 5 真 実 の 王者 アッ ラー。 貯 光 の 玉 leoANL3009 laLL 2 
座 の 主たる 彼 以外 に 神 な し 。 っ 
(の アニ ーー 


の 


に 9 ーー や 」 イイ ン オ イオ ン ラ タレ アー レン リン どの oo 
ー 補 提 の 時 の We 8 (1 PITGIY や CLIP の と びに 
) を 祈る 者 を 、 主 は いずれ 必ず 清算 せ の 2 ン / る ち ン 
9 プク の (022 の と と クッ クン 2 と ン ン [ ィ 
ん 。 ば に 不信 心 者 ども は 栄え ぎる べし 。 (の の D 二 4 1)Oce や に > 


!p ヽ 


\G-Y 


119. 云え 、「 主 よ 、 表 し 給え 。 慈 悲 を 乗れ 給え 。 を ノッ go フク レッ ファ ン の 3 ュ る タン 
液 は 最上 の 慈悲 者 な り 」 と 。 ⑨ Cee と 1 うろ の ゅ と | に びび 5 う も 





注 39 安楽 な 生活 と いう も の は 、 後 に 罰 を 受け た 時 、 そ れ が 如何 に 短く 、 メ 、 尼 恨 と 無念 を 作 う も の で ある 
か が 明らか に な る 。 人 生 の 快楽 し は むなしく 短 全 で ある こと が 、 不 信心 者 を 例 に と れ ば 良く 分 か る 。 


潤 40 人間 は 、 神 の 属性 を 自ら に 育み 、 瑞 現す る と いう 僅 大 な 日 的 成就 の 為 に 創り 出 き れ た だ た 。 神 の 特性 や 授 
けら れ 、 全 創造 物 少 な く て と も この 宇 市 に 存在 する 創造 物 の 中 心 的 役割 を 担っ て いる 。 神 の 御 意志 を 成就 する と 
いう 偉大 な 目標 を 授け られ て いる 為 、 人 間 の 一 生 は 、 こ の 世 を 上 陰 れ 、 魂 が 和 肉体 を 座れ て も 終わ る 再 は な いで あ 
ろう 。 人間 の 魂 は 、 新 た な 世界 へ 新た な 形 を 取り 、 新 た な 肉体 へ と 永遠 の 旅 を 続け る で あろ う 。 肉体 が 減 び れ 
ば 殊 ぉ 共に 滅び る と いう 考え 方 は 、 宇 宙 創 造 に な ける 神 の 栄 知 ・ 御 計画 ・ 日 的 に 反する も の で ある 。 
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アル ・ ヌ ー ル 
(メデ イィ イナ 啓示 ) 


あま ね 


ソー こよ いこ ーー 年 ロ イラ リー エキュ 」、 っ 1 ゥ > 90 上 
1. 悲 深く て 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お 〇 0 っ 直 あ ) 
ia 


ーー デ ご 
1 トン ッ ュ [レフ ッ ン フィン ン 172 ッ ンタ レッ タ 


、 く だ 2 ー デ ォ me 』 守 革 
2. こ は わ れ ら が 降 せ る 一 韻 に し て 、 義 務 と し 。 woe っ CC55 う | あめ 
て 課せ られ た 搾 な り 。( 注 1) わ れ ら は お 前 レッ シン っ 
た だ た ち に 注意 せ し ん が た だ た め に 、 そ の 中 に 明日 629 人 5 5 
な る 戒律 を 降 し た り 。( 注 2) 半 5 
むち うち ング [ 「 ン タタ ラック ーッ トス oO トン セレ 、 
3、 演 矯 普 び に 女 夫 に は 、 各 自 百 回 の 肉 ## を 科 BC8S5oeb お 605 6502 42 


せ 。 ア ッ ラ ー の 裁き を 執行 する に 当り 、 セ っ to っ oo レレ ーー と 和 2 セスク ン イン 
委 L4 「] て リコ 
前 た ち 、 も し アッ ラー と 審判 の 日 を 信ずる OLUI ン と 5 あわじ の JA す 8 


な ら ば 、 両 名 に 対し て 衣 れ み を か ける は 不 2 レン る 0 シン まし ン ッ ク 2 2 あう る 
昌 | 藤 れ み を っ リル し O み めのう 
用 な り 。 面 し て 、 数 名 の 信者 に その 仕置 き 2 
と いい ブー ラク シン と する 
に 立 合 せ よ 。( 注 3) Oo ら oi162 Ap 
ポ 1 この 節 で 「 閉 務 と し て 課せ られ た 探 ] と が きる れ て いる よう に 、 こ こ で は 、 こ の 草 の 戒 律 の 重要 性 を 強 
調 し て いる 。 そ れ は 、 ク ルアー ン 金 章 が 神 に より 啓示 ぉ れ 、 そ こ に 示さ れ た 城 律 は 全て 守る 事 を 義務 付け られ 
て いる か ら で あ る 。 





注 2 遺 懐 な が ら 、 遇 か に も 他 教 徒 の 慣習 を 模 優 し て 、 イ スラ ム 教 人 徒 は クル アー ン の 他 の 将 に ある 規律 以上 
に 、 こ の 章 の 律 に 痛い て きた 。 
泊 : 3 イス ラム 法典 に ない て 、 男 女 間 の 貞 節 は 、 徳 目 ほ し て 非常 に 重要 な も の で ある 。 こ の 意 で は 、 貞 節 を 
守る 為 の 広範 に 渡る 戒律 が 定 ゆ られ て いる 。 イ スラ ム 教 は この 法 を 犯す 事 を 固く 禁じ て いる 。 イ スラ ム 教 の 貞 
術 に 関す る 茂 し き は 、 次 に 述べ る 豪 通 ・ 豪 洋 に 対す る 前 則 に 良く 表 わ れ て いる 。 司 と し て 「『 各 自 百 箱 の 登 打 」 
が 邊 きれ て お り 、 罪 を 犯し た 男女 共に 既婚 か 未婚 か 、 あ る い は 方 が 既婚 で 他方 が 木 婚 等 、 和 様々 な 場合 が 想定 
で きる が 、 そ を それ に より 0 懲 則 に 差異 が 加 を た られ る 訳 で は な い 。 この節 で は 、 谷 刑 や 用 いる と な っ て お り 、 迎 ・ 
姦淫 や 他 の 重罪 に 対し て 投石 に する 死刑 を 行なう と は クル アデ アーン で は 定め ゆら れ て いな い 。 女 台 罪 より 店 か に 李 
悪 非道 な 殺人 罪 、 強 盗 罪 、 反 逆 罪 、 あ る い は 治安 を や 乱す 罪 に 対し て すら 、 イ スラ ム 教 で は 死刑 を 規定 し て いな 
い 。 これ 等 の 卓 に 科す 極刑 は 死刑 で ある が 、 第 一 級 犯罪 (2 : 179) に 対し て は 殿 謝 料 支 払い が 、 そ の 他 の 犯 
罪 (5 : 33 一 34) に 対し て は 穫 固 ・ 流 刑 が 定め られ て いる 。 既婚 の 奴隷 女 が 姦通 罪 を 犯し た 場合 クル デー ン の 
別 の 章 (4 ! 26) に 普 か れ て ある 様 に 、 自 由 な 身分 の 既婚 女性 比べ る と 、 癌 は 半減 きれ る 。 投石 の よう に 死 
に 至ら せる よう な 判 は どう や っ て 半分 に どき よう か 7 だ か ら 、 不 貞 節 の 前 は 死刑 で は あり 得 な い の だ 。 
クル アー ン は 、 如 通 罪 に 対し て 人 答 刑 を 斉 す 事 が 明記 きれ て お り 、 そ の 適用 は 罪人 の 既婚 ・ 未 婚 や 問わ な か っ 
た 。 ズ 、 こ の 節 及 び 他 の 関連 する 節 に は 、 モ ハッ マ ド 謝 言 莉 の 高潔 な 配 休 者 アイ シャ に 関し て 彼女 自身 既婚 で 
あっ た に ち も か か わら ず 、 韻 われ 無き 中 傷 の 在 っ た 事 も 記さ る れ て いる 。 これ 等 の 事 突 に も ちか か わら ず 、 イ スラ ム 
教 の 神学 の 学派 の 中 に は 正当 な 理由 舞 (、 言 語学 者 の 手 を 経 ず し て 、「 こ の 節 で は 、 亭 通 罪 に 対す る 凍 則 と し て 、 
未婚 者 に は 竹 刑 を 、 既 婚 者 に は 投 笑 に よる 死刑 を 規定 し て いる 。] と いう 誤っ た 解 秋 を 教 を て いる 所 も ある 。 こ 
の 誤 直 は 、 既 婚 の 女 通 罪 者 が モハ ッ マ ド 預 言 者 の 命 に より 投 右 に よる 死刑 を 科せ られ だ と 書か が 和 折 だ ハデ ィ ス に 
ある 二 ・ 三 の 例 を 拠り 所 と し て いる 様 で ある 。 こ の 内 の 一 例 は 、 ユ ダ ヤ 人 男女 に 関す る ぉ ぁ の で 、 彼 等 は そ モーゼ 
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下 .。. 二 四 草 デル ・ ヌ ー ル 


4. 斉 内 は 、 洋 婦 か 多神教 徒 の 女 以外 結婚 し て 。 名 し .isu< 近 と 22 の る ンジ レ 
スン 5115249 NAOKTB2tE 
は な ら ぬ 。 洲 婦 も 、 姦 夫 か 多神教 徒 の 男 以 = ウー ho で sy8 IM 


イン と 


? s に テ ー 三 っ m 1 
外 結 始 し て は な ら め ぬ 。 この こと は 信者 に 墜 Bt めこ blg5% る 
〈 禁 ぜ られ る 。 
クッ 。 タ 
⑨OCe 


5. W 節 な る 女 を 中 竹 し 前 も 四 人 の 証人 を 挙 WE AG キ 444 32411 
得 ざ る 者 に は 、 征 回 の 警 打 を 科せ 。( 注 ん ン ン ンク レッ レン る ッ タッ タロ レシ ン ン る 
2 な 者 の 証言 は 決し て 受け 0539 に ou 5 の 026 


入れ る な か れ 。 彼 等 は 層 犯 者 な り 。 ノッ を 12 ゅ 9 ンタ レ で クン ング ン ッ タ プン 
@G 座 るる ai lo1 2oCG の 


の 律 法 に 基づき 投 右 刑 を 受け た ( プ ハ リ )。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 行い は 不変 あり 、 新 し い 戒 律 が 啓示 され る ま 
で は 、 四 約 型 壮 に 基づき 罪 を 裁 い だ 。 投 石 刑 の 科せ られ た 記録 が 一 ・ ご ご ある が 、 そ の 罪 の 犯 る きれ だ の が 、 当 節 
が 啓示 きれ た だ 前 か 後 か は 定か で は な い 。 この節 の 啓示 前 に 犯罪 が 行わ れ た 場合 で も 、 記 録 者 の 誤り 5 で 、 落 示 後 
に 起こ る れ だ も の と 誤記 され て いる 可能 性 も ある 。 ハ ディ ス に は その 様 な 記事 錯 沿 の 部 分 が 発見 され て いる 。 
ある い は 当時 、 世 の 中 が 深刻 な 状況 で 、 そ の 人 力 モ ハッ マ ド 聞 言 者 が 如 通 罪人 以外 に も 死刑 を 幸 し だ たか 、 文 記録 
者 が その 状況 を 考 虐 し 振 じ に だ た の か も し れ な い 。 き さも な けれ ば 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 明確 な 神 の 戒律 に 痛く 事 は 
不可 解 で ある 。 

如 通 罪 に 対す る 重則 の 訓 解 を 生み 出す 事 ほ と な っ だ も う ・ よ つの 原因 は 、 モ ハッ マ ド 畠 言 者 の 後継 者 オキ マル ヒア 
リー に ある は 言え る 。 オ マル は 決 の 様 に 語っ た と 記録 きれ て いる 。「 律 法 に は 、 投 右 刑 に つい て の - 節 が あっ た だ 。 
入 々 は それ を 読み 、 理解 し 、 覚 を だ た 。 モ ハッ マ ド 預 言 昔 は 通 罪 者 に 投石 刑 を 料 し 、 我々 も 又 彼 に 従っ だ 。 人 人 々 
が 筆 3 た に 書か れ て な い 事 を 付け 加 を だ の は オマ ル だ と 言っ て いる で は な いか 。] (Kashf al-Ghummah、2 巻 、 
P・111 ) ハデ ィ ス は 全く の 偽 文 書か 、 良 て て も オマ ル の 言葉 を 誤解 し た も の と 上 思 われ る 。 オ マル が クル デー 
ン の 一 部 で ある と 言っ て いる も の を 書き 忘れ る こと な ど あ り 得 な い 、 を そし て 、 オ マル が 正しい こと を する の に 
人 々 を 、 お それ て それ を し な か っ だ と いう こと は 考え 6 られ な い 。 も し オマ ル が 本 当 に 言っ だ の な 6 ら ク ル デ アーン 

に 必ず 書き 入れ る は ず で ある 。 又 、 各 通 罪 を 犯し た 女性 を 次 打っ た 後 投石 死に 追い や っ だ た アリー は 、 次 の 様 に 
計っ た と 記さ きれ て いる 。「 私 は 戒律 に 基き 彼女 を 容 打 もち もち 、 モ ハッ マ ド 環 言 者 の 行い に 従い 彼女 に 投 有 死 を 科 し 
た 。| ( ブ ハ リ ) これ 等 の 言葉 か ら 、 二 つの 推論 が 導き 中 きれ る 。]) 通 者 を 前 する 際 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 は 、 
クル アー ン に 規 き れ た だ 神 の 戒律 に 反する 刑 を 科 し た だ た 。 し か し これ は 有り 得 な い 。(2) 一 方 、 ウ マー ル は 、 如 通 者 
に 投石 刑 を 科す べし と いう 戒律 が ある 。| と 語 っ て いる 。 双 アリ ー は 「 そ の 様 な 戒律 は 箕 い が 、 モ ハッ マ ド 右 言 
者 に 習い 、 私 も 姦通 者 に 投石 刑 や を 科 し た 。」 と 述べ て いる 。 両者 の 言 は 相 矛 盾 する の みな ら ず 、 神 の 戒 筆 に 背く 

の で あり 、 を それ 由 、 偽 造 か 、 よ し ん ば 誤っ て 伝え られ だ も の と し て 否定 せ ぎ る を 得 な い 。 





注 4 女 通 罪 に 次 で 社 会 悪 は 、 潔 白 な 人 に 対す る 誹 計 行 為 で ある 。 文明 化 き れ だ いわ ゆる 近代 社会 で よく 見 ら 
時 の 誹謗 行為 を イス ラ ょ ム 教 は 戒め 、 無 実 の を 中 傷 す る 者 に 対し て 茂 六 を 持っ て 処す る 。 凍 則 に は 3 種類 

の も の が ある 。(8) 体 同 (b) 和 偽証 者 し いう 才 印 を 押す 事 に より 、 証 言 の 法 的 効力 を 失 く する 。() 罪 人 と し て 披 2 
事 で 精神 的 恥 選 を 呈 ぇ る 。 告訴 内 容 が 真実 か 向かい 3 点 は 、 こ こ で は 旬 れ られ て いな い 。 圧 発 者 は 必要 な 赴 
拠 を 提出 し な い 限 り 偽証 難し み な る れ 、 規 定 の 較 則 を 科せ られ る 。 姦通 罪 で 告発 きれ だ 女性 も 、 事 実は どう で 
あれ 、 和 証拠 が 捕 わ な けれ ば 無罪 上 と な る 。: 広 の 意 NIIRM UN 
了 用い 6 れ て は いる が 、 こ の 節 の 戒律 は 男女 双方 を 対象 た し た も の で ある 。 ア ラビ ア 語 で は 、 男 女 両 性 に 等 し く 
関わ る 事柄 を 述べ る 時 、 人 の は 女性 の 性 が 
用 いら れる 。 こ こ に 苫 かれ た 戒律 は 名 準 遇 損 に 対す る 同 則 に 関す る も る の で 、 技 害 者 は 男女 両性 で ある と は 言う 
も の の 、 女 性 の 方 が 一 般 的 に より 被害 は 大 きい の で "貞和 侵 な る 女 " と いう 語 を 用 いて いる の で ある 。 同じ く 「「 中 
傷 ]」 す る 者 " と いう 語 は アラ ビア 語 本 文 で は 男性 語 で は ある が 、 男 女 両性 に 適用 きれ る 。 


一 999 一 


比 一 十 四 音 アル ・ ヌ ー ル 





日 後 、 悔 培 し て 行状 る 3 る 2752 イ ッ イ ン ント ーッ ン ィ ッ 。 Pie 
6. 但し 、 を その 後 、 悔 尼 し て 行状 を 改め だ る 者 ン AT クビ ピン 


!C US い 
は 除く て 。 げ に アッ ラー は 定 大 に し て 、 六 悲 の ジン ルン 2 cd19! 
深 ッ る の タン 
容 く まし ます 。( 注 5) OS5 5 


ン ン タ 9 る クタ ンタ プン 2 タッ クン ン と > 。 

7 自分 の を 中 竹 、 し か * 自 人 外人 を 2 255o2 タ 60 る 
psi は 、 ア ッ ラ ー に 状 っ て 己 れ 8 陸 

1 プ タフ ッ ン 。 、 コン < 名 プン る っ タク る 2 ンー を 

言葉 が 真実 な る こと を 四 度 替 あ しゅ ょ 。 (QA& さ 8 う 1 2 お ひと 18 ん 5 2 る こい 1 


ee ee 8 っ 3 
8. 面 し て 、 五 度目 に は 、 も し 自分 が 距 つ き な 六 2。E15 

ら 、 ア ッ ラ ー の 呪 衣 を 受け ん 、 と 故 わ し め レ 。 

5 oesSy 


る クフフ タイ アン 2 る 


9 . 男 が 嘘つき な る こと を 、 女 が アッ ラー に 碧 っ ら w RW 
て 四 度 証 斉 する な ら 、 彼 女 は 刑罰 を 免れ ん 。 3e。 


還 


10. 軸 し て 、 五 度目 の 扱い は 、( 注 7) し 彼 の 和 ilEGi 
言葉 が 真実 な ら ば 、 ア ッ ラ ー の 抵 り 我 が 上 


デラ 。 


に 降ら ん こと を と 遇 わ し め よ 。 (OTO'R う | 
as に 、 し か 2 を 1 アイ アザ の ュ ン ー ン 

11. も し アデ ッ ラー の 加 意 と 慈 乱 な か り せ ば 、 玖 Ci 2 610 すり 95 
る に 事実 は あわ れ み 深く 賢明 な り 、 お 前 た 9。 乙 ぁ . ン ン 

もち は 災 難 に 但 え り 。 の 5 に | 

稼 一 一 項 104 な て の 2 2 レン > る と 
12. げに この 偽 5 を 提 千 :※ せ し 者 は 、 ( 注 8) お Aa 1 
削 1 も の 中 の 一 部 の 者 だ お あり 3 と の 事件 ン ン フン あ ちら の > ン Sb ^ 2 0 

ea NE 5 
ae 


第 施行 きれ る の で 別 と し て 、 後 の 二 つ の 争 則 は 因 人 の 部 度 如何 で 免除 8 ある 。 

注 6 夫婦 間 に 双 世 が 生じ に 、 家 族 関 係 が こじ れる 事 も ある の で 、 を その 様 な 協 合 に 備え た 特別 の 規定 が ある 。 
注 7 妻 が 夫 に 告訴 きれ だ 時 、 4 人 の 証人 が 妻 を 無罪 と 認め れ ば 、 残 る 一 人 の 証人 が 夫 を 才 持 し て も 5、 湊 ! 
無 席 と な り 、 又 夫 も 妻 を 告発 し た 廉 で 博 か れる 事 は な い 。 し か し 、 夫 婦人 仲 が この 様 に こじ れ て し まえ ば 最 里 
り を 戻す 事 $ で きず 、 大 女 関 係 は 維持 で き ない で あろ う 。 

i: 8 この 節 に 述べ られ て いる 痛ま し い ぃ 出来 事 が 起 ほ た の は 、 ヒ ジラ 礎 5 年 モハ ッ マ ド 頂 言 者 が パニ ー・ ム 
スタ リク 討 代 を 終え だ 帰路 の 吉 中 で あっ だ た 。 イ スラ ム 軍 は メデ ィ ナ の 近く に 夜 営 し な け 入 ば な ら な か っ だ 。 こ 
の 討 後 の 旅 に 、 モ ハッ マ ド 区 言 者 は 賢 夫 人 アイ シャ を 伴っ て いた 。 ア イシ ャ は 用 足し に キャ ンプ を 離れ だ 。 戻 っ 

だ 時 、 役 女 は どこ か に ネッ クレ ス を 落し て 来 た 事 に 気付 じい た 。 ネックレス 自体 は 高価 な 物 で は な か っ だ が 、 友 
入 か ら の 谷 り 物 だ っ だ の て 、 彼女 は それ を 捜し に 持 び 出かけ た だ た 。 戻 っ て みる と 、 軍 隊 は 、 そ を それ さま で 彼女 の 乗っ 
て い だ ラ クダ と 共に 立ち 去っ た 後 ど っ だ 。 彼女 は 当時 まだ 若く 、 体 重 も 軽かっ だ の で 、 吾 使い 達 は 彼女 が 渦 に 
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。 テ = っ 6 マン アデ ョ 2 LA he し ] 
を 日 分 だ ちの 人 と 思う な か 0 を の | 1 な る < っ いつ 82 
は お 前 た ちの だ た だめ に 幸い な り 。 彼 等 各自 、 の 
自ら が 稼い だ 罪 の 責め を 負う 。 中 で も 、 枯 ⑥⑩ AA ら < 
本 人 は 重 刑 に 処せ ら る で し 。( 注 9) 


13. お 前 た ち そ れ を 聞い た 時 、 何 故 信者 の 男 も る! る 9 
また 女 も 自分 た ち 仲間 に 対し て 装 意 に 推測 


の 。 タ 5 っ を) フル ンマ コク ラン っ 3 ぞ 
し 、「 こ は 明 各 な る 虚偽 な り 」 と 云わ ちぎ り し 。  @ の き MIGAB3 ば 24 も 


か 2 
ei 証 R 2 ar し 
14. 何 散 に 役 等 は 之 を 立証 すべ く 回 人 の 征 人 を 3 じ CSSo25 st ez 8 
挙げ ざり し か ? 彼 等 が 必要 な る 証人 を 立て 6 1 
2 Sofia Oh12 TE し 
得 ざ り し 以上 、 ア ッ ラ ー の 目 に 彼 等 は 確か  ⑯⑩ 〇 め J 860oe ue 
に 嘘つき な り 。( 注 10) 


ッ デ 


15. も し お 前 た ち に アッ ラー の 恩恵 と 、 現世 並 2 イク ンタ ン パン ぁ 、 ス れ タ 2 ス の ア 。 
ょ 13 L 2 Ag w ヒ 』 
びに 来世 に 訟 ける 彼 の 慈悲 が な か り せ ば 、 PU い TI の 3 4 こら うう 和 


お 的 た ち は 、 そ の 没入 し た 中 傷 の た ゅ に 、 あ 多 < As を ES2 4 
重 刑 を 科せ られ だ り 。 
証 2 イエ ン タン . ン 5 で ン ン イン シッ 
16. ぉ 前 た ち は 互 に 舌先 で それ を 知り 、 己 れ の Pe 3 うみ 3 
知ら ぎる こと や を 申 か ら 出 まかせ に 語れ り 。 に 2 22 の の ぁ ン タン る 
箇 し て 、 アッ ラー の 目 に は 重大 な る こと を 、 261 Ce め 59 じ っ 532eb 敵 


軽視 せ mn) の ②? ア 
⑨ る らら 


17. お 前 だ た ち 、 そ れ を 開い た 時 、 何 故に 云わ ぎ る レン ラッ タタ 46 2 も レッ 
り し か 、「 こ は 我 等 の ロ に すべ きこ と に 非 AG PC あり EE 
ず 。 お お 、 神 よ 、 液 に 讃え あれ 、 こ は 砺 し の 狗 も: 7 9 ぽい 


むべ き 中 傷 な り !」 と 。 


乗り 込ん で いる も の と 思っ て いた 。 彼女 は な す 術 も 無く 座り 込み 泣き 、 や が て 眠り に 落ち た 。 後 か ら 来 た 難民 
の サフ ワー ン が 彼女 を 見 つけ た な 。 ま だ ペール を も つけ る こと が 規定 る れる 以前 に サフ ワー ン は 彼女 を 目 に し た 事 
が あっ た の で 、 一 目 で アイ シャ で ある と わか り 、 サ フワ ー ン は 彼女 を 自分 の ラク ダ に 乗せ 、 上 自ら は ラク ダ の 後 
ろ を 徒歩 で メデ ィ ナ へ 行っ た ( プ ブ ハ リ | ニカ ー 壮 参照 )、。 ア ブ ド ゥ ラ ・ ビ ピン ・ オ バイ ・ ビ ン ・ サ ルー ル 名 首 台 と 
する メデ ィ ナ の 偽善 者 達 は この 出来 事 を 利用 し よう と 企み 、 ア イシ ャ に 対し て の 悪意 ある 本 開 を 触れ 回 っ た 。 
残念 な が ら 、 イ スラ ム 教 侍 の 中 に この 企み に 加わ る 者 も あっ だ 。 し か し アイ シャ の 無実 は 神 の 啓示 に より 証明 
きれ た だ た 。 流言 を 広め た だ 者 達 は 剖 せ られ 、 以 後 この 様 な 醒 聞 を 侍 じ る 間 示 が を 5 れれ だ 。 

沖 : 9 [張本人 |] と は メデ ィ ナ の 人 徐 善 者 達 の 首謀 者 で ある アブ ドゥ ラ ・ ビ ン ・ オ バイ を 指し て し る 。 彼 こ そ 
が 例 の 虚言 を 思い 付き 、 人 々 に 触れ 回 っ た 張本人 で ある 。 彼 は イス ラム 教 に 刃 向 か い 、 メ ディ ナ の 王 に な る 野 
望 を 抱い て いた が 、 志 を 遂げ けず し て 不 名 替 な 死 を 迎え だ 。 

潤 10 イス ラム 教徒 の 男女 を 姦通 罪 で 告 話す る 者 は 、 四 入 の 証人 の 則 付 け を 必要 と する 。 姦通 の 目 没 考 を 3 
人 まで し か 集め られ な けれ ば 、 告 発 者 は イス ラム 法 に 基づき 偽証 首 と し て 扱わ れる 。 他人 の 姦通 現 夫 を 日 沿 し 
だ た だからといって 、 を その 醒 半 を 触れ 回 る 事 は 許さ きれ な い 。 
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18. EPS 決し クイ oc 2 と 5 て 色 
es llool AE ail 

て 再び この よう な こと を 繰り 返す べから ol うら ざい | 
ず 、 と 形 め 給 う 。 Oc た っ 人 


19. アッ ラー は 、 ぉ 前 た ち に 戒律 を 解き あか し OKA015YGOIAVP1 
給 う 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 腎 哲 に ま 
敵 2 が ie 
20. 醒 間 が 信徒 の 間 に 広 まる こと を 喜ぶ 者 は 、 ずれ (時 スィ プラ ラン ンタ ター っ 
AG の ES SOON 
現世 に 訟 て も 来世 に 訟 て も 痛 刑 を 受け ん 。 "2 0 
( 注 11) 前 た ち は 知ら ざる も 、 ア ッ ラ ー 人 828595GG00 ジ AI の GA 殺 あ | 


は 知 り 給 う 。 ONE も り 222 デ マン り の ブッ クレ 
⑨ oyAS ダ 5 AA 


21. も し お 前 た ちの 上 に アッ ラー の 思 忠 と 北門 の 520854222E は ちず 9 


な か り せ ば 、 し か し 事実 は あわ れ み 深く 慈 も 2 
悲 深く まし ます 、 お 前 た ち は 減 亡き せら 5 れ の ンー 


2 の 
第 三 項 
デ デ MP し ] ロウ デー グ ユタ レル 1 ョ + ァ タ ン 
22. 光 等 信仰 する 者 よ 、 悪 魔 の 足 跡 に 従う な か ooEBoRESS ei 
れ 。 悪 魔 の 足跡 に 従う 者 は 、 悪魔 が 必ず 本 シ 2 5 
行 ほ 巧 事 を 強い ぁ こ と を 知る べし 。 (年 5 念 称 用 4 ao 
12) も し お 前 た ちの 上 に アッ ラー の 大 恵 と 0 2 ンタ ンプ の 
慈悲 な か り せ ば 、 お 前 た ちの 一 人 と し て 清 AO RW 532 
浄 な る は は な か り し な り 。 き れ ど 、 ア ッ ラ ー レル っ る 89 1 る マク ンス 
2 や" の)! 5 PIT ご JI 
は 、 を の 訪 す る 者 を 清め 給 う 。 アッ ラー は か 83 
すべ て を 聴き 、 知 落し 給 う 。 @%06 


23. お 前 だ ちの 中 の 捨 福 な 資産 家 に 、 親 類縁 者 、 っ ゥ > 。。 耳 
貧者 並び に アッ ラー の 道 の た め に 家 卿 を 捨 YE で RINR 必 G セ 

て だ 人 々 の た だ め に 、 今後 一 切な に も や ら 6 。 部 2 レン > レン ィ 

| 0 と 1 は 

と 折 わ し むる な か れ 。 ( 注 13) 役 等 を 散 し SO で CPP 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー フ トト ヘ ハ ヘ ハ ソワソワ や ゎ む 《 ギ 《 ヶ 6?6《 る ョ II け IWUD"WmWm み oo WWW 
生 11 イス ラム 教 は 、 次 通 罪 に 関す る 偽証 の 流布 を 成 し 戒め て 来 た 。 通 を 犯し た 者 だ け で な く 、 を の 本 


聞 を 広め た 者 も 前 せ られ た が 、 む し ろ る 後 者 の 方 が より 重い 刑 を 科せ られ た 。 散 発 的 に 起こ る 姦通 より も 、 世 の 
中 に 性 的 不道徳 の 間 姓 す る 方 が 遥 か に 深刻 な 問題 を 引き 起こ すか 6 で ある 。 も し 長 信 の 定か で な い 醸 聞 の 流布 
を 見 過ごせ ば 、 地 域 社会 の 不 徳行 為 に 対す る 娠 亜 感 も 薄れ 、 や が て は 不 徳行 為 が は ぴこ る 様 に な る で あろ う 5。 
未 米 に 対す る 世 観 論 が 世に 広まり 、 人 道徳 基盤 は 根 底 か ら 本 き れる で ある う 。 

注 12 人 間 は 、 明 6 か に 悪い と 分 か る 事 に は 手 を 出さ な いし 、 又 それ を 嬢 ら う 。 そ こ で 興 魔 は いき な り 不 徳 
な 行い を する 様 に 人 間 を を そそ の か す の で は な ( く 、 た わい 無い 事 か ら 始 め て 徐々 に 人 間 の 道徳 観 を 麻 書 きせ て 行 
い 。 初 め 悪 日 を 言 じ ふら す 程 度 ど っ た 購 が 次 第 に それ を 他人 に 押し 付け る 様 に な 5、 結 局 は 大 罪 を 犯す 事 と な る 
注 13 こ 礼 は デブ ー・ バ クル の 事 を 指す 。 彼 は 貧し い 親 族 の ミス ター に 小 條 い を 与 を て いた が 、 ミ スタ ー が 
不可 に も アイ シャ 誹謗 の 件 に 巻き 込ま れ て し まっ た 為 、 を それ を 打ち 切っ て し まっ た 。 


5 


に 」 
Ok 
六 
1] 
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中. 人 F 四 藤 アル ・ ヌ ー ル 





て 、 そ の 達 犯 を 見 の が し て や れ 。 お 剖 た ちの 衝 作る 
ゃ 人 | い | 唱 NH 
は 、 ア ッ ラ ー が お 前 た ち を 赦 す こと を 繝 ま 0 の つめ ご MS 


ぎる か ? アッ ラー は 宮 大 に し て 、 蓄 悲 深 く MCN 
まま 上 ます 。 


24. 軽率 な れ ぼ 、 貞 人 節 な る 純真 な 信者 の 女 を cu タ 0cAs 誠 lot 則 る ! 
( 注 14) 中 傷 す る 者 は 、 現 世に 訟 て も 来世 に 2 sd 
めも 上 呪 表せ ら る 。 彼 等 に は 蔵前 あり 。 で IA2 ス が 3292EI は 1) 


の >1. ン 

(OO 

2 自分 が 為 し た る 所 業 に 対し て 、 己 が 舌 や 手 、A51 う 2 の っ 3 MI > タ タン 示す 有 EK 528 
や 赴 が 不利 な る 証言 ます る 日 、 ( 注 15) 5 

っ gt 


26. その アッ ラー は 、 彼 等 が 受 く べき 応報 を Si OUR を 人 よ 414 の カ 5 和 1 る ささ の 
存 分 に 支払 わん 。 きれ ば 、 役 等 は 、 ア ッ ラ ー 
こそ を が 明白 な る 真理 な る こと を 悟ら ん 。( 注 (ol 計 14 (1 
16) 

27. 悪い こと は 悪い 性 格 の 人 の た め に あり て 、 9 MI su 
悪人 の 心 は 悪事 に 領 く 。 ま だ た 、 善 いこ と は 


療 い 性 格 の 人 の た め に あり て 、 問 人 の 心 は “MblreS eSBN225 け GL3U 
療 事 に 傾き 、 候 等 は 人 々 の 中 し 立て る すべ で みっ っ 2 の YE REO この 9 
て の 中 傷 か ら 無垢 な る 者 な り 。 容 赦 と 栄和 。 ご フフ うわ 2 うろ っ の 2 つう ひっ る 
ある 給 養 は 、 彼 等 の た め に あり 。 ( 注 17) の る 3 と 

第 四 項 に 和 
28. 潜 等 信徒 た ちよ ょ 、 許 可 を 求め ず 、 家 人 に 挨 の lo 


リン Al 2 < ん ョ ン 
NAK と 三 


注 14 アイ シャ 謎 謗 の 件 で [純真 ] と いう 語 が 使わ れ て いる の は これ は 彼女 の 潔白 を 示す も の で ある 。 徳 を 
備え を だ な 入 は 、 誤 ち を 犯す 等 、 考 えも し な いも の で ある 。 


征 15 近年 の 科学 的 研究 に より この 節 が 真実 で ある と 証明 き れ た 。 様々 な 機械 が 開発 きれ 、 そ れ を 設置 すれ 
ば 、 話 声 は も ちろ ん の 事 、 人 人 の 手 ・ 足 や 内 臓 の 動く 音 ま で 保存 で きる 。 こ の 機械 は 、 敬 察 が 犯人 を 逮捕 し 取り 
調べ さる 上 で 非常 に 役立っ て いる 。 機械 を 通じ て 捕え られ た 犯人 の 古 ・ 才 ・ 足 の 動き は 、 有 有罪 の 証拠 と な る 。 言 
葉 や 行動 は 現場 に 彰 跡 を 残す こと が 科学 の カ で 立証 きれ て いる 。 クル アー ン に よれ ば 、 こ れ 等 の 六 跡 は 必ず 只 
体 化す る も る の で あり 、 良 し に つけ 湯 し き に つけ 人 の 為 し た 行い は 後に 手足 の 動き と な っ て 現れ 、 そ の 人 の 過去 
の 動か 史 証 拠 と な る 。 


注 16 真実 は 全て 相対 的 な も の で ある 。 ある 窟 点 めか ら すれ ば 真実 で ある 事柄 も 見 方 を 変え れ ば 偽り と な る 。 
絶対 の 真実 は 神 の み で ある 。 

注 17 | 悪事 ] と いう 語 は 不 懲 な 行為 ・ 不 快 な 発言 を 意 
苔 葉 を 発し 、 吉 日 を 言い 鯉 ら す と 主 し て いる 。 一 方 、 立 


朱 も せ ず し て 、 己 れ の 家 以 外 に 入る こと な 和 


この 節 で は 、 悪 人 は 悪事 を 行い 不快 な 
* 発 言 共に 正しい と ぅ 述べ て いる 。 
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系 一 上 困 草 


29. 家 に 


30 . 


9 。 


注 18 
り 次 ぎ に 出す の が 良い し 
先 に 示さ る れ た だ 通り 、 ク ルアー ン は 物事 を 外見 で 判断 する の で は な く 、 本 賀 
ょ っ て 決ま る 。 良い 性 質 は 育て て 行く べき で あり 、 
この 人 で は イス ラム 信者 の 男女 が 出 会 


王 19 
人 物 の 評価 は その 本 換 に 
い 。 邪 まな 考え は 目 を 通し て 心 に 入り 込む 。 それ 故 、 


. 女 の 信 有用 た ち に 、 


( 注 18) その 方 が お 前 た ちの た め に 
その 中 お そら 6 らく それ を 悟ら ん 。 

、 許 し が ある まで は 中 に 入 
[帰っ て くれ 」] と 
その 方 が 
六 0 ン ン a 


か れ 。 
は 良く 、 
人 な き 時 は 
る こと た が が 選 。 まだ 全 上 。 
云わ れ だ た る 時 は 、 州 る よう に 。 
醒 た ちの た め に は より 潔 し 。 ば ぱげ 
は お 前 だ ちの 行為 を 難 知 し 給 う 。 

お 前 た ちの 品物 が ある 無人 信 の 家 に 入る こと 
は 、 罪 な し 。 ア ッ ラ ー は 、 セ 前 だ ち が 半 わ 
すこ と も 隠す こと も 知り 絵 う 。 


男 の 信 者 た ち に 、 そ の 眼 を 押え ぇ 、 ( 注 19) 
会 部 を 護 れ と 法 ん を 。 その 方 が 彼 等 の た め に 
より 潔 し 。 げ に アッ ラー は 彼 等 の 行為 を 熟 
各 し 総 う 。 
を の 眼 を 抑え 、 際 孝 を 計 
り 、 や ち む を 得 ず 外 に 寺 わ れ た る と ころ 以外 
は その 美しき や 飾り 物 を 人 目 に 触れ ふせ て 
は な ら ぬ と 云え 。 面 し て 、 そ の ヴェ ー ル を 
0 
・ ズ は ロ れ の 本 供 だ ち 、 0 
還 又は 兄弟 、 は 見 弟 姉妹 の 子供 7 
ズ は 行 正 し いたち 、 又 は 己 れ の 
所 有する 奴 如 、 又 は 性 欲 な き 子 供 の 下僕 、 
又は 女 の 恥部 に 関心 を 持た 紀 幼 児 を 除き 、 
その 美しき や 飾り 物 を 人 目 に 触れ きせ る こ 
と な か れ 。 ま ただ 、 彼 女 だ たち の 隠れ だ る 飾り 
物 を 人 目 に 触れ る ほど に 、 そ を の 脚 を 印象 づ 
ける な か れ 。 汐 等 信徒 た な ちよ 、 相 い 集 いて 
アッ ラー に お 絹 り 申せ 、 栄 えん が た だ ため に 。 
( 注 20) 


事 を 禁じ て 来 た 。 
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アル ・ 


の 688 和 人 
SCYNKDHIAICOIRWS4E 
内 1 に (は に 人 51 
凍 間 し じ 。 多 3 
6 Ca を GS 
2 っ 2 Gbs 計 ば 

交 生 


2/2 アン ン 
の 

2 幸 デア ゲ 2 2? の デア ン ン 
の も の 生 ら る そう 


ネー ルレ 


Mt を ン ノッ プ 2 
PUORILW 


r 
1 し 22 な の 
の 2 Cy らら や ご は 8 う 


の 2 22 ン る ぁ っ ラッ ク 
3 の の の か ya 5 
計 に ッッ ピン リョ アン プン ウン ン 。 
85 ル 6 KN 


2 ママ る 


仙人 YIETI 
53 の 6 る 0 誠 8 
52 Os SeCSlG 
ahJufJEes 
oss し 2264 MA out うう ン EN 
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3 


職場 や 家庭 で の 会 見 を 申し 込む 際 、 租 手 が 受 け 入 れ て て くれ る か どう か を 知る に は 、 名 剃 や 紹介 状 を 取 
、 こ 和 れ は 先 に 連 べ だ クル アー ン の 教え に も 添っ だ や り 5 方 で ある 。 


迫る べき だ と 説い て いる 。 
悪い 性 質 は 根絶 し な けれ ば な ら な 
う 放 視線 を 突 え る 
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第 二 十 四 立 Pr ーー 


eKD と っ (1) 
33. お 前 た ちの 中 で 、 独 り 身 の 女 、 及 び 男 の 奴  。 を レー 。 レロ ュ ュ ン 衝 い セ oe ラ の の 
並 びに 女 の 奴 隷 で 結婚 に 適する 者 は 、 結 『 51 人 3 


思 、、 2 は 5 う ン ウン 四 タン >ー 

人 5 で よる ( 注 21) 役 等 も し 黄 し あら 5 の AP の HK SL 
ば 、 ア ッ ラ ー は を その お ゎぉ 屯 み を 以 て 彼 人 等 を 富 
まる ん 。 ア ッ ラ ー は 慈悲 深く 、 す べ て を 知 了 @ を じじ 郊 ち 
し 給 う 。 

注 20 イス ラム 教 に お ける ヴェ ー ル の 持つ 芝 味 に 関し て は 、 イ スラ ム 信 者 の 間 に も 甚だ し い 誤 解 が あり 、 詳 

し い 説 明 が 必要 て ある 。 此処 に ヴェ ー ル に 関す る 節 を 全て 記す 。(1) イ スラ ム 教 の 女性 信 導 は 顔 や 直 を 露 わ に 
0 
言 者 よ 、 貴 人 方 の 妻 、 娘 、 女 性 の 信徒 に 告げ よ ょ 。[「 ゆ っ た り し た 長 衣 を 身 に 付け な きい 。 そ うす れ ば 見 分 けが 付 
き 、 不 快 な 言葉 あや かけ 6 れ る 事 も な い 。] (33: 60) この 節 (33 : Ni る アラ ビア 語 は ジャ ラビ ピー 
グ 、 単 数 形 が ジル バー プ で 長く ゆる や か な 外 衣 と いう 和議 味 を 持つ 。( 3 ) 質 言 者 の 志 達 よ 、 商 女 方 が 高潔 で あれ 
ば 並 の 女 二 と 同じ で は な い 。 [甘い 言葉 で きる や いて は いけ な い ……・ (33 立 33 一 34 節 参 照 ) (4 ) 信者 達 ょ 、 
嗣 始 者 も 未成 年 者 も 、 日 に 三 度 許し を 請 い な きい 。 朝 の 祈り の 前 、 夏 の 正午 に 衣 を 脱ぐ で 時 、 を そし て 夜 の 祈り の 
後に (24:59)。 

上 記 の 四 つ の 症 か ら 以 下 の 推 諭 が な され る 。(a) イ スラ ム 教 の 女性 は 外出 時 に ジル バー ブ と いう 長 災 を まとい .、 
それ は 頭 か ら 胸 まで 覆う も の で な けれ ば な ら な い 。 これ は 重要 な 事 で クル アー ン 33 章 60 節 に 記さ きれ て いる 。 
藤 衣 を まとう の は 、 イ スラ ム の 女性 が 所 用 で 外出 する 際 、 い か が わし い 入 々 に よる 擬 祝 や みだら な 言葉 に 苦し 
ゆめ られ な い 人 為 で ある 。 (も イス ラム の 男女 は 出会っ た 際 互 い に 顔 を 見 つゆ る の を 人 記 け る 。(c) 第 三 の 戒 律 は 明らか 
に モハ ッ マ ド 預 言 者 の 妻 和 人造 に 科せ られ だ も の で ある が 、 ク ルアー ン の 教え と し て 、 他 の イス ラム 女性 に も 適用 
る れる 。 |「 家 に 留 ま れ 」 (33: 34) と いう 謝 は 所 用 で 外出 する 場合 も 含ん どなり 、 イ スラ ム 女 性 の 王 な 行動 徳 了 
は 家庭 内 で ある 。(d) 三 つの 時 間 帯 に は 、 子 供 達 す 6 両親 の 部 恒 へ 入る 事 は 許さ きれ な いし 、 吾 使い や 女 怒 隷 は 王 
人 の 提 室 に 入っ て は な ら な い 。 第 一 の 戒律 は 女性 が 外出 する 際 守 ら な けれ ば な ら な いも の で ある 。 彼女 等 は 全 
自 を 維 う 長 衣 を 身 に 付け ね ば な ら な い 。 第 二 の 戒 律 は ヴェ ー ル に 関す る も の で 、 主 に 家庭 内 で 、 頻 繁 に 訪れ る 
田 性 の 近親 者 と 同 忘 する 際 着 用 する 。 こ の 叶 、 才女 い に 顔 を 合わす 事 を 禁じ て いる が 、 女 性 は 更に 、 邊 ら の 
そし て 衣服 や 装飾 品 の 美しき を 表 に 出 き な い 様 気 造 わな けれ ば な ら な い 。 近親 者 が 時 椅 わ ず 鍵 繁 に 訪ね て 米 る 
度 に 基 衣 を 者 用 する の は 大 変 て 実行 し 区 い の で これ は 不要 で ある 。 家 放 内 で ヴェ ー ル を 共用 する の は 同席 者 が 
近 規 首 だ け の 場合 で ある が 、 そ れれ 以外 に 、 行 儀 正しい 女 た ち 、 年 老い た 召使 い 、 女 奴隷 、 未 成年 の 男子 (思春 
期 を 迎え て いな い 協 の 〒) も を の 飽 ちゅ うに いる 上村 き 折 る 。 第 の 下 委 は 屋外 て ュー ル を 宙 する 拓 
合 、 第 ご の 戒律 は 財 内 で ヴェ ー ル を 着用 する 場合 で ある が 、 関 連 する 節 33 60 節 お よび この 人 節 に は 2 種類 の 
ペー ル の 表現 が ある 。33 意 60 節 に は 、 女 性 は 外出 時 長 衣 を 家庭 内 で 親族 と 同席 する 際 は 頭 部 を 激 う ヴェ ー ル を 
着用 すべ し と ある 。 更に 3060 所 に 外出 時 の 長 衣着 用 を 定め て いる (これ ら 6 の 衣服 に つい て の 詳細 は 33 : 60 
参照 )。 こ の 疫 で は 頭 部 を 杏 う ヴェ ー ル を 胸 ま で 苦 用 する 様 定 め て ある 。 削 者 の 場合 、 長 衣 は 頭 ・ 顔 ・ 胸 全て を 
覆っ て いる が 、 後 者 の 場合 は 頭 と 胸 の み で 顔 は 出し て も 長い 。 女 性 が 外出 時 に 著 用 する 長 衣 の 形 は 、 民 百 ・ 社 
会 的 地位 ・ 家 中 の 伝統 ・ イ スラ ム 社 会 の 磨 級 等 に より 様々 で ある 。 家 許 内 で 着用 する ヴェ ー ル も 又 、 女 性 が イ 
スラ ム 社 会 の どの 階級 に 属し 、 ど の 様 な 仕事 を 持つ か に より 形 が 変わ る 。 家庭 央 で は 顔 を 下 う 必要 は な い 。 唯 、 
男性 の 近 吉 者 が 訪ね て 来る 時 だ け 、 顔 や 装飾 品 を 器 え ば 良い の で ある 。 第 三 の 戒 律 は 見 知ら ぬ 男 性 に 話し か け 
る 時 、 威 研 あ る 態度 で 臨む 様 女性 に 求め て いる 。 又 家事 ・ 育 児 ・ 一 族 の 問題 等 女性 し し て の 役目 を | 分 に 果 た だ 
す 様 求め て いる 。 系 四 の 戒律 は 、 夫 婦 に 出来 る 限り 家族 の 他 の 者 達 と 離れ て 寝室 を 持つ 様 に 、 又 幼 兄 で すら 5 脚 
年 に て 先 に 述べ だ ( 当 音 59 第 ) 時 間 淀 に は 寝室 に 入れ て は な ら な いと 命じ て いる 。 

邊 21 意 婦 や 未婚 攻 に も ぁ る 、 イ スラ ム 教 で は 結婚 を 強く 勧め て いる 。 イ スラ ム 教 は 未婚 を 良し と せ ず 、 結 婚 こ 

を 正常 で 自然 な 状態 と みな す 。 モ ハッ マ ド 環 言 者 は 、 次 の 様 に 語っ た と 伝え られ て いる 。 [結婚 は 私 の スン ナ ( 慣 
習 ) で あり 、 私 の スン ナ を 非 次 し 持て る 者 は 私 に 必 き な い 。] (ムスリム : ニカ ー 登 ) 


往生 こ 








空 一 十 下 章 


ゲル ・ ヌ ー ル 





34. 


35. 


注 22 
に な る こと が て きる 。 
定 23 . 
この 三品 が 結び 付く 事 で 明か り は 完成 する 。 
。 般 合 龍 は 明か り を 守る 。 直 大 法 で 電気 ラン プ を 問 れ ば 
夏 合 人 龍 は 、 款 教 用 語 し に し て それ ぞ れ 押 の 光 ・ 提 の 頂 言 省 を や 皇 す と 言え 
明る る を 増す 。 東 に カリ ファ ー ( 質 言 者 の 後継 者 ) は 神 の 区 を 広げ 、 
明か り に 使う 油 は 純度 が 高く 、 
、 引火 性 の 強い も る の で な けれ ば な ら な いと 授 べ られ て いる 。 そ の 油 は 、 東 の 国 に 


増す 
向 付け る 。 
よさ う 。 神 の 預言 者 は 光 が 消 た ぬ 様 に 守り 、 
方 向 付 け 、 世 の 人 々 の 啓 
上 が る 程 
和 持 定 の 入 の 有利 に も 不利 に も な る 事 の な い 一 本 の 木 よ 5 抽出 きれ だ も の で ある 。 


結婚 の 手 び て が 見 つか ら 史 者 は 、 ア ッ ラ ー 
が その 恵 ろ を以て 高 ま せ る まで 、 純 着 を 保 
つべ で き な り 。 ま だ 、 お 前 た ちの 古 手 の 所 有 
に か か る 者 で 、 解 放 証 明 書 を 欲し が る 者 あ 
ら ば 、 ( 注 22) 彼 等 に 何 か 美 点 を 認め た な 
ら ば 、 之 を 書い て 彼 等 に 与え 、 更 に アッ ラー 
が お 机 だ ち に 賜 あえ る 悟 の 一 部 を 与え よ 。 さ 
た 、 お 前 た ちの 奴 召 が 操 正 し く 生 き よみ と 
望む な ら 、 電 世 の 利得 を 求め て 注 行 を 彼女 
だ ち に 強い る な か れ 。 然し な が ら 、 誰 か が 
無理 強い し ただ 場合 は 、 ア ッ ラ ー は 彼女 た な ち 
を 表し 、 落 悲 を 垂れ 給 わ ん 。 


われ ら は すでに 数 々 の 切 朋 な る 神 光 を お 前 


た ち に 降 し 、 お 前 だ ち 以 前 に 逝け る 人 人 々 の 
例 と 、 神 を 所 れ る 者 へ の 訓 戒 を 物語 り た だ り 。 
系 所 項 

ンー は 天地 の 光明 な り り 。 そ の 光り を 仁 
う れ ば 、 灯火 や ける 壁 蘭 の 如 し 。 好 火 は 天 
璃 の 中 に あり 。 茂 璃 ! * 放 然 た る 年 の 如 し 。 
その 輝き は 聖なる 一 樹 より 射す 。 す な わ ち 
概 構 樹 に し て 、 東 国 の 産 に 非 ず 、 ま た 西国 
の 産 に 非 ず 、 そ の 油 は 、 火 が それ に 触れ ず 
と も 、 燃 え 出 きん ば か りな り 。 光 の 上 に 光 
の 太り hipoiWknws 

$ の を その 光明 へ 導き 給 う 。 か く の 如 く 、 
アッ ラー は 数 々 の 比 世 を 人 々 の だ め に 明示 
し 給 う 。 ( 注 23) アッ ラー は 一 切 を 深 知 | し 
給 2 。 

奴隷 の [解放 証明 難 ] と は 一 種 の 契約 午 で 
契約 半 に は 奴隷 の 解放 に 必要 
この 節 は 美しい 比較 で 、 


し か し 、 月 かり ・ ガ ラス 球 ・ 


誠に 努め ゆる 。 又 、 こ の 節 で は 、 


な 金額 ある い は 労働 が 書か れ て ある 。 
明か り ・ ガ ラス 球 ・ 和 壁 含 遂 の 話 で ある 。 神 の 区 が 骨 く の は この 三品 に 限り 、 
明か り は 光源 。 ガ ラス 球 は 風 で 消え ぬ 様 明か り を 覆い 、 


し 
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達 は 半 の 意 に か か わら ず 、 動 いて 自由 の 英 


明る る 女 
電線 が 光源 、 電 球 が 光 を 守り 、 等 が 光 を 広げ 方 


火 を 付け が て もち 燃え 
$ 西 の 国 に も 属 き ず 、 
この 節 に は も う 一 つの 解釈 が 


ある 。 こ の 紹 で 述べ られ る 光 は クル デー ン に 述べ られ て いる 様 に 、 モ ハッ マ ド 手 言 若 を 指す と も 言え る 。 この 
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串 二 - 十 四 意 

37. この 灯火 は 、 ア ッ ラ ー の 命 に よっ て 建て 6 733 的 の 22 は 
和 れ 、 その 草 名 が 唱 念 せら る る 御堂 の 中 に 打 還 2 ・ ク 
50 02025 識 (7 の TE ま DIRCYGM く 
美 し 奉る 、 ( 注 24) 


36 . 


39, 


40 . 


商売 や 変 易 の た め に アッ ラー を 炉 う こと を 
怠っ だ り 、 礼 拝 や 豆 捨 を な すこ と を 忘れ た 
りす る こと な く 。 役 等 は 


、 心 も 目 も 苦 問 提 捧 
され る で き 日 を 居る 。 ( 注 25) 


アッ ラー は 彼 等 の 行為 の 中 の 最 普 な こと に 
対し て 報い 、 且つ 恵み に より 報 を 加増 し 


給 う 。 ア ッ ラ ー は 己 れ が 癌 し 給 う 者 に は 限 
りな く 婦 給 し 給 う 。 
然 れ ども 5、 無 信仰 の 徒 王 に 於 て は 、 そ の 行 


為す べ て 砂漠 の 入 気 楼 の 如 し 。 海 し だ る 者 
水 と 思い 、 行 き て を こ に 到 れ ば 条 $ 見 い だ 
し 得 ず 。 か わり に 彼 は 、 ア ッ ラ ー の 秒 近 
に あり 、 己 が 勘定 や すっ か り 項 蔵 き せら れ 
ん こと を 知る 。 ア ッ ラ ー は 清 細 の 時 は 速 息 
が いり 。 


8 へ は 、 - 彼 等 の 行為 は 、 大 海原 の 深い ポポ の 中 
の 暗 痢 の 如 し 。 浪 の 上 に 浪 た ちる わ ぎ 、 障 
堂 を その 上 を 弥 い 、 導 また 開 と 居 を な す 。 陸 
を き し 伸 ぶれ ば 、 そ の 手 $ も 見 え ぬ 程 。 
ラ 一 Ri 0 る 者 に は 、 如 何 な る 兆 
明 も な し 。 

場合 壁 合 全 は モハ ッ マ ド 克 言 者 の 心 、 

る 神 の 光 の 遊 明 感 ほ 胃 る さき を 表し 


クル デー ン に 「 光 の 上 上 に 光 を 加 う る な り 」| と 記 き る れ て いる 様 に 、 
本 か ら 地 出る れ た 油 で 燈 き る れ て いる 為 、 
こ 時 3 し て い 

特質 を 備え を て いる 為 、 神 の 啓示 が 下さ れる 以前 か ら 、 


明る く 
る ) XX、 を その 光 は 東方 ・ 


胃 か り は 最上 の 特質 を 備え た 條 の 潔白 な 特性 、 
て いる 。 天 の 啓示 の 光 が モ ハッ マ ド ド 預言 首 の 特性 の 光 の 上 に 降り て 来る 時 、 


安定 し て お り 、 
四方 共に 有 ら す 。 モ ハッ マ ド 預 言 省 の 心 は 澄み 、 彼 の 特性 は 素晴らし 
役 は 偉大 な 使命 や 


ゥ ー の ッ ン 


と 93 5554e 和 3 
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と アコ ルン 9 レッ ラン ッッ ンー ン フュ ン フラ ンー タ 2 る 
で PO の SM 


5 放 。 の 
⑯ り め c2 る 


ガラ ス は 役 の 特性 に 備 わ 


輝き は 倍加 する 。 モ ハッ マ ド 玉 詩 者 の 光 は 神 


水 如 に 輝き 続け る 。 人 [ 加 な る 一 悦 | と いう 語 が 


与え られ る 相応 し い 人 物 で あっ た 。 


こ NR の れ て いる 。 | その 油 は 火 が それ に 触れ ず と も 、 燃 え 出 きん ば か りな り 5。」 


注 24 この 節 に は 立証 E 頂 言 が 書か が れ て ある 。 ク ルアー ン に 知 
む 人 人 々 は 常に 神 を 堆 え る と この 厩 

注 25 モハ ッ マ ド 下 預 言 者 の 友 の 正義 と 彼 等 の 神 へ の 党 が こ 
間 で あり 、 世 俗 向 な 野心 を 持ち 、 本 楽 ・ 


か し な が ら 世 俗 の 雑事 の 中 に あっ て も 


: か れ た 兆 に 二 ら きれ だ 家々 は 栄え 、 そ こ に 仕 


は 無言 し て いる 。 こ 和 れ は 彼 等 が 神 の 人 に 照ら きれ た 事 を 立証 する ぉ も の で ある 。 


の 節 で 立証 きれ て いる 。 彼 等 は 内 と 央 か ら 成 る 大 


副業 に 徒 事 す る 。 僧 何で も な けれ ば 、 俗 世 を 林 れ た 隠者 で も な い 。 し 
彼 等 は 決し て 神 と 他人 人 へ の 労 ゆ を 名 ら な い 。 
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アァ ノ レト ズール 
。 稼 六 項 
6 9 96 9 の ee 枯 クー 1) の e で ンタ ン さ は 
42. 炊 大 地 の す て の 0 Ne が アッ oeldo2 4 で 6 ば 
ラー を 讃 美 し 、 鳥 な もち で さえ ( 注 27) を の イレ ァ ン 0 
現 を 拡げ て また 讃え まつ る を 見 ざる か ? 皆 SO 生 和 3 
それ ぞ れ に 礼拝 と 詩 美 の すべ を 知る 。 曽 し ンカ ブラ イェン 5 ンタ 
レ 2 。 | デ ウ の 2 う 1 アブル トク 
て 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 為 せ る こと を 熟知 し (oO レビ 
給 2 。 
あめ つも けい りん 
43. 天地 の 経 倫 は アッ ラー の 堂 中 に あり て 、 高 eslAh ジ 2 oy 謝る 
物 は アッ ラー に 帰り 行か ん 。 
か これ の アッ ン アタ ョ ンタ 。 [クト ノン っ ン ン ン デン 
44. 液 、 ア ッ ラ ー が 雲 を 恥 り 、 次 いて 之 を 集め 、 54 こ ちる 5 し に あと 3 肖 多 1 
その 中 か ら 6 雨 が 降り 出す よう に 更 1 - 節 を 積 
で 2 CPU (レッ ン 
み 重 ね る を 見 ざる か ? 面 し て 、 彼 は 、 oO 25 
じ に 5 の 山 な す 党 ほ ※ を 天 よ り 降 し 、 え を 以 て 己 2 タイ ン ン インタ 。 ンー ラー イン ンー ン 間 
て ue.9 う = IL 本 お ei 
い の 狗 する 者 を 欠 打 し 、 或 い は 辿 い 私 う 。 の 9262teSdS os ッ つ 162d 記 
を の 稲 寒 ピ ら > ば か り / ンタ ンタ 2 る っ て ラッ ン の クー ッ ン シテン る ーッ ン 
と の 稲 守 の きら めき は 日 も くら む ば か りな も る と 
り 。 ( 注 28) お ノ 2 6 
Lo しさ 3 の 
45. アッ ラー は 夜 と 書 を 交替 し 給 う 。 げ に その タク イン る タン 2 ンタ 
8 ハー] ご ぅ 8 り 535 | | CA あ 
中 に は ば 、 見 る 日 持つ 者 へ の 教訓 あり 。( 注 | 
プン 5 プク 2 ョ 
29) 所 
Yo う で 、 ッ 2 クン 
46. また 、 ア ッ ラ ー は 水 より あら ゆる 動物 を 側 2 交 ら 228 2 を 3oB 5 に VSE 
り 給 を り 。 も の は 腹 に て 歩み 、 を ッッ ン で 結 の 
の 或 る も の は 二 脚 で 立ち 、 そ の 或 る も の は ip の 
四 つ 足 で 歩む 。 アッラー は 望み の も の を 創 POUEAIE 1 し 5 
り 給 う 。 ( 注 30) げ に アッ ラー は 全能 な り 。 ぱと る oO/ タ 3 
ぐぅ ン ち 
Os 
注 26 天使 ( 天 に ある も の )、 人 半 ・ 動 物 ・ 梓 物 ・ 鉱 物 等 、 地 上 の 生物 ・ 無 生物 ( 地 に ある も の ) 
注 27 空 落 ぶ 島 。 精 神 世 界 に お いて 三 つ の 意味 を 持つ 。 (4) 捕 神 的 に 高め 65 れ た だ 地位 に ある 人 物 。 (⑪) 物 質 獲得 
に 全身 全 吉 を か け 、 精 神 的 向上 に 全く 関心 を 示 き な い 俗 人 。( で 精神 的 状況 が 上 記 二 者 の 中 間 に 位置 する 人 物 。 


注 28 


この 節 に は 、 律 法 が 、 あ る 者 に と 


履 と な る と 書か れ て ある 。 


注 29 
5 恋 続 的 に 為 き れる 訳 で は な い 。 
神 的 発達 に お ける 後 追 ・ 
れ て お り 、 
注 30 


この 節 に は 次 の 事 が 述べ られ て いる 。 前 節 で 述べ られ だ 人 人 間 の 精神 的 発 境 
時 に は 遅く 、 
・ 進 歩 は 、 宗 教 用 語 で 夜 上 呈 に 例え ら 和 れる 。 世 の 全て の 物 は 加速 と 遅滞 の 法則 に 支配 き 


時 に は 速く 、 


人 人 隅 の 精神 的 発達 も 例外 で は な い 。 
精神 的 に る すら 5 う 者 が 目標 に 名 いぼ の 様 に 発達 を 


っ て は 利益 を な も だ ら す 悪 み の 二 で あり 、 又 別 の 者 に と り 破 壊 を 折 く 


ほぼ は 、 必 ず し も 一 様 に 、 し か 
を し て 又 時 に は 停止 する 事 も ある 。 こ の 人 間 の 精 


遂げ る か が この 節 に 記さ る れ て ある 。 ある 者 は 非常 に 


ゆっ くり 進歩 す る 。 彼 等 は 日 本 に 向かい 邊 っ て 進む 。 あ る 者 は 二 足 動物 の 様 に より 速く 《 進む 。 更 に ある 著 は 四 


足 動物 の 様 に より 一 層 速 く 進 む 。 此処 に 暗示 き 
二 足 動物 や や 梨 行 動物 より 速く 進む 。 同 ビ 事 は 精神 的 旅人 に も 当て は まる 。 
ー548 一 


は 、 


れ て いる の は 速 る で あっ て 、 進 み 方 で は な い 。 


一 般 に 四 足 動物 


光 二 寺下 


47 . 


48. 


49. 


0 


0d. 


4 . 


事実 われ ら は 、 明 由 な る る ま ぎ ま な る 神 
を 降 し た り 。 ア ッ ラ ー は 己 が 愛す る 者 を 正 
し い 章 に 導き 給 う 。 


彼 等 は 友 う 、「 我 等 は アッ ラー し 使徒 を 信 
じ 、 錠 に 服従 す ] と 。 然 る に その 後 、 彼 等 
の 或 る 者 ど $ は 背 き 赤 れ り 。、 か か る 徒 加 は 
信者 に 非 ず 。 

箇 し て 、 彼 等 は 、 ま ちら が 正しい か 裁き を 
受け る た め ア ッ ラ ー と 使徒 の 前 に 召喚 せら 
る や 、 見 よ 、 彼 等 の 部 は 之 を 避 避 す 。 


5 し 正義 自分 の 側 に あり と 思わ ば 、 役 等 は 
喜ん で 彼 の 御前 に 走り 来る な 5。 

彼 等 の 心 に は 病気 で も ある の か 、 そ を それと も 
攻 心 を 抱く か 、 或 い は アッ ラー と その 使徒 
が 不 公平 に 自分 だ た ち を 裁 か ん こと を 雇 る る 
か ? 然 ら ず 、 彼 等 こ を 不義 者 な り 。( 注 
31) 

湖 七 項 

どちら が 正しい か 裁き を 受け る だ め ア ッ 
ラー と その 使徒 の 前 に 吾 喚 き れ た 時 、 信 者 
の 応答 は だ だ 「 我 等 は 聴き 、 是 つ 服 従 す 」 
と 寺 う の み 。 彼 等 こ を 栄え る 者 な り 。( 注 
32) 


アッ ラー と を の 使 徳 に 服従 し 、 
長 れ 仙 い 、 守 座 者 し 崇め る 者 、 
ず 好 結果 を 得る 者 な り 。 


光 も し 命 を 下 き ば 、 我 等 た だ ち に 出 で 征 か 
ん と 彼 等 は アッ ラー に か け て その 強固 な る 
寿 い を 立て る 。 云え 、「 格 うな か れ 。 必要 な 
の は 道理 に か な っ た 服 徒 な り 。 げ に アッ 
ラー は お 前 だ た ちの 為す こと を 熟知 し 給 う 」 
Ia 


デッラ ー を や を 
これ 等 は 必 
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@⑥ 〇 究 り 1A9 


ルーン の 2 フン ン J し を アナ メ で さす ア アア 4 2 デア 
eb6 っ 40 に の の っ 2D 25 は りう 
ンタ アン? ます 

⑨ の ッッ LA 


< I の の で っ 9 デー テウ 
ン ヴ ッ ン レン し ウタ 5 で マレ レ し あて we 
251 51 ょ ya4 Ac ンダ OS 
@ ゅ 6235 


この 箇 で は 以下 の 事 が 書か が れ て ある 。 不信 心 者 は 三 つ の 績 神 的 病 の 一 つ あ る い は 企 て に 苦し む 。 あ る 
著 は ある 病 に 、 他 の 者 は 他 の 病 に 苦し む 。 人 の 精神 的 発 傍 を は ば む 三 つの 物 は 、 疑 い ・ 恐 れ ・ 婦 み で ある 。 
この 節 及 び 次 の 人 節 で は 、 イ スラ ム 教 の 原理 が 示さ れ て いる 。 イ スラ ム 法 典 は 完全 無欠 びあ り 、 を の 良 
状 は 人 間 の 生活 全て に 及ぶ 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は イス ラム 教徒 の 生活 に 係わる 全て の 事柄 の 最高 椎 成 で ある 。 


注 31 


壮 32 
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し 1 「 開 


こい 


ー | - 凹 勤 
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59. 


柱 39 


. ナッ ラー 


。 お 前 だ たち 可 悲 に 浴 せ ん が だ め に 、 


じ 員 ん 計 


云え 、「 ア ッ ラ ー の 命 を 導 率 し 、 使徒 に 従 
69 然 れ ども 、 お 前 た ち も きり 
だ る 時 は 、 役 は 彼 の 資 任 を 負い 、 お 前 たち 
は お 前 だ ちの 次 任 を 負う 。 る され ど 、 お 前 た 
ち も し 彼 に 従わ ば 、 お 前 た ち は 正 し く 尊 か 
れん 。 使徒 は た だ 神託 を 伝達 する が 務め な 
り 。 

は 、 お 前 だ ちの うち も 信仰 に 入り 5 善 
事 を 為す 者 に 、 彼 等 以前 の 者 に 継が し め た 
る 如く 必ず 地 を 継が し 、 役 等 の た め に 自分 
が 選び だ た る も の を 役 等 の 款 寺 と な し 、 今 ま 
で の 不安 菅 怖 の 代り ! - 平 安 と 無事 を 与え 
ん 、 と 約束 せり 。 役 等 は われ を 時 ほめ 、 わ れ 
に 何者 を も 配 せ ざら ん 。 きれ ど 、 を の 後 、 
不信 心 者 に な る 者 は 、 反 逆 者 な 5。( 注 
33) 


礼拝 を 休 
守 し 、 施 し を な し 、 使 徒 に 従え 。 


・ 弱 、 RIN 


控 折 し 得 と 思う な か れ 。 彼 等 の 住居 は 
陸 そ は 実に 悪し き 帰 り 所 な 5 
索 項 


湊 等 信徒 な ちょ 、 お 本 だ ちの 右手 が 所 有 す 
る 者 、 並 びに 思春 期 に 立 せ ざる 者 上 いえ ど 
も 、 次 の 三 つ の 場合 は 、 入 室 に 際 し 、 彼 等 
に お 前 だ ちの 許可 を 求 ゆ る せよ 。 す な わ ち も 、 
早朝 の 礼拝 の 前 、 署 き の だ た め に お 所 だ たち が 

この 節 は カラ ファ ト 


( 頂 言 省 の 後継 者 の 地位 ) を や 記す 序文 と し て 
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う プ 2 


So 9 os の か 626 5 
の ん 23 うり SN の 1 は の 9 いう 
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ッ ン 人 UM GMA lg る 


る は 9 ぅ ノ っ > て レ う 
ACEAIIK3MATOAL 5 

の 20 アッ ーー ン ラン レン 1 な 2 誤 ! 
Kozo の 152 っ 5 もう 


から -95h ま で に アッ プー も 


\ 
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神 の 使者 に 従う 様 繰り 返し 強調 きれ て いる 。 こ れ は イス ラム 教 に お ける カ り ファ ー ( 項 言 者 の 後継 首 ) の 地位 


を 暗示 する も の で ある 。 イスラム 教徒 が 坦 革 に お いて 款 赦 的 指導 
普 か れ て いる 。 この 約束 は 全て の イス ラム 民族 に 対し 為 き れ だ も 5 の で ある が 、 
ド 聞 言 者 の 後継 者 に と り 、 
モハ ッ マ 下 預 言 才 | 
tt ける で あろ う 。 他 の カラ ファ ト は 全て 消 減 す る 。 こ れ は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 、 
言 者 ・ 使 者 より 優れ て いる 事 を や 示す も る の で ある 。 我々 の 世代 は 、 
が ジア ァ 


存在 し 統 


語 に 人 の 精神 的 指導 者 で あり 、 


ー を 見 出し て き て いる 。 


二 99U 


者 の 地位 を を えら れる 生 和 2 の 節 に 


彼 等 の 指導 者 、 を し て モハ ッ マ 


カラ ファ ト の 法 は 明白 な 形 を 取る で あろ う 。 カ ラフ ァ ト 制定 の 約束 は 明 向 で あ る 
役 の カラ ファ ト は この 世 の 終 わり まで 様々 な 形 を 取り つつ 


他 の いか な る 神 の 預 
デハ マデ ィ ー マ や 運動 の 信 始 者 に 最高 の 款 教 的 


ミト 


素 二 十 四 剖 


60. 


串本 


62 . 


be し 


お 有 凡 ど き 着 物 を 脱い で いる と き 、 及 び 夜 の 


礼拝 以後 な 9 5 。 これ 等 は お 前 だ た ちの 三 度 の 
攻 な 9・ それ 以外 な ら 6、 必 要 に 応じ て 互 


寺 - 往 き 来 し て も 、 お 前 だ た ち に も 彼 等 

5 罪 な し 。 か くく の 如 く 、 ア ッ ラ ー は お 前 

0 
哲 に まし ます が 故に 。 


面 し て 、 お 前 た ちの 子供 た ち が 思 春期 に 達 
し だ な ら ば 、 彼 等 以前 の 年 上 の 者 が 許可 を 
求め だ 如 《、 入 和室 に際し 許可 を 求め ゆ せ し め 
ょ 。 か く の 如 く 、 ア ッ ラ ー は その 戒律 を お 
曲 だ ち に 吸 瞭 に 述べ 給 う 。 アッラー は すべ で 
て を 知り 、 賢 折 に まし ます 。 

も は や 結婚 を 願わ ぎ る 年 連 の 女 の 場合 計 。 

を の 美 を 見 せ が ら か す の で な けれ ば 、 外 衣 
を 脱ぐ こと も 誹 に は な ら ね 。 き され ど 、 そ れ 
きえ ぇ も 慎む こと は 、 役 女 等 の た め に 更に 好 
し 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知 
り 給 う 。 


吾 て もち 、 戦 で も 、 
身 で も 、 自 分 の 家 、 


病 入 で も 、 全 前 だ ち 目 
又は 父 の 家 、 双 は 母 の 
家 、 又 は 喝 弟 の 家 、 又 は 如 妹 の 家 、 又 は 父 
方 の 叔父 渋 母 の 家 、 又 は 母方 の 叔 父 波 母 の 
家 、 又 は お 前 た ち が そ の 鍵 を 持っ て いる 家 、 
又は お 前 だ ちの 友達 の 家 で 食事 する こと は 
> 一緒 に 食べ よう が 、 別々 に 
食べ よう が 、 差し 支え を し 。 然 れ ど も 、 家 
に 入る に 際 し て は 、 主 より の 抗 福 る れ た だ 清 
浄 な 挟 拶 を 述べ よ 。 か の 如 く 、 ア ッ ラ ー 
は その 戒律 を お 前 た ち に 解ら せしめ ん と 胃 
瞭 に 述べ 給 う 。 
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63. 


系 九 項 


まこ と 
真 の 信者 と 上 は 、 ア デッラ ー と を の 使徒 を 信じ 、 


公共 の 用 件 で 人 々 が 集 っ て 使徒 共に ある 
時 、 使 徒 の 許可 な し に 立ち 去ら 6 ぎる 者 、 こ 
れ 等 の 者 の みな り 。 ば げに 液 に 許可 を 求む る 
基 こ を は 、 真 に アッ ラー と その 使徒 を 信 ず 
る 者 な り 。 る れ ば 、 彼 等 が 自分 の 用 事 で 液 
に 許可 を 求め た 場合 は 、 流 が 良い と 思っ た 
者 に は 許可 を 与え 、 更 に を その 者 の た め に 
アッ ラー の 喜 容 を 祈 れ 。 げ に アッ ラー は 


ン 。 ノン ン 『 2 タン! 2 や デ ウッ Mi 
EKOEPIORPOIOAUOP 人 EAI1CC1 
b ゅ ぁ ゥ 2 1 タ ン テン 

の ピラ ノロ ブッ タン フェン る ンー 5 ア 生 レ の ラン ン タン 
9 を 1 た み 0u 2) の に 21 325 レ 


レヒ 4 


・ 
ンタ タタ タン ョ ター シリ アタ ブルン の イレ ッ ン クタ 2 ィ 
CFO ジ CIC2UI つ WT) 2 ROW ツア 5【 


ー ヴ 
ン ャ ャ タク アイ タス の ラッ ィ ン タタ 2 どの 生 。 2 ンマ ッ ク 
1201 同和 21 う 22 っ で うらら うら 3 
人 キ 4 





大 に し て 、 慈 甘 深 (まし ます 。 ( 注 34) )otes) 9R と 2 
員 イ フフ で さ レ ュ フナ ー る タン る - ン エン タク タン ッ ン ッ タ リン イン タ ュ イクラ クン 

64、 使 徒 の 召喚 を 前 た ち 相 互 の 吾 喚 同 一 視 し Seo COO SU 522S3 
する な か れ 。 ( 注 35) アッ ラー は お 前 だ ち スレ レシ セラ レタ タ ン 

ンタ の イー ンチ で 25 2 イッ ン ラン 
の 中 で 、 こ っ を そり 抜け 出る 者 を 知 9 給 う 。 。 206 ちら 六 部 5 
8 れ ば 、 命 令 に 従わ ちぎ る 者 に 、 和 災難 が 降り プン 3 ダン ラー を ニッ ンプ ラン ッ ン シッ タン クン 5 ょ 
か か ら 品 よう 、 ま た 訟 ろ し い 天 還 に 癌 pp うに る っ ess の ol ち sloFOsSo 
っ E 引い の 9 ン の る コウ ゲ アア プ ァ 

ょ う 用 選 き せよ ょ 。 の Ge の を ea 
・F スエ ゴー 半生 タタ シン アン の ント 。 レデ 2 ンー ょ * 1 ピン 

65. 液 等 耳 を 傾け よ ょ ! 天地 の 一 切 は アッ ラー に  ? AS oso の 9 らら 3U あ る 
州 属す 。 彼 は 、 ぢ 前 だ ち が 癌 側 な る 状態 に イン イン 2 クタ と タン ニン レッ タン 5 タレ ッ ン ン ち イン 
ある か を 知り 給 う 。 面 し て 、 彼 等 が 彼 の 許 402 Ui MSN 0 の ae 2 っ 
に 連れ 戻る きれ る 日 、 役 は 役人 等 に 彼 等 の し た の ルン ある 
こと を 告げ 知ら きん 。 ア ッ ラ ー は あら ゆる の 2 の を 
こと に 通 暁 し 給 う 。 

注 34 前 記 の 数 盆 に な いて 、 イ スラ ッ 教 徒 が 社会 の 重 愛 な 問題 に 対し て 如何 に 身 を 処す べき か 、 を の 指針 が 


示 ぉ る れ て あっ た だ 。 この節 で は 国家 の 重要 性 を 論じ て いる 。 国家 の 重要 な 問題 に 携わる モハ ッ マ ド 預 言 者 と 共に 
ある 限り 、 イ スラ ム 教 徒 は 彼 の 許可 無く し て 集団 を 見 れる 事 は 出来 な い 。 又 、 国 家 や 社会 全体 に 係わる 問題 に 
お いて 、 彼 等 が 別個 に 行動 する 事 を 侍 じ て いる 。 モ ハッ マ ド 括 言 者 、 あ る い は 彼 の 後 恋 者 か 彼 の 推す 指導 者 の 
揚 導 の 下 に 開か れ だ イス ラム の 会 合 で の 決定 に 、 イ スラ ム 教 徒 は 従わ ね ば な ら な い 。 


注 35 


地 言 者 や や 指導 者 の 声 は 、 軽 ん ぜ ら れ て は な ら な い 。 常に 重要 事 に 関わ る の で 、 ふ きわ し い 避 戚 を 有 し 
て いな く て は な ら な い 。 モ ハッ マヤ ド 預 言 者 や カリ ファ ー の ブラ イバシー を 侵害 し て は な ら な い 。 貴重 な 時間 に 
不 必要 な 要求 を し て は な ら な い 。 彼ら と 話す と き は 、 彼 ら の 地位 を ふま え 、 間 敬 の 念 や 持っ て 接する こと 。 
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デル ・ ブ フル 


カン 


(メッ カ ガ カ 啓示 ) 


あま ね 


5 悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 
2 . 万 民 へ の 共 告 者 た らし めん と し て 、 を の 僕 
に 識別 を 降 し 給 う た お 方 に 祝福 あれ 。 


ko と 


E 


9 


上 


あめ ぬ め つ ちち な 。 

3. 天地 の 主権 は 彼 に 属す 。 彼 は 御子 を 設け 給 
わ ず 、 主 権 を 分 担 する 者 と て な て 、 一 切 を 
創造 し 、 且 つ 規 則 正 し く 定 め 給 う 。 


4 そ 近 に も か か わら ず 、 役 等 は 彼 以 外 に 神々 
を 上 祭 拝 す 、 己 れ 月 和英 が 創 ら れ た 者 に し て 、 
目 ら は な に も 創造 せ ず 、 己 れ の 利害 を 左右 
する 力 を 有 せ ず 、 生 も 死 $ 審判 の 日 の 復活 
を も 左右 する 力 を 持 だ 者 を 。( 注 1) 


か ュ つ ぞう 
5. 信 ぜ ぎる 徒 患 は 云う 、「 こ は 役 が 提 造 せる 偽 
り に 過ぎ ず 。 他 の 人 々 が 彼 を 助け たり 」 と 。 
だ が し か し 、 彼 等 こそ が 不正 と 炭 偽 を 犯し 
AA) 


お うこ も の 妃 た だり 
6. また 人 彼 等 は 豆 う 、「 往 古 の 伝 説 な り 。 朝 な 夕 
な 口 授 せ られ だ る を 、 役 が 書き 取り た る な 
り 2 


LE だ あの つも 
7、 均 た 、「 之 れ を 降 し 給え た る は 、 天地 の 秘密 


に 通 暁 せる お 方 な り 。 げ に 役 は 錠 大 に し て 、 
聞 甘 深 くま し ます 」』 と 。 


注 1 全て の 物 は 三 段 階 の 発達 を 遂げ ね ば な ら な い 。 (1) 
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で レア 4 


イン 2 ンス トブ ブフ フン ン ッ ュ マ イン 2 2 レン イレ 
AE SC so959 人 4 3 


不 存 ( 無 ) (2) 成長 の 特性 ・ 力 を 授け られ た 可能 


性 ある 生 ⑬) 現実 の 生 全て の 生 の 創造 主 ・ 神 は この 全 段 階 を 完全 に 支配 され る 。 
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AOOOASGS 6 も 2 
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不信 心 者 は 生命 の 真価 に 対す る 認識 が 浅い 。 彼 等 は 独自 の 方 法 で 神 の 区 理 を 試 と うと する 為 、 真 理 に 


8。 ま だ 、 役 等 は 支 う 、 「 何 だ た る こと を 、( 注 2 ) 
使徒 た る 者 が 食物 を 摂り 、 且つ 往来 を 散策 
する と は ? 何故 に 天使 が 彼 に 降 き れ て 、 彼 
と 共に 警告 者 に な ら ぎ ざる ヵ ? 

9. また だ 財宝 が 彼 に 投げ 与え られ だ ただ り 、 食 うべ 
き 沙 樹 園 を 持た ざり し か 」 と 。 更に 、 不 義 
な す 徒 後 は 云う 、「 ぉ 前 た ち は た だ 幻術 師 に 
従っ て いる に 過ぎ ず 」 と 。 

10、 見 よ 、 彼 等 は 如何 に 多く の 藤 ほえ を 造り だ 二 】 
こと か ! 克 に 迷 誤 し 、 追 を 見 出す こ 2 能 
すず 。( 注 3) 

第 二 項 、 

11. 役 も し 欲し な ば 、 そ れ よ り も は る か に 佳 き 
6 の を 液 に 賜 う 彼 を 祝福 せよ 。 す な わ ち を 
は 河川 流 る る 楽園 な り 、 ま た 宮殿 な 5 

12. それ どこ ろか 、 邊 等 は 客 判 の 時 を 知 
われ ら は 、 審 判 の 時 を 人 否定 する の た 
に 、 燃 えき か る 火炎 を 用 意 せ り 。( 注 4) 

13. 火 は 進 か 大 くく から 彼 等 を 見 と め る や 、 荒 れ 
狂い 、 咽 呼 せん 。( 注 5) 

14. 耐 し て 、 彼 等 ひと まとめ に 縛ら れ 、 狭 いと 
ころ に 投げ こま れる と 、 役 等 は を そこ で ひと 
思い に 減 せ ん こと を 願 せん 。 

注 2 この 使者 に 何 が 起こ っ た の か 。 

注 3 

近付け ず 、 い つま で も 、 又 惑 と 不信 心 の 星 閣 を 複 竹 う 。 

注 4 


生 5 


増し 、 


信者 に は 高位 と 名 準 が 授け られ る 一 方 、 不信 心 者 に は 恐ろし い 時 が 用 意 き れ て ある 。 裁き は 差し 迫り 
門 ロ まで 近 付 に て いる 。 し か し 彼 等 は それに 気付 か ず 、 信 じ よ うと は し か な い 。 


当 術 及 び 次 節 で は 裁き が 真 に 下さ れ よ うと し て いる と 述べ られ て いる 。 不 信心 者 の 苦し み と 屈 辱 感 を 


それ を 徹底 する 人為 、 


ょ うと 死 を 刻む で あろ う 。 


彼 等 の 日 ・ 耳 は それ を 知覚 きせ られ る で あろ う 。 彼 等 は 昔 し み に 耐 え 兼 ね て 、 


逃れ 


ー554 一 


rr 


15. 


由 。 


17 . 


18. 
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20. 


の 


Z2 . 


6 


「 念 に な っ て ひと 思い に 死な ん と する な か 
和 れ 、 宜 敷 《 万 死 を 請 え 」 

9 由 生 の 火 狂 が い いか 、 そ れ と も 義 し い 
人 に 約束 され た 永吉 の 楽園 が いい か ? を は 
彼 等 の 報 胡 に し て 、 行 き 著 く と ころ と な ら 
な と 。 「 

彼 等 は 永遠 に を こ に 住み 、 望 む も る の は 何 な 
ん り と 得 べ し 。 を は 、 常 に 請 わ る る 液 の 主 
の 約束 な り 。( 注 6) 


最後 の 和 判 の 日 、 役 は 彼 等 並び に 彼 等 
アッ ラー 以外 ! に 柴 め し 神々 を 召し 寄せ 、 か 
く 問わ ん 、「 わ が 僕ら を 迷 も しめ た る は 、 お 
朋 だ たち か? それ と も 、 役 等 自ら 道 を 踏み 外 
に だ る が 7 | も 。 


彼 等 は 云わ ん 、 「 疲 に 讃え あれ ! 騙 等 は 流 以 
外 に 守護 者 を 求む る 者 に 上 非 ず 。 然 れ ど 5 
流 は 、 彼 等 並び に 彼 等 の 父 に 沈 の 訓 戒 を 
忘れ る ほど に 現世 の 快楽 を 授け だれ ば 、 
0 


こ で 、 わ れ ら は 偶像 崇拝 者 ども に 向っ て 


= も ん 「 今 、 彼 等 は 、 お 前 た ちの 言葉 を 虚 
偽 な り と 立証 せり 。 Ni お 前 だ ち は 懲 
耐 を 発 れ 、 助 け を 得る 能 わ ず ] と 。 わ れ ら 


は 、 お 前 た ちの う 時 0 お 0 証 02 
は 、 油 みろ し い 削 を 味 わ し めん 。 

われ ら が 液 以 前 に 條 わ し た る 使徒 た ち は 、 
一 人 と し て 食物 を 摂ら ざる は な く 、 ま た 街 
路 を 往き 来 せ ぎる は な か りき 。 わ れ ら は お 
前 た ちの 或 る 者 を し て 、 他 の も の へ の 試練 
た らし め だ り 。 され ば 、 - お 前 たち 耐え 妨 べ 
る が か ? 湊 の 主 は 一 切 を 乳 臣 し 給 う 。 


呈 項 
わ 4 し ら と の 会 見 兄 を 期待 せ ぬ 徒 基 ま は 去 う 。|* 個 
故に 天使 が 我 等 に 降 降 き れ ぎ る か ? 又は 何故 


信者 が 来世 に 記 む も の は 、 神 の 意志 


アル ・ フ ルカ ン 


9 の 1 の タタ レッ クッ ラプ ーー 
803Se ち も 8227085 3 


シン モエ ルイ 》 ぅ 人 
NIS ゴ 3 
⑰ り Cs っ 2 223 全く 2) の 


EE の は の 55 る 


の 9 安 3 
0IO03 3025C328080 
ak の (20 
⑨ い っ る 


デー 
加 マデ 


CCI EVMMAHIE 


和 * タ クビ 1 し アイ 
ュー ヘン レイ ラテ タブ うる る っ で ン 7 2 
(て.A テ 62oC2c うと し) 引 らい * 
ゥ > 。 タ 


時 
oeLE3 ン ン KC 人 いれ S3 
1 555 0 22125 ツ 5 
TKUt4A 人 EIC1GVG 人 レセ 
BY 本 6 
5 も EE 3 0 
ょ の 38 
イン どう 22 


5 93 IIIOES) っ 1 


一 体 化す る 事 で ある 。 それ 田 この 望み は 適 え を られ る で あろ る う 5。 


0 


で 


m【 ニ 


9 


MP 





2 人 


に 我 土 の 主 は その 次 を 見 せ ず ぎる の か ? 」 と 。 


げに 彼 等 は 鹿 り 兄 り 、 甚だ し く を の 則 を 越 
ぇ だ り 。( 注 7) 
役 等 は 、 天 使 ら 6 と 会 見 する 審判 の 日 に は 


ン ッ ン ル て 2 ン 
や eK 


デー スペ 


bo 名 
の と AS13 
の の (1 2 り 旋 軸 うと スジ 





その 犯 せ し 罪 逆 に 、 如 何 な る 朗報 も な き 日 0 6 
R テト スン N 還 2 2 レー 
と な らん 。 彼 等 は 嘆い て 、 叫 ば ん 、「 頑 誠 な の りゃ oe 夫 。 635 多 う 
導 壁 あ れ 「」 と 。 
ラ ーー 四 さ ウ KN デン 間 半 ア ン 
24. わ れ ら は 彼 等 の 所 業 を 調べ 、 座 共 の 如く 四 24062022882 LECJUE2085 
散 せ し めん 。( 注 8) / 
⑯ り 記 2 
25. 天国 の 住み 人 た ち は 、 そ の 日 、 そ の 住居 と の TDS23 2 り いし 5 1 を クエ ライ 
休息 の 場所 ゆえ に 、 一 層 安 楽 と な らん 。 内 
cc 
*) 平 滞 証 上 - 目 -」ー ゞ ~ 表 用 お > 1 間 R ン ン バ 2 る る 
26. その 日 、 天 は 千 と 共に ちり お り に 引き 負 カ RI に 33 (て る | 5 (RS っ 
し 、 天使 の 大 軍 が 降臨 せしめ られ ん 。 ン 
し 
27. その 日 こそ 、 ( 注 9 ) 真 の 半 権 は 慈悲 深き 556 レ < ょ らら SA Loyji 
神 に 属し 、 不 信心 者 ども は 多 難 な 日 と な ら 2 
es 叶 ywW 
や か ちら 9 2 プッ 人 ) る っ 7 EN 7 の ュ プン レン 
28. その 日 、 不 義 な す 従 人 は 己 が 手 を 噛み 、 か 。 OZ が 衝 SS 2 あ 5 9 
く 云わ ん 、「 あ あ 、 も し 我 使 徒 上 共に 同じ 道 5 
くっ > ン 問 
を 歩み た りな ば 「! OO スン リッ 
29。 ああ 、 情 け な や ! か か る 者 を 仲間 に せ ぎ 5 (CDE 失い っ 
せ ば 「! 
の ア デー 」 う * 2 び ヤン イン ye 
30. を 論 が 我 に : 達 し た る 後 、 彼 は 我 を 迷わ し め o い らい 5 人 し に SS 63 2 
た り 」 と 。 亜麻 と は 、 助 け を 必要 と する 時 、 と 
いつ も 人 を 見 捨て る も の な り 。 の SO と eS 52 
注 7 2 交 211 節 参 昭 
注 8 彼 等 の 第 の 要 水 は 適 え られ ず 、 彼 等 の 働き は 全て 無効 と な り 、 彼 等 は 破壊 きれ 、 ち り 片 の 様 に 空気 


の 導い 地 に 追い や られ る だ ろう 。 


注 9 


事 夫 、 バ ドル 湿 の 日 は 不信 選者 に と り 最 る 


シュ は 目 ら の 夏 北 と 屈 絹 を 僅 っ た な の で ある 。 


苦し い 一 日 上 と な っ た 。 


その 日 イス ラム が 合 設 き 和 れ 、 ク ライ 


- ーー 


1 較 内 3 デル ・ フ ルカ ン 


9 使徒 : 村 わ ん 、 [ 主 よ 、 我 が 民 は こ の グル と や オト と 2 タグ ョ 5? アン ィ フ 1 すず 59Z < 
テー ン を 廃 楽 せ し も の と 見 な せり 」 ほ 。( bs ま oOobOAIM ゅ ら Io OO 
10) 
1 グン ルッ > 2 の 7 クー デック タフ 。 イ サタ エッ ラン ン 
32. きれ ば われ ら は それ ぞ れ の 預言 者 たち に 、 9? Ourdlc2 ue edOCIS GO る 
罪人 の 中 か ら 、 敵 を 作り た り 。 面 し て 主 は 、 内 0 
購 導 者 、 援 助 者 と し て 不足 な し 。 っ 際 づ 3 


クゥ の 2 い タ タッ の うう ンー ィ ン クル 。 る 」。 ス レン 
33. 信 ぜ ざる 者 ども は また 云う 、「 何 故 、 ク ル soO 員 | CE あり 95 電 
アー ン は 彼 に 全部 一 度 に 啓示 ぉ れ ざ りき 上 
る ざい っ 


デ 
・ Ta 


か ? | と 。 わ れ ら 6 が か く な し た る は 、 流 の CBTGREt KC 0 ひと っ P 
心 を 徐々 に 欧 固 な らし めん が だ め な り 。 る る 。 
れ ば 、 わ れ ら は 、 を それ を 最善 な 形 で 整え た (の 
り 。 


34. た と を 彼 等 が 如何 な る 比 職 を 以 て 液 に 臨む る < ATG は SS 1J 入 届き E93 
と も 、 わ れ ら は 液 に 、 真 理 と 造 か に 勝る 解 


ち ク ッ ー タン 
釈 と を 与 う 。 ( 注 11) っ 
上 2 222 2 の ジッ 
3 。 NSR 地獄 に 引き 立て られ ん 莉 ど の パン 〇 2 レツ "の AU 
彼 等 こそ 最 剖 の 境 通 に 門 か れれ 、 上 正しい の みあ ン 
道 か ら 最も 譜 く へ 迷い 出 で ん 。 9 っ 513 
系 四 項 


3 うり! 2 ノノ クン 1 1 アリ ラ ア デン レ ン 
26. わ れ ら は モー ゼ に 経典 を 授け 、 時 NASZSUGS2CSH 099IK SUS 
の 見 ブロ ン を 補佐 と し て 往 命 せ ge 


9 テラ ラ 


= 人 へ 、 js っ 。 合 に ょ 。 予 エニ ス が る の 2 ン * 
37. i 全 し て 、 わ れ ら は 命じ たり 、「 お 前 た ち 両 名 OSK U le 和 W の CA MO 
われ ら の 神 兆 を 拒み だ る 民 の と ころ へ 人 往 


る ク ぅ いい 3 


け 」 と 。 その後 、 わ れ ら は 徹底 し て 彼 等 を (の と 
導 減 せり 。 


38. また 。 ノ ア の 民 が を その 使徒 ら を 拒み た る 時 、 必 52 レ て 22 フッ マン 
われ ら は 之 を 少 死 きせ 、 も っ て 人 数 この 信 2 ひ ラ FN ピー 


ノッ クラ イフ の 1 


は 濾 る ろ し い 仙 机 を 印 党 せ D 。 ペン ン 





注 10 この 節 は 、 い わ ゆ る イス ラム 教徒 が クル アー ン を 廃 公 し た 人 々 に 向け た も の と 言え る 。 過去 14 世紀 に 
渡り クル アー ン は イス ラム 教徒 に 無視 きれ て 米 だ が 、 現 在 は 更に ひど い 状 態 に ある 。 こ れ に 関し て モハ ッ マ ド 
預言 者 の 言葉 が ある 。「 イ スラ ム 教 徒 に ある 時 代 が 来る 。 を の 時 イス ラム 教 は 消え 失せ 名 ば か り と な り 、 ク ル ア デー 
ン も その 名 と 言葉 の み 残 る で あろ う 。」| (Baihagui・Shuab a]-hwan) 今 、 真 に その 時 を 迎え て いる 。 

注 11 数 ある 黙示 録 の 中 に あっ て 唯一 クル アー ン に 見 られ る 特質 が ある 。 神 の 存在 、 イ スラ ム 教 の 真理 、 神 
の 始ま り 、 そ の 他 宗 教 上 の 諸 問 題 全 て 事実 ど で あ る と クル アー ン は 喝 え を 、 他 の 力 を 借り る 事 な く それ を 実証 する 
に 十分 な 論拠 を 可 示し て いる 。 


ーーD97 ーー 


-「 補 て 
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39. まだ われ ら は 、 ア ー ド 、 サ ムー ド 、 ラス の 205 CK * る ブイ 
住民 ども 並び に その 間 の 幾多 の 世代 を 紙 減 "< SN 
せり 。 ( 注 12) Mi 


40. そ の それ ぞ れ に 、 わ れ ら は 実例 を 以 て 戒め クッ 2 ン アイ ン タレ ュー ン と > ジイ 
@⑥bCSb 記 め う の を 


だ り 。 訂 し て 、 そ れ ぞ れ を 、 わ れ ら は 徹底 SVIS 
し て 減 せり 。 

0 これ 等 不信 心 者 ども 、 災 守 の 雨 が 降 り 注 ちょ ュ ン ノン クノ う 〆 > タス パル ォ ン 7 メン ゥ ン ノ 

> る 3 ッ % ぃ らい 
1 相違 な し し 。 その 時 、 DP っ の っ | 2! PNG 
彼 等 は 、 そ れ が わか ら ぎ ざり し か ? 然 ら 6 ず 、 人 3 の の 生 衝 
39 OB は 5 

彼 等 は 復活 きせ られ る こと を 期待 せ ぎ る な で の 
5 。 


で! イェ [2 の え く 


42. 彼 等 光 を 見 る 時 は 、 た だ 流 を 物 笑い の 種 CEUUNMI UGC3PDPPHRH 
する ば か ヵ り D。 面 し て 云う 、 | アッ ラー ー が 使 人 
と し て 店 わし た る は 、 こ の 者 な る か ? @3%) 


43. も し 我 等 が し っ か り し て 芝 を 信 浴 せ ざ り せ < DFIG3IRG EL 当 有 1 
ば 、 我 等 は あや う 〈 役 によって 我 等 の 神々 0 人 
を 楽 て ん と す 」 と 。 さ れ ど 、 彼 等 、 や が て CUIHCITGH2YGCGKAEYRT5 
刑 六 を 目のあたり に 見 れ ば 、 正 し い 道 か ら 
最も 外れ し 者 は 誰 な る か を 知ら ん 。 (CN 


っ デレ レン よめ 


44. 液 は 、 己 れ の 邪悪 な 欲望 を 以 て 神 t す る 者 ら ? MT 2 43339 の の 2 
を 、 見 た る か ? 湊 は その よう な 者 の 守護 者 た 
らん と する か ? の いい を を いり 


イラ タン y アン ン 


2D の) 


区 る 生 ー レ に 去 E へ 、)- ゞ 日 財 も の ミ ョ ンコ ・ 人 30 と 2 2 タン イク シン アン アッ ン っ 
UE 91 URI 
か る と で も 思う か ? 役 等 は た だ 家 の 如 上 了 
し 。 右 、 彼 等 の 行状 は 家畜 に も 劣る な り 。 8 と 4 
系 所 項 
46. は 、 王 が 如何 に 影 を 伸ばす か を 見 ざり し OAIA303UkVYb の 人 ! チ | 
了 4 のり IS っ 51 ウ | 
か ? 主 も し 欲し な ば 、 そ の 影 を 静止 する 6 
可能 な り 。 ( 和 ま 13) を れ を 、 わ れ ら は 太陽 SN2az と SNE に < に 
を 以 て その 案内 人 と な す 。( 注 14) 
注 12 スス タメ ー ド 記 の - 導 仙 ん で いた ヤマ ー マ の 町 で ちる て みなす 近 才 てこ ュー ズー 
ラス と は タム ー ド 族 の 一 部 を 指す と 考え る 。 を それは 役 等 が 拓 言 者 を 井戸 に 投げ 込ん だ か わら で ある 。 彼 等 は タム ー 
ド の 残存 者 で あっ た 。 


注 13 この 招 で は 比 的 表現 を 用 いて 、 イ スラ ム 教 の 発生 ・ 普 及 ・ 到 配 が 述べ られ て お り 、 こ れ を 自然 現象 


に な ぞ ら えて 表現 し て いる 。 太陽 が 物 に 隠れ て いる 時 、 影 が 長く 伸び る 。 同様 に 、 神 が 人 々 の 苺 後に いる 時 、 
入 々 の 力 は 強まる 。 神 が イス ラム の 音 後に いる 時 、 神 の 影 は 、 地 球 の 更 々 に まで 広がり 続け 、 世 の 人 々 は 神 
を 求め 、 神 の 下 で 圧 め と 安楽 を 見 い だ す 。 この 節 に お ける 太陽 と は 、 イ スラ ム 教 又 は モハ ッ マ ド 預 言 攻 を 指す 。 
注 14 太陽 の 位置 は 、 影 の 大 きる を 左右 する 。 


ー558 一 


4 


2 


第 二 | 意 竜 


ノレ ・ ブル カン 





47 . 


48. 


49. 


90 . 


1 . 


0 


OO . 


注 15 


. 彼 こそ は 二 つの 海 を 流れ きせ た だ る 者 、 


し か 
然 る 後 、 わ れ ら は 徐々 に 影 を われ ら の 方 に 


引き 寄 す 。 ( 注 15) 
ぢ 前 た ちの だ め に 、 夜 を 衣 と な し 、 妥 り を 


休息 と な し 、 征 は 起き て 働く 時 と 定め た る 
は 役 な 0。 ( 往 16) 


まだ 、 そ の 上 恵み を 悼 れ る 前 に 、 朗 報 し た し て 
風 を 送る は 彼 な り 。 面 し て 、 われ ら は 清 ら 
か な 水 を 天 か ら 隆 し 、 


これ に よっ て 枯死 せる 土地 に 生命 を 与え 、 
われ ら が 絢 り し も の 、 すなわち 、 家 畜 や 多 
64 の 人 間 に 之 を 人 料 と し て 与 う 。 


ゎ れ ら 6 は 役 等 1 に 注意 きせ ん と し て 、 る ま ざ 
まな る 方 法 で 之 を 説明 せり 、 狭 れ ども 、 世 
人 の 多く は すべ て を 否認 し 、 信 ぜ ぎ る な り 。 
も し われ ら そ の 気 に だ なり た れ ば 、 各 品 に 一 
人 ずつ の 警告 者 を 造 し 得 た 答 。 
きれ ば 、 不 信者 に 従わ ず 、 ク グル アーン を 用 
い 、 全 力 を 尽く 〈 く し て 彼 等 と 戦え 。 
こち 
ら は 甘く し て うま く 、 あちら は 虚 くし て 苦 
了 面 し て 、 役 は 、 画 者 の 間 に 越 ぇ 難 き 障 
壁 を 置け り 。 ( 注 17) 


この 節 で は 、 全 盛 を 極め だ た 後 の イス ラム 教 の 衰 明 に ふれ て いる 。 前 節 で は 影 は 隆盛 


で は 謀 明 の 意味 で 用 いら れ て いる 。 


注 16 


この 委 に ある 夜 は 、 神 か ら の 使者 が 出現 する 以前 の 精神 的 申 章 の 時 代 を 指し て いる 。 


の 出現 に よる 精神 的 噌 を 示す 。 


注 17 


真 の 款 教 と 偽り の 宗教 を 表わす の に 、 


ある イス ラム 教 と 、 そ の 他 の 本 落し た 宗教 は 併存 を 続け 、 


著 は 不毛 で 苦 〈、 
いと 感ずる 限り 、 
EAR RS 

、 真 の 宗 考 


知 何 な る 成 洲 $ 
前 者 は 塩 壮 く 、 苦 く 感 じ ら 5 れる 。 
教 の 教義 E 泥 ざり 合え ば 、 


は 越え る 事 の 出来 な い 壁 が ある 。 


この 端 で は “ 
前 者 は 甘い . 


それ ぞ れ 別 の 味 を 持つ 。 
その 甘 る を 失い 、 役 に 立た なくなる 。 し か し 神 は こ 
隊 838 RE どの 0 
両者 の 間 に 


MCIHCROIICNC 十 和え 1y 
ク ぅ タウ ノレ ノ ス イラ ンク 
⑨b ゅ お っ 1 das 


で ニン ッ ン 人 科 


2 
6 の 死 北 smzC 
CE 交 4s33G る 55 人 s653 


ン デ 
クン ン [ンプ 
OCRE 


ぅ 
2 タフ ラン グ 1 2 る 々 ン 1 


E < 2 クス に ン 
バー や ンジ ン YE す ン 3 


み プラタ レ ィ ap 
OU) 
と クーク グ ぅ > グ 9 ク 。 ラフ レア エレ う 
の あめ GCCE 3 


レコ 


248 に 3 の 6 あう 誠 


1 ウゥ っ ーッ 


OTCNOKYSTCNIE ラ タン UI 
ク ぅ 2 る の ノンタン ラン アン ン ン と の ェ ィ ュ 
te Os っ で る っ 1OA 
2 2 イ , 


69D au 


を 意味 し た が 当 節 
そし て 母 は 使者 


ー つ の 水 " と いう 言葉 を 用 いて いる 。 真 の 宗教 で 
果実 た な り 魂 の 旅人 の 渦 き を 潤す が 、 後 


$5 だ らき な い 。 この ご つの 水 は 又 海 の 水 と 川 の 水 を 示し て も いる 。 後者 を 甘 
し か し 川 の い 水 が 海 に 


注ぎ 込み 、 塩 考 い 水 と 混 っ た 時 、 
同様 に 、 偽 り の 宗 菱 の 教義 
う ぢ 決 ゆ に な っ だ た だ 。 
その 甘 き を 失わ な いで ある ろう 。| 5: 10) 


SO 


人 た 補 アデ アル ・ ブ ルカ ン 
55. まだ 、 水 より 人 人 間 を 創り 9、 そ の 者 の た なめ に SS クィ イン ャ の ラーン ニー マイ ン 2 で レッ レン 
回 統 と 婚 婚 に よる 血族 関係 を や 作り だ た る 莉 po タ GE Gu 2 
フィ ぃ ょ 」ー さ * TI に ュー 2 の デ ア ちん クラ し 
は 、 彼 な り 。 げに 液 の 主 は 全能 に まし ます 。 @U203 まう ら Z 3 I く eo う 
て の 22 タン ラン 由 ラン ン 
56. 釣る に 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー の 外 に に も 楽 32 529 し Alo ら 8 の の 55 る 
に も な ら ざ る 者 を 上 拝 す 。 不 信心 者 は 、 る タス タン 
の 主 に 敵対 する 悪魔 に 味方 する 者 な 9 @ ら 5 453 2 ち 還 323 
YYW われ ら は 潜 を 、 だ だ 期 報 の 伝達 独 と し て 、 905 5 he 1 し 6 シス 
且つ 警告 者 し し て 追わ し た に 過ぎ ず 。 ダラ 215 
58. 云え 、 し Mkvtrsehit: 5 ん こと を Bo も 
O1 うい すご: か ま こび ン ル いあ へき と 
希 う 以外 、 我 は この た め に ぉ 前 た ちか ら 報 IN び 
ト っ 由 ンス や る 
醐 を 求め ! ず ] と 。 ( 注 18) 〇 の ゆ 9v に 34 計り 
59. 流 、 永 生 に し て 不死 な る 御方 を 信頼 し 、 ひ AA 科 2 あの する 客人 交 人 
- 液 、 永 生 に し て 不死 な る 御方 を 信頼 し 、 ひ で や うら y99 マ J1 に a0 た あめ 3 
3 ら 詩 美 せ よ 。 役 は その 僕 等 語 々 の 罪 クッ に ッ ク タタ 1 ン 
を 承知 する 者 と し て 十分 な り 。 のみ Ce つめ ou おう 
PT アア プシ ェ ン ノレ ーー グ 1 る 人 
60. 彼 は 六 日 で 、 天地 ほ と そ の 間 に あ る 一 切 を 創 G v19 よ hm 
造 し 、 狼 る 後 、 自 ら 玉 座 に 鎮護 せり 。 慈 間 0 は ン 2 
深き 神 よ 1 きれ ば 液 、 彼 に 関し て 、 知 る 者 9 づら の JC た に りす 4 ア | 
に 科 ね よさ の ( 注 19) ③ 以 
61. 彼 等 に 向っ て 「 慈 門 深 き 神 に 服従 きよ] と の Mo 25000! 49 3133 
法 う と 、 彼 等 は 云う 、「 慈 悲 深い と は -- 体 Ss 剛 
誰 ぞ ? 我 等 は 液 が 命ずる 者 に 服従 すべ き と 、 持 EE AFSeT 3 
な ? 」 と 。 醒 し て 、 ま すま すそ の 嬢 惑 の 情 
を つの ら せ る ば か りな り 。 
池 べ 項 イノ ノン CE 全 ! ン 。 フ トン 
62. 天 に 十 二 宮 を 造り 、 を の 中 に 、 灯 火 ほ 史 々 SOss 2 の 2 の ポ di8S 
た る 月 を 言 き 給 う 御方 に 議 美 あれ 。 ( 注 了 の 8 
20) の Pc し 5 うら うら 
注 18 イス ラム 教 が 教義 普及 の 為 に 方 の 行使 を 禁じ て ある 事 が 、 こ の 節 に 明示 る れ て いる 。 
注 19 (1) 神 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 
叶 20 この節 で は 、 天 及び 大 を 照 し 出す 太陽 ・ 月 ・ 量 の 割 造 を 語る 事 で 、 宗 款 上 の 天国 に 注意 を 喚 超 し て い 
る 。 そこ で の 太陽 は 救世 主 モ ハッ マ ド 頒 言 者 で あり 月 及び 星 は 彼 の 友 を 指す 。 こ の 友人 達 に 関し て モハ ッ マ ド 


半生 る 。「 我 友 は 数 ある 是 の 様 で あり 、 彼 等 に 従う 者 は 正しく 導 か れる で あろ う 。I(KRazin) 


ー3950 一 


第 上 ト 岳 可 アル ・ フ ルカ ン 


人 まお 。 モ を 念じ た い 者 や 、 感謝 の 念 を 抱き アン ン っ ン e 宮 レ ュ レン ロ ノ ズ ペ スペ て ン ラ タン 
っ | と! ass う 35 QA 7 b 9 
た い 者 の た め に 、 陳 夜 を 設け 、 乏 を 循環 し ウン 2 
は 彼 な り 。 ( 注 21) GDA 5 
ク ュ フー ・ っ グラー イ レル ラク ラン ン ッ > 1 っ プサン 
64. 慈悲 深い 神 の 真 の 僕たち と は 、 まお sosCE OSS Oo 人 。 う 
5 謙虚 に 振舞 い 、 無 知 な る 者 に 話し か け 2 の 2 タウ 
hr ヤマ et て CI 二 SAdUASE3 
22) 
65、 ま た 、 主 の 御前 に 平伏 し 、 有 L つ 起立 し て 夜 ACT アア POT を の | 
を 過ごす 者 、 NII II「 


1 


66.「 主 よ 、 地 和 の 懲 凡 より 我 等 を 免れ し め ょ 。 0 OU 
あの 懲 太 は 永 却 の 扶 岡 なり 。 2 


っ 


GU と の 628 


ニッ 


67. そ は 実に 悪し き 休息 の 場 、 悪 し き 住居 な り 」 ii は EN 人 4 
と 誠 う 者 。 


68. また 、 人 金 を 使う に 当り 、 洲 燥 せ ず 、 さ る り と COA も 9353 4708516tois 
て 物 惜しみ する で な く 、 能 く 中 唐 を 保つ 者 。 ンー 
ば 


デ 


\ ジ > 


\ 


隊 


69. また 、 ア ッ ラ ター の 外 に 如何 な る 神 も 栄 め ず 、 の IP 2 っ と OS GU 
正当 な 理由 に 非 ぎ れ ば 、 ア ッ ラ ー の 禁 を 


アッ タップ に て 9 アマン っ 、 や ン ? る 
破っ て 人 を 殺さ ず 、 不 義 密通 を 行わ れ ぎ る で いぬ の こおり 8 
者 、 これ 等 の 者 た ちな り 。 然 れ ど 0 ツ を う ン 6 バン ン 10 スン うる 2 
犯す 者 は 、 必 ず 罪 の 報い を 受 く べし 。( 注 YOIKYSV す TK 
23) 


70. 復活 の HH に は 、 その 懲 六 ! は 倍加 せら れ 、 地 CS CO つい JI1 ノリ る 


ど エー 全 アタ トー FC 


名 に 訟 て 屈辱 の 日 を 過 ご き ん 。 計 


8ete 


注 21 物質 界 に お いて 夜 の 後 往 が 訪れ る 様 に 、 精 神 界 に お いて も 、 開 が 世 を 居 2 う 時 神 は 世 を 照ら すべ く 使 莉 
を 使わ す 。 





注 22 天国 に お ける 太陽 ・ モ ハ ッ マ ド 天 言 者 の 出現 に ょ ょ り 為 きれ た 停 大 な る 道徳 改革 に 関す る 記述 が この 招 
より 始ま る 。 人 人 々 は 間 の 子 か ら 6 寛大 で 慈 庄 深 き 下 僕 へ と 変わ っ た 。 この 節 及 び 決 節 に お いて 、 宮 大 な る 神 の 下 
僕 の 特質 が 述べ られ て ある が 、 そ れ は モハ ッ マ ドド 預言 者 と 共に ある 人 々 を 苦し め て 米 た 悪徳 の 対極 と な る 。 


注 23 価 像 掌 捧 ・ 条 害 ・ 問 は 三 大 鋳 で あり 、 個 々 の 悪 及 び 社 会 的 性 的 不 徳 の 根源 で ある 。 ク ルアー ン は 
これ ら の 錯 に 斉 り 返し 言及 し て 来 た 。 


Oo 


第 一 十 石 吉 


アル ・ フ ルカ ン 





『 了 


73, 


74. 


7 の - 


70. 


た 


78. 


注 24 


但し 、 改 栓 し て 、 
行 を 積む 者 は 除 か れる 。 デ アッ ラー は 彼 等 の 
だ め に 、 を その 諸悪 を 善行 に 替え 給 う 。 ア ッ 
ー は 殴 大 に し て 、 落 悲 深く まし ます 。 


・ 以 居 し 、 面 し て 、 療 行 を 積む 者 は 、 本 当 に 


後悔 し て アッ ラー に 帰依 し 奉る 者 な 5 


また 、 肛 偽 の 証言 を せ ず 、 く だ ら ぬ こと に 
包 え ば その 傍 を 威 蔵 を 以 っ て 通り 過ぎ る 
者 。 

王 の 神 兆 の 話 が 出る と 、 環 か 宜 の よう に 倒 
れ ぎ る 者 。( 注 25) 


我 等 に 日 を 楽し ませ る 委 子 を 授け 
まえ 。 我 等 を 義 し い 人 の 模範 た 5 し め ょ | 
ee 


これ 等 の 者 は 、 そ の 墜 忍 不 抜き 故 に 、 天 国 
に 訟 て 至高 な る 場所 を 場 わ り 、 を そこ に て 歓 


GA な で 洛 けん 。 


と こし え 

永久 に 。 を は 素 晴 ら きき 休 足 処 な り 、 素 晴 

らしき 住 居 な り 

NO 
に 祈 ら すず ば 、 . 主 は お 前 だ ちの こ と を 考 護 せ 


きる で し 。 然るに 、 今 お 打 だ た ち は 、 そ の 神 
託 や を 拒み た り 、 天罰 前 た ち を 必ず 断ち 六 


らん | と 。 


「 改 届 ] と は 、 全 て の 趣 を 避け 状 行 を 為す 為 に 、 周 い 決意 を 持っ て 過 示 の 不 徳 を 


( 邊 24) 信仰 に 入り 、 閉 


2 Pi 2 
PR 
OCS 

600EES て s2 こ の 
ok 


TRACTNV2GANI 
の Eb 5 

じ も まり PKG 
症 og 

to II RIN ア AI 
の CS 2 か いら 5 


し ン ン ン 1 う ン 
36 と (52 9 


か ラリ レン 
らし 3 58 
CrYAMC ス 6 AO 


AS se の 3E5998 と 3 と 5 し 
14 9 グラ ンス 2 る RS 人 tg 


真実 寿 い 改め 、 更 に 、 


被害 衝 に 対し て 償う 事 で ある 。 過去 を 省みる 事 で 、 人 人 生 は 大 いな る 変革 遂げ る こと が で きる 。 


因 25 


彼 等 は 日 を 見 開き 神 の 言 
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に 号 を 傾け る 。 彼 等 の 信仰 は 風聞 で は な く 確 信 に 基づく も の で ある 。 


y ユ 
を る) 





アル シン シン ョ アラ ー 
(メッ カ 太 示 ) 


あき ね み な 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く 《 く アッ ラー の 御名 に お い 
て ぁ 
2 ター・ ス ィ ー ン ・ ミ ー ム ※※ ( 注 1) 


※ 恵 み 深 て 、 す べ て を 聴き 、 す べ て を 知る 神 1 

3. これ は 明 明 な る 経典 の 諸島 な り 。 

4. 彼 等 信ずる を 肖 ん ぜ ぬ が 逆 に 、 英 らく 液 は 
心 を 痛め 己 が 身 を 殺す に 至ら 5 ん 。( 注 2) 


もし われ ら 欲 し な ば 、 われ ら は 彼 等 の 音 を 
を の 前 に ね か ず か し むる 奇 跡 を 天 よ り 降 す 
べし 。( 注 3) 


て Cm 


し か 

6、 然 る に 、 彼 等 は 、 到 砺 

戒 が 下る だ びに 、( 注 4 
ける な り 。 

つつ わけ 


7、 事 実 、 彼 等 は 、 それ を 虚偽 と し て 遂 せ 5 。 
きれ ど 、 や が て その り し も の の 到来 を 告 
げ る 知ら せ が 彼 等 に 到 ら ん 


8 . 彼 等 は 大 地 を 眺め ざる か 、 わ れ ら は そこ で 、 
如何 に 多く の 立派 な 種 を 発生 せしめ た る か 
を ? 


ii き 爺 より 新しき 訓 
4 ) それ より 顔 を そ を も 


TO ここ IP いま Pi 


レン] 


@ ょ こら 


OGA 宙 

ひで INRCGIPD 呈 4 まで 

1 衣 (621 あ ん みそ 条 
OLaE 2 

りあ で 0 


5 の クウ ョ ンー ン 

の 7 Ap tb 

し 22 セン 2 ン ン 
し 5 1 の 0 AS 


(の “ ルル アッ ン 


OPROR LT と 


ラプ マク 。 [の っ [ブラ フラ マッ ンー 5 ママ ぅ ノン アン ン 
の os の 82 7 
の so 





注 1 この 普及 び 次 卒 は 、 タ ー・ ス ィ ー ン ・ 
この 省略 され た 文字 が シナ イ 


(シナ イ 山 ) を 、 ミ ー ム は 、 モ ー ゼ を 表わす 。 


潤 : 2 16 草 7 節 参 照 


注 3 モハ ッ マ ド 折 言 者 の 苦悩 が 無駄 に 終わ る 事 は な い 。 


下る れる で あろ う 。 それ は 彼 等 の 指導 者 を 


山 和 及び モー ゼ を 表わし て いる 上 とみ な す 注 釈 者 も 居る 。 タ ー・ 


人々 ば は 、 
堂 め る 事 と な る 。「 再 | は 指導 者 を 意味 する 


ミー ム 群 と し て 知ら れる 特異 な 音 で 、 両 者 の 主題 は 酷 人 也 し て い 
る 。 これ 等 は ほぼ 同じ 時 期 に メッ カ で 啓示 され だ 。 この 意 衝 は モー ぜ ゼ の 生涯 を か な 


り 詳 し (取り 上 ば げ ば て お り 、 
スイ ー ン は トゥール 


條 に 対す る 妨害 を 止め な けれ ば 、 裁 き を 


往 : 4 新しき] と いう 語 は 、 此 処 で は 「 新 し い 表現 で ] ある い は 「 新 た に 詳細 な 記述 で ] と いう 葉 味 で 用 
いら れ て いる 。 事実 、 神 の 律 法 は 全て 、 基 本 的 教義 は 似通っ た も の で ある 。 相違 点 は 細部 に の み 見 られ る 。 を 


こ で 、 新 し い 筆 法 は 、 
徒 う 者 、 従 米 の 律 法 に 従う 者 様々 で ある 。 


0 めで 


時 代 の 妥 求 ・ 考 え 方 に 見 合っ た 形 に 変え て 啓示 きれ る 。 預言 者 達 も 、 


この 新しい 律 法 に 


系 ー 六 草 アル ・ シ ョ アラ ー 





9. げに この 中 に は 神 兆 あり 。 然 れ ど も 、 彼 千 OOC 多 95 38) 
90 ee _- 2 
ルー ッ ーー ォ ンク レタ プン | ン と ンー 
10. げに 、 液 の 主 、 彼 は 僅 力 者 、 慈悲 者 に ま し 2 5 515 
ます 。( 注 5) 


RS アデ 


11., 主 が モー ゼ を 呼び て 、 か て 人 生 い し こと を 思 ON) 8te 外 c SBCUS15 
い 起 せ 。「 不 震 を 伯 く 民 楽 の と ころ へ 行け 。 - - 


12. すなわち 、 フ ァ ラ オ の 民 の と ころ へ ぐ へ 。 彼 等 OOE 才 1 エン ラッ ン ラッ 。 ン ラン 
は 神 を 異 れ ざる が か? 」 Ao つと うっ め 

13. 彼 は 答え り 、「 主 ょ 、 我 は 彼 等 が 、 我 を 嘘 つ 242 こく 人 
| で 

き と 看 人 艇 す を 恐る @o30 ら の GSIGLSS JS 

14. 加え て 、 我 が 胸 は せ ば まり 、 舌 も 滑ら か な duL6 8, 1 2C 2 っ 
ら ず 。 ( 注 6) きれ ば 、 ア ロン に も 件 言葉 コー 2Juo (の > の 0 う 


を 降 し 給え 。 (⑯ 〇 ぅ ゝ の 
. 末 は 、 彼 等 に し が - ょ を な MI 和仁 折り と 
15. また 我 は 、 彼 等 に と ヵ め ら れる こと を ぶし (②c 2 1 eS bo 
た れ ば 、 彼 等 が 我 を 殺さ る ん こと を 巡 る 」 と 。 t 
( 注 7) 


ュ リ デジ タ ン ン コロン ン > Ji y 生 ら 。 
16. 神 は 云え り 、「 断 じ じ て 然 ら ず 。 お 前 た ち 両 名 の で に CO 51 いい し し 5 と Js 
われ ら の 奇跡 を 携え て 行け 。 われ ら は お 前 
た ちと 僅 に あり て 、 を の 祈り を 関 き 入 れん 。 


17. きれ ば 、 フ ァ ラ オ の と ころ へ 行き て 、 云 え 、 コン て フシ ( で で イン ッ フュ (の (< 
- 1 いつ LT ッ デ dE 

「 玉 等 は 万 物 の 王 より の 使徒 な り の と シフト フタ エコ シン: 
18. イス ラ エ ル の 子 ら を 我 等 と 共に 去ら し め の MIR ET 0 抽 

ょ 」 と 。 RI 
19. する と 、 フ ァ ラ オ は 云え り 、「 液 が 幼少 の 時 、 9 フッ 。 プ ュ マ マン みっ ャ ント [アッ 。 アリ ンタ を 
ここ で 育て だ る は 我 等 ど で な か り し か ? し か っ 2 0O1 う っ や とり 
- 下 区 ト ン 

も 、 液 は 長年 我 等 の 中 で 生活 を 通る ざり し OO 有人 4 


がい 
注 S 「 ま きこ と に 液 の 主 、 彼 は 僅 大 者 、 慈 間 者 に まし ます 」 と いう 言葉 は 、 傾 言 者 の 店 か れ た 状況 が この 章 
て べ られ る 舌 言 者 達 の も の と 類似 し て いる 訓 を 示す 。 し か し 、 他 の 振 言 者 の 敵 を 捕らえ ぇ 減 し た 強大 な る 神 が 、 
モハ ッ マ ド 頂 言 才 に お いて は 彼 を 勝利 と 繁栄 に 導き その 力 を 示す の みな ら ず 、 役 の 一 族 に 慈 悲 を 与え る で ある 
ぅ 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 一 族 に お いて 減 び の る の は わずか で あり 、 大 多数 の 者 は 神 の 許し と 慈悲 を 授け られ 、 背 
に は 神 の お 告げ を 受け る で あろ う 。 

注 6 モー ゼ は 、 秀 ね られ た 偉大 な る 事業 を 成し遂げ られ る か と 案じ て いた 様 だ 。 舌 言 者 と し て の 任 は 事実 
非常 に 重い 。 モ ハッ マ ド 大 言 者 も 又 、 最 初 の 啓示 を 受け だ 時 、 不 安 に 駆 ら れ た 。 

注 7 この 話 は 、 プ ァ ラ オ の 人 々 が モー ゼ を 、 エジプト 人 殺 寄 の 詳 で 告発 し た 事 を 示し て いる 。 この 出来 事 
は 、 出 エジプト 記 2 : 11 一 15 及び クル アー ン 28 : 16 一 21 に 記 き 和 れ て いる が 、 そこ に は この 灯 害 が 故意 の も の で 
は な か っ た と 帯 か れ て ある 。 モ ー ゼ は 、 ェ ジ プ ト 人 に 打 た だ た れ て い だ イ スラ エル 人 を 助け よう と し た の て あり 、 

その 争い の 最 中 、 エ ジ プ ト 人 は 亡くな っ だ の で ある 。 
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し か の 
20、 然るに 、 液 が 為 し た る こと 上 は 伺 ん だ る こと 22 0020 る 
e いび iC2 obob(dGE3 で 3 
ぞ 、 液 は 全く 《 思 を 知ら ざる 者 な り 」 と 。 ( 注 ジン 


8 ) 

21. モー ゼ は 云え り 、 |「 我 、 そ れ を 為 せ る は 、 い ンタ ウン ン 

3 ozC1551KRS 
まだ 我 迷 え る 者 で あり し 時 な り 。( 注 9) GNUK ら タ bl うい Js 
2 きれ ば 、 我 は お 前 た ち を 裕 れ て 遂げ 志 れ り 9。 ちさ りこ 252 折 居る の 3 
きれ ど 、 我 が 主 は 正しい 判断 力 を 我 に 授け 、 は うら i 2 つっ っ 
し か も 使徒 の 列 に 加え た り 。 ( 注 10) 毅 7 
の は 、 イィ イスラエル の 子 5 を 故 隷 に し て お き な が ュ プ アーラン ン ィ ニー ペ プ デイン ンタ レン マー 
幼少 時 の 思 良 を 以 て 我 を な に 6 か ?」 PB ら roleeeS SB う 


と 。 ( 注 11) 
24. ファ ラオ は 芯 え り 、「 亡 物 の 主 と は 何者 ouuG2 じ 22ES、 
ピレン ン 
か ?」 上 。 ( 注 12) 2 


25. モー ゼ は 云え り 、「 天 地 並び に 天地 開 の 一 切 人 JE 
の も の の 主 な り 、 ( 注 13) も し 前 た ち 信 背 目 上 上 


ンー う 2 4 
ずる な ら ば 」| と 。 Cg ハン 5 5 の 
26. ファ ラオ は 側近 に 向っ て 云え り 、「 お 前 た の 3 に 53JE 


ち 、 開 きた る か ?」 と 。 ( 注 14) 


注 8 この 節 で は 、 モー 0 か ファ ラオ は 自ら 6 を 、 
34030 、 エ ジグ ト 人 を 殺 害し た な 事 で 、 モ ー ゼ を 加 知 ら ず と 閉 
雑 し て いる 。 

9 。 イス ラ エ ル 人 人 が エジプト 人 か ら 逃 れ よ うと モー で に 助け を 求め た 時 、 彼 は 為す 術 を 知ら な か っ た が 、 

貧し ( 届 い イス ラ エ ル 人 を 救 せ うと し て モー で ゼ が 挙 を 振り 下ろ す と 、 運 悪く (エジプト 人 は 亡くな っ て し まっ た 。 
一 打 で 人 の 命 を 奪う 事 は 常識 的 に 有り 得 ず 、 こ の 死 は 事故 で あっ た 。 又 、 見 方 を 変え た れ ば 、 モ ー で ゼ の 抑圧 きれ 
だ 人 々 に た いす る 愛 由 に 、 彼 は イス ラ エ ル 人 を 助け よう と し て エジプト 人 に 一 束 を 見 舞い 、 その 命 を 奪う 事 と 
な っ だ の で ある 。 モ ー ゼ は その 結 林 を 子 期 せ ず し て 行動 し た 言え よう 。 

注 10 モー ゼ が エジプト 人 を 殺害 し 、 逃亡 し た 後に 神 が 自 6 彼 を 預言 者 に 任じ た の は モー ゼ の 行為 が 骨 時 の 
子 期 せ すね も の で あっ た 事 の 証し と いえ よう 。 

注 11 ファ ラオ (エジプト の 王 ) は モー で ゼ 族 (イスラエル 人 ) を 何 代 に も 渡り 公 隷 と し て 拘束 し 、 彼 等 の 意 
戚 、 決 断 力 、 活 力 を 奪っ て 米 た に も 拘ら ず 、 自 ら の 行為 を 善行 で ある と 述べ た 。 こ の ファ ラオ の 慎み 無き 言 

を 、 モ ー ゼ は 恥ず べき も の と 語っ た だ 事 が 記さ きれ て いる 。 

注 12 前節 に 書か が れ た だ モーゼ ぜ の ファ ラオ に 対す る 返答 は ファ ラオ を 困惑 きせ た 様 で ある 、 直 ち も に ファ ラオ は 
話題 を 変え 、 神 の 存在 、 必 性 に 関す る 解 な 問題 を モー ゼ に 突き 付け た 。 

注 13 | 天地 則 の 一 切 の ぉ ぁ の | と いう 語 は 、 神 の 支配 の 及ぶ 範囲 が 如何 に 広大 で ある か を 示し て いる 。 

注 14 この 節 に は 、 フ ァ ラ オ が エジプト 人 を 扇動 し 、 モ ー ゼ に 刃 向かう 様 、 し 向け た 事 が 書か が れ て いる 。 モー 
ぜ は 、 天 地 創 造 は アッ ラー の 為 せ る 業 で ある と 王 苦し た 。 全 宇 市 は 邊 ら の 神 の 支配 下 に ある と 信ずる エジプト 
人 人 に と り 、 こ の モー ゼ の 主張 は エジプト の 神々 に 対す る 傷 唇 び は な いか 。 この 様 に 語っ て ファ ラオ は エジプト 
人 の 、 モ ー ゼ に 対す る 机 係 心 を や 扇 っ だ の で ある 
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27. モー ゼ は 云 た えり 、「 そ は お 前 だ ちの 主 に し 12 く の 了 2:2 
て 、 ま た お 前 た ちの 父 軍 の 主 な る を] と 。 OGKSOES を れい の 介 に 
( 注 15) 

28、 フ ァ ラ オ は 云え り 、「 お 前 た ち に 半 わ きれ た タッ ュ ン 2 

」 So 05 [ 
この 使徒 は 、 間 違い な 〈 狂 人 な り 」 と 。 ( 注 ② り Si ol 81d 
16) 

29. モー ぞ は 云え り 、「 そ は 東西 並び に を の 間 に 1 し を じ 2 UN Se に 
ある 一 切 の 主 な り 、 ( 注 17) お 前 た ち 思 大 (i 2 
が ある な ら 解 る の だ が ] と 。 ⑨ の 入ら 

。 生 あ に ょ ン 0 と ON 。 スン 

30. フ ァ ラオ は 云え り 、「 流 、 も し 我 以外 に 神 を っ MEASSy eg っ us5tcy JS 
信 ず れ ば 、 我 は 必ず 液 を 獄 に 投げ 込ま ん ] 5 = 
L 。 ぐ ① て で ハラ 

31. モー ゼ は 云え り 、「 何 と な 、 我 だ たたえ 明 碧 な OS 6 ES 716 
る 証 換 を 液 に 携え を た と し て も か 『!| と 。 隊 5 

ュー ーー た で ーーー デ テ 5 \ ゝ じ テ チ ょ ーー ュー デア ン 
32. ファラ オ は 云え り 、[ 潜 の う と が 本 当 な OSO 2 っ も dE 
ら 、 直 ち に それ を 出し て みよ 」 と 。 
ここ の 
33. き され ば 、 モ ー ゼ は を の 械 を 投げ ば たり 。 見 よ の を タレ スン 2 セパン ン 人 
CA> (の Ss oc 8 
を は 明 ら か な 蛇 と な れ り 。 OO Oc あい ) を 

34. 次 いで 、 を の 手 を 懐か ら 引 き 出 せ ば 、 見 よ 、 ao 0 
9 ツア ら ・ 8 ソ J Q 
誰 の 目 に も を は 白く 映 じ た り 。 ( 注 18) の op est あう ゆる 02 と を 

第 三 項 。 内 人 

35.、 ファラ オ は 側近 の 長老 た もち に 去 え り 、 記 の の PCG WT ZS 
者 は 卓越 し た 妖術 師 な り 。 

36. 彼 は お 前 た ち を 、 を その 妖術 に よっ て 、 国 外し る 生生 っ っ AA う の 05 
に 追い 出 き ん と 謀る な り 。 き て 、 お 前 た ち 6 
の 見 解 や 如何 に ?」 と ょ 。 ②169 ま 5 

37. 彼 等 は 答え り 、[ 匠 らく 彼 と その 兄 を 待た た EHP て RIE 
せ 、 を の 間 に 邑 々 に 召喚 者 を 造 わし 、 0 5 6 

注 15 第 25 節 で は 、 神 の 支配 圏 の 広大 る を モー ゼ は 述べ て いる が 、 当 節 に な いて は 、 神 の 支配 が 時 に も 及ぶ 

事 が 示 る れ て いる 。 

注 16 ファ ラオ は モー ゼ が 他人 人 の 言葉 に 耳 を 傾け ず 、 選 の 主張 を 繰り 返す ば か り で まる で 狂人 人 の 様 だ と 考 

し その 思い を 語っ た 。 

注 17 この 前 で は 、 軍 の 下 国 が あら ゆる 方 位 に 広がっ て いる 事 を 示し て いる 。 

注 18 7 吾 109 郊 大 照 
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38. 国 中 の 卓越 し た 魔術 師 を や お そば に 召し 給 2 の 
ac と う らし 
え 」 2 クツ ププ ググ デ た っ 
39. かく て 、 定 め ゆら 6 られ た だ 日 の 定め ゆら 和 れ だ 時 刻 に 、 ⑨。 21? チ ENA 馬 た 90 りー ン タン 
多く の 魔術 師 た な ち は 集め られ り 。 
ひと な と 
40. また 、 民 衆 に 向っ て 云え り 、「 お 前 だ ち も 参 OS NIL 0032 
集 せ 只 か が ? 1 と 。 
41. 「 も し 魔術 師 た ち が 懇 た ば 、 我 等 は 彼 等 に の 2 の の の 
従わ ん ] _ の SG el) 
42 . 、 魔 術 師 だ ち は 来 着 す る や 、 ( 生 19) ゃ アマ ae 2 る ン フン (St 
EAC いつ 
MS こ 未 え り 、| 我 等 も し 勝た ば 、 後 質 デー 3 陳 
を 得 べ き や 如 何 ん ?」 と 。 ⑫ouA91 Oo りう! 
49: ジ ァ ラオ は えり 、[ よ る み し い も し 及ば 、 1 CWC 
お 前 だ ち を 我 が 側近 の うち に 加え ん 」 と 。 
44 モー ゼ は 魔術 師 た ち に 云 を り 、「 き て 、 液 等 、 ⑯ 2 アタ ee 
CE IA 1 2 5 
投げ た いも の を 投げ ば よ 」 と 。 MI 
45. そこ で 、 廃 術 師 な ち は そ の 縄 や 杖 を 投げ て 、 WC うり と の 6 
評 え り 、[ フ ァ ラオ の 御成 光 に より 、 勝 利 了 
る は 我 等 な り 」 と 。 (の OTOTE り CS 
46、 次 いで 、 モ ー せ が その 杖 を 投げ る や 、 見 ょ 、 夫人 JE 0 
を は 彼 等 の まや か し を 巻 み 込 め り 。( 注 ツ 
20) 5 
ソン > ゝ ンー ン 2 加 っ 
47. 肉 っ て 、 魔 術 師 た ち 地 に 平伏 し て 、 OO の uses bx 
リン 5 プ < 
48. 云え り 、「 我 等 は 万 物 の ギ 、 ②ouu ら タビ 4 RE 
49. モー ゼ 並 びに アロ ン の 主 を 、 信 じ 夫 る ] と 。 ⑬ い > る う oss どり 
50: ファ ラオ は 云え り 、[ お 前 た ち は 、 我 が 許し の 385 AOI 間 PRK4 計 | 
な し に 、 モ ー で を 信じ だ た り 。 彼 こそ は お 前 98 2 
た ち に 魔術 を 教え し 張本人 な り 。 お 前 た ち 、 MGSESSC SI ACG 0 
注 19 府 術 師 と は 職業 と し て 呪術 を 行う 者 で 、 そ の 人 道徳 性 は 非常 に 低い じゃ の で あっ た 。 
沼 20 "モーゼ の 枝 が 飲み 込ん だ の は 腐 術 師 の 杖 や へ ビ で は な く 、 役 等 の 作り 上 げた 物 全 て で あっ た 。 モ ー ゼ 


の 杖 が 役 等 の 頑 満 を 徹底 敵 に 殺 ち 砕い た と この 節 に は 明示 し て ある 。 魔術 師 に 意 わ きれ て 、 


ビ と E 思 い 込 ん で いた だ 物 を 粉々 麻 術 師 の 虚構 を 革 い な た なの は この モー で ゼ の 械 で あっ た 。 


に 砕く 事 で 、 


ay PA 


見 物 人 が 本 物 の へ 


ーー 1ー つ ーー5> 
中 | に 


アル ・ シ ョ アラ ー 





ぃ いずれ 必ず 思 人 
を だ が いち が い に 切 り 落 し 、 一 同 惹 〈 礁 
処す | と 。 


51. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 を 害する 能 わ ず 、 我 等 
主 の 許 に 帰り 行く て な れ ば 。 ( 注 21) 

52. だ だ 我 人 等 が 願わ ん こと は 、 我 ら が 最初 の 信 
者 な れ ば 、 王 が 我 等 の 数 々 の 罪 を 赦し 給 わ 
さと を 』 

第 四 項 

53. か く て 、 . わ れ ら は モー に 等 示し て 、 使 了 チ 、 
「 ゎ が 僕ら を 連れ 、 夜 陰 に 乗じ て 立ち 去れ 。 

や 較 だ ち 必 ず 所 了 跡 せら れる べし 」 よ と 

5。 プア ラオ は 師 使 を 邑 々 1 に 人 わし 、 云 わし め 
7 


55. 「 役 等 は 邊 少な れ ど 、 


56. 我 等 に 怒り 、 恨 み を 抱く 。 ( 注 22) 
57. 然 れ ど も 、 我 等 は 油断 な 防備 整 いた る 大 


箇 な り 」 と た 。 


58. か く て 、 わ れ ら は 彼 等 を 、 果 樹 彫 並び に 齋 
水 ヵ : 6 、 

59. 財宝 並び に 名 葵 ある 地位 か ら も 、 追 い 立て 
5 。 


60. を は か く な る 次 第 な りき 。 面 し て 、 われ ら 
は 汐 を イス ラ エ ル の 子 ら に 人 遺 央 と し て 与え 
だ り 。 ( 注 23) 

61. さて 、 追 跡 せ る ファ ラオ の 軍 替 は 、 日 出 づ 
る ころ 役 等 に 追い じ つ け り 。 


9 トコ タン ン デ ヶ デ 
ルン ィ ブ he 。 うう イ 992 ょ プン ォ っ うー 
ろう うっ > OS 
で レン 。 ュ Lo レデ 


OO こう 

で の oy 95I2S 部 

9 CU SG 3 っ て) GSolee) 
ゅ 239 


ン ッ タン る タ ぞ 


の Oo 41SR 


1 を キー デン ン う 3 。 が ze イィ 
Pd 
の 5 対 多 る 1 
し と チル アア レン っ の る 
oO CA2513 
ンプ うみ 


CSI 
9208 し 


22 の る コン タッ ョ 406 


ヲ 
ルン ルー ゴウ ンー 


ッ ン ンー ラタン 
二 


和 CB ンプ 1 ュ ュ ン っ ン ン ウン 
OB 5 0 
思 う か クタ っ タフ ノ ァ イン 
OO つっ Aa 





注 21 つい 先程 まで 悪 銭 を 得 よ うと 策略 を めで らし て いた 麻 術 師 達 が 、 
注 22 神 の 預言 者 の 出現 は 、 彼 の 言葉 を 受け 入れ 、 彼 に 従う 者 に 輝け る 


信仰 を 得 、 死 を 恐れ な く て な っ た 。 
未来 を 約束 する も の で ある 。 預言 者 


は 人 々 に 新た な 生命 を 与え 、 人 生 観 を 変え る 新しい 希望 と 確信 を 彼 等 の 内 に 生じ きせ る 。 モーゼ 出現 の 後 、 イ 
スラ エル 和信 の 問 に 大 き な 変化 の 起き た 事 を ファ ラオ は 感じ 、 こ れ は 役 の 感情 を 若 し く 宣 し た 。 


注 23 ファ ラオ や エジプト 人 の 泉 ・ 庭 園 ・ 
ジ デ ト を 寺 り 、 
えら れ だ の で ある 。 事実 、 


ー568 一 


ミル ク と 蜂蜜 の 流れ る 約束 の 地 カ ナン へ 向かっ だ 。 を その 地 で 新た に 彼 等 は 泉 ・ 庭 園 ・ 
バレ スチ ナ は 、 訂 彫 と 泉 の 登 語 な 点 で エジプト に 人 て いる 。 


周 室 が イス ラ エ ル 人 に 与え られ だ の で は な い 。 イ スラ エル 人 は エ 


周二 る 与 


ws 


Vs 一 一 コ ュ ニ ーー* ュ ーー 
上 に 六 草 ゲル ・ シ ョ アラ ー 





ーー で ラッ シ 59 ンー イッ ッ プ トン ラン |、 デン ェ ン ン ン 
62. 8 見 えた る 時 、 モ ー ゼ の 同志 ら は 云え R 1 1 0 223 


こい ュ へ の と 
、 つい に 捕まり た る か | と 。 ( 注 24) 
。 モー ゼ は ^ ぶ の 寺 タン ン っ マン ンク ラン マク ィ ン 
63 ぶ え り 、「 断 * ら ず 、 そ の よう 56… うめ ら le5 JE 


な こと を 云う な か れ ! 主 は 我 と 何 に あり 。 
主 は 我 を 無事 に 導 か ん 」 と 。 


64. その 時 、 わ れ ら モー ゼ に 啓示 し て 、 命 ず 、| 液 ら ぇ 13U23 ら lgie2 に) に と に 
の 容 で 海 を 打 て 」 と 。 ( 注 25) する と 、 海 


クン デア ププ ュ 


私 ち 分 れ 、 両 側 は き な が ら 峨 々 た る 山 問 の の 53 っ 3 っ ゅ Jo: 38 
如く な り 。 
か お つて お び プッ ント 5 アン ン ? ン 3 ン ン 
65、 面 し て 、 わ れ ら は 追手 の 軍勢 を を こ に 読 き oyL 33 
寄せ り 。 
66. か くし て 、 わ れ ら は モー で 並び に 彼 と 共に で プッ ニッ スイ ン る ニッ ン ン ンダ イン 
asT1 453 9 s に スス 1 
あり し 人 々 を 救い た り 。 だ 5 ご 0 
67. 然 れ ども 、 そ の 他 の 者 ども は 落 く 湯 死 せ し oo 3 
が 0 。 


し る し し か 
68. げに この 中 に は 、 ー つ の 神 兆 あ 9 。 タ だ たれ ど G③C 28 か 2( 作 TO 3! 
も 、 彼 等 の 多く は 信 ぜ ぎる な り 。 - 


69. げに 液 の 主 は 、 僅 大 に し て 、 率 悲 深く まし は ACNIY3TOY 沿 
ます 。 
第 五 項 
70. アブ ラ ハ ム の 物語 を 彼 等 に 読 謗 せよ 。 Goal ae お は 
7 . すなわち も 、 アブ プラハ ム が その 父 と を の 一 族 プー テラ 2 タプ っ アデ アデ ぁ 26 
に 向っ て 、「 貴 方 が た 何 を 拝 すか ? 」 と 訳 ね Oopouo S 9 ら め う Ayu っ ) 
し 時 の こと を 。 ( 注 26) 
72. 役 等 は 答え り 、「 我 等 キ す 。 これ か EE に 
條 等 1 ぇ り 、」| 我 等 は 偶像 を 拝 す も カ ⑳ の 3 G) 2 に っ | MIE 


ら も その だ め に 専心 せん 」 と 。 
73、 ア ブラ ハム は 云え り 、「 貴 方 が た が 折る 時 、 ウレ ッッ ne 6 の 
< 
偶像 能 ( 綱 方 が た に 耳 を 貸す か ? ら o デ 5 53 6 


ロ V し ゝ こ ナ > ああ ラ で ーー ス かり 宝 Ph ブッ アク タン ラー ンマ タン? フュ ン 
74. 或 失 中 方 が だ た を 益 す る な り 害 する な ⑦ の うう っ 3 2 1 
な し 得る か ?」 と 。 


注 24 1「 モー ゼ の 同志 6」 は 信仰 心 が 弱 か っ た 様 で ある 。 こ れ は 5 : 22 一 23、7 : 149 、20 1: 87 一 92 に 示 き 
れ て ある 。 


注 25 この 言葉 は 「 民 を 海 へ 導 け 」 と いう 意味 も 持つ 。 


注 26 アプ ブラ ハム が 反 念 像 水 拝 を 訴え 続け た 事 が クル アー ン 全 編 に 示 き れ て いる 。 彼 は 、 型 像 破壊 者 し し て 
史上 に 残る 最初 の 人 人物 で ある 。 
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75. 


76. 


(ば 


78. 
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80. 我 に 


81 . 


82 . 


83. 


864. 王 よ 


8. 


66 . 


彼 等 は 云え り 、 「 否 、 き れ ど 、 我 等 は 父祖 た 
ち が か てく の 如 く な す を 見 た り 」] と 。 

アブ プラ ハム は 云え り 、「[ 液 等 考え ぎる か 、 嘆 
方 が た が これ まで 崇め し も の を 、 

すなわち 貴方 が た 並び に 貴 罰 が た の 先祖 
が 。 

それ 等 の 偶像 は すべ て 我 が 仙 な り 、 但 し 
方 物 の 王 を 除い て 。 
我 を 創り 、 面 し て 、 
5 。 


食物 並び に 飲 水 を 授け 給 うお 方 。 


我 病 め ば 、 を 療 を す は 主 な 5。 ( 注 27) 


玉 を 死な し め 、 有 再び 時 らし め る お 方 。( 注 
28) 
審判 の 日 に 、 我 、 
を 忌 い 世 う お 方 。 
、 我 に 知恵 を 授け 、 装 し き 人 々 の 列 に 
加え 給え 。 

後 の 世 まで 、 真 実 不変 の 名 声 を 我 に 授け 給 
ぇ 。 ( 注 29) 

我 を し て 座 福 の 園 を 継ぐ 者 の 一 人 た 6 し め 
上 


表 が 罪 を 薇 し 給 わ ん こと 


アウ ラー 
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OO * C の へ 3 ら う 3 * 
RI &34)2 
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eeAS SS GJ1 
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87、 ま た 、 我 が 父 々 合え 、 誤 れる 者 の 一 
7、 ま た だ 、 我 を 者 し 給え れる 者 の 一 人 の GUGnoe og 65199 35 
な 和 れ ば 。 
88. 人 々 が 時 らき れる 日 、 ( 注 30) 我 が 面 目 を CE 2 
] いか ュ ッ 023006 
す な か れ 。 
注 27 アブラ ハム は 、 病 の 原因 は 自ら に あり 、 治 癒 は 神 の な ね かげ ば と 考 ん た て いる 事 が この 節 に 革 か れ て ある 。 
事実 、 和 に 降り 徳 か る 災い は 企 て 、 人 が 自然 の 法 に 録 れ た 為 に 起き た の で あり 、 そ れ 巾 、 そ の 者 自身 に 次 任 が 
ある の で ある 。 4 調 80 節 も 参照 の 事 。 
注 28 アブ プラ ハム は 病 の 原因 は 和 販 ら に ある と し て いる が 、 一 方 、 死 を 神 の 思 恵 捕らえ を て いる 。 死 は 乏 れ る 
も の で も 遊 け る も の で も な い 。 事実 、 死 は 入 生 の 自然 に し て 必要 な る 終わ り で あり 、 を それ は 生命 に 共に 、 神 の 
偉大 な る 昌 物 で ある 。 
注 29 "アブラハム は その 良き 名 を 後世 に 残し た 。 後 の 世 の 三 大 宗教 、 ユ ス ダ ヤ 教 、 キ リス ト 教 、 イ スラ ム 数 は 


アブ プラ ハム を 僅 大 な る 先 揚 、 


邊 30 死後 に 入 が 新しく より 長い 権利 を 授け られ 、 精 神 的 に 成長 する 道 が 開か れ て いる こと 。 


皇 神 の 揚 と 仰ぎ 、 


70 一 


崇め ゆ て いる 。 
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こども さ ォ 4 0。 4 の プッ ーー 
89. その 日 、 富 も 子女 も 何ら 助け と な ら ざ らん 。 @ ら % ツ 3 し 計 5 
90. ht OM 本 
の み 数 われ ん 」 と 
ッ デ うぅ て 75 プン レッ ン う タ 
91. 3 薬 園 は 義 し き 者 の 近く に も だ らん 。 GDIGA に と CCGSIRR MI 
( 注 31) 
Ei [1 ei ジィ 
92. 迷 える 者 ども に は 、 地 獄 が 開か れん 。 の の く と て 
< ュー リ っ ゥ ン 人 フフ ブラ フラ ター 
93、 面 し て 、 彼 等 は 問わ れん 、「 お 前 た ち が ア ッ 9 の AS CA 
ラー 以外 に 法 め し も の は 、 今 何 虚 に 在 る ぞ 
や ? 
に この 4 ェ 和 に * っ で 2 の 9 プス の 3 bd リン らい 
94. 彼 等 は ぉ 前 た ち を 助け 得る か 、 或 い は 自ら OO 02 4 8 
を 助け 得る か ?」 と 。 
95.、 かく の 如く に し て 、 を その 者 ども は 地獄 に ミン (に 125 呈 間 ン イ ン 
・ 1 KG 
まっ きか る ま に に 投げ 込 まれ ん 、 彼 等 並び に ② の う うっ 2 プ " 
迷い だ る 者 ども 、 
プン 22 ン ッ マ プー ンプ? 1 と 
96. 及 び イ プリ ー ス の 軍勢 も 、 皆 同時 に 。 GOORSS3 調 3 
3 うか デア マデ 1 デ アデ ョ > 9 レン 
97、 彼 等 は 其 記 で 巧 い に 和 争い て 、 云 わん 、 @ 〇 め <) 29 なか REI 
es や ツ 、 ぁ ョ ーー タデ ェ ア ぅ ン 
98. 「 ア ッ ラ ー に 奪っ て 云う 、 我 等 は 明白 な る の eS US 9 の 15 
迷 誤 な りき 、 3 
5 ひけ ん ン ッ > プッ 明 ルン 
99. 我 等 が 前 た ち を 万 物 の 主 に 比肩 し た る (QOL TE 
ウ み げ と ン ラ 9 32『 AI < スン ン 
100. 我 等 を 迷わ し め た る 者 は 、 た だ 緒 (oOVEAIDIIG1C 
り 拓 ye て のび 
101. 曽 し て 、 今 、 我 等 に に は 如何 な る 弁 座 者 も os siU 
4 。 
102. まだ 、 同 情 を 礎 せ る 友 も な し De の ひ ら Y 
103. 我 等 現世 に 戻り 得る な ら 、 必 ず 信 者 と な CC.22058 Ki 各 
る べき も の を !」 と 。 
し ち し し か 四 上 の 2 の っ 9 タン ンジ る 
104..、 げに この 中 に は 押 兆 あり 。 然 れ と ども 、 役 Co の る og の 9 めき 3) 
等 の 大 半 は 信 ぜ ざる な り 。 
注 31 正毅 な る 首 は 天国 に 入 い る 新た な より 良い 樹 利 を 与 た られ る と ここ に 購 か れ て ある 。 
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105。 げに 液 の 主 、 す な わ ち 役 は 、 僅 大 に し て 、 INRIYE (る ルン 8 
蓄 悲 深 て まし ます 。 < っ DJ GD る 3 > も 
湖 導 項 
106. ノア の 一 族 も 使徒 た ち を 嘘つき と し て 過 84| ま 人 
107. 陸上 が 彼 等 に 向っ て 、 カ : 人 ノン ン タッ 9 ? の 53 ダ で っ の 9 ァ ン っ 
9 | | 0 
いし 時 。!「 お 前 たち 神 を 思 れ ぎる か ? @ 2 が 5 Ce4 み に 
108. げに 我 は 、 お 前 た ち へ 造 わ きれ た る 記 実 3 の イイ タン 多 。* 
CsJ1『8 ! 
な る 使徒 な り 。 半 人 R2023 
還 に っ 時 し か rd ぅ ? う 1 の 2 9 る の 
109. きれ ば 、 ア ッ ラ ー を 胃 み 浴 り 、 面 し て 、 ⑨o%b13 368 


我 に 従え 。 ( 注 32) 
了 _ op 遇 ョ アン る に ン と っ レ ゅ レッ ンジ 
1H10.. 我 は この 為 に 如何 な る 報 醐 も お 前 た ち に の TSL で 52 32 AS ay 


請 い は せめ 。 我 が 報酬 は た だ 万 物 の 主 の 誠 6 の 
に あり 。 DTC UTA 
111、 され ば 、 ア ッ ラ ー を 叶 み 率 り 、 面 し て 、 Oo 2280 686 
我 に 従え 」 人 
ひで せん 』 
112. 彼 等 は 去り 、[ 液 に 従う は 昨 財 最たる 者 Oo 3 着 
の 9559! dL233 日 ら 3S1 1 
の みな の に 、 我 等 に 液 を 信 ぜ よ と な ?」 と 。 2 ダッ 
113. ノア は 云え り 、「 我 、 彼 等 が し て 来 だ こと へ MCK13 CS 1 る 
に つい て 、 何 の 知る と ころ あら ん や ? MO 0 
114. 彼 等 の 勘定 は た だ 主 の 許 に 在 9。 も し お の の 88 す 8 うだ 交 2 る に > 
前 た ち が 理解 する な 6 ば ! ( 注 33) - 1 
115. と も あれ 、 我 は 信仰 する 者 た ち を 追い 払 で ン ッ 595 ン イ イン 
」 。Ako に ン 
わん と する 者 に 非 ず 。 ( 注 34) と ルン ぁ 選 6 
116. 我 は た だ 一 介 の 合 告 者 に すぎ ず 」 ト OS の る E( ら 


福生 は デメ ルル 了 p っ に Joy we 

1 「 ノア よ 、 液 や め 史 な ら 、 GO020 に 2 DGP タッ タ 」 CE AE AG 
女 は 必ず 石 を 以 て 打 だ る る 身 と な らん | と 。 の 

118. ノア は 云え り 、| 主 よ 、 我 が 民 は 我 を 嘘 つ 学 っ ゥ ン ン イレ 
き と し て 過 し た り 。 CC が の: 6) うり 6 

注 32 「 ア ッ ラ ー 異 み 替 り 、 耐 し て 、 我 に 従え 。」 と いう 言葉 は 、 こ の 章 で 全て の 舞 言 者 が 人 々 に 告げ て 米 た 

$ の で ある が 、 こ れ は 、 神 の 啓示 に ある 一 般 的 な 成 偽 は 別に 、 を の 時 々 の 預言 者 の 教え に 従う 様 人 々 に 示 き 

れ だ も の で ある 。 

了 33 クル デー ン は 、 半 な る 地域 で 五 つ の 軸 な る 語 に 訳 る され 、 内 容 ぉ もぉ それぞれ の 地域 の 特殊 性 に 溢 い 、 理 解 
れ 易 い 様 に 書か れ て 来 た 。 それ 等 は 基本 的 に は 同じ ぉ る の だ が 、 意 味 の 組 い 点 に 違い が ある 。 

神 の 預言 者 と 一 般 の 人 々 で は 、 人 生 の 個 値 判断 の 基準 が 異な る 。 前 者 は 人 を その 行い で 、 又 後者 は 財 

産 及 び 社 会 向 地域 で 判断 する 。 
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119. 、 故 、 我 と 彼 等 と の 間 に 断固 だ る の の る コク スプ っ こ ャ で 人 クラ イ 2 タフ ツァー つう に 2 
2 る に の う (の うら て 5 る oe うう は 
5 し 給 和 。 耐 し て 、 我 普 びに 我 と 催 の “ で で 
に ある 信者 た ち を 救い 給え ] と 。 CO 
と も 
120 . を そこ で われ ら は 、 ノア 並び に 役 と 指 に あ っ の うり ン ウ フィ Cc 
る 者 た ち を みな 釘 舟 に 積み 込ん で 救い た oo 移 20UdA50 9422 2 う so 
5 。 
り ゥ クノ イン ラ ン 2 プ ン え 
OO SS) Aoy じゅ と | だ うま で 
し る し か 9 9 イン じ ィ に し っ う ・ る 
122。 げに この 中 に は 神 光 あり 。 括 れ と も 、 彼 OOoog AtogUskA29 30588) 
等 の 大 半 は 信 ぜ ざる な り 。 
と ン > し Li ノ 
123. げに 潜 の 主 、 す な わ ち 彼 は 、 僅 大 に し て 、 306 875⑧5 
弦 悲 深く まし ます 。 
第 七 項 ぅ > アン 
124. アー ド 族 も 使徒 た ち を 拒み た り 、 の es 作 ご 
125. 彼 等 の 兄弟 フー ド が 彼 等 に 向っ て 、 が く OS る 4829 dB 
た いし 時 。「 前 た ち 神 を 異 れ ざる か ? ⑯o 刀 | > めし 0 
9 お へ 」 物 @ 1 1 る っ ッ ンク > タ 
126 Ni 前 た ち へ 壮 わ きれ た る 2 と 31 
怠 実 な る 信徒 な } 
か し こ か 2 っ 9 ュ ak 
127、 され ば 、 ア ツラ ー を 叶 み 奉り 、 面 し て 、 の ob ち 836 
我 に 従え 。 
ト 可 と SN 1 ーー ュ ち ちょ 。 間 ルン フン ニュ っ ンプ 内 イレ > タ 4 っ 
128. 我 は この 為 に 如何 な る 報 酸 も お 前 だ ち に と lolOU ら SO2 とい) 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報 醐 は 万 物 の 主 の 許 に あ 2 
り 。 Sho 
8 ブン ラッ タ レッ タン クー ュー ッ ー イク ニン 5 の 
0 4 ら ゆ る 高 処 に E 信 杏 を 怒 つ る 《⑨ い A ) 421e う あら うけ ご 31 
感 し い 栄 華 を 求め て か 、 
と こし え で 」 ウデ タラ プア デ 只 
130. また 泰 北 な 向 を 集い て 、 永 久 に 生 く る つっ GO 66 色 
も 5 りか? ( 注 35) 
注 35 当 千 及 び 前 、 後 の 節 に は 、 ア ー ド の 人 々 が 強力 で し か も 高い 文化 を 備え た 氏族 で あっ だ と 記さ る れ て あ 


る 。 彼 等 は 当時 科学 を 非常 に 進歩 きせ た 。 要 塞 ・ 宮 典 ・ 大 規模 な 貯水 也 を 建設 し た 。 避 暑 地 ・ 工 場 ・ 機 委 抽 作 
所 を 所 有 し た 。 建 設 技術 は 特に 優れ て いた 。 新 兵器 ・ 戦 法 を 編み 出し 、 巨 大 な 記念 還 を 建造 し だ 。 つま り 》 、 
HH の 西側 諸国 の 様 に 、 0 に EER 


遂げ た が 、 
も た ら ぉ れる の で ある 。 彼 等 は 道徳 的 ・ 精 神 的 に 退廃 し 、 行い を 改め る 


し か し 歴史 の 最大 の 教訓 を 忘れ て いた だ た 。 国家 の 真 の 強 す 2 ょ る の で は な く 


、 高 い 特 性 に より 
告げ る 預言 者 の 知 告 に 耳 を 貸さ な が かっ 


た 為 、 神 の 和 告 を 舞 視 する 者 の 逃 が れ 得 な い 巡 し い 軍 命 に 彼 等 も 陥っ た の で あ る 。 11 章 51 節 も 参照 の こと 。 


ご 9 


yse< 


役 。- 「… ゞ 草 





191、 因 に 、 論 か を 襲う と な る と 、 禁 虐 者 の 如 


( 交 を 角 う 。 
きれ ば 、 ア ッ ラ ー を 思 み 奉り 、 面 し て 、 
我 に 従え 。 


132。 


133. NN の る ま ざ ま な が る も 
の 多 授 け 6 うた ゆみ を 

134. 役 は お 抽 だ ち に 家畜 と 子女 ら を 授け 

135. まだ 、 虹 和樹 園 と 井 泉 $ 授 けた り 。 

136. げに 我 は お 前 た ちの た め に 、 返 らし い 日 


の 懲罰 を 恐る 」 


137. 役人 等 は 云え り 、「 液 が 我 人 等 に 向 告 する ぉ せ 
ざる も 、 を は 我 等 に は 同じ こと な り 5。 

138. そ は 往 証 の 作り 話 に すぎ ず 。 

139. 我 等 は 凡 せ られ ぎる で し ] と 。 

140. か 《 て 、 彼 等 は フー ド を 拒み た れ ば 、 わ 
れ ら は 役 等 を 滅ぼし た り 。 げに この 中 に は 


神 光 あ り 。 然 れ ども 、 彼 等 の 大 半 は 信 ぜ ぎ 
る な り 。 


141 . 上 NSR 
慈 若 深く まし ます 。 
第 八 天 
142. サム ー ト 族 も 諸 使 徒 を 拒み た り 、 
143. 役 等 の 兄弟 サー リフ が 彼 等 に 向っ て 、 か 


《 云い し 時 。「 お 前 だ ち 邪 亜 に 対し て その 身 
を 守ら ざる か ? 

げに 我 は 、 お 前 た ち へ 違わ きれ た る 忠実 
な 使徒 な 5 

か し こ 

され ば 、 デ アッラー を 思 み 失 b、 
我 に 従え 。 

葉 は この 為 に 如何 な る 報酬 も お 前 た ち に 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報 本 は 万 物 の 主 の 許 に あ 
り 。 


144 . 
し か 
145. 箇 し て 、 


146. 


の よー 


の の os 代 307 人 ET31 3 
e て 
SU 
て ンク フッ ン ヒ ラク と レレ ンダ る 9 る 
⑮os5 し 2 る MS 3 
8 デマ ゥ タン ン 
の に 。 cz 0 


で レル 
(②⑨ の と うに ひっ う 


@o 安 B12 人 51 


ち 


bs タ Su 2CE は E1 る 


ク 


に 』 


②。 肖 2 SE 2RIG 
6 ン ン ッ り タ る 


031) AA) 


空 っ 2 KG ッ ン 
⑨ouuss らら らし う 
レレ ン li 1 あ ャ る の 1 ラン 2 マン 
O6 C5kO り 33 ら PoE 
グ 3 の ン 
(上 〇 や 2 59 っ うど 1 


る 23785 


ゃ ーーー 


み の s り イー ラン る ン 


27O1PNCiEfK7Rt。 
ニン うる アン ン 2 の ラ 2 タ ブラッ ン イン っ 
⑥ ら ら 1 Lo し 2 8 康 


ツ る 。 ン の ラク レーン 

⑯osld め 2 8 
@ob12 3208 
ロッ る > プラ ュ ュ アテ ラッ ン 月 あ アナ アゴ オー の 
に CSTO1M そ くど たい し くり ONI 
ラッ マン ュ ッ 上 
AA 


ニー" 





第 上 交 章 アル ・ シ ョ アブ ラー 
147. お 前 だ た ち は 、 こ こ に 持っ て る も の の 間 で 、 の と g ジッ の 
' CXSs【 1 
氷 《 安泰 な り 得 べし と 考え を る か 、 (⑳ sssC8 ら 前 導 
っ Po 
148. すなわち 果樹 園 や 井 泉 、 @ の 呈 3 と も 8 
な つめ や し テイ レン うー テー 2 デ 
149. 族 環 や 枝 も た わ わ に 実 を つけ る 素 都 子 の の AaeCAEJ353 93 
間 で ? 
の OS ぅ 0 
150. また 、 巧 み に 山 を 切り 開い て 家 を 造る と MV 全 |CAIKP す KS 
も 。 
151. され ば 、 ア ッ ラ ー を 紅 み 素 り 、 曽 し て 我 ⑲o 移 5 る | ba35 
に 従え 。 
ブン レッ > 、 ゥ タワ アッ ンズ この ゥ タッ ゥ 
152. 則 を 越え る 者 の 命令 に 従う な か れ 。 @ の Ob こ 1D21 5 
153. 彼 等 は 地上 に 騒動 を 引き お こし 、 改 善 せ る 4 To 計っ 
2 の OAM 9 Os9IG の Ao の | 
ざる 者 な り | 
154. 彼 等 は 云え り 、「 流 は た だ 有 開か れ た る 者 に @ の の 人 SU 
に 0 
155 液 は 我 等 同様 た だ だ の 人 間 に すぎ ず 。 も し ー CYS を 人 5 和 SC 
の こと ば が 真実 な ら 、 一 つの 奇跡 を 現 出 隔 
せよ ] と 。 の!O て も 
めす らく だ ッ ン イン る る 。 タン ン て 9 し 
156. 雪 ) フ は 云え り 電 放 い 4 に 一 頭 の 牝 双 膨 ク % 2 1 43 い らい 人 Ub 
あり 。 路 巡 も な 前 た ち も 、 そ れ ぞ れ 定 め ら で フン 
和 れ た 日 に 水 を 飲む べし 。 2 ss 


毅 し て 、 恐ろし い 日 の 削 を 被 ら ぬ よ う 、 
略 騙 を 害 す る な か れ 。 


ニュ 
て 7I 
| 


158. 然るに 、 彼 等 は その 肝 を 切断 せり 。 妖 
- 後 、 彼 等 は 後悔 せり 5。 
159 SD 彼 等 を 襲え る が 故 な か り 。 げ に この 中 
に ! は 神 兆 あ 5 。 氏 れ ども 、 彼 等 の 大 半 は 信 


ぜ ざ る な 
げに 液 の 主 、 す な わ ち 彼 は 、 僅 大 に し て 、 
北 惑 深 ん に 租 す 。 
第 刀 項 
ロト の 民 も 諸 使 徒 を 把 み た り 、 
彼 等 の 兄弟 ロト が 彼 等 に 向っ て 、 か く 去 
いし 時 。「 お 前 だ ち 神 を 異 れ ざる か ? 


に ら 』 
Qo 


160. 


16# . 
162 . 


@⑳ NM 2 の | 34 アア 。 る 23 


ツン っ 1 SM 8 っ 5 


029 て 2 の OS 1 っ 


ング ミレ | ょ ゅ が 人 居 和 II 
OU ゅ っ うぅ 338! て Glu AAOe6 


人 ナオ る 


⑲ 〇 らら あか の | 


の っ 53560 5 613 
GCC)5 少 0 


アコ デ ロア 人 ッ だ 


OL 33247 di 


9 の 一 


ち 


1 ヤ 


7 
に コト NN 際 





163、 げに 我 は 、 お 前 た ち へ 遺 わ きる れ た る 忠実 

な る 使 待 な 5 
志 し こ し か 

164. 8 る 和 れれ ば 、 ア ッ ラ ー を 明 み 奉り 、 し て 、 
我 に 従え 。 

165. 我 は この 為 に 如何 な る 報 杖 も お 前 た ち に 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報 本 は 万 物 の 主 の 許 に あ 
D 。 


166. ぢ お 前 だ ち 、 男 に の み 近 づい て 、 


167. が お 前 だ た ちの だ た だめ に 全 り た まい し 姜 を 
捨て 置く か ? いや 、 全く お 前 た ち は 則 を 越 
ぇ だ る 人 な 々 なり 。」 

168. 彼 等 は 云 た り 、「 ロ ト よ 、 液 や め ぬ ぬ な ら 、 
流 は 必ず 追放 せら る で し 」 と 。 

169. ロト は 云え 5、[「 我 は 世 か が から お 前 だ ちの 行 


状 を 増 せ 。 
170. 主 よ 、 我 と 我が家 族 を 役 等 の 所 業 よ り 救 
い 給 え 」 と 。 


171. か く て 、 わ れ ら は ロト 並び に を の 家族 の 
すべ て を 救い たり 5 り 、 

172. あと に 残れ る 者 の 中 に 入り た る 一 老女 を 
除い て 。 

173. 釣る 後 、 わ れ ら は を 
せり 。 

174. 河 し て 、 わ れ ら は 彼 等 の 上 に 雨 を 降ら せ 
だ り 。 和敬 告 を 受け た る 者 ども に 降り か か り 
し その 了 雨 や 、 新 酷 な りき 。 

175. げに この 中 に は 手 兆 あり 。 
寺 の 大 半 は 信 ぜ ざる な り 。 

176. げに 液 の 主 、 す な わ ち も 彼 は 、 俸 大 に し て 、 
革 悲 深く まし ます 。 

第 十 項 

177. 閑 に 住む 人 々 も 諸 使 徒 を 拒み た り 、 

178. シュ アイ ブ が 彼 等 に 向っ て 、 か く 〈 云 いし 
時 。「 お 前 た ち 神 を 頁 れ ざる か ? 


の これ る も の を 
の 残 人 態 者 を みな 減 ぼ 


L か 
氏 れ ど も 


oe 
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AA5 居 人 Co55381 
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ーーー 
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トコ ャ 


リン > デュ マイ 
⑨ uusl AA ゅ 5 


ぅ 9 


な ObA035 送 汐 


で 9 ン ? 
デュ t SN * 


っ oe も 2 っ 2 


52 AA2C 寺 [6 


プッ スッ の 9 


の IO の WCW と 


の ン SA 22 外 ご Do1 、」 ビン 
この ッ る る Ji の 4 開 る 


/ ーー ーー ュー いさ ー 
中 1 トト 





179. げに 我 は 、 お 前 た ち へ 門 わ る れ た る 忠実 フ み 5 [| 陸 
入る | 76 | 
な る 使徒 な 5。 ⑨CA2 の 

内 ee 1 = し が 和信 


181. 我 は この 旋 に 如何 な る 報 杖 も お お 前 た ち に McS 和 シン っ イ 5 で 21 フィ セッ 
っ ! うっ 42 に 1 3 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報酬 は 万 物 の 主 の 許 に あ を 2 ck 
り 。 の ou 
の も ゥ ? み の ウニ ラン ルン 
182、 村 目 は 十分 に 与え 、 ご ま か す 者 と な る な 。 ooos1oe ゆ 答 5 人 い 8 
か れ 。 


183. 正確 な 笑 を 以 て 計 し 、 (の た 221 隊 り に 4 BE 


184. 他人 の 物 を 減少 し 、 不 正 を な し て 地上 を gl3US9 が 5 化 泊 て IL2SS る 
失 乱 する な か れ 。 - 2 
(9CXuocs 


185、 面 し て 、 お 前 た ち 並び に 前 代 の 諸 民 覆 を 。 OCS LOD AS は AIUS33 
創れ る 役 を 異 み 奉 れ ] - 


186. 彼 等 は 云え り 、「 流 は た だ 浅 か れ た る 者 に oo5 89418 Us 
すぎ ず 。 - 
187. 我 等 同様 だ だ の 人 間 に す ぎ ず 。 我 等 は 液 MD タッ ュ ンプ 2 。 クマン で 」 ン ッ イ エン ン 
に 2911 ピ 
を 嘘つき と 邊 仙 す 。 No3 お らら Jo5 


> 飼 革 : ぶ 3 青 字 か Em ン フッ タン 。、 エン ン レッ イク レア (マシン し 
188. も し 液 の 言葉 が 真実 な ら ば 、 天 の 断片 を < GUSto2 人 < Bs 
我 等 の 上 に 落下 せしめ よ ょ 」 と 。 “ 


ぁ 1 
(の TOCT 
189. シュ アイ ブ は 云え り 、「 我 が 主 は 、 お 前 た が アク イィ 人 
ちの な せる こと を 最も よく 《 知 り 給 う | と 。 ⑨c os 2 2kI 93 0 


( 注 36) 
し = の の の ちる > ン スン ぅ のり プン イ 
190、 がく て 、 彼 等 は シュ アイ ブ を 嘘つき と し EEI と すい SS S22 
て 宮 し た り 。 され ば 、 附 惨 な 日 の 懲 町 彼 等 


を 組ん えり 。 そ は まこ と に 恐ろし い 血 六 の 日 の 435< がら 
な りき 。 


注 36 自ら に 科せ ら 5 れる 裁 き を 取り 診 こ うと する 人 々 の 短 慢 な 態度 に 対し 、 シ ュ ア イプ ブ 李 言 者 は 次 の 様 に 答 
ぇ た 。 不 完全 な 知識 し か 持ち 合わ せな い 者 が 、 裁 き を 科す べき か か 、 又 裁き が いつ 科せ られ る で き で ある か 
決め ゅ る 事 は で き な い 。 それ が で きる の は 天地 剣 造 の 神 の み で ある 。 彼 等 の 行い を 全て 懲 知 さ きれ た 神 の み が 、 各 々 
に ふき わし い 半 き を 下 る れる の で ある 。 





ーー 湯浅 


第 二 十 六 芳 





アル ・ シ ョ アラ ー 
191. げに この 中 に は 神 兆 あり 。 然 れ と も 、 彼 8 人 og クン ピン 
Me220 9 人 ous Cr229 638! 
等 の 大 半 は 信 ぜ ざる な り 。 0 
192. げに 液 の 主 、 す な ゎ ち 彼 は 、 億 大 に し て 、 4 IE c 
ら !5 
慈 叶 朱 て ま し ます 。 
尼 十 一 項 
193. まこ と に これ は 、 万 物 の 主 よ り の 落 示 な ODNIROIP 
り 。 ( 注 37) 
リ の ー デ ッ 2 の ゥ のみ レン 
194. か の 忠誠 な る 曹 霊 之 を 携え て (DC と みか) を みよ リ シメ ドッ 
くだ っ > の 9 ン イン iL の 
195. 流 の 心 に 降り た る は 、 液 を し て 登 告 者 た MGCTOWE 信 に 
らし めん が た だ ため な り 、 ( 注 38) 6 H 
196、 平 明 に し て 明快 な る プラ ビア 語 に お い SS 2 
og 2 36 
197. この 事 は すでに 、 昔 の 人 々 の 経典 の 中 で の 05 お 8 人 82 


言及 す 。 ( 生 39) 


ー ンー Nr 9 た ど 、 ン し 電 アフ ラフ ー ョ ング の 。 ジ っ イノ ノ 
198. イス ラ エ ル の 子 欠 の 学者 が 之 を 知る は 、 Go154LM AS SG) 1 
彼 等 に と り て 明 証 に 非 ぎ る か ? 


これ R し 管 由 ツ と > ン ぅ 、 5 マン ン 
199. も し われ ら 之 を アラ ブ 以 外 の 者 に 降 し 、 ouAE9Io 593 
200. る の 者 が アラ ブ の 彼 等 に 読 語 す る と も 、 Os も 3 を は PE と ン フン 
彼 等 は それ を 信 ぜ ざる で し 。 の 
201. 故に われ ら は 、 固 深い 者 の 心 に 不信 を 植 IO 88 る を を 


ぇ 付け り 。 ( 注 40) 





注 37 寺 に 述べ た 預言 者 の お 告げ と 同じ に く 、 ク ルアー ン の お 告げ も 又 神 に より 盛 示 さる れ だ も る の で ある 。 唯 、 
違い は 、 先 の 了 言 者 達 が 一 族 の 長 で ある 人 々 に 使わ きれ だ た の に 対し 、 グ ルアー ン は 世界 中 の 人 々 に 硝 示さ れ だ 
ぁ 8 の で ある 。 こ れ は 次 の 一 文 か ら 明 ら か で ある 。「 ま こと に これ は 、 万 物 の 主 よ り の 啓示 な り 。」 

注 38 「 流 の 心 」 と いう 語 は 湊 の 事 を 示し て いる 。 クル アー ン の お 告げ は モハ ッ マ ド 頂 言 者 が 、 授 けら れ だ 
刻 示 を 自ら の 言葉 で 表現 し た も の で は な 〈《、 カ ブリ エル を 通し て モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 心 に 下 ぉ れ た 神 斬 目 号 の 
言葉 で あっ た 。 

潤 390 モハ ッ マ ド 季 言 者 の 出現 及び クル アー ン の 啓示 の 子 告 が それ 以前 の 諸 経 典 に 記 る れれ て いる 。 あらゆる 
宗教 の 経典 に 見 られ る が 、 特 に 型 並 が クル アー ン 前 に 、 よ く 知 られ 、 読 まれ て いた 経典 で あっ だ の で 、 そ の 中 
に モハ ッ マ ド 預 言 者 の 出現 に つい て の 部 分 が ある の で 示す (中 命 記 18 章 18 一 33 節 イ ザヤ 21 将 13 一 17 節 圭 嫌 
1 交 5・6 節 、 ハ ブ ワ ー ク 3 幸 3 一 5 節 、 マ タイ 21 章 42 一 45 節 、 ヨ ハネ 16 章 12 一 14 近 )。 

注 40 不信 者 の 悪 習 は 自ら の 心 に 根差し 、 悪事 に ふけ る 中 で 生じ る も の で あり 、 外 か ら 入 っ て 来る も の で は 
な い 。 事実 こ の 第 で ある 一 般 的 な 真実 が 述べ られ て いる 。 入 が 悪事 に ふけ る 時 、 罪 の 意識 は 鈍り 、 や が て は 悪 
事 を 好む 様 に すら な る 。 こ の 様 に 、 悪 は 入 の 心 を 触 ん で 行く の で ある 。 


ーS5798 一 


ろだ に 


呈 ー-| 六 普 アル ・ シ ョ アラ ー 





2 . 彼 等 は 導 刑 を 日 の 当 た D に 見 る まで は 、 3 ン スン? ラン ミー ン ッ ウラ タン 
と を 人 ぜ ぎ る べし 。 ーー @23091oG3 だ も らら ちず 

に アー の キイ ナン タイ レッ ン g ン イ レッ 

8 = 盾 刑 前 は 、 彼 等 が 気付 か ぬ 間 に 、 の の の うす の し 5 

突然 し o 

204.、 する と 、 彼 等 は 技 わ ん 、「「 我 人 等 は 殺 子 を 与 ー グラ う 外 の 2 9 4 ャ ンー あッ 2 ン イ 
えら 6 れ ぎ る か ? | と 。 @O の Es の の Ua 痕 入 
205. な ん と な 「 彼 等 は われ ら の 身 罰 を 急ぎ 求 2 < 
めん と な ? (CIGFCECKCW を 
2(]6 . 疫 は 如何 に 思う か ? た だ いい われ ら カ が 彼 等 2 19 の の 4 

を この 世 で 長年 楽し ませ よう と も 3、 Oobe Ao33 を eo の し に っ とっ | 
と 1 M う デ EE と) る 
207. 約束 きれ た 和 汚 前 に 見 凶 わ れ な ば 、 の OX 5 ビレ ( 人 る 32 に 3 
5 し なこ 、 條 圭 に 、 益 す る ンタ る フタ レン る 2 タッ ン 1 2 
208 頃 0 と は 役 等 と り て する ②⑬ い 1 只 記 1 の 

ュー も ア 

209. されど 、 わ れ ら は 、 警 告 者 を 造 わ きず し 富 ン の 2 人 セ ィ 
て 、 い まだ か つて 如何 な る 序 も 減 ぼ き ぎ り ③⑬ "アツ の 2 5 
き 。 ( 注 I) 

ー + * ュ |z 』ー 語っ し LM an と 
PSR り 。 わ れ ら は 不当 に 処罰 を 施 て CV じ っ NE 
211. 悪魔 は 、 そ れ を 携え て 降り た る こ ょ な し 。 O7OtSKILTYONCIVS 
212. 彼 等 は を の 任 に ふき わし か ら ず 、 ま た か 00 (の し 349 2 

か る 能力 も な し 。 ( 注 42) 人 
213. 彼 等 は 、 天 上 の 話 を 聴く を 殺 選 て 4 い 2 。 タ ッ ン ン 雇 AT 


る なり 。 


214. きれ ば 、 処 前 きれ ぎる よう に 、 ア ッ ラ ー KS 2 表 0 の は 
あ だ し が み 本 Oak | ab( つ 
以外 に 如何 な る 他 神 も 祈る な か れ 。( 注 KCOC4IK 負 記 (の ど と うう 5 


43) 
注 41 この 倒 に は 、 神 の 啓示 の 一 つが 示さ る れ て いる 。 預言 者 が 追わ きれ た 時 、 彼 を 拒否 する 事 で 裁き を 逃 が 
れ 様 と し な けれ ば 、 玉 き が 下さ きれ る 事 は な い 。17 交 16 節 、28 立 60 節 、35 次 38 節 8 参照 の こと 
注 42 クル デー ン 遇 作 に あ だ り サタ ン は 加 何 な る 働き も でき な か っ だ と する 王 娠 を 指示 する 文 が ゲニ つ 、 この 
則 に 合 ま れ て いる 。 (23) クル アー ン の 教え は 、 サ タン の 表わす 物 條 て を 断固 と し て 非難 する 。(b) ク ルアー ン は 高 
い 特 性 を を 備 を 、 サ タン の 有力 を 上 回 る 貯 高 な 真実 を 記し て いる 。(cC) ク ルアー ン に は 、 イ スラ ム 教 の 究極 的 な 勝 
利 が 璃 言 きれ て いる 。 サ タン は 未来 に 対す る 見 識 を 持た な い 為 、 預 言 を 行う 力 が な い 。 
注 43 クル アー ン が 環 訟 の 成せ る 業 で ある は ず が な い 。 世 麻 の 手 に な る 物 で あれ ば 、 ク ルアー ン に 兄 ら 入る 
様 に 唯一 神 に 重き を 置く 事 は 有り 香 な い 。 
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し か 1 ツ ン っ ンー ラ ン ラ スン レッ レン っ 。 う アレ 
LR 近 な 同族 の 者 に 殖 告 せよ 。 ⑳o っ JEEEDOS1 う 
(中 


216. まだ 、 液 に 従う 信者 た ち に 慈悲 の 翼 を 低 の GE OSINGEIEE ぅ 12 
《 垂れ よ 。 1 の ーー 和 ン あー ニー 


217. も し 彼 等 流 に 普 か ば 、 そ の 時 は 云え 、「 我 の GO323E3 な 2 BUSGGSIE > ト ィ 
は お 前 た ちの 為す こ と に 一 切 関 り な し | と 。 8 


( 注 45) 
> 全 宣 力 者 、 融 非 老 に 2 to 
218. 溢 の 信頼 を 、 偉 力 者 、 落 悲 者 に 託 せ 。 2 5 京 320 5 
本 に や ミッ ャ で ュー に * 0 9 の 2 デラ う う 
219. 役 は 液 が 礼拝 に 立つ を 見 、 ⑲^55 の 
は れ 二 す ち 
220. まだ 、 ア デッラ ー の 前 で 平 付す 者 た ちの 中 ⑨Cz SI 
CA 3 は 
に ある 液 の 動作 を みそ な は し 給 う 。 時 
げに 彼 1 < で 二 で ベイ を (ンク タッ プン スズ 5 
221. げに 彼 は 、 す べ て を 聴き 、 す べ て を 知り の MAS る 5 
ロブ 。 
た サタ ン くだ 
222. 誰が 上 に 量 魔 た ち が 降 る か を 、 わ れ ち 前 信和 し ri5 欄 こと 2 語り ポン: 
Se 2 科 (の IBT で の を つれ て 用 
PD に まつ の 
223. 役 等 は 、 あ ら ⑳ る 大 嘘つき と 犯罪 者 ど ンー 
の 上 に 隆 る 。 胃 MM 
224. 役 等 は を その 聴き むる こ と を 復 昌 すれ ど 、 ーッ タン ィ タ 2 ブッ ニー レレ レン ュ ン 
邊 等 の 大 半 は ! 虎 つ き な り 。 SS52 73cUGKE 
2 面 し て 、 詩人 だ ち は ど が と か えば 、 彼 | イス ん イオ: 7 ン 
、 ジマ ド KY 
等 に 従う は 誤る 者 の み 。 つら 
226. 液 は 彼 等 が 、 い た る と ころ の 谷間 で 、 取 錠 3 た 72 ンション 
り 乱 し きま よう 次 を 、・ ら osses ab あき っ し 
227. まだ 己 れ の や り も せこ と を 云う の を 上 兄 リン イン ラ ン 、 ン タッ タン っ る セン 
較 (CO いい 


ざる が か? ( 注 46) 





注 44 記録 に よれ ば 、 こ の 分 が 啓示 され た 時 、 モ ハッ マ ド 了 作 言 省 は サフ ァ ー に 立ち 、 全 て の クラ イシ ュ 族 の 
名 を 呼び F、 そ モハ ッ マ ド 預 言 者 の 言葉 を 受け 入れ 悪 楽 を 断 た ね ば 捧 の 裁き が 下る と 彼 等 に 夏 告 し た 。( プ ハリ ) 


入 45 私 は 貴人 か ら 自 由 だ 。 仁 人 の 行い と は 無関係 ど 。 交 入 の 行為 に 対し て 一 切 吹 任 を 負わ な い 。 
宇 46 この 委 に は 、 モ ハッ マ ド 稀 言 者 が 詩人 で ある と いう 非難 に 対す る 反論 が 革 か れ て ある 。 そ の 三 つ の 反 


証 と は 次 の 様 な も の で ある 。 1 甘 人 に 従う 者 は 高い 徳 性 を 備 を て は いな い が 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 に 従う 者 は 高 
和尚 な 考え と 高い 徳 性 を 持つ 。(2) 詩 人 は 人 生 に 対す る 確 天 た る 考え や 計画 を 持た な い 。 言わば 、 あ て と なく 谷 を 
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228. 但し 、 信 じ て 義 し い 行 い に い を し み 、 大 ベー all 4 
の 山 2| 1 wo jiyi 
い に ア ッ ラ ー を 念じ 、 不 当 な 取り 扱い を る La 


れ た る 時 の み 報 復 する 者 は 除 か れる 。 面 し At を で KC の 1tG の HCS 
て 、 不義 な す 徒 融 は 、 や が て 如何 な る と こ ン テ ン イン タッ タン ン IMA(G アッ も 
ろ に 帰り 行く か を 知る に 至ら ん 。 2 時 EZ wibA5 9 も 


きま ょ よう 様 な も の で ある 。 
葉 を 行為 に 移 き な い 。 
る 。 


し か し 、 モ ハッ マ ド 了 言 者 は 偉 大 で 崇高 な る 人 人 生 の 使命 
し か し モハ ッ マ ド 頂 言 者 は 最高 の 説教 者 で ある と 共に 


・ 民 1- 
ー ヽ 骨 操 


を 持つ 。(3) 詩 人 は 自ら の 言 
の 実行 者 で あ 5 、 模 痢 で あ 


の 
[! 
で 


1 


注 1 恵み 深く 、 す べ で て を 聴く 神 ! 
注 2 人 に 悪行 も を その か す サ タン が 人 の 目 に 美しく 映る 事 が 6 


責任 を 感じ な いま ま 慈 の 道 を 進む 時 、 


7 ョ デン マル 
(メッ カ 啓 示 ) 


2 


あ トー 
座 悲 深く 、 皿 み 刀 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 


較 * 


ダー・ ス イー ン 。 ( 注 1) こ は クル アー ン に 
し て 、 人 人 々 を 啓発 する 経 暴 の 諸 節 、 


信仰 する 人 々 へ の 捧 導 と 朗報 な り 、 


NR 豆 捨 あな し 、 来 世に つい て 


毅然 た る 信念 を 持つ 者 へ の 。 


や から 
. 来世 を 信 ぜ ぎる 徒 則 に つい て は 、 わ れ ら 6 彼 


寺 を し て ご れ の 所 楽 を 立派 な こと 上 思わ し 
めし ば 、 彼 等 は 惑 い きま ょ よう 。 ( 注 2) 


. 計る し い 商 茸 を 受 く る は 人 役 等 に し て 、 来 選 


に 訟 て は 最 ぉ 大 な る 損失 者 た らん 。 


げに 液 は 、 こ の クル アー ン を 、 夏 哲 に し て 
深 知 な る 御方 より 援 け られ だ る 者 な り 。( 注 
3 ) 

モー ゼ が その 家族 の 者 に 、 「 我 燃 ゆ る 火 を 認 
め だ り 。( 注 4) 我 行き て 、 其 処 よ り 消 皿 を 


MP 


電 ms に 2 


1:44 及び 8 


に 


(の の め う 59 っ の ちら 


者 M 


ご) 3 し 


彼 が その 行為 や 正 し ( 剖 切 だ と 思い 始め る の は 当然 で あり 、 


| 
W 


デ 


42yw2 JE 





UI て 0! 
ン ッ 。 9 1 4 で 用 の 
②C か っ ーー 9( ら いふ 


7 タッ 2 の う ン ぅ 5 
やう うり ツ 切る おう %L 引 の 59 CN 


ーーー 


可 


デ 


・ 9 に 明示 き 礼 て いる 。 し か し 


不信 心 者 の 行為 が 当 人 に 良 〈 見 える 様 神 が 仕 向け られ て いる と 潮 か れ て ある 。 人 人 が 、 自 ら の 行為 に 
こう し て 披 


は その 誤っ た 考え に 捕 65 わ れる 様 に な る の で ある 。 これ は 、 実 の 所 彼 自身 の 行為 の 所 産 ほ 言う より は 、 神 の 法 
に 溢 っ た 出来 事 で あり 、 神 に 起因 する も の で ある 。 
モハ ッ マ ドド 手間 者 が 6 の 言葉 を 書き っ だ た 本 を クル アー ン と 名 付け だ と いう 非 苑 に 対し 、 こ の 后 


注 3 


それ を 軌 確 に 否定 し て いる 。 更に 、 役 が 全 智 全能 の 神 さ 
モー で ゼ が 日 に し だ た の は 現実 の 火 で は な い 。 も し そう で あれ ば 「 我 燃 @ る 火 を 認め だ り 。】 と いう 表現 を 
せ ず に 「 我 、 を の 燃 ゆ る 火 を 認め だ た だり 。| と 言っ な で あろ う 。 タル アー ン に 得 か れ だ モー ゼ に 関す る 主 な 出来 事 


注 : 4 


の 多く は 、 物 質 四 で 現実 に 起き た 専 で は な く 、 


より 直接 に クル アー ン を 授 け られ た と 明示 し て いる 。 


モー で の 精神 的 発達 途上 に お ける 出 永 事 を 象徴 し て お り 、 預 言 


と し て の 意味 を 持つ 。 クル アーン に は 、 杖 に 関す る 幻 以外 に も 重要 な 例 が 挙げ られ て お り 、 当 節 も 又 そ の 一 
で ある 。 


9. の 


j は 


| 


y 
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も た ら さ ん 。 或 い は 、 燃 えき し を 持ち 三 ら の 衝 、3 Ss 0 に 
ん 、 き すれ ば お 前 た ち 明 を 得 さ し 」 と 云 ぇ II 322 凌 (22 
る 時 を 念 え 。 O の OM2 ら 3 
9、 彼 を こ に 到 る や 、 声 あり て 、 他 せら れ り 、 レー と に ュ ン ルウ ンー タレ ン ア レン ン 
5 , 1 ・ て の : ら * 員 も は 
「 火 を 求め る 者 並 びに を の 周囲 に ちる 者 に ど を 927OIKTIC て 34 
祝福 あれ 。 ( 注 5 ) 方 物 の 主 、 ア ッ ラ ー に 讃 ⑨ の AA SSD 2 
う あ 1 ら * 
え あ れ 。 0 

10. モー ゼ よ 、 げ ば に われ こそ は 僅 大 に し て 、 覧 の 1 5 4 
折 な る アッ ラー な り 。 

11. 液 の 杖 を 投げ よ 」 と 。 モ ー ゼ 投げ た る 杖 が 4 全 ン ( 信 傍 多 っ < イン (イタ ョ ン Y 
蛇 の 如 く 勤 く を 見 る や 、( 注 6) 背 を 向け て の Te 1 ご Les 
あと を も 見 ず に 逃げ だ せり 。 「 モ ー ゼ よ 、 誤 GII ッ スン 和 
れる な か れ 。 われ 液 と 倍 に あり 。 使徒 た る 
5 の は 、 わ が 前 で 恐れ る 必要 な し 。 IP と 1) 

3 ラッ 3 い 295 か 

12. 罪 を 犯 せ し 者 で も 、 その後 、 療 を 以 て 悪 に 9 ie いぶ 825 ら の 当 
替 えた だ る 者 に は 、 わ れ ま こと に 慈悲 深く 覧 2 
大 な b 。 の の 24 は 

1 八 の 手 を 尼 中 に 入れ よ 。 そ は 病 に 非 ぎる に 、 Mo 9 も OK た NVA 

白く な り て 出 で ん 。 こ は ファ ラオ し その 民 お 
に 示す 九 種 の 奇跡 の 一 つ な 9 。 彼 等 は 実に の の りあ OS ol 28 うる 
罪 深 き 徒 右 な り 」 ( 注 7) ン っ の 
の os お いぼ 
し か 

14. 然るに 、 わ れ ら の 明瞭 な る きま ざま な 奇跡 ん レラ 1200 ッ タ シン レン 

SR 彼 等 は 「 こ は 明白 @o 沈 DA CSIe の JO 
SN 5 

15. 彼 等 は の 禅 て は それ が 商 実 な る を 恒 れ ど 441 の ttdd (5 うる 2 う 
4、 を の 無 下 講 仙 を 以 て 逐 を 認め ざり き 。 

稚 れ も 、 こ れ 等 秋 せ し 全 の 申 yi 69os0 と Eo 
価 に 不幸 な り し か を 見 よ 
注 5 この 言葉 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。(3) 火 を 提 し 求め 、 そ れ に 近付く 者 。 9 炭 の 中 に 語る 者 、 あ る い は 


に 入 あ うと し て いる 痢 。 処 所 で の 火 は 、 宰 の 愛 の 火 、 又 は 災難 の 火 を 象徴 し て い 
神 の 訓 で は な く 、 


で あっ た 。 


注 - 6 
注 7 


7 聞 108 節 参 昭 
[ 九 種 の 奇跡 !】 に つい て は 17・102 参照 。 


= の 


。 この節 に 書か が れ だ 火 と は 


人 の 昌 に PO で の に の 0 の お の ほお PD 


ャ ww 
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練 項 
ラン ラー スル [クリ と 1 イラ ン ン アン 2 リュ ン クレ 

16. まだ われ ら は 、 ダ ビデ 並び に ソロ モン に 知 As う 63cC し OR SS35 
誠 を 授け た だ たれ ば 、( 注 8 ) 彼 等 は 云え り 、「 役 2 の ee 

を 信ずる 多く の 僕ら に 優 り て 、 我 等 を 高め 。 32 らら C づ AA ES と Sd) 290 


だ る アッ ラー に 講 z ぇ あれ | と 上 。 ン ゥ っ 99 
ゆい いら s 5 


リタ タイ % 奉 4[ レ イン 1 ンー レン 

17. ツ ロモ ン は ダビ デ の 継承 者 な りき 。 役 は 坪 ES JE も)23 
えり 、[ 流 等 和信 々 よ 、 我 等 は 鳥 の 言葉 を 教え 

イタイ イイ る ある サー ( レ ゃ に 2 イン タリ ク トレ ャ ーッ ン 

られ 、( 注 9) 且 つ す べ て の も の を 援 り 6 れ 29OaGMGS SoCs515 AI 832 


(CO 半 F 


り 。 こ れこ そる 神 の 切 自 な る 四角 な り | と 。 

了 人 。? ン 
18. 妖 霊 と 人 間 ( 注 10) と 鳥類 ( 注 11) か ら な uo つら ed の 2 らら ) と ある る 

る 軍勢 が ソロ モン の も と に 集め られ 、 そ れれ ンタ イシ タン ラン 

ぞ れ の 部 隊 に 編成 され て 、 ( 注 12) ② で りゅう る 9 AEJ1 5 
へ プライ 王国 の 真 の 建国 者 ど で あ っ た 。 ダ ン か ら 6 ビー ル シ ェ バ に 至る まで 、 イ スラ エル の 全 支 族 は 彼 の 下 に 統一 
し 、 ユ ー フ ラテ ス か ら ナ イル に 至る 広大 な 地域 を 支配 する 強力 な 下 国 を 築き げた 。 父 の ダビ デ の 後 を 継い だ 
ソロ モン は 、 こ の 土 国 を や より 強力 な も の に し た 。 彼 も 又 、 矯 れ た 君主 で あっ た 。 彼 は 自国 の 商業 を 大 い に 発 情 
きせ た だ た 。 條 は イス ラ エ ル の 士 の 中 の 王 で あり 、 エ テ エルサレム に 有名 な 寺院 を 建て た 事 で 良く 知ら れ て いる 。 エル 
サレ ム は 後に に 、 イ スラ エル の 祈り の 方 角 と な っ た 。 
注 9 若 と は 、 意志 を 表わす 音声 と 文字 の こと で ある 。 を それ は 外 的 に は ロ 語 、 内 的 に は 理解 と な る 。 又 トッ 
ク と いう 語 は 動物 や 鳥 が 抽象 的 な 記 味 で 扱わ れる 叶 に も 用 いら れる 。 鳥 や 昆虫 は 狐 自 の 意志 伝達 手段 を 持つ 。 
波 り 弓 は 季節 の 移り 変わ り と 共に 地域 か ら 地域 へ と 移動 する 。 役 等 は 災 れ も な し て 和 幣 然 と 飛ぶ 。 同様 に 、 蝶 
は 共同 体 の 中 で 生活 し 、 蜂 は 統 禄 され た 支配 系 統 を 持つ 。 役 等 の 間 に 意 志 伝 達 手段 が な けれ ば 、 こ の 様 な 事 は 
不可 能 で ある 。 こ の 伝達 手段 は 、 彼 等 の 言葉 と 言え を る で あろ う 。 折 言 者 ダビ デ 及 び ソ ロモ ン が 上 島 の 言葉 を 学ん 
だ と ここ に 書か が れ て ある が 、 そ れ は 、 役 等 が 詞 の 利用 法 を 知っ た 事 を 示し て いる の か も し れ な い 。 伝言 を 送る 
の に 烏 を 利用 する 方 法 は ソロ モン が 考え 出し た る の で 、 こ の 方 法 を 多用 し て 広大 な 国 を 統治 し た の で ある 。 
邊 10 ジン は 此 の 節 で は 、 山 は 未開 の 部 族 を 指す 。 当 節 は 21 : 83, 34 : 13, 38 : 38 と 併 読 す れ ば 良い 。 処 々 
で は 、 ソ ロモ ン の 軍勢 の 統率 者 に つい て 述べ られ て いる 。 ジン, インス, タ ェ ル こ の 三 つ の 言葉 は 、 彼 の 宰 隊 
の 三 部 門 を 示す 。 当 節 及び 34 : 13 に ある ジン ば は 軍隊 の 特殊 部 隊 を 示し て いる が 、21 : 83. 38:38 で は シャ ヤー 
ティ ー ン が 同様 に 使わ れ て いる 。、 ソ ロモ ン は 木 開 部 族 を 征服 し だ が 、 ジ ン と シャ ヤー ティ ー ン は は ほぼ 同 ビ 意味 
で 使わ れ て お り 、 軍 の 中 拓 部 隊 を 形成 し 、 ソ ロモ ン の 渦 に 様々 な 次 事 業 を 為 し た 者 達 を 指し て いる 。 足 の 速い 
高 と いう 意味 の 器 タ エル ( 島 ) は 、 ソ ロモ ン の 義 兵 隊 を 示し て いる 。 こ れ は 38 : 32・34 で 表 付 けら れ て お り 、 
そこ に は 、 ソ ロモ ン が 馬 を 非常 に 可愛 が っ て いた と 壮 か れ て ある 。 以上 の 通り 、 ジン ( 選 良 ) 上 と イン ス ( 護 民 ) 
は ソロ モン の 歩兵 隊 の 二 部 門 を 指し 、 タ ェ ル は 騎 上 記 隊 を 指す 。 し か し 、 も し タ ェ テル を 実際 の 鳥 と いう 意味 に と 
る な ら 、 ツ ロモ ン が 通信 に 使っ だ た 鳥 を 指す だ ろう 。 こ の 様 に 彼 等 は ウロ モン の 軍隊 に と り 、 租 て て は な ら な い 
存在 で あっ だ 。 ま だ た 、 こ の 三 語 を 隠 只 的 に 解釈 すれ ば 、 を それ ぞ れ 「 高 位 の 人 人] 「 俗 和信 ] 「 高 潔 な 人 | を 指す 。 
注 11 タ ェ ル は 、 鳥 と いう 意味 の 他 に 、 馬 の 様 に 足 の 可 い 動物 $ 指す 。 タ ェ ル の 強 吉 珍 で ある タ ヤ ー ル は 、 
機 茎 で 足 の 遠 い 馬 を 指し 、 走 る 速度 が 非常 に 速く 、 ま る で 飛ん で いる 様 に 見 える の で ある 。 
注 12 この 表現 は け 設 等 が つの 隊 を 形成 し て いた だ こと を 表わす 。 ⑫) 彼 等 は 秩 座 ある 軍 層 の 様 に 行進 し た 。 
3) 先頭 部 隊 が 停止 し た の で 、 後 継 部 隊 は 追い 付け た の か も し れ な い 。 この 文 か ら 分 か る 様 に 、 ソ ロモ ン の 軍隊 
は よく 訓練 る れ 規 則 正 し て 、 数 部 隊 に 分 か れ て いた 。 


ー584 一 


第 一 - 七 章 アル ・ ナ マル 





* 


19、 役 等 が 雑 の 谷 に き しか か る と 、( 注 19) 一 Pcyee レン ン ン イー 
人 の 蝶 族 の 女 が 「 蝶 族 よ 、 自 分 の 住居 に 入 の GAS 6 に MPT) 
れ 、 ツ ロモ ン の 率い る 軍勢 が 、 を れ と は 知ら 2 2239 32 の s EMI 
ら ず 、 お 前 た ち を 踏み つぶ きぬ よう に と し 博士 の 
云え 9。 ( 注 12) (ゆび の うみ oN ちっ の う 8 うめ やう 


' う 、 3。 う 々 (フン 2 マ ッッ r キン ン ン ン 
20. そこ で ツ ロ モン は 、 彼 女 の 言 葉 に 笑い な が の りら 56 お oeUS 5 


ら 、 人 ん て えり 、 (15) まま 、 導 が シ ン レン ン oo コン ん 
了 並 びに 我 が 父母 に 垂れ 給 う た 思 扇 に 感 05Oe ゆ co5018ES 人 


し か 

謝 す べく 、 我 を 振 い 超 し 給え 。 面 し て 、 御 スタン 。 コ ーッ ィ ン タ ュ ュ ン イフ ッ イッ ィ 

2 レオ 科 時 ン フル グリ ロン 二 計 放 し 4 
紗 悲 に より て 、 液 の し 給 う 善い 行い に 玖 eeeo う eye JeloD 
を 導き 給 わ ん こと を 。 我 を 液 の 義 し い 僕 6 oO で SW31OPC で きた 
の 中 に 加わ らし め 給 え 」 と 。 


、 に 9 昌和 5 2 ン 2 g う ン レン ンー スエ レン アー ン る レン 
21. き て 、 ソ ロモ ン は 鳥 だ たち を 関し て 、 云え )、 5Aauglk の 9 CO 205D0 ASS5 3 
[ フ ド フ ド が 見 を え ざ る は 何故 ぞ ? 役 は 大 意 > ン 
- 参 加 せ ぎる か ? ( 注 16) OUN24GC 
に 参加 せ ぎ る か ? ( 注 ここ が ワン エン に アー 
8 同人 。 6 2 アロン グン クン マリン ス る アン エンタ 
22. 我 は 必ず 茂 し い 緒 肖 を以て 彼 を 処 骨 せん 。 内 CCCSE 5 IS る IA Ad 
或いは 、 彼 が その 人 不在 の 明日 な る 邊 明 を も 
ーー ミ ヽ 、 さる トト アテ っ ュ 基 擬 う 宮 1 ーー の 
た ら 6 す に 非 ず ば 、 我 必ず 彼 を 殺 る ん 」 と 。 の os BS うじ) 
( 注 17) 0 
注 13 [ナマ ル の 谷 」 の 代 名 剤 ナマ ル は 一 般 に 誤解 され て いる 様 な 剛 の 谷 と いう 意味 で は な く 。 ナ マル と い 
う 名 の 支族 の 住ん だ 谷 を 指す 。 
注 14 ツ ロ モン の 兵士 達 の 信心 深き は 普 く 知ら れ て いた 様 だ 。 彼 等 が 故意 に 人 を 傷付け る 事 は な か っ た 。 こ 
れ は 、「 そ れ と は 知 5 ず ] と いう 文 が が し て お り 、 次 節 で 明示 きれ て いる 様 に 、 そ を それは ソロ モン を 喜ば は せ だ 。 
注 15 ソロ モン や 役 の 軍隊 の 力 、 太 仰 心 を 称 を た ナ マル の 人 ん 々 の 言葉 に 、 ソ ロモ ン が 感嘆 し た と 、 こ の 節 に 
書か が れ て ある 。 
注 16 軍隊 と 、 国 の 高官 ・ な お そら 〈 は 将軍 で あっ た だ た フ ド フ ド が 、 緊 急 時 に 不在 で あっ た 事実 を 、 ソ ロモ ン は 
再 検 討 し た 様 だ っ た 。 
注 17 フ ド フ ド は 、 伝説 上 一 般 に 信じ られ て いる 様 な 、 ソ ロモ ン が 毅 信 に 使っ た 見 で は な か っ た その 根拠 と 
し て 次 の 様 な 事 が 挙げ られ る 。 (4) 僅 大 な 王 で あり 神 の 太 言 者 ど あ る ソロ モン の 高 洒 き か らし て 、 人 彼 が 一 羽 の 小 
鳥 に 腹 を 立て 、 厳 車 を 下 し 、 あ る い は 死に 至ら し め ゅ た と は 考え られ な い 。⑤) フ ド フ ド は 国 の 探 に 詳し く 、 神 の 
唯一 性 に 精通 し て いた 様 で (25 一 26 節 )、 島 で は そう は な ら な い 。(c) 流 り 島 で な い フ ド フ ド が 長い 距離 を 飛 ざ る 
訳 は な くん 、 シ ェ バ (まだ は サバ ) まで の 往復 税 行 に 使わ れ た は ず は な い (23 節 )。 以上 の 点 か らし て フ ド フ ド 
は 鳥 で は な く (人間 で あり 、 し か も 国 の 高宮 ある い は 持 軍 で 、 ソ ロモ ン よ り 重 要 な 使命 を 受け シェ バ の 女王 の 元 
へ 赴 い た の で ある 。 使者 の 変 換 は 、 ソ ロモ ン の 時 代 に よく 行わ れ て いた 和 様 で ある 。 又 、 人 人 が 鳥 や 動物 に 因 ん で 
名 付け られ る の は 知ら れ だ 事 だ 。 フ ド フ ド は ソロ モン の 国民 に よく ある 名 前 だ っ た 。 翌 書 に ある 名 前 フ ダ ー ド 
の アラ ビア 形 が フ ド フ ド の 様 だ 。 数 人 の エド ム の 王 の 名 が フ ド フ ド で 、 イ シュ マエ ル の 息子 も を そう で ある 。 メ 、 
ヤコブ の 店 殺 を 恐れ て エジプト へ 逃 が れ だ エド ム の 皇子 $ 同 じ 名 を 持っ て いた ( 列 王 上 11 : 14)。 この 名 は 一 般 
的 で 、 旧 約 聖 溝 に も 度々 使わ れ て いる の で 、 限 定 語 が 付い て いな い 限 り 、 エ ドム 家 の 男 を 意味 する 事 と な っ て 
いる 。(Jew. Enc) フ ド フ ド は 双 、 シ ェ バ の 女 上 ビル キー ス の 父 の 名 で も ある (Manntaha al-Irab)。 
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29. だ が 、 待 つ ほ ども な 《、 フ ド フ ド が 飛来 し 寺 ERR の 
ー 分 デフ ン ャ ンジ 、 


て 、 云え り 、 | 我 は 、 液 が 知ら ぬこ と を 知り 


得 た だ り 。 確実 な る 消 忠 を 持つ て サバ よ 5 飛 レン 8 ら う 
び 来 た り ぬ 。( 注 18) ント チーン p 

24. 我 は 、 を の 国 を 治め る は 女性 な る を 見 た り 。 ゆっ 2 2 語 錠 
彼女 は すべ て の も の を 賜わり て 、 辺 然 た る ンマ 


玉座 を や 有 せ り 。 ( 注 19) ⑲ 傾 、 ン 馬 74P 15 





ラル 


bl ら 0c3 8) 


< 


“や ゥ ン ゥ デ と う 
25. 彼女 も を の 民 も 、 ア ッ ラ ー の 代り に 、 大 陽 Mg es 
を 祭 捧 する を 見 た 5。 ( 注 20) 面 し て 、 2 アア アピ 
席 、 彼 等 と し て その 所 業 を 立派 な り と 思 CFO OO ろり で 5 弥 | 


わし め 、 正 し い 道 を 歩 ま よう 彼 等 を 妨げ リノ ラタン ュ ン 上 
た れ ば 、 彼 等 は 正しく 導 か れ て い ず 。 ⑲⑨Q 〇 OX33 65 いい 3 


26. これ は つま り 、 天地 の 奥 入 を 光 明 た 持ち 錦 す og は も 34 の は 吉 あ 3 
し 、 信 が 隠す こと も 題 すこ と も すべ て 知る 時 ッッ タ 
ケッ ラー を 拝 す な か れ 、 と 比 魔 が 彼 等 に 命 OXSC3O5As5 し 5 こる 
じ た る が 故 な り 。 


27. アッラー「 彼 の 外 に 神 な く 、 荘 蔵 な る 王座 Wu タン ン タテ る レー ン ラン 
の 主 な り | と 。 ⑨ ょ 過 引 ば ha140 可 閣 | 
20. に pr ン ロ モ ン は べ え り 、 「 我 等 は 見 ん 、 イプ アラ デン ンタ 9 ララ ン ン 
udIG cc( ら 
果して 真 を 名 [ り だ る か 、 或 い は 偽 る ひざ い 2 いい 5 いっ o| MRe 電 1 に 


稚 の 一 人 人 な る か を 。 ( 注 21) 


さこ ノ フュ Pe ーー ゞ Si 9 信 
29. 我 が 書 輸 を 持ち 往き 、 之 を 彼 等 の 前 に 投じ 、 AS 14SBNS の 
然 る 後退 き き て 役 等 の 返答 を 見 よ | と 。( 注 
ラク ター ゥ ンー イン 1 の ルン 
22) ⑲ ら sa と 5 し 応仁 
注 18 フ ド フ ド が 国 の 重要 な 使者 た し て 、 派 遣 まき れ 、 ソ ロモ ン の 代理 で 重要 書類 を 眉 ん だ 事 が この 節 か ら 分 
か る 。 サ バ と は 、 型 書 に 書か れ た シバ の 事 で あろ う ( 列 王 上 10 章 ) それ は イエ メン に ある 都市 で サナ ナ ア の 町 か 
5 三 日 程 か か り シ ェ バ の 女王 の 行政 府 の 所 在 地 で あっ た 。 ヌ 、 サ バ は カタ ー ニ 族 の 有名 な -- 支 族 で も ある 。 
注 19 シェバ の 女士 が 治め た 人々 は 非常 に 挫 福 で あり 、 高 い 文 恩 を 備 た て いた 。 女王 は 、 強 力 な 央 主 と 成 る 
に 必要 な 物 全て を 所 有 し て いた 。 
注 20 す バ の 人 々 は 太陽 ・ 呈 を 栄 捧 し て いた 。 お を らく こ の 宗教 は 、 海 や ペル シャ 湾 を 疾 繁 に 生き 来 し て い 
だ イエ メン 人 に より 、 イ ラク か ら イ エメ ン へ も た らき る れ だ の で あろ う 。 サ バ の 人 々 を 2 ・ 8 全く 70。 の 80518 
で 述べ だ サー ビ た も と 混合 し て は な ら な い 。 サ ー ビ た ち に 関し て は 様々 な 記述 が ある 。 1 イラ ク 相 住 の 史 を 上 
拓 す る 人 入 々 。(⑫) ユ ダ ヤ 教 、 キ リス ト 教 、 ゲ ロア スタ ー 教 を 取り 混ぜ た 様 な 宗教 を 信じ る 人 々 。(3) イ ラク の ムー 
サル 近く に 住み 、 唯 一 神 を 信じ る が 、 何 の 律 法 も 持た な い 人 々 。(4) イ ラク 周辺 に 住み 、 全 て の 神 の 預言 者 を 信 
じ る 大 々 。 
補 21 為 が 真実 を 語る か 、 虚 言 を 吐く か は 全く 分 か ら な い 。 し か し 、 こ の 節 で も 5、 フ ド フ ド が 鳥 で な く 、 ッ 
ロモ ン 政 府 の 高官 で あっ た 事 を 示す も うー つの 根拠 が 挙げ られ て いる 。 
中 22 。 だ と え ダ ビデ と ツ ロ モン が 鳥 の 言葉 を 理解 する と し て も 、 シ ェ バ の 女王 も そう で し っ た と いう 記述 は 
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十 
【r 
区 
ms 
* 
4 
で 


30. 女王 は 云え り 、「 汐 等 族長 た ちょ 、 凌 に 貴 い の 5 1 タン ン ラ テン る を 。 ュ ンー 
る か る は RMWIIVOWS 
書 輸 が 投 補 られ た り 。 か 人 1 

5 そ を は ソロ モン より 寄せ られ た $ の に . し て 、 ブー ゥ ン 1 2 ロ の イタ ぁ と マ 

の w ^ \1 人 ? m 
か て 認め られ り 、「 慈 電 深 《、 患 み 週 く ア ッ lb と もら Oso2 
ラー の 御名 に お いて 
* リ ー 引 日 ロ こ ュ コー ュ レ と ノッ > 2 タ 3 タウ レン レレ クッ ッ レン 

32. 我 に 仙 慢 に も 抗 せ ず 、 服 従 倍 服 し て 我 に 来 OO US 
だ れ 』 

系 二 項 

33. 女王 は 云え り 、「 流 等 族長 た ちよ 、 こ の 件 に 2 を に 62725 532 殺 SU 2 に 
関し て 笑 に に 建議 せよ 。 な 前 た ちの 助言 を 得 と だ ルー Sieite6 
る まで は 、 姜 は 何事 も 決 せ ざる べし ] に 。 osos8 を 5251 As 

34. 族長 た ち は 答え た り 、「 我 等 は 力量 も あり 、 る 》、 ぅ 人 る イイ る ンー ン クタ タタ ッッ 
いく さば ゐ C い いこ の | | し] | ・ | 
戦場 に て は 勇 猫 な れ ど 、 命 を 下す は 決 の 務 "2" ンプ ・ 92 ら や りり 
め な り 。 る れ ば 、 命 ぜん こと を 熟 庶 きれ よ ] TOPTKIESVYNSITBMUWSS 


と a。 【 涯 23) 
お と し 
ーー, ょ ま 孝 うお 3 字 KEF みっ 隊 っ FAT っ て て 。 うえ ( ン 
35. 女王 は 到 え り 、[ 諸 王 が 都 府 を 了 れ だ る 時 NR 142 く BUgd 記 1 SUcS 
は 、 之 れ を 岳 准 し 、 そ の 民 の 貴 顕 を 卑 賊 な , 
4 ルン ュ ン 1 ブー 
る 者 と な す を 常 上 す 。 彼 等 の な すこ ほ は 常 。 @6 る se TSLA 
に か くく の 如 し 。 
し か 8 わら お わ 、 0 し か 人 ゆ の 時 
36. 尋 れ ども 、 半 は 彼 等 に 進物 を 送ら ん 。 j し タッ ン ン に ント 3 2 を よ も 
2 2 8 うら っ 人 5 い ひい 63 ン 1 2 し > (ラン の 
て 、 使 節 が 如何 な る 返事 を 持ち 帰る か を 見 2 IA は 
る つも りな り 」] と 。 ⑯⑲ い > 


37. か く て 、 女 王 の 使節 ソロ モン の 許 に 到 る や 、 る リン) の 9 っ 2 
ソロ モン は 云え り 、「 お 前 た ち は 、 その 財宝 52 oo1C3JGoO OSc - 
を 以 て 、 我 を 巧 けん と する か ? 然し な が ら っ co っ 衝 
アッ ラー が 我 に 坦 わり だ た る も の は 、 ぉ 前 た 
ち が 同 わ 5 だ る も の より は る か に 優る 。 償 、 
然るに 、 お 前 た ち は を の 贈物 を 誇る 。 ( 注 


24) 
クル アー ン の どこ に も 示 き る れ て いな い 。 に ふか か わら ず 、 フ ド フ ド は 、 使 者 上 し て ソロ モン の 半紙 を シェ バ の 


女王 に 渡し 、 更 に ソロ モン の 代理 と し て 彼女 と 会 見 する 様 舎 ぜ られ だ た の で ある 

注 23 シェ バ の 女 土 は 強力 な 岩 主 で あり 、 多 く の 物 を 所 有 し 、 国 民 の 愛情 ・ 当 カ ・ 自発 的 な 服従 を 香 、 視 等 
の 運命 の 裁定 者 で あっ た 。 サバ の 挫 力 と 栄光 は 、 紀元 前 II00 年 ご ろ に 極 っ た 。 女王 の 治世 は 紀元 前 950 年 まで 
続い た 。 この 年 に 、 彼女 は ソロ モン に 王位 を 譲っ た と 伝え られ て いる 。 彼 女 の 揚 譲 は 次 の 様 な 聖書 の 言葉 に 従っ 
た も の で あっ た だ 。「| シェバ (ある い は サバ ) の 王 達 は 真 を 約 め よう 。」| ( 詩 騙 72 : 10) 

注 24 ソロ モン は 、 彼 に り 物 を 送っ て 寄 越 し た 女王 の 衣 度 に 、 明 6 か に 腹 を 立て だ 様 だ 。 彼 は を それ を 悔 圭 
と 捕え た 。 彼 が 女王 の 遇 上 服 を 求 ゆ て いた の に 対し 、 わ ず か な 贈り 物 が な され た だ け で あっ た 。 サ バ の 人 人々 は 当 


= プー 





中 - 十 に 塵 ル ・ ナ マル ー 
38. 急ぎ 帰れ 。 我 等 は 必ず 抗 し 難い 大 軍 を 以 て 903 ぎ > っ RGB 


彼 等 に 臨み 、 彼 等 を は ず か しめ て 国外 に 放 
腔 し 、 卑 唆 な る 状態 に 陥ら し めん | と 。 


39. ソロ モン は 寺 え り 、「 族 長 た ちょ 、 お 前 た ち 
の うち 、 先 方 が 屈服 し て 我 に 来る 前 に 、 彼 
女 の 玉座 を 我 に も た ら す 痢 は 果たし て 誰 
か 7 と 。 ( 注 25) 


40. す る と 、 妖 器 の 仲間 1 に 男 短 な る 衣 人 あ り て 、 
云え り 、[ 我 、 液 が 野営 地 を 引き 払う 前 に 、 
それ を 液 に も だ たら さん 。 げに 我 は よく を の 
能力 を 持つ 者 な れ ば 、 信 頼る れる に 足る 者 
了 is 26) 


41. また だ た 、 経 典 の 知識 ある 者 あり て 、 云 えり 、 
「 我 、 一 瞬 の 間 に 、 を それ を 液 に も ら る らん 」 
だ an IN ち 下 。 NRN 
か れる を 見 て 、 誠 え り 、「 こ は 我 が 主 の お 恵 
み に し て 、 Me 
玉 に 試 め る ん と す 。 感謝 する も の は 、 己 れ 
日 身 の 幸 福 の だ め に 感謝 す 。 感謝 せ ぎ る 者 
あり て も 、 我 が 主 は 自ら 足り て 、 寛大 な り ] 
らら 


多 。 ソ ロモ ン は 更に 云え り 、[ 女 王 の 玉座 を 彼女 

が 識別 し 得 叶 な いよ うに 改め よ 。 庁 し て 、 彼 

女 が 見 分 けが つく か つか ぬか 試し て みよ 
人 。 

43. 女王 が 到着 する や 、 ツ ソロ モン は 誠 ね り 、[ 液 

の 玉座 は か 《 の 如き も の な りや 7 と 。 女 

土 は 答え ん えり 、 [同じ 様 に 思う 。 我 等 は これ よさ 


Io だ 3 
の ox2 ら 25 ES に 5 2 
ます の WARAILIUIE 
3 6 12 


olOSuelEtesh os の 6 
@ ら 6 名 2 の 2 


LOOKS を 4 ほん も る) 
19441RNEWORMTOGICRN 人 いい 
DizgAk92JaoetisdK 
の 22 し SE する 未 あ と の 16 
ゆる る ほ 386 
GTCIRETPG1RXC 人 


ンー 2 タプ ッ ン 


@CsOXe の OO2 


イイン 


EAIETGK 和 UNI が しい 





初 ソ ロモ ン の 和 領 二 を 攻 撃 し た 


越し た 事 に 腹 を 立て だ の で ある 。 平常 な ら ば 彼 は 喜ん で 贈り 物 を 受 
に 干 護 を 設 


注 25 一 国 の 王 が 他国 の 王 を 訪れ る 時 、 国 寅 の 歓迎 会 


り 、 そこ て 不安 を か き 立 て 様 と 7 に が か * ら こ そ ぞ 、 


ソロ モン は 女 下 が 胞 り 物 を 当 
と けた は ず で ある 。 
ける 融 が 当時 流行 っ て いた 様 で ある 。 ソ ロ 


モン も ズ 、 妖 王 鉱 迎 の 席 に 王座 を 作る 様 命 に だ 。 それ は 彼女 の 為 に 特別 に 作ら れ た 物 な の で 、「 彼 な の 干 護 」 と 
呼ば れ て いる 。 この 言葉 に は ヌ 「 彼 女 の 王 座 に ふき わし い 人 」 と いう 意味 も ある 


正 20 
ある じ 


上 述 の 「 男 結 な る 音 領 |」 (イフ リー ト ) は 巨大 な 権力 を 振る 5 商 官 で あ り 、 
で 主 の 命 を 主 の 十分 に 満足 どき る 様 に 遂行 で きる と 確信 し て いた 。[ 信 頼 き れる 1 


それ 由 、 定 ゆら れ た 時間 内 
に 足る 」 と は この 様 な 事 を 示し 


て いる 。 1 野営 地 才 は 、 ソ ロモ ン が サバ へ 向う 途中 留まっ た 所 で 、 ン ェ エバ の 女 土 の 返 書 を 携え て 戻る 使者 を 、 彼 


は 処 所 で 待っ て いた 。 
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第 二 十 じ 章 


デル ・ ナ ー ル 





5 以前 に 知識 を 授かり 、( 注 27) すでに 服 


従 帰 依 し た 者 な り ] と 。 


の Cu2 の AS os2UES533 





44. されど 、 彼 女 が アッ ラー 以外 に 振 し た る  [ じ そ 」』 ゃ 28 2 いこ っ 
IGT や ぶし は さろ 
神々 が 、 役 女 の 信心 を 明 害 せり 。 な ん と な いや) うう い ク いっ 
れ ば 、 彼 女 の 出 自 は 不信 の 民 な る が 夏 に の 6 
か を る る タッ ン ン 455 スイ で の うる アブ アル 5 は 
45. 女王 は 「 宮 典 に 入れ | と 告げ られ た り 。 然 ASAT お と 20 (1 Oc 
の に 女王 宮殿 を 見 れ ば 、 を は 広大 な る 水 @ ン レン 2 る ぅ と と 132 る 
前 中 | ぁ 3 
面 と 思い て 和 裳 裾 を まく っ て 放 を 路 に せり 。 うる の) JOS 
2 ソロ モン は 云え り 、「 こ は 瑠璃 板 に CR 還 3! UIC て 2 る > 
SA つの らら の 
て 敷き つめ た 宮殿 な り 」 と 。 女王 は 云え り 、 
レー ン っ し う タン ン 
「 主 よ 、 げ に 疲 は 誤 れ り 。 装 ソロ モン と 共 Suk22 
に 万物 の 主 な る アッ ラー に 服従 帰依 す 」 と 。 
弟 四 頂 
46. 先 に われ ら は 、 サム ー ド の 民 に その 上 兄弟 bglolSM ら は 2E 人 1 の CCYG る ? ン ィ ラ 
サー リフ を 人 遺 わ し 「 ア ッ ラ ー を 巡 拝 せよ] “ 
っ 円 デ 
ら 3 ま えた り 。 然るに 、 見 よ 、 彼 等 二 派 に 分 か cap 2 
和 れ て 汗 え り 。 
47. サー リフ は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 何故 お 前 だ ン ン ン 3 055 2 人 5 So3。 2 合う * る 1 
ち は 善 を る し 描い て 悪 を 人 ぎ 求 ゆめ る か ? 何 CR 
故に アッ ラー の 容 息 を 求め て 、 を の 慈悲 に eg を の ES 
浴 せ ん と せ ぎ る か 7?」 と 。 
と も 
48. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 次 と 流 と 僅 に ある 著 cs 2 6233 
を トト 占 官 い た る に 、 失 と 出 た り 」 と 。 彼 は 08002 
去 え り 、「 お 前 た ちの 不幸 の 真 の 原因 は 、 の の 8 の | の 6 
アッ ラー ー の 許 に あり 。 そ れ ど ころ か 、 前 
た ち は 試 み ら れ て いる 民 な り 5| と 。 
注 27 「 我 等 は これ より 以前 に 知 鐵 を 授かり ] と いう の は 、 女 王 が 既に ソロ モン の 停 大 な 模 力 と 高 に 精通 し 、 
彼 に 恩 誠 を 尽く す 決 心 を し て いた 事 を 表わす 。 
注 28 "ソロ モン は 、 女 王 が 偶像 崇拝 を 止め 、 真 の 信仰 を 受け 入れ る 様 望 ん だ 。 そ の 為 、 彼 は この 高貴 で 覧 明 
な 婦人 に 、 自 6 の 衣 り を 悟ら せ 様 と し だ た 。 ソ ロモ ン が 彼女 用 に 作成 きせ た 王座 は 、 こ の 目的 の 為 で あっ だ 。 る を 


れ は 和 被 女 が 誇る 彼女 自 号 の 王座 より 條 か に 美しく 、 
彼女 より も 物 換 的 ・ 精 神 的 に 般 か に 多く の も の を 与 を られ て いる 事 を 、 
も ゎ 又 、 同 じ 昌 的 で 建て られ だ 。 本文 に ある 通り 、 
れ 、 を の 下 に は 人 角 き 通っ た 水 が 流れ て いた 。 女王 が 宮殿 に 足 を 踏み 入れ だ 時 、 矯 明 な ガラ ス を 水 と 思い 、 
路 わ に し だ た だ 。 し か し 、 す で に 間違い で ある と わか り 、 


神 の 龍 喝 で あり 、 
あっ が 


当館 に ある 宮 農 


あら 6 ゆる 上 声 で 優れ て いた だ た 。 ソ ジロ モン が そう し だ た の は 、 彼 が 


彼女 に 悟ら せる 為 で 
宮 唆 の 入口 に は 厚い ガラ ス 板 が 敷 か 
脚 を 


戸 世 っ て し まっ た だ 。 ソ ロモ ン は この 疲 置 を 用 いて 彼女 が 


ガラ ス を 水 と 取り 違え た と 同じ 様 に 、 彼 女 の 楽 め る 太陽 や や 他 の 神 陸 な る 物 が 真 の 光 泊 で は な い 事 を 気付 か せ だ 。 


それ 等 は 単に 光 を 放つ が 、 


生命 の 無い 物 で ある 。 そ 


僅 の 放つ 光 を 与え を て いる の は 全能 の 神 で ある 。 こ の 様 に 


し て ソロ モン は 税 を 遂げ た 。 こ の 高 條 な 女性 は 自ら の 誤 ち を 告白 し 、 木 や 右 の 偶像 拝 を 離れ 、 唯 一 神 の 吉 心 
な 信者 と な っ だ の で ある 。 
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第 二 二 上 剖 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーー 一 た フフ ペナ 、 パ ルレ パリ 0 ね や ね や ね べべ べべ 


アデ アル ・ ナ マル 


テ 1 3 で み っ タ しま お し MM 4 
0 で で この 上 に 0 人 0 の こ WK お 5 で 、 国 四 は 562A。0 0430 70 PS 
炎 い を 及ぼ せり 。 面 し て 、 改 心 す る こと な 
の の か この 。 ッ ブタ 
8 ⑨ 〇 吹 yos Ss う いら DA 
4E) キ ーー ょ > アッ ラー に 天 % プン プッ タン シン レン ラン ン る ン レ タン 5[ us ン ン 、 タ ェ ン 
DU 條 等 は 到 え トナ タラ に きっ で ON が 9 64 る 5 4UA] 5 中 5 AU1 AVTIUC 
我 等 必ず 夜 に 乗じ て 彼 と 彼 の 家族 を 襲わ 」 ッ 8 
ん 。 町 し て 、 そ の 後 、 害 者 の 筐 族 に 告げ の CueA2(GU226 る じ da) 
ん 、『 我 短 は 彼 の 家族 の 殺 害 を 日 撃 せ ぎ 5 
き 、 げ に 我 等 の 言葉 は 真実 な 9j と 。 
gi1N 計 沈 ぶ の 「 マ プ ュ 時 ノッ タク シブ シッ クタ る クン イン 員 クン ン 2 アク ン ン 
51. か て 、 彼 等 は 一 計 を 案じ た れ ば 、 わ れ ら 6  @⑥OyA522 3 っ も 2 5 の ツ と っ 
5 東 せ り 。 然 れ ど も 、 彼 等 を の こと に 気 づ 
か ざり き 。 ( 注 29) 
1 NN ゞ ーー 葉 ア ょ ミコ に 2 マン ェ ン プ ヽ ィ ” ノン ー ン [ノン すさ イア 
52. 見 る が いい 、 役 等 の 企み が 如何 に 不幸 な 結 6225 20 く (の 905 に OS の 5 
玉 に な り し か を ! げに われ ら は 、 彼 等 並び 3 
ー ュー モ ) ゃ ュ プラ ーー アタイ ゥ う サン タマ る 
に その 民 を 同時 に 共 く 減 ぼ せり 。 @⑥ り CAT 2 っ os3 5 
ーー ec : の ッ * ンー ちっ 22 アレ の ン ラウ タタ 。 ラ 222 プッ ン 
53. あれ な る は 、 その 不 王 のだめ に 倒壊 せる 彼 5 965 204940 と 3 
の 家 な り 。 げに この 中 に は 、 道 理 を 尋 え - 5 
た 人 々 へ の 神 光 あ り 。 の OS の 58 2 り 
54. 面 し て 、 わ れ ら は 、 神 を 信じ 且つ 早 れ 散 い 出生 
8 ょ いい 12 | 由 AU 
だ る 人 々 を 救い た り 。 9 の po 2 12s| び い Cco15 
oo っ . まだ わ 物 ら は 、 ロ ト を 使徒 と し て 人 わし た 2 52 の の 
9。 時 に 彼 は 、 己 が 一 族 に 評 え り 、「 ぉ 前 た の bllo ゅ Gt 叶 SU595 
ち 、 そ れ を 起 い と 知り な が ら 、 敢 て 酸 行 を の すわ 生 
(つう たら 
犯す や ?7 2 
5p . 何たる こと ぞ ! お 前 た ち 女 より も しろ 男 ルン | っ タ > を フッ スー スレ の の の クン と 
0 も 415OTTP CO5) 2 
に 欲情 を 抱い て 近づく と は ? おぉ 前 た ち は 本 2 0 5 
当 に 無知 な る 徒 募 な り 」 と 。 25 
し か 
57. 然るに 、 彼 の 一 族 の 答え は 「 ロ トー- 家 を こ る | ンス レ [ンタ 
2 3 うか らち eo 人 e め の に ogUS 
の 邑 か ら 放 遂 せ よ 。 彼 等 は 高潔 ぶる 一 門 な の に 
キュ ュー ょ ミエ イ の の ノイ 2 の を 2 ダン ッッ au 誠 
0 を 6 の らち Gee の きら ちり 
注 29 モハ ッ マ ド 括 言 者 は メッ カ か ら 逃 れ た が 、 結 司 クラ イシ ュ の 軍勢 は 全滅 し た 。 彼 等 は 、 モ ハッ マ ド 頂 


言 者 を メッ カ か ら 追 放す る 事 が 自ら の 減 亡 に つなが ろう と は 思い も し な か っ た の て ある 。 
モー セ 、 ダ ビデ 、 ソ ロモ ン 、 す サー レ 、 ロ ト に 関す る 話 は この 節 で 終わ る 。 こ こ に は 神 の 平和 へ の 願い 、 


注 30 


人 類 に 世 の 全 て の 善徳 に いて 恩恵 を 与え る 神 の 痕 言 者 及び 選民 へ の 祝福 が 述べ られ て あっ た 。 こ の 後 の 門 は 
神 の 存在 ・ 神 の 偉大 な る 力 と 唯一 性 を 示す 主題 へ と 移る 。 
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96 . 


60. 


51 . 


8 


64.『 


注 31 
り る 了 国 と 年 命 
直 32 
生 33 
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か く て われ ら は 、 ロ ト の 妻 を 除き 、 ロ ト と 
を の 家族 を 救い た り 。 わ れ ら は 彼女 を 後に 
姓 る 者 の 中 に 加え た り 。 
耐 し て われ ら は 、 彼 等 の 上 に 束 る 種 の 両 を 
計 も し だ り 。 を の f は 区 を 先 けた 人 
= は 拉 な りき 。 

夫 五 項 
去 え 、「 ア デッラ ー に 讃え あれ 、 そ の 選び 給 う 
た 僕ら に - 平 安 あ れ 。 優位 か る は アッ ラー な 
り や 、 は た また 彼 等 が アッ ラー と 裸 せ 中 る 
袖 々 な りや ?」 と 。 ( 注 30) 
天地 を 合造 し 、 お 前 だ ちの だめ に 水 を 大 空 
か ら 6 降 し 、 ( 注 31) 以 て 美しい 時 樹 岡 を 繁 
成 きせ る は 誰 ぞ ? それ 等 の 千林 を 成育 きせ 
る は 、 お 前 た ちの 能 く する と ころ に 非 ず 。 
アッ ラー に 此 肩 し 得る 神 在 りや ? 否 、 役 等 
は 正しい 道 か ら 6 逸れ 行 くば か り 。 


. 大 地 を 安 忠 所 と な し 、 河 川 を を その 中 に 引き 


ーー つの 海 の 
( 注 32) 
役 等 


不動 な る 山々 を その 上 に 置き 、 
問 に 隔 炊 を 設け だ る は 誰 ぞ ? 
アッ ラー に 此 請 し 得る 神 在り や ? 簿 、 
の 大 半 は 知ら ざる な り 。 

困 鍛 せる 者 の 祈り に 応え て その 不幸 を 取り 9 
控 き 、 お 前 た ち を し て 地 を 嗣 し ゅ る 者 は 誰 
ぞ ?7 ( 注 33) ア ッ ラ ー に 此 記 し 得る 神 在 
りや ? お 前 た ち は 殆 ど 之 を 雪 感 せ ず 。 


塗 補 の 賠 刀 の 中 て お 的 だ ち を 避 き 、 ま だ た だ 、 
終 悲 の 先駆 し し て 誠 報 の 風 を 送る は 誰 ぞ ? 
アッ ラー に 此 肩 し 待 る 神 在り や ? デ チッ ラー 
は 、 彼 等 が アッ ラー に 併せ 祀る 者 よ 9 品 か 
高く に お わし ます 。 

MG 主題 に 浴 い 、 
そし て 遇 と 川 。 


前 節 に 始ま る 主題 は 、 処 所 で 更に 深く 広 て な る 。 
神 の 人 逢 大 な る 力 は 自然 の 法則 の 素 時 らし きる に 表 る れ て 
その 声 を お 聞き に な られ だ 時 、 そ れ は 人 人 の 心 に 表 る れる 。 


まず は 自然 に 関す る 話題 か ら 始 まる 。 


ュ ラ の ノ 2 デア ゥ ン 


OO5 GL2191 50313 MR 


アア ニン メイ 


思 2 5? 本 う CK ゥ 1 プラ アレ 
⑲C っ OADB2 2 5D55 ect 渦 2 
5 \ リン る の ョ ン ? * 
た と た 110 ッ UE で 和 Ye3( 有 に 

チレ (<1 26 7 

の OSG13 ) 
ン 6 2 クープ クン ラン レ 2 アグ 
|O デ bo の JSLOS の | 


9 S5 802 人 S 多 北 sy 
PCCA KN は 
の oo5 2823 
ICUGS1nI だ GDI 
ake 5SloR ひ る っ の 223 
OPC も (人 5 


2 ンド AFS 


DS350 の 026 IP 5 
の 9 3 
JA 


1 2。 アン プラ ンク ェ 0 


5123 知る 科 つ OsOSD コ 
6 を 拓 4 の いあ 


を れ は 、 天 地 の 剣 造 、 不 毛 の 地 に 降 


ぢ なり 、 人 人 が 苦し み の 中 で 神 に 救い を 求め 、 神 が 


ー591 一 


T・ と os! 
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し か これ アア ゥ プ う ラル レッ 2 ゥ の る | 
65. 始原 の 創造 を な し 、 然 る 後 之 を 生殖 せしめ 、 3 28028 合 333| NO 
( 注 34) 琴 と 地 か ら お 前 た ち を 扶養 する は シレ レタ ン 人 の 
剖 そ リア ッ ラー に 比 崩し 香る 神 在 りや ? oe AUzb5yb 交 So 
ぇ 、「 も し ちゃ 前 た ちの 言葉 が 真実 な ら ば 、 
の 証拠 を 出し て みよ | と 。 CO 人 (| 
っ ち な ん び ノッ ラン? ミラ ンタ イッ ン る イタ 
66. 云え 、「 天 地 の 聞 、 ア ッ ラ ー の 外 に は 何人 も CA31O わ DA 人 326 AS YS 
潤 界 を 知ら ず 。 ま ただ た 、 彼 等 は 、 時 らし め ら ンク ン レク シバ ン レ ラン っ 
れる その 時 を 知ら ず 」 と 。 ORe6feyS3 451 
67. 否 、 来 世に 関す る 彼 等 の 知識 に は 限界 あり 。 SG 42 Cu1E ま 4 円 じ HTC 
と いう より 、 彼 等 は それ に つい て 疑い を 抱 “ と 
デ ウン 4 チ っ タ スン タク w 
く 。 い や 、 そ れ ど ころ か 、 管 み 5。 (CTGKC3 し 生生 る 
第 へ 項 
信心 者 ども は 云う [な ん と な 「! 我 等 や 我 1 の 10t4K4 ピ で < 
68. BR で 43207NINOS 人 生 や 玖 1 っ し 15 い 代 1UGRF の 委 s 
等 の 祖先 が 上 に 帰し た る 後 、 本 当 に 再び 昧 
らし め ら れる と いう の か ? の GE うと 更 
69. 我 等 は 、 つ まり 、 我 等 も 父祖 も 以前 この 事 51 SG2 K 多 5 つや いっ Oc 2 る) 
を 約束 せら れ た だ り 。 さ れ ど 、 こ は 、 住 古 の 只 2 
物語 に すぎ ず 」 と @⑳oJ り 591bC1 9UO ゅ 
に ぐに 。 へ め 0 の 21 ク うり 2 ダグ ゥ っ ろ タ 
70. 光 え 、[ 地 上 上 を 経 穫 り て 割当 り F も の 反 ゅ な 。 CKOEG5SDE oe ご 
未 略 如何 な る も の な り し か を 見 よ | と 。 282 
の ② の Co 
71. 光 、 彼 等 の た め に 支 せ な か れ 、 叉 彼 等 の 策 OOX37 江 3 9 EK Me 寺 仙 0 
95 あ OS 
謀 の 故に 心 を 痛め ゆる な か 和 。 
72. 彼 等 は 云う 、「 も し お 前 の 言葉 が 真実 な 6 ンー 2 と 。 タッ ン 2 
ば 、 を の 約束 が 履行 きれ る の は 何時 な る の ys 人 GIOSS 5 る 
の が | まあ ら 
73. 云え 、「s 前 た ち が 催促 する こと の 一 部 は 、 る jO5S ム と 49556S(SE 
お 前 だ ちの すぐ 後に 接近 し て いる や も 知れ 3 
ぬ A] と 。 og っ 5 DI 
74. げに 液 の 主 は 、 人 々 に 対し て 慈 看 深 くま し ッ ス っ タン ン 
ます 。 然るに 、 彼 等 の 大 半 は 感謝 の 念 な し 。 re る 89ol と 2 2 つら 
の 
注 34 創造 & 出 産 を 表わす 。 
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pl + 
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os た 人 の 主 は 、 人 和信 々 の 胸 に 秘め だ た る こと も 、 の 0 の 2 の 8 っ ン る | 
OR CEMAEW っ 12 
また 顕 わ すこ と も 知り 給 う 。 7 の 


< 」 こ ラッ 移 ょ ナ ュ っ < ュ ッ クウ レデ レン こい ャ 2 「 ン ン 
76. 天地 に 於 て 、 秘 密 な る も 5 の は 一 つと し て が C55 9) 3 っ い や) 5 
《、 す べ て 明瞭 な る 経典 に 記さ きれ て いる な 


ジン ン 


7 スッ ラーン イッ テン 
77. げに この クル アー ン は 、 イ スラ エル の 子 祭 の て 178 い ト e MC eS の 1 は る 
の た め に 、 役 等 が 相 争 う 大 概 の 事柄 を 明示 2 2 
する も の な り 。 ( 注 35) (の JOKESKC ま どす を ENU 
786、 げ に こ は 、 信徒 た ち に と り 折 必 で あり 、 次 トレ ッ ン ンク タン イマ 


7 co 3 ご Ai 4515 
導 和 0 


79. げに 液 の 王 は 、 自 6 の 判断 に よっ て 彼 等 の 12 あ る で < ea る 3 ちく 
! 
韻 を 裁く で し 、 全 能 、 全 知 に まし ます が 故 っ 32 ジン 


ゴ 
加 2 で ナ St1 
80. され ば 液 、 ア ッ ラ ー を 信頼 せよ 。 液 は 確か (の YG'eM| SE GE 


に 、 明 日 な る 真理 の 上 に 立つ 故に 。 
と な ュー 
81. げに 液 は 、 死者 を ( 注 36) 聴か し むる 能 わ 2 sl 2 っ な イン キュ ント の 2 も て ン < 
ツル は っ | ! | 負 | ] Ne5| 
ず 、 ま た 背 を 向け て 進 く 朋 に 光 の 呼ぶ 声 を 2 
聴か し せる 能 わ ず 。 GO Cpuus95 


めく いら mm た 
82. また 液 は 、 盲 を 迷 誤 か ら 6 導く 能 わ ず 。 液 は あゆ 1(0 は ら と 6 ひも の YU の e 
た だ われ ら が 神 兆 を 信ずる 者 に 聴か し ゅ 得 


デ 2『 ルス 2 ラタン イン ュ 1 20 ラグ 
る の み 。 き る すれ ば 彼 等 は 服従 帰依 す 。 WW 
83. だ が 、 憶 決 が 彼 等 に 下さ れる 時 は 、 ゎ れ ら 5 C み 82 ス 4 し くだ (ez 928 


は か ら 攻 る 竹 の 前 を 彼 半 に 6 だ らき SO 23 
ん 。 ( 注 37) そ は 彼 等 を 寄 す ぐし 、 な ん と SU ら ちょ (8 0 6 
な れ ば 、 わ れ ら の 神 兆 を 信 ぜ ぎり し が 故に 。 の 
(の ⑦ の の ァ う ゅ ず 
注 35 この 節 で は ソロ モン の 事 が 述べ られ て いる 。 ユダヤ や ヤ 人達 は 、 ソ ロモ ン が シェ バ の 女王 の 心 を 奪う 為 に 
偶像 味 拝 を 利用 し た 、 と 彼 を 非 雌 し た 。 女王 に 対す る ソロ モン の 態度 を や 巡っ て は 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 に 意 見 の 相 借 
が あっ だ の で 、 ク ルアー ン は この 不明 賑 な 出来 事 の 真相 を 明か し た の で ある 。 

注 36 当 節 の 死者] と は 精神 的 に 死ん だ 者 で あり 、 同 じ 〈 湊 節 の 「[ 盲 | と は 精神 的 十 人 の こと で ある 。 


注 37 これ は 、 林 日 に ペスト が 発生 する こと を 預言 し た も る の で ある 。 当 人 節 は モハ ッ マ ド 預 言 著 目 ら が 解釈 し 
だ た 。 し か し 、 も し ここ に 示 き る れれ て いる よう な 「 ば い 功 )] を 現世 の 富 ・ 物 質 拘 安楽 を の み 追 い 求め る 超 唯 物 
論者 と 解す る な 6 (34: 15),。 当 節 に お ける 「 彼 等 1] と 上 いう の は 、 現 世に 関わ りあ る 物 の み を 求め 続け る 西洋 の 
唯物 論 省 を 指す 事 に な る (18: 105)。 


ーー929 王 





決 が 役 等 に 下さ れる で あろ る ろう 。 


守 39 


で 


注 40 
様 に 、 


モハ ッ マ ド 李 言 者 に 


山 の ご と く (深く 根付 じい て い だ と 思え る 


浴 け 、 


1 らっぱ が 吹き 鳴ら きれ る その日] 上 いう の は キリ スト の 復活 を 指す 他 、 
ょ り 導 か れ た 新た な な 秩 訂 を 示す 。 


消え 去っ だ 。「 山 々 」 と は 強大 な ロー マ 肪 び ペ ル シ ャ 帝国 を 指す が 、 
治 ゆ だ イス ラム 軍 を 前 に し て 、 も み 帝 の 様 に 


第 ーー 上 セ 剖 デル ・ ナ マル 
第 七 
84 . その 日 、 pet は Se れ の 民 が か が ら わ 和 08 (も らし < 5 SL フタ ラン シュ ン ン 
6 の 提 を 折る 人 具 を ひと まとめ に 集 ブン MR 
ナ ノア 2 う タ アブ ィ クッ タブ 
を 別個 の -- 団 と な きん 。 C の うめ る 2 
85. 彼 等 御前 に 下 る や 、 ア ッ ラ ー は 詞 わん 、「 セ お 2 インク S 
mrT ュ ゴ = に ニッ ュ ヽ NR る ヾ 4 タ ?。 セン 
前 た ち 浅 姓 な 知識 を 以 て 、 わ れ ら の 神 上 兆 を KO 33 人 dg 先生 
拒み た る か ? お 前 た ちの 為 し た る こと は 何 | て うる クタ 
0 GoLS SSIKL 
86. か く て 、 自 ら の 悪行 @ え に 、 判 決 は 彼 等 の 95 227 ES イン イン 5 ン ァ ン ン 
か あぁ た () 
上 に 下る べし 。 狼 る に 、 彼 等 弁明 する 能 わ 2 Je 
ず 。 《( 注 38) 
87 . 役 等 惜 ら ざさ る か *、 われ ら が 彼 等 の 休息 の ン [ ブ る 計 ン 」 人 CC<E の イコ ッ クン ー デイ 
と | に CKASK IL し に 
め に 夜 を 創り 、 光 を 以 て 央 や もり やれ 2 SbASS JaIGK rb 
ーー 5 の ニー う 各 っ ン ロ 1 た て ー 内 
り た る こと た を? げに この 中 に は 、 信 ずる ( 〇 324c26 CIKY を し 
人 々 へ の きま ぎ ざ ま な る 神 兆 あり 。 
ー 、s ャ R ク 1 2 イイ ーッ な 2 クラ ッッ ウメ 
88. 尋 入 が 吹き 鳴ら きれ る その 日 、 ( 注 39) うら ご は の らら で も 
アッ ラー が 北 し 給 う 者 の 外 は 、 天 に ある 者 、 を 
ど 3/〆 の 2 9 ア て 。2 デ ブラー ャ ぅ ケー 
地 に - あ る 首 、 想 《 門 怖 に お の の か ん 。 面 し の た 43 人 0 AM ジ Jo5y8 で の 
て 、 謙 り て アッ ラー の 前 に 出 で ん 。 
ッ 市 了 ュ ゞ ユ 5 0 る ンー イレ 人 アタ ン ラッ ン ステン デン ン 
89. 次 は 連なる 山々 を 見 て 、 ( 生 40) それ ヵ に reK の oecW、 5JUsJl 2 やう 
し っ か り と ゆる が ぎる も の と 思う な れ ど 、 2 に 
人 の ンタ ング 人 る 1 円 3 
を は 雲 の 飛 び 去る 如く 消 を た う せ ん 。 こ は 太 51 の 5OSiGd0 b CS て に 色 
物 を 総 忠 する アッ ラー の 御 業 な り 。 彼 は 時 な 
出 だ ち の 所 業 を 共 く 知 ろ し めし 給 う 。 GONEYNVI 
90. 誰 で あれ 療 事 を 行え る 者 は 、 そ れ よ り 更 に イス.g 2 タン で [ンタ 。 の っ ン [を CC 
優る 褒賞 を 賜わり 、 か か る 者 は その 日 の 恐 と っ ぱ の 2p2 0 2 も の 
居 に 動じ ビ ぎ る で 2 
也 に 動じ ざる Re ⑮ 〇 s21 つこ 2 
注 38 人 00 の 35 お 28528 の 


トラ ン ペ ッ ト の 吹奏 の ご と 


古い 理 泡 や 法 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 才 の 出現 と 共に 、 周 が 流れ る 


この 両国 $、 圧 倒 的 な 勝利 を 


四散 る せら れ た 。 
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91. な れ ど 、 吉 事 を 行え る 者 は 、 業火 の 中 に 逆 Q3 5GIIG の 3 し [ンタ ン ン 


様 に 投げ 込ま れん 。「 ぉ 前 た もち は 自 ら の 行 旭 ク ジー テテ の つの う 

中 * 衝 | 1 ン ラ ン ッ テル / し アン ッ ン ッ タ 

に 対し て 哲 剖 きれ ざる か 7 CD 21 る うら 章 1955 
92. 云 ん 、 | 我 は な だ 、 王 が 勤 域 し な され し この 2 1 し サル る ? し 8 

2 suMllsAA の 

時 の 主 に 仕え よ と 征 ぜ られ て い る の み 。 CUE ン 


( 注 41) 万 物 は 彼 の 学 中 に あり 。 面 し て 、 表 6 の < 導 の る 2 4 
は 、 神 に 甘 心 服従 する 者 の 一 人 た る べ で し と 
命ぜ ら る 。 





9 また 、 ク ルーン る 末 す 6 こと も 1 G928CSBedea3 SU 
され ば 、 誰 で あれ 裕和 導 に 従 う 者 は 、 己 れ 白 5 の 2 2 

_ ン 本 る アー ラン と 4 
身 の 幸 福 追求 と な り 、 かけ る 者 に は 「 我 のろい 1 し 5 US5 る ら 2 2 

は 一 臣 告 者 に すぎ ず ] と 云え 。 の の 
@⑲ 上 の けいこ | 
L か 

9 用 6 二 だ た ウ ビデ に 閥 え あ れ 。 彼 は お [レン 中 フイ タタ ッ ンプ CFM ター 
前 だ ち に そ その さま ざま な る 神 光 を や が て 示 PP Oval あう 
すべ し 。 面 し て 、 前 た ち は 之 を 認め ん ] の の Rd Bt 

と 。 液 の 主 は 、 ぉ 前 た ちの 所 業 を 関 電 せ ず 。 0 
生 41 偶像 球 捧 が アラ ビア か ら 5 無く な れ ば 、 カー ズバ 宰 は その 重要 性 を 捧 い 、 そ れ と 共に 自ら の 保管 者 よし 


て の 威信 も 内 われ る お 旨 と メッ カ の 人 々 は 到 れ た 。 (カー ババ 神山 に は 、 イ スラ ム 教 以前 の 当時 に メッ カ 
の 信 々 に より 偶像 が 祭 ら ちら れ て いた だ た) この 節 で は 、 彼 ら の 誤っ た 考え を 正 し 、 世 界 の 活力 の 中 心 で あり 、 全 人 類 
に 向け られ だ 神託 の 中 心地 と し て 、 メ ッ カ は その 重要 性 を 失う 事 な く 、 む し ろ そ の 大 信 は 深まり 、 終 わり の 時 
まで 祭 め られ る と 説い て いる 
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アル ・ カ サス 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね み な ピン 】 2 ど っ 
1. 慈 悪 深く 、 恵 み 退 く ア ッ ラ ー の 御名 に お ない 〇 の ター テル ーー テツ | し っ 
人 
テー ーー 
ン 本 た ー ド な ニッ ン せり (の CO 
めい り よ う ッ の 2 ゾ 0 グイ リア ロー 
3、 こ は 明瞭 な る 経典 の 諸 節 な り 。 OPCWMITSNYITEMNG 
ンー ン アラン っ スッ し ッッ ン 
4. われ ら 6 は 信ずる 人 々 の た め に 、 モ ー で 並び っ し の と 52 の ら っ CA 
に ファ ラオ の 正確 な 話 を 流 に 復 謗 す 。 レラ タ 22 
CTO 


ら ン ン | アン ン ン タデ う ュ 
5、 げ に ファ ラオ は か の 国 に お いて 横柄 に 振舞 S く さ 2 OS の MAO る 1 


い 、 そ の 民 を 幾多 の 党派 に 分 ち た り 。 彼 は シッ シン レッ スッ 。。 な 

民 の 一 部 を 護 び 、 そ の 息子 ら を 殺し 、 婦 女 (まっ | で GO っ る 2 

子 の み を 容赦 せん と 斉 れ り 。( 注 2) 彼 は 確 ンー。 20 レー ンク 7 お 2 ンー 
容 : ( 注 2.) 役 は 確 の の 6 る に 


か に 座間 者 な りき 。 


2? タ ッッ ン タッ 9 


6 . われ ら は か の 国 に おい て 抑圧 きれ た 人 々 に Co は So oO SS は 2 


貞 み を 与え 、 彼 等 を 指導 考 と な し 、 わ 和 れ ら ea て る る る イィ 2 
が 因 串 の 後継 者 と な すべ く 、 OOETIYNE Ao 


〆 ! アーデ 2 プ ッッ 。 う ブラー レ に ほる グ 
7 彼 等 の 勢力 を か の 国 に 確立 し 、 フ ァ ラ オォ と CRLA5O55 5059 は 2 お で 5 っ 
に と その 時 勢 に を の 危 快 せ る こよ を グラ 2 スッ ンタ @ っ タン 5 ョ クッ ン 
示 き ん と 和 欲し た り 。( 注 3) 〇 の の の いひ 15 ビ し と し 2 うっ ゃ そう 


注 1 恵み 深く 、 す べ て を 聴き 、 す べ て や 知る 神 ! 


注 2 20 世紀 に お いて 、 西 御 の 桶 民 地 化 政策 に よる 分 断 と 統治 が 行なわ れれ た が 、 フ ァ ラ オ も 同じ 政策 も や とり 、 
成功 を 治め て いた だ 様 で ある 。 彼 は エジプト 人 を 分 割 し 、 そ の 間 に 不 公平 な 差別 を 作っ た 。 引 立て られ る 者 も あ 
れ ば 、 搾 取る 和 れ 抑 庄 き れる 者 も あっ だ た 。 モ ー ゼ 一 族 は 後者 の 不幸 な 人 人 々 だ っ た 。 「 そ の 息子 を 殺し 、 婦 女子 の み 
を 容赦 せん | と いう 言葉 は 、 イ スラ エル 人 支配 の 為 、 フ ァ ラ オォ が その 男 達 を 攻 し 、 女 の み 生 か し 続け だ 事 を 外 
見 的 に 示し て いる が 、 今 一 つの 意味 や この 語 は 持つ 。 フ ァ ラ オ は 、 搾 取 と 冷酷 な 抑圧 を 持っ て 、 イ スラ エル の 
男 達 の 力 を 稚 い 、 女 の 様 な 肛 病 者 に し た 。 


注 3 エジプト に お ける イス ラ エ ル の 民 の 刀 廃 は 約 望 的 と な り 、 フ ブフ ァ ラ オ と エジプト 人 の 非 導 ぶり は 最 如 の 
も の で あっ た だ た 。 全 智 の 神 は 、 抑 圧 者 を 前 し 、 被 抑 尼 者 を 解放 する 様 命じ (、 を の E き 袖 は モー ゼ を ち お 選び に な っ 
だ 。 全 て の 神 の 使者 の 時 代 に 起き た この 出 米 事 は 、 イ スラ ム の モハ ッ マ ド 頂 言 者 の 時 に 全て 明らか に され た だ 。 


= 





第 二 十 入 近 ル ・ カ サス 
8 . カ か 〈 SL われ ら 6 は ば 、 モー で の 二 に 志 ぞ 1 r 二 RE ゥ プ ゥ マン す 29 9 人 て (ビュ ン ラ アレ 
に ペー Aa | | 5 

夫 云え り 、「 彼 に 乳 を 飲ま せよ 。 興 児 の 身 は > MD ルン 

に 危険 を 感じ た ら 、 た だ だ ち に 役 を 河 に 捨て Mi 635 36Y222086 PIE を 


10. 


ML 


2 


13。 


14 , 


注 4 
を 裁 《 も の と な ろう と は 、 


注 5 
女 は 全て の 事 、 彼 女 が 神 の 世 示 を 受け 、 


所 箇 し て 、 条 じ 各 し む な か れ 。 な ん と な 
れ ば 、 わ れ ら は 彼 を 湊 に つれ 戻し 、 面 し て 、 
使徒 の 一 人 た だ たら し めん 」 と 。 


・ ファラオ の 家人 は 、 後日 己 れ ら 6 の 敵 と な り 8 


愛 成 の 因 と な る べき 明 児 を 拾い あげ た り 。 
SI その 車 誤 は 
罪深い 徒 避 な りき 

ファ ラオ の 后 は 云え 9 り 、「 こ の 子 は 、 姿 と 流 
の 眼 の 喜び と な らん 。 殺す な か れ 。 多分 将 
来 、 我 等 の た ゆめ に 役に立つ や も 知れ ぬ 。 
或いは 、 養 子 と する も よし 」| と 。 彼 等 は を 
の 成り 行き に 気づか ざり き 。 ( 注 4) 
モー で ゼ の 坪 の 心 は 不安 を 免れ だ 5} 。 も し わ 
和 れ ら が 彼女 の 心 を 強固 な らし め 、 殻 然 た る 
信者 た らし め ぎ ざり せ ば 、 役 女 は 危う くそ の 
真相 を 明らか に する と ころ な りき 。( 注 5) 
坪 は モー ゼ の 姉 に 向っ て 均 え り 、|[ 役 の 後 を 
追え 」 と 。 姉 は 境 く より モー ゼ を 見 守り し 
が 、 彼 等 は それ に 気づか ぎり き 。 


われ ら は モー ゼ に あら かじ め 、 す べ て の 乳 
世 を 拒む べく 定め だり 。 を こ で 、 姉 来 た り て 
評 えり | あな た が だ に 代わ っ て この 子 を 育 
て 、 こ の 子 の た だ ため に 幸い を 祈る 人 だ 6 ん と 
な る 家政 婦 一 家 を 教 を ましょ うか ?」 と 。 


か くし て われ ら は 、 モ ー ゼ を その 母 に 返し 
彼女 の 眼 を 喜ば し め 、 そ の 悲し み を 除い て 、 
アッ ラー の 約束 が 真実 が な る ぁ こ と を 知ら し め 

ざる な り 。 


だ り 。 きれ ど 、 役 等 の 多く は 知ら 6 


神 の 下 き れる 手 有 段 は 実際 計り 知れ な い 。 ファラ オ に 深く 愛さ れ て いた 子 が 、 
彼 が 気付 て は ず も な か っ た 。 こ の 裁き は 、 フ ァ ラ オ が 神 の 戒律 を 否定 し 、 長 い 問 イ 
スラ エル の 氏 を 抑圧 し 、 虐 げ ば て 来 だ た 為 に 下 き れ だ の で ある 。 


レル の 


OIGAVeIFC の 9 レビ ィ WI 
クン ン る の 2 ァ ン 2 アン ラン っ 5。 1 ノン ン ラ 
CGIY 沈 4 の ORCHIEUSSI 


ンタ ンタ クン RI 


っ ぷ つ 9 (みう 


プー デア 2 ラン 2* デ 


0194 きき HI は うら 3 81 


イト の イン 5 キクタン タン トン ラン ラ 。 タッ? 

0 39 の の っ と bsl 155 
ン ンク と ン タン っ ン で レノ レノ ョ ン ゥ デ イン クイ スタ ュ ン 
うう 1 の) の さぶ 9 


プン うっ? タラ ンー 


に 』 


^o 1 


に 」 


(いら ゅ smS Y) 
タ ン ン レッ プン ノ レン 
GS 8 で o1 う 
の seo CE3 19 り も 
アア ep ラン タン ンコ 。 
MoreS3 反 os 
ンー ラク ッ ッ ン ン 
の ら ジ 5 
を 久 レ ラン ュ ン レレ 2 1 OK 
PUsclGfds UE 
ン ラク イラ ラン イン イン タタ ンー ラッ ン 
上 の ずら ) 間 生 の 
00O 2 り 2 の る た も 1 介 1KCtE 


@S%5 の NE 


ある 日 神 の 手 ど ファ ラオ 


モー で ゼ の 生 親 は 自分 の ます も と に モー ゼ が 戻っ て きだ と き 、 価 と 喜ん だ 事 で あろ う 。 余り の 喜び に 、 彼 


それ に 従い 息子 を 川 に 入れ だ 事 等 、 を 人 々 に 話し て し まう 所 だ っ た 。 


5 た 


ーー いい - コ 


第 二 十 八 音 アル ・ カ サス 
し か 系 一 項 

15. 面 し て 、 モ ー ゼ が 成人 し て 、 分 別 盛り に 達 -』(2 イ 1 る (2 の ン で る タン ン 

8 し IX で え 1 | 

し た る を 機会 に 、 わ れ ら は 彼 に 知恵 と 知 デン CCEOfC1GE 
を 与え を だ り 。 か くく の 如 く 、 わ れ ら は 善 事 を ⑲C の 41 と GU 
行う 人 々 に 報 ゆ 。 CC 2 ン 

16. 疎 る 時 、 の 住民 が うっ か り 5 し 区 、12 商 RU 3 の 生 ン 5 どう 和 ン ン 

ふい (に 20e と ce CSJ よっ) 

だ た 隙 に 町 に 入り た り 。 を そこ で 、 彼 は 二 人 の 上 0 いと 1 ー 
男 が 争う の を 見 た り 。 一 人 は 彼 の 仲間 で あ 22359 IJA SU 5 つの 4 





9 、 他 方 は 敵 な き 。 彼 の 仲間 は 彼 に 助 勢 
を 求め た り 。 き され ば 、 モ ー で は 探り こぶ し ec2 の 0 OS 82AE の 2 1 ひ AA ふう 


に て 敵 を 強打 せり 。( MED を の 男 。 ち イレ ュ ラ と リラ の 名 s > も 
は 死す 。 モー ゼ は 云え り 、「 こ は 恒 麻 の 仕業 3 の 599 9 うと こ 
な り 。 げに 邊 は 人 人 を 逐 わ せる 明白 な る 英 な G ゆ ッ し 5 タン に | アプ ョ 1 イス 
り 」 と 。( 注 7) り 2 う Je US っ JS 


17 更に 云え り 、「 主 よ 、 我 、 己 が 殊 を 損 な を もり 。 ーー ュ ィ ンタ ト 3 
わ く は 我 を 薇 し 給え を] と 。( 注 8) る れ ば 、 むっ ら ゅ 9S と OS 
E は 彼 を 敷 し た り 。 主 は 寛大 に し て 、 慈 悲 クイ ンタ の る 
主 は 彼 を 赦し た り 。 主 は 寛大 に し て OPC 2 51 


本 まま すら 


18、 更 に 言葉 を 続け 、「 主 よ 、 液 は 我 に 慈 半 を 垂 _ 愉 0 36 sus 
れ 給 を し 故に 、 我 は 決し て 罪 を 犯す 著 の 味 トマ 





M ヾ ヽ * ヽ ょ ゥ タフ 

方 と な ら ざ る で し | と 。( 注 9) 0⑰ て か っ > 人 CU 
ュ ア ーー デ 

注 6 高い 特性 を 備え 、 高 度 な 理念 を 抱 じ て いた だ の で 、 モ ー ゼ は 常に 弱く 上 雪 げ られ た 者 に 対す る 助力 を 心 掛 


け て い だ 。 その 為 、 委 し い イ スラ エル 人 が 優 慢 で 残酷 な エジプト 人 か ら 6 救っ て くれ る 様 頼 ん だ 時 、 モ ー ゼ は 直 
ち に 救出 に 向かっ た 。 

注 7 「 こ は サタ ン の 仕業 な り ] よ は 、 ア ラブ の 成句 に よれ ば 、 悪 い 事 が 起き た と いう 意味 で ある 。 つ まり 
| サタ ン が … 人 の エジプト 人 人 と イス ラ エ ル の 民 の 一 人 と を 戦わ せ た の で 、 私 は 虐げ られ だ ただ イスラエル 人 を 助け 
に 来 な けれ ば な ら な か っ だ が 、 和 悪い 結果 (相手 の 死 ) し な っ て し まっ た 。」 の で ある 。 又 、 旨 頭 の 言葉 は 亡くな っ 
だ エジプト 人 人 に 向け られ だ も の と も 言え る 。「 こ れ は 、 お 前 の 帯 魔 の 様 な 行 導 が も た らし た 。] 言い 換え れ ば 、 
「 お 前 の 死 は 、 その 弟 行 ・ 犯 罪 に 道 を 発する も の で ある 。」 モー ゼ が 武器 を 使っ た 訳 で は な く 、 喉 エジプト 人 か 
ら 身 を 守る 為 入 を 振 る っ た と いう 事実 は 、 エジプト 人 の 死 が 事故 で あっ た 事 を 示し て いる 。 当然 、 モ ー ゼ に 彼 
を 殺す 意図 は な か っ だ 。 クル アデ アーン は 、 モ ー ゼ が この 人 節 で 述べ て いる エジプト 人 の 巫 行 に つい て は 触れ て いな 
い 。 が 、 こ の エジプト 人 が 、 イ スラ エル 女性 に 淫 を 強い た と いう 記録 が ある 。 それ 由 に 、 こ の 彼 に ある 省 い 
が 起き 、 モ ー ゼ に よる 王 小 、 そ と し て エジプト 人 の 死 と な っ た 事 は 明白 で ある 。 


注 8 人 気 し い イ スラ エル 人 を 二 け よう と し て 、 モ ー ゼ は エジプト 人 を 尊し て し まい 、 我 身 を 危険 に きら し 、 
負 いき れ な い 重 荷 を 月 ら に 科 し て し まっ た と モー で は 悟っ た 。 そこ て 後 は 、 支 配 階級 の 者 を 灯 し て し まっ た 
事 で 起き る で あろ う 災 いか ら 我 身 を 守り 賜 え と 神 に 祈っ た (Jew. Enc. Moses 参 昭 ) 。 

注 9 この 節 で は 、 モ ー ゼ が 神 に 語り か け て いる 。 よ 1 あな だ は 常に 寛大 で あら れ ま す 。 そ れ 由 、 胡 人 人 
の 御 好 深 に 感謝 し て 、 私 は 約束 致し ます 。 私 は あの 時 と 同じ く 、 常 に 抑圧 きれ る 者 を 助け まし ょ う 。 そ し て 決 
し て 抑 正 する 側 に は 立た な な い で し ょ う 。]」 ある い は 決 の 様 な 意味 に も と れる 。[ 神 よ 、 邊 入 は 常に 私 に 宮 大 で あ 
られ ます 。 で すか ら 、 抑 圧する 者 に 味方 する 等 この 私 に どう し て で きま し ょ うか ?」 


で の 


第 二 上 上 章 アル ・ カ サス 
19. 翌 翻 、 モー ゼ ぞ 町 中 に 在り て 、 3 て し 2 イイン クン し ン ? 日 ン ン > イン 
つ 替 戒 す る と 、 見 よ 、 前 日 彼 に 甚 け を 求め ei Sb た So は で so 
1 テ ォ エ 。 ュー・ と ょ に と 拓 イス (スタ ッ ン ッ ン ゥ デラ / ン ンタ ン > 
2 8 再び 彼 に 援助 を を え 0 ぜ は JG* 江 : 
男 に 向っ て 云え り 、「 液 は 明らか に 誤り 導 か プン 


れ し や つ な り 5 と 。( 生 10) ③⑨ote びゅ 9 51 
20 . 共同 の 敵 た る 男 ( 注 11) を 制 せ ん と に ィ % ん 9 5 ン っ 1 0 ラグ テレ ング 2 アァ イイ イィ 
時 、 を の 男 は 所 を た り 、「[ モ ー ゼ よ 、 溢 は 昨日 53A22AG00 も AS OS CS 


に 


人 を 殺し だ 如く 、 我 を 組 る ん と 欲す る や ? ある 放 人 
- リッ L] と 
流 は この 国 に 訟 て た だ 革 若 た らん と 欲し 、 ざい アル O 


仲裁 者 た る こと を 欲 せ ざる か ?」 と 。 CO 9 Ms っ oee9 し 


夫 了 の は ずれ ゥ っ ゅ ひ 1 う 1 ゅ ン ュ グ ッ ロロ と て ア の 
21. 折 し も 、 一 人 の 男 が 町 の 外 より 走り 来 た り て 、 と 633 SCO さ ち 全う 
の り 調 「 モー ゼ よ さ 、 実は 、 長老 た ち が 六 を アブ リ 。 292 の ョ レン アコ SR ンー グン 2 
殺さ る ん と 和 協議 中 な り 。 る れ ば 、 人 逃げ ば よ 。 げ で G び る > せく 2 人 ao23 JO 
に 我 は 、 流 の た だ ため を 思う 者 な り 」| と 。 %11 ン 
玉 1 竣 う 攻 な り 」 (の 8 る 2 


29 か く て 彼 は 、 用 心 肌 つ 警 戒 し な が ら 町 を 後 2 So の る ノン ン iC ン ? る 3 
に せり 。 彼 は 云え り 、「 主 よ 、 不義 な る 徒 医 


ン ぅ ッ と 『 
か ら 我 を 守り 給え 」 と 。 Jo し 29 
系 二 項 の アノ フッ レン ン デデデ ン 51 
RSE い 〇 ! (人 デ AE OS っ 33 に 
、「 主 は 我 を 正しき 焦 に 導 か ん 」 と 。 
の 2 2 
24. 前 し て 、 マ ド ヤ ン の 水 場 に 来 て みる と 、 る っ る る 022002 人 4 い 


こ に 羊 の 群 に 水仙 いす る 一 団 の 男 等 あり 。 ' 

男 等 の 傍 に 二 人 の 女 あ り て 、 自 分 た ちの 羊 ag と 2 
の 群 を 控え を させ て いる を 彼 は 見 た り 。 彼 は 」 - ii 
回 えり 、[ 価 事 で や? 」。 ( 注 12) 彼女 た は と 833CGCSEEC EGO5505 


注 10 5 人 答 め た 様 で ある 。 「 お 前 は 思 か だ 。 自ら の 行 竹 が どの 様 な 
事態 を 招く の か に 思い 肪 ば は ば ず し て 、 委 ち の 内 に 災難 に 巻き 込ま れ て し まっ た 。」] こ の 言葉 は 一 般 的 に 誤解 きれ て 
2 きら の お 

注 11 「 共 同 の 敵 た る 男 ] と いう 言葉 か ら 男 は エジプト 和信 だ っ た 事 が 分 か る 。 型 等 に ある 様 に 、 も し 彼 が イ 
スラ エル 人 な ら 、 彼 は エジプト 信達 と 結託 し 、 先 日 の 一 件 を 当局 に 通報 し た は ず だ 。 だ か ら こ そ 、 彼 は 、 そ モー 
ゼ ぜ や モー ゼ に 助け を 求 ゆ だ た イスラ エル 人 人 に と 5 共通 の 敵 び どっ だ の で ある 。 

注 12 何 を お 困り で すか ? 


5 人 午 = 
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25. 


26 . 


27 . 


28. 


29. 


5 は 人 答え り 、「 牧 章 た ち が 羊 を 連れ 去る まで 
6 2 水 飼い する を 得 ず 。 を そ は 我 
父 甚だ 老い た れ ば な り 」| と 。 


MI 
に 水 鍋 い を し た り 5。 釣る 後 、 屋 際 ! に 退 い て 
が えり 。【 半 よ 、 我 は 何で あれ 我 に 降 し 賜 ぇ 
> 


彼女 等 の 一 ー 人 差し け - モ ー ゼ の と ころ へ 
生生 
水 飲 い た る こ ほ に 対し 、 我 が 食 が 液 を 招き 
に お 礼 を な きん よ す ] し る れ ば 、 モ ー 
ぞ では 老人 の 所 へ 行き 、 己 が 身の上 を 語 

を 人 は 支え り 、「 和 4 ぉ なかれ 。 抜 は すい 
不義 な る 徒 輩 よ り 免れ た たら 

一 入 の 女 の う ち 一 人 が 「 我 が 父 よ 、 彼 を 雇 
い 給 え 。 光 の た め に 最適 な る 仕 用 人 は 
健 に し て 信用 の お ける 者 な り 」 と 云え 5。 
老人 信 は モー ゼ に 云え り 、[ 液 る し わし の た め 
に 八 年 間 働か ば 、 わ し は 二 人 の 娘 の どちら 
か を 液 と 要 わ きん と 人 鈴 す 。 も し 期限 を 年 
と せん と 人 鈴 し な ば 、 こ れ ま た 液 の 意 に ま か 
せん 。 わ し は 次 に 難儀 を 課す る つも りな し 。 
S5 し アッ ラー 欲し な ば 、 液 は わし が 公正 な 
人 人 間 な る こと を 知る ご し |] と 。 

ド は 寺 え 「 こ れ 液 と た 我 と の 間 の 取り 
決め な り 。 我 二 ー つ の 期限 の いづ れ を 須 行 す 
る と も 、 我 に 非 は な し 。 アッ ラー は ば は 我 等 が 


える こと を 見 党 す 」 と 。 


30. 


詩 13 


世俗 の 繋が り を 一 切断 っ た 。 モ ー ゼ は 神 昼 な る 魂 の 谷 の 線 に 立っ た だ け で あっ た が 


第 四 項 
か く 《 て 、 モ ー で は る その 期限 を 満了 し 、 家族 
ょ 共に 旅立ち 、 山 の 此 方 1 に 一 つの 火 を 認め 
だ り 。 彼 は 家人 に 云え り 、「 こ こ に て 徒 て 、 


我 は 燃 ゆ る 火 を 認め た り 。 我 行き て 其処 よ 
り 消 息 を も たら さ ん 。 或いは 、 燃 えさ し を 
持ち 帰ら ん 。 き すれ ば お 前 た ち 曖 を 得 べ し | 
と 。 ( 注 13) 

虐 直 や 神 と の 霊 的 変わ り に は 、 独居 が 必要 で あ 


人 E 


58 ば 人 し 3 
の 5 ンー ッ ラン ST 


⑨ 5 Ao2 | 


アウ ブッ 
こ J >! 


ーー 


OECD が IYCTNEICUYC 


CS ET で スジ 。 4fO は と ya IEOYO1 
6 aol 4 る 


テー 


EK 


GAS づ お | とら の 
We MIE ee の の } 
CC 二条 Pt の 
ES 
Co GCCYG 電 
3 人 半 じ ル 約 凍 
ジーI2CsOS 5 SG 


Au 


cd23 み ッ ディ 、 


eV 


8U2IAAyO6e 和 5 っ Es 


ゃ ァ デ ロ デバ 


2 3 
ok 


1 と DC まで と 


る 。 モー ゼ は 神 と の 吉 的 交流 を 授かる 為 、 家族 と 見 れ 、 


モハ ッ マ ド 預 言 者 は 実際 


6000 一 


ェ 「AY て 


叶 | に 八 章 


30R 


92 , 


9 


34. 


90 . 


35 . 


97 . 


谷 へ 入っ て いっ だ 。 (53 : 14,。 15)。 モ ー ゼ は 、 
行く 事 は で き 
jE 14 


彼 火 の 傍 に 至る と 、 谷 間 の 右側 の 聖なる と 
ころ に ある 木 か ら 6 声 あ り て 、 呼 び か けら れ 
だ り 、| モ ー ゼ よ 、 わ れこ そ は 万 物 の 主 、 ア ッ 
ラー な る ぞ 」| と 。 


時 


彼 を の 杖 が 蛇 の 如 くく 動く を 見 た 、 退 い 
て 逃れ 、 後 る を 振り 向 か ぎ りき 0 で よ 」 
と 声 あ り て 、 NN 「 も そっ と 返 う 、 


竹 る る な か れ に 液 は 無事 な る 者 の 一 人 


0 

液 の 手 を その 公 に 入れ よ 。 を は 病 に 非 ぎる 
に 、 曰 てく なり 5 て 出 で ん 。 液 の 恐怖 を 静め る 
だ め に 液 の 腕 を 自分 の 方 に 別 っ 込め ょ 。 こ 
れ 等 は 、 ファラオ と を その 長老 た ち に 主 か ら 
示 ぉ る れ た だ 二 つ の 奇跡 な り 。 ば げに 彼 等 は 邪悪 
な 民 な り 」 と 。 


モー ゼ は 去 え り 、「 王 よ 、 我 は か つて 彼 等 の 
一 人 を 尊し た り 。 故に 我 は 、 彼 等 が 我 を 殺 
さき ん こと を 問 る 。 ( 往 14) 

まだ 、 我 が 兄 ア ロン 一 邊 は 我 よ り も 言葉 巧 
みな れ ば 、 上 真実 の 証人 と な る だ め に 彼 を 捕 
佐 と し て 我 と 共に 追わ し 給え 。 我 は 、 役 等 
が 我 を 嘘つき と 非難 せん こと を 恐る 」 と 。 


神 は 云え り 、「 わ れ ら は 液 の 兄 の 助け を 用 い 
結 液 の 腕 を 強く せん 。 ま だ 、 ぢ 前 た も 両 
名 に 権能 を サ を る が 故に 、 彼 等 は お 前 た ち 
に 危害 を 加え 得 ざ る べし 。 わ れ ら の 人 奇跡 を 
携え て 行け 。 お 前 だ ち 両 名 並び に お 前 た ち 
に 従う 者 は 勝利 者 た らん 」 と 
か 〈 て 、 モ ー ゼ が われ ら の 明白 な る 奇跡 を 
携え て 彼 等 に 至る や 、 彼 等 は 云 を ん り 、「 こ は 
た だ の 愛 案 せる 磨 術 に すぎ ず 。 我 等 は 御 先 


だ か っ だ 。 
モー ゼ は 、 


こと は 認め て は いな い 。 
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時 
ICSCACTPTEC 
(CGIGloeGxcC3 の 


クィ ラ 2 の っ 


っ 計 祭っ |) 


モハ ッ マ ド 預 言 者 に 取っ て お か れ た だ 様 な 神 の お 側近 (《 の 所 まで 


誤っ て 殺し て し まっ た だ 男 の 事 に 少し 人 航 れ て いる が 、 故 癌 の 殺人 人 と 間違え られ て 有罪 に な る 


DI 





弟 二 上 人 帯 アル ・ カ サス 
舞 の 物語 9 の 中 で 、 こ れ に 似 た こと を 義 い (7GEM1 
だ た だ めし な し 」 と 。 
38. モー ゼ は 云え 9 、[ 主 は 誰 に その 御 導き を 与 eu に っ o) 2 人 (を 
G う (の の りう 
え 給 う た か 、 また 誰が 終 の 住処 の 恩賞 を 得 2 
べき か を 一 番 よ く 知り 給 う 。 げ に 、 悪 人 は ぬり 25153ISCSES MC お Pt 
決し て 栄え ず 」 と 。 の 
(の 7O て WC 
還 に SL 3 Ss っ を ン NI 1 ンタ 0 ES 
39. ファラ オ は 云え り 、「 長 老 た ちょ 、 我 は 我 以 と AE て IIIVUS 
外 に お お 前 た ちの た め に 神 あ る を 知ら ず 。 き - 
いれ ば 、 ハ ー マ ー ン よ 、 我 が た め に 泥 で 郡 了 JSBZG 2 お 放 2 
を 焼き 、 面 し て 高 典 を 築け 。 然 す れ ば 、 我 2 aw 
モー ゼ の 神 を の ぞ き 見 ん 。 な ん と な れ ば 、 Gy 12 有 と AUd185I CI を 
我 は 彼 を 嘘つき と 考え る 故に 」 と 。 っ の レ 
@cuc 
5 ニ ゴー た 0 と ーッ プター ょ イタ 9 ッ 5 ダ タン ンタ レン ン 2 の と 
40. か てく て 、 フ ァ ラ オ と を の 軍勢 は 、 そ の 国 に 1 すめ の SITEFEKESYPUC さ 1 
が て 、 む や みや た だ たら と 横 禁 を 極め た 5。 役 シッ アン 
等 は 、 わ れ ら の 許 に つれ 戻 き れる こ ほ と など (の YOTC で SC1WW3FCE 
断じて ある でき 管 な し と 思え り 。 
ー ドリ ー コタ 2 て ンー プア ロー と 2 の ・ ン ン ン アン 。 2 ォ ー ッ ラン そし 
41. され ば 、 わ れ ら は ファ ラオ 並び に を の 軍勢 TE 人 Es1 は 4 お 23 582 っ お 
を 捕 ぇ 、 彼 等 を 海中 に 投じ た り 。 見よ 、 悪 - 上 レー 
人 ども の 末路 が 如何 に 悲惨 な り し か を ! の GuAEII AS に ES 
ご うか 。 いら ぎ な ュ ン 。 ゥ プ アン デック 2 マン ン 2 1 セン ン と 
42. われ ら は 彼 等 を 、 業 火 に 誘う 先達 と な せり 。 42 55EL dl > の eeOJ | es 3 
復活 の 日 に は 、 彼 等 は 助け られ ぎる で し 。 1 
ルリ ーー ワン 


49. 


44 . 


45. 


彼 等 は 現世 に 許 て は 、 わ れ ら が 呪 語 で 追い 


如 る きれ 、 交 し て 復活 の 日 に は 、 す べ て の 慈 
悲 多 拒 まれ る 者 と な 65 ん 。 
第 五 項 
われ ら は 古 の 世代 を 次 々 と 滅ぼし た る 後 、 
Isle ま 
物 導 並 びに 慈悲 と し て 、 モ ー ゼ に 経典 を 
Ryureri5 和 SR 


六 は 、 昔 われ ら 6 が モー で ゼ に 命令 信 を 降 せ し 時 、 
シナ イ 山 の 西側 に 居 ら ず 、 ま だ た 目撃 者 の 一 


ア ュ グン ンー ンー 5 トラ ンタ プン 
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46 . 


47 . 


48. 


49. 


注 : 15、 


注 16 


注 17 


。 云 を ん 、「 な ら ば 、 お前 だ ちの 言 


員 で も 非 ざ りき 。 ( 注 15) 
然 れ ど も 、 われ ら は モー で の 後に 競 多 の 世 
前 
。 液 は また マ ド ヤ ン の 民 と 共に 住み 、 わ 
ryte 非 ぎり 5 
き 。 き れ ど 、 諸 使徒 を 人造 わ し た る は 、 わ れ 
ら な り 。 ( 注 16) 
0 
も 、 シ ナイ 山 の 山腹 に は 居 ら ぎり き 。 狼 る 
に 、 わ れ ら が 流 を 、 主 の 慈悲 と し て 店 わ し 
た は 、 ( 注 17) 未だ か つて 一 度 も 秒 告 者 至 
ら ざ り し 民 に 、 和 警告 せしめ ゆん が た め に し て 、 
彼 等 に も 反省 せしめ ん が た め な り 5。 


も し そう せ ざ れ ば 、 彼 等 の 手 が 先 に 送り し 
行い に の だめ に 、 災 次 が 彼 等 の 身 に 降り か か 
る 時 、 彼 等 は 云わ ん 、 「 主 よ ょ 、 条 故に 流 は 我 
等 に 使徒 を 道 わる ざり し か ? 我 等 は 液 の 
神 光 に 従い 、 信 者 と な り し も の を 」 と 。 


夕 る に 、 今 、 真 理 が われ ら の 許 よ り 彼 等 に 
を 。 後 等 は 云え 、 [何故 彼 に 、 モ ー ゼ 
あい る 如き 何 跡 を 、 与 を ざり し か ? ] 
と 。 役 等 は 以前 、 モ ー ゼ に 与え だ る も の を 
信 ぜ ざり し に 非 ず や ? 彼 等 は 云え 5!、 
「 律 法 も クルアーン も 、 画 者 と も 互 に 助け 
合う 魔術 に すぎ ず 」 と 。 更に 彼 等 は 「 我 等 
は 両者 と も 信 ぜ ず 」 と 云え 5。 

『 工 が 上 長 真実 な 6 
ば 、 両者 ( 注 18) に 勝る 導き の 経典 を アッ 
ラー の 話 よ り も だ らし て みよ 、 然 ら ば 我 そ 
に 従わ ん 」 と 。 


ソリ レ ォ グ ュ 9 プン デ ッ ピ ッ 
ae で ac 
oo 人 ES 58GGSGW3 
EAA 42E3OA2 YETKTOG 


OcA2 YS 3 


る レッ ン レッ イプ 5。 512 ョ シン 
As の 36 し 六 で さじ 3 


ぅ w う ダ 


の 05 52 お 815 し あう 55.955 2 
ッッ ン ン ン > すう セ ン ン ンー っ 
(の 70 人 衝 NTGIC と 


ど 


4 和 ノ 


ュ デ アデ うど イン 


Cr 5 


2 タン ゥ 2 


1 ュ ア て リアン の 


NPCPY SI 4 83 

@ccs3GzG 交 う 
<1| 詩人 6 
アン ン 5 1 うみ 


の IL CWC お HUPTBCZ 
II の OPENC 江 め 


ア メタ 


ー ク ディア 人 る 
351 9356OeE ああ 記 


(GOD は 3 
oo2 lo の SUS 


3 


MPW を 


この 節 は 、 モ ー ぜ に よる モハ ッ マ ド 据 言 者 出現 の 預言 が 明らか に 成就 きれ だ と 示し て いる 。 殊 に 、 モ ー 
で が 天 言 を 行なう 時 、 傍 ら に モハ ッ マ ド 項 言 者 を その 人 が 居 だ の で ある ( 忠 盆 記 18 章 18 節 ) 。 

この 言葉 は モハ ッ マ ド 頂 店 者 と 上 モーゼ の 類似 点 を 述べ て いる 。 モー ゼ は マ ド ヤ ン の 見 知ら 記入 々 の 中 
で 10 年 暮し た 後 、 フ ァ ラ オ の 左 政 に 苦し な イス ラ エ ル 人 を 救う 為 エ ジ プ ト に 戻っ た 。 同様 に モハ ッ マ ド 和 預言 首 
も メデ ィ ナ に 10 年 住ん だ 後 、 メ ッ カ を 支配 し に 戻っ だ た 。 


項 言 者 が 暫 分 自身 に 関す る 垢 言 を (中 命 


この 茹 は 示し て いる 。 


注 : 18 


「 両 者 ] ほ 上 は クル アー ント ー ラ の こと 。 


記 18 : 18) モー ぜ ゼ に 強い 、 


その 成就 や 求め た 等 有り 得 な いと 


ー603 一 


常 ご 上 衝立 


アル ・ カ サス 





51 , 


02 . 


99 . 


4. 


て f1 
て 7I 


8 . 


注 : 19 


. また 彼 等 は 、 


し か 

然るに 、 彼 等 も し 液 の 要求 に 応じ 得 ぎ る 場 
合 は 、 彼 等 は た だ 自分 の 妄想 に 従っ て いる 
に すぎ ぬこ と を 知れ 。 ア ッ ラ ー の お 導き な 


2 に 従う 者 に も 増し て 身 を 
誤る 者 は 誰 ぞ だ ? げ に アッ ラー は 、 加 を な せ 
キキ 

第 六 項 


ddt と 
は 役 等 に 訓 江 を 受け 入れ る せん が た だ た め に 

われ ら が クル アー ン 以 前 に 経典 ( 注 19) 
を 号 え だ る 者 は 、 ク ルアー ン を 信 ず 。 

を の 彼 等 に 向っ て 読 崩 せ 6 る 、 彼 等 は 
22 Mk 徐 こま ょ 5 
の 真理 な り 5 に 我 等 は 、 それ が 降る 以前 
人 走 の 者 な りき |] と 。 


IROHEERRRRREER 


し 。 な ん と な れ は 、 人 役 等 は よく 耐え 包 

療 を 以 っ て 悪 を 床 け 、 ei 
を 惜しみ な 他人 に 施し 与 を た る が 故に 。 
くだ ら 避 話 を 耳 に する E、 そ 


れ か ら 顔 を そむけ て いう 、「 我 等 に は 我 人 等 の 


仕事 あ り 、 お 前 た ち に は お 前 た ちの 仕事 あ 
り 。 い ざさ る さら ば 。 我 等 は 超人 に 関心 を も た 
ず 」 と 


げに 液 は 、 自 分 の 好み の まま に 誰 で も 導く 
こと を 得 ず 。 然 る に 、 ア ッ ラ ー は 、 誰 で あ 
れ そ の 欲す る 者 を 導き 給 う 。 ア デッラ ー は 、 
導き を 受け 入れ る 者 を 誰 よ り も よく 〈 知 り 給 
9 

彼 等 は 云う 、「 も し 我 等 が 流 と 共に 勧 導 に 
従わ ば 、 我 等 は この 地 よ り 叩 き 出 きれ ん 」 
と 。 わ れ ら は 役 等 の た め に 安全 な る 聖 城 を 
確立 し 、 基 処 に 、 
nnh で rh 

、 彼 等 の 大 半 は 之 を 知ら ず 。 


ここ で いう [経典] は 、 ト ー ラ を 指す 。 


われ ら か ら の 給 養 と し て - 


め AoASC5i sk 862 4 Jo 
PO もら lo 


の SD eo る う 38(3 


2 2 


メ ノ フン 2 う 2 る も 


OPCAG 光 YWPOLGKTWGY 


プッ ダ うり 5 


oe る も や os 


KO 2 し ン 9 


SCAN 


02 る 


(て 。 も ン 
SeNI451 


RNNE 


AGUA 0 
De 学 (人 の II 


レア の ゥ ン ゥ ッ プ アブ ラダ 
915 の の し テア IGEOW 
ア チ と ば 32?13 ンク ノン ョ ン ン ン 
5 EPC 


2 タン ラ ァ 


の ぅ の 


と 5!5 


AAUUHIG い 43 KK 
の ッ フン ラタン ン レ ン う 本 
@C の CuAesdi (ああ S AO CANCETA3 


631 0 か 


9 アッ アレ 


の Out りく 


うー ラ う ア ン ン タ アン ン 和 る る の 
6 C グ AE us Ag! eo 
タリ ンス ンタ アレッ 


AN AG IS 1 Poo | 
ア う タブ ッ ン イッ タン グン ッ ン 1 し グゥ ちろ 22 ゅ の 
GO が AA | 6) っ 55 謙 び 


ー604 一 


っ TS で 


ーー 
中 | 信二 


09. 


60 . 


3 


62 . 


63. 


64. 


05. 


注 20 
と に よっ て 地上 の 上 か ら 払 い 志 られ だ 。 


われ ら は 如何 に 多 て の 栄 研 を 誇れる 邑 を 減 
ぽ ぼ せ し こと か ! これ 等 は 彼 等 の 居住 地 な 
り し が 、 彼 等 の 後に 殆ど 住む 者 も て な し 。 
( 注 20) 逆 に 、 そ の 相続 者 に 成り だ る 者 は 
われ ら な り 。 


然 れ ど も 、 主 は 、 そ の : 
か すべ くそ の 彰 都 に 使徒 あや 芋 げ ず し て 、 決 
し て 如何 な る 彰 都 も 減 ぼ せる こと な し 。 ま 
だ われ ら は 、 そ の 住民 が 不義 不正 に 非 ず ば 、 
如何 な る 首都 も 滅 ば せる こと な し 。 

お 前 だ ち が 今 号 を られ て いる も の すべ で て 
は 、 だ ん に 東 の 間 の 現世 の 人 ミ し み で あり 、 

を それ を 範 る も の に すぎ ず 。 然 し な が ら 、 ア ッ 
ラー の 許 に ある も の は 、 は る か に 勝 り て 、 
不変 が り 。 そ れ で も お 前 だ ち わ か ら ぎ ざる 
カ か * ? 


放 示 を 人 人 々 に 請 み 開 


索 七 項 

われ ら が 知美 な る 約束 を な し 、 や が て その 
約 条 が 実現 きれ る 者 と 、 われ ら が 現世 に 訟 
て の み ぁ 析 償 ほ を 部 愛せ た 後 、 6 引 活 の 日 に 神 
の 前 に 和 き 出し て 赴 鮭 する 者 と 、 同 一 な ) 
2 

を の 日 神 は 、 
ち が 主 張 せ る われ に 匹敵 する 神々 は 、 
何処 に あり や ?」 と 。 


彼 等 を 呼び て 問わ ん 、「 お 前 だ 
いま 


する と 、 天 前 の 宣告 通り に な り 5 だ る 彼 等 は 
云わ ん 、「 主 よ 、 我 等 が 読 悪 せる 者 ども は 、 
これ 等 な り 。 我 等 は 巳 れ 自身 が 迷っ た 如く 
彼 等 を 迷 わ せり 。 我 等 は いま 彼 等 と は 関係 
な く 、 液 を 頼る 。 彼 等 が 水 め し は 、 我 等 に 
非 ざ ぎり き 」 と 。 
また 、 か てく 云わ れん 、「 お 前 た ち が 神 と 併せ 
祀 り た る 神々 に 祈 れ | と 。 さ れ ば 、 彼 等 は 
神々 に 祈 ら ん 。 氏 れ ども 、 神 々 は 応え ぎる 
届 前 住ん を で い だ 人 々 は 、 力 も あり 、 


弱い も の と 思わ れ て いた 人々 が 、 


アル ・ 坊 サ メス 


Ss る 
382aoSG2A321 852 

の SG 
09G を 2 7O じ 3 


タッ ィング 2 


は NERO 
Go25 85 き 


ン う を 4154 ピ だ 2 ッッ 6 の ッッ クン 
うじ 50 SAO ン ②" Co つう 9 し う 


クノ ルン の 5 ンー ョ 


の 3 As し う 


デ IO 


ョ プン 2 ョ ュ ラ デン う デ ンプ 


9 265 の 1 の 650 っ! 


アス デン クン 


の oo っ ll2yo5CANlg1 と を 


デラ ・ る デ クン プッ ラン ク sa フタ レル ョ ン ン 
OU て っ うじ 5 う 


デ 


プア うっ タタ ウデ ルン 


《 ゆ り の とめ 
OAI heardeh 
CeMU15 LE すい KJ 


ンー フタ タッ ン ンー アタ レレ 
っ GE 


鍵 AA 5 に と ジレ 2 CI 


優秀 な 文明 を 診 っ て い だ に も か か わら ず 、 神 の 真理 を 否定 し た こ 


彼ら に と っ て か わっ て や っ て きた だ 。 


PROUD 


っ に 0 エ 








中 西入 次 ル ・ カ サス 
べし 。 彼 等 は た だ 懲 六 を 見 る の み 、 面 し て 、 9 ッ ン ンカ 0 タク 
うとう C2 〇 | 4 ly oiAsU 
維 違 に 従っ て いた な ら ば 、 と 刀 う 1 2 ク っ ダレ Abb み eo 
66、 その 日 神 は 、 彼 等 を や 呼び て 問わ ん 、 「 お 前 た っ と | KRP 介 も 2 タ ンス ラッ レタ ン ラ ン レ 
ち は 使徒 6 に 如何 に 答え を ただ た のか?」 と 。 ピン ン 2 35 AP 2 て と と 
67. その 日 、 す べ て の 消息 は 彼 等 に 不明 懇 と な の 2 お (Pe 
テ いう ざこ 
り お 胡 互い に 誤 く こと すら か な わざ る で し 。 う デー" SR 
68. 振れ ども 、 改 惨 し て 信仰 し 、 正 義 を 行う 者 5 Pe スシ ッッ し あい 
は 、 成 功 者 の 仲間 に 加え られ ん 。 ( 注 21) 
Gyoeus っ 
69. 六 の 主 は 、 選 和 の 欲す る こ と を 合造 本 2 3 の 9 アン (タレ 2 タッ ン レ 
いす る 者 も 授 び 和 う 。 され 、 科 和 psyso5 じ EL5 じ Sg 8 
選択 する こと を 得 ず 。 02 の 0 2 本 ん よ 。 ⑲⑬ 〇 3 ぁ く 1 る ee 
9 の CZ 5 ai(/ 
彼 こ そ は 、 役 | AR の 間 く い 5 プ !o 
さ し 給 う 。 
70. 凍 し て 、 光 の 主 は 、 彼 等 が 胸 に 衝 め る 6 の 、 OO の 2 る に スク を る 
7 2 ト に 。 貴 わ す も の を 知り 給 う 。 
引 . 彼 は 、 ア デッラ ー な り 。 役 の 外 に 神 な し 。 現 タレ タッ 、 ゥ 2 っ ン ぅ 8 マタ < 
うり 1f を 40011 2 
世 並 びに 来世 の 一 切 の 護 美 は 、 彼 に 属す 。 2boI9 45A313191 
番 判 は 彼 の 革 握 する と ころ に し て 、 お お 前 た の GO うか 4 2 ッッ クレ 
〇 テッ < ca 
ち は 彼 の 許 に 連れ 戻 き れん 。 3 
の 0 | 我 に 芝 げ ょ 、 も し アッ ラー が 復活 の 0 て JE 9 タ 1 le 2 る ラン ンク 2 
日 まで お 前 だ た ちの 上 に 永続 的 に 夜 を 拡げ な 講和 
ー に 非 ず し て 加 何 な る 神 ぞ ? お 前 た ち - 
和 ラウ の プ の 。 アン ン 
耳 を 傾け ざる つも りか ?」 と 。 札 PD 
23. 云え 、 1 我 に 告げ び よ 、 も し アッ ラー が 復活 の 2 の 2( 冶 知 eS を ッ ン フン うる 
ap 6 Vo | の しかっ ょ 1J5 
日 まで ゼ 有 前 だ たち の 上 に 永続 的 に 千 を 拡げ な 1 R 
ば 、 や 前 た ち に 体 息 すべ き 衣 を 65 たら す 者 AL 衣 北 1 。 d 
は 、 テ アッ ラー に 非 ず し て 如何 な る 神 ぞ ? の ッ シ 
本 j いい 、 ュ ヽ ⑨ 〇 5 22 アァ っ 。 どう 
お 前 た ちこ れ で も わか ら ぎ る か ? 1 と 。( 注 の 2 の SS 3 ら と 
22) 
生 21 イス ラム 教 で は 、 悔 い 改 め た 者 に 対し 歴 は 常に 開か れ て いる 。 罪人 が 今 は の きわ に 悔い 改め る 事 き え 
許さ れる 。 救 われ な い 者 は 無い 。 た だ し 、 神 を あく まで も 大 定 する 者 は 、 自 ら 悔 根 の 話 を 閉 さ きす 事 と な る .。 
中 22 不断 の 労働 、 不 断 の 休息 は 人 の 身体 を 角 む 。 衣 間 の 休息 と 入間 の 労働 、 こ れ は 神 の 大 いな る 恵み で あ 


る 。 夜 、 疲 れ た 四 支 は 休め られ 、 翌 日 の 労働 へ の 新た な 活力 が 湧く 。 


繰り 返し が 神 の 恵み で ある 。 


そし て 筆 間 働き 、 生 活 の 紹 を 得る 。 こ の 


101515o 





第 二 二 八 章 0 
74. 彼 が 、 そ の 落 悲 に ょ っ て 、 早 夜 を 設 けた だ る 1 く 1 1 %%4 NSR 
は 、 お 前 だ ち を 休 皿 きせ 、 了 且つ お 前 だ た ち に MCPDVS SPP KG ろう 
- モ すう っ 人 う 2 る 24 3 ダブ ッ ン 5 3: 
その 恩恵 を 求め せしめ ゆん が ため 、 並 びに お eo265 4 2 う 3 
所 だ ち に 感謝 の 気持 ち を 抱か せしめ ゅ めん が た 
め な り 。 人 
ア (と 3 ゥ プ 2 タン ン る る ュ ッ ン レ 
75. その 日 、 彼 は 、 彼 等 を 呼び て 問わ ん 、「 お 前 4 で JIG 3 の | る めのう 
だ ち が 王 張 せ る 、 わ れ に 匹敵 する 提 々 は い の 0 
ま 何 和 に あり や ?」 と 。 《⑨ つ と ジ 
76. 面 し て 、 わ れ ら 6 は それ ぞ れ の 民 か ら 一 人 の 6 2 の 
証人 を 挙げ て 、 問わ ん 、 om & 4 DGP PV: の 3 
持ち 来れ よ ] と 。 す る と 、 彼 等 は 、 真 理 は Qp ae 1 1 
op 2 8 ら の 11A53 と 
アッ ラー に 融 す る こよ を 情 も ん 。 背 し て 9 6 
彼 等 が 提 造 せる 神々 は 、 みな 役 等 を 捨て て 
去ら ん 。 
稼 八 項 
77。 げに クア ー ル ー ン は 、 ( 注 23) モー ゼ の 民 GE ンス ME 
“ ( ら " ッ の の 322 し 6 の 58 | 
の 一 人 な り し が 、 彼 は その 民 に 対し て 艇 慢 上 CAR ンジ デ ー ィ 
し く 振 無い た り 。 わ れ ら が 彼 に お び た だ し 02GCSE 6 か ho 
い 財 室 を 与え だ た れ ば 、 そ の 室 蔵 の 鍵 は 一 妖 ピン 
の 大 力 な る 男 た もち に も な お 担い 難 き ほど な こみ 25131 て >5 り 4234 Ws 
りき 。 を その 民 は 彼 に 向っ て 云え り 、「 有 項 天 2 
に な る な か れ 。 げ に アッ ラー は 、 有 頂 天 に ②oxAey 1 
な る 者 を 愛 で 給 わ ぬ 
78. アッラー が 流 に 授け し も の で 来世 の 住居 を 。 OS9585 史 人 包 逢 2 ASIC 
表 め ょ 。 この 世に 診る 抜 の 取り 分 を 記 」 レ レン 。 ュ レン レッ ロン イン > 
する な か れ 。 ア ッ ラ ー が 流 に よく し た 如く 、 oi じ ち ら らら CNIO2 の LA 
六 も 他人 に ょ いこ と を せよ 。 どか タ ァ ン レ 9 と 2 クター 。 レ エレン? 。 2 の シン ン 
N gt っ | N 2 =13 
世 で 悪 を 為 き ん と 謀る な か れ 。 げに ブッ で デ JO め う 1 は 5 じ 3183Y5 ei 
ラ 一 hi ム 、 アン 2 二 
は 、 悪 を 為す 徒 斐 を 愛 で 給 用 邊 (の 782 も WW 
79. 彼 は 云 た えり 、[ 我 、 こ れ を 授かり だ たる は 、 我 1 3 2 ノア ン 0 イィ 
が 持て る 知識 の せい な り 5 と 。 彼 は 、 ア ッ 旨 lt EMI 間 に 
ラー が 彼 よ り 力 も 宮 も あり し 役 よ り 前 の 多 OSI 0c 8 SL 
OO の 5 〇 2 GUATO5 at 
〈 の 世代 を 減 ぼ せる こと を 、 知 5 ぎり し の < 5 人 Soeela 
注 23 クア デー ルー ン は 非常 に 捨 福 で あっ だ 。 彼 は ファ ラオ に 高く 引き 立て られ 、 フ ァ ラ オ の 財政 管理 者 の 様 


な 立場 に あっ た 。 
領地 は 、 良 質 の 人 金 鉱 が ある こと で 有名 だ っ た 。 
われ て いる 。 し か し ファ ラオ の 引き を 得 ん が 為 、 


D、 役 は 死ん だ 。 


彼 は ファ ラオ の 人 金鉱 を 管理 する 役人 で 、 金 採掘 技術 者 で あっ た 様 だ 。 
彼 は イス 4 信人 で あり 、 
彼 は 同胞 を 庶 


両 エ ジブ プ ト の カル ー の 
モー で ゼ の 信奉 者 だ っ た と 語 


、 披 等 に 徴 慢 に 振る 舞っ だ 。 そ の 人 為 天 前 が 下 


王 必 0 たつ 


錠 上 人 章 


アル ・ カ サス 





か ? お よそ を 罪 を 犯 せ し 者 は 、 自 分 の 立場 
を 弁護 する 機会 を 与え を られ ぎる で し 。( 注 
24) 


80. ク ブ デール ー ン は 、 あ らん 限り きら びやかに 
飾り 立て て 、 を の 民 の 前 に 出 で 行き ぬ 。 現 
世 の 生活 に 執心 する 徒 輩 は 区 えり 、 | ああ 、 
我 等 も クア ー ル ー ン が 授かり だ た る 如き も の 
が いた だ た だけ だ な ら ば ! げに 彼 こ そ は 、 素 晴 
し じい 学 福 閉 ま 」 よ と 。 

81. 然 れ ど も 、 真 の 知識 を 授 けら れ た る 者 は 、 
云え り 、 | 情け な や 、 信仰 し て 善行 を 積む 者 
に と っ て は 、 ア ッ ラ ー の 訟 賞 こ を 最 勝 な り 。 
但し 、 耐 え 妨 ぶ 者 の み が そ れ を 与え を られ ん 」 
較 

82、 か く て 、 わ れ ら は 大 地 に 、 彼 と その 屋敷 と 
を 呑み 込ま し ゅ り 。 彼 に は アッ ラー に 抗 し 
て 助け て くれ る 味方 と て な 《、 ま た 自ら 6 防 
衛 し 得る 力も 非 ざ りき 。 

83. 朋 日 まで 、 彼 の 身分 を 切望 せ し 従 蛋 は 、 Pe 
い 始 め り 「 ア ッ ラ ー は 自分 の 欲す る 僕 等 に 
給 休 を 賜 い 、 或 る 者 に は 之 を 増し 、 或 る 者 
に は 之 を 減ずる な り 。 も し 我 等 に アッ ラー 
の 御 世 門 な か り せ ば 、 我 等 も また 大 地 に 谷 
み 込 まれ だ る で し 。 あ あ 、 忘 還 の 徒 は 決し 
て 栄え を ず 」 と 
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84. こ は 、 来 世 の 住 局 な り 。 わ れ ら は 之 を 、 こ 
旨 人 NSR まだ た だ 堕落 を 
伏 せ ざる 者 に 与 う 。 佑 果 は 、 義 し い 人 の た 
め に 存 す 。 


85. 療 行 を 為す 者 は 、 功 徳 に 勝る 報 美 を 受け ん 。 
0 悪事 を 為 せる 者 は 、 その 行為 に 応 
じ て そ れ な り の 報い を 項 載 せん 。 ( 注 25) 
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注 24 不信 心 者 の 有罪 は 明らか で あり 、 こ れ J は 上 の 吟味 は 不要 だ 。 あ る い は 次 の 様 な 葉 味 に も と れる 。 有 有罪 
る 宮 告 きれ た 者 は その 罪 が 明白 で あり 、 共 明 の 機会 を ぇ ら 誠 い 8 ろう 。 
25 神 の 繧 酬 の 控 は 次 の 様 で ある 。 区 行 に 対す る 報 本 は 何 位 に も な り 、 環 答 に 対す る 同 は 、 当 然 受け る ベ 


きも の より 減ら きれ 、 悪 く て と も その 罪 相 当 の も の で ある 。 
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89. 


クル アー ン の 教 ぇ を 液 に 授け 給 う た 條 は 
必ず 流 を 帰る べき 認 卿 に 連れ 戻る ん 。 去 

「 我 が 主 は 、 和 補導 を も 0 
また 迷 誤 に ある は 誰か を 熟知 し 給 う ] と 。 


経典 が 液 に 啓示 せら れる と は 、 全 く 流 の 了 予 
期 せ ぎり し こと に し て 、 そ は 偏 え に 王 の 慈 
悲 に ょ る 。 る れ ば 、 上 断じて 不信 心 者 を 手 助 
け す る 者 と な る な か れ 。 

アッ ラー の 数 々 の 神 兆 が 流 に 降 き れ た る か 
ら に は 、 そ 和 か ら 顔 を そ む ! ける こと な が か が れ 。 
人 々 を 二 の 御 許 に 呼び 寄せ よ 。 面 し て 、 王 
に 他 神 を 配 する 徒 滴 ま の 中 に 加わ る な か れ 。 
アッ ラー 以外 に 如何 な る 神 も 太る な か れ 。 
彼 の 外 に 神 な し 。 すべ て の も の は 、 役 を 除 
いて 、 み な 消滅 す 。 堆 判 は 彼 の 党 提 し 給 う 
に し て 。 お 朋 だ も は 彼 の 誕 に 連れ 戻 
され ん 。 


0 AMPK Pr = 


Ez9133o80GEE お 3 る 委 8) 
とう の 3006 代 の 2 おび 

② び きび る 
3 DShd8 hb 


1 
性 の GS 
いら) 〇 プ 


724 DO 


ブー ラプ ウタ > っ 
OMIKCDEI DC 


oo 


TK 
0 


3609 一 





ひび 1 


2 


. 信仰 の だ ため に 支 力 す る 者 は 、 


アル ・ 


叶 
江 


あま ね 
k く 、 恵 み 刀 てく アッ ラー の 御 多 に な い 


0 


リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) 


。 人 は だ だ 、「 我 等 信 ず 」 と 云う だ け で 、 試 さ 


れる こと な か る で し 、 と 考え る か ? 


われ ら は 、 役 等 以前 の 者 も 試し た り 。 な ん と 
な 和 れ ば 、 ア デッラ ー は 誠実 な る 項 は 誰 な る か 、 


また だ 虚言 者 は 誰 な る か を 必ず 識別 せん 。 ( 注 
2 ) 

それ と も 、 吉 事 を 行う 上 0 われ ら か ら 逃 
れ ら れ 得る と で も 思う か 7 袖 な る か な を 
の 判断 。 


アッ ラー と の 会 見 を 希 う 者 に は 、 ア ッ ラ ー 
の 定め られ た 時 が 必ず 来る べき こと を 人 準 備 
きせ よ 。 彼 は 全 聴 者 、 全 知 者 に まし ます 。 


(3J) だ だ 己 
れ 自 身 の た だ め に 和夫 力 する な り 。 げに アッ 
ラー は 一 切 の 衆 生 を 頼む こと な く 、 独り 自 
ら 存 す 。 


信 省 は 苦難 ・ 窟 和 之 を 経験 し な けれ ば な ら ず 、 


る の は 、 厳 し い 試 練 に 奪え だ た 後 で ある 。 


注 3 


この 節 で は 、 ム ジャ ヒド 


(「 信 仰 の た め に 奉 力 する 者 ]) 
際 の 行動 に 移す べき 高い 理 起 と 不変 の 共 力 を イス ラム 用 語 で ジ ハ ー ト と 言う 。 そ し て 、 
を それ を 実現 する 人 物 が 、 真 の 意味 で の ムジ ャ ヒド で ある 。 
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ニュ ュー スー そま ょ 。- キル スー ギィ 全 N と らい II 
8. 信じ て 壮行 を 積む 者 は 、 わ れ ら は 必ず 彼 等 る 2 何と >AUlLE う 1 あ 2 eud2 
の 諸々 の 罪 を 帳消し に し て 、 面 し て 、 役 等 2 の 0 2 
の 最善 な る 行い に 対し て 褒賞 を 与え ん 。 の いら! 2 に っ 
- 注 1 われ は アッ ラー、 全 知 者 な 9 (2 亭 2 節 を 参照 )。 


彼 等 の 信仰 は 民 し く 試 きれ る 。 彼 等 が 真実 神 の 下僕 と な 


) に つい て 短く ぉ 適切 な 説明 が され て ある 。 実 
この 高い 理想 を 持ち 、 


2 





第 二 十 九 部 シト テン カグー ト 
9 。 AN も の 父 坪 に 孝 養 を 寺 す べく われ ら リプ [ ン ? ノ デ (クッ タ タッ ディ ョ ョ ン で WC 
は 命じ たり 。 されど 、 も し 父母 が 液 の 知ら ゃ の Sb os 
ン そ アア ッ ぅ | アン プター テスタ 
な 埋 を われ は 和 を Eh と 和 る な ら 、 役 > じ 4 582 し る 司 び 3 じ ら Ga 


10. 


11 . 


12 . 


]9。 


14 . 


注 4 
これ と は 対 昭 的 に 信 宛 心 の 細い 者 が 、 


等 に 従う な か れ 。 お 前 だ た ち は 皆 われ に 帰る 。 
と の 時 われ は 、 如 前 だ ちの 行い し こと を 語 
り 知 | らせん 。 
信じ て 善行 を 積む 者 は 、 わ れ ら 必ず 閉 し き 
者 の 中 に 加え ん 。 


和信 々 の 中 に は 「 我 等 アッ ラー を 信 ず 」 と 去 
いな が ら 、 ー だ び ア ッ ラ ー が 原因 で 苦難 に 
道 遇 する と 、 人 為 の 追 害 を 愉 も 天 前 の 如く 
看 仙 す も の あり 。 狼 る に 、 も し 助け が 主 か 
ら る な ば 、 役 等 は 必ず 云う 、 | 我 等 は 確か 
に お 前 だ ちと 一 緒 な りき | と 。 高 人 が 胸中 
に 抱く も の を 一 番 良 く 知 る は 、 ア ッ ラ ラー に 
非 ざ る か 7? ( 注 4) 

然 り 、 ア ッ ラ ー は 誰が 信者 か を 確実 に 知り 、 
誰が 移 善 者 な る か を 確実 に 知り 給 う 。 
不信 選者 ども は 信者 等 に 云う 、「 我 等 の 教え 
を 奉 ぜ よ 。 葉 等 必ず お 前 た ちの 罪 を 負わ ん 」 
人 (5) さ 衝 ど 、 彼 等 は 、 ロ が 罪 す ら も 
負う 能 わ ず 。 ば げに 彼 等 は 嘘つき な り 。 


旨 和 slA 

、 如 うる に 、 自 ら の 重荷 と 共に 他人 の 重 
32 『 負 わせ られ ん 。 面 し て 、 、 復 活 の 昌 
に は 、 その 提 造 せる 0 っ に つい て 紐 問 せ 6 
る べし 。 
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初期 の イス ラム 教徒 は 、 厳 し い 試 績 の 下 で 不動 の 信仰 を 示し た し 、 又 真 の 信者 も 常に を う で あっ た 。 


いつ の 世に も いる 。 彼 等 は 並み の 試練 に うろ だ た ぇ え 、 苦 し み に を えら れず 


信 作 を 捨て よう と する 。 又 -- 方 で 、 神 の 救い が 信者 に も だ らき 衝 、 神 の 日 駒 が 進む の を 目の当たり に すれ ば 、 
役人 等 は 信者 の 輪 に 加わ ろう と する 。 


注 5 
低い 者 を 品 っ た 方 向 に 導 こ うと す 
示 款 を 拒む 事 で 彼ら が こう むる 損失 に 


納 普 者 と は 別に 、 不 信心 着 の 攻撃 的 な 指導 者 が いる 。 彼 等 は を その 高い 社会 的 地位 を 利用 し て 、 地 位 の 


る 。 彼ら は 自分 むち もの 指導 を 
は 自分 た ち が 南 任 を 持つ と 主張 する 。 


受け 入れ る よう 幸 張 し 、 同 時 に 新しい ( 諾 の ) 
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15. われ ら は 革 、 ア を その 民 に 人造 わし た b 。 ン ュ ン 2 て で eSJUESGCT ッ ン ン 
物 当 の Pe 千歳 より 五 2 
上 年 を 除く 。 その 民 悪 事 に ける 最 中 に 、 2 Ca っ 
突如 洪水 襲い た り 。( 注 6) 5 
⑨ い の > る 
16. わ れ ら は 、 ノ ア ほ る の 方 舟 に 乗り た る 人 々 OWN た GIVES を OCTCL 326 
を 救い た り 。 面 し て 、 われ ら は 之 を 高 人 へ 
の 敏 し な せり 。 
17. まだ ンク ラ ハ ム か カ ヵ : その 民 に - が く 云 い だ た る クック 全 レン も (タタ ァ ッ ター イイ 人 (る 321 ン ラ 5 ーー ョ 5 ルン 
3 SGRIISaUNID 3 に と IL まあ さす 「 ぅ 
時 を 念 え 。 [アッ ラー を 崇め 、 且つ 長 こみ 府 2 の 2 
れ 。 そ を は 、 お 前 た ちの 身 の た め と な らん 、 oo25 GS 先 届 : 
も し お ぉ 前 た ち 思 庵 分 別 が ある な ら ば 。 
NR ク 和 ッ ン 
み を 拝み 、 な 前 た ち が の が な es 
アッ ラー を る し お い NIC お 前 9 Pr 
P ち に 日 々 の 柚 を 供給 す る 能力 な し 。 きれ 大 タン の 
も 半 ア ッ ラ ーー に 糧 を 請 い 求め 、 彼 を 時 め 、 13331 abIOGe | 55 巡 
彼 に 感 放せ よ 。 お 前 だ ち 皆 、 い ずれ は 役 の ン う タ ン ラグ 
も 0 291 | | 
許 に 連れ 戻さ れん 1 GPS 学 PU 
19. も し も お 前 だ た ち が こ の 胡 理 を 認め ぬ ぬ の な し っ っ 22 ン る ン ション ン KENKOKC4 
今 ま で に も ぅ 信用 せ ぎ り し 民 は 多 か り き 。 きっ っ oO ら 
さも あれ ば あれ 、 使 徒 の 次 務 は 、 た だ 神 託 タッ タク タン 2 る っ pg イレ 
ay 動 』 1 
イイ eb 
20. 彼 等 は 見 ざる や 、 ア ッ ラ ー が 如何 に 創造 ん > 9 5 3 61 拘 の ン ン イン 
KITIC や M 和 1 
超 し 、 再び 之 を 繰り 返し 給 う か を ? 本 の 
アッ ラー に と り て まこ と に 容易 な り 。( 注 (の | 品 5 
7 ) 
注 6 ノア の 叶 代 は 950 年 間 続 いた と 処 々 に 書か が れ て ある 。 型 王 で は それ を 952 年 間 ほ し て いる 。 ノ ア 、 フ ー 


ド 、 サ ー レ 等 、 古代 の 預言 者 が 生き た 時 代 和 や 、 
を 知る 者 は 、 神 の 他 誰 一 
生存 期間 で は な く 、 
は アブ ラ ハ ム の 
時 へ と 移る 。 
ぶす の に 、 
計 を 持つ 」] と いう 意味 で ある 
の 退廃 が 始ま り 
注 : 7 

者 を 通し 


事実 、 吉 言 者 の 年 令 た は 、 


サナ ー と アデ アーム と いう 二 語 


その 生存 期間 に つい て 、 正 確 な 数 字 
人 いな い 。」 と クルアーン は 述べ て いる (14 : 10)。 
彼 の 律 湊 が 行わ ね われ た 星人 氏 を 指す の で あろ う 。 
世に 繋が る 時 の 流れ の 始ま り だ っ た と 言え る (37 : 84)。 光 に ヨセフ の 時 が 来 、 
彼 の 律 法 と 教 著 が 行なわ れ た 年 数 の 事 で ある 。 ノア 
が 用 いら れ て いる 。 前 者 は 本 米 「 悪 意 を 持つ 」E い 
ノア の 律 法 の 初め の 50 年 間 は 、 和 精神 的 成長 と 同心 の 時 で あっ だ た 。 その 
、 彼 の 一 族 は 次 第 に 攻 徳 付 に 随 交 し て 行き 、 


を 共 げ る の は 難し い 。 「 彼 等 
950 年 よい う 期 間 は 、 ノ ア 個 人 の 
アプ グラハム が ノア の 木 育 で ある 事 か 6、 こ れ 
そし て モー ゼ の 
の 年 令 の 区 切り を 
う 高 味 で 、 後 考 は 「 香 
り 後 に 志 俺 


この 事 問 は 900 年 の 間 続 いた 。 


この 節 に は 、 神 の 創造 と 再生 の 律 法 が どの 様 に 行なわ れる か が 示 る れ て いる 。 神 は 、 モ ハッ マ ド 拓 言 


て 、 古 き 者 が 滅び た 後に 、 


新た な 人 々 と 、 新 た な 秋 庁 を 創造 きれ る で あろ う 2。 


0 よみ ーー 


22 . 


2J 、 


24 . 


26. 


. 云え ん 、| 国 々 を 則 歴 せよ 。 





耐 し て 、 ア ッ ラ ー 
が 如何 に 最初 の 創造 を 起 し た る か を 見 よ 。 
次 いで 、 ア ッ ラ ー は 第 二 の 剣 造 を 生じ きせ 
ん 」 と 。( 注 8)【 ラー は 高 能 に まし 
ます 。 


役 は 、 欲 する 者 を 前 し 、 また 、 和 欲す る 莉 に 
慈 奄 を 垂れ 給 う 。 ( 注 9 ) 面 し て 、 ぉ 前 だ ち 
皆 、 い ずれ は 彼 の 許 に 引き 雪 き れん 。 


jp 前 た ち は 、 天 に 訟 て も 地 に 訟 て も 、 ア ッ 
ラー の 意図 を 挫折 せ し む る 態 わ ず 。 ま た お 
前 た ち に は 、 ア ッ ラ ー の 外 に 如何 な る 味方 
も 、 助 け 手 $ も な し 。 ( 注 10) 
、 第 三 項 

アッ ラー の 神 光 を 信 ぜ ず 、 を の 会 見 を 信 ぜ 

ざる 者 は ー わ が 慈悲 を 断念 し た る 徒 慕 な 
D 。 彼 等 は 痛 罰 を 受け ん 。 


人) 


和 た だ か く の 如 き な り き 。 

| 彼 を 殺せ 、 ち も な く ば 火炎 り に 3 然 
れ ど も 、 SN eiPP キ や h 
この 中 に は 、 信ずる 人 々 へ の 麻 然 た る 神 
あり 。 

アツ ジジ ハ ム は 寺 た り 、「[ げ に お 前 た ち は 、 
アッ ラー の 外 に 偶像 を 率 ず れ ど も 、 お 前 だ 
ちと 神々 は た だ 現世 に 於 ける よし み に よ っ 
て 結ば れる の み 。 ( 注 11) され ば 、 復 活 の 


アル ・ ア ンカ ブー ト 


5 NN 8 の 95 は 3 


(0 ンタ 


アック タチ ァ ウッ ニタ ィ ン 
PaDSo 


「 うー ッ の 
の っ 2651 も so 
まま ッ > ダ 


(⑫⑳ の ws うう 


る フィ ッ ウン っ ッッ ンス 


8 うぅ うろ 63at ら う > 80 CO 


2 2 人 SA を 學 と 





注 8 


の 復活 で は な く 
汗 : 9 


この 言葉 は 、 ク ル ア デー ン に 何 度 か 取り 上 げ ら 5 られ て お 5 り (6 
を の は ほとん どの 箇所 に は 、「 一 つの 国家 が 滅び 、 新 た な 国家 が 生ま れる 
、 唯 、 国 の 栄枯 盛 次 に つい て 述べ られ て いる 。 


クル アー ン の 数 ヶ所 で 述べ られ て いる 通り 、 


し て 下る され る 。 この 親 は 唯一 この 事 を 強調 し て いる 。 


守 - 10 


神 意 が 現れ 、 イ スラ ム 教 が 広まり 勝利 を や 得る 時 、 


gy さよ ET0 3 3 105 2245 00 9) 


、 死 後 


」 事 を 示す 記述 が 続く 。 当 節 で ! 
補 は 根拠 無く し て 削 せら れる 訳 で は な (て 、 裁 き は 罪 に 比 
不信 心 者 は 神 の 御 計画 を 妨げ たり 、 定 ゆめ 6 れ た 恐 し 


い 巡 命 を 逃 が れ る 事 は で き な い 。 不 信心 者 は こ の 様 に 研 し く 父 告 きれ て いる 。 


注 11 


「 ょ し み 」 と いう 言葉 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。(1 
の 理想 や 行為 に 基づく も る の で ある 。 
り 、 僧 像 昧 拝 の 一 致 に よ 5、 


中 思 折 愛 の 関係 や 、 
(2②) 洪 方 は 、 偶 像 崇 捧 の 理想 や 行為 を 互い の 愛 の 基盤 と し て し まっ だ 。 つ 
社会 の 均質 性 を 保 E う と し た の で ある 。 


それ を 記 む 抽 持 ち は 、 信 像 拝 


ー613 一 


ーー 


て! で 
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日 に 訟 て は 、 互 に 潮 誰 し 、 互 に 呪い あう べ 
に ぉ 前 た ちの 住居 は 業火 な る べし 。 耐 し 
て 、 お 前 だ ち を 救う 者 な か る で し | と 。 





て 


EK 


27. ロト は アプ ラ ハ ム を 信じ た り 。 きれ ば 、 が 4 る 2 ンタ RI は < っ HE 
つつ うつ の い る る ウッ 旬 
ブラ ハム は 云え り 、「 我 、 主 の 許 へ 避難 せん 。 と 2 2 2 
遇 と に 役 は 、 僅 大 に し て 覧 所 に まし ます 」 岬 re 2 
28 . わ 届 らち は アプ ラバ ム に 、。 イサ ク ほ と ヤコブ を プア うこ エア ウレ ライ レー アラ テッ ン ン リッ アン レレ ラン ン 
与え 預言 者 と し て の 能力 を 授け 、 彼 の 子 た おじ Se うら Ap っ の 4) て 、 うう 
に 経典 を 授け た り 。 ま だ 、 彼 に は 、 現 世に お の 6 人 放 も Pt と CST 
用 て 幸美 も 与え だ り 。 彼 は 来世 に 放 て 、 必 ウ や dE DNCPSIPEP) 
ず や 義 し き 人 々 の 仲間 に 加え られ ん 。 ② の CS ら め あめ 
29. わ れ ら は まだ ロト を 進 わ し た が 、 時 に 彼 は < し ュ レ タル の 2 WE ua 
を の 民 に か く 云 えり 、「 お 前 た ち は 、 ぁ 前 た 。 EsIO5 2) も 96353 
ち も 押 前 の 如何 な る 民 も 行わ ざり し 忌 ま わ し ン ッ イッ と ュー レン 。 イレ イン ン 
に 1 いつ 8 し る 和 5/ 
い 行 為 を 犯す 。 Shlosoe1ozte 2 
30. の る こと ぞ で! 男 に 全 選 抱い て 近 づ ァ リ イッ > OSE 3 科 OGK 
う 2 CCA saj ら S) 5 | 
、 大 道 で 旅人 を 襲い 、 集会 の 席 で すら 足 1 
NN 「」E。 ( 注 12) 4658 の 人 ら 6 攻 概 61 も き C 了 9 は 
然るに 、 を の 民 は か く 〈 管 えた る の み 、「 も し 前 ジラ 
液 の 言葉 が 真実 な ら 、 ア ッ ラ ー の 還 と や 6 oldstshS 
ここ に も だ ら せ 」 と 。 TI 
31. ロト は 祈り た り 、「 主 よ 、 こ の 邪悪 な 民 か ら 2 2 ッッ タ タレ スレ 
抽 SBRSSE の の ie 多 (人 8 OCTSIE 
系 四 項 
32. か く て 、 わ れ ら の 使者 た ち は 衣 半 を 携え て 隊 電 人 衝 4 タ 5 ライ ント レイン 
人 US eu BC る 22 に に っ 
アプ ラ ハ ム に 来 た り て 、 『 我 等 は この 0 2 
邑 の 住民 を 減 ぼ きん と す 。 げ に この 邑 の 住 SA る SE 抽 yoa MA 
民 は 、 不 義 な す 徒 華 なり 」 半 cn 
33. ア プラ ハム は 壇 え り 、[ さ れ ど 、 品 に ロト あ Se ラン イレ ラント ン 56 る 1 
人 AsyM8a9 に か へ つ oc 1 RMVXG1 昌 に 
り 」 と 。 使 者 だ たち は 云 た えり 、「 我 等 は 、 そ こ タン っ ジ ル り 
に 住む 者 を 熟知 す 。 我 等 は 必ず 、 後 に 残る ひと っ 8 PIE 
注 12 三 つ の 悪徳 は 、 こ の 節 の ロト ー 族 に よる も の で 、 そ れ は 次 の 様 な も の で ある 。 1 粗悪 な 犯罪 (2 路上 
強盗 (3) 公 衆 の 面前 で 恥 も な く 罪 を 犯す 事 


bk 
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34 . 


35 . 


36 . 


さ / . 


96 . 


39。 


40. 


電 T2 
書か れ て ある 。 彼 等 の 訪問 は ロト 季 言 者 を 悲し ませ た 。 見 知ら 中 者 が 街 へ 来る の を 嬢 い 、 
彼 は 一 族 の 者 達 が 客 の 新 で 彼 に 恥 を か か せる の で は な い 
) 役 等 は 、 自 ら 選 ん だ 道 が 誤り で あっ た 事 に 気付 いた 。 
意 に 一 つの 道 を 選ん だ 。 


入れ な い 様 禁じ て いた 。 


この タル デー ン の 言葉 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。(1 
(②) 彼 等 は 、 ど の 様 な 結末 を 迎え る か 知り つつ も ぅ 、 


注 14 


者 の 仲間 に 入る ロト の 妻 を 除い て 、 ロ ト と 
その 家族 を 救 わ ん 」 と 。 

看 し て 、 わ れ ら の 使者 た ち が ロ ト の と ころ 
に 到 る と 、 彼 は 人 々 の だ め に 自分 の 無力 き 
を 感じ 、 心 を 痛め た り 。 ( 注 13) きれ ば 
使者 た ち は 云 えり 、「 奴 れる な か れ 、 悲 し む 
な か むれ 。 我 等 は 必ず 、 後 に 残る 者 の 仲間 に 
入る 湊 の 妻 を 除き 、 液 と 流 の 家族 を 救 わ ん 。 
我 等 は この 邑 の 住民 に 、 役 等 の 不 琴 きわ ま 
る 振 導い 故に 、 天 罰 を 降る きん と す 」 と 


われ ら は 思 庶 ある 人 々 の だ め に 、 明 日 な る 
徴 し て 、 それ を 今 に 遺 し た り 。 


まだ 、 わ れ ら は 、 マ ドゥ ヤン の 民 に その 見 
弟 シ ュ ア イブ を 遺 わし た り 。 彼 は 云え り 、 

「 我 が 民 よ 、 ア デッラ ー を 崇め 、 最後 の を 
忘れ ず 、 地 上 を 乱す 邪悪 を 犯す な か れ 」 と 。 


稚 る に 彼 等 は 、 シュ アブ イブ を 嘘つき と 呼 
リ 。 因 っ て 、 激 吾 彼 等 を 襲い 、 彼 等 己 が 
計 の 9 


われ ら は まだ 、 ア ー ド 並び に サム ー ド の 民 
を 滅 ぼ せ り 。 そ は 、 條 等 の 廃 民 に よっ て 、 
3 悪魔 は 彼 等 
、 ご が 所 業 を 立派 な る の だ と 思わ し め た 
0 正しき 道 よ り 離 反 
せり 。 ( 注 14) 
まだ われ ら は 、 ク ァ アー ルー ン と ファ ラオ と 
NE ン を 減 ぼ せり 。 モ ー ゼ が その 使命 
の 証 を 持っ て 彼 等 に 至り し も 、 地 上 に 於 て 
徴 然し 振舞 えり 。 され と 、 彼 等 は 、 わ れ 6 
を 潜 電 し 得 ぎ ざり き 。 


ン 人 
《 り CA 
デア デコ 
ゥ Z タ ゥ の ッ ン バン IE ンプ ン 
ト の GL のち ッ の いつ ょ いら 9 
IA ンタ 


cad ee Ss3 3 
ossAoeS 攻 8 3 


ンー レ ェ クッ トレン ランタ 1 グッ 
MIEOI24ECNKIIEP 必 HUF 
プー 2 タッ クン 2 
(の OPCGY 
(OOREEP232KO1C そ 香 い た 本 3 
0525 6 23 2 の と 5 


アル アル 


@COOuseopJldISS り 01530 め ら 


0 に アク レレ ョ ン 422 人 6 ん イン 
03 じ EE seo 


クン ン ン る の 9 っ 2 で ン 


00 ce つろ の SO8 う yo うら C う 
> プー ウタイ ルン 29 イ っ て ン 
JAEA が し SU) 


プレン ぅ ラプ さ の M 
⑬ ツ と ン e へ っ ゆら ぼ 
も スレ ッ ン マン 5 ュ プ アラ フラ ェ ラ アン 5 タレ 
の の > いひ 3 ぅ 9425 WW 


学 ノ >。 


⑨⑩ い の OkbECoeAl! GS26 ら の) 


使者 が どの 様 な 人 物 か は この 節 に 述べ られ て お り 、 彼 等 の 使命 に 関し て は 11 : 70 一 71, 15 : 68 一 72 に 


ロト に よそ 者 を 受け 


ENEUE。 
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47 


注 15 
偶像 崇拝 の 加 か き 、 


要する に 、 わ れ ら は 、 彼 等 の 各々 を その 罪 
に て らし て 前 し だ た り 。 或 る 者 に は 石 泌 じ り 
の 嵐 を 送り 、 或 る 者 は 燃 号 を 似 て 之 を 襲い 、 
或 る 者 は 大 地 に 呑み 込ま し め 、 或 る 者 は 湖 
死 せ し め ゅ だり 。 ア ッ ラ ー が 彼 等 を 虐待 し た 
に 非 ず 、 虐 待 し た る は 彼 等 自ら な り 。 


テッ ター 以外 に 守護 者 を 求む る 者 は 、 僅 う 
れい ば 、 己 れ の 家 を 造る 昧 の 如 し 。 す べ て 
の 家 の 中 で 、 最も 脆弱 な も の は 、 販 昧 の 家 
な り 、 役 等 この 事 を 知り だ た り せ ば ! ( 注 
15) 


げに アッ ラー は 、 役 等 が アッ ラー 以外 
る も の は 、 何 で あれ 、 知 り 
に し て 、 抽 仙人 まし ます 。 


- 祈 
給 う 。 人 彼 は 健 大 


これ 等 は 、 わ れ ら が 人 間 の た め に 示し た る 
比 只 な れ ど も 、 知識 を 持て る 者 以外 は 輝 を 
理 餅 せ 史 な り 。 


テッ ラー は 真理 を 以 て 、 天 地 を 創造 し 給え 
b。 げ に この 中 に 在 る も の は 、 信 者 へ の 神 兆 
な 
吉 れ 項 
人 区 に 啓示 き PA 条 の 礼拝 を 
導 守 せ よ 。 に 礼拝 は 、 人 を みだら な 行為 
Silk を 09 が 3 箇 し て 、 最も 肝要 な こ 
ほ は 、 アッ ラー を 中 念 する こと な り 。 ア ッ 
ー は お 前 だ ちの 所 業 を 知 項 し 給 う 。 


立派 な 問 度 を 以 て する に 非 ず ば 、 経 典 の 民 
と 論争 する な か れ 。 さ る れ ど 、 不義 な す 徒 
の 場合 は 別 な り 。 面 し て 云え 、「 我 等 は 、 我 
等 並び に お 前 だ ち に 啓示 きれ だ も の を 信 
ず 。 我 等 の 神 $、 お 前 だ ちの 神 $、 一 つ な 


イス ラム 教 の 主題 で ある 神 の 不変 性 に つい て 


で : き 2P も や 


て は この 節 で 終わ る 、 処 々 で 
誤り を 多 神 兄 者 に 痛感 る せ て いる 。 それ ら は 郊 球 の 巣 の 様 に も るみ 〈、 
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ン ラディン デレ ーー ュ / ブン ブ ェ ン を を 
SD し SNoeeE0 3 コ 31 . 


ーー うた 了 
いら こ の ) DNS 2 2 ちんと っ ルレ アル, 


デ 


3 し 3 


人 生生 の の っ の 9 っ 2 スン 
釣 放 AU GA Ae 1 本 


状 


ン 9 (< ン 


っ 


は 美しい 陰 中 が 用 いら れ て 、 
東上 昌 りな 批判 に は 対 折 


00 に = 


后 T る 


IT 


is 


策 - ド 志 普 アル ・ ア ンカ ブート 





ド この に ーB 全 了 ほ 秦 1 旨 プ ィ の 2 ン 
。 0 我 人 等 は を その 神 に 服従 謝 人 し 系 (の OAM し 4 0 こ 用 5Je ( AE ヶ 「 15 1 
る | と 。 ( 注 16) 
48. われ ら は 液 に も 同じ よう に 経典 を 降 し た Mk 
CUGGIOAUCNIRKIIGOUNE 
り 。 さ る され ば 、 わ れ ら が 真実 の 知識 な る 経典 1 い GII 
フュ ン て ン ウタ 9 
を 授け た る 者 は 、 ク ルアー ン を 信 ず 。 また 、 ものの の な つう も の 2 
時 の 0 


WW 
\ 


。 不 信心 者 の 外 は 何人 も われ ら の 神 光 @ ら %aS い CSU 
2 
49. 液 は クル アー ン を 賜 わる 前 に 、 短 何 な る 経 22 くる 1 の ag っ に っ 各 ン ン 
典 5 読 語 せ ず 、 まだ た 液 の 右手 で 如何 な る も Gb) oe oe SRC> 
の を も 符 か ざり き 。 も し を う で あっ た と す (COOHUSIRAEAYI 
れ ば 、 嘘 つき ども は 疑心 を 抱い た に 相違 な 
6 ( 注 17) 


50 . 然 ら ず 、 を は 知識 を 賜 わ る 莉 の : の 中 に 訟 ん? 2 の の ッ ・ ン の ンタ 
2 る 神 兆 な り 。 不義 な す 徒 輩 の 外 PICODE CUPAKACNACACI 人 7 
、 価 人 も の ら の 柱 兆 を 拒 き ユ ず 。 ( 注 OOKIHIDLUGN 呈 と スン ラン 
W ン 2 クタ ォ タ ダー ン 
51. 彼 等 は 云え り 、「 何 故 主 より 跡 が 彼 に 隆 き Ro 
れき る か 7? 1 と 。 均 を 、 「 舎 跡 は アッ ラー の 
許 に あり 。 我 は た だ の 警告 者 に すぎ ず 」 と 。 
52. われ ら が 彼 に 経典 を 降 せ し は 、 彼 等 に 謗 み 決 MM AE 
開か せん が た め 、 彼 等 それ で も 足 れ り と 走 央 2 IN - 
ちぎ ざる か ? げに この 中 に は 、 信 ずる 人 々 9444D 計 の EE RFGIEYCYUI 
の 慈 甘 と 訓 戒 あり 。 ( 注 19) 


9」19 


の > タ 6 デア 9 
(OOS 放 0 RES 


注 16 自分 の 宗教 を 他 の 人 々 に 説く 際 の 適切 な 法則 が この 節 に 示さ れ て いる 。 我々 は まず 、 自 分 と 相手 が 共 
通 点 の ある 信 仲 を 持つ と いう 点 を 強調 する 事 で 説教 も 始め ゆる べき だ 。 例 えば 、「 経 典 の 民 ]」 に つい て 語る 時 は 、 
水 各 な る 補 と 神 の 啓示 と いう 二 つ の 基本 的 教義 を 基 に し な けれ ば な ら な いと 我々 は 教え られ て いる 


邊 17 読み 書き の 出来 な い 一 人 の 協 が ある 国 に 生ま れ 育 ち 、 文 明 人 と の 接触 も な く 、 お そら く 他 の 具 示 録 に 
関し て 何 の 知識 も 無かっ た で あろ 5 。 を の 男 に クル アー ン を 作る 事 な ど で きだ た で あろ うか ? 否 、 ク ルアー ン 
は 水 遠 に 価値 ある も の 全て を 備え だ だけ で な く 、 人 類 が 常に 必要 と する 道徳 的 ・ 精 神 的 な も の を 満た す 様 に 作 
5 れ て いる の で ある 。 これ 等 の 事柄 は 、 ク ルアー ン が 神 に 啓示 きれ だ も の で あり 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 神 の 教 
え を 伝え る で ある 事 を 確証 す る 。 


注 18 前節 で は 、 ク ルアー ン が 神 の 啓示 で ある 事 を 示す 外 的 証拠 に 言及 し て いる が 、 当 節 で は 、 ク ルアー ン 
に 精通 する 者 の 心から 神 の 光 が 湧 き 出る と いう 内 的 証拠 を 魏 げ て いる 

に 癒し 
注 19 避 の 神 兆 を 求め る 不信 心 者 に 対し (前 節 参 照 )、 こ の 節 は 哀れ み を 込め て 答え て いる 。 神 は 既に グル 
ゲー ン を や を 四 し て 慈 甘 の 子 を お 与 を に な っ て お り 、 ク ルアー ン に 従え ば 高位 を 得 、 世 の 人 々 に 散 わ れる で あろ 5 
に 。 に も か か わら ず 、 な ぜ 削 の 印 を 求 ゆ る の か 、 と 答え て いる 。 


ルー 


に 
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第 六 項 
ーー ・ ぃ キト k、 E ー レー っ SG2022 や 』 
53. 云え 、「 我 お 前 だ ちと の 間 の こと は 、 ア ッ の 0 間 3 全 に 
ラー お 独り の 証言 で こと 足り る 。 彼 は 天地 2 
に 通 暁 す 。 き れ ば 、 虚妄 を 信じ て アッ ラー 2 5 ab 
を 信 ぜ ざる 者 、 新 か る 者 は 失敗 者 な り 」 と 。 48 の あ 3 
(や OAI CI ab も 
54. 彼 等 は 液 に 懲罰 を 催促 す 。 も し 定め られ だ 2 3 の 932 く 1 ター スン シュ ラッ ン レ 
つい 、 委 和 ま と 3 う 
る 時 期 な か が り せ ば 、 だ ち ど こ ろ に 六 : は 降っ 0 8 」 
ノ プア テン クン ラン 27 セレ クル ンク 』。 テンプ 
た に 相 自 な し 。 げ に 懲 太 は 、 彼 等 の 気 づ わ 2925 ゆう Ss et の うつ OS 
ぬ 中 に 、 突 然 襲 いか か る で し 。 ( 注 20) 
55. 役 等 は 液 に 稀 削 を 催促 する が 、 地 獄 は す で の る 2 し ま 2 SI 3 っ 
に 、 不 信心 者 ども を 取り 半 め ゆり 。 ( 注 23) 上 2 ン 
56. 懲罰 が 役 等 の 頭上 か ら 足 の 下 ま で 埋め つく の 2 
っ くつ う ^@ う 1] 1 や や 
す ( 注 22) その 日 、 主 は 云わ ん 、| 法人 等 の 所 ご 2 ol プ ※ 
業 の 報い を 味わえ | と 。 @5 刺 7 は 522 
57. ああ 、 信 ずる わが 僕ら よ ょ ! わが 大 地 は 広 2E Ge る SL2 2 近 る じゅ 
大 な り 、 き され ば 、 わ れ の み を 乏 め よ 。 8 
②⑨ JOE 
58 . 人 人 は 背 死 する 者 な り 。 タ 代 る 彼 、 な 刈 だ ち は ノッ タン 5 ダレ | プア 9 ァ プラ クラー ン 3 2 
し ) Ye ゃ っ い 
われ ら に 連れ 戻 き れん 。 6 ら ぁ と りり IA らい の 
59. 信仰 し 、 正しい 行い を する 者 に は 、 わ れ ら 6 2 2 2 Na 1 DTZ 
は 必ず 楽園 の 高 典 に 宿 らせん 。 そ の 下 に は ナー と うら ン 
滞 川 流れ 漂う 。 彼 等 は を そこ に 永久 に 住み 劉 DIg ま らい 66 る 綴 <1 
ま ら ん 。 普 いこ と に 精 を 出せ し 者 の 報奨 は 2 
ヽ こつ デ ウ テ く 5 
実に 素晴らし い 。 ( 注 23) AL 
60. よ パ (耐え 忍 ん だ 莉 た ちや 、 信 頼 を その 主 に ンプ > セン ポン Ye グッ * 
ec 
置き 座り し 者 た ちゃ また 。 @G 交 色 の 下 多 つの” う うら が 
注 20 この 節 は 、 不 信心 者 の 前 の 神 兆 を 求め る の に 対し 、 決 の 様 に 率直 に 答え て いる 。 クル アー ン を 通じ 


て 与え られ た だ 慈 混 の 邑 に 恵まれ る より 、 
得 、 突 然 思い 掛 な い 所 で 邊 等 


注 21 


前 節 に 述べ られ た だ 久 と は 、 


科せ 5 れる も の で ある 。 


邊 22 神 の 前 が 下る 時 、 そ れ は 突然 ・ 急 激 に 、 
邊 23 信者 は ここ で 、 明 確 な 言葉 で 約束 る きれ て いる 。 


この 不幸 な 者 達 は あく まで 前 を 求 ゆ て いる 。 それ 出 、 
に 副 が まま よる で あろ う 。 し か し 役 等 は 定め られ た だ 時 ま で 待た ね ば な ら な い 。 


現世 で 不信 心 者 に 下 ゐ れる も の で ある 。 この節 に ある 六 は 、 


彼 等 は この 印 を 


来世 に 彼 等 に 


消 の 欄 に 四方 か ら 彼 等 を 襲 う 。 
心 の 拠り 所 を 神 の 道 に 置く 者 は 、 信 仲 が 播 が すず 、 行 い 


が jE し い 為 、 神 の 為 に 失う も の より 人 か に 多く の 報酬 を 与え られ る で あろ う 。 


こら bg 
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6] . 


62 . 


63. 


64. 


65. 


55. 


67. 


68. 


注 24 


己 が 食 炉 を ま か な え ざ る 動物 が 如何 に 沢山 
いる こと か 1! アデ アッラー は を それ 等 を 義 い 、 
まだ お 前 だ ち を 甘い 給 う 。 ( 注 24) 彼 は す 
べ で て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 

も し 液 、 彼 等 に 向っ て 「 天 地 を 創造 し 、 林 
陽 と 月 と を 抑え て 役立た し め だ たる は 対 
か ? |] と 問わ ば 、 ( 注 25) 彼 等 は 必ず や 人 答 
えん 、[ ア ッ ラ テー な り 」 し 上 。 然 ら ば 、 何 夏 彼 
等 は 長 理 か ら 離 反し て いる の か ? 

アッ ラー は 、 を その 撲 ら の 中 で 、 欲 する 者 に 
給 養 を 増し 、 欲 する 者 に 給 養 を 減ずる 。 げ 
に アッ ラー は 、 高 事 を 深 知 し 給 う 。 


5 し 液 、 彼 等 に 向っ て 「 天 か ら 6 水 を 降 し 、 
を それ に よっ て 枯れ 死ん だ 大 地 に 生 を 与え る 


攻 は 誰か ?」 と 義 わ ば 、 彼 等 は 必ず 答え ん 、 
「 アッラー な り 」 と 。 云え を 、「 す べ て の 賞 計 
は アッ ラー に 属す 」 と 。 き されど 、 彼 等 の 大 


羊 は 解 6 ぎ る な り 5。 

今 生 は 、 気 晴らし か 悩 み に し か すぎ ず 。 

0 来世 の 安息 所 こそ を 真 の 生活 な り 、 
土 こ の 事 を 知り だ り せ ば 


船 の 中 で は 、 役 等 は 誠実 遇 つ ひ だ 向き に 
アッ ラー を 祝 る 。 然るに 、 ア ッ ラ ー が 役人 等 
を 無 串 上 陸 る せ て や る と 、 見 よ 、 彼 等 は アッ 
ラー に 再び 他 神 を 併せ 祀 る 、 


われ ら ヵ * 彼 等 に 授け た る も の を 忘れ て 。 面 
し て 、 彼 等 は 当 座 の 便 楽 に ふけ る 。 され ど 、 
彼 等 は や が て 己 が 行状 の 結 上 を 知る べし 。 
その 周辺 で 強 枚 が ほし いま ま に 行 われ て い 
る と き 、 わ れ ら が 彼 等 の た ゆめ に メッ カ の 安 


動物 や 島 で すら 6 食物 に 上 ま れ て いる 時 に 、 


事 な ど あろ う は ず が な い 。 


注 25 


肖 : 26 
る 。 


者 は 生命 ある 全て の 仙 造 物 及 び 自然 現象 を 人 問 の 役 に 芝 つよ うに 、 


神 の 最も 優れ た 創造 物 で あり 、 


た MV デジ ルカ ワート 
ニナ 2 ペッ の ンジ 。 ュ ライ クン 
11PHPd9 電 うり 内 5O る 6 う 

9 

Pam の 29 
デン とう アデ アァ ぅ 5 アル 
owa SE 2 人 じ っ は 


ンタ ッ っ 9 ノ プ アン アンテ 
@e 負 


和み 3223 


ろ ン ン っ 


っ 29 89 本 
1 

の 2 あめ 2 「@ し 4 

24 和 Mn 1 


OCS 中 ノア チッ タン ン ir エン し 
CA 2 ひい の うり | 
〆 デ っ 2 タマ うと アト ロロ 
@635929 ら 1 ご 多 
る 1 イン の 


35365%0 じ Catsesilsaa し 2 
EE OS 39 
MGC2A0 IPII 作 4IOHE 

GO る MAINI KC 


ey 


アプ タン ュ ン る 3225 ヶ る レン ン ノウ 5 2 パイ 
CO らら うと りう な | も の 3 


うー タル ンー タイ の ブタン クノ ノノ ラノ ノア ノ ファ 
TP< 全 1 の 1MSSEIPy 
頂上 を 極め る 人 人間 が 人 錠 え る 


与 を た られ た だ 。 


圭 貞 な 日 的 の 為 に 生じ る 娠 暴 孝 苦 や 、 神 の 為 に 耐え る 科 牲 の 無い 人 生 は 娯 楽 と 同じ く 無益 な $ る の て あ 


ー619 一 


< 人 Sa 





ES アル ・ ア ンカ プ ブート 
全 な 型 域 を 設け だ る に 彼 等 は 見 ざり ノ >227 の リー ニー ョ レッ レン 5 タッ タ レ カ 
和 0 6 ! 
し か ? それで も 彼 等 は 秦 誠 を 信じ て 、 ORAIAb2ope タ JILi re 


アッ ラー の 思 恵 を 拒否 する つも りか ? 


69、 アッラー に つい て 偽り を 提 造 する 者 、 或 い 11 の 1 
は 真理 が 来れ る 時 に 之 を 否認 する 者 以上 の 


」 


住居 は 非 ざ る か ? 


ノッ ン ン と 


不義 者 は 誰か ? 地獄 に は 不信 心 者 ども の の AS の 


デア デ デ 


っ Ss 48 りら 


先 区 記し 


4 だ め に 励む 注 27 ノレ イタ タッ 人 ン ゥ クン トノ / ぅ る 
70. され ど 、 わ れ ら の 励む 者 は 、G ) 815 12C 2 As SE と の 


われ ら は 之 を われ ら の 道 に 導 か ん 。 げ に 


ぁ の "シン プン 


アッ ター は 、 常に 善人 と 倍 に あり 。 ob に う 8 





注 27 イス ラム 教 に 定め られ た ジハード と は 、 殺害 の 加害 者 及び 被害 者 に な る 事 で は な く 、 


う 様 努力 する 事 に ある 。 


ー620 一 


神 の 御 意 志 1 こ 沿 





eee PP = CFOO の = ご 8 
駅 に UN、 っ 当 






アル ・ リ レー ム 
(メッ カ 落 示 ) 


あま ね み メ 


ロ う アン さ 5 
1. 慈悲 深 《、 恵 み 暫く アッ ラー の 御名 に お い の ア PIG ここ IP の 1 
叱 s 
で ンー 
2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) の まそ 
末 : = p」 み ダ 〆 
3. 羅馬 人 は 破れ た り 、 の っ うら 


ァ ン の 
う 


4. この 国 に 隣接 する 地 ( 注 2) に 於 て 。 筑 し Oo eS2 43305 伯 3(8 
な が ら 、 彼 等 は いずれ 勝利 せん 、 


ee "は 一 前 の 取 北 も 後 の 勝利 も 、 ア ッ MO YY6. あ シャ 2 の 8 CC 
ー の 御 意 忘 な り < 月 に 信者 た ち は 喜 リン 2 タ 29 う 9 フラン アァ 


本 ( 往 3) ②⑤ ら ws591 の っ や 2 ひい s の う 


注 1 わ 礼 は デッラ ー、 全 知 者 な り (2 節 2 癌 参照 )。 
注 2 2 マレ スチ ナ 


0 
両国 は 変 賊 中 で あっ た だ 。 初 めさん シャ が 勝利 を も の に し た 。 ペ ル シ ャ に よる 征服 の 始ま り は 西 歴 602 年 で 、 こ 
の 年 、 フ ォ ー カ ス に 殺害 きれ た 思 人 モー リス の 仙 討 も の 為 、 チ ョ スロ ス 二 世 は ロー で と 開戦 し た 。20 年 後 ロー 
マ 間 国 は ペル シャ 軍 に 敗れ た が 、 こ れ は か つて な い 事 で あっ た 。 ペ ル シ ャ は シリ ア や アジ ア の 小国 を 奪い 、 西 
礎 608 年 に は チャ ル セ ド ン に 進攻 し た 。 ダマ スカ ス が 613 年 に 有紗 し た 。 建国 以来 ペル シャ 人 が 足 を 踏み 込 れ 
な い 周 辺 諸国 は 、 こ と ご と くく 荒廃 し な 。 614 年 6 月. エルサレム も 又 落 もち た だ 。 キ リス ト 教 徒 は 皆 、 ペ ル シ ャ 人 
が 総 大 司教 と 共に キリ スト の 十 学 架 を 取り 払っ た と 聞き 、 有 えた だ た 。 キ リス ト 教 は 権 成 を 失っ た 。 ペルシャ 人 に 
よる 征服 は 、 エ ル サ レ ム 占 領 で は 終わ ら な か っ だ 。 次 に エジプト が そし て アジ ア の 小国 が 再び 征服 きれ 、 ペ ル 
シャ 洗 は コラ ンス タン チノ ー プ ル の すぐ で 側 ま で 近付い た 。 ロ ー マ は 抵抗 する 事 も で きた の だ が 、 内 紛 が 災い 
障 6322 の 間隔 の 0 の 8 の 
られ た ヘラ クレ ス に 会 い 、 ヘ ラク レス が 十字 名 に か けら れ た 彼 の 神 を 捨て 、 太 陽 崇 拝 を 受け 入れ る まで 、 彼 を 放 
先 し よう と し な か っ た だ (Historians History of the World,。 7 差 P159: 8 巻 PP 94 一 95、Enc, Brit. 
"ChosroesI1" と “Heracius" 参 照 ) この 事 は イス ラム 教徒 を 非常 に 記し ませ た 。 それ は 彼 等 が ロー マ 人 と 同 
じ く (経典 の 民 だ っ た だ から で ある 。 メ ッ カ の クラ イシ ュ は 、 ペ ル シ ャ 人 の 様 に 偶像 持 拝 者 で あり 、 キ リス ト 教 徒 
串 の 敗北 に 、 イ スラ ム 教 打倒 の 契機 た 考 を ん 、 喜 ん だ 。 こ の ロー マ 軍 崩壊 の 直後 、 西 礎 616 年 に モハ ッ マ ド 李 言 
者 に 神 の 啓示 が 為 き れ た が 、 当 第 及び 前 二 節 で は これ が 主題 た なっ て いる 。 こ の 三節 に は 、 重 要 な 事 が 二 つ 述 
べら れ て いる 。 狼 ・ 九 年 の 短期 間 に 形勢 は 逆転 し (3 一 9 年 を 表す 。) か つて 勝利 を 治 め た ペル シマ 軍 が 当時 
生生 今度 は 完敗 に 追い や られ る で あろ うと 、 当 時 思い も よら な い 預 言 が 、 
三 切 に 記さ る れ て ある 。 こ の 様 な 短期 間 に イ スラ ム 教 が 勝利 を 治め 、 不 信心 者 の 敗北 が 決定 的 と な る 所 に こ 
2 この 損 言 は 、 人 人 間 の 子 汐 を 越え を て 現実 の ぁ あの と な っ た だ 。 ペルシャ が 勝利 を 治め て いる 
茸 中 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 ロ ー マ で 人 は 再び 勝利 を 得る と 何 年 $ 先 の 事 を あえ て 頂 言 し た 。 こ の 預言 が 為 き れ 
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、 是 つ 一 定 の 期間 を 定め て 創造 し 給 う 
0 EE 
人 人 々 の 多く は 、 主 と の 対面 を 信 ぜ ず 。 


へ ん れき 
役 等 は 各地 を 過 歴 し て 、 


アル ルー ム 


6. アッ ラー の 助け を 。 彼 は 己 れ の 欲す る 者 を の ラン タン 
の PE 衣 の 
協 け 給 う 。 彼 は 僅 大 に 、 慈 悲 深く まし ッッ の きら っ この 
ます 。 

7. こ は ア ッ ラ ー の 約束 な 。 アッ ラー は その 1 計 0 を 4 は 及 す 61 ひら の 
約束 を 破 ら ず 。 ( 注 4) 然 る に 、 世 入 の 多く 2 
は 謗 を 知ら ず 。 の OCSYT) 

こん じょう ラタン レレ 2 る 、、 ュ ュー ES 

8. 彼 等 は た だ 今 生 の 外観 を 知る 、 来世 に っ 。 の Pa うそ Cl o3A5 6 

て KGS に トド さ すず 。 ( 注 5) 20 。。 2 アノ 。 
OO 25 5 多 

9. 彼 等 は を の 心 の 中 に 、 ア ッ ラ ー が 突 寺 並 yy 間 8 

rh の 


2 イン タン ララ ェ ン ン ゥ アク 
SOC る 9 
Ge ue YS 


ゥ っ アンノ 


4S じ 612 ss5 の は 83 


10. 彼 等 より 前 の 者 、 
その 末路 た る や や 如何 ば か りな り し か を 見 ぎ レン タプ ラッ タス ンタ ー 
る や ? 苦 の 人 は 、 そ を の 力 に お いて 、 こ の 者 06 5o2C は 
だ ちよ り S5 測 く 、 地 を 耕し 、 且つ この 者 た る レス しく の 5 ノン クン アウ 22 ン ン ン ーッ ン ぅ > 
ちよ り 1 生 栄 せり 。 且 し て 、 使 作 た 5 ち はぁ チタ II だ) 

9 由 ミッ ーー プ 2 を 3 あみ っ で 1 ンー ラタン 112 ン (ンス 2 に 
ま ぎ ざま な る 明 証 を 携え て 彼 等 の と ころ を 59 < Ao6Re 8 し 人 あ 
り し な り 。 ア ッ ラ ー が 役 等 を 害する に 非 ず 、 5 人 
ウン み ゅ ワ プア テッ ウ 

害する は 役 等 自身 な 9 ⑤C の 2 る 5 2 

11. され ば 、 悪 事 を 働く 者 の 未 路 は 悲惨 な り 。 


な ん と な れれ は ば 、 アッ ラー Ni 
咽 電 し た る が 故に 。 


時 N 
Lu 


タ る クン ーー ンプ レッ る タン イレ ン ( ン 
RelmbE4 SA Sg 


OIG04Yc123E タ IE 


FT 
た と され る 当時 、 ヘ ラク レス の 治世 当初 12 年 は ロー マ 帝 国 が 崩壊 に 向かう よい うぅ 質 言 以降 、 如何 な る 預言 も 成 


芝 る きれ な か っ だ (ギボン 著 、Rise, Decline 史 Fall of the KRoman Empire, 25 准 、P 74)。 き さらに 詳し く は 、 
身 版 の 脚注 参照 。 

注 4 この 約束 は 8 : 48 に 並 か めか れ て いる 。 

生 5 不信 心 者 の 知識 で は 、 物 事 を 表面 的 に 理解 する 事 し か で き な い 
の 因 は 、 物 的 面 で は な く 、 を その 精神 面 に あっ た 。 

注 6 6 し 不信 選者 が 、 現 世に お ける 人 人 の 弐 命 が 限ら ちら れ た も の で ある 事 に 思い 及 ん で いれ ば 、 彼 等 は 、 こ の 
世に お ける 生 が 人 の 全 で は な いと 悟っ た で あろ う 。 更 に 、 死後 に より 良い 生 が あり 、 を そこ に お いて 人 人 の 精神 的 
発達 は 止ま る 事 は な い の で あり 現世 は 来世 の 前 段階 に 過ぎ な い 事 に 気付 に た で あろ うぅ う 。 


が 、 ペル シャ 人 及び クラ イシ ュ の 敗北 
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13. 


14 . 
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18 . 


19. 


20 . 
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第 一 項 
2 ー は 剣 造 を 超 し 、 次 いて 、 . そ れ を 反 
復 し 給 う 。 然 る 後 、 の シン 人 の 許 に に お 前 た 
ち は 連 れ 戻 る れん 。 


審判 の 時 が 到来 する 日 、 罪 を 犯 せ し 者 は 絶 
望 に 襲わ れん 。 

彼 等 は 、 い アッ ラー : 併 せ 祀 り し 神々 の う ち 、 

一 人 と し て 、 彼 等 の だ め に 執 成 し て くれ る 

者 と な る べき 者 な き を 知る べし 。 ま た 彼 等 

ぁ ぉ 、 ア ッ ラ ー に 併せ 祀り し 神々 を 否認 すべ 

に 


番 判 の 時 が 到来 す る 日 、 そ の 日 こ を 役 等 は 
相 互 に 分 離せ ら る で し 。 


その 時 、 信 じ 行 を 積み た る 者 は 、 礼 過 
され 、 0 ( 注 7) 


きれ ど 、 信 ぜ ず し て 、 わ れ ら の 神 兆 並び に 
来世 の 対面 を 否認 せ し 者 、 こ れ 等 は 向 凡 に 
処せ ら る べし 。 


る れ ば 、 朝 な 夕 な アッ ラー を 護 美 せよ 。 


突 地 の 一 切 の 賞 将 は アッ ラー に 属す 。 さ れ 
ば ぱ 、 午 後に 、 ま た 日 が 傾く 項 、 ア ッ ラ ー を 
講 美 せよ 。( 注 8) 

アッ ラー は 、 死 者 か 6 生 者 を 生じ 、 生 者 か 
ら 死 者 を 生 ず 。 ま た だ た 、 彼 は 、 柄 死な せる 大 地 
を 時 ら せ 給 う 。 か く の 如 く 、 お 前 だ ちゃ 墓 
より 曳き 出さ き し め ら る る な り 。 


アラ ブ 人 が 、 


史上 に 明記 きれ て ある 。 


注 8 
廃 か ら 6 立ち 直り 、 精神 的 最高 峰 に 至っ だ 人々 に 


人 が 、 人 間 創 造 の 崇高 な 日 的 に 思い 及び 、 


あれ 。」 


イス ラム 教 を 通し て 、 如 何 に し て 退廃 の 深 唄 より 精神 向 物 的 最高 峰 に 


更に モハ ッ マ ド 頒 言 者 に 従っ ね ム ア ラ ブ 人 の 様 に 、 
思い 至る 時 、 彼 は 自ら 叫ぶ 。「 全 て を 有する 天地 創造 の 宰 に 栄光 
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プッ クン 52 50 89 ャ プラ チルト タリ ン 
2 (89302 61 
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ャ スク 。 ロ u 29 合っ 
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第 三 項 
21. 彼 の 神 光 の 一 つ は か く の 吉 し 、 す な ゎ わ ち 、 31 分 つ ば っ ん SE 14 
彼 は 前 た ち を 土 より 創造 し た りき 。 され 2 yy 
ば 、 お 前 た ち 人 間 と な り て 、 地 上 に 拡散 す 。 OO 


( 注 9) 


し る し 
22、 ま た 、 彼 の 神 光 の 一 つ は か く の 如 し 、 す な は 5 2 SE っ 
わ ち 彼 が お 前 だ た ちの だ ため に 、 お 前 た ちの 中 ン 1 ント トピ ン 


2 99 GU に 1 ン ャ 
か ら 妻 を 創り 、 以 て ぉ 前 た ち に 安らぎ を 得 人 A ス こう 3 355 2SY て see) 
せしめ 、 量 つつ お 前 だ ち 相 互 に 愛 墓 の 情 を 起 > スン < sw レン 1。。 ン 
も の だ る こと な り 。 げに この 中 に は 、 問 (OOPKYYS を 1 9 9 届き ら ! 
語 す る 人 々 へ の る ま ぎ ま な る 神 兆 あ り 。 
( 注 10) 


23. を の 神 光 の 中 に は 、 天 地 の 創造 並び に ぉ 前 32 の IGE UIG2 う 
た ちの 言語 や 肌色 の 多様 性 あり 。 げ に こ 5 is お 2 82 
中 に は 、 知 識 あ る 者 へ の さま ざま な る 神 光 5ullcyelb96 い 2 
あり 。 ( 注 11) 

24、 ま た を の 神 光 の 中 に は 、 ぉ 前 た ち が 夜 も 第 KC を れれ と 電 い 1 呈 を CWCI ま プ ビ 

3 ゆっ J3U 5 に 2 記 と 
る 過 れ る こ だ 王 の 恩恵 や 求め ら 衝 る と い 28 
2 うこ と が ある 。 げ に この 中 に は 、 耳 を 傾け (ONEPIC 33514 し らら 2 
る 人 々 へ の さま ざま な る 福光 あり 。 - 

25. また 彼 の 神 沈 の 一 つっ は か く の 吉 し 、 す な の 235 は ai 
ち 、 彼 は 各 れ ほ 希望 の 源 た る 雷電 を ち 前 た レン 了 
ち に 示し 、 天 か ら 水 を 降 し て 枯死 せる 大 地 6 25 dts っ に る 92 


注 9 この 節 に は 「 彼 は 、 お 前 た ち を 土 (トゥ ラー ブ ) より 全 造 し た りき 。| E ある が 他所 に は 人 人 は 粘土 (ティ 
ン ) か ら 6 作ら 6 れ だ と ある (6: 3。 17162,。 23:13、32: 8,。 37:12,。 38: 72)。 王 つま り 乾 燥 し た 土 か ら 作ら 
れ だ 入間 は 、 土 か ら 作 られ だ 人間 に 先立つ 訳 で 、 言 い 換 えれ ば 、 こ れ は 人 入間 の 糧 と な る 食物 が 寺 か ら 作ら れ 
だ 事 を が ボ す もの で ある 。 当 招 に は 、 神 の 存在 を 示す 三 つ の 論拠 が 挙げ られ て いる 。(1 ) 神 は 、 生 命 と 何ら 係り 
の な い 、 生 命 を 生み 出す 特性 を 持た な ない 所 の 寺 よ り 人 間 を 作り に な っ た 。(2) 料 は 人 韻 に 鋭い 感情 を 接 け も 
れれ 、 加 上 心 を その 特質 に 加え られ 、 目 標 達成 の 能力 を お 与 を に な っ た 。( 3 ) 神 は 人 間 に 勢 力 撤 大 と 世界 支配 の 
讐 宝 を 植え 付け られ 、 こ の 欲望 達成 に 必要 な 力 を お 与え を に な っ た 。 


邊 10 労 女 の 愛 は 出産 に 繋が り 、 地 [上 に お いて 人 類 は 生き 続け る 事 と な る 。 これ は 、 背後 に ある 計 両 が あり 、 
計画 者 が 存在 し 、X、 来 世に より 良き 生 の ある 事 を 示し て いる 。 


邊 二 人間 の 進歩 は 、 言 語 や 人 頼 の 多様 性 と 密接 な 係り を 持つ 。 こ の 多様 化 も 、 あ る 計画 と その 計画 者 の 存 
在 や が し て いる 。 こ の 計画 者 と は 天地 創造 の 神 で あら れる 。 言 諾 ・ 人 人 種 の 多様 性 に ょ り 生 じ に た 様 々 な 文明 の 中 
に あり な が ら も 、 人 人 類 と し て の まとまり が ある 。 こ の 人 類 の 統一 性 は 、 必 然 的 に を の 創造 主 が 御 一 人 で あら 6 れ 
る 事 を や 示す 。 
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に コ 
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を 政 ら し むる こと な り 。 げ に この 中 に は 
還 訂 ig: の の ら 旨 詩人 を 者 売 の 1 
( 注 12) 


の OS の 588) 


26. 更に その 神 区 の 一 つ は か く の 名 し 、 す な わ 2 も と に ろう へ 人 人 1 の 5 打 の CM 
「 る つう あい タン ツリ ECNR ン ル 
ち も 、 内地 は 主 の 命 に よっ て 財 立 する こと な 0 ン ン 
ッ ア ン ど コウ u クン タン ぅ > レン 
り 。 ( 注 13) 然 る 後 、 主 一 声 5 前 た ち に 呼 11REWc'6 の 2 yr ム そ っ じ く 131 
び か ける や 、 見 よ 、 お 前 た ち は 、 大 地 か ら の 5 が 2 
出現 せん 。 い の や 
7 天地 に 於 ける 一 切 は 彼 に 属す 和 末 く 役 ン 5? し 2 タ - 人 人 11 ラブ で アァ 
Ns 、 Rui 22R22 2 ⑨⑯ 〇 っ 5 4) の きらら か きら っ る 
に 従う 。 ( 注 14) 
ーッ っ 所 ぅ レッ タンタン 人 66Y す 。 we 
28. 衆生 を 最初 に 生 超 し 、 次 い で 之 を 反復 する 2212》5 uu 3333535 Cs3235 
者 、 そ は 彼 な り 。 役 に と り て 、 そ は いと 見 
_- る 、 アン 5 レレ 1 の ッ タレ 。? と 
し 。 天 地 に 於 ける 至高 の 地位 は 、 彼 の も の は 1 MC 
な り 。 彼 は 倍 天 に し て 、 覧 哲 に まし ます 。 クッ 
第 四 項 @2553 け 225 
29. 彼 は 、 お 前 だ ち 自 身 に 関す る 一 つの 比 隊 を り 
2 ug タン ゆめ タッ ン フラ u ン レン ニン 
示し 給 う 。 お 前 た ち は 、 お 前 だ ちの 右手 が いらっ 1 
所 有する 者 の 中 で 、 そ の 誰か を 、 わ れ ら が ルン 3 ン レ る 人 の 
お 前 だ た ち に 与え し も の を 同等 に 分 配 し 、 お 区 超 y 2556 
有 前 だ たち お 互い 同士 が 気 人 違う 如く 《 そ の 者 に 気 。 ン 2 6352 
] sl て は ky の PE * mt 1 に 1 
兼ね せ ね ば な ら ぬ 仲間 ほし て 付き 合う か ? RPC の ao 
20 は 思 器 2a00n2 Neo 1 
の 0 の 0 2WKo03B 和 2 る Se (COME と PAN っ 
ざま な る 神 兆 を 説き 明か す 。 ( 注 15) 
注 12 光 は 、 肥 決 を も た ら す 雨 を 予告 する だ け で な て く 、 様 々 な 病原 赤 を 殺し 、 穀物 を 荒らす 害虫 を 駆除 する 。 
この 様 に 、 光 は 異 怖 の 念 を 引き 起こ す と 共に 、 人 間 に 様 々 な 思 恵 を 与え て て れる も の で ある 。 自然 の あら ゆる 
要素 が 、 神 の 御 計画 の 中 に 定め られ た 役割 を 果たす の で ある 。 以 上 の 事柄 は 、 神 の 存在 、 神 の 偉大 な る 知恵 を 


し て 旋 の 証 と な っ て いる 。 


注 13 
持 で きる の は 、 そ れ が 神 の 業 に よる も の だ か ら で あ る 。 
注 14 大 


ら 、 太 陽 は 惑星 や 実体 と 共に 、 
が ら 、 そ れ 等 が 衝突 する 事 も な 


で 表 る れ て いる 。「 皆 式 く 彼 に 従う 。] 


注 15 


唯一 


主 と 奴 隷 は 共に 入間 で あり な が ら 平 等 で な 


い 。 完 全 な る 法 と 秩 訂 が 宇 


〈、 主 は 宮 を 到 越 に 分 け 与 を よう と し な い の に 、 
の 唯一 創造 主 で あり 支配 者 で ある 神 が 、 宇 宙 の 支配 を 他 の 者 に 分 け 与 を る 事 な ど どう し て 出来 よう か 7? 
ヽ すべ て の 支配 を 司 どっ て いる の で ある 。 


太陽 系 が で き て 以来 長い 時 が 経っ た が 、 微塵 も 狂い は 生じ て いな い 。 勘 星 が 何 の 支 を も な く 軌 道 を 維 


宇宙 が いつ 諸 生 し た か の 推測 は 、 入 間 の 理解 力 の 及ば な い 所 の も の で ある 。 知ら れ ぎ る 過去 の 時 か 
一 定 の 軌道 を 逸れ る 帯 な 規則 正 し 《 動 いて きだ た 。 何 百 廊 と いう 衛星 が あり な 
宙 全 体 を 支配 し て いる の で ある 。 こ の 事 は 次 の 言葉 


全て の 物 
神 は 、 
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第 三吉 


30. 


31. され ば 、 液 の 顔 を ひたすら 宗教 に 向け よ 。 スイ っ ルーン スッ レン ーッ に に スン ッ ン っ て イィ 
アッ ラー に よっ て 剣 られ た 本 性 、 す な ゎ ち ff 
Aa ] を 創り 給 う た 本 然 の 姿 に 倍 え 。 アッー 2 因 届 63 JE と NN 

ー の 創造 に 変更 な し 。 を は 正しき 宗教 な 3) 0 ミ 了 
株 時 を 枯 を (OO 全 UEANRKNETCH 
( 注 16) 

計 記 りう 5 2 タジン ン ン ュ ン タッ 2 で 

32. お 前 た ちの 顔 を 神 に 向け 、 板 悟 し 、 神 を 異 は 26 う UICS12 お 13 AL CA 
れ 、 礼 捧 を 訂 守 せよ 。 (17) 芋 し て 、 

他 神 を 神 と 併せ 祀 る 徒 問 の 一 人 と な る な の の 0 
か れ 。 

33. を の 宗教 分裂 さ きせ て 、 各 宗派 を 成 し た て 科 人 ( ン ェ ン レン ンタ 5 
徒 中 E は 、 ロ れ の 款 派 に の み び 満足 す 。 CDOCOOLO2SAUc 
( 注 18) @ ら を うら ょ の JJ 

和 EEE 
に 向き 直り 、 嘆 願 す 。 こと (に ピン 
浴 せ し め る と 、 見 よ 、 rr 3131 MGcY て と HH ませ 
他 神 を 配 し 、 65 

35. われ ら が 彼 等 に 授け し も の を 否定 し 始め 人 1 
る 。 な ら ば 暫く 楽し め 、 い ま に 思い 知る べ OAD tos くる SC 
し 。 

36. わ れ ら は 役 等 に 、 神 と 合せ 配 る こと に 状 成 も 2 に 。 衝 を 36 すみ 4 は E 団 測 | 
する 何等 か の 権威 を 隆 し た と で も 云う の シタ 
か ? ( 注 19) っ と 

注 16 神 は 一 つ 、 LISP 人 人 問 の 本 質 に 相差 す 

示 孝 で あり 、 人 間 は 本 能 的 に これ に 従う 。 人 間 は 生ま れ た 時 この 信仰 の 中 に ある が 、 衣 っ 環境 や 、 親 の 考え 、 

信仰 、 親 か ら 受 けた だ 教育 等 が 、 彼 を ユダ マヤ 教徒 や 、 麻 術 師 、 0 ( プ ブ ハリ) 。 

注 17 唯一 全能 な る 神 を 信じ る 事 は 真 の 宗教 の 基本 的 原理 で は ある が 、 を それ だ け で は 不 十分 で ある 。 起 の 宗 


メレ ーー ん 





本 、 然 ら ず 。 不義 の 徒 人 は 、 知識 な くし て 

己 れ の 低級 な 欲 恥 に 従う のみ 。 ア ッ ラ ー が 
迷わ し め た 者 を 、 誰 が 導き 得る や ? 役 等 に 
は 如何 な る 救助 者 も な か る で し 。 


の る る し 入 


レン トン ーー こっ 


IATA 3107 
@ の 25 3 ょ が じ 5 46105 の 


教 は 一 定 の 戒律 を 備え を な けれ ば な ら な い 。 その 中 で も 最も 重要 な 戒律 は 礼拝 する こと で ある 。 


注 18 
注 19 
つの まり, 
に 論拠 を 持 だ な い 。 


過去 に お いて 、 了 真 の 宗教 か ら 6 逸脱 し た 者 達 は 分 裂 し て 対立 し 、 争 い を : 


2 肖 


朋 数 節 で は 、 の 2 お 0 の 人 EMI うつ NaESNE2NG が 当 節 及び 次 の 三節 で は シル ク グ 、 


偽 神 を アッ ラー に #* 
人 人 間 の 本 性 、 理 性 、 


千 び つけ る 事 に つい て 和書 か れ て ある 。 多 神 教徒 は 、 そ の 信 9 の 宗教 を 支え る 物 全て 
良 蔵 は 全て 、 偶 像 崇拝 を 娠 表す る 。 


の 


36 . 


39. 


40. 


41 . 


王 20 
重義 な 特性 を 備 を られ て いる 。 
社 21 


当 節 で は 、「 開 が 地表 を 緒 い 、 
き 戻す 為 、 天 言 省 を お 看 い に な る 。」 と 述べ られ て いる 。 詳し は 、 


人間 の 手 が 行 いし こと の だ め に 


・ われ ら 人 々 を 慈 庄 に 浴 せ し むれ は 、 彼 等 は 


を 喜ぶ 。 然 る に 、 彼 等 の 手 が 先 に 送れ る 
も 5 の の だ め に 、 災 難 が 降り か か る と 、 見 よ 、 
彼 等 は た ち ま ち もち 絶望 す 。 


ー は 誰 で あれ 、 そ の 欲す る も の に 給 
養 を 増し 、 或 いじ は 減ずる こと を 、 彼 等 は 見 
ざる か ? げに この 中 に は 、 信 ずる 人 々 へ 
の きま ざま な る 神 兆 あり 。 


きれ ば 、 親 類 縁 者 に 相当 な も の を 与え ぇ よ 、 
まだ 近しい 者 や 旅人 に も 。 そ は アッ ラー の 
思 元 を 求め ゆる 者 の た め に は 、 最 も よし 。 か 
か る 者 は 、 必 ず 栄 える べし 。 


7 


他人 の 財産 で 得 ほ とろ う と て 、 利 所 を 以 て 貸 
付け し て も 、 ア ッ ラ ー の 見 解 か ら す れ ば 、 
は 殖 え る に 非 ず 。 然 る に 、 ア ッ ラ ー の 思 
龍 を 求め て 喜 捨 し な 者 、 こ 等 の 者 こそ そ を 
の 富 は 倍加 きれ ん 。 


jp 前 た ち を 創造 し 、 之 を 伏 い 、 湊 いで 之 を 
死な し め 、 面 し て 之 を 難 ら し むる は アッ 
ラー な り 。 お 前 た ちの 神々 の うち 、 誰 が こ 
れ 等 の ー つ で も 能 《 す る 者 ある か ? 誠 を 
ょ 、 彼 と 併せ 祀る 神々 と は 比較 に な ら め 高 
み に い まし 給 う 彼 を 。 ( 注 20) 
第 5 項 

陸 に も 海 
に も 腐 表 生じ た り 。 こ は 彼 等 を し て その 所 
業 の 報い を 幾 分 か が 味 わ し ゆん だ め 、 き すれ 
ば 彼 等 $ 悪 より 立ち 直る か も しれ め ぬ 。 
( 注 21) 


神 は 我々 の 創造 主 に し て 、 維 持 首 ・ 供 給 
それ は 、 


前 館 の 主題 は 、 全 生命 を 合造 し 、 


・ フ レー ム 


2 タッ タ ノッ ノン レン ン ン ーッ ン 
514 も IWC9 作 4 に IGE 
0 2 2 の ョ ンマ ン ュ ン 。 
2 5 し 人 っ 


2 所 攻め 8jaUPY20 


ン ラ アッ イー っ の am 


② 〇 ぁ ゅ 2 ダッ 人 つい 8 
い MWTO: つう て アテ 


ンジ 22 > 


PP 


し 


JA am 


ウタ 


⑨ ら は 1 ら め 
0t 生 ETIAYYEIUCKtMGA と が を 1 
と 人 1 の RCC に 
(2 GA GMRE あ EC 
が くま まい YOU 
oeJe 
⑩6 あ 5 Sc JSC 


CO っ ア 5 82 


テグ 


いく ス えま を る 


らら 
護 EGGCEIFEIERG2 
IN」 導 らい ます 


プラ クー タン 


の の 


着 で も あら れる 。 神 は 生死 を 完全 に 支配 きれ 、 前 述 の 三 つ の 
我々 の 祭 拝 を 求め られ る 最高 の 御方 に 有する も の で ある 。 


理 し 、 導 か れる 全能 の 宰 へ の 信仰 心 を 人 間 に 教 え 込 む 事 に あっ た 。 
人 が 杭 を 記 れ 、 自 ら 作り 出し た 神 を 集め る 時 、 宰 は 、 誠 い 妊 れ より 神 の 元 へ 引 


英 版 脚注 を 参照 の 事 。 
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43. 


44 . 


45. 


40. 


47 . 


48. 


49. 


注 22 
に それ を や を 知ら せる 鳳 が 吹く 様 に 、 
そ を その間 良 な 


云え 、「 地 上 を 凡 く 旅 し て 、 前 た ち 以 前 の 
者 ども の 未 路 が 如何 に 惨 な り し か を 見 よ ! 
彼 等 の 多く は 多神教 徒 な りき | と 。 


きれ ば 、 記 け 難 き そ を その 日 が アッ ラー より 来 
る 前 に 、 液 の 顔 を 正しい 教え に 向け ょ 。 を 
の 日 、 人 問 は 二 衝 に 分 け られ る で し 。 


不信 心 者 ども は その 不信 の 資 任 を 負う ぅ うべ 
し 。 ま だ 、 正 し い 行 為 を する 者 は 、 自 ら の 
後生 安楽 を 準備 す 。 


こ は 主 が 恩 角 を 以 て 、 信 じ て 正 義 を 行 
る 者 を 賞 せ ん が た め な り 。 げに た 彼 は 、 に 
者 ども を 愛 で 給 わ ぬ 。 


主 の 神 兆 の 一 つ は 、 の 伝達 者 と し て 風 
を 送り 、 お 前 だ ち に その 慈悲 を や 味 わ せ 、 る 
の 命令 に ょ っ て 船 を 表 走 らき せ 、 お 前 だ ち 
を し て 王 の 恩 衣 を 求 ゆ し め 、 以 っ て 感謝 の 
気持 を 抱か せしめ ん が た め な り 。( 注 22) 
げに われ ら は 、 液 以前 に も 幾多 の 使徒 を を 
の 民 に 、 明 証 を 携え て 、 造 ち し た り 。 媒 ぁ 
後 、 わ れ ら は 罪 を 犯 せ し 者 を 罰 し た り 。 な 
れ ど 、 信 ずる 者 を 助け る は 、 わ れ ら の 務め 
が 電 り 


WAM の に 時 を 送り だ る は 


アッ ラー な り 。 次 い て 役 は , 雲 を 思う が ま 
9 、 之 を 幾 層 に も 積 重 
ら 給 う 。 さ れ ば 流 は 見 .、 を の 上 % 中 より 降 
り 下 る 雨 を 。 彼 、 その 僕 等 の 中 の 欲す る 者 
の 上 に 之 を 降り 注 が し むと 、 見 よ 、 彼 等 は 


きん きじ 


故宮 雀 躍 す 





この 言葉 は 、 神 の 律 法 が 、 


る 入 々 が 現れ 、 地 を 固め 、 


青 入 符 の みな ら ず 物質 界 に お いて も 行わ れる 事 を 示し て いる 。 
神 の 預言 者 が 出現 する に 先立ち 、 
人 彼 の 人為 に 真直 ぐ で な 道 も つけ る の で ある 。 


Se アッ ャ リレー ム 


HH に 全う づい 11HKW じ 
0 
(WSI TCSIPRG IGP を く を お 5 
@9XO2SJL2S AO っ 3 の る 5 
p2U ェ 43 


GA る 2 


う 


も 52 スズ 。 # し 
obaJl1LE 31221 01 (るる 


@C2013 る 3 


の で 。 1 8 ン チノ 2 
2 21 り 拉 時 PEH テ て 
= タプ ッ ン タラ クーラー ラン 。 ン フラ ン っ u 
の AE 
29 
の oy 2 
EC 


レン 
SS 
和 


9 回 


う ウ フラップ 5 


cioOIoCEE SU 
@ ら obss0(23 CC 


フッ アタ 5、g ン デュ 


AWK レグ ベ そつ) 用 6 伯 有 1P 
ラッ ン シ ン ン ン ノ タン ォ ン レ クン フッ ン イ ン ン we 
ET お さぁ KS 
ら 92 5 の も の (SE あら 


ビデ アデ 


CM と EAC 





二 が 障る 前 


彼 の 教え が 広まる に 適し た 状況 が 作ら れ 、 


一 0929 一 


中 一 全音 


90) . 


DL 


OZ 


90 . 


54 . 


りり . 


90 . 


注 23 
旬 が 書か れ て あっ た 


それ 以前 、 雨 が 彼 等 に 降り 注ぐ 前 まで は 絶 
細 に うち ひし が れ て い だ た こと も 忘れ て 


され ば 見 よ 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 の 跡 を 、 如 何 
に し て 枯死 せる 大 地 を 生き 返ら し むる か 
を 。 死者 を 上 時 らし せる は 彼 な り 、 な ん と な 
れ ば 、 ば げに 彼 は 全能 に まし ます 故に 。 

( 注 23) 


然し な が ら 、 わ れ ら 風 を 送り て 収穫 物 が 黄 
ば み で も せ ば 、 以 後 彼 等 は 必ず 、 ゎ れ ら 6 の 
恩 員 を 認め ぎざぎざ る 者 と な らん 。 


湊 は 死者 に 聴か し せる 能 わ ず 、 ま た 背 を 見 
せ て 逃 【 げ 去 る 衣 に 湊 の 呼び 声 を 聴か し むる 
能 わ ず 。 


また 、 盲 を 迷 誤 よ り 導 き 出 すこ と 能 わ ず 。 
液 は た だ われ ら の 神 兆 を 信じ て 帰依 する 者 
に 聴か し め 得 る の み 。 ( 注 24) 
第 六 項 
だ が 2 の は 初め に お 前 た ち を 時 く 創り 、 伏 
る 後 之 を 強健 に し 、 強 健 の 後に 衰え と 老い 
と 生やし せ 。 彼 は を の 欲す る 者 を 創造 し 給 
彼 は 全 知 全能 に お わし ます 。 


復活 の 時 が 到来 する 日 、 ( 注 25) 罪 を 犯 せ 
し 者 は 、 墓 中 に 在 9 り 0 だ る は 一 記 に すぎ ず 、 
と 断言 せん 。 か 《 の 如く 、 彼 等 は 正道 か ら 
谷 き 去れ り 。 


戚 し い 日 照り の 後に 恵 あ の 南 が 降 り 、 
が 、 当 節 で は 、 道 徳 的 に 


アデ ルッ ルー ム 


3 っ 426 OUT Se 衣 に 
5 あの る le の 835 
びあ 260 の の 13865 め 
ら 25 2 人 RUI 

@ ゅ 65 と 
る の 5327 pd 
@ の bzos 2 

ColegiS ze いあ 所 じ 3 


24 8 あああ タン 
2 ンプ P ゥ ia る > シーン s 
= リン で 5 し ぬっ いつ 333 PO 
人 2 タ る ュ ン る 0 スイ フン ンク 2 
LE36 こ ク と 2 555 ta えら 


ャ タダ ョ ッ 


AI 2295C 
こす タタ タレ ェ ン 2 な る ン ラン レン 
は 2 125 2 ら う 

@6 學 ゆ ゅ al" に 人 


(の 


干からび た 地面 に 新しい 生命 が 宿る 。 前 二 節 に は 上 記 の 自然 現 
退廃 し た 者 達 の 現 の 復活 に ぉ 同様 な 処 法 が と られ る と 述べ られ 


て ある 。 死人 同然 の 者 は 、 神 の 拓 言 誕 を 通じ 、 新 だ な 生命 や 号 えら れる の で ある 。 


押 命 の 良し 悪し は 、 品 自身 に 依る 。 入 が 東 実 に 耳 を や 領 け な い 限 り 、 和 預言 も 神 の 啓示 も その 者 を 神 に 導 


注 24 
きる は し な い 。 自ら が 一 歩 韻 へ 踏み 出せ ば 、 神 も 駐 近 付い て 米 ら れる 。 
生 25 ィ イス ラム の 勝利 の 時 。 
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9 。 


998. 


59. 


60. 


61 . 


詩 26 


本 bk 生ま まな 
ち は 云 わん 、「 お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 経典 
隊 0 生 きつ の PC 
今日 が 復活 の 日 な り 。 ( 注 26) され ど 、 お 
前 だ たち は そ れ を 知 ろ うと も 思わ ざり き 」 と 。 


され ば 、 を その 日 、 加 人 ども の 云い 訳 は を その 
身 を 益 す る と ころ な か らん 。 ま た だ 、 改 心 せ 
ん と すれ ども 許 き 8 れ ぎ ざる で し 。 ( 注 27) 


げに われ ら は 、 クル デー ン の 中 で 、 人 々 の 
た め に $ ま ざま な る 比較 を 明示 せ 5 。 な れ 
ど 、 だ と い 液 が * 軍 兆 を 携え 行 
ざる 者 ども は 必ず 云わ ん 、| お 前 だ た ち は 貴 つ 
き に すぎ ず 」 

アッ ラー は 知識 な き 者 と も の 心 を か が く の 吉 
《〈 封 給 う ブフ 。 ( 注 28) 


る れ ば 、 溢 、 員 え 餅 べ 。 アッ ラー の 約束 は 
必ず 実現 す 。 堅 き 信仰 を 持た ね 者 ども を し 
て 液 を 軽 ん じ ビ せしめる な か れ 。 


[復活 の HH 1 と は 、 処 々 で は 死後 の 復活 を 指す の で は な く 、 


新 だ な 神 の 指導 者 が 現れ る 事 を 示す 。 
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う 。(2) 役 等 は 犯し た 罪 の 償い を 許さ きれ な いで あろ う 。(3) 


て と も 、 信 ぜ 


っ 


アデ アル ・ 


3 する 86 PIN PON 電 を 
人 ( の iT を 


ルアン RC 
プン 22 2 とろ な ラク シン 
有 凍 4 


メー か 


うと る 1125 1ue5 とら) 


レイ 


し で 2 25 を の レラ よ イ を ン スィ シン る る 

りう 5 の いひ ぁ っ Ss マ AJI GS ナー 

2 

タ ゅ クウ ーー ズル ニー ョ * し ラ ア マレ 
ぴの 2ol に 1 OS US 1 


が の る る レッ レン ン し ュ 、 グ アッ ョ ン る ュ ぅ ン 
JCssto り 3 と AI925 656 
ティ ヤ す フィ 

CDC うう 


人々 が 魂 の 復活 に より 立ち 上 が っ た 時 、 


本 文 に な る アラ ビア 語 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 (1) 彼 等 は 神 の 入口 に 近付く て 事 を 認め られ な いで あろ 


) 彼 等 が 弁論 の 中 で どの 様 な 言い 逃れ も し よう と 


も 、 そ れ は 容れ られ な いで あろ う 。(4) 彼 等 が 神 の 引き 立て を 得る 事 は な いで あろ う 。 
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神 の 岳 導 莉 を 通し て も だ らき れる 神 の 知識 を 拒否 する 者 は 、 そ の 心 を 密 く 閉ざさ きれ る 。 不信 心 者 の 心 
が 閉ざさ る れる の は 、 役 等 が 神 の 知識 を 受け 入れ る こと を 拒ん だ 当然 の 成り 行き で ある 。 


ーー お 30 


oN 2 





レク マー ンジ 
(メッ カ 柳 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 患 み 骨 
ka 


に キン の 御名 に ない 
( 注 1) 
3. こ は 知 恵 に 満ち た る 経典 の 諸 節 に し て 、 


4 . 善行 に に いそしむ 人 々 へ の 
5、 礼 拝 を 違 守 し 、 定 め あの 喜 捨 を 納め 、 来 世 を 
油 く 信じ 牽 る 者 へ の 。 


6. そ は 主 の 導き に 従う 者 、 幸 いあ る で し 。 


7. 然 れ ど も 、 世 の 中 に は お 導き と 9 引き 替え に 
くだ ら ぬ 物 諸 を 信じ 、 知識 も な いく せ に 、 
人 々 を アッ ラー の 道 か ら 落 道 に 導き 、 を 
か ら か う 者 あり 。( 注 2) か か る 者 に は 恥ず 
べき 懲罰 下る で し 。 


8. か か る 者 に われ ら の 神 光 を 論 み 聞か す と 、 
人 彼 は る な が ら 聴 か ざる 如く 、 ま た 両 耳 が 
活動 ら か ぎる 如く 、 散 然 た る 態度 で よそ を 
向く 。 され ば 彼 に 痛 呈 を 告知 せよ 。 


9. げに 信じ て 巻 行 を 積む せ 人 々 ーー 彼 等 は 歓喜 
の 御園 に 入り 、 


OCG と | いま まい 1 


の 
ACT 


3 レン ュ 290 を レラ ンク 


⑥ の と っ っ と 0 4 くう 5 と の 
1 ンー と トク 3 タッ ア ロッ 29 
の の め ち っ 8 上 k る 1 つぶ こめ 2 
デア 2..3 
dsAP2D 


る る 中 うふ わき つる 
〇 次 | 

は oO の は 5 の 2 EN つう う 
33225G 届 3 すし A 51 あ と の 
は 寺 KK 
ACE 届け CTPDI プ SH 


マン 


OPCIRDRC 5 1552 | 198g 


ンコ 之 


OR と CAP を 1k の 74C 





注 1 われ は アッ ラー、 全 知 者 な り (2 章 2 節 参照 )。 


生 2 生命 は 非常 に 大 切な も の で ある 。 人 間 は 高 に し て 崇高 な る 日 向 を 果たす 為 に 作ら れ だ 。 し か し 心 の 


学 付 じい て し まっ た 者 は 、 吉 か な 気 哨 ら 6 


し に 中 重 な 時 と 労力 を 費やし て し まう の で ある 。 


2 と 6 人 た 


= 


PE 


10. 


山 訪 


12. 


89、 


14. 


まき 


Fe 


その 中 に 来 長 《 住 み 廊 ま ら ん 。 ア ッ ラ ー の 
約束 は 確実 な り 。 彼 は 僅 大 に し て 、 賢 格 に 
まし ます 。 


彼 は 日 に 見 待 る 柱 な 〈 し て 諸 天 を 創り 、 ま 
だ 地上 に 宅 固 た る 山々 を 配 し て それ が お 前 
だ ちと 共 に 措 和 動か ざら し め 、 を その 上 に る 
ま ざ ま な る 生物 を 播き 散ら し 給 計り 。 まだ 
われ ら は 雲 より 水 を 降り 下 し 、 各 種 の す ば 
らし い 種 類 を 生 ぜ し め 給 えり 。 


こ は ア ッ ラ ー の 創造 な り 。 き て 、 デ ッ ラ ー 
0 人造 し た る も の あら ば 、 合わ 
に 見 せよ 。 厨 、 不義 な す 墓 は 明らか に 迷 
PP に あり 。 
和 二 項 
われ ら は ルク マー ン に 知恵 を 授け て 「 ア ッ 
ラー に 感謝 せよ ょ 」 と 云え 5。 誰 で あれ 感謝 
する 若 は 、 ひたすら 己 れ 目 身 の だ め に 租 許 
する な り 。 然 る に 、 恩 多 ら ず は 、 ま ま よ 、 
アッ ラー は 滴 ち 足り 給 う 御方 、 護 美 きる れる 
べき 御方 な り 
また ルク マー ン が ( 注 3) その 息子 に 訓 下 
選 索 。 か く な いし 時 を 金 え 。 「 我 が 愛す る 息 
の テア ッ ラ ー と 他 神 ら を 併せ 祀る な か 
、 神 と 他 神 を 併せ 祀る は 、 重大 な る 不正 
病 ( 注 4 ) 


わ ゎ われ ら は 人 入間 に 、 そ を の 父 坪 に 対し て 考 配 を 
つく すべ で く 信 じ だ り ( 注 5) 一 一 特に 十 は 、 
引 り や つれ て 子供 を 産み 、 更 に 離乳 きせ る 


まで 二 年 を 要する ( 注 6) 一 「! われ 並び に 


社 : 3 
従う 様 命 nnC ら れ て いる 。 油 。 
島 子 に 語る 立派 な 道徳 的 教訓 か 6 問 断 すれ ば 、 
唯一 神 に ある 。 全 て の 高尚 な る 原理 は 、 
その 人 格 を 損なう の で ある 。. 


み クマー ンカ が ヵ 『」 
注 4 
も の を 芝 め た 


5 


ルク マー ン は アラ ブ 人 で は な い 人 、 


全て の 宗教 の 基本 的 な 教義 は 、 
b、 神 を 次 れ る 事 で 、 人 は 1 ら を 中 め 、 


この 節 及 び 次 節 は 挿入 疫 で 、 


拭 に 対す る 義務 で ある 。 


注 6 


この 文 上 46:16 の 間 の 叩 ら か な 矛盾 は 、 


時 間 が か か る も の も あお る と いう 点 か ら 生 て いる 。 


レア マー ンジ 


アァ タデ 


1 の IM 介 ほ 才 1 25*65 と ua 


OPC 


い ア 


本 


ョ レー 


妥 ud 人 ho 
ア 
[1 才 
⑨ タ ァ ジ 
ら > て デフ ァ レン 


3 っ ョ の 5 ぃ 9 人 セイ < < 
eZOoJLSAe ES め 6 ah IO ゅ 
の oe ちら 多 BI 


の hl っ CS 


% ン ァ ッ ンプ ォ ン る レレ ン レン ュ ク ー 
人 0 滑 22 SS6 5 
み P 
(CM 

GS 23595.6 


⑫25 と 45)d 員 0515b し 


と 


(あく CTCGNKIIGTOVOIIGM を 


SAhooek 4L553 な 


おそらくは エジプト 人 を 指す の だ ろ うぅ 。 彼 は エジプト か ヌ ビ アデ に 
彼 が ギリ シア 人 の イン ッ プ だ と いう 説 6 あ る 。 当 節 及び 次 の 二 節 に ある 様 に 、 ル 
彼 が 神 の 預言 者 で ある 事 が 分 か る 


この 教義 に 基 付 く 。 神 以外 の 


神 へ の 義務 に 次 ぎ 重 要 な 人 人間 の 務め も を 説い て いる 。 それ は 、 両 親 及 び 同 
子供 達 の 中 に は 他 よ り 早 て 生ま れ た だ 為 、 体 質 が 弱く 、 離乳 に 


59 一 


し ご 


信 





第 王 生 ー 意 ルク マー ン 
光 の 父母 に 感謝 せよ 。 わ が 許 へ 終 の 帰 趣 あ や が の MINMI 
り 。 員 
16. され ど 、 も し 父 引 が 流 の 知ら ざる 者 を われ KEEP AA に ら 13 
と 併せ 祀る べく 強い な ば 、 彼 等 に 従う な か 」 HE 
5 ウゥ デ どす サッ ァ と リッ ぁ ァ ッ 
れ 。 され ど 、 俗 事 に 氷 て は 、 優 し て いた わ の CGIJes MSDE 
り の 気持 で 変わ れ 。 ( 注 7 ) 太 し て 、 宗 教 上 2 の 
9( 
の 事柄 は 、 ゎ われ に 考 る 者 の 閣 に 征 え 。 い ず > と OO) (23) 
れ お 前 た ちの 帰 超 は わが 許し な る 。 その 時 OS 称し 衝 
われ は お 前 だ ち が 常 々 行い た る こ と を 語 5 に 
聞か せん 。 
か らし 、 っ シク ァ ン ィ ン ィ ン 
17. 我 が 愛 する 息子 よ 、 た と いそ れ が 某 了 の きら 縛り 導 め 年 作 る 夫 CEUIATCRO 
種子 の 一 粒 の 重き な り と も 、 或 い は 畿 の 中 有 果 ーー 
に 在 ろ うと も 、 ま た は 天 に 在 ろ うと も 地 に CEA( 二 つい 1 HECINR IO 
在 ろ うと も 、 ア デッラ ー は 必ず それ を 持ち 出 呈し 
し 給 う 。( 注 8) げ に アッ ラー は 妙 知 者 、 知 蔽 (の の WM 4! 
hm 
18. 我 が 愛す る 子 よ 、 礼 捧 を 毅 守 し 、 他 人 に だ 吉 と bo3 人 3 し 8 
並 を 勧め 、 悪 を 禁じ 、 身 に 降り か か る も の 。 還 ee 
は 根気 よく 耐え 妨 べ 。 こ は 崇高 な る 決意 が (O の りお 752CIHKOIOWIAI 和 いま スル 
要求 きれ る 事柄 な り 
19. し て 、 液 、 地 入 に 対し て 生意気 な 能 度 を Zool は ご の 9 う >EI 3 人 入る する 3 
取る な か れ 、 ま た 地上 を 我 が 物 顔 に 歩く な 8 間 
か れ 。 げ に アッ ラー は 横柄 な うぬぼれ や を (0 が き 電 に E 全 人 1 2bIG! 
愛 で 給 わ め ぬ 。 
20. 穏やか な 歩調 で 歩め 、 流 の 音声 を 低く 抑え 〇 9 ら euaoEI2L じ 8 ふっ 3 
ょ 。 最も 不 答 据 な 声 は 量 馬 の き な り 」 に 2 
吉昭 の っ 2 
21. お 前 だ た ち 、 ア ッ ラ ー が 天 に ある も の 地 に あ 


注 


せな けれ ば な ら 6 な い 。 
に 振舞 っ て は な ら ず 、 


注 8 


る も の す で て を お 所 だ ち に 利用 せしめ 、 に 
だ 見 える も の 見 を え ぎ ざる も の 両 つ な が ら そ の 
皿 籠 を お 所 だ たち に 浴 せ し め だ る こと を 、 知 


2 
に 相反 する 命令 や 要求 を 両親 が し た 時 、 そ れ を 無 赴 し て 両親 に 横 科 
二 半 HH2ISEE ・ 優 し き を 示し 続け る べき で ある 。 


い 。 それ は 氷 遠 の 痕 工 跡 を 残す 。 こ の 借 大 な 真実 に つい て 


し か し 、 神 へ の 忠 


良き に つけ 悪し き に つけ 、 行 動 は 租 肘 で は な い 


は 50:19 で も 述べ られ て いる 。 


503 2 0195 
SM 9 る 5 2 記 2 か い 


は 、 自 ら の 合造 主 で あら れる 神 へ の 皿 誠 を 優先 き 


ー633S 一 


= は ST < 





08 の は で ルク マー ン 
0 ン ? | 
ら ぎ ざり し か ? ( 注 9) 然るに 、 人 々 の 中 に Oak Ab 51 用 ら 移し 間 い CU 
は 、 知 識 も 導き も な く 、 兆 明 を 投 ず る 経典 タダ 「 
も 有 せ ず 、 ア ッ ラ ー に っ いて 論 人 駿 する 者 あ の Xs 
り 。 ( 注 10) 
22. か か る 徒 回 に 「 ア ッ ラ ー が 啓示 せ し も の に ビ I 能 区 PR 


倍 え | と 云え ば 、 彼 等 は 去 う 、「 否 、 才 等 は 


我 等 の 先 家 が 孝 じ た る 教え に 従わ ん 」 上 。 2 ン ン 


(0 な ん と な ! 悪 度 が 彼 等 を 火 鐘 っ ン 2 * の 2 ぅ 9 「 ジ 
ッ 11 1 
b り の 刑 に に 読 ふと も か ? CV Aa IE dL の と いっ 


29。 アッ ラー に すべ て を 全 せ で て お まがり まる Oo 
者 、 語 し て 莉 を な す 者 は 、 回 定 な る 把 っ 手 IFN アン 
を ひし と 撮れ る 者 な り 。 高 事 お ち つ く と こ CR グル 中 
ろ は アッ ラー に 帰着 す 。 ( 注 12) に 2 た 
《⑯) ゅ ゃ | 
24 . 上 る 者 の 不信 に つい * て 液 悩 むせ なか れ 。 ブタ スッ タ 9 っ ロン の の シン 8 いく く ィ ン 
人 は われ ら が 許 へ 帰る 。 そ の 時 、 わ れ ら uHuy: ICUEI2SOG の お あの 
1 り 問 が せん 。 げ に デ ッ の 4 か らい ANIE4MLWW2 え も 
ラー は 胸 に 秘め た る も の を 熟知 し 給 う 。 上 - 
ン っ タップ 


25. われ ら は 彼 等 を し ば し 楽し ませ ん 。 然 る 後 、 SM 
厳 刑 酷 呈 へ と 駆り 立て ん 。 
ュ イ アッ タプ“ 


さ P AT ュー ミミ 本 ゞ W _ ゝ ュ ウ の 
26. も し 液 、 彼 等 に 「 誰 ヵ 天地 を 創造 し た る 2 あじ に め 5 
か ? |] と 問わ ば 、 彼 等 は 必ず 「 ア ッ ラ ー な 70 2 和伸 
ゅ 由 Mu アァ に 
り ] と 答え ん 。 ( 注 1) 記 え 、「 す べ て の 護 oe al 
美 は アッ ラー の 帰属 な り 」 と 。 生 れ ども 、 
彼 等 の 大 半 は 知ら ぎる な り 。 
っ 5 ミヤ キヤ 5 ヤ キキ 8 ププ プ うつ ボラ 〒 ホ ね 〒 キ や キキ セー 
注 9 この 言葉 は 、 肉 体 的 、 精 神 的 、 物 質 的 、 知 的 、 即 知 、 未 知 如何 に か か わら ず 、 人 間 の 必要 と する 物 全 
注 10 人間 の 理性 、 吟 味 、 神 の 啓示 この 三 つ が 合わ きれ ば 、 多 神 教 の 皿 か る が 証明 きれ る 。 
1 。 訓 い 考え や や 信仰 を 捨て よ と 言わ れ て も 、 人 間 は 容易 に は それ に 応じ な い 。 神 の 預言 者 連 が 不信 心 才 か 
ら 愛 けた 不断 の 妨害 と は 、 後 者 が 先 家 代 々 の 慣習 や 信仰 を どう し て も 手 放 を うと し な か っ た だ 事 で ある 。 これ が 、 
[知識 も 尊 き も な く 、 光 明 を 投 ず る 経典 も 有 せ ず 」 の 意味 する 所 で ある 。 
注 12 結果 を 生み 出す すべ て の 行動 は 神 の み が ひ き お こす 。 
潤 13 宇宙 の 創造 及び 宇宙 の 構造 と 理 法 を 知 的 に 研究 し て みれ ば 、 こ の 宇宙 に は 剣 造 主 が お られ る と いう 推 


論 に 必然 的 に 達する 。 ラ ー ヤ クー ラン ナ と いう 言葉 は 、 不 信心 者 が 、 記 まず と も 、 宇 宙 の 創造 主 が 神 で ある と 
認め ざる を 得 な い 事 を 示し て いる 。 
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あめ つ ち ・ あぁ 
27. 天地 に お ける 一 切 は 挙げ て アッ ラー に 帰属 1 る る 2 4605 し もら 9 らら る 3 いら の 
す 。 げ に アッ ラー は 自主 自足 に し て 、 講 美 本 6 アン 
すべ き 御 方 に まし ます 。 ⑳ 1 


28. だ た よい 地上 の 樹 を すべ て 筆 と な し 、 海 が 時 。 ぁ ン や 
填 で 、 そ こ へ 更に 七つの海 を 増し 加え を た と 
て 、 ( 注 14) アッ ラー の お 言葉 を 書き 尽 し っ 0 ああ 14 る と 半 
難 し 。 げ に アッ ラー は 偉大 に し て 、 賢 哲 に 

PA っ 二 ン a 
まし ます 。 の と 51 


29. お 前 だ ちの 創造 と 復活 は 、 6 ee ンク る ラン 
と 復活 に 相似 た が 。 4 渡 15) ザ に アッ ラー 人 Oo Ja 2 


て の 2 て ュ ン 
RECR と 皇 つ IFEIPTSIEK 


は べ て を 聴き 、 べ て を みそ か わし 給 2 Q の ? ンタ ラン 
す ' 聴き 、 す ょ わし 給 う (OK 


30、 次 は 知ら ず や 、 ア ッ ラ ー は 夜 を 尽 に 変え 、 の 9 ン 3 2 ラシン ン シン 
っ の ゅ の ) 性 揚 i レ OPC 5 
以 を 夜 に 変え 、 ま た 太陽 と 月 と を を れ ぞ れ ぐ ③= どー 


定め られ た 期限 まで その 軌道 を 走る べく 服 5 提 プ IF 全 っ に) だ た 人 有 CE 
従 せ しめ た る こと を 、 ( 注 16) 並び に アッ 有 0 
ラー は お 前 た ちの 所 業 に 通 皮 し 給 うこ と @% テ 63 に 2855. る 
を ? 


まこ と も レッ レレ ン ッ 、 『 
31. これ すなわち 、 ア デッラ ー こ を が 真 の 神 な る うら の 2 の テ A し らい 1 0 人 EI 時 CIH 
が 故 、 そ れ 以 外 に 役 等 が 祈 g も の は すべ て 0 


R を ヵ 9 ン ァ ンタ? レン は ァ ヽ 
偽物 、 洒 し て アッ ラー の み が 下 高 者 、 無 比 eX ash る 43085ULCN 
な る 玉 大 者 な る が 故 な り 。 
第 四 項 
グッ 次 、 2 の ラー の 恵み に 直 り て 船 が 海上 を 航 0 に ラプ デア ウタ の | 
レー db こ へ | 11 
行 す る を 見 ざる か ? ( 注 17) こ は 役 が お Pi Jl3Ga 6 
5 " マン っ * の し 0 ar 
前 た ち に を の 神 光 を 示さ 4 ん が た め な り 。 M 9 もっ り じ Ko と こう) 88jacic3 
に この 中 に は 馳 妨 感 思 の 徒 へ の さま ざま 回 
る 神 兆 あ り 


ss 
注 14 7 や 70 と いう 数 は 、 ア ラビ ア 語 で 大 き な 数 や 示し 、 通常 の 7 や 70 と いう 数 字 を その も の を 指し て は い 
4 

注 15 この 疲 は 、 人 人 間 は 全て 同じ 自然 の 法則 の 下 に ある 亡 を 示し て いる 。 又 、 こ の 同じ 自然 の 法則 の 下 で 、 
入 が 進歩 ・ 後 退 す る 様 に 、 国 や 社会 $ 栄 枯 盛 衰 を 繰り 返す と も 書か が れ て ある 。 


注 16 夜 の 後に 住 が 、X は 居 の 後に 夜 が 来る と いう 自然 の 法則 は 、 個 人 の みな ら ず 、 国家 の 運命 を も 左右 す 
る 。 


注 17 航海 は 偉大 な る 神 の 恵み で ある 。 人類 の 役 栄 の 多く が 航海 に よっ て も た 6 され る 。 擬 し て 、 最 大 の 海 
遅 力 を 持つ 国 が 、 世 界 で 最大 の 高 と 力 を 誇る 。 
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33. 屋根 の 如き 大 浪 に の み 込 きま れん と する 時 に ファー 2 タン 5 2 の ッ て ゥ タン ュー マ ィ ン 
CoA ac MSZ 1 
は 、 彼 等 も アッ ラー に 対し 奉り 全く 裏表 な - で の と 
き が 如く 念じ 折る 。 然 る に 、 彼 等 を 無事 上 2 あふ 36 GS 14 
陸 せ し ゆれ ば 、 た ち ま ち 、 中 唐 の 道 を 歩む 2 の 二 
5 Fa Ni P プン ラプ 
NN" の Tn ( 注 の AE は YU 
18) 市 し て 、 われ ら が 神 光 を 否定 する 者 は 、 
二 心 ある 忘 因 者 に 外 な ら す 。 
っ プレ ラッ プッ て ン 人 w エン 
34. 人 々 よ 、 主 に 底 護 を 求め よ 、 面 し て 、 父 は は 導 s は 5 記 1F3 了 4KUNVMU 
子 の だ め まこ 3 た に のだめ に 何事 も な し 得 な タタ タッ ッ デア デッラ 
> ー 5 1 ? て で ニー > っ ン の テ 
ざる その 日 を 恐れ よ 。 げ に アッ ラー の 約束 9J5 ら と うっ WE ご と Jls 
は 必ず 実現 す 。 EN 現世 の 生活 に 頑 か の 科 て と 生 ギア 間 r 
れる な か れ 、 ま だ アッ ラー の こと で 詐欺 師 QieoS5 おま AS5 ES 
に 頑 か れる な か れ 。 テス ト 人 に す 全 和 の 生 イン 人 の 
の 52591atb も と も > 
と マッ ンマ % ゅ っ で エン ( ン アッ ノレ ょ る 
35. げに アッ ラー の み が 審 判 の 時 を 知り 給 う 。 2 っ と いう 3 US aOEe 2515! 
彼 は 南 を 隆 ら せ 、 胎内 に 宿る $ の を 知り 給 ' 
ュ クィ ヶ SL ②7 ダ > しら っ 5 に YY 3 に 
うぅ 。 然 れ ど も 、 何 人 も 明日 何 が 起 る か 、 ま IAS IS こと の て の OS Us うっ 6 は 
た い ず こ の 地 で 死す る か を 知ら ず 。 あの の > 
村 3。 9 (し 
アッ ラー は 深 知 者 、 通 晩 者 な 5 に 201PCICTW7 こ の と ア た 
と な? ぅ ン 
注 18 "この節 に は 、 ム シュ リク ( 多 神 才 徒 ) に 共通 の 特徴 が 挙げ られ て いる 。 多神教 徒 は 信仰 が 弱く 、 非 党 
に 迷 信 深い 。 役 の 信人 多 は 、 偽 り の 風 有 や 迷信 の 混じっ た も ぁ の な の で 、 性 細 な 不 詩 に すら 6 動じ て し ょ う の で ある 。 
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アル ・ サ ジュ ダ 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね 入 な ! 
1、 慈 悲 深く 、 恵 み 仙 く アッ ラー の 御名 に お い 21 は 1 すい 
て 。 . ー デ ャ e デ デ デ デ ン 
2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) OL 


3. この 経典 の 紗 示 は 、 疑 いも ゃ な く 、 刀 物 の 主 る ou 120 

ょ り 降 る 。 
きき さく 

4. 彼 等 は 、「 彼 が それ を 偽作 せり 」 と 去 う か ? 12 8) < ト KS っ ンス コン で イコ マ 3 レーン みう る フッ ン 
呑 、 こ は 疲 を し て 、 液 妨 前 に いま だ か つて 2 うう 3 NO 
警告 者 来 ら ぎり し 民 に 向っ て 警告 を 与え 、 OOMC や NGP os 222 人 (SE 
邊 等 を 導 か し めん が た め に 主 よ り 降 され た 
る 真理 な り 。 


ちあ め つ ちら う ・ グン ン ッ 1a 
5. 天地 と を の 間 の すべ て も の を 六 日 の うち に 9 er 
( 注 2) 和伸 造 せ る は アッ ラー に し て 、 タ だ る 2 2 の ち 4。 う の ラッ > 
| 
後 そ の 王座 に 登り 目 す 。 お 前 だ ち に 、 ア ッ ゆめ > PR 
プ ーー 計 ア ン フン アノ ノラ う * 
ラー 以外 、 他 に 助け る 者 も 執り 成す 者 も な 493 


し 。 お 前 だ ち 、 そ れ で も 反省 せ ぎ ざる か ? 
ア 。 すす 9 ブ 


6. 天 よ り 地 に 座る まで 、 入間 e ee きん | 2 ooo 1 放 Y 
た も う 。 然 る 後 、 そ は 一 日 に し て 彼 の 許 へ で 
チ り 行く が 、 PR 炎 え る 〇 GAS 3 2 
ー 千 年 に 相当 す 。( 注 3) 


7 。 この 御方 こそ を 兄 え ざ る も の と 兄 え る も の を の CIAIEAMEIETSWGIEAUC 1 
ルン プア 5 っ 9 と らい 
知 殺 し 、 健 大 に し て 氷 悲 深く まし ます 。 ッ 


注 1 われ は デッラ ー、 全 知 者 な 9 (2 章 2 節 参照 )。 

注 2 6 : 194 参照 

注 3 この 疫 で は 、 イ スラ ム 教 の 波乱 に 富ん だ 歴史 の 中 で 、 起 こる と 定め られ た 深刻 な 危機 に つい て 述べ ら 
れ て いる 。 イ スラ ム 教 は 、 初 め の 二 紀 の 間 不 断 の 前 進 と 繁 深 の 時 を 迎え る 事 と な っ て いた 。 モ ハッ マ ド 預 言 
者 は 、 こ の 事実 に つい て 次 の 様 に 語っ た と 記 き れ て いる 。 「 私 の 生き て いる 今世紀 、 そ し て それ に く 二 志紀 が 
虹 良 の 時 で ある (テル マデ ィ ,、 ブ プ ハ リー シャ ハ ダ ー ト 書 )。】 最初 の 三世 紀 に 不断 の 勝利 を 得 た 後 、 イ スラ ム 教 
は 理 退 を 始め ただ 。 この 衰退 は その 後 千年 の 則 締 20 モハ ッ ー 
マト ド 振 言 者 は 次 の 様 に 語っ た と も 記さ る れ て いる 。 イ スラ ム 教 義 が プレ アデ ス 星 団 に 登り D、 ペ ル シ ャ の 末 高 の 男 
因む の 82 かり に の ウン CE PP の PP 
苗 退 は 止め られ 、 イ スラ ム 教 の 復活 が 始ま っ だ の で ある 。 
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8、 彼 は 、 を の 剣 造 せる すべ て の も の を 完璧 な 
MM 。 し て 彼 は 、 土 塊 を 以 
て 人 間 の 創造 に 着せ り 。 

9. 然 る 後 、 彼 は 、 わ ず か な 液体 の 精 粋 か ら 子 
償 を 造り 、 

10. 之 に 形 を 与え 、 己 が 魂 を 吹き 込み だり 。 ま 


M。 


攻 。 


13. 


14. 


15. 


16。 


注 4 


た 、 了 や や 目 や 心 を お 前 た ち に 与え たり 。 然 
る に お 前 だ たち 、 ほ ん の わずか し か 感謝 せ ぬ 
と は 。 

彼 等 は 雲 う [な ん と な 1! 我 等 地 中 に 消え を 
失せ た 後 、 再 び 新 た な 被 造物 も となり て 里 る 
と な ? 1 と 。 大 、 彼 等 は 主 と の 対面 を 信 ぜ 
ざる も の ども な り 9。 


云え 、「 写 前 だ ち 担 当 の 死 の 天使 が 、 ぢ 前 だ 
ちか ら 命 を 取り 去ら ん 。 然 る 後 お 前 だ ち 
は 主 の 許 へ 連れ 戻 き れん 」 と 。 

第 二 項 
罪 を 犯 せ し 者 が 主 の 前 で 頭 を 垂れ 、「 主 
我 等 は 兄 た り 、 聴き も せり 、 攻 わ 〈 く は 
我 等 を 生 に 帰し 給 を 。 き すれ ば 必ず 玖 『 行 を 
為 き ん 、 真 実 を 域 ら る れ だ が 敵 に 」 と 云う 
様 を 光 目 署 し 得 な ば 
われ ら も し 敢 て 欲し な ば は 、 すべ て の 人 間 に 
その 竹 導 を 与え 得 べ し 。 ぁ れ ど 、「 妖 直 と 人 
間 一 緒 に し て 地獄 を 満た る ん 」 ( 注 4) と わ 
が 口 か ら 出 で し 営 葉 は 、 必 ず 実 現す 。 
RS 
の 日 の 対面 を お 前 た ち が 忘 れ だ が 故に 。 
れ ら も お 前 だ ち を 忘 ' れ だ た り 。 され ば 、 の 
た ち が 重 ね た る 悪行 め え に 永 の 刑 を 味 
わん え 。 
われ ら の 神 光 を 本 当 に 信ずる 者 と いう は 、 
その 話 が 出る と 地 に ひれ 伏し て 主 を 謀 美 し 
春 り 、 双 り た か ぶら 者 の み 。 


この 文 は 、 15 章 43 節 及 び 44 節 と 同様 に 罪深い 者 の み が 地 獄 へ 落ち る 事 を 示し て いる 。 


人 間 は 席 民 を 表わし て いる 。 


る イン と とこ イリ タク 。 (イッ 5 る イン ンプ 5 
③c ハ 2 あきら うらら 2 4 さい > る 


デ デ 


の し え 1 
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he 
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丸吉 は 虹 草 、 
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人 彼 等 を の 麗 所 よ 5 離れ る や 、 異 れ と 願い を 2 ッ ノ 


18. 


2 


20. 


2 


Z2 . 


2J. 


24 . 


2O. 


生 5 


抱い て その 主 に 祈り 、 わ れ ら が 授け し も の 


を 惜しみ な く 〈 器 す 。 


な ん げ ば と 
何人 も 、 そ の 秋 行 の 報奨 と し て 、 目 を 喜ば 
す も の が ひそ を か に 用 意 き され て ある を 知ら 


ず 。 
きれ ば 、 信 者 は 罪 を 犯す 者 と 同類 な り と 見 
な され る べき か ? も と より 両者 は 等 し か 
ら 6 ず 。 
信じ て 善行 を 積む 者 に は 永遠 の 宿り の 楽園 


あり 、 そ は 役人 等 が な せる こと に 対 する 独 応 
50 の 


罪 を 犯す 徒 則 に は 、 そ の 宿り は 業火 た る ベ 

し 。 彼 等 は を こよ り 出 で ん と する 度 に 、 る 
の 中 に 先 き 戻 きれ 、 か く 到 わ れん 、「 前 た 
ち が 常 に 否定 せる 業火 の 刑 を 味 わ 完 員 。 


われ ら は この 大 刑 前 の 前 に 、 手 近 な 凍 を 彼 
き に 味 わ し めん 、( 注 5) を は 彼 等 が 必 い 改 
め 、 われ ら が 許 に 周 帰 す た め に 。 

し る し これ 
主 の 神 兆 に よっ て 戒め られ な が ら 6、 後 に 之 
に 背 き 去る より 大 な る 罪 ある 20 わ 
れ むら は 必ず その 罪 を 犯 せる 者 に 報復 す 。 

此 二 項 

われ ら は か つて 、 モ ー で ゼ に 経典 を 授け た り 。 


きれ ば 、 六 も 経典 を 受け る こと を 芝 う な か 
# し 。 われ ら は それ を 、 イス ラ エ ル の 子 65 へ 
の 鏡 導 と せり 。 


われ ら は 役人 等 の 中 か ら 、 の 
よっ て 人 々 を 性 く 違 師 を 任命 せり 。 な ん と 
な れ ば 、 彼 等 は よく 耐え 妨 び 、 『 ら の 神 兆 
を 堅く 信じ る が 夏 な り 。 


「 大 刑 廊 ] と 『 卑 岳 な 剖 」 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 
ル の 昌 い に お ける クラ イシ ュ の 必 北 と 上 メッカ の 陥落 。(3 


れ に 耳 を 貸 そ うと し な い 者 に 起こ る 不 風 。 
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に 人 CALE う 5 OUIS) 


(OFOHVGHCG い 9 の NII 
NAKUPZ 人 TIWTK KCNV1 
KW 内 96 
oe 人 


ーッ タン っ ・9 ン し 


GO Os do つ GGO2 の DSC43 


(⑦⑰ 〇 っ > 6 OGK 


6 りり 9598 


ご IlJz うか りみ の ご > 


ノッ ン チア アオ AT の 3 
si ょ 生 1225 
9 時 9 

⑥⑯ 〇 ぶ SA ORJ12! 


と あり UKEt の くり た オセ 


1 
の ZS3 co 
ロア 4 5[ ン ッ っ ク 2 る スン ン ゥ タ ぅ バン フン 
Co OO の 2 を と う 
デック 。 
(OYOMEM 
1 現世 に お ける 苦悩 と 来世 に お ける 苦 個 。 (2 バド 
) 小 き な 不幸 、 そ し て 決定 的 な 破 減 を 下 天 きれ な が ら そ 
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se・ 


第 三 十 - 華 


26 . 


の た 


28 . 


Z9. 


30 、 


9 由 。 


注 6 


げに 液 の 主 は 、 彼 等 が 互 に 争う こと に つい 
て 、 復 活 の 日 に 役 等 の 開 を 審判 すべ し 。 


われ ら が 役 等 以前 に 幾多 の 世代 を 減 ぼ せる 
こと 、 そ は 役 等 を 導 か ざる か? 0 
は その 廃 天 に 帰し た る 住居 跡 を 往来 す 。 

に この 中 に は きま ぎ 4 
で も 彼 等 は 敢 て 貴 か ぎる か ? 


彼 等 きい まだ % る か 、 も れ ら 昌 け る 大 
に 水 を 駆り 、 和 之 に よっ て 家畜 並び に 役 等 月 
Fm か それ 
で も 彼 等 は 敢 て 見 ざる か ? 


まこ と 
彼 等 は 云う 、「 お 前 の 言葉 が 胡 事 な ら 、 そ の 
勝利 と や ら は 何時 来る が ?」 と 。 


云え 、「 勝 利 の その 日 に は 、《 生 6) 信 ぜ ざ 


る 者 ども の 信仰 は 役立た ず 、 ま た だ 獲 了 も き 
れ ざ る で し 」 と 。 


。 か え 9 し か 2 
され ば 液 、 彼 等 を 願 み る な 。 看 し て 、 待 て 。 
彼 等 も また だ 待つ 。 


バド ル の 戦い の H (8 : 42)。 


2 ャ パグ ィ 24 の 2 っ ノラ 
ABS Ye る 33 8 


別に 2 552 じ 509 2 が 


JP サジ ュ ダ が 


ー 


タラ テッ ゥ ノレ 
⑨ の Ao 5 


還 じ チン ゥ マン ン 


Ag の) 


る か ウゥ ン 3 ょ ッ る ゥ プン 
ko ある 95286 計ら 


は さる 1 二 う い 洗 MIRTNKSE 


クイ ン 2 の の?r ノ 


Ce の ce 


デッラ タン 


ャ アー 


の (いつ ーー 


アーッ デン ぅ っ アデン ン 


5 ァ j 


ACECE It も で と 5 


デン ン ー* 


の ん 355 選 


ーー 


ン 5。 クン 。 tr ンタ ン レ 
⑨CBo OCS AA は 2 の 5 3 


ュ タ アタ ェ ノレ 


の og 
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ン 


の 9 3559 


PO ゆ 6 の AGE し 23 


2 タ ュ プア 2 タム 

〇 〇 のち 23 りう 

プッ タッ ウン ッ イ レン に 
3 と O ろ と 1 


人 性 の 権利 を 擁護 する も の で あり )、 


ゲル ・ ア デフ ザー ププ 





ナ JIz 


2 


(メデ ィ ナ 啓示 ) 


あま ね 
慈悲 深 て 、 恵 み 遍 く 〈 く アッラー の 御名 に お い 


1 


祥 順 


、 項 言 者 よ 、 ア ッ ラ ー に 加護 を 求め よ 。 
9 


れ 。 げ に アッ ラー は すべ て を 知り 、 腎 哲 に 
まし ます 。 
主 が 液 に 啓示 きる れ た る と ころ に 従え 。、 げ ば に 


アッ ラー は お ぢ お 前 た ちの 所 楽 を 多 乱 し に 。 


アッ ラー を 信頼 せよ 。 ア ッ ラ ー は 守護 者 た 
る に 足る 。 

. アッ ラー は 如何 な る 人 に も ぉ 、 を の 胸 の 中 に 
ーー つの 心 を 創 ら ず 。 ま た 母 と 呼ん で 離別 す 
る 妻 が お 前 た ちの 生母 に は な ら ぬ 。 ま た お 

前 だ ち が 養 子 し せる も の を お 前 た ちの 実子 
と せ ず 。 これ は た だ お 前 た ちの 口 より 出 づ 
る 言葉 に すぎ ず 。 ( 注 1) 然 る に 、 アッ ラー 
の 言葉 は 長 実 で あり 、 正 し ぃ 人 道 に 導き 給 う 。 


。 実 余 の 名 に よっ て 彼 等 を 呼べ 。 そ の 方 が 、 
アッ ラー の 目 に は 一 剛 公 平 な り 。 だ た と いむ お 


前 だ ち 役 等 の 父 を 知ら ず と も 、 彼 等 は 信仰 
に お いて お 前 だ た ちと は 兄弟 で あり 是 つ 友 な 
り 。 耐 し て 、 故意 に 之 を な す ! に 非 ぎ れ は ば は 
この 件 に 関す る 誤り は 罪 な し 。 釣 し な が ら 6、 
6 は その 南 任 を 
問う 。 ア デッラ ー は 寛 上 大 に し て 、 慈 悲 深 て ま 
に も 


この 節 で は 、 モ ハッ マ ド 括 言 省 の 時 代 に 広 細 に 、 


5 ゥ っ プ U 
IO ここ うと 101 


ラッ / ノン を の 。 の ンタ 
9 ey5 2 ol 
リ 


デ 


1 


CE 9GA の JI 0 に の 
(OK 
4 も 人 交 2 の 


の alc が 人 5 は 品 
AoCy25 
ち タン ヒエ 
の 22eSI き 稚 5 332 


グ し] 
(31 の 122 
OU 人 62 の 人 8 っ 移る 2 プン プス 





し か も 深く 《 根 付い て いた 二 つ の 慣習 の 廃止 を 求め た 。 
この 二 つ の 内 、 よ り 醍 悪 な の は 、 ズ ィ ハ ー ル の も の で あっ た 。 大 は 腹 を 立て る E 妻 を 母 と 呼ん だ 。 哀 れ な は 
婚 興 権 を 取り 上 げ ば られ て お り 、 夫 に 束縛 きれ る まま で 、 他 の 男 と 結婚 する 事 も で き な か っ だ た 。 イ スラ ム 教 は 女 
この 杯 に 残酷 な 慣習 を 許容 びき な か っ た 。 


合 一 つの 條 習 と は 、 他 人 人 の 忠 子 を 
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10. 


養子 に する 事 だ っ た 。 こ の 恨 習 は 、 血 緑 に 混乱 を も だ な ら す 事 は 別 と し て も 、 
魔 止 の 理由 は 次 の 文 に 示さ きれ て いる 。 [アッラー は 如何 な る 人 に も 、 


は 紅 


事実 
注 2 


は 互い の 資産 を 相続 
続 で 


. 預言 者 は 信者 自身 より も 信者 に 近く 《、 


その 
妻たち は 信者 ら の 母 の 尋 し 。 ま だ アッ ラー 
の 経典 に よれ ば 、 血 締 者 は 信者 並び に メッ 
カ みか ら の 移住 者 より も その 間 岳 は 近 し 、 但 
し お 前 た ち が 友 に 見 せる 親切 は この 限り に 
非 ず 。 こ れ ま た 経典 の 中 に 示 き る 。( 注 2.) 


まだ た 思い 起 せ 、 わ れ ら が 押 言 莉 だ ちか ら 6 
沈 か ら 、 メ プア が か がら 、 ゲ クラ ハム 、 モ 一 滋 i 上 
びに マリ ア の 子 イ エス か ら 問 き 約 を 取り し 時 
の こと を 。 わ れ ら は 彼 等 か 6 実に 誠 中 な る 
次 絢 や 取れ り 。 


こ は 主 が 蔽 実 な る 者 に 、 そ の 誠実 を 質 き 
NFehehN 
の だ た め に 殺 刑 を 準備 せり 。 
第 一 項 

液 等 信徒 だ た ちょ 、 アッ ラー が お 前 ただちに 垂 
れ た る 恩恵 を 念 え ん 。 お 前 た ち に 大 軍 が 攻め 
寄せ て 来 た 時 、( 注 3) わ れ ら は 役 等 に 対し 
て 烈風 と お 前 た ち に は 見 え ざ る 大 車 を 送り 


情 の 中 穫 と 考え られ て いる 。 


日 か * ら 出 た 言 言 葉 が 、 


を 変え る 市 も る できない の で ある 。 


心 は 一 度 に 一 つの 感情 し か 抱け な い 。 
る 事 は 有り 得 な い の で ある 。 更に 、 
呼ん だ か ら と 言っ て 、 人 人 の 気持 ち が そ 
に 成る 事 $ も 5 できない 。 


0 の jo 


2 多 (o2 Ss し 5 

CA る 2 ター 152 作る 
coW3Ges les 8 
TEGIHTG 2 あこ 


G② り 央 2 
ye3。 う CCIEP VN 中 5 
ワウ ラン ラン 1 5 の リッ プラ し 


の lee うう 2 いあ) る と 
II1 


ん AB Osool と 
OUINO 


ンク イレ 


に 半 ょ アン ゥ の ルン 5 。 
PP 1 ゆら 


る 0 ーー 
al っ か みう 


EEC 仙 乏 塊 
と プ AI と \S 


その 胸 の 中 に 二 つ の 心 を 名 65 ず 」 人 間 の 心 
つま り 、 様 々 な 感情 が 同時 に 心 を 占め 


人 人 聞 関 係 が 変わ れ ば 尋 情 も 変わ る 。 単に 妻 を 母 と 、 あ る い は 他人 を 足 子 と 
39 
その 発言 者 の 心 を 変え られ る 訳 で は な く 


、 又 血縁 と いう 成 然 だ る 


精神 上 の 父 SA 本 イス ラム 教徒 


きる の は 血 線 者 で あり 、 し か も 信 省 の み で ある 。 不 


受け 取ら れ て 来 だ た 。 こ の 徹 で は 、 
言 心 者 は 、 


この 誤解 を 解く 為 に 、 次 の 様 に 述べ て いる 。 相 
内 親 の 信者 か ら 6 相続 を 受け る 事 は で き な い 。 


人 衝 S 
係 を 廃止 し た と ある 。 こ の 関係 が 続け ば 、 移 住 者 は 支援 者 の 残し た 財産 まで 相 統 し た で あろ う 。 こ の 兄弟 関係 


は 、 し か し 一 時 的 な 措置 で 、 メ ッ カ か ら の 移民 の 更生 を 目的 と し て 結ば 和 れ た 頂 線 関係 


で 、 単 な る 状 約 で は な が っ 


> が 、 相続 権 決定 や や 同様 の 吾 態 に 際 し 、 決 定 的 な 要因 ほな っ て いた 。 し か し 、 イ スラ ム の この 広い 世 味 で の 兄 
弟 図 係 は 存続 し 、 イ スラ ッ ム 教 徒 は 互い に 実 の 兄 弟 の 様 に 接する 事 を 求 ゆ られ だ の で ある 。 


注 3 


ダ ト 


この 節 か ら 5「 堀 り の 戦い 」 の 話 が 始ま る 。 こ れ は 、 ヒ ジラ 5 年 に 起こ り 、 
も 激しい 戦い だ っ だ た 。 ア ラビ ゼア 全体 が 一 団 ほ な り イ スラ ム に 対し だ 。 メ ッ カ の クラ イシ ジュ 、 
スラ イム 。 と kr ド , 


ファ ー ン ,。 アシ ュ ジ ャ , ムッ ラ , ファ ラー クラ, 


イス ラム 教 徒 が 遠征 し た だ 最 
その 同盟 国 で ある 
バ ヌ ア プア サ ド 中 央 アラ ビア の 炒 遂 
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dad 


定 "ー 


。 


12 . 


13. 


14. 


た り 。( 注 4) ア ッ ラ ー は お 前 た ち が 閣 せる 
こと を み を な わし 給 う 。 

を の 時 彼 等 は 、 上 方 か ら も 下方 か ら も お 前 

だ ち を 壮 い 、 ぉ 前 た ちの 中 は 器 乱 し 、 を の 

心 職 は 喘 も と まで 上 り 、 お 前 だ た ち は ア ッ 
ラー に つい て きま ざま な る 人 憶測 を な せり 。 
( 注 5) 


か く て 信者 は 邊 烈 な 試練 を 受け 、 役 等 は 激 
し く ゆ す ぶ られ だ り 。 
を の 時 、 入 信 者 ども 並び に 心 に 病 の ある 


徒 器 は 云う [アッ ラー と を の 使徒 の 約束 は 
英 わ し な りき か] と 。 


時 に 彼 等 の 中 の 一 部 の 着 は 云 を り 「 ヤ スリ 
グ ( 注 6) の よ 、 お 前 た ち は 敵 に 抵抗 し 
号 ざ れ ば 、 す みや か に 引き 返せ 」 と 。 ( 注 7) 
面 し て 、 彼 等 の 或 る 者 たち は 「 我 等 の 家 は 
無防備 な り | と 寺 い 、 項 言 者 に 許可 すら 6 求 
め だ り 。 実は 、 無防備 に 非 ざ りき 。 彼 等 は 
た だ 離脱 河 走 を 謀 9 た 9 


アル ・ ア フ ザ ー ブ 


CPP 
のち O に 13 うら 6 死 


2 ゅ 2 


SR AI 


(OH の 16 
クッ 2 る る 7 を 2 の レンタ る 5 スイ ンタ 
の oe の の うう GA)d0ES 
タン ぅ る て ラン ュ タ | 5 1 
Oo 4 て UTA1 靖 仙 1 
の 5 っ とり 1 2 
2523 ら ん GE 2 INDIE 
タッ 9 ZZ て っ の > ン ノッ ク ラ 
2 tealeoio 
ン “ ょ の ラッ ン ン っ タ ! る 
OOo めし う 5 と し 3 の 


⑭ あ ら 光 


AO 


ES 


マ ド 質 斉 者 に 向かっ だ 。 一 万 か ら - 


万 の 強力 な 軍隊 が わずか 1200 て 説 に 


、 堀 を 作る の に 従事 し た 女性 ・ 子 


供 あ 含め て 3000 人 の イス ラッ ゅ 教徒 が いた と よき れる 。) の 仙人 スラ ム 教 徒 に 対 し 派遣 きれ だ 。 メ 


ディ ナ の 宮 囲 攻撃 は 153 日 か ら 4 週間 も 続い だ た だ 。 イ スラ 
クラ イシ ュ に 不審 を 抱く 者 達 は 


注 4 
不信 者 を 黄 怖 に 陥 し 込ん 、 イ スラ ム 教 徒 を 紀 気 
述べ て いる 。「 え る は 手 に 入ら ず 、 貯 え を は 減っ て 行き 、 ラ クダ や 両 
時 、 夜 に な り 、 准 だ 


ム ふ 表 徒 は この 成 し い 試 を 境 に 、 次 5 
、 二 度 ヒ 上 イス ラム 教徒 に 事 隊 を 向け る 事 は な か っ た だ 。 


系 に 強く な っ て 行き 、 


不信 心 者 を 挫 き 、 役 等 の 戦意 を 振っ た の は 、 雨 ・ 風 ・ 楽 る と いう 大 自然 の 力 ど っ た 。 こ の 言葉 は 又 、 


付け た 天使 達 を 表し て も いる 。 ウ ィ リ アム シュ ー ア は 次 の 様 に 


が 毎 日 価 頭 も 死ん で 行っ た 。 戦意 の 弱まっ た 


〈 滋 し い 風 雨 が 無防備 の キャ ンプ を 無情 に 打っ だ 。 嵐 は ハリ ケー ン と な っ た だ た 。 火 は 消え を 、 


テン ト は 飛ば きれ 、 料 理 道具 や 他 の 用 呈 も 吹き 飛ば きれ た (Life of IMlohammed")。 


あら ゆる 方 向 か ら 、 メ ディ ナ の 高台 か ら も 痴 折 か ら 
に 向け られ だ た も の で 、 誠 実 で 不変 の 1 スラ ム ぃ 教徒 に 対す る も の で は な い 。 


も 現れ た 。 


5 不信 RI スラ ム 数 徒 の 前 に 、 

当館 最後 の 言葉 は 偽善 省 達 

汗 : 6 これ は ヒジ ラ (移住 ) の 前 に 使わ れ に だ に メディナ の 名 前 だ っ た 。 

注 7 この 言葉 は 次 の 様 な 意 味 で ある 。「 占 い 款 教 に 戻れ ] 又は 、「 宗 へ 帰れ 。」 
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15 . 


16. 


0。 


16. 


時 


20. 


21 . 


も し 敵 が 四方 か ら 邑 に 入り 、 彼 等 が 骨 送 す 
る べく 要求 きれ な ば 、 邊 等 は 必ず 之 に 応え 


た り し な り 。 彼 等 は 殆 ん ど 之 を 踏 路 せ ぎり 
も GA。GH の) 

耐 8 彼 等 は すでに アッ ラー に 、 断 じ て 背 を 
見 せ じ 上 状 い た り り 。 ア ッ ラ ー と の 約束 は 必 


ず 紐 問 せ ら る べし 。 


云え 、 [逃走 は 、 た と い 戦 死 や 虐殺 か ら 免 れ 
だ た と た し て も 、 お 出 だ ち を 益 せ ぎる で し 。 を 
は だ 》 \ 層 時 の 楽し みか に すぎ ず 」 と 。 


ぶん アッ ラー が お 前 だ ち に 宰 を 下 8 ん と 
し た 場合 、 ま た 悲 を 垂れ ん と し た 場合 

一 体 誰が それ を 妨げ 得る も の ぞ ?| と 。 彼 
きき は アッ ラー 以外 に 、 如何 な る 味方 $ 
援助 才 5 見 出し 得 ぎ ざる で し 。 

げに アッ ラー は お 前 た ちの 中 の 邪魔 だ て す 
る 者 や 、 仲 閥 に 向っ て 「 我 等 の と ころ へ 来 
れ | と 云い な が ら 、 自 6 は 戦い に 加わ ら 5 ざ 
る 徒 募 を よく 知り 給 う 5。 


彼 等 の お 前 た ち へ の 助力 は 僅少 な り 。 す な 
わ ち 、 人 危険 に 襲わ れれ ば 、 液 は 役 等 が 瀬 死 
の 人 の 如く 目玉 を で る で る まわ し て 流 を 肖 
視 する を 見 る 。 然 る に 、 恐 怖 過 ぎ 去 れ ば 、 
鋭い 舌先 で 戦利 品 を 含 ら ん. と し て お 削 に 
喰っ て か か る 。 こ れ 等 の 従 品 は 信仰 な ど せ 
ざり き 。 され ば 、 デッラ ー は 彼 等 の 仕業 を 
甲斐 が が か がら しめ だ 0。 そ は アッ ラー に は 人 容 
易 な こと な り 5。 


彼 等 は 里谷 軍 が 敗退 せ ざ る こと を 状 望 し 、 
障 合 軍 再 び 米 る こと あら 6 ば 、 夏 漢 の 遊牧 民 
の 中 に 在り て 、 セ 前 だ ちの 消息 を 問わ ん こ 
と を 望 せ や 。 ま た 、 だ と い 彼 等 が お 的 だ ちと 
僅 に あり と いえ ども 、 殆 ん ど 戦 い に に 加わ ら 
ざ ろ べし 。 
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oN251O づ た ee こら っ りう 


と 


し レ は 5 


9 ン タッ 5 ラブ アン 
の うら YU ら 2 0 も SH: 


々 ヶ ク ファ ノン ッ ラッ ピア う 


⑨⑩9 み らら) NH 2 


Ii の io 
5 


の p 1 


PCO ぁ ら りう 


ヵ ゥ ン 
の M Me 
PTC る 7 の らい ざか 1 の 


グッ る 


@ 内 あ 553 Ao め ら 2 


た まま WBI Cs 029 全 に レ し の < 
OPEN CC スピ 


9 ぅ ごう 


ヶ ォ レ al じき RA 作 生 1 
39890 
45 85nedhgek 


アマ 


AICWE と 1 介し 電 8 
と 65 みお が CGI LESS 0 
@ し 3 


プラ タル う プ 


と 


ッ ク ン ラ タグ イイ シン 


oo し OUENIG OU 2 も 3 


と っ る 62m1 て 2【5 ょ 1 [クッ ブッ 7 
お WOIPG の HP Ka 


プ さ 


第 三 十 三間 


22 , 


23. 


24 . 


2 . 


26. 


〆7 。 


: に 8 


衣 


呈 項 
げに アッ ラー の 振 韻 者 は 、 ア ッ ラ ー と の 対 
面 と 審判 の 日 を 切望 し 、 不 断 に アッ ラー を 
念 ず る 者 に と り 、 立 派 な 模範 な り 


信徒 だ たち が 障 合 主 を 見 た る 時 、 彼 等 は 云え 
り |「 こ は アッ ラー 並び に その 使徒 が 我 等 に 


約束 せる も 陸 3 され ば 、 デ アッ ラー 並び 
に を の 信徒 は 真 を 語れ り 」 と 。 そ は た だ 
陸 電 RBOE た の な (の 
に 


信徒 だ な ちの 中 に は アッ ラー と 結べ る 約束 に 
恵 実 な る 者 あり 。 を の 或 る 者 は すでに その 
近い を 全う し 、 ま だ 或 る 者 は 今 も 待機 す 。 
彼 等 は いき る か も その 節 を 変え ざり き 。 


アッ ラー は 、 信義 ある 者 に は その 信義 に 幸 
人 また 御 心 の まま に 偽 信 者 を 名 し 、 或 い 


は 思い 志 し て 容赦 す 。 げ に アッ ラー は 党 大 
に し て 、 蓄 甘 深く まし ます 。 
アッ ラー は 不信 心 者 だ も も や し て を その 慎 怒 の 


うち に 徹 退 せしめ た り 。( 注 9) 彼 等 は 何 の 
利益 $ 得 ぎり し な り 5。 こ の 隊 い に 診 て 、 ア ッ 
ラー は 信徒 た な ち を 満足 せしめ だ り 。 アッ 
ラー は 力強く 、 健 大 な り 。 

際 人 0 0 
その 心中 に 軸 短 を 投じ 
」 前 た だ ち は を の 政 る 者 を 殺し 、 ま た 
他 の 者 を 條 衣 なせ 5 。 


も し 英 が 一 人 人 別 の 方 か な ら メ ディ ナ に 入り 込み 、 


WM と 1 っ * っ 
4 5 き 和 5 


の の 3 2 人 8 


ン ン ン レア た レイン ルレ し アル 2 アノ エン フレ 
4 2 の Io 5 
51 し 022 アン ン (211 
の 53 5 G 人 3002302 の 22 


KU3 3 じ SiS 


YR に の 162 


2 用 ッ バア っ て っ 525 ス 
So 2 oo 
ME 
ASJO 
プッ 7 スー ンド レタ ン 。 ・ ノン 2 23 プン ュ っ ンマ 
の ssU の の OS eeuug CSu ら 1 人 の と) 


ちら 5 イン プラ タン ュ デン 


MC を 1 に ま 衝 1 


@ し うら う 


2 そっ 155e 


は < っ ン 上 


MS 27 053 
3 の Ohc Sa 


デュ デア 


に 1 どっ 3 アデ My- ゥ っ グ タダ ゥ タン る の アデ 
うう と 絢 | し 20 sy 


2 


みのる 
4 は 


彼 と 協力 し て イス ラム 教 と 戦う 様 求め られ れ ば 、 偽 療 


者 翔 は 剖 ん で 従う だ ろう し 、 又 妥 に を うし て いる 。 以上 の 事 が この 節 に 青 か れ て いる 。 
神 は 連合 軍 の 攻撃 を 防い だ 。 役 等 は 包囲 を ぞ 解 か な けれ ば な ら ず 、 自 ら の 邪悪 な 企 て や 困 た せな か っ た 


注 9 
事 に 腹 を 立て た 余り 、 
に 移っ だ の で ある 。 堀 の 戦い は 、 イ スラ ム 史 上 の 分 岐 点 と な っ た 。 弱 〈、 


家 に 戻り 、 


アラ ビア の 一 大 勢力 と な が っ だ の で ある 。 


二 度 上 メディナ を 攻撃 し に は 来 な か っ た だ 。 以 降 、 主 導 楼 は イス ラム 教徒 の 手 


常に 侵 用 き れ て 来 た イ スラ ム 教 が 、 
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と ず 、 テー る に 9 ティ ク 。 ッ タ ア 02 212 ンプ ゥ アン ラッ 
28. 面 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 度 稚 の 土地 、 家 尾 、 US32 (21223 じ もう 9 
財産 、 並 びに お 前 た ち が 未 だ 足 を 踏み 入れ 


ざり し 土地 まで も お 前 た ち に 継承 せしめ だ 6Lo5 人 び ば 約 6 2 5 油 お 
り 。 ア ッ ラ ー は 万 事 を 支配 し 給 う 。 
第 四 項 1 > クン > ンク ラン タン 
29、 預言 者 よ 、 六 の 委 た ち に 云え 、「 お 前 た ち 、 PE 


現世 の 幕 ら 本 と を の 案 草 と を 記 ば 、 米 れ 。 バ 7 プイ の ョ ンタ ンタ イイ ンプ エン ンズ ッ > 
我 は お 前 た ち に 物 を 贈っ て 、 立 派 に 離別 せ うそ 2 cMUsteSo9 
ん 。 ( 注 10) @\ っ る My 


0 まれ ば 、 前 た も ト し アッ ラー その 人 oe 
」 縮 | | bu 1 こい B | 記 
が に 来世 の 住居 と を 望む なら ば 、 お 前 た >2912135 人) め 348165 う どら らら 


We ち 立 事 を 行う 者 に は アッ ラー が 立派 。 OKBkS2 cs ( 086 


な 報 装 を 備え 給 を り 」 と 。 
CS っ tb と 5。 CI 


に 


31. 聞 店 者 の 毒 た ちょ 、 お 前 だ ちの 中 で 明 止 な 


る 了 行 CE 1U) を 孝 し た る 者 は 、 を の 制 は 1 
= ー Fr スカ クア 5 7 スッ 。 AS 
倍加 せら れん 。 を そ は アッ ラー に と り 5 て 容易 恒 5 く O2 て AA みらい oz 
な 7 。 クゥ ノレ J 
O る 交 

か IA 3 ブッ グレ ーー ュ っ タ っ の ゥ ン 〆 ど アン 
32. 然 れ ども 、 ア ッ ラ ー と を その 使徒 を 送 奉 し 2 AS うつ 中 りか ッ きい 

善行 を 策 も 有 に は 、 われ ら は 報 装 を 倍加 し グ ? エレ アテ レル 1 プ 3 ッッ ン ン フェ ン イン 人 

光栄 ある 給 養 を 備え た b 。 oe EDPICS Oo! 「 


プッ ンプ ィ デア アン タッ 


33. 預言 者 の 妻たち よ 、 む 前 た ち は 世 間 一 般 の egoirkSHeags 
子女 と は 同じ か ら ず 、 も し 、 p 前 た ち 義 し る っ 3 内 
(あり た し と 思う な ら ば 。 き れ ば 、 心 に 病 op な 12E9 JA Ge235 6 
ある 者 を 挑発 せ ね よう 、 甘 い 言葉 で 暑く な 5 っ る 
か れ 。 た だ た だ 上 品 に 物 技 を 。 ( 注 12) の 2 DE 


昌和 
注 10 モハ ッ マ ド 也 言 者 の 妻 達 は 、 を の 品行 に お いて 世 の 手 本 も な る べき だ と され て いる の で 、 彼 女 達 は 無 


私 の 模 和 し な る に ふき わし い 人 物 だ っ た 。 彼女 達 は お 人 金 を 使っ た り 9 楽し く 甘 ら す 事 を 全く 禁じ られ て いた 訳 で 
は な い が 、 高 度 な 献身 を 求め られ て いた 事 は 事実 だ 。 当 節 及 び 次 の 数 節 に 述べ られ て いる の は 、 物 綿 的 な 思 貞 
や 瑞 か で 安楽 な 生活 を 自制 する この 戚 し い 規 男 に つい て で で ある 。 モ ハッ マ ド 項 言 者 と 変わ る に は この 牧 牲 的 行 
為 が 必要 と きれ 、 彼 の 圭 達 は 安楽 な 幕 ら し と モハ ッ マ ド 持 言 者 と の 変わ り の どちら か 一 方 を 選ぶ 様 合 じ ら れ た 。 
注 11 高い 信仰 に 達し 得 な い 行 為 の こと で 、 物質 的 に 満た きれ る 事 で あり も し 彼女 達 が これ を 望む 様 で あれ 
ば 、 悪 い 見 本 を 示す 麗し な る 。 そ し て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 妻 と し て 他 の 女性 の 手 本 で ある で き 立 場 に ある の 
で 、 彼 女 達 は 非常 に 重大 な 責任 を 負う 事 よ なり 、 そ の 罪 は 倍加 する で あろ う 。 他方 、 も し 彼女 達 が 神 と 神 の 便 
者 に 生 を 捧げ 、 他 の 者 の 措 郊 と な る べく 無 私 の 気 高 い 例 を 示す な ら 、 そ の 報い も 倍加 し ょ よう 。 

注 12 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 夷 達 は 、 男 性 と 話す 時 、 自 ら の 高位 に ふる わし い 成 厳 を 保ち 、 十 分 に 礼儀 を 弁 ぇ 
て 振る 舞う 事 を 多々 に 命じ られ て いる 。 イ スラ ム 教 徒 の 女性 た ちち も これ に 人 礁 ずる 。 
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34 . 


90 . 


36 . 


97 . 


13 
械 が 。 
業 の 者 の 集まり に 加わ っ た り 、 


いす たこ が 5 、 


面 し て 、 波 や か に 家 に お れ 。 ( 注 13) か つっ 

て 人 時 代 の よう に 第 り た て て 、 商 た 5 

の 美しき を 見 せ び ら か す な か れ 。 面 し て 、 

礼 捧 を 短 守 し 、 定 め の 喜 捨 を な し 、 ア ッ ラ ー 

ほそ の 使 千 の 命 を 遊 率 せよ 。 家事 を 司る 者 

人 / ンー は お 前 だ も ちから 不浄 を 豆 
、 役 底 し て 滞 め ん と 欲す 。 


お 前 だ ちの 家 で 読 語 せ ら る る アッ ラー の 
神 兆 と 知恵 を 銘 記 せよ 。 げ に アッ ラー は 
其 感 に し て 、 す で て に 通 暁 し 給 う 。 
第 五 項 

神 に 州 彼 し た 男 と 女 、 信 心 深い 男 と 女 、 忠 
順 な 協 と 女 、 誠 実 な 男 と 女 、 信 合 に 訟 て 耐 
え 妨 ぶ 協 と 女 、 控 え 目 な 男 と 女 、 慈 善 を 惜 
し ま 兄 男 と 女 、 断 食 を 守る 男 と 女 、 員 節 な 
男 と 女 、 断 を た ず ア ッ ラ ー を 念 ず る 男 と 女 、 
これ 等 の 者 の た め に アッ ラー は 素晴らし い 
低 近 を 用 意 せ り 。 


アッ ラー 並び に その 使徒 が すでに 事 を 決し 
5 0 20 2 SI 
ヲタ 女 の 信者 の な すべ きこ と に 非 ず 。 ( 注 14 
アッ ラー と の 使 矯 の 舘 に 背く 者 は 、 明 ら 6 
か に 迷 誤 の 中 に きま よう 者 な り 

この 言葉 は 、 女 性 の 主 な 活動 男 囲 が 家 放 に あ 
理 に か な っ た 用 向き の 為 で あれ ば 、 
男性 と 所 


る こと を 示し て いる が 、 
必要 な だ け 何 度 で も 出かけ て 構わ な い 。 
各 を 並べ ご たり 、 外 出す る 事 で 主婦 と し て の 装 務 を 宴 る 様 で あわ れ ば 、 イ ス 
ラム の 有る べき 女性 の 道 か ら は ずれ る 事 と な る 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 毒 達 は 、 特 に 家 に 
それ は 、 信 人 徒 の 母 た る 高位 の 導 成 が これ を 要求 し て いた か ら で あ り 、 
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WO が WP らき 5 
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AOI4 る 72 人 
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の 22 ED 
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ア 
名? し 本 


5) 3531 


隊 人 に 


cu 
35gsy556s 
VTRIKIYSH5WCIP の NEO 
2 に 2 ob 


証人 が お 的 向 CKSUUEAKCS 


グッ っ ト 。 アン 

いら 
っ ! ン 
< 12 ダグ アン タリ | ン 


ST の は あど 用 レン ッ 
wo ぅ al 3 NAKAo5o ツ ) 5 (の 2 タッ の 5 5 


joy ス 0o8 


必 っ 〆 て ン rr ン 才 を サナ アア 
OS る ひる USSAUE2D 2 
女性 に 外出 が 認 


* め られ な い 訳 で 
但し 、 異 人 種 や 様々 な 職 


留まる 様 に 求 ゆ られ て 
駐 イ スラ ム 教 徒 が し ば し ば 挨 拉 


に 訪れ 、 宗 教 上 の 重要 な 問題 で 彼女 産 に 教え を 請う た か ら で あ る 。 こ の 玉 律 は イス ラム 教徒 の 全 女 性 に 等 し く 
導 応 する 。 イ スラ ム 教 で は 、 モ ハッ マ ド 他 言 者 に 為 き れ た 挨拶 は 、 同 時 に 全 イ スラ ム 教 徒 に 向け られ た も の と 


みな され る 。 同 様 に 、 


ある 訳 で ある 。 
この が 啓示 る れ た 直接 の 卓 央 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が ザイ ナブ を 役 の 解放 奴 寺 ザ イド に 要 わ せ た い 


注 14 
と 強く 望ん だ 際 、 ザ イナ ブ が を それ を ためらっ た 事 に ある 。 自ら の 意志 


モハ ッ マ トド 預言 者 の 妻 達 に 科せ られ た 雅 律 は 、 又 全 イ スラ ム 女 性 に 向け られ だ も の で も 


に 反し 、 モ ハッ マ ド 言 者 の 望み 通り に 
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ァ アン 
n を を 


38. アデ アッラー が 避 願 を 垂れ 、 流 も 目 を か ! す だ 用 2 2 2 Ac 
に 、 流 が 、[ 妻 を 光 の 許 に 留め お け 、 . 面 し て 、 うく 
アッ ラー を 暴れ さよ 」 と 云い し 時 を 念 え 。 箇 258 逐 2 の し 
し て 流 は アッ ラー が 発 か ん と する こと を 心 2 の 2 リラ 名 
に 筐 し 、 他 人 の 中 を 悪 れ た り 。 液 が 和束 る 。 の 1 EPC こう 251(2 
べ でき は デッラ ー の 管 。 され ば 、 ザイ ド が 離 ク ンク ン いく の ノア [グラ ② ゥ ン 〆 ブ ノン タ | ッ ン 

四 あま 1 4 ふい 。 
PR ( 注 15) わ CO bb 3 ひ の GL 
は 彼女 を 液 に 守 せ り 。 こ は 、 使 徒 は 、 っ 9 フッ イイ ・ の ンー ン フッ 、 の ファン レン 
なる 2 と と | で うう 1 3 の > US 
の て ) 槍 婚 の 手続 が イ ぇ て ぃ いる な の の も の ウ で OCN) 
8 之 を 徐 れ る こ ヽ ー と な リ る 和 れ ば 、 7 ルコ ラー ⑥J8822 本 < SI 6 っ 15 1 
命令 は 履行 きれ ね ば な ら ぬ 。 ( 注 16) 


AE23[ は Sd 9 乱 2 


うと そ ア る モン ン 

39、 預 言 者 が アッ ラー の 命じ た る こと を 行う に っ Alo2 ゅ CS で wo2oeAe 6 

( 注 17) 、 何 ん の 障害 ある べき や 。 を は 過ぎ ララ トン レレ レル ン 。 コア ン フ る 」 
は 9 
ザイ ナブ プ が ザイ ド と 結婚 し た の は 立派 な 事 で ある 。 モ ハッ マ ド 導 言 者 は 、 ザ イド を 夫 と し て 受け 入れ る 様 に 役 
女 に 強い た 訳 で は な い 。 SPP 
注 15 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 若い 解放 奴 直 ザ イド ・ ・ ハ ー リ ス を 指す 。 養 了 緑 組 が イス ラム 教 で 不法 行為 
IN PP 
汗 16 。 ザイ ナブ は モハ ッ マ ド 言 者 の お ば の 娘 で あっ た の で 、 生 枠 の アラ ブ 女 性 で 、 そ の 家柄 や 高い 社会 的 
地位 を 誇り とし て いた 。 イ スラ ム 教 は 、 階 級 制 ・ 磨 級 の 世 上 ・ 財 産 裏 渡 の 無い 文明 を 世に も だ らし た いと 目指 
し て いた 。 字 の 前 に 、 人 は 和 皆 自由 で 平等 で あっ た 。 モ ハッ マ ド 預 店 者 は 、 イ スラ ム 教 の この 庫 沿 な 理想 の 実現 
を 、 ま ず 自 ら の 家庭 に お いて 始め よう と し た 。 彼 は ザイ ナブ に ザイ ド と 結婚 す る 事 を 望ん だ 。 ザ イド は モハ ッ 
ッ ド 頂 言 者 の 手 で 自由 の 身 と な っ だ と は いえ を 、 あ る 人 々 の 心 に は 、 ま だ 彼 を 奴隷 と みな す 意 蔵 が 根強く 釣っ て 
いた 。 奴隷 の 閣 即 上 いう 、 自 由 人 と 奴隷 と の 間 の 不 公平 な 差別 が あり 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 は ザイ ナブ を ザイ ド 
に 唆 す 事 で 、 こ れ を 取り 除 こ うと し た の で ある 。 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 記 み に 従い 、 ザ イナ ブ は この 申し 入れ ぞ を 
受け た だ 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 茹 い は 適 え られ た 。 こ の 滞 婚 は 、 基 本 的 な 隙 級 制度 を 撤廃 きせ る 事 と な っ だ 。 し 
か し 残念 な 事 に 結婚 自体 は 失敗 に 終わ っ た 。 ザ イナ プ ブ と ザイ ド の 護 級 の 違い は 一 の 好 み の 不 一 致 を もぉ る だ らし 、 
ザイ ド は 劣等 感 に きい な まれ だ の で ある 。 こ の 半 婚 の 矢 敗 は 当然 モハ ッ マ ド 預 言 者 を 電 し ませ た 。 し か し 同時 
に 良い 結果 を も 生み 出し た 。 当 節 の 後半 に 述べ られ て いる 様 に 、 神 の 命 に 従い 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 が 用 らち ザ イ 
ナブ と 結婚 する こと で 養子 の 妻 を 概 る の は 神 へ の 晴 演 だ と する 、 ア ラブ に 深く 根付 いた 不 扶 な 慣習 を 根絶 で き 
た の で ある 。 開 子 制度 は 廃止 きれ 、 そ れ と 共に 、 こ の 吉 か な 考え も る 亡 く き され だ た 。 この 様 に 、 ザイ ナブ と ザイ ド 
の 結婚 は 、 一 つの 高尚 な 日 的 の 為 に な され 、 そ の 失敗 も 、 メ ー つ の 日 的 を 適 え だ た の で ある 。「 ア デッラ ー を 3 員 れ 」 
ょ まほ 、 ザ イド が ザイ ナブ と 別れ た が っ た 事 を 示す 。 イ スラ ム 教 で は 離 敵 は 神 の 目 に 非常 に 不快 な も の と 写り 、 
モハ ッ マ ド 項 言 者 は ザイ ド に 思い 直す 様 熱心 に 説い だ 。「 液 が 恐れ る で さき は デッラ ー」 と い う 箇所 は ザイ ド 、 モ 
ハッ マー ド 押 言 者 双方 に 向け られ だ も の と し 言え よう 。 ザ イド の 場合 、 彼 が ザイ ナブ と の 別離 の 原因 が 明る み に 出 
る の を 塾 まな か っ た 事 を 途 味 し よう 。 それ は 、「 ア ッ ラ ー を 長 れ 」 の 言葉 が 示す 様 に 、 非 が ザイ ナブ よ 9 彼 自 身 
に 多く て あっ た か ら で あ る 。 し か し 先 の 文 が モハ ッ マ ド 預 言 者 に 適用 きれ る 時 、 ず イド と ザイ ナブ の 結婚 が モ 
ハッ ー ド 預言 者 の 忘 を 汰 ん で 行なわ れ た の で 、 当 然 彼 が 離婚 を 望ま な か っ た 事 を 示す も の と 言え よう 。 こ の 文 
まほ 叉 次 の 事 も 示し て いる 。 こ の 結婚 の 破綻 は 、 イ スラ ム の 同胞 愛 に な ける 試み が 明らか に 和 失敗 に 終わ っ た 事 を 
和 味 し 、 こ れ に より 、 信 仰 の 弱い 者 傍 に 不安 と 混乱 が 起こ る の で は な いか と モハ ッ マ ド 舌 言 者 は れ だ 。 こ の 
叶 念 は モハ ッ ー ド 預言 者 の 心 に 重く の し か か っ た 。「 他 人 人 の 噂 を 恐れ …」 と いう 言葉 が 彼 の この 不安 を 言い 次 し 
り 生ま 
注 17 この 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 拍 言 者 が ザイ ナブ と 結婚 し た 事 を 示し て いる 。 又 、 彼 の 結婚 が 神 の 命 に 待っ 
た ぁ ぉ の で あっ た 事 も 表し て いる 。 
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、 ゆ の ト 」 5 ュ ッ 
逝く 人 々 に 対 せ る アッ ラー の や り 5 方 な 953 
き 。 デ ッ ラ ー の 命令 は 不動 の 搾 な り 。 

の 2 イッ ン アッ マン 


40. 彼 等 は アッ ラー の 御 符 げ を 伝え 、 ア ッ ラ ー Ye を FCI 
を 長 れ 、 そ れ 以外 の 何者 も 己 れ ざり き 。 ア ッ 2 に 
ei , クラ 2 ー と は ロ * ゲ デン レル 、 マ レイア, 

ラー は 清算 者 と し て 十分 な り 。 6 AL ざ う 32002 


人 1 ムハンマド は 前 だ ちの 中 の 誰 の 父 に も dE は og し 
ず 。 然し アッ ラー の 使徒 で あり 、 諸 碧 言 者 明 02 2 (レレ 
の 印刷 な り 。 ( 注 18) アッ ラー は 高 事 を の CM の の る 6 独 23E3 る 
知 落し 給 う 。 ' 

第 六 項 
人. 全 年 す > 不断 に アッ ラー を 叫 今 ッ ク 。、 を の リン ッ る ィ ン タ イ ン 

42. 人 了 ちよ ょ 、 不 断 に アッ ラー を 号 せ OMPCNIPEAUPKRIK2RONIIVSH 

注 18 カー タム は 「 刻 印 す る 」 と いう 意味 の 語 カ タマ に 由来 する 。 こ の 語 の 第 義 は 上 吉 し た が 第 二天 と 

に て は 次 の 様 な も の が 挙げ られ る 。 人 1 物事 を 終え る 。(⑫) 物 を 弘 う 。(⑬ 和 粘土 に 刻印 を 押し た り 、 他 の 方 法 で 押印 
そし て 書類 を 保護 する 。 カー タム は 、 印 の 付い た 指輪 の 事 で あり 、 つ まり は 物事 の 結末 を 意味 する 。 こ の 語 に 
は 装飾 癌 と いう 意味 も あり 、 言 い 換 えれ ば 最上 ・ 完 全 を 表わす 。 カ ー テ イム 、 カ トゥ ム 。 カー タム 。 は ほぼ ば 剛 
美 語 と 言え る 。 この 点 か らし て 、 カ ー タ ムル ・ ナ ビ イ ー ン は 、 和 預言 者 達 の 印 、 つ まり は 傾 言 者 の 中 で 最 間 に し 
て 完全 まる 人 物 を 指す 。 双 第 二 義 的 に は 、 笑 詩 者 達 の 装 分 品 、 す な わ ち 括 言 首 の 内 最後 に 米 る 者 を 交 味 する - 
メッ カ で モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 占 子 達 が 全て 幼児 期 に 亡 っ た 時 、 彼 の 敵 は 彼 を アブ タル (息子 を 持た な い 者 ) L 
な じ っ た 。 役 の 跡 を 継 で 息子 が いな けれ ば 、 彼 の 活動 は 早晩 終わ る で あろ うぅ と の 意味 が そこ に は 込め られ て い 
だ 。 不信 者 に よる この 非難 に 対し て 、 ス ー ラ カウ サル ( 108 斉 ) に モハ ッ マ ド 項 言 者 で は な く 彼 の 敵 こ そる 子 叉 
で 持 だ た ぬ で あろ うと 切 示 され た 。 ス ー ラ カウ サル が 啓示 され た 後 、 そ を こ に 示 き れ た 事 が 初期 の イス ラム 教徒 に 
と り 宮 ば し いも の で ある 事 が 自ずと 明らか に な っ た 。 それ は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 息子 が 授 な が り 、 そ を の 子 は 立 
湖 に 成人 する で あろ うと いう も の だ っ た 。 モ ハッ マ ド 貧 言 者 は 過去 ・ 現 在 ・ 未 来 に お いて 成人 に 至る 思 -F の 父 
と は なれ な いと する 誤解 が あっ た が 、 当 節 は それ を 取り 払っ た 。 当 節 は 、 子 多 の 根絶 を 衝 れ る の は 、 モ ハッ っ 
ド 需 言 者 で は な く 、 役 の 敵 で ある と 記す スー ラ カ ウ サル と 対立 し て いる 様 に 見 を る が 、 実 際 は 、 こ の 外史 上 の 
志 盾 を 解決 し よう と 試み て いる の で ある 。 モハ ッ マ ド 頒 言 才 は ラス ー ル ッ ラ ー ( 神 の 使徒 ) で あり 、 又 カー タ 
ムル ナビ イー ン ( 括 言 者 吉 の 精神 的 な 父 ) で ある と 当 節 は 述べ て い る 。 役 が 全 使 徒 及 び 天 言 者 の 父 で ある な 
5、 合 渦 後 は アプ タル (子孫 無き 者 ) と 品 わ れ 得 よう 7? 又 、 も し この 言葉 の 意味 を 「 彼 は 最後 の 預言 者 で あ 
2 、 彼 の 後に 現れ る 預言 者 は いな い 。」 と 捕 ら を える な ら 、 当 節 は その 内 容 と 一 致 せ ず 何ら 関連 が 無 て な っ て し ょ 
2。 そし て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 子孫 に 恵まれ な いと する 不信 心 者 の 了 罪 に 反 駿 する 所 か 、 そ れ を 認め る 事 と 
な っ て し まう 。 

上 記さ る れ だ た カー タム の 意味 か ら 推 侍 し て 、 カ ー タ ムル ナビ イー ン に は 四 つ の 意味 が 考え られ る 。(1) モ ハッ 
マ ド 預 詩 者 は 、 頒 言 者 達 の 封印 で あっ た 。 つ まり 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 印 が 無い 限り 、 契 の 預言 者 と は 認め ら 
れ な い 。 モ ハッ マ ド 入 言 者 以前 の 預言 者 は どれ で も その 地位 を モハ ッ マ ド 季 言 者 に 承認 きれ な けれ ば な ら 6 ら ず 、 
え 彼 以 隆 の 手 言 才 は そ ハ ッ マ ド 預 言 者 の 弟子 に な ら な けれ ば 、 預 言 者 の 地位 を 得る 事 は で き な い 。(2 モ ハッ ー 
ド 括 言 者 は 預言 者 の 中 で 季 も 優れ た 完全 な る 人 物 で あり 。 頂 言 者 達 に と り 装 飾 源 で も あっ た (Zuraani, Sharah 
4awahib al-Ladunniyyah)。(3③) モ ハッ マ ド 痕 言 才 は 啓示 を 受け た 最後 の 預言 者 で あっ た 。 こ の 解 税 は 、 イ プ 
ン ・ ナ ラビ ピー, シャ ワリ ー ウ ッ ラ ー, イマ ー ム ・ ア リー・ カ ー リ ー。 ムジ ャ ディ ッ ド ・ ア リフ ・ サ ー ニ ー 等 の 
着 名 な イス ラム 教 の 理論 家 、 聖 徒 、 学 者 に 受け 入れ られ て 来 た 。 こ れ 等 の 偉大 な 学者 や 聖人 に よれ ば 、 モ ハッ 
マ ド 預 言 者 の 教義 を 廃 する 者 、 彼 の 教団 (ウン マ ) に 属さ な い 者 の 中 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 後 を 継 する 預 
記者 は 居 な い 。(Futuhat,Tafhimat, Maktubat & Yawaqit wal Jawahir)y。 モ ハッ ー ド 預 言 者 の 覧 厩 ア イシ ャ 
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43 、 朝 な タ な アッ ラー を 議 え 替 れ 。 @Mo5 人 る 記 つ 5 


44. 


45. 


46 


4/ . 


48. 


49. 


90 . 


は 次 の 様 に 語っ た と 記 き れ て いる 。「 彼 (モハ ッ マ ド 預 言 著 ) は カー タム ルナ ビオ イー ン で ある 
(4) 預 店 者 と し て の 特性 を 全て 、 そ の 身 に 完全 に 表し 


預言 者 よ 、 


前 た ち を 暗 異 か ら 光 明 へ 導き 出 き ん と し 
て 、 天 使 ら と 同様 お 前 た ち を 抗 福 す る は 彼 
な り 。 彼 は 信ずる 人 々 に は 慈悲 深 て まし ま 
ず 。 

彼 等 が アッ ラー に 会 い 奉 る 日 の 挨拶 は 、[ 平 
安 あ れ 」 の 一 語 な る べし 。 面 し て 、 人 ン ka 
は 、 彼 等 の た め に 光栄 ある 報奨 を 準備 せり 。 


げに われ ら は 液 を 証人 と し て 、 
朗報 の 伝達 者 し し て 、 和 告 者 と し て 道 わ し 
だ り 。 


まだ アッ ラー 命 を 奉 じ て 人 々 を アッ ラー 
の 信 へ 名 暴 す る 者 と し て 、 光 明 を 与 を る 
燈火 し て 。 ( 注 19) 


され ば 、 信 者 た ち に 向っ て 、 ア ッ ラ ー か ら 
素晴らし い 賜 物 を だ た まわ る で し と の 其 報 を 
伝え よ 。 

毅 し て 、 不 信心 着 並び に 偽 信 着 の 徒 募 に 従 
うな か れ 。 彼 等 の 双 ぎ は を の まま に 捨て お 
き 、 ひ た すら アッ ラー に 加 れ 、 守 護 者 と し 
て 十分 な る が 故に 。 

梁 等 信徒 た ちょ 、 女 の 信者 と 結婚 し 、 体 に 
触れ ざる 前 に に 之 を 離婚 する 場合 は 、 ぢ 前 た 
ち は 彼 女 に 規定 の 期限 を 待た せる 権利 を 有 


か し 彼 の 後に 続く 預言 者 が いな いと 言っ て は な ら な い 。」 
て いた と いう 意味 に な いて 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 は 最後 の 預言 者 で あっ だ 。 カー ー タ ム は 優秀 さき を 表 わす 最高 の 言 
葉 ほ とし て 一 般 的 に 使わ れる 。 又 、 ク ルアー ン は 、 モ ハッ マ ド 伯 言 者 の 後に 預 店 才 が 現 和 れる と 明示 し て いる (7 ・: 

36) 。 モ ハッ マ ド 人 頂 言 者 自身 、 彼 の 後に も 預言 者 の 職 分 は 続く も の と 心 に 刻ん で いた 。 彼 は 次 の 様 に 語っ た と 記 
きれ て いる 。「 も し イブ ラー ヒム ( 彼 の 息子 ) が 生き て お れ ば 、 彼 は 傾 言 者 と な っ た で あろ う (マジ ャ ーー アル 
ジャ ナイ ズ 書 )。| 又 以 下 の 様 に も 述べ だ た 。「 ア ブー・ バ クル は 、 私 の 後に 現れ る 者 た ちの うち 、 喚 上 『 者 を 除け ば 
最初 の 人 物 で ある 。」 


注 19 
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2 に GS 82 9 さら 1 び S ら 2 


言い な きい 、 し 


太陽 が 物質 界 の 中 心 に 位置 する 様 に 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 精神 見 の 要 で あ る 。 彼 は 天空 の 太陽 で あり 、 


他 の 屯 言 者 、 神 の 指導 者 達 は 星 や 月 の 様 に を その 回 9 を 加 り 、 彼 か ら 光 を 人 えら 物 る 。 彼 は 次 の 様 に 語っ た と さ 


れる 。「 私 の 弟子 は 数 ある 星 の 棟 で あり 、 


その 後に 従う 者 は 正しく 導 か れる で あろ う 。」 


DOU 一 


第 二 ]- 三 章 


7 プー プ 





り 」 . 


92 . 


03 , 


注 20 
性 は 通常 規定 の 婚 座 以 上 の も の を 支払 われ る で きだ 。 (3 
注 21 


選択 権 を な えら れ た 一 方 、 モ ハッ マ ド 預 言 半 
だ 。 天 達 は 即座 に 意表 し た 。 彼女 達 は 彼 と 運命 


せ ず 。 さ れ ば 、 彼 女 に な に が し か の 品物 を 
与え 、 き れい に 暇 を 出す べし 。 ( 注 20) 


項 彰 者 よ ま 、 わ れ ら が 液 に 奏 と し て 許し た 者 
は 、 液 が 婚 容 を 払っ た 者 、 戦 利 品 と 上 し て アッ 
ラー が 流 に 与え だ る も の の うち 液 の 右手 が 
所 有する 者 、 液 の 父方 の 疲 父 の 娘 と 父方 の 
渉 華 の 娘 、 母 方 の 表 父 の 女 と 母方 の 叔母 の 
娘 で 液 と 共に 移住 し 来 た る 者 、 並 びに 女 の 
信者 で 自ら を その 身 を 預言 者 に 捧げ ん と 鈴 
し 、 項 言 者 も 彼女 と の 結婚 を 望む 場合 な り 。 
但し 、 こ は 液 の み に 許 きれ だ 特権 に し て 、 
他 の 信徒 な ち に は 許さ きれ ぬ 。 わ れ ら は す で 
に 信徒 な ち に 、 信 者 の 雪 や その 右手 が 所 有 
する 莉 に 関す る われ ら の 命じ た こと を 知ら 6 
せ た だ た り 、 液 が 信徒 た な ち に その 規定 を 説明 す 
る 上 に 支 議 な か らし めん が た め に 。 アッ 
ラー は 宮 大 に し て 、 率 器 深 て まし ます 。 
次 は 妻たち の うち 欲す る も の を 退け 、 欲 す 
る 者 を 迎え 入れ る を 得 さ し 。 ま た だ 、 液 は 、 
退け し 者 の うち 、 液 の 欲す る 者 を 連れ 戻す 
と も 差し 支え な し 。 を その 方 が 彼女 た ちの 気 
持 は 落ち つき 、 齋 し まず 、 液 が 彼女 た ち に 
えた る も の で 背 満 足す る で あろ うか ら よ 
り 一 層 妥 当 な り 。 ( 注 21) アッ ラー は お 前 
だ た ち が 心 に 押 く も の を 知り 給 う 。 ア ッ ラ ー 
は 全 知 者 、 寛容 者 に まし ます 。 

な れ ど 液 は 、 今 後 他 の 女 を 要 る こと を 許 き 
れず 、 ま だ た だ た と いそ の 美貌 が 液 を 魅 す る と 
$ 、 他 の 女 を 以 て 現在 の 妻 に 替え る こと も 
許 き 和 ず 、 但 し 液 の 右手 が 所 有する 者 は 除 


「 き れい に 暇 を 出す べし 。」 は 、 


モハ ッ マ ド 笑 言 者 の 妻 達 が 、 彼 と 添い 遂げ る か 、 


次 の 様 な 意味 を 持つ 。 
次 の 0 の HO あし 


ク 、 ク イン アタック ョ ンプ ンタ タッ タッ ン < 


の あの の の っ 5 


as 
<( ン 々 アァ ン 


の を 


し ンー ウ 


MC たり PS1ROIINI CUEISIGSU55 
APASC6IEc AsNo じ つら の 人 
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GAIN 
CE 3 で と ウン 人 
の し seiCC52es51 く 8426 じゅ 


っ ぅ 9? ン ② ァ ン 41 ン 
の の ほ の を と OO 
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BUS 35 の LU の 
I アア ェ ン タ デン ン > て 
Se あこ だ OS Sh の 5 
OS DO イノ アラ クイ ンク ズラ ッ ン 
SG SH 時 
ノ タプ ラノ 8! 人 デ クタ 
る ぼっ の 1VAK MNO: 人 621 
グン イン レレ ュ ン ニン タッ ン ェ 8 レイ タン 


@9Jorol So 多 30 は 
PKK し 4 タッ タ 由 訂 3 LEI95 で て 5 


(1) 離婚 し た 女性 を 真 ゆ て は いけ な い 。 (2 離婚 女 


物質 的 に 聖 か な 生活 つま り 5 世俗 の も の を 選ぶ か を その 
いずれ の 妻 と 添い 遂げ 、 又 、 別 れる か の 選択 権 を 与 を られ て 
を 共に する 方 を 選ん だ 。 


モハ ッ マ ド 預 言 者 は 全て に 等 し 思 


いや り が あっ だ 。 人 彼女 達 党 や 選ぶ と 示し だ た 。 モ ッ ツ マ ド 頒 言 者 の 決意 は 彼女 達 を 大 変 喜 ば せ た 。「 あ な た が 彼女 


達 に 与え を た も の て で 彼女 た ち は 和 皆 、 


喜ん だ ,」 と いう 益 の こよ が 文中 に も 示 き れ て いる 。 


王 の 52m 








信 ツ - る ム クッ る ん お ネタ リン 多 と ン レ と 用 タッ 
(。 (中 92) プッ ラー は 痢 事 を 駿 視 し 多 の み イタ 
ブフ 。 


第 七 項 

54、 潜 等 征 休 た ちよ ょ 、 許 し な くば 、 食 事 の 支度 MISS EAI 7 
が 整う まで 待て ず に 預言 者 の 家 に 入る な か 2 
れ 。 し か し 、 押 か れ だ 時 に は 入り 、 食 事 が 呈 1 の 0 ed ( | 
すめ ば 無 有 話 に 長居 する こと な (、 直 ち に si 時 
辞 示せ よ 。 ( 注 23) 預言 者 は 長居 きれ て 迷 うじ HH 


惑 す る も 、 お 前 ただちに 帰れ と も る 計 い 出し か 2 の リン 、 ち 。。 フッ トレ クタ 
ば う ヶ っ eg 刀 人 CM 


s に い 


生 


ね る が だ め な り 。 きれ ど ア ッ ラ ー は 、 真実 ンコ デア 
を 衛 げ る に 遠 護 せ ず 。 ま た だ 、 お 前 だ た ち が 、 ロン 5 ッ ン ッ ン 人 っ ッ っ フッ クイ ン る 
8 G1O の eS. 2 ター (の | 


預言 者 の 妻たち に 何 か を 頼む 場合 は 、 峰 の 
ゴ ヒ クッ ュ いさ イク ン の チッタ 
背後 か ら そ れ を 頼め 。( 注 24) か くす る の 59 3 し に 95 
は 、 お 前 た ちの 心 の ため に も 、 ま た 彼女 た ! 衝 と g レ シィ 。 
ちの 心 の た ゆめ に も 汚れ る こと な し 。 西 し て 、 68 FI 交 生 
ぢ 前 だ ち 、 アッ ラー の 使徒 に 迷 豆 を か け る 剛 イン 2 1 アッ 9 ァ 2 み の 
ょ うな こと を する な か れ 。 ま た ri PS 
を の 妻たち と 結婚 すべ で から 6 ず 。 ( 生 25) ! K4F ョ クノ うぅ ン 
に そ は アッ ラー の 目 に は 大 罪 な り 。 9 be 2 
1 っ r あ を: 1 ヽ あん クン! タダ 22 TU る し ルル ん 
55. お 前 た ち 、 事 を 表 に 現 わ す と も 、 或 い は る ど 交 人 IS が 5 52 35 ひ ばら 1 
れ を 隠 を そう と も 、 ア ッ ラ ー は 一 切 高 事 を 深 
知 し 給 う 。 ⑨9C こ し 
し ン ラン ーー テリ シン プレ レレ タン 
56. 彼女 たち が ヴェ ー ル な し に 接し て 差し 支 た 52 SE Sek13Sek を SS 
な い 相 手 は 、 自 分 の 父 、 息 子 、 兄 弟 、 兄弟 ンス クノ ク : の 前 
の 等 、 生 味 の 也 等 、 家 の 女 だ ち 、 二 っ ら る 9) 19 うら 
彼女 た ちの 右手 が 所 有する 者 だ た ちな り 。} CA 人 る 3 し 3 > イン 
"che より 和信 


に アッ ラー は 高 事 を 検証 し 給 う 。 (OM の 5 OZ 人 | 


注 : 22 この 節 が ヒジ ラ 7 年 に 啓示 され モハ ッ マ ド 項 言 者 は これ 以上 、# ーー 
当時 の 妻 の いずれ と E も 離婚 し て は な ら な いと きれ て い だ 。 それ は お そら く 、 信 人 徒 の 母 た る 彼女 達 の 尊 威 を 重 ん 
に る か ら で あ り 、 又 、 彼 女 達 が 世俗 の 快楽 より も 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 家庭 に お ける 茂 し る を 選ん だ か ら で あ 
ろう 。 神 は 彼女 達 の 犠牲 的 行為 を 認め られ 、 モ ハッ マ ド 限 言 者 に 、 そ れ 以 上 の 結婚 と 当時 の 妻 達 と の 末 嬉 を 共 


に 禁じ ら 時 
注 23 哲 か れ ぎ る 家 を 訪れ て は な 6 ない 。 招 か れ た 時 は 約 東 の 時 間 を 守ら 5 ね ば な ら な い 。 遅れ る の は 子 過 ぎ 
る の と 同じ く 良 く な い 事 だ 。 食 後 は 無駄 話 に 、 自 ら の そし て 他人 の 時 を 浪費 する 事 無く 、 辞 去 す べし 。 


注 24 この 戒律 は 、 異 性 間 の 過度 の 親 交 を 戒め た も の で ある 。 これ は 、 全 て の 女性 に 向け れれ て いる 。 
注 25 モハ ッ マ ド 預 言 莉 に 残 き れ た 究 婦 と の 婚 如 は 重罪 で ある と 、 こ の 節 に 示 る れ て いた 。 モ ハッ マト ド 拓 言 
者 の 妻 で ある が 故 の 信徒 の 母 と いう 立場 上 、 宗 教 上 の 息子 が 彼女 達 と 結婚 する の は 、 彼 女 達 の 款 款 上 の 尊 臣 を 
犯す 事 ほ と な る か ら 6 で あっ た 。 

ーー 
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2. 


生 26 


注 27 
Y る 。 


注 28 
5 方 は 、 イ スラ ム 教 に 関す る 偽り の 話 を 広め る 事 で あっ た だ た 。 し か し 役人 等 の 権力 と 威信 が 和 失わ れ た 時 、 
は 完全 に 敗北 を 喫し だ 。「 必 ず 液 を 激 励 し て ] と いう の は 次 の 様 な 意味 で も ある 。 





し 、 平 安 の 言葉 を 以 て 挨拶 せよ 。 


アッ ラー と その 使徒 を 非難 する 者 、 
( 注 26) アッ ラー は 彼 等 に 現世 に て も 来世 
に て も 呪い を か け 、 恥 づ べ き 箇 軸 を 用 意 せ 
り 。 


上 次 な くし て 信徒 の 男女 を 非難 する 者 は 、 中 
協 と 明 折 な 罪 に 対す る 机 め を 負う べし 。 


第 八 項 
預言 者 よ 、 湊 の 妻たち 及び 娘 た ち 、 並 びに 
信徒 の 女 た ち も に ゆっ た り し た 長 衣 を ま と え 
と 告げ よ 。 ( 注 27) か くす れ ば 議 別 きれ 易 
く 、 ま た だ から かわ れず に すむ 。 ア ッ ラ ー は 


奄 大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 
UP 心 に 病 の ある 者 、 2 


包 に 本 を 流し て 人 心 を 動 播き 

徒 器 が 、 Ph 
は 必ず 2 し て 彼 等 と 戦わ せ し む で 
し 。 ( 注 28) さす れ ば 邊 等 が 流 の 隣人 と し 
て 邑 に 住む の は 、 だ だ 碧 時 の 間 と な る べし 。 


彼 等 は 呪 わ れる べし 。 何処 に て も 役 等 は 見 
つけ られ 次 第 捉え られ 、 蔵 減 き れん 。 ( 注 
29) 


- 十 二 草 アル ・ ア フ ザ ー プ 
アッ ラー と を の 天使 た ち は 預 言 者 を 祝福 っ や の 人 える 2 
す 。 光 等 信徒 た ちよ 、 お 前 だ ちゃ 彼 を 祝福 “の SE 3 0 
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タン DOG AI 
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ごい JI 


ィ レ と 09 弟 1 の ン 


sbSS り 5 
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| アッ ラー を 非難 する 」 と は 神 の 目的 遂行 を 妨げ る 事 で あり 「 使 徒 を 非 占 する 」 ょ は 神 の 使徒 に 対す 
る 誹謗 を 意味 する 。 
イス ラム 教 の ベー ル に は 二 つ の 目的 が ある 。 そ れ は 閑居 を 命じ 、 礼 僕 を わき まえ 、 威 厳 あ る 振舞 を 勧 


め る も の で ある 。 女人 性 は むやみ に 労 性 と 出会う 事 を 許 き れず 、 外 出 時 の 服装 に 関す る 規定 に 従う 様 求 め ら れ て 
ベー ル に つい て の 詳細 は 、24 章 32 節 の 脚注 参照 の 事 。 


メデ ィ ナ の 移 状 者 及び ユダ ヤ 教 徒 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 対し て あら ゆる 妨害 を 行っ た が 、 彼 等 の 主 な や 


この 悪事 
[我々 は 必ず や 貴方 を し て 彼 


等 を 抑え きせ る で あろ う 。 る も な くば 彼 等 の 上 に 看 喚 する 権限 を 授け よう 。] 


注 29 


不幸 な ユダ や ヤ 人 達 は 代々 屈辱 盛 に きい な まれ て 来 だ た 。 彼 等 が が パレスチナ に 帰 避 


設立 し だ の は 一 時 的 な 局面 で し か な い 様 だ 。 


し 、 イ スラ エル 国家 を 


ー6SS 一 


っ < で 


第 | 三 帯 
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注 30 


注 31 モー ゼ は 様々 な 中 傷 を 受け た が 、 
は 、 あ る 女性 に 、 彼 女 と の 吉 通 の 罪 で 彼 を 告発 する 様 説い た 。 


に 鐘 如 し 、 モ ー ゼ は 役 を 生 害 し よう と し た 。 
の か と て 人 発し だ 。 ( 


過ぎ 去り し 人 々 に 対 せ る アッ ラー の 流儀 は 
か 〈 の 如く な りき 。 面 し て 、 液 は 、 ア ッ ラ ー 
の 流 位 に 決し て 変更 な きこ と を 知 I5 ん 。 


人 は SSM:VME え 、 | を そ は 独 
SPPPee 生 ivunrE 面 し て 、 その 
最期 が 近く か 否 か を 誰が 湊 に 語り 得る か ? 
げに アッ ラー は 不信 選者 ども を 呪 証し 、 彼 

等 の た な め に 燃え 盛る 火 を 用 意 せ り 。 
彼 等 は 氷 示 に を の 中 に 住み 留まら ん 。 そこ 
で は 味方 も な けれ ば 助け 手 $ も な し 


彼 等 の 顔 が 火 の 中 で で る で る 正 き れる 日 、 
彼 等 は 初め ゆめ て 云わ ん 、「 あ あ 、 我 等 も アッ 


ラー の 命 に 従い 、 そ の 預言 者 の 命 に 従い た 
2 Fa 


市 し て 、 更に ※ わ ん 、[ 主 ま 、 我 等 は 首長 た 
et 狼 る に 彼 等 は 、 上 
し い 道 より 我 等 を 邪道 に 避け り 。 ( 注 30) 


主 ょ 、 彼 等 に 二 重 の 六 を 加え 、 重 き 呪 い を 
以 て 彼 等 を 呪い だ ま ぇ 」 と 。 
第 九 項 ひ ぼう と も が ら 

光 等 信徒 な ちょ 、 モ ー ゼ を 誹 謗 せる 堂 の 如 
く な る な か 和 れ 。( 注 31) 然し な が ら 、 ア ッ 
ー は 、 彼 等 の モー ゼ に つい て 語れ る 疑い 
を 晴らし た り 。 モ ー ゼ は アッ ラー に 大 い に 
尊重 さる れ だ 者 な りき 
流 等 信徒 な ちよ ょ 、 ア ッ ラ 
語 せ 。 

きす れ ば アッ ラー は お 前 た ちの 所 楽 を 矯正 
1 を の も ろ も ろ の 罪 を 宿 震 せ ん 。 面 し て 、 
ァ アッ ラー と を の 使徒 の 命 を 信奉 する 者 は 、 
必ず や 素晴らし いい 幸運 を や も の に せん 。 


ー を 長 れ 、 正 直 に 


の > うぅ ジン 
@ 多 3 隔 cl も 人 3 
ダッ クッ ニー レッ プイ る フス ルン ラッ の の ニン イイ マレ ! ン 
の Xs で の と ら oLo 2508) 
55 つこ ッ リナ メッ モク メイ レラ 。 ろ ッ > ! 
93E う つる 9 DalSS の 9 


2 2 の ュ カ ア 


ィ ン ン っ ン ン タッ クン ン < レッ う ン 
の て 計 25 
の JP21C555 人 る) 


ッ え レシ ン テ ン レ シッ ン フェン え ンー 
RM 652 し CGU っ MUB5 


⑨ い 
6CIO だ に 
内 生ん RONL4RKYMIYIOAIHVID 

Oo 95 6 


クォン と の ルス 29 ウッ とう (2 で 
の PWWVWEGRI プ PICO4TSAUUIYSI9 


s ク フウ クン 


この >。 


ゥ クタ ン っ タン レン イン レッ イン っ 
の 21 くみ る 3 5 NPV 


クラ 1 フッ クス イン ライス アイ ラタン ノン ん 
ebS633605 8275 人 1 


前 節 の 言葉 は 不信 心 者 達 の 指導 者 に 向け られ だ も の で あっ た 。 当 節 で は 粗野 で 外 獲 な 人 物 に つい て 丸 
べ で て ある 。 他人 人 に 対す る 悪行 の 表 め か ら 6 基 れ 様 と する の は 人 間 の 性 で ある 。 


(3 引 は ハン モン 病 と 梅 尊 
5) 彼 の 妹 は 彼 に いわ れ 無 き 非 骨 を 浴びせ た 。 


それ に は 次 の 様 な ちる の も あっ た だ 。 1) クア デー ルー ン (コラ ) と いう 画 


(2) ア ー ロ ン が 民 押 の 信望 を 集め る 様 に な っ た 事 
# を 病 ん で いた 。(④⑬ サ ムリ は 彼 を 偶像 上 拓 


ー654 一 


< 


CI > 


沙 三 十 三 近 た 0 い ド ブザー の 





り わ ゎ われ ら は 初め 、 中 琴 と 大 地 と 山々 に この 神 ど 人 1 1 4 ノン ンズ 2 
たよ 4 すさ て 2 すぎ N 
聖 な 控 の 保管 を 求め た り 。 然 る に 彼 等 は 之 oe りら ゅ や JIEo と ) 


を 担う 2 こと を 辞退 し 、 且つ っ 之 を 恐れ た り 。 Ne ン ァ 1 ン ン 7 る 

2 (ひっ 4 [ | 
然 1 に 、 人 類 は 之 を 提 え 5 。 然 まし な が ら 人 類 っ の (ckg JEg 
は 敢 て 不義 を な し 、 且 つ 吉 味 な り 。 ( 注 os5ee じ 05 5 CI ウ じ 3 
32) 


74. この 故に 、 ア ッ ラ ー は 偽 信 者 並び に 多神教 Co っ 0 
me う WT 
徒 に 、 男女 の 別 な く 刑 前 を 科 さ ん 。 きれ ど 、 は 


アッ ラー は 、 信 仰 する 者 に は 、 男 女 の 別 な Po 放っ 1 
く 層 8 れ み を 垂れ 給 う 。 ア ッ ラ ー は 寛大 に し 80 il 
て 、 慈 悲 深く まし ます 。 @ 56286g2 G 





注 32 人間 は 、 神 の 特性 を 習 香 し 、 創 造 主 の 次 に 似る 為 に 、 大 いな る 天性 の 力 を 授け られ て いる (2 : 31)。 
これ は 事実 慢 大 な 義務 で あり 、 全 宇宙 に あっ て 入間 の み が 遂 行 で きる と 知ら きれ た だ 。 他 は 、 天 使 ・ 天 ・ 地 ・ 山 
全て その 能力 を 持た な い 。 そ 虫 等 は その 義務 の 負担 を 拒ん だ 。 人 間 が この 義務 を 受け 入れ だ た の は 、 そ れ を 肛 行 
で きる の が 人 間 し か 無かっ だ か ら で あ る 。 人間 以 外 の 生物 は 全て この 義務 に そ む く 事 を 拒ん だ 。 つ まり 後 等 は 
皆 課 せら れ た 全て の 法 を 起 実 に 履行 し た の で ある (16 : 50, 51)。 決断 力 を 持つ 人 間 の み 、 旧 6 の 義務 を 性 みず 、 
神 の 律 法 に そ む い た 。 当 人 節 の この 解釈 は 41 : 12 で 調 付 ける きれ て いる 。 
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あ す 
2 天地 の 一 切 を 統 べ 給 5 テア ッ ラ ー 


引 着 


、 信 ぜ ぎ る 徒 主 


し か し る し 
. 希 れ ど も 、 わ れ ら の 神 兆 に 抵抗 し 、 そ の 計 


サラ ミー 
(メッ カ 啓 


信 な 
ー の 御名 に お い 


に 説 ん を あれ 。 
人 の 昌 突 も また 條 の 所 有 有 な り 。 彼 は 
村 光 すべ て に 通 暁 し 給 う 。 


役 は 大 地 に 入る も の 並び に それ より 出 づる 
も の を 知り 、 天 よ り 隆 る も の 並び に を こ へ 
立ち の ぼる も の を 知り 給 う 。 耐 し て 、 交 圧 
深く 、 寛 大 に まし ます 。 
き は 去 う 、 | 箸 判 の 如き は 、 我 等 
隊 う ざ る で し 」 と 。 云え 、「 断 じ て 
に あら ず 。 見 え ぎ る も の を 知り 給 う 我 が 
に か け て 、 そ は 必ず お 所 だ ち を 不意 に 襲 
お た 8 天地 に 於 ける 一 微 上 の 重き で 5 計 
た それ より 小 な る も の も 大 な る 6 の も 、 
つと し て て 條 て り 玩 れる は な 上 。 る は 載せ て 
すべ て 明快 な る 経典 に あり 。( 注 1) 
こ は 信 じ 行 を 積む 者 を 主 が 賞 せん が だ 
Re H つ 光栄 ある 
給 状 も 賜る ご し | と 。 


画 を 妨げ ん と する 者 は 、 厳し い 懲 本 道 遇 


せん 。 


. 知 蔵 を 賜 入 る 者 は 、 の "06 


る も の は 真理 で あり 、 偉 大 に し て 讃 美 きれ 


前 節 の 主題 は 、 当 


示 ) 


Oo あし ュー 
ei32 っ AS し 9 る 捉 あ AT 
OL26201233530828 
に ysu59lek 2 
1 ふう グ 2 ょ 3 と 5 じ 3 丈 90 
352IESE9MOOO0OW3 
AUC も 時 4 DS 8 


生 デ ン 


つう み 1 hi 6 ン ン ろ 」! 
(OO 1 と っ 19 26 


3 9 ア の の 1 | う デー 。、 ラッ マッ 
か 


クツ ぅ ン の ② ュ デ 

⑨8 56 りう 5 の 

の スプ タフ ラッ ーッ レッ 1 9 1( ン ルイ アア たま 
で つ 内 人 いい 8 
| >2 つつ タッ JJ13 
Ok4Ai1 っ w ゅ 

るい とう 


5 の ルン る 


も DCIIUMIIKTIOAI ど ジル 


アデ 


っ Pe Se233123 35) 


所 で 更に 詳し く 述 べら れ て お り 。 普 悪 に 係わら ず 行 動 を 伴わ な けれ ば 報い も 得 5 れ 


な いと が きれ て いる 。 イ スラ ム 教 に 敵対 し 、 イ スラ ム 教 徒 を 迫害 すれ ば 必ず や 軸受 ける で あろ うと 、 不 信心 
首 は 裳 告 き され て いる 。 


ーーO5b 一 


第 三 」 四 帝 


10. 
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1 


1 
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. きれ ど 、 信 ぜ ぎ ざる 者 ども は 云う 、 





サー 
る べき 御方 へ の 道 に 導く $ も の な る こと を 知 ・ > ン の 
る ( 〇 ⑦ の Aadl 


「 我 等 は お 
前 た ち に 、 お 前 た ち が 粉 々 に 砕け た 後 、 再 
び 新 た な 創造 物 と し て 時 らき れん と 説く 者 
、 教 えよ うか 7 


みこ こち 


. 彼 は アッ ラー の 御 意 思 に 反対 し て 嘘 を つき 


た る か 、 4 
然 ら ず 、 懲 を 被り 且つ 迷 誤 の 中 に 科 の 
は 、 来 世 を 信 ぜ ざる 彼 等 な り 。 


彼 等 は 、 天 地 に 於 ける 選 が 前 後に ある も の 
に よっ て 加 何 に 取り 囲ま れ て いる か を 、 知 
らき る か 7? も し われ ら 欲 し な ば 、 大 地 を し 
て 彼 等 を 呑み 込ま し め 、 或 い は 天 の 一 角 を 
彼 等 の 上 に 墜落 せ し ゅ 得 べ し 。 ( 注 2) げ に 
この 中 に は 、 悔い改め る こと ご と く の 僕 へ 
の 神 兆 あ り 。 

系 一 項 
われ ら は 、 ダ ビデ に 超 敵 を 垂れ て 、 云 を 5、 
| 液 等 山々 よ 、 Ph 
ラー の 護 美 の 歌 を 歌え 、 ( 注 4 ) 洪 等 鳥 
も 」 と 。 面 し て 、 NSR 
鉄 を 軟 か に し て 、( 注 5) 
去 え り 、| 鎧 を 作れ 、 身動き を 考え その 鎖 幅 
子 の 環 を 小 き 整え よ 。 面 し て 、 療 行 に い 


そし め 。 げ に われ は お 前 た ちの する こと を 
膨 覧 す ] と 。 


まだ われ ら は ツ ロ モン に 出 を 服従 せ し め た 
9 、 萌 の ひと 吹き で 一 簡 月 の 半 程 を 旅 し 、 
夕 の ひと 吹き で 1 箇月 の 道程 を 旅 す る 風 


大地 を し て 役 等 を 大 み 込 まし ゅ 」 と いう 箇 所 は 、 


に 墜落 せしめ | は 、 天 の し る し に 言及 し た も の で ある 。 


人 当 


注 4 


注 5 


山岳 民族 の 事 。12 : 83 に も 類似 表現 が ある 。 
21 : 80 参照 。 
[ 鉄 を 軟 か に し て | は 、 


て いる 様 に 彼 は その 技術 を 応用 し て よろ い を 作り 上 ば だ た 。 


和 次 の 事 を 指す 。 鉄 製 兵器 製造 技術 が ダビ デ に より 開発 きれ 、 


% まま タレ デ 
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まう 時 和 0 の 
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の お 人 の y 和 | 
放 H 


いて の 

ゴ 
*、 
し 


ゴン 51? 
①Oeued 


人 


の 


Ao の (8 
本 を 9 ノ 9 (し 


(43 アデ ッ 2 と ) 洗 ア 
うう さい 9 と kTOYY IA 

2 ライノ 2Z っ 2 レイ アト レン 
CO びび OS の SC22 湖 中 KKT 


地上 の し る し を 述べ て お り 、「 天 の 一 - 角 を 彼 等 の 上 


次 節 に 述べ られ 


ーー も 9 ゲー 


n ご 一 


0 
素 一 十 四 草 


14. 


15. 


16. 


下 6 
に まで 拡大 し だ 。 事 実 、 ソ ロモ ン の 時 代 に 、 
P 437 ) 彼 の 下 に 産業 E 技 能 は 非常 に 欧 達 し 、 
も いる (歴代 : 


守 了 7 


た 。 彼 は 建築 に 、 


。( 注 6 ) また われ ら は 、 ソ ロモ ン の た め 
6 のり Moeyo か 
の 或 る 首 に は 、 主 の 和合 や 泰 じ て ツ ロ モン の 
も と で 働か る せり 。 面 し て 、 わ れ ら は 彼 等 
に 云え り 、 わ れ ら が 命令 に 背く 者 あら ば 、 
を の 者 に 火 培 の 懲 凡 を 味 わ し めん と 。 
か く て 彼 等 は 、 ソ ロモ ン の 欲す る も の 、 宮 
典 や 彫像 や 貯水 也 の 如き 鉢 や 固定 し た 大 鍋 
を 作り だ り 。( 注 7) 面 し て 、 わ れ ら は 云え 
り 、「 流 等 ダビ デ の 家の子 ら ょ 、 感 謝 に 満ち 
て 働け |] と 。 き され ど 、 わ が 僕ら の 中 に は 、 
感謝 する も の は 僅か な り 。 
季 し て 、 わ れ ら が ソロ モン の 死 を 定め た る 
時 、 一 匹 の 地 虫 が ソロ モン の 迷 を 噛め ゆる こ 
と を 除け ば 、 そ の 死 を 示す も の は 何 も な か 
りき 。 ソ ロモ ン が 地 に 倒れ る に 及 ん で 、 妖 零 
だ ち は 、 不 可視 な る も の を 知り だ り せ ば 
この 恥ず べき 苦 役 に 長く 〈 服 し は せ ぎ ざり し も 
の を 、 と 靖 切 に 民 り た り 。( 注 8) 
昔 サ バ の た め に 、 を の 故国 に 神 兆 あ り 。 す 
な わ も ち 二 つの 果樹 彫 が 、 一 つ は 右 に 、 一 つ 
は 左 に あり て 、 わ も れ ら は 役 等 に 云 を り 、1 お 
前 ちの 主 が 授 けた る 伝 物 を 食し 、 主 に 感謝 
し 泰 れ 。 国 肝 し く 、 主 は 慈悲 深 て まし ます 」 
と 。( 注 9) 

ソロ モン の 領土 は シリ ア 北 部 か 


志 略 下 2 章 18 節 及び 4 童 1、2 節 )。 


宗 華 を 昼 ゆめ 、 


に お ける 越 味 の 良き を 良く 表し て いる 。 


和 8 


ソロ モン の 畠 能 な 忠 子 で 後継 者 で も あっ た レ ハ ベ アム の 支配 力 は 詳 く 、 


殊 の 他 、 関 心 を 持ち 、 彼 の 下 で 書 築 技術 は 大 編 に 向上 し た 。 イ スラ エル の 寺院 は 、 


サッ ミー 


6H の う プ アッ ゥ ッ ン ゥ タラ LE エイ 


の IO と 6 うと っ の の 4 うら お 2 
⑤ Xa3UoGZ 2 


レ の る レン スイ リリ オン に まさ ょ うみ と ラン ルン 
3 も yo 
の Ce 308 う 


cossGS 
ンー う 


し ecLP 作 0 3512 


レコ 


ン 22 グ ョ レン ニタ 


AI 
Ne 衝 本 
2228 
略 | NSH も う 


の ② ッ タン 


g ン > 9 
OseE こっ うち 


ら 、 地 中 海東 岸 税 い に 紅海 に お よび 、 ア ラビ ゼア 海 に 沿っ て ペル シャ 港 
イス ラ エ ルキ 国 は 富 と 権勢 は 絶頂 に あっ た 。 
いう 語 は 、 権 懇 と いう 意味 を 持つ 。 又 、 ツ ソロ モン は 商 隊 を 保有 し ( 列 王 上 : 9 章 26 一 28 厩 、Jew. Enc. 
彼 は 野 で 反抗 的 な 山間 民族 を 征服 し 配下 に 入れ だ と 示 る れ て 


当 侯 に ある 「 風 | と 
11 状 . 


衝 力 と 教養 を 備え た 竹 主 で ある と 同時 に 、 ソ ロモ ン は イス ラ エ ル ん 建国 者 の 子息 で も あっ 


彼 の 建 穫 


ソロ モン が 作り 上 げた 強大 な 


王国 は 分 裂 し て し まっ た ( 列 王 上 : 12。 13, 14 音 と Jewish, Enc. “Rehoboam") 。 
27・23 で 述べ られ だ サバ は 、 サ ナー 又は マデ アー リブ と も 呼ば れる 地 か ら 6 旅程 に し て 三 日 か か る イエ メ 


注 9 
ン の 町 で あっ だ 。 こ の 町 の 名 は 旧約 京 半 、 ギ リ シ ャ 、 ロ ー 
られ る 。 サバ の 住民 は 豊 か で 教養 も 高く 、 
体 が ダム 
備 が 施 き る きれ て あっ だ が 、 


漆 泊 設 備 に よ 5 豊科 で 、 
中 で も マ ア ー リ ブ の ダム 


マ 、 ア ラビ ピア 文 学 、 特 に 南ア ラビ ア の 碑文 に よく 見 
神 に より 人 生 の あら ゆる 快適 き を ふん だ ん に 与え を られ て いた だ 。 国 全 
そこ に は 庭園 や 小川 が 見 られ だ 。 防 口 や ダム の 様 な 農業 振 納 の 為 の 公共 設 
は 最も 素晴らし いも の で あっ た (Enc. of lsiam, 巻 。 P 6)。 


ーー009 





時 然るに 彼 生 『 き 『 和 れ ! ば 、 われ ら は 彼 等 に す 9 の 1 る レ の レ し" >、 グ アレ ロン 2 レン レ っ の ノ ュ ン 
し か いつ 2 ノ 電 9 6 し ら っ と し 
きま じい 洪水 を 浴 せ た り 。 ( 注 10) 前 し 間 IGE 


て 、 わ れ ら は 、 を の 素晴らし い 二 半 隊 3J535E 185S ES SS 
賠 の 代わ り に 苦い 実 を 結ぶ 御 柳 と 少し 
か り の ハマ ナツ メ の 二 園 を 与え だ たり 。 (の ML] 


ッッ 


18. か く の 如 くわ れ ら が 彼 等 に 報復 し た る は 、 IN と メス イア ン 2 0 ラッ ン ン ン 
3 ] 1 
を の 忘 風 な る が 故 な り 。 Pe の J ご ab 明 R 


, 報復 する は 、 た だ た だ 忘 皿 者 だ ! 
プッ プン う ウ ンク ン ク ウラ レン 


19. また われ ら は 、 サ バ よ われ ら が 祝福 々 る (425 Sg うじ 
邑 々 と の 間 に 日 に つき や すい 幾つ か の 邑 を 
ン ュー 人 グッ ン 2 5 の ほ e 
設け 、 そ れ ら の 間 に 楽 な 旅程 を 定め て 云 。 ジッタ 525C05 ぅ 5 
り 、「 こ れ ら の 最 々 を 通っ て 、 恒 夜 を と ゎ ず ン 
安 む し て 旅 せよ] を 。 ( 入 1 @csslCb 時 
20. 然るに 、 サバ 人 は 神 に 感謝 する 代り に 云え 2 か 10 ん 1 UN に IA と 1 
りう は loCUAp いい) | 5 
り 、「 主 よ 、 玖 等 の 旅程 を 更に 長 て な し 給え 」 0 
ほ 。 ( 注 12) か く て 、 彼 等 自ら その 身 を 計 ンジ うら に 2 
0 た れ ば 、 わ れ ら は 彼 等 を 徹底 し て 燈 人 ヴ 分 衝 こ e 
散 し 、 後 の 世 の 語り 章 ほ し な せり 。 げ に この の AE2 放 ご 8) 
中 に は 、 少 怒 不 抜 に し て 感謝 の 念 あつ き 
人 々 へ の きま ざま な る 神 兆 あ り 。 


8 ら ) 


CM >2 ノ る 2126 。 っ ぅ ン 31 Z 
21. 面 し て 、 イ プリ ー ス は 、 一 都 の 真 の 信者 を 中 8 代 和 ご 31 35342 3 
除い て 、 彼 等 が 自分 に 従え る が 故に 、 彼 等 
に 対す る 自 分 の 判断 が 正確 og 
に 対す る 自分 の 判断 が 正確 な り し こと を 知 ロン ンー ンー 
る 。 ( 注 13) 
注 : 10 サバ の 住民 達 の 滞 を 守っ て いなだ な マ アー リブ の ダム が 大 洗 水 で 決壊 し 、 全 土 が 水 に 浦 か り 、 被害 は 広重 


半 に 及 ん だ 。 美しい 許 園 、 小 川 、 芸術 作品 に 満ち た 国 主 は 魔 堪 と 化し て し まっ た だ 。 ダム は お よそ 長き 2 マイ ル 、 
貞 る 120 フィ ー ト あっ だ た 。 それ は 西 礎 一 寺 紀 ある い は 二 世 紀 に 破 寺 の 目 に あっ た 。 

注 11 「 抗 福 せ る 区 々 ] と は 、 ソ ロモ ン 王 国 の 中 心地 で ある パレ スチ ナ の 町 を 指し て いる 。 サ バ の 住民 は マソ 
ロモ ン 下 国 と 盛ん に 換 易 や 行っ て いた 。 | 日 に つき や すい つ か の 邑 ] と は 、 互 い に す ぐ で 見 える 程 近接 し た 二 つ 
の 町 と 上 いう 意味 で ある 。 又 、 主 要 な 町 と いう 意味 も あり 、 イ エメ ン か ら パ レス チ ナ 及び シリ ア へ 抜け る 道 が よ 
〈 使わ れ 、 安 全 で 好ま れ て いた 事 や 示す 。 ミ ュー ル に よれ ば 、 イ エメ ン か ら シ リア へ 向かう 街道 沿い の ハ ダ ル 
マウ ト か ら マ イラ ー ま で に 70 の 和 宿 が あっ だ 。 こ の 道 は 人 通り が 多く 安全 で あり 、 両 側 に は 並木 が 梓 を えら れ て い 
Rg 

注 : 12 この 嬉 葉 は サバ の 任 民 の 語っ だ も の と きれ て いる が 、 事 実 、 神 の 戒律 に 従わ な い 為 窮 好 に 了 っ た 当時 
の 彼 等 の 様子 が 示 る れ て いる 。 人 通り が 多く 栄え だ 街道 は きび れ て し まっ た 。「 我 等 が 旅程 を 更に 長く な し 給え 」 
と いう 言葉 は 次 の 事 を 示す 。 街道 和 谷 い の 町 の 多 ( が きび れ て し まい 、 窒 か ら 宿 へ の 距離 が 長く な り 。 安全 性 も 
天 わ れ だ た 。 サ バ の 住民 は 絶 減 し 、 そ の 疲 呈 は 何 も 留 ゆ られ な か っ た だ 。 役 等 は 唯 、 語 5 り 継が れる の み と な っ た 。 
注 13 サタ ン は 、 サ バ の 住民 達 を うまく 堕落 る せら れる だ ろう と 見 て いた が 、 彼 等 の 悪 沙 に より 、 こ の サタ 
ン の 則 惑 は 当 だ る 事 と な っ だ 。 この 悪人 達 や その 悪事 に 対す る サタ ン の 判断 は 17 : 63 に 連 べ られ て お り 、 サ タ 
ン が 、 ア ダム の 子 索 も や わずか な 例 を 除い て 減 ぎ す と 語っ た と そこ に 並 か れ て ある 。 
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第 三 二 四 音 2 
22. され ビ イ プリ ー ス は 、 後 等 を 支配 せ さ か し 2 入 2 ス 2 ス 6G っ イン (っ < 
DS ( 注 14) だ だ われ ら は 、 来世 を 信 ず ン ドラ ンマ ご 3o5 ” 
あ ュ し * ノウ (イー ュ ュ テン 3 ニノ る 2 1 5 
る 者 と 、 み を 疑う 汗 と を 識別 せん が ため な AE es522 う らき は 2 2 いも 
り 。 当 の 主 は 萬 事 を 監視 し 給 う 。 SI 
第 三 項 (の 
の 2 | お 前 だ た ち が ア の 旨 和 AM タ アア  ! 322 9 う デン 民 ぁ 
プア 5 で て 2 クッ 2 9 アッ 。y の 5 1 
と 主 中 せ る 者 に 訴え よ 。 ( 注 15) 彼 等 の 3 紋 lg の あら NIC 
に め り 科 の 芋 き だ に を する 人 ・ ュ イン 
8 5 
わ ゎ ず 、 ま た 天地 の 剣 造 に 訟 て 如何 な る 役割 29 じ 3oeIG う うら: お ?JGS 
き ッ ラ ー は は 彼 等 生み そ すう た MI か あま トキ 
5 条 た きず 、 まだ アッ ラ は 彼 等 の 中 に 加 ⑥Ae5 2 ラド 2 <) うり らら る る 
何 な る 補佐 も 有 せ ず 」 と 。 
24. アッ ラー が 許せ る 者 ( 注 16) を 除い て 、 ど シェ < の 
: * グ いす 人 
ん な 執り 成 し も アッ ラー に 対し て 無益 な 5 5Oe BIS ぷう 
り 。 や が て 彼 等 の 心 ( 注 17) か ら 恐 居 が 消 タレ 四 タン スル イィ レル レス レー 。 タタ ョ レン ン タン 
ら 和 k ゝ 1 し 1! Pe ) 1K | 
ぇ だ 時 、 彼 等 ( 注 18) は 剛 わ ん 、「 主 は 何 ん E 5JS PD スス ン 
と 言い た な る が か?」 と 。 合 徒 た ち ( 計 19) は ⑲ 和 8 列 づ 35 負 ) 
答え ん 、「 長 理 な り | と 。 二 は 下 高 に し て 、 
佑 大 な る 御方 に まし ます 。 
25.、 云え 、「 天 地 か ら お 前 た ち に 食物 を 与 ん る は う ! レッ イク < ンジ 
5108 CI2 ら る 
誰 ぞ ? 」 と 。 云え 、「 ア ッ ラ ー な 5。 我 等 か 、 6 2 
お 前 だ ちか 、 を その どちら か が 正道 の 上 に あ @ut2J028 2 03 2 札 
D、 ど ちら か が 明白 な る 迷 誤 の 中 に ある な 
り | と 。 ( 注 20) 
26. 云 を 、「 お 前 だ ち は 我 等 の 罪 に うい て 問わ れ の る ブン タン を て レレ ッッ イ [シン ン ン ら 
と う に 2 
ず 、 我 等 も まだ お 前 た ちの 行為 に つ いて 問 OS ひら うう ご \5 
われ ざる で し | と 。 
注 14 サタ ン は 大 岡 に 対し て 如何 な る 権威 も 持ち 合わ せ て いな い 。 信 間 が 精神 的 に 了 落 する の は 、 有 自 6 の 


誤っ た 信仰 や 、 悪 事 に よる も の で ある 。 


発展 の 区 止 を 求め て みよ と 挑 まれ 、 信 の 神 に 


は それ が で きか な 
長 実 が 広まる の を 疎 止 す る 吾 は で き な い の 


な る 様 行わ れ て も 良い と 押 の 認め る 人 


注 15 不信 心 者 は 、 彼 等 の 偽り の 神 に イス ラム 

いと 告げ られ て いる 。 事実 、 こ の 世 の 如 何 な る 力 を 持っ て し て も 、 

で ある 。 

注 16 モハ ッ マ ド 頂 言 洛 。 こ の 言葉 は 又 、 執 り 成 し が を の 者 の 有利 に 
物 を 指す 。 

注 17 執り 成 し 手 の 心 。 

18 革 が れる 罪 朱 き 凡々 。 

注 19 執り 成 し 圭 又は 神 の 使徒 。 

年 20 確か に 我々 (信者 ) は 正しく 、 臣 方 達 (不信 心 者 ) は 誤っ て いる 。 


ーー 


> に < 


サー バー 
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た 


28. 


29. 


30 . 


93 中 


32 


注 21 
れ が 正しく いずれ が 誤 


云え 、 「 計 は 我 等 を 皆 同時 に 名 し 給 い 、 然 る 
後 、 事 実に 基 い て 箸 判 し 給 う 3。 ア ッ ラ ー こ 
そ は 最も 有 能 な 裁判 官 、 能 《 百 事 を 知り 給 
う 」 と 。 ( 注 21) 
云え 、「 ぉ 前 た ち が 、 同僚 と し て 彼 と 併せ 息 
本 C00323 否 、 お 前 だ た ち は 示 し 
二 008 、 彼 は 僅 大 に し て 、 臣 
0 ダー206 0 も 
われ ら が 流 を 全 人 類 に 人 道 わ し だ は 、 た だ 半 
報 伝達 者 並び に 警告 者 と し て の み 。 疾 る に 、 
世 人 の 大 半 は 之 を 知 6 ず 。 ( 注 22) 


彼 等 は 所 う 、「 も し お 前 の 言葉 が 事実 な ら 、 
を の 約束 が 実現 せら る る は いつ の 日 ぞ ? 」 
ia 
云え 、「 お 前 た ち は 或 る 日 を 以 て 約束 きれ て 
いる が 、 を その 日 を ば お 前 だ ち は 一 肛 だ り に 
5 遅 速 し 得 ざ る な 9] と 。 ( 注 23) 
第 皿 項 
便 ぜ ざる 者 ども は 云う 、「[ 我 等 は この クル 
の ン っ い に 先 だ っ 経典 も 信じ は せ ぬ 」 
と 。 液 も し 不義 寺 が 主 の 御前 に 連行 せら れ 、 
互 に 罪 あ を な すり 合っ て いる と ころ を 見 得る 
な ら ば 。 現 世 で 遇 者 と 見 な る れ し 者 が 、 
路 慢 な り し 者 に 向っ て 云わ ん 、「 も し ぉ 前 
だ た ちな か り せ ば 、 我 等 は 必ず 信者 た り し ぁゃ 
の を 」 上 。 ( 注 24) 


2 し CC を 5 35 イフ ラン タン ラン 等 
* て や ひっ 


る の ュ ン クィ マツ 


5 


(of IOUE 


9 ゥ アマ 2 9 タン し 


22 る ラッ ンー 
⑥ の SAo PINY も コ リリ 。 の う 


レイ 


OS ン 3 な タタ E3 り yg 久 グッ 。 


フン 


クン 


C ト 


て アラタ ラン ン 。 ンマ 
⑨ ら みお りう 
デレ 52? 1 ン 2 や ッッ ンク シレ 。 る イア の 
oNAo CO の お の ゆい ぴの 1J65 


ャ アラ ァ アン イレ ち うっ ン フレ ラン っ 
9352O2AD5e お 旬 ひ 迅 
ウタ の 2 う タ ア ッッ ぅ う 〆 う ロロ デデデ ッ う 
30 oe りら を ら う で テア その 6 うう OS 
CPP MOIGANULM で CTA 


5 タ ェ ンジ 


(の 19 の 0 


この 節 は メッ カ の 陥落 に つい て 述べ だ も の と 一 般 的 に 受け 取ら れ て いる 。 イ スラ ゥ ム 教徒 と 不信 導い ず 


央 いな る 勝利 が もぉ だ らき され だ 。 


生 22 
返し 述べ られ て 求 だ た 。 2 


モハ ッ マ ド 畠 言 者 が 、 
1: 108 及び 25: 


説き 夫人 E は 


この 世 の 終 わり まで 全 人 人 類 に 神 の 使 首 と し て 道 わ る 和 れ だ と 、 
2 も 委 妥 の 事 。 イ スラ ム 教 の お 告げ は 普 刀 的 で あり 、 グ ルアー ン は ば は 完 


。 この 時 ょ り 一 千年 は 同じ 状態 が 続 き 


りり で ある か 、 獲 落 の 影 は この 時 払わ れ た 。 こ の 後 、 イ スラ ム 教 徒 敵 の 心 は 一 つ に な り 、 


クル アーン に 漆 り 


、 そ の 後 、 イ ス 


= 


注 23 バド ル の 戦い の H、 又 は 32・ 6 に 述べ られ だ 日 
ラム 教 が 世界 的 な 示 教 し し て 受け 入れ られ る 時 代 が 始ま る で あろ う 。 
注 24 


き が 
罪人 が 裁き を 前 に し て 、 自 分 の 罪 を 他人 に な すり つけ て 昭 を 逃れ よう と する の は 人 聞 の 性 で ある 。 
節 及 び 次 の 二 節 に 


は この 人 間 の 将 性 が 述べ られ て いる 。 


= ドー 


oo oy 8 レ Zi 「 


っ CT ユ 


一 上 四 草 


33. する 上 、 牙 慢 な り し 者 は 遇 者 と 見 な きれ し 3 な AN 
者 に 向っ て 云わ ん 、 [導き が お 前 た ち に 達し し アス イプ 宮 。 3] デッラ ン YA 
だ る 後 、 お 前 た ち を その 導き か ら 紗 魔 だ て 人 2 ひい 5 と ひ が | に と A 
し た る は 我 等 だ と いう の か ? 然 ら ず 、 罪 2 
を 犯 せ し 者 は 、 お 前 た ち 自 身なり | と 。 ( で 2 で 
2 め 内 9 っ る う タ | の 1 で ど ェ ン ン 
34. 弱者 ほ 見 な きれ し 者 再び 諸 乙 な り し 者 に 050WroW (CpAIUG 
向っ て 云わ ん 、 [ 伏 ら ず 、 お 前 だ ちこ を 日 夜 アレ ラン ン Z タ 7 間 敵 26 ンス 電 ロ の 
人 計 を めで らし 、 我 等 に アッ ラー を 信 \ ず 、 O5553%65 VIE 
アッ ラー に 同位 者 を 配 せ よ と 命じ だ たり 」 と 。 し レ ょ レ と ュ シック 痢 NM 
| ls ul 
彼 等 は 刑 割 を 日 の あたり に し て 初 ゅ て 自 坪 フ マウ ッ MCECPCUDUIOD 
人 ム 、 軸 写 考 ど チア し エア ン ン の ンタ ンタ くも 2 て て (イェ フン 
を 表 月 せん 。 わ れ ら は 不信 心 者 ども の の を 、 ゅ 1 ゆ 5 の の UCOM | いく 
に 首 柳 を か けん 。 彼 等 は た な だ を その な せる 3 
ルス フラ ンス レン [ノラ 
5 の 2 に 玉 せ られ ん 。 ⑨ ら Ko 56C! 
9 の て ・ る っ q ” し 了 ドア 
35. わ れ ら が いずれ か の 色 に 登 告 者 を 造 わ す た (8 UBS の 2 きき CO つう 
びに 、 を の 苔 の 挫 握 な 者 た ち は 云 えり 、「 我 2 2 2 の と 
等 は お 前 の 使命 や 信 ぜ ず 」| と 。 ( 生 25) 1 
36. 彼 等 は 云う 、「 我 等 は 富 と 子 室 に より 恵まれ と ラッ に ィ 
OOwusee そ 55JbaLO1Ceo 96 う 
て お り 、 ま た 衝 還 に も 造 わ ぎる べし 」 と 。 RM 2 ッ 
1 
37、 云え 、「 げ に 我 が 主 は 御 心 の まま に 、 或 る 者 人 3 負 3 5 間 選 り G わ G う ざ ! 
に は その 給 養 を 殖やし 、 ま た 或 る 者 に は 之 0 績 の 
を 減ら し 給 う 。 き れ ど 、 世 人 の 大 半 は 之 を 9owsye 1 8 
知ら ぎる な り 」 1 
第 れ . 項 ッッ 人 人 
38. お 前 た ち を われ ら に 近づけ せ し む る は 、 お し る 5 1922402 1 じ > 
前 た ちの 寅 や 子宝 に 非 ず 。 狼 れ ども 、 信 作 2 ゥ プ ン ン ンー リラ ゥ ラン NiI 
し 、 秋 行 を 積む 者 は 、 己 れ の ま 移 の た め に 812 c ク フ bd 
二 倍 の 報 差 を 賜 わ る で し 。 面 し て 、 安らか ノレ 3 クタ 1 19222 0 。 っ タ | 2Y ン みき Mr 
0 [ws に ao 2 じ 
き 高楼 の 住居 が 保証 きれ ん 。 ( 注 26) ルン ン PO IS 
し か 8 し る し ーッ の 
39. 然 れ ども 、 われ ら の 神 兆 の 日 的 を 挫折 させ GIOS MGM JJU う 
ん と し て 抵抗 する 者 は 、 必 ず 刑 前 に 服 せ し 0 
め ら れん 。 ( 注 27) ② 〇 らち ご IAA 
赴 25 神 の 徹 計 者 回 は 、 疹 げ ち られ た 人 々 を 福 全 の 正当 な 地位 まで 引 8 上 げ 、 彼 等 に 当然 の 橋 利 を 戻す 放 遺 わ 
きれ る 。 それ は 、 つ い の 世 に も 、 神 の お 告げ に 痛く の が 冨 と 権力 ある 者 達 ど か が ら で あ る 。 
注 26 富 と 権力 が 神 に 近付く 手段 では な い 。 む し ろ 、 そ れ が 人 を 神 か ら 遠 ぎ け る 傾向 が ある 。 正しい 僅 仲 と 


ナッ マー 


善行 こそ が 入 を 真 に 則 か に し 、 神 の 救い と 喜び や も だ た だら す の で ある 。 


注 27 
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神 の 大 義 が ひろ まる の を 疎 止 し 、 神 の 目的 を 妨害 し ょ う と 不信 心 者 速 が 陰 護 を 企 て て も 、 そ れ は 無駄 
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4 . 


41 . 


42 . 


43. 


44. 


40. 


な 事 で あり 、 必 ず 和 や 彼ら は 報い を 受け る 。 


Pe を の 僕 
ら の 或 る 者 に は 給 養殖 や し 、 また 破る 者 
に 』 は 之 を 減ら 6 し 給 う 。 面 し て 、 何で あれ お 
朋 だ ち が 費 せ し 分 は 、 主 は 必ず 埋め 合わ す 
で し 。 王 は 無 上 の 供給 者 な 9。 

主 が 同時 に 彼 等 を 召し 寄せ る 日 、 主 は 天使 
だ ち に 向っ て 誠 ね ん 、「 こ れ 等 の 者 は お 前 た 
を 上 拝 し た る か ?」 と 。 


天使 た ち は 答え ん 、「 流 に 栄光 あれ 。 我 等 の | 
守護 者 は 光 に お わし ます 。 耕 、 彼 等 は 上 吉 
を 拝み 、 そ の 多く は 妖 電 を 信じ た り 」 上 。 


不信 心 者 ども は か くく 云わ れん 、「 き れ ば 、 こ 
の 日 、 0 人 
害する こと も な し 得 ぎ る べし ] と 。 面 し て 、 
われ ら は 誹 を 犯 せ し 省 と も に 云わ ん 、「 お 前 
た ち が 否 定 せる 楽 火 の 還 を 味わえ 」 と 。 


われ ら の 明白 な る 神 兆 が 役 等 に 読 主 き れる 
時 、 彼 等 は 云う 「 こ の 男 は 、 お 前 た も を し 
て 、 お 前 た ちの 父祖 が 此 めし も の か ら 背 か 
し めん と 謎 る 者 に すぎ ず ] 上 。 証し て また 
9 だ は 提 造 せる 偽り に すぎ ず ] と 。 閣 
し て 不信 心 者 ども は 、 自 分 た ち に 来れ る 真 
理 に つい て 、[ こ は 魔術 以外 の 何 $ の に も 非 
lk 。 


・ われ ら は 彼 等 に 、 研 究 き せる べく 経典 を 与 


えさ ざり き 、 ま た だ 液 よ り 寺 に 如何 な る 告 告 者 
も 伺 わ る ざり き 。 


彼 等 に 先 だ つ 者 も 真理 を 拒み た る が 、 こ れ 
RS NE 
分 の 一 - も 及ば ぎる ( に 、 わ が 使徒 た ち を 嘘 

の HB し たり 。 き れ ば 、 彼 等 は や が 
5 の Psi 
みろ み し い こと が や を 。 


サラ ミー 
イン ンー ニュ ン し 2 アロング の の 
っ 02Ceo2 負 099UBAI 8 よ 
の アリ タン ッッ ある っ う タ ラン タン < ン っ ン 
の 25 (の と の の 1 
(OTD を 
AU 5 (gc ゥ タク タ 9 タラ レン ン ッ ン ン 
測光 2 とっ うに つり ろり う 
信 2 タレ 
⑨⑲63A1 5 4! 
Z ビ 1 っ に スン 
Be うい) こう ご : BYE 
レ した 5 ぅ あ 。 > クタ イン ン ゥ うみ ロラン 
の ら の 82 で 1 ら H! ら 50 
ら み 全 1M タ ぅ グン う 
5y うい お 本 きい まく KKIW 92346 
972 多 る クン 2 ッ クラ タタ ョ ッッ テク ン タッ タン 
AEUDITWDRYRNSNA 2 は っ 


ン う タ は ン 
@ ら SS 
フン 2 ドン レク 。 イル ロ 2 タレ 
の 409 
タ ッ プ と ェ ン [ ン ン ラウル ン MI 
うる 多 ( OS が っ 5 IS 


15 うと 人 E 員 

し ^ 之 リッ ター イレ ィ ン ン 。 ン 5 

@ ら cloa の 2 人 ぶ ) 
2 人 の ee スン 人 1 

EKSMGD こ 5 ak 

性 。 る P の, ブラン 

⑨ ZS CC 

と Es いい し 人 計 > ン うい J | 503 


し 
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SnS 
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47 . 


48. 


り 1 . 


2 


ウト 


注 28 
モハ ッ マ ドド 問 言 者 が 精神 異常 で あっ た か 否 か 、 


第 六 項 
云え を 、「 我 は 一 言 だ け お 前 た ち に 勧告 す 。 ぉ 
前 た ち 二 人 ずつ 、 ま た は 狐 り で テッ ラー の 
有 前 に 立ち 、 と く と 考え よ 。 き すれ ば お 前 だ 
ちの 人 間 が 狂気 に 非 ざ る こと を 惜 ら ん 。 を 
の 仲間 は た だ 切 師 し た 茂 刑 に つい て お 前 た 
ち に 管 告 する 者 に すぎ ず 」 と 。 ( 注 28) 
云え 、「 我 は お 前 た ち に 如何 な る 報 本 を も 求 
め ず 、 を は お 前 だ ちの も の な り 。 わ が 報酬 
は だ だ (ウラ ター の 許 に あり 。 アッラー は 高 
事 を 胎 臣 を し 給 う 」 と 。 


. 云え を 、 真理 は 来 り ね 、 る れ ば 虚偽 は 何 も 剣 


ら ず 、 ま だ その 復活 も な る まじ 」 と 。 ( 邊 


29) 
云え 、「 我 も し 誤 ら ば 、 誤 9 て 我 自身 を 寄 す 
る の み 。 我 も し 正しく 導 か る る と すれ ば 、 
を は 我 が 主 の 啓示 の お 除 な り 。 げ に 主 は す 
べ て を 能 く 聴き 、 身 近 に まし ます ] と 。 
液 も し 彼 等 の 如 れ 戦 く きま を 見 る な ら ば 、 
逃れ る すべ な く 《、 近 い 場 所 に て 失わ る る 彼 
等 を 。 
彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 は それ を 信 ず 」 と 。 然 
れ ど も 、 彼 等 如何 に し て 遼 き 場所 か ら 信 爺 
を 受容 し 得 ん や ? ( 注 30) 


この 節 は 、 モ ハッ マ ド 李 言 者 の 主張 を 、 


る れ て いる 。 
「 何 も 前 ら 5 ず ] と いう 言葉 は 、 個 像 財 拝 が アラ ビア に 根付 く 事 は 無い と 強く 預言 する も の で ある 。 偶 


注 29 
像 崇拝 は 永遠 
注 : 30 


に その 国 か ら 姿 を 消す で あろ う 。 
[遠き 場所] は 死後 を 意 


ら に 年 Us る 。 


妃 味 し 、 不信 選者 は 必ず や 死後 自ら の 記 
は 、 モ ハッ マ ド 預 言 着 の 使命 が 現 容 と は 問 け 離 れ だ た も の で 、 


サー 


I 
ふる 2 


う タタ 2 アァ K ン 。? ン イ ン ン 4 
人 の OOelp AT 
up っ ッ ア 4 1』 ゲ * ィ クン 
あく すく 


ノ ーッ ゥ ビン ン 2 ン ンプ 
Oda アウ 


レレ クレ ッッ デ 1 の 


の 02 は 2 


アッ ノノ ッ > / と タン ョ デン (0 オン ブイ タ ヤ ノレ し 】 ヶ タ 
Salobe EAIC5BcAS 6 


クイ 。 1 る SNSPO GT 
4 拓 の CM の と 9? 


の ッッ 
と あの EtOBIE44 信 1P4 了 用 FMNPIEE 
りら 3 ら ク つら 26) hdEMIEIEE 
の 9 


セーーーーーーーーーーー…ー・ーー=ー・ 


人 招 選 間際 え 0 に 捕 ら 6 われ る し 事 を 考察 し て なみ る 様 提 


ほ ょ ち を 憶 る 上 この節 は 示し て いる 。 彼 等 
その 実態 は 根拠 の 無い も の だ と 事 か な 憶測 を めで 
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三 上 四 音 計 三 





・ 彼 等 は 以前 、 遠 方 より 不可 祝 な る も の に つ 。 の いち 2 3 
いて きま ぎ ざ ま な る 億 測 に ふけ れ ど も 、 そ れ らら め ひ Ap US の も 9053 
を 信 ぜ ざ り So 2 0 os 
Tp 昔 の 役 等 の 同類 が な され た 如く 彼 等 と 彼 イー を ェ ョ ン クノ CA4G ンタ ンプ 2? タ フラ ンプ 。 し 
半 し の うら 
等 の 熱望 する も の と の 聞 に は 障害 が 据え ら 6 り 2 
ぅ 3 ぞ 


・」] 


れる べし 。 ば げに 彼 等 は 不安 な る 疑惑 の 中 に の TU る ょ と し らし 
あり し な り 。 ( 注 31) 引 


1『 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー フ パパ パパ パパ WW や や W や Ww や ゎ +uyb6⑱ わ も ほら WW 
注 31 イス ラム 教 に 敵対 する 者 は 、 往時 の 問 言 者 に 対抗 し た 者 同じく 、 自 ら の 魂 の 叫び に 気付 く 吾 な く 。 
モハ ッ マ ド 項 言 考 の 使命 を 正しい 理解 で き な い で あろ う 。 


=%0QD っ 
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アル ・ フ ァ ー テ ィ ル 
(メッ カ 刻 示 ) 


あま ね 
1. 蓄 悲 深く て 、 患 暫く アッ ラー の 御名 に お い 1 MC 1 の M 
ci 馬 ウタ ーー テ っ ら AL っ うき 


2. 詩 美 は すべ て アッ ラー の も の 、 を は 天地 の 。 ひと oo うら らい 955 る Ai 
玉造 主 に し て 、 二 國 、 三 濃 、 過 翼 の 天 穂 を 。 タッ ン 1 うる タン 。 ッ ンダ タ タタ 
使者 と し て 用 う 。( 注 1) 布 し て 、 彼 は その 0 本 
出れ る 者 に ピ 所 の 人 鈴 す る も の を 増す 。 げ に 516 [に < 
2518! We 
アッ ラー は すべ て の 事 に 権能 を 持ち 給 う 。 の oo 


3. アッ ラー が 人 間 に 授 与 する 慈悲 は 、( 注 2) 人 < スタ マイン ルッ ン の 
る Wi * 2 し 。 の ) 
何人 も を 抑止 する 能 わ ず 。 な れ ど 、 だ 2 eu ん とう の ub AlgsC 


oe が 抑止 する も の は 、 何人 も 後に ラ を 開 2 レラ 5 ニョ レン 『 ゥ 2 アイ て ル を ルル 
ど 2 so で う 4 uo ys で し 
放す る E わ ず 。 げ に アッ ラー は 偉大 に し て 、 ダリ ジ 3 


野 折 に ま し ます 。 CPKCS1 


4. 人 人 々 よ 、 お 朋 だ ち に 授与 せる が ッ ラー の 軸 フン 、 ュ ュ ダウ イン ャ 」 ン ンタ 、 ID 
電 の AO 「 cos! 1 
恵 を 念 ぇ え 。 アッラー 以外 に 、 天 地 か ら ぉ 前 旬 3 っ ⑫5 


た ち に 必要 物 を 僕 給 する 創造 王 まし ます oy に oj( ら 2 けち 0 
や ? アッ ラー 以外 に 崇 捧 する に 足る 者 は 0 


な し 。 鉄 る に 、 お 前 た ち 何 処 へ 顔 を を むけ OOPCYS 革 1 る 1 409 
る ぞ や ? 

5. た だ とい 役 等 が 湾 を 拒む と も 、 げ に 液 以 前 に ノン BIKG タタ ーッ ン 5 アン ン 
6 神 の 使徒 た ち は 提 まれ だ り 。 な れ ど 、 物 コ ひら らく OS 3 S92 
事 は すべ て 、 裁 濯 の た め に アッ ラー の 許 へ ② う 52916 テ デ 多 1 の 


戻る る る な り 5。 


注 1 天使 達 は 物質 界 に お ける 諸事 の 扱い を 任 き れ て いる (79: 6)。 こ れ は 彼 等 に 課せ られ た だ 任務 の 一 つ で 
ある 。 こ れ よ り 下 に 重要 な 任務 は 、 神 の 御 意志 を 神 の 使者 に 伝え る 事 だ 。 意 示 を 携え た 天使 達 は 、 一 度 に 二 つ 
か ら 四 つの 神 の 特性 を 表し 、 又 それ 以上 の 特性 を 伝え る 者 も ある 。 ア ジニ ハ は 力 の 象徴 で あり 、 天 使 は それ ぞ 
れ 託 きれ た 任務 の 重要 性 に 応じ た 力 を 持つ 事 が この 節 に 示 ぉ きれ て いる 。 最 高位 の 天使 ガブリ エル は 天使 送 の 長 
で あり 、 神 の 使者 に 啓示 を 伝授 する 任務 の 中 で も 邊 も 重要 な も の を 託さ きれ 、 そ れ は 役 の 指揮 の り 下 で 、 成 い 途 げ 
られ る の で ある 。 

注 2 前 節 に お いて 、 神 が 大 地 を 創造 きれ 、 人 間 の 物 夏 的 、 精 神 的 要求 に 万 全 の 備え を きる れ だ と 書か れ て あ 
る が 、 当 人 節 で は 、 ク ルアー ン の 示 を 通し て 、 軍 が 人 人 間 に 慈 悲 を 授け る と 定め られ だ た 事 が 示 き れ て いる 。 
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10. 


1 小 。 


注 3 
この 節 は 雄弁 に 表し て いる 。18 


4 
が 生気 を 取り 戻す 様 に 、 


・ 信 ざ ざ る 従業 に は 戚 し い 三 あり 。 


- 流 等 人々 よ 、 アッ ラー の 約束 は 必ず 実現 す 。 
きれ ば 、 現 世に 天 か れる な か れ 、 ま た アッ 
ラー に つい て 玖 購 者 に 航 か れる な か れ 。 


に 悪 席 は 前 た ちの 敵 な り 。 さ れ ば 、 敵 
6 し て 之 を 扱え 。: 悪 麻 は 、 彼 等 を し て 燃え ぇ 
盛る 火 の 住人 こら し ゅ ん が た だ ため に の み 己 が 
信奉 者 を 読 惑 す 
8 
信じ て 状 行 を 積む 者 に は 、 窒 と 素晴らし 
い 報 状 あ り 。 

第 二 項 

己 れ の 悪事 が 粉 館 さ きれ 、 そ の た め に 之 を 問 
事 と 考え る 者 が 、 信 じ て 交 行 を 積む 者 ほ 同 
じ で あり 5 得る や ? げに アッ ラー は 己 れ の 
欲す る 者 を 迷わ し 、 ま た 人 稚 す る 者 を 導き 給 
う 。 さ る され ば 、 彼 等 の た め に 嘆い て 、 液 の 心 
を すり へ ら す な か れ 。 げ に アッ ラー は 披 等 
の 行動 を 知り 給 う 。 ( 注 3 ) 
アッ ラー こそ を せ は 風 を 吹き 送り 、 寺 を 起 し 給 
う 御方 。 耐 し て 、 われ ら は 之 を 生死 せる 地 
域 へ と 駆り 、 そ れ に よっ て 死 せ る 大 地 を 生 
き 返 らし せ 。 復 活 も また か く の 如 し 。( 注 4) 


栄誉 を 希 う 者 は 、 一 切 の 栄 替 が アッ ラー に 
NE 0G クラー 

達し 、 義 し い 行い は アッ ラー ー チ を 賞 揚 す 。 
の に は 茂 し い 
刑 間 あり 。 き れ ば 、 か か る だ た くらみ は 空 無 
に 帰る ん 。 


タ ンタ し 1 ノ 
1 馬 4 

OO 和 交 2 CGN 
じ 90 の EYE 


た TIR の PIG 


4 


ウタ 


で へ 


の 0 
4 に WI 8 
AA156W っ 24CE 2 の うら 1 
5 の da る 8725 の ひる 


OK 人 め ? ノブ タッ ン 
os 


2 タン トレ っ て プン ン 、 ッ > 
Ilc 5 OB RY 4211 
OM 人 


we 


ュ 2 イ ント 


EC3KO に て むつ IN の (Pt 
02 ee 
0) 
25『 め 
EUV 31NVI で III42IRY を ン ラン 


作れ AN イン タイ ons 
タタ ン ン タテ と デラ タッ 52 
OPT スタ TCR 


モハ ッ マ ド 協 言 者 は 、 人 々 が 精神 的 幸福 を 得 ら れる 様 に 史 い 、 彼 等 が 真理 に 刃 向かえ を ば 深く 悲し せ と 、 


7 も 務 照 の 事 。 


此処 に ある 復活 と た は 、 人 人 が 精神 的 


述べ て いる 。 


に 陣 洲 し た 状態 か ら 立 ち 直 る 事 を 示し て お り 、 雨 が 振れ ば 潤 れ た 地 
軒 に 染まり 道徳 的 に 退廃 し た 和信 も 、 神 の 啓示 と いう 天 か ら の 水 に より 礎 る と この 委 は 


リー 


第 三 十 五 卒 


クーク ング 


13.。 


14. 


5 記 


注 5 


短 に つい 


ー は お 前 た ち を 土 よ り 創 5、 決 に 一 
滴 の 精液 より 、 次 に お 前 だ ち を 夫婦 と な せ 
り 。 如何なる 女 も アッ ラー に 知ら れず し て 
妊娠 し 、 ま だ 子供 を 分 既 す る こと な し 。 邦 
命 を 延び ば る きれ て 長生 きす る 者 も 、 ま な た 命 を 
縮め ら 和 る 者 も 、 一 人 と し て 天 の 帳 答 に 記 
載せ 5 れ ざる は な し 。 そ は 実に アッ ラー に 
は だ や すき こと な り 。( 注 5) 

ー つ の 海 は 等 し か ら ず 。 一 つ は 甘く て 味 が 


よく 、 飲 ん で 気持 よし 。 もう 一 方 は 上 く て 


革 し 。 布 し て 、 お 前 た ち は 、 を の 両方 よ 5 
新鮮 な 魚 を 食し 、 是 つ 身 に つけ る 装飾 品 を 


と 
採る 。 ま た だ 液 は 、 船 が 波 を 切っ て 海上 を 走 
る を 見 る 。 を そ は デッラ ー の 恩恵 を お 前 だ たち 


に 求め ゆる せる だ めで あり 、 併 せ て 感謝 の 念 
を 起き せる だ ため な り 。( 注 6) 


アッ ラー は 夜 を 信 に 溶け 込ま せ 、 馬 を 夜 に 
溶け 込ま せ 給 う 。 面 し て 、 彼 は 、 太 陽 と 月 
を 服従 きせ て 働か せ し む 、 各 々 定 ゆ きれ だ た 期 
間 に そ の 軌道 や 走る さく 。 か く な す は お 前 
た ちの 主 ア ッ ラ ー な り 。 す な わ ち 、 主 権 は 
令 の も の な り 。 る れ ば 、 お 前 た ち が ア デッラ ー 
以外 に 祈る も の は 、 一 徴 上 だ に 左右 する 力 
だ し 。 
た と い お 前 た ち が 後 等 に 祈願 する と も 、 彼 
等 は お 前 た ちの 願い を 聴か ぎる べし 。 よ し 
6 お 前 だ ちの 願い に 応ずる こと 
香 ず 。 耐 し て 、 昌 活 の 日 に は 、 役 等 は 、 
Areoh0co か rsh 
と を 合 認 す で し 。 液 に か く 告 げ 得る 者 は 、 
一切 を 知 李 す 独 一 な る 御方 ある の み 。 


小さ な 精子 か ら 均 整 が と れ た 完全 な 人 間 が 有 つ 様 に 、 
な 社会 を 作り ば げ る で ある 5 う 。 この 様 に 当 節 は 預言 し て いる 。 女 性 が 何 を 和 宿 し 、 
これ は 、 モ ハッ マ ド 交 言 者 に 対抗 する 者 の 子孫 は 減り 、 


て 書か れ て ある が 、 
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地位 が 低く 貧し い イ スラ ム 教 徒 達 $ も いつ か 強力 
産む の か 、 駐 男性 の 生命 の 長 
ィ イスラム 示 徒 の 子 反 は 増 


えて 行く と 預言 する も の で ある 。「 天 の 帳 等 に 記載 せら れ ] と 文中 に 訳 き れ た 昔 葉 は 「 そ れ は 神 の 律 法 に 沿っ た 
も の で ある 。] と いう 意味 で も ある 。 


注 6 
に は 資 し て いな い が 、 


他 の 用 法 が ある と 述べ て いる 。 


ー つ の 海上 は 、 真 の 宗教 と 偽り の 宗教 を 象 懲 し て いる 。 
海 か ら は 、 


海水 は 飲み 水 や 洒 泥 
現 曹 イ ス 


隠 只 の 続く この 節 で は 、 
魚 具 類 や 装飾 品 が 採れ る 。 同様 に 、 
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第 二 項 みこ ころ 
液 等 人 々 よ 、 お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 御 心 次 
第 な り 、 さ る され ど ア ッ ラ ー は 自ら 満ち 足り て 、 
護 美 きれ る べき 御方 に まし ます 。 


5 し 彼 欲し な ば 、s 前 た ち を 携 滅 し 、 之 に 
代 っ て 新 ら し い ぃ 者 を 創造 せん 。 

そば は アッ ラー に と り て いき さか も 難し か ら 
ず 。( 注 7) 
荷 を 背負 える 者 は 他人 の 荷 を 背負 うこ と 能 
わ ず 。 だ と いい 重荷 を 娠 『 人 負う 者 が 、 を の 重荷 
⑪ え に 他人 を 呼ぶ と お 用 を 反 う こと 得 ぎ ざ 
る べし 、 親 戚 縁者 た り と いえ ども 。 液 は た 
だ 、 密 か に 主 を 景 れ 、 礼 振 を 導 守 する 者 の 
み を 警告 し 得る に すぎ ず 。 箇 し て 、 自 を 清 
め る 者 は 、 局 れ の 利益 の た め に 消 め る な り 。 
いずれ 行き 着く 先 は 、 ア ッ ラー の 許 な る べ 
( 


言 人 と 目 明 き と は 同じ か ら ず 、 
導 と 光 も 、 
日 陰 と 炎 数 も 、 


耐 し て 、 、 生 と 死 も まだ 。( 注 8) げ に アッ ラー 
村 Ne 液 は 茸 中 
に ある 可 に 聴か せる こと # 箱 わ ず 。 ( 注 9 ) 


者 も 出 て 来る だ ろう 。25 章 54 節 参 照 。 
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し か し 彼 等 の 子孫 の 中 で 、 熱 心 に 神 の 言葉 を 伝え る 


神 は モハ ッ マ ド 祖 言 者 を 通じ て 新た な 世界 と 秩 訂 の 誕生 を 命じ られ だ 。 神 に と っ て は これ を 実現 する 
事 は 決し て 困難 で は な い 。 


信者 が | 生 ] き て いる 人 と 呼ば れ て いる の は 、 役 等 が 真実 を 受 
る 。 一 方 、 不 信心 者 が 「 死 」 ん で いる 人 人 と 呼ば れる の は 、 


我 是 に も だ た ら す か ら で あ る 。 


生 9 


神 の 預言 者 が 、 


の 下 に 眠る 死人 と 同じ 《 魂 の 死ん だ 者 で ある 。 


け 入 れる 事 で 新た な 生 を 答 る か ら で あ 


水 遠 の 命 や も だ たらす 真実 を 拒む 事 で 、 精 神 的 な 死 を 


意 に 自ら の 心 や 耳 を 索 ぎ 、 神 の お 告げ を 避け る 事 は で き な い 。 その 様 な 人 人物 は 、 貸 


DD ご デー 


第 三 十 五 立 アル ・ フ ファー ティ イル 


24. 流 は た だ 一 介 の 登 告 者 な り 。 @%95 ST の 
25. げに われ ら は 、 溢 を 期 報 伝達 者 し し て 、 ま UPPCEITGWE 
ン う CJ … っ! 
た 克 告 者 と し て 真理 と 共に 人 造 わ し た り 。 如 ルン 5 
何 な る 氏 も 、 各 9GE わ る れ ぎ り し 民 は (OCS 

な し 。( 注 10) 

26. た と い 彼 等 が 液 を 嘘つき 呼ぶ と も 、 彼 等 AS 22 の ら その いく < 95336 515 
以前 の 徒 慕 も また その 使 待 た ち を 虚言 者 と 0 間 
rh 生 の 全 2 
ずる 経典 を 携え て 彼 等 に 至れ る 使徒 た ち 


で 。 


人 We G | 
27. され ば 、 わ れ は これ 等 の 不信 心 者 せる を 突 28 
人 魚 ひ っ 捕え を だり 。 わ れ を 信 定 する 結 示 の 何 AS の !: 和 014 OAIEONKE 


ん : 玖 ろ し きこ とか な 1 
第 四 項 レー ここ 
28. 流 は 見 ざる か 、 ア ッ ラ ー が 空 か ら ポ を 降 し 、 Ce 人 じ CO タ 2 の 問 
之 に よっ て 色とりどり の 実 を 生 ら せる こと の 22 
を 。 ま た 、 山 々 は 、 折 や 寺 や その 他 真っ 黒 us25ueJCaJloe う OL まっ いう 
と る ま ざ ま な 色合い の 編 模様 が ある こと 


⑳ 2 タ タ ヶ アン ッ ンプ の 2 7 0 
を 。 ( 注 11) (の た た AE き うー 

29. 人間 も 険 も 家斉 も る 同 接 に 多種 多様 な り 。 2E 衝 3 9 し 人 2 っ 
si32oeEN 

アッ テー の 僕 等 の う ち 、 た だ 知識 あぁ 者 の マク ジグ の うら ゃ bNND ッ ENG ろう 


> 1 2 る プリン 

み ア ッ ラ ー を 思 れ 奉る 。 ( 注 12) げに アッ 8 AE 2 人 51。 さ eo し 5 
ラー は 偉大 に し て 、 覚 大 に まし ます 。 タッ タン の 

(ルル 。 タープ ン 』 


あー 


注 : 10 この 節 で は 、 あ る 偉大 な る 真理 が 述べ られ て いる 。 その 真理 は 、 ク ルアー ン が 示す まで 世に は 知ら れ 


て いな か っ た だ 。 言い 換え れ ば 、 こ の 長 実 の お 告げ を 伝え る 為 に 、 あ る 神 の 伝導 者 が 世に 遺 わき れ だ の で ある 。 
この 高尚 な 原理 は 、 あ ら ゆ る 款 教 の 源 た だ る 神 、 を し て 神 の 使者 た る と それぞれ の 宗教 の 創始 者 へ の 信仰 に 結び 付 
くも の で ある 。 それは 、 イ スラ ム 教 徒 に より 、 信 じ 栄 ゆな けれ ば な ら な い 教 読 の 一 つ で ある 。 この 崇 商 な る 真 
理 を 世に 広め る 事 で 、 イ スラ ム 教 は 、 農 な る 款 教 間 に 友好 関係 を 作り 出す と 共に 、 世 界 中 の 異教 徒 問 の 関谷 を 
- 悪化 きせ て 来 た だ 敵意 を 取り 除 こ うと 努め て 来 た 。 


注 11 雨 が 乾い た 大 地 に 隆 れ ば 、 和 様々 な 色 ・ 味 ・ 形 ・ 種 類 の 穀物 ・ 花 ・ 果 実 が 育つ と この 節 で は 語っ て いる 。 
し か し 、 雨 は 同じ で も 、 育 つ 穀 物 ・ 花 ・ 果 実は を れ ぞ れ 非 常に 異な る 。 こ の 違い が 、 土 壌 や 竹 子 の 質 に よる の 
は 明 6 か だ 。 后 様 に 、 神 の 啓示 は タル アー ン を 通じ て 、 水 の 様 に 様々 な 地 で 人 々 に 届く が 、 受 ける 側 の 心 の 状 
態 や 、 そ の 受け 取り 方 で 効 失 も 直っ て 米 る 。 


注 12 前 節 に の で られ ただ 形 ・ 色 ・ 種 類 の 多様 き は 、 花 ・ 果 実 ・ 石 に 限ら ちず 、 人 ・ 貴 ・ 家 畜 に も 見 られ る 。 ア 
ン ナ ー ス (人 ), / ウ バリ ナー グ ( 獣 )、 アル ・ ア ン ア ー ム (家畜 ) は 又 、 能 力 ・ 地 位 ・ 本 能 の 異な る 人 人 物 を 表 
し て 、 も の あと に 1 アッ クー の 僕 の 5 も 、 た だ た だ 知識 ある 者 の み ア ッ ラ ー を 思 れ 夫 る 。| 欧 述 の 三 語 が 三種 の 大物 を 哲 
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アル ・ フ アァ アーティ ル 
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げに デッラ テー ー の 張 典 に 従い 、 礼 拝 を 信 守 し 、 
われ ら が 賜 え る も の を ひ を か に 、 ま た 公 に 
施す 者 は 、 決し て 失敗 せ ざ る 取り 引き を 期 


待 す る 者 な り 。 ( 注 13) 


アッ ラー は 彼 等 に - 上 分 な る 報 装 を 与え だ 
上 、 更 に を を の 恵み を 加増 せん 。 げ に 役 は 者 放 
者 に し て 、 頒 賞 者 な り 


われ ら が 液 に 啓示 せる 経典 は 、 そ れ 以 前 の 
経典 を 確証 する 真理 な り 。 げ に アッ ラー は 
を の 僕 等 を 数 知 し 、 且つ 照 覧 し 給 う 。 


を の 後 、 わ れ ら は 、 選び し 後 等 に この 経典 
を 継が し め ゅ た り 。 面 し て 、 彼 等 の 中 に は 自 
分 上 身 を 破滅 する 者 あり 、 ま た 中 唐 を 守る 
者 あり 、 ま た 或 る 者 は アッ ラー の 許し の も 
と に 書 行 に 疹 て 他 を ぬき 0 
( 注 14) こ は ア ッ ラ ー よ り の 大 な る 恩恵 
D 。 

彼 等 の 報 状 は 氷 遂 の 楽園 な る べし 。 役 等 は 
を こ に 入り 、 柱 金 と 真珠 の 腕 環 に 飾ら れ 、 
を の 衣 合 は 絹 な る べし 。 


面 し て 、 條 等 は 評 わ ん 、「 我 等 か ら 秋 い を 取 


本 4 げに 我 
等 の 主 は 、 興 : 、 妥 賞 者 な り 。 
その 恩恵 に よっ て 、 我 等 は 苦労 $ ち な けれ ば 


疲労 も 覚え ぎ 2 未 癌 の 住居 に 住 わし め ら 


六 の 念 を 持つ 様 に な る 。 
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し 、 そ の 内 正しい 知識 を 持つ 者 の み 神 を 胃 れ 散 う と 強調 し て いる 。 この 場合 の 知識 ほ は 宗教 上 の も の で は な く 、 
目 然 の 法 に 関す る も の で ある 。 自然 と を の 法則 を 謙虚 に 学べ ば 、 自 ず と 神 の 僅 大 な る 力 を 司 


り 、 補 に 対し て 慣 


先 節 に 述べ られ た ウル マー (知識 を 授かっ だ た 人) に つい て 記述 し て いる 。 
信者 は 、 歳 し い 精 神 的 修 開 の 様々 な 段 摩 を 経て 行く 。 初 め に 、 


人 彼 は 自ら の 低俗 な 欲望 と 葛 剣 に 戦い 、 


成 し い 自制 を や 実践 する 。 を その後 徐々 に 目標 に 近付き 、 遂 に は 精神 的 に 完全 な 発達 を 遂げ 、 そ の 常 高 な る 日 策 に 
回 か い 一 定 の 速い 遠 度 で 進ん で 行く 。 
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第 ご 十 配 章 アル ・ フ ァ ー テ ィ ル 
の ンタ ン ノ アン eS ン 5 ぃ 
る 」 と 。 ( 注 15) CCOK も ET の 11 


327 され ど 、 不 信心 者 ども に 対し て は 、 地 和 獄 の 0% ン We る くう 0 > タン 
お 導 衝 代 AE 
炎 あ り 、 彼 等 に は 死 は 許 き れず 、 ま た 刑 呈 0 
っ 9 タラ ンー ッ ア 人 2 タン 


を 軽く て せら れ ぎ る べし 。 こ の よう に 、 わ れ MI 
ら は すべ て の 忘 思 者 に 返 報 す 。 の 
9 の 


38 彼 等 は 火 の 中 て 泣き 叶 ば ん 、「 ま ょ 、 地 等 を Mc ds る る 
出し 給え 、 き すれ ば 、 こ れ ま で な し だ る よ し っ で eSo 
うな こと は せ ず 、 必 い な きん ーー の ン は 55 ルレ 2 
な こと は せ ず 、 必 ず 義 し い 行 動 を な さん 』 院 6 
3 2 は 時に の が 「 わ れ ら は お 0 
前 た ち に 、 刀 成 ある 者 な ら 反省 し 得 た 分 し 3 PP と 2 
な る 弄 命 を 与 ん ざり し か ? その 上 、 警 千 





者 ま て 條 わ せり 。 る れ ば 液 等 、 刑 前 を 味 わ 2 
し 不義 な す 従 輩 に は 数 助 者 ほな 生き 
系 れ 項 
39.、 げ に アッ ラー は 、 天 地 に 訟 ける 隠 き れ た る TENeCITSy 4 613 
に 上 の すべ て を 知り 給 う 。 げ に アッ ラー は 、 
人 が 心 に 宿る も の を 難 知 し 給 う 。 (CJPWI ッ a 


40. 彼 こ を は お 前 た ち を 、 骨 ぎ 折 ける 人 々 の 地 7 59 て 2 CNG る AS AS 
上 に 訟 ける 代理 者 た らし ゆめ だり 。 され ば 、 中 シン 
ュー ラッ タク 3 1 の 
信 ぜ ぎる 者 は 、 そ の 不信 の 結果 を 甘受 すべ の ンタ ヶ の Jloo> う 5 そい 
し 。 不 信 は 彼 等 に 、 主 の 憎しみ の 増加 以外 民 和 0 
な に も も だ らき ず 、 た だ だ 自ら の 損 失 を 増す 2 Ido 93 めで 932 


の みな る べべ し 。 5 じ る 
上 お 1 だ た だ ち は 、 ーー ー 以 外 に っ ッ タ ラン レン ぅ る バン の 2 5 1 
41. 云え ん 、「 お 前 アッ e5 96 の の 人 に 


ラー ょ 併せ 取る 神々 を 見 た こ と が ちる の 
か ? な ら ば 、 神 々 が 地上 で 創造 せる も の 省 32872 NEVWEY4( 
う lo の oO 1 は ほめ の! au 
を 我 に 示せ 。 そ れ と も 、 神 々 は 天 の 創 造 に < 2 MM 
加わ り た る や ? また われ ら は 、 押 々 に 経 ECCSco の し っ ) っ る の PC 


て へ Ns ( ッ 
ーー 


典 を 与え 、 そ れ に よっ て 彼 等 を 立証 せしめ 。 < 


っ タク 0 ン 
に る か 7 ま 。 将 と ず 、 不 義 才 は た だ 下っ ょ 9UUSS ey OAIAS 
め に 互 に 約束 す 。 


ヤヤ ササ ヤヤ セト lb セ ヤ bp トド uーpーo ラ poーppーpp ラ bub ラ bu シル シ b シ u シ シ トレ buQuQ88&&… へ へ ト VVV、、 ーーーーーーーーーー 
注 15 "あら ゆる 恐怖 や 苦悩 か ら 完全 に 解き 放 た だ れ 、 神 の 書 び を 作 う 心 の 平安 魂 の 充足 得る 事 は 、 天 国 に お 
ける 最高 の 段階 で あり 、 当 節 及び 前 節 に 示し て ある 通り 、 ク ルアー ン は 、 こ れ を 信じ 来世 を 信じ る 者 に 、 こ の 
至福 が 授け られ る と 約束 し て いる 。 


1 が 


< や P っ 
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43. 


44 . 


45. 
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注 16 


昌 


本間 ] ・ 有 用. 年 


ト 


太 に た ー は 天地 を し か と 抑え て 、 之 を 
動か きせ に じ 。 6 し 天地 が 動き な ば 、 ア 記 Z デ 


を 惜 いて 一 体 誰が 天地 を 抑え 得 よ う ぞ 。 
( 注 16) げに アッ ラー は 定 厚 に し て 、 党 大 
に まし ます 。 


NM 拘 告 者 が 来 た り な ば 、 他 の 如何 な 

に 勝 り て 御 指導 に 従い 奉る 、 が 
ンー ey か け て 共 ( 誓 い だ り 。 然るに 、 
壁 等 者 来 だ た る や 、 彼 等 は た だ 嫌悪 を 境 す ば 
か りな り 、 


ご うま ん 


地上 に 於 て 徴 慢 を 事 と し 、 悪 事柄 詩 する 
だ た だめ! -。 きれ と 、 悪事 の 表 誠 は 、 だ た だ その 
策 護 の 張本人 を 際 い れる に すぎ ず 。 され ば 
彼 等 は 、 皆 の 人 々 の 慣例 以外 に 何 を 期待 し 


得る か ? 流 は アッ ラー ー の 慣例 に 如何 な る 
変更 も 見 ざる べし 。 ま だ アッ ラー ー の 慣例 に 
は 如何 な る 変 替 も 見 ざる で し 。 


彼 等 は 国々 を 経 巡 5 て 、 往 丘 の 民 の 末路 が 
如何 に 悲惨 な り し か を 見 ざ ぜ り し か ? それ 
寺 の 信 々 は 、 彼 等 より 栄え だ りき 。 ア デッラ ター 
は 、 天地 に ある 何 か に よっ て 、 を の 考え を 
妨 ら れる 者 に 非 ま 、 (E17)0 に アッ 


ラー は 全 知 全能 に まし ます 。 

も し アッ ラー が 人 々 を を の 所 業 に よっ て 沖 
し な ば 、 こ の 地上 に は 一 人 の 人 人 間 も と り 5 残 
さき 和 れ ざる も し 。 き され ぼぼ 、 ア ッ ラ ー は 、 一 定 


Se を の 
定め の 時 到 ら ば 、 彼 圭 は 知る べし 、 ア デッラ ー 
が を の 多 に すべ て の 人 を し を 4 


天 ・ 地 の 機構 は 、 一 定 の 進路 を を それ る な く 


レ そ て イッ タン ュ デ アー そ ュ プラン レ 


い ア 9 タレ は 
5 の 98 人 


8 

る 5 2 グ プ ァ ea デブ タ > ンタ クン ョ ン イン イン 
ンー イン スバ コロ ソン 59E5 6 
クタ ン クラ ョ ョ ュ レン レ 
(の LVMAP 寺 1 
の 2 、 フ ラク ント レ う ダッ ォ 022 し ゥ ケン ミィ ン 
アプ の De の なの oi AG 209 yee9 1 
2 イン (スイ を ン 2 と ラン の ぞう と を 
75 22JIeOAIO タ ua1 の まう 
ッ ツェン 2* い A 2 の い 

の 55 びら 


CC 


5 うな 20 し 2 うめ 9i CSA 
ARK りら 人 RO ィ ン ム 99)69 Oie4( 1 


と イ 


アデ ! 1 
(Oo に まん 


クラ エン レ ィ レン の うう の 2 シス ェ ッ ン ? ッ プ イク 
SaPogS の SI は.3 2 外 


21595 
61 ント UP TO 
@ い so 人 1O59) 
NKKICWNPO ら に 

いす 物 了 の 256 らら 5 
po62b662451 移 GBS 
@5ue3 


完全 な る 調和 を も っ て 作動 を 続け て いる 。 こ の 調和 は 、 


背後 に 聡明 に し て 全能 な る 存在 の ある 事 を 示し て いる 。 こ の 最高 の を し て 知性 ある 存在 ほ は 、 我 々 の 崇拝 を お 
求め に な ら 5 れる 神 で ある 。 


モハ ッ マ ド 和 預言 者 を 亡き 者 に し よう と する 不信 心 者 達 の 企み は 全て 失敗 に 終わ り イ スラ ム の 大 義 が 


注 17 
勝利 を 得る 事 は 、 不 変 の 神意 て ある 。 
注 18 慈 庄 深 き 神 は 容易 に は 信 を 下 き 8 れ な い 。 


猪子 や お 与え に な る 。 


邪 芝 で 反抗 的 な 者 に 対し て 、 そ の 態度 を 改め ゆき す 為 に 、 神 は 
も し 押 が 時 を 経 ず し て 軸 を 下る れる な 


ら 、 罪 人 達 は 即刻 減 び 、 世 の 終わ り を 迎え 、 地 上 


の 全 生 命 は 絶 減 す る で あろ う 。 そ れ は 、 人 類 絶滅 の 後 、 動 物 ・ 鳥 類 等 が 生存 すべ き 理 由 が 無い か ら 5 で ある 。 ズ メ 、 


この 節 は 、 神 が 、 


この 世 の 世 まわ し い 虫 け 6 共 、 つ まり 不信 心 者 に 対す る 裁き を わ れ な いと も 意味 し て いる 。 
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0 の 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね な 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 包 く 〈 く アッ ラー の 御名 に お い GO は 9 
ンー " プ ン ファ ツン と 
て 。 
て ャ ンー! 
2。 ヤ ー・ ス ィ イー ン 。 ( 注 1) ( 〇 の いひ 
3。 知恵 に 満ち た る クル アー ン に か け て 橋 う 、 oesdlob う 
4, 液 は 確か に 使徒 の 一 人 な 5 、 oo 381 
5. 正しき 道 を 守る 者 。( 注 2 ) O 戸 1 
6. こ は 僅 大 に し て 慈悲 深き 主 よ 啓示 な り 、 レー 
時 (示さ より の 啓示 な り 9 ItC1TS と が で 
7. 父 祖 か らい まだ 遇 告 きれ だ こと が な く 、 無 1 2 タイ っ の の レコ ン 22 で 
思 感 な る 人 々 を 液 が 丈 告 する た め の 。 ILM SIP1CD ジ 2 


@ . げに に に 、 彼 寺 信 ぜ ざ る が 本 に 、 役 千 デア 22 92 ご 2 グ る タッ ン る ン いる 
] さ すず と 1 
の 大 部 分 に 御 言葉 は 実証 され た り 。 〇 〇 必 ぁ ダ 2 の (Ed 員 
9、 わ れ ら は 、 顎 まで と どく 首 柳 ( 注 3) を 彼 ulB3WI 285E1 PDOST いい AI 
等 の 首 に 頑 め た れ ば 、 彼 等 は 頭 を 上 向け ぎ 。「 時 2 の リロ の 
る を 得 ず 。( 注 4) ⑨ wu? 


] 6 還 束 1 5 村 合 相 愉 中 ュ 、 つ 円 バン ィ 科 人 0 
0 われ ら は 彼 等 の 骨 後 暗 2 了 eS つう 1 ひ CAe2olooO2 っ > じ に < う 
い だ れ ば 、 彼 等 は 何 $ も 見 る こと を 得 ず 。( 注 の 
2 み タン ぅ > タプ ーッ ォ ルン 人 4 
5 7 OO リエ ま と 6 お ES は < 
注 1 お お 、 完 全 な る 指 意 者 
注 2 モハ ッ マ ドド 預言 者 の 道 は 、 信 や 神 の 下 に 表 が る 唯一 の 正しい 道 で ある 。 この 節 は 、 預 言 者 と 哲学 者 の 
発 更 を 明確 に 述べ て いる 。 哲 学者 は 真理 を 見 い 出 す の に 長い 時 を 必要 と し 、 追 求 最 申 に 迷う 事 8 度 々 ある 。 し 
か し 、 神 の 頂 言 著 は 、 最 少 の 時 で 、 最 短 距離 を 経て 真理 に 到達 する 。 哲 学者 の 様 に 抽 依 的 で 難解 な 思考 に きま 
よう 事 も な く 、 括 言 省 は 神 の 啓示 に 癌 かれ て 直接 長 理 に 到達 する の で ある 。 
注 3 償 洗 、 し きだ り 、 師 見 に 捕らわれ る 事 。 不 信心 者 は これ に 来 縛 き れ 、 真 理 の 受け 入れ を 阻ま れ 、 改 心 
の 区 力 を 無 に きれ る の で ある 。 
注 4 人 人 が 知 作 を 働か せ 、. 慣 習 の 東 縛 か ら 逃 が れ よ うと 努力 する 時 で すら 5、 彼 は あら ゆる 方 面 か ら の 目力 を 
受け 、 赴 し 洞察 する 事 は ほとん ど で き な い 。 
注 5 し きた だり 5、 介 兄 、 う ぬ ぼれ が 災い し 、 イ スラ ム 教 を 受け 入れ れ ば 得 ら れ た で あろ う 光 ける 拉 大 な 未来 
を 、 不 信心 者 達 は 子 期 する 事 が で き な か っ た だ た 。 文 、 長 理 を 拒み 、 神 に 弄 せ られ た 過去 の 人 々 の 歴史 を 振り 返る 
事 も し な か っ た 。 


ー674 一 


系 年 六 剖 ヤー・ ス イィ イー ン 


1! . 湊 、 彼 等 に 富 柱 する も せ さ ざる も 、 役 等 に は ろう * 2 ブッ プア ラダ タイ 2 ダッ っ アレ ^ 82MR シン 


同じ な り 。 すなわち も 、 彼 等 は 信 ぜ ぎる べし 。 いん る DJ912 Ao2 ク に とう 
12. 液 が 丈 告 し 得る の は 、 訓 葉 に 従い 、 密 か に 6 の 0 の 1282 
慈悲 深き 神 を 長 れ る 者 の み 。 る れ ば 、 そ の Sa Co の だ ンー 2 
者 に 、 害 妨 と 楽 晴 らし い 報 導 の 期 報 を 伝え CS の いも 
よ 。 ゴム 


2 タプ イイ ? の の て イッ グン レー ラン 2 クー ゥ ラン 
13. げに われ ら の み が 死 者 を 時 ら せ 、 彼 等 が 前 | eS し GSG 9 る る 軸 
に 送る も る の も 後に に 遺す も の も 記録 す 。 わ れ 


ら の う ・ う 1 < 
ら は 一 切 を 明 有 な る 原簿 に 記録 す 。 PMP 992 が 
第 一 項 \y プ ラク クレ ン 
了 e の み デ に うぅ うり プ 内 2 アデ 
14. 閲 Mb 来 た れ る 時 、 を の 邑 の 人 々 。 は ゆ 2 し に 叶 宙 / 20 っ 6 
の 例 を 彼 等 に 述べ よ 。 @ ン バ イン > 先 


@ ら 3 和 Co 


15. 初め われ ら 5 は 、 役 等 に 二 人 の 使徒 ( 注 7) イィ ブッ マン ン し ゴン と ッ プ ぅ 
シー ESE 計 仙 6 


を 追 わし だ と ころ 、 彼 等 は この 両 名 を 拒み タダ タ シ 
た り 。 され ば 、 われ ら は 更に 一 和信 や 加え て ⑫ v う (っ 
う 220UIIMMS 
を 強め だ り 。 ( 注 8) 市 し て 、 彼 等 使徒 た らら 
ち は 詞 を えり 、[ げ に われ ら 5 は 使徒 ほ 上 し て む お 前 
た ちの と ころ へ 人 邊 わ きれ だ る 者 な り | と 。 


16. する と 、 彼 等 は 答え り 、「 お 前 た ち は 我 等 と アイ し 5 イン ン ッ レ 5 | 5 
MV 
同じ に 人間 に すぎ ず 、 ま た 誠 比 悲 深き 神 は 何 も マン し 85 





啓示 を 降 きず 。 お 的 だ ち は だ だ 偽る の み 」 oe る | 硬 "の らら 
あ 

上 8 ぇ えり 、 和 | 二 は 、 我 等 が 確か * 2 タイ を ン 4 9 フッ ンク 人 ME 

に お 前 だ た ち に 違わ る きれ だ た る 基 な る こと を 、 @e らし soy と 
る 。 
し みん たく る ン 

18. 我 等 の 務め は 、 た だ 明白 な る 神託 を 伝達 す の 7 1 の JIE じ ら 
9 と の み 」 技 ャ ン 還 ンー 

注 6 2 間 7 節 参 照 


宇 7 モー ゼ と イエ ス 、 叉 は アプ ブラ ハム と イシ ュ マ エル 。 
HE 8 モハ ッ マ ド 頂 言 者 は 、 モ ー ぜ と イエ ス が 頑 言 し た 彼 の 到来 を 実現 する 事 で この 二 人 を 力 づ けた だ ( 申 命 


記 18 : 18 肪 び で マタイ 21 : 33 一 46)。 応 に 2 : 129 一 130 に 述べ られ だ アデ プラ ハム と イシ ュ マ エル の 白 り を を 
も っ て 成就 する 専 で 、 こ の 二 人 を 力 づ け だ の で ある 。 


で 7o デ 
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第 二 十 六 童 


19。 


20. 


21. 
22. 
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24 . 


め り 。 
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26. 


注 9 


注 10 


不信 心 者 ども は 志 え たり 、「 お 前 た ち は 、 等 
に と り て は 凶 兆 な り 。 お 前 だ ち 、 も し 止め 
ず ば 、 我 等 必ず 石 も て お 前 だ ち を 撃た ん 。 
我 等 の まで 必ず お 前 だ ちの 映 ! に 閣 刑 を 降 き 
沈 測 章 

彼 等 使徒 は 答え を り 、「 お 前 た ちの 了 区 兆 は 、 己 
れ 自 身 の せ いな り 。 お 前 だ ち は 訓 戒 き され た だ 
の で 、 か 云う か ? 谷 、 お 前 た ち は 控 を 
江 く 違 犯 する 民 な り 」| と 。 


時 に 、 邑 の 端 より ( 注 9) 走り 来 た る ( 注 
10) 一 人 の 男 あ り 。 男 は 云え り 、[ 邑 の 人 々 
よ 、 こ の 使徒 た ち に 従え 。 

お 前 だ ち に 報酬 を 求め ゆず 、 正 し き 
この 方 々 に 従え 。 

何故 に 我 は 、 我 を 創り し 御方 を 某 め ざる べ 
き や ? その 御方 の 許 へ お 前 た ちゃ も いずれ 

連れ 戻る れん 。 

我 は ょ 彼 以 外 に 他 神 を 拝 すべ に ド け ん や ? 
( 注 11) も し 慈 砺 深き 神 が 我 に 袖 を 下さ ん 
MA 

9 に: も た だ ま 、 ま だ 失 や を お うこ と 能 わ ず 5 


然 る 時 は 、 我 は 紛れ も な い 明 白 な る 迷 誤 の 
中 に あり 。 

我 は お 前 だ ちの 主 を 信じ 楽 る 。 され ば 、 セ お 
前 だ ち 、 我 に 耳 領 け よ 】 と 。 

する と 声 あ り て 、 云 えり 、「 液 、 楽 賠 に 入れ 」 
と 。 男 は 云え たり 、「 あ あ 、 表 が 民 が 知り だ た だれ 
人 

あり が だ た くも 王 が 我 が 罪 を 赦し 、 栄 誉 あ る 
者 の うち に 泊 を 入れ 絡 う だ こと を 【 | と 。 


中 を 歩む 


の イッ が 


GTO 3 2 る 2( NAO NIR 


スン (る 。 っ で る ン ン プイ 
es CCsAS22 イ 2 


レッ ん 

OTC エー 

8 6 30 の oi 和 > 
(O1GXV0e)15 人 KT 


プッ タン 2 ルー 24 ッッ ンー クタ る 


oOK タ と Ys の た 


@oe プ BGP5GoNGel9 9 


移ら 0o っ 336144I4 ある っ 2 Ja し 
AMK す や っ SS 


JRS いこ 


で 29 アノ 
の の OS 46 


に 


| 


っ る リン 作用 
⑨ び めい US が 9) 


セー ラタン レッ ンー ラッ ンー で 
⑨ ゅ の 6 なら で 2218) 


@5C RAWSICE 1 と Mi 


@⑯ び oh の な 52 Us2 974 邊 の 】 


[ 邑 の 端 ] ほ と は 、 イ スラ ム 教 の 本 員 か ら 最 も 陵 れ だ 地 を 指す 。 


[走り 来 た る 』】 の 同義 語 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 約束 され た だ 救世主 に つい て 語る 時 に 


も 用 いら れ だ た だ 。 


を の 言 茎 の 中 で 、 彼 は イス ラム の 前 進 の 為 に 辛抱 強く 覧 明 に 務め だ と 述べ て いる 。 


注 : 11 


人 々 は 約束 きれ だ メシ ヤ (救世 主 ) の 時 代 に 様々 な 神 一 富 


不可 能 な 経済 理論 等 を 党 め ゆる て あろ う 。 


の 神 、 物 質 的 権力 、 偽 り の 政治 哲学 、 実 現 
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29 . 耐 し て 、 男 の 死 後 、 われ ら は その 民 に 対し CO の 2 0 (うく る 
て 天 か ら 軍 勢 を 差し 向け ざり き 。 ま た を その 


テ で グ ? い ク る 2 ME 
ょ うな こと は 一 切 せ ざ りき 。 USC る 
W ンク レン ュ ン 


30. た だ 一 隊 の 突風 の み 。 見よ 、 役 等 は 消滅 OOsouk 45G ue 42o9| 区 
せり 。 ( 注 12) 1 - 
31. ああ 、 悲 し いか な わが 僕たち ! 使徒 が 彼 1 2 2 402 じじ 3 し レン 
ン クウ ト す 2 ンー そ 
等 に 米 る た びに 、 彼 等 は 之 を 咽 笑 す 。( 注 5 

プン っ の 2 プッ ン 
13) ⑨ 〇 うち 6 て と か Os 1 を も いぼ 


32. 彼 等 は 、 われ ら が 役 等 よ りゃ 6 前 の 尊 多 の 世 ッ タ タン 『 チ グイン [ンマ グ 2 マン ッ > アン 
1 の 1 ら う EAI 2 | 
代 を 打ち 滅ぼし た る こと 、 然 も 減 ぼ きれ た 2 て 2 


人 々 は 二度と 帰ら ざる こと を 、 上 兄 ぎ る か ? (oO で SF と | 
( 注 14) の 
33. 彼 等 は 皆 、 一 緒 に 集め られ て 、 わ れ ら の 前 ミン > ッ タン 生け N ま で や ei 
ら う ーー e 
に 必ず 連れ て 来 ら れん 。 ウン suJ で ば の 3 
系 二 項 
34. 彼 等 へ の 一 つの 神 兆 は 、 死 で る 大 地 な り 。 Ce て 1 そ ON 
3 421 
われ ら は 之 を 生き 返ら せ 、 之 より 穀物 を 生 ご っ る ぐ 4o15 
ど クッ ス クン レッ 
ぜ し め 、 彼 等 は それ を 食す 。 @⑱O 導 し る SM が 


35. また 、 9 を こ に 東 都 子 と 殴 敬 の oeT3 Es5 22 PGI 
と を 設 、 泉水 を 湧き き 出 せ し む 、 ( 注 15) リー 22 タレ レネ 
@o250 3 


36 彼 等 に その 洒 実 を 食 せ る よう に 。 さ れ ど そ WS1Ze3oS14SLE し ちゃ ざら っ 18 し | 
れ は 彼 等 の 手 で 育て た も の に 非 ず 。 こ れ で 6 間 の 
5 彼 等 は 感謝 せ ぎ ざる か ? (CI と 


注 12 この 言葉 は 、 礼 弾 、 焼夷弾 、 款 子 爆弾 が 爆 斉 と 共に 落下 する 時 の 模様 を 指し て いる 様 だ 。 燥 弾 が 落下 、 
首 低 し 、 辺 5 の 生命 ある 者 は 全て 死に 絶え を 炎 が 全て を 焼き 尽く す 。 ク ルアー ン は 18 喜 9 節 は じ め 、 到 る 所 で こ 
の 員 に つい て 述べ て いる 。 

注 13 この 節 の 言葉 は 哀 感 に 満ち て いる 。 全能 の 神 上 斬ら 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 人 人々 に 拒 ま れ 咽 笑 き れる 事 に 
深く 悲し まれ て いる 様 だ 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 入 々 の 為 に 悲し ん だ が 、 彼 等 は 悔 勤 と 咽 笑 を も っ て し て それ に 
浴 え だ 。 5 

注 14 この 言葉 は 万 物 に ふる わし い 押 の 前 に つい て 述べ て いる 様 だ 。 

注 15 朋 委 の 陰 只 は 此処 で も 続い て いる 。 ア ラビ ア の 渦 い た だ 大地 か ら 精 神 的 知識 の 朱 が わき 出 て 、 精神 的 果 
実 や 付け た 木々 が 当たり 一 面 に 育つ で あろ うと 当 節 は 述べ て いる 。 


時 ーー 


第 三 - 十 六 並 ヤー・ ス イィ オーン 


37、 彼 を 讃え よ 、 大 地 に 育つ も の 、 人 間 も 、 を 2 で く < レ 選 125 く 0 イン ン リ ラッ 
NNee 和 Go この Ce で 5 291G ほ なら キジ 





し 給 う た 御方 を 。 ( 注 16) TO し 。3 > 4 る 
1- 暫 ? と ン ウ の う 
38. 夜 そ の も の 5 また 彼 等 へ の 神 光 なり 。 わ れ OHCMVCIC6 の 。 て いう を *olpg 3 
Rn SR の 
暗 賠 の 中 に と り 残 され る 。 9602 
39. まだ 、 太陽 は 、 そ の 定め られ た 軌道 を 走る 。 タ *? スレイ る ンタ 
8 ョ っ の 0 る る 5 
こ は 全 知 全能 な る 神 の 定め る と ころ な 5 ぅ 。 2 を 


枯 4) 


間 oe タタ クイ レン レ ンー イレ レン 3 ッ る ン ン ン と 

40. 月 に 対し て は 、 わ れ ら が 各 宿 定 を 定め た れ oc 有 352 じ で E2 お 5 あの る 
ば 、 再び 干からび た 格子 の 細 枝 の 如く な 0 
て 戻る 。 Me 


41. 太陽 は 月 に 追い つく わけ に は 行か ず 、 夜 も 時 (1 の 2C アン し | 9 
また だ 恒 を 追い 越す 能 わ ず 。 それ 等 皆 皿 道 の 


上 を 浮遊 す 。 ( 17) 59019 


42、 わ れ ら が 彼 等 の 子 搬 を 満載 し た 舟 に て サキ 314 は あの EC 
る こと も 、 ま た 役 等 * へ の 神 光 な り 。 ゃ 
43. わ 和 所 ら は まだ 、 彼 等 の た ゆめ に 、 そ の 上 に 乗 (の IO 4 は 3 ら 2 EE っ 


和 れる 月 に 似 た も の を 造れ り 。 ( 注 18) 


注 16 梓 物 界 や 無生物 を も 含む 全て の 物 に は 対 が あ る と いう 事実 を 、 科学 は 発見 し た いわ ゆ る 元 束 で すか 
ら 、 個 々 で は 成り 立た な な い 。 それ ら も 又 、 存 在 を 維持 する 人為 に 相互 依存 し て いる 。 こ の 科学 の 真理 は 人 間 の 知 
性 に も 当て は まる 。 天 の 光 が 降 り て 来る まで は 、 神 の 可 示 と 人 人 間 の 知 竹 が 結び 付い て 生ま れる 真 の 知識 を 入間 
は 手 に する 事 が で き な い 。 


注 : 17 当 節 は 宇宙 空間 を 天体 が 涯 5 様 に 触れ て いる 。 宇宙 の 椅 造 は 固定 化 き れ て いる と 長 6〈 考 えら れ て 来 
だ 概念 を クル アー ン は は っ きり と 否定 し た 。 クル アー ン の 特徴 は 、 科 学 や 哲学 に お ける 誤っ た 考え を 償 定 する 
だ け で な く 、 新 し い 発 見 や 予測 する 事 に ある 。 当 第 で は 更に 、 全 宇 市 の 優れ た 措 造 と 理 法 に つい て ぅ 言及 し て 
いる 。 天体 は 全て 、 互 い の 領 域 を 侵害 する 事 な く 、 規 則 正 し く 、 正 確 に 任務 を 遂げ る 。 太 陽 素 は 何 億 と いう 天 
体系 の 一 つ で ある が 、 中 に は 太陽 系 と は 比較 に な ら な い 程 大 きい も の も ある 。 し か し 、 果 て な い 空 間 に 散 ら ば 
る 能 大 な 数 の 太陽 や 星 は 、 互 い に 安 全 を 保ち 、 到 る 処 調 和美 を 作り 出す 様 に 配 感 きれ て いる 。 天体 は を それ ぞ 
れ 互 い の 軌道 に 影響 を 及ぼ し つつ も 、 一 定 の 世 筋 を 無事 に 進み 、 全 体 と し て 構造 と 運行 の みごと な 調和 を 形作っ 
て いる 


邊 18 クル アー ン は 、 神 が 新た な 輸送 壮 段 を 作り 出さ れる 、 と ずっ と 以前 に 預言 し て いた 。 蒸気 船 、 大 型 船 、 
飛行 船 、 飛 行 機 等 今日 多用 $ れ て いる 物 は 、 ク ルアー ン の 人 持 言 が 成就 し た 事 を は っ きり と 示し て いる 。 
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44. 耐 し て 、 わ れ ら 6 も し 欲し な ば 、 彼 等 を 湧 れ 。 ぅ > タ の 
と ーー. 人 し っ パ ら 5 人 ま 1 作 1 
きせ 得る な り 。、 き すれ ば 、 誰 も 彼 等 を 助け の 


信和 


る 者 も な く 、 彼 等 は 救 われ ビ じ 、 ⑲ の 5OS 
45. われ ら の 慈 悲 に よっ て 暫く 楽し む 以 外 。 _@ge diC23W3 ち ず 
46. |[ 禄 } に よっ て お 前 だ ちの 前 に ある 6 の 、 AkL ぅ SIC ウレ るる タラ タイ イッ ョ ュ ン ィ ン 
8 ot1555 | SR 
( 注 19) 並び に 悔 皆 に よっ て お 前 た ちの 後 59 2 ぐ の 和 
に ある も の ( 注 20) を 警戒 せよ 、 お 慈悲 に ⑨ 〇 と と 7 
あず か る た め に ] と 告ぐ る も 、 彼 等 は 之 を 
De う 3 


ッッ ン 1 


47. 主 の 神 兆 が 彼 等 に 来る 毎 に 、 彼 等 は ー つ ょ De お lo2 81o あ Ao5 じ 3 
、 し て 之 に 皆 を 向け ざる は な し 。 OK 


48. 彼 等 に 向っ て | アッ ラー ソト 月 だ ち に 授け 人 (2 て る る 人 KS 221 し 81 1 
、 た る も の を 施し 与え よ 」 と 云 えば 、 不 信心 OS?20 DO bo の CU5512 


者 ども は 信ずる 人 々 に 向かっ て 云う 、「 ア ッ 更 5352 5 別 の OU 
ラー も し 欲し な ば 、 自 ら 之 を 養い 給 う も の ラ 

を 、 何 ぞ 我 等 が 之 を 養う べき や ? おぉ 前 た の oOUS SVUATG き 25( 綴 
ち 、 心 得 知 いも は な は だ し い 」 と 。 


49. 面 し て 、 彼 等 は 云う 、「 も し お 前 だ ちの 言葉 タン タッ ン 
が 真 な ら 、 審 判 の 約束 が 果たさ れる は いつ @COSuo (ld 1 テコ 355 


な る ぞ ?1 と 。 
50. 彼 等 は た だ 、 王 い に 論 争 し て いる 間 に 突 如  *% ン 20852 人 計 4226 640 の 
欠い 米 る 幼 護 を 待つ に すぎ ず 。 ( 注 21) 
@⑥ ら % ら 3 


人 遺 言 と ン ぅ プッ 2 2 ンー スン 2 の アン 

51、 そ の 時 彼 等 は 、 遺 言 も な し 得 ず 、 家 に 帰る OO で の 95 4 っ の の 記 LGS 5 も 
こと すら 適 を 

注 19 條 人 方 が 今後 独 す で あろ うぅ 悪事 に より も だ た 6 され る 悪い 結末 。 

20 過去 に 貴 入 方 が 為 し た 各 事 の 結末 。 


注 21 此処 に 述べ られ た 久 は 、 空 か ら 落 ちる 稲 実 の 様 な も の で あろ う 。 それは 余り に も 突然 に 下る れる の で 、 
次 節 に 書か れ て ある 様 に 、 罪 人 は 道 言 を 残す 事 す ら で き な い の で あろ う 。 
注 22  「 ら っ ぱ 吹 き 鳴 れ ば 」 と いう 言葉 は 、 裁 き の H に トラ ン ペ ッ ト が 吹き 鳴ら きれ る 他 、 借 大 な る 神 の 指 


導 者 が 現れ 、 ク ラリ オン を 吹く 市 を 示し て いる 。 魂 の 死ん だ 者 達 は この 音 に 呼び 覚まさ れ 、 藩 か ら 出 て ( 魂 が 
生き 返っ て ) 神 の 呼び か け を 聴き に 集まり 、 そ れ に 応じ る の で ある 。 / 
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52. 靖 し て 、 嗣 麗 吹 き 鳴 れ ば 、 見 よ 役 等 、 他 場 5 の loloe9I63255 2 は る 53 
か ら あ わ て ふた めき 主 の 許 へ 急ぎ 行か ん 。 ー 
( 注 22) @ ら く “ 


53。 彼 等 は 云わ ん 、「 あ あ 、 宜 な る か な ! 臣 等 lo ぁ グ bo52C5 の 区 人 部 
を 映 処 より 喚 び 起 し た る は 誰 ぞ ? こ は し 3 っ 2 の 
た り 、 慈 悲 深き 神 が 約束 し た 通り な り 。 使 @o508 く 2 の ーッ IO 


徒 た な ち は 真 実 を 語り | と 。 
へ べき れき 上 隊 es る の 5 プッ クコ クレ を ンー ルン イ レッ ン で 3 
54. 砂 藤 起 ら ば 、 ( 注 23) 見 よ 、 彼 等 は 一 斉 に uuJe み ze256 soel5 3 326JI ぼら! 
われ ら の 打 に 召し 寄せ られ ん 。 ンタ 
9 〇 5 の ら え 2 


55、 こ の 日 、 何 人 も 甘み だ に 不当 に 骨 せ ら る 2 (っ 1 の 2 の 9 の 人 52 KeiE 
こと な し 。 た だ y 前 た ち が な せる こと に 対 2 


さ 


1 時 
し て 、 応 報 あ る の み 。 5 さく 
すず びと 
56. げに 楽園 の 住み 人 だ ち は 、 を その 日 、 己 が 仕 あえ くすん ん 守 で オ アン も 1 アルエ アデ 
昌 = pe (eo( う 江 【」 t * 1 
事 を 楽し まん 。 ( 注 24) ao sdieaelG1 


和 重 軟 1 


57. 彼 等 は 考 と も ども 、 涼 し い 本 産 の 下 で 邊 竹 の 6&22eLSE db す 2 詩人 2 
子 に 先 れ 、 身 を 横 た え ん 。 ( 注 25) 


58. 役 等 は を そこ で 、 さ きる ま ぎ まな る 半 実 を 食し 、 そ ン タタ AUS 42 ィ ン 角 。 プ っ 。 ク ググ 
且つ を の 望む も の を 和 鎖 く 獲 ん 。 みう 6 3r9 
LM ァ < こ は 革 悲 深 き っ 8 る) し 
59 . 「 安 あれ 」 こ は 間 楽 き 主 より の お 言葉 ⑨ 2A つ で うら 23 ^1 
な り 。 ( 注 26) 
昌 1 ae 人 デラ 9 ク る テ 」 
60. 神 は 云わ ん 、「 流 等 大 人 よ 、 今 日 は 義 し い 人 ⑤oeoaJTU31 25J115E213 
だ ちか ら 護 れ て 控え よ 。 
2 る シッ イン ンダ フン ンー っ ン ッ ン ンジ 
61. 湊 等 アダ ム の 子孫 よ 、 わ れ は お前 た ち に 申 CBelbOASSOL251S 信人 0221 4 
し つけ ざり し か 、 器 魔 を 拝む で な い 、 あの ) の も クッ ウッ 。 
者 は お 前 た ち に と ゅ て 入 肖 な いり CAS う Oc > 4 っ 1 
注 23 下 修 の 中 で 線 り 返し 述べ さら れる 「 右 般 1 は いう 生 に つい て 、 当 斉 で は 神 の 同 が 一 陣 の 風 と な っ て 下 き 


れる 時 の 事 だ と 示し て いる 。 こ の 語 は 、 一 瞬 に し て 町 全体 を 破 寺 す る 原子 爆弾 投下 を 指し て いる の か も し れ な 
いい 。 

注 24 来世 に お ける 生 と は 、 一 般 に 知ら れ て いる 様 な 租 為 の も の で は な く 、 絶 え ず 精神 的 に 成長 し 続け て 行 
くも の で ある 。 

注 25 び や 幸せ は 、 愛 する 考 と 分 か も 合う 程 に 大 きく な る 。 

注 26 天国 に お ける 様々 な 恵み 、 神 と 共に ある 平安 、 自 ら の 安らぎ つま り 心 の 平和 、 こ れ ら 全て を 当 節 で は 
平安 (サラ ー ム ) の ー * 語 に 要約 し て い の 
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62. われ を 散 い 近 ゆ ょ よ 。 そ れこ そ が 正しい 適 な の ァ ュ ン ッ ター の 人 
り ⑥ sas BZolAA て 50 o1 5 


63. 然るに 悪 麻 は 、 お 前 た ちの 大 勢 を 迷わ し 行 53c し 、 2 131A35? 
きぬ 。 それ な の に 、 お 前 た ちな ぜ 尼 ら ざり 


いあ oo いう る 


64. こ は お 前 た ち に 約束 せら れ た だ る 地獄 な 5。 6528 > 0 も 
「 0 が いり 4 ーー メリ 
合 日 こ NM 前 だ ち 信 ぜ ざ の 2 と 2 フッ ント ( ン ッ イッ 
65. 日 に 入れ 、 お 抽 だ ち 信 ぜ ざ り 5 し ⑲ 〇 2 AN る 


ほど こ っ ッ ラン アン 9 ノウ 

66. その 日 われ ら は 、 彼 等 の 日 に 封印 を 施 きん 。 人 
きれ ど 、 彼 等 の 手 は われ ら に 物 公 い 、 そ の 2 ライ ッ ン セ 
足 は 為 せる こと を 証言 せん 。 ( 注 27) OCT Cu eeeulOo う 


L な 
67. 面 し て 、 我ら も し 欲し な ば 、 彼 等 の 視 カ を bl る 6 oo で ン 和 5 
消し 得る な り 。 そ うな れ ば 、 道 を 見 出 き ん PGIGEE 


と 焦り 急 で と も 、 彼 等 如 何 に し て 見 る を 得 Q8522 
でき か? ( 往 28) 
68. まだ 、 わ れ ら 欲し な ば 、 彼 等 を その 場 に ( グン 2 EE ン ン 
ぎ 付 け す べく その 形 を 変え る こと も 可 な ASKIL52e KT 
り ( 注 29) そう な れ ば 、 役 等 は 進む も 退 革 
くも 適 Mi 
系 五 項 


69. また 、 わ れ ら は 、 長 半 を 授け る 者 に は 、 る イー ジン ント セッ ー・ ぁ 。 生 二 
の 者 を 並 の 弄 い 状態 に 送 行 キ し も 。、( ほ POMs6IG80IG4S の の の の の う 
30) これ で も 彼 等 悟ら ぎる か ? 


生 27 不信 心 者 の 有罪 が 彼 等 が 管 《 程 完全 に 証明 きれ る 時 、 彼 等 の 口 は 閉じ られ 、 一 言 も 抗弁 する 事 が で き 


ず 、 人間 が 行動 する 際 の 主要 部 分 で ある 手足 は 彼 等 の 善悪 を 示す 。 今や 人 間 の 発言 や 行動 は 、 テ ー プ レコ ュー ダー 
を 使っ て 正確 に 再生 きれ 、 テ レビ に より 達 く 難 れ た 画面 に 写し 出さ れる 事 が で きる 。 これ は 、 こ の 世に お いて 、 
人 人 間 の 舌 や 手足 が 茹 何 に し て その 者 の 有罪 、 無 罪 の 決め 手 ほ も なり 始め だ の か を 示し て いる 。 

注 28 人 逆 は 自由 江 志 を 授け られ て いる の で 、 自 ら の 行動 に は 責任 を 負わ れ な けれ ば な ら な い 。 不信 心 者 達 
は 真実 に 日 を 向け る 鹿 を 頑強 に 拒ん だ 人 為 、 そ を それ を 見 極め る 力 を 取り 9 上 げ ら 5 られ て し まっ だ 。 これ は 前 節 の | 彼ら 
の 日 に 封印 を 施 き ん 。」 の 意味 で も ある 。 

注 29 _ イブ プン ・ ア バー ス に よれ ば 、 こ の 言葉 は 、[ 我 々 は 家 に 居る 彼 等 を 減 ぎ し た で あろ う 。| と いう 記 味 と 
な り 、 又 、 ハ サン に よれ ば 、 「 彼 等 の 体力 、 知力 は 全て 失わ れ だ た で あろ う 。|] と いう 迄 味 に な る 。 あるいは 、「 我 々 
は 彼 等 に 屈 壁 を 与え だ で あろ う 。」 と いう 意味 に も と れる 。 

注 30 生命 ある 物 は 全て 衰え て 行く て 。 こ の 法則 は 個々 人 の みな ら ず 国家 に も 当て は まる 。 人 間 と 同じ 〈、 国 
家 も 又 、 成 長 し 、 成 嘩 し た 後 、 癖 え 減 び る 。 
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2 PE が 
る ンタ 1 1 い 
70. われ ら は 彼 に 詩 を 教え た 覚え な し 、 を は 1 うる ENV FN 
彼 に 相応 し か ら ず 。 ( 注 31) こ は 訓 戒 に | し の 332 
し て 、 物 事 を 明白 に し 、 且 つ 詳細 に 説く 〇 5 5 ) 
ルアー ン に 外 な ら め ぬ 8、 
ここ ろ あ 
71. 心 有 有る 者 の すべ て を 戒め 、 ( 注 32) 不信 心 ン ?。 し ス 2 の > る クン ン 須 の ント 2 タッ 
“ に し 
者 に 対す る アッ ラー の 富 告 が 実現 きれ る こ 9 汗 放 0 3Ge of 
と を 説く 。 
72. 役 等 は 惜 ら ざる か 、 わ れ ら が て 形 知り し Eofduets 9 族 還 放 史 
も の の 中 か ら 彼 等 の た め に 家畜 を 創り 、 そ 還 訴 の 2o 
れ を 彼 等 に 所 有 し め た こと を ? ( 注 33) 半生 
し か こ * 
73. 面 し て 、 わ れ ら は 之 を 彼 等 に 服従 せしめ た る 飛 じ (22 る の td 
れ ば こそ 、 役 等 の 或 る 者 は 乗る た め に 利用 @ ら GS 21 の 6 
本 また 或 る 者 ! は 食用 と な す 。 
74. ま た その ほか に も きま ぎ ざ ま な る 用 途 が あ の Be で 2 
り 、 飲 み も の も また 取れ る な り 。 これ で も 、 っ CSS の 
彼 等 は 感謝 せ ぎ る か ? 
75. 然るに 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 他 神 ら を Mblo ら 2 95 ば し 
選び 、 之 に 救い を 求め ん と す 。 
76. 邪神 ども は 彼 等 を 助け る こと 能 わ ず 、 G 〇 2 タッ 0 4 
Miiydeeiy 中 rm yr クタ 
お ん 前 に 召し 出 き れん 。 
3 Ip Fes 6 Ca 1 2 タ (< 2 5 人 っ 2 タ メッ ン 避 っ Si 
77. され ば 、 彼 等 の 言う こと に 流 の 心 を 悩ま す の 5 〇 35 ら AS の 55 
な か れ 。 げに われ は 、 彼 等 が 胸 に 隠す こと 、 2 
また 明か すこ と も 知る 者 な 5。 Oo 
【 陸 > お ーー 直 の 粘 : ュ に イ 生 タ ュ [イッ ャ ン る 由 2 タイン ト ッ う イ ッ フン 
78. 人 間 は 、 わ れ ら が 一 演 の 精液 か ら 彼 を 創造 as5 っ SIGCSSZ 2 
せる こと を 、 知ら ざる か ? 氏 る に 、 見 よ 、 2 の 2 
人 間 は 公然 と われ ら に 刃 向かう と は 1 ②Ou 2La え 
注 31 詩 人 は だ いて い 夢 や 空想 に 陸 っ て いる も の な の で 、 神 の 預言 者 は 詩 入 に 違い な いと いう 考え は 、 彼 の 
衣 厳 に 相反 する 。 神 の 当 言 者 に は 非常 に 此 高 な 日 的 が ある 。 し か し 、 こ の 館 は 、 全 て の 詩 は 有害 で あり 、 詩 人 
は 全て 夢想 家 で ある と 述べ て いる 訳 で は な く 、 神 の 預言 者 は 、 単 に 詩人 た する に は 余り に も 高 な 精神 の 持ち 


主 で ある と E 語 っ て いる 。 
「 心 有る 者 」 と いう 言葉 は 、 魂 の 減 び て いな い 人 と いう 送 味 で ある 。 言い 換え れ ば 、 神 の お 告げ を 愛 


注 32 
け 入 れる 事 が 出来 、 神 命 に 応じ られ る 素養 の ある 人 を 指す 。 
注 33 補 が 人 人間 の 物質 的 和 欲 過 を 適 な きれ る な ら 、 


その 精神 的 要望 に は 応じ られ な いと いう 訳 で は な い 。 当 節 


及び 次 節 に お いて 、 人 間 が 日 常 地 も 必要 と する 事 岳 に つい て 直 べ て ある 。 
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ヤー・ ス イィ イー ン 


79. まだ 人 半 は 、 わ れ ら と 相 い 似 た も の を 過重 2 っ 2 の 3 シビ イズ 
6 ひ SN ロー ASA に いて の いつ つう 
し 、 自 分 の 創造 を 失念 す 。 人 間 は 云う 、[ 朽 。 ラ * 2 旨 
ち 果 て た る 骨 に 誰が 生き 返ら せ 得る ぞ ? 」 @2 の ゆっ 2 
と 。 
と は ひ と タ PA ィ イ フク クィ ンタ ンマ イェ レッ ぅ う タ 
80. 云え [最初 PLMSecb な ah RIWG1KNI' は 9 で 
返ら せん 。 な ん と な れ ば 、 彼 は 一 切 の 盾 千 CN 
物 を 知 問 し 給 う 。 Ge o よ は 
p る レ .? 
81. 彼 は お 前 た ちの た め に 生 の 木 より 火 を 生 人 69Lxlo が 95 eA! 
じ 、 見 よ 、 お 前 だ た ち を の お か げ で 火 を 燃 や 4 で ラタン 
す な り 。 ( 注 34) ( OCT と に た ば まう ! 
82. 和香 を に 類する も の を 創造 2 の 9 らし 3 PHN( 捕 A 抽 
能力 を 持た ざ る こ ーー と あり や ? 狼 り 、 っ ゅ レッ ンタ ン サ フラ タタ ララ タッ レ 2 クレ 
Ne し て 、 一 切 を 知る 莉 な OTCES うみ OSG Se 
0 。 
83. げに を の 支配 力 は 、 何 事 か を 欲し 給 う 時 、 シン 8 と ライ (クス (2 紹 CZ: 
・ 1 っ | 
た だ 「 在 和 れ ] と 仰せ に な れ ば 、 す な ゎ ち 、 9 SACD " 
その も の は 存 す 。 ( 注 35) 
84. され ば 、 彼 の 栄光 を 詩 え を まつ れ 、 その 御手 イン レー クレ ユン ス 
の ンプ 5" し に つう 9 いこ の 1 ニニ 
の 中 に : 高 物 を 統 べ 給 う 大 権 9 。 面 し て 、 6 1 
彼 の 許 へ 、 ぉ 前 た ち 皆 い ずれ 連れ 戻 きれ ん 。 の ⑨ 〇 くら 
注 34  「 生 の 木 」 と は 、 原 に よる 摩擦 で 枝 に 火 の 付 易い 告 脂性 の 木 を 指す 様 だ 。 枝 の 摩擦 て 火事 が 起こ 4 
いう 事 は 、 言 外 に 次 の 様 な 事 を 示し て いる 。 信仰 心 の 尊い 者 が 神 の 預言 者 や 押 の 指導 者 と 接する 時 、 彼 等 の 殊 


は 新た に 弥 る の で ある 。 


注 35 
由 れれ る 時 、 常 rl 
る 道 俺 的 、 


[何事 か 和 欲 し 給 


れ だ と も 述べ て いる 。 
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2 時 、 だ ただ 「 在 れ 」 と 仰せ に な れ ば すなわち も 、 
に 次 の 区 味 を 示す も の で ある 。 非常 に 番 大 な 出来 事 が 起き 、 
示 教 的 改革 が 実現 する で あろ る う 。 当 節 で は 更に 、 


を その も の は 存 す 。 が 、 ク ルアー ン に 表 
特に 、 神 の 指導 者 を 通し て 重大 な 


モハ ッ マ トト 預 言 者 の 手 で 大 いな る 変 草 が も だ らき 





の 2032 の 
(メッ カカ 啓示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 軸 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い し っ t! ps 
て 。 
jr 。 JIY > 
2 . 列 を 詰め て 整列 する 者 た ち に か け て 、( 注 1) Oo と すう 
3. ま た 勢い よく 敵 を 撃退 する 者 た ち に か け て 、 コク ッ ン He 
( 注 2) の ピニン ル ンー 
4. 並び に 訓 形 の クル アー ン を 読 衣 す る 者 た ち PRECWIE 
に か け て 敬う 、( 生 3) 了 SE 
の デア デ の ン 
5、 げ に お 前 だ ちの 神 は 唯一 に し て 、( 注 4) @ue 私 1 3! 
め つ ぁ め つ ター レン グ タン 2 ン イ フン 。 の リン ロス ン 
6 . 天地 の E、 並び に 天地 の 間 の 高 物 の 主 、 ゅ と うし を くら うわ うら らら ご こう 


し よう て ん 
旭 日 早 天 の 地 の 主 な り 。( 注 5) 


アオ 


の る 
( 〇 ① ご 2 * コト 


注 1 (1) ワ オ と いう 言葉 は 、 当 節 及 び 決 の 一 節 で は 、[ 一 に より 」「 私 は 坪 う 」「 私 は 証人 と し て 吾 喚 す る 。」 


の 意味 で 使わ れ て いる 。 クル アー ン に お いて 、 押 は ある 人 物 や 物 の 宮 状 を 受け 、 彼 等 を 証人 と し て 召喚 し た 。 
通常 、 人 人 が 神 の 名 の 下 に 宮 疾 す る 時 、 そ れ は 、 証 損 の 不足 を 補う 作 で あり 、 彼 の 証言 に 信 到 性 を 加え る 人 為 で あ 
る 。 こ うす る 事 で 、 他 に 彼 の 証言 を 立 証する 人 物 が いな い 時 、 そ の 発言 の 正しき を 神 に 証 を 頂 こ うと する の で 
ある 。 し か し クル アデ アーン の 官 権 は を の 様 な も の で は な い 。 クル デー ン は 、 陳 述 の 工 実 性 を 証明 する に は 、 単 な 
る 王 娠 で は な 〈、 確 固 た る 議論 が 必要 だ と し て いる 。 時 に は 、 こ れ 等 の 官 吉 は 明 折 な 自然 の 法 財 を 指し て いる 
事 $ も あり 、 周 に 、 明 白 な も の か ら 5 暗示 的 な も の 、 つ まり 精神 的 な 法 へ 注 芯 を 喚起 する も る の で ある 。 クル アデ アーン 
の 礼 槍 の 今一つ の 目的 は 、 了 預言 の 真実 性 実証 に ある 。 当 人 節 は これ に 当て は まる 。 

(2 ) 戦い に 加わ る イス ラム 教徒 騰 は 、 指 搾 者 の 診 後 で 一 日 れ 回 の 礼拝 を 続け て いた 。 


注 2 イス ラム 教 の 敵 と 過酷 な 戦い を 変え 、 彼 等 を 琶 刀 す る 事 。 
注 3 クル アーン の 凌 読者 。 


注 』 2 一 5 館 に は 頂 言 と 事実 が 共に 書か が れ て ある 。 事実 と は 次 の 様 な も の で ある 。 い つの 世に も 数 多 居 る 
中 に 、 高 源 に し て 神 を 思 れ る 人 々 が お り 、 彼 等 は 言葉 や 行動 で 、 神 は 一 つ で ある と いう 真理 を 証明 する 。 預 
言 上 と は 次 の 様 な も の で ある 。 現在 アラ ビア 全 十 は 偶像 崇拝 と 道徳 の 刀 廃 に 陥っ て いる が 、 や が て 信心 深い 社会 
が 生ま れ 、 を そこ で は 人 々 は 神 を 崇め 、 神 へ の 箕 美 を 歌い 国 中 に 人 々 の 華美 の 声 が 響き 渡り 、 更 に は を の 地 に 神 
の 唯一 性 を 維持 する 事 が で きる で あろ う 。 それ 故 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 達 は 、 そ の 特徴 が 少し この 節 に 述 
べら れ て いる が 、 拓 の 唯一 性 の 十 人 上 し て 召喚 きれ る の で ある 。 し か し この 節 に は 別 の 解 航 も ある 。 も し 、 様々 
な 宗教 の 賢人 の 集う ぅ 代表 者 会 譜 が 平和 裏 に 催 き れ 、 法 と 秩序 の 元 、 共 本 敵 教義 が 浴 静 に し て 公明 正大 に 討議 
れる な ら 、 を その 当然 の 帰結 を し て 、 神 は 一 つと いう 教義 を 確認 する 事 ほ な ろう 。 


注 5 この 言葉 は 、 イ スラ ム ょ 雪が 初め に 東方 諸国 に 、 次 いで 世界 中 に 広まっ だ 事 を 示す 。 
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アッ サー・ フ ァ ー ト 





えい こう うみ 2 4 
10. 刺 退 きれ 、 肌 つ 永 効 の 刑罰 を 受け ん 。 os5 さ CA93D が 
しか ン プア ュ ュ ン 2 ン て 
11. 面 し て 、 も し ひそ か に 盗み 聴き する 者 あら 6 OWENMA'E 軸 ET 3b2 2 
ば 、 突 き 東 す 火 始 が 之 を 追う 。( 注 8) 
1 彼 等 に 問 ぇ 、 彼 等 が 造れ る $s の と 、 われ ら 1 クッ ル アノ 紅 っ うー ュ [ ン 
1 は じ s | oe ズー 
が 創れ る ほか の も の と 、 い ずれ が 優 り て ら I IGERS3 を 9 ド E 
R 文 > ビ ナ PS 二 凍 2 すい > 9 メイン 
芝生 な る か 、 と 。 わ れ ら は 腰 の 強い 粘土 を の つう ob 
以 て を それ 等 を 創り た り 。 
ei リア アン うう 2 アラ ュ ン アデ っ ュ ン ーッ ウン 
13. 液 は 泡 き 杜 し む も 、 彼 等 は 哨 り 笑う 。 ( 注 ⑤ ら ちえ うう で まい 
9 ) 
2 99 ッ 
14. 訓 式 きれ る と も 、 意 に 介 せ ず 。 の oO りり 5 
し る し 宮 ンタ こう る ント イマ イン 
15. 神 兆 を 目のあたり に 見 て も 、 之 を 喘 り 笑う 。 ⑨⑮ ら えい の 1 bb 5 りう 
し L か な らち げん じゅ つ ーー」 ンプ 」 9 ェ レ 
16. 面 し て 、 彼 等 は 云う 、「 埋 も ゃ な い 、 こ は 幻術 Oo IJA の U053 
に の ぎ ざ び 。 3 
注 : 6 この 節 は 、 身 心 並 行 論 に つい て 述べ て いる 。 つ まり 5、 物 理 的 な 空 が 惑 時 や 星 に 支え られ る 様 に 、 和 精神 
的 な 天空 は 預 言 者 や 神 の 指導 者 と いう 精神 的 な 存在 に より 支え られ る の で ある 。 両 者 は それ ぞ れ 、 精 神 的 天空 


に 区 条 を 添え 、 


7 
の サタ ン ” と 呼ぶ 。 (2 ) 


注 8 


り 


條 等 は 高 芝 な る 天使 ら の 会 議 を 人 造 み 


われ ら は 星 辰 を 以 て 下 央 を 館 り 、( 注 6 ) 


あら ゆる 背 導 の 悪魔 に 対す る 守り と せり 。 
( 注 7 ) 

み 聴 きす 
る 能 わ ず 。 す な わ ち 八方 より 奏 を 浴 せ 5 れ 、 


サタ ン は 二 種 類 に 分 か れる 。(1) 


外敵 つま り 不 信心 者 。 彼 等 は 


神 の 世 が 天 に 在 る 限り 、 


(9 


モハ ッ マ ド 預 言 者 、 有 太 び アラ ビア に 強く 根付 いた イス ラム 教 を 通し て 、 真 に 高 


偽善 者 の 様 に 、 イ スラ ム 社 会 に 内 在 す る 敵 。 


“拒絶 る きれ だ ただ サタン" 


KN 4 ら 
ou 53 8 っ 
ee 
3 


それ は 丁度 、 星 や 癌 星 が 物 理 的 な 空 を 飾る の と 同じ で ある 。 


当 節 で は 彼 等 を “ 背 遡 
と 呼ば れ て いる (15 立 18 節 )。 


軍 和 、 絢 礁 等 の 妨 宣 を 受け る 事 $ も なく 安全 で ある 。 し か し それ が 抜 言 者 に 刻 
示 る れれ ば は 、 サ タン や 神 の 預言 者 の 敵 共 は 、 地 言 者 に 語っ た 引用 を きせ て みた り 、 
寿 示 に 多く の 偽り を 加え る 事 で 、 座 示 が 誤り 伝え られ る 様 画策 する 。 あ る い は 、 預 言 省 の 教え を 我 が 物 と 
し て 伝え よう と すら 試み る 。 し か し 彼 等 の 炊 暗 は 、 神 の 指導 者 の 平 で 政 示 の 真 の 次 が 伝え 


脊 志 か ら 一 節 を 抜き 赤 っ た 


られ る 時 、 茜 か れる 


河 に し て 神 を 選 れ る 人 々 


が 現れ た 事 は 、 実 際 モ ハッ マ ド 括 言 者 田 身 に と っ て も 称 嘆 す べき 事柄 で ある 。 
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19. 


19. 


20. 


2 。 


スカ 。 


2J . 


24 . 


25- 


26 . 


Z7 . 


28 . 


29. 


生 10 
注 11 
注 12 
年 14 


と 偽り を 語っ た だ た 。|」 ある い は 、 
味 に も と れる 。 又 、[ 貴 人 方 は 、 正 し い 者 だ と 


何 ん と な 1 我 等 は 死ん で 、 土 と 骨 と に 化 

し た る 時 、 再 び 上 中 らき れる と いう か ヵ ? 

いにしえ の 父祖 た だ たち も また 左 様 と な ? 1E。 

云え 、[ 狼 5 め 。 その 時 前 た ち は 取 硝 を こう 

な らん | と 。 

を は た だ 一 喝 な 5 。 硬 し て 見 よ 、 

まち も 暗 目 せん 。 

町 し て 、 わ ん 、「 あ あ 、 情け な や ! こ 

番 判 の 日 な る ぞ | と 。 ( 注 10) 

は 云わ ん 、 | これ こそ を 、 お 前 た ち が 

し 続け だ 最後 の 判決 の 日 な り | と 。 
第 二 項 

天使 た ちら ( は 命ぜ られ ん 、 | 加 じ こと を し か た 

者 、 を の 伴 但 も と も ども 、 並 びに 彼 等 が アッ 

ラー 以外 に 掌 め て い だ も の 、 


彼 等 だ ち 
ば 


アッ ラー 


ント ミ 刃 
合 認 


これ 等 を 集め て 、 地 獄 へ 避け 


ま て 、 彼 等 を と まめ よ 、 彼 等 に 誤 ね た き 位 


あ り 。 

ぢ 前 だ ち 、 互 に 相 い 助け ざる は 何故 ぞ ? 1 
と 。 ( 注 11) 

否 、 こ の 日 、 彼 等 は た だ 服従 する 以外 に 途 
な きだ な り 。 ( 注 12) 

彼 等 の 或 る 者 は 、 互 に 誤 ね 合う べく 他 の 者 
に 話し か けん 


一 方 は 云わ ん 、| お 前 だ た ち は 常 に 右側 か 6 我 
等 に 来 だ たり だ り | と 。 ( 注 13) 
ぢ お そら く メ ッ カ 陥落 の 日 を 指す の で ある うぅ 。 
罪 深 き 人 々 が 互い に 助け 合 
罪人 は 、 互い の 弁護 を 中 し 出る 事 は な く 


大仙" 


う 力 が 無い と 悟 れ ば 、 


の レン し レ ェ ラ と メオ オン アグ 2 2 
OADGUG SC の EE も 1512 
々 タン ング ぅ ァ タ イン ュ ン レノ 
OOTLMIVWR 

プン 3 タッ プル ラン ン 


CCI チル 


アァ ウラ ッ ン ン 


ウラン ぅ の ン ② レ アン 
⑨655seeb5 soe5 もう EE 


OMO6UGSYNGGHI 


(OGKCEEXU 人 IWATE 


に タタ > の 


は MIA 
ブン ラ タ 2 52 


《⑩ 上 の うい の ム so 


GS 002) 


の ルレ LA 1! つら う 
2 の 

の 82 の の! る 8 

ン う タン [フッ ブタ ン レ 

CIOS の へ いい くど 

(の TOTSAWM の 夫人 を し 

こら SS ゥ ン デ 


ICOC へ も ) Mo 記 


みう りー 


- ョ ン 


@ 932 じ 3 


彼 等 は 家 へ 戻る で あろ う 。 
、 唯 非難 し 合 


"右側 "と は 宗教 を 指し 、 当 節 は 次 の 事 を 意味 する 。 [貴信 方 は 、 
は 力 を 表し て お り 、 


うば か り で あり 、 こ の 事 は 次 節 に 示さ きれ て いる 。 


示 教 の 名 を 借り て 、 我 々 や 惑わ そう 


| 中 人 方 は カカ を 持っ て し て 我々 に 近付い た 。| と いう 
稚 い つつ 我々 に 近付い た 。| と も 解 息 で きる 。 
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40 . 


41 . 


42 . 


43. 


44 . 


45. 


注 14 


他方 は 答え ん 、「 然 ら ず 、 ぉ 前 た ちこ 
に 非 ざ りき 。 

4 我 等 は お 前 た ち を 自由 に し 得る 者 
に 非 ぎ りき 。 有 要する! に お 前 た ち 自 身 が 則 を 
逸脱 た る 民 な りき 。 


今 、 主 の お 言葉 が 事実 し な り て 、 我 等 に ふ 


を 信者 


りか か れれ り 。 され ば 我 等 、 天 員 を 味 わ ね ば 
な る まい 。 

確か に 我 等 は お 前 た ち を 迷わ せり 。 し た が 、 
我 等 と て 迷い し な れ ば | と 

か く て その 日 、 彼 等 みな 等 し 〈 く 刑 前 を 受け 
5 

げに われ われ は 、 か てく の 如 く 、 罪 人 を 処 加 
間 5 

な ん と な れ ば 、 彼 等 [アッ ラー の 外 に 神 な 


し 」 上 告げ られ た る 時 、 大 に も 、 


ぶ え り 、| 我 等 の 神々 を この 気狂い 詩人 の た 
め に 捨て よ と な | と 。 


然 ら ず 、 彼 は 真理 を も た らし 、 造 わき れ た 
る すべ て の 使徒 の 事実 を 証明 する 者 な り 。 


お 前 た ち 、 歳 刑 酷 前 


ぉ 本 だ ち は 自 分 が 為 せ る こと に 対し て の み 
返 報 き れる で し 、 


を 味 わ せ て や る ぞ 。 


但し 、 ア ッ ラ ー に 選ば れ た 僕 等 は 除く て 。 
それ 等 の 者 は 特別 な る 給 養 を 賜 わ る べし 。 


すなわち 、 る さまざま な る 暴 物 ( 注 14) を 。 
加え て 、 栄 葵 も 与え られ ん 、 


モ 往 の 園 に て 


と うし よう 
互 に 相 い 対し て 柚 閑 に 邊 す 。 
信者 が 受け る で ある うぅ 軸 忠 は 、 


ーー 


19 きま 4 記 仙 RIE 


天 び 作 中 3 1 うっ 時 れ 1 
⑥ ob 
eoNeGJ3E を 3 


@ の EYEIAL2E 
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0 生か 
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236 と 2 が 3 
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@2S0 と を 8 
1 ァ タ 


(OO 


彼 等 の 信仰 と 善行 の 昌 物 で ある 。 


第 三間 


46 . 


47 . 
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り 」 。 


り 2 、 
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94 . 


9 、 


注 15 
彼 等 は 王座 に 
て この 上 更に 「 神 は 彼 等 を 御 気 に ? 
が 


注 : 16 


. 彼 は 云わ ん 、 


湧 き 出 る 泉 から 流 め る 破 は 一 同 に ゆ ぐ り 、 


その 碧 き 泡立ち 、 飲 むと 実に 旨 し 、 
その 中 に は 本 町 する も の を 含ま ず 、 体 を 疲 


れる す も の も な し 


彼 等 の そば に 、 昌 すず や か に し て 肝 た 1 
た 0 Co 、 ( 注 15) 
さながら H 射 し を 胡 う 卵 の 如き その 美 し 
S 。 


や が て 、 役 等 は 互 に 話し か け 、 誠 ね 合う 。 


中 に 一 人 の 発言 着 あ り て 、 云 う 、「 我 一 人 の 
友 あ りき 


を の 彼 い つも 日 医 の よう に 「 お 前 まで それ 
が 真 と 信ずる 頼 な る か ? 

役 守 死に 、 土 上衣 と に 帰し だ る 後 、 我 等 は 

必ず 返 報せ ら る る と な ?7 ょ と 云い だ り | 上 と 。 


. 更に 役 の 発言 者 ょ 左右 を 見 まわ し て 、 ぶ わ 


ん 、「 綿 の 上 衆 、 その 男 を 見 て 御覧 じ ろ 中 
( 注 16) 


. 彼 は 下 を 見 て 、 地 獄 の 火 の 中 に その 友 を 


めん 。 
[アッラー の 御名 に か け て 、 没 
は 我 を 危う て 減 ぼ きん と せり 5。 

も し 我 が 主 の 恩恵 な か り せ ば 、 我 は 必ず 地 
区 に 引き 立て られ る 者 の 一 人 な り し な ら 6 
ん 」 


イスラム 教 徒 が 、 前 節 に 書か れ た だ 恩恵 を 全て 了 葛 っ だ た 事 は 、 歴史 が 証し て いる 。 人 彼 等 
- 護 り 、 権 力 を 享受 し だ た 。 人 人生 の 洛 れ 無き 楽し み を 全て 味わっ た 。 美しく 貞 波 な 妻 を 敵 っ だ 。 そ し 
1 し 、 彼 等 は 神 に 喜び や 感じ だ 」(58 章 23 后 


話し 年 は 52 節 で 述べ ぐら 6 れ だ 天国 の 人 の 事 で ある 。 


見 た いか と 思 ね る で ある ろう 。 


に 本 語 に ー 
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Se の まう 


3 ン ょ の 
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アデ アナン イ D デア 
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う の > と 


oe 366828AE6 


ヴー ュ ア ンタ イン 
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ユイ 


(の JOCAGCWIOSUIGCANKY 


の 5 の 8 
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@os053 1 


a* 4 計 UGE 


9 All5 こ ③5b3 
oes205Y316 始 
ン ッ ン っ ぅ っ? 


eokaloee03 う 5995 


は 連 園 を 手 に し た 。 


中 。 こ れ は 彼 等 の 最大 の 僅 で あっ 


彼 は 、 天国 の 他 の 人 々 に 、 彼 の 以前 の 不信 者 仲間 を 
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59. 「 我 等 は 再び 死な ざる か 、 の CS の し | 
60. 先 の 死 は 別 と し て 、 曽 し て 刑 劉 を 受け ぎる OTG'WR て 9 5 8 59ICSS 2 
か ? ( 注 17) 
ュ 2 を と る デア デ 
61. げに こ は 最 上 の 歓喜 な り 。 ( 注 18) Nd38 
62. され ば 、 和 共 力 する 者 に は 、 か く の 如 きこ と レン 語 人 時 アス アナ 人 表す - 
| * 
の た め に 努力 せしめ よ 」 ⑨ ら slUosb IA 
63. この よ う に 人 稚 待 さ きれ る が いい か 、 を 和 れ と も タレ ン ン ラン クタ タ ご の ラン ン 
ザッ クー ム の 木 か ? ( 注 19) COUT が DPMCCIH 
64. げに われ ら 6 は 悪人 ども を 試み ん が だ め に こ ye ノッ エレ リウ レン 由 
の 樹 を 創れ り 。 ( 注 20) @oua) oN 
55. げに を は 地獄 の 底 に 生え ぇ る 樹 な り 。 ( 注 う ラッ ー ン うぅ 2 の う 2。 クラ タタ ン クレ ンス ン そ 
21) G9eAeoJl Lo1 (3 と yoO eo: 51 
66. し て 、 そ の 果実 は 愉 も 蛇 の 頭 の 如 し 。 eo の 5 0 
67. 彼 等 は それ を 食わ きれ て 、 腹 は 満た きれ る 昌 ンタ レン 41 
了 6oKG Go9 
で ラン 。w ンー プラ 4 舞 る 
68. その 上 更に 煮え た ぎ る 汁 を 飲ま きれ ん 。 の su と の 52 5 の 9 83 
69. 然 る 後 、 彼 等 は 地獄 に 必ず や 帰 避 る せら れ ⑲ ted 半生 
が ソー ュ ・ ロ ア 
oc ぅ タ 0 ぁ 。 デ デ テ 
70. 彼 等 は 迷 主 する 先 舞 を 見 て 、 CU MMURPSAHI 
71. 自分 た ちゃ も また その 足跡 を 急ぎ 追い 行け ン ラ ウン ッ タ っ IL 革 4 を 
⑨ | ぁ る 2 
り 。 ( 注 22) ウン 


注 17 天国 の 信者 は 、 人 人 間 の 大 いな る 運命 、 邑 ち そ の 永遠 な る 生命 に 言及 し て いる と 此処 に 述べ られ て いる 。 
人間 は 、 こ の 世 を 離れ だ 後に は 死 を 迎え る 事 は な いで あろ うと 、 彼 は 語る 。 永 剖 へ べ の 彼 の 魂 の きす 65 い は 、 弥 
わり 無き も ぁ も の で あろ う 。 


注 18 人 問 に と り 5 最高 の 運命 成就 は 、 水 拓 の 生命 や 享受 し 、 絶 え ず 精神 的 発 坪 を 遂げ て 行く 王 に ある 。 


注 19 を それ を 、 死 に 到 ら し め る 有害 な 食物 と いう 意味 に と れ ば 、 当 節 は 、 「 不 信 選 者 の 呪 わ れ た 木 の 乗 実 を 食 
べ で れ ば 、 精 神 的 な 死 を 被る ] と いう 辻 味 に な る 。 


注 20 不信 心 者 の 有害 な 本 は 、 淀 に 人 々 に 填 を 与え て 来 た 。 
生 21 不信 心 者 の 本 か ら 6 食物 を 得る 者 は 地獄 の 底 へ 落ち る 。 


注 22 人 は 百 い 慣習 に 捕 ち われ が ち で ある 。 古臭い 考え や 偏見 は 容易 に は 無く な 6 ない 。 人 々 が 表 実 を 受け 
入れ る 際 の 最大 の 障害 は 、 ク ルアー ン に 繰 } 返 し 述べ られ て いる 様 に 、 新しい 考え を 拒む 役 等 自身 の 姿勢 に あ 
る 。 
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7 け . 


74. 


75. 


76. 


『 が 店 


76、 


『 


SU 、 


G] . 


62 . 


89 . 


84 . 


85 . 


80. 


注 23 


彼 等 以前 の 昔 の 人 々 も 大 方 は 罪 を 犯し た 
が 。 


る れ は ば は 、 わ れ ら は 役 等 に 等 寺 者 を 遣わ せ り 。 


見 よ 、 稀 告 きれ た 者 の 末路 が 如何 に 悲惨 7 
り し か を 、 
アッ ラー に 選ば れ た 僕ら を 除い て 。 

稼 二 項 
昔 、 ノ ア が われ ら に 救い を 求め た 時 、 わ ゎ われ 
ら は 彼 の 嘆 珠 の す ば ら 6 しき 聴 取 者 な りき 。 
われ ら は 彼 と その 家族 を 大 難 か ら 救い 、 


を の 子 光 を 唯一 の 生存 者 た らし め ゅ たり 5。 
( 注 23) 

更に われ ら は 、 後 の 世代 の 入 々 に まで 、 彼 
を 計 を せしめ た だ り 、 

すなわち 、「 諸 民族 の うち 特に ノア の 上 に 平 
安 あ れ ] と 。 


か く の 如 く 、 わ れ ら は 癌 行 を 積む 者 を 賞 す 。 


げに ノア は 、 段 信 な る われ ら の 僕ら の 一 人 
な りき 。 「 

四 し て 、 わ れれ ら は 、 を の 他 の 者 どぉ を ば 湖 
死 せ し め た だ たり 。 

げに アプ ラ ハ ム も まだ ノア と 同 
ぜ り 。 

アブ プラハ ム が 純粋 な 心 を 以 て を の 主 の 許 に 
来 た り し 時 を 思 と 

アブ ラ ハ ム は その 父 並び に を その 民 に 向っ て 
云 を た り 、|「 お 前 た ち が 拝 むせ も の 、 そ は 条 ぞ を 
や 


じ 信 仰 を 有 


ノア は 和信 類 の 文明 の 巡 を 築い た 。 


ノア の 子 索 に 吸収 る れ 、 果 て は 減 び て し まっ た 。 


SQ Uーー 


ソン > デン う 9 クン レッ タ 9 ン ッ ン る ロア HI 
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の 〇 ba る 463 じ り 1A9 5 


@obdAL4SE GE36 
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@oues いじ j 
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の UN] と 45 た 2 う 
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の GASES3 

6 < ャ ーー スン (ビタ ニン ン 
⑨ob2913 EE の の 3 
oO た と 4 
ocsel es 0」 

ビッ 29 シィ ン 5 ア 
OOCPYAIIVNVC 移 と た 

@ の SE 3 

ンプ ン 

AA つらら う の りう 


9 生み ウ | 
⑨ oe CA おう 2 くう 


ミーー 


2 と うる ん (る マ 
4 っ 554 うり 6 


ン アデ 


で アラ み タ ラン, ン 
GO5soc5 5 し 4。 


章 に 、 文 明 の 後 明 す る 社 


文明 が 発達 する 一 族 は その 人 口 も 所 た その 逆 に 、 
会 で は 、 そ の 周辺 城 に な いて まで 人 口 は 減っ て 行く 傾向 に ある 。 
を 及 し て いた 導 、 他 域 へ 領土 を 拡大 し 、 文 明 の 低い 人 々 を 支配 し た 様 で ある 。 


ノア の 末 褒 は 、 高 い 文 明 を 備 を 、 豊 富 な 資源 


低 文明 の 人 々 は 時 の 流れ と 共に 


三 十 七 事 Ja ンー 





87 . Wh を 求 1 
88. 人 お 前 た ちな ん と 考え る eoudlo 仙 g じ 3 
89. 2 ( 注 の al 3 人 
90 . NG り 、[ 気 分 が す で れ 史 」 と 。 (人 注 ⑤2&2S10UG3 
91. MO 去れ の PAR 


92、 を こ で 、 ア ブラ ハム 密か に 彼 等 の 神々 の と 
ころ に 行き て 、 云 えり 、「 お 前 だ ち 食 ぬか ? 


③。 


ンタ の アン スレ レン タッ 、 レレ リン クレ ン 
od の 人 53 


93. 如何 が し た 、 価 故 も の 云わ ぬ ?」 と 。( 注 の る LEY に 
の Ob ら 5 353 し 
27) 衝 
94 . アブ ラ ハ ム は 神 々 に 飛び か か り 、 右 手 を 以 2 3 し クッ プク 。 マンス 
ィ を 打 て り 。 ( 注 28) の osbG びら 2 と いう 
95. そこ で 、 人 人 人々 は 急い で アプ ブラ ハム の と ころ の 8 4112122[ く 
の 535 と 32LS 
へ 来 だ れ り 。 っ ァ JUL5 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー アーツ 


年 24 和信 は 人 人 測 の 湊 を し た 偽り の 神 を 祭 め 易い も の で ある 。 彼 は 、 神 の 力 、 太 腸 、 月 、 星 等 自然 の 物体 、 神々 
が 礎 や 石 か 6 切 り 出 し た 無生物 、 更 に は 役 自身 の 古臭い 習慣 、 偏 見 、 迷 信 、 弁 望 、 感 情 等 が 、 そ の 他 り の 神 に 
起因 する と 考え る 。 


注 25 アブ ラ ハ ム と 彼 の 聴 広 の 間 で 行なわ れ た 論 省 は 、 夜 更け まで 続き 、 こ の 話し 合い が 無益 だ と 見 た アグ 
ラ ハ ム は 、 そ 息 を 早く 打ち 切り た いと っ て いた 様 だ 。 そこ で 、 話 し 合い が 夜 ま で 長引き 、 も う 潮 時 で ある と 
悟ら せる 為 に 、 彼 は 星 に 一 舟 を くれ だ の で ある 。 


下 26 話し 合い が 無駄 で ある と 考え た アブ プラ ハム は 、 人 気 分 が す で れ な い の で 一 人 に し て て くれ な いか と 人 々 に 
0 ス 、「 和 気分 が す で れ ぬ ] は 次 の 様 な 雇 味 が ある 。(1) 区 信達 が 偽り の 神 を 崇拝 する 為 、 私 の 気分 は すぐ で れ 
な い 。(2⑫) 貧 人達 が 偽り の 押 を 系 ゆる の で 、 私 は 非常 に 悲し い 思 い を し て いる 。 (3) 私 は 次 人 達 の 偽り の 神 崇 皇 を 


注 27 生け る 軍 の 最大 の 特 作 と 上 は 、 神 が その お 選び に な っ た 下僕 に 語 りか けら れ 、 交 彼 等 の 禄 り に 耳 を 傾け 
られ 、 そ し て それ に お 答え に な る 再 で ある 。 信者 に 語り か け だ たり 、 を その 声 に 耳 を 傾け 、 そ の 析 り を 受け る 力 が 
無けれ ば 、 それ は 死ん だ 神 で ある 。 


邊 28 石手 は 力 と 上 強 る を 餅 徴 し て な お り 、 ア ブラ ハム が 全力 を 持っ て 偶像 を 打ち 、 粉 々 に 砕い て し まっ た と 、 


この 節 は 示し て いる 。 又 、 右 と は 級 じ を 意味 し て いる の で 、 当 節 は 、「[ ア ブラ ハム が 自ら の 級 い を 果たす 人 為 に 偶 
像 を 打ち 砕い た だ ] こと を 表し て いる 上 も いえ よう (21 万 58 節 ) 。 


DD 


演 十 上 事 


ざさ 


ツー ャ ジア ー ボ 





き ュ 

96. アブ ラ ハ ム は 云 た り 、「 お 前 た ち は 己 れ が 刻 OS る MK 6 
ん だ も の を 拝 す る か '、 

97、 お 前 た ち を 創り め 、 ま た お 前 だ た ち が こ し ら え を レッ トン ンク シン ン 
た も の も 本 来 創造 せる お 方 は 、 アッ ラー に OO WV を 1E40 
非 ざ る か ?」 と 。 ( 注 29) 

98. 彼 等 は 云え り 、「 彼 の た め に 小屋 を 尋 て 、 そ ゃ 2 IEW1HKAINE 
の 火 の 中 に 彼 を 投げ 込め ] と 。 2 を 

99. か く の 如 (、 彼 等 は アブ プラハ ム に 悪 だ くみ AA: に < の 1 ス 多 電 4 
を 人 策 し た れ ば 、 われ ら は 役 等 を 痛烈 に 辱 し 本 Jas 3 も bb 
め だ り 。 ( 注 30) 

100. アブ ラ ハ ム は 云え り 、「[ 我 は 主 の 計 に 行か (OO も ea 5 う 
ん 。 主 は 必ず 中 我 を 導 か ん ] と 。 四 四 

し か た お 
101. 面 し て 、 彼 祈り て 云え り 、「 王 よ 、 葉 に 芝 COCX と ン ke 
うー いこ ⑤ いつ 
し い 息 子 を 授け だ まえ | と 。 Pe こら ン 
102. 故に われ ら は 、 和 寛容 な る 一 男児 の 朗報 を ッ ( ン ーー 1 ター 21 っ る ン ン 
AA eS5 3 ら 
ケア タッ ウッ 村 信 売 だ り ゆ タ < 用 シン 

103. き て 、 を その 子 が 、 ア ブラ ハム と 共に 夫 り て ング レッ ン 2 ン ィ ン 
困 れ る 年 頃 に 成長 し た だ 時 、 ア ブラ ハム は 云 テ (の)) GO dE20052 が 
ぇ えり 、[ 愛 する 息子 よ 、 我 は 液 を 犠牲 に 供 ぇ 4 タ と 35 じ 2 マン 9 フッ ンー タン 

| の いい 25125 
る こと を 芝 に 見 た り 。 き る れ ば 、 液 、 之 を ど 2 リウ 51Gla 
こう 田 うか っ 5 ーー 上 リプ に の Pre の セン タン 2 
う 思 うか ?」 と 。 忠 子 は 答え て 、 坪 え り 、 と ら 1GA め うう ン 2> 1 cb 
父上 ょ 、 NSIM 4 の 了 
ラー の 思 し 吾 し な ら 6、 我 よく 耐え 准 ぶ 者 な (ゆい Ao ら 2 
る こ 0 の に 証明 せん 」 と 。 ( 注 31) 

104. か く て 、 両 名 は 神意 に 従い 、 ア ブラ ハム GS ン ( 52CC4tS 
が 息子 の 額 を 地 に 伏せ し 時 、 CO 

105、 われ ら は アプ ブ プラハ ム に 声 か け て 、 云 を 5、 ソゥ ッ 1 は ゥ イタ リッ ン ン ン 
[アン ジラ ハ のみ ょ 。 の PCYOILUG' や 

注 29 次 入 方 の 道具 と な る 手 、 足 。 

注 30 アァ アブラハム の 地 達 は 、 彼 に 刃 向かっ た だ 人為 に その 計画 を 妨 寺 きれ 、 深 い 屈 辱 を 味わっ た 。 

注 31 テプラ ハム が 、 神 の 命令 に 従い 、 二 人 人 の 息子 イシ ュ マ エル と イサ ク の どちら を 生け に えん に 捧げ だ か と 


いう 志 で 、 ク ルアー ン と 表 半 は 意見 を 異 に し て いる 。 聖書 は イサ ク で あっ た と 述べ ( 剣 世 記 22 章 2 節 ) 


一 方 


クル アー ン は イシ ュ マ エル で あっ だ と 明記 し て いる 。 (詳細 は 英語 版 参照 の こと ) 
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106. 流 は すでに その 茅 の 約束 を 履行 せり ] と 。 っ 狗 メン KB ン ッ ン 
か く の 如 く 、 わ れ ら は 普 事 を な す も の を 賞 dPINVIE DIG Co 2 
すす 

ここ うみ % ぅ > タワ タ ャ ン い 。 机 

107. げに こ は 明 ら か な 試練 な りき 。 | の oO る 

108. われ ら は すばらし い 冬 牲 を 以 て 彼 の 息子 2 8223 っ 
を 購 い た り 。 ( 注 32) ら aA2 め ゆ 

109. 西 し て 更に 、 われ ら は 役 の 世代 の 人 々 に ブフ ッ 、02 ーー 。 イラン クン レ 

・ ア , wl う @ ep 
まで 役 を 讃え せしめ た り 、 ( 注 33) ②⑨ い テッ 22 

110.、 すなわち 、「 ア プラ ハム の 上 に 平安 あれ ] 9」 
了 es あじ 

111. か く の 如く 、 わ れ ら は 善行 を 積む 者 を 党 OGs 
の 2 

112、 げに アブ ラ ハ ム は 、 徐 償 な る われ ら の 位 oe > 5 

os be 2 451 
の 一 人 な り さき 。 

113.、 また われ ら は 、 ア ブラ ハム に 、 義 し い 人 の の AL 32 3 し 7 ン 
間 の 一 人 だ る 預言 者 イサ ク の 誠 報 を 伝え た の と 
り 。 


ァ 問 アブ プラ ハ 人 ん gg ーー デア デア 1 キッ 1 1 
114 . を の 上 われ ら は 、 メグ ジグ ム と イサ ク を と うら 20 24 内 の 6 
0 穴 和 れ ど も 、 彼 等 の 子 始 の 中 に は 


て の > ゥ プ w る 
行者 も あれ ば 罪人 も あり 。 ( 注 39) は 人 也 凍 バシ 
張 皿 項 
115. げに われ ら は 、 モ ー ゼ と アロ ン に 軸 恵 を で ンタ トン コラ チサン マン ン ラン ン 
⑲ 〇 の あう (ee2 EE ス くい 叶う 


施し だ り 。 
116. すなわち 、 われ ら は 、 役 等 両 名 と その 民 で し SE の ノ プリ ンタ グン ン の 9 っ 2 ア ンー 
を 大 難 より 救い 出し た り 。 OAITSY1 と 1 タ 04 し AS う 5 


注 32 "イシュ マエ ル を 生け に えと し て 捧げ る 為 の アブラハム の 準備 は 、 ハ ジ (GMK 入 ) の 磯 に 欠か せな い イ 
スラ ム の 生け に を ぇ の 法 に 従い 行わ れ だ た 。 この 節 で は 、 ア プラ ハム の 時 代 に 流行 っ て いた 人 間 の 生け に え ぇ を 廃し 、 
代わ も り に 動物 の 生け に ぇ を 捧げ だ と 暗示 し て いる の で ある う 。 

注 33 アプ ブラ ハム を し て 後世 に 名 を 残せ し ゆ だ た の は 、 三 大 宗教 で ある イス ラム 教 、 キ リス ト 教 、 ユ ダ や 教 、 
の 欧 子 達 よ り も 、 刀 か に 偉大 な 教訓 を 授け られ だ た から で あ り 、 こ の 事 は 、 こ の 偉大 な る 創始 者 を 先 家 と 仰ぐ 人 々 
に と り 誇 り と な っ て いる 。 


34 "われ らち ら は 、 ア ブラ ハム と イサ ク を 祝福 せり 。" この 言葉 は 、 神 が イシ ュ マ エル を 通し て 、 ア ブラ ハム 
の 子孫 に お 与 を に な っ た 祝福 を 示し て いる 。 イ サク は 、 別 に 、 そ の 名 前 で 書か れ て ある 。 
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第 二 1- 薄 


し か に 本 
117. 布 し て 、 わ ち れ ら は 役人 等 を 援 け 、 勝 利 者 た 
らし め た り 。 


118. その 上 わら れ は 、 事 理 を 明らか に する 経 
典 を 彼 等 に 授け た り 。 

119. 市 し て 、 彼 等 を 正しい 遺 に 導 け り 。 

120、 布 し て 更に 、 わ れ ら は 後 の 世代 の 人 々 に 
まで 彼 等 を 計 を せしめ た り 、 

121. すなわち 、|[ モ ー ゼ と アデ ロン の 上 に 平安 あ 
れ 『] と 。 

122.、 か く の 如 く 、 わ れ ら は 善 事 を な す 者 を 賞 
す 。 

と 『 し も べ で 

123. げに 彼 等 両 名 と も 篤 信 な る われ ら の 僕 な 
D き 。 

124. 次 に エリ ア も また 確か に 、 使 徒 の 一 人 な 
りき 。 ( 注 35) 

125. エリ ア は を その 民 に 血 っ て 云え り 、| お 前 だ 
ち 神 を 穫れ ぎる か ? 

126.。 パー ル を 拝ん で 、 最高 の 創造 者 、( 注 
36) 

127.、 すなわち 、 ぢ お 前 だ た ちの 主 で あり 、 祖 先 の 
主 だ なる アッ ラー を 捨て る 気 か ?] と 。 

し か くう 

128. 尋 る に 、 彼 等 、 エ リア を 嘘つき と し て 過 し 
た れ ば 、 そ の な せる こと の 申し 開き の た め 、 
いずれ 神 の 御前 に 曳き 出 き れん 、 

129。 但し アッ ラー に 選ば れ た 僕ら は 除く 。 

130. 市 し て 、 わ れ ら は 、 後 の 世代 の 人 々 に ま 
で 彼 を 讃 を せしめ だり 、 
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0 〇 うう う (の の 92 し を の っ 


| 


1 ア 
* 


@ の csrdl の So 届 
@ossS5Ce eS 


る ン ュ ュ リン?22 ンマ の 。 る ゃ アッ 
の oo すみ CUG) 


ン ッ クン プン ン ゥ イレ レ ぅ 
@o% う 14s589 0 


ブン 5 スイ > イン 2 タ ィ アン クッ レン ラ タ ッ ン ン 
(GOCIICITG こ SG 
アッ ュ ク ン 2 タタ シン ピュン レレ の っ 
@CM57UAEtS う 26 

ダイ レッ タン ラタン ッ タ タン タフタ タン ン 

(⑨ 〇 うぅ / ら っ uJ > の 5 めい 3 
AI 

た デ ANJ っ と 1) 


ルリ 1 み * し レア ノン の 
(eXG2 と JI を と いい で 


注 35 エリ ギヤ は 紀元 前 900 年 頃 存在 し た 。 彼 は ヨル ダン の 東岸 に ある ギリ ー ド で 生ま れ た 。(Jew. Enc, 列 王 


上 17 韻 1 節 ) 


注 36 バー ル は 、 聞 言 者 エリ ヤ の 聴 染 の 崇拝 する ひと つの 個 像 の 名 で あっ た 。 こ の 人 人 々 は 太陽 を 上 め だ 。 バ パー 
ル は 太陽 神 で あり シリ ア の ある 町 の 入 々 は 、 そ れ を 水 め て いた 又 、 そ の 町 は 、 現在 は シリ ア に あり パー ラ ・ ベ ペッ 


ク と 呼ば れる 。 


こさ 和 9 生 


第 三 寸 間 


アッ サ ー・ フ ァ ー ト 





131. すなわち 、| エ リア と を の 民 の 上 に 平安 あ 
れ 」 


192。 が て く の 吉 て 、 
す 。 
と くし ん 


133. げに 彼 は 乾 信 な る われ ら の 僕ら 6 の 一 人 な 
りき 

134. 次 に 、 ロ ト も ま か 確 か に 、 使 徒 の - 和 人 な 
り 記 人 


135. われ ら は ロト と その 家族 を 救い た 5、 


われ ら は 和 登 事 を な す 有 者 を 賞 


136. 但し 後に 残れ る 連中 の 中 に 入り し 一 老女 
を 除い て 。 


し か 


137. 然 る 後 に 、 わ れ ら は 他 の 者 を 浴 く 減 ぼ せ 
5 。 

138. げに お 前 だ た ち は そ の 廃 壇 の を ば を 、 朝 な 、 
139. 夕 な に 、 往 き 来 す 。 こ れ で も 、 
だ た ち わ か ら ざ る か? ( 注 37) 

第 五 項 
140. 次 に 、 ヨ ナ も また 確か に 、 使 徒 の 一 人 な 
りき 。 ( 注 38) 
141. 彼 任 物 を 満載 せる 船 に 逃れ し 時 、( 注 
39) 
く セ 雇 
142. 水夫 と 共に 鐵 を 抽 き 、 負 けた だ た り 。 


143. 自 貴 の 人 に か られ て いる 時 、 一 魚 あ り て 
彼 を 春 め り 。 


な ぜ お 前 


注 37 ロト が 伝道 に 歩い じ た だ 町 ソウ ドム そし て ゴモラ は 、 アラ ブ の 衣 商 が 尽 夜 通 っ た 、 


@ の AE あ 多 < 


@C で Ass の 8 SN 色 」 
@ の es291 も > じ c こ グ 33 


る 


@Q に C す 813 


サン ッ レッ プイ フッ イン タル ンズ っ 
⑲ の nsa ゅ 5 AS 1 


の Cd 35 鐵 
@C2062 う 3 
者 あり 
OOIFKGDRWSI 
(CGIRUPMGY 
OGAITOIM 拓 | 
@ctsuAIozo55 22 じ 3 


の アン プン う 


の 2 る うら 1 03 


シリ ア か ら ア ラビ ア へ 抜 


ける 街 遵 浴 い に あっ だ た 。 クル アーン の 他 の 六 所 で は 、 これ 等 の 町 は 、 今 で も 存在 し て いる 道 に ある (]5 吉 77 節 ) 


と 記さ きれ て いる 。 


注 38 ョ ナ は イス ラ エ ル の 聞 言 者 で 、 ジ ェ ロ ボム 二 世 、 双 は ジェ ホ ハ ズ の 治世 で あっ た 上ル 世紀 に 存在 し た 。6 


音 87 館 及 び 88 節 5 参照 の 事 。 


邊 39 。 理 書 に よれ ば 、 ヨ ナ は 神 よ り ニ ネ ベ に 串 い を か ける 様 命ぜ られ だ に も か か わら ず 役 は 神 の 意 に 従わ ず 


タル シー シ へ 逃れ だ (ヨナ 普 ・ 


] 章 3 節 )。 ク グル アーン は 、 


この 加 壮 の 記述 は 神 の 務 言 者 を 非 貴 する も の だ と し 


て 、 尋 議 を 唱え て いる 。 しろ 、 ク ルアー ン は ョ ヨナ の 人 々 に 対し 怒り を 表し て お り 、 彼 等 が 神 の お 告げ を 拒ん 


だ 盆 に 、 ヨ ナ は 役 等 か ら 逃 れ た の で ある 。 


FrD99 
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144. 彼 も し 神 を 讃え る 者 な ら ざ り せ ば 、 


145. 必ず や 審判 の 日 まで 魚 腹の中 に 居 た り し 
か らん 。 

146. 然るに 、 われ ら は 、 彼 を 荒涼 た る 岸辺 に 
打ち 上 げた り 。 布 し て 、 役 病み ぬ 。 

147. 68 ら 0 語 の 年 の ボ の 
ら せ り 。 

148. 耐 し て 、 わ れ ら は 、 彼 を 使徒 と し て 、 十 
万 人 、 い や それ 以上 の 人 人々 の と ころ へ 遣わ 
し た り 。 

149. 誠 し て 、 彼 等 みな 信じ た れ ば 、 わ れ ら は 
彼 等 に 暫時 生 を 楽し か こと を 許し た り 。 
150. 彼 等 ( 注 40) に ね よ 、 彼 等 の 主 は 娘 を 

有 し 、 彼 等 は 子 を 有 す と 云う か と 。( 注 
41) 
5 まだ 。 われ ら は 天使 た ち を 女 注 に 創り し 
か 、 彼 等 之 を 目 繋 し た と 云う か と 。 
152. 彼 等 の 云う と ころ は 、 歴 然 た る 作り ご と 
な り 、 
153. [アッ ラー が 子 を 生 め り 」 と は 。 彼 等 は 
開 違 いな く 嘘 つき な り 。 
154. アッ ラー は 皿 子 より ぁ 
る が か ? 
155、 如何 が し た ? 


むし ろ る 娘 を 選 


決 等 どう 判断 する か 9 


156. お 前 だ た ち ま だ 反省 せ ざ る か ? 


157. それ と も 、 明 ら か な 証拠 で も ある の か ? 


158. も し お ぉ 前 だ ちの 言葉 が 本 当 な ら 、 お 前 だ 
ちの 経典 を 出し て 見 せよ 。 


221。 ルス 4 
し e る Ax |。*o 


eoe dES 


リン ラタン 2 る 


@o ぁ JA oCO1GEJI 22 


2 ディ クル レレ マン ン アン > ラッ アン 。 ン 
EE [ 


@693 は 所 51O う の 19 


グ 2 タ ょ 。 0 65 12 移 


の めい ぃ 


01203 

の co に 仁 5 
ピナ ルアン アス シン 

OS の いら 


時 
9 Ri0d 1 
OO の らい 


2 。 2 タッ クン > ッ うぅ 9 
reoh 





注 40 不信 心 者 の メッカ の 信 々 。 


注 41 アラ ブ の 人 人 々 は 、 神 の 力 を 天使 の 為 せ る 業 上 し 、 天 使 達 が 神 の 娘 で ある と 信じ た 。 


像 振 と し て 非難 る れ て いる 。 


ーー 一 


この 事 が 此 所 で 但 
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159. 彼 等 は 、 アッラー と 妖 起 と の 間 に 血縁 あ ッ ル 5 じ る 231 ? 1 2 だ と 1 スィ 
5 と 主張 す 。 然 る に 、 妖 電 は 審判 の た め 神 3 
の 御前 に 上 き 出 きれ る 身 な る こと を 承知 キン TE 
すら 
160. 型 な る か な アッ ラー、 役 等 が 彼 の せい に リン 25 RNN 
する も の か ら 越 する 御方 。 で い 
161、 な れ ど 、 ア ッ ラ ー に 選ば れ た 僕ら は 、 か II トス る 
く の 如 きこ と ! 等 OO ここ IP 13 じ 。 間 
162 . お 前 だ ち 、 並び に ぢ 前 だ ち が 崇 ます る も マン ーッ タタ 2 る レン ン 
の は . 653 し 2556 
163. アッ ラー に 逆らっ て 何人 も 迷わ すこ と を ッ ン 。 イタ シン 
得 ず 、 @ の oop し 8 に 
164. 地獄 の 火 で 焼 か れる 者 を 除い て 。 @etasdiJU23 の 
165. 天使 た ち は 云う 、「 我 等 の うち 一 人 と し て マタ イラン タン る 人 2 エレン 
定め きれ た 部 署 を 持た ぎる 者 は な し 。( 注 9 929 2 っ の 9LCs 
42) 
5 (KR CGIH 
166. 我 等 は 別 を な し て 整列 し 、 98 る 8 1 = 
167. アッ ラー の 栄光 を 庄 え 奉る 」 と 。 (CGC) ii 
に に ) ーー ょ ブン ルッ タン Z リ ッ タ レレ 
168. 役人 等 は 常々 か が 《 く 云え り 、 ②⑨O98J 5 の!5 
169、 「 も し 我 等 が 古代 の 人 々 の よう に 帯 典 を の QNo2RSS5 ス の 3 
有 し だ か もら ば 、 ' 
し も て 
170. 我 等 は 確か に アッ ラー の 選ば れ た だ 僕 に な し インス 
6 (ls 
り し も の を 」 と 。 ら oyeelatiSEeGSi 
は 。 た 2 みろ が 、 0 ざ ク ルアー ン か : 彼 等 に 降る COYOY4A に 1 22 
と 、 彼 等 は 之 を 信 ぜ ず 。 されど 、 彼 等 は や OPT 
が て 思い 知ら ん 。 
172. に わ 和 れ ら の 言 旨 葉 は すでに 使徒 な る われ 1 ンタ ンク ラン ンプ タン ン ン 
| 
0 り 、 ンプ の VIG と 
ゥ タン ぴ 1 4 
173. 使徒 た ち が 救 授 き れる の は 確か な 、 23) の 9 


注 42 この 言葉 は 、 あ る 人 人 々 の 言う 様 に 、 天 使 を 指す の か も しれ な い 。 他 の 和信 々 に よれ ば 、 そ れ は 信 才 に つ 
いて 述べ て いる 事 に な る 。 


0 が 一 
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174 . 


』7O、 


1 94( 


7 。 


1 


179. 


180. 


181 . 


182 . 


9J. 


年 43 


また だ 勝利 する は われ ら の 車 勢 な り と 。 


る れ ば 、 液 、 し ば らく <《 彼 等 を 願 み る な 。 
し か 
岳 し て 、 彼 等 を 見 守れ 、 役 等 に 己 が 未踏 


を 見 せしめ ん が た め に 。 


な ん と 、 彼 等 は われ 6 ら が 刑 鉛 を 催促 す る 
か ? 

きれ ど 、 い ぎ それ が 穫 和 の 下記 に 降る 時 、 
を は 突 告 きれ た 人 々 に は 補 な る 朝 な る 
し 。 ( 注 43) 

され ば 、 液 、 し ば ら 6 < 彼 等 を 応 み る な 。 
j し て 、 見 守れ 、 彼 等 に 己 が 末路 を 見 せ 


し めん が た だ た め に 。 
中 な る か な 液 の 主 、 栄 光 の 王 、 
張 す る も の の 上 に 超 在 す 。 


使徒 た ちの 上 に 平 客 あ れ ! (44) 


計 え あれ アッ ラー、 万 物 の 主 。 


この 言葉 は メッ カ の 人 々 に と り 各 


彼 等 が 主 


旗 邊 の 日 と な っ た 、 


ん 00 の ST 


の 29 も 、 タ タイ マン 2 クマ リン 
⑨ 〇 woe Oc の りう 
ュ ン > タッ ン レン ン 

@ys 生 5 

2 9 27 タダ アン ョ ンク う タ ラー 5 ズ る 
OO 全 すす テッ 1 


Gi ッ ン タン Os3 メン 還 


の GCC2 北 322 と 6 


了 の の 2 の 


(ある 500 
@o ら と 


デア 292 22 アッ ンス > 


(② 〇 うら マ いう 5 fu| 5 


@ Gt 


計 生生 まり TVYG も YO こ 204 
ウゥ アプ 2 る ) アン 
coo まめ う 


と アァ ゥ ッッ が かみ の 
@owudl うる bs 
メッ カ 育 落 の 日 を 指し て いる 様 だ ど 。 こ の 時 、 総 勢 


一 万 の イス ラム 軍 が メッ カ の 郊外 に 押し 寄せ だ た だ 。 メ ッ カ の 人 々 に よる 友人 イス ラム の 企 て は 共 く 失敗 に 終わ り 、 


信者 の 側 に 輝かしい 勝利 が も あだたら され か た 為 、 


注 44 


彼 等 の 屈 礎 の 器 は 浴 和 れん ば か り に な っ だ 。・ 


この 昔 葉 は 、 全 預言 者 及び 神 の 使者 を 代表 する モハ ッ マ ド 打 言 者 を 指し て いる 様 だ 。. 


一 698 一 


は トー 


IN 上 


. 彼 等 以前 に 、 


。 あの 男 は 諸々 の 揚 々 を 、 


.。 我 等 は 今 ま で の 宗教 


. 救 等 の うち あの 男 に 





(メッ カ 克 示 ) 


慈 自 深 み 遍 く ア ラー の 御名 に お い 

063 

サー ド 。※ 訓 戒 に 満ち た る クル アー ン に か 

PAN を は われ ら が 啓示 の 言葉 な 5 
の 神 


. 信 ぜ ざる 者 ども は 間違っ だ うぬぼれ と 憎 し 
み に 深 く 全 ま る 。 

われ ら は 各 何 に 多く の 世代 を 

滅 ば し だ こと か ! 彼 等 は 落 悲 を 嘆 題 し た 
けれ ど 、 す で に 遅く 、 人 逃れ る 間 な か りき 。 


. 彼 等 は 自分 た ちの 中 か ら 企 告 者 が 登場 せる 


こと を 和 銘 き 怪し せ 。 面 し て 、 不信 心 基 ど も 
は 云 4 り 9 り 、| こ は 大 山師 の 妖術 つか いな り 。 


星 一 の 神 と な す と 


が 7 ここ ば は まこ と に 奇怪 な こと な か なり と 。 


、 役 等 の 長老 た ち は 触 れ 歩 けり 、 「 住 け 、 お 豚 


だ 志和 まで も 座 持 せよ 。 こ は 企 


-、 か くく の 如き こと あ 
る を 開か ざる な り 。 こ は た だ だ の 作り 話 に す 
ぎす 。 


の み 訓 戒 が 降り た る 
か 7 | と 。 否 、 彼 等 は わが 訓 戒 を 疑う 。 彼 
等 は まだ わが 懲罰 を 味 わ ぎ ざる が 故に 。 


停 旋 者 、 厚 施 者 た る 流 の 王 、 を の 慈 
庫 は 役 等 の も る の な る か ? 


窓 の 宝 


? ルル 


OUI た CJPIPYS こ 


レン アイ 革 9 


Jl Os 
Seet 人 5 


②o2 じ 2 CA 


HAIOE が 9 


NHIGOE 


ンプ フッ タラ ② 。 3 る 2 じ ヶ 12 アー アデ 


ウッ の 2 つり こみ 〇 ! lu う 
Se 


タッ ラン 1 スス ク 〆 ィ クリ と 
SE 


6 W 


タン ララ 2 ンプ フク ルレ 
(直る ) クノ 

と うたい 1 な いつ) 
Ft と を ょ 211 


〇 っ ら て 9 の lO ゅ G1 で 


LT678 31 


yilua ら 1 DOIEIWIEITWR Cp 
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BkP4 GMO5PKAtEC プ 45 
0 休 1 け tG 夫 人 0 プ まれ 


OS の の と っ 05 2) 
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11、 また 、 天 地 ほ と を その間 に あ る 一 切 の 大 権 は 彼 
等 の も の な る か ? 果して 氏 ら ば 、 彼 等 を 
し て 勝手 に 手 ど て を させ て 、 登 6 し め よ 。 
( 注 1 ) 

12. 彼 等 は 、 そ こ に て 敗退 せん 同盟 軍 な り 。( 注 2 ) 


13、 和牛 等 以前 に も ぉ も 、 ノ ア の 民 、 ア ー ド 並び に 強 
大 な る ファ ラオ の 民 が 使徒 た ち を 偽り 者 と 
し て 身上 だり 


14. まだ サム ー ド 族 や ロト の 民 、 並 びに 閑 の 住 
人 だ ち 、 こ れ ら は みな 使徒 た ち に 蔽 対 せ る 
同盟 着 な りき 。 


15. 彼 等 は 皆 、 使 徒 た ち を 偽り 者 と し て 過 し た 
れ ば 、 わ が 秒 山 は 当然 彼 等 に 豚 い か か り た 
り 。 
3 第 二 項 

16. 面 し て 、 こ れ 等 の 者 ども は だ だ 一 声 を 待つ 
ば か り 、 も は や 一 上 暁 の 猫 子 も あり は せめ ぬ 。 

17. 彼 等 は 云う 、[ 主 よ 、 清 算 の H に 先立ち て 、 
我 等 の 頂戴 する 分 を 急い で 下 し だ まえ ぇ 』 と 。 

18. 彼 等 が 何 を 云う と 耐え 和 べ 、 耐 し て 、 わ 
れ ら の 僕 、 実 力 者 ダビ デ を 憶 い 起 せ 。 げ に 
役 は 常に 神 に 頼り た り 。 


19. われ ら は 山々 を ダビ デ に 従わ せ し む 。 す な 
わ ち 、 山 々 は ダビ デ と 共に 、 朝 な 夕 な 神 の 
護 美 を 賀 し 卒 り だり 。 

20. まだ 、 鳥 た ち も 呼 び 集め て ダビ デ に 従わ せ 
し むれ ば 、 皆 群 れ 来 だ より て 、 神 に 頼り 9 たり 。 
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と と 4 念 グン 4 と ング 内 
③ い oe 5 に 居 らぶ ざ J! あ 1 
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OO22 Vsog5 4S2I の めし 2 


| の の ア 5 ン ? (We 5 2 の 
GoCgeJSE55GO ほ は 6) 
で グラ 5 ン レ / ィ ン ッ ン 。 の > ンス ョ アン アッ ラウ 
OILEYYNMW3 bo955 2 

⑨ 〇 4 
oh 
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OM 間 6GHID 


不信 心 者 犬 が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 送ら うた め 財 項 を 集め て 増やし て も ぅ 舞 駄 で ある 。 


この 鐘 に は 、 預言 と 挑戦 が 同時 に 示 き 和 れ て いる 。 挑戦 と は 門 の 勢力 に 向け られ だ も の で ある 。 彼 等 は 、 


イス ラム 軍 の 前 進 を 阻 も うと 、 宮 を か き 集 め 、 強 力 な 連合 軍 を 作っ た 。 又 、 頂 言 と は 次 の 様 な も の で ある 。 5 
し 不信 心 者 の 連合 軍 が イス ラム 軍 を 子 止 する な ら 6、 不 名 準 な 完敗 を 喫 す で あろ う 。 こ の 骨折 な 地 昔 は 、 堀 り の 


澤 い で 文学 通り 成 味 き れれ た 。 
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牌 3 
姦通 の 罪 を 事実 上 五 定 し て いる ( サ ム エ ル 半 下 、 11 昔 : 4 即 、 


更に われ ら は 、 ダ ビデ の 王権 を 強化 し 、 知 | 
記 と 断固 た る 判断 と を 与 を た 5 


流 は 、 論 争 者 が ダビ デ の 私 室 の 長 を 乗越 
えて 入り 来 た れる 物語 を 、 聞 きた る こと あ 
る か ? 

ダビ デ は 彼 等 が 入り 来 た る を 見 て 、 藻 けり 。 
彼 等 は 到 え り 、「 心 配 め ゆめ る る な 。 我 等 両 名 は 
訴訟 の 当事者 な り 。 い ずれ か が 相手 に 不正 
を な し た れ ば 、 我 等 の 開 を 公正 に 義 き た ま 


を え 、 不 公平 な きよ う 、 救 等 を 正道 に 導き 給 
え 。 
こ 旨 な る は 我 が 元 な り 。 役 は 九 十 九 頭 の 牝 


半 を 所 有 す 。 然 る に 、 我 が 牝 羊 は た だ の 一 
頭 な り 。 に も か か わら ず 、 上 兄 は 『 を の 牝 羊 
を 我 に 要 ね よ 』 と 横 車 を 押せ り 」| と 。 


ダビ デ は 云え り 、「 自 分 の 牝 羊 に 液 の 牝 半 を 
併せ 加 を ん と する 彼 の 要求 は 、 確 か に 不当 
が がり 。 げに 共同 で 仕事 する 者 の 多く は 、 互 
に 非 を な す 。 だ だ 拓 を 信じ て 警 行 を 積 ゼ 者 
を 除い て 。 然るに 、 その よう な 莉 は 実に 少 
し 」 と 。 時 に 、 ダビ デ は われ ら が 役 を 試み 
た る こと に 気づき 、 主 に 鶴 息 を 請 い 、 礼拝 
に ひれ 伏し 、 主 に お 旨 り せり 。 


され ば 、 わ れ ら は 彼 の 意 慢 を 赦し だ り 。 ば げ 
に 役 は われ ら の 側近 く の 高 い 位階 と 素 晴 ら 
し い 帰 処 を 得 だ 5。( 注 3 ) 


9 お 作ら 以 ダ ビデ に 計 え すり 、 
ょ 、 わ れ ら は 液 を 、 地 上 に 訟 ける われ ら 6 の 
代理 者 と し な せり 。 る され ば 、 人 と 人 の 間 を 公 
平 に 裁判 し 、 ア ッ ラ ー の 道 を 忠 み は ず き ぬ 
ょ うく 《 く だら 65 ぬ 欲 望 に 従う な か れ 」 と 。 げ に 


| ダ ビデ 


52 と ji る 
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⑯ の いり 
ン 2? 電 31G 2 1 ルイ レグ の る 
CE で HTC JGI ド WUNKW 
⑤6 ゃ し 

ッ ン ゥ グッ < ブラ ッ ュ ンー プロ コマ クア ク ン 
AA 生 い 1 た KEYGHISHE 人 KU 


グン る 5 バン デフ ラン 2 
GII Pe の bo 
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この 言葉 は 、 ダ ビデ に は 道徳 上 の 欠点 や 精神 的 弱 $ の な か っ た 事 を 示し て お り 、 型 告 が 彼 に 負わ せ た だ 


5 )。 


= の 


5 は ルド 


アッ ラー の 道 を 味 み は ず す 者 は 、 靖 寛 の 日 フッ プ 2 タタ ェ レ 2 5 の ム / ) 
を 忘れ た が 故に 、 必 ず 酷 い 呈 を 被 ら ん 。 @g に boS OO e の 品 | 6 
呈 項 いた ずら ぁ ク 内 プッ ン 2 ゥ ン 

28. われ ら は 天地 と その 間 に 在 る 一 切 を 、 徒 に MICEoo292 江 CSR3 
創造 し た に 非 ず 。 そ は 不信 心 者 ども の 考え リン ン /。 っ 。 oe 
な り 。 宰 な る か な 不信 心 者 ども 、 泉 火 の 令 SON 5 うく URIE 
故に 。 

(⑦ 有 162 


29. わ れ ら が 、 信 じ て 善 行 を 積む 者 と この 世 で <? 頃 ンー そっ 
CI WUU PCK GA 

不正 を 働く 者 と を 、 同じ ょ よう に 過す る と 思 ンー MC 

2 ど 


うか ? 義 し い 人 を 、 克 悪 な 者 と 同じ よう の 9 の 321 る 40519 
に 過す る と 思う か ? 

30. こ は 液 に 啓示 せる 経典 な り 、 祝 福 に 満ち て 、 ろ Ab うつ 82 る ヶ ン 1 
人 々 を し て を その 諸 節 を 虹 想 せ し ゅ 、 ま た 理 
解 力 を 陸 与 せら れ た 人 々 を し て 之 に 心 を 劉 の 5) 
めし めん が だ ため の 。( 注 4) ーー 


31.、 わ れ ら は ソロ モン を ダビ デ に 与え た り 。 優 CI る 5 5 KC253 
れ た る 僕 な りき 。 彼 は 常に われ ら に 頼る 。 証 還 


⑨ ら 遇 
32. 或 る 日 の まで れ 、 駿 馬 が ソロ モン に 肖 上 中 人 ン 922 
せら れ た だ る 時 、 - (の AVIIE 2 2 co と 
33. 彼 は 云え 5、 寺 人 0 う が 導 に 、 馬 を 好 宣 人 し 2。 。 ンタ タッ ンタ ン 
」 と 。 彼 を れ ら の 選 に 攻 中 に な り た れ ば 、 9 と odI く テ AG)QUS 
計 た っ アン 、 アン ュ ン 
pi 後に 還る 時 ぇ り 、( 生 cu 


34 . 「 全 を 連れ 戻せ と 。 か く て 、 ソ ロモ ン は Ns < て イン イイ ン 【 ス 2 
9 っ し た っ 552 
駿 . 馬 の 脚 や 筋 を 撫で 始め た 5 。( 注 6) 9 りう ン で いら フジ 


325. まだ た 、 わ れ ら は ソロ モン を 試み て 、 そ の 王 フッ ン マン プッ クン ン 
CAJ 5 


0 0 (に ッ ? 3) Pa ) 6 
座 に 見 せ か け の 肉体 を 据え だり 。 や が て 、 いと り 
注 4 クル アー ン に は 、 全 款 教 の 基本 和 的 、 普 遍 的 教義 、 及 び 永 遠 不滅 の 教え が 表 き れ て お り 、 人 間 の 必要 と 
する も の を 十 二 分 に 備え を て いる 。 「 


注 5 神 は ソロ モン に 力 と 上 癌 を 投 け られ た だ た 。 役 は 広大 な 王国 を 支配 し 、 そ の 為 強力 な 軍隊 を 持 だ ね ば な ら 5 な 
か っ だ た 。 騎兵 隊 が 彼 の 軍 の 主力 だ どっ た の で 、 当然 彼 は 血統 の 良い 馬 を 愛好 し だ た 。 ソ ロモ ン の 馬 を 愛す る 気持 は 、 
航 鳥 の 愛好 者 や 馬 の 繁 殖 の プロ の それ と は 違っ だ た 。 神 の 大 義 の 戦い に 伺 は 用 いら れ だ の で あり 、 そ れ は 貴 創 造 
主 へ の 彼 の 愛 か ら 生 じ る も の で あっ だ た 。 


注 6 ソロ モン は 合 の 行進 を 眺 め 、 島 を ほめ ゆる ため 、 自 分 の 軸 の 首 や 足 あ る わっ た 様 だ 。 
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ソロ モン は 赦し を 求め て 押 に お 総 り せ り 。 @ CS 32313 っ 

( 注 7) - 
36. ツ ロ モン は 云え り 、 | 我 が 主 よ 、 我 を 赦し 給 sy 

ぇ 、 面 し て 、 入り 何 人 も 有 ち 香 ぎ る 寺 困 グン ンー 

を 我 に 授け 給え を 。 げ に 液 は 素晴らし い ぃ @⑳ 

施 与 者 に まし ます | 5 4( 和 8) 


37. され ば 、 わ れ ら は 風 や ソロ モン に 従わ せしめ タッ ン プレン タ 9 ッッ ン 。 ン タラ 。 MHC 
(ご いつ > ら ょ ら のり (5 の 」 

だ た だれ ば 、 風 は ソロ モン の 命ずる まま 、 を その ro っ の つう ウデ り で つう つこ 
欲す る と ころ へ 静か に 吹き 行く 。 @⑨ い 

38. また 巨人 だ ち を 従わ せしめ ただれ ば 、 を の 中 リ ン ン フン インプ る タレ っ ip 
- は 各種 の 建築 家 や 潜水 夫 た ち 、 ⑥O215E う AP CA 5 

99. その 他 足 か せ を か けら れ た 者 も あり き 。( 注 1 
9 ) 還 還 旨 


40. | こ は わ れ ら の 贈物 、 大 ま か に 振舞 う も よ (OS dL21ov ン 
し 、 控 え 日 に する も よし 、 液 の 随意 た る べ PID 


も 」 
41.、 が くし て 、 ツ ソロ モン の 位階 は われ ら の 側近 て に イラ クン 7 イン ン 。 ニン 
いか の 2 ・ 5 
( に 占め て 、 素晴らし い 帰 処 を 得 た り 。 9 ' 内 Ge ご 2 
系 4 項 
42 . われ ら の 僕 ヨプ が に 還っ て 「 亜 隊 | は 我 を ン 。 る ンプ ビ ン ン 1 る ELEM 
か ん な ん し ん を に あま く メ ます SBC 
眼 難 詩音 に よっ て 層 ま せり | と 話 え たる 時 に 。 Si 3 
= < デン み め る 
を 思え 。 ⑨⑲ つ IOc uuoy OB 
43. われ ら は ヨプ 1 に 命じ た り 5、 「 六 の 山 を 流 の 足 ACT ノン フッ ス 2 タン ッ 
' で 駆り 立て 、 すみ や か に 出発 せよ 。 然 6 ば D の っ OSSe1OA ay 
彼 処 に 、 映 を 浄 め 、 飲 め る 清涼 な 水 あ り 」 
き 。 


柱 7 34 章 15 節 で は 、“ 一 匹 の 地 占 "と いう 語 が 使わ れ て いる 。 こ の 語 は 、 ソロ モン の 上 各 子 で あり 後継 者 の 
レ ハ ベ デム ある い は ダビ デー 族 に 反旗 を 氏 し た 無能 な 家 来 デ ェ ロボ アム ム ふ を 指し て いる 様 だ 。 ソ ロモ ン は 、 自 分 
の 死後 、 を の 王国 が 無能 な 後継 者 の 下 で は 、 そ の 領土 を 維持 で き な い で あろ うと 悟っ た 。 そ こ で 、 彼 は 神 に 向 
か い 祈 っ だ 。 こ の 折り は 次 節 に 述べ られ て いる 。 列 王 上 : 12 意 28 節 参 照 の こと 。 

注 8 ン ロ モ ン の つか の 間 の 干 国 も 、 彼 の 死後 息子 の 無能 き に より 其 玩 する で あろ うと 彼 が 子 知 し た 玲 は 、 
前 節 に 示 き れ て お なり 、 そ こ で 役 は 、 押 が 彼 の 一 - 旋 に 授け られ た 魂 の 王国 が 続く 様 に と 祈っ た 。 “な ん びと も 持ち 
付き る 有る 王国 を 我 に 授け 給え ぇ " この 言葉 を 文字 通り の 層 味 に 取る な ら 、 ソ ロモ ン の 祈り は 、 「 彼 の 死後 、 彼 
の 権力 と 栄光 を 継ぐ 王国 は イス ラ エ ル の 日 に で き な い 。] と 解 選 きれ た で あろ る う 。 

注 9 21 草 83 節 、34 埋 13 節 14 節 に 述べ られ た 様 に 、 ツ ロモ ン は 、 領 土 内 の 未開 人 、 野 座 人 や 反抗 交 な 山 
岳 民 族 を 支配 下 に 治め た 。 彼 は 彼 等 を 入隊 きる せ 、 彼 の 為 に 様々 な 働き を きせ だ 。 前 節 の 巨人 、 34 章 13 節 の ジン 


( 選 恨 ) は 、 こ の 入 々 を 指し 、 彼 等 が ソロ モン に 与え られ た 仕事 も 同種 の も ぁ の で あっ た (歴代 記 略 下 2 普 1 節 、2 第 )。 


WU 
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44. 面 し て 、 わ れ ら は 慈悲 に よっ て 、 ま た 思 鹿 [Ss 包 ン タン っ 43 っ る Ce う AUA 2 マッ マン ン 
ある 人 々 へ の 訓 戒 だ た らし むる だ め 、 ヨブ に CS の 6 2 
家族 と 多く の 稚 族 と を 授け た り 。 @ ゅ od の 35 

45. 面 し て 、 わ れ ら は ヨブ に 命じ た り 、「 ひ と つっ rf で の HK キ ARC1C 
か み の 乾 いた 小枝 を 握り 、 そ れ に て 打 て 。 の 人 Eo 
流 の 約束 を 破る な か れ 」 と 。 わ れ ら は 役 が のり | LOAA5 Lo お uo 5 
負 絢 立 派 み 僕 な る を 知れ り 。 げ に 彼 は 

常に 神 に 頼り た 5。 ( 注 10) 


* タ 02 の る | ノン > る 
46. また 、 実 力 と 識見 を 有する 信 々 、 わ れ ら の はら Ro (5 し 3 es 交 
僕 た ち ア ブラ ハム と イサ ク と ヤ ュ ブ を 思 


し euL259 15 ゞ GoyI 
47、 わ れ ら は 特別 な る 目的 の た め に 彼 等 を 選び ( 508 寿 
みう 4) 
た だ り 、 す な わ ち 、 来 世 の 住居 の 人 々 を 連想 の スル ee 
る せる た だ ゆめ に 。 
48_ 0 の すら 彼 等 は 、 われ ら の 日 が ら 兄 て も る し SN て CAR 2 を イィ [マン ? タン 
選 良 且つ 最良 の 徒 類 な り ceICN oJbOCe se ク フ 
人 
49. ま た イス マイ ルト エリ シア ( 生 10 に 2 22C5006 5 だ 2113 CS 
この っ 1 間 | 
ズー・ ル ・ キ フル の こと を 思え 。 彼 等 は み ご 2 26 3 
な 最上 の 滞 な りき 。 @ じ SS 


た だ 
こせ は 訓 戒 な り 。 義 し い 人 は 必ず や 素晴らし 892 タ シ スン 
ー We な の OCS POtE(I うめ AA 


ョ テ 2 9 . ン グッ プ ング ブス アテ ゥ と 0 
51. 人 遠 の 御園 が な 。 語 具 は 彼 等 の の 82 2 1 ーッ ( 〇 ひ c ここ > 
こめ に 開か 和 れ 9 


52. その 中 で ゆっ た り と 身 を も た せ て 、 沢 山 の を 41 和 れ CPT 4 so 


果物 や 飲物 を 望み の まま に と 注文 せん 。 
の の し うう 


注 10 「 流 の 約束 を 破る なかれ] が 意味 する 語 は 、 偽 り を 受け 入れ な い 、 つ まり 、 偶 像 水 拝 や 多神教 と 妥協 
する 事 な く 、 確 回 と し て 唯一 神 を 信じ 続け る よう に と いう こと で ある 。 この 言葉 が 、「 約 い を 破っ て は な ら な い 」 
と いう 意味 な ら 、 こ の 節 は 、「 ヨ ブ は 一 族 の 者 達 の 意 慢 が 元 で 彼 等 と 歓 を 分 か っ だ の で 、 令 等 に 合流 し た 後に は 、 
を の 意 慢 を 罰する と 区 っ だ 。] 事 を 示す も の と な る 。 し か し 、 彼 は 、 役 等 に 合流 し た 叶 、 当 節 に 示 き る れ て いる 通 
り 、 決 の 様 な 神 の 命 を 受け た 。 喜 びと 盛 謝 の 時 に 彼 等 を 厳し く 加 し て は な ら ず 、 彼 等 の 苦し み が 最 少 で 済む 様 
に 交 い を 上 だ き な け れ ば な ら な い 。 


生 11 エリ シア は エリ ヤ の 弟子 で あり 後継 者 で あっ た 。 計 は 紀元 有 前 938 年 か ら 828 年 まで 存在 し た 。 6 
章 87 節 ふ 参照 の 事 。 
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和義 同じ 年 限 の 伏 月 
55. に E な きわ れ ら の 給 養 な 3yaea 

「 3 2 ES 8 
57. すなわち 、 地 獄 な り 。 彼 等 は その 中 に て 焼 の 221 と be で の の く 


か れる べし 。 あ あ 、 な ん ほ 無 徐 な 唄 処 か な ! 


人 EE る も の は 、 か く の 如 し 。 さる 
ば 、 彼 等 は これ を 味わえ 、 す な わ ち 煮え 
に 光っ が 0 


osk ほす 4 レン タク 2 スン ツィ 


な AS 5 の 5OS 1UA 


を 。( 注 13) 
59. を その他 に も 、 こ れ に 類する きま ぎ ま な る 4 の 1 
和夫 | | 
資 昔 あ り 。 ( 注 12) で 145 つ のろけ 
60. 不 信心 者 ども の 首領 は 告げ られ ん 、[ こ は お くす る 97 25 
前 た ちと 共に 無 鉄 絢 に 突き 進め る 一 軍 な ン 
り 」 は 。 彼 等 は 歓迎 せら る べく も な し 。 彼 UL2 


等 は 業火 に 焼 か れる べし 。 ( 注 15) 

61. は 午 貸 た ち に 枯 っ て 3 あ ん 、「 境 た も PC2 本 が いき の Cy 195 
こそ 人 歓迎 せら れ ぎ ざる 者 な り 。 我 等 を 邪道 に 5 tu 
導き 、 こ れ を 準備 せる は お 前 た ちな り 。 な ⑨⑩ う 231 に AS 5 に) 
ん と 無惨 な 駅 処 か な 「] Mi ( 当 1) 


sa の スー スト っ as っ っ とこ 、 ュ ューーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー ーーー ーーーーー ーーーー 
注 12 全て の 人 々 が 、 を その 行い に 応じ 報 本 を 賜る か 、 き も ぉ な くば 前 を 下る れる か が 決め られ る 日 。 判決 の 日 
は 、 こ の 世 の 全 入 類 、 社 会 、 国 家 に 訪れ る 。 

注 13 地 獄 に ある 人 々 は 、 熱湯 か 冷水 を 飲む 事 に な ろう 。 波 等 は 、 神 より 授かっ た 能力 を 適度 に 用 いる 事 な 
*、 極 端 に 走り 、 中 席 を 重んじ な か っ だ た 為 、 極 度 に 熱い 水 が 、 き も な くば 浴 た だ い 水 を 飲む 事 に な る の で ある 。 
注 14 全文 に 示 る れ た 意味 以外 に 、 当 節 に は 次 の 意味 も ある 。「 彼 等 ほ 同 じ 経 歴 を 持つ 人 々 が いる で あろ う 。」 


征 15 不信 心 者 の 指導 者 達 は 、 従 者 の 一 団 が 地獄 に 落ち て 米 る の を 見 る 時 、 大 勢 の 従者 が 彼 等 と 共に 火 の 中 
に 入る と 告げ られ る で あろ う 。 宮 日 的 に 指導 者 に 従っ た 者 達 は 、 真 実 を 拒ん だ 賜 、 ま っ きか き ま に 地獄 へ 落ち 
る の で ある 。 


滞 16 不便 心 者 の 指導 者 に 従っ た 者 達 は 、 それ ぞ れ の 言葉 で 指導 者 を 喝 う で あろ る うぅ 。 指導 者 、 従 者 相方 互い 
に 時 9 合う 事 と な る 。 人 は 自ら の 行い が 招く 悪い 結末 に 直面 す る 時 、 を の 非 を 他人 に 転嫁 し よう と する の は 、 
人 間 の 性 で ある 。 こ れ は 、 非 深 き 者 が 、 そ の 吉行 の 恐る べき 結末 に 直面 し た 時 に と る 行動 を の も の で ある 。 


Mi 


! 


|- 狼 草 す サード 


62. 彼 等 は 更に 云わ ん 、「 主 よ 、 我 等 の た め に こ SSGAC72 和 と 区 RUE 
ウ 


小 - 


の 事 を 準備 さる 者 に 、 業 火 の 刑 を 倍加 し 給 
た | も 。 7) 上 ⑲ JI 


63. edyedaeh ( 注 18) は また 云 ち ん 、 230 GCCTIEP 
「 我 等 が 常々 悪人 の 類 と みな せる 者 を 、 こ に 
こ で 見 ざる ド は 、 一 体 如 何 が し た ? っ bs 


64、 我 等 が 不当 に も 彼 等 を 括 い で きる に し だ だ め 
か 、 を それ と も 、 我 等 が 見 落し し だ た の で は あ 
る まい か | と 。 ( 注 39) 


ゥ 9 トウ テイン 


の LOyL を で の さい OS 


ご こう か と テン の レン ン し ンク 
65. げに 、 こ は 真相 な り 、 つ まり 、 業 火 に 陥 ち UL AAL AoG5 ゆり 0581 
た 連中 の 互 に 相 い 沼 う 姿 な り 。 
第 5 項 5 
ーー。* 還 還 ye ーー 記 と で こう に 1 ズ , 1 に アノ 。 ゥ の グイ ャ を 
66. 0 | 我 は 介 の 准 馬 葵 に すぎ す 。 中 = 1 1 包 92 し 
至高 の アッ ラー 以外 に 神 な し 。 人 の の の 
AVIWSTSI 
67. そ は 和 地 と その間 の 高 物 の 主 、 僅 者 、  %JIKeu eo の IOI に つの 
索 莉 に まし ます 」 と く ン > 
の U1 
ブ る フフ ンタ 
68. 云え ん 、[ こ は 重要 な 声明 な る ぞ 。 ( 注 20) ②eAB ェ いら の AE 
これ き ひ 9 6 
69. 然るに 、 お 前 だ ち は 之 包 避 す 。 ⑲ ら とう >as 2 の 1 
70、 我 は 、 天 上 の 最高 会 議 で 論 識 さ れる 事柄 に の る う | Si し 
1 この A+ s 9 
つい て は 、 何 も 知ら ざり き 。 い 
本 了 2 の ? る の あう 。 ア の 4 1 アン る き に 


和 れ だ る 者 な り 」 と 。 
注 17 不信 心 者 の 指導 者 に 従う 者 は 、 か つて の 指導 に 天 前 の 下る 吾 を 願う で あろ う 。 
注 18 此 所 で の “住人 だ ち " は 、 信 者 を 指す 。 
注 19 地獄 の 人 々 は 、 こ の 様 に 言葉 や か わす で あろ う 。「 現 世に お いて 、 取 る に 足り な い 者 と 我々 が みな し て 
いた 人 々 が 財 所 に いな いと は 、 ど うし た 事 か 。 役 等 は 喘 笑 に 値する 人 人 物 で は な (て 、 胡 の 信者 だ っ だ の か 、 そ れ 
役 等 $ 又 地獄 に 落ち も た が 、 玲 我 々 が を の 次 を 見 か な け な い だ け な の か :。」 
注 20 “重要 な 声明 " は クル アー ン の 啓示 と いう 偉大 な 出来 事 、 又 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 出現 を 丘 し て い 
る 様 だ 。 


WO 一 


= っ 
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72. 光 の 主 が 天使 た ち に 向っ て 「 わ れ は 土塊 を の IE 2 8 る 
以 て 人 間 を 創 ら ん と す 。 ツウ C ク 2 8 6 
73. 完成 せ し 上 暁 に 、 わが 霊 を 之 に 吹き 込ま ば 、 (20 2 く ッ ブッ ン レク 四 
ba (と 9 うら 2 5 いう 4 > 

溢 等 地 に 伏し て 芝 に 服従 せよ 」 と 流 い た る ン 2 
時 を 思え 。 ( 注 21) (の 0 
74. され ば 、 天使 た ち は 皆 央 従 せり 。 ( 注 22) の の 1 NPC 


^ る 


75. 然るに 、 イ プリー ス は せ ぎ りき 。 役 は 高慢 の 2 スン 61 
ANIC2 の 6 うっ 5 
に 振 朱 い 、 信 ぜ ぎる 手 さ い ょ な りら 。 AA ピン PC ンプ クッ 


76. 神 は 誤 ね り 、「 イ ブリ ー ス よ 、 われ が この 六 し 人 和 3 225 1 2 で の さ 4 
手 で 創り し も の に 、 放 は 何故 従わ ぎ る か ? ご みて) いる aco の バ &d 


を は 増長 の な せる 業 か 、 そ れ と も 、 次 は 2ACho2 21 0 
ほん と に わが 使 を 無視 する 気 か ? 1 と 。 ( 注 
23) 


上 イブ リー ス は 答え り 、 | 我 は 役 よ り 優る 。 液 Se 人 3 2 も 2 先 
は 火 を 以 て 我 を 剣 り 、 土 塊 を 以 て 彼 を 創れ 2 (か み JG 


り | と 。 ( 往 24) ② い ウタ 

78. 神 は 云え り 、 「 然 6 ば 、 ここ か ら 出 て 行け 、 の Aa っ 95EK も 8 
汐 は 追放 な り 

79. され ば 、 審 判 の 日 まで 、 液 、 わ が 呪 衣 を 負 (の OSU ま 作り SUVS 
28 も と 。 

80. イブ リー ス は 云え り 、「 主 よ 、 な ら ば せめ て の 内 1 


皆 が 喚 び 起 きれ る その 日 まで 、 我 に 獲 子 を oOYCN GoOS 


与え 給え を 」 と 。 ( 往 25) 


注 21 預言 者 が 世に 現れ る 時 、 天 使 達 は 彼 の 目的 が 進め られ る 様 支 援 し 、 敵 の 陰謀 を 全て 取り 除く 和 様 命じ ら 
れる 。 


生 22 天使 、 メ は 天使 の 様 な 人 々 。 
注 23 "われ ら が この 双 手 て と は 「 私 は 、 神 の 全て の 美徳 を 表す 様 に 人 間 を 作っ た 。] と いう 意味 で ある 。 


壮 24 環 言 莉 に 刃 向 か う 者 は 、 党 に 権力 と 威信 も も っ て 彼 の 優位 に 立 ほ うと する 。 同等 か 、 き も な くば 下 等 
時 に RE お の りり を 傷付け る 事 と な る 。 


邊 25 人間 の 魂 の 再生 。“ 魂 の 安らぎ "の 段階 に 至れ ば 、 入 は 精神 的 引 沙 か 6 逃 が れ られ る 。15 次 37 節 も 人 
早 の 事 。 


= 
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81. 神 は 云え り 、「 液 は 確か に 猫 也 され た る 者 の コン で ジン の 2 イ (< 
2 うち に 加え ら る 、 Oo 2eSOS 
82. 定め の 時 の その 日 まで ] と 。( 注 26) の PAINTRIP の 1 
83. イプ リー ス は 云え り 、[ 流 の 威光 に か け て 艇 Os Es 
| OK 
わん 、 必 ず ゃ や 皆 惹く 誘い 惑わ きん 、 @ く ルン 
84. 役 等 の 中 の 流 に 選ば れ た 僕 等 を 除い て 」 @Cue2U を 8 
E 。 
85. 神 は 云え り 、「 を は 真実 な り 、 わ れ は 真実 の 31 
み を 語る 
86. わ れ は 汐 上 光 に 従う すべ て の 徒 潮 を 以 て 、 46 3 ら 5 2 な reL3 
必ず 地獄 を 満た さん こと を 」 と 。 ( 注 27) ラン 
(《 ぐ の 〇 ト a っ 1 
87。 守 た 導 は と の だ め に 如何 な る 報 本 も お 前 OO 【: (る 7 舞っ 
た ち に 求め ず 、 ま た 我 は 矯 飾 者 に ぁ 非 ず 。 ーー ン いり io2 2 グ IS 
88. クル アー ン は すべ て の 人 々 へ の 訓 戒 に 外 な ooui? 5 1 
ら 刀 。 “< 
と か 中 2 の E う デュ ン 7 で クノ ニン タン ッ ンプ し a 
89. 曽 し て 、 暫 くす れ ば 、 お 前 た ち 必 ず その 真 9 CAD 8 し 5 uc 2 
実 な る を 知ら ん 」 と 。 ( 注 28) 上 
注 26 実 が 偽り を 潜 更 し 、 信 りや 追い 求め る 者 が 制圧 きれ る 時 。 


生 27 神 と サタ ン の 問答 は 、 現 実 の 出来 事 に 触れ て いる の で は な く 、 預 言 者 出現 時 の 状況 に つい て 、 稚 只 勧 
に 表 る れ て いる 。 72 節 に 述 べら れれ た だ た 男 は 、 各 時 代 の 預言 者 を 指し て お り 、 又 、 イ ブー リス と は 、 彼 に 妨 和 か い 、 
その 使命 の 推進 や 胃 も うと する 、 悪 意 あ る 者 達 を 表し て いる 。 


注 28 モハ ッ マ ド 預 言 者 は 、 不 信心 者 達 に 対し 、 彼 の 布教 が 真実 で ある と 彼 等 が 遠から ず 悟 る と 告げ た こと 
が 、 有 紫 所 に 示 る れれ て いる 。 


KM 一 


語れ を な し て 





1 


2 。 


注 1 
等 を 上 め る 傾向 に あり 、 


。 すべて の 上 真理 を 包 合 する この 


. 彼 は 真理 を 以 て 天地 を 創造 せり 。 


ラー か ら 降 る 。 

の 経典 を 液 に 啓 
示せ る は 、 確 か に われ ら 6 なり 。 きれ ば 、 ア 
ラニ を ゆ の 、 且 を 尽 し で は る 導 二 あ し 。 


・ 主 誠 の 遵 才 は 、 た だ アッ ラー に 対し て の み 


行わ れる べき も の な り 。 アッラー ー 以 外 に 

守護 者 を 求め る 省 は 、 云 う 、「 我 等 が 彼 等 に 
仕え を る は 、 役 等 が 我 人 等 を アッ ラー の お を ば 
近く に 導い て くれ る か も 知れ ぬ 、 と 思う か 


ら な り 」 と 。( 注 1) アッ ラー は 必ず 、 後 等 
が 斉 見 を 異 に する こと に 関し て 、 彼 等 の 開 
を 箸 判 す べし 。 げ に アッ ラー は 忘 因 の 貴 つ 


も 5 し アッ ラー 子 を 持 だ ん と 欲し な ば 、 己 れ 


2 


可 な り 。 連なる か な 「 彼 は アッ ラー、 唯一 、 
至高 な る 御方 に まし ます 。 

彼 は 芋 を 
響 う た め に 夜 を 造り 、 夜 を 覆う た め に 恒 を 
造る 。 ま た 役 は 、 日 月 を 服従 きせ 、 定 め ら 
れ だ 時期 まで その 軌道 を それ ぞ れ 運行 せ し 
むり 。 聞 け 、 億 力 者 、 容 怒 者 な る は は 、 役 の み 
な る ぞ 。 


彼 は 一 憎 の 存在 か ら お 前 た ち を 創り 、 次 い 


で それ より を の 妻たち を 創れ り 。 面 し て 、 
人 間 は 、 聖 者 の ご と き 自 ら 


の 想像 の 産物 で ある 偽り の 提 々 、 
これ 等 を 通し て 神 を 悟る こと が で きる と 信じ て いる 様 に 常に 江 う 。 


アル ・ ズ マロ 
(メッ カ 落 示 ) 
8 あま お 還 和み で 1 
素 悲 深く 、 恵 み 人 選 く アッ ラー の 御名 に な い ンー 01 0 し っ 
の ン ど デ シン 
3 
し し 】 5 の ャ ンダ ター タラ > 
この 符 典 の 褒 示 は 、 僅 大 に し て 賢 折 な る アッ Mn 
プー トン クーン の シン グ 


2 と TONIGG1H 
の 
OGAIP! 
る 2 る 5。 ! 
(か ラ Oc 0 GUPtil 


タデ ーー ュ クン っ 

4 Aa5 (2 50 5 
> の 人 ク KEO FI 
Re の 3 


いらっ ンタ ゥ ッ デ デ 


の 史 ら う 


GE2 す OO 郊 (5 人 8 


人 W ナ / フッタ ツン 


@ の SAM 145128 22 5 に 


596 公 
の 多 END 
ダン 」 る ン 


は つづ りこ 9 の 25 0 と の ed 
OH 


1 けれ と 3 


情感 、 父 祖 伝来 の 信仰 と 慣習 


MG 


草 、 権 力 、 


ーNAUM 


芝 
日 


十 九 童 アル ・ ズ マロ 


彼 は 八頭 の 家畜 を 、 番 と し て 降 し 給 えり 。( 注 ん と ノッ ノレ 4 っ 3 レッ イン プッ 
2 ) 彼 は まだ 、 お 前 た ち を 母 の 肥 NM 本 2 の ペア 99 内 


を は 三重 の 暗 間 に 放 け る 製造 に つぐ 創造 の らい OS 02 の いら (で 63 
5 。 ( 注 3) か く な せる 御方 が 、 Pr 

主 ア ッ ラ ー な り 。 大 権 は チッ ラー の 有 な り 。 9 時 3 fe 
彼 の 外 に 神 な し 。 釣 る に な 前 た ち 、 い ず こ 2 

へ を を むけ る か ? の 7GH の の Ge22) 





8. た と い お 前 た ち が 感 謝 せ ず と も 、 ア ッ ラ ー 6 タン 
は お 前 た ちの 世話 に な ら 6 ず 、 自 ら 邊 9 る 。 りり 0IoIH の 


な 和 れ ど 、 仙 は る の 僕 等 の 間 を 主 が 給 わ ず 。 909 人 な 222 2 テラ 
5 < し ら 記 で 、 
し か し 、 も し 前 た ち 感 許す る な ら ば 、 彼 の の ゃ に の 人 


は お 前 た ち を 肖 し 給 う 。 箇 し て 、 何 を 負え の の PH 人 
る 者 は 、 他 人 の 荷 を 負う 能 わ ず 。 お 前 た ち 2 


パ 68 ン > と 2 と. だ え 

の 帰り 行く 先 は 主 な り 。 その 時 彼 は 、 お 前 Au2o0、 に ヶ へ どの As AO 

た ち に を その な せる こと を 告げ 知ら せん 。 げ 

に 彼 は 胸中 に 秘 す る こと も 就 知 し 給 う 。 

僚 B 3 家 | ン る タン 9 マブ る 。 

9 人 は 秋 難 が 降り か か る と 、 主 に 祈り 、 悔 悟 az1 AS4U22 5 3 で OS 

し て 之 に 縄 る 。 き れ ど 、 一 た び 恩 範 を 施す 2 の 20 

や 、 人 は 先 に 祈り し こと を 忘れ 、 同 位 者 を を 3 2 IE3 の 

アッ ラー に 配 し て 人 々 を アッ ラー ー の 道 か ら の 

。 ブ の の る 6 レト 
読 い 粘 ある ん と す 。 計 え 、「 束 の 関 の 不 信心 半 GT と っ AU 


/ し め 。 よさ ま の ン 

7 光 等 は 確実 に 業火 の 住人 3 が % MC 3 電 KICK 

OAIEU 

7 の ェ ン デン ンク る トレ ンタ ニー タン ン 

10. 夜間 も 、 或 い は 中 頭 し 束 い は 立ち て ーb に 2 う 06630eCdh 仙 1E る 6 
神 に 祈り 、 来 世 を 恐れ 主 の 慈悲 を 請 い 願う 2 


グ 。 > アルク を ウデ ッ ラン, 2 2 グン アン 。 
者 が 、 不 信心 者 と 同じ で ある べき か ? 去 と と の ひ っ の 5 ytG1C2 人 すら O) 
SN (0 レス シタ タン イン ラッ る レン ライ ッ ノ レッ て 
が 同じ で ある で きか? げに 思 感 ある 人 間 PtACOIOMKGTOANK ら ees Cr 


り ト Ji ト の 」 デ 1 
の み が 注 意 せ ん oo を 


注 2 ( ア ) 「[ 久 頭 の 家畜 」 ほ た は 、 山 羊 、 羊 、 和 蛇 、 及 び 6 : 144 一 145 で 述べ られ た 生 の つが いや を 指し て お り 、 
此 所 で 特に 言及 し て いる の は 、 そ むれ 等 が 人 間 に ょ とり 5 日 々 役立つ 動物 だ か ら で あ る 。 

注 3 ( イ ) | 三重 の 時 開 」 は 、 昭 児 成長 の 三 段 階 ヌス トッ ゥ ファ (精子 の 事 )、 ア ラ カ ( 血 の 固 まり)、 ム ドゥ ガ 
(一 紅 の 肉 ) を 指し て いる 様 だ 。 あ る い は 、86:7ー8、3・: 7、16:79 に 述べ られ た だ た 三 つ の 状態 、 又 は 妊娠 
期間 中 の 三 つ の 重要 な 時 期 を 表し て いる と も 言え る 。 この 妊娠 期間 中 の 時 期 上 は 具体 的 に は 、 決 の 通 り で ある 。 
a) 妊 娠 2 ケ月 か ら 3 ケ 月 目 (b)3 ケ 月 か 65 ヶ月 目 (<)8 ヶ 月 日 の 初め 。 妊 娠 中 この 三 時 期 に 流産 し 易い の で 
ある 。 


ー タ 40 一 
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本 
11. 云え 「 流 等 信ずる わが 僕 等 よ 、 お 前 た ちの あ フ ィ ン クタ セタ ン レル うる Sh 
」 | 【 5 〆 we 
主 を 異 れ 毅 を 。 中 か の 19022 CA 
9 う * 
幸 い あり 。 ア ッ ラ ー の 大 地 は 広大 な 5 。 る 癌 いあ 3 (SMWsd ゅ 8 
に 診 忍 不 抜 な る 者 は 、 りな て 供 せ られ ん 1 2 2 
2 者 全 6 みう タダ * wa 
Ng 1 夫 sea03 全 5) 
ュー うら で 当時 三 本 ーー 引い 記 の CU ン 2 タレ レレ すう うず 

12. 云え 、「 げ に 我 は 信仰 に 珍 て 、 一 必 不 乱 に AAV1 2 Te 1 

アッ ラー を 水 捧 せよ 、 と 命ぜ られ だ り 。 四 
い き え きき が 【 っ アプ ノン タ ン タ 

19. 証し て 、 ア ッ ラ ー に 帰依 する 者 た ちの 穏 た oh る っ 21 の 9 の 5 
れ と 命ぜ られ だ り 」 と 。 

14. 雲 えん 、「 も し 我 、 主 に 背 か ば 、 大 変 な 日 の 刑 102 828422 6L1 8 
凍 を 芝 る 」 と 。 開 

の 2ASG 
me ょ ょ ミー ー ーー い 不 九 !- 崇 りり っ ・2 人 2 クタ ( 生 る yh 2 

15. 云え 、『 我 が 信仰 に 診 て 、 一 心 不 乱 に 芝 拝 す ⑫⑬C2 PC ab 
は 、 た ツー なり 。 

16. ぉ 前 た ち は ア ッ ラ ー 以 外 に 好き な も の を 崇 Se 453 う ジウ PIA 
振 せ よ 」 と 。 云え 、 「 げ に 真 の 失敗 者 と は 、 ンタ 1 5 
復活 の 日 に 自分 も 家族 も 破滅 する 者 な り 」 ea1 5 の テッ テ CPAN 
と 。 用 心 せ よさ げに そ は 明 5 か な 失敗 な タフ ラー 9? 回 ゥ タク し ニン ン 
D 。 oe CO C3IICYOUS 
アト 。 ろ ア ュ ・ ご ー / 本 = ーー に ドド で es し ns っ デ MI どど D * PL 4 ゥ > ぅ クア プ 

17. 彼 等 の 頭上 に は 火 の 天 井 あ り 、 足 下 に も 同 9 み BNosOB うる 

じ 床 あら ん 。 ア ッ ラ ター は か て の 加 く その 02 2 1 タメ 
僕 等 等 に 警告 す 。 [わが 僕 等 よ 、 さ れ ば われ Se も Co 5 
と 前 た ちの 全 護 護 者 し 楽 れ 」 

ゞ ュ = 小 ノノ し 人 アデ ぁ て < っ で 

18. され ど 、 邪 神 を 連 め る こと を 避け 、 改 惨 し 競 め DS: FOO AKA4 TO CD 
が 必 ラ デー ー の 尋 る 者 は 半 報 あ 228 
り 。 き され ば 、 わ が 僕 等 に 其 報 を 伝え よ 、 2 を の 5 な 9261d) 

ョ デュー = 上 2 ンー シッ ン ン テア ィ 7 と 4 っ る 

19. 神託 に 耳 を 傾け り 、 を の 最善 な る と ころ に 征 @M の Sd 誠 CTOAtI 
う 人々 に 。( 注 5) ア ッ ラ ー が 必 て は 役 等 な が ッ 
り 、 彼 等 は 思 感 ある 人 々 な り 。 CCO2bIUPIYOWROY YO 

注 4 信者 は 苦難 に 会 い 、 神 の 為 に 自ら の 家庭 を すら も 去ら ね ば な ら な いで あろ うと 、 こ の 飾 は 警告 し て い 

る 。 彼 等 は 上 し い 試練 に 遭遇 し た 時 、 、 神 より 、 過 ぎ た る は ほう 


び を 賜 れ る で あろ う 。 
注 5 


信者 の 前 に 、 


全 世 界 が 彼 等 に E り 加 何 に 広大 で ある か を 知り 


牌 し く 許 きれ た ご 本 の 道 が ある 時 、 彼 は 、 最 上 の 結果 を も だ ら す 方 を 選ぶ 。 


有 ま 
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アル ・ ズ マロ 


20. され ど 、 す で に 天罰 の 官 答 が な る れ た 者 を 、 2 タン タイン クノ 』 メン ラチ ラン 、 スン レッ ンダ 
AICK1C1E ま 16 で 1 に 内 4 あー で 
如何 に ムハンマド と いえ ども 救え まい ? ン | の ンー ツン (ゲー で や 
液 は 業火 の 中 に 居る 者 を 敷い 出し 得る か ? へ JE 1 はい 
21. され ど 、 主 を 胃 れ る 人 々 の だ た だめ に は 、 相 い 9 3 タタ 8385 や 
重なり を そびえ ぇ 立つ 高楼 あり て 、 河 川 脚下 を 障 レン Sho 
流 る 。( 注 6) こ れ ア ッ ラ ー の 約束 な り 。 ア ッ の の うい 22 交 2 Hr 
ラー は を その 約 東 を 破 ら ず 。 
(OAIE は 9361 
22. 液 は 必 ぎ ざる か :、 GII て 4 ンス < ノン ン 
せ 、 それ を 大 地 に 浸 み 込ま せ て 泉 と Ez FIOTOJP プ ナー 
時 fh 4CO3P そ 呈 ェ ク ・ 5 の 5 スン 
ゆう) シ 区 WI ro 
せ 給 うこ と を ?7 や が て 柱 れ な ば 、 を は 貢 0 の で デ と の ウ 晴 四 
ーyK パ こい ・ ノン ? グ ブタ 2 > 1 ダン タッ ゥ ン 2 ン 
色 に 変 ず 。 0 ッ ラ ー は 、 これ を 董 0 っ 122 も 6 な の 2 35 
すず と な し 給 う 。 げに この 中 に は 、 思 雇 ある と の ァ PL グ 
者 た ち へ の 訓 戒 あり 。 oiyidyye5 9 kNA124 
索 二 項 
23. デッラ ー が その 胸 を 開か し め て イス ラー 了 レン て 全 で る ノノ ス ラン ン ン 
を 受け 容れ きせ 、 た め に その 御 光 を 受け た Oo ので そら 
ババ ヽ 佑 人 ロー で ま 千 訪 : 6 ルン s1/ し 3325 
省 と 、( 注 7 ) 不 信仰 の 暗 剛 で 要 索 する 者 と 1 8 SM 055 や 
同一 捉 す べき か ? 人 秋 いな る か な 、 そ の 心 リタ 2 
中 し 二 半 か 
頑 回 に し て アッ ラー を 念 わ ぎる 者 ! 彼 等 eekJ8933 
は 明らか に 館 誤 の 中 に あり 。 
くだ と し レレ 『- ろ アデ 1 
ッ ラ ー は 経典 の 形式 で 最上 の 培 数 を 隆 CM を トン 全 し 人 る 2 に 
24. アッ ラ は 引 生 の 形 江 C 直 の 所 OGs uoSS1O35 4 
だ り 0。 その 経典 の 諸 節 は 相互 に 支え あい 、 の る フン < タク タタ タッ タ る タス 
きま ざま な る 形 を 反復 す 。( 注 8) 主 を 長 る 〇 ウ の の OsocyuJt っ Ao co 52 
る 者 は その 朗 喝 に 総 毛 立ち も 、 然 る 後 、 肌 も ンク プン し ます と ロラ タタ タタ ぅ みう 2 る 
Bt | を 9 
心 も 302 ー の 念 い に 和 e で 。 テッ ラー の ひら 外 じ ide し あー テナー 
稚 衝 は か く の 如 し 。 ア ッ ラ ー は 之 を 以 っ て 外 ラン ン 6 イ 2 る ラン 」 シー ッ レ 
gul 9 (ゆう りつ の ( ダ 046) | 
選 れ の 欲す る 者 を 導き 給 う 。 されど 、 の 夫 2 者 
ア 
ラー が 迷 ゎ し むせ る 者 に は 、 如 何 な る 簡 導 者 (OPC ド 8W 
も が なか る で し 。 
注 6 天国 に お ける 信者 の 位 の 相違 は 、 各 々 の 働き に 右 い の ある 事 を 表し て ちな り 、 こ れ は 、 来 世 が 非 活動 似 
で 物 憂 いも の で は な く 、 絶 え ず 努力 と 向上 の 続く て も の で ある 事 を 嗜 示し て いる 。 “ 
注 7? イス ラム の 教義 は 非常 に 奥深 く て 広大 で あり 、 信 者 の 心 を 開き 、 神 の 知恵 と 愛 で 満た す 。 そ れ は 、 必 ず 


や 、 思 索 、 知 識 、 真 実 の 新た に し て 永 近 の 大 望 を 除く で あろ う 。 


生 8 
典 の 諸 節 | と 表し て いる が 、 


神 の 啓示 は クル デー 


ン に お いて 最 ぅ 完全 な 形 と な っ た だ た 。 当 人 節 で は 、 ク ルアー ン を 「 和 互 に 支え あう 経 
これ は 、 ク ルアー ン が 相 省 盾 する 事 な く 、 


互い に 補完 し 合う 異な る 解 沢 を 受け 入 


の ーー 
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25. 復活 の 日 に 、 和 恐ろし い 刑 前 を その 顔 で 防 が 2x アッ ンズ ノ タ 2 ノリ 5uG で 7 2 ノン ン 
ね ば な ら ぬ よう な 者 が 、( 注 9) 全 く 心 配 な 302 olOlZ2 1 ょ の (か の | 
い 者 と 同一 視 せ ら る ご で きか 7 不 且 な す ノッ タ KG 2 クン > 2 
徒 濡 は か てく 云わ れん 、「 お 前 が いつ も 稼い で ⑫⑲ 52uMEUOs 
い だ も の の 報い を 味わえ | と 。 


26. 彼 等 以前 の 者 ども 6 も また われ ら の 神託 を 揚 あふ る 光 あの 2 の LO 0 
みた れ ば 、 身 太 が 彼 等 を 不意 に 舞い た り 。 1 


ラナ オス デ 


⑩9 Ye と 


27. る れ ば は 、 ア デッラ ー は 役 等 に 現世 で も 屈 壁 を OKUEAESIPEYOE3IP0 AH 
味 わ せ 給 う が 、 米 世 の 削 は 更に 閑 酷 な る べ 


22 ア ッ ノ ae ズン ン 
し 。 と 云っ た と て 、 彼 等 に は わか る まい が ! (OIOTN EE 人 E > 人 中 GO 
28. われ ら は 彼 等 に 注 意 せしめ ん が だ た め に 、 る ひっ う 2 OUAA ぁ 8 MC。 AG ぅ 


まさ ざま な る 比 明 を 明らか に せり 。 ( 注 10) 
で レッ ルン ン Np 押 アン 
39RSda 


29. われ ら は 彼 等 を 義 し い 人 に な さ / 全く 2 表 4 
わ ら は 役人 等 表 人 衣 し と し て 、 ③ を | 
目 確 無比 が る アラ ビア 語 で クル アー ン を 啓 2 レ の 
示せ リ り 。 


30. アッ ラー は ここ に 一 比 職 を 明らか に す 。 つ 6 イタ る ダン ン 計 」 ン レン 
り 、 多 く の 伸 間 い れ ど 互い に 仲たがい ば 2 て に Cp とう SS 4 Na 


か りす る よう な 者 と 、 た だ 一 人 に 完全 に 令 4czr ン リィ ひ 9CC 5) 
倒す る 者 。 こ の 両者 の 事情 は 同じ か る べき Vc 2 os0805 う りう 


か ? ( 注 11) 讃 美 の 誤 1 は 挙 け 0 4 ン os OOoAS 2 と 2 
の も の な り 。 然 れ ども 、 大 半 の 者 は 之 を 知 
ら 5 ず 。 


れ た 神 の 書 で ある 事 を 示し て いる 。 グル アデ アーン の どの 箇所 に も 泌 盾 は 見 られ な い 。 これが 、 ク ルアー ン の 無比 
の 美 点 の 一 つと な っ て いる 。 クル アー ン の 今一つ の 長所 は 、 比 較 を 用 いて いる 事 で ある 。 これ は 、 文 体 に 和美 
き と 貴 品 を 添え 、 最 少 限 の 言葉 で 広大 な 事柄 を 表す 。 又 、 ク ルアー ン は 『 反 復 す る 」 諸 衛 上 も 呼ば れ て いる 。 
これ は . クル アー ン が 、 基 本 理念 の 重 妥 性 、 3 し 述べ て いる 吾 を 
表し て いる 。 こ の 言葉 は 又 、 グ クル アーン の 教義 に は 、 他 の 啓 示 世 と 類似 する も あれ ば ぼ 、 そ の 優雅 き に お い 

て 新しく 比類 無い ちの も ある 事 を 示し て いる 。 


注 り この 言葉 は 、 裁 き の 日 に 不信 心 者 に 下る れる 副 の 好き を 示し て いる 。 彼 等 は 厳罰 に うろ た える 余り 、 
体 の 最も 敏感 な 部 分 で ある 顔 を 百 い も ぜ ず に 、 面 を 露 に する で あろ う 。 

注 10 24 節 に お いて 、 ク ルアー ン は 人 類 に と り 最 上 の 秘 示 書 で あり 、 人 間 の 精神 的 向上 に 深く 係わる 全て の 
教義 、 又 人 生 を 有意 坪 で 喜び ある も の に する 主題 全て を 包括 的 に 論じ て いる 。 タ ルアー ン は 、 信 仰 と 行動 に 指 
針 を 与え て いる 。 

注 11 多神教 徒 上 は 、 互 い に 利 審 の 対立 する 幾つ か の 主 に 仕え ん 、 悪 質 で 短気 な た 人 で ある 。 こ の 様 な 人 々 は 実 
に 哀れ で ある 。 彼 等 が 、 唯 一 神 ア ッ ラ ー に 仕え 、 気 に 入ら れる 胡 の 信者 に な れる だ ろう か 。 


ーー 


第 三 ル ル 章 アル ・ ズ マロ 
し か アック て > 2 る ン の ング ンマ 
31. げに 流 は いずれ 死す 、 彼 等 と て また 然 り 9。 の ⑨ の ちる なみ の ) 9 CA 51 
か に の > に 2 で と ] 人 we レ ン クン み 
32. 面 し て 、 復 活 の 日 に 、 ぉ 前 た ち は そ の 主 の (RG も 3125 865033 
前 で 互 に 論 争 すべ し 。 
第 四 項 本 2 
ゞ ン ン アン の * 
33. アッ ラー に つい て 偽り を 述べ 、 真理 が 降れ の 7 
ば 之 を 拒否 する 者 に 優る 不義 者 は あろ 2 る 4 と 4 抽 Cl 1 ho 
か ? 不信 心 者 ども の 住居 は 地獄 に な し と の ステ 5 る * う 1 Guab 
な ? アラ ぁゃ デラ ゥ 中 
eg り 
2 タ の アッ タン る る FTA っ ie 
34、 されど 、 真 理 を も だ らし 、 を 証 胃 する 者 、 Ll も GuAo う uglb 涼 4IP 
か か る 人 々 は 義 し い 者 な り 。 の 
⑲o 1 
2 mm = 
35. それ 等 の 者 は 、 主 の 許 で 、 己 れ の 欲す る も 1 ちと | に の 21046C0 も すく 
の を 得 ん 。 を は 甘 行 を 積む 者 へ の 報 状 な り 。 和 0 
⑲CA> oe 
0 ラー は 1 RS に 2 タン . ぅ プレ ン 1 ッ タ タン 9 ン /* の の 
ーー に 上 き 』 nH 
ーー ササ ヤー トト 衝 PP 
し い 1 ヽ ガ 楽 の 皮 書 よ ノン う ノ ン 5 ダァ ノ っ . る ん デ う の 
報 所 を 与 を ん 。 ( 注 12) で GAR 6 り lo と SU 4 
37. 僕 等 は アッ ラー で は 満足 し 得 ぎ る か 7 OL GS っ yg 区 公 過 
2 P どー Cs FE どり up こう 2 > 
彼 等 は アッ ラー 以外 の 神々 を 以 て 液 を 誕 8 。 。 SNS 証 王 2 
_ MS 遇 る 2 イレ レラ 2 2 2 5 
ん と す 。 ア ッ ラ ー が 迷 誤 の まま に 見 捨て 6 ec20 じ 5 251OMo) の 2 う CC う 2 
者 に は 、 如 何 な る 導き も な し 
し か ング デイル や タ 。 アク ン ン 2 2 る ーッ ン ン 
38. 面 し て 、 ア ッ ラ ー が 導く 者 は 、 何人 も 之 を UL2S 52 しゅ 201 ゆー 2 
誘い 惑わ し むる 能 わ ず 。 ア ッ ラ ー は 俸 力 者 、 5 5 
応報 の 主 に 非 ぎ る か ? (の VS の 
あめ つ ち アラ グラ アブ プン > る IO 
39. 液 彼 等 に 「 天 地 を 剣 造 せ る は 誰か ?」 と 問 CeWI2 が 2 は に ザ と LV 
わ ば 、 役 等 は 必ず 1 アッ ラー な り 」 と 答え = ノラ 9 5 ン 02 2 の ちぃ 9 
ん 。( 生 19) 云え 、「 も し アッ ラー が この 我 ②23 の 2OP05 は の ol 和 擬 6 
注 12 神 は 信者 の 善行 に 、 そ の 程度 に 係わら 6 ず 報 いら れる 。 神 は それ ぞ れ の 最 装 の 行い に 報じ いら れる の で あ 
る か ら 。 
注 13 偶像 崇拝 者 は 、 迷信 や 伝統 的 な 愛着 か ら 、 偽 り の 神 を 崇め る が 、 も し この 点 を 役 等 に 納 符 きせ る な ら 、 


彼 等 は 、 神 が 天地 創造 皇 で あら れ 、 真 の 力 は 全て 神 に 必 す る 事 を 、 


常に 認め な けれ ば な ら な い 。 


ー714 一 


到 生 て 


TVzxedl 
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注 14 
で いる が 『、 


を 偽 つ けん と 欲し な ば 、 お 前 た ち が ア ッ 
ラー 以外 に 拝 す る 神々 は その 災 和 を 除き 得 
る か ? まだ た 、 ア デッラ ー が 我 に 区 悲 を 垂れ 
ん と 欲し な ば 、 彼 等 神々 それ を 阻止 し 得る 
や ゃ や? と 。 云え 、「 我 は アッ ラー の み に て 満 


足 な り 。 頼 る 者 は 、 ア ッ ラ ー の み を 頼る 」 


Eo 

交え 、「 我 が 民 よ 、 お 前 た ち 最 療 を つ 〈 せ 。 
我 も つ 《 す 。 や が て 、 お 前 だ ち 思 い 知 る ペ 
し 、 ( 注 14) 

恥ず べき 刑罰 が 何者 に 科せ られ 、 永 元 の 劉 
が 何者 に 下る か を | と 。 


げに われ ら は 信 類 の 幸福 の た め に 、 す べ て 
の 真理 か ら 成る 経典 を 液 に 降 し た り 。 る 
ば 、 簡 導 に 従う 者 は 己 れ を 部 し 、 邪道 に 苑 
る 者 は 選 れ を 損なう の み 。 面 し て 、 流 は 彼 
等 の 保護 者 に 非 ず 。 ( 注 15) 

系 5 項 
アッ ラー は 人 間 の 死に 区 ん で 、 そ の 穫 を 召 
し 寄せ 給 う 。 ま だ た 、 い まだ 死な ざる 者 も 、 
を の 睦 眼 の 間 に 。 硬 し て 、 アッ ラー が 死 を 
決定 せる 者 の 殊 は 之 を 抑留 し 、 然 ら ぎる 者 
の 魂 は 定め の 期限 まで 之 を 遂 滞 付 す 。 区 さこ 
の 中 に は 、 反省 する 人 々 へ の きま ざま な る 
神 兆 あり 。 ( 注 16) 
彼 等 は アッ ラー 以外 に 執り 成す 者 を 求め る 
か ? 云え 、「 邪 神 ど も は な ん の 権限 も な く 、 
な に も わか らら なく 《 て も 、 そ れ で も いい の 
か ?」 と 。 ( 注 17) 


当 節 は 、 イ スラ ム 教 を 倒す 為 に 持て る 力 、 富 を 全て 使っ て 最悪 の 行い を する 様 に 、 
者 当 GR20E2 の の 。 パラ は 人 江 旨 の ほど か な の で 、 る 


の 大 義 は 必ず や 勝利 を 治め る の で ある 。 


注 15 
往 16 


人 間 は 、 良 き に つけ 悪し き に つけ 、 
死 を 迎え て も 、 人 の 魂 は 死 減 す る 事 な く 、 


所 て 生き 続け る 。 


注 17 


魂 は 不 減 で あり 、 


を 神 と 同等 だ と 主張 する 事 で ある 。 


それ を 汚す 様 な 行い を し て は な ら な いと 人 人 凌 は 教え られ て いる 。 
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注 19 
よる も の と 考え る の が 常 


1. 彼 等 以前 の 者 も る 、 同 じ こ と を 云え り 。 


云え 、「 す べ て 執り 成 し は 、 アッ ラー 次 第 な 
D 。 天地 の 大 権 は アッ ラー に 属す 。 いずれ 、 
お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 御 許 へ 召し 寄せ られ 
ん | :。 ( 注 18) 

アッ ラー の 独 一 な る こと を 開く と 、 来 世 を 
信 ぜ ざる 者 ども の 心 は 嫌悪 に 縮み あがる 。 

然るに 彼 等 は 、 た み ジ ンー - 以 外 の 邪神 ども の 
名 を 聞く や 、 見 ょ 、 放 然 た り 。 


云え 、「 な お 、 ア ッ ラ ー! 天地 の 創造 主 ょ 、 
目 に 見 え ざ る 世界 と 目 に 見 える 世界 を よ も 
に 知 可 し 給 う 御方 、 流 は その 僕 等 の 問 で 論 
争 す る こと に つい て 、 審 判 を 下す べし 」 と 。 


悪事 を 働く 徒 が 、 た と え 地 上 の あら 6 ゆる 
0 更に それ に 加 う る も の を 所 有 し た 

入 活 の H の 堂 ろ し い 久 を 免れ ん と て 、 
2 プ を て 催 も ん ます そし され と その 
時 、 アッ ラー の 御 許 か 6 、 彼 等 が いま だ か 
つて 考え ぇ 及ば ぎる こと が 示 き る れん 。 


ピロ れ が 稼ぎ し 悪事 の 数 々 が 彼 等 に 見 えて 来 
て 、 今 まで 喘 笑 せる こと に 彼 等 は 包囲 きれ 
de 


人 ば 人 災難 に 遭う と 、 われ ら に 祈る 。 され ど 、 

一 だ び 加 恵 を 施す と 、「 こ れ 我 が 知識 に て 得 

た り 」 と 云う 。 橋 6 ず 、 そ は 一 竹 の 誠 績 な 
り 。 きれ ど 、 彼 等 の 多く は 之 を 知ら ず 。( 注 
19) 


る 
ど 、 役 等 の ぎ し も ぉ の は 、 彼 等 に 益 す る と 


引 ろ な も らら 
2 亭 49 節 参照 


入 は 逆境 に 在 る 時 神 に 祈る が 、 
て ある 。 


順 境 に お いて は 神 を 忘れ 、 人 人 生 に 
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注 20 


彼 等 は 、 己 が 稼ぎ し 悪事 の 数 々 に 
襲い か か られ だ り 。 き され ば 、 こ れ むれ 等 不信 心 
者 の 不義 を 行う 者 も また 、 己 が 稼 で 如 事 の 
数 々 に 壮 わ れん 。 役 等 は 逃れ る こと 


彼 等 は 、 02 ンス ee - が その頃 ほす る 者 に 給 養 を 
増し 、 また その 喜 す る も の に 之 を 制限 し 給 
うこ と を 、 知 ら ざ る か ? げに この 中 に は 
信ずる 人 々 へ の きま ざま な る 神 兆 あ り 。 
系 導 項 し も べべ 
抱え ん 、| 己 れ 自 身 に 不 行 跡 や だ な し た る わが 僕 
等 よ 、 ア ッ ラ ー の 慈 庄 を 諦め ゆる な か が れ 。 ( 入 
20) 事実 アッ ラー は 、 諸 々 の 罪 を 赦し 給 5 。 
に アッ ラー は 、 覚 大 に し て 慈 門 深 《 ま し 
まず 
潜 等 角 賠 が 下る 前 に 、 主 に ぉ 縺 り し 、 そ の 
意 に 従え 。 凡 が 下る 時 は 、 助 か ら ぎ ざる べし 
( 注 21) 


る 誠 
主 よ りお 前 たち に 記 示 る れ た る 最善 の 教え 
に 従え を 、 思 い が け ぬ 懲 罰 が 突然 降り か か る 
旧 E 


| ああ 、 情け な や 、 我 義務 を 忘れ て アッ ラー 
を な お ざり に せり 1! ば げに 我 は 喘 弄 者 一 人 
な りき 。 


も し アッ ラー 我 を 癌 きた だり せ ば 、 
な 信者 た り し も の を 」 

まだ, 懲罰 を 目 の あ だ り に し て 、「 も し 我 再 
び 世 に 戻り 得る な ら ば 、 我 は 必ず 善い 行い 
を な す 者 の 一 人 だ 65 ん 」 と 悔やま 史 た め に 
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我 は 敬 諾 


この 節 は 、 罪 人 に 希 請 と 励ま き し の 言葉 を 与え を て いる 。 物事 を 楽観 視 す る 様 に 勧め 、 


能 わ ず 。 
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定 する 。 人 生 に お ける 大 部 分 の 罪 や 犯 ち の 根底 に は 悲 観 論 が 在り 、 当 節 は これ を 非難 し て いる 。 タ ル テ アーン は 、 


157、 12 89 15 ) 57、18 59)、 


斐 し み に 暮 れ 、 重 


重ね て 神 の 落 躍 、 許 し の 約束 を 与え て お り (6 :55、7: 
荷 を 負っ だ た 者 に と より 、 こ の お 告げ は 何 に も 勝る 慰め と な ろう 。 
注 21 前 節 は 罪人 に 希望 


れ ば な ら 6 な いと 彼 等 に 警告 し て いる 。 


ャ ーー チ 由 が mm 


と 励ま し を 与え だ が 、 当 招 は 、 神 の 法 に 従う 事 で 目 ら の 夢 命 を 切り 開い て 行か な け 
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60. 神 は 答え ん 、[ 狼 り 、 
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わが 神 光 が 流 に 至れ る 
時 、 流 は これ 等 を 虚 価 な り と し 、 人 居 優 に 5 
不信 者 の 仲間 と な れ り | と 。 ( 注 22) 


液 は 、 復 活 の 日 に 、 ア ッ ラ ー に 対し て 借り 
を 云い た る 者 ども の 顔 が 暑く な る を 見 ん 。 
地獄 に は 簡 乙 な る 者 の 住む せ で き と こ ろ な し 
こう が 


る れ ど 、 燃 廃 な る 者 は 、 ア ッ ラ ー が 諸々 の 


He ny 
等 は 補 に 遭 うこ と な く 〈、 甘 し み も な か る で 
し 。 


アッ ラー は 万 物 の 創造 主 に し て 、 を その すべ 
て を 客 理 し 給 う 。 
天地 の 鍵 は その 千 中 に あり 。 き れ ば 、 ア ッ 
ラー の 神 兆 を 信 ざ ぎる 者 は 、 必 ず 失 敗者 と 
な らん 。 

第 七 項 
云 を ん この 入 に アッ ラー 以外 の 邪神 どる ちる を 
祭 め ゆめ よ と な 、 流 等 無知 な る 徒 募 は 」 と 。 


液 に は 、 欧 以 前 の 人 々 に 啓示 せる 如く 「 も 
し 疲 が アッ ラー に 他 神 を 配 し な ば 、 液 の 所 
業 は 必ず 無 に 帰し 、 失 敗者 の 類 い と ならん] 
と 確か に 啓示 せり 。 
左 様 、 ア ッ ラ ー を 崇 散 し 、 
だ 和む 。 

彼 等 は 、 ア ッ ラ ー の 権能 に つい て 、 正 確 な 
概 念 を 形成 し 得 ぎ る な り 5。 復活 の 日 に は 、 
1 に アッ ラー の 支配 下 
と な り 、 諸 天 は 彼 の 右手 に て 挫 か る で し 。 
の アッ ラー は 彼 等 が 配 する 他 神 
と は 比較 に な ら ぬ 高み に まし ます 。( 注 
23) 
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当 節 で は 、 神 の 停 大 な る 力 と 薩 厳 に 触れ 、 木 や 石 で で きた 偶像 や 地 か な 人 間 を 上 栄 ゆ る 事 は 、 何 に も 増 
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し か テウ ツバ 
箇 し て 、 負 中 一 たび 鳴 渡れ ば 、 ア ッ ラ ー 


が 容 表 せ ん と 欲す る 者 を 除き 、 天 に 9 


he cry 
是 に 鳴る 時 は 、 3 
を 待ち 受け 2 


大 地 は 主 の 御 光 に よっ て 光り 閣 き 、 天 の 帳 
筐 が 彼 等 の 前 に 開き 置か れ 、 預 言 者 た ちゃ 
証人 た ち が 吾 喚 き れ 、 條 平 な 客 判 が な きれ 、 
決し て 不当 に は 過 せ られ ぎる べし 。 


答 人 と も その な せる こと に 対し て 存 分 に 
いら れる で し 。 主 は 彼 等 が な せる こと を 部 
知 し 給 う 。 

第 八 項 
府 し て 、 不信 心 者 ども る は 群 を な し て 地 掴 に 
上 り 立て られ 、 を こ に 到着 する 和 や 、 諸 門 た 
ち ま ち 開 か れ 、 門 番 が 役 等 に 向っ て 云わ ん 、 
| お 前 だ ちの 中 か ら 出 で た る 使徒 が 来 て 、 
主 の 神 兆 を お 前 た ち に 読 語 せ ざり し か ? 
まだ 、 介 日 の この 対面 を お 前 た ち に 辻 告 せ 
ぎり し か ? 1 と 。 彼 等 は 答え ん 、「 媒 9、 き 
れ と 不信 心 者 に 対す る 刑罰 の 宣告 は 、 す で 
に な る れ た だ た り 」| ヒ 上 。 
か が くわ れん 、 | 流 等 地獄 の 門 を 入り て 、 る 
の 中 に 永 壇 に 住め 。 祖 な る か な 周 憎 な る 者 
の 住居 は 」 と 


主 を 長 れ る 人 々 は 、 和 群 を な し て 楽園 へ と 案 
内 きれ ん 。 し て 、 楽 園 に 着け ば 、 色 ち 諸 
は 開か れ 、 門 番 が 彼 等 に 向っ て 「 む お 前 た 
ち に 正安 あれ ! 液 等 に 幸福 あれ 、 中 に 入 
D て 永 店 に 住め ] : 云 う 。 


彼 等 は 云わ ん 、 「 党 説 は 拳 ! ば で た ジー の も 
の 、 役 は 我 等 と の 約束 を 果 た し だ た り 。 彼 は 
我 等 に 大 地 を 継が せ 、 楽園 の 何処 な り と 役 
寺 の 好き な と ころ に 住ま し む 」 と 。 正義 に 
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テル ・ ズ マ ロ 
精進 せる 者 の 報 状 は な ん と 素晴らし きか っ し 13 
0 ⑨ の al うる | 
し か 
76. 面 し て 、 流 は 、 諸 天使 が 玉座 を 囲み 、 主 の Zs3 5 ア ロン 
OS GASIA( 
栄光 を 讃 美 する を 見 ん 。 彼 等 は 皆 公 平 に 裁 22 の 2 て ら 2 3 
か れん 。 し て 、「 賞 讃 は 挙げ て 万 物 の 主 、 29 GA 2 を 923 と 3202 
アッ ラー の も の な り ] と 唱え られ ん 。( 注 隊 , ス 
9 u 本 
24) oO ご も 3) 83 
ム 
注 24 神 の 属性 は 、 裁 き の 日 に 最も 完全 な 形 で 表 る れ 、 天 使 達 が 神 へ の 委 美 歌合 唱 の 勤め を 果たす で ある う 。 


又 当 節 は 次 の 様 な 意味 を 持つ と 8 言え る 。 神 の 唯一 性 は アラ ビア に も だ らき れ 、 地 上 に お ける 真 の 神 の 下僕 が 
天 の 天使 と 共に 神 を 替 美 する で あろ う 。 
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あま ね 


1 意 深く 、 訟 み 之 く ブ ッ ラー の 御名 に p い の 。_ ss3 絢 っ 1 と 
で ャ アン ュ 
ノ 。 CNeSm ーー が あ 、 注 1) (タテ 
21| 1 ン 
3 この 経典 の 夏 示 は 、 ア ッ ラ ー よ り 降 る 。 る 3 3 A| に の ご 交 
は 偉大 に し て 全 知 全能 、 ー ( 
い IT アタ ラーラ ー 才 る 。 っ 人 や る 
4. 罪 を 攻 し 、 改 尼 を 容れ 、 太 する に 上 厳 し 、 jugA4 色 5 ol 
賜物 の 所 有 主 な 5。 彼 の 外 に 神 な し 。 最後 クー ン リュ ンプ すし 
ラー ラテ デア タ や レン し] ゅ 
に 帰り 着く と ころ は 、 彼 な り 。 の ey1AU 5A 昔 3 RI 
ニム ト 、 ei 1 AN 2 の の 2 1 と 3 ンク トレ 
5. 不 信心 者 以外 は 、 何 人 も アッ ラ 2 8) 品 8 eableyt8dJ 館 し 
つい て 反 典 せ ず 。 され ば 、 液 は 、 不 信心 者 ri 
ぼ も の 間 歩 する を 見 て 衣 か れる な か れ 。 O チ リリ ピラ グン ンド 
2 個 
6. 彼 等 以前 に ち 、 ノ ア の 民 並 びに その 他 の 宗 の ja の 2 
派 の 者 が 、 使 徒 た ち を 捕え ぇ ん と 企 て 、 偽 5 の レッ コン 人 と 
の 証明 に よっ て 真理 を 論破 せん と な せり 。 10eojpue の 2eoy41 CA 
され ば 、 の 季 は 彼 等 を 捕え た だ リ 且 わが 徐 癌 ルク 5 ウ クッ 27 イン ンタ 2 9 
の 如何 に 恐ろし か り し こと か ! 2 な みのり と IE >ucj ub WU 
oe 
7・ か て の 如 《、 不 信心 者 も に 対す る 主 の あー と 5 
評 は 穫 行 され り 。 す な わ ち 、 彼 等 は 炎 2 こと Oi 
の 住人 な 5。 ie 
- HH 5 謙 天 ] RI に を ッ 2 グン ニー る ラン 2 2 アン ッ ムク 
8. 王座 を 担う 諸 天 使 ( 注 3) 並び に それ を 取 KM に の の 人 0 を 


り ま くく 天使 な ち は 、 主 の 栄 0 主 を 


注 1 賞 准 す べき 栄 其 
注 2 PR 
いと 命じ られ て いる 。 
邊 3 「 玉 座 ] は 神 の 属性 を 世 味 し て お り (7 章 55 節 及び 10 意 4 節 参照 )、「 玉 座 を 担う 諸 天 使 ] と は 、 を の 
身 を 通じ て 神 の 属性 を 表す 人 を 指す 。 自 然 の 法 は 天使 を 通し て 作用 し 、 預 言 者 は 神 の な 告げ が 入 々 に も た らき 
れる 名 介 の 役割 を 果たす 信 、 こ の 「 玉 座 と 担う 諸 天 使 」 と は 天使 と 神 の 使者 双 方 を 指し 、「[ それ を 取り まく 天使 
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信じ 、 信 ずる 人 々 の た だ た め に 赦し を 求め て 、 0 人 アッ の シク 2 クッ コーン ラ タク タン 2 ga/ 

amal 生 サ ャ サ ャ ャ か 6 も 6 の っ の 
合 す 。 され ば 、 悔 悟 し 、 光 の 道 に 従う 人 々 (1。3 生得 GMR 

Pe 2 


守り 給え 。 YOIMKK の | る 35 の 200 2 
oo 


に y な の 『 記 生 の ) 涯 5 因 | !- 太 2 ダマ ク CS) 
9 2 ね て 流 カ 0 の 820 ひら う の UNGN と Aa315 
等 を 入ら せ 給え 、 役 等 の 父 や 妻 や 子供 5 の 


中 の 高 泊 な 者 た ち も 同 じ よ うに 。( 注 4) び げ な 322 252D2gCloe る (2 ンタ 
に 液 は 人徳 大 に し て 覧 折 な り 。 2 捉 
@ る 455 Da 98) 


eS11A65 3 


デ ッ 


し か 信 
10. 面 し て 、 彼 等 を 諸悪 より 護り 給え を 。 か の oy あの 
の た め に 、 液 が 諸悪 より 謎 っ て や る 者 、 け 


タッ っ 27 ンタ ン る 2 い 13 
に る の 著 は 流 の 慈悲 に 浴 し た る な り 。 を は 2 ANS う "AS うい AS 8 


素晴らし い 大 成功 な り 」 と 。 
第 二 項 
11. 不信 心 者 ども は 告げ られ ん 、「 ぉ 前 だ た ち が 自 。 負 と AgS1 SS 2 
分 自身 を 憎悪 する より も 、 お 前 だ ち が 信 仰 2 の 
を 勧め ゆら れ て 坊 を 拒ん だ 時 の アッ ラー の 人 憎 eyi ILO い 3 5 スン 人 5 


P コ 
悪 は は る か に 激 し か り き 」 と 。( 往 5) レッセ ン 
〇 (の 
ィ ? ョ ン タ ィ レン 
12. 彼 等 は 云わ ん 、 「 主 よ 、 次 は 我 等 を 二 度 死な CKGLCASL eSIEM あ 


せ 、 二 度 生命 を 与え 給 MD 022 いる 0 
己 が 罪 の 数 々 を 認 む 。 き れ ば 、 逃 げ る すべ チタ 6 0WIOiC だ 4 に 
が か T だ 。 


ーー 
た ち 」 と いう は 、 地 上 の 諸事 を 取り 仕切 る 首位 の 天使 を 補佐 する 下位 の 天使 、 あ る い は 、 項 言 者 の 教え を 広め 


る 預言 考 の 真 の 弟子 を 示す と 言え よう 。 7 竜 55 節 ぅ 参照 の 事 。 

注 4 この 人 節 に は 重要 な 原理 が 可 べ られ て ある 。 こ の 世 の 何 人 だ り と も 独力 で 事 を 成す こと は で き な い 。 記 
NUM DD 
主 に 両親 ・ 毒 ・ 子 供 達 で わる 。 それ 出 、 業 績 を 成 し た 暁 に 信者 に 授け られ る 天 恵 に し 、 こ れ 等 の 親族 導 $ ズ 浴 す 
の お お 

注 5 自ら の 悪行 が 招い た 不幸 な 結末 を 突き 付け られ た 時 、 我 身 を 喝 い 始め る の が 人 の 常 で ある 。 不 信心 首 
達 は 、 還 が 下 き れる 時 我 身 を 大 悪 す る と 告げ られ て いる 。 し か し 、 慈 砺 深 き 神 は 、 彼 等 が 神 の お 告げ を 拒み 、 
神 の 使者 を 追 害し た 時 、 彼 等 に 対し 進 か に 強い 剛 悪 の 情 を 抱か れ だ た 。 

注 6 誰 生 以前 の 状態 は 一 種 の 死 で あり 、 こ の 世に お ける 生 の 終わ り は 第 二 の 死 で ある 。 誕 生 と 復活 は 二 つ 
の 生 で ある 。 “ 
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13. 彼 等 は 告げ られ ん 、 | お 前 だ ち は 、 ムツ ジー 


14 . 


1 


16. 


IM 


18 . 


10 


20. 


注 7 
31) は 天 よ り 降 り 、 
注 8 
る 。 
注 9 


が 唯一 な る Mt を 信 せ 
ず 、 他 神 ら を アッ ラー に 配 する 時 は 之 を 信 
じ だ る が 故 な り 。 裁 定 は アッラー 次 第 な り 、 
を は 至高 者 、 比 類 な き 至 大 者 な り 」 と 。 
きま ざま な る 神 光 を 前 た ち ( に 示し 、 お ぢ お 前 
た ちの た め に 天 か ら 滋 養 を 降 す は アッ ラー 
な り 。( 注 7) 然 る に 、 神 に お 経 り する 者 以 
外 は 、 何人 も 之 1 に 留意 せ ず 。 

きれ ば 液 等 、 不信 心 者 ども が 如何 に 娠 記す 


る と も ケッ ラー に 祈願 し て 随 順 の 誠 を だ 
せ 。 
和 ー は 至 韻 者 な り 、 玉座 の 主 な 5。 ( 注 


は 僕 等 * の うち その 欲す る 者 に か の 日 
LVh で yh 御 言葉 を 降 し 給 う 。 


だ れ も が 御前 に まかり 出る 日 、 何 事 も アッ 


ラー か ら 隠 すこ と 能 わ ざる ご し 。「 そ の 日 、 
大 権 を 所 る は 何者 で ?」 を は アッ ラー、 嘩 
ーー に し て 至高 な る 御方 。 

その 日 、 各 入 は 己 れ の 稼ぎ 高 に 応じ た 報い 
を 受け ん 。 如何なる 不 公平 も 行わ れず 。 げ 
に アッ ラー の 清算 は 迅速 な り 


迫り 来る その 日 の こ と を 彼 等 に 警告 せよ 。 
その 時 彼 等 の 心臓 は 痛恨 の 余り 、 喉元 まで 
時 不義 な す 敬 は 一 人 だ に 
実 な 友 も な く く 、 ま た 聞い て 貰え る 執り 成 
し な か ら ん 。 
人 4 
中 に 秘め る も の を 洞察 す 


2 ダ m ア ーー グ 遇 9 々 る 2 >? 『 
と 時 6 2 の 


信 し 4 
らち 36 oe 2 250sSU 
⑨ ら の | 


2 の お 3 0 
2 o っ 負 5 の 叶 る 


ンマ っ ッ デ 


1 かも 4 
ゥ ダ 9 2 グ プン ッ タ ッ ク ルレ ゥ ン 
うし 02 放り 5862 ある る る 人 5 


を し 


本 の M で ァ ク と 
(OHIPPSRIEUW21PEIM)P2 
2 Cx し 。( Ft CO せ 。! 9 2 シル 6 

og っ 人 32 


UI ら 3 CO 2 83545 
る と の 6bM5V じ た ) 
⑥%0al 45 41 


内 体 的 の みな ら ず 精神 的 に も 、 生 を 支え る 物 は 、 全 て 天 よ り 下 きれ る 。 全 生命 の 拠り 所 で ある 水 (21 : 


人 の 魂 の 拠り 所 と な る 神 の 紗 示 も 同じ 天 よ り 授け 6 れる 。 


| 玉座 の 主 」 は 、 慈 甘 の 王 と 同様 、「 王 座 ] が 物質 向 な ちの で ある と いう 悲 の 解 に 反論 する も の で あ 


怒り ・ 蔵 み ・ 然 望 の 眼 基 し 。 
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21. 本 は 真理 を 以 て 審判 すれ ど 、 ア ッ > の ッ ラ タン ン ッ ポリ ント は [ん っ る 作 リ ン 
ー の 他 に 彼 等 が 祈る 者 は 、 何 事 も 表 き 答 タワ ゲロ Joe 19 
すず げに アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て 30203 の る も も 9 
どー (の の yo の りら うう 
を 知る 御方 で おぉ わし ます 。 1 ' 
、 痢 三 項 22 持 
22. 彼 等 は 各地 を 馬 歴 り て 、 彼 等 以前 の 人 人 々 の CICS o5SIS 2 クッ 3 3 
末路 が 如何 が な り た る か を 見 ざり し か ? あ の 2003 アレ お 
の 者 ども は 彼 等 より も 力 あり て 、 現 に 地上 QA 919PKSASEe % 
に 彼 等 の 遺跡 を 残す 。 然 れ ど も 、 ア ッ ラ ー Ar ポン イン の うっ 
は 役 等 の 諸 各 故に 交 を 捕え た る な り 。 彼 等 。 人 9 WeoeDlGDGB 鐘 1 
は アッ ラー に 対す る 防護 者 を 持た ざり き 。 


5 
お 


タプ 
oO と 0 3 2 が ら セ 
23. を は 、 Pe 二 り oa cs 2 る の 2 の は レン の 1 
彼 等 に 来 た り し 時 、 彼 等 之 を 信 ぜ ざり し が - 1 22 
故に 、 ア ッ ラ ー 彼 人 Py 9。 げ に ケッ ー  @ollOu3 2 46140122086 


ラー は 力強く 、 罰する に 某 辻 な り 
24、 わ れ ら は モー ゼ を 、 わ れ ら の 神 兆 と 明らか 。 ⑫cuSob 区 誠 のみ 2 CS3 
な 権能 を 与え て 造 わ し た り 、 0 
202 7 の の と ハー マー ン と クア ー ル ー ン の と の し (2 ンタ 8 0228 | 
コプト 然るに 、 彼 等 は 刀 た り 、| こ の 却 は で マ 5O め 6362 KYO を 
大 嘘つき の 妖術 師 な り 」 と 。 ー 
か アン ング p2 ン ウン し アン 
26. 面 し て 、 モ ー ゼ が われ ら か ら の 真理 を 彼 等 ESGo es CS ES 
に も だ ら す や 、 役 等 は 云え り 、 モーゼ と 共 レラ? ク (人 ン アン ノン 人 
に 信ずる 者 た ちの 上 足 子 等 を 殺し 、 婦 女子 の 7 人 GR203 22 1 の 
み を 生か し て お け | と 。 さ る れ ど 、 不 信心 者 の 9 レプ 
ら (3 中 に | 
ども の 策謀 は いつ も 必ず 失敗 す 。 @JS9S ぁ 
つ た た ーー が ーー コザ み > 六 由 プ S リー アァ ゥ ラタン ター クタ タプ の も う の ンー タッ ンタ と [の 
27.、 ツア ウオ は 寺 え 2 4 が の 20 と 0 1 ぅ が 介 は 科 Ss 6 
まかせ よ 。 モー ゼ に 、 自分 の 主 に 入ら せよ 。 の 5 の 2 2 
ュー に ょ 2 s 2 ゅ デ 
償 は モー ゼ が お 前 た ちの 款 教 や 変え ん 、 こ の の た IN いう de 1812933 
ど 


國 を 挫 乱 せん こと を 懲 る 」 と 。 1 
和 1 


28. モー で は 云え り 、「 我 は 清算 の 日 を 信 ぜ ぬ す か 
5 きる W. 概 和 US 2 
べ て の 由 慢 な る 者 か ら 、 我 が 主 に し て 且つ ご うら Je GLCey め っ う 


お 前 だ ちの 主 な る アッ ラー ー の 許 へ 避難 す 」 レン 2 レ タン 9 で "ンタ 
と 。 ( 注 10) @ ゅ 6 ンク 


注 10 押 は 、 項 言 者 の 選民 の 究極 の 拠り 所 で ある 。 彼 等 は 周り を 開 に 尊 ま れ 、 彼 等 の 説く 真理 や 上 悪 の 勢力 が 
根絶 し ょ うと 企む 時 、 神 の 太 を だ た だく 。 “ 


ー724 一 


ト に P て 
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第 四 項 
29. ファ ラオ の 一 族 の 中 で 、 密 か に 信仰 する 者 -? ン ッ 。 クン レン ラン 。。 6 
あり て 、 ( 注 11) 云え り 、「 あ な た 方 は 『 我 LESG と 
が 王 は アッ ラー な り j と 均 う だ け で 、 人 人 を * を や 5 4 客 人 0 ン イクッ ン ン 
肌 す か ? その 方 が あな た 方 の 主 より 自 な に 人 品 内 
る 証 換 を も た らし 来 た る と いう に 。 も し 役 4U23 し 前 らぶ っ 565 し 


が 嘘つき な ら ば 、 を その 偽り の 罪 は 後 の 身 に 02 の 09652 92 の 
降り か か らん 。 き れ ど 、 も し 彼 の 交 う こと ce 25oU2YOy 
が 真実 な ら ば 、 彼 が あな た 方 に 警告 する いみ ぁ ン ッッ ンタ コン ン 


M 2 ia 
《 つ か は 、 必 ず や あな た 方 の 身 に 降り か か いつ の っ で らい 9 251 の 6 し の ひい 
らん 。 げ に アッ ラー は 則 を 越え る 者 や 嘘 つ タ (の 
き を 導き 給 わ み a。 ⑲⑮!QY 


30、 み な の 乏 、 2 あな ノッ ンク 2 を ンク 
だ 方 は こ の 国 て 人 居 位 を 占め る も じ 電 更 / 計 。 ウン う (9 > 本 III 


ラー の 六 が 我 等 に 隆 6 ば 、 ラ に 千 し て 我 等 IS) OMP 2 1 W じゃ ある ッ グ の 
OCS つう こす び ンー リーン ここ 
を 護る 者 は 、 果 し て 誰か ? | と 。 ファラオ の の 


2 タ の る ゥ タン タン 5 
は 云え り 、「 余 は 自分 が 納得 する こと を お 前 5 っ し? 1 1 が OTCNET う の 

だ ち に 指 が する の み 。 余 が お 前 だ ち を 短く の の の / 

人 2 ンー 
道 こ を が 、 正 確 な 道 な り 」 と 。 OOk 1 
31 . か の 信者 は えり 、 「 み な の 舟 、 我 は 、 過去 イシ イン タフ ス ター っ る レン ンダ るー スン ン 
の 高度 な 民族 が 滅亡 し た あの 日 の よう な こ OS HIPPCETOI て PUTS 
と が 、 あ な た 方 に 起り は せ ぬ か と 心配 す 。 2 ッ ン 
⑨ い の 52 め 

32、 ノア や アー ド や サム ー ド の 民 、 並 びに 彼 等 ~ ン * いる ス 2 例 る ンス 2 ター 2 る ーー タン イタ 
以後 の 者 ども の 場合 と 同じ よう に 。 "うっ うう を ダク みり ラ 

人 タ よ ょ う プ ラッ 
の NG のみ の 2 る ひめ ら 2 

33. みな の 衆 、 我 は あな た 方 の た ゆめ に 、 人 々 が y レン クン クン 220。 の 
助け を 求め て 互 に 呼び 合う その 日 を 心配 (OPCEIPYS タ IM が 
す 。 ( 注 12) 


と ん そう 
34 . その 日 あな た 方 は 、 吾 を 向け て 和 哲 走 せん う 1 ア 50 ンマ そ ン 2 うみ 9 ーー と 作る どう アプ 
"ce ラ 2 いのら gz りこ の 
アッ ラー の 激怒 か ら あ な た 方 を 謗 る 者 は な ご プ 2 1 り め の っ 
ュ 2 〆 2 し wu ラグ アン で ノン 
か る べし 。 ア ッ ラ ー が 一 た び 邪 壮 へ 導 か ん @22 29 の? を so 
と し だ 莉 に は 、 如何 な る 稔 導 省 も な が か る で 
5 
注 l1 この 信者 は 、 ふ きわ し い 時 に 表明 し よう と 思い 、 そ の 信仰 を 隠し 続け た 。 彼 が 自ら の 信仰 を 表し 、 フ ァ 
ラオ の 臣下 に 語り か けた その 男気 ある 態度 は 、 そ れ ま で 信仰 を 隠し て 来 た の が 衝 れ の 為 で は あか っ た 事 を 衣 付 
け て いる 。 
下 12 人 人 々 が 四散 する 日 、 又 は 役 等 が 互 に に 反目 し 合い 分 死す る 日 、 あ る い は 、 彼 等 が 互い に 助け を 求め る 日 。 


2 の ミー 
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35. か つて ヨセフ が 有明 証 も だ らし 来 だ る 時 
も 、 あ な た 方 は 彼 の も だ らし だ も の に つい 
て 疑い 続け 、 彼 が 死す る に 及 ん で 、『 彼 の 後 
に は アッ ラー も 使徒 を 追わ き ぎ ざ る で し 】 と 
云 を たり 。 アッラー は か く の 如 〈、 則 を 越え 
る 者 ども や 懐 既 者 を 迷わ し む 。 ( 注 13) 


36. これ 等 の 者 ども は 、 ア デッラ ー よ り 如 何 な る 
権威 も 与え を られ て お ら ぬ くせ に アッ ラー 
の 徴 を あれ こ いし 論ずる 秀 号 な り 。 こ は 、 
2 

〈 憎ん で 余り ある 者 、 区 に アッ ラー 
MP 


37. す る と 、 人 kde 2 ド 。 
我 が た め に 高楼 を 築け 、 接 近 す る 途 全 を 得 ん 
た め に 、 


38. すなわち 、 天 に 接近 する 途 を 得 て 、 モ ー ゼ 
の 神 と や ら 5 を 熟 視 せん 。 ま 、 嘘 に 違い な か 
の 2 の も | と 。 の KOUISN。 ジア ルオ に は 選 
れ の 悪 業 が 立派 に 見 え 、 正しい 道 か ら 閉め 


出る れ た だ た り 。 し て 、 ファ ラオ の 業 謀 は 洪 
び 去 り ぬ 。 ( 注 14) 
逐 五 項 


39. 信仰 せる 者 は な を 9 ( 生 15) 「 人 入 々 よ 、 我 
に 従え 。 我 は お 前 だ ち を 清廉 な 道 に 導 か ん 。 


くら し 
40. 人 人 々 よ 、 こ の 世 の 生 活 は 束の間 の 快楽 に す 
げに 米 世 こそ 氷 有 の 住 まい な り 。 
注 13 丘 言 者 は 先史 時代 から この 世に 存在 し た が 、 


注 14 
彼 に その 力 を お 示し に な っ だ 。 
注 15 
等 に あら 6 ゆる 困 将 辛苦 を 甘受 る 8 せる 事 が 可能 な の は 、 


ー ザ 20 一 


ルル ・ モ メン 
Go も OS る ダン に d83 


md 了 82 の 


2 の ao (2 多 さ っ 2 と っ に ツ 


テン ? ア 2。 [る の 

2 とっ Jo の の よら OS* ぅ 
う ッ グ ラッ タタ 
@oCCNIAS1 


ら 1 ンー て イン 2 
6 うみ の 導 AS AO 
ノッ 55 タ ビュ ン っ 。 プ ョ アタ と タ 3 
の < の 3 256 5 
v 拉 で テン クト 1. 計 ア と て 
を PT 
世 ンス 
(の と 
> ヶ 2?975 の ダー る スイ [ ン 
KAYTORSO3YG2TCAUURIEE 
で ニー ょ テン 
⑨ っ いい J| 


ラグ ョ 


KUM73P4VUUEPCAIPDWACOION 
(ONI 


人 間 と は 稀 剛 な も の で 、 新 た な 預言 者 が 現れ れ ば 必ず 彼 
を 拒み 、 彼 の 死後 彼 を 信じ た 人 々 は 、 も う 預 言 者 が 出現 する 事 は 無く 、 


ファ ラオ は 、 モ ー で ゼ の 神 を 盗み 見 る 為 天 国 に 上 9 り た いも 


盛 示 の 大 は 氷 遠 に 半 じ 5 れ だ と 語っ た だ 。 


の だ と 皮肉 混じり に 語っ だ が 、 神 は 海 の 底 で 


[信人 せ る 者 」 と いう 言葉 は 、 真 の 信者 が その 大 儀 の 正しき を 確信 し て いる 事 を が す も の で ある 。 第 
この 岩 の 様 に 固い 信仰 の 成せ る 楽 で ある 。 


Ss た で る 
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41. 誰 で あれ 悪事 を 行う 者 は 、 そ れ 相 応 に 返 報 。 ノ レッ レス 5 る パッ タン クン ンー ン レン 
され よう ぞ 。 然 れ ど も 、 問 事 を 行う 者 は レ ゆら > JE の 
信者 な れ ば 、 男 女 の 別 な 〈 楽 園 に 入り 、 る を LE 2 る タン タン は 2 タ {人 みっ し る 

6 IL 
こ に て 限り な い 絵 義 を 賜 わ ら ん 。 ( 注 16) 夫 クル の NTK 
タプ [アノ タンス アア どる 5 
ONCELO4FGE 


ク アプ シン wm デ 
う 


42. 人 々 よ 、 我 前 た ち を 救い に 呼び か ける に 、 09233 る SPAIVYG 
ぉ 前 た も は 我 を 楽 火 に 招 か ん と する は 不 思 = 2 の 


ー デ 


議 な り 。 者 衝 
43. 我 お 前 た ち を 、 便 力 者 、 寄 起 者 に 招く 時 、 CC も 1 ZS 
お 前 だ ち は 我 に アッ ラー 結 人 せ 、 我 に 、 eZ の 


2 。 〆 


還 ッ タ 5 2 ン 
我 が 知 ら ざ る 者 を アッ ラー に 配 せ し めん と す 。 の は 導入 作 8313 4 


44 骨 だ ち が 我 に 勧め る 補 々 は ば 、 現世 に て も を ょ ュ アウン 〆 ア う ブ ィ ンプ ブン ぅ の ッ ン る イン ン プン 
り ゅ と 8 誠 ! WC と 
来世 に て 5 何 ん の 権能 も 有 せ ぎる 者 な 5。 フク て oO とび の 1 テリ 


( 注 17) 我 等 の 帰 所 は 必ず アッ ラー に し 85gbldU65 ら 815 5 な 1 すり 5 じ | 

て 、 罪 人 が 業火 の 住人 だ らん こと も また 間 の 2 の 2 か 2 

癌 いな か る で し 。 「 (の II ます 6 

45. さ れ ば 、 お 前 た ち 、 我 が 云い し こと を その スン 2 も で し レッ シン 
アン っ 

中 走 い 出 きん 。 我 は 、 我 が こと を アッ ラー ン 2 < 1o の ラ ア いこ 5 

う うっ レレ 1 レン ! 

に 委 選 。 げ に アッ ラー は その 僕 等 を 剛 覧 @CMb 多 22518! 抑 
生 山 直 if 9 


9 1 ニル ぅ 9 ク ! 1 1 レン 
46. か く て デッラ ー は 、 人 彼 等 が 東 味 せる 邪 趣 の OsESUU くく 1 NM A Ta み 26」 ろ は マ 
〇 とめ り 9 ゆら の らい 01 5 の 

数 々 か de り 。 証し て 、 フ ァ ラ オ 2 ン 


で ーー トス フ 2 025 タ 
の 民 を 茂 刑 で 包囲 せり 、 (DS 
Se し My Se し ぁ ゥ アン を ェ ン マイ グ タリ バン 22 ツ 2 9 
47. すなわち 、 業 火 な り 。 彼 等 は 朝 な 夕 な 業火 る 92cSze3l5Ae2OS25S5 


に きら され ん 。 ( 注 18) 面 し て 、 審 判 の 時 。 リフ ーッ 0 

玉 れ ば 、[ フ ァ ラ オォ の 民 を 棚 刑 に 投 よ J ほ 。 UM51 OS YSIL 8 

云わ れん 。 アン 2 
⑨ ご Alf 


沖 : 16 不信 心 者 の 悪行 の 引い が その 行い に 比 し て 与え られ る 一 方 、 信者 の 善行 に 対す る ほう び は 際限 の 無い 
も の で ある 。 こ れ が 、 イ スラ ム 教 に な ける 天国 と 地 銘 の 要 念 で ある 。 


注 17 求め ゆら れる に ふる わし く な い 。 求め られ る でき で な い 。 求め ゆら れる 資格 が な い 。 


注 18 「 朝 な 夕 な 業火 に きら る れん 。| と いう 言葉 は 、 不 信心 者 が 、 苦 し み と 均 び を 判別 で き な い 中 問 の 状 問 
で ある バル ザ フ に あっ て 苦し む 前 を 指し て いる 様 だ 。 天国 か 地獄 の 判定 は 灰 き の 日 に 下 き れる の で あろ う 。 


0 
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ンー 


48. 等 業火 の 中 で 論 、 現 世 で 弱く あり GU MAT NE の の 312 
よる き ウル 
1 らい 人 2 

2 ッ ノ アノ ー ス る 
等 は お 前 だ た ち に 従い た り 。 る れ ば お 前 だ ち 、 時 の が 181OGAYLB6 思 ワル (34 
我 等 の た め に 、 多 少な り と も 業火 を 軽減 し 2 2 
記 ま た 由 あ 。 「 半 3 


きよ うま ん 『 ン M っ で ェ ン 
49. 騎 慢 な り し 者 ども は 云わ ん 、「 我 等 は 今 、 み 0520O2S 人 150 MIU 

な 火 の 中 に 在り 、 ア ッ ラ ー す で に を その 僕 等 の ラッ 

を 裁き た り ] と 。 De Cs 2 


50、 業火 の 中 の 者 ども は 、 地 獄 の 番 人 に 芯 わ ん 、 RGS2S 0 35 MS WO 
「 我 等 の た な め に 、 な に と ぞ 主 に 、 せ め て 一 Ne 
日 その 刑 を 軽減 せん こと を 請 い た まえ 」 と 。 @oldSiG2 (262 は 8 


51. 番 人 た ち は 云 わん 、「 使 徒 た ち が 明 ら か な (34 LA 


神 兆 を 携え て 前 た ちの と ころ に 来 た ら ぎ  ~ 上 開 
り し か ? 」 と 。 彼 等 は 答え ん 「 然 り 」 と 。 2 知 XR 3 PFI 
番 人 た ち は 云 わん 、「 殺 ら ば 、 祈 れ 」 と 。 きる 9 
れ ど 、 ria ( 注 19) ゅ AS 
第 ハ 
52、 わ れ ら は 必ず 、 人 SORAEAMGO PA 
人 々 を 、 現 世に 訟 て も 、 ま だ 証人 た ち が 立 - 


RW( みう タフ レラ ン ン 
ち 上 る 日 に 診 て も 之 を 佑 助 せん 。 ( 注 20) 2 2 ダ る 
53. その 日 、 如 事 を な せる 者 の 云い 訳 は 休ん の 9 タイ ノラ 2 * ゃ きき デー グゥ | アラ 
と ア ーー 96 で ) 25 
役に立た ず 、 彼 等 は 呪 記 され 、 た だ お ぞ Cl ご 
まし き 件 まい ある べし 。 ey 和 h 須 2 
きよ うど う デップ ン プリッ ンク レ 
54. われ ら は モー で ゼ に 和 補 避 を 与 を 、 イ スラ エル tt PP の CO 1 は 多 2 
の 子 ら を 経典 の 相続 者 だ た らし め た だ り 、 グン 。 テン 
ge 人 
55.、 すなわち 、 思 成 あ る 人 々 へ の 綿 衝 と 表 戒 の @ ぃ C ゞ | NNN 
た め に 。 
アロ 。 ア ゥ 。 ラン ッ ゥ る 2 る 1 ゥ 2 。 っ [る 
56. され ば 、 溢 も 耐え 怒 べ で 。 ア ッ ラ ー の 約束 は CUTM れ で 45102 らら LALA 
真実 な り 。 液 の 過失 の 赦し を 請 い 、 朝 な 夕 二 
な 、 モ の 栄光 を 名 え よ 。 ら 衝 5 和 , 29A2o で や 


注 19 入 の 預言 着 は 妨 向 か う 不信 心 者 の 努力 や 祈り は 適 い は し な い が 、 そ の 様 な 配り が 受け 入れ られ な い 訳 
で は な い 。 信者 ・ 不 信心 者 に か か わら ず 、 苦 し む 者 が 神 を 求め ゆれ ば 、 神 は その 祈り に 答え られ る (27 : 63) 。 
注 20 この 節 は 、 神 の 使者 と その 弟子 産 に 向け られ て お り 、 神 の 摂 助 は 常に 彼 等 の 側 に あり 、 例 え 不 信心 者 
が 彼 等 に 刃 向かう 企み を 起こ そう 2 と も それ は 筐 に 底 す と いう 強い 約束 が 示 き れ て いる 。 
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57. 知 何 な る 権威 も 今 えら れ て いな いく せ に 、 


6 . 


60. 


bB 、 


62 . 


63. 


4. 


69. 


アッラー の 徴 を あれ こ れ と 論ずる 徒 介 、 彼 
等 の 胸中 に ある も の は 、 自 分 自身 で も 手 の 
届か ぬ 程 の 大 野心 以外 の な に も の に も 非 
ず 。 き る きれ ば 、 デ アッ ラー の 加護 を 求め よ ょ 。 け げ 
に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を み を 
な は し 給 う 。 

げ に 天地 の 創造 は 人 人 開 の 創造 よ り 偉大 な 
が 穫 と 、 世 人 の 多く は 之 を 知ら 6 ず 。 


頭目 明 き は 同じ か ら ず 。 同 半 に 、 信仰 し 、 


普 行 を 積む ひ 人 々 上 悪事 を な す 供 は 同じ に 
非 ず 。 之 を 熱 虐 する 者 の 如何 に 少 き きこ と か ?。 


げに 療 未 の 時 は 近づけ り 。 そ は 掃 う べく 5 
な し 。 る されど 、 世 人 人 の 多く は 之 を 信 ぜ ず 。 


耐 し て 、 お 前 だ ちの 主 は 云う 、「 わ れ を 崇 
まあ 然 ら ば 、 われ お 前 た ち に 応え ん 。 さき 衝 
2 騰 慢 の 余り われ を 崇 め ぎ る 基 ど も は 、 
必ず 辱 し ゅ られ て 地 獄 に 陥 ん 」 と 。 

此 七 項 
お 前 だ ちの 休憩 の た め に 夜 を 、 ま だ 見 る た 
め に 稚 を 設け た る は アッ ラー な り 。 ば げに 
ゲッ ラー は 人 間 に 慈 門 浴 く あ ら せ ら れる 。 
然るに 、 世 人 の 多く は 感謝 せ ぎ ざる な り 。 


こ は ア ッ ラ ー、 お 前 だ ちの 主 、 万 物 の 創造 
痢 な 5。 役 以外 に 神 な し 。 然るに 、 お 前 た 
ち 靖 を そむけ る と は 如何 な る こと ぞ ? 


アッ ラー の 徴 を 拒む 徒 器 は 、 か く の 如 く 背 
き 去 らし め ら る 。 

ラー こそ は お 前 た ちの た め に 大 地 を 体 
と 


の 
超 Je 著 容 を 天 善 と な し 、 な 前 だ ち 


ロロ 


所 
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あり あの タッ ンク ター レン タン ぅ る ン 
Mt Ne 寺 生 

eo 61o18O92 る の JIG1 
信 ッッ イン 


と ン み 2 せ 。 ゅ っ 人 
EG 2Cay うり 1 あっ he di 
デア し る ア チ ん 4518 アン ッ と 4 
の ee22451 2 し AS 


ゅ BdEosTo5 り 5335 


ec 人 W85 

1 の くう タッ 2 だ 抽 。 kt 

は : こい S ょ GeD2eakal 届 5 

⑨ 〇 〇 う 人 

089 3 と 359 CRE 

(OO で 

AUPEUPK CO CSI 
9 夫 の 2 の テ ら 短 多 と 


ーー \ 


人 の 生 そ 導 閣 
Ed 5 4606UCe る 2 
eo 

5 49 ME ある 委 あ 
ルン タタ イン 


デ 


時 


和 SN3 の Mi 名 @ 交 


ー729 一 


これ . ャ ーー 
- 北 ュ イ アタ を 美 事 に 形 千 ふま 2 て る く クン クン ター ン ン 2 る ン ノイ ラン 
に 形 を 写 え て と を 事 に 形 造 9 、 きま ざま 0 の 2 アッー 人 46 o ぅ 人 
な る 佳 き も の を 以 て お 前 た ち を 扶養 する 者 
ル ュ 生 プ ュ ュ っ ラー 2 [ BOA 2 ァ w ふう C CH ン 
な り 。 前 た ちの 主 、 ア ッ ラ ー と は か て の AIEKCNWH 
クン 
ジ 





如き 御方 。、 き れ ば 、 方 物 の 、 ア ッ ラ ー に 隔 
感謝 せよ 。 eetdi 


66. 彼 は 水生 者 な り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 き れ ば 20GAuo ろ 86 る 403 0 
彼 に 祈り 、 信 仰 一 筋 の 誠 を つく せ 。 詩 美 は 


[P に の ュー エー う 3 41 ? う ン ち うー 中 
挙げ て 万 物 の 主 ア ッ ラ ー に 州 属す 。 ②③ ou 5 う あ 2 に ど 


67. 云え 、「 我 は お 前 た ち が ア ッ ラ ー 以 外 に 押す 32 の 233 INOUESI 9 Pe 


る 者 を 崇拝 する を 禁 ぜ ら る 、 主 より 数 々 の ポン 6 
タッ クン の 99 信 。 1 ョ 2 フミ ント ノ 人 イク の 
明 証 が 我 に 降 さ きれ た る 上 は 。 し て 、 物 JO ン KOWIIK を 4CSCIP1OTOT 


の 主 に 服従 帰依 する こと を 命ぜ られ た り 」 開 
と 。 cast 


68. 彼 こ を は お 前 た ち を 土 か ら 、 失い で 一 滴 の る 92 29 し 6 01123 
精液 か ら 、 次 いて 凝 箇 か ら 創 9 給 い 、 次 い の 人 2 と 。 の の 
で 敵 児 し て 生れ 出 で せ し め た 御方 な り 。 2 の 
次 に 彼 は 、 な 前 た ち に 能力 を 得 きす べく 成 fe ン る 4 和合 上 6 
長 せ し め 、 次 いで 老い せしめ 、 牙 る 者 は る っ 2 
の 前 に 死ぬ る も 、 定 め ゆら れ た 寿 舎 に お 招 だ >? 3e 抽 PC 2 見 %415 9 
ち を 達せ し むる は 彼 な り 、 お 前 だ たち が その KiKGE 


知恵 を 学ぶ が ため に 。 “ 0 の ュ タ イク 
bu 1 タデ ルイ 。 ヶ で タク ゥ ッ クン タタ ゥ る レ 」 
69. 彼 こ を は 生 を 与え を 、 死 を 賜 う 御方 。 彼 、 牙 ei 59 RYU 
る 事 を 決定 する や 、 た だ 「 在 れ ! | と 云え に な の 2 の 
ば 、 そ は 在 る な り 。 ( 注 21) OGK い W 人 1 


第 八 項 
し る し 山 1 ンー り 』 2 。 アン 0 の 
70. 流 は 見 ざ ずり し か 、 ア ッ ラ ー の 微 に つい て あ EEECtY を TO SE し 3 は 法 計 


げ つ ろう 徒 呈 を ? 彼 等 如何 に 真理 より 背 導 Ni 05 25 
き 去 り だ る か の また ニニン 
Prd し アオ 9 ロ Pk イン 2 : 地 
71. これ 等 の 者 は 、 経 典 と われ ら が 使徒 た ち に scADA の UI IROA) 
携え ん きせ た も の を 耕 認 する 従 踊 な り 。 さ れ この 2 

と ょ や が て 、 彼 等 は 思い 知ら ん 、 ② 〇 wey いう 


注 21 死者 と 同様 に 遺 徳 的 ・ 精 神 的 に 状 退 し て いた だ アラ ブフ 尽 族 は 、 今 や モハ ッ マ ド 預 言 者 や 通し て 新 だ に 生 


"まれ 変わ る べき で ある 。 こ れ が 生死 を 司る 神 の 御 意志 で あり 、 何 人 た り と も アッ ラー の 御 意志 を 妨げ る 事 は 
で き な い 。 


本 11 


エト 





第 四 十 立 アル ・ モ メン 
72. 鉄 の 首輪 も や そ の 頸 に か けら れ 、 鎖 に つなが 9 ン フッ ル らち 2 レッ トレン ッ 
の lo ( KK 電 昌 GIE 
れる 時 。 彼 等 は 引き ずり 込ま れん A、 2eEIS JE 
まこ さ 曰 es > た 。」、 "っ ささ ぞ レヒ ふっ う 

73. 攻 え た ぎる 湯 の 中 に 。 次 いで 業火 が 彼 等 を (OIGUCSW 人 WP いえ 2.2X 3 
焼 か ん 

74. その 時 、 役 等 は か (問わ れん 、「 お 前 た ちの 63 03 くむ 5 

ピン 
神々 は 、 いま 何処 に あり や 、 

75. アッラー に 配 せる 神々 は 7 技 等 は 等 えす CE1 コ 計っ 

4 の 55ey 
ん 、「 役 等 消え 去り ぬ 。 耕 、 我 等 は 以前 アッ 。 。 生生 Re 
ラー の 外 に 何 も 拝 き ぎ りき 」 と 。 か く の 如 46105 GO 人 ES 2 っ 
〈、 ア ッ ラ ー は 不信 心 者 ども を 困惑 せ し む 。 の 
<9cgreJ1 

ヶ しく 7 a っ う タッ タ 
76. 「 そ は お 前 た ち が 地 上 に 於 て 不当 に 講 慢 な LO らら っ Ac。 

が 

り し が 故 な り 、 ま た 横 本 に 二条 5922 
な り 。 (OIOKSSCKKCGC4E 人 1 

77. 流 等 地獄 の 門 を 入り 、 中 に 住め 。 鱗 憎 な る (CS 3 る の UL 2 くつ PR 
者 の 住ま い は 褐 い な る か な 」 際 や 2 

〇 ⑥ 〇 ち CX( ジ っ 3 

76. 8 和 れ ば 、 六 $ え 刀 べ 。 デッラ ー の 約束 は CD GGsk mu ン Lt アッ ン る み HH 
必ず 間違い な し 。 わ れ ら が 彼 等 に 約束 せ し ゆあ 
こと の 一 端 を 液 に 見 せる に せよ ょ 、 ま た を その らら タイ まい 32 

( 〇 BOY N 
骨 に 流 を 死な し むる と も 。 い ずれ に し て も に = ルン 
彼 等 は われ 5 の 許 に 連れ 戻 きれ る べし 。 
( 注 22) 

79. われ ら は 液 以前 に 北 多 の 使徒 を 壮 わ し た 5 2 る た ルレ (64 介 W 1u312 
うり 。 を の 或 る 者 に つい て は すでに 液 に 語 ? ご ( ルン 6 際 に に と 
踊る 者 に つい て は いま だ 次 に 告げ けず 。 き れ oeUE 2 Oo5 51 62 2 る 2 2 し 
と 、 茹 何 な る 使徒 と いえ ど 、 グッ ラー の 主 の 革 有 Ns220 ク 
し な し に 祥 兆 を も た ら す こ ょ 芝 あ ず 。 され 2SBilobW%U GWSd 史 
ぼ 、 ア ッ ラ ー の 大 命 一 た び 下 れ ば 、 こ と は | て 生 1 
公正 に 裁 か れ 、 虚 詞 な り と 云い し 徒 電 は 消 @63 旬 GE る の を 2②b の 25 多 し 2 
浅 す 。 

注 22 この 節 に は 二 つ の 教義 が 含ま れ て いる 。 (1 真実 は 長い 時 を 経て 広まっ て 行く が 、 勝利 が 神 の 民 に も た 

ら る れる まで 、 彼 等 は 交 つ か の 試練 に 面 え ね ば な ら ず 、 彼 等 の 信仰 は 試さ れ 、 基 準 に 達し て いる と 証明 きれ な 


けれ ば な ら な い 。 


(②@) 不 信心 者 に 責 け られ だ た 処 両 の 警告 を 合 む 預言 は 、 


延期 、 叉 は 取り 消し まで も 考 庶 る きれ て い 


る 。 李 言 の 「 一 端 ] と いう 語 は 、 加 人 迫 の 意味 合 を 持つ 預言 全て が 実行 きれ る 訳 で は な い 事 を 示し て いる 。 それ 


は 、 不 信心 者 が 慈 度 を 改め ゆれ ば 、 


それ に 応じ て 変わ る も の で ある 。 
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84 、 
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詩 23 


第 九 項 
お 前 た ちの た だめ に 家 を 創り め 、 そ れ に セ 前 
た ち も を 乗せ 、 ま だ それ を 食わ し むる は アッ 
クー な 9。 


この ほか 、 お 前 た ちはる さまざま な る 利益 を 
彼 等 より 得る 。 す な わ ち 、 彼 等 を 用 いて 

な 前 だ ち が 胸 に 宿す 望み を か な える こと も 
可能 な り 。 船 に 乗る 如く 彼 等 の 背 に 乗っ て 、 
お 前 だ た ち は 運 ば れる 。 

アッ ラー は きま ざま な る 微 を お 前 た ち に 見 
せ て いる の に 、 お 前 だ ち は 一 体 ア ッ ラ ー の 
と の 徴 を 否定 せん と する か ? 

彼 等 は 国々 を 届 歴 5 て 、 彼 等 以前 の 者 の 末 
路 が 如何 な る も の な る か を 見 ざり し か ? 
彼 等 は これ 等 の 者 ども より その 数 は る か に 
優 り 、 且 つ 有 力む な る 者 に し て 、 地 上 に 壮大 
な る 遺跡 を 看 す 。 ほ る れ ど 、 彼 等 が 稼い だ す 
べ で て の も ぁ も の は 、 彼 等 の た め に は 無益 な りき 。 


彼 等 の 使徒 が 明らか な 神 兆 を 携え て 彼 等 に 
来 た より し 時 、 彼 等 は 持て る 浅 薄 な 知識 に 大 
得意 な りき 。 き れ ど 、 彼 等 の 喘 笑 せる こと 
が 、 遂 に 彼 等 を 取り 阻 み 。 
彼 等 は われ ら の 和徳 六 を 見 る に 該 え で 、 去 を 
、「 我 等 は た だ アッ ラー を 信じ 、 今 まで 
アッ ラー に 配 し だ た る 神々 の すべ で て を 舎 認 
す 」 と 


寺 われ ら の 筐 罰 を 目 の 当 り に し て な 
2 り は 、 彼 等 を 人 益 せ ざり さき こ は ア ッ 
ラー の 全 に 対す る 、 彼 の 1 償 例 な 5 。 きれ 


ば 、 不信 の 徒 蓋 は 消滅 せり 。 ( 注 23) 


不信 心 者 の の 器 が 満 つ る 時 、 彼 等 


2 26 し 本 


(5 


区 
と 


シン o に PIA 2 タダ 9 プン 


アン 29 上 み 


@ っ 500 2 2 の 30 ち 


ょ ・ う ブタ 


し 4 Ca いこ っ CA らち EsooMI き 15 2 | 
イノ クラ イイ イン 2 
| PCNWIC 
(人 1 5 アン 革 っ グラ ーー * ク を 人 グ 
CSo5ylS 人 3385 


6 人 
@6 る 5 
AS し (23 jo し CA 2 の MALA 


半 衝 の ey Lilg 
KCPTE2PTE 
o③ て パフ て RDG 


IA PPTWT 
〆 9 ye ③ 


? っ ue 


PNG 


ea 


F は 処 較 され る べき だ と の 神 の 命 は 施行 きれ 、 彼 等 が 如何 に 信 仲 を 


告白 し よう と も それ は 効 を 奏 せ ず 、 履 要 は 遅 き に 失 す る の で ある 。 


Ka 一 


こと こま か 





10. 


注 1 
生 2 


・ 期 報 と 警告 を 伝え ん る も の な り 。 


し か 
II 53gG 旨 


ーー っ ハー ミー ム アッ サジ ュ ダ 
っ ダ 3 バタ 
フー ミー ム アッ サジ ェ ュ ダ 
(メッ カ 啓 示 ) 
2 再 ea ジー 9 を 12 の で w う 
慈悲 深 て 、 恵 み 胃 く アッ ラー の 御名 に おぉ ター の し > 
ビー 
で と ョ 
ハー・ ミ ー ム 。( 注 1) 〇 る テ 
こ は 慈 悲 深く 、 恵 み 寅 て アッラー の 侯 示 IELWMIMGIC 
し て 、 。 Sd eselo ら 02 Cp 
こと こま か 

条 職 ある 人 々 の だめ に 、 詳 細 に 届 明 きれ た (の 本 各 先生 05 
諸 節 、 明 快 且 感銘 釣 な 言葉 で 表 言 さ れ た Te 


経典 、 す な わ ち 、 ク ルアー ン な り 。 
され ど 、 


等 の 大 半 は 顔 を を そむけ て 、 之 を 聴か ず 。 


彼 


彼 等 は 云う 、「 我 等 の 心 は 液 が 妥 求 
する こと に 対し て 拒否 する 呈 い に お お わ 
れ 、 征 も 開 こ え ず 、 我 等 と 湊 の 間 に は 仕切 
りあ り 。 さ る され ば 、 液 すき な よう に せよ 。 我 
も また すき に せん 」 と 。 


云 を ん 、「 我 は お 前 た ち 同 様 た だ の 人 間 な り 5。 
る れ ど 我 は 、 お 前 だ ちの 神 が 独 一 な る 宰 な 
る こと を 啓示 せら れ だ り 。 き され ば 、 よ そ み 
MA 主 に 向っ て 真直 に 進み 、 し を 
請 え 」 と 。 褐 な る か な 個 像 崇拝 者 ども 、 


や から 
. 役 等 は 峡 捨 を 行わ ず 、 来 世 を 否定 する 徒 琶 


な り 。 


きれ ど 、 信 仰 し て 交 行 
つき る こと な き 報 差 あ 
or 
云 を 、「[ げ ば に お 前 だ ち は 、 ーH の 間 で 《( 生 2) 
大 地 を 剣 れ る 役 を 信 ぜ ざる か ? " 剰 え 、 彼 
賞 装 す べき 栄誉 の 主 
「 二 日 の 間 |] の 長き を 推測 する 事 は で き な い 。 


か aa AE 


それ は 数 竹 年 を 上 まわ る か も し れ な い 。 
は 、 ヤ ウム (一 日 ) は 千年 (22 : 48) ある い は 五 千年 (70: 5) 


ぁ ゥ ファン 2 5 いる 
YUI うに 5 3 
計 PP 

5 タッ ン ン つ * 42 ン 
ACG 導 の 8 人 お 敵 


の 
つう 


ベン 2 25 


いい 


ラン ルイ 。2 イ イッ 人 る の 2 レン の ダ 
yyC の うう うじ 引 51 8 


の 6 の L ょ SLCCA 3 

OU021iol 幸 人 は 各 0CU1O 間 に 
の 222 4JUbASSE 5 人 1 
oe と 
AO は や PA 


0 


7) 


2 を | ノン 2 タン 0 ンク 
の <4P2CPIW11TK そ KGS 
と 2 グッ ン 
① の ぁ w^ 


2 アッ ブラ ニー ング アノ >222 4 
SE る AG OGA 


クル アー ン で 
に 区 英 し て 述べ られ て いる 。 地球 が 二 日 間 で 


ーー79 ゆ 一 


当 


5G" - 
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ML。 


2。 


15 


14 . 


作ら 5 れ た と いう 2 家 現 は 、 地 球 が 冷却 
注 3 


に 同位 者 を 配 す る が ? 
物 の 主 な る ぞ 」 と 。 


彼 の 御方 こ を 。 肖 


役 は 大 地 の 上 に 堅固 な る 山々 を 置き 、 そ 衝 

を 祝福 し 、 寺 由 日 の 間 で いろ いろ な 

IE け 、( 注 3) 求 め ゆる 者 すべ て 
に 当ら 全く 邊 0 ( 注 4) 


然 る 後 、 彼 は 、 い まだ 蒸気 体 に すぎ ぎり し 
天 に 向っ て 、 ま だ 大 地 に 向っ て 云え り 、| 好 
むと 好ま ざる と を 上 わ ず 、 液 等 両 名 来 た れ ] 
と 。 天 地 は 云え り 、「 我 等 喜ん で 参上 す 」 と 。 
( 注 5) 


こ て 彼 は 、 ーH の 間 に 乏 を 七 層 の 天 と な 
時 各 天 に その 役割 9 を 黙示 せり 。 面 し て 、 
われ ら は 、 最 下層 の 天 を 妥 明 と 守 謗 の だ め 
に 星 肩 で 館 り た り 。 こ は 僅 力 者 、 全 知 者 の 
定 生 る と ころ だ なり 。 


な れ ど 、 も し 彼 等 背 を 向け な ば 、 云 た え 、「 ア ー 
ド や サム ー ド が 披 れ る 如き 税 壊 的 懲 団 を お 
前 だ ち に 稀 告 す | と 。 


「 二 日 の 韻 』 つま り 、 


クー テル テロ は) クノ フッ ンク イン イン スレ ッッ ラブ 
= どっ YS1 い AG っ る うい ] 
この 2 11 
(OO 
アデ っ ・ ント レ 1 


ラン 2 ゥ >。 スン フン 
3 22035 の 2 Ce の 6 る US う 


と の OFCOTGVSORIIV4GDtI 
olG の We 


(21 05 6 3 し っ の 5K2k2U58 
放っ 


** 


の CA 

と 2 の の きら の パ く な っ らら 3 
1 の 612OUIET 22C268 
入る 生 の BL 3 ぎ る 8 し 2 
CPANI 

U3s3S 1 
655 >CAEao 


・ 凝 縮 し た 後 、 無 形 か ら 徐 々 に 形作ら れ た 過程 を 暗示 する も ぉ の と 言え る 。 
前 節 に 述べ 5 れ た だ 地球 が 現在 の 珍 に 至る まで の 形成 過程 は 、 


当所 に 記さ きれ て い 


る | 四 日 の 間 ] に 谷 ま れる 。 追加 る れ た 「 二 日 の 間 ] は 、 2 動植物 の 有 つ 段階 を 指す 。 


13 節 も 良 照 の 事 。「 い る いろ か 食物 を 適当 に 設け ] と よい う の は 、 地 球 が 、 


こ に 生存 する 全 生 物 を 十分 賭 え る 食 


物 を 現在 及び 未 米 に あい て 供給 し 続け る 事 が 可能 だ と 示し て いる 。 
「 求 め る 者 すべ て に 等 し く 」 と いう 言葉 は 、 神 が 好 上 に も た らき れ た 食物 は 、 自 然 の 摂理 に 従い を れ 
を 求め る 者 に 等 し て 分 け 与え られ る 事 を 示し て いる 。 又 、 上 記 の 言 革 は 地球 で 採れ る 食物 に 関し て は 、 人 問 の 


注 4 


必要 全て 満 だ きれ る と いう 意味 で も ある 。 それ 故 、 地 球 が 将来 、 急 紋 な 人 唱 増 加 の 作 に 、 
き な く な る の で は な いか と いう 不安 は 、 
280 億 人 を 賭 を る だ け の 食 炉 ・ 


究 所 所 長 、 コ リン ・ グ ラー ク 教 授 に よる ) 


ご 【 癌 近 、 国 連 食 燈 農 機 関 が |1959 年 度 食 紀 農業 状況 | に 掲載 し た 報告 に よれ ば 、 


増加 の 二 倍 の 速度 で 増え て いる と いう 事 で ある 。 


注 5 
律 法 に 従う か 和 償 か の 意志 を 授け ら 


当 節 は 、 宇 宙 の 方 物 が 一 定 の 法則 に 支配 きれ て いる 事 を 示し て いる 。 財 所 に 選択 の 余地 は 無い 。 
れ だ 唯一 の 存在 は 、 人 間 で ある 。 こ の 事 は 33 :73 に も 述べ られ て いる 。 


根拠 の 無い ちゃ の で ある 。 地球 は 、 現在 の 世界 の 人 口 の 6 倍 に 相 : 
貫 維 ・ を その 他 の 炭 産 物 の 供給 が 可能 で ある 。 


十分 な 食糧 供給 が で 
当 する 
(オッ クス フォ ー ド 大 学 農業 経済 研 
世界 の 食糧 供給 は 人 


神 の 


ー734 一 
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15. 使 衝 た ち が 、 役 等 の 前 後 より 来 た り 、[ ア ッ イラ ンー スク 60 ラク シン イン 
ラー 以外 に 何者 も 連 め る な か れ ]| と 寺 い た ウジ 2euslonO ラ ーッ 人 
る 時 、 邊 等 は 芯 え り 、 | も し 我 等 の 主 欲 し な 【 ィ を 内 2 CT 2 この 
うと 財 2 Uez 
ば 、 天使 等 を 降 せ る も の を 。 故に 我 等 は タッ 時 の 
9 フラ る し タイ クィ ク ヤン ニス マッ ン ン 
Pi 道 わき れ だ その 使命 を 信 ぜ ず 」 ②5 る ASE202 5 
NR 3 の レレ ン 
16. アー ド の ご と き ば 、 何 ん の 理由 も な し に 地 3SJUAS O め Id ICOet4AAE 
上 で 信 憎 に 振舞 い 、「 我 より 力 強 き 者 は 誰 国 2 3 2 の - 
を ? 」 と 云え り 。 自 分 た ち を 制 9 給 う た アッ 21152 5 は 拓 22 
ラー の 方 が は る か に 力 優 れる こと を わか ら > クレ レル レン クン 9 イン ンタ タッ ン 
ざる か 7? 彼 等 は 常に われ ら が 神 兆 を 客 定 Ip5 う * 5460 る 46882 な 
す 。 ⑨ 〇 9 ゥ 2 ラ CU 
17. かく て われ ら は 、 彼 等 に 既 り 狂う 風 を 吹き 。(Z3 の 1 タン いす 4 
ラッ し を 268 に o と っ Ak US 
つけ 、 不 吉 な 日 々 を 途 ら せ 、 現 世に 珍 て 屈 と タク 9 
等 の 川 前 を 味 ち し め ゅ た り 。 き れ ど 、 来 世 の 。 CitiesUGIOA 5 お) 
懲罰 は 更に 酷 な り 、 し か も 助け られ ぎる 陸 
末 の GA 2 の 9590 の 055 
18. また サム ー ド に つい て 云え ば 、 わ れ ら は 人 彼 GA 02 293 SUS1 う 
等 に 袖 導 を 与え を た れ ど 、 彼 等 は 導き より ぁ 間 の 
人 知 斉 目 を 選び た り 。 さ れ ば 、 己 が 錠 い だ の JoIGSI 3 っ 8656 4J 
行い の だ ため に 、 屈 辱 の 刑 前 の 災難 が 役 等 を に アテ ミョン 
襲い だ たり ②⑨ 〇 の の 
19. きれ ぼ 、 わ れ ら は 、 信 仰 深 て 且つ 義 し て 行 も 0 24 
の AO 1 ICMUUA を う 
動 せ る 者 を 救い た り 。 ゆ 0 
第 三 項 。 ご うか ゥ グン デ アン リー ターン ッ ン 2 ルゥ の ルレ の 
20. プッ ラー の 敵 が 数 珠 つなぎ に な っ て 業火 へ 85 と iL gb1 外 OL つろ め う 
E 追 い 立 て られ 、 苦 し め ら れん その 日 を 、 の 
彼 等 に 警告 せよ 。 ⑥ 〇 ゅ と う 9 
21. 役 等 地 張 に 和 着 する 上 、 彼 箱 の 子 や 日 や 52824EOeSS2E 負 人 明 
が 、 自 分 自身 に を むい て 、 自 分 が な せる こ MS 99202 
Se ミ 2 ブラ プス 2 2 
と を 証言 せん 。( 注 6) OS し る AM らっし 
注 6 俳人 の 耳目 は 、 二 つの 形態 を 取り 、 不 信心 者 に 不利 な 証拠 を 提供 する 。 1) 彼 等 の 草 行 は 、 結 果 と し 
て 身体 上 に 表れ る で あろ う 。(⑫ 彼 等 の 身体 各所 は 正 用 の 麹 、 志 え て ちり 、 そ の 岩 え は 彼 等 に 不利 な 証拠 と な る 
て あろ う 。(3) 彼 等 の 身体 全体 の 動き は 保存 きれ て お り 、 玉 き の 日 に 再生 きれ る で あろ う 。 


1 


ェ = にせ 
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22. 彼 等 は 自分 の 肌 に 向っ て 云わ ん 、( 注 7 )[ 何 に 
履 液 等 は 我 等 に 不利 な る 証言 を する か ? 1 5 に プン EAI 


と 。 彼 等 の 肌 は 云わ ん 、「 万 物 を 語ら し むる 区 作ろ 3 せる 5 タッ (ブン ブン 2 ン 
アッ ラー は 、 我 等 に も 語ら し む 。 彼 こ を は か 5223 OS OO 
最初 に 前 た ち を 創り た る 御方 。 き れ ば の OS 95 
ぉ 前 た ち は 彼 の 許 に 連れ 戻さ れ た り 。 

23、 お 前 た ち は 現世 で 罪 を 犯 せ し 時 、 己 が 耳 や AceSSO) 1 2 人 3 いら 3 
目 や 肌 が 自分 に 不利 な 証言 を する と は 思わ ! 2 0 の 
ざり けり 。 否 、 お 前 た ち は 、 自 分 た ちの し gs 入 523 


て いる こと を アッ ラー は よく 〈 知 る まい 、 と 


ンコ Z 導 る ン ン ン 半 AT の ゅ 
すら 考え だ たり 。 (OHWGVG1CWA 
24. 己 が 主 に お 前 た ち が 抱 いた 考え が 、 身 を 減 多い 7 で 穫 く シッ 2 で 350 っ で と 

8 0 、 で vs うし の が CO に っ ま く トル 


ぼ ぎし だ た だり 。 る され ば 今 、 お 前 た ち は 失 敗者 と 


な れ り 」 と 。( 流 8) NM 二 
25 . 今 と な っ て は *、 彼 半 名 何 に 学 抱 する と も 、 1 2 ンス | 0 > る 66 

業火 が 彼 等 の 永 示 の 住ま いなり 。 また 、 た か た の デ 誠人 べ (EL 

と ぇ 薇 し を 請う と る 、 四 赤 に 浴 す る 着 の 5 らい ーー 1 〆 ロ 明和 


ち に 入れ られ ぎる で し 。( 注 9) 

26. われ ら は 彼 等 に 、 目 分 の 前 の こと や 後 の こ で に A っ し 3 4918 KK ECW 0 じ らら 3 5 
を 魅 刀 的 に 思わ し め る 仲間 を 当て が いた 。 。 レフ し 
り 。 ( 注 10) 過ぎ た だ 茸 の 妖 霞 や 人 開 ど も に 0 を の EC し 32e39 


下 し だ る 宣告 が 事実 と な っ て 証明 きれ た し ュ ュ ン の 2 ee の 
り 。 げ に 彼 等 は 失政 者 な りき 。 AS ec 3 318 
ーッ タダ ェ ン 1 

OO 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ヘー マーカ キモ キモ キヤ ヤヤ や ちや ゎ ね ゎ † ド キヤ ヤ ユ ks うう 


FE: 人 間 が 行 凍 す る 擦 に 、 友 虐 は 最も 重要 な 役割 を 果たす 。 そ れ は 、 人 触覚 の みな ら ず あら ゆる 感覚 を 保持 


する 。 日 や 耳 の 罪人 は 視覚 ・ 聴 党 を 傍 き れる が 、 皮 膚 の 罪人 は 身体 の 全 機 能 を 制限 きれ る 。 
注 '8 事 天 、 あ ら ゆ る 蛋 は 信仰 の 欠如 が も た ら す 。 


注 9 不信 心 者 の 罪 は 実に 忌 ま わ し き も の で あり 、 彼 等 は 神 の 思 恵 を 授かる 事 も 、 再 びそ の 恩恵 に よく する 
吾 も な いで あろ う 。 メ 、 不 信心 者 は 神 の 慈 圧 を や 求め て 神 の 座 の お 側 に 近付く 事 す 6 許さ れ な いで あろ う 。 


注 10 不信 心 者 の 悪 の 仲間 は 、 そ の 亜 業 が 彼 等 に と り 賞 装 に 値する 事 を 示 を そう と し て 、 そ の 行為 を 讃え る 。 
これ 等 吉 の 共謀 省 達 は 、 役 等 が 玖 て 者 達 と 罪 を 分 か ち 合 わ ね ば な ら な いで あろ う 。「 自 分 の 前 の こと や 後 の こ と 
を 魅惑 的 に 思わ し め る 仲間 ] と いう 言葉 は 、 彼 等 が 自 の 仲間 と 共謀 し て 犯し た 行為 、 及 び 揚 先 の 悪 業 を 真似 た 
者 達 を 指す 。 妖 千 は 選 良 、 人 間 は 席 民 を 表わし て いる 。 


1 
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比 皿 項 

信心 者 ども は 克 クル アー ン に 耳 傾 け 9 っ 29 る ラタン る アッ タイ クン ッ て ニン レー 

同時 0 IHIINKtK も WALK 


28 . 


29、 


830 . 


5 


94、 


3 . 


34 . 


生 11 


る な か れ 。 読 生 中 に 騒ぎ た て よ 、 きす れい ば 


圧倒 で きょう 」 と 。 ( 注 11) 


な ら ば われ ら は 、 不 信 の 徒 募 に 厳し い 刑 を 
味 わ し め 、 彼 等 が 行え る 最悪 な こ ほ に 対し 
て 報復 せん 。 


アッ ラー に 仙 な す 者 の 褒美 は こ れ な り 、 す 
な わ ち 業火 な り 。 その 中 が 彼 等 の 永 寺 の 住 
まい な る べし 。 われ ら の 光 を 常に 容 定 し 
た 報い と し て 。 

不信 心 者 ど も は 云わ ん 、 「 主 ょ 、 妖 霊 と 人 間 
の 中 で 、 ( 注 12) 匠 等 を 邪道 に 迷わ し め だ ただ 
者 ども に 会 わせ 給え 。 足 で 跡 み つけ 、 硝 し 
め て や り と う ご ざ いま す 」 と 


ROSS 遇 

妨 ん で 来 だ 者 に は 、 天使 た ち そ の 上 に 降 
6 お お は 8 (PB の の 
か れ 、 宗 し か な か れ 。 お 前 だ ち に 約束 きれ 
て いた 楽園 の 期 報 を 喜ぶ が よい 。 


RNN 
ES お 前 だ ち が 欲 する も の は 
ki 青 う も の は すべ て 叶え ら 季 

8 


こ は 界 門 者 、 数 悲 者 より の も て な し な り ]。 
第 五 項 

人 々 を アッ ラー へ と 読 い 、 交 事 を な し 、「 げ 

に 我 は 帰依 者 の 一 人 な 5」 と 云う 人 の 言葉 

に 優る 区 芝 ある か ? 


(OTN 2 
2 00 
PPP 
と は < PGI 
Ssclaeog 第 9 
AGTGAUIGIC3DGYCIDIE 
51 28C4Pes、 ie 


Vc 


T ま /』 


OO1V3W1EW CK! 
EEES 8558 


MK も れ ICSCW あ と 

OAIEIO 
96360 記 SI は る 釣 o5 
MCAXP64GY と CS1CIYY く セ 


ルナ スバ 
《C ら Cs と (AS 


2 る る Ok 

の Ao の っ らら うう 
UNOUCS OS うき る 2 の 
っ oe 880965 < 


闘 の 信 替 者 は 常に 叫び を 上 げ て 神 の 声 を 消 を た うと し 、 あ ら ゆ る 企み を 用 いて 人 々 の 心 を 可 わ を うと し 


穫 評 だ な 。 


注 12 
注 13 


2 種類 の 人 々 。 
信者 が 厳し い 試練 の 只 中 で 友 力 を 続け る 時 、 


来る 。 


一 方 ほ は 、 ジ ン ( 選 良 ) で あり 、 他 方 は 普通 の 人 人間 で ある 。 
この 現実 の 世に お いて 天使 は 、 彼 等 を 時 ゆる 為 に 降り て 


ザー 


ェ = で っ 
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35. 普 悪 は 一 律 に 非 ず 。 敬 を 以 て 悪 を 撃退 せよ 。 ゆき sa 22<1 ee 3 
し か ら ば 、 そ ら 、 対 立 する 間柄 で も 親友 と ン 9 
な る に 至ら ん 。 ( 注 14) 59Oc COGYOCG ALRK 人 いのら >| (あめ 


と 0548 を 


で レ ロン な ゅ ノ の 
36. され ど 、 之 を 授かる 者 は 堅 忍 不 抜 な 者 の み (2 52*5 多 2 GA 9 説 じ 2 
か 、 或 い は 大 へ ん 幸 軍 な 者 の みな り 。 - 
MP 


し か サタ レン CN 3 レ 人 の て アア イア 
37. 証し て 、 も し 悪魔 か ら の 誘惑 が 液 を 悪 に 脳 UE を と いく 5 od 
り た て な ば 、 ア ッ ラ ー に 加護 を 求め よ ょ 。 げ M 8 
念 
に 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 ye 


ンタ (る お 


生 間 


38、 尽 夜 日 月 、 こ れ 等 は アッ ラー の 提 涼 の 病人 UPUTYMCIECT と セ 
な り 5。 日 月 の 前 で 叩 頭 く が か し 。 $ し 本 当 2 〆 ノ 2 アン 2 の 2 2 い ン 
に 拝む 気持 が ある な ら 、 そ れ 等 を 創れ る Cp 08 い AA 


アッ ラー を 旧 め よ 。 ッ プ タン AS 
の @⑳C os 5! の OH 
39. ! と ぇ 役 等 が 役人 慢 (に $ 問 を そむけ る と も 、 イン 52 〆 ァ デア デラ HRC (< 
を は 彼 等 自身 の 損失 、 主 ほ 情 に 在 る 者 た ち OPTOVMNNCOA IMCHS 
は 夜 も 慎 も 彼 の 栄光 を 讃 を まつ り 、 借 むこ CO 35 293 
に な が し 。 


40. 彼 の 神 光 の 中 に は か く な る 5 の 5 あり 、 す 6 拓 る Eee23 
な わ ち 、 大 地 が し お れ か か っ て いる 時 、 わ 


5 プッ て る う る で Z て ? ン 
れ ら が その 上 に 雨 $ 降 ら せ ば 、 0 CS SL で S う OK WIIYM 


の ノン 
生気 を 待て 、 動き 且つ ふく れる 。 げに 大 地 み ッ ルル リン の 人 ちと ラプ ラー うう 9 フ 
を 舟 ら せる 者 は 、 ft 時 2 せ る こも Oo (の の と GL%9 
な り 。 ば げに 彼 は 万 事 を 能 
41. われ ら の 神 兆 を 曲解 す > 仙 、 ゎ れ 6 か も 2O29EI98%8 の 8) 
ら 隠 れる こと を 得 ず 。 さ れ ば 、 業 火 に 投 ぜ 。 " 0 52 0 の の 


ーー 


。 {る ノム の ぅ 四 ce1 ゅ う ブ の 
られ る 者 が よい か 、 そ れ と も 安心 し て われ 20663 生 J0G( の 5 
ら の 許 に 出 づ る を 望む か が か? お 前 だ ちの 好 人 導 錠 旨 2 | ピチ を レコ 1 
き に せよ ょ 。 げ に アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 ん 叶 の に 3 交際 が 
を みそ な は し 給 う 。 


注 14 伝道 は 伝道 者 に 苦難 もたらす 為 、 当 節 は 彼 に 毅然 と し て 苦難 に 耐え 、 迫 害 才 に よる 下行 に も 立 行 で 
応じ よ と すら 命じ て いる 。 
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これ や かち 
ヨ 昨 時 > > *- ヽ - か ーー ュ ュ デ ァ ー ヨ 1 と る て # り ァ ー デ アマ レ / qa 2 ンク っ る と 
42. 訓 戒 至れ る 時 、 ( 注 15) 之 を 信 ぜ ぬ 徒 琶 94 の 812 で 2 IE US の US 


は 、 失 敗者 な り 。 げ に を は 偉 大 な る 経典 な 0 6 ン 
ん ラ 。 
99 (の 


43. 虚偽 は 前 か ら も 後 か ら も 之 に 近づく こと を MP か 
答 ず 、 そ は 覧 折 に し て 、 詩 美 す べき 御方 よ トン 


6 レル 
り の 啓示 な り 。 ( 注 16) SS 
64 湊 に 対し て ※ わ れる こよ は 、 す ベ て 流 以 前 455 っ U ス 6053 siC3hG4eE 
の 使徒 た ち が 詞 われ だ こと な り 。 液 の 主 は 回 2 ノッ ン 5 
実に 宮 大 で は ある が 、 ま た 三 六 の 主 な る ぞ 。 の 38232 っ 0) うら 1 


45. われ ら 5 も し 之 を 異 國 の 言葉 りら クル アー ン ほ 
な し な ば 、 彼 等 は 必ず 云わ ん 、 何故 を の 諾 
節 を 明り よう に せ ぎ ざる か ? 何 ん と 、 ア ラ 
ブ の 預言 者 に 外国 語 と は ? 」 と 。 云え 、「 を 
は 信ずる 者 に は 導き で あり 癒 や し な り ]:。 
され ど 信 ぜ ぎ る 徒 斐 は 、 そ の 耳 が 聞こ ぇ ず 、 
了 つ 役 等 に を れ が 見 え ぎ る な り 。 ( 注 17) 
彼 等 は 、 い わ ば 、 遠 く 〈 く か ら 呼 ば れる 者 の 
如 し 。 《( 生 18) 
規 六 項 5 ュ 
46. 5 ae 和 と EGO 
に 関し て 骨 手 生じ だ た だり 。 も し 前 に 発 





\ 


る 

DO 了 JP タブ タク ニン pe る ベイ 2 全 し アゴ レ 

Co が WebGgCRGH 2 な の 9 53 る 2 2 ン と 4 
事 は すでに 決 せ られ だ り 。 なれ ビ 事実 は 、 二 ン っ 、 ン 
邊 等 は 今 も それ を 旗 い 動 租 す 。 Os AS の 


注 15 クル アー ン は 、 ズ ィ ク タル ( 訓 式 ) と 呼ば れ て きだ た が 、 そ の 理由 と し て 次 の 三 つ が 挙げ られ る 。 (1 ) ク 
ルアー ン は その 教 著 を 人 々 に 覚え る せる 作 に 、 様 々 な 表現 を 用 いて 繰り 返し 述べ て いる 。 (2) グル アー ン は 、 
それ 寺前 の 啓示 壮 に 記 き れ た だ 商 同 な 教 義 を 記 し だ た 人物 を 思 Es (3 ) その 教義 に 従う 事 に より 、 人 々 は 
精神 を 高め る 事 が で きる の で ある 。( ズ ィ ク ル に は 名 堂 と いう 各 味 も ある 。) 

に 16 クル アー ン は 非常 に 優れ た 神 の 書 で あり 、 そ こ に 述べ られ だ 偉大 な る 左 実 、 教 義規 稔 の どれ と し て 
考古 学 や 近代 科学 と 孝 盾 する も の は な い 。 

生 7 クル アー ン の 内 容 は 人 彼 等 に と り 不 明 呈 で 、 そ の 教 義 の 素 晴 し き 、 有 効 性 が 彼 等 に は 見 えな い 。 


注 18 「 遠 く か ら 呼 ば れる 者 の 如 し 。] と いう 言葉 は 次 の 事 を 示し て いる 。 裁き の 日 に 、 不 信心 者 は 全能 の 神 
の 御座 に 近付く 事 を 許さ れず 、 そ の 悪事 の 店 し 開き を せよ と 遊 か 彼方 より 呼ば れる で あろ うぅ 。 又 、 決 の 様 に も 
解 司 で き る 。 不 信心 者 は クル アー ン の 教え に 耳 を 貸さ きず 、 そ れ に つい て 狼 考 する 市 を 拒ん だ 妨 、 そ れ は 彼 等 に 
ほり 、 避 く から 逆 こえ る 不明 随 な 声 の 様 に 理解 で き な い 6 の と な っ た 。 


注 : 19 7 草 157 節 に ある 、「 私 の 慈 起 は 、 す べ て を 旬 括 する 。」 と いう 神 の 言葉 や 指し て いる 。 
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47 . 


48 . 


49. 


9U . 


9 。 


92 . 


注 20 


注 21 


善行 を 積む 者 、 そ は 己 れ 自身 を 益 す 。 悪事 

を な す 者 、 そ は 己 が 重荷 た な らん 。 面 し て 、 
主 は その 儀 等 

2 だ も 


審判 の 日 の こと は 、 ひ と り 5 彼 の みぞ 知る 。 
( 注 20) 彼 が 知ら ず し て 、 一 個 の 果実 も を 
の 花 菅 より 出 で ず 、 ま た 一 人 の 女 も 懐胎 し 
分 半 す る こと な し 。 そ の 日 彼 は 、 役 等 に 向っ 
て 応 わ ん 、「 わ が 同 募 と や 6、 今 何処 に 在 5 
や ? | と 。 彼 等 は 答え ん 、「 我 等 は 断言 す 、 
我 等 の 中 で あの 神々 の 証人 と な る 者 は 一 人 
も な し 」 と 。 

か く て 、 彼 等 が か つて 拝み た る 神々 は 彼 等 
を 捨て 去り 、 彼 等 は 造 げ 場 の な いこ と を 思 
い 悟 らん 。 


人 間 と は 庄 夢 を 求め て 傘 む こと な し 。 きれ 
ドー た び 秋 召 に 章 え ば 、 色 ち 絶望 し て すべ 
て の 形 み を 断念 す 。 


し か も 、 雌 儀 の 後に われ ら が 情け を か け な 
は 、 友 は 必ず で 云わ ん 、| こ うな る は 当 生 るり 。 

番 判 の 日 な ぞ 決 し て 来る も の か 。 だ と い 主 
の 許 に 召し 戻る れる と も 、 我 は 主 の お そば 
で 幸い を 得 ん 】 と 。 ( 注 21) きれ ば 、 わ れ 
ら は 必ず 不信 心 者 ども に その 行い し すべ で て 
を 語り 開か せ 、 茂 し い 刑 を 味 わ し めん 。 


われ 6 人間 虹 を 施せ ば 、 條 も よそ を 
向い て 立ち まる 。 き れ ど 、 一 た び 和 災難 に 敵 


ぇ えば 、 こ は 如何 に 、 長 々 と 祈る 。 


* に 対し て いき る か も 公 半 を 


ハー ミー ム アッ サジ ュ ダ 


55 oooSS 2 よ と の 
の ut 2005) 3 ち 5 じ 。 


の づ の 2 の やじ 5 EN 
と 5 お 93 の 29 まし 36Ce2 
RM 3 9 


の 2 の 5 う Ao 間 


OYKh と 1 麗し YO 

FT プ うみ 5 ンプ 4 〔 る み 3 
82 BE ES 
@ oe ぼる が し 


? る ァ ン アズ ァ リ リウ プ の ぁ タ ィ レン の ルル る と 
AS っ 12922 の 2 の 39 し 225 9 
ウタ ン あッ クン 


②⑨ ち 5 か らら 


の ゥ っ デ 


ャ ーッ ン 4 ォ ン 本 
に つ 2 2 に ちの ApO2E3 の だ お 63 


了 の の の の 1RPYOUK3 
「 っ うう 29 ブ ァ ン 3 


(PC 3 La 


っ ッッ 2 アセ ブタ ャ タラ レ 」 ク 


9 


っ 5 WS 61 2 5 


1 


te62 の fo 2 
の 8 る 55145215 2 


モハ ッ マ ド 斑 言 者 が アラ グ の 地 に 里 い た 種 が 如何 に 育ち 、 ど の 粒 な 実 を 結ぶ か は 神 の み が 御 存 知 で あ 
る 。 を その実 が 腐れ ば 破 華 きれ 、 美 味 で あれ ば 大 事 に 保 だ れる で あろ う 5。 


苦境 に ある 時 絶望 し 、 


順 培 に お いて は 人 慢 の 権化 た な り 、 苦悩 の 欠け ら も 無い か の こ "と 振る 婚 い 、 


成功 は 全て 自ら の 努力 と 能力 に よる も の と うぬぼれ 始め ゆる の が 人 の 手 で ある 。| 


ー740 一 
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72 イアン ゥ ッ クラ ア 
53. 去 え これ が アッ ラー ょ より 降 き れ た る も の 06 PP 


94 . 


55、 役 等 


介 22 


に し て 、 折 も 之 を お 前 た ち 信 ぜ ず と すれ ば 
真理 より は る か 彼方 に 漂流 きせ られ た だ 首 よ 
り も 喝 に 人 送 う 者 は 誰か 、 云 っ て みよ ?」E。 
われ ら は 、 わ れ ら の 福光 が 真 
彼 等 に わか る まで 、 遠 隔 の 地 に 太 て ド も 、 ま 
た だ 彼 等 自身 の 中 に 訟 て も 、 常 ! - 逐 を 彼 等 に 
示 き ん 。 液 、 液 の 王 が 万 物 の 立証 者 な る こ 
と 、 そ れ で も 不足 な る か ? ( 注 22) 
は な お 主 と の 対面 を 続 うか 。 げ に アッ 
ラー は 一 切 を 名 囲 し 給 う 。 


イス ラム 教 は アラ ブ の 地 の み な ら ず 、 地上 の 最果て まで 広まる で あろ う と 、 当 節 は 明確 に し て 強い 語 


再 で 項 言 し て いる 。 


真理 な る こと が 


ああ 〆「。 る 。 2% ン 
GU55 3 086 て に っ 


⑥ いこ 


クッ ン ア 12 


を ム eo の 1 0 
る ノア ェ ョ レ ッ 7 ンー イン も ン ? デン ゥ 1 る ンズ ン 
HYOGO PGIA5 し 2 る 


ンー デア デー や トン 


1 


pp デー オブ プロ テラ g 中 


クゥ 

ま プア っ うさ > タス 
し の うり の の つと っ 3 なる の 
と る 


ルン と 
@Oxee て "ば 

LI 
タ ぅ 員 ar ゥ タダ 
ンコ 
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よー 


-・ か く の 如 〈 僅 大 に し て 監 哲 な る ア 


アル ・* 
(メッ カ 茂 示 ) 


あま ね み 評 
近く 、 皿 みく アッ ラー の 御名 に お い 


い 唄 
6 


1 


、。 ハ ー・ ミ ー ム 。( 注 1) 


た ルン グ ざき ( 和 ポ ジ グー 錠 。 ! 洲 多 ) 


ツ ツェ ャ ー(t、 


YK に 免 だ つ 入 々 に 啓示 し だ 如く 、 Rd 室 和 0 9 


_ 湊 に 詞 示 を 降 す 。 


1 


注 2 


神 の 慈悲 と 上 、 人 間 を 許す 様 に 


2 229 に 在 る も 


の 地 に 在 る も の は 林 く 
アッ ラー の 有 な り 。 彼 は 玉 操 く 、 素 大 な る 


者 に まし ます 。 


・ 諸 天 は を その 上 空 より 割れ 裂け ん ば か り 。 天 


使 ら は を の 主 の 講 美 を 叫 え 、 地 . 上 の 人 々 の 


た め に 政 し を 請う 。( 注 3) あ あ 、 0 
ラー こそ は 害 大 に し て 、 仁 息 な る 者 に ま 
ます 。 


アッ ラー 以外 に 守 守 癌 代 者 求め る 徒 器 に こ 
て は 、 ア ッ ラ テー を 鷺 祝 す 。 さ れ ば 、 
彼 等 の 監視 者 に 非 ず 。( 注 4) 


か くく の 如く 、 わ れ ら 6 が アラ ビア 語 で 湊 に ク 
ル デ ー ン を 啓示 せる は は が LE すべ て の 
邑 の 母 並び に その 周辺 の 人 々 に 警告 せしめ 
ん が た だめ 、 ま た 疑念 の 余地 な きか の 集合 の 
邊 護 す べき 栄 准 の 王 。 
全 刻 全能 者 。 


人 人 間 の 罪 は 大 きい が 、 神 の 革 意 は それ に も 増し て 大 きく 〈、 
と の 天使 の 頼 い が 一 つ に な り 、 役 は 神 の 車 か ら 救 われ た の で あり 、 


の 猫 子 を 授け られ て いる の で ある 。 
神 は 人 間 の 不 散 や 不信 仰 を 見 つめ ゆめ 、 そ れ を 記録 し て お られ 、 も し 役 等 が 悔い 改め な けれ ば 処 加 きれ る 
で あろ う 。 


注 4 


ジュ ー ラ 


〇 ター ジテ っ や 45 し oe 
ee 
〇 っ ー 
oe 
UE ィ の . 2 は 5 yr 
③④ と ン りら 231 爺 
UI とう の UTEY を 1 


② ぁ | 
る 2 の 626 過 人 ら め 30 


2 の ンタ 


ひこ へろ ら 多 と 


yr > の > 
239 518) 
16 eb yh 
OCG1IV7 ン し 
MOCOIER44MK ds 
の トド 


ョ グ 


を 郊 


ゥ アー ラン ン ) る る 
1 23g 品 


これ は 神 の 全て の 所 性 を 超え だ も の で ある 
悔い 改め る 人 為 
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10. 


上 


12、 


1 


14. 


注 5 


日 を 人 々 に 千 結 せしめ ん が だ た だめ な り 、 政 る 
莉 た だ ち は 楽 園 に 入り 、 また だ た 或 る 者 た ち は 燃 
ぇ きか る 楽 火 に - 陥 ちん を の 日 を 。 


. アッ ラー も し 欲し た り せ ば 、 役 等 を 一 つの 
され と ど 役 は 、 己 れ の 欲 


民族 に な し 得 た り 。 
する 者 の み を の 沙 悲 の う ち に 拍 き 入れ 給 
ぅ 。 面 し て 、 悪 を な す 徒 回 に は 、 守 設 者 も 
な けれ ば 助け 手 も な か る で し 。 
彼 等 は アッ ラー 以外 に 守護 者 を 求め た る 
か ? されど 、 ア ッ ラ ー こ を る を 真 の 守護 者 な 
5 。 役 は 死者 を 時 6 ら せ 、 全 能 に まし ます 御 
方 。 
第 一 項 

何事 に よら ず 、 お 前 た ち に 和 争論 ある 時 、 を 
の 最後 の 裁き を つけ る 者 は アッ ラー な り 5。 
5 1「 こ は アッ ラー、 我 が 王 、 我 は た だ 役 
を 信 束 し 、 党 に 悔 惜 し て 彼 に 心 を 向け る 」 
区 


後 は 天地 の 制 始 者 な り 。 彼 は 球 前 た ちの た 
め に ぉ 前 た ち 自 身 の 中 か ら 委 を 食 り ま 
に 家斉 に こぅ 雌雄 を 信 り 、 み に ょ っ て 前 た 
ち を 殖 し 総 う 。( 注 5) 彼 の 如き 御方 は ほか 
に な し 。 彼 は すべ て を 陸 き 、 す べ て を みる 
な は し 給 う 。 


天地 の 諸 鍵 は 彼 の 有 な り 。 彼 は 己 れ の 欲す 
る 者 に 給 姜 を 拡げ 、 ま た 欲す る 者 に 之 を ひ 
き 締め 絵 う 。 ば げに 彼 は 一 切 を 敦 知 し 給 う 。 


彼 が お 前 だ ち に 規定 せる 教え は 、 か つて ノ 
ア に 申し つけ だ る も の 。 わ れ ら 今 ト 液 に 之 を 
欄 示 せり 0。 こ は アブ プラ ハム や モー ゼ や イエ 
ス に 命じ だ る も の な り 、 す な わ ち 、 | 信仰 を 


監守 し 、 款 派 0 人 NN 
に 呼び か が ける この 教え は 、 偶 像 崇拝 者 も 
Me 。 グッ ラー は 欲す る 省 を それ 
の た ゅ に 運び 、 和 選 し て 心 を 主 に 向け る 才 


を 己 れ の 道 に 導き 給 う ] と 
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と を イア 9? リ し ろ 


よる 451 1 2 人 0EKI 隊 は 
② て 3 2401 ひる 3 は 先 と そり 1 


4 っ 5 の Lt、 


神 は 夫 始 の 結び 付き に より 人 類 の 子 附 を 増 や き れる 。 
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15.、 然るに 彼 等 は 、 知 識 が 降り た る 後 、 互 に 病 
み 合い 、 分 裂 せ り 。 も し 定め られ た 時 限 に 
関し 主 の お 言葉 な か り せ ば 、 事 は すでに 決 
六 せり 。 な 衝 ど 、 彼 寺 の 後に 総 典 を 受け 慈 
ぃ い だ 者 だ た も は 、 今 も 之 に 関し て 綴 心 を 抱き 
動揺 す 。 


16. きれ ば 流 は 、 人 々 を この 教え に 如 せ 。 液 が 
命ぜ られ た 如く 活 六 不 抜 て あ れ 。 彼 : 詩 の 思 
癌 に 乗せ られ る な 。 靖 し て 、 云 え 、[ 我 は アッ 
ラー が 降 せ る 経典 を 信 ず 。 我 は 公平 に お 前 
た ち を 裁断 する こと を 命ぜ られ た り 。 ア ッ 
ラー は 我 等 の 主 に し て 、 且 つ お 前 た ちの 主 
な り 。 我 等 の する こと は 我 等 の 資 任 、 前 
た ちの する こと は お 前 だ ちの 資 任 な り 。 匠 
等 と お 前 た ちの 聞 に は 何 も 論 争 す る こよ な 


し 。 い ず 紀 折 テ チッ ラー に 召集 きれ 、 彼 の 調 
へ 帰る べし | と 。( 注 6) 
17、 き され ど 、 デ アッラー の 呼び か が け に 応え た 後 、 


アッ ラー を あげ ば つら 3 う 者 、 彼 等 の 論議 は 
SI が 8 SE 5 見 れ ば 無益 な り 。( 注 7) 天 前 
役 等 に 降り て 厳し い ! 店 を 受け ん 。 


18. アッ ラー こそ は 真理 を 以 て 経典 を 降 い 、 且 
っ 移 を 授け 給え る 御方 な り 。 庫 し て 、 終末 
の 是 の 近づけ る こと を 液 に 知ら し め る は 誰 
に 4 

19. 終 米 の 日 を 信 ぜ め ぬ 徒 斐 は 之 を 催促 する が 、 
信ずる 人 々 は その 必ず 来る こと を 知る が 故 
に 心配 す 。 油 断 す る な ! 終末 の 日 を あげ 


注 6 モハ ッ マ ド 預 言 首 は 、 


彼 が 現れ る 前 の 全 啓 示 半 に 記さ れ だ 中 で 、 
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SO SS 


彼 の 信じ る 拓 言 者 の 弟子 と な る 様 処 


っ SL 


っ 3 で ( レ デ 2 ィ 者 
の 036 衝 あう 
ょ ね ンマ ンプ ン 


6 


ド 」 


所 に 命じ られ て いる 。 それ 故 、 他 の 預言 省 が 彼 と 反日 する いわ れ は 全く な い 。 


注 7 イスラ 
唱え 続け て も 、 そ れ は 無 対 な 事 で ある 。 
注 8 不信 心 者 


が 訪れ る の を 深 れ て いる 。 


者 は 裁き の H を 信じ な い の で 、 そ れ わ を 懲 れ ず 、 そ の 日 が 早く 来る 様 求 ゆ る 。 
の 恐怖 の り H に 自ら の 行為 に 中 し 開き や を し な けれ ば な ら な いと 知っ て お り 、 


ム 教 が 起こ きれ 、 多 く の 人 々 が 信者 と な り 始 め た だ た 為 、 不 信心 者 が イス ラム の 神 の 由 玉 に 異 談 を 


し か し 、 信 省 は そ 


宮 ・ 呈 肝 その 日 に 備え を る と 共に 、 そ の 日 
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消 四 十 二 交 アル ・ シ ュー ラ 
つら う 莉 は は な は だ し き 迷 誤 の 中 に 8 2 mn ン [そく の ラ タ エ レタ ン 2 ヤーン ニン ジン 
Pe 人 0200 は 31TCOLACGYOSU だ II 

i 
ュー ノレ 1 
ーー 等 ンタ ンー 22 て ーッ ンー ん クン アン タン 

20. アッ ラー は その 僕 3 に 対し て 優し くま し 332 65) 名 
1 . 條 は その 人 鈴 す る 者 を 養う 。 彼 は 法 強 と の うう の クラ 。 

、 至 僅 大 な OPAIH 
、 あ 三 
ue ト 人 1 アラ ュ ン アッ 0 

21. 来 也 の 民 穫 を 希 う 者 に は 、 わ れ ら は を の 収 た と まこ ひら の 5 ら っ 

秋 を 増 さ ん 。 現 世 の 収穫 を 稚 う 者 に も われ 
ント 2 に 6 人 の クシ レーン ラン 2 2 の レン ィ ク 5 ッ ン ン 
ら は それ を 与え ん 。 され ど 、 来 世に 座 て は 、 3 62o お る CA も SS つら 6 の 5 
を の 者 の 分 け ま え は な か る べし 。( 注 9) に ee か 
⑥ とめ の ら 2 81 3 い 

22. 彼 等 に は アッ ラー の 同位 者 あり て 、 ア ッ 19 ュー コン eo っ クイ ラッ タン レン る 
ラー が 許 き る ざり し 教え を 彼 等 に 許可 し た る T 200o22 の ゆっ 
か ? され ど 、 わ れ ら の 最後 の 決定 の 言葉 プイ の 1 月 MHIEWK MK いい 委 
な か り せ ば 、 事 は すでに 片 づ き た り し な り 。 2 
不義 者 は 必ず 昔 酷 な 崩 を 被 らん 。 (の WI1 2 

ュ さ \ み 。 ン に 3 アア ノ 
23. 液 は 自分 で 稼ぎ た め た も の の た め に 悪 果 が 。 の っ る AS は すい 21 
を の 身 に 降り か か り り 、 戦 可 す る 不義 者 『 も 
= フ ブ プン 。 デラ 〆 の 2 
を 見 ん 。 き れ ど 、 信 じ て 善 行 を 生 ぜ 者 は 、 FEytu の ig 
楽園 の 草原 に 住ま ん 。 彼 等 は 主 の 御 許 で 、 221 ZZ (2 6 に 
が 欲す る も の や を 得 べし 。 こ は いと も 大 な 人 る 0 OO oo で 
る ア ッ ラ ー の 賜物 な 5 み 22 ン タク ゥ っ ン っ 
9 と | 1 
_ は MM タレ ラッ シン ルッ 。 セ 。 外 キン タク 。 2 

24. こ は 信じ て 釈 行 を 積む 僕 等 に を える アッ | KEOANIIP MEN の NIR3IE 
ラー の 助 報 な り 。 云え 、「 我 は お 前 た ち へ の シン レ と イン レッ タ 
仕 の な め に 如何 な る 報 本 も 求め や 。 た だ 5909PSTE YO らら ひる | 
近親 を 愛す る が 故に お 前 だ た ち を 畠 へ 導く 」 (で ッ 人 る タン フン < 4 
と 。 (《( 注 10) 誰 で あれ 若 行 を 積む 者 に は 、 54 メ * の ウラ 8 

た ネロ メ > 和義 る 29 て 2 回 
われ ら は それ に 対し て 等 福 を 増 さん 。 げに @5 うる Ua 
アッ ラー は 寛大 に し て 、 す で 感激 な きる 御 
太 に まし ます 。 

注 9 この 選 の は か な い 物 を 手 に 入れ る 事 に の み 努 ゆる 人 は 、 米 世に お ける 永 近 の 命 の 恵み を 与え られ は し 

な い 。 し か し 、 来 世に 備え る 人 人 は 、 6 

注 10 この 言葉 は 又 次 の 様 な 意味 に ぉ な る 。 (1 池 は 條 人 を 神 の 法 の . F ド へ 呼び 寄せ だ 事 で 、 次 入 か ら 報 醐 を 得 

る つも りり は な い 。 唯 、 親 族 と し て 、』 仙人 が 精神 陰 安らぎ を 得 て い な い の で は な いか と 案 ず る 條 9、 を うす る の 


7 Oo 


て で や ュ 
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. 彼 等 は AS ラー に つい て 
虚偽 を 提 各 『 せ り ] と 棄 二条 も し アッ 
ラー 欲し な ば 、 液 の 敵 の 心 を 閉じ た る 如く 《、 
疲 の 心 を 閉じ る こと も 可 な り 。 る きれ ど 、 ア ッ 
peAtedooodkpnipliD 
王 の 言葉 を 以 て 真理 を 立証 す 。 げに 詩 は 、 
PON 
26. 僕 等 か ら の 牧 悟 を 容れ 、 も ろ も みろ の 罪 を 示 
す は 彼 な り 。 耐 し て 、 彼 は お 前 だ ちの 所 業 
を 知 筐 し 給 う 。 


27. 彼 は 信じ て 善行 を 積む せ 人 々 の 祈願 に 応え 、 
役 等 に を の 率 悲 を 加増 す 。、 さ れ ど 、 不 信心 
者 ども に は 、 厳 し い 割 を 下 し 給 う 。 


28. も し アッ ラー が を の 僕 等 に 対す る 給 差 を 
丈 し 過ぎ な ば 、 邊 等 は 地上 に 訟 て ほし いま 
ま に 振 押 わ ん 。 る れ ど 、 主 は 、 欲す る 時 、 
と を ほど ほど に 下 し 給 う 。 げ に 彼 は を の 僕 
を 称し 知 し 、 之 を 監 祝 し 給 う 。 


し か 

29. 面 し て 、 彼 等 が 絶望 せる 時 、 雨 を 降ら せ て 
その 慈悲 を 展開 する は 彼 な り 。 彼 は 守護 者 
な り 、 講 美 せ ら る で き 御 方 な 5。 


30. 彼 の 神 兆 の 中 に は 、 天 地 の 創造 と そこ に 彼 
が 撤 き 散ら し た 生き と し 生け る も の あり 。 
MM 彼 は 、 そ の 欲す る 時 に 彼 等 を 召集 

能力 あり 。 
第 四 項 

31. お 前 だ たち に ふ より か か る 不幸 は 、 お 前 た ちの 
手 が 稼い だ こと 。 さ る れ ど 、 彼 は 、 前 た ち 
の 数 々 の 罪 を 央 怒 し 給 う 。 


で ある 。⑫) 私 は 、 


論 す る な ら 、 
酬 を も 求め な い が 、 


少な く と る 私 が 中 


足 人 の 精神 に 利 す る 様 に と 私 が 為 し た 大 事業 の 報 本 を 貴 入 に 求 ゆ ば し な い 。 
族 と し て の 英 の 処し 方 を 知る べき だ 。(3) 私 の 長 人 に 対す る 気 敬 いや 愛 に 報い て 欲し い の で は な い 。 
人 に 示す 様 な 親族 と し て の 心配 を 中 人 も する べき だ 。(⑭ 私 は 頁 人 に 如何 な る 報 
星 、 神 に 近付き だ いと 了 願う で き で ある 。 こ の 
は 、 モ ハッ マ ド 玉 言 者 が 次 の 様 に 語っ た と 記 る れ て いる 。「『 我 は お 抽 た だ たち へ の 幸 仕 の だ あめ に ……-。 
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星 、 修 人 は 、 皿 
唯 、 私 に 反 


最後 の 内 容 は 、25: 58 と 一 致し 、 そ の 入所 に 
(文中 ) ] 
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32. 前 だ ち は 、 地上 に 訟 て 神 の 計画 を 挫折 す | そら ヽ N1| の 人 ン 
る こと 能 わす 、 ( 注 11) まだ アッ ラー 以外 ら 2 9 きのみ の 123 


王 も 7 か ua ut も 9 p 9 届 
に 如何 な る 友 も 助け 手 も Le rpyeg 
33. また 、 山 の 如 き 巨 船 が 海 を 濾 る の も 、 彼 の り の に 人 た た に IECIC ン 1 


神 兆 の 一 つ な り 。 ( 注 12) 
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34. 彼 $ も し 欲 き ば 、 典 を 止め て 船 を 海面 に 停止 を 26wz 人 UUW ッ ン ン る 3 の 2 る 1 
ヽ 『 19) | 5 
せしめ る こと も 可 な り 。 げ に この 中 に 含有 eco MP デン “ きら ) 
エム! 1 ア ia 
きれ る こと は 、 耐 え 妨 び 感謝 する 人 々 へ の @ っ 52 っ の ec9⑳588) 
押 兆 な り 。 還 
35。 4 、 役 等 人 開 が 稼い だ こと の だめ >。 グ グッ ンー ラッ クレ 2 イン る ク 2 タッ ン 
に 、 般 を 沈め ゅ る こと も 可 な り 。 き れ ど 、 彼 ② AO と as うつ ゆら る 史 う 


は 、 等 の 罪 の 数 々 を 者 妃 し 給 う 。 


ガー 1 ダッ ンター ん タ 2 る ノブ フッ ン ン 
36. され ど 、 アッ ラー の 神 光 を あ げ つ ら う 者 は 、 59 CS1G ら 9 ALes)3 
自分 た ち に は 造 げ 場 の な いこ と を 思い 知ら りみ 
ん 。 ⑥⑨ っ 222 い の 
ン ン 7 る っ な が 22 
37、 お 前 た ち が 与 えら れ だ た も の は この 世 の 曽 し IS と 人 00 の 


2 アッ ラー の 御 許 に ある も の 6 
プア 「 デッラ 
を な お 勝 り て 永続 す 、 信 じ て そ の 主 を 束 の 1 ンチ ま CS 


の II 5o 多 人 493 2 
@o 光 る の 


38. 大 罪 や 醸 行 を 避け る 者 に と っ て は 、 情 娠 を 人 才 1 と 人 内 に 2 en 
か ん じ よ トル 生コン コ う 9 WI > JJ!5 
抑え て 祝 怒 する 者 に と っ て は 、 ( 注 13) アア Oo う 


宮 フッタ. タン の > うる 。 マ トン 
39. 主 に 耳 を 分 け 礼 拝 を 価 守 する 者 に と っ て 2% ルッ 外 る っ 
は 、 互 に 相談 し て 事 を 行う 者 に と っ て は 、 112GL チ の Pi 
( 注 12) われ ら が 授け だ も の を 惜しみ な く ンタ る 22 っ 久 5 ン ノン 2 
施す 者 に と っ て は 、 (OO すれ と 


注 11 イス ラム 教 が 勝利 を 得 、 不 信心 者 は 神 の 命 に を む 〈 く 事 は で きず 、 イ スラ ム の 所 進 を 話 る 如何 な る 妨 填 
も 許さ きれ な い 。 不 信心 者 は 、 神 が この 様 に 命じ られ だ と 上 吉 げ ば られ て いる 。 

注 12 当 節 及び 他 の 数 節 に お いて 、 ク ルアー ン は 、 船 が 国際 変 流 に お いて 重要 な 役割 を 果たす と 指 0 
る 。1400 年 前 に 砂 漢 に 住む 子孫 に 啓示 ぉ る れ だ た この 人 長 実 は 、 ク ル ア デー ン が 神 に 内 RS の で ある 事 を 十分 に 
明 し て いる 。 

和 王 13 この 言葉 は 、 あ ら ゆ る 種類 の 罪 、 道 徳 上 の 過ち に 言及 し た も の だ が 、 個 々 の 其 に つい て は 怒り が 引き 
金 と な っ て いる 。 問 り が 限度 を 超え る 時 、 本 で 寺 0S2 の の の 9 の 9 

注 14 この 和 盆 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 国事 を 司る 際 の 指針 と し て 、 シ ュー ラ (相互 協議 ) に つい て 述べ て ある 。 
生還 較 の 拓本 の 所 お 天国 本 の 指導 で の だ の リグ 四 の 
重要 問題 に つい て 決断 を 下す 時 、 国 民 の 代表 と 撤 議 す る 事 を 義務 付け られ て いる 。 4 章 59 節 ぁ 季 曲 の 事 。 
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移 四 十 二 斉 


アノ レレ ・ シ ュー ラ 





40 . 


41 , 


42 . 


43. 


44. 


45. 


46. 


注 15 


し か し 、 処 六 が 彼 を 更生 に 向かわ せる な ら 、 


追 震 さ れ た だ 時 を の 身 を 護る 者 に と っ て は 。 


危害 に 対す る 報復 は 、 そ れ と 同じ 危害 な 5 
され と 、 辻 念 し て 和 雇 する 者 に は 、 ア ッ ラ ー 
の 誕 に 補 所 あ り 。 げ に アッ ラー は 不義 者 を 
波 で 給 わ ぬ 。 ( 注 15) 

迫 書 きれ だ 時 、 防御 する は 、 罪 に 非 ず 。( 注 
16) 


剖 せ ら る べき は 、 人 を 追 害し 、 地 上 に 訟 て 
不当 に 則 を 越え を る 者 ども の み 。 


され と 、 耐 え 窟 び 、 散 し て や る な ら 、 そ は 
崇 両 な 裁断 な り 。 

第 五 項 
ケツ アー が 邪道 に 導 こ うと し た 者 に は 、 以 
後 如 何 な る 守護 者 も な し 。 市 し て 、 液 は 
不義 者 ま も が 刑 症 を 目の当たり に し て 、「E 
こ か に 引 返 す 道 な きか ? | と 叫ぶ を 見 ん 。 


液 は 、 彼 等 が 業火 の 前 に 達 れ て 米 ら れる と 、 
穫 て うな だ れ 、 盗 み 見 する を 見 ん 。 ( 注 17) 
面 し て 、 信徒 な ち は 云 わん 、「 復 活 の 日 に 、 
家族 も ろ と も 我が身 を 破滅 する 者 は 、 本 当 
の 失敗 者 な り ] と 。 見 よ 、 不義 者 ども は 永 寺 
の 和 六 の 中 に 前 ま らん 。 


(⑨ 〇 づ ぁ の ら っ っ 


6 kz の 3 ラグ, 


アッ っ ゥ プン?2 ン の 52 9 ラン 260002 ノッ る 
2 が 2 hG) 


し 。 2 し ci 
C グ や 


4 1 Ed) 


2 


の ンタ ンジ レン 
で L を 


う 


(の UN'_ の GU の JIG 


ン アン 2 2 の ォ デ ノン 


@ っ 6 ⑳ ゆる | LA う uo いひ の う を 


ゅ グリ P9 い 


TA と どの ン 


952 iL55 95 0 


っ 9 (NGOW い は 条 


@ い に どら う ろう っ 


アン 2 


"デア 


w% 
JUANG2O2 の 2 る どう 


タン 1 エン > 


っ 、2 ッ イン 2 ウン タラ マンバ 
交 め っ e 


し 
CT 


9RPvPd 


この 節 は 、 イ スラ ム の 刑法 の 根幹 を な し て いる 。 イ スラ ム 救 義 に 
人 の 道徳 的 更生 に ある 。 も し 許す 事 で その 者 が 半 分 な り と も 0 


PE っ KO 


ん と の 衝 の る 


ョ ッッ デ 


デ う JGI 3 くい 2 の 


【 罪 入 の 処 前 の 長 の 目的 は 、 居 


彼 は 前 せら れ な けれ ば な ら 5 ない 。 し か し 、 そ の 抽 は 、 犯 し た 罪 よ 


り 生 いも の で あっ て は な ら な い 。 イ スラ ム 教 は 、 も ぁ う 一 方 の 交 を 出す と いう 戚 し い 教 え や 、「[ 目 に は 目 を 」 の ユ 


ダマ ヤ 教 の 教義 いずれ を ちる 信じ ず 、 


注 16 


と し て 、 イ スラ ム 教 は 、 法 ・ 経 済 ・ 道 徳 の 諸 問題 に 最も 有益 
は 自己 防衛 を 信者 の 道徳 上 の 義務 と みな す 。 モ ハッ マ ド 李 言 者 は 、 
守る で くし て 合 を 洲 と す 者 は 狗 教 者 で ある ( ブ ハ リ 、 


こそ こそ し た 日 付き は 、 犯 罪 の 為 召 喚 き れ 、 判 


谷 を 


注 17 


常に その 中 盾 を 重んじ て いる 。 


処 久 に 関す る イス ラム 教義 は 、 非 現実 的 理想 主義 者 の 心 に は 響 か な いか も しれ な い が 、 現 実 的 な 宗教 
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に し て 現実 的 な 解決 策 を 定め て いる 。 イ スラ ム 教 
次 の 様 に 語っ た と 記さ きる れ て いる 。 財産 名 
マザー リム ・ ワ ル ・ ガ サブ 普 )。 


決 が 下さ れる の を 待つ 罪人 の も の で ある 。 





害 四 十 二 草 アル ・ シ ュー ラ 
47. アッ ラー 以外 彼 等 を 助け る 守護 者 な し 。 タク っ m 9 の ぞう タタ 9 ン レ 1 2 タイン 
アッ ラー が 邪道 に 導 こ うと し た 者 に は 、 も の OTs の 3 C2 2 の OS い 5 
は や 指 : 導 の 方 途 な に らち ⑨J32G24 3 部 UMS5 2 UM 253 交 | 
+ は ーー ュ ゼ - 記 サー の の ラン クン ゥ ぅ や 人 
48. 流 等 、 避 け 難 【 有 が た プア よ 5 来る 前 に 、 2225GEo(J5o2 で っ ae 


王 に 耳 を 傾け よ 。 その 日 お 前 だ ち は 
と こみ ろ なく 〈(、 和 認 する 機会 も る な し 。 


道 れ る 


49. る されど 、 だ と い 彼 等 顔 を を そむけ る と も 、 わ 
れ ら は 液 を 役 等 の 守護 者 と し て 己 わ し た に 
非 ず 。 液 の 務め は た だ 神託 の 伝達 の みみ 。 見 
よ 、 人 人 間 は 、 わ れ ら が 恩恵 を 味 わ せ て で や る 
と 大 喜び する が 、 己 が 手 が 先 に 送れ る も の 
の だ め に 災難 に 遭 うと 、 銘 ち 加 を 忘 る 。 


50. 天地 の 大 権 は アッ ラー の も の な り 。 彼 は 己 
が 欲す る $ の を 創造 す 。 役 は 己 が 欲す る 省 
に 女児 EE を 号 え 、 また 己 が 欲す る 者 に 男児 を 
与え 給 う 。 


51. 或いは は 、 ア ッ ラ ー は 、 女 児 、 男 児 、 共 に 与 
ぇ 給 ふ 。 或いは 子宝 の 恵み を 与え 給 わ ず 。 
げに 、 ア ッ ラ ー は 、 万 事 を 知り 、 万 事 を 能 
くす 。 ( 注 18) 


52. アッ ラー は 啓示 に よる か 、 肉 の 尊 後 か ら 、 
SE 


引 示 す る 以外 : 。 入間 に [直接 諸 り か >【 け 給 わ 
ず 。 《( 注 19) げに 彼 は 吾 高く 、 引 折 に きま 
ます ずら 
注 18 当 節 及び 前 節 に お いて 、 不 信心 者 は 神 が 次 の 様 な 命令 を 下さ れ だ し と 告 


23 22 なじ 多 1628 


生 


人 2 み 5 


asz sz sd USB2266 
と 3 sy SDI 


み 


9 タ と 
2 て タプ る イエ フー クノ タク ラー ウェ ンコ イン 
ルト AO ur る の 13 


OS PPU 

うら 36 還る の マ る 
の らち 

3 2 お 印 


の 95 2 52se 
PIPE 9L296WC? 
2 9 る タン 2 クゥ ン 
1 ラー CV フル oOE 955 


の を らく CALLC 


ェ げ られ て いる 。 イ スラ ム 教 徒 が 


その 数 を 増す 一 方 、 不 信心 者 は 減り 、 彼 等 の 子孫 が イス ラム 教 と な る 為 、 え て し まう で あろ う 。 


注 19 


江 。 時 に は 目覚 め た 状 状態 の 時 に 彼 等 
い 。 こ れ が 「 肉 の 背後 」 と い う 語 の 意味 する 所 で ある 。( 
も に だ な る 。 


当 節 は 、 神 が 下 僕 に 語り か け 、 啓示 を 婦 す 三 通 り の 方 法 に つい て 述べ て ある 。 (1 ) 神 は 媒介 を 通る ず 、 
直接 彼 等 に 語り か けら れる 。(2) 神 は 彼 等 に 幻想 を お 見 せ に な る が 、 
に 声 を お 半 か せ に な られ る が が 、 


それ が 理解 され る か 償 が か は 定か で な い 。 
を の 時 彼 等 に は 語り か ける お 次 が 見 えな 


3 ) 軍 は 使者 、 す な わ ち 神 の お 告げ を 運ぶ 天使 を お 遺 


ーーー 


部 に 所 アル ・ シ ュー ラ 


53 . か くわ れ ら は 、 われ ら の 命 に よっ て 液 に 神 < ルレ * (Ce 7 
こう 1 5 名 中 C と | 1 
の 言葉 を 啓示 せり 。 液 は 経典 が 如何 な る も の 4 ピン GU う 


の か を 知ら ず 、 ま た 信仰 が 如何 な る も の か 鍋 く ら の Be 
5 知ら ざり き 。 き れ ど 、 わ れ ら は 、 乏 に よっ の 
て われ ら 6 が 喜 す る 僕 等 を 導く 光明 と な せ 4 は 全 2 も る の は で 
り 。 げ に 液 は 人 間 を 正しい 道 へ 導く 。 和 3 
の の he 


あめ つ ち ちっ ブタ アデ 
54. すなわち 、 天 地 に 在 る も の 一 切 を 統 べ 給 う o の 1 じゅ らい 内 計り パク 
アッ ラー の 道 へ 。 ( 注 20) 見 よ ! 万 物 は ピラ クシ m の る 明 
惑 く アッ ラー の 御 許 へ 帰り 行く 。 ( 注 21) @9⑰ っ ゅ eo 多 人 の あの 1 yI 


年 20 。 イス ラム 教 は 、 人 間 を 軍 の も と へ 導き 、 人 間 の 創造 の 僚 大 に し て 崇高 な る 目的 を 悟ら せる 生命 ・ 光 ・ 
道 で ある 。 


注 21 全て の 物 の 始ま り と 終わ り は 、 ア ッ ラ ー の 手 に 委ね られ て いる 。 
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第 四 十 三 章 の 


AP 人 ラ 
(メッ カ 札 示 ) 


1、 慈悲 深 て 、 患 み 記 てく ア ッ ラ ー の 御名 に お い のっち らら あらう 
5 上 
ュ NE る し , 
2。 ハー・ ミ ー ム 。( 注 1) ①a テ 
3. われ ら は この 明 腰 な る 経典 を 証拠 も し て 引 と 
証 す - 6 9 
4. われ ら は それ を 、 お 前 た ち が 理解 し 得る よ ターン を と ン ピン 0 
うぅ 、 消 潔 有 っ 感銘 的 な 営 葉 の クシ ル アーン (XGAC け K ド H4 3! 
な せり 5。 
し か 
5. 箇 し て 、 そ の 内 容 は 、 われ ら が 評 に ある 至 の ye 46Y この 2 くる | ン 
ので と IA18 45 
高 に し て 知恵 に 満ち た る 母 典 の 中 に 記 き れ 2 ペデ ウン ルン 
だ も の な り 。( 注 2) 
ほお じ I ゅ うっ 
6. お 朋 だ ち が 放 縦 な る が 故に 、 わ れ ら この 沖 が ゆら る 人 2 タン シッ ン レ ラン ンク ga ニー タン レル タッ ン ン 
5 3 の ュ [ ク 12 
江 を な 前 た ちか 6 取り 上 げ ぁ る べ きか? (は つ の OM の AOI NG の 
3 ) 
7. われ ら は 如何 に 多く の 預言 者 を 茸 の 民 へ 遺 TI 許 vw > 
5 は (で の しら | 
わし た こと か 1 ② の oy う 1G や の に 還 
ト 1 ン 
8. 然るに 、 季 言 者 が 現れ れる だ び 、 彼 等 は 之 OPC 


を 
1 


を 再 笑 せり 。 


9. それ 故に 、 わ れ ら は この 者 ども より カカ 優 る OO A23 も クッ し de 
民 を 埋 減 ば し ぬ 。 古人 の 先例 すでに あり 。 5 


10. も し 液 、 彼 等 に 向っ て 「 天 地 を 創造 せる 者 る? 物 し nc る 12 の 240 と 
5 MM と 人 う っ | 
は 誰か ? 」 と 問わ ば 、 彼 等 は 必ず 答え ん 、 財 > の "2 
ンタ ィ ン ンタ 。 タ ン ン 
「 万 能 全 知 な る 神 こ れ ら 両者 を 創造 せり 」 ⑨ る AA KT 
と 。 


注 - 1 賞 護 す べき 栄 准 の 主 。 
注 2 劇 律 の 意 理 と いう 演 味 の 語 、 母 典 は 、 ク ルアー ン が 神 の 栄 知 に よる もぉ の で あり 、 律 法 (シャ リヤ ) の 
原理 と な る 事 や 示し て いる 。 メ 、 ク ルアー ン が 究極 の 神 の 律 法 の 根本 原理 し な る 様 、 永 遠 の 御 命 令 が 下 き れ た 
と 意味 し て いる と も いえ る 。 

持 3 この 言葉 の 意味 は 次 の 様 で ある 。「[ 催 和信 か ら 、 和 警告 ( 神 か ら の 忠告 ) を 取り あげ 、 表 人 に 背 を 向け て 、 何 
の 導き も 与え まま 貴人 か 6 離 れ て 行っ て し まう と で も 思っ て いる の か 。」 

神 の し る し の 形 を と る 天 の 在 告 は 途絶 を る 事 は な い 。 天 の し る し を 拒む 最も な 理由 が あっ た な ら 、 初 め の 預 
言 者 に 続い て 他 の 項 言 者 が 出現 する 和 事 は な か っ だ だ ろう 。 し か し 、 預 言 者 は 現れ 続け た の で ある 。 
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第 四 


唱 
井 


ふし どど 
彼 は 大 地 を お 前 だ ちの だ め に 吸 所 と な し 、 





アル ・ ゾ フロ フ 


の の So らし 2 びな 


11. 
お 前 た ち が 迷 わ ず 歩 ける よう に その 中 に 26022 0 
道筋 を 開き 給え り 。 ⑨ cu 0 9 5 も 3 

くだ も っ アマ レン 

12. また 彼 は 、 程 よく 空 か ら 雨 を 降 し 、 以 て 枯 も 55 56 う MOI と も な 06 
死 せる 大 地 を 時 6 しむ 。 お 前 た ち もぉ その よ - 

プラ 9 ンス りき 1 の 
うに し て 各 ら し ゅ られ ん 。( 注 4) ⑨ の うう 6 
ュ ト ) ー 人 寿 ュ ユ ニュ 、 ゞ AS アア イセ ノ ラッ プン 2 ン アマ ィ ン し 
半 符 。 の 0202 お 前 だ もち ヵ 1 を DE プ わ い ) の 
乗る 船 や 家斉 と を 創れ り 。 。 の の 
G・ 敵 
人 |? 8l 
テー ャ rr グ う * (AS 5 る 6 ン ッ る 
1 8 有 US DS その 痛 0 っ う 2 ン 本 ら %5 必 | 1 
お 前 だ ち が そ の 背 ! に 乗る だ び LA 1 ン 
2 FE 人 * ラ クン ッ ゥ 
の 思 恵 を 憶 い 起 し て 「 こ れ 等 の $ の を 我 光導 os 8I02142515 0 人 て 3113 
還 ER る 彼 に 栄 光 あ れ 。 我 等 目 DOG。 2 タ 34 2 区 
身 で は 出来 得 ざ り し こと な り 5。 ⑨ い い 2 
0 ま に EE 暗 2 イレ ョ ン イン 

15. 主 の 御 許 へ 我 等 は 必ず 帰り 行か ん 」 と 云う gag に わ 5515 
だ た だめ な り 。 

し か も べ あみ 記 ノー デレ ノレ て ユノ ク 二 5 アノ 本 

16、 然 る に 彼 等 は 、 彼 の 僕 の 或 る 者 を 御子 と 主 5 CIS 「 ゆ 信 Ce 22 195 と う 
張 す 。( 注 5) げ に 人 間 は 明らか に 忘 思 な り 。 2 

第 二 項 いつ 

財 。 7 ッ ラ ー は を の 創れ る も の ) カ : 更 を 取 ノッ 2 ) ぅ ュ ン タク ラン アン ンク 。 

り 、 ぢ 前 た ち に は 男児 の 本 る と @cA9y Auo13 うら GA Us As し 1 
な ? 「 

18. 彼 等 の 誰か に 娘 が 生ま れ た と 半 く と 、 そ の SE っ ららら らら 252 お 2 

男 の 顔 は 蒼 妃 し な り 、 激 怒 す る 。 90 0 
ア の 信 クン 
の Ab 243 52 らち 

19、 装 身 具 の 間 で 育て られ は し て も 、 議 記 リー っ し ら デ グ 1 3 283 う 和 jod lg ぽ 党 の る 
確 に 表 明 し 得 ぎ ざる 者 を 、 ア ッ ラ ー に 押し つ 2 4 
ける の か ? ( 注 6) (⑨OAae 

注 4 耳 が 降れ ば 乾い た 大 地 に 新た な 生命 が 生じ る 様 に 、 魂 の 死人 も 神 の 示 を 通し て 中 る と 、 こ の 言葉 は 

涼し て いる 。 

注 5 この 言葉 は 、 イ エス が 神 の 子 ど と する キリ スト 教 の 教義 を 指す 。 

注 6 この 言葉 は 、 装 飾品 で 飾り 立て た 作 像 を 指し て いる よう だ 。 当 節 は 、 偶 像 持 拝 者 を 厳し く 非難 し て い 


る 。 役 等 は 、 誠 


て いる 。 


りか けた だ たり 5 彼 等 の 祈り に 答え る 事 が で きず 、 


届 の 攻撃 か 6 彼 千 を 守る 事 も で き な い 僧 像 を 財 め 


ーー 
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が MM 





20 . 


し 


24 . 


20 . 


の 


27 . 


28 . 


E/ 


し も 


彼 等 は 多 悲 深い 神 の 僕 な る 天使 を 女性 と 考 
ぇ る 。 彼 等 は を を の 創造 に 立ち 合い だ る か ? 
彼 等 の 証言 は 記録 せら れ 、 必ず 紐 肖 き れ 
2 


彼 人 等 は 去 わ ん 、「 も し 慈悲 深き 神 欲 し た り せ 
ば 、 我 等 は 天使 等 を 栄 ゆ は せ ぎ ざり き 」| と 。 
彼 等 は この 事 に つい て 何 ん の 知識 $ な し 
彼 等 は た だ 憶 細 する の み 。 
クル デー ン よ り 以 前 、 わ れ ら は 彼 等 に 経典 
を 授け だ りや 、 彼 等 それ を 護持 する や %( 注 
デリ 

否 、 彼 等 は 云う 、「 我 等 は 父 押 た ち が 破 る 教 
ん を 奉る を 見 て 、 役 守 は その 足 衣 に 癌 か 
れる 」 と 。 


流 以 前 に 、 われ ら が 特 告 者 を 邑 に 壮 わ す た 
びに 、 を その 邑 の よこ し まな 有 有 方 者 た ち は 云 
ぇ り 、「 我 等 は 父祖 た ち が 或 る 教え を 泰 ず る 
を 見 て 、 我 も その 足跡 あや 辿る の み ] と 


堂 千 者 は 云え り 、「 休 と な ! お 前 だ ちの 父 
祖 が 奉じ だ る も の よ 2 僕 る 導き を も だら す 
と も か が か ?」 と 。 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 断 じ 
て お 前 の 使命 を 信 ぜ ず 」 と 。 


故に われ ら は 、 彼 等 を 罰せ り 。 兄 よ 、 預言 
者 を 拒否 せる 徒 叶 の 末路 が 如何 な る も の な 
り し か を ! 

第 一 項 
アプ ブラ ハム が 父 と その 一 族 に か く 交 える 時 
の こと を 念 ぇ 。「 我 は お 前 た ち が 上 貯め る も の 
と 全く 係わり な し 


我 を 創り 給 い 且つ 必ず 我 を 導 か ん 御方 を 除 
NE 


偶像 崇拝 者 は 、 そ の 不 合理 な 教 放 を 支え る 論拠 を 持た だ ない ば か りか 、 


示 で き な い で いる 。 


イレ 19 そ アイ ッ タ ン ン ン ン 
GBSUNW テ すす AEIGSMIIP 
ee soUS 人 ス 6> 2 5S 拓 


人 し る る 6 AE る 25 126 


と みん し 。 う 。 らい 


OO] も TI 


ん 
グッ 0 2 の 2 タ g ダン 32 2 タ 1 交 全 
の の 2 の 02552 し So 


イン クレ トイ ンタ ン ン る マター ン ゃ 
と PMPMOIBCGEIFIF 計 6 
プラ タン 2 た 

⑩ 〇 Ox64 


まい 0 の Jr 

2 6 多 
2 
Ac 2 WRC 


GU 所 の 
asc o( そ YE 玉 2 も CS56 


自ら の 教義 を 支え る 経典 すら 提 
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の 9 。 


30 . 


91 , 


92 . 


8 


34 . 


90 , 


36 . 


注 8 


ド 


L か 1 
し て 、 ムン 0 2826 WNW 


代 存 続 の 遺 宮 と な し 、 彼 等 を 神 に 頼ら し め 
ん と せる な り 0。( 注 8) 
友 われ は ば は 、 彼 等 並び に その 父祖 に 、 真 理 


人 
で 、 閣 し の 楽し み を 許し だ り 。 


然るに 、 そ の 真理 彼 等 に 米 た る や 、 彼 等 は 
云 た えり 、] こ は 妖 術 な れ ば 、 我 等 之 を 信 ぜ ず 』 
上 


喝 に 彼 等 は 云う 、 [何故 この クル アー ン は 二 
都 の お 億 方 に 降 も ぎり し か ?1 と 。( 注 9) 


主 の 了 恵み を 頒布 する 者 、 を は 彼 等 な りや ?. 
( 注 10) 彼 等 の 間 に 現 世 の 生活 の 次 を 頒 
も 、 或 る 者 に 他 の 者 を 使え を る よう に その 地 
位 を 高 か ら し め る は われ ら な り 5。 液 の 主 の 
恵み は 、 彼 等 が 著 財 する も の より は る か に 
優る 。 


全 人 類 が みな 一 種類 の 集団 ほな る お それ な 
か り せ ば 、 わ れ ら は 慈 甘 深 * い 神 を 信 ぜ ざる 
徒 右 の た ゅ に 、 住 む 家 の 屋根 を 銀 板 で 暮 き 、 
その 登る 階段 を 銀 造り と な し 


と 


すべ て 戸 は 銀製 、 玲 す る に は 銀 の 揚 
0 り 

武 金 の 装飾 を ほど こせ る 。 され ど 、 これ 等 
は みな この 世 の 公 い 楽し み に すぎ ず 。 ( 注 
11) 主 の 許 に 訟 ける 来世 の 安楽 こそ 、 散 農 
な 信者 の た め に あり 。 


し よう 


味 を 与 


ァ アァ プラ ハム は 唯一 神 を 天 く 信じ 、 そ れ を 誠意 と 忍耐 や も っ て 子孫 に 説い だ 為 、 


の 間 に 広 まっ た 。 
この 「 二 都 」 は メッ カ と し タイ フ を 指す と 一 般 に 考 を られ て いる 。 それ 等 は 、 モハ ッ マ ド 頒 言 者 の 時 代 


注 9 
に 、 
注 10 
と 称し て いる が 、 


アラ ブ の 社会 的 ・ 


それ は いつ か ら な の が か? 


・ 政 治 的 に 重要 な 二 大 都市 ど で あ っ た 。 
この 節 は 、 決 の 和 様 に 不信 心 者 を 厳し て 非難 し て いる 。「 彼 等 は 、 自 ら を 神 の 慈 就 を 伝え る 役 
又 、 誰 に を の 様 な 決定 を 下す 権利 が ある と 言う の か ? 


アル ・ ゾ フロ フ 


デア ラノ 。 タイ 〆 ノ as ュ ャ クレ レク レン アン 
⑨⑬O の pe AsE 9 25 し 95 ss う 


レー ど 


ヵ 1 ャ ン 

アァ ン 。 シッ ン ウ 2 YY 2 イン 

| ME 寺 て 学 マ パロ は 和幸 力 
の ②? の の サン 


の 〇 の ひめ ぷり め め 3 


し の 信 ぅ し タ ど 
も で)S alue 6 


み * 


E で 


ぐ 


⑥68557 
22 の E SG ゅ 63 
Oh と 


ッ タ ノン フラ ブ ィ 。 タッ ン 3 ン フ テラ アン ゥ 2 の こっ 9 ンク 
Se ue の ジブ で ve) の ee っ 


レア アズ アス 
を 
の SA 


CT 2 プ 23 時 の 34 
ゃ クッ アリ ュー ラン の ラス 


クト ャ イア る の 1 アン 
じゃ 2 ちる 02 うら の > っ いや (うう 
の 65 2 生 仙 

ンー ン 


ゥ グ イン の の タプ ブイ ョ ラン 
TO 3 


e タン タン 


トー メデ う 


る 。 ゅ [用 アタ ラン 
の 2 の うい っ 95So 8 
6 
⑬9 テ 


223665245 


1 ン 2。 グ レレ ェ エン ン ン ん タク ラッ タン 
MAIsleE2 GS ば る 5 らい りら うう 
と レッ 79 ン ュ ンマ 2 衝 す の 
6 oueNOGs 


この 信仰 は 末 長 《 彼 等 


割 を 抽 う 者 
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_ 第 四 項 
氏 し な が ら 、 慈 悲 深き 神 を 念 する こ と を な る 1 2 る っ は 倍 28 
5 っ ゥ 
お ざり に する 莉 に は 、 われ ら 6 悪魔 を つ ! ば て 。 or 9 
親密 な る 友 た らし めん 。 e834 ポ 


り デ ァ に 入り 





これ 等 メ ラセン ン 2 タ クン バフ ラー ロッ ン ラタン ぅ る 
38. * の 友 は 彼 等 を 神 の 道 より 妨げ る も 、 OS と AUuo 2251 う 
條 等 は 正しく 導 か れ て いる し 考え る 。 の 
ッッ クン ッ ダ 
⑩ 〇 ゅ OS 
し か ーー 
39. 面 し て 、 か く の 如 き 者 われ ら が 許 に 来る に ひつ KS 5 92 GL05 2 守ら ペン 
及 ん で 、 そ の 友 に 向っ て 法 わ ん 、「 我 と 欧 等 
の 間 に 東西 程 の 距 り が あら ん こと を ! と 。 21 隊 CeC1 
な ん た る 悪し き 友 な る か な ! ( 注 12) 
し か 
2r に で ゝ トー IN や (WM 〆 タ 2 
40. 布 し て 、 ra 「 を は 、 か の HE Gi は 256 IKE 
珍 て は お 前 だ ち に 何 に も 役立つ と た ころ な か の 
らん 前 た ち が 中 半 な 9 し が 汐 に 。 間 ⑥ 〇 めん 
ち は 規 間 を とも に 味わう 者 な り 」 と 。 
アン の 24.5 ダ アタ 9 w ジッ イン クノ 
41. な れ ば 光 は 導 を 聞こ える よう に し 、 芽 札 OO の 5 の Le ひ の お 88 9 UI 
邊 な る 迷 誤 の 中 に ある 者 を 導く こと 可能 な 時 
りや ? ( 注 13) ⑥cA2 ULS 8 
42. た と いわ れ ら 液 を 召し 上 げ る と も 、 わ れ ら 6 レッカ レン ッ タ ニタ タッ 2 (SE 
は 必ず 彼 等 に 報復 せん 。 ⑨oy ろ っ を 25 は の uot2oo は 
43. 或いは 、 わ れ ら が 彼 等 に 約束 せ し こ と を 、 タイ もう イン (6 人 ラク レッ ン ン 2 仙 の タン シン 
ES e 守 Hi つめ り い Aa.4 Us 22) GE 1 
われ ら は 液 に 証明 せん 。 な ん と な れ ば 、 わ の 3 こと) 
れ ら は 彼 等 を 完全 に 支配 する が 故に 。 
ルル ) ia ログ アア る ッッ レン ノン 2 タダ スズ 2 之 ラロ ン 
14、 され ば 、 潜 は 、 啓 示さ れ た る も の を 詩 せ zood お eo1Ueob dL&C5 
有 液 正 し き 道 を 通 [る が 設 に 。 ぁ 
45、 げ に クル アデ アーン は 液 と 上 を その 民 の ため に 気品 < ン 還 6 
し か コン WC 上 。 る ュ ン 
の より どこ ろ な り 。 ( 注 14) 面 し て 、 お 前 (TGCXYETVTE 98095) CD 
た ち は 、 之 に 関し て 民 ね られ ん 。 
注 11 財 卒 ほ 「 地 位 ] の 差異 が 無く な っ て いれ ば 、 人 は 全て 似 通 い 、 人 間 社 会 は 機能 し な く な っ て い 2 
ろう 。 神 は 、 金 製 の 扉 と 階段 の 付い た 銀製 の 家 を 不信 心 者 に 与え た 事 で あろ う 。 こ れ 等 の 物 は 神 の 日 か ら す 


ば 何 の 価値 も な いる の で ある か ら 。 


注 12 
注 13 


人 人 は 、 自 ら の 悪行 の 結果 を 突き 付け られ る 時 、 
浅 信 心 者 が 


2 の で ある 。 


生 14 


が 庫 位 上 名 声 を 手 に す 


ズ ダイ クル 人 (気品 は 、 高 位 を 音 


る で あろ う 、 


『 呆 する 語 吾 て あ 0 
と 当 節 は 述べ て いる 。 


旧友 を 選 け 、 知 ら な い 振 り を する 。 
意 に 朋 と 可 も 窪 ぎ 神 の 言葉 を 拒む 時 、 彼 等 の 因 は 深まり 、 遂に 彼 等 は 完全 に 減 び て し ま 


クル アー ン を 通し て 、 モ ハッ マ ド 畠 言 者 と その 弟 


AO 


第 四 十 三 


ル ・ ゾ フロ グ ブ 





46 . 


4/ . 


48. 


49. 


りり ・ 


いら 


し か 
時 4 われ ら が 人 


と 凍 ファ ラオ は を の 民 に 布告 し て 、 


. 黄金 の 腕 環 が 何故 に 彼 に 


液 以 前 に われ ら が 遣わ し た 使徒 た もち に 衝 ね 
ょ 、「 わ れ ら は 藻 悲 深き 神 以外 に 、 崇め る で 
き 他 の 神々 を 定め た る か ?」| と 。 
第 五 項 

われ ら は か つて 、 モ ー ゼ を 、 ググ アオ る 6 
の 族長 た ちの と ころ へ われ ら の 神 兆 を 携え 
て 遣わ し た り 。 所 し て 、 モー ゼ は 云え り 、 
「 我 は 正しく 万 物 の 主 の 使徒 な り 」 と 。 


モー MP = の と こ 
みろ へ 来 だ る も 、 、 彼 等 は 之 を 喘 笑 せり 。 


きれ ば われ ら が 示せ る 交 跡 は 、 それ に 先 立 
っ 奇跡 より は る か に 見 事 な り き 。 面 し て 、 
われ ら は 、 役 等 を われ ら に 頼ら し めん が た 
め に 、 刑 前 を 以 て 彼 等 を 仙 ら ちら しめ ゅ た り 5。 
彼 等 は 云え り 、「 流 妖術 使い ょ 、 王 
が 液 と 結び し 約束 に 従っ て 、 我 等 の た め に 
主 に 祈願 せよ 。 も し 主 が 我 等 か ら 褐 を そら 
し 得る な ら 、 そ の 時 は 、 我 等 は 必ず 導き に 
従わ ん 」 と 。 

等 か ら 6 前 を 取り 除 


〈 く や 、 見 よ 、 彼 等 は 釣 ち も その 契約 を 破る 。 


、「 麗 が 民 よ 、 エ ジ プ ト の 国土 並び に 余 
罰 ^ 前 を ps こ 衝 等 の 河川 は 、 挙 げ て 余 


の 有 に 非 ぎ る か ? お 前 だ ち わ か ら ざ さる 
カ > 7 
. 傘 は 、 こ の 卑 し く 、 し か も る 何 を 云っ て いる 


の か 定か に わか ら な い 者 より は る か に 優れ 
りら 


受け ら 衝 ぎり し 
か 、 ま た だ 一群 の 天使 た な ち が 役 に 付き 添っ て 
同行 せ ぎり し か ? | 1 


か く の 如 く 、 フ ァ ラ オ は ロ が 民 を 軽 は ずみ 
に 哉 舞 し だ た れ ば 、 民 は ファ ラオ に 従い 史 。 
げに 彼 等 は 邪 弄 な 人 々 な りき 。 
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61 . 


2。 


63. 


本:15 
あっ た 。 | 鎧 は 他 に 匹敵 する 物 を 京 味 し (6 :39)、 


_ 面 し て 、 彼 等 


か 〈 く の 如く 《、 彼 等 が われ ら を 怒ら せ だ た だれ ば 、 
われ ら は 彼 等 に 報復 し 、 彼 等 の すべ て を 江 
死 せ し め た だ た り 。 


・ かく て われ ら は 、 役 等 を 後世 の 人 々 へ の 見 


せしめ と な せり 。 

第 六 項 
マリ ア の 息子 が 一 例 と し て 挙げ られ る と 、 
見 よ 、 液 の 民 は 声 を 上 げ て 笑い だり 。 


※ は 云え り 、「 我 等 の 神々 が 優る 
か 、 そ を それ と も イエ ス が 優る か ?」 と 。 役 等 
が 流 に 之 を 云う は 、 2 

然 り 、 彼 等 は 論争 好き な 徒 油 


イエ ス は 、 われ ら が 由 言 本 を 授け だ われ ら の 
僕 に すぎ ず 。 耐 し て 、 われ ら は 、 イ エス を 
イス ラ エ ル の 子孫 へ の 鑑 と な せり 5。 ( 注 
15) 


$5 し われ ら そ の 気 に な れ ば 、 地 上 に 於 て 後 
継 者 と を な る べき 天使 等 を お 前 だ ちの 間 に 生 
じき させ る こと も 可 な り 。 ( 注 16) 


- イ エス は 、 その 時 機 の 前 兆 な り 。 る れ 
了 ツ に つい て 和 芝 心 を 抱か ず 、 ( 注 17) わ ゎ 
れ に 従え 。、 こ れこ を 正しい 道 な る を ぞ 。 


亜 魔 に 迷わ ゎ し め ら れる 
げに 悪魔 は 、 事前 た ちの 公然 の 敵 


角 し て 、 お 前 だ 9 
な か れ 。 
に 


メシ ア の 到来 と は 、 ユ ダ ヤ 民 族 が 届 を 受 【 


し アテ アイ アミ エリ ルアナ う ク ウー テア ラ ンー ュ グッ グン ノレ 
ら osalrese6e4 に 5 IGE 


1 す ウレ ン ン クン ノラ 1 ラプ ノム 
(OO た も (k251030 人 0 


2 2 9 る 生 マ ブラ フラン の 
と っ 850 る らら 
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(の TOYIWE 


コク の 


069 多 2 
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ン 2 ン 人 の 5 し 
下痢 


の 年 代 ( は 3 そし AIPtS1IY 1 


マー デ 
OS 

、 ゥ ぞう 。 ン ャ る る り 0 ン 
0 の 9 SE 5 9 
アラ タタ 5 ン 

で ① 〇 8 


ぉ 2 タ 客 し る の ン 5 フ アラ い ポレ ェ ン 
sss1 う の yt を 4 
みう 。 グ 9 タ 負 ン 
Asxe3 5 と っ 1OA 
の る る タン 7 で 狗 を る タン ン ン 
CoOg 和 55 っ り uo っ ツ > 


、 永 遠 に 天 言 者 と し て の 地位 を わ れる 吾 を 示す も の で 
0 


次 の 事 を 示し て いる と も いえ る 。 


イエ ス の 様 な 人 物 が 、 役 等 を 苑 ら せ 、 失 われ た 魂 の 忠 み を 戻す 為 に 彼 等 の 中 か ら 起 こき れる が 、 彼 等 は この 古 


報 を 喜ぶ 
注 16 


潤 : 17 
指す 。 当 節 は 、 


ころ か 、 交 号 や 上 上げ る の だ 。 当 節 は 、 


この 様 に イエ ス の 再来 を 語っ た も の と E も 言え る 。 


天使 は 人 間 の 手 本 と は な り 5 得 な か っ た の で 、 神 は 常に 、 神 の 御 意 志 を 人 間 に 伝 え 人 間 の 模 と な る 事 
を 、 人 間 目 身 に 託 き れ た だ 。 


「 その 時 機 」 ほ と は モー や の 時 代 の 終末 を 表す 。 文 中 「 之 」 と いう の は 、 イ エス ある い は クル ナー ン を 


モー で ゼ の 時 に 取っ て 変わ る 事 を ぶし て いる と も 言え る 。 


イエ ス の 後 イ スラ エル の 民 は 預言 者 の 職 を 与え を られ な いと 述べ て いる 。 又 、 グ クル アー ン の 時 が 
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64. イエ ス は る ま ざ ま な る 明 証 や も だ らし て 、 2 42 AS 。 1 2 ニン レン [イン 
し ] 回 ss 。 ツ リプ デキ デ 4 
ぶ え り 、 「 我 は お 前 た ち に 知恵 や も た らし いり > の et2 ま の 
ぬ 。 面 し て 、 お 前 た ち が 意 見 を 異 に する も 明和 6 し くわ 
きつ の ゃ な あり 
の の いく つか を 人 解明 せん 。 き れ ば 、 ア ッ ラ ー 6 呈 
P み ト アート 才 ー 1 DD 
を 景 れ 、 我 に 従え 。 @ ゅ oopbl 01es35 
65。 げに アッ ラー こ を は 我 が 主 に し て 、 お 前 た 02 所 5 2 2T1G| 
ちの 主 な り 。 きれ ば 、 彼 を 柴 捧 せよ 。 こ れ 6 20 か 
を 正しき 道 な る ぞ 」 に 。 G9 AA 


ゅ っ ン ン を 2 。 2 クッ う ッ 
66. 然るに 、 庄 派 あ り て 、 恋 見 を 凌 に し 、 相 争 OAM ewo OGs9t SEEG 
いぬ 。 哀れ な る か な 不義 な す 者 ども 、 悲 し 


ぅ の し 人 も 46 
むべ き 日 の その 刑 前 ゆえ に 。 OAI CR の い 


ァ を 調 祭 た に 例 加 襲い か か る 長後 る っ フッ アン. 3 タク ッ ン 
67 . 條 等 は 、 6780I に 2 各 半 K みか: カ ) る 二 役 め LCtf rk 2 22EYUG3 ア は ・ 凍 
審判 、 そ 衝 以 外 待 つ で きも の な し 。 2 
〆 2 う う 
間 

た だ る の に み の ゥ 

68. その 日 に は 、 義 し い 人 々 を 除い て 、 友 と い 1 3 ひ AE 0 くる つや ひこ る の fc を のど 1 
えど も 互 に 敵 と E な らん 。 (年 18) と レ 。 92 


第 七 項 ⑨CAIRT を 


69.「 わ が 僕たち よ ょ 、 こ の 日 お 前 た ち は 、 何 も 。。 る レ ァ ンス タッ の ん じい 
式 れ る こと な し 、 ま た お 前 た ち を 悲し い 日 ⑨ い め う 人 9 し た つり まい て り 
に 邊 わ せ は せ ぬ 。 
で と 。 9 2 タッ エア アナ 
70、 わ れ ら の 拓 兆 を 信じ 、 服 従 し た ぉ 前 た ち 、 @OM2 ジ SU 21OAN 


は ん り よ 
so 本 ーー ス ュ 、an さ > 耶 4 セ 7 に NL 7 ン ッ ルス CA わけ \ ゅ み ぅ 9 
71. いざ 楽園 に 入れ 、 お 前 だ ち 並 びに その 作 局 の を Al 1 3 は | 
6 、 克 然 と し て 」 
72 つぎ つぎ と 難 金 の 鉢 や 本 が 彼 等 に 加 き れ 、 いう し AS Cote eS 
し か も を こ に は 、 欲し いも の や 日 を 楽し 。 ン amoo え と 


せる も の が すべ て ある べし 。 お 前 たち 、 を boyJl AS5 oyIAES 3 


に て 永久 に 住ま ん 。 に 20 5 2 の ゃ 
の Ge 


ェ = ュ すず ュ ェ > ー ?2 ヶ タッ タン ゥ し) 
73. [|[ こ は 、 ぢ 前 だ がち が な せる こと の だ め に 、 KGYKICAV で を も る っ 813 央 1GAD3 


お 前 だ ち に 継が し め た 栄 園 な り 。 


注 18 苦境 に お いて 友情 は 忘れ 去ら れる 。 友 は 互い を 見 放し 、 敵 に 回 る 事 さ きえ ある 。 ク ルアー ン は 他 の 箇所 


で 、 罪 人 が を の 悪 業 の 結末 を 突き 付け られ だ 時 の 状況 を 鮮やか に い て いる 。 (70・11 一 15、80 : 35 一 38) 
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80. 


9 上 
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注 19 


. 彼 等 は 叫ば ん 、「 路 守 き ま 「! 


そこ に は 、 お 前 だ た ちの た め に 果物 が 型 宮 に 
ある な れ ば 、 食 べ る が よい ] 


すみ か 


. 非 を 犯 せ し 者 は 、 地獄 の 次 昔 が 永久 の 住居 


だ 。 


UM0R の に 要 滞 人吉 され ば 彼 
等 は その 中 で 絶望 せん 。 

われ ら が 役 等 に 不当 な 仕打ち を し た に 非 
ず 、 役 等 自身 が 不義 者 な り 。 
流 の 主 に お 願 
いし て 、 我 等 の 命 を 終ら し め 給 を 」 と 。 看 
は 云わ ん 、「 お 前 た ちこ こ に 留まら ね ば な 
ら ぬ | と 。 


衛 は 云わ ん 、「 げ に われ ら は お 前 た ち に 責 
を も だ ら せ り 。 然 る に 、 生生 
真理 を 忌避 せり | と 。 


彼 等 は また も 悪 だ くみ を し 始め た か ? 妊 
0 
詩 ば 、 われ ら が 彼 等 の 秘 人 外 談 を 聴か 


Fe すか 然 ら ず 、 われ ら の 使者 
だ ち は 彼 等 の そば に あり て 、 一 切 を 記録 す 。 


栄 い 神 に 御子 あり な ば 、 我 
は 最初 の 人 貯 拝 者 な り | と 。 ( 注 19) 


あめ つ ち 
思 な る か な アッ ラー、 天地 の 主 、 玉座 の 主 、 
役 等 が 彼 に 帰す る も の より 弟 絶 し 給 う 。 


、「 も し 慈 基 当 


ん 


され ば 、 約 和束 きれ だ た その 日 に 彼 等 が 直面 す 
る まで 、 彼 等 を 無益 な 談 論 と 戯 に ふけ る 
に まかせ よ 。 


当所 は 次 の 様 に 解 生 さ れる 。 (1 ) 


を 崇め ゆ だ た で あろ う 。 私 は 神 の 最も 忠実 な る 下僕 で あり 、 
SN 私 こそ 、 


お 仕え し て 米 だ の で ある 
め に この 事実 を 証 基 する 。 


が 初め て 党 定 する 。 


$ し 寛大 な る 神 が 御 子 を 持た れ た の な ら 、 
彼 (神子 ) に 対し 義務 を 記 る 事 は な い 。(2) も し 定 
その 地位 に ふき さわ ゎ し い 。 
か ら 。 (3) 下 大 な る 神 は 御子 を お 持ち で な い 。 神 の 栄 拝 考 は 証人 で ある か ら 、 
(4) 宮 大 する 神 は 御子 を お 持ち で は な く 、 
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の 2 計 356 を 2533 
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私 が 初め に 彼 ( 神 の 子 ) 


、 神 に 
私 お初 
神 に 御子 が いら っ し ゃ る と いう 王 張 を 私 


私 は 誰 よ り も 神 を 洒 め 
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86 . 
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注 20 


注 : 21 


マ ド 畠 言 者 は -- 族 の 拒絶 を 恋 し 祭り 、 


注 22 


らき れる の が だ 、 


は 天 に まし ます 神 に し て 、 ま た 地 に 
ま し ます 神 な 5 。 彼 は 賢 折 に し て 、 す で て 
を 知洋 し 給 う 。 


天地 の 大 権 並び に その 間 の 万物 を 共 〈 統 べ 
か 2 TAK 
識 は 彼 の 御 許 に あり 、 お 前 た ち は 必ず 彼 の 
御 許 へ 連 れ 戻 き 

アッ ラー 以外 に 第 等 が 析 る ぉ の は 、 執 り 成 
し する 力 な し 。 但 し 真理 の 証人 ほな る 者 
( 注 20) は 除く 。 彼 等 は この 事 を よく 承知 
す 。 


も し 液 彼 等 に 「 お 前 た ち を 創れ る 者 は 誰 
か 7? 」 と 問わ ば 、 彼 等 は 必ず ね わ の 
ラー な り | と 。 然 ら ば 、 彼 等 が 顔 を そむけ 
て ば か り い る は 何故 ぞ ? 

われ ら は 預言 者 が 再三 再 四 「 主 よ ょ 、 
は 合せ ぜ 
21) 


る れれ ば 、 液 は 彼 等 を よ け て 、 1 下 女 あ れ 」 と 
挟 拶 せよ 。 彼 等 $ も や が て 己 が 加 を 思い 知ら 
ん 。 ( 注 22) 


これ 等 


モハ ッ マ ド 項 言 者 。 


きる 民 な りり に と だ うつ う や 見 る 。 ( 


WMsn の グ 
ン ュ の ! ッ っ ブラー いて の | キン る ノンタン 
ぅ los と (92300 2 90233 


《⑲ 9 423311 AA 123 
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OUSTWI 4 し は く ロ ッ タ タッ ン 25 


モハ ッ マ ド 李 言 者 が 一 族 の 紅 の 平安 を 安 じ て いる 再 は 、 神 の 御 言 葉 が 何より の 証し と な っ だ 。 モ ハッ 


値 く 合 や 失う 所 で あっ た 。 


RS チ ) 


我々 は 今 は 迫害 きれ て いる が 、 問 も な く 敵 は 取 北 し 、 イ スラ ム 教 が アラ ビア 全土 に 広まり 平和 が も た 


と モハ ッ マ ド 預 言 者 は 励ま ほる れ て いる 。 その 時 が 来 だ たれ ば 、 


彼 は 敵 を 許す で あろ う 。 
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アル ・ ド ゥ ハー ン 
(メッ カ 世 示 ) 


あま る みな レ 1 し ] 
1. 蓄 悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い OoaS1 6 し > 
ン ン し デ デ 
て 。 “ 
を 
2. ハー・ ミ ー ム 。( 注 1) の 
ッ 2 29 1 
3、 こ の 明快 な 経典 に か け て 。 oko 


上 > 


これ 
・ げ に われ ら は 祝福 る れ た 夜 に 之 を 啓示 せり 5。 プッ スタ ンク セン) る ュ イ >・ アロ ラン ッ ン ン ン 
5 人 ンー)  @opooe5GL523 18 も EE 
( 生 2) げに われ ら 6 は 邪 斑 に 対し て 絶え ず 
販 和 せ 5。 


S。 その 夜 は 、 す べ て の 物事 が 知恵 8 て 決定 き ンー ラン る タン ラクト ノレ 。、 
夜 は 、 す 物事 が 知恵 $ て 決定 の MGS【SS 


れる 、( 注 8) 人 
3 5 
6. われ ら よ り 出 づる 命令 に よっ て 。 げ に ゎ れ OIt 凍 444 oe つろ 52) 


ら は え ず 使者 を 遣わ す 、 
アタ る 


ヽ 共 * ち 必 み 
。 疲 の 主 さ り の 落 甘 と EE げに 彼 は すべ て る <11 | w ds* 2 w や レラ ラン 
> LGS5 っ 2 9 や 
を 開 こ し 召し 、 月 つ す べ て を 知り 、 グー シ 
あめ つ ち - 8 っ タ の ン つ 8 ま 
8. 天地 し を の 開 の 万 物 の に まし ます 、6 し RG1U を 徹し 2 の の 2 る jle 
な 前 だ ち 信仰 心 を 持ち き ぇ すれ ば 。 際 6 
〇 いら 


~+ 


9. 彼 の 外 に 神 な し 。 彼 は 生 殺 号 具 の 権 を 語り < し タン タス る 0 
ZIAS 2 才 つう 人 や) oo (っ 51 119 

規 う 。 彼 は お 前 だ た ちの 主 に し て 、 且 つ ぢ お 前 骨 
アレ 必 今 

だ た ちの 父祖 の 主 な り 5。 CDOWML 


し か これ き ぎ ン ラタン の m プ 2 ャ ッッ グ の ニー イ ノレ 
*。 Sa アコ つい ェ コ ママ 室 呈 a 等 の 
10. 然るに 、 彼 等 は 之 を 疑っ て 巡 戯 す 。 (DIOCOIOKS た 湖 YV 


けん ぜん 上 
11. され ば 、 大 空 が 多 だ た る 煙 を 生 ぜ ん その 日 5 る っ の 2 5「 ブ る ママ ンタ プー っ 。 マ の ラン 
- CA YIO) GE の いこ 5 の う 


を 見 守れ 。 





注 1 賞 護 すべ き 栄 谷 の 主 

注 : 2 クル アー ン の 他 の 箇所 で 、 そ れ は [運命 の 夜 ]」 と 呼ば れ て いる (97 : 2)。 モ ハッ マ ド 項 言 者 の 確か な 
伝 其 に よれ て は 、「 運 命 の 夜 ] は 通例 ラ マダ ー ン の 最後 の 填 夜 に 当たる 。 クル アー ン は ラ マダ ー ン の 消 二 十 四 衣 
に 、 そ の 存在 を 現し 始め た 。 

注 3 運命 の 夜 、 つ ま ? 偉大 な 神 の 使者 到来 の 時 は 人 類 の 未来 が 定まる 新た な 時 代 、 新 だ な 秩 庁 や 子 告 す る 。 
クア ケー ン が 語 示 きれ だ 時 と は 、 そ の 後 の 人 類 の 運命 の 基礎 が 築 か れ た 時 で あり 、 人 類 に と り 最 高 の 運命 の 夜 
と な っ た 。 
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12. そ は 人 人 々 を 紙 い 包ま ん 。 こ は 閣 列 な る 天 玉 
な り 。 


⑨%H OS eS) 


13. その 時 、 人 々 は 叫ん で 云わ ん 、「 我 等 の 主 は 、 0 [2」 ンス フ ライン ンー ラン レン ン 

の OASIS AS 

この 資 苦 を 我 等 か ら 取 り 除 き 給え 。 げ に 我 ツク ターン Ai de っ 
等 は 信者 な り | と 。 


し ィ 4 ま 仁 ょ ー 来 * 叶 ぎる ぅ タダ ど し 」 リッ 
14. ヵ サト 県 052 條 等 に 来 た 5 て 、 MS 上 の 〇 し 2 4 6 和 E 3 員 5 る が 9 (31 
りょう に 説明 し た 時 、 芝 何 に を その 登 告 は 役 3 
等 を 益 し た りや ? 「 
15、 彼 等 は すなわち 、 使 徒 か ら 顔 を を むけ て 去 の の キ ンプ [セン タッ ン ( 介 と の る 
Q⑱ いい | Ax 1 
えり 、 [ 役 如 は 狩人 な り 、 悪 か れ た る 者 な り | EAIEL て DI 
と 。 


16、 われ ら が 懲 凡 を 暫し で も 取り 除 か ば 、 お 前 プン > タ 
時 M 1 1 | 
だ ち は 必 ず 不 信 に 人 戻り せん 。( 注 4) oo 仙 り So 


17. われ ら が 希 攻 撃 で お 前 た ち を 急 す る 日 、 68 ンタ っ を ネン ュ ロッ ン ラン 
1 K 1 
( 注 5) われ ら は 間違い な く 茂 正 に 報復 せ CPK 間 
2 


18. われ ら ば は 彼 等 以前 に 、 ファ ラオ の 民 を 試み クロ フン シン う レン ュ ・ ュ ジン うる ゥ タイ ン マン ン ッ ク ク レ 
00 際 澤 の 5 の ピン Pe いう 
だ 05。 その 時 、-- 人 の 立派 な 使徒 が 彼 等 に に デブ クダ 


だ ひで 、 る 
し も て 
19. ぶん えり 、「 ア ッ ラ ー の 僕 等 を 我 に 9! き 渡せ 。 の ィ ン ダッ タン シン を 、 ち し レレ レーン ンク タン 。 ン 
| 1201 3Ls GS1 に 
げに 我 は お 前 たち へ の 妃 実 な る 使者 な り 。 ok2lOyo。 01 っ と し ジ つっ 1 の 


UN の 以 ウ 定本 志 る て 微 慢 な る な か れ 。 ば げに 我 で っ クコ 2。 タン パン s キィ ン タン ンー ッッ 
もち に 来 た OOMC は 2 
は 明白 な る 権能 を 投 か が り て お 前 た ち に 来 た ン リ ンー ンー グッ クノ デ 


れ り 。 

21. お 前 だ ち が 我 を 石 も て 打 だ ぎる よう 、 我 は 、 の c なかい CO 09 た 04 は 
我 が 主 に し て お 前 た ちの 主 に 、 加 護 を 請 い ンプ ウジ うつ りら ウ > 
願 2 。 

22. お 前 た ち も し 我 を 信 ザ ぜ ず ば 、 我 に 近づく な 」 る 2 n の る 3 沈 っ 
“ (IOHMEY2 和 ドン と IO) 

23. か く て 、 モ ー ゼ は 主 に 祈り 、| こ の 者 ども は ン ッ ター 32 の る 23 っ 
実に 罪深い 民 な り 」 と 云え 9。 ンジ ジン 5 5C33 ョ 

4 信頼 で きる 伝 系 に よれ ば 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 祈り 、 こ の 人 角 鱗 は 終っ だ 。 し か し クラ イシ ュ は それ に 


より 利 を 得 だ 訳 で は な く 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 刃 向い 続け た 。 
注 5 [猛攻 撃 ] ほ と は 、 バ ドル の 戦い に お ける クラ イシ ュ の 敗北 又は メッ カ の 也 沙 を 指す の で あろ う 。 
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24. 


20 . 


と が 
20。 


2 


30 . 


5 


5 


39. 


34 . 


i 6 


ET 


Es 


アッ ラー は 云え り 、「 夜 陰 に 乗じ て わが 僕 
等 を 連れ 去れ 。 な ん と な れ ば 、 お 前 た ち は 
追跡 せら る べし 。 


. 疲 、 割 れ た 海 を を の まま に うち 捨て 、 行け 


げに 彼 等 は 消 死 すべ き 軍 勢 な り 。( 注 6) 
如 伺 に 多く の 果樹 園 や 泉 を 後に 遺し 彼 等 泊 
きた る こと か 『! 
沢山 の 畑 や 立派 な 住居 を ! 

3 ご 
を の 中 で 徐 り 喜べ る 数 々 の 安楽 を も ! 

し か 

そ は か く の 如 し 。 面 し て われ ら は 
を し て これ 等 を 継が し め た り 。 
天 も る も 地 も 役人 等 の た め に 嘆き 悲し まず 、 の み 
な ら ず 彼 等 は 鑑 隆 も 与 た られ ぎり き 。( 注 
7 ) 


、 他 の 民 


第 二 項 
われ ら は ば は イ スラ エル の - 上 6 を 屈辱 
り 玉 えり 、 
ファ ラオ に よっ て 課せ られ だ る 。 彼 ファ ラ 
ォ 4 は 、 放 縦 な 者 の 中 で も とび ぬけ て 人 慢 な 
りき 。 
われ ら は 上 承知 の . 上 で 、 イ スラ エル の 子 ら を 
当時 の 諸 民 族 の 上 に 選び た り 。( 注 8) 
面 し て 、 彼 等 に 、 そ の 中 に 明白 な る 試 績 が 
含む 数 々 の 合 跡 や 与 を た り 。 
この 者 ども は 云う 、 


| 我 等 に は た だ 一 度 の 死 あ る の み 。 再 び 生 
返る 簿 な し 。 


の 苦 冶 さ 


モー ゼ と イス ラ エ ル の 民 が 紅海 の 北 敵 に 着い た 時 、 潮 が 引き 始め た 。 
れ 、 海 の 中 に 窪地 が で きだ た 。 を その 時 イス ラ エ ル 人 は 渡っ た 。 


人 妃 を 流 る れる 事 も 敬 意 を 表 き れる 事 も そし て 歌 を 歌わ れる 事 も 5 なく 、 


oo の 3 6 用 ン 
ECO 


アス スン: 2 の 5929 て 


(⑨ 〇 め >&3 VC Me 9 


(らい 202 と | う 


ン デ アビ アデ ビー 


@ の ee の に まさり 


ピコ 


3 に 51 6 


⑥CS の CO2 


@ ら oe) CeeJd5 2 お 舌 1o)2 


の ぁ アタ タレ ュ 29215 1 
⑯CwS じ の 5 ら CO 2 を 31 う 
1 和 久 の うれ 
⑨ の 258) 293 ゅ の 「 
プライ 5 ター クズ イフ フン 12 タッ ランク タン ラン る 
OO cdJIES22 1 あら ) 


水 が 後 退 し て 、 徐 々 に 砂 取 が 現 


20: 78 も 参 脱 の 事 。 


屈辱 の 中 で 減 び た 。 人 


慢 に も 自ら を 神 と 呼ん だ 不幸 な 干 は 、「 イ スラ エル の 子 陀 が 信じ る 神 以 外 に こ の 世に 神 は 無い と 私 は 信じ る 」 こ 


の 様 な 注目 すべ き 言 葉 を 残し 、 
注 8 
な り 、 


神 は その 御 計画 
彼 等 を 選ば れ た 。 


= こり 員 ー 


導 の 中 へ 入っ て 行っ た だ (10 : 91)。 
に お いて 、 神 の 使命 を 果たす に は 当時 の イス ラ エ ル 人 が 最も ふき わし いと 御 気 付き に 


常 下 十 四 章 アル ・ ド ゥ ハー ン 


37. お 前 たち の 言葉 が 事実 な ら 、 我 等 の 父祖 を ン ッ 。 イン レ 
死 より 連れ 戻せ 】 と 。 の ら CSas Ko ヴー 


グミ 


1 ッ タ タレ 

bb 

38. 彼 等 は トッ バア の 紅 や 彼 人 等 以前 の 者 ども よ ょ CDM と OO Aa 
り 優れ る 者 た ちか ? 彼 等 は 罪 深 き 者 ども 目 5 8 
故に 、 わ れ ら は 之 を 減 ぼ せり 。 の Os 2 

39. われ ら は 天地 及び すべ て その 間 に お ける も @Sugkkk ei 
の を 虚 に 創造 し た る に 非 ず 。( 注 9) 


40 . われ ら は 芝 を 水 遮 の 真 理 の た め に 剣 れ ど ン ッ イッ ン ンタ ブシ ン ン 4 の 
OTN) 9| 罰 
も 、 彼 等 の 大 半 は 之 を 理解 し 得 ざる な り 。 の PA 2 の 5 UCS 


41. げに 判決 の 日 こ を 、 役 等 の すべ て に 定め ら リン ッ 3 ン wg 
と TFT 0 
れ た る 期限 な り 。 ( 注 10) GOIOCP マ 1 
42. その 日 、 友 は その 友 の だ た だめ に 少し も 役立た の 順 ッ ン 22 な 7 
ず 、 ま た 彼 等 は 誰か ら も 助け られ ざる で し 、 9 2 (あや うろ 
めぐ 吉 
43. 助け ら る る は アッ ラー が 慈恵 を 垂れ 絵 わ ん 2 の レコ とる 
《 の ムー の mt 
人 々 の み 。 げ に アッ ラー は 偉 力 者 、 慈 悲 者 @ だ pl ad 
(5 
呈 項 ッ ぁ ン レン ン 
44. げに ボッ クー ム の 木 こ そ は 、 (OPC 
45. 罪深い 者 の 食物 。 あら 9 
上 ゥ ッ ン > の ウ 2 
46. を は 溶 銅 の 如く 腹の中 で 沸騰 し 、 ee 居 8 3( ひ e9 ぽ 
ャ グン 
47. 性 も 熱湯 の 族 え だ ぎる が 如 し 。 ⑥⑯ el は 
48. われ ら は 天使 等 に 剣 ぜ ん 、 0 燃え ラッ 1 の 1 ゥ | Vo 
きか る 美 火 の 黄 只 中 に 良き ずり 込 の et の PO2 96 
49. 面 し て 、 雪 超 の 次 苦 を 彼 の 頭 に 浴 せ よさ 。 (OAI 2 4 382 33 
50. と く と 味わえ ! 液 は 偉 力 者 、 高 貴 な 者 と @ ゅ る ( MOCO 
見 な る きれ だ りき 。 ( 注 11) " 
注 9 人 上 生 に は 妥協 の な い 目的 と 大 いな る 便 命 が ある 。 人間 の 優秀 な 能力 と 大 性 の 耶 能 は 、 人 生 が 見 せ か け 


で は な く 央 再 な も の で ある 事 を 示し て いる 。 天地 創造 が 私 々 の 注意 を 強く 引き つけ る の は 、 こ の 偉大 な 丸 理 の 
由 で ある 

注 10 来 知 の 秘密 が 全て 明る み に 出 きれ 、 人 人 の 行為 に 最終 的 判定 ひ 下 きれ る 最後 の 裁き の 日 以外 に も 、 こ の 
世に お いて 全て の 拓 言 者 の 時 代 に は 、 上 夏実 が 勝利 や 治め 、 偽 り が 減 び る 裁決 の 日 が ある 。 

注 : 11 この 言葉 は 反語 法 を 用 いて 述べ られ て いる 。 ' 
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5 陣 


の 


り 7 . 


OO . 


60. 


これ こそ お 前 た ち が 疑 いた り し も の な り 5] 29 の る ィ 、 っ 
連 の GS も EAA ゅ 〇 I 
い 『 。 | 。 は スン みき グッ 人 ルレ デ 
し る だ だ は 計 wm 店 四 
然るに 義 し い 人 は 、 安 全 な 場所 に 侍 ら ん 、 Em 
の 財 る に ミン 9 うさ 
. 花園 と 吊 角 の 間 で 、 の ウ % と こと ウ 
pl 
r | か ク 2 あ 「 ク 
. 絹 や 錦 を まとい 、 互 に 相 向 い 合 っ て 。 DCA1 4 の 2 
を は か く の 如 し 。 わ れ ら は 役 等 に つぶ ら な 2 タラ クリッ セン ン 05 ン 1 ン 
びら っ ゅ 生 ら る くっ 37 
議 の し き 虎 女 等 を 妻 せ ん 。 69C。 うう 
. 彼 等 は を そこ で 、 如 何 な る 種類 の 洒 物 で も 安 イン ター コリン の < ィ ヤク [ ン 2。 ン タタ ョ ン 
っ cs1 4696 AA 3 く 
ん ビ て 意 の まま に 得 べ し 。 @⑥ い の じ s 8 の と 


229 アン ョ ン ラ ンプ ぅ う 。 の 497 


彼 等 は を そこで 、 最 初 の 死 以外 は 、 再 び 死 を る < 4 1 


味わう こ こと な か る で し 。 ( 注 12) 神 は 、 燃 J 
えき か る 楽 火 より 彼 等 を 救 わん 、 ] roo る 3 
t 四 南 ア 8 プリ 11 く は 5 らい ゃ NULL 


の 成就 な り 


- われ ら は 2 を 流 の 言葉 で わか り 3 @S 和 MAMI に いぬ 導 ゃ の ノ CS 


すく 制定 せり 、 彼 等 を し て 留意 せしめ ん が 


だ め に 。 

され ば 液 、 し ば ら て 様子 を 見 よ 。 彼 等 も 様 OCS Se2IiGER3 
、 いう Ao の 1 こめ) 

子 を 見 つつ あり 。 生ま 


注 12 来世 に お ける 生 は 永吉 で 、 絶 え ず 前 進 し 、 無 為 な も の で は な い 事 を 当 節 は 明示 し て いる 。 


注 13 救い は 神 の 恵み で ある 。 


oz 40 テー 





用 踊 邊 


アル ・ ジ ャ ー シ ャ 
(メッ カ 世 示 ) 


あき ね 


1. 慈悲 深 て 、 恵 届く アッ ラー の 御名 に ない Oo もし っ 

3 上 
2. ハー・ ミ ー ム ( 注 1) oO プア で 
や 本 こう こよ _。 ュー 品評 - pr ど ラ えッ ュ 
3 . こ の 経典 の 砂 示 は 、 僅 大 に し て 賢 白 な る アッ ②。32| ISTINM 
2 ー よ り 降 る 。 - 8 

ち う の う ロ ン 内 ン * 
4、 げ に 天地 に は 、 信ずる 人 々 へ の 数 々 の 神 @cX2 う び Cy の 59 ちら 91 は る 
0 デア の ン デ の デ ァ 


5、 ま た 、 ぉ 前 た ち 自 身 の 剣 造 や 彼 が 地上 に まぁ 2 代 214 
き 散 らし た - 切 の 生物 の 中 に 、 信 必 崖 因 な 
人 々 へ の 数 々 の 神 兆 あ り 。 (② の ッ ラ = 


5。。 ま に 、 夜 と 信 の 交替 に も 、 ゲッ ジー が 天 が Ts bdC2 9150 gc 
TLN な う 糧 に よっ て 死 せ る 大 地 を 徳 6 せ に 2 あ 

を 2 あ 。) 思 選 風向 き の 変 化 に も 、 思 感 守 うめ OS uoyIACEBG5 ら 2 

9 きけ の の ( 注 2) 


る な 4 
OO 人 め 人 
7.。 これ 等 は 、 われ ら が 真理 に ょ っ て 放 に 読 語 | スイ イン 2 ィ 
と の Deus (eov eu RA 
する アッ ラー ー の 神 兆 の 数 々 な 5 。 然るに 、 らき ぱ マ 2 
アッ ラー の 言葉 と その 神 兆 を し り ぞ け て 、 PC 
彼 等 は 如何 な る 言葉 を 信 ぜ ん と する か ? 
ロン ロウ 
8、 罪 深き 嘘つき ども に 補 あ れ 、 OUR は) 
9. アッ ラー の 神 兆 を 謡 ん で 閉 か せ て も 、 愉 も ーッ セ を の る うく る の 
e 相 1 
開か ざる が 如く 依然 と し て 役 慢 に を の 不信 り 5 の の の ウン いく 5 
心 を 固執 する 従 科 ょ 。 きれ ば 、 その よう な OPENCE 偽 SPA 
り AD と ee っ 
者 に は 痛 刑 を 告知 せよ 。 2 いい の 5 9 ツン ピ 
スン 
10. 面 し て 、 そ の よう な 者 は 、 わ 和 ら の 神 兆 の 5 oO2L EECSIo2 651 
いく つか を 知る と 、 委 ち 之 を 喘い も の と な 1 
す 。 か か る 者 に は 取 ず べき 鉛 了 あ  。 OOC ン YEN ラマ 


注 1 賞 証 すべ き 栄 堂 の 主 。 ' 
注 2 問 の 後 、 光 が 訪れ る 様 に 、 精 神 の 閣 が 地上 を 李 う 時 、 神 は 預言 者 又は 神 の 使者 ほ 上 いう 新た な 光 を お 作 
り に な り 、 彼 等 を 通し て 御 自身 を 表 き る れる 。 そ し て 雄 の 木 か ら 雌 の 木 へ 風 が 花粉 を 運び 変 配 き せる の と 同様 、 
神 の 使者 か ら 出 た 精神 的 に 高い 思想 は 、 信 者 の 心 に 根付 き 、 彼 等 に 精神 上 の 変革 を も だ ら す 。 
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彼 等 の 行く 手 に は 、 地獄 ある の み 。 面 し て 、 
彼 等 が 稼い だ も の は 、 彼 等 に 少し も 役立た 
ず 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 彼 等 が 守護 者 信じ た 
も の も また 筑 り 。 面 し て 、 


アル ・ ジ ャ ー シ ャ 


っ ヶ プ ノ ッ タ ッ ン の 2 ウン 
US 2256 ン 92 の 33 る ooD5 ら 2 
92 絡 ooebO55IC93 


彼 等 は 芝 ろ し い 652 ゃ み な る 
ウィ プー 人 めど ンプ 
懲 本 あう けん 。 GDAABc (の IO 
- どう し る し CE の イン タン ァ ン る レ る ン 
12. こ は 身 の 比 導 な り 。 主 の 神 光 を 信 \ ざ る 者 QloeeSoub Soo05 な 554 
0 色 刑 の 資 め 苦 あ り 。 と の 。 2 っ 
第 二 項 (の el うう で 
13. 海 を お 前 だ ち に 従わ し ぬ め む だ た る は アッ ラー な 
ウン | 
り 。 を そ は アッ ラー の 命令 に よっ て 、 船 舶 を 9 7 IP 
海上 に 走ら し ゆめ 、 お 骨 だ ち に アッ ラー の 因 レッ うみ ら に た 
恵 を 求め ゆ し め 、 間 O の 昌 全 1 CO ジラ 
ん が だ め な り 。 
14. 彼 は まだ 、 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 し に いる さて 。 イ の クン で 。 > 
EL に 1『 た 1 5 
< の すべ て を ぉ 前 た ち に 従属 きせ り 。 汗 デア グロ IGE 
は 了 ーー ニー 由 IS 2< て 32 ロー ロフ プン の Bb の 。 
3 ) こ は す べ て アッ ラ ょ り 出 づ 。 げ に こ っ Se KEOE 381 3 
の 中 に は 、 熱 護 あ る 人 々 へ の る ま ざ ま な る 
神 兆 あり 。 
15. 信ずる 者 に 、 信ずる 者 を 迫害 し アッ ラー の 0 の HP うり PKKO4U 有 E 
日 を 芝 れ ぬ 着 ども を 融 せ 、 と 上 告げ よ 。 こ は 、 6 
アッ ラー が 彼 等 の 稼ぎ に 応じ て 返 報 を 行わ DC も ば る っ の 
ん ルカ 5 かめ な り 。 
16. 義 し いこ と を する 者 は 己 れ を 利 し 、 悪 いこ 533332E42229。85 人 23 とら 2 
と を する 者 は 己 れ を 害 す 。 い ずれ に し て も 、 レッ ランジ タ 
お 前 た ち は み な 主 の 御 許 へ 連れ 戻 き れん 。 (OGK で まい で W り 
17.、 か つて われ ら は 、 イ スラ エル の 子 ら に 経典 53 く 0 の ル 層 GS3 う 
と 主権 た 項 言 の 能力 を 授け だり 。 ま だ われ 2 の 02 2 
ら は 、 さ きま ざ まな る 佳 きも の で 彼 等 を 差 い 、 NM 
当時 の 諸 民 族 の 上 に 彼 等 を 選び た り 。 
し る し L 2 て づつ タン レッ フィ で 32 ブ うし し ナル 
18. また われ ら は 、 こ の 事 に 関し て 明白 な る 微 ( ら 2 JUbaCeUU5 2 で ろ ら の 了 
を 彼 等 に ナ え だ り 。 軍 し て 、 彼 等 は 、 真 の 内 CN 2 ? っ 
スン ン ッ ン 皇 クッ ン タタ テレ 
Hi 彼 等 に 至り て 後 、 互 に 0 2 OCG)! っ っ Je らい の 
ょ 、 意 見 を や 異 に する こと な か りき 。( 注 4) 
注 3 全 宇 宙 は 人 間 の 為 に 作ら れ た 。 こ れ は 、 人 問 に 成 送 すべ き 僅 大 な 使命 が 課せ られ て いる 事 を 示す 。 
注 4 了 人 の E の 記 E 守 あの 8 季 科 人 光 の SKIB の 


に モハ ッ マ ド 傾 言 者 の 到来 の 預言 が 数 多く 記さ る れ て お り 、 イ スラ エル 人 が 彼 を 拒 ま な か っ だ の は 、 彼 の 主 居 を 
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19. 


20 . 


2 。 


2 の 


2 。 


、 液 は 、 思 が 空想 に 2 


げに 液 の 主 は 、 復 活 の 日 に お いて 、 彼 等 が 
論争 し た こと に 関し て 彼 等 に 審判 を 下す べ で 
愉 


を そこで われ ら は 、 宗 教 の 大 道 を 液 に 委ね だ た 
り 。 る れ ば 六 こ 2 る 


者 ども の 席 し い 欲 望 に 従う な か れ 。( 注 5) 


げに 彼 等 は 、 アッ ラー に 人 送ら っ て は 、 液 の 
な 少し も ゃ 役立た だ ぎ る べべ し < 不義 な す 

器 は 互 に 他 の 友 な れ ど 、 義 し い 者 の 友 は 
Pe な り 9。 


この 経典 は 、 人 類 へ の 明 証 で あり 、 回 い 信 
仰 を 持つ 人 々 へ の 和 導 で あり 慈悲 な り 。 


信じ て 書 行 を 
その 生死 を 等 
正しき か な 


悪事 を 働く 者 は 、 わ れ ら が 、 
積む 者 と 彼 等 を 同等 に 過 し 、 
し か らし せる と 、 考 える か ? 
彼 等 の 判断 は 。 


只 二 項 
アッ ラー は 真理 に よっ て 天地 を 創造 せ 5 。 
各 人 は その 稼ぎ に 応じ て 報 人 きれ 、 何人 も 
決し て 不当 に 通せ ら る る こと な し 。 


走っ て 神 を 考え る 項 、 ア 

ラー が 故意 に 邪道 に 避 き 了 8 
じ 、 そ の 日 を 覆い た る 者 の こと を 、 ど う 考 
える か 7? アッ ラー に 見 捨て られ た 後 、 一 
体 誰が その 者 を 導 か みかん? これ で も まだ お 
前 だ ち 訓 戒 を 受入 れ ざ る か ? 


. 彼 等 は 云う 、「 あ る も の は だ だ この 世 の 生 洛 


の み 。 我 等 は そこ で 生き 、 面 し て 死す 。 我 


等 を 滅ぼす も の は 時 間 あ る の み 」 と 。 さ れ 


胃 付 ける 計 


( 太 言 ) が あっ だ か ら で は な く 、 


で は な いと いう 考え を 好ま な か っ だ から で あ る 。 
前 節 に 述べ ら 和 れれ た 「 こ の 事 ] と は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 の 到来 及び クル アー ン の 啓示 を 指す と 当 急 は 示 
し て いる 。 


往 5 


王宮 


[互い に 始 み 合 


Mem ウジ 


イク うに リン 2、 プ ラップ の の フッ ン っ 。 こ プン 
る に 25 2 を (な っ 


ン ッ タ アラス 


⑨⑳ 〇 ッ SASO 
2629(O235 演 ES 


し 2 に 

ンタ ロリ e アン ッッ ンー スッ タン 122 の 2 も の っ 2 る 
oAISS bo EE に きつ 231 
Oc わあ 26a 多 中 455 


の レッ ンマ 


2 エン ン 2 1 「 
の 計 の 3 AB9 21 は 


2 
⑨ の と うめ 
> ン ヶ ペペ * 1 ie 
Oo の 0 ここ 
2 ?w ンプ ブ 1 プア レン ラウ タレ トル 5 や 
PO SAME35So5j 
と CI 1 


2 ター 。 


oo 
11 9 1 0 6 人 る 

⑯ 〇 。 USD の 3 の 
ch 


アッ ンー 


まさ s う 8 うら 
人 

@ ら 328535 8 
っ っ EC ゆら 53 
ら 92 2 が 3303IESAC3 


う 」 すなわち 、 モハ ッ マ リマ ド 拓 店 者 が イ スラ エル 人 


し 


abl 5 っ 


て 
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人 


注 6 
世 の 存 在 容認 を 拒否 する と 、 
る と 王 張 し 、 こ の 事 却 は 、 時 の 移ろい と 共に 全て が 減 び る まで 続く 。 こ れ は 入 類 に と 


ど 、 彼 等 は この こと に つい て 如何 な る 知識 
も る 有 有 せ ず 。 彼 等 は た だ 似 測 する の み 。( 注 6) 
生 し て 、 わ れ ら 6 の 明 貞 な る 神 兆 を 彼 等 に 語 
み 開 か せる と 、 彼 等 の 逃げ ロ 上 は 、「 お 前 た 
ちの 言葉 が 本 当 な 5、 我 等 の 先祖 を 連れ 戻 
ぜ | 上 法 う に すぎ ず 。 


、 云え 、「 お 前 た ち に 生命 を 与え を 、 次 いで 之 


し て 、 復 活 の 日 、 テッ ラー は お 前 た ちゃ 
集 せ ん 。 こ は 疑う べから 6 ぎる こと な り 。 
8W っ 0 世 人 の 多く は 之 を 知ら ず 」 と 

あめ つ 吾 光 四 項 し か 

天地 の 大 権 は アッ ラー の も の な り 。 前 し て 、 


を 
千 し 上 げ 給 う 御 方 、 を は アッ ラー な り 。 面 
る 


審判 の 時 来 り な ば 、 虚 妄 に 従う 者 は 失敗 者 


EN 


流 は あら ゆる 民 が 忠生 する を 見 ん 。 あ ら ゆ 
る 民 は 己 が 記録 の 前 に 召 換 きれ ん 。 ( 注 7) 
面 し て 、 彼 等 は 云わ れん 、[「 今 日 お 前 た ち は 、 
自分 が な せる こと に 対す る 報い を 受け ん 。 
これ が われ ら の 帳簿 な り 。( 注 8) こ は お 前 
だ ち に 反し て 長 実 を 語る 。 わ れ ら は ぢ お 骨 だ 
ちの 所 業 を や すべ て 残ら ず 記 録 せ り | と 。 


る て 、 信 じ て 立 行 を 積み た る 者 、 主 は 彼 等 
を その 慈 圧 の 中 に 入れ ん 。 こ は 明らか な る 
幸福 の 成就 な り 。 

時 半生 
ち も 、 わ が 神 兆 を 読 語 せら 5 れ ざ り し か ? 希 
る に 、 お 有朋 だ ち は 人 慢 に し て 、 罪 悪 の 民 と 
な 和 れ りり 。 


来世 に お いて 、 神 の 前 で 自ら の 行為 の 中 し 開き を し な けれ ば な ら な いと 告げ られ る 時 、 不 信心 者 
当 人 管 は 述べ る 。 む し る 彼 等 は 、 あ る 民族 が 滅び れ ば 他 の 民族 が を それに 取っ て 変わ 


先 如何 な る 生命 も 存在 し えな い 。 


注 7 
世に お ける 裁き の 時 を 表し て いる こと を 示す 。 


[あらゆる 民 は 己 が 記録 の 前 に 召喚 きれ ん 。』」 と いう 言葉 は 、 前 節 に 述べ られ だ 「 和 審判 の 時 」 が 、 
この 世に お いて も 人 人 は その 行為 で 裁 か れ 、 そ れ に 応じ 


それ ば は 、 


て 凍 や ほう び を 与え られ る か ら で あ る 。 


注 8 


前 節 に ある 「 己 が 記録 」 が 当 節 で 「 わ れ ら の 帳 短 ] に 置き 換え 
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@② ら 釣 55 う 1 し 
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8! 7 る) ン 6 5 <* 
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て と っ 9 フュ ン と 


oo ツ 
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(生命 2 


am 
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を に 6 の の らら に あう 
⑨ ら 1 33 た MA 
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(OCRVKWNGGC 
MPAAWEUIKWSKISAUVE 
の の 58313 GU5 CS 1 
CTAEIICCAUI ど OL 
202 920626 


は 来 


(oO とう 


b 最 も 重要 な 事 で 、 こ の 


この 


られ た の は 、 国 家 及 び 個 人 の 行動 が 神 


に 記憶 され 、 そ れ に 応じ た 靖 決 が 神 よ り 下 きる れる か ら で あ る 。 
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38. 


注 9 


まだ 、! ア ッ ラ ー の 約束 は 必ず 厩 行き れる 。 
和寿 判 の 到来 は 疑う で くも な し 】 と 友 わ れ し 
時 、 お 前 だ ち 「 我 等 審判 の 何 ん た る か を 知 
ら ず 、 そ を は 憶測 に すぎ ず と 思う 。 故 に 我 等 
は 納得 せ ず 』 と 答え 9 り | と 。 


みく 人 RI り にせ 


ん 。 面 し て 、 等 は 、 日 頃 咽 笑 せる も の に 
包囲 き 較 

し か 

暫し て 、 彼 等 は 云わ れん 、 「 お 前 た ち が か つ 


て 、 お 前 だ ちの この 日 を 忘れ た る 如 〈 て 、( 注 
9) 今日 は われ ら が お 前 た ら を な る 二 4 
る べし 。 お 前 だ ちの 落ち 行く 移 は 業火 に 
て 、 如 何 な る 助け 手 $ も な か る で し 。 


これ お 前 た ち が ア ッ ラ ー の 神 光 を 咽 笑 し 、 

の 生涯 じ 区 か お が I な り 」 よ 。 か がく 
て 、 彼 等 を こよ ょ り 出 づる を 得 ず 、 ま た 王 

ideferrg が de 


8 れ ば 、 諸 天 の 主 、 大 地 の 主 、 力 物 の 王 アッ 
フ ラー に 讃え あれ 。 


あめ つ 
天地 の 尊 茂 は 彼 の も の な り 。 役 は 僅 大 に し 


て 、 覧 折 に まし ます 。 


約束 され た だ 処罰 の 日 。 


7 US 


み 、 


負 5NSANIGSISIEI2 

8 9 は 85 
| @ CC5 ぶ こい 55 いら 3 ふ へ も らら の >o 5 
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の 1 


注 - 1 
注 2 
3 


注 : 4 


1 
実在 の 神 に 拝 語 き れる (2 ・ 


た 27 の の 
(メッ カカ 啓示 ) 


慈悲 染 く 、 恵 み 遇 く アッ ラー の 御名 に お い 
9Ea 
。 ハー ミー ム 。 ( 注 1) 


この 給 典 は 、 
ょ り 降 る 。 


われ ら は 真理 に 基づか ず 、 且つ 一 定 の 期限 


倍 大 に し て 時 折 な る アッ ラー 


を 定め る こと な く 、 天地 並び に 天地 の 間 の 
高 物 を 創造 せ ぎ りき 。 きれ ど 、 信 ぜ ぎる 者 
ども は 、 丈 告 せら れ だ る こと を 忌避 す 。( 注 
2 ) 


彼 等 に 均 え ん 、「 ア ッ ラ ー 以 外 に お 前 た ち が 崇 
め る も の 、 そ の な ん だ る か を 知る か が か? こ 
の 大 地 に 邊 奴ら が 創れ る も の が ある な  、 
見 せ て みよ 。 ( 注 3 ) は た また 役 奴ら 諸 天 の 
創造 に 参 号 し た と で も いう か ? お 前 だ ち 
の 言葉 が 本 当 な に 。 の グル アテ アーン さ りり 
名 に 啓示 る れ た だ る 経 暴 か 、 そ の 聖 呑 の 遺 れ 
る も の を われ に 示せ 」 と 。 ( 注 4) 
アッ ラー の 氏 わ り に 、 最 後 の 審 判 の 日 まで 
応え ず 、 且 つ 役 等 の 祈 牟 に 気づか ざる も の 
を 侍 め る 者 ども 、 これ 等 より な お 罪 深 き 者 
ば も 、 る は 何 入 か ? ( 注 5) 


賞 席 すべ き 楽 涯 の 辛 。 
宇 市 は 誕生 し た が 、 
法 拓 を 命じ 、 


4 ) 


メ 稔 わ り の 時 を 加え る の で ある う 。55 草 27、 
字 宙 の 創造 主として 我々 の 傍 命 を 左右 きれ る が 故に 崇 ゆ られ る の は 、 神 の み で ある 。 る 
に 反し 、 人 愉 像 崇拝 者 の 常 め ゆる 偽り の 神 は 、 何 一 つ 造 り 出 き な い ば か りか 、 


ONGEN 


ie 
2 アイン アノ ゃ タグ う 。 u ア ョ グ ャ 
し MAE ECI 


ンス ョ タダ 
(⑥ の の 〇 ゅ ら > 

ラウ ワ プ どう の の を > アッ ン ン ン 
G5iglo ち の 2 OO 05 


1 で 生 ( ゆ 42 ょ 。 ッ う タ マグ  。 2 の 2 ッ タ イン ン 
9522591 2e SS 5 
ロ で アッ 。 ア ラグ の 


の 15oa ま の 56! 
の あら 
② 〇 Mguo づら ! 


本 : 結 5 うぅ の ぁ 』 2 クッ プー 5 の ウィン ラン 
ひつ 2 の っ 2 と OS 2 51 に つう 
四 レン Lion イン 。 ぅ 5 
oe っ 9 しめ 1 4 の 
Ns 
OO 





28 所 参 曲 。 


それ 自 征 存在 し な いも の で あっ た 。 


事実 、 神 の 啓示 書 を 除く 如何 な る 典拠 、 及 び 人 間 の 科学 ・ 理 性 も 信仰 の 臣 非 を 決め 兼ね る 。 


イス ラム 教 は 、 信 者 の 祈り を 受け 入れ る 事 で その 存在 を 現し 、 苦 玉 


187) 


ge 


に ある 信者 に ゆ の 言葉 を か ける 


ー 


ヤッ デ 


和 四 上 六 章 


の 2 チラッ グ アー の 
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10. 


9 間 間 


上 


13. 


「 


. われ ら の 明 円 な る 啓示 が 役人 等 


. また 役 等 は 云 う 、 


彼 等 は 入間 が 復活 きせ られ だ と き 、 人 間 の 
相 と な り 、 崇 め ら れ だ る こ ょ を 否認 せん 。 


に 読 衣 せ 6 れ 
だ る と き 、 信 ぜ ぎ ざる 者 どぉ も は その 真理 に つ 
いて な う 、「 こ は 明らか に 妖術 な り | と 。 


「 彼 、 こ れ を 提 造 せり ] と 。 
WP 
の カカ で は 、 デッラ ー の 削 か ら 我 を 護る 

能 わ ず 。 アッ ラー は お 前 だ た ちの 、 kPa 
ン に つい て 語る 4 る 《 だ ら 5 ぬ は な し を 、 よ く 知 
り 給 う 。 我 と お 前 だ た ちの こと は 、 ア ッ ラ ー 
の 誌 言 で 充分 な が り 。 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 、 
ODN まし ます | ちあ 。 

云え ん 、「 我 は 新奇 な 使徒 に 丼 ず 、 ま だ 自分 に 
何 が 起き 、 お 前 だ ち に 何 が 起 る か を 知 | ら ざ 
る 者 な り 。 玉 は た だ 、 啓 示 き れれ な る こと に 
従う の み 。 耐 し て 我 は 、 7 ピー の ド の 半生 
に すぎ ぬ ] と 。 


ム え 、 [$ し この クル アー ン が ア ー よ り 
降 され た る も の な る も 、 お 前 た 時 輝 を 信 
ぜ ず 、 面 し て 、 ee ら 
も 証人 あり て 、 自 分 に 似 た 者 の 到来 を 証言 
し 、 信 ずる も 、 1 
と は 何事 が? と 。 げ に アッ ラー は 、 不 義 
な す 徒 開 を 導き 給 わ ず 。 
第 一 項 
時 信ずる 人 々 に つい て > に 
、|「 も し クル アー ン に 良き こ と あり な は ば 、 
か それ を 我 等 ! に 先んじ て 得る 理 な し 」 


Nd 彼 等 は を それ に ょ っ て 導 か がら 
が 故に 、 か くく 云わ ん 、「 こ は 古 の 謗 言 な 

昌 なら 

クル アー ン 以 前 に も 、 摘 各 に し て 日 つ 慈 悲 


な る モー ゼ の 経典 あり 。 こ の アラ ビア 語 
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ン 2 クッ ノン 
EN 


フ デン 


る 』 アン ノッ ァ ン と ペデ の 
い ゅ CVe1 し し の の 5 CS 25 ら 2 
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ーー の に 


クッ タン 9 


ャ ポー 


比 四 十 六 章 2 シン Jo 


Ps 先 の 諸 疾 言 を 実証 し 、 加 事 を 行 合 ア レレ 2 る し > ウ 2 9 サロ 了 イグ ルレ る 06 
leocXU う oO こす 1 

徒 電 - 人 告 し 、 肖 和信 に は 朗報 を 伝え る も 上 CO っ の > ひと を に 153<5 

り デ タ うり 9 ト 

と 0 の 


レコ 


ぃ 2 es ーー 9 ゥ っ スグ ッ ゥ ンタ 3 リン クン M 
14. げに 「 我 等 の 主 は アッ ラー な り 」 と 云い 、 に 3 EEECAUO 
し か も 鋭意 精進 する 者 に は 、 な ん の 頂 れ も 、 2 


抽 い も な か らん 。 ( 注 6) OO うる 82936A6 


15. これ 等 は 楽 周 の 住人 に し て 、 求 久 に 住 暫 552 Ks Oo 叶 21C CeldLJ 
ま ら ん 。 こ 本 に る 報 貨 な り 。 2 
(OO 


邊 と 

16. われ ら は 人 間 に 、 父 母 に 幸 状 を つく さん こ 42 バン ン CC た SLMTIE DENUKIS2 
か 0 Vormipri 2 タク 
且つ 分 既に 昔 し む 。 脱 に 子 を 宿 し て か ら 了 乳 Ua 人 て と っ 人 る 922 る 2 る (4 る 1 
見 れき せる 実に 三 士 カ月 を 連 す 。( 注 し 。 ノ ン ン シレ ァ ニッ ン 時 
7) 凍 し て 分 別 盛り となり 、 秋 皿 十 に も 達 1 も に 3 IROTO 
する 頃 と な れ ば 、「 主 よ 、 我 に 、 自 分 並び に る プリン フン 5。 ブタ 0 ラッ ン ろ し ッッ ン 。 ン イン コタン ン 
我 が 父母 に 垂れ た る 液 の 皿 租 に 、 感 謝 せ し (の SIECC へ の 
め よ 。 修吾 は すべ く 、 我 に 並行 を な る 雇 OYK 2 アッ ンマ 2 u ア ンマ OR 人 

RE EPC 

め 給 え 。 箇 し て 我 が だ め に 、 我 が 子 才 を 革 8 は の て 
し き 者 まな し 給え 。 我 は 次 に 帰依 す 。 げ に giCSOI 5 の 8865 ちん ら 
入 は 、 液 に 半 心 悦 服 する 者 の 一 人 な り | と 


レン っ タツ ン 2 
べ う 。 ( ⑨ CeetO タ GO 

誠 ーー ーー rp 円. 生生 ナ 。 ノレ 6 タタ ラン Co ンー ン ッ 9 rm 。 

17. こ れ 等 の 者 は 、 わ れ ら その 所 業 の 最 立 な る っ eo っ < は 計っ 3 
も の を 受け 容れ 、 そ の 族 時 を 大 日 に 多 る 者 耳 


た ちな り 。 役 等 は 楽 岡 の 住人 と な らん 。 こ Ce dhoP(9 scr ら っ 
は 役人 等 に な し た る 真実 の 約束 の 履行 な り 。 


16. 然るに 、 父母 に 向っ て 、 和英 止 か が な! 2 1 201 タク レン る ンー っ 
中 4 1 る 
父母 よ 、 PP 吐 ら し め ら れる と 本 賠 す て 0 1 お 0 06 OH3 
ゥ タ 


ーー テ 


る か 。 我 が 前 に 幾多 の 世代 き て 再び 帰ら に 2 うい ぴら らち 1 と 2 085 で ご 
ざる に 非 ず や 7? 」 と 云う 者 あり 。 両 親 は アッ 


ー に 助け を 求め て 、 云 う 、「 液 な きけ な 2 20cE う 
注 6 全 宇 宙 の 神 ア ッ ラ テラー に 支持 きれ 、 ゆ る ぎ な い 信 仰 を 持つ 長 の 信者 は 、 如 何 に 過酷 な 試練 の も と で も 、 
芝 れ や 悲 し み で 心 の 平安 を や 知 きれ る 事 は な い 。 
注 7 31:15 で 赤子 の 乳 離れ に は 二 年 か か る と 述べ ら れ て いる が 、 当 節 で は 、 妊 娠 授乳 の 期間 と し て 三 


十 ヶ 月 、 そ の 内 六 ヶ 月 を 民 違 期間 ほし て いる 。 それ は 、 妊婦 が 妊娠 を 負担 に 感じ る 時 期 を 示し て いる 様 で 、 臣 ヶ 
月 目 か ら そ うう 感じ 始め 有る か ら で あ る 。 


ー77 は 一 


弟 四 十 六 章 





信 ぜ よ 。 ア ッ ラ ー の 約束 は 真実 な り 」 


2 
彼 は 云う 、「 そ は 往 証 の 物語 に す 


と 。 然るに 1 
9: 
19. これ 等 の 者 は 、 彼 等 以前 1 に 近 り し 妖 吉 まや 人 人 
癌 ども と - - 縮 て 、 大 罰 を 款 る の が 当たり 前 
な 徒 則 な り 。 彼 等 は 紛れ も な い 和 失敗 者 な 9 


20. 硬 し て 、 人 は みな る その 所 業 に 応じ て 、 位 階 
二 り 。 そ は アッ ラ ー が 人 の 所 業 に 応 
て 報 状 せん が た め な り 。 ま た 何人 も 決し 
dh に 過 せ ら る る こし と な し 。( 注 8) 
人 信 ぜ ざる 者 も が 楽 火 に きら 6 きれ 
、 役 等 は 云わ れん 、 [お 前 だ ち は 現 揚 に 
0 i 構 な も の を 江 尽 し 、 存 分 に 楽し め 
り 。 さき 和 れ ば 今日 お 前 た ち は 、 
を 無視 し て 令 慢 是 つ 放電 な り し こと の た だ め 
に 、 了 恥ず べき 徐 前 を 以 て 報じ に られ ん 」 と 。 
( 注 9 ) 
22. アー ド の 同 胸 に つい で 話し て や れ 。 フ ー ド 
が 和 砂丘 の あ だ り で その 氏 に か く 〈 称 告 し た 時 
の こと 前 に も 以後 に も 
来る ーー「 ア ッ ラ ー 以 外 に 何者 も 潜め ゆる な 
か れ 。 お 前 だ ち が あ の 重大 の 日 に 如何 な る 
前 や うけ る か 、 我 それ を 恐る ] 





23. 役 等 は 云え り 「 液 は 我 等 を 、 神 々 か ら 背 ヵ 
しめ ん が だ た だめ に ポポ だ り D し や な ら は ば 、 液 の 
云う こと が 真実 な ら 、 我 等 を 司 喝 する も の 

2 あま A0 し で みよ 」 と 。 





注 8 裁き が 下 き れる 前 に 、 
い に 計 する は う び は 、 行 為 自 村 の 何 倍 に も 増 や きれ 、 
法 は 、 こ の 様 に し て 施行 きれ る 。 


注 9 革 き の H に 、 


披 け られ だ 贈り 物 を つまらない 事 で 沢 費 し 、 良 い 目 的 の 為 で は な く 、 
ダ を 第 る で あろ うか ら 、 


為 、 彼 等 は 、 そ の 悪事 の 報い と し て 屈 圧 


この 世 で 真理 
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KAN の IO うる AG っ は 
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riA3 
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2308cE 85 

ンー タン レレ ラン ロト ちり) る の ? 
凍り 


(⑰ らら と る レコ 


NN 
\ 


2 だ 4 ンー 
⑤ の suu 2 CYS お 


入 の 行為 は 全て 厳密 に 和 審査 きれ 、 そ の 時 々 状況 が 考 虚 きれ る で あろ う 。 良い 行 
巡業 へ の 処 前 は その 罪 に 応じ た な も の で ある 。 神 の 報 杖 の 


目 ら 犯し た 悪 業 を 突き 付け られ て 、 不 信心 者 達 は 次 の 様 に 言い 渡る れる で あろ う 。 軍 が 


自ら の 卑しい 望み を 適 え る 事 に 利用 し た 
今 か ら そ の 心 積 り を し て ね か な けれ ば な ら な い 。 


ーー 


リー て 


第 四 十 六 前 
24. フ ン 4 柱 計 お 「 そ の 知識 は 、 アッ ラー の 
み 之 を 有 す 。 我 は た だ 、 託 きれ た る こと を 
前 た も に 伝え る の み 。 それ に し て も お 前 
た だ た ち 、 な ん た だ る 無知 な る 民 ぞ 」 と 。 ( 注 10) 
その 時 黒雲 湧 き 起り て 、 彼 等 の いる 谷 開 に 
和 れ 追 り だ り 。 それ 見 て 役 等 は 到 え 9 、 | あ 
の 雲 、 一 雨 く る ぞ 」 と 。[ 然 ら ず 、 こ れ お 前 
た ち が 催 促 せ の も の に し て 、 そ れ に 伴う 桂 
こ そ を 恐る し き 天 前 な り 

は の 人 
彼 等 の 住居 以外 な に も 残ら ざり き 。 わ れ ら 
か く の 如 く 崖 深い 者 ども を 罰 す 。 

われ ら は お 前 だ ち に 与え ざり し 力 を 彼 等 に 
備え を る せ 、 耳 、 目 、 心 を 与え だ り 。 希 る に 、 
彼 等 が アッ ラー の 神 兆 を 


の 2 。 


26 . 


7 。 


る め ぎ ざり し が 故 
に 、 そ の 了 芽 と 日 と は 彼 等 の た め に 役立た 
ざり き 。 面 し て 彼 等 は 、 そ の 嗣 笑 せる も の 
に 包囲 きれ だ り 。 


第 四 項 

げに われ ら は 、 ぉ 前 た ちの 周辺 諸 都 市 を 減 
ぼ し た り 。 面 し て 、 ゎ われ ら は 、 彼 等 を われ 

ら に 頼ら し ゆん が だ め に 、 ぁ ま ざま な る 手 
段 で 柱 上 兆 を 明示 せり 。 
だ が その 時 、 ア ッ ラ ー に 近づか ん と し て 
アッ ラー の 他 に 彼 等 が 常々 祭 め し 神々 は 、 
何故 彼 等 を 助け ざり 和 然 り 、 神 々 は 
彼 等 を 見 捨て だ たり 9 RE 彼 等 の 虚 
= 生ま も きり し が 故 な り 。 
クル アデ アーン に 耳 傾 けん と 思う 妖 器 た ち を 、 
( 注 11) われ ら が 流 の と ころ へ 赴 か し め た 
和 妊 の こと を 思い 起こ せ 。 役 等 読 の 場 に 臨 
む や 、 互 に | 座 聴 」 と た 去 たり 。 そ の 終る や 、 


2Z6 . 


9 


30 . 


注 10 
れる か 合 か は 神 の みみ が 知っ て お られ る 。 区 、 尋 前 の 時 、 
福 : 11 
だ と いう 説 も ある 。 
マ ド 医 言 基 の 言葉 に 耳 を 傾け た だ 後 、 彼 等 


た な お 告げ を 伝え だ な 。 (Bayan、 8 巻 ) 72 : 


普 悪 に か か わら ず 、 人 が 行動 する 時 の 背 党 に つい て は 補 御 一 人 が 御存知 で あり 、 
形態 に つい て も 御存知 で ある 。 
当 委 に 秋 か れ た だ [ 選 良 た もち} は 、 ナ シー ビー ン の ユダ ヤ 人 達 を 指し 、X、 イ ラク 


EE は イス ラム 教 に 改 氷 し 、 
2 も 参照 の 事 。 
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注 12 


千 告 を 伝え ん が だ た だめ に 仲間 の と ころ へ 帰 9 
0 

彼 等 は ミ え り 、| 仲間 た ちょ 、 
の 後に 降 き れ た る 経典 を 聴 聞 せ り 。 を は 以 
前 の 経典 を 確証 し 、 真 理 ほ 正道 に 導く も の 
な り 。 ( 注 12) 


仲 前 た ちょ 、 ア ッ ラ ー の 吾 喚 者 に 応え て 、 
アッ ラー を 信 ぜ よ 。 ア ッ ラ ー は 前 だ ちの 
も ろ も みろ の 罪 を 赦し 、 お 前 だ ちゃ 獲 刑 より 
救 わ ん 。 

され ど 、 ア ッ ラ ー の 召喚 者 に 応え ざる 者 は 、 
この 世 で アデ ッ ラー の 尋 か ら の が れ ら れず 、 
0 
ざる で し 。 か か る 者 は 明らか に 邪道 に は ま 
りり 7 中 圧 。 

等 は 見 ざる か 、 天 地 を 創造 し 、 し か も る 
の こと に 疲れ を 知ら ぬ ぬ アッ ラー が 、 死 者 を 
時 ら せる 力 あ る こと を 7? ( 注 13) 然 り 、 け 
に デッラ テー は 他人 朋 だ な り 。 

信 ぜ ぎる 者 ども が 業火 に 晒さ れる 日 、 彼 等 
は 云わ れん 、「 こ れ で も 真実 に 非 ず た いう 5 
か ? | と 。 彼 等 は 答え ん 、| 償 、 真実 な り 。 
斑 の 御名 に か け て 」 と 。 主 は 云わ ん 、「 然 6 
ば 不信 に 対す る 懲 避 を 味わえ 」 と 。 


きれ ば 、 諸 使徒 が 毅然 と し て 耐え 妃 び だ る 
知 く 、 液 も 耐え 久 べ 。 彼 等 に 対す る 懲 六 を 

了 提 SH 役人 生 CE 
を 日 の 当 だ り に する 日 、 彼 等 は 想わ ん 、 
の 世に 留まり た る こと 一 刻 に し か すぎ ず 
と 。 ( 注 14) この 警 杜 は すでに 伝え られ た 
り 。 減 ぼ き れる 者 は た だ 不 従 順 な も の ども 


の み 。 
朋 説 に 述べ られ だ 「 選 良 だ ち | は 、 1 


所 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 だ と 当 人 節 は 示し て いる 。 


潤 13 新た な 天地 創造 の 過程 は 、 まだ 終っ て は いな い 。 
到 米 と 共に 、 
注 14 


不信 心 者 に 対す る 神 の 前 は 余り に 蔵 し 〈 く 突然 で あり 、 そ れ に MC の 088 
1 刻 に し か すぎ す 」 
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それ は 確証 な き 主 張 で は な い 。 
証 い 秩 座 は 期 れ 、 新 な な も の が それ に 取っ て 換わる 。 こ れ は 新た な 天地 の 創造 を 示す も の で ある 。 
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付随 的 に 、 
は イス ラ Si 


1. 慈 庄 深 く 、 恵 み 遍 く 〈 く アッ ラー の 御名 に お い 〇 ター っ の >ー コ 
9 お 
ー = ー こら コピ タン タン クン ン ラセン 
2。 信介 せ ず 、 人 々 を アッ ラー の 道 よ り 背 か し SRD NON 
むる 者 は 、 ア ッ ラ ー が を その 所 業 を 空 無 に 帰 上 
せしめ ん 。( 注 1) OEI3 


然 れ ども 、 信 じ て 義 し き を 行い 、 ム ハン マ 
ド に 啓示 る れ だ る も の を 主 よ り の 長 理 と し 
時 RS 
5 ろ の 罪 を 払拭 きれ 、 境 過 も 改善 きれ 
7 
を は 信 ぜ ざる 者 は 庶 妻 に 従い 、 信 ずる 莉 は 
その 主 の 真理 に 従う が 故 な り 。 か く の 如 く 、 
アッ ラー は る ま ざ ま な る 比 呈 を 以 て 人 人 々 を 
戒め 給 う 。 


人 不信 心 者 募 と 合戦 する と き 
彼 等 の 首 を 斬り 落 せ 。 大 殺 偽 に ょ 9 彼 
PA や ます 4 その 緑 綴 を 強 賠 に 
せよ 。 し か る 後 、 情 を か け て 放免 する ぅ よさ 
し 、 身 の し ろ みろ 人 金 を 取る も よし 、 戦 い に が その 
荷 を お ろ す まで 。 こ は 控 な る ぞ 。( 注 2) も 


不信 心 者 は 、 イ スラ ム 教 徒 の 前 念 


と 杏 げ られ て いる 。 


当 節 に は 、 


を の 信仰 ・ 名 堂 ・ 生 合 


2 13 一 17)。( 


3③ 識 の 捕 慮 半 き 立 て る こと が 許 き れ て いる の は 、 
に 、 正 規 の 坦 い (に お いて は 捕虜 を 捕る 事 が 許さ れる と 明言 され て いる が 、 
て も 、 人 人 か ら 自 由 を 維 う 事 は で き な い 。 
見 返り を 求め な い 、 
て 扱っ て は な ら な い 。 モ ハッ 


ラマ . ニ ーー ロロ 


4 ド 頂 斉 者 は 、 


MC 


ミ を 阻 も うと する 彼 等 の 試み が 、 


(3) 和洋 い が 終 れ ば 捕 座 は 解放 きれ な け 和 ば な ら な い 。 
身代金 上 引き 換え 、 互 い の 捕 應 交換 の 三 通り が ある 。 役 等 や 氷 遠 
ムズ スタ リー ク の 百 家 族 を 、 


ン ン 22 ブリン 5 の レン 


sue yelooJl5 


に し KC EEUIIFI 


デ 
の チア リン 


2 こ アタマ デン ググ ロン 
みな と 利和 


92el し eg し で L21 う 35 9 < 

cseJlSb JBL 2 

0 あう ちの KIRK21 
OF1E 

4 本 9 


プ ライ ブッ クン ン > CHI 
8 


りこ っ の (ON 
20oGoE RON 詩人 2 も 51 


1 ドー トク ン 、 フ ョ ンク タッ ンク ング は - 
る 2 PINK の SIG まう 


と ココ 


上 


い 


レ ・ 
* ミ ーー 


応 (。 
NE 


何 の 成 末 も 上 げ ず 、 む な し いも の だ 


一 言 で 言え ば 、 戦 当 の 備 理 と 実 則 時 の 行為 に 関す る 重要 な 原則 が いく つか ヵ か 述べ られ て お り 、 
到 閑 制度 に 痛烈 な - 繋 を 加え て いる 。 要約 する と 次 の 様 に な る 。 

・ 財 産 を 守る 正規 の 工 い に 加わ る 時 、 胃 敢 に 戦う 様 命 じ ら れ て いる 
ol 、 戦 が 始ま れ ば 、 平和 が 確立 きれ 、 自由 が 確保 きれ る まで 、 そ れ は 続く で き で ある (8 : 
徹底 的 に 戦う 正規 の 合戦 の と きのみ で ある 。 この 様 


それ 以外 も 吉 何 な る 理由 を も っ て し 
その 方 法 と し て は 、 
kt に 拘束 し だ り 、 到 生 と し 
又 ハ ワー ズ ィ ン の 数 千 人 に 基 
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し アッ ラー 欲し な ば 、 彼 は 自ら 彼 等 を 凍 す 


こと 可 な り 。 きれ ど 和 被 は 、 お 前 だ ちの 或 る 


者 を 以 て 他 の 者 を 試み ん と 欲す 。( 往 3) 大 


し て 、 ア ッ ラ ー の 道 に 死 せ る 者 は 、 決 し て 
を の 所 業 を 空しく せら る る こと な か る で 
し 。( 注 4) 


ぬ フ ンマ ド 


ーー ニーー ニ ーー デー ビー ーーーーーーー 


ン ラン 4 1 も 9 部 
ッ デ 


NESCOAU 


プン 5 ち ・ ラー 


うし みる 


6. アッ ラー は を それ 等 の 人 々 を 必 き 、 そ の 境 過 の 5 2 
時 
を 改善 し 、 ララ タ cw 
7 、 常 々 告げ お きだ る 楽園 に 入ら し むべ で し 。( 注 SR 
5 ) タダ ポッ 
8 . ちょ 、 も し アッ ラー を 助け な ば 、 ia (PO4EOAUL の HU 


し ょ た 前 た ち を 助け 、 を の 地 沙 


BDP 


1 隊 


9. きれ ど 信 ぜ ぎ る 者 ども に は 、 た だ 破滅 ある OPMAIV 介 TWA1K4K 2 
Us 2 すじ ぶ 。 9) ( ア 
の み 。 その 所 業 は 空 集 に 帰 き ん 。( 注 6) 2 ひっ 
10. そ は 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー が 啓示 せる も の を 嬢 人 失 4RHII の 0 
司 2 間 > の も 紅 っ 
了 し た る が 故 な り 。 よ っ て アッ ラー は 、 彼 Gsgs が ba ン 
等 の 所 業 を 徒労 に 終わ らし め た り 。 
夫 和 0 ご ゆで の チッ お 、 間 4 
11. 彼 等 は 国々 を 信 歴 5 て 、 彼 等 以前 に 栄え し ここ っ BE8 っ 913 EUC 全 4 
人 人 々 の 未 路 が 如何 な る も の に な り し か を 見 レッ の の: 導 > じ 
ざり し か ? アッ ラー は 彼 等 を 撲滅 せり 。 2 る 2 2 22G2 OO 
人 ある 不信 心 者 黄 に も 同じ こと 超 6 ん 。( 注 る 乱 
7) OMEIE が 
京 捕虜 を 、 症 種族 が 戦い で 惨敗 し た 後 解放 し た 。 バ ドル の 戦い の 後 、 捕 腐 か ら 周 償 が 支払 われ た 。 彼 等 は 金銭 


で 賭 償 で き な か っ た だ が 、 
は 奴隷 制度 を 事実 上 根絶 し 、 


永久 に 


教 伏 ある 人 々 だ っ た だ 為 、 イ スラ ム 教 徒 に 読み 書き を 教え る 市 で 償 っ た 。 こ の 様 に 、 当 
この 世 か ら 取 り 除 いた 。 


注 3 信者 の 普 性 が 表 き れ 、 不 信心 者 の 悪性 が 又 か れる 様 に た と 、 ア ッ ラ ー は 肌 者 と 後者 と 戦わ お る れ た 。 敗 北 
し た 敵 を 処 過 する 際 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 側 の 道徳 上 の 卓越 は 、 何 に も 増し て 明らか に され だ た 。 
注 4 戦死 し た イス ラム ぃ 教徒 の 各 牲 的 行為 は 、 無駄 に は る れ な いで あろ う 。 再 実 、 彼 等 の 犠 竹 が あれ ば こる 


アラ ビア に イス ラム 教 が 周 く 根付 いた の で ある 。 

注 5 不信 心 者 は 、 現 世に お いて 、 天 国 の あゆ ぐみ や 味 っ て し まっ た 。 つ まり 、 来 世に 約束 8 きれ だ た も の と ク グル 
テー ン に 和書 か れ て ある 精神 的 恵み を 全て 彼 等 は 物質 的 に 享 し て し まっ た の で ある 。 又 、 別 の 解 和 択 と し て は 、 

クル アー ン に 記 る れ た 天国 に つい て の 約束 が この 世 で 成就 る きれ る の を その 目 で 確か め た 人為 、 不 信心 者 は 「 朱 園 」 
を 精神 的 に 早まっ て 、 味 わっ て し まっ た の で ある 。 

注 6 不信 心 者 の 「 所 業 は 空 無 に 帰 き ん 」 と いう 言葉 は 、 先 述 の 数 節 で 三 度 述べ られ て いる 。 こ れ は 、 不 信 
心 者 が 、 イ スラ ム 教 の 衣 壊 と いう 彼 等 の 究極 の 目標 を 達成 する 為 に 、 全 力 を 領 け た 事 や 示し て いる 。 し か し 、 

イス ラム 教 は 勝利 を 治め た 。 イ スラ ム 教 は 繁栄 し 、 不 信心 者 は 意 を 遂げ られ な か っ だ ただ 。 

注 7 モハ ッ マ ド 個 言 者 を 信じ な い 者 は 、 世 界 中 を 歩い て 、 か っ て の 預言 者 を 拒ん だ 攻 が 迎え た 惨 な 最期 
を その 目 で 確か め よ と 、 ク タル デー ン に 15 回 も 告げ られ て いる 。 
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を そ は アッ ラー が 信ずる 者 の 守護 者 に し て 、 
不信 心 者 器 に は 如何 な る 守護 者 も な き が 故 
0 

喝 二 項 
げに アッ ラー は 、 信 じ て 壮 行 を 積む 者 に は 
時 8 
ME 不信 心 者 輩 に 、 現 世 の 生 活 を 楽し 
ませ 、 際 の 如く 食し ゅ 、 ie iii 
地獄 の 火 を 彼 等 の 住処 と な き 


湊 を 追放 せる あの 邑 より も は る か に 栄え し 
諸 都 市 の 住民 を 、 わ れ ら は 如何 に 多く 減 ぼ 
し だ か 1 されど そこ に は 、 誰 一 人 彼 等 を 
助 く る 着 な か りき 。( 注 9) 

その 主 よ り 載 き し 明 ら か な 証拠 の 上 に 立て 
る 莉 と 、 月 分 の り の よ から 史 行 い を 巻 し と 思い 
て その 悪性 に 従う 者 と 、 こ れ 同 じ な りや ? 


開 し き 者 に 約束 せる 楽園 の 情景 を 述べ る な 


ら 、 そ こ に は 腐ら ね 水 の 河川 あり 、 味 の 変 
ら ぬ 乳 の 川 あり 、 いと 碧 き 美 湯 の 川 あり 、 
済 く 澄 め る 密 の 川 あり 。 . 彼 等 を こ に て 各種 


の 物 と 、 主 か ら の 寄 邊 を 賜 わ ら ん 。 か か 
る 至福 を 台 受 する 者 が 、 水 抱 の 業火 の 中 に 
住み 、 煮 えん た ぎる 熱湯 を 飲ま 強め られ 、 朋 
剛 を 引き 肌 か れる 者 と 、 こ れ 同 じ な りや ? 


彼 等 の 中 に は 液 に 耳 丸 け る 者 ある も 、 溢 の 
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信者 は 神 や 人 間 に 仕え る 為 に 生き よう と し て 食べ る が 、 不 信心 者 は 食べ る 為 に 生き 、 何 等 高 高 な 日 的 


を 持 だ な い 。 彼 等 は 人 生 を 全て 唯物 論 的 に 捕え て お り 、 
当 包 は 、 モ ハッ マ ド 据 言 者 が 野 賞 金 を か けら れ て 愛す る 地 メ ッ カ を 追わ れ 、 メ ディ イナ へ 向う 途中 啓示 
され だ 。 メデ イナ は 遠く 、 辺 地 に は 、 代 を 殺す か 生け 捕り に し て 望み の 沙 賞 金 を 手 に し た いと 願う 山師 が 料 が っ 


中 9 


て いか た 為 、 


役 は 捕まり は し な いか と 絶え ず 攻 え て い ヵ 


の 


その 世 味 で 「 獣 ] と 変わ ら な い 。 


co モハ ッ マ 下 頂 言 者 は 安全 な 旅 を 神 よ り 約 束 き れ だ た だ 。 


第 四 十 上 加 


18. 


ューーーー ホ ーー 


と 誤 ね る 者 あり 。 彼 等 は アッ ラー が その 心 
を 封じ た る 者 に し て 、 だ た だ 己 が 悪性 に 従う 
の み 。 

され ど 教 え を 守る 者 に は 、 主 は 更に 指導 を 
増し 、 民 介 の 念 を 高給 う 。 


19。 


2 


時 


. 室 な らく は 服従 と 叶 定 


3. お 前 た ち 、 


不信 心 者 ども は 、 突 如 襲 う 審判 の 時 を 待つ ば 
か りか 。 そ の 前 兆 は す で 
10)) それ が 現実 に 


ば 、 各 告 を 容れ ん と し 邊 も あす イイ に 遅し 。 


アッ ラー の 外 に 神 な き を 知 | れ 。 
も ろ の 敷 罪 を を い 夫 れ 、 交 し て 男女 
の 人 者 の 周 ち の か め に も 、 ア ッ ラ ー は お 前 
7 だ ちの 現世 の 場所 、 来 世 の 場所 ぅ 知り 給 
の 
索 二 項 
信 ず る 者 は 云う 、 [何故 神託 が 降ら ざる 
時 然 る に 、 断 団 た る 神託 が 降り 、 
聖戦 に 及ぶ や 、 心 の 病 め る 回 は 正 に 死 
に We る 如く 惨 層 し て 液 を 見 0。 な ん と 
情け な や ! 


に か な っ だ 言葉 な 
り 。 向 し て 、 事 -- だ び 決 し な ば 、 ア ッ ラ ー 
に 戯 な る こと が 役 等 の た め に 議 い な り 。 
この 命令 に に 背 い て 地上 に 央 乱 を 
ひろ め 、 血 線 の 絆 を 断 だ た ん と ね が う の で は 
ある まい な 7? ( 注 11) 


: 230) る 者 は 、 人 ッ タ ー の 競 計 に よさ その 


耳 は その 目 は 盲 と な る 。 


ーーーーーーー……ーーー 


注 10 
宇 11 


断 し 、 


に 現れ だ り ら ( 注 
自分 の 身 に 起き て か ら で 


ムハンマド 


3 と 多 1 の | ON 
⑨ 2 る 5231 


うっ ター ルリ グー 之 2 2 タッ ェ ン ッ ー ン 2 0 
る 信 313 guaA2 っ 55ASa1 CO 5 


Le デ 2 


いい 


ee USNY1G も お 


ya 


5 人 (2 5 し 42 SGeGBCY 先 3 


うき ア 

か | 
ゅ クイ と 2 と: タマ セオ 
タッ いふ っ る プア 2 。 と 
dg ーー クタ 1 う ひと sy 


3G 52 PIG 
CGIUCGCK ま WC ます 
RU や 入り タ そ YR 
90 人 6 
0 29o5c13 は ms ly 
さっ g 人 2 


JIGbOL ai! 2 2 2 


っ を ii ES う 

ッ プ と 5 う タ ンプ ンー ン ン フン レ っ 
(うっ 2 が 26』 RC 
⑫ く 3 っ oy1 


前兆 | と いう 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 り メ ッ カ か ら の 逃亡 や 示し て いる 様 だ 。 


も し 、 不信 心 者 達 の 衣 力 が 便 き れ て いな けれ ば 、 


正義 の 主 吾 を 踏み に じ っ て いた 事 で ある ろう 。 


役 等 は 地 !! 
それ 故 、 イ スラ ム 教 徒 は 戦 じ を 許さ きれ だ た の で あっ た だ 。 


- 池 乱 や 引き 起こ し 、 あ ら ゆ る 血族 や 分 


sk280ー 
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ケレ ラッ ン タタ 2 タラ ーー ぅ タン ンク Ni の 
、 彼 等 は クル アー ン を 思案 熟考 せん と せ ぎ る ⑨G っ 58 450O53O ら | 
か 7? それ と も 彼 等 の 心 は 、 鍵 か けら れ た を 


る か ? 

26. 科 導 が 明示 きれ た る 後 、 退 転 する 者 は (へ いとい tl 
悪 訂 が ラ を : 放 F が し 、 タ J 想 を 抱か ぜ が た る 者 な t, ちゅ イン ? 1 湯 間 2 デマ デン 
0 。 00 UECSC1IP く 10 


ゥ > ゅ ざ 


@ ょ 8 


くだ | ラン 292 の 。 る 2 329 る で ン 1 

27.、 そ は 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー が 陸 し 萌え る 6 の を 650056 (oO0 65 SA2 も 
嫌う 者 ども に 「 事 の 次 第 で は お 前 た ち に 従 5 和 ” 

グロ 5 フク ョ リン の 3 2 て 20 っ て クッキ クン 

わん 」 と 王 え る が 履 な り 。 され ど だ 、 ア ッ ラ ー の 5 人 012 ぞ 2Vlo29 は 2253 

は 、 彼 等 の 秘 を 知り 給 う 。 ( 生 12) 4 タ ャ 


こ ョ ュー テ ビ ュー た ke 2 タフ 5 タ タン 2 タ ウン ラン シン ュー ン タク 294 ン フン ン 

28. 時 至り 、 REN 9 の らい ダ 22 の っ 6223 RUVXC 
問 や 背 を 強打 きれ な ば 、 彼 等 如何 に 成行 

きじ 1 ン 

く が か ? ⑯⑲ 。 よ っ いっ | 

29. これ 役 等 が 、 ア ッ ラ ー を 怒ら すこ と に 従い 、 レン 50 2 の CE 

> つう 315 CE 

層 ば すこ と を 忌み 避 0! 敵 な り 。 され ば 芝 


と デ の 5 ら ) 
アッ ラー は 、 彼 等 の 所 業 を 効 な か らし め 給 PP 
り の 
中 皿 項 る ン デ 
の とう も ゥ ブ 衣 し で っ < FC デラ 。 ウ レー ン 2 ン 
30. 心 に 病 を 符 す 者 は 、 ア ッ ラ ー が 彼 等 の 鍼 恨 2 用 = ンプ ーッ CETO7RUL ご WS 
を 明る み に 持 ち 出 し 給 わ ぬ と 息 う か ? 2 タン フッ ンタ) 
〇 O ょ の い .o1 61 


31、 われ ら も し 欲し な ば 、 わ れ ら 6 彼 等 を 液 に 示 0 20 の 02 の 00 の 22 (2 ウン 
し 、 液 は その 特徴 に ょ 5 彼 等 を 知り 得 ざ し 。 うる > ファ 
た フー 必 回 軸 ゥ ノ ッ プ っ * うめ る プー ッ ンダ 
* た 液 は 、 役 等 の 皮 味 な る 表現 に よっ て 必 OAM al2 り 5 osd 6 こる 9 
すず 之 を 識別 せん 。 ( 注 13) アッ ラー は 写 前 
だ た ちの な すこ と は すべ て 知り 給 う 。 

32. わ れ ら は 、 お 打 た ちの うち 謙 が 神 の だ め に うー も の Je) 1 る し < る 
労力 し 、 誰 が 耐え 及び た る か を 兄 極め ゆる ま 2 
で 、 お 前 た ち を 試み ん 。 ま だ われ ら は 、 お を 3 2UG5 いと 
表 だ ちの 行状 を も だ た し か めん 。 


注 12 メデ ィ ア の 偽善 者 は 公然 と 不信 心 者 の 味方 や し た 訳 で は な い 。 作 善 者 と いう 者 は 承 覧 く 、 背 水 の 庫 を 


し いた だ り は し な い 。 役 は 双方 に 等 し く 顔 を 向け る 。 
注 13 偽善 者 上 いう 者 は 、 決 し て 其 各 を 露 わ に は し な い 。 彼 は 、 あ る 者 に は ある 考え を 述べ 、 別 の 者 に は を 
れ と 昌 な る 考え を 述べ 、 常 に 曖 味 な 態度 を 取る 。 この 偽善 者 の 不正 な 言動 に つい て は 、 2 : 105 に も 記 き れ て 
* 為 

ー781 一 


rf つ D て 
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33. 3 の 人 々 を アッ ラー の 道 よ り 背 
時 H ま SR に 
SR 
害 き ざる で し 。 き され ど デ アッ ラー は 、 彼 等 の 
所 業 を 無 に 帰せ し めん 。 

34. 溢 等 信徒 な ちょ 、 アッ ラー に 徒 い 、 その 使 
徒 に 従い 、 己 が 所 業 を 発し ぅ うす る なかれ. 

35. げに 信 ぜ ず し て 、 人 々 を アッ ラー の 道 よ り 
育 か し ゆめ 、 代 全 心 者 と し て 死 員 る 者 は 、 ア ッ 
ラー 断じて 輝 を 散 き ぎる べし 。 

36. され ば 気 を 起す な か れ 、 和 平 を 求め る な 
か れ 。 お 前 たち は 必ず 勝利 せん 。 アッ ラー 
は ぢ 所 た だ ち し 倍 に あり て 、 その 労 に 対す る 
報 装 を 拒み 給 わ ぬ 。 ( 注 14) 

37. 現世 の 暮らし は 、 召 楽 抹 か 気 崎 ちら し に すぎ め 。 
な れ ど 、 信じ て る の 身 狂 し か Et は ほ デッラ ター 
は 喜 前 だ ち に 報 打 を あ だ え 、 お 前 た ちの 財 
産 の すべ て を 求め ざる で し 。 ( 注 15) 

38. も し アデ ッ ラ プー - が 稼 を 求め て 強要 (し な ば 、 ぢ お 
前 た ち は 癌 普 と な り 、 まだ お 前 だ た ち に 恨み 
を 惹起 8 せる に 毛 ら ん 。 ( 注 16) 

39. 見 よ お 前 だ ち は 、 ア ッ ラ ー 造 の た め に 費 
や すこ と を 求め ら > 和 れ だ 者 な 然るに 、 お 
前 だ ちの 中 に | は 、 難 災 な る る 者 あり 。 放 書 な 

注 14 戦い が 一 度 始ま れ ば 、 そ れ が 如何 な る 展開 を 繰り 広げ 様 と も る 、 

教徒 は 命じ られ て いる 。 役 等 は 勝利 を 得る か る も な て ば 狗 教 者 と な る 運命 

は な い 。 

注 15 


に 金銭 の 負担 も 払わ ね ば な ら な いと 、 


ムフフ スン マ ド 
940NGUSS GE OASIS (92015 
ン 2 ゅ ノン 


の ご CSC 2 OUMNG 
< 1 を 作る ID2S5 
ie 
OSI IPUSDY 
NIRAI ION 
の 29 028 3U ち 2 義 


@42C2 


2A の 


^ う 9 ュ ン くく 


KU 守 [3 3 がり bcOS 5 に の 


の 652 人 65 


ば る の ッ ン ン 


653503CJCSM II 
っ ke 
っ うう 33 8 
(の CA 
2 22 


St Ta ピ 85296 と 5 935 8 Fo 


二 て 2 


レ 
1 3 の 


2 22 や ン レ 


っ 5 15 5 


了 JC56 J の な 22 2 


泌 穏 を 求め て は な ら な いと 、 イ スラ ム 
に ある 。 役 等 に は 、 他 に 探る べき 道 


イズ ラッ 教徒 は アッラー の 為 に 戦う 様 命 どら れ て お ぉ り 、 戦 の 犠牲 を 払わ ね ば な ら ず 、 又 この 目的 の 旋 


当 節 は 志 し て いる 。 し か し 、 ア デッラ ー は 第 等 の 金銭 を 必要 と は し な い 。 


第 や 金銭 や 捧げ る 様 求め られ る の は 、 そ れ 無 し に 勝利 は 得 ら れ な いか ら で あ り 、 そ れ は 彼 等 自身 の 利 と な る 。 


真 の 信者 は 、 


注 16 


この 


この 節 は 、 特 に 偽善 者 に 向け られ た だ も の で ある 。 


ーー る 2 


祭 高 な 教え を 理解 し な けれ ば な ら な い 。 





弟 四 十 七 剖 プラ フュ ン で ド 
者 は 、 自 分 自身 が 損 を する の み 。 ( 注 17) イン ッ ト ブ ンタ て タ 25 イ ンタ 。 と 敵 
2 RI は 704 すけ 1 EE 
ー は 独り 満ち 足り て ま し ます が 号 人 3 
Ss a と Se。 ン ン 
し き は お 前 た ちな り 。 面 し て 、 た と え お 前 の 02 人 9 33 023 WWK 
だ ち が 育 き 去 る と も 、 デ アデ ッ ラー は 他 の 民 を 
以 て お 前 た ち に 代え を ん 。 き すれ ば 彼 人 等 は 
お 前 だ ちの 如き 者 に 非 ぎ る べし 。 ( 注 18) 
注 17 けち な 心 は 、 人 人 を 人 む 致命 的 な 病 い で ある 。 グ クルアーン は 他 の 箇所 で その 様 な 和信 々 補強 く 非 区 し て い 
る 。 (9 :35) 
注 18 | 他 の 民 を 以 て お 前 た ち に 代え を ん 。」 と いう 言葉 は 、 誰 に 向け られ だ も る の な の か と モハ ッ マ ド 頂 言 者 が 


補 ね られ だ 時 、 彼 は こう 答え だ と 記 る れ て いる 。「 も し 、 信仰 が プレ アデ ス に 届く な ら 、 ペ ルシア の 男 が それ を 


に 戻す で あろ う 。] 


ーー76 コ ーー 


> 
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アル ・ フ ァ ダ 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


あま ね 


准 球 洒 く 、 恩 み 過 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 


あと IP まい 
OKWCCYGGCHt 
Co お 5oz298 じ 2 5233 
CIS3OCr2IWPYYOUCCt も を 


ピー 
まい 


ひ 


2. げ に われ ら は 明確 な る 勝利 を 流 に 与え だ り 。 


3。 そ は アッ ラー が 、 六 の 過去 と 将 米 ( 注 1) 
の 過ち ( 注 2) を 攻 し 、 液 へ の 恩 配 を 全う 


し 、 液 を 正道 に 導き 給 わ ん が だ め な り 。 


4 まだ た アッ ラー が 力強い 援 葬 を もち っ て 、 液 を 
佑 助 せん が だ め な り 。( 注 3) 

5. 信 仲 心 を 更に 増 き し め ゅ る だめ に 、 信 者 だ たち 
の 心 に 安静 を 陸 せ る 者 は アデ ッ ラー な り 。 な 
ん と な れ ば 、 ア ッ ラ ー は 、 天地 の 全 に 車 を 統 
失 し 、 す べ て を 知り 、 菅 哲 に まし ます 故に 。 


ドン クラ イプ 55 ノラ タッ ン る 
の eo 50 
っ と タ て ーッ ンス ウン ブー る レン 
Nch 
5 る 6 32 の CCU636 
フク うど ング ッッ ラグ ロレ デ [ ク ン ちょ 。 2 ン ン 
Ge&C&l30e の 5 W 
5 こ は 信 ず RIRS は 陳 | の な が 922 と 2ow 
5 1 ・ 1 | 1 
に 入ら せ 、 そ の 中 に 有 多 に 住ま し ゅ 、 後 合 ば ら Ss ッ 


互 記 っ エ w へ ぅ クタ 3 ノ ノン ウッ ーー デ ウ 【 し 了 」 
の 2 本 守 ROGB0 人 GO 3 ン 


が だ め な り 。 そ は 、 ア ッ ラ ー の 有 目 に は 、 大 の 
1。 ブ うる ン ル 5 ms m デア 
勝利 な り OBE5 6105。 2 
Mu 。 


7. こ は ア ッ ラ ー が 、 邊 分 に 対し て 邪心 を 抱く は ( は MI 9 2 も シッ 3 
に せ 信 者 の 男 や 女 ど も 、 並 びに 偶像 教 衝 の 3 の そりゃ っ に 


全 
で の 


注 1 か っ て モハ ッ マ ド 言 者 は クラ イシ ュ に 括 難 る れ だ が 、 分 後 彼 が その 敵 に 非 臣 きれ 、 和 追わ れ 、 モ ハッ 


マト 頂 言 者 の 名 益 は 完全 に 回 復 き れる で あろ う 。「 過 ぬ 去 と 将来 」 は 以上 の 事 や 示し て いる 。 


注 2 卑劣 の 極み に まで 落ち た 人 、 全 
ぇ だ 人 人 物 が 、 役 を 中 人 する 者 が 転 大 し ょ うぅ 


ハッ マ ド ド 預言 者 を 守ら れる 。 それ は 、 非 常に 
に 達し な いか ら で あ る 。 以 上 の 事 を 当 節 は 志 し て いる 。 


注 3 フ ダ イ ビ ヤ 協定 が 結ば れ た 後 、 神 は イス ラム 教 が アラ ビア 


マ ド 頂 言 者 は 独立 国 の 指導 者 に 承認 きれ た 。 


ー784 一 


て の 精神 を 最高 位 に まで 高め た 、 
と し た 道徳 上 の 過失 で 有罪 に 

ザン グ ( 当 節 の り 「 過 ち 」) は 、 彼 を 誹 諾 する の に 使わ れ た 。 こ の 語 は 、 人 間 の 本 綿 で あり 、 
と な る 性 憶 の 弱 3 を 示す も の で ある 。 前 節 に 述べ られ た だ 約束 きれ た 勝利 の 後に 起こ る 悪い 出来 事 か ら 、 
多く の 人々 が イス ラム 教徒 上 な り 、 


モハ ッ マ ド 預 言 者 の 拉 な 適 い 徳 を 備 
0 
数 々 の 語り を 犯す 
0 
彼 等 の 宗教 教育 が 望み の 沙 人 


に 急速 に 広まる 様 に 力 を 添え られ 、 モ ハッ 


串 四十八 意 


10. 


lH。 


2。 


が 


注 : 4 





男 や 女 ど も を 罰せ ん が だ め な り 。 ア デア ッ ラー 
激 矢 し 給え ! 
降り か か らん 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 を 呪い 、 彼 
寺 の だ め に 地獄 を 準備 せ り 。 を は 褐 な る 話 
所 な り 。 


ゲ ッ ラ ー は 天地 の 全 軍 を 統率 じ 。 全 央 に し 
9 SE まし 2 まい 


われ ら が 液 を 証人 と し て 、 朗 報 伝達 者 と し 
て 、 ま た 克 告 者 ほし て 人 造 わ し た る は 、 

お 前 た ち に 、 ア ッ ラ ー を 信じ に 、 を の 使徒 を 
信じ 、 ム ハン マ ド を 助け 、 尊 毅 し 、 以 て 朝 
な な アッ ラー を 讃え し めん が ため な り 5。 


まこ と に 、 液 に 選 誠 を 頑 う 者 は 、 す な わ ち 
ゲッ ラー に 皿 誠 を 汐 う 者 な り b。 デ アデ ッ ラー の 
御手 は 役 等 の 上 に あり 5。 され ば 、 己 が 碑 約 


を ( 竹 4) 破る 者 は 、 百 分 自身 を 損なう の 
み 。 き 和 ど 、 デ アッラー と の 約束 を 履行 する 
者 は 、 ア ッ ラ ー そ の 者 に 素晴らし い 報 龍 を 
全 え ん 。 
第 一 項 

後に 居 残 る こと を 策 せ し ベ ド ウィン ども る 
は 、 商 に パ わ ん 、「 我 等 は 財産 や 家族 の こと 
で 人 太 せ られ だ り 。 され ば 我 等 の た め に 、 


般 免 を を ぇ 」 上 。 彼 等 は 心 に 在 ら ざる こと 
を を の 吉 を 以 て 寺 う 。 誠 え 、[ も し アッ ラー 
が お 前 だ たち を 害さ きん と 欲し 、 また 往 な らし 
めん ト 欲 し な ば 、 何 人 が アッ ラー ー の 御 意 店 
を 阻止 し 符 する や ? 然 り 、 アッ ラー は お ぢ お 前 た 
ちの 所 業 を 知 惑 し 給 う 。 


否 、 お 前 た ち ! は 使徒 並び に 信者 た もち が 再び 
家族 の 許 へ 恒 ほら ざる べし と 央 え 、 そ の 心 に 
を 者 べり 。 ち 前 た ち は 邪 念 を 抱き お ぬ 。 お 
前 た ち は 浴 和 著 の 民 な る ぞ 」 と 。 


ま 、 役 等 の 上 に 必ず 悲惨 な 初 が 


ル ・ フ ァ タ 


5 CS と と 詩人 
タク < バン 2 9 ン ン ン ン 


% イン で ゥ る 
を こら と う 


ol っ 6 


クゥ ノレ 多 アン b 5 ゲ ど 4 の 1 
9 人 ea 


人 ま す れ ぞ ルナ ドナ アザ フイ 9 1 み ぅ 9。 
タク ウジ ラ 5 の と の う の 53 bb も ob35) 
ンー ラン クン と 。 52 タ ンタ 

Oo5 お 
ジャ タ ンマ ンク ン 5 の る 
2 06165 USl525CGANMI 


1 Ce <。 ら う る 6 AG 
2326|33 と フン} AA 87 92248 
Kez 本 


433 oo 交 あ 5 と 
PT jsRAS1 ee 
855Te3C3G 

カタ 2 
(CPK Cu 強 SW 


os 1 5 CR 2 イ た 40: 寺 S 
テン 生生 
スーEfC YOUEYO う 1 の 1 
ぅ の る 2 シン > る ッ ゥ タッ クン 

の も 22085 用 5 


この 語 は 、 フ ダイ ビ や の 本 の 下 で モハ ッ マ ド 預 言 者 に 向け られ た 信 省 の 百 い を 指す 


ーー 


SIG で 
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4 メン ラー くそ の 合 侍 を る 信 ぜ ざる 莉 ど も 、 9 ン ラプ 2 (Ga 94 [Ps を の ら ゥ レン 
: 5 gd い 
れ 等 不信 20 は 、 わ れ ら すでに 燃え 盛る ORCO 人 放 ワン ピン テン に 
タリ お き Pr の 
火 を 調え Pu2 oo 
_ 。 上 か あゆ つ ち et も の と 計 ン b ょ < 2 リリ る 過 
15. 面 し て 、 天 地 の 大 権 は アッ ラー の 有 な り ea gd 
彼 は 欲す る 者 を 赦 し 、 欲 する 者 を 罰 し 給 う 。 の 6 
か [] 2 も sw 2 * の タッ 
アッ ラー は 寛 大 に し て 、 慈 悲 深 て まし ます 。 CISU チ (09 2 の 
16. 後に 居残り を 策 し だ た 者 ども も 、 お 前 た ち が 。 。。rz ン (し % ノン 人生 の 22、 タラ タン ン 
由 1 we Mb 上 6 4 和 に ] 
出 で 往き て 戦利 品 を 得る や も 知れ ぬ と な れ と の と ご) 6 15!O 1 
ば 、「 匠 等 に も 供 き せよ 」 と わん 。 彼 等 は 51 505 タ 2 5 AS 4 の 
アッ ラー の 探 を 変え ん と す 。 云え 、「 ぉ 前 た ドウ 3 0 
も は 米 て は な ら ぬ 。 ア ッ ラ ター すでに か く の 。 OSA3% ざ 人 し 2833 
だま えり] と 。 す る と 彼 等 は 云わ ん 、「 を う シン の を 
ン ン タタ パー スン ン 2 タン ルン て 
で は ある まい 、 お 前 た ち は 我 等 を 婦 り 」 ょ 。 の * の タ 5O9632 人 る 4 ら 閣 
る に 非 ず 、 役 等 は 殆 ん ど 理 解 し 得 ざ る な り 5。 1 ンタ タン 3 ン プッ タン 
ー (ODMED1POIY 人 1 
17. 後に 居残り た る ベト ウィ ン に 云え 、「 お 前 だ フッ ン 2 ンク イク ター ス タク 
の KM 1O2 CSO は 8 
ち は い ずれ 、 強 壮 男 武 な る 民 と 戦う た め に 0 2 
召集 きれ ん 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ち に 、 敵 が の MSH 本 72HTK 
降参 する まで 戦わ し めん 。 その 時 、 も ぅ し 命 
アン と の ゅ 
に 従わ ば 、 ア ッ ラ ー は 素晴らし い 報 洋 を お が Pr AKAKYSYE 
前 た ち に 与え ん 。 き れ ど 以前 の 如く 命 に 背 2 で の イン クス 02 MK ンダ る 
か ば 、 ア デッラ ー は 痛 刑 を以て お 前 た ち を 懲 MRKCTe KIRA 
らし めん | と 。 ジル イロ 3 
⑲ ーッ 
ョ ュー スィ み レン _2N イン スマ る 2 レン )2 アラ 
18. 宮 人 や 敗 や 病人 は 、 戦 い に 出征 せ ず と も 6 デ @ の Jld2 う 3 で と ePOldO9 
罪 な し 。 何人 で あれ アッ ラー と を の 使徒 の 52 
命 に 従う 者 は 、 ア ッ ラ ー 之 を を 河川 流れ る 楽 う 201 けら 2 う 6 と ol の ) 
園 に 入ら し めん 。 然 れ ぼ も 、 その 背 を 血 け っ < タタ 委 1 の イッ タン 
る 者 は 、 ア ッ ラ ー 痛 刑 を 以 て 之 を 角 ら し め ン の 2 ウン >Os 4 
ん 。 と 5 ン み ン クタ し て レン ン ン アン 27193 ン > 
⑨KAI Aoi びり 史 の る っ ちの | 
19. げ に 信者 た ち が あ の 樹 の 下 で 液 に 忠誠 を 敬 GE タル クー て 
3| Mo c と 51 (9 の いり 
いし 時 、( 注 5) ア ッ ラ ー は 大 い に を 堆 べ ke ダ 
56 aw 
り 。 故 に 、 ア ッ ラ ー は 皆 の 心中 を 知り て 、 EAI 病 2es388 3 し 23 る 
注 5 神 が イ スラ ムッ ム 教徒 に 平安 を 授け られ た 事 の 何より の 証し が ある 。 2 ステ >fWR96 イ 50 人 


避 く 改 疾 を 離れ 、 寄 る べ 無 く 英 に 取り 囲ま えれ 、 有 要塞 で 固め られ だ 強力 な 敵 と 向い 台 


入れ ず 戦 い に 備え た 。 


合っ て いた だ が 、 和 解 案 を 受 


ー796 一 


| 
を 


L 可 
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20. 


の 


23 , 


24. 


iE 5 
フ ダ イ ビ ヤ で 彼 と 行動 を 共に し た イス ラム 雪 徒 し 共に 、 


. アッ ラー 


安静 を 降 し 、 更 に 手近 な 勝利 を 以 て 逐 に 報 
い だ り 。( 注 6) 

加 し て 信者 た ち は 、 早 し い 戦利 品 を 得 た り 。 
アッ ラー は 倍 大 に し て 、 腎 折 に まし ます 。 
( 注 ?) 


は お 前 た ち に 、 英 し い 戦利 品 を 手 
に する こと を 約束 し 、 は や ば や と 之 を 与え 、 
時 つ お 前 だ ち に 敵対 する 攻 ど も の 手 を 抑え 
だ り 。( 生 8) そ は 、 之 を 雪 て 信者 た ち へ の 
敏 だ らし め 、 日 つ お 前 だ た ち を 正しい 道 に 導 
が か ん が だめ なり 。 

アッ ラー は 他 に も $、 お 前 た ちがい まだ 手 に 
せ ざ る 勝利 や 約 し だ る が 、( 注 9) を そ は アッ 
ラー が ず で に 囲い 込み た り 。 ア ッ ラ ー は 全 
能 に まし ます 。 

も し あの 時 、 不 信心 者 ども が お 前 だ ちと 
戦っ た と し て も 、 彼 等 は 必ず 敗北 せ 9。 を 
の 時 彼 等 に は 、 加 何 な る 守護 者 ぉ 援助 者 も 
な かり し 故に 。 

ルッ 人 2444ekA る 
れ ば 六 は ッ ラ ー の 慣例 に いき る る か の 変 
DPP 


まだ た だ 、 メ ッ カ の 谷 に ゼ おい て 、 お 前 た も を 彼 
きき に 勝た し め た だ た る 後 、 お 前 た ちゃ 徹 等 $ 抑 
え 、 上 互 に 手 を 引か せ だ る は アッ ラー な り 5。 


や 人 境 和 祉 を 行っ た 。 


注 7 


「 お な お び だ だ し い 戦 利 品 ] と は 、 


大 き な 利 益 を 指す よう だ 。 


生 8 当 委 に 述べ られ だ 「 了 戦利 品 ] は 、 
だ 戦利 品 を 指し て いる よう だ 。 


る も の で ある 事 を 示し て いる 。 


さこ 


ッ レル レコ Pe 
時 


De 016 う 50 


和 eg の 9 
レー 


we 


EPR ZZ 
ショ ウン 

C) Pe 了 P 二 2 
6 人 el 


4 YYSFST4 の 3 
OS を (eu5 AE 6 


UN 


Ao9 5 人 5 〇 ゅ ひい 用 


リア ブン 2 


2 うじ SN 下り) 選 


MS と TP 

の 6 っ る REC4M| 
の 52886 っ お EN 
EtoSC Re 2 


「 手 近 な 勝利 は ハイ バル に お ける 勝利 を 示し て いる 。 フ ダイ ビ ヤ か ら の 州 路 、 モ ハッ マ ド 人 頂き 才 は 。 
ハイ バル (ユダ ヤ 人 に よる 陰謀 の 一 大 浸 床 地 ) の ユダ 


陳 侵 に 約束 きれ だ た 「 手 近 な 勝利 ] の 結果 、 イ スラ ム 教 徒 ゲ 手 に し た し 


ァ アラ ビア の 隣国 ハイ バル で 勝利 を 治め た 後 、 イ スラ ふ ム 教徒 が 手 に し 
し か し 、「 は や ば や と これ を 与え 」 と いう 言葉 は 、 
だ 戦利 曲折 し て いる 。「 項 対す る 者 ども の 手 を 抑え た り 。| と いう 語 は 、 フ ダイ ビ や 協定 が 、 
平和 の 時 代 の 到来 を 告げ 


明らか に ハイ バル で 手 に 入れ 
イス ラム 教徒 に 
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アッ ラー は ぢ お 前 た ちの 所 業 の すべ て を みる クッ レン タン [レン 欠 ン レン 
な は し 給 う 。 ( 注 10) @⑨ 和 OCS, 65 


26. 彼 等 は 不信 心 者 に し て 、 お 前 だ ち Me 『 プ ) は えっ プン タタ 
い 人 に ア 
議 を 阻 みた る ば か りか 、 供 物 が 犠牲 所 に の の ウ R っ bdL23 


する を 妨げ た る 者 な り 。 メ ッ カ の 中 に も 、 0 の 685dG 2 


ぉ 前 だ ち が 知 ら ぬ ね あま だ の 協 女 の 信者 あ フラ タック ッ ン る の 2 2 レン ッッ タタ 

り 。 お 前 た ち が そ れ 等 信者 を 踏み に じ っ て 、 間 2 の) CA うし 3 9 〇 53 

知ら ぬ ね ま に 罪 を 犯す それ な か り せ ば ン 2 2 タイ スッ タ タン 
らし あく い ンプ WW 

( 注 11) ブッ ラー は お 前 だ ち に 戦い を 許可 "シン 2 っ 9 


和 り 。 人 の ーー (は 。 日 分 の 欲す る 者 1 rh コラ (は つろ だ と ョ ブッ ン 2 | 1 
に その 慈悲 を 垂 れん が だ ため お 前 た ち を 撮 喝 人 ダ な 8 弥 Os 


索 : あっ も し 役 等 が 明らか ヵ か! - 不 信心 者 どる 人 IIO2 2 を 2 が GtULGT1 
と 分 れ て 住み だ た れ ば 、 われ ら は 彼 等 不信 心 
者 草 を 痛 刑 を 以 て 鉛 と t ら し め た だ たり 。 


27. 不 信心 者 ども が を の 心 に 底 式 を 、 す な わ ち も た る 3 の る 。 ぬる 人 8 IE お SA 
人道 時 代 の 慎 乱 を 宿 せ し 時 、 ア ッ ラ ー は る 8 隊 
の 使徒 信者 た ちの 上 に 安 丈 を 降 し 、 彼 等 2 あび 作 PAI 


に 正義 の 原則 を 堅持 せしめ た だ たり 。 を は 彼 等 タ クッ タン 3 」 
が それ を 受け る に 価 し 、 ま た それ に 叶え る ド kd 26e2 


が 故 な り 。 ア ッ ラ ー は 一 切 を 知 相 し 給 う 。 @ じ 人 角 多 1 の 05 21 
第 四 項 2 
26 . げに デッラ ー は ほそ の 使徒 の た め に 、 | アッ ッ ン イー ロン し ES 141 人 の 、 OR いる 1 4 
5 う 1 の 
ラー 欲し な ば 、 お 前 だ ち は 頭 を 剃り 、 ま だ 95G3 8 し 0 9 
愛 を 短く 刈り て 、 恐 れる こと な く 安 全 に 聖 2 2 5L255000eug3 
典 に 入る を 得 ん ] と の 有功 を 実現 むり 。( 注 


ア ェ レン レレ ン ノン ン うる ン ツ ン ッ ロア / ヶ の 
12) すなわち テッ ラ ラー は お 前 た ち が 知 ら ぎ r の い ) Je 3 2 の 5 
る こ 5 と を 別 | る 。 P コ ラー は この 事 の 外 に も クッ る 38 る) も の ィ ン ン っ 氏 K 2? プ 
計時 の CB に 近日 志 お り 。 いら め Jsets lyw 








am 


注 9 当 条 は イス ラム 数 徒 が ハイ バル で の 騰 利 に 次 いで 今一つ 勝利 を 治め る と 頂 言 し て いる 。 


注 10 イス ラッ メ 徒 が 当時 置か れ て いた 状況 、 及 び 広 範 に 渡る 成果 を 考 感 すれ ば 、 フ ダイ ビ ヤ や 協定 は 実に 大 
き な を 勝利 で あっ た 。 こ の 言葉 は 又 、 イ スラ ッ ム 教徒 が フ ダ イ ビ ヤ に 米 る 前 、 神 が 彼 人 等 に 授け られ た 様々 な 勝利 を 
90 2 お の 24NGNUS 了 和 誠に あっ に だ 3 人 症 54 82 ォ ハ ド か 
ら メ ディ ア に 無事 帰 申し た 事 。“ 堀 の 戦い "で 大 打撃 を 受け 、 イ スラ ム 教 徒 を 崩 赤 し よう と する メッ カ 人 の 陰 計 
が て に か れ た 事 等 。 あ る 意味 で 、 こ れ 等 は 全て 不 醒 心 者 に 対す る 信者 の 勝利 で あっ た 。 


注 11 メッ カ は イス ラッ 教徒 の 中 心地 で あり 、 も し 不 亡 が 起き て いれ ば 、 イ スラ ム 軍 は 、 知 らち すず に 信 導 仲間 
を 殺し 、 そ を それ に より 彼 等 自身 の 大 儀 を 傷つけ 、 非 難 を 浴び て いた だ で あろ う 。 


注 12 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 和 預言 者 が 仲間 と 共に カー バ の 人 巡回 を 行なう 自ら の 姿 を 見 た 刀 趣 に つい て 久 べ て い 
る 。 彼 は 小 巡 礼 (ウム ラ ) の 為 、 約 1500 の 仲間 と メッ カ へ 向っ た 。 モハ ッ マ ド 拓 言 者 の 幻想 は 基 実 で あり 、 イ 


ST 
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29. アッ ラー こそ は 血性 と 真実 の 教え を 持 た | 際 介 の Ab 全 ち 27 
ジー の こよ 
せ て その 使徒 を 造 わし た る 御方 、 こ は すべ と ぱら ひら 


6 4 3 1 ン ン 5 ヤキ グー マン 12 タ 9 
て の 宗教 の 上 に 稼 を 勝利 きせ ん が た め な ⑬(Ouewg5 い 20 AS 5 


(プー アド アデ 


り 。 (13) アッ ラー は 証人 と し て 、 万全 
な り 。 


30. ムハンマド は アッ ラー の 例 徒 な 9。 役 E 僅  ( 紹 2 2 15 002 0 
に ある 独 だ ち は 、 不 信心 者 に 対し て は 容 表 "20 222 
7 信 攻 同 記 で は 、 優し く 親切 な } り 。( 注 つづ yos AS 0 結 じ るる の 1 に か 4 が 
14) 流 は 、 彼 等 が 平 身 低 頭 し 、 ア 20 っ Ai 


上 科 と 誤 と を 求め る を 見 ん 。 彼 等 の 印 は 02928 は 22 に ン tb ら っ あら 


その 面 上 に あり 。 を は 町 頭 の 毛 。 こ は 符 法 っ タタ 
に お ける 役 等 の 描写 な が な り 。 ま た だ 福 千 に お け 05 A う 移 12seE 3) FET 


る 描写 も 、 新 芽 が 芽吹き 、 力 を 増し 、 鞭 天 PP の Sas9I8 


デハ ン 


な 薄 に 成長 し 、 種 まく 人 を 吉 ば せる 一 粒 の 


RE 守 1 1) ン 
種 の 成育 の 如 し と ある 。 種 まく 人 々 の 喜ぶ sa 1402 は 1 に ossy syo JE (eS 
あり さま が 、 ま た 不信 心 者 ども の 慎 怒 の 。 ,, 5 の 2 
誠 大 な らん 。 ア ッ ラ ー は 信じ て 状 行 を 生 Mo 人 00 UK 
ザ 人 々 に 、 震 乱 と 素 時 ら し い 報 手 と を 約 東 > よし 15 8 EE チル 
せり 。 @ =!.5 5 し S_PLS_ xr 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ヤヤ ャ ヤキ ャ シキ キハ クハ クハ n56 ツ ヤ や や ヤ や ゃ へ ヘマ ヤマ ゃ ポ ボ ヤ ぞ ゲラ ふ サラ サキ キシ ふふふ ハハ ハハ べべ べべ 
スラ ム 教 舗 は 必ず カー バ に 入り 、 小 可 礼 の 儀式 を 執り 行なう で あろ うぅ と 当 斉 に 胃 示 る れ て いる に も か か わら ず 、 


モハ ッ マ ド 頂 言 導 は クラ イシ ュ っ に 、 カ ー バ に 入る 事 を 拒 ま れ た 。 モ ハッ マ ド 聞 言 者 の 旅 は 、 先 述 の 他 の 実質 和 
な 目的 も あか な える だ け で な く 、 倍 大 な 神 の 預言 者 で すら 、 時 に 、 を その 幻 租 の 解釈 を 誤る 事 の 重大 な 前 例 と な っ 
人 

注 13 当館 は 、 イ スラ ム 教 が 最終 的 に 他 の 全て の 宗教 に 勝っ た と は っ きり と 和 預 言 する 。 


汗 14 これ は 、 世 に その 足跡 や を 残 そ うと する 、 進 歩 的 で 裕福 な 和信 の 二 つ の 本 抱 で ある 。 クル アー ン の 他所 
5 :55) に 、 イ スラ ム 教 徒 は 信者 に 優し く 天 虚 で あり 、 不 信心 者 に 厳し く 決 然 と 振る 舞う と 記 き れ て いる 。 


dk 二 


和田 十 ル 宙 私 室 の 





アル ・ フ ジュ ラー ト 


(メデ ナ 盛 示 ) 
1. 意 悲 深く 、 恵 み 記 く ア ッ ラ ー の 御名 に あい RS まい) 
Mi 
2. 液 等 信徒 た ちょ 、 ア ッ ラ ー と を その 使徒 の 面 4b1e02 の 81 339182 に UM 


アデ し 


前 て 勝 王 な 振 獲 や する な か れ 。 まり アッ 


ラー を 思 れ よ 。 げ に アッ ラー は すべ て を 時 OME 守 る 人 88 し 200 語 50553 
、 す べ て を 知り 給 う 。 
タッ ッ ン ン 9 グン リン ッ > て 


3. 溢 等 信徒 た ちょ 、 お 前 た も が 互 に 声高 に 喋る 22 2 て <、 24 1 | 3 AH 
② 55 IF に の ION 
る 世 | く 、 お お 前 だ ちの 声 を 屯 言 者 の 声 よ 5 高 


〈 揚げ る な か れ 、 お 前 た ちの 所 業 が 知ら 6 3593 の 1 らら 
ま に 無 に 帰せ ぎる だ ため に 。( 注 2) シッ ン 2 ag 
SV (10990DO に 


4. げに アッ ラー の 使徒 の 前 で その 声 を 低め る で ICE 
才 は 、( 注 3) ア ッ ラ ー が その 者 の 心 を 正 し PI0SPONY で テン 1 の ゅ らら や CEC 


アド ツタ 
ち 


寺 : に いて の の シグ スタ ン ン フッ レン ラッ 
No が 。 彼 等 に は 寄 刀 と 素晴らし い 報 の 9 う 多 20IoYePIGR き し 1 
ブ ェ < ノリ 。 9 ィ < し Re 
OUET6 3 8LBAS の 


5. 液 が 室内 に いる 時 、 外 か ら 大 声 て 液 を 呼 ぶ 22 88 
者 、 を の よう な 者 は 概ね 思 盛 な き 者 な り 。 NM 


ラン プッ タタ ン ン 
( 注 4) RT 


R R … ュ テ ふい ヽ さ を に か と し レン FT ノア タ 92 ゅ レ は の 2 タ や 
が 役 等 の た め に は る か に 良し 。 さ れ ど アッ 


1 @ る タン 22 る る ク ョ レ 
ラー は 、 見 天 に し て 、 間 正 近 くさ し ます 。 3 人 し いみ 


注 1 信者 は モハ ッ マ ド 摂 昔 者 に 交 意 を 払い 、 彼 に 全面 的 に 従い 、 拓 の 命令 を 先取 り し だ たり ロ れ の 鉄 望 を 彼 
の 意志 KHR 人 0 ちら 

年 2 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 最大 の 般 意 を 払う 様 に 強調 し て いる 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 モ ハッ マ ド 背 言 
者 の 前 で 大 声 で 話し だ り 、 役 に 戸 宮 て 笑 し か け て は な ら な い 。 この 様 な 物 妥 は 単に 不作 法 な だ け で な て 〈、 指 導 
者 に 仙 意 を 払わ な いと いっ た 相手 の 品位 を 傷付け る 行為 し みな る れる 。 

注 3 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 前 で の 物 交 か な 語り 曲 は 、 彼 へ の 贅 意 や 自分 自身 の 謙虚 る を 表し 、 声 高 な 話し 声 
は 艇 慢 を 示す 。 

注 4 モハ ッ マ ド 括 言 者 に 屋外 より 大 声 で 呼び か ける 事 は 、 彼 の 私 生活 に 立ち 入る 事 と な り 、 彼 帳 身 や を その 
貴重 な 時 を 尊重 し な い 表 れ で ある 。 唯 不作 法 な 者 の み が 、 そ の 様 な 台 か な 振る 狂い あす る 。 


2 り = 


W 


有 各 陣 二 九 章 アル ・ フ 9 ラー ト 


7. 液 ら 信徒 な ちよ 、 よ こし まな 人 間 が お 前 だ (に < ダー レッ シ ン イン 。 の タレ キン 2 で ンタ イー 
ち に 何 か 情 報 や あ も た らし た だ た なら 、 そ の 真 偽 。 タ * oe の 2S oil 


を 充分 に 確か め ょ 。 を は お 前 た ち が 知 ら ず 2 し 2 
“ Pay の Je る っ め leo の の 

に 下る 民 を 鶴 し 、 後 で 己 が 行為 を 悔 むこ と 2 2 

な いよ うに 。( 注 5 の ooo 2 


ュ 碧 丁子 ・ 5 ッ ラ ーー イ る こ 4 タ 還 うく ut 1 722 
8. お 前 た ちの 中 に 、 ア デッラ ー の 使 午 あ る こと ント す 多 0 可 280 HB 


を 知れ 。 彼 ム ハン マ ド も し 多く の 事柄 に お 
いて お 前 た ちの 意思 に 従う な ら ば 、 お 前 た 3 いくこ スン ント る 8 2) 2 に 6 
もち は 必 ず め ん どう な 事 に な る 。( 注 6) ア ッ 2 - 0 
ラー は お 削 た ち に 信仰 を 薄 わ せ 、 気 に 入 6 MegskaG 33133) 
せ 、 量 っ 無 信仰 と 邪悪 と 不 従順 を 憎 ま し む 。 員 


る MC グッ ァ ン で 2 れる 
か く な す 者 が 正しい 遣 を 歩む 者 、 OO o じ 42 >91 3 
ッ ラ ー の 慈悲 と 恩 科 に メン IAEA 2NISAG205 いき ン s | ラス 
00 りう 記 と 昌世 に アー ツア ③ 2220 は ちい 253 6163 
は すべ て を 知り 、 折 に まし ます 。 ME ン 


10. 5 し 信者 同志 が 二 派 に 分 れ て 争わ ば 、 流 、 陸生 
上 | 2 っ びる 8 
彼 等 の 間 に 入っ て 仲裁 せよ 。 曽 る 後 、 役 等 SU ce る の 2 ぱち 〇 りう 


の 一 方 が 達 反する 場合 は 、 ア ッ ラ ー の 命令 igSUcC る Se1SS GtCg 
に た ち 帰 る まで 遠 反 者 と 戦え 。 も し 彼 等 が ご こ 

た も 帰 え ん ら ば 、 公 明正 大 に 両者 の 仲 を 調停 っ 25 ら 6 1 償 < SEU 
せよ 。( 注 7) げ に アッ ラー は 正しい 行い を の 


愛す 。 24308) 人 和 kNAIA4GK4 
(OGKM1K う 


11. げに 信者 は みな 見 弟 な り 。 $ れ は 、 お 前 だ SS 3 
ち 蓄 悲 に 浴 せ ん が た め に 、 見 弟 藤 和 し て 

注 5 メッ カ 也 落 後 、 ア ラビ ア の は ほぼ 全域 が イス ラム の 配下 に 下っ た が 、 中 に は 未だ この 新しい 秩 訂 を 受け 

入れ ず 、 断 固 と イス ラ ょ 教徒 戦い 、 無 惨 な 結果 を 迎え た だ 者 達 ち あっ だ た 。 又 、 隣 接する ビザ ンチ ン ・ イ ラン 両 

帝国 も 、 彼 等 の 権力 ・ 成 信 に 対す る 挑戦 に 気付 いた 。 彼 等 は 、 時 e 生 0 

戦い が 避け られ な いと 考え だ 。 それ 故 、 こ の 命令 は 必要 で あっ た だ た 。 戦争 が 迫り 、 洋 軍 の 動き に 対し 、 機 芝 な 行 

動 が 必要 と る れる 時 で すら 、 由 時 下 に は び こ る 流言 を 信じ て は な ら な いと 、 スラ ム 教 徒 は 命 『 じ ら 2 る 。 

彼 等 は | 分 に 試 る れ 、 行 動 が 起こ きれ る 前 に 、 彼 等 の 止 し さき が 確か ゆめ られ な けれ ば な ら な い 8 

40 モハ ッ マ ド 預 言 者 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 関す る 諸 問題 の 甚 言 を 求め て い ぁ る 様 だ が 、 必 ず し も 、 神 の 御 指 
を 受け る 時 の 様 に 、 そ の 助言 に 従う 必要 は な い 。 それ は 、 彼 が 最終 的 な 均 任 や 負っ て いる か ら て ある 。 イ ス 
ぃ 教徒 は 処 所 に 、 以上 の 事 を 告 『 げ られ て いる 。 

注 7 イス ラム 国家 の 団結 に と より 大 き な 交 威 と な る の は 、 イ スラ ム 教 徒 間 に 生じ る 論 当 で ある 。 当 節 は 、 そ 

の 様 な 論 邊 を 調 体 す る 効果 的 な 方 策 が 示 き れ て いる 。 それ は 元 来 イス ラム 団体 央 の 紛争 処理 を 扱っ て だ も る の で 

ある が 、 国 家 及 び 国 際 組 織 が 同盟 を 結ぶ 際 の 原則 と も な 5 得る 。 当 節 は 、 国 際 平 和 維 持 に 関し 、 適 切な 原則 を 

提示 し て いる 。 


9 ー 


の 


1 所 人 


注 8 
の イス ラム 団体 に 争い が 生じ だ 時 、 他 の 信者 は 、 


。 が で よ 、 


幸せ し めん が だ め な り 。 


ァ アッ ラー を 選 れ 散 を 。( 注 8) 
流 等 信徒 た ちよ 、 他 人 を 喘 る な か れ 。 相 手 
側が 優る か も 知れ ぬ 。 女 の 場合 に ぉ ぁ 、 ほ か 


の 女 を 哨 る な か れ 。 相 手 側 が 優る か る ゃ 知れ 
則 。 ま た 、 王 に 中 傷 す る な か れ 。 人 名 で 呼 
び 合 う な か れ 。 信 仰 を 告 日 し た 後 の 疾 評 は 
不 療 な り 。 靖 し て デ を 選 い 改め ぎる 徒 問 は 、 
悪 人 な り 。 


流 等 信徒 な ちょ 、 や た ら と 獲 する な か れ 。 
鎖 疑 6 場合 選 寺 つて は 界 な が り 。 また 、 所 に 
探り 合い 、 除 口 を きく こと な か れ 。 お 前 だ 
ちの うち 誰が 死 せ る 多 弟 の 肉 を 食す る を 欲 
す や ? な 前 た ち は 必 ず 之 を 喜 みみ 嫌う 。 
アッ ラー を 明 < 和 れ 飲 え 。 げ に アッ ラー は 幾 た 
びと な く 尼 れ み に 翻 り 、 紗香 染 くま し ます 。 


われ ら は 一 大 の 労 と 一 人 の 女 か 

ら お 前 だ ち を 創り 、 し て 之 を 部 族 と 支族 

と に 分 ち だ り 。 こ れ お 古 だ らち を し て 互 に 認 

アッ ラー の 目 に 最 

$ 高 條 な る 者 は 、 皮 も 公正 な 基 な り 9。 げ に 

Pa あら ゆる こと 
角 暁 し 給 う 。 


0 本 [前 た ちせ 林 に 信 \ ア イ 
スラ ー ム を 受 り 入れ は し た が 、 実 の 信 作 は 
未だ その 心 に 浸 み わた 6 ぎ る な り | と 。 る 
れ ど お 前 だ た が ち 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 に 従う 
な ら ば 、 ア ッ ラ ー は 、 お 前 た ちの 努力 を い 
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この 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 の 親 変 に つい て 特に 述べ て いる 。 
林 者 の 調 僚 の 為 、 
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も し 
直ちに 行動 せ ね ば ぼ ば ならない と 命じ られ て い 


る 。 イ スラ ム の 真 の 強 る は 、 剛 級 ・ 人 種 ・ 国 の 違い を 越え だ 、 こ の 見 第 愛 の 理想 に ある 。 


ー イ 9 の 


、 二 人 の イス ラム 教徒 、 あ る い は 二 つ 


系 四 「 九 章 アル ・ フ ジュ ラー ト 


16. 


由 > 
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注 - 9 





る さか も 減じ ぎる べし 。 げ に アッ ラー は 交 ぅ 人 
大 に し て 、 慈 庄 深 (まし ます 。( 注 9) 





信 有 者 と は 、 だ だ アッ ラー と その 使徒 を 信じ 、 っ 人 2 タ ァ プン リンリン ンー ウタ う タ フェン ン 
um 施 4 の 

決し て 疑わ ず 、 財 産 と 生命 を 搬 っ て アッ Mo っ 0 blooJl oO る (5 

ラー の 道 の た め に 厨 する 者 な が り 。 か か る 3 人 5253 し 1843 く ユン 朋 E ジ ルイ 
の ッ の うら る 225 9 AA みう りら ら 

者 こ を 真 の 信者 な り 。 囚人 
レオ 。 由 内 隊 T し 全 し 間 の : 

Go か る LAS UL 2b っ 

主 0 の ジン 

云え 、「 お 前 た ち は 己 れ の 宗教 と アッラー に の め 各 13 coo 2006 抽 3 
教え ん と す る か 、 天 地 開 の 一 切 を 知り 、 あ  。 。。 2 上 

ら ゆ る こと に 通 晩 せる 御方 に ? 」 と 。 の いと 05 CI し 2 らい 


邊 等 は イス ラー ム を 信 率 し た こよ で 、 液 に 9 SWUSISUISIIC OS 
思 め 衣 し だ る 名 思う ウ 。 云え 、 イスラーム 1 に 

を 信 替 し た か ら と いっ て 、 思 に きせ る な か GOO AA SE あの 201 
れ 。 お 前 た ち に 四 を 施せ る は 、 む し ろ ア ッ - 2 0 
ラー な り 。 お 前 た ち を 真 の 信仰 に 導き た る ⑩ の Juo eC 
が 政 に 、 も し お 前 だ た ち が 正 直 な 者 な ら 」 と 。 


Mr4eoNdretbr テッ ー 2 も 5 ら cs 4 くわ 1 
ー は お 前 だ ちの 所 業 を みそ な は し 給 う 。 の 


イス ラム 教徒 は 全て 、 イ スラ ム 同 胞 主義 の 中 心 的 役割 を 果たす 。 イ スラ ム 教 は 、 都 市 部 の 文明 人 に 対 


する と 同じ く 、 砂 漢 の 非 文明 和信 に 対し て も 同等 の 権利 を 与え る 。 唯 、 後 者 は 、 イ スラ ム ぃ 教義 を 学び 、 そ れ を 生 
活 に 取り 入れ る 為 に は 、 一 過 の 努力 を 要する と 告げ られ て いる 。 


0 の ーー 


て 


に 4 上 





ゲ グ ア ー ン ジン 
(メッ カ 啓 示 ) 


まね 2 1 
1. 慈 惹 深 て 、 恵 み 進 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い OR1EIU チ ーー) 
各 
2 カー フ 。( 注 1) 栄 光 あ る クル アー ン に か け 6 い * IobA028 0 
っ 0 


! ア レコ し 」 ン 
3 彼 等 は 、 自 分 た ちの 中 か ら 警 告 者 が 現れ 来 SIUS20 の うみ る 移 び 
た こと に 和光 て 〈。 不信 心 者 と も (まな う 。 | こ は の ー ア ② っ ンコ 
gd と el 


怪 な る か な ! の こう 
4. な ん と な ! 死 し て 土 に 化し た る 後 、 我 等 の 0 うら AE 3t の 1312 
ポル チ 

先 る べし と な ? を は な す 能 5 わざ る 入 遠 な の 


る 復帰 な り 」 と 。 


ゥ ッ グッ 2 か) っ リレー ラグ 
5. われ ら は 大 地 が どれ は ほど 彼 等 の 戦 を 減ら す ee も Oo Oo 2 YO CC SS 
か を 知る 。 わ れ ら が 許 に すべ て を 記録 する が 
帳 等 あり 。 OM 
アデ 。 9 ァ 上 ルアン 
6. 彼 等 は 真理 が 下さ れ た 時 、 之 を 拍 み た れ ば 、 | 9 る 人 4 の に 
いま 混乱 の 状態 に ある な り 。 


ei 


① る っ > 


ら ? レル シア ィ ン 
ye 


7 彼 等 は 頭上 の 天 を 人 ぎ 上 兄 て 思わ ざる か 、 わ リス フン ッッ タ タッ 2 CSU る 
し s. の ウタ の 
れ ら が 如 全 に それ を 信人 95、 飾り 立て た か 、 WS mm 


エ まっ ーー ロー ェ 1 で ャ 。 こざ ぃ 」、 テー タタ ゥ > Z ゅ て アダ 
まだ そこ に 毛 ほ どの きず も な いこ と を ? の で ちっ 20C 5WS533 


こね ン ン 〆 
8. また 大 地 を 、 わ れ ら 之 を うち 拡げ て 、 そ の si2U5302 8913 
上 に ゆる ぎ な い 山 々 を 据え を 、 も ろ も ろ の 美 


ォ デ ェ ユエ ャ し 」 アコ ォ 
の 4 6 で 稼 の og 
9. を は 神 に 頼る すべて の 僕 等 へ の 啓蒙 並び に OCRv3 882 うう 8 の で 


訓 戒 と し て 。( 注 2) 


注 1 万能 の 主 。 

注 2 ・ 自然 界 の 存在 理由 を 仮定 する 事 は 、 理 に 適っ て いる 。 神 が 万 物 の 割 造 王 で あら れる と の 概 倒 は 、 起 源 
及び 目的 を 完全 : に 解き 明か す 。 創 造 に 日 的 が ある と いう こと は 、 死後 に 生 の ある 記 を 示す 。 了 肉体 が 減 び れ ば 鞍 
ぁ 死す と いう 概念 は 、 神 の 計画 ・ 英 知 及 び 宇 宙 食 造 に な ける 神 の 目的 に 反する も の だ か ら 6 で あ る 。 
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) 


四 明 


12. 


13. 役 等 以前 に 、 


また われ ら は 、 天 より 祝福 を 以 て 水 を 降ら 
せ 、 こ れ に ょ り て 果樹 彫 と 稔 り 多 き 殻 物 と 
を 育成 す 。 
また 鈴 生 り の 実 を つけ た 天 癌 き 斉 艇 子 の 樹 
も 、 

われ ら が 僕 等 の 杉 と し て 。 き れ ば われ ら は 
死 せ る 大 地 を 生き 返ら し む 。 復活 も $ まだ か 
く の 吉 し 。( 注 3) 

ノア の 民 は 真理 を 拒み た り 。 
ラッ ス の 民 ※ や サム ー ド 族 $ ま た だ 然 り 。 


※ ア ラブ の 古い 部 話 





クア テー フ 
〆 ーー デン 
上 ン AR 輝い る クイ ン UP を 
Li 
と 2 イオ " つい で と いら る 〇 グ 
ツー 。 れる る 
OC ペ ニ ト ニ こと 
9 の 。 


人 の 083 


2 CN 内 


レ ジン 
ク 2 クッ 
⑨ め で て っ っ 

る 2 る ゅ 2 の ゥ クイ 5 ンー ォ ン る タン 


で 
OSI て ae で の 2 お っ べし 5 と 。 


ょ 
リン る 人 る る て 。、 
GUY CS oO も も > 


タッ プ 2。 


し 放 1 る の アン 
の あの 光り ら うう っ し 5 


や から 
14. アー ド 、 フ ァ ラ オ 、 並 びに ロト の 徒 間 も 。 
2 6 ょ AP 人 の ゅ ン 
15. 森 の 住人 だ も や トッ パテ の 民 も 。 役 等 は いる て と うる ラッ ダン CT 
> 2 eSCO (5 の 1『eP 
ずれ も 己 が 便 徒 を 拒み だ る が 故に 、 わ れ ら 2hooO5 5 の の め う ASJICee 5 
の 成 跡 せ る 詞 が その 身 に ふり か か り た り 。 OPT 
う みう ノレ アン 2 ノ 2 ン ぅ ノン ン 
16、 最初 の 創造 で われ ら 供 み 疲 れ た る や ? 会 っ 、 2282 スク eS wt< 
6 うら 829 の 03591 
ら ず 、 され と ど 彼 等 は 新 ら し き 剣 造 に つい て と レー シレ 
疑 可 を 抱く 。( 注 4) ②⑨ ゆ WOe ゆ テ 
第 一 項 
1 し と が に | りー ゥ ン 9242 マン ン ッ ミ 2? アン 1 5 
われ ら は 確 人 間 を 剣 造 せり 。 きれ ば わ も の とめ の しら A552 の GDI 
れ ら は 、 人 間 の 発 が 彼 に 忠 く こと を 知る 。 
0 2 アロ ュ ラン ーッ 誠 2 て [みあ 
われ ら は 人 間 の 舌 南 脈 より も その 人 間 に 近 ② の ol 52 0 の Io を うそ 5 
じ ョ 
ww グレ 9 うー イン レノ *| 
18. 二天 使 が 左 大 に 上 中 し て 人 の 行為 を 記録 する IP うろ 人 の や る 1 の 
JC otoP CASCJ (Ss 
ざい ヽ の っ みろ 
⑥⑯⑥ い asb 
19. 彼 は -- 言 も 発せ ぎる に 、 彼 の 傍 に は すでに @ ョ ンー の 2 トノ フー ュ ラン プー 2 る っ ログ ョ ノン 
ゆ Q2Ac CO) の っ (| 3 
くれ を 訣 せ ん と 準備 を 測 え た る 臣 欄 の 大 CO 衝 の 2 多 00 う Do 
使 あ り 。 
注 3 。 神 は 、 天 より 雨 を 降ら せ 、 乾 いた 地 を 肥やし 、 新 た な 息吹 き を も た らし 、 地 上 に あら ゆる 種類 の 花 や 
実 や お 育て に な る 。 同様 に 、 神 は 、 死 後 の 入 間 に 新た な 生命 を お 与え に な る 事 が で き 、 を そう な さる で あろ う 。 
注 4 。 これ 等 の 節 に ある 「 剣 造 ] は 、 文 字 通り の 応 味 の 他 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 和信 々 に も た らし た 現 の 日 覚 
め を 示す 。 “ 
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L 災 の 
“ 5 臨む は 必定 な の を レン 052 宮守 
EE っ GU5 ぷ bc CE 
り 。| こ は お 前 だ た ち が 常 々 る 人 計 け ん と 欲し た る 5 
タ ュ み 
こと な り ] ②⑥ouoo 4 むら 
21. や が て 嗣 唄 が 吹き 鳴ら きれ ん 。[ こ は 約束 ッッ ン は うし ュ ラン 
- や が て 陣中 全 ( し 。「 こ は 約束 の の SA うめ う 
日 な り 」 
。 0 5 5 の 。 ラン の アデ 2 ン の  w ン 
" “の の) # 軸 光導 - 和 人 も る (トン 「 ン ン る ん ・ ゃ 2 アン 
22. どの 現 も そ を 駆り 、 且つ 立証 する 天使 に 作 の Oc は すう oo らし 5 
われ て 米 だ た だり 進 まん 。 
上 2 ak k の ン ン タレ ュ ン ノン 
29 ここ で 明り ) こ の )』 5 フッ スン 々 1 ye uo 2 る 2 メン 2 EN 
9 の て われ ら は わん | 流 は この 事 を 軽 祝 あい ・ く (| GOAC22 cfCN 人 5 
せり 。 され ど 今 、 わ れ ら 液 の 日 隠し を は ず 6 ラン クジ みり 
5 > プン ン A ノ 
し た れ ば 、 今 日 の 視力 は 鋭 し 」 と 。 03u と 2 し os 02U5 
24. 面 し て 、 彼 の 同伴 者 の 天使 は 、 云わ ん 、 「 こ SS る ( 代 < 
0 60 (⑨ ひら と Aa Ao ら O6 
の 通り 記録 は すでに 整え り | と 。 
に > ラ こら だ 値 に 三 法人 り も 生 」 ン る イレ ン ン レク ン 
25. の KAN の 90 ゅ uo YO らち 8 し 記 
名 、 真 理 に 敵対 し た すべ て の 詞 思 の 徒 を 地 
獄 に 投 ぜ よ 、 
計 ば 5 ゃ 二 ・ エ ・ ニー ヒマ し タ ウッ 2 デン 
導 が を 犯す 者 、 真 理 に 疑心 の の ララ と 2 
26. 秋 を 阻む 者 、 罪 と が を 犯す 者 、 契 理 に 疑 ⑨S の 2 9 x Ao と | 
を 抱け る 者 、 eo し 
ぁ だ し が み リン レン ュ ェ ンス イク クー クマ 
27. 並び に アッ ラー の 他 に 他 神 を 奉 ず る 者 を 。 2 lg45 る 1 細 ) 者 Os (0J| 
洪 等 山名 に て を の 者 を ば 、 あ の も の 族 い 南 @ 2 
昔 の 中 に 投げ 込め ] と 。 さい 
4 に ST と タラ フン ウン て シン ン ン / タ 2 ろ ン 
28. 彼 の 仲間 の 各 魔 は 云わ ん 、「 主 よ 、 彼 を 背 か 8 いら VECMAAIMC 当 CU JS 
し め た る は 我 に 非 ず 、 彼 自身 が 勝 手 に と どこ 半生 
IS 5 し 
まで も 迷い た り 」 と 。( 注 5) ② ゆ ひよ ら 
* 由 キー 本 前 て 云い 争う な か し と バ イー 
29. 2 「 わ る 面前 て 9 『 8 バーCUCYT5EHC (euU | e の 
われ ら は あら カ かじ め お 前 た だ たち に 警告 せり 。 " ' 2 
し か と 
補語 ほ 恋 な 1 タン セン レッ イン ン る レイス タック 5 タン レッ ェ レン 
30. わが 家 言 は 契 な り 。 叫 し て わ 履 は 、 わ カ fo い 1 っ JJ と し 
僕 等 に 決し て 不 公 平 な る 者 に 非 ず ] と 。 IN 
第 三 項 
31. その 日 、 わ れ ら は 地獄 に 問わ ん 、 [充満 せる フー タッ タプ アル タン ルッ エレ アン イ レン 、 ラッ クィ レッ ン 
eS 1 エコ 新 
か ? ] と 。( 注 6) する と 、 地 獄 は 答え ん 、 の ぴり eoOEel ひ っ ンス 
注 5 悪事 を 働 て 者 が その 行為 の 結 木 を 突き 付け ら 和 た 時 、 走 任 を 他人 に 転 衣 し よう と する の は 、 人 聞 の 性 
だ 。 こ の 不信 心 者 の 心 の 有り様 が 当 節 に 述べ られ て いる 。 彼 は 、 ロ れ の 罪 を サタ ン の せい だ と 思う だ ろう 。 
注 6 この 対話 は 比 除 で ある 。 地 獄 は 処 所 で 擬人 化 き れ 、 そ の 品 を 通し て 自ら 6 の 状況 を 表し て いる が 、 実 際 
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「 ま だ 米 る 者 ある か ?」 と 。( 注 7) (O769 も と すり ン 
た な し っ る 22 クン レッ 2 タ 
32. 一 方 、 義 し い 者 に は 楽園 が 近く に も た らき (OfYSUCLCSIICM 
れ 、 も は や 速め ら ず 。( 注 8) 
し か 人 時 ・ m ア 
33. 前 し て 、 云わ れん 、「 こ は 前 だ ち に 約束 き の に こら 23 じ 16A 
れ だ る も の な り 。 す な わ ち 、 帝 日 頃 神 に 束 27 


り 、 人 慎重 な 行い を 旨 と し 、 


ッ ター ラル レッ ャ ン 由 
の >【ー 台 婦 ょ E 本 0 | 直 uh 記 導い 2 衝 デア デ CC74 TH ぁ る ん デ 
34 . 芝 か に 慈 計 な る 神 を 胃 殴 し 、 悔 憎 の 心 8 て (OR 隔 必 いき 1b | 0 し 
神前 に 出 で だ る 者 た ちの た だ ため に 。 > て aa ピョン ルミ ンー 
ヽ に ek am ュー ア 今 
35. 流 等 安 じ て ここ に 入れ 。 こ は 永遠 の 日 な り ] 2 塊 4MIVH 
グ パー アー ング シシ に 
と 。( 注 9) 
36. 彼 等 は を こ で 、 も ろ も ろ の 欲す る も の を 得 介 。 レッ クン リャ レッ 。 ン う 生 イイ ン ラタン 
に きま に 彼 等 @ い ロ 2 お ら % つい 3 なり 
ん 。 わ れ ら 5 が 許 に は 喝 に 彼 等 へ の 加 理 あり 。 ン 
( 注 10) 


37. わ れ ら は 彼 等 以前 に 、 彼 等 より 強大 な る 吉 る る る っ 2 の 3 

CS S あ の ( 〇 2 ^ や し 5 * し きる 

何 に 多 (の 世代 を 減 せ し て こと か 。 天 前 「 "2 フラー II の 3 

ie ia We 2 ぁ っ ユン 2 ・ 9 ログ トブ 

ト る や 、 役 等 逃れ ん と 勢 め た り 。 釣れ ども 、 ⑥ っ 輝 の 2 0 ゅ の MSA > ) 
何処 に 人 避 区 所 あり だ る か ? ( 注 1) 


= 2 イラン の イン / ン ン ェ ン ラン の > ク 。 の 

38. げに この 中 に は 、 心 ある 者 や 耳 傾け て 計 聴 の CB 4o69 6) は に ③8 
する 者 へ の 訓 戒 あ り 。 タッ ニー ァ ン ッ 

OO うん 


皮革 
に 語っ て いる 訳 で は な い 。 あ る い は 、 そ の 再 に 関し て は 話せ る の で ある う (擬人 法 は 、 4 : 12 に ぅ 使わ れ て い 
る 。)。 そこ に は 、 天 地 が 進ん で 神 の 法 に 従う と 述べ たと 記さ る され て いる 。 擬人 人 法 は 、 ア ラビ ア 語 の 特色 で あり 美 
点 の 一 つ で ある 。 当 剖 57 章 及 び 18 章 78 節 も 参照 の 事 。 


注 7 この 言葉 は 、 人 人 間 に は 眼 な く 罪 を 犯す 可能 性 が あり 、 又 現有 世 の 快 楽に 対す る 飽く な き 鉄 望 を 有する 
と 示し て いる 。 この 人 為 、 人 人 は 地獄 に 落ち る の で ある 。 


注 8 心 の 病 い を 除く 竹 に 、 今 後 増 々 多く 《 の 人 が 地 丈 へ 落と る れる と 前 節 で 述べ られ だ た だ が 、 当 節 は 、 天 国 が 
正義 ある 者 ・ 神 を 思 れ る 者 に よく 近く な る 上 告げ ば て いる 。 


注 9 クル アー ン に よれ ば 、 肖 が 如何 に 芝 ろ し いも の で あろ うと も 、 了 地獄 は 一 時 の 稀 治 の 場 、 そ を れ に 引き 換 
え 、 天 国 は 永遠 の 佳 み 処 、 そ の 祝福 は 終り 無き る の で ある J1: 109)。 


注 10 病 縮 な 人 人 々 は 天国 に お いて 、 そ の 心 を 満 だ きれ る で あろ る ろう 。 し か し 、 人 の 細 み は 限ら れ て お り 、 求 ゆめ 
る 以上 の 、 ま た 値する より 所 か に 多く の も の を 与え を られ る で あろ う 。 


自 11 本文 の 言葉 は 文字 通り 解釈 すれ ば 、「 身 を 守る 為 に 地下 に 潮 っ た 」 よ な る が 、 爆 机 を 避け る 為 の 現代 の 
地下 堪 を 捕 し て も いる 様 だ 。 


こっ 2 た 
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ちゅ め つ ち タ の ン ラプ レレ 2 ジン 
39、 げ に われ ら は 、 天 地 普 びに を の 間 に あ る す 。 を Uezoo2o ら AEES る 
で て の も の を 六 日 の うち に ( 注 12) 創造 せ 


放っ [ンマ ンク る さ [うる 
る も 、 い る る か の 外 労 も 覚え ざり き 。( 往 @ っ 分 EC35 提 上 。 
13) 


9 レブ ろう タ 還 
40. きれ ば 液 、 彼 等 に な ん と いわ れ よ うと も 面 ON あっ るる と 69 し 55 
え ぇ 忍び 、 日 の 出前 と 日 没 前 に 主 の 栄光 を 計 6 


ーー 5 ク の 2 アッ スン 0 
美 せよ 。 の っ og 


夜 還 に 定 記 の 後に 王 を 5 ア る 2 インス ラッ ンス 2Tt ン と 
41. hi も 、 征 ゆめ ら れ だ 礼拝 の 後に 半 を @ ぁ wb3U ecc 01.523 


42. 面 し て 可 傾 け ょ 、 台 集 者 が (14) 近い と OCSo 放 22 ダグ) 
の の 59 の 2 っ Cl うら っ ゅ て で ジ 5 
ころ か ら ( 注 15) 呼ぶ さそ の 時 に 。 リリ 多 
ろ の リ に 宝 際 に ーー 声 の 仙 持 か MD 2 う 2 ま アテ アガ アン ルル 0 
43. と の 日 彼 人 等 は 、 実 際 に 旨 の ) 登 4 多聞 カ (oro い ・ 〆 1 の み Ye の ら っ 
( 注 16) そ は 間 よ り 出 で 来る 日 な 5 


や * 


44. げに われ ら こ そ ぞ は 生 を 全 え 、 死な し め る 者 @⑯ 人 に MI 2 ぅ タン レト 

レル 1 

な り 。 証し て われ ら の 許 こる 、 終 の 帰 所 な テリ りら 1 
。 


ーー ze。 あ 村 Jr さき 宇 | ラー エー ん ター ウッ レン ッ っ クラン 。 タッ グプタ ? る マン の 
4⑮5. 役 等 の 上 で 大 地 が が 割れ 裂け る その 日 、 條 等 ECS と Me 7 生 い | 了 EE 5 2 
は あわ て ふた だ た めき て 、 出 て 来 た 5 ん 。 ( 定 了 
17) こ は わ れ ら に と り て は いと 易 き 台 集 な っ 人 っ 
り 。 
を 上 に 了 0 メ ご 5( ン ン ッ > 、 セ プン ニー アラン バン ン 385 2 ン アン ッ ン 
MM と を よく 湊 知 す 。 と Me 1 の 4 の 
も あれ 液 は 、 役 等 - 強 いる 立場 に 非 ず 。 き 
ー 2 タ ェ の 8 販 トル 
れ ば 、 わ が 辻 告 を 恐れ る 者 に 、 ク ルアー ン こと う 3 と 9 8 員 
に よっ て 訓 戒 せよ 。 


注 12 41 : 10 一 13 委 照 。 

注 13 聖書 で 負わ せら れ だ た だ 不 追 徳 の 汚名 を 、 神 の 高 言 な 預言 者 か ら 取 り 除 くだ け で な 〈 く 、 神 の 尊大 ・ 神 加 と 
相 矛 盾 する 和 欠点 を 神 よ り 切り 離し て いる の が 、 ク ルアー ン の 特徴 で ある 。 聖 告 に は 、「 神 は 第 日 に 、 な きっ 
て いた 全て の 業 を 休ま れ た だ 」 (創世 記 2 : 2) と ある が 、 ク ルアー ン に 、 神 が お 疲れ に な っ だ た と いう 記述 は 何処 
に も な い 。 

注 14 「 召 集 者 ]」 ほ と は モハ ッ マ ドド 預言 者 の 事 を 指し て いる よう だ 。 次 の 数 節 に は 、 彼 の 指図 の まま に 、 い わ 
ば その 勤 場 よ り 出 で だ 人 人 々 に 、 彼 の 手 で 弄 の 再生 が も た ら さ る され た だ と 蘭 か れ て あり 、 こ の 内 容 は 、 前 記 の 推測 を 
在 付 け て いる 。 

注 15 [近い と ころ から 」 と は 又 、 モ ハッ マ ド 了 預言 者 の 声 が 荒野 や 遠隔 の 地 に は まだ 届い て いな い が 、 や が 
て は 受け 入れ られ る 上 訓 を 示し て いる 。 

注 16 [一 声 |」 と 上 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に よる 大 き な 声 で 呼び か が け と いう 意味 で も ある 。 

注 17 当 次 に 書か れ た 再生 は 、 ク ルアー ン が も だ らし て いる も の で ある 。 
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si" 


まき 麗 ら す 風 2 0 








あま ね な っ 才 1 9 〆」 う 
1. 慈悲 深 て 、 恵 み 記 (アッ ラー の 御名 に な い ーー テー の し っ 5 
穫 」 
了 みう 々 wan 
2. 種 を まき 散ら す 風 に か け て 、( 注 1) 〇 ぐう とっ oO!5 
人 ブラ スー 1 れる 
3. 荷 を 運ぶ 雲 に か け て 、 ⑤ り うら Jued 
う クゥ 9 タ 9 「 
4. 静か に 流れ る 川 に か け て 、 @! 時 
これ は ん ぶ 4 デ 
5, われ ら の 命 を 氷 じ て 之 を 頒布 する 諸 天 使 に (ccS25 
か け て 、( 注 2) 
ッ の (て 1 ン アラ タレ ン る る 1 
6. げ に お 前 た ち が 約 東 き れる こと は 真実 な 5。 OS の AAe め 
e 過 ちの 。 gkI en 
7. 審判 の 日 は 必ず 起 る べし 。 OPT ES15 
ャ キー 
8. まだ 北 多 の 軌 追 を 有 す 天 に か け て 問う 、( 注 3) の GMA1EE 朱 GOI に 
に ES 3 
9、 全 《 お 前 だ た ちの いう こと は 不一致 な り 。( 注 4) Gu 3 J5 KO 
注 - 37 斉 2 節 参照 。 注 2 も 参照 の 事 。 


注 2 2 一 5 節 の 四 節 で は 、 自 然 界 ・ 物 質 界 の 現象 に 対応 する 精神 界 の 現 旬 に 日 を 向け て いる 。 こ の 対比 は 
非常 に 際立っ て いる 。 四 つの 語 「 ま き 散 ら す 」「 運 ぶ 」「 流 れる |「 頸 布 す る 」 を 自然 現象 に 当て は め て みた 場合 、 
風 を 指す の で あろ る う 。 風 は 海 か ら 立 ち 昇 る 水蒸気 や 5 四方 へ 散ら し 、 還 守 を 運び 、 租 や か に 吹き 、 千 か ら び た 了 地 
に 南 を 降ら せる 。 を そし て その 地 を 、 芝 木 ・ 美 し い 花 ・ 甘 い ぃ 果実 の あふ れる 了 豊か な も の に 変え る 。 叉 、 精 神 面 に 
起き 換え て みれ ば 、 こ の 相 語 は 高潔 な 人 々 の 一 団 を 表し て いる よう だ 。 彼 等 は 、 モハ ッ マ ド 拓 言 首 か ら 出 る 魂 
の 泉 で 多く 飲み 、 素晴らし くそ し て 生気 を サ え る クル アー ン の 教え を に 付け た 後 、 アラ グ ブ の 備 地 へ 、 そ の 後 、 
東 に 遠 了 介 の 地 へ 赴き 、 役 等 の 礼 福 る れ だ 荷 を 運び 、 多 神 教徒 や 不道徳 な た 人 の 和 群がる 国々 で 神 の 啓示 を 広め た 。 
彼 等 は 剣 や 手 に する 事 な く 、 愛 と 平和 を も っ て 説い て 回 っ た 。 を それ は 」 度 、 優し 《 吹 き 、 枯 れ た だ 地 に 示 を も だ 
ら す 風 の 様 で あっ た 。 

沿 : 3 幾多 の 軌道 し は 、 天空 に 散ら ば る 惑星 ・ 在 星 ・ 柄 星 の 軌 道 を 指す 。 こ れ 等 の 天体 は 、 割 9 当て られ た 役 
宙 を 十分 培 わ ず 果 た し な が ら 、 各 々 の 軌道 上 を 漂う 。 万 い の 稚 域 を 侵す 事 な く 、 全 て が 一 致し て 村 造 と 所 動 の 
維 時 らし い 調 和 を 形作る 。 天空 が その 様 な 惑星 ・ 恒 星 の 軌 追 に 満ち て いる と 世に 知ら せ た の は クル アー ン で あ 
り 、 当 時 空 は 固定 し た も の と 信じ られ て いた 。 

生 4 前 節 に 示さ れ た 佐 大 な 天文 学 的 事実 は 、 ク ルアー ン が 神 の 秘 示 革 で あり 、 神 の 為 せ る 業 に 目的 と 調和 
の - 中 人 性 の ある 事 を 示す も の で ある 。 し か し 、 唯物 論 社 は 無理 な 理論 を 作り 出し 、 根 拠 の 秒 弱 な 推測 に あがき 、 
神 の 御 言葉 や モハ ッ マ ド 預 言 省 も 信じ ょ うと は し な い 。 
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ht キキ Oo っ お あ 
11. 呪 わ れ よ 、 路 つ きど も 、 Oo5533035 
12. 無知 の 深み で 真理 を 意 に 介 せ ぬ 徒 よ 。 osa し 3 と と の AN 
13. 彼 等 は 訳 く 、「 審 判 の 昌 は いつ な る か ? 1 と 。 @eS Go 
14. を は 彼 等 が 、 火 用 に お ける 受難 の 日 な り PPT 


15. 0 「 流 等 、 己 が 資 昔 を (GRWSDEYX lO SC325158 23 
ほくと 味わえ を 。 こ れ お 前 た ち が 供 人 選 せる も 


の な り 5」 と 。 
16. されど 義 し き 人 々 は 花彫 と 泉 の 間 に 住 ま Oo 3 っ の 8) 
絢 FL の 
* ミッ ーー を どー トモ モテ 了 - 251 ラダ テン 2 タ る 29 2 ン ッ タ 1 ン デュ 
17. 主 が 役 圭 に 賜 わ ん も の を 捧 受 し な が ら 。 現 ds っ 5 の 5 の 251 こ ど いら | 
世に て 問 行 を 積み なる が 故に 。 1 
どう し 
⑫ 〇 と oe 
0 5 - 〇 jst25 に ン u に ッ ク グレ 
18. 彼 等 は 日 項 夜 も 余り 妥 ら ず 、 MI っ っ AS pg 
い め い プー う 9。 ウ ブッ ラッ っ の デ 3 
19. 末 明 に は 赦し を 請 い 求め た り 023 


20. 彼 等 の 富 は 、 助 け を 求め し 者 と 之 を 求め ざ の CKTNGU 全 の 1 193 
り し 者 に ( 注 6) 頒布 きれ たり 。 
21. また 了 地上 に は 、 信 心 深 い 者 た ち へ の きま ぎ 


222w の 1 ゥ ン ラ 2 
の Ks こり | 83 
まな 福光 あり 。 っ ゆ lo 


22. お 前 だ ち 自 身 の 中 に も また 然 り 。 お 前 た ち の 6551 2 5182 
を それ が わか ら ざ る か ? 
し か 4 か て アン ラタン 22 。 委 2 アン ン ン 
23. 面 し て 天上 に は 、 お 前 た ちの 和 と お 前 だ ち ⑨ 〇 sue い 5 2 5 っ ぁ し 中 き 3 


に 約束 せら れ だ る も の あり 5。( 注 7 ) 
注 5 この 言葉 は 、「 豆 に 普 を 向け る 大 | と いう 意味 で も ある 。 
注 6 イス ラム 教 に よれ ば 、 富 裕 な 信者 の り 財 は 、 それ や 欲し が る 莉 に も 、 そ れ や を 滞 え な いも の 同様 、 正 当 な 
理由 が あれ ば 分 け を えら れる 。 こ の 様 に イス ラム 教徒 の 財産 は 、 抽 し き 者 に も 与え を ら れる 手当 を 周 う 義務 が あ 
る 。 それ 故 、 彼 が 同胞 の 必要 を 満た す 時 、 そ れ は 好意 か ら 出 だ もの で は な 〈(、 唯 、 相 手 に 対し て 負っ た 務 を 
時 た す 事 に な る 。「 助 け を 求め ざり し 省 ] と いう 語 は 、 言 外 の 意味 と し て 、 自 尊 小 "恥じ る 中 > 施 し を 求め ない 
(2 : 274) と いう 点 に お いて 人 気 し い 者 を 指し 、 信 一 つ 、 唱 の きけ な い 動 物 と た いう 芝 味 も ある 。 こ の 言葉 は 此 所 
で は 、 病 弱 等 の 理由 で 働け な い 人 を 指す の に 使わ れ て いる 。 
注 : 7 信者 に 向け られ た だ 勝利 E 繁 栄 の 約束 、 及 び 不 信者 に 対す る 修 告 。 


ー600 一 








は 、[ お 前 た ちの 言葉 ] が 真実 で ある 様 に 、 
アー ン が 正 真 正 鉛 神 の 啓示 壮 で ある と 示し て いる 


注 9 
注 10 


注 1 


11 : 70 一 71 参照 。 


15 : 54 同様 、 当 節 に お いて も 、 約 東 き る れ た 息子 は 、「 覧 い 男 子 ] と し て 記 る れ て いる 。 
で は | 目 容 な 卸 | と 呼ば れ て いる 。 前 節 の 記述 は イサ ク を 、 


虹 も 激しい 叫び 、 


この 節 に ある [叫び] と いう の は 、 


が 引き つる 事 、 引 き 付 け 等 を 意味 す る 。 


ー801 一 


維 れ も な い 事 実 で ある 。X、 当 倒 は 、 あ な た だ もち が 言う よう に クル 
と も いえ る 。 


一 方 37: 102 
後 人 節 は イシ ュ マ エル を 指す も の で ある 。 
流し ぃ い 圧し ち ・ 怒 り ・ 苦 悩 ・ 嫌 悪 や 往 結 に 顔面 


第 所 一 近 ル ・ ザ ー リ ヤー ト 
あめ つ ち 
24. 天地 の 主 に か け て 癌 う 、 そ は 真実 な り 。 お 飲 化 人 8] < レス Le てく 2 
M IN 
前 た ちの 言葉 が 事実 で ある 如く ( 注 8) ョ レッ 
の L 
⑯⑲ の ぐ を 
第 二 項 
25. ケ プ ラ ハ ム の 区 客 の 物語 を 聞か ぎり し G③CeUAAI ju る GoZdiUs 
か: の デメ 
26. を の 守 た ち ア プラ ハム の 許 に 来 た り て 、 去 る 3 < 多 備 に | (Et 
6 つ っ: 
、「 平 安 あ れ 」 と 。 ア プラ ハム は 彼 等 が ッ 了 
0 思い な が ら も 、 符 えて 云え り 、 oo5265 
「 あ な た だ が た の 上 に 平安 あれ 」 と 。( 注 9) 
27、 ア ブラ ハム は 静か に 立っ て 奥 に 入り 、 肥 え レン ーッ タン ヤラ ィ ン ン 
た 仔 生 を 持ち 来 た り 、 @ 以 ma 2 Aloi と b* 
28. 客人 の 前 に それ を 置き 、 云 た り 、「 召 し 上 ら 6 マイ フレッ イン グン 
So 8 6S% 放 5 2 
29. ア ブラ ハム は 役 等 に 対し て 胃 頂 の 念 を 抱け 人 8 イン 1926 て hc クン 。。 っ タッ レン 
585 の (ASS 22 (ここ 人 
り 。 する と 彼 等 は 、 去 えり 、「 居 れる な か れ 」 IP 9 
と 。 面 し て 、 皿 い 男子 が 生ま れる と いう 朗 ⑨。25 2 
報 を アブ ラ ハ ム に 伝 を だり 。 ( 注 10) 0 
30. す る と そこ へ 、 ア ブラ ハム の 妻 出 で 来 た より 。 レレ ン ラ ン 1 と っ ャ る ン 2 ょ の タン レッ MGIE 
て 叶 び 、 ( 生 11) を の 顔 を 打ち て 云え ぇ 5、 ピ ン % の Gb に dE 
「 夫 は 石 女 の 老 商 な の に !」 ト 。 の 2 を る 穫 
1。 竹 入 だ ち 人 は 支 えり [た だ と いそ 6 
3 と {1 タ 人 ぅ タ 人 る ・ の 2 で 6 
$ 、 こ は 主 の 思 し 台 し な り 。 げに 計 は 覧 哲 を GII 51 SSD OGAGY12S 
に し て 、 す べ て を 知り 給 う 」 上 ン ? 
(の 1 
932 プン フク の な ば は 鞍 ん り 、」 ころ で 、 液 等 使徒 6 パイ プッ 9 エン る フン ニュ ラン [ノン 回 5 
〇 | 2 くし る 
だ ちよ 、 あ な が か た 方 の 用 向き や 如何 ん ? 」 と 。 Jles Sd $ 
注 8 前 委 に 述べ られ た 出来 事 は 、 モ ハッ マッ ド 季 言 者 の 願望 で も な けれ ば 、 彼 の 起 像 の 産物 で も な い 。 そ れ 


0 は 云え り 、「 我 等 は きる 罪深い 民 の だ た め 


アル ・ ザ ボー リ ヤ ー ト 


ブン 3 


1 
900 Scos2 2 CU 
34. 我 等 が 派遣 され だ る は 、 そ の 罪人 ども を 0 ダレ ーッ スイ 
本 ン ッ ン ゾン 9 
飛 砥 も て 打ち すえ を ん が た だ ため な り 。 @ グ の 2 の へら ン " Je 
35. 主 自 ら そ の 著 ど 5 の 不 行 跡 を 印 せ し 飛 際 に ⑨ 〇 き 。 5 タ N Ofite 4 る る 
語ら 
36. わ れ ら そこ に 住む 信者 を 救出 せん と せ し oe5 らい S23 
二 の 3 いい ク こさ い 
37. を の 邑 で 信者 た り し 者 は た だ の 一 家 あ る に 6 ou CM 
過ぎ ざり き 。 - 
38. きれ ば われ ら は 、 を こ に 、 天 揃 を 半 れ る 人 々 AIOK0OSZ の 6 Get 和 W2 
の だ ため に 、 確 か な 跡 を 残し た り 。 ~ や い e> 
39. われ ら は モー ゼ に も 、 有 骨折 な る 権威 を 与え ! 1 タ っ を ちら 抽 MM no 
ン 0 に 外 う 
て ファ ラオ の と ころ へ わ し た 時 、 有 奇跡 を 用 ン (の ②"9 る (3 
ぅ っ タダ 
授 ! けた 馬 9 (NLA2 
ググ "ンジ 
寺 NL の タマ っ ス ( ン "/ 
40、 然 る に ファ ラオ は 、 己 が 成 玲 を 司 絆 する 余 の の SS 2 2 3 
っ グ ーー デン 
り 、( 注 12) モー ゼ に 向っ て [妖術 使い か 、 
度 い は 狂信 な り | と 均 え を り 。 
ウタ トラ ミラ ング ど 2 タタ ンク 1 ネン イン 
41. きれ ば われ ら は 、 フ ァ ラ オ と を の 軍勢 を うち うる 1 の 602 52 が そう 
ひっ 捕え 、 海中 に 投じ た り 。 そ は みな 身 か ょ っ 
ら 出 た 錆 な り 。 ル し cw 
に 3 に て * う レン テ っ 2 フゥ グッ レッ パン 
42. アー ド 族 に も また 然 り 。 そ の 時 われ ら は 茜 の Ss21 6 Le85 
風 を 彼 等 に 吹き つけ だり 。 - 8 
6 を の 上 いみ みる や 、 何 も の も 59 バナ ペー の 9 を SS 
て を ぼろ ば ぼろ の 骨 の 如く に な せり 。 の 
44. サム ー ド 族 に も また 然 り 。 を の 時 彼 等 は 各 DSIOU8GU 12 き 3 
げ ば られ だ り 、「 東 の 間 を 楽し む が よい | と 。 ^ 


45. 然るに 彼 等 は 主 の 命 


> タ レン まかせ 20( し 4 レン ッ ン プン 
多き 見 つめ ゆる 間 に AAL Aoe で 9 の lo 
dy 宛 つ ロ l【- 、 


デラ 9 タッ ン 


②⑳ い 5 


寅 な 人 符 の 


に 避 ら いた だり 。 吉 竹 ば 
か ず ち 
筆 彼 : 


用 等 を 襲 いた れ ば 、 


上 


注 12 ここ で の 「 成 勢 ] は 、 支 え 又は 援 助 、 権 力 と 抵抗 、 親 族 ・ 仲 間 、 援 助 上 訪 を 与 える 人 、 
意味 が ある 。 

注 13 神 は 万 物 を 対 に し て お 作り に な っ だ 。 この 対 は 動物 だ け で な く 、 杭 物 や 無生物 に 
な も の に も 対 は ある 。 天地 る えも 対 に な っ て いる 。 


も 存在 する 。 駐 精神 的 
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紀 有 4 十 一 融 アル ・ ザ ー リ ヤー ト 
た あ た 
4 ト ゴ ーー っ 到 じ こる を メ テ E」 @ び P の 4 9 W ン 
46. 了 E つ 能 わ ず 、 ま た その 身 を 守 5 得 ぎり 2 し 3 いら 3218UG2 3 
お うこ し か 
の ー テ すゝ > ぶた 守り ! 不 徒 に 須 ww v クッ ッ ぅ リン 5 て の 355 の Y 
47. 往 古 の ノア の 民 も また 然 り 。 彼 等 は 不 従順 @OGt | 6 
な 民 な りき 。 
中 二 項 
48. ね わ ね ら 早 力 る 上 ノミ ! 上 る = 2 ター っ 2 ゅ ア ッ ン ント, 
れ は 合力 を 以 て 天 を 誕 り 7 り 。 げ に わ ② 〇 SN12 
和 れ ら は 広大 な る 力 を 有 す 。 
49、 わ れ ら は まだ た 大 地 を うち 広げ た り 。 を の な 人 ⑲ タス 2 も プー の? て る 
⑨OsOeJLSs3 0 ! 
ん た る 素晴らし きよ ! うら 
50. わ 紀 5 ら は また お 前 だ ただちに 式 上 せ し めん が た ン を レン に と ンタ ンプ フス と 
め に 、 す べ て の も の を 睦 雄 の 番 に 創造 せり 。 6 ご ツタ な Ce (の ゆら うう 
( 注 13) 
に + ば 液 等 、 る い 1) で の > ん の 2 ンタ ッッ タク タ 5 ン つる ン 
91. さる 衝 ば 液 等 、 ア ッ ラ ー に 加護 を 水 め ゆめ よ ょ 。 け ⑤ Ou アム 2) 1 2605 め 
NM より の 明 自 な る 艇 告 者 な 
り 。 
ぁ だ し が み 。 ほう し め 2 、 の タッ シン. = 1 1 タク ンズ 
52. 人 ! 神 を 素 部 する なかれ 。 ア い お と し ヤセ 41 の IEOHO も に 
に 我 は アッ ラー より の 明白 な る 牧 『 和 午 な る ダ 。 る 
り 。 @ 〇 AA 
RS ie 9 まる am CA za200 ジャン っ リン 
59. 彼 等 以前 に 追わ され た 使徒 も 一 人 と し て 、 125 532%5522 の No ds 
信人 ss テ ュ に 人 ンク イー オン ン 
| 妖術 使い 、 さも な (ば 狂信 ] よ ょ と 去 わ で の タン とる 4 
ざる 者 は な か りき 。 (の 1GYC ま ) ま つい 
ー の m 1 ロ - ] 還 古 と で 2 @ ぅ 2 イン で 〆 ア ンプ 
< 和 EIB: ゃ 1 ュ ゝ の グゥ 5 ダッ ペ し 人 し メス 
54. 彼 等 は この 区 度 と 世 々 鞭 し た る ヵ / 杖 9 の OU 2465 IAKT 
り 、 彼 等 は みな 不正 不 且 な 民 な り 。( 注 14) 
うぶ ヶ っ dS 
55、 き れ ば 役 等 を 願 み る な 。 液 は 彼 等 の 所 楽 の し CS 2c OS 
皿 任 な し 。 
に コー キー ド アグ メタン っ どる 
56. だ だ 訓 戒 し 続け よ 。 げ に 訓 戒 は 信ずる 人々 の の っ 0 結っ り Ni OM 55 
の た だ た め に な る 。 
ジ ー ン ET ヶ の うー の ョ グル 1 
57. わ れ 、 妖 壮 と 人 間 を 制 り し は 、 わ れ を 昧 散 の oO 6s00CSEC3 
せしめ ん が た だ た だめ な り 。 ( 注 15) 
注 14 いつ の 世に も 、 神 の 使者 に 向け 6 れる 間 部 は 人 選 通っ て お り 、 あ る 世代 の 不信 者 が 、 司 ビ 正 次 を 結 り 返 
す 様 に 、 UNE て いる の で は と 上 思わ され る 程 で ある 。 
往 15 ここ て 類 * は 選 長 、 人 間 は 康 民 を 表わし て いる 。「 崇 散 」 よ いう 語 の 第 一 状 は 、 神 の 戒律 に 従い 、 そ れ 
と 完全 に に - 休 と な る 中 で 、 持 て る 力 を 最大 限 に 発揮 し 、 正しい 宗教 の 規律 を 従う 事 で ある 。 その 日 的 は 、 神 の 
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1 写 ァ デ 
58. われ は 彼 等 に 糧 を 求め " ず 、 わ れ を 閥 わん こ @⑳2 Ke リタ 4 の 
と を 求め ゆず 。( 注 16) CS3 29923 の クー ジロ 
59. げに アッ ラー 御 自身 こ を 俺 大 な 養い 手 、 カ 31 計 4 グン 
OCNIE1 Sc951 1 
: 成 力 の 主 な 9 edys9y GOD5 0 
60. 今 よ ま か ら ぬこ ま を な す 徒 佐 は 、 昔 、 彼 等 の = >。+ っ 1 25633 36 
みろ eoot ち っ 2 っ AE OAD 
めし 悲運 と 同じ 個 命 と 相 成 ら ん 。 2 9 に 
れ ば 役人 等 を し て 、 わ れ に 懲 前 を 催促 せ し oe 
人 52 
61. 秋 い な る か な 不信 心 者 斐 、 を は 彼 等 に 約束 ンタ フッタ っ NUMe 衝 3 
OL G906655 tt 人 を y 
せら れ た る を その 日 が ある が 故に 。 6 2Ce Ob ウッ も 
影 絡 を 受け 、 我 身 に 神 の 属性 を 表す 事 で ある 。 こ れ は 、 当 侯 に 述べ られ て いる 人 包 り 、 人 間 が 作り 出 き れ た 借 大 


2 これ を 成し遂げ る 事 が 真 の 神 へ の 崇拝 と な る 。 神 を 求め る 様 自 ら を 駆り 立て 、 神 の 
範 意志 に 完 に 従 の 0 に いと いう 高尚 な 太 望 を を その 生 に 起こ す 事 の で きる 能力 こ を 、 神 より 授 っ た 力 の 内 最 ぅ 高 
な る の で あり 、 大 間 は 外 拘 内 的 才能 を 駆使 すれ ば 、 こ の 事 を 理解 で き る 。 


注 16 し 現 の 大 が 、 自 ら の 大生 の 高い 日 的 に 向い 巡 耐 冶 く 歩み を 人造 ゆ る な ら 、 彼 の 行為 は 神 宅 他 の 如何 
失 衝 6 す BNHR 作 2 
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アル ・ ト ウッ ウール 
(メッ カ 芯 示 ) 


1 慈 起 深 く 、 取 み 病 く ア ッ ラ ー の 御名 1 - おい Os AA っ 
堆 
” ッ 2 アコ 
2. か の 山 に か け て 。( 注 1) ②⑰%8J15 
和 556 コン 
3. 書か れ た る 経典 に より て ( 注 2) の 95 CS う 
4 うち も 広げ られ た る 学友 紙 に 。 SG と 8 
(② の の と の 用 ン 
う 2 タッ ン ウ の ッ ン 
5. 盛況 を きわ め る 聖典 に か け て 。( 注 3) OCTIICYAIE 
て ん が い コ 2 こら トン 
6. 高々 と 持ち 上 げ ら れ た だ る 天 著 に か け て 。 Oles1 う 
みな き わ お だ つみ リ ッ タ トリ の 
7 潜る 人 索 にかけて 。( 証 る) 〇 っ auJ19 
うり ゆ s ファン の ッ ア アン 放 
8. キ の 箇 岡 は 必ず 起こ る 。 〇 ぐら > lug の 1 
な ん びと これ うー* の 6 々 る 
9. 何人 も 之 を 層 陸 け る こと 能 わ ず 。 ③@ め oz 0 
クッ ン 所 クタ ョ タマ る ング 
10. その 日 天 は うち 有 震 え 、( 注 5) Oo 氏 29 8 
2 22 る る 
11. 山々 は で ら で ら と 揺れ 動か ん 。( 注 6) oe と CSU AA う 





注 1 宮 右 の 哲学 及び 重要 性 に つい て は 371 2 を 参照 の 事 。 

注 : 2 クル デー ン 又 は 、 モ ー ゼ の 人 筆 法 を 指す が 、 お そら く グル デーン の 事 で あろ う 。 

注 3 エル サレ ム の 寺院 、 ええ は いずれ か の 礼拝 堂 、 こ の 言葉 は クル アー ン の 中 で 、 人 の 集まる 所 (2 : 126)、 
草地 (5: 3 ) 、 回 な る 寺院 71 2)、 巾 緒 あ る 所 (22 1 30)、 安 全 な 街 (95: 4) と 記さ る れ だ カー バ 神 暴 を 指 
5 も の で あろ う 。 

守 4 「 み な ぎる 海 ] と は 、 フ ァ ラ オ と 彼 の 強力 な 軍 が イス ラム 人 を 追跡 中 に 沈ん だ 紅海 、 又 は クラ イシ ュ 
の 全て の 指導 者 が 殺害 きれ だ 、 ア ル ・ バ ハル ( 海 ) よし て 知ら れ て いる 、 バ ドル の 戦場 を 指し て いる よう だ 。 
注 : 5 その 日 、 天 の 軍勢 は 揃っ て モハ ッ マ ド 頒 言 者 の 昧 方 と な る で あろ う 。 そ し て 、 バ ドル の 日 に 、 そ れ は 
実現 し た 。 

沖 6 神 の 審判 の 下さ れる H、 不 信心 者 の 指導 着 達 は 悪し い 結末 を 迎 ん る で あろ う 。 彼 等 は 原 の 前 の も み 毅 
の 様 に 吹き 飛ば され る 。 あ る い は 当 節 は 、 当時 の 大 帝国 が 崩 境 する と 述べ て いる と も いた る 。 当 節 及 び 前 節 は 、 
占 く 大 落し た 制度 が 一 揺 き れる 前 に 、 新 た な 牧 序 が 生ま れる 事 を 暗示 し て いる 。 こ れ ら の 節 は 、 裁 き の 日 を 措 


す よ も 受け 取れ る 。 
05 


窪 ト ーー. 癌 


1 有 M 


3。 


14. 


を の 日 、 長 理 を 拒否 せる 者 ども に 災い あれ 、 
くだ ら め ぬ 識 論 を 事 と せる 徒 並 よ 。 


を の H 彼 等 は 
き 落 さる れん 。 


、 地 獄 の 火 の 中 に 容赦 な く 突 
( 注 ? ) 


アル ・ 


リン 21p ・ あれ レン の 


ッ ン ? 

(ゆい 3 レン デン りり くめ IVE 
29 ノ イン 。 ッ プ ら * 2 フッ 人 
(②③ いら ぷう 5 らち いみ ほっ ご ん いり 


ーッ ん ンタ レッ ン 


クン と ン イ レレ 6 
@ ゅ > と 5 9 と OS の 9 っ 


15.「 こ は ぉ 前 た ち が 、 日 順 炭 令 な り と せる 業火 OKUIAILT い 
な り 。 
16. こ は 妖 術 か 、 そ れ と も お 前 だ ちこ れ が 見 え マン ッ タ kW タッ ツン 
6 5 ( OS る し at AM > 
ざる か ? ン 
や これ 
17. 液 等 この 火 で 然 か れ よ 。 お 前 だ ち が 之 を 妃 AO 9 ん 26 は 33 
「 NYA LC 
ぶ も 忍 ば ざ る も 、 そ は 同じ な り 。 お 前 た ち 15 
am 7 と 
は だ た だ その な し きだ た る こと の 報い を 受け る の 65 0 も 6538 の 
の み 」 
た だ ブリ ーッ ダ クイ る 29 
18. げに 義 し い 者 は 、 花 彫 と 至福 の 中 に 住み 、 ② うう GS 
2 2 タダ みう エラ ラン ァ クタ る ン タロ イン,。 
19. 主 が 彼 等 に 賜 た える も の を 楽し まん 。 面 し て る る へ る を ら うう な の の っ る の 1 C。 Sa 
ギ は 、 業火 の 責 苦 か ら 彼 等 を 救 わん 。 Nr 
eedl っ lOe 
9 と 本 py は ツ タラ ゥ ンプ っ ク > デ ノ 2 
20、「 こ は ち ぉ 前 た ちの 行為 に 対す る 報い な れ ば 、 OTN KICS いる る 1 翌 
食い か つ 飲 め 、 胃 
, Ne PT > の 2 クタ っ タトゥ アン ン と リン ン ラ うる 
yE つて > る 拝 ー を 店 な が う 6 へ 
21 並べ られ た る 指 球 に 身 を 横 た えな が ら 」 わ 22 を >35275 人 65 5 Op 
れ ら は 彼 等 に 、 肌 し き 瞳 も ゆ 処 女 を や め あ わ 
せん 。 ( 注 8) ⑤⑥cAg 
注 7 当 節 は 、 不 信心 首 の 罪 が 確定 し 、 悔 恨 の 時 が 過ぎ た 後 の 彼 等 の 状況 を 描い て いる 。 
注 8 ここ で の 「 め ゆめ あわ せる] 上 いう 語 に 対応 する アラ ビア 語 は 、「 彼 は ある 物 を 別 の 物 と 組み 合わ せ た 。」 
は 「 彼 は それ を 同種 の 物 に 結び 付け た 。」 と いう 意味 で ある 。 フール (処女) は 白 日 の 部 分 が あく まで 肌 く 、 
黒 日 が あく まで 暴く 、 身 体 の 他 の 部 分 も 非常 に 身 て 美しい 人 を 指す 。 


死後 の 生活 と は 、 現 奉 の 生活 を その まま 表し た に 過ぎ ず 、 来 世に お ける 培 酬 や 前 は 、 
る 。 大 国 や 地獄 は 、 別 の 新た な 物質 究 を 意味 する の で は な い 。 知 党 で き 
それ 等 を 物質 的 な も の 称し て も 構わ な い が 、 
この 世 で の 係わり が 米代 に は 足かせ と E 号 る で ある う 。 現世 の 長 如 は 炎 と な っ て 鮮やか に 見 え 、 
る 愛 は 来世 で ワイ ン ヒ な っ て 表 わ き る れる 。 この 様 に 、 
示 実 ・ 斑 座 ・ 


仲間 を の 他 色 々 な 物 が ある が 、 


それ 等 は 、 現 世に お ける 拓 


天国 に は 、 寿 ・ 
それ 等 は この 斑 に ある の と 同じ 物 で は な く 、 


志 世 の 行為 の 反映 で あ 
きる の は 事実 な の で 、 そ うし た け 和 れ ば 、 
青 神 的 事実 を 具体 化し た だ け で ある 。 
信者 が 神 に 捧げ 
・ 蜂 密 ・ 所 の 肉 ・ ワ イン ・ 
現世 の 生活 に お ける 


小川 ・ 


ミッ ル グ 


精神 面 を 表し た も の で ある 。 上 記さ れ た 「 め あわ せる ]、「 処 女 」「 暗 】 は 、 天 国 で 、 神 の 高潔 な る 下僕 が 、 顔 が 


まばゆい 程 の 心 の 美しき で 薄く 清らか な 友 と 間 せ る よう に な る と 示し て いる 。 又 、 


を 得る と いう 注 味 で も ある 。 


彼 等 は 美しい 娘 、 つ まり 妻 
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トゥ ー ル 


規 五 一 事 デル ・ ュ ト ウー ルレ 





22 . 


23. 


24. 


29 . 


20 . 


2/ . 


28 , 


の 9. 


信仰 す る 者 、 並び に その 先 宙 の 信仰 を 継承 [レッ ? 人 2 22 レ る 5 > エン > る ノレ 
MP は 、 わ れ ら 之 を 楽園 で 一 緒 に きせ チー ンチ SIKOIOAN 


ゝ 〆 ノ > = うろ 12/ ア ーッ グ の ZZ タダ う ン タン 
人 ・ (9) また われ らち は 、 彼 等 の 芝 を い 2 の 2 の 作 2 kT 


さる か も 減ら き ざ る で し 。 人 は みな 巳 が な 6 る ッッ ン 
タ デ 
せる こと に 対し て 次 め を 負う 。 ( 注 10) (ICM の 1 あら 2 
に る 写 ) - 2 に きす ょ 時 店 大 - 品 。 デ タン 5? ン 届 区 て の と 々 
われ ら は 徹 等 に 、 徹 等 の 痛む 果物 や 内 を の 25(s 5 2 お 30215 


ip 

彼 等 は を こ で 互 に 和 次 の や り と り を すれ ど (OPCOE る YK ン う 。 アラ プイ [アン ン 
ま 。 な し 。 MO CVSo ON 
還 子 ら 行き 巡り て 彼 等 に # 全 仕 せん 、 を の 28246EL 2 る 過 7 
無垢 な る < こと 秘 大 る きれ た る 真珠 の 如 し 。 に 


2 
(の IGT* 
彼 等 相 い 短 ち て 、 訳 ね 合 う 。 CIOKPIKGB YOS 
彼 等 は 云わ ん 、 「 以 前 、 我 等 家族 と 共に あり CRY4U 80S 衣 


し 時 、 ア ッ ラ ー の 審判 を 恐れ た り 。( 注 11) 


し か 
@ た る に アデ アッ ラー は 我 3 に 率 悲 を : 8 0 2 あど デュマ ノン 952 ン アイン 1223 
の ど 王 れ 風 ② 電 (< に 


Oc = 
の 稀 六 より 我 等 を 救い た り 。 8 063 
そ は 以前 、 我 等 が アッ ラー を 社 リ 計 人 も 導 タン 123 4 2 ン 
9 め Ui の 1 
を そ 。 げ に アデ ッ ラー は 起 み 深く て 、 情 け 深 い 御 2 = Ali SS 人 5I & 
まり 


死後 の 世に お ける 報 本 や 前 の 本 質 を 理解 する に は 、 来 世 が 現世 に 結 t て くも 5 の で ある 再 を 心 に 留め て お か ね ば な 
ら な い 。 大 の 玩 が 肉体 を 離れ る や 新た な 身体 が 授け られ る 。 それ は 、 身体 無く し て 魂 は 上 せ ず 、 府 補 を 受け 
らら 必ず 、 双 痛み を 感ずる 事 も で き な い か ら で あ る 。 新 た な 身体 は 、 こ の 世 の 魂 の ご と 優れ て 美しい も る の で あ 
る 。 新しい 身体 の 形 や 特質 は 、 現 提 の 我々 の も の と は 全く ( 思 な る の で 、 来 揚 に な ける 報酬 や 懲 同 の 本 質 も 、 我々 
の 起 後 を 越え を る も る の で ある 。 こ の 事 を クル アー ン は 32: TE18 節 で 述べ て いる (32 : 18)。 又 、 モ ハッ マ ド 和 預言 者 
は 次 の 様 に 語っ た な と きれ る 。 如何 な る 日 も 天 の の 思 を 見 た 事 は な く 、 如 何 な る 耳 も それ を 閉 い た 事 は な く 、 又 、 
如何 な る 人 の 心 も それ を 感ずる 6 帯 は で き な い ( ブ ハ リ )。 天国 に は 、 罪 、 軽 率 で 無 意 味 な 会 話 、 双 我 々 の 知る 内 
価 の 快楽 し いう ふぁ の は な い が 、 平 安 と 神 の 喜び に 満ち て お り 、 こ の 事 が 、 ク ルアー ン に より 正義 ある 者 に 伝え 


約束 きれ だ 通り 、 天 国 を 光り 輝 か せ る の で ある 。32 章 18 節 ぅ 参照 の 事 。 
9 前節 に お いて 、 高 源 な る 者 に 純潔 に し て 美しい 妻 が 授け られ る と 述べ られ て いる が 、 当 節 で は 、 彼 等 


に 子 会 が 授け られ 、 そ れ に より 彼 等 の 喜び は 完全 な 5 の と な る と 書か が れ て いる 。 


注 10 


上 英 ある 者 に 係わる 事実 は 、 不 信心 着 に は 全く 〈 当て は ゆめ られ な い 。 自 ら の 知行 が あっ て こ を 、 天 国 に 


その 場所 を 得る 事 が で きる の で ある 。 


3 


本 分 の 意味 の 他 、 当 節 は 次 の 様 な 事 も 示し て いる 。 「 敵 に 包囲 きれ れ ば 、 相手 の 育 し が 時 と し て 入 々 を 


谷 か す 事 も あろ う 。 し か し 、 今 我々 は 、 ゆ る ぎ な い 平 安 を 得 て い る 。] 


0 
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張 一 項 
3 ん ちよ う 


お ん ち 
20 され ば き と し て や れ 。 主 の 買 功 に より て 、 ⑥⑯ AN AZ 2 ンク フッ 、 の タス ンス ゥ み ニ ズ ィ 
ぱく ぜ い 8 うり ら う し OHYCNCYCA > と こつ 
液 は トト 徐 者 に 非 ず 、 ま た 狂人 に 非 ず 。 うっ いっ 学び 


31. rh 0 PP 我 等 は 、 時 が 間際 の も OS 人 e は の 9 旬 
ーー 0 ke Po 9 ya ee 了 E 8 2 

(5 
34. 彼 等 は 云う 、「 彼 を れ を 提 造 せり 」 と 。 然 6 OS JCAR35 958 


9 人 失 WiNDMBS 6 
35. も し 彼 等 の いう こと が 真 な 6、 彼 等 を し て の Ba12053 ら 2O ク 5 
か く の 如 き お 告げ あや も だ た ら る し め よ 。 2 5 


36. 役人 等 は 無 意 味 に 創 ら れ だ る か 、 そ れ と も 人 彼 ンク 1 ター ゅ タック タク タン 。 クル る 
等 月 身 が 創造 者 が る が ? NN ププ ビン ンー アリ 
7、 彼 等 は 天地 を 創造 せ する か ? 藻 、 役 等 は 魚 CA 4 
造 者 を 信 ぜ ず 。 
38。 彼 等 は 主 の 室 を 所 持 す る か 、 そ れ と も 、 る 2 1 er DS 2202g ス 1 


の 守護 者 な る か? ン 
は し ご 考 
39 彼 等 に は 天 に 否 る 和 子 が あり 、 そ れ で 登っ 22 の こし GA らら ク に 2 


て 神 の 言葉 を 補 み 聴き し 得る と いう か ? oO あい 

然 ら ば 、 そ の 聴取 者 に 確か な 証拠 を も だ ら CD 1 

の ( 注 14) 

テッ ラー は 表 デ 生前 か も は 自 子 二 い ュ ン っ タン 31 多 
AU. アッ マツ は 娘 で 、 お 前 だ ち は 上 息子 が 【 る と ぐつ 1 が (3 1 40 多 


な ? ( 注 15) 


注 12 不信 心 者 は モハ ッ マ ド 聞 言 者 を 、 未 来 に 関し て 空想 に ふけ る 詩人 、 無 邪 葉 な 入 の だ まる れ 易 き に つけ 
込む 再 い 師 、 あ る い は 大 ば 6 吹き と 呼び 、 早晩 彼 が 悲惨 な 結末 を 迎え る と 期待 し て いる 。 し か し 役 等 は 最後 の 
の 日 を 迎え る まで 、 を の 央 待 が 無駄 ある 事 に 気付 か な いで あろ う 。 時 の 流れ の み が 、 彼 等 も モハ ッ マ ド 
預言 者 の 聞 の 問題 を 解決 し 得る の で ある 。 以 上 上 の 事 を 当 委 は 吐 示 し て いる 。 

注 13 彼 等 が 道 を 誤っ だ り 、 折 制 を 央 い そら 6 言 に か ね けっ だ り 、 神 の 御 言 葉 を 拒ん で 全て の 波 に そ ぢ むい た の は 、 
役 等 自生 に 短め が ある の だ ろう か 。 

14 。 も し 不信 心 者 が 天国 の 秘密 を 知っ て いる な ら 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 神 に 任命 され だ 使 首 で な いと いう 
彼 等 の 主張 を 立証 きせ て みよ う で は な いか *。 

注 15 。 神 が 息子 を な 持ち だ と いう 事 で すら 唯一 神 に 也 盾 する と 当 節 は 述べ て いる が 、 不 信心 攻 は 大 肥 に る 神 
の 娘 を 存在 する と し て 特定 化す る 。 彼 等 は 、 娘 の 出生 を 、 不 名 準 の 衝 叩 と みな し て いる か ら て ある 。 


ーー ゥ Um 


ME AE アル ・ ト ゥ ー ル 





41. 流 が 彼 等 に 報酬 を 求め る あま り 、 役 等 は る トン ン 2 る ッッ イッ ガン 
の 債務 の 重荷 で 打ち ひし が れ た る か ? ( 注 16) ⑨ 〇 3 の 5 3 ICO の 1 


これ ク 
42. 彼 等 は 天地 の 秘 儀 に 良く 通じ に 、 之 を 書き 記 0OPG2 2 て 9| る あい く a 
し 得る 知識 を 有 す か ? - 


43. 彼 等 は 策謀 せん と する か ? され ど 、 を の 2 と ン ッ ラク 2 の 9 ぁ ン 
ョ か | る! CN メ 
策 に か か る も の は 、 信 せ ぎ 4 役 等 自身 な り 。 PKG ASIA ぐら し | 


44. 役 等 は 、 アッ ラー 以外 に 神 を 座 ず る か ? 4 の 2 ンタ!、 っ タン ン 
彼 等 導い (o7 が が じい 池 い 4 06 4 し AS 


上 に 吉 然 た る アッ ラー に 栄光 あれ ! 

る 守 a PS 。 こり ぁ E の し メー と 内 
45. 役 等 は た と 犬 の 角 カ 月 注 す る マ 錠 る と RFC の 4 も ゃ o! 
5 、| こ は だ だ の 密 な り 」 と 計 わ ん 。( 注 17) 


QCe 2 


の シィ 

of 

45. さ れ ば 、 削 に 灯 た れる その 日 ま で 役人 等 を す ⑯55 に 2 2 アタ っ Go11222 アタ ファ ス ぅ 2! ノレ 2501 
Po ん 9( ら いい bo の) 


て お は け 、 

47. 役 等 の 策謀 が すこ し も 彼 等 に 役立た @ の 5 衝 74 * 了 る 2 て 
彼 朱 計 培 5 彼 富 同 9 95 Az AS り 2 
つ 助 けら れ ぎ る を その 昌 ま で 。 


ーー = て - テロ FTT / ノ デ ロ 3 gd 
48. 蛋 事 を 行う 之 開 に は 、 こ の 外 に も 、 鍛 机 あ GE の 085 
り 。 きれ ど 、 PWR ンジ イッ ン ン 
OO 


49. され ば 六 、 妨 び て 二 の 審判 を 待て 。 液 は ま 0 る を 2 し 955 人 あと 。 13 
らし くわ れ ら の 眼前 に あり 。 眠り か ら 醒 め の 
た 時 、 主 の 栄光 を 称揚 し 奉 れ 。 ( ま 18) 8 客 る 。 あ 
50. 曽 し て 夜半 に も 、 ま た 星 落 つる 時 に も 、 流 3J 才 oe3 8 
Mk 電 3 34 合 ら MO23 も 
アッ ラー を 護 美 し 寿 れ 。 





注 16 当 節 は 不信 心 者 の 良識 に 訴え 、 彼 等 の 道徳 的 ・ 精 神 的 幸福 を 心から 願っ て 、 モ ハッ マ ド 了 預言 者 が 役 等 
を 止 王 の 道 に 招 じ に 、 し か も その 労苦 に 何ら 見 返り を 求め を な いで いる 時 、 同居 破 等 は 彼 を 受け 入れ な い の か と 回 
いて いる 。 


汗 17 不信 心 者 は 、 例 え 自 ら の 頭 1- に 空 が 落ち て 下る の を 事実 日 の 当たり に し て も 、 そ れ を 「 密 堂 ] の 形 を 
し だ 神 の 恵 と 己 れ に 都合 の 良い 解 収 を する で あろ う 。 それ 程 ま で に 不 注意 で 油 過 し て い る 彼 等 の 事 だ か ら 6、 神 
の 時 機 を 得 た 合 告 を 得る と ころ も な い の で ある 。 


生 18 我々 の 保護 の 下 (5 : 68)。 


ー6809 一 





アル ・ ナ ジム 


(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね みな I 
1. 慈悲 深く 、 思 み 仙 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い aol SA (4 


る コン 12 ト ラ る 
2. 沈み 行く 星 に か け て 、( 注 1) OCYY 1 プ で 1 


ょ よっ HE 平民 に 3 役 ら な で 1< リ ン ン ( ン ヤン 
ぢ 町 だ ちの 仲間 は 詩 ら ず 、 まだ 誤 う \ー と よ の 上 ek ら 5 2 タ (Lo し 
し 。( 注 2 ) 本 


ゎ ^ 
ピロ Nm し タ 
4. また 思惑 で 語る に 非 ず 。 の seoe Sb いら 


も | 


5. を は 神 より 啓 示さ きれ た る お 告げ に 外 な ら の 。 SKI 
( 注 3) CO 
5 に RF 3 ッ 1 る 8 クゥ スィ と スン 
6. 俸 力 の 主 が 彼 に 教え 授け た り 。( 注 4) の と UPG も を いい 


7. そ は 短 力 衆 に すぐ れ た だ る 御方 な り 。 き れ ば 
王 は 、 一 切 を 支配 す 。 
6 es ム 
8. その 時 、 主 は 、 地 平 線 の 高き と ころ に 立ち CNTLLSS WU くる 
て 、 北 示せ り 。( 注 5) ooe り ゆうゆう 


リ 1 デッラ ン ら 。 ン ぅ ダ 
志和 


9. 次 いて 項 店 者 は アッ ラー の を ば 近 て (引き 寄 人 CHG 電 て 
せら れ 、 ア ッ ラ ー い よい よ ょ 近づき て 米 臨 し りこ 5 も > る っ 


が が: ま MS ED ) 
潤 1 アナ ジュ ム は 恒星 又は 茎 の 無い 植物 し いう 意味 で ど あ る 。 し か し 周 有 名 詞 と し て 用 いら れる 時 は 、 プ ン 
イア デス 是 団 を 指す 。 ' 
注 : 2 モハ ッ マ ドド 預言 者 の 語る 理想 や 原理 は 山 違 っ て お ら ず ( 彼 は これ まで に も 間違い を 犯し た 事 が な い )、 
駐 、 彼 は それ 等 の 原理 か ら を それ た だ 事 も ない 。 こ の 様 に 、 彼 の 高尚 な 理想 及び その 実現 方 法 に 関し て 、 彼 は それ 
を 身 も も っ て 表し た 確か な 指導 者 で ある 。 
注 3 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 の 族 が が 神 か 5 出 だ な ち も の で ある と 述べ て いる が 、 先 の 二 節 で は 、 彼 の 世 示 
が 、 決 し て 狂っ た 心 に 生じ る 幻 六 や 、 人 の 信 望 及び 得意 の り を そそ の か し に よっ て 生 ビ る 考え で は な いと いう こと 
を 暗示 し て いる 。 
洗 : 4 クル アー ン は 強力 な 嘱 示 書 で あり 、 そ れ 以 前 の 啓示 書 は 全て タル アー ン を 前 に し て を の 重要 性 は 薄 6 
7 
注 5 神 が 、 栄 光 と 尊 成 を ちっ て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を 午 わ し た 吐 、 彼 の 精神 は 最高 位 に 倍 し だ た 。 あ る い は 
当 争 は 、 イ スラ ム 教 の 光 が 、 全 世界 を 妥 ら す 事 が で きる 様 に 非常 に 高い 所 に 上 げ ら れ だ た と 述べ て いる と も いえ 
る 。10 払 も 委 照 の 事 。 
注 6 | 米 臨 」 と いじ う の は 、[ 彼 、 は それ が 降り て 来 た だ | ある い は 「 彼 に 近付い た 」 を 意味 する 。 当 節 は 、 
モハ ッ マ ド 聞 言 者 が 神 に 近付き 、 神 が 彼 の カカ へ 自 を も かがめ られ だ と 示し て いる 。 又 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 神 の 


ーー 
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10. その 隅 だ る こと わずか に 弓 の 以 二 つ 。 い ぃ や て ライ ッ 2 フー タン うる ニン [ ン ン ェ ンプ 
| “ < ン 
それ より も 近 き と こ ろ な り 。( 生 7) CCPUECCIO2 
1 カト ペ て アッ ラー ト は 、 その 僕 に 向っ て 、 記 示 
1P | 
の 第 を 降 し 授け た り 。 @ リン ^ 9 dL と * 信 
計 0 ー + ルー オン テイン 
12. 項 言 者 の 心 は 、 選 れ の 見 だ も る の を 偽 6 ぎ ざ b @e5 し 3 独 く CO しろ 
( 注 8) 
13、 お 前 た ち は 類 言 者 が 見 た なる こと に つい て 、 っ 2 し 叶 358 4 
彼 と 論争 せん と する か ? 
に フー 13 4 [? 2 ン ン レ 
14. 面 し て 、 彼 は 再度 主 を 見 た り 、( 注 9) ⑫ | 8DJ3) 3 
・iD 3 ル g タ 2 レッ 
15. 遥か な る シド ラ 樹 の そば 近く に 。( 注 10) ⑨ CAJI め OOSe 
' ウッ の 〆 ン 
16. を は 終 の 住居 の 楽 彫 の 傍ら な り 。 の AI し 





ご (お 押 へ 行き 、 神 の 精神 的 知識 の 泉 で 多く 飲ん だ 後 、 そ の 知識 を 人 々 に 伝え る 為 に 降り て 来 た と いう 意味 も 
当 節 に は ある 。 


計 7 アラ ブ の 格言 に ある 「 役 等 は 我々 に 一 つの か ら 矢 を 放っ た 」 と いう の は 、 彼 等 が 挙 っ て 我々 に 反対 
し た と いう 意味 で ある 。 こ の 様 に 、 こ の 言葉 は 完全 な る 合 購 RNAi 
「 ら 二 つ の 弦 ] は 宙 接 に あわ る っ た ご つの 弓 の 弦 の ょ うに 、 二 者 問 の 非常 に 強い 結び 付き を 示す 。 モ ハッ マ ド 
需 言 者 が 精神 的 な 上 昇 や 続け 、 押 の お 側 に 近付き 、 神 も の 曲り が 失せ た 時 條 は いわ ば 「 二 つの 弓 」 を 含 わせ 
だ 一 つの 明 弦 ] と な っ た ので ある 。 当館 は この 事 を 表し て いる 。 先述 の 格言 は 、 古 人 氏 ア ラブ の 習慣 を 我々 に 皿 
い 起 こる せる 。 その 習 憎 に よれ ば 、 一 人 の 人 間 が 固い 友情 を 誓う 時 、 二 入 が - よ つ で "ある 事 を 示 3 - 泡 に 互い の 
を 結び 付け 、 そ の 結び 付け られ た だ 弓 か ら 一 本 の 矢 を 放つ 。 こ うし て 、 彼 等 が いわ ば 一 人 の 人 間 と な り 、 一 方 へ 
の 攻 疫 は も う 一 方 へ の 攻撃 と な る 事 を 示し た 。 も し 「 来 臨 」 と いう 話 が 神 に つい て 使わ れ て いる の な ら 、 モ ハッ 
マ ド 預 言 者 が 神 に 近付き 、 神 は 彼 の 元 へ 降り て 米 ら れ 、 両 者 は 一 人 の 人 人間 の ょ うに 結び 付い た と 、 当 人 節 は 示す 
事 に な る 。 し か し 、 こ の 言葉 に は 今一つ の 美しく 神秘 的 な 意味 が ある 。 す な わ ち 、 片 や モハ ッ マ ド 頂 言 省 が 神 
に 25E 全 に 吸収 きれ だ 為 、 彼 は 神 の 生き 写し ょ な り 、 又 ーー 方 で 、 彼 は 和信 々 の 下 へ 降り て 行き 、 彼 等 へ の 愛 ・ 打 情 ・ 
選 配 に 心 を 占め られ て いた だ の で 、 神 性 と 人 人 間 性 が 彼 の 中 で 結び 付き 、 彼 は 神 性 と 人 間 性 の 二 本 の 弓 の 強 の 中 心 
点 と な っ だ の で ある 。[ い や それ より 近 き と ころ と 上 は 、 モ ハッ マ ド 了 言 者 と 神 の 関係 が 想像 で き な い 程 朋 密 に 
な っ だ た だ 事 や 示し て い る 。 


注 8 モハ ッ マ ド 環 言 者 は 実際 に 見 な の で あり 、 そ れ は 事実 で 相 像 の 彦 物 で は な いと 示し て いる 。 
千 : 9 モハ ッ マ 下 環 言 者 の 見 た 幻想 は 、 二 重 の 意味 を 持ち 精神 的 経験 で あっ か た 。 


注 10 傘 者 の ま りう の 中 で て 、 モ ハッ マ ド 句 言 著 は 人 の 想像 る 上 まわ る 程 に 神 の お 側近 くま で 幕 っ て 行っ た 。 
メ 、 シ ドラ 樹 は 海 と いう 店 味 の 語根 か ら 派 生 し た も の な の で 、 と の 段階 で 、 神 の 知識 の 系 て し な い 海 と 水 遠 の 
真実 が 彼 の 前 に 広がっ だ 】 と 、 こ の 節 は 示し て いる の か も しれ な い 。 あ る い は 、 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 李 言 者 に 
授け られ た だ 神 の 知識 が 、 シ ドラ 樹 の 様 に 、 匠 の 旅人 の 疲れ た 四肢 に 安らぎ の 場 を 与え る 事 を 、 梨 徴 的 に 示し て 

る と も 言え る 。 更に 、 シ ドラ 舎 茶 は 死人 の 腐敗 を 防ぐ 効能 が ある の で 、 当 人 節 は 、 モ ハッ マ ド 作 言 者 に 啓示 き 
れ た 数 本 は 、 そ れ ね 自体 に 免 商 が ある だ け で な く 、 人 入 が 申 落 する の を 防 で 力 が ある と も 導 味 し て いる の だ ろう 。 
ズ 、 フ ダイ ビ や の 偽 戦 協定 の 時 、 モ ハッ マ ド 務 言 者 の 友 が 上 誠 の 誓い を 手 に し た の は この 木の下 で あっ だ たとい 
2 哲 言 も 当 節 に は 含ま れ て いる 。 


ココ 間 上 ま で 


Hi 


17. 


18. 


9 


20. 
3。 


の ク 。 


23 . 


24 . 


25. 合 


2 。 


邊 1 


注 12 


同じ 


詩 13 


とい 


5. 入 問 は 、 


Pi 
MI 


シド ラ 樹 の 茶 か げ が こん も り と 茂 れ る 時 な 
b。 ( 注 11) 


預言 者 の 目 は を たこ に すい つけ られ だ り 。 
し る し 
に 役 は 土 の 徴 の 下 高 な る も の を 見 た 5 


ーー 


さて 、 ラ ー ト ※ と ウッ ザー※ に つい て 告げ 
よ 、 ※ メ ッ カ の クラ イシ ュ 族 の 偶像 。 


また 此 二 番目 の 女神 マナ ー ト ※ に つい て 
も 。※ メ ッ カ の クラ イシ ュ 族 の 偶像 。 


な ん と な 、 お 前 だ ち は 男 の 子 を 持ち な が ら 、 
メタ ラー に は の すす と いう が 


げに る は 不 公 ド な る 分 本 な り 。 


これ 等 は 、 お 前 だ ちや その 父祖 が つけ し 名 
前 に すぎ ぬ 。 アッ ラー は 彼 等 に 如何 な る 主 
可 降 き ぎ りき 。 すでに 主 ょ り の 簡 導 が 役 
等 に 吾 れ り と いう に 、 彼 等 は た だ 詞 が 空 し 
い 悦 則 や 好む と ころ に 従う の み 。 ( 注 12) 


を の 望む も の を 得 ら る で き や 7 


アッ ラー の も の な り 。 
時 
大 上 に 如何 に 多く の 天使 あり と いえ と も 、 
和 等 の 未 り 成 し は 役立た さ る べし 、 
ラー が 上 思 し 吾 し 月 つ 胸 し だ も の に 
ぇ ざる 限 9 は 。 ( 注 13) 


、 米 世 も 現 選 る 


の 


証 可 を 与 


ル ・ ナ ジム 


か oe お に 


めい 1 5 


ン タデ アン 


の あし 3 を 5 
の っ 51 62 と ll の gb 名 
あ あ cm 用 Ce 


17T 


OR の ECUIEIE に こ 2 う 

ッ ルク タ 2 ぁ フ フーン る 。 タン ン 

@ 0 

っ accz 和 ア う < の : 近 81 
」 いう ゅ アプ フッ ンー の 


oeS Go みる 人 51d2G 


325yl うる 8 BI1 


ACT | 


@ ゅ eu る ge55 
可 和 | 
SG な SA 5 2 


e 


3 包 信 9 あ (で og 


【 
ョ am ーー ウデ 


(9 の ら -p 


[こん も りり と 茂 乱 る | と いう 言葉 は 、 神 の 出現 を 指す 。 


上 算 の 信者 は 、 雄 か な 知識 に 基づい て いる が 、 


偶像 崇 捧 痢 は 、 そ を その他 り の 信仰 及び 教 装 に 論 晶 的 根拠 も 
放 示 に よる 権威 も 有 し な い 。 彼 は 推 湖 や 肖 信 と いう 救い の な い 事 衣 に 陥り 、 


中 ら の 稚 密 の 奴隷 と な る 。29 招 と 


〈、 当 節 ぉ 叉 、 折 れ た だ 革 の 上 に 立つ 偶像 崇拝 省 の 不安 定 な 状況 を 述べ て いる 。 


本 文中 の 意味 の 他 、 
う 誠 味 も ある 。 


この 言葉 は 、[ ア ッ ラ ー め 御 意 上 志 に 徒 う 者 E、 


アッ ラー 自身 が 認め だ 者 を 除い て ] 


ーー 上 二 


利和 れ -|ー 帝 


90. 


31 . 





アル ・ ナ ジム 
写 ンタ ン ラク ン タイ て ュ ン 、 ン ラ クッ タン レ っ る ン 
28. 米 世 を 信 ぜ ぎる 者 ども は 、 諸 天使 に 女性 の RW ORG 59 ジ s ち うう OO18| 
名 を 付 し て 呼ぶ 。 2 We 
2 922 る 。 と っ 
⑨( の 1 435 
、 妖 し な が ら 、 彼 等 は この 事 に つい て 何 ん の IITOCSCYCUPNE 和 と て (41 
知識 も 有 せ ず 、 た だ 季 光 に 人 う の み 。 局 で ルス ョ ン ? ノン る 
は 真理 に と っ て 代 る こと 利 ほ わ ず 、 ご Io の 8 る 
〆 う 1 
され ば 液 、 われ ら が 訓 天 ( に 育 を 同 1 。 現 所 wt > 人 84 。 タン ブー ツィ 5 る るー ョ ン 
1 っ の 6 ゆう OF AG はめ て 4 
の 生活 の み を 希 う 者 を 、 願 みる な 。 の oros 
@CAISASAI 
彼 等 の 知識 ル [の 内 タイ ゥ イン タク スイ フフ そる 5) ター ルレ ゅ 2 タダ る て 。 1 
彼 等 の 知識 の 限界 は 、 現 過 の 内 な り 9 。 に 1 BOOUUE と yeGIE 


ゆい の 


33. 


34 . 
3280 


注 : 14 
対す 
注 15 
いう 県 味 と な り 、 


る 徐 貸 の 一 息 、 等 ある 。 


王 は 誰が 正道 を 呈 み は ず し 、 誰が 給 各 に 征 
うか を 最も 明 《 知 り 給 う 。 


天 に ある も の 地 に ある も の 、 挙 げ て アッ 


ラー の も の な り 0。 故に アッ ラー は ば 、 恒 事 を 
行え る 者 に は その な せる こと に 応報 し 、 壮 
行 を 積む 者 に は その 最善 EE か が る も の を 以 て 報 
導 し 給 う 。 


重大 な 四部 や ふし だ ら な 往 銘 を 避け る な 6 
信 、 僅 に 候 非 や 犯す と も 、 ( 注 14) 主 の 赦 
し は 実 大 な り 。 主 は お 前 だ ち を 土 ょ り 創れ 
る 時 より 、 ま た 坪 の 奏 内 に あり し 時 より 、 
お 所 た ち を 良く 知り 給 う 。 き れ ば 、 選 れ の 
純 着 を お ご り た だ か ぶる な か れ 。 主 は 、 誰 が 
次 の 義 し き き 人 人 か 、 誰 和 れ より も 良 〈 知 り 給 う 。 


きょう どう 展 三 項 
流 、 融 性 か ら 顔 を そむけ 、 
施す も の は 僅少 、 そ れ も 不 承 不 承 出す 者 を 
見 ざる が か が ? ( 注 15) 

[ 微 罪 」 の 辻 味 に は 、 悪 に 傾き か ける こと 、 
諾 張 的 に は (アラ ビア 語 で 
[ 不 誠 不 承 出 す ] と いう 
撤 夫 に 用 いら れる 時 、 


と な る 。 


5 

、 一 時 、 飼 速 、 不定 期 、 何気ない 行 為 と いう 意味 が ある 。 
語 が 部 物 に つい 0 
「 探 掘 の 途中 で 現 い 岩 床 に 出 く ゎ 


1 プッ 


OPC の AE1v 電 4 

Nr 

KATO NPC る 4HKALGIAIWN COo 
5 


、 る ア 
そら と に 2o ン ッ ン 1 


Se 9 1 
っ ぅ アン ち ノレ 2 アウ の ゅ ン ン 
タラス 2 50 明 る 人 
8 っ 4 Ju の 


だ っ 


ッ デ 
人族 (の GE タコ マン 51o5 タタ 
人 
@ の lo も を 
リ る アッ ゥ デブ 


⑮⑯ 2 

) シン ィ の し Z * ャ ゅ ォ グ 

@eo13 MaE13 

心 を 過ぎ り 跡 を 残さ ね 瞬時 の 悪 上 、 女 性 に 


| ダイ ヤ や モンド や 宝石 を 出す の を 拒ん だ 。』」 と 
し 、 彼 は それ 以上 上 堀 り 進め な か っ た ] 


Rm 


36. そう いう 者 は 、 見 え ざ る も の に つい て 知識 9 ? る ペタ | イイ 2 イ 
5 し いら UMc | 
を 有 し 、 故 に 見 得る か ? @<: 0 リタ YU 
37. を うい う 者 は モー ゼ の 書 の 中 に ある 話 を 開 HIRO 
eo いこ OX ) 
か され だ こと が な い の か 、 どの の ツウ アンジ 
ッ らし 9 "で ン ラ 12 デ 
38. また 、 ア プラ ハム が 命令 を 厩 行 し た 話 を ? ②③ う ⑦0JLSA み ゆ y) う 
2 は @ の 
39. 重荷 を 負う 者 は 、 決 し て 他人 の 重荷 を 負わ な eg < フン ラン イン 
52 う 補 AI 
ぎる べし 。 ( 入 16) つう ウッ タツ 
本 さ ミア am ァ 帳 。、 リュ ン る る 2 ラン 
40. 人 間 は た だ 己 れ が 努力 し な こと の み を 得 べ @⑯ae CUoLS 和 ON 55 
し 。 ( 注 17) 
"9 デア 2 アロ ン ゥ ン ブ ブ ン 
41. 耐 し て その 成果 は 、 や が て 必ず 認 ゆめ られ ん 。 の 0 
これ ゥ うっ スバ 受 
42. その 時 、 之 に 対し て 十分 に 報い られ る で し 。 6329 25J1 る 
43. 液 の 主 は 、 万 物 の 帰 超 な り 。 ( 注 18) CHIfO を 
ッ 1 デブ デー コテ ラン ン デー 
44. 人 を 笑わ せ 、 ま た 泣か し むる は 彼 な り 。 の 451 う 
フィレ 5 プ イン ン ン 人 
45. 死な し ゅ 、 生 まし むる 8 彼 な り 。 @Cel5 らし 132 3812 
ュー の 0 っ の の コン 9 の イッ イィ ン クッ 
46. 彼 は 男女 両性 を 創り 給 う 、 らら 95oNoe2IOS 
2 
47. は と ば し り 出 た 一 滴 の 精液 よ り 。 GS15 253 ら 2 
SA の る イン イラン レ 
48. 二 度 上 日 の 創造 を 生む の も 、 彼 な り 。 の と US し と 
う 1 ミイ ン イタ の 
49. 人 を 富 ま し め ゅ 且つ 満足 させ る の も 、 彼 な り 。 9 っ 5 と 5 ゅ 519 
シリ ウス し 51 る スス 09 イィ 
50. 彼 こ そ は 狼 星 の 主 な り 。 ( 注 19) の この に っ め 4515 


注 16 人 人 は 弟 れ の 寺 字 架 を 普 負 い 、 重 荷 に 絶え ね ば な ら な いで あろ う 。 


潤 17 高い 理想 と 教義 を 伴う 不断 の 努力 の 後に 、 人 人 は その 日 的 を 達成 する 事 が で きる 。 当 節 は 、 人 人 が 額 に 汗 
し て 生計 を 得る べき だ と も 示し て いる 。 

18 あら ゆる 因 栄 肉 係 は 神 に 帰す る 。 神 は 、 全 て の 原因 の 源 、 つ まり 造物 主 で あら れる 。 因果 の 帳 然 の 理 
誠 は 全 宇 南 に 広まっ て いる 。 それ 事態 が 始ま り で は な い 原 因 は 全て 他 の 原因 に 起因 し 、 こ 和 れ は 叉 別 の もぉ の に 起 
因 し 、 こ の 過程 が 続く て の で ある 。 

注 19 アラ ブ 人 は シリ ウス か ' 彼 等 の 運命 を 左 圧 する 上 考え ん 、 そ れ を 崇 押 し た 。 
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第 旭 十 三 章 


アル ・ ナ ジム 





> の ゃ ヽ 9 nh ラダ ラ デー「 ン > ア 92 アァ ッ 
51. その 昔 、 ア ー ド を 減 ぼ し 、 ( 注 20) ら IDC 19. う 
52.、 ま だ サム ー ド を 一 人 だ に 容赦 せ ず 滅ぼし た 6 QAUUS KISS 
は 、 役 な り 。 
人 さ エト と ン 2 7 | 5 ッ 3 テッ ググ 
53. 1 人 人 の 民 を 減 ぼ せる も 、 役 な り e あ 6 2eE3 いひ 5 の うる を アス め 5 う 
了 に 彼 等 は 悪 逆 薬 戻 を 極め た り 。 
まち まち 
54. 彼 は 破 填 せる ロト の 邑 々 を 転覆 せ 5。 ⑫! 8 約 12 
で 引 イア u ン ン 
55、 故に 抵抗 し 難い 懲 賠 が 彼 等 を 咽 い た り 。 の EN5 
56. きれ ば 主 の 加 恵 の いづ れ に つい て 、 人 は 液 の ei 52 の 
に 反 駿 する か ? ( 注 21) RG 2 
ー 4 半月 > 吉 を 邊 - - 人 の 2 ょ ンー 
9 和 往 古 の 父 告 者 た ちと 同じ 警告 9 9 し OSJLO タ と > IA 
タレ 1!2 ン ーッ 
58. 審判 の 日 は 近づけ り 。 ( 注 22) @ の 459Ic こう | 
な ん が に ノレ 
59.、 ア ッ ラ テー に 非 ず ば 、 何 人 も それ を そら すこ @3sgato ぷ の の の 
: 能 わ ず 。 
ブル 2 レッ ン 3。 2 0 ズン 
60. お 前 た ちこ の 言葉 に 銘 く か ? OTTO 
* > ブン ルン レラ レン クン ュ ェ レ 
61. 笑っ て 、 潤 か ざる か ? OGK び OTC 2 ひら) ぅ 
デ 5 2 1 レス A 
62. いつ まで も 浮か れ 遊 ぶ か ? DTCLT い PSR) 
9 お ん まえ 1 し 赤 su 
ッ ラ テラー の 徒 ら こし て 、 丹 め 素 過 2] 29 の ライン ャ 
4 の 御前 に ひれ 伏し て 、 崇 め 牽 和 。 の 668 4 閣 5 し た 
( 注 23) いき 96 
注 20 人 間 が まだ 取る に 足り な い 存 在 で あっ た だ 始ま り の 頃 か ら 、 唯一 神 を 支持 する 論議 が 為 き れ て 来 た が 、 
当 普 は 、 当 和信 よ り 、 こ の 命題 立証 の 歴史 を 紹介 し 始め て いる 。 
注 21 モハ ッ マ ド 頂 言 者 の 主 苦 を 支持 し 立 託す る 誰 拠 や 神 の し る し が 、 数 多く 明示 され て 来 た 後 、 当 節 で は 、 
友 財 泥 じ り の 哀れ み の 日 調 で 、「 い つま で 真実 を 布 定 し 、 不 信心 の 荒野 を 入 筆 い 続 ける の か 」 と 、 強 情 な 不信 心 
夫 替 公 前 で いい る の ュ 
注 22 当 意 は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 の 任期 の ご く 初期 、 神 命 が 下 され た 五 年 日 に 啓示 きれ た だ 。 こ の 時 、 瑞 ・ 


轟 人 錠 ・ 屯 寺 書 の 中 で 、 イ スラ ム 教 は 重大 な 司 両 に 直面 し て いた 。 その 時 、 
で それ が 述べ られ て いる 
ィ イス ラム 教徒 と 不 信心 者 の 混在 する 前 で 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 は 当 次 を 暗 忠 し 終え を 、 従 者 と 牙 


する 頂 言 が な る れ 、 
生 : 23 


次 所 に は より 強い 日 刷 


この 草 の 中 で 、 ク ライ シュ 族 の 力 を 排 
(54 : 46) 。 


に に 地面 に 


ひれ 伏し だ の で 、 不 信心 者 達 $ 駐 、 神 の 意 茂 と 沙 光 の みな ら ず タル アデ アーン 暗唱 の 厳し き に 深 て 打 た れ 、 平 伏し 


だ か も 
彼 等 の 神 は 神 へ の 仲介 者 に 適 


る 人々 が 、 


ト 枚 だ いい 。 


以上 の 事 を この 言葉 は 表し て いる 様 だ 。 これ は 、 彼 等 が 神 を 系 高 者 を し て 創造 主 と み な し 、 
過ぎ ながい と 全 え だ 為 と も 言え る (10 : 199。 こ の も っ と 5 
か し 、20 一 922 前 で 、 ね つ 造 者 に より 作り 上 上げ られ た だ 根拠 の 無い 言い 伝え と 同じ 〈、 
を の 出来 事 の 中 に モハ ッ マ ド 預 言 者 の 過 和 欠 を 見 つけ 出せ る と 勝手 に 信じ て 米 た も の で ある 。 
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らし 思え る 出来 事 は 、 し 
モハ ッ マ ドド 預言 者 を 中 電 す 





ME 月 


アル ・ ク アマ ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 悪 悲 深く 、 恵 み 還 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い O。 ONTV の MK 
て 。 6 
タン ン ? る る 5 アン ン う 
2. を の 時 は 近づけ り 、 月 も 裂け た り 。( 注 1) の の | 3312 AcUSjie く 人 
3. され と ど 、 役 等 厨 跡 や 見 て も 、 顔 を そむけ て (MY 5 を の 』2 ン ZZ >) ン 
四 LCKOD 
云う 、「 相 変わ ら ず の 妖術 か 」 と 。 スッ うら リロ 2 
(ぐい の やき 


4、 彼 等 は 大理 を 拒否 し 、 己 れ の 幻想 に 従う 。 る る 
然し な が ら 、 神 の 決定 は すべ て 必ず 実現 す 。 の 35 AA 1 を 


( 注 2 ) - 
注 月 の 分 軸 が 肉眼 で 見 を える か 否 か いずれ に し て も 、 そ れ は あら ゆる 自然 の 法則 に 反する 。 こ の 出来 事 に 


関し て 確 回 むる 歴史 上 の 確証 は な いと する 問 0 る の は 上 難しい 。 他 方 、 神 の 神秘 を 全て 推し 油 っ た だ たり 、 
自然 の な ぞ を 完全 に 理解 で きる 者 は な い 。 地球 の か な り の 地域 に 影響 を 及ぼ す 様 な 出来 事 が 、 肝 界 の 天文 吾 で 
観測 る れ な か っ た だ たり 、 歴 喝 和 普 に 記 き れ な か っ だ と は 考え られ な い 。 し か し この 出来 事 は 、 モ ハッ マ ド 頂 苫 者 の 
葉 を 集録 し た 信頼 する に 足る プ ブ ハ リ や ムスリム に 記さ れ て お り 、 信 頼 で きる 筋 の 伝 其 に 語り 護 が れ 、 イ ブン ・ 

マス ー ド の な モハ ッ マ ド 折 言 講 の 学 の ある 友人 に 記 銚 きれ て いる の で 、 並 は ずれ て 重大 な 自然 現象 が 肖 つ か 
モハ ッ マ ド 頂 言 吉 の 時 代 ! あつ の こつ LM 
は 月 食 だ と し て 難問 を 解決 し よう と 試み だ な 。 イ マー ム ・ ガ ザー リ 、 シ ャ ー・ ワ リウ ッ ラ ー5 ぉ 、 実際 に 分 有 像 
9 の 人 85023000E6OOEBRS に REED 人 R ま の い 、 

アプ トゥ ル ア デア ズィー ズ に よれ ば 、 そ れ は ある 種 の 月 食し と な っ て いる 。 し か し クル アー ン に 述べ られ た 力強い 語 
業 を 二 席 すれ ば 、 こ の 出来 事 は 単なる 月 食 以 上 の も の の 様 で ある 。 BB れ だ 時 、 モ ハッ マ 
ド 頂 言 者 が 素 喧 らし い 奇 貴 を 行っ て みせ だ の は 事実 だ が ( プ ハ リヒ ムスリム 参照 )。 へ せ に 変っ た 枯 が 呪術 和信 に 向 
けら れ だ モー ゼ の だ っ ただよう に 、 こ の 出 米 事 は 、 友 人 人 や 不信 心 者 に 向け られ だ モハ ッ マ ドド 預言 者 の 幻 だ っ た 
よう で ある 。 あ る い は 、 引 き 測 と 同時 に モー ゼ が 枕 を 使っ て 海水 を 打つ 事 で 、 音 跡 と は 如何 な る も の か を 示し 
た 様 に 、 い ずれ か の 天体 が 月 の 前 に あっ て 、 見 物 人 に は 月 が 割れ た 様 に 兄 を る 時 、 神 が モハ ッ マ ド 預 言 者 に 月 
を 割る 奇跡 を 見 せ 人 k 二 を 備え た 最も 説 香 力 ある 魚 癌 


は 、 太 陽 が ペル シャ 人 の 国 の 人 魚 微 で ある 様 に 、 月 は アラ ブ 同 家 の 紋 草 で あり 、 そ の 政治 力 の 象徴 だ と いう 事実 
も ある 。 2 は の アク タブ の 女 サ フィ ヤ が 月 が ひ ぎ の 上 に 落ち て 米 る 愛 を 見 た 
と 人 稀 親 に 告げ た 時 、 彼 は 、「 お 的 は 、 ア ラブ の 指導 者 と の 結婚 を 望ん で いる の で ある まい な 。| 上 言い 、 そ の 背 


を 打っ た 。 カ イ バ ル 牙 条 の 後 、 す サフィ ヤ が モハ ッ ー マ ド 人 拓 言 者 に 稼い だ 時 、 人 婦 の 導 は 家 四 し た 。 同じ く 、 ア ィ 
MM ー ニ つの 月 が 彼女 の 部 屋 に 落ち る 夢 を 見 た が 、 こ れ は 、 モ ハッ マ ド 拍 言 独 、 ア ブー バク ル ・ オ マル が 次 々 
を そこ に 例 ら れ た だ 時 に 成就 し た 。 カ マル (月) の この 象徴 的 な 点 味 か ら す れ ば 、53 : 58 で 不信 心 の アラ ブ 人 が 
人 WSEI 既に 月 壊 の 時 を 迎え て いた と 、 当 人 節 は 示し て いる 事 に な る 。 この 場合 の 「 そ の 時 
と いう 語 は 、 ク ライ シュ の 指 身 省 の 大 方 が 死に 、 彼 等 の 勢力 撲滅 の きっ か け と な っ た バト ル の 戦 を 指し て いる 
の だ ろう 。 こ の 様 に 当 節 に は 、 宣 千 後 人 人 史 に 数 人 の 作 
家 の 言 を 倍 り れ ば 、「 月 $ 裂け だ り ]」 と いう アラ ビア 語 は 、「 そ の 出来 事 は 明らか に な っ た 」 と 味 する の で あ 
る 。 こ の 避 味 か ら す れ ば 、「 ク ライ 2 陣 の あの 中 の 計 米 だ た 。 モ ハッ マ ド 聞 言 者 が 真 の 神 の 使者 で ある 事 が 
明日 と な ろう 。】 と いう こと を 当 節 を 表し て いる 事 に な る 。 7 : 108 も 参照 の 事 。 
注 2 クラ イシ ュ の 政治 力 購 評 は 神 に より 命じ られ た も の で あり 、 神 の 命 は 実現 する に 違い な い 。 


あー 


系 打上 上関 





アッ ゲ ダビ デ マ マル 


と を こ に 衝 生 充 会 まま 消 見 リ み レン > の ン ッ 5 タデ 3 る 
5. その 中 に 警告 を 含め る る ま ぎ ざま な 消息 は 、 の 8 2 2 は 3 
すでに 彼 等 に 伝え られ だ り 。 
り 。9 っ 
6. を は 完全 無欠 の 智恵 な り 。 さ れ ど 、 を の 千 Oo a3K CM 
告 は 彼 等 を 益 せ ず 。 
と か ュ ン プア う ノブ クラン ロン ン ン 
7. きれ ば 潜 、 彼 等 を 願 み る な 。 町 し て 待て 、 OPC た 電 1F2ItIT20 の と 
名 喚 者 が 役人 等 を いや な と ころ へ 呼び 出す を 
の 日 まで 。 際 っ 
い イン 。 プン 4 ダリ レー ンタ タク の 2 ン っ タタ 9[ レ ュ ン ク ャ マタ 
8. その 日 役人 等 は 、 項 算 れ 日 を 伏せ 、 農 の 飛び MBCO タ Ooeu 2 うし GE まさ 
散る 如く 昔 よ り 出 で 、( 注 3) 時 2 の 
〇 の > の > > りー 
か ん な ん 々 リー ン ぅ 2 1 ゝ タッ タン ち る 。 し ュ > た 
9. 召喚 者 の 許 へ 急ぎ 行か ん 。 「 こ は 明 難 の な IO2 の つう 4 りあ と SU Ob63 
5 」 と 嘆き な が ら 6。( 注 4) 本 
〇 ①② テク 
10. 彼 等 凡 前 に も の 氏 が 真理 を 拒否 し た MI 0 We ん Mikuo2 ン 
ゅ Ooue 9 か や し 5 らい 
り 。 鉄 り 、 等 は われ ら の 便 を あず 、 「 狂 デフ 際 
デー の 2。 ア の ウ の ュ タダ ゥ / 
人 人 なり 」 と 思 り て 、 排 屋 せり 。 ① っ や っ 3 〇 ぶっ 
11. 故に 彼 は その 主 に 「 我 は 骸 れ だ た だり 。 液 、 来 OPT を に 衝 し 4 
て 我 を 助け た だ ま ぇ | と 祈り た 5 
12.、 故に われ ら 6 だ だ ち に 天 の 水 門 を 開き た 選 の っ の 4 の 0 CURE 
ば 、 水 は 滝 の 如 〈 く 降り 下り た だ た り 。 の 中 
13. われ ら まだ 地上 の いた る ところ に 突然 泉 を 所 生 EAS63 
噴出 きせ た り 。 き れ ば つの 水 は 命ぜ られ * 1 
た だ 目的 の た め に 合流 せり 。 (上 jQS ひ 5 
ぞ * 3 4 と ッ 2 15 4 いく 
14. われ ら は ノ テ を 、 板 と 釘 も て 造れ る も の の (PSE1RICDFD BIS 
上 に 生 す れれ ば 、 
15. を の 船 は われ ら 6 の 眼下 に 浮 び た り 。 こ は み ⑨ く 5 いっ じゃ 半 夫 と 
な.】 9 
な か ら 排 床 られ だ 若 へ の 報奨 な 5 ら * の 
16. われ ら 之 を 後 の 世 の 人 々 の た め に 、 一 つの (Oー 93. は 335 
神 兆 と し て 仁 し た れ ど 、 果 た し て この 種 の NG 
千 告 を 甘んじ て 受 く る 者 あり や ? 
注 3 此 所 に ある 「 昔 | は 不信 心 者 の 家 を 指す 。 不 信心 者 は 精神 的 な 生活 を 全く 欠い て いる の で 、 ク ルアー 
ン の 数 筒 所 に お いて 、 役 等 は 死人 に 例え られ て 来 だ (27: 81、35 : 23)。 
注 4 クラ イシ ュ が ほん の こ ご .・ 三 年 前 に メッ カ か ら 追 放し 、 そ の 首 に 懸賞 金 を か けた 吾 喚 者 (モハ ッ マ ド 珍 
言 者 ) を 、 役 等 の 首部 の 門前 に 見 た 桂 、 役 等 が 舟 き うろ た えた 様子 を 、 当 節 及び 前 二 節 は 、 鮮 や か に 描い て い 
る 。 


あま 7 


導 且 - ト 草 プル 内 ゲ グ ア マ 


17、 あ の 時 の わが 懲罰 の も の 凄 き よ 、 わ が 生 千 な た 。 セン ッッ ラ シン 
の 確か きよ ! ⑨> ひ っ Oo う GOco 3 

18. げに わ 和 ら は 、 ク ルアー ン を 理解 し 易く 是 の 2 5 エン ゥ ッ ン ン ラン ン ン 
つ 記 憶 し い よう に つく り だ り 。 きれ ど 、 の 4 20669 く ン ン 9 GCC 
この 将 告 に 留意 する 者 果たし て あり や ? 


を ン 症 アオ アン ンジ 欠 ン 2 ノン 


> 


19. ド 族 も 長 理 を 拒否 せり 。 あ の 呼 の わが 


うろ QAc 
0) も の 万 きよ 、 わ が 警告 の 確か きよ 「! うい 
20. う も 続く 炎 志 の 日 に 、 わ れ ら は 荒れ 狂う 毅 3 クズ 2 と トク フッ ン イ 2 2 、 イ ント ン 2 ン ッ ン て < 
ッ デ ブ ゃ づい oo CC 
風 を 彼 等 に 吹き つけ れ ば 、( 注 5) ク り 


和 


3 


ン うる 
RI 
21、 根 こ を ぎ に さ る れ だ 格子 の 幹 の 如く 、 人 人 々 を タイ タレ レッ プク すう タイ レー 
引き 裂け り 。 た 洗 じ あい 2UI て 
二 き 得 3 衣 計 に の 
レル 2 箸 証 の も の 凄 る よ 、 わ が 交 千 ⑱) 05 う 1 OO る 


の げに われ ら は 、 クル デー ン を 理解 し 易く 月 と ン ? 5 ラン レン シン ンタ 3 の の の 0 の 2 
う 記 億 し 見 いよ うに つく り た り 。 されど 、 @29362U063 Mol SOS 


ァ アデ 
この 称 告 に 留意 する 者 果たし て あり や ? 


二 訂 うぅ 
24. サム ー ド 5 瑞 告 者 を 拒 め り 。( 注 6) @ っ od 5 さら 5 


25. 彼 等 は 伝え り 、「 何 ん と 、 我 等 の 中 の 一 人 の 、。 る IE 5 ンー タマン ー 
UN 
カ に 、 そ れ も だ だ の 人 前 の 云う こと に 従え い GL 4a ポ 9 


と な 1 を そ は 明らか な 誤り な り 5、 狂 気 の 沙 2 
汰 な り 。 


_26. 我 等 の 中 で 彼 に の み 訓 戒 が 啓示 きれ だ た とい の KM Ui ICM ら 2 SE 5) (2 
うか 7 合 、 彼 は 大 路 つ き な り 」 と 。 


@% 
27. [明日 彼 等 は 、 誰 が 大 嘘つき な る か を 知る @ 8 人 | Si。2 人 WE ッ ン ン 


で し 。 
と 


28. ゎ われ ら は 役 等 ま を 試み ん が た め に 牝 諸 蓄 を 送 5 と の 5 UPWW24EI 
らん 、 き れ ば サー リフ よ 、 ビ っ と 堪え て 彼 >。 
等 を 監視 せよ 。 ⑥⑯ 和 らら 15 


注 5 当 節 は 、 好 人 巡 ・ 不 錦 と いう 特定 の 時 が ある と 意味 し て いる の で は な く 、 ア ー ド 族 に と り そ の 日 は 不運 
で あっ た と 示し て いる の で ある 。 
注 6 全て の 据 言 考 は 神 に 任じ られ 、 役 等 の 啓示 は 神 よ り 生 じ 、 類 似 し た 永遠 の 基本 的 真実 を 含ん を で いる の 
で 、 一 太 の 預言 者 を 拒 ゆ ば 、 李 言 省 全て を 拒絶 する 事 と な る 。 ノア の 一 族 ア ー ド 、 ロ ト の 一 族 タ ムー ド は 、 実 
際 は それぞれ の 頂 言 者 の み を 拒ん だ だ け で あっ た が 、 全 て の 預言 者 を 排 し だ と 当 節 に 書か が れ て ある の は 、 上 記 
の 理由 か ら で あ る 。 
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メレ 


第 五 十 忠 交 





ws 


し か PC ッ タ ッ ニー ン ン * ' 
20. 血 し て 彼 等 に 、 水 は 人 間 と 双 能 で 共通 に 使 っ gs な て が 6540AWIKE 1 う 
用 し 、 そ れ ぞ むれ 交替 に 飲め と 告げ ょ 」 ター て 0 訂 
アノ プ 3 
Fe 1 
30. 然るに 彼 等 は 仲間 を 呼び よ せ た れ ば 、 そ の 5 ちら CS AeoLo ちっ じゅ 
開 PR の 胴 を 切 り テ を 不具 と な 
gr 
5 科 区 滞 『 夫 穫 > ヒ し レン 
31. あの 時 の わが 懲 記 の も の 凄 る きよ 、 わ が 同和 ⑤。 0 3 OK (3 
の 確か きよ 1! 
32、 わ れ ら 彼 等 に 一声 の 基 音 を 送れ ば 、 役 等 は 15 し の 3 すっ | PE 
いけ が き を 作る 枯 洒 の 如く な り 果 て り 。( 注 7) eo 
⑥ 上 あ cyLeyse う 
33. げに われ ら は 、 ク ルアー ン を 理解 し 易く 、 2 2S 50 1 UL 5 
- 9 ワン らい 9 5 
中 5 且 休 も いま よ うだ つて で り だ 9。 きれ と 、 zoeJe229 に 記 
この 称 告 に 留意 する 者 果して あり や ? 
リン 
34. ロト の 民 も 犬 告 者 を 拒 め り 。 の っ うり 5 こす 
F 2 0 ・ 光り H 日 9 ンス レス ン ケー こ ガー の で ィ ッ 
35. され ば われ ら は 、 彼 等 に 右 の 嵐 を 送り 、 礎 明 255 は JUICE 
に ロト の 家族 の み を 救い や り ぬ 、 2 中 詞 
36. われ ら が 因 臣 に より て 。 わ れ ら は か く 《 の 如 クル ラン タッ スス リン レー 。 。。 る し 。 ッ > 
ョ 24 , と * 3 8 グン クウ 
く 、 感 謝 す る 者 に 報 ゆ 。 Ao は 導 GOYoizO3 5 
登 和 を 4 ンプ さ イリ 9 フリ グフ さ の ニョ ンマ 
37. 彼 は 確か に われ ら の 懲 凡 を 彼 等 に 警告 せ dE 2 の 31U3 3 
5 り 。 き されど 彼 等 は を その 警告 を 疑 え り 。 
上 役 等 |! を 包丁 女 メ 彼 を NE Ed と 9 り ぅ タラン ラン ン レ 
PP トペ ょ れ ば 3 
われ ら は 、 彼 等 の 月 を つぶ し 、「 わ が 獲 員 と の 583ay あ お 
次 告 あ 、 と く と 味わえ と 告げ た り 。( 注 8) 
ュー 奴 引 吉 人 由仁 1 寺 か を の ン ンド タ 」 0 の マク 2 や の ン っ) ノン 
39. 面 し て 、 紀彰 早く 、 彼 等 の . 上 に や むこ と な ⑩ 5 の 有 
き 筐 計 カカト 7 り 語 四 
。 注 7 不信 心 者 は 完全 に 鍋 左 きれ た 。 あ る い は 、 生 け 指 を つく る 際 、 職 人 の 手 で 削り 落と きれ 、 刈 り 株 を 抑 
し つぶ きる れ 、 集 め ら れ だ た だ 柄本 の 欄 に 、 彼 等 は 神 の 目 に は 価値 の 舞い ちゃ も の と な っ た 。 
注 8 ロト の -- 族 は 彼 の 客 を 捕らえ よう と し た が 、 客 は 隙 れ て 見 つけ られ な か っ だ た よう だ 。 又は 、 神 の お 計 
いで 、 ロ トー 族 の 注意 は 人 彼 等 か ら そ れ だ と 記 味 する 。 
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ァ マ ル 
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48. 


49. 


彼 人 等 は 、 わ れ ら の 神 兆 を すべ て 認め ざり き 。 
る れ ば われ ら は 、 強 力 な 全能 の 神 の 身 5 し 
め 方 で 彼 等 を 襲い た り 。( 注 9) 

g 前 た ち 不 信心 者 せ ち もち 、 あ の も の ども より 
優れ る と いう か ? 
け は 免除 きれ る 
も 5 いう が か が? ( 注 10) 


は た まだ 「 我 等 は 常勝 軍 な り ] と い 2 う 2 か? 


か い め つ 
いま に 見 て お れれ 、 彼 の 軍勢 は 必ず 注 減 し 、 


敢 赴 せん 。 ( 注 11) 
然 り 、 審 判 の 日 こ を 彼 等 の 約束 され た 期限 
な が り 。 その 時 こ を 圭 列 ま 汗 を 味わわ ん 。 


つみ ふみ 條 と 
げに 罪人 ども は 、 迷 誤 と 狂 半 の 中 に あり 。 


その 日 彼 等 は 、 飛 き て 業火 へ と 引き ずら れ 
「 地 獄 の 感触 を 味わえ ん 」 と 詞 わ れん 。 


それ と も 、 お 前 だ ち だ 
と 経典 に 記さ 和 れ て いる と で 


が EGG 


は クニ た PE 
の ァ 


の レン ッ 22 ② ゥ > ンー タッ ン 4 


⑲ の っ いき Ao やつ の ぴの | 


ん レタ ン タッ プ ャ 


の) 


タン テラ 9 サン 


タフ フレ リョ ン 5 レ エン レン 52 2 ッ ン ラン ン の 
KOICP TP の CO 


@ み 5 JA2 SO の eS 


ッ タ タ 


ッ タ 2 ァ ー「 る < とう 9 の ニック レラ ン 
の を と イプ UTE TGV 


アデ アン ど 


⑨ > しとっ 


第 十 四 章 クア デル 

3 和合 人 1 し 仁和 を に る クレ タッ ュ スン 2 る 2 える 

40. [ 液 等 、 わ が 懲 六 と 警告 を 、 と て と 味わえ 」 @⑯O5 3 GO 5 いひ 5 
41. げに われ ら は 、 ク ルアー ン を 理解 し 勢 く 、 ⑩) る る ん IVE で て 29 アク の 2 
あす 5 い 衣 
有 L つ 記憶 し 易い よう に つく り だ り 。 さ る されど 、 2 ピン 9 の 9 

この 警告 - 前 基 す る 省 、 拉 し て あり や 『 
第 二 項 
42. げに 殖 告 者 は 、 フ ァ ラ オ の 民 に も 来 た れ り 。 OO に 名 3 
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為 、 モ ー ゼ と アロ ン の 神 ・ 全 能 の 神 の 力 が この 自称 召 主 に 振る われ 、1 


注 10 
モー ゼ を 拒ん だ 者 よ り 、 お 前 だ ち は 畿 分 な D 上 も ま 
[啓示 並 に 記さ れ た だ 神 の 約束 を 受 


ファ ラオ は 非常 に 


当 節 は 、 形 を 変 


いで ある う 。』 


潤 : 11 
イス ラム 教徒 は 全 
苦悩 の 中 に 
ム 才 徒 の 小 嬢 が 全 減 すれ ば 、 

マ ド 項 言 者 は テン ト か ら 出 、 


当 人 節 に 含ま れる 強い 預言 は 、 メ ッ カ の 軍隊 が バド ル の 戦い で 喫し た 人 徹 的 な 敗北 に 関す 
《 劣勢 だ っ た の で 、 戦 い が 始 まっ た 時 、 頂 府 者 モハ ッ マ ド は 自分 の テン ト の 中 で 、 謙 そん と 
、 次 の 様 に 注目 すべ き 言 葉 で 神 に 祈っ た 。 「[ 神 よ 、 ど うか 件 約束 が 成就 きれ ます よう に 。 こ の イス ラ 
この 世に 二度と 神 を 栄 め ゆる 者 は 生じ ます まい 
湯 場 に 向い て 当 節 を 朗 唱 し た 。 
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* え て 偶 哲 貯 挟 洗 ク ライ シュ へ の 和弥 告 を 繰り 返し て いる 。[ ノ ア 、 フ ー ド 、 
し な の か 」E 彼 等 に 到 ね て いる 。 
け 入 れる な ら 、 ぢ 前 た ち は 、 李 言 者 モハ ッ マ ド を 拒む 事 で 前 せ られ る 事 は な 


OO NO OU RE で Rd 


ロト ある い は 
文 は 次 の 様 に 述べ て いる 。 


る も の で あ la 


。| ( グ ハ リ ) 祈り 終え だ た 後 、 モ ハッ 





引 れ 人 四 剖 
50. げに われ ら は ば は 、 一 - 切 を 、 限 定 る きれ た だ 規準 の ぁ 


と に 創り ゅ だり 5。 ( 注 12) 
51. し か も われ ら の 命令 は た だ 一 詩 に し て 、 明 
き の 如 し 。 ( 注 13) 

、 げ に われ ら は 、 か っ て お 前 だ ちと 同 ビ 従 勤 
を 減 ば せ D 。 され と 、 いこ の 警告 に 留 聞 す の 
者 果して あり や ? 

彼 等 の 所 業 は すべ て 眼科 に 記載 せら る 。 
( 注 14) 
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こと ご と 


54. 大 小 一 切 の こと 、 閑 くく 記載 せら る 。 


。 げ に 義 し い 著 は 、 花 園 と 河川 と の 闘 に 住み 、 


1 
7] 


7 ET 


. 全能 の 王者 の 御前 で 永遠 且つ 栄養 の 住居 を 
賜 わ らん 。 
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1 2 ぅ デラ 
ゃ る を 


ン <([ バイン タン ゼラ バレ レン 

ら adue%5 8oeb う 5 し う 
ま 人 も っ [フィ イン レ シ イン タン ュ フ ラン シン 
@205 92 Je5 42CEICGGTS38? 


し 和 ル ん 4 * タタ ン ン ち ? る 知多 し 
アツ (55 GO あう 

ゆ ぃ ッッ クン 22 5 の ン 2 クン 
の 3 5 Ao っ 


ツリ デデデ 〆 ン 


山 の ラミ ン ッ 2 る 2" し 
9 ヶ の う CO テ 3 oy 1 


と プン うみ ラン レン > ぅ ン フラ ンー 5 ぅ ・ や 
ar ma のど 還 Lu ょ p 
の JC82 ら ulo OCGuue り ase G を 
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江 : 13 
だ た 。 瑞 の 力 は 、 ま た た だく 問 に 失せ た だ 。 


注 : 14 
出来 な い 印 象 を 跡 に 残す 。 


トー 


何事 に も 断 回 だ る 基準 が ある 。 それ に は 定め ゆら れ た だ 時 と 場所 が 含ま れる 。 


パドル の 幸 場 に お ける メッ カ 人 人 の 敗北 は 青天 の 露 忠 で あっ た 才 、 そ れ は 融 し よう の な いも の で あっ 


入 の 最小 限 の 行為 は 、 衣 き に つけ 中 し き に つけ 、 因 果 関 係 に よる 不可 避 の 結果 を 生み 出し 、 消 す 事 の 


玄 を ョ と ーー+ ュー 
慈 完 深 き 神 ゲル ・ ラ フ マ ー ン 





アル ・ ラ フ マ ー ン 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね な 1 
尊 悲 深 て 、 み 條 てく アッ ラー の 御名 に ちい 2 0 2 1 。 > 

ei 2 

2. を は 慈 圧 深 き 神 な り 、 〇 me 

ょ 1。 ぁ 2 

3. クル アー ン を 教え だ る は 。 (OO: 9 
リア ディア 3 ツア イン 

4. 彼 は 人 間 を 剣 造 し 、( 注 1 @ ら o い 1 


これ ン 
5、 之 に 言葉 を 教え た り 。 ゅ 所 族 
ニ の エン レラ 2 タプ 2 イタ ルン 925 ン 
6. 日 月 は 一 定 の 計算 に 従い その 軌道 を 走る 。 OO 


ン 
し ァ タタ 25 人 


みな ね 1 っ ラン Lo 
?. 草木 は 神 の 御 管 に 恭順 す 。( 注 2 ) ② の OSoeuJl っ eee 


けん た こう ブン グッ マー ンス プン [ンプ ズン バン ン ン 

8. 彼 琴 を 高く 場 げ 、 権 衡 を 握 え だ る は 、( 注 3 ) ② の IA 1 と の うう Ga し よう 

P ゆ っ アラ ツー > ラン や ン 

9. お 前 だ ち が 権 衡 を 不正 に 扱う こと な か らし の od は NI 
めん が た だ め な り 。( 注 4) RS 

10. され ば 、 公 明正 大 に 計量 し 、 決 し て 少 ( 語 2 eg 

5 > 52S00 の 31 

2 OO レン りう ラー つう ye9「 う 

ロー NR 沈 和 ] ょ 月) 還 還 日 の ン ン ビラ クン フン ン ノリ 5 ブタ ルレ 

1. 彼 は 大 地 を その 拉 造 物 の た め に 備え た れ Ob AA の うう 

ば 、 
注 1 「 人 間 ] と いう 語 は 、 一 般 的 な 意味 以外 に 、 此 所 で は 完全 な る 人 人 、 モ ハッ マ ド 貧 言 者 を 指す 。 役 の 身 
に は 、 神 の 属性 が 最 ぅ 完全 な 形 で 表 き れ て いる 。 この 様 に 、 人 人 間 が 魂 の (上 の 項 点 に 達し 、 そ の 遇 に 神 の 属性 


を 表す 様 、 神 の 慈悲 で 人 間 を お 作り に な っ だ と 、 当 節 は 示し て いる 。 

注 2 前節 と 共に 読ま れる 当 節 は 、 最 大 の 天体 か ら 最 小 の 基 の な い 植 物 に 下る まで 、 方 物 は 一 定 の 法則 に 支 
配 き れ 、 十 分 合わ ず を の 役割 や 果たす と 示し て いる 。 無数 に ある 天体 系 の ・- つ 、 詞 大 な 太陽 系 に お いて 、 全て 
の 大 体 は 定め ゆら れ た 軌道 を 安全 に 詳 行 し 、 そ こ か ら は ずれ る 事 は 決し て な い 。 

注 : 3 全 守 宙 は 一 定 の 法則 に 支配 され 、 そ れ を 和樹 成 する 各部 は 、 構 造 と 動き の みごと な 調和 を 遂げ 一 つ に 結 
び つ いて いる 。 この 異物 間 の 調和 と 的 衡 が 少し な り と も 吉 れ れ ば 、 全 宇 市 は ば ら ば ら に な っ て し まう で あろ うぅ 5。 
し か し 神 は 、 人 間 の 及ば ぬ ね 、 唯 一 神 の 支配 の 下 で 、 所 人 界 を 統制 する 法 、 全 て を 継 持 き れ て 来 ら れ た 。 

注 4 全 守 宙 に 、 全て を 包括 する 調和 が ある よう に 、 万 物 の 霊長 で ある 人 間 も ま だ た 、 均 衛 を 保ち 、 す べ で て 
の 人 を 公平 に 扱い 、 極端 を 避け 、 割 造 主 へ の 義務 を 果たし て 中 証 を 重んじ る 様 命じ られ て いる 。 
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弟 カ ー ト 皇 音 アル ・ ラ ブフ マー ン 


B に 、 ュ ア プン トド ・ う ょ 
12. を こ に は る ま ざ ま な 果物 あり 、 英 か ぶる eS 3 和 人 人 作 Ks 





雪 格子 あり 、 
よく い 、 移 2 が の に っ ンタ タン 5 し 
13. 殻 か ぶる 帝 物 あり 、 和 孝 た る 革 木 あり 。 @ 〇 Ob 5 sd13 
し ぁ 
14. 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 人 間 と 妖 武 ど も 、 主 の gOS い 人 PC 
の 思 宛 の いずれ を 大 むか ? ( 注 5) 
15. 彼 は 人 間 を 陶 如 を 焼く が 如き 粘土 より 創造 SKI ググ NL の He w PTZM le 
和 @ kd JULaL2 2 OCS ら 
で ーー ィ ン の ンー デレ し う ニン プン 
* すき ら 2 ロキ ディ 10 > * デー 
16. 妖 起 を ば 突 より 創造 ( 注 7 ) の の 2OIESIC に 
ん ちょ ・ ェ ッ ンク は ン ョ イン 
17. 然 ら ば お前 た ち 両 者 、 主 の 四 租 の いずれ を の ouSSC5 NG 
に サト カ > ? ドコ シン er 
18. 彼 は 二 つ の 東 の 主 、 二 つの 西 の 王 な り 。( 注 8) OGA 3 の 5 隔 AIR の 
ょ う uu グ ヵ 『 そ 。 
19. 然 ら ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 恩 功 の いずれ を Ss? 史 み 3 
拓 p アァ アデ レン デア 


注 5 | 償 む | の 王 語 は 、 底 民 と 婚 南 の 両 著 で ある が 、 こ の 「 両 者 ]』」 は 、 メ 、 二 種類 の 人 、 信 者 と 不信 心 者 、 
王 と 従者 、 高 ゆめ る 者 と 気 し き 者 、 唱 人 と 有人 色 人 や を 指す の か も し れ な い 。 (アラ ビア 語 で は この [ 知 む |」 は 、 両 数 
形 とい う 2 つの 主語 を よる 彩 で 、 か れ て お り そ れ は 、 Ro され る 疲 律 の 成 蔵 を 示す 為 、 そ れ を 強調 
する の に 肝 い られ だ と も いえ る 。 こ の 様 な 画数 形 は ア MAN 〈 使わ れる 。)50 : 25 も 参照 の 事 。 モ ハッ マ 
ド 大 言 者 は 、 当 節 が 啓示 る れる 時 、 2 業 を 口 に する 沖 で 返答 すべ きだ と 述べ だ と きれ る 。 
.[ 王 ま 、 我 々 は 、 あ な だ の いか な る 因 本 も 否 わ むこ と な どい だ た し ませ ん 。」| と 。 


中 6 天空 の 創造 と 太陽 ・ 月 の 配置 、 そ し て 地球 と そこ に 育つ 杯 物 の 成長 に つい て 諸 っ た 後 、 当 査 は 、 当 節 
に お いて 、 大 聞 の 事 に 触れ て いる 。 MS E カ を 当 
在 拘 に 持つ も の か ら 作 られ だ と 示し て いる の か も し 和 れ な い 。 [粘土 」 は 異質 な 物 で 打 た れ だ 時 に の み 音 を 出す の 
で 、 こ の 言葉 は 、 人 間 の 応答 力 に 生計 と 受け られ る 事 が 必要 だ と 示す の に 、 処 所 で 使わ れ て いる 。 クル アー 
ン で は 、 人 間 の 創造 及び 精神 発達 の 軸 な る 段階 を 示す の に 、 三 つの 言葉 が 使わ れ て 米 た 。 第 NSJ 
ら つ て られ だ 」 (3 ・60)、 第 二 暇 階 は 「 粘 土 か あら つ くら れ だ 」 (6 : 3)、 こ れ は 、 神 の 言葉 を 受け た 後 、 人 問 
は 蔵 別 力 を や 得 、 こ れ に より 普 ・ 悪 の 判断 が で きる 様 に な っ た と 意味 する も の で ある 。 第 三 段階 は 「 胸 束 」 の 段 
階 と 呼ば れ 、 人 人 間 は 試さ きれ 、 試 捧 の 秋 を く で り 抜 ける 様 定 め ゆら れ て いる の で ある 。 あら ゆる 試 錬 に 耐え を 、 天 の 
成員 が 完全 の 域 に 達し て 初 ゆ て 、 太 は 神 に 受け 入れ られ る の で ある 。 


4 15 : 28 参照 。 


注 8 地 - の どの 地点 を 取っ て みて も 、 他 の 地点 と の 隊 連 で 言え ば 東 と 西 で ある 。 こ の 事 は 、「 二 つの 東 と 
「 ご つの 西 」 と し て 番 か が 和 れ て ある 。 又 、 地 球 は 丸い の で 、 東 半球 の 東 は 西 半 奈 の 西 で あり 、 罰 RE 人 


わ ち 東 半球 の 西 で ある 。 こ の 為 、 二 つの 東 と 二 つ の 西 が 存 在 す る の で ある 。 現代 の 政治 用 語 で は 、 二 つの 東 は 
中 近東 と 和宏 東 を 98 メリ サカ を 指し て いる 。 全 選 光 の 王 は 神 で あら れる 交 、 ク ルアー ン 
の 光 は まず 東 に 広まり 、 湊 いで 西 を 患 ら す 。 こ の 様 に し て 39 意 70 節 に 記 き れ て いる 「 全 地球 が 、 神 の 光 で 順 
本 拉 3 


の 3 


2. に 芝 アノ ル ・ ラ フー マセ マー Saw 





20. 彼 は 二 - つ の 海 を 流れ さき せり 。 ーー つの 海 は い 


の アー 
っ の 日 か 相 い 見 えん 。( 注 9) の シン 
21. いま 二 つ の 海 の 間 に は 陽 燥 あり て 、 互 に 浸 の 本 を の ン (ンタ ン シ 
食す る こと を 得 ず 。 As の を 
し か 5 時 7 5 お ん ちよ うう 、 ョ の の ャ ーー ン ュ グ ン 
22. 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 恩 菅 の いずれ を の ooS い 39 な い 5 
合 む か ? 2 と 
23. ど ちら の 海 か ら も 胡 珠 と 苗 区 出 づ 。( 生 10) oo お 委 1 を 穫 2 うと 
7 帝 ゝ ず いで の の oo WW 1 る 
24. 然 ら ば 前 た ち 両者 主 の 思 今 の いずれ を Po 
光 む の ン シ 
4 ご PC ヒ み ピー 
25. 山 の 如く 海面 に 八 え 立つ 船 も 、 ま た 彼 の 有 の ae りあ と 3 に bh ルツ 3 
な り 。 ( 注 11) ン ン 
お ん ちよ う 6 ンク め ン 0 1 
26. 狼 ら は お 豚 た ち 両 者 、 主 の 皿 秀 の いずれ を 「 2 5 し っ う 291 の ら 5 
7 の ン デア デ 
二 頃 
27. この 世に ある も の は すべ て 消 減 す 。( 注 12) る oE の 人 と 
ひと 
28 . 独り 蘭 大 カ * つ 栄 谷 の 王 の み 永 人 返 に 和 條 在 す 。 SS Ei Ta リッ ラ ン 
⑯a に つり | Se 
( 注 13) 全う う て CUeJ IO 33 
29. 狼 ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 因 範 の いずれ を NG っ 2 1 a 和 ィ 
r か ? @e あう | 1 い 


潤 : 9 [こつ の 海 ] と は 、 絡 海 た 地中海 、 多 は 大 西入 と 太平洋 が 考 を られ る が 、 特 に 前 首 を 指し て いる よう 
だ 。 当 人 節 に は 伴 大 な 頂 言 が 含 き れ て いる が 、 こ れ は スエ ズ と フナ マ で 両 運 河 の 建設 に より 成就 き 乱 だ 。 削 者 は 紅 
海 と 地中海 を 、 後 首 は 大 西洋 と 太平 洋 を 結び 付け だ 。 世界 は この 玉 言 の 成就 を 見 る 衝 に 、 13 世紀 も の 則 待 だ 
ね ば な ら な か っ だ 。 あ る い は ば は 、[ 2 つの 海 ]J は 、 自 釣 科 学 と 精神 科学 を 示し て いる の か も し れ な い 。 区 、 相 友 す 
ER の の 50 お の の BE 
の で ある 。 


湖 10 不思議 な 事 に 、 真 珠 $ 下 王 も スエ ズ ・ パ ナマ 両 運 河 に 見 6 紀 る 。 


汗 : 11 この 言葉 は 、1 と 合 じ く 海 を 支配 する 、 現 代 の レビ 族 の 人 を 指 し て いる 和 粒 だ 。 当 章 は 、 窟 易 拡 大 に 海 ・ 
路 を 利用 し て 壮 に し だ た 、 西 側 諸 国 の 進歩 と 繁栄 に 言及 し て いる の か も し な い 。 

注 12 全 宇 宙 は 哀 退 と 死 を 遅 け る 事 は で きず 、 い つか は 凌 び る 運命 に ある 。 神 の み が と ど ま れ る で あろ う 。 
それ は 神 が 狐 自 に 存在 し 、 何 に 頼る こと もぉ なく 存続 で きる 存在 び か 5 で ある 。 

注 : 13 地球 、 天 体 、 物 質 界 は 全て 無 に 帰す 事 と な っ て いる の で 、 な お さら 人 人 問 の 理性 は 不死 身 め 存在 や 求 沙 
る 。 それ は 、 全 宇宙 や 合造 きれ 、 万 物 の 始ま り で あり 、 終 わり で も ある 、 宙 で ある 。 当 節 茂 び 前 二 節 は 、 同 時 
に 働く 二 っ つの 不変 の 法則 を 示し て いる 。 旨 ) 廊 物 は 滅び 死に 行く 運 谷 に ある 。 (2) 宰 の 法 に 従え ば 、 生 命 の 継続 は 
保証 きれ る 。 
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Mi 


あめ つ ち 
30. 天地 に ある すべ で て の も の は 、 彼 に 訴 を 請 


Nr 
人 


ゅ の 1 ア 

6 の Poo の Se っ 2 に 

日 々 彼 は 異な る 状態 で 自ら を 表わす 。 5 
@⑤o い 
21、 然 ら ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 思 窟 の いずれ を OAIWG を ye 
償 む か ? - し | 

に 時 | で ユン る レタ ン クタ タッ ン ン 
32、 や が て われ ら は お 前 た ち を 審判 すべ 〈 く 時 を の 5 A) らら っ 

う て で らん 。、 履 等 二 つ の 重 奇 | ( 注 14) 上 
33、 然 ら ば ぉ 前 た ち 柄 者 、 主 の 四 笹 の いずれ を ゅ oo 31S い 3 
むか ? ー・ ン デー シン 
に も が ら あめ ゆめ つ ち ン 

34. 妖 起 と 人 間 の 俳 よ 、 天 地 の 限 界 を 越え 得る こち ( 区 Solo らし る る 


な ら ば 、 越 えて みよ 。 る れ ど 主 の 権能 の 助 4 
けが 上 に は ば 。 前 だ ち 芝 を 越え る 能 わ ず 。 Be らち DLT 3350 2 


で 0 mn?。 る 3 ク の 9 ッ ラン し 
@caD SO85S 


し か お ん ちょ う ッ ン が < 
が た + や | 記 2 ーー 因 補 に 1 タ 地 em テク Mu 2 

35. 2 主 の 四季 の いずれ を (OAM っ SU 
FT '+ ュ 『 の 


レイン ゃ 1 選 rm w の 了 ン lf 
36、 火 燃 と 溶鋼 が お 前 た ち に 浴び せら れん 。 お NL 人 の 3522 史 Me 6 


前 だ ち は 自 6 を 守り 得 ざ る べし 。 ( 注 15) Ed 
の eyes 
お ん ちよ う wm の 1 イン 
9 鉄 ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 恩 窟 の いずれ を 4 
寄せ か ? 上 0 


38. 間 赤 皮 の 如く 法 く な る と き oo の MMIC 
あら 注 16 


た 、- 1 “の ンタ MC 3 る 

39. 然 ら ば 前 た ち 両 者 、 主 の 恩 範 の いずれ を @woS い cy! はい 
否 む か ? - 

生 14 一 つの 重要 な 物 を 点 味 する 「 二 つの 重荷 ] は 、 本 文 が 示す 通り 、 人 と ジン を 指す と 言え よう 。 又 次 の 


様 な 解釈 も ある 。 ア ラブ 人 と 非 ア ラブ 人 。 現代 政治 用 語 に 言う 二 大 主要 囲 、 つ まり 一 方 が 、 ソ連 ・ 忠 国 と その 
同 四国 、 も うぅ 一 方 が アメ リカ 合衆国 と を の 同盟 国 。 資 本 級 と 労働 者 階級 。 こ れ 符 二 大 連合 が 行動 する や り 方 
で は 、 彼 等 は 常に 道徳 的 な 争い から 抜け 出る 事 が で きず 、 科 学 技術 開発 分 野 で 何 必 紀 に る 渡っ て 積み 上 げ 65 れ 
だ 人 人 々 の 業績 を 完全 に 打ち 壊し 、 地 上 の 生命 を ほぼ 絶 渡る きせ て し ま 2 か も し れ な い 。 当 節 に は 、 こ の 事 へ の 丈 
合 が 合 ま れ て いる よう が だ 。 


計 15 当 婦 は 、 二 つの 対立 する 陣営 に ふり か か る 、 最 も 破 克 的 で 蘭 ろ し い 久 を 示し て いる 。 全 人 類 の 文明 を 
焼き が くす 准 れ の ある 、 芝 る ろ し い 大 火 に 世界 は 泊 し て いる 様 だ 。 


注 16 。 惑 ろ し い 還 を 如何 に あり あり と 描い て いる 事 か 。 


os 


40. その 日 、 人 間 も 妖 嘉 も その 罪 に つい て 問わ の oO3 の と SU し 93 
e アリ * ーー ンー ーッ 
れる こと な か らん 。 ( 注 17) る 
aa 5 5 ゞ ルン ッ yー ン イン 
41. 然 ら ば ぉ 前 だ ち 両 者 、 主 の 恩 部 の いずれ を eo し ss1eU 
和 む か ? 上 
し L ぁ し 、 1 う 1 る ンタ し ン 22 2 し. 間 T 
42. 罪 を 犯 せ し 者 は その 即 で わか り 、 前 髪 と 両 5 の 2 > ER に 1 
足 を 捕 え られ ん 。 で 。 ノン ッ > 
43. 然 ば おぉ 前 た ち 両 者 、 モ の 恩 功 の いずれ を Ja6MerSist 
示す か ? 7 
有 、 ズン 9 の の 1 バス e 
44. こ は 罪 を 犯 せ し 者 が 認め ぎり し 地獄 な り 。 @O ァ aols つっ っ (の AA つゆ 
5. 彼 等 は 項 え た ぎる 熱湯 の * り きま よ 「 フタ ン ン トブ ブリン ンチ タリ タン 
45 半 ぇ だ た ぎる 熱湯 の 中 あめ ぐり きま ょ @oU し to 4 
う /。 
46 択 ら ば お 前 た ち 両 者 、 王 の 恩 二 の いずれ を 5 4QWG も [し (3 
0 ⑯ ツ oo ue うり (の い 
せ か ? ン 2 
寺 
47、 きれ ど 1 こと を 虹 れ る 者 に へ ・ る タン コ ョ ンプ [る ブーン 人 レラ ント ン 
SN NIR - SS oo ゆら うう 
は 、 二 つの 楽園 あり 。 ( 注 18) 
ュー 記 テ 旨 アト 【 し 
48. 然 ら ば お前 た ち 両 者 、 主 の 皿 共 の いずれ を ooo 0e い 3 
稚 む か 7 の 8 Si 
4 生 旧 は 5 を れる 樹 本 あり 。( 注 19 で [の 2 イト ン ュ ンス 
を うっ そう と 茂 樹 本 あり 。( 注 19) 人 o31555 


潤 17 犯罪 者 の 意 事 は 、 彼 等 が その 行為 を 犯し た か 合 か 聞か れ な いう ち に 、 そ の 顔 に 大 書き る れる で あろ う 。 


の SH れ て いる 通 0、 不 信心 者 の 身体 の 諸 器官 で すら 、 彼 等 に 不利 な 証言 を する 
で あろ う 。 


注 18 「 二 っ の 楽園 | と は 光 の 様 の 事 を 意味 す る 。 1) 普請 な る 人 生 の も た ら す 心 の 平安 。⑫) 物 費 快 芝 を 追い 
求め ゆる 入 生 に 生じ る 苦し みか ら の 解放 。 「 楽 園 』】 は 、 現世 で 神 の 為 に 自ら の 人 鉱 望 を 捨て 去る 事 で あり 、 今一つ は 、 
来世 で 神 の 吉 び を 与え られ る 応 で ある 。 納 の 信者 は 絶え ず 現有 財 に お いて 神 の 恩恵 に 浴 し 、 苦 し みな に か き 誠 れる 
吾 も な い 。 これ は 地上 上 の 楽園 で あり 、 神 を 思 れ る 者 に 授け られ 、 彼 は 常に そこ に 住ま き う の で ある 。 来世 に 約 東 
きれ た 天国 と は 、 現 握 の 楽園 の 喘 像 で し か な く 、 現 世 で その 様 な 人 が 享受 する 精神 的 恵 を 具現 化し た も の で あ 
る 。 ク ルアー ン が 10 1 65 及び 41 : 32 で 述べ て いる の は 、 真 の 信者 の この 楽園 に いる 様 な 状態 で ある 。 1 二 つ の 
薬 園 ] は ヌ 、 二 本 の 川 か ら の 準 泊 で 二 壌 豊か な こつ の 谷 、 ジ ャ イハ ー ン と サイ ハー ン を 指し て も い ょ う 。 ブ ラー 
ト と ナイ ル は ほ は 、 ハ ディ ス に よれ ば 天国 の 川 し な っ て いる (ムスリム )。 こ の 二 つ の 谷 は オマ ル の 時 に イス ラム 数 
徒 の 手 に 防 た 。 


注 19 現世 に な いて 、 真 の 信 省 は 神 の 為 に 様々 な 辛苦 に 耐え 、 あ ら ゆ る 装 行 を 行う の で 、 来 世 で 、 そ の 試 錬 
や 和美 行 は 、 様 々 な 色 ・ 味 を 持つ 花 や 容 に 形 や 変え る で あろ う 。 
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50 然 ら ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 因 軍 の いずれ を の oo 5(eL3 
に 7 レス アン の の 
51、 両 園 に は つの 流 泉 あ り 。 ( 注 20) の SS の Cg ve. 
ゅ ン み 1 デル 
52. 然 ら ば ぉ 前 た も 両者 主 の 思 究 の いずれ を eocyuSCts を 
到 む か 5 アッ アプ e/ ン 
53. を そこ に は あら ゆる 種類 の 栄 物 が 二 種 あり 。 Sa な 246 
54.、 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 因 訪 の いずれ を ou バ Si 
不 か * ? の * と ント デ 
6 NR 2 陸 | ミ 。。 。 [レレ PS ッ ン ン 
55. 彼 等 は 、 天 物 の 上 の 錦 の 奏 つ けた る 麗 覆 に 246222L52LOY び っ JE CNS 
身 を 横 た え ん 。 両 園 の 熟れ だ 果実 は 手 の 屈 間 
(と ころ に あら 6 ん 。 ( 注 22) @gs os)(K え 
し か ャ ン 1 
56. 然 ら ば 前 た ち 両 者 、 の 皿 腕 の いずれ を 電 9 しい US 


本 す カッ 7 


本 タイ セン タス ンタ タコ ッッ ン ツ 。 2 3 
57. そこ に は 、 い まだ か つて 人 間 も 妖 寺 触れ SO を 5 2 1 ら ぐら 


きよ うう し ロ う 
さり し 婚 著 の 処女 あら ん 。 ( 注 23) ee 
らら うぅ 
ば ュー ギド ン パ イク 
58、 然 ら ば ぉ 前 た ち 両 者 、 主 の 恩 能 の いずれ を の eS の Ja 
会 むか ? 
ルビ ピー ' ノン #* み ルイ ンー の 
59. 彼女 ら は 紅玉 や 真珠 の 如 し 。 ( 注 24) @ok24 ら 38 じ 1 ひめ 
注 20 | つの 流 提 ] と は 、 ホ クー クッ ラー ( 神 へ の 義務 ) や ホク ー ク ル エ バー ド (イス ラメ 教徒 の 同胞 へ 


の 司 務 ) の 精神 の 具象 化 で ある ろう 。 イ スラ ム 教 佳 は 現世 で こ EE 
の 義務 の 履行 が 、 来 世 で 二 つ の 朱 と 形 を 変え る の で あろ う 。 真 の 信者 は 、 絶え ず こ の 義務 を 遂行 し 続け る の で "、 
泉 は 流れ 続け る も の と し て 反 か れ だ の で ある 。 


注 21 再び 書か が か れ て いる 「 二 種 」 は 陰 只 的 に 信者 の 二 竹 類 の 普 行 を 表し て いる 様 だ 。1 疫 等 自身 の 精神 的 ] 操 
上 の 為 の ぉ の 。(⑫) 彼 等 の 同胞 の 為 に が くす も の 。 


注 22  「 二 つの 楽園 ] は 、 こ の 章 に 三 度 用 いら れ て いる 。 こ れ は 、 来 世 の 楽 園 に お ける 吾 福 と は 別に 、 信 者 
は 現 件 に お いて も 長き 物 を 全て 壮 に する と 強調 し て いる の で ある 。 

注 23 「 婚 甘 の 処女 上 いう の は 、 凌 恥 心 の ある 女性 を 指し 、 彼 女人 等 の 注意 は 全て 神 に 向け られ 、 彼 廊 等 は 
王 で あり 信 造 証 で あら れる 御方 以外 に 価 物 に も 日 を 后 け る 事 す ら な いと 示す も の で ある 。 イ スラ ム 教 の 概念 

は 、 天 国 の 恵み は 地上 の 生活 に な ける び 上 仏 て いる 事 が ここ で 再び 述べ られ て いる 。 天国 に は 、 宮 典 ・ 許 ・ 
川 ・ 木 ・ 果 実 ・ 芸 ・ 了 ・ 友 ・ 等 が あり 、 唄 これ 等 の 性 質 は 、 現 世 の ぉ の の それ と は 人 違う の で ある 。 事実 それ 等 
は 、 上 正義 ある 者 が この 人 世 で 作 す 普 行 の 親 神 的 描写 な の で ある 。 

注 24 537 凍 に は 、 天国 に お ける 信者 伸 間 の 心 の 済 ら か き が 述べ られ て あっ た が 、 当 節 は 、 彼 等 の 姿 形 の 美 し 
き に れ て いる 。 
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五 十 五 音 アル ・ ラ フ マ ー ン 
人 こ u ァ アン w ン ど 
60. 然 ら ば お 前 たち 両者 、 主 の 思 蟹 の いずれ を OZ CU 
否 む か ? ' の びら CC の ig 
し 1 f 


で ぁ r レ し 2? る 。 2 テン ン 2 レ 
61. 善 の 報い は 、 天 に 非 ず し て 何 を や ? ③⑬o じ 5911 っ に sy 発 こ よめ 


L が か ゅ ンク と | て アデ 
62. 然 ら ば 前 た ち 両 者 、 主 の 皿 夫 の いずれ を | SC yeU3 

傘 む か ? CO 95775 
63. これ 等 二 っ の 楽園 の 外 に 、 他 の 二 っ の 楽園 の ERCSIKDSOIA ろ 

あり 。 ( 注 25) 本 是 記 


し か 9 5 、 時 P を ッ ン タ 2 
64. 鈴 ら ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 皿 薄 の いずれ を の OS し AS うし 3 
涯 むか ? ー ーー 
室 
65. そこ は 緑 し た た る ば か りな 5。 ( 注 26) の 
し か 本 HP 8 ・ タ の 
66. 筑 6 は お 机 だ ち 両 者 、 ギ の 思 二 の いずれ を os し G3 約 Us 
す か ? アリ の) ン ン 


67. そこ に も こつ の は ほ と ば し り め 消 き 出 る 氷 あ UPMTWEL7 し か 
り 。 ( 往 27) - こ " 


し か * て ? 1 遇 
68. 然 ら ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 思 箇 の いずれ を OKAGE 91 な い 8 
アデ ン デー シン 


谷 む か ? 
由 7 R に で の デ と 9 ン 内 
69. に ちら に も きま ざま な る 灯 物 あり 、 家 孝子 5 35324 し As 


の 実 $、 橋 和樹 も あり 。 
7 包 ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 異 科 の めい ずれ を で WO ン ノイ イレ キン 1 と ( < 
< 1 つう 日 て の hk 1 日 (② い ピ と 約 『 E 


告 む が か? 


ーー ーー こい 


i 注 25 44 錠 で 述べ 65 れ だ | つの 貯 園 」 は 天国 の 庭 で あり 、 当 節 の 「 二 つの 楽園 ] は 現世 の 庭 を 指 す よ うだ 。 


イス ラメ 教徒 は 米 志 の 庭 を 約束 きれ て お り 、 こ の 神 の 約束 が 成 凌 き れる 証し と し て 、 彼 等 は この 取 の 姓 を も 約 
東 さ きれ た 。 それ は 、 彼 等 が エジプト エイ ラク の 冊 錠 な 谷 を 征服 し た 叶 、 実 際 に 彼 等 の も の と な っ た 。 し か し 、 
47 人 節 に ある 「 二 つの 朱 園 」 の 描写 は 当 節 の も ぁ の と は 異な る 。 こ れ は 、 こ の 間 に 二 種類 の 信者 が 描か われ て いる 事 
を 示し て いる 。47 節 の 園 が 約束 $ れ た 信者 は 、 当 人 節 の 庭 や 約束 きれ た 信者 より 、 精 神 的 な 位 が 高い よう だ 。 
関連 の 節 を よく 吟味 し て みれ ば 、 こ の 事 は 明らか に な る 。 こ の 信者 の 二階 級 は 、 決 の 56 詞 の 11 節 ・28 節 に る 
れ ぞ れ 述 べら れ て いる 。 


i: 26 欧 の 39 節 の 楽園 に は 様々 な 木々 が ある と 書か れ て いる が 、 これ は 約束 き 宙 た 高 寺 の 登 行 に 公 信 な る 
の が ある 濃 を 示し て いる 。- 方 、 当 節 の 楽園 は 「 結 し た た る | : と 書か れ て あり 、 こ れ は 、 信 者 の 行い が 非常 に 


_ 案 晴らし いこ と を 示す 6 の で ある 。 


注 27 当 節 及び 耐 述 の 51 人 節 に は 、 信 者 に 約束 きれ た 提 に つい て 、 二 つの 異な る 描写 が な きれ て いる 。51 節 
の 約束 きれ た 泉 は 、 了 弄 か に 絶え ず 流 和 れる と 書か が れ て いる 。 こ れ は 、 そ の 人 節 の 泉 を 約束 きれ た 信者 が 、 当 人 節 の 泉 
を 約束 きれ た 信者 より 精神 的 に 高位 に ある 事 を 示し て いる 。 それ は 、 前 者 が 報 わ れる 事 を 期待 せ ず し て 常に 他 
首 に 善行 を 施す の に 対し 、 後 省 は 自然 の 衝動 か ら 療 行 を 為す が 、 そ の 行為 が 主 に 抽 身 の 事 に 限ら ちら れ て いる か ら 
9 者 


ー828 一 


ei 半 AN アル ・ ラ フ マ ー ン 


71、 そ こ に は 脚 し き 美 女 あ また あり 。( 注 28) OO に > の 光る 6 
還 5 を で ョ ンク タ 0 
72. 償 ら ば 前 た ち 両 者 、 王 の 思 窟 の いずれ を octo3 eS 
ERO ンコ の 
73. 美しい 黒い 瞳 の 乙女 等 は 、 天 幕 の 奥 に の CSJlGo222 ス 
こも 5 て 侍 す 。 ( 注 29) ' 
7 然 ら ば 前 た ち 両 者 、 主 の 恩 芝 の いずれ を の SS いる 253 
至り か ? ・ R ーー 
75. 役 女 等 は いま だ 人 間 も 妖 起 も 手 を 触れ ぎり の る に 5 2A8 の 13 
し 乙女 等 な 5 
で un ンク レノ テン の 
76. 然 ら ば 前 た も 両者 、 王 の 皿 の いずれ を ogoS し ts が ieU3 
和む か ? 1 
77. 弥 の 衝 や 美しい 艇 物 の 上 に 身 を 横 た える な Go に oo の E 2 
レフ デ ゃ と 
| クタ ャ イレ 
78. 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 由 能 の いずれ を oo し 6 9 は は 


呑む か 7 ( 注 31) 


由 と アラ ーッ ルレ 1 TP 2 ELL 
79. 0 し て 栄光 に みつ る 液 が 主 こ を 祝福 し ⑨s ら 95JSJ の 5 る 313 注 を 
2 る でき も の な る か な 。 ー 


宇 28 当 節 で 少女 に 関し て 使わ れ ね 「 し き 美 女 ] と いう 語 は 一 般 的 な 芝 味 し か 持ち 合わ き な い が 、 こ れ と 
比べ る と 、59 全 の 「 ル ビー や 真珠 の ご と く 」 に は 特別 の 意味 が あり 、 特 に 寺 で だ 美しき ゃ を 表し て いる 。 


邊 29 57 和 の 『 敵 半 の ] は 、 当 節 の 「 天 幕 の 典 に ひき こも 5 て 」 よ り も 、 明 ら か に 進 か に 上 品 な 様 を 素 し て 
いる 。 


注 30 信者 に 関し て 55 節 に 前 遠き る れ だ 言葉 は 、 彼 等 が 当分 の 人 人 々 より 成 厳 ・ 散 意 ・ 権 威 を 持つ 事 を 示し て い 
る 。 当 和 盆 と 共に 、 次 の 56 章 に お いて 、 この 二 種 類 の 信者 の 比較 が 特に 述べ られ て いる 。 | 先頭 の 人 人々 | (56 : 11)、 
[右手 の 人 々 」 (56 : 28) 


注 31 当 節 が この 章 で 31 回 に も 渡っ て 用 いら れ て 米 だ と いう 事 は 、 意 味 の 無 い 事 で は あい 。 この 音 で は 特 
に 、 神 が 人 間 に 授 けら 5 られ た だ 素 時 らし い 恩 恵 に つい て 述べ て いる よう だ 。 こ の 多種 多様 な 骸 恵 を 考え ん えれ ば 、 当 節 
が 繰り 返し 用 いら 和 て だ の は と 実に 疾 切 な 事 に 思え ぇ る 。 し か し 同時 に この 竜 は 、 も し 人 人 間 が 悔い 改め 甘 度 を 変 
ぇ えな けれ ば 、 核 職 多 の 様 の 形 で 空前 の 破壊 的 な 神 の 前 が 人 問 に 科せ られ る と 語っ て いる 。 こ の 差し 人 迫っ た 危機 
の 和 警告 も 又 、 次 や 変 えた 思 恵 で ある 。 


0 クサ ーー 


不可 避 





アル ・ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あき まね 
1. 慈 甘 洒 てく 、 上 恵み 山 く 《 ア デア ッ ラー の 御名 に 
1 


2. 不可避 な る こと 超 る 時 、( 生 1) 


3 何人 も を の 到来 を 嘘 な り と 云う 能 わ ず 。 


4 すなわち 、 或 る 者 は 財 降 きれ 、 あ る 者 は 
され ん 。( 注 2) 


5. 大 地 が 激しく 震 提 する 時 、( 注 3) 


35。 は る 覚醒 が 


7 鹿 拘 の 如く な り て 四散 せん 。 





ラグ イナ 


し よう よう 


党 揚 


8.、 を の 時 お 前 た ち は 、 三 つの 組み に 分 けら 衝 
8 

9. 最初 に 右手 の 人 々 、 彼 等 は な ん と 幸せ な る 
か な ! ( 注 4) 

10. 次 に 左手 の 人 人 々 、 彼 等 は な ん と 不幸 な る か 
な ! ( 注 5) 

注 1 人 1) 万 人 の 復活 (の H)。 


穴 大 な る 宗教 改革 者 、 っ の 1 拍 言 者 の 出現 。 


注 2 2 節 の 「 不 可 避 な る こと 1 は 、 
う 。 高位 に し て 権力 ある 者 は 地 に 沙 ち 、 


CH 


虐げ られ 踏み 


アラ ビア 全土 は 、 そ の 基 胡 ま で 揺らぐ で あろ う 。 士 い 信 仰 、 概 念 
か ら 変 わる の で あろ う 。 つ まり 再 い 秩 誰 は 絶え 、 全 く 新 し いも の に 了 収 っ て 代わ られ る の で ある 。 前節 ・ 


と 共に 、 当 節 は 死後 の 再生 に 当て は まる も の で ある 。 
注 4. 他所 (75 
注 5 に 向かい 易い 魂 (12:54)。 


=993 り 一 


2 5 デン 
プ ョ グ 1] CO ぐ 
OO いい っ うら 5 ST 


る 科 導 Go 


りう の ② ン 


の 1 る 


を ウン の ョ グゥ ウ 


(9< らら | ら さ う 131 
プク ン ーー ぅ ンタ ン 

人 
の 多 3 る だ 


よみ コン エン 5 クン 


OCGPAR べ 3 


の Pt (23221CbSG 


の 1 ぁ ゅ 12 


〇 ここ 


Lo1 


し す MNT オン 





2) ア ラビ ア に お ける 偶像 演 捧 の 絶 小 と 偶 餅 崇拝 沖 で ある クラ イシ ュ の 完敗 。) 


人 人 生 に 大 いな る 変革 や も た ら す で あろ う 。 新 だ な 直 界 が 生じ る で ある 
に じ ら 65 れ た 者 が 高め られ る で あろ う 。 


、 道 徳 基準 、 習 慣 、 生 活 様式 等 は 根 


後 分 


・3) で 、 グ クル アー ン は この 不信 心 加 た ち を 表す の に | 自責 の 念 ] と いう 語 や 用 いて いる 。 


五 十 六 2 0 2 の 
た だ 還 MM 
11. 先頭 の 人 々 は 、 一 番 義 し か り し 信者 た ち る ン ン ぅ 2 
圭二 ①⑨① い UPG 
( 注 6) 
5 で ン ラッ プン 5 レコ kr。 
12. 彼 等 は 神 の そば 近く に 席 を 占め ん 。 CICESIYNIE ら に 
2 る 人 ラ 2 
13. 彼 等 は 至福 の 楽園 に 住ま ん 。 ⑨ 2As31 と 63 
\ グゥ ャ マグ の 9 デ ウ の る タ 
14. そ は 初期 の ムスリム に 多く 、 ⑫o の USC み 45 
プー pe Pa 二 @ 信 Pa 〆 
15. 後世 の 者 は 少く CO2 0-M5 5 
と うし ょ う ブ マン ラッ タ ュ ン 
16. 金 や 室 石 を ちり ば め た 揚 洒 の 上 に 、 ⑨ も あめ の > 
い ぎざぎざ の ノイ ン の 人 2 る 
17. 相対 し て 傍 座 す 。 (OIG11Y4 の 2 の る を 
8 が > 9 や ンタ と? ン 21 タン 
18. 年 と ら ぬ 少 年 た ち が 給 任 に まわ る 、( 注 7) あの 3 3 
な か つき ah A プ 3 天 クン ツ る (ZZ ン ッッ 年 
19. 高 束 や 水差し や 流 最 か ら 流 みた て の 否 を る の os2 の 22S5C5 こら 
げ て 。 レフ グ 2 
_ これ に コリ 8 アラ タラン デュ ョ タデ 
20. 役 等 之 を 飲む と も 頭痛 せ ず 、 ま た 泥酔 する 82 8 19) 
2 まく 
ヅ インノ イェン 
21. 果物 は お 好み 次 第 、 の os 人 1 
プッ クン マン の 。 5 イン タマ 
22. 種々 の 鳥 肉 も 望み の まま 。 (OHC ま 12 全 さ に 
- お と め づる ぅ の ぅ タ 際 や 
23. また 目 も と すず や か な 美しい 処女 ら は 《⑯ り Ao ) っ 9 
で ょ タク 信 ? > クノ の 
24. 愉 も 秘蔵 の 真珠 の 如 し 。 間 
AE 6 ン し の 
25. こ は 彼 等 の 善行 の 報い な 5 ⑨⑲6 多 58g る 
26. 彼 等 は る は や 無益 な 話 も 、 罪 つく 5 な 話 も HE LIPFVGCPG1269 が 07C9 も 1 
聞か ぎる で し 。 
注 6 先頭 の 人 々 (この 亭 の 11 一 27 節 に 述べ られ た 、 特 に 神 の お 側 に 近付く 眉 下 を 施 き れ た 好 運 な 信者 達 
に 施さ きれ だ 天国 に お ける 由恵 は 、55 章 の 47 一 62 節 に 書か れ た 神 の 哨 り 物 と 非常 に 伏 て いる 。 こ れ は 、55 杏 
7 王 62 所 の 信者 達 が 、 こ の 斉 の 先頭 の 人 々 (特に 神 の お 側 に 行く 事 を 許さ れ た 者 ) と 同じ 位 に ある 事 を 示し て 
0 
注 7 3 同 ) は 、 信 者 に 仕 を る 召し 使い の 無邪気 る さと 変わ る 事 の な い 初 々 し き を 示し て いる 。 
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第 電 ト 六 次 “ テル ・ ワ ー ク イア 


ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーー ニー シー フシ シー シーシー シシ 


27. た だ 「 平 安 、 平 安 」 と 云う を 開く 。 _@KCUC 


< た ゝ ュ ラ る リ ギ 人 穫 き 7 ュ お に ち の ァ ラ ッッ て し 内 ン * ッ プ 
28. 生生 ぇ えば 、 彼 等 は な ん と 幸せ @oud ゆ I じ od P 


29. 彼 等 は 、 東 な し の 浴 本 の 賠 、 (⑨ っ ゅ 2 っ 3 つい ue 3 


* 信 
30. 枝 $ も だ わ わ な バナ ナ 、 | poo で 9 
マー っ タラ ンー. る 
31. うっ を うた る 宙 黄 、 〇 ひら um3 うう 


こん こん ュー < ネェ 還 2 36 の 
32. 湊 々 だ る 清 選 の は とり に 住ま ん 。 ら oSA タ う 
ッ ぃ アッ ゥ 、 グ クン ヶ て る 
33. 豊富 な 果実 は eic72405 5 


と て ザン 212 2 ン 
34. 断 え る こと な く 、( 注 8) ⑩ Ac we ) 3 A2 ob&o 


は ん り ょ an レン ッ タ 5 ンー ラタン 

35. その 上 高 長 な 伴 但 を 得 ん 。( 注 9) (⑲ Ac めい め う ろう 9 

1 J レッ アル ーー 

こ > が 特に 役 等 の た め に 創造 せる 1 る 2 RE 

36. こ は わ れ ら が 特に 役人 等 の た め に 創造 せる 9 る りら の 5) 
有 、 

コタ 2 の 1 る タ 11 ビン ンー 

37. みな 処女 ば か り 、 9 つの で 

Be Lett の 

38. か れん に し て 年 も 頃合 い 、 ( 注 10) ⑨⑲ い らら 1 らら と 


39. 右 方 の 人 々 と は 。 ⑯⑲⑯ の wi し eo サ 
路 -* 自 プ レッ ムン マン 3 ン 。 ゆる る 

40. そ は 初期 の ふ ムスリム に 多く 〈、 ⑯ い の ひ 591 2 2 
っ ノ > Uli  。 タ る タン 

41. 後世 の 者 も また 多 し 。 ' ⑨ いみ 1O2 < っ 9 


注 : 8 タル アー ン の この 章 及 び 他 の 誤 で 天国 の 住 入 に 約束 $ れ た 思 恵 は 、 次 の 様 な 特質 を 備え て いる 。 1 
れ 穫 は あり 余る 程 の も の で あろ う 。(2) 容 易 に 手 に する 事 が で き 、 取 捨 選択 は 信者 に 任 き れ て いる 。 (3) 誠 る 事 も 
尽き る 事 $ な い 。 (3 不快 感 や 疾病 を 起こ す も の で は な い 。 


注 9 心 の 平安 を 遂げ る 為 に 、 信 者 は 高 寺 な 家柄 で 品位 の 高い 純 着 に し て 美しい 配偶 省 を 伴 休 と し て 持つ の 
下 あ る 3。 


汗 10 美しく 、 貞 波 に し て 信心 深い 寺 は 、 夫 と 同じ 人 人 生 観 を 持ち 、 太 が 受け る 事 の で き る 最大 の 神 の 皿 恵 で 
ある 。 天国 に は 高 潔 な 男 手 が い る 様 に 、 又 、 徳 の 高い 女性 が いる いと 、 ク グル アー ン は 述べ て いる 。 大 生 を 淀 福 


で 完全 な る も の に する の は 、 良 き 変 わり 9 で ある 。 
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し か ぉ ーー 
42. 然るに 左 方 の 人 々 は と いえ ば 、 彼 等 は な ん @JCAICASG ET 5 
と 不 辛 な る か な 1 ーー 9 
で 2 る タン ゥ ょ = 
43. 熱風 と 沸 湯 の 間 、 ( 注 11) の タラ の y ( 
ッ チル 2 の 
44. 昌 煙 の 、 ⑥⑩ ク we5 ら 2 の 5 
ラ プン と 
45. 涼 な ら ず 快 な ら ぎ る と ころ に 住ま ん 。 ⑨ ぁ > りう っ C 
ーー コ 
う フ し よ 。 きよ うし W よ け で の ッ 3 グン 1 イラン 2 し の 2 の る 
46. 起 え ば 彼 等 は 、 現 世 で 刻 稀 に 陵 り 、 (@XO こ や どき の | は 11* 多 の 
9 。、 タ ター イン ンタ タ 2 ダレ レレ 
47. 大 罪 を 事 と せり 。 の JI らら の ぼう 
BEo ゆっ っ 4 て スコ オン カッ ラン ラテ ルン 
48. し か も 常々 か く 云 えり 、[ 何 ん と な ! 我 等 35bpES5CSslO み 1 8268 2 
死 し て 土 と 骨 と に 化し た る 後 、 再 び 難 らし 人 0 の の 
め ら る と いう か 、 ( 注 12) @Cysas も) 25c 
ン 2 ンダ タン レン 
49. 我 等 の 遠い 先 抽 も また 然 り と な ? | と 。 @o9905 移 
中 の 0 の の アント 
50. 雲 えん 、「 然 り 、 普 の 人 も 、 今 の 人 も @⑯ose05 OM513105 
3 ュ タ ュ ン ゥ っ ン グン っ り デ 2 ずっ ぅ デン 
51. 定め られ た だ る 日 の 決め られ た る 時 刻 に 必ず ⑨ プ 3 の の 2 の と のっとり 
召集 せら る べし 。 - 
52. その 時 は 流 等 、 迷 える 者 、 真 理 を 拒否 せる OKA の 人 
者 ょ 、 放 2 
* 2 る ク っ どど ム ス ぅ 1 
53. 必ず や ザッ クー ム の 木 を 食わ され 、 9 の の 2 ペペ 2 Am 
ii デル ナル ゴア た 王 還 ア ミア 
54. 以 て 満腹 に きせ らむ 、 9 os OS 
で ぅ 。 レラ バン 2 ュ ろ 
55. 更に 熱湯 を 9 reo AE の 
らく だ ら っ に 
56. 倫 も 渦 き に 喘ぐ 能 の 如く 飲ま る れん 」 と 。 OPTecfdTe 人 性 
( 注 13) 邊  ) 


守 11 感情 の 謀 と な る 不信 心 者 は 、 あ ら ゆ る 悪事 に 身 を 任せ る 。 感 情 の 激 し さ は 、 湯 や 焼け つく よう な 剖 い 
有 を と る で あろ う 。 

i: 12 復活 や 来世 の 和合 定 は 、 そ れ が 言葉 に よる も の で あれ 行為 で 表 さ れる も の で あれ 、 也 の あら ゆる 罪 の 根 
張 と な る 。 死後 の 生 に お ける 真 の 信仰 無く し て 、 罪 を 止め 立 行 に 励む 事 は で き な い 。 

注 13 当 節 及 び 前 節 は 、 米 世 で 罪人 に 科せ られ る 罰 を 、 現世 に お ける 彼 等 の 鋳 の 非道 き に 見 合っ た 言葉 で 述 
で て いる 。 役 等 は 、 他 人 が 額 に 汗 し て 得 た 物 あ やむ る ぼり 、 強 人 鈴 に 取り 引か れ 、 手 段 を 問わ ず 財 を 蓄積 し 、 そ れ 
空 誇り 、 そ し て 神 の 言葉 を 拒ん だ 。 司 と し て 、 彼 等 は ザッ クー ム の 木 を 食用 と し て 宛て が われ る が 、 それ は 彼 
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64 . 


65. 


60. 


67 . 


65. 


69. 


70. 


の 体内 で 火 を 吹く で あろ う 。 更 に 渦 き を 療 す に は 熱湯 し か な く 


. われ ら は お 前 だ ち を 創造 


も て で な し 
こ は 審 判 の の 彼 等 へ の 角 応 な り 5。 


せり 。 希 る に 何故 
上 真理 を 容認 せ ざ る カ ヵ : 7 

科 、 られ の 射精 する も の に つい て 、 何 と 
1 
それ を 創 包 る は お 前 だ た ちか 、 
者 は われ ら な る か 7? 
われ ら は お 前 たち すべ て に 死 を 定め た り 。 
市 し て 之 は 妨げ られ じ 、 
お 前 だ た ち を 換え る に お 前 だ ち 同 類 を 以 て 
し 、 今 お 前 た ち が 知 ら ぎ る も の に お 前 た ち 
を 改造 する こと は 。 ( 注 14) 
お 前 た ち に も 最初 の 創造 は わか る 。 然 る に 
何故 惑 考 せ ぎ る か ヵ か ? 
お 前 た ち 、 種 英 き に つい て 考え だ たる か ? 
( 注 15) 
人 育て る の は お 前 だ ちか 、 
る か カ ・ 7 
も し われ ら 6 欲し な ば 、 わ れれ ら は それ を 枯れ 
た 間 株 な らし むる を 得 べ し 。 その 時 お 前 た 
もち は 喚 き 悲し み 続 けん 。 


を それと も 創造 


それ と ちる われ ら な 


| 我 等 は 負 倍 者 と な れ り ! 
相 、 す べ て を 礁 われ だ り 」 
お 前 だ ち 、 飲 む 水 に つい て 考 ん だ る か ? 


雲 か ら そ れ を 隆 ら す は お 前 た ちか 、 そ 和 れ と 


も 5 われ ら な る が か が ? 





ちら うっ 。 0 
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(生得 5 


@ の 623 
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で ン ER 
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⑤ossd1 ら se 
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28 2 
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タッ ン シバ 6 る イン 


お 。A 
了 05 > る ン 5 


イン ラク タ 。 フェ アン ラン 本 
3 人 E 計 03 き 時 
ン ラ う 2 グ ラン ッ ツン 


⑲⑩ の yuoo 


且 6 い 30 5 


の みあ ・ ク ラン の だ き 


2 タウ 


So205G9tS 


す アプ 2 タン ラン っ タラン ン 


は 45 作っ 


の て 06 AU の 


@6 (GS 
VENIE| 


プー 2 タラ う タ 2 デー タダ ラン 


(の ゅ 9 to (や う び 


み ワ ォ ン ン ン アン 


(OO の ICE 


9 スッ ンプ 23 クッ タク 2 シップ 2 タタ クレ 


の < UE) きび アァ し o の 1 2 


、 導 ん で 喉 の 渦 い た 矯 肛 の 様 に 、 彼 共 は いつ 


まで も 滴 だ され な いで いる だ ろう 。 


注 14 信 間 の 内 体 の 上 毅 震 は 、 會 の 終 千 を 意味 する も の で は な い 。 死 は 、 唯 、 形 を 変え る だ け で ある 。 了 肉体 を 
電 介 S02Et お ほ ら の は お SS お に の に 
と る 。 

注 15 64 一 72 節 で は 、 こ の 世 で 人 の 生命 の 拠り 所 と な る 物 が 、 簡 潔 に 述べ られ て いる 。 を その 三 つ の 主要 な 物 


と は 、 食 物 ・ ポ ・ 火 で ある 。 
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、 も し われ ら 欲 し な は 、 を の 水 を 音 く な ら 6 し ッ ク タ アン (HRC 二 
地 の 0 然るに 何故 ぉ 前 た ち は 感 謝 の osAS RGK4AEUS AE 


せ ざ る カ ヵ 
72. お 前 だ ち は 燃 す 火 に つい て 考 ん だ る か ? プン う の を っ てく 2 の 
( 注 16) eg の UM し S の ょ 1! 


73. 燃やす 木 を 生 ぜ し むる は お 前 た ちか 、 そ れ 24 に 5 財 16 2 タッ ン レ 
と も われ ら な る か ? CNS パタ 


これ 
74.、 わ れ ら は 之 を も っ て 訓 戒 と な し 、 且 つ 秒 漢 し Co6. 4 90 パン 49 
の 旅人 の た な め な らし め だ り 5。 ( 注 17) 
の We ヽ 2 っ Aa 5 ろ 
75. され ば 、 僅 大 な る 主 の 御名 を 讃 美 し 奉 れ 。 の PE で: い 
第 三 項 9 2 ク 2 タバ ン ン 
76. 我 群 星 の 藩 つる を 指し て 毅 う 。 ⑨ ク 0 あっ うろ 
77.、 も し お 前 た も ち 知識 あら ば 、 げ に そ は 重大 な け 9 ぅ ノッ クイ 2 る る の ン フ イス で る レ 
る 板 言 な 5。 ② へ ちる PSM 
ッッ ン 。 の > る どる 
78. こ は 誠に 並 き クル アー ン な り 、 の ep ym の DS 35 
< リー 292。 コ 1 @ 
79. を は 載せ て 秘蔵 の 天 の 原 息 の 中 に あり 。 ⑨OyA ろ し ざき 
な た ば と これ 
60) . 泊 め ら れ だ る 者 に 非 ず ば 、 何人 も 之 に 札 29 マレ タク 23 
oO52E4I すし 
る で か ら す 。 ( 注 18) 「 9 
げん ぶつ デ どう イ ュ 3 gp る 5 
81. を は 万 物 の 主 よ り の 啓示 な り 。 El 
- _- ブン 5 タ 1 に 流 1 4 1 ン ン 
82. お 丁 だ ち 、 こ の 神 の 講話 を 拒否 する が? ぐ の ゅ 人 ら いっ IA 
、 信人 り わい う / と ッ ン 
83. また 拒否 する こと で 、 晶 々 の 生業 と す る CON 4 け 人 GHCG6 


か が か? 《 往 19) 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーー…" 


5 2 
を 
お 


注 16 は 人間 の 生活 の 中 で 、 最 ぅ 重要 な 役割 を 果たす 。 人 の 生活 を 快適 に する の に 、 多 く を 火 に 頼っ て 


れ は 非常 に 有益 な $ る の で ある が 、 同 時 に 使い 方 を 誤 れ ば 破壊 や も た ら す も の で も ある 。 工業 ・ 商 業 ・ 
全て 、 そ れれ 無し に は 成り 豆 た だ ない 。 


注 17 符 し (前 えた 大 々 。 砂 韻 の 旅人 、 あ る い は 荒れ 果て だ 地 に 隆 り 立っ た 人 人 々 。 


18 正しい 生活 を 送る 事 で 心 が 攻 ゆめ 6 和 れる 好 胃 な 人 の み が 、 ク ルアー ン の 区 意 を 理解 し 、 不 涯 な 心 を 持つ 
者 が 受入 を 拒む 、 神 の 知 厳 の 精神 的 神秘 を 明か る きれ る 。 加え て 言う な れ ば 、 肉 休 が 汚れ だ 者 は 、 ク タル デー ンジ に 
別れ る 事 も 読む 事 も 9 さき . GE ( は が os 


注 19 不信 心 省 は 、 長 実 を 受け 入れ る 事 で 生計 の 手段 を 奪わ れる の で は SE それ 故 、 不 正利 答 
の る る に 、 利和 の で ある 。 又は 、 波 等 は 真実 を 拒否 する こと を 生き が いい にし て し まっ だ と 、 a 
骨 は 意味 し て いる か も し れ な い 。 人 彼 等 は 、 ど う あ っ て も それ を 受け 入れ な いで あろ る ろう 。 


0 の 0 ーー 
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し か ひび ん し の ど 

84. 然 ら ば 、 瀬 死 の 人 の 魂 が 、 そ の 咽喉 も と ま METROGGRYEE 
well も! 

で 上 り 来 る 時 、 ⑲^ \ 

L ャ マン 2 多 23 ン 。 る っ 2 タッ ラン レ 

85.、 そ の 時 お 前 た ち は 見 守っ て いな が ら 、 ⑨ い うら ぐ ひ uA e| う 


86. われ ら が お 前 た ちよ ょ より も その 人 人 の 近く に い の 2 ジン 5 ダク ッッ 
C う a lp 全 w 
る の に 、 お 前 だ た ち に は それ が 見 を え ぎ ざる な り 。 ツル で WFCE く を 


87、 も し お 前 た ち が 南 任 を 問わ れ ざ る 身 な れ ブリン 2 。 シン フック ラタン 。 スイ 
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ば 、 ⑨ CAe ひ eX の 

コー - 5 - 
89. 人 生 に 召さ きれ ouzoe SG 
90 . 2 幸せ の 基 香 と 至福 の 楽園 と を も 民 CI 32 ら の う 3 と 5 
91. 面 し て 、 そ の 者 が 右 方 の 紀 の 一 人 な ら ば 、 の oo の)52oo ら 1 


92. | 液 の 上 に 平 客 あれ | と 右 方 の 仲間 か ら 挟 ター ターン シー ニュ ラン 。 ニン る の レン 
拶 せ られ ん 。 CS lO ろり に 3 


リン 2Y[ を ンマ の ンー レレ ン > イン 
93. され ど 、 真 理 を 拒否 し 、 迷 える 者 な ら ば 、 の oNUB(COuoAIO2 OL MI13 


も て な し ブー ぅ ン うぃ ウ ァ タン 

94. 才 え た ぎる 熱 揚 の 響 応 を 受け 、 ⑯ ヶ い テラ リ メ っ 

デレ 1 タ の る 

95. 地獄 で 燃 か れん 。 G9 和室 . ひっ っ つう う 

で っ っ > レレ タン ズ 。 る 

96. げに こ は 間違い な い 事 実 な り 。 ⑨ の あッ 【 ひ A の! 
ee Ss っ スス る 
97. され ば 、 僅 大 な る 王 の 御名 を 護 美 し 幸 れ 。 9 みう 1 5 う > で > を 


ー コ つば 9 ニー 
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注 1 













ンー 


シス の 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


あま ね 還 . 攻 な 
灯 悲 深く 、 恵 み 外 く アッ ラー の 御名 に お い 
3 


・ 大 に ある も の 、 地 に ある も の 、 す べ て は アッ 


フー を 護 美 し 奉る 。 彼 は 僅 大 に し て 、 
だま 移 まま 。( 背 11 


導き 1 


あゆ うち 
・ 彼 は 天地 の 大 権 を 掌握 し 給 う 。 彼 は 生 を 与 


え 、 死 を 生 ぜ し む 。 彼 は 高 事 を 支配 し 給 う 。 
( 注 2) 


・ 破 人 は 始 万 に し て ( 注 3) 最後 な り 、( 注 4) 


HE 6 上 あ 
級 な る も の ( 注 5) 隠 な る も の 、( 注 6) 面 
し て 萬 事 を 知 し 給 う 。 


天地 を 太 日 間 で 創造 し 、 然 る 後 よ 座 に 登 0 
給 うた は 、 彼 な り 。 役 は 地 に 入る も の 、 地 
ょ う 2 出 づる も の を 知り 、 天 より 降る も の 、 
天 に 只 る も の を 知り 給 う 。 証し て 彼 は 、 ぉ お 
豚 た ち が 何 和 に ある と も 、 常 に お 前 た ちと 
符 に まし ます 。 き れ ば アッ ラー は 前 た ち 
の 所 業 の すべ て を みそ な は し 給 う 。( 注 7) 
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〒 軍 の 万 物 は 、 定 め ら れ た 役割 を 規則 正しく 実行 し 、 神 より 授け ら れ た だ 能力 を 駆使 し て 、 見 事 な 様式 


で その 創造 の 目的 を 果たし て いる 。 その 為 、 宇 宙 の 設計 者 に し て 創造 が 、 真 に 強力 で 費 明 で あら れる と いう 
内 見 に 、 人 は 古 応 な く 必 か れる の で ある 。 双 、 全 宇宙 は 集合 的 に 、 創 造物 は 個々 に 、 そ れ ぞ れ の 定め られ た 領 
牙 に お いて 、 神 の 業 に は 全く 欠け る 所 が 無い と いう 紛れ も な い 真 実 の 征 し と な っ て いる 。 以 上 の 事 を 当 節 は 示 
に CM の 
建設 と 僚 壊 の 過程 は 、 宇 宙 の 方 物 に 常時 平行 に 行わ れ て いる 。 


沖 : 2 
注 3 
注 4 
王 5 
注 6 
注 7 


神 は 万 物 の 始ま り で ある 。 
神 は 方 物 の 帰す る 所 で ある 。 
神 は 何より も 神 の 業 に 御 自身 を 表 き れる 。 


宰 か ら 隠 きれ る 物 は な い 。 又は 、 神 は 全て を 理解 な る る が 『、 神 御 自 自 は 理解 き 和 れ 得 な い 。 

ある 特定 の 神 の 教義 が ある 人 々 に いつ 必要 と な る か 。 又 そ れ を (1) 天 に 戻す べき か 、 つ まり 廃 すべ きか 。 
その 教義 が 、 授 けら れ だ 人 々 の 魂 の 必要 を 満た なき な く な る の は いつ か 。 こ の 事 を 御存知 な の は 神 の み で ある と 
示し て いる 。 そし て 、 神 の み が 、 新 た な 教義 の 紀 示 の 時 を 知っ て お いで に な る 。 
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第 貞 十 - E 言 


、 彼 は 天地 の 大 権 


准 を 学 握 し 給 う 。 きれ は 高 事 
す 


を 
は アッ ラー に 帰 次 


呈 


ーー^ ヽ 


皮 は 夜 を 生 に 変え た き し め 、 呈 を 夜 に 変え る 
し せ 。 彼 は 胸中 に 秘め た る も の を 歌 知 し 給 


] 


ヽ _r 


アッ ラー と を その 使徒 を 信じ 、 ア ッ ラ ー が ぢ お 
前 だ ち に 継が し め だ る も の の 中 か ら ア ッ 
ラー の 道 の た め に 施し や せよ 。 お 前 だ ちの 
うち も 信じ て 施し を する 者 は 、 い ずれ 素 晴 ら 
し い 報 茎 を 手 に 入れ ん 。 


9 使徒 が 主 を 信ずる よう 答 め て いる と いう に 、 


ーー アプ > ん 
③ ンタ? 
y 肖 た ち を 暗 虹 上 5 光明 へ 有 か イ 明 E タン 299 0 ! 1 = 
10. 宮前 だ ち 42 し 月 妖 CN 革 CU と い を 11 2 る 
な る 神 兆 を 己 が 僕 に 降 せ る は 、 役 な り 。 ア ッ ン 和 イン の 人 ま の ンス ン レン ン の まう 
ラー は お 前 だ ち に 実に 束 セ つっ 情け 肖 の ラタン イイ スー レラ ョ タン ラ 導 US ユン 
ラー は お 前 た ち に 実に 親切 、 且 つ 情 け 深 いこ 59 とり 1 2 いら 1 うっ 91 づら AE O2 
上 9 る 
9 ゥ っ 
(① っ っ っ う 
あめ つ ち る の 
到 博 - \ 吉 ッ ラ ー の HB 時 デ に 語 タ > は 1 2 ・ 2 クゥ タッ クン 
11 . 犬 地 の 相 読 権 は ア 2 2 所 旋 7 と ブ っ UN MR 3! ド Ni (S う 
に 、 条 故 な 前 た ち ブ ッ ラ ー の 遺 に 財 を 惜 し : ン クー 
s お っ の PO っ ュ 避 エ よ っ へ イィ 送 王 1 GT Cr 9 2 う 2 う 1 いく 1 ど 1 の 
りか ? ( 生 9) お 前 た ちの うち 、 勝 利 の 前 AR oo の 5 の 
に 献金 し 戦っ だ 者 は 、 後 か ら そ れ を な し た レッ タン ン タレ ラン ン アタ エイ スン トレ ーッ ンー っ ン 
者 と 同列 に 非 ず 。 彼 等 は 勝利 の 後に 答 号 せ (ひも > へら の し ご 5 5 で | プ マ いう 2 
る 者 より 高位 を 占 む 。 ア ッ ラ ー は 、 ど ちら チラー ン ンク アタ タン トレ アン ィ 。 っ タン タン ン 。 る 
に も 、 す べ て の 者 に 善 邊 を 約 求 せ り 。( 注 10) 45LOc5 05 う 1 う ひ の 2 bep CON 
アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を 熟知 し 給 う 。 る る 2 ぁ Af 
削 業 給 0 の じ , 部 13 1 た 
『 う 
注 8 当 節 の 「 契 約 ] は 、 人 人 間 の 本 質 に 祝 を 付け られ た だ 神 へ の 信仰 と 、 神 の ぉ 側 へ 近付き だ いと いう 願い を 
表し て いる 。 
沖 9 人 は 、 物 夏 的 所 有 物 を 全て 、 そ れ は 人 本来 神 に 帰す る $ ぁ の で あり 、 現 世に 残 き ね ば な ら な いで あろ う 。 
注 10 メッカ 陥 落 、 あ る い は フ ダ イ ビ ヤ 協定 。 


何故 前 た ち は 信 ぜ ざる か ? も し お 前 だ 
ち が 真 の 信者 な ら 、 主 は すでに お 前 だ ちと 
女 約 を 結び た だ た り 。( 注 8) 
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注 - 11 


が 走る 


第 一 項 
アッ ラー に 立派 な 貸付 を する 者 は 誰 ぞ ? 
アッ ラー は その 者 の た な め に それ を 倍加 し 、 
且つ 沢山 の 報奨 を 与え ん 。 


その 日 液 は 、 あや 女 の 信 者 の 測 や 右側 に 区 
る を 見 ん 。 し て 彼 等 は か 《 云わ れん 、 
1 今日 は お 的 だ ち へ 肢 報 あり 。 お 前 だ ち は 、 
河川 流 る る 楽園 に 、 氷 各 に 住ま ん 。 を は 大 
成功 な り | と 。 


その 日 、 似 卓 信 者 ど も の 男 や 女 は 、 信 者 に 
向っ て 云わ ん 、「 し ば し 待た れ よ 。 我 等 に も 
あな た 方 の 明り を 貸し て くだ さ MSA 
( 注 11) 彼 等 は 云わ れん 、「 引 き 返 明 
り を 求め よ 、 も し 可 有 まな 61 は 。 請 し て た 
ち ま ち 、 信 者 と 似非 信者 と の 間 に 扉 の 付い 
た 品 が 立ち は だ か る べし 。 ( 注 12) 扉 の 内 
側 は 慈悲 、 外 側 は 徐 凡 ある べし 。 


似非 信者 は 信 攻 に 回 っ て 叫ば ん 、[ 我 等 は か 
つて あな た 方 僅 に あら ざる か ?」 上 。 信 
者 だ たち は 答 えん 、[ 然 り 、 されど お 前 だ ち は 、 
目 分 を 誘 %& に 了 引 れ 、 だ め ら い 、 疑 い 、 己 れ 
の 妄想 に 財 る れ て いる う ち に 、 ア ッ ラ ー の 
大 命 p が 降り た り 。 ( 注 13) 天 際 者 が 、 ア ッ 
ラー に つい て 有 前 だ ちゃ 頑 き 上 ぬ 。 
る れ ば お 前 だ た ち 、 he: 
を 購 い 得 ざる べし 。 不信 心 者 も また 然 り 
お 前 た ちの 終 の 住居 は 業火 が な り 。 と は 前 
だ た ちの 仲間 な り 。 ( 注 14) げに を は 悪し き 
本 きき 2 が り 」 を 。 

「 あ な た 方 の 明り 」 と は 、 


に で きる 能力 の 光 。 


注 12 

等 の この 行為 は 来世 に 壁 の 形 を 取る で ある う 。 
注 13 神 の 前 、 天 削 

注 14 | そ は ぢ 前 だ ちの 仲 聞か 


黄 人 の 信仰 と 普 行 の 光 、 又 は 、 神 を 悟り 、 


5 り 。| こ の 言 葉 は 反語 的 に 用 いら れ だ た よう が だ 。 
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ここ て の 「 避 ] は 、 イ スラ ム 教 、 又 は クル アー ン の 下 を 指す 。 不 信心 者 は この 豆 の 外 に 止まる 為 、 彼 


メ 、 決 の 事 を 示し て いる の か も 


一 6939 一 
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ZZ . 


に MK。 


中 |- 著 癌 


Aero 人 4 

、 降 し 賜わり だ た る 胡 理 を 順 奉 する 時 は 、 
は 旬 ら ざる か 2? 役 等 以前 に 絆 典 を 授け 
て い だ た だき ながら 、 デ アッ ラー の 慈悲 の 授与 
を 延期 きれ だ だめ に 、 そ の 心 が か だ く な に 
な り 、 多 く の 者 が 背 迎 者 と な り 困 て り 。 あ 
の 者 ども の 畔 を 踏ま ま ざ ら し むる 時 は 、 未 だ 
合 ら ざる か? 


アッ ラー が 能 〈 を の 死 せ る 大 地 を 陸 ら し むり 
る こと を 知れ 。 わ れ ら は お 前 た ち を 惜 らし 
めん が だ ため に 、 き ま ざ ま な る 神 兆 を 明 示せ 
り 。 

室 捨 を 行う 男女 、 並 びに アッ ラー に 立派 な 
供 付 を する 者 は 、 を それ を 倍加 きれ 、 且 つ 光 
栄 ある 報奨 を 受け ん 。 


アッ ラー と その 使徒 を 信ずる 者 、 彼 等 は 誠 
実 者 な り 、 主 の 眼前 に お いて 証人 だ る べ でき 
者 な 5。 役 等 は 報 手 と 光明 と を も の に せん 。 
きれ ど 、 不 信心 者 並び に われ ら の 神 兆 を 拒 
否 す る 者 、 役 等 は 地獄 の 年 人 な り 。 


素 二 項 

現世 の 生活 は 、 補 だ 『 の 慰 み 、 呈 ら し 、 虚 
館 、 己 れ 、 富 と 子女 を 殖やす こ と の 競争 
に すぎ ぬこ と を 知れ 。 現 民 と は 、 絆 うれ ば 
慈 軸 の 如 し 。 作物 は 生長 し 、 耕 作者 を 喜ば 
し な 。 次 いで それ は 枯れ 、 色 禄 せ 、 に は 
薬局 の 折れ は し と な る を 液 は 見 ゆ 。 面 し て 
米 世 で は 、 不義 者 に は アッ ラー の 厳し い 懲 
串 の あり 。 義 し い 者 に は 彼 の 有 有 息 と 賞 あ 9 。 
まこ と に 現世 の 生活 は 、 来 の 問 の 詐 り の 楽 
し み に す ぎ ず 。 


きれ ば 、 主 の 鶴 乱 し 、 天 地 と 同じ 広 き の あ 
る 楽園 を 求め て 万 に 区 い 合え を 。 を は アッ 
[ 地 銚 の 次 の み が 、 


この 様 に し て 彼 等 の 友 と な る で あろ う 。」 


現世 に 不信 心 首 の 犯し た 罪 の 汚れ を 取 り 除き 、 
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この 世に 超 る いか な る 和 災厄 も 、 ま だ お 前 た 
ちの 自 に 降り か か る 災難 も 、 わ れ ら が それ 
を 生 ぜ し むる 前 に 、 す で に 経典 の 中 に 記さ き 
れ ぎ ざる は な し 。 そ は アッ ラー に は いと 易 き 
2) 


を は お 前 だ ち を し て 、 欠 える が 故に 悲し ま 
ず 、 与 えら れ た が 故に 大 得意 に する こと な 


か らし めん が だ め な り 。 ア デッラ ー は う ぬ ば 


紀 強い は 6 を 愛し 給 わ ぬ 。 


あか る 科 此 は 自ら 6 竹 半 に し て 、 他人 に も 
各省 を 勧 む 。 だ た と い 誰 が 背 を 了 缶 け よう と 
S、 グ アッラー は 自足 莉 な り 、 護 守 せ ら る る 
科 方 が なり 
げに われ ら は 、 ら か な 神 光 を 接 け て 使徒 
を 遺 わし 、 ま た 人 々 が 正 し 〈 振 導 う だ ため に 
使徒 と 共に 経典 と 正 那 の 権 衡 を 降 し 02 


われ ら は まだ ただ 鉄 を 授け だ り 。 そ は 猫 列 な る 
カカ あり 、 ま だ 人 間 の だ め に いろ いろ る と 便利 
を 供 す 。 こ は アッ ラー が 密か に 、 御 白 分 と 
RS 
げに アッ ラー は 強大 に 僅 大 な 5 り 
md 

まだ われ ら は 、 パプ デン ツウ バ みな で 進 あ し 
だ り 。 し て 彼 等 の 子孫 の 中 に , 基 言 者 と 
入 内 と を 授け だ り 。 され ば 役 等 の 中 に は 

紋 導 に 従い た る 者 も あれ ば 、 背 逆 せ る 者 も 
あかり さき 。 


を その後 も われ 6 ら は 次 々 と 使徒 や 導 わし だ 
り 。 更 に われ ら は 、 マリ ア の 子 イ エス を 追 
EN 之 に 福音 を 与 を た り 。 面 し て われ ら 6 
は 、 イ エス を 受け 容れ し 人 々 の 心 に 親切 と 
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と レン ゥ 592 る の タ 

うう UE 5 と みり 9 仙 し 

ン ン ペグ て ン ェ て ン ラ タッ ト レン ン ブフ ラン ン 。 ・o 

eu ocG1O32255 っ Or 

0 ン 2 6 DE アプ 

(CI1EI 2 CIUIOTTSE 


に し る 人 る 3513 こ 5 ン イ 9 DIGANWE ュ プ ラン ン 

2 ノッ ン の 3 ン 」 ン 
CU BI 電 R202KP 

0 に リッ 」 ゥ 。 プラ と ン ェ = 

ン PueK PMS MCEC 
0 を 【 と MT タン 2 、 ブ イッ ラン 

らい し 3 2 人 Los う 


ン “ 


1 


と @ み 。. 生 の 8 

⑨ アァ の め al 

0 ン の / ツメ りう 1 々 3 T プン クノ 
の 間 MI と を 3 35 る うり | 5 AU 5 
で と 2 っ タラン ンプ で に 5 る 
0C ア と 光 と CT どっ 
2 タ も の 

⑨ 〇 4& っ 5 2 る 2 2 

マン トン 内 1 ヤン ン < マス 
8 に いっ る 51AE 2 3) 

e ク の し アタ) っ フリ レン ンー み 
は COIEG チ カン 





第 所 -E 可 ケル ・ ハ ディ ー ド 
ラー と その 使徒 を 信ずる 人 々 の だ め に 設け GA 人 るみ ュ 5 ン の 
C ア U い Qul ヽ つ N MEI 5 
られ だ り 。 こ は アッ ラー の 恩人 郊 な り 。 ア ッ o め うけ ゆ タ い 
ラー は 叫 れ の 欲す る 者 に それ を 投 お 包 仙 。 PIT VECYG は 14 の 0 
アッ ラー は 限り な き 軸 本 の 主 に まし ます 。 


き 


1 ビ 4 


補 旧 士 七 次 ア ・ ハデ ィ =ー ョ ド 


慈悲 と を 宿 ら し ゆめ だり 。 さ きれ ど 、 禁 欲 的 修 ノン レッ ン 秋 > ン く る < し っ 2 や | れる 
道生 活 は 、 の ンー ー の 其 賞 を 求め て 徹 等 自 oy の う 455 5 lot 365 


身 が 編み 出せ る ぅ ぉ の 。 を は われ ら が 命じ た し ちょ ろう (つっ > ら 1912 の の 叶 電 内 
る も の に 非 ぎ る な 5。 箇 も 彼 等 は み を 正 し 


く 遂 守 せ ぎり き 。 わ れ ら は 彼 等 の 中 の 信 や ぜ 人 26 CSAlob る 
に 当 付 の 和信 を サ え だれ と 、 入 符 の ち 


2 タタ 。 の 2。 の 2 タン の 22 2 タ 2 5 プン ドッ ュー 


は 背 逆 者 な り 。 ター うら し 62 の 
CTO 


29. 等 信ずる 者 よ 、 テ アッ ラー を 異 れ 故 い 、 を 40981 92608 和 (2 AIUMEI 
の 使徒 を 信 ぜ よ 。 き る すれ ば ア ッ ラ ー は お 前 タン ン 0 
ふっ いう 寺尾 > oe 

た ち に 、 二 倍 の 慈悲 を 乗れ 、 足 誕 を 叶 ら す MEG で とき る ッ っ らち 


光明 を 賜 い 、 且つ 鶴 息 せん 。 7 選 メ ウタ アー ーッ タ ン 5 を クン に の か 
は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 て まし ます 。 (の っ * と AA 2 も OS る 
その 。 る 
(③⑨ ら っ テ う ) 
30、 経 暴 2 べから 〈 く 知る で し 、 彼 等 に も 8 ISX1RK 51 2 Y SN 
アッ ラー の 思 薦 は いる る か も 左右 し 得 ざ る 


こと を 。 その 因 苑 は だ だ ア ッ ラ ー の 御手 の yoO585 和 US 
うち に あり て 、 己 が 倫 す る 者 に 与え 給 う 。 0 リュ 
アッ ラー は 限り な き 恩 菅 の 主 な り 。( 注 15) CUPKP 外人 5 


KM 


注 15 神 の 最 旧 は キリ スト 数 徒 ど だ け に 与え を られ る と いう 役 等 の 誤り を 正 し 、 信 や 神 は 別 の 人 々 、 イ スラ ム 教 
徒 に を それ を 和 柳 きれ た だ と 知ら し め よ 。 
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NE ' 訴え る 女 KU 本 





タカ な 
悲 深く 、 恵 み ッ ラ ー の 御名 に お い 


ひ 


これ ンー タタ ラッ ュ ン ティ ンク ッ の る 匠 の pe 2 ee 
2. アッ ラー は 、 夫 に つい て 流 に 訴え 、 0 3 じ 。 うう いら > ぼり 3 61 の る J8 


1 通 く アッ た あ 1TO ここ IF の 
て 


と ダグ 旧 徐 訴 する 女 の 言 を 際 き に UMGG4 タン スイ 25 リン き 、 1 ン 
まだ た ア 6 ん 1 の > い うぅ 25525 に は 
075 の 2 の 生け の ーー の 。 ノレ 
べ て を みそ な は し 給 う 。( 注 1) Cu で 


3. 前 た ちの 中 に は を 自分 の 母 と 呼び 、 故 〇 AUS 2 あら っ 2985 で 
に その 妻 に 近づか ぬ 者 あり 。 母 と は 自分 を 2 2 の 遇 計 か の 
生み た る 者 の み 。 さ きれ ば 役 等 の 云う こと は 。 ラ 人 1) one2) しゃ ox. る 
中 5 か に 著 如 且つ 正 し か ら ず 。 さ れ ど アッ 
フー は 散 免 者 に し て 、 交 容 者 に まし ます 。 


5 に っ 
> 
- 
を 
ベ ・ 
- べ へ 
い 

ご 


〇 っ ゅ AE 5 AG 


こと ば ン ラ タッ タン 所 3 の 013 
4. 妻 を 坪 と 呼び 、 後 で その 言 を 撤 四 せ ん と す 5 3 22 ら 6 
る 者 は 、( 注 2) に 肌 を 触れ 合う 前 に 、 奴 1 


隷 を 一 人 開放 せ ね ば な ら ぬ 。 こ は お 前 た ち らし 236 2 


へ の 訓 戒 な り 。 アッラー は お 前 た ちの 所 業 あと 9 ラク 。 の 
を 部 知 し 給 ぅ 。 OLS ら 和 00 もら 必 ょ の 1 


きれ ど 、 一 人 の 奴 線 5 6 た ぎる 者 は 、 肌 を ao 多 3 る うら 
触れ 合 前 に 、 二 み 月 継続 凌 Py C ク の Ca 


て 71 





肖 : 1 アウ スピ ビン サー ミッ ト の 妻 で あり 、 タ ラバ の 娘 ハ ウラ は 、 大 が 役 女 を 「 母 」 と 呼ん だ 意 、 彼 か ら 離 き 
和 れ て し まっ た 。 正確 に は 、 彼 は 次 の 様 に 語っ た 。「 あ な た の 背 は 、 私 に と っ て 紅 ほ の 蒼 の よう だ 。」 (だ か ら 、 も は 
や 、 了 本 れ る こと は で きた な い 。) 古 い アラ ブ の 民 習 で は 、 こ の 様 に に て 天 婦 関係 は 仁 目 され だ 。 こ の 哀れ な 女性 は 
了 誠 する 鐘 に 際 を 靖 表 する 求 6、 提 其 上 の 補 利 を 宮 有 す る 本 1 とい 、 中 途 半 端 な 状態 に お か れ 、 面 倒 を 見 
2 で で 4 る Co 條 欠 は で パタ イド 人 記者 の 0. と 5 生き 彼女 の 慎 か れ た 困っ た 状況 を 彼 に 誠 え 、 こ の 事 で 
彼 の 助言 と 助け を 求 ゆ た 。 彼 は 、 啓 示 に 閣 か れ な けれ ば こ の 種 の 問題 に は 決定 を 下る な い 事 に し て いた の で 、. 
彼女 に 何 か し て あげ る 力 が 自分 に な いと 認め た 。 記 示 が 下り 、 こめ 不可 思 議 な 習慣 は 達 法 で ある と 言明 きれ た 。 
邊 2 | その 言葉 を 撤回 せん ]」 と いう の は 、 妻 を 「 母 」 と 呼ぶ 事 で 、 條 等 が 妻 と の 大 婦 関 係 を 取り 戻し た い 
と 蟹 っ て いる 事 を 示し て いる よう だ 。 又 、 一 度 を 「 母 ] と 呼ん だ 後 、 再び 同じ 言葉 を 繰り 返し た と も と れる 。 
後 人 の 意味 に と れ ば 、 そ れ は ふと し た は ずみ の 言葉 で は な く 、 故 忘 に 不快 な 言葉 を 繰り 返し た も の で 、 発 言 者 
は それ に より 、 当 人 節 及 び 次 節 に 定め られ た 加 を 負わ ね ば な ら な い 。 
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宰 カー ト 丸 章 


Pa 


『「* 
ュー 
宮 


Js 


を 能 く せ ぎ ざる 者 は 、 六 - 人 の 貧者 に 食 を 
全 え よさ 。 これ お 前 たち を し て 、 が の 2"ー の 6 
を の 使徒 を 理 心 よ より 信 ぜ し めん が た だ ため な 
り 。 これ 等 0 また ッ ラ ー に よっ て 規定 きれ だ 
近 な り 。 面 し て 不信 心 者 E に は 閣 還 あり 。 
( 注 3) 


雪 N 


で 





アル ュ ムジ ャ ー デ ィ ラ 


ヽ ー* ー ュー こ いっ らら と テ ーー の ゃ ーー タ っ アラ タン ン > て プ 
6. ブッ ラー と る その 使徒 に 逆 う 者 は 、 彼 等 以前 の の 220k63 ピ く ONIO1 
hpi の 必ず 卑 め られ の 
。 わ れ ら は すでに 明 向 な る 種々 の 神 兆 を OCN IO の 
が る れ ば 不信 心 者 ほ は 屈辱 的 な 懲 六 で の 。 》% 6 
を 受け ん 。( 注 4) Gote き の IOS で デン っ 
7 、 アッ ラー は 、 科 等 を 一 緒 に 甘 ら し めん を その YOCWS ピ LJ 9 を 
uU うー デ ai | 
日 、 役 等 に 告げ ん 、 彼 等 の な せる 所 業 を 。 上 2 9 
es 0 と の ぅ の いあ うる ノ 59 529 プン ぅ アデ ょ ! 
條 等 は そ RS だ の ② OLC の の し 55 こい 29 2 し うう を 
は それ を 記録 せり 。 ア ッ ラ ー は 万 事 を 検証 ' 
し 給 う 。 
系 一 項 
の ちっ 2 プ 9 ニー 、[ ノ ノラ デ デア ロ デュ 
8 . 移 は 、 アッ ラー が 天地 の 一 切 を 知る こ と を o591GUxo 3 IO 
見 ざる か ? 三 人 密 か に 相 い 語れ ば 、 彼 は 時 
の 第 導 独 な り 。 トク アマ ER 696 
て ょ り 多 く と も 少な く と も 、 彼 等 の 在 る ン - 229 2 フク ター イン ラン 
二 に は 何処 に も 彼 は 彼 等 と 僅 に 牌 し 給 仙 5 ら 3 > ぷり) - テ 
5a 入る 復活 の に 、 彼 は 彼 等 の 所 業 る 信人 (の (て フイ ラッ ラン ン の た 1 
3 うつ CA の 2 作 S。 
を 告知 せん 。 げ に アッ ラー は 一 切 を 妥 知 し 9 2 う 
へ 、 と 2 る | ノッ グン の 
第 コブ 。 522 2CAIM 22C」 2 る 
の み っ 1 プク る 
og と 2 こい と (の 
^ P デ どう 2 ンス ク 2 る 
9. 流 は 見 ぎる か 、 窒 談 を 袋 ぜ られ た る 徒 が De は CA そら の 6 id! 5 
の 禁 を 犯し 、 使 徒 に 対し て 、 罪 と 、 違 犯 2 の 02 0 
し 、 不 服従 を 大 際 する を ? し か る 彼 等 は 、 9bo22s39Uo2 の 22 お 2 8 
流 の 前 RA3 に も RE ー が 液 に 拓 失 せ s ア ン ン ィ レコ 2 9 
る 言 滞 辞 と は 逮 っ た 告 辞 で 挨拶 、 玉 い て 去 〇 の テー こう に) と oe 
注 3 これ 等 の 節 に 述べ られ た 茂 六 は 、 央 を 「 革 | と 呼ぶ 事 が 大 罪 ど と 示す ある 。 母 と の 結び 付き は 
到 党 に 産 く 、 秋 く あし ら う 事 は で き な い 。 
注 4 雪 を 「 母 」 と 呼ん で 、 天 婦 関 係 を あい まい に する その 罪 は 憎む べき も の で 


ある 。 つ ユダヤ 人 及び 箇 療 首 に よる 黄 実 へ の 瑞 対 と いう 王 題 


SM 性 滞 uk 1 
間切 に 上 入 きれ て いる 。 
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、 何故 に アッ ラー は 我 等 の 言 辞 に 対し 
て 我 等 を 側 せ ぎる か 7」 と 。 人 役 等 に は 地 
鱗 が 潮 処 な り 。 彼 各 そ の 中 に て 端 か れん 。 
袖 な る か な る その 落ち 行く 先 は ! ( 注 5) 

10. 液 等 信徒 た ちょ 、 密 談 を する 時 は 使徒 に 対 
する 罪 や 、 違 犯 や 、 不 服従 を 励 する 謀議 
MK 信行 と 目 義 を 達成 する こと 

に つい て 相談 し 、 凍 し て 7 ッ ラ ー を 刀 れ 散 
え 。 お 前 だ ち は 彼 の 誕 : へ 名 し 寄せ られ ん 。 
( 注 6) 

11. 著 患 を 日 的 と する 密談 は 、 信者 だ ち を 悪し 
まし めん と する 悪 廃 の 業 な り 。 さ され ど ア 
ラー の 放し な し に は 、 計 旋 と い ぇ 窒 炎 6 
害する 能 わ ず 。 る れ ば 信者 た る 者 、 そ の 信 
を アッ ラー に 託す べし 。 


12. 液 等 信徒 た ちょ 、 集会 の 時 、「 広 て 場所 を あ 
け よ 」] と 去 わ れ な ば 、 た だ ち に 広く 場所 を 
あけ よ 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ちの た め に 広い 
場所 を 設け ん 。 まだ 、[ 起 て 」 ほ 云わ れ な ば 、 
た だ ち に 起 て 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 中 の 
信者 並び に 知識 を 投 け られ だ た る 者 を 、 高 い 
位 暦 に 登ら し め 給 う 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ち 
の 所 業 を 束 知 し 給 う 。 


13. 液 等 信徒 な ちょ 、 使 徒 に 私 的 な こと で 相談 


する 時 は 、 そ れ に 先 だ ち 喜 拾 を せよ 。 そ は 
な 前 た ちの だ め に な り 、 清 誠 な り 。 き され ど 


施す も る の 持た ぎる 場合 は 、 ア ッ ラ ー は 祝 大 


に も 下 各 馬 R く まし ます 。 


EAC いて 


注 5 この節 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 対す る 
て いる 。 ユダ や ヤ の 


て 敬 信 行為 や 陰謀 を 繰り 返し た 為 で ある 。 


注 6 当 前 友 び 次 の 役 で は 、 秘密 の 会 合 が 非難 され て い 


信者 は 、 


、 ユ ダ ヤ 人 及び メデ ィ ナ の 偽 番 者 の 陰 謗 に 触れ 、 
上 細 ィ ナ か ら の 追放 は 、 彼 等 が イス ラム 教 に 対し て 、 又 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 命 を 狙っ 


る が 、 こ の 竹 め は 限 な く 行 われ て い 
IF 義 を 推し 進め ゆる 為 に 、 秘 常 の 会 合 を 催す 事 は 許さ きれ て いる 。 
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弟 五 十 入 草 


14 . ぢ 前 た ち も 、 相談 する 前 に 療 拾 を 行う こ 


と を 
翌 る か ? 前 た ち 之 を な きぬ し も アッ 
ラー が お 前 ただちに 寛大 な る 時 は 、 礼 拝 を 誤 
し 、 定 め の 避 拾 を な し 、 デ ッ ラ ー と その 
使徒 に 従 を 。 ア ッ ラ ー は お 前 だ ちの 所 業 を 
逆 和 し 給 う 。 
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第 二 項 9 
15. 液 は 見 ざる か 、 か の アッ ラー の 部 り に ふれ 2 3 R1 oid1 基 
だ る 者 ども を 友 と する 徒 濾 を ? 役 等 は 6 析 
前 た ちの 仲間 に 非 ず 、 ま た 彼 等 の 仲間 に 非 OMlEO 多 巡っ 6993 的 は る に 
ず 。 彼 等 は それ と 知り つつ 虚偽 の 警 言 を な の 
2 rr あ 還 の 
を 記 RI 
ャ ーー 
了 『 の た め ゅ に 厳し い 懲罰 を す で し 人 っ 6060 は 6z 2 多 世 98 
に 用 意 せ り 。 彼 等 が 日 頃 な せる こと は 実に - 02 
邪 加 な り oiKSg 
17 . 彼 等 に E さ 下 4 を 隠 き ん が か た め に 各 い を 立て 、 3 8399 を 1 グン 訂 CDSSS 2 ス の る 
( 邊 7) ア ッ ラ ー の 直 よ り 人 々 を 育 か し む 、 3 8 5 
それ 故に 彼 等 は 屈 圧 的 な 向 凡 を 受け ん 。 CAe.3 2 絡 吉 
z ミ ど 65 2 タラ ョ ブー クレ ウタ タ グゥ イラ タッ ラン ン 、 を と ィ 
18. その 財 も 子女 も る 、 ア ッ ラ ー に 対し て は いる 22 な 
さ カ ・ る 役 に 区 だ さ る で し 。 彼 等 は 挟 を 火 の 住 2 の 0 
火 > その 中 に 永 款 に 留 ま らん 。 の PWFAYOC うじ ODMCWPI 
19. アッラー が 令 等 を 一 斉 に 吾 集 す る 日 、 彼 待 に と 。 和 の 38203 公 xc 多 し 22 ロ 
は 今 お 前 だ た ち に 准 い を 立 る 如く アッ ラー に 。 し 52 ジッ ン > 
レン グ クタ MI ン グン の 2 スロ ラッ 
侍 い を 立て 、 以 て 何事 か を 得 ん と 類 も ん 。 Jo 6 約 
彼 等 こ を は げに 貴 つ きど も な り 。( 生 8) 9 
ラグ アア 。 どう 3 人 タ う ダ 由 
eW32 
g 5 ュ ュ レン タタ リタ 人 ンタ 5 る (9 の oe 
20. 悪魔 が 彼 等 を 支配 し 、 彼 等 に ア ウー を 窓 2025256 55 は 依る | 
ずる こと を 忘れ る し ゅ た 》。 彼 等 は いま 2 ンー 
家 の 仲間 な り 。 講 計 の 仲間 こそ は げに 失 の Io> ら の!91OBs3 つ な の 
数 者 な ン っ 9 1 る 。 る タ 
②⑨ 〇 うり な 
注 7 偽善 者 は 、 家 響 に より 、 を の 信 爺 が 其 容 で ある と 大 声 で 言明 し 、 そ の 信 り の 蒼い を 隠 そう と する 。 
汗 8 人 が 常習 的 な う を つき と な っ た 時 、 彼 に は を その うそ が 真実 に 思え て て る 。 偽 若 省 は 裁き の 日 に 、 神 の 
御 I 打 に あっ て きえ 、 和 無実 や 主 誠 する で あろ う 。 
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第 五 二 人 誤 (EE 
の アッ ラー と その 使徒 に 逆 う 莉 は 、 華 も 蜂 ミン イイ 2 の ラッ ラ 1 ン 39 エン タン 2 る る 
農 な る 類 いと な らん 。 らら | どう 4hlooso JIGI 
デ っ イズ ダンデ 5 
⑨⑥c り 5 


イヤ 人 3 ンジャー(。 [最後 の 勝利 は われ と 使徒 な ち る ス 。 ン 』 の 1 ア タン トド 1 そく ? ッ ン ン 9! メッ 
ロ 1 | 
の も の な り 」 と 定め 給え を り 。 げ に アッ ラー 2519 い ゆう BOA 61 て 


ゴ 剖 に て *- ヽ ② * デ 
は 強力 に し て 、 僅 大 な り 。( 注 9) 3 

5 県 力 早 G ⑯⑩ うと 

> つ 9 > アン ゅ る イク タン ダス 。 アン 

2 は ッ ラ ー と 末日 2 ッ ょ ヶ テ * 5013 0 も 6 お し 全 えり 
ラー と を その 使徒 に 族 ら う 徒 基 と 仲良 くす る ァ 補 の っ ンー % 


を 見 ぎる べし 。 た と い 相 手 が 父 で あり 、 子 MI| 
6 「 る レッ 、 ン ライ ノ ?1 2 そ > ンジ ュー ン 
9 元 弟 は 親族 て あろ うと も 。 アッ di を ャ ブタ 12 お は 4 YO 


ー は こ れ 等 の 人 々 の 心 に 真 の 信仰 を 刻み の 
和 外 自 ら 聖 露 を 以 て 之 を の た り 。 1 閥 ナル あん WEC ほど SC みる 
ie いつ と を 引 め た り 。 還 の 280826C39 レ 第 
ク う ァ ニー ュ ン t9 人 う 
入ら し め 給 わん 。 e+ 人 と づつ の プ の oO C ひ る は dP 


が ツ 3 は 役 等 に 満悦 し 、 度 等 も に 。 5 アデ 0 『 ン て CC アデ ラ I ?13? と 
ラー に 商 層 す 。 彼 等 こ を アッ ラー の 玩 の 者 うるる と 5 の の "9 


な る か な ! 本 願 成就 する は 、 ア ッ ラ ー の 9? 
定 の 者 な り 。 ( 注 10) 


注 9 最後 に は 監 実 が 偽 普 を 打ち 負かす 事 は 、 歴 更に も 大 和書 き れ て いる 。 


注 10 信者 と 不信 心 者 の 間 に 、 胡 の 友情 も 愛情 も 有り 5 香 な い 事 は 困ら か で ある 。 両者 の 概念 ・ 主 義 ・ 信 宛 は 
相反 し 、 真 に 親しい 関係 に 不可 欠 な 利益 の 共有 が 無い 為 、 信 者 は 不信 心 者 と 親交 を 結ば な い 様 に 求め られ て い 
る 。 伝 爺 の 妊 は 全て の 結び 付き に 優 り 、 血 織 を や $ も し の で 。 当 節 は 一 般 に 当て は まる も の で ある が 、 特 に イス ラ 
ム 教 徒 と 筆 う 不信 選者 に 向け られ て いる 。 
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*・ フ ュ シ ュ ア レ 





ゲル 


= フュ ン ユノ レ 


(メデ ィ ナ 薄 示 ) 


あま ね 
思 み て アッ ラー の 御名 に お い 


Cf 


1.、 慈悲 深く 、』 
て 


2. 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 す で て は アッ 
ラー の 栄光 を 讃え 奉る 。 ー は 佑 大 に 
て 、 濾 此 に まし ます 。 


3 最初 の 追 放 の 時 、 経 典 の 民 の 中 の 不信 心 者 
と も を その 住居 より 追い 出し だ の は 、 ア ッ 
ラー な り 。 お 古 だ ち は 、 彼 等 が 出 て 行く E 
は 芯 わ ざり き 。( 生 1) 彼 等 に し て も 、 そ の 


じ よ うと 
城 察 が 2 
得 べ し と 思い だ た だ り 。 黙る に ブッ ラー は 、 李 


想 せ ざり し と ころ より 5 ぅ 攻撃 し 、 彼 等 の 心中 
に 恐 短 を 投 ビ だり 。 かく て 役人 等 は 信者 た ち 
と 共に 、 且 ら の すす て 己 が 家 を 破 早 せり 。( 生 2 


され ば 汐 等 限 あ る 者 よ 、 を 教訓 と せよ 。 
4 も し アッ ラー 午 09 命ぜ ず 
ば 、 ア デア ッ タ ラー 條 等 を 他 の 王 段 て 、 必 ず 了 超 


信和 し な 9 凌 し で 補 で も 村 は 
を 受け ん 。( 注 3) 


5. これ 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー と る の 使徒 に 巡ら 5 
が 故 な り 。 誰 で あれ アッ ラー に 逆らわ ば 、 
アデ ッ ラー の ) 応報 は 蔵 詳 な 5 。 
注 : 1 メデ ィ ナ の ユダ や ヤ 信 の 物 力 及び 政治 同盟 を 二 席 すれ ば 、 


に メデ ィ ナ か ら 追 放 き れる と は 、 イ スラ ム 救 徒 に 


OHIP と きい 1 


2O5 の IoASIlS じ ある 
の 859 じ る 5 

GSIJA1 200 の SG 
KWCyEI 和 らい っ 


ンー ン 
ク 


和合 55 
2 狗 | 


2 の 22 や 


き 


Ne 
1 


2 ン ン の る ッ ン 


の 多 8G985523 7 


2 2 ィ [ クム 5 う タ 
9 っ 1 0529 ら る る の の | 


edE BA os36 


デ デ 


か 


2 ズル 


s クタ ンク フリ デン ノン 2 バン ンク ランク ン 
は 02236 交 人 で 6 の 
る タス ノッ レノ ょ ニラ タイ ン ち る タ る 
CUIGIMANY 和 3) が 1 


アデ 
1 


スタッ ン ン 29 ア ノン ン リロ トス 
OR が PPPOE 
OLEIIDY0W10TENEVI( 


両 軍 の 人 命 の 尊 性 無く し て 、 ユ ユダ ヤ 人 が 容易 


は 考え られ な か っ た 。 


生 2 メデ ィ ナ を 郊 れ る 前 に 、 パ ヌー・ ナ ズ イ ー ル は イス ラム 教徒 の 面前 で 、 彼 等 の 家 や 動産 を 自ら の 手 で 
壊し た 。 モ ハッ マ ド 言 者 は 、 思 い 通 り に 物事 の 始末 が で きる 様 に と 、 彼 等 に 10 日 間 を も 与え だ 。 こ うし て 、 第 
昌和 NS2 が RE 2 の の の の 20 人 5 に は の の 


2 ヌー 


・ ナ ズィー ル の メデ ィ ナ 追 段 は 、 非 常 
も し 役 苦 が 追放 きれ て いな けれ ば 、 


生 : 3 
然 で あり 、 
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に 軽い 前 で あっ た 。 役 等 は も ちっ と 重い 前 を 科せ られ て 切 
いつ の HH ヵ か 成 狂 に 処 き れ て いた 事 で ある うぅ 。 


呆 人 ル 庄 


10. 


注 : 4 


人 a 





な っ つめ や し 
、 な 表 だ ち が 彼 等 の 素 柳 子 の 本 を 伐採 せる こ 


2 
と も 、 そ は アッ ラー が 罪 を 犯 せ し 者 を 時 
ん と し て 、 ア デッラ ー の 許し に よっ て な る M 
Reoiep2t の 6 UE ) 


テッ ラー が その 使 債 に 彼 等 か ら の 貞 獲 品 

し て 号 え し も の は 、 お 前 た ち が 馬 や 央 蛇 を 

RS の に 非 ざ る な り 。 ア ッ 
ー は その 眉 す る 者 に 、 使 徒 の 権能 を 授け 

IN ント は 一 切 を 支配 し 給 う 。 


イー が その 使徒 に 、 諸 色 の 住民 か ら の 
備 量 と し て 与え を し も の は 、 ア ッ ラ ー 並 び 
に その 便 徒 、 近親 、 孤 児 、 貧 者 及び 旅人 の 
も の な り 。 そ は お 前 た ちの 中 の 高め る 者 の 
手 に 入ら ざら し めん が だ め な り 。 何で あれ 
使徒 が サ え る も の は 之 を 取り 、 使 生 が 禁ず 

る も の は 之 を 遊 け よ 。 げに アッ ラー の 応報 
は 厳 酷 な り 。 


ーー 


受 


T 


SUP の な り 。 
彼 等 は アッ ラー の 軸 窟 と 高 賞 を 求め る 余 
時 
アッ ラー と その 使徒 を 協 け た り 。 これ 等 の 
者 の 信 促 は 、 誠 実 な り 。 


移住 者 以前 に すでに この 邑 に 家 を 持ち 、 入 
信 せ る 省 で 、 移 住 者 を 愛し 、 移 住 者 に 分 配 
きれ る も の に つい て 心 に 如何 な る 稚 望 $ 抱 
yur MM だ と い 自 ら 抽 す る と も 折 分 の こと よ 
5 移住 者 を 気 造 う 者 、 面 し て を の 心から 信 
欲 を 取り 除く 者 は 、 い ずれ 必ず 成功 せん 。 


この 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 の 命 に より 、 


3 婦 に 束 べ られ た 通り 、 バ ヌー・ 


マヌ ーー * 
ナ ズ ィ ー ル は 要 突 に 地 ぉ 5、 
合 令 を 無視 し た 。 名 凍 攻 撃 が 数 日 続い た な 後 、 モ ハッ マ ド 括 言 者 は 後 等 を 降 服 さ せる 為 、 


アルル ュ * 
4 


es し 


ク 2 タタ 


が CBT お PC 


RC 


1 る 1 すす 17140( 人 0 

2 お コン 
フ の あ ク る リク u ェ アグ る ぅ ゥ ン 

5 ぴた 252E562 あ 人 う 


っ 5 色 UA28 放 玩 身 慈 区 


し 吉 9 し 1 っ 29 から レル 9 

17 を が 11725VY 

どう 2 ノイ タリ ァ ッ ンク ン 、 ン う ィ ノレ 
2127 の で 10 

ノレ ウタ 5 タ タタ カム タン ョ ュ タタ リン 
ト 4 2 CUG2 


うめ いう 
QMS 325053212635 放 


?? br 人 オリ 


ノー ター 2 タ 和 
っ ら 2 生み 011 Ob 市 
も 52 と 5 02253 os 15 
を レッ の ゥ > リータ ウ 1 
(OOPO KWWIPCTOIRT 


の 。 52 人 8 の 2 2 タ 2 ン ン 
を 


たま ピーン 
レン 2 ク タタ ぅ 》 ター アン タロ ラン る クン イン っ て レ 
TTP 


2 っ シ と 

人 Me ら ぼ 
2 ラク ウラ 2 2 ン 

〇 OO 欠 以 は る 9 

り 3 和 55 の GPSFPTPmrP 


明け 渡す 様 に と いう モハ ッ マ ドド 預言 者 の 
彼 等 の な つめ や し を 切 


9 


り 倒す 様 命じ た 。 ほ ん の 数 本 が 切ら れ た 後 、 彼 等 は 降 服 し だ 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 命令 は 、 近 代 戦 争 の 法 に の 
っ と り 、 非常 に 軽く 寛大 な も の で あっ た 。 


4 りー 


プッ ンー リル 


和 所 ]- 由 将 アル ・ ハ シュ ルン 
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11. 移住 者 と 援助 者 より 栓 に 入信 せる 者 は 、( 注 5 ) に 3 の っ ッッ 29[ ン ンタ いや セン 
い AsJ 1 
云 を り 、 「 主 ょ 、 我 等 並び に 我 等 以前 に ら あ 記 229 も ンチ 4 し 0 
入信 せる 上 晃 弟 た ち を 赦し 、 信 者 た ち に 対す 0 ME EAI 1 
HI と な か 2 1 
れ 。 主 よ 、 げ に 液 は 詳 問 に し て 、 慈 悲 深く の の 21CADNE 当 933 
まし ます 』 だ ら と の ぅ っ 5 6 
ひ 2Ae つ いう うう を 
第 一 項 
12. 液 は か の 似非 信者 ども を 見 ぎり し か ? 彼 22 電 2 (1 導 【 スリ ンク 2 
UK2POKGHRSI 1 


宇 は 典 の 良 の 中 の 信 ぜ ぎる 兄弟 ども に テ 5 “ 。 
っ 、 時 の 2 2 2 し ルル 
えり も し お 前 だ た ち が メ ディ ナ よ り 追 放さ CA えみ 1 つり の deg 
れ な ば 、 我 等 も ぉ 前 た ちと 共に 去ら ん 。 ま 9? を を 
た 我 人 等 は 、 お 前 た ち に 敵対 する 者 は 、 上 断固 OO !91Oo 2 の 8 3 う 
従わ ね 。 お 前 た ち が 攻 撃 せ られ な ば 、 我 等 っ アッ クタ も タン タン し が ンカ タイ 
は 必ず お 前 だ ち を 援助 せん 】 と 。 き る きれ ど アッ め ゆら 〇 ove る JAe 計 の 3 
ラー は 、 彼 等 が 偽 つ き な る こと を 立証 す 。 


( 注 6) 
13. 彼 等 が 追わ れる と もち 、 彼 等 は 共に 去り は せ きら 02728426 久 送り 区 0 
ぬ 。 攻 殆 さ る きれ る と も 、 援 助 な だ ど せ じ 。 だ と アレ ッ ン 5 ン る ノッ タッ タ ブタ ーッ イレ ァ ックス 2 の ダッ ンプ 
い 揚 助 る と も 、 必 ず 背 を 見 せ て 取 走 せん 。 10 つり う の の の -os 
を の 時 彼 等 は 誰 の 援助 も 得 ぎ ざる べし 。 アデ ミア エル オン ミル 
ら O3y2 る 


NN 


宝 は ほ 役 箋 の 心 の 上 ッ ラ ー よ り ち も お 前 1 
14. 実は 役 等 の 心 の 中 は 、 ア ッ ラ ー よ り も お 前 955o あ 入る 8 50 9 


だ ち を より 一 飛 巡 れる な り 。 を は 役 等 が な 


に も わか ら 史 民 な る が 故 な り 0。 の 6 対し 


ァ デ 


ぼう さい まち 
15. 彼 等 は 強力 に 防 守る きれ た 邑 又 は 城 林 の 普 後 タイ コン る スン ターク る 5 ょ 放 ( [クッ ン と HE ン 
9 引 先 。 ら 3 9 NLU ら る ・ ) 
より ならでは 、 一 団 と な っ て 、 お 前 だ ちと ウデ ア ツル 時 
0 の 


5 し れつ 1 の ぅ そ クタ ラン う 
戦わ ぎる べし 。 彼 等 同士 の 職 い は 烈 な り 。 0 0Q* ぁ 3 の 2 
流 は 彼 等 が 団結 し て いる と 思え ども 、 役 等 レラ る る ダーン し あら の クタ 
yebd は よう 9263 


NN 


の 洋吉 5 
民 な る が 故 な り 。( 注 7) 


注 5 この 言葉 は 、 メ ディ ナ に 後 か 6 ら やって来 た 代 黄 民 、 又 は イス ラム 教徒 の 新しい 世代 全体 を 指す よう だ 。 


生 6 偽 療 者 騰 は 、 モ ハッ マ ド 壇 詩 者 を 揚 み 、 必 要 な 時 に 手 が 差 し 伸 べ られ る と 偽り の 約束 を し だ た と し て 第 
と の 在 約 を 破る 様 に 、 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 を 煽っ た 。 彼 等 の 言葉 を 信じ て 、 ユ ダ ヤ 人 が モハ ッ マ ド 他 者 を 把 
み 、 彼 に 向い 進撃 し た 時 、 役 等 は ユダ ヤ 信 を 見 捨て だ た 。 

潤 7 不信 心 者 、 特 に ユダ ヤ 人 と メデ ィ ナ の 偽善 者 は 、 反 イス ラム で 結び 付い て いる 様 に 見 た える が 、 戦 い の 
共通 の 動機 が 無く 、 利 害 も 異な る の で 、 彼 等 の 問 に 真 の 団結 は 有り 得 な いと 、 当 節 は 示し て いる 。 ア ラビ ア に 
は 、 イ スラ ム 国 家 に 対抗 し て 団結 し て いる 様 に 見え る 三 つ の 勢力 ユダ ヤ 人 、 メ ディ ナ の 傍 普 者 、 メ ッ カ の 偶 
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- 彼 等 は 、 彼 等 より 少し 前 の 者 ども 、 己 が 所 タイ イレ ノン 人 2 る クト レビ ミッ ニン 2 そ ニン 
・ 1 1 3 ン の 
業 履 に 悪 果 を 省 めき せら れ た 従 共 、 相 い レン CHOAURCG 
似 た り 。 面 し て 、 彼 等 に は 閣 凡 あり 。 ( 注 8 ) の Oc 5 
= E 生 8 の アア ン ン ン 2 て うう スレ 2 2 9 マン ン 
17. を は 人 に 向っ て 「 信 作 を 棄て よ 」 と 云う 亜麻 85980gG90d6 3。EiJK 
に 似 た り 。 そ の 人 不信 心 者 と な れ ば 、 程 詳 の テレ 。 


レン 2 イ 1170 アン ン ロ タン ング っ レイ 
は な う 、「 我 は 液 と 関わ りな し 。 我 は 方 物 の や 9aGS5261GGI 8L8E2 で 81J6 
主 ア ッ ラ ー を 遇 毅 し 楽 る | と 。 
18. され ば は 、 和 等 者 の 格 は 業火 の 中 と な 2soOE GCC に ES 
末 長 くそ こ に 住み 留まら ん 。 不義 填 へ の 


し コ っ 中 ア ィ イッ 〆 1! 
応報 は か く の 如 し 。 の OKWUEIIE で と きら の | 


第 三 項 

か 信 〆 ど ン ノ る ッ 。 る タイ ン 

19. 液 等 信徒 た ちよ ょ 、 ア ッ ラ ー を 長 れ 散 え 。 曽 es 人 MV 
し て 各 人 に 、 明 日 に を な えて 何 を な すか を 


ノッ プ の クロ うさ レマン 
留 痢 せしめ ょ 。 ア ッ ラ ー を 左 れ 散 え 。 げ に ⑲c @S 届 し る iPODOSPCHPYSS1 
アッ ラー は お 前 だ ちの 所 業 を 熟知 し 給 う 。 
20. アッ ラー を 忘れ だ る が 故に 、 ア ッ ラ ー が 彼  。2 ン 2Z29 」 徐 ン の 
1 MP yl 
等 に 己 が 魂 を 忘れ せしめ だ る 莉 、 か か る 61 つじ 2 ug 69 
徒 基 に な る な か れ 。 邪悪 な る 者 と は 、 彼 等 2 提 ら SU 
な り 。 
21. 業火 の 住人 と 楽園 の それ と は 等 し か ら 6 ず 。 の 入 20C2o12 人 LASS 1 
勝利 者 と は 、 楽 園 の 住人 な り 。 人 2 
@ ら Si る 既 の 


22. も し われ ら こ の クル アー シン を 山の上 に 除 し (gg 2 て 呈 PD 前 (AZH す 


だ た だり せ ば 、 液 ! は 、 山 が 異 まり 、 アデ アッ ラー を 


像 党 拝 者 クラ イシ ュ が いる 。 クラ イシ ュ は 、 イ スラ ム ゅ 勢力 の 高まり に 、 彼 等 の 馬 梅 に 訂 す る 危機 を 読み 取り 、 

往 普 者 達 (アブ ドゥ ラ ・ ビ ン ・ オ バイ が その 指導 者 で あっ た ) は メデ ィ ナ の 半 配 権 を 、 そ し て ユダ ヤ 人 は 役 等 

2 SS 人 8 給 可 の 
を 持 だ ず 、 危 機 に 泊 す れ ば 実現 し な いで あろ う 。 


生 : 8 この 言葉 は 、 バ ドル で 不 名 益 な 敗北 を 喫し た メッ カ の クラ イシ ュ あ る い は 、 バ ドル の 後 謀 の か ど で 
絢 せ られ だ た バネ スー・ カ イヌ カ の こと を 示す よう だ 。 後者 は 、 バ ドル の 戦い の 一 ヶ月 後 、 イ スラ エル の 三 部 族 の 
中 で 層 初 に メデ ィ ナ より 追放 る れ た が 、 そ れ は 彼 等 が モハ ッ マ ド 橋 言 省 と の 約 を 破っ た か ら 6 で あっ た 。 最 終 
的 に 彼 等 は シリ プア へ 落ち 着い た 。 


潤 : 9 イス ラム 教 以 前 の 教義 は いずれ も 、 尊 大 な 異教 徒 で ある アラ ブ 人 か ら 多 神 教 信 仰 及 び 信 像 崇拝 行為 を 
引き 離す 事 が で きず 、 役 等 は 硬い 岩 の 様 に ベ で ドゥ ウィ ン の 慣習 に 同 執 し 、 隣 兵 す る キリ スト 教文 明 の 華やか き 
に 問わ きれ て いた が 、 イ スラ ム 教 の 叶 高 な お 告げ の 前 に へ りく だ り 、 か っ て の か だ た く な な 心から は 、 知 識 の 泉 
が は と ば し る で あろ みう 。 当 節 は 以上 の 事 を 示し て いる 。 
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. 彼 は アッ ラー な 
さ 


和 紋 れ て 粉砕 止 散 する を 見 ん を 。 わ れ ら が こ すし 
等 の 比 剛 を 述べ る は 、 人 間 に 反省 を 促 き ん 
が だ た め な り 。( 注 9) 


り 、 彼 の 外 に 神 な し 、 見 え 
ざる も の も 、 上 見 える も の も 知 策 し 給 う 。 彼 
は 仁 慈 者 、 慈 悲 者 な 5。 


5 候 の 外 に - イ 他 な し 、 浴 高 
者 な り 、 天 王 な り 、 平 安 の 源 な り 、 安 全 の 
授与 者 な り 、 守 護 者 な り 、 借 力 者 な り 、 算 
皮 藻 な り 、 壮 前 な り 。 神 上 雲 な る か な アデ 
ラー、。 人 々 カ ! 彼 と 併せ 礼 る 神々 と に 
な ら ぬ 高み に まし ます 御方 。 


彼 は アッ ラー な り 、 創 造 者 な り 、 造 形 者 な 
り 。 最 高 の 美 名 は 挙げ て 役 の 有 な が に 
ある も の 、 地 に ある も の 、 挙 げ て 彼 を 設 美 
し 奉る 。 彼 は 偉大 に し て 、 覧 に まし ます 。 


彼 は デッラ ー な り 


0 の 2 


CT の に ペン ッ を タ ュ ュ ン 
3 yay141 YS 45154 
トド 


デル ・ ハ ジュ ルレ 


本 人.4『O( は を (に VC 事 ん 1「 和 4 の の 


KC う AI 


デイ 


@ ら As らら 
が 7 を 3UNOUAIENY1PIUKSUMRI 


CI の o ら 62 A1L2 
eo の So 


MEIKUAIP6 
PWR ら %2(3 じ 8 の 
@ る 8 


や イス ラム 数 














ゲル ・ ム ムダ へ ヘナ 
(メデ ィ ナ 落 示 ) 


ご 
Im トーー ン イカ 。 っ 信 トー ンー と ・ い ーーーー コ ーーーーーーーーー Ss ーー ニー1 ーー 
あま ね を な 
慈悲 深く 、 皿 み 包 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 
旭 ぁ 
液 等 信徒 な ちよ 、 わ が 敵 に し て L つ お 前 た 


ちの 敵 た る 者 を 友 と する な か れ 。 お 是 だ た だ ち 
は 、 お 前 た ち に 降 きれ た る 真理 を 信 ぜ ず 、 
お 前 た ち が 主 アッ ラー を 信ずる と いう だ け 
の 理由 で 使徒 並び に お 6 ち を 家 郷 か ら 追 
い 出 し な る あの 者 ども 、 友 語 を 示 き ん と 
する か ? だ た とい お 前 だ PB の 
答 則 し 、 綴 仙 を 符 ん と 欲し て も 、 心 ひ を か 
に あの 者 と も に 婦 意 を 寄せ て いて は 、 われ 
は お 前 た ち が 隠 すこ と も 訓 す こ と も よさ く 承 
知 し て いる 故 、 彼 等 を 友 と する な か れ 。 
前 だ ちの うち 誰 て あれ その よう な こと を 
な さば 、 正 し い 門 を 踏み は ず し た こと に な 
みう ぞ 。( 注 1) ' 
・ も し 役 等 が お 前 た ちょ り 俊 位 に 立 だ ば 、 彼 
寺 は 必ず お 前 だ た ちの 敵 と な らん 。 面 し て 彼 
等 は 悪意 を 以 て 、 そ の 手 と その 舌 を お 前 た 
ち に 差し 伸 べ 、 お 前 だ ち が 不 信心 者 に な ら 
ん こと を 朋 志 す 。 


ども ら 


. 親族 の 絆 も $、 子 女 も 、 復 活 の H に は な ん の 
役 に も 立た だ が ざる ご し 。 ア ッ ラ ー は お 前 だ ち 
に 判決 を 下す べし 。 アッラー は お 前 だ た ちの 
所 楽 あ み を な は し 給 う 。 

お 前 だ な ち のだめ に 、 ア ブラ ハム と 彼 に 従い 
だ た る 人 々 の よい 了 手 本 あり 。 役 等 は を その 民 に 


この 禁止 令 は 非常 に 厳し いも の で ある 。 イ スラ ム 教 人 徒 は 、 神 の 敵 と 公言 する 者 、 そ の 家庭 か ら 6 預言 者 

*`、 イス ラム 教 を 滅ぼそ を うと する 者 と 弟 変 も も っ て は な ら な い 。 
な る 近親 者 と の 緑 に 配慮 し な く と も 良い と いう 事 も 、 
誰 で あれ 、 神 の 英 で ある 。 


徒 を 追い 払 ! 
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に 『 ー た コ 
この 禁止 令 に 含ま 


1 oc 


ンコ 


VS 0 ッ タ 2 の PU 
Ba33s し る と 25 1 3 お と 9 


MK Etba 3323 し 
か: が ン ン ッ ン ンク 1 ン ? る 95 
oOS 5 8 38 


ッ ク ン ラン 


4 
3 9 5 と 4 タン る 3 ダフ ラタン タン 
ょ 5 うう う ぁ zo 


っ レラ タッ タレ 


の の 9 


2 人 4EOHMLW い CN ACG 
@ 名 GHCYE1LACGC 人 1 


ン 多 


ラッ ・ や キン ン ラ 1 2。 うさ アン ン の レッ 9 ルク ゥ ン 
び uJi 213 こっ 50 85 


イス ラム 教 の 妨げ に 


れ て いる 。 イ スラ ム 雪 の 貞 は 、 そ れ が ば 


RT 浅間 
中 の 十 拘 


moon 


向っ て 均 え り 、「 我 等 は 、 お 前 た ち 並 びに お 
前 だ た ち が ア デッラ テー 以外 に 崇め る 神々 と 何 ん 
の 関わ お り ぉ な し 。 我 等 は お 前 だ ち が 崇 め る 
神々 の すべ で て を 信 ぜ ず 。 お 前 た もち が アッ 
ラー の み を 信ずる に 下る まで 、 我 等 と お 前 
だ た ちの 間 に は 永久 に 敵意 と 憎 表 が 生じ た 
が た の 但し 。 0 
て ぶ え を り 9、 | 我 は 流 の だ た ゆめ に アッ ラー を 説き 
伏 す 能力 を も た ぎれ ど 、 の 
銘 を 衣 わ ん | と 。 彼 等 は 神 に 向っ て 祈り 9 
て 、 半 えり 、| 主 よ 、 救 等 * は ひだ すら 六 に お 
続 り し 、 液 に 悔い 改め ゆ 、 液 に 帰 趣 す 。 ( 注 2) 


6:、 、 我 等 \ を 以 て 信 ぜ ざ る 者 どぉ へ の 試練 
の sh 面 し て 我 等 を 散 し 給え 、 g 
ょ 。 僅 大 に し て 賞 難 に まし ます は 、 だ だ 商 
お 独り ] と 。 
7. お 前 た ち 、 こ れこ 
アッラー に 拝 論 す る 
し で いる 莉 た もち に と り て は 。 る れ と た と え 
顔 を そむけ る 者 ある と ぉ る 、 ア デッラ ー は 有 自足 
し 給 う 御方 、 す べ て の 詩 美 に 価 す る 御方 な 
りー 


を よい 考 本 に 非 ざ る か 、 


肖 二 項 
8. アッ ラー は お 前 だ ちと 、 今 お 前 だ ち が 敵 と 
RUE 
る こと あら ん 。 アッラー に 全能 な り 、 箇 
し て 寛 大 に し て 慈悲 深く まし ます 。( 注 3) 


の は 、 款 教 上 の こと で お 前 た ちと 戦 
わざ り し 者 、 ょ た お 前 た ち を 家 卿 より 逐 わ 
ざり し 者 に お 前 だ ち が 親 切 と 公正 を 以 て 交 
わる こと を 祭 じ 給 わ め 。 ぼ に ゲッ ツー は 公 
正 な る 者 を 愛 で 給 う 。 

注 2 ある 者 又は 人 人々 が 真 夫 ! 

ち 切 られ る 事 と な る 

注 3 | 

災 を 断ち 切る 杯 命じ られ だ が 、 こ の 禁止 令 

る 友 と な る 日 は 急速 に 近付き つつ あっ だ た 。 

て の みかみ 適用 きれ る 。 イ スラ ム 教 徒 で な い 普 


に 敵意 を 持っ て 向い 、 
。 ア ブラ ハム の 抱 は 、 


最後 の 審 拓 に 望み を 証 


うか BI の 3"45s 
OO の の (66 人 と TOT も 
お を ES し 人 る る 
の た 9 人 1 
の の ob0o2 500 も 3 癌 

OAIYOV19NCM4IGLUIOTK 


K1 8 343200 n1) る (あま 5 じ Ei 人 5 くら 
時 PPUFGGYGMMG 


2 区 AI222 シフ ンク タン 2 る 20 6 名 


ペン ンマ ぅ と レン タラ 。 9 の 2 めじ 代 1 も 82 かり ョ デ 


2516Bd 2 の の の やう > 
6 な 423 」 


と 


ッ 。 る とう ン イン ジュン ーッ 2 グ 9。 
23 AOLOOS SS の (名 し 


トコ 


の その 52 欠 レ リン レン ン る ラダ タタ 


ウン の ②2 
うう ar 202 3 201 う 593 32 


ンタ クレ タマ ンタ クー ロン ン 
GMOAU Er くす の 


ゥ ア ゥ タダ ノノ 21 0 4U 
と 〇 ゆり sc 9 を の 3 2 


101Y そ UNF 


それ を 根絶 し よう と する の が 分 か れ ば 、 彼 等 の 親交 は 断 
この 事 を 強調 する 向 に 、 
所 は 押 言 を 含む 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 は 、 


処 所 で 述べ られ た 。 


彼 等 の 信仰 の 英 が 例え 近 赴 者 で あれ 、 そ の 者 と の 親 
は ご く 短 命 に 終わ る 運命 だ と 
0 NR b 、 

軸 の 人 々 と の 友好 は 禁じ られ て い 


告げ られ た 。 か っ て の 敵 が 彼 等 の 愛す 
この 葉 律 は 、 イ スラ ム 教 徒 と 戦う 不信 心 者 に 対し 
る わけ で は な い 。 
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索 五 . 十 九 斉 アル ・ ム ムタ ヘナ 


10. アッ ラー が お 前 だ ち に 禁ず る は 、 宗 教 上 の っ ッ ク タ ン ュ Go 有 
紀 - と て お 前 だ ちと 戦い 、 お 前 だ ち を その 家 * ツ sa ンー に 紀 





いも 


卿 か ら 迄 い 出し た 者 並び に その 放 記 に を 由利 5 を づ 人 
貸し た 者 と 友 誠 を 結ぶ こ と の みな り 。 何 人 内 だ と 
て あれ 彼 等 を 友 と する 者 、 < は 罪 入 な り o Se の の 
11. 信条 た ちよ 、 女 性 の 信者 が 前 た ちの 評 へ りら ) KRIAH 


逃げ て 来 だ 時 は 、 ま ず よ く 調 べ で よ 。 ア ッ ラ ー 際 2 

PH > ビュ ロビ 上 PA 届 。* あら 上 
は 彼女 だ ちの 信男 の 度合 い を よく 知り 給 eS る 4 財 りゃ 
9 市 し て 、 彼女 た ち が 真 EL の 信者 な り と わ 


HL 


テン る クゥ め 9 Ns 1 うる 9 
みか: れ ば 、 不信 心 者 の 許 へ 帰す な か * 和 れ 。 彼女 > 298 5c ら ちち 
だ ち が 不 信心 者 の 寺 た る こ と は 合法 に 非 12 人 51 (ンタ 3 の っ ン ぅ ンタ る 
ず 、 ま た 不信 心 者 が 彼女 た ちの 犬 た る こと Te・ 6 セラ 


合法 に 非 ず 。 但 し 、 嬉 資 と し て 器 せ る も 5 は CGIR 4 (OF 
の は 、 を その 不信 心 者 の 天 に 返 還 サ ょ 。 し II で (CC み を 
て 、 お 朋 だ ち が 彼 女 た ち に 婚 座 を や 与 う れ ば 、 2 っ Ua 2 RWX が 人 1 
條 女 だ ちと 結婚 する も 罪 に 非 ず 。 不 信心 者 0229 ン 2 リリ 2 
の 女 と の 絆 を 、 固 持 す る な か れ 。 き れ ど 、 ATS11 レ NPGK と CHH1 の 


お 丁 た ち が 器 せる も の の 返 避 を 求め 、 不 信 ッ ル ン 9 し ちる ジッ ンタ シン 
心 者 に も その 費 せ る も の の 返還 を 求め し め の あら 65 の 
よ ょ 。 こ れ ア ッ ラ ー の 審判 な り 。 ア ッ ラ ー は 

お 前 だ たち を 審判 す 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知 | 

り 、 賢 哲 に まし ます 。( 注 4) 


12. も し お 前 た ちの 委 た ちの うち 、 お 前 た ち を 52 2 だ 
楽 て て 不信 心 者 の 許 へ 走り 、 . お 前 だ ち が 報 IA は GA3E 8 
全て 、 不 信者 ども か ら 商 導 品 を 獲 た 場 252 レシ 3 ン 2 と AIUMI が ve 

Po を ls う | CA ぬう 
合 は 、 そ の 中 か ら 間 に 逃げ られ た 男 に 、 る を 





ーーーーー. 


注 4 4 スラ スム 教徒 が 激しく 迫 害 き れ 、 メッ カ ダ を 示 り メ ディ ナ の イス ラム 社会 に 加わ る の も 危う い 時 で は 
あっ た が 、 信 者 の 絶え 間 な い 流 れ は 、 ーー た きま て 、 メ ディ イナ に 玉 到 し だ 。 こ れ 生 記 項 民 の 
中 に は 、 相 当 数 の 女性 が 合 ま れ て いた だ 。 当 節 は 0 スラ ム 女 性 に つい て 語っ て いる 。 メ ッ カ が から 
流れ て 来 な 女性 は 調査 を 受け 、 そ の 舗 加 が 真実 の ぅ の て あり 、 イ スラ ム 教 受け 入れ た 動 楼 に 不純 な る の の 無 
い 芋 を 証 き ね ば な ら な い 。 それ が で き な け れ ば 、 如 何 な る 女性 $ イ スラ ム 社 会 へ は 受け 入れ られ な い 。 1 
モハ ッ マ ド 質 言 者 の 苦悩 の 様 が よく 到 き れ て いる 。 当 節 は 中 に 、 信 の 女性 と 不信 心 者 の 夫 の 婚 回 関 係 は 、 

女 が イス ラム 社会 に 加わ る 時 自動 的 に 解消 きれ 、 あ る 信 老 が 二 つ の 条件 を 満た せ ば 、 彼 女 と の 0 
ら 、 て と 吉 べ て いる 。 仙 ) 彼 は 、 仙女 の 犬 が 彼女 の 為 に 使っ た 費用 を 払い 戻さ ね ば な ら 6 な い 。 da 
用 意 し 、 ズ 反 わな けれ ば ならない 。 イ スラ ム 教 和 も イス ラム 教 を 捨て だ 妻 と の 林 負 8 5 同様 に 統 か も し その 
翌 な 背 教 者 の 女性 が 不信 心 者 と 結婚 する な ら 、 人 の 人 邊 拓 お 
られ る で あろ う 。 当 節 の この 本 協 定 は 、 個 人 困 の 問題 だ け で な く 、 こ れ 等 の 節 が 特に 取り 上 ば げ ば る 戦時 の 慣例 
ほし て 国 に より 実施 る れる も $ の で ある 。 個 々 の 信者 不信 履 問 の 村人 的 関 係 は 継 鋭 し 公 を いし 、 又 し て は な 


ら な い 。 
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第 六 十 交 


の 者 が 婚 資 に 費 せ る も の と 同額 の ゎ ゃ の を 全 
えよ 。 し て 、 お 前 だ た ち が 信 ずる アッ ラー 
を 景 区 せ よ 。( 注 5) 

13. 項 言 者 よ 、 女性 の 信徒 が が に 2 だ が か て ゲッ 
ラー と 僅 に 何者 も 併せ 祀 ら ず 、 次 まず 、 女 
通せ ず 、 子女 を 殺さ きず 、 自ら 提 造 せる 嘘 を 
2200 ト 洛 きず 、 上 上 し ゆい こと に お いて 所 に 育 
が かず 、 と 震 わ ば 、 彼 女 た ち の 上 皿 誠 の 敬い を 


ゆう n 
納 れ て 、 彼 女 た ち の た め に アッ ラー の 容 妨 
を 請 え を 。 げ に アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 
朱 く まし ます 。 


14. 共 等 信徒 た ちよ 、 ア ッ ラ ー の 紙 り を 察 れる 
徒 鞭 を 友 と する な か れ 。 役 等 は 、 不 信心 者 
ども が 某 中 の 者 に 絶望 する 如く 、 来 世に 絶 
記す る 者 な り 。( 注 6) 


注 5 も し 、 イ スラ ム 救 徒 の 美 が 不信 心 者 の も と へ 走 け 、 
彼女 が 不信 心 省 達 か ら 逃 れ て イス ラム 社会 へ 加わ る な ら 、 信 者 の 夫 が 逃亡 し た 妻 に 


Ge 時 (CAE4RPCCULU 


の らち 2 ゥ ぅ 36o も 55 Vi 
MA ッッ ン ノ 2 ン 
92 る 63205 


AS マル 

272 0 の (が し チア 
つか 2 だ Ko392S4A う る eo) の 
06151 人 0( る る な 全 215 ん る 5 
の ょ みう タン ン アン ラタン る ルン 
知ら 肌 内 GE ouIKS6 


12 ア 5 2 


が PTP 


1 


不信 心 者 の 女性 が イス ラ ょ 雪 徒 上 義 に 捕らわれ る か 、 


支払 っ だ 尋 資 と 、 堪 が イス 


ラム 社会 へ 入っ た 不信 心 者 の 夫 へ 払う 金額 が 同じ 場合 、 信者 の 大 の 所 内 は を それ で 相殺 る れる 事 と な る 。 は 


不足 が ある と すれ ば 、 信 風 達 が それ を 補う か 、 
な る 。 不 信心 者 が 、 
要 な $ の で あっ た 。 


め ある い は 、 


注 6 最後 の 文 は 
の 交 り を こう むれ る | と いう 
者] は 性 に ユダ ヤ 人 を 指し て いる よう が だ 。 


他 の 説 に よる 
役 の も と へ 走っ だ 女性 に その 夫 が 支払 っ た 婚 資 の 返還 


る と 、 国 の 戦利 語 で 埋め 合わ きる れ だ に 
を 拒む で あろ うか ら 、 こ の 協定 は 必 


、 彼 等 は 死 が いつ か 生 に 訪れ る と 信じ な い 様 に 、 来 世 も 信じ な い 事 を 示し て いる 。[ ア ッ ラ ー 
言葉 が 、 ク ルアー ン の 数 節 で ユダ ヤ 人 に 関し て 使わ れ て いる の で 、 こ 


こ て で て の 「 人 不 何 


ー656 一 





ト つ 


1 
な い 。 行為 の 伴わ な い 口 先 だ け の 発言 は 、 
注 2 
な る 酎 期待 きれ て いる 。 し か し 一 の ji 4 


窟 近 てく 、 恵 み 刀 くく アッ ラー 


] 


敵 


大 に ある も の 、 地 に ある も の 、 掌 て アッ ラー 


を 講 美 し 率 る 。 彼 は 俸 大 に し て 、 覧 白 に ま 
し ます 。 
湊 等 信徒 な ちょ 、 何 故に 行わ ぎる こと を 


に する の か ? ( 注 1) 


、 行 わり ぎる こと を 口 に する の は 、 ア ッ ラ ー が 


最も 憎む で きこ と な り 。 

け に デッラ ー は 、 堅 央 な る 建物 の 如く 、 隊 
仙 を 組ん で デッラ ー の 道 條 の た * め に 戦う 者 を 
愛 で 給 う 。 ( 注 2 ) 


モー ぜ で が その 民 に 向っ て か 〈 く 云い だ る 時 を 
会 え 。 「 我 が 民 ょ 、 に お 机 だ ち は 我 を 中 
人 す る か ? お 前 た ち 、 我 が お 前 た ち に 遣わ 
る され た 使徒 な る こと を 知り な が ら 」 き れ ど 、 
彼 等 が 正道 を 逸脱 し た れ ば 、 アッ ラー は 役 
等 の 心 を 至 き せ だ り 、 ア デッラ ー は 悪 な 
人 々 を 導 か ざる が 故に 。( 注 3) 


イス ラム 教徒 の 行い は 発言 と 


イス ラム 敷 徒 は 、 彼 等 が 


分 の 宣伝 活動 を 一 つ に し な けれ ば な ら な い 。 


モー ゼ 程 に 従者 の 手 で 精神 的 苦痛 を 味 あわ され た 神 の 傾 言 者 は 、 お そら くい まい 。 モ ー ゼ の 一 族 は 、 
日 の 前 て ファ ラオ の 強 方 な 軍隊 が お ば ぼれ て 行く の を 見 た が 、 彼 等 は 海 を 渡り 切る と た だ たちまち 偶像 党 拓 に 戻る ぅ 


注 3 


と し 、 誰 か が 偶像 を 貯め ゆる の を 見 て 、 自 分 達 に もち その 様 な 伸 像 を 作る よう 
和 守 に 与え る と 約束 る きれ た 地 カ ナン へ 行く 様 求 め ら れ た 時 、 彼 等 は モー ー ゼ に 、 


と 一 至上 て いな けれ ば な が ならない 。 

偽善 と 不実 の 色 合 を 帯び る 。 
泉 件 に 従わ ね ば な ら な い 指 連 
び 付 〈 社会 を 求め る 人 々 は 、 


=3 6 し 


CO さて)TG こ ここ 


1 


^26bDlgP2elU で と 
の 45 則 * 電 

(oOHESS1v 和 RS ek 4686 
Wo7GHVSDIL4HG7A 人 PO PCG と Co 
sz86 才 GA) 
の 2 る ン 

@O ら 22 6 A の を 

タン ン うそ 9 タッ タレ 2 うそ 。 4 2 の 6 
USC の 9 うる 3 導 41 の 人 1 


ス NE ノ ィ アノ ン 記 ッ タ ノ っ パプ レラ タプ 2 る 
の の I ら 。 


の デ 


(OSIy4431TCSPO PA 


自慢 や 実質 の 角 い 言葉 は 何 の 役 に も 立た 


普 者 の 指揮 の 下 、 上 遇 の 勢力 に 対し 蘭 因 な 前 線 
年 活 規準 、 概 念 、 目 的 、 目 的 達成 の 


に モー で ゼ に 頼ん だ (7 139 )。 神 が 彼 
モー で が る それ程 ま で に 信じ る 彼 の 


神 と 行け ば 請 い で は な いか 、 自 分 達 は 、 否 ち 着 い だ こ の 場所 か ら ー- 十 た だり と も 動く つも り は な いと 、 防 知ら ず 

に も は か に し た 様 な 口調 で 告げ た (5 25)。 この 様 に 、 モー で は 、 彼 が フォ ラオ の 厳し い 東 縛 か ら 解 き 放 し て や っ 
だ 入 々 か ら 価 度 も 傷 辱 され 、 役 等 を 偶像 水 拝 か ら 立 ち 直 ら せ よ うと する 努力 を 踏み に じ ら れ た 。 彼 等 は モー ゼ 
を 誹 臣 す らし た 。 


07 


m に ー 立 7 リ レ 了 サ ツ フ 
7。 まだ が タリ デ の 子 イエ ス が か が か く ぃ いた る 時 や 2 ター の |。 タマ レラ タッ ン | ン ン ラン タラ な 31 ン 
も 1 1 1 デ 
念 えん 。「 イ スラ エル の 子孫 よ 。 我 は お 前 た ち の 2 の の で わっ old ふう 


に 進 わ さ れ た だ る 使徒 な り い 入 よ 、 我 以前 に こう ラ Gosou い の At る ャ ン る 2 て っ ud る 5 2 タン 
隆 きれ た る 律 法 を 確証 し 、 我 が 後に 来る Ao5 3 

2 ッ ン イッ > る 4 9 ンタ ント 5 る 
人 の 便 徒 の 朗報 を 伝え に 米 た 者 。 そ の 使徒 Ad の 35) の 2 
の 名 は 、 ア フィ マ ド な る べし ] 然るに 、 イ エ 開 8 2 の 
ス が 種々 の に 来る と 、 彼 MAI6cs2U セ C 04PEC 


い 


等 は 云え 4 り 、「 こ れ 明 ら か に 妖術 な り 」 と 。 Oo る の 
注 4) て とら 


8. 誰が 、 イ スラ ー ム に 放 偽 する こと を 勧め ら CI cm AA51 ら 5 
いな が ら 、 ア ッ ラ ー に 対し て 嘘 を 提 造 する 


者 に も まし て 罪 を 犯し 香 よ うか ? アッ ラー 22311 2 ひめ り 9 あの] 生 (7 
は 罪人 ども を 導き 給 わ ず 。( 注 5) Sa 
OTN 


4 同和 ヨハ ホネ の 福音 書 12 : 13、14 : 16 一 17、15 : 26、16 : ? を 参照 
の 事 。 そ の 内 容 か ら は 、 次 の 事 が 推論 され る 。 (1) も し イエ ス が この 世 を 去ら な い 限 り 、 安 ら ぎ を 与え る 、 長 の 
本 二 は 現れ る は ず が な か っ た だ 。 0 この 世に 止ま り 、 イ エス 自身 が 生れ な か っ だ 多く て の 志和 を 述べ る は 
すず で あっ た 。 それ は 、 当 時 世界 の 和信 々 が それ 等 に 、 沿 え 得 る 能力 を 持ち あわ せ て いな か っ た だ の で 多 て は 語ら れ 


な か っ だ 。 (3) 彼 は あら ゆる 再 実 へ の 導き 手 で あろ うと し た 。(⑬⑫ 役 は 自 中 の . 科 な い が 、 耳 に する は 全て 
話 を うと し た 。 (5) 彼 は イエ ス を 賞 え を 、 役 の 真実 を 証 そ うと し た 。 こ の 環 党 に 関す る 記述 は 、 ク ルアー ン に 与え 
られ だ モハ ッ マ ドド 項 言 者 の 地 笠 や 使命 と 完全 に 致す る 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 イ エス が この 志 を 去っ た 後に 
現れ だ 。 彼 は 啓示 を 伝え を る 了 最 後 の 預 言 者 で あり 、 ク ルアー ン は 、 終り の 時 まで 全 人 人 疾 に 本 け られ た 神 の 徒 法 を 、 
設 科 に 詩 示 し だ た (5 49。 モ ハッ マ ド 言 才 は 日 ら の 時 に は 触れ な か っ だ が 、 神 に 革 げ られ た だ 事 は 全て 話し た (53 
4) 。 邊 は イエ ス を 任 え た だ (2 254、3 56)。 ヨ ハネ の 福音 書 に ある 上 記 の 預 斉 は 、 ア ハマ ド と い 25 473 の 
レー ト と な っ て いる 他 は 、 当 節 の 預言 と 酷似 し て いる 。 キ リス ト 数 徒 の 作家 達 は 、 更 書 た クル アーン に : - 致 す 

2 を 牌 視 し て 、 二 つの 名 の 逢い を 根拠 に 、 タ ルアー ン の 正当 性 を 攻 う 。 事実 、 イエ ス は アラ ム 藻 、 ヘ プラ 

語 の 両方 を 話し だ 。 ア ラム 語 は 彼 の 母 の 言葉 で あり 、 へ ヘブライ 語 は 彼 の 宗教 用 語 で あっ た 。 現 存 の 坦 若 は 、 
2 語 を ギリ シャ 語 に 翻訳 し た も の で ある 。 番 訳 で は 、 当 然 、 元 の 内 容 の 美しき を 完全 に 伝 
える 事 は で き な い 。 言語 に は 限り が ある 。 同じ 事 は 、 そ れ を 話す 人 信 に も 当て は まる 。 彼 等 の 限界 は 、 そ の 作品 
に 居れ る 。 ギリシャ 語 に は 、 ア ラビ ピア 問 の アハ マ ド に よい 伺 た 商 味 の ペリ クル ー ト ス ヒ EE いう 語 が ある 。 高 名 な 
キリ ス ト 教 の 神学 者 Jack Fingan は 、 そ の 作品 "The Archacology of Worid Religions' の 中 で 次 の 様 に 述べ で 
いる 。「 ギ リ シ ャ 語 で パラ ク グレー トス ( 弄 震 ) は ペリ クル ー ト ス ( 高 名 な ) と 非常 に 似 て な 5、 後 者 は アハ マ ド 
や ムハマド と いう 名 を 意味 する 。] 

当 節 の 預言 は そ ハ ッ マ ド 預 斉 者 に 適用 きれ る が 、 必 然 的 に 約 求 きれ た 救世 主 、 ア ハマ ディ ー ア 坊 会 の 創始 者 
に も 当て は まる 。 その 理由 は 、 役 が 神 の 啓示 の 中 で アハ マ ド と 呼ば れ だ から で あり (バラ ヒー ン ・ ア ハマ ディ ー 
や )、 を の 号 に モハ ッ マ ドド 預言 者 の 第 二 の 出現 又は 再来 が 起き た か ら で あ る 。 この モハ ッ マ ド 預 言 者 の 弟 二 の 出 
現に 関し て は 、62 帝 3 節 が 期 確 に 述べ て いる 。 モ ハッ マ ド 疾 斉 者 に つい て の 預言 は バル ナ バ の 福音 普 に も 天 示 
きれ て いる 事 が 、 加 えて 述べ られ て いる 様 だ 。 この 福音 書 は 、 キ リス ト 教 に 、 に せ 物 と し て 扱わ れ て いる が 、 
四 つ の 福音 書 E 同 むく 本 物 と 認め られ る で きだ と 主 蝶 し て いる 。 

注 5 IE 
で あり 、 役 等 が 招待 客 び っ た か ら で あ る (20: 109、33 : 47)。 駐 、 彼 等 は タル アー ン の 中 で 、 神 に 対し 虚偽 を 
提 造 する 者 と 衝 印 を 押 き れ て いる (6 138、141)。 し か し こ の 的 束 なれ た メシ ャ に 適 田 き れる よ すれ 
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10. 2 フク を そ は その 使徒 に 、 長 真 の 宗教 に 1 た Y の 11OYIM ET 


午 導 を も た せ て 人 性 わ し だ 御方 な り 。 神 と 共 シ ン 
に 他 神 を 併せ 祀 る 徒 着 が いか に 角 悪 す 4 OO の 928 の 


と も 、 彼 は すべ て の 宗教 の 上 に 責 真 の 宗教 を 
普及 きせ ん 。( 注 7 ) 
第 二 項 
当 筐 仁 徒 了 - 前 か も の 3 折 測 か は: 。 ク 2 2 ウイ イン っ 2 る エンタ セン 
11. 流 等 信徒 た な ちよ 、 お 前 た ち が 導 置か ら 救 わ 2 の AE 前 COOAtUIP 


れる 取引 を 、 わ れ は お 前 た ち に 伝授 し よう 


ヽ レザ ス っ 

か 7? ( 注 8) Os ンマ Ioe の 2 

テー テーー イー ア っ > 本) で ッ ラ プラー の 祉 プラ ょ * し る | 2 2 

1 クワ と 使徒 を 信じ 、 ア ッ ラ ー の 御 導 2 Gooa ば 3 36 0 し 6 る る 公 
今 に 生 命 も 財産 も な げ う っ て 戦う こと な ? 馬 1 は 2 し 

KC ッ グ 2 ア 

り 。 も し お 前 た ち 之 を 知ら ば 、 そ は お お 前 た 2? CSI 完 5 余 る f 19 < 2U 
ちの た め に 最善 な り 。 2 


⑫ 〇 ゅ 3 
13. きれ ば アッ ラー は お 前 た ちの 諸悪 を 著 し 、 CAC 3 の 8 知 5 > 、2 ン 


お 前 た ち を 河川 流 る る 楽園 に 入ら し ゅ 、 エ 1 の リン ッ 
デン の 楽園 の 汚れ な い 楽 し い 家 に 住ま し め は 22 JIE 受 22 


ん 。 そ は 最高 の 壮 福 な り 。 2 . 
と 41 (届く 0 
1 が 0 クー 傾き まだ 、 お 前 だ ち が 好 き な 他 の 皿 の 5 る る 9 る ン っ 53 し ンク タダ 


還 を 賜 う べし 。 すなわち 、 ア ッ ラ ー の 人 。 の 2 どう 6 ら 2 の の 
と 日 前 の 勝利 な り 。 さ れ ば 液 、 信 者 た ち に 3 多 お 
の この 朗報 を 伝え よ p * デ ン リッ テン 


AD # 束 きれ た メシ ヤ が 、 い わ ゆ る えせ の イス ラム の 守護 者 
、 導い 改め 、 彼 壮 * の 稼 な あい まい な イス ラム 教徒 に な る よう に 、 と 招 か れる と いう こと で ある 。 


注 6 モハ ッ マ ド 頂 言 首 は 、 ク ルアー ン の 中 で 、 繰 5 返し 「 ア ッ ラ ー の 光明 」 と 声 あ あげ た (4 ・: ri 
17、64 1: 9)。 


注 7 クル アー ン の ほとん どの 注 息 は 、 当 節 が 約束 きれ な メシ ヤ に 適用 きれ る と 認め て いる 。 その 理由 と し 
て 、 役 の 時 が 来れ ば 、 全て の 宗教 が 現れ 、 そ れ 等 に 対し イス ラ ふ 教 の 優 位 が 確立 きれ る か ら で あ る 。 


生 8 四 易 や 商業 が 栄え 、 章 常 に 有利 な 取引 を 求め て 異常 な 状態 し な る 、 約 東 き され だ メ シヤ の 時 代 を 、 当 打 
は 語っ て いる 様 だ 。 
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7 デル ・ サ ッ フ 
9. 役 等 は 息 を 吹き か け て アッ ラー の 光明 を 吹 ぁ ブ 移 2 2a KO も ッッ 
き 消 さん と す 。( 注 6) されど 、 不 信心 者 で 420 じ で 923 〇 2Ou 
3 TE ャ ーー テツ 。 d を ヶ タ 
$5 が いか ! - 壊 く 媒 暑 す る と も 、 ア ッ ラ は の 537is 多 く の 
を の 光明 を 完 う せん 。 


浅 ハ ヨー の 6 ラ 





15. 液 等 信徒 な ちょ よ 、 ア ッ ラ ー を 助け る 者 た れ 。 タン タラン トシ よっ 。 
マリ ア の 子 イエ ス が その 弟子 た ち に 向っ て 95 分ら MIMO iANGE 


「 ア ッ ラ ー の 道 の た め に 我 を 助け る 者 は 誰 の の 0 le 
か ? と 誠 え る 時 、「 我 等 アッ ラー を 助け る 1 

者 た らん 」 ほ 弟子 た ち は 答え た り 。 訂 し て 、 32 Am AolooeiAIO6】 約 
イス ラ エ ル の 子孫 の 一 部 は 信じ 、 一 部 は 之 4 レッ ン ン の の 

を 信 ぜ ざり き 。 き れ ば われ ら は 信じ た る 者 2 っ 1 53 
を 佑 助 け て その 敵 に 所 せしめ 、 勝 利 を 得 せ G (0 て キン 2 ン EdS (3 


し め だ た うり 。 
を 0 二 し 
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アル ・ ジ ュ ム ア 


あま ね み な ノ 1 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 てく アッ ラー の 御名 に お い Oo ンー っ et し 
連 - - 
6 ANY 1 2 *[ 9 グン アテ 
に も の 、 地 に ある も の 、 挙 ッ mL gS SS] 5 し ン ス 
2. 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 挙 げ ば て アッ eUO5yI は Co 3 あの 


ラー を 投 美 し 夫 る 、 素 高 な る か な 、 聖 な る 2 
か な 、 停 大 な る か な 、 覧 白 な る か な 。 ( 注 1) Co lOyASi 


むち も うま い 2 3 の っ タク ョ ン し ル よ すり アッ ンーg を 0 し MM ーッ 

3. 無知 府 味 な 氏 に 、( 注 2 ) その 同族 か ら 使徒 ls 029 ぁ CAS で 1 28 
を 尋 し 、 役 等 に きま ざま な る 神 光 を 請 み 聞 。  , 。 5205 ピン 
か せ 、 彼 等 を 塗 め 、 昌 っ 経 催 知恵 を 教 た つう て AU る 52 し 262 
し むる 者 は アッ ラー な り 。 彼 等 それ まで 明 スーッ ンス 。 っ レラ ュ ン タラ シン の 

sa 。 ラ う 9 ゅ が アン 

ら か に 聞 誤 の 中 に あり し 者 な れ と 。( 証 9) うー の OSGeo5s2Cdi 
2 に 
〇 CS 
4. まだ デッラ ー は 、 ま だ 役 等 の 仲間 入り せ ぬ 201252 2 3 る フリ [< イッ タッ ニン ラッ ン は る 
な やゆ っ の る 91。SU 26 こら | 
人 々 に まで 。 ア ッ ラ ー は 停 大 に し て 、 可 哲 NR 
に まし ます 。( 注 4) (ツア SAC1 





注 1 この 四 つ の 神 の 特性 は 、 決 節 に 述べ られ だ モハ ッ マ ド 括 言 者 の 四 つ の 使命 に 係る る $ の で ある 。 
注 : 2 3 76、7 158 参照 。 


注 3 モハ ッ マ ド 項 言 者 に 下さ れ た 神 の 使 舎 は 、 当 節 に 書か れ た 四 つ の 宗教 上 の 義務 を 果たす 事 か ら 成 る 。 
これ は 役 に ゆ だ ね られ た 僅 大 で 高 両 な 任務 で あっ た 。 そ れ は 、 ア ブラ ハム 預言 者 が 、 息 子 と カー バ の 基盤 を 起 
こし た 数 皇 年 前 に 祈っ た だ 内容 が 、 無 知 の アラ ブ 人 の 中 か ら モ ハッ マ ド 了 言 者 が 現れ る 事 ど だ っ た か ら で あ る (2 ・ 
130)。 事 実 、 如 何 な る 神 の 使者 も 、 自 5 高尚 で 消 い 手 本 も な り 、 誠 実 で 献身 的 そし て 高潔 な 弟子 着 の 社会 を 準 
備 し な けれ ば 、 そ の 使命 を 真 に 果たす 事 は で き な い の で ある 。 彼 は まず 弟子 達 に 、 お 告げ の 理想 と 数 計 、 そ の 
原理 と 重要 性 を や 教 を ん 、 そ の 後 こ の ぉ 告げ を 他 の 人 々 に 説く 為 に 彼 等 を 海外 へ 送り 出す 。 彼 が 弟子 達 に 与え る 訓 
練 は 彼 等 の 知性 を 研 き 、 役 の 教養 の 哲学 が 彼 等 に 信仰 の 確信 を も た らし 、 彼 の 高尚 な 手 本 は 彼 等 の 内 に 心 の 純 
化 を 生じ ぉ る せる 。 当 節 が 語る の は 、 宗 教 の この 共 本 要 染 で ある 。 


注 4 モハ ッ マ ド 頂 言 者 の お 告げ は 、 彼 が その 中 か ら 立 ち 上 が っ だ た アラブ 人 だ け で な く 、 旧 ア ラブ 人 に も 血 
けら れ だ も の で あり 、 叉 役 と 同時 代 の 人 々 だ け で な く 、 終 り の 時 が 来る まで 壮 革 代 に も 渡っ て 引き 継が れる も 
の で あっ だ た 。 あ る い は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 、 彼 の 最初 の 弟子 達 に まで 加わ っ て いな い 季 の 人 々 の 中 か ら 立 た 
せる 、 と 当 節 は 示し て いる の か も しれ な い 。 当 節 の この 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 才 の 有名 な 言葉 に も 出 て 来る 
も の で 、 後 日 約 東 の メシ ヤ の 身 に モハ ッ マ ド 預 言 者 が 再度 現れ る 事 を 示し て いる 。 ア ブー・ フ ライ ラ は 次 の 様 
に 語っ て いる 。「 あ る 日 我々 が モハ ッ マ ド 頂 言 者 と 座っ て いる と 、 ブ アル ・ ジ ュ モ ア ( 当 童 ) が 啓示 きれ た 。 私 は 
モハ ッ マ ド 頂 言 者 か が ら 尋 ね られ だ た 「 こ の 言葉 は 誰 に 向け られ て いる の か 。 入 べ て みよ |! ペル シア 人 の サル マー 
ン が 我々 の 中 に 居 た 。 私 が 同じ 質問 を 彼 は 繰り 返す と 、 モ ハッ マ ド 括 言 者 は その 手 を サル マー ン の 上 に 冒 き 、 
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り ・ これ ア ッ ラ ー の 皿 籠 な り 。 破 は で の 人 稚 す る し (る 3 > ろう? | タ ュ ン と 【! 
NR 所 9 ら 2 と る て | 人 て 3 < 
者 に 之 を 与え 給 う 。 ア ッ ラ ー は 限り な き 恩 Js9b 2 う ァ に 9 の の Ao go Lo SL) 


龍 の 主 な り 。 @eH 
トー ター き ンク ーッ タン イン タイ 」 ン 1 
6. 委 法 の 戒 介 の 義 務 を 負わ ゎ さ きれ 、 し か も 之 を (は LO 63 WI 1 1 も 


時 え 妨 べ ざ る 者 は 、 言う れ ば 給 典 の 重荷 を 50 9 5 
居 陸 馬 の 吉 し 。 アッ ラー の 神 光 を 指す E2 とも っ 270LS2 2 


る 徒 天 も た 災い な る か な 。 デ アッ ラー は 不 
1 ョ デア ララ 。 
PO CIY や MPT he 


OO'W い 3 12| 


か ー 
0 ダレ | 液 等 エ ユダヤ 教 徒 よ 、 町 だ たち は 、 仙 シレ 1 1 タ 、 ッ ン テ 字 em ウ ん ンタ イン 
ーー ン 120 た ji ら 1 5 5 - 1 い 5 
の すべ て の 民 を 超え て ア es の お 気 に 入 2 ピッ 2 ウラ Ge 
0 と 主張 する な ら ば 、 病 し て を の 堂本 当 AO 5 OAI の 3 で 
ら ば 、 た だ も に 死 を 希 え | と 。( 注 5) 


アク | 


ひい ゆみ ひら 

8 , 0 が 手 が 先 に 送り し こと の と > イマ ン で ( ン 6 レン - 
CPK 

め に 、 決 し て 死 を 希 わ ざ る べ で し 。 ア ッ ラ ー う eou] [じい に WOW 9 

1 上 ou 民 DL 下 」 


9 な を 、「 お 前 た ち が 死 か ら 逃 れん と し て も 、 5 衝 じ に タン る くる 。 る (TI 計 
5 、 か 5 へ 2 の し に 
は 必ず お 前 た ち に 追い 付か ん 。 面 し て ぢ 6 1 
ユエ 。 = 8 た TELE タン テッ ョ タン か 
前 た ち は 、 不 可視 な る 世界 も 可視 な る 世界 5 は 9165 る 
も 知る 下 に 帰ら ん 。 そ の 時 主 は 、 お 前 たち 2 
が 日 頃 な せる こと を お 前 だ ち に 語り 告げ OIGHWSICOG と | 
ん と 。 
第 一 項 


10. 液 等 信徒 た ちよ 、 金 曜日 の 礼 拓 に 召さ れる の の め る ( HI ば 0 


時 は 、 ア ッ ラ ー を 念 ず る こと に 急ぎ 、 すべ 
結っ だ た 。『 も し 信仰 が アプ レイ アデ ス 星 団 に 届く も の な ら 、 サ ル マ ー ン の 故郷 (ペル シヤ ) の 人 の うち も 、 だ れ か が 、 
必ず それ を 取り 戻す で あろ う 。』 こ の モハ ッ マ ド 預 言 者 の 言葉 は 、 当 節 が ペル シヤ 人 の 男 に 向け は られ た も の で あ 
る や を 示し て いる 。 ア ハマ ディ ー ア 教会 の 創立 者 は 、 ベル ジマ ヤ の 子孫 で あり 、 約 東 き れ だ メシ ヤ だ と 王 張 し て 
いる 。 モハ ッ マ ド 言 者 の 別 の 言葉 は メシ ヤ の 到来 を 述べ た も の で 、 を その 時 、 ク ルアー ン は 残ら な い が を の 言 
柴 が 、 イ スラ ム 部 で は な く 、 そ の 名 が 残る の で ある 。 つ まり 、 イ スラ ム 教 義 の 真 の 精神 は 失わ れる の で ある 。 
この 機 に クルアーン と ハデ ィ ス は 共に 、 当 爺 が 約束 きれ だ た メシア の 身 に 起こ る モハ ッ マ ドド 預言 者 の 再来 に 触れ 
て いる 事 を 認め て いる 。 


注 5 % 東 きれ だ メシア は 、 い わ ゆ る イス ラメ 教徒 (作り の イス ラム 教学 者 ) に 朱 む が 、 彼 は ム パ ハラー の 
妥 求 を 拒 『 で あろ う 。 こ の ム バ ハラ ー は 質 り を 競い 合う も の で 、 こ れ に より 、 神 に 対し 虚偽 を 揚 造 する 者 に 神 
の の ろ い が か けら れる (3 (62)。 


0 クー 


ぱー 
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れ ば 、 そ の 方 が お 前 た ちの た め に は 最良 な 5 「 
り 。( 注 6) DOCSND DUO 


5 2 。 ・。 2 で で 、 2 る る 、 と 2 トレ 

11. 礼拝 が 終ら ば 方 々 に 散り 、 ア ッ ラ ー の 思 皿 OZJ| み - DESS suallece5 5 
を 求め 、 自分 た もち も が 栄え る 二 う に 不断 に レナ まき 1 22 M ッ ン う ッ ウン 

FT デリ kd アア * ザン 

テッ ラー を 喝 念 せよ 。( 注 7 ) らら 532600LS5 5213 


+ いさ 
06& の ! MG) 
ピ グ 


2 ンク クン レン る 見 っ 2 レル ルル コン イイ ンチ ヤー ア の 
12. 然るに 彼 等 は 、 儲 け 亜 や 娯楽 を 見 る と 、 集 TI 9 引 め 551313 
も 〆 2 グッ の 2 イー ョ レグ ター 1 と 1 上 ク (る 
「 ア ッ ラ ー の 許 に ある も の の 方 が 、 娯 楽 や 30MIO2 eblOSe CO5 OS 
商売 より は る か に 優る 。 出し て アッ ラー は ーッ 。。1 と ア 。 9」 ノル エレ 。 P 
最上 の 僕 給 者 な り 」 と 。 の の 2 うけ らら め ら | 2 


て の 仕 = め よ ょ 。 お 前 だ た ち わ か りき えす 和み ん ムル の 6 ッ ン ラッ (2 マン ァ ッ 2 
er もの 2 系 5 26 寺 25) 


注 6 還 数 節 に は 、 モ ハッ マ ド 区 言 者 を 拒み 、 そ の 安息 日 を 活用 し 、 ひ いて は 神 の 不 邊 を 招く 事 と な っ た ユ 
ダマ 信達 の 事 が 述べ られ て いる 。 し か し 当 節 で は 、 イ スラ ょ ム 教 徒 は 義務 的 な 金曜 礼 拓 に 特に 注意 する よう 命じ 
られ て いる 。 人 人 に は 皆 安 点 日 が あり 、 イ スラ ム 救 徒 の 安 忠 日 は 金曜 H で ある 。 こ の 次 は 特に 約束 きれ た メシ ヤ 
の 事 を 取り 上 目 げ て いる の で 、 人 金曜 礼 振 に 対す る 要求 は 、 同 時 に 、 イ スラ ム 教 徒 が 彼 の お 告げ に 耳 を 傾け る よう 
に と 彼 が 、 ら っ ぱ の ご と 呼び か け て いる 吾 を 示し て も いる よう が ど 。 


i ド 7 ユダ や 攻 徒 や キリ スト 教徒 の 安 品 日 と は 異な り 、 イ スラ ム 示 徒 の 安息 日 は 休日 で は な い 。 金 礼 拝 の 


前 後に 、 イ スラ ム 教 徒 は に つも 通り に 日 営業 務 に 携 っ て 構わ な い 。「[ ア ッ ラ ー の 思 忠 」 と は 、 一 般 的 に 、[ 仕 吾 
を し 生計 を 立て る | と いう 意味 に 解き され て いる 。 


180 
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注 : 1 


注 2 


. 梁 、 彼 等 を 見 る 時 、 


人 きど 





メッ レ ャ ム ボー アオ グー 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


し も 
慈 甘 深 く 、 恵 み 包 く アッ ラー の 御名 に お い 
て 。 
せ 
信者 せ も が 反 に 来 て な う 、「 持 は 、 液 


中 の アッ ラー の 使徒 な る こと を 証言 す 」 
了 スジ で 20 
る こと を 知り 、 ま た 似非 信者 は 間 : 違い な く 
凌 つ き な る こと を 証言 す 。( 注 1) 


彼 等 は を の 誓い を 隠れ み の と な し 、 人 々 を 
アッ ラー の 門 か ら 妨 げ る 。 彼 等 の な し た る 
こと は げに 罪悪 な り 。 


そ は 、 彼 等 一 旦 は 信じ た れ ど 、 後に 之 を 棄 
て だ る が 故 な り 。 さ れ ば 彼 等 の 心 は 封じ ら 
れ 、 それ 改 に 役 等 は 理解 し 得 ぎる 


彼 等 の 風 小 が 流 を 研 心 
させ る 。 ま た 彼 等 も の 云 を ば 、 液 は 彼 等 の 
言葉 に 耳 傾け る 。 彼 等 は 愉 も 支え られ て 立 
っ 材木 の 如 し 。 彼 等 は 、 そ れ ぞ れ の 叫び が 
自分 に 敵対 する も の の 如く 思う 。( 注 3) 彼 
等 こそ を 敵 な れ ば 用 心 せ よ 。 ア ッ ラ ー の 呪 衣 
Ed 
離反 せる こと る 

等 に 向っ て 「 い ぎ 来 セ 、 ア ッ ラー の 使 人 
が お 前 だ ちの た だめ に 窒息 を 請 わ ん 」 と 云え 


信仰 を 大 声 で 告 口 し 、 


ご ま か し や 申 先 だ け の 店 し で 、 ア ッ ラ ー や ア 


達 は 理性 と 分 別 を 全て 失っ て し まっ た よう だ 。 
信和 普 首 は 抽 信 が な い 。 役 は いつ も ぅ 頼る 莉 を 求め て いる 。 又は 、 当 人 節 は 、 彼 の 内 面 が 外 兄 と 一 致し な い 


: 3 


と が し て いる の か も し れ な い 。 彼 は 外 に 向かっ て は 、 理 性 と 威 厳 が あり 、 
その 内 面 は うつ ろ で 、 


9 お 衝 、。 


な り 。( 注 2) 


心中 の 背信 や ゃ 必 を そう と する の が 、 


ッ ラ ー の 拓 結 首 セ だ ませ る と いう 誤 解 に あえ ぎ 、 


心 まで 腐っ て いる 。 口先 だ け の 言葉 で 人 を 喜ば そう と する が 、 


OS り 10 ま と 11PI( | 


4 NONY ま GRIEKK 2 は 人 
VIKANTOUWSMPITEWI 


どー ルン うめ 


OO CAssJ1 1 


イロ アグ ググ 。 


JC OO 生え 4 おじ 31 2 
0 CE 


6 ンタ タン > の る 


Ca 
ン ⑥C 〇 28 わる 2 


8 あこ 5 


の 32 る 2 に ス (32 お 462D12 


う タ ノッ アオ プス の ター 2 ダイ 


の か 3 て こと の う らら の 8 


2 人 5K2O6 52 282 と 2 
②⑨ ら * (CH 人 1 


ュ あぁ 生 る プア イー ラッ タ イー イシ ea 
005852 AG SUP2KI6 





偽 若 者 の 特性 で ある 
偽 普 者 


に 見え る 様 に 振る 舞う が 、 


肛 病 で 、 全 て を 駐 っ て か 


誠実 な 人 


ー864 一 


尋 バ 十 三 芝 し MA チー アオ グー シン 





ば 、 彼 等 は わき を 向く 。 液 は 彼 等 が 徴 然 し 3 全く 〆 2 移 タン 1 て を る 用 4 
ヽ 人 に) 9 he っ と 
て 背 を 向け る を 見 @。 アグ だ の の 


OOTI ペ る タ 移 
^ ン 


人 で っ イブ ン 2 イタ ン 2 ン ょ 

6 彼 等 * の だ め に 内 超 を 請 う も 請 わ ざる も 、 0 が えと 149 の 
そ は 同じ な り 。 ア ッ ラ ー は 断じて 彼 等 を を し タイ 欠 し ン 3 を イッ 
6 そ さ る べし 。 げ に アッ ラー は 外 悪 な ー ム 8 ぎ 2513 の の 461 の 8 の な が 


ol で 1 


8. 生計 DOC ) こ | 
は YIO で で 
し 。 彼 等 は い すれ ムハンマド を 離れ て 四散 の \ ン ン ン の * っ 
る 故に ] と 光 う 者 は 、 彼 等 な り 。 天 地 の 0 は 2 
Ne ー の 有 な り 。 さ れ ど 似非 の っ すっ 
信者 に は それ が わか ら ぬ 。( 注 4 ) 32006583 


タラ タン 


9. 彼 等 は 云う 、「 も し 我 等 メデ ィ ナ に 帰ら ば 、 J 1 レイス 
su23E239 ら 
身分 の 高い 者 が 0 人 うち 


せん 」 と 。( 注 5) 然るに 真 の 栄 準 は 、 ア ッ CC うる ] 爺 9 あう JE 

ラー に あり 、 を の 使徒 あり 、 全 保ち に 計 の ピー の 

あり 。 さ きれ と 似非 信者 に は それ が わか ら らら LLSyoeIS93 8 
第 二 項 


舎人 圧 年 > ょ 、 さっ me テア ルー スィ イン ン ッ シク 2 
10. 流 等 信徒 な ちょ 、 お 前 た ちの 財産 と 子女 に ae 培 (の 2 の IS 
気 を と られ て 、 アッ ラー を 信ずる こと を お 上 
デ ラフ デ ズラ ュ デ ンマ ィ ・ 
ろ そ か に する な か れ 。 か く な きん 者 は 、 必 る る 569 必 の 5 の ン 交 8 
ず 失 敗者 と な 6 ん 


1 っ 
⑤ ら 5 


11 . 死 が お 前 だ ろ ヽ 意 ~ 吾 ら | 相 ン ン s に し 1 を 3 
YW た 5 の 2 全う 間 p CGKISoAo0 
れん らら が お 前 だ ち に 賜 え る も の の うち か ら 喜 


注 4 昌信 が 不誠実 な の で 、 人 偽善 者 は 他人 も 自分 と 同じ だ と 考え る 。 メ ディ ナ の 偽善 者 達 は 、 モ ハッ マ ド 聞 
詩 者 の 仲間 の 目的 の 誠実 き に 対し 全て 悪 か で 誤っ た 評価 を も 下 し て いた 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 が 彼 の 周囲 に 
集まる の は 、 物 的 利益 を 求め て の 事 で あり 、 彼 等 の 期待 が か な わな けれ ば 、 を その 時 彼 等 は 彼 を 見下す で あろ う 、 

と 偽 秋 者 達 は 考え た 。 時 に は 、 人 彼 等 の 一 人 よがり 5 で むなしい 期待 を 完全 に 裏切っ だ 。 


注 5 戦闘 (お な を ら 《 は バス ヌス ー・ ム スタ リー ク に 対す る も の ) の 最 中 、 メ ディ ナ の 主 に な り だ いと いう 期待 
が モハ ッ マ ド 環 言 者 の 到 米 で 挫 か れれ て し まっ だ た 、 メ ディ ナ の 偽 敬 者 達 の 指導 者 アフ リド ゥ ラ ・ ビ ン ・ オ バイ は 、 
メデ ィ ナ に 戻る 途中 次 の 欄 に 癌 っ た と きれ る 。 住民 の 中 で 「 最 5 高潔 な 者 」 は 彼 自 身 で あり 、 そ れ 故 [最も 卑 
し い 者 ] と は モハ ッ マ ド 預 言 者 を 指す 事 に な る 。 アブ ドッ の 上 足 子 は 、 父 親 の この 不 愉 所 な 自慢 を 呈 に し 、 軍 隊 
が メデ ィ ア に 到着 し た 時 、 剣 を 抜き 、 2 
高河 で ある と 認め る まで 中 に 入ら せな か っ だ た 。 こ の 様 に し て 、 彼 の 自慢 は を の 身 に 報い を も た らし た 。 


ー665 一 


系 トニ ー 芋 


ie ーーーー 


拾 を せよ 。 そ は 、 「 主 よ 、 匠 し の 鏡子 を お 241916 
えて だ きる な ら 、 我 は 害 捨 を 行い 必ず 義 し 。 


ee 





い 人 間 と な らん 」 と 寺 わ ぎら ん が だ め な り 。 Oo 63 ら ちら |12G さ る 


ンタ ンス スレ ュ ス [クス 
12. され ど 、 定 め ら れ た る 時 至れ ば 、( 注 6) ア ッ 01221 に SIZ 語 郊 | 


ラー は 何人 に 5 釘 地 を 与え を ざる で し 。 アッ 
ラー は お 打 だ ちの 所 業 を 熟知 し 給 う 。 


注 6 良い 日 的 の 為 に 働く と いう 、 神 か ら 与 を られ だ 機会 を 逸 す る 時 。 
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第 六 十 四 意 損得 明示 アル ・ タ ガー プ : 





た 2 タグ ガタ ガータ シン 
(メデ イィ イナ 啓示 ) 


あま ね みな ピン 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 選 アッ ラー の 御名 に お い CO うり (ウリ いい 


あぁ If 。 う ノ * og ログ 
2. 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 挙 て アッ ラー 印 外 8 oy 3 じ 5 on2013 し 4 みあ? 
を 講 美 し 奉る 。( 注 1) 大 権 を 学 握 し 、 識 美 る 2 WP の 2 の 82 
を 一 身 に 集め る 役 は 、 高 事 を 文 配 し 給 う 。 を うと ヤ Jusdl403 


っ ナン 2 ッッッ キィ 傘 る に お 2 の 2 る 5 多 と タレ を ン ン 
3. お 前 た ち を 創造 し た る は 彼 な り 。 然 る に お CO っ 68 Aoa5 2 EIC 


前 だ た ちの 中 に は 、 信 者 も あれ ば 、 不 信者 も 
あり 。( 注 2) ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 所 業 を プレ っ) 6 あら 負 る 
みそ な は し 結 う 。 
革 あめ つ ち っ 
4. 彼 は 真理 に 因 っ て 天地 を 創造 し 、 お お 前 た ち ン ン 1 ILM 
GE ちこ ゆれ っ トッ 
る に あたっ て 美しい 次 次 を サ え だ 6 の が 
、 面 し て 、 最 後 の 帰り どこ ろ は 、 彼 の 許 の っ 143005 (04 
( 注 3) 


彼 は 天 に ある も の 、 地 に ある も の 一 切 を 知 て 2 を に ンー 。 nn し っ 

ら 2 JINKCTNWCLT3 ど すさ 

り 、 お 出 だ ち が 隠す こ 5 頭 わす こ と も ゃ 知 の 2 ラン うみ ャ ペー の だ 
り 9 ウツ 。 ラ アダ 


り 給 う 。 ア ッ ラ ー は 人 々 が 胸 に 抱く こと ま CPUWWCITCD WM 55 の AS に 3 
で 熟知 し 給 う 。( 邊 4) 


ュ E の 侍 4 お 安 1 ンド > 出 相 お ば ET 人 イプ の 。。 っ の る ププ で の 

6、 革 の 信 ぜ ざり し 者 ども の 消 乱 が 、 お 前 た ち 。 店 Oo 5 5 
に 達せ ざり し か ? 役 等 は 選 が 行状 の 剖 米 を ン の 6 

し * 訪 し 」 どー 

味わい 、 将 部 を 察 り だ り 。 ⑥) 1 の IO2A9 う cid 


1 


注 1 方 物 は 、 定 ゆら れ た 任務 を 規則 正しく 送 行 し 、 そ の 創造 の 日 的 を 栄 だ す 事 で 自ら の 矢 点 を 補い 、 自身 


の 王 ・ 創 造 主 ・ 支 配 才 と な る と 神 に 圧 げ る 。 これが 「 議 美 ] の 真間 で ある 。 


注 2 視 は 人 人 間 に 素 晴らし い 天 性 の カカ を 授け られ 、 章 値 的 ・ 精 神 的 進歩 を 遂げ る 機会 や お 与 を に な っ だ た が 、 
旨 本 09 を 正しく 用 いる 事 が で きず 、 特 に 神 の 恩恵 を 知る の を 拒む 者 ちい じ れ ば 、 そ れ 等 を 同胞 の 答 
こ 用 い 、 神 の 如 び を 受け る 者 も いる 。 これ が [不信 者 」 と ょ 「 信 者 ] の 意味 する 所 で ある 。 


- 注 3 宇宙 は 一 定 の 自然 法 に 凛 配 され 、 人 間 が 信 然 の 欄 牲 し な る 事 は な い 。 むしろ 、 地 上 に お ける 神 の 代理 
と し て 高位 に 据え られ 、 そ れ に ふる わし い 力 を 授け られ て いる 。 人 人 間 は 神 に 自ら の 行為 の 中 し 了 開 き を し な けれ 


ば な ら な いで あろ う 。 


注 4 神 は 宇宙 の 創造 主 に し て 支配 者 で あら れ 、 神 が 御 気付 き に な られ な い 事 は な い 。 それ 届 、 人 人 間 が 自ら 
の 行為 の 由 任 を 取ら な く と た も 良 いと 考え る の は 無 意 味 で ある 。 


DE デコ 


第 六 十 四 章 アル ・ 久 ガー ブン 





7 を は 使徒 た ち が 明 ら か な 神 兆 を 携え て 彼 等 > し ックス 間 BOK ッ ン レン る し GU 


に 来る た びに 、 役 等 は 、「 た だ の 人 間 が 我 等 も レン の サン タス イセ 5 時 
を 導 か ん と する か 7?7」 と 均 い 、 信 ぜ ず 、 背 5 つつ うり 6 Es063 の p 
き し が 故 な り 。 る れ ど アッ ラー は 役 等 を 必 タッ ン 凶 スッ 23 
腕 ま せ ぎ りき 。 ア ッ ラ ー は 自足 し て 、 護 美 96 まき の 100 
る れる でき 御方 な 5 


8 不 信心 者 ども は 復 少 は あり 得 さ か 6 ず 上 断 829 あ 届 eoolB22h < る 5 
高 す 。 云え を 、「 主 に か け て う 、 そ は あり 。 の シイ と 

ぉ 前 た ち は 必 ず 避 らし め ら る べし 。 を の 時 、 (ふと G055 Au で 2 うら ) 

お 前 だ た ち は その な せる こと を 告知 きれ ん 。 衝 1 

と そ は アッ ラー に は いと 易 き こと な 5 と 。 As 2h| 

9.、 る れ ば アッ ラー 並び に その 使徒 し 、 わ れ 5 3 狐 ?。 る の 

人 る 光明 と を 信 ぜ よ 。 (GE ナナ アッ 2) どの Ab sb 


13 
ー は お 前 た ちの 所 業 を 知 凶 し 給 う 。 ⑨ 和 し そ らし S じ 。 


\ ぺい 


っ タイ る う ッッ ン ^ We 
10. アッ ター が お 前 た ち を 集合 日 に 集め 給 う ud)2 2 3 
時 、 そ は 租 互 の 摂 得 明 示 の HH と な る べし 。 2 
( 肖 6) アッ ラー を 信じ 、 閉 行 を な す 者 だ だ と る し 2 お 220 し 5429823 
けが 、 を その 諸々 の 罪 を 浄 め られ 、 河 有川 流 る yo 


アン タダ タン m デ 

る 楽園 に 入ら し め ゅ られ 、 そ の 中 に 永吉 に 住 96 学 ら 2 2 た SC 65 に < 

め /。 を は 四 メ a う 1。 デ ブ 1 マン ン プア ラッ デラ 

まし め ら れん は 最高 の 大 成功 な 5 NM 11 se 

11. され ど 、 不 信心 者 に し て われ ら の 神 光 を 揚 PVIICNIWK 2 の 1 
否 す る 者 は 、 本 を の 中 に 5 ン っ > 。 ン ッ は 
氷 巡 に 住み 留まら ん 。 行き 着く 先 の 災い な 82i ス て 25 6 コ 

る か な! 
第 二 項 

12. 如何 な る 災難 ぉ も $、 ア ッ ラ ー の 許し な く 生 ず ン jM 。 2[ る 2 レ ィ ンス 

康 回 は し デ の グ デ 

る こと な し 。( 邊 7) し て アッ ラー を 信 ず 。 の の タラ 00 ら う 512Ye3o タ oo1 じ 


注 5 | 光 期 」 は モハ ッ マ ド 預 言 者 が 特に 昌 っ た 、 啓 示 ・ 知 恵 ・ 殊 の 啓発 ・ 洞 穴 ・ 神 の 知識 上 認識 の 区 を 指 
す 。 

注 6 | 措 香 明示 の 日 」 と いう 言葉 に は 、 次 の 様 な 様々 RE ロ ) 理 失 と 獲得 の H。 つ まり 、 信 
者 は 手 に し た 物 を 知り 、 不 信心 者 は 失っ た 物 に 気付 く 時 。(2) 吾 失 が 示 き れる HH 。 そ の 日 、 不 信心 者 は 、 神 と 人 
癌 に 対す る 自身 の 義務 を 如何 に 忌 っ た か を 描 り 、 こ の 様 に し て 失っ た だ 物 が 彼 等 に 示 $ る れる の で あろ ちろ う 。(3) 不 信 
心 導 の 欠点 は 、 信 仰 よ り も 不信 爺 を 選ぶ 彼 等 の 無知 に よる も の だ と 指 省 が 考え る 日 。 

注 7 神 は 一 定 の 法則 に より 宇宙 を 支配 する 。 人 問 が それ 等 の 法 の いずれ か を 犯す 叶 、 彼 は 秋 区 に 巻き 込ま 
れる 。 し か し 神 は 全て の 自然 の 法則 の 代 造 キモ で あり 、 人 間 の 苦悩 は これ 等 の 法 の いずれ か に 、 又 は 神 の 特命 の 
ー つ に 背く 為 で あり 、 困 次 は 神 か ら 発 する か 、 あ る い は 神 の 認知 の も と に 生じ る も の で ある 。 
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有人 


14. 


16. 


有線 


18. 


上 9 


計 : 8 


注 9 


認 等 信徒 だ ちょ 、 


る 莉 は 、 役 その 人 の 心 を 正 し 《 く 導く 。 アッ 


ラー は 高 事 を 数 知 し 給 う 。 


る され ば アッ ラー に 従え 、 使 徒 に 従え を 。 ほ れ 
ど だ と い お 抽 だ もち が 背 き 法 る と も 、 わ れ ら 6 
の 使徒 は だ だ 明 操 に 神託 を 伝達 する の が 務 
め な り 。 

アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 き れ ば 信者 た 
ち を アッ ラー に 頼ら し ゅ ょ 。 

げに お 前 だ ちの 敵 は 、 を 
の 青 女 や 子女 の 中 に も あり 。 され ば 彼 等 に 
用 心 せよ 。 s され と お 前 だ ち が を 看過 し 、 
免 し 、 寛 始 す る な ら 6、 筑 5 ば アッ ラー も 
芝 大 に し て 、 慈 宗 深 くま し ます 。 


jp 前 た ちの 財産 や 子女 は 、 た ん な る 試練 に 
し か 過ぎ ず 。 ア ッ ラ ー の 御 許 に の み 臣 大 な 
る 報 糞 あり 。 


る れ ば 全力 を し て アッ ラー を 思 殴 し 、 聴 
き 、 従 い 、 喜 捨 を せよ 。 そ は お 前 だ た ちの た 
め と な らん 。 ま だ ロ れ の 貧 欲 を 除き 去る 者 、 
か か る 者 は 必ず 栄 @ べ し 。 


NN に 普 き 貸付 け を 行え 

、 彼 ! ょ 之 を お 前 だ ちの た だめ に 倍加 し 、 且 
2 ち を 容 婦 せん 。 ( 注 8) ア ッ ラ ー は 
頒 賞 者 に し て 、 大 度 者 、 


不可 視 な る 世界 と 可 祝 な る 世界 の ( 注 9) 
能 知 者 、 偉 大 に し て 賢 折 に まし ます 。 


の 63225o る 282 


時 
IPSIOIRCJFCTRGP 
の Cc 9 elAI 公 る IT 41 ア 


アァ の 2 が ウン ン ン 1 イラン ンタ る レ ョ リィ ン の リン 
SAD Ag 5 人 千 名 


ッ イ クア ョ アル % ノラ ンー 。 プー ラル ュ ン ぅ の タイ ン 
25935 人 (8 KOGSUIVYIO 
タイ 。 プラ 2 ダッ タン に 当 。 ん る ク 
153 2 和え) 92148 05532 AZ 

の タ の 3 タイ グロ 


の と 825065 5353 
NF 52 交 (2(S| 
SC 
325 も 526 に 3523E じ る る Is35 
る の ラグ ント ュ る ラッ ン 2 っ 3 
3 お O25 2 おり 
eo&RGL22 6 
3 こし 31 いみ) 


9 6 12 2 ルン 。 。 ッ ン 


1 


た と 


神 の 為 に 財 を 回 や す 事 は 、 寛 大 で 御 理解 ある 神 に いわ ば 貸し を 作る 事 で あり 、 神 は 様々 な 形 で それ を 
払い 戻さ きれ る 。 


見 え ぎ る 物 と 見 える 物 。 
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アル ・ タ ラー ク 
(メデ ィ ナ 落 示 ) 


あま ね 評 な I 
宮 悲 深 て 、 恵 み 遍 て アッ ラー の 御 多 に ち おい StSl 5 
1. 慈悲 深く 、 恵 如く アッ ラー の 御名 に ぉ ぃ 0 だ ピン IO ーー ドリ 1 まき 
3 


2・ 預 斉 者 よ 、 お 朋 た ち が 表 を 郊 別 する 場合 は 、 332553 PUMAICHOEUIPIO 
( 注 1) 定め ゆら れ た 期間 が 過ぎ て か ら 之 を 

雌 別 し 、 そ の 期間 を よく 数 え 、( 注 2) ア ッ 人 521 
ラー を 明 れ 散 え を 。 明らか! kW 2 922 ジン 0 32 

合 は 別して 、 第 女 た ち を 家 か ら 追 出し OO 3 の 人 の の O2 らら う 
PBR 2 スタ 2Y ン 3 ン ィ ッ ェ 

四 _- 5 4j【 rt ふっ 

クー に よっ て 課 き れ た だ たる 近 な り 。 誰 で あれ 3 2085 っ 5 CS 

アッ 本 を すれ 自身 を ( ら )S り AU 2 US 2152 ら 1 
を こ な う 。 液 は 知ら ね ども 、 ア デッラ ー が 後 

で 何 か 新 し い 事 態 を 惹き 起す や も 知れ ぬ 。 oO 人 介 や (81 


3. 定め られ だ た 期間 が 過ぎ な ば 、 箱 切 を 以 て 役 ン 3 人 ンタ 0 イン カイン ン 会 ME BE 
女 だ ち を 家 に 罰 め る か 、 離 別 せ よさ 。 耐 し て 「 CO の や は 
な ち *・ 一 - 了 2 4 っ ーー デ レル 4 
ぢ 前 だ ちの 中 か ら 6 二名 の 公正 な 証人 を 立 Ez359 |。 eps 
時 2 2 向っ て 正しく 証言 ユ せ ぜ せしめ は よ 。 


42083gJle ら 2 BC 


\(。 ゃ 


タラ の 。 ク 2 
さ iihisheMt も EE 史 3 25 62 

人 それ 傘 う 者 に 2 022 ルル Nu 
LT ロリ の N ラグ デ 

アッ ラー は 出口 を 設え 、( 注 3) 40 の yo222 テ 932 5 し らら お くる レ 

クン ? ン どる タレ ュー 

28 

1 当 人 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 向け られ た 様 で いて 実は 信者 に 発せ られ た 言葉 を 含む 、 ク シル デー ン の (数 ) 


所 の 一 つ で ある 。 モ ハッ マ ド 天 言 者 は 、 い ずれ の 妻 と 離婚 する 事 を 禁じ られ て いた の で (33 : 53)、 こ の 侍 目 
令 は 明らか に 彼 に 従う 者 に 適用 きれ る 。 


半 CFG その 測 大 と 妻 は 関係 を 持っ て は な ら な い 。 こ 
れ に 雌 婚 の 決定 は 始 り や その 他 一 時 の 感情 で 急ぎ な きれ る 事 は な く 、 准 静 ・ 慎 重 な 思 記 の 後 下さ れる の 
の 94 (待機 期間 ) が 切れ る まで 、 婚 家 に 留まる 事 に な っ て いる 。 雌 婚 の この 過程 
は 、 待 機 期 間 中 に 不 和 の 原因 が 徐々 に な く な り 、 仲 な だ が いし て いた 大 婦 の 問 に 和解 が 成立 する 吾 も ある の で 、 
結い 濾 る きれ て いる の で ある 。 


生き S し 犬 上 妻 の 不 各 が 夫 の 質 し き に NE この 財 難 な 状況 を 乗り 切る 誠実 な 
力 を し て いれ ば 、 神 は 彼 に 皿 0 に な る で あろ う 5。 


DAM に ラテ 





きる 抽 も あり 5、 


妻 を 不 公 正 に 扱い 、 


の 主婦 で あっ た 時 と 全く 同じ 状況 の 下 、 


第 六 十 所 剖 


4 . 期 せ ぎ る と ころ より 給 養 を 賜 わ ら ん 。 ア ッ 


クー に その 信頼 を 託す 者 は 、 ア ッ ラ ー の み 
で 満ち 足り る 。 ア デッラ ー は 必ず その 目的 を 
成し遂げ ん 。 ア ッ ラ ー は すべ で て の も の に 限 
度 を 定め だ り 。 


人 
別 せ ん と する 場合 、 5 し ぉ 前 た ち 疑 心 を 拘 
か ば 、 ( 邊 4) を の 守る べき 期間 は 三 ヵ月 と 
定 り 。 未 だ 月 経 な き 者 も また 然 り 。 ま た 女 
が 妊娠 し て いる 場合 は 、 そ の 期間 は 、 脱 の 

荷 を 産み 贅 す まで と 定 む 。 誰 で あれ アッ 
ラー を 有明 れ 人 散 う 者 に は 、 ア ッ ラ ー は その 者 
の 事情 を 容易 な らし む で し 。 

II デル み タ クー 了 和 kPute 

面 し て アッ ラー を 長 れ 帝 う 者 に 1 ( 注 5 ) 
アッ ラー を の 罪 を 払 工 し 、 wp 
も い の 


.。 お 前 だ ち そ の 資力 に 応じ て 、 離 別 せ る 妄 を 
月 分 の 家 に 規定 きれ だ 期間 住ま し ゅ よ 。 

( 注 6) き れ ど 彼女 を 窮 師 に 有 陥 い れ て 、 著 『 し め 
る な か れ 。 も し 彼女 が 妊娠 中 な ら ば 、 そ の 
0 ま 
だ 、 彼 女 が その子 の た め に 授乳 する 場合 は 、 
彼女 に その 報酬 を 与え よ 。 MM 
て 商 量 せ よ 。 きれ ど 語 が まとまら ぬ 場 合 
は 、 そ の 子 の 授乳 は 他 の 女 に きせ よ 。 

芝 産 の 稚 福 な 者 に は 、 和 裕福 な り に 旨 和 や させ 
ょ 。 生計 が 苦し い 者 に は 、 ア ッ ラ ー が その 
SI アッ 


ー は 何人 に 5 、 葛 えた し も の 以上 の 人 負担 を 
220 の の に の 
を た た 


「 攻 選 を 抱か ば 」 と いう 言葉 は 、 
付け 加え られ た 。 


更年期 が 該 れ て も いな い の に 、 


522 っ ジ ン ち っ ? プッ プ 


だ つの 2 の る りく 2 4 お と 5 
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2 っ EE 信 * 信 っ の ) ン ここ ン 


ョ デタント リン ンタ の 


0 
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oyoWwosSoISesfdtc9) 
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CE 
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プン が CACAKC あ YK 
シ 0 スレ 1 2 My 


eS の 5 で 
GU で 4 に ここ プラ マン ョ レッ クッ イ ン 


5 る es 


コル 2 タプ ピン AG OPT 


の や) | の や ぶ 


ョ ン ン タ 22 レ ラッ タ レレ クッ 


0 


の る eS っ かう: 3 


レ 2 の タ 衣 強 ね ii 
OIL283 


2 る て 3 
つ 4 ぶり 


LM ち 6 


タレ ュ ン ン ンー の 
RM 


閉 総 が 起 


ーー 
し 
Mb 


Mr き DD 


子宮 凌 淀 か その他 の 原因 で 


先 の 五 節 て 不信 者 は 神 を 胃 れ る 様 に 繰り 返し 命じ られ て いる 。 こ れ は 、 離 婚 の 際 、 一般 的 に 男性 は 


離婚 し た 女性 は 、 婚 家 を 出 、 


To 


彼女 達 の 権利 を 医 な うと する 事 を し て いる 。 」 
Ii 還 に 生き 方 を 選べ る 様 に な る まで は 、 示 の 最善 の 努 方 に より 、 
その イッ ダ の 間 、 大 に 八 わ れる 事 と な る 。 


その 家 





デー 


3 


首 バ 十 五 草 


10. 


まま 


12 


9 


生 7 


. 神 と その 使徒 の 命 


0 

上 け る 邑 が どれ は ほど あ 
人 夫 
以 て 清算 し 、 革 る しい 刑 軸 を 以 て 和光 ら し め 
だ た り 。( 注 7) 
され ば る の 行状 の 悪 洒 を 味 い 、 最 後 は 破 江 
DS 


アッ ラー は 彼 等 の ため に 2 
せり 。 き され ば アッ ラー を 選 れ 散 を 、 液 等 思 
記 あ る 者 よ 、 信 仰 す る 者 よ 。 げ に デア ッ ラー 
ほお 前 た ち に 一 つの 注意 を 降 し た り 、 


を は すなわち 、 信 じ て 状 行 を 穂 む 人々 を 吐 


開か ら 光 明 へ 導 か し めん と 、 アッ ラー の 明 
ら か な 神 光 を お 前 た ち に 請 み 開か サー 人 の 
使徒 な り 。 ジッ ンー を 信じ 、 善 行 を 積む 者 


2 を 河 攻 訪 れる 楽 剛 に 入ら し 


め 、 その 中 で 永吉 に 住ま し めん 。 ア ッ ラ ー 
は その 者 の だ た め に 素晴らし い 給 養 を 準備 せ 
覆 。 

じ 層 の 大 を 創り 、 4 


る 地 を 創造 せる は ッ ラ ー な り 5。 神 命 

天地 の 問 に 降る 。 を は お 前 た ち を し て 、 9 
ラー が 高 物 を 支配 し 、 を の 知恵 の 中 に 高 物 
を 包み 込む こと を 知ら し めん が だ め な り 。 


前 節 に 取り 上 げ ば られ た だ 離婚 の 


主題 か ら 、 当 人 節 は 神 の 戒律 に 対す る 挑戦 へ 


の EE 3 の る 

1 信 ツク > タン る 

っ 人 osoo36 し に 2 

ン ラクター ルレ ノニ? ^ じ 

っ (ao5C OU らら 3 は 。 26 

クッ タ 

2 

2 レン タレ ッ ク 。 イン アノ ッ > 上 スン ノ 
056 る GA6 6 

レ ン 9 さ ン ゥ ブン ッ ン シッ クン キン ラッ る の レラ ブッ 

KOIRIOIRE1KIGAU 穫 2 
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AoM2SEI 2 
Oilezeal 2 


f 2 タレ ン ラブ ント る 
3 (25 し 6 の 
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凍 の し 


CUGOEIPAO YS 


9 ブタ ラン ニン イン て バイ 


Ooo9C22 の めく の の とら 操 


う タ イッ ンプ 、 の タン ラン 92〆? 二 


Fr か で す Py 
3 レン)ー イク る y②2 の と うる 


還 陸 の 回 
RS2852885 


*EWT 


導 律 に 反抗 する 者 は 神 の 思 恵 か ら 匠 生 を 切り 雌 す 事 に な る か ら で あ る 。 


8 


「 巧 局 の 地 」 と は 、 ク ルアー ン の 他 の 箇所 (23 : 18) に 述べ られ て いる 様 に 、 
* と その 軌道 を 指す 。 又 「 世 必 の 天 」 の 款 教 的 な 点 味 は 、 人 人 の 現 の 世 つ の 発 達 段階 で あり 、 


の 発達 の 七 段階 を 指す 。 


太陽 系 の つの 王 な 惑 
「 世 層 の 地 」 は 際 体 


7 メー 


14 


G 


と 移っ て いる 。 それ は 、 神 の 


IT 机 森 
US うこ 2 





デル ・ ダ フリ ー ム 


(メデ ィ ナ 族 示 】 


3 客 てく アッ ラー の 御 多 に ぉ い る 0 る 
1. 慈 慕 深く 、 恵 み 遥 く ア ッ ラ ー の 御名 に ゎぉ Os 0 し っ 3 
て 。 


2. 項 言 著 よ 、 何 故に 流 は アッ ラー が 合法 と な た CCO【P40 | 民 1 時 移っ る NIL25 
(の る ET 
せる こと を 禁止 し て 、 液 の 妻たち を 悦 ば る 


み ッ る の 2 タン ン ノラ ン ン 
ん を する か 7 ( 注 1) ケッ ラー は 夷 大 に し の Ao うう 4E ga 


!。 アッ ラー は お 章 た ち に 、 そ の 反 い を 抽 す ck ラン ス 
0 上 so 6 ぎ 解 潮 す KMy W WT 90 200 20 01 つら うつ 9 


る こと を 許し 給 (守り 2 アッ ラー は お 
本 本 wi すい | 
苔 に まし ます 。 


4 。 玉 言 者 が 妻 た 49753 人 に 秘密 を 打ち 明け た 絡 es 21 
ぇ us | 1 
る 時 、 彼 女 は 之 を 漏らし た り 。 ア ッ ラ ー 6 US ッ ン りな いけ 


を 拍 言 者 に 知ら し ゅ た れ ば 、 預 言 者 は 彼女 Ph 
に を の 一 和 を 告げ 、 人 は 告げ ぎり き 。 2 の os 
が この 事 を 彼 多 に 告げ た な る 時 、 彼 女 は 間 NN EX ひろ や と こら 

人 FYrinhtNNR S が か が?7」 と 。 


『 と, 2 トン a (人 % 
( 注 3) 凶 言 者 は は 符 えり 、「 深 名 に し て 、 知 上 | WS gd 
する 神 が 之 を 我 に 告げ だ り 」 と 。 


ーー テー ミ き 


注 1 ある 日 モハ ッ マ ド 李 言 者 の 半 の -- 人 が 、 役 の 好物 らし い 、 蜂 密か ら 作 られ た 飲み 物 を 彼 に 与 を た と 


か れ て いる 。 他 の 妻 の 何人 か は 、 腹 立ち か ら 、 彼 の 息 は マガ フィ ー ル の 異 い が する と 言っ な 。 こ の マガ フィ ー 
EN 0 る が 悪臭 を 放つ 餅 み 物 の 事 で ある 。 モ ハッ マ ド 頂 言 者 は 思い や りあ る 人 だ っ た の で 、 
以後 二度と 蜂 紳 や 食べ な いと 約束 し た 。 当 節 は 、… 最 的 に は 、 こ の で きま ごと が 述べ られ て いる と 解 し て よい 。 
し か し 。 躍 、 要 あ る い は 理 達 の 剖 り を 均 め る 目的 で 、 ク タル アー ン に 「「 病 に 効く 」 (16 : 70)、 と 革 か れ た だ 正当 な 
物 の 使用 や 、 日 5 に 水 久 に 禁じ る 様 な 思い 切っ た 手段 も を モハ ッ マ ド 疾 昔 者 が 採る 等 有り 得 な い 。 あ る 伝承 に よ 
れ ば 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が ザイ ナブ の 家 か ら 6 蜂蜜 を 取っ だ 時 、 ア イシ ャ ヒエ ハ フサ は 披 に 前 述 の 約束 を きせ た と 
ある 。 双 別 の 伝承 で は 、 モ ハッ マ ド 預 店 者 は ハフ サ の 家 で 蜂蜜 を 振る 押 わ れ 、 そ れ に 反対 し た 筆 が アイ シャ 、 
ザイ ナブ プ 、 サ フィ ヤ で あっ だ 事 に な っ て いる 。 この 出来 事 の 語り 手 は 、 幾 つか の 誤認 、 精 神 的 動揺 、 と り わ ゎ け 
上 記 の 伝 其 の くい 人 達 い に 苦し ん だ 事 が 示さ きれ て いる 。 

注 2 モハ ッ マ 下 頂 言 者 は 、 生 活 を 楽し み だ い と いう 妻 達 の 願い に ひど く 苦 し み 、 彼 の 非常 な 苦し み を 示す 
和仁 、 一 ヶ月 間 役 女 達 か ら 離 れる と 次 っ た 。 法 で 認め られ た 所 有 物 は 、 そ れ を 使わ な いと 宮 言 し た だ け で 所 有 有 者 
の 権限 が 無効 と な る 訳 で は な い 、 と 当 節 は 述べ て いる 。 こ の 様 な 不慮 の 出来 事 に 察し て は 、 破 られ た 状 い の 億 
いや を する 事 だ けが 求め ゆら れる の で ある 。 


潤 3 当 節 が 述べ る 出来 事 が 、 の 生得 eS の 抽 暫 2 アイ シャ 
和 邊 縛ら た 玉 お を 措 すま もう で あり 、 (内容 は 央 の 析 な の て の 8。 35083 司 示 8 お 陸 株 更 を 求め る 


王 員 た 


2 ーー 
9ZY ビス ヽ 草 : 


CZ1 


。 項 言 者 も 


今 も し お 前 だ ち 両 名 ( 注 4) 悔い 改め アッ 
ラー に 頼る な ば 、 す な ね わ ち 一 度 は 心 が 傾き 
だ た る が 故 、 そ れ に 越し だ た 事 な か る べし 。 きる 
和 れ ど 、 互 に 生 け 合い 聞 言 者 に 抗 す る 場合 は 、 
アッ ラー が 凶 言 者 の 味方 な り 、 ガブ リエ ル 
人生 また 然 り 。 更 に 、 他 の 
諸 天 使 も 預言 者 の 味方 な り 。 
し お 前 だ ち を 離別 し な ば 、 主 は お 
前 た ちの 代り に は る か ! 1 
巡 を は 従順 に し て 、 信心 深く 、 敬 左 に 
て 、 常 々 神 に に お ぉ 細 り し 、 0 - 吾 金 し 、 6 
食 を する 者 に し て 、 既 婚 者 も あれ ば 、 処 女 
も あら ん 
光 等 信徒 た ちょ 、 人 間 と 石 を を の 敵 料 と す 
る 業火 か 6、 お 前 だ ち 自 身 と お 前 だ ちの 家 
族 を 護 れ 。 業火 の 上 に は 大 格 に し て 猛 烈 な 
る 諸 天 使 が 番 を し 、 役 等 は アッ ラー の 命 に 
音 か が ず 、 た だ 命ぜ られ だ 通り に 行う 。 


液 等 不信 心 者 ども よ 、 今 日 は 弁解 する な か 


れ 。 お 前 だ た ち は を その な せる こと の だ め に 報 
いら る 。 
第 二 項 


9 . 和 夜 等 信徒 だ ちょ よ 、 心 か ら 悔 いい 改めて アッ ラー 


産 の 要求 に 答 を る 中 で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 
ま ょ ず ア イシ ャ の - 
を と っ だ の は 、 ア イシ ャ が ハフ サザ と : 
の 話 を ハフ サ に 伝え た 事 が 考え られ る か ら で あ る 
制限 きれ た 人 の 義務 を 当 節 は 強調 し て いる 。 特に 
半 に 、 
守 4 


当 仙 に 述べ られ た だ 出来 事 は 非常 
月 間 雪 達 か 6 引き 離す 程 深刻 な も の で は な い 。 
ド 予 言 者 の 味方 と な る LE いう 訳 が この 節 の 終わ り に ある が 、 


に お 経 り せよ 。 主 は 前 た ちの 諸々 の 罪 を 


役 と 3 


- 作 を 切り 出し だ ( ブ ハ リ 


上 ト に いる か * 彼 か ら 6 
、 マ ザー リム ・ ワ ル ・ ガ サ グ 者 )。 
共に 要求 の 日 火 を 切っ だ か ら で あ り 、 

この 件 の 事実 が ぼう で あれ 、 秘 密 を も らし て は な ら が な いと 
当事者 が 夫妻 で 、 秘密 が 家 医 内 の 個人 的 な 事 に 


ル ・ タ フリ ー ム 
ろ み ーー アデ ララ デ 
3 衣 dE る 3 衝 攻 (人 LE 客 6 


4 2 


Lego 8 
の のり GT を ( ま CCP YI そ 1 の 


ーー デア 


クー ュ ン ンタ ンマ 0 
34 1 Sg ら 1 87 し ot 


WP リッ ク くつ ェ 
Be  ] aa 」 1 | キャ 
マー テージ ラン ツタ シグ? マラ ウッ ンー ンジ 
ャ ーー 
人 主 CCC 
5 つう ラ タテ 

いれ 11.3 


CCIIK24G4UIY 
で 22 アバン ノ う aw 
人 koJ5uZEIG535 


52 の 1 (2816525 り SO こう 


レン 


っ 本 <・ ア 3 ププ > ン ン ンマ ン セ イン 
で ルク pp の rs 


OO 2 5 Me 
に PJ 2 PANIIVH 


離れ る か の 選択 を 彼女 正 に せま り 、 彼 は 


モハ ッ マ ド 預 言 者 が この 様 な 手段 
アイ シャ が モハ ッ マ ド 据 詩 者 の 秘密 


に 関す る 場合 、 


神 の 預言 者 と 上 その 弟子 の 一 人 の あい だ に 秘 宏 が あげ られ る 。 

「 お 前 た ち 両 名 | と は 、 家 庭 生 活 に お ける 世俗 向 快 適 を 率先 し て 求め だ た マイ シャ と ハフ サ を 指し て い 
る よう だ 。 し か し モハ ッ マ ド 環 言 者 の 他 の 妻 達 は 、 役 の 同僚 の 問 で 最も 尊 散 され る 二 人 、 ア ブー バク ル と オマ 
ル それ ぞ れ の 娘 だ っ た 人為 、 先 導 役 は アイ シャ 、 ハ フサ の 二 人 に 任 し た も の の 、 彼女 も 叉 この 妥 求 に 加わ っ た 。 


を その こと を 示す の で は な いと わか る 。 


に 重大 な も の で は ある が 、 妻 の 家 か ら 蜂 守 を 取る 事 は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 有 や 一 ヶ 
アル ター、 


及び 正 杯 の 信徒 た もち が 、 モ ハッ マ 
ぎる 表現 で あり 、 


が ブリ エル 」 
これ も 蜂蜜 の こと に し て は 重 す 


ー874 一 


る Sm - 
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10. 


上 


Eh) 


に 俊 れ だ 段 陳 


の 住 唇 は 地獄 が な り 。 を の 行く 着 


払拭 し 、 河 川 流 る る 楽園 に 入ら し ゅ ん 。 を 
の デッラ ー は 、 項 言 者 並び に 彼 と 信仰 を 
共に せ し 人 々 を 辱 し ゅ ざる べし 。 役 等 の 光 
明 は その 前 方 に 馳せ 、 - 二 # の 三 に 務 せ 
ん 。 彼 等 1 は わん 、 |「 主 よ 、 我 等 の た め に 

の 光明 を 完 う 了 ( 注 5) 我 等 を し 給 
え 。( 注 6) げ に 液 は 万 物 を 支配 し 給 う 」 と 。 


需 言 者 よ 、 不信 心 者 や 似非 信者 は 断固 層 
い 。 7 ) 手 厳し く 之 を 懲 6 ON 彼 寺 
『 く 先 の 湊 は 惨 
きか が な 1 


アッ ラー は 不信 心 者 ども の ため に 、 ノ ア の 
須 普 びに ロト の 妻 の 例 を 示し 給 う 。( 注 8) 
彼女 等 は われ ら 6 の 正しき 二 人 の 僕 の ぉ と な 
り し が 、 そ の 両 共 に 背 き た な り 。 き され ば 両 大 
は 、 ケッ ラー に 及 抗 し て 、 を の 誠 た ちの だ 
本 を Meta 
れ 、 汐 等 両 名 業火 に 入る 徒 共に | と 云 
われ だり 


隔 有 林 


mn が ある の を 兄 て 、 自 分 が 


仔 く 突き 進ん で 行く か ら で あ る 。 


注 : 6 


天国 に 入っ た 後 、 信 者 は [赦し 」 を 


う 事 |] で ある 。 


注 7 


不信 必着 や 偽 送 者 達 


我 等 の なめ に この 光明 を 完 う し 給え を] と いう 言葉 に 表 き れる 、 
まな い 応 ( い と は 、 天 国 に お ける 生 が 不動 の も の で 
所 を 知ら な いで あろ う 。 それ は 、 信 者 が ある 段階 の 優秀 な 特 近 を 獲得 し て 


到 税 し た 段階 が 最高 位 で は な い 事 を 知り 、 


や 請う 。 彼 等 は 神 の 光 の 中 に 完全 に 浸 き れる 様 に 折り 続け 、 
い 各 と 比べ て 己 れ の 持 ら な さ を 知 り 望 み の 高 きま で 上 上り 続 け 、 
い を 神 に 祈る の で ある 。 こ れ が イス ティ グフ ァ ー ル の 真意 だ が 、 


仕掛 けが なけ れ ば 、 イ スラ ム 数 徒 が 戦う こと は あり 得 な い 。 


ン ュ ン ッ 1 


・ 7 2 か っ 。 クラー ルレ 
5o り 22 うめ う (の 2 の 25 


リッ ンー ゥ タ の 52 作 ー ア レ ン 1 ジン ン > ンー 


9 ポッ ジッ re2IGbGSAI 人 0 


し の 


1 85 ある の し 3 し 530oo 
@ ぐ OS の EE se 53 鐘 


アデ 


* プン [S 宮 ルン 
2 Ga AI 
oy oO 2 くる 5 じ 2 ら 0) 2 イン 
ン CS 遇 


5 の の に 209 絡 (っ るる 
Ce cfO を と 1 の 4 た 1。31 
oeES SSGS [2 


@SAs の 信 ECCS 区 3 


天国 の 信者 の 完全 を 求め て 上 圭 


な い 事 を 示し て いる 。 む し ろ 、 天 国 で の 灯 神 的 発 歳 は 止ま る 


5 そこ て 慎 ま る 事 な く 、 そ の 凍 に 更 


前進 を 続け 、 こ の 様 に 終り 


さり 5 高 
より 高い 段階 に 到達 し た い が に 、 短所 の 必 ペ 
この 話 の 文字 通り の 意味 は [過失 の 許し を 請 


当 節 は 、 付 随 し て 「 総 


生 な る 労力 ]」 と いう 人 迄 味 の 語 で ある ジハード (本 文中 で は 「 戦 い 」 と いう 言葉 で 書か が れ て いる ) の 真 を 説明 


に 


で の ジハード 


て いる 。 ここ に 午 か れれ て いる 「 涯 いじ] と いう の は 剣 や 変え る 
Re 偽 登 者 達 に 対す る の で あ is の 答 普 者 


スラ ム 教 侍 が 偽 療 者 と 剣 で 戦う こと は 許さ れ て いな い 。 


i ド 8 
いと 示す 目的 で 
ラオ に 象徴 きれ る 亜 の 旋 と 見 れ ら れず 、 
表し て い 


自虐 的 に な 5 
る 。 イ エス の 母 マ リア 


上 し き 下 僕 を 表す 。 


者 達 は 、 表 面 上 、 


、 軍 の 環 半 者 上 の も の で あっ て も 、 
不信 心 者 は ノア や ロト の 妻 達 と 比較 きれ て いる 。 罪 か らら 逃れ だ いと 暑 命 


13 厩 ) は 、 罪 の 道 を 断ち 、 神 と 了解 し た 為 に 、 


と いう 意 で は な い 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 広 い 意 味 
イス ラム 教徒 し みな きる れ て いて 、 イ 


っ た 者 の た め に は な ら な 
に 統 [ い 鶴 る が 、 ブ ファ 


真実 を 拒む 悪 に 深 


5 り 、 時 に 心 が く て くじ ける 信者 を 、 フ ァ ラ オ の 妻 (12 節 ) は 


神 の 堂 感 を 与え られ だ 、 神 の 


DP 





策 六 十 太 章 2 
12. アッ ラー は また 信ずる 人 々 の た だ た め に 、 フ ァ プレ ョ ン 2。 (1 多 タ 』 レン イン 
ラオ の 妃 の 例 を 示し 給 う 。 す な わ ち 、 彼 女 の IP の CO い め C2 が 0 つの 
は 云え り 、 「 二 ょ 、 楽園 の 中 に 、 液 の お を ば 6P41EACtGft だ 294COYES| 
に 我 が た め に 家 を 建て 給え 。 面 し て 、 我 を 陳 3 
了 5 うる 2 の 2 2 (の ゃ と ャ ーッ う ティ ログ 
ファ ラオ と その 所 業 よ り 救い 給え 。 ま た 不 PO2②S3 っ うい (の う 
義 を 行う 徒 則 か ら 救 い 給 え | と 。 時 
OO 
| 過 上 また イム ラー ン の 娘 マ リア の 例 を 示し 給 


う 。 す な ね わ ち 彼女 は その 貞操 を 守り た れ ば 
0 に 聖 肖 を 吹き 入れ た り 。 彼 女 
は 建 典 に 中 られ た 王 の 言葉 を 実証 せり 。 役 
女 は 英 謀 な る 僕 の 一 火 な りき 


ー876 一 


mm デラ ウン 2 る イタ ー 導 し 〆 
CTCX& べ さも た TTY きれ と 2 


の CS いら うじ 2 45 に 233 
の う ン ィ ク 。 タク 
@cbsdioeG ク 36 


00 中 科 大 権 アル ・ ム リク 





アル ・ ム ルク グ 
(メッ カ 砂 示 ) 


も と コ 


あま ね みみ な 


1、 慈悲 深く 、 孔 み 馬 く アッ ラー の 御名 に お い PT | 
て 。 
2. 大 権 を 掌握 し 給 う 御 神 を 護 美 せよ 。 彼 は 万 32 人 > て セン 
su la 
物 や 支配 し 給 う 。 の ぴの 52 ンマ 92 人 


の 8 
9・ 條 は お 前 だ ちゃ 試み ん が だ め に 、 すなわち > ター の ン う の の る マン 70 フラッ ンコ る ター ェ 
お 前 だ ちの うち 誰が 一 番 立 派 な 振 凶 い を す ego GE 
る か 試さ る ん が だ め に 、 生 と 死 と を 創造 せ 5。 2 ン 
( 1 El 
( 注 1) 彼 は 僅 力 者 、 窟 容 者 に まし ます 。 PIE 


4 . 0 3 中 居 の の 休 仙 店 才 は 、 彼 な り 。 8 と 5 し し もら と と と SG 
流 は 、 聞 悲 深き 神 の 創造 に いき きか 2 生 
和 も 見 る 能 わ ず 。 改め て 灯 察 せよ 。 法 、】 0 の と CH14 さ た 7S1C 
ん ら か の 欠陥 を 見 る か ? 量 了 
⑨ っ うらら が 


人 2122 ンタ こる シレン ン 0 5 くる 
. 然 り 、 改 め て と く と 見 な お し て みよ 、 き ら eIEOWATKSAFYSCmg Ji as う 「5 う 

に 再び 。 流 の 視力 は 困 嘱 し 疲れ は て 、 た だ っ ーッ 

巴 れ に 帰る の みな る べし 。( 注 2) FC 圭 に 


5 。 証し て われ ら は 、 往 明 を 以 て 最 ド 居 の 天 を (2 人 の cciEaegg 1 3 
秋 り 、 之 を 以 て 悪魔 を 追い 払う 流星 と な が なせ 


り われ ら は 彼 等 の た め に 火 舌 の 者 を 用意 OStoloo 2 の ucg っ 。 Je 
せり 。 


注 1 eS の ここ 29 及び 53 : 45 に も 番 か 
Jl 二 、 当 地 て は 生 の 前 に 述べ られ て いる 。 これ は 、 死 又は 非 実在 が 生 の 前 段階 で ある 為 の 様 ど だ が 、 あ る 
2 他方 この 世 の 生 は 一 時 的 
な も の で 、 死 後 の 水 遠 の 生命 を ひか えた 前 段階 で し か な て 、 死 が 生 よ り 洋 か に 番 要 な 意味 を 持つ か ら か も し れ 
が Un。 

注 2 神 の 創造 は まこ と に 素 呈 し いも の で ある 。 小 る な 一 史 に し か 過ぎ な い 我 地球 が 属す る 太陽 系 は 、 広 大 
て 変化 に 豊 み 整然 と し て いる が 、 こ の 太陽 系 も 又 、 何 億 と あぁ 天体 系 の 一 つ に 過ぎ ず 、 を の 中 に は 太陽 系 と は 
比較 に な ら な い 程 大 き な も の も ある 。 し か し 無数 の 太陽 や 星 は 、 い た る 所 で 調和 と 美 を か も し 出す 様 に 、 互 い 
に うま く 位 置 付 けら れ て いる 。 宇宙 に 広がる 秩 訟 は 、 普 通 の 肉眼 で も 明らか で 、 科 学 技術 が 生み 出し た 器具 を 
総 悪 員 し て 観 沿 で きる 視界 の 和 途 か か な だ まで 広がっ て いる 。 


(の 1 


ーッ 


r9 > 








系 人 バ 十 写 辻 デル ・ ム リク 
7 、 王 を 信 ぜ る ざ る 者 と ども に は 地 獄 の 刑 前 あり の うら 24 の (いと = の みり 1 す 
そ は 甘 惨 き 行 先 か な 
ッ レッ 
放 
8。 彼 等 その 中 に 投げ 込ま きれ る や 、 愉 も 攻 え た 


ぎる が 如き 怒号 を 聴か ん 。 


を は 慎 怒 の 祭り ミ さ に 破 下 せ ん と 記 不信 


心 著 も が その 中 に 投げ 込ま れる だ びに 、 


看守 等 は 「 お 前 だ ちの と ころ へ 克 告 者 が 行 


か ざり し か 7?」 と 役 等 に 敵 わ ん 。 


リッ タン の ンマ クン 
の SFPKV21Pe 人 YA 
み 9 ア 。 イル s91【6 ょ いい Cg 3 


も と ぅ > アァ イン Ye 池 ャ う 


10. 彼 等 は 答え ん 、「 然 り 、 確 か に 一 人 の 千 告 才 隔 PP 
来 だ 和 れ ども 、 我 等 は 之 を 嘘つき 了 軸 5 
アッ ラー は 何 も 啓 示せ ず 。 お 前 た ち は は GOe を 3 交 」 ld 
な は だ し き 迷 誤 の 中 に あり 1 と 我 等 は 去 ぇ 
2 レン 
り | と 。 GA 
11. 彼 等 は まだ 云わ ん 、 「 我 寺 5 し 問 く 号 を 持 3 Js ss ペ ん ん KT の 1 
ち 、 恨 心 に 従い 0 たれ ば 、( 注 3) 我 等 火 脆 の 
住人 ども の 仲間 に 加わ ら ぎ ざり し ちの を 」 と 。 の Aa! 
2、 "さく し て 彼 等 は 、 々 の ピロ が 非 を 認め ん 。 GO Aa し は 2Ou 1 sss 
され ど 火 獄 の 住 入 ども は 、 神 の 容赦 か ら へ 
た 7 みこ で は る か が かなり 。 
っ 0 1 し 2 る ノン と ュ ズ ラッ ラク と っ る 
13. げに 密か に その を 黒 れ 人 交 う 人 々 に は 、 容 し 26 と 5 の G} 
紋 と 素晴らし き 報 奨 あり 。 の > 7 人 5 
14、 お 前 たち 富 か に 云う も 、 ま た 声高 に 語る も イプ 2 る 2 を イン 
M ITV 51 1 1 。| ? | 
主 は お 前 た ち が 胸 に 拘り る こと を 贅 知 し 給 デラ トク セ う っ PIA の ウッ 
6 @ の su 
15. 彼 、 選 が 創 9 し も の を 知ら 5 さ ざ らん や 7 邊 は の 31 み アッ フン ンプ 5 
よ FL だ っ 4 
すべ て の 各 妙 を 知 [る 者 、 知 共 者 な り 。 dideb05824E の の の 255 | を 
第 二 項 
16、 お 前 だ たち のだめ に 大 地 を 平坦 な らし め だ る 985 253 
る N 1 いおう 役人 る 
は 彼 な り 。 る れ ば お 前 た ち を の 諸 地 域 を 旅 英作 5 の 5 ら 9 
し 、( 注 4 ) 彼 の 給 養 を 食 せ よ 。 衣 し て 、 役 on ay5215 う 26 に 2 


隊 7829 抽 央 


注 3 も し 我々 が シャ リャ ( 律 法 ) か 良心 の 命令 に 従っ て いた な ら 。 
注 4 "クル アー ン で は 選 界 を 旅 す る 様 、 繰 り 返 し 推 め て いる 。 を それ は 、 家 を 本 れ 他国 へ 旅行 する 事 が 、 人 の 
知識 や 経験 を 増やす 為 、 大 い に 役 立つ か ら で あ る 。 


5 


空 バ トモ 章 アル ・ ム リク 





17. お 前 た ち 、 天 上 に まし ます 御方 が ( 注 5) くく リル ン る CS 。 うる も 2 も っ クン 
大 地 を し て お 前 た ち を 邊 み 込 まし むる こと 5 いっ oeA ら キッ 
な し 、 と 安心 し 得る か ? 見 よ 、 そ を は 振動 し タッ スク レム ョ [2 
すす 9 @ の で あい 


18. お 前 た ち 、 天 上 に まし ます 御方 が ぉ 前 た ち EC 1 2 に る 1 っ を 2 > 
NN CPM と 12 
に 激しい 砂 司 を 送る こと な し 、 と 安心 し 得 アロ ウジ ッッ 際 


る か: ? い さ に 思い HH ら ん 、 わが 警告 の 恐 2 ② ァ ON KA 2 アン 
し きよ 。 ン 
19。 NR - も わが 使徒 を 拒否 せる 者 ども あ 2 ジル 2 の は シイ の ウリ ク ウッ 
(9) 本 wm 9 2 ** | nb 
。 あの 時 の わが 懲 六 の 如何 に 凄 惨 な りら ONE の ら Q uA8 3 
還 の “ 
20 . 彼 等 は 頭上 に 悦 を 抜け 6 2 MM ゥ タン 5 プン ッ ク プ 。 ア イノ ァ 
1 1 も 
て 獲物 に 操 い 降り る 鳥 た ち を 見 ざる か ? の と 2 JO 33 


深き 宴 ず し て 、 翔 が 鳥 た ち を 空中 に の の は 354 し 2 に 
保持 し 得 よ う ぞ 。( 注 6) げ に 役 は すべ て を 


みそ な は し 給 う 。 

21. 基 電 深き 神 以外 に 、 誰 が お 前 た ち に 味方 し ンー ビブ 2( く 1 eg 
て 軍兵 た らん ? 不信 心 者 ども は 自己 頑 暗 の - 
科 牧 者 に すぎ ず 。 の うう 生き og っ 史 


22. 條 も し を の 給 養 を 止む な れ ば 、( 注 7 ) お 前 だ 2 イン ッッ ーッ ル そ ャ っ ン 2 
ち を 状 う 者 は 果して 誰 ぞ ? 然るに 彼 等 は 、 うと の so) 222 


5 タン 


反抗 と 忠 避 を 園 執 す 。 “ の Js うぅ と と 本 


29。 が に 。 その 顔 を 傘 き な が ら 歩 く 者 は 、 契 直 だ LA1 ss あら の 5 人 t 介 の 
ぐ な 道 を 正直 に 歩く 者 より 良く 導 か れる と ェ レ 


な ? ( 注 8) @ 1 

24. 三 え 、「 お 前 た ち を 生み 、 耳 と 目 ま 必 と を 捉 の の 2 っ 2 を (る 講じ 3 
れる は 投 な り 。 外 る に 前 た ちせ 衝 ん と 記 5 

うる エ る グッ ラン レ と アラ プン ラ レレ ャ レン う の 2 し 

謝 せ ず 」 と 。 の の 5 GS952 人 5395 


E 5 当所 及び 決 節 に 神 は 天 に お 6 れる と 記さ る れ て ある の は 、 クル アデ アーン で 一 般 に 届 は 天 よ り 下 きれ る と 告 
げ ば られ て いる か ら で あ る 。 神 は 、 ど ビ どこに で も お わし ます 。 

注 6 5 し 不信 心 者 逢 が 神 に 反抗 し 続け る な ら 6、 彼 等 は 角 鮮 、 地 震 、 特 に 戦争 に より 減 ぼ きれ 、 空 の 島 達 が 
彼 等 の 死体 を つい ば む で あろ う 。 

: 7 この 言 業 は 、 メ ッ カ を 数 年 間組 っ た 和英 みろ し い 人 角 鍵 を 指し て いる 科 だ 。 こ の 角 儲 は 、 メ ッ カ 人 が 、 そ の 
埋 し みか ら 人 逃れ られ る 様 に 折っ て くれ と モハ ッ マ ド 和 預言 者 に 請う た 時 まで 続い た 。 

8 不 入 者 は 、 首 を 悪 れ 、 疑 いと 不信 の 剛 を 導い つつ 、 皿 の 道 を 歩む 、 他 方 、 信 者 は 信仰 の 確信 の 中 で 、 
頭 を 上 げ 、 神 の 道 を 突き 進ん で 行く 。 こ の 両 攻 が 平等 で あり 得る だ ろう か ? 


ーー 


史 ア トー に 富 アル ・ ム 





25 . ee | 大 地 に 如 前 た ち を 業 殖 させ た る は 彼 ど ト とし た 。 
に し ? ヶ | m9 
な り 。 面 し て お 前 た ち は 彼 の 許 に 召し 寄せ (テマ ン C み うり 55G35 


られ ん 」 し 


26. 彼 等 は 云う 、「 も し 前 た ちの 言 共 が 事実 な CSA ある 6885 3 
ら 、 そ の 約束 は 何時 実現 せん ?」 と 。 人 4 


か ・」 


27. え 、「 之 を 知る は アッ ラー の みろ 。 我 は た だ 60651C3 り 500 も 2 が 8 
一 介 の 警告 者 に すぎ ず 」 と 。 0 9 
CA 


28. されど 、 彼 等 を の 近づく を 見 0 ゥ っ クタ クッ 5 、 の 29 の と て クノ 29 56 イノ 
な で 者 ども の 顔 は 嘆 に も いら ん 。( ま 9) bB テ の で ha 時 本 
re は た 吉 る 2 る 7 っ? 7 
9 と な り 1 陣 
29、 え [も し アッ ラー が 我 並 びに 我 に 従う 者 ン ん 2 GA 0Z20 
1 | 〇 ょ う [ 
を 減 ぼ す に せよ 、 ま だ 慈 葛 を 垂れ る に せよ 、 が の 3 8 
不信 心 者 ども を 閣 刑 か ら 謎 る は 誰か 、 我 に ue NASo みう の 
SE 
30. 云 を ん 、「 彼 は 慈 甘 梁 き 神 な 5。( 注 10) 我 等 CE の イン 4 の 
. co2kcs じ 5 と MP me1 (ーー 
は 彼 を 信じ 、 給 較 頼る 。 や が て お 前 だ ち は “” プ < 2 
誰が 明らか に 迷 誤 の 中 に いる か を 知ら ん ] 和 許 9 
と 


31. 云え 「 も し 水 が す べ て 地下 深く 潜ん 去り な 3 人 ン る 22 っ 1 し あ ン ンコ 
ば 、 お 前 た ちの た め に 水 を 湧き 出 き せ て く Or つと の 5 91 の 1 255221 し 5 


0 > て と を 
れる は 誰か 、 我 に 告げ ょ 」 と 。 ( 注 11) ee 2 2 6 


注 9 前 が 下さ きれ な い 限 り 、 不 信心 者 は 上 避 し 、 信 者 に あ ぎ ざけ りや や からかい の 寺 華 を 投げ 付け る が 、 い ぎ 六 
- 西 尚 す る と 、 極 度 の 提 折 感 に 捕われ る 。 これが 不信 心 者 の 特徴 で ある 。 


注 10 神 の 特性 アル ・ ラ フ マ ャ ー ン ( 慈 唱 深 き ) は 、 ク ルアー ン 他 所 と 同じく 、 こ の 音 で も 繰り 返し 述べ られ て 来 
だ が 、 そ れれ は 、 そ こ に 購 か れ た だ 神 の 恩恵 全て が 、 人 の 際 体 維持 に 係わる か 、 そ の 精神 回. 上 に 係わる か を 閉 わ ず 、 
祥 の 甘 慕 深き に よる か ら で あ る 。 


定 11 全 生 命 は 、 了 肉体 ・ 精 神 の 別 無 く 、 水 に 頼っ て いる 。 醒 者 は 刺 水 で あり 、 後 者 は 神 の 寿 が の 小 で ある 。 
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第 六 - 寺 八 意 葉 






アル ルッ グ デ ラム 
(メッ カカ 啓示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 ろ過 く ア ッ ラ ー の 御名 に ない の っ 1 bo こ A 
て 。 
bk ms 0 リン > 2 アァ ェ エン ン の 
2. 現 、 華 並び に 彼 等 が 書く も の に よっ て 碑 う 。 @ ら Os 中 25 AA13 ら 
( 注 1) 寺 語 
3. 主 の 思 下 に より て 、 液 は 狂人 に 非 ず 。 ( 注 2 ) の 〇 の yeus Gb う Ao に: に 
8 和 も 。 ぁ 2 , クッ ンプ ン ン ン 
4. 流 に は 必ず 尽き せ ぬ 報奨 あり 。( 注 3) @ ら *2 な うら 15 
r。 ュー タ 9 プー テア の 
5. げに 液 は 、 祭 高 な る 美徳 を 有 す 。( 注 4) OSE SM AS る 
ミー テッ さ 2 に 3 > 目 R サン ッッ タン 9 タル ンズ 
5. や が て 次 は 見 る で し 、 彼 等 も まだ 見 る べし 、 〇 ① 〇 うら っ うー の こう 
5 に タイ の 。[ 
7、 お 国 だ ちの いずれ が 狂人 な の か 。( 注 5) oowts し 


注 1 当 婦 で 、 促 、 簿 、 全 て の 向 記 用 具 は 、 次 の 三節 の 記述 を 実証 する 証拠 と し て 引用 きれ て いる 。 


注 2 モハ ッ マ ド 人 頂 言 首 の 主張 が 如何 な る 知識 を も っ て 試さ れ だ と し て も 、 彼 は 、 不 信心 者 の 言う 様 に 独 気 
じみ て いる こと は な く 、 最 らち 良識 と 知恵 の 備 っ た 信 物 だ と 確認 8 れる で あろ う 。 当 節 は 以上 の 事 を 示し て いる 。 
ズ 、 次 委 に は 、 こ の 非難 が 事実 無根 で ある だ け で な く 、 弄 か で と り と ゆめ な いも の だ と いう 事 の 理由 を 挙げ て い 
る 。 


注 3 次 節 と 共に 当 人 節 は 、 狂 気 の 非 難 の 不 合理 を 、 非 常に 効果 的 に 枝 忠 し て いる 。 狂 人 の 行為 は 不変 で 有益 
な 逢 水 を 何 も 生 み 出 る な い が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 軍 の 使命 の 目的 を 末 た し 、 堕 区 し た 人 々 の 生命 に 素 晴 し 
い 変 章 や を ち た ら す 事 に 成功 し つつ ある と 表明 し て いる 。 こ の 変革 は 役 の 死 で 終わ る ぉ の で は な い 。 将 来 彼 の 弟 
子 着 が 正しい 道 か ら そ れる 事 が あれ ば 、 必ず 神 は 、 彼 等 を 再生 きせ 、 邊 等 に 新た な 生命 を 吹き 込む 神 の 使者 を 、 
彼 等 の 間 に 起 こき され る で ある ろう 。 を そし て 、 こ の 過程 は 終り の 時 まで 続く の で ある 。 


注 : 4 当 節 は 、 吉 か 者 と 上 し て モハ ッ マ ド 括 言 者 に あび せら れ た 狂気 の 非難 に つい て 、 よ 5 雄弁 な 注 息 を 与え 
て いる 。 モ ハッ マ ド 貧 言 者 は 狂人 で は な 最も 高 源 な 人 物 で あり 、 あ ら ゆ る 道徳 の 美 点 を 十 二 分 に 備え 、 を 
れ に より 彼 の 創造 許 の 完全 像 を その 身 に 表わす こと が で きる 、 と 当 節 は 述べ て いる 。 彼 は 人 間 が 持ち 得る 全て 
の 道徳 上 の 長所 の 完全 な る 化身 で ある 。 高尚 な 道徳 的 特 人 綿 全 て が 彼 の 内 で 完全 に 調和 し て 総体 し な っ て いる 。 
モハ ッ マ ド 預 言 者 の 有 能 な 配偶 者 アイ シャ が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 道徳 を 解明 する 様 か つて 求 ゆ られ だ 時 、 彼 
女 は こう 答え た 。 [ 彼 は 、 神 の 真 の 下僕 の 特質 し し て クル アー ン に 述べ られ か た 道徳 上 の 美 点 を 全て 備え て いた 。」 
注 5 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 括 言 者 を 非難 する 者 達 に 対し 形 塾 を 一 変 し 、 挑 発 的 な 口調 で 彼 等 に 次 の 事 を 告げ 
て いる 。 狂 筑 に 苦し む の は モハ ッ マ ド 預 言 者 か それ E も 彼 等 か 、 神 の 使者 で ある と いう 彼 の 主張 は 興奮 か ら 思 
わ ず 出 て 来 た だ た も の な の か 、 役 等 自身 は 時 の し る し を 示す も の を 読み 取れ な い 程 に 、 気 が ふれ て いた の で モハ ッ 
マ ド 務 言 者 も 信じ る 事 を 把 ん だ の か 、 こ れ 等 の 問い に 対す る 答え は 時 が 示す で あろ う 。 
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や w 
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] 
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8.。 げに 王 は 己 が 道 よ り 迷 う 人 々 を 良 〈 知 り 、 フタ ン の レッ ンー タン や ヤン ンー タグ ラクレ の アン ン 
9 宙 ら の OS の 1 人 く 


ン 

また 窒 導 に 従う 人 々 を 良く 知り 給 う 。 2 

o の JA 2 

9. され ば 、 真 理 を 拒否 する 者 ども の 順 望 に 応 OO PV お 
ずる な か れ 。 1 

10. 彼 等 は 液 が 妥協 せん こと を 望み 、 さ すれ ば OO OS の 07 152 


彼 等 $ 光 と 須 協 せん こと を 望む 。( 注 6) 
うー 5 る 、Y ン みれ る と 
11. 液 、 昨 劣 な 宣誓 者 に 屈服 する な か れ 、 ひぃ oNe2 2 5 とめ うう 


う な の セイ と 
12. 陰口 を た た (者 悪口 に 狂 弄 する 者 、( 注 7 ) の ACE8 う る 
“ クマ アァ 用 ク 
の 5 旨 本 DO 5 ブー 。 ンー フウ タッ ラル 2w < 
13. 敬 事 を 妨げ る 者 、 控 に く 罪深い 者 、 9eAS10SmeAU は 


フミ グ ァ アリ ン ぅ ゅ 
14. 不作 法 で し か も 素性 の いか が わし い 者 に 。 ⑨ つう 5 US は 


。。、. - で ぼ りゃ ま も アウ ンマ る ン ュ マン イン ュ ン 
15. こ は そ の 者 が 裕福 で 子女 に 恵まれ て いる が O1G 2 を 】8IPNEYG に 7 


改 な り 。( 注 8) 

16. その よう な 者 に われ ら の 神 光 を 計 み 聞か す CUENII 還 全 IEHROUPPIPDE 
2 oo99bCTJS SLE 7 
ょ 、 役 は 区 う 、「 前 入 の 故事 な り 」 と 。 了 
17. われ ら は 必ず その 者 の 鼻 の 上 に 冶 印 を 押さ き Pf 2 タッ 

ん 。( 注 9) の の づこ びと 

18. げに われ ら は 果樹 園 の 持 主 を 試し た 如く 、 CHER と 01 区 44 に 
RC MC 51 
條 等 を も 試す さ で し 。 すなわち 、 る その 時 果樹 ブン ンク ジア 2 の 多 ) 
彫 の 持 主 は 翌朝 すべ て の 貯 実 を 摘 ま ん と 約 ②CAS2 (265 
束 せ し が 、( 注 10) ー ン ン りこ で 





デ 
ンー 1 
せ 
es 
さこ 
に 
YY 
ヽ 4 
NL 


生 : 6 当 婦 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を その 不動 の 日 的 か ら そら す 作 、 メ ッ カ の クラ イ ジュ が 人 彼 に し だ た 申し出 に 、 


特に 触れ て いる よう だ 。 又 、 真 実は 娠 の ご と く 賠 (、 他 方 偽り は 足場 を 持た ず 、 圧 力 や 誘惑 に 屈し 、 常 に 妥協 
に 傾き や すい と いう 、… 毅 的 な 意味 5 当 節 は 有する 。 ' 
注 7 即 及 び 前 三節 は 、 特 に ワリ ー ド ・ ビ ン ・ モ グ ィ ー ラ 又は アプ ・ ジ ャ ハル を 、 そ し て 又 偽 り の 指導 者 
全て を 語っ た だ も の と 言え る 。 
注 8 神 に 対す る 罪 ・ 不 徳 ・ 抵 抗 は 全て 、 慢 心から 生じ 、 い か が わし い 手 段 が 巨万 の 宮 を 貯え 、 膨 大 な 権力 
を 待 よ うと する 者 の 道徳 上 上 の 病 い で ある 。 あ る い は 、 中 し き 者 は 、 唯 宮 と 権力 を 手 に し た と いう だ け で 鬼 意 を 
表 さ る れる べき で は な い 、 と 当 節 は 意味 し て いる と も いえ よう 。 
注 9 「 鼻 の 上 に 始 印 を 押さ る ん 」 と は 、 人 に 恥 を か か せる 事 の 比 連 で ある 。 
10 此 所 で は 、 時 し (強欲 で 思い 上 っ た 不信 心 者 が 、 あ る 果樹 園 の 所 有 着 に 例え られ て いる 。 彼 は を こ で 
近 れ る 秒 容 全て や むる ぼり 食い 、 そ れ を 汗水 流し て 育て た 者 と 分 か ち 合わ ず 、 役 等 の 果実 に 対す る 権利 を 奪っ 
て し まう の で ある 。 

ーS82 一 


9 


21 


22 . 


23. 


24 . 


26 . 


の 。 


26 . 


2 上 


0 . 


9 


汗 11 


注 12 この 比 除 に ある 迷 樹 園 の 金持ち の 所 有 者 は 、 利 己 的 で 無間 悲 ・ 
人 人 の 労働 を 食い 物 に する 他 、 非 常に けち で 、 折 し い 者 の 必要 を 満た す 為 、 
に MS 天 本 

注 13 地 者 の 労 猛 の 搾取 者 は 、 


き 利益 か ら 後 者 を 締 


ーーーーーーーーーーー・ 


| も し 神 欲 し な ば 」 と 保留 を つけ 加え ざり 5 
き 。 ( 注 11) 

それ 故 彼 等 が 眼 れ る 闘 に 、 主 の 災い が 果樹 
園 を 襲い た り 。 
され ば 彰 | に は 、 
Ua 


それ は 刈り 取ら れ だ 如く な 


彼 等 は 朝 早 く 互 に 呼び 合い て 、 


云う 、「[ 収 穫 せ ん と せ ば 、 急 ぎ 州 に 出 で 行 け 」 


Mi 


追 す が ら 6、 役 等 声 を 低 ゆ て 相 い 語り て 


5. 云う 、「 今 日 は 一 人 の 貸 者 も 我 等 の 果樹 園 に 


入ら せま い ぞ | と 。 ( 注 12) 
彼 等 か く 決 心して 早朝 に 家 を 出 だ より し が 、 
( 注 13) 


玉 樹 園 や 見 て り 、「 我 等 は 道 に 迷い た 
5 1 
谷 な 、 き に 非 ず 、 我 等 は 実 を みな 人 稚 わ れ 


DL 介 。 

役 等 の うち 最も 心 拝 け の 良い 者 は 云え 5、 
「 我 は お 前 た ち に 、 何 故 神 を 講 美 せ ぎ ざる か 、 
と 云わ ざり し か ?1 と 。 

そこ で 直ちに 彼 等 は 云え り 、[ 我 等 の 主 に 詩 
ぇ あれ 。 ば げに 我 等 は 不義 者 な りき | と 。 

し か 

箇 し て 彼 等 向き を か え 、 互 に 詰め 寄り 机 め 
0 


この 上 尿 樹 彫 の 持ち 王 達 は 、 他 人 の 手 で 育て られ た 巣 実 を 飲 深 
一 人 占め に 食べ だ 。 彼 等 は 、 
神 欲し な ば 、 と 言葉 に 


定め 出す 。 彼 等 は 情 や 革 妥 し 、 


の で ある 。 


一 Qi 


上 分 頂 の 努力 が 実り 、 人 災害 $ な く 〈 高 い 収 生 を 確信 し て いた の で 、 神 を 忘 
出し て 神 の 保護 を 求め る 吾 も し な か っ だ た 。 


彼 等 だ け で 一 つの 磨 級 を 成す 。 彼 等 は 、 額 に 汗 し て か せ で 者 が 当 
他方 を の 投 し き 同 胞 は 、 


ル ・ ク ァ ラ ム 


レナ 4 
⑨ 〇 の je 





94966 も 
人 S ゝ に 
〇 〇 9 @ sk 


Mb 」 ンー の nn 2 
et 


デュ ュ ア アデ 
と u9U ゃ 


リン > 
Sol 


と AE DOgl っ 1 
サリ アラ タン レバ 2 プア デリ?2 
@o の > っ 15405) は 

6 2 


ウラ 1 2 りら 


ツウ ァ ウ の 


る 7 ォ ン アデ デ 


と の ざい 


と bo 


っ デレ デン ッ ン 


な 
OCS > 
@o 天 る IRM 
EE 


ン vo て て と Pr 2 れ 他 | て っ う の タ フュ ンプ ェ ン 
の の リ )J11 26Bos US 


2 1 る 
eulsEYELE5 oe 


デ 2 タン WI こく 。 ゥ ン 2 の コン の ン の 9 て 
Oo め 90C2 oe Jo (US 

〈 比 い 取り 、 彼 等 と 分 か ち 合 う 事 な く 
Mb | も し 。 


強 倫 な 者 に 例え られ て いる 。 役 等 は 他 
彼 等 が 不正 に 得 た 物 を 便 お うと は 決 


然 手 に すべ 


彼 等 の 眼前 で 、 汚 れ の 中 を 邊 いい 進 む 


第 六 陸 久間 0 ググ 0 





32、 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 災い な る か な ! げ に ob EE 
NRN 9k ME 9U6 
33. に 代 る より 良き 園 を 我 等 に 坦 わ る や じ ッ > dE AE 2 2 
ch か 3 asa 
す 」 と 。 ②⑦ ウ の % ら とう 
> 由 た! 来 ーッ < で イン クン あり (る フラ シン の 
34. か 時 0 昌世 の 前 な り 。 面 し て 来世 の Po YYITOING 
訓 は 胃 に ( 注 14) 彼 等 之 を 知ら ば 。 を レッ 9 ン 。/ 1 
ゆら っ を 
だ だ 沙 一 項 - 
35. 義 し き 者 に は 、 必 ず 主 と 御 一 緒 で きる 至福 の Aa と る うつ を て AE 61 
の 園 あり 。 
36. われ ら 帰 依 者 を 通す る こと 、 罪 人 を 過す る oo 033| 
如く ある で きか ? 
で テッ リタ ン ン と ンー し 
37. 如何 が し た ? 湊 等 まう 判断 する や ? ら oeA2 So 
38. お 前 た ち 学ぶ べき 経典 を 有 し 、 
39. を の 中 で お 前 た ち が 選 ぶ も の を 必ず 獲 ら れ GO ASY 8 和 る 
る の か ? 


40. それ と も お 前 だ もち 、 復 活 の 日 まで われ ら を アン ウー に の レレ レト ノイ ン ウン フッ クタ クン 
うり! の 1T 143 じ Es らい 1 
拘束 する 徐 約 を われ ら か ら 手 に 入れ た と で CO ル AA も 0 こっ 0 

9 り アー ア . 
も 5 いう か 、 自 分 が 欲す る も の は 必ず すべ て CLAY 


人 620 の PP 


これ 

ノレ 2 ュー 1 内 と r に と 1 。 ポ 計 る ! 還 デア ゥ の 2 
41. 役 等 に 問 を 、 彼 等 の うち も 之 を 保証 する は 諦 3 2 (し 

な る か 、 と 。 2 ン 
42. それ と も 彼 等 は 、 神 に 仲間 が ある と いう な ンー っ っ クン ちる レレ ジ 区 2 

」 の 6 うり ゅ し | 
ら 、 そ の 仲 削 を 提示 せよ 、 を その 言葉 が 夏実 < ンタ 
な る 証拠 に 。 ⑥ 〇 JCo 


oy 


43、 実 が 露 に な る 日 、 設 寺 は 基 誤 半 伏 せま と 中 PAIEU ら 838 じ の 2 233 
敵 求 め ら れる も 、 5 0 22 
の つら ター 


を し 得 ざ る で し 。( 注 16) 
注 14 遅かれ 早 か 和 れ 大 前 が この 搾取 省 に 下り 、 他 者 か ら そ の 労働 に よる 果実 を 符 うと いう 役人 等 の 計略 は 、 そ 


の 邪 超 な 日 的 を 達成 し な い 。 

注 15 。 当 節 は 不信 心 者 に 次 の 事 を 尋ね る 。 人 彼 等 は 望み 通り の 生き 方 の 選択 が 許さ きれ 、 し か も その 宮 葉 の 結果 
か ら 逃 れ ら れる と 、 い ずれ か の 啓示 書 に 認め られ て いる の か ? ある い は 、 彼 等 は 揃っ て 茂 き の 日 まで 、 望 み 
の 物 全 て を 手 に 入れ 、 望 む 事 を 全て 為 し 、 し か も その 行為 の 結果 に 苦し む 事 も 無い と 神 か ら 約束 され て いる の 
か ? 


ー@84 一 


交 ッ バイ ギ 八 ia 





アデル ・ ク アァ アラ ム 


44 . 彼 等 は その 日 を 伏せ 屈辱 が 役 等 を 頂 わ ん S? クッ アン みる っ タタ クゥ ッ プ 2 の タ ラン ッッ クレ 、 
9 に の 『 9 9 ちっ 6 の の し 14 る 2 ほ 
を は 役 等 が 無事 な る 時 叩 頭 平伏 を 要求 め ら の 82 フク 2 
ミン - さ 上 ケチ ・ は の 5 の 6 ニー 2 グッ 2 タカ の イン ッ プ 2 の 
れ し か et 征 わ さ り し か カ 下 な 3 ⑨ の yo あう っ 1 持っ 
45. さき 衝 ば 、 わ れ ら の 言葉 を 拒否 する 者 ども お る シッ タク 5 。 2 スィ っ マイ プッ ン ルン うう スン 
2 づり に Lo と 2 の つい に yo 3 (うい 
ば 、 わ れ に 委ね よ 。 彼 等 の わか ら ぎ る と こ ジョ スン eS ら 230 わ 93 
ia * に タテ FE ココ ュー ュー ハー しさ し エナ メイ だ うみ 。 な 
の 9 ら 、 わ れ ら は 役 等 を 減 亡 に 近づけ ん 。 ⑨ 〇 wtb ざ らら 2 
( 注 17) 
46. われ は 彼 等 に 当分 獲 予 を 与 を ん 、 わ が 計画 AZ ? IM 人 2 タイ 1 ラ エ ン 
CNA2 (か 1 | 
の 確か き 故 に 。 ンー ン ピ 
47. 液 、 を の 負担 に 役 等 が 打ち ひし が れる 程 の ペン 6 2 の 2 228 25 
ト に テ * = (ゆみ を こ ク は こ 。 Al 
補 酬 を 役 等 に 求め ゆる か ? @ 
48. それ と も 5 も 、 役 等 不可 視 な る 世界 の 知識 を 持 と メオ ン 生 まん 222 モ トラ 2 人 1 
う ュ ムン 5) いこ Ag 1 
つが 故に 、 そ れ を 記録 し 得る か ? トク 
2 が Y な 2 本 エエ ーー の ナル ヶ ン っ と イア 2 は 
49. され ば 液 妃 周 し て 、 王 の 命 が 成 就き れる を Gb うら 
待て 。 深 い 甘 し み の 余 り 主 を 叫べ る 魚の 人 2 0 ま 
ンー っ う 1 
の 如く な る な か ぬれ 。 @2 直 る 253g 志 
50、 も し 主 の 恩 思 が あの 者 に 達せ ざり せ ば 、 あ 。 ン 2 件 スー タン る 人 タ し 。 と レッ ン ン と 
GE の の 省 に 填 則 引 AA 3 は 54 の の 3 
の 者 は その 民 に 罪 を 質 わ きれ 、 不 所 の 荒野 [ 
こう 自 9 みう ウッ ンー と タ クン 
に 追放 きれ た だり ( 注 18) の 2yeuue 99 9 
% れ ど キキ 吉 を 選び て 、 生 し の 5 とい ンー ルイ 人 ンカ ュ ン っ 
51 . され と 、 主 は あの 者 を 選び て 、 著 し き 人 の ⑥ ら ea)152 25 る おう 3 CSAK 
中 に 加え だ り 。 
と ンー ーー 
い ヽ 往 相 ュ 才 ど き 叶 ミ 『 し 3 拓 9 グッ 5 2 2 8 9 ゥ タン ン ン > 、 ンス す 。 
52 不信 心 者 ども は 訓 成 を 聞く だ びに 、 も の 深 OM OAI 
い 行 相 で 流 を 人 過 い 払 う 。( 注 19) 面 し て 云 Ro 2 
に プル エト ea き 2 ブウ r」 人 ロ そる 
う 、「 役 は 確か に 狂人 な り 」 と 。 ⑨ い 〇 ゅ Suy CO YKAI ド 全う い 
53、 否 、 こ の 訓 戒 こ を 、 世 界 中 の 人 々 の 節 義 の 1 の と よる (< 
ょ り ど ころ な り 。 ルン フン ぅ 93124 じ 3 
注 16 当 節 は 、 復 活 の 日 の 上 厳し き に 触れ 、 又 、 全 て の 神秘 の ベー ル を は が し 、 裁 き の 日 の 秘密 を 明る み に 出 
し て いる 。 27 吾 48 節 も 参照 の 事 。 
注 17 神 の 呈 は 徐々 に 不信 者 に 下 き れる 人 為 、 彼 等 に は 、 ク ルアー ン の お 告げ を 受け 入れ る 事 で 悔い 改め る 繁 
会 が 数 多く ある 。 
潤 : 18 当 節 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の ひ メ ディ ナ へ の ヒジ ラ (移住 ) を 世 み に 暗示 し て いる 。 
注 19 不信 選者 は 、 能 力 の 無い 基 を 畜 し て その 使命 を 放 茶 きせ る の で は な いか と 、 モ ハッ マ ド 地 言 着 に 厳し 


い 見 方 を する が 、 モ ハッ マ ド 預 詩 者 に は 伝え る べき 神 の お 告げ が あり 、 彼 等 に おびえ る こと は な く 、 


だ て ら 


れ だ り 、 買 収 き れ だ り し て 、 そ の 様 な 圧力 戦術 に 刷 す る こと は 有り 5 得 な いこ と だ 。 


OO 


命 









の RU 1 





用 然 の 連 


アル ・ ハ ー ク ア 
(メッ カカ 啓示 ) 


1 慈悲 深く 、 恵 み 思 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 人 の | 
て 
0 5 る テン ィ 2 
2. 必然 の 運命 。( 注 1) の 45u( 
3. 必然 の 運命 と は 何ぞ や ? @ ら 33( プ 1(< 
4. 必然 の 連合 の 何たる か を 光 に 知ら し め る も eo33c41 じ あじ 3 
の は 何 か ? 
ゞ ヽ 1 さ EE 斉 此 全 の ルナ ル 2 アデ 攻 
5. サム ー ド 並び に アー ド の 手合 い は 、 突 然 純 ②22 IE 3932 
2 災難 を 虚偽 な り と せり 5。 
タリ か ご ME ぱ 生 1 et の る アア 丘 メ ア ルン ンプ 
6 . 5 ド は 値 烈 な 突風 に より 減 ぼ き 26 3 
7.、 アー ド も また 荒れ 狂う 怒 風 に より 減 ぼ きれ Ao と る > る RW 1 
剛 6⑥ASE Co の っ 9 し 
8 . 主 は 七夜 日 絶 を まな く 役 等 に 吹き つけ 給 クマ ediNger1 と 導い 
えば 、 彼 等 は 愉 も 倒れ た 徐 格 子 樹 の 如く 地 前 
に 倒れ た り 。 Eo の Co3220( し る ちら る 
MO 
9. 液 見 得る や 、 何 か 彼 等 の 遺物 を ? の 55C2 SU 


10) . 9 2 20 8 OAI 4 の 2 の 人 所 に る 


た り 。 





注 1 既定 の 避け られ な い 事 柄 。 必 ず や 起こ る 不幸 。 不 信心 者 の 最終 的 打倒 。 
注 2 当 人 節 は ノア の 大 港 水 に 触れ て いる 。 


注 3 モハ ッ マ ド 預 言 者 の メッ カ へ の 進軍 は 素早 て か つ 突 然 で あっ た 為 、 メ ッ カ 人 達 は 完全 に 意表 を 突 か れ 
だ 。 そ れ は 、 い わ ば 、 彼 等 に と 0 青 天 の 句 釧 で あっ た 。 当 人 節 は 又 、 復 活 の 日 に も 当て は まる 様 だ 。 そ の 日 、 ら っ 
ば が 坦 り ひび て と 共に 、 正 し き 者 ・ 悪 し き 者 双方 は 、 神 の 偉大 な る 裁判 席 の 前 に 、 自 ら の 行為 の 申し 開き を す 
る た め 立 た ね ば な ら な いで あろ う 。 
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11. 役 等 は 王 の 使徒 に 従わ ざれ ば 、 主 は 彼 等 を K る クン ウッ の cf 3 
厳し く 租 ら し ゅ た 5 oO425408 STGK も ら 人 
12。 に 洪水 が 起り し 時 、 われ ら が お 前 だ ちや を の 0 [「 アプ の み ア 
' 4 と 多 1 
に 乗せ だ る は 、 ( 注 2) ut& NOB 
ま 
13. 之 を 以 て ぉ 前 た ち へ の 訓 坊 と な し 、 ま た 留 Js ScS) 
意 す る 耳 に 広 を 記憶 せしめ ゅ ん が た め な } Se 2 
き 。 
ちっ 2 を < の の ラッ ん ょ < 
14. 遇 玉 ひ と た び 鳴 り ひ びき 、( 注 3) @5og5 4 っ 2913 で の 15 
こい と か の ッッ る る ん ぁ ク タレ レッ 2 アッ アデ 6 
15. 大 地 と 山々 は 隆起 し 、( 注 4) 面 し て 栓 々 に 85028 の 4S 
砕 か れる 時 、 
。 と る る プッ アム 
16. その 日 こそ 一大事 が 起 る べし 。 CCPIC Sm55 ひ の s 
世 い じ や て プロ 
17. その 日 天 は 胸 細 と な り 、 ば ら ば ら 6 に 割れ GA5 い っ ( Ao ( 人 0 に る J1 に 31 る 
ん 。 
- ま し か 2458G アプ と の 』 ヴ ラッ 
18. 天使 た も は 天 の 境 に 立た ん 。 面 し て その 日 、 0 仙人 の し い UW1E 
の 玉座 を 頭上 に 捧げ まつ る は 人 導 天 使 な の 
b 。 の の タ み 20 
19. その 日 お 前 た ち は 、 神 の 御前 に 出 で 拝 語 き 人 は の て クッ の 
せら れん 。 その 時 隠し 得る $ の は 、 一 つも タク そう の yo の 2 の 8 
な か る で し 。( 注 5) 
時 か 人 時 た リク み 。 み いら ツ 
20. その 時 、 己 が 記録 を を の 右手 に 波 き れる 者 dBoot30G2loo6 
は 、 ( 注 6) 云 わん 、「 来 た り て 、 我 が 記録 
を 読め 。 4 の 
21. げに 我 は 、 必 ず 我 が 清算 に 満足 させ られ ん が cy あび る 3 ああ 
と 信じ た り 」 と 。 6 上 1 
22 アク 
22.、 され ば 役 は 楽し い 生 活 を すご きん 、 @%s5 の P 
23. 高尚 な 楽園 の 中 で 。 12102 4 ゃ ッッ 
3. 高 周 な 楽園 の 中 て @IE る 
守 - 4 アラ ビデ 全土 は 大 き 〈 揺 れ 凍 い に て いた だ 。 ア ラグ の 人 交 族 階級 の 指導 者 達 や 一 般 民 玄 は 、 イ スラ ム 教 の 視 
了 、 及 び イ スラ ム 教 が 役 等 の 生活 に も た らし た 激しい 変化 に 強い 衝撃 を 感じ た 。「 大 地 」 は 民 溢 を 山々 ] は 人 
の 指導 者 を 、 そ れ ぞ れ 指 す 。 
5 本文 の 文字 通り の 意味 以外 に 、 メ ッ カ 陥落 の 日 に 、 偶 像 近 皇 信仰 の 偽り 及び メッ カ 人 の 行状 が 完全 に 


外 か れる と 人 0 て いる 。 


6 


「 己 が 記 銚 を その 右手 に 渡る れる 者 ] と は 、 


比 磁 で ある 。 


0 


アル ャ ハー クア 


試練 を 無事 く で り 抜 ける 首 と いう 味 の 、 ク ル ア デー ン の 
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24 . 


25 . 


2 . 


ト つ 
| 


26 . 


2 


S0 . 


9: 


0 


09 . 


34 . 


95。 


96 . 


注 7 


iH: 8 


そ は 鈴なり の 果実 が た や すく 〈 手 の 届く と こ 
みな り 。 

[満悦 し て 食い 且つ 鈴 め 。 
己 が 善行 の 報い な り 」 


これ 過ぎ し 日 の 


きれ と その 左手 に 記 が 記録 を 渡る れ た 者 
は 、( 注 7 ) 云わ ん 、「 我 この 記録 を 波 き れ 
ざり せ ば ! 


. 我 が 清 算 の 如何 な る も の な る か を 知ら さき 


き ! 

死 が すべ て の 終り な り せ ば 「! ( 生 8) 
息 が 語 は つい に 役立た だ ざり き 。 

我 が 威勢 は 消 を 去り し か | と 。 


天使 た も は 命ぜ られ ん 、「 彼 を 搬 え て 給 9 


地 脆 に 投 ぜ よ 
然 る 後 上 二 尺 の 鎖 で 彼 を 縛 れ 。 ( 注 9) 
げに 彼 は 間 者 アッ ラー を 信 ぜ ず 、 
また 進ん で 貧者 を 養 わ ぎり き 


る れ ば 命日 、 彼 は ここ に 如何 を な る 友 と て な 
Sa 
「 左 手 に 己 が 記録 を 渡る きれ た 者 」 は 、 ク ル ア 
不信 心 者 は 、 全 て を 終え る に 当 だ り 、 


い の で 、 死 を 願う で あろ う 。 


9 
べら れ て 米 た 。 当 節 で は 、 
か れ た 貧 は 、 
鎖 と し て 示 る れる で あろ う 。 又 、 
人 
に 浪 牙 する 。 彼 は 肉欲 の 雪 属 か 5 ら 逃れ よう と は し な い 為 、 70 年 間 叶 楽し て 来 だ この 
の 3 なつ で 表 り SN る で お らら の 知ら ウ ご の ! 
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死後 の 生命 は 新 だ な も の で は な く 、 貴 、 
現世 に お ける 現 の 苦 
この 世 の 望 を 表し 
この 世 の 恨 み 
め て お よる を 


ー ン の 専門 用 語 で 、 試 練 に 


他 の 生 合 も 、 叉 神 の 前 で の 日 ら の 行為 の 申し 開き を 
6 
層 が 来世 で の 体罰 上 し て 表 る 和 れ て い 
この WycN 生 和 の を 取る で あろ 3。 に 
ぇ 炎 と な っ て 現れ る で あろ う 。 人 人 の 平均 命 は 
70 年 で ある 。 この 70 年 を 、 が 恋愛 須 問 題 や 志 俗 の 係わり や 肉欲 を 滴 だ す ボ 


ミー 年 を 表し 、 悪 者 は これ に より つなが れる 


AM 42 s52dco427S42 の 5 
@ 和 らら) 5123 


@ を に Ci 
6<ca(Syc3VS 和 や 
@49 じ AZ 半 1 し 
6 ES 


サタ ん タン 2 の か 


9 
ツ の っ の 21 
GND GRCG5 ル し し 5 


eb At し の SYS 85 
ACE C 只 め る 
の 5 っ Z アル アン トル 6 〆 ぅ て 

②⑤ ろ ん と じ 4 23208 っ 


呆 え られ な い 痢 を 示す 。 
SO IN 


クル アー ン に 課 り 返し 述 
。 例 を えば 、 導 の 回 り に 巻 

現世 の 恋愛 問題 も 足 
、 幼 児 期 ・ 老 齢 


一 連 の 和 肉 欧 は 、 来 世に 70 尽 
で あろ る ろう 。 


補導 十 九 難 アル ・ メッ ーー 
P」 1 1 み ョ 2^ 二 AA 
⑯ ンー ン コ ぴ ン 全 を) うぅ 
と > の 3 アイ っ 
SYOD ル ウ で 





9 が 水 を 淫 ぜ た 乳 の 外 に 食物 も な く 
38. 之 を 食す る は た だ 罪人 の み | と 
弟 二 項 


ノ ふ 
39. われ は お 前 た ちの 目 に 見 える も の すべ て に リラ 5 タ 9 。 1 の ラタン ン 
〇 いも 
か け て 百 う 、 ⑨O2cee oe っ 1 9 
40. まだ お 前 た ちの 目 に 見 えん ね も の すべ て に か の OSS し る 
け て 。 ( 注 10) 
41. そ は 実に 両 資 な る 使徒 に よっ て も だ た らき され 2 ダン 紀和 
た 言葉 な り 。 6 
42. そ は 詩人 人 の 言葉 に 非 ず 、 され ど お 前 た ち は テン ッ 22 2 SS し 和合 り 2 
ほとん それ を 信 ゼ ぜ ず 。 の っ め の 
43. そ は 占い 師 の 言葉 に ぉ 非 ず 。 る れ ど お 前 た 本 AE Z 
25 
ち は ほ と ん ど それ を 注意 せ ず 。 es ウン 
44. を は 万 物 の 主 よ り の 啓示 な り 。 SBMNeeSuikM 
5. も し 使徒 が われ ら に 関し て 虚偽 の 言 を 弄 し ET SS に 45? 
45 や し 使徒 う こ 関 且 1 寺 人 人 83 の 3 の りう 
たり と すれ ば 、 0 
46. われ ら は 必ず 使徒 の 右手 を 捕え 、 ego し ACE w 
し か けい どう みや _ 問 に アン ン キ 4 
47. 耐 し て を の 頸 動 暫 を 切断 せん 。 の DSOI4ESLAI 
上 NAM 2 2 の 2 の ょ の の Pe/ 
彼 を 守り 得 ぎ る べし ( 注 11) の 5s> を cuelo み 5e し 5 
49.、 げ に を は 義 し き 人 々 へ の 訓 戒 な り 。 33 
50. われ 6 ら は 知る な り 、 お 前 だ た ちの うち われ ら UE 
の 神 兆 を 拒否 する 者 ある こと を 。 ot すい WI GII 
1. げに を は 不信 心 者 ども の 梅 恨 の 因 た る レー イ 53 
0 人 2 1 
1 2 アーン の アデ 
52. げに そ は 完全 無欠 な る 真理 な り 。 @ca21 5) 
ば 平 尊 者 た る 液 の 王 御 多 讃え ゥ ン の プン 
53 io 6 Gi* UL も 
年 10 = 志和 近 で 作る の を 草 陽 で する 入 。 つ まり - 物 そ の 折 独 かち れ た 生生 お 折 の 本 な 


事実 。 すなわち 、 ク ルアー ン の 提 の 由来 を 確証 する も の と し て 、39 と 40 節 に 述べ られ だ 人 間 の 理性 と 分 別 。 モ 


ハッ マ ド 預 言 者 の 時 代 に 不信 心 者 が その 日 で 確か め た 神 の し る し と 、 
る 木 米 に つい て の 預言 は 、 クル アー ン が 、 
いう 、 反 褒 の 余地 の 箇 い 主張 と な っ て いる 。 当 人 節 は この 事 を 示し て いる と も 


未だ 成就 を 待ち も 受け る イス ラム 教 の 交 け 


宰 が 神 の 高潔 な 預言 者 モハ ッ マ ド に 表し た 神 御 自 身 の 世 界 で ある と 


言え を る 。 当 節 が 取り 9 上 げ て いる の 


は 、 人 生 の 過 杉 な 事実 で あり 、 詩 人 の 甘い 夢 で も な けれ ば 、 占 い 師 の 開 の 徒 個 で も な い 。 
も し モハ ッ マ ド 和 預言 者 が 偽り の 提 造 者 で あれ ば 、 偽 り の 預言 者 が た どる 運命 迎 り に 、 神 の 力強い 腕 が 


注 : 11 
彼 の 喉 を 捕え 、 
三節 は 王 張 する 。 当 節 の この 言葉 は 、 


彼 は 必ず や 苦し み 抜 いて 死に 到 5、 


役 の 業 及 び 使 命 は 全て 誠 壊 する は ず で ある 、 
細 書 の 申 命 記 18 : 20 を 、 そ の まま 再現 し た も の の 様 で ある 。 


0 りー 


と 当 節 及び 前 


と う 
和合: 才 4 





アル ・ マ アー リ ジ 


半 。 ッ カ r ロト ) 
ちあ まね な な アデ W う デ U 
1. 慈悲 梁 く 、 上 恵み 暫 、 く アッ ラー の 御名 に お い ここ トチ 1 克 
波 - 
2. 民 ね る 者 あり て 、( 注 1) 降 りか か る 天 員 に 9eB godEdC 
SLeT 問う 。 
ほ は 全 1 員 の | s 名 アッ ュ プ ン ? 
3. 不信 心 者 ども $ の 身 に 。 そ は 何人 も 足 避 す る の ウ SO 2 
能 わ ず 。 
と うし よう イー く マイン ・ 
4. 天 前 は 登 邊 の 主 ア ッ ラ ー よ り 出 づ 。( 注 2) の 


5. 嘱 天 使 並び に 聖 半 は 、 こ の 世 の 五 高 年 に 相 〇 いそ っ 2 の 8 と 1 2 > 
当 す る -- 日 で 、( 注 3) 二 の 許 へ 傘 り 行く 。 の ッ とう 
OPCi 陸 1 の し と ス る の lu 


6. され ば 溢 、 立 派 な 忍耐 を も っ て 忍耐 せよ 。 o 移 cet 
7. 邊 等 は 天久 を 反 遠 と 見 な す が 、 ⑧19 OS 22 の) 
8. われ ら は 光 を 近 し と 見 る 。 の 3455 
9 り . 蒼 容 が 溶鋼 の 如く な る 4 日 、 6 と (PT 2 
10. 山々 が 壮 毛 の 如く 飛び 散る 日 、 ( 注 4) Aukieseh 
11. 親しい 友 と て 友 の 安 否 を 問わ ざる べし 、 こさ ら り 5 


者 が 用 いて い 3 の 詳 は 特定 の 人 物 に 当て は め る 必要 は な て 、 不 信心 者 全て を 指す と 考 た られ る 。 る 
れ は 、 彼 等 が 、 そ の 身 に 下る ふれ る 拓 し い 出 を 減じ むる 様 、 繰 り 返 し モハ ッ マ ド 括 言 者 に 求め ゆたか ら 6 で ある (8 : 
33、21! 39、27 1 72、32 29、34 1: 30、36 : 49、67 : 26)。 

注 2 神 は 信者 に 高い 地位 を 授け られ る 。 

注 3 当 人 は 、 神 の 御 計 画 が 成就 きれ る に は 、 何 千年 と いう 月 H が か か る 、 と 示し て いる 。 あ る い は 、 特 に 
大 き な 変 化 が 起き る と 定め られ た 、 五 力 年 と いう 一 定 の 周期 を 指す と も 言え る 。 それ は 、 神 の 預言 が 成就 きれ 
る の に 一 定 の 期間 を 要する か ら で あ る 

注 4 原 示 類 が 人 存在 する 現代 は 、 羊 毛 の 様 に 山 が 吹き 飛ぶ 事 は 大 い に 有 り 5 得る 。 
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~ 難 メ アム > 上 | ヤヤ ン ? ン > る ン ン 902 
12. た とい 8 We つつ タタ JA る > 3 2 の 
省 は 、 此 の 日 の 罰 を 免れ ん が た め に 、 己 が 


] 


子 を 、 テー 
13. 己 が 妻 を 、 己 が 兄弟 を 、 @ ら As な いら う 
14、 旗 談 し て くれ だ 親戚 も 、 @ 和 おく 4 に に 3 う 
15. 更に 地上 の 人 間 す べ て を 開 出 し て 賊 わん と が 5 の は の っ 

人 鈴 す 、 も し それ で 己 れ を 救い 得 な ば 。 ( 注 5) 
16. されど E わ ず 。 に 地獄 の 笑 は 、 @ 沿 あり 「 
17. 体 の 末端 の 皮 ま で 制 ぎ と る な り 。 る ei 科 
18. 地獄 の 突 は 、 背 を 見 せ て 背 き た り し 者 を 呼 2 ク 152002 に 

ぶ べ し 、 ーー 
19. 富 を 貯え 之 を 出し 渋る 者 を 。 ーー @ あ 36 と Sy 
20、 人 間 は 性 急 且 っ 欲張り に 創 ら れ た り 。( 注 6) @%ie Ge GS ゆあ 
21. 災難 に 見 妊 わ れれ ば 嘆き 悲し み 、 2 SENAC2 仙 | 
22. その 身 が 幸せ に な れ ば 人 は 昔 普 と る 。 oo1422113 
23. されど 礼 拝 す る 人 々 は 然 ら ず 、 @ ら oo 
24. すなわち 常に 礼拝 を 遵守 し 、 の % の も 2 2 の 
25. 正当 と 認め られ た る 己 が 財産 すら 、( 注 7) 253 5 ああ 318 30 9 
26. と い 求め る 者 並び に 差 『 て と わざ る 者 の た Cr KO 


め に 施す 者 は 


注 5 これ 等 の 節 に 描か れ た 玉 き の H の 描写 の 、 何 と すき まじ い 事 で あろ うか 。 人 は 北 辛 に 直面 し た 時 、 5 
し そう する 此 で 0 る な ら 、 全 て を や を 、 そ し て 最愛 の 肉親 を すら 切り 捨て る 覚悟 が ある 。 

iE5 人間 と は 、 本 来 、 妃 醒 に 欠け 、 鉄 了 い も の で ある 。 [性急] の この 意味 に 関し て は 、21 : 38、30 : 55 を 
参照 の 事 。 

注 7 字 宙 の 万 物 は 全 人 類 の 共有 財産 で あり 、 誰 もそ の 絶対 の 所 有 権 を 授け られ て は いな い 。 貧し き 者 は 、 
権利 と し て 、 庫 め る 者 の 鞭 の 分 け 前 を 与 を られ る 。 
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第 上 十 意 


27. また 審判 の 日 を 周 く 信 じ て 攻 わ ず 、( 注 8) 

28. 主 の 懲 入 を 恐れ る 者 一 

29. げに 何人 も 主 の 懲 同 を 免れ て 安全 無事 な る 
者 な し 一 

30. 貞 潔 を 守る 者 一 

31. 介し 系 並 びに その 右手 の 所 有する 者 と 倍 な 
る 場合 は 罪 な し 

32 され どこ れ を 越え て 求め る 者 は 、 罪 人 な 5 

33、 ま た 信託 や 約束 に 民 重 な る 者 一 

34. 証言 に 際 し て は 正しく する 者 、 

35, 礼 拓 を 厳格 に 違 守 する 者 。 

36. か く の 如 き 人 々 は 栄 准 を 得 て 、 楽 園 の 中 に 
住ま ん 

第 二 頃 

37. 不信 心 者 ども が 流 の 方 へ 急ぎ 馳せ 来る は ど 
うし だ わけ か 、 

38. 右 か ら も 左 か ら も 、 き さまざま に 異な る 集団 
が ? ( 注 9) 

39. 彼 等 は 皆 訟 福 の 園 に 入る こと を 希 う か ? 

40. 断じて な し 得 ず 。 わ れ ら は 、 彼 等 が 知れ る 


注 8 


も の に て 彼 等 を 信 れ り 。 


米 世 を 真 に 信じ に ず し て 、 


二 番 目 に 重要 な イス ラム 教 の 信 爺 で ある 。 


宇 9 


当 節 及び 前 師 は 、 来 た る べき イス ラム 数 の 勝利 の 預言 を 記し て いる 。 
ィ ス ラメ 教 徒 に 加わ り だ た いと 過 い つつ 、 モ ハッ マ ド 括 言 者 の 代理 を 待ち 受け る 為 、 


アル ・ マ アー リ ジ 


うみ アッ 


@ の 1 の 2 Oo5CfO0 う 


6 925 で の う 102 2 る タ の が 


2 タン の の 2 っ w ン ン 4 
Go Ase2 ら Do! 


er 


@⑥ ら めし みのり 9C1 う 


AUGFXvAC も ます DD の 


で し レ > アミ スナ <。 
〇 〇 ウン 
ゃ レン レ 1 
(CTGLS も ゆす KNO ば 
うっ 1」 ゥ クン ァ う 2 ア っ 
@ い 了 
る -g し 深 ン ?・ 
必 る ed ruJlS 
ie 2 
こち レチン 2 と ッ ン イィ L 
の ら め 、 cx > 


@GOsb24 6035537CN10 し 3 
oO は じ 拉 144IR ジ 1 
1 作 チ の 1 
@o2A5 Gy (は ARG し 


ご フン ノン 


668ZYCECIOM る 2 


うみ 2m 時 の 


真 の 義務 感 等 あみ る う は ず が な い 。 こ の 確 信 は 、 神 の 存在 に 対す る 信仰 に 次 ぎ 、 


その 時 、 ア ラブ の 異教 徒 達 は 、 
全土 より 急ぎ 集まっ だ 。 あ 


る い は 、 モ ハッ マ ド 参 言 者 は クラ イシ ュ の 偶像 を 非 苑 す る 説教 を 止め ゆめ て は どう か と いう 、 役 に 対す る クラ イシ ジュ 


の 指導 者 の 読 い に 、 


当 節 は 触れ て いる の か も し れれ な い 。 


きる 権威 筋 に よれ ば 、 当 節 は 、 形 や 方 向 を 変 


ぇ て 、 瑞 対 着 に より モハ ッ マ ドド 預言 者 に 加え られ た 佑 険 な 攻 山 を 垣 す と 受け 止め ら れ て いる 。 
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41. 


42 . 


43. 


44 . 


45. 


注 : 10 


否 、 わ れ は 、 わ 和紀 ら か ヵ 統 べ 給 う 東西 の 主 に 
か け て 碑 う 、 


彼 等 ょ り 優 る も の を 以 て 彼 等 に 代え る こと 
を 。 面 し て 、 わ れ ら は 之 を 妨げ られ る こと 
が に ( 注 10) 


る れ ば 約束 きれ だ る その 日 が 来る まで 、 第 


等 を ひだ 話し に ふけ ら せ し め よ 。 


の 日 役 等 は 、 的 に 向っ つて 弟 迷い 合う 如く 、 
0 り 出来 る で し 、 


その 目 を 償 け 、 恥 ず か し て も 麗 れ 入っ て 
か が く の 如 き が 、 す な わ ち 役人 等 が 約束 せら 5 れ 
だ る 日 な り 。 ( 注 11) 


モハ ッ マ ド 陣 言 者 に 刃 向 う 央 達 は 、 古 い 秩 庁 が 失せ 、 


に よっ て その 地位 も と っ て 替え られ る と 言 げ られ て いる 。 


9 
完全 に 


りき 
ー ロ 


ァ ン 


2 2 の 9 フー タン ノ フリ 2 タ 2。 の 2 ン 2 アア ノレ 
の の 2480 は JJ 放 ざ 琵 


狗 33568 計 す FFCC りう 2 タン う タ の ッ ク ク 


(2 っ の て の ) り 5 
ブレラ 2 アッ 22 っ 
@GOsOe8 
2 タム ね と し の ン っ の の 2 フレ っ ラン 
Oo し ゅ OSIC2 の 免 送 2% 


ツァ ウメ 。 軸 ゅ の 
(⑤ い りら 2 ーー 


NE 2.68 の の こる 3 Es は 
アック タン 2 の 2 タテ ンク 。 。 く 
34174221 


そこ に 新 だ に よ 05 良 い 秩 地 が 生ま れ 、 他 の 人 人 々 


当 節 及び 耳 節 に は 、 メッ カ 許 後 の ク ライ シュ の 指 才 者 透 が 生々 し く 描 が れ て いる 。 その 時 、 彼 等 
気 徐 も し て モハ ッ マ ドド 打 言 者 の 所 へ や っ て 来 だ が 、 彼 等 は 目 を 伏せ 、 7 
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>oT 





あま ね みな な 1 る 1 1 
1、 慈 庄 深 く 、 恵 み 遇 く アッ ラー の 御名 に お い OL いっ こら 1 20 し っ こら 
人 
2. われ ら は ノア を その 民 に 遣わ し 、「 痢 烈 な る oeksio5to14e8BE あ ECS」 
懲 出 が 隆 る 前 に 光 の 民 を 警 め よ 」 と 命じ た の の の pj 
D の 81 GE AE ら iu 
3. ノア は 詞 え り 、「 我 が 民 よ 、 げ に 我 は お 前 た の の シン 人 、 っ っ ・ 
っ る アァ Oo の)! 
ち に 伺 わ る きれ だ る 骨 昨 な る 和 告 者 な り 。 ら が XR) は だ sd 
ST 、 ニ = すこ イィ に リー っ タッ ナオ クン タ MY 
4. お 前 た ち は ア ッ ラ ー に 仕え 、 之 を 胃 れ 、 我 @o 多 5 828513 35 もい 多 ら ! 
に 従え 。 
5. さす れ ば アッ ラー は お 前 た ちの 諸々 の 上 を 。 5 3 2 の 22 ひそ (<9 び る 5 
放し 、 定 め の 期限 まで お 前 た ち を 猫 子 せん 。 6 8 
の 9 アデ ーー 
げに アッ ラー に よっ て 定め られ た だ る 期限 NM 4 づる au 
は 、 一 度 到 来 す れ ば 、 引 延 すこ と 能 わ ず 。 
ンプ ウタ アラ ァ 
( 注 1) 前 た ち 之 を 知る こと こる 望ま し GyeAsy 
け 和 れ 」 と 
ノア は 云え り 、「 土 よ 、 我 は 昌和 夜 我 が 民 に ! ラ ュ クン と る アン 前 1 
6 . SS 「 土 よ 、 我 は 昌 夜 我 が 氏 に 喚 GS5 304 5 ら 525 31 の 5U 
び か けた り 。 「 il 
『 十 ざ ) ず sa に タレ 向う マモ * 六 は っ ーー クー で る インタ タッ レプ 
。 きれ と 喚 ば 喚 ぶ は ほど 役 等 は 我 よ り 逃 れ 志 の ちら な 上 22652 8 
る ば か りな り 。 
ヵ DS タイ ン 。 ラン ゥ サタ ゥ ンプ ヶ > 
3. 我 彼 等 を 喚 び て 、 液 が 彼 等 を 赦 き ん と 告 CA アン Yui Co 
る ご と に 、 役 等 は 己 が fre を Le 2 に HH 
且つ を の 心 を 閉じ 、( 注 2) 邪悪 に 固執 ゆ 1 ぅ っ め 9 
『 】: Pa 1 
ヽ 微 岩 イ id よ り に 了 
9. され ば 我 は 声 を 大 に し て 、 彼 等 に 公正 だ れ っ タダ ラー ョ ンー 3135 
5 と っ (3 
と 喚 び か け だ り 、 NR 
注 1 天命 が 実施 きれ る を の 時 に 至っ て は 、 全く 役人 梅 は 役 に 立 だ な い 。 
注 2  「 指 を 以 て その 耳 を 突 ぎ ]」 と いう の は 、 比 軟 で 、「 彼 等 は 神 の お 告げ に 耳 を 領 ける の を 拒ん だ ] 事 を 示 


0 の 
(メッ カ 啓 ボ ) 





す 。 役 等 は 神 の お 告げ に 対し 、 全 ( 心 を 閉じ て し まっ だ の で ある 
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ひそ か 
10. 公然 と 語 り か け だ り 密 に 説教 し た 5 し ⑨U| よん 0 ほ と スレ FT エン あたし たよ て っ マン 
I 4H 15 ーー 
( 肖 3) We うる ol は 
11. また だ 我 は 云え り 、「『 王 の 赦し を 請 い まつ れ OSE て し 2 シン 2 の ラン 。 の ァ タ ン 
8 1 い ) お ! ! 
主 は 寛大 な る 御方 な れ ば 。 od Jey 
Ps は いぜん 還 リク 。/ > ? ィ レ し we 
12、 主 は お 前 たち のだめ に 沿 然 と 雨 を 降ら せ @⑯bbuu は 4M TS 
ん 。 en2 


1 フッ ズン ン ッ っ 5 


Fa テー トー こども ら (6 > クン 29 る 
13. また お 前 た ち に 富 や 子女 に よっ て 勢力 を 増 を う Oi うり 2 9233 


14 . お 前 た ちら 何故 に 僅 大 き と 知 識 や アッ ラー よ で 22 も ン 2 タブ ュ ン クン 
I 
5 稚 ん し 所 まざる か 7? ⑯ り \ うる Si 
アッ ラー 3 導 2 と 慌 胡 に 如 前 か クイ リョ イン イン > と 
HI 2 は る まさ ざま な る 形 と 状態 に お 前 だ @D【 く 1 っ (こる \S う 


ち も を 創り 給え り 。 ( 注 4) 


16. お 前 だ たち! ょ 見 ざる か *、 アッ ラー が - 和 E 層 の 天 SS レト いい ンー デラ ッ ン タダ リー マイン ッ プ ン グン 
ぐい ゅ し 5 ご * ぅ と AS 1 
を 完全 な 調和 を 以 て 創造 せる か を エス ーッ ae ラウ アフ 


17. そこ に 月 を 据え て 明り と な し 、 太 陽 を 据え 1 ひつ.32 る 53 で 3 
て 姫 火 し な し 給え し こと を ? 5 


18. まだ アッラー は 林 の 生 ぇ る 如く 、 ぢ 前 だ レコ レゴ アン 義生 ンー アス アミ の 
デコ P 1 し ] 9 『 3 
ち を 土 より 生 ぜ し め た り 。 トン PE 
し か し か 
19. 醒 し て 再び 土 に 帰ら し め 、 然 る 後 新た に お (OS 上 は 5325 <3 と 
( | 
た ち を 生 ぜ し めん 。 536s が 、 ご < 
20. Ni ON 90 の っ 3c の スク フン アト ュ ン 
広々 は 思 げ 給え GO あめ 9Uy 3 る 人 
21. 前 た ち に その 広々 と し か た 追 を 往来 せしめ に クレ ュ と ッッ レッ の る * 3 
1 午 7 
ん が た め に 』」 に 。 CCCYEO: 
第 二 項 


+ な に 大 イマ ゥ っ ン ("2 ジミ ュ デ アー 5 を る の を る し 
シア ゲ は まだ : な えり 、 王 よ 、 彼 千 7 人 20 コ は ま y つ タ SAS13 2 5 po【 う て > US 





と の を も し 補 1 に 身 の 彼 減 を まね くば ーッ ゥ ン Sg の ゥ アァ 
か り の 者 に 従え り 。 @2C じ っ ゃ 01800559683 と 
注 3 "ノア は 、 あ ら ゆ る 手 を 尽 し て 、 一 族 の 者 が 神 の お 告げ に 耳 を 令 ける 様 試 みた 。 し か し 、 彼 等 は 皆 、 断 


癌 た し て それ を 拒ん だ 。 

注 4 祥 は 、 人 それ ぞ れ に 異な っ た 能力 を 授け られ 、 人 間 社 会 の 存続 ・ 発 展 は 、 こ の 能力 及び 体調 の 相違 に 
負っ て いる 。 神 は 、 形 ・ 状 態 の 異な る 人 々 を お 信 り に な っ た 。 又 は 、 神 は 段階 に 応 ド て 奉 や 性 質 の 異な る 人 を 
作ら れ だ た 。 こ の 事 を 当 節 は 示し て いる 。 
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L か くわ 
23. 面 し て 彼 等 は 重大 な る 策謀 を 企 だ て た り 。 @ 先 の 移 色 5 


> ーー uF TS 、 さ と る シン る レイ. イン ン も の ュ タン ョ 5 て 
24. 令 等 は に 坪 え り 、「 お 前 た ち 、 断 じ て お 前 355050595 2 535 BE, 
だ た ちの 神 を 棄て る な か れ 。 ワ ッ ド や スワ ー、 
クレス ン フ の スッ ンプ アラ タデ ア ーー ルレ ュ ロン e デ 
ヤグ ー ス や ヤ ウ ー ク や ナス ル を 棄て る な か ⑨ じ っ) 5 95 2 ら 5so 93 2 の 3 
れ 』 と 。 ( 注 5) | 


25. 和央 な され ば 悪 9UOMBD ら あす 356 る LLS1G82 
人 ども に は 、 迷 誤 以外 に 何 も 加 え 給 う な か 


れ 」 と ie (の 動 べ 
26. 彼 寺 は その 数 々 の 罪 @ え に 清 死 さき せら れ 、 91 4 は 生 す を て 
1 8 
次 い で 業火! に 投 富 られ だ り 。 曽 し て 彼 人 等 は 、 9 る 2585EI bbS1t6G52 (も 
ゲッ ラー 以外 に 如何 な る 救援 者 も 見 つけ ぎ 515 ば っ タグ 
りき 。 
27. の た (は 2 り 、 | 主 よ 、 地上 に 一 人 の 不信 ( ee5 の ヶ ヵ し オア デン 
こ し ゅ 
攻 ぉ 残し 給 う な 。 の の の づ の の とめ の 、) ) 9 
@563 


28. も し 残さ ば 、 彼 等 は 必ず 流 の 僕 等 を パ ゎ し ASY 6531.351 

め 、 た だ 央 人 と 不信 心 者 の み を 産ま ん 。 _ 
CYSE 

29. 主 よ 、 我 を 赦し 給 い 、 我 が 父 母 を 毅 し 給 い 、 3 クジ (R の ら の 9 2 の あり 

信者 上 し て 我が家 に 入る 者 を 落し 給 い 、 男 。。 

女 の 別 な くす べ て の 信者 を 。 面 し て 悪人 ぼ ど る @ 

6 た は 破滅 以外 に 何 も 加 え 給 うな か れ 」 と 。 

( 注 6) 


注 5 ぃ いずれ も アラ ブ の 信 像 神 。 


生 6 神 の 頂 言 者 は 、 人 の 擬 し き に 満ち て いる 。 ノ ア の 所 り は 、 彼 に 対す る 抵抗 が 続き 、 一 旋 の 者 を 正義 へ 
央 こう と する 彼 の 努力 が 全て 低 に 帰し 、 彼 に 従う 者 が 増え る 可能 性 は 無く 、 彼 に 刃 向う 者 が 彼 や その 弟子 達 を 
苦し ゆめ RE の 0 3 0008 
量 も 杏 息 み 深 いじ 和信 が 、 一 族 の 者 の 不利 に な る 祈り を 強い られ だ の で ある 。 同じ 状況 の 下 で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 
の 、 そ の 対抗 者 に 対す る 態度 は 、 非 常に 対照 約 で ある 。 オ ハ ド の 戦い で 、 彼 は 二 本 の 歯 を 折り 、 大 怪我 を し 、 

量 に 出 頂 し だ が 、 そ の 時 彼 の 日 を 突い て 出 た 言葉 は 次 の 様 で あっ た 。 「 罪 5 無い 預言 者 を 傷付け 、 を の 顔面 を 
血 ど だ どら け に し だ た 人々 を 、 し か し 彼 は 神 の も と へ 呼び 窒 せ る 。 鳴 々 、 如 何 に すれ ば 彼 等 は 政 わ れる の だ ろう か 。 
神 よ 、 我 民 を 救い 賜 え 。 彼 等 は 為す べき 市 を 知ら な い の で す 。 | 


が 


096 一 


注 1 


注 2 
い は 役人 等 の 影響 を 受 


潤 : 3 





あま ね 


慈 奈 深 恵み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 


2 に ィ に ビュ 


Se 1 


時 
・ 万 え 、 析 は か が く の 如 啓示 され た り 。 一 笑 
の 妖 圭 た ち が ( 注 1 ) 耳 を 均 て て 聴き 入り 、 

か が かく 云え り 、『 等 が 瑞 け る $ も の は 、 和 党 く で 

き ク ルアー ン な り 5。 
と は 赴き 追 に 導 く も の な り 。 され ば 我 箋 は 
それ を 信じ 、 何 者 を も 我 等 が 主 に 配 せ ぎる 
( 注 2) 

、 我 等 は 信 ず 、 深 高 な る 二 の 御 稼 尻 よ 。 主 は 
美 も な けれ ば 、 子 も な し 

. 我 等 の 中 の 愚か な 者 は 、 
常々 途方 も な い 嘘 を 雲 し 
事実 な り 。 

. 我 等 は 、 一 般 庶民 と 妖 吉 は アッ ラー に つい 
て 決し て 貴 を 云う まい と 思い た りき 。 


ナッ アー に ビ だ つい て 、 


、 礁 か に 、 庶 民 の 中 に は は 、( 注 3 ) 妖 起 の 牙 る 
者 た ち に 常々 底 護 を 求め 、 之 が た め に 妖 需 
だ ち に その 人 短 慢 さる を 助長 せしめ た だ たり 。 


46 章 30 節 参照 。 
この 言葉 は 、 ナ スイ ィ イー ビー ン の ユダ ヤー 族 を 指し て い 


は 大間 以 外 の も の で は な い 、 
し 、 イ ンス は 、 


る 様 だ 。 彼 等 は アラ グ 人 で は な 

「 ジ ン 」 と 呼ば れ た 異邦 人 で あっ た だ 。 当 節 の 出来 事 は 、40 : 30 一 33 に 述べ られ た 事 と 異な る 様 に : 
の 一群 の 選 良 た ち 」 の 言葉 と 、46 : 30 一 33 の | 選 和 良 た ち 」 の 言葉 が 、 
30 一 33 に 言及 し だ も の と 取る 向き も ある 。 
| 一群 の 選 良 だ た ち 」 は 、 ユ ニテ リア ン 派 の キリ スト 郁 徒 か 、 
け て いる 莉 、 更 に は キリ スト 教 に 詳し い 者 。 当 節 か ら 
リ ジ ャ ー ル ( 席 民 ) とい う 語 は 人 間 に 関 し て の み 使 われ る の で 、 当 節 及 び 46 立 の | 一群 の 選 良 た ち 」 


と 当 節 は 示し て いる 。 此 所 に ある アラ ビア 
前 者 に 従い その 保護 を 求め る 事 で 慢心 を 深め る 低い 位 の 卑しい 者 を 表し て いる 。 


の っ los の し っ 


テッ の プア アプ る > ? ア ァ ン 2 タダ ? の 


25 で IE の 届 
ol% MLSAWH 


9 


うお お 93 も 26 の Gu8 


の ファ 
も そる 
1 し アア エー。 

1 アビ デー 


@Ub45(23 多 に Oz 5 4515 


@52 AA CAs< 5 6V 515 


b 


PICO 
OM 
デー の っ の プア どの ン ン 


5O3 弥 291220 し 6g4S15 
の は 453368 ら 20 っ 2 


AA しら a12 


ad 


JE。 





く 、 他 人 人 と いう 意味 の 語 
思え る が 、 当 


一 見 し た 所 伏 て に る の で 、 当 節 は 46 : 


彼 等 と 結び 付き の 深い ユダ ヤ 教 徒 、 あ る 
、 こ 和 れ 等 の 事 が 推察 きれ る 。 


語 の ジン は 、 地 位 が 高く 有力 な 者 を 指 


ーー 


ME EE 


に 4 
還 


ッ レ * 


8 . 彼 等 は 、 お 前 た ち が 考 ん る 如く 、 ア ッ ラ ー 1 クィ 完 イン ッッ イヤ イィ クッ ン ョ ント ン エイ 
G5 1。> ロビ 2『 ゃ し a 
は 如何 な る 使徒 $ 叶 らし むる こと な し と ょ た 思 (Oc の 2 う 
えり 。( 注 4) 
9、 我 等 は 天上 に 達せ ん と 謀る 。 さ れ ど 、 強 カカ (kc252 の 42CSC づ 5 
な 護衛 と 流 生 が 天 に 満 つ る を 見 だ り 。( 注 5) クタ 5 と ク ュ 
〇 85 3 1Ogu 


10 各 等 は 盗み 聴き する た め に 、 天 上 の 席 に 生 89.3 記 02GO AS の 5 
する を 香 と せり 。 され ど 盗 み 聡 きす る 者 は 


*、( 注 6) 役 を 待ち 構え る 流 生 ある を 見 ん 。 @louoyE(43 90 る Go 
11. され ば 、 主 が 地上 の 者 ども に 笑い を 加え ん ュ ッ ンス の っ 
oyi9 62265 の Yi3 
と する の か 、 それ と も 商 導 を 聞 けん と する 2 Ri 計 線 し 6 
の か 、 我 等 は 之 を 知ら ぎる な り 。 OO の みる 


だ か デン うな テー 

12. 我 等 の 中 に は 義 し き 者 あり 、 ま た 猿 ら ざる MACGIEYGDAL チ の 〇 ae 

者 あり 、 す な わ ち それ ぞ れ 別れ て 條 っ た 道 有 
を 赤 ず 。 ⑤bo8 


の し の ルン ン 
13. 我 等 は 、 地 上 に いて 、 ア ッ ラ ー の 計画 を IE PIE 
失 肥 きせ る こよ 能 能 わ ず 、 ま だ アッ ラー より II 
た ・ エッ ラン 
逃避 する こと 能 わ ざる を 知る 。 @ ら 2 


14. きれ ば 我 等 は 、 徐 導 の 呼び か け を 聴く や 、  ( つ 2 NM 
之 を 信 じ だ た り 。 主 を 信ずる 者 は 、 損 失 の 心 


ツリ AT く [ ク 3 うろ 時 テ 
配 な く 、 他人 1 - 不 当 に 通せ られ る こと も な の は 25^ 3 88 る 
し 

15. 我 等 の 中 に は 、 神 に 帰依 する 者 ちあ れ ば 、 LIL 2E HLTOH MA MCIIET。 | 
正道 か ら 逸脱 せ る 者 も あり | と 。 面 し て 神 1 
に 帰依 する 者 、 を は 正しい 道 を も とめる 者 @ Sob5 GU 
な り 。 


注 : 4 ユダ や ヤ 人 は 、 後 に 続く 神 の 使徒 が また 現れ な い 、 岳 言 者 ヨセフ の 時 代 に 、 既に 信仰 を 捨て 去っ た (40 
35) 。 
注 5 [天上 に 達せ ん ] と は 、「 未 知 の 秘密 を 喚 ぎ 取ら ろう と する | を 意味 する 。 押 の 使徒 が この 世に 胡 に 現れ 
よう と する 時 、 年 の 異常 な 動き が 起き る 。 当 餅 に 述べ られ て いる の は 、 こ の 子 期 せ 只 自然 現象 で ある 。 
注 6 神 の 使徒 が 現れ る 前 に 超自然 現象 を や 子 告 す る 者 は 、 そ の いか が わし い 技 で 未知 の 神秘 に 近付け る ふり 
を し 、 そ の 巧み な 詐欺 の 術 を 使っ て 、 氏 徐 を だ まそ うと し 、 彼 等 の 単純 うき に うま くく 付け 入る 。 し か し 神 の 使者 
が 遇 現す れ ば 、 彼 等 の うそ は 茜 か 和 れ 、 そ の 未知 に 対す る 偽り 9 の 知識 は 、 占 星 術 の 上 辺 だ け の 不 完全 な も の に 骨 
ぎ な いと 閉 躍 きれ る 。「 今 ] と いう 語 は 、 此 所 で は 特に モハ ッ マ ド 預 言 者 の 時 代 に 関し て 用 いら れ て いる が 、 同 
時 に 、 全 て の 偉大 な 神 の 使徒 の 時 代 を ぉ 示し て いる と 言え る 。37: 7ー10 も 委 昭 の 事 。 


ー898 一 


共 - セ 十 二 並 デル ジン 





16. され ど 正 道 か ら 6 逸脱 する 者 ども は 、 地 獄 の DC の] 1 っ の あう 28.a1S6 
上 う 
新 と な らん 。 

17. も し 後 等 が 正 閣 を 守ら ば 、 わ ゎ われ ら は 必ず 後生 人 a AS) 馬 IJE み (E う し) っ 3 

[ 2 の ゆ 
等 に 豊か な 飲料 水 を 供給 し 、 ( 注 7) 時 
⑨WJg 


還 の ミ ゞ = の ロン グン っ や ラン ンク っ 。 2 タン ラプ 
18. 之 に よっ て 彼 等 を 試 き ん 。 され ど 主 を 念 お ああ 則 625 933 2 を 5 
る こと を 願 み な い 者 は 、 主 は を の 者 を ば 抗 


9 クン ン ク イラ 
し 難い 圭 酷 な 刑 に 追い や らん 。 @loso KGc 
19. すべて の 礼拝 営 は アッ ラー の 有 な り 。 さ れ EE スー 515 
“ @MJel201 の 8 の 980 0ae18) 
ば ブッ ラー の 外 に 如何 な る 者 8 祈る な か の ビデ の つの 2 Cy つう 
れ 。 ( 注 8) 5 
っ バン ロタ ( ク タック ッッ 2 て イイ く る 
20. アッ ラー の 僕 が 礼拝 の な め に 起 て る 叶 、 CAC 人 と 25 じ ) 613 
( 注 9 ) 彼 等 は 僕 に 押し 寄せ て 、 窒 人 息 き せる ミラ クレ 、 アレ ョ 
AO 42AMA を 
ほど な りき 。 ⑥⑯ 2 AAe を 
第 二 項 
21. 云え 、「 我 は 主 の み を 析 り 、 何者 を も 主 に 配 01 も 95931 
せ ず 」 と 。 oN - 
22. 云え 、「 我 は お 前 た ちる 害し 、 ま た は 益 する @ はち 936 る 5 828! 
二 有 SE 0 う 


23. 去 え 、「 げ に 何人 も アッ ラー に 抗 し て 我 を 護 Aa 562106202 る の 8 
る 能 わ ず 、 まだ 我 は アッ ラー の 外 に 何処 に 


5 : 和 雌 所 を 見 い だ す 能 わ ず 。 od うら う 

< な 【 ン ょ レレ かす 

24. 我 が 次 務 は 、 た だ アッ ラー よ り 我 に 降る 計 。 3201098o2 う LUD3 0626 じ 着 
40 人 NNFd 放 の トタン ピュ トッ ン る フン ン (z と (イッ 

て アッ ラー ト る の 使徒 に 従わ ざる 者 ど せ 5 に  @lolescoo ゅ 2 を 5466 の 


は 、 地 銚 の 炎 あ り て 、 を その 中 に 永 寺 に 
岬 まき らん 。 
汗 : 7 沙 は 全 生 命 の 根源 で あり 、「 か な 飲料 と は 、 時 産 や その他 物 的 所 有 の 豊富 き を 示し て いる 。 


注 8 症 盆 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 出現 と に 、 愉 一 神 確立 た いう 神 の 御 計画 が 示 き れ た と 和書 かれ て いる 。 
的 は 、 イ スラ ム 教 寺院 (モスク ) が 以後 中 心 と な り 、 を こ か ら 神 の 区 が 全 志 界 へ 広がる 、 と 述べ て いる 。 


注 9 | アッ ラー の 僕 」 と いう 別称 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 一 段 と 優れ た 神 の 下僕 びあ る 人為 に 、 彼 を 示し て 
いる の だ が 、 同 星 に 、 袖 の 使徒 全て を 指し て も いる よう だ 。 ' 


ーー@99 一 


セー 草 アル ・ ジ ン 


2 . 彼 等 は を その 約束 きれ だ る も の を 目のあたり 41 ッ ン ンー 3 20 の 2 アン と 和 
の ys 2 14 えと 
に する まで 信 ぜ ぎる べし 。 面 し て その 時 に O5Oee ら bb) 計 
放さ 、ー 語 る ビス ンス 
及 ん で 、 Pe に お いて 弱く 、 し @562 513 を っ CA く < と) 
か も 数 に お いて 少 き は 誰 な る か を 知る ベ 
お a 
計 当 TI ーー 店 ュ ス ーー ヽ に ァ クラッ ン 2 の の う タ エン ーー ら ュ タク つう アッ うら 
26. 夫 「 お 前 だ ち に 約束 き (02 0 SN 近 0 る 2 の se めのう | 6 1 8 
(起き る の か 、 そ れ と も 王 が それ を 人 い 先 者 に 
の こと に 定め た る か 、 我 は それ を 知ら ず 」 @ Iasld う 
。 
27. 主 は 不可 視 な る 5 の を 知る 者 な り 。 され ど マク ン ッッ ブッ マン ロン の に と ベイ ニー っ z と うい 
1 AZ て 1 
主 は 、 その 秘密 を 何人 に ぅ 漏 ら きず 、 uel ご と ン eo 
28. 己 れ が 選べ る 使徒 の 外 に は 。 硬 し て その 場 ん い ク AUG95G \ 
0 こん こと し に J み oh 
谷 は 、 使 徒 の 前 後 を 諸 天 使 に 謎 衛 せ し む 。 
ヽ ヽ ウン ノン カテ 
( 生 107 @ い の AU 5 ぁ 9 5 つっ 
い ET ミー 、 テ に ) まず > は ュ ユエ ュ ント キル と アデ 9 
29. そ は 、 使 待た ち も が 主 の お 告げ を 伝え た か 耕し じ 。5Lf2 Ag) 3 と ALT の os 
か を 知ら ん が だ た め な り 。 主 は 使徒 た ちと 共 Re . 
に ある すべ て を 了 到 り 義 み 、 す べ て を 数 え 給 86 懇 多 放 1 920) 8 


ば 


2 ォ 1) 


注 10 神 の 使徒 に 座 示 る れる 未知 の 神秘 の 本 質 及 び 和 領域 と 、 他 の 高潔 な 信者 に 示 き 入る も の と を 誠 別 する 胃 
日 な 何 稚 が 当 節 に 合え れる 。 こ の 差異 は 次 の 様 な も の で ある 。 神 の 使徒 疾 は 、 他 の 正しき 和信 々 に 示 き れる 未 
知 の 神秘 より 侵 位 に 立つ 。 更 に 、 神 の 使徒 に 授け られ る 啓示 は 、 神 の 特別 な 保護 の も と に ある の で 、 邪 世 な も 
の が これ に 手 を 付け る 事 は で き な い が 、 他 の 高 棒 な 人 々 に 示 き れる 神秘 は 、 必 ず し ゃ 保護 きれ て は いな い 。 


注 : 11 宰 の 使徒 へ の 啓示 は 、 不 止 な 十 渉 か ら 宇 られ て いる が 、 そ れ は 、 が 成就 すべ き 神 の 俺 大 な 使命 を 
淀 び 、 伝 える 89 の Sh32 け の 草 ら て お > で ある 。 
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外 芸 を ま も う 者 アル ・ ム ッッ ザム ミル 





アル ・ ム ッ ザ ム ミ ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


あ ょ ね 


1. 慈悲 深く 、 息 み 記 てく アッ ラー の 御名 に お い OO だ た て とう 内 アッ 
窟 
ヽ 計 。. し 電 れこ 2 
2. 流 外 厩 を まとう 者 よ 、( 注 1) 介し ID 
Hu〒H 士 入 、 と 2 ェ エ | よ 皇 ッ の と る スス 
3. 背 時 の 間 を 除き 、 夜 $ 起 き て 礼 捧 せ よ ょ 。 oy1 MS 
「 」 (と うる 2 アン マッ 
4 . 夜 の 半分 か 、 そ れ よ り 僅 か に 減じ る か 、 の 4 OS 25 
5. 或いは 少し を れ に 加え を て 、 ゆ っ くり と よく @ 放 obI、S32 dE 3 
Ok う 
考え ながら クル アー ン を 読 褒 せ よ 。 ? 
ます ら は 重大 な る 言葉 注 : 座 に 2 スス フッ 1 タン [と 
6.、 げに われ ら は 重大 な る 言葉 を ( 注 2) 液 (OKA 1 


説 示せ ん と す 。 


7. 礼拝 の だ ため に 夜 起 きる こと は 、( 注 3) 己 れ ぁ > レッ ン ファ ピチ 半 の 
1 に エコ ンド トン し と 上 %i* 上 ト 
と 交 制 する 昌 も 多 果 ある フッ と ぁ あり ュ ュ の 人 (2SSfe JP る 


礼 拓 の 言葉 を 最 ぅ 効果 的 に す 。 


注 | 神 の 天使 が 、 ヒ ラー の 洞 交 に 、 神 の 啓示 を 携え て モハ ッ マ ド 預 言 莉 を 訪ね た 時 、 こ れ は モハ ッ マ ド 預 
言 者 に と り 5 初め ゆ て の 精神 的 な 体 』 人 り 、 そ の 後 役 は 向 い て 家 へ 急ぎ 戻っ た 。 この 和弥 き は 、 を その 体験 が 見 聞き 
し た 事 の な いも の で あっ た 為 、 ご (当然 で ある 。 モ ハッ マ ド 項 言 者 は マン ト で 李 っ て て れる 様 頼ん だ 。「 杉 うぅ 」 
と は 、「 共 に 加わ り 一 つ に な る 」 と も 意味 する の で 、 当 節 は 次 の 様 な 事 を 示す も の で あろ う 。「 お お 、 一 つの 旅 
の 下 に 世界 中 の 人 々 が ー つ に な る 様 命 ざ られ た 御方 ! モハ ッッ マ ド 枯 言 者 は 、「 世 界 の 居 を 一 つ に 結び 付け る 人 ] 
と いう 意味 の 語 ア ル ・ ハ ー シ ル (統率 者 ) と し て 、 ハ ディ イス に 記 き れ て いる ( ブ ハ 『)。 当 節 は 次 の 様 な 意味 


も ある 。H) モ ハッ マ ド 玉 言 者 が 人 類 目 党 め る せ 、 OO の 8 る まあ まだ 長い 道のり を 行 
か ね は ば は な ら ず 、 そ の 人 為 彼 は 急 が な けれ ば な ら な い 。 つまり 、 抄 命 に 、 休 む 事 な く 、 急 ぎ 事 を 人為 き な け れ ば な ら 


な い の で ある 。(2) 彼 は 、 重 荷 、 つ まり 、 隊 の 3 抽 け の に る と いう 車 責 を 担っ だ 人 人 で ある 。 モハ ッ マ ド 世 
言 者 は 、 神 を 思 れ 従う 者 の 社会 を 準備 する と いう 邊 資 に 気付 いて いた で あろ う 。 こ の 従者 達 は 、 彼 と 同じ 高山 
な 理想 を 持ち 、 同 様 の 不断 の 熱 記 に 堆 い 立ち 、 彼 を 助け て イス ラム 教 の お 告げ を 人 類 に 伝え な けれ ば な ら な い 
の で ある 。 此 所 に 述べ られ て ある の は モハ ッ マ ド 括 言 者 の この 重 南 で あっ て 、 マ ント に 射 を 包む 事 で は な い 。 
: 2 | 重大 な る 言 茶 ] は 、「 ク ルアー ン の 教 著 は 最高 の 意味 に 満ち て いる 。 それ は 余り に 重く 、 動 か す 事 の 
で き な い も の で ある 。」] と 示し て いる よう だ 。 ク グル アーン の - 一 字 一 句 だ たり と も 変え る 事 は で き な い 。 し ば し ば 引 
用 きれ る ハデ ィ ス に よれ ば 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 啓示 が 下 き れ だ 時 は いつ も 、 ど ん な に 寒い 日 で ぅ 大粒 の 汗 が 
額 か ら 落 ち 、 自 号 の 身体 の 重み を 感じ られ る 様 に と 、 役 は 忘 我 の 境地 に 至り 、 独 特 の 感覚 に 触れ た の で ある 
( プ ハ リ )。 クル アー ン の 啓示 は 「 重 大 な る 昔 葉 ] で あり 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 発作 は この 感 党 に よる 6 の で ある 。 
注 3 祈り の 和 為 に 夜 起き る の は 、 自己 を 抑制 し 、 自身 の 悪 へ 傾き が ちな 性 迎 を 押 を る の に 強力 な 手段 で ある 。 
徐 の 祈り 程 紅 を 向上 る せる も の は な く 〈、 神 の 高徳 な 人 々 の 全て の 体験 が これ を 証明 し て いる 。 夜 の 静寂 と 孤独 


三 90 ル 一 


10. 


ll 。 


2。 


9。 


14 . 


Ng 


16. 


の 中 で 、 独 特 の 半 安 が 支配 する 。 万物 は 並 まり 返り 、 人 人 は を その 創造 王 
彼 が 他人 人 に 伝え る 特別 の 天 の 光 に 虹 らし 出 き れる 。 人 人 が 徳 性 を め 、 を そ 
氏 業 の 為 の 感銘 を 与え を る 演説 と 箸 限 の 包容 力 
求め ゆら れる ご つの 不可 欠 な 特質 で ある 。 自ら の 心 上 言葉 を 自制 で き て こ 
うす る 事 で 上 大き 


に この 吐 を 置い て は な い 。 


注 4 
て い 
注 : 5 


生 5 





げに 液 は 、 香 の 間 、 絶 を まな き 用 事 あ り 。 


( 注 4 ) 

きれ ば 主 の 御名 を 唱 念 し 、 一 意 専 心 主 に お 
すがり せよ 。 
彼 は 東西 の 主 な り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 さ きれ 


ば 彼 を 湊 の 守護 者 と せよ ょ 。 


先 


等 が 二 う こと は すべ て 耐え 泡 て 
( 寺 か ら 身 を 追 け 。 


長 理 を 認め ぎる 高 稚 な 者 ども の こと は われ 
に 任せ 、 百 く 彼 等 を 鑑 子 せよ 。 


げに われ ら 6 が と ころ に は 重い 足かせ 、 燃 え 
盛る 業火 あり 。 


蝶 に つか える 食物 も 、 


s。 上 呈 に 


8 提 


こい 


守 
M 


陸 


導 刑 も あり 。 


すなわち を その 日 、 天地 山々 も 旧 拒 し 、 山 
は る さながら も ろく 崩れ る 砂丘 の 如く な ら 
0 


ば に われ ら は か つて ファ ラオ に 一 使徒 を 刀 


と 半 yJ/11 了 i ド HUG の NE る で き 一 人 
の 使徒 を お 前 た ち に 人 遺 わ し た り 5。( 注 5) 
され ど フ ァ ラ オ が その 使徒 に 従わ ぎる が 故 
に 、 わ 和 れ ら は 彼 を 捕え 、 歳 衣 に 処せ り 。 
わら べ 
な ぉ な 抽 だ ち 信 ぜ ず ば 、 埋 が 白頭 に 化 き ん 


を の 日 、 ( 注 6) 如何 に を の 身 を 護る べき 
や ? 


当 節 は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 が 機 敷 に 遂行 し 、 そ 
。 これ が [用事 ] の 京 味 す る 所 で ある 。 


当 節 は 回 書 の 預 告 を 加 べ て いる 。 「 私 は 彼 等 の 同胞 の 内 か ら 、 彼 等 の 為 に 供 人 の 様 な 一 
こそ う 。 私 は 彼 の 日 に 私 の 言葉 を 授け よう 。 彼 は 私 が 命じ る 事 を 皆 、 
る 邊 の 


デア ルル 
し ss ュ ン リン s 7 る 
@ 導 nAI は 8 
9 すぐ うっ ア アア 2 セン デン 11 ファ 
OPC こす 1335 


ゅ る レレ 


ココ 


CHV 1CIIKG た の LEIKO 
o9L205 

の 人 45 ら の る し る 5 
あたる 5 235) Ido 8233 
eoz39 芝 78 
@EIKAz342EGCEDS 
JEytesJCg と 
の の に f で が 2 ED 較 


アコ 
ヵ ! 3 アン アア ュー ラ 。 


OAIPHNtS[ 抽 UP 


ンク で 


ン 、 ン 2 7 9 タレ ん ルレ 3 フッ 5 タラ ァ ン > 
OINUPUISKYVTG (うり WEC 
SS 





と 向き 合い 、 神 と の 特別 の 対話 を 芝 
の 言葉 を 思 語 あ る ぉ も の に する 直也 足 
ッ ル 人 神 の 使者 が その 使命 や 時 た す の に 


他人 や 支配 で きる 様 に な る 。 
彼 の 多い の 義務 を 述べ 


レン 

Sa 

な 喜び 
し 」 


を 得 た 、 


人 の 押 言 者 を 起 
彼 等 に 告げ る 。 私 の 名 に よっ て 彼 が 告げ 


言葉 に 閉 き 従わ な い 者 が あれ ば 、 私 が 彼 に 青 任 を 問う 。] (中 命 記 18 : 18 一 19) 。 
当所 の 「 わ ら で が 日 頭 に 化 き ん 」、 次 節 の 「 天 は 類 壊 」、 


その 他 ク ルアー ン で 用 いら れ た 同様 の 言葉 (21 ・ 


105、82 2、84 2) は 、 不 幸 な 変化 を 引き 起こ す 最 も 悲惨 な 出来 事 の 比 員 で ある 。 
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19. 


20 . 


/4 0 


その 是 、 天 は 区 協 し 、 主 の 約束 は 履行 きれ 
ん 。 ( 注 7) 
げに こ は 訓 戒 な り 。 き され ば 欲す る 者 に は 主 
へ の 道 を 折ら し め ょ 。 
和 -- 項 

は 、 液 が 夜 の 三 分 の 二 近 く 《、 時 に は 半分 
か 三 分 の 一 9 て 作 す る を 衝 ( 注 
8 ) 液 に 従う 人 々 の 一 団 } また 然 り 。 ア ッ 
ラー は 夜 全 の 長き を 測定 す 。 アッラー は お 
朋 だ ち が そ の 時 間 を 正確 に 算定 し 得 ぎ ざる こ 
の "NehrPsh 
『 誠 半 され ば クル アー ン を 、 お 前 だ ち に 無 
理 に な ら ぎ ざる 程 に 褒め 。 アッラー は 、 お 前 
だ ちの 中 に は 病人 あり 、 ア ッ ラ ー の 恵み を 
求め て 処 処 方 方 を 旅 す る 者 あり 、 ま た アッ 
ラー の 道 の た め に 戦う 者 ある を 知る 。 き され 
ば お 前 だ ち に 無理 に な ら ざ る 程 に クル アー 
ン を 詳 み 、 礼 拝 を 居 守 し 、 定 め の 穴 捨 を な 
Ni AM お 
前 だ ち 、 己 が 魂 の た め に 何 か 革 いこ 
て お け ば 、 ア ッ ラ ー の 御 許 で それ を 見 Eia 


と は より 良く 、 よ り 立派 な 報 装 と し て 。 情 
し て アッ ラー に 赦し を 請 い 泰 れ 。 げ に アッ 


ー は 寛大 に し て 、 悲 深く まし ます 。 


SS ン ュ ア ンー イ 2 と の スッ レン 
⑨92482 5255 も obe っ iL 


と オン ノッ ン レン (に 2 2 5 抽 
OMP を UN こう? や 520oyAao! 8 


を ダッ アン デュ ンー マレ ン 
Pd の SD 
6 デー の 41 と っ る る 


『 ン っ 、 


っ 421 3 9 の 2 


EE SC 


7 ン エン の リタ ン < マット い イレ ニー と (ンー 
UIP ye 開 
ノン メ Mo っ 《 「「『 の 
OO212 2 入ら 記 っ 
プ 2 タス トン も っ ーー アラ タフ ッッ 。 タ の 2 < 
人 


P ャ を 表 ア アン 


う も っ yk 59526 に こき 3 2 
の 250 し 5 あう 1323 の 1L ら 3 

の うみ の る ゥ う 。 > の g アン 1 クン ン 

の いら 2 し 25912058 し 。 


9 も アラ ュ レ コク ラッ プン ピッ ラン ン の ウッ ラ 
計る (っ 


の > 乙 ゆ ぅ 9 ン り と と! ゃ 
AA) 紹 (8 





注 7 


注 8 


この 谷 


で あり 、 こ の 意味 か ら 


邊 9 


当 人 節 の 約束 ほ E は 、 メ ッ カ 駒 沙 と 下 


この 章 の 第 一 節 で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 夜 の 祈り を 続け る 様 命じ られ だ た 。 それ に よ 
話さ きれ る 神 の お 告げ の 伝道 と いう 重責 を 果たす に 必要 な 強 き が 、 
を 保証 きれ 、 夜 の 祈り に つい て の 神 の 御 命令 を 、 
令 は モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 弟子 送 に だ け 向 け は られ て いる の で は な く 
5 、 彼 等 は 役 と いう 手 本 を まね る の で ある 。 


[アッラー は 夜 基 の 長き を 測定 す 。」 こ 


彼 の みな ら ず 信 才 た ち も 忠 


の 言葉 は 、 夜 が 、 


ミ に 拍 の 勢力 が 壊滅 する 事 で あっ た 。 


り 、 間 も な く 役 に 
彼 に 備わる で あろ う 。 当 節 で 、 彼 は 神 の 喜び 
実に 遂行 する 様 、 舎 じ ら れ て いる 。 
、 彼 を 踏 朋 し た いし 区 う 省 全 て が 対象 


時 に は 長 〈、 時 に は 短 か く 、 又 ある 時 は 凡 と 


同じ 長き に な る 事 を 示し て いる 。「 お 前 た もち が を の 時 間 を 正確 に 算定 し 得 ざ る 」 と いう 言葉 は 、 全 イ スラ ム 教 合 


に 向け られ て いる よう だ 。 彼 等 ば 、 


MOS 一 


その 全て が 規則 正 し ( 夜 の 祈り や で きる E は 言え を ない 、 と 告 


『 げ られ て い る 。 


ASA か ぶる 省 uk 





デア デル ・ ム ッッ ダッ ス ズ スィ イル 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね 
1. 慈 慈 深く 、 恵 恵み 遍 く ゲッ ター の 御名 に こい 〇 みち 1 らし ター 
6 
5 コ ロ 2? ンク イー 
2. 流 外 会 を か ぶる 者 ょ 、( 注 1) OO Te 
1 る うい 5| 
5. 起 て 、 面 し て 警告 せよ 。 USV 2 
SS 5 92 
4 . 液 選 が 主 を 讃 美 し 替 れ 。 @ 8 ン ら うう 
きよ うか ゃ プア Z ア ュー 
5. 流 己 が 衣 を 潔 め 、( 注 2) 0 
と プ ィ ク 2『 
6. 不 滞 を 避け よ 。( 注 3) 2 > うう 
7. よ り 多 き 返 礼 を 日 当て に 親切 を 施す な か れ 。 の 25 の 
ぅ ん た め 2 クー 9 パス デリア 1 グ の 
8. 主 の 御 意 に 厨 え 忍 ペ eee 
ら つ ば ブ 性 に 4 ズ 【 々 
9. 遼 唄 が 吹き 鳴ら きれ る 時 、( 注 4) GE うお 59 
サ 9 9 っ と の 29 ・ 1 
10. その 日 は 恋 惨 な 日 と な らん 。( 注 5) ハー 2 め Oo の 20c5 


注 1 [ 外 答 を か ぶる 者 |] は 、 そ の 語源 め 様 々 な 意味 か ら 判 断 し て 、 次 の 様 な 意味 が 考え を られ る 。 消し 去る 
人 、 改 良 者 、 は 物事 を 整理 する 人 。 征服 攻 。 馬 に 跳び 科 ろ うと し て いる 人 。 この 語 は 叉 、 神 の 頂 言 者 の 邊 次 
を 授け られ だ 人 人 と も 人 解 節 で きる 。 更に は 、 時 特質 ・ 預 言 者 の 高潔 き を 備 っ だ 人 を も る 誤 味 す る 。 
こ 和 れ 等 の 別称 は 全て 、 モ ハッ マ ド 随 言 才 に を の まま 当て は まる 。 

注 : 2 モハ ッ マ ド 了 言 者 は 、 そ の 使命 遂 術 に 先 け て 、 心 ・ 品 行 ・ 風 評 ト ずれ も 洛 和 れ の 無い 弟子 の 一 団 を 搬 
京 せ よ 、 と 命じ られ て いる 。 あ る い は 、 彼 自身 が 、 散 神 ・ 高 局 ・ 品 行方 正 の 模範 し な る で きだ 、 と 当所 は 示し 

て いる と も いえ る 。 

注 3 偶像 水 拓 撲 減 の 為 、 労 あい と わな い 科 に と 、 当 人 節 は モハ ッ マ ド 項 言 者 に 命じ て いる よう だ 。 

注 4 神 が 人 人 々 を 御前 に 呼ば れる 際 に 用 いら れる 神 の らっぱ で あり 、 当 節 は 、 彼 が 現れ 、 神 の も と へ 行く 様 
人々 に 呼び か ける 時 を 示し て いる 。 又は 、 モ ハッ マ 下 括 言 者 自身 が -- 族 の 者 達 に 呼びかけ て いる の か も し れれ な 
い Y。 

汗 5 [悲惨 な 日 | と は 、 復 活 の H、X は 、 不 信心 者 が 最終 的 な 敗北 を 喫し 、 真 実 が 完全 に 勝利 を 治め る 日 
を 指す 。 
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11. 不信 心 者 ども に と り て は 容易 むら ぎる 日 な っ 衝 の 0 
D 。 ジャン ーッ トン ルン シン 
ゞ | の ) 功 を 。 ェ イ オト 3 う の 。 っ っ ン 
12. わが 創れ る あの 功 を 、 わ れ に 任せ よ 、( 注 6) @⑥IOC2 こ こっ 31 22G 855 
1 クッ タッ る 5 
13. われ は あの 男 に あり 余る 宮 を 与え @9A39s8 
と も こども ら ジン クッ ターン っ アデ る 
14. 供 に 住む 子女 を 与え 、 ( 注 7) の b6 ら CA 
サリ ク ぅ を 
15. 必要 な る すべ て の も の を 授け た り 。 IceS あら G32 
コン > KA ンー ン 人 な 
16. 然るに あの 男 は 更に わが 賜 与 を 記 CD】【 ら ) D 8 っ 
し いた さく も み as が 宮 。 
17. 断じて 可 な ら ず 1 昌和 @MSzCS 250 。 
j し だ る が 故に 。 
リバ gr す を い 青 苦 を や を ク > タ ン どり と 
族 1 、 必 ず 抗 し 将 課せ ei5 AzA う に 
- し ら 
し か ツン イン メア 2 ャ 2 と 
19. 見 よ 、 あ の 男 は 熟 感 せり 、 面 し て 策謀 せり 。 ⑬ っ 5 5 51 
* 癌 ec リン ノン ン ノン イ タン 
20. 没落 が あの 男 を 突然 毅 う 。、 よ くぅ ぁ 策 課せ る 6D08 G 4 し に 8 
3 
21. か さ ね て 没落 が あの 男 を 襲う 。 よ くも 策謀 ST 人 人 
せる こと よ ! ( 注 8) uo8 
0 ノン な 
22、 そ の 時 、 あ の 男 は 己 が 周囲 を 見 まわ し 、 @ 渦 ) 33 


23. 眉 を ひそ め 、 疾 を し か め 、( 注 9) の つう っ と る 

「 計 6 5 の 用 の 生計: BIRDDS 計 の お に な で か むい に | の の 
る 呈 ・ 権 力 ・ 地 位 は 、 神 が 彼 に 授け な に も か か わら ず 、 彼 は 、 そ れ が 狗 、 己 を 同胞 の 及ぶ べく も な い 存 在 と 考 
えて いる 。 彼 の 処置 は 私 に 任せ な きる い 。| と も 5 解せ る 。 

当 節 及び 前 数 節 は 、 租 慢 で 思い 上 っ た 不信 心 者 人 を て に 生け られ た 5 の で ある が 、 中 で も ワリ ー ド ・ ビ ン ・ ム 
ギー ラ を 指し て いる よう だ 。 彼 は クラ イシ ュ の 問 で 目立つ 存在 で 、「 類 いま れ な る 人 物 ]」 ある い い は | クラ イシ ュ 
の 脊 乱 』 と いっ た 大 げき な 数 称 で 、 当 方 に 知ら れ て いた 。 彼 は 瑞 正 な 容姿 を し 、 そ の 優 攻 ' な 詩 や を その他 の 教 半 
て 有名 で あっ た 。 彼 に は 10 才 か ら 13 才 まで の 息子 が な り 、 非 常に 徐福 で あっ た 。 

注 7 当館 は 、 ワ リー ド の 息子 義 $ 又 、 破 上 同じ に く 人 の 導 毅 を 集め て いた こと を 示し て いる 。 彼 の 加わ る 会 
合 で は 、 人 彼 等 $ 又 第 質 席 を 提供 きれ た 。 あ る い は 、 ワ リー ド は 非常 に 豊か で あり 、 彼 の 昌 子 達 は 常に 彼 ほ 行動 
を 共に し 、 生 計 を 得る 所 へ は 、 ど こ に で も つい て 行っ た 。 

注 8 この 語 は 、 特 に ワリ サー ド ・ ビ ン ・ ム ギー ラ を 指し て いる 。 役 の 通っ た 上 は 破 壌 が 付い て 回 っ た 。 彼 の 
各 子 の 内 、 ワ リー ド 、 カ ー リ ッ ド 、 ヒ シヤ ー ム の 三 人 は イス ラム 教 を 受け 入れ た が 、 他 の 息子 達 は 、 彼 の 日 の 
前 で 亡くな っ た 。 破 の 期 産 は 大 幅 に 減り 、 最 後に は 、 彼 は 貧 画 と 不 名 誉 の 中 で 死ん え だ 。 

注 9 クル デー ン が ワリ ー ド に 読み 半 か せら れ た 時 、 彼 は 六 大 な 態度 で 顔 を し か め 、 腹 を 立て て 立ち まっ た 。 
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マン の 電 ン ン アン 
CT まれ 





24. 顔 を そむけ て 軽 茂 し 、 
ー、 . 導 6 記 本 た ZN ェ リー 2% ye 人 スン 
25. 記し て 去 え り 、| こ は むか し か ら あ る 妖術 に @ と お 2% ッ JULUAA OUdS3 
外 な ら ず 。 
る ン ン 5 ョ ン て こる る 
26. こ は 人 間 の 言葉 に すぎ ず 」 と 。 Ge ば UaeS! 
27. われ は あの 男 を 必ず 地獄 の 火 に 投げ 込ま の 2 らし 
ん 。 6 
28. 業火 の 何 ん た る か を 液 に 知ら し むる も の は の 2 じ 59 じ 3 
何 か ? 
で ャ アン プー > の ン 
29. そ は 何 $ も の も 余 き ず 、 何 6 の も 残る ず 。 9 どう 
43 4 こ 1 5 
30、 そ は その 顔 を 焼く 。 の) 
31. 業火 の 上 に は 九 の 諸 天 使 あり 。 ( 注 10) ル と と っ cc 
32. われ ら は 天使 の み を 業火 の 番 人 と せり 。 わ AV セン (こっ 51 じ に < じ ? 
れ ら が その 数 を 限定 し た る は 、 不 信心 者 を 257 
試み ん が た め 、 ま た 聖書 を 授け られ た 人 々 CACS KT の SRI 人 NE5 の ド の 
に 確信 を 得 せ し めん が た だ ため 、 ま た 信ずる の 
回 _- HMV の ク 9 ン ! の アテ アン 1 うめ 
人 々 の 信仰 心 を 強め ゆん が た め な り 。 す な わ の 2 Jl AU 2G タ の 
ち 、 信 ずる 人 々 同様 曹 書 を 授け られ だ る 9 2220 962 が ウ 2 55 
に | | NE 
人 々 が 疑心 を 抱く て こと が な いよ うに 、 ま た 890 J 周 ちら 815 AU 
旭 + | ヽ ーー 3 プン < ン の 。 の う 1 me 
に 病 あ る 如 と 不信 心 希 に [アッ ラー は こ は e 多 3 ME NO 
の 豆 只 を 以 て 何 を 論 き ん と する か ? | : 去 6 
アー クン ッ 
LR お べ の 人 2 デン ジー 2 の 3 負 5 0 人 0 まえ 人 UE 
は 選 れ の 欲す る 共 を 迷わ し め 、 ま た 人 鉱 する 98 の 
アキ アン ei に ? ンマ 5 引く る 
者 を 導き 給 う 。 前 し て 主 の 軍勢 を 知る 者 は 、 0@ じ 252JLGK キン の AE 
主 御 白身 の 外 に 内 これ すなわち 人 人 類 へ 2 eS る 
の 訓 戒 に 外 な ら ず 。 テー ジウ プラ を 
二 項 テア テン 
33. 否 、 月 に か け て 、 9 いう 1 
注 10 入 に は 九 つ の 主要 な 感覚 が 授け られ て いる 。 それは 、 - ビ つの 外界 感覚 と 、 体 内 か ら の 刺 粗 を 伝え る 一 
感覚 と 負え や 渦 き 等 の 感覚 に 関係 する 臓器 か 6 起こ る 内 界 感 党 で ある 。 制御 感覚 、 つ まり 人 聞 の 奈 機 能 を 支配 
する 記 志 力 、 を 伴う ルル つの 精神 的 対応 物 と と それぞれ 結び つい た これ 等 の 感覚 は 、 地 獄 の 19 人 の 守護 者 で ある 。 
ある い は 、19 と いう 数 は 、 経 典 の 民 に 特に 関係 ある 、 偉 大 な 神 の 提 秘 か $ し れ な い 。 こ の 経典 の 民 の 意義 や 本 


提 は 、 神 御 自 身 が 望む 時 に 明か され 、 


彼 等 に クル アー ン の 教義 の 真実 を 知ら せる 亡 と な り 、 信 者 の 信仰 の 確信 


を 大 い に 増 す で あ ろう 。 全て の 神 の 神秘 を 知り た いと あえ ぇ て 求め る 者 が いよ うか ? 
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第 二男 





し りや 


34. 退き 逝く 早 や み に か け て 、 


し ち 
35. 息 み 米 る あけ ぼ ば の に か け て 次 う 、 ( 注 11) 


36. げに 地獄 は 最大 の 災い の 一 つ な り 5。 
37. そ は 人 人 人間 へ の 警告 な り 、 


38. お 友だち の 中 の 前 進 を 望む 者 に ぉ 、 し り 込 


みす る 者 に ぅ 
39. Au 百 に 置く て 、 ( 注 12) 


40. 但し 右側 の 人 々 は 除く 。 


41. 彼 等 は 楽園 に 入り 、 互 に 相 い 問わ ん 


つみ ば と 


42. 罪人 ども に つい て 。 


43. 「 ぉ 前 た ち を 地 鍼 の 業火 に お と し 入れ た る 
も の は 何 ん ぞ や 71 

44. 役 等 は 答え ん 、「 我 人 等 は 礼拝 を 捧げ ぎり し 
者 、 

45. また 人 気 者 を 遷 わざ りき 。 

46. また 我 等 は 、 ふ らち な 徒 暮 と ふら ちな お 喋 
り に 陰 り だ り 。 
L か 

47. 面 し て 常々 審判 の 日 を 否認 せり 、 

48. 死 が 我が身 に 

49. る れ ば 加 何 な る 仲 革 者 の 執り 成 し も 、 彼 等 

こ は 役 ) も の と が きち ん 。 


50. 彼 等 いっ た い 加 何 が し た 、 訓 徹 よ り 背 を 向 
ける と は 2? 


注 11 「 あけ ぼ の 」 は 又 、 モ ハッ マ ド 頂 言 導 の 大大 な 代理 で ある 、 


襲い か か り し その 時 まで | と 。 


に 


% 過 され だ メシ ヤ を 指し 、 前 節 の 「 退 


アル ・ ム ッ ダ ッ ス ィ オル 


プラ ノ ュ ン っ 
@y の 51 し 5 
ゴン ン ョ ーー ンク 


OK 131 15 


AT 


Ai 


」 レン oc ク > 4 


らじお 


も ンー 1 アズ * デ アア ッッ デ 


②⑤ ゃ ふじ うし 24 ダ の 2 も 


8 EUV デ 9 r 5? ヶ ゃ 
bcc の ぴ 


Ei 6 
ec 
@SussE の 守る 
eg を らら 8 る 
es2E 当 径 
カン ロコ 


の ou し 3 


1 


攻 く 暗 や みみ 」 は 、 メ シヤ の 則 現 する 前 の 精神 の 閉 夜 を 示し て いる よう だ 。 


注 12 魂 は 、 そ れ が 政 し た 罪 の 供 い を 
な ら な い 。 


ーー 


を し な けれ ば な ら な い 。 


いつ か は 、 弄 に 共 し ん で 罪 を 洗い 流 


きる なけれ ば 


第 セ 上 四 章 ナル ・ ム ッ ダ ッ ス イル 





sj の ッ ク っ 
51. さながら 彼 等 は 恐れ 戦 く 購 高 の 如 し 、 の が シビ 
52、 獅 子 よ り 逃 れる 。 の 2232 
っ さも レル りり の 。 
53. 否 、 彼 等 は を それぞれ 、 開 か れ た 啓 が の 書 が は えら は お らい は を うみ っ 1 らら いっ 
ほれ に 授け 5 られ ん こ と を 和希 う 。 ( 注 13) リ を < 々 < 
6 う 9 ーー こ ト o 
し 。 る アロ Le 
54、 否 、 彼 等 は 来世 を 恐れ ぎる な り 。 op 
55. 否 、 こ の クル アー ン は 警告 と し て 足る べし 。 323385 61 
56. きれ ば 和 欲す る 者 を し て 、 肝 に 銘じ せしめ よ 。 ma 2 こっ 9 
P) 4 王 還 に アフ 4S ゥ クタ ュ ク 
57. され だ アッ ラー が 欲す に 非 ず ば 、 彼 等 は 錦 。 e38025h5 9055 し 
意 讐 紅 せ ぎる べし 。 ( 注 14) アッ ラー こ を リン 
は 呉 れ 多 い 御方 、 面 し て 罪 を 容赦 する 御方 626 & 


ん の 
注 13 不信 心 者 舌 は 、 モ ハッ マ ド 頒 言 者 が 天国 か ら 神 の 書 を 持っ て 来る の で な けれ ば 、 読ん だ 内 容 を 信じ な 
い 、 と も と か まし 求め た 事 が 、 グ ルアー ン の 他所 に 書 か れ て あり 、 本 文 の 言葉 は この 超 を 指し て いる よう だ 。 
(17 : 94) ' 


注 14 引 信 心 者 達 は 、 を その 意志 を 神 の 御 芝 志 に 添 わ せな い 限 り 、 つ まり 、 押 の 御 意志 を 自ら の 顧 語 に 人 秋 先 
せな い 限 り 、 ク ルアー ン の 恩恵 に 浴 す る 事 は な いで あろ る ろう (76 : 31)。 


ーーM08 デ 


第 セ 二 ルル 童 視 活 





2 レッ グル ポテ デマ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 (、 恵 みろ く アッ ラー の 御名 に お い の かっ 120 し っ 
ンプ レー デ 
6 「 
マス ネル ャ 5、 2 ン の は 人 1 
2. 償 、 わ れ は 復活 の 日 に か け て 碧 う 。 OAAAgl ss oo513 
3 。 否 、 わ れ は 審判 の 日 が 確実 な る こと を 自 次 と is # AB し る 51% る 
の 念 に か け て 約 う 。( 注 1) 
の 
4 人間 は 、 わ ゎ われ ら が 人 間 の 骨 を 集め 得 ず 、 と 8ctE。 ば eS2 
い ) の 
考え る か ? と た その と 
5. 然 ら ず 、 われ ら は 入間 の 指先 の 骨 ま で 復原 の Se3G 3005 
する 能力 あり 。( 注 2) 2 
6. 然るに 人 間 は これ か ら も 悪行 を し 続け ん と 842C229 8C932 
欲す 。 タマ 2 
の 人 間 # ま 問う 、[ 復 活 の は 伺 衝 な る べし 7 1 @ 喝 j| 5 O51CES 0 
: 
に ほ アメ オン E っ 
8. 日 が くみ 、 Gy > 
6 ③④ る 
9. 月 が 儲け り 、 二 
見 アア オマ 1 る の っ 
10. 日 月 が 合体 する 時 、( 注 3 ) IPY ま さい 182* う 





注 1 クル デー ン は 、 信 間 の 現 の 二 つ の 発達 段階 や 述べ て いる 。 第 一 段階 は ナ フ ス ・ ア ンマ ー ラ (抑制 で き 
な い 魂 ) と 呼ば れ 、 汰 性 が 人 を 支配 する 。 第 二 肖 階 は ナ フ ス ・ ラ ッ ヴ テ ァ ー マ ( 自 青 の 紅 ) で 、 人 の 日 覚め た 良 
心 が 、 悪 行 を 働い た 吾 で 自ら を 均 め 、 自己 の 感情 や 欲望 を 規制 する 。 この 自 訂 に 至れ ば 、 人 間 性 が 人 の 中 で 優 
努 と な る 。 これ が 人 の 道徳 的 再生 の 始ま り で 、 そ れ 故 、 処 所 に [審判] の 証拠 し し て あげ ば られ て いる の で ある 。 

も し 大 に 表 任 が な く 、 死 後 折ら の 行為 の 真 任 を も たら な いと すれ ば 、 な ぜ こ の 様 な 罪 の 忘 識 に きい な まれ る の か ? 

第 三 役 附 は 、 人 問 の 現 が 最高 に 発達 し た 段階 で 、 ナ フス ・ ム トゥ ッッ イン ナ ( 商 目 し た 強 ) と 呼ば れる 。 この 了 
隆 に 持 る と 、 人 人 の 魂 は 、 特 に 詩 ち に 対し て 抵抗 力 を 持ち 、 そ の 視 造 主 と 共 に 安らか に な る 。 

注 2 物事 の 一 部 が 時 と し て 全体 を 表わす 事 も ある の で 、 こ の 語 は 入間 の 身体 全休 を 指す の で あろ 35。 人 人 間 、 
ある い は 完全 に 死ん だ 状態 の 人 々 で きえ ぇ 、 そ の 全 人 力 を 復活 させ る 力 か 神 に お 有り だ 、 上 当 節 は 示し て いる 。 


注 3 [日 月 が 合体 する 時 ] と いう 言葉 は 、 太 陽 系 全体 が 完全 に 衣 壊 する と 示し て いる よう だ 。 あるいは 、 
月 は アラ ブ 諸 国 の 、 そ し て 太陽 は イス ラ エ ル 帝 国 の 政 力 槍 力 の 象徴 で ある 為 、 当 節 は 両 権力 の 崩壊 を 示し て い 
る の か も し れ な い 。 又 、 こ の 言葉 が 基 淀 な 自然 現象 を 表し て いる 旭 ハ ディ イス に よれ ば 、 ラ マダ ー ン の 月 、 約 東 


りー 


第 七 十 五 斉 デル ・ み イ ヤー で 





ひ と 
11. その 日 に 及 ん で 、 信 間 は 云わ ん 、「 何 処 へ の もそ IXG 2 1 骨 人 
が れる べき や ?」 と 。 CWCE シ ICP 
イイ 
12. 否 、 何 如 に 逃げ場 な し 1 pe 
5 6 3 も と - り アン っ ク ) こ KYO 
13、 を の 日 、 安 息 所 は 、 た だ 液 の 主 の 許 の みな た MI 
り 上 
ひ と 
14. その 日 、 人 間 は 、 自 分 が すでに 前 に 送り し @ あ 3268 し 4 2 
2 っ の 1 
も の 、 並 びに し 残せ し も る の に つい て 青 げ ば ら っ 
( 注 4 ) 
な と 3 
15、 否 、 実 を 云う と 、 人 間 は 己 れ 自身 に 対し て 93854 る CS 
証人 な り 、 2 ン 
『 ン っ 。 アン そる 
16. だ と いい ろ い ろ と 弁解 し よう と 5 @ ち 52 8: 3 
17 . 預言 項 よ 、 クル デーン の 啓示 を 権 人 選 す る た dd デップ 攻 じ ) も フワッ 
め に 液 の 知 を 動か す な か れ 。 ら も ao に っ あ : 
18. 之 を 集め 、 之 を 諦 む は 、 わ れ ら の 仕事 な 5.。 1 2 PA る | 
( 注 5) ' 
8 を ント っ の っ で レク!0 ン 2 ン レ 
19. きれ ば 、 わ れ ら 之 を 庫 ま ば 、 溢 復 語 せ よ 、。 ⑨46 け と ン も 
b ディ イン アー 
20. 然るに 後 之 を 解き あわ か すこ と も 、 わ れ ら の @ も (て C ビ : lo 5193 
仕事 な り Q 





され だ メシ ヤ (マハ ディ ) の 時に 起こ る 事 に な っ て いた 月 食 上 日 食 を 指し て いる と も 言え る NO 
1894 年 の ラマ ダー ン の 月 に 、 日 食 上 月 食 が 同時 ! に 起こ っ た が 、 こ の 時 、 時に 、 ア ハマ ディ ー ヤ 芝 動 の 伸 始 
中 ら が 約束 きれ た 救世 刻 マ ハデ ィ で ある と 断言 し て いた 。 


注 4 。 この 言 薬 は 次 の 事 を 忘 味 す る 。 和信 が 、 犯 すべ き で は な い の に 犯し て し まっ た 可 行 、 を し て 、 為 すべ き 
C あ りな が ら 6 為 き な か っ た 普 行 。 つ まり 、 不 作為 の 因 と 作 作 の 罪 。 
注 5 初め て クル アー ン の 一 部 が モハ ッ マ ド 聞 言 者 に 啓示 され た 時 、 そ れ を 忘れ て は な ら な いと 案じ て 、 彼 
は 急い で それ を 復 昌 し よう と し た 、 と ハリ は 言っ て いる 。 前節 で 、 あ わ も て て 、 課 り 返 を た うと する の は よく な 
いと き 衝 て いる 。 軍 の 啓示 は 消え る も の で は な い の で 、 諸 ち つ いて 正確 に 受け た られ ね ば な ら な い 。 それ は 、 
後 の 三 第 に 述べ られ て ある 様 に 、 神 の 御 計画 が クル アデ アーン の 坦 和 句 に 手 が 加 えら れる の を 人 台 け る だ け で な く 、 を 
れ が 誤り の な い 樺 典 CIntroduction of the Study of the Ioly Quran' 参 照 ) と し て 集大成 きれ 、 そ の お 告げ が * 
全 志 発 へ 伝え られ る の を 確か ゆる 事 に あっ だ た から で ある 35 : 10)。 双 、 了 ] の 日 に 触れ て いる 
の で 、 モハ ッ マ ト 頂 言 才 は 、 約 束 の 六 に 関す る 啓示 が 間もなく 下る れる と 、 当 釣 案 じ て い た 事 を 、 当 節 は 示し 
3 
マ ド 預 言 者 が を の 事 で 案 ず る 必要 は な 《、 又 、 グ ルアー ン が 集大成 きれ 、 全 世界 の 人 々 に 読ま れ 、 明 ら か に る 
れ な けれ ば な ら な い 、 と モハ ッ マ ド 限 言 者 は 此 所 で 告げ ば られ て いる 。 本文 の 記 味 の 他 、 当 節 は 次 の 解釈 $ も な る 
れる 。「 賞 和信 の 日 を 通し て クル アー ン の 啓示 を 明らか に する の が 、 我 々 の 任務 だ 。」 こ れ は 、 グ ルアー ン に 次 ぎ 、 
モハ ッ マ ドド 預言 者 の スン ナ (行い ) が 、 確 か な 導き 手 と し て 、 犯 すべ で か ら ぎ る も の で あり 、 必 要 不 可 欠 で ある 
と 強調 する も の で ある 。 
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第 七 二 五 立 デル ・ ュ クイ ィ イヤ ーママ 





3 の アレ ランズ つう 
21. 否 、 お 前 だ た ち は 現世 を 愛し 、 @4skio2 疹 ぶ 党 
22. 来世 を お ろ そ か に す 。 86255 
na en ・  。 5 よっ で の 2 ぁ ゅ 
23. その 日 、 或 る 者 の 面 は 輝き て 、 63 と 2 Do 9 の とめ 
の し ます 
24、 主 を 仰ぎ 見 ん 。( 注 6 ) SE d 
お も で 3 る し 4 ン ッ と の っ の かみ 
25. また 或 る 者 の 面 は 除 に 曇り て 、 @ ぁ > 252 8 の > うう 
の 、 イノ クタ? 1 タ 
26. 一 大 不 潤 が 今にも 降り 悪 か ら ん と する を 知 ed 5 Oi es 
P 
27. 然 り 1 まさ に 死な ん と する 者 の 魂 が 喉 光 ま IITSHWRI 
で 上 り 来 る 時 、 
28. 云わ れ よ う 、「 彼 を 救う 呪術 師 は 師 処 に あり @9 22 5。 
や 7 と 。( 注 7) 
アン 
29. 彼 は 臨終 の 近 き を 悟り 、 eS を (855 
30. 苦し み $ だ えて 脚 と 脚 と を か ら ゐ 合う 。( 注 141 人 ス アイ ス イ ピ 
還 6SCJU SSe 放 (2 
みん も と に の 
31. 彼 は その 口 、 主 の 御 許 へ 駆り 立て られ ん 。 6 に Au2 2 5 る 
第 二 項 
ー ライ 。 ュ マー っ ーー イル | 圭 玉 アテ > だ 1) ッッ ョ ン メッ アデ デー イラ 
32. これ 役 が 真理 を 受入 れず 、 礼 捧 を 捧げ ぎり As 
し が 故 な り 。( 注 9) 
33. それ ば か りか 、 彼 は 真理 を 拒否 し 、 そ の 背 d32 0 ルン 
Ni こ Jfc85 
34. 面 し て 自分 の 一 族 の と ころ へ 仙 然 と そり か ke 32 


えっ て 帰り だ た だり 5。 





泊 : 6 高河 な る 信 間 は 、 そ の 秋 行 が 報 わ れる 事 を 期待 し て 、 神 の 方 を 向く で あろ う 。 あ る い は 、 彼 等 は 、 神 
を 見 る 特別 な 心 眼 を 与 えら れる で あろ う 。 神 の 御 湊 は 、 現 世 の 衣 を 脱ぎ 捨て た 、 人 人 の 魂 に 示 き れる 神 の 特別 な 
明示 で ある 。 

注 7 当 節 は 次 の 事 を 各 味 する 。 (1 死に 行く 者 の 魂 と 甘 に 独り 、 彼 を 天国 へ 連れ て 行く の は 若 基 の 天使 で お 
り 、 披 を 地獄 へ 引き ずり 落と す の は 、 削 の 天使 な の か ? ② 所 付く 死 を 避け 、 潤 死 の 者 か ら そ の 苦し み を 取り 
除く 訟 術 師 は ぼ こ に いる の だ ? 

注 8 ー つ の 苗 悩 が 、 死に 対す る も うつ の 苦 憎 に れれ た られ る で ある う 。 近親 者 を 後に 残す 苦し み が 、 死 と 、 
米 世 で 不信 心 者 を 待ち 受け る 罪 の 苦し み に 加 えら れる で あろ う 。 当 節 は 以上 の 事 を 示し て いる 

注 9 当 節 は 、 不 伝 心 者 の 心 と 厨 体 が 共に 神 に 反発 し た 、 と 示し て いる 。 


"2 ルー* 


沙 履 十 れ 


0 


9 . 


7 、 


36 . 


99 . 


40 . 


41 . 


注 10 
を 示し て いる 。 又 、 こ の 言葉 は 、 強 調 の 芯 味 で 使わ も れ て いる 。 


注 1] 


pi 
音 


| 液 に 炎 い あれ 「! 幾度 も 災い あれ ! 
更に 波 に 災い あれ ! 幾 度 
( 注 10) 「 
ひひ と 
人 間 は 、 自 分 が 勝手 放題 に 放任 せら れる と 、 
思う か ? ( 注 11) 
人 間 は も と 、 射 出せ られ た る 一 滴 の 液体 に 
乾 ぎ ざり し か ? 

これ 


を れ が 血 の 淫 り と な り た る と き 、 王 が 之 を 
形 づ く り 、 交 し て 完成 せり 。 


も 5 災い あれ ! 


これ 
次 いで は 、 之 を 男女 の 両性 と な せり 。 


新 か る 御方 で も 、 死 者 を 生き 返 
し と 人 が? ( 和 E12) 


くら す 能 力 が 





リー レッ レン 
の 江 TOI 
@Gd3533093 
9! ITS4 み の スル で 


BE 


@cOs 


ッ U 褒 / 1 フッ クン ラク ゥ ルアン デム 
| 

Gu の (の c う 465 GL 

クン の デン ン ーッ ンプ ン ノ 


ee 発 34 移 
eg es っ 2 和 や 


Aa 分 


soy 


ゅ ds 簡 の っ ub INR 2 


「 液 に 災い あれ | と いう 言葉 の 繰り 返し は 、 直 肝 及び 来世 に お ける 親 神 的 苦悩 と 肉体 に 科せ られ る 剣 


補 は 、 微 々 る も の ・ す な わ ち 靖子 か ら 人 和信 を お 作り に 


、 役 を 神 の 全 創 造物 の か な ゆめ と する 2 郡 に 、 


この 様 に 大 きい 力 と 能力 を 彼 に 授け た だ 。 も し 、 そ の 後 、 彼 が 食べ ・ 飲 み ・ 楽 し か が まま に し て て お か れ た と も し 


た 、 


生 12 


を れ は 神 の 栄 知 と 孝 詩 する 。 


る 栓 に も 小さ きも の か ら 人 人 間 を お 作り に な っ た 抽 は 、 


い 弾 の 向上 の 人 略 、 彼 に 新た な 生命 を 授け る 力 を 持た れる 。 


ーッ 1 ラー 


條 が 死に 、 砕 けた 1 


表 と ちり に な る 時 、 終 り の 無 








アル ・ ダ フル 
(メッ カ 礎 示 ) 


あ よ ね 


1. 慈 草 深 て 、 恵 み 避 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い の っ Sc っ 
て 「 
2 人間 は 言う に 価 し な い 一 時期 を 経過 す 。 トピ 2 
905 区 る 
3. われ ら は 大間 を 試み ん が た め に 、 混 合せ る EL る Bo26C3NE 玩 


一 油 の 精液 よ り 之 を 剣 り た り 。 故 に われ 5 2 Ep 
は 、 人 則 に も の を 兄 、 も の を 聴く 能力 を 提 buy 2 253 


9。 6 和 ま 1 
4. 人 間 が その 思 に 感謝 する か 、 し な いか は と 41EKIEHP 誠 GLUtYI 


S か く 、 わ れ ら は 人 間 に : 攻 を 示し だ たり 。 


げに われ ら は 不信 心 者 ども の た だめ に 、 鎖 と 、 e@%25 交 ッ ン ネェ レレ ッッ の 029 
析 と 、 栓 え 盛る 業火 と を 用 意 せ り 。 ( 注 2) 355 を Co の 66 KATE 


6. され ど 評 し い 人 々 は 、 薄 荷 の 香る 器 を か た 2 し っ 2 っ 25 22 る | 
むけ ん 、( 生 3) クッ タク 
585 

も べ 


7、 ア ッ ラ ー の 僕 等 が 飲む 泉 で 。 を は こん こん の て 5 と 
と 湧き 出 ず る 。( 注 4) 


て 





洋 1 入間 は 精子 か ら 作 られ る が 、 岳 子 体 は 幾つ か の も の の 混合 体 び わあ り 、 こ れ は 、 精 神 的 j 上 の 才 、 人 人 
間 が 様々 な 力 ・ 能 力 ・ 特 性 を 授け られ た 事 を 示す も の で ある 。 こ の 過程 は 、 人 間 誕 生 の 一 般 原則 の み を 指し て 
いる の で あり 、 他 に は 当て は め ら れ な い 。 


汗 : 2 人 人 の 行人 旋 は 全て 、 対 応 す る 神 の 行為 に 作 わ れる 。 不 信心 者 の 俗 事 の ぉ つれ は 、 来 世 で 鎖 の 形 を よる 。 
現世 の 不安 は 鉄製 の 役 上 な り 、 強 人 ・ 肉 欠 は 地獄 の 内 と な る 。69 草 33 委 参照 の 事 。 
注 3 は っ か の 香る 飲み 物 も 飲む こと は 、 際 欲 を 静め る 効果 が ある 、 と 当 節 は 示し て いる 。 高潔 な 信者 の 心 
か ら は 、 不 純 な 思い は 全て 洗い 流さ きれ 、 役 等 は 深い 神 の 知識 に 静め られ る で あろ う 。 
沖 : 4 高潔 な 信者 は 、 苦 労 し て 掘り 出し た 泉 で 満た きれ た 器 を 飲 『 で あろ う 。 役人 等 が 現世 で 為 し た 行い は 、 
来世 で 和泉 の 形 と な っ て 現れ る 。 これ は 、 精 神 的 発達 の 第 一 段階 で あり 、 人 問 は 抑制 し を の 悪 の 性 医 に 歯止め を 


か け な け れ ば 、 魂 を 向上 きせ る 事 が で き な い 人 為 、 信 者 は 命 の た ゆま 努力 を 求め られ て いる 。 当 人 節 の 「 泉 」 
は 、 神 の 愛 と 悟り の 泉 で ある 。 
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第 ビス 前 
cert 
厄 の 広がる 日 を 恐 


( 注 5) 災 


9. 面 し て 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー を 区 愛す る が 故に 、 
條 し き 者 、 拡 児 、 他 腐 に 食物 を 恵 む 。( 注 6 ) 


10. 「 我 等 は アッ ラー の お 喜び を 願っ て し た だ ま 
で の こ ょ と 。 あ な だ が た だ の 報酬 ぅ 感謝 ぉ 求め 
は せめ 。 


11. げに 9 は 、 3 


12. きれ ば アッ ラー は その 日 の 厄 災 か ら 彼 等 を 
計り 、 快 活 と 系 福 と を 彼 等 に 与 を ん 。 


13. アッ ラー は また 深 賠 と 絹 の 衣 と を 以 て 、 彼 
土 の 墜 固 な る 信念 に 報い ん 。 


と うし よう 
14. 彼 等 は 楽園 で 揚 球 に ね を べり 、 畳 熱 を 知ら 


ず 、 ま だ た 酷 寒 を 知ら ず 。 

15、 そ の 和樹 陰 は く 彼 等 を 串 い 、 そ を の 鈴なり の 
末 物 は 垂れ て 摘む に 易 し 。 

16. 銀 の 器 や 、 残 玉 の 高 恋 が 彼 人 等 の 間 に 衣 げ 


eS 季 ん 。 


は 只 
17. 下 玉 の 如く 見 えて 実は 銀 に て 作ら 5 れ た り 。 
彼 等 は 自ら の 量 に 合せ て 番 を 満た す 。 





注 5 「 奨 い を 時 だ た し 」 は 、 人 入間 の 神 に 対す 
述べ られ て いる 。 

注 6 当 侵 は 次 の 事 を 示し て いる 。 1 
や 捕 座 を 養う 。(2) 役 等 は 由 ら を 向上 きせ る 為 に 、 
ず し て 登 行 を 為す 為 に 、 人 hi の で ある 。 
金銭 や 費やし 、 彼 等 を 養う 。(4) 「 食 物 ] (ター ょ ) 
負 し き 首 に 、 身 休 に 良く その 好み 通り の 食事 を 提 


ー914 一 


) 高 潔 な る 信者 は 神 を 敬愛 し て いる の で 、 
貧し き 者 を 養う 。 つ まり 、 
(3 彼 等 自身 、 自 分 に 乾 史 す 分 を 押 き えて 、 質 し き 者 の 為 に 
は [健康 に 良く 〈、 
E 信 し た 事 に な る 。 


アノ ルレ ・ ダ フル 





る る レオン ア の 
な つら の 5 ら 632 う 


1 

0 
CSC と 2 6 る 5 

@ 内 

の (と と も で 16) 

3 

な らら 2 っ ぼ 選 


ピン ン りう 
は う (プチ ・ 


クッ アズ 


(O」PA こ 5 人 43 


を 22 2 IE る 多 の の ルク る 
ら 2453 P21303 5 人 o レッ 
て グッ の の ee 
Co 


1 クン ンス て ン 1 ゥ 9 の ァ アン 2 ウン っ 
Ooar3 wo の 


266298P9 人 Es 


II アフ デア 


@ ら 9593 

9 の 5 ノ ァ ! デン を < ノ 。 
GS5053 Be 人 AA2 うぅ 
02 SM555 
サマ ノッ デス 
Obayle5 
GO お ゆめ 5 59 ら 2 1 の 8 


る 義務 か ら の 解放 を 表し て いる 。 人 の 同胞 へ の 義務 は 、 次 節 に 


島 し き 者 
その 行為 の 見 返り を 求め 


宰 に 間 ば れる 様 に 、 
彼 等 は 、 
彼 革 が 、 


好み に 合っ だ | と 意味 する の で 、 


第 七 十 六 意 


し よう が 
セス 本 ーー ンジ 壮 を キビ > 妃 + ば ネ ュ ゴブ ) ま ン ッ ラン ン っ テ っ を っ タル 
18 彼 等 は を こ て 生姜 を ほど よく 民 ぜ た 歪 の も GS2c も 2 2 あら は うる 
て な し を うけ ん 、 ( 注 7) 


19. サル サビ ー ル と 呼ば れる 楽園 の 泉 よ り 波 ま No 
% し 5 の 。 NN ッ ン プー 


を の 肖 た ち は 散 ら ば れる 真珠 し 見 まごう 


6 を 9 タン ゥ っ と 
ば か り 。 ⑥bX っ 4 12 ea 
21. 液 これ を 見 る 時 、 至 福 と 俸 大 な る 神 の 国 を ot623 3 
を こ に 地 ん > ( 注 9) 
22. 彼 等 は 線 の 紗綾 、 金 科 の 衣 を 生 に まとい 、 03 人 603 計 2 っ は 放 
白銀 の 腕 環 S て 館 ら 和 れん 。 耐 し て 主 お 手 ず レク リン る ウタ フック エン ン ェ の ーー 
か ら 準 き 飲 物 を 賜 わ ら ん 。 ( 注 10) (OU) Ge ンー ッ あの の 


23.「 こ れ ぞ お 前 た ち へ の 報奨 な り 。 お 前 た ち < 較 発 と 敵 oWA ぬ を 


の 精進 は 認め られ だり 」 


系 一 項 
24、 げ に われ ら は 、 少 し ずつ 流 に クル アー ン を 9 OSGM0e は 人 婦 


啓示 せり 。 ( 注 11) 


注 : 7 カフ ー ル (は っ か ) と ザン ジャ ビー ル (生姜 ) が 述べ られ て いる この 一 節 は 、 二 つの 段階 へ の 注意 を 
喚起 し て いる 。 情 の 奴隷 の 低い 地位 か ら 、 人 徳 の 最高 位 へ と 現 の 向上 を 果たす 洛 に は 、 信 者 は この 段階 を 経 ね 
ば な ら な い 。 有 有 塞 な 事 が 廃 き れ 、 感 博 の 油 が 静め られ る 第 一 段階 は カフ ー ル (ほっ か ) の 髪 階 と 名 付け られ て 
いる 。 それは 、 は っ か が 感情 の 強い カ を 抑え る 効力 を 持つ の と 同様 に 、 こ の 段階 で は 、 准 ・ 有 有害 な 事 が 抑え ら 
れる だ け だ か 6 で ある 。 し か し 、 ザ ンジ ャ ビー ル ( 生 ) の 段階 た 呼ば れる 第 二 邊 北 に お いて は 、 あ ら る 失 
難 貞 服 に 必要 な 精神 力 が 獲得 きれ る 。 精神 構造 に 強壮 剤 の 効果 が ある 魂 の 生 計 は 、 魂 に 栄 杖 を 与え る 神 の 美 と 
栄光 の 現れ で ある 。 こ の 明示 に 力 付 けら れ た 魂 の 旅人 は 、 そ の 殊 の 旅 の 途上 に 出くわし た 、 荒 涼 と し た 秘 漢 を 
横切る 事 ぉ $、 有 険しい 山 を 否 る 事 $ も で きる の で ある 。 
注 8 [サル サビ ー ル 」 と いう の は 「 道 を 尋ね る 」 と いう 意味 で ある 。 ザ ンジ ャ ビー ル の 段階 で は 、 殊 の 旅 
人 は 神 の 愛 に 酔い し れる 人 為 、 神 に お 会 いし だ いと いう 視 だ 二 い の 中 で 、 神 の 人 唱 へ 加 伺 に すれ ば 時 近付け 
る か と 、 あ ちこ ち で 会 う 人 毎 に 尋ね まわ る 、 と 当 節 は 示し て いる 。 
注 9 庫 河 な る 信者 が 来世 に 約 求 き れ た 魂 の 王国 に 加 を て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 達 は 、 現 世 で 、 当 時 の 
大 辻 国 の 竣 配 権 を 与 を られ た だ 。 
2 魂 の 旅 の カフ ー ル の 段階 で 、 神 に 中 に な っ た 旅人 は 、 神 の 愛 の ワウ ィ イン を 飲み た が る と 記さ きれ て いる 
( 当 立 6 節 )、 ザ ンジ ャ ビー ル の 段階 に な れ ば 、 彼 は 他人 か ら 元 気づけ る 飲み 物 が 与え られ (8 節 )、 最 後 の 
生計 ー ル の 鍋 除 に 下 れ ば 、 神 御 自身 が 永遠 の 命 の 秘薬 を 彼 に 授け られ る 。 こ 和 折 は 、 こ の 三 痢 の 飲料 の 重要 
な 格付 け も な る 。 は っ か は 冷や し 、 生 姜 は 明 め る 効果 が あり 、 サ ル サ ビ ー ル は 自ずと 定め られ た 針路 や 進み 読 
ける 事 を 意味 する 。 第 一 の 飲料 は 、 は っ か で 加減 きれ て お り 、 感 情 を 静め る の に 役立つ 。 生 姜 を 加味 し た 江 二 
の 飲料 は 、 正 閉 を 求め る 気持 ち を 起こ きせ る 。 そ し て サル サビ ー ル の 投 階 に 至れ ば 、 信 者 は 自ずと 正義 の 直 を 
行く の で ある 。 ' 
注 11 クル アー ン は 人 徐々 に 砂 示 きれ た 。 を の 世 示 は 23 年 に も 及 ん だ 。 こ の ゆる や か な 過程 に は こつ の 日 的 が 
あっ た 。 それは 、 信 汗 が クル アー ン を 学び ・ 党 た え ・ 自 分 の も の に し 、 を その 教義 に 従い 彼 等 の 生活 を 作り あげ る 


> 


デル ・ ダ フル 


セオ ッ て アル ・ ダ ダフ ル 





ン エ レン 。 すっ の 2 2 を アン ンー ルプ る 2 2 
25. さ れ ば 耐え 才 び て 、 主 の 審判 を 待て 。 証し sl ゆ 92 35 es6 


9 罪人 や 忘 財 の 徒 準 に 従う な か れ 。 ジグ 322 
⑯ り 
か ら 2 <? リア ビデ ッ ゥ 
26. 耐 し て 、 刑 な 夕 主 の 御名 を 讃え 替 れ る Col うら 9 3 8 うる っ 69 
、 みみ まえ 5 の アリ リンク ン イ る ラ っ の ッ 
27. また 、 夜 半 に 起き て 、 1 @5 ら 94 を 90Ae dtSe5 


長き 夜 に 主 を 護 美 し 奉 れ 。 
8. げに これ 等 の 者 せ も は 下 臣 の て らし を 朋 25565 の っ 40a (6 る 光 人 81 
。 来る き 重大 な 日 を 閑 示す 。 の ン ラン 
@VCy 8 


し ご たい - < シル ン イ クン っ っ の 97 デ レッ アコ 
29. 役 等 を 創り 、 そ の 四股 玉 休 を 少 生 な らし ゅ KMGSB OS 3 もら 
た は 、 わ れ ら な り 。 わ れ ら も し 欲し な ば 、 


2 タイ ョ 
いつ で も われ ら は 彼 等 に 伯 た る 者 を 以 て 、 ei 
役 等 の 代り と する こと 可 な 5。 ( 注 12) 

30. げに こ は 訓 戒 な り 。 さ れ ば 了 む 者 に は 主 へ 06 ら OM * ク ニー *!| の 
式 な 者 ン ログ の 38 人 5 sd 31 


の 道 を 辿 ら に 2 。 


. され ど ア ッ ラ ーー 欲す に 非 ず ば 、 お 前 た ち は ラン リン 2o1 リデン る と る 
190 SE 0 し 5 61 063 負 滞る 
その 気 が 起 こる まい が 。 げに アッ ラー は す 


ーー 
さて を 知り 、 覧 白 に まし ます 。 に 1 し up 
ーー ) ュ ナ みな ヨド )ー ッ 5 公 イラ アン > (tu EE レア て とる ン 
32. アッラー は 御 心 に か it 11282 は と dsS 
せしめ 、 不義 な す 徒 英 に は 音 き 懲 肖 意 
ン ァ の 
せり 。 ( 注 13) 8 CU っ 0 


助け と た な っ た 。 こ の 潤 進 的 な 過程 は 又 、 状 況 の 変化 に より 増し て 行く 必要 に 応じ る 為 で あり 、 更 に は 、 その 前 
に 、 初 期 に タル デーン に 記さ る れ た 預言 の 成就 を 目 責 す る 機会 が イス ラム 教徒 に 与え られ る 作 、 彼 牌 の 信仰 が 強 
め ら れる 事 を 意図 し て いた だ 。 クル デーン の この 滞 進 的 な 材 示 は 又 、 次 の 型 書 の 預言 を 成就 し た 。 

[ 工 め に 戒め 、 シー 則 、 こ こ に 少し 、 あ そこ に 少し 』 と 。 大 に 王 は 、 も つれ た 再 で 、 外 国 の 音 で 、 こ の 
氏 に 語ら れる 。( イ ザヤ や 書 28 : 10) 


の 神 は 、 回 革 し 、 そ の 身 に 神 の 属性 を 表す に 最も 半 し た 様 に 、 和信 剛 を お 作り に な られ だ た (95 5)。 そ れ 
門 、 も し 不信 心 者 が ク クル デー ン 教 義 の 恩 員 に 浴 す る 事 を 拒 め ば 、 彼 等 は 他 の 人 々 に 取っ て 代 ら れる で ある う 。 


潤 13 (デア) 本 文中 の 意味 の 外 、 当 人 節 は 次 の 事 を 示す 。11) 神 の ぅ 3 神 の 恵み を 授け られ だ た いと いう 
貴人 方 の 意志 を 実行 に 移す 事 が 、 の お 960 人 方 は 神 の も と へ 
向う こと は で き な い 。(3) 貴 人 方 の 意志 より 提 の 御 芝 志 を 優先 きせ る SS 、 商 大 方 は それ を し な か っ だ よう 
の 

( イ ) 宰 の 戒律 に 従い 、 神 の 由恵 に 浴 し た いと 月 5 願う 者 に 、 押 は 由恵 を 投 け られ る 、 と 当 節 は 示し て も いる 
0 の 


記 帆 向 に = 


第 七 十 七 音 ( 條 わ る れ た る 者 KO 





アル ・ ム ル サ ラ ー ト 
(メッ カ 啓 示 ) 


ああ まれ 友人 な * 
Eo は 東 記 ッ ラ ー の 御名 に お おい うる 12 る は 2 
E 
SR ei ブ ィ ク 本 
2 正義 を 広め ゆん だ め に 造 わき れ だ る 者 に か け の 6 と らし 15 


て 、( 注 1 
う ァ グー 1 テン 
3. 強 (押す 填 に か け て 、( 注 2) @M&ac ca 


4 、 真 理 を 普及 し 、 公 正 を 広 ゆ る を の 力 に か け の ちら いる 
て 、( 注 3) Sv 

ブス ーー 』 !2rz 

5. を は 療 亜 を 完全 に 区 別 す る 者 。( 注 4) @ ゅ cg8a 


あま ね ポン テー この テン 

6. 彼 等 は 訓 江 を 遍 て 運ぶ 、 ⑤55cusM9 
ン > エ っ > ー > に ブルク タタ ュ ン アク うか 
7. 容赦 の た め 、 ま た は 戒め の た め に 。( 注 5) ②bAs 51bg 
上 


に 


8. げに 前 た ち に 約束 きれ た だ たる こと は 、 必 ず 


エレ アプ アテ フタ フウ イェ ン る て 
けり Oxey し 8 
Eu ら ん 。 


み 
の 7 


9. あ まだ の 星 が を の 光り を 消 き れる 時 、( 注 6) 


10. 天 が ば 5 ば ら に 引き 絢 か が れる 時 、( 注 7) 





注 1 当 節 及び 次 の 四 節 に 述べ られ て いる 物 は 、 そ の 働き ・ 存 在 の 如何 を 問わ ず 、 風 ・ 天 使 ・ 神 の 使者 ・ そ 
の 弟子 を 、 特 に モハ ッ マ ド 預 言 の 仲間 を 語る 為 に 、 様 々 な 典拠 に より 取上げ られ て 来 だ た 。 モ ハッ マ 下 預言 者 の 
伸 間 に 関し て 言え を ば 、 彼 等 は 初め 、 ゆ る や や か に イス ラム 教 閉 を 広 ゆ る 、 と 当 人 節 は 示し て いる の だ ろう 。 

注 : 2 伝道 に 伴 な う 初 期 の 困難 が 服 きれ だ 後 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 達 は 、 よ り 加 く 歩 を 進め 、 精 力 的 
に イス ラム の お 告げ を 伝え る で あろ みう 。 あ る い は 、 ク グル デー ン の 教義 に 支え られ 、 折 れ だ た わら が 風 に 吹き 飛ば 
され る 様 に 、 彼 等 は 、 を の 所 に 立ち は だ か る 偽り や 悪 の 勢力 を 追い 散ら ちら す 、 と 当 節 は 意味 する と いえ る 。 

注 3 彼 等 は 、 神 の お 震 げ を 僅 め 称え ん 、 造 か か な だ へ 広め る 。 又は 、 善 の 種子 を 到 る 所 に まい 。 

注 4 クル アデ アーン の お つげ 普及 に 伴い 、 真 実は 虚偽 と 、 療 な る 者 は 回 な る 者 区別 き 和 れる で あろ う 。 

注 5 彼 等 が 伝え 、 託 きれ た 任務 を 十 二 分 に 果 だ し た 事 を 、 事実 は 証明 する で あろ う 、 と 当 は 示し て いる 。 
注 6 引 侯 は 、 様 々 な 災 次 が 人 々 に ふり か か ろう と する 時 を 各 味 する 。 ア ラブ の 人 々 は 、 旦 の 消失 を 、 惨 応 
が 差し 人 自 っ て いる 役 師 : みな し だ た 。 

i7 大 惨事 が 世に 起こ る 叶 。 


JI 


第 セト 七 意 2 


6 ヴ 
11. 山々 が 府 の 如く 吹き と ば る れる 時 、( 注 8 ) の sg USJ11S1 る 
12. 使徒 た もち が 時 を 定め て 召集 きれ る 時 、( 注 9 ) の 13 
ライ レタ ーッ ング 
13. その 定め の 時 は いつ まで 千 期 きれ る や ? ⑤ こ Ve の の 
ゝ Se し で っ デュ 
14. 判決 の まで な り 。 @uL239142 の 
15. 判決 の 日 の 何 ん だ な る か を 液 に 知ら し むる も eu533022 し 5 多 ち 
の は 何 か ? 「 ン 
ョ に > ュ っ ョ クノ 2?。 > の っ る の 5/ 
16. すなわち 真理 を 拒否 する 者 ども に より て 、 ONI 
を の 日 は 秋 い な る か な ! Ii 
1 た ER re アン アプ っ ムク ファ 
17. われ ら は 苦 、 い 《 だ の 民 を 減 ぼ し だ に 非 3 Go95 り IL | 
や 9 ーー 「 
ュ る 5 アン ルレ 2 すす の の の 2 ン る 
18. 面 し て 今 、 わ れ ら は 後 の 世 の 民 に 彼 等 の 後 OS 
を 革 が し めん 。 
つみ び ば レ 2 タ ュ クラ ラン レラ 
19. われ ら は か く の 各 て 罪 人 を 裁く 。 Ge て AS5 
20. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 を その 日 は ec いび 
災い な る か な 1 22 コ 2000082 9 
21. われ ら は お 前 たち を と る に 足ら 史 一 滴 の 液 eS らき 2 っ 122 2 
体 か がら 創り 、 IE 
_ ゴー ゥ を アバン ンス 
22. それ を 安全 な 場所 に 置き し に 非 ず や 、 @cA358 
2 1 ブー っ る ン る る ! 
23.、 定め られ た だ る 期 眼 まで ? 352 っ O5 | 
24. これ みな われ ら の 計ら いな り 。 わ れ ら の 計 OO の AS ZS さじ)A85 
らい の な ん と 見 事 な こ と よ ! ( 注 10) | - 
25、 長 理 を 拒否 する 者 ども る にとり て 、 を の 日 は 2 や 0 多 げ 
災い な る か な 6 





注 8 大 変革 が 生じ る 時 、 又 は 、 権 力 あ る 者 が 失脚 する 時 。 あ る い は 、 上 店 く か ら あ る 制度 が 完全 に 毅 陸 する 
時 。 つ まり 、 腐 敗 し た 秋 序 が 全て 絶え る 時 。 

i 寺 9 往信 な る 神 の 指導 者 が 、 い わ ば 神 の 使者 達 全て の マン ト を や まとう か の 和 様 に 、 彼 等 の カ と 精神 を 英 に 付 
け て 現れ る 時 。 

注 10 子宮 の 中 で 精子 が 発達 し 、 一 人 の 人 人 問 へ と 育っ て 行く 、 実 に 創造 の 向 異 と も 言う ざき 神秘 的 な 通 程 を 、 
光 価 及び 前 三節 は 述べ て いる 。 この 創造 の 過程 は 、 復 活 を 支持 する 論拠 と 上 し て 提示 る れ て いる 。 それ は 、 弟 
の 池宮 が 現世 に お ける 人 の 生命 に 例え られ 、 信 の 誕生 が 復活 に 例え られ て お りこ の 両者 の 聞 に みごと な 対比 が 
存在 する か ら で あ る 。 
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〆9。 


30 . 


31 . 


9Z . 


0. 


34 . 


注 11 
は 、 了 地球 の 自転 と 公転 を 示し て いる 
EE 


汗 12 


注 : 13 
ス に 
れる 事 を 、 
な 衝動 を 陣 止 する 
込む 原因 と な る 、 


生 14 56・ 43 一 35 委 路 。 
生 15 不 倍 心 者 辻 は 安楽 を 求め 、 城 や 常々 だ る 建物 を 誇っ た の で 、 


ゎ れ ら は 大 地 を 容 維 と たと なさ ざ り し か .、 


. 生 者 並び に 死者 の だ ため に ? ( 注 11) 


、 面 し て われ ら は 大 地 の 上 に 山々 を 徒 え せ し 


め 、 ま だ 飲む べき 甘泉 を お 前 だ ち に 与え た 
り 。 ( 注 12) 

長 理 を 拒否 する 者 も に と り て 、 そ の 日 は 
人 災い な る か な 1 


彼 等 は 命ぜ られ ん 、「『 さ て お 前 た ち 、 虚偽 な 
り と みな せる も の に 向っ て 行け 。 


然 9、 三 つっ 股 に 分 れ た 陰 に 向っ て 行け 。( 注 13) 


そ を は 陰 の 役 に は 立 だ な ず 、 和 を 防い で は くれ 


は せ ぬ | と 。 ( 注 13 
始 の 火花 は 巨大 な 城 都 の 如 し 、 ( 注 15) 
さながら 貢 褐 色 の 路 能 の 如 し 。 ( 注 16) 
5. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 を その 日 は 
移 い な る か な ! 
。 計 I1 人 は 和 皆 こ の 世に 生き 、 死 すれ ば 、 そ の 亡 馬 は る 


地上 上 で 満た な る れる 、 と 示し て も いる 。 


山 は 自然 の 口 大 な 連 水 他 よ と し て 役立つ 


不信 心 者 の 誤っ た 信仰 ・ 趣 か な 慣習 は 、 
ょ れ ば 、 こ れ は キリ スト 教 の 三 位 一 f 
当館 は 志 し て い 
感受 性 の 無き 、 


災 所 て 、 
本 説 を や 折 | 上 直 


選 庶 の 欠 除 、 判 断 の 無き 、 
ぁ の 、 近 れ 、 


認識 と 理性 の 誤り 、 性 の 過失 、 


の NIS の の 


: 16 


アラ ブ 人 達 は 、 彼 等 の 高 を 最大 に 生み 出す 自分 送 


ー919 一 


れ ぞ れこ の 選 に 残る 。 当 節 
らし も 言え る 。 前 館 の 「 容 器 ] と いう 箸 は 、 人 人 間 が 阿 体 的 に 必要 と する も ぅ 


アル ・ ム ル サ ラ ー ト 
@GGCSI て 徐 
ee 人 1 
2 だ の つの 1CGCS 
eo 
GusC5O2 ダ とう 


時 二 
TE は 得 U 


2 アン 


@ い 40UO2G 


和 


て の ウタ 


ルル 。 


レコ 


0 っ の 要 表 は 、 
を 指す と も 言え る 。 


の ) 向 双 : を 診 誰 “っ が o 


は 叉 、 重 力 の 法則 、 


彼 等 の 罪 は 、 巨 大 で 城 の 棚 に 


の ィ 。 と と 


ao Se や 『 


ャ 2 。 て 2 
@⑥SuoAAU Gu お 85 


ン ン と 


0 


ニー つえ の 賜 の 彩 ぞ 取っ て いる 。 ある い は 、 イナバ 
いる 。、 不 信心 者 が 計 右 か ら 、 
る と も 言え る 。 更に は 、 徳 育 の 教師 達 は 、 0 
を 指 壇 する 。 同 様 に 、 
内 欲 に も 当て は まる 。 心 理学 用 閣 で は 、 
意志 の 弱き 、 


を し て 1- か らち も 前 せ ら 


る 三 つ の 要 


、 向 上 し た いと う 道徳 的 


入 を 地獄 へ 送り 9 


癌 (燃え 上 


第 七 十 草 


アル ・ ム ル サ ラ ー ト 





36. この 日 は 役人 等 $ も の 云う こと を 許 き る れ ざる 日 Go 251 は 
な り 。 ( 注 17) 
らら )J 2 ンプ < ッ ク タイ タ ズ SV 
37. 弁解 も 許さ れ ざ る で し 。 ( 注 18) AazS な る 〇 う うち おぶ 
ュ ン テク 2 。 0 
38. 真理 を 拒否 する 者 せ も に と り て 、 そ の 日 ば ouue5a 
炎 い な る か な 1 
E 中 、 ち っ >。 トイ ン ? アン ラン アン そし っ 3 の ックス 1 
39. 「 こ は 判決 の H な り 。 わ れ ら は お 前 だ ちや GCC SU 2 1A み 
違い 昔 の 人 々 を 吾 集 せ り 。 
ー」 っ の っ る の ンタ ララ レラ 人 
40. おぉ 前 た ち に 策 あ ら ば 、 わ れ に 対し て それ MR 
を 用 いよ | ( 注 19) 
41. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 を の 日 は の Cx Co (人 25 5 
災い 1P/ る か な 「 アデ 
骨 8 っ の タ ン り 3 
42. 義 し き 人 々 は 木陰 と 泉 の 間 で くら きん 、 es 之 3Jb8gs 人 る 8 
ーー 四 MP で も 21<5? 
43. 好き な 種々 の 果物 に 囲ま れ て 。 @ ら や 358 
ユー テ ュ 一 ア ュ ズ みっ クイ ョ タン アピ 
44. 「 楽 し 〈 食い 是 つ 飲め 、 こ は お 前 た ちの 所 eo が 0 いし KS 
業 に 対す る 報い な り 5 
45. か く の 如 く 、 わ れ ら は 和 普 行 を 積む 人々 を 報 atom 
差す 。 
46. 真理 を 拒否 する 者 ども る にとり て 、 そ の 日 は 64 ・ 0y 和 9 負 ば 
災い な る か な 1 2 
47. | 真理 を 拒否 する 者 ども よ 、 束の間 の 現世 ン >5 全 4 す ん 1 ラク セン ン 
〇 づ LSE 5 1 
で 食い 且つ 楽し ゆめ 。 げ に ぢ 前 だ ち は 罪人 な の ダン 必 
り 」 
> “アア 2 人 マ 3257 
48. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 その 日 は ⑨Cuu2 VOu^ 2 
0 提 な る か な 1 
> お 1 ュ ーー 6 : 偽 ンー うっ 2 タ の ンプ 2 の 2 の 5 
49. 「 ぬ か ずい て 供 め ょ と 告げ られ る も 、 役 間 0028 ヵ Ps3 
等 は ぬ か ず か ず 。 
注 17 36 埋 66 節 参 
注 18 不信 心 者 の 有罪 は 確定 し た の で 、 最 早 如何 な る 中 し 開き も 許 き れ な いで あろ う 。 
注 19 モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 敵 共 は 、 彼 に 対し 悪事 の 限り を 尽 し て 挑ん だ 。 
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コビト 七 音 アル ・ ム ル サ ラ ー ト 





真理 を 拒否 する 者 ども に ーッ さて の ッ 、 と っ て 條 っ / 
90. 典 理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 を の 日 は の CAS こく 
災い な る か を 1 ー ン ンー ン ン テー・ー。 


51. な ら ば この 後 、 彼 等 は 如何 な る 説教 を 信 ぜ 
ん と する か ? ( 注 20) 


計 : 20 この 不 連 な 不信 心 者 吉 は 、 ク ルアー ン の 様 な 正 し い 旦 典 の 受け 入れ を 拒ん だ の で 、 神 の 御 声 を 耳 に す 
る 事 も る 、 ズ 正 し い 道 を 見 い 出 す 事 も な いで ある ja 


9 に 


背 - AA 齋 | ら せ 





あま ね みみ 人 な アデ 2 プ 本 

1. 慈悲 深 (、 串 み 還 て アッラー の 御名 に お い の タテ に っ > あ し > る 
Fr 

中 R 


2. 彼 等 は 互 に 何 に つい て 相 問 うか ? 「 OO92LS EE ンー 
3. 重大 な る 知ら せな り 、( 生 1) Gets31 じ SN と 


4. 彼 等 は を れ に つい て 意見 を 異 に す 。( 注 2 ) OO る 4522 な | 


し の je の っ 

5。 各 。 を その うち わが る で 上 。 oO 

と oe 9 ュ ッ イッ ンプ る / と な 

6、 谷 、 わ れ ら 再び 区 うう 、 彼 等 その うち わか る OO 
べし 。 


。] ど ルン と と ーッ ン っ アァ 

7. われ ら 大 地 を 駅 所 と な し 、 OlOes つの Uaso 1 
タン ンタ プー [レー ラン 

8. 山々 を 天幕 の 綱 を 張る 杭 と な き ぎ り し か ? @359 JoJM 
9. また われ ら は 、 お 前 た ち を 番 に 合 り 、 $⑥ じ の 2 放 3 
= = 3( 9 2 アリ ん 

10. 休息 の た め に 隆 限 を 定め 、 (OSNAN2OEGSG 
11. 夜 を 衣 と な し 、 @O ON KK 


な 日 わ 


12. 恒 を 生業 の 時 と 定め た り 。 @ い じろう し | 3 


13、 ま た われ ら は 、 お 前 た ちの 頭上 に 堅固 な 七 6 8323 
居 の 天 を 築き 、( 注 3) 、 - 

NE ーー ア [ ク (る イ [ ン ィ ョ ン ン る 

14. 太陽 を 以 て 府 然 た る 炊 明 と な せり 。 @ ら eb て US 3 





注 1 重大 な る 知ら せ 、 又 は 出来 事 を 意味 する 語 、 ア デン ナ バ に 、 修 節 語 アル ・ ア ズィー ム (力強い ) を 付け 
た と いう 専 は 、 此 所 に 述べ られ た 出来 事 が 非常 に 年 愛 で ある こと や を 示し て いる 。 

注 2 不信 心 者 達 は 、 裁 き の 日 の ある 市 を 信じ な い 。 

注 3 太陽 が 中 心 と なる 大 陽 系 の り の 七 つの 主 要 惑 星 。 又は 、 23 聞 に 述 ぐ られ だ 、 人 人 の 精神 的 発 遂 の 七 つ の 表 階 。 
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北 二 八 音 アル ・ ナ バ 


15. また われ ら は 、 雨 千 ょ り 沿 然 た る 水 を 降 し 、 @E 攻 人 Eee 科 LcB 
16. 逐 に ょ っ て 帝 物 と 草木 を 生 ぜ し ゅ た り 、 BC に る 
17. 木々 繁 る 果樹 園 も 。 ( 注 4) GS に こち 3 
コー に 1 > ・ = EE イ アン ン 。 』 2 ッ ン る 
18. げに 判決 の 是 は 定め られ た り 。 @ じ Go の 233 2 る) 
らち つ > い ? の る へ 
19. その 日 、 隈 尋 が 鳴り ひび く や 、 お 前 た ち 妖 @I25「 63 2 は で < 
を な し て 集 り 来る べし 。( 注 5) 
こと こと If レア し る | な 
20. 天 は 開か れ 、 朱 く 門 と な り 、( 注 6) の blo 5 る Cos 5 
21. 山々 は 移し ま ら れ て 、 愉 も 穫 気 楼 た 化 きん 。 6 の JC っ 23 
( 注 7 ) 
22. げ に 地獄 は 待ち 伏せ 場所 に 在り 、 る Lo 2 る 22 81 
リ レ ィ レン 2 。 寺 
23. 背 逆 者 の 行 移 に し て 、 @5C ogU5W 
で レン ッ ン プラ ュ ンク ェ 
24. 彼 等 : 水 元 に その 中 に 住み と ほど ま らん 。 @ ゅ USIES OS 
25. 彼 等 は を こ に て 涼 を 知ら ず 、 飲 むべ きも の レン っ な っ スン 
2 @5DS り 3122 8 535905 り 
26、 た だ 煮え だ ぎる 熱湯 と 悪 中 を 放つ 流体 ある BWR 
の み 。( 注 8) 
ち ーー 
2 ロッ ク 14 
27. これ すなわち 応報 な り 。 の 65 ぅ 2 
うり で 4 と 人 
28. げに 彼 等 は 清算 を 恐れ ず 、 の に っ の な 9 はじ ゃ る 





生 4 7ー7 に は 、 入 の 肉体 を 維持 する 上 で 必要 な 、 基 本 的 な 押 の 恵み の いく つか が 取り 上 上げ られ て いる 
が 、 入 の 肉体 的 継 持 に 適切 な 配慮 を な され だ 神 が 、 一 方 で その 精神 維持 に は 同様 の 準備 も を 下 ら れ た 、 と は 有り 
侍 な い 吾 だ と 暗示 し て いる 。 ' 

生 5 式 き の H、 つ まり メッ カ 有 克 沙 の 日 に 、 ク ライ シュ は らっぱ の 音 で 呼び 出さ れ た か の 様 に 、 モ ハッ マ ド 
頂 言 者 の 前 に 集め られ 、 罪 の 許し を 請う た 。 

正 6 。 その 時 、 正 義 な る 者 を 支持 し 、 英 な る 者 を 混乱 きせ る 袖 の し る し が 、 数 多く 示 き れ た 。 

キ 7 。 当 節 は 次 の 事 を 示す 。 (1) 権力 と 地位 の ある 者 は 、 そ の 権威 と 力 を 失う で あろ う 。(2⑫ イ スラム 教 に よる 
克服 の 突 沿 を 前 に し て 、 巨 大 で 強固 な 帝国 は 、 も ろ い 宮山 の 様 に 崩壊 し 、 完 全 に 消失 する 為 、 そ の 往時 の 存在 
は ! 吟 の と 思え る だ ろう 。 

詩 8 有 徳 者 に 対す る 、 薄 徳 者 の 冷淡 て 不法 行為 は 、 熱 湯 と 、 字 め て 冷た て 正典 を 放つ 飲料 の 形 を 取る だ ろ 
2 。 


Pre 


第 世 十 八 草 ノル ェ ナラ で 
29. われ ら の 神 光 を 蒸 く 拍 天 せ り 。 に NYC 5 3 
ミ コー モコ > ! ォ ン レップ ちあ うる シノ 
320. われ ら は を その すべ で て を 帳簿 に 記載 せり 。( 注 9) と は 044 1 の 人 
31. 「 さ きれ ば 流 等 凡 を 味わえ を 。 わ れ ら は 町 次 以 の 3 503 
外 に 何 も の も お 前 た ち に ふ や き ず 」 
. 一 項 . 
32. げに 義 し い 人 に は 本 願 成 就 あり 、 @1 HV ES 
33. す な わ ち 囲ま れ た 果樹 園 や 視座 畑 、( 注 10) MKeESc 
サレ. フラ アイ ーー ュ ン の < 
34. 年 る 頃合 の 乙女 な ち 、 ( 注 11) @VI2| Cl 3 
こ ( る (っ クイン る 
35. 溢れ こ ぼ る る 酒 恋 な り 。 ( 注 12) ' 6 
36. そこ で は も は や くだ ら ぬ 話 や や 貴 い つわり を 3 ら 多 2 
めぐ ぷう 
聴か ぎら 4。 に IACE 8 
37. こ は 主 より の 報 差 な り 、 役 等 の 所 業 に 応じ 5 し と > を 35 同和 


だ 息 賜 な り 、 

あゆ つ ち し デ 
38. 天地 並び に その 間 の 万 物 の 主 に し て 慈 吐 深 1 NGICG よ 

い 神 より の 。 彼 等 は 主 と 言 葉 を 交 す こと 得 “ 


ぎる べし 。 @BU お 。 ら 所 


39. 型 霊 や ( 注 13) 諸 天 使 が 起立 し て 整列 す CAC Kyo 人 Cs の 9 2 293 
る 日 に も 、 慈 悲 深い 神 が 許 し た も う 者 、 且 


注 9 テレ ビ ・ ラ ジオ ・ テ ー プ レコ ュー ダ ー 等 の 機器 の 発明 に より 、 人 の 行為 の みな ら ず 言葉 も 保存 ・ 再 生き 
れる 様 に な っ た 。 

注 10 天国 の 恵み の 中 で もぉ 、 ブ ドウ の 不 は 、 クル デー ン に 幾度 も 記さ る れ て いる 。 こ れ は 、 ブ ドウ が 美味 で 重 
次 な 食物 だ か 6 で ある 。 それ は 長期 保存 が 可能 で あり 、 酔 い を も だ ら す 。 タ クワ (正義 ) に も 、 こ の 三 つ の 特 
徴 が ある 。 それ 故 、 ブ ドウ の 木 は 、 正 義 あ る 者 に ふき わし いい ほうび で ある 。 

注 11 mi 芝 な る 者 は 、 初 々 し 生気 あふ れる 友 や 妻たち を 有 し 、 高 位 を 斉 受 する で あろ う 。 彼 等 は 高 長 な 家 
柄 で 、 大 望 に 奪い 立つ で あろ う 。 クル デア ー ン の 他 の 箇所 (56 : 35) で 、 高 潔 な る 信 省 の 同胞 は 、 高 黄 な 配 憎 首 
RSS の 4 55 草 、56 章 を 湖 照 の 事 。 

注 12 心 が 、 あ ふれ ん ば か り に 神 の 愛 で 満 た きれ て いる 、 神 に 酔い し れる 巡礼 者 は 、 醒 ゆる 事 の な い 精 神 的 
5 

注 13 此処 に ある 「 悪 粗 ] と は 完全 な る 魂 、 す な わ ち モハ ッ マ ド 預 言 者 を 、 又 整列 する 日 ] と は 、 復 活 の 
ロロ を 表し て いる よう だ 。 
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系 上 邊 近 アル ・ ナ - バ 





4 . 


4] . 


潤 : 14 
この 前 は より 近い 


5 ュー ーー る 宇 < ゝ 人 ど AA ィ 
つ 正 し いこ と の み を 云う 者 を 除い て 、 役 区 MR SC タ 1 2 Gy 


! 


は も の 云う こと を 得 ず 。 6 
その 日 は 必ず 米 る 。 き れ ば 欲す る 者 を し て 、 5 1 4 る 2 人 る イィ CC ラン 1 るい 

PT っ も と 1 
主 に な すがり せしめ よ 。 ら CJ ひつ 1 > 3 ジッ 


@ じ 


に われ ら は 懲 削 の 近 か ら ん こと を お 前 た 2CTI2 ンク ク 」 る ン 2 1 
0 警告 せり 。 ( 注 14) その 日 、 人 は 己 が OR 人 
手 が 先 に 送れ る も の を 目 の 当 り に 見 て 、 不 ae cet 2 64 rh 
信心 者 ども は 叫ば ん 、「 願 わく は 我 鹿 爾 に 
帰せ ん こと を !」 と 。 


、 現世 て 罪深い 不信 心 者 に 下さ れる 罰 を 指す よう だ 。 ク ルアー ン の 他所 (32 : 33) で は 、 


「 懲 六 」 
し 記さ きれ て あり 、 一 方 来世 の 罰 は ょ り 大 きい 還 と な っ て る 。 


と は 
6 
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アデル ・ ナ ー ズ ィ イアー ト 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 恵 み 遥 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い と し っ 3 
t。 - 
J し mit の 
2. 泡 々 し (引き 抜く 者 に か け て 、 の あら s 志 5 
ES ブロン る < 時 
3. その 結び 目 を し っ か り と 結ぶ 者 に か け て 、 @U あ 3 こも 1 
4. 迅速 に 滑空 する 者 に か け て 、 の 人 2 こ と 1113 
ロ > レイ ア 旨 導い し 
5. 他 を 追い 抜き 、 | @ き こと 
6. 事 を 見 事 に 処理 する 者 に か け て 表 う 。 OU 
ーー 9 り た し ン か タッ の ンマ アン 
7. その 日 、 大 地 は 哉 を な の の き 、( 注 1) OK テー ンー 
これ = の 電 クタ フェ ス 
8. 第 二 の 如 動 が 之 に 続か ん 。( 注 2 ) の 3 っ US 
4 テ デア ョ ンー ラズ 9 る 
9. その 日 、 人 々 の 心 は な の の き 、 CO すい 
0 あり 〆 テ 〆 
10. その 目 は 伏 す べし 。( 注 3) oO az5E. SS 
11. 彼 等 は 云う 、「 我 等 は 以前 の 状態 に 復原 せ 6 OECD 
れる の か ? - 
12. な ん と な 1! 我 等 朽 朋 と な り 果て り と いう の ss5 【UU。 31< 
還 間 1 - - 
三 全 . い し か ゃ ヨコ ェ 呈 ! @ ア あッ ァ ァ み アロ 『 \ ど 
13、 彼 等 は また 云う 、[ 然 ら ば そ は 失敗 の 帰 環 な まつ OHFIE 
り 」 と 。 


注 1 





「 誠 え お の の き 」 は 戦争 に 備え る 、 と いう 意味 で ある 。 前 節 に 布告 きれ た 頂 苫 は 、 神 の 正しき 下僕 と 


吉 の 勢力 の 問 で 戦い が 起き 、 そ の 結果 後者 が 根絶 きれ る 形 で 成就 きれ る 、 と 当 節 は 示し て いる 。 


注 2 


イス ラム 救 徒 と 不信 心 者 の 間 に 一 旦 戦い が 始ま れ ば 、 悪 の 勢力 が 次 か 6 次 へ と 打撃 を 受け 、 徹 底 釣 に 


打ち 砕 か れる まで 、 そ れ は 続く で あろ う 5。 


寺 3 


不信 心 者 が 次 々 に 敗北 を 喫し 、 イ スラ ム 教 が 勝ち 続け る の を 目の当たり に する 時 、 不安 が 彼 等 を 襲い 、 


"復活 は ある の で は な いか と いう 恐 需 が 、 そ の 心 を 苦し め 始 め ゆる で あろ う 。 
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14. 


15。 


165. 


誠 


18. 


1 


20. 


2 


の の 


2 


24. 


の 。 


26. 


レイ 


28 . 


注 4 


注 : 5 


だ だ 一 声 の 叫び あら ば 、 


見 よ 、 彼 等 は 地上 に 出 て 来 た ら ん 。 


モー ゼ の 物語 は すでに 溢 に 達し た る か ? 


主 が 帯 な る トゥ ワー の 谷 で モー ゼ に お 言葉 
だ の 上 よ 、 仙 及 た り 。 

| ファ ラオ の 所 へ 行け 。 彼 は 反抗 せ り 。 
耐 し て ファ ラオ に 云え を 、「 流 を の 身 を 浄 め ん 
と 欲す る や ? 


鈴 ら ば 我 は 、 を し て 主 を 長 れ 散 わ し めん 
が た め に 、 液 を 主 の 許 へ 導 か ん 連 

か くし て モー ゼ は 停 大 な る 奇 味 を ファ ラオ 
に 示し だ ただ り 。 ( 注 4) 

されど フ ァ ラ オ は モー で ゼ を 拒 知 し 、 
りき 。 

面 し て ファ ラオ は モー ゼ か ら 顔 を を むけ 、 
陰謀 を た くら ぬめり 。 


従わ ぎ ざ 


ファ ラオ は その 民 を 集め 、 か く 宮 言 せり 。 
「 余 は お 前 た ちの 主 に し て 、 下 高 者 な 5」 


され ば アッ ラー は ファ ラオ を 捕え ぇ 、 

びに 現世 の 懲 前 を 加え だ た り 。 

げに この 中 に は 、 虹 散 する 者 へ の 教訓 あり 。 
第 二 


来世 並 


お 前 た ち を 剣 る こと と 、 天 を 創る こと 、 果 


し て いずれ が 次 事 な る か が か? アッ ラー は を その 
大 を 創り 9 た り 。 ( 注 5) 


ル ・ ナ ー ズ ィ ア 


ラッ スン ン ル 
の eS (②C56 
# 。 6 ノラ 
@ め *Lslb 555 
edo 1 る 


ア 
じ 


> の 


eg みっ 契 45 っ あみ ) 


プレ (5 ラン っ 。 Mt 
の っ 6! と うこ 


(ーー チル ーー 

ラップ ノック ン る 

@ る 3 55 

oeM32223 

人 党 11 2 て 0 タ シ ラ ニー レ ンス ンク 

の dgVLAAS36TJGS3 

ら m う タ フュ ョ ン 。 リ 2 ニース イン ンタ ダン クレ 
ed る み 芝 sgG 
YE アン レッ デー と! 。・ ン 

ee を 1 い GS き 8) 


偉大 な る 奇 吐 ] は 、 モ ー ゼ に より 示 き る れ た だ 他 の 全て の し る し に 先立つ 枯 の し る し で あっ た 。 


復 雑 だが 完全 な 、 太 陽 系 の 創造 


つつ 92 一 


は 、 事 実 、 死 後 の 生 を 支持 する 不可 侵 7 
その 様 に 広大 な 宇宙 を 無 か ら お 創 9 に な っ た 神 は 、 
な 生命 を ち 


さ 論 捉 た な っ て いる 。 つ まり 、 


その 中 で は ほん の 小 き な 点 に し か 過ぎ な い 人 間 に 、 死 後 新た 
- ん る こと も お 出来 に な られ だ 。 これ が 当 節 及び 光 の 六 節 の 主旨 で ある 


ー ト 


第 七 十 刀 章 アル ・ ナ ー ズ ィ ア ー ト 
9 AG っ の 
2 に 全 い 1 
e2 ら 3 350 5 
6s2252EC も る 3 
ecoJCAJI う 
so592 ACE2 


29. 彼 は 高々 と 天 を 挙げ 、 ( 注 6) 次 いで 之 を 
完全 な も の と な せり 。 


30. 面 し て 夜 を 暗く し 、 そ れ よ り 朝 を 生ま し め 
だ り 。 ( 注 7) 


31. 次 いで 大 地 を の 広げ た り 。 ( 注 8) 
32. 彼 は それ より 水 と 牧草 と を 生 ぜ し め 、 
33. 更に 山々 を し っ か と 据え たり 。 


34. こ は す で て お 前 だ ちと その 家畜 の た め の 給 


養 な り 。 
学 ョ タラ タ kd ネッ ン バ ン ャ デ だ し っ 
35. きれ ど 、 大 秋 厄 来 た る 時 、 @ex ら | 43305 っ 2 に SU 
36. そ は 人 が を の 替 力 せる こと を 想起 する 日 な oe 8C3JI862 255 
5 。 " 
37、 ま た だ た 、 地 録 が 、 日 ある 名 の 前 に 出現 する 日 の の 21 に 583 
な 5 。 L_I LJ ドコ ーー ン * 
コ オア ーッ ラ デ イィ 
38、 そ の 時 、 反 抗 し て 、 @e ら の 2 5 


し # ィ 


@CANSSd133 
og Rad16V 


41. され どの 御前 に 立つ こと を 呉れ ね 、 そ の 区 Ke91( 人 63) 2SoG は っ の の 5 
を よこ し まな 欲望 より 守り し 者 、 ( 注 9) > 。 
(の 


@e ゆ 低 <4138 


39. この 世 を 選び し 者 、 


こう か 
40. その 住ま きい は 地獄 の 業火 た る べし 。 


42. その 住ま い は 必ず 楽園 た る べし 。 





邊 6 屋根 、 天 非 、 物 の 高き 、 深 る 、 厚 き を 意味 する 。 


注 7 地球 に つき も の の 、 夜 と 昼 の 現象 は 、 我 々 が 居 ・ 夜 を 持つ の が 太陽 系 の し くみ に よる も の で ある 事 か 
ら 、 当 貢 で は これ を 天 に 超 央 する も の と し て いる 。 


注 8 本 文中 の 意味 以外 に 、 当 節 は 、 地 球 が より 大 きい 拒 合体 か ら 漂 流し て 米 た 事 を 示す 。 


演 : 9 罪人 の 様 に 、 神 の 前 に 立つ の を 和 拓 れ る 者 。 又 は (2) 軍 の 豊 成 を 甘 れ る 者 。 
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43. 人 々 は 流 に 、「 そ は いつ 起こ る .? ] と その 時 
に つい て 訪 ね ん 。 

44. され ど 液 は それ に つい て 教え られ る か ヵ : ? 

45. それ を 知る は 、 だ た だ 主 あ る の み ゐ 。 

46. 六 は だ だ 、 そ れ を 恐る る 者 へ の 生 告 者 に す 
ぎ 妃 。 

47. その 日 、 人 は それ を 目の当たり に する 時 、 
この 世に 潜在 せる は 、 愉 も 一 晩 か 一 半 に す 
ぎ さ りき 、 と 思わ ん 。 ( 注 10) 

注 10 


⑯ る $ う 6 
の 1 2 る ョ ン の ・ う 5 ィ ィ ンク 
6 5952 SU」 


mm 


EC 


フス ョ ンー シラ ン 2 y 


9 アレ 9 かぐ 
を と 6 有る 『 
@w. 


同 是 は 、 処 六 の 時 ・ 場 所 ・ 形 で は な い 。 神 の 六 が 下 き れる 時 、 そ れ が 作り に る 早く 、 突 凌 で 、 厳 し い 為 、 


條 信心 者 の 虹 に お ける 繁栄 と 訣 楽 が 、 つ か の 間 の 、 わ ず か 一 箕 夜 の 出来 事 の 様 に 思え ん る だ ろう 事 を 、 彼 等 が 


悟る 事 こ そ 、 重 要 な の で ある 。 


9 の ーッ 








di 月 を ひそ ぐ め て 


KCAYTASAECZ7KTLcD OTTO" つこ Y こ kT 


アン が 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈 中 深 て 、 恵 み 思 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 11 いま] 
/ 際 ムハンマド ! は 肩 を ひそ を そめ 、 顔 を を そむけ た だり め 5、 に 電 仙 の アン ン 
( 注 1) 
| も 1 ラップ う し 
3. そ は 盲人 来 た り し 故 な り 。 @ ら el 2 
4. され ど 液 は 知り 得る か 、 定 人 が その 身 を 汐 6 の 
リル 4 0y コ 上 ~ 
5 シュ ンー ン ン も 
5. 馬 は 克 告 に 留 師 し 、 そ の 訓 臣 が 彼 を 僧 す At12PTYv 科 6 
も 選 : ら 9 こ と を を 。 
2 15 ク ュ デ 
6. 冷淡 で 尊大 な る 者 に は 、 OAEt oe は | 
7 。 液 関心 を 示す 、 の 1 古 4E 
8. た と い 浄 め ら れず と も 液 に 南 任 な がい 者 に 。 ち セン タン ンコ ン レン 
( 注 2) ed も ViGUELS 





注 1 当 人 節 は 、 有 名 な 史実 を 述べ て いる 。 モ ハッ マ 下 預言 者 が 、 あ る 日 、 数 人 の クラ イシ ュ の 指導 者 と 信 便 
の 直 で 語 を し て いた 時 、 ア ブ ド ゥ ッ ラ ・ イ プン ・ ウ ン メ ・ マ クト ゥ ー ム が そこ に や っ て 求 た 。 彼 は 、 モ ハッ マ ド 
拍 言 者 の 次 重 な 時 と 活力 が 、 頑 回 な 不信 心 者 の 指導 の 事 で 沢 費 き れ て いる と 央 えん 、 モ ハッ マ ド 手 言 者 の 注意 を 
引 こ うと し 、 幾 つか の 宗教 問題 の 説明 を 請う た だ た 。 モ ハッ マ ド 預 言 吉 は 征 渉 を 嬢 い 、 ア ブ ド ッ ラ か ら 上 交 や を そらす 
事 で 、 不 快 を 示し だ 。 モ ハッ マ ド 拓 言 者 が クラ イシ ュ の 指導 者 達 と 会 話 を 続け 、 ア プ ブ ド ッ ゥ ラ の 和 干渉 に 注 癌 を 払 
わな か っ た 事 は 、 ク ライ シュ の 指導 者 才 の 精神 的 福利 を 、 彼 が 願っ て いた 事 を 示し 、 同 時 に 、 こ の 出来 事 は 、 
旨 人 の 鋭い 感受 性 に 対す る 彼 の 大 いな る 配慮 を 表し て も いる 。 それ は 、 彼 は 唯 ア ブ プ ドッ ラ か ら 顔 を を 向 けた だ 
け で 、 つ まり 後者 が 官 昌 だ と 行為 で 示し た だ け で 、 後 者 の 時 宜 を 得 な い 、 上 唐突 な 中 断 を 答 め る 言葉 は 一 中 も ロロ 
に せ ず 、 そ の 自 筐 心 や 鋭い 感受 性 を 傷付け な い 様 に 、 展 重 に 配 庶 を し な か ら で あ る 。 当 節 は 、 こ の 様 に 、 モ ハッ 
マ ド 頂 言 者 の 高い 徳 性 に 、 あ ふれ ん ば か り の 光 を 投げ か け て いる 。 そし て 、 後 人 か の 注釈 者 達 が 考え 4 
神 の 非難 の 吐 示 で は な く 、 質 し き 者 、 卑 し き 者 の 鋭い 感受 性 に | 分 配 虐 す る 様 に 、 モ ハッ マ ド 珈 言 医 に 、 そ を 

て 彼 を 通し て その 弟子 達 に 命じ て いる の で ある 。 


2 沸 侯 は 、 ア ブ ド ゥ ラ ・ イ ブン ・ ウ ン メ ・ マ クト ゥ ッ ー ム に 対す る モハ ッ マ ド 拓 言 者 の 圧 度 が 止 し か っ だ 
と 示し て いる 。 ク ライ シュ の 指導 者 が モハ ッ マ ド 預 言 者 の 話 に 何ら 得る 所 が な か っ だ と し て も 、 そ れ は 役 の 次 
任 で は な いと 当 節 は 述べ て いる 。 ア ドゥ ッ ラ に 対す る 彼 の 一 見 冷 演 な 人 態 度 、 又 、 ク ライ シュ の 指導 沖 へ の 敬意 
を 表す る 振る 舞い は 、 個 人 的 な 利害 を 一 切 廃し た 所 か ら 生 じ た も の で あっ た 。 拒 律 で は 、 唯 、 来 訪 者 に 対し て 
親切 に 礼儀 正 し 《 拉 し な けれ ば な ら な いと だ け 命 じ ら れ て あっ だ た だ 。 
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し か ' 計 el je ブッ ュ ッ クン ルン T イッ 
9. 然るに 流 は 、 熱 意 を 以 て 液 に 来る 者 を 、 ③⑨ ゆ の 2 に 52 は (5 


1 ラテ 

10. し か も 神 を 異 散 す る 者 を 、 きり 2 あう 
て の タ > イン 

11. 軽視 す 。( 注 3) の OuA5 も 5 
。 人 ァ ーー デ 
12、 か く あ る べから ず 1 げに を は 短 戒 な り 。( 注 4) OS 651Z 
に 導 1 プン ンジ ギレ ] 

13. きれ ば 欲す る 者 を し て 、 之 を 抗 意 せ し め よ ょ 、 [ @8 の 932 る 22 
14. すなわち 尊 き 原 答 の 赦 せ られ だ も の を 、( 注 5) 2 っ 


ー コリ ュ ン ング し し あと そま テア 
15. 気高く 、 光 きも の を 、 ②③ わ 8B342552 
及 リョ ノン て 
16. 書記 た ちの 手 に な る も の 、 ③88 ら OU 
ES 5 デア デ 
17. 高 黄 に し て 高 縮 な 。( 生 5) ⑲# っ りう 
1 二 1 “ * ココ さ タレ ンス 5 ルプ が 
18. 人 間 に 秋 いあ れ 「 そ は な ん た る 思 知 5 ず ⑫5 OCG に に 5 


よ ! ( 征 7) 
を の ン 家 生 っ デュ 
19. 何 か ら 6 神 に 人 制 ら れ し 身 か ? 4&MSL CO な しら 2 


注 3 6 一 11 節 は | 液 が 、 尊 大 で 冷淡 な 彼 に 配慮 し た り 、 神 を 芝 れ 流 の ぉ と へ 急い で 来る 者 を 無視 する 等 、 
ある は ず が な い 。 と も 解 息 る れる 。 し か し 、 こ れ 等 の 人 節 は タラ イシ ュ の 指導 者 に 向け られ だ た と ぅ 言え 、 あ る 注釈 
者 産 の 言 を 僅 り れ ば 、 彼 は 、 モ ハッ マ ド 殖 言 者 の 所 へ 旨 入 が 来 た 為 に 、 衣 を ひそ め 顔 を そ 向 けた の で ある 。 この 
場合 、 こ れ 等 の 節 は 、 モ ハッ マ ド 拓 言 者 に 転 迷 る され た 勇 点 に 秋 れ る 事 な く 、 彼 を 酷評 する 者 達 に 彼 等 自身 の 気 
持 を は っ きり 悟ら せる 様 に 、 反 語 的 に 用 いら れ だ と 解き れる 。 

注 4 当 人 節 は 、 冷 涯 ど だ という 非難 は 間 晶 い だ と 示し て いる 。 グル アデ アーン が 富める 者 に も 賞 し き 用 に も 等 し く 
向け られ て いる の に 、 一 体 、 モ ハッ マ ド 李 言 省 が 、 盲 人 人 に 訂 険 な 態度 を 取る 事 が ある だ ろう か ? その 様 な 行 
葵 は 、 令 自身 の 高い 徳 性 と 詩 す る の みな ら ず 、 人 人 聞 の 理性 に も 反する も の で ある 。 この 特殊 な 場面 で ひ モ ハッ 


マ ド 地 言 者 の 行為 は 、 事 態 が そう させ た の で あり 、 役 の し た 宙 は 下 し か っ た 。 
注 5 クル アー ン は 、 和 様々 な 刻 示 革 に 含ま きれ る 氷 近 不 小 の 教義 全て を 要約 し だ も の な の で 、 い わ ば 、 全 て の 


麗 暴 の 集大成 と 言え を る 。 これが 「 尊 き 原 澄 の 載せ 65 れ だ も の | の 意味 で ある 。 当 盆 は 更に 、 ク ルアー ン が 型 典 
と し て 和書 かれ 、 財 め ら れ 、 あ ら ゆ る 改 ぎ ん や 干渉 か ら 守 られ る で ある ろう 、 と 述べ て いる 。 

詩 6 先 の 14 一 15 節 で 述べ られ た クル アー ン の 三 つ の 主要 な 特性 に 対し 、 を の お 告げ の 伝道 者 の 三 つ の 等 し 
(際立っ た 特 賢 が 、 当 節 及 び 前 節 に 述べ ら 札 て いる 。 ク ルアー ン の お 告げ を 伝え る 者 は 、 高 潔 で ある 正 に 加え 、 
並 く 旅 や し て 、 そ 紀 を 明らか に し 広め る 。 

肖 : 7 クル アデ アーン は 、 そ の お 告げ を 受け 入れ る だ け で 、 不 信心 者 が 徳 の 毎 し きか ら 魂 の 重み の 高まり へ よ 引 
き 上 上げ これ る よう に 啓示 きれ だ も 6 の で ある 。 し か る に 、 ク ル ブ デー ン の ご と き 僅 大 に し て 高 高 な 聖典 を 拒む と は 、 
不信 心 者 は 何と 思 知 ら ず な の だ ろう 。 


スー 


第 填 章 


アバ す 





U と し か 
20. 一 滴 の 精液 より 。 神 は 人 間 を 剣 り 、 面 し て イン る スン イン イン まこ とる っ 
めい 35 432 AA5) 
を の 形体 を 整え 、 の ンコ 
ッ スン 4 ぅ ンタ 
21. 次 に 体外 へ の 道 を 容易 で らし ゅ 、 @⑨ あ や の ceS5 
し か これ サリ イン イン と シレン イィ イ る 
22. 然 る 後 を 死な し め 、 華 に 帰し 、 ( 注 8) @5xS6 35 し 155 
0 も イン クン ンー レン 
23. 次 いで その 欲す る 時 に 、 之 を 再び 昧 らし も 。 @991 23255 し 5 
ひ と ゎぉ ァ ゲ ラプ アー レン る 
24. 否 ! 人間 は 神 が 命ぜ し こと を いま だ に 果 き 5>2| は ooS 
ぎる な り 。 
ひ リィ イレ ルン サラ アオ タウ ンズ 
25. 人 人 間 を し て 己 が 食物 を と く と 見 せしめ よ 。 @4scbJIOCGy 5 
は いで ッ ィ クン デイ ギン! ン アッ ン ン に 
26. われ ら は 滞 然 た る 雨 を 降ら せ 、 @6&o2UOC く 2 
「 これ 。 けら 2 る の ラプ ライア ラッ ンス ンプ る 
27. 次 いで 大 地 を 裂き て 逐 を 章 き 、 の る NICSS2 
28. そこ に 帝 物 を 生 ぜ し む 、 (CVCIKKM4E 
リッ ンス ウィ る 
29. 菊 庫 や 野菜 、 (WS うい と う 
か ん らん 。。 な つめ 呈 リッ シッ ンズ (クタ 5 ン ン 
30. 概 構 や 豪 才 子 の 木 を 。 の DI う いう 5 
が と て リデン ン ン 
31. 半 い ゅ ぐれ る 庭園 は 樹木 茂り 、 @CM の Io 5 
ッ ィ クィック ィ っ 
32.、 果物 と 牧草 は 、 @ul5 4295 3 
= の [クス 、 ブ うち イレ レス 
33. お 前 た ちや その 家畜 の た め の 食料 な り 。 の 839) と) KGS 
M ラス エン イン し 
34. きれ ど 、 耳 を 才 す る 一 声 と どろ く と き 、 @4&Uate2ESG 
と う る ュ 5 アロ ラン ンタ ラン 
35. その 日 、 人 間 は 己 れ の 兄弟 、 ⑨4 1 の 2 ちっ りう 6 っ め 
ブー ライ レル レッ 
36. 巳 れ の 父 二 、 64s5 つら 
量 ょ メグ ンコ ュー ン 9 
37. 己 れ の 半 や 子 を 棄て て 逃げ 去ら ん 。( 注 9 ) @ ら Ao う っ >C ら う 
汗 : 8 肉体 を 離れ だ た 後 、 和 人 の 魂 は 、 現 世 の 行 状 に 応じ 、 新 た な 身体 を 得る 。 それ こそ を 、 人 の 長 の 墓 で ある 。 


それ は 、 直 体 が 肉親 の 手 で 葬 ら れる 容 で は な 〈(、 魂 の 状態 に 応じ て 幸信 に も 不 半 に も な る 住 拓 で ある 。 


生 9 


裁き の 日 の 何と 恐ろし い 図 で あろ うか 。 


リー 





人 狼 に 意 テバ チ 
38. みな それ ぞ れ 自分 の こと を 心配 し 、 他 人 の の な の は し 2 ちく 中 
CPP デ 」 ? い の の ッッ スッ 2 ウッ デン 
こと に は 無関心 。( 注 10) 
- 8 3 ee うけ み いっ 2 久 この 5 る の > 
39. を の 日 、 或 る 者 の 顔 は 輝き 、 5 づら uo) 5 あう 
を アル ナメ ウン レス 
40. 笑い 且つ 豆 ば ん 。 ②⑥ め こい こう 3 っ いら 
で 
ほこ り 3 フフ イエ ノイ ンー・ ン ッ る の タタ タン 
41. また 或 る 者 の 顔 は 頑 に まみ れ 、 の AP と 2 9 うう 
の 
の る トン セク と 
42、 暗 思 が 之 を 用 わ ん 。 (KEIV9 ア た 
と タン ン ン イタ クン イダ 、 タ テン て 9 1 
43. これ 等 の 者 ども は 不信 心 者 な り 、 悪 人 な り 。 つめ SA 26 GU Pr 
| 
注 10 苦し みや 悲し み の 時 、 人 は 近親 者 の こと きえ ぇ 忘れ が ちと な る 。 彼 は 余り に も 多く の 問題 を 抱え 込み 、 


あ 


手 が 開 か な い の で ある 。 


On 





の ーー CAI あと と 


we デー 





レ ・ タ グ クウ ィ ー ル 
(メッ カ 啓 示 ) 





* エ エ ー 2 Pa ー 
1. 落 悲 深く 、 恵 み 選 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い OTC 且 い 1 いい | 
チ こ コ ょ *N ピョン 9 信 
2. 太陽 が 包ま れる 時 、( 注 1) 〇 いう うう 9 間 549H 回 
うっ ラン ンク ダー タタ ォ タ アグ ス 
3. 星々 が 秒 ち る 時 、( 注 2) ASULP 
1 ' つ ー ラン 。 タ ジイ ラー クア ョ ッッ 
4. 山々 が 吹き 飛ぶ 時 、( 生 3) る ら Ae JCSsJUSL5 
か いた い らく だ ミミ E 1 ゃ 。 。 々 。 と 
5. 換 胎 十 ヵ 月 目 の 雌 路 腔 が う ち 捨て られ る 時 、 Ag を 03 
( 注 4) 
1eT。 。 ふさ sw シッ ント 9 っ る 55 る 。。 
6. も ろ も ろ の 野獣 が 一 緒 に 集め られ る 時 、( 注 5 ) の ご うと の の 1 は りう 
、  、 は う は い 央 うっ 3 2 有 
海洋 が 治 涯 た る 時 、( 定 6 ) の の 補う > う 
詩 1 この 章 は 、 我 々 が 知る 様 に 、 2 ー 角 的 に 言 
われ て いる 。 し か し 、 を その 全体 の 趣旨 は 、 物 質 界 の 状況 を 明 稚 に 示す 事 に あり 、 も し 最後 の 復 知 の み を 語る と 
取れ ば 、 NUM 2 特に 現代 に お いて 物 
質 界 、 NR 人 NRN 


ッ マ NN な 言葉 に よ れ ば 、 ラ マダ ー ン の 月 に マハ ディ の 時 に 起き Xe に あ まい た 出来 事 、 す な 
2 ERP 時 邊 PS の PRGe の 目測 全 は に 委 富 8 定信 知 和 が 


この 上 門 味 は モハ ッ マ ド 李 言 才 の 有名 な 言葉 に 裏付け られ て いる 。「 我 友 は 星 の 様 だ 。 資 人 達 が 誰 に 従 お 
、 正 し く 導 か れる で あろ う 。| それ 故 、 当 人 節 ば 、 [ 宗 数 の 指 上 難 産 が 了 町 落し 、 力 を 行使 で き な く な る 時 | 
を 意味 する 。 こ の 言葉 は 又 、 神 の 指導 首 の 時 に 、 まれ に 見 る 数 多 て の 星 が 落 ち て 来る 事 を も 指す 様 だ 。 

注 : 3 山 が ダイ ナマ イト で 史 き 肛 ば きれ 、 そ を そこ に 道 が 通 き れる 時 。 北 忠 了 向 に は 、 統 治 者 の 権威 が 徐々 に 浴 わ 
れ て 行く 時 。 ジ ャ バル ( 山 ) と いう 語 は 、 人 々 の リー ダー を 意味 する 。 

注 4 雌 の 略 が アラ ビア 人 人 に と っ て きえ ぇ 、 価 値 が 無く な る で あろ うこ と を 当 節 は 項 言 す る 。 この 言葉 は 、 
中 馬 が 、 よ り 速 い 交通 楼 関 、 鉄 道 ・ 蒸 気 航 ・ 自 動車 ・ 飛 行 機 等 に 取っ て 代わ られ る 宿命 に ある 再 を が し て いる 。 
モハ ッ マ ド 振 言 者 の 発言 の 中 に 、 路 腕 が 流 の 通 機 閥 に 置き 換え られ る と いう 旧 の 、 NSR の 
は 見 持て られ 、 場 所 か ら 場 所 へ の 移動 に 使わ れ な く な る で あろ う 。] ( ム ス リ サム) 

注 : 3 [集まる 」( ホ シェラ ) の 語源 の 様々 な 意味 を 考 席 すれ ば 、 当 節 は 次 の 事 を 指す と いえ よう 。 獣 が 動物 
回 に 集め 6 れる 時 。 あ る い は 、 木 韻 和 が 組 織 化 きれ た 文 胃 社会 に 移住 きせ られ る 時 。 駐 、 彼 等 が 生地 を 離れ る 
様 強い られ る 時 。 

注 6 当 節 は 次 の 事 を 意味 する 。 川 の 水 が 漂泊 そ の 他 の 目的 で 抜か れる 時 。 あ る い は 、 海 賊 で 大 型 船 に 火 が 


和正 2 
うと る ぅ 


(Ss 
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8. も ろ も ろ る の 民 が 一 緒 に 連れ て 来 ら れる 時 、 


いら っ > ッッ 店 ] 絆 
Pi 91 3 
( 注 7 ) ' 
いき うめ ピン うぅ て 0 デ | る 
9、 生 理 に きれ し 女 見 が @⑥ ゃ し て 55253119 う 
10. 「 如 何 な る 罪 に て 殺さ きれ し か ? | と 問わ れ お Es %U 
る 時 、( 注 8 ) を 
タン 。 2 8 4 ダン 
11. 書籍 が 広く 普及 する 時 、( 注 9 ) (OO パー リー ンー うと) は 1 
2 ヶ 」 ュ と ンク 。 すす ア 
12. 天 が 着き 出し に きれ る 時 、( 注 10) oc 人 Lw13 
こう か の る 46 
13. 業火 が 燃え 立つ 時 、 ( 注 11) る ゆう aed11313 
うつ 。 0 仙 の イィ 
14. 天国 が 近づく 時 、 ( 注 12) CB) CI に 1 
ょ ー の 2 る ニュ レ 
15. それ ぞ れ の 魂 は 己 れ の な せる こと を 知ら は ん: 人 5a 
ん 。 ( 注 13) 
ッ る ぁ 1 しく 
16. 否 、 わ れ は 沈み 行く 早々 に 奪う 、 Goee0b を っ 31 8 
ね を ろ ど ? 
17. 埼 に 急ぐ 星々 に 。 ( 注 13) ue 人 
レ アイ 生還 て 
18. われ は また 夜 の 終り に 百 う 、 @ い SCE SU2015 


、 海 が 燃え を て いる 欄 に 見 える 時 。 又 は 、 大 洋 が 運河 で 結ば れる 時 。 更に は 、 地 方 の 大 日 が 都会 へ 流れ 込み 、 


1 * 住 民 で 溢れ る 時 。 
注 7 交通 及び 通信 手段 が 非常 に 発達 すれ ば 、 遠 隔 地 に 住む 人 間 の 往来 が 容易 で 頻繁 に な り 、 役 等 は -- つ に 
結び 付 ら れる 。 当 節 は ヌ 、 類 似 し た 社会 観 ・ 政 治 思想 を 持つ 入 々 が 党派 も な ね す 、 と ぁ ぉ 示し て いる 。 


注 8 少女 や 生き 埋 ゆ に し た り 焼 き 殺 せ ば 、 死 罪 上 な る で あろ う 。 


注 9 この 言葉 は 、 新 聞 ・ 雑 誌 ・ 書 物 の 普及 、 図 書館 の 制度 、 読 書 室 ・ そ の 他 の 知識 を 広め る 設備 や 手段 が 
徐 世 に 生じ る と 告げ て いる 様 だ 。 


注 10 当 節 は 、 後 世に 起こ る 宇宙 科学 の 苦し い 水 達 を を 示し て いる 様 だ 。 追 寺 10 年 間 に ち ける 科学 の こ の 分 野 
の 進歩 は 、 世 界 を 向 か せ た 。 


注 11 人 の 外 深 く 非 造 な 行為 が も と で 、 神 の 到 り に 火 が 付き 、 真 の 地獄 が 革 減 釣 な 戦争 の 形 を 取り 、 世 に 放 
だ れる で あろ う 。 


注 12 機 世 に 、 昌 が 悲 に あふ れ 、 人 は 悪事 と 富 の 神 へ の 貯 捧 に ふけ る 為 、 き さや か な 甘 行 で すら もら 、 を それ を 人為 
す 者 は 大 き な ほ う び を 授け 565 れ 、 神 に より 近付く で あろ う 。 


注 13 神 の 特命 が 下る れ 、 人 人 の 和恵 事 の 六 は 広範 囲 に 及ぶ 自然 秋 害 の 形 を よる で あろ う 。 


汗 14 後世 に お いて 、 イ スラ ム 教 徒 は その 高位 か ら 落 ち 始め る で あろ う 。 それ は 、 彼 等 が 軽率 に も 自ら 意図 
し た 計画 を 実行 し よう と 走り 、 あ る い は 失意 の 内 に 前 向き な 努力 を 旗 す る 為 で ある 。 
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19. 夜明け が 息 づ き 始め る 時 、 ( 注 15) な eS Ph 
20. げ に こ は 組 き 使 徒 の 啓示 の 言葉 な り 、( 注 16) @eo う の 55) 51 9 
3 中 ー ド ーー けっ * 右 -]、 に ど っ て ぁ di ゅ る 全  s 
21. 力 の 所 有 者 、 玉 座 の 主 の 御前 で 高い 地位 を Ages 8 は (を 3 
占 め 、 
中 の 和信 評 に 中 宝 か ちら うー ンジ る ュ ン アグ 
み / 。 思 順 と 称 き 和 れ 、 且つ の の 信託 に 思 実 な る 使 ⑯c パ 2125 と どり 
徒 の 。 ( 注 17) 2" こ 
で * ク っ ン 
23. お 前 た ちの 仲間 は 狂人 に 非 ず 。 ゆ の と で て 9 KS 
ヽ ゞ ッ 還 の ーー ュ ょ さぶ で 。 ぅ 9 oe = クタ 91 ン デア デン 
24. ムハンマド は 確か に 明る い 地 平 線上 . に が フ いこ Jl 9 し sl AS 5 
ン テッ デ 
リエ ル を 見 た り 5。 上 
25. ムハンマド は 不可 祝 な る こと に つい て 告 で @o ら らし 3 に し 
る を 難 む 者 に 非 ず 。 ( 注 18) 93 
1 る うる ンタ 
26. そ は また 拒否 きれ る べき 了 悪 麻 の 言葉 に 非 2<2 ジ Cc と の U ッ っ 2 5 う 
交 。 上 
' ち デー ラ 9 ちる ン ッ イン 
27. 然 ら ば お 前 た ち 、 何 処 へ 行く か ? ⑫ い ぁゃ ゆい うら 2 
28. こ は 世 界 中 の 人 々 へ の 訓 戒 以外 の 何 も の に eX J 62 る 8 
_。 も 非 ず 、 2 
29、 お 前 だ ちの うち 正しい 大 を 歩き ん と 欲す る あっ の と 例 242 て 3 (る スン 
4 本 
者 べ の 。 ) トー la デア の 


30. されど 万 物 の 主 アッ ラー 欲す に 非 ず ば ば 、 ぉ 2 交 02 し 全 % 6 所 3 ( ら る 
前 た も は 逐 を 欲 せ ぎる べし 。 ( 注 19) - 


注 15 後世 の 神 の 指導 者 出現 と 共に に イス ラム 教徒 の 道徳 的 退 廃 の 夜 は 志 り 始 め 、 イ スラ ム の 僅 大 に し て 輝 
か し い 未 来 の 夜明け が 取っ て 代わ る で あろ う 。 


注 16 [吐き 使徒 |] も は モハ ッ マ ド 預 言 者 の 事 で 、 一 般 に 誤解 $ さ れ て いる 様 に 天使 長 ガ プリ エル を 指し て い 
る の で は な い 。 


注 17 五 つの 特性 、 す な わ ち 高潔 な 神 の 使徒 、 力 ある 者 、 神 の 座 の 前 の 高 位 を 時 受 す る 者 、 皿 順 を サ え られ 
た 者 、 神 の 日 に 信仰 に 貞 実 と 滞る 者 、 こ れ 等 は 全て モハ ッ マ ド 拓 言 人 名 に その まま 当て は まる 。 


注 18 神 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 著 の 日 を 通 し て 、 未 知 の 僅 大 な る 神秘 を 世に お 示し に な られ だ 。 


注 19 神 の 御 意志 を 求め 、 朋 ら の 意 記 に 優先 きせ る 著 の み が 、 正 症 の 道 に 導 か れる で あろ う 2。 
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第 八 十 二 草 割れ る 時 アル ・ タ クウ ィ イー ル 


AX へ と 2 っ 5 ぶ | 





アル ・ イ ン フ ィ タ ダ タール 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま よね 訪 な 
1. 慈 武 深く 、 恵 み 記 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 〇 Os_ 2 に ゅ 引 委 し 3 
ね 
ッ 〆 アイ $ ン 
2.、 天 が ば ら ば ら に 割れ る 時 、( 注 1) らら 前 死人 
イズ ンタ 
3. 星々 が 追い 散ら きれ る 時 、( 注 2) ORCH KKAI6RI 
5 Sa 記 ブフ タン タタ イン う <1 ス 
4 . 諸 方 の 海 が 流れ 出 て 合 一 する 時 、( 注 3) 
あ ば < ょ タク よ ち と 4 
5. 墳墓 が 発 か れる 時 、( 注 4 ) つう 5 うら 131 3 


」 ッ ア デイ アン ラン アン アデ 


6、 そ の 時 、 そ れ ぞ れ の 魂 は 品 れ が 先 に 送り し Net 2 計 は < と 
も 5 の と 、 引 き 止 めし も の と を 知ら ん 。( 注 5) 
7、 人間 よ 、 蓄 悲 深 い 主 に つい て 、 液 を 芝 き た 00 CNI SD 
生生 ooJ1 5b 
る は 価 首 ぞ 、 
8. 流 を 創り 、 形 を 上 整 え 、 面 し て 正しく 釣り 合 oo 5338 衣 因 
か だ る 主 に つい で 7? ( 先 6) - 


演 : 1 この 区 は 、 キ リス ト 教 が 非常 に 優勢 で 、 二 位 一 体 、 神 の チイ エス 、 隊 罪 、 こ の キリ スト 教 の 三 教義 が 
手 両 を 際 め る 時 を 、 特 に 取り 上げ て いる 。 偽り の キリ スト 教 の 教義 りこ の 俊 勢 に 対し 、 ク タル アー ン は 非常 に 厳 
し い 言 葉 を や 述べ て いる 。 19 意 91, 92 節 参 照 の 事 。 当 節 は この 二 節 に 言及 し 、 そ の 時 キリ スト 教 の 偽り の 教義 が 
世 を 支配 し 、 そ の 結果 、 神 の 怒り が 下 $ れ 、 天 罰 が 様々 な 形 で 芽 に 迫る 、 と 述べ て いる 


注 2 当 雪 は 比 隊 的 に 語り 、 後 世に お いて 、 長 の 魂 の 知識 と 導き を 持つ 者 は 無く な る か 又は 希 と な る 、 と 示 
1 導 っ 


注 3 を の 時 大 海 は 夢 河 を 好 じ て 中 が る だ ろう 。 あ る い は 、 を の 入り 5 日 は 、 大 船 が 往来 で きる 様 に 、 幅 広く 
堀 り 下げ られ る で あろ う 。 こ の 言葉 は 、 パ ナマ ・ ス エズ 両 運 河 を 指し て いる 様 だ 。 


注 : 4 後世 に お いて 、 古 代 エ ジ プ ト の 墓 同様 に 、 墓 は 掘り 出 き れる で あろ る ろう 。 又 、 当 委 は 、 水 中 に 沈み 長い 
間 忘 れ ま られ だ 町 や 遺跡 が 発掘 きれ る 、 と 示し て いる の か も しれ な い 。 


注 5 当 節 用 び 次 の 二 節 で は 、 偽 りり の キリ スト 教 教義 の 主唱 者 に 向け て 声明 が 出 き れ て いる 。 人 彼 等 は 、 そ の 
懲り の 教え の 非道 を 者 る で あろ う 。 


邊 6 神 は 、 人 間 に 、 精 神 の 最高 峰 へ 登り 詰め る 様 に と 、 素 晴らし い 力 と 才能 を 授け られ た 。 


ーー 


Mt ドー ゲル ・ イ ン フ ィ タ ー ル 

ち ニン ン ッ イス ン クラ タ ュー 

9. 主 は 己 が 欲す る 形 に 溢 を 形 造 り た り 。 の eC う 2 は めき 

う フュ ン 2 タグ の タプ イレ 

10. 然るに お 前 た ち は 、 審 判 を 否定 す 。 eco で uo 

か イン ラ 51 コス クア フレン レレ 

卓上 然し な が ら 、 お 前 た ちの 上 に は 荻 失 者 あり 、 Oc 生 ) 632 
ブン フタ ーー レレ 

12、 鞭 き 記録 者 に し て 、( 注 7) @ ひ S56 

らち し っ ン 2 ス ンタ ン ノー 2 タイ タン 

13、 ぉ 前 た ちの 所 楽 を 知 惑 す 。 (CTOTVTV 才 YA 
0 _ で ーー ターン 2 ク * イ ンク どう ン 

14. げに 高潔 な 者 は 天国 に 入り 、 ⑲2A め (っ し うら! 
学 タ 2 タッ イレ ンジ 2 レン 

15. 邪 杜 な 者 は 地獄 に 落ち ん 。 ② ut J 介 815 

16. 審判 の に は 、 彼 等 は を の 中 で 身 を 焼 か れ 、 な cy 2 Le5 

ヽ 。 剖 ラプ ヒ ! .s で さ ン ッ ぅ T ス アラ ア 2 タ アァ 

17. そこ より 逃れ る こと 得 ぎる べし 。 G ら Cu ie AA し 5 
に 1 に タタ フィ テン の 1 ウイ 

18. 審判 の 日 の な ん だ た る か を 液 に 知ら し むる も @ey0125 6 5523 

の は な ん ぞ や ? 
19. 重ね て 云う 、 審 判 の の な ん た る か を 液 に ーー トラ タン 人 フ の ロン ン ろ 
RS OOAIP1PYORI レ て 


20 . 


知ら し むる も の は な ん ぞ や ? 


を の 日 こそ 、 如 何 な る 魂 $ 他 の 魂 の た め に 2 る E2 人 う ン の の 322 2 の 、 ン ン ッ ン 
3 の 5 USY25 
一 事 を や も な し 得 ぎ ざる で し 。 その 日 こ を 、 す 寺 

みみ て 1 


ラル oe 
べ て の 命令 は アッ ラー の 御手 に 握ら れる べ ⑨⑤5 ひ 2 を 
アー グ あ ブス 


し 。 


Ir 人 は 生ま れ な が ら に し て 自由 行為 者 で あり 、 自 ら の 決断 と 行為 に 真 任 を 持つ 。 こ の 事 が [中 き 記録 者 」 
の 考 で 記さ る れ て いる 。 


ー938 一 


競 八 十 三 曹 日 を ご ば か す ーー の ・ イ ン フ ィ タ ー ル 





アデル ・ ム ダフ ィ イフ ィ ー ン 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね み な ゥ > ど ト 2 M 
1. 落 悲 深 て 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い に se 人 バ し > 
6 
ます め ぬ や が ちら 2 
2、 是 目 を ご ま か す 徒 英 に 災い あれ 。 96 上 人 0 


3 あの 徒 護 は 、 他 人 に 量 ら せる 時 は 量 目 を 十 た KOYS_EI 了 ER は GIGA 
分 に きせ 、 


ーー 


ひ と は か し よ ょ うけ りょう これ 5 レル > タ ァ タ ッ タ ング プ うっ の タラ ダイレン 
4 自分 が 他人 に 七 り 、 ま た は 称 重 す る 時 は 之 の Oo あめ 33 1 > っ 6 5 し 
を 減 ず 。 
や ゃ から 了 ブン 2 タッ ン っ の る ン タク ン ノ 
5. か か る 徒 募 は 再び 鞭 ら し め ゆら る る こと を 天 ② 〇 る SS る っ | IM 
ら ざ る か 、 


2 ゥ 1。 デ タン 
の 
6、 ろ し い 日 に 、( 注 1) 〇 と 化 う 


みみ まえ と っ スイ 15 5 9 [る すう タプ アラ ウイ 
7. 人 みな 万 物 の 主 の 御前 に 立つ を の 日 の こと 4 
を ? 
NR D き ン ! る "スン 
8 . 然 り 、 悪人 の 記録 は シッ ジー ン の 中 に あり 。 CA ジン CA て > 6! っ 
9. シッ ジー ン が な ん だ た る か を 液 に 知ら し むる の Se 尾 NII 
も の は な ん ぞ や 『 6 
ある ぅ の の ! 
10. を は 氷 久 不変 の 書 導 な り 。( 注 2) @⑥295.3 で 5 
ツ ロア ンク デア 2 。 
人 デラ の アン 2 で 
11. を の 日 を 席 信 な り と せる 徒 羅 に 災い あれ 。 CuAN AL 0 
NM PO 。。 ッ ン ンタ 2 タマ の 
12. 審判 の を 否 定 する 徒 癌 よ 。 ⑯cPuNI る の pOp 
を 誠信 な り と 云う 者 は 病 当 た りな 苦 信 な 光る の 境 じ 
13. 之 を 庶 偽 な り と 云う 者 は 前 当 だ りな 罪 入 な ⑯ecyldCas %1 や て つり 3 Lo う 


り .、 


注 1 来世 に は 、 人 が 貞 ら の 行為 の 中 し 開き を 主 に 対し し な けれ ば な ら な い 、 裁 き の 日 が ある 。 し か し 、 信 々 
の 悪行 が 法 を 才 し た 時 、 こ の 裁き の 日 は 現世 に お いて も を その 者 達 に 訪れ 、 彼 等 は それ ぞ 和 れ の 復 し ゅ う の 女 神 と 
出会う の で ある 。 

引 : 2 シッ ジー ン と いう 名 は 、 邪 悪 な 不信 心 者 に 対す る 還 が 、 蔵 し く 長 〈 続 て 事 を 示し て いる 。 あるいは 、 
当 伺 は 、 邪 王 な 者 は 屈 右 の 中 に 置か れ 、 こ れ は 廃棄 で き な い 決定 で ある 、 と 意味 する の か も し れ な い 。 


ーー 


第 八 十 三 章 アル ・ ム タブ フィ フォ ィ ー ン 


し る し よ 員 2<? ンタ の っ 
14. も Aslke : ecA5912YdW IA GU 
、「 昔 の 物語 よ 」 云う 者 な り 

15. 断じて 然 ら ず 、 彼 等 は を の 稼ぎ し も の の た は を の 弟 レム ヒレ ン 

CIG6IK 38 大 OD ゆ 洲 

め に 、 己 が 心 を 腐食 せり 。 に 際 交 ED 

16. 然 り 、 げ に 彼 等 は 、 そ の 日 、 主 を 拝 する を 。 62 妥 し 2513 る 2 
柚 じ 65 れん 。 ( 注 3) ン 


\ 


ちる うー レッ タ ン ン 22 ン ん 
17、 それ どこ ろか 、 彼 等 は 必ず 地獄 で 焼 か れ 、 ②⑨aAaxsl Jo) の) 55 


18. あま つる え か く 云わ れん 、[ お 前 だ ち が 日 頃 の GA も EAIGA dB 
否認 せる も の は 、 こ れ な り 」 と 。 - - 


ち 写 II 
19. 然るに 、 義 し い 者 の 記録 は 、 イ ルリ イー ン ecele9 ZICY SIy 
の 中 に あり 。( 注 4) 
20. イ ルリ イー ン が な ん た る か を 液 に 知ら し も eo し し US し 
る も の は な ん ぞ や 7 ( 注 5) 
\ の ぅ る 2 CM 
21. を は 氷 久 不変 の 書 其 な り 。 っ 59 ょ 3 て べり 
22. 神 の 側近 く 価 候 す る 天使 ら が を れ を 証明 せ oO822| SC9 
Pe 
た だ ウー の ラ っ * ゃ 
23. げに 義 し き 者 は 至福 に ひ た 6A、 @ りう 2YLSI 
と うし ょ の ン ? 9 ッ ン セン ン う 5 ズ 
24. 柚 球 に 邊 し て あたり を 時 め な が ら 。 OBs の by| 
か が や 2 る 4 る クタ スク 2 タタ の so を 9 の 
25. 液 は 彼 等 の 面 上 に 鈴 喜 の 光 郊 を 見 ん 。 9 っ いら ) の る あの うつ て ちっ 





注 3 神 へ の 拝 移 は 、 ーー 段階 に 分 け て 信者 に 許 き れる 。 第 一 段階 は 、 信 じ る 段階 で あり 、 こ の 時 信者 は 神 の 
特質 を 確信 する 。 第 二 段 階 、 つ まり より 高い 段階 に な る と 、 神 の 悟り を 授け られ る 。 罪 人 は 、 を の 固 改 に 、 靖 
き の 日 に 神 の 惜 り を 与 を られ な いま ま に 、 神 の お 顔 を 押 史 でき ない で あろ う 。 


注 4 イッ リ イ ー ン は 、「 高 か っ だ |] ある い は 「 高 く な っ だ た | と いう 意味 の 語 、 派 生 し た もの と 考え る 人 も お 
り 、 庫 な る 信者 が 享受 する 最高 位 を 意味 する 。 ム フラ ダー ト 辞 典 に よれ ば 、 イ ッ リ イー ン と いう の は 他 者 さ 
5 精神 的 な 優位 を 束 有 する の は 、 こ の 様 な 高 若 な 信者 の 高み の こと で ある 。 この 言葉 は 又 、 信 省 の 大 いな る 向 
上 と 繁 示 に つい て の 項 言 を 含む クル アーン の 箇所 も も 指す 。 イ ブン ・ ア バー ス に よれ ば 、 こ の 語 は 天国 を 意味 
し 一 放 イ マー ム ・ ラ ー ギ ブ は 、 それ は 天国 の 住人 の 名 で ある と 考え る 。 


生 5 シッ ジー ン が 単数 形 で あり イッ リ イ ー ン が 複数 形 で ある 事 か ら 6、 悪 者 の 入 は 動き の 無い ちゃ の 、 つ まり 


一 箇所 に 留め 置か れる も の で 、 他 方 正義 な る 者 の 魂 の 向上 は 、 形 を 変え た つつ 、 絶 を え ず 続い て 行く 、 と 示し て い 
る 。 投 等 は 一 つの 位 か ら よ り 高 位 へ と 上 っ て 行く で ある う 。 


に 


に っ て 抽 較 に ュー っ ー テ こ *ー ト 
ーー 草 の ルッ カタ タオ イア ナッ 





が 


じ ゆ ん た しゅ ゆ 
26. 彼 等 は 封印 され た る 本 酒 を すす め ら れん 。 es っ る っ 
( 注 6) PC うう 〇 4 
じゃ こう 
ど : 導 ば ふさ * ゞ 公 ⑨: ン ノ 9? イジ ン ン アン ン 1 。 ゥ ょ ど ン ょ の 
27. その 封印 は 身 理 な り 、 る れ ば その 酒 が 鈴 し Eo NR 53 ぅ 8 し 2。 GL 2 
いな ら 、 大 い に 努 め を は ば げ め 。 


ン 。 と ぁ 
28、 を は タス ニー ム の 水 で 割ら れん 、 eo ちの 3 


ト 


る 9 て ラ ア 
29. 神 の 側近 く 伺 師 す る 天使 ら が 飲む 泉 の 。 @os5S0 ち らく お 


ゥ タン る る ン 


30. 罪人 ども は 信心 深い 人 々 を 日 頃 昌 笑 せ 5 。 1941 と fe 


( 生 7) る 。 婦 2 


31. 信徒 ら が 彼 等 の を ば を 通り すぎ る と 、 互 に 学 フタ フレ ピン > 32 
目 て ば せ し 、 | ら coea Tb ち 2 
レナ ラウ ア ンタ 
32. 家族 の と ころ へ 戻る や 、 商 9 笑い た り 。 の AAMA[ LA SS1 
33. また 、 彼 等 は 信者 を 見 る と 、「[ げ に この 者 た 12YOUIHIE ま YWP 
(9 9861 2 の 1313 
0 - は まり し 肉 な り 」 えり 。 
34. 然 れ ど も 彼 等 は 、 信 者 た ちの 監視 人 と し て Es レル レス 
造 わる れ た る に 非 ず 。 らら 4> で 2c | 52 


35. され ば その 日 、 信 者 た ち は 不 信心 者 ども 4 フレン 放 、 レ タ レッ イレ ッ ン 0 
OSNioeb2ISAD2546 


36. 楊 洒 に 浴 し て あたり を 眺め た がら 、( 注 8) 5 sy 
37、 不 信心 者 ど ぼ も は その 所 業 に 対し て 返 報 き され So 各区 と っ 





注 6 [本 尊 」 が クル アーン を 指す と すれ ば 、 タ スニ ー ム は 、 神 の 選民 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 高潔 な る 弟子 
人 短 886 の の の 3 この BS に 70 の の の に 8 の 
を 意味 し て いな い 。 


注 7 イス ラム 教 が 、 そ の 人 存続 の 為 に 、 一 - 見 負け 戦 を 戦っ て いた 時 に な きれ だ た 、 イ スラ ム 教 の 急速 な 並 及 と 
勝利 の 天 言 を 、 不 信心 者 達 は 内 心 あ ざ ぎ 笑 っ た ぉ の だ っ た 。 


注 8 この 言葉 は 次 の 事 を 意味 する 。 品位 の 座 に つく の で 、 信 者 達 は 、 矯 優 な 不信 心 者 の 長 れ な 避 命 を 日 


掌 す る で あろ う 。 又は 、(2) 役 等 は 権力 の 座 に ある 人為 、 人 々 を 裁 く で あろ う 。 あ る い は 、(8) 彼 等 は 他人 の 要求 に 
十分 配 訣 す る で あろ うぅ 。 
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第 入 十 加 破 抽 の 0 の 2124 こみ 





2 レー イツ ダグ アー 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね み な 


1. 慈悲 深 て 、 恵 み 届 く アッ ラー の 御名 に お い OPT こと 10 0 たい 
が 
の でき も | < 
2. 天 が 粉々 に 破 製 し 、( 注 1) Sei | 死 313 
リーラ る アン 6 
3. 下 の 命 に 耳 を 傾け る 時 ( 生 2) 一 これ す な ウー ンー 8 っ ご. 
わ ち 天 の 務 め な り 一 
に ' や っ る ター あ > ン 2 スン 
4、 大 地 が 伸 べ 広げ られ 、( 注 3 ) @ つ Os oO の 9115 
5、 地 の 中 に ある すべ て を 叶 き 出し 、 空 虚 と な @ ら は う 65 じ >315 
り 、( 注 4) 
6. 主 の 命 に 耳 を 傾け る 時 一 これ すなわち 大 地 を うる タン レン ョ クタ ン 
CS 9 3 
の 務め な り 一 ' ざ 93 


7. 了 全 よ 、 主 へ の 遺 を 辿る こと は 実に 辛い 3352 の 2508CSyIE 
、 波 は 必ず 主 に 見 えん 。 
の に M1W 


アデ 


8. その 時 、 調 手 に 、 己 が 行状 の 記録 潜 を 渡 き Su 4 の 門 
れる 基 は 、 「 
9、 必ず 楽 な 清算 を 受け 、 O1T WGPESSACTe 
10. 宮 ん で その 家族 の と ころ へ 帰ら ん 。 22 AUCASS3 
、 ま 1 入間 の Pi が 6 かれ 、 ク ルナ ー ン を 大 時 する 天 の あ 告げ が 和 多 (高低 の 人 々 が 、 革 きれ た 手 本 


- つ いて 思索 を 始め る 時 。 当 節 は 、 こ の 時 の 事 を 述べ て いる 。 


注 2 新た に 一 人 の アダ ム が 生ま れ 、 天 国 の 天使 騰 は 、 彼 の 禅 の 使命 推進 及び 伝達 を 助け よう と 、 彼 の 側 に 
せつ で あろ みう (69・ 18)。 それは 、 こ の 事 こ そ を 、 彼 等 が 作り 出 き れ た だ 主 な 日 的 で あり 、 彼 等 の 装 務 だ か ら で あ る 。 


注 3 地球 は 者 命 が 延 び 、 人 人 の 罪 故 に 受け る で き 月 壊 は 引き 延び ば き れる で あろ う 。 そし て 、 そ こ に 住む 人 々 
の 魂 の 向上 の 才 に 、 新 た な 手 段 が 与え を られ る で あろ う 。 当 人 節 は メ ヌ 、 大 に 必 す る と みえ る 惑星 の 幾つ か が 、 地 球 
の ある 地域 で 発見 きれ 、 人 が ロケ ッ ト 等 を 使っ て そこ へ 行こ うと する だ ろう 、 と も 示し て いる 。 


注 4 地球 は 隠 る れ た 財宝 を 余り に も 多く 取り 除く 為 、 地 球 自体 が 空 虐 」 の 様 に 見 える で あろ う 。 
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第 私 十 四 意 





中 


1 計 居 


13. 


14. 


19。 


10. 


17. 


上 。 


19. 


20. 


の 4 


22 , 


の 
注 5 
6 
ii 7 


や を 通じ て の 徴 活 に 関す る 打 言 が 含ま れ て いる 。 


首 ) の 輝け る 光 を 、 完 全 に し て 上 忠実 に その 身 に 映し 出す 事 ほ まな っ て いた 。 


然るに 、 天 後 に 、 己 が 行状 の 記録 筐 を 渡 き 
れる 者 は 、( 注 5) 
いっ そ 死 を と 叫び な が ら 、( 注 6) 


ご こう か 
燃え 和雄 る 業火 に 焼 か われ る で し 。 


に 彼 は 、 すぎ し 日 々 、 家 族 と 仙 ! = 二 も し 


S 

ふも と 
神 の 御 許 に 帰る こと 決し て ある まじ 、 と 彼 
は 伺い だ り 。 


然 ら ず 、 主 は 彼 を つぶ る に 脱 臨 せな り 。 
た が れ 
わ ゎ われ は 黄 座 に 胡 う 
と ば り 
夜 と その 帳 に 、 
また だ 適 月 の 月 に 、( 注 7 ) 
ぉ 前 だ た ちゃ を 必ず 一 届か 5 他 層 へ 通過 せしめ 
ん こと を 。( 注 8) 
と か 
然るに 役 等 信 デ ぎる は 、 如 何 な る こと ヵ : ? 
( 注 9 ) 
の た ン を 彼 等 に 
街 は 叩 頭 服従 せ ず 、 


それ どこ ろか 、 グ クル アー ン を 虚偽 な り と す 。 


生み 聞か せる と も 、 彼 


クル アー ン を 廃 楽 き れ た だ た 物 の 様 に 投 う 人 人 々 。 (25 31 


人 人 は 非常 


な 若 し み の 中 に ある 時 、 死 が その 生命 を 


2 か 光導 アー 
ーー 9 グッ 5 K も 5 シュ クッ グ 5 


リク タス ター タラ タッ レン ラ ンス 


@bsyES 3 


@ 和 2 5 3 


ーー 


9 は と 966 


る ラタン っ ぅ グン ルン 


アン 
⑫ つ め り で て MI ・ 了 


as 2 3 


に 】 


OCSUIP 
OU 
OCS 生 YY 

oo 8 し 5 

で 65026 
る 9 人 61 93421 


終わ ら 5 せる 様 に と 願う 5。 


17 一 19 厩 に は 、 イ スラ ム 教 徒 の 一 時 的 な 追 廃 を 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 倍 大 な る 代理 、 約 束 き され だ メシ 


この 言 の 初め の 二 簡 所 が 成就 る きれ た の を 有 目 刺し た 後に 、 


この 約束 きれ だ メシ ヤ は 、 月 の 様 に 、 大 陽 (モハ ッ マ ド 疾 言 


何故 三箇 所 目 が 成就 きれ な 


注 8 イス ラム 教徒 は 、 先 の 数 盆 に 書か れ だ た あら ゆる 状況 を 体験 す る で あろ 5。 
注 9 不信 心 者 達 は 、 
いと あき ら め た の か ? 彼 等 は 、 精神 の 閣 夜 の 後 、 イ スラ 


曽 月 の 夜 に 月 が 開 を 追 じ 払う 為 に 現れ る と は 信じ な い 。 
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ム ふ 教 の 日 の 出 の 朝焼け を る 目 に し だ 。 し か し 、 人 彼 等 は 、 





弟 八 二 - 目 草 アル ・ イ ン シ ク テ ァ ー ク 





24. る されど アッ ラー は 彼 等 が 胸中 に 隠す こと を の 261 と 1 
部 知 し 給 う 。( 注 10) ピン ウーフ ド ド 


3 ョ ン ン 
25. され ば 、 辛 き 泡 凡 の 通知 を 彼 等 に 伝え よ 。 lol い AS コパ 


26. きれ ど 信 じ て 善 行 を 積 せ 人 々 に は 、 つ きる 人 
こと な き 報 差 あ り 。 


邊 10 不信 や 者 達 は 、 神 の 使徒 に 対し て 、 彼 等 が 心中 に 隙 し 持つ 敵 造 を 、 神 は よく 御存知 で ある 、 と 上 整 告 き 
れ て いる 。 神 は 又 、 神 の 日 的 を 推し 進め ゆる 為 の 、 神 の 使徒 の 使命 と 努力 を 無 に し よう と する 彼 等 の 陰謀 に も 、 


x\ 付 いて お られ る 。 
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アル ・ ブ ルー ジ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね ふ な 1 
慈悲 深く 、 副 み 久 く て アッラー の 御名 に お い 1 陳 科 4 0 
1 . 失 く み 通 く ア ッ ラ ー の 御名 に お O①。 se 61。 ! 
リー タタ も る トン ロン 
2. 幾多 の 星座 を 有 す 大 空 に か け て 、 の ey らし 人 15 
ゴー っ タラン 生 ラン ら 
3. 約束 の 日 に か け て 、( 注 1.) ⑯。 ls4 う 
ち し 
5 0 メス の 
4. 証人 と 被 証 者 に か け て 質 う 、( 注 2) ⑥ っ 99 3 ひみ い っ 
か こう や か ら 還 リ の すみ 5 トラ アガ ろ 
5. 火 の 徒 募 は 呪 わ れ よ 、( 注 3) ⑨ ぅ oe CAP1 5 
っ る ンー と (る 
6. 新 を 燃やせ し 。 ③ ぁ め ゅ ob 


注 1 約束 の 日 ] は 、 約 束 $ れ た 雪 世 主 が 、 イ スラ ム 教 復活 を 成 し 送 げ る 為 に 立 な され る 日 を 指し て いる 
ょ うだ 。 宙 実 イ スラ ム 教 の 歴史 に は 、 約 束 の 日 と 上 呼ば れる 日 が 数 多く あっ た だ 。 バ ドル の 戦い の 日 、 堀 の 戦い が 
輝かしい 結末 を 包 を だ 日 、 メ ッ カ 陥落 の 日 、 等 が それ に 当 だ る 。 し か し 約束 の 日 は その 中 で も 特に 抜き ん 出 て 
お り 、 ヒ ジラ 14 世紀 に 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 再来 が 、 彼 の 代理 の 自 に 起こ っ た 日 を 指す 。 こ の 時 、 イ スラ ム 教 
は 新た な 命 を 得 、 他 の 全て の 宗教 に 勝つ 事 ほ と な っ て いる 。 約束 の 日 は 叉 、 正 義 な る 者 が 、 を の 主 と の 出会い と 
いう 吾 福 を 享受 する 日 で も ある よう だ 。 


注 2 全て の 押 言 者 又は 神 の 指導 者 は 、 彼 等 が 神 の 存在 の 生き 証人 で ある 學 、 シ ャ ー ヒ ッ ド ( 証 入 )、 つ まり 
丁 明 する 人 と な る 。 又 、 神 が 彼 等 の 手 に し る し や 奇跡 を お 示し に な る 事 で 、 彼 等 の 真実 を 証 き れる だ め 、 彼 等 
は マシ ュ フ ー ド 人 (「 技 証 者 ) で も ある 。 し か し 此 所 で は 、 本 文 の 示す 通り 、「 証 人 ] は 約束 きれ た 救 坦 主 で あり 、 
「 彼 証 着 ] は そ ハ ッ マ ドド 預言 者 を 指す 。 そ し て 当 節 は 、 約 東 $ れ た 救世 主 が 、 説 教 や 普 物 で 、 又 神 が 彼 の 手 に 
お 示し に な る し る し に より 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 真実 を 証明 する で あろ う 、 ほ と 示し て いる 。 彼 は 又 、 モ ジラ 14 
世紀 の 約束 る れ た 救世主 お よび マハ ディ の 到来 に 関す る モハ ッ マ ド 振 言 者 の 預言 が 、 そ の 身 に 成就 きれ る と い 
2 意味 に お いて 、 立 証する で あろ う 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 自身 が 約束 きれ た 救世 主 を 証明 し た と いう 交 味 で は 、 
彼 も 被 証 者 で ある 。 こ の 様 に 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 及び 約束 きれ た だ 救世 主 は 、 共 に 証人 (シャ ー ヒ ッ ド ) で あ 
り 、 又 、 被 証 痢 (マシ ュ フ ー ド ) で も ある 。 


注 3 ある クル デー ン の 注 息 省 は 、 当 節 が 、 イ エメ ン の イス ラ エ ル の 王 ー・ ヌ ワー ス に よる キリ スト 教徒 
の 火 刑 を 示し て いる 、 と 解 息 し て いる 。 又 別 の 注釈 者 に よれ ば 、 バ パ バビロン の 王 ネ ブ ガ ド ネ ザ ル が 、 イ スラ エル 
の 指導 者 達 を 、 燃 えき か る 炉 に 投げ 入れ た だ 亡 を 指す と 解る され る (ダニ エル 秋 3 119 一 22)。 当 節 は 、 更 に 、 葉 実 
の 敵 に も あて は め ら れる 。 彼 等 は 、 全 て の 神 の 指導 者 の 時 に 、 信 者 に 激しく て 対立 し 、 人 迫害 する 。 此 所 で は 、 過 ぬ 
去 の 、 藤 偽 の 程 が 定か で な い 出 来 事 を 述べ よう と し て いる の で は な い 。 クル アーン の どの 箇所 に も 、 軍 が 過去 
の 事実 に より 碑 われ た 事実 は な く 、 第 三節 で 、 神 は 「 約 束 の つの] の 名 の 光 に 証言 され て お られ る 。 当 節 及 び 次 
の 数 似 で は 、 約 束 き れ た 救世 主 の 弟子 達 は 、 そ の 大 いな る 日 の 到来 を つげ る 人 為 に 、 非 常 な 苦し み を 味 わ ね ば な 
ら な いで あろ う 、 と 暗示 きれ て いる 。 
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第 下士 拒 吉 


アル ・ ブ ルー ジ 


か こう リ の ッ タ タダ ン 
を の 時 彼 箋 は 炎 措 の 修 に 邊 村 
7 その 時 彼 等 は 炎 拭 の 傍 に 朱 し 、( 注 4) ② っ ya Lc あう 
に ーー コ ー アテ ぃ ーー ュ ミ 【 = は 人 タレ ウン いか 3 
8. 信者 た ち に な せる 己 が 仕打ち を 眺め た 9。 6 Ooe50 し GE も に (22 る 
( 注 5) 
f 人 二 -- > で ーー テ 了 > ミ ハ 、 2 っ ン の ッ タ 2 4 ノ 
9 條 * が 信者 た ち を 憎み し は 、 信 者 た ち が 全 IP が 41485 が 
半井 を 信じ た る が 3 。 
故 な り 、( 注 6) oi 
あめ つも 1 ン の の bp 。 ラ イク ンー リン タタ 2 の アイ 。 る 
10. 天地 の 大 権 を 党 握 する アッ ラー を 。 ア ッ 4 20CT6 つ か IP に けつ CI で 1 
ー は 高 事 を 照 覧 す と グッ ス ちる 
ン ご うぅ る 4 
11. 男女 の 信者 を 迫害 し 、 し か も 後悔 せ ぎ OURGANO) 
徒 源 に は 、 必 ず 地獄 の 前 あり 、 の ク ラフ タイ ン 
ンド ング 5365 
あり 。 の 2 も 2 くさ Mo や 
12.、 然るに 信じ て 普 行 を 積む 人 々 に は 、 河 川 流 PLAIN る KTGA1PL 
る る 楽園 あり 。 こ れ 最 上 の 成就 な り 。 - 人 邊 
すう 2 9 ョ ン ウ 2 う 2 ュ う 3 
ee 
ょ 円 ゃ きゃ 3 > タッ > 
13. げに 猛烈 な る は 、 液 の 王 の 急襲 な り 。 @uoud 7 
ッ みさ * ヽ ヽ で タ NL 5 / 今 タ 
14. 創造 し 、 復 活き せる 者 は 、 主 な り 。( 注 7) ⑫0 レ 2 (の 5 
上 か タラ タン 1 1 の ネン 
15.、 面 し て 主 は 、 覚 容 者 に し て 慈愛 者 な り 。 OAMYGPIIV や 
16. 光栄 ある 玉座 の 主 な 5。 た 4 240053 
1 と テン 
17、 ロ が 欲す る こと は 必ず 実行 す 。 2 
注 4 5 一 9 館 で は 、 真 突 の 疫 に 触れ て いる 。 彼 等 は 、 い つの 世 で も 、 高 潔 な る 信者 に 対し 追 害 の 火 を 付け 、 
常に を それ を 燃やし 続け る 。 彼 等 の 結末 は 11 節 に 質 革 きれ て いる 。 
注 5 真実 の 瑞 は 、 彼 等 の 妨害 が 残 散 か つ 不 当 な も の で あり 、 彼 等 の 残虐 行為 の 乏 牲 者 が 無実 で ある 事 を 、 
実は 知っ て いる の で ある 。 ' 
注 6 当 節 は 哀 感 に 満ち て いる 。 神 へ の 信仰 は 、 そ れ を 持つ 者 が 残雪 な 追 害 を 受け ね ば な ら な い 程 に 、 極 悪 


非道 な 罪 な の で あろ うか 、 


注 7 


と 問い か け て いる 。 


神 は 、 信 者 に 対す る 残酷 で 専制 的 な 迫害 者 を 、 


現世 で 、 ま た 米 取 に お いて も 前 せら れる で あろ う 。 


第 信士 也 立 


アル ・ ブ ルー ジ 





18.、 か の 軍勢 の 物語 は 液 に : 


達せ ざり し か 、 


ら ltg と Bi 


ち ン 222 と ニラ ン >< 


⑬ っ と 9 9 の ゃ と うう 


2 ぅ 9 ンク の 通 直 


(ウス 4 ン 


当館 は 、 ク ルアー ン が あら ゆる 干渉 、 座 曲 か ら 守 られ る と いう 、 預言 を る 述べ て いる 。 15 交 10 節 ぅ 季 照 


19. ファ ラオ と サム ー ド の 5 

20. 否 、 信 ぜ ぎ ざる 者 ども は 真理 を 耐 認 し 吉 け 

21. る れ ば アッ ラー は 、 彼 等 を 前 後 か ら 取 り 囲 

む 。 

22. 人 千 、 そ は 光栄 ある クルアーン な 5、 

23. 大 事 に 保管 きれ た 書 板 に 銘 記 され た だ た る 。( 注 8 ) 
_ 注 8 

の 事 。 
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第 八 十 太 埋 明け の 明 是 アル ・ タ リー ク 





アル ・ タ ダー リク 
(メッ カ 有 啓示 ) 


あま ね みな ン 1 
1 落 悲 深 て 、 恵 み 暫 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い と さと 10 た きま 
て 。 ン ン 2 
M ゅ 〆 放し ど 
2. 大 空 と 明け の 明星 に か け て 故 う 。 ( 注 1) O(C31P02IGIE 
2 22 つい 7 の P 
3 . 明け の 明星 の 何たる か を 液 に 知ら し むる も @9 還 し 5 し 
の は 何 ん ぞ や ? 上 
が る うる 
4. そ は きら めき 輝く 星 な り 。 リア ニン リ 
な ん 5 ょ の レレ トノ レグ クレ る ーー 2 と の 
5. 何人 も 局 が 守 謎 者 を 持た ざる 者 は な し 。( 注 2 ) @5s LO OS ひら 8 
ち ン 2 ラク の ッ レレ 
6. きれ ば 人 に 、 品 れ が 何より 創 られ し か を 考 sk SC5yUECG 
えさ せよ 。 0 
ます 了 4 
7. 人 は 噴出 する 液体 より 創造 せら る 、( 注 3) の ル 5 つっ の 
= (の 3 の 0 。 フ クン 
8. 腰 と 胸骨 の 間 か 6 出る と ころ の 。( 注 4) の cy し LA Oo 2 の 9 


* ご 


es 1 に へ テン ン | タン 日 グ と る 
9. げに 王 は 、 人 の 生命 を 時 ら せ る 能力 を 有 す 、 ⑨5 ぅ は Aa っ (と 451 





注 1 当 争 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 代理 の 事 が 述べ られ て いる よう だ 。 明け方 の 星 の ご と き 彼 の 到来 は 、 
イス ラム 教導 う 精神 の 脱 夜 が 過ぎ た 後 、 イ スラ ム 教 の 勝利 と 普及 の 夜明け を 告げ る も の で あっ た 。 し か し 、 
自 釈 腹の中 に は 、 当 節 は モハ ッ マ ドド 預言 者 自身 を 指す と 解す る 人 も いる 。 彼 等 に よれ ば 、 モ ハッ マ ド 折 言 者 が 
現れ だ 時 、 精 神 の 開 夜 が 全 世 界 を 史 い 、 彼 の 到来 地 ア ラビ ア は 閉 に 包ま れ て いた 。 


注 2 神 は 、「 明 け の 妥 星 」 すなわち モハ ッ マ ド 尊 言 者 の 代理 、 を し て 「 き ら め ぬき 交 く 星 ]」 す な わ ち モハ ッ マ 
ド 預 言 者 を 守ら れる で あろ う 。 


玉 3 入 の 魂 の 向上 は 、 吐出 の 後 勢 の 弱 まる 精液 の 様 に 、 前 進 と 後 明 の 時 期 も 互 に 繰り 返し が ち で ある 。 


注 4 クル テー ン の 文体 の 特徴 は 、 成 し く て そっけ ない 言葉 で は な (、 租 や か な 表現 を 用 いて いる 事 で ある 。 
| 懇 と 胸 号 の 問 か 6 出る と ころ の 」 と いう の は 、 ク ルアー ン に 使わ れる 碗 曲 表 現 の 一 つ で ある 。 当 人 節 は 、 人 人 が 
父親 の 了 膝 か ら 出 る 水 よ り 生 まれ 、 の 胸 で 育て られ る と 意味 する よう だ 。 は ほ と に とばし り を その 人 後 勢い の 弱まる 液体 
か ら 6 入間 が 作り 出 き れ だ と いう 事 は 、 彼 が 急 江 な 進歩 を 遂げ る 大 いな る 旋 を 生ま れ な が ら に し て 人 秒 わ っ た が 、 
向 時 に も し この 神 よ り 授 か っ だ 力 を 適切 に 用 いな けれ ば 中 落 の 深み へ 落ち も る 可能 性 も ある 事 を 示し て いる 。 喧 
出し を の 後 勢い が 弱まる 精液 の 様 に 、 人 の 魂 の 向上 も 前 進 と 後退 の 時 期 を 変 互 に する 、. と 当 節 は 示し て いる 。 
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第 八 に 六 章 が バグ ルー ア 





10. すべ て の 秘密 が 凌 忠 きれ る 日 。 oe 2 
ント 
11. その 時 、 人 は 、 力 も な く 助 け 手 も な き 者 た 58 2 し 3 
ら ん 。 
pe マリ レン レン 
12. くり 返し て 雨 を 降ら す 雲 に か け て 、 oo ちょ じ S12 
-、 牧 昔 が 広がる 大 地 に か け て 末 5 ( 潤 どこ ラス グ 42 と 2 / 
13. また だ 、 牧 革 が 広がる 大 地 に か け て 碑 う 。( 注 5) @⑯ と Aa 5 Oo915 
9 みっ あッ ン / ン 
14. げに クル アー ン は 決定 的 な 言葉 な 。 ⑨Co5 りり 85| 
ぅ > ン う タ ン 
15. を は 空論 に 非 ず 。 @J56 も 信じ 
え ぅ 3 
16. げに 役 等 は 策謀 を めぐ ら す 。 6IASO po25 426 
は か り ご と 学 」 ク 。 グ タッ ン ン 
17. され ど わ れ も 謀 を 策 す 。 の の 
と al ぅ みう? デ グン 
18. され ば 不信 心 者 ども に 猪子 を 与え よ 。 然 り 、 @IO ら め の みる や!e っ 2 の ASUS り を ぅ も 
彼 等 に 理 く 時 を 与え を よ 。( 注 6) 
注 5 地上 の 草木 に 欠か せな い 十 は 、 空 か ら 降 り 、 そ れ が 止ま れ ば 、 地 上 の 水 は 徐々 に 上 が る 。 同様 に 、 
犬 り 示 が 無けれ ば 、 人 の 理性 は 、 そ の 純粋 る き 、 強 る を 失う 。 当 節 及 び 前 節 で は この 事 を 示し て いる 。 
注 6 不信 心 者 は 、 イ スラ ム 教 や モハ ッ マ ド 括 言 者 に 対し 、 持 て る 力 財 を 全て 使っ て 悪 計 を 試み る 獲 子 其 


間 を 写 えら れ て いる 、 と 当 節 で は 述べ て いる 。 彼 等 の 計略 や や その 自慢 の カカ を 持っ て し て も 、 イ スラ ム の 勝利 は 、 
ゆる ぎ な く 、 イ スラ ム 教 が 神 か ら の も の で あり 、 神 の 支持 を 得 て い る 上 吾 を 立証 する で あろ う 。 
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柴 八 十 七 意 いと 本 き アル ・ ア アー ラー 





アル ・ ア ー ラ ー 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 恵 み 選 て アッ ラー の 御名 に お い (28 し 
5 
の いと 高き 流 の 主 の 御名 名 を 讃え よ 。 ・ あみ Gt el で や 
ひ と これ ゅ ンス イズ 
3. 彼 は 人 間 を 剣 り 、 之 を 整え 給 う 。 ee る 例 j 
これ P」 
4. 彼 は また 人 間 の 能力 を 限定 し 、 且 つ 之 を 導 @⑥c ひ 2508e0413 
き 給 う 。 
1 ゥ デア" ンプ デラ うー ? 
5. また 彼 は 牧草 を 生み 、 202GPANID 
6 次 いで それ を 最 い 刈り 株 と な す 。 OZ は 4223 
7 われ ら は 湊 に クル アー ン を 教え ん 、 き れ ば 5 UE 等 
流 は 之 を 忘れ ぎる べし 、( 注 1) プ 


8. アッラー の 思 し 如 し に 非 ぎ る 限り は 。( 注 2) と し 7 ラブ レイシ 25 1 テン レ る 
451 人 01 公 じ 当 
げに アッ ラー は 現われ だ る も の と 隠れ だ る の どう 26Sloy と W り 


も の を 知り 給 う 。 
ーー 
9. われ ら は 流 の た め に すべ て を 容易 な らし め あの 8 っ 


oN お あり 





注 1 モハ ッ マ ド 括 言 基 は 人 間 で あり 、 日 常 の 事 に 関す る 限り 、 よ く 物 事 を 忘れ だ 。 し か し 、 絶 対 に 止 し い 
知恵 を 備え を 65 れ た だ 神 が よ く 御 準備 な た きっ た 為 、 モ ハッ マ ド 舞 言 者 に は 学 が な か っ だ に も か か わら ず 、 久 呼 に は 
長い 立 が 一 度 に 彼 に 啓示 きれ る お ボ が あっ た に も か か わら ず 、 意 示 は 彼 の 心 に し っ か り と 剤 み 付 けら れ 、 そ の 啓 
示 き れ だ 部 分 を 暗唱 する 時 、 彼 は 忘れ だ りつ か ぇ えた だり する 事 は 決し て 無かっ た 。 第 2 章 、 旬 3 草 、 第 4 曹 、 の 
様 に 非常 に 長い 章 は 少し ずつ 訪 示 され 、 啓 示 の 間隔 が 数 年 に $ 及 ん だ が 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 は 、 啓 示 き れ た 冶 
を 正しい 位置 に 据 (ん る の に 、… 蝶 た り と も 踏 中 し な か っ た と E は 、 実 に 脆 くべ き 事 だ 。 こ れ は 、 グ ルアー ン を 閥 
も 激しく 非難 する 者 で きえ ぇ 、 反 論 で き な か っ た だ 事実 で ある 。 


注 2 [アッラー の 思 し 吾 し に 非 ざ る 限り ] と いう 言葉 は 日 常 の 事 に の み 関 する も の で ある 。 すなわち 、 
れる こと が あっ て も それ は 日 常 の 事 の ひみ で 、 宗 教 な ど 大 切な こと は 決し て RGB 
注 3 当 節 は 次 の 事 を 示す 。 1) クル アー ン を 覚え る の は 易しい 。 (⑫) ク ルアー ン の 教義 は 、 状況 の 変化 に 応じ 、 
気質 の 異な る 人 々 の 必要 に 見 合う 様 そ を それぞれ に 融通 性 を 備え て いる 。(3) ク ルアー ン の 人 禁止 礼 は 独断 的 で は な く 、 
覧 明 で 理 に 適っ た も の で ある 。 以 上 の 要 朱 が クル アー ン を 学び 易く 《、 従 いひ 易い ぁ の に し て いる 。 これ 等 は ほ ぅ 
分 け 、 神 が タル アー ン の 型 句 及び その 共 味 を 永 速 に 守ら 6 和 る よう に 用 意 し だ た から で ある 。 


っ 500U 


第 信二 草 





10. され ば 人 々 を 訓 琉 せよ 。 げ に 訓 戒 は 有益 な 


自 了 
12。 
1 


14 . 


16 . 


が 


18. 


ド 。 


注 4 


り 。 
己 散 者 は 之 を 心 に 留め ん 。 
きれ ど 神 に 見 放さ きれ た 者 は 之 を 避け ん 。 


その 者 は 迄 みろ しい 業火 に 入ら ん 。 


を の 中 で 、 死 ぬ も な ら ず 、 生 きる も な ら ざ 


ら ん 。 


. その 身 を 浄 め る 者 は 成功 巡 い な し 、 


主 の 御名 を 念じ て 礼拝 す る 者 よ 。 

L か 

然るに お 前 た ち は こ の 世 の 生 活 を 好む 、 
来世 の 方 が は る か に 優 り 、 恒 久 な れ ど も 。 


げに この 事 は 古 の 諸 典 に あり . 


・ すなわち 、 ア ブラ ハム や モー ゼ の 陽 穫 に あ 


り 。( 注 4) 


全て の 宗教 の 相本 原理 は 基本 的 に は 同じ で ある が 、 


ocneed 3 っ 7 

@ ら AG 人 AS な 
eeo GS あり 3 
AB 

6 に 3 の うと 8 し 933 


スレ る な ユン? し 電 1 ン 
@CAUl ssd 人 お 


いてる あ ぅ 2 ン タレ NM 
見 う うめ うり 
ゴー 92 タラ K す 
9 は える しめ る | 


1 997 ァ ン ン 32 


の ) LuAeu2 と 


これ まで の 節 に 述べ られ た 教義 は モー ぜ ゼ と アブ プラ 


ハム の 革 に も 見 られ る 。 世 に 最後 の 神 の お 人 告げ と 最も 完全 な る 教義 を も た ら す 宿命 に あっ だ 、 僅 大 な る 預言 者 
0 モー ゼ の 書 た と ア プラ ハム の 書 に 見 られ る 、 と 当 節 は 示し て も い * る ょ うだ 。( 中 命 記 18 : 18 一 19、 


6 
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第 八 十 八 可 






上 自 剛 的 内 火 * 如 


アル ・ ガ ー シ マ ヤ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね み な う 1 ッ ン g ぅ 
て 。 
4 ン 
2. 圧倒 的 災難 の 話 は 液 に 達し た る か ? ( 注 1) 53 ら 。 と eS 
2 アー * の 人 ク ラク 
3. その 日 、 或 る 者 ども の 顔 は うち し お れん 、 凍 和 の 


の 


4 労苦 に 疲れ は て 。 2 し 6 


こう か サヴィ クト ン 

5. 彼 等 は 燃え 盛る 業火 に 入れ られ 、 と 本 
ちょ レレ U うー う いま に 
6. 煮え 湯 の 泉水 を 飲ま し め ら れん 。 間 


ン ラ で 


ブー 2 ニー うぅ 9 アマ 
7 食物 し いえ ば 乾い た 苦い 背 隊 ば か り 。 oe らら 2 2 る が て 


こ a と 2 ク うっ ラッ 2 タフ ンタ の の る 
8. 之 を 食う と も 太ら ず 、 飲 を 疹 きず 。 eaddis 
9. また 、 そ の 日 、 或 る 人 々 の 顔 は 克 然 と し て 、 は を 朋 ( 和 223 6 
10. 己 が 過 法 の 精進 を 大 び 、( 注 2 ) SAob 3 
11. 至高 の 楽園 に あり て 、 @4JES< 8 
12. 無益 な 話 を 開か ず 。 の 4 と り こり 
13. 園内 に は 泉 が 流れ 、( 注 3 ) 才 ikee 
14. 高 得 むか れ て 、 の 3 DE 


注 1 (1) 裁き の 日 、 又 は 季 ろ し い 秋 氏 。(2) モ ハッ マ ド 項 言 者 の 時代 に 、 お よ を 7 年 間 メ ッ カ を 製 っ た 深刻 な 
負 侵 は 、 ク ルアー ン に 「 圧 倒 的 災難 | と し て 記さ きれ て いる (44 11 12)。 


注 2 高潔 な る 信者 は 、 イ スラ ム 教 の 日 的 の 為 に 払っ た 拉 牲 の もぉ た ら す 素 哨 らし い 結 果 に 吾 ぶ で あろ 2。 


注 3 湖 き 出る 泉 の 様 に 、 彼 等 の 普 行 は 、 絶 え ず 流れ 出る だ ろう 。 
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素 八 上 上 八 問 





アル ・ ガ ー シ マ ヤギ 
v の し タク ッッ ン な の と 5 ン ン 
15. 酒 杯 そば に あり 、 @⑤ 和 yo の いら |) 
し と ね リウ の レク ゥ アデ 
16. 擬 は 並べ ら ね 、 OSuoo らし っ 3 
ち う ン し うー タ アグ グン 


17、 風鈴 な る 敷物 広げ 敷く 。 ② や っ o Gb うぅ 


に 6 導 ジッ ン ター ンク の ッ の ュ ウ ラン Gi 
18、 彼 等 は 修 腔 を 見 ざる か 、 そ は 如何 に 創 られ @ ら esa std0O2E シ ZS 
る か を ? ( 注 4) 


に ーー 目 」 か の 作 。 ン デ 1 2 
19. Si そ は 加 何 に 高々 と 揚げ られ る ご ウ に 31 し 13 
* ル す すす ) ラン み ン ン ン うー ア ュ クア 
20. また 山々 を 、 そ は 如何 に 握 え られ る か を ? OCS と TISK78LCES1 を 1 
21. まだ 大 地 を 、 そ は 如何 に 広々 と 拡げ られ る @ ご ちち る て らら 592 
か を ? ( 注 5) 
っ タン の タ の 31 し 5 シン ン 
22.、 され ば 訓 戒 せよ 、 液 は 訓 戒 者 に 外 な ら 6 ず 。 @20 ろ ご リア 05 
サ サッ デ L」 アン < 
23. 液 は 彼 等 の 監督 者 に 非 ず 。 6 ッッ So 
リン ン ン マン クノ > ン 
24. され ど 背 を 向け る 者 や 信 ぜ ざる 者 は 、 ' 556 うり 2 1 
ら 折 トド フ フラ っ 。 プラー ンス ン 2 5! あの マレ タン 
25. アッ ラー 重 刑 を 以 て 之 を 削 せ ん 。 ーー の 19 で 31PI0 に 9 で 
の の ドク の 
26. 彼 等 が われ ら が 放 に 帰る は 必定 、 Ge の も 1 に 31 
と うぅ 9 ノレ る ! 
27. その 時 彼 等 に 責任 を 問う の は われ ら の 務め ⑨ ょ に ュ じ 2C ら 8 う s . 
な り 。 


注 4 夏 能 が 導く も の の 後 を 一 列 に 並ん で 進む よう に 、 信者 達 は 役 等 の 指導 者 に 完全 に 従う 。 あ る い は 、 明 
い 夏 送水 無し に 何 日 ぁ 進 む 駒 駐 の 様 に 、 彼 等 は 試練 の 中 で 無限 の 忍耐 力 を 持ち 、 不平 $ 言 わ ず に 地 の 旅 を 締 
ける 。 イ ビル 「 狂 ]) に は 雲 と いう 放 味 も ある の で 当 節 は 、 神 が 全土 を 覆う 魂 の 水 で ある クル テー ン の 数 
を 広め ゆら れる で あろ う 、 と 示し て いる の か も し れ な い 。 


洋 : 5 この 四 疲 (18 一 21) は 、 イ スラ ム 教 徒 に 次 の 様 な 至高 の 道徳 上 の 教 証 を 示し て いる 。(1) イ スラム 教徒 


は 財 の 様 に 定 大 で 、(⑫) 天 の ご と く 気 高く 、(3) 山 の 様 に 不屈 の 決意 を 持ち 、 3 上 の 様 に 優し く 謙 庶 で な けれ ば な 
ら な い 。 
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第 八 士 九 音 






アル ・ フ ァ ジ ル 
(メッ カ 其 示 ) 


ee 2O WI 
1 . 慈悲 深く 、 恵 み 遥 アッ ラー の 御名 に お い 〇 っ ゅ JTC ここ と 10 チー) 
て 。 
あか つき | > ン ? ン 
2. 暁 に の け て 、( 注 1) で tg り 15 
ゝ ブー ラン ン ン 
3. 十 夜 に かけ て 、( 注 2) @ ら か で と し ぅ 
ン ン ググ "* 


に 3 る 者 
4. 偶数 と 奇数 に か け て 、( 注 3) 「 の 5 


人 な 1 
5. 逝 り 行く 夜 に か け て 警 う 。( 注 4) @ slOAD 
っ 1 タデ 
還 8 田 す 呈 三 ュ ヾ ラ ウタ ぁゃ ② アス, ン P. す ( 
0 
EN| [ 暁 」E は 、 メ ッ カ に お ける 迫害 の 冊 夜 に 終止 符 や 打つ 事 と な っ だ た 、 モ ハッ マト 舞 言 攻 の り の メ ディナ 


の 移住 を 指し て いる よう だ 。 叉 、 何 世紀 に も 及ぶ イス ラム 教徒 の 茹 落 の 後 、 役 等 へ の 希望 と 明る いい 未来 の お 舎 
げ を も た ら す 事 よ な っ て いた だ 、 約 東 き 8 きれ だ メシ ヤ の 到来 を 示し て も いる よう が だ 。 


注 2  「 上 | 夜 ]」 ほ は 、 イ スラ ム 教 徒 が メッ カ で 受け た 厳し い 人 迫害 の 最後 の 10 年 、 あ る い は 、 約 東 さ れ だ メシ 
ャ 出現 前 の 、 イ スラ ム 教 徒 腐 敗 の | 世紀 間 を 表し て いる よう だ 。 こ の 約束 る きれ だ メシ ヤ 和 到 米 に より 、 イ スラ ム 
教徒 の 精神 的 、 政 治 的 退廃 の 暗黒 時 代 は 終わ り を 告げ 、 イ スラ ム 教 の 交 け る 未来 の 夜明け を 告げ る 事 と な っ て 
いた 。 こ の 「 夜 」]、 あるいは 、 イ スラ ム 教 退廃 の 10 世紀 を 示す 箇所 は 、 他 に も クルアーン に 見 られ る (32 ・ 
6 )。 イ スラ ム 教 徒 が 道徳 的 に 退廃 し た この 十 世紀 癌 (千年 ) は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が イス ラム の 最高 の 三世 紀 
間 し 呼ぶ ( ブ ハ リ 。 リカ ー ク 並 )、 彼 等 の 名 准 成 厳 の 全盛 期 で ある 初期 の 三世 紀 間 の 後に 来 た も の で あっ た 。 
イス ラム 教 の 退廃 は し ジラ 三世 紀 米 に 始ま っ た 。 こ の 時 、 ス ペイ ン の ウマ イヤ カリ フ は 、 バ クダ ー ド の アッ ズ 
シー 帝 国 に 対し 、 法王 相互 援助 条約 を 結び 、 他 方 バタ ダー ド の カリ フ は 、 ス ペイ ン の ウマ イヤ カリ フ に 対し 、 
ロー マ の シー ザー と 友好 条約 を 結ん だ 。 


注 : 3 比 際 を 続け な が ら 、「 偶 数 | と いう 語 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 と 、 彼 の か つて の 信心 深い 仲間 アブ プー・ バ 
クル を それ と な く 指 し て いる よう だ 。 ヒ ジラ の 苦 氏 の 叶 に 二 人 だ け で (偶数 で ) 逃れ た が 、 役 ら 5 と 共に お ら 5 れ 
た 神 が そ れ を 奇数 に な きっ た 。 こ の [偶数 と 何 数 ] の 数 に 関し て は 、 9 : 40 に 適切 な 記述 が 見 られ る 。 あ る い 
は 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 と 約束 きれ た メシ ヤ は 偶数 を 、 ア ッ ラ ー は 奇数 を 表す 。 叉 「 偶 数 と 厨 数 ] は 、 モ ハッ マ 
ド 預 言 者 と 約束 きれ た 救世 主 は 別人 で あっ た が 、 後 者 は 前 者 と 同一 化す る 程 に 前 者 に 心 醍 し て いた 上 事 を 示し て 
7 

守 4 「 夜 ] は 、 モ ハッ マ ド 折 言 者 の 悩み の 種 が き な か っ だ た ヒジ ラ の 最初 の 年 を 表し て いる よう だ 。 メ ディ 
ナ へ の 移住 の 後 、 イ スラ ッ 教 徒 に 朝 が 訪れ だ が 、 役 等 は まだ 完全 に 困難 を 脱し て いた 訳 で は な か っ た 。 彼 等 は 
も う 一 晩 苦難 に 言え ね ば な ら な か っ だ た 。 つ まり 、 更 に 一 年 の 苦難 を 経て 、 バ ドル の 戦い で クラ イシ ュ が 完敗 を 
喫し 、 イ ザマ 預言 者 の 頂 言 (21 : 16) は 文字 通り 成就 し た の で ある 。 
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7。 次 は 、 主 が アー ド の 展 を 如何 に 処分 せ し か ピン タン ン ン ン 人 
を 且 る っ 、 ② ぅ U ゃ OS 香り の 4 
の 兄 さ る か ^、 8 

8. すなわち もち 午 え 立 つ 建 造物 の 所 有 者 、 イ ラム うっ じ 。」) ーー ュ ン ラン 
の 支族 を ? CC ジン リン ドア フリ 

9. これ に 類する ぉ の は 未だ か つて この 地方 で Mt 半 お 2 の 2 プッ 
造れ る 者 な か り し な り 5。 eig み ( 

10. まだ 渓谷 で 岩 を も 切り出し だ る サム ー ド 族 ンタ る 22 る 
@3L 胸 る に の | 9 

11. 大 軍勢 の 支配 者 ファ ラオ を 如何 に 処分 せ し ze 人 レ レッ ンタ 
か を ? 2 yi の) CGC づこ 

まち まち 

12. 彼 等 は その 邑 々 に お いて 不 行 跡 な 行い を な の 2 と ター < の ン ン ラッ ・ 

0 その 邑 不 行 幅 な 行い を な 0 
ナック ガム 
13. その 地 に 腐敗 を も たら せり 。 e3 に IS と 人 
e 計 。 ラッ 

14. $ れ ば 流 の 主 は 、 彼 等 の 上 に 懲罰 の 答 を 加 ゅ oO ちる % 5) に る の る 
し Dj) を 

15. げに 液 の 主 は 常に 油断 な く 人 間 を 監視 す 。 @(og 釣 8 


P パ 


16. IE う も の は 、 王 が 試 る ん と し て 和 准 ノン ン / 各 タン タ 1 フェ エン タ ィ ッ ? 寺 
5) 2 し に oO いり | 

四 恵 を 授け る と 、「 主 は 我 を 礼 骨 せ 9」。 フー ン 光 る Io 55 

ーー = < デン ラー フラッ ルン アタ タン イィ どど アン ン 

ズ う 。( 注 5) Oo の 1 うり 5 2 4 

17. きれ ど 、 主 が 試さ ん と し て を その 生活 を 苦し 245 AE 4 CIM 
め る と 、「 主 は 我 を 硝 し ゅ た り 」 と 云う 。 - 


と 


ーー 


r 
へ 


8 
18. 然 ら ず 、 さ れ ど お 前 た ち は 拡 坦 を 礼 遇 せ ず 、 ss っ 2 や ら 
19. また 互 に 相 い 促し て 貸 者 を 差 わ ず 、 eetsJl EE 2293 
20. 耐 し て 他人 の 條 産 を 父 9 食い て 迎 く こと を @ 淫 1SC36 腕 ? 


列 1 ら ず 。 


注 5 過 恵 は 、 時 に 入 の 気 枕 を 試す 為 に 、 又 ある 時 は その 人 普 行 に 報い る 為 に 、 人 に 授け られ る 。 同様 に 、 人 人 
は 国難 に 准 き 込ま れ 、 そ の 結果 試 き れ 、 06000 し か し 、 人 人 は 豊か な 時 、 
を それは 日 身 の 働 き 上 知恵 の 賜物 びあ る と みな し (28 : 79)、 に 不幸 に 紅 わ れれ ば 、 そ れ は 神 の せい だ と する の 
が 常 え テ 
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タイ クン ェ ィ ン 2 ぅ みち 
21. ぉ 前 た ちの 富 へ の 執着 は 異常 な り 。( 注 6 ) の eS CO る 5 
然 ら ず 、 大 地 が 粉々 に 娠 か れる 時 2 くき と 
TO 1] で ププ 居 人 ~ 需 夫 の ュ = グ 5 ie e ン 
22. 断じて 然 ら ず 、 大 地 が 粉々 に 太 ⑫5S つら らら の M 
あき た な し ゆ つ きよ う ン 
23. 主 は 列 を な す 数 多 の 天使 等 を 従え て 出 御 eoG っ 28 多 完 る 
し 給 う 。 ( 生 7) 
し か ひ と ルー タグ * 0 ッ ン バン ゃ 66402 
24、 そ の 日 、 地 獄 は 身近 1 0 曽 し て 人 前 っ ひさ Au223 2 2A4so uo は う 
は ロロ が 所 業 を 想起 せん 。 さ 衝 ヽ 想起 し た も ウオ ロ デア 円 L 」 
Il で て タグ * ア クン タイア て っ 
ほ て 、 何 の 益 す る と ころ を 。 と Eiy 
6 = ふ つこ デ ラー 肖 で っ ょ 。 アデ id 人 2 ダン 
25. 人 間 は 云わ ん 、「 こ の 日 を 知ら ば 、 状 行 を 策 3 に <I 25 出る 
み だ り し も の を 「『」 と 。 
人 ん びと 0 5 リッ の ン ン イレ クン タダ ンタ スレ 。 ン ッ ン 
26. その 日 何人 も 、 主 が 姜 す る 如く 前 し 得る 者 ⑯Jea「 4 も tue (の Ab ee 
な し 。 
な ん ぴよ 生生 時 5 の レン で と アァ イン タダ ェ ラ の ン ン 
27. また 何人 も 、 主 が 縄 る 如く 縛り 得る 者 な し 。 の OL 5 っ (は る 2 り 5 
( 注 8) 
た まし い 25 あー 0 っ 2? アイ イン 
28. mi 負 よ 。 安 しそ 、 EMIPOID 
ゴ と = 還 際 に 1 へ を ン 了 2 ュ 
29. 了 拉 自ら 満悦 し 、 是 つ 主 に 怖 9 たら うう abd52 の 
れつ つ 。( 生 9) 
較 ラート ンー 2 と うし 2 る 
30、 き れ ど 液 、 わ が 選び し 僕 等 の 中 に 入れ 、 eeocs GS 
と っ マン み タタ グー」 
31. わが 楽園 の 中 に 。 ⑨( の と の テ >! 5 と 
放 


注 6 当分 は 、 富 を 貯え る 省 に 、 甘 積 の 如 を よく (理解 させ る 。 金銭 に 対す る 極 端 な 執着 は 、 良 い 日 的 の 為 に 
は 使わ ず 、 唯 、 ひ だ すら 自分 の 財産 を 増やし だ いと いう 節度 の な い 鈴 密 を 、 入 の 心 に 生じ る せる 。 それ は 、 財 
族 拭 得 の 谷 に は 手段 を 選ば な い 様 に 入 を 変え 、 人 の 直 徳 的 退廃 を $ る だ ら す 。 イ スラ ム 教 は 、 個 人 と 同様 、 社 会 
の 道徳 の 健全 き に も 非常 な 配慮 を 示す 。 社 会 が 健全 で ある 為 に は 、 物 が 広く 行き 渡り 、 党 が ゆる や か に 牡 環 す 
る 事 が 必要 で ある 。 


注 7 天使 達 が 随行 する 「 出 御 」 ほ は 、 ク ルアー ン の 成句 で 、 差 し 追っ た 硫 壊 的 な 神 の 加 を 表す 。 


沖 S 神 の ひき 曰 は 、 ゆ っ くり し か し 非常 に 細か く ひ (て 。 押 は 、 す で に は 削 を 下る されない が 、 神 の 六 が 下さ 
れる 吐 、 を それ は 最も 人 破 填 的 な る の で ある 。74 草 29 節 も 参照 の 事 。 


9 これ は 、 人 人 が 神 を 喜び 、 神 が 人 人 に 満足 な さる 、 精 神 発達 の 最高 の 段階 で ある (58 : 23)。 天 の 段 也 
ば れる この 段階 に 至れ ば 、 人 人 は 道徳 的 な 弱き に 免疫 を 持つ 様 に な り 、 独 特 の 精神 的 な 強 る で 支え られ る M 才 
神 と 一 体 に な り 、 宰 無し に は 存在 し 得 な い 。 こ の 柴 晴 らし い 精 神 的 変化 が 人 人 に 生じ る の は 、 現 世に お いて で あ 
5 り 、 来 世 で は な い 。 又 、 天 国 へ 入る 許可 が 与え られ る の は 、 ど こ で も な い 、 こ の 現世 に お いて で ある 。 
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品 ま ね みな ン 
1. 慈悲 深 て 、 恵 み 遥 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い OO ーー 首部 し ょ し 
CA 
6 P アン LM み ルン ン 
2 われ は この け て 玖 う 、( 注 1) 〇 の Mudl TA な っ う ) 1 
まち ブーン 2 スコ 」 凶 ーッ ンー 
3 流 は この 邑 に 住む 、 @uUJlAey'Ua で 15 
メン プン ン レイ ン 
4. われ は 父 と 子 に か け て 誓う 、( 注 2) @uJy 90 
」 ン の ンク う 2 ァ ッ ラグ ゥ どー 
5. げに われ ら は 、 人 間 を 、 若 難 に 立ち 向かわ ON を YOIVNJBCHE け 
せる よう 創り た 5。( 注 3) 上 
ひ と な ん びと わ 3 2 ス 1 
6. 人 間 は 、 何 人 も この 自分 を 支配 せ ず 、 と 思 ol406OS びく 


2 うか? ( 注 4) 


人 Se 5 タッ ゥ 
7. 人 間 は 云う 、「 我 は 大 な る 富 を 費 せ り 」 と 。 UI 症 
( 洲 5) 
ひ と な ん びと 人 rg デ 
8. 人 間 は 、 何 人 も この 自分 を 見 ず 、 上 思う か ? IS Te<2 
ひ と すり ICE し 人 86 デン 
9. われ ら は 人 間 に 、 両 と 、 の ed 名 っ eo 8!| 
「 ccc 
10. 本 と 、 上 下 の 寿 と を 与え を た る に 非 ぎ る か ? 36 ヒ 3 
年 1 当 節 は 次 の 再 を 意味 する 。「 お 前 達 コイ ステー にし て 証 こ お ー ちち 不信 者 之 よ 、5 


前 達 が 何 を 心 に 抱い て いる か 私 は 知っ て いる 。 し か し 、 の 科 可 が BA 人 oo 
この 事実 の 証人 人 、 と し て この 町 を 挙げ る 。」 

注 2 カタ ー バ の 基礎 が 作ら 65 れる 聞 に 、 ア ブラ ハム 預言 者 し その 息子 イシ ュ マ エル は 、 メ ッ カ の 人 人 々 の 中 か ら 

神 の 使者 を 立た きれ る よう に 、 神 に 祈っ た (2 : 129。 130)。 こ の 様 に 「 父 と 子 ] は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 真 

実 を 証明 す る 。 

注 3 モハ ッ マ ド 頂 言 者 は メッ カ を 追放 きれ 、 勝 利 者 上 し て そこ へ 戻り 、 メ ッ カ は 彼 に 寿 服 し 、 そ の 住民 は 
イス ラム 教 の 内 に 加わ る で あろ う 。 上記 の 預言 は 、 モ ハッ マ ド 措 言 首 と その 民 が 非常 な 困難 を く で り 抜 け て 初 

め て 成就 きれ る で あろ う 。 つ まり 、 彼 等 が 月 標 を 達成 する に は 、 激 し て 続く 戦い が 求め られ る で あろ う 。 

年 4 神 は 不信 心 者 の 悪 の 企 て に 気付 われ て いる 。 神 は その 力 を 持 だ た れ て お り 、 彼 等 の 計画 を 無効 に きれ る 

で あろ う 。 

注 5 イス ラム 教 の 普及 を 阻止 し ょ うと 、 対 抗 者 は あら ゆる 手 を 尽く し 、 多 額 の 金 を 使う が 、 そ の まま や 5 

だ い 様 に る せな る い 。 役 等 の 企み は 成功 せ ず 、 イ スラ ム 教 が 、 精 神 的 、 政 治 的 勝利 を 治め 半 け る で あろ う 。 当 

節 は この 様 に 述べ て いる 。 
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11. また われ ら は 、 人 間 に 敬 と 悪 の 二 っ の 道 を ASIAS 
指摘 せり 。( 注 6) 上 
7 eo 前 タン レン ン > ン ン ン ? デン 
12. され ど 人 間 は 炭 明 な 人 道 を 採 ろ みう とせ ビ じ 。( 注 7) os ooo31 8 
BA を EE タン ン ン タン アン ョ アン ン 
13. 内 明 の 何たる か を 液 に 知ら し むる も の は 何 @48al し GU し 3 
で や? 
リョ ン ン る | アン 
14. そ は 奴隷 を 解き 放す こと な り 。 @ 和 5) 8 
きき さん サン ン 2 、 タン 2。 の 5 の 
15. 或いは 角 人 の 時 に ③ 旬 え の う ゆめ っ ab13| 
リン ンタ ン ン [クッ 
16. 近親 の 孤児 や 、 OK 
もち コラ プン ウ ルーン ルン っ 
17. 地面 に 麗 す 気 者 を 養う こと な り 。( 注 8) CO の LA まい 


し か 了 3 上 6 
18. 面 し て 人 千 者 の 仲間 に 入り 、 互 に 妨 面 すべ く ジイ 23 ン ッ ン 4 良 ノッ る ン ンプ 
い っ) 1TOZ ら 
励ま し 合い 、 且 つ 情 け を すす め 合 うこ と な eyebb2ylbebby lo2O6 や 
D。( 注 9) 
パン ン ッ ン ウ 1 ラン ン (アタ 
19. これ 等 は すなわち 、 右 側 の 衆 な り 。 CD) 


内 9 Ho を アキ アナ 2 プッ タレ レン r ー ぅ 9 シン ン ぅ る 
20. る され と われ ら の 神 兆 を 信 ゼ ぜ 史 徒 凝 、 彼 等 は d う ょ 1 の 6 の て 人 の 人 1 
左側 の 上 な り ' 時 4 の 


まわ ゎ わり こう 友 ッ デ 
21. 彼 等 の 周囲 に は 業火 が 績 いか ぶ き る べし 。 3 第 全 に は 
( 注 10) 


注 6 和信 が 止 し い 道 見 い 出 し 、 悪 か ら 正 義 へ 、 偽 りか ら 下 実 へ と 変わ る 為 の 手段 を 全て 、 神 は 人 に 与え ら 
れ だ た 。 人 人 は 、 短 悪 の 区 別 を つけ る 為 に 精神 的 を し て 肉体 的 に も 日 が 与 を られ 、 導 き を 求め る 為 に 、 知 と 二 枚 の 
邊 を 抽 け られ だ た 。 とりわけ 、 持 て る 力 を 全て 注い で 成 区 す る 様 に と 、 神 は 人 人 の 前 に 至高 の 日 的 を 置か れ た 。 


注 7 モハ ッ マ ド 預 言 訓 を 通し て 、 神 は 、 人 人 が 精神 的 、 物 質 的 に 最大 の 進歩 を 遂げ ば る 導 の 方 法 、 手 段 を 全て 
が ぶさ きれ だ が 、 人 人 は この 目的 を 成し遂げ る 為 に 、 必 要 な 犠牲 を 払う 事 を 拒ん だ 。 

生 8 14 一 17 節 は 、 入 の 人 遺 徳 性 を 向上 きせ る つの 方 法 を 述べ て いる 。 員 到 隷 解放 。 つ まり 、 社 会 の 抑圧 き 
れ た 階層 を この 世 で 同等 の 仲間 に まで 引き 上 げ る 事 。 (2) 撤 児 や 質 し い 人 々 が 、 自 立 し 、 社 会 に 役立つ 一 員 と な 
れる 様 手 助け する 事 。 

注 9 先 の 数 所 で 述べ られ た だ 善行 だ び け で は 、 社 会 全体 が 向 二 する に は まだ 不 -[ 分 で ある 。 人 道徳 の 正道 に 対す 
る 絶え ざる 記 誠 と 徳 他 の 人 人 々 に 伝え る 行為 が 伴っ た 、 僕 れ た 理想 と 止 し い 主義 $ も 又 、 前 途 の 高い 目的 を 達成 
する 為 に は 欠か せな い の で ある 。 


邊 10 四方 か ら 人 迫る 火 が 最も 破 大 的 と な る 。 


一 Oo9 一 - 





2 あ 、 基 
(メッ カ 砂 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 選 てく ア ッ ラ テー の 御名 に お い とく (0 まい 
で 。 ー デ 
2. 太陽 、( 注 1) その 朝 の 輝き に か け て 、( 注 2) の 4) 
つら トレ ルン ュ ン 」 ン ン 
3. を の 礎 陽 に 追 階 する 月 に か け て 、( 注 3 ) @&5bL231 う 
ヽ ! 
4. 太陽 が その 壮観 き を 見 せる 真 基 に か け て 、 る に LU2 
( 邊 4) - 
と ば ぼり テン エタ ン ン 過 ン 
5 . 太 陽 の 光 の 上 に 箱 を 引 《 夜 に か け て 、( 注 5) @%csSuB 
これ セコ イン ィ レン リン ン レン 
6. 天 と 之 を うち 建て 給え る 者 に か け て 、 oO LA 
これ 「 ご デ [レン イン ンー 。 2 ダマ 2 ルン 
7. 大 地 と 之 を うち 拡げ 給 を る 者 に か け て 、 ② る ふじ つか ゆり 


注 1 当分 の 「 礎 腸 」 は 精神 者 の 太陽 、 モ ハッ マ ド 痕 言 者 を 指す 。 彼 は 下 の 光 の 源 で あり 、 終 わり の 時 まで 
を 癌 らし 続け る で ある う 。 


注 2 クル アー ン の 大 い は ば 、 を の 邊 に 深い 意味 を 含む 。 神 の 戒律 は 神 の 業 の 二 面 明 提 な も の と 推定 に よる ン 


ぅ の を 表す 。 洒 者 は 理 角 し 易い が 、 後 者 の 理解 に は 誤り の 可能 性 が ある 。 神 は その 宮 召 の 中 で 、 功 ら か な も の 
52820 の 四 に E 2E の 太陽 と 月 、 恒 と 夜 、 天 と 地 は 明白 な も の 
に 属し 、 そ の 属性 は 広く 知ら れ て いる 事 、 と それ 等 の 節 に 述べ られ て いる 。 し か し 、 人 の 魂 に 見 られ る この 同 
に 属性 は 明 邊 で は な い 。 人 の 魂 に これ 等 の 属性 が 存在 する と いう 推論 を 導く 泡 に 、 神 は 神 の 明白 な る 業 を 証言 
する 様 命じ られ た だ た 。37 意 2 人 節 も 委 の 事 。 ' 


注 3 [月] $ 駐 モハ ッ マ ド 傾 言 者 を や 指す 。 そ れ は 彼 が 神 よ り 光 を 授かり 、 そ れる を 精神 の 問 の 世に 伝え た か 
ら で あ る 。 あ る い は この 言葉 は 、 聖 職 者 や 宗教 の 指導 省 達 、 特 に モハ ッ マ ド 括 言 省 の 偉大 な 代理 で ある 約束 き 
れ だ メシ ヤ を 指す と 上 も いえ る 。 役 は モハ ッ マ ド 預 言 者 より 真実 の 光 を 僅 り 受け 、 追 徳 し 親 神 退廃 の 開 を 払う 為 
に 、 そ を れる 世に 伝え る 事 と な っ て いた 。 


注 4 | 真 稿 ] と は 、 の KO お の 還 婦 人 設 者 の 実在 が 克 証 きれ 、 そ れ を 世に 伝え る 為 に 共 般 が 案 
か れ た だ 時 を 指し て いる よ うだ 。 当 人 節 の この 遍 共 は 、 イ スネ スラム 寺 の 区 が き と ら び や か に 輝い て いた 、 モ ハッ マ ド 頂 
REICROSESWCEE 和 PU 2 


注 5 「 夜 ] は 、 イ スラ ム 教 の 光 が 状 い 隠 きれ 、 世 の 人 人 々 の 日 か ら 見 を なくなっ だ た イス ラム 教徒 の 退廃 の 吐 
を 指し て いる よう だ 。 こ の 四 節 (2ー5) は 、 イ スラ ム 教 の 波乱 に 宮 ん だ 歴史 の 内 の 四 時 期 に 触れ て いる 。(1) 
精神 の 太陽 (モハ ッ マ ド 頂 言 者 ) が 精神 の 空 に 燃え る 様 に 薄く 、 モ ハッ マ ド 貧 言 者 自身 の 時 代 。(2) モ ハッ マ ド 
需 言 者 か ら 発 する 光 が 敵 の 世に 明り 映え る 、 約 束 き れ だ メシ ヤ の 時 代 。(3) イ 1 スラ ム 教 の 光 が ま だ 輝い て いた 、 


os 


ンジ Fa maaa1 アッ シャ ム ス 


8. 魂 と 之 を 完成 し 給え る 者 に か け て 、 ol 
9. すなわち 、 何 が 不正 で 何 が 公正 な る か を 魂 辻 ら 員 2 MO 前 
に 示唆 し 給え る 御方 - こ かけ て 碑 う 。( 注 6) 
ぐし ッ ク ッ ン 5.S 2 ノ 
10. げに 魂 を 清め る 者 は 栄え 、 けい の 
11、 之 を 治す 者 は 亡 ぶ 。 (01 レ 本 
12. サム ー ド 族 は を の 邪悪 き 故 に 真理 を 拒み た 2 7 ズラ 
り KO 5 
っ 由 コ ug 2 
13. 彼 等 の 中 で 最も 卑劣 な 者 ども が 起ち 上 り し @ い る 83 Co! 
時 、 


* クウ 1 1 ア テリ サン デー ェ デ ン 
14 . グー ー の 使徒 は 云 を た り 、「 ア ッ ラ ー の 222 導 435 2 PO 1 
共 了 略 腔 な れ ば 、 水 飲 む こと を 妨げ る な かれ ] 


iM 1 リン フッ の イラ タダ PE ミルン の 才 ん 
15. 然るに 彼 等 は 便 徒 の 言 を 拒み 、 雌 路 嘆 の 騰 9 と で AO UuO 6 

隊 和 2 王 は を その 央 ゆ え に 役 等 を 

打 殺 一 同 ひ と し く 懲 凡 せ り 。 


の 叶 1 R 9 と ノン 1 ろ 〆 プ 
16. 主 は を の 結果 を 顧 研 せ ず 。( 注 8) OS 
モハ ッ マ ド 環 言 者 赴 後 の 後継 者 の 時 代 。 (4 イス ラム 教 が 栄光 の 極み に あっ た 初め の 三世 紀 則 の 後 、 精 神 の 賠 が 
世 を 器 っ た 時 代 。 


注 6 神 は 人 間 の 本 質 に 善 と 悪 の 感覚 を 植え 付け られ 、 門 を 避け 敬 を 選ぶ 上 で 殊 の 完成 に 到達 で きる 事 を 、 人 人 
間 に 示 る 直ら 

注 7 サー レ 交 言 者 は 、 神 の お 上 杏 げ を 伝え る 為 に 雌 の 賠 蛇 に また が り 5 各地 へ 趣 い た な 。 各 能 の 自由 な 動き を 妨 
げ ばる 事 は 、 サ ー レ 骨 生 を 妨害 し 、 神 より 彼 に 訪 き れ だ 神聖 な 義務 の 遂行 を 妨げ る に 等 し いこ と で あっ だ た 。 あ る 
京 味 で 、 サ ー レ は 、 全 て の 神 の 指導 著 と 同じ に く 《、 神 の 雌 の 店 駐 な の で あっ た 。 


注 8 ある 民族 が 軍 の 削 を 受け 減 ぼ きれ る 時 、 そ の 策 壊 を 生き 延び る 者 に は 、 描 われ な い 。 又は 、 伸 は 、 彼 
等 が 尋 何 に 潮 惨 な 状況 に 置か れる か に は 凛 意 きれ な い 事 を 意味 する 。 


ー960 一 





アデ アル ・ ラ イル 
(メッ カ 産 示 ) 


1. 慈悲 深 《、 息 み 暫 て アッ ラー の 御名 に か け OS) と) まき 
9 
ュー 〆 て ア 
2. 夜 、 す べ て を 症 い 包む 時 に か け て 、( 注 1) ゅ 51J2915 
ヴ ロン ン アデ と イ 
3. 財 、 光 9 輝く 時 に か け て 、( 注 2) @dss SL95 
4 」 また 雄 雌 を 全 り 給え る 者 に か け て 末 う 。( 注 3) っ 争 22 和洋 E? 
性 ョ クイ ルン ラッ ン ン 
5. げ に お 前 だ ちの 精進 は 種々 様々 な り 。( 注 4) の みう の こる | 
6. され ど 、 ア ッ ラ ー の た め に 施し を な し 、 昌 og は 122 人 
8 
7. 語 し て 正義 を 実証 する 者 の た め に 、( 注 5) | りら う 


g つ へ 、 7 義 に た ら (クア タン 

NR の 疾 を すべ て 容易 な らし め (OB 
と o 【( 注 6) 
注 1 光 の 苗 に お いて 、 主 な 王 題 は | 太陽 」 つま り 、 あ ら 6 ゆる 光 の 源 で ある モハ ッ マ ド 頂 言 省 で あっ た 。 太 
勝 や 芋 が 月 や 夜 よ り 先 に 語ら れる の は 、 こ の 人 為 で ある 。 し か し 当 華 で は 、 信 省 不 信心 者 の 対比 が 始め られ る 。 
後者 は 一 般 に 人 数 が 多 (、 よ り 大 き な 権 方 を 振 う の で 、 不 信心 者 を 表す 夜 が 、 信 者 を 表す 尽 よ り 前 に 述べ られ 
注 2 た の 斉 の 対応 する 節 に 用 いら れ た だ 「 壮 観る き を 見 せる ] に 代え て 、 当 盆 で は 「 光 り 交 く 」| と 言う 語 を 使っ 
て いる 事 か ら 、 光 の 草 で は 、 神 の 指導 者 の 高い 精神 の 発達 に 重き を 置か れ た が 、 当 音 で は 、 神 の 教 諸 を 学び 吸 
収 す る 為 の 、 弟 子 産 の 素晴らし 能力 を 強調 し て いる 事 が 示 き れ て いる 。 
注 3 人 人 の 誕生 は 、 二 個 の 異性 の 結び 付き に よる も の で ある 。 一 方 の 性 (男性 ) の 特質 は 与え る 事 で あり 、 
他方 (女性 ) の それ は 受け る 事 で ある 。 物 暫 界 同様 、 精 神 界 に も $ 協 性 、 す な わ ち 、 教 ぇ 導く 神 の 億 大 な る 預言 
0 精神 界 の 女性 、 す な わ ち 、 神 の 教義 に 得る と ころ ある 彼 等 の 弟子 達 、 が 存在 する 。 当 節 
2c 全 な る 折 導 者 、 モ ハッ マ ド 玉 言 攻 と 、 そ の 最 間 の 弟子 遠 、 す な わ も ち 役 の 仲間 が 力 を 合わ せる 事 に より 、 

人 と 賠 示 し て いる 
注 4 交 色 は 、 信 者 と 不信 心 者 の 大 きく 異な る 日 本 、 及び ぇ れ ぞ れ の 目標 達成 に 向かう 勢力 の 相 佑 に 、 日 を 
EMB 他方 不信 心 者 の それ は 、 真 理 の 及 を 凶 止 する 事 に あ 
この 両者 の 努力 の 結果 は 、 当 狼 異 な る に 違い な い 。 
c 間 当 節 及び 前 節 に は 、 人 人生 で 成功 を 治め る 人 々 の 三 つ の 特質 が 述べ られ て いる 。 か いつ まん で 言え ば 、 
邊 等 は 行い 感情 、 思 考 の 正しい 者 で 、 こ れ 等 の 特質 を 信者 は 1 分 に 有する 
注 6 光 の 二 館 に 述べ られ た つの 特質 を 持つ 人 は 、 邊 も の 行 放 が ま し い 結果 を 生み 出す と 気付 て で あろ 
2 う 。 あるいは 、 行 を 為す 事 は この 様 な 人 に は 容易 に な り 、 彼 は 又 そ れ を 喜ん で する 、 と 当 節 は 意味 する の か 
も し れ な い 。 


2 役員 


ーー 


乏 九 十 二 交 デル ・ ラ イル 








コ 1? ン ぅ 人 
9. され ど 強 欲 で 、 間 大 有 つ 冷淡 な 者 、 の eS AG2 (ST5 
し か 9 し の 0 の 
10. 面 し て 正義 を 拒む 者 に は 、( 注 7) os 
> 1 イタ ンタ ンス 
11、 わ れ ら は 苦難 へ の 道 を 容易 な らし めん 。( 注 OS が W4 
8 ) 
12. 吐 落 する 時 、 を の 財宝 は その 者 に 役立た ぎ 
る で し 。 
プン ン 
13. 性 く は 、 げ に われ ら の 務め な り 。 UE 泊る 
し か ゥ し 1 ラ ァ < 
14. 硬 し て 、 来 世 現 也 も われ 6 の 所 者 な り 。 本 ss 815 
( 注 9) 
ご うか の み イレ 
15. る れ ば われ は 、 燃 え 盛 る 業火 を お前 た ち に ば 462 要 上 
和 告 す 。 
し ょ うる も で 2 そ イ レロ ン 
16. 最も 性 悪 な 者 を 除い て 、 そ の 中 に 入れ られ DIC 
ぎる べし 、 
二 2 チン 
17. そ は 真理 を 拒否 し 、 そ の 背 を 向け し 者 な り 。 ed52 こ 3 部 
18. きれ ど 義 し い 者 は 、 業 火 に 近づけ られ ぎる eS89I スス っ 
べし 、 
せい れん けつ ば く 了 量 ンー (> の う も 
19. を は 清康 潔白 な らん が た め に 、 が 財産 を 宮 は 
搬 つ 者 な り 
5 5 ど ン 2 1 ン 
20。 開か た 硬 緒 が ある た め て な ん 、 ま た ら e585 らら 2 edoo り し 5 
を 当 に する わけ で も な し 。 の 5 
いと た か 本 イタ る 
21. た だ ひたすら に 吾 高 き 主 の 喜び を 求め ん が @ag | お 48 う 2ES|yj! 
だ め に 。 ( 注 10) 
22. きれ ば 主 は 、 か か る 者 を 必ず 呈す べし . WT 






邊 7 先 の 二 節 (6 7 ) に 述べ られ た 三 つ の 普 な る 特質 と は 対照 的 に 、 人 の 綺 神 的 破 減 を ぉ た ら 6 す 三 つの 
悪 な る 特 換 が 、 こ の 二 節 (9, 10) に 述べ られ て いる 。 


入 8 有明 節 で 鱗 れ た 人 の 行 約 は 、 的 を は ず し 、 望 み と は 逆 の 結果 を も た ら す 。 あ る い は 、 こ の よう な 者 に は 
り 、 普 行 を 為す の は 黄 し て な る 、 に 当 節 は 供 味 し て いる と も いえ る 。 


注 9 邪悪 な 不信 心 者 は 、 現 世 で 敗北 を 喫し 、 来 世 で 還 を 受 ける で あろ う 。 それ は 、 現 世 、 来 世 共 に 神 の 支 
配下 に ある か ら で あ る 。 当 央 は 又 、】 万物 の 始ま り と 終わ り は われ ら に 属す る 。」 と る ぁ る 意味 し て いる の だ ろう 。 


10 高河 な る 信者 は 他 の 人 々 に 普 行 を 施し 、 そ れ に 対す る 元 返 り を 受け る 事 無く 、 唯 、 神 の 創 吉 物 の 役 に 
立ち 、 天 主 の 骨 び を 得 た いと 願う の で ある 。 


ーー02 一 





レキ NE 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 了 み 全 て アッ ラー の 御名 に お い た あと TO ここ つり と 0 まい 
て 。 
人 千 、e 
2. 朝 の 交 き に か け て 、( 注 1) の の 
3. 並び に 夜 の 静寂 に か け て 的 う 。 ( 注 2) ゆっ 3LdS31 
4. 液 の 主 は 流 を 見 楽 て ざり き 、 ま た 液 に 立腹 ゅ 8 し 5532 
せ ず 。( 注 3) 
5. げに 流 の 後 の 状 態 は 、 先 の 状態 より も 良し 。 edo 錠 病 3 
注 4) 上 
6. し か も 主 は や が て 液 に 看 を 垂れ 給 わ ば 、 oe US つり 5 
(の 結 人 00 
7. 仮 児 の 液 を 拾う て 庶 護 を 葛 い し は 、 主 に 非 ee 30e と 2H 
Pon ( 注 5) - 1 
紹 il [ 朝 の 輝き に か け て | は 、 イ スラ ム 教 の 克典 を 指す よう だ 。 又 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 が 、 一 万 人 の 人 稿 心 


iziB28 二 の 本 に お の で の 0 ビ 7HBS 2 に 520 本 末日 968 近 須 の りお 党 6 
の 半 - 寺 


注 2 「 夜 は 、 イ スラ ム 教 訂 の 長期 間 を 示し て いる よう だ 。 更に は 、 闘 が 訪れ た な 後 、 モ ハッ マ ド 天 言 難 
が 宗 を 出 て 、 ア ブー・ バ クル と ソール 洞窟 に 避難 し た 、 特 別 の 夜 を 指し て も いる よう だ 。 事実 、 モ ハッ マ ド 据 
計 才 が メッ カ を 去っ た 夜 、 そ し て 閣 が 訪れ た 日 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 全 生涯 に お ける 様々 な 浮き 沈み を 、 一 
言 で 表し た も の で ある 。 


宇 3 モハ ッ マ ド 季 結 省 の 全て の 入 と 夜 、 彼 の 大 いな る 成功 と 一 時 的 な 敗北 、 彼 の 喜び と 苦難 、 彼 の 夜 の 礼 
捧 と 母 の 活動 、 こ れ 等 全て は 、 神 が 役 と 共に あら れる 帯 を 証 し て いる 。 


注 : 4 モハ ッ マ ドド 預言 者 の 人 生 の あら ⑳ る 瞬間 は 、 そ れれ 以前 より 更に 良い も の で あっ た だ 。 


注 5 モハ ッ マ ド 預 言 者 は 、 比 史 の みな ら ず 、 事 実 承 喝 で あっ た 。 彼 の 孤児 の 自 の 上 は 、 非 常に 過酷 な も の 
で あっ た 。 父親 は 彼 が 生ま れる 前 に 、 母 親 は 彼 が 六 才 に な る か な ら な いか の うち に 亡 て な り 、 母 親 の 死後 彼 の 
世話 を し た 宙 父 アブ ドル ・ ム ッ タ リブ は 、 賃 し い 伯 低 に 彼 を 託し て 二 年 後に 死ん だ 。 こ の 様 に モハ ッ マ ド 玉 言 
著 は 、 幼 て し て 父母 の 保護 と 愛 を 奪わ れ だ た 。 し か し 彼 は 、 日 下 の 者 、 目 上 の 者 か ら 、 彼 の 仲間 や 同胞 か ら 、 後 
に は 彼 の 弟子 達 か ら 、 一 女性 か ら 生 まれ た 省 誰 も が (入間 誰 も が )、 こ れ ま で 受け る こと が な か っ た 。 双 今後 
も 受け る 事 が な いで あろ う 程 の 多く の 愛 を 受け だ の で あっ た 。 


山 
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8 . 主 は 迷 え る 液 を 見 つけ 、 己 が 手許 に 導 け り 5。 ご ク 


1 デン ン デュ アテ ンー ン 
( 注 6) (②Ae う し 2 (の いひ e 5 ぅ 
し か と みき か 了 トト ィ ッ テ ン シャ デー 
9. 胡 し て 、 折 之 で らし を 冨 栄 え し め 給 いし に AE に 30255 
非 ず や ? ( 注 7) の 


ムン ラッ ン t (イス 
10. され ば 撤 児 を 赴 げ る な か れ 。 ye5 5 IS 


に し か っ ち の イン ァ ァ デ る イ 
11. また 助け を 請う 者 を 叱る な か れ 。 の es95 JIEIS 
0 、 可 こと オン の に ン イ ン ラ 2。 [る イン 
12、 間 し て 主 の 恵み 深き を 家 言 せよ 。( 注 8) @ ら Oo 6 うう る 


注 6 | 迷う 」 に は 、 一 般 的 な 意味 と し て 様々 な 意味 が ある 。 道 に 迷う 、 と いう 迄 。 進 むか だ うか た め ら 6 う 
意 。 ま だ 、 物 事 の 追求 に 努め て いる 際 の 無 我 夢中 の 状況 を 示す 意 が ある 。 当 人 節 は 、 道 に 深 っ た り 、 た め ら っ た 
りす る 意 で は な く 、 あ る も の を 求め て 夢中 に な っ て いる 意 と 、 解 され る 。 (1) モ ハッ マ ド 預 言 者 は 神 に 到達 す る 
和 す 楼 を 求め て る 迷っ だ が 、 神 は 、 役 を 望み の 日 的 地 へ 導く 戒 隼 を 彼 に 示さ れ た 。(2) モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 彼 が 
師 来 する も の へ 達する 道 を 、 如 何 に し て 見 つけ た ら 良 いか 分 か ら な か っ た が 、 神 が 彼 を を そこ へ 導 か れ た 。(3 彼 
が や か ら 一 許 の 人 々 の 事 を 思っ て いた の で 、 神 は 彼 に 、 彼 等 に 対す る 完全 な 手引 き を 与 を られ た 。(3) 彼 は 世 の 
和信 々 の 日 か ら 隠 きれ て いた が 、 神 が 彼 を 見 い 出 し 、 神 へ 導く 者 と し て の 任務 の 為 に 彼 を 選ば れ だ た 。 こ の 様 に 、 
迷う 」 と いう 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 人 質 言 者 を 非難 する の で は な く 、 賞 め 堂 える 為 に 用 いら れ て いる 。 道 に 迷っ 
だ と いう 流 味 で は 、 こ の 言葉 は モハ ッ マ ド 傾 言 者 に 当て は ま ら な い 。 それ は 、 ク ルアー ン の 他 の 箇所 (3: 3) 
に よれ ば 、 彼 は 話 り を 犯し た り 、 造 を を れる 吉 は な か っ だ から で ある 。 更に 、 こ の 意 の 第 6 節 は 、 あ る 相続 い 
て 超 こ る 出来 事 を 表し て いる 。 第 7 、8、9 節 は 第 10、11、12 節 に それ ぞ れ 対応 し 、 深 く 結 び つ いて いる 。 第 
8 茹 。 1 館 う 」 は 第 11 節 で 「 請 う ] に 置き 換え られ 、「 神 の 下 へ 導 か れる 様 に と 神 の 助け を 求め た 人 」、 又 は 「 押 
の 手引 を 挨 け られ る 様 求め た 人 」、 と 後者 は 前 者 の 意味 を 説明 し て いる 。 当 人 節 は 駐 、「 神 は 液 が 神 を 求 め て いる 
事 に 気付 か れ 、 液 を 神 の 元 へ 導 か れ た だ] と も 意味 し て いる よう だ 。 


注 7 モハ ッ マ ド 頂 言 才 は 、 孤 児 と し て その 人 生 を 始め 、 ア ラビ ア 全 土 の ま ぎれ も る も ない 支配 者 た な り を その 生 
注 を 閉じ た 。 


注 : 8 第 7 、8 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 授け られ た 神 の 恩 下 に つい て 語り 、 第 10、11、12 節 で は 、 モ ハッ 


マ ド 預 言 者 は 、 同 様 の 思 恵 を その 仲 問 に 施す 事 で 、 神 へ の 謝意 を 示す 様 命ぜ られ て いる 。 こ の 戒律 は 彼 の 弟子 
達 へ も 等 し く 向 けら れ だ も の で ある 。 
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注 1 モハ ッ マ ド 頂 言 者 は 、 こ れ ま で 誰 も 託 る きれ た 事 の な い 様 な 、 神 経 が すり 減り 忍耐 を 要する 任務 、 す な 





ゲル ・ イ ン シ ラ ー ク フク 
(メッ カ 編 示 ) 


1. 悲 深く て 、 也 み く アッ ラー の 御名 に ない ッ る 1 12 る 1 せ ト ババ 
の ee と 省 0 し らき 
「 リン レラ ラッ ン ププ ラン ラン ッ ン プ 
2. われ ら は 流 の だ め に その 心 を 開き 、 @ の uuo 避 の 8 | 
リー どう デア 」 今 し 」 
3. 流 よ り 重 荷 を と り 除 けた る に 非 ず や 、 の の う ゅ Lc し 4 ら う 
サリ ンプ タブ ーー ン ンタ ング て 
4 . 液 の 育 に の し か か 和 れ る その 重 世 を ? ( 注 1) @ ら ga5 CaS] (0N) 
と か 5 6 の コン ンタ 内 
5. 硬 し て われ ら は 、 液 の 名 声 を 高 か ら し め た 1 dE3555 
が 答 持 2) 
リク 2 の > が ジン リン 
6. げに 苦労 の 後に は 楽 あ り 。( 注 3) ③ し うー (の 8 
し か っ み ぅ タダ 2 ダミ デブ を 
7.、 然 り 、 げ に 苦労 の 後に は 楽 あ 9。 の に つど の ) 
、 ツ > 9 い 6 9 1SS 
8. され ば 手 際 の と き は 、 懸 命 に 努力 し 、 〇 ② に て の つゆ (と の っ 





わ ゎ わ ち 、 堕 落し だ 人 々 を 、 道 徳 的 退廃 の 深み か ら 、 道 徳 的 貞 越 の 頂点 て と 引き 上 ば げ 、 その後 彼 等 や 通し て 、 非 所 
は 無知 と 迷信 の あか に まみ れ た だ 全 人 類 を 浄化 する 任務 を 、 課 せら れ て いた だ た 。 こ れ は 、 事 実 、 彼 や ほとん ど 提 し 
つぶ そう と する 程 に 重い 責任 で あっ だ が 、 押 は 彼 の 重荷 を 軽く きれ た 。 


注 2 この 曽 は モハ ッ マ ド 傾 言 潮 の 出現 の 二 年 目 又 は 三 年 日 に 啓示 きれ だ た 。 こ の 時 は まだ 、 モ ハッ マ ド 預 言 
者 は 近隣 以外 で は ほとん ど 知 られ て いな か っ た が 、 間 も な く 彼 は 、 宗 教 の 指導 省 の 中 で 、 最 も 有名 で 、 か つ 愛 
る れ 、 意 艇 きれ 、 成 功 を 治め る 者 と な っ た 。 宗教 界 に な いて も 、 双 俗 界 に お いて も 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 程 、 従 
う 者 の 愛 と 尊 散 を 集め た 指導 者 は 、 他 に 見 られ な か っ だ 。 


注 3 「 げ に 、 苦 労 の 後に は 楽 あ り ] と いう の は 、 二 度 線 り 返さ きれ て いる 。 これ は 次 の 事 を 示し て いる 。 イ 
スラ ょ ム 教 は 非常 に 苦し い 時 を 経 ね ば な 65 ず 、 二 度 に 渡り その 存在 の 危機 に 直面 す る 。…- 度 日 は 、 イ スラ ム 教 創 
始 の 数 年 間 、 二 度 日 が 「 末 H! で ある 。 こ の どちら の 時 に も 、 イ スラ ム 教 は 苦 黄 の 中 か ら 新 た な 力 を 身 に 付け 
立ち も 上 が る で あろ う 。 これ 等 の 節 は 双 、 モ ハマ ッ ド 預言 者 や イス ラム 教徒 が 直 商 する 苦難 は 一 時 的 な も の で あ 
る が 、 彼 等 の 成功 は 永 速 に 月 つ 常 に 拡大 され る と 示し て も いる 。 


lt 
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9. ひたすら 主 に 仕え 奉 れ 。( 注 4 ) " $ こ と る 52 8 
内 


注 和 』 精神 的 発達 の 終わ り 舞 まき 履 望 が モハ ッ マ ド 預 言 者 の 前 に あり 、 彼 の 行く 道 を 人 遮る 条 難 を 克服 し た 後 、 
成し遂げ た 成功 に 満足 し て 休む 事 な く 、 一 つの 峰 を 登り 終え る と 、 次 の 時 に 向かわ な けれ ば な ら な い 。 そし て 
彼 の 注意 は 全て 、 基 落 し だ た 人類 の 再生 へ と 、 又 、 地 上 上 に 押 の 王国 を 築く 事 へ と 向け られ る でき で ある 。 以上 の 
事 に 、 モ ハメ ッ ド 人 質 言 者 は 確信 を 持っ て 従う 。 当 節 は メ 、 次 の 事 も 示し て いる 様 だ ど 。 モ ハメ ッ ド 李 言 者 は 、 北 
子 へ の 説教 や 他 の 俗 事 の 処理 ほし いう 日 々 の 業 を 終 を る と 、 心 を こめ て 神 に 向かわ な けれ ば な ら な い 。 それ は 、 
彼 の 精 神 的 な 旅 が 終わ り の な いふ の だ か ら で あ る 。. 


00 
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ゲル ・ テ ィ ー ン 
( メ ツ カ 世 そ ミ ) 


あま よれ ね あ な 
1. 蓄 悲 深く 、 恵 み 遍 て アッラー の 御名 に お い 5=59、 は る 10 2 い 
0 ご デン ン を 
も に う リ ヶ タップ 2 加 デア 
2. 無花果 と 和 椅 に か け て 、( 注 1) og 守 多 2cA3 う 
リン > 242 デ 
3. シナ イ 山 に か け て 、 ⑥ 〇 の ら Ae うめ っ 
に 本 し (本 し r し の し 生け 
4. また 安全 な る この 邑 に か け て 的 う 。 の ee iA AA 3 
5. げに われ ら は 、 人 問 を 最上 の 形 索 に 創 め た eS っ 19o65E 多 ご 4 
み " 
り 。 
go る 6 ee 9 イン ぅ ン SD 2 
池 6 理 き 者 に 閉 と た す 、( 注 2) 


1  「 無 花 果 」「 欄 概 (オリ ー プ )」「 シ ナイ 山 」「 安 全 な る 邑 」 左記 の 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 聞 言 首 は その 使 
征 を 米 だ す 、 と いう 当 昔 に 述べ られ た 主 苦 を 証 す 証 拠 と し て 用 いら 6 られ て 米 た 。「 無 花 果 」「 李 酸 ] は イエ ス を 、 
「 シ ナイ 中 は モー ぜ を 、「 安 全 な る 邑 」 は モハ ッ マ ド 預 言 者 を それ ぞ れ 象徴 し て いる 。 こ の 三節 は 共に 、 決 の 
有名 な 弄 購 の 言葉 を 示し て いる 。 「 主 は シナ イ か ら 来 られ 、 モ イル か ら 彼 等 を 照ら し 、 ノ パラ ン の 山 か ら 半 を 放 だ た 
れ だ 。」 (店 命 記 33 1 2)。 だ が 、 注 秋 者 の 中 に は 、「 無 花 果 ] は 仏 数 を 、[ 村 ] は キリ スト 教 を 、「 シ ナイ 山 」 
は ユダ や 才 や 、 そ し て 、「 安 全 な る 邑 ] は イス ラム 教 を それ ぞ れ 指す 、 と 解す る 人 人 々 も い る 。 し か し 、 こ れ 等 の 
私 で 用 いら れ だ 象徴 的 表現 の 最 普 の 解 息 は 次 の ちの で ある 。 この 困 つ の 言葉 は 、 人 間 の 精神 発達 史 に お ける 四 
つの 時 代 を 表す 。[ 無 花 洲 ] は アダ ム の 時 代 を 、「 撤 概 ] は クア の 時 代 を 、「[ シ ナイ 山 」 は モー ゼ の 時 代 を 、 そ し 
て 「 安 全 な る 5 邑 ] は イス ラム 教 の 時 代 を 象 克 し て いる 。 こ の 解釈 は 、 政 章 や クル テー ンタ FL 分 に 理 付 け そ いる 」 
アダ ム と イブ が 禁 断 の 実 を 食べ 、 自 分 如 が 裸 で ある 事 に 気付 いた 壮 、 彼 等 は いち じ て の 上 を つづ 5 り 合わ せ て 、 

上 分 達 の 腰 の 援 い を 作っ た 。( 剣 世 記 3 : 7)。 ノ ア に つい て は 次 の 立 で ある 。 「 麹 は 夕方 に な っ て 、 後 の も と に 
帰っ て 来 だ な 。 す る と 見 よ 。 む し り 取 っ だ た ばかり の オリ ー プ の 若葉 が を その くも ば し に ある で は な いか 。 を それ で 、 

ノア は 水 が 地 か ら 引 いた の を 知っ た 。] ( 食 世 記 8 : 11)。 又 、 モ ー ゼ が シナ イ 還 で 神 の 啓示 を 受け た 事 、 更に は 、 
ィ イス ラム 教 誕生 の 地 メ ッ カ は 、 有 喝 以 前 より 「 安 全 な る 邑 ] と 認め られ て 米 た 事 は 、 衆 知 の 事実 で ある 。 こ の 
町 時 代 は 、 人 が 完全 な 進歩 や 遂げ る まで に 通り 抜け る 四 つ の 時 代 を 表す 。 ア ダム の 時 代 に 人 間 の 文 遷 の 基礎 が 
人 が れ ポ ー ノ ア は 律 諸 の 創始 者 て あっ だ 。 モ ー ゼ の 時 代 に は 、 律 法 の 詳細 が 啓示 ふれ 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 出 
現 と 共に 、 神 の 許 示 は あら ゆる 面 で 完成 きれ ただ 。 こ うし て 、 人 問 は 、 知 的 、 社 会 交 、 道 全 、 そ し て 精神 的 に 
完全 な 発達 を 遂げ な の で ある 。「 和 無花果 ] は 又 、 モ ー で の 律 法 を 、「 概 本 1 は イス ラム 教 の 律 法 の 象徴 で も ある 。 
この 中 踊 は 、「 シ ナイ 中 」「 安 全 な る 邑 ] の 語 に 、 よ うり 具体 的 に 表 き れ て いる 。 


注 2 人 間 は 、 自 ず と 普 行 に 向かう 純粋 な 性 質 を 持っ て 生ま れ た が 、 同 時 に 、 意 志 と 行動 の 自由 裁量 を 大 幅 


に サ え られ た 。 人 間 は 、 究 極 の 道徳 的 発達 を 遂げ 、 神 の 属性 が 写し 出 き れる 億 と な 。 失 的 に 語 ま る 為 に 、 
大 いな る 力 と 創造 力 を 生ま れ な が ら に し て 接 け られ だ 。 し か し 、 も し 人 間 が 神 に 賜っ た 能力 や 特質 を 誤っ て 使 


ee 


第 志 十 五 章 


7. 但し 信じ て 普 行 を な す 省 は 除く 
尽き せめ 報奨 あり 。 


。 役 等 に は 


8. きれ ば この 後 、 審判 に つい て 液 に 、 そ ば 虎 偽 


な り と 云い 得る 者 あり や ? ( 注 3) 


9. アッ ラー は 最も すぐ れ た だ たる 和 審判 者 に 電 ぎ る 


カ : ? 


えば 、 獣 より も 時 し て な り 、 次 餅 が 示す 通り 、 


路 魔 の 化身 ほ と な る の で ある 。 つ まり は 、 人 間 に は 、 


か 190 


pg ン リ と ぅ 


(LESE2IO の UNI 


デ ーー 


と ン > 


(ご / 


各行 を 6、 


双 同 時 に 悪行 を も 為す 可能 性 が ある の で ある 。 

注 3 人 間 は 、 非 常に 高度 な 精神 的 運命 を 遂げ る 為 に 作り 出 き れ 、 こ の 像 大 な 目的 達成 を 協 け る 為 に 、 神 は 、 
アダ ム 、 ノ ア 、 モ ー ゼ 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の ご と き 神 の 使徒 を 送り 出 き れ だ 。 も し 大 間 が 生 来 の 能力 を 適切 に 
用 い ず 、 押 の お 告げ を 拒み 、 神 の 使徒 に 丸 向 か う なら ば 、 人 間 は 表せ られ る 事 と な る 。 この 様 な 時 に 、 現 世に 、 
駐米 世に も 開き の 日 が あり 、 最 高 の 審判 長 で あら れる 神 の 戒律 が 還 を 下 ぉ ざる を 符 ず 、 人 問 の 行為 が 報い 無し 
で は 済ま な い の は 当 釣 で あり 、 こ れ を 谷 定 する 事 な ど 誰 に で きよ うか ? 


6 





ゲル レル ュ アラ テク 
(メッ カ 落 示 ) 


あま ね 中 な と 生 1 

1. 慈悲 深 、 恵 み 暫 く アッ ラー の 御名 に お い Os し Lo う 
- み な を ン ン ン 。 スン レン 2[ セン 2 
2. 液 、 創 造 者 な る 主 の 御名 に お いて 伝え よ 、 〇 ゆみ IO は た い 3 
で ニー イン 本 デア プン 
3. 一 洗 血 より 人 間 を 創り 給え る 。( 注 1) @C2oL3 3 は 
に e NN り うー デラ み タレ う 
4. 伝え よ 、 主 は 最も 慈悲 深き 者 に まし まし て 、 @^> ら っ り !GB?2 8| 


( 注 2) 
計 と みよ う よ う ツリ パグ * イン 放 
5. 人 間 に 筆 の 紗 用 と 、( 注 3) st 2 る 


ち ン ォ アデ ドン ミタ 
6. その 知ら ぎる こと を 教え たり 。 の 5 4 し 6C5912 


7. 然るに 、 人 間 は 必ず 罪 を 犯す 、 edoCiNI る 
8 . 他 に 頼ら ず ょ も 暮らし て ゆけ る と 思う 故に 。 OCT 
9. 帰還 は 必ず 主 の 御 許 な り 。 6 を と UEOYUGI 
10. 液 妨げ る 者 を 見 た る か 、 oe は こい 1 
11. われ ら の 一 人 の 僕 が 礼拝 を 捧げ る 時 ? ( 注 4) od2 As 


中 1 神 の 愛 は 人 の 本 質 に 深 て し み 込 まさ れ て お り 、 こ の 生得 の 休 動 に より 神 の 愛 が 現れ る の に 気付 いた 人 
が いた と し て も 当然 で あっ た 。 と 当 節 は 示し て いる 。 こ の 人 こそ 、 そ の 創造 主 を 心から 愛し た 、 モ ハッ マ ド 預 
言 者 で あっ た 。 当 節 の 「 人 間 」 は 、 本 文中 に 与え られ た 意味 以外 に 、 完 全 な る 人 、 モ ハッ マッド 預言 者 を 指す 。 


注 2 クル デア デーン が より 多く 読ま れ 世 に 示 き れる 程 、 神 の 神 聖 と 信 尚 の 尊厳 は より 良く 理解 され る 。 

注 3 クル アーン を 壮 き 記し 、 紛 失 や 系 曲 か ら 守 る 人 為 に 、「 筆 は 非常 に 重要 な 役割 果たす で あろ う 、 と の 
頂 言 が 当 節 に 含ま れ て いる 様 だ 。 クルアーン に 啓示 きれ た 精神 科学 と 神秘 、 ク ルアー ン の 研究 が 刺激 を 与 を る 
目 准 科 学 、「 筆 ] は これ 等 の 普及 に 大 い に 資 献 し た 、 と も 当 節 は 述べ て いる 。 数 意 を 払う で も な く 、 ほ と ん と ど 使 
用 する 事 $ も な い 人 々 の 間 で 啓示 され 、 し か も 啓示 きれ だ 人 自身 が 読み 書き も 出来 な た か っ だ と いう 、 を の 玖 穫 の 
中 に 「 筆 」 が 多用 きれ て いる の は 、 非 常に 重 妥 な 意味 を 持つ 。 


注 4 この 語 は 、 祈 り を る る げ ば る イス ラム 教 徒 全て に 、 特 に モハ ッ マ ド 預 言 者 に 向け られ て いる 。 
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1 清 


14. 


16 . 


1W 


18. 


9。 


20. 


こ 


し も 。 史 さ うど 全 
も し われ ら の 僕 が 維 導 に 従い 、 
性 い は 公正 な る こと を 命じ な ば 、 妨 害 者 の 
末路 や 如何 に 、 我 に 告げ よ 。 
5 し 妨害 者 が 真理 を 折 否 し 、 広 に 背 を 向け 
な ば 、 彼 如何 に 暮 6 ら きん と する か を われ に 
MIN ド 。 


。 彼 は アッ ラー が すべ て を 中 臣 す る こと を 知 


ら ぐ ざる カ 、 ? 

然 り 、 彼 も し 止め ゆず ば 、 わ れ ら は 彼 の 前 髪 
を と っ て 必ず 引っ 提 え ん .、 
罪深い 前 髪 を 掴ん で 。 

か く て 役 に そ の 仲間 を 呼び 集め きせ よ 。 
われ ら も また 彼 を 罰する 天使 た も を 呼ば 
の 

断じて ら ず 、 溢 彼 に 従う な か れ 、 平 伏し 
て 神 に 近づけ 。 


ーー りー 


ーー 


Me 
フー 9? イン トン 2 」 ジッ ラン ググ ノ 
⑥ い el. と OO1CSE | 


デブ し 


バー 
(CV 


ち 1 
@JeyoO OL 


ヶ デ ラン っ う デ グン 


ち 5 ョ ン ン 』 マイ 
@ ゅ ez 24019b Ab5 | 
プ ョ ノレ る リン あん の の ュ ブ レン レ 


の 財 
⑨ 和 3 も 3 と oo っ 
gu 。 アウン 


ラフ 


ク 


っ as ア クォータ デ ゅ る レン 
@⑥ obOseD 4 の りら ょ 
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アル ・ グ クア ァ ド ッ ゥ シル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 《、 恵 み 記 て アッ ラー の 御名 に おい CO ター っ be る 
電 8 「 
放 。 げに われ ら は 之 を 定め の 夜 に ( 注 1) 降 し あ ICHIE1D を を RI 
た り 。( 注 2) 日 目 上 - 
3. 定め の 夜 の な ん た る か を 液 に 知ら し むる も お 11IBIVWOTKIOP 


の は な ん ぞ や 7? ( 注 3) 
4 、 定 め の 夜 と は 、 千 の 月 に も まる る も の 。( 注 4) 人 み も 7 に 全 す 1 
6 b ( ぐ 6 ぷ CMio2 AU 23 


と ミコ に イ 事 慈 7 ド !ー HH ロ 記 キモ の 命 5 ラッ グラ タッ ン る クン マン 
D コ 占 の 和 夜 、 語 大 使 並び (に 内 策 は 、 を の 主 の 1) で 2 つ っ うい 9 て 2 1 1 | 1A う 


を 奉じ に 、 す な わ ち 一 切 の 神 命 を 携え て 降 陣 6 ] oy 
し 給 う 。( 注 5) トシ ゴン バン 


注 1 この 語 は 、 ク ルアー ン が 嘱 示 され た 夜 の 潤 重 き 、 重 大 き を 示し て いる 。 


注 2 「 定 め ] と 「 夜 」 の 様々 な 意味 を 考 成 すれ ば 、 当 節 は 次 の 様 に 解 収 きる 。 クル アーン が 族 示 きれ た の 
は 、 視 の 特別 な 力 を 夷 す 交 に 取っ て お か れ た 夜 で あっ た 。 又は 、 他 の 全て の 夜 が 合わ きゃ っ た の に 等 し い 価 値 を 
持つ 夜 で あっ だ 。 あ る い は 、 お ご そ を か な 夜 。 満ち足り た 夜 、 つ まり 、 ク ルアー ン は 、 人 道徳 的 ・ 入 神 的 た 人 聞 の 
容 水 を 全て 十分 に 満 な す の で ある 。 又 、 神 は 「 定 め の 夜 ] に それ を 札 示 る ぉ れ た 、 と も 意味 す る 。 つ まり 、 人 の 
連合 が 定め られ 、 世 界 の 未来 像 が 決定 る きれ 、 人 類 を 導く 正しい 教義 が 来る べき 時 に 、 向 け て 制定 きれ た 時 に 、 
クル アー ン は 記 玉 る れ だ 。 あ る 倍 大 な 神 の 指導 者 が 現れ た 時 は 、「 定 め の 夜 」 よ も 呼ば ん る 。 それ は 、 当 時 罪 と 
非行 が 満 征 し 、 惑 の 勢力 が な は び こ っ て いた か ら で あ っ た 。 双 、 ク ルアー ン が 啓示 きれ 始め た ラ マダ ー ン の 、 最 
後 の 10 日 間 の 異常 な 夜 の 中 で も 、 際 立っ た 夜 を 指す と も 解せ る 。 あ るい は 、 ク ルアー ン が 徐々 に 啓示 きれ つつ 
あっ だ た 、 モ ハッ マ ド 人 質 言 者 の 23 年 の 任期 全て を 指す と も 言え よう 。 


3 | 定め の 夜 ] の 恩恵 は 、 計 り 知れ な いも の で ある 。 


注 : 4 アラ ビア 語 で 最大 の 数 で ある アテ ルフ ( 千 ) は 、 数 を きれ な い 数 字 を 表し 、 当 人 節 は 、「 定 め の 夜 」 が 無数 
の 月 を 合わ せ だ た より も 素晴らし いも の で ある 、 と 示し て いる 。 つ まり 、 モ ハッ マ ド 喚 言 者 の 時 代 は 、 他 の 時 代 
全て 合わ せ た も の に 毅 か に 勝る の で ある 。 当 飾 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 苦難 の 中 に あっ だ 時 、 彼 等 の 問 か ら 神 の 指 
導 者 が 現れ だ た 事 を 喧 赤 し て いる 。 千 ケ月 は お お よそ … 世 紀 に 当たり 、 モ ハッ マ ド 聞 言 才 は 、 湊 の 様 に 語っ た と 
きれ る 。 全 世紀 の 初頭 に 、 イ スラ ム 救 を 難 ら せ 、 新 た な 生命 と 活力 を 与え る 神 の 指導 者 を 、 神 は モハ ッ マ ド 預 
語 省 の 区 地 達 の 中 か ら 立 だ せ 続 けら れる で あろ う 。 


5 「 定 め の 夜 」 に 、 神 の 天使 遂 が 、 神 の 使徒 又は 神 の 指導 者 が 神 の 目的 を 推し 進め る 手助け を し に 降り 
て 洲 る 。 そし て 、 披 の 第 子 達 は 、 神 の お 告げ を 広め る 人 為 に 、 新 た な 命 、 新 た な 目覚 あめ を も だ た だら さ れる の で ある 。 


pi げっ 
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れい めい 6 了 所 っ 5 と あ っ コ っ 『 ュー の 【 ーー 
6. 和 案 明 の 光り た ち 昇 る まで ( 注 6) 夜 は 平安 Ga フミ ンー ン 、 い お レー ュ ラ 
" 「] ー テ ーー アコ = ぎ 

な り 。( 注 7) Jl っ 選 


生 6 「 静 明 の 光り た ち 昇 る 」 と は 、 苦 難 の 夜 が 過ぎ 去り 、 神 の 目的 が 優位 に 立つ 夜 棚 け を 表す 。 


注 7 ある 頂 言 者 又は 、 神 の 指導 者 の 時 代 に 、 困 久 に ある イス ラム 教徒 騰 に 、 特 別 の 心 の 平安 が も た だ らき 8 れ 
る 。 そ の 時 彼 等 を 礁 い 立 た せる この 天 の 喜 び は 、 あ ら ゆ る 物質 的 、 感 覚 了 的 な 喜び に 勝る も の で ある 。 


な ーー 


アー マロ 
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ギル 694 明 誠 ' アル ・ 人 ィ ナ 





/ ソ Pw2Y ル イチ 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


を ヨゴ ピ * ッ ピ * 記 の ーー の 4 1 na テ 1 ラズ + 
1. 慈 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お ! 〇 だ っ | >ー ツ 


2 経典 の 民 の 中 の 信 ざ ぎる 徒 準 、 並 びに 偶像 て 交 史 ちい ua1os SO いす 1 
祭 捧 者 ども は 、 基 証 が 役 等 に 下る まで は 信 還 ^ リタ チョ ン ゾン 9 
用 せ ざ りき 。( 注 1) CCIE29 に 31 


9・ 明 証 と は 、 す な わ ち 、 ア デッラ ー の 使徒 が 洋 クラ フィ ルン る | クッ ン | の ッッ ン 
Sr 5235 (3 る の と ロン り 

き 聖 を 彼 等 に 計 述 す る こと な り 、 の Lo 
ょ クン ン の ニレ 。。 


4 . 不変 の 搾 が その 中 に ある 型 和典 を 人 ま J 


1 


2 ッ ン ピ ゥ ちっ タン ラ の マン ンス 
また 経典 を 拉 か り し 人 々 は 、 明 証 が 彼 等 に Kuso2! KAPPIOUCCESIVY 
玉 る まで は 、 諸 宗派 に 分 れ ぎ りき 。 の 20 

ax 2352 に 


g 


t 


デーン デ リン 


6. 彼 等 に 命ぜ られ た る こと は 、 ご 。 な の っ > 2 Co 1 155sLU 2 
に 仕え 、 遵 奉 の 誠 を つくし 、 和寿 6 


タ ゅ ダン レズ イタ 
を 作 守 し 、 PrenSHiT Wa ジッ 5 ルル ら bo 8 Cy 
み 。 こ れ す な わ ち 真正 の 宗教 な り 。 ョ ュ レ ン 5 タッ > の リリ 
OCVefJITG は えら は 


" デ 


7. げに 経典 の 民 の 中 の 信 ぜ ぎる 徒 回 、 並 びに OSolJPio2| が の AI) 
人 は 、 必 ず 地 狂 の 火 の 中 に 落 。 ァ ス Cg ク は 
、 永 元 に を その 中 に 住み と ぼ ま らん A。 彼 等 2 と OR 123Cu AAS つ U 


最 往 の 被 造物 な り O 5 の 


M 


注 1 タク ルアー ン は 、 不 信心 者 を 二 種 類 、 キ リス ト 才 徒 と 偶像 崇 非 者 (如何 な る 啓示 書 を も 信じ な い 人 人 々 ) 
に 分 け 刀 。 


上 2 クル アー ン は 、 を それ 以前 の 啓示 蘭 の 教 装 の 中 で 、 優れ て し か も 水 遠 に 残る も の 全て を 要約 し 、 更に 
それ 等 の 啓示 書 に 欠け 、 し か も る 人 人 の 道徳 的 ・ 精 神 的 向上 に 無く て は な ら な いよ り 多 く の 教 義 を 備 を て い 永 
遠 に 人 の 役に立つ 、 正 し い 規 範 ・ 法 則 ・ 法 令 ・ 式 律 全 て が 、 そ れ に 合 ま 和 れ る 。 グル アーン は 、 い わ ば 、 そ れ 等 
の 柳 示 革 の 後ろ る 立て と な り 、 し か も それ 等 に み ら れ る 欠 也 や 不純 物 を 避け て 来 た 。 


3 


第 元 二 八草 pi 
8. げに 信じ て 善行 を 積む 人 々 一 彼 等 は 最 兵 の 22 で Mi (PINKS4KATGAUE 
梓 造 物 な り 。 








1 


G 先 づら LM 


ク ェ ン ウ Mu デデデ う 


9. 彼 等 の 報 差 は 主 の 御 許 、 すなわち 河川 流 る 2 の 学 odc で SS の ( 44 


る エデン の 賠 な 9。 彼 等 は を の 中 に 永 奈 に アト タン ヤン 。. 2 
住ま ん 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 に 満悦 し 、 彼 等 は GS WO ふう の Js55 
アッ ラー を 賀 し 奉る 。 こ は 主 を 長 れ 散 う 者 5 う レン ュ スー ニッ ン タッ ン 29 ン ラン ュ タッ ン 
へ の 報 溢 な り 。( 注 3) の 人 あ 完 遇 は 
注 3 ・ 精神 発達 の 最高 の 段階 は 、 人 の 意志 が 神 の 御 記 志 と 完全 に 一 つ に な る 時 、 達 する 事 の で きる も の で あ 


る 。 


om ジッ ー 


第 九 十 九 吉 ー ・ ズ イル ザー ル 





アル ・ ズ ィ ル ザー ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


交 間 深く 、 恵 み 寅 の 御名 に ちい し る 2 261 2 
1 . 9 深く 、 恵 み 運 く ア ッ ラ ー の 御名 に も と ラリ TO こと 10 どー 
oO マ 。9 て イイ タン 
2. 大 地 が 激しく 揺れ 動き 、( 注 1) ICE 
リ ェ ン タン タダ ョ ン 2 ン ン 2 イン 
3. その 中 の 荷 を 吹き 上 げ る 時 、( 注 2) @MJS3Ooylwe| う 
で エン ン グン タン 2 2 クー スレ レン 
4. 人 間 は 云う 、「 大 地 に 何だ 起り た る か ?」 と 。 @uJ GotGyI dB 
( 注 3) 
5. その 日 こ を 、 大 地 は 諸々 の 消息 を 語ら ん 、 の ゆら いら SA る 
( 注 4 ) 
ン ィ 94 
6. 主 が 犬 地 に 命じ た る が 故に 。( 注 5) 和 


分 れ て 、( 注 7) 過 ぎし 日 の 己 が 所 業 を 見 せ 
られ る だ め に 現われ 来 だ らん 。 
注 - 1 世 界 中 が 、 外 的 の みな 5 ず 内 曽 拘 に もち 、 あ ら ゆ る 激変 を 経験 する で あろ る う 。 


tE2 1) 肥 球 の 内 部 が 切り 開か れ 、 鉱 物資 源 が 取り 出 き れる で あろ う 。 精 神 科学 の みな ら 5 ず 、 自 然 科 学 、 
特に 地質 学 及 び 考 古 学 に 関し て 、 あ ら ゆ る 種類 の 千 大 な 中 の 知識 が 発表 きれ る だ ろう 。 


汗 3 変化 が 何 度 も 広範 囲 に 及 ん で 起き る で あろ う 。 そ し て 余り に も 広大 な 発見 が 為 さ れ た 人 為 、 人 は 和 き う 
ろ た え こ う 叫 ぶ 。「 地 球 に 何 が 起こ っ た の だ ? 。] 


注 4 。 当 節 の 意味 を 尋ね られ た 時 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、「 密 か に 行なわ れ た 事 は 全て 、 明 る み に 出 きれ る で 
あろ う 。」 と 述べ だ と 記さ る れ て いる 。 (テル マデ イィ ) 


注 5 神 が を そう 命じ られ た だ 為 、 地 球 は その 財宝 を 出す だ ろ うぅ 。 


注 6 「 示 H] に 人 信 々 は 、 そ の 政治 的 ・ 社 会 的 ・ 経 済 的 利益 を 守る 為 に 、 政 治 向 ・ 経 済 的 な 基 胡 の 上 に 、 を る 
832 の 


5 個々 人 人 が 共同 出資 し 、 人 団 の 替 力 が 側 々 の 奉 力 に 取っ て 代わ る で あら う 。 それは 集団 を つ くる こと の 
年 妥 性 を 感じ を れ が 良い 結果 を も た だら す と 考え る か ら で あ る 


= た 0 





8. 極 く 僅 か で も 知 を 行え る 者 は その 善 を 見 、 So ) は @ 
>-E な に z11 ュー デー" in ー トッ 中 と で る 4 イィ 2 ノ 2 ン ゥ っ ン 1 


見 4 ( 注 8) べし 。 * つ つき 


ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 一 テ ーー テー フフ パパ ルルル トト nwO5 や 5O ヶ ゎ ヶ {+ ヶ CI/ し (2 
注 8 人 の 行為 は 、 良 し に つけ 悪し き に つけ 、 無 駄 で は な い 。 それ は 、 そ れ な り の 結果 を 生み 出す に 違い な 
て 、 丈 、 事 実 そう で ある 。 


ーー が 0 一 





あま る 


ド ey 


1. 慈悲 深 《、 恵 み 記 て アッラー の 御名 に お い ター テ 直 の こう |A| Ai 
ツタ ーー テ 
2. 見 息 あ らく 疾 駆 し て 、 OCRETAIP 
を ン 
3、 嗜 に 火花 を 散ら し つつ 、( 注 1) ec 
4、 谷 明 に 急襲 し 、( 注 2) CNCMIE 
5. 秒 鹿 を まき 揚げ 、( 注 3) お あの 2M 
ッ 人 クッ ン タン ング る 
6 . 敵陣 深く 突入 する 軍馬 に か け て う 。( 注 4) OU も OR 
ひ と 5 ン 2 る 
7。、 げに 人 間 は 、 そ の 主 に 対し て 忘 皿 な り 。 oo おり らい の 181 
8. げに 人 間 は 、 を その 行状 に よっ て 、 そ の こと 名 る 員 ) 65 6 
を 証明 す 。 
ら の っ を ea 
9. また を その 物欲 は すき まじ ビ い 限り 。 ⑨uuuol ed (Cs 815 
10. 人 間 は 知ら ぎる か 、 墓 中 の 者 が 生き 返 OMHITE1V タ CGI PU 
れ 、( 注 5) 


沖 : 1 イス ラム 上 兵 - の 軍馬 は 作り に も ぉ 速く 走る だ め 、 地 面 に ひ づ め を 者 もち 付け る 時 、 火 花 が 生じ る 。 こ の 引 
員 は 、 神 の 人 導 に 戦う イス ラム 兵士 の 熱意 を 示し て いる 。 


生 2 盟 敢 な イス ラム 鞭 士 着 は 、 夜 討ち を か け て 英 の 隙 に 乗じ る 本 な 不法 な 真似 は し な い 。 


注 3 ィ ス ラム 軍 の 狐 攻 は する まじ く 、 彼 等 の 馬 の 挫 速い 動き に 狂い 上 が る 砂 ぼ こり で 、 当 た 5 り 一 画 痢 と な 
作ら 
注 4 イス ラム 兵士 は 、 一 人 人 一 人 を 、 あ る い は 、 有 弱い 女 ・ 子 供 や 年 寄り を 襲っ だ た だ り は し な い 。 彼 等 は 一 丸 と 
な っ て 、 敵 の 総 工 力 を 攻撃 し 、 敵 軍 の 中 枢 部 へ 深く 切り 込む 。 


生 5 不信 心 者 の 中 に 、 生 き 残 っ た 者 は いな いよ うだ 。 彼 符 は 、 を の 墓場 、 す な わ ち その 舟 に 、 死 ん で 横 だ 


わっ て いる 。 し か し 、 す で に 彼 等 は イス ラム 教 に 対す る 敵 和 の 中 で 避 り 、 メ ディ ナ の モハ ッ マ ドド 預言 者 を 攻 買 
する 為 、 長 い 道 の ゆり を 行軍 する で あろ る ろう 。 


MC 





11. 胸中 に 秘め た る も の 
( 注 6) 


5 路 兄 する 時 ある を 、 


12. げに その 日 は 、 主 が 人 間 ぼ ども の こと を すべ で 
て 御 承知 な る こと を 。( 注 7) 


注 6 イス ラム 教 の 瑞 の 陰謀 は 、 明 る み に 出 る で あろ う 。 


アル 内 ゲ アー デオ ヤー ト 





OLLOWGITEIVYS WC 


と の ② ぅ る 。 レン ュ ッッ ぅ 9 る ン る 。! 
⑤ue り uo の らら 1 


に アデ ] ms T み 





邊 7  . 神 は 彼 等 の 企み を さく 御 存 知 で あり 、 そ の 悪 薬 故に 彼 等 や 風 せ られ る で あろ うぅ 。 


デー 





た ソレ ドク ゲー ツア 


あま ね 回 必 な ッッ 1 
1、 慈悲 深 く 、 恵 み 通 てく アッラー の 御名 に お い Os っ に 6 > うり 
9 
と アッ ラン 
2、 大 災難 ! oc'31 
て ダ プン う 
3. 大 秋 難 ほ は な ん ぞ や ? ( 注 1) (CCI 
て < く チッ と F。 ュー 5 < 2 トン 1 アディ ンク 
4 , 大 炎 難 の な ん た る ヵ を 湊 に 知ら し むる も の HUUVTGRRHTIVT 
は な ん ぞ や 7? ( 注 2) の 
り と 2 ち ブ ィ リ ンタ (る スタン 22 
5 その 日 、 人 間 は 四散 する 馬 の 如く 、 ee EAIO 婦 283 
ee 品 っ ょ っ ダッ ンタ ゥ っ ウェ ァ ン の 2 ンク 
6 了 れ た 半 毛 の 抜け 毛 の 如く な らん 。 の 58 odEAG 交 る 
注 3 


と うり よう リ / タ 2。 ン ノ フー 5 イク スー ラン ン イ 。 

7. 衝 量 重き 者 は 、(4) o も 5ba CS oe SG 
し コン 1 タイ スッ ニタ さ ン タス 

8. 楽し い 生活 あり 。 Oo SAc (9 9 


の 
し よ 可 よう ツア タッ 。 アノ フー うつ ンー タン 
を 


ンプ ブレ 
9. る 邊 と 笠 走 軽 き 者 は 、 ⑤% ぐ SD っ 8 たら は 1 





注 1 拓 頭 大 や つけ て 大 人 炎 難 と し て いる こと で この 惨事 を 特殊 化し 、 そ の 和 拓 の し き を 増し て いる 。 ア ラビ デア 
行 の 表現 で は より 右 惨 で 破壊 的 な 、 ニ ュ ア ンス が 合 ま れ て いる 。 


計 : 2 この 惨事 は 余り に も 悲惨 で あり 、 そ の 恐ろし き を 想像 する 事 も 、 ま し て や 言葉 に 表す な ど で き る 訳 が 
な い 。 類似 の 効果 を 及ぼ す 同 じ 家 現 が 使わ れ て いる 69: 2 一 5 8 参照 の 事 。 「 大 災 次 | と は 、 大 惨事 よい うぅ 記 味 
の 他 に 、 突 然 下 きれ る 硬 を も $ 各 味 する 。 


注 3 その 公事 の 芯 ろ し き は 想像 を 絶する も の で ある が 、 を その 恐ろし い 結果 が 二 ・ 三 述べ られ て いる 。 当 節 
及び 次 節 で は 、 そ れ の も た ら す 混乱 や 若 悩 の 状況 が 描 わ れ て いる 。 恐ろしく 悲 修 な 出来 事 は 、 ク クモ の 子 を 散ら 
す 様 に 和信 々 を 四散 きせ 、 彼 ら は 送 げ 場 を 失う で あろ う 。 


f ド 4 「 寿 量 ] は 、 一 個人 に 関し て 使わ れる 時 は 、 人 の 仕事 を 芝 味 する が 、 一 国 に 関す る 時 は 、 その 国 の 物 
的 財産 を 表す 。 現 代 の 戦争 用 語 で 、 軍 堪 の トン 数 を 表す トン ネ ホッジ は 、 国 の 物 的 財産 の 竹 有 の 表現 の ょ うだ 。 
後者 の 意 味 に お いて 、 物 的 財 謗 を 多く 持つ 国 、 又 は 、 汽 船 や 飛行 機 の 積 景 の 重い 国 は 、 相 手 団 に 対し て 優位 に 
立ち 、 こ の 事 が を の 国 の 威信 や 勢力 を 強め 、 ひ いて は 国 の 幸福 に つなが る と 、 当 節 は 意味 する よう だ 。 


7 








引 白 一応 アル ・ ク ァ アー リア テ 
の タ 
ちる 六 。 
10. 母 の 陸 内 に 宿る 如く 地 余 に 宿 らん 。( 注 5) Oo や 5 は 4 
> 性 0 2 、 ちっ ョ ン モ レン 
11. されど 、 地 鍼 の な ん だ る か を 液 に 知ら し も の 4 ふじ の あじ う 
る も の は な ん ぞ や ? 
ご うか とめ ⑳T ノ レー ュ 
12. を は 燃え 盛る 業火 な り 。 ぃ 42 うら る 
3 『* 
二 5 非 容 き 人 人 々 と 地獄 と の 合わ り は 、 流 子 と 坪 親 の 結び 付き に 似 て いる 。 星 児 が 子宮 の 中 で 様々 な 発 産 の 


段階 を 縦 て 、 完 全 な 人 人 間 の 形 で 生ま れ て 来る 様 に 、 罪 人 は 様々 な 段 了 の 苦悩 の 後 、 彼 等 の 殊 は 罪 の 了 跡 を 完全 
に 洗い 流さ きれ 、 人 彼 等 は 新た な 生 も 受け る の で ある 。 この 様 に 、 地 釣り 還 は 、 彼 等 の 罪 を 悔い 改め ゆき せ 、 彼 等 を 
更生 きせ る 事 を 日 的 ほし て いる 。 イ スラ ム 雪 の 概念 で は 、 地 麺 は 更生 監 で ある 。 


ーー ルリ SU 一 


路 口 ー 曹 底 い * 倉 い . テル ・ の カー タル 





ゲル ・ ダ カー スル 
(メッ カカ 啓示 ) 


3 0 0 2 ン リッ ン 。。 2 
1 . 慈悲 深く 、 恵 ろ 遥 アッラー の 御名 に お い ーーー テ > 6 し っ 
て 。 ーー ン アデ ー デ デ 
929 レ る 
2. お 前 だ ち は 財産 を 殖やす こと を 競い 合 余 2 
り 、 遂 に 神 を 失 念 す 、( 生 1) 
ダダ ア なみ ゅ ノレ 
3. に 入る まで 。 e2L1 5 うに 
プレ 29 ンタ ン ン る 
4. 不可 な り 1 お 前 た ちゃ や が て 真実 を 知ら ん 。 @ 〇 uo5 い 。 了 
5. 重ね て 云う 、 不 可 な り 1 j 前 た ちや が て 知 0 400N225 
( 注 2) 
ご れ デア ォ アン 
6. 不可 な り ! お 前 た ち 確 か な 知識 で 之 を 知ら SA 1 
0 AI oOA5 り 5 
1 リ ン ぅ ぁ ン ン ノ 
7 . 必ず その 目 で 地獄 を 見 ん 。( 注 3) の Ak らら 1 
> 電 然 り 、 お 前 だ ち 必 ず 確 か に その 目 で 地 鍼 を ョ ア 1 Ap ンタ タン イイ る 
“ 昌 oot4ICE うる っ 
見 ん 。 ( 注 4) 
9. 耐 し て を の 日 、 お 前 た ち は 授 けら れ し 現 世 Al と 125S 5 る 


の 皿 籠 に 対し て 釈明 を 求め られ ん 。 


注 1 物欲 、 つ まり 、 宮 ・ 地 億 ・ 名 替 に むい て 他人 を 凌 規 し た いと いう 、 人 間 の 法 外 な 稚 望 か ら 、 人 は 様々 
な 問題 を 引き 起こ し 、 人 生 の より 重要 な 事柄 を 看過 し て し まう 。 世俗 的 な 物 を や 得 た いと いう 感情 に は 限り が な 
〈、 神 や 来世 の 事 を 思う 時 を 人 か ら 6 管 っ て し まう 。 人 は 死ね まで これ 等 の 事 に 心 を 奪わ れ 、 死 後に 初め や て 、 貴 
重 な 人 生 を 無駄 に 過ごし た と 気付 く の で ある 。 

沿 : 2 当 節 の 繰り 返し は 、 こ の 章 に 含ま れる 頑 告 を 強調 し 、 よ り 効 果 的 に する 為 の も る の で ある 。 あるいは 、 
現世 で 世俗 的 な 物 の 雛 得 に ふけ っ た 後 、$ も た らき れる 因果 応報 や 、 当 童 は 示し て いる の か も し れ な い 。 

注 3 も し 人 が 常識 を 伺 か せれ ば 、 ど ん な に わずか な 知識 し か 持ち 合わ せな いと し て も 、 必 ず 人 は 、 現 世 で 
日 の 所 に 大 きく 日 を 開く 真 の 地獄 を 見 る だ ろう 。 つ まり 5、 一 時 的 な 琶 丈 か き 、 仰 々 し き 、 物 的 優越 を 求め る 事 
に 夢中 に な れ ば 、 志 値 的 退 魔 を 招い て し まう と 、 人 は 悟る で あろ う 。 

注 4 第 5 一 8 和 は 、 現 世 で 地獄 の よう な 生活 が 始ま る 事 に 芝 い を 差し は る きま ない 。 来世 の 地獄 は 現世 で 準 
備 さ きれ て お り 、 そ れ は 和信 の 目 か ら 隠 きれ て は いる が 、 Se 。 これ 等 の 
節 に は 、 地 狂 に 関す る 認識 を 確か な も の に する 三 段 階 が 述べ られ て いる 。 イ ルム ル ・ ヤ キー ン (推論 に よる 確 
信 )、 ア イナ ル ・ ギ キーン (視覚 に よる 確信 )、 ハ ッ ク ル ・ ヤ キー ン (悟り に よる 確信 )、 以 上 の 段 階 で ある 。 部 
の 本 質 を 表す 者 を 見 れ ば 、 こ の 世 で も 地 頑 の 存在 を 推測 で きる が 、 死 後に 、 人 は 自分 の 日 で 地獄 を 確か め る 事 
と な る 。 一 方 、 復 活 の 日 に 、 人 は 実際 に 地獄 に 落ち 、 確 信 し て いた 事 は 真実 どっ た と 完全 に 悟る の で ある 。 


= っ 





ゲル ・ ア スル 
(メッ カ 有 啓示 ) 


人 に 10 
1. 慈 庄 深 く 、 恵 み 司 アッ ラー の 御名 に お ぃ だき SIG こ ここ 10 っ らき 
0 
スプ っ 
2. いつ し か 過ぎ 行く 時 間 に か け て 響 う の とら =J1 > 
U と の 2 タダ ア <: レイ 
3. 人 間 は 常に 摂 を する 、( 注 1) > と の 6CSJI8! 
つ ッ デ ラワン ン っ 2 る る 
4. 信ずる 人 々 や 善行 を 積む 人 々 、 並 びに 真理 ER 
を 伝え る だ め に 大 み 時 つ 巡 耐 を 天 む 人 々 の 【 レン ラン 
| @ る) 紅 いも & 
ほか は 。( 注 2 ) bye ば 32 あ 4 も と 


注 ! この世 で 授け られ る 機会 を 有効 に 使わ ず 、 人 間 の 巡 命 を 左 古 す る 氷 遠 の 自然 の 法則 を 拒む 人 又は 国家 
は 、 必 ず 災 難 に 出会う と 、 歴 史 は 証明 する 。 こ の 採 な 人 又は 国家 は 、 時 間 に 対 し て 敗者 (時 を 経る ご と に 誠 選 
し て いて (もの) で あり 、 当 童 で は 、 特 に 「 摂 を する 人 間 ] と いう 言葉 が あて られ て いる 。 神 の 法 は 還 を 下 き ぎ 
る を 得 を な い の で ある 。 


注 : 2 Pe 
2 そう する 事 が 半 り に 健全 な 環境 を 作る 一 け た な る 、 と 告げ られ た 。 彼 等 は 更に 、 そ の 

非常 に 困難 な 人 年 務 を 遂行 する 際 、 直 面 す る で あろ う 抵 抗 や 追 害 に ひる ん で は な ら ず 、 不 屈 の 精神 で それ に 耐え 
る 様 、 中 し 濃 ほ れ て いる 。 こ の 様 に 、 当 童 は 、 短 い 一 節 の 中 で 、 人 人 は 、 幸 福 で 、 満 ち 足 り 、 栄 えて 、 し か も 前 
机 き な 人 人 生 を 送る 事 が で きる と 述べ る 事 に より 、 行 動 規 男 を 定め ゆ て いる 。 
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アル ・ フ マ ィ ザ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね ふ な 
1. 慈悲 深 (、 吊 み 運 く ア ッ ラ ー の 御名 に な い Do 
て 。 ン グン ー ン 
2. 秋 い な る か な 陰 日 や 中 傷 事 と する 者 、( 注 1 ( 65 ず <4 7 いと の 52 
3. そ は 宮 を 甘 積 し て ひま さえ あれ ば 録 勘 定 。 ossOc 5 りら 了 
2 
ェ る (ノイ マック ン ジン レ レ アプ ブー ゥ レラ ュー 
4. 役 は を の 宮 が 、 己 れ を 不死 な らし むべ し と 2 も PLPTCII ICOE'e 
考え る 。( 注 3) 和 
か よら 2 ーッ の ン ラ 2g プ イレ 
5、 然 ら ず 「 彼 は 必ず 粉砕 の 加 の 中 に 投 ら れ っ ET SAS My 
ン 人 we 
ん 。 ( 生 4) 
6. 粉砕 の 万 の な ん た る か を 液 に 知ら し むる も 5 っ に に 2 2NSNP2 
の は な ん ぞ や ? 
し 計 / ププ ぅ の と 
7. そ は アッ ラー が 燃やし 給 う 火 に し て 、 egos2dl55 
8. た ち ま ち 断 罪 き れ た る 者 ども の 心 を 焼き つ BY 
5 っ う 
人 @ ッ 27 が 


注 1 「 陰 を 事 と する 者 ] は 、 険 で 他人 の 避 口 を 言う 人 を 指し 、「 中 傷 を 事 ほ する 者 ] は 、 陰 で も 、 又 本 人 
の 目 の 前 で も 部 各 を 言う 人 の 事 で ある 。 二 つの 基本 的 な 療 の 本 質 前 草 に 述べ られ た 定 容 と 妨 軸 、 に 対し 、 社 会 
の ギ 和 と 秩 庁 を 根底 か らく つが えす 、 二 つの 悪 の 本 質 が 当 章 に 述べ られ て いる 。 際 口 を きく 事 と 中 傷 を 言い ふ 
ら す 事 、 こ の 二 つ の ギ な 悪 に 、 い わ ゆ る 文明 社会 は 今日 非常 に 被害 を 禄 っ て いる 。 


【 


: 2 当 婦 は 、 提 鈴 的 な 富 に 対す る 人 人 の 欠 望 に 、 悲 し い 注 腰 を 付け て いる 。 富 (物欲 ) の 宰 を 寺 拝 する こと 
は 、 今 日 の 物質 文明 を 破 減 に 記 い や る も の で ある 。 


注 3 不幸 な 守 銭 双 は 、 手 段 を 選ば ず 手 や 尽く し て お 人 金 を 稼ぎ 、 そ れ を 巡 え る 。 その 宮 を 誇り 、 し か ぅ 正 し 
い 上 的 の 為 に 使 お うと は し な い 。 を そし て 、 そ れ が 役 を 不滅 に し 、 彼 の 名 が 消え 去る の を 防ぎ 、 水 遠 に 繁 索 を も る 
だ らち ら す もの だ と 考え る 。 し か し 、 彼 は 大 き な 誤 解 に 悩む の で ある 。 


注 4 太 が 全力 で 戦い 、 0 PND 2 前 進 し 栄え る の を 目の当たり に する 事 程 、 入 


に は な は だ し い 涯 辱 感 や 苦 協 を ササ える も の は 他 に は な い 。 クラ イシ ュ の 指導 者 達 の 日 前 で 、 イ スラ ム 救 の 弱 々 
水生 に き の の 8 に 3 放 お の 2 9 の の 人 の 


0 


2 タ る メン レ る も 

9. そ は 彼 等 の 上 に か ぶ き り 、( 注 5) ④8Ouos5 Ac Lo1 
5 を と ょ ンカ ンタ ーー レン ュ ・ 
10. 長大 な 火柱 の 如く な る べし 。( 生 6) 〇 8 っ 和 AA③ い へら と づ と 





沿 取り 囲ま えれ だ た 炎 の 封 は 、 ど ん どん と 上 っ て 行く 。 


注 6 「 長 大 な 火 入 ] と は 、 不 信心 者 の 人 生 を 有益 な 規範 に 徒 わ せな い 、 惑 百 を 指す 。 
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アル ・ フ ィ ー ル 


(メッ カ 啓 示 ) 
ぬ ま ね な な 1 
1. 慈 宗 了 深く て 、 恵 み 仙 く アッ ラー の 御名 に お い 3 VN if ッ 
3 OO ター テテ 1 の し 9 
2. 液 は 、 主 が あの 象 ( 注 1) の 徒 貴 を 如何 に VHIYS コ RG e じ っ 
処分 せ し か を 見 ざり し か ? 
- ユ ・ ンー を 8 と さ ッ う デ ぅ * すめ 
3. 主 は 彼 等 の 企み を 失敗 せしめ 給 わざ ぎり し edkLS8 2260 
か ? 
4. 主役 等 に 対し て 伺 の 群れ を 遣わ せり 、( 注 2 ) 96 明 
か ぼれ ね 2 中 \ 
5. 彼 等 の 参 を 喰い 、 彼 等 に 飛 隊 を 打ち 当て る あめ に っ Ao 


こみ て ジ 


その 己 の 群れ を 。( 注 3) 


し か 
5 1 彼 等 を 、 喰 い 荒 る れ た 薫 く ず の } と 作る ・ ッ プク の タイ ン ン ス 1 
6. 押し て 役 等 を 、 喰 い 荒れ た 若く ず の 如く OAI で の の] 
1 下 


な し 給え り 。 


注 : 1 アプ ブラ ハー キリ スト 教徒 。 ア ビシ ニア 王国 の イエ メン 総 示 。 エ チオ ピア 皇帝 の 支配 する イエ メン で "、 
国土 の 代理 お 務め ゆる アブ ラ ハ は 、 西 歴 570 年 、 そ ハッ マ ド 預 言 者 誕生 の 年 に 、 カ ー バ 討伐 の 為 、 大 軍 を 率い て 
メッ カ へ 向かっ た 。 役 は だ た くる ん の 銀 を 連れ て 行っ た 。 天然 痩 の 自然 発生 が 彼 の 軍 を 壊 減 き せ 、 人 和佐 等 の 腐っ た 
死体 は 鳥 の 大 料 に つい ば まれ た だ 。 詳し は 英 版 参照 の 事 。 


iE2 「 鳥 の 君 和 れれ] と は 、 そ れ ぞ れ に 和 群れ を な す 鳥 、 浴 節 ご と に 群れ を な す 為 、 一 羽 ず つっ 又は 一 群 ず つ 並 ん 
だ 詞 を 指す 


3 鳥 の 大 災 は 、 侵 入 者 の 死体 の 肉片 を 、 石 に 打ち 付け な が ら 食 べた 。 こ れ は 、 動 物 の 死体 の 小 き な 肉片 
を 食べ る 時 に 、 鳥 が よく や る 方 法 で ある 。 
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アル ・ ク ライ シュ 
(メッ カ 啓 示 ) 





あま ょ ね あみ な 
琵 あ 
ツ ュ タ ンタ 9 

2. クラ イシ ュ 族 へ の 愛情 の た め に 、( 注 1) @ み Sub ら y 
3. アッ ラー は 披 等 クラ イシ ュ 族 に 冬 上 長 の 芝 SEE el 

商 旅 行 を 定め 給え り 。( 注 2) 

さ ーー こ こう ゃ 本 ロ し ュー : 玉 ゴー ンマ ン ? ンー ラク アタ ッ ン ン 
ゼー 了 了 と 了 さき の JIIGA ebOAJ3 
5. 負え た る 時 に 彼 等 を 養い 、 人 次 れ た る 時 に 役 2 ai222202 リ 378.02 の 2205 2 
ピッ eo6 いや っ ら | 

筐 を 安 じ た る 御方 を ば 。 ( 注 3 ) @ デジ う 28 全 ジグ 「GMJ 和 
注 1 (ラジ が っ よら う 舌 は 、 を の 珠 「 カ ラシャ | か ら 派 生 し 5 8 の で ある 、。、 こ の | み ラ シャ | は . 


條 は それ を あちこち も か ら 集 め だ 、 は 、 彼 は 一 部 を 別 の も る の に 付け だ た 、 と いう こと を 各 味 する 。 ク ライ シュ の 
一 族 が そう 呼ば れ だ の は 、 役 等 の 祖先 の 一 人 、 ケ ラー ブ ・ ビ ン ・ ナ ザル が 、 役 等 が 遊牧 民 と し て 暮らし て いた 
アラ ビア 全土 か が ら 、 メ ッ カ へ 移住 し を こ で 定住 する 様 に 説き 伏せ た だ 為 で あっ だ 。 バ スー・ カ ナー ナ の 内 、 メ ッ 
カ に 定住 し た ナ ズ ル の 子 反 達 だ けが 、 彼 等 は 小 集団 で あっ た 為 に 、 小 さき な 集団 が あちこち か ら 集 まっ だ た 、 と い 
うぅ 意味 の クラ イシ ュ ヒ 呼ば れ だ の で あっ た 。 ' 


注 2 当 節 は 、 二 様 に 解釈 が びき る 。 わ か りや すい も の か ら 6 述べ る と 、「 お お モハ ッ マ ド よ 、 神 が その 心 に 夏 
と 冬 の 旅 へ の 愛 を や も だ らき る れ だ クラ イシ ュ に 対す る 、 神 の 大 いな る 恩恵 に 、 流 は 向く の か ?」 抽 の 恩 東 は 次 
の 事実 に あっ た 。 冬 に は イエ メン へ 、 真 に は シリ ア や パレ スチ ナ へ 隊商 を 組む こと で 、 ク ライ シュ は メッ カ に 
生活 必需 品 や も た らし だ 。 こ の 商 藤 活動 に より 、 彼 等 は 町 の 息 栄 に 加え て 、 あ る 種 の 信望 を 得 た 。 又 、 ア ラビ 
ア に 偉大 な 天 言 者 が 現れ る と いう 預言 も 知っ だ 。 そ れ は 既に この 拓 言 を 知っ て いた 、 イ エメ ン の ユダ マヤ 教徒 や 、 
シリ ア の キリ スト 教徒 上 の 変 流 が も だ らし だ も の で あっ だ 。 ク ライ シュ は を その 地 に 深く て 根 社 き 、 カ ー バ に 非常 
に 愛着 を 感じ て い だ の で 、 そ の 地 を 例え 片 時 で も 離れ る で らい な ら 人 錠 え 死 に を 選ん だ で あろ う 。 彼 等 が この 呼 
び か け に 応じ た の は 、 モハ ッ マ ド 預 言 着 の 僅 大 な 和 L 父 、 ハ ー シ ジム の 熱心 な 手 半 に よる ぉ ぁ の で あっ た 。 彼 等 は 、 

れ 等 の 旅 に より 利益 を 得 た だ ばけ で な く 、 こ 和 れ 等 の 地 を 旅 す る 事 で 、 間 も な (到来 が 期待 きれ る モハ ッ マ ド 聞 
言 者 受け 入れ の 準備 やる せら れ て い だ が 、 こ れこ そ 、 役 等 に 対す る 億 大 な 神 の 思 恵 で あっ た 。 文脈 に 添っ た 、 
ある い は より 適し だ 、 当 人 節 の も うぅ う 一 つの 解 邊 が ある 。 そ れ は 次 の 様 で ある 。「 お お 、 モハ ッ マ ド よ 。 流 の 主 は 
象 の 所 有 者 達 を 減 ば ぼる きれ だ た 。 それ は 、 彼 等 が 、 冬 E 夏 提出 に 旅 す る 人 為 の クラ イシ ュ の 要 所 を 攻撃 し た か ら で あ 
る 。 これが 、 ク ライ シュ に 対す る 俸 大 な 神 の 恩恵 で あっ だ た 。」 も し アブ ラ ハ が 減 ぽ きれ て いな けれ ば グラ イシ ュ 
は 彼 の 地 へ の 旅 を 好ま な か っ た で あろ る うし 、 役 等 の 旅 は 安全 で は な か っ だ た はず で 、 上 記 の 解釈 は も っ と も らし 
《 思え る 。 こ の アグ ラ ハ の 減 亡 は 、 ク ライ シュ の 祥 易 路 を 開い た だ け で な く 、 カ ー バ は 、 既 に 型 地 で あっ だ が 、 
アラ ブ 人 の 目 に は 、 よ り 5 一 層 神 吾 不 可 侵 な も の と な っ だ 。 そし て これ が 又 、 ク ライ シュ の 貿易 に 対し は ずみ を 
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第 百 六 草 


付け る 事 と な っ た だ た 。「 主 は クラ イシ ュ を や まもる に 、 象 の 所 有 有 者 達 を 減 ぼ きれ た 。」 


3 クラ ネ シ ュ は 飼 怖 か ら 守 られ て いた が 、 彼 等 の 周 購 は 全て 、 巡 抗 と 不安 が 押し 寄せ て いた 実に 、 彼 
等 は 一 年 中 あら ゆる 種類 の 果実 や 食物 に 硬 ま れ て いた 。 こ れ は 全て 単なる 仙 然 で は な く 神 の 御 計画 の 信行 で あ 
?、2500 年 前 に アデ プラ ハム 預言 者 が 行っ た 聞 言 の 成就 で あっ た (2 127.130 、14 : 36, 38)。 彼 等 に 僅 天 な 皿 貞 
を 授け 、 負 え や 恐 休 か ら 彼 等 を お 守り に な っ た 完 大 な る 神 よ り も 、 木 石 で 出来 た 神 を 上 め た 忘 思 の 草 を 、 党 
節 は 不信 心 者 の クラ イシ ュ に は っ きり 悟ら せる の で ある 。 CRR2 計 人 
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ゲル ャ マー ワー シン 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね 入 な 1 

1. 慈悲 深く て 、 恵 みろ 暫く アッ ラー の 御名 に お い > て 12 る 
の > 5 ちら ョ ク 今 」 と ッ ア ンク 
2. 液 は か の 審判 を 家 定 する 者 を 何 ほ 思 うか ? GAUTCNKZ IICW3 
( 注 1) . 「 
みな し ご プレ リュ ンタ タン go グロ ュ ス 
3 か か る 者 は 、 了 珠 児 を 邪 司 に 追い 払い 、 ( 注 2 ) @scxdl と JA マ び US 


5 5 1 川 ン ん タン イン 

4. 委 者 を 養う こと に 気 乗り うす な 5。 oo AE OS り 2 
リサ アッ ぅ ン ぁみ ィ 

_ 5. きれ ば 秋 い な る か な 、 礼 拓 す る も 、 ( 注 3) OK ご ゥ プラ 


マップ ゥ ダグ 2 ンー 3 う タン 


6. その 礼拝 を ろ を か に する 者 。 GO ゆる の Lo Os cr 


y る サリ アッ コッ プア ァ タ ン う 2 。 マ 
7. 彼 等 は 見 られ る こと は 好き な れ ど 、( 注 4) oO ま マ YO 


コネ ナ / (| ン ラタン 2 ン ン 


8. 施し は 差し 控え る 。 の の たい いつ ゆー う 


注 1 の 還 を 信じ ず 、 あ る い は 、 全 て の 道徳 の 源 で ある イス ラム 教 を 信じ な いと は 、 彼 は 実に 罪深い 者 だ 。 
注 2 旨 節 及び 次 飾 は 、 こつ の は な は だ し い 社 会 的 罪悪 を 述べ て いる 。 これ 等 の 罪 は 、 も し 周到 に 防 が れ な 
けれ ば 、 社 会 を 完全 に 崩 玩 す る と 推測 きれ る 。 孤児 に 対す る 適切 な 世話 を 怠 れ ば 、 犠 牲 の 精神 を 人 の 心から 兵 
尊 する 事 ほ と な る 。 又 、 答 し き 者 の 放置 は 、 社 会 の 有益 な 部 門 か ら 、 彼 等 の 運命 を 変 た よう と する 意 忘 や 決断 を 
窓 い 取っ て し E 9 


注 3 祈り と は 、 我 々 が 神 に 負う 義務 を 表す 。 神 の 創造 物 へ の 義務 を 果たさ な い 偽 普 者 の 祈り は 、 魂 の 無い 
肉体 、 中 身 の 無 い 殻 で ある 。 


注 4 偽 生 的 な 人 々 は 、 魂 の こも 5 な い 蓄 書 行 為 を 示す の み で ある 。 


ーーMQo 一 


! 
(で 
YT 





MAS 油 い アル ・ 0 





アル ・ カ ウサ ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 恵 み 選 く (アッラー の 御名 に お い っ る 1 リフ 2 る ls 3 
日 EE adi 
う BASE 
2. げに われ ら は 液 に 潤い を 与え だ り 。( 注 1) ITGUM'R 8 
SN 、 の 2 
3. きれ ば 主 に 祈り 、 犠 牲 を 捧げ よ 。 > 5 上 2 
SEE タン ラン タン ン エ スン 
4. 液 を 害する 者 に は 、 子 女 な か る べし 。( 注 2 ) ら 6285953 85 は る! 


法 1 カウ サー (「 潤 い 」) は 多量 の 善 を 意味 する 。 又 、 辿 か な 徳 を 備え だ 人 人 、 何 度 も 多く て の 物 を 与え る 人 

を も 意味 する 。 当 交 は 、 神 が 下 か な 徳 を 授け た 人 と し て 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 の 事 を 語っ て いる 。 そ れ は 、 モ ハッ 
マ ド 預 言 者 が 何 も 持 た ず 、 区 与 を える 物 を 持た な か っ た 時 に 啓示 きれ た 。 人 彼 は その 時 非常 に 近 し く 、 横 言 者 だ と 
いう 彼 の 主張 は 、 軽 べつ を 持っ て 、 ま じ め に 取り 合う 価値 の 揺 いも の と し て 受け 取ら れ だ 。 この 曹 が 啓示 る れれ 
た 後 何 年 も の 間 、 彼 は あ ぎ けら れ 、 授 補 き れ 、 つ い に は 、 を その 首 に 買 金 が か が かけ られ だ まま 、 上 下 亡 者 と し て 生地 
を 去ら ね ば な ら な か っ ただ た 。 メ ディ ナ で の 数 年 間 も 駐 、 彼 は 絶え ず 人 危険 に きら る れ 、 彼 の 疫 は 、( 人 人 間 的 見 地 か ら 
すれ ば し ご くも っ と も な 事 だ が ) 悲劇 を 、 イ スラ ょ ム 教 の 早期 終 吾 を 目 に し よう と 待ち 望ん で いた 。 役 の 谷 が 消 
えよ うと し た その 時 、 多 量 の 普 が あら ゆる 形 を 取り 、 滝 の 様 に 彼 に 注ぎ 始め た だ た 。 そ し て 、 こ の 曹 に 含ま れる 約 
束 は 、 忠 実に 成 呪 きれ た の で あっ だ た 。 メ ッ カ か ら の 追放 者 は 、 ア ラビ ア 全 土 の 運 命 の 裁定 首 し な り 、 破 滞 の 文 
青 の 忠 子 は 、 全 人 人 類 に と り 5 永遠 の 指 導 者 し な っ た の で ある 。 神 は 彼 に 、 以 後 永 抑 に 人 類 の 絶対 の 岳 興 普 た と な る 
神 の を 授け られ 、 神 の 属性 を 受け 入れ る 事 で 誰 に で も 可能 な 様 に 、 主 の おぉ 側近 く の 高 み に ま で 上 っ だ た の で あ 
る 。 彼 は 、 比 類 手 い 皿 誠 を 備え だ た 、 献 生 的 な 弟子 の 一 団 に 恵まれ だ た 。 この 世 を 去れ と いう 主 の お 台 し が あっ た 
二村 月 IES 和 23 東 だ る 半 計 導 二 5 林 な 人 A0R NE ES 物資 的 ・ 道 徳 的 な 、 
あら ゆる 竹 類 の 善 が 、 十 二分 に 、 モ ハッ マ ド 舌 言 者 に 授け られ だ の で あっ だ た 。 それ 故 、 彼 は 最も 成功 を 治め だ 
預言 者 に 呼 ば れる に ふき わし い 人 物 で あっ だ (Pnc. Brit)。 


注 2 当 節 で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 敵 が 「 子 孫 な き 者 ] (男の子 を 持た な い ) と し て 述べ られ て ある の は 、 非 
常に 重要 な 事 で ある 。 一 方 、 こ の 意 の 啓示 前 後に 相次い で 生ま れ だ モハ ッ マ ド 換 斉 者 の 皿 子 は 全て 亡くな り 、 

彼 に は 、 男 の 後継 者 が いな か っ た 事 は 、 束 実 で ある 。 こ れ は 、 処 所 で の 「 後 継ぎ な し ] が 「 い わ ゆ る 足 子 で は 
な く 、 精 神 的 な $ の を 鶴 わ れ た な 省 ] と いう ぅ 意味 で し か な い 、 と 示し て いる 。 モ ハッ マ ド 要 言 者 は 、 終 わり の 時 
まで は 、 い つの 時 代 に も 、 多 く の 忠 子 達 の 精神 的 な 父親 で あり 、 こ の 上 豆 子 二 は 、 ど の 父親 の 実 定 よ り も $、 遥 か 
に 加 実 で ある と 運命 づけ られ て いた の で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 男 の 後継 者 を 残し て は な ら な いと いう の が 、 事 
実 神 御 自 身 の 御 計 両 で あっ た だ 。 こ の 様 に 、 男 の 後継 ぎ を 残 き ず 亡 く な っ だ の は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 で は な く 、 
彼 の 敵 の 方 で あっ た 。 彼 等 の 息子 舌 は 、 イ スラ ム 教 徒 の 輪 に 入り 、 モ ハッ マ ド 拓 言 者 の 精神 的 な 忠 子 と な っ て 、 
実 の 父親 と の 血 の つ な が り を 恥じ た か ら で あ る 。 


9 のり ーー 


有 百 九 意 不信 心 者 ども アル ・ カ ー フ ィ ル ー ン 





アル ・ カ ー フ ブフ ィ ル ー ン 


(メッ カ 啓 示 ) 


1. 蓄 悲 深く 、 恵 みろ 違 く アッ ラー の 御名 に お い の た と (ーー 3 し ょ 3 
て 。 
2. 云え 、( 注 1) 「 流 等 不信 心 者 せ も ょ ! ( 注 2) @53 1Pd 靖 昌 
3. 我 は お 前 た ち が 栄 め る も の を 系 め ず 。 @G30G お し こり 
4. お 前 た ち も 我 が 上 団 め る も の を 栄 め ず 。 に SI の で < DP 
5. 我 は また ぉ 前 た ち が 栄 め る も の を 負 め ず 。 @。 人 ke3v や も 040DP 
6. お前 た ちゃ また 我 が 迫 ゆる 5 の を 崇め ず 。 PP 1 に 
( 注 3) 
7. お 前 た もち に は お 前 た ちの 生き 方 あり 、 我 に es05 35 人 
は 我 が 生 き 方 あり 」 と 。 ( 注 4) Tr 
注 1 「 云 を 」 と 言う 言葉 で 表 る きれ た 神 の 御 命令 は 、 全 て の イス ラム 教徒 に 世 け られ だ た も の で ある 。 こ の 所 


以外 に も 、 72、 112、 113、 114 意 の 始め に この 言葉 が 壮 か れ 、 ク グル デーン 全体 で 306 節 程 使わ れ て いる 。 
この 言葉 は 、 つ か われ る 全て の 基 所 で 、 主 是 の 重要 性 を 強調 する 。 こ の 様 に 、 信 者 は 、 こ の 次 に 示 き れ だ イス 
ラム の 僅 大 な 教義 を 、 繰 り 返 し 声高 く 宜 言 し 、 又 この 教義 を 明確 な 言葉 で 不便 心 者 に 伝え よ 、 と 命じ られ て い 
る 。 


注 2 「 一 よ 」 と いう 言い 方 は 、 当 章 の 主題 へ 注意 を 引き 付け 、 そ の 重要 性 を 強調 する 人 為 に 用 いら れ て いる 

この 言葉 は 、 上 記 の 目的 で クル アー ン に よく 使わ れ て いる 。 

正 う 当 箇 及び 前 三節 は 、 注 釈 者 の 手 で 、 様 々 な 解釈 が 旬 き れ て いる 。 あ る 人 人 々 は 、 多 神 教徒 で あ る メッ カ 
人 人 が 二 種 の 表現 を 使っ て 人 質問 し た の で 、 そ れ に 答え る 時 二 つの 表現 が 用 いら 65 れ だ 、 と 主 す る 。 人 他 の 人 人 々 は 、 

この 繰り 返し は 強調 の 為 だ 、 と 言う 。 又 別 の ザジ ャ ー ジ の 様 な 学者 は 、 初 め の 二 文 は 現在 の 芝 拝 耕 定 や 示し 、 

後 の 二 文 は 未来 に な ける その 否定 を 指す 、 ほ と みな す 。 こ れ に 対し 、 ザ マハ シャ リ の 様 な 学者 は 、 前 者 の 二 文 が 
未来 に お ける 崇拝 揚 否 で 、 後 者 の 二 文 が 現在 の それ の 拒否 だ 、 と 述べ る 。 

往 4 0 の 共通 の 土壌 は 全く 無い と 当 節 は 示し て いる 。 両 者 は 、 宗 教 の 
基本 理 父 の みな ら ず 、 そ の 細か い 部 分 に お いて 、 又 季 の 面 で も 全て (意見 が 合わ な い 為 、 歩 み 寄 り は 不可 能 で あ 
る 。 


ーー 





の 


(メッ カ 落 示 ) 


あま ね み な ] 
1. 慈 就 深く 、 上 恵み 山 く アッ ラー の 御名 に お い 2 で 12 る ッ 
のみ le 6 し っ 
クタ スン は ラッ スン イン 。 ン 
2.、 アッ ラー の 助け と 勝利 が 来 た り て 、( 注 1) の で 15 6 AS5 2 に 3 


3. 入 々 が 続々 と アッ ラー の 教 門 を 叩く の を 見 Ate の 96 代 ぶ CC 2 
る 時 、 ー - 


ぐ ⑥ で ウツ 


ゆう じ よ 
みみ 生 の 栄 深 > に に 岩 如 を 請 も ャ クイ る 人 全 マ ル アン 1 
4 . 流 主 の 栄光 を 讃え を て 、( 注 2) 主 に 寄 怒 を 請 も | っ Gb を で の を 


88el 
え 。 げ に 王 は 幾 た びと な く 〈 容 赦し 給 う 。( 注 3) 


注 1 約束 され た 勝利 。 
計 2 モハ ッ マ ド 項 言 者 は 、 神 の 約束 が 成 呪 きれ 、 多 く の 人 々 が イス ラム 数 の 輪 に 加わ り 始 め た の で 、 彼 は 
主 に 、 約 東 の 成就 を 感謝 し 、 主 の 替 美 を 歌う べき だ 、 と 処 所 に 命じ られ て いる 。 


注 3 モハ ッ マ 正 言 者 は 処 所 で 次 の 様 に 命じ られ て いる 。 勝利 が モハ ッ マ ド 預 言 者 に も た らき れ 、 イ スラ 
ム 教 が この 国 で 地上 で 、 俊 位 に 立ち 、 彼 の 人 従来 の 敵 は 彼 の 忠実 な 弟子 と な っ た の で ある か ら 、 過 去 に お いて 彼 
寺 が 彼 に 人 為 し た 容易 な ら ぬ 吉 事 の 数 々 の 許し を 、 彼 等 に 代わ り 彼 が 神 に 請う さき で ある 。 これ が 、 神 の 許し を 
求め ゆ よ と いう 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 へ の 命令 の 意味 で ある 様 だ 。 あ る い は 、 決 の 様 な 意味 に も と れる 。 新 た な イ 
スラ ム へ の 回 心 者 は 、 適 切な 訓練 や 教育 を 欠い た が 作 に 、 イ スラ ム 社 会 に 財 2 り 、 披 等 の 弱き 
玲 欠 点 や 守っ て 項 け る よう に 、 神 に 祈る 事 を 、 モ ハッ マ ド 区 言 者 は 命じ られ て いる 。 タ ルアー ン の 中 に お いて 、 
モハ ッ マ ド 据 言 者 に も だ ら る れる 勝利 及び その 他 の 大 いな る 成功 を 記述 し た 全て の 個所 で 、 彼 が 、 神 の 許し を 
崎 い 、 神 の 保護 を 求め よ と 告げ られ て いる の は 、 非 常に 重要 な 事 で ある 。 こ れ は 、 当 節 に お いて も 、 彼 が 、 神 
の 許し を 請 い 、 提 の 保護 を 求め ゆ 、 し か も それ は 彼 自 自 の 為 で は な く 、 他 者 の 為 に を うす る 様 に と 命じ られ た 事 
を 、 は っ きり と 示す も の で ある 。 つ まり 、 彼 の 弟子 達 が イス ラム 教養 か ら そ れる 懲 れ の ある 時 は いつ も 、 神 が 
その 様 な 危機 か ら 6 役 等 や お 守り 下さ る 様 に と 、 彼 は 祈る 事 を 命じ られ て いる の で ある 。 こ の 様 に 、 モ ハッ マ ド 
需 言 者 が 、 自 身 の 行為 の いずれ か に 関し て 許し を 請う だ と いう 可能 性 は 、 此 所 に は 全て な い 。 タル アー ン に よ 
れ ば 、 役 は 、 正道 か ら そ 和 れ て 道徳 的 退 廃 に 陥る 事 の な い 様 、 完全 に 守ら れ て いた の で あっ た 。 40 章 56 節 及 び 48 
芋 3 節 も 参照 の 吉 。 


99」. 三 


索 白 十 一 章 庁 っ て し まえ アル ・ ラ ハブ 





アル ・ ラ ハグ 
(メッ カ 柳 示 ) 





あ よ ね @ 
北 悲 深 宙 に お い 2 12 ど ぅ 
] . 上 深く 、 み 記 てく アッ ラ の 御名 〇 ぁ と Pi0 
2. 腐っ て し まえ アブ ー・ ラ ハブ の 両 の 手 ょ 、 rr イダ レイ 
AA つ の 届 う ご の uo eS 
両 し て 彼 も 減 ば ぎん こと を 1 ( 注 1) 
3. を の 紀 は 彼 に 役立た ざる べし 、 儲 けし 金 る YOPIIVYEe 塊 131 
隔 9 ( 注 2) 
ご こう か 
4. や が て 役 は 、 必 ず 燃 えき か る 業火 で 焼 か れ eu SB 放 As 
ん 。( 注 3) 
GT451305 
5. 悪 品 を 雲 いふ ら す 役 の 妻 また 然 り 。( 注 4) @uESt 1 
-。 注 1 アブー・ ラ ハブ ( 秋 の 交 ) は 、 モ ハッ マ ド 峰 者 の 伯父 、 彼 の 数 多 深い 敵 で あり 追 害 者 で ある 、 ア ブ 


ダル ・ ウ ワッ ザ の あだ名 で あっ た 。 役 が を そう 呼ば れ た の は 、 役 の 股 の 色 と 明 が 流 味 が か っ て いた だ たから か 、 あ る い 
は 、 そ を の 激 し や すい 性 格 の 為 で あっ た 。 当 理 は 、 モ ハッ マ ド 頒 言 者 の 初期 の 頃 の 説教 の 途中 に 起き た 出来 事 を 、 
思い 起こ る せる 。 親戚 の 者 を 集め て 、 彼 等 に 神 の お 告げ を 伝え よ と の 神 の 命 を 受け 、 モ ハッ マ ド 頂 店 者 は 、 あ 
る 日 サフ ァ ー 山 に 立ち 、 様 々 な メッ カ の 部 用 、 ラヴ ィ , ムッ ラ , ケラ ー ブ , クサ イ の 名 を 呼び 、 更 に 彼 の 近 
親 者 を 呼び 何せ た 。 そし て 役 等 に 、 彼 が 神 の 使者 で あり 、 も し 彼 の お 告げ を 受け 入れ な けれ ば 、 彼 等 は 世 の 帝 
か ら 抜 けら れず 、 神 の 避 が 彼 等 に 下る され る で あろ う 、 と 告げ た 。 モ ハッ マ ド 言 者 が 説教 を 終え よう と し た 時 、 
アア ー・ ラ パブ が 立ち 上 が っ て こう 言っ た 。 | な ん 工 収 だ 。、 こ ん な さこ と の た だ ため に 呼ん だ の か 。』 (ゲハ バリ )。 と の 
| 炎 の 父 ] と いう あだ名 は 、 特 に アプ ブー・ ラ ハブ を 指す が 、 同 時 に 、 イ スラ ム 教 の 短気 な 敵 全 て を 、 あ る い は 、 
人 ある 
集団 は 完全 に 神 を 拒絶 し 、 又 別 の 集団 は 唯一 神 を 合 定 し て いる が 、 両 者 共に イス ラム 教 に 対立 し て いる 。 こ の 
癌 味 で は 、「 両 の 手 ] は この 二 つ の 集団 を 意味 し て お り 、 人 
側 勢 力 の この 二 60 彼 等 の 那 悪 な 企 て は その 頭上 に は ね 返る で 
ある ろう 。 役 等 は 、 イ スラ ム が 前 進 し 、 役 等 出生 の 語 と 権力 が 日 の 前 で 消 減 し て 行く の を 日 整 し 、 怒 り に 燃え る 
で の あう 。 


注 2 彼 の 「 宮 は 、 自 身 の 国 で 生み 出し た 宮 を 忘 味 し 、[ 儲 けし 金 ]」 は 、 弱 小国 を 搾取 し 、 そ こ か ら 奪 い 取っ 
た 高 を 表す 。 ' 
注 3 アプ ブー・ ラ ハブ と いう 語 は 又 、 火 を 作り 出す 物 を 発 枯 し だ た 人 人 、 あ る い は 、 自 ら 秋 に 焼き 尽く され る 大 、 
を も 世 味 する 。 後者 の 意味 に と る と 、 当 節 は 、 現 代 の 二 大 政治 関 が 、 原 子 燥 弾 や 他 め の 核 燥 弾 の よう な 火 を 映 く 
自ら の 兵器 に より 、 赤 滅 する 事 を 貧 計 し た も の と 、 解 和 心 き れ 得る 。 双 、 当館 は 、 こ れ 等 の 国々 に と り 炉 き の 日 
が 遠から ず 訪 れる 、 と も 示し て いる 様 だ 。 


注 4 当 人 節 の 旨 葉 は 、 ア ブー・ ラ ハブ の 寺 、 ウ ム ・ ジ ャ ミー ル を 琴 っ て いる よう だ 。 彼女 は モハ ッ マ ド 預 言 
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第 笠寺 ー 間 アル ・ ラ ハブ 


he 時 。 の 
6. 彼女 の 頸 に は 秀子 の 皮 で 拉 ら れ し 縄 か けら 6 と ンス る > ゃ < の 
る で し 。( 注 5) OS づい みる 
者 の 通り 道 に に たげ を まき 敵 ら し 、 役 の 亜 品 を ふれ 回 っ だ 。 当 節 は 又 、 イ スラ ム 教 よび モハ ッ マ ド 預 言 者 に た 
いす る 中 傷 や 偽り の 非難 を 広め る 人 に も 、 当 て は まる よう だ 。 


注 : 3 見 自由 な よう で いて 、 こ れ ら の 国民 は 、 そ れ ぞ れ の 政治 的 1 イデオロギー や 体制 に 強く 拘束 きれ る の 
で 、 そ れ か ら 人 逃げ られ な いで あろ う 。 ある い は 、 新 を 持ち 去っ た 為 に 絞殺 る れ た と 伝え られ る ウム ・ ジ ャ ミー 
ル の 様 に これ 等 の 国民 は 、 他 を 減 ぼ を うと し た 為 に 、 同 じ ビ 方 法 で 減 び る で ある うぅ 。 
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アル ・ イ フラ ー ス 


(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね み な | 
慈悲 深く 、 上 恵み 伯 く アッ ラー の 御名 に お い CE 生 を る ) の T の 
1 ( 未 く み 過 く ア ッ ラ ー の 御名 に お O タ 3 に ーー あし らき 
一 . 2 、 さい ヽ - ー ジ - で の ン ン の 
2。 坪 え 、| 役 こそ は アッ ラー、( 注 ) 独 一 者 ⑤Oe「201。3 05 
に し て 、( 注 2) 
四 /。 直 記 で の | 発 1 
3. 白 存 者 、( 注 3 ) も ろ 人 の 依り 継 る 御方 な 5。 ⑤ い この ah 
2 リッ プク 29 5 アレ リサ ラン 2 
4. 彼 は 産み 給 わ ず 、 ま た 生ま れ 給 わ ず 。 ( 生 4 ) ⑥O05 2 Mu 
注 - 1 [アッ ラー」 は 、 神 に も ちい られ る タク ルアー ン 特 有 の 言葉 で ある 。 ア ラビ ゼア 語 で は 、 こ の 言葉 は 他 の 


物 に は 一 切 使わ れ な い 。 それは 、 神 の 実質 的 な 名 で あり 、 属 性 を 表し た り 説明 を 加え る も の で は な い 。 1 章 1 
部 ) も 参照 の 事 。 


注 2 [ 独 ・ 者 ] は 、 神 の み に 用 いら れる 形容 語句 で あり 、 唯 の 方 、 北 類 無 き 方 、 こ れ ま で も を そし て これ 
か らち も 唯一 の 方 、 を の 地位 と 局 持 を 分 か ち 合 う 者 の 無い 御方 、 を 意味 する 。「 独 者 } は 、 神 の 存在 の 吊 一 、 第 
の 存在 は 考え られ な い 事 を 示し 、 神 の 属性 が 比類 無き 市 を 神 が 万 物 の 源 ・ 天 率 で あら れる 事 を 示す 。】 独 一 者 」 
アッ ラー は 、 我々 が その 御方 の 事 を 思う 時 、 我々 の 心から 他 の 全て が 消 を 去る と いう 意味 に な いて 、 貴一 
の 存在 で あら れる 、 と 示し て いる 。 神 は 全て の 意味 で 唯一 で あら れる 。 神 は 如何 な る 連鎖 の 初 ま り で も な けれ 
ば 終わ り 0 で も な い 。 神 に 備わる も の は な く (、 又 、 神 は 如何 な る も の と も 似 て な お 5 れ な い 。 この 御方 が 、 ク ルアー 
ン に 記 る れ だ アッ ラー で ある 。 ' 
注 3 「 員 存 者 』 と は 、 皿 ら れる 人 人 、 従 われ る 人 人 、 を その 大和 無く し て 何事 も 遂げ られ な い 人 人 、 そ の 上 に は 如何 
な る 人 も ぅ 物 も 存在 し な い 人 、 等 を 意味 する 。 神 の 属性 で ある 「 自 存 者 ] は 、 必 要 の 成 読 を や 求め られ る 天帝 、 如 
価 な る も の の 影響 $ 受 けず 、 し か も 全て の も の が 必要 を 頼る 御方 方 物 が 絶え た 後 永遠 に 存在 きれ る 御方 、 そ の 

に 存在 する も の の 無い 御方 、 を 示す 。 前 節 で は 、 神 が 唯一 で あら れる と の 主 苦 が 衝 き れ だ 。 当 人 節 は 、 そ の 主 
張 を 立証 する 。 方 物 は 神 に 依存 する が 、 神 御 軸 身 は 狐 自 で あら れ 、 し か も 全て を 求 ゆ られ る 方 で ある 。 万 物 は 神 
を 必要 と する が 、 神 は 何 も の を も 必要 と きれ な い 。 神 は 宇宙 を 合造 きれ る に 当り 、 如 何 な る 助け 3 必要 と きれ 
な か っ た 。 事 実 、 宇 市 の 方 物 は 一 つと し て 、 最 小 の 原子 で すら 、 それ ね 自体 は 完全 で は な い 。 独 用 に 存在 で きる 
も の は 無い 。 方 物 は 、 そ の 生存 の 為 に 他 に 依存 する 。 何 $ も の に も 依存 し な い の は 、 神 御 一 人 で ある 。 宣 は 概念 
や 推 漠 を 越え た 方 で ある 。 提 の 属性 に は 限り が な い 。 


注 4 神 の 届 性 [自在] は 、 ア ッ ラ テラー が 唯一 | で あら れる と いう 主張 を 立証 する 為 に 、 前 節 で 述べ られ た だ 。 
を し て 、 当 節 で は 、 神 の 属性 「 産 み 給 わ ず 」「 生 まれ 給 わ ず 】 が 、 神 が 自 存 」 ( 他 の も の を 必要 と されない) 
で あら れる 事 を 示す 竹 に 述べ られ て いる 。 それ は 、 も し 神 に 必要 が 存在 する と すれ ば 、 そ の 前 提 と し て 、 押 は 
何者 か の 援助 を 必要 と され 、 神 は それ 無く し て を 遂げ られ ず 、 そ の 者 が 彼 の 死後 神 の 業 を 引き 継ぐ 事 ほ し な る 
か ら で あ る 。 万 物 は 、 他 者 が 死に 竣 配 きれ る が 得 に 、 継 ぎ 、 継 が れる 者 と な る の で ある 。 ア ッ ラ ー は 誰 の 後継 
で も な く 《、 ヌ 誰 に も る 後 を 継が れ な い 。 神 は その 全て の 属 性 に お いて 完全 で あり 、 永遠 に し て 、 絶 対 び で あら れる 。 
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y 和 し 半 So コピー wa。 と 9 
5 。 CR 肩 し 得る 者 、 何処 に も 非 す 」 と 。 ( 注 @oeils4 と っ 


注 5 前 節 の 内 容 に 対し て 起こ り 得 る 疑い を 、 当 節 は 取り 除く 。 仮 に アッ ラー が 「 玲 一 ] 絶 対 で あり 、[ 自 存 」 


で ある と し て も 、 又 、 仮 に 「 産 み 給 わ ず 」「 生 まれ 給 わ ず ] だ と し て も 、 ア ッ ラ ー の 様 に 、 ア ッ ラ ー の 持た だ れる 
全て の 属性 を 備え た 今一つ の 存在 が ある か も し れ な い 。 当 節 は この 罰 問 を 払い の ける 。 ア ッ ラ ー の 様 な 存在 は 
な い 、 と それ は 告げ る 。 人 の 理性 も 又 、 全 宇宙 の 唯一 の 造物 主 で あり 支配 者 を も と ゆめ て いる 。 そこ に 広がる 完 
全 な る 秩 庁 は 、 唯 一 一 定 の 法 が それ を 支配 し な けれ ば な ら な いと いう 必然 的 な 結論 に た どり 着き 、 法 と 計画 の 
一 致 は 、 唯 一 の 創造 主 を 立証 する (21 : 23)。 こ の 様 に 、 当 章 は 、 他 の 宗教 に 見 られ る 多 神 信仰 、 二 神 ・ 三 神 あ 
る い は より 多く の 神 へ の 信仰 、 魂 と 物 費 が アッ ラー と 共存 する と いう 信仰 、 を 根底 か ら 響 す 。 これ が 、 ク ルアー 
ン に 与え 5 れ だ た 、 神 の 崇高 な 定義 で あり 、 他 の 如何 な る 啓示 書 に ぉ 、 こ の 定 姜 の 美 ・ 水 高 ・ 壮 蔵 の 周辺 に すら 
醒 れ だ も の は な い 。 
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SMC 2 テッ ラグ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 、 恵 み 還 て ア ッ ラ ー の 御名 に お い 9 を も]| (の 
5 〇 ター ジテ ルー し っ 
7 る 2 タ ンー イタ 
2. 云え 、「 我 は 角 明 の モ に お り 申す 、( 注 1 ) OIL まつ 4 に 
う アイン アア ュ イタ 。 ぅ 
3. 主 が 創り 給え る 悪 を 逃れ て 、 ⑤② ら ye ツク 
ツテ ンー ン ン 。 る 3 
4. 条 い 広がる 障 同 の 秋 厄 を 逃れ て 、( 注 2 ) @cslSLeeE はらう 
フー スタ 5 に 』 istte る っ ン 
5 . 結び 目 に 息吹 きか ける 巫女 の 災厄 を 逃れ て 、 OKEUI を XCITYO ン 
( 注 3 ) 
プン レン ア HO テー デー 『 
6. 怒 む 奴 巡 者 の 秋 厄 を 逃れ て 」 と 。 oOCS loy 流 ee う 8 
注 1 「 静 明 ] は 、 夜 明け 、 地 獄 、 刀 物 を 意味 し て いる の で 、 イ スラ ム ゅ 教徒 は 次 の 事 を 祈る 様 に 告げ られ て 


る 。(1) イ スラ ム 敦 を 吸 うぅ う 半 夜 が きり 、 イ スラ ム の 輝け る 未来 の 勤 が 訪れ る 時 、 イ スラ ム の 太陽 が 真 上 に 来る 
まで 交 き 続け ます よう に 。(2) 忠 伝 や 伝統 悪い 環境 、 教 育 の 欠如 等 に よる 旧 影 響 を 合 み 、 軍 が 創り 出 き れ た も の 
の 、 邊 れ た 悪 と 明らか な 悪 より 、 彼 を 守り 絵 え を 。(3) 神 が 、 現 世 及 び 来 世に お いて 、 地 獄 の 区 し みか ら 彼 を 救い 
出さ きれ ます よう に 。 


社 2 当 節 は 、 神 の 光 が 消 され 、 罪 の 聞 が 地上 を 器 い だ く す 叶 の 悪事 に 触れ て いる 様 だ 。 あ る い は 、 人 が 調 
国 に 押し つぶ きれ 、 彼 を 開 が 取り 囲み 、 最 後 の 希 望 の 光 が 消 ん だ 時 の 事 を 述べ て いる の か も しれ な い 。 


邊 3 当 侵 の この 言葉 は 、 悪 い 仁 え を 吹き 込む 者 達 、 を 指し て いる 様 だ 。 彼 等 は 、 鼻 大 な 契約 や 友情 が 壊れ 
る 様 画策 し 、 既 成 の 権威 に 対す る 友 反抗 精神 や 、 由 識 の 状 い の 破 識 を 人 々 に 吹き 込む 。 こ の 様 に 、 彼 人 等 は 、 イ ス 
ラム 社会 に 不 和 が 生じ る の を 望 み 、 人 々 の 問 に 分 製 傾向 を 煽る 。 次 の 章 が 人 生 の 精神 面 を 扱う の に 対し 、 当 章 
は その 物 的 側 曽 に 触れ て いる 。 人 は 、 人 人 生 に お いて 様々 な 危機 や 困難 に 直面 きせ られ る 。 人 は 非常 に 重要 な 任 
務 に 携わる 時 、 特 に 、 神 の 光 を 広め る 任 を 全う 時 、 闘 の 勢力 が 彼 を 四方 か ら 取 り 囲 む 。 を し て 、 彼 が 成功 し て 
いる 様 に 見 える 時 、 悪 意 あ る 者 達 が 彼 の 道 を 塞ぎ 、 彼 に 対し あら ゆる 妨害 を ぞ 得 す 。 し か し 、 最 後に 彼 に 成功 が 
5 だ 5 さ れる 時 、 災 始 縮 い 人 々 は 、 勢 力 の 結晶 を 彼 か ら 6 倫 い 取 ろう と する 。 人 人 生 に お ける これ 等 全て の 妨害 ・ 
困難 ・ 危 機 か ら 号 を 守る 手段 と し て 、 闇 が 覆う 時 、 そ の 身 を 昭 ら し 、 中 傷 す る 者 の 悪 企 みや 怒 尋 深い 者 の 陰 誠 
か ら 守 っ て 下 き る いと 、 奈 明 の 主 に 助け を 福 願 する 様 、 信 者 は 告げ られ て いる 。 


MD 





ゲル ・ ナ ー ス 
(メッ カ 有 啓示 ) 


1 慈悲 深く 、 恵 み 還 (アッ ラー の 御名 に お い AS 
e 深く 店 く アッ ラー の 御 の ーー あし ター 
還 1 “ 2 お 2 6 
2. 云え 、「 栽 は 人 類 の 主 に お 紀 り も うす 、 (OTC まく 
ッ ー イマ ン 
3. 人 類 の 王 に 、 eoyileAs 
、 の 
4. 人 類 の 神 に 、( 注 1) @ の JI 4 
3 ゥ っ 2 の 
5. 卑劣 な 私 語 者 の 災 悪 を 逃れ て 、 @CCSdlo uubet は の 2 
ツリ ン 2 タダ の 246 9 ラン の ゥ 
6. 人 の 心 に きき や きか ける OGAI&TT9 す の 7 たび 22911| 
デ ーッ よ も が ら と し 
7、 妖 器 と 人 間 の 開か ら 逃 れ て 」 と 。( 注 2) (O あ IPI ジ に CCC と 


注 1 当 章 に は 、 神 の 三 つ の 尾 性 、 ラ ッ プ (和信 類 の キ )、 マ リク 人 人類 の 王 ])、 イ ラー フ 人 {人類 の 神 」) 、 
が 、 前 交 の ゆー つ の 属性 、「 束 明 の 王 」 に 対し て 、 呼 び か が けら れ て いる 。 それ は 後者 の ーー つの 属性 が 、 前 者 の 三 つ 
の 属性 を 含む わか ら で あ る 。 一 つの 神 の 属性 、 表 明 の 主 が 、 前 章 で 四 つ の 危害 に 対す る 旗 護 を 求め て 呼び か けら 
れ だ の に 対し 、 当 草 で は 、 三 つの 神 の 属性 が 、 害 悪 、 悪 磨 の きる や き に 対す る 「 底 対 ] を 求め て 呼び か けら れ 
て いる 。 こ れ は 、 サ タン の 喧 示 が 考え 得る 限り の 悪 を 合せ か ら で あ る 。 こ の 三 つ の 神 の 属性 は 、 人 の 肉体 的 ・ 
精神 的 状態 と 徴 妙 に 結び 付い て いる 。 人 入 の 身 体 的 ・ 道 徳 的 発 培 は 「 人 人 類 の 主 】 の 属性 の 元 に 起こ り 、 人 の 思考 ・ 
発言 ・ 行 為 は 「 人 類 の 干 ] に より 前 せら れる か ある い は 報い られ 、「 人 類 の 神 」 の 属性 は 、 神 が 人 人 の 愛 と 革 拝 の 
対象 で あり 、 信 の 日 標 で ある 事 を 示し て いる 。 こ の 意 で 、 三 つの 神 の 属性 が 述べ られ て いる と いう 事 は 、 あ ら 
ゆる 罪 が 三 つ の 原因 か ら 生 に る 事 を 時 に 示す も の で ある 。 それ は 決 の 様 な 時 に 起こ る 。 あ る 者 が 、 他 者 を 役 の 
半 、 又 は 神 の 王 と 持 め る 時 、 す な わ ち 、 前 者 が 後者 を 人 生 に お ける 主 な 支援 者 と みな す 時 。 あ る い は 、 後 者 の 
不当 な 権 三 に 卑屈 に 身 を 委ね る 時 。 又 は 、 後 者 を 自ら の 愛 と 崇拝 の 対象 に する 時 。 信 者 は 、 人 人 生 の 胡 の 支援 者 
と し て 神 の み を 貯め 、 神 の み に 真 実 絶対 の 従順 を 捧げ 、 禅 御 一 人 を 真 の 愛 と 貯 拝 の 対象 と する よう 命じ られ て 
いる 。 あ る い は 、 だ まき れ や すく 昔 純 な 人 々 を 不当 に 利用 し 、 彼 等 を 非情 に も 控 取 する 、 悪 賢い 現職 者 達 や 、 
不正 な 資本 家 、 某 者 か ら の 保護 を 絶え ず 求 ゆる 様 、 こ れ 等 の 節 で 信 省 は 告げ られ て いる の か も し れ な い 。 


注 2 "サタ ン は 、「 妖 電 」( 信 い 人 ) や 「 人 間 の 撃 」 (一 般 の 人 、 普 通 の 人 ) の 心 に 悪意 を きる や く が 、 誰 を も 


助け は し な い 。 あ る い は 、 悪 意 を きる や く 者 は 、「 妖 霊 } に も [庶民 の 募 」 に も 見 られ る 、 と 当 節 は 示し て いる 
の か も し 和 れれ な い 。 
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イリ アデ アス (Elias) 
身分 6 :86 


イド リス (idris) 
身分 19: 57 


いん たとえ 


き 馬 (Monostacism) 
非 57 :28 


テ 


ブ 

宇宙 (Universe) 
創造 2 -165 、6 :102 、7 : 55、14 : 33ー34、21 : 31、32: 5、41:13 破壊 46: 4、55:27 アッ ラー 
の 神 理 化 57: 2、59:2、64:2 支配 の 法 41:12、55:6 一 8 アッ ラー へ の 指示 者 29 : 45、31 : 26、 
36・41、67:4 一 5 理解 で き な い 性 換 55・34 虚栄 心 3 : 191 一 192 、21 : 17、38 : 28、44 : 39 一 40、 
45 : 14 


完 り こみ (Exploitation) 
結果 83 :226 


うわ る (Rurmours) 
ひろ が り 49:7 
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所 命 (Destiny) 


人 人 は 自分 の 夢 命 の 創造 者 39 : 42、42 :31、45:16 夜 44:4ー5、97:2ー5 


し 


え 
エジプト 人 (Egyptians) 
前 7 : 134 一 135 


エズ ラ (Ezra) 

神 の 足 子 9 : 30 
エ ゼ キ エ ル (PEzekjel) 

身分 21:86 学 見 2 :260 
エリ ジェ ャ (Elisha) 


- 身分 6 : 87 


エル サレ ム (jerusalem) 
良 培 と 復興 2 :260 


な 
ォ オハ ド (Uhad) 
般 い 3:122、3:141、3・: 


女 (Bondwromen) 


偶像 を 上 索 理 す る 女 と その 信仰 2 : 222 


カ ゝ 
解釈 (Interpretation) 
規則 3: 8 


カイ バル (Khaibar) 
搬 年 48 ・ 16、48: 19 一 20 


カウ ラー(Khaular) 
ジリ ー ル 58: 2ー6 


賭け ご (Gambling) 
。 :220 、5:9 一 92 


カタ コン ペ ベ ICave) 


伸 半 18 : 10、18 : 12ー17、18:19 教会 の 建物 18:22 教 18:23 


徒 参照 


ソロ モン の 寺院 17: 2 


1 生 あ 5 。。 BZ 8 


不義 に 対す る 六 4:26 地位 と 結婚 4: 4、24:33 
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追 害 18:26 状態 18:18 キ リス ト 教 


カ デ ィ ア ン (Qadianl 
楽園 の 功 地 36 : 27 


カー バ (Ka'bah) 
古き 2 1:128 、3 :97、22:30 アダ ム に よる 建設 22:27 崇拝 の 中 心 2 ほ :126、2 :143、3 :98 巡 
回 48:27-28 神 翌 連 と く 9:28、22:30 高台 22:27 侵略 105:2 一 6 不 減 2:126 、2 :151 
浄化 22:27 キ ブ ラ 2:145 再建 2 :128 間 戚 5:3、5:98、22:27、29:68、52:8 奉仕 9: 
19 一 22 メッ カ 参 照 


完 尋 (Widows) 
扶養 2 :241 再 婚 2 : 235 一 236 


カー プ (Ka'b) 
アシュ ェ ラ ク の 息子 2 174 (22 マー リク の 呈 チ 9 :106 


ガブ リエ ル (Gabriel) 


天使 長 2 :98 
神々 (God(S)) 
生前 6:109 理解 の 段階 2 :113 神 の 昌子 の 理論 2 :117 、19:91 一 93 アッ ラー 参照 


カー リド ( 式 hahid) 
ワリ ー ド の 上 息子 イス ラム へ の 参加 


カリ フ (後継 腹 ) (Khilafat) 
協議 3 :160 約束 24:56 


環境 (Enyironmnent) 
人 間 の 行動 13 : 24 一 25 改 療 8 :26 


下 大 (Tolerance) 
衝 20P み キ UIE 、。 2257 、 32、 すさ 6 


姦通 (Adultery) 
証拠 24:14 禁止 17:33、25:69-70、60:13 極悪 24:4 防止 方 法 24:28-32 嗣 4:26、24:3 
を の 他 の 不 追 徳 へ の 六 4 : 16 一 17 


さき 


奇跡 (IMfiracles) 
イエ ス 3:50 モー ゼ 7 108 一 109 斑 な る 拍 言 者 8 : 18、17 : 91 一 94 


偽 普 者 (Hypocrites) 
タブ プー ク の 戦い 9:45 一 59 自 怪 63:9 状態 9 :74 一 87 矛盾 する 傾向 47:27 告発 4 143 一 144 
不 和 59:15 まぎらわしい 言葉 47:17 邪悪 な 腺 い 48:13 カイ バル の 吉 往 48:16 野ざらし 2:18 
門 っ た 評価 63: 8 偽り の 約束 59:12 病 の 増大 2 :16 種類 2 :20 一 21 自信 の 和 欠 如 63・5 うそ つ 
き 63:2 理 失 9:67 一 69 陰謀 9: 107-108 加 な る 預言 者 に 対す る あざ けり 9:64 前 57: 
14-16 反乱 37:8 待 時 4:64、4・89 オハ ド 3155 、3 .:168 
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キ ブ ラー(Gibla) 
変化 2 : 143 一 146 


吉 育 (Educaton) 
子ども 17 : 32 


兄弟 愛 (Brotherhood) 
真意 を 促す 要因 10:88 イス ラム 教 8 :73、8 :76、9 :71 一 72、49:11ー13、49 : 15 


協定 (Agreetments) 
履行 5: 2、9:4、9:7 廃止 8:59 


強制 (Commnulsion) 
イス ラム 2 :257 、9:6、18:30、25:58 


行政 (Governumnent) 
イス ラム 式 4 59 一 60、42:39 次 任 20 119 一 120 


キリ スト 数 徒 (Christians) 
アッ ラー の 集会 5 :15 一 16 優越 82:2-20 覚醒 18:20-21 祈り の 競技 へ の 挑戦 3:62 イエ ス の 
神聖 化 4:172 、9:30 ゴ グ と マ ゴ グ 18:111 良き 人 5:84 勧誘 3 :65 陰謀 9:32 物質 的 繁 楽 
E 破 減 18: 19、18 : 33、18:41 一 43 物 克 的 茹 栄 の 時 代 20 103ー104 追 害 18:10 太 減 に 関す る 拓 言 
18・9、19:41 千 栄 5 113 一 115 待 も 構 を た 前 3 197 一 198 、5:116 典 亡 18:19、18:33-44 救 
祖 2・63 信 造 の 秘密 18:110 イス ラム 教徒 に 対す る あざ けり 18:35 2 つの 派閥 18 :13 戦争 18・ 
54 頑 告 18: 5、19: 99、20 103 一 108 


人 貞 DStinernCe) 
大 婦 関 係 2 : 188 、 2 :223 食物 参照 


く 

偶像 系 拝 (dolatr) 
反対 論 2 259 、3 :152、6 1: 2、6:20、19: 45、20:90、21 : 53、22 1 14、22 : 19、22 31 一 32、 
22 : 72、22 : 74 一 75、29 : 42、30 1 36、30 : 41、31 : 21、37 : 87、37 : 93、37 150、39: 4 、39 : 30、39 : 
68、43・19、46・5-5、53:24 基本 10:19 雪 罪 の 官 言 9:1 一 4 薇 し 9 113-114 無力 22:74 
鑑 穫 6:・72 イス ラム メ 教 寺院 9 :17 一 19 アラ ビア に お ける 再現 34:50 聖なる 寺院 9 :28 


苦難 (Caiamities) 
予言 17 :59 神 の 法 6 :132 、 7 :95、26: 209 


クル アデ アーン (Qur'an) 
病 * り 2・2 廃止 2:107 時 代 錯 庄 3:36 無関心 25:31 整理 17:107 天文 学 的 長 実 51:8 一 9 
思春 2 : 36、2 :55、2 :244 、2 - 248 一 252 、6:75 詩 の 分 類 3:・8、11: 2 特徴 87:9 妥 騎 
6 115、12・2、54:18 収集 75:18 広範 囲 17:90、21:51、98:4 矛盾 4:83 批判 12:50 神 の 
将 性 112 2 一 5 消 減 17:87 要約 1:1 一 7 優秀 2 :24、8 : 32、10 : 38 一 40、11 : 14 賞賛 21 : 25、 
80: 14 一 17 神 の お くり も の 55: 3 神 の 保護 18:3 アブ プラ ハム 19:42 イシ ュ マ エル 19:55 マリ 
ア 19・17 モー ゼ 19:52 聖なる 預言 者 87:7 一 8 構成 に お ける 人 問 の 助け 16 :104 、26: 212 一 213 
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人 人間 の 性 質 20: 3 権 三 の 源 21:25、43:45 知識 15:22 光 29:50 無比 11:14 一 15、17:89 神 の 
門 29・ 51-52 環 書 の 母 43:5 級 い 52:6 二話 2 :18、13:18、14 : 25 一 28、16 : 76、16 113、17 : 
13、24:41 完全 性 5: 4、 6 156、14:25 一 26、15: 2 、39 : 24、39:28、73:6 クル アー ン に 関す 
る 預言 2 ・ 42、2 : 90、2 102、26 197 クル アー ン の 中 の 預 言 101: 2 一 9 保護 15: 10、15 : 18 一 19、 
26 194、37 : 11、56 : 79、85:23 読書 の 絶 囲 11:3、27:2 暗唱 16:99 復唱 17:42、46:28 散 送 
7・205 時 の 啓示 2 :186 言葉 の 性 質 26 194-195 、27:7 断片 的 啓 示 25: 33、76・24 神 の 源 
10 : 38 一 39、17 1 71、42 30、42 1 33、52 1: 34ー35、69: 40 一 41 運命 の 夜 の 啓示 44:4 一 5 科学 21: 
31 一 32、24 : 25、41:43 を その他 の 胡 典 5 :49 重要 性 2:186 精神 的 病 10:58 勝利 13:32 真実 
21: 11、25:34 理解 56:80 普遍 性 26:193 、38:30 知恵 4 :167 、 6 :92-93、10: 2、10:58、 
11 : 2、15・ 2、21:51、23:63、25: 2、31:3 一 4、36: 3 


クレ イシ ュ (GQuraish) 
祖先 106: 2 神 の 恩 錠 106: 3 一 4 


軍隊 (Military) 
戦略 と 集会 8 :59 戦い 方 8 : 16、8 :46 一 49、8 :57 一 58 平和 8 62 一 63、47:36 準備 3 :201 、 
8 :61 六 16:127 返却 8:17 正義 8 :66 一 67 国家 機密 60:2 


け 
経済 Economy) 
イス ラム 教 59: 8 


継承 (Inheritance) 
イス ラム の 法 2 181 一 183 、4 : 8 一 14、33:7 カラ ラー4 :177 


編 示 (Reyelation) 
光 統 性 7 149 、35 : 28、43:12 降下 2:98 影響 6:100、7:59、10:3 種類 16:69-70、42 
52 安全 な 法 87:2 預言 首 4 164 一 165 、72:27 一 29 真実 36:5 

Contract) 
偽善 者 2 :17 書 2 :283 預言 者 3 :82、33: 8 


月 経 (MTenstruation) 
夫婦 関係 2 ・223 


結婚 (IMlarriage) 
契約 4 :22 解約 60:11-12 偶像 崇拝 の 人 々 2:222 日 的 2 188、4:4 型 書 の 入 々 5:6 哲学 
2:224 は か な る 4 :25 訟 婦 と 処女 24:33 女囚 4:4、24:33 禁じ 65 れ た だ 階級 の 女性 4 : 23 一 25 


評 (AmimalsS) 
イス ラム 雪 の 高 の 分 が かち あい 51 : 20 


権力 (Power) 
一 時 和 的 40: 5 


権力 (Force) 
利用 2 :257 、7 :89 強制 要 照 
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ご 

行 あ (Actions) 
影響 5:6、35: 9、54:53 信仰 16:98、17:20 記録 45:30、82:1-13 報復 3 : 196 、4 4 
34:3ー6、46:20、47:5 報い 6 :161 、28:85、53:40 重要 視 7 :9 


真 敵 (Contributions) 
使う べき 良き こと 2 :268 、3 :93 繁栄 へ の 導き 2 : 4 一 6 増加 2 :246 、2 :262 、 2 :273 北 
次 3 :182 アッ ラー の 旋法 2 :220 


後悔 (Repentance) 
彰 教 3 ・91 受容 竹 4 :18 一 19 許し 4 :111 、5:40、6 :55、25:71 一 72 遅延 40:86、?71:5 


合議 ( じ onfersnces) 
偽 理 58:12 正 の なめ に 禁じ られ た も の 58: 9 一 11 目的 4 :115 


国家 (Nations) 
評価 38:54 興亡 10 : 25、11: 102 、14・22、29 : 21、29 : 25、31 : 30、35 : 10、36 : 69、 70: 42、90 
14 一 18 非 イ スラ ム 国 と の 同 表 3 :29-30 音 長 3 :160 義務 20 120 


国家 の 進歩 (Nationai progress) 
方 法 2 245 一 246 、2 262、2:270、3:140 法則 3 :27 一 28、21 : 97 


国連 (U.N.O) 
原則 49:10 


ゴブ グ と マ ゴ グ (Gog and Magog) 
身分 18:9518:98 一 100 物質 的 栄光 と 減 亡 18 : 41 一 43、18 : 48 一 49、21 : 97 一 98 礁 護 へ の 祈り 21 : 
113 キリ スト 教徒 参照 


拡 児 (Orphans) 
結婚 4 : 4、4・:128 財産 4 1 3、4:7、4:11、17:35 福祉 2 : 221 


子供 (Chidren) 
高 汰 の 願望 3 :39 両親 に 対し て の 寛大 な 待遇 6 152、17 : 24、29: 9、31:15、46:16 析 5 の 人 怖 守 
20:113 灯 午 6 :152 、17:32 乳 離 れ 31 : 15、46:16 ⑳2 :190 、9 :36、10: 6(Calendar) 


コラ ー(Korah) 
崩壊 28 77 一 83、29: 40 


婚 資 (Dowry) 


大 婦 関 係 前 に 見 婚 し た 女性 2 237-238 没収 2:230 意味 2:230 支払 と 解決 4 :5、4:25 返 
却 4 : 21 一 22 


憶 後 の 審判 の 日 (Doomsday) 
凛 持 の 議論 95: 8 不信 仰 者 の 運命 52・10 一 17 表 済 2:255 重要 性 6 :41 一 42 
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財産 (Property) 


取得 2 :189 、4・30 皿 恵 


サイ ラス (Cyrus) 


バビ ロン の ユダ ヤ 人 2 : 103 


ザ カ ー ト (Zakat) 
施し 参照 


ザ カ リマ や (Zacharia) 
ぜ で ガリ ヤギ の 項 参 昭 


殺人 (Homicide) 
4 -93-ー94 極悪 5 :33、 


サー ビ (Sabians) 
自分 2 :63、5 :70 


サム ー ド (Thamud) 


・6 贈与 4:6-7 所 有 権 16:72 試み 8 :29 


エル サレ ム の 再 糧 2 : 260 


か 


文明 15:83、26:142 拒絶 痢 7 :74 一 80、7 :102 、11 : 62ー68、 15 : 81、 25 : 39、 51 : 44 一 46、 54 : 


24…32 サー レ 26 142 一 159 


サー ム り (Sarmiiri] 


サー レ 参 昭 


号 分 20:86 イス ラ エ ル 人 の 了 皿 落 へ の 導き 20 : 89、20 : 97-98 前 


サー ロレ (Salih) 


20 - 96 一 95 


アプ ラ ハ ム と 同時 代 7 :74 人 々 15・81 一 89、26 : 142 -159 、91 : 14ー15 565( だ 7 :74、 


ムー ド 11 : 62 一 69 


産児 制限 (Buth-Control) 
貸 止 6 ・152 、17:32 


三 位 … 体 (T て inity) 
非 吉 X4 :172 、5:74 


山脈 (Mlountains) 
機能 31 :11 地 宮 16:16 


も 
死 (Death) 


死 の 祝福 26:82 不可 避 3: 


詩 頂 言 (Poetry) 
26 225 一 228 、36:70 


186、4 179、23:16 還 要 性 67 に 3 
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一 重 の 生 旗 40:12 


ドー コ 


7 


・78 


サ 


メア 各 発 (Shma) 
9 100 


等 院 (モス ク ) (IMlosques) 
無礼 2 :115 


シェ バ の 女 上 (Shaba Queen of) 
設け られ た 土 座 27 :39 一 43 アッ ラー へ の 剛 従 27 : 45 


死刑 (Death-penalty) 
殺人 人 の 後悔 17・34 


死者 (Dead) 
再生 21 : 96、23 100-101 灯 神 的 再生 2 :57、6:37 預言 者 の 夏実 の 証明 6 :112 


ジ ズ ヤ ( 税 ) (Oizya) 
徴収 9 :29 


北 菩 (Charity) 
過 な る 預言 者 と の 話し 合い 以前 58 : 13 一 14 人 を 和賀 し くし な い 慈 将 2:269 開放 と 秘密 21272 、2・ 
275 視野 2:273 、2 :274 あ ぎ けり と 損傷 2 : 263ー268 


指導 (Guidance) 
付随 する 法 13:28 


ジ ナ イ 山 (Sinai-Mfount) 
イス ラ エ ル 人 2 :64 


ジハード ( 弾 域 ) (Jihad) 
重要 性 22 : 399-40、22:79 ビザ ン テ ィ ウ ム と イラ ン 48:17 戦い の 状況 2 191 れ 一 194 、4 :76、9 : 8 
ー13 防戦 の 条 換 22:40 免除 の 認可 9 :91-92 絢 教 者 2 :155、3:170 意味 29: 7、29:70、66 : 
10 金銭 的 貢献 8 :73 目的 2 252、5:34 一 35 イス ラム の 普及 2 :257 、6:105 、8 :40、9 :6 
略 稚 品 8:2、8 :42 クル アー ン 25 : 53 軍隊 参照 


邪悪 (Evil(s)) 
理由 4 :18、16:120 結果 2 :82、4:124 不信 選者 の 固 圭 7 :29 正人 27:5 許し 3 :32、3: 
136 、4 :111 基本 的 な 友情 16:87 人 間 自 身 の 理 由 4 :80 解放 と 秘密 6 :121 、6:152 、7 :34 
品 6 :161 、10:28、28:85 罪 の あ が な い 11 : 115 、13: 23、16:126 普 と 恵 の 報い 28:85 社会 49: 
13 如 通 17:33、25:69 不正 直 4:108 殺 人 25:69 畜 畜 4:38 誇り 38:3、40:57 浪費 17: 
27…28 盗み 5:39 容 攻 17:37 うそ つき 22:31 むだ 話し 23:4 


ジャ ー ル ー ト (jalut) 
2 251 一 252 


社会 釣 関 係 (Social relations) 
人 進 4 :149 、5: 3、6:109 
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社会 的 変化 (Social change) 
法律 8 :54 


社会 法 (Social 1aws) 
抑圧 28: 7 


全 金 (Loans) 
記 銚 2 283 一 284 返済 の 延期 2 : 281 


シャ リア (Sihari'ah) 
基本 5 102 


シュ アデ イプ ブ (Shu'aib) 
身分 7 :86 人 々 7 89 一 92、11 : 85 一 96、26 177 一 190 


自由 (Freedom) 
重要 性 13 : 16 


洗 慣 (Customs) 
メッ カ の 不信 仰 者 5 : 104 


十字 架 (Crucifixion) 
イエ ス 4 :158 モー ゼ の 時 代 7 :125 イエ ス ・ キ リス メト 参 


答 命 (〔 子 定説 ) (Pre-destination) 
重要 和信 11:102 、23 1: 44、25: 3、26:81I、53 : 40 


縮 弥 ),。 (ムカ ッ タ アデ アート ) (Abbreyiations) 
意味 2 に 2、7: 2、19: 2、20:2、26: 2、27: 2、28: 2、29: 2、30: 2、31: 2、40: 2 


ジュ ディ (al)Judi) 
ノア の 釘 艇 の 上 上陸 11:45 


狩 作 (Hunting) 
為 式 の 訓練 5 : 5 


句 教 者 MIartyrs) 
永 返 の 生命 2 : 155 、 3 :158 、3 170-172 成功 47:6 一 7 


世 礼 (Pilgrimage) 
元祖 22:28 符 猟 5 ら :3、5:9、6-97 種類 2:159 装 務 性 3 :98 目的 5:98 儀式 2 :159、 
2 197 一 201 、 の 2? 1204 、22 29 


商業 (Commerce) 
公正 な 取り 引き 17:36 
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証拠 (Evidence) 
不義 24 :14 法律 2 :283 、4 :7、4 1:16、4:136 、5 107 一 109 


虹 天 (Ascension) 
イエ ス 2 : 37、7 :26、20:56 イエ ス ・ キ リス ト 参 妥 


二 罪 (Atonement) 
論破 2 1:287 、3 1 3、31:26、4 129、5:75、68:165 、17: 16、53:39 


食物 (Food) 
人 比 と 合計 2:169、2: 173-174 、5:2、5:5 一 6、5:88-89、5 : 94、6 :119 -120 、6 : 
122 、 6 143-147 、7:33 信 間 の 行動 7 :32、16 116-119 、23:52 大 量 41 :11 


ジョ シュ ア (」oshua) 
5 ・ 24 


女性 (Womnan) 
労 人 性 と の 平等 3 196 、4 :125 、16:98、33:36 役割 り 2:188 待遇 4:20 


半 物 (Book) 
各 示 を うけ た 者 の 特性 14 : 25 一 27 


ジョ ン (lohn) 
バプティスト 3 :40 無比 19:8 人 性質 19:13 一 18 


し る し (Signs) 
頂 定 6 110 一 111 


進化 (Evolution) 
神 へ の 信仰 】 : 2 


信仰 (Beliefj 

座 世 へ の 信仰 22: 5、6:93、27:4、31:5、70:27 基本 12:109、25:74 要素 2 :63、2 :286 、 
5 :70、13!22 神 と 入間 の 性 質 へ の 信仰 7 :173 、57: 9 神 の 律 法 の 佑 守 10:101 実行 4 :125 、 
20:32、40:41、61:3 一 4 全て の 人 謝 言 者 2 - 5、2 :137 、2 :286 、29:47 正しい 行い と 報い 2 : 
26 不信 仰 11 : 25、13 17、35 : 20 一 23、40 : 59、67:23 肉親 9 :23 一 24 隠 愉 40:29 要素 2 :137 、 
3・180 、4 :171 、7 :159 増大 3 :174 審判 6 117 一 118 軽 そ と そつ な と りあ つか い 4 :141 、6 : 
69 し る し 2:4 一 6、2:166 、2 :286 、4 :15] 一 153 役 団 16:107 、16:111 光 の 源 2 :258 
信仰 者 参 昭 ' 


拓 仰 者 (Believers) 
分 類 4 : 96、29: 11、57:11 移民 の 状態 4 :98、4 :101 アッ ラー の 友人 2 :258 、3:69、45:20 
努力 の 豊か な 実り 4 :125 アッ ラー の 助け 10:104 、40: 52、58:22 アッ ラー に よる 名 堂 4 ・176 、 


30:16 信頼 の 増大 8:3、9:124 真実 の し る し 3 ・:18、3 135-137 、8 1: 3 一 5、8 :75、21・ 
20 一 21、23 に 2 一 12、24 38、24 : 52、24! 63、76: 8 一 11、60: 2 一 5 恐れ と 悲し み の 皆 無 2 : 63、 
S・70、6 : 49、10:63、46:14 中 証 の 違 守 55: 9 一 10 報い 2:26、3:134 、3 :199 、4 :14、 
4 58、S : 13、5 : 86、7 :33、7 ・44、7 ・47、8 :75、9:20、9 :89、10: 10、15 : 24、16 : 31 一 32、 
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17 : 10、25 : 16 一 17、29 : 59、30 : 46、40!: 9、47 16、55 ! 47ー59、55 763 一 79、56 : 16 一 41、76: 6 
ー7、76:12 一 23 楽園 の 売却 4 : 75、9 11 一 112 、61 : 11 一 12 確か な 知識 の 基礎 6 : 58、12:109 融 
判 29: 3 一 4、39:11 吉 志 の 勝利 5 : 57、9:20 アッ ラー の 崇拝 39: 3 栄 園 参照 


真実 (Truth) 
勝利 8 : 8 一 9、13:18 統一 10:77 


神 性 (Divyinity) 
臣 練 10 : 35 一 37 


信頼 (rusts) 
待 介 2 : 284 


ジン (jinn) 
神格 化 6:101 情熱 的 な 気性 15:28 人 人 間 プ 男性 46: 30-ー31、72:2ー7 重要 性 6:113 、6 :129 


人 人 類 (IMfankind) 
共同 体 23: 53 


す 


ズ ィ ハ ルル (Zihar) 
SD 08 ター デカ 


ズー ル 。 タク ルナ イン (Dhu] Qarnain) 
身分 と 仕事 18 : 84-99 


琉 い (Salyation) 
ユダヤ 人 と キリ スト 雪 佳 の 主張 2 [112 、2 :141、3:25 非 イ スラ ム 教 徒 22:18 子 言 者 の 出現 以 部 
の 人 々 20: 52 一 53 前 提 条 件 2 :63、44:58 取得 2 :255 


せ 
正義 (Justice) 
違 守 4:106 、4:136、6:153 英 5:9 


成功 (SuccesS) 
法律 2 :149 、2 :154 、3:201 、8 30、13:15 


maslt(Bible) 
クル アー ン に 関し て 異な る 上 解 羽 2:107 アプ ラ ハ ム の 父 6:75 アプ ブラ ハム の 正直 19:42 プロン 
20:91 イエ ス の 邊 死 19:26 禁断 の 木 2 :36、7 :20-23 エジプト 人 に よっ て イス ラ エ ル 人 に 与え ら 
れ た 金 20:88 ジャ ルー ト 2 251 一 252 ヨゼフ 12・5 マリ ア 19:17 イス ラ エ ル 人 人 の 殺し あい 2 : 
55 出 エ エジプト の イス ラ エ ル 人 の 数 2 :244 ファ ラオ 10:93 子 千 崇 拝 こ の 町 2 :55 アロ ン の 姉妹 
19:29 タブ ー ト 2 :249 タル ー ト (ギデオン )2 :248 押入 2 176、2:80、3:79、4:47、3- 
42 イス タム に つい て の 打 昔 2 :150 、7:158 、9 :111 、23:21、48:30、61:7 


ーー は UI2 一 


精神 的 進歩 (Gpiritual progress) 


意味 6 97 一 98、7 176-177 、11:115 、36:72 途上 の 了 貴 害 8 : 25-26、 10・29、 24 : 51、77:31 


階 5 194、111 4、11:24、16 1 99、16: 129 、23 1 2 ー12、24 : 45 一 46、35 : 33、 ロ 1 : 17ー20 


聖地 (Holy 1and) 
持 福 7 :138 継 者 21 106 二 113 イス ラ エ ル 人 5 ・:22、7 :130 


生命 (Life) 
水 へ の 依存 67:31 類似 18:46-ー47 は か な る 46:36 大 和 心 23 114 一 115 


本 洋 (West) 
基 遼 11 2 一 6 


精 吉 (Spirit of holiness) 
2 : 88 


ゼ ガ リマ ヤ (Zacharia) 
品 子 の 森 生 19: 3ー12 身分 3 :38 祈り 3:39-42、19: 6 一 7 


豆 任 (Accountability) 


入間 の 思考 と 行為 2 1285 、6 :63、21:48、64: 5、68:40 99:8 一 9 個人 の 性 質 2 :140 、 


42、42:16 使者 E ヒ 人 々 7 :7 
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定義 10:5、19:61 アッ ラー か ら 生 じ る 普 と 悪 64:12 普 と 悪 の 知識 を 与え られ だ 人 癌 90:11 半 ょ 


悪 の 繧 い 10 : 28 


江 争 の 捕 磨 (Prisoners of war) 
解放 4 :4、24:34 結婚 24:33 と ら え る 8 68-69 待遇 47:5 


宙 門 化 (Specialization) 
示 赦 的 訓練 9 : 122 


て 
装飾 (Adornment) 
m 可 7 ・33 


久 造 (Creation) 
多様 性 16:14 地球 紀 :10-11 新しい 天地 46:34 対 139: 4、36:37、51:50 過程 16:41 
64: 4 六 つ の 期間 の 宇宙 の 創造 7 : 55 


相談 (Consultation) 
ィ ス ラム の 基本 的 性 質 3 : 160 、42:39 


ゾロ アス ター 教 (Zoroastrianisin) 
反論 56: 2 
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ソロ モン (Solomon) 
提 先 6 :85 軍隊 27:18 一 28 潜 術 の 発達 21 : 83、27 :16 一 18 言語 の 知識 27:17 エダ ヤ 人 の 陰謀 
2 :103 政策 21:79-ー81 シェ バ の 女王 27:23-45 啓示 4:164 主 尊 21:83 資 易 21:82 申し 
開き 27-77 知恵 21:80、27: 16 


ra 
ター ルー ト (ギデオン ) (Talut-Gideon) 
身分 2 :248 ジャ ー ル ー ト の 殺害 2 :252 


代 衣 (ntercesston) 
基 認 2 :49 義務 4 :86 不信 人 男 者 6:52 許可 2 1256 、34・24 


多 神 論 (Polytheism) 
非 次 4 :49、4 :117 誤り 6:4 


ダッ ジャ ー ル (Dajjah) 
自分 18:111 凍 の 時 22: 348 


ダビ デ (David) 
殺 害 の 企 て 38 : 22 一 25 神 の 思 箇 2 :252 、4 :164 イエ ス に 呪 わ れ だ へ プラ イ 人 5 :79 政 寅 21:79 
権力 と 栄光 21 : 80 一 81、27 : 16、34 : 11 一 12、38 : 18 一 21 ノア の 子 際 6:85 申し 開き 38:26 


タブ ー ク (Tabuk) 
遠征 9 :38、9 :42 


魂 (Goul) 
入間 の 魂 参照 


断食 (Fasting) 
承認 2 :186 処方 せん 2 184 一 187 断食 の 月 の タル アー ン の 紗 示 2 : 186 


ち 

厄 い (Oaths) 
凌 任 5 :90 破棄 2:225 暗 罪 66:3 神 型 16:93.52:2 裏切り へ の 凍 2 1226 、58:17-20 還 
要 性 37:2、91:2 

地球 (Earth) 
食物 生産 量 41:11 数 65:13 所 有 権 7 :129 

地獄 (Heil) 
信仰 者 19 : 72、21 102-103 永遠 性 2 :40、11 107-108 、21:48 燃料 2:25 撤収 容 者 2:168 玉 
4 :57 叫び と 怒声 11:107 磯 惨 13:19 ' 

知識 ( 代 nowiedge) 


和 模索 9 :122 務 言 者 72: 9 一 13 価値 2 :270 
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中 傷 (Slander) 
結 示 24:22、104 2 前 24:5 一 6、24:20 配偶 者 24: 7 一 9 


ちよ うず 
手 水 (Ablution) 祈 り の 前 の タ 々 ヤム ム 4 :44、5:7 


貯蔵 (Hoarding) 
非 雌 104:3ー5 罰 9:34 一 35 


の 
月 (IMTonths) 
数 2 :190、9 :36 神 翌 9:37 


月 (IMfoon) 
欠け 54: 2 


罪 (Sin) 
理由 41:24、56:48 許し 39:54-56 人 間 の 性 質 7:43 意味 4 :113 大 き な も の と 小 き な も の 4・ 
32、53:33 告 臼 と 秘密 6:121 、6:152 多 神 論 4・49、4 117-118 賠 避 12:34 


て 
抵当 (MTortgage) 
2 : 280 


哲学 (Philosophy) 
真実 36: 5 


天 (Heayen) 
拡がり 51:48 機能 2 :23、21:33 一 34 惑星 の 軌道 31: 8 創造 の 日 的 16:4 指導 生命 の 源 14 
11、40:14 精神 的 25:62 独立 性 13:3 創造 の 時 7 :55、10:4、1I1:8 


天使 (Angels) 
信 選 2 2178 、2 に 286 、4 に 137 義務 6 :112 、33:57、35: 2、38:73-74、39:76、42:6 神 
の 神 の 前 兆 6:9、6:159、15: 9 信仰 者 の 救済 2 : 221 、 3 124 一 127 、8 :10、41:31-32 地 
狼 43・78 無知 2:31、2:33 精神 の 人 鎖 の つなぎ 2 :99 記録 50:18、50・22 神 の 特質 の 彫 響 2 ・ 
33-34 アダ ム へ の 追従 2 35、 7 : 12、15 : 30、17 : 62、18 : 51、20:117 神 の 不変 と 使者 の 真実 の 
証明 3 : 19、4 :167 


伝道 (Preaching) 


方 法 16 : 126 、20: 45、26 : 215 、29: 47、41・ 35、51 : 56 


思 
同 本 ( じ oncubinage) 
非 次 4 : 4、4:26 


LLS 


統治 (Administratior) 
相互 合議 3 :160 、42:39 正 計 4 :59、4:136 


道徳 性 (Morality) 
段階 16 : 12 一 14 


宮 (Wealth) 
貧困 の 分 か ちあ い 51:20 精神 的 発達 34・38、102 2 一 9 


トラ ー(Torah) 
ユダ ヤ 人 の 指導 5 :45、6:155 支持 者 へ の いざ な い 5 : 66 一 67、5 : 16 5 :20 イス ラム 雪 徒 48 : 
30 墓 な る 預言 省 に つい て の 拍 言 45 18 一 19 クル アー ン 5 :44 一 46 啓示 3:4 


奴隷 滑 度 (Slavery) 
廃止 24:34、47:5 非難 4 :4 


に 
二元論 (Duajism) 
反論 4 :79、6: 2 


| 更 (Suckling) 
規則 2 :234 

人 人 間 (GMIan) 

デッラ ー と の 関係 8 ・25 天使 の 甚 け 7 :12 神 と の 親 変 15:27、15:30 大 地 ほ と の つなが り 7:26 創造 
3 :60、6 1: 3、7 112 一 13、15 : 27 王 28、21 : 17 一 18、23 : 13 一 15、23 1 116 、51 : 57、55 : 15、95 : 
5 一 6 運命 17:16、30:54、39: 42、49 1 39、52 1: 22、53 : 39ー42、87: 3 神 の 素 球 11:111 党 替 
17 71、19:59 邪悪 7:20 自由 6:108 、6:150 、7:12 成長 5:94、65:96 女性 に 対す る 保 
護 者 2 :229 、4 :35 種類 6:37 性 費 30:31、30:37、33:68、34 : 32、38: 61 一 62、39 : 50、40 
11 お ご り 41:51-52 壮 争 好き 16:5、18:55 軽薄 31:7 性 急 21:38 不 減 37 :59 一 61 章 惨 
17:101 、70:20 一 22 死す べき 運命 21:35 迷信 31:22 因 知 5 ず 10:13、11 : 10 一 12、17:68 権力 
33:73、64:3、91:9 上 環 亡 57:23 優越 17:71 尊 小 し た 字 再 91:8 決意 41:12 自身 に 対す る 
日 繋 者 41: 21 一 23 仕事 17 : 14 一 15 


人 人 問 の 進歩 (Human progress) 
希望 と 再 れ と の 結び つき 10: 8 


人 人 逆 の 性 質 (Htman nature) 
原則 6 109-I11 純粋 15:43 


人 人 問 の 殊 (Human soul) 
骨 造 32:10 永遠 性 2 :118 発展 56:61-62、70!:5 不 減 39:43 人 性質 10:13 届 任 35:19 発展 
の 長 階 75: 3、76: 6 一 7、76: 18 一 19、76 : 22、89: 28 一 29 稀 知 39:44 

人 人 間 の 名 堂 (Human honor) 
上 三 、17 ・ 37 


ー よ UL16 一 


人 間 の 理性 (Hurman reason) 
神 の 理解 6 :104 宗教 2 : 171-172 、5:105 、7 :180 啓示 16:12、16: 67 


ぬ 
竹 み (Stealing) 
串 5 ・39 


ね 
ネ グ ス (INegus) 
イス ラム 教徒 に 与え られ た 層 次 所 5 : 83 一 84 


ネ ブ カ ド ネ ザー ル (Nebuchadnezzar) 
エル サレ ム の 破壊 2 : 260 、21:86 
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ノア (Noah) 
その 生 に お ける 型 な る 押 言 者 へ の 言及 11:50 箱 式 11:38 一 45 大 洪水 11 : 41、 11 : 49、23・28 子 
係 6 -86 一 87、37・76 一 78 神 と の 対話 11:46 一 49 神 の 配 虐 29:15 息子 の 湧 死 11 : 43ー44 人 々 
7 60 王 65、10 に 72ー74、 11 : 26 一 49、 23 : 24 一 31、54 : 10-17 祈り 11:35-37、71:27 一 29 地位 3: 
34 


は 
バー ル (Ba) 
偶像 り 名 前 37 : 126 


背 教 (Apostasy) 
後悔 に より 容赦 3:90 一 91 教義 の 主義 に は 無害 3 :145 、5:55 前 2 1:218 、3 :87、4 :138 、16: 
107 


廃止 (Abrogation) 
聖典 2 107 グル デーン 2 :181 、5 :98、16 : 102 


ハ ガ ル (Hagar) 
自分 37:103 


追 害 (Persecution) 
信仰 首 2 :215 目的 3!:168 、3 :180 、3:187 


箱 昔 (ArK) 
ノア 7 65、10 : 74、11 : 38 一 39、23 : 28 


三 40U7ー 


遇 (Punishment) 
不義 4 :26、24: 3 無 秩 座 の 創造 5:34 不信 和 爺 29:41 著しい 水 適切 4 :16 殺害 2 179 一 180 、 
4 :93 一 94 盗み 5:39 中 傷 24:5 一 6 残酷 な 犯罪 4 :17 回 避 10:99 原子 料 弾 36:30、36・ 
50-51、36:54 来世 11:104 種類 6 :66、10:14、32:22 任 質 29:56 犯罪 と の つり あい 10:28 
中 断 16:62 人 施 難所 8:34 警告 17:16、20:135 、26:209 、28:60 神 11:102 、21:16、26:189 、 
46 : 24 


ハデ ィ ス (Hadith) 
信 頼 性 3 : 65 


バド ル (Badr) 
戦い へ の 信 考 の 嫌 加 8: 6 敵対 する 傾向 8 :43ー45 イス ラム 教 の 束 失 3 166 没 2 回 巡 征 3:173 
重要 性 25:27 信者 の 勝利 2 :211 、 3 :14、3:124 、8: 8 一 13、8:18、32:30 


派閥 主義 (Sectarianisn1) 
非 6 :160 


バラ ム イブ プン バウ ー ラ (Baj'am iDbn Ba'ura) 
威信 の 裏 失 7 : 176 一 177 


ハー ルー ト と マー ルー ト (Harut and MIarut) 
2 : 103 


バル ザク (障害 ) (Barzakh(barrier)) 
剖 23 1 101 、25:54、40: 衝 


バル ナチ バス (Barnabas) 
福音 書 に お ける 型 な る 換言 者 に つい て の 項 昔 61: 7 


燃 祭 (Burnt-offering) 
。 層 な る 預言 者 3 : 184 


ひ 
必要 性 (Necessity) 
非 合 法事 の 合法 化 5 : 4、6:1346 


秘 室 (QSecrets) 
疫 吉 566: 4 


平等 (Equality) 
全て の 人 間 17 : 71、49:14 男性 と 女性 4 :33 
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ファ ラオ (Pharaoh) 
ご う 慢 28:39 軍 の 骨 壊 10:91、44:30 屈辱 40:38 庁 跡 7 108 一 109 モー ゼ と 類 術 師 7: 
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105 一 128 人 太 々 7 131 一 137 、11 : 98 一 100 死体 の 保存 10:92-93 僧 人 慢 の 身分 28:7 イス ラ エ シル 
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夫婦 関係 (MTarital relations) 
路 吾 4 129 多 雪 4 :130 
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イス ラム 教 に 関す る 記述 48:30 指導 3:4、5:47 一 48 務 言 1 360 、7:158、61:7 
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アッ ラー3 932、3:188、3:173 、4 :65、4:81 法 的 権威 4 :60 関連 4 :70 
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徒 で あっ た らし と いう 願望 15: 3 自身 に 対す る 日 撃 者 36:66 


フ ダ イィ イ ビ ヤ (Hudaibiyah) 
過 誠 の 碑 い 48:19 陣 定 48: 2、48!25、48:27 


復活 (Resurrection) 
使者 の 集会 5 110 現実 4 :88 死者 8 :25、50:4ー16、56:2ー7、69:14-17 現世 2:37、6: 
37、7・15、8 :25 複 活 の 日 の 判断 78: 3 一 5、78:18 一 21 し る し 75:4 


物 (IMTatter) 
創造 6 :19 いわ ゆる 水 遠 性 2 :118 


フナ イン (FIunain) 
イス ラム 教 の 勝利 9 :25 


フロ イト (Freud) 
モー ゼ 20 : 10 


=*09 


アム 
H た 利 (Peace) 
国際 平和 の 原則 49:10 源 13:29 楽 約 8 :62 一 63 


ヴェ ー ル (veil) (お お い ) (Purdah) 
細雪 24 1 31 一 32、24 1 59 一 61、33 : 60 


ヘ ジ ラ KHijaz) 


兆 化 9 : 3 


ペスト (Plague) 
JE 計 ) 2 Bd 


ヘブライ 人 (Jsraelites) 


テッ ラー の 理解 2 : 56 一 57、4 154 サル と ブタ 2 :66、5:61、7 :167 根拠 の な い 理論 20:78 千 
の 崇拝 2 1 52、2 :94、4 :154 、7 :149 雲 2:58、7 :161 自治 的 な 生活 10:88 神 と 屯 言 者 の 
の ろ い 5: 13 一 14、5 :79、17:61 解放 10:86-87、28:6 一 7 神 の 思 仙 20:81 天 前 5:80 飲用 


水 2 61、7 :161 - イ シュ マエ ル 族 へ の 描 悪 5 : 28 約束 の 地 へ の 入場 2 244-245 、5 :23、5:25 
戦い 2:247 偶像 此 拝 7 : 139 一 141 、7:151 いざ な い 2:42 王国 と 需 言 者 の 地位 5:21 マン 


ナ と サル ワ 2 :58 エジプト か ら の 移住 2 :244 人道 使 的 如 彦 2 ・249 
ォ の 残酷 14:7、28:5 一 7 約束 の 地 26:60 項 言 2 :90 
人 々 2 ・62 首 海 2 :51 後 放 7:150 パレ スチ ナ で の 再 植 民 17 : 105 


5 :78 荒野 20: 81 


は 


法 (Law) 


神 の 言葉 の 誤用 2 :8O0 ファ ラ 
品 2 ・81、17:5ー7、17: 8 反抗 的 な 
苦悩 2 :50、7 :142 警告 


共 胡 5 :104 奇跡 と 自然 7 108-109 性 質 6 :35、6:116 、35:44 一 45、48:24 自然 と シャ リア 


の 法 22:19 神 性 の 必要 性 4:29 舞 法 42:41 精神 と 形 9:19 


暫 易 (Trade) 
規則 4 :30、9 24 


報復 (Retaliation) 
存続 の た め の 方 法 2? :180 トー ラ 5:46 


施し (Ahms) 
注 収 E 分 配 2 274、9 :60 党 化 の 方 法 9 : 103 


掘 の 戦い (Trench(Battle of)) 
偽善 者 33 : 11、33: 20 一 21 重要 性 33 : 10、33:26 


ま 


マデ ィ ア ン (Midian) 
人 々 7 86 一 94、11 : 85 


ー1020 一 


マリ アプ (IMary) 
祖先 3 -36 イエ ス の 誕生 3 : 46、19:21-24、19:27 純潔 21:92 神 の 素 仕 へ の 献身 3 : 36 二 37 い 
わ ゆ る 神 性 5 :117 党 替 3:43 神 の 恩 入 3:38 アロ ン の 姉妹 19:29 話 19:17 一 28 真実 5 :76 
処女 性 3 ・48、19:21 一 24 エル サレ ム へ の 航海 19:28 ゼ ガ リヤ 3 :38 イエ ス ・ キ リス ト 和 参照 


まぼろし (Vision) 
店 っ た 解釈 48:28 考 ら つ 化 50:23 


の 
見 えな いも の (Unseen) 
知識 27 1: 66 一 67 


ミカ エル (Michael) 
ユダ ヤ 人 の 気に入り の 天使 2 :・ 99 


密 (Honey) 
人 人 則 の 治療 剤 16 : 70 


む 
無 神 維 (Atheism) 


まま] 


ぁ ふみ ス リム (イス ラム 教徒 ) (MIuslirms) 

征服 2・116 信 欲 20:132 アッ ラー へ の 敵 2 245-246 、9:88 平等 3:116 賞 艇 2 :153 
信 爺 9 :124 非 イ スラ ム 教 徒 と の 友情 3 : 29、3 119-121 、3 : 150、5 : 3、5 :52 一 53、5 :58、 
60:9 一 10 日 標 17:10 有人 益 8:73 ユダ や ヤ 人 と キリ スト 教徒 3 :101 、3 197-198 正毅 4: 
136 、5:3、5:9、6:153 イス ラム の あい きつ 4:87、4 :95 多数 派 5:101 伝道 機構 3 : 
105 非 1 ス ラム 教 国 8 :73 法 的 権威 へ の 了 服従 4 :60 義務 2 1:137 、2 :144 、2 :166 、2 :178 、 
2 :196 、3 :111 、3 138 一 139 、6 :166 、11:113 、47:23 追 審 3:196 往 栄 18:32 獲 17: 
8、17:105 自 式 の 探 倫 18:8 クル アー ン 6:156 、7 : 3 戦争 へ の 反感 2:217 報い 10: 
64 一 65、37:42 一 50 殺りく 4:93 心 の 状況 17:110 着実 2 154-158 契約 9:4 統一 3: 
104 、6:160、61:5 勝利 48:25 仕事 51:2ー5 


め 
メン シヤ (救世 主 ) (Messiah) 
出現 イス ラム の 勝利 2 : 261 、9:33 


メッ カ (IMiecca) 
アプ ラ ハ ム の 侵略 2 ・151 アブラハム の 祈り 14:36 一 38 新しい 宇宙 の 合造 14:49 京 越 27:92 起 
退 14:49、34:27、54: 8 一 9、70:43-45 前 角 44:11 指導 の 源 3:97 聖なる 預言 者 6 :116 、9 : 
1 一 2、17:81 神 了 回 2 :192 母 な る 町 6 :93、42:8 イス ラム 教 の 征服 2 150 一 151 平和 2 :126 
安全 28 : 58 一 59 人 々 へ の 和 告 7 :99 
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も 


モー ゼ (Mloses) 
成就 28:15 アロ ン 20:30-31 昇天 18:61 一 83 大 志 7 144 非難 33:70 神 と の 共存 28:30-36 
出国 2 : 51、7 139、10 : 91、20:78 フロ イト 20:10 型 地 7 129-130 聖なる 預言 者 11: 18、46 : 
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イス ラ エ ル 人 10:84-94 結婚 28:28 殺人 和信 28:16 神 と の 泥 哲 2 52 、7 143、27: 8 一 10 メ 


ディ アン 20:41 閣 跡 2 :61、7 108-109 、7 : 118 、7 :134 、17 : 102 、20:19-24、27・13 ファ 
ラ ォ 2 :50、7 105 一 119 、10: 76 一 83、11 : 97 一 98、10 : 89、17 102 一 103 、20 : 30、26 : 11 一 68、51 : 
39-41 服従 する 預言 者 2 :88 啓示 6 !:92、6 : 155、23:50 むち 27:11 福 託 の 範囲 7 :106 座 
術 師 7 114 一 127 、20:71 ユダ ヤ 人 に よる 中 傷 61: 6 地位 7:145 話 28:8 一 47 姿 20:11 


モハ ッ マ ド (聖なる 預言 者 ) (UMluharnrnad) 

アプ ドゥ ッ ー ラ イブ ン マク トゥ ム 80: 2 出現 2 190、2:130 、14:36-38 時 天 171: 2、17 : 61、 
53: 8 一 19 権 左 24:52-55、33:37 祈り の 競技 へ の 挑戦 3 :62 仲間 5:23、9 100、9 117 、 
24: 96ー90、 290. 290 、 0924、 9。、 7 ウーT、7901 リッ ー9、92 4。 1005 2 っ ー12 イシ ュ マ テ 
ル の 子孫 2 ・130 アッ ラー へ の 献身 6:163 神 の 保護 5 :68、47:14 移民 9:40、28:86 敵 9: 
61、13・ 11 一 12、 27 : 49ー51t イス ラム 教 の 精神 的 父 33: 7 神 の 恩 龍 93: 2 ー12、108: 2 一 4 戦い 


っ 


4 ・ 
ポン 


10 : 


6 
に 


21 


35 
25 


36 


82、 


85 最後 の 預言 者 の 身分 33:41 墜 固 58:52 支持 者 2:144 、3 :111 、25・11 神 へ の 愛 3:32 


"と マ ゴ グ 21:113 保護 者 の 任務 6 :108 ヘラ クレ ス 3:65 脚注 人 開 性 6:51、7 :189 、 


50、46:10 文 村 7:159、29:40 非 威 正 者 42:25 仲介 43:87 正義 5:43、5:50 宰 の 王国 


*74 陣 秒 22153、53!21、53163 光 5 :16、24:36 ユダ ヤ 人 の 陰謀 2 :103 メッ カ の 人 の 陰謀 
・31 人 人 間 へ の 愛 18:7、26:4ー5、351.9、43:89ー90 人 間 へ の 標 男 33:22 結婚 33137 一 38、 
本 


5 ぅ 1 一 53 メッ カ の 人 々 8 :34 素 悲 深き 3:160、9:128、21:108、26:216 奇跡 8:18、10: 


、13: 8 伺 徳 釣 達成 80: 2、80:12 モー ゼヒ イエ ス 36:15 新しい 世界 の 秩 計 27:88 一 89、29 : 20、 
・18 服従 3 132、4 :65 一 66、4 :70、42:24 昧 褒 6:9、6 1:38、7 :204 、16:104 、17 : 91 一 94、 
・ 5 一 10、25 : 33、34 : 47、52 ! 34 一 35、68: 3 一 7、69:45 一 48 巡 耐 6:35 完成 33:73、36: 2、 


14、53: 2 一 6、55・4、74:2ー6 詩 26 225 一 228 、36 : 70、52:31 一 32 進歩 22:16 頂 昔 5: 
7 144、7 158、11:50、12 1 10、12 1 25、12 1 93、12 103、28 45 一 47、33- 2、46:11、61:7 


ー8、73:16 イエ ス と の 間 の 預言 省 5:20 純粋 23:76 キ ブ プラ 2 144 一 145 クル アデ アーン 2 98、 


10) ・ 


41 


16、11 : 13、15:88 復活 8 :25、50:42 一 46 尊 散 2:105、24:63、49:2 一 6 無 私 無 飲 52: 
白 48: 3 身分 13: 5、17!80、201 2、25162、33:41、33:47、91:2ー5、95: 2 一 3 政 


治 的 手 脱 3 :160 真実 へ の 努力 9 :88 成功 94:2-ー9 人 2:130、3:165 真実 3 :82、10 : 17、 


11 : 


18、21:6、36:3 神託 の 普通 性 2 :214 、3 :85、4 :80、6:93、7 159、14:5、34:29 中 


し 開き 9 :1-2 仕事 11:113 、62:3、73:2 デッラ ー の 崇拝 73 : 21 


矢 (Arrows) 
予言 5・4、5 :91 


や コブ (Jacob) 
2 ・137 、12: 7、12:85、12 1 94 一 97、12 100 ヨゼフ の 運命 12 : 14、12 : 19、12 : 69、12 : 87 一 88、 
1 の で 97 

1 

友情 (Friendship) 


苦悩 43 : 68 
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輸送 (Transport) 
新しい 方 法 16: 9 


ユダ ヤ や 人 (Jews) 
流浪 59:3 一 6 集会 33:16 呪 わ ね れ た 者 た ち 17:61 ぃ 信 心 4 154 一 157 宰 の 思 角 の 非 独占 57 : 30 
永 称 の 宣告 3 : 113 イス ラム の 敵 5:83 利子 4 :162 現世 へ の 愛 2:97 陰謀 2:103 、2 :109 、 
9 :32 連 切 り 33:27、33:61 一 62 描写 5 :13-14 キリ スト 教徒 の 第 越 61:15 焦土 政策 59: 3 
モー で ゼ に 対す る 中 傷 61:6 りん し ょ く 5:65 罪 4 :161 


許し (Forgiveness) 
必 ね る こと の 意味 40:56 尋ね る こと に よっ で て も だ らき れる 神 の 落 悲 4 :65、8 :34、11: 4、11:53 偶 
像 崇拝 者 に は 求 ゆ られ な いも の 9 :113 


よ 


酔い (Intoxicants) 
禁止 2 :220 、5 : 91 一 92 


俳 才 (Adoption) 
アラ ブ の 習 條 33:5 


欲 ば り (Covetousmess) 
非 共 20:132 倫理 と 邪 昌 参照 


拓 言 (Prophecies) 
取り 消し 10:47 実現 6:68、11 : 34、13 : 39、40:78 種類 3:8 人 性質 6:116 日 的 17:60 億 大 
な 変化 22: 2ー3 キリ スト 教徒 18: 9 聖なる 預言 者 10 : 72、28 : 86、 38 : 11 一 12、46 : 11 一 13 2 つ 
の 海 の ゆ の つ な が り 55:20 ペン ( 筆 ) 96:5 ペル シア 澄 30:35、54:46-49 ペスト 27:83 追放 16・: 
9、36:43 イス ラム の 勝利 2 :116 、17・82、33: 23、35 1 12、38 1 2 、41 ! 54、48 : 22、48 1 29、79 : 
710 、84:17 一 21、90:2ー3 世界 大 戦 18 : 48 


聞 店 者 (Prophets) 

信頼 4:151 見 弟 愛 23:53 央 従 2:105 英 6:113 模 和 14:12 偽り 10:18、10:83、21:30 
役割 り 5 :100 、6 : 49、10:73 19:52、 21:31、25:11 許し 14:42 人 間 性 13:39、17: 94、18 : 
11]、21:8 一 9 正直 3:162 地獄 の 一 員 7 :47 一 50 全て の 民族 問 10:48、13: 8、14 : 10、16 : 37、 
16 85、35:25 言語 14:5 神 の 現れ 40:8 クル アー ン の 中 で の 言及 4 :165 不変 性 21* 9、21・ 
35 有 徒 26:109 反感 21:42、22:53、34:35 苦 次 2:215 出現 30:42、30:47 隊 級 2 :254、 
17:56 避難 40:28、40:52 拒否 23:45、25:32、54:24 復興 45:6 無 私 無欲 11:30、11:52 凍 
薩 21:28 殺 害 2・62、3:113 、4:156 真実 10:17、21: 4ー6、69:45 一 48 日 に 見 えな い 啓 示 
3 :180 日 琶 者 21 : 57 


環 言 者 の 地位 (Prophethod) 
授与 6:125 分 類 2 :254 、4 :65、4 :70、6 :90 要求 者 6 :22、69:45 一 48 継続 性 7 :36、22: 
76 役割 19:52 必要 性 20:135 、28: 48 


ヨゼフ (Joseph) 
12 :70 一 80 信者 仲間 121 6 一 23、12 : 59、12 : 77、12 : 90、12:93 財政 家 12:55-56 純粋 12 :51 一 52 
少 の 解釈 12・37 一 38 土 の 良 の 解釈 12:47 一 50 高潔 12:32-34 求 テ ィ フ ァ ー の 妻 12:25 年 獄 
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12 : 36 一 40、12・43 生活 の 中 で の 預言 者 の ほのめかし 12・ 9 一 10、12 1 49、12:103 購入 品 12:22 ア 
プラ ハム の 子孫 12: 7 卓越 し た 美 12:32 唯一 性 12:40-41 次 12:5 


ヨナ (]onah) 
4 ・164 宙 へ の 既 り 921:88 ニ ネ で か ら の 漁 避 37 :140 一 141 身分 10:99 高潔 な 頂 言 者 6・87 


ョ プ (lob) 
#・164 、6 :85 不幸 38:42-45 忍 春 21:84 一 85 歴史 21:84 一 85 錠 周 の 模範 5 :85 


夜 (Night) 
役割 10・68 


ら 

来世 (After-life) 
論争 2 : 29、15 : 86、17 : 50 一 52、19 : 67 一 68、22・ 6、23・116 、29: 65、30:9、79:28 信者 の 信 
念 2:5 信者 へ の 報い 2 :26、10:5 信者 だ けが 受け る 恩恵 17:73 雰 力 する 信者 17:20 確実 性 
2 ・29、11 1: 8、16:39 一 40、17 : 50ー53、23 :17 現世 と の 比較 3 :15、17:22、40:40 永遠 性 44: 
57 報い られ る すべ て の 行為 18 : 50、20:16 罪 に 対す る 寛容 2 :49 分 別 の な い 不 信者 17 :73、20: 
125-127 。 神 の 現れ 39:76 報い の 性 質 36 : 56-59 間 議 6 :30、19:67、23 1 38、36・ 79、44 : 35ー36、 
45:25 契約 2 ・29 蘭 17111、22: 10、41 : 17、69: 33、79:47 現世 と の 関係 17 14、17 : 73、29 : 
65、57・12 一 13、102 2 一 9 復活 39:69-71 人 人 知 27:67 


薬 園 (Paradise) 
講 福 2 : 26、 3 : 16、9 : 72、13! 24、13 : 36、55 : 47ー59、55 : 63 一 79、56 : 16 一 41、78 : 32 一 37 永 
剖 性 11 : 109 、50・35 神 の 替 美 10:11 等 級 5:66 人 性質 57:22 平和 10:11、10:26 現世 47:7 
賞賛 に 値する 特質 3 :134 、13:23、26:91 真実 の 理解 10 : 31、20:91 報い 15 : 48 一 49、18 : 32、19・ 
62 一 64、32: 18 一 20、35 : 36、40 : 41、47 : 16、50: 36、52: 18 一 22、52:25 仕事 15: 49、39: 21、66 : 
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ラマ ダン (Fasting)(Ramadan) 


ラム セス 2 圭 (Rameses II) 
身分 2 :50 


り 

次 婚 (Divorce) 
憎 宮 4 :131 イッ ダ 2:229、2:235 イス ラム の 法律 2 228-233 、65:2-8 出資 支払 い の 克 
大 な 待遇 2 : 242 、4 :21-22、33:50 離婚 解除 へ の 工夫 2:227 背 求 2 ・230 


利子 (Tnterest) 

民 濁 2 :279 一 281 、3:131 禁止 2 :276 一 277 、30:40 
理 神 論 (Delsm) 

告発 6 : 104 
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略 付 品 (Spoils) 
分 配 8 : 42、59: 8 一 9 


_ 流 (Mieteors) 
落下 15 : 19 一 20 


両親 (Parents) 
親切 な 待遇 6 152 、17 : 24ー25、29 1 9、31: 15 一 16 


旅行 て Tourism) 
イス ラム 教徒 67 ・16 


偽 理 (Morals) 
中 天 の 妥 素 23: 6 一 8、24・31-32、24 : 34、24:61 潔 閣 の 要素 2 : 223 、22:30 了 協力 の 要素 5:3 
半 の 実行 2 :149 、2 :196 、3:111 、23:97 許し 24:23 傘 約 17:27 約束 の 実行 2 :178 、17・ 
35、23・9 営 大 3:145 も て な し 11:70、15:69、17:27 謙虚 25:64、31:19 正毅 6 :153 、16: 
91 親切 2 に 84、4 :37、17・24 一 25、17 : 29、30:39 穏健 7 :32、25:68 調 偽 2 :225 、4 :115 ぃ ゆ . 
民 2 46、2 1:154 、2 :156 、11 :113 、13・23 博愛 2:178 報復 22:61 冬 牲 の 精神 3 :93 着 
実 4 178 、3・187 、11:12 到 り の 抑圧 3 :135 押 へ の 信頼 14 : 13、25:59 信頼 性 2 :284 、4 
99、23・9 帳 実 性 22:31、25:73 統一 3 :104 発達 16:12-14 精神 的 発達 16:91 報い 10:27 


る 


ルク マン (Luqman) 
追 術 的 認識 31 : 13 一 20 


ろ 


労働 ルク マン (Labor) 
搾取 68 : 18 一 28 


ロト (Lot) ' 
信 加 29:27 娘 11:79 一 80 基 壊 7 :81 一 85、11 : 90、15 : 74ー75 移住 21:72 訪問 者 の 接待 15:71 
使 着 11・ 78、15 : 62-71 人 々 11 : 78 一 84、27 : 55-59、29・ 31 一 35、54 : 34 一 40 人 々 の 邪 牌 29: 30 


ロー マ 人 人 (Romanms) 


項 斉 30:3ー5 


わ 
わ ゎ わい みろ (Bribery) 
非難 2 :189 


和解 (Reconciliation) 
配 慢 者 章 4 : 36、 4 : 129 
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この 刊行 に あたっ て 、 ご 支援 と ご 尽力 と も いた だ いた 多く の 方 々 に 対し て 、 深 謝意 を 表し ます 。 ま だ 、 全 
面 的 に 諸費 用 を ご 援助 くだ きれ た シャ ハナ ワー ズ (SHIAHNAWAZ) 家 の 皆 様 に 、 満 腔 の 深謝 の 記 を 表明 する と 
と ょ も に 、 ご 一 同 に アッ ラー の ご 須 賞 賜 わ ら ん こと を 祈念 い だ し ます 。 

日 本 語 販 クル アー ン 刊 行 を 機 に 、- - 人 で も 多く の 人 々 が 、 至高 な る 神 ア チッ ラー の お 言葉 に 龍 れ 、 基 起 に 浴 上 、 
義 し く 導 か れ ま す よ うに 。 「 
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